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1

1 イントロダクション

GNU Emacsテキストエディターのほとんどの部分は、Emacs Lispと呼ばれるプログラミング言語
で記述されています。新しいコードを Emacs Lispで記述して、このエディターの拡張としてインス
トールできます。しかし Emacs Lispは、単なる拡張言語を越える言語であり、それ自体で完全なコ
ンピュータープログラミング言語です。他のプログラミング言語で行なうすべてのことに、この言語
を使用できます。

Emacs Lispはエディターの中で使用するようにデザインされているので、テキストのスキャン
やパースのための特別な機能をもち、同様にファイル、バッファー、ディスプレー、サブプロセスを
処理する機能をもちます。Emacs Lispは編集機能と密に統合されています。つまり編集コマンドは
Lispプログラムから簡単に呼び出せる関数で、カスタマイズのためのパラメーターは普通の Lisp変
数です。

このマニュアルはEmacs Lispの完全な記述を試みます。初心者のためのEmacs Lispのイントロダ
クションは、Free Software Foundationからも出版されている、Bob ChassellのAn Introduction
to Emacs Lisp Programming を参照してください。このマニュアルは、Emacsを使用した編集に
熟知していることを前提としています。これの基本的な情報については、The GNU Emacs Manual
を参照してください。

おおまかに言うと、前の方のチャプターでは多くのプログラミング言語の機能にたいして、Emacs
Lispでの対応する機能を説明し、後の方のチャプターではEmacs Lispに特異な機能や、編集に特化
した関連する機能を説明します。

これはエディション [No value for “VERSION”] Emacs 27.2に対応した GNU Emacs Lisp
Reference Manualです。

1.1 注意事項

このマニュアルは幾多のドラフトを経てきました。ほとんど完璧ではありますが、不備がないとも言
えません。(ほとんどの特定のモードのように)それらが副次的であるとか、まだ記述されていないと
いう理由により、カバーされていないトピックもあります。わたしたちがそれらを完璧に扱うことは
できないので、いくつかの部分は意図的に省略しました。

このマニュアルは、それがカバーしている事柄については完全に正しくあるべきあり、故に特定の
説明テキスト、チャプターやセクションの順番にたいしての批判にオープンであるべきです。判りに
くかったり、このマニュアルでカバーされていない何かを学ぶためにソースを見たり実地から学ぶ必
要があるなら、このマニュアルはおそらく訂正されるべきなのかもしれません。どうかわたしたちに
それを教えてください。

このマニュアルを使用するときは、訂正のためにページにマークしてください。そうすれば後でそ
れを探して、わたしたちに送ることができます。関数や関数グループの単純で現実的な例を思いつい
たときは、ぜひそれを記述して送ってください。それが妥当ならチャプター名、セクション名、関数
名への参照をコメントしてください。なぜならページ番号やチャプター番号、セクション番号は変更
されるので、あなたが言及しているテキストを探すのに問題が生じるかもしれないからです。あなた
が訂正を求めるエディションのバージョンも示してください。

M-x report-emacs-bugを使用して、コメントや訂正を送ってください。

1.2 Lispの歴史

Lisp(LISt Processing language: リスト処理言語)は、MIT(Massachusetts Institute of Tech-
nology: マサチューセッツ工科大学)で、AI(artificial intelligence: 人工知能)の研究のために、1950
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年代末に最初に開発されました。Lisp言語の強力なパワーは、編集コマンドの記述のような、他の目
的にも適っています。

長年の間に何ダースもの Lisp実装が構築されてきて、それらのそれぞれに特異な点があります。
これらの多くは、1960年代にMITの Project MACで記述された、Maclispに影響を受けていま
す。最終的に、Maclisp後裔の実装者は共同して、Common Lispと呼ばれる標準の Lispシステム
を開発しました。その間にMITの Gerry Sussmanと Guy Steeleにより、簡潔ながらとても強力
な Lisp方言の、Schemeが開発されました。

GNU Emacs LispはMaclispから多く、Common Lispから少し影響を受けています。Common
Lispを知っている場合、多くの類似点に気づくでしょう。しかし Common Lisp の多くの機能は、
GNU Emacsが要求するメモリー量を削減するために、省略または単純化されています。ときには劇
的に単純化されているために、Common Lispユーザーは混乱するかもしれません。わたしたちは時
折GNU Emacs LispがCommon Lispと異なるか示すでしょう。Common Lispを知らない場合、
それについて心配する必要はありません。このマニュアルは、それ自体で自己完結しています。

cl-libライブラリーを通じて、Common Lispをかなりエミュレートできます。Section “Over-
view” in Common Lisp Extensionsを参照してください。

Emacs Lispは Schemeの影響は受けていません。しかしGNUプロジェクトにはGuileと呼ば
れる Scheme実装があります。拡張が必要な新しいGNUソフトウェアーでは、Guileを使用します。

1.3 Lispの歴史

このセクションでは、このマニュアルで使用する表記規約を説明します。あなたはこのセクションを
スキップして、後から参照したいと思うかもしれません。

1.3.1 Lispの歴史

このマニュアルでは、“Lispリーダー”および “Lispプリンター”という用語で、Lispのテキスト表
現を実際の Lispオブジェクトに変換したり、その逆を行なう Lispルーチンを参照します。詳細につ
いては、Section 2.1 [Printed Representation], page 8を参照してください。あなた、つまりこの
マニュアルを読んでいる人のことはプログラマーと考えて “あなた”と呼びます。“ユーザー”とは、
あなたの記述したものも含めて、Lispプログラムを使用する人を指します。

Lispコードの例は、(list 1 2 3)のようなフォーマットです。メタ構文変数 (metasyntactic vari-
ables)を表す名前や、説明されている関数の引数名前は、first-numberのようにフォーマットされて
います。

1.3.2 nilと t

Emacs Lispでは、シンボル nilには 3つの異なる意味があります。1つ目は ‘nil’という名前のシン
ボル、2つ目は論理値の false、3つ目は空リスト— つまり要素が 0のリストです。変数として使用し
た場合、nilは常に値 nilをもちます。

Lispリーダーに関する限り、‘()’と ‘nil’は同一です。これらは同じオブジェクト、つまりシンボ
ル nilを意味します。このシンボルを異なる方法で記述するのは、完全に人間の読み手を意図したも
のです。Lispリーダーが ‘()’か ‘nil’のどちらかを読み取った後は、プログラマーが実際にどちらの
表現で記述したかを判断する方法はありません。

このマニュアルでは、空リストを意味することを強調したいときは ()と記述し、論理値の falseを
意味することを強調したいときは nilと記述します。この慣習は Lispプログラムで使用してもよいで
しょう。

(cons 'foo ()) ; 空リストを強調
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(setq foo-flag nil) ; 論理値の falseを強調

論理値が期待されているコンテキストでは、非 nilは trueと判断されます。しかし論理値の true
を表す好ましい方法は tです。trueを表す値を選択する必要があり、他に選択の根拠がない場合は t

を使用してください。シンボル tは、常に値 tをもちます。

Emacs Lispでの nilと tは、常に自分自身を評価する特別なシンボルです。そのためプログラム
でこれらを定数として使用する場合、クォートする必要はありません。これらの値の変更を試みると、
結果は setting-constantエラーとなります。Section 12.2 [Constant Variables], page 175を
参照してください。

[Function]booleanp object
objectが 2つの正規のブーリーン値 (tか nil)のいずれかなら、非 nilをリターンする。

1.3.3 評価の表記

評価できる Lisp式のことをフォーム (form)と呼びます。フォームの評価により、これは結果として
常に Lispオブジェクトを生成します。このマニュアルの例では、これを ‘⇒’で表します:

(car '(1 2))

⇒ 1

これは “(car '(1 2))を評価すると、1になる”と読むことができます。

フォームがマクロ呼び出しの場合、それは評価されるための新たな Lispフォームに展開されます。
展開された結果は ‘ 7→’で表します。わたしたちは展開されたフォームの評価し結果を示すこともあれ
ば、示さない場合もあります。

(third '(a b c))

7→ (car (cdr (cdr '(a b c))))

⇒ c

1つのフォームを説明するために、同じ結果を生成する別のフォームを示すこともあります。完全
に等価な 2つのフォームは、‘≡ ’で表します。

(make-sparse-keymap) ≡ (list 'keymap)

1.3.4 プリントの表記

このマニュアルの例の多くは、それらが評価されるときにテキストをプリントします。(*scratch*バッ
ファーのような)Lisp Interactionバッファーで閉カッコの後で C-jをタイプすることによりコード例
を実行する場合には、プリントされるテキストはそのバッファーに挿入されます。(関数 eval-region

での評価のように)他の方法でコード例を実行する場合、プリントされるテキストはエコーエリアに
表示されます。

このマニュアルの例はプリントされるテキストがどこに出力されるかに関わらず、それを ‘ a ’で表
します。フォームを評価することにより戻される値は、‘⇒’とともに後続の行で示します。

(progn (prin1 'foo) (princ "\n") (prin1 'bar))

a foo

a bar

⇒ bar

1.3.5 エラーメッセージ

エラーをシグナルする例もあります。これは通常、エコーエリアにエラーメッセージを表示します。エ
ラーメッセージの行は ‘ error ’で始まります。‘ error ’自体は、エコーエリアに表示されないことに
注意してください。
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(+ 23 'x)

error Wrong type argument: number-or-marker-p, x

1.3.6 バッファーテキストの表記

バッファー内容の変更を説明する例もあます。それらの例では、そのテキストのbefore(以前)とafter(以
後)のバージョンを示します。それらの例では、バッファー内容の該当する部分を、ダッシュを用いた
2行の破線 (バッファー名を含む)で示します。さらに、‘⋆’はポイントの位置を表します (もちろんポ
イントのシンボルはバッファーのテキストの一部ではなく、ポイントが現在配されている 2つの文字
の間の位置を表す)。

---------- Buffer: foo ----------

This is the ⋆contents of foo.

---------- Buffer: foo ----------

(insert "changed ")

⇒ nil

---------- Buffer: foo ----------

This is the changed ⋆contents of foo.

---------- Buffer: foo ----------

1.3.7 説明のフォーマット

このマニュアルでは関数 (function)、変数 (variable)、コマンド (command)、ユーザーオプション
(user option)、スペシャルフォーム (special form)を、統一されたフォーマットで記述します。記
述の最初の行には、そのアイテムの名前と、もしあれば引数 (argument)が続きます。そのアイテム
の属するカテゴリー (function、variableなど)は、ページの右マージンの隣にプリントされます。そ
れ以降の行は説明行で、例を含む場合もあります。

1.3.7.1 関数の説明例

関数の記述では、関数の名前が最初に記述されます。同じ行に引数の名前のリストが続きます。引数
の値を参照するために、引数の名前は記述の本文にも使用されます。

引数リストの中にキーワード&optionalがある場合、その後の引数が省略可能であることを示し
ます (省略された引数のデフォルトは nil)。その関数を呼び出すときは、&optionalを記述しないで
ください。

キーワード&rest(これの後には 1つの引数名を続けなければならない)は、その後に任意の引数
を続けることができることを表します。&restの後に記述された引数名の値には、その関数に渡され
た残りのすべての引数がリストとしてセットされます。この関数を呼び出すときは、&restを記述し
ないでください。

以下は fooという架空の関数 (function)の説明です:

[Function]foo integer1 &optional integer2 &rest integers
関数 fooは integer2から integer1を減じてから、その結果に残りすべての引数を加える。in-
teger2が与えられなかった場合、デフォルトして数値 19が使用される。

(foo 1 5 3 9)

⇒ 16

(foo 5)

⇒ 14
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より一般的には、

(foo w x y...)

≡
(+ (- x w) y...)

慣例として引数の名前には、(たとえば integer、integer1、bufferのような)期待されるタイプ名
が含まれます。(buffersのような)複数形のタイプは、しばしばその型のオブジェクトのリストを意
味します。objectのような引き数名は、それが任意の型であることを表します (Emacsオブジェクト
タイプのリストは Chapter 2 [Lisp Data Types], page 8を参照)。他の名前をもつ引数 (たとえば
new-file)はその関数に固有の引数で、関数がドキュメント文字列をもつ場合、引数のタイプはその中
で説明されるべきです (Chapter 24 [Documentation], page 520を参照)。

&optionalや&restにより修飾される引数のより完全な説明は、Section 13.2 [Lambda Expres-
sions], page 212を参照してください。

コマンド (command)、マクロ (macro)、スペシャルフォーム (special form)の説明も同じフォー
マットですが、‘Function’が ‘Command’、‘Macro’、‘Special Form’に置き換えられます。コマンド
はとは単に、インタラクティブ (interactive: 対話的)に呼び出すことができる関数です。マクロは関
数とは違う方法 (引数は評価されない)で引数を処理しますが、同じ方法で記述します。

マクロとスペシャルフォームにたいする説明には、特定のオプション引数や繰り替えされる引数の
ために、より複雑な表記が使用されます。なぜなら引数リストが、より複雑な方法で別の引数に分離
されるからです。‘[optional-arg]’は optional-argがオプションであることを意味し、‘repeated-
args...’は 0個以上の引数を表します。カッコ (parentheses)は、複数の引数をリスト構造の追加レ
ベルにグループ化するのに使用されます。以下は例です:

[Special Form]count-loop (var [from to [inc]]) body. . .
この架空のスペシャルフォームは、bodyフォームを実行してから変数 varをインクリメントす
るループを実装します。最初の繰り返しでは変数は値 fromをもちます。以降の繰り返しでは、
変数は 1(incが与えられた場合は inc)増分されます。varが toに等しい場合、bodyを実行す
る前にループを exitします。以下は例です:

(count-loop (i 0 10)

(prin1 i) (princ " ")

(prin1 (aref vector i))

(terpri))

fromと toが省略された場合、ループを実行する前に varに nilがバインドされ、繰り返しの先
頭において varが非 nilの場合は、ループを exitします。以下は例です:

(count-loop (done)

(if (pending)

(fixit)

(setq done t)))

このスペシャルフォームでは、引数 fromと toはオプションですが、両方を指定するか未指定
にするかのいずれかでなければなりません。これらの引数が与えられた場合には、オプション
で incも同様に指定することができます。これらの引数は、フォームのすべての残りの要素を
含む bodyと区別するために、引数 varとともにリストにグループ化されます。

1.3.7.2 変数の説明例

変数 (variable)とは、オブジェクトにバインド (bind)される名前です (セット (set)とも言う)。変数
がバインドされたオブジェクトのことを値 (value)と呼びます。このような場合には、その変数が値



Chapter 1: イントロダクション 6

をもつという言い方もします。ほとんどすべての変数はユーザーがセットすることができますが、特
にユーザーが変更できる特定の変数も存在し、これらはユーザーオプション (user options)と呼ばれ
ます。通常の変数およびユーザーオプションは、関数と同様のフォーマットを使用して説明されます
が、それらには引数がありません。

以下は架空の変数 electric-future-mapの説明です。

[Variable]electric-future-map
この変数の値はElectric Command Futureモードで使用される完全なキーマップである。こ
のマップ内の関数により、まだ実行を考えていないコマンドの編集が可能になる。

ユーザーオプションも同じフォーマットをもちますが、‘Variable’が ‘User Option’に置き換え
られます。

1.4 バージョンの情報

以下の機能は、使用している Emacsに関する情報を提供します。

[Command]emacs-version &optional here
この関数は実行している Emacsのバージョンを説明する文字列を returnすす。これはバグレ
ポートにこの文字列を含めるときに有用である。

(emacs-version)
⇒ "GNU Emacs 26.1 (build 1, x86_64-unknown-linux-gnu,

GTK+ Version 3.16) of 2017-06-01"

hereが非 nilならテキストをバッファーのポイントの前に挿入して、nilをリターンする。こ
の関数がインタラクティブに呼び出すと、同じ情報をエコーエリアに出力する。プレフィクス
引数を与えると、hereが非 nilになる。

[Variable]emacs-build-time
この変数の値はEmacsがビルドされた日時を示す。値は current-timeの形式 (Section 40.5
[Time of Day], page 1106を参照)、その情報が利用できなければ nil。

emacs-build-time

⇒ (20614 63694 515336 438000)

[Variable]emacs-version
この変数の値は実行中のEmacsのバージョンであり、"26.1"のような文字列。"26.0.91"の
ように 3つの数値コンポーネントをもつ値はリリース版ではなくテストバージョンであること
を示す (Emacs 26.1より前では"25.1.1"のように文字列の最後に余分な整数コンポーネント
が含まれていたが、これは現在は emacs-build-numberに格納される)。

[Variable]emacs-major-version
Emacsのメジャーバージョン番号を示す整数。Emacs 23.1では値は 23。

[Variable]emacs-minor-version
Emacsのマイナーバージョン番号を示す整数。Emacs 23.1では値は 1。

[Variable]emacs-build-number
これは同一のディレクトリーにおいて Emacsが (クリーニングなしで)ビルドされるたびに増
分される整数。これは Emacsの開発時だけに関係のある変数。
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[Variable]emacs-repository-version
Emacsがビルドされたリポジトリのリビジョン番号を与える文字列。Emacsがリビジョンコ
ントロール外部でビルドされた場合の値は nil。

[Variable]emacs-repository-branch
Emacs がビルドされたリポジトリブランチを与える文字列。ほとんどの場合は"master"。
Emacsがリビジョンコントロール外部でビルドされた場合の値は nil。
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2 Lispのデータ型

Lispのオブジェクト (object)とは、Lispプログラムから操作されるデータです。型 (type)やデー
タ型 (data type)とは、可能なオブジェクトの集合を意味します。

すべてのオブジェクトは少なくとも 1つの型に属します。同じ型のオブジェクトは同様な構造をも
ち、通常は同じコンテキストで使用されます。型を重複してもつことができ、オブジェクトは複数の
型に属することができます。その結果として、あるオブジェクトが特定の型に属するかどうかを尋ね
ることはできますが、オブジェクトがその型だけに属するかどうかは決定できません。

Emacsにはいくつかの基本オブジェクト型が組み込まれています。これらの型は他のすべての型
を構成するもとであり、プリミティブ型 (primitive types: 基本型)と呼ばれます。すべてのオブジェ
クトはただ 1つのプリミティブ型に属します。これらの型には整数 (integer)、浮動小数点数 (float)、
コンス (cons)、シンボル (symbol)、文字列 (string)、ベクター (vector)、ハッシュテーブル (hash-
table)、サブルーチン (subr)、バイトコード関数 (byte-code function)、レコード (record)、およ
び buffer のような編集に関連した特別な型が含まれます (Section 2.5 [Editing Types], page 25を
参照)。

プリミティブ型にはそれぞれ、オブジェクトがその型のメンバーかどうかのチェックを行なうため
に、それぞれ対応する Lisp関数があります。

他の多くの言語とは異なり、Lispのオブジェクトは自己記述 (self-typing)的です。オブジェクト
のプリミティブ型は、オブジェクト自体に暗に含まれます。たとえばオブジェクトがベクターなら、そ
れを数字として扱うことはできません。Lispはベクターが数字でないことを知っているのです。

多くの言語では、プログラマーは各変数にたいしてデータ型を宣言しなければならず、コンパイ
ラーは型を知っていますが、データの中に型はありません。Emacs Lispには、このような型宣言はあ
りません。Lisp変数は任意の型の値をもつことができ、変数に保存した値と型を記憶します (実際に
は特定の型の値だけをもつことができる少数の Emacs Lisp変数がある。Section 12.16 [Variables
with Restricted Values], page 206を参照されたい)。

このチャプターでは、GNU Emacs Lispの各標準型の意味、プリント表現 (printed representa-
tion)、入力構文 (read syntax)を説明します。これらのデータ型を使用する方法についての詳細は、
以降のチャプターを参照してください。

2.1 プリント表現と読み取り構文

オブジェクトのプリント表現 (printed representation)とは、オブジェクトにたいして Lispプリン
ター (関数 prin1)が生成する出力のフォーマットです。すべてのデータ型は一意なプリント表現をも
ちます。オブジェクトの入力構文 (read syntax)とは、オブジェクトにたいして Lispリーダー (関数
read)が受け取る入力のフォーマットです。これは一意である必要はありません。多くの種類のオブ
ジェクトが複数の構文をもちます。Chapter 19 [Read and Print], page 332を参照してください。

ほとんどの場合、オブジェクトのプリント表現が、入力構文としても使用されます。しかし Lisp
プログラム内の定数とすることに意味が無いいくつかの型には、入力構文がありません。これらのオ
ブジェクトはハッシュ表記 (hash notation)でプリントされ、‘#<’、説明的な文字列 (典型的には型
名にオブジェクトの名前を続けたもの)、‘>’で構成される文字列です。たとえば:

(current-buffer)

⇒ #<buffer objects-ja.texi>

ハッシュ表記は読み取ることができないので、Lisp リーダーは ‘#<’に遭遇すると常にエラー
invalid-read-syntaxをシグナルします。
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他の言語では式はテキストであり、これ以外の形式はありません。Lispでは式は第一にまず Lisp
オブジェクトであって、オブジェクトの入力構文であるテキストは副次的なものに過ぎません。たい
ていこの違いを強調する必要はありませんが、このことを心に留めておかないとたまに混乱すること
があるでしょう。

インタラクティブに式を評価するとき、Lispインタープリターは最初にそれのテキスト表現を読み
取り、Lispオブジェクトを生成してからそのオブジェクトを評価します (Chapter 10 [Evaluation],
page 134を参照)。しかし評価と読み取りは別の処理です。読み取りによりテキストにより表現され
た Lispオブジェクトを読み取り、Lispオブジェクトがリターンされます。後でオブジェクトは評価
されるかもしれないし、評価されないかもしれません。オブジェクトを読み取るための基本的な関数
readの説明は、Section 19.3 [Input Functions], page 335を参照してください。

2.2 特別な読み取り構文

Emacs Lispでは特別なハッシュ表記を通じて多くの特別なオブジェクトと構文を表します。

‘#<...>’ 入力構文がないオブジェクトはこのように表される (Section 2.1 [Printed Represen-
tation], page 8を参照)。

‘##’ 名前が空文字列であるようなインターン済みシンボルのプリント表現 (Section 2.4.4
[Symbol Type], page 14を参照)。

‘#'’ functionにたいするショートカット。Section 13.7 [Anonymous Functions],
page 221を参照のこと。

‘#:’ 名前が fooであるようなインターンされていないシンボルのプリント表現は ‘#:foo’
(Section 2.4.4 [Symbol Type], page 14を参照)。

‘#N’ 循環構造のプリント時には構造が自身をループバックすることを表すためにこの構文が
使用される。ここで ‘N’リストの開始カウント。

(let ((a (list 1)))

(setcdr a a))

=> (1 . #0)

‘#N=’
‘#N#’ ‘#N=’はオブジェクト名、‘#N#’はそのオブジェクトを表すので、これらはコピーではな

く同一オブジェクトになる (Section 2.6 [Circular Objects], page 29を参照)。

‘#xN’ 16進表現の ‘N’ (‘#x2a’)。

‘#oN’ 8進表現の ‘N’ (‘#o52’)。

‘#bN’ 2進表現の ‘N’ (‘#b101010’)。

‘#(...)’ 文字列のテキストプロパティ(Section 2.4.8.4 [Text Props and Strings], page 21を
参照)。

‘#^’ 文字テーブル (Section 2.4.10 [Char-Table Type], page 21を参照)。

‘#s(hash-table ...)’
ハッシュテーブル (Section 2.4.12 [Hash Table Type], page 22を参照)。

‘?C’ 文字 (Section 2.4.3.1 [Basic Char Syntax], page 11を参照)。

‘#$’ バイトコンパイル済みファイルのカレントファイル名 (Section 17.3 [Docs and Com-
pilation], page 289を参照)。これは Emacs Lispソースファイルで使用するためのも
のではない。



Chapter 2: Lispのデータ型 10

‘#@N’ 次の ‘N’文字をスキップする (Section 2.3 [Comments], page 10を参照)。バイトコン
パイル済みファイル内で使用されるものであって、Emacs Lispソースファイル内で使
用するためのものではない。

2.3 コメント

コメント (comment)はプログラム中に記述されたテキストであり、そのプログラムを読む人間ため
だけに存在するものであって、プログラムの意味には何の影響ももちません。Lispではそれが文字列
や文字定数にある場合をのぞき、エスケープされていないセミコロン (‘;’)でコメントが開始されま
す。行の終端までがコメントになります。Lispリーダーはコメントを破棄します。コメントは Lispシ
ステム内でプログラムを表す Lispオブジェクトの一部にはなりません。

‘#@count’構成は、次の count個の文字をスキップします。これはプログラムにより生成されたバ
イナリーデータを含むコメントにたいして有用です。Emacs Lispバイトコンパイラーは出力ファイ
ルにこれを使用します (Chapter 17 [Byte Compilation], page 286を参照)。しかしソースファイ
ル用ではありません。

コメントのフォーマットにたいする慣例は、Section D.7 [Comment Tips], page 1173を参照
してください。

2.4 プログラミングの型

Emacs Lispには 2種類の一般的な型があります。1つは Lispプログラミングに関わるもので、もう
1つは編集に関わるものです。前者はさまざまな形で多くの Lisp実装に存在します。後者は Emacs
Lispに固有です。

2.4.1 整数型

内部には fixnumsと呼ばれる小さい整数、および bignumsという大きい整数という 2種類の整数が
存在します。

fixnumの値の範囲はマシンに依存します、最小のレンジは−536,870,912から 536,870,911(30
ビットでは−229 から 229 − 1) しかし多くのマシンはより広い範囲を提供します。

bignumは任意の精度をもつことができます。fixnumのオーバーフローする処理では、かわりに
bignumをリターンされます。

eqlや=ですべての数値、fixnumなら eqで比較することができます。整数が fixnumか bignum
をテストするには most-negative-fixnumと most-positive-fixnumで比較するか、便利な述語
fixnumpと bignumpを任意のオブジェクトに使用できます。

整数にたいする入力構文は、(10を基数とする)数字のシーケンスで、オプションで先頭に符号、
最後にピリオドがつきます。Lispインタープリターにより生成されるプリント表現には、先頭の ‘+’
や最後の ‘.’はありません。

-1 ; 整数の−1
1 ; 整数の 1
1. ; これも整数の 1
+1 ; これも整数の 1

詳細は Chapter 3 [Numbers], page 37を参照してください。

2.4.2 浮動小数点数型

浮動小数点数は、コンピューターにおける科学表記に相当するものです。浮動小数点数を 10の指数を
ともなう有理数として考えることができます。正確な有効桁数と可能な指数はマシン固有です。Emacs
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は値の保存にCデータ型の doubleを使用し、内部的には 10の指数ではなく、2の指数として記録し
ます。

浮動小数点数のプリント表現には、(後に最低 1つの数字をともなう)小数点と、指数のどちらか
一方、または両方が必要です。たとえば ‘1500.0’、‘+15e2’、‘15.0e+2’、‘+1500000e-3’、‘.15e4’
は、いずれも浮動小数点数の 1500を記述し、これらはすべて等価です。

詳細は Chapter 3 [Numbers], page 37を参照してください。

2.4.3 文字型

Emacs Lispでの文字 (character)は、整数以外の何者でもありません。言い換えると、文字は文字
コードで表現されます。たとえば文字 Aは、整数の 65として表現されます。

プログラムで文字を個別に使用するのは稀であり、文字のシーケンスとして構成される文字列
(strings)として扱われるのがより一般的です。Section 2.4.8 [String Type], page 19を参照してく
ださい。

文字列やバッファーの中の文字は、現在のところ 0から 4194303の範囲 — つまり 22ビットに制
限されています (Section 33.5 [Character Codes], page 858を参照)。0から 127のコードはASCII

コードで、残りは非 ASCIIです (Chapter 33 [Non-ASCII Characters], page 854を参照)。キー
ボード入力を表す文字はコントロール (Control)、メタ (Meta)、シフト (Shift)などの修飾キーをエ
ンコードするために、より広い範囲をもちます。

文字から可読なテキスト記述を生成する、メッセージ用の特別な関数が存在します。Section 24.5
[Describing Characters], page 526を参照してください。

2.4.3.1 基本的な文字構文

文字は実際には整数なので、文字のプリント表現は 10進数です。文字にたいする入力構文も利用可能
ですが、Lispプログラムでこの方法により文字を記述するのは、明解なプログラミングではありませ
ん。文字にたいしては、Emacs Lispが提供する、特別な入力構文を常に使用するべきです。これら
の構文フォーマットはクエスチョンマークで開始されます。

英数字にたいする通常の入力構文は、クエスチョンマークと、その後にその文字を記述します。し
たがって文字 Aは ‘?A’、文字 Bは ‘?B’、文字 aは ‘?a’となります。

たとえば:

?Q ⇒ 81 ?q ⇒ 113

区切り文字 (punctuation characters)にも同じ構文を使用できますが、区切り文字が Lispで特
別な意味をもつ場合には ‘\\’でクォートしなければなりません。たとえば ‘?\\(’が開カッコを記述す
る方法であり、同様に文字が ‘\’なら、‘?\\’のようにクォートするために 2つ目の ‘\’を使用しなけれ
ばなりません。

Ctrl+g(control-g)、バックスペース (backspace)、タブ (tab)、改行 (newline)、垂直タブ (ver-
tical tab)、フォームフィード (formfeed)、スペース (space)、キャリッジリターン (return)、デリー
ト (del)、エスケープ (escape)はそれぞれ ‘?\a’、‘?\b’、‘?\t’、‘?\n’、‘?\v’、‘?\f’、‘?\s’、‘?\r’、
‘?\d’、‘?\e’と表すことができます (後にダッシュのついた ‘?\s’は違う意味をもつ— これは後続の
文字にたいしてスーパーによる修飾を適用する)。したがって、

?\a ⇒ 7 ; control-g、C-g

?\b ⇒ 8 ; バックスペース、BS、C-h

?\t ⇒ 9 ; タブ、TAB、C-i

?\n ⇒ 10 ; 改行、C-j

?\v ⇒ 11 ; 垂直タブ、C-k
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?\f ⇒ 12 ; フォームフィード文字、C-l

?\r ⇒ 13 ; キャリッジリターン、RET、C-m

?\e ⇒ 27 ; エスケープ文字、ESC、C-[

?\s ⇒ 32 ; スペース文字、SPC

?\\ ⇒ 92 ; バックスラッシュ文字、\

?\d ⇒ 127 ; デリート文字、DEL

バックスラッシュがエスケープ文字の役割を果たすので、これらのバックスラッシュで始まるシー
ケンスはエスケープシーケンス (escape sequences)とも呼ばれます。この用語法は文字 ESCとは関
係ありません。‘\s’は文字定数としての使用を意図しており、文字定数の内部では単にスペースを記
述します。

エスケープという特別な意味を与えずに、任意の文字の前にバックスラッシュの使用することは許
されていて害もありません。したがって ‘?\+’は ‘?+’と等価です。ほとんどの文字の前にバックスラッ
シュを追加することに理由はありません。しかし文字 ‘()[]\;"’の前にはバックスラッシュを追加し
なければならず、Lispコードを編集する Emacsコマンドが混乱するのを避けるために ‘|'`#.,’の
前にもバックスラッシュを追加するべきです。コードを読む人の混乱を避けるために、前に言及した
ASCII文字と類似したUnicode文字の前にもバックスラッシュを追加する必要があります。これを奨
励するために、‘‘ ’のような一般的には混乱を招くエスケープされていない文字をハイライトします。
スペース、タブ、改行、フォームフィードのような空白文字の前にもバックスラッシュを追加できま
す。しかしタブやスペース spaceのような実際の空白文字のかわりに、‘\t’や ‘\s’のような可読性の
あるエスケープシーケンスを使用するほうが明解です (スペースを後にともなうバックスラッシュを
記述する場合、後続のテキストと区別するために、文字定数の後に余分なスペースを記述すること)。

2.4.3.2 一般的なエスケープ構文

特に重要なコントロール文字にたいする特別なエスケープシーケンスに加えて、Emacsは非ASCIIテ
キスト文字の指定に使用できる、何種類かのエスケープ構文を提供します。

1. もしあればUnicode名で文字を指定できる。?\N{NAME}はNAMEという名前のUnicode文字
を表す。したがって ‘?\N{LATIN SMALL LETTER A WITH GRAVE}’は?^^c3^^a0と等価であり
Unicode文字のU+00E0を意味する。名前中のスペースを空白文字 (改行)の非空のシーケンス
にして複数行文字列の入力を簡略化できる。

2. Unicode値で文字を指定できる。?\N{U+X}はUnicodeコードポイントX (16進数値)を表す。
また?\uxxxxと?\Uxxxxxxxxはそれぞれコードポイント xxxxと xxxxxxxxを表す xは (1 つ
の 16 進数字)。たとえば?\N{U+E0}、?\u00e0、?\U000000E0は?^^c3^^a0と ‘?\N{LATIN
SMALL LETTER A WITH GRAVE}’に等しい。Unicode標準は ‘U+10ffff’以下のコードポイント
だけを定義するので、これより大きいコードポイントでは Emacsはエラーをシグナルする。

3. 文字を 16進の文字コードで指定できる。16進エスケープシーケンスはバックスラッシュ、‘x’、
および 16進の文字コードにより構成される。したがって ‘?\x41’は文字 A、‘?\x1’は文字 C-a、
?\xe0は文字^^c3^^a0 (グレイブアクセントつきの a)になる。任意の 16進数を使用できるの
で、この方法で任意の文字を表すことができる。

4. 8進の文字コードにより文字を指定できる。8進エスケープシーケンスは 3桁までの 8進数字をと
もなうバックスラッシュにより形成される。したがって ‘?\101’は文字 A、‘?\001’は文字 C-a、
?\002は文字 C-bを表す。この方法で指定できるのは 8進コード 777までの文字のみ。

これらのエスケープシーケンスは文字列内でも使用されます。Section 2.4.8.2 [Non-ASCII in
Strings], page 20を参照してください。
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2.4.3.3 コントロール文字構文

他の入力構文を使用してコントロール文字を表すことができます。これは後にバックスラッシュ、カ
レット、対応する非コントロール文字 (大文字か小文字)をともなうクエスチョンマークから構成され
ます。たとえば ‘?\^I’と ‘?\^i’はどちらも、値が 9である文字 C-iの有効な入力構文です。

‘^’のかわりに ‘C-’を使用することもできます。したがって ‘?\C-i’は ‘?\^I’や ‘?\^i’と等価です。

?\^I ⇒ 9 ?\C-I ⇒ 9

文字列やバッファーの中では ASCIIのコントロール文字だけが許されますが、キーボード入力に
たいしては ‘C-’により任意の文字をコントロール文字にすることができます。これらの非 ASCIIのコ
ントロール文字にたいするコントロール文字には非コントロール文字にたいするコードと同様に、226

ビットが含まれます。通常のテキスト端末には非 ASCIIコントロール文字を生成する方法がありませ
んが、Xやその他のウィンドウシステムを使用すれば簡単に生成することができます。

歴史的な理由により、Emacsは DEL文字を?のコントロール文字として扱います:

?\^? ⇒ 127 ?\C-? ⇒ 127

結果として、Xでは有意な入力文字である Control-?文字を、‘\C-’を使用して表現することは今の
ところできません。さまざまな Lispファイルがこの方法で DELを参照するので、これを変更するのは
簡単ではないのです。

コントロール文字の表現はファイルや文字列内で見ることができますが、わたしたちは ‘^’構文を
推奨します。キーボード入力にたいするコントロール文字に好ましいのは、‘C-’構文です。どちらを
使用するかはプログラムの意味に影響しませんが、プログラムを読む人の理解を助けるでしょう。

2.4.3.4 メタ文字構文

メタ文字 (meta character)とは、META修飾キーとともにタイプされた文字です。そのような文字を
表す整数には 227 のビットがセットされています。基本的な文字コードの広い範囲を利用可能にする
ために、メタやその他の修飾にたいしては上位ビットを使用します。

文字列では、メタ文字を示すASCII文字に、27 ビットが付加されます。したがって文字列に含める
ことができるメタ文字のコードは 1から 255の範囲となり、メタ文字は通常の ASCII文字のメタ修飾
されたバージョンとなります。文字列内での META処理の詳細については、Section 21.7.15 [Strings
of Events], page 404を参照してください。

メタ文字の入力構文には ‘\M-’を使用します。たとえば ‘?\M-A’は M-Aを意味します。8 進文字
コード (以下参照)や、‘\C-’、その他の文字にたいする他の構文とともに ‘\M-’を使用できます。した
がって、M-Aは ‘?\M-A’や ‘?\M-\101’と記述できます。同様に C-M-bは ‘?\M-\C-b’、‘?\C-\M-b’、
‘?\M-\002’と記述することができます。

2.4.3.5 その他の文字修飾ビット

グラフィック文字 (graphic character)の caseは文字コードで示されます。たとえばASCIIでは、文
字 ‘a’と文字 ‘A’は区別されます。しかし ASCIIにはコントロール文字が大文字なのか小文字なのかを
表現する方法がありません。コントロール文字がタイプされたときシフトキーが使用されたかを示す
ために、Emacsは 225 のビットを使用します。この区別は X端末や、その他の特別な端末を使用し
ているときだけ可能です。通常のテキスト端末は、これらの違いを報告しません。シフトをあらわす
ビットのための Lisp構文は ‘\S-’です。したがって ‘?\C-\S-o’や ‘?\C-\S-O’は、Shift+Ctrl+o文
字を表します。

Xウィンドウシステムは文字にセットするために、他にも 3つ修飾ビット — ハイパー (hyper)、
スーパー (super)、アルト (alt)を定義します。これらのビットにたいする構文は、‘\H-’、‘\s-’、‘\A-’
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です (これらのプレフィクスでは、caseは意味がある)。したがって ‘?\H-\M-\A-x’は Alt-Hyper-

Meta-xを表します (‘-’が後にない ‘\s’はスペース文字を表すことに注意)。数値としてはビット値 222

はアルト、223 はスーパー、224 はハイパーです。

2.4.4 シンボル型

GNU Emacs Lispでのシンボル (symbol)とは、名前をもつオブジェクトです。シンボル名は、そのシ
ンボルのプリント表現としての役割があります。Lispの通常の使用では、1つの obarray(Section 9.3
[Creating Symbols], page 127を参照)により、シンボル名は一意です — 2つのシンボルが同じ名
前をもつことはありません。

シンボルは変数や関数名としての役割、プロパティーリストを保持する役割をもつことができます。
データ構造内にそのようなシンボルが存在することが確実に認識できるように、他のすべての Lispオ
ブジェクトから区別するためだけの役割をもつ場合もあります。与えられたコンテキストにおいて、
通常はこれらのうちの 1つの使用だけが意図されます。しかし 3つすべての方法で、1つのシンボル
を独立して使用することもできます。

名前がコロン (‘:’)で始まるシンボルはキーワードシンボル (keyword symbol)と呼ばれます。こ
れらのシンボルは自動的に定数として振る舞い、通常は未知のシンボルといくつかの特定の候補を比較
することだけに使用されます。Section 12.2 [Constant Variables], page 175を参照してください。

シンボル名にはどんな文字でも含めることができます。ほとんどのシンボル名は英字、数字、‘-+=*/’
などの区切り文字で記述されます。このような名前には特別な区切り文字は必要ありません。名前が
数字のように見えない限り、名前にはどのような文字も使用できます (名前が数字のように見える場
合は、名前の先頭に ‘\’を記述して強制的にシンボルとして解釈させる)。文字 ‘_~!@$%^&:<>{}?’は
あまり使用されませんが、これらも特別な句読点文字を必要としません。他の文字も、バックスラッ
シュでエスケープすることにより、シンボル名に含めることができます。しかし文字列内でのバック
スラッシュの使用とは対照的に、シンボル名でのバックスラッシュは、バックスラッシュの後の 1文
字をエスケープするだけです。たとえば文字列内では、‘\t’はタブ文字を表します。しかしシンボル
名の中では、‘\t’は英字 ‘t’をクォートするに過ぎません。名前にタブ文字をもつシンボルを記述する
には、(バックスラッシュを前置した)実際のタブを使用しなければなりません。しかし、そのような
ことを行なうことは稀です。

Common Lispに関する注意:Common Lispでは明示的にエスケープされない限り、小
文字は常に大文字に “フォールド (folded)”される。Emacs Lispでは大文字と小文字
は区別される。

以下はシンボル名の例です。4つ目の例の中の ‘+’は、シンボルが数字として読み取られるのを防
ぐためにエスケープされていることに注意してください。6つ目の例では、名前の残りの部分により
数字としては不正なのでエスケープの必要はありません。

foo ; ‘foo’という名前のシンボル
FOO ; ‘foo’とは別の、‘FOO’という名前のシンボル
1+ ; ‘1+’という名前のシンボル

; (整数の ‘+1’ではない)
\+1 ; ‘+1’という名前のシンボル

; (判読しにくい名前)
\(*\ 1\ 2\) ; ‘(* 1 2)’という名前のシンボル (悪い名前)
+-*/_~!@$%^&=:<>{} ; ‘+-*/_~!@$%^&=:<>{}’という名前のシンボル

; これらの文字のエスケープは不要

シンボル名がプリント表現としての役割をもつというルールの例外として、‘##’があります。これ
は、名前が空文字列の internされたシンボルのプリント表現です。さらに ‘#:foo’は、internされて
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いない fooという名前のシンボルにたいするプリント表現です (通常、Lispリーダーはすべてのシン
ボルを internする。Section 9.3 [Creating Symbols], page 127を参照されたい)。

2.4.5 シーケンス型

シーケンス (sequence)とは、要素の順序セットを表現する Lispオブジェクトです。Emacs Lispに
は 2種類のシーケンス — リスト (lists)と配列 (arrays)があります。

リストはもっとも一般的に使用されるシーケンスです。リストは任意の型の要素を保持でき、要素
の追加と削除により簡単に長さを変更できます。リストについては、次のサブセクションを参照して
ください。

配列は固定長のシーケンスです。配列はさらに文字列 (strings)、ベクター (vectors)、文字テーブ
ル (char-tables)、ブールベクター (bool-vectors)に細分されます。ベクターは任意の型の要素を保
持できますが、文字列の要素は文字でなければならず、ブールベクターの要素は tか nilでなければ
なりません。文字テーブルはベクターと似ていますが、有効な文字によりインデックスづけされる点
が異なります。文字列内の文字は、バッファー内の文字のようにテキストプロパティーをもつことが
できます (Section 32.19 [Text Properties], page 814を参照)。しかしベクターはその要素が文字
のときでも、テキストプロパティーをサポートしません。

リスト、文字列、およびその他の配列型も、重要な類似点を共有します。たとえば、それらはすべ
て長さ lをもち、要素は 0から l−1でインデックスづけされます。いくつかの関数はシーケンス関数
と呼ばれ、これらは任意の種類のシーケンスを許容します。たとえば、関数 lengthは、任意の種類
のシーケンスの長さを報告します。Chapter 6 [Sequences Arrays Vectors], page 95を参照してく
ださい。

シーケンスは読み取りにより常に新たに作成されるやめ、同じシーケンスを 2回読み取るのは一
般的に不可能です。シーケンスにたいする入力構文を 2回読み取った場合には、内容が等しい 2つの
シーケンスを得ます。これには 1つ例外があります。空リスト ()は、常に同じオブジェクト nilを表
します。

2.4.6 コンスセルとリスト型

コンスセル (cons cell) は carスロット、cdrスロットと呼ばれる 2つのスロットから構成される
オブジェクトです。それぞれのスロットはには、任意の Lispオブジェクトを保持できます。そのとき
carスロットに保持されるオブジェクトが何であれ、わたしたちは “このコンスセルの car”のよう
な言い方をします。これは cdrの場合も同様です。

リスト (list)はコンスセルの連続するシリーズで、各コンスセルのcdrスロットは次のコンスセル、
または空リストを保持します。空リストは実際にはシンボル nilです。詳細については、Chapter 5
[Lists], page 71を参照してください。ほとんどのコンスセルはリストの一部として使用されるので、
わたしたちはコンスセルにより構成される任意の構造を、リスト構造 (list structure)という用語で
参照します。

Cプログラマーにたいする注意: Lispのリストはコンスセルにより構築されるリンクリ
スト (linked list)として機能する。Lispではポインターは暗黙的なので、コンスセル
のスロットが値を “保持 (hold)”するのか、それとも値を “指す (point)”のかは区別し
ない。

コンスセルは Lispの中核なので、コンスセルではないオブジェクトにたいする用語もあります。
これらのオブジェクトはアトム (atoms)と呼ばれます。

リストにたいする入力構文とプリント表現は同じで左カッコ、任意の数の要素、右カコから構成さ
れます。以下はリストの例です:

(A 2 "A") ; 3要素のリスト
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() ; 要素がないリスト (空リスト)
nil ; 要素がないリスト (空リスト)
("A ()") ; 1要素のリスト: 文字列"A ()"

(A ()) ; 2要素のリスト: Aと空リスト
(A nil) ; 同上
((A B C)) ; 1要素のリスト

; (この要素は、3要素のリスト)

読み取りではカッコの内側はリストの要素になります。つまりコンスセルは各要素から作成されま
す。コンスセルの carスロットは要素を保持し、cdrスロットはリスト内の次のコンスセル (このコ
ンスセルはリスト内の次の要素をする)を参照します。最後のコンスセルの cdrスロットは nilを保
持するようにセットされます。

car や cdr という名称は Lisp の歴史に由来します。オリジナルの Lisp 実装は IBM 704 コ
ンピューターで実行されていました。ワードを 2 つの部分、つまり “address” と呼ばれる部分と、
“decrement”と呼ばれる部分に分割していて、その際 carは address部から内容を取り出す命令で、
cdrは decrement部から内容を取り出す命令でした。これとは対照的に “cons cells”は、これらを
作成する関数 consから命名されました。この関数は関数の目的、すなわちセルを作る (construction
of cells)という目的から命名されました。

2.4.6.1 ボックスダイアグラムによるリストの描写

コンスセルを表現するドミノのような 1対のボックスによる図で、リストを説明することができます
(Lispリーダーがこのような図を読み取ることはできない。人間とコンピューターが理解できるテキ
スト表記と異なり、ボックス図は人間だけが理解できる)。この図は 3要素のリスト (rose violet

buttercup)を表したものです:

--- --- --- --- --- ---

| | |--> | | |--> | | |--> nil

--- --- --- --- --- ---

| | |

| | |

--> rose --> violet --> buttercup

この図では、ボックスは任意の Lispオブジェクトへの参照を保持できるスロットを表します。ボッ
クスのペアーはコンスセルを表します。矢印は Lispオブジェクト (アトム、または他のコンスセル)
への参照を表します。

この例では、1番目のボックスは 1番目のコンスセルで、それの carは rose(シンボル)を参照
または保持します。2番目のボックスは 1番目のコンスセルの cdrを保持し、次のボックスペアすな
わち 2番目のコンスセルを参照します。2番目のコンスセルの carは violetで、cdrは 3番目のコ
ンスセルです。(最後の)3番目のコンスセルの cdrは nilです。

同じリスト (rose violet buttercup)を、違うやり方で描いた別の図で表してみましょう:

--------------- ---------------- -------------------

| car | cdr | | car | cdr | | car | cdr |

| rose | o-------->| violet | o-------->| buttercup | nil |

| | | | | | | | |

--------------- ---------------- -------------------

要素がないリストは空リスト (empty list)で、これはシンボル nilと同じです。言い換えると nil

はシンボルであり、かつリストでもあります。

以下はリスト (A ())、または等価な (A nil)をボックスと矢印で描いたものです:
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--- --- --- ---

| | |--> | | |--> nil

--- --- --- ---

| |

| |

--> A --> nil

以下はもっと複雑な例です。これは 1番目の要素が 2要素のリストであるような、3要素のリスト
((pine needles) oak maple)を表します:

--- --- --- --- --- ---

| | |--> | | |--> | | |--> nil

--- --- --- --- --- ---

| | |

| | |

| --> oak --> maple

|

| --- --- --- ---

--> | | |--> | | |--> nil

--- --- --- ---

| |

| |

--> pine --> needles

同じリストを 2番目のボックス表記で表すと、以下のようになります:

-------------- -------------- --------------

| car | cdr | | car | cdr | | car | cdr |

| o | o------->| oak | o------->| maple | nil |

| | | | | | | | | |

-- | --------- -------------- --------------

|

|

| -------------- ----------------

| | car | cdr | | car | cdr |

------>| pine | o------->| needles | nil |

| | | | | |

-------------- ----------------

2.4.6.2 ドットペア表記

ドットペア表記 (dotted pair notation)は、carと cdrが明示的に表されたコンスセルの一般的な
構文です。この構文では (a . b)が carがオブジェクト a、cdrがオブジェクト bという意味になり
ます。cdrがリストである必要がないので、ドットペア表記はより一般的なリスト構文です。しかし
リスト構文が機能するような場合には、より扱いにくくなります。ドットペア表記では、リスト ‘(1
2 3)’は ‘(1 . (2 . (3 . nil)))’と記述されます。nilで終端されたリストにたいしては、どちらの
表記法も使用できますが、リスト表記の方が通常は明解で便利です。リストをプリントする場合には、
コンスセルの cdrがリストでないときだけドットペア表記が使用されます。

以下はボックスを使用してドットペア表記を表した例です。これはペア (rose . violet)を表し
ます:
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--- ---

| | |--> violet

--- ---

|

|

--> rose

最後のcdrが非 nilのコンスセルのチェーンを表すので、ドットペア表記とリスト表記を組み合わ
せることができます。リストの最後の要素の後にドットを記述して、その後に最後のコンスセルのcdr
を記述します。たとえば (rose violet . buttercup)は、(rose . (violet . buttercup))と
等価です。オブジェクトは以下のようになります:

--- --- --- ---

| | |--> | | |--> buttercup

--- --- --- ---

| |

| |

--> rose --> violet

構文 (rose . violet . buttercup)は無効です。なぜならこれは何も意味していないからで
す。何か意味があるとしても、violetのために cdrがすでに使用されているコンスセルの cdrに、
buttercupを置くということになります。

リスト (rose violet)は (rose . (violet))と等価であり、以下のようになります:

--- --- --- ---

| | |--> | | |--> nil

--- --- --- ---

| |

| |

--> rose --> violet

同様に 3要素のリスト (rose violet buttercup)は、(rose . (violet . (buttercup)))

と等価です。

2.4.6.3 連想リスト型

連想リスト (association list)または alistは、要素がコンスセルであるように特別に構成されたリス
トです。各要素においては、carがキー (key)で、cdrが連想値 (associated value)であると考え
ます (連想値が cdrの carに保存される場合もある)。リストの先頭への連想値の追加と削除は簡単
なので、連想リストはスタック (stack)にしばしば使用されます。

たとえば、

(setq alist-of-colors

'((rose . red) (lily . white) (buttercup . yellow)))

これは変数 alist-of-colorsに 3要素の alistをセットします。最初の要素では、roseがキーで red

が値になります。

alistと alist関数についての詳細な説明は Section 5.8 [Association Lists], page 88を参照して
ください。(多くのキーの操作をより高速に行なう)テーブルを照合する他の手段についてはChapter 8
[Hash Tables], page 119を参照してください。
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2.4.7 配列型

配列 (array)は、他の Lispオブジェクトを保持または参照する任意の数のスロットから構成され、メ
モリーの連続ブロックに配列されます。配列の任意の要素へのアクセス時間は大体同じです。対照的
にリストの要素にたいするアクセスは、リスト内でのその要素の位置に比例した時間を要します (リ
ストの最後の要素にアクセスするにはリストの最初の要素にアクセスするより長い時間が必要)。

Emacsは文字列 (strings)、ベクター (vectors)、ブールベクター (bool-vectors)、文字テーブル
(char-tables)という 4種の配列を定義します。

文字列は文字の配列であり、ベクターは任意のオブジェクトの配列です。ブールベクターは tか
nilだけを保持できます。この種の配列はシステムアーキテクチャー制限と利用可能なメモリーにし
たがったもっとも大きい fixnumまでの任意の長さをもつことができます。文字テーブルは、任意の
有効な文字コードによりインデックスづけされる疎な配列であり、任意のオブジェクトを保持するこ
とができます。

配列の最初の要素はインデックス 0、2番目の要素はインデックス 1、...となります。これは 0基
準 (zero-origin)のインデックスづけと呼ばれます。たとえば、4要素の配列はインデックス 0、1、2、
3をもちます。利用できる最大のインデックス値は、配列の長さより 1つ小さくなります。▼一度配
列が作成されると、長さは固定されます。

Emacs Lispのすべての配列は、1次元です (他のほとんどのプログラミング言語は多次元配列を
サポートするが、これらは必須ではない。ネストされた 1次元配列により同じ効果を得ることが可能)。
各種の配列は独自の入力構文をもちます。詳細は以降のセクションを参照してください。

配列型はシーケンス型のサブセットであり文字列型、ベクター型、ブールベクター型、文字テーブ
ル型が含まれます。

2.4.8 文字列型

文字列 (string)とは文字の配列です。Emacsがテキストエディターであることから予想できるよう
に、文字列はたとえば Lispシンボルの名前、ユーザーへのメッセージ、バッファーから抽出された
テキストの表現など多くの目的のために使用されます。Lispの文字列は定数です。文字列を評価する
と、それと同じ文字列がリターンされます。

文字列を操作する関数については Chapter 4 [Strings and Characters], page 51を参照してく
ださい。

2.4.8.1 文字列の構文

文字列にたいする入力構文は"like this"のようにダブルクォート、任意個数の文字、もう 1つのダ
ブルクォートから構成されます。文字列内にダブルクォートを含める場合は、それの前にバックスラッ
シュを記述します。したがって"\""は 1つのダブルクォート文字だけを含む文字列です。同様にバッ
クスラッシュを含める場合は、"this \\ is a single embedded backslash"のように、それの前
にもう 1つのバックスラッシュを記述します。

文字列にたいする入力構文では、改行 (newline)は特別ではありません。ダブルクォートの間に改
行を記述すれば、その改行は文字列内の文字となります。しかしエスケープされた改行— 前に ‘\’を
ともなう改行 — は文字列の一部とはなりません。同様にエスケープされたスペース ‘\ ’も無視され
ます。

"It is useful to include newlines

in documentation strings,

but the newline is \

ignored if escaped."
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⇒ "It is useful to include newlines

in documentation strings,

but the newline is ignored if escaped."

2.4.8.2 文字列内の非ASCII文字

Emacdの文字列内の非ASCII文字にたいしては 2つのテキスト表現— マルチバイト (multibyte)と
ユニバイト (unibyte)があります (Section 33.1 [Text Representations], page 854を参照)。大ま
かに言うとユニバイト文字列には raw(生)バイトが保存され、マルチバイト文字列には人間が読めるテ
キストが保存されます。ユニバイト文字列内の各文字はバイトであり、値は 0から 255となります。対
照的にマルチバイト文字列内の各文字は、0から 4194303の値をもつかもしれません (Section 2.4.3
[Character Type], page 11を参照)。いずれも 127より上の文字は非 ASCIIです。

文字をリテラルとして記述することにより、文字列に非ASCII文字を含めることができます。マル
チバイトのバッファーや文字列、あるいはマルチバイトとして visitされたファイル等、マルチバイト
のソースから文字列定数を読み込む場合、Emacsは非 ASCII文字をマルチバイト文字として読み取
り、その文字列を自動的にマルチバイト文字列にします。ユニバイトのソースから文字列定数を読み
込む場合、Emacsは非ASCII文字をユニバイト文字として読み取り、その文字列をユニバイト文字列
にします。

マルチバイト文字列内にリテラルとして文字を記述するかわりに、エスケープシーケンスを使用して
文字コードとして記述できます。エスケープシーケンスについての詳細は、Section 2.4.3.2 [General
Escape Syntax], page 12を参照してください。

文字列定数内でUnicodeスタイルのエスケープシーケンス ‘\uNNNN’または ‘\U00NNNNNN’を使用
する場合、(たとえ ASCII文字であっても)Emacsは自動的に文字列をマルチバイトとみなします。

文字列定数内で 16進エスケープシーケンス (‘\xn’)と 8進エスケープシーケンス (‘\n’)を使用す
ることもできます。しかし注意してください: 文字列定数が 16進または 8進のエスケープシーケンス
を含み、それらのエスケープシーケンスすべてがユニバイト文字 (256より小)を指定していて、その
文字列内に他にリテラルの非 ASCII文字または Unicodeスタイルのエスケープシーケンスが存在し
ない場合、Emacsは自動的に文字列をユニバイト文字列とみなします。つまり文字列内のすべての非
ASCII文字は 8ビットの rawバイトとみなされます。

16進および 8進のエスケープシーケンスでは、エスケープされた文字コードに可変個の数字が含
まれるかもしれないので、それに続く文字で 16進および 8進として有効ではない最初の文字は、その
エスケープシーケンスを終了させます。文字列内の次の文字が 16進または 8進として解釈できる文
字の場合は、‘\ ’(バックスラッシュとスペース)を記述して、エスケープシーケンスを終了できます。
たとえば ‘\xe0\ ’は grave accentつきの ‘a’という 1文字を表します。文字列内の ‘\ ’はバックス
ラッシュ改行と同様です。これは文字列内の文字とはなりませんが、先行する 16進エスケープを終了
します。

2.4.8.3 文字列内の非プリント文字

リテラル文字と同様に、文字列定数内でバックスラッシュによるエスケープシーケンスを使用できま
す (ただし文字定数を開始するクエスチョンマークは使用しない)。たとえば非プリント文字のタブと
C-aを含む文字列は、"\t, \C-a"のように、それらの間にカンマとスペースを記述します。文字にた
いする入力構文については Section 2.4.3 [Character Type], page 11を参照してください。

しかしバックスラッシュによるエスケープシーケンスとともに記述できるすべての文字が、文字列
内で有効というわけではありません。文字列が保持できるコントロール文字は ASCIIコントロール文
字だけです。ASCIIコントロール文字では、文字列の caseは区別されません。
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正確に言うと、文字列はメタ文字を保持できません。しかし文字列がキーシーケンスとして使用さ
れる場合には、文字列内でメタ修飾された ASCII文字を表現するための方法を提供する特別な慣習が
あります。文字列定数内でメタ文字を示すために ‘\M-’構文を使用した場合、これは文字列内の文字の
27 のビットをセットします。その文字列が define-keyまたは lookup-keyで使用される場合、こ
の数字コードは等価なメタ文字に変換されます。Section 2.4.3 [Character Type], page 11を参照
してください。

文字列はハイパー (hyper)、スーパー (super)、アルト (alt)で修飾された文字を保持できません。

2.4.8.4 文字列内のテキストプロパティ

文字列にはその文字自身に加えて、文字のプロパティーも保持することができます。これにより特別
なことをしなくても、文字列とバッファーとの間でテキストをコピーするプログラムが、テキストプ
ロパティーをコピーすることが可能になります。テキストプロパティーが何を意味するかについては
Section 32.19 [Text Properties], page 814を参照してください。テキストプロパティーをもつ文
字列は、特別な入力構文とプリント構文を使用します。

#("characters" property-data...)

ここで property-dataは,3個でグループ化された 0個以上の要素から構成されます:

beg end plist

要素 begおよび endは整数で、文字列内のインデックスの範囲を指定します。plistはその範囲にたい
するプロパティーリストです。たとえば、

#("foo bar" 0 3 (face bold) 3 4 nil 4 7 (face italic))

これはテキスト内容が ‘foo bar’で、最初の 3文字は faceプロパティーに値 boldをもち、最後の 3
文字は faceプロパティーに値 italicをもつことを表します (4番目の文字にはテキストプロパティー
はないので、プロパティーリストは nil。実際には範囲の中の指定されていない文字はデフォルトで
はプロパティーをもたないので、範囲のプロパティーリストを nilと指定する必要ない)。

2.4.9 ベクター型

ベクター (vector)は任意の型の要素からなる 1次元の配列です。ベクター内の任意の要素へのアクセ
スに要す時間は一定です (リストの場合では要素へのアクセスに要す時間は、リストの先頭からその
要素までの距離に比例する)。

ベクターのプリント表現は左角カッコ (left square bracket)、要素、右角カッコ (right square
bracket)から構成されます。これは入力構文でもあります。数字や文字列と同様にベクターは評価に
おいて定数と判断されます。

[1 "two" (three)] ; 3要素のベクター
⇒ [1 "two" (three)]

ベクターに作用する関数については Section 6.4 [Vectors], page 109を参照してください。

2.4.10 文字テーブル型

文字テーブル (char-table)は任意の型の要素をもつ 1次元の配列であり、文字コードによりインデッ
クスづけされます。文字テーブルは、文字コードに情報を割り当てることを必要とする多くの処理を
簡単にするための、特別な追加の機能をもちます— たとえば文字テーブルは継承する親、デフォルト
値、特別な目的のために使用する余分なスロットをいくつかもつことができます。文字テーブルは文
字セット全体にたいして 1つの値を指定することもできます。

文字テーブルのプリント表現はベクターと似ていますが、最初に余分な ‘#^’があります 1。

1 副文字テーブル (sub-char-tables)に使用される ‘#^^’を目にすることがあるかもしれません。
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文字テーブルを操作する特別な関数については Section 6.6 [Char-Tables], page 111を参照し
てください。文字テーブルの使用には以下が含まれます:

• caseテーブル (Section 4.10 [Case Tables], page 69を参照)。

• 文字カテゴリーテーブル (Section 35.8 [Categories], page 921を参照)。

• ディスプレーテーブル (Section 39.22.2 [Display Tables], page 1081を参照)。

• 構文テーブル (Chapter 35 [Syntax Tables], page 908を参照)。

2.4.11 ブールベクター型

ブールベクター (bool-vector)は、要素が tか nilのいずれかでなければならない 1次元の配列です。

ブールベクターのプリント表現は文字列と似ていますが、後に長さを記述した ‘#&’で始まります。
これに続く文字列定数は、ビットマップとして実際に内容を指定するブールベクターです— 文字列定
数内のそれぞれの “文字”は 8ビットを含み、これはブールベクターの次の 8要素を指定します (1は
t、0は nilです)。文字の最下位ビットブールベクターの最下位のインデックスに対応します。

(make-bool-vector 3 t)

⇒ #&3"^G"

(make-bool-vector 3 nil)

⇒ #&3"^@"

‘C-g’の 2進コードは 111、‘C-@’はコード 0の文字なのでこの結果は理にかなっています。

長さが 8の倍数でなければプリント表現には余分な要素が表示されますが、これらの余分な要素
に意味はありません。たとえば以下の例では、最初の 3ビットだけが使用されるので 2つのブールベ
クターは等価です:

(equal #&3"\377" #&3"\007")

⇒ t

2.4.12 ハッシュテーブル型

ハッシュテーブルは非常に高速な照合テーブルの一種で、キーを対応する値にマップする alistと似て
いますがより高速です。ハッシュテーブルのプリント表現では、以下のようにハッシュテーブルのプ
ロパティーと内容を指定します:

(make-hash-table)

⇒ #s(hash-table size 65 test eql rehash-size 1.5

rehash-threshold 0.8125 data ())

ハッシュテーブルについての詳細は Chapter 8 [Hash Tables], page 119を参照してください。

2.4.13 関数型

他のプログラミング言語の関数と同様、Lisp関数は実行可能なコードです。他の言語と異なり、Lisp
の関数は Lispオブジェクトでもあります。Lispのコンパイルされていない関数はラムダ式— つまり
1番目の要素がシンボル lambdaであるリストです (Section 13.2 [Lambda Expressions], page 212
を参照)。

ほとんどのプログラミング言語では名前のない関数はありません。Lispでは関数に本質的な名前
はありません。名前がなくてもラムダ式を関数として呼び出すことができます。これを強調するため
に、わたしたちはこれを無名関数 (anonymous function)とも呼びます (Section 13.7 [Anonymous
Functions], page 221を参照)。Lispの名前つき関数は関数セルに有効な関数がセットされた単なる
シンボルです (Section 13.4 [Defining Functions], page 216を参照)。
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ほとんどの場合、関数は Lispプログラム内の Lisp式の名前が記述されたところで呼び出されま
す。しかし実行時に関数オブジェクトを構築または取得してから、プリミティブ関数 funcallおよび
applyにより呼び出すことができます。Section 13.5 [Calling Functions], page 218を参照してく
ださい。

2.4.14 マクロ型

Lispマクロ (Lisp macro)は Lisp言語を拡張するユーザー定義の構成です。これはオブジェクトとし
てではなく関数のように表現されますが、引数の渡し方の意味が異なります。Lispマクロの形式はリ
ストです。これは最初の要素が macroで、cdrが Lisp関数オブジェクト (lambdaシンボルを含む)
であるようなリストです。

Lispマクロオブジェクトは通常、ビルトインの defmacro関数で定義されますが、macroで始まる
任意のリストもEmacsにとってはマクロです。マクロを記述する方法の説明はChapter 14 [Macros],
page 243を参照してください。

警告: Lispマクロとキーボードマクロ (Section 21.16 [Keyboard Macros], page 421を参照)
は完全に別の物である。修飾なしで “マクロ”という単語を使用したときは、キーボードマクロではな
く Lispマクロのことを指す。

2.4.15 プリミティブ関数型

プリミティブ関数 (primitive function)とは、Cプログラミング言語で記述された Lispから呼び出
せる関数です。プリミティブ関数は subrsやビルトイン関数 (built-in functions)とも呼ばれます (単
語 “subr”は “サブルーチン (subroutine)”が由来)。ほとんどのプリミティブ関数ハ、呼び出された
ときニすべての引数を評価します。すべての引数を評価しないプリミティブ関数はスペシャルフォー
ム (special form)と呼ばれます (Section 10.1.7 [Special Forms], page 138を参照)。

呼び出す側からすれば、その関数がプリミティブ関数かどうかは問題になりません。しかしプリミ
ティブ関数を Lispで記述された関数で再定義した場合に問題になります。理由はそのプリミティブ関
数がCコードから直接呼び出されているかもしれないからです。Lispから再定義した関数を呼び出す
と新しい定義を使用するでしょうが、Cコードから呼び出すとビルトインの定義が使用されるでしょ
う。したがって、プリミティブ関数の再定義はしないでください。

関数 (function)という用語で、LispやCで記述されたすべてのEmacs関数を参照します。Lisp
で記述された関数についての情報は Section 2.4.13 [Function Type], page 22を参照してください。

プリミティブ関数に入力構文はなく、サブルーチン名とともにハッシュ表記でプリントします。

(symbol-function 'car) ; そのシンボルの関数セルに
; アクセスする

⇒ #<subr car>

(subrp (symbol-function 'car)) ; これはプリミティブ関数?
⇒ t ; そのとおり

2.4.16 バイトコード関数型

バイトコード関数オブジェクト (byte-code function objects)は、Lispコードをバイトコンパイルす
ることにより生成されます (Chapter 17 [Byte Compilation], page 286を参照)。バイトコード関数
オブジェクトは、内部的にはベクターによく似ています。しかしバイトコード関数オブジェクトが関数
呼び出しのように見える場合、評価プロセスによりこのデータ型は特別に処理されます。Section 17.7
[Byte-Code Objects], page 292を参照してください。

バイトコード関数オブジェクトのプリント表現と入力構文はベクターのものと似ていますが、開き
角カッコ ‘[’の前に ‘#’があります。
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2.4.17 レコード型

レコード (record)は vectorと似ていますが、最初の要素は type-ofでリターンされる型を保持す
るために使用されます。レコードの主要目的はプログラマーが Emacsのビルトインではない新たな
型を作成することを可能にすることです。

レコードに作用する関数については Chapter 7 [Records], page 117を参照してください。

2.4.18 型記述子

型記述子 (type descriptor)は型に関する情報を保持する recordです。レコードの 1スロット目に
は型を命名するシンボルでなければならず、type-ofは recordオブジェクトの型をリターンするた
めにこれに依存しています。他の型記述子スロットを Emacsは使用しません。これらを Lisp拡張が
使用するのは自由です。

cl-structure-classのインスタンスはすべて型記述子の例です。

2.4.19 autoload型

autoloadオブジェクト (autoload object)は、最初の要素がシンボル autoloadのリストです。これ
はシンボルの関数定義として保存され、実際の定義にたいする代替としての役割をもちます。autoload
オブジェクトは、必要な時にロードされる Lispコードファイルの中で実際の定義を見つけることがで
きることを宣言します。これにはファイル名と、それに加えて実際の定義についての他のいくつかの
情報が含まれます。

ファイルのロード後、そのシンボルは autoloadオブジェクトではない新しい関数定義をもつはず
です。新しい定義は、最初からそこにあったかのように呼び出されます。ユーザーの観点からは関数
呼び出しは期待された動作、つまりロードされたファイル内の関数定義を使用します。

autoloadオブジェクトは通常、シンボルの関数セルにオブジェクトを保存する関数 autoloadに
より作成されます。詳細は Section 16.5 [Autoload], page 275を参照してください。

2.4.20 ファイナライザー型

ファイナライザーオブジェクト (finalizer object)は、オブジェクトがもはや必要なくなった後のLisp
コードのクリーンアップを助けます。ファイナライザーは、Lisp関数オブジェクトを保持します。ガー
ベージコレクションのオアス後にファイナライザーオブジェクトが到達不能になったとき、Emacsは
そのファイナライザーに関連付けられた関数オブジェクトを呼び出します。ファイナライザーの到達
可否の判定時、もしかしてファイナライザーオブジェクト自身が参照を離さないのではないかと心配
することなくファイナライザーを使用できるように、Emacsはファイナラーオブジェト自身からの参
照は勘定しません。

ファイナラーザー内でのエラーは*Messages*にプリントされます。その関数が失敗しても、Emacs
は与えられたファイナライザーオブジェクトに関連付けられた関数を正確に 1回実行します。

[Function]make-finalizer function
functionを実行するファイナライザーを作成する。functionはガーベージコレクション後、リ
ターンされたファイナライザーオブジェクトが到達不能になったときに実行される。そのファイ
ナライザーオブジェクトがファイナライザーオブジェクトからの参照を通じてのみ到達可能な
ら、functionの実行是非の判断時の目的にたいして、それは到達可能とみなされない。function
はファイナライザーオブジェクトごとに 1回実行される。
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2.5 編集用の型

前セクションの型は一般的なプログラミング目的のために使用され、これらの型のほとんどは Lisp方
言のほとんどで一般的です。Emacs Lispは編集に関する目的のために、いくつかの追加のデータ型
を提供します。

2.5.1 バッファー型

バッファー (buffer)とは、編集されるテキストを保持するオブジェクトです (Chapter 27 [Buffers],
page 591を参照)。ほとんどのバッファーはディスクファイル (Chapter 25 [Files], page 531を参
照) の内容を保持するので編集できますが、他の目的のために使用されるものもいくつかあります。
ほとんどのバッファーはユーザーにより閲覧されることも意図しているので、いつかはウィンドウ内
(Chapter 28 [Windows], page 609を参照)に表示されます。しかしバッファーはウィンドウに表示
される必要はありません。バッファーはそれぞれ、ポイント (point)と呼ばれる位置指定をもちます
(Chapter 30 [Positions], page 756を参照)。ほとんどの編集コマンドは、カレントバッファー内の
ポイントに隣接する内容を処理します。常に 1つのバッファーがカレントバッファー (current buffer)
です。

バッファーの内容は文字列によく似ていますが、バッファーは Emacs Lispの文字列と同じよう
には使用されず、利用可能な操作は異なります。文字列にテキストを挿入するためには部分文字列の
結合が必要で、結果は完全に新しい文字列オブジェクトなのるのにたいして、バッファーでは既存の
バッファーに効率的にテキストを挿入してバッファーの内容を変更できます。

標準的な Emacs関数の多くは、カレントバッファー内の文字を操作したりテストするためのもの
です。このマニュアルはこれらの関数の説明のために、1つのチャプターを設けています (Chapter 32
[Text], page 778を参照)。

他のデータ構造のいくつかは、各バッファーに関連付けられています:

• ローカル構文テーブル (Chapter 35 [Syntax Tables], page 908を参照)。

• ローカルキーマップ (Chapter 22 [Keymaps], page 423を参照)。

• バッファーローカルな変数バインディングのリスト (Section 12.11 [Buffer-Local Variables],
page 191を参照)。

• オーバーレイ (Section 39.9 [Overlays], page 1001を参照)。

• バッファー内のテキストにたいするテキストプロパティー (Section 32.19 [Text Properties],
page 814を参照)。

ローカルキーマップと変数リストは、グローバルなバインディングや値を個別にオーバーライドする
ためのエントリーを含みます。これらは実際にプログラムを変更することなく、異なるバッファーで
プログラムの振る舞いをカスタマイズするために使用されます。

バッファーはインダイレクト (indirect: 間接) — つまり他のバッファーとテキストを共有するが
それぞれ別に表示する — かもしれません。Section 27.11 [Indirect Buffers], page 606を参照して
ください。

バッファーに入力構文はありません。バッファーはバッファー名を含むハッシュ表記でプリントさ
れます。

(current-buffer)

⇒ #<buffer objects-ja.texi>

2.5.2 マーカー型

マーカー (marker)は特定のバッファー内の位置を表します。したがってマーカーには 2つの内容 —
1つはバッファー、もう 1つは位置— をもちます。バッファーのテキストの変更では、マーカーが常
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にバッファー内の同じ 2つの文字の間に位置することを確実にするために、必要に応じて自動的に位
置の値が再配置されます。

マーカーは入力構文をもちません。マーカーはカレントの文字位置とそのバッファー名を与える、
ハッシュ表記でプリントされます。

(point-marker)

⇒ #<marker at 10779 in objects-ja.texi>

マーカーのテスト、作成、コピー、移動の方法についての情報はChapter 31 [Markers], page 769
を参照してください。

2.5.3 ウィンドウ型

ウィンドウ (window)は Emacsがバッファーを表示するために使用する端末スクリーンの部分を記
述します。すべてのウィンドウは関連付けられた 1つのバッファーをもち、バッファーの内容はその
ウィンドウに表示されます。それとは対照的に、あるバッファーは 1つのウィンドウに表示されるか
表示されないか、それとも複数のウィンドウに表示されるかもしれません。

同時に複数のウィンドウが存在するかもしれませんが、常に 1つのウィンドウが選択されたウィン
ドウ (selected window)になります。Emacsがコマンドにたいして準備できているときは、(通常は)
カーソルが表示されるウィンドウが選択されたウィンドウです。選択されたウィンドウは、通常はカ
レントバッファー (Section 27.2 [Current Buffer], page 591を参照)を表示しますがこれは必須で
はありません。

スクリーン上でウィンドウはフレームにグループ化されます。ウィンドウはそれぞれ、ただ 1つの
フレームだけに属します。Section 2.5.4 [Frame Type], page 26を参照してください。

ウィンドウは入力構文をもちません。ウィンドウはウィンドウ番号と表示されているバッファー名
を与える、ハッシュ表記でプリントされます。与えられたウィンドウに表示されるバッファーは頻繁
に変更されるかもしれないので、一意にウィンドウを識別するためにウィンドウ番号が存在します。

(selected-window)

⇒ #<window 1 on objects-ja.texi>

ウィンドウに作用する関数の説明は Chapter 28 [Windows], page 609を参照してください。

2.5.4 フレーム型

フレーム (frame)とは１つ以上の Emacsウィンドウを含むスクリーン領域です。スクリーン領域を
参照するために Emacsが使用する Lispオブジェクトを指す場合にも “フレーム”という用語を使用
します。

フレームは入力構文をもちません。フレームはフレームのタイトルとメモリー内のアドレス (フ
レームを一意に識別するのに有用)を与えるハッシュ表記でプリントされます。

(selected-frame)

⇒ #<frame emacs@psilocin.gnu.org 0xdac80>

フレームに作用する関数の説明は Chapter 29 [Frames], page 697を参照してください。

2.5.5 端末型

端末 (terminal)は 1つ以上の Emacsフレーム (Section 2.5.4 [Frame Type], page 26を参照)を
表示する能力があるデバイスです。

端末は入力構文をもちません。端末はその端末の順序番号と TTYデバイスファイル名を与える、
ハッシュ表記でプリントされます。

(get-device-terminal nil)

⇒ #<terminal 1 on /dev/tty>
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2.5.6 ウィンドウ構成型

ウィンドウ構成 (window configuration)はフレーム内のウィンドウの位置とサイズ、内容について
の情報を保持します。これにより後で同じウィンドウ配置を再作成できます。

ウィン ド ウ 構 成 は 入 力 構 文 を も ち ま せ ん 。ウィン ド ウ 構 成 の プ リ ン ト 表 現 は
‘#<window-configuration>’のようになります。ウィンドウ構成に関連するいくつかの
関数の説明は Section 28.26 [Window Configurations], page 687を参照してください。

2.5.7 フレーム構成型

フレーム構成 (frame configuration) はすべてのフレーム内のウィンドウの位置とサイズ、内容
についての情報を保持します。これは基本型ではありません — 実際のところ、これは car が
frame-configurationで cdrが alistであるようなリストです。それぞれの alist要素は、その要
素の carに示される 1つのフレームを記述します。

フレーム構成に関連するいくつかの関数の説明は Section 29.13 [Frame Configurations],
page 740を参照してください。

2.5.8 プロセス型

プロセス (process)という単語は、通常は実行中のプログラムを意味します。Emacs自身はこの種の
プロセス内で実行されます。しかし Emacs Lispでは、プロセスとは Emacsプロセスにより作成さ
れたサブプロセスを表す Lispオブジェクトです。シェル、GDB、ftp、コンパイラーなどのプログラ
ムは、Emacsのサブプロセスとして実行され Emacsの能力を拡張します。さらに操作を行なうため
に、Emacsサブプロセスは Emacsからテキスト入力を受け取り、テキスト出力を Emacsにリター
ンします。Emacsがサブプロセスにシグナルを送ることもできます。

プロセスオブジェクトは入力構文をもちません。プロセスオブジェクトはプロセス名を与えるハッ
シュ表記でプリントされます。

(process-list)

⇒ (#<process shell>)

プロセスの作成、削除、プロセスに関する情報のリターン、入力やシグナルの送信、出力の受信を
行なう関数についての情報は Chapter 38 [Processes], page 936を参照してください。

2.5.9 スレッド型

Emacsでのスレッド (thread)とは Emacs Lispの実行スレッドとは別のスレッドを表します。これ
は自身の Lispプログラムを実行して、自身のカレントバッファーを所有して、そのスレッドにロック
されたサブプロセスをもつことができます (サブプロセスの出力を受け取ることができるのはそのス
レッドのみ)。Chapter 37 [Threads], page 931を参照してください。

スレッドオブジェクトは入力構文をもちません。スレッドオブジェクトは (名前を与えられていれ
ば)スレッド名を与えるハッシュ表記かメモリー内のアドレスでプリントされます。

(all-threads)

⇒ (#<thread 0176fc40>)

2.5.10 ミューテックス型

ミューテックス (mutex)とはスレッド間で同期をとるためにスレッドが所有と非所有することができ
る排他ロックです。Section 37.2 [Mutexes], page 933を参照してください。

ミューテックスオブジェクトは入力構文をもちません。プロセスオブジェクトは (名前を与えられ
ていれば)ミューテックス名を与えるハッシュ表記かメモリー内のアドレスでプリントされます。
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(make-mutex "my-mutex")

⇒ #<mutex my-mutex>

(make-mutex)

⇒ #<mutex 01c7e4e0>

2.5.11 状態変数型

状態変数 (condition variable)はミューテックスがサポートするよりも複雑な非同期スレッドのため
のデバイスです。スレッドは別のスレッドが状態を通知したときに再開するように状態変数を待機す
ることができます。

状態変数オブジェクトは入力構文をもちません。プロセスオブジェクトは (名前が与えられていれ
ば)状態変数の名前を与えるハッシュ表記かメモリー内のアドレスでプリントされます。

(make-condition-variable (make-mutex))

⇒ #<condvar 01c45ae8>

2.5.12 ストリーム型

ストリーム (stream)とは、文字のソースまたはシンクとして — つまり入力として文字を供給した
り、出力として文字を受け入れるために使用できるオブジェクトです。多くの異なるタイプ — マー
カー、バッファー、文字列、関数をこの方法で使用できます。ほとんどの場合、入力ストリーム (文字
列ソース)はキーボード、バッファー、ファイルから文字を受け取り、出力ストリーム (文字シンク)
は文字を*Help*バッファーのようなバッファーやエコーエリアに文字を送ります。

オブジェクト nilは、他の意味に加えてストリームとして使用されることがあります。nilは変
数 standard-inputや standard-outputの値を表します。オブジェクト tも入力としてミニバッ
ファー (Chapter 20 [Minibuffers], page 343を参照)、出力としてエコーエリア (Section 39.4 [The
Echo Area], page 985を参照)の使用を指定するストリームになります。

ストリームは特別なプリント表現や入力構文をもたず、それが何であれそれらの基本型としてプリ
ントされます。

パース関数およびプリント関数を含む、ストリームに関連した関数の説明は Chapter 19 [Read
and Print], page 332を参照してください。

2.5.13 キーマップ型

キーマップ (keymap)はユーザーがタイプした文字をコマンドにマップします。このマップはユーザー
のコマンド入力が実行される方法を制御します。キーマップは、実際には carがシンボル keymapで
あるようなリストです。

キーマップの作成、プレフィクスキーの処理、ローカルキーマップやグローバルキーマップ、キー
バインドの変更についての情報は Chapter 22 [Keymaps], page 423を参照してください。

2.5.14 オーバーレイ型

オーバーレイ (overlay)はバッファーの一部に適用するプロパティーを指定します。それぞれのオー
バーレイはバッファーの指定された範囲に適用され、プロパティーリスト (プロパティー名と値が交
互に記述された要素のリスト)を含みます。オーバーレイプロパティーは、バッファーの指定された
一部を、一時的に異なるスタイルで表示するために使用されます。オーバーレイは入力構文をもたず、
バッファー名と範囲の位置を与えるハッシュ表記でプリントされます。

オーバーレイを作成したり使用する方法についての情報は Section 39.9 [Overlays], page 1001
を参照してください。
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2.5.15 フォント型

fontはグラフィカルな端末上のテキストを表示する方法を指定します。実際には異なる 3つのフォン
ト型 — フォントオブジェクト (font objects)、フォントスペック (font specs)、フォントエンティ
ティー (font entities) — が存在します。これらは入力構文をもちません。これらのプリント構文は
‘#<font-object>’、‘#<font-spec>’、‘#<font-entity>’のようになります。これらの Lispオブ
ジェクトの説明は Section 39.12.12 [Low-Level Font], page 1031を参照してください。

2.6 循環オブジェクトの読み取り構文

複雑な Lispオブジェクトでの共有された構造や循環する構造を表すために、リーダー構成 ‘#n=’と
‘#n#’を使用することができます。

後でオブジェクトを参照するには、オブジェクトの前で#n=を使用します。その後で、他の場所に
ある同じオブジェクトを参照するために、#n#を使用することができます。ここで nは任意の整数で
す。たとえば以下は、1番目の要素が 3番目の要素にも繰り替えされるリストを作成する方法です:

(#1=(a) b #1#)

これは、以下のような通常の構文とは異なります

((a) b (a))

これは 1番目の要素と 3番目の要素がそっくりなリストですが、これらは同じ Lispオブジェクトで
はありません。以下で違いを見ることができます:

(prog1 nil

(setq x '(#1=(a) b #1#)))

(eq (nth 0 x) (nth 2 x))

⇒ t

(setq x '((a) b (a)))

(eq (nth 0 x) (nth 2 x))

⇒ nil

“要素”として自身を含むような循環する構造を作成するために、同じ構文を使用できます。以下
は例です:

#1=(a #1#)

これは 2番目の要素がそのリスト自身であるリストを作成します。これが実際にうまくいくのか、以
下で確認できます:

(prog1 nil

(setq x '#1=(a #1#)))

(eq x (cadr x))

⇒ t

変数 print-circleを非 nil値にバインドした場合、Lispプリンターは、循環および共有される
Lispオブジェクトを記録するこの構文を生成することができます。Section 19.6 [Output Variables],
page 340を参照してください。

2.7 型のための述語

関数が呼び出されたとき、Emacs Lispインタープリター自身はその関数に渡された実際の引数の型
チェックは行ないません。それが行なえないのは、Lispにおける関数の引数は他のプログラミング言
語のようなデータ型宣言をもたないからです。したがって実際の引数が、その関数が使用できる型に
属するかどうかをテストするのは、それぞれの関数に任されています。
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すべてのビルトイン関数は適切なときに実際の引数の型チェックを行い、引数の型が違う場合は
wrong-type-argumentエラーをシグナルします。たとえば以下は、+の引数に+が扱うことができな
い引数を渡したとき何が起こるかの例です:

(+ 2 'a)

error Wrong type argument: number-or-marker-p, a

異なる型にたいして異なる処理をプログラムに行なわせる場合は、明示的に型チェックを行なわな
ければなりません。オブジェクトの型をチェックするもっとも一般的な方法は型述語 (type predicate)
関数の呼び出しです。Emacsはそれぞれの型にたいする型述語をもち、組み合わされた型にたいする
述語もあります。

型述語関数は 1つの引数をとり、その引数が適切な型であれば t、そうでなければ nilをリターン
します。述語関数にたいする一般的な Lisp慣習にしたがい、ほとんどの型述語の名前は ‘p’で終わり
ます。

以下はリストにたいしてチェックを行なう述語 listpと、シンボルにたいしてチェックを行なう述
語 symbolpの例です。

(defun add-on (x)

(cond ((symbolp x)

;; Xがシンボルなら LISTに putする
(setq list (cons x list)))

((listp x)

;; Xがリストならその要素を LISTに追加
(setq list (append x list)))

(t

;; シンボルとリストだけを処理する
(error "Invalid argument %s in add-on" x))))

以下のテーブルは事前定義された型述語 (アルファベット順)と、さらに情報を得るためのリファ
レンスです。

atom Section 5.2 [List-related Predicates], page 72を参照のこと。

arrayp Section 6.3 [Array Functions], page 108を参照のこと。

bignump Section 3.3 [Predicates on Numbers], page 40を参照のこと。

bool-vector-p

Section 6.7 [Bool-Vectors], page 113を参照のこと。

booleanp Section 1.3.2 [nil and t], page 2を参照のこと。

bufferp Section 27.1 [Buffer Basics], page 591を参照のこと。

byte-code-function-p

Section 2.4.16 [Byte-Code Type], page 23を参照のこと。

case-table-p

Section 4.10 [Case Tables], page 69を参照のこと。

char-or-string-p

Section 4.2 [Predicates for Strings], page 52を参照のこと。

char-table-p

Section 6.6 [Char-Tables], page 111を参照のこと。
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commandp Section 21.3 [Interactive Call], page 383を参照のこと。

condition-variable-p

Section 37.3 [Condition Variables], page 933を参照のこと。

consp Section 5.2 [List-related Predicates], page 72を参照のこと。

custom-variable-p

Section 15.3 [Variable Definitions], page 254を参照のこと。

fixnump Section 3.3 [Predicates on Numbers], page 40を参照のこと。

floatp Section 3.3 [Predicates on Numbers], page 40を参照のこと。

fontp Section 39.12.12 [Low-Level Font], page 1031を参照のこと。

frame-configuration-p

Section 29.13 [Frame Configurations], page 740を参照のこと。

frame-live-p

Section 29.7 [Deleting Frames], page 731を参照のこと。

framep Chapter 29 [Frames], page 697を参照のこと。

functionp

Chapter 13 [Functions], page 210を参照のこと。

hash-table-p

Section 8.4 [Other Hash], page 123を参照のこと。

integer-or-marker-p

Section 31.2 [Predicates on Markers], page 770を参照のこと。

integerp Section 3.3 [Predicates on Numbers], page 40を参照のこと。

keymapp Section 22.4 [Creating Keymaps], page 426を参照のこと。

keywordp Section 12.2 [Constant Variables], page 175を参照のこと。

listp Section 5.2 [List-related Predicates], page 72を参照のこと。

markerp Section 31.2 [Predicates on Markers], page 770を参照のこと。

mutexp Section 37.2 [Mutexes], page 933を参照のこと。

nlistp Section 5.2 [List-related Predicates], page 72を参照のこと。

number-or-marker-p

Section 31.2 [Predicates on Markers], page 770を参照のこと。

numberp Section 3.3 [Predicates on Numbers], page 40を参照のこと。

overlayp Section 39.9 [Overlays], page 1001を参照のこと。

processp Chapter 38 [Processes], page 936を参照のこと。

recordp Section 2.4.17 [Record Type], page 24を参照のこと。

sequencep

Section 6.1 [Sequence Functions], page 95を参照のこと。
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string-or-null-p

Section 4.2 [Predicates for Strings], page 52を参照のこと。

stringp Section 4.2 [Predicates for Strings], page 52を参照のこと。

subrp Section 13.9 [Function Cells], page 226を参照のこと。

symbolp Chapter 9 [Symbols], page 125を参照のこと。

syntax-table-p

Chapter 35 [Syntax Tables], page 908を参照のこと。

threadp Section 37.1 [Basic Thread Functions], page 931を参照のこと。

vectorp Section 6.4 [Vectors], page 109を参照のこと。

wholenump

Section 3.3 [Predicates on Numbers], page 40を参照のこと。

window-configuration-p

Section 28.26 [Window Configurations], page 687を参照のこと。

window-live-p

Section 28.7 [Deleting Windows], page 626を参照のこと。

windowp Section 28.1 [Basic Windows], page 609を参照のこと。

あるオブジェクトがどの型かチェックするもっとも一般的な方法は、関数 type-ofの呼び出しで
す。オブジェクトは、ただ 1つだけの基本型に属することを思い出してください。type-ofは、それ
がどの型かを告げます (Chapter 2 [Lisp Data Types], page 8を参照)。しかし type-ofは基本型
以外の型については何も知りません。ほとんどの場合では、type-ofより型述語を使用するほうが便
利でしょう。

[Function]type-of object
この関数は objectの基本型を名前とするシンボルをリターンする。リターン値はシンボル
bool-vector、buffer、char-table、compiled-function、condition-variable、
cons、finalizer、float、font-entity、font-object、font-spec、frame、
hash-table、integer、marker、mutex、overlay、process、string、subr、
symbol、thread、vector、window、window-configurationの い ず れ か 。た だ し
objectがレコードなら最初のスロットで指定された型をリターンする。Chapter 7 [Records],
page 117を参照のこと。

(type-of 1)

⇒ integer

(type-of 'nil)

⇒ symbol

(type-of '()) ; ()は nil

⇒ symbol

(type-of '(x))

⇒ cons

(type-of (record 'foo))

⇒ foo
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2.8 同等性のための述語

ここでは 2つのオブジェクトの同一性をテストする関数を説明します。(たとえば文字列などの)特定
の型のオブジェクト同士で内容の同一性をテストするには、別の関数を使用します。これらの述語に
たいしては、そのデータ型を説明する適切なチャプターを参照してください。

[Function]eq object1 object2
この関数は object1と object2が同じオブジェクトなら t、それ以外は nilをリターンする。

object1と object2が同じ名前をもつシンボルなら、通常は同じオブジェクトだが例外もある。
Section 9.3 [Creating Symbols], page 127を参照のこと。他の非数値型 (リストやベクター、
文字列などの)にたいしては、同じ内容 (または要素)の 2つの引数が両者 eqである必要はな
い。これらが同じオブジェクトの場合だけ eqであり、その場合には一方の内容を変更するとも
う一方の内容にも同じ変更が反映される。

object1と object2異なるタイプや値をもつ数値なら同じオブジェクトではなく、eqは nilを
リターンする。同じ値をもつ fixnumなら同じオブジェクトであり、eqは tをリターンする。別
個に計算されてたまたま同じ値をもち、かつ非 fixnumタイプの同じ数値型なら、それらは同
じかもしれないし違うかもしれず、Lispインタープリターが作成したオブジェクトが 1つか 2
つかに依存して eqは tか nilをリターンする。

(eq 'foo 'foo)

⇒ t

(eq ?A ?A)

⇒ t

(eq 3.0 3.0)

⇒ t または nil

;; 浮動小数にたいする eqではオブジェクト同じかもしれず違うかもしれない

(eq (make-string 3 ?A) (make-string 3 ?A))

⇒ nil

(eq "asdf" "asdf")

⇒ t または nil

;; 文字列コンテンツにたいする eqではオブジェクト同じかもしれず違うかもしれない

(eq '(1 (2 (3))) '(1 (2 (3))))

⇒ nil

(setq foo '(1 (2 (3))))

⇒ (1 (2 (3)))

(eq foo foo)

⇒ t

(eq foo '(1 (2 (3))))

⇒ nil

(eq [(1 2) 3] [(1 2) 3])

⇒ nil
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(eq (point-marker) (point-marker))

⇒ nil

make-symbol関数は internされていないシンボルをリターンする。これは Lisp式内でその名
前を記述したシンボルとは区別される。同じ名前の異なるシンボルは eqではない。Section 9.3
[Creating Symbols], page 127を参照のこと。

(eq (make-symbol "foo") 'foo)

⇒ nil

Emacs Lispバイトコンパイラーはリテラル文字列のような等価なリテラルオブジェクトを同
一オブジェクトにたいする参照に落し込む (collapse into)かもしれない。バイトコンパイルさ
れたコードはそのようなオブジェクトを eqで比較するだろうが、そうでないコードは異なると
いう効果がある。したがってコードではオブジェクトのリテラルコンテンツが eqか否かではな
く、以下に説明する equalのような関数でオブジェクトの関数を使用すること。同様にコード
ではリテラルオブジェクトを変更 (たとえばリテラル文字列へのテキストプロパティの put)し
ないこと。バイトコンパイラーがそれらの落し込みを行っていたら、同一コンテンツをもつ別
のリテラルオブジェクトに影響があるかもしれない。

[Function]equal object1 object2
この関数は object1と object2が同じ構成要素をもつなら t、それ以外は nilをリターンする。
eqが引数が同じオブジェクトなのかテストするのにたいして、equalは同一でない引数の内部
を調べて、それらの要素または内容が同一化をテストする。したがって 2つのオブジェクトが
eqならばそれらは equalだが、その逆は常に真ではない。

(equal 'foo 'foo)

⇒ t

(equal 456 456)

⇒ t

(equal "asdf" "asdf")

⇒ t

(eq "asdf" "asdf")

⇒ nil

(equal '(1 (2 (3))) '(1 (2 (3))))

⇒ t

(eq '(1 (2 (3))) '(1 (2 (3))))

⇒ nil

(equal [(1 2) 3] [(1 2) 3])

⇒ t

(eq [(1 2) 3] [(1 2) 3])

⇒ nil

(equal (point-marker) (point-marker))

⇒ t
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(eq (point-marker) (point-marker))

⇒ nil

文字列の比較は caseを区別するがテキストプロパティーは考慮しない — これは文字列内の文
字だけを比較する。Section 32.19 [Text Properties], page 814を参照のこと。テキストプロ
パティーも比較する場合には、equal-including-propertiesを使用すること。技術的な理
由によりユニバイト文字列とマルチバイト文字列は、それらが同じ文字コードのシーケンスを
含み、それらのコードがすべて 0から 127(ASCII)の場合に限り equalとなる (Section 33.1
[Text Representations], page 854を参照)。

(equal "asdf" "ASDF")

⇒ nil

しかし 2つの別のバッファーは、それらのテキスト内容が同じでも equalと判断されることは
ない。

equalでは等価性は再帰的に定義されています。たとえば 2 つのコンスセル xと yを与えると、
(equal x y)は、以下の式の両方が tをリターンする場合だけ tをリターンします:

(equal (car x) (car y))

(equal (cdr x) (cdr y))

したがって循環リストの比較はエラーとなるような深い再帰を引き起こすかもしれず、(equal a

b)は tをリターンするにも関わらず (equal b a)はエラーをシグナルするといった直感に反する結果
となることがあります。

[Function]equal-including-properties object1 object2
この関数はすべてのケースにおいて equalと同様に振る舞うが、2つの文字列が equalになる
ためには、それらが同じテキストプロパティーをもつ必要がある。

(equal "asdf" (propertize "asdf" 'asdf t))

⇒ t

(equal-including-properties "asdf"

(propertize "asdf" 'asdf t))

⇒ nil

2.9 可変性

変更されるべきではない Lispオブジェクトがいくつかあります。たとえば Lisp式"aaa"では文字列
を生成しますが、そのコンテンツを変更するべきではありません。いくつかのオブジェクトは変更で
きません。たとえばある数値を計算して新たな数値を作成できたとしても、Lispは既存の数値を変更
する操作を提供しません。

その他の Lispオブジェクトは副作用をともなう破壊的な操作を通じて安全に値を変更可能なmu-
table(可変)オブジェクトです。たとえばマーカーを別のポイントを指すマーカーに移動することによ
り、既存のマーカーを変更することができます。

数値は変更不可でマーカーはすべて mutable だとしても、mutable と非 mutable のメンバー
をもつタイプがいくつかあります。これらのタイプにはコンス、ベクター、文字列が含まれま
す。たとえば"cons"と (symbol-name 'cons)は変更するべきではない文字列を生成しますが、
(copy-sequence "cons")と (make-string 3 ?a)は後から asetを呼び出すことを通じて変更可
能なmutable文字列を生成します。

mutableオブジェクトは評価される式の一部となったときにmutableであることを止めます。た
とえば:

(let* ((x (list 0.5))
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(y (eval (list 'quote x))))

(setcar x 1.5) ;; プログラムはこれを行うべきではない
y)

作成時にリスト (0.5)がmutableでも、それは evalに与えられたので setcarを通じて変更するべ
きではありません。変更するべきではないオブジェクトが後からmutableになることは決してないの
で逆はあり得ません。

変更するべきではないオブジェクトの変更をプログラムが試みた際の動作は未定義です。Lispイ
ンタープリターがエラーをシグナルするかもしれず、クラッシュしたり他の方法で予測不能な振る舞
いを引き起こすかもしれません 2。

プログラムの一部として類似した定数が出現する際には、既存の定数やそのコンポーネントの再利
用によって Lispが時間やスペースを節約できるかもしれません。たとえば (eq "abc" "abc")はイ
ンタープリターが文字列リテラル"abc"の 1つのインスタンスを作成したら t、2つのインスタンスを
作成したら nilをリターンします。したがってこの最適化使用の有無に関わらず機能するように Lisp
プログラムを記述する必要があります。

2 これは Common Lispや Cのような言語が定数にたいして指定する挙動であり、プログラムによる
immutableオブジェクト変更の試みにエラーのシグナルを要求する JavaScriptや Pythonのような
インタープリターとは異なる。理想的には Emacs Lispインタープリターは後者を目指して進化す
るであろう。
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3 数値

GNU Emacsは 2つの数値データ型 — 整数 (integers)と浮動小数点数 (floating-point numbers)
をサポートします。整数は−3、0、7、13、511などの整数です。浮動小数点数は−4.5、0.0、2.71828
などの小数部をもちます。これらは指数記数法でも表現できます— ‘1.5e2’は ‘150.0’と同じです。こ
こで ‘e2’は 10の 2乗を表し、それに 1.5を乗じるという意味です。整数計算は正確です。浮動小数点
数の計算では数値は固定された精度をもつので、しばしば丸め誤差 (rounding errors)が発生します。

3.1 整数の基礎

Lispリーダーは、10進数字のシーケンス (オプションで最初の符号記号と最後のピリオドをともな
う)として整数を読み取ります。

1 ; 整数 1
1. ; 整数 1

+1 ; これも整数 1
-1 ; 整数−1
0 ; 整数 0

-0 ; 整数 0

10以外の基数をもつ整数の構文は ‘#’、基数表示 (radix indication)、その後の 1つ以上の数字か
ら構成されます。基数表示は 2進数 (binary)は ‘b’、8進数 (octal)は ‘o’、16進数 (hex)は ‘x’、基
数 radixにたいしては ‘radixr’になります。したがって ‘#binteger’は 2進数、‘#radixrinteger’
は基数 radixで integerを読み取ります。radixの値として可能な値は 2から 36であり、最初の radix
文字は ‘0’–‘9’および ‘A’–‘Z’から採択されます。英文字の case(大文字小文字)は無視されて、最初の
符号と最後のピリオドはありません。たとえば:

#b101100 ⇒ 44

#o54 ⇒ 44

#x2c ⇒ 44

#24r1k ⇒ 44

整数にたいして処理を行なうさまざまな関数、特にビット演算 (Section 3.8 [Bitwise Operations],
page 46を参照)を理解するためには、数を 2進形式で見ることが助けになることがよくあります。

10進整数の 5は 2進数では以下のようになります:

...000101

(省略記号 ‘...’は概念的に先頭ビットにマッチする無限個数のビットを意味する。ここでは無限個の
0ビット。後の例でも ‘...’表記を使用する。)

整数の−1は以下のようになります:

...111111

−1はすべて 1で表現されます (2の補数表記と呼ばれる)。

−1から 4を減じることで負の整数−5が得られます。10進の整数 4は 2進では 100です。した
がって−5は以下のようになります:

...111011

このチャプターで説明する多くの関数は、数字の位置として引数にマーカー (Chapter 31 [Mark-
ers], page 769を参照)を受け取ります。そのような関数にたいする実際の引数は数字かマーカーな
ので、わたしたちはこれらの引数に number-or-markerという名前を与えることがあります。引数の
値がマーカーならマーカーの位置が使用され、マーカーのバッファーは無視されます。
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Emacs Lispでは、テキスト文字は整数により表現されます。0から (max-char)までの整数は、
有効な文字として判断されます。Section 33.5 [Character Codes], page 858を参照してください。

Emacs Lispの整数はマシンのワードサイズに制限されません。しかしその背後には fixnums と
呼ばれる小さい整数と、bignums と呼ばれる大きい整数という 2種類の整数が存在します。Emacs
Lispコードは通常は整数が fixnumか bignumのいずれであるかに依存するべきではありませんが、
Emacs の古いバージョンでは fixnum だけがサポートされており、未だに fixnum だけを受け取る
Emacs関数がいくつかあり、古い Emacs Lispコードが bignumを受け取ると問題が起こるかもし
れません。たとえば古い Emacs Lispコードは eqで整数にたいする数値の等価性を安全に比較でき
ましたが、bignumの登場により整数の比較には eqlや=のような等価性にたいする述語を使うことが
必要になりました。

bignumの値の範囲は主メモリー量、bignumの指数の表現に使用されるワードサイズのような
マシン特性、および integer-width変数により制限されます。これらの制限は通常は fixnumにた
いする制限よりは寛大です。bignumが数値的に fixnumと等しくなることはありません。Emacsは
fixnum範囲内の整数を、bignumではなく常に fixnumとして表現します。

fixnumの値の範囲はマシンに依存します。最小の範囲は−536,870,912から 536,870,911(30ビッ
ト長の−229 から 229 − 1) ですが、多くのマシンはより広い範囲を提供します。

[Variable]most-positive-fixnum
この変数の値は Emacs Lispが扱える “小さい”整数の最大値。典型的な値は 32ビットでは
229 − 1 、64ビットでは 261 − 1 。

[Variable]most-negative-fixnum
この変数の値は Emacs Lispが扱える数値的に最小の “小さい”整数。これは負の整数。典型
的な値は 32ビットでは−229 、64ビットでは−261、。

[Variable]integer-width
この変数の値は大きな整数えお計算時に Emacsが範囲エラー (range error)をシグナルする
かどうかを制御する負ではない整数。絶対値が 2n, (nはこの変数の値)が小さい整数は範囲エ
ラーをシグナルしない。大きい整数を簡単に作成できればエラーがシグナルされない場合もあ
るが、通常は大きな整数の作成を試みると範囲エラーをシグナルする。この変数に大きな数値
を設定すると、巨大な整数の計算にコストを要する可能性がある。

3.2 浮動小数点数の基礎

浮動小数点数は整数以外の数値の表現に有用です。浮動小数点数の範囲は使用中のシンでのCのデー
タ型 doubleと同じ範囲です。Emacsがサポートするすべてのコンピューターでは IEEEの 64ビット
浮動小数フォーマットであり、これは IEEE Std 754-2019で標準化されたもので、David Goldberg
の論文 “What Every Computer Scientist Should Know About Floating-Point Arithmetic
(https://docs.oracle.com/cd/E19957-01/806-3568/ncg_goldberg.html)”で更に議論さ
れています。モダンなプラットフォームでは浮動小数処理は IEEE-754標準に厳密にしたがいますが、
特に 32ビットX86のような陳腐化したプラットフォームでは丸めは常に正しい訳ではありません。

浮動小数点数にたいする入力構文は、小数点と指数のどちらか 1つ、または両方が必要とします。
オプションの符号 (‘+’か ‘-’)は、その数字と指数の前に記述します。たとえば ‘1500.0’、‘+15e2’、
‘15.0e+2’、‘+1500000e-3’、‘.15e4’は値が 1500の浮動小数点数を記述する 5つの方法です。これ
らはすべて等価です。Common Lispと同様、Emacs Lispは浮動小数点数の小数点の後に少なくと
も 1つの数字を必要とします。‘1500.’は整数であって浮動小数点数ではありません。
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Emacs Lispは=のような数学的な比較に関して、-0.0を通常の 0と数学的に同じものとして扱い
ます。これは、(他の処理がこれらを区別するとしても-0.0と 0.0は数学的に等しいとする)IEEE浮
動小数点数規格にしたがっています。

IEEE浮動小数点数規格は浮動小数点数として、正の無限大と負の無限大をサポートします。この
規格はNaNまたは “not a number(数字ではない)”と呼ばれる値クラスも提供します。正しい答え
が存在しないような場合に、数学関数はこのような値をリターンします。たとえば (/ 0.0 0.0)は
NaNをリターンします。数値的にNaNはたとえ自身と比較してもすべての値にたいして数値的にイ
コールになることはありません。NaNは符号と仮数をもち、非数学関数は符号と仮数が一致すれば 2
つのNaNを等しいものと扱います。NaNの仮数は文字列表現の数字のようにマシン依存です。

NaN と符号つき 0 が関係する際には eql、equal、sxhash-eql、sxhash-equal、gethash

のような非数学関数はそれらが数学的にイコールかではなく、値が区別できるかどうかを判断しま
す。たとえば xと yが同じNaNなら数値比較を使用する (= x y)は nilをリターンするのにたいして
(equal x y)は tをリターンして、反対に (= 0.0 -0.0)が tをリターンするのにたいして (equal

0.0 -0.0)は nilをリターンします。

以下は、これらの特別な浮動小数点数にたいする入力構文です:

infinity ‘1.0e+INF’と ‘-1.0e+INF’

not-a-number
‘0.0e+NaN’と ‘-0.0e+NaN’

以下の関数は浮動小数点数を扱うために特化したものです:

[Function]isnan x
この述語は浮動小数引数がNaNなら t、それ以外は nilをリターンする。

[Function]frexp x
この関数はコンスセル (s . e)をリターンする。ここで sと eは、浮動小数点数の仮数 (浮動小
数点数を 2の指数表現したときの仮数)と指数である。

xが有限なら sは 0.5以上 1.0未満の浮動小数点数、eは整数で、x = s2eとなる。xが 0または
無限なら sは xと等しくなる。xがNaNなら sもNaN。xが 0なら eは 0。

[Function]ldexp s e
数値の仮数 sと整数の指数 eを与えられると、この関数は浮動小数点数 s2e をリターンする。

[Function]copysign x1 x2
この関数は x2の符号を x1の値にコピーして結果をリターンする。x1と x2は浮動小数でなけ
ればならない。

[Function]logb x
この関数は xの 2進指数をリターンする。より正確には xが有限かつ非 0なら |x|の 2を底と
する対数を整数に切り下げた値。xが 0または無限なら値は無限大。xがNaなら値はNaN。

(logb 10)

⇒ 3

(logb 10.0e20)

⇒ 69

(logb 0)

⇒ -1.0e+INF
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3.3 数値のための述語

このセクションの関数は数値や、特定の数値型にたいしてテストを行ないます。関数 integerpと
floatpは、引数として任意の Lispオブジェクト型をとることができます (でなければ、あまり使用
する機会ない)。しかし述語 zeropは引数として数値を要求します。Section 31.2 [Predicates on
Markers], page 770の integer-or-marker-p、number-or-marker-pも参照してください。

[Function]bignump object
この述語は引数が大きい整数かどうかをテストしてもしそうなら t、それ以外は nilをリター
ンする。小さい整数とは異なり大きい整数は eqでなくても=や eqlになり得る。

[Function]fixnump object
この述語は引数が小さい整数かどうかをテストしてもしそうなら t、それ以外は nilをリター
ンする。小さい整数は eqで比較できる。

[Function]floatp object
この述語は引数が浮動小数かどうかをテストしてもしそうなら t、それ以外は nilをリターン
する。

[Function]integerp object
この述語は引数が整数かどうかをテストしてもしそうなら t、それ以外は nilをリターンする。

[Function]numberp object
この述語は引数が数 (整数か浮動小数)かどうかをテストしてもしそうなら t、それ以外は nil

をリターンする。

[Function]natnump object
この述語は引数が正の整数かどうかをテストしてもしそうなら t、それ以外は nilをリターン
する (名前は “natural numberl: 自然数”が由来)。0は整数と判断される。

wholenumpは natnumpのシノニム。

[Function]zerop number
この述語は引数が 0かどうかをテストしてもしそうなら t、それ以外は nilをリターンする。
引数は数でなければならない。

(zerop x)は (= x 0)と等価。

3.4 数値の比較

数値にたいして数学的な等価性をテストするには通常は eq、eql、equalのような非数値的な比較述
語のかわりに=を使用するべきです。異なる浮動小数点オブジェクトと大きい整数オブジェクトを数
値的に等しくすることができます。これらの比較に eqを使用した場合にはそれらが同一のオブジェク
トかどうかを、eqlや equalを使用した場合にはそれらの値が区別不能かどうかをテストすることに
なります。対照的に=は数値比較を使用して、非数値的な比較が nilをリターンするような場合に tを
リターンしたり、その逆もあり得ます。Section 3.2 [Float Basics], page 38を参照してください。

Emacs Lisp では 2 つの fixnum が数値的に等しければ同一の Lisp オブジェクトです。つまり
fixnumでは eqは=と同じです。値が未知の fixnumの比較に eqを使用する方が便利な場合がありま
す。なぜなら未知の値が数でない場合でも eqはエラーを報告しないからです。これは任意のタイプの
引数を受け付けます。対照的に引数が数でもマーカーでもなければ=はエラーをシグナルします。しか
し整数の比較においてさえ、使用できる場合には=を使用するのがよいプログラミング習慣です。



Chapter 3: 数値 41

数の比較において、2つの数が同じデータ型 (どちらも整数か浮動小数)では、同じ値の場合は等
しい数として扱う eqlや equalのほうが便利なときもあります。対照的に=は整数と浮動小数点数を
等しい数と扱うことができます。Section 2.8 [Equality Predicates], page 33を参照してください。

他の欠点もあります。浮動小数演算は正確ではないので、浮動小数値を比較するのが悪いアイデア
となるときがよくあります。通常は近似的に等しいことをテストするほうがよいでしょう。以下はこ
れを行なう関数です:

(defvar fuzz-factor 1.0e-6)

(defun approx-equal (x y)

(or (= x y)

(< (/ (abs (- x y))

(max (abs x) (abs y)))

fuzz-factor)))

[Function]= number-or-marker &rest number-or-markers
この関数はすべての引数が数値的に等しいかどうかをテストしてもしそうなら t、それ以外は
nilをリターンする。

[Function]eql value1 value2
この関数は eqと同様に振る舞うが引数が両方とも数のときを除く。これは数を型と数値的な値
により比較するので (eql 1.0 1)は nilをリターンするが、(eql 1.0 1.0)と (eql 1 1)は
tをリターンする。これは小さい整数と同様に大きい整数の比較に使用できる。

[Function]/= number-or-marker1 number-or-marker2
この関数は引数が数値的に等しいかどうかをテストして、もし異なる場合は t、等しい場合は
nilをリターンする。

[Function]< number-or-marker &rest number-or-markers
この関数は、各引数それぞれを後の引数より小さいかどうかをテストしてもしそうなら t、そ
れ以外は nilをリターンする。

[Function]<= number-or-marker &rest number-or-markers
この関数は、各引数それぞれが後の引数以下かどうかをテストしてもしそうなら t、それ以外
は nilをリターンする。

[Function]> number-or-marker &rest number-or-markers
この関数は、各引数それぞれが後の引数より大きいかどうかをテストしてもしそうなら t、そ
れ以外は nilをリターンする。

[Function]>= number-or-marker &rest number-or-markers
この関数は、各引数それぞれが後の引数以上かどうかをテストしてもしそうなら t、それ以外
は nilをリターンする。

[Function]max number-or-marker &rest numbers-or-markers
この関数は最大の引数をリターンする。

(max 20)

⇒ 20

(max 1 2.5)

⇒ 2.5

(max 1 3 2.5)

⇒ 3
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[Function]min number-or-marker &rest numbers-or-markers
この関数は最小の引数をリターンする。

(min -4 1)

⇒ -4

[Function]abs number
この関数は numberの絶対値をリターンする。

3.5 数値の変換

整数を浮動少数の変換には関数 floatを使用します。

[Function]float number
これは浮動小数点数に変換された numberをリターンする。すでに numberが浮動小数点数な
ら floatはそれを変更せずにリターンする。

浮動小数点数を整数に変換する関数が 4つあります。これらは浮動小数点数を丸める方法が異な
ります。これらはすべて引数 number、およびオプション引数として divisorを受け取ります。引数
は両方とも整数か浮動小数点数です。divisorが nilのこともあります。divisorが nilまたは省略さ
れた場合、これらの関数は numberを整数に変換するか、それが既に整数の場合は変更せずにリター
ンします。divisorが非 nilなら、これらの関数は numberを divisorで除して結果を整数に変換しま
す。divisorが (整数か浮動小数かに関わらず)0の場合、Emacsは arith-errorエラーをシグナルし
ます。

[Function]truncate number &optional divisor
これは 0に向かって丸めることにより整数に変換した numberをリターンする。

(truncate 1.2)

⇒ 1

(truncate 1.7)

⇒ 1

(truncate -1.2)

⇒ -1

(truncate -1.7)

⇒ -1

[Function]floor number &optional divisor
これは下方 (負の無限大に向かって)に丸めることにより整数に変換した numberをリターン
する。

divisorが指定された場合には、modに相当する種類の除算演算を使用して下方に丸めを行う。

(floor 1.2)

⇒ 1

(floor 1.7)

⇒ 1

(floor -1.2)

⇒ -2

(floor -1.7)

⇒ -2

(floor 5.99 3)

⇒ 1



Chapter 3: 数値 43

[Function]ceiling number &optional divisor
これは上方 (正の無限大に向かって)に丸めることにより整数に変換した numberをリターン
する。

(ceiling 1.2)

⇒ 2

(ceiling 1.7)

⇒ 2

(ceiling -1.2)

⇒ -1

(ceiling -1.7)

⇒ -1

[Function]round number &optional divisor
これはもっとも近い整数に向かって丸めることにより、整数に変換した numberをリターンす
る。2つの整数から等距離にある値の丸めでは、偶数の整数をリターンする。

(round 1.2)

⇒ 1

(round 1.7)

⇒ 2

(round -1.2)

⇒ -1

(round -1.7)

⇒ -2

3.6 算術演算

Emacs Lispは伝統的な 4つの算術演算 (加減乗除)、同様に剰余とmodulusの関数、および 1の加
算と減算を行う関数を提供します。%を除き、これらの各関数は引き数として整数か浮動小数を受け取
り、浮動小数の引数がある場合は浮動小数点数をリターンします。

[Function]1+ number-or-marker
この関数は number-or-marker + 1をリターンする。例えば、

(setq foo 4)

⇒ 4

(1+ foo)

⇒ 5

この関数はCの演算子++とは異なり、変数をインクリメントしない。この関数は和を計算する
だけである。したがって以下を続けて評価すると、

foo

⇒ 4

変数をインクリメントしたい場合は、以下のように setqを使用しなければならない:

(setq foo (1+ foo))

⇒ 5

[Function]1- number-or-marker
この関数は number-or-marker − 1をリターンする。
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[Function]+ &rest numbers-or-markers
この関数は引数すべてを加算する。引数を与えないと+は 0をリターンする。

(+)

⇒ 0

(+ 1)

⇒ 1

(+ 1 2 3 4)

⇒ 10

[Function]- &optional number-or-marker &rest more-numbers-or-markers
-関数は 2つの目的 — 符号反転と減算 — をもつ。-に 1つの引数を与えると、値は引数の符
号を反転したものになる。複数の引数の場合は、number-or-markerからmore-numbers-or-
markersまでの各値を蓄積的に減算する。引数がなければ結果は 0。

(- 10 1 2 3 4)

⇒ 0

(- 10)

⇒ -10

(-)

⇒ 0

[Function]* &rest numbers-or-markers
この関数はすべての引数を乗じて積をリターンする。引数がなかれば*は 1をリターンする。

(*)

⇒ 1

(* 1)

⇒ 1

(* 1 2 3 4)

⇒ 24

[Function]/ number &rest divisors
divisorsが 1つ以上ならこの関数はdivisors内の除数で順にnumberを除して、その商をリター
ンする。divisorsがなければ、この関数は 1/number、つまり numberの逆数をリターンする。
各引数には数かマーカーを指定できる。

すべての引数が整数なら、結果は各除算の後に商を 0へ向かって丸めることにより得られる整
数となる。

(/ 6 2)

⇒ 3

(/ 5 2)

⇒ 2

(/ 5.0 2)

⇒ 2.5

(/ 5 2.0)

⇒ 2.5

(/ 5.0 2.0)

⇒ 2.5

(/ 4.0)

⇒ 0.25
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(/ 4)

⇒ 0

(/ 25 3 2)

⇒ 4

(/ -17 6)

⇒ -2

整数を整数 0で除するとEmacsは arith-errorエラー (Section 11.7.3 [Errors], page 165
を参照)をシグナルする。浮動小数点数の除算では、非 0の数を 0で除することで正の無限大
または負の無限大を得る (Section 3.2 [Float Basics], page 38を参照)。

[Function]% dividend divisor
この関数はdividendをdivisorで除した後、その剰余を整数でリターンする。引数は整数かマー
カーでなければならない。

任意の 2つの整数 dividendと divisorにたいして、

(+ (% dividend divisor)

(* (/ dividend divisor) divisor))

は、divisorが非 0なら常に dividendと等しくなる。

(% 9 4)

⇒ 1

(% -9 4)

⇒ -1

(% 9 -4)

⇒ 1

(% -9 -4)

⇒ -1

[Function]mod dividend divisor
この関数は dividendの divisorにたいするmodulo、言い換えると dividendを divisorで除し
た後の剰余 (ただし符号は divisorと同じ)をリターンする。引数は数かマーカーでなければな
らない。

%とは異なり modは浮動小数の引数を許す。これは商を整数に下方 (負の無限大に向かって)へ
丸めて剰余を計算するのにこの商を使用する。

modは divisorが 0のとき、両方の引数が整数なら arith-errorエラーをシグナルし、それ以
外はNaNをリターンする。

(mod 9 4)

⇒ 1

(mod -9 4)

⇒ 3

(mod 9 -4)

⇒ -3

(mod -9 -4)

⇒ -1

(mod 5.5 2.5)

⇒ .5

任意の 2つの数 dividendと divisorにたいして、
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(+ (mod dividend divisor)

(* (floor dividend divisor) divisor))

は常に dividendになる (ただし引数のどちらかが浮動小数なら、丸め誤差の範囲内で等しく、か
つdividendが整数でdivisorが 0なら arith-errorとなる)。floorについては、Section 3.5
[Numeric Conversions], page 42を参照のこと。

3.7 丸め処理

関数 ffloor、fceiling、fround、ftruncateは浮動小数の引数をとり、値が近くの整数であるよ
うな浮動少数をリターンします。ffloorは一番近い下方の整数、fceilingは一番近い上方の整数、
ftruncateは 0に向かう方向で一番近い整数、froundは一番近い整数をリターンします。

[Function]ffloor float
この関数は floatを次に小さい整数値に丸めて、その値を浮動小数点数としてリターンする。

[Function]fceiling float
この関数は floatを次に大きい整数値に丸めて、その値を浮動小数点数としてリターンする。

[Function]ftruncate float
この関数は floatを 0方向の整数値に丸めて、その値を浮動小数点数としてリターンする。

[Function]fround float
この関数は floatを一番近い整数値に丸めて、その値を浮動小数点数としてリターンする。2つ
の整数値との距離が等しい値にたいする丸めでは、偶数の整数をリターンする。

3.8 整数にたいするビット演算

コンピューターの中では、整数はビット (bit: 0か 1の数字)のシーケンスである 2進数で表されます。
ビットシーケンスは概念的には最上位ビットがすべて 0か 1であるような左側に無限なシ 0ケンスで
す。ビット演算はそのようなシーケンスの中の個々のビットに作用します。たとえばシフト (shifting)
はシーケンス全体を 1つ以上左または右に移動して、移動されたのと同じパターンを再現します。

Emacs Lispのビット演算は整数だけに適用されます。

[Function]ash integer1 count
ash (算術シフト (arithmetic shift))は、integer1の中のビット位置を左に countシフトする。
countが負なら右にシフトする。左シフトでは右側に 0が挿入されて、右シフトでは最右ビッ
トが破棄される。整数処理として考えると、ashは integer1を 2count 乗じてから下方、負の無
限大に向かって丸めることにより結果を変換する。

以下はビットパターンを 1ビット左にシフトしてから右にシフトする例。この例で 2進数パター
ンの下位ビットだけを示している。先行ビットは表示されている上位ビットにすべて一致する。
確認できるように 1ビットの左シフトは 2を乗じて、右シフトは 2で除してから負の無限大方
向に丸められる。

(ash 7 1) ⇒ 14

;; 10進の 7は 10進の 14になる
...000111

⇒
...001110
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(ash 7 -1) ⇒ 3

...000111

⇒
...000011

(ash -7 1) ⇒ -14

...111001

⇒
...110010

(ash -7 -1) ⇒ -4

...111001

⇒
...111100

以下は 2ビット左にシフトしてから右に 2ビットシフトする例:

; 2進数値
(ash 5 2) ; 5 = . . . 000101

⇒ 20 ; = . . . 010100
(ash -5 2) ; -5 = . . . 111011

⇒ -20 ; = . . . 101100
(ash 5 -2)

⇒ 1 ; = . . . 000001
(ash -5 -2)

⇒ -2 ; = . . . 111110

[Function]lsh integer1 count
lshは logical shiftの略で、integer1のビットを左に countシフトする。countが負なら inte-
ger1は fixnumか正の bignumのいずれかでなければならず、lshはシフト前に負の fixnum
を most-negative-fixnumで 2回減算してあたかも符号なしであるかのように非負の結果を
生成する。この奇妙な振る舞いは Emacsが fixnumsだけをサポートしていた頃の振る舞いで
あり、現在では ashがより良い選択である。

integer1と count1がいずれも負の場合を除いて lshは ashのように振る舞うので、以下の例
ではこれらの例外ケースに焦点をあてている。これらの例は 30ビットの fixnumsを想定して
いる。

; 2進数値
(ash -7 -1) ; -7 = . . . 111111111111111111111111111001

⇒ -4 ; = . . . 111111111111111111111111111100
(lsh -7 -1)

⇒ 536870908 ; = . . . 011111111111111111111111111100
(ash -5 -2) ; -5 = . . . 111111111111111111111111111011

⇒ -2 ; = . . . 111111111111111111111111111110
(lsh -5 -2)

⇒ 268435454 ; = . . . 001111111111111111111111111110

[Function]logand &rest ints-or-markers
この関数は引数のビットのANDをリターンする。すべての引数の n番目のビットが 1の場合
に限り、結果の n番目のビットが 1となる。

たとえば 13と 12では、4ビット 2進数を使用すると 1101と 1100のビットANDは 1100を
生成する。この 2進数ではいずれも左の 2ビットがセット (つまり 1)されているので、リター
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ンされる値の左 2ビットがセットされる。しかし右の 2ビットにたいしては少なくとも 1つの
引数でそのビットが 0なので、リターンされる値の右 2ビットは 0になる。

したがって、

(logand 13 12)

⇒ 12

logandに何も引数も渡さなければ、値−1がリターンされる。−1を 2進数で表すとすべての
ビットが 1なので、−1は logandにたいする単位元 (identity element)である。

; 2進数値

(logand 14 13) ; 14 = . . . 001110
; 13 = . . . 001101

⇒ 12 ; 12 = . . . 001100

(logand 14 13 4) ; 14 = . . . 001110
; 13 = . . . 001101
; 4 = . . . 000100

⇒ 4 ; 4 = . . . 000100

(logand)
⇒ -1 ; -1 = . . . 111111

[Function]logior &rest ints-or-markers
この関数は、引数のビット単位の包含的ORをリターンする。少なくとも 1つの引数で n番目
のビットが 1なら、結果の n番目のビットが 1になる。引数を与えなければ、結果はこの処理
にたいする単位元である 0となる。logiorに渡す引数が 1つだけならその引数がリターンさ
れる。

; 2進数値

(logior 12 5) ; 12 = . . . 001100
; 5 = . . . 000101

⇒ 13 ; 13 = . . . 001101

(logior 12 5 7) ; 12 = . . . 001100
; 5 = . . . 000101
; 7 = . . . 000111

⇒ 15 ; 15 = . . . 001111

[Function]logxor &rest ints-or-markers
この関数は、引数のビット単位の排他的ORをリターンする。n番目のビットが 1であるよう
な引数の数が奇数個の場合のみ、結果の n番目のビットが 1となる。引数を与えなければ、結
果はこの処理の単位元である 0となる。logxorに渡す引数が 1つだけならその引数がリター
ンされる。

; 2進数値

(logxor 12 5) ; 12 = . . . 001100
; 5 = . . . 000101

⇒ 9 ; 9 = . . . 001001

(logxor 12 5 7) ; 12 = . . . 001100
; 5 = . . . 000101
; 7 = . . . 000111

⇒ 14 ; 14 = . . . 001110
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[Function]lognot integer
この関数は引数のビット単位の補数 (bitwise complement)をリターンする。integerの n番目
のビットが 0の場合に限り、結果の n番目のビットが 1になり、その逆も成り立つ。結果は−1
− integerと等価。

(lognot 5)

⇒ -6

;; 5 = . . . 000101
;; becomes
;; -6 = . . . 111010

[Function]logcount integer
この関数は integerのハミング重み (Hamming weight: integerの 2進数表現での 1の個数)
をリターンする。integerが負なら、その 2の補数の 2進数表現での 0ビットの個数をリターン
する。結果は常に非負となる。

(logcount 43) ; 43 = . . . 000101011
⇒ 4

(logcount -43) ; -43 = . . . 111010101
⇒ 3

3.9 標準的な数学関数

以下の数学的関数は、引数として整数と同様に浮動小数点数も受け入れます。

[Function]sin arg
[Function]cos arg
[Function]tan arg

これらは三角関数であり、引数 argはラジアン単位。

[Function]asin arg
(asin arg)の値は、sinの値が argとなるような −π/2 から π/2 (両端を含む)の数である。
argが範囲外 ([−1, 1]の外)なら、asinはNaNをリターンする。

[Function]acos arg
(acos arg)の値は、cosの値が argとなるような、0から π (両端を含む)の数である。argが
範囲外 ([-1, 1]の外)なら acosはNaNをリターンする。

[Function]atan y &optional x
(atan y)の値は、tanの値が yとなるような、−π/2 から π/2 (両端を含まず)の数である。
オプションの第 2引数 xが与えられると、(atan y x)の値はベクトル [x, y]と X軸が成す角
度のラジアン値となる。

[Function]exp arg
これは指数関数である。この関数は eの指数 argをリターンする。

[Function]log arg &optional base
この関数は底をbaseとするargの対数をリターンする。baseを指定しなければ、自然底 (natural
base)eが使用される。argか baseが負なら、logはNaNをリターンする。
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[Function]expt x y
この関数は xに yを乗じてリターンする。引数が両方とも整数で yが非負なら結果は整数にな
る。この場合オーバーフローはエラーをシグナルするので注意。xが有限の負数で yが有限の非
整数なら、exptはNaNをリターンする。

[Function]sqrt arg
これは argの平方根をリターンする。argが有限で 0より小さければ、sqrtは NaNをリター
ンする。

加えて、Emacsは以下の数学的な定数を定義します:

[Variable]float-e
自然対数 e(2.71828. . . )

[Variable]float-pi
円周率 pi(3.14159. . . )

3.10 乱数

決定論的なコンピュータープログラムでは真の乱数を生成することはできません。しかしほとんどの
目的には、疑似乱数 (pseudo-random numbers)で充分です。一連の疑似乱数は決定論的な手法によ
り生成されます。真の乱数ではありませんが、それらにはランダム列を模する特別な性質があります。
たとえば疑似ランダム系では、すべての可能な値は均等に発生します。

疑似乱数はシード値 (seed value)から生成されます。与えられた任意のシードから開始すること
により、random関数は常に同じ数列を生成します。デフォルトでは、Emacsは開始時に乱数シード
を初期化することにより、それぞれの Emacsの実行において、randomの値シーケンスは (ほとんど
確実に)異なります。

再現可能な乱数シーケンスが欲しい場合もあります。たとえば乱数シーケンスに依存するプログラ
ムをデバッグする場合、プログラムの各実行において同じ挙動を得ることが助けになります。再現可
能なシーケンスを作成するには、(random "")を実行します。これは特定の Emacsの実行可能ファ
イルにたいして、シードに定数値をセットします (しかしこの実行可能ファイルは、その他の Emacs
ビルドと異なるものになるであろう)。シード値として、他のさまざまな文字列を使用することができ
ます。

[Function]random &optional limit
この関数は疑似乱数の整数をリターンする。繰り返し呼び出すと一連の疑似乱数の整数をリター
ンする。

limitが正の fixnumなら、値は負ではない limit未満の値から選択される。それ以外なら値は
Lisp で表現可能な任意の fixnum(most-negative-fixnumから most-positive-fixnum

の間の任意の整数)となるだろう (Section 3.1 [Integer Basics], page 37を参照)。

limitが tなら、あたかも Emacsが再起動されたかのように、通常はシステムのエントロピー
から新たなシードが選択されることを意味する。エントロピープールを欠くシステムでは、カ
レント時刻のような若干揮発性が低い乱数からシードが選択される。

limitが文字列なら、その文字列定数にもとづいた新しいシードを選択することを意味する。
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4 文字列と文字

Emacs Lispの文字列は、文字列の順序列 (ordered sequence)を含む配列です。文字列はシンボル、
バッファー、ファイルの名前に使用されます。その他にもユーザーにたいしてメッセージを送ったり
バッファー間でコピーする文字列を保持したり等、多くの目的に使用されます。文字列は特に重要な
ので、Emacs Lispは特別には文字列を操作するために多くの関数があります。Emacs Lispプログ
ラムでは個々の文字より文字列を多用します。

キーボードの文字イベントの文字列にたいする特別な考慮は、Section 21.7.15 [Strings of Events],
page 404を参照してください。

4.1 文字列と文字の基礎

文字 (character)とは、テキスト内の 1つの文字を表す Lispオブジェクトです。Emacs Lispでは文
字は単なる整数です。ある整数が文字か文字でないかを区別するのは、それが使用される方法だけで
す。Emacsでの文字表現についての詳細は Section 33.5 [Character Codes], page 858を参照して
ください。

文字列 (string)とは固定された文字シーケンスです。これは配列 (array)と呼ばれるシーケンス
型であり、配列長が固定で一度作成したら変更できないことを意味します (Chapter 6 [Sequences
Arrays Vectors], page 95を参照)。Cとは異なり、Emacs Lispの文字列は文字コードを判断する
ことにより終端されません。

文字列は配列であるということは同様にシーケンスでもあるので、Chapter 6 [Sequences Arrays
Vectors], page 95にドキュメントされている一般的な配列関数やシーケンス関数で文字列を処理で
きます。たとえば関数 arefを使用して文字列内の特定の文字にアクセスしたり変更することができま
す (Section 6.3 [Array Functions], page 108を参照)。

Emacs文字列での非 ASCIIにたいすテキスト表現は 2つ — ユニバイト (unibyte)とマルチバイ
ト (multibyte)があります。ほとんどの Lispプログラミングでは、これら 2つの表現を気にする必
要はありません。詳細は Section 33.1 [Text Representations], page 854を参照してください。

キーシーケンスがユニバイト文字列で表されることがあります。ユニバイト文字列がキーシーケン
スの場合、範囲 128から 255までの文字列要素は範囲 128から 255の文字コードではなく、メタ文
字 (これは非常に大きな整数である)を表します。文字列はハイパー (hyper)、スーパー (super)、ア
ルト (alt)で修飾された文字を保持できません。文字列は ASCIIコントロール文字を保持できますが、
それは他のコントロール文字です。文字列は ASCIIコントロール文字の caseを区別できません。そ
のような文字をシーケンスに保存したい場合は、文字列ではなくベクターを使用しなければなりませ
ん。キーボード入力文字についての情報は Section 2.4.3 [Character Type], page 11を参照してく
ださい。

文字列は正規表現を保持するために便利です。string-match (Section 34.4 [Regexp Search],
page 896 を参照) を使用して、文字列にたいして正規表現をマッチすることもできます。関数
match-string (Section 34.6.2 [Simple Match Data], page 901 を参照) と replace-match

(Section 34.6.1 [Replacing Match], page 899を参照)は、文字列にたいして正規表現をマッチし
た後に、文字列を分解・変更するのに便利です。

バッファーのように、文字列は文字列内の文字自身とその文字にたいするテキストプロパティーを
含みます。Section 32.19 [Text Properties], page 814を参照してください。文字列からバッファー
や他の文字列にテキストをコピーする、すべての Lispプリミティブ (Lisp primitives)はコピーされ
る文字のプロパティーもコピーします。

文字列の表示やバッファーにコピーする関数についての情報は Chapter 32 [Text], page 778を
参照してください。文字または文字列の構文についての情報は、Section 2.4.3 [Character Type],
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page 11 と Section 2.4.8 [String Type], page 19 を参照してください。異なるテキスト表現間
で変換したり、文字コードのエンコードやデコードを行う関数については Chapter 33 [Non-ASCII
Characters], page 854を参照してください。ディスプレイ上の文字列幅の計算にlengthを使用するべ
きではないことにも注意してください。かわりに string-widthを使用してください (Section 39.10
[Size of Displayed Text], page 1009を参照)。

4.2 文字列のための述語

一般的なシーケンスや配列にたいする述語についての情報は、Chapter 6 [Sequences Arrays Vec-
tors], page 95と Section 6.2 [Arrays], page 107を参照してください。

[Function]stringp object
この関数は objectが文字列なら t、それ以外は nilをリターンする。

[Function]string-or-null-p object
この関数は objectが文字列か nilなら t、それ以外は nilをリターンする。

[Function]char-or-string-p object
この関数は objectが文字列か文字 (たとえば整数)なら t、それ以外は nilをリターンする。

4.3 文字列の作成

以下の関数はスクラッチ、文字列同士、またはその一部から文字列を作成します (string-replace
や replace-regexp-in-stringのように他の文字列内容を変更して文字列を作成する関数につい
ては Section 34.7 [Search and Replace], page 904を参照)。

[Function]make-string count character &optional multibyte
この関数は characterを count回繰り返すことにより作成された文字列をリターンする。count
が負ならエラーをシグナルする。

(make-string 5 ?x)

⇒ "xxxxx"

(make-string 0 ?x)

⇒ ""

characterが ASCII文字なら、結果は通常はユニバイト文字列になる。しかしオプション引数
multibyteが非 nilなら、この関数はかわりにマルチバイト文字列を生成する。これは結果を
後で非 ASCII文字列と結合したり、結果の中のいくつかの文字を非 ASCII文字で置換する必要
がある際に有用。

この関数に対応する他の関数には make-vector (Section 6.4 [Vectors], page 109を参照)
や make-list (Section 5.4 [Building Lists], page 75を参照)が含まれる。

[Function]string &rest characters
この関数は文字 charactersを含む文字列をリターンする。

(string ?a ?b ?c)

⇒ "abc"

[Function]substring string &optional start end
この関数は stringから、インデックス startの文字 (その文字を含む)と endの文字 (その文字
は含まない)の間の範囲の文字で構成される、新しい文字列をリターンする。文字列の最初の
文字はインデックス 0。引数が 1つなら、この関数は単に stringをコピーする。
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(substring "abcdefg" 0 3)

⇒ "abc"

上記の例では ‘a’のインデックスは 0、‘b’のインデックスは 1、‘c’のインデックスは 2となる。
インデックス 3 — この文字列の 4番目の文字 — は、コピーされる部分文字列の文字位置ま
でをマークする。したがって文字列"abcdefg"から ‘abc’がコピーされる。

負の数は文字列の最後から数えることを意味するので、−1は文字列の最後の文字のインデッ
クスである。たとえば:

(substring "abcdefg" -3 -1)

⇒ "ef"

この例では ‘e’のインデックスは−3、‘f’のインデックスは−2、‘g’のインデックスは−1。つ
まり ‘e’と ‘f’が含まれ、‘g’は含まれない。

endに nilを使用した場合、それは文字列の長さを意味する。したがって、

(substring "abcdefg" -3 nil)

⇒ "efg"

引数 endを省略した場合、それは nilを指定したのと同じである。(substring string 0)は
stringのすべてをコピーしてリターンする。

(substring "abcdefg" 0)

⇒ "abcdefg"

しかしこの目的のためには copy-sequenceを推奨する (Section 6.1 [Sequence Functions],
page 95を参照)。

stringからコピーされた文字がテキストプロパティーをもつなら、そのプロパティーは新しい
文字列へもコピーされる。Section 32.19 [Text Properties], page 814を参照のこと。

substringの最初の引数にはベクターも指定できる。たとえば:

(substring [a b (c) "d"] 1 3)

⇒ [b (c)]

startが整数でない、または endが整数でも nilでもななければ、wrong-type-argumentエ
ラーがシグナルされる。startが endの後の文字を指す、または stringにたいして範囲外の整数
をいずれかに指定すると、args-out-of-rangeエラーがシグナルされる。

この関数に対応するのは buffer-substring (Section 32.2 [Buffer Contents], page 779
を参照)で、これはカレントバッファー内のテキストの一部を含む文字列をリターンする。文字
列の先頭はインデックス 0だが、バッファーの先頭はインデックス 1である。

[Function]substring-no-properties string &optional start end
これは substringと同じように機能するが、値のすべてのテキストプロパティーを破棄す
る。startを省略したり nilを指定することができ、その場合は 0 と等価だる。したがって
(substring-no-properties string) は、すべてのテキストプロパティーが削除された
stringのコピーをリターンする。

[Function]concat &rest sequences
この関数は渡された引数内の文字からなる文字列をリターンする (もしあればテキストプロパ
ティーも)。引数には文字列、数のリスト、数のベクターを指定できる。引数は変更されない。
concatに引数を指定しなければ空文字列をリターンする。

(concat "abc" "-def")

⇒ "abc-def"
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(concat "abc" (list 120 121) [122])

⇒ "abcxyz"

;; nilhあ空のシーケンス。
(concat "abc" nil "-def")

⇒ "abc-def"

(concat "The " "quick brown " "fox.")

⇒ "The quick brown fox."

(concat)

⇒ ""

この関数は常に新たな文字列の割り当てを行う訳ではない。呼び出し側は結果が新たな文字列
であること、もしくは既存の文字列にたいして eqであることに依存しないよう推奨する。

特にリターン値を変更すると誤って別の文字列を変更したり、プログラム内の定数文字列の変
更や、エラーを raiseすることさえあり得る。安全に変更できる文字列を取得するには、結果
に copy-sequenceを使用すること。

他の結合関数 (concatenation functions)についての情報は Section 13.6 [Mapping Func-
tions], page 220の mapconcat、Section 6.5 [Vector Functions], page 109の vconcat、
Section 5.4 [Building Lists], page 75の appendを参照のこと。シェルコマンドで使用される
文字列の中に、個々のコマンドライン引数を結合するには、Section 38.2 [Shell Arguments],
page 938を参照されたい。

[Function]split-string string &optional separators omit-nulls trim
この関数は正規表現 separators(Section 34.3 [Regular Expressions], page 885を参照)に
もとづいて、stringを部分文字列に分解する。separatorsにたいする各マッチは分割位置を定
義する。分割位置の間にある部分文字列をリストにまとめてリターンする。

separatorsが nil (か省略)ならデフォルトは split-string-default-separatorsの値と
なり、関数は omit-nullsが tであるかのように振る舞う。

omit-nullsが nil(または省略)なら、連続する 2つの separatorsへのマッチか、stringの最初
か最後にマッチしたときの空文字列が結果に含まれる。omit-nullsが tなら、これらの空文字
列は結果から除外される。

オプションの引数 trimが非 nilなら、その値は各部分文字列の最初と最後からトリム (trim:
除去)するテキストにマッチする正規表現を指定する。トリムによりその部分文字列が空にな
るようなら、それは空文字列として扱われる。

文字列を分割して call-processや start-processに適するような、個々のコマンドライン
引数のリストにする必要がある場合は Section 38.2 [Shell Arguments], page 938を参照の
こと。

以下は例:

(split-string " two words ")

⇒ ("two" "words")

有用性はほとんどないであろう ("" "two" "words" "")という結果とはならない。このよう
な結果が必要なら separatorsに明示的な値を使用すること

(split-string " two words "

split-string-default-separators)

⇒ ("" "two" "words" "")

(split-string "Soup is good food" "o")
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⇒ ("S" "up is g" "" "d f" "" "d")

(split-string "Soup is good food" "o" t)

⇒ ("S" "up is g" "d f" "d")

(split-string "Soup is good food" "o+")

⇒ ("S" "up is g" "d f" "d")

空のマッチはカウントされます。例外は、空でないマッチを使用することにより、すでに文字
列の最後に到達しているとき、または stringが空の時で、この場合 split-stringは最後の空
マッチを探しません。

(split-string "aooob" "o*")

⇒ ("" "a" "" "b" "")

(split-string "ooaboo" "o*")

⇒ ("" "" "a" "b" "")

(split-string "" "")

⇒ ("")

しかし separatorsが空文字列にマッチできるとき、通常は omit-nullsを tにすれば、前の 3つ
の例の不明瞭さはほとんど発生しない:

(split-string "Soup is good food" "o*" t)

⇒ ("S" "u" "p" " " "i" "s" " " "g" "d" " " "f" "d")

(split-string "Nice doggy!" "" t)

⇒ ("N" "i" "c" "e" " " "d" "o" "g" "g" "y" "!")

(split-string "" "" t)

⇒ nil

空でないマッチより空のマッチを優先するような、一部の “非貪欲 (non-greedy)”な値を sep-
aratorsに指定することにより、幾分奇妙 (ではあるが予見可能)な振る舞いが発生することが
ある。繰り返しになるが、そのような値は実際には稀である:

(split-string "ooo" "o*" t)

⇒ nil

(split-string "ooo" "\\|o+" t)

⇒ ("o" "o" "o")

[Variable]split-string-default-separators
split-stringの separatorsにたいするデフォルト値。通常の値は"[ \f\t\n\r\v]+"。

4.4 文字列の変更

このセクションで説明する処理を介して変更可能な文字列のコンテンツを変更できます。Section 2.9
[Mutability], page 35を参照してください。

既存の文字列の内容を変更するもっとも基本的な方法は、aset (Section 6.3 [Array Functions],
page 108を参照)を使用する方法です。(aset string idx char)は、stringのインデックス idx
に、charを格納します。それぞれの文字は 1文字以上を占有しますが、すでにインデックスの場所に
ある文字のバイト数が charが要するバイト数と異なる場合、asetはエラーをシグナルします。

より強力な関数は store-substringです:

[Function]store-substring string idx obj
この関数はインデックス idxで開始される位置に objを格納することにより、文字列 stringの
内容の一部を変更する。objは文字、または (stringより小さい)文字列です。
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既存の文字列の長さを変更するのは不可能なので、stringの実際の長さに objが収まらない、ま
たは stringのその位置に現在ある文字のバイト数が新しい文字に必要なバイト数と異なる場合
はエラーになる。

パスワードを含む文字列をクリアーするときには clear-stringを使用します:

[Function]clear-string string
これは stringをユニバイト文字列にして、内容を 0にクリアーする。これにより stringの長さ
も変更されるだろう。

4.5 文字および文字列の比較

[Function]char-equal character1 character2
この関数は引数が同じ文字を表すならt、それ以外はnilをリターンする。case-fold-search
が非 nilなら、この関数は caseの違いを無視する。

(char-equal ?x ?x)

⇒ t

(let ((case-fold-search nil))

(char-equal ?x ?X))

⇒ nil

[Function]string= string1 string2
この関数は、2つの文字列の文字が正確にマッチすれば tをリターンする。引数にはシンボルも
指定でき、この場合はそのシンボル名が使用される。case-fold-searchとは無関係に case
は常に意味をもつ。

この関数は、equalで 2つの文字列を比較するのと等価である (Section 2.8 [Equality Predi-
cates], page 33を参照)。特に、2つの文字列のテキストプロパティーは無視されます。テキスト
プロパティーだけが異なる文字列を区別する必要があるなら equal-including-properties

を使用すること。しかし equalとは異なり、いずれかの引数が文字列でもシンボルでもなけれ
ば、string=はエラーをシグナルする。

(string= "abc" "abc")

⇒ t

(string= "abc" "ABC")

⇒ nil

(string= "ab" "ABC")

⇒ nil

技術的な理由によりユニバイト文字列とマルチバイト文字列が equalになるのは、それらが同
じ文字コードのシーケンスを含み、それらすべてのコードが 0から 127(ASCII)、または 160
から 255(eight-bit-graphic)のときだけである。しかしユニバイト文字列をマルチバイト
文字列に変更する際、コードが 160から 255の範囲にあるすべての文字はより高いコードに変
換され、ASCII文字は変換されないまま残る。したがってユニバイト文字列とそれを変換したマ
ルチバイト文字列は、その文字列のすべてがASCIIのときだけ equalとなる。もしマルチバイ
ト文字列中で文字コード 160から 255の文字があったとしても、それは完全に正しいとは言え
ない。結果として、すべてがASCIIではないユニバイト文字列とマルチバイト文字列が equal

という状況は、もしかしたら Emacs Lispプロプラマーが直面するかもしれない、とても稀で
記述的に不可解な状況だといえよう。Section 33.1 [Text Representations], page 854を参
照されたい。
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[Function]string-equal string1 string2
string-equalは string=の別名である。

[Function]string-collate-equalp string1 string2 &optional locale ignore-case
この関数は照合ルール (collation rules)にもとづいて string1と string2が等しければ tをリ
ターンする。照合ルールは string1と string2に含まれる文字の辞書順だけではなく、それらの
文字間の関係に関する他のルールにより判断される。これは通常は、Emacs実行中の locale環
境により決定される。

たとえば異なるコーディングポイントでも、Unicodeのグレイブアクセント文字のように同じ
意味なら等しいとみなされる。

(string-collate-equalp (string ?\uFF40) (string ?\u1FEF))

⇒ t

オプション引数 locale(文字列)は、照合用のカレント locale識別子 (current locale identi-
fier)をオーバーライドする。値はシステムに依存する。たとえば POSIXシステムでは"en_

US.UTF-8"、MS-Windowsシステムでは"enu_USA.1252"の localeが適用できるだろう。

ignore-caseが非 nilなら、それらは比較前に小文字に変換される。

MS-WindowsシステムでUnicode互換の照合をエミュレートする場合、MS-Windowsでは
localeのコードセット部分を"UTF-8"にできないので、w32-collate-ignore-punctuation
に非 nil値をバインドすること。

ある locale環境をシステムがサポートしなれければ、この関数は string-equalと同様に振
る舞う。

一般的にファイルシステムは照合ルールが実装するような文字列の言語学的な等価性を尊重し
ないので、この関数をファイル名の等価性の比較に使用しないこと。

[Function]string< string1 string2
この関数は 2つの文字列を 1文字ずつ比較する。この関数は同時に 2つの文字列をスキャンし
て、対応する文字同士がマッチしない最初のペアを探す。2つの文字列内で小さいほうの文字
が string1の文字なら string1が小さいことになり、この関数は tをリターンする。小さいほう
の文字が string2の文字なら string1が大きいことになり、この関数は nilをリターンする。2
つの文字列が完全にマッチしたら値は nilになる。

文字のペアーは文字コードで比較されル。ASCII文字セットでは英小文字は英大文字より高い数
値をもつことに留意されたい。数字と区切り文字の多くは英大文字より低い数値をもつ。ASCII

文字は任意の非 ASCII文字より小さくなる。ユニバイトの非 ASCII文字は、任意のマルチバイ
ト非 ASCII文字より常に小さくなります (Section 33.1 [Text Representations], page 854
を参照)。

(string< "abc" "abd")

⇒ t

(string< "abd" "abc")

⇒ nil

(string< "123" "abc")

⇒ t

文字列の長さが異なり、string1の長さまでマッチする場合、結果は tになる。string2の長さ
までマッチする場合、結果は nilになる。文字を含まない文字列は、他の任意の文字列より小
さくなる。
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(string< "" "abc")

⇒ t

(string< "ab" "abc")

⇒ t

(string< "abc" "")

⇒ nil

(string< "abc" "ab")

⇒ nil

(string< "" "")

⇒ nil

引数としてシンボルを指定することもでき、この場合はシンボルのプリント名が比較される。

[Function]string-lessp string1 string2
string-lesspは string<の別名である。

[Function]string-greaterp string1 string2
この関数は逆順で string1と string2を比較した結果をリタンーする。つまりこれは
(string-lessp string2 string1)を呼び出すのと等価である。

[Function]string-collate-lessp string1 string2 &optional locale ignore-case
この関数は照合順で string1が string2より小さければ tをリターンする。照合順は string1と
string2に含まれる文字の辞書順だけではなく、それらの文字間の関係に関するルールによって
も判断される。これは通常は Emacs実行中の locale環境により決定される。

たとえばソートでは区切り文字と空白文字は無視されるだろう (Section 6.1 [Sequence Func-
tions], page 95を参照)。

(sort (list "11" "12" "1 1" "1 2" "1.1" "1.2") 'string-collate-lessp)

⇒ ("11" "1 1" "1.1" "12" "1 2" "1.2")

Cygwinでは localeと無関係に区切り文字と空白文字が無視されることが決してないように、
この振る舞いはシステム依存である。

オプション引数 locale(文字列)は、照合用のカレント locale識別子 (current locale identi-
fier)をオーバーライドする。値はシステムに依存する。たとえば POSIXシステムでは"en_

US.UTF-8"、MS-Windowsシステムでは"enu_USA.1252"の localeが適用できるだろう。lo-
caleの値を"POSIX"か"C"にすると、string-collate-lesspは string-lesspと同様に振
る舞う。

(sort (list "11" "12" "1 1" "1 2" "1.1" "1.2")

(lambda (s1 s2) (string-collate-lessp s1 s2 "POSIX")))

⇒ ("1 1" "1 2" "1.1" "1.2" "11" "12")

ignore-caseが非 nilなら、それらは比較前に小文字に変換される。

MS-WindowsシステムでUnicode互換の照合をエミュレートする場合、MS-Windowsでは
localeのコードセット部分を"UTF-8"にできないので、w32-collate-ignore-punctuation
に非 nil値をバインドすること。

locale環境をサポートしないシステムでは、この関数は string-lesspと同様に振る舞う。

[Function]string-version-lessp string1 string2
この関数は文字列を辞書順で比較するが、数字のシーケンスを 10進数で構成されているかの
ように扱い、その数値を比較する。つまりたとえ辞書順で ‘12’が ‘2’より “小”だとしても、こ
の述語に応じて ‘foo12.png’より ‘foo2.png’が “小”になる。
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[Function]string-prefix-p string1 string2 &optional ignore-case
この関数は string1が string2のプレフィクス (たとえば string2が string1で始まる)なら、非
nilをリターンする。オプションの引数 ignore-caseが非 nilばら、比較において caseの違い
は無視される。

[Function]string-suffix-p suffix string &optional ignore-case
この関数は suffixが stringのサフィックス (たとえば stringが suffixで終わる)なら、非 nilを
リターンする。オプションの引数 ignore-caseが非 nilなら、比較において caseの違いは無視
される。

[Function]compare-strings string1 start1 end1 string2 start2 end2 &optional
ignore-case

この関数は string1の指定部分をと string2指定部分を比較する。string1の指定部分とは、イン
デックス start1(その文字を含む)から、インデックス end1(その文字を含まない)まで。start1
に nilを指定すると文字列の最初という意味になり、end1に nilを指定すると文字列の長さを
意味する。同様に string2の指定部分とはインデックス start2からインデックス end2まで。

文字列は文字列内の文字の数値により比較される。たとえば str1と str2は、最初に異なる文字
で str1の文字の数値が小さければ小さいと判断される。ignore-caseが非 nilなら比較を行な
う前に大文字に変換される。比較用にユニバイト文字列はマルチバイト文字列に変換されるの
で (Section 33.1 [Text Representations], page 854を参照)、ユニバイト文字列とそれを変
換したマルチバイト文字列は常に等しくなる。

2つの文字列の指定部分がマッチした場合、値は tになる。それ以外なら値は整数で、何文字が
一致してどちらの文字が小さいかを示す。この値の絶対値は、2つの文字列の先頭から一致し
た文字数に 1加えた値になる。string1(または指定部分)のほうが小さければ符号は負になる。

[Function]string-distance string1 string2 &optional bytecompare
この関数はソース文字列 string1とターゲット文字列 string2の間のレーベンシュタイン距離
(Levenshtein distance)をリターンする。レーベンシュタイン距離はソース文字列をターゲッ
ト文字列に変換 (削除、挿入、置換)するために必要な単一文字の個数。これは文字列間の編集
距離 (edit distance)として使用可能な定義の 1つである。

計算距離にとって文字列の英字の case(大文字小文字) は意味をもつが、テキストプロパティ
は無視される。オプション引数 bytecompareが非 nilなら、この関数は文字ではなくバイト
で計算する。バイト単位での比較は Emacs の内部的な文字表現を使用するので、raw バイ
トを含むマルチバイト文字列では不正確な結果を生成するかもしれない (Section 33.1 [Text
Representations], page 854を参照)。rawで正確な結果が必要なら、エンコードして文字列
をユニバイトにすること (Section 33.10.7 [Explicit Encoding], page 878を参照)。

[Function]assoc-string key alist &optional case-fold
この関数は assocと同様に機能するが、keyは文字列かシンボルでなければならず、比較は
compare-stringsを使用して行なわれる。テストする前にシンボルは文字列に変換される。
case-foldが非 nilなら、keyと alistの要素は比較前に大文字に変換される。assocとは異なり、
この関数はコンスではない文字列またはシンボルの alist要素もマッチできる。特に alistは実
際の alistではなく、文字列またはリストでも可。Section 5.8 [Association Lists], page 88
を参照のこと。

バッファー内のテキストを比較する方法として、Section 32.3 [Comparing Text], page 782の
関数 compare-buffer-substringsも参照してください。文字列にたいして正規表現のマッチを行
なう関数 string-matchも、ある種の文字列比較に使用することができます。Section 34.4 [Regexp
Search], page 896を参照してください。
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4.6 文字および文字列の変換

このセクションでは文字、文字列、整数の間で変換を行なう関数を説明します。format (Section 4.7
[Formatting Strings], page 61を参照)と prin1-to-string (Section 19.5 [Output Functions],
page 338を参照)もLispオブジェクトを文字列に変換できます。read-from-string (Section 19.3
[Input Functions], page 335を参照)は、Lispオブジェクトの文字列表現をオブジェクトに “変換”
できます。関数 string-to-multibyteと string-to-unibyteは、テキスト表現を文字列に変換
します (Section 33.3 [Converting Representations], page 856を参照)。

テキスト文字と一般的なインプットイベントにたいするテキスト記述を生成する関数
(single-key-descriptionと text-char-description) に つ い て は 、Chapter 24
[Documentation], page 520を参照してください。これらの関数は主にヘルプメッセージを作成す
るために使用されます。

[Function]number-to-string number
この関数は numberの 10進プリント表現からなる文字列をリターンする。引数が負ならリター
ン値はマイナス記号から開始される。

(number-to-string 256)

⇒ "256"

(number-to-string -23)

⇒ "-23"

(number-to-string -23.5)

⇒ "-23.5"

int-to-stringはこの関数にたいする半ば廃れたエイリアスである。

Section 4.7 [Formatting Strings], page 61の関数 formatも参照されたい。

[Function]string-to-number string &optional base
この関数は string内の文字の数値的な値をリターンする。baseが非 nilなら値は 2以上 16以
下でなければならず、整数はその基数に変換される。baseが nilなら基数に 10が使用される。
浮動少数点数の変換は基数が 10のときだけ機能する。わたしたちは浮動小数点数にたいして
他の基数を実装しない。なぜならこれには多くの作業を要し、その割にその機能が有用には思
えないからだ。stringが整数のように見えるが、その値が Lispの整数に収まらないほど大きな
値なら、string-to-numberは浮動小数点数の結果をリターンする。

パースでは stringの先頭にあるスペースとタブはスキップして、与えられた基数で数字として
解釈できるところまで stringを読み取る (スペースとタブだけではなく先頭にある他の空白文
字を無視するシステムもある)。stringを数字として解釈できなければこの関数は 0をリターン
する。

(string-to-number "256")

⇒ 256

(string-to-number "25 is a perfect square.")

⇒ 25

(string-to-number "X256")

⇒ 0

(string-to-number "-4.5")

⇒ -4.5

(string-to-number "1e5")

⇒ 100000.0

string-to-intはこの関数にたいする半ば廃れたエイリアスである。



Chapter 4: 文字列と文字 61

[Function]char-to-string character
この関数は 1つの文字 characterを含む新しい文字列をリターンする。関数 stringのほうが
より一般的であり、この関数は半ば廃れている。Section 4.3 [Creating Strings], page 52を
参照のこと。

[Function]string-to-char string
この関数は stringの最初の文字をリターンする。これはほとんど (aref string 0)と同じで、
例外は文字列が空のときに 0をリターンすること (文字列の最初の文字が ASCIIコード 0のヌ
ル文字のときも 0をリターンする)。この関数は残すのに充分なほど有用と思えないければ、将
来削除されるかもしれない。

以下は文字列へ／からの変換に使用できるその他の関数です:

concat この関数はベクターまたはリストから文字列に変換する。Section 4.3 [Creating
Strings], page 52を参照のこと。

vconcat この関数は文字列をベクターに変換する。Section 6.5 [Vector Functions], page 109
を参照のこと。

append この関数は文字列をリストに変換する。Section 5.4 [Building Lists], page 75を参照
のこと。

byte-to-string

この関数は文字データのバイトをユニバイト文字列に変換する。Section 33.3 [Convert-
ing Representations], page 856を参照のこと。

4.7 文字列のフォーマット

フォーマット (formatting)とは、定数文字列内のなまざまな場所を計算された値で置き換えることに
より、文字列を構築することを意味します。この定数文字列は他の値がプリントされる方法、同様に
どこに表示するかを制御します。これはフォーマット文字列 (format string)と呼ばれます。

表示されるメッセージを計算するためにフォーマットが便利なことがしばしばあります。実際に
関数 messageと errorは、ここで説明する機能と同じフォーマットを提供します。これらの関数と
format-messageの違いはフォーマットされた結果を使用する方法だけです。

[Function]format string &rest objects
この関数は stringのすべてのフォーマット仕様を、対応する objectsを復号化したものと置換
したものと等しい文字列をリターンする。引数 objectsはフォーマットされる計算値。

(もしあれば)string内のフォーマット仕様以外の文字はテキストプロパティーを含めて出力に
直接コピーされる。フォーマット仕様のすべてのテキストプロパティは引数 objectsを表現す
る生成された文字列にコピーされる。

出力される文字列は新規に割り当てられる必要はない。たとえば xが文字列"foo"なら (eq x

(format x))と (eq x (format "%s" x))はいずれも tとなるだろう。

[Function]format-message string &rest objects
この関数は formatと同様に機能するが、string内のすべてのグレイブアクセント (‘)とアポ
ストロフィー (’)を text-quoting-styleの各値に応じて変換する点が異なる。

フォーマット内のグレイブアクセントとアポストロフィーはマッチする curved quotesに変換
される ("Missing ‘%s’"は"Missing‘ foo’"という結果になる)この変換の影響と回避に
ついては Section 24.4 [Text Quoting Style], page 525を参照のこと。
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フォーマット仕様 (format specification)は ‘%’で始まる文字シーケンスです。したがって string
内に ‘%d’がると formatはそれを、フォーマットされる値の 1つ (引数 objectsのうちの 1つ)にたい
するプリント表現で置き換えます。たとえば:

(format "The value of fill-column is %d." fill-column)

⇒ "The value of fill-column is 72."

formatは文字 ‘%’をフォーマット仕様と解釈するので、決して最初の引数に不定な文字列 (arbitrary
string)を渡すべきではありません。これは特に何らかの Lispコード ga生成 siた文字列の場合に当
てはまります。その文字列が決して文字 ‘%’を含まないと確信できないならば、以下で説明するように
最初の引数に"%s"を渡して、不定な文字列を 2番目の引数として渡します:

(format "%s" arbitrary-string)

ある種のフォーマット仕様は特定の型の値を要求します。その要求に適合しない値を与えた場合に
はエラーがシグナルされます。

以下は有効なフォーマット仕様のテーブルです:

‘%s’ フォーマット仕様を、クォートなしのオブジェクトのプリント表現で置き換える (つま
り prin1ではなく princを使用して置き換える。Section 19.5 [Output Functions],
page 338を参照されたい)。したがって文字列は ‘"’文字なしの文字列内容だけが表示さ
れ、シンボルは ‘\’文字なしで表される。

オブジェクトが文字列なら文字列のプロパティーは出力にコピーされる。‘%s’のテキス
トプロパティー自身もコピーされるが、オブジェクトのテキストプロパティーが優先さ
れる。

‘%S’ フォーマット仕様を、クォートありのオブジェクトのプリント表現で置き換える (つまり
prin1を使用して変換する。Section 19.5 [Output Functions], page 338を参照され
たい)。したがって文字列は ‘"’文字で囲まれ、必要となる特別文字の前に ‘\’文字が表示
される。

‘%o’ フォーマット仕様を整数の 8進表現に置き換える。負の整数はプラットフォーム依存の
方法でフォーマットされる。オブジェクトは浮動小数点数 (少数部分を切り捨てて整数に
フォーマット)でもよい。

‘%d’ フォーマット仕様を 10進表現の符号すき整数で置き換える。オブジェクトは浮動小数点
数 (少数部分を切り捨てて整数にフォーマット)でもよい。

‘%x’
‘%X’ フォーマット仕様を 16進表現の整数で置き換える。負の整数はプラットフォーム依存の

方法でフォーマットされる。‘%x’なら小文字、‘%X’なら大文字が使用される。オブジェク
トは少数部分を切り捨てて整数にフォーマットされた浮動小数点数でもよい。

‘%c’ フォーマット仕様を与えられた値の文字で置き換える。

‘%e’ フォーマット仕様を浮動小数点数の指数表現で置き換える。

‘%f’ フォーマット仕様を浮動小数点数にたいする 10進少数表記で置き換える。

‘%g’ 指数表記か小数点表記のいずれかを使用してフォーマット仕様を浮動小数点数にたいす
る表記に置き換える。指数が−4未満または精度 (デフォルトは 6)以上なら指数表記を
使用する。デフォルトでは結果の少数部の末尾の 0は削除されて、小数点が現れるのは
後に数字が続く場合のみ。
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‘%%’ フォーマット仕様を 1つの ‘%’で置き換える。このフォーマット仕様は唯一のフォームが
素の ‘%%’であり値を使用しないという点で特殊。たとえば (format "%% %d" 30)は"%

30"をリターンする。

他のフォーマット文字は ‘Invalid format operation’エラーとなります。

以下は典型的な text-quoting-styleのセッティングを想定した場合の例です:

(format "The octal value of %d is %o,

and the hex value is %x." 18 18 18)

⇒ "The octal value of 18 is 22,

and the hex value is 12."

(format-message

"The name of this buffer is‘ %s ’." (buffer-name))

⇒ "The name of this buffer is‘ strings-ja.texi ’."

(format-message

"The buffer object prints as `%s'." (current-buffer))

⇒ "The buffer object prints as‘ strings-ja.texi ’."

フォーマット仕様はデフォルトでは objectsから連続して値を引き当てます。つまり string内の 1
番目のフォーマット仕様は 1番目の値、2番目のフォーマット仕様は 2番目の値、...を使用します。
余分なフォーマット仕様 (対応する値がない場合)にはエラーとなります。フォーマットされる値が余
分にある場合には無視されます。

フォーマット仕様はフィールド番号 (field number)をもつことができます。これは最初の ‘%’の
直後に 10進数字、その後にドル記号 ‘$’が続きます。これにより次の引数ではなく与えられた番号の
引数をフォーマット仕様に変換させることができます。フィールド番号は 1から始まります。フォー
マットのフォーマット仕様が番号を含むことも含まないことも可能ですが、両方を含むことはできま
せん。ただし例外は ‘%%’であり、これは番号付きのフォーマット仕様と混交できます。

(format "%2$s, %3$s, %%, %1$s" "x" "y" "z")

⇒ "y, z, %, x"

‘%’とすべてのフィールド番号の後にフラグ文字 (flag characters)を配置できます。

フラグ ‘+’は非負の数の前にプラス符号を挿入するので、数には常に符号がつきます。フラグとし
てスペースを指定すると、非負の数の前に 1つのスペースが挿入されます (それ以外は非負の数は最
初の数字から開始される)。これらのフラグは非負の数と負数にたいして確実に同じ列数を使用させる
ために有用です。これらは ‘%d’、‘%e’、‘%f’、‘%g’以外では無視され、両方が指定された場合は ‘+’が
優先されます。

フラグ ‘#’は代替形式 (alternate form)を指定します。これは使用するフォーマットに依存しま
す。‘%o’にたいしては結果を ‘0’で開始させます。‘%x’と ‘%X’にたいしては非 0の結果のプレフィクス
は ‘0x’または ‘0X’になります。‘%e’、‘%f’にたいしての ‘#’フラグは、少数部が 0のときにも小数点が
含まれることを意味します。‘%g’にたいしては常に小数点が含まれるとともに、それ以外なら削除さ
れる小数点の後の末尾のすべての 0も強制的に残されます。

フラグ ‘0’はスペースの代わりに文字 ‘0’でパディングします。このフラグは ‘%s’、‘%S’、‘%c’のよ
うな非数値のフォーマット仕様文字では無視されます。これらのフォーマット仕様文字で ‘0’フラグを
指定できますが、それでもスペースでパディングされます。

フラグ ‘-’はフィールド幅指定子により挿入されるすべてのパディングに作用して、もしパディン
グが指定された場合には左側ではなく右側にパディングされます。‘-’と ‘0’の両方が指定されると ‘0’
フラグは無視されます。
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(format "%06d is padded on the left with zeros" 123)

⇒ "000123 is padded on the left with zeros"

(format "'%-6d' is padded on the right" 123)

⇒ "'123 ' is padded on the right"

(format "The word '%-7s' actually has %d letters in it."

"foo" (length "foo"))

⇒ "The word 'foo ' actually has 3 letters in it."

フォーマット仕様はフィールド幅 (width)をもつことができます。これはすべてのフィールド番
号とフラグの後にある 10進の数字です。オブジェクトのプリント表現がこのフィールド幅より少ない
文字ｗ含む場合には、formatはパディングによりフィールド幅に拡張します。フォーマット仕様 ‘%%’
ではフィールド幅の指定は無視されます。フィールド幅指定子により行なわれるパディングは、通常
は左側に挿入されるスペースで構成されます:

(format "%5d is padded on the left with spaces" 123)

⇒ " 123 is padded on the left with spaces"

フィールド幅が小さすぎる場合でも formatはオブジェクトのプリント表現を切り詰めません。した
がって情報を失う危険を犯すことなく、フィールドの最小幅を指定することができます。以下の 2つ
の例では ‘%7s’は最小幅に 7を指定します。1番目の例では ‘%7s’に挿入される文字列は 3文字だけな
ので、4つのブランクスペースによりパディングされます。2番目の例では文字列"specification"

は 13文字ですが切り詰めはされません。

(format "The word '%7s' has %d letters in it."

"foo" (length "foo"))

⇒ "The word ' foo' has 3 letters in it."

(format "The word '%7s' has %d letters in it."

"specification" (length "specification"))

⇒ "The word 'specification' has 13 letters in it."

すべてのフォーマット仕様文字にはフィールド番号、フラグ、フィールド幅の後にオプションで精
度 (precision)を指定できます。精度は小数点 ‘.’と、その後に桁文字列 (digit-string)を指定します。
浮動少数点数のフォーマット仕様 (‘%e’と ‘%f’)では、精度は表示する小数点以下の桁数を指定します。
0なら小数点も省略されます。%gの精度が 0か未指定なら 1として扱われます。‘%s’と ‘%S’では精度
として与えられた幅に文字列が切り詰められるので、‘%.3s’では objectの表現の最初の 3文字だけが
表示されます。その他の仕様文字では、printfファミリーのローカルライブラリーが生成する精度の
効果が表れます。

‘%s’と ‘%S’にたいしては、文字列を精度で指定された幅に切り詰めます。したがって ‘%.3s’では、
objectにたいするプリント表現の最初の 3文字だけが表示されます。他のフォーマット仕様文字にた
いしては、精度の効果はローカルライブラリーの printf関数ファミリーが生成する効果となります。

フォーマット済みの値のコピーを取得するために後で readを使用する予定なら、readが値を再構
築する仕様を使用してください。この逆手順で数値をフォーマットするには ‘%s’と ‘%S’、整数だけな
ら ‘%d’、非負の整数なら ‘#x%x’と ‘#o%o’も使用できます。その他のフォーマットでは問題があるかも
しれません。たとえば ‘%d’と ‘%g’は NaNを誤って処理したり精度や型を失うかもしれず、‘#x%x’と
‘#o%o’は負の整数を誤って処理するかもしれません。Section 19.3 [Input Functions], page 335を
参照してください。

このセクションでは仕様文字の固定セットを受け取る関数を説明します。次のセクションでは ‘%a’
や ‘%z’のようなカスタム仕様文字を受け取ることができる関数 format-specを説明します。
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4.8 カスタムフォーマット文字列

ユーザーや Lispプログラムが、カスタムフォーマットの制御文字列を介して特定のテキストが生成さ
れる方法を制御できるようにすると便利な場合があります。たとえばフォーマット文字列は人の姓や
名、emailアドレスを表示する方法を制御できます。前のセクションで説明した関数 formatを使用
することにより、フォーマット文字列は"%s %s <%s>"のようになるかもしれません。しかしこのアプ
ローチはどの仕様文字がどの情報に対応するかが不明瞭なのですぐに非実用的になります。

そのような場合には"%f %l <%e>"のようなフォーマット文字列のほうが便利かもしれません。こ
のフォーマット文字列では仕様文字それぞれがより意味的な情報をもち、他の仕様文字に関連して簡単
に再配置できるので、このようなフォーマット文字列はユーザーにより簡単にカスタマイズできます。

このセクションで説明する関数 format-specは formatと同様の機能を処理しますが、任意の仕
様文字を使用するフォーマットコントロール文字列を処理する点が異なります。

[Function]format-spec template spec-alist &optional only-present
この関数は spec-alistで指定された変換にしたがってフォーマット文字列 templateから生
成された文字列をリターンする。spec-alistは (letter . replacement) という形式の
alist(Section 5.8 [Association Lists], page 88を参照)。template内の仕様%letterはそれ
ぞれ結果文字列のフォーマット時に置換される。

(もしあれば)template内のフォーマット仕様以外の文字はテキストプロパティーを含めて出力
に直接コピーされる。フォーマット仕様のすべてのテキストプロパティは置換先にコピーされる。

変換の指定に alistを使用することによって有用な特性がいくつか生成される:

• template内に存在する一意な仕様文字より多くの一意な letterキーが spec-alistに含まれ
ていると、使用されないキーは単に無視される。

• 同じ letterにたいして複数の連想値が spec-alistに含まれていると、リスト先頭にもっと
も近いものを使用する。

• templateに同じ仕様文字が複数個含まれている場合には、その文字のすべての置換の基
礎として spec-alist内で見つけた replacementを使用する。

• template内の仕様の順序は、spec-alist内の連想値の順序に対応する必要はない。

オプション引数 only-presentは、spec-alistで見つからない template内の仕様文字の処理方
法を示す。nilか省略なら、関数はエラーをシグナルする。それ以外なら、これらのフォーマッ
ト仕様は (もしあれば)テキストプロパティも含めて、template内に出現する ‘%%’はそのまま
出力される。

format-specが受け取るフォーマット仕様の構文は formatが受け取るフォーマット仕様と似て
いますが同一ではありません。いずれの場合でもフォーマット仕様は ‘%’で始まり ‘s’のようなアルファ
ベット文字で終わる文字シーケンスです。

仕様文字の固定セットに特定の意味を割り当てる formatとは異なり、format-specは任意の仕
様文字を受け取ってそれらをすべて等しく扱います。たとえば:
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(setq my-site-info

(list (cons ?s system-name)

(cons ?t (symbol-name system-type))

(cons ?c system-configuration)

(cons ?v emacs-version)

(cons ?e invocation-name)

(cons ?p (number-to-string (emacs-pid)))

(cons ?a user-mail-address)

(cons ?n user-full-name)))

(format-spec "%e %v (%c)" my-site-info)

⇒ "emacs 27.1 (x86_64-pc-linux-gnu)"

(format-spec "%n <%a>" my-site-info)

⇒ "Emacs Developers <emacs-devel@gnu.org>"

フォーマット仕様には置換の様相を変更するために、‘%’の直後に任意個数のフラグ文字を含める
ことができます。

‘0’ このフラグは指定された幅のパディングをスペースのかわりに ‘0’で構成する。

‘-’ このフラグは指定された幅のパディングを左側ではなく右側に挿入する。

‘<’ このフラグはもし幅が指定されたら置換の左側を切り捨てる。

‘>’ このフラグはもし幅が指定されたら置換の右側を切り捨てる。

‘^’ このフラグは置換されるテキストを大文字に変換する (Section 4.9 [Case Conversion],
page 67を参照)。

‘_’ このフラグは置換されるテキストを小文字に変換する (Section 4.9 [Case Conversion],
page 67を参照)。

矛盾したフラグ (たとえば大文字と小文字)を使用した場合の結果は未定義です。

formatの場合と同様に幅 (任意のフラグの後の 10進数値)をフォーマット仕様に含めることがで
きます。置換に含まれる文字が指定幅より少なければ、左側にパディングされます:

(format-spec "%8a is padded on the left with spaces"

'((?a . "alpha")))

⇒ " alpha is padded on the left with spaces"

以下は前述の機能をいくつか組み合わせたより複雑な例です:
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(setq my-battery-info

(list (cons ?p "73") ; パーセント表示
(cons ?L "Battery") ; 状態
(cons ?t "2:23") ; 残り時間
(cons ?c "24330") ; 容量
(cons ?r "10.6"))) ; 放電率

(format-spec "%>^-3L : %3p%% (%05t left)" my-battery-info)

⇒ "BAT : 73% (02:23 left)"

(format-spec "%>^-3L : %3p%% (%05t left)"

(cons (cons ?L "AC")

my-battery-info))

⇒ "AC : 73% (02:23 left)"

このセクションの例で示したように、format-specはさまざまな情報の断片を選択的にフォーマッ
トするために頻繁に使用されます。これはプログラムが可能にする情報のサブセットだけをユーザー
が通常の構文で望む順序で選択できるように、ユーザーにカスタマイズ可能なフォーマット文字列を
提供するプログラムにとって有用です。

4.9 Lispでの大文字小文字変換

case変換関数 (character case functions)は、1つの文字または文字列中の大文字小文字を変換しま
す。関数は通常、アルファベット文字 (英字 ‘A’から ‘Z’と ‘a’から ‘z’、同様に非 ASCIIの英字)だけを
変換し、それ以外の文字は変換しません。caseテーブル (case table。Section 4.10 [Case Tables],
page 69を参照されたい)で指定することにより、caseの変換に異なるマッピングを指定できます。

これらの関数は引数として渡された文字列は変更しません。

以下の例では文字 ‘X’と ‘x’を使用します。これらの ASCIIコードは 88と 120です。

[Function]downcase string-or-char
この関数は string-or-char(文字か文字列)を小文字に変換する。

string-or-charが文字列なら、この関数は引数の大文字を小文字に変換した新しい文字列をリ
ターンする。string-or-charが文字なら、この関数は対応する小文字 (整数)をリターンする。
元の文字が小文字か非英字ならリターン値は元の文字と同じ。

(downcase "The cat in the hat")

⇒ "the cat in the hat"

(downcase ?X)

⇒ 120

[Function]upcase string-or-char
この関数は string-or-char(文字か文字列)を大文字に変換する。

string-or-charが文字列なら、この関数は引数の小文字を大文字に変換した新しい文字列をリ
ターンする。string-or-charが文字なら、この関数は対応する大文字 (整数)をリターンする。
元の文字が大文字か非英字ならリターン値は元の文字と同じ。

(upcase "The cat in the hat")

⇒ "THE CAT IN THE HAT"
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(upcase ?x)

⇒ 88

[Function]capitalize string-or-char
この関数は文字列や文字をキャピタライズ (capitalize: 先頭が大文字で残りは小文字)する。
この関数は string-or-charが文字列なら string-or-charの各単語をキャピタライズした新たな
コピーをリターンする。これは各単語の最初の文字が大文字に変換され、残りは小文字に変換
されることを意味する。

単語の定義はカレント構文テーブル (current syntax table) の単語構成構文クラス (word
constituent syntax class) に割り当てられた、連続する文字の任意シーケンスである (Sec-
tion 35.2.1 [Syntax Class Table], page 909を参照)。

string-or-charが文字ならこの関数は upcaseと同じことを行なう。

(capitalize "The cat in the hat")

⇒ "The Cat In The Hat"

(capitalize "THE 77TH-HATTED CAT")

⇒ "The 77th-Hatted Cat"

(capitalize ?x)

⇒ 88

[Function]upcase-initials string-or-char
この関数は string-or-charが文字列なら、string-or-charの中の単語の頭文字をキャピタライ
ズして、頭文字以外の文字は変更しない。この関数は string-or-charの各単語の頭文字が大文
字に変換された新しいコピーをリターンする。

単語の定義はカレント構文テーブル (current syntax table) の単語構成構文クラス (word
constituent syntax class) に割り当てられた、連続する文字の任意シーケンスである (Sec-
tion 35.2.1 [Syntax Class Table], page 909を参照)。

upcase-initialsの引数が文字なら、upcase-initialsの結果は upcaseと同じ。

(upcase-initials "The CAT in the hAt")

⇒ "The CAT In The HAt"

case変換コードポイントを 1対 1でマップするものではなく、結果の文字列長は引数の文字列長
と異なるかもしれません。さらに文字を渡すことによりリターンされる型にも文字が強制されるので、
関数は正しい置換を行えずに 1文字の文字列を処理する場合とは結果が異なるかもしれません。たと
えば:

(upcase "fi") ; 注意: 1文字の合字 "fi"

⇒ "FI"

(upcase ?fi)
⇒ 64257 ; つまり ?fi

これを避けるためには case関数のいずれかに文字を渡す前に string関数を使用して文字列に変
換しなければなりません。もちろん結果の長さについて仮定はできません。

このような特殊ケースのマッピングは special-uppercase、special-lowercase、
special-titlecaseから取得されます。Section 33.6 [Character Properties], page 859を参照
してください。
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文字列を比較する関数 (caseの違いを無視するものや、オプションで caseの違いを無視できるも
の)については、Section 4.5 [Text Comparison], page 56を参照されたい。

4.10 caseテーブル

特別な caseテーブル (case table)をインストールすることにより、caseの変換をカスタマイズでき
ます。caseテーブルは大文字と小文字の間のマッピングを指定します。caseテーブルはLispオブジェ
クトにたいする case変換関数 (前のセクションを参照)と、バッファー内のテキストに適用される関数
の両方に影響します。それぞれのバッファーには caseテーブルがあります。新しいバッファーの case
テーブルを初期化するために使用される、標準の caseテーブル (standard case table)もあります。

caseテーブルは、サブタイプが case-tableの文字テーブル (char-table。Section 6.6 [Char-
Tables], page 111を参照)です。この文字テーブルはそれぞれの文字を対応する小文字にマップしま
す。caseテーブルは、関連するテーブルを保持する 3つの余分なスロットをもちます:

upcase upcase(大文字)テーブルはそれぞれの文字を対応する大文字にマップする。

canonicalize
canonicalize(正準化)テーブルは、caseに関連する文字セットのすべてを、その文字セッ
トの特別なメンバーにマップする。

equivalences
equivalence(同値)テーブルは、大の字小文字に関連した文字セットのそれぞれを、そ
のセットの次の文字にマップする。

単純な例では、小文字へのマッピングを指定することだけが必要です。3つの関連するテーブルは、
このマッピングから自動的に計算されます。

大文字と小文字が 1対 1で対応しない言語もいくつかあります。これらの言語では、2つの異なる
小文字が同じ大文字にマップされます。このような場合、大文字と小文字の両方にたいするマップを
指定する必要があります。

追加の canonicalizeテーブルは、それぞれの文字を正準化された等価文字にマップします。case
に関連する任意の 2文字は、同じ正準等価文字 (canonical equivalent character)をもちます。たと
えば ‘a’と ‘A’は case変換に関係があるので、これらの文字は同じ正準等価文字 (両方の文字が ‘a’、ま
たは両方の文字が ‘A’)をもつべきです。

追加の equivalencesテーブルは、等価クラスの文字 (同じ正準等価文字をもつ文字)それぞれを循
環的にマップします (通常のASCIIでは、これは ‘a’を ‘A’に ‘A’を ‘a’にマップし、他の等価文字セット
にたいしても同様にマップする)。

caseテーブルを構築する際は、canonicalizeに nilを指定できます。この場合、Emacsは大文字
と小文字のマッピングでこのスロットを充填します。equivalencesにたいして nilを指定することも
できます。この場合、Emacsは canonicalizeからこのスロットを充填します。実際に使用される case
テーブルでは、これらのコンポーネントは非 nilです。canonicalizeを指定せずに equivalencesを指
定しないでください。

以下は caseテーブルに作用する関数です:

[Function]case-table-p object
この述語は、objectが有効な caseテーブルなら非 nilをリターンする。

[Function]set-standard-case-table table
この関数は tableを標準 caseテーブルにして、これ以降に作成される任意のバッファーにたい
してこのテーブルが使用されるようにする。
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[Function]standard-case-table
これは標準 caseテーブル (standard case table)をリターンする。

[Function]current-case-table
この関数はカレントバッファーの caseテーブルをリターンする。

[Function]set-case-table table
これはカレントバッファーの caseテーブルを tableにセットする。

[Macro]with-case-table table body. . .
with-case-tableマクロはカレント case テーブルを保存してから、tableをカレント case
テーブルにセットし、その後に bodyフォームを評価してから、最後に caseテーブルをリス
トアします。リターン値は、bodyの最後のフォームの値です。throwかエラー (Section 11.7
[Nonlocal Exits], page 163を参照)により異常終了した場合でも、caseテーブルはリストア
されます。

ASCII文字の case 変換を変更する言語環境 (language environment) がいくつかあります。た
とえばトルコ語の言語環境では、ASCIIの大文字 ‘I’にたいする小文字は、トルコ語のドットがない
i(‘^^c4^^b1’)です。これは (ASCIIベースのネットワークプロトコル実装のような)ASCIIの通常の
case変換を要求するコードに干渉する可能性があります。このような場合には、変数 ascii-case-table
にたいして with-case-tableマクロを使用してください。これにより変更されていないASCII文字
セットの caseテーブルが保存されます。

[Variable]ascii-case-table
ASCII文字セットにたいする caseテーブル。すべての言語環境セッティングにおいて、これを
変更するべきではない。

以下の 3つの関数は、非 ASCII文字セットを定義するパッケージにたいして便利なサブルーチン
です。これらは case-tableに指定された caseテーブルを変更します。これは標準構文テーブルも変更
します。Chapter 35 [Syntax Tables], page 908を参照してください。通常これらの関数は、標準
caseテーブルを変更するために使用されます。

[Function]set-case-syntax-pair uc lc case-table
この関数は対応する文字のペアー (一方は大文字でもう一方は小文字)を指定する。

[Function]set-case-syntax-delims l r case-table
この関数は文字 lと rを、case不変区切り (case-invariant delimiter)のマッチングペアーと
する。

[Function]set-case-syntax char syntax case-table
この関数は charを構文 syntaxの case不変 (case-invariant)とする。

[Command]describe-buffer-case-table
このコマンドはカレントバッファーの caseテーブルの内容にたいする説明を表示する。
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5 リスト

リスト (list)は 0個以上の要素 (任意の Lispオブジェクト)のシーケンスを表します。リストとベク
ターの重要な違いは、2つ以上のリストが構造の一部を共有できることです。加えて、リスト全体を
コピーすることなく要素の挿入と削除ができます。

5.1 リストとコンスセル

Lispでのリストは基本データ型ではありません。リストはコンスセル (cons cells)から構築されます
(Section 2.4.6 [Cons Cell Type], page 15を参照)。コンスセルは順序つきペアを表現するデータオ
ブジェクトです。つまりコンスセルは 2つのスロットをもち、それぞれのスロットは Lispオブジェク
トを保持 (holds)または参照 (refers to)します。1つのスロットは car、もう 1つは cdrです (これ
らの名前は歴史的なものである。Section 2.4.6 [Cons Cell Type], page 15を参照されたい)。cdr
は “could-er(クダー)”と発音します。

わたしたちは、コンスセルの carスロットに現在保持されているオブジェクトが何であれ、“この
コンスセルの carは、...”のような言い方をします。これは cdrの場合でも同様です。

リストとは互いに連なる (chained together)一連のコンスセルであり、各セルは次のセルを参照
します。リストの各要素にたいして 1つのコンスセルがあります。慣例によりコンスセルの carはリ
ストの要素を保持し、cdrはリストをチェーンするのに使用されます (carと cdrの間の非対称性
は完全に慣例的なものである。コンスセルのレベルでは carスロットと cdrスロットは同じような
プロパティーをもつ)。したがって、リスト内の各コンスセルの cdrスロットは次のコンスセルを参
照します。

これも慣例的なものですがリスト内の最後のコンスセルの cdrは nilです。わたしたちはこのよ
うな nilで終端された構造を正リスト (proper list)と呼びます 1。Emacs Lispではシンボル nilは
シンボルであり、かつ要素なしのリストでもあります。便宜上、シンボル nilはその cdr(と car)に
nilをもつと考えます。

したがって正リストの cdrは常に正リストです。空でない正リストの cdrは 1番目の要素以外
を含む正リストです。

リストの最後のコンスセルの cdrが nil以外の何らかの値の場合、このリストのプリント表現は
ドットペア表記 (dotted pair notation。Section 2.4.6.2 [Dotted Pair Notation], page 17を参照
のこと)を使用するので、わたしたちはこの構造をドットリスト (dotted list)と呼びます。他の可能
性もあります。あるコンスセルの cdrが、そのリストのそれより前にある要素を指すかもしれませ
ん。わたしたちは、この構造を循環リスト (circular list)と呼びます。

ある目的においてはそのリストが正リストか循環リストなのか、あるいはドットリストなのかが問
題にならない場合もあります。そのプログラムがリストを充分に辿って最後のコンスセルの cdrを確
認しようとしないなら、これは問題になりません。しかしリストを処理する関数のいくつかは正リス
トを要求し、ドットリストの場合はエラーをシグナルします。リストの最後を探そうと試みる関数の
ほとんどは循環リストを与えると無限ループに突入します。

ほとんどのコンスセルはリストの一部として使用されるので、わたしたちはコンスセルで構成され
る任意の構造をリスト構造 (list structure)と呼びます。

1 これは真リスト (true list)と呼ばれることもありますが、このマニュアルでは一般的にこの用語を
使用しません。
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5.2 リストのための述語

以下の述語はある Lispオブジェクトがアトムか、コンスセルか、リストなのか、またはオブジェクト
が nilかどうかテストします (これらの述語の多くは他の述語で定義することもできるが、多用され
るので個別に定義する価値がある)。

[Function]consp object
この関数は objectがコンスセルなら t、それ以外は nilをリターンする。たとえ nilがリス
トであっても、コンスセルではない。

[Function]atom object
この関数は objectがアトムなら t、それ以外は nilをリターンする。シンボル nilはアトムで
あり、かつリストでもある。そのような Lispオブジェクトは nilだけである。

(atom object) ≡ (not (consp object))

[Function]listp object
この関数は objectがコンスセルか nilなら t、それ以外は nilをリターンする。

(listp '(1))

⇒ t

(listp '())

⇒ t

[Function]nlistp object
この関数は listpの反対である。objectがリストでなければ t、それ以外は nilをリターン
する。

(listp object) ≡ (not (nlistp object))

[Function]null object
この関数は objectが nilなら t、それ以外は nilをリターンする。この関数は notと等価だが、
明解にするために objectをリストだと考えるときは null、真偽値だと考えるときは notを使
用すること (Section 11.3 [Combining Conditions], page 149の notを参照)。

(null '(1))

⇒ nil

(null '())

⇒ t

[Function]proper-list-p object
この関数は objectが適正なリストなら objectの長さ、それ以外は nilをリターンする (Sec-
tion 5.1 [Cons Cells], page 71を参照)。適正なリストとは listpを満足することに加えて、
循環リストやドットリストでもない。

(proper-list-p '(a b c))

⇒ 3

(proper-list-p '(a b . c))

⇒ nil
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5.3 リスト要素へのアクセス

[Function]car cons-cell
この関数はコンスセル cons-cellの 1番目のスロットが参照する値をリターンする。言い換える
とこの関数は cons-cellの carをリターンする。

特別なケースとして cons-cellが nilの場合、この関数は nilをリターンする。したがってリス
トはすべて引数として有効である。引数がコンスセルでも nilでもなければエラーがシグナル
される。

(car '(a b c))

⇒ a

(car '())

⇒ nil

[Function]cdr cons-cell
この関数はコンスセル cons-cellの 2番目のスロットにより参照される値をリターンする。言い
換えるとこの関数は cons-cellの cdrをリターンする。

特別なケースとして cons-cellが nilの場合、この関数は nilをリターンする。したがってリス
トはすべて引数として有効である。引数がコンスセルでも nilでもければエラーがシグナルさ
れる。

(cdr '(a b c))

⇒ (b c)

(cdr '())

⇒ nil

[Function]car-safe object
この関数により他のデータ型によるエラーを起こさずに、コンスセルの carを取得できり。こ
の関数は objectがコンスセルなら objectの car、それ以外は nilをリターンする。この関数
は、objectがリストでなければエラーをシグナルする carとは対象的である。

(car-safe object)

≡
(let ((x object))

(if (consp x)

(car x)

nil))

[Function]cdr-safe object
この関数により他のデータ型によるエラーを起こさずに、コンスセルの cdrを取得できる。こ
の関数は objectがコンスセルなら objectの cdr、それ以外は nilをリターンする。この関数
は、objectがリストでないときはエラーをシグナルする cdrとは対象的である。

(cdr-safe object)

≡
(let ((x object))

(if (consp x)

(cdr x)

nil))
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[Macro]pop listname
このマクロはリストの carを調べて、それをリストから取り去るのを一度に行なう便利な方
法を提供する。この関数は listnameに格納されたリストにたいして処理を行なう。この関数は
リストから 1番目の要素を削除して、cdrを listnameに保存し、その後で削除した要素をリ
ターンする。

もっとも単純なケースは、リストに名前をつけるためのクォートされていないシンボルの場合であ
る。この場合、このマクロは(prog1 (car listname) (setq listname (cdr listname)))

と等価である。

x

⇒ (a b c)

(pop x)

⇒ a

x

⇒ (b c)

より一般的なのは listnameが汎変数 (generalized variable)の場合である。この場合、この
マクロは setfを使用して listnameに保存する。Section 12.17 [Generalized Variables],
page 206を参照のこと。

リストに要素を追加する pushマクロについては Section 5.5 [List Variables], page 79を参
照のこと。

[Function]nth n list
この関数は listの n番目の要素をリターンする。要素は 0から数えられるので listの carは要
素 0になる。listの長さが n以下なら値は nil。

(nth 2 '(1 2 3 4))

⇒ 3

(nth 10 '(1 2 3 4))

⇒ nil

(nth n x) ≡ (car (nthcdr n x))

これは関数 eltも類似しているが、任意の種類のシーケンスに適用される。歴史的な理由によ
りこの関数は逆の順序で引数を受け取る。Section 6.1 [Sequence Functions], page 95を参
照のこと。

[Function]nthcdr n list
この関数は listの n番目の cdrをリターンする。言い換えると、この関数は listの最初の n個
のリンクをスキップしてから、それ以降をリターンする。

nが 0なら nthcdrは list全体をリターンする。listの長さが n以下なら nthcdrは nilをリター
ンする。

(nthcdr 1 '(1 2 3 4))

⇒ (2 3 4)

(nthcdr 10 '(1 2 3 4))

⇒ nil

(nthcdr 0 '(1 2 3 4))

⇒ (1 2 3 4)
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[Function]last list &optional n
この関数は listの最後のリンクをリターンする。このリンクの carはこのリストの最後の要素。
listが nullなら nilがリターンされる。nが非 nilなら n番目から最後までのリンクがリターン
される。nが listの長さより大きければ list全体がリターンされる。

[Function]safe-length list
この関数はエラーや無限ループの危険なしで、listの長さをリターンする。この関数は一般的
に、リスト内のコンスセルの個数をリターンする。しかし循環リストでは単に上限値が値とな
るため、非常に大きくなる場合があります。

listが nil]とコンスセルのいずれでもなければ safe-lengthは 0をリターンする。

循環リストを考慮しなくてもよい場合にリストの長さを計算するもっとも一般的な方法は、length
を使う方法です。Section 6.1 [Sequence Functions], page 95を参照してください。

[Function]caar cons-cell
これは (car (car cons-cell))と同じ。

[Function]cadr cons-cell
これは (car (cdr cons-cell))か (nth 1 cons-cell)と同じ。

[Function]cdar cons-cell
これは (cdr (car cons-cell))と同じ。

[Function]cddr cons-cell
これは (cdr (cdr cons-cell))か (nthcdr 2 cons-cell)と同じ。

上記に加えて cxxxrや cxxxxrのような carと cdrで構成される 24の関数が定義されています。
ここで xは aか dのいずれかです。cadrと caddrと cadddrはそれぞれリストの 2つ目、3つ目、4つ
目の要素です。cl-libは同じものを cl-second、cl-third、cl-fourthという名前で提供してい
ます。Section “List Functions” in Common Lisp Extensionsを参照してください。

[Function]butlast x &optional n
この関数はリスト xから、最後の要素か最後の n個の要素を削除してリターンする。nが 0よ
り大きければこの関数はリストのコピーを作成するので、元のリストに影響はない。一般的に
(append (butlast x n) (last x n))は、xと等しいリストをリターンする。

[Function]nbutlast x &optional n
この関数はリストのコピーを作成するのではなく、cdrを適切な要素に変更することにより破
壊的に機能するバージョンの butlastである。

5.4 コンスセルおよびリストの構築

リストは Lispの中核にあたる機能なので、リストを構築するために多くの関数があります。consは
リストを構築する基本的な関数です。しかし Emacsのソースコードでは、consより listのほうが
多く使用されているのは興味深いことです。

[Function]cons object1 object2
この関数は新しいリスト構造を構築するための、もっとも基本的な関数である。この関数は
object1を car、object2を cdrとする新しいコンスセルを作成して、それから新しいコンス
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セルをリターンする。引数 object1と object2には任意の Lispオブジェクトを指定できるが、
ほとんどの場合 object2はリストである。

(cons 1 '(2))

⇒ (1 2)

(cons 1 '())

⇒ (1)

(cons 1 2)

⇒ (1 . 2)

リストの先頭に 1つの要素を追加するために、consがよく使用される。これをリストに要素を
コンスすると言います。2 たとえば:

(setq list (cons newelt list))

この例で使用されている listという名前の変数と、以下で説明する listという名前の関数は
競合しないことに注意されたい。すべてのシンボルが、変数ト関数の両方の役割を果たすこと
ができる。

[Function]list &rest objects
この関数は objectsを要素とするリストを作成する。結果となるリストは常に nil終端される。
objectsを指定しないと空リストがリターンされる。

(list 1 2 3 4 5)

⇒ (1 2 3 4 5)

(list 1 2 '(3 4 5) 'foo)

⇒ (1 2 (3 4 5) foo)

(list)

⇒ nil

[Function]make-list length object
この関数は各要素が objectであるような、length個の要素からなるリストを作成する。
make-listと make-string(Section 4.3 [Creating Strings], page 52を参照)を比較して
みよ。

(make-list 3 'pigs)

⇒ (pigs pigs pigs)

(make-list 0 'pigs)

⇒ nil

(setq l (make-list 3 '(a b)))

⇒ ((a b) (a b) (a b))

(eq (car l) (cadr l))

⇒ t

[Function]append &rest sequences
この関数は sequencesのすべての要素を含むリストを returnします。sequencesにはリスト、
ベクター、ブールベクター、文字列も指定できるが、通常は最後にリストを指定すること。最

2 リストの最後に要素を追加するための、これと完全に同等な方法はありません。listnameをコピーす
ることにより新しいリストを作成してから、neweltをそのリストの最後に追加する (append listname

(list newelt))を使用することができます。すべての cdrを辿って終端の nilを置き換える、(nconc

listname (list newelt))を使用することもできます。コピーも変更も行なわずにリストの先頭に要
素を追加する consと比較してみてください。
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後の引数を除くすべての引数はコピーされるので、変更される引数はない (コピーを行なわず
にリストを結合する方法については Section 5.6.3 [Rearrangement], page 84の nconcを参
照のこと)。

より一般的には appendにたいする最後の引数は任意の Lispオブジェクトを指定できる。最後
の引数のコピーや変換は行わない。最後の引数は新しいリストの最後のコンスセルの cdrとな
る。最後の引数もリストならば、このリストの要素は実質的には結果リストの要素になる。最
後の要素がリストでなければ、最後の cdrが (正リストで要求される)nilではないので結果は
ドットリストになる (Section 5.1 [Cons Cells], page 71を参照)。

以下は appendを使用した例です:

(setq trees '(pine oak))

⇒ (pine oak)

(setq more-trees (append '(maple birch) trees))

⇒ (maple birch pine oak)

trees

⇒ (pine oak)

more-trees

⇒ (maple birch pine oak)

(eq trees (cdr (cdr more-trees)))

⇒ t

appendがどのように機能するか、ボックスダイアグラムで確認できます。変数 treesはリスト
(pine oak)にセットされ、それから変数 more-treesにリスト (maple birch pine oak)がセット
されます。しかし変数 treesは継続して元のリストを参照します:

more-trees trees

| |

| --- --- --- --- -> --- --- --- ---

--> | | |--> | | |--> | | |--> | | |--> nil

--- --- --- --- --- --- --- ---

| | | |

| | | |

--> maple -->birch --> pine --> oak

空のシーケンスは appendによりリターンされる値に寄与しません。この結果、最後の引数に nil

を指定すると、それより前の引数のコピーを強制することになります。

trees

⇒ (pine oak)

(setq wood (append trees nil))

⇒ (pine oak)

wood

⇒ (pine oak)

(eq wood trees)

⇒ nil

関数 copy-sequenceが導入される以前は,これがリストをコピーする通常の方法でした。Chapter 6
[Sequences Arrays Vectors], page 95を参照してください。

以下は appendの引数としてベクターと文字列を使用する例です:

(append [a b] "cd" nil)

⇒ (a b 99 100)
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apply (Section 13.5 [Calling Functions], page 218を参照)の助けを借りることにより、リス
トのリストの中のすべてのリストを appendできます。

(apply 'append '((a b c) nil (x y z) nil))

⇒ (a b c x y z)

sequencesが与えられなければ nilがリターンされます:

(append)

⇒ nil

以下は最後の引数がリストでない場合の例です:

(append '(x y) 'z)

⇒ (x y . z)

(append '(x y) [z])

⇒ (x y . [z])

2番目の例は最後の引数はリストではないシーケンスの場合で、このシーケンスの要素は、結果リス
トの要素にはなりません。かわりに最後の引数がリストでないときと同様、シーケンスが最後の cdr
になります。

[Function]copy-tree tree &optional vecp
この関数はツリー treeのコピーをリターンする。treeがコンスセルなら同じ carと cdrをも
つ新しいコンスセルを作成してから、同じ方法によって carと cdrを再帰的にコピーする。

treeがコンスセル以外の場合、通常は copy-treeは単に treeをリターンする。しかし vecp
が非 nilなら、この関数はベクターでもコピーします (そしてベクターの要素を再帰的に処理
する)。

[Function]flatten-tree tree
この関数は treeを “平坦化”したコピー ( treeをルートとするコンスセルのツリーのすべての
非 nilな終端 nodeと leave)をリターンする。リターンされたリストの leaveの順序は treeで
の順序と同じ。

(flatten-tree '(1 (2 . 3) nil (4 5 (6)) 7))

⇒(1 2 3 4 5 6 7)

[Function]number-sequence from &optional to separation
この関数は fromから separationづつインクリメントして、toの直前で終わる数字のリストを
リターンする。separationには正か負の数を指定でき、デフォルトは 1。toが nil、または数
値的に fromと等しければ、値は 1要素のリスト (from)になる。separationが正で toが from
より小さい、または separationが負で toが fromより大きければ、これらの引数は空のシーケ
ンスを指示することになるので、値は nilになる。

separationが 0で、toが nilでもなく、数値的に fromとも等しくまければ、これらの引数は
無限シーケンスを指示することになるので、エラーがシグナルされる。

引数はすべて数字である。浮動少数点数の計算は正確ではないので、浮動少数点数の引数には
注意する必要がある。たとえばマシンへの依存により、(number-sequence 0.4 0.8 0.2)

が 3 要素のリストをリターンして、(number-sequence 0.4 0.6 0.2)が 1 要素のリスト
(0.4)をリターン nすることがよく起こる。リストの n番目の要素は、厳密に (+ from (* n

separation))という式により計算される。リストに確実に toが含まれるようにするために、
この式に適切な型の toを渡すことができる。別の方法として toを少しだけ大きな値 (separation
が負なら少しだけ小さな値)に置き換えることもできる。
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例をいくつか示す:

(number-sequence 4 9)

⇒ (4 5 6 7 8 9)

(number-sequence 9 4 -1)

⇒ (9 8 7 6 5 4)

(number-sequence 9 4 -2)

⇒ (9 7 5)

(number-sequence 8)

⇒ (8)

(number-sequence 8 5)

⇒ nil

(number-sequence 5 8 -1)

⇒ nil

(number-sequence 1.5 6 2)

⇒ (1.5 3.5 5.5)

5.5 リスト変数の変更

以下の関数と 1つのマクロは、変数に格納されたリストを変更する便利な方法を提供します。

[Macro]push element listname
このマクロはcarが elementで、cdrが listnameのリストであるような新しいリストを作成し
て、そのリストを listnameに保存する。listnameがリストに名前をつけるクォートされていない
シンボルのときは単純で、この場合マクロは (setq listname (cons element listname))

と等価になる。

(setq l '(a b))

⇒ (a b)

(push 'c l)

⇒ (c a b)

l

⇒ (c a b)

より一般的なのは listnameが汎変数の場合である。この場合、このマクロは
(setf listname (cons element listname)) と 等 価 に な る 。Section 12.17
[Generalized Variables], page 206を参照のこと。

リストから 1 番目の要素を取り出す popマクロについては、Section 5.3 [List Elements],
page 73を参照されたい。

以下の 2つの関数は、変数の値であるリストを変更します。

[Function]add-to-list symbol element &optional append compare-fn
この関数は elementが symbolの値のメンバーでなければ、symbolに elementをコンスするこ
とにより、変数 symbolをセットする。この関数はリストが更新されているか否かに関わらず、
結果のリストをリターンする。symbolの値は呼び出し前にすでにリストであることが望まし
い。elementがリストの既存メンバーか比較するために、add-to-listは compare-fnを使用
する。compare-fnが nilなら equalを使用する。

elementが追加される場合は、通常は symbolの前に追加されるが、オプションの引数 append
が非 nilなら最後に追加される。
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引数 symbolは暗黙にクォートされない。setqとは異なり add-to-listは setのような通常
の関数である。クォートしたい場合には自分で引数をクォートすること。

symbolがレキシカル変数を参照する際にはこの関数を使用しないこと。

以下に add-to-listを使用する方法をシナリオで示します:

(setq foo '(a b))

⇒ (a b)

(add-to-list 'foo 'c) ;; cを追加
⇒ (c a b)

(add-to-list 'foo 'b) ;; 効果なし
⇒ (c a b)

foo ;; fooが変更された
⇒ (c a b)

以下は (add-to-list 'var value)と等価な式です:

(if (member value var)

var

(setq var (cons value var)))

[Function]add-to-ordered-list symbol element &optional order
この関数は古い値の order (リストであること)で指定された位置に、elementを挿入して変
数 symbolをセットする。elementがすでにこのリストのメンバなら、リスト内の要素の位置は
orderにしたがって調整される。メンバーか否かは eqを使用してテストされる。この関数は更
新されているかどうかに関わらず、結果のリストをリターンする。

orderは通常は数字 (整数か浮動小数点数)で、リストの要素はその数字の昇順で並べられる。

orderは省略または nilを指定できる。これによりリストに elementがすでに存在するなら、
elementの数字順序は変更されない。それ以外なら elementは数字順序をもたない。リストの
数字順序をもたない要素はリストの最後に配置され、特別な順序はつかない。

orderに他の値を指定すると、elementがすでに数字順序をもつときは数字順序が削除される。
それ以外はなら nilと同じ。

引数 symbolは暗黙にクォートされない。add-to-ordered-listは setqなどとは異なり、
setのような通常の関数である。必要なら引数を自分でクォートすること。

順序の情報は symbolの list-orderプロパティーにハッシュテーブルで保存される。symbol
はレキシカル変数を参照できない。

以下に add-to-ordered-listを使用する方法をシナリオで示します:

(setq foo '())

⇒ nil

(add-to-ordered-list 'foo 'a 1) ;; aを追加
⇒ (a)

(add-to-ordered-list 'foo 'c 3) ;; cを追加
⇒ (a c)
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(add-to-ordered-list 'foo 'b 2) ;; bを追加
⇒ (a b c)

(add-to-ordered-list 'foo 'b 4) ;; bを移動
⇒ (a c b)

(add-to-ordered-list 'foo 'd) ;; dを後に追加
⇒ (a c b d)

(add-to-ordered-list 'foo 'e) ;; eを追加
⇒ (a c b e d)

foo ;; fooが変更された
⇒ (a c b e d)

5.6 既存のリスト構造の変更

プリミティブ setcarと setcdrでコンスセルの carおよび cdrのコンテンツを変更できます。これ
らは既存のリスト構造を変更するので破壊的な操作です。破壊的操作はmutable(変更可能)なリスト、
すなわち cons、list、または類似の操作により構築される必要があります。クォートにより作成され
たリストはプログラムの一部であり、破壊的な操作により変更するべきではありません。Section 2.9
[Mutability], page 35を参照してください。

Common Lispに関する注意: Common Lispはリスト構造の変更に rplacaと rplacd

を使用する。これらはsetcarやsetcdrと同じ方法でリスト構造を変更するが、setcar
と setcdrは新しい carや cdrをリターンするのにたいして、Common Lispの関数
はコンスセルをリターンする。

5.6.1 setcarによるリスト要素の変更

コンスセルの carの変更は setcarで行ないます。リストにたいして使用すると setcarはリストの
1つの要素を別の要素に置き換えます。

[Function]setcar cons object
この関数は以前のcarを置き換えて、consの新しいcarに objectを格納する。言い換えると、
この関数は consの carスロットを objectを参照するように変更する。この関数は値 object
をリターンする。たとえば:

(setq x (list 1 2))

⇒ (1 2)

(setcar x 4)

⇒ 4

x

⇒ (4 2)

コンスセルが複数のリストを共有する構造の一部なら、コンスに新しい carを格納することによ
り、これら共有されたリストの各 1つの要素を変更します。以下は例です:
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;; 部分的に共有された 2つのリストを作成
(setq x1 (list 'a 'b 'c))

⇒ (a b c)

(setq x2 (cons 'z (cdr x1)))

⇒ (z b c)

;; 共有されたリンクの carを置き換え
(setcar (cdr x1) 'foo)

⇒ foo

x1 ; 両方のリストが変更された
⇒ (a foo c)

x2

⇒ (z foo c)

;; 共有されていないリンクの carを置き換え
(setcar x1 'baz)

⇒ baz

x1 ; 1つのリストだけが変更された
⇒ (baz foo c)

x2

⇒ (z foo c)

なぜ bを置き換えると両方が変更されるのかを説明するために、変数 x1と x2の 2つのリストによ
る共有構造を視覚化してみましょう:

--- --- --- --- --- ---

x1---> | | |----> | | |--> | | |--> nil

--- --- --- --- --- ---

| --> | |

| | | |

--> a | --> b --> c

|

--- --- |

x2--> | | |--

--- ---

|

|

--> z

同じ関係を別のボックス図で示すと、以下のようになります:
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x1:

-------------- -------------- --------------

| car | cdr | | car | cdr | | car | cdr |

| a | o------->| b | o------->| c | nil |

| | | -->| | | | | |

-------------- | -------------- --------------

|

x2: |

-------------- |

| car | cdr | |

| z | o----

| | |

--------------

5.6.2 リストのCDRの変更

cdrを変更するもっとも低レベルのプリミティブ関数は setcdrです:

[Function]setcdr cons object
この関数は前の cdrを置き換えて、consの新しい cdrに objectを格納する。言い換えると、
この関数は consの cdrが objectを参照するように変更する。この関数は値 objectをリター
ンする。

以下はリストの cdrを、他のリストに置き換える例です。1番目の要素以外のすべての要素は、別
のシーケンスまたは要素のために取り除かれます。1番目の要素はリストの carなので変更されず、
cdrを通じて到達することもできないからです。

(setq x (list 1 2 3))

⇒ (1 2 3)

(setcdr x '(4))

⇒ (4)

x

⇒ (1 4)

リスト内のコンスセルの cdrを変更することにより、リストの途中から要素を削除できます。た
とえば以下では、1番目のコンスセルの cdrを変更することにより、2番目の要素 bをリスト (a b

c)から削除します。

(setq x1 (list 'a 'b 'c))

⇒ (a b c)

(setcdr x1 (cdr (cdr x1)))

⇒ (c)

x1

⇒ (a c)

以下に結果をボックス表記で示します:
--------------------

| |

-------------- | -------------- | --------------

| car | cdr | | | car | cdr | -->| car | cdr |

| a | o----- | b | o-------->| c | nil |

| | | | | | | | |

-------------- -------------- --------------
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以前は要素 bを保持していた 2番目のコンスセルは依然として存在し、その carも bのままですが、
すでにこのリストの一部を形成していません。

cdrを変更して新しい要素を挿入するのも同じくらい簡単です:

(setq x1 (list 'a 'b 'c))

⇒ (a b c)

(setcdr x1 (cons 'd (cdr x1)))

⇒ (d b c)

x1

⇒ (a d b c)

以下に結果をボックス表記で示します:

-------------- ------------- -------------

| car | cdr | | car | cdr | | car | cdr |

| a | o | -->| b | o------->| c | nil |

| | | | | | | | | | |

--------- | -- | ------------- -------------

| |

----- --------

| |

| --------------- |

| | car | cdr | |

-->| d | o------

| | |

---------------

5.6.3 リストを再配置する関数

以下ではリストの構成要素であるコンスセルの cdrを変更することにより、リストを破壊的に再配置
する関数をいくつか示します。これらの関数が破壊的だという理由は、これらの関数が引数として渡
された元のリストを処理してリターン値となる新しいリストを形成するために、リストのコンスセル
を再リンクするからです。

以降のセクションで説明する関数 delqは、破壊的にリストを操作する別の例です。

[Function]nconc &rest lists
この関数は listsの要素すべてを含むリストをリターンする。append (Section 5.4 [Building
Lists], page 75を参照)とは異なり、listsはコピーされない。かわりに listsの各リストの最後
の cdrが次のリストを参照するように変更される。listsの最後のリストは変更されない。たと
えば:

(setq x (list 1 2 3))

⇒ (1 2 3)

(nconc x '(4 5))

⇒ (1 2 3 4 5)

x

⇒ (1 2 3 4 5)

nconcの最後の引数は変更されないので、上記の例のように'(4 5)のような定数リストを使用
するのが合理的である。また同じ理由により最後の引数がリストである必要はない。

(setq x (list 1 2 3))

⇒ (1 2 3)

(nconc x 'z)

⇒ (1 2 3 . z)



Chapter 5: リスト 85

x

⇒ (1 2 3 . z)

しかし他の (最後を除くすべての)引数はmutableリストでなければなければならない。

一般的な落とし穴としては、nconcにたいしてリスト定数を最後以外の引数として使用した場
合である。これを行なった場合の結果としての挙動は未定義である。実行するごとにプログラ
ムはリスト定数を変更する可能性がある! (必ず発生する保証はないが)以下のようなことが起
こり得る:

(defun add-foo (x) ; この関数では foo

(nconc '(foo) x)) ; を引数の前に追加したい

(symbol-function 'add-foo)
⇒ (lambda (x) (nconc '(foo) x))

(setq xx (add-foo '(1 2))) ; 動いているように見える
⇒ (foo 1 2)

(setq xy (add-foo '(3 4))) ; 何が起きているのか?
⇒ (foo 1 2 3 4)

(eq xx xy)
⇒ t

(symbol-function 'add-foo)
⇒ (lambda (x) (nconc '(foo 1 2 3 4) x))

5.7 集合としてのリストの使用

リストは順序なしの数学的集合— リスト内に要素があれば集合の要素の値としてリスト内の順序は無
視される — を表すことができます。2つの集合を結合 (union)するには、(重複する要素を気にしな
ければ)appendを使用します。equalである重複を取り除くには delete-dupsを使用します。集合に
たいする他の有用な関数には memqや delqや、それらの equalバージョンである memberと delete

が含まれます。

Common Lispに関する注意: 集合を処理するために Common Lispには関数 union

(要素の重複がない)と intersectionがある。Emacs Lispでは cl-libがこれらの変
種を提供する。Section “Lists as Sets” in Common Lisp Extensionsを参照のこと。

[Function]memq object list
この関数は objectが listのメンバーかどうかをテストする。メンバーなら memqは、objectで最
初に見つかった要素から開始されるリストをリターンする。メンバーでなければ nilをリター
ンする。memqの文字 ‘q’は、この関数が objectとリスト内の要素の比較に eqを使用すること
を示す。たとえば:

(memq 'b '(a b c b a))

⇒ (b c b a)

(memq '(2) '((1) (2))) ; 2つの (2)が eqである必要はない
⇒ 未定義; nilか ((2))かも

[Function]delq object list
この関数は listから objectと eqであるような、すべての要素を破壊的に取り除いて結果のリス
トをリターンする。delqの文字 ‘q’は、この関数が objectとリスト内の要素の比較に eqを使
用することを示す (memqや remqと同様)。

delqを呼び出すときは、通常は元のリストを保持していた変数にリターン値を割り当てて使用
する必要がある (理由は以下参照)。
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delq関数がリストの先頭にある要素を削除する場合は、単にリストを読み進めてこの要素の後か
ら開始される部分リストをリターンします。つまり:

(delq 'a '(a b c)) ≡ (cdr '(a b c))

リストの途中にある要素を削除するときは、必要な cdr (Section 5.6.2 [Setcdr], page 83を参照)
を変更することで削除を行います。

(setq sample-list (list 'a 'b 'c '(4)))

⇒ (a b c (4))

(delq 'a sample-list)

⇒ (b c (4))

sample-list

⇒ (a b c (4))

(delq 'c sample-list)

⇒ (a b (4))

sample-list

⇒ (a b (4))

(delq 'a sample-list)は何も取り除きませんが (単に短いリストをリターンする)、(delq 'c

sample-list)は 3番目の要素を取り除いて sample-listを変更することに注意してください。引
数 listを保持するように形成された変数が、実行後にもっと少ない要素になるとか、元のリストを保
持すると仮定しないでください! かわりに delqの結果を保存して、それを使用してください。元のリ
ストを保持していた変数に結果を書き戻すことはよく行なわれます。

(setq flowers (delq 'rose flowers))

以下の例では、delqが比較しようとしている (list 4)と sample-list内の (4)は、equalです
が eqではありません:

(delq (list 4) sample-list)

⇒ (a c (4))

与えられた値と equalな要素を削除したい場合には、delete (以下参照)を使用してください。

[Function]remq object list
この関数は objectと eqなすべての要素が除かれた、listのコピーをリターンする。remqの文
字 ‘q’は、この関数が objectとリスト内の要素の比較に eqを使用することを示す。

(setq sample-list (list 'a 'b 'c 'a 'b 'c))

⇒ (a b c a b c)

(remq 'a sample-list)

⇒ (b c b c)

sample-list

⇒ (a b c a b c)

[Function]memql object list
関数 memqlは eql(浮動少数点数の要素は値で比較される)を使用してメンバーと eqlを比較す
ることにより、objectが listのメンバーかどうかをテストする。objectがメンバーなら、memql
は list内で最初に見つかった要素から始まるリスト、それ以外なら nilをリターンする。

memqと比較してみよう:

(memql 1.2 '(1.1 1.2 1.3)) ; 1.2と 1.2は eql。
⇒ (1.2 1.3)

(memq 1.2 '(1.1 1.2 1.3)) ; 2つの 1.2が eqである必要はない
⇒ 未定義; nilか (1.2 1.3)かもしれない
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以下の 3つの関数は memq、delq、remqと似ていますが、要素の比較に eqではなく equalを使
用します。Section 2.8 [Equality Predicates], page 33を参照してください。

[Function]member object list
関数 memberは、メンバーと objectを equalを使用して比較して、objectが listのメンバーか
どうかをテストする。objectがメンバーなら、memberは listで最初に見つかったところから開
始されるリスト、それ以外なら nilをリターンする。

memqと比較してみよう:

(member '(2) '((1) (2))) ; (2) and (2) are equal.
⇒ ((2))

(memq '(2) '((1) (2))) ; 2つの (2)が eqである必要はない
⇒ 未定義; nilか (2)かもしれない

;; 同じ内容の 2つの文字列は equal

(member "foo" '("foo" "bar"))

⇒ ("foo" "bar")

[Function]delete object sequence
この関数は sequenceから objectと equalな要素を取り除いて、結果のシーケンスをリターン
する。

sequenceがリストなら、deleteが delqに対応するように、memberは memqに対応する。つ
まりこの関数は memberと同様、要素と objectの比較に equalを使用する。マッチする要素が
見つかったら、delqが行なうようにその要素を取り除く。delqと同様、通常は元のリストを
保持していた変数にリターン値を割り当てて使用する。

sequenceがベクターか文字列なら、deleteは objectと equalなすべての要素を取り除いた
sequenceのコピーをリターンする。

たとえば:

(setq l (list '(2) '(1) '(2)))

(delete '(2) l)

⇒ ((1))

l

⇒ ((2) (1))

;; lの変更に信頼性を要するときは
;; (setq l (delete '(2) l))と記述する。
(setq l (list '(2) '(1) '(2)))

(delete '(1) l)

⇒ ((2) (2))

l

⇒ ((2) (2))

;; このケースでは lのセットの有無に違い
;; はないが他のケースに倣ってセットするべき
(delete '(2) [(2) (1) (2)])

⇒ [(1)]

[Function]remove object sequence
この関数は deleteに対応する非破壊的な関数である。この関数は objectと equalな要素を
取り除いた、sequence(リスト、ベクター、文字列)のコピーをリターンする。たとえば:
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(remove '(2) '((2) (1) (2)))

⇒ ((1))

(remove '(2) [(2) (1) (2)])

⇒ [(1)]

Common Lispに関する注意: GNU Emacs Lispの関数 member、delete、remove

は Common Lispではなく、Maclispを継承する。Common Lispでは比較に equal

を使用しない。

[Function]member-ignore-case object list
この関数は memberと同様だが、objectが文字列で caseとテキスト表現の違いを無視する。文
字の大文字と小文字は等しいものとして扱われ、比較に先立ちユニバイト文字列はマルチバイ
ト文字列に変換される。

[Function]delete-dups list
この関数は listからすべての equalな重複を破壊的に取り除いて、結果を listに保管してそれ
をリターンする。list内の要素に equalな要素がいくつかあるなら、delete-dupsは最初の要
素を残す。

変数に格納されたリストへの要素の追加や、それを集合として使用する方法については、Section 5.5
[List Variables], page 79の関数 add-to-listも参照してください。

5.8 連想リスト

連想配列 (association list、短くは alist)は、キーと値のマッピングを記録します。これは連想 (as-
sociations)と呼ばれるコンスセルのリストです。各コンスセルにおいて carはキー (key)で、cdr
は連想値 (associated value)となります。3

以下は alistの例です。キー pineは値 cones、キー oakは acorns、キー mapleは seedsに関連
付けられます。

((pine . cones)

(oak . acorns)

(maple . seeds))

alist内の値とキーには、任意の Lispオブジェクトを指定できます。たとえば以下の alist0では、
シンボル aは数字 1、文字列"b"はリスト (2 3)(alist要素の cdr)に関連付けられます。

((a . 1) ("b" 2 3))

要素の cdrの carに連想値を格納するように alistデザインするほうがよい場合があります。以
下はそのような alistです。

((rose red) (lily white) (buttercup yellow))

この例では、redが roseに関連付けられる値だと考えます。この種の alistの利点は、cdrの cdr
の中に他の関連する情報— 他のアイテムのリストでさえも — を格納することができることです。不
利な点は、与えられた値を含む要素を見つけるために rassq(以下参照)を使用できないことです。こ
れらを検討することが重要でない場合には、すべての与えられた alistにたいして一貫している限り、
選択は好みの問題といえます。

3 ここでの “キー (key)”の使い方は、用語 “キーシーケンス (key sequence)”とは関係ありません。キー
はテーブルにあるアイテムを探すために使用される値という意味です。この場合、テーブルは alist
であり alistはアイテムに関連付けられます。
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上記で示したのと同じ alistは、要素の cdrに連想値をもつと考えることができます。この場合、
roseに関連付けられる値はリスト (red)になるでしょう。

連想リストは新しい連想値を簡単にリストの先頭に追加できるので、スタックに保持したいような
情報を記録するのによく使用されます。連想リストから与えられたキーにたいして連想値を検索する
場合、それが複数ある場合は、最初に見つかったものが returnされます。

Emacs Lispでは、連想リストがコンスセルでなくても、それはエラーではありません。alist検
索関数は、単にそのような要素を無視します。多くの他のバージョンの Lispでは、このような場合は
エラーをシグナルします。

いくつかの観点において、プロパティーリストは連想リストと似ていることに注意してください。
それぞれのキーが一度だけ出現するような場合、プロパティーリストは連想リストと同様に振る舞い
ます。プロパティーリストと連想リストの比較については、Section 5.9 [Property Lists], page 92
を参照してください。

[Function]assoc key alist &optional testfn
この関数は alist要素にたいして非 nilなら testfn、それ以外ならを使用して、alist内から key
をもつ最初の連想をリターンする。carが keyと equalであるような連想値が alistになけれ
ば、この関数は nilをリターンする。たとえば:

(setq trees '((pine . cones) (oak . acorns) (maple . seeds)))
⇒ ((pine . cones) (oak . acorns) (maple . seeds))

(assoc 'oak trees)
⇒ (oak . acorns)

(cdr (assoc 'oak trees))
⇒ acorns

(assoc 'birch trees)
⇒ nil

以下はキーと値がシンボルでない場合の例である:

(setq needles-per-cluster

'((2 "Austrian Pine" "Red Pine")

(3 "Pitch Pine")

(5 "White Pine")))

(cdr (assoc 3 needles-per-cluster))
⇒ ("Pitch Pine")

(cdr (assoc 2 needles-per-cluster))
⇒ ("Austrian Pine" "Red Pine")

関数 assoc-stringは assocと似ていますが、文字列間の特定の違いを無視する点が異なります。
Section 4.5 [Text Comparison], page 56を参照してください。

[Function]rassoc value alist
この関数は alistの中から値 valueをもつ最初の連想をリターンする。cdrが valueと equal

であるような連想値が alistになければ、この関数は nilをリターンする。

rassocは assocと似てイルが、carではなく alistの連想値の cdrを比較する。この関数は
与えられた値に対応するキーを探す、assocの逆バージョンと考えることができよう。

[Function]assq key alist
この関数は alistから keyをもつ最初の連想値をリターンする点は assocと同様だが、比較に
eqを使用する点が異なる。carが keyと eqであるような連想値が alist内に存在しなければ
assqは nilをリターンする。eqは equalより高速であり、ほとんどの alistはキーにシンボ
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ルを使用するので、この関数は assocより多用される。Section 2.8 [Equality Predicates],
page 33を参照のこと。

(setq trees '((pine . cones) (oak . acorns) (maple . seeds)))
⇒ ((pine . cones) (oak . acorns) (maple . seeds))

(assq 'pine trees)
⇒ (pine . cones)

逆にキーがシンボルではない alistでは、通常は assqは有用ではない:
(setq leaves

'(("simple leaves" . oak)

("compound leaves" . horsechestnut)))

(assq "simple leaves" leaves)
⇒ 未定義; nilか ("simple leaves" . oak)かもしれない

(assoc "simple leaves" leaves)
⇒ ("simple leaves" . oak)

[Function]alist-get key alist &optional default remove testfn
この関数は assqと似ている。これは alistの要素の keyを比較して最初の連想 (key . value)

を見つける。連想が見つからなければ、関数は defaultをリターンする。alistにたいする key
の比較には testfnで指定された関数を使用する (デフォルトは eq)。

これは setfでの値の変更に使用できる汎変数 (Section 12.17 [Generalized Variables],
page 206を参照)。値の値へのセットにこれを使用する際にオプション引数 removeが nilの
場合は、新たな値が defaultと eqlなら alistから keyの連想を削除することを意味する。

[Function]rassq value alist
この関数は、alist内から値 valueをもつ最初の連想値をリターンする。alist内に cdrが value
と eqであるような連想値が存在しないなら nilをリターンする。

rassqは assqと似ていますが、carではなく alistの各連想の cdrを比較します。この関数
を、与えられた値に対応するキーを探す assqの逆バージョンと考えることができます。

たとえば:
(setq trees '((pine . cones) (oak . acorns) (maple . seeds)))

(rassq 'acorns trees)
⇒ (oak . acorns)

(rassq 'spores trees)
⇒ nil

rassqは要素の cdrの carに保管された値の検索はできません:
(setq colors '((rose red) (lily white) (buttercup yellow)))

(rassq 'white colors)
⇒ nil

この場合、連想 (lily white)の cdrは whiteではなくリスト (white)です。これは連想を
ドットペア表記で記述すると明確になります:

(lily white) ≡ (lily . (white))

[Function]assoc-default key alist &optional test default
この関数は、keyにたいするマッチを alistから検索する。alistの各要素にたいして、この関数
は keyと要素 (アトムの場合)、または要素の car(コンスの場合)を比較する。比較は testに 2
つの引数— 要素 (か要素の car)と key — を与えて呼び出すことにより行なわれる。引数は
この順番で渡されるので、正規表現 (Section 34.4 [Regexp Search], page 896を参照)を含
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む alistでは、string-matchを使用することにより有益な結果を得ることができる。testが省
略または nilなら比較に equalが使用される。

alistの要素がこの条件により keyとマッチすると、assoc-defaultはその要素の値をリター
ンする。要素がコンスなら値は要素の cdr、それ以外ならリターン値は defaultとなる。

keyにマッチする要素が alistに存在しないければ、assoc-defaultは nilをリターンする。

[Function]copy-alist alist
この関数は深さのレベルが 2の alistのコピーをリターンする。この関数は各連想の新しいコ
ピーを作成するので、元の alistを変更せずに新しい alistを変更できる。

(setq needles-per-cluster

'((2 . ("Austrian Pine" "Red Pine"))

(3 . ("Pitch Pine"))

(5 . ("White Pine"))))
⇒
((2 "Austrian Pine" "Red Pine")

(3 "Pitch Pine")

(5 "White Pine"))

(setq copy (copy-alist needles-per-cluster))
⇒
((2 "Austrian Pine" "Red Pine")

(3 "Pitch Pine")

(5 "White Pine"))

(eq needles-per-cluster copy)
⇒ nil

(equal needles-per-cluster copy)
⇒ t

(eq (car needles-per-cluster) (car copy))
⇒ nil

(cdr (car (cdr needles-per-cluster)))
⇒ ("Pitch Pine")

(eq (cdr (car (cdr needles-per-cluster)))

(cdr (car (cdr copy))))
⇒ t

以下の例は、どのようにして copy-alistが他に影響を与えずにコピーの連想を変更可能なの
かを示す:

(setcdr (assq 3 copy) '("Martian Vacuum Pine"))

(cdr (assq 3 needles-per-cluster))
⇒ ("Pitch Pine")

[Function]assq-delete-all key alist
この関数は、delqを使用してマッチする要素を 1つずつ削除するときのように、carが key
と eqであるようなすべての要素を alistから削除する。この関数は短くなった alistをリターン
し、alistの元のリスト構造を変更することもよくある。正しい結果を得るために、alistに保存
された値ではなく assq-delete-allのリターン値を使用すること。

(setq alist (list '(foo 1) '(bar 2) '(foo 3) '(lose 4)))

⇒ ((foo 1) (bar 2) (foo 3) (lose 4))

(assq-delete-all 'foo alist)

⇒ ((bar 2) (lose 4))

alist

⇒ ((foo 1) (bar 2) (lose 4))
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[Function]assoc-delete-all key alist &optional test
この関数は assq-delete-allと同様だが、オプション引数 test ( alist内のキーを比較する
ための述語関数)を受け取る点が異なる。testが省略か nilならデフォルトは equal。この関
数は assq-delete-allのように、多くの場合は alistの元のリスト構造を変更する。

[Function]rassq-delete-all value alist
この関数は、alistからcdrがvalueとeqであるようなすべての要素を削除する。この関数は短く
なったリストをリターンし、alistの元のリスト構造を変更することもよくある。rassq-delete-
allは assq-delete-allと似ているが、carではなく alistの各連想の cdrを比較する。

[Macro]let-alist alist body
連想リスト alistのキーとして使用される先頭にドットを付したシンボルそれぞれにたいしてバ
インディングを作成する。これは同じ連想リスト内の複数のアイテムにアクセスする際に有用
かもしれない。理解するためにもっともよいのは以下のシンプルな例だろう:

(setq colors '((rose . red) (lily . white) (buttercup . yellow)))

(let-alist colors

(if (eq .rose 'red)

.lily))

⇒ white

bodyをコンパイル時に検査して、body内に出現する先頭文字として ‘.’を付したシンボルだ
けがバインドされる。キーの検索は assq、この assqのリターン値の cdrがそのバインディン
グにたいする値として割り当てられる。

ネストされた連想リストをサポートする:

(setq colors '((rose . red) (lily (belladonna . yellow) (brindisi . pink))))

(let-alist colors

(if (eq .rose 'red)

.lily.belladonna))

⇒ yellow

互いに内部に let-alistをネストすることが可能だが、内側の let-alistは外側の
let-alistがバインドする変数にはアクセスできない。

5.9 プロパティリスト

プロパティーリスト (property list、短くは plist)は、ペアになった要素のリストです。各ペアはプロ
パティー名 (通常はシンボル)とプロパティー値を対応づけます。以下はプロパティーリストの例です:

(pine cones numbers (1 2 3) color "blue")

このプロパティーリストは pineを cones、numbersを (1 2 3)、colorを"blue"に関連づけます。
プロパティー名とプロパティー値には任意の Lispオブジェクトを指定できますが、通常プロパティー
名は (この例のように)シンボルです。

いくつかのコンテキストでプロパティーリストが使用されます。たとえば関数 put-text-

propertyはプロパティーリストを引数にとり、文字列やバッファー内のテキストにたいして、テ
キストプロパティーとテキストに適用するプロパティー値を指定します。Section 32.19 [Text
Properties], page 814を参照してください。

プロパティーリストが頻繁に使用される他の例は、シンボルプロパティーの保管です。すべてのシ
ンボルはシンボルに関する様々な情報を記録するために、プロパティーのリストを処理します。これ
らのプロパティーはプロパティーリストの形式で保管されます。Section 9.4 [Symbol Properties],
page 130を参照してください。
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5.9.1 プロパティリストと連想リスト

連想リスト (Section 5.8 [Association Lists], page 88を参照)は、プロパティーリストとよく似て
います。連想リストとは対照的にプロパティー名は一意でなければならないので、プロパティーリス
ト内でペアの順序に意味はありません。

様々な Lisp関数や変数に情報を付加するためには、連想リストよりプロパティーリストの方が適
しています。プログラムでこのような情報すべてを 1つの連想リストに保持する場合は、特定の Lisp
関数や変数にたいする連想をチェックする度にリスト全体を検索する必要が生じ、それにより遅くな
る可能性があります。対照的に関数名や変数自体のプロパティーリストに同じ情報を保持すれば、検
索ごとにそのプロパティーリストの長さだけを検索するようになり、通常はこちらの方が短時間で済
みます。変数のドキュメントが variable-documentationという名前のプロパティーに記録されて
いるのはこれが理由です。同様にバイトコンパイラーも、特別に扱う必要がある関数を記録するため
にプロパティーを使用します。

とはいえ連想リストにも独自の利点があります。アプリケーションに依存しますが、プロパティー
を更新するより連想リストの先頭に連想を追加する方が高速でしょう。シンボルにたいするすべての
プロパティーは同じプロパティーリストに保管されるので、プロパティー名を異なる用途のために使
用すると衝突の可能性があります (この理由により、そのプログラムで通常の変数や関数の名前につ
けるプレフィクスをプロパティー名の先頭につけて、一意と思われるプロパティー名を選ぶのはよい
アイデアだと言える)。連想リストは、連想をリストの先頭に pushして、その後にある連想は無視さ
れるので、スタックと同様に使用できます。これはプロパティーリストでは不可能です。

5.9.2 プロパティリストと外部シンボル

以下の関数はプロパティーリストを操作するために使用されます。これらの関数はすべて、プロパ
ティー名の比較に eqを使用します。

[Function]plist-get plist property
この関数はプロパティーリスト plistに保管された、プロパティー propertyの値をリターンす
る。この関数には不正な形式 (malformed)の plist引数を指定できる。plistで propertyが見
つからないと、この関数は nilをリターンする。たとえば、

(plist-get '(foo 4) 'foo)

⇒ 4

(plist-get '(foo 4 bad) 'foo)

⇒ 4

(plist-get '(foo 4 bad) 'bad)

⇒ nil

(plist-get '(foo 4 bad) 'bar)

⇒ nil

[Function]plist-put plist property value
この関数はプロパティーリスト plistに、プロパティー propertyの値として valueを保管する。
この関数は plistを破壊的に変更するかもしれず、元のリスト構造を変更せずに新しいリストを
構築することもある。この関数は変更されたプロパティーリストをリターンするので、plistを
取得した場所に書き戻すことができる。たとえば、

(setq my-plist (list 'bar t 'foo 4))

⇒ (bar t foo 4)

(setq my-plist (plist-put my-plist 'foo 69))

⇒ (bar t foo 69)
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(setq my-plist (plist-put my-plist 'quux '(a)))

⇒ (bar t foo 69 quux (a))

[Function]lax-plist-get plist property
plist-getと同様だがプロパティーの比較に eqではなく equalを使用する。

[Function]lax-plist-put plist property value
plist-putと同様だがプロパティーの比較に eqではなく equalを使用する。

[Function]plist-member plist property
この関数は与えられた propertyが plistに含まれるなら非 nilをリターンする。plist-getと
は異なりこの関数は存在しないプロパティーと、値が nilのプロパティーを区別できる。実際
にリターンされる値は、carが propertyで始まる plistの末尾部分である。
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6 シーケンス、配列、ベクター

シーケンス (sequence)型は 2つの異なる Lisp型 — リストと配列 — を結合した型です。言い換え
ると任意のリストはシーケンスであり任意の配列はシーケンスです。すべてのシーケンスがもつ共通
な属性は、それぞれが順序づけされた要素のコレクションであることです。

配列 (array)はスロットがその要素であるような、固定長のオブジェクトです。すべての要素に一
定時間でアクセスできます。配列の 4つの型として文字列、ベクター、文字テーブル、ブールベクター
があります。

リストは要素のシーケンスですが、要素は単一の基本オブジェクトではありません。リストはコン
スセルにより作られ、要素ごとに 1つのセルをもちます。n番目の要素を探すには n個のコンスセルを
走査する必要があるので、先頭から離れた要素ほどアクセスに時間を要します。しかしリストは要素
の追加や削除が可能です。

以下の図はこれらの型の関連を表しています:

_____________________________________________

| |

| Sequence |

| ______ ________________________________ |

| | | | | |

| | List | | Array | |

| | | | ________ ________ | |

| |______| | | | | | | |

| | | Vector | | String | | |

| | |________| |________| | |

| | ____________ _____________ | |

| | | | | | | |

| | | Char-table | | Bool-vector | | |

| | |____________| |_____________| | |

| |________________________________| |

|_____________________________________________|

6.1 シーケンス

このセクションでは任意の種類のシーケンスを許す関数を説明します。

[Function]sequencep object
この関数は objectがリスト、ベクター、文字列、ブールベクター、文字テーブルなら t、それ
以外は nilをリターンする。以下の seqpも参照のこと。

[Function]length sequence
この関数は sequence内の要素の数をリターンする。sequenceがシーケンス以外、または
ドットリストなら wrong-type-argumentエラーをシグナルする。引数が循環リストなら
circular-listエラーをシグナルする。文字テーブルでは Emacs の最大文字コードより 1
大きい値が常にリターンされる。

関連する関数 safe-lengthについては [Definition of safe-length], page 75を参照のこと。

(length '(1 2 3))

⇒ 3
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(length ())

⇒ 0

(length "foobar")

⇒ 6

(length [1 2 3])

⇒ 3

(length (make-bool-vector 5 nil))

⇒ 5

Section 33.1 [Text Representations], page 854の string-bytesも参照されたい。

ディスプレー上での文字列の幅を計算する必要があるなら、文字数だけを数えて各文字のディスプ
レー幅を計算しない lengthではなく、string-width (Section 39.10 [Size of Displayed Text],
page 1009を参照)を使用すること。

[Function]elt sequence index
この関数は indexによりインデックスづけされた、sequenceの要素をリターンする。indexの
値として妥当なのは、0から sequenceの長さより 1小さい数までの範囲の整数。sequenceが
リストなら範囲外の値は nthと同じように振る舞う。[Definition of nth], page 74を参照の
こと。それ以外なら範囲外の値は args-out-of-rangeエラーを引き起こす。

(elt [1 2 3 4] 2)

⇒ 3

(elt '(1 2 3 4) 2)

⇒ 3

;; eltがどの文字を returnするか明確にするために stringを使用
(string (elt "1234" 2))

⇒ "3"

(elt [1 2 3 4] 4)

error Args out of range: [1 2 3 4], 4

(elt [1 2 3 4] -1)

error Args out of range: [1 2 3 4], -1

この関数は aref (Section 6.3 [Array Functions], page 108を参照)と nth ([Definition of
nth], page 74を参照)を一般化したものである。

[Function]copy-sequence seqr
この関数は seqr (シーケンスかレコードであること)のコピーをリターンする。コピーはオリ
ジナルと同じオブジェクト型であり、同じ要素を同じ順序でもつ。しかし seqrが空なら長さが
0の文字列やベクターと同じように関数がリターンする値はコピーではないかもしれないが、
seqrと同じ型の空のオブジェクトである。

コピーに新しい要素を格納するのは元の seqrに影響を与えずその逆も真である。しかし新しい
シーケンス内の要素はコピーではなく、元のシーケンスの要素と同一 (eq)になる。したがって
コピーされたシーケンスを介して見つかった要素を変更するとオリジナルでも変更を見ること
ができる。

引数がテキストプロパティーをもつ文字列なら、コピー内のプロパティーリスト自身もコピー
となり、元のシーケンスのプロパティーリストと共有はされない。しかしプロパティーリスト
の実際の値は共有される。Section 32.19 [Text Properties], page 814を参照のこと。

この関数はドットリストでは機能しない。循環リストのコピーは無限ループを起こすだろう。
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シーケンスをコピーする別の方法についてはSection 5.4 [Building Lists], page 75のappend、
Section 4.3 [Creating Strings], page 52 の concat、Section 6.5 [Vector Functions],
page 109の vconcatも参照されたい。

(setq bar (list 1 2))

⇒ (1 2)

(setq x (vector 'foo bar))

⇒ [foo (1 2)]

(setq y (copy-sequence x))

⇒ [foo (1 2)]

(eq x y)

⇒ nil

(equal x y)

⇒ t

(eq (elt x 1) (elt y 1))

⇒ t

;; 一方のシーケンスの要素を置き換え
(aset x 0 'quux)

x ⇒ [quux (1 2)]

y ⇒ [foo (1 2)]

;; 共有された要素の内部を変更
(setcar (aref x 1) 69)

x ⇒ [quux (69 2)]

y ⇒ [foo (69 2)]

[Function]reverse sequence
この関数は sequenceの要素を反転した要素をもつ新たなシーケンスを作成する。元となる引
数 sequenceは変更されない。文字テーブルは反転できないことに注意。

(setq x '(1 2 3 4))

⇒ (1 2 3 4)

(reverse x)

⇒ (4 3 2 1)

x

⇒ (1 2 3 4)

(setq x [1 2 3 4])

⇒ [1 2 3 4]

(reverse x)

⇒ [4 3 2 1]

x

⇒ [1 2 3 4]

(setq x "xyzzy")

⇒ "xyzzy"
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(reverse x)

⇒ "yzzyx"

x

⇒ "xyzzy"

[Function]nreverse sequence
この関数は sequenceの要素を反転する。reverseとは異なり、元となる sequenceは変更され
るかもしれない。

たとえば:

(setq x (list 'a 'b 'c))

⇒ (a b c)

x

⇒ (a b c)

(nreverse x)

⇒ (c b a)

;; 先頭にあったコンスセルが末尾となった
x

⇒ (a)

混乱しないように、通常は元となるリストを保持する同じ変数に、nreverseの結果を書き戻す:

(setq x (nreverse x))

お馴染の例 (a b c)の nreverseを以下に図示する:

Original list head: Reversed list:
------------- ------------- ------------

| car | cdr | | car | cdr | | car | cdr |

| a | nil |<-- | b | o |<-- | c | o |

| | | | | | | | | | | | |

------------- | --------- | - | -------- | -

| | | |

------------- ------------

setqが不要なのでベクターはより単純になる:

(setq x (copy-sequence [1 2 3 4]))

⇒ [1 2 3 4]

(nreverse x)

⇒ [4 3 2 1]

x

⇒ [4 3 2 1]

reverseとは異なり、この関数は文字列では機能しない。asetを使用して文字列データを変
更できても、たとえmutableであったとしても文字列は不変として扱うことを強く推奨する。
Section 2.9 [Mutability], page 35を参照のこと。

[Function]sort sequence predicate
この関数は sequenceを安定ソートする。この関数はすべてのシーケンスにたいしては機能せ
ず、リストとベクターにたいしてのみ使用できることに注意されたい。sequenceがリストな
ら破壊的に変更される。この関数はソートされた sequenceをリターンして、要素の比較には
predicateを使用する。安定ソートでは、ソートキーが等しい要素の相対順序がソートの前後で
保たれる。この安定性は異なる条件により要素を並べ替えるために、連続してソートを行う場
合に重要となる。
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引数 predicateは 2つの引数を受け取る関数でなければならない。これは sequenceの 2つの
要素で呼び出される。昇順でソートするなら、1つ目の要素が 2つ目の要素より “小”なら非
nil、それ以外なら nilをリターンすること。

比較関数predicateは、少なくともsortの単一の呼び出しにおいて、与えられた任意の引数ペア
にたいして信頼できる結果をリターンしなければならない。これは非対照的 (antisymmetric)、
すなわち aが bより小なら、bが aより小であってはならず、推移律 (transitive)、すなわち a
が bより小、かつ bが cより小なら、aは cより小でなければならない。これらの要件に合致し
ない比較関数を使用すると、sortの結果は予想できない。

sortのリストにたいする破壊的側面は、cdrを変更することにより sequenceを形成するコン
スセルを再配置することにある。非破壊ソート関数は、それらのソート順に要素を格納するた
めに、新たなコンスセルを作成するだろう。オリジナルを破壊せずにソートしたコピーを望む
なら、まず copy-sequenceでコピーしてからソートすること。

ソートにより sequenceのコンスセルの carは変化しない。元々sequence内で要素 aを含むコ
ンスセルは、ソート後もその carに aを保持する。しかし cdrの変更により、ソート後には
異なる位置に出現する。たとえば:

(setq nums (list 1 3 2 6 5 4 0))

⇒ (1 3 2 6 5 4 0)

(sort nums #'<)

⇒ (0 1 2 3 4 5 6)

nums

⇒ (1 2 3 4 5 6)

警告 nums内のリストが 0を含まないことに注意。これはソート前と同じコンスセルだがもは
やリストの先頭ではない。ソート前に引数を保持していた変数がソート済みリスト全体を保持
すると仮定してはならない! かわりに sortの結果を保存して、それを使うこと。ほとんどの場
合、わたしたちは元のリストを保持していた変数に結果を書き戻すようにしている。

(setq nums (sort nums #'<))

安定ソートの何たるかをより理解するには、以下のベクターのサンプルを考えてみよ。ソート
後、carが 8であるようなすべてのアイテムは vectorの先頭にグループ化されるが、それらの
相対的な順序は保たれる。carが 9であるようなすべてのアイテムは vectorの末尾にグルー
プ化されるが、それらの相対的な順序も保たれる。

(setq

vector

(vector '(8 . "xxx") '(9 . "aaa") '(8 . "bbb") '(9 . "zzz")

'(9 . "ppp") '(8 . "ttt") '(8 . "eee") '(9 . "fff")))

⇒ [(8 . "xxx") (9 . "aaa") (8 . "bbb") (9 . "zzz")

(9 . "ppp") (8 . "ttt") (8 . "eee") (9 . "fff")]

(sort vector (lambda (x y) (< (car x) (car y))))

⇒ [(8 . "xxx") (8 . "bbb") (8 . "ttt") (8 . "eee")

(9 . "aaa") (9 . "zzz") (9 . "ppp") (9 . "fff")]

ソートを行う他の関数については Section 32.15 [Sorting], page 804を参照のこと。sortの
有用な例は、Section 24.2 [Accessing Documentation], page 521の documentationを参
照されたい。

seq.elライブラリーは、以下のようなプレフィクス seq-がついたシーケンス操作用の追加のマ
クロと関数を提供します。それらを使用するには、最初に seqライブラリーをロードしなければなり
ません。
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このライブラリー内で定義されたすべての関数は、副作用をもちません。これらは引数として渡
されたすべてのシーケンス (リスト、ベクター、文字列)を変更しません。特に明記しなければ、結果
は入力と同じ型のシーケンスです。述語を受け取る関数では、それらは単一の関数である必要があり
ます。

seq.elライブラリーは、シーケンシャルなデータ構造の追加型で機能するように拡張可能です。
そのためにすべての関数は cl-defgenericを使用して定義されています。cl-defgenericを使用
した拡張の追加に関する詳細は、Section 13.8 [Generic Functions], page 223を参照してください。

[Function]seq-elt sequence index
この関数は index(有効な範囲は 0から sequenceの長さより 1少ない整数)で指定された se-
quenceの要素をリターンする。ビルトインのシーケンス型にたいする範囲外 (out-of-range)
の値にたいして、seq-eltは eltと同様に振る舞う。詳細は [Definition of elt], page 96を
参照のこと。

(seq-elt [1 2 3 4] 2)

⇒ 3

seq-eltは setfを使用してセット可能な place をリターンする (Section 12.17.1 [Setting
Generalized Variables], page 207を参照)。

(setq vec [1 2 3 4])

(setf (seq-elt vec 2) 5)

vec

⇒ [1 2 5 4]

[Function]seq-length sequence
この関数は sequence内の要素の個数をリターンする。ビルトインのシーケンス型にたいして
seq-lengthは lengthと同様に振る舞う。[Definition of length], page 95を参照のこと。

[Function]seqp object
この関数は objectがシーケンス (リストか配列)、または seq.elのジェネリック関数を通じて
定義されたすべての追加シーケンス型なら非 nilをリターンする。これは sequencepの拡張
された変種である。

(seqp [1 2])

⇒ t

(seqp 2)

⇒ nil

[Function]seq-drop sequence n
この関数は sequenceの最初の n個 (整数)を除く、すべての要素をリターンする.nが 0以下な
ら結果は sequence。

(seq-drop [1 2 3 4 5 6] 3)

⇒ [4 5 6]

(seq-drop "hello world" -4)

⇒ "hello world"

[Function]seq-take sequence n
この関数は sequenceの最初の n個 (整数)の要素をリターンする。nが 0以下なら結果は nil。

(seq-take '(1 2 3 4) 3)

⇒ (1 2 3)
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(seq-take [1 2 3 4] 0)

⇒ []

[Function]seq-take-while predicate sequence
この関数は sequenceのメンバーを順にリターンし、predicateが最初に nilをリターンした要
素の前で停止する。

(seq-take-while (lambda (elt) (> elt 0)) '(1 2 3 -1 -2))

⇒ (1 2 3)

(seq-take-while (lambda (elt) (> elt 0)) [-1 4 6])

⇒ []

[Function]seq-drop-while predicate sequence
この関数は predicateが最初に nilをリターンした要素から、sequenceのメンバーを順にリ
ターンする。

(seq-drop-while (lambda (elt) (> elt 0)) '(1 2 3 -1 -2))

⇒ (-1 -2)

(seq-drop-while (lambda (elt) (< elt 0)) [1 4 6])

⇒ [1 4 6]

[Function]seq-do function sequence
この関数は sequenceの各要素にたいして、(恐らくは副作用を得るために)順番に functionを
適用して、sequenceをリターンする。

[Function]seq-map function sequence
この関数は sequenceの各要素に functionを適用した結果をリターンする。リターン値はリ
スト。

(seq-map #'1+ '(2 4 6))

⇒ (3 5 7)

(seq-map #'symbol-name [foo bar])

⇒ ("foo" "bar")

[Function]seq-map-indexed function sequence
この関数は sequenceの各要素および seqであるようなインデックスに functionを適用した結
果をリターンする。リターン値はリスト。

(seq-map-indexed (lambda (elt idx)

(list idx elt))

'(a b c))

⇒ ((0 a) (1 b) (2 c))

[Function]seq-mapn function &rest sequences
この関数は sequencesの各要素に functionを適用した結果をリターンする。 functionの arity
(関数が受け取れる引数の個数。Section 13.1 [What Is a Function], page 210を参照)は
シーケンスの個数にマッチしなければならない。マッピングは最短のシーケンス終端で停止す
る。リターン値はリスト。

(seq-mapn #'+ '(2 4 6) '(20 40 60))

⇒ (22 44 66)

(seq-mapn #'concat '("moskito" "bite") ["bee" "sting"])

⇒ ("moskitobee" "bitesting")
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[Function]seq-filter predicate sequence
この関数は predicateが非 nilをリターンした sequence内のすべての要素のリストをリターン
する。

(seq-filter (lambda (elt) (> elt 0)) [1 -1 3 -3 5])

⇒ (1 3 5)

(seq-filter (lambda (elt) (> elt 0)) '(-1 -3 -5))

⇒ nil

[Function]seq-remove predicate sequence
この関数は predicateが nilをリターンした sequence内のすべての要素のリストをリターン
する。

(seq-remove (lambda (elt) (> elt 0)) [1 -1 3 -3 5])

⇒ (-1 -3)

(seq-remove (lambda (elt) (< elt 0)) '(-1 -3 -5))

⇒ nil

[Function]seq-reduce function sequence initial-value
この関数は initial-valueと sequenceの 1つ目の要素で functionを呼び出し、次にその結果と
sequenceの 2つ目の要素で functionを呼び出し、その次にその結果と sequenceの 3つ目の要
素で、...と呼び出した結果をリターンする。functionは引数が 2つの関数であること。

functionは 2つの引数で呼び出される。1つ目の引数として intial-value (その後は累積値)、2
つ目の引数として sequence内の要素が使用される。

sequenceが空なら、functionを呼び出さずに initial-valueをリターンする。

(seq-reduce #'+ [1 2 3 4] 0)

⇒ 10

(seq-reduce #'+ '(1 2 3 4) 5)

⇒ 15

(seq-reduce #'+ '() 3)

⇒ 3

[Function]seq-some predicate sequence
この関数は sequenceの各要素に順に predicateを適用してリターンされた、最初の非 nil値を
リターンする。

(seq-some #'numberp ["abc" 1 nil])

⇒ t

(seq-some #'numberp ["abc" "def"])

⇒ nil

(seq-some #'null ["abc" 1 nil])

⇒ t

(seq-some #'1+ [2 4 6])

⇒ 3

[Function]seq-find predicate sequence &optional default
この関数は predicateが非 nilをリターンした、sequence内の最初の要素をリターンする。
predicateにマッチする要素がなければ、この関数は defaultをリターンする。
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この関数は見つかった要素が defaultと等しい場合、要素が見つかったかどうかを知る術がな
いので曖昧さをもつことに注意。

(seq-find #'numberp ["abc" 1 nil])

⇒ 1

(seq-find #'numberp ["abc" "def"])

⇒ nil

[Function]seq-every-p predicate sequence
この関数は sequenceの各要素に predicateを適用して、すべてが非 nilをリターンしたら非
nilをリターンする。

(seq-every-p #'numberp [2 4 6])

⇒ t

(seq-every-p #'numberp [2 4 "6"])

⇒ nil

[Function]seq-empty-p sequence
この関数は sequenceが空なら nilをリターンする。

(seq-empty-p "not empty")

⇒ nil

(seq-empty-p "")

⇒ t

[Function]seq-count predicate sequence
この関数は sequence内で predicateが非 nilをリターンした要素の個数をリターンする。

(seq-count (lambda (elt) (> elt 0)) [-1 2 0 3 -2])

⇒ 2

[Function]seq-sort function sequence
この関数は functionに応じてソートされた sequenceのコピーをリターンする。functionは 2
つの引数を受け取り、1つ目の引数が 2つ目より前にソートされるべきなら非 nilをリターン
する。

[Function]seq-sort-by function predicate sequence
この関数は seq-sortと似ているがソート前に sequenceの要素に functionを適用して変換す
る点が異なる。functionは単一の引数を受け取る関数。

(seq-sort-by #'seq-length #'> ["a" "ab" "abc"])

⇒ ["abc" "ab" "a"]

[Function]seq-contains-p sequence elt &optional function
この関数は sequence内の少なくとも 1つの要素が eltと equalなら非 nilをリターンする。オ
プション引数 functionが非 nilなら、それはデフォルトの equalのかわりに使用する 2つの引
数を受け取る関数であること。

(seq-contains-p '(symbol1 symbol2) 'symbol1)

⇒ t

(seq-contains-p '(symbol1 symbol2) 'symbol3)

⇒ nil
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[Function]seq-set-equal-p sequence1 sequence2 &optional testfn
この関数は順序とは無関係に sequence1と sequence2が同じ要素を含むかどうかをチェックす
る。オプション引数 testfnが非 nilなら、デフォルトの equalのかわりに使用する 2つの引数
を受け取る関数であること。

(seq-set-equal-p '(a b c) '(c b a))

⇒ t

(seq-set-equal-p '(a b c) '(c b))

⇒ nil

(seq-set-equal-p '("a" "b" "c") '("c" "b" "a"))

⇒ t

(seq-set-equal-p '("a" "b" "c") '("c" "b" "a") #'eq)

⇒ nil

[Function]seq-position sequence elt &optional function
この関数は eltと equalであるような sequence内の最初の要素のインデックスをリターンす
る。オプション引数 functionが非 nilなら、それはデフォルトの equalのかわりに使用する 2
つの引数を受け取る関数であること。

(seq-position '(a b c) 'b)

⇒ 1

(seq-position '(a b c) 'd)

⇒ nil

[Function]seq-uniq sequence &optional function
この関数は重複を削除した sequenceの要素のリストをリターンする。オプション引数 function
が非 nilなら、それはデフォルトの equalのかわりに使用する 2つの引数を受け取る関数であ
ること。

(seq-uniq '(1 2 2 1 3))

⇒ (1 2 3)

(seq-uniq '(1 2 2.0 1.0) #'=)

⇒ (1 2)

[Function]seq-subseq sequence start &optional end
この関数は sequenceの startから end(いずれも整数)までのサブセットをリターンする (end
のデフォルトは最後の要素)。startか endが負なら sequenceの最後から数える。

(seq-subseq '(1 2 3 4 5) 1)

⇒ (2 3 4 5)

(seq-subseq '[1 2 3 4 5] 1 3)

⇒ [2 3]

(seq-subseq '[1 2 3 4 5] -3 -1)

⇒ [3 4]

[Function]seq-concatenate type &rest sequences
この関数は sequencesを結合して作成された type型のシーケンスをリターンする。typeは
vector、list、stringのいずれか。

(seq-concatenate 'list '(1 2) '(3 4) [5 6])

⇒ (1 2 3 4 5 6)

(seq-concatenate 'string "Hello " "world")

⇒ "Hello world"
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[Function]seq-mapcat function sequence &optional type
この関数は sequenceの各要素に functionを適用した結果に、seq-concatenateを適用した
結果をリターンする。結果は type型のシーケンス、または typeが nilならリストである。

(seq-mapcat #'seq-reverse '((3 2 1) (6 5 4)))

⇒ (1 2 3 4 5 6)

[Function]seq-partition sequence n
この関数は長さ nのサブシーケンスへグループ化した sequenceの要素のリストをリターンす
る。最後のシーケンスに含まれる要素は nより少ないかもしれない。nは整数であること。nが
0以下の整数ならリターン値は nil。

(seq-partition '(0 1 2 3 4 5 6 7) 3)

⇒ ((0 1 2) (3 4 5) (6 7))

[Function]seq-intersection sequence1 sequence2 &optional function
この関数は sequence1と sequence2の両方に出現する要素のリストをリターンする。オプショ
ン引数 functionが非 nilなら、それはデフォルトの equalのかわりに比較に使用する 2つの
引数を受け取る関数であること。

(seq-intersection [2 3 4 5] [1 3 5 6 7])

⇒ (3 5)

[Function]seq-difference sequence1 sequence2 &optional function
この関数は sequence1に出現するが sequence2に出現しない要素のリストをリターンする。オ
プション引数 functionが非 nilなら、それはデフォルトの equalのかわりに比較に使用する 2
つの引数を受け取る関数であること。

(seq-difference '(2 3 4 5) [1 3 5 6 7])

⇒ (2 4)

[Function]seq-group-by function sequence
この関数は sequenceの各要素に functionを適用して、その結果をキーとして sequenceを alist
に分割する。キーの比較には equalを使用する。

(seq-group-by #'integerp '(1 2.1 3 2 3.2))

⇒ ((t 1 3 2) (nil 2.1 3.2))

(seq-group-by #'car '((a 1) (b 2) (a 3) (c 4)))

⇒ ((b (b 2)) (a (a 1) (a 3)) (c (c 4)))

[Function]seq-into sequence type
この関数はシーケンス sequenceを type型のシーケンスに変換する。typeはvector、string、
listのいずれかであること。

(seq-into [1 2 3] 'list)

⇒ (1 2 3)

(seq-into nil 'vector)

⇒ []

(seq-into "hello" 'vector)

⇒ [104 101 108 108 111]

[Function]seq-min sequence
この関数は sequenceの最小の要素をリターンする。sequenceの要素は数字かマーカー (Chap-
ter 31 [Markers], page 769を参照)でなければならない。
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(seq-min [3 1 2])

⇒ 1

(seq-min "Hello")

⇒ 72

[Function]seq-max sequence
この関数は sequenceの最大の要素をリターンする。sequenceの要素は数字かマーカーでなけ
ればならない。

(seq-max [1 3 2])

⇒ 3

(seq-max "Hello")

⇒ 111

[Macro]seq-doseq (var sequence) body. . .
このマクロは dolist (Section 11.5 [Iteration], page 160を参照)と同様だが、sequenceに
リスト、ベクター、文字列のいずれかを指定できる点が異なる。これ主な利点は副作用である。

[Macro]seq-let var-sequence val-sequence body. . .
このマクロは var-sequence内で定義される変数に val-sequenceの対応する要素をバインドす
る。これは分割代入 (destructuring binding)として知られている。var-sequenceの要素は、
ネストされた非構造化を許容することにより自身にシーケンスを含むことができる。

var-sequenceシーケンスには、val-sequenceの残りにバインドされる変数名が後続するような
&restマーカーを含めることもできる。

(seq-let [first second] [1 2 3 4]

(list first second))

⇒ (1 2)

(seq-let (_ a _ b) '(1 2 3 4)

(list a b))

⇒ (2 4)

(seq-let [a [b [c]]] [1 [2 [3]]]

(list a b c))

⇒ (1 2 3)

(seq-let [a b &rest others] [1 2 3 4]

others)

⇒ [3 4]

pcaseパターンは分割代入にたいする代替えの機能を提供する。Section 11.4.4 [Destructuring
with pcase Patterns], page 159を参照のこと。

[Function]seq-random-elt sequence
この関数は sequenceの要素をランダムにリターンする。
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(seq-random-elt [1 2 3 4])

⇒ 3

(seq-random-elt [1 2 3 4])

⇒ 2

(seq-random-elt [1 2 3 4])

⇒ 4

(seq-random-elt [1 2 3 4])

⇒ 2

(seq-random-elt [1 2 3 4])

⇒ 1

sequenceが空ならこの関数はエラーをシグナルする。

6.2 配列

配列 (array)オブジェクトは、いくつかの Lispオブジェクトを保持するスロットをもち、これらのオ
ブジェクトは配列の要素と呼ばれます。配列内の任意の要素は一定時間でアクセスされます。対照的
にリスト内の要素のアクセスに要する時間は、その要素がリスト内のどの位置にあるかに比例します。

Emacsは 4つの配列型 —文字列 (strings、Section 2.4.8 [String Type], page 19を参照)、ベ
クター (vectors、Section 2.4.9 [Vector Type], page 21を参照)、ブールベクター (bool-vectors、
Section 2.4.11 [Bool-Vector Type], page 22を参照)、文字テーブル (char-tables、Section 2.4.10
[Char-Table Type], page 21を参照) — を定義しており、これらはすべて 1次元です。ベクターと
文字テーブルは任意の型の要素を保持できますが、文字列は文字だけ、ブールベクターは tか nilし
か保持できません。

4種のすべての配列はこれらの特性を共有します:

• 配列の 1番目の要素はインデックス 0、2番目はインデックス 1、...となる。これは 0基準 (zero-
origin)のインデックスづけと呼ばれる。たとえば 4要素の配列のインデックスは 0、1、2、3。

• 配列の長さは一度配列が作成されたら固定されるので、既存の配列の長さは変更できない。
• 評価において配列は定数 — つまりそれ自身へと評価される。

• 配列の要素は関数 arefで参照したり、関数 asetで変更できる (Section 6.3 [Array Functions],
page 108を参照)。

配列を作成したとき、文字テーブル以外では長さを指定しなければなりません。文字テーブルの長
さは文字コードの範囲により決定されるので長さを指定できません。

原則として、テキスト文字の配列が欲しい場合は、文字列とベクターのどちらかを使用できます。
実際のところ 4つの理由により,そのような用途にたいしては、わたしたちは常に文字列を選択します:

• 文字列は同じ要素をもつベクターと比較して占めるスペースが 1/4である。

• 文字列の内容はテキストとして、より明解な方法によりプリントされる。
• 文字列はテキストプロパティーを保持できる。Section 32.19 [Text Properties], page 814を
参照のこと。

• Emacsの特化した編集機能と I/O機能の多くが文字列だけに適用される。たとえば文字列をバッ
ファーに挿入する方法では、文字のベクターをバッファーに挿入できない。Chapter 4 [Strings
and Characters], page 51を参照のこと

対照的に、(キーシーケンスのような)キーボード入力文字の配列では、多くのキーボード入力文字は
文字列に収まる範囲の外にあるので、ベクターが必要になるでしょう。Section 21.8.1 [Key Sequence
Input], page 405を参照してください。
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6.3 配列を操作する関数

このセクションではすべての型の配列に適用される関数を説明します。

[Function]arrayp object
この関数は objectが配列 (ベクター、文字列、ブールベクター、文字テーブル)なら tをリター
ンする。

(arrayp [a])

⇒ t

(arrayp "asdf")

⇒ t

(arrayp (syntax-table)) ;; 文字テーブル
⇒ t

[Function]aref arr index
この関数は arr (配列かレコード)の index番目の要素をリターンする。1番目の要素のインデ
クスは 0。

(setq primes [2 3 5 7 11 13])

⇒ [2 3 5 7 11 13]

(aref primes 4)

⇒ 11

(aref "abcdefg" 1)

⇒ 98 ; ‘b’の ASCIIコードは 98

Section 6.1 [Sequence Functions], page 95の関数 eltも参照されたい。

[Function]aset array index object
この関数は arrayの index番目の要素を objectにセットする。この関数は objectをリターン
する。

(setq w (vector 'foo 'bar 'baz))

⇒ [foo bar baz]

(aset w 0 'fu)

⇒ fu

w

⇒ [fu bar baz]

;; copy-sequenceは後で変更する文字列をコピーする
(setq x (copy-sequence "asdfasfd"))

⇒ "asdfasfd"

(aset x 3 ?Z)

⇒ 90

x

⇒ "asdZasfd"

arrayはmutableであること。Section 2.9 [Mutability], page 35を参照のこと。

arrayが文字列で objectが文字でなければ、結果は wrong-type-argumentエラーとなる。こ
の関数は文字列の挿入で必要なら、ユニバイト文字列をマルチバイト文字列に変換する。
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[Function]fillarray array object
この関数は配列 arrayを objectで充填するので、arrayのすべての要素は objectになる。この
関数は arrayをリターンする。

(setq a (copy-sequence [a b c d e f g]))

⇒ [a b c d e f g]

(fillarray a 0)

⇒ [0 0 0 0 0 0 0]

a

⇒ [0 0 0 0 0 0 0]

(setq s (copy-sequence "When in the course"))

⇒ "When in the course"

(fillarray s ?-)

⇒ "------------------"

arrayが文字列で objectが文字でなければ、結果は wrong-type-argumentエラーとなる。

配列と判っているオブジェクトにたいしては、一般的なシーケンス関数copy-sequenceとlength

が有用なときがよくあります。Section 6.1 [Sequence Functions], page 95を参照してください。

6.4 ベクター

ベクター (vector)とは任意の Lispオブジェクトを要素にもつことができる、一般用途のための配列
です (対照的に文字列の要素は文字のみ。Chapter 4 [Strings and Characters], page 51を参照)。
Emacsではベクターはキーシーケンス (Section 22.1 [Key Sequences], page 423を参照)、シンボ
ル検索用のテーブル (Section 9.3 [Creating Symbols], page 127を参照)、バイトコンパイルされ
た関数表現の一部 (Chapter 17 [Byte Compilation], page 286を参照)などの多くの目的で使用さ
れます。

他の配列と同様、ベクターは 0基準のインデックスづけを使用し、1番目の要素はインデックス 0
になります。

ベクターは角カッコ (square brackets)で囲まれた要素としてプリントされます。したがってシン
ボル a、b、aを要素にもつベクターは、[a b a]とプリントされます。Lisp入力として同じ方法でベ
クターを記述できます。

文字列や数値と同様にベクターは定数として評価され、評価された結果は同じベクターになりま
す。ベクターの要素は評価も確認もされません。Section 10.1.1 [Self-Evaluating Forms], page 135
を参照してください。角カッコ (square brackets)で記述されたベクターを asetや他の破壊的操作
を通じて修正しないでください。Section 2.9 [Mutability], page 35を参照してください。

以下はこれらの原理を表す例です:

(setq avector [1 two '(three) "four" [five]])

⇒ [1 two '(three) "four" [five]]

(eval avector)

⇒ [1 two '(three) "four" [five]]

(eq avector (eval avector))

⇒ t

6.5 ベクターのための関数

ベクターに関連した関数をいくつか示します:
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[Function]vectorp object
この関数は objectがベクターなら tをリターンする。

(vectorp [a])

⇒ t

(vectorp "asdf")

⇒ nil

[Function]vector &rest objects
この関数は引数 objectsを要素にもつベクターを作成してリターンする。

(vector 'foo 23 [bar baz] "rats")

⇒ [foo 23 [bar baz] "rats"]

(vector)

⇒ []

[Function]make-vector length object
この関数は各要素が objectに初期化された、length個の要素からなる新しいベクターをリター
ンする。

(setq sleepy (make-vector 9 'Z))

⇒ [Z Z Z Z Z Z Z Z Z]

[Function]vconcat &rest sequences
この関数は sequencesのすべての要素を含む新しいベクターをリターンする。引数 sequences
は正リスト、ベクター、文字列、ブールベクター。sequencesが与えられければ空のベクター
がリターンされる。

値は空のベクター、またはすべての既存ベクターと eqではないような空ではない新しいベク
ターのいずれか。

(setq a (vconcat '(A B C) '(D E F)))

⇒ [A B C D E F]

(eq a (vconcat a))

⇒ nil

(vconcat)

⇒ []

(vconcat [A B C] "aa" '(foo (6 7)))

⇒ [A B C 97 97 foo (6 7)]

vconcat関数は、引数としてバイトコード関数オブジェクトも受け取ることができる。これは
バイトコード関数オブジェクトの内容全体にアクセスするのを容易にするための特別な機能で
ある。Section 17.7 [Byte-Code Objects], page 292を参照のこと。

結合を行なう他の関数については Section 13.6 [Mapping Functions], page 220 の
mapconcat、Section 4.3 [Creating Strings], page 52の concat、Section 5.4 [Building
Lists], page 75の appendを参照されたい。

append関数はベクターを同じ要素をもつリストに変換する方法も提供します:

(setq avector [1 two (quote (three)) "four" [five]])

⇒ [1 two '(three) "four" [five]]

(append avector nil)

⇒ (1 two '(three) "four" [five])
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6.6 文字テーブル

文字テーブル (char-table)はベクターとよく似ていますが、文字テーブルは文字コードによりイン
デックスづけされます。文字テーブルのインデックスには、修飾キーをともなわない任意の有効な文
字コードを使用できます。他の配列と同様に、arefと asetで文字テーブルの要素にアクセスできま
す。加えて、文字テーブルは追加のデータを保持するために、特定の文字コードに関連づけられてい
ないエキストラスロット (extra slots)をもつことができます。ベクターと同様、文字テーブルは定数
として評価され、任意の型の要素を保持できます。

文字テーブルはそれぞれサブタイプ (subtype)をもち、これは 2つの目的をもつシンボルです:

• サブタイプはそれがなんのための文字テーブルなのかを簡単に表す方法を提供する。たとえばディ
スプレーテーブル (display tables)はサブタイプが display-tableの文字テーブルであり、構
文テーブル (syntax tables)はサブタイプが syntax-tableの文字テーブル。以下で説明するよ
うに関数 char-table-subtypeを使用してサブタイプの問い合わせが可能。

• サブタイプは文字テーブル内のいくつかのエキストラスロット (extra slots)を制御する。エキ
ストラスロットの数は、そのサブタイプの char-table-extra-slotsシンボルプロパティー
(Section 9.4 [Symbol Properties], page 130 を参照)により指定され、値は 0から 10の整
数。サブタイプにそのようなシンボルプロパティーがなければ、その文字テーブルはエキストラ
スロットをもたない。

文字テーブルは親 (parent)をもつことができ、これは他の文字テーブルです。文字テーブルが親
をもつ場合、その文字テーブルで特定の文字 cにたいして nilが指定されていたら、親と指定された
文字テーブルで指定された値を継承します。言い方を変えると、文字テーブル char-tableで cに nil

が指定されていたら、(aref char-table c)は char-tableの親の値をリターンします。

文字テーブルはデフォルト値 (default value)をもつこともできます。デフォルト値をもつとき、
文字テーブル char-tableが cにたいして nil値を指定すると、(aref char-table c)はデフォルト
値をリターンします。

[Function]make-char-table subtype &optional init
サブタイプ subtype(シンボル)をもつ、新たに作成された文字テーブルをリターンする。各要
素は initに初期化され、デフォルトは nil。文字テーブルが作成された後で、文字テーブルの
サブタイプを変更することはできない。

すべての文字テーブルは、インデックスとなる任意の有効な文字テーブルのための空間をもつ
ので、文字テーブルの長さを指定する引数はない。

subtypeがシンボルプロパティー char-table-extra-slotsをもつなら、それはその文字列
テーブル内のエキストラスロットの数を指定する。値には 0から 10の整数を指定し、これ以
外なら make-char-tableはエラーとなる。subtypeがシンボルプロパティー char-table-

extra-slots(Section 5.9 [Property Lists], page 92 を参照) をもたなければ、その文字
テーブルはエキストラスロットをもたない。

[Function]char-table-p object
この関数は objectが文字テーブルなら t、それ以外は nilをリターンする。

[Function]char-table-subtype char-table
この関数は char-tableのサブタイプのシンボルをリターンする。

文字テーブルのデフォルト値にアクセスするための特別な関数は存在しません。これを行なうには
char-table-rangeを使用します (以下参照)。
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[Function]char-table-parent char-table
この関数は char-tableの親をリターンする。親は常に nilか他の文字テーブルである。

[Function]set-char-table-parent char-table new-parent
この関数は char-tableの親を new-parentにセットする。

[Function]char-table-extra-slot char-table n
この関数は char-tableのエキストラスロット n (0基準)の内容をリターンする。文字テーブル
のエキストラスロットの数は文字テーブルのサブタイプにより決定される。

[Function]set-char-table-extra-slot char-table n value
この関数は char-tableのエキストラスロット n (0基準)に valueを格納する。

文字テーブルは 1つの文字コードにたいして 1つの要素値 (element value)を指定できます。文
字テーブルは文字セット全体にたいして値を指定することもできます。

[Function]char-table-range char-table range
この関数は文字範囲 rangeにたいして char-tableで指定された値をリターンする。可能な range
は以下のとおり:

nil デフォルト値への参照。

char 文字 charにたいする要素への参照 (charは有効な文字コードであると仮定)。

(from . to)

包括的な範囲 ‘[from..to]’内のすべての文字を参照するコンスセル。

[Function]set-char-table-range char-table range value
この関数は char-table内の文字範囲 rangeにたいして値をセットする。可能な rangeは以下の
とおり:

nil デフォルト値への参照。

t 文字コード範囲の全体を参照。

char 文字 charにたいする要素への参照 (charは有効な文字コードであると仮定)。

(from . to)

包括的な範囲 ‘[from..to]’内のすべての文字を参照するコンスセル。

[Function]map-char-table function char-table
この関数は char-tableの非 nil値ではない各要素にたいして引数 functionを呼び出す。func-
tionの呼び出しでは 2つの引数 (keyと value)が指定される。keyは char-table-rangeにた
いする可能な range (有効な文字か、同じ値を共有する文字範囲を指定するコンスセル (from

. to))。valueは (char-table-range char-table key)がリターンする値。

全体として、functionに渡される key-valueのペアは char-tableに格納されたすべての値を
表す。

リターン値は常に nilである。map-char-table呼び出しを有用にするために functionは副
作用をもつこと。たとえば以下は構文テーブルを調べる方法:

(let (accumulator)

(map-char-table

(lambda (key value)
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(setq accumulator

(cons (list

(if (consp key)

(list (car key) (cdr key))

key)

value)

accumulator)))

(syntax-table))

accumulator)

⇒
(((2597602 4194303) (2)) ((2597523 2597601) (3))

... (65379 (5 . 65378)) (65378 (4 . 65379)) (65377 (1))

... (12 (0)) (11 (3)) (10 (12)) (9 (0)) ((0 8) (3)))

6.7 ブールベクター

ブールベクター (bool-vector)はベクターとよく似ていますが、値に tと nilしか格納できません。
ブールベクターの要素に非 nil値の格納を試みたると、そこには tが格納されます。すべての配列と
同様、ブールベクターのインデックスは 0から開始され、一度ブールベクターが作成されたら長さを
変更することはできません。ブールベクターは定数として評価されます。

ブールベクターを処理する特別な関数がいくつかあります。その関数以外にも、他の種類の配列に
使用されるのと同じ関数でブールベクターを操作できます。

[Function]make-bool-vector length initial
initialに初期化された length要素の新しいブールベクターをリターンする。

[Function]bool-vector &rest objects
この関数は引数 objectsを要素にもつブールベクターを作成してリターンする。

[Function]bool-vector-p object
この関数は objectがブールベクターであれば t、それ以外は nilをリターンする。

以下で説明するように、ブールベクターのセット処理を行なう関数がいくつかあります:

[Function]bool-vector-exclusive-or a b &optional c
ブールベクター aと bのビットごとの排他的論理和 (bitwise exclusive or)をリターンする。オ
プション引数 cが与えられたら、この処理の結果は cに格納される。引数にはすべて同じ長さの
ブールベクターを指定すること。

[Function]bool-vector-union a b &optional c
ブールベクター aと bのビットごとの論理和 (bitwise or)をリターンする。オプション引数 cが
与えられたら、この処理の結果は cに格納される。引数にはすべて同じ長さのブールベクター
を指定すること。

[Function]bool-vector-intersection a b &optional c
ブールベクター aと bのビットごとの論理積 (bitwise and)をリターンする。オプション引数 c
が与えられたら、この処理の結果は cに格納される。引数にはすべて同じ長さのブールベクター
を指定すること。
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[Function]bool-vector-set-difference a b &optional c
ブールベクター aと bの差集合 (set difference)をリターンする。オプション引数 cが与えられ
たら、この処理の結果は cに格納される。引数にはすべて同じ長さのブールベクターを指定す
ること。

[Function]bool-vector-not a &optional b
ブールベクター aの補集合 (set complement)をリターンする。オプション引数 bが与えられ
たら、この処理の結果は bに格納される。引数にはすべて同じ長さのブールベクターを指定す
ること。

[Function]bool-vector-subsetp a b
a内のすべての t値が bでも t値なら t、それ以外は nilをリターンする。引数にはすべて同じ
長さのブールベクターを指定すること。

[Function]bool-vector-count-consecutive a b i
iから始まる aの、bと等しい連続する要素の数をリターンする。aはブールベクターで、bは t

か nil、iは aのインデックス。

[Function]bool-vector-count-population a
ブールベクター aから tであるような要素の数をリターンする。

長さ 8以下のブール値のプリント表記は 1文字で表されます。

(bool-vector t nil t nil)

⇒ #&4"^E"

(bool-vector)

⇒ #&0""

他のベクター同様、vconcatを使用してブールベクターをプリントできます:

(vconcat (bool-vector nil t nil t))

⇒ [nil t nil t]

以下はブールベクターを作成、確認、更新する別の例です:

(setq bv (make-bool-vector 5 t))

⇒ #&5"^_"

(aref bv 1)

⇒ t

(aset bv 3 nil)

⇒ nil

bv

⇒ #&5"^W"

control- の 2進コードは 11111、control-Wは 10111なので、この結果は理にかなっています。

6.8 オブジェクト用固定長リングの管理

リング (ring)は挿入、削除、ローテーション、剰余 (modulo)でインデックスづけされた、参照と走
査 (traversal)をサポートする固定長のデータ構造です。ringパッケージにより効率的なリングデー
タ構造が実装されています。このパッケージは、このセクションにリストした関数を提供します。

Emacsにある killリングやマークリングのようないくつかのリングは、実際には単なるリストと
して実装されていることに注意してください。したがってこれらのリングにたいしては、以下の関数
は機能しないでしょう。
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[Function]make-ring size
この関数は sizeオブジェクトを保持できる、新しいリングをリターンする。sizeは整数。

[Function]ring-p object
この関数は objectがリングなら t、それ以外は nilをリターンする。

[Function]ring-size ring
この関数は ringの最大の要素数をリターンする。

[Function]ring-length ring
この関数は ringに現在含まれるオブジェクトの数をリターンする。値が ring-sizeのリター
ンする値を超えることはない。

[Function]ring-elements ring
この関数は ring内のオブジェクトのリストをリターンする。リストの順序は新しいオブジェク
トが先頭になる。

[Function]ring-copy ring
この関数は新しいリングとして ringのコピーをリターンする。新しいリングは ringと同じ (eq
な)オブジェクトを含む。

[Function]ring-empty-p ring
この関数は ringが空なら t、それ以外は nilをリターンする。

リング内の 1番新しい要素は常にインデックス 0をもちます。より大きいインデックスは、より古
い要素に対応します。インデックスはリング長のmoduloにより計算されます。インデックス−1は
1番古い要素、−2は次に古い要素、...となります。

[Function]ring-ref ring index
この関数はインデックス indexにある ring内のオブジェクトをリターンする。indexには負や
リング長より大きい数を指定できる。ringが空なら ring-refはエラーをシグナルする。

[Function]ring-insert ring object
この関数は 1番新しい要素として objectを ringに挿入して objectをリターンする。

リングが満杯なら新しい要素用の空きを作るために、挿入により 1番古い要素が削除される。

[Function]ring-remove ring &optional index
ringからオブジェクトを削除してそのオブジェクトをリターンする。引数 indexはどのアイテ
ムを削除するかを指定する。これが nilなら、それは 1番古いアイテムを削除することを意味
する。ringが空なら ring-removeはエラーをシグナルする。

[Function]ring-insert-at-beginning ring object
この関数は 1番古い要素として objectを ringに挿入する。リターン値に意味はない。

リングが満杯なら、この関数は挿入される要素のための空きを作るために 1番新しい要素を削
除する。

[Function]ring-resize ring size
ringのサイズを sizeにセットする。新たなサイズのほうが小さければリング内の古いアイテム
は破棄される。
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リングサイズを超過しないよう注意すれば、そのリングを FIFO(first-in-first-out: 先入れ先出
し)のキューとして使用することができます。たとえば:

(let ((fifo (make-ring 5)))

(mapc (lambda (obj) (ring-insert fifo obj))

'(0 one "two"))

(list (ring-remove fifo) t

(ring-remove fifo) t

(ring-remove fifo)))

⇒ (0 t one t "two")
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7 レコード

レコードの目的は Emacsにビルトインされていない新たな型のオブジェクトをプログラマーが作成
できるようにすることです。これらは cl-defstructや defclassのインスタンスを表現する基礎と
して使用されています。

レコードオブジェクトは内部的にはベクターと似ています。レコードオブジェクトのスロットは
arefを使用してアクセス可能であり、copy-sequenceを使用してコピーできます。しかし最初のス
ロットは type-ofがリターンする型を保持するために使用されます。更に現実装ではレコードは最大
で 4096スロットを所有できますが、ベクターはそれより多くのスロットを所有できます。レコード
は配列と同じように 0基準のインデックスを使用するので、最初のスロットはインデックスが 0にな
ります。

型スロット (type slot)はシンボルか型記述子であるべきです。型記述子なら型を命名するシンボ
ルがリターンされます。Section 2.4.18 [Type Descriptors], page 24を参照してください。その他
の種類のオブジェクトはすべてそのままリターンされます。

レコードのプリント表現では ‘#s’の後にコンテンツを指定するリストが続きます。リストの最初の
要素はそのレコードの型である必要があります。後続の要素はレコードのスロットです。

レコードの型を新たに定義する Lisp プログラムは他の型名との衝突を避けるために、通常はレ
コード型を導入する部分では型名にパッケージの命名規約を使用するべきです。衝突する可能性があ
る型名は、パッケージが定義したレコード型のロード時には不明かもしれないことに注意してくださ
い。これらは将来のある時点でロードされる可能性があります。

レコードは評価にたいして定数とみなされます。評価すると結果は同じレコードになります。レコー
ドは評価されずにスロットのチェックさえ行われません。Section 10.1.1 [Self-Evaluating Forms],
page 135を参照してください。

7.1 レコード関数

[Function]recordp object
この関数は objectがレコードなら tをリターンする。

(recordp #s(a))

⇒ t

[Function]record type &rest objects
この関数は型が typeであり、残りのスロットが残りの引数 objectsであるようなレコードを作
成してリターンする。

(record 'foo 23 [bar baz] "rats")

⇒ #s(foo 23 [bar baz] "rats")

[Function]make-record type length object
この関数は型が type、objectで初期化されたスロット数が lengthの新たなレコードをリター
ンする。

(setq sleepy (make-record 'foo 9 'Z))

⇒ #s(foo Z Z Z Z Z Z Z Z Z)
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7.2 後方互換

レコードを使用しない古いバージョンの cl-defstructでコンパイルされたコードを新しい Emacs
で実行したときに問題が発生するかもしれません。この魔問題を軽減するために、Emacs は古い
cl-defstructの使用を検知した際に古い構造体オブジェクトがレコードであるかのように処理する
モードを有効にします。

[Function]cl-old-struct-compat-mode arg
argが正なら旧スタイルの構造体にたいする後方互換を有効にする。
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8 ハッシュテーブル

ハッシュテーブル (hash table)は非常に高速なルックアップテーブルの一種で、キーに対応する値
をマップするという点では alist(Section 5.8 [Association Lists], page 88を参照)に似ています。
ハッシュテーブルは以下の点で alistと異なります:

• ハッシュテーブルでのルックアップ (lookup: 照合)は、巨大なテーブルにたいして非常に高速
である — 実際のところルックアップに必要な時間は、そのテーブルに格納されている要素数と
は基本的に無関係である。ハッシュテーブルには一定のオーバーヘッドが多少あるので、小さい
テーブル (数十の要素)では alistのほうが高速だろう。

• ハッシュテーブル内の対応関係に特定の順序はない。
• 2つの alistで共通の末尾 (tail)を共有させるような、2つのハッシュテーブル間で構造を共有す
る方法はない。

Emacs Lispは一般的な用途のハッシュテーブルデータ型とともに、それらを処理する一連の関数
を提供します。ハッシュテーブルは ‘#s’、その後にハッシュテーブルのプロパティーと内容を指定する
リストが続く、特別なプリント表現をもちます。Section 8.1 [Creating Hash], page 119を参照して
ください (ハッシュ表記の最初に使用される ‘#’文字は、読み取り表現をもたないオブジェクトのプリ
ント表現であり、これはハッシュテーブルに何も行わない。Section 2.1 [Printed Representation],
page 8を参照のこと)。

obarray(オブジェクト配列)もハッシュテーブルの一種ですが、これらは異なる型のオブジェクトで
あり、intern(インターン)されたシンボルを記録するためだけに使用されます (Section 9.3 [Creating
Symbols], page 127を参照)。

8.1 ハッシュテーブルの作成

ハッシュテーブルを作成する基本的な関数は make-hash-tableです。

[Function]make-hash-table &rest keyword-args
この関数は指定された引数に対応する新しいハッシュテーブルを作成する。引数はキーワード
(特別に認識される独自のシンボル)と、それに対応する値を交互に指定することで構成される。

make-hash-tableではいくつかのキーワードが意味をもつが、実際に知る必要があるのは
:testと:weaknessの 2つだけである。

:test test

これはそのハッシュテーブルにたいしてキーを照合する方法を指定する。デフォ
ルトは eqlであり他の代替としては eqや equalがある:

eql キーが数字ならそれらが equal、つまりそれらの値が等しくどちら
も整数か浮動少数点数なら同一。それ以外なら別の 2つのオブジェ
クトは決して同一とならない。

eq 別の 2つの Lispオブジェクトはすべて別のキーになる。

equal 別の 2つの Lispオブジェクトで、それらが equalなら同一のキー
である。

testにたいして追加の選択肢を定義するために、define-hash-table-test

(Section 8.3 [Defining Hash], page 122を参照)を使用することができる。



Chapter 8: ハッシュテーブル 120

:weakness weak

ハッシュテーブルの weakness(強度)は、ハッシュテーブル内に存在するキーと
値をガーベージコレクションから保護するかどうかを指定する。

値 weakには nil、key、value、key-or-value、key-and-value、または
t(key-and-valueのエイリアス)のいずれかを指定しなければならない。weak
が keyならそのハッシュテーブルは、(キーが他の場所で参照されていなければ)
ハッシュテーブルのキーがガーベージコレクトされるのを妨げられない。ある特
定のキーがガーベージコレクトされると、それに対応する連想はハッシュテーブ
ルから削除される。

weakが valueならそのハッシュテーブルは、(値が他の場所で参照されていなけ
れば)ハッシュテーブルの値がガベージコレクトされるのを妨げませんられない。
ある特定の値がガーベージコレクトされると、それに対応する連想はハッシュテー
ブルから削除される。

weakが key-and-value(か t)なら、その連想を保護するためにはキーと値の両
方が生きていなければならない。したがってそのハッシュテーブルは、キーと値
の一方だけをガーベージコレクトから守ることはしない。キーか値のどちらか一
方がガーベージコレクトされたら、その連想は削除される。

weakが key-or-valuenara、キーか値のどちらか一方で、その連想を保護する
ことができる。したがってキーと値の両方がガベージコレクトされたときだけ (そ
れがハッシュテーブル自体にたいする参照でなければ)、ハッシュテーブルからそ
の連想が削除される。

weakのデフォルトは nilなので、ハッシュテーブルから参照されているキーと値
はすべてガーベージコレクションから保護される。

:size size

これはそのハッシュテーブルに保管しようとしている、連想の数にたいするヒン
トを指定する。数が概算で判っていれば、この方法でそれを指定して処理を若干
効率的にすることができる。小さすぎるサイズを指定すると、そのハッシュテー
ブルは必要に応じて自動的に拡張されるが、これを行なうために時間が余計にか
かる。

デフォルトのサイズは 65。

:rehash-size rehash-size

ハッシュテーブルに連想を追加するとき、そのテーブルが満杯ならテーブルを自
動的に拡張する。この値はその際にどれだけハッシュテーブルを拡張するかを指
定する。

rehash-sizeが整数 (正であること)なら、通常のサイズに rehash-sizeに近い値を
加えることによりハッシュテーブルが拡張される。rehash-sizeが浮動小数 (1よ
り大きい方がよい)なら、古いサイズにその数に近い値を乗じることによりハッ
シュテーブルが拡張される。

デフォルト値は 1.5。

:rehash-threshold threshold

これはハッシュテーブルが一杯 (なのでもっと大きく拡張する必要がある)だと判
断される基準を指定する。thresholdの値は 1以下の正の浮動小数点数であるこ
と。実際のエントリー数が通常のサイズにたいする指定した割合に近い値を超え
るとハッシュテーブルは一杯 (full)になる。thresholdのデフォルトは 0.8125。
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ハッシュテーブルのプリント表現を使用して新たにハッシュテーブルを作成することもできます。
指定されたハッシュテーブル内の各要素が、有効な入力構文 (Section 2.1 [Printed Representation],
page 8を参照)をもっていれば、Lispリーダーはこのプリント表現を読み取ることができます。たと
えば以下は値 val1 (シンボル)と 300 (数字)に関連づけられた、キー key1と key2 (両方ともシン
ボル)を新たなハッシュテーブルに指定します。

#s(hash-table size 30 data (key1 val1 key2 300))

ハッシュテーブルのプリント表現は ‘#s’と、その後の ‘hash-table’で始まるリストにより構成され
ます。このリストの残りの部分はそのハッシュテーブルのプロパティーと初期内容を指定する、0個
以上のプロパティーと値からなるペアで構成されるべきです。プロパティーと値はそのまま読み取ら
れます。有効なプロパティー名は size、test、weakness、rehash-size、rehash-threshold、
dataです。dataプロパティーは、初期内容にたいするキーと値のペアからなるリストであるべきで
す。他のプロパティーは、上記で説明した make-hash-tableのキーワード (:size、:testなど)と
同じ意味をもちます。

バッファーやフレームのような、入力構文をもたないオブジェクトを含んだ初期内容をもつハッ
シュテーブルを指定できないことに注意してください。そのようなオブジェクトは、ハッシュテーブ
ルを作成した後に追加します。

8.2 ハッシュテーブルへのアクセス

このセクションではハッシュテーブルにアクセスしたり、連想を保管する関数を説明します。比較方
法による制限がない限り、一般的には任意の Lispオブジェクトをハッシュキーとして使用できます。

[Function]gethash key table &optional default
この関数は tableの keyを照合してそれに関連づけられた value、table内に keyをもつ連想が
存在しなければ defaultをリターンする。

[Function]puthash key value table
この関数は table内に値 valueをもつ keyの連想を挿入します。tableがすでに keyの連想をも
つなら、valueで古い連想値を置き換える。

[Function]remhash key table
この関数は tableに keyの連想があればそれを削除する。keyが連想をもたなければ remhash

は何も行なわない。

Common Lispに関する注意: Common Lispでは remhashが実際に連想を削除したときは
非 nil、それ以外は nilをリターンする。Emacs Lispでは remhashは常に nilをリターン
する。

[Function]clrhash table
この関数はハッシュテーブル tableからすべての連想を削除するので、そのハッシュテーブル
は空になる。これはハッシュテーブルのクリーニング (clearing)とも呼ばれる。

Common Lisp に関する注意: Common Lisp では clrhashは空の tableをリターンする。
Emacs Lispでは nilをリターンする。

[Function]maphash function table
この関数は table内の各連想にたいして一度ずつ functionを呼び出す。関数 functionは 2つ
の引数 — tableにリストされた keyと、それに関連づけられた value — を受け取ること。
maphashは nilをリターンする。
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8.3 ハッシュの比較の定義

define-hash-table-testでキーを照合する新しい方法を定義できます。この機能を使用するには
ハッシュテーブルの動作方法と、ハッシュコード (hash code)の意味を理解する必要があります。

概念的にはハッシュテーブルを 1つの連想を保持できるスロットがたくさんある巨大な配列として
考えることができます。キーを照合するにはまず、gethashがキーから整数のハッシュコードを計算
します。配列の長さをmoduloとしてこの整数を減らして、配列内のインデックスを生成することが
できます。それからキーが見つかったかどうか確認するためにそのスロット、もし必要なら近くのス
ロットを探します。

しあがってキーを照合する新たな方法を定義するにはキーからハッシュコードを計算する関数、お
よび 2つのキーを直接比較する関数の両方を指定する必要があります。この 2つの関数は互いに一貫
性をもつ必要があります。すなわちキーを比較して equalなら、2つのキーのハッシュコードは同一
であるべきです。さらに (ガーベージコレクターからの呼び出しのように)2つの関数は任意のタイミ
ングで呼び出される可能性があるので、関数が副作用をもたないこと、すぐにリターンすること、そ
してこれらの関数の挙動はそのキーの不変の性質だけに依存する必要があります。

[Function]define-hash-table-test name test-fn hash-fn
この関数は nameという名前の新たなハッシュテーブルテストを定義します。

この方法で nameを定義した後は、make-hash-tableの引数 testにこれを使用することがで
きる。これを行なう際は、そのハッシュテーブルのキー値の比較に test-fn、キー値からハッシュ
コードを計算するために hash-fnを使用することになる。

関数 test-fnは 2つの引数 (2つのキー)をとり、それらが同一と判断されたときは非 nilをリ
ターンする。

関数 hash-fnは 1つの引数 (キー)を受け取り、そのキーのハッシュコード (整数)をリターンす
ること。よい結果を得るために、その関数は負の fixnumを含む fixnumの全範囲をハッシュ
コードに使用すること。

指定された関数は、プロパティー hash-table-testの配下の、nameというプロパティーリ
ストに格納される。そのプロパティーの値形式は (test-fn hash-fn)。

[Function]sxhash-equal obj
この関数は Lispオブジェクト objのハッシュコードをリターンする。リターン値は objと、そ
れが指す別の Lispオブジェクトの内容を表す整数。

2 つのオブジェクト obj1と obj2が等しければ (sxhash-equal obj1)と (sxhash-equal

obj2)は同じ整数になる。

2つのオブジェクトが equalでなければ通常は sxhash-equalが returnする値は異なるが、
常に異なるとは限らない。稀 (運次第)に sxhash-equalが同じ結果を与える、2つの異なって
見えるオブジェクトに遭遇するかもしれない。

Common Lisp に関する注意: Common Lisp ではこれに似た関数は sxhashと呼ばれる。
Emacs は互換性のために sxhash-equalにたいするエイリアスとしてこの名前を提供して
いる。

[Function]sxhash-eq obj
この関数は Lispオブジェクト objにたいするハッシュコードをリターンする。結果は objの識
別値でありコンテンツではない。

2つのオブジェクト obj1と obj2が eqなら (sxhash-eq obj1)と (sxhash-eq obj2)は同じ
整数。
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[Function]sxhash-eql obj
この関数は eqlによる比較に適した Lispオブジェクト objにたいするハッシュコードをリター
ンする。つまり浮動小数点数と bignum以外の objなら、それにたいする識別値 (浮動小数点
数ならその値にたいするハッシュコード)を生成する。

2つのオブジェクト obj1と obj2が eqlなら (sxhash-eql obj1)と (sxhash-eql obj2)は
同じ整数。

以下は lcaseを区別しない文字列のキーをもつハッシュテーブルを作成する例です。

(defun case-fold-string= (a b)

(eq t (compare-strings a nil nil b nil nil t)))

(defun case-fold-string-hash (a)

(sxhash-equal (upcase a)))

(define-hash-table-test 'case-fold

'case-fold-string= 'case-fold-string-hash)

(make-hash-table :test 'case-fold)

以下は事前に定義されたテスト値 equalと等価なテストを行なうハッシュテーブルを定義できる
という例です。キーは任意の Lispオブジェクトで、equalに見えるオブジェクトは同じキーと判断さ
れます。

(define-hash-table-test 'contents-hash 'equal 'sxhash-equal)

(make-hash-table :test 'contents-hash)

ハッシュ関数の実装はセッション中に変更されたり、アークテクチャーごとに異なるかもしれなオ
ブジェクトストレージのいくつかの詳細を使用するので、Lispプログラムは Emacsセッションの間
はハッシュコードが保存されることに依存するべきではありません。

8.4 ハッシュテーブルのためのその他関数

以下はハッシュテーブルに作用する他の関数です。

[Function]hash-table-p table
この関数は tableがハッシュテーブルオブジェクトなら非 nilをリターンする。

[Function]copy-hash-table table
この関数は tableのコピーを作成してリターンする。そのテーブル自体がコピーされたもので
ある場合のみ、キーと値が共有される。

[Function]hash-table-count table
この関数は table内の実際のエントリー数をリターンする。

[Function]hash-table-test table
この関数はハッシュを行なう方法と、キーを比較する方法を指定するために、table作成時に与
えられた testの値をリターンする。Section 8.1 [Creating Hash], page 119の make-hash-

tableを参照されたい。

[Function]hash-table-weakness table
この関数はハッシュテーブル tableに指定された weakの値をリターンする。
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[Function]hash-table-rehash-size table
この関数は tableの rehash-sizeをリターンする。

[Function]hash-table-rehash-threshold table
この関数は tableの rehash-thresholdをリターンする。

[Function]hash-table-size table
この関数は tableの現在の定義されたサイズをリターンする。
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9 シンボル

シンボル (symbol)は一意な名前をもつオブジェクトです。このチャプターではシンボル、シンボル
の構成要素とプロパティーリスト、およびシンボルの作成とインターンする方法を説明します。別の
チャプターではシンボルを変数として使用したり、関数名として使用する方法が説明されています。
Chapter 12 [Variables], page 175とChapter 13 [Functions], page 210を参照してください。シ
ンボルの正確な入力構文については、Section 2.4.4 [Symbol Type], page 14を参照してください。

symbolpを使用して、任意の Lispオブジェクトがシンボルかどうかをテストできます:

[Function]symbolp object
この関数は objectがシンボルなら t、それ以外は nilをリターンする。

9.1 シンボルの構成要素

各シンボルは 4つの構成要素 (もしくは “セル”)をもち、構成要素はそれぞれ別のオブジェクトを参
照します:

プリント名 (print name)
そのシンボルの名前。

値 (value) 変数としてのそのシンボルの現在値。

関数 (function)
そのシンボルの関数定義。シンボル、キーマップ、キーボードマクロも保持できる。

プロパティーリスト (property list)
そのシンボルのプロパティーリスト。

プリント名のセルは常に文字列を保持し、それを変更することはできません。他の 3つのセルには、
任意の Lispオブジェクトをセットすることができます。

プリント名のセルはシンボルの名前となる文字列を保持します。シンボルはシンボル名によりテキ
ストとして表されるので、2つのシンボルが同じ名前をもたないことが重要です。Lispリーダーはシ
ンボルを読み取るごとに、それを新規作成する前に、指定されたシンボルがすでに存在するかを調べ
ます。シンボルの名前を得るには関数 symbol-name(Section 9.3 [Creating Symbols], page 127
を参照)を使用します。

値セルは変数としてのシンボルの値 (そのシンボル自身が Lisp式として評価されたときに得る値)
を保持します。ローカルバインディング (local binding)やスコーピングルール (scoping rules)等の
ような複雑なものを含めて、変数のセットや取得方法についてはChapter 12 [Variables], page 175
を参照してください。ほとんどのシンボルは値として任意の Lispオブジェクトをもつことができます
が、一部の特別なシンボルは変更できない値をもちます。これらには nil、t、および名前が ‘:’で始
まるすべてのシンボル (キーワード (keyword)と呼ばれる)が含まれます。Section 12.2 [Constant
Variables], page 175を参照してください。

関数セルはシンボルの関数定義を保持します。実際はには fooの関数セルの中に保管されている
関数を意味するときに、“関数 foo”といってそれを参照することがよくあります。わたしたちは必要
なときだけ、これを明確に区別することにします。関数セルは通常は関数 (Chapter 13 [Functions],
page 210を参照)か、マクロ (Chapter 14 [Macros], page 243を参照)を保持するために使用され
ます。しかし関数セルはシンボル (Section 10.1.4 [Function Indirection], page 136を参照)、キー
ボードマクロ (Section 21.16 [Keyboard Macros], page 421 を参照)、キーマップ (Chapter 22
[Keymaps], page 423を参照)、またはオートロードオブジェクト (Section 10.1.8 [Autoloading],
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page 139を参照)を保持するためにも使用できます。シンボルの関数セルの内容を得るには、関数
symbol-function (Section 13.9 [Function Cells], page 226を参照)を使用します。

プロパティーリストのセルは、通常は正しくフォーマットされたプロパティーリストを保持するべ
きです。シンボルのプロパティーリストを得るには関数 symbol-plistを使用します。Section 9.4
[Symbol Properties], page 130を参照してください。

マクロセルと値セルが void(空)のときもあります。voidとはそのセルがどのオブジェクトも参照
していないことを意味します (これはシンボル voidを保持するのともシンボル nilを保持するのとも
異なる)。voidの関数セルまたは値セルを調べようとすると結果は ‘Symbol's value as variable

is void’のようなエラーとなります。

各シンボルは値セルと関数セルを別個にもつので、変数名と関数名が衝突することはありません。
たとえばシンボル buffer-file-nameが値 (カレントバッファーで visitされているファイルの名前)
をもつと同様に、関数定義 (ファイルの名前をリターンするプリミティブ関数)をもつことができます:

buffer-file-name

⇒ "/gnu/elisp/symbols-ja.texi"

(symbol-function 'buffer-file-name)

⇒ #<subr buffer-file-name>

9.2 シンボルの定義

定義 (definition)とは、特別な方法での使用の意図を宣言する特別な種類の Lisp式です。定義とは通
常はシンボルにたいする値を指定するか、シンボルにたいする 1つの種類の使用についての意味とそ
の方法で使用する際のシンボルの意味のドキュメントを指定します。したがってシンボルを変数とし
て定義すると、その変数の初期値に加えてその変数のドキュメントを提供できます。

defvarと defconstはグローバル変数 (global variable) — Lisp プログラムの任意の箇所か
らアクセスできる変数 — として定義するためのスペシャルフォームです。変数についての詳細は
Chapter 12 [Variables], page 175を参照してください。カスタマイズ可能な変数を定義するには
defcustom (サブルーチンとして defvarも呼び出す)を使用します (Chapter 15 [Customization],
page 251を参照)。

最初にシンボルが変数として定義されているかどうかに関わらず、原則として setqで任意のシン
ボルに値を割り当てることができます。しかし使用したいグローバル変数それぞれにたいして変数定義
を記述するべきです。さもないとレキシカルスコープ (Section 12.10 [Variable Scoping], page 186
を参照)が有効なときに変数が評価されると、Lispプログラムが正しく動作しないかもしれません。

defunはラムダ式 (lambda expression)を生成して、そのシンボルの関数セルに格納することに
より、そのシンボルを関数として定義します。したがってこのシンボルの関数定義は、そのラムダ式
になります (関数セルの内容を意味する用語 “関数定義 (function definition)”は、defunがシンボル
に関数としての定義を与えるというアイデアに由来する)。Chapter 13 [Functions], page 210を参
照してください。

defmacroはシンボルをマクロとして定義します。これはマクロオブジェクトを作成してシンボ
ルの関数セルにそれを格納します。シンボルにはマクロと関数を与えることができますが、マクロと
関数定義はどちらも関数セルに保持されるのにたいし、関数セルに保持できるのは常にただ 1 つの
Lispオブジェクトなので、一度に両方を行なうことはできないことに注意してください。Chapter 14
[Macros], page 243を参照してください。

前に注記したように Emacs Lispではシンボルを (たとえば defvarで)変数として定義して、同
じシンボルを (たとえば defunで)関数やマクロとして両方定義することができます。このような定義
は衝突しません。
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これらの定義は、プログラミングツールのガイドを果たすこともできます。たとえば、C-h fおよ
び C-h vコマンドは、関係ある変数、関数、マクロ定義へのリンクを含むヘルプバッファーを作成し
ます。Section “Name Help” in The GNU Emacs Manualを参照してください。

9.3 シンボルの作成と intern

GNU Emacs Lispでシンボルが作成される方法を理解するには、Lispがシンボルを読み取る方法を
理解しなければなりません。Lispは、同じ文字綴りを読み取ったら、毎回同じシンボルを見つけるこ
とを保証しなければなりません。これに失敗すると、完全な混乱を招くでしょう。

Lispリーダーがシンボルに出会うと、Lispリーダーは名前のすべての文字を読み取ります。その
後 Lispリーダーは obarray(オブジェクト配列)と呼ばれるテーブル内のインデックスを決めるため
に、これらの文字をハッシュ(hash)します。ハッシュ化 (hashing)は何かを照合するのに効果的な方
法です。たとえば Jan Jonesを見つけるときは、電話帳を表紙から 1頁ずつ探すのではなく Jの頁か
ら探し始めます。これはハッシュ化の簡単なバージョンです。obarrayの各要素は与えられたハッシュ
コードとともに、すべてのシンボルを保持するバケット (bucket)です。与えられた名前を探すために
は、バケットの中からハッシュコードがその名前であるような、すべてのシンボルを探すのが効果的
です (同じアイデアは一般的なEmacsのハッシュテーブルでも使用されていがこれらはデータ型が異
なる。Chapter 8 [Hash Tables], page 119を参照されたい)。

探している名前のシンボルが見つかったら、リーダーはそのシンボルを使用します。obarrayにそ
の名前のシンボルが含まれなければ、リーダーは新しいシンボルを作成してそれを obarrayに追加し
ます。特定の名前のシンボルを探して追加することをインターン (intern)と言い、これが行なわれた
後はそのシンボルはインターンされたシンボル (interned symbol)と呼ばれます。

インターンすることによりある特定の名前のシンボルは、各 obarrayに 1つだけであることが保
証されます。同じ名前のシンボルが他に存在するかもしれませんが、同じ obarrayには存在しません。
したがってリーダーは、(同じ obarrayを読みつづける限り)同じ名前にたいして同じシンボルを取得
します。

インターンは通常はリーダー内で自動的に発生しますが、他のプログラムがこれを行なう必要があ
る場合もあります。たとえば M-xコマンドはその後にミニバッファーを使用してコマンド名を文字列
として取得して、その文字列をインターンしてからインターンされたその名前のシンボルを得ます。

すべてのシンボルを含む obarrayはありません。実際にどの obarrayにも含まれないシンボルが
いくつかあります。これらはインターンされていないシンボル (uninterned symbols)と呼ばれます。
インターンされていないシンボルも、他のシンボルと同じく 4つのセルをもちます。しかしインター
ンされていないシンボルへのアクセスを得る唯一の方法は、他の何らかのオブジェクトとして探すか、
変数の値として探す方法だけです。

インターンされていないシンボルの作成は、Lispコードを生成するとき有用です。なぜなら作成
されたコード内で変数として使用されているインターンされていないシンボルは、他の Lispプログラ
ムで使用されている任意の変数と競合することはありえないからです。

Emacs Lispでは obarrayはベクターです。ベクター内の各要素がバケットになります。要素の
値は、名前がそのバケットにハッシュされるようなインターンされたシンボル、またはバケットが空
のときは 0です。インターンされたシンボルは、そのバケット内の次のシンボルへの内部リンク (ユー
ザーからは見えない)をもちます。これらのリンクは不可視なので、mapatoms (以下参照)を使用す
る方法をのぞき、obarray内のすべてのシンボルを探す方法はありません。バケット内のシンボルの
順番に意味はありません。

空の obarrayではすべての要素が 0なので、(make-vector length 0)で obarrayを作成する
ことができます。obarrayを作成する有効な方法はこれだけです。長さに素数を指定するとよいハッ
シュ化がされる傾向があります。2の累乗から 1減じた長さもよい結果を生む傾向があります。
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自分で obarrayにシンボルを置かないでください。これはうまくいきません — obarrayに正し
くシンボルを入力できるのは internだけです。

Common Lispに関する注意: Common Lispとは異なり Emacs Lispは 1つのシン
ボルを複数の obarrayにインターンする方法を提供しない。

以下の関数のほとんどは、引数に名前と obarrayをとります。名前が文字列以外、または obarray
がベクター以外なら wrong-type-argumentエラーがシグナルされます。

[Function]symbol-name symbol
この関数は symbolの名前を文字列としてリターンする。たとえば:

(symbol-name 'foo)

⇒ "foo"

警告: 文字の置き換えにより文字列を変更すると、それはシンボルの名前を変更しますが、
obarrayの更新には失敗するので行なわないこと!

[Function]make-symbol name
この関数は新たに割り当てられた、名前が name(文字列でなかればならない)であるような、
インターンされていないシンボルをリターンする。このシンボルの値と関数は voidで、プロ
パティーリストは nil。以下の例では symの値は fooと eqではない。なぜならこれは名前が
‘foo’という、インターンされていないシンボルだからである。

(setq sym (make-symbol "foo"))

⇒ foo

(eq sym 'foo)

⇒ nil

[Function]gensym &optional prefix
この関数は make-symbolを使用して prefixに gensym-counterを付加した名前のシンボル
をリターンする。プレフィックスのデフォルトは"g"。

[Function]intern name &optional obarray
この関数は名前が nameであるような、インターンされたシンボルをリターンする。オブジェ
クト配列 obarrayの中にそのようなシンボルが存在しなければ、internは新たにシンボルを
作成して obarrayに追加してそれをリターンする。obarrayが省略されると、グローバル変数
obarrayの値が使用される。

(setq sym (intern "foo"))

⇒ foo

(eq sym 'foo)

⇒ t

(setq sym1 (intern "foo" other-obarray))

⇒ foo

(eq sym1 'foo)

⇒ nil

Common Lispに関する注意: Common Lispでは既存のシンボルを obarrayにイン
ターンできる。Emacs Lispでは internの引数はシンボルではなく文字列なのでこれ
を行なうことはできない。
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[Function]intern-soft name &optional obarray
この関数は obarray内の名前が nameのシンボル、obarrayにその名前のシンボルが存在しな
ければ nilをリターンする。したがって与えられた名前のシンボルがすでにインターンされて
いるかテストするために、intern-softを使用することができる。obarrayが省略されるとグ
ローバル変数 obarrayの値が使用される。

引数 nameにはシンボルも使用できる。この場合、指定された obarrayに nameがインターン
されていれば name、それ以外なら nilをリターンする。

(intern-soft "frazzle") ; そのようなシンボルは存在しない
⇒ nil

(make-symbol "frazzle") ; インターンされていないシンボルを作成す
る

⇒ frazzle

(intern-soft "frazzle") ; そのようなシンボルは見つからない
⇒ nil

(setq sym (intern "frazzle")) ; インターンされたシンボルを作成する
⇒ frazzle

(intern-soft "frazzle") ; シンボルが見つかった!
⇒ frazzle

(eq sym 'frazzle) ; そしてそれは同じシンボル
⇒ t

[Variable]obarray
この変数は internと readが使用する標準の obarrayである。

[Function]mapatoms function &optional obarray
この関数はオブジェクト配列 obarrayの中の各シンボルにたいして、functionを一度呼び出し
その後 nilをリターンする。obarrayが省略されると、通常のシンボルにたいする標準のオブ
ジェクト配列 obarrayの値がデフォルトになる。

(setq count 0)

⇒ 0

(defun count-syms (s)

(setq count (1+ count)))

⇒ count-syms

(mapatoms 'count-syms)

⇒ nil

count

⇒ 1871

mapatomsを使用する他の例については、Section 24.2 [Accessing Documentation],
page 521の documentationを参照のこと。

[Function]unintern symbol obarray
この関数はオブジェクト配列 obarrayから symbolを削除する。obarrayの中に symbolが存
在ければ、uninternは何も行なわない。obarrayが nilなら現在の obarrayが使用される。

symbolにシンボルではなく文字列を与えると、それはシンボルの名前を意味する。この場合、
uninternは (もしあれば)obarrayからその名前のシンボルを削除する。そのようなシンボル
が存在するなら uninternは何も行なわない。

uninternがシンボルを削除したら t、それ以外は nilをリターンする。
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9.4 シンボルのプロパティ

シンボルはそのシンボルについての様々な情報を記録するために使用される、任意の数のシンボルプロ
パティー (symbol properties)をもつことができます。たとえばシンボルのrisky-local-variable

プロパティーが nilなら、その変数の名前が危険なファイルローカル変数 (Section 12.12 [File Local
Variables], page 198を参照)であることを意味します。

シンボルのプロパティーとプロパティー値はそれぞれ、シンボルのプロパティーリストセル (Sec-
tion 9.1 [Symbol Components], page 125 を参照) に、プロパティーリスト形式 (Section 5.9
[Property Lists], page 92を参照)で格納されます。

9.4.1 シンボルのプロパティへのアクセス

以下の関数を使用してシンボルプロパティーにアクセスできます。

[Function]get symbol property
この関数は symbolのプロパティーリスト内の、名前が propertyというプロパティーの値をリ
ターンする。そのようなプロパティーが存在しなければ nilをリターンする。したがって値が
nilのときとプロパティーが存在しないときの違いはない。

名前 propertyは eqを使用して既存のプロパティーと比較されるので、すべてのオブジェクト
がプロパティーとして適正である。

putの例を参照のこと。

[Function]put symbol property value
この関数は symbolのプロパティーリストの、プロパティー名 propertyに valueを putして、
前のプロパティー値を置き換える。put関数は valueをリターンする。

(put 'fly 'verb 'transitive)

⇒'transitive

(put 'fly 'noun '(a buzzing little bug))

⇒ (a buzzing little bug)

(get 'fly 'verb)

⇒ transitive

(symbol-plist 'fly)

⇒ (verb transitive noun (a buzzing little bug))

[Function]symbol-plist symbol
この関数は symbolのプロパティーリストをリターンする。

[Function]setplist symbol plist
この関数は symbolのプロパティーリストを plistにセットする。plistは通常は適正なプロパ
ティーリストであるべきだが、これは強制ではない。リターン値は plistです。

(setplist 'foo '(a 1 b (2 3) c nil))

⇒ (a 1 b (2 3) c nil)

(symbol-plist 'foo)

⇒ (a 1 b (2 3) c nil)

通常の用途には使用されない特別な obarray内のシンボルでは、非標準的な方法でプロパティー
リストセルを使用することに意味があるかもしれない。実際に abbrev(Chapter 36 [Abbrevs],
page 924を参照)のメカニズムでこれを行なっている。
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以下のように setplistと plist-putで putを定義できる:

(defun put (symbol prop value)

(setplist symbol

(plist-put (symbol-plist symbol) prop value)))

[Function]function-get symbol property &optional autoload
この関数は getと等価だが symbolが関数のエイリアス名なら。実際の関数を命名するシンボ
ルのプロパティリストを照合する点が異なる。Section 13.4 [Defining Functions], page 216
を参照のこと。オプション引数 autoloadが非 nilで、symbolが自動ロードされていれば、そ
の自動ロードにより symbolの propertyがセットされるかもしれないので、この関数はそれの
自動ロードを試みるだろう。autoloadがシンボル macroなら、symbolが自動ロードされたマ
クロのときだけ自動ロードを試みる。

[Function]function-put function property value
この関数は functionの propertyに valueをセットする。functionはシンボルであること。関
数のプロパティのセットには、putよりこの関数を呼び出すほうがよい。この関数を使用すれ
ば、いつか古いプロパティから新しいプロパティへのリマップを実装することができるからで
ある。

9.4.2 シンボルの標準的なプロパティ

Emacsで特別な目的のために使用されるシンボルプロパティーを以下に一覧します。以下のテーブル
で、“命名される関数 (the named function)”と言うときは、関数名がそのシンボルであるような関
数を意味します。“命名される変数 (the named variable)”等の場合も同様です。

:advertised-binding

このプロパティーリストは、命名される関数のドキュメントを表示する際に優先される
キーバインディングを指定する。Section 24.3 [Keys in Documentation], page 523
を参照のこと。

char-table-extra-slots

値が非 nilなら、それは命名される文字テーブル型の追加スロットの数を指定する。Sec-
tion 6.6 [Char-Tables], page 111を参照のこと。

customized-face

face-defface-spec

saved-face

theme-face

これらのプロパティーはフェイスの標準のフェイス仕様 (face specs)と、フォント仕様
の saved-fase、customized-face、themed-faceを記録するために使用される。これら
のプロパティーを直接セットしないこと。これらのプロパティーは deffaceと関連する
関数により管理される。Section 39.12.2 [Defining Faces], page 1017を参照のこと。

customized-value

saved-value

standard-value

theme-value

これらのプロパティーは、カスタマイズ可能な変数の standard-value、saved-value、
customized-value(しかし保存はされない)、themed-valueを記録するために使用され
る。これらのプロパティーを直接セットしないこと。これらは defcustomと関連する関
数により管理される。Section 15.3 [Variable Definitions], page 254を参照のこと。
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disabled 値が非 nilなら命名される関数はコマンドとして無効になる。Section 21.14 [Disabling
Commands], page 420を参照のこと。

face-documentation

値には命名されるフェイスのドキュメント文字列が格納される。これは deffaceにより
自動的にセットされる。Section 39.12.2 [Defining Faces], page 1017を参照のこと。

history-length

値が非 nilなら、命名されるヒストリーリスト変数のミニバッファーヒストリーの最大
長を指定する。Section 20.4 [Minibuffer History], page 349を参照のこと。

interactive-form

この値は命名される関数のインタラクティブ形式である。通常はこれを直接セットするべ
きではない。かわりにスペシャルフォーム interactiveを使用すること。Section 21.3
[Interactive Call], page 383を参照されたい。

menu-enable

この値は命名されるメニューアイテムが、メニュー内で有効であるべきか否かを決定する
ための式である。Section 22.17.1.1 [Simple Menu Items], page 449を参照のこと。

mode-class

値が specialなら命名されるメジャーモードは special(特別)である。Section 23.2.1
[Major Mode Conventions], page 465を参照のこと。

permanent-local

値が非 nilなら命名される変数はバッファーローカル変数となり、メジャーモードの変
更によって変数の値はリセットされない。Section 12.11.2 [Creating Buffer-Local],
page 193を参照のこと。

permanent-local-hook

値が非 nilなら、命名される関数はメジャーモード変更時にフック変数のローカル値か
ら削除されない。Section 23.1.2 [Setting Hooks], page 463を参照のこと。

pure 値が非 nilの場合には、名づけられた関数は純粋 (pure)だとみなされる。定数の引数
で呼び出された場合には、コンパイル時に評価することができる。これは実行時のエ
ラーをコンパイル時へとシフトする。純粋ストレージ (pure storage)と混同しないこと
(Section E.2 [Pure Storage], page 1179を参照)。

risky-local-variable

値が非 nilなら、命名される変数はファイルローカル変数としては危険だとみなされる。
Section 12.12 [File Local Variables], page 198を参照のこと。

safe-function

値が非 nilなら、命名される関数は評価において一般的に安全だとみなされます。Sec-
tion 13.16 [Function Safety], page 240を参照のこと。

safe-local-eval-function

値が非 nilなら、命名される関数はファイルローカルの評価フォーム内で安全に呼び出
すことができる。Section 12.12 [File Local Variables], page 198を参照のこと。

safe-local-variable

値は命名される変数の、安全なファイルローカル値を決定する関数を指定する。Sec-
tion 12.12 [File Local Variables], page 198を参照のこと。
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side-effect-free

非 nil値は命名される関数は副作用 (Section 13.1 [What Is a Function], page 210を
参照)をもたないので、バイトコンパイラーは値が使用されない呼び出しを無視する。こ
のプロパティの値が error-freeなら、バイトコンパイラーはそのような呼び出しの削
除すら行うかもしれない。バイトコンパイラーの最適化に加えて、このプロパティは関数
の安全性を判断するためにも使用される (Section 13.16 [Function Safety], page 240
を参照)。

undo-inhibit-region

非 nilの場合には、命名される関数の直後に undoが呼び出されると、undo操作をアク
ティブなリージョンに限定することを抑止する。Section 32.9 [Undo], page 794を参
照のこと。

variable-documentation

非 nilなら、それは命名される変数のドキュメント文字列を指定する。ドキュメント文字
列は defvarと関連する関数により自動的にセットされる。Section 39.12.2 [Defining
Faces], page 1017を参照のこと。
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10 評価

Emacs Lispでの式の評価 (evaluation)は、Lispインタープリター — 入力として Lispオブジェク
トを受け取り、それの式としての値 (value as an expression)を計算する — により処理されます。
評価を行なう方法はそのオブジェクトのデータ型に依存していて、それはこのチャプターで説明する
ルールにより行なわれます。インタープリターはプログラムの一部を評価するために自動的に実行さ
れますが、Lispプリミティブ関数の evalを通じて明示的に呼び出すこともできます。

評価を意図した Lispオブジェクトはフォーム (form)、または式 (expression) と呼ばれます 1。
フォームはデータオブジェクトであって単なるテキストではないという事実は、Lisp風の言語と通常
のプログラミング言語との間にある基本的な相違点の 1つです。任意のオブジェクトを評価できます
が、実際に評価される事が非常に多いのは数字、シンボル、リスト、文字列です。

以降のセクションでは、各種フォームにたいしてそれを評価することが何を意味するかの詳細を説
明します。

Lispフォームを読み取ってそのフォームを評価するのは、非常に一般的なアクティビティーですが、
読み取りと評価は別のアクティビティーであって、どちらか一方を単独で処理することができます。読
み取っただけでは何も評価されません。読み取りは Lispオブジェクトのプリント表現をそのオブジェ
クト自体に変換します。そのオブジェクトが評価されるべきフォームなのか、そのれともまったく違
う目的をもつかを指定するのは、readの呼び出し元の役目です。Section 19.3 [Input Functions],
page 335を参照してください。

評価とは再帰的な処理であり、あるフォームを評価するとそのフォームの一部が評価されるといっ
たことがよくあります。たとえば (car x)のような関数呼び出し (function call)のフォームを評価
する場合、Emacsは最初にその引数 (サブフォーム x)を評価します。引数を評価した後、Emacsは
その関数 (car)を実行 (executes) します。その関数が Lispで記述されていれば、関数の body(本
文)を評価することによって実行が行なわれます (しかしこの例で使用している carは Lisp関数では
なく Cで実装されたプリミティブ関数である)。関数と関数呼び出しについての情報は Chapter 13
[Functions], page 210を参照してください。

評価は環境 (environment)と呼ばれるコンテキストの内部で行なわれます。環境はすべての Lisp
変数 (Chapter 12 [Variables], page 175を参照)のカレント値とバインディングにより構成されま
す。2フォームが新たなバインディングを作成せずに変数を参照する際、その変数はカレントの環境か
ら与えられる値へと評価されます。フォームの評価は、変数のバインディングによって一時的にその
環境を変更することもあります (Section 12.3 [Local Variables], page 176を参照)。

フォームの評価が永続する変更を行なうこともあります。これらの変更は副作用 (side effects)と
呼ばれます。副作用を生成するフォームの例は (setq foo 1)です。

コマンドキー解釈での評価と混同しないでください。エディターのコマンドループはアクティブな
キーマップを使用して、キーボード入力をコマンド (インタラクティブに呼び出すことができる関数)
に変換してからそのコマンドを実行するために、call-interactivelyを使用します。そのコマン
ドが Lispで記述されていれば、そのコマンドの実行には通常は評価を伴います。しかしこのステップ
はコマンドキー解釈の一部とは考えません。Chapter 21 [Command Loop], page 376を参照して
ください。

1 S式 (S-expression)、短くは sexpという言葉でも呼ばれることがありますが、わたしたちはこのマ
ニュアル内では通常はこの用語は使用しません。

2 “環境”にたいするこの定義は、プログラムの結果に影響し得るすべてのデータを特に意図したも
のではありません。
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10.1 フォームの種類

評価される事を意図した Lispオブジェクトはフォーム (form)、または式 (expression))と呼ばれま
す。Emacsがフォームを評価する方法はフォームのデータ型に依存します。Emacsは 3種の異なる
フォーム— シンボル、リスト、およびその他すべての型 — をもち、それらが評価される方法は異な
ります。このセクションではまず最初に自己評価フォームのその他の型から開始して、3つの種類を
すべて 1つずつ説明します。

10.1.1 自己評価を行うフォーム

自己評価フォーム (self-evaluating form)はリストやシンボルではないすべてのフォームです。自己
評価フォームはそのフォーム自身を評価します。評価の結果は評価されたオブジェクトと同じです。し
たがって数字の 25は 25、文字列"foo"は文字列"foo"に評価されます。同様にベクターの評価では、
ベクターの要素の評価は発生しません— 内容が変更されずに同じベクターがリターンされます。

'123 ; 評価されずに表示される数字
⇒ 123

123 ; 通常どおり評価され、同じものが returnされる
⇒ 123

(eval '123) ; 手動での評価 — 同じものが returnされる
⇒ 123

(eval (eval '123)) ; 2度評価しても何も変わらない。
⇒ 123

自己評価フォームはプログラムの一部となる値を生成します。これを setcarや aset、その他の
類似操作を通じて変更しようと試みるべきではありません。Lispインタープリターがプログラム中の
自己評価フォームにより生成される定数を統合して、これらの定数が構造を共有するかもしれません。
Section 2.9 [Mutability], page 35を参照してください。

自己評価されるという事実による利点から数字、文字、文字列、そしてベクターでさえ Lispコー
ド内で記述されるのが一般的です。しかし入力構文がない型にたいしてこれを行なうのは極めて異例
です。なぜなら、これらをテキスト的に記述する方法がないからです。Lispプログラムを使用してこ
れらの型を含む Lisp式を構築することは可能です。以下は例です:

;; バッファーオブジェクトを含む式を構築する。
(setq print-exp (list 'print (current-buffer)))

⇒ (print #<buffer eval-ja.texi>)

;; それを評価する。
(eval print-exp)

a #<buffer eval-ja.texi>

⇒ #<buffer eval-ja.texi>

10.1.2 シンボルのフォーム

シンボルが評価されるときは変数として扱われます。それが値をもつなら結果はその変数の値になり
ます。そのシンボルが変数としての値をもたなければ、Lispインタープリターはエラーをシグナルし
ます。変数の使用法についての情報は Chapter 12 [Variables], page 175を参照してください。

以降の例では setqでシンボルに値をセットしています。その後シンボルを評価してからを setq

に戻します。

(setq a 123)

⇒ 123
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(eval 'a)

⇒ 123

a

⇒ 123

シンボル nilと tは特別に扱われるので、nilの値は常に nil、tの値は常に tになります。これら
に他の値をセットしたり、他の値にバインドすることはできません。したがってこの 2つのシンボル
は、(たとえ evalがそれらを他の任意のシンボルと同様に扱うとはいえ)自己評価フォームと同じよ
うに振る舞います。名前が ‘:’で始まるシンボルも同じ方法で自己評価されます。そして、(通常は)値
を変更できない点も同じです。Section 12.2 [Constant Variables], page 175を参照してください。

10.1.3 リストフォームの分類

空ではないリストフォームは関数呼び出し、マクロ呼び出し、スペシャルフォームのいずれかで、そ
れは 1番目の引数にしたがいます。これら 3種のフォームは、以下で説明するように異なる方法で評
価されます。残りの要素は関数、マクロ、またはスペシャルフォームにたいする引数 (arguments)を
構成します。

空ではないリストを評価する最初のステップは、1番目の要素の確認です。この要素は単独でその
リストがどの種類のフォームなのかと、残りの引数をどのように処理するがを決定します。Scheme
のような Lisp方言とは異なり、1番目の要素は評価されません。

10.1.4 シンボル関数インダイレクション

リストの最初の要素がシンボルなら、評価はそのシンボルの関数セルを調べて、元のシンボルの代わ
りに関数セルの内容を使用します。その内容が他のシンボルなら、シンボルではないものが得られるま
でこのプロセスが繰り返されます。このプロセスのことをシンボル関数インダイレクション (symbol
function indirection: indirectionは間接の意)と呼びます。シンボル関数インダイレクションにつ
いての情報は Section 13.3 [Function Names], page 215を参照してください。

このプロセスの結果、シンボルの関数セルが同じシンボルを参照する場合には、無限ループを起こ
す可能性があります。それ以外なら最終的には非シンボルにたどりつき、それは関数か他の適切なオ
ブジェクトである必要があります。

適切なオブジェクトとは、より正確には Lisp 関数 (ラムダ式)、バイトコード関数、プリミティ
ブ関数、Lisp マクロ、スペシャルフォーム、またはオートロードオブジェクトです。これらそれぞ
れの型については以降のセクションで説明します。これらの型以外のオブジェクトなら Emacs は
invalid-functionエラーをシグナルします。

以下の例はシンボルインダイレクションのプロセスを説明するものです。わたしたちはシンボルの
関数セルへの関数のセットに fset、関数セルの内容 (Section 13.9 [Function Cells], page 226を
参照)の取得に symbol-functionを使用します。具体的には firstの関数セルにシンボル carを格
納して、シンボル firstを ersteの関数セルに格納します。

;; この関数セルのリンクを構築する:
;; ------------- ----- ------- -------

;; | #<subr car> | <-- | car | <-- | first | <-- | erste |

;; ------------- ----- ------- -------

(symbol-function 'car)

⇒ #<subr car>

(fset 'first 'car)

⇒ car

(fset 'erste 'first)

⇒ first
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(erste '(1 2 3)) ; ersteにより参照される関数を呼び出す
⇒ 1

対照的に、以下の例ではシンボル関数インダイレクションを使用せずに関数を呼び出しています。
なぜなら 1番目の要素はシンボルではなく、無名Lisp関数 (anonymous Lisp function)だからです。

((lambda (arg) (erste arg))

'(1 2 3))

⇒ 1

関数自身を実行するとその関数の bodyを評価します。ここでは ersteを呼び出すとき、シンボル関
数インダイレクションが行なわれています。

このフォームが使用されるのは稀であり、現在では推奨されていません。かわりに以下のように記
述するべきです:

(funcall (lambda (arg) (erste arg))

'(1 2 3))

または単に

(let ((arg '(1 2 3))) (erste arg))

ビルトイン関数の indirect-functionは、明示的にシンボル関数インダイレクションを処理す
るための簡単な方法を提供します。

[Function]indirect-function function &optional noerror
この関数は functionが意味するものを関数としてリターンする。functionがシンボルなら func-
tionの関数定義を探して、その値で最初からやり直す。functionがシンボルでなければ function
自身をリターンする。

この関数は最終的なシンボルがバインドされていなければ nilをリターンする。特定のシンボ
ル内にループがれば、この関数は cyclic-function-indirectionエラーをシグナルする。

オペション引数 noerrorは廃れており、後方互換のためだけのもので効果はない。

以下は Lispで indirect-functionを定義する例である:

(defun indirect-function (function)

(if (symbolp function)

(indirect-function (symbol-function function))

function))

10.1.5 関数フォームの評価

リストの 1番目の要素が Lispの関数オブジェクト、バイトコードオブジェクト、プリミティブ関数オ
ブジェクトのいずれかと評価されると、そのリストは関数呼び出し (function call)になります。たと
えば、以下は関数+を呼び出します:

(+ 1 x)

関数呼び出しを評価する最初のステップでは、そのリストの残りの要素を左から右に評価します。
結果は引数の実際の値で、リストの各要素にたいして 1 つの値となります。次のステップでは関数
apply(Section 13.5 [Calling Functions], page 218を参照)を使用して、引数のリストでその関数
を呼び出します。関数が Lispで記述されていたら引数はその関数の引数変数にバインドするために使
用されます。その後に関数 body内のフォームが順番に評価されて、リストの bodyフォームの値が
関数呼び出しの値になります。
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10.1.6 Lispマクロの評価

リストの最初の要素がマクロオブジェクトと評価されると、そのリストはマクロ呼び出し (macro call)
になります。マクロ呼び出しが評価されるとき、リストの残りの要素は最初は評価されません。その
かわりこれらの要素自体がマクロの引数に使用されます。そのマクロ定義は、元のフォームが評価さ
れる場所で置換フォームを計算します。これをマクロの展開 (expansion)と言います。展開した結果
は、任意の種類のフォーム— 自己評価定数、シンボル、リストになります。展開した結果自体がマク
ロ呼び出しなら、結果が他の種類のフォームになるまで、繰り返し展開処理が行なわれます。

通常のマクロ展開は、その展開結果を評価することにより終了します。しかし他のプログラムもマ
クロ呼び出しを展開し、それらが展開結果を評価するか、あるいは評価しないかもしれないので、そ
のマクロ展開が即時または最終的に評価される必要がない場合があります。

引数式は通常はマクロ展開の計算の一部としては評価されませんが、展開の部分として出現するの
で、展開結果が評価されるときに計算されます。

たとえば以下のようなマクロ定義が与えられたとします:

(defmacro cadr (x)

(list 'car (list 'cdr x)))

(cadr (assq 'handler list))のような式はマクロ呼び出しであり、展開結果は以下のようになり
ます:

(car (cdr (assq 'handler list)))

引数 (assq 'handler list)が展開結果に含まれることに注意してください。

Emacs Lispマクロの完全な説明は Chapter 14 [Macros], page 243を参照してください。

10.1.7 スペシャルフォーム

スペシャルフォーム (special form)とは、特別だとマークされたプリミティブ関数であり、その引数
のすべては評価されません。もっとも特別なフォームは制御構文の定義や変数バインディングの処理
等、関数ではできないことを行ないます。

スペシャルフォームはそれぞれ、どの引数を評価して、どの引数を評価しないかについて独自の
ルールをもちます。特定の引数が評価されるかどうかは、他の引数を評価した結果に依存します。

式の最初のシンボルがスペシャルフォームなら、式はそのスペシャルフォームのルールにしたがう
必要があります。それ以外なら Emacsの挙動は (たとえクラッシュしなくいとしても)未定義です。
たとえば ((lambda (x) x . 3) 4)は lambdaで始まるサブ式を含みますが、これは適正な lambda

式ではないので、Emacsはエラーをシグナルするかもしれないし、3や 4や nilをリターンしたり、
もしかしたら他の挙動を示すかもしれません。

[Function]special-form-p object
この述語は引数がスペシャルフォームかをテストして、スペシャルフォームなら t、それ以外
なら nilをリターンする。

以下に Emacs Lispのスペシャルフォームすべてと、それらがどこで説明されているかのリファ
レンスをアルファベット順でリストします。

and see Section 11.3 [Combining Conditions], page 149,

catch see Section 11.7.1 [Catch and Throw], page 163,

cond see Section 11.2 [Conditionals], page 147,

condition-case

see Section 11.7.3.3 [Handling Errors], page 168,
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defconst see Section 12.5 [Defining Variables], page 179,

defvar see Section 12.5 [Defining Variables], page 179,

function see Section 13.7 [Anonymous Functions], page 221,

if see Section 11.2 [Conditionals], page 147,

interactive

see Section 21.3 [Interactive Call], page 383,

lambda see Section 13.2 [Lambda Expressions], page 212,

let

let* see Section 12.3 [Local Variables], page 176,

or see Section 11.3 [Combining Conditions], page 149,

prog1

prog2

progn see Section 11.1 [Sequencing], page 146,

quote see Section 10.2 [Quoting], page 140,

save-current-buffer

see Section 27.2 [Current Buffer], page 591,

save-excursion

see Section 30.3 [Excursions], page 766,

save-restriction

see Section 30.4 [Narrowing], page 767,

setq see Section 12.8 [Setting Variables], page 183,

setq-default

see Section 12.11.2 [Creating Buffer-Local], page 193,

unwind-protect

see Section 11.7 [Nonlocal Exits], page 163,

while see Section 11.5 [Iteration], page 160,

Common Lisp に関する注意: GNU Emacs と Common Lisp のスペシャルフォー
ムを比較する。setq、if、catchは Emacs LispとCommon Lispの両方でスペシャ
ルフォームである。save-excursionは Emacs Lisp ではスペシャルフォームだが、
Common Lispには存在しない。throwはCommon Lispではスペシャルフォーム (な
ぜなら複数の値を throwできなければならない)だが、Emacs Lispでは (複数の値を
もたない)関数である。

10.1.8 自動ロード

オートロード (autoload)機能により、まだ関数定義がEmacsにロードされていない関数 (またはマク
ロ)を呼び出すことができます。オートロードは定義がどのファイルに含まれるかを指定します。オー
トロードオブジェクトがシンボルの関数定義にある場合は、関数としてそのシンボルを呼び出すこと
により、自動的に指定されたファイルがロードされます。その後にファイルからロードされた実際の
定義を呼び出します。シンボル内の関数定義としてオートロードオブジェクトをアレンジする方法は
Section 16.5 [Autoload], page 275で説明します。
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10.2 クォート

スペシャルフォーム quoteは、単一の引数を記述されたままに評価せずにリターンします。これはプ
ログラムに自己評価オブジェクトではない、定数シンボルや定数リストを含める方法を提供します (数
字、文字列、ベクターのような自己評価オブジェクトをクォートする必要はない)。

[Special Form]quote object
このスペシャルフォームは objectを評価せずにリターンする。リターン値は共有されるかもし
れないので変更しないこと。Section 10.1.1 [Self-Evaluating Forms], page 135 を参照の
こと。

quoteはプログラム中で頻繁に使用されるので、Lispはそれにたいする便利な入力構文を提供し
ます。アポストロフィー文字 (‘'’)に続けて Lispオブジェクト (の入力構文)を記述すると、それは 1
番目の要素が quote、2番目の要素がそのオブジェクトであるようなリストに展開されます。つまり
入力構文'xは (quote x)の略記になります。

以下に quoteを使用した式の例をいくつか示します:

(quote (+ 1 2))

⇒ (+ 1 2)

(quote foo)

⇒ foo

'foo

⇒ foo

''foo

⇒ 'foo

'(quote foo)

⇒ 'foo

['foo]

⇒ ['foo]

(list '+ 1 2)と'(+ 1 2)の 2つの式はいずれも (+ 1 2)と equalなリストを生成しますが前者
はmutableリストを新たに作成するのにたいして、後者は共有される可能性のある変更すべきではな
いコンスから構築したリストを作成します。Section 10.1.1 [Self-Evaluating Forms], page 135を
参照してください。

他のクォート構文としては、コンパイル用にLispで記述された無名のラムダ式の元となるfunction

(Section 13.7 [Anonymous Functions], page 221を参照)、リストを計算して置き換える際にリス
トの一部だけをクォートするために使用される ‘`’(Section 10.3 [Backquote], page 140を参照)が
あります。

10.3 バッククォート

バッククォート構文 (backquote constructs)を使用することにより、リストをクォートしてそのリ
ストのある要素を選択的に評価することができます。もっとも簡単な使い方ではスペシャルフォーム
quoteと同じです。たとえば以下の 2つのフォームは同じ結果を生みます:

`(a list of (+ 2 3) elements)

⇒ (a list of (+ 2 3) elements)

'(a list of (+ 2 3) elements)

⇒ (a list of (+ 2 3) elements)
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バッククォートする引数の内側でスペシャルマーカー ‘,’を使用すると、それは値が定数でないこ
とを示します。Emacs Lispエバリュエーターは ‘,’がついた引数を放置して、リスト構文内にその値
を配置します:

`(a list of ,(+ 2 3) elements)

⇒ (a list of 5 elements)

‘,’による置き換えを、リスト構文のより深いレベルでも使用できます。たとえば:

`(1 2 (3 ,(+ 4 5)))

⇒ (1 2 (3 9))

スペシャルマーカー ‘,@’を使用すれば、評価された値を結果リストに継ぎ足す (splice)こともで
きます。継ぎ足されたリストの要素は、結果リスト内の他の要素と同じレベルになります。‘`’を使用
しない等価なコードは読むのが困難なことがよくあります。以下にいくつかの例を示します:

(setq some-list '(2 3))

⇒ (2 3)

(cons 1 (append some-list '(4) some-list))

⇒ (1 2 3 4 2 3)

`(1 ,@some-list 4 ,@some-list)

⇒ (1 2 3 4 2 3)

(setq list '(hack foo bar))

⇒ (hack foo bar)

(cons 'use

(cons 'the

(cons 'words (append (cdr list) '(as elements)))))

⇒ (use the words foo bar as elements)

`(use the words ,@(cdr list) as elements)

⇒ (use the words foo bar as elements)

バッククォート構文の部分式に置換や継ぎ足し (splice)がなければ、これは共有される可能性があ
り変更するべきではないコンス、ベクター、文字列での quoteのように振る舞います。Section 10.1.1
[Self-Evaluating Forms], page 135を参照してください。

10.4 evalについて

フォームはほとんどの場合、実行されるプログラム内に出現することにより自動的に評価されます。ご
く稀に実行時 — たとえば編集されているテキストやプロパティーリストから取得したフォームを読
み取った後 — に計算されるようにフォームを評価するコードを記述する必要があるかもしれません。
このようなときは eval関数を使用します。evalが不必要だったり、かわりに他の何かを使用すべき
ときがよくあります。たとえば変数から値を取得するには evalも機能しますが、symbol-valueの
ほうが適しています。evalで評価するためにプロパティーリストに式を格納するかわりに、funcall
に渡すように関数を格納した方がよいでしょう。

このセクションで説明する関数と変数はフォームの評価、評価処理の制限の指定、最後にリターンさ
れた値の記録を行なうものです。ファイルのロードでも評価が行なわれます (Chapter 16 [Loading],
page 270を参照)。

データ構造に式を格納して評価するより、データ構造に関数を格納して funcallや applyで呼び
出すほうが、より明解で柔軟です。関数を使用することにより、引数に情報を渡す能力が提供されます。
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[Function]eval form &optional lexical
これは式を評価する基本的な関数である。この関数はカレント環境内で formを評価して、その結
果をリターンする。formオブジェクトの型はそれが評価される方法を決定します。Section 10.1
[Forms], page 135を参照のこと。

引数 lexicalは、ローカル変数にたいするスコープ規則 (Section 12.10 [Variable Scoping],
page 186を参照)を指定する。これが省略または nilならデフォルトのダイナミックスコープ
規則を使用して formを評価することを意味する。tならレキシカルスコープ規則が使用される
ことを意味する。lexicalの値にはレキシカルバインディングでの特定のレキシカル環境 (lexical
environment)を指定する空ではないalistも指定できる。しかしこの機能はEmacs Lispデバッ
ガーのような、特別な用途にたいしてのみ有用。Section 12.10.3 [Lexical Binding], page 188
を参照のこと。

evalは関数なので eval呼び出しに現れる引数式は 2回 — evalが呼び出される前の準備で一
度、eval関数自身によりもう一度 — 評価される。以下に例を示す:

(setq foo 'bar)

⇒ bar

(setq bar 'baz)

⇒ baz

;; evalが引数 fooを受け取る
(eval 'foo)

⇒ bar

;; evalが、fooの値である、引数 barを受け取る
(eval foo)

⇒ baz

evalで現在アクティブな呼び出しの数は max-lisp-eval-depthに制限される (以下参照)。

[Command]eval-region start end &optional stream read-function
この関数はカレントバッファー内の、位置 startと endで定義されるリージョン内のフォームを
評価する。この関数はリージョンからフォームを読み取って evalを呼び出す。これはリージョ
ンの最後に達するか、処理されないエラーがシグナルされるまで行なわれる。

デフォルトでは eval-regionは出力を何も生成しない。しかし streamが非 nilなら出力関
数 (Section 19.5 [Output Functions], page 338を参照)で生成された任意の出力、同様に
リージョン内の式を評価した結果の値が、streamを使用してプリントされる。Section 19.4
[Output Streams], page 336を参照のこと。

read-functionが非 nilなら、readのかわりに 1つずつ式を読み取るために使用する関数を指
定すること。これは入力を読み取るストリームを指定する、1つの引数で呼び出される関数であ
る。この関数を指定するために変数 load-read-function([How Programs Do Loading],
page 272を参照)も使用できるが、引数 read-functionを使用するほうが堅実である。

eval-regionはポイントを移動しない。常に nilをリターンする。

[Command]eval-buffer &optional buffer-or-name stream filename unibyte
print

この関数は eval-regionと似ているが、引数は異なるオプション機能を提供する。
eval-bufferはバッファー buffer-or-nameのアクセス可能な部分 (Section “Narrowing”
in The GNU Emacs Manualを参照)の全体を処理する。buffer-or-nameにはバッファー名
(文字列)を指定でき、nil(または省略)のときはカレントバッファーを意味する。streamが非
nil、または printが nilなら、eval-regionのように streamが使用される。この場合には
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式の評価結果の値は依然として破棄されるが、出力関数による出力はエコーエリアにプリン
トされる。filenameは load-history (Section 16.9 [Unloading], page 283を参照)に使
用されるファイル名であり、デフォルトは buffer-file-name (Section 27.4 [Buffer File
Name], page 595を参照)。unibyteが非 nilなら read可能な限りは文字列をユニコードに
変換する。

eval-current-bufferはこのコマンドのエイリアスである。

[User Option]max-lisp-eval-depth
この変数はエラー (エラーメッセージは"Lisp nesting exceeds max-lisp-eval-depth")
がシグナルされる前にeval、apply、funcallの呼び出しで許容される最大の深さを定義する。

制限を超過時のエラーを付随するこの制限は、誤って定義された関数による無限再帰をEmacs
Lispが回避する方法の 1つである。max-lisp-eval-depthの値を過大に増加させると、その
ようなコードはかわりにスタックオーバーフローを起こすだろう。オーバーフローを処理できる
システムがいくつかある。この場合には通常の Lisp評価は割り込まれて、制御はトップレベル
のコマンドループ (top-level)に戻される。この状況では Emacs Lispデバッガにエンター
する手段は存在しないことに注意されたい。Section 18.1.1 [Error Debugging], page 297を
参照のこと。

Lisp式に記述された関数の呼び出し、関数呼び出しの引数と関数 bodyフォームにたいする再
帰評価、Lispコード内での明示的な呼び出し等では内部的に eval、apply、funcallを使用
して深さ制限を計数する。

この変数のデフォルト値は 800。この値を 100未満にセットした場合には、値が与えられた値
に達すると Lispはそれを 100にリセットする。空きが少なければデバッガー自身を実行する
ために空きが必要になるので、Lispデバッガーに入ったときは値が増加される。

max-specpdl-sizeはネストの他の制限を提供する。[Local Variables], page 178を参照の
こと。

[Variable]values
この変数の値は読み取り、評価、プリントを行なった標準的な Emacsコマンドにより、バッ
ファー (ミニバッファーを含む)からリターンされる値のリストである (これには*ielm*バッ
ファーでの評価や、lisp-interaction-modeでの C-jや C-x C-e、類似の評価コマンドを
使用した評価は含まれないことに注意)。要素の順番はもっとも最近のものが最初になる。

(setq x 1)

⇒ 1

(list 'A (1+ 2) auto-save-default)

⇒ (A 3 t)

values

⇒ ((A 3 t) 1 ...)

この変数は最近評価されたフォームの値を後で参照するのに有用。values自体の値のプリント
は、値がおそらく非常に長くなるので通常は悪いアイデアである。かわりに以下のように特定
の要素を調べること:

;; もっとも最近評価された結果を参照する
(nth 0 values)

⇒ (A 3 t)

;; これは新たな要素を putするので
;; すべての要素が 1つ後に移動する
(nth 1 values)

⇒ (A 3 t)
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;; これは次に新しい、この例の前の次に新しい要素を取得する
(nth 3 values)

⇒ 1

10.5 遅延されたLazy評価

たとえばプログラムの将来において計算結果が不要なら時間を要する計算処理を回避したい等、式の
評価を遅延できれば便利な場合があります。そのような遅延評価 (deferred evaluation)をサポート
するために、thunkは以下の関数とマクロを提供します。

[Macro]thunk-delay forms. . .
formsを評価するための thunkをリターンする (訳注: thunkとは別のサブルーチンに計算を追
加で挿入するために使用するサブルーチンであり、計算結果が必要になるまで計算を遅延したり、
別のサブルーチンの先頭や最後に処理を挿入するために使用される。英語版Wikipediaより)。
thunkは thunk-delay呼び出しの lexical環境を継承するクロージャである (Section 13.10
[Closures], page 228を参照)。このマクロの使用には lexical-bindingが必要。

[Function]thunk-force thunk
thunk を作成した thunk-delayで指定されたフォームの評価を thunkに強制する。最後の
フォームの評価結果をリターンする。thunkが強制されたことも “記憶”される。同一の thunk
にたいする以降の thunk-force呼び出しでは、フォームを再度評価せずに同じ結果をリター
ンする。

[Macro]thunk-let (bindings. . . ) forms. . .
このマクロは letの類似だが “lazy(遅延された)”変数バインディングを作成する。すべてのバ
インディングは (symbol value-form)という形式をもつ。letとは異なり、すべての value-
formの評価は formsを最初に評価する際に、対応する symbolのバインディングが使用され
るまで遅延される。すべての value-formは最大でも 1回評価される。このマクロの使用には
lexical-bindingが必要。

例:

(defun f (number)

(thunk-let ((derived-number

(progn (message "Calculating 1 plus 2 times %d" number)

(1+ (* 2 number)))))

(if (> number 10)

derived-number

number)))

(f 5)

⇒ 5

(f 12)

a Calculating 1 plus 2 times 12

⇒ 25

遅延バインドされた変数の特性として、それらにたいする (setqによる)セットはエラーになり
ます。
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[Macro]thunk-let* (bindings. . . ) forms. . .
これは thunk-letと似ているが、bindings内の任意の式がこの thunk-let*フォーム
内の先行するバインディングの参照を許されている点が異なる。このマクロの使用には
lexical-bindingが必要。

(thunk-let* ((x (prog2 (message "Calculating x...")

(+ 1 1)

(message "Finished calculating x")))

(y (prog2 (message "Calculating y...")

(+ x 1)

(message "Finished calculating y")))

(z (prog2 (message "Calculating z...")

(+ y 1)

(message "Finished calculating z")))

(a (prog2 (message "Calculating a...")

(+ z 1)

(message "Finished calculating a"))))

(* z x))

a Calculating z...

a Calculating y...

a Calculating x...

a Finished calculating x

a Finished calculating y

a Finished calculating z

⇒ 8

thunk-letと thunk-let*は thunkを暗黙に使用します。これらの拡張はヘルパーシンボルを作
成してバインディング式をラップする thunkにバインドします。forms本体中の元の変数にたいする
すべての参照は、対応するヘルパー変数を引数とする thunk-force呼び出し式に置き換えられます。
したがって thunk-letや thunk-let*を使用するコードは thunkを使用するように書き換えが可能
ですが、多くの場合には明示的に thunkを使用するよりこれらのマクロを使用するほうが優れたコー
ドになるでしょう。
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11 制御構造

Lispプログラムは一連の式、あるいはフォーム (Section 10.1 [Forms], page 135を参照)により形
成されます。これらのフォームの実行順は制御構造 (control structures)で囲むことによって制御し
ます。制御構造とはその制御構造が含むフォームをいつ、どのような条件で、何回実行するかを制御
するスペシャルフォームです。

もっとも単純な実行順は 1番目は a、2番目は b、...というシーケンシャル実行 (sequential exe-
cution: 順番に実行)です。これは関数の body内の連続する複数のフォームや、Lispコードのファ
イル内のトップレベルを記述したときに発生します — つまりフォームは記述した順に実行されます。
わたしたちはこれをテキスト順 (textual order)と呼びます。たとえば関数の bodyが 2つのフォー
ム aと bから構成される場合、関数の評価は最初に a、次に bを評価します。bを評価した結果がその
関数の値となります。

明示的に制御構造を使用することにより、非シーケンシャルな順番での実行が可能になります。

Emacs Lispは他の様々な順序づけ、条件、繰り返し、(制御された)ジャンプを含む複数の種類の
制御構造を提供しており、以下ではそれらのすべてを記述します。ビルトインの制御構造は制御構造
のサブフォームが評価される必要がなかったり、順番に評価される必要がないのでスペシャルフォー
ムです。独自の制御構造を構築するためにマクロを使用することができます (Chapter 14 [Macros],
page 243を参照)。

11.1 順序

フォームを出現順に評価するのは、あるフォームから別のフォームに制御を渡すもっとも一般的な制
御です。関数の bodyのようなコンテキストにおいては自動的にこれが行なわれます。他の場所では
これを行なうために制御構造を使用しなければなりません。Lispで一単純な制御構造は prognです。

スペシャルフォーム prognは以下のようなものです:

(progn a b c ...)

これは順番に a、b、c、...を実行するよう指定します。これらは prognフォームの body と呼ばれま
す。body内の最後のフォームの値が progn全体の値になります。(progn)は nilをリターンします。

初期の Lispでは prognは、連続で複数のフォームを実行して最後のフォームの値を使用する唯一
の方法でした。しかしプログラマーは関数の bodyの、(その時点では)1つのフォームだけが許される
場所で prognを使用する必要が多いことに気づきました。そのため関数の bodyを暗黙の prognにし
て、prognの bodyのように複数のフォームを記述できるようにしました。他の多くの制御構造も暗
黙の prognを同様に含みます。結果として昔ほど prognは多用されなくなりました。現在では progn

が必要になるのは unwind-protect、and、or、または ifの thenパートの中であることがほとんど
です。

[Special Form]progn forms. . .
このスペシャルフォームは formsのすべてをテキスト順に評価してフォームの結果をリターン
する。

(progn (print "The first form")

(print "The second form")

(print "The third form"))

a "The first form"

a "The second form"

a "The third form"

⇒ "The third form"
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他の 2つの構文は一連のフォームを同様に評価しますが、異なる値をリターンします:

[Special Form]prog1 form1 forms. . .
このスペシャルフォームは form1と formsのすべてをテキスト順に評価して form1の結果をリ
ターンする。

(prog1 (print "The first form")

(print "The second form")

(print "The third form"))

a "The first form"

a "The second form"

a "The third form"

⇒ "The first form"

以下の例は変数 xのリストから 1番目の要素を削除して、削除した 1番目の要素の値をリター
ンする:

(prog1 (car x) (setq x (cdr x)))

[Special Form]prog2 form1 form2 forms. . .
このスペシャルフォームは form1、form2、その後の formsのすべてをテキスト順で評価して
form2の結果をリターンする。

(prog2 (print "The first form")

(print "The second form")

(print "The third form"))

a "The first form"

a "The second form"

a "The third form"

⇒ "The second form"

11.2 条件

条件による制御構造は候補の中から選択を行ないます。Emacs Lispは 5つの条件フォームをもちます。
ifは他の言語のものとほとんど同じです。whenとunlessはifの変種です。condは一般化された case
命令です。condを汎用化したものが pcaseです (Section 11.4 [Pattern-Matching Conditional],
page 150を参照)。

[Special Form]if condition then-form else-forms. . .
ifは conditionの値にもとづき then-formと else-formsを選択する。評価された conditionが
非 nilなら then-formが評価されて結果がリターンされる。それ以外なら else-formsがテキス
ト順に評価されて最後のフォームの値がリターンされる (ifの elseパートは暗黙の prognの例
である。Section 11.1 [Sequencing], page 146を参照)。

conditionの値が nilで else-formsが与えられなければ、ifは nilをリターンする。

選択されなかったブランチは決して評価されない — 無視される — ので、ifはスペシャル
フォームである。したがって以下の例では printが呼び出されることはないので trueはプリ
ントされない。

(if nil

(print 'true)

'very-false)

⇒ very-false
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[Macro]when condition then-forms. . .
これは else-formsがなく、複数の then-formsが可能な ifの変種である。特に、

(when condition a b c)

は以下と完全に等価である

(if condition (progn a b c) nil)

[Macro]unless condition forms. . .
これは then-formがない ifの変種です:

(unless condition a b c)

は以下と完全に等価である

(if condition nil

a b c)

[Special Form]cond clause. . .
condは任意個数の選択肢から選択を行なう。cond内の各 clauseはリストでなければならない。
このリストの carは conditionで、(もしあれば)残りの要素は body-formsとなる。したがっ
て clauseは以下のようになる:

(condition body-forms...)

condは各clauseのconditionを評価することにより、テキスト順でclauseを試みる。condition
の値が非 nilならその clauseは成り立つ。その後に condはその clauseの body-formsを評価
して、body-formsの最後の値をリターンする。残りの clauseは無視される。

conditionの値が nilならその clauseは失敗して、condは次の clauseに移動してそれの con-
ditionを試みる。

clauseは以下のようにも見えるかもしれない:

(condition)

conditionがテストされたときに非 nilなら、condフォームは conditionの値をリターンする。

すべての conditionが nilに評価された場合 — つまりすべての clauseが不成立なら、cond

は nilをリターンする。

以下の例は xの値が数字、文字列、バッファー、シンボルなのかをテストする 4つの clauseを
もつ:

(cond ((numberp x) x)

((stringp x) x)

((bufferp x)

(setq temporary-hack x) ; 1つの clauseに
(buffer-name x)) ; 複数 bodyフォーム

((symbolp x) (symbol-value x)))

前の clause が不成立のとき最後の条項を実行したいときがよくある。これを行なうには (t

body-forms)のように、conditionの最後の clauseに tを使用する。フォーム tは tに評価さ
れ決して nilにならないので、この clause が不成立になることはなく最終的に condはこの
clauseに到達する。たとえば:

(setq a 5)

(cond ((eq a 'hack) 'foo)

(t "default"))

⇒ "default"

この cond式は aの値が hackなら foo、それ以外は文字列"default"をリターンする。
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すべての条件構文は condか ifのいずれかで表すことができます。したがってどちらを選択するか
はスタイルの問題になります。たとえば:

(if a b c)

≡
(cond (a b) (t c))

11.3 組み合わせ条件の構築

このセクションでは複雑な条件を表現するために ifや condとともによく使用される構文を説明しま
す。andと orの構文は、ある種の複数条件の構文として個別に使用することもできます。

[Function]not condition
この関数は conditionが偽であることをテストする。この関数は conditionが nilなら t、それ
以外は nilをリターンする。関数 notは nullと等価であり、空のリストをテストする場合は
nullの使用を推奨する。

[Special Form]and conditions. . .
スペシャルフォーム andは、すべての conditionsが真かどうかをテストする。この関数は con-
ditionsを記述順に 1つずつ評価することにより機能する。

ある conditionsが nilに評価されると、残りの conditionsに関係なく、andは nilをリターン
しなければならない。この場合 andは即座に nilをリターンして、残りの conditionsは無視さ
れる。

すべての conditionsが非 nilなら、それらの最後の値が andフォームの値になる。conditions
がない単独の (and)は tをリターンする。なぜならすべての conditionsが非 nilとなるので、
これは適切である (考えてみてみよ、非 nilでない conditionsはどれか?)。

以下に例を示す。1番目の条件は整数 1をリターンし、これは nilではまい。同様に 2番目の
条件は整数 2をリターンし、これも nilではない。3番目の条件は nilなので、のこりの条件
が評価されることは決してない。

(and (print 1) (print 2) nil (print 3))

a 1

a 2

⇒ nil

以下は andを使用した、より現実的な例である:

(if (and (consp foo) (eq (car foo) 'x))

(message "foo is a list starting with x"))

(consp foo)が nilをリターンすると、(car foo)は実行されないのでエラーにならないこと
に注意。

ifか condのいずれかを使用して、and式を記述することもできる。以下にその方法を示す:

(and arg1 arg2 arg3)

≡
(if arg1 (if arg2 arg3))

≡
(cond (arg1 (cond (arg2 arg3))))

[Special Form]or conditions. . .
スペシャルフォーム orは、少なくとも 1つの conditionsが真かどうかをテストする。この関
数はすべての conditionsを 1つずつ、記述された順に評価することにより機能する。
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ある conditionsが非 nil値に評価されたら、orの結果は非 nilでなければならない。この場
合 orは即座にリターンし、残りの conditionsは無視される。この関数がリターンする値は、非
nil値に評価された条件の値そのものである。

すべての conditionsがnilなら、or式はnilをリターンします。conditionsのない単独の(or)

は nilをリターンする。なぜならすべての conditionsが nilになるのでこれは適切である (考
えてみよ、nilでない conditionsはどれか?)。

たとえば以下の式は、xが nilか整数 0かどうかをテストする:

(or (eq x nil) (eq x 0))

and構文と同様に、orを condに置き換えて記述することができる。たとえば:

(or arg1 arg2 arg3)

≡
(cond (arg1)

(arg2)

(arg3))

ほとんどの場合は、orを ifに置き換えて記述できるが完全ではない:

(if arg1 arg1

(if arg2 arg2

arg3))

これは完全に同一ではない。なぜなら arg1か arg2を 2回評価するかもしれないからである。
対照的に (or arg1 arg2 arg3)が 2回以上引数を評価することは決してない。

[Function]xor condition1 condition2
この関数は condition1と condition2の排他的論理和をリターンする。つまり xorは引数がい
ずれも nilあるいは非 nilなら nilをリターンする。それ以外なら非 nilの引数の値をリター
ンする。

orとは対照的に引数はどちらも常に評価されることに注意。

11.4 パターンマッチングによる条件

4つの基本的な条件フォームとは別に、Emacs Lispには condと cl-case (Section “Conditionals”
in Common Lisp Extensionsを参照)の合成物とも言うべき、pcaseマクロというパターンマッチ
ングによる条件フォームがあります。これは condと cl-caseの制限を克服して、パターンマッチン
グによるプログラミングスタイル (pattern matching programming style)を導入するものです。そ
の pcaseが克服する制限とは:

• condフォームは clauseそれぞれにたいして述語 conditionを評価して候補から選択を行う (Sec-
tion 11.2 [Conditionals], page 147を参照)。condition内での letバインドされた変数が clause
の body-formsで利用できないのが主な制限。

もう 1つの煩しい (制限というより不便な)点は一連の condition述語が等価なテストを実装する
際にはコードが多数回繰り返されること (cl-caseはこの不便さを解決している)。

• cl-caseマクロは最初の引数と特定の値セットの等価性を評価することにより候補から選択を
行う。

制限は 2つ:

1. 等価性のテストに eqlを使用。

2. 値は既知でありあらかじめ記述されていなければならない。



Chapter 11: 制御構造 151

これらの制限は文字列や複合データ構造にたいして cl-caseを不適格にする (このような制限は
condにはないが上述のように別の制限をもつ)。

pcaseマクロはパターンマッチング (pattern matching)の変種であるような等価性テストを汎化し
たものによる conditionの置き換え、clauseの述語を簡潔に表現できるような機能の追加、clauseの
述語と body-formsの間で letバインディングを共有するようなアレンジにより、概念的には最初の引
数のフォーカスでは cl-case、clauseの処理フローでは condを借用しています。

この述語の簡潔な表現はパターン (pattern)として知られています。最初の引数の値にたいして呼
び出される述語が非 nilをリターンしたときには、“パターンが値にマッチした”といいます (“値が
パターンにマッチした”ということもある)。

11.4.1 pcaseマクロ

背景は Section 11.4 [Pattern-Matching Conditional], page 150を参照してください。

[Macro]pcase expression &rest clauses
clauses内の clauseは (pattern body-forms...)という形式をもつ。

expressionの値 ( expval )を決定するために評価する。patternが expvalにマッチするような
最初の clauseを探して、その clauseの body-formsに制御を渡す。

マッチが存在すれば pcaseの値はマッチが成功した clauseの body-formsの最後の値、それ以
外なら pcaseは nilに評価される。

各 patternは pcaseパターン (pcase pattern)である必要があります。これは以下に定義される
コアパターンのいずれか、または pcase-defmacro (Section 11.4.2 [Extending pcase], page 157
を参照)を通じて定義されるパターンの 1つを使用できます。

このサブセクションの残りの部分ではコアパターンの異なるフォームをいくつかの例を交えて説明
して、いくつかのパターンフォームが提供する letバイディング機能を使用する上で重要な注意点で
締めくくります。コアパターンは以下のフォームをもつことができます:

_ 任意の expvalにマッチ。これは don’t care、あるいはワイルドカード (wildcard)とし
ても知られる。

'val expvalと valが等しければマッチ。比較は equalのように行われる (Section 2.8 [Equal-
ity Predicates], page 33を参照)。

keyword

integer

string expvalがリテラルオブジェクトと等しければマッチ。これは上述の'valの特殊なケース
であり、これらのタイプのリテラルオブジェクトが自己クォート (self-quoting)を行う
ために可能となる。

symbol 任意の expvalにマッチするとともに、追加で symbolを expvalに letバインドする。こ
のようなバインディングは body-forms内でも利用できる (Section 12.10.1 [Dynamic
Binding], page 186を参照)。

symbolが (以下の andを使用することにより)シーケンスパターン seqpatの一部なら、
symbolに後続する seqpat部分でもバインディングは利用可能。この使用法にはいくつ
かの注意点がある。[caveats], page 154を参照のこと。

使用を避けるべき 2 つのシンボルは_ (上述) と同様に振る舞う非推奨の tと nil(エ
ラーをシグナルする)。同様にキーワードシンボルへのバインドは無意味 (Section 12.2
[Constant Variables], page 175を参照)。
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(pred function)

expvalにたいして述語 functionが非 nilをリターンしたらマッチ。述語 functionは以
下のフォームのいずれかが可能:

関数名 (シンボル)
expvalを単一の引数として名前つきの関数を呼び出す。

例: integerp

lambda式 expvalを単一の引数として無名関数を呼び出す (Section 13.2 [Lambda
Expressions], page 212を参照)。

例: (lambda (n) (= 42 n))

n個の引数での関数呼び出し
関数 (関数呼び出しの 1つ目の要素)を n個の引数 (残りの要素)、および
expvalを n+1番目の追加の引数としてで呼び出す。

例: (= 42)

この例では関数が=、nが 1であり、実際の関数呼び出しは (= 42 expval)

になる。

(app function pattern)

expvalにたいして呼び出した functionが patternにマッチする値をリターンすればマッ
チ。functionは上述の predで説明したフォームのいずれかが可能。しかし predとは異な
り、appはブーリーンの真値ではなく patternにたいして結果をテストする点が異なる。

(guard boolean-expression)

boolean-expressionが非 nilに評価されればマッチ。

(let pattern expr)

exprvalを取得するために exprを評価して、exprvalが patternにマッチすればマッチ
(patternは symbolを使用することでシンボルに値をバインドできるので letと呼ば
れる)。

seqpatとしても知られるシーケンスパターン (sequencing pattern)はサブパターンを順に処理
するパターンです。pcaseにたいしては andと orの 2つが存在します。これらは同じ名前のスペシャ
ルフォーム (Section 11.3 [Combining Conditions], page 149を参照)と同様の方式で振る舞いま
すが、値ではなくサブパターンを処理します。

(and pattern1...)

pattern1 . . .のいずれかがマッチに失敗するまで順にマッチを試みる。この場合には and

もマッチに失敗して、残りのサブパターンはテストしない。すべてのサブパターンがマッ
チすれば andはマッチする。

(or pattern1 pattern2...)

pattern1、pattern2、. . .のいずれかがマッチに成功するまで順にマッチを試みる。こ
の場合には orもマッチして、残りのサブパターンはテストしない (少なくとも 2つのサ
ブパターンが存在しなければならないことに注意。単に (or pattern1)ではエラーを
シグナルする)。

body-formsに一定の環境 (〈undefined〉 [Intro Eval], page 〈undefined〉を参照)を与
える (マッチでのエラー評価を避ける)ために、サブパターンのいずれかがシンボルセッ
トを letバインドする場合には、同じシンボルセットをすべてバインドしなければなら
ない。
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例: cl-caseにたいする利点

以下はcl-case (Section “Conditionals” in Common Lisp Extensionsを参照)にたいするpcase

の利点のいくつかを強調する例です。

(pcase (get-return-code x)

;; 文字列
((and (pred stringp) msg)

(message "%s" msg))

;; シンボル
('success (message "完了!"))

('would-block (message "残念、今は実行できない"))

('read-only (message "shmliblickは読み取り専用"))

('access-denied (message "必要な権限がない"))

;; default

(code (message "未知のリターンコード %S" code)))

cl-caseでは get-return-codeのリターン値を保持するためにローカル変数 codeを宣言する必要
があります。さらに cl-caseは比較に eqlを使用するので文字列の使用も難しくなります。

例: andの使用

後続のサブパターン (と同様に bodyフォーム)にバインディングを提供する 1つ以上の symbolサブ
パターンをもつ andで開始するのが、パターンを記述する際の一般的なイディオムです。たとえば以
下のパターンは 1桁の整数にマッチします。

(and

(pred integerp)

n ; nに expvalをバインド
(guard (<= -9 n 9)))

まず predは (integerp expval) が非 nilに評価されればマッチになります。次に nはすべてに
マッチする symbolパターンであり、nに expvalがバインドされます。最後に guardはブーリーン式
(<= -9 n 9)が非 nilに評価されればマッチになります (nへの参照に注意)。これらすべてのサブパ
ターンがマッチすれば andがマッチになります。

例: pcaseによる書き換え

以下はシンプルなマッチングタスクを伝統的な実装 (関数 grok/traditionalから、pcaseを使用す
る実装 (関数 grok/pcase)に書き換える別の例です。これらの関数の docstringはいずれも “If OBJ
is a string of the form "key:NUMBER", return NUMBER (a string). Otherwise, return
the list ("149" default).”です。最初は伝統的な実装です (Section 34.3 [Regular Expressions],
page 885を参照):

(defun grok/traditional (obj)

(if (and (stringp obj)

(string-match "^key:\\([[:digit:]]+\\)$" obj))

(match-string 1 obj)

(list "149" 'default)))

(grok/traditional "key:0") ⇒ "0"

(grok/traditional "key:149") ⇒ "149"

(grok/traditional 'monolith) ⇒ ("149" default)
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この書き換えでは symbolバインディング、および or、and、pred、app、letを実演します。

(defun grok/pcase (obj)

(pcase obj

((or ; L1
(and ; L2
(pred stringp) ; L3
(pred (string-match ; L4

"^key:\\([[:digit:]]+\\)$")) ; L5
(app (match-string 1) ; L6

val)) ; L7
(let val (list "149" 'default))) ; L8
val))) ; L9

(grok/pcase "key:0") ⇒ "0"

(grok/pcase "key:149") ⇒ "149"

(grok/pcase 'monolith) ⇒ ("149" default)

grok/pcaseは主に 1つの pcaseフォームの clause、L1から L8のパターン、L9の (1つの)フォー
ムからなります。パターンは引数であるサブパターンにたいして順にマッチを試みる orです。これは
最初に and (L2から L7)、次に let (L8)のように、いずれかが成功するまで順にマッチを試みます。

前出の例 ([Example 1], page 153を参照)のように、andは以降のサブパターンが正しいタイプ
のオブジェクト (この場合は文字列)に作用することを保証するために predサブパターンで始まりま
す。(stringp expval)が nilなら predは失敗となり、したがって andも失敗となります。

次の pred (L4から L5)は (string-match RX expval)を評価して結果が非 nil ( expvalが
期待するフォーム key:NUMBERであることを意味する)ならマッチになります。これが失敗すると再
び predは失敗となり、したがって andも失敗となります。

(andの一連のサブパターンでは)最後の appは一時的な値 tmp (部分文字列 “NUMBER”)を取
得するために (match-string 1 expval) (L6)を評価して、パターン val (L7)と tmpのマッチを
試みます。これは symbolパターンなので無条件でマッチして、valに tmpを追加でバインドします。

ついに appがマッチしたので、andのすべてのサブパターンがマッチして、andがマッチとなりま
す。同じように一度 andがマッチすれば orがマッチするので、サブパターン let (L8)の処理が試み
られることはありません。

objが文字列以外、あるいは間違った形式の文字列の場合を考えてみましょう。この場合にはいず
れかの pred (L3から L5)がマッチに失敗するので、and (L2)がマッチに失敗して、or (L1)がサ
ブパターン let (L8)の処理を試みます。

まず letは ("149" default)を取得するために (list "149" 'default)を評価して、それか
らパターン valにたいして exprvalのマッチを試みます。これは symbolパターンなので無条件にマッ
チして、追加で valに exprvalをバインドします。これで letがマッチしたので、orがマッチとなり
ます。

andと letのサブパターンはどちらも同じ方法、すなわち valをバインドする過程で symbolパ
ターンの valに (常に成功する)マッチを試みることにより完了することに注意してください。した
がって orは常にマッチして、常に制御を bodyフォーム (L9)に渡します。マッチが成功した pcase

の clauseとしては最後の bodyなので、これは pcaseの値となり、同様に grok/pcaseのリターン
値になります (Section 13.1 [What Is a Function], page 210を参照)。
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シーケンスパターンにおける symbolの注意点

前出の例のすべてでは、何らかの方法により symbolサブパターンが含まれるシーケンスパターンが
使用されています。以下に使用法に関する重要な詳細をいくつか挙げます。

1. seqpat内に symbolが複数回出現する場合には、2回目以降に出現してもリバインドには展開さ
れないが、かわりに eqを使用した等価性テストに展開される。

以下の例には 2つの clauseと 2つの seqpat (AとB)を使用している。AとBはいずれも最初
に (predを使用することにより)expvalがペアであることをチェックして、それから (それぞれに
たいして appを使用することにより) expvalの carと cdrにシンボルをバインドする。

Aではシンボル stが 2回記述されているので、2つ目の記述は eqを使用した等価性チェックにな
る。一方でBは s1と s2という別個のシンボルを使用するので、独立したバインディングになる。

(defun grok (object)

(pcase object

((and (pred consp) ; seqpat A

(app car st) ; st: 1回目
(app cdr st)) ; st: 2回目

(list 'eq st))

((and (pred consp) ; seqpat B

(app car s1) ; s1: 1回目
(app cdr s2)) ; s2: 1回目

(list 'not-eq s1 s2))))

(let ((s "yow!"))

(grok (cons s s))) ⇒ (eq "yow!")

(grok (cons "yo!" "yo!")) ⇒ (not-eq "yo!" "yo!")

(grok '(4 2)) ⇒ (not-eq 4 (2))

2. symbolを参照するコードの副作用は未定義。無視する。たとえば以下 2つの関数は類似してい
る。いずれの関数も and、symbol、guardを使用する:

(defun square-double-digit-p/CLEAN (integer)

(pcase (* integer integer)

((and n (guard (< 9 n 100))) (list 'yes n))

(sorry (list 'no sorry))))

(square-double-digit-p/CLEAN 9) ⇒ (yes 81)

(square-double-digit-p/CLEAN 3) ⇒ (no 9)

(defun square-double-digit-p/MAYBE (integer)

(pcase (* integer integer)

((and n (guard (< 9 (incf n) 100))) (list 'yes n))

(sorry (list 'no sorry))))

(square-double-digit-p/MAYBE 9) ⇒ (yes 81)

(square-double-digit-p/MAYBE 3) ⇒ (yes 9) ; WRONG!

違いは guard内の boolean-expressionである。CLEANは単に直接 nを参照するのにたいして、
MAYBEは式 (incf n)の中で副作用により nを参照している。integerの際には以下のようなこ
とが発生している:
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• 最初の nは expval (評価した結果である (* 3 3)、つまり 9)にバインドされる。

• boolean-expressionが評価される:

start: (< 9 (incf n) 100)

becomes: (< 9 (setq n (1+ n)) 100)

becomes: (< 9 (setq n (1+ 9)) 100)

becomes: (< 9 (setq n 10) 100)

; ここで副作用!
becomes: (< 9 n 100) ; nは 10にバインドされている
becomes: (< 9 10 100)

becomes: t

• 結果は非 nilなので guardがマッチして andがマッチとなり、制御はその clauseの body
フォームに渡される。

MAYBEには 9が 2桁の整数だと判定してしまう数学的な誤り以外にも問題がある。bodyフォー
ムは nの更新された値 (10)を確認せずに参照を複数回行う。するとどうなるか?

要約すると ( guardでの) boolean-expressionだけではなく ( letでの) expr、( predと app

での) functionでも副作用をもつ symbolパターンにたいする参照は完全に避けることが最良で
ある。

3. マッチでは clauseの bodyフォームは letバインドされたパターンのシンボルセットを参照でき
る。このシンボルセットは seqpatが andの際には、各サブパターンで letバインドされるすべて
のシンボルそれぞれを結合したものになる。andのマッチではすべてのサブパターンがマッチし
なければならないので、これには意味がある。

seqpatが orなら事情は異なる。orは最初にマッチしたサブパターンでマッチとなり、残りのサ
ブパターンは無視される。bodyフォームにはどのサブパターンがマッチして異なるセットの中
からどれが選択されたかを知る術はないので、各シンボルが異なるシンボルセットを letバイン
ドすることに意味はない。たとえば以下は無効:

(require 'cl-lib)

(pcase (read-number "Enter an integer: ")

((or (and (pred cl-evenp)

e-num) ; e-numを expvalにバインド
o-num) ; o-numを expvalにバインド

(list e-num o-num)))

Enter an integer: 42

error Symbol ’s value as variable is void: o-num

Enter an integer: 149

error Symbol ’s value as variable is void: e-num

bodyフォーム (list e-num o-num)の評価によりエラーがシグナルされる。サブパターンを
区別するために、すべてのサブパターンごとに異なる値をもつ同一名のシンボルを使用できる。
上記の例を書き換えると:
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(require 'cl-lib)

(pcase (read-number "Enter an integer: ")

((and num ; L1
(or (and (pred cl-evenp) ; L2

(let spin 'even)) ; L3
(let spin 'odd))) ; L4

(list spin num))) ; L5

Enter an integer: 42

⇒ (even 42)

Enter an integer: 149

⇒ (odd 149)

L1では expvalのバインディング (この場合は num )を andと symbolで “分解”している。L2で
は前と同じ方法で orは始まるが、異なるシンボルにバインドするかわりに、両方のサブパターン
内で同一のシンボル spinに回バインドするために 2回 letを使用している (L3から L4)。spin
の値によりサブパターンは区別される。そして bodyフォームでは両方のシンボルを参照してい
る (L5)。

11.4.2 pcaseの拡張

pcaseマクロは数種類のパターンをサポートします (Section 11.4 [Pattern-Matching Conditional],
page 150を参照)。pcase-defmacroを使用すれば違う種類のパターンにたいするサポートを追加で
きます。

[Macro]pcase-defmacro name args [doc] &rest body
(name actual-args)のように呼び出すために新たな種類の pcase用のパターンを定義する。
pcaseマクロは bodyを評価する呼び出しへと展開する。このマクロの役割は argsを actual-
argsにバインドした環境下において、呼び出されたパターンを別の何らかのパターンに書き換
えることである。

さらに pcaseのドキュメント文字列とともに docが表示されるように計らう。docでは慣例に
より expressionの評価結果を示すために EXPVALを使用すること。

bodyは通常はより基本的なパターンを使用して呼び出されたパターンを書き換える。最終的にはすべ
てのパターンはコアパターンに絞り込まれるが、bodyがすぐにコアパターンを使用する必要はない。
以下の例では less-thanと integer-less-thanという 2つのパターンを定義している。

(pcase-defmacro less-than (n)

"Matches if EXPVAL is a number less than N."

`(pred (> ,n)))

(pcase-defmacro integer-less-than (n)

"Matches if EXPVAL is an integer less than N."

`(and (pred integerp)

(less-than ,n)))

args (このケースでは nの 1つだけ)に言及する docstringは通常の方法、EXPVALでは慣例にもとづ
く方法であることに注意してください。1つ目の書き換え ( less-thanの body )では predという
コアパターンだけが使用されていて、2つ目では 2つのコアパターン andと predと新たに定義したパ
ターン less-thanが使用されています。そしていずれの書き換えにおいてもシングルバッククォート
構文が使用されています (Section 10.3 [Backquote], page 140を参照)。
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11.4.3 バッククォートスタイルパターン

このサブセクションでは構造化マッチングを容易にするビルトインパターンバッククォートスタイル
パターン (backquote-style patterns)について説明します。背景については Section 11.4 [Pattern-
Matching Conditional], page 150を参照してください。

バッククォートスタイルパターンは (pcase-defmacroを使用して作成された)強力な pcaseパ
ターン拡張であり、その構造 (structure)の仕様にたいする expvalをマッチを容易にします。

たとえば 1 つ目の要素が特定の文字列、2 つ目の要素が任意の値であるような 2 要素リストの
expvalにたいするマッチはコアパターンを使用して記述できます:

(and (pred listp)

ls

(guard (= 2 (length ls)))

(guard (string= "first" (car ls)))

(let second-elem (cadr ls)))

しかし等価なバッククォートスタイルパターンで記述することもできます:

`("first" ,second-elem)

バッククォートスタイルパターンはより簡潔かつ expvalの構造と似ており、lsのバインドを要しま
せん。

バッククォートスタイルパターンは`qpatのような形式をもちます。ここで qpatは以下の形式を
もつことができます:

(qpat1 . qpat2)

expvalが ( carが qpat1、cdrが qpat2にマッチする) コンスセルならマッチ。
(qpat1 qpat2 ...)のように容易に一般化できる。

[qpat1 qpat2 ... qpatm]

expvalが長さmの (0から (m-1)番目の要素が qpat1、qpat2、. . .、qpatmにマッチ
する)ベクターならマッチ。

symbol

keyword

number

string expvalの対応する要素が指定されたリテラルオブジェクトと equalならマッチ。

,pattern expvalの対応する要素が patternにマッチすればマッチ。patternは pcaseがサポート
するすべての種類のパターンであることに注意 (上記の例では second-elemは symbol
コアパターンであり、これはすべてにマッチして second-elemを letでバインドする)。

対応する要素 (corresponding element)とはバッククォートスタイルパターン qpatにたいする構
造的な位置に等しいような expvalの構造的な位置部分のことです (上記の例では second-elemの対
応する要素は expvalの 2つ目の要素)。

以下は小さな式言語用の単純なインタープリターの実装用に pcaseを使用する例です (bodyと arg

を正しくキャプチャーするには fnの clause内で lambda式にレキシカルバインディングが必要なこ
とに注意):

(defun evaluate (form env)

(pcase form

(`(add ,x ,y) (+ (evaluate x env)

(evaluate y env)))
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(`(call ,fun ,arg) (funcall (evaluate fun env)

(evaluate arg env)))

(`(fn ,arg ,body) (lambda (val)

(evaluate body (cons (cons arg val)

env))))

((pred numberp) form)

((pred symbolp) (cdr (assq form env)))

(_ (error "Syntax error: %S" form))))

最初の 3 つの clause ではバッククォートスタイルパターンが使用されています。`(add ,x ,y)は
formがリテラルシンボル addから始まる 3要素リストであることをチェックしてから 2つ目と 3つ目
の要素を取り出してシンボル xと yにバインドします。clauseの bodyでは xと yを評価して結果を加
算します。同じように call clauseは関数呼び出しを実装して、fn clauseは無名関数定義を実装し
ます。

残りの clauseではコアパターンが使用されています。(pred numberp)は formが数値ならマッ
チします。マッチした場合には bodyがそれを評価します。(pred symbolp)は formがシンボルなら
マッチします。マッチした場合には bodyは env内のシンボルを照合して、それの連想値をリターン
します。最後の_はすべてにマッチする catch-allパターンなので、構文エラーの報告に適しています。

以下は評価した結果を含む、この小さな言語のサンプルプログラムの例です:

(evaluate '(add 1 2) nil) ⇒ 3

(evaluate '(add x y) '((x . 1) (y . 2))) ⇒ 3

(evaluate '(call (fn x (add 1 x)) 2) nil) ⇒ 3

(evaluate '(sub 1 2) nil) ⇒ error

11.4.4 pcaseパターンによる分解

pcaseのパターンはあるオブジェクトがマッチ可能なフォーム上の条件を表現するだけではなく、それ
らのオブジェクトのサブフィールドの抽出もできます。たとえば以下のコードにより、変数 my-list

の値であるリストから 2つの要素を抽出できます:

(pcase my-list

(`(add ,x ,y) (message "Contains %S and %S" x y)))

これは xと yを抽出すだけではなく、加えて my-listが正確に 3つの要素を含むリストであり、最
初の要素がシンボル addかどうかをテストします。これらのテストのいずれかが失敗したら、pcase

は messageを呼び出さずに即座に nilをリターンします。

あるオブジェクトから格納された複数の値を抽出する処理は分割 (destructuring)という処理とし
ても知られています。pcaseパターンの使用によりバインディングの分割 (destructuring binding)
を処理することが可能になります。これはローカルバインディング (Section 12.3 [Local Variables],
page 176を参照)と似ていますが、互換性のあるオブジェクトから値を抽出することにより、変数の
複数要素に値を与えることができます。

このセクションで説明したマクロはバインディングを分割するために pcaseパターンを使用して
います。オブジェクト構造に互換性があるという条件は、そのオブジェクトがパターンにマッチしな
ければならないことを意味しています。なぜならマッチした場合のみオブジェクトのサブフィールド
が抽出可能になるからです。たとえば:

(pcase-let ((`(add ,x ,y) my-list))

(message "Contains %S and %S" x y))

これは最初に my-listが正しい個数の要素をもつリストであり、かつ 1つ目の要素が addか検証せず
に、my-listから直接 xと yの抽出を行う点を除いて前の例と同じことを行います。実際にオブジェ
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クトがパターンにマッチしない場合には、たとえ bodyが暗黙にスキップされることはないとしても、
その振る舞いは未定義でありエラーがシグナルされるか、あるいはいくつかの変数が nilのような任
意の値にバインドされた状況で bodyが実行されるかもしれません。

バインディングの分割に有用な pcaseパターンとしては、マッチされるオブジェクト構造の仕様
を表現する Section 11.4.3 [Backquote Patterns], page 158で説明したパターンが一般的です。

バインディングの分割にたいする代替え機能については [seq-let], page 106を参照してください。

[Macro]pcase-let bindings body. . .
bindingsに応じて変数のバインディング分割を行い、それから bodyを評価する。

bindingsは (pattern exp)という形式のバインディングのリスト。ここで expは評価する式、
patternは pcaseパターン。

expはすべて最初に評価されて、その後で対応する patternにマッチされて、bodyの内部で使
用可能な変数バインディングが導入される。この変数バインディングは patternの要素を、評
価された expの対応する要素の値に分割してのバインディングすることにより生成される。

[Macro]pcase-let* bindings body. . .
bindingsに応じて変数のバインディング分割を行い、それから bodyを評価する。

bindingsは (pattern exp)という形式のバインディングのリスト。ここで expは評価する式、
patternは pcaseパターン。この変数バインディングは patternの要素を、評価された expの
対応する要素の値に分割してのバインディングすることにより生成される。

pcase-letとは異なり (しかし let*と同じように)、各 expは bindingsの次要素の処理前に
対応する patternにたいしてマッチされるので、各 bindingsのいずれかによって導入される変
数バインディングは body内で利用可能になるのに加えて、その後に続く bindingsの exp内で
利用可能になる。

[Macro]pcase-dolist (pattern list) body. . .
繰り返しごとに patternの変数を listの要素の対応するサブフィールドに分割バインディングし
ながら、listの各要素ごとに一度 bodyを実行するこのバインディングは pcase-letの場合のよ
うに行われる。patternが単なる変数なら dolistと等価 (Section 11.5 [Iteration], page 160
を参照)。

11.5 繰り返し

繰り返し (iteration)とは、プログラムの一部を繰り返し実行することを意味します。たとえばリスト
の各要素、または 0から nの整数にたいして、繰り返し一度ずつ何らかの計算を行いたいとしましょ
う。Emacs Lispではスペシャルフォーム whileでこれを行なうことができます:

[Special Form]while condition forms. . .
whileは最初に conditionを評価する。結果が非 nilなら formsをテキスト順に評価する。その
後に conditionを再評価して結果が非 nilなら、再度 formsを評価する。この処理は condition
が nilに評価されるまで繰り返される。

繰り返し回数に制限はない。このループは conditionが nilに評価されるか、エラーになるか、
または throwで抜け出す (Section 11.7 [Nonlocal Exits], page 163を参照)まで継続される。

whileフォームの値は常に nilである。

(setq num 0)

⇒ 0



Chapter 11: 制御構造 161

(while (< num 4)

(princ (format "Iteration %d." num))

(setq num (1+ num)))

a Iteration 0.

a Iteration 1.

a Iteration 2.

a Iteration 3.

⇒ nil

各繰り返しごとに何かを実行して、その後も終了テストを行なう repeat-untilループを記述す
るには、以下のように whileの 1番目の引数として bodyの後に終了テストを記述して、それ
を prognの中に配置する:

(while (progn

(forward-line 1)

(not (looking-at "^$"))))

これは 1行前方に移動して、空行に達するまで行単位の移動を継続する。独特な点は while

が bodyをもたず、終了テスト (これはポイント移動という実処理も行なう)だけを行うことで
ある。

マクロ dolistおよび dotimesは、2つの一般的な種類のループを記述する、便利な方法を提供し
ます。

[Macro]dolist (var list [result]) body. . .
この構文は listの各要素に一度 bodyを実行して、カレント要素をローカルに保持するように、
変数 varにバインドする。その後に resultを評価した値、resultが省略された場合は nilをリ
ターンする。たとえば以下は reverse関数を定義するために dolistを使用する方法の例で
ある:

(defun reverse (list)

(let (value)

(dolist (elt list value)

(setq value (cons elt value)))))

[Macro]dotimes (var count [result]) body. . .
この構文は 0以上 count未満の各整数にたいして、一度 bodyを実行してから、繰り返しのカ
レント回数となる整数を変数 varにバインドする。その後に resultの値、resultが省略された
場合は nilをリターンする。resultの使用は推奨しない。以下は dotimesを使用して、何らか
の処理を 100回行なう例:

(dotimes (i 100)

(insert "I will not obey absurd orders\n"))

11.6 ジェネレーター

ジェネレーター (generator)とは、潜在的に無限な値ストリームを生成する関数です。毎回その関数
が値を生成するごとに、呼び出し側が次の値を要求するまで、自身をサスペンドします。

[Macro]iter-defun name args [doc] [declare] [interactive] body. . .
iter-defunはジェネレーター関数を定義する。ジェネレーター関数は通常の関数と同様の
signatureをもつが、異なるように機能する。ジェネレーター関数は呼び出し時に bodyを実
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行するのではなく、かわりに iteratorオブジェクトをリターンする。この iteratorは値を生成
するために bodyを実行、値を発行すると iter-yieldか iter-yield-fromが出現するまで
一時停止する。bodyが正常にリターンした際に、iter-nextがコンディションデータとなる
bodyの結果とともに、iter-end-of-sequenceをシグナルする。

body内部では任意の種類の Lisp コードが有効だが、iter-yieldと iter-yield-fromは
unwind-protectフォームの内部にあってはならない。

[Macro]iter-lambda args [doc] [interactive] body. . .
iter-lambdaは iter-defunで生成されたジェネレーター関数と同様な、無名のジェネレー
ター関数を生成する。

[Macro]iter-yield value
iter-yieldがジェネレーター関数内部で出現した際には、カレント iteratorが一時停止して
iter-nextから valueをリターンすることを示す。iter-yieldは、次回 iter-next呼び出
しの valueパラメーターへと評価される。

[Macro]iter-yield-from iterator
iter-yield-fromは iteratorが生成するすべての値を生成して、その iteratorのジェネ
レーター関数が通常リターンする値へと評価される。これが制御を得ている間、iteratorは
iter-nextを使用して送信された値を受け取る。

ジェネレーター関数を使用するには、まずそれを普通に呼び出して iteratorオブジェクトを生成し
ます。iteratorはジェネレーターの固有のインスタンスです。その後でこの iteratorから値を取得する
ために iter-nextを使用します。iteratorから取得する値がなくなると、iter-nextはその iterator
の最終値とともに iter-end-of-sequenceのコンディションを raisesします。

ジェネレーター関数の bodyは、iter-nextの呼び出しの内側でのみ実行されることに注意する
ことが重要です。iter-defunで定義された関数の呼び出しは iteratorを生成します。何か興味があ
ることが発生したら、iter-nextでこの iteratorを制御しなければなりません。ジェネレーター関数
の個々の呼び出しは、それぞれが独自に状態をもつ別個の iteratorを生成します。

[Function]iter-next iterator value
iteratorから次の値を取得する。(iteratorのジェネレーター関数がリターンしていて)生成さ
れる値が存在しない場合、iter-nextはコンディション iter-end-of-sequenceをシグナル
する。このコンディションに関連付けられるデータ値は、iteratorのジェネレーター関数がリ
ターンした値である。

valueは iteratorに送信されて、iter-yieldを評価した値になる。iteratorのジェネレーター
関数の開始時には、ジェネレーター関数は iter-yieldフォームを何も評価していないので、
与えられた iteratorにたいする最初の iter-next呼び出しでは valueは無視される。

[Function]iter-close iterator
iteratorが unwind-protectの bodyformフォーム内でサスペンドされていたら、ガーベージ
コレクション処理後に Emacsが最終的に unwindハンドラーを実行する (unwind-protect
の unwindforms内部では iter-yieldは不当であることに注意)。その前に確実にこれらのハ
ンドラーを実行するには、iter-closeを使用すること。

iteratorを簡単に連携できるように、便利な関数がいくつか提供されています:

[Macro]iter-do (var iterator) body . . .
iteratorが生成する各値を varにバインドしつつ bodyを実行する。
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Common Lispのループ機能には iteratorとともに機能も含まれています。Section “Loop Fa-
cility” in Common Lisp Extensionsを参照してください。

以下のコード片は iteratorとの連携における重要な原則を示すものです。

(require 'generator)

(iter-defun my-iter (x)

(iter-yield (1+ (iter-yield (1+ x))))

;; 普通にリターンする
-1)

(let* ((iter (my-iter 5))

(iter2 (my-iter 0)))

;; 6をプリント
(print (iter-next iter))

;; 9をプリント
(print (iter-next iter 8))

;; 1をプリント
;; iterと iterは異なる状態をもつ
(print (iter-next iter2 nil))

;; ここで iterシーケンスの終了を待機
(condition-case x

(iter-next iter)

(iter-end-of-sequence

;; my-iterが通常の方法でリターンした-1をプリント
(print (cdr x)))))

11.7 非ローカル脱出

非ローカル脱出 (nonlocal exit)とは、プログラム内のある位置から別の離れた位置へ制御を移しま
す。Emacs Lispではエラーの結果として非ローカル脱出が発生することがあります。明示的な制御
の下で非ローカル脱出を使用することもできます。非ローカル脱出は脱出しようとしている構文によ
り作成された、すべての変数バインディングのバインドを解消します。

11.7.1 明示的な非ローカル脱出: catchと throw

ほとんどの制御構造は、その構文自身の内部の制御フローだけに影響します。関数 throwは、この通
常のプログラム実行でのルールの例外です。これはリクエストにより非ローカル脱出を行ないます (他
にも例外はあるがそれらはエラー処理用のものだけ)。throwは catchの内部で使用され、catchに制
御を戻します。たとえば:

(defun foo-outer ()

(catch 'foo

(foo-inner)))

(defun foo-inner ()

...

(if x

(throw 'foo t))

...)
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throwフォームが実行されると、対応する catchに制御を移して、catchは即座にリターンします。
throwの後のコードは実行されません。throwの 2番目の引数は catchのリターン値として使用され
ます。

関数 throwは 1番目の引数にもとづいて、それにマッチする catchを探します。throwは 1番目
の引数が、throwで指定されたものと eqであるような catchを検索します。複数の該当する catch

がある場合には、最内のものが優先されます。したがって上記の例では throwが fooを指定していて、
foo-outer内の catchが同じシンボルを指定しているので、(この間に他のマッチする catchは存在
しないと仮定するなら)その catchが該当します。

throwの実行により、マッチするcatchまでのすべてのLisp構文 (関数呼び出しを含む)を脱出しま
す。この方法によりletや関数呼び出しのようなバインディング構文を脱出する場合には、これらの構文
を正常に exitしたときのように、そのバインディングは解消されます (Section 12.3 [Local Variables],
page 176を参照)。同様に throwは save-excursion(Section 30.3 [Excursions], page 766を参
照)によって保存されたバッファーと位置を復元します。throwがスペシャルフォームunwind-protect

を脱出した場合には、unwind-protectにより設定されたいくつかのクリーンアップも実行されます。

ジャンプ先となる catch内にレキシカル (局所的)である必要はありません。throwは catch内で
呼び出された別の関数から、同じようにに呼び出すことができます。throwが行なわれたのが、時系
列的に catchに入った後で、かつ exitする前である限り、その throwは catchにアクセスできます。
エディターのコマンドループから戻る exit-recursive-editのようなコマンドで、throwが使用さ
れるのはこれが理由です。

Common Lispに関する注意: Common Lispを含む、他のほとんどのバージョンのLisp
は非シーケンシャルに制御を移すいくつかの方法— たとえば return、return-from、
go — をもつ。Emacs Lispは throwのみ。cl-libライブラリーはこれらのうちいく
つかを提供する。Section “Blocks and Exits” in Common Lisp Extensionsを参照
のこと。

[Special Form]catch tag body. . .
catchは throw関数にたいするリターン位置を確立する。リターン位置は tagにより、この種
の他のリターン位置と区別される。tagは nil以外の任意の Lispオブジェクト。リターン位置
が確立される前に、引数 tagは通常どおり評価される。

リターン位置が効果をもつことにより、catchは bodyのフォームをテキスト順に評価する。
フォームが (エラーや非ローカル脱出なしで)通常に実行されたなら、bodyの最後のフォーム
の値が catchからリターンされる。

bodyの実行の間に throwが実行された場合、tagと同じ値を指定すると catchフォームは即
座に exitする。リターンされる値は、それが何であれ throwの 2番目の引数に指定された値
である。

[Function]throw tag value
throwの目的は、以前に catchにより確立されたリターン位置に戻ることである。引数 tagは、
既存のさまざまなリターン位置からリターン位置を選択するために使用される。複数のリター
ン位置が tagにマッチしたら、最内のものが使用される。

引数 valueは catchからリターンされる値として使用される。

タグ tagのリターン位置が存在しなければ、データ (tag value)とともに no-catchエラーが
シグナルされます。
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11.7.2 catchと throwの例

2重にネストされたループから脱出する 1つの方法は、catchと throwを使うことです (これはほと
んどの言語では gotoにより行なわれるだろう)。ここでは iと jを 0から 9に変化させて、(foo i j)

を計算します:

(defun search-foo ()

(catch 'loop

(let ((i 0))

(while (< i 10)

(let ((j 0))

(while (< j 10)

(if (foo i j)

(throw 'loop (list i j)))

(setq j (1+ j))))

(setq i (1+ i))))))

fooが非 nilをリターンしたら即座に処理を中止して、iと jのリストをリターンしています。fooが
常に nilをリターンする場合には、catchは通常どおりリターンして、その値は whileの結果である
nilとなります。

以下では 2つのリターン位置を一度に表す、微妙に異なるトリッキーな例を 2つ示します。まず同
じタグ hackにたいして 2つのリターン位置があります:

(defun catch2 (tag)

(catch tag

(throw 'hack 'yes)))

⇒ catch2

(catch 'hack

(print (catch2 'hack))

'no)

a yes

⇒ no

どちらのリターン位置も throwにマッチするタグをもつので内側のもの、つまり catch2で確立され
た catchへ gotoします。したがって catch2は通常どおり値 yesをリターンして、その値がプリント
されます。最後に外側の catchの 2番目の body、つまり'noが評価されて外側の catchからそれが
リターンされます。

ここで catch2に与える引数を変更してみましょう:

(catch 'hack

(print (catch2 'quux))

'no)

⇒ yes

この場合も 2つのリターン位置がありますが、今回は外側だけがタグ hackで、内側はかわりにタグ
quuxをもちます。したがって throwにより、外側の catchが値 yesをリターンします。関数 print

が呼び出されることはなく bodyのフォーム'noも決して評価されません。

11.7.3 エラー

Emacs Lispが何らかの理由で評価できないようなフォームの評価を試みると、エラー (error)がシ
グナル (signal)されます。
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エラーがシグナルされるとエラーメッセージを表示して、カレントコマンドの実行を終了するのが
Emacsデフォルトの反応です。たとえばバッファーの最後で C-fとタイプしたときのように、ほとん
どの場合にはこれは正しい反応になります。

複雑なプログラムでは単なる終了が望ましくない場合もあるでしょう。たとえばそのプログラムがー
タ構造に一時的に変更を行なっていたり、プログラム終了前に削除する必要がある一時バッファーを作
成しているかもしれません。このような場合には、エラー時に評価されるクリーンアップ式 (cleanup
expressions)を設定するために、unwind-protectを使用するでしょう (Section 11.7.4 [Cleanups],
page 173を参照)。サブルーチン内のエラーにもかかわらずに、プログラムの実行を継続したいときが
あるかもしれません。このような場合には、エラー時のリカバリーを制御するエラーハンドラー (error
handlers)を設定するために condition-caseを使用するでしょう。

エラーハンドラーを使用せずにプログラムの一部から別の部分へ制御を移すためには、catchと
throwを使用します。Section 11.7.1 [Catch and Throw], page 163を参照してください。

11.7.3.1 エラーをシグナルする方法

エラーのシグナリング (signaling)とは、エラーの処理を開始することを意味します。エラー処理は
通常は実行中のプログラムのすべて、または一部をアボート (abort)してエラーをハンドルするため
にセットアップされた位置にリターンします。ここではエラーをシグナルする方法を記述します。

ほとんどのエラーは、たとえば整数にたいして carの取得を試みたり、バッファーの最後で 1文
字前方に移動したときなどのように、他の目的のために呼び出した Lispプリミティブ関数の中で自動
的にシグナルされます。関数 errorと signalで明示的にエラーをシグナルすることもできます。

ユーザーが C-gをタイプしたときに発生する quitはエラーとは判断されませんが、ほとんどはエ
ラーと同様に扱われます。Section 21.11 [Quitting], page 415を参照してください。

すべてのエラーメッセージはそれぞれ、何らかのエラーメッセージを指定します。そのメッセージ
は何が悪いのか (“File does not exist”)、物事がどうしてそうあるべきではない (“File must exist”)
かを示すべきです。Emacs Lispの慣習ではエラーメッセージは大文字で開始され、区切り文字で終
わるべきではありません。

[Function]error format-string &rest args
この関数は format-stringと argsにたいして、format-message (Section 4.7 [Formatting
Strings], page 61を参照)を適用して構築されたエラーメッセージとともに、エラーをシグナ
ルする。

以下は errorを使用する典型的な例である:

(error "That is an error -- try something else")

error That is an error -- try something else

(error "Invalid name `%s'" "A%%B")

error Invalid name‘ A%%B ’

2つの引数— エラーシンボル errorと format-messageがリターンするる文字列を含むリス
ト — で signalを呼び出すことにより errorは機能する。

"Missing ‘%s’"が"Missing‘foo’"となるように、通常はフォーマット内の grave accent
と apostropheはマッチする curved quotesに変換される。この変換の効果や抑制については
Section 24.4 [Text Quoting Style], page 525を参照のこと。

警告: エラーメッセージとして固定の文字列を使用したい場合、単に (error string)とは記
述しないこと。もし stringが ‘%’、‘`’、‘'’を含んでいると、再フォーマットされて望む結果は
得られないだろう。かわりに、(error "%s" string)を使用すること。
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[Function]signal error-symbol data
この関数は error-symbolで命名されるエラーをシグナルする。引数 dataはエラー状況に関連
する追加の Lispオブジェクトのリスト。

引数 error-symbolはエラーシンボル (error symbol) — define-errorで定義されたシンボ
ル — でなければならない。これは Emacs Lispが異なる種類のエラーをクラス分けする方法
である。エラーシンボル (error symbol)、エラーコンディション (error condition)、コンディ
ション名 (condition name)の説明については Section 11.7.3.4 [Error Symbols], page 172
を参照のこと。

エラーが処理されない場合には、エラーメッセージをプリントするために 2つの引数が使用さ
れる。このエラーメッセージは通常、error-symbolの error-messageプロパティーにより提
供される。dataが非 nilなら、その後にコロンと dataの未評価の要素をカンマで区切ったリス
トが続く。errorにたいするエラーメッセージは dataの carである (文字列であること)。サ
ブカテゴリー file-errorは特別に処理される。

data内のオブジェクトの数と意味は error-symbolに依存する。たとえば wrong-type-

argumentエラーではリスト内に 2つのオブジェクト— 期待する型を記述する述語とその型へ
の適合に失敗したオブジェクト — であること。

エラーを処理する任意のエラーハンドラーにたいして error-symbolと dataの両方を利用でき
る。condition-caseはローカル変数を (error-symbol . data)というフォームでバイン
ドする (Section 11.7.3.3 [Handling Errors], page 168を参照)。

関数 signalは決してリターンしない。

(signal 'wrong-number-of-arguments '(x y))

error Wrong number of arguments: x, y

(signal 'no-such-error '("My unknown error condition"))

error peculiar error: "My unknown error condition"

[Function]user-error format-string &rest args
この関数は、errorとまったく同じように振る舞うが、errorではなくエラーシンボル
user-errorを使用する。名前が示唆するように、このエラーはコード自身のエラーではなく、
ユーザー側のエラーの報告を意図している。たとえば Infoの閲覧履歴の開始を超えて履歴を遡
るためにコマンド Info-history-back (l)を使用した場合、Emacsは user-errorをシグ
ナルする。このようなエラーでは、たとえ debug-on-errorが非 nilであっても、デバッガー
へのエントリーは発生しない。Section 18.1.1 [Error Debugging], page 297を参照のこと。

Common Lispに関する注意: Emacs LispにはCommon Lispのような継続可能なエ
ラーのような概念は存在しない。

11.7.3.2 Emacsがエラーを処理する方法

エラーがシグナルされたとき、signalはそのエラーにたいするアクティブなハンドラー (handler)
を検索します。ハンドラーとは、Lispプログラムの一部でエラーが発生したときに実行するよう意図
された Lisp式のシーケンスです。そのエラーが適切なハンドラーをもっていればそのハンドラーが
実行され、そのハンドラーの後から実行が再開されます。ハンドラーはそのハンドラーが設定された
condition-caseの環境内で実行されます。condition-case内のすべての関数呼び出しはすでに
終了しているので、ハンドラーがそれらにリターンすることはありません。

そのエラーにたいする適切なハンドラーが存在しなければ、カレントコマンドを終了してエディ
ターのコマンドループに制御をリターンします (コマンドループにはすべての種類のエラーにたいす
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る暗黙のハンドラーがある)。コマンドループのハンドラーは、エラーメッセージをプリントするため
にエラーシンボルと、それに関連付けられたデータを使用します。変数 command-error-function

を使用して、これが行なわれる方法を制御できます:

[Variable]command-error-function
この変数が非nilなら、それはEmacsのコマンドループに制御をリターンしたエラーの処理に使
用する関数を指定する。この関数は 3つの引数を受け取る。1つ目のdataは、condition-case
が自身の変数にバインドするのと同じフォーム。2つ目の contextはエラーが発生した状況を
記述する文字列か、(大抵は)nil。3つ目の callerはエラーをシグナルしたプリミティブ関数を
呼び出した Lisp関数。

明示的なハンドラーがないエラーは、Lispデバッガーを呼び出すかもしれません。変数 debug-on-

error (Section 18.1.1 [Error Debugging], page 297を参照)が非 nilならデバッガーが有効です。
エラーハンドラーと異なり、デバッガーはそのエラーの環境内で実行されるので、エラー時の変数の
値を正確に調べることができます。

11.7.3.3 エラーを処理するコードの記述

エラーをシグナルすることによる通常の効果は、実行されていたコマンドを終了して Emacsエディ
ターのコマンドループに即座にリターンすることです。スペシャルフォーム condition-caseを使用
してエラーハンドラーを設定することにより、プログラム内の一部で発生するエラーのをトラップを
調整することができます。以下は単純な例です:

(condition-case nil

(delete-file filename)

(error nil))

これは filenameという名前のファイルを削除して、任意のエラーを catch、エラーが発生した場合は
nilをリターンします (このような単純なケースではマクロ ignore-errorsを使用することもでき
る。以下を参照のこと)。

condition-case構文は、insert-file-contents呼び出しによるファイルオープンの失敗の
ような、予想できるエラーをトラップするために多用されます。condition-case構文はユーザーか
ら読み取った式を評価するプログラムのような、完全には予測できないエラーのトラップにも使用さ
れます。

condition-caseの 2番目の引数は保護されたフォーム (protected form)と呼ばれます (上記の
例では保護されたフォームは delete-fileの呼び出し)。このフォームの実行が開始されるとエラー
ハンドラーが効果をもち、このフォームがリターンすると不活性になります。その間のすべてにおい
てエラーハンドラーは効果をもちます。特にこのフォームで呼び出された関数とそのサブルーチン等
を実行する間、エラーハンドラーは効果をもちます。厳密にいうと保護されたフォーム自身ではなく、
保護されたフォームから呼び出された Lispプリミティブ関数 (signalと errorを含む)だけがシグ
ナルされるというのは、よいことと言えます。

保護されたフォームの後の引数はハンドラーです。各ハンドラーはそれぞれ、どのエラーを処理す
るかを指定する 1つ以上のコンディション名 (シンボル)をリストします。エラーがシグナルされたと
き、エラーシンボルはコンディション名のリストも定義します。エラーが共通のコンディション名を
もつ場合、そのハンドラーがそのエラーに適用されます。上記の例では 1つのハンドラーがあり、そ
れはすべてのエラーをカバーするコンディション名 errorを指定しています。

適切なハンドラーの検索は、もっとも最近に設定されたハンドラーから始まり、設定されたすべて
のハンドラーをチェックします。したがってネストされた condition-caseフォームに同じエラー処
理がある場合には、内側のハンドラーがそれを処理します。
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何らかの condition-caseによりエラーが処理されると、debug-on-errorでエラーによりデ
バッガーが呼び出されるようにしていても、通常はデバッガーの実行が抑制されます。

condition-caseで補足されるようなエラーをデバッグできるようにしたいなら、変数debug-on-

signalに非 nil値をセットします。以下のようにコンディション内に debugを記述することにより、
最初にデバッガーを実行するような特定のハンドラーを指定することもできます:

(condition-case nil

(delete-file filename)

((debug error) nil))

ここでの debugの効果は、デバッガー呼び出しを抑制する condition-caseを防ぐことだけです。
debug-on-errorとその他のフィルタリングメカニズムがデバッガーを呼び出すように指定されている
ときだけ、エラーによりデバッガーが呼び出されます。Section 18.1.1 [Error Debugging], page 297
を参照してください。

[Macro]condition-case-unless-debug var protected-form handlers. . .
マクロ condition-case-unless-debugは、そのようなフォームのデバッギングを処理する、
別の方法を提供する。このマクロは変数 debug-on-errorが nil、つまり任意のエラーを処
理しないようなケース以外は、condition-caseとまったく同様に振る舞う。

特定のハンドラーがそのエラーを処理すると Emacsが判断すると、Emacsは制御をそのハンド
ラーに returnします。これを行うために、Emacsはそのとき脱出しつつあるバインディング構成に
より作成されたすべての変数のバインドを解き、そのとき脱出しつつあるすべての unwind-protect

フォームを実行します。制御がそのハンドラーに達すると、そのハンドラーの bodyが通常どおり実
行されます。

そのハンドラーの bodyを実行した後、condition-caseフォームから実行が returnされます。
保護されたフォームは、そのハンドラーの実行の前に完全に exitしているので、そのハンドラーはそ
のエラーの位置から実行を再開することはできず、その保護されたフォーム内で作られた変数のバイ
ンディングを調べることもできません。ハンドラーが行なえることは、クリーンアップと、処理を進
行させることだけです。

エラーのシグナルとハンドルにはthrowとcatch (Section 11.7.1 [Catch and Throw], page 163
を参照)に類似する点がいくつかありますが、これらは完全に別の機能です。エラーは catchでキャッ
チできず、throwをエラーハンドラーで処理することはできません (しかし対応する catchが存在し
ないときに throwを使用することによりシグナルされるエラーは処理できる)。

[Special Form]condition-case var protected-form handlers. . .
このスペシャルフォームはprotected-formの実行を囲い込むエラーハンドラーhandlersを確立
する。エラーなしで protected-formが実行されると、リターンされる値は condition-case

フォームの値になる。この場合には condition-caseは効果をもたない。protected-formの
間にエラーが発生すると、condition-caseフォームは違いを生じる。

handlersはそれぞれ、(conditions body...)というフォームのリストである。ここで con-
ditionsはハンドルされるエラーコンディション名、またはそのハンドラーの前にデバッガーを
実行するためのコンディション名 (debugを含む)。tというコンディション名はすべてのコン
ディションにマッチする。bodyはこのハンドラーがエラーを処理するときに実行される 1つ以
上の Lisp式。
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(error nil)

(arith-error (message "Division by zero"))

((arith-error file-error)

(message

"Either division by zero or failure to open a file"))

発生するエラーはそれぞれ、それが何の種類のエラーかを記述するエラーシンボル (error sym-
bol)をもち、これはコンディション名のリストも記述する (Section 11.7.3.4 [Error Symbols],
page 172を参照)。Emacsは 1つ以上のコンディション名を指定するハンドラーにたいして、
すべてのアクティブな condition-caseフォームを検索する。condition-caseの最内のマッ
チがそのエラーを処理する。condition-case内では、最初に適合したハンドラーがそのエ
ラーを処理する。

ハンドラーの bodyを実行した後、condition-caseは通常どおりリターンして、ハンドラー
の bodyの最後の値をハンドラー全体の値として使用する。

引数 varは変数である。protected-formを実行するとき、condition-caseはこの変数をバイ
ンドせず、エラーを処理するときだけバインドする。その場合には、varをエラー記述 (error
description)にバインドする。これはエラーの詳細を与えるリストである。このエラー記述は
(error-symbol . data)というフォームをもつ。ハンドラーは何を行なうか決定するために、
このリストを参照することができる。たとえばファイルオープンの失敗にたいするエラーなら、
ファイル名が data(エラー記述の 3番目の要素)の 2番目の要素になる。

varが nilなら、それはバインドされた変数がないことを意味する。この場合、エラーシンボル
および関連するデータは、そのハンドラーでは利用できない。

より外側のレベルのハンドラーに catchさせるために、condition-caseにより catchされ
たシグナルを再度 throwする必要がある場合もある。以下はこれを行なう方法である:

(signal (car err) (cdr err))

ここで errはエラー記述変数 (error description variable)で、condition-caseの 1番目の
引数は、再 throwしたいエラーコンディション。[Definition of signal], page 167を参照の
こと。

[Function]error-message-string error-descriptor
この関数は与えられたエラー記述子 (error descriptor)にたいするエラーメッセージ文字列を
リターンする。これはそのエラーにたいする通常のエラーメッセージをプリントすることによ
り、エラーを処理したい場合に有用。[Definition of signal], page 167を参照のこと。

以下は 0除算の結果によるエラーを処理するために、condition-caseを使用する例です。この
ハンドラーは、(beepなしで)エラーメッセージを表示して、非常に大きい数をリターンします。

(defun safe-divide (dividend divisor)

(condition-case err

;; 保護されたフォーム
(/ dividend divisor)

;; ハンドラー
(arith-error ; コンディション
;; このエラーにたいする、通常のメッセージを表示する
(message "%s" (error-message-string err))

1000000)))

⇒ safe-divide
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(safe-divide 5 0)

a Arithmetic error: (arith-error)

⇒ 1000000

このハンドラーはコンディション名 arith-errorを指定するので、division-by-zero(0除算)エラー
だけを処理します。他の種類のエラーは (この condition-caseによっては)、処理されません。した
がって:

(safe-divide nil 3)

error Wrong type argument: number-or-marker-p, nil

以下は errorによるエラーを含む、すべての種類のエラーを catchする condition-caseです:

(setq baz 34)

⇒ 34

(condition-case err

(if (eq baz 35)

t

;; 関数 errorの呼び出し
(error "Rats! The variable %s was %s, not 35" 'baz baz))

;; フォームではないハンドラー
(error (princ (format "The error was: %s" err))

2))

a The error was: (error "Rats! The variable baz was 34, not 35")

⇒ 2

[Macro]ignore-errors body. . .
この構文は、それの実行中に発生する任意のエラーを無視して bodyを実行する。その実行中
にエラーがなければ、ignore-errorsは body内の最後のフォームの値を、それ以外は nilを
リターンする。

以下はこのセクションの最初の例を ignore-errorsを使用して記述する例である:

(ignore-errors

(delete-file filename))

[Macro]ignore-error condition body. . .
このマクロは ignore-errorsと同様だが、指定した特定のエラーコンディションだけを無視
する点が異なる。

(ignore-error end-of-file

(read ""))

conditionはエエラーコンディションのリストでも可。

[Macro]with-demoted-errors format body. . .
このマクロはいわば ignore-errorsの穏やかなバージョンである。これはエラーを完全に抑
止するのではなく、エラーをメッセージに変換する。これはメッセージのフォーマットに、文
字列 formatを使用する。formatは"Error: %S"のように、単一の ‘%’シーケンスを含むこと。
エラーをシグナルするとは予測されないが、もし発生した場合は堅牢であるべきようなコー
ドの周囲に with-demoted-errorsを使用する。このマクロは condition-caseではなく、
condition-case-unless-debugを使用することに注意。
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11.7.3.4 エラーシンボルとエラー条件

エラーをシグナルするとき、想定するエラーの種類を指定するためにエラーシンボル (error symbol)
を指定します。エラーはそれぞれ、それをカテゴリー分けするために単一のエラーシンボルをもちま
す。これは Emacs Lisp言語で定義されるエラーを分類する、もっともよい方法です。

これらの狭義の分類はエラー条件 (error conditions)と呼ばれる、より広義のクラス階層にグルー
プ化され、それらはコンディション名 (condition names)により識別されます。そのようなもっとも
狭義なクラスは、エラーシンボル自体に属します。つまり各エラーシンボルは、コンディション名でも
あるのです。すべての種類のエラー (quitを除く)を引き受けるコンディション名 errorに至る、よ
り広義のクラスにたいするコンディション名も存在します。したがって各エラーは 1つ以上のコンディ
ション名をもちます。つまり error、errorとは区別されるエラーシンボル、もしかしたらその中間
に分類されるものかもしれません。

[Function]define-error name message &optional parent
シンボルをエラーシンボルとするために、シンボルは親コンディションを受け取る
define-errorで定義されなければならない。この親はその種のエラーが属するコンディショ
ンを定義する。親の推移的な集合は、常にそのエラーシンボルとシンボル errorを含む。quit
はエラーと判断されないので、quitの親の集合は単なる (quit)である。

親のコンディションに加えてエラーシンボルはメッセージ (message)をもち、これは処理されない
エラーがシグナルされたときプリントされる文字列です。そのメッセージが有効でなければ、エラー
メッセージ ‘peculiar error’が使用されます。[Definition of signal], page 167を参照してくだ
さい。

内部的には親の集合はエラーシンボルの error-conditionsプロパティーに格納され、メッセー
ジはエラーシンボルの error-messageプロパティーに格納されます。

以下は新しいエラーシンボル new-errorを定義する例です:

(define-error 'new-error "A new error" 'my-own-errors)

このエラーは複数のコンディション名 — もっとも狭義の分類 new-error、より広義の分類を想定す
る my-own-errors、および my-own-errorsのコンディションすべてを含む errorであり、これは
すべての中でもっとも広義なものです。

エラー文字列は大文字で開始されるべきですが、ピリオドで終了すべきではありません。これは
Emacsの他の部分との整合性のためです。

もちろん Emacs自身が new-errorをシグナルすることはありません。あなたのコード内で明示
的に signal ([Definition of signal], page 167を参照)を呼び出すことにより、これを行なうこと
ができます。

(signal 'new-error '(x y))

error A new error: x, y

このエラーは、エラーの任意のコンディション名により処理することができます。以下の例は
new-errorとクラス my-own-errors内の他の任意のエラーを処理します:

(condition-case foo

(bar nil t)

(my-own-errors nil))

エラーが分類される有効な方法はコンディション名による方法で、その名前はハンドラーのエラー
のマッチに使用されます。エラーシンボルは意図されたエラーメッセージと、コンディション名のリ
ストを指定する便利な方法であるという役割をもつだけです。1つのエラーシンボルではなく、コン
ディション名のリストを signalに与えるのは面倒でしょう。
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対照的にコンディション名を伴わずにエラーシンボルだけを使用すると、それは condition-case

の効果を著しく減少させるでしょう。コンディション名はエラーハンドラーを記述するとき、一般性
のさまざまなレベルにおいて、エラーをカテゴリー分けすることを可能にします。エラーシンボルを
単独で使用することは、もっとも狭義なレベルの分類を除くすべてを捨ててしまうことです。

主要なエラーシンボルとそれらのコンディションについては、Appendix F [Standard Errors],
page 1218を参照してください。

11.7.4 非ローカル脱出のクリーンアップ

unwind-protect構文は、データ構造を一時的に不整合な状態に置くときに重要です。これはエラー
や throuのイベントにより、再びデータを整合された状態にすることができます (バッファー内容の
変更だけに使用される他のクリーンアップ構成はアトミックな変更グループである。Section 32.31
[Atomic Changes], page 849を参照)。

[Special Form]unwind-protect body-form cleanup-forms. . .
unwind-protectは制御が body-formを離れる場合に、cleanup-formsが評価されるという
保証の下において、何が起こったかに関わらず body-formを実行する。body-formは通常どお
り完了するかもしれず、unwind-protectの外側で throwの実行やエラーが発生するかもしれ
ないが、cleanup-formsは評価される。

body-formが正常に終了したら、unwind-protectは cleanup-formsを評価した後に、body-
formの値をリターンする。body-formが終了しなかったら、unwind-protectは通常の意味
におけるような値はリターンしない。

unwind-protectで保護されるのは body-formだけである。cleanup-forms自体の任意のフ
ォームが、(throwまたはエラーにより)非ローカルに exitすると、unwind-protectは残り
のフォームが評価されることを保証しない。cleanup-formsの中の 1つが失敗することが問題
となるようなら、そのフォームの周囲に他の unwind-protectを配置して保護すること。

現在アクティブな unwind-protectフォーム数とローカルの変数バインディング数の和は、
max-specpdl-size ([Local Variables], page 178を参照)により制限される。

たとえば以下は一時的な使用のために不可視のバッファーを作成して、終了する前に確実にその
バッファーを killする例です:

(let ((buffer (get-buffer-create " *temp*")))

(with-current-buffer buffer

(unwind-protect

body-form

(kill-buffer buffer))))

(kill-buffer (current-buffer))のように記述して、変数 bufferを使用せずに同様のことを行
えると思うかもしれません。しかし上の例は、別のバッファーにスイッチしたときに body-formでエ
ラーが発生した場合、より安全なのです (一時的なバッファーを killするとき、そのバッファーがカレ
ントとなることを確実にするために、かわりに body-formの周囲に save-current-bufferを記述
することもできる)。

Emacsには上のコードとおおよそ等しいコードに展開される、with-temp-bufferという標準マ
クロが含まれます ([Current Buffer], page 593を参照)。このマニュアル中で定義されるいくつかの
マクロは、この方法で unwind-protectを使用します。

以下は FTPパッケージ由来の実例です。これはリモートマシンへの接続の確立を試みるために、
プロセス (Chapter 38 [Processes], page 936を参照)を作成しています。関数 ftp-loginは関数の
ライター (writer)が予想できないことによる多くの問題から非常に影響を受けるので、失敗イベント
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でプロセスの削除を保証するフォームで保護されています。そうしないと Emacsは無用なサブプロ
セスで一杯になってしまうでしょう。

(let ((win nil))

(unwind-protect

(progn

(setq process (ftp-setup-buffer host file))

(if (setq win (ftp-login process host user password))

(message "Logged in")

(error "Ftp login failed")))

(or win (and process (delete-process process)))))

この例には小さなバグがあります。ユーザーが quit するために C-gとタイプすると、関数
ftp-setup-bufferのリターン後に即座に quitが発生しますが、それは変数 processがセットさ
れる前なので、そのプロセスは killされないでしょう。このバグを簡単に訂正する方法はありません
が、少なくともこれは非常に稀なことだと言えます。
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12 変数

変数 (variable)とはプログラム内で値を表すために使用される名前です。Lispでは変数はそれぞれ
Lispシンボルとして表されます (Chapter 9 [Symbols], page 125を参照)。変数名は単にそのシン
ボルの名前であり、変数の値はそのシンボルの値セル (value cell) に格納されます 1。Section 9.1
[Symbol Components], page 125を参照してください。Emacs Lispではシンボルを変数として使
用することは、同じシンボルを関数名として使用することと関係ありません。

このマニュアルで前述したとおり、Lispプログラムはまず第 1に Lispオブジェクトとして表さ
れ、副次的にテキストとして表現されます。Lispプログラムのテキスト的な形式は、そのプログラム
を構成する Lispオブジェクトの入力構文により与えられます。したがって Lispプログラム内の変数
のテキスト的な形式は、その変数を表すシンボルの入力構文を使用して記述されます。

12.1 グローバル変数

変数を使用するための一番シンプルな方法は、グローバル (globally)を使用する方法です。これはあ
る時点でその変数はただ 1つの値をもち、その値が (少なくともその時点では)Lispシステム全体で効
果をもつことを意味します。あらたな値を指定するまでその値が効果をもちます。新しい値で古い値
を置き換えるとき、古い値を追跡する情報は変数内に残りません。

シンボルの値は setqで指定します。たとえば、

(setq x '(a b))

これは変数 xに値 (a b)を与えます。setqはスペシャルフォームであることに注意してください。こ
れは 1番目の引数 (変数の名前)は評価しませんが、2番目の引数 (新しい値)は評価します。

変数が一度値をもつと、そのシンボル自身を式として使用することによって参照することができま
す。したがって、

x ⇒ (a b)

これは上記の setqフォームが実行された場合です。

同じ変数を再びセットすると、古い値は新しい値で置き換えられます:

x

⇒ (a b)

(setq x 4)

⇒ 4

x

⇒ 4

12.2 変更不可な変数

Emacs Lispでは特定のシンボルは、通常は自分自身に評価されます。これらのシンボルには nilと t、
同様に名前が ‘:’で始まる任意のシンボル (これらはキーワードと呼ばれる)が含まれます。これらのシン
ボルはリバインドや、値の変更はできません。nilやtへのセットやリバインドは、setting-constant
エラーをシグナルします。これはキーワード (名前が ‘:’で始まるシンボル)についても当てはまりま

1 正確に言うとデフォルトのダイナミックスコープ (dynamic scoping)のルールでは、値セルは常に
その変数のカレント値を保持しますが、レキシカルスコープ (lexical scoping)では異なります。詳
細は Section 12.10 [Variable Scoping], page 186を参照してください。
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す。ただしキーワードが標準の obarrayに internされていれば、そのようなシンボルを自分自身に
セットしてもエラーになりません。

nil ≡ 'nil

⇒ nil

(setq nil 500)

error Attempt to set constant symbol: nil

[Function]keywordp object
この関数は objectが ‘:’で始まる名前のシンボルであり、標準の obarrayに internされていれ
ば t、それ以外は nilをリターンする。

これらの定数はスペシャルフォーム defconst(Section 12.5 [Defining Variables], page 179を
参照)を使用して定義された定数 (constant)とは根本的に異なります。defconstフォームは、人間
の読み手に値の変更を意図しない変数であることを知らせる役目は果たしますが、実際にそれを変更
しても Emacsはエラーを起こしません。

現実的な種々の理由により、追加で少数のシンボルが読み取り専用になります。これらには
enable-multibyte-characters、most-positive-fixnum、most-negative-fixnumの
他にいくつかのシンボルが含まれます。これらにたいしてセットやバインドを試みると、すべて
setting-constantエラーがシグナルされます。

12.3 ローカル変数

グローバル変数は新しい値で明示的に置き換えるまで値が持続します。変数にローカル値 (local value)
— Lispプログラム内の特定の部分で効果をもつ — を与えると便利なときがあります。変数がロー
カル値をもつとき、わたしたちは変数がその値にローカルにバインド (locally bound)されていると
言い、その変数をローカル変数 (local variable)と呼びます。

たとえば関数が呼び出されるとき、関数の引数となる変数はローカル値 (その関数の呼び出しにお
いて実際の引数に与えられた値)を受け取ります。これらのローカルバインディングは関数の body内
で効果をもちます。他にもたとえばスペシャルフォーム letは特定の変数にたいして明示的にローカ
ルなバインディングを確立して、これは letフォームの body内だけで効果を持ちます。

これにたいしてグローバルなバインディング (global binding)とは、(概念的には)グローバルな
値が保持される場所です。

ローカルバインディングを確立すると、その変数の以前の値は他の場所に保存されます (または
失われる)。わたしたちはこれを、以前の値がシャドー (shadowed) されたと言います。シャドーは
グローバル変数とローカル変数の両方で発生し得ます。ローカルバインディングが効果を持つときに
は、ローカル変数に setqを使用することにより、指定した値をローカルバインディングに格納しま
す。ローカルバインディングが効果を持たなくなったとき、以前にシャドーされた値が復元されます
(または失われる)。

変数は同時に複数のローカルバインディングを持つことができます (たとえばその変数をバインド
するネストされた let)。カレントバインディング (current binding)とは、実際に効果を持つローカ
ルバインディングのことです。カレントバインディングは、その変数の評価によりリターンされる値
を決定し、setqにより影響を受けるバインディングです。

ほとんどの用途において、最内 (innermost)のローカルバインディングとローカルバインディン
グをもたないグローバルバインディングを、カレントバインディングと考えることができます。より
正確に言うと、スコープルール (scoping rule)と呼ばれるルールは、プログラム内でローカルバイン
ディングが効果を持つ任意の与えられた場所を決定します。Emacs Lispのスコープルールはダイナ
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ミックスコープ (dynamic scoping)と呼ばれ、これは単に実行中のプログラム内の与えられた位置で
のカレントバインディングを示しており、その変数がまだ存在すれば、その変数にたいしてもっとも最
近作成されたバインディングです。ダイナミックスコープについての詳細、およびその代替であるレキ
シカルスコープ (lexical scoping)と呼ばれるスコープルールについては、Section 12.10 [Variable
Scoping], page 186を参照してください。

スペシャルフォーム letと let*は、ローカルバインディングを作成するために存在します:

[Special Form]let (bindings. . . ) forms. . .
このスペシャルフォームは bindingsにより指定される特定の変数セットにたいするローカルバ
インディングをセットアップしてから、formsのすべてをテキスト順に評価する。これは forms
内の最後のフォームの値をリターンする。letがセットアップしたローカルバインディングは
formsの body内でのみ効果をもつ。

bindingsの各バインディングは 2つの形式のいずれかである。(i) シンボルなら、そのシンボ
ルは nilにローカルにバインドされる。(ii) フォーム (symbol value-form)のリストなら、
symbolは value-formを評価した結果へローカルにバインドされる。value-formが省略された
ら nilが使用される。

bindings内のすべての value-formは、シンボルがそれらにバインドされる前に、記述された
順番に評価される。以下の例では zは yの新しい値 (つまり 1)にではなく、古い値 (つまり 2)
にバインドされる。

(setq y 2)

⇒ 2

(let ((y 1)

(z y))

(list y z))

⇒ (1 2)

その一方で bindingsの順序は指定されない。以下の例では 1か 2のどちらかがプリントされる。

(let ((x 1)

(x 2))

(print x))

したがって単一の letフォーム内で変数を複数回バインディングするのは避けること。

[Special Form]let* (bindings. . . ) forms. . .
このスペシャルフォームは letと似ているが、次の変数値にたいするローカル値を計算する前
に、ローカル値を計算してそれを変数にバインドする。したがて bindings内の式は、この let*

フォーム内の前のシンボルのバインドを参照できる。以下の例を上記 letの例と比較されたい。

(setq y 2)

⇒ 2

(let* ((y 1)

(z y)) ; yの値に今計算されたばかりの値を使用する
(list y z))

⇒ (1 1)

[Special Form]letrec (bindings. . . ) forms. . .
このスペシャルフォームは let*と同様だが、ローカル値を計算する前にすべての変数をバイ
ンドする。値はその後にバインドされた変数にローカルに割り当てられる。これはレキシカル
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バインディングが効力をもち、let*の使用しても有効にならないバインディングを参照するク
ロージャを作成したい場合のみ有用。

たとえば以下は一度実行後にフックから自身を削除するクロージャ:

(letrec ((hookfun (lambda ()

(message "Run once")

(remove-hook 'post-command-hook hookfun))))

(add-hook 'post-command-hook hookfun))

以下はローカルバインディングを作成する他の機能のリストです:

• 関数呼び出し (Chapter 13 [Functions], page 210を参照)。

• マクロ呼び出し (Chapter 14 [Macros], page 243を参照)。

• condition-case (Section 11.7.3 [Errors], page 165を参照)。

変数はバッファーローカルなバインディングを持つこともできます (Section 12.11 [Buffer-Local
Variables], page 191を参照)。数は多くありませんが、端末ローカル (terminal-local)なバインディ
ングをもつ変数もあります (Section 29.2 [Multiple Terminals], page 699を参照)。この種のバイ
ンディングは、通常のローカルバインディングのように機能することもありますが、これらはEmacs
内のどこにいるかに依存してローカルになります。

[User Option]max-specpdl-size
この変数はローカルな変数バインディングと、unwind-protectにゆるクリーンアップ (Sec-
tion 11.7.4 [Cleaning Up from Nonlocal Exits], page 173 を参照) の総数にたいする制
限を定義し、この変数を越えると Emacs は (データ"Variable binding depth exceeds

max-specpdl-size"とともに)エラーをシグナルする。

このリミットは、もし超過したときにエラーが関連付けられていれば、誤って定義された関数
による無限再起を避けるための 1つの手段になる。ネストの深さにたいする他の制限としては、
max-lisp-eval-depthがある。[Eval], page 143を参照のこと。

デフォルト値は 1600。Lispデバッガーのエントリーしたとき、もし残りが少なければ、デバッ
ガーを実行するための空きを作るために値が増加される。

12.4 変数がvoidのとき

シンボルの値セル (Section 9.1 [Symbol Components], page 125を参照)に値が割り当てられてい
ない場合、その変数は void(空)であると言います。

Emacs Lispのデフォルトであるダイナミックスコープルール (Section 12.10 [Variable Scoping],
page 186を参照)の下では、値セルはその変数のカレント値 (ローカルまたはグローバル)を保持し
ます。値が割り当てられていない値セルは、値セルに nilをもつのとは異なることに注意してくださ
い。シンボル nilは Lispオブジェクトであり、他のオブジェクトと同様に変数の値となることができ
ます。nilは値なのです。変数が voidの場合にその変数の評価を試みると、値をリターンするかわり
に、void-variableエラーがシグナルされます。

オプションであるレキシカルスコープルール (lexical scoping rule)の下では、値セル保持できる
のはその変数のグローバル値 — 任意のレキシカルバインディング構造の外側の値だけです。変数が
レキシカルにバインドされている場合、ローカル値はそのレキシカル環境により決定されます。した
がってこれらのシンボルの値セルに値が割り当てられていなくても、変数はローカル値を持つことが
できます。
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[Function]makunbound symbol
この関数は symbolの値セルを空にして、その変数を voidにする。この関数は symbolをリター
ンする。

symbolがダイナミックなローカルバインディングをもつなら、makunboundはカレントのバイ
ンディングを voidにして、そのローカルバインディングが効果を持つ限り voidにする。その
後で以前にシャドーされたローカル値 (またはグローバル値)が再び有効になって、再び有効に
なった値が voidでなければ、その変数は voidではなくなる。

いくつか例を示す (ダイナミックバインディングが有効だとする):

(setq x 1) ; グローバルバインディングに値をセットする
⇒ 1

(let ((x 2)) ; それをローカルにバインドする
(makunbound 'x) ; ローカルバインディングを voidにする
x)
error Symbol's value as variable is void: x

x ; グローバルバインディングは変更されない
⇒ 1

(let ((x 2)) ; ローカルにバインドする
(let ((x 3)) ; もう一度
(makunbound 'x) ; 最内のローカルバインディングを voidにする
x)) ; それを参照すると、void

error Symbol's value as variable is void: x

(let ((x 2))

(let ((x 3))

(makunbound 'x)) ; 内側のバインディングを voidにしてから取り除く
x) ; 外側の letバインディングが有効になる

⇒ 2

[Function]boundp variable
この関数は variable(シンボル)が voidでなければ t、voidなら nilをリターンする。

いくつか例を示す (ダイナミックバインディングが有効だとする):

(boundp 'abracadabra) ; 最初は void
⇒ nil

(let ((abracadabra 5)) ; ローカルにバインドする
(boundp 'abracadabra))

⇒ t

(boundp 'abracadabra) ; グローバルではまだ void
⇒ nil

(setq abracadabra 5) ; グローバルで非 voidにする
⇒ 5

(boundp 'abracadabra)
⇒ t

12.5 グローバル変数の定義

変数定義 (variable definition)とは、そのシンボルをグローバル変数として使用する意図を表明する
構文です。これには以下で説明するスペシャルフォーム defvarや defconstが使用されます。

変数宣言は 3つの目的をもちます。1番目はコードを読む人にたいして、そのシンボルが特定の方
法 (変数として)使用されることを意図したものだと知らせることです。2番目は Lispシステムにたい
してオプションで初期値とドキュメント文字列を与えて、これを知らせることです。3番目は etags

のようなプログラミングツールにたいして、その変数が定義されている場所を見つけられるように情
報を提供することです。
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defconstと defvarの主な違いは、人間の読み手に値が変更されるかどうかを知らせることにあ
ります。Emacs Lispは実際に、defconstで定義された変数の値の変更を妨げません。この 2つの
フォームの特筆すべき違いは、defconstは無条件で変数を初期化して、defvarは変数が元々voidの
ときだけ初期化することです。

カスタマイズ可能な変数を定義する場合は、defcustomを使用するべきです (これはサブルーチン
として defvarを呼び出す)。Section 15.3 [Variable Definitions], page 254を参照してください。

[Special Form]defvar symbol [value [doc-string]]
このスペシャルフォームは変数として symbolを定義する。symbolが評価されないことに注意。
シンボルは defvarフォーム内に明示的に表記して定義される必要がある。この変数は特別だと
マークされて、これは常に変数がダイナミックにバインドされることを意味する (Section 12.10
[Variable Scoping], page 186を参照)。

valueが指定されていて symbolが void(たとえばこのシンボルがダイナミックにバインドされ
た値を持たないとき。Section 12.4 [Void Variables], page 178を参照)なら valueが評価さ
れて、その結果が symbolにセットされる。しかし symbolが voidでなければ、valueは評価
されず symbolの値は変更されない。valueが省略された場合は、いかなる場合も symbolの値
は変更されない。

たとえ nilであっても値を指定することにより、その変数は特別だと永続的にマークされるこ
とに注意。一方で valueが省略されると変数はローカル (カレントのレキシカルスコープまたは
トップレベルにあればファイル)でのみ特別だとマークされる。これはバイトコンパイルの警
告を抑止するために有用。Section 17.6 [Compiler Errors], page 291を参照のこと。

symbolがカレントバッファー内でバッファーローカルなバインディングをもつ場合、defvar
はデフォルト値に作用する。デフォルト値はバッファーローカルなバインディングではなく、
バッファーにたいして独立である。デフォルト値が voidのときはデフォルト値をセットする。
Section 12.11 [Buffer-Local Variables], page 191を参照のこと。

すでに symbolがレキシカルにバインドされている場合 (たとえばレキシカルバインドが有効な
状態で letフォーム内に defvarがあるような場合)、defvarはダイナミックな値をセットす
る。バインディング構文を抜けるまで、レキシカルバインディングは効果をもつ。Section 12.10
[Variable Scoping], page 186を参照のこと。

C-M-x (eval-defun)や Emacs Lispモードでの C-M-x (eval-last-sexp)でトップレベ
ルの defvarを評価するとき、eval-defunの特別な機能はその値が voidであるかテストする
ことなく、その変数を無条件にセットする。

引数 doc-stringが与えられたら、それは変数にたいするドキュメント文字列を指定する (そのシ
ンボルの variable-documentationプロパティーに格納される)。Chapter 24 [Documen-
tation], page 520を参照のこと。

以下にいくつか例を示す。これは fooを定義するが初期化は行わない:

(defvar foo)

⇒ foo

以下の例は barの値を 23に初期化してドキュメント文字列を与える:

(defvar bar 23

"The normal weight of a bar.")

⇒ bar

defvarフォームは symbolをリターンするが、これは通常は値が問題にならないファイル内の
トップレベルで使用される。

値をもたない defvarのより詳細な使用例は [Local defvar example], page 190を参照のこと。
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[Special Form]defconst symbol value [doc-string]
このスペシャルフォームはある値で symbolを定義して、それを初期化する。これはコードを
読む人に、symbolがここで設定される標準的なグローバル値をもち、ユーザーや他のプログラ
ムがそれを変更すべきではないことを知らせる。symbolが評価されないことに注意。定義され
るシンボルは defconst内に明示的に記されなければならない。

defvarと同様、defconstは変数を特別 — この変数が常にダイナミックにバインドされて
いるという意味 — であるとマークする (Section 12.10 [Variable Scoping], page 186を参
照)。加えてこれはその変数を危険であるとマークする (Section 12.12 [File Local Variables],
page 198を参照)。

defconstは常に valueを評価して、その結果を symbolの値にセットする。カレントバッファー
内で symbolがバッファーローカルなバインディングをもつなら、defconstはデフォルト値で
はなくバッファーローカルな値をセットする (しかし defconstで定義されたシンボルにたい
してバッファーローカルなバインディングを作らないこと)。

defconstの使い方の例は、Emacsの float-pi — (たとえインディアナ州議会が何を試み
ようと)何者かにより変更されるべきではない数学定数 piにたいする定義である。しかし 2番
目の defconstの例のように、これは単にアドバイス的なものである。

(defconst float-pi 3.141592653589793 "The value of Pi.")

⇒ float-pi

(setq float-pi 3)

⇒ float-pi

float-pi

⇒ 3

警告: 変数がローカルバインディングをもつとき (letにより作成された、または関数の引数の場
合)に、スペシャルフォーム defconstまたは defvarを使用すると、これらのフォームはグローバル
バインディングではなく、ローカルバインディングをセットします。これは通常は、あなたが望むこ
とではないはずです。これを防ぐには、これらのスペシャルフォームをファイル内のトップレベルで
使用します。この場所は通常、何のローカルバインディングも効果をもたないので、その変数にたい
するローカルバインディングが作成される前にファイルがロードされることが確実だからです。

12.6 堅牢な変数定義のためのヒント

値が関数 (または関数のリスト) であるような変数を定義するときには、変数の名前の最後に
‘-function’(または ‘-functions’)を使用します。

他にも変数名に関する慣習があります。以下はその完全なリストです:

‘...-hook’
変数はノーマルフック (Section 23.1 [Hooks], page 462を参照)。

‘...-function’
値は関数。

‘...-functions’
値は関数のリスト。

‘...-form’
値はフォーム (式)。

‘...-forms’
値はフォーム (式)のリスト。
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‘...-predicate’
値は述語 (predicate) — 1つの引数をとる関数 — であり成功なら非 nil、失敗なら
nilをリターンする。

‘...-flag’
nilか否かだけが意味をもつような値。結局そのような変数は、やがては多くの値をも
つことが多いので、この慣習を強く推奨はしない。

‘...-program’
値はプログラム名。

‘...-command’
値は完全なシェルコマンド。

‘...-switches’
値はコマンドにたいして指定するオプション。

‘prefix--...’
これは内部的な使用を意図した変数でありファイル prefix.el内で定義される (他の規
約にしたがうかもしれない 2018年以前に貢献された Emacsコードは段階的に廃止さ
れる)。

‘...-internal’
これは内部的な使用を意図した変数でありファイルCコード内で定義される (他の規約に
したがうかもしれない 2018年以前に貢献されたEmacsコードは段階的に廃止される)。

変数を定義するときは、その変数を安全 (safe)とマークすべきか、それとも危険 (risky)とマーク
すべきかを常に考慮してください。Section 12.12 [File Local Variables], page 198を参照してく
ださい。

複雑な値を保持する変数 (バインディングをもつ keymapなど)の定義や初期化を行う場合は、以
下のように値の計算をすべて defvarの中に配置するのが最良です:

(defvar my-mode-map

(let ((map (make-sparse-keymap)))

(define-key map "\C-c\C-a" 'my-command)

...

map)

docstring)

この方法にはいくつかの利点があります。1つ目はファールをロード中にユーザーが中断した場合、変
数はまだ初期化されていないか、初期化されているかのどちらかであり、その中間ということはあり
ません。まだ初期化されていなければ、ファイルをリロードすれば正しく初期化されます。2つ目は
一度初期化された変数は、ファイルをリロードしても変更されないことです。コンテンツの一部を変
更 (たとえばキーのリバインド)するフックをユーザーが実行した場合などに、これは重要です。3つ
目は C-M-xで defvarを評価すると、そのマップは完全に再初期化されることです。

defvarフォーム内に多すぎるコードを配置することが不利な点が 1つあります。ドキュメント文
字列が変数の名前から離れた場所に配置されることです。これを避ける安全な方法は以下の方法です:

(defvar my-mode-map nil

docstring)

(unless my-mode-map

(let ((map (make-sparse-keymap)))

(define-key map "\C-c\C-a" 'my-command)



Chapter 12: 変数 183

...

(setq my-mode-map map)))

これは初期化を defvarの内側に配置した場合とまったく同じ利点をもちますが、変数を再度初期化
したい場合は、各フォームにたいして 1回ずつ、C-M-xを 2回タイプしなければならない点が異なり
ます。

12.7 変数の値へのアクセス

変数を参照する通常の方法は、それに名前をつけるシンボルを記述する方法です。Section 10.1.2
[Symbol Forms], page 135を参照してください。

実行時にのみ決定される変数を参照したいときがあるかもしれません。そのような場合、プログラム
中のテキストで変数名を指定することはできません。そのような値を抽出するために symbol-value

を使うことができます。

[Function]symbol-value symbol
この関数は symbolの値セルに格納された値をリターンする。これはその変数の (ダイナミック
な)カレント値が格納された場所である。その変数がローカルバインディングをもたなければ
単にその変数のグローバル値になる。変数が voidなら void-variableはエラーをシグナル
する。

その変数がレキシカルにバインドされていれば、symbol-valueが報告する値は、その変数の
レキシカル値と同じである必要はない。レキシカル値はそのシンボルの値セルではなく、レキ
シカル環境により決定される。Section 12.10 [Variable Scoping], page 186を参照のこと。

(setq abracadabra 5)

⇒ 5

(setq foo 9)

⇒ 9

;; ここでシンボル abracadabra

;; は値がテストされるシンボル
(let ((abracadabra 'foo))

(symbol-value 'abracadabra))

⇒ foo

;; ここでは abracadabraの値、
;; つまり fooが値を
;; テストされるシンボル
(let ((abracadabra 'foo))

(symbol-value abracadabra))

⇒ 9

(symbol-value 'abracadabra)

⇒ 5

12.8 変数の値のセット

ある変数の値を変更する通常の方法は、スペシャルフォーム setqを使用する方法です。実行時に変数
選択を計算する必要がある場合には関数 setを使用します。
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[Special Form]setq [symbol form]. . .
このスペシャルフォームは、変数の値を変更するためのもっとも一般的な方法である。symbol
にはそれぞれ、新しい値 (対応する formが評価された結果)が与えられる。そのシンボルのカ
レントバインディングは変更される。

setqは symbolを評価せずに、記述されたシンボルをセットする。この引数のことを自動的に
クォートされた (automatically quoted)と呼ぶ。setqの ‘q’は “quoted(クォートされた)”が
由来。

setqフォームの値は最後の formの値となる。

(setq x (1+ 2))

⇒ 3

x ; ここで xはグローバル値をもつ
⇒ 3

(let ((x 5))

(setq x 6) ; xのローカルバインディングをセット
x)

⇒ 6

x ; グローバル値は変更されない
⇒ 3

1番目の formが評価されてから 1番目の symbolがセット、次に 2番目の formが評価されて
から symbolが評価されて、...となることに注意:

(setq x 10 ; ここで、xがセットされるのは
y (1+ x)) ; yの計算前であることに注目
⇒ 11

[Function]set symbol value
この関数は symbolの値セルに valueを配置する。これはスペシャルフォームではなく関数なの
で、シンボルにセットするために symbolに記述された式は評価される。リターン値は value。

ダイナミックな変数バインドが有効 (デフォルト)なら、setは自身の引数 symbolを評価する
が、setqは評価しないという点を除き、setは setqと同じ効果をもつ。しかし変数がレキシ
カルバインドなら、setは変数のダイナミックな値に、setqは変数のカレント値 (レキシカル
値)に影響する。Section 12.10 [Variable Scoping], page 186を参照のこと。

(set one 1)

error Symbol's value as variable is void: one

(set 'one 1)

⇒ 1

(set 'two 'one)

⇒ one

(set two 2) ; twoはシンボル oneに評価される
⇒ 2

one ; したがって oneがセットされる
⇒ 2

(let ((one 1)) ; oneのこのバインディングがセットされる
(set 'one 3) ; のであってグローバル値はセットされない
one)

⇒ 3
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one

⇒ 2

symbolが実際のシンボルでなければ wrong-type-argumentエラーがシグナルされる。

(set '(x y) 'z)

error Wrong type argument: symbolp, (x y)

12.9 変数が変更されたときに実行される関数。

変数の値が変化したときに何らかのアクションを行えれば便利なときがあります。変数 watch-
point(variable watchpoint) 機能はそのための機能を提供します。この機能の有効な利用方法とし
ては変数セッティングと表示の同期、変数への予期せぬ変更を追跡するためのデバッガの呼び出しが
含まれます (Section 18.1.4 [Variable Debugging], page 300を参照)。

以下の関数は関数にたいする watch関数の操作や問い合わせに使用できます。

[Function]add-variable-watcher symbol watch-function
この関数は symbolが変化したときは常にwatch-functionが呼び出されるようにアレンジする。
エイリアスを介した変更にも同じ効果をもつ (Section 12.15 [Variable Aliases], page 205を
参照)。

watch-functionは symbolの値の変更直前に symbol、newval、operation、whereという 4
つの引数で呼び出される。symbolは変更される変数、newvalは変更後の値 (watch-function
では newvalに変更される前なので古い値は symbolの値で利用可能)、operationは変更の種類
を表すシンボルであり set、let、unlet、makunbound、defvaraliasのいずれか。where
は変数のバッファーローカルな値が変更される場合にはバッファー、それ以外は nil。

[Function]remove-variable-watcher symbol watch-function
この関数は symbolの watcherリストから watch-functionを削除する。

[Function]get-variable-watchers symbol
この関数は symbolのアクティブな watcher関数のリストをリターンする。

12.9.1 制限

watchpointをトリガーせずに変数が変更される (または少なくとも変更されたように見える)方法が
いくつかあります。

watchpointはシンボルにアタッチされるので変数内に含まれるオブジェクトの変更 (リスト変更
関数による変更。Section 5.6 [Modifying Lists], page 81を参照のこと)はこのメカニズムにより
検出されません。

さらに Cのコードは watchpointメカニズムをバイパスして変数の値を直接変更できます。

繰り返しになりますがこれはシンボルをターゲットとするので、この機能のマイナーな制限はダイ
ナミックなスコープをもつ変数だけをウォッチできるということです。レキシカル変数への変更は変数
スコープ内のコードを調べれば容易に発見できるので、これが問題をもたらすことは稀でしょう (結局
のところいかなるコードからも変更され得るダイナミック変数とは異なる。Section 12.10 [Variable
Scoping], page 186を参照のこと)。
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12.10 変数のバインディングのスコーピングルール

ある変数にたいするローカルバインディングを作成するとき、そのバインディングはプログラムの限ら
れた一部だけに効果をもちます (Section 12.3 [Local Variables], page 176を参照)。このセクショ
ンでは、これが正確には何を意味するかについて説明します。

ローカルバインディングはそれぞれ、個別にスコープ (scope: 範囲という意味)とエクステント
(extent: これも範囲を意味する)をもちます。スコープはそのバインディングにアクセスできるのが、
テキストのソースコードのどこ (where)であるかを示します。エクステントはプログラムの実行中に、
そのバインディングが存在するのがいつ (when)であるかを示します。

デフォルトではEmacsが作成したローカルバインディングは、ダイナミックバインディング (dy-
namic binding) です。このようなバインディングはダイナミックスコープ (dynamic scope) をも
ち、それはプログラムの任意の範囲が、その変数バインディングにアクセスするかもしれないことを
意味します。これはダイナミックエクステント (dynamic extent)ももっています。これはそのバイ
ンディング構造 (letフォームの bodyなど)が実行される間だけ、そのバインディングが存続するこ
とを意味します。

Emacsはオプションでレキシカルバインディング (lexical binding)を作成することができます。
レキシカルバインディングはレキシカルスコープ (lexical scope)をもち、これはその変数にたいする
すべての参照が、バインディング構文内にテキスト的に配置されなければならないことを意味します
2。レキシカルバインディングは不定エクステント (indefinite extent)ももっています。これはある
状況下において、クロージャー (closures)と呼ばれるスペシャルオブジェクトにより、バインディン
グ構造が実行を終えた後でさえも、存続し続けることを意味します。

以降のサブセクションでは、ダイナミックバインディングとレキシカルバインディング、および
Emacs Lisp プログラムでレキシカルバインディングを有効にする方法についてより詳細に説明し
ます。

12.10.1 ダイナミックバインディング

デフォルトでは、Emacsにより作成されるローカル変数のバインディングはダイナミックバインディ
ングです。ある変数がダイナミックにバインドされていると、Lispプログラムの実行における任意の
ポイントでのカレントバインディングは、単にそのシンボルにたいしてもっとも最近作成されたダイ
ナミックなローカルバインディング、またはそのようなローカルバインディングが存在しなければグ
ローバルバインディングになります。

以下の例のように、ダイナミックバインディングはダイナミックスコープとダイナミックエクステ
ントをもちます:

2 これにはいくつか例外があります。たとえばレキシカルバインディングは、Lispデバッガーからも
アクセスできます。
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(defvar x -99) ; xは初期値として−99を受け取る

(defun getx ()

x) ; この関数内では xは自由に使用される

(let ((x 1)) ; xはダイナミックにバインドされている
(getx))

⇒ 1

;; letフォームが終了した後に
;; xは前の値−99にリバートされる

(getx)

⇒ -99

関数 getxは xを参照します。defun構文自体の中に xにたいするバインディングが存在しないという
意味において、これはフリーな参照です。xが (ダイナミックに)バインドされている letフォーム内
から getxを呼び出すと、ローカル値 (つまり 1)が取得されます。しかしその後 letフォームの外側
から getxを呼び出すと、グローバル値 (つまり−99)が取得されます。

以下は setqを使用してダイナミックに変数をバインドする例です:

(defvar x -99) ; xは初期値として−99を受け取る

(defun addx ()

(setq x (1+ x))) ; xに 1加算して新しい値をリターンする

(let ((x 1))

(addx)

(addx))

⇒ 3 ; addxを 2回呼び出すと xに 2回加算される

;; letフォームが終了した後に
;; xは前の値−99にリバートされる

(addx)

⇒ -98

Emacs Lispでのダイナミックバインディングは、シンプルな方法で実装されています。シンボル
はそれぞれ、シンボルのカレントのダイナミック値 (または値の不在)を指定する値セルをもちます。
Section 9.1 [Symbol Components], page 125を参照してください。あるシンボルがダイナミック
なローカル値を与えられたとき、Emacsは値セルの内容 (または値の不在)をスタックに記録して、新
しいローカル値を値セルに格納します。バインディング構文が実行を終えたとき、Emacsはスタック
から古い値を popして値セルにそれを配置します。

12.10.2 ダイナミックバインディングの正しい使用

ダイナミックバインディングは、プログラムにたいしてテキスト的なローカルスコープ内で定義され
ていない変数を参照することを許容する、強力な機能です。しかし無制限に使用した場合には、プロ
グラムの理解を困難にしてしまうこともあります。このテクニックを使用するために 2つの明解な方
法があります:
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• ある変数がグローバルな定義をもたなければ、ローカル変数としてバインディング構文内 (その
変数がバインドされる letフォームの bodyなどの場所)だけでそれを使用する。プログラムで
この慣習に一貫してしたがえば、プログラム内の他の場所で同じ変数シンボルを任意に使用して
も、その変数の値に影響を与えたり、影響を受けることがなくなる。

• それ以外では defvar、defconst (Section 12.5 [Defining Variables], page 179 を参照)、
defcustom (Section 15.3 [Variable Definitions], page 254を参照)で変数を定義する。この
定義は通常はEmacs Lispファイル内のトップレベルであること。この定義には可能な限り変数
の意味と目的を説明するドキュメント文字列を含めること。また名前の衝突を避けるように変数
を命名すること (Section D.1 [Coding Conventions], page 1164を参照)。

そうすればプログラム内のどこか別の場所で、それが何に影響するか確信をもって変数をバイン
ドすることができます。その変数にどこで出会っても、(たとえば変数の定義が Emacsにロー
ドされていれば C-h vコマンドを通じて)定義を参照するのが簡単になります。Section “Name
Help” in The GNU Emacs Manualを参照してください。

たとえば case-fold-searchのようなカスタマイズ可能な変数にたいしてローカルバインディ
ングを使用するのは一般的です:

(defun search-for-abc ()

"Search for the string \"abc\", ignoring case differences."

(let ((case-fold-search t))

(re-search-forward "abc")))

12.10.3 レキシカルバインディング

Emacsのバージョン 24.1からオプションの機能としてレキシカルバインディングが導入されました。
わたしたちはこの機能の重要性が時とともに増加することを期待します。レキシカルバインディング
は最適化の機会をより広げるので、この機能を使用するプログラムはおそらく将来のEmacsバージョ
ンで高速に実行されるようになるでしょう。レキシカルバインディングは、わたしたちがバージョン
26。1の Emacsで追加した並列性 (concurrency)とも互換があります。

レキシカルにバインドされた変数はレキシカルスコープ (lexical scope)をもちます。これはその
変数にたいする参照が、そのバインディング構文内にテキスト的に配置されなければならないことを
意味しています。以下は例です (実際にレキシカルバインディングを有功にする方法は、次のサブセク
ションを参照のこと):

(let ((x 1)) ; xはレキシカルにバインドされる
(+ x 3))

⇒ 4

(defun getx ()

x) ; この関数内では xは自由に使用される

(let ((x 1)) ; xはレキシカルにバインドされる
(getx))

error Symbol's value as variable is void: x

ここでは xはグローバル値をもちません。letフォーム内でレキシカルにバインドされたとき、この
変数は letのテキスト境界内で使用できます。しかしこの let内から呼び出される getx関数からは、
getxの関数定義が letフォームの外側なので使用することができません。

レキシカルバインディングが機能する方法を説明します。バインディング構文はぞれぞれ、その構
文内でローカル値にバインドする変数を指定する、レキシカル環境 (lexical environment)を定義し
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ます。Lispの評価機能 (Lisp evaluator)が、ある変数のカレント値を得たいときは、最初にレキシ
カル環境内を探します。そこで変数が指定されていなければ、ダイナミック値が格納されるシンボル
の値セルを探します。

(内部的にはレキシカル環境はシンボルと値がペアになった alistでり、alistの最後の要素はコン
スセルではなくシンボル tである。そのような alistはフォームを評価するためのレキシカル環境を指
定するために、eval関数の 2番目の引数として渡すことができる。Section 10.4 [Eval], page 141
を参照のこと。しかしほとんどの Emacs Lispプログラムは、この方法で直接レキシカル環境を使用
するべきではない。デバッガーのような特化されたプログラムだけが使用すること。)

レキシカルバインディングは不定エクステント (indefinite extent)をもちます。バインディング構
造が終了した後でも、そのレキシカル環境はクロージャー (closures)と呼ばれるLispオブジェクト内
に “保持”されるかもしれ、あせん。クロージャーはレキシカルバインディングが有効な、名前つきま
たは無名 (anonymous)の関数が作成されたときに作成されます。詳細は Section 13.10 [Closures],
page 228を参照してください。

クロージャーが関数として呼び出されたとき、その関数の定義内のレキシカル変数にたいする任意
の参照は、維持されたレキシカル環境を使用します。以下は例です:

(defvar my-ticker nil) ; クロージャーを格納するために
; この変数を使用する

(let ((x 0)) ; xはレキシカルにバインドされる
(setq my-ticker (lambda ()

(setq x (1+ x)))))

⇒ (closure ((x . 0) t) ()

(setq x (1+ x)))

(funcall my-ticker)

⇒ 1

(funcall my-ticker)

⇒ 2

(funcall my-ticker)

⇒ 3

x ; xはグローバル値をもたないことに注意
error Symbol's value as variable is void: x

letバインディングは、内部に変数 xをもつレキシカル環境を定義して、変数は 0にローカルにバイン
ドされます。このバインディング構文内で xを 1増加して、増加された値をリターンするクロージャー
を定義しています。このラムダ式は自動的にクロージャーとなり、たとえ let構文を抜けた後でも、そ
の内部ではレキシカル環境が存続します。クロージャーを評価するときは、毎回レキシカル環境内の
xのバインディングが使用されて、xが加算されます。

シンボルオブジェクト自体に束縛されるダイナミック変数と異なり、レキシカル変数とシンボルの関
係はインタープリター (かコンパイラー)内にのみ存在します。したがって (symbol-value、boundp、
setのような)シンボル引数を受け取る関数ができるのは、変数のダイナミックなバインディング (そ
のシンボルの値セルの内容)の取得と変更だけです。
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12.10.4 レキシカルバインディングの使用

Emacs Lisp ファイルのロードや Lisp バッファーを評価するとき、バッファーローカルな変数
lexical-bindingが非 nilなら、レキシカルバインディングが有効になります:

[Variable]lexical-binding
このバッファーローカルな変数が非 nilなら、Emacs Lispファイルとバッファーはダイナミッ
クバインディングではなくレキシカルバインディングを使用して評価される (しかし特別な変数
はダイナミックにバインドされたまま。以下を照)。nilならすべてのローカル変数にたいして
ダイナミックバインディングが使用される。この変数は、通常はファイルローカル変数として、
Emacs Lispファイル全体にたいしてセットされる (Section 12.12 [File Local Variables],
page 198を参照)。他のファイルローカル変数などとは異なり、ファイルの最初の行でセット
されなければならないことに注意。

eval呼び出しを使用して Emacs Lispコードを直接評価するとき、evalの lexical引数が非 nilな
ら、レキシカルバインディングが有効になります。Section 10.4 [Eval], page 141を参照してくだ
さい。

レキシカルバインディングは*scratch*バッファーで使用される Lisp Interactionモード、およ
び*ielm*バッファーで使用される IELMモードでも有効であり、M-: (eval-expression)を通じ
た式の評価や、Emacsと emacsclient (Section “emacsclient Options” in The GNU Emacs
Manualを参照)の--evalコマンドラインオプション (Section “Action Arguments” in The GNU
Emacs Manualを参照)を処理する際にも有効です。

レキシカルバインディングが有効な場合でも、特定の変数はダイナミックにバインドされたままで
す。これらはスペシャル変数 (special variable)と呼ばれます。defvar、defcustom、defconstで
定義されたすべての変数はスペシャル変数です (Section 12.5 [Defining Variables], page 179を参
照)。その他のすべての変数はレキシカルバインディングの対象になります。

値なしで defvarを使用することにより、他の場所ではレキシカルにバインドされている状態のま
ま、単一ファイルやファイルの一部だけで変数をダイナミックにバインドすることが可能になります。
たとえば:

(let (_)

(defvar x) ; xへの letバインドはこの let内ではダイナミック
(let ((x -99)) ; これは xのダイナミックバインド
(defun get-dynamic-x ()

x)))

(let ((x 'lexical)) ; これは xのレキシカルバインド
(defun get-lexical-x ()

x))

(let (_)

(defvar x)

(let ((x 'dynamic))

(list (get-lexical-x)

(get-dynamic-x))))

⇒ (lexical dynamic)
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[Function]special-variable-p symbol
この関数は symbolがスペシャル変数 (つまり変数が defvar、defcustom、defconstによる
定義をもつ)なら非 nilをリターンする。、それ以外ならリターン値は nil。

これは関数なので永続的にスペシャルな変数には非 nilをリターンできるが、カレントレキシ
カルスコープでのみスペシャルな変数では異なることに注意。

関数内での通常の引数としてのスペシャル変数の使用は、推奨されません。レキシカルバインディ
ングモードが有効なときにこれを行うと、(あるときはレキシカルバインディング、またあるときはダ
イナミックバインディングのような)不定な動作が起こります。

Emacs Lispプログラムをレキシカルバインディングに変換するのは簡単です。最初にEmacs Lisp
ソースファイルのヘッダー行で lexical-bindingを tにして、ファイルローカル変数を追加します
(Section 12.12 [File Local Variables], page 198を参照)。次に意図せずレキシカルにバインドし
てしまわないように、ダイナミックなバインドをもつ必要がある変数が変数定義をもつことを各変数
ごとにチェックします。

どの変数が変数定義をもつ必要があるか見つけるシンプルな方法は、ソースファイルをバイトコン
パイルすることです。Chapter 17 [Byte Compilation], page 286を参照してください。letフォー
ムの外側で非スペシャル変数が使用されていれば、バイトコンパイラーはフリーな変数にたいする参照
や割り当てについて警告するでしょう。非スペシャル変数がバインドされているが letフォーム内で使
用されていなければ、バイトコンパイラーは使用されないレキシカル変数に関して警告するでしょう。
バイトコンパイラーは、スペシャル変数を関数の引数として使用している場合も問題を警告します。

(使用されていない変数についての警告を抑制するためには単に変数名をアンダースコアーで開始
する。そうすればバイトコンパイラーは変数が使用されないことを示すと解釈する。)

12.11 バッファーローカル変数

グローバルおよびローカルな変数バインディングは、いずれかの形式をほとんどのプログラミング言
語で見つけることができます。しかしEmacsは 1つのバッファーだけに適用されるバッファーローカ
ル (buffer-local)なバインディング用に、普通には存在しない類の変数バインディングもサポートし
ています。ある変数にたいして異なるバッファーごとに別の値をもつのは、カスタマイズでの重要な
手法です (変数は端末ごとにローカルなバインディングをもつこともできる。Section 29.2 [Multiple
Terminals], page 699を参照)。

12.11.1 バッファーローカル変数の概要

バッファーローカル変数は特定のバッファーに関連づけられた、バッファーローカルなバインディング
をもちます。このバインディングはそのバッファーがカレントのときに効果をもち、カレントでない
ときには効果がありません。バッファーローカルなバインディングが効力をもつときにその変数をセッ
トすると、そのバインディングは新しい値をもちますが他のバインディングは変更されません。これ
はバッファーローカルなバインディングを作成したバッファーだけで変更が見えることを意味します。

その変数にたいする特定のバッファーに関連しない通常のバインディングは、デフォルトバイン
ディング (default binding)と呼ばれます。これはほとんどの場合はグローバルバインディングです。

変数はあるバッファーではバッファーローカルなバインディングをもつことができ、他のバッファー
ではもたないことができます。デフォルトバインディングは、その変数にたいして自身のバインディ
ングをもたないすべてのバッファーで共有されます (これには新たに作成されたバッファーが含まれ
る)。ある変数にたいして、その変数のバッファーローカルなバインディングをもたないバッファーで
その変数をセットすると、それによりデフォルトバインディングがセットされるので、デフォルトバ
インディングを参照するすべてのバッファーで新しい値を見ることになります。
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バッファーローカルなバインディングのもっとも一般的な使用は、メジャーモードがコマンドの動
作を制御するために変数を変更する場合です。たとえばCモードや Lispモードは、空行だけがパラグ
ラフの区切りになるように変数 paragraph-startをセットします。これらのモードは、Cモードや
Lispモードになるようなバッファー内でこの変数をバッファーローカルにすることでこれを行って、
その後そのモードにたいする新しい値をセットします。Section 23.2 [Major Modes], page 464を
参照してください。

バッファーローカルなバインディングを作成する通常の方法は、make-local-variableによる
方法で、これは通常はメジャーモードが使用します。これはカレントバッファーだけに効果がありま
す。その他すべてのバッファー (まだ作成されていないバッファーを含む)は、それらのバッファー自
身が明示的にバッファーローカルなバインディングを与えるまでデフォルト値を共有し続けます。

変数を自動的にバッファーローカルになるようにマークする、より強力な操作は make-variable-

buffer-localを呼び出すことにより行われます。これはたとえその変数がまだ作成されていなくて
も、変数をすべてのバッファーにたいしてローカルにすると考えることができます。より正確には変
数を自動的にセットすることにより、その変数がカレントバッファーにたいしてローカルでなくても、
変数をローカルにする効果があります。すべてのバッファーは最初は通常のようにデフォルト値を共
有しますが、変数をセットすることでカレントバッファーにたいしてバッファーローカルなバインディ
ングを作成します。新たな値はバッファーローカルなバインディングに格納され、デフォルトバイン
ディングは変更されずに残ります。これは任意のバッファーで setqによりデフォルト値を変更できな
いことを意味します。変更する唯一の方法は setq-defaultだけです。

警告: ある変数が 1つ以上のバッファーでバッファーローカルなバインディングをもつ際に、let
はそのとき効力がある変数のバインディングをリバインドします。たとえばカレントバッファーがバッ
ファーローカルな値をもつなら、letは一時的にそれをリバインドします。効力があるバッファーロー
カルなバインディングが存在しなければ letはデフォルト値をリバインドします。letの内部で、別
のバインディングが効力をもつ別のバッファーをカレントバッファーにすると、それ以上 letバイン
ディングを参照できなくなります。他のバッファーにいる間に letを抜けると、(たとえそれが正しく
ても)バインディングの解消を見ることはできません。以下にこれを示します:

(setq foo 'g)

(set-buffer "a")

(make-local-variable 'foo)

(setq foo 'a)

(let ((foo 'temp))

;; foo ⇒ 'temp ; バッファー ‘a’内での letバインディング
(set-buffer "b")

;; foo ⇒ 'g ; fooは ‘b’にたいしてローカルではないためグローバル値
body...)

foo ⇒ 'g ; exitによりバッファー ‘a’のローカル値が復元されるが
; バッファー ‘b’では見ることができない

(set-buffer "a") ; ローカル値が復元されたことを確認
foo ⇒ 'a

body内の fooにたいする参照は、バッファー ‘b’のバッファーローカルなバインディングにアクセス
することに注意してください。

あるファイルがローカル変数の値をセットする場合、これらの変数はファイルを visitするときバッ
ファーローカルな値になります。Section “File Variables” in The GNU Emacs Manualを参照し
てください。
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バッファーローカル変数を端末ローカル (terminal-local)にすることはできません (Section 29.2
[Multiple Terminals], page 699を参照)。

12.11.2 バッファーローカルなバインディングの作成と削除

[Command]make-local-variable variable
この関数はカレントバッファー内で、variable(シンボル)にたいするバッファーローカルなバ
インディングを作成する。他のバッファーは影響を受けない。リターンされる値は variable。

variableのバッファーローカルな値は、最初は以前に variableがもっていた値と同じ値をもつ。
variableが voidのときは voidのまま。

;; バッファー ‘b1’で行う:
(setq foo 5) ; すべてのバッファーに影響する。

⇒ 5

(make-local-variable 'foo) ; ‘b1’内でローカルになった
⇒ foo

foo ; 値は変更されない
⇒ 5

(setq foo 6) ; ‘b1’内で値を変更
⇒ 6

foo

⇒ 6

;; バッファー ‘b2’では、値は変更されていない
(with-current-buffer "b2"

foo)

⇒ 5

変数を letバインディングでバッファーローカルにしても、letへの出入り時の両方でこれを
行うバッファーがカレントでなければ信頼性はない。これは letがバインディングの種類を区
別しないからである。letに解るのはバインディングが作成される変数だけである。

定数や読み取り専用の変数をバッファーローカルにするとエラーになる。Section 12.2 [Con-
stant Variables], page 175を参照のこと。

変数が端末ローカル (Section 29.2 [Multiple Terminals], page 699を参照)なら、この関数
はエラーをシグナルする。そのような変数はバッファーローカルなバインディングをもつこと
ができない。

警告: フック変数にたいして make-local-variableを使用しないこと。フック変数は
add-hookか remove-hookの local引数を使用すると、必要に応じて自動でバッファーローカ
ルになる。

[Macro]setq-local &rest pairs
pairsは変数と値のペアからなるリスト。このマクロはカレントバッファー内で変数それぞれに
たいしてバッファーローカルなバインディングを作成して、それにバッファーローカルな値を
与える。このマクロは各変数にたいして make-local-variableの後に setqを呼び出すのと
等価。変数はクォートされていないシンボルであること。

(setq-local var1 "value1"

var2 "value2")
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[Command]make-variable-buffer-local variable
このコマンドは variable(シンボル)が自動的にバッファーローカルになるようにマークするの
で、それ以降にその変数へのセットを試みると、その時点でカレントのバッファーにローカル
になる。しばしば混乱を招く make-local-variableとは異なり、これが取り消されることは
なく、すべてのバッファー内での変数の挙動に影響する。

この機能特有の欠点は、(letやその他のバインディング構文による)変数のバインディングが、
その変数にたいするバッファーローカルなバインディングを作成しないことである。(setや
setqによる)変数のセットだけは、その変数がカレントバッファーで作成された letスタイル
のバインディングをもたないので、ローカルなバインディングを作成する。

variableがデフォルト値をもたない場合、このコマンドの呼び出しは nilのデフォルト値を
与える。variableがすでにデフォルト値をもつなら、その値は変更されずに残る。それ以降に
variableにたいして makunboundを呼び出すと、バッファーローカル値を voidにして、デフォ
ルト値は影響を受けずに残る。

▼リターン値は variable。

定数や読み取り専用の変数をバッファーローカルにするとエラーになる。Section 12.2 [Con-
stant Variables], page 175を参照のこと。

警告: ユーザーオプション変数では、ユーザーは異なるバッファーにたいして異なるカスタマ
イズを望むかもしれないので、make-variable-buffer-localを使うべきだと決め込むべき
ではない。ユーザーは望むなら任意の変数をローカルにできる。その選択の余地を残すほうが
よい。

make-variable-buffer-localを使用すべきなのは、複数のバッファーが同じバインディン
グを共有しないことが自明な場合である。たとえばバッファーごとに個別な値をもつことに依存
するLispプログラム内の内部プロセスにたいして変数が使用されるときは、make-variable-
buffer-localの使用が最善の解決策になるかもしれない。

[Macro]defvar-local variable value &optional docstring
このマクロは variableを初期値 valueと docstringの変数として定義して、それを自動的に
バッファーローカルとマークする。これは defvarの後につづけて make-variable-buffer-

localを呼び出すのと同じ。variableはクォートされていないシンボル。

[Function]local-variable-p variable &optional buffer
これは variableがバッファー buffer(デフォルトはカレントバッファー)内でバッファーローカ
ルなら t、それ以外は nilをリターンする。

[Function]local-variable-if-set-p variable &optional buffer
これは variableがバッファー buffer内でバッファーローカル値をもつ、または自動的にバッ
ファーローカルになるなら t、それ以外は nilをリターンする。bufferが省略または nilの場
合のデフォルトはカレントバッファー。

[Function]buffer-local-value variable buffer
この関数はバッファー buffer内の、variable(シンボル)のバッファーローカルなバインディン
グをリターンする。variableがバッファー buffer内でバッファーローカルなバインディングをも
たなければ、かわりに variableのデフォルト値 (Section 12.11.3 [Default Value], page 196
を参照)をリターンする。

[Function]buffer-local-variables &optional buffer
この関数はバッファー buffer内のバッファーローカル変数を表すリストをリターンする (buffer
が省略された場合はカレントバッファーが使用される)。リストの各要素は通常は (sym . val)
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という形式をもつ。ここで symはバッファーローカル変数 (シンボル)、valはバッファーロー
カル値。しかし buffer内のある変数のバッファーローカルなバインディングが voidなら、そ
の変数に対応するリスト要素は単に symとなる。

(make-local-variable 'foobar)

(makunbound 'foobar)

(make-local-variable 'bind-me)

(setq bind-me 69)

(setq lcl (buffer-local-variables))

;; 最初はすべてのバッファー内でローカルなビルトイン変数:
⇒ ((mark-active . nil)

(buffer-undo-list . nil)

(mode-name . "Fundamental")

...

;; 次にビルトインでないバッファーローカル変数
;; This one is buffer-local and void:
foobar

;; これはバッファーローカルで voidではない:
(bind-me . 69))

このリスト内のコンスセルの cdrに新たな値を格納しても、その変数のバッファーローカル値
は変化しないことに注意。

[Command]kill-local-variable variable
この関数はカレントバッファー内の variable(シンボル)にたいするバッファーローカルなバイ
ンディング (もしあれば)を削除する。その結果として、このバッファー内で variableのデフォ
ルトバインディングが可視になる。これは通常は variableの値を変更する。デフォルト値は削
除されたバッファーローカル値とは異なるのが普通だからである。

セットしたとき自動的にバッファーローカルになる変数のバッファーローカルなバインディング
を killすると、これによりカレントバッファー内でデフォルト値が可視になる。しかし変数を
再度セットすると、その変数にたいするバッファーローカルなバインディングが再作成される。

kill-local-variableは variableを returnします。

この関数はコマンドである。なぜならバッファーローカル変数のインタラクティブな作成が有
用な場合があるように、あるバッファーローカル変数のインタラクティブな killが有用な場合
があるからである。

[Function]kill-all-local-variables
この関数はpermanent(永続的)とマークされた変数と permanent-local-hookプロパティー
に非 nilをもつローカルフック関数 (Section 23.1.2 [Setting Hooks], page 463を参照)を
除き、カレントバッファーのすべてのバッファーローカルなバインディングを解消する。結果
として、そのバッファーのほとんどの変数がデフォルト値を参照するようになる。

この関数はそのバッファーに関連する他の特定の情報もリセットする。これはローカル
キーマップを nil、構文テーブルを (standard-syntax-table)の値、case テーブルを
(standard-case-table)、abbrev テーブルを fundamental-mode-abbrev-tableの値
にセットする。

この関数が 1番最初に行うのはノーマルフック change-major-mode-hook(以下参照)の実行
である。
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すべてのメジャーモードコマンドは、Fundamentalモードにスイッチする効果をもち、以前の
メジャーモードのほとんどの効果を消去する、この関数を呼び出すことによって開始されます。
この関数が処理を行うのを確実にするために、メジャーモードがセットする変数は permanent
とマークすべきではない。

kill-all-local-variables returns nil.

[Variable]change-major-mode-hook
関数 kill-all-local-variablesは、何か他のことを行う前にまずこのノーマルフックを実
行する。この関数はメジャーモードにたいして、ユーザーが他のメジャーモードにスイッチした
場合に行われる何か特別なことを準備する方法を与える。この関数はユーザーがメジャーモー
ドを変更した場合に忘れられるべき、バッファー固有のマイナーモードにたいしても有用。

最善の結果を得るために、この変数をバッファーローカルにすれば、処理が終了したときに消
えるので、以降のメジャーモードに干渉しなくなる。Section 23.1 [Hooks], page 462を参照
のこと。

変数名 (シンボル)が非 nilの permanent-localプロパティーをもつなら、そのバッファーロー
カル変数は permanent(永続的)です。そのような変数は kill-all-local-variablesの影響を受
けず、したがってメジャーモードの変更によりそれらのローカルバインディングは作成されません。
permanentなローカル変数はファイルの内容を編集する方法ではなく、どこから読み込んだファイル
か、あるいはどのように保存するかといったことに関連するデータに適しています。

12.11.3 バッファーローカル変数のデフォルト値

バッファーローカルなバインディングをもつ変数のグローバル値もデフォルト値 (default)値と呼ば
れます。なぜならその変数にたいしてカレントバッファーや選択されたフレームもバインディングを
もたなければ、その値が常に効果をもつからです。

関数 default-valueと setq-defaultは、カレントバッファーがバッファーローカルなバイン
ディングをもつかどうかに関わらず、その変数のデフォルト値にアクセスまたは変更します。たとえ
ばほとんどのバッファーにたいして、paragraph-startのデフォルトのセッティングを変更するた
めに、setq-defaultを使用できます。そしてこの変数にたいするバッファーローカルな値をもつC
モードや Lispモードにいるときでさえ、これは機能します。

スペシャルフォーム defvarと defconstもバッファーローカルな値ではなく、(もし変数にセット
する場合は)デフォルト値をセットします。

[Function]default-value symbol
この関数は symbolのデフォルト値をリターンする。これはこの変数にたいして独自の値をも
たないバッファーやフレームから参照される値である。symbolがバッファーローカルでなけれ
ば、これは symbol-value(Section 12.7 [Accessing Variables], page 183を参照)と同じ。

[Function]default-boundp symbol
関 数 default-boundpは symbolの デ フォル ト 値 が void で な い か 報 告 す る 。
(default-boundp 'foo)が nilをリターンした場合には (default-value 'foo)はエ
ラーになる。

default-boundpは default-value、boundpは symbol-valueにたいする述語である。

[Special Form]setq-default [symbol form]. . .
このスペシャルフォームは各 symbolに新たなデフォルト値として、対応する formを評価した
結果を与える。これは symbolを評価しないが formは評価する。setq-defaultフォームの値
は最後の formの値。
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カレントバッファーにたいして symbolがバッファーローカルでなく、自動的にバッファーローカ
ルにマークされていなければ、setq-defaultは setqと同じ効果をもつ。カレントバッファー
にたいして symbolがバッファーローカルなら、(バッファーローカルな値をもたない)他のバッ
ファーから参照できる値を変更するが、それはカレントバッファーが参照する値ではない。

;; バッファー ‘foo’で行う:
(make-local-variable 'buffer-local)

⇒ buffer-local

(setq buffer-local 'value-in-foo)

⇒ value-in-foo

(setq-default buffer-local 'new-default)

⇒ new-default

buffer-local

⇒ value-in-foo

(default-value 'buffer-local)

⇒ new-default

;; (新しい)バッファー ‘bar’で行う:
buffer-local

⇒ new-default

(default-value 'buffer-local)

⇒ new-default

(setq buffer-local 'another-default)

⇒ another-default

(default-value 'buffer-local)

⇒ another-default

;; バッファー ‘foo’に戻って行う:
buffer-local

⇒ value-in-foo

(default-value 'buffer-local)

⇒ another-default

[Function]set-default symbol value
この関数は setq-defaultと似ているが、symbolは通常の引数として評価される。

(set-default (car '(a b c)) 23)

⇒ 23

(default-value 'a)

⇒ 23

ある変数に値を letバインドできます (Section 12.3 [Local Variables], page 176を参照)。この
バインディングにより変数のグローバル値はシャドーされます。default-valueはグローバル値で
はなくそのバインディングの値をリターンして、set-defaultによるグローバル値のセットは防がれ
ます (かわりに letバインドされた値が変更される)。以下の 2つの関数により letバインドでグロー
バル値がシャドーされていてもグローバル値を参照できます。

[Function]default-toplevel-value symbol
この関数は symbolにたいするすべての letバインディングの外部の値としてトップレベルのデ
フォルト値をリターンする。
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(defvar variable 'global-value)

⇒ variable

(let ((variable 'let-binding))

(default-value 'variable))

⇒ let-binding

(let ((variable 'let-binding))

(default-toplevel-value 'variable))

⇒ global-value

[Function]set-default-toplevel-value symbol value
この関数は symbolのトップレベルのデフォルト値に指定された valueをセットする。これは
コードが symbolの letバインディングのコンテキスト下で実行中かどうかとは無関係に symbol
のグローバル値をセットしたいときに便利。

12.12 ファイルローカル変数

ファイルにローカル変数の値を指定できます。そのファイルを visitしているバッファー内で、これ
らの変数にたいしてバッファーローカルなバインディングを作成するために、Emacsはこれらを使用
します。ファイルローカル変数の基本的な情報については、Section “Local Variables in Files” in
The GNU Emacs Manualを参照してください。このセクションではファイルローカル変数が処理
される方法に影響する関数と変数を説明します。

ファイルローカル変数が勝手に関数や、後で呼び出されるLisp式を指定できたら、ファイルの visit
によって Emacsが乗っ取られてしまうかもしれません。Emacsは既知のファイルローカル変数だけ
にたいして、指定された値が安全だと自動的にセットすることにより、この危険から保護します。こ
れ以外のファイルローカル変数は、ユーザーが同意した場合のみセットされます。

追加の安全策として Emacsがファイルローカル変数を読み込むとき、一時的に read-circleを
nilにバインドします (Section 19.3 [Input Functions], page 335を参照)。これは循環認識と共
有された Lisp構造から Lispリーダーを保護します (Section 2.6 [Circular Objects], page 29を
参照)。

[User Option]enable-local-variables
この変数はファイルローカル変数を処理するかどうかを制御する。以下の値が利用できる:

t(デフォルト)
安全な変数をセット、安全でない変数は問い合わせる (1回)。

:safe 安全な変数だけをセット、問い合わせはしない。

:all 問い合わせをせずに、すべての変数をセット。

nil 変数をセットしない。

その他 すべての変数にたいして問い合わせる (1回)。

[Variable]inhibit-local-variables-regexps
これは正規表現のリストである。ファイルがこのリストの要素にマッチする名前をもつなら、
すべてのファイルローカル変数のフォームはスキャンされない。どんなときにこれを使いたい
かの例は、Section 23.2.2 [Auto Major Mode], page 469を参照のこと。

[Function]hack-local-variables &optional handle-mode
この関数はカレントバッファーの内容により指定された任意のローカル変数にたいしてパースを
行い、適切にバインドと評価を行う。変数 enable-local-variablesはここでも効果をもつ。
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しかしこの関数は ‘-*-’行の、‘mode:’ローカル変数を探さない。set-auto-modeはこれを行っ
て enable-local-variablesも考慮する (Section 23.2.2 [Auto Major Mode], page 469
を参照)。

この関数は file-local-variables-alist内に格納された alistを調べて、各ローカル変数
を順に適用することにより機能する。この関数は変数に適用する前 (か後)に、before-hack-
local-variables-hook(か hack-local-variables-hook)を呼び出す。alistが非 nilの
場合のみ、事前のフック (before-hook)を呼び出し、その他のフックは常に呼び出す。この関数
はそのバッファーがすでにもつメジャーモードと同じメジャーモードが指定された場合は ‘mode’
要素を無視する。

オプションの引数 handle-modeが tなら、この関数が行うのはメジャーモードを指定するシ
ンボルをリターンすることだけであり、‘-*-’行やローカル変数リストがメジャーモードを指
定していればそのモード、それ以外は nilをリターンする。この関数はモードや他のファイル
ローカル変数をセットしない。handle-modeの値が nilと tのいずれでもなければ ‘-*-’行の
‘mode’に関するすべてのセッティングとローカル変数リストは無視されて、別のセッティング
が適用される。handle-modeが nilならすべてのファイルローカル変数がセットされる。

[Variable]file-local-variables-alist
このバッファーローカルな変数は、ファイルローカル変数のセッティングの alistを保持する。
alistの各要素は (var . value)という形式で、varはローカル変数のシンボル、valueはその
値である。Emacsがファイルを visitするとき、最初にすべてのファイルローカル変数をこの
alistに収集して、その後で変数に 1つずつ関数 hack-local-variablesを適用する。

[Variable]before-hack-local-variables-hook
Emacsは file-local-variables-alistに格納されたファイルローカル変数を適用する直
前にこのフックを呼び出す。

[Variable]hack-local-variables-hook
Emacsは file-local-variables-alistに格納されたファイルローカル変数を適用し終え
た直後にこのフックを呼び出す。

ある変数にたいして safe-local-variableプロパティーによって安全な値を指定できます。こ
のプロパティーは引数を 1つとる関数です。与えられた値にたいして、その関数が非 nilをリターン
したらその値は安全です。一般的に目にするファイル変数の多くは、safe-local-variableプロパ
ティーをもちます。これらのファイル変数には fill-column、fill-prefix、indent-tabs-mode
が含まれます。ブーリーン値の変数にたいしては、プロパティーの値に booleanpを使用します。

Cソースコード内で定義された変数に safe-local-variableプロパティを定義したければ、そ
れらの変数の名前とプロパティを files.elのセクション “Safe local variables”のリストに追加し
てください。

defcustomを使用してユーザーオプションを定義する際には、defcustomに引数:safe

functionを追加して safe-local-variableプロパティをセットできます (Section 15.3
[Variable Definitions], page 254を参照)。しかし:safeを使用して定義された安全性の述語は、そ
の defcustomを含むパッケージのロード時の一度だけ認識されるものであり、それでは遅すぎるこ
とがしばしばあります。代替策としては、以下のようにオプションに安全性の述語を割り当てるため
に autoloadクッキー (Section 16.5 [Autoload], page 275を参照)を使用できます:

;;;###autoload (put 'var 'safe-local-variable 'pred)

autoloadで指定された安全な値の定義は、そのパッケージの autoloadファイル (Emacsに同梱さ
れたパッケージのほとんどでは loaddefs.el)にコピーされて、セッションの開始から Emacsによ
り認識されます。



Chapter 12: 変数 200

[User Option]safe-local-variable-values
この変数はある変数の値が安全であることをマークする、別の方法を提供する。これはコンス
セル (var . val)のリストであり varは変数名、valはその変数にたいして安全な値である。

Emacsが一連のファイルローカル変数にしたがうかどうかユーザーに尋ねるとき、ユーザーはそ
れらの変数が安全だとマークすることができる。安全とマークするとsafe-local-variable-

valuesにこれらの variable/valueペアーが追加されて、ユーザーのカスタムファイルに保存
する。

[Function]safe-local-variable-p sym val
この関数は上記の条件に基づき、symに値 valを与えても安全ななら非 nilをリターンする。

いくつかの変数は危険 (risky)だと判断されます。ある変数が危険なら、その変数が safe-local-

variable-valuesに自動的に追加されることはありません。ユーザーが safe-local-variable-

valuesを直接カスタマイズすることで明示的に値を許さない限り、危険な変数をセットする前にEmacs
は常に確認を求めます。

名前が非 nilの risky-local-variableプロパティーをもつすべての変数は危険だと
判断されます。defcustomを使用してユーザーオプションを定義するとき、defcustomに引
数:risky valueを追加することにより、ユーザーオプションに risky-local-variable

プ ロ パ ティー を セット で き ま す。そ れ に 加 え て 名 前 が ‘-command’、‘-frame-alist’、
‘-function’、‘-functions’、‘-hook’、‘-hooks’、‘-form’、‘-forms’、‘-map’、‘-map-alist’、
‘-mode-alist’、‘-program’、‘-predicate’で終わるすべての変数は自動的に危険だと判断され
ます。後に数字をともなう変数 ‘font-lock-keywords’と ‘font-lock-keywords’、さらには
‘font-lock-syntactic-keywords’も危険だと判断されます。

[Function]risky-local-variable-p sym
この関数は symが上記の条件にもとづき危険な変数なら非 nilをリターンする。

[Variable]ignored-local-variables
この変数はファイルによりローカル値を与えらるべきではない変数のリストを保持する。これ
らの変数に指定された任意の値は、完全に無視される。

“変数”‘Eval:’も抜け道になる可能性があるので、Emacsは通常はそれを処理する前に確認を求
めます。

[User Option]enable-local-eval
この変数は ‘-*-’の行中、または visit されるファイル内のローカル変数リストにたいする、
‘Eval:’の処理を制御する。値 tは無条件に実行し、nilはそれらを無視することを意味します。
それ以外なら各ファイルにたいして何を行うか、ユーザーに確認を求めることを意味する。デ
フォルト値は maybe。

[User Option]safe-local-eval-forms
この変数はファイルローカル変数リスト内で ‘Eval:’“変数”が見つかった際に評価しても安全
な式のリストを保持する。

式が関数呼び出しであり、その関数が safe-local-eval-functionプロパティーをもつなら、
その式の評価が安全かどうかはそのプロパティー値が決定します。プロパティー値はその式をテスト
するための述語 (predicate)、そのような述語のリスト (成功した述語があれば安全)、または t(引数
が定数である限り常に安全)を指定できます。
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テキストプロパティーには、それらの値に関数呼び出しを含めることができるので抜け道になる可
能性があります。したがってEmacsはファイルローカル変数にたいして指定された文字列値から、テ
キストプロパティーを取り除きます。

12.13 ディレクトリーローカル変数

ディレクトリーは、そのディレクトリー内のすべてのファイルに共通なローカル変数値を指定すること
ができます。Emacsはそのディレクトリー内の任意のファイルを visitしているバッファー内で、そ
れらの変数にたいするバッファーローカルなバインディングを作成するためにこれを使用します。こ
れはそのディレクトリー内のファイルが何らかのプロジェクトに属していて、同じローカル変数を共
有するときなどに有用です。

ディレクトリーローカル変数を指定するために 2つの異なる方法があります: 1つは特別なファイ
ルにそれを記述する方法、もう 1つはそのディレクトリーにプロジェクトクラス (project class)を定
義する方法です。

[Constant]dir-locals-file
この定数は Emacsがディレクトリーローカル変数を見つけることができると期待するファイ
ルの名前。ファイル名は.dir-locals.el3。ディレクトリー内でその名前をもつファイルに
より Emacsはディレクトリー内の任意のファイル、または任意のサブディレクトリー (オプ
ションでサブディレクトリーを除外できる。以下参照し)にセッティングを適用する。独自に
.dir-locals.elをもつサブディレクトリーがある場合には、Emacsはサブディレクトリー
で見つかったもっとも深いファイルのディレクトリーからディレクトリーツリーを上方に移動
しながら、もっとも深いファイルのセッティングを使用する。この定数は 2番目の dir-locals
ファイル.dir-locals-2.elの名前を導出するためにも使用される。この 2番目の dir-locals
ファイルが与えられた場合には、そのファイルが.dir-locals.elに加えてロードされる。こ
れは.dir-locals.elがバージョンコントロールの共有リポジトリの配下にあって個人のカス
タマイズ用に使用できないときに有用。このファイルはローカル変数をフォーマットされたリス
トとして指定する。詳細は Section “Per-directory Local Variables” in The GNU Emacs
Manualを参照のこと。

[Function]hack-dir-local-variables
この関数は.dir-locals.elファイルを読み込み、そのディレクトリー内の任意のファイルを
visitしているバッファーにローカルな file-local-variables-alist内に、それらを適用
することなくディレクトリーローカル変数を格納する。この関数はディレクトリーローカルな
セッティングも dir-locals-class-alist(.dir-locals.elファイルが見つかったディレ
クトリーにたいする特別なクラスを定義する)内に格納する。この関数は以下で説明するよう
に、dir-locals-set-class-variablesと dir-locals-set-directory-classを呼び
出すことにより機能する。

[Function]hack-dir-local-variables-non-file-buffer
この関数はディレクトリーローカル変数を探して、即座にそれらをカレントバッファーに適用す
る。これはDiredバッファーのような、非ファイルバッファーをディレクトリーローカル変数
のセッティングにしたがわせるために、モードコマンド呼び出しの中から呼び出されることを
意図したものである。非ファイルバッファーにたいしては、Emacsは default-directory

とその親ディレクトリーの中から、ディレクトリーローカル変数を探す。

3 MS-DOS版の Emacsは DOSファイルシステムの制限により、かわりに_dir-locals.elという名前
を使用します。
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[Function]dir-locals-set-class-variables class variables
この関数は classという名前がつけられたシンボルにたいして一連の変数セッティングを定義す
る。その後はこのクラスを 1つ以上のディレクトリーに割り当てることができるので、Emacs
はこれらの変数セッティングをディレクトリー内のすべてのファイルに適用する。variables内
のリストは 2つの形式— (major-mode . alist)、または (directory . list) — のうち
のいずれかをもつことができる。1番目の形式ではそのファイルのバッファーがmajor-mode
を継承するモードに切り替わるときに、連想リスト alist内のすべての変数が適用される。alist
は (name . value)という形式。major-modeにたいする特別な値 nilは、そのセッティング
が任意のモードに適用できることを意味する。alist内では特別な nameとして subdirsを使用
することができる。連想値が nilなら alistは関連するディレクトリー内のファイルだけに適用
されて、それらのサブディレクトリーには適用されない。

variablesの 2番目の形式では、directoryがそのファイルのディレクトリーの最初のサブディレ
クトリーなら、上記のルールにしたがい listが再帰的に適用される。listはこの関数の variables
で指定できる 2つの形式のうち 1つを指定する。

[Function]dir-locals-set-directory-class directory class &optional mtime
この関数は directoryとサブディレクトリー内のすべてのファイルに classを割り当てる。そ
の後、classにたいして指定されたすべての変数セッティングは、directoryとその子ディレク
トリー内で visit されたすべてのファイルに適用される。classは事前に dir-locals-set-

class-variablesで定義されていなければならない。

Emacsが.dir-locals.elファイルからディレクトリー変数をロードする際、内部的にこの関
数を使用する。その場合、オプションの引数mtimeはファイルの修正日時 (modification time。
file-attributesによりリターンされる)を保持する。Emacsは記憶されたローカル変数が
まだ有効化チェックするために、この日時を使用する。ファイルを介さず直接クラスを割り当
てる場合、この引数は nilになる。

[Variable]dir-locals-class-alist
この alistはクラスシンボル (class symbol)とそれに関連づけられる変数のセッティングを保
持する。これは dir-locals-set-class-variablesにより更新される。

[Variable]dir-locals-directory-cache
この alistはディレクトリー名、それらに割り当てられたクラス名、およびこのエントリーに関
連するディレクトリーローカル変数ファイルの修正日時を保持する。関数 dir-locals-set-

directory-classはこの listを更新する。

[Variable]enable-dir-local-variables
nilならディレクトリーローカル変数は無視される。この変数はファイルローカル変数 (Sec-
tion 12.12 [File Local Variables], page 198を参照)にはしたがうが、ディレクトリーロー
カル変数は無視したいモードにたいして有用かもしれない。

12.14 接続ローカル変数

接続ローカル変数 (connection-local variable)はリモート接続をもつバッファにおいて、異なる変数
セッティングにたいする汎用のメカニズムを提供します。これはそのリモート接続に専用のバッファー
に応じてバインドおよびセットされる変数です。

[Function]connection-local-set-profile-variables profile variables
この関数は接続 profile (シンボル)にたいする一連の変数セッティングを定義する。この接続
プロファイルに後から 1つ以上のリモート接続を割り当てることができ、Emacsはそれらの
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接続にたいするすべてのプロセスバッファーにそれらの変数セッティングを適用するだろう。
variables内のリストは (name . value)という形式の alist。たとえば:

(connection-local-set-profile-variables

'remote-bash

'((shell-file-name . "/bin/bash")

(shell-command-switch . "-c")

(shell-interactive-switch . "-i")

(shell-login-switch . "-l")))

(connection-local-set-profile-variables

'remote-ksh

'((shell-file-name . "/bin/ksh")

(shell-command-switch . "-c")

(shell-interactive-switch . "-i")

(shell-login-switch . "-l")))

(connection-local-set-profile-variables

'remote-null-device

'((null-device . "/dev/null")))

[Variable]connection-local-profile-alist
この alist は接続プロファイルシンボルと連想変数セッティングを保持する。これは
connection-local-set-profile-variablesにより更新される。

[Function]connection-local-set-profiles criteria &rest profiles
この関数は criteriaで識別されるすべてのリモート接続に profiles (シンボル)を割り当てる。
criteriaは接続を識別する plistであり、アプリケーションはその接続を使用する。プロパティ
名は:application、:protocol、:user、:machineのいずれか。:applicationのプロパ
ティ値はシンボル、それ以外のプロパティ値は文字列。プロパティはすべてオプション。criteria
が nilなら常に適用される。たとえば:

(connection-local-set-profiles

'(:application 'tramp :protocol "ssh" :machine "localhost")

'remote-bash 'remote-null-device)

(connection-local-set-profiles

'(:application 'tramp :protocol "sudo"

:user "root" :machine "localhost")

'remote-ksh 'remote-null-device)

criteriaが nilならすべてのリモート接続に適用される。したがって上記の例は以下と等価

(connection-local-set-profiles

'(:application 'tramp :protocol "ssh" :machine "localhost")

'remote-bash)

(connection-local-set-profiles

'(:application 'tramp :protocol "sudo"

:user "root" :machine "localhost")

'remote-ksh)
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(connection-local-set-profiles

nil 'remote-null-device)

profilesのすべてのプロファイルは connection-local-set-profile-variablesで定義済
みでなければならない。

[Variable]connection-local-criteria-alist
この alist は接続の criteria(判断基準) それに割り当てられたと profile の名前を含む。関数
connection-local-set-profilesはこのリストを更新する。

[Function]hack-connection-local-variables criteria
この関数は connection-local-variables-alist内の criteriaに関連する適用可能な接続
ローカル変数を適用することなく収集する。たとえば:

(hack-connection-local-variables

'(:application 'tramp :protocol "ssh" :machine "localhost"))

connection-local-variables-alist

⇒ ((null-device . "/dev/null")

(shell-login-switch . "-l")

(shell-interactive-switch . "-i")

(shell-command-switch . "-c")

(shell-file-name . "/bin/bash"))

[Function]hack-connection-local-variables-apply criteria
この関数は criteriaに対応する接続ローカル変数を探してカレントバッファーに即座に適用する。

[Macro]with-connection-local-variables &rest body
default-directoryで指定されるすべての接続ローカル変数を適用する。

その後に bodyを実行して接続ローカル変数を非バインド化する。たとえば:

(connection-local-set-profile-variables

'remote-perl

'((perl-command-name . "/usr/local/bin/perl")

(perl-command-switch . "-e %s")))

(connection-local-set-profiles

'(:application 'tramp :protocol "ssh" :machine "remotehost")

'remote-perl)

(let ((default-directory "/ssh:remotehost:/working/dir/"))

(with-connection-local-variables

do something useful))

[Variable]enable-connection-local-variables
nilなら接続ローカル変数を無視する。この変数は特殊なモード内でのみ一時的に変更される
べきである。
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12.15 変数のエイリアス

シノニムとして 2つの変数を作成できれば便利なときがあります。2つの変数は常に同じ値をもち、ど
ちらか一方を変更すると、もう一方も変更されます。変数の名前を変更— 古い名前はよく考慮して選
択されたものではなかったとか、変数の意味が部分的に変更された等の理由で — するとき、互換性
のために新しい名前のエイリアス (alias) として古い名前を維持できれば便利なときがあるかもしれ
ません。defvaraliasによってこれを行うことができます。

[Function]defvaralias new-alias base-variable &optional docstring
この関数はシンボル base-variableのエイリアスとして、シンボル new-aliasを定義する。これ
は new-aliasから値を取得すると base-variableの値がリターンされ、new-aliasの値を変更す
ると base-variableの値が変更されることを意味する。エイリアスされた 2つの変数名は、常
に同じ値と同じバインディングを共有する。

docstring引数が非 nilなら、それは new-aliasのドキュメント文字列を指定する。それ以外な
ら、エイリアスは (もしあれば)base-variableと同じドキュメント文字列となる。ただしそれ
は base-variable自体がエイリアスではない場合で、エイリアスなら new-aliasはエイリアス
チェーンの最後の変数のドキュメント文字列になる。

この関数は base-variableをリターンする。

変数のエイリアスは、変数にたいする古い名前を新しい名前に置き換える便利な方法です。
make-obsolete-variableは古い名前を陳腐化 (obsolete)していると宣言して。それが将来のあ
る時点で削除されるかもしれないことを宣言します。

[Function]make-obsolete-variable obsolete-name current-name when
&optional access-type

この関数はバイトコンパイラーに変数obsolete-nameが陳腐化していると警告させる。current-
nameがシンボルなら、それはこの変数の新たな名前である。警告メッセージはその後、obsolete-
nameのかわりに current-nameを使用するよう告げるようになる。current-nameが文字列な
ら、それはメッセージであり、置き換えられる変数はない。whenはその変数が最初に陳腐化す
るのがいつかを示す文字列 (通常はバージョン番号文字列)。

オプションの引数 access-typeが非 nilなら、それは陳腐化の警告を引き起こすアクセスの種
類を指定すること。getか setを指定できる。

2つの変数シノニムを作成してマクロ define-obsolete-variable-aliasを使用することによ
り、1つが陳腐化していると同時に宣言できます。

[Macro]define-obsolete-variable-alias obsolete-name current-name
&optional when docstring

このマクロは変数 obsolete-nameが陳腐化しているとマークして、それを変数 current-name
にたいするエイリアスにする。これは以下と等価である:

(defvaralias obsolete-name current-name docstring)

(make-obsolete-variable obsolete-name current-name when)

[Function]indirect-variable variable
この関数は variableのエイリアスチェーンの最後の変数をリターンする。variableがシンボル
でない、または variableがエイリアスとして定義されていなければ、この関数は variableをリ
ターンする。

この関数はシンボルのチェーンがループしていたら、cyclic-variable-indirectionエラー
をシグナルする。
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(defvaralias 'foo 'bar)

(indirect-variable 'foo)

⇒ bar

(indirect-variable 'bar)

⇒ bar

(setq bar 2)

bar

⇒ 2

foo

⇒ 2

(setq foo 0)

bar

⇒ 0

foo

⇒ 0

12.16 値を制限された変数

通常の Lisp変数には、有効な Lispオブジェクトである任意の値を割り当てることができます。しか
し Lispではなく Cで定義された Lisp変数もあります。これらの変数のほとんどは、DEFVAR_LISP

を使用してCコードで定義されています。Lispで定義された変数と同様、これらは任意の値をとるこ
とができます。しかしいくつかの変数は DEFVAR_INTや DEFVAR_BOOLを使用して定義されています。
C実装の概要的な議論は、[Writing Emacs Primitives], page 1188、特に syms_of_filename型
の関数の説明を参照してください。

DEFVAR_BOOL型の変数は、値に nilか tしかとることができません。他の値の割り当てを試みる
と tがセットされます:

(let ((display-hourglass 5))

display-hourglass)

⇒ t

[Variable]byte-boolean-vars
この変数は DEFVAR_BOOL型のすべての変数のリストを保持する。

DEFVAR_INT型の変数は、整数値だけをとることができます。他の値の割り当てを試みると結果は
エラーになります:

(setq undo-limit 1000.0)

error Wrong type argument: integerp, 1000.0

12.17 ジェネリック変数

ジェネリック変数 (generalized variable：汎変数)またはplace formはsetfマクロ (Section 12.17.1
[Setting Generalized Variables], page 207を参照)を使用して値が格納される、Lispメモリー内の
多くの場所のうちの 1つです。1番シンプルな place formは通常の Lisp変数です。しかしリストの
carと cdr、配列の要素、シンボルのプロパティー、その他多くのロケーション (location)も Lisp
値が格納される場所です。

ジェネリック変数は、C 言語の lvalues(左辺値) と類似しています。C 言語の lvalue では ‘x =

a[i]’で配列から要素を取得し、同じ表記を使用して ‘a[i] = x’で要素を格納します。Cでは a[i]の
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ような特定のフォームが lvalueになれるように、Lispでジェネリック変数になることができる一連
のフォームが存在します。

12.17.1 setfマクロ

setfマクロはジェネリック変数を操作するもっとも基本的な方法です。setfフォームは setqと似て
いますが、シンボルだけでなく左辺の任意の place formを受け入れます。たとえば (setf (car a)

b)は aの carを bにセットして (setcar a b)と同じ操作を行いますが、このタイプの placeにセッ
トやアクセスするために 2つの関数を個別に覚える必要はありません。

[Macro]setf [place form]. . .
このマクロは formを評価して、それをplaceに格納する。placeは有効なジェネリック変数フォー
ムでなければならない。複数の place/formペアーがある場合、割り当ては setqの場合と同様。
setfは最後の formの値をリターンする。

以下の Lisp フォームは Emacs ではジェネリック変数として機能するフォームなので、setfの
place引数にすることができます:

• シンボル。言い換えると、(setf x y)は完全に (setq x y)と正に等しく、厳密に言うと setq

自体は setfが存在するので冗長です。これは純粋にスタイルと歴史的な理由によりますが、ほと
んどのプログラマーは依然として単純な変数へのセットには setqの方を好みます。マクロ (setf

x y)は実際には (setq x y)に展開されるので、コンパイルされたコードでこれを使用すること
にパフォーマンス的な不利はありません。

• 以下の標準的な Lisp関数の呼び出し:
aref cddr symbol-function

car elt symbol-plist

caar get symbol-value

cadr gethash

cdr nth

cdar nthcdr

• 以下の Emacs特有な関数の呼び出し:
alist-get process-get

frame-parameter process-sentinel

terminal-parameter window-buffer

keymap-parent window-display-table

match-data window-dedicated-p

overlay-get window-hscroll

overlay-start window-parameter

overlay-end window-point

process-buffer window-start

process-filter default-value

どのように処理すれば良いか未知な placeフォームを渡すと、setfはエラーをシグナルします。

nthcdrの場合、関数のリスト引数はそれ自体が有効な placeフォームでなければならないことに
注意してください。たとえば (setf (nthcdr 0 foo) 7)は、foo自体に 7をセットするでしょう。

マクロpush(Section 5.5 [List Variables], page 79を参照)とpop(Section 5.3 [List Elements],
page 73を参照)は、リストだけでなくジェネリック変数を操作できます。(pop place)はplace内に格
納されたリストの最初の要素を削除してリターンします。これは(prog1 (car place) (setf place

(cdr place)))と似ていますが、すべてのサブフォームを一度だけ評価します。(push x place)は
place内に格納されたリストの 1番前に xを挿入します。これは (setf place (cons x place))と
似ていますが、サブフォームの評価が異なります。nthcdr placeへの pushと popは、リスト内の任
意の位置での挿入ち削除に使用できることに注意してください。
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cl-libライブラリーでは追加の setf placeを含む、ジェネリック変数にたいするさまざまな拡
張が定義されています。Section “Generalized Variables” in Common Lisp Extensions を参照
してください。

12.17.2 新たな setfフォーム

このセクションでは、setfが操作できる新たなフォームの定義方法を説明します。

[Macro]gv-define-simple-setter name setter &optional fix-return
このマクロは単純なケースで setfメソッドを簡単に定義することを可能にする。nameは関数、
マクロ、スペシャルフォームの名前。nameがそれを更新するための対応する setter関数をも
つなら、このマクロを使用できる (たとえば (gv-define-simple-setter car setcar))。

このマクロは以下のフォームの呼び出しを

(setf (name args...) value)

以下のように変換する。

(setter args... value)

このような setfの呼び出しは valueをリターンするとドキュメントされている。これは car

と setcarでは問題はない。setcarはそれがセットする値をリターンするからである。setter
関数が valueをリターンしない場合には、gv-define-simple-setterの fix-return引数に、
非 nil値を使用すること。これは以下のようなものに展開される

(let ((temp value))

(setter args... temp)

temp)

これで正しい結果がリターンされることが保証される。

[Macro]gv-define-setter name arglist &rest body
このマクロは上述のフォームより複雑な setf展開を可能にする。たとえば呼び出すべきシンプ
ルな setter関数が存在しないときや、もしそれが存在しても placeフォームとは異なる引数を
要求するなら、このフォームを使う必要があるかもしれない。

このマクロは最初に setf引数フォーム (value args...)を arglistにバインドして、その後
bodyを実行することによって、フォーム (setf (name args...) value)を展開する。body
は割り当てを行う Lispフォームをリターンして、最終的にはセットされた値をリターンするこ
と。以下はこのマクロの使用例:

(gv-define-setter caar (val x) `(setcar (car ,x) ,val))

[Macro]gv-define-expander name handler
展開をより詳細に制御するために gv-define-expanderマクロが使用できる。たとえばセッ
ト可能な substringは以下の方法で実装できる:

(gv-define-expander substring

(lambda (do place from &optional to)

(gv-letplace (getter setter) place

(macroexp-let2* nil ((start from) (end to))

(funcall do `(substring ,getter ,start ,end)

(lambda (v)

(funcall setter `(cl--set-substring

,getter ,start ,end ,v))))))))
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[Macro]gv-letplace (getter setter) place &rest body
マクロ gv-letplaceは setfのような処理を行うマクロを定義するのに有用。たとえばCom-
mon Lispの incfマクロは以下の方法で実装できる:

(defmacro incf (place &optional n)

(gv-letplace (getter setter) place

(macroexp-let2 nil v (or n 1)

(funcall setter `(+ ,v ,getter)))))

getterはplaceの値をリターンするコピー可能な式にバインドされる。setterは式 vを受け取り、
placeに vをセットする新たな式をリターンする関数にセットされる。bodyは getterと setter
を介して placeを操作する Emacs Lisp式をリターンすること。

詳細は gv.elのソースファイルを参照。

Common Lispに関する注意: Common Lispは関数としての setf、すなわち関数名
がシンボルではなくリスト (setf name)であるような setf関数の挙動を指定するため
に別の方法を定義する。たとえば (defun (setf foo) ...)は、setfが fooに適用さ
れるときに使用される関数を定義する。Emacsはこれをサポートしない。適切な展開が
定義されていないフォームに setfを使用するとコンパイル時エラーとなる。Common
Lispでは後で関数 (setf func)が定義されるのでエラーにならない。



210

13 関数

Lispプログラムは主に Lisp関数で構成されます。このチャプターはで関数とは何か、引数を受け取
る方法、そして関数を定義する方法を説明します。

13.1 関数とは?

一般的な意味では関数とは引数 (arguments)と呼ばれる与えられた入力値の計算を担うルールです。
計算の結果は関数の値 (value)、または return値 (return value)と呼ばれます。計算は変数の値や
データ構造の内容を変更する等の副作用をもつこともできます ([Definition of side effect], page 134
を参照)。純粋関数 (pure function)とは、それらに加えて副作用をもたず、機種別やシステム状態の
ような外部要因とは無関係に同じ条件の引数にたいして常に同一の値をリターンする関数のことです。

ほとんどのコンピューター言語では、関数はそれぞれ名前をもちます。しかし Lispでは厳密な意
味において関数は名前をもちません。関数はオブジェクトであり、関数の名前の役割を果たすシンボ
ルに関連づけることができますが (たとえば car)、それはオプションです。Section 13.3 [Function
Names], page 215を参照してください。関数が名前を与えられたとき、通常はそのシンボルを “関
数”として参照します (たとえば関数 carのように参照する)。このマニュアルでは、関数名と関数オ
ブジェクト自身との間の区別は通常は重要ではありませんが、それが意味をもつような場合には注記
します。

スペシャルフォーム (special form)、マクロ (macro)と呼ばれる関数 likeなオブジェクトがいく
つかあり、それらも引数を受け取って計算を行います。しかし以下で説明するように Emacs Lispで
はこれらは関数とはみなされません。

以下は関数と関数 likeなオブジェクトにたいする重要な条件です:

lambda expression
Lispで記述された関数 (厳密には関数オブジェクト)。これらについては以降のセクショ
ンで説明します。

primitive Lispから呼び出すことができるが実際には Cで記述されている。プリミティブはビル
トイン関数 (built-in functions) とかサブルーチン (subr) のようにも呼ばれる。それ
らの例には関数 likeな carや appendが含まれる。加えてすべてのスペシャルフォーム
(以下参照)もプリミティブとみなされる。

関数はLispの基礎となる部分 (たとえば car)であり、オペレーティングシステムのサー
ビスにたいして低レベルのインターフェースを与え、高速に実行される必要があるため
に、通常はプリミティブとして実装されている。Lispで定義された関数と異なり、プリ
ミティブの修正や追加には、Cソースの変更と Emacsのリコンパイルが必要となる。
Section E.7 [Writing Emacs Primitives], page 1186を参照のこと。

special form
プリミティブは関数と似ているが、すべての引数が通常の方法で評価されない。いくつか
の引数だけが評価されるかもしれず、通常ではない順序で評価されるか、複数回評価され
るかもしれない。プリミティブの例には if、and、whileが含まれる。Section 10.1.7
[Special Forms], page 138を参照のこと。

macro ある Lisp式をオリジナルの式のかわりに評価される別の式に変換する、関数とは別の
Lispで定義された構文。マクロはスペシャルフォームが行う一連のことを、Lispプログ
ラマーが行うのを可能にする。Chapter 14 [Macros], page 243を参照のこと。
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command プリミティブ command-executeを通じて呼び出すことができるオブジェクトで、通常
はそのコマンドにバインドされたキーシーケンスをユーザーがタイプすることにより呼
び出される。Section 21.3 [Interactive Call], page 383を参照のこと。コマンドは通
常は関数である。その関数が Lispで記述されていれば、関数の定義内の interactive

フォームによってコマンドとなる (Section 21.2 [Defining Commands], page 377を
参照)。関数であるコマンドは他の関数と同様、Lisp式から呼び出すこともできる。

キーボードマクロ (文字列かベクター)は関数ではないが、これらもコマンドである。Sec-
tion 21.16 [Keyboard Macros], page 421を参照のこと。シンボルの関数セルにコマン
ドが含まれてれば、わたしたちはそのシンボルをコマンドと言う (Section 9.1 [Symbol
Components], page 125を参照)。そのような名前つきコマンド (named command)
は M-xで呼び出すことができる。

closure ラムダ式とよく似た関数オブジェクトだが、クロージャーはレキシカル変数バインディ
ングの環境にも囲われている。Section 13.10 [Closures], page 228を参照のこと。

byte-code function
バイトコンパイラーによりコンパイル済みの関数。Section 2.4.16 [Byte-Code Type],
page 23を参照のこと。

autoload object
実際の関数のプレースホルダー。autoloadオブジェクトが呼び出されると、Emacsは実
際の関数の定義を含むファイルをロードした後に実際の関数を呼び出す。Section 16.5
[Autoload], page 275を参照のこと。

関数 functionpを使用して、あるオブジェクトが関数かどうかテストできます:

[Function]functionp object
この関数は objectが任意の種類の関数 (funcallに渡すことができる)なら tをリターンする。
functionpは関数を名づけるシンボルにたいしては t、スペシャルフォームにたいしては nil

をリターンすることに注意。

任意の関数が期待する引数の個数を調べることもできます:

[Function]func-arity function
この関数は指定された functionの引数リストに関する情報を提供する。リターン値は
(min . max) という形式のコンスセル。ここで minは引数の最小個数、maxは引数の最大
個数、または&rest引数をもつ関数では many、functionがスペシャルフォームならシンボル
unevalled。

以下のようにある状況下ではこの関数は不正確な結果をリターンすることに注意:

− apply-partiallyを使用して定義された関数 (Section 13.5 [Calling Functions],
page 218を参照)。

− advice-addを使用して定義された関数 (Section 13.11.2 [Advising Named Func-
tions], page 231を参照)。

− コードの一部として引数リストを直接判断する関数。

functionpと異なり、以下の 3つの関数はシンボルをそれの関数定義としては扱いません。

[Function]subrp object
この関数は objectがビルトイン関数 (たとえば Lispプリミティブ)なら tをリターンする。

(subrp 'message) ; messageはシンボルであり、
⇒ nil ; subrオブジェクトではない
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(subrp (symbol-function 'message))

⇒ t

[Function]byte-code-function-p object
この関数は objectがバイトコード関数なら tをリターンする。たとえば:

(byte-code-function-p (symbol-function 'next-line))

⇒ t

[Function]subr-arity subr
これは func-arityと同様だがシンボルインダイレクションなしのビルトイン関数にたいして
のみ機能する。非ビルトイン関数にたいしてはエラーをシグナルする。かわりに func-arity

の使用を推奨する。

13.2 ラムダ式

ラムダ式 (lambda expression)は Lispで記述された関数オブジェクトです。以下は例です:

(lambda (x)

"Xの双曲線コサインを returnする"

(* 0.5 (+ (exp x) (exp (- x)))))

Emacs Lispではこのようなリストは、関数オブジェクトに評価される有効な式です。

ラムダ式自身は名前をもたない無名関数 (anonymous function)です。ラムダ式をこの方法で使
用できますが (Section 13.7 [Anonymous Functions], page 221を参照)、名前付き関数 (named
functions) を作成するためにシンボルに関連付けられる方が一般的です (Section 13.3 [Function
Names], page 215を参照)。これらの詳細に触れる前に以下のサブセクションではラムダ式の構成要
素と、それらが行うことについて説明します。

13.2.1 ラムダ式の構成要素

ラムダ式は以下のようなリストです:

(lambda (arg-variables...)

[documentation-string]

[interactive-declaration]

body-forms...)

ラムダ式の 1番目の要素は常にシンボル lambdaです。これはそのリストが関数を表すことを示し
ます。lambdaで関数定義を開始する理由は、別の目的での使用が意図された他のリストが、意図せず
に関数として評価されないようにするためです。

2番目の要素はシンボル— 引数変数名のリストです (Section 13.2.3 [Argument List], page 213
を参照)。これはラムダリスト (lambda list)と呼ばれます。Lisp関数が呼び出されたとき、引数値
はラムダリスト内の変数と対応付けされます。ラムダリストには、与えられた値にたいするローカル
バインディングが付与されます。Section 12.3 [Local Variables], page 176を参照してください。

ドキュメント文字列 (documentation string) は Emacs Lisp のヘルプ機能にたいして、その
関数を説明する関数定義に配された Lisp の文字列オブジェクトです。Section 13.2.4 [Function
Documentation], page 214を参照してください。

インタラクティブ宣言 (interactive declaration)は、(interactive code-string)という形
式のリストです。これはこの関数が対話的に使用された場合に引数を提供する方法を宣言します。この
宣言をもつ関数は、コマンド (command)と呼ばれます。コマンドは M-xを使用したり、キーにバイ
ンドして呼び出すことができます。この方法で呼び出されることを意図しない関数は、インタラクティ
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ブ宣言を持つべきではありません。インタラクティブ定義を記述する方法は、Section 21.2 [Defining
Commands], page 377を参照してください。

残りの要素はその関数の body(本体) — その関数が処理を行うための Lispコード (Lispプログ
ラマーは “評価される Lispフォームのリスト”と言うだろう)です。この関数からリターンされる値
は、bodyの最後の要素によりリターンされる値です。

13.2.2 単純なラムダ式の例

以下の例を考えてみてください:

(lambda (a b c) (+ a b c))

以下のように funcallに渡すことにより、この関数を呼び出すことができます:

(funcall (lambda (a b c) (+ a b c))

1 2 3)

この呼び出しは変数 aに 1、bに 2、cに 3をバインドして、ラムダ式の bodyを評価します。bodyの
評価によってこれら 3つの数が加算されて、6が結果として生成されます。したがってこの関数呼び
出しにより 6がリターンされます。

以下のように引数は他の関数の結果であってもよいことに注意してください:

(funcall (lambda (a b c) (+ a b c))

1 (* 2 3) (- 5 4))

これは引数 1、(* 2 3)、(- 5 4)を左から右に評価します。その後ラムダ式に引数 1、6、1を適用し
て値 8が生成されます。

これらの例が示すように、ローカル変数を作成してそれらに値を与えるフォームとして、carが
ラムダ式であるようなフォームを使用することができます。古い時代の Lispでは、この方法がローカ
ル変数をバインドして初期化する唯一の方法でした。しかし現在ではこの目的にはフォーム letを使
用するほうが明解です (Section 12.3 [Local Variables], page 176を参照)。ラムダ式は主に他の関
数の引数として渡される無名関数 (Section 13.7 [Anonymous Functions], page 221を参照)とし
て、あるいは名前つき関数 (Section 13.3 [Function Names], page 215を参照)を生成するために
シンボルの関数定義に格納するために使用されます。

13.2.3 引数リストの機能

シンプルなサンプル関数 (lambda (a b c) (+ a b c))は 3つの引数変数を指定しているので、3つ
の引数で呼び出されなければなりません。引数を 2 つしか指定しなかったり 4 つ指定した場合には
wrong-number-of-argumentsエラーとなります (Section 11.7.3 [Errors], page 165を参照)。

特定の引数を省略できる関数を記述できると便利なこともあります。たとえば関数 substringは
3つの引数 — 文字列、開始インデックス、終了インデックス — を受け取りますが、3つ目の引数を
省略すると、デフォルトでその文字列の lengthとなります。関数 listや+が行うように、特定の関数
にたいして不定個の引数を指定できると便利なときもあります。

関数が呼び出されるとき省略されるかもしれないオプションの引数を指定するには、オプションの
引数の前にキーワード&optionalを含めるだけです。0個以上の追加引数のリストを指定するには、
最後の引数の前にキーワード&restを含めます。

したがって引数リストの完全な構文は以下のようになります:

(required-vars...

[&optional [optional-vars...]]
[&rest [rest-var]])
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角カッコ (square bracket)は&optionalと&rest、およびそれらに続く変数が省略できることを示
します。

この関数の呼び出しでは required-varsのそれぞれにたいして、実際の引数が要求されます。0個
以上の optional-varsにたいして実際の引数があるかもしれませんが、ラムダ式が&restを使用して
いなければ、その個数を超えて実際の引数を記述することはできません。&restが記述されていれば、
追加で任意の個数の実際の引数があるかもしれません。

optionaや rest変数にたいして実際の引数が省略されると、それらのデフォルトは常に nilにな
ります。関数にたいして引数に明示的に nilが使用されたのか、引数が省略されたのかを区別するこ
とはできません。しかし関数の bodyが、nilを他の有意な値が省略されたと判断することは自由で
す。substringはこれを行います。substringの 3つ目の引数が nilなら、それは文字列の長さを
使用することを意味します。

Common Lispに関する注意: Common Lispではオプションの引数が省略されたとき
に使用するデフォルト値を指定できる。Emacs Lispでは、引数が明示的に渡されたか
を調べる supplied-p変数はサポートされない。

例えば引数リストは以下のようになります:

(a b &optional c d &rest e)

これは aと bは最初の 2つの実引数となり、これらは必須です。さらに 1つまたは 2つの引数が指定
された場合には、それらは順番に cと dにバインドされます。1つ目から 4つ目の引数の後の引数はリ
ストにまとめられて、eにそのリストがバインドされます。したがって 2つしか引数が指定されなかっ
た場合には c、d、eは nilになります。2つまたは 3つの引数の場合には dと eは nilです。引数が 4
つ以下の場合には、eは nilになります。正確に 5つの引数に明示的に nilが指定された場合には、e
にたいして他の単一値が与えられたときのように、引数の nilが 1要素のリスト (nil)として eに与
えられます。

オプションの引数の後ろに必須の引数を指定する方法はありません — これは意味を成さないから
です。なぜそうなるかは、この例で cがオプションで dが必須な場合を考えてみてください。実際に 3
つの引数が与えられたとします。3番めの引数は何を指定したのでしょうか? この引数は cなのでしょ
うか、それとも dに使用されるのでしょうか? 両方の場合が考えられます。同様に&rest引数の後に、
さらに引数 (必須またはオプション)をもつことも意味を成しません。

以下に引数リストと、それを正しく呼び出す例をいくつか示します:

(funcall (lambda (n) (1+ n)) ; 1つの必須:
1) ; これは正確に 1つの引数を要求する

⇒ 2

(funcall (lambda (n &optional n1) ; 1つは必須で、1つはオプション:
(if n1 (+ n n1) (1+ n))) ; 1つまたは 2つの引数

1 2)

⇒ 3

(funcall (lambda (n &rest ns) ; 1つは必須で、後は残り:
(+ n (apply '+ ns))) ; 1つ以上の引数

1 2 3 4 5)

⇒ 15

13.2.4 関数のドキュメント文字列

ラムダ式はラムダリストの直後に、オプションでドキュメント文字列 (documentation string)をも
つことができます。この文字列は、その関数の実行に影響を与えません。これはコメントの一種です
が Lisp機構に内在するシステム化されたコメントであり。Emacsのヘルプ機能で使用できます。ド
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キュメント文字列にアクセスする方法は、Chapter 24 [Documentation], page 520を参照してくだ
さい。

たとえその関数があなたのプログラム内だけで呼び出される関数だとしても、すべての関数にド
キュメント文字列を与えるのはよいアイデアです。ドキュメント文字列はコメントと似ていますが、コ
メントより簡単にアクセスできます。

ドキュメント文字列の 1行目は、関数自体にもとづくものであるべきです。なぜなら aproposは、
最初の 1行目だけを表示するからです。ドキュメント文字列の 1行目は、その関数の目的を要約する
1つか 2つの完全なセンテンスで構成されるべきです。

ドキュメント文字列の開始は通常、ソースファイル内ではインデントされていますが、ドキュメン
ト文字列の開始のダブルクォート文字の前にインデントのスペースがあるので、インデントはドキュ
メント文字列の一部にはなりません。ドキュメント文字列の残りの行がプログラムソース内で揃うよ
うにインデントする人がいます。これは間違いです。後続の行のインデントは文字列の内部にありま
す。これはソースコード内での見栄えはよくなりますが、ヘルプコマンドで表示したとき見栄えが悪
くなります。

ドキュメント文字列がなぜオプションになるのか不思議に思うかもしれません。なぜならドキュメ
ント文字列の後には必須となる関数の構成要素である bodyが続くからです。文字列を評価するとそ
の文字列自身がリターンされるので、それが body内の最後のフォームでない限りなんの効果もあり
ません。したがって実際は bodyの 1行目とドキュメント文字列で混乱が生じることはありません。
bodyの唯一のフォームが文字列なら、それはリターン値とドキュメントの両方の役目を果たします。

ドキュメント文字列の最後の行には、実際の関数引数とは異なる呼び出し規約を指定できます。こ
れは以下のようなテキストを記述します

\(fn arglist)

そのテキストの後に空行を配置して、テキスト自身は行頭から記述、ドキュメント文字列内でこのテ
キストの後に改行が続かないように記述します (‘\’は Emacsの移動コマンドが混乱するのを避ける
ために使用する)。この方法で指定された呼び出し規約は、ヘルプメッセージ内で関数の実引数から生
成される呼び出し例と同じ場所に表示されます。

マクロ定義内に記述された引数は、ユーザーがマクロ呼び出しの一部だと考える方法とは合致しな
い場合がしばしばあるので、この機能はマクロ定義で特に有用です。

呼び出し規約を廃止して上記の仕様で示す規約を公開したければ、この機能を使用してはなりません。
かわりに廃止された呼び出し規約を使用するLispプログラムのバイトコンパイル時に警告メッセージを
発する宣言 advertised-calling-convention (Section 13.14 [Declare Form], page 238を参
照)か set-advertised-calling-convention (Section 13.12 [Obsolete Functions], page 235
を参照)を使用してください。

13.3 関数の命名

シンボルは関数の名前となることができます。これはそのシンボルの関数セル (function cell: Sec-
tion 9.1 [Symbol Components], page 125を参照)が、関数オブジェクト (たとえばラムダ式)を含
むときに起こります。するとそのシンボル自身が呼び出し可能な有効な関数、つまりそのシンボルの
関数セルの関数と等価になります。

関数セルの内容はそのシンボルの関数定義 (function definition)と呼ぶこともできます。そのシン
ボルのかわりにシンボルの関数定義を使う手続きのことをシンボル関数インダイレクション (symbol
function indirection)と呼びます。Section 10.1.4 [Function Indirection], page 136を参照。与
えられたシンボルに関数定義がなければシンボルの関数セルは void と呼ばれ、それを関数として使
用することはできません。
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実際のところほとんどすべての関数は名前をもち、その名前により参照されます。ラムダ式を定義
することで名前つきの Lisp関数を作成、それを関数セル (Section 13.9 [Function Cells], page 226
を参照)に置くことができます。しかしより一般的なのは defunスペシャルフォーム (次のセクション
で説明)を使う方法です。

わたしたちが関数に名前を与えるのは、Lisp式内で関数を名前で参照するのが便利だからです。ま
た名前つきの関数は簡単に自分自身を — 再帰的 (recursive)に参照することができます。さらにプ
リミティブはテキスト的な名前だけで参照することができます。なぜならプリミティブ関数は入力構
文 (read syntax)をもたないオブジェクトだからです (Section 2.4.15 [Primitive Function Type],
page 23を参照)。

関数が一意な名前をもつ必要はありません。与えられた関数オブジェクトは通常は 1つのシンボル
の関数セルだけに存在しますが、これは単に慣習的なものです。fsetを使用すれば関数を複数のシン
ボルに格納するのは簡単です。それらのシンボルはそれぞれ、同じ関数にたいする有効な名前となり
ます。

関数として使用しているシンボルを、変数としても利用できることに注意してください。シンボ
ルのこれら 2つの利用法は独立しており、競合はしません (これは Schemaのような他のいくつかの
Lisp方言には当てはまらない)。

慣例により関数のシンボルが ‘--’で分割される 2 つの名前で構成される場合には、その関数
は内部的な使用を意図しており、名前の最初の部分は関数を定義するファイルです。たとえば
vc-git--rev-parseという名前の関数は vc-git.elで定義される内部関数です。Cで記述された
内部関数は bury-buffer-internalのように名前が ‘-internal’で終わります。2018年より前に
貢献された Emacsコードは内部的な使用にたいして別の命名規約を使用するかもしれませんが、こ
れらは徐々に廃止されます。

13.4 関数の定義

わたしたちは通常は関数を最初に作成したときに名前を与えます。これは関数の定義 (defining a
function)と呼ばれており、通常は defunマクロにより行われます。このセクションでは関数を定義
する別の方法も説明します。

[Macro]defun name args [doc] [declare] [interactive] body. . .
defunは新たなLisp関数を定義する通常の方法である。これは引数リストargs、およびbodyに
より与えられるbodyフォームとともに、シンボルnameを関数として定義する (Section 13.2.3
[Argument List], page 213を参照)。nameと argsをクォートする必要はない。

docが与えられたら、それはその関数のドキュメント文字列を指定する文字列であること (Sec-
tion 13.2.4 [Function Documentation], page 214を参照)。declareが与えられたら、それ
は関数のメタデータを指定する declareフォームであること (Section 13.14 [Declare Form],
page 238を参照)。interactiveが与えられたら、それは関数が対話的に呼び出される方法を指
定する interactiveフォームであるこ (Section 21.3 [Interactive Call], page 383を参照)。

defunのリターン値は定義されていません。

以下にいくつか例を示す:

(defun foo () 5)

(foo)

⇒ 5
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(defun bar (a &optional b &rest c)

(list a b c))

(bar 1 2 3 4 5)

⇒ (1 2 (3 4 5))

(bar 1)

⇒ (1 nil nil)

(bar)

error Wrong number of arguments.

(defun capitalize-backwards ()

"Upcase the last letter of the word at point."

(interactive)

(backward-word 1)

(forward-word 1)

(backward-char 1)

(capitalize-word 1))

意図せず既存の関数を再定義しないように注意されたい。defunは carのようなプリミティブ
関数でさえ、問い合わせせずに躊躇なく再定義する。Emacsがこれを妨げることはない。なぜ
なら関数の再定義は故意に行われることがあり、そのような意図した再定義を、意図しない再
定義と見分ける方法はがないからである。

[Function]defalias name definition &optional doc
この関数は定義 definition(任意の有効な Lisp関数)とともに、シンボル nameを関数として
定義する。この関数のリターン値は未定義。

docが非 nilなら、それは関数 nameのドキュメントとなる。それ以外なら definitionにより
提供されるドキュメントが使用される。

内部的には defaliasは、通常は定義のセットに fsetを使用する。しかし nameが
defalias-fset-functionプロパティーをもつなら、fsetを呼び出すかわりにそれに割り
当てられた値を使用する。

defaliasを使う正しい場所は、特定の関数名が正に定義される場所— 特にソースファイルが
ロードされるとき明示的にその名前が出現する場所である。これは defaliasが defunと同じ
ように、どれが関数を定義するファイルなのか記録するからである (Section 16.9 [Unloading],
page 283を参照)。

それとは対象的に他の目的のために関数を操作するプログラムでは、そのような記録を保持し
ない fsetを使用するほうがよいだろう。Section 13.9 [Function Cells], page 226を参照の
こと。

defunや defaliasで新たなプリミティブ関数を作成することはできませんが、任意の関数定義を
変更するのに使用することができ、通常の定義がプリミティブである carや x-popup-menuのような
関数でさえ変更することができます。しかしこれは危険なことです。たとえば Lispの完全性を損なう
ことなく、carを再定義するのはほとんど不可能だからです。それほど有名ではない x-popup-menu

のような関数の再定義では、危険は減少しますが、それでも期待したとおりに機能しないかもしれま
せん。Cコードにそのプリミティブの呼び出しがあれば、それは直接そのプリミティブのC定義を呼
び出すので、シンボル定義を変更してもそれらに影響はありません。

defsubstも参照してください。これは defunのように関数を定義して、それのインライン展開を
処理するよう Lispコンパイラーに指示します。Section 13.13 [Inline Functions], page 236を参照
してください。
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関数名を未定義にするにはfmakunboundを使用します。Section 13.9 [Function Cells], page 226
を参照してください。

13.5 関数の呼び出し

関数を定義しただけでは半分しか終わっていません。関数はそれを呼び出す (call) — たとえば実行
(run)するまでは何も行いません。関数の callは invocationとしても知られています。

関数を呼び出すもっとも一般的な方法は、リストの評価によるものです。たとえばリスト (concat

"a" "b")を評価することにより、関数 concatが引数"a"と"b"で呼び出されます。評価については
Chapter 10 [Evaluation], page 134を参照してください。

プログラム内で式としてリストを記述するときは、プログラム内にテキストでどの関数を呼び出す
か、いくつの引数を与えるかを指定します。通常はこれが行いたいことです。どの関数を呼び出すか
を実行時に計算する必要がある場合もあります。これを行うには関数 funcallを使用します。実行時
にいくつの引数を渡すか決定する必要があるときは applyを使用します。

[Function]funcall function &rest arguments
funcallは関数 functionを引数 argumentsで呼び出して、functionがリターンした値をリター
ンする。

funcallは関数なので、functionを含むすべての引数は funcallの呼び出し前に評価される。
これは呼び出される関数を得るために任意の式を使用できることを意味している。またfuncall

が argumentsに記述した式ではなく、その値だけを見ることを意味している。これらの値は
function呼び出し中では、2回目は評価されない。funcallの処理は関数の通常の呼び出し手
続きと似ており、すでに評価された引数は評価されない。

引数 functionは Lisp関数かプリミティブ関数でなければならない。つまりスペシャルフォー
ムやマクロは、未評価の引数式を与えられたときだけ意味があるので、指定することはできな
い。上述したように最初の場所で funcallがそれらを知らないので、funcallがそれらを提供
することはできない。

コマンドの呼び出しに funcallを使用して、それがインタラクティブに呼び出されたように振
る舞うようにする必要があるなら、funcall-interactivelyを使用すること (Section 21.3
[Interactive Call], page 383を参照)。

(setq f 'list)

⇒ list

(funcall f 'x 'y 'z)

⇒ (x y z)

(funcall f 'x 'y '(z))

⇒ (x y (z))

(funcall 'and t nil)

error Invalid function: #<subr and>

これらの例を applyの例と比較されたい。

[Function]apply function &rest arguments
applyは関数 functionを引数argumentsで呼び出す。これはfuncallと同様だが1つ違いがあ
る。argumentsの最後はオブジェクトのリストである。これは 1つのリストではなく、個別の引
数として functionに渡される。わたしたちはこれを、applyがこのリストを展開 (spread)(個々
の要素が引数となるので)すると言う。
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applyは functionを呼び出した結果をリターンする。funcallと同様、functionは Lisp関数
かプリミティブ関数でなければならない。つまりスペシャルフォームやマクロは applyでは意
味をもたない。

(setq f 'list)

⇒ list

(apply f 'x 'y 'z)

error Wrong type argument: listp, z

(apply '+ 1 2 '(3 4))

⇒ 10

(apply '+ '(1 2 3 4))

⇒ 10

(apply 'append '((a b c) nil (x y z) nil))

⇒ (a b c x y z)

applyを使用した興味深い例は [Definition of mapcar], page 220を参照のこと。

ある関数にたいして、その関数のある引数を特定の値に固定して、他の引数は実際に呼びだされた
ときの値にできれば便利なことがあります。関数のいくつかの引数を固定することは、その関数の部
分適用 (partial application)と呼ばれます 1。これの結果は残りの引数をとる新たな関数で、すべて
の引数を合わせて元の関数を呼び出します。

Emacs Lispで部分適用を行う方法を示します:

[Function]apply-partially func &rest args
この関数は新たな関数をリターンする。この新しい関数は呼びだされたときに args、および呼
び出し時に指定された追加の引数から成る引数リストで funcを呼び出す関数である。funcに n
個の引数を指定できる場合、m < n個の引数で apply-partiallyを呼び出すと、n - m個の
新たな関数を生成する。

以下はビルトイン関数 1+が存在しないものとして、apply-partiallyと他のビルトイン関数
+を使用して 1+を定義する例である:

(defalias '1+ (apply-partially '+ 1)

"Increment argument by one.")

(1+ 10)

⇒ 11

引数として関数を受け取ったり、データ構造 (特にフック変数やプロパティーリスト)から関数を探
す関数は Lispでは一般的で、それらは funcallや applyを使用してそれらの関数を呼び出します。
引数として関数をとる関数は、ファンクショナル (functional)と呼ばれるときもあります。

ファンクショナルを呼び出すとき、引数として no-op関数 (何も行わない関数)を指定できると便
利なときがあります。以下に２つの異なる no-op関数を示します:

[Function]identity argument
この関数は argumentをリターンする。副作用はない。

1 これはカリー化 (currying)と関連しますが異なる機能です。カーリングは複数の引数を受け取る関
数を、関数チェーンとして呼び出せるような１つの引数を取る個々の関数に変換するような方法で
す。
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[Function]ignore &rest arguments
この関数はすべての argumentsを無視して nilをリターンする。

関数のいくつかはユーザーに可視なコマンドで、これらは (通常はキーシーケンスを介して)対話的
に呼び出すことができます。そのようなコマンドは、call-interactively関数を使用することによ
り、対話的に呼びだされたときと同様に呼び出すことができます。Section 21.3 [Interactive Call],
page 383を参照してください。

13.6 関数のマッピング

マップ関数 (mapping function) は与えられた関数 (スペシャルフォームやマクロではない)をリス
トや他のコレクションの各要素に適用します。Emacs Lisp にはそのような関数がいくつかありま
す。このセクションではリストにたいしてマッピングを行う mapcar、mapc、mapconcat、mapcan
を説明します。obarray内のシンボルにたいしてマッピングを行う関数 mapatomsは [Definition of
mapatoms], page 129を参照してください。ハッシュテーブル内の key/value関係にたいしてマッ
ピングを行う関数 maphashは [Definition of maphash], page 121を参照してください。

これらのマップ関数は文字テーブル (char-table)には適用されません。なぜなら文字テーブルは非
常に広い範囲の疎な配列だからです。疎な配列であるという性質に適う方法で文字テーブルにマッピン
グするには、関数 map-char-tableを使用します (Section 6.6 [Char-Tables], page 111を参照)。

[Function]mapcar function sequence
mapcarは関数 functionを sequenceの各要素にたいして順番に適用して、その結果をリストで
リターンする。

引数 sequenceには、文字テーブルを除く任意の種類のシーケンス— つまりリスト、ベクター、
ブールベクター、文字列を指定できる。結果は常にリストになる。結果の長さは sequenceの長
さと同じ。たとえば:

(mapcar 'car '((a b) (c d) (e f)))

⇒ (a c e)

(mapcar '1+ [1 2 3])

⇒ (2 3 4)

(mapcar 'string "abc")

⇒ ("a" "b" "c")

;; my-hooks内の各関数を呼び出す
(mapcar 'funcall my-hooks)

(defun mapcar* (function &rest args)

"Apply FUNCTION to successive cars of all ARGS.

Return the list of results."

;; リストが消費されていなければ
(if (not (memq nil args))

;; carに関数を適用する
(cons (apply function (mapcar 'car args))

(apply 'mapcar* function

;; 残りの要素のための再帰
(mapcar 'cdr args)))))
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(mapcar* 'cons '(a b c) '(1 2 3 4))

⇒ ((a . 1) (b . 2) (c . 3))

[Function]mapcan function sequence
この関数は mapcarのように sequenceの各要素に functionを適用するが、結果をリストに収
集するかわりに結果を変更 (nconcを使用。Section 5.6.3 [Rearrangement], page 84を参照)
して結果のすべての要素を単一のリストでリターンする。mapcarと同様に sequenceには文字
テーブルを除く任意のタイプのシーケンスを指定できる。

;; 以下と:
(mapcar 'list '(a b c d))

⇒ ((a) (b) (c) (d))

;; 以下を比較してみよ:
(mapcan 'list '(a b c d))

⇒ (a b c d)

[Function]mapc function sequence
mapcは mapcarと似ているが、functionは副作用のためだけに使用される — つまり function
がリターンする値は無視されてリストに収集されない。mapcは常に sequenceをリターンする。

[Function]mapconcat function sequence separator
mapconcatは sequenceのそれぞれの要素に functionを適用する。結果は文字のシーケンス
(文字列、ベクター、リスト)でなければならず、単一の文字列に結合されてリターン値となる。
mapconcatは結果シーケーンスの各ペアの間に separatorの文字を挿入する。これも文字列、
または文字のベクターかリストでなければならない。Chapter 6 [Sequences Arrays Vectors],
page 95を参照のこと。

引数 functionは 1つの引数を受け取り文字のシーケンス、すなわち文字列、ベクター、リスト
のいずれかをリターンする。引数 sequenceは文字テーブル以外の任意の種類のシーケンス、す
なわちリスト、ベクター、ブールベクター、または文字列を指定できる。

(mapconcat 'symbol-name

'(The cat in the hat)

" ")

⇒ "The cat in the hat"

(mapconcat (lambda (x) (format "%c" (1+ x)))

"HAL-8000"

"")

⇒ "IBM.9111"

13.7 無名関数

関数は通常は defunにより定義されて、同時に名前が与えられますが、明示的にラムダ式を使う— 無
名関数 (anonymous function)のほうが便利なときもあります。無名関数は名前つき関数が有効な場
所ならどこでも有効です。無名関数は変数や関数の引数に割り当てられることがよくあります。たとえ
ばある関数をリストの各要素に適用する mapcarの function引数に渡すかもしれません (Section 13.6
[Mapping Functions], page 220を参照)。現実的な例は [describe-symbols example], page 521
を参照してください。
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無名関数として使用するためのラムダ式を定義するとき、原則的にはリストを構築する任意の手法
を使用できます。しかし通常はマクロ lambda、スペシャルフォーム function、または入力構文#'

を使用するべきです。

[Macro]lambda args [doc] [interactive] body. . .
このマクロは引数リスト args、(もしあれば)ドキュメント文字列 doc、(もしあれば)インタラ
クティブ指定 interactive、および bodyで与えられる bodyフォームをもつ無名関数をリター
ンする。

ダイナミックバインディングの下では、このマクロは lambdaフォームを効果的に “自己クォー
ト (self-quoting)”する。つまり carが lambdaであるようなフォームはフォーム自身を得る。

(lambda (x) (* x x))

⇒ (lambda (x) (* x x))

レキシカルバインディングの下で評価した際には、結果はクロージャオブジェクトになること
に注意 (Section 13.10 [Closures], page 228を参照)。

lambdaフォームは別の 1つの効果をもつ。このマクロは function(以下参照)をサブルーチ
ンとして使用することにより、Emacs評価機能 (Emacs evaluator)とバイトコンパイラーに、
その引数が関数であることを告げる。

[Special Form]function function-object
このスペシャルフォームは評価を行わずに function-objectをリターンする。この点では
quote(Section 10.2 [Quoting], page 140 を参照) と似ている。しかし quoteとは異なり、
Emacs評価機能とバイトコンパイラーに、これを関数として使用する意図を告げる役割をも
つ。function-objectが有効なラムダ式と仮定すると、これは２つの効果をもつ:

• そのコードがバイトコンパイルされているとき、function-objectはバイトコード関数オ
ブジェクトにコンパイルされる (Chapter 17 [Byte Compilation], page 286を参照)。

• レキシカルバインドが有効なら function-objectはクロージャーに変換される。
Section 13.10 [Closures], page 228を参照のこと。

function-objectがシンボルかつバイトコンパイル済みコードの場合には、その関数が未定義、
あるいは実行時に認識されていなければバイトコンパイラーは警告を発する。

入力構文#'は functionの使用の略記です。以下のフォームは等価です:

(lambda (x) (* x x))

(function (lambda (x) (* x x)))

#'(lambda (x) (* x x))

以下の例では 3 つ目の引数に関数をとる change-property関数を定義して、その後の
change-propertyで無名関数を渡してこれを使用しています:

(defun change-property (symbol prop function)

(let ((value (get symbol prop)))

(put symbol prop (funcall function value))))

(defun double-property (symbol prop)

(change-property symbol prop (lambda (x) (* 2 x))))

lambdaフォームをクォートしていないことに注意してください。
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上記のコードをコンパイルすると無名関数もコンパイルされます。リストをクォートすることによ
り無名関数を構築した場合にはコンパイルはされません。

(defun double-property (symbol prop)

(change-property symbol prop '(lambda (x) (* 2 x))))

この場合、無名関数はコンパイルされたコード内のラムダ式に保持されます。バイトコンパイラーは
change-propertyが関数としての使用を意図していることを知ることができないので、たとえこの
関数が関数のように見えるとしても、このリストが関数であると決め込むことができません。

13.8 ジェネリック関数

defunを使用して定義された関数は、その引数の型と期待する値に関して、ハードコードされた一連
の仮定をもちます。たとえば数字か数字のリストを引数値として処理するようにデザインされた関数
は、ベクターや文字列のような他の型の値で呼び出されると失敗したりエラーをシグナルするでしょ
う。これはその関数実装が、デザイン時に想定した以外の型に対応しないために発生します。

対照的に多相型関数 (polymorphic functions)を使用したオブジェクト指向プログラムでは、同
一の名前をもつ一連の特化した関数のそれぞれが、特定の引数型セットにたいして記述されます。ど
の関数が実際に呼び出されるかは、実際の引数の型にもとづいて実行時に決定されます。

Emacsはポリモーフィズム (polymorphism)にたいするサポートを提供します。他の Lisp環境、
特に Common Lispと Common Lispオブジェクトシステム (CLOS)と同じように、このサポート
はジェネリック関数 (generic functions)を基礎としています。Emacsのジェネリック関数は同一名
の使用を含む CLOSに密接にしたがっているので、CLOSの経験があればこのセクションの残りの部
分は非常に身近に感じるでしょう。

ジェネリック関数は、その名前と引数のリストを指定して、(通常は)実装されていない抽象操作
(abstract operation)を指定します。引数のいくつかの固有クラスにたいする実際の実装はメソッド
(methods)により提供され、これは個別に定義されるべきです。ジェネリック関数を実装するそれぞ
れのメソッドはジェネリック関数としてとして同じ名前をもちますが、そのジェネリック関数で定義
された引数のスペシャライジング (specializing)により、メソッドの定義はどの種類の引数を処理可
能かを示します。これらの引数スペシャライザー (argument specializers)は多少の差はあれ特化し
たものにできます。たとえば string型は sequenceのようなより一般的な型より特化した型です。

C++や Simulaのようなメッセージベースの OO言語と異なり、ジェネリック関数を実装するメ
ソッドはクラスに属さずに、それらが実装するジェネリック関数に属することに注意してください。

ジェネリック関数が呼び出されると、呼び出し側に渡された実際の引数と各メソッドの引数スペ
シャライザーを比較することにより、適用可能なメソッドを呼び出します。その呼び出しの実際の引
数がメソッドのスペシャライザーと互換性があれば、そのメソッドが適用可能です。複数のメソッド
が適用可能ならば、それらは以下で説明する特定のルールにより合成されて、その組み合わせが呼び
出しを処理します。

[Macro]cl-defgeneric name arguments [documentation]
[options-and-methods. . . ] &rest body

このマクロは指定した nameと argumentsでジェネリック関数を定義する。bodyが与えられ
たなら、それは実装のデフォルトを与える。(常に与えられるべきであるが)documentationが
与えられたなら、それは (:documentation docstring)の形式でそのジェネリック関数のド
キュメント文字列を指定する。オプションの options-and-methodsは以下のフォームのいずれ
かを指定できる:

(declare declarations)

Section 13.14 [Declare Form], page 238で説明するような declareフォーム。
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(:argument-precedence-order &rest args)

このフォームは適用可能なメソッド合成にたいするソート順に影響を与える。合
成において 2つのメソッドを比較する際、メソッドの引数は通常は左から右に試
験されて、引数スペシャライザーがより特化した最初のメソッドが他のメソッド
より前になる。このフォームで定義された順序はそれをオーバーライドして、左
から右ではなくこのフォームの順に応じて試験される。

(:method [qualifiers...] args &rest body)

このメソッドは cl-defmethodが行うようなメソッドを定義する。

[Macro]cl-defmethod name [qualifier] arguments [&context (expr spec). . . ]
&rest [docstring] body

このマクロはnameと呼ばれるジェネリック関数の、特定の実装を定義する。実装コードはbody
で与えられる。もし与えられたら docstringはそのメソッドのドキュメント文字列である。リ
スト argumentsはジェネリック関数を実装するすべてのメソッドで等しく、その関数の引数リ
ストとマッチしなければならず、(arg spec)という形式の引数スペシャライザーを提供する。
ここで argは cl-defgeneric呼び出しで指定された引数名、specは以下のスペシャライザー
フォームのいずれかであること:

type このスペシャライザーは、引数が typeのいずれかであることを要求する。type
は以下で説明する型ヒエラルキーのいずれかの型である。

(eql object)

このスペシャライザーは、引数が objectと eqlであることを要求する。

(head object)

引数は carが objectと eqlであるようなコンスセルでなければならない。

struct-type

引数は cl-defstruct (Section “Structures” in Common Lisp Extensions
for GNU Emacs Lisp を参照)で定義された struct-typeという名前のクラス、
またはその子クラスのインスタンスでなければならない。

メソッド定義は新たな引数リストのキーワード&contextを使用できる。これはメソッド実行時
に環境をテストする余分なスペシャライザーを導入する。このキーワードは必須の引数リスト
の後、かつすべての&restと&optionalキーワードの前に記述すること。&contextスペシャ
ライザーは正規の引数スペシャライザー (expr spec)と非常によく似ているが、exprはカレン
トコンテキストで評価される式であり、specは比較対象となる値となる。たとえば&context

(overwrite-mode (eql t))は、メソッドを overwrite-modeがオンのとだけ適用可能にす
る。&contextキーワードの後には任意個数のコンテキストスペシャライザーを続けることが
できる。コンテキストスペシャライザーはジェネリック関数の引数 signatureの一部ではない
ので、これらを必要としないメソッドでは省略できる。

型スペシャライザー (arg type)は以下のリストのシステム型 (system types)のいずれかを
指定できる。親の型が指定されたときは、型がより特化した子型、孫型、曾孫型、...のいずれ
かであるような任意の引数も互換となるだろう。

integer 親型: number。

number

null 親型: symbol。

symbol
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string 親型: array。

array 親型: sequence。

cons 親型: list。

list 親型: sequence。

marker

overlay

float 親型: number。

window-configuration

process

window

subr

compiled-function

buffer

char-table

親型: array。

bool-vector

親型: array。

vector 親型: array。

frame

hash-table

font-spec

font-entity

font-object

オプションの qualifierは複数の適用可能なメソッドの合成を許容する。与えられなければ定義
されるメソッドは primary(主)メソッドとなり、スペシャライズされた引数にたいする主要な
実装の提供に責任を有する。qualifierとして以下の値のいずれかを使用して auxiliary(副)メ
ソッドも定義できる:

:before この auxiliaryメソッドは primaryメソッドの前に実行される。より正確にはす
べての:beforeメソッドは、より特化したメソッドが最初になる順で、primary
メソッドの前に実行される。

:after この auxiliaryメソッドは primaryメソッドの後に実行される。より正確にはす
べてのこの類のメソッドは、より特化したメソッドが最後になる順で、primary
メソッドの後に実行される。

:around この auxiliaryメソッドは primaryメソッドの代替えとして実行される。この類
のメソッドでもっとも特化したものが他のメソッドより前に実行される。このよ
うなメソッドは他の auxiliaryメソッドや primaryメソッドを呼び出すために、
通常は以下で説明する cl-call-next-methodを使用する。
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:extra string

同一の specializerと qualifierにたいして、stringで区別されるメソッドを追加
できる。

cl-defmethodを使用して定義した関数をインタラクティブにすることはできない。つまり
interactiveフォームを追加してコマンドにすることはできない (Section 21.2 [Defining
Commands], page 377 を参照)。多相型コマンド (polymorphic command) が必要なら、
cl-defgenericと cl-defmethodを通じて定義した多相型関数 (polymorphic function)を
呼び出す通常のコマンドを定義することを推奨する。

ジェネリック関数が呼び出されると、毎回その関数にたいして定義された適用可能なメソッドを合
成することによってその呼び出しを処理する effectiveメソッド (effective method) を構築します。
適用可能なメソッドを探して effectiveメソッドを生成するプロセスは dispatchと呼ばれます。その
呼び出しの実際の引数と互換性があるスペシャライザーをもつすべてのメソッドが、互換性のあるメ
ソッドです。すべての引数がスペシャライザーと互換でなければならないので、それらはすべてメソッ
ドが適用可能かどうか判定します。複数の引数に明示的に特化したメソッドをmultiple-dispatchメ
ソッド (multiple-dispatch methods)と呼びます。

適用可能なメソッドはそれらが合成される順にソートされます。最左の引数スペシャライザーがもっ
とも特化したものであるようなメソッドが、順序の最初になります (上述したように cl-defmethod

の一部として:argument-precedence-orderを指定することによりこれをオーバーライドできる)。
そのメソッドの bodyが cl-call-next-methodを呼び出すと、もっとも特化した次のメソッドが実
行されます。適用可能な:aroundメソッドがあれば、それらのうちもっとも特化したメソッドが実行
されます。そのメソッドはより特化していない任意の:aroundメソッドを実行するために、cl-call-
next-methodを呼び出すべきです。次に:beforeメソッドがその特化した順に、その後に specificity
メソッドが実行されます。そして後に:afterメソッドがその特化した順と逆順で実行されます。

[Function]cl-call-next-method &rest args
primaryメソッドか:around auxiliaryメソッド内のレキシカル body内で呼び出されると、
同じジェネリック関数にたいして適用可能な次のメソッドを呼び出す。通常これは引数なしで
呼び出され、これは次の適用可能なメソッドを呼び出すメソッドが、呼び出されたときと同じ
引数で次のメソッドを呼び出すことを意味する。それ以外ならかわりに指定された引数が使用
される。

[Function]cl-next-method-p
primaryメソッドか:around auxiliaryメソッドのレキシカル body内からこの関数を呼び出
したときは、呼び出す次のメソッドが存在すれば非 nilをリターンする。

13.9 関数セルの内容へのアクセス

シンボルの関数定義 (function definition)とは、そのシンボルの関数セルに格納されたオブジェク
トのことです。ここではシンボルの関数セルへのアクセスやテスト、それをセットする関数を説明し
ます。

[Definition of indirect-function], page 137の関数 indirect-functionも参照してください。

[Function]symbol-function symbol
これは symbolの関数セル内のオブジェクトをリターンする。これはリターンされたオブジェ
クトが本物のの関数であるかチェックしない。
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関数セルが voidならリターン値は nil。関数セルが voidのときと nilがセットされていると
きを区別するには fboundp(以下参照)を使用する。

(defun bar (n) (+ n 2))

(symbol-function 'bar)

⇒ (lambda (n) (+ n 2))

(fset 'baz 'bar)

⇒ bar

(symbol-function 'baz)

⇒ bar

シンボルに何の関数定義も与えていなければ、そのシンボルの関数セルは voidだと言います。言
い換えると、その関数セルはどんな Lispオブジェクトも保持しません。そのシンボルを関数として呼
びだそうとすると、Emacsは void-functionエラーをシグナルします。

voidは nilやシンボル voidとは異なることに注意してください。シンボル nilと voidは Lisp
オブジェクトであり、他のオブジェクトと同じように関数セルに格納することができます (これらのシ
ンボルは defunを使用して有効な関数になることができる)。voidであるような関数セルは、どのよ
うなオブジェクトも含んでいません。

fboundpを使用して任意のシンボルの関数定義が voidかどうかテストすることができます。シン
ボルに関数定義を与えた後は、fmakunboundを使用して再び voidにすることができます。

[Function]fboundp symbol
この関数はそのシンボルが関数セルにオブジェクトをもっていれば t、それ以外は nilをリター
ンする。これはそのオブジェクトが本物の関数であるかチェックしない。

[Function]fmakunbound symbol
この関数は symbolの関数セルを voidにする。そのためこれ以降に関数セルへのアクセスを試
みると、void-functionエラーが発生する。これは symbolをリターンします (Section 12.4
[Void Variables], page 178の makunboundも参照)。

(defun foo (x) x)

(foo 1)

⇒1

(fmakunbound 'foo)

⇒ foo

(foo 1)

error Symbol's function definition is void: foo

[Function]fset symbol definition
この関数は symbolの関数セルに definitionを格納する。結果は definition。definitionは通常
は関数か関数の名前であるべきだが、これはチェックされない。引数 symbolは通常のどおり評
価される引数である。

この関数は主に関数を定義したり変更して構築を行う、defunや advice-addのようなもの
からサブルーチンとして使用される。たとえばキーボードマクロ (Section 21.16 [Keyboard
Macros], page 421を参照)のような、関数ではない関数定義をシンボルに与えるためにも使
用することができる:

;; 名前つきのキーボードマクロを定義する。
(fset 'kill-two-lines "\^u2\^k")

⇒ "\^u2\^k"
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関数にたいして別の名前を作成するために fsetを使いたいなら、かわりに defaliasの使用
を考慮すること。[Definition of defalias], page 217を参照。

13.10 クロージャー

Section 12.10 [Variable Scoping], page 186で説明したように、Emacsはオプションで変数のレ
キシカルバインディングを有効にできます。レキシカルバインディングが有効な場合は、(たとえば
defunなどで)作成したすべての名前つき関数、同様に lambdaマクロや functionスペシャルフォー
ム、#'構文を使用して作成したすべての無名関数 (Section 13.7 [Anonymous Functions], page 221
を参照)が、自動的にクロージャー (closure)に変換されます。

クロージャーとはその関数が定義されたどときに存在したレキシカル環境の記録をあわせもつ関数
です。クロージャーが呼び出されたとき、定義内のレキシカル変数の参照には、その保持されたレキ
シカル環境が使用されます。他のすべての点では、クロージャーは通常の関数と同様に振る舞います。
特にクロージャーは通常の関数と同じ方法で呼び出すことができます。

クロージャー使用する例は Section 12.10.3 [Lexical Binding], page 188を参照してください。

現在のところ Emacs Lispのクロージャーオブジェクトは、1つ目の要素にシンボル closureを
もつリストとして表現されます。そのリストは 2つ目の要素としてレキシカル環境、残りの要素で引
数リストと bodyフォームを表します:

;; レキシカルバインディングが有効
(lambda (x) (* x x))

⇒ (closure (t) (x) (* x x))

しかし実際にはクロージャーの内部構造は、内部的な実装の詳細と判断される残りの Lisp界を晒け出
すものだと言えます。この理由により、クロージャーオブジェクトの構造を直接調べたり変更するこ
とは推奨しません。

13.11 Emacs Lisp関数にたいするアドバイス

他のライブラリーの関数定義を変更する必要があるとき、および foo-functionoのようなフックや
プロセスフィルター (process filter)や、関数を値としてもつ任意の変数やオブジェクトを変更する必
要があるときには、名前つきの関数には fsetか defun、フック変数には setq、プロセスフィルター
には set-process-filterのように、適切なセッター関数 (setter function)を使用することができ
ます。しかしこれらが以前の値を完全に破棄してしまうのが好ましくない場合もあります。

アドバイス (advice)機能によって関数にアドバイスすることにより、既存の関数定義に機能を追
加できます。これは関数全体を再定義するより明解な手法です。

Emacs のアドバイスシステムは 2 つのプリミティブセットを提供します。コアとなるセットは
変数やオブジェクトのフィールドに保持された関数値にたいするものです (対応するプリミティブは
add-functionと remove-function)。もう 1つのセットは名前つき関数の最上位のレイヤーとな
るものです (主要なプリミティブは advice-addと advice-remove)。

簡単な例として、以下は関数の呼び出し時に毎回リターン値を変更するアドバイスを追加する方法
です:

(defun my-double (x)

(* x 2))

(defun my-increase (x)

(+ x 1))

(advice-add 'my-double :filter-return #'my-increase)
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このアドバイスの追加後に ‘3’で my-doubleを呼び出すとリターン値は ‘7’になるでしょう。この
アドバイスを削除するには、以下のようにします

(advice-remove 'my-double #'my-increase)

より高度な例として、以下はプロセスprocのプロセスフィルターの呼び出しをトレースする例です:

(defun my-tracing-function (proc string)

(message "Proc %S received %S" proc string))

(add-function :before (process-filter proc) #'my-tracing-function)

これによりそのプロセスの出力は元のプロセスフィルターに渡される前に、my-tracing-

functionに渡されるようになります。my-tracing-functionは元の関数と同じ引数を受け取りま
す。これを行えば以下のようにしてトレースを行う前の振る舞いにリバートすることができます。

(remove-function (process-filter proc) #'my-tracing-function)

同様に display-bufferという名前つきの関数の実行をトレースしたいなら以下を使用できます:

(defun his-tracing-function (orig-fun &rest args)

(message "display-buffer called with args %S" args)

(let ((res (apply orig-fun args)))

(message "display-buffer returned %S" res)

res))

(advice-add 'display-buffer :around #'his-tracing-function)

ここで his-tracing-functionは元の関数のかわりに呼び出されて、元の関数 (に加えてその関
数の引数)を引数として受け取るので、必要な場合はそれを呼び出すことができます。出力を確認し
終えたら、以下のようにしてトレースを行う前の振る舞いにリバートできます:

(advice-remove 'display-buffer #'his-tracing-function)

上記の例で使用されている引数:beforeと:aroundは、2つの関数が構成される方法を指定しま
す (これを行う多くの方法があるから)。追加された関数もアドバイス (advice)と呼ばれます。

13.11.1 アドバイスを操作するためのプリミティブ

[Macro]add-function where place function &optional props
このマクロは place(Section 12.17 [Generalized Variables], page 206を参照)に格納され
た関数に、アドバイス functionを追加する手軽な方法である。

whereは既存の関数のどこ — たとえば元の関数の前や後 — に functionが構成されるかを決
定する。2つの関数を構成するために利用可能な方法のリストは、Section 13.11.3 [Advice
Combinators], page 232を参照のこと。

(通常は名前が-functionで終わる)変数を変更するときには、functionがグローバルに使用
されるか、あるいはカレントバッファーだけに使用されるか選ぶことができる。placeが単に
シンボルなら functionは placeのグローバル値に追加される。placeが (local symbol)とい
うフォームなら、symbolはその変数の名前をリターンする式なので、functionはカレントバッ
ファーだけに追加される。最後にレキシカル変数を変更したければ、(var variable)を使用
する必要があるだろう。

add-functionで追加されたすべての関数は、自動的にプロパティー propsの連想リストに加
えることができる。現在のところ特別な意味をもつのは以下の 2つのプロパティーのみ:



Chapter 13: 関数 230

name これはアドバイスの名前を与える。この名前は remove-functionが取り除く関
数を識別するのに使用できます。これは通常は functionが無名関数のときに使用
されます。

depth これは複数のアドバイスが与えられたときにアドバイスを順番づける方法を指定
します。depthのデフォルト 0です。depthが 100のときにはアドバイスが可能
な限りの深さを保持すべきことを、-100のときは最外のアドバイスに留めること
を意味します。同じ depthで 2つのアドバイスが指定された場合には、もっとも
最近に追加されたアドバイスが最外になります。

:beforeアドバイスにたいしては、最外 (outermost)になるということは、この
アドバイスが他のすべてのアドバイスの前、つまり 1番目に実行されることを意
味し、最内 (innermost)とは元の関数が実行される直前、すなわちこのアドバイ
スと元の関数の間に実行されるアドバイスは存在しないことを意味する。同様に
:afterアドバイスにたいしては、最内とは元の関数の直後、つまりこの元の関数
とアドバイスの間に実行される他のアドバイスは存在せず、最外とは他のすべて
のアドバイスが実行された直後にこのアドバイスが実行されることを意味する。
:overrideの最内アドバイスは、元の関数だけをオーバーライドし、他のアドバ
イスはそれに適用されるが、:overrideの最外アドバイスは元の関数だけではな
く、その他すべての適用済みのアドバイスをも同様にオーバーライドする。

functionがインタラクティブでなければ合成された関数は、(もしあれば)元の関数のインタラ
クティブ仕様 (interactive spec)を継承します。それ以外なら合成された関数はインタラクティ
ブとなり functionのインタラクティブ仕様を使用します。1つ例外があります。functionのイ
ンタラクティブ仕様が関数 (式や文字列ではない lambda式や fboundシンボル)なら、元の関
数のインタラクティブ仕様を唯一の引数としてその関数を呼び出して、それが合成された関数
のインタラクティブ指定になります。引数として受け取ったインタラクティブ仕様を解釈する
ためには advice-eval-interactive-specを使用します。

注意: functionのインタラクティブ指定は結合された関数に適用されるべきであり、function
ではなく結合された関数の呼び出し規約にしたがうこと。これらは多くの場合には等しいので
差異は生じないが、placeに格納されたオリジナルの関数とは異なる引数を受け取る function
では:around、:filter-args、:filter-returnでは重要になる。

[Macro]remove-function place function
このマクロは placeに格納された関数から functionを取り除く。これは add-functionを使用
して functionが placeに追加されたときだけ機能する。

functionは placeに追加された関数にたいして、ラムダ式にたいしても機能するように equal

を使用して比較を試みる。これは追加で placeに追加された関数の nameプロパティーも比較す
る。これは equalを使用してラムダ式を比較するより信頼性がある。

[Function]advice-function-member-p advice function-def
adviceがすでに function-def内にあれば非 nilをリターンする。上記の remove-function

と同様、実際の関数 adviceのかわりにアドバイスの nameも使用できる。

[Function]advice-function-mapc f function-def
function-defに追加されたすべてのアドバイスにたいして、関数 fを呼び出す。fは 2つの引数
— アドバイス関数とそれのプロパティーで呼びだされる。

[Function]advice-eval-interactive-spec spec
そのようなインタラクティブ仕様で関数がインタラクティブに呼び出されたように specを評価
して、構築された引数のリストに対応するリストをリターンする。たとえば (advice-eval-
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interactive-spec "r\nP")はリージョンの境界、カレントプレフィクス引数を含む、3つ
の要素からなるリストをリターンする。

たとえば C-x m (compose-mail)コマンドに ‘From:’ヘッダーの入力を求めるさせるようにす
るには、以下のようにすればよい:

(defun my-compose-mail-advice (orig &rest args)

"Read From: address interactively."

(interactive

(lambda (spec)

(let* ((user-mail-address

(completing-read "From: "

'("one.address@example.net"

"alternative.address@example.net")))

(from (message-make-from user-full-name

user-mail-address))

(spec (advice-eval-interactive-spec spec)))

;; Put the From header into the OTHER-HEADERS argument.

(push (cons 'From from) (nth 2 spec))

spec)))

(apply orig args))

(advice-add 'compose-mail :around #'my-compose-mail-advice)

13.11.2 名前つき関数にたいするアドバイス

アドバイスは名前つき関数やマクロにたいして使用するのが一般的な使い方です。これは単に
add-functionを使用して以下のように行うことができます:

(add-function :around (symbol-function 'fun) #'his-tracing-function)

しかしかわりに advice-addと advice-removeを使うべきです。この異なる関数セットは名前
つき関数に適用されるアドバイスを操作するためのもので、add-functionと比較して以下の追加
機能があります。まずこれらはマクロとオートロードされた関数を扱う方法を知っています。次に
describe-functionにたいして追加されたアドバイスと同様に、元のドキュメント文字列を維持し
ます。さらに関数が定義される前でも、アドバイスの追加と削除ができます。

既存の関数全体を再定義せずに既存の呼び出しを変更するために、advice-addが有用になりま
す。しかしその関数の既存の呼び出し元は古い振る舞いを前提としているかもしれず、アドバイスに
よりその振る舞いが変更されたときに正しく機能しないかもしれないので、これはソー内スのバグに
もなり得ます。アドバイスはデバッグを難しくする可能性もあります。デバッグを行う人はその関数
がアドバイスにより変更されたことに気づかなかったり、失念しているかもしれません。

これらの理由により、他の方法で関数の振る舞いを変更できない場合に備えるために、アドバイ
スの使用は控えるべきです。フックを通じて同じことが行えるならフック (Section 23.1 [Hooks],
page 462を参照)の使用が望ましい方法です。特定のキーが行う何かを変更したいだけなら、新し
いコマンドを記述して、古いコマンドのキーバインドを新しいコマンドにリマップ (Section 22.13
[Remapping Commands], page 442を参照)するのが、おそらくより優れた方法です。

他の人が使用するリリース用のコードを記述する場合には、アドバイスを含めることを避けるよう
試みてください。アドバイスしたい関数にその処理を行うフックがなければ、適切なフックの追加に
ついて Emacs開発者に相談してください。特に Emacs自身のソースファイルでは、Emacs関数に
アドバイスを配置するべきではありません (現在のところこの慣習にたいするいくつかの例外がある
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が修正する予定)。一般的には fooにアドバイスとして barを配置するよりも、foo内に新たなフック
を作成して barにそのフックを使用させるほうが明快です。

スペシャルフォーム (Section 10.1.7 [Special Forms], page 138を参照)はアドバイスできませ
んが、マクロは関数と同じ方法でアドバイスできます。もちろんこれはすでにマクロ展開されたコー
ドには影響しないため、マクロ展開前にアドバイスが確実にインストールされる必要があります。

プリミティブ (Section 13.1 [What Is a Function], page 210を参照)にアドバイスするのは可
能ですが、2つの理由により通常は行うべきではありません。1つ目の理由はいくつかのプリミティブ
がアドバイスのメカニズム内で使用されているため、それらにたいしてアドバイスを行うと無限再帰
が発生するからです。2つ目の理由は多くのプリミティブが Cから直接呼び出されていて、そのよう
な呼び出しはアドバイスを無視するからです。したがってプリミティブにたいしてアドバイスの使用
を控えることにより、ある呼び出しはアドバイスにしたがい (Lispコードから呼びだされたため)、他
の呼び出しではアドバイスにしたがわない (Cコードから呼び出されたため)という混乱した状況を解
決できます。

[Macro]define-advice symbol (where lambda-list &optional name depth)
&rest body

このマクロはアドバイスを定義して symbolという名前の関数に追加する。nameが nil

か symbol@nameという名前の関数ならアドバイスは無名関数。他の引数についての説明は
advice-addを参照のこと。

[Function]advice-add symbol where function &optional props
名 前 つ き 関 数 symbolに ア ド バ イ ス functionを 追 加 す る 。whereと propsは
add-function(Section 13.11.1 [Core Advising Primitives], page 229 を参照)
のときと同じ意味をもつ。

[Function]advice-remove symbol function
名前つき関数 symbolからアドバイス functionを取り除く。functionにアドバイスの nameを
指定することもできる。

[Function]advice-member-p function symbol
名前つき関数 symbol内にすでにアドバイス functionがあれば非nilをリターンする。function
にアドバイスの nameを指定することもできる。

[Function]advice-mapc function symbol
名前つき関数 symbolにすでに追加されたすべての関数にたいして functionを呼び出す。func-
tionはアドバイス関数とそのプロパティーという 2つの引数で呼び出される。

13.11.3 アドバイスの構築方法

以下は add-functionと advice-addのwhere引数に可能な値であり、そのアドバイス functionと
元の関数が構成される方法を指定します。

:before 古い関数の前に functionを呼び出す。関数は両方とも同じ引数を受け取り、2つの関数
の結合のリターン値は古い関数のリターン値である。より正確に言うと 2つの関数の結
合は以下のように振る舞う:

(lambda (&rest r) (apply function r) (apply oldfun r))

(add-function :before funvar function)は ノ ー マ ル フック に た い す る
(add-hook 'hookvar function)のような 1関数のフックと同等。
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:after 古い関数の後に functionを呼び出す。関数は両方とも同じ引数を受け取り、2つの関数
の結合のリターン値は古い関数のリターン値である。より正確に言うと 2つの関数の結
合は以下のように振る舞う:

(lambda (&rest r) (prog1 (apply oldfun r) (apply function r)))

(add-function :after funvar function)は ノ ー マ ル フック に た い す る
(add-hook 'hookvar function 'append)のような 1関数のフックと同等。

:override

これは古い関数を新しい関数に完全に置き換える。もちろん remove-functionを呼び
出した後に古い関数が復元される。

:around 古い関数のかわりに functionを呼び出すが、古い関数は functionの追加の引数になる。
これはもっとも柔軟な結合である。たとえば古い関数を異なる引数で呼び出したり、複
数回呼び出したり、letバインディングで呼び出したり、あるときは古い関数に処理を委
譲し、またあるときは完全にオーバーライドすることが可能になる。より正確に言うと
2つの関数の結合は以下のように振る舞う:

(lambda (&rest r) (apply function oldfun r))

:before-while

古い関数の前に functionを呼び出し、functionが nilをリターンしたら古い関数を呼び
出さない。関数は両方とも同じ引数を受け取り、2つの関数の結合のリターン値は古い
関数のリターン値である。より正確に言うと 2つの関数の結合は以下のように振る舞う:

(lambda (&rest r) (and (apply function r) (apply oldfun r)))

(add-function :before-while funvar function)は run-hook-with-args-

until-failureを通じて hookvarが実行されたときの (add-hook 'hookvar

function)のような 1関数のフックと同等。

:before-until

古い関数の前に functionを呼び出し、functionが nilをリターンした場合だけ古い関数
を呼び出す。より正確に言うと 2つの関数の結合は以下のように振る舞う:

(lambda (&rest r) (or (apply function r) (apply oldfun r)))

(add-function :before-until funvar function)は run-hook-with-args-

until-successを通じて hookvarが実行されたときの (add-hook 'hookvar

function)のような 1関数のフックと同等。

:after-while

古い関数が非 nilをリターンした場合だけ、古い関数の後に functionを呼び出す。関数
は両方とも同じ引数を受け取り、2つの関数の結合のリターン値は functionのリターン
値である。より正確に言うと 2つの関数の結合は以下のように振る舞う:

(lambda (&rest r) (and (apply oldfun r) (apply function r)))

(add-function :after-while funvar function)は run-hook-with-args-

until-failureを通じて hookvarが実行されたときの (add-hook 'hookvar

function 'append)のような 1関数のフックと同等。

:after-until

古い関数が nilをリターンした場合だけ、古い関数の後に functionを呼び出す。より正
確に言うと 2つの関数の結合は以下のように振る舞う:

(lambda (&rest r) (or (apply oldfun r) (apply function r)))
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(add-function :after-until funvar function)は run-hook-with-args-

until-successを通じて hookvarが実行されたときの (add-hook 'hookvar

function 'append)のような 1関数のフックと同等。

:filter-args

最初に functionを呼び出し、その結果 (リスト)を新たな引数として古い関数に渡す。よ
り正確に言うと 2つの関数の結合は以下のように振る舞う:

(lambda (&rest r) (apply oldfun (funcall function r)))

:filter-return

最初に古い関数を呼び出し、その結果を functionに渡す。より正確に言うと 2つの関数
の結合は以下のように振る舞う:

(lambda (&rest r) (funcall function (apply oldfun r)))

13.11.4 古いdefadviceを使用するコードの改良

多くのコードは古い defadviceメカニズムを使用しており、これらの大半は advice-addによって
陳腐化しました。advice-addの実装とセマンティックは非常にシンプルです。

古いアドバイスは以下のようなものです:

(defadvice previous-line (before next-line-at-end

(&optional arg try-vscroll))

"Insert an empty line when moving up from the top line."

(if (and next-line-add-newlines (= arg 1)

(save-excursion (beginning-of-line) (bobp)))

(progn

(beginning-of-line)

(newline))))

新しいアドバイスメカニズムを使用すれば、これを通常の関数に変換できます:

(defun previous-line--next-line-at-end (&optional arg try-vscroll)

"Insert an empty line when moving up from the top line."

(if (and next-line-add-newlines (= arg 1)

(save-excursion (beginning-of-line) (bobp)))

(progn

(beginning-of-line)

(newline))))

これが実際の previous-lineを変更しないことは明確です。古いアドバイスには以下が必要です:

(ad-activate 'previous-line)

一方、新しいアドバイスメカニズムでは以下が必要です:

(advice-add 'previous-line :before #'previous-line--next-line-at-end)

ad-activateはグローバルな効果をもつことに注意してください。これは指定された関数にたい
して、アドバイスのすべてを有効にします。特定のアドバイスだけをアクティブ、または非アクティ
ブにしたいなら、ad-enable-adviceか ad-disable-adviceでアドバイスを有効か無効にする必
要があります。新しいメカニズムではこの区別はなくなりました。

以下のような aroundのアドバイスがあるとします:

(defadvice foo (around foo-around)

"Ignore case in `foo'."
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(let ((case-fold-search t))

ad-do-it))

(ad-activate 'foo)

これは以下のように変換できます:

(defun foo--foo-around (orig-fun &rest args)

"Ignore case in `foo'."

(let ((case-fold-search t))

(apply orig-fun args)))

(advice-add 'foo :around #'foo--foo-around)

アドバイスのクラスについて、新たな:beforeは古い beforeは完全に等価ではないことに注意
してください。なぜなら古いアドバイス内では、(たとえば ad-set-argを使って) その関数の引数
を変更でき、それは元の関数が参照する引数値に影響します。しかし新しい:beforeは、setqを通
じてアドバイス内の引数を変更して、その変更は元の関数からの参照に影響しません。この振る舞
いにもとづいて beforeアドバイスを移行するときは、代わりにそれを新たなアドバイス:aroundか
:filter-argsに変更する必要があるでしょう。

同様に古い afterアドバイスは、ad-return-valueを変更することによりリターン値を変更で
きますが、新しい:afterは変更できないので、そのような afterを移行するときは、かわりにそれ
らを新しいアドバイス:aroundか:filter-returnに変更する必要があるでしょう。

13.12 関数の陳腐化の宣言

名前つき関数を陳腐化している (obsolete)とマークすることができます。これはその関数が将来のあ
る時点で削除されるかもしれないことを意味します。陳腐化しているとマークされた関数を含むコー
ドをバイトコンパイルしたとき、Emacsは警告を発します。またその関数のヘルプドキュメントは表
示されなくなります。他の点では陳腐化した関数は他の任意の関数と同様に振る舞います。

関数を陳腐化しているとマークするもっとも簡単な方法は、その関数の defun定義に (declare

(obsolete ...))を配置することです。Section 13.14 [Declare Form], page 238を参照してくだ
さい。かわりに以下で説明している make-obsolete関数を使うこともできます。

make-obsoleteを使用してマクロ (Chapter 14 [Macros], page 243を参照)を陳腐化している
とマークすることもできます。これは関数のときと同じ効果をもちます。関数やマクロにたいするエ
イリアスも、陳腐化しているとマークできます。これはエイリアス自身をマークするのであって、名
前解決される関数やマクロにたいしてではありません。

[Function]make-obsolete obsolete-name current-name when
この関数は obsolete-nameを陳腐化しているとマークする。obsolete-nameには関数かマクロ
を命名するシンボル、または関数やマクロにたいするエイリアスを指定する。

current-nameがシンボルなら obsolete-nameのかわりに current-nameの使用を促す警告メッ
セージになる。current-nameが obsolete-nameのエイリアスである必要はない。似たような
機能をもつ別の関数かもしれない。current-nameには警告メッセージとなる文字列も指定で
きる。メッセージは小文字で始まりピリオドで終わること。nilも指定でき、この場合には警
告メッセージに追加の詳細は提供されない。

引数 whenは最初にその関数が陳腐化する時期を示す文字列 — たとえば日付やリリース番号
を指定する。
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[Macro]define-obsolete-function-alias obsolete-name current-name when
&optional doc

この便利なマクロは関数 obsolete-nameを陳腐化しているとマークして、それを関数 current-
nameのエイリアスにする。これは以下と等価:

(defalias obsolete-name current-name doc)

(make-obsolete obsolete-name current-name when)

加えて陳腐化した関数にたいする特定の呼び出し規約をマークできます。

[Function]set-advertised-calling-convention function signature when
この関数は functionを呼び出す正しい方法として、引数リスト signatureを指定する。これに
より Emacs Lispプログラムが他の方法で functionを呼び出していたら、Emacsのバイトコ
ンパイラーが警告を発する (それでもコードはバイトコンパイルされる)。whenにはその変数
が最初に陳腐化するときを示す文字列 (通常はバージョン番号)を指定する。

たとえば古いバージョンのEmacsでは、sit-forには以下のように 3つの引数を指定していた

(sit-for seconds milliseconds nodisp)

しかしこの方法による sit-forの呼び出しは陳腐化していると判断される (Section 21.10
[Waiting], page 414を参照)。以下のように古い呼び出し規約は推奨されない:

(set-advertised-calling-convention

'sit-for '(seconds &optional nodisp) "22.1")

13.13 インライン関数 Inli

インライン関数 (inline function)は関数と同様に機能しますが、1つ例外があります。その関数の呼
び出しがバイトコンパイルされると (Chapter 17 [Byte Compilation], page 286を参照)、その関
数の定義が呼び出し側に展開されます。

インライン関数を定義するには、defunのかわりに defsubstを記述するのがシンプルに方法で
す。定義の残りの部分は同一に見えますが、defsubstの使用によりバイトコンパイルにそれをイン
ラインにするように指示します。

[Macro]defsubst name args [doc] [declare] [interactive] body. . .
このマクロはインライン関数を定義する。マクロの構文は defunとまったく同じ (Section 13.4
[Defining Functions], page 216を参照)。

関数をインラインにすることにより、その関数の呼び出しが高速になる場合があります、が欠点も
ありその 1つは柔軟性の減少です。その関数の定義を変更すると、すでにインライン化された呼び出
しは、リコンパイルを行うまで古い定義を使用することになります。

もう 1つの欠点は、大きな関数をインライン化することにより、コンパイルされたコードのファイ
ル上およびメモリー上のサイズが増大することです。スピード面でのインライン化の有利性は小さい
関数で顕著なので、一般的に大きな関数をインライン化するべきではありません。

インライン関数はデバッグ、トレース、アドバイス (Section 13.11 [Advising Functions],
page 228 を参照) に際してうまく機能しません。デバッグの容易さと関数の再定義の柔軟さは
Emacsの重要な機能なので、スピードがとても重要であって defunの使用が実際に性能の面で問題
となるのか検証するためにすでにコードをチューニングしたのでなければ、たとえその関数が小さく
てもインライン化するべきではありません。

インライン関数を定義した後そのインライン展開はマクロ同様、同じファイル内の後の部分で処理
されます。
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インライン関数が実行するのと同じコードに展開されるマクロ (Chapter 14 [Macros], page 243
を参照してください)を定義するために defmacroを使用できます。しかし式内でのマクロの直接の
使用には制限があります— apply、mapcarなどでマクロを呼び出すことはできません。通常の関数
からマクロへの変換には余分な作業が必要になります。通常の関数をインライン関数に変換するのは
簡単です。defunを defsubstに置き換えるだけです。インライン関数の引数はそれぞれ正確に 1回
評価されるので、マクロのときのように bodyで引数を何回使用するかを心配する必要はありません。

かわりにコンパイラーマクロとしてインライン展開されるコードを記述することにより関数を定義
できます。以下のマクロがこれを可能にします。

[Macro]define-inline name args [doc] [declare] body. . .
自身をインライン化するコードを提供することにより、コンパイラーマクロとして関数 name
を定義する。この関数は引数リスト argsを受け取り、指定された bodyをもつ。

docが与えられたなら、それは関数のドキュメント文字列であること (Section 13.2.4 [Function
Documentation], page 214を参照)。declareが与えられたなら、それは関数のメタデータを
指定する declareフォームであること (Section 13.14 [Declare Form], page 238を参照)。

define-inlineで定義された関数は、defsubstや defmacroで定義されたマクロにたいして複
数の利点をもちます。

− mapcarに渡すことができる (Section 13.6 [Mapping Functions], page 220を参照)。

− より効率的である。

− 値を格納するための placeフォーム (place forms)として使用できる (Section 12.17 [Gener-
alized Variables], page 206を参照)。

− cl-defsubstより予測可能な方法で振る舞う (Section “Argument Lists” in Common Lisp
Extensions for GNU Emacs Lispを参照)。

defmacroと同様に、define-inlineでインライン化された関数は、呼び出し側からダイナミッ
クかレキシカルいずれかのスコーピングルールを継承します。Section 12.10 [Variable Scoping],
page 186を参照してください。

以下のマクロは define-inlineで定義された関数の body内で使用する必要があります。

[Macro]inline-quote expression
define-inlineにたいして expressionをクォートする。これはバッククォート (Section 10.3
[Backquote], page 140を参照)と似ているが、コードをクォートして,だけを受け入れ、,@は
受け入れない。

[Macro]inline-letevals (bindings. . . ) body. . .
これは let (Section 12.3 [Local Variables], page 176を参照)と似ている。bindingsで指
定されたローカル変数をセットアップしてから、その効力の下で bodyを評価する。bindings
の要素はそれぞれシンボルか (var expr)という形式のリストであること。exprを評価した結
果を varにバインドしたものが結果となる。bindingsの終端の要素は nilか引数リストを保持
するシンボルが可能。シンボルなら引数はそれぞれ評価されて結果となるリストにシンボルが
バインドされる。

[Macro]inline-const-p expression
expressionの値が既知なら非 nilをリターンする。

[Macro]inline-const-val expression
expressionの値をリターンする。
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[Macro]inline-error format &rest args
formatに応じて argsをフォーマットしてエラーをシグナルする。

以下は define-inlineを使用した例です:

(define-inline myaccessor (obj)

(inline-letevals (obj)

(inline-quote (if (foo-p ,obj) (aref (cdr ,obj) 3) (aref ,obj 2)))))

これは以下と等価です

(defsubst myaccessor (obj)

(if (foo-p obj) (aref (cdr obj) 3) (aref obj 2)))

13.14 declareフォーム

declare(宣言)は特別なマクロで、関数やマクロにメタプロパティーを追加するために使用できます。
たとえば陳腐化しているとマークしたり、Emacs Lispモード内の特別な TABインデント規約を与え
ることができます。

[Macro]declare specs. . .
このマクロは引数を無視して nilとして評価されるので、実行時の効果はない。しかし defun

や defsubst(Section 13.4 [Defining Functions], page 216を参照)、または defmacroマ
クロ (Section 14.4 [Defining Macros], page 245を参照)の定義の declare引数に declare

フォームがある場合は、specsで指定されたプロパティーを関数またはマクロに追加します。こ
れは defun、defsubst、defmacroにより特別に処理される。

specs内の各要素は (property args...)というフォームをもつこと。またそれあをクォート
しないこと。これらは以下の効果をもつ:

(advertised-calling-convention signature when)

これは set-advertised-calling-convention(Section 13.12 [Obsolete
Functions], page 235を参照)の呼び出しと同じように振る舞う。signatureに
はその関数 (またはマクロ)にたいする正しい引数リスト、whenには古い引数リ
ストが最初に陳腐化する時期を示す文字列を指定する。

(debug edebug-form-spec)

これはマクロだけに有効である。Edebug でそのマクロ入ったときに、
edebug-form-specを使用する。Section 18.2.15.1 [Instrumenting Macro
Calls], page 321を参照のこと。

(doc-string n)

自身が関数やマクロ、変数のようなエンティティーを定義するために使用される
ような関数やマクロを定義するときにこれが使用される。これは n番目の引数と
いうこを示し、もしそれがあれば、それはドキュメント文字列とみなされる。

(indent indent-spec)

この関数 (かマクロ)にたいするインデント呼び出しは、indent-specにしたがう。
これは関数でも機能するが、通常はマクロで使用される。Section 14.6 [Indenting
Macros], page 250を参照のこと。

(interactive-only value)

その関数の interactive-onlyプロパティに valueをセットする。[The
interactive-only property], page 377を参照のこと。
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(obsolete current-name when)

make-obsolete(Section 13.12 [Obsolete Functions], page 235を参照)と同
様に、関数 (かマクロ)が陳腐化しているとマークする。current-nameにはシン
ボル (かわりにこのシンボルを使うことを促す警告メッセージになる)、文字列 (警
告メッセージを指定)、または nil(警告メッセージには追加の詳細が含まれない)
を指定すること。whenにはその関数 (かマクロ)が最初に陳腐化する時期を示す
文字列を指定すること。

(compiler-macro expander)

これは関数だけに使用でき、最適化関数 (optimization function) として ex-
panderを使用するようコンパイラーに告げる。(function args...)のような
その関数への呼び出しフォームに出会うと、マクロ展開機能 (macro expander)
は args . . .と同様のフォームで expanderを呼び出す。expanderはその関数呼び
出しのかわりに使用するための新しい式、または変更されていないフォーム (その
関数呼び出しを変更しないことを示す)のどちらかをリターンすることができる。
expanderにはシンボルかフォーム (lambda (arg) body)を指定できる。フォー
ムなら argは元の関数呼び出し式を保持して、その関数の形式に適う引数を使用
することにより、その関数にたいする (評価されていない) 引数にアクセスがで
きる。

(gv-expander expander)

expanderが gv-define-expanderと同様、ジェネリック変数としてマクロ (か
関数)にたいする呼び出しを処理する関数であることを宣言する。expanderはシ
ンボルかフォーム (lambda (arg) body)を指定できる。フォームなら、その関
数は追加でそのマクロ (か関数)の引数にアクセスできる。

(gv-setter setter)

setterがジェネリック変数としてマクロ (か関数)にたいする呼び出しを処理する
関数であることを宣言する。setterはシンボルかフォームを指定できる。シンボ
ルなら、そのシンボルは gv-define-simple-setterに渡される。フォームな
ら (lambda (arg) body)という形式で、その関数は追加でマクロ (か関数)の引
数にアクセスでき、それは gv-define-setterに渡される。

13.15 コンパイラーへの定義済み関数の指示

あるファイルをバイトコンパイルするとき、コンパイラーが知らない関数について警告が生成される
ときがあります (Section 17.6 [Compiler Errors], page 291を参照してください)。実際に問題があ
る場合もありますが、問題となっている関数がそのコードの実行時にロードされる他のファイルで定
義されている場合が通常です。たとえば以前は simple.elをバイトコンパイルすると以下のような警
告が出ていました:

simple.el:8727:1:Warning: the function‘shell-mode’is not known to be

defined.

実際のところ shell-modeは (require 'shell)を実行する関数内の shell-modeを呼び出す
前でのみ使用されるので、shell-modeは実行時に正しく定義されるでしょう。そのような警告が実
際には問題を示さないことを知っているときには警告を抑制したほうがよいでしょう。そうすれば実
際に問題があることを示す新しい警告の識別性が良くなります。これは declare-functionを使用
して行うことができます。

必要なのは問題となっている関数を最初に使用する前に declare-function命令を追加するだけ
です:
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(declare-function shell-mode "shell" ())

これは shell-modeが shell.el (‘.el’は省略可)の中で定義していることを告げます。コンパ
イラーは関数がそのファイルで実際に定義されているとみなしてチェックを行いません。

3つ目の引数はオプションであり shell-modeの引数リストを指定します。この例では引数はあり
ません (nilと値を指定しないのは異なる)。それ以外の場合には (file &optional overwrite)の
ようになります。引数リストを指定する必要はありませんが、指定すればコンパイラーはその呼び出
しが宣言と合致するかチェックできます。

[Macro]declare-function function file &optional arglist fileonly
ファイル file内で functionが定義されているとみなすようにバイトコンパイラーに告げる。オ
プションの 3つ目の引数 arglistは t (引数リストが未指定という意味)、または defunと同ス
タイルな正式パラメーターリストのいずれか。arglistを省略した際のデフォルトは nilではな
く t。これは引数省略時の非定形な挙動であり、3つ目の引数を指定せずに 4つ目引数を与え
る場合には通常の nilのかわりに 3つ目の引数のプレースホルダーに tを指定しなければなら
ないことを意味する。オプションの 4つ目の引数 fileonlyが非 nilなら実際に functionが定義
されているかではなく fileの存在だけをチェックすることを意味する。

これらの関数が declare-functionが告げる場所で実際に宣言されているかどうかを検証するに
は、check-declare-fileを使用して 1つのソースファイル中のすべての declare-function呼び
出しをチェックするか、check-declare-directoryを使用して特定のディレクトリー配下のすべて
のファイルをチェックする。

これらのコマンドは、locate-libraryで使用する関数の定義を含むはずのファイルを探す。ファ
イルが見つからなければ、これらのコマンドは declare-functionの呼び出しを含むファイルがあ
るディレクトリーからの相対ファイル名に、定義ファイル名を展開する。

‘.c’や ‘.m’で終わるファイル名を指定することにより、プリミティブ関数を指定することもできる。
これが有用なのは特定のシステムだけで定義されるプリミティブを呼び出す場合だけである。ほとん
どのプリミティブは常に定義されているので、それらについて警告を受け取ることはありえないはず
である。

あるファイルがオプションとして外部のパッケージの関数を使う場合もある。declare-function
命令内のファイル名のプレフィクスを ‘ext:’にすると、そのファイルが見つかった場合はチェックし
て、見つからない場合はエラーとせずにスキップする。

‘check-declare’が理解しない関数定義もいくつか存在する (たとえば defstructやその他いく
つかのマクロ)。そのような場合は declare-functionの fileonly引数に非 nilを渡すことができる。
これはファイルの存在だけをチェックして、その関数の実際の定義はチェックしないことを意味する。
これを行うなら引数リストを指定する必要はないが、arglist引数には tをセットする必要があること
に注意 (なぜなら nilは引数リストが指定されなかったという意味ではなく空の引数リストを意味す
るため)。

13.16 安全に関数を呼び出せるかどうかの判断

SES のようないくつかのメジャーモードは、ユーザーファイル内に格納された関数を呼び出します
(SESの詳細は See Info file ses, node ‘Top’を参照)。 ユーザーファイルは素性があやふやな場合
があります — 初対面の人から受け取ったスプレッドシートかもしれず、会ったことのない誰かから
受け取った eメールかもしれません。そのためユーザーファイルに格納されたソースコードの関数を
呼び出すのは、それが安全だと決定されるすまでは危険です。



Chapter 13: 関数 241

[Function]unsafep form &optional unsafep-vars
formが安全 (safe)な Lisp式なら nil、危険ならなぜその式が危険かもしれないのか説明する
リストをリターンする。引数 unsafep-varsは、この時点で一時的なバインドだと判っているシ
ンボルのリスト。これは主に内部的な再帰呼び出しで使用される。カレントバッファーは暗黙
の引数になり、これはバッファーローカルなバインディングのリストを提供する。

高速かつシンプルにするために、unsafepは非常に軽量な分析を行うので、実際には安全な多く
の Lisp式を拒絶します。安全ではない式にたいして unsafepが nilをリターンするケースは確認さ
れていません。しかし安全な Lisp式は displayプロパティーと一緒に文字列をリターンでき、これ
はその文字列がバッファーに挿入された後に実行される、割り当てられた Lisp式を含むことができ
ます。割り当てられた式はウィルスかもしれません。安全であるためにはバッファーへ挿入する前に、
ユーザーコードで計算されたすべての文字列からプロパティーを削除しなければなりません。

13.17 関数に関するその他トピック

以下のテーブルは関数呼び出しと関数定義に関連したことを行ういくつかの関数です。これらは別の
場所で説明されているので、ここではクロスリファレンスを提供します。

apply Section 13.5 [Calling Functions], page 218を参照のこと。

autoload Section 16.5 [Autoload], page 275を参照のこと。

call-interactively

Section 21.3 [Interactive Call], page 383を参照のこと。

called-interactively-p

Section 21.4 [Distinguish Interactive], page 385を参照のこと。

commandp Section 21.3 [Interactive Call], page 383を参照のこと。

documentation

Section 24.2 [Accessing Documentation], page 521を参照のこと。

eval Section 10.4 [Eval], page 141を参照のこと。

funcall Section 13.5 [Calling Functions], page 218を参照のこと。

function Section 13.7 [Anonymous Functions], page 221を参照のこと。

ignore Section 13.5 [Calling Functions], page 218を参照のこと。

indirect-function

Section 10.1.4 [Function Indirection], page 136を参照のこと。

interactive

Section 21.2.1 [Using Interactive], page 377を参照のこと。

interactive-p

Section 21.4 [Distinguish Interactive], page 385を参照のこと。

mapatoms Section 9.3 [Creating Symbols], page 127を参照のこと。

mapcar Section 13.6 [Mapping Functions], page 220を参照のこと。

map-char-table

Section 6.6 [Char-Tables], page 111を参照のこと。
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mapconcat

Section 13.6 [Mapping Functions], page 220を参照のこと。

undefined

Section 22.11 [Functions for Key Lookup], page 437を参照のこと。
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14 マクロ

マクロ (macros)により新たな制御構造や、他の言語機能の定義を可能にします。マクロは関数のよ
うに定義されますが、値の計算方法を指定するかわりに、値を計算する別の Lisp式を計算する方法を
指示します。わたしたちはこの式のことをマクロの展開 (expansion)と呼んでいます。

マクロは関数が行うように引数の値を処理するのではなく、引数にたいする未評価の式を処理する
ことによって、これを行うことができます。したがってマクロは、これらの引数式かその一部を含む
式を構築することができます。

て通常の関数が行えることをマクロを使用して行う場合、単にそれが速度面の理由ならばかわりに
インライン関数の使用を考慮してください。Section 13.13 [Inline Functions], page 236を参照し
てください。

14.1 単純なマクロの例

Cの++演算子のように、変数の値をインクリメントするための Lisp構造を定義したいとしましょう。
(inc x)のように記述すれば、(setq x (1+ x))という効果を得たいとします。以下はこれを行うマ
クロ定義です:

(defmacro inc (var)

(list 'setq var (list '1+ var)))

これを (inc x)のように呼び出すと、引数 varはシンボル xになります — 関数のときのように
xの値ではありません。このマクロの bodyはこれを展開の構築に使用して、展開形は (setq x (1+

x))になります。マクロが一度この展開形をリターンすると Lispはそれを評価するので、xがインク
リメントされます。

[Function]macrop object
この述語はその引数がマクロかどうかテストして、もしマクロなら t、それ以外は nilをリター
ンする。

14.2 マクロ呼び出しの展開

マクロ呼び出しは関数の呼び出しと同じ外観をもち、マクロの名前で始まるリストで表されます。そ
のリストの残りの要素はマクロの引数になります。

マクロ呼び出しの評価は 1つの重大な違いを除いて、関数の評価と同じように開始されます。重要
な違いとはそのマクロの引数はマクロ呼び出し内で実際の式として現れます。これらの引数はマクロ
定義に与えられる前には評価されません。対象的に関数の引数はその関数の呼び出しリストの要素を
評価した結果です。

こうして得た引数を使用して、Lispは関数呼び出しのようにマクロ定義を呼び出します。マクロ
の引数変数はマクロ呼び出しの引数値にバインドされるか、a &rest引数の場合は引数地のリストに
なります。そしてそのマクロの bodyが実行されて、関数 bodyが行うようにマクロ bodyの値をリ
ターンします。

マクロと関数の 2つ目の重要な違いは、マクロの bodyからリターンされる値が代替となる Lisp
式であることで、これはマクロの展開 (expansion)としても知られています。Lispインタープリター
はマクロから展開形が戻されると、すぐにその展開形の評価を行います。

展開形は通常の方法で評価されるので、もしかしたらその展開形は他のマクロの呼び出しを含むか
もしれません。一般的ではありませんが、もしかすると同じマクロを呼び出すかもしれません。
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Emacsはコンパイルされていない Lispファイルをロードするときに、マクロの展開を試みるこ
とに注意してください。これは常に利用可能ではありませんが、もし可能ならそれ以降の実行の速度
を改善します。Section 16.1 [How Programs Do Loading], page 270を参照してください。

macroexpandを呼び出すことにより、与えられたマクロ呼び出しにたいする展開形を確認するこ
とができます。

[Function]macroexpand form &optional environment
この関数はそれがマクロ呼び出しなら formを展開する。結果が他のマクロ呼び出しなら、結果
がマクロ呼び出しでなくなるまで順番に展開を行う。これが macroexpandからリターンされ
る値になる。formがマクロ呼び出しで開始されなければ、与えられた formをそのままリター
ンする。

macroexpandは、(たとえいくつかのマクロ定義がそれを行っているとしても)formの部
分式 (subexpression) を調べないことに注意。たとえ部分式自身がマクロ呼び出しでも、
macroexpandはそれらを展開しない。

関数 macroexpandはインライン関数の呼び出しを展開しない。なぜならインライン関数の呼
び出しは、通常の関数呼び出しと比較して理解が難しい訳ではないので、通常はそれを行う必
要がないからである。

environmentが与えられたら、それはそのとき定義されているマクロをシャドーするマクロの
alistを指定する。バイトコンパイルではこの機能を使用している。

(defmacro inc (var)

(list 'setq var (list '1+ var)))

(macroexpand '(inc r))

⇒ (setq r (1+ r))

(defmacro inc2 (var1 var2)

(list 'progn (list 'inc var1) (list 'inc var2)))

(macroexpand '(inc2 r s))

⇒ (progn (inc r) (inc s)) ; ここでは incは展開されない

[Function]macroexpand-all form &optional environment
macroexpand-allは macroexpandと同様にマクロを展開するが、ドップレベルだけではなく
form内のすべてのマクロを探して展開する。展開されたマクロがなければリターン値は form
と eqになる。

上記macroexpandで使用した例をmacroexpand-allに用いると、macroexpand-allがinc

に埋め込まれた呼び出しの展開を行うことを確認できる

(macroexpand-all '(inc2 r s))

⇒ (progn (setq r (1+ r)) (setq s (1+ s)))

[Function]macroexpand-1 form &optional environment
この関数は macroexpandのようにマクロを展開するが、展開の 1ステップだけを行う。結果
が別のマクロ呼び出しなら macroexpand-1はそれを展開しない。
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14.3 マクロとバイトコンパイル

なぜわざわざマクロにたいする展開形を計算して、その後に展開形を評価する手間をかけるのか、不
思議に思うかもしれません。なぜマクロ bodyは直接望ましい結果を生成しないのでしょうか? それ
はコンパイルする必要があるからです。

コンパイルされる Lispプログラム内にマクロ呼び出しがあるとき、Lispコンパイラーはインター
プリターが行うようにマクロ定義を呼び出して展開形を受け取ります。しかし展開形を評価するかわ
りに、コンパイラーは展開形が直接プログラム内にあるかのようにコンパイルを行います。結果とし
てコンパイルされたコードはそのマクロにたいする値と副作用を生成しますが、実行速度は完全にコ
ンパイルされたときと同じになります。もしマクロ body自身が値と副作用を計算したら、このよう
には機能しません— コンパイル時に計算されることになり、それは有用ではありません。

マクロ呼び出しのコンパイルが機能するためには、マクロを呼び出すコードがコンパイルされると
き、そのマクロが Lisp内ですでに定義されていなければなりません。コンパイラーにはこれを行うの
を助ける特別な機能があります。コンパイルされるファイルが defmacroフォームを含むなら、その
ファイルの残りの部分をコンパイルするためにそのマクロが一時的に定義されます。

ファイルをバイトコンパイルすると、ファイル内のトップレベルにあるすべての require呼び出
しも実行されるので、それらを定義しているファイルを requireすることにより、コンパイルの間に
必要なマクロ定義が利用できることが確実になります (Section 16.7 [Named Features], page 280
を参照)。誰かがコンパイルされたプログラムを実行するときに、マクロ定義ファイルのロードをし
ないようにするには、require呼び出しの周囲に eval-when-compileを記述します (Section 17.5
[Eval During Compile], page 290を参照)。

14.4 マクロの定義

Lispのマクロオブジェクトは、carが macroで cdrが関数であるようなリストです。マクロの展開
形はマクロ呼び出しから、評価されていない引数のリストに、(applyを使って)関数を適用すること
により機能します。

無名関数のように無名 Lispマクロを使用することも可能ですが、無名マクロを mapcarのような
関数に渡すことに意味がないので、これが行われることはありません。実際のところすべての Lispマ
クロは名前をもち、ほとんど常に defmacroマクロで定義されます。

[Macro]defmacro name args [doc] [declare] body. . .
defmacroはシンボル name(クォートはしない)を、以下のようなマクロとして定義する:

(macro lambda args . body)

(このリストの cdrはラムダ式であることに注意。) このマクロオブジェクトは nameの関数
セルに格納される。argsの意味は関数の場合と同じで、キーワード&restや&optionalが使用
されることもある (Section 13.2.3 [Argument List], page 213を参照)。nameと argsはど
ちらもクォートされるべきではない。defmacroのリターン値は未定義。

docが与えられたら、それはマクロのドキュメント文字列を指定する文字列であること。de-
clareが与えられたら、それはマクロのメタデータを指定する declareフォームであること
(Section 13.14 [Declare Form], page 238を参照)。マクロを対話的に呼び出すことはできな
いので、インタラクティブ宣言をもつことはできないことに注意。

マクロが定数部と非定数部の混合体から構築される巨大なリスト構造を必要とする場合がありま
す。これを簡単に行うためには ‘`’構文 (Section 10.3 [Backquote], page 140を参照)を使用しま
す。たとえば:
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(defmacro t-becomes-nil (variable)

`(if (eq ,variable t)

(setq ,variable nil)))

(t-becomes-nil foo)

≡ (if (eq foo t) (setq foo nil))

14.5 マクロ使用に関する一般的な問題

マクロ展開が直感に反する結果となることがあり得ます。このセクションでは問題になりやすい重要
な結果と、問題を避けるためにしたがうべきルールをいくつか説明します。

14.5.1 タイミング間違い

マクロを記述する際のもっとも一般的な問題として、展開形の中ではなくマクロ展開中に早まって実
際に何らかの作業を行ってしまうことがあります。たとえば実際のパッケージが以下のマクロ定義を
もつとします:

(defmacro my-set-buffer-multibyte (arg)

(if (fboundp 'set-buffer-multibyte)

(set-buffer-multibyte arg)))

この誤ったマクロ定義は解釈 (interpret)されるときは正常に機能しますがコンパイル時に失敗し
ます。このマクロ定義はコンパイル時に set-buffer-multibyteを呼び出してしまいますが、それ
は間違っています。その後でコンパイルされたパッケージを実行しても何も行いません。プログラマー
が実際に望むのは以下の定義です:

(defmacro my-set-buffer-multibyte (arg)

(if (fboundp 'set-buffer-multibyte)

`(set-buffer-multibyte ,arg)))

このマクロは、もし適切なら set-buffer-multibyteの呼び出しに展開され、それはコンパイルさ
れたプログラム実行時に実行されるでしょう。

14.5.2 マクロ引数の多重評価

マクロを定義する場合、展開形が実行されるときに引数が何回評価されるか注意を払わなければなり
ません。以下の (繰り返し処理を用意にする)マクロで、この問題を示してみましょう。このマクロで
for-loop構文を記述できます。

(defmacro for (var from init to final do &rest body)

"Execute a simple \"for\" loop.

For example, (for i from 1 to 10 do (print i))."

(list 'let (list (list var init))

(cons 'while

(cons (list '<= var final)

(append body (list (list 'inc var)))))))

(for i from 1 to 3 do

(setq square (* i i))

(princ (format "\n%d %d" i square)))

7→
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(let ((i 1))

(while (<= i 3)

(setq square (* i i))

(princ (format "\n%d %d" i square))

(inc i)))

a 1 1

a 2 4

a 3 9

⇒ nil

マクロ内の引数 from、to、doは構文糖 (syntactic sugar)であり完全に無視されます。このアイデ
アはマクロ呼び出し中で (from、to、doのような)余計な単語をこれらの位置に記述できるようにす
るというものです。

以下はバッククォートの使用により、より単純化された等価の定義です:

(defmacro for (var from init to final do &rest body)

"Execute a simple \"for\" loop.

For example, (for i from 1 to 10 do (print i))."

`(let ((,var ,init))

(while (<= ,var ,final)

,@body

(inc ,var))))

この定義のフォームは両方 (バッククォートのあるものとないもの)とも、各繰り返しにおいて毎
回 finalが評価されるという欠点をもちます。finalが定数のときは問題がありません。しかしこれがよ
り複雑な、たとえば (long-complex-calculation x)のようなフォームならば、実行速度は顕著
に低下し得ます。finalが副作用をもつなら、複数回実行するとおそらく誤りになります。

うまく設計されたマクロ定義は、繰り返し評価することがそのマクロの意図された目的でない限
り、引数を正確に 1回評価を行う展開形を生成することで、この問題を避けるためのステップを費や
します。以下は forマクロの正しい展開形です:

(let ((i 1)

(max 3))

(while (<= i max)

(setq square (* i i))

(princ (format "%d %d" i square))

(inc i)))

以下はこの展開形を生成するためのマクロ定義です:

(defmacro for (var from init to final do &rest body)

"Execute a simple for loop: (for i from 1 to 10 do (print i))."

`(let ((,var ,init)

(max ,final))

(while (<= ,var max)

,@body

(inc ,var))))

残念なことにこの訂正により以下のセクションで説明する、別の問題が発生します。
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14.5.3 マクロ展開でのローカル変数

forの新しい定義には新たな問題があります。この定義はユーザーが意識していない、maxという名前
のローカル変数を導入しています。これは以下の例で示すようなトラブルを招きます:

(let ((max 0))

(for x from 0 to 10 do

(let ((this (frob x)))

(if (< max this)

(setq max this)))))

forの body内部の maxへの参照は、maxのユーサーバインディングの参照を意図したものですが、実
際には forにより作られたバインディングにアクセスします。

これを修正する方法は、maxのかわりに internされていない (uninterned)シンボルを使用するこ
とです (Section 9.3 [Creating Symbols], page 127を参照)。internされていないシンボルは他の
シンボルと同じようにバインドして参照することができますが、forにより作成されるので、わたし
たちはすでにユーザーのプログラムに存在するはずがないことを知ることができます。これは intern
されていないので、プログラムの後続の部分でそれを配置する方法はありません。これは forにより
配置された場所をのぞき、他の場所で配置されることがないのです。以下はこの方法で機能する for

の定義です:

(defmacro for (var from init to final do &rest body)

"Execute a simple for loop: (for i from 1 to 10 do (print i))."

(let ((tempvar (make-symbol "max")))

`(let ((,var ,init)

(,tempvar ,final))

(while (<= ,var ,tempvar)

,@body

(inc ,var)))))

作成された internされていないシンボルの名前は maxで、これを通常の internされたシンボル max

のかわりに、式内のその位置に記述します。

14.5.4 展開におけるマクロ引数の評価

マクロ定義自体が eval(Section 10.4 [Eval], page 141を参照)の呼び出しなどによりマクロ引数式
を評価した場合には別の問題が発生します。その引数がユーザーの変数を参照する場合、ユーザーが
マクロ引数と同じ名前で変数を使用しようとした場合に問題となるでしょう。マクロの body内では、
マクロ引数のバインディングはその変数のもっともローカルなバインディングなので、そのフォーム
内部の任意の参照はそれを参照するように評価されます。以下は例です:

(defmacro foo (a)

(list 'setq (eval a) t))

(setq x 'b)

(foo x) 7→ (setq b t)

⇒ t ; bがセットされる
;; but
(setq a 'c)

(foo a) 7→ (setq a t)

⇒ t ; しかし cではなく aがセットされる



Chapter 14: マクロ 249

ユーザーの変数の名前が aか xかということで違いが生じています。これは aがマクロの引数変数
aと競合しているからです。

マクロ定義内での evalの呼び出しにまつわる別の問題は、それがおそらくコンパイル時にあなた
が意図したことを行わないだろうということです。バイトコンパイラーは、そのプログラム自身の (あ
なたが evalでアクセスしたいと望む)計算が発生しない、ローカル変数バインディングも存在しない
プログラムのコンパイル時にマクロ定義を実行します。

この問題を避けるためには、マクロ展開形の計算では引数式を評価しないでください。かわりにそ
の式をマクロ展開形の中に置き換えれば、その値は展開形の実行の一部として計算されます。これは、
このチャプターの他の例が機能する方法です。

14.5.5 マクロが展開される回数は?

逐次解釈される関数で毎回マクロ呼び出しが展開されるが、コンパイルされた関数では (コンパイル時
の)1回だけしか展開されないという事実にもとづく問題が時折発生します。そのマクロ定義が副作用
をもつなら、そのマクロが何回展開されたかによって、それらのマクロは異なる動作をとるでしょう。

したがってあなたが何をしているか本当に判っていないのであれば、マクロ展開形の計算での副作
用は避けるべきです。

避けることのできない特殊な副作用が 1つあります。それは Lispオブジェクトの構築です。ほと
んどすべてのマクロ展開形にはリストの構築が含まれます。リスト構築はほとんどのマクロの核心部
分です。これは通常は安全です。用心しなければならないケースが 1つだけあります。それは構築す
るオブジェクトがマクロ展開形の中でクォートされた定数の一部となるときです。

そのマクロが 1回だけ — コンパイル時 — しか展開されないなら、そのオブジェクトの構築もコ
ンパイル時の 1回です。しかし逐次実行では、そのマクロはマクロ呼び出しが実行されるたびに展開
され、これは毎回新たなオブジェクトが構築されることを意味します。

クリーンな Lispコードのほとんどでは、この違いは問題になりません。しかしマクロ定義による
オブジェクト構築の副作用を処理する場合には、問題になるかもしれません。したがって問題を避け
るために、マクロ定義によるオブジェクト構築の副作用を避けてください。以下は副作用により問題
が起こる例です:

(defmacro empty-object ()

(list 'quote (cons nil nil)))

(defun initialize (condition)

(let ((object (empty-object)))

(if condition

(setcar object condition))

object))

initializeが解釈されると、initializeが呼び出されるたびに新しいリスト (nil)が構築されま
す。したがって各呼び出しの間において副作用は存続しません。しかし initializeがコンパイルさ
れると、マクロ empty-objectはコンパイル時に展開され、これは 1つの定数 (nil)を生成し、こ
の定数は initializeの呼び出しの各回で再利用、変更されます。

このような異常な状態を避ける 1つの方法は、empty-objectをメモリー割り当て構造ではなく一
種の奇妙な変数と考えることです。'(nil)のような定数にたいして setcarを使うことはないでしょ
うから、当然 (empty-object)にも使うことはないでしょう。
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14.6 マクロのインデント

マクロ定義ではマクロ呼び出しを TABがどのようにインデントすべきか指定するために、declare

フォーム (Section 14.4 [Defining Macros], page 245を参照)を使うことができます。インデント
指定は以下のように記述します:

(declare (indent indent-spec))

この lisp-indent-functionプロパティ内の結果はマクロの名前にセットされます。

以下は利用できる indent-specです:

nil これはプロパティーを指定しない場合と同じ — 標準的なインデントパターンを使用
する。

defun この関数を ‘def’構文 — 2番目の行が body の開始 — と同様に扱う。

整数: number
関数の最初の number個の引数は区別され、残りは式の body と判断される。その式
の中の行は、最初の引数が区別されているかどうかにしたがってインデントされる。引
数が bodyの一部なら、その行はこの式の先頭の開カッコ (open-parenthesis)よりも
lisp-body-indentだけ多い列にインデントされる。引数が区別されていて 1つ目か 2
つ目の引数なら、2倍余分にインデントされる。引数が区別されていて 1つ目か 2つ目
以外の引数なら、その行は標準パターンによってインデントされる。

シンボル: symbol
symbolは関数名。この関数はこの式のインデントを計算するために呼び出される関数。
この関数は 2つの引数をとる:

pos その行のインデントが開始される位置。

state その行の開始まで解析したとき、parse-partial-sexp(インデントとネ
スト深さの計算のための Lispプリミティブ)によりリターンされる値。

これは数 (その行のインデントの列数)、またはそのような数が carであるようなリスト
をリターンすること。数とリストの違いは、数の場合は同じネスト深さの後続のすべて
の行はこの数と同じインデントとなる。リストなら、後続の行は異なるインデントを呼
び出すかもしれない。これは C-M-qによりインデントが計算されるときに違いが生じ
る。値が数なら C-M-qはリストの終わりまでの後続の行のインデントを再計算する必要
はない。
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15 カスタマイゼーション設定

Emacsのユーザーは Customizeインターフェースにより、Lispコードを記述することなく変数と
フェースをカスタマイズできます。Section “Easy Customization” in The GNU Emacs Manual
を参照してください。このチャプターではCustomizeインターフェースを通じて、ユーザーとやりと
りするためのカスタマイズアイテム（customization items）を定義する方法を説明します。

カスタマイズアイテムには defcustomマクロで定義されるカスタマイズ可能変数
defface(Section 39.12.2 [Defining Faces], page 1017 で個別に説明) で定義されるカスタマイ
ズ可能フェイス、および defgroup で定義されるカスタマイゼーショングループ (customization
groups)が含まれ、これは関連するカスタマイゼーションアイテムのコンテナとして振る舞います。

15.1 一般的なキーワードアイテム

以降のセクションで説明するカスタマイゼーション宣言 (customization declaration) — defcustom、
defgroupなどはすべてさまざまな情報を指定するためのキーワード引数 (Section 12.2 [Constant
Variables], page 175を参照)を受け取ります。このセクションではカスタマイゼーション宣言のす
べての種類に適用されるキーワードを説明します。

:tag以外のすべてのキーワードは、与えられたアイテムにたいして複数回使用できます。キーワー
ドの使用はそれぞれ独立した効果をもちます。例外は:tagで、これはすべての与えられたアイテムは
1つの名前だけを表示できるからです。

:tag label

labelを使用すると、カスタマイゼーションメニュー (customization menu)とカスタ
マイゼーションバッファー (customization buffer)のアイテムのラベルづけに、そのア
イテムの名前のかわりに指定された文字列を使用します。混乱を招くのでそのアイテム
の実際の名前と大きく異なる名前は使用しないでください。

:group group

このカスタマイゼーションアイテムをグループ groupに putする。カスタマイゼーショ
ンアイテムからこのキーワードが欠落していると、アイテムは最後に定義された同じグ
ループ内に配置されるだろう。

defgroup内で:groupを使用すると、そのアイテムは新しいグループ (:groupのサブ
グループ)になる。

このキーワードを複数回使用すると、1つのアイテムを複数のグループに配置すること
ができる。それらのグループのいずれかを表示すると、このアイテムが表示される。煩
雑になるので多用しないこと。

:link link-data

このアイテムのドキュメント文字列の後に外部リンクを含める。これは他のドキュメン
トを参照するセンテンスを含んだボタンである。

link-dataに使用できる複数の選択肢がある:

(custom-manual info-node)

infoノードへのリンク。info-nodeは"(emacs)Top"のような、ノード名
を示す文字列である。このリンクはカスタマイゼーションバッファーの
‘[Manual]’に表示され、info-nodeにたいしてビルトインの infoリーダー
を起動する。
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(info-link info-node)

custom-manualと同様だが、カスタマイゼーションバッファーにはその
infoノード名が表示される。

(url-link url)

ウェブページヘのリンク。urlは URLを指定する文字列である。カスタマ
イゼーションバッファーに表示されるリンクは browse-url-browser-

functionで指定されたWWWブラウザーを呼び出す。

(emacs-commentary-link library)

ライブラリーのコメントセクション (commentary section)へのリンク。
libraryはライブラリー名を指定する文字列である。Section D.8 [Library
Headers], page 1174を参照のこと。

(emacs-library-link library)

Emacs Lispライブラリーファイルへのリンク。libraryはライブラリー名
を指定する文字列である。

(file-link file)

ファイルへのリンク。fileはユーザーがこのリンクを呼び出したときに
find-fileで visitするファイルの名前を指定する文字列である。

(function-link function)

関数のドキュメントへのリンク。functionはユーザーがこのリンクを呼び
出したときに describe-functionで説明を表示する関数の名前を指定す
る文字列である。

(variable-link variable)

変数のドキュメントへのリンク。variableはユーザーがこのリンクを呼び
出したときに describe-variableで説明を表示する変数の名前を指定す
る文字列である。

(custom-group-link group)

他のカスタマイゼーショングループへのリンク。このリンクを呼び出すこ
とにより groupにたいする新たなカスタマイゼーションバッファーが作成
される。

link-dataの 1つ目の要素の後に:tag nameを追加することにより、カスタマイゼーショ
ンバッファーで使用するテキストを指定できます。たとえば (info-link :tag "foo"

"(emacs)Top")は、そのバッファーで ‘foo’と表示される Emacs manualへのリンク
を作成します。

複数のリンクを追加するために、このキーワードを複数回使用することができます。

:load file

そのカスタマイゼーションアイテムを表示する前にファイル fileをロードする (Chap-
ter 16 [Loading], page 270を参照)。ロードは loadにより行われ、そのファイルがま
だロードされていないときだけロードを行う。

:require feature

保存したカスタマイゼーションがこのアイテム値をセットするとき、(require

'feature)が実行される。featureはシンボル。
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:requireを使用するもっとも一般的な理由は、ある変数がマイナーモードのような機
能を有効にするとき、そのモードを実装するコードがロードされていなければ、変数の
セットだけでは効果がないからである。

:version version

このキーワードはそのアイテムが最初に導入されたEmacsバージョン versionか、その
アイテムのデフォルト値がそのバージョンで変更されたことを指定する。値 versionは
文字列でなければならない。

:package-version '(package . version)

このキーワードはそのアイテムが最初に導入された packageのバージョン versionか、ア
イテムの意味 (またはデフォルト値)が変更されたバージョンを指定する。このキーワー
ドは:versionより優先される。

packageにはそのパッケージの公式名をシンボルとして指定すること (たとえば MH-E)。
versionには文字列であること。パッケージ packageがEmacsの一部としてリリースさ
れたなら、packageと versionの値は customize-package-emacs-version-alist

の値に表示されるはずである。

Emacs の一部として配布された:package-versionキーワードを使用するパッケージは、
customize-package-emacs-version-alist変数も更新しなければなりません。

[Variable]customize-package-emacs-version-alist
これは:package-versionキーワード内でリストされたパッケージのバージョンに関連付けら
れたEmacsのバージョンにたいして、マッピングを提供する alistである。この alistの要素は:

(package (pversion . eversion)...)

それぞれの package(シンボル)にたいして、パッケージバージョン pversionを含む 1つ以上
の要素と、それに関連付けられる Emacsバージョン eversionが存在する。これらのバージョ
ンは文字列である。たとえばMH-Eパッケージは以下により alistを更新する:

(add-to-list 'customize-package-emacs-version-alist

'(MH-E ("6.0" . "22.1") ("6.1" . "22.1") ("7.0" . "22.1")

("7.1" . "22.1") ("7.2" . "22.1") ("7.3" . "22.1")

("7.4" . "22.1") ("8.0" . "22.1")))

packageの値は一意である必要があり、:package-versionキーワード内に現れる packageの
値とマッチする必要がある。おそらくユーザーはエラーメッセージからこの値を確認するので、
MH-EやGnusのようなパッケージの公式名を選択するのがよいだろう。

15.2 カスタマイゼーショングループの定義

Emacs Lispパッケージはそれぞれ、1つのメインのカスタマイゼーショングループ (main customiza-
tion group)をもち、それにはすべてのオプションとフェイス、そのパッケージ内の他のグループが
含まれるべきです。そのパッケージに少数のオプションとフェイスしかなければ、1つのグループだ
けを使用してその中にすべてを配置します。20以上のオプションやフェイスがあるなら、それらをサ
ブグループ内に構造化して、そのサブグループをメインのカスタマイゼーショングループの下に配置
します。そのパッケージ内の任意のオプションやフェイスを、サブグループと並行してメイングルー
プに配置しても問題はありません。

そのパッケージのメイングループ (または唯一のグループ)は、1つ以上の標準カスタマイゼーショ
ングループ (standard customization group)のメンバーであるべきです (これらの完全なリストを
表示するには M-x customizeを使用する)。それらの内から 1つ以上 (多すぎないこと)を選択して、
:groupを使用してあなたのグループをそれらに追加します。



Chapter 15: カスタマイゼーション設定 254

新しいカスタマイゼーショングループは defgroupで宣言します。

[Macro]defgroup group members doc [keyword value]. . .
membersを含むカスタマイゼーショングループとして groupを宣言する。シンボル groupは
クォートしない。引数 docはそのグループにたいするドキュメント文字列を指定する。

引数membersはそのグループのメンバーとなるカスタマイゼーションアイテムの初期セット
を指定するリストである。しかしほとんどの場合はmembersを nilにして、メンバーを定義
するときに:groupキーワードを使用することによってそのグループのメンバーを指定する。

membersを通じてグループのメンバーを指定したければ、要素はそれぞれ(name widget)とい
う形式で指定すること。ここで nameはシンボル、widgetはそのシンボルを編集するウィジェッ
ト型 (widget type)である。変数には custom-variable、フェイスにはる custom-face、
グループには custom-groupが有用なウィジェットである。

Emacsに新しいグループを導入するときは defgroup内で:versionキーワードを使用する。
そうすればグループの個別のメンバーにたいしてそれを使用する必要がなくなる。

一般的なキーワード (Section 15.1 [Common Keywords], page 251 を参照) に加えて、
defgroup内では以下のキーワードも使用できる:

:prefix prefix

グループ内のアイテムの名前が prefixで始まり、カスタマイズ変数
custom-unlispify-remove-prefixesが非 nilなら、そのアイテムのタグか
ら prefixが省略される。グループは任意の数のプレフィクスをもつことができる。

変数およびグループのサブグループはグループのシンボルの custom-groupプロパティに格納
される。Section 9.4.1 [Symbol Plists], page 130を参照のこと。このプロパティの値は car

が変数またはサブグループのシンボル、cdrが custom-variableか custom-groupのいずれ
かであるようなリスト。

[User Option]custom-unlispify-remove-prefixes
この変数が非 nilならグループの:prefixキーワードで指定されたプレフィクスは、ユーザー
がグループをカスタマイズするときは常にタグ名から省略される。

デフォルト値は nil、つまりプレフィクス省略 (prefix-discarding)の機能は無効となる。これ
はオプションやフェイスの名前にたいするプレフィクスの省略が混乱を招くことがあるからで
ある。

15.3 カスタマイゼーション変数の定義

カスタマイズ可能変数 (customizable variable) はユーザーオプション (user option) とも呼
ばれ、これは Customize インターフェースを通じてセットできるグローバルな Lisp 変数です。
defvar(Section 12.5 [Defining Variables], page 179を参照)デ定義される他のグローバル変数と
異なり、カスタマイズ可能変数は defcustomマクロを使用して定義されます。サブルーチンとして
defvarを呼び出すことに加えテ、defcustomは Customizeインターフェースでその変数が表示さ
れる方法や、その変数がとることができる値などを明示します。

[Macro]defcustom option standard doc [keyword value]. . .
このマクロはユーザーオプション (かカスタマイズ可能変数)として optionを宣言する。option
はクォートしないこと。

引数 standardは optionの標準値を指定する式である。defcustomフォームの評価により stan-
dardが評価されるが、その値にそのオプションをバインドする必要はない。optionがすでにデ
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フォルト値をもつなら、それは変更されずに残る。ユーザーがすでに optionにたいするカスタ
マイゼーションを保存していれば、ユーザーによりカスタマイズされた値がデフォルト値とし
てインストールされる。それ以外なら standardを評価した結果がデフォルト値としてインス
トールされる。

defvarと同様、このマクロは optionをスペシャル変数 — 常にダイナミックにバインドされ
ることを意味する— としてマークする。optionがすでにレキシカルバインドをもつなら、その
レキシカルバインドはバインディング構文を抜けるまで効果をもつ。Section 12.10 [Variable
Scoping], page 186を参照のこと。

式 standardは別の様々な機会 — カスタマイゼーション機能が optionの標準値を知る必要が
あるときは常に — にも評価される可能性がある。そのため任意回数の評価を行ても安全な式
を使用するように留意されたい。

引数 docはその変数にたいするドキュメント文字列を指定する。

defcustomが何も:groupを指定しなければ、同じファイル内で defgroupによって最後に定
義されたグループが使用される。この方法ではほとんどの defcustomは明示的な:groupが不
必要になる。

Emacs Lisp モードで C-M-x(eval-defun) で defcustomフォームを評価するとき、
eval-defunの特別な機能は変数の値が voidかどうかテストせずに、無条件に変数をセットす
るよう段取りする (同じ機能は defvarにも適用される。Section 12.5 [Defining Variables],
page 179を参照)。すでに定義された defcustomで eval-defunを使用することにより、(も
しあれば):set関数 (以下参照)が呼び出される。

事前ロード (pre-loaded) された Emacs Lisp ファイル (Section E.1 [Building Emacs],
page 1177 を参照) に defcustomを配置すると、ダンプ時にインストールされた標準値は
正しくない — たとえば依存している他の変数がまだ正しい値を割り当てられていない—
　かもしれない。この場合は Emacs 起動後に標準値を再評価するために、以下で説明する
custom-reevaluate-settingを使用する。

Section 15.1 [Common Keywords], page 251にリストされたキーワードに加えて、このマク
ロには以下のキーワードを指定できる

:type type

このオプションのデータ型として typeを使用する。これはどんな値が適正なのか、その値
をどのように表示するかを指定する (Section 15.4 [Customization Types], page 258
を参照)。defcustomはそれぞれこのキーワードにたいする値を指定すること。

:options value-list

このオプションに使用する適正な値のリストを指定する。ユーザーが使用できる値はこ
れらの値に限定されないが、これらは便利な値の選択肢を提示する。

これは特定の型にたいしてのみ意味をもち現在のところ hook、plist、alistが含まれ
る。:optionsを使用する方法は個別の型の定義を参照のこと。

:set setfunction

Customizeインターフェースを使用してこのオプションの値を変更する方法として set-
functionを指定する。関数 setfunctionは 2つの引数— シンボル (オプション名)と新し
い値— を受け取り、このオプションにたいして正しく値を更新するために必要なことは
何であれ行うこと (これはおそらく Lisp変数として単にオプションをセットすることを
意味しない)。この関数は引数の値を破壊的に変更しないことが望ましい。setfunction
のデフォルトは set-default。
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このキーワードを指定すると、その変数のドキュメント文字列には手入力の Lispコード
で同じことを行う方法が記載されること。

:get getfunction

このオプションの値を抽出する方法として getfunctionを指定する。関数 getfunction
は 1つの引数 (シンボル)を受け取り、カスタマイズがそのシンボル (シンボルの Lisp値
である必要はない)にたいするカレント値としてそれを使うべきかどうかをリターンす
ること。デフォルトは default-value。

:getを正しく使用するためには、Customの機能を真に理解する必要がある。これは変
数として Custom内で扱われる値のためのものだが、実際には Lisp変数には格納され
ない。実際に Lisp変数に格納されている値に getfunctionを指定するのは、ほとんどの
場合は誤りである。

:initialize function

functionは defcustomが評価されるときに変数を初期化するために使用される関数で
あること。これは 2つの引数 — オプション名 (シンボル)と値を受け取る。この方法で
の使用のために事前定義された関数がいくつかある:

custom-initialize-set

変数の初期化にその変数の:set関数を使用するが、値がすでに非 voidな
ら再初期化を行わない。

custom-initialize-default

custom-initialize-setと同様だが、その変数の:setのかわりに関数
set-defaultを使用して変数をセットする。これは変数の:set関数がマ
イナーモードを有効または無効にする場合の通常の選択である。この選択
により変数の定義ではマイナーモード関数を呼び出しは行わないが、変数
をカスタマイズしたときはマイナーモード関数を呼び出すだろう。

custom-initialize-reset

変数の初期化に常に:set関数を使用する。変数がすでに非 void なら、
(:getメソッドでリターンされる) カレント値を使用して:set関数を呼
び出して変数をリセットする。これはデフォルトの:initialize関数で
ある。

custom-initialize-changed

変数がすでにセットされている、またはカスタマイズされているなら、変数
の初期化のために:set関数を使用して、それ以外なら単に set-default

を使用する。

custom-initialize-delay

この関数は custom-initialize-setと同様に振る舞うが、実際の初期
化を Emacsの次回起動時に遅延させる。これはビルド時ではなく実行時
のコンテキストで初期化を行わせるように、事前ロードされるファイル (や
autoloadされる変数)で使用すること。これは (遅延された)初期化が:set

関数で処理されるという副作用ももつ。Section E.1 [Building Emacs],
page 1177を参照のこと。

:local value

valueがtならoptionをバッファーローカルと自動的にマークする。値がpermanentなら
optionの permanent-localプロパティも tにセットする。Section 12.11.2 [Creating
Buffer-Local], page 193を参照のこと。
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:risky value

その変数のrisky-local-variableプロパティーをvalueにセットする (Section 12.12
[File Local Variables], page 198を参照)。

:safe function

その変数の safe-local-variableプロパティーを functionにセットします
(Section 12.12 [File Local Variables], page 198を参照)。

:set-after variables

保存されたカスタマイゼーションに合わせて変数をセッティングするときは、その前に
変数 variables確実にセット — つまりこれら他のものが処理される後までセッティング
を遅延 — すること。これら他の変数が意図された値をもっていない場合に、この変数
のセッティングが正しく機能しなければ:set-afterを使用すること。

特定の機能をオンに切り替えるオプションには、:requireキーワードを指定すると便利です。こ
れはその機能がまだロードされていないときには、そのオプションがセットされれば Emacsがその
機能をロードするようにします。Section 15.1 [Common Keywords], page 251を参照してくださ
い。以下は例です:

(defcustom frobnicate-automatically nil

"Non-nil means automatically frobnicate all buffers."

:type 'boolean

:require 'frobnicate-mode

:group 'frobnicate)

あるカスタマイゼーションアイテムが:optionsがサポートする hookや alistのような型をもつ
なら、custom-add-frequent-valueを呼び出すことによって defcustom宣言の外部から別途値を
追加できます。たとえば emacs-lisp-mode-hookから呼び出されることを意図した関数 my-lisp-

mode-initializationを定義する場合は、emacs-lisp-mode-hookにたいする正当な値として、
その定義を編集することなくその関数をリストに追加したいと思うかもしれません。これは以下のよ
うにして行うことができます:

(custom-add-frequent-value 'emacs-lisp-mode-hook

'my-lisp-mode-initialization)

[Function]custom-add-frequent-value symbol value
カスタマイズオプション symbolにたいして正当な値のリストに valueを追加する。

追加による正確な効果は symbolのカスタマイズ型に依存する。

defcustomは内部的に、標準値にたいする式の記録にシンボルプロパティstandard-value、カ
スタマイゼーションバッファーでユーザーが保存した値の記録に saved-value、カスタマイゼー
ションバッファーでユーザーがセットして未保存の値の記録に customized-valueを使用します。
Section 9.4 [Symbol Properties], page 130を参照してください。加えてテーマによりセットされ
た値の記録に使用される themed-valueも存在します (Section 15.6 [Custom Themes], page 268
を参照)。これらのプロパティは、carがその値を評価する式であるようなリストです。

[Function]custom-reevaluate-setting symbol
この関数は defcustomを通じて宣言されたユーザーオプション symbolの標準値を再評価す
る。変数がカスタマイズされたなら、この関数はかわりに保存された値を再評価する。それか
らこの関数はその値に、(もし定義されていればそのオプションの:setプロパティーを使用し
て)ユーザーオプションをセットする。
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これは値が正しく計算される前に定義されたカスタマイズ可能オプションにたいして有用であ
る。たとえば startupの間、Emacsは事前ロードされた Emacs Lispファイルで定義された
ユーザーオプションにたいしてこの関数を呼び出すが、これらの初期値は実行時だけ利用可能
な情報に依存する。

[Function]custom-variable-p arg
この関数は argがカスタマイズ可能変数なら非 nilをリターンする。カスタマイズ可能変数と
は、standard-valueか custom-autoloadプロパティーをもつ (通常は defcustomで宣言
されたことを意味する)変数、または別のカスタマイズ可能変数にたいするエイリアスのこと
である。

15.4 カスタマイゼーション型

defcustomでユーザーオプションを定義するときは、ユーザーオプションのカスタマイゼーション型
(customization type)を指定しなければなりません。これは (1)どの値が適正か、および (2)編集の
ためにカスタマイゼーションバッファーで値を表示する方法を記述する Lispオブジェクトです。

カスタマイゼーション型は defcustom内の:typeキーワードで指定します。:typeの引数は評価
されますが、defcustomが実行されるときに 1回だけ評価されるので、さまざまな値をとる場合には
有用でありません。通常はクォートされた定数を使用します。たとえば:

(defcustom diff-command "diff"

"The command to use to run diff."

:type '(string)

:group 'diff)

一般的にカスタマイゼーション型は最初の要素が以降のセクションで定義されるカスタマイゼー
ション型の 1つであるようなリストです。このシンボルの後にいくつかの引数があり、それはそのシン
ボルに依存します。型シンボルと引数の間にはオプションで keyword-valueペアー (Section 15.4.4
[Type Keywords], page 264を参照)を記述できます。

いくつかの型シンボルは引数を使用しません。これらはシンプル型 (simple types)と呼ばれます。
シンプル型では keyword-valueペアーを使用しないなら、型シンボルの周囲のカッコ (parentheses)
を省略できます。たとえばカスタマイゼーション型として単にstringと記述すると、それは(string)

と等価です。

すべてのカスタマイゼーション型はウィジェットとして実装されます。詳細は、Section “Intro-
duction” in The Emacs Widget Library を参照してください。

15.4.1 単純型

このセクションではすべてのシンプルデータ型を説明します。これらのカスタマイゼーション型のう
ちのいくつかにたいして、カスタマイゼーションウィジェットは C-M-iか M-TABによるインライン補
完を提供します。

sexp 値はプリントと読み込みができる任意の Lispオブジェクト。より特化した型を使用する
ために時間をとりたくなければ、すべてのオプションにたいするフォールバックとして
sexpを使用することができる。

integer 値は整数でなければならない。

number 値は数 (浮動小数点数か整数)でなければならない。

float 値は浮動小数点数でなければならない。
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string 値は文字列でなければならない。カスタマイゼーションバッファーはその文字列を区切
り文字 ‘"’文字と ‘\’クォートなしで表示する。

regexp string文字と同様だがその文字列は有効な正規表現でなければならない。

character

値は文字コードでなければならない。文字コードは実際には整数だが、この型は数字を
表示せずにバッファー内にその文字を挿入することにより値を表示する。

file 値はファイル名でなければならない。ウィジェットは補完を提供する。

(file :must-match t)

値は既存のファイル名でなければならない。ウィジェットは補完を提供する。

directory

値はディレクトリーでなければならない。ウィジェットは補完を提供する。

hook 値は関数のリストでなければならない。このカスタマイゼーション型はフック変数にた
いして使用される。フック内で使用を推奨される関数のリストを指定するために、フッ
ク変数の defcustom内で:optionsキーワードを使用できる。Section 15.3 [Variable
Definitions], page 254を参照のこと。

symbol 値はシンボルでなければならない。これはカスタマイゼーションバッファー内でシンボ
ル名として表示される。ウィジェットは補完を提供する。

function 値はラムダ式か関数名でなければならない。ウィジェットは関数名にたいする補完を提
供する。

variable 値は変数名でなければならない。ウィジェットは補完を提供する。

face 値はフェイス名のシンボルでなければならない。ウィジェットは補完を提供する。

boolean 値は真偽値 — nilか tである。choiceと constを合わせて使用することにより (次の
セクションを参照)、値は nilか tでなければならないが、それら選択肢に固有の意味に
適合する方法でそれぞれの値を説明するテキストを指定することもできる。

key-sequence

値はキーシーケンス。カスタマイゼーションバッファーは kbd関数と同じ構文を使用して
キーシーケンスを表示する。Section 22.1 [Key Sequences], page 423を参照のこと。

coding-system

値はコーディングシステム名でなければならず、M-TABで補完することができる。

color 値は有効なカラー名でなければならない。ウィジェットはカラー名にたいする補完と、同
様に*Colors*バッファーに表示されるカラーサンプルとカラー名のリストからカラー
名を選択するボタンを提供する。

15.4.2 複合型

適切なシンプル型がなければ複合型 (composite types)を使用することができます。複合型は特定
のデータにより、他の型から新しい型を構築します。指定された型やデータは、その複合型の引数
(argument)と呼ばれます。複合型は通常は以下のようなものです:

(constructor arguments...)

しかし以下のように引数の前に keyword-valueペアーを追加することもできます。

(constructor {keyword value}... arguments...)
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以下のテーブルに、コンストラクター (constructor)と複合型を記述するためにそれらを使用する
方法を示します:

(cons car-type cdr-type)

値はコンスセルでなければならず carは car-type、cdrは cdr-typeに適合していな
ければならない。たとえば (cons string symbol)は、("foo" . foo)のような値に
マッチするデータ型となる。

カスタマイゼーションバッファーでは、carと cdrはそれぞれ特定のデータ型に応じ
て個別に表示と編集が行われる。

(list element-types...)

値は element-typesで与えられる要素と数が正確に一致するリストでなければならず、
リストの各要素はそれぞれ対応する element-typeに適合しなければならない。

たとえば (list integer string function)は 3つの要素のリストを示し、1つ目の
要素は整数、2つ目の要素は文字列、3つ目の要素は関数である。

カスタマイゼーションバッファーでは、各要素はそれぞれ特定のデータ型に応じて個別
に表示と編集が行われる。

(group element-types...)

これは listと似ているが、Customバッファー内でのテキストのフォーマットが異な
る。listは各要素の値をそのタグでラベルづけするが、groupはそれを行わない。

(vector element-types...)

これは listと似ているが、リストではなくベクターでなければならない。各要素は list

の場合と同様に機能する。

(alist :key-type key-type :value-type value-type)

値はコンスセルのリストでなければならず、各セルの carはカスタマイゼーション型
key-typeのキーを表し、同じセルの cdrはカスタマイゼーション型 value-typeの値を
表す。ユーザーは key/valueペアーの追加や削除ができ、各ペアのキーと値の両方を編
集することができる。

省略された場合の key-typeと value-typeのデフォルトは sexp。

ユーザーは指定された key-type にマッチする任意のキーを追加できるが、
:options(Section 15.3 [Variable Definitions], page 254を参照)で指定することに
より、あるキーを優先的に扱うことができる。指定されたキーは、(適切な値とともに)
常にカスタマイゼーションバッファーに表示される。また alistに key/valueを含める
か、除外するか、それとも無効にするかを指定するチェックボックスも一緒に表示され
る。ユーザーは:optionsキーワード引数で指定された値を変更できない。

:optionsキーワードにたいする引数は、alist内の適切なキーにたいする仕様のリスト
であること。これらは通常は単純なアトムであり、それらは自身を意味します。たとえば:

:options '("foo" "bar" "baz")

これは名前が"foo"、"bar"、"baz"であるような 3つの既知のキーがあることを指定
し、それらは常に最初に表示される。

たとえば"bar"キーに対応する値を整数だけにするというように、特定のキーに対して
値の型を制限したいときがあるかもしれない。これはリスト内でアトムのかわりにリス
トを使用することにより指定することができる。前述のように 1つ目の要素はそのキー、
2つ目の要素は値の型を指定する。たとえば:

:options '("foo" ("bar" integer) "baz")
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最後にキーが表示される方法を変更したいときもあるだろう。デフォルトでは:options

キーワードで指定された特別なキーはユーザーが変更できないので、キーは単に const

として表示される。しかしたとえばそれが関数バインディングをもつシンボルであるこ
とが既知なら、function-itemのようにあるキーの表示のためにより特化した型を使
用したいと思うかもしれない。これはキーにたいしてシンボルを使うかわりに、カスタ
マイゼーション型指定を使用することにより行うことができる。

:options '("foo"

((function-item some-function) integer)

"baz")

多くの alistはコンスセルのかわりに 2要素のリストを使用する。たとえば、

(defcustom cons-alist

'(("foo" . 1) ("bar" . 2) ("baz" . 3))

"Each element is a cons-cell (KEY . VALUE).")

のかわりに以下を使用する

(defcustom list-alist

'(("foo" 1) ("bar" 2) ("baz" 3))

"Each element is a list of the form (KEY VALUE).")

リストはコンスセルの最上位に実装されているため、上記の list-alistをコンスセル
の alist(値の型が実際の値を含む 1要素のリスト)として扱うことができる。

(defcustom list-alist '(("foo" 1) ("bar" 2) ("baz" 3))

"Each element is a list of the form (KEY VALUE)."

:type '(alist :value-type (group integer)))

listのかわりに groupを使用するのは、それが目的に適したフォーマットだという理由
だけである。

同様に以下のようなトリックの類を用いることにより、より多くの値が各キー連づけら
れた alistを得ることができる:

(defcustom person-data '(("brian" 50 t)

("dorith" 55 nil)

("ken" 52 t))

"Alist of basic info about people.

Each element has the form (NAME AGE MALE-FLAG)."

:type '(alist :value-type (group integer boolean)))

(plist :key-type key-type :value-type value-type)

このカスタマイゼーション型は alist(上記参照)と似ているが、(1)情報がプロパティー
リスト (Section 5.9 [Property Lists], page 92を参照)に格納されていて、(2)key-type
が省略された場合のデフォルトは sexpではなく symbolになる。

(choice alternative-types...)

値は alternative-typesのうちのいずれかに適合しなければならない。たとえば(choice

integer string)では整数か文字列が許容される。

カスタマイゼーションバッファーでは、ユーザーはメニューを使用して候補を選択して、
それらの候補にたいして通常の方法で値を編集できる。

通常はこの選択からメニューの文字列が自動的に決定される。しかし候補の中に:tag

キーワードを含めることにより、メニューにたいして異なる文字列を指定できる。たと
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えば空白の数を意味する整数と、その通りに使用したいテキストにたいする文字列なら、
以下のような方法でカスタマイゼーション型を記述したいと思うかもしれない

(choice (integer :tag "Number of spaces")

(string :tag "Literal text"))

この場合のメニューは ‘Number of spaces’と ‘Literal text’を提示する。

const以外の nilが有効な値ではない選択肢には、:valueキーワードを使用して有効な
デフォルト値を指定すること。Section 15.4.4 [Type Keywords], page 264を参照の
こと。

複数の候補によりいくつかの値が提供されるなら、カスタマイズは適合する値をもつ最
初の候補を選択する。これは常にもっとも特有な型が最初で、もっとも一般的な型が最
後にリストされるべきことを意味する。以下は適切な使い方の例である

(choice (const :tag "Off" nil)

symbol (sexp :tag "Other"))

この使い方では特別な値 nilはその他のシンボルとは別に扱われ、シンボルは他の Lisp
式とは別に扱われる。

(radio element-types...)

これは choiceと似ているが、選択はメニューではなくラジオボタンで表示される。
これは該当する選択にたいしてドキュメントを表示できる利点があるので、関数定数
(function-itemカスタマイゼーション型)の選択に適している場合がある。

(const value)

値は valueでなければならず他は許容されない。

constは主に choiceの中で使用される。たとえば (choice integer (const nil))

では整数か nilが選択できる。

choiceの中では:tagとともに constが使用される場合がある。たとえば、

(choice (const :tag "Yes" t)

(const :tag "No" nil)

(const :tag "Ask" foo))

これは tが yes、nilが no、fooが “ask”を意味することを示す。

(other value)

この選択肢は任意の Lisp値にマッチできるが、ユーザーがこの選択肢を選択したら値
valueが選択される。

otherは主に choiceの最後の要素に使用される。たとえば、

(choice (const :tag "Yes" t)

(const :tag "No" nil)

(other :tag "Ask" foo))

これは tが yes、nilが no、それ以外は “ask”を意味することを示す。ユーザーが選択
肢メニューから ‘Ask’を選択したら、値 fooが指定される。しかしその他の値 (t、nil、
fooを除く)なら fooと同様に ‘Ask’が表示される。

(function-item function)

constと同様だが値が関数のときに使用される。これはドキュメント文字列も関数名と
同じように表示する。ドキュメント文字列は:docで指定した文字列か function自身の
ドキュメント文字列。
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(variable-item variable)

constと同様だが値が変数名のときに使用される。これはドキュメント文字列も変数名
と同じように表示する。ドキュメント文字列は:docで指定した文字列か variable自身の
ドキュメント文字列。

(set types...)

値はリストでなければならず指定された typesのいずれかにマッチしなければならない。

これはカスタマイゼーションバッファーではチェックリストとして表示されるので、types
はそれぞれ対応する要素を 1つ、あるいは要素をもたない。同じ 1つの typesにマッチ
するような、異なる 2 つの要素を指定することはできない。たとえば (set integer

symbol)はリスト内で 1つの整数、および/または 1つのシンボルが許容されて、複数
の整数や複数のシンボルは許容されない。結果として set内で integerのような特化し
ていない型を使用するのは稀である。

以下のように const型は set内の typesでよく使用される:

(set (const :bold) (const :italic))

alist内で利用できる要素を示すために使用されることもある:

(set (cons :tag "Height" (const height) integer)

(cons :tag "Width" (const width) integer))

これによりユーザーにオプションで heightと widthの値を指定させることができる。

(repeat element-type)

値はリストでなければならず、リストの各要素は型 element-typeに適合しなければな
らない。カスタマイゼーションバッファーでは要素のリストとして表示され、‘[INS]’と
‘[DEL]’ボタンで要素の追加や削除が行われる。

(restricted-sexp :match-alternatives criteria)

これはもっとも汎用的な複合型の構築方法である。値は criteriaを満足する任意の Lisp
オブジェクト。criteriaはリストで、リストの各要素は以下のうちのいずれかを満たす必
要がある:

• 述語 — つまり引数は 1つで、引数に応じて nilか非 nilのどちらかをリターンす
る関数。リスト内での述語の使用により、その述語が非 nilをリターンするような
オブジェクトが許されることを意味する。

• クォートされた定数 — つまり'object。リスト内でこの要素は object自身が許
容される値であることを示す。

たとえば、

(restricted-sexp :match-alternatives

(integerp 't 'nil))

これは整数、t、nilを正当な値として受け入れる。

カスタマイゼーションバッファーは適切な値をそれらの入力構文 de表示して、ユーザー
はこれらをテキストとして編集できる。

以下は複合型でキーワード/値ペアーとして使用できるキーワードのテーブルです:

:tag tag tagはユーザーとのコミュニケーションのために、その候補の名前として使用される。
choice内に出現する型にたいして有用。

:match-alternatives criteria

criteriaは可能な値とのマッチに使用される。restricted-sexp内でのみ有用。
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:args argument-list

型構築の引数としてargument-listの要素を使用する。たとえば(const :args (foo))

は (const foo)と等価である。明示的に:argsと記述する必要があるのは稀である。な
ぜなら最後のキーワード/値ペアーの後に続くものは何であれ、引数として認識されるか
らである。

15.4.3 リストへのスプライス

:inline機能により可変個の要素を、カスタマイゼーション型の listや vectorの途中にスプライス
(splice: 継ぎ足す)することができます。listや vector記述を含む型にたいして:inline tを追加
することによってこれを使用します。

listや vector型の仕様は、通常は単一の要素型を表します。しかしエントリーが:inline tを
含むなら、マッチする値は含まれるシーケンスに直接マージされます。たとえばエントリーが 3 要
素のリストにマッチするなら、全体が 3 要素のシーケンスになります。これはバッククォート構文
(Section 10.3 [Backquote], page 140を参照)の ‘,@’に類似しています。

たとえば最初の要素が bazで、残りの引数は 0個以上の fooか barでなければならないようなリ
ストを指定するには、以下のカスタマイゼーション型を使用します:

(list (const baz) (set :inline t (const foo) (const bar)))

これは (baz)、(baz foo)、(baz bar)、(baz foo bar)のような値にマッチします。

要素の型が choiceなら、choice自身の中で:inlineを使用せずに、choiceの選択肢 (の一部)
の中で使用します。たとえば最初がファイル名で始まり、その後にシンボル tか 2つの文字列を続け
なければならないようなリストにマッチさせるには、以下のカスタマイゼーション型を使用します:

(list file

(choice (const t)

(list :inline t string string)))

選択においてユーザーが選択肢の 1つ目を選んだ場合はリスト全体が 2つの要素をもち、2つ目の要
素は tになります。ユーザーが 2つ目の候補を選んだ場合にはリスト全体が 3つの要素をもち、2つ
目と 3つ目の要素は文字列でなければなりません。

ウィジェットは:match-inline要素でインライン値がウィジェットにマッチするかどうかを告げ
る述語を指定できます。

15.4.4 型キーワード

カスタマイゼーション型内の型名シンボルの後にキーワード/引数ペアーを指定できます。以下は使用
できるキーワードとそれらの意味です:

:value default

デフォルト値を提供する。

その候補にたいして nilが有効な値でなければ、:valueに有効なデフォルトを指定する
ことが必須となる。

choiceの内部の選択肢として出現する型にたいしてこれを使用するなら、ユーザーがカ
スタマイゼーションバッファー内のメニューでその選択肢を選択したときに使用するデ
フォルト値を最初に指定する。

もちろんオプションの実際の値がこの選択肢に適合するなら、defaultではなく実際の値
が表示される。
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:format format-string

この文字列はその型に対応する値を記述するために、バッファーに挿入される。format-
string内では以下の ‘%’エスケープが利用できる:

‘%[button%]’
ボタンとしてマークされたテキスト buttonを表示する。:action属性は
ユーザーがそれを呼び出したときに、そのボタンが何を行うか指定する。
この属性の値は 2つの引数— ボタンが表示されるウィジェットとイベント
— を受け取る関数である。

異なるアクションを行う 2つの異なるボタンを指定する方法はない。

‘%{sample%}’
:sample-faceにより指定されたスペシャルフェイス内の sampleを表示
する。

‘%v’ そのアイテムの値を代替えする。その値がどのように表示されるかはアイ
テムの種類と、(カスタマイゼーション型にたいしては)カスタマイゼーショ
ン型にに依存する。

‘%d’ そのアイテムのドキュメント文字列を代替えする。

‘%h’ ‘%d’と同様だが、ドキュメント文字列が複数行なら、ドキュメント文字列
全体か最初の行だけかを制御するボタンを追加する。

‘%t’ その位置でタグに置き換える。:tagキーワードでタグを指定する。

‘%%’ リテラル ‘%’を表示する。

:action action

ユーザーがボタンをクリックしたら actionを実行する。

:button-face face

‘%[...%]’で表示されたボタンテキストにたいして、フェイス face(フェイス名、または
フェイス名のリスト)を使用する。

:button-prefix prefix

:button-suffix suffix

これらはボタンの前か後に表示されるテキストを指定する。以下が指定できる:

nil テキストは挿入されない。

文字列 その文字列がリテラルに挿入される。

シンボル そのシンボルの値が使用される。

:tag tag この型に対応する値 (または値の一部)にたいするタグとして tag(文字列)を使用する。

:doc doc この型に対応する値 (か値の一部)にたいするドキュメント文字列として docを使用す
る。これが機能するためには:formatにたいする値を指定して、その値にたいして ‘%d’
か ‘%h’を使用しなければならない。

ある型にたいしてドキュメント文字列を指定するのは choice内の選択肢の型や、他の
複合型の一部について情報を提供するのが通常の理由。

:help-echo motion-doc

widget-forwardや widget-backwardでこのアイテムに移動したときに、エコーエリ
アに文字列motion-docを表示する。さらにマウスの help-echo文字列としてmotion-
docが使用され、これには実際には」ヘルプ文字列を生成するために評価される関数か
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フォームを指定できる。もし関数ならそれは 1つの引数 (そのウィジェット)で呼び出さ
れる。

:match function

値がその型にマッチするか判断する方法を指定する。対応する値 functionは 2つの引数
(ウィジェットと値)を受け取る関数であり、値が適切なら非 nilをリターンすること。

:match-inline function

インライン値がその型にマッチするか判断する方法を指定する。対応する値 functionは
2つの引数 (ウィジェットとインライン値)を受け取る関数であり、値が適切なら非 nilを
リターンすること。インライン値に関する詳細な情報は Section 15.4.3 [Splicing into
Lists], page 264を参照のこと。

:validate function

入力にたいして検証を行う関数を指定する。functionは引数としてウィジェットを受け取
り、そのウィジェットのカレント値がウィジェットにたいして有効なら nilをリターンす
ること。それ以外なら無効なデータを含むウィジェットをリターンして、そのウィジェッ
トの:errorプロパティに、そのエラーを記述する文字列をセットすること。

15.4.5 新たな型の定義

前のセクションでは、defcustomにたいして型の詳細な仕様を作成する方法を説明しました。そのよ
うな型仕様に名前を与えたい場合があるかもしれません。理解しやすいケースとしては、多くのユー
ザーオプションに同じ型を使用する場合などです。各オプションにたいして仕様を繰り返すよりその
型に名前を与えて、defcustomそれぞれにその名前を使用することができます。他にもユーザーオプ
ションの値が再帰的なデータ構造のケースがあります。あるデータ型がそれ自身を参照できるように
するためには、それが名前をもつ必要があります。

カスタマイゼーション型はウィジェットとして実装されているめ、新しいカスタマイゼーション型
を定義するには、新たにウィジェット型を定義します。ここではウィジェットインターフェイスの詳細
は説明しません。Section “Introduction” in The Emacs Widget Library を参照してください。
かわりにシンプルな例を用いて、カスタマイゼーション型を新たに定義するために必要な最小限の機
能について説明します。

(define-widget 'binary-tree-of-string 'lazy

"A binary tree made of cons-cells and strings."

:offset 4

:tag "Node"

:type '(choice (string :tag "Leaf" :value "")

(cons :tag "Interior"

:value ("" . "")

binary-tree-of-string

binary-tree-of-string)))

(defcustom foo-bar ""

"Sample variable holding a binary tree of strings."

:type 'binary-tree-of-string)

新しいウィジェットを定義するための関数は define-widgetと呼ばれます。1つ目の引数は新た
なウィジェット型にしたいシンボルです。2つ目の引数は既存のウィジェットを表すシンボルで、新しい
ウィジェットではこの既存のウィジェットと異なる部分を定義することになります。新たなカスタマイ
ゼーション型を定義する目的にたいしては lazyウィジェットが最適です。なぜならこれは defcustom
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にたいするキーワード引数と同じ構文と名前でキーワード引数:typeを受け取るからです。3つ目の
引数は新しいウィジェットにたいするドキュメント文字列です。この文字列は M-x widget-browse

RET binary-tree-of-string RETコマンドで参照することができます。

これらの必須の引数の後にキーワード引数が続きます。もっとも重要なのは:typeで、これはこの
ウィジェットにマッチさせたいデータ型を表します。上記の例では binary-tree-of-stringは文字
列、または carと cdrが binary-tree-of-stringであるようなコンスセルです。この定義中での
ウィジェット型への参照に注意してください。:tag属性はユーザーインターフェイスでウィジェット
名となる文字列、:offset引数はカスタマイゼーションバッファーでのツリー構造の外観で，子ノー
ドと関連する親ノードの間に 4つのスペースを確保します。

defcustomは通常のカスタマイゼーション型に使用される方法で新しいウィジェットを表示します。

lazyという名前の由来は、他のウィジェットではそれらがバッファーでインスタンス化されると
き、他の合成されたウィジェットが下位のウィジェットを内部形式に変換するからです。この変換は再
帰的なので、下位のウィジェットはそれら自身の下位ウィジェットへと変換されます。データ構造自体
が再帰的なら、その変換は無限再帰 (infinite recursion)となります。lazyウィジェットは、:type

引数を必要なときだけ変換することによってこの再帰を防ぎます。

15.5 カスタマイゼーションの適用

以下の関数には変数とフェイスにたいして、そのユーザーのカスタマイゼーション設定をインストール
する役目をもちます。それらの関数はユーザーがCustomizeインターフェイスで ‘Save for future

sessions’を呼び出したとき、次回の Emacs起動時に評価されるように custom-set-variables

フォーム、および/または custom-set-facesフォームがカスタムファイルに書き込まれることによっ
て効果をもちます。

[Function]custom-set-variables &rest args
この関数は argsにより指定された変数のカスタマイゼーションをインストールする。args内の
引数はそれぞれ、以下のようなフォームであること

(var expression [now [request [comment]]])

varは変数名 (シンボル)、expressionはカスタマイズされた値に評価される式である。

この custom-set-variables呼び出しより前に varにたいして defcustomフォームが評価さ
れたら即座に expressionが評価されて、その変数の値にその結果がセットされる。それ以外なら
その変数の saved-valueプロパティに expressionが格納されて、これに関係する defcustom

が呼び出されたとき (通常はその変数を定義するライブラリーが Emacsにロードされたとき)
に評価される。

now、request、commentエントリーは内部的な使用に限られており、省略されるかもしれ
ない。nowがもし非 nilなら、たとえその変数の defcustomフォームが評価されていなくて
も、その変数の値がそのときセットされる。requestは即座にロードされる機能のリストである
(Section 16.7 [Named Features], page 280を参照)。commentはそのカスタマイゼーショ
ンを説明する文字列。

[Function]custom-set-faces &rest args
この関数は argsにより指定されたフェイスのカスタマイゼーションをインストールする。args
内の引数はそれぞれ以下のようなフォームであること

(face spec [now [comment]])

faceはフェイス名 (シンボル)、specはそのフェイスにたいするカスタマイズされたフェイス仕
様 (Section 39.12.2 [Defining Faces], page 1017を参照)。
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now、request、commentエントリーは内部的な使用に限られており、省略されるかもしれな
い。nowがもし非 nilなら、たとえ deffaceフォームが評価されていなくても、そのフェイス
仕様がそのときセットされる。commentはそのカスタマイズを説明する文字列。

15.6 Customテーマ

Customテーマ (Custom themes)とはユニットとして有効や無効にできるセッティングのコレクショ
ンです。Section “Custom Themes” in The GNU Emacs Manualを参照してください。Custom
テーマはそれぞれ Emacs Lisp ソースファイルにより定義され、それらはこのセクションで説明す
る慣習にしたがう必要があります (Customテーマを手作業で記述するかわりに、Customize風のイ
ンターフェイスを使用して作成することもできる。Section “Creating Custom Themes” in The
GNU Emacs Manualを参照)。

Customテーマファイルは foo-theme.elのように命名すること。ここで fooはテーマの名前。こ
のファイルでの最初の Lispフォームは defthemeの呼び出しで、最後のフォームは provide-theme

にすること。

[Macro]deftheme theme &optional doc
このマクロはCustomテーマの名前として theme(シンボル)を宣言する。オプション引数 doc
は、そのテーマを説明する文字列であること。この文字列はユーザーが describe-themeコマ
ンドを呼び出したり、‘*Custom Themes*’バッファーで?をタイプしたときに表示される。

2つの特別なテーマ名は禁止されている (使用するとエラーになる)。userはそのユーザーの直
接的なカスタマイズ設定を格納するためのダミーのテーマである。そし changedはCustomize
システムの外部で行われた変更を格納するためのダミーのテーマである。

[Macro]provide-theme theme
このマクロは完全に仕様が定められたテーマ名 themeを宣言する。

defthemeと provide-themeの違いは、そのテーマセッティングを規定する Lispフォームです
(通常は custom-theme-set-variablesの呼び出し、および/または custom-theme-set-faces

の呼び出し)。

[Function]custom-theme-set-variables theme &rest args
この関数はCustomテーマ themeの変数のセッティングを規定する。themeはシンボル。args
内の各引数はフォームのリスト。

(var expression [now [request [comment]]])

ここでリストエントリーは custom-set-variablesのときと同じ意味をもつ。Section 15.5
[Applying Customizations], page 267を参照のこと。

[Function]custom-theme-set-faces theme &rest args
この関数はCustomテーマ themeのフェイスのセッティングを規定する。themeはシンボル。
args内の各引数はフォームのリスト。

(face spec [now [comment]])

ここでリストエントリーは custom-set-facesのときと同じ意味をもつ。Section 15.5 [Ap-
plying Customizations], page 267を参照のこと。

原則的にテーマファイルは他の Lispフォームを含むこともでき、それらはそのテーマがロードさ
れるときに評価されるでしょうが、これは悪いフォームです。悪意のあるコードを含むテーマのロー
ドを防ぐために最初に非ビルトインテーマをロードする前に、Emacsはソースファイルを表示して
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ユーザーに確認を求めます。このようにテーマは通常のバイトコンパイルは行わずに、Emacsがテー
マをロードする際には常にソースファイルが優先されます。

以下の関数は、テーマをプログラム的に有効または無効にするのに有用です:

[Function]custom-theme-p theme
この関数は theme(シンボル)がCustomテーマの名前 (たとえばそのテーマが有効かどうかに
かかわらず、CustomテーマがEmacsにロードされている)なら非 nilをリターンする。それ
以外は nilをリターンする。

[Variable]custom-known-themes
この変数の値はEmacsにロードされたテーマのリストである。テーマはそれぞれLispシンボル
(テーマ名)により表される。この変数のデフォルト値は 2つのダミーテーマ (user changed)

を含む。changedテーマにはCustomテーマが適用される前に行われたセッティング (たとえ
ばCustomの外部での変数のセット)が格納されている。userテーマにはそのユーザーがカス
タマイズして保存したセッティングが格納されている。defthemeマクロで宣言されたすべて
の追加テーマは、このリストの先頭に追加される。

[Command]load-theme theme &optional no-confirm no-enable
この関数は themeという名前のCustomテーマを、変数custom-theme-load-pathで指定さ
れたディレクトリーから探して、ソースファイルからロードする。Section “Custom Themes”
in The GNU Emacs Manualを参照のこと。またそのテーマの変数とフェイスのセッティン
グが効果を及ぼすようにテーマを enables にする (オプション引数 no-enableが nilの場合)。
さらにオプション引数 no-confirmが nilなら、そのテーマをロードする前にユーザーに確認を
求める。

[Command]enable-theme theme
この関数は themeという名前の Customテーマを有効にする。そのようなテーマがロードさ
れていなければ、エラーをシグナルする。

[Command]disable-theme theme
この関数は themeという名前の Customテーマを無効にする。テーマはロードされたまま残
るので、続けて enable-themeを呼び出せばテーマは再び有効になる。
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16 ロード

Lispコードのファイルをロードすることは、その内容を Lispオブジェクト形式で Lisp環境に取り
込むことを意味します。Emacsはファイルを探してオープンして、テキストを読み込んで各フォー
ムを評価してから、そのファイルをクローズします。そのようなファイルは Lispライブラリー (Lisp
library)とも呼ばれます。

eval-buffer関数がバッファー内のすべての式を評価するのと同様に、load関数はファイル内の
すべての式を評価します。異なるのは Emacsバッファー内のテキストではなく、load関数はディス
ク上で見つかったファイル内のテキストを読み込んで評価することです。

ロードされたファイルは、ソースコードかバイトコンパイルされたコードとして Lisp式を含んで
いなければなりません。このファイル内の各フォームはトップレベルフォーム (top-level form)と呼
ばれます。ロード可能なファイル内のフォームにたいする特別なフォーマットはありません。ファイル
内のフォームはどれも同じように直接バッファーにタイプされて、そこで評価されるでしょう (実際ほ
とんどのコードはこの方法でテストされる)。多くの場合はそのフォームは関数定義と変数定義です。

Emacsはコンパイルされたダイナミックモジュールも同様にロードできます。これはEmacs Lisp
プログラム内で、Emacs Lispで記述されたパッケージと同様に使用するための、追加機能を提供す
る共有ライブラリーです。ダイナミックモジュールのロード時に、Emacsはそのモジュールが実装す
る必要がある特殊な名前の初期化関数を呼び出して、Emacs Lispプログラムに追加の関数と変数を
公開します。

特定の Emacsプリミティブで必要となるとあらかじめ判明している外部ライブラリーのオンデ
マンドローディングについては、Section 40.21 [Dynamic Libraries], page 1132を参照してくだ
さい。

16.1 プログラムがロードを行う方法

Emacs Lispにはロードのためのインターフェイスがいくつかあります。たとえば autoloadはファ
イル内で定義された関数にたいしてプレースホルダーとなるオブジェクトを作成します。この関数は
オートロードされる関数を呼び出すために、ファイルからその関数の実際の定義の取得を試みます
(Section 16.5 [Autoload], page 275を参照)。requireはファイルがまだロードされていない場合
にファイルをロードします (Section 16.7 [Named Features], page 280を参照)。これらすべての関
数は処理を行うために最終的に loadを呼び出します。

[Function]load filename &optional missing-ok nomessage nosuffix must-suffix
この関数は Lispコードのファイルを見つけてオープンして、その中のすべてのフォームを評価
してそのファイルをクローズする。

loadはまずファイルを見つけるために、filename.elcという名前、つまり filenameに拡張
子 ‘.elc’を足した名前のファイルを探す。このようなファイルが存在したらそれをロードする。
Emacsがダイナミックモジュール (Section 16.11 [Dynamic Modules], page 285を参照)
のサポートつきでコンパイルされていれば、、次に loadは filename.extという名前のファイ
ルを探す。ここで extは共有ライブラリーのシステム依存のファイル名拡張子である。その名前
のファイルが存在しなければ、loadは filename.elという名前のファイルを探す。このファ
イルが存在したらそれをロードする。最後に、もしこれらの名前がいずれも見つからなければ、
loadは何も付け足さない filenameという名前のファイルを探してそれが存在したらロードす
る (load関数に filenameを認識する賢さはない。foo.el.elのような正しくない名前のファ
イルでも、(load "foo.el")を評価してそれを見つけてしまうだろう)。

Auto Compressionモードが有効 (残念ながらデフォルトでは有効)なら、loadは他のファイ
ル名を試みる前に圧縮されたバージョンのファイル名を探すのでファイルを見つけることがで
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きない。圧縮されたファイルが存在したら、それを解凍してロードする。loadはファイル名に
jka-compr-load-suffixes内の各サフィックスを足して圧縮されたバージョンを探す。この
変数の値は文字列のリストでなければならない。標準的な値は (".gz")。

オプション引数 nosuffixが非 nilなら、loadはサフィックス ‘.elc’と ‘.el’のロードを試みな
い。この場合はロードしたいファイルの正確な名前を指定しなければならない。ただし Auto
Compression モードが有効なら loadは圧縮されたバージョンを探すために、jka-compr-

load-suffixesを使用する。正確なファイル名を指定して、nosuffixに tを使用することによ
り、foo.el.elのような名前のファイルにたいするロードの試みを抑止できる。

オプション引数must-suffixが非 nilの場合、ロードに使用されるファイルの名前に明示的に
ディレクトリー名が含まれていなければ、loadはファイル名が ‘.el’か ‘.elc’、または共有ラ
イブラリーの拡張子で終わること (もしかしたら圧縮による拡張子が付加されているかもしれ
ない)を要求する。

オプション load-prefer-newerが非 nilなら、loadはサフィックスを検索するとき、どんな
ファイル (‘.elc’、‘.el’等)であっても、もっとも最近変更されたファイルのバージョンを選
択する。

filenameが fooや baz/foo.barのような相対ファイル名なら、loadは変数 load-pathを使
用してそのファイルを探す。これは load-path内にリストされた各ディレクトリーに filename
を追加して、最初に見つかった名前のマッチするファイルをロードする。デフォルトディレク
トリーを意味する nilが load-pathで措定されたときだけ、カレントデフォルトディレクト
リーを試みる。loadは load-path内の最初のディレクトリーで利用可能な 3つのサフィック
スすべてを試行してから、2つ目のディレクトリーで 3つのサフィックスすべてを試行する、...
というようにファイルを探す。Section 16.3 [Library Search], page 273を参照のこと。

最終的に見つかったファイル、および Emacsがそのファイルを見つけたディレクトリーが何
であれ、Emacsはそのファイル名を変数 load-file-nameの値にセットする。

foo.elcが foo.elより古いと警告されたら、それは foo.elのリコンパイルを考慮すべきこ
とを意味する。Chapter 17 [Byte Compilation], page 286を参照のこと。

(コンパイルされていない)ソースファイルをロードしたとき、Emacsがファイルを visitしたと
きと同じように loadは文字セットの変換を行う。Section 33.10 [Coding Systems], page 866
を参照のこと。

コンパイルされていないファイルをロードするとき、Emacsはそのファイルに含まれるすべて
のマクロ (Chapter 14 [Macros], page 243を参照)を展開する。わたしたちはこれを eager
マクロ展開 (eager macro expansion)と呼んでいる。(関連するコードを実行するまで展開を
延期しないで)これを行うことにより、コンパイルされていないコードの実行スピードが明らか
に向上する。循環参照によりこのマクロ展開を行うことができないときもある。これの一番簡単
な例は、ロードしようとしているファイルが他のファイルで定義されているマクロを参照してい
るが、そのファイルはロードしようとしているファイルを必要としている場合である。これは一
般的には無害である。Emacsは問題の詳細を与えるために警告 (‘Eager macro-expansion

skipped due to cycle...’)をプリントするが、単にその時点ではマクロを展開せずにその
ファイルをロードする。あなたはこの問題が発生しないようにコードをリストラクチャーした
いと思うかもしれない。コンパイル済みファイルではマクロ展開はコンパイル時に行われるの
で、ロード時のマクロ展開は行われない。Section 14.3 [Compiling Macros], page 245を参
照のこと。

nomessageが非 nilでなければ、エコーエリアに ‘Loading foo...’や ‘Loading
foo...done’のようなメッセージがロードの間に表示される。
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ファイルをロードする間のハンドルされないエラーはロードを終了させる。autoloadのため
のロードの場合、ロードの間に定義された任意の関数定義は元に戻される。

loadがロードするファイルを見つけられなかった場合には、通常は (‘Cannot open load file

filename’のメッセージとともに) file-errorがシグナルされる。しかしmissing-okが非nil

なら loadは単に nilをリターンする。

式の読み取りにたいして loadが readのかわりに使用する関数を指定するために、変数
load-read-functionを使用できる。以下を参照されたい。

ファイルが正常にロードされたら、loadは tをリターンする。

[Command]load-file filename
このコマンドはファイル filenameをロードする。filenameが相対ファイル名のなら、それはカ
レントデフォルトディレクトリーを指定したとみなされる。このコマンドは load-pathを使用
せず、サフィックスの追加もしない。しかし (Auto Compressionモードが有効なら)圧縮され
たバージョンの検索を行う。ロードするファイル名を正確に指定したければ、このコマンドを
使用すること。

[Command]load-library library
このコマンドは libraryという名前のライブラリーをロードする。このコマンドは引数を読み取
る方法がインタラクティブであることを除き loadと同じ。Section “Lisp Libraries” in The
GNU Emacs Manualを参照のこと。

[Variable]load-in-progress
この変数は Emacsがファイルをロード中なら非 nil、それ以外は nilである。

[Variable]load-file-name
このセクションの最初に説明した検索で Emacsがファイルを見つけて、そのファイルをロー
ド中のとき、この変数の値はそのファイルの名前である。

[Variable]load-read-function
この変数は loadと eval-regionが式を読み取るために、readのかわりに使用する関数を指
定する。指定する関数は readと同様、引数が 1つの関数であること。

デフォルトではこの変数の値は read。Section 19.3 [Input Functions], page 335を参照の
こと。

この変数を使用するかわりに別の新たな方法を使用するほうが明確である。それはeval-region

の read-function引数にその関数を渡す方法である。[Eval], page 142を参照のこと。

Emacsのビルドで loadがどのように使用されているかについての情報は、Section E.1 [Building
Emacs], page 1177を参照のこと。

16.2 ロードでの拡張子

ここでは loadが試行するサフィックスについて、技術的な詳細を説明します。

[Variable]load-suffixes
これは (ソースまたはコンパイル済みの)Emacs Lispファイルを示すサフィックスのリストで
ある。空の文字列が含まないこと。loadは指定されたファイル名に Lispファイルのサフィック
スを追加するときに、これらのサフィックスを使用する。標準的な値は (".elc" ".el")で、
これは前のセクションで説明した振る舞いとなる。
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[Variable]load-file-rep-suffixes
これは同じファイルにたいして異なる表現を示すサフィックスのリストである。このリストは
空の文字列から開始されること。loadはファイルを検索するときは、他のファイルを検索する
前にこのリストのサフィックスを順番にファイル名に追加する。

Auto Compressionモードを有効にすることにより jka-compr-load-suffixesのサフィッ
クスがこのリストに追加され、無効にすると再びリストから取り除かれる。load-file-rep-
suffixesの標準的な値は、Auto Compressionモードが無効なら ("")。jka-compr-load-
suffixesの標準的な値が (".gz")であることを考慮すると、Auto Compressionモードが
有効な場合の load-file-rep-suffixesの標準的な値は ("" ".gz")である。

[Function]get-load-suffixes
この関数は must-suffix引数が非 nilのときは、loadが試みるべきすべてのサフィックス
を順番にしたがったリストでリターンする。この関数は load-suffixesと load-file-

rep-suffixesの 両 方 を 考 慮 す る 。load-suffixes、jka-compr-load-suffixes、
load-file-rep-suffixesがすべて標準的な値の場合、この関数は Auto Compression
モードが有効なら (".elc" ".elc.gz" ".el" ".el.gz")、無効なら (".elc" ".el")を
リターンする。

まとめると、loadは通常まず (get-load-suffixes)の値のサフィックスを試み、次に
load-file-rep-suffixesを試みる。nosuffixが非 nilなら前者がスキップされ、must-suffixが
非 nilなら後者がスキップされる。

[User Option]load-prefer-newer
このオプションが非 nilなら、ファイルが見つかった最初のサフィックスで停止せずに、load
はすべてのサフィックスをテストして、一番新しいファイルを使用する。

16.3 ライブラリー検索

Emacsが Lispライブラリーをロードするときは、変数 load-pathにより指定されるディレクトリー
内のライブラリーを検索します。

[Variable]load-path
この変数の値は loadでファイルをロードするとき検索するディレクトリーのリスト。リストの
各要素は文字列 (ディレクトリーでなければならない)、または nil (カレントワーキングディ
レクトリーを意味する)。

Emacs は起動時にいくつかのステップにより load-pathの値をセットアップする。最初に
Emacsがコンパイルされたときのデフォルトロケーションセット (default locations set)を使用し
て、load-pathを初期化する。通常これは以下のようなディレクトリーである

"/usr/local/share/emacs/version/lisp"

(以降の例ではあなたがインストールした Emacs のインストールプレフィクスに合うように
/usr/localを置き換えること。) これらのディレクトリーには、Emacsとともにインストールされ
た標準的な Lisp ファイルが含まれる。Emacs がこれらを見つけられなければ正常に起動しないだ
ろう。

Emacsをビルドしたディレクトリーから起動した場合 －－－ つまり正式にインストールされた
実行形式ではない Emacsを起動した場合—　、Emacsはビルドされたディレクトリーのソースの
lispディレクトリーを使用して load-pathを初期化する。ソースとは別のディレクトリーでEmacs
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をビルドした場合は、ビルドしたディレクトリーの lispディレクトリーも追加する (いずれも要素は
絶対ファイル名になる)。

--no-site-lispオプションで Emacsを起動した場合を除き、load-pathの先頭にさらに 2つ
の site-lispを追加する。これらはローカルにインストールされた Lispファイルで、通常は:

"/usr/local/share/emacs/version/site-lisp"

および

"/usr/local/share/emacs/site-lisp"

の形式である。1つ目は特定のバージョンのEmacsにたいしてローカルにインストールされたもので
ある。2つ目はインストールされたすべてのバージョンのEmacsが使用することを意図してローカル
にインストールされたものである (インストールされたものでないEmacsが実行されると、もし存在
すればソースディレクトリーとビルドディレクトリーの site-lispディレクトリーも追加される。こ
れらのディレクトリーは通常は site-lispディレクトリーを含まない)。

環境変数 EMACSLOADPATHがセットされていたら、上述の初期化プロセスが変更される。Emacs
はこの環境変数の値にもとづいて load-pathを初期化する。

EMACSLOADPATHの構文は PATHで使用される構文と同様。ディレクトリーは ‘:’ (オペレーティン
グシステムによっては ‘;’)で区切られる。以下は (shスタイルのシェルから)EMACSLOADPATH変数を
セットする例である:

export EMACSLOADPATH=/home/foo/.emacs.d/lisp:

環境変数の値内の空の要素は、(上記例のような)末尾、先頭、中間のいずれにあるかに関わらず、
標準の初期化処理により決定される load-pathのデフォルト値に置き換えられる。そのような空要
素が存在しなければ EMACSLOADPATHにより load-path全体が指定される。空要素、または標準の
Lispファイルを含むディレクトリーへの明示的なパスのいずれかを含めなければならない。さもない
と Emacsが関数を見つけられなくなる (load-pathを変更する他の方法は、Emacs起動時にコマン
ドラインオプション-Lを使用する方法である。以下参照)。

load-path内の各ディレクトリーにたいして、Emacs はそのディレクトリーがファイ
ル subdirs.elを含むか確認して、もしあればそれをロードする。subdirs.elファイルは、
load-pathのディレクトリーにたいして任意のサブディレクトリーを追加するためのコードが含まれ
ており、Emacsがビルド/インストールされたときに作成される。サブディレクトリーと複数階層下
のレベルのサブディレクトリーの両方が直接追加される。ただし名前の最初が英数字でないディレク
トリー、名前が RCSまたは CVSのディレクトリー、名前が.nosearchというファイルを含むディレク
トリーは除外される。

次にEmacsはコマンドラインオプション-L(Section “Action Arguments” in The GNU Emacs
Manual を参照) で指定したロードディレクトリーを追加する。もしあればオプションパッケージ
(Section 41.1 [Packaging Basics], page 1136を参照)がインストールされた場所も追加する。

initファイル (Section 40.1.2 [Init File], page 1095を参照)で load-pathに 1つ以上のディレ
クトリーを追加するコードを記述するのは一般的に行なわれている。たとえば:

(push "~/.emacs.d/lisp" load-path)

Emacsのダンプには load-pathの特別な値を使用する。ダンプされたEmacsをカスタマイズす
るために site-load.elか site-init.elを使用する場合、これらのファイルが行った load-path

にたいする変更はすべてダンプ後に失われる。

[Command]locate-library library &optional nosuffix path interactive-call
このコマンドはライブラリー libraryの正確なファイル名を探す。loadと同じ方法でライブラ
リーを検索を行い、引数 nosuffixも loadの場合と同じ意味をもつ。libraryに指定する名前に
はサフィックス ‘.elc’または ‘.el’を追加しないこと。
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pathが非 nilなら load-pathのかわりにそのディレクトリーのリストが使用される。

locate-libraryがプログラムから呼び出されたときはファイル名を文字列としてリターンす
る。ユーザーがインタラクティブに locate-libraryを実行したときは、引数 interactive-call
が tとなり、これは locate-libraryにたいしてファイル名をエコーエリアに表示するよう指
示する。

[Command]list-load-path-shadows &optional stringp
このコマンドはシャドー (shadowed)された Emacs Lispファイルを表示する。シャドーされ
たファイルとは、load-pathのディレクトリーに存在するにも関わらず、load-pathのディレ
クトリーリスト内で前の位置にある他のディレクトリーに同じ名前のファイルが存在するため、
通常はロードされないファイルのことである。

たとえば以下のように load-pathがセットされていたとする

("/opt/emacs/site-lisp" "/usr/share/emacs/23.3/lisp")

そして両方のディレクトリーに foo.elという名前のファイルがあるとする。この場合、
(require 'foo)は決して 2つ目のディレクトリーのファイルをロードしない。このような状
況は Emacsがインストールされた方法に問題があることを示唆する。

Lispから呼び出されたると、この関数はシャドーされたファイルリストをバッファー内に表示
するかわりに、それのメッセージをプリントする。オプション引数 stringpが非 nilなら、か
わりにシャドーされたファイルを文字列としてリターンする。

16.4 非ASCII文字のロード

Emacs Lispプログラムが非ASCII文字の文字列定数を含むとき、Emacsはそれらをユニバイト文字
列かマルチバイト文字列のいずれかで表現する場合があります。どちらの表現が使用されるかは、そ
のファイルがどのようにEmacsに読み込まれたかに依存します。マルチバイト表現へのデコーディン
グとともに読み込まれた場合、Lispプログラム内のテキストはマルチバイトのテキストとなり、ファ
イル内の文字列定数はマルチバイト文字列になります。(たとえば)Latin-1文字を含むファイルをデ
コーディングなしで読み込むと、そのプログラムのテキストはユニバイトのテキストとなり、ファイ
ル内の文字列定数はユニバイト文字列になります。Section 33.10 [Coding Systems], page 866を
参照してください。

マルチバイト文字列がユニバイトバッファーに挿入されるときは自動的にユニバイトに変換され
るため、大部分の Emacs Lispプログラムにおいて、マルチバイト文字列が非 ASCII文字列であると
いう事実を意識させないようにするべきです。しかしこれが行われことにより違いが生じる場合には、
ローカル変数セクションに ‘coding: raw-text’と記述することにより、特定の Lispファイルを強
制的にユニバイトとして解釈させることができます。この識別子により、そのファイルは無条件でユ
ニバイトとして解釈されます。これは?vliteralで記述された非ASCII文字にキーバインドするとき
重要になります。

16.5 autoload

オートロード (autoload: 自動ロード)の機能により、定義されているファイルをロードすることなく関
数やマクロの存在を登録できます。関数の最初の呼び出しで実際の定義およびその他の関連するコードを
インストールするために適切なライブラリーを自動的にロードして、すべてがすでにロードされていたか
のように実際の定義を実行します。関数やマクロのドキュメントの参照 (Section 24.1 [Documentation
Basics], page 520を参照)、変数名や関数名の補完 (以下の Section 16.5.1 [Autoload by Prefix],
page 279を参照)によってもオートロードが発生します。
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オートロードされた関数をセットアップするには 2つの方法があります。それは autoloadを呼
び出す方法と、ソースの実際の定義の前に、“マジック”コメントを記述する方法です。autoloadは
オートロードのための低レベルのプリミティブです。任意の Lispプログラムが、任意のタイミングで
autoloadを呼び出すことができます。Emacsとともにインストールされるパッケージにとって、マ
ジックコメントは関数をオートロードできるようににするための一番便利な方法です。そのコメント
自身は何も行いませんが、コマンド update-file-autoloadsにたいするガイドの役目を果たしま
す。このコマンドは autoloadの呼び出しを構築して、Emacsビルド時に実行されるようにアレンジ
します。

[Function]autoload function filename &optional docstring interactive type
この関数は filenameから自動的にロードされるように、functionという名前の関数 (かマクロ)
を定義する。文字列 filenameには functionの実際の定義を取得するファイルを指定する。

filenameがディレクトリー名、またはサフィックス.elと.elcのいずれも含まなければ、この関
数はこれらのサフィックスのいずれかを強制的に追加して、サフィックスがないただの filename
という名前のファイルはロードしない (変数 load-suffixesにより要求される正確なサフィッ
クスが指定される)。

引数 docstringはその関数のドキュメント文字列である。autoloadの呼び出しでドキュメン
ト文字列を指定することにより、その関数の実際の定義をロードせずにドキュメントを見るこ
とが可能になる。この引数の値は通常は関数定義のドキュメント文字列と等しいこと。もし等
しくなければ、その関数定義のドキュメント文字列がロード時に有効になる。

interactiveが非 nilなら、その関数はインタラクティブに呼び出すことが可能になる。これに
より functionの実際の定義をロードせずに、M-xによる補完が機能するようになる。ここでは
完全なインタラクティブ仕様は与えられない。完全な仕様はユーザーが実際に functionを呼び
出すまで必要ない。ユーザーが実際に呼び出したときに、実際の定義がロードされる。

普通の関数と同様、マクロとキーマップをオートロードできる。functionが実際にはマクロな
ら typeに macro、キーマップのなら typeに keymapを指定する。Emacsのさまざまな部分で
は、実際の定義をロードせずにこれらの情報を知ることが必要とされる。

オートロードされたキーマップは、あるプレフィクスキーがシンボル functionにバインドされ
ているとき、キーを探す間に自動的にロードされる。そのキーマップにたいする他の類のアク
セスではオートロードは発生しない。特に Lispプログラムが変数の値からそのキーマップを取
得して define-keyを呼び出した場合には、たとえその変数の名前がシンボル functionと同じ
であってもオートロードは発生しない。

functionが非 voidのオートロードされたオブジェクトではない関数定義をもつなら、その関
数は何も行わずに nilをリターンする。それ以外ならオートロードされたオブジェクト (Sec-
tion 2.4.19 [Autoload Type], page 24を参照)を作成して、それを functionにたいする関数
定義として格納する。オートロードされたオブジェクトは以下の形式をもつ:

(autoload filename docstring interactive type)

たとえば、

(symbol-function 'run-prolog)

⇒ (autoload "prolog" 169681 t nil)

このような場合、"prolog"はロードするファイルの名前、169681は emacs/etc/DOCファイ
ル (Section 24.1 [Documentation Basics], page 520を参照)内のドキュメント文字列への
参照で、tはその関数がインタラクティブであること、nilはそれがマクロやキーマップでない
ことを意味する。
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[Function]autoloadp object
この関数は objectがオートロードされたオブジェクトなら非 nilをリターンする。たとえば
run-prologがオートロードされたオブジェクトかチェックするには以下を評価する

(autoloadp (symbol-function 'run-prolog))

オートロードされたファイルは、通常は他の定義を含み 1つ以上の機能を必要としたり、あるい
は提供するかもしれません。(内容の評価でのエラーにより)そのファイルが完全にロードされていな
ければ、そのロードの間に行われた関数定義や provideの呼び出しはアンドゥされます。これはその
ファイルからオートロードされる関数にたいして再度呼び出しを試みたときに、そのファイルを確実
に再ロードさせるためです。こうしないと、そのファイル内のいくつかの関数はアボートしたロード
により定義されていて、それらはロードされない修正後のファイルで提供される正しいサブルーチン
を欠くため、正しく機能しないからです。

オートロードされたファイルが意図した Lisp 関数またはマクロの定義に失敗すると、データ
"Autoloading failed to define function function-name"とともにエラーがシグナルされ
ます。

オートロードのマジックコメント (autoload cookie とも呼ばれる)は、オートロード可能なソー
スファイル内の実際の定義の直前にある、‘;;;###autoload’だけの行から構成されます。コマンド
M-x update-file-autoloadsは、対応する autoload呼び出しを loaddefs.el内に書き込みます
(autoload cookieとなる文字列と update-file-autoloadsで生成されるファイルの名前は上述の
デフォルトから変更可能です。以下参照)。Emacsのビルドでは loaddefs.elをロードするために
autoloadを呼び出します。M-x update-directory-autoloadsはより強力です。このコマンドは
カレントディレクトリー内のすべてのファイルにたいするオートロードを更新します。

このマジックコメントは任意の種類のフォームを loaddefs.el内にコピーできます。このマジック
コメントに続くフォームはそのままコピーされます。しかしオートロード機能が特別に処理するフォー
ムの場合は除外されます (たとえば autoload内への変換)。以下はそのままコピーされないフォーム
です:

関数や関数風オブジェクトの定義:
defunと defmacro。cl-defunと cl-defmacro(Section “Argument Lists” in
Common Lisp Extensions を参照)、および define-overloadable-function

(mode-local.el内のコメントを参照)も該当する。

メジャーモードとマイナーモードの定義:
define-minor-mode、define-globalized-minor-mode、define-generic-

mode、define-derived-mode、easy-mmode-define-minor-mode、
easy-mmode-define-global-mode、define-compilation-mode、
define-global-minor-mode。

その他のタイプの定義:
defcustom、defgroup、defclass (EIEIO を参照)、および define-skeleton

(Autotyping を参照)。

ビルド時にそのファイル自身をロードするときにフォームを実行しないようにするためにマジックコ
メントを使用することもできます。これを行なうにはマジックコメントと同じ行にフォームを記述しま
す。これはコメントなのでソースファイルをロードするときには何も行いません。ただし M-x update-

file-autoloadsでは、Emacsビルド時に実行されたものは M-x update-file-autoloadsにコ
ピーします。

以下はマジックコメントによるオートロードのために doctorを準備する例です:

;;;###autoload
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(defun doctor ()

"Switch to *doctor* buffer and start giving psychotherapy."

(interactive)

(switch-to-buffer "*doctor*")

(doctor-mode))

これにより以下が loaddefs.el内に書き込まれます:

(autoload 'doctor "doctor" "\

Switch to *doctor* buffer and start giving psychotherapy.

\(fn)" t nil)

ダブルクォートの直後のバックスラッシュと改行は、loaddefs.elのようなプリロードされた未コンパ
イルのLispファイルだけに使用される慣習です。これは make-docfileにたいして、ドキュメント文
字列を etc/DOCファイルに配置するよう指示します。Section E.1 [Building Emacs], page 1177を
参照してください。また lib-src/make-docfile.c内のコメントも参照してください。ドキュメン
ト文字列の使い方 (usage part)の中の ‘(fn)’は、種々のヘルプ関数 (Section 24.6 [Help Functions],
page 527を参照)が表示するときに、その関数の名前に置き換えられます。

関数定義手法として既知ではなく、認められてもいないような、通常とは異なるマクロにより関数定
義を記述した場合、通常のオートロードのマジックコメントの使用によって定義全体が loaddefs.el

内にコピーされるでしょう。これは期待した動作ではありません。かわりに以下を記述することによ
り、意図した autoload呼び出しを loaddefs.el内に配置することができます。

;;;###autoload (autoload 'foo "myfile")

(mydefunmacro foo

...)

autoload cookieとしてデフォルト以外の文字列を使用して、デフォルトの loaddefs.elとは異
なるファイル内に対応するオートロード呼び出しを記述できます。これを制御するためにEmacsは 2
つの変数を提供します:

[Variable]generate-autoload-cookie
この変数の値は Lispコメントの文法に準じた文字列である。M-x update-file-autoloads

はその cookieの後の Lispフォームを、cookieが生成したオートロードファイル内にコピーし
ます。この変数のデフォルト値は";;;###autoload"。

[Variable]generated-autoload-file
この変数の値は、オートロード呼び出しが書き込まれる Emacs Lispファイルを命名する。デ
フォルト値は loaddefs.elだが、(たとえば.elファイル内のセクション Local Variables))
をオーバーライドできる。オートロードファイルは、フォームフィード文字で開始される終端
を含んでいると仮定される。

以下の関数はオートロードオブジェクトにより指定されたライブラリーを明示的にロードするため
に使用されるかもしれません:

[Function]autoload-do-load autoload &optional name macro-only
この関数はオートロードオブジェクト autoloadにより指定されたロードを処理する。オプション
引数nameに非nilを指定するなら、関数値がautoloadとなるシンボルを指定すること。この場
合、この関数のリターン値がそのシンボルの新しい関数値になる。オプション引数macro-only
の値が macroなら、この関数は関数ではなくマクロのロードだけを有効にする。
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16.5.1 プレフィックスによる autoload

コマンド describe-variableと describe-functionの補完の間に、Emacs は補完されるプレ
フィクスにマッチする定義を含むファイルのロードを試みます。変数 definition-prefixesにはプ
レフィクスとそれをロードするファイルのリストをマップするハッシュテーブルが保持されています。
このマッピングのエントリーは、update-file-autoloads (Section 16.5 [Autoload], page 275
を参照)が生成する register-definition-prefixesを呼び出すことによって追加されます。ロー
ドする価値のある定義を含んでいないファイル (たとえばテストファイル)ではファイルローカル変数
として autoload-compute-prefixesを nilにセットする必要があります。

16.5.2 autoloadを使用するケース

本当に必要でなければ autoloadコメントを追加しないでください。コードを autoloadすることは、
それが常にグローバルに可視になることを意味しています。一度あるアイテムが autoloadされれば、
autoload以前の状態 (autoload後には明示的なロードなしで通常のように使用できる)に戻るための
互換性のある手段はありません。

• autoloadするアイテムとしてもっとも一般的なライブラリーにたいするインタラクティブなエン
トリーポイント。たとえば Pythonコードの編集用のメジャーモードを定義するライブラリーが
python.elなら、python-mode関数の定義を autoloadすればユーザーは単に M-x python-

modeを使用してライブラリーをロードできる。

• 変数は通常は autoloadする必要はない。例外はライブラリー定義全体をロードしなくても変数自
体が有用な場合 (これの例としては find-exec-terminatorのようなものが該当するだろう)。

• ユーザーがセットできるように、ユーザーオプションを autoloadしないこと。

• 別ファイルでのコンパイラー警告を抑制するために autoload のコメントを決して追加しては
ならない。警告の発生元となるファイルでは未定義の変数にたいする警告の抑制には (defvar

foo)、未定義の関数にたいする警告の抑制にはdeclare-function (Section 13.15 [Declaring
Functions], page 239を参照)を使用するか、あるいは使用する関連ライブラリーを requireし
たり明示的に autoloadの命令文を使用すること。

16.6 多重ロード

1つの Emacsセッション内でファイルを複数回ロードできます。たとえばバッファーで関数定義を編
集して再インストールした後に元のバージョンに戻したいときがあるかもしれません。これは元のファ
イルをリロードすることにより行なうことができます。

ファイルのロードやリロードを行う際、loadと load-library関数は未コンパイルのファイルで
はなく、バイトコンパイルされた同名のファイルを自動的にロードすることに留意してください。ファ
イルを再記述して保存後に再インストールする場合には、新しいバージョンをバイトコンパイルする
必要があります。さもないとEmacsは新しいソースではなく、古いバイトコンパイルされたファイル
をロードしてしまうでしょう! この場合にはファイルロード時に表示されるメッセージに、そのファイ
ルのリコンパイルを促す ‘(compiled; note, source is newer)’というメッセージが含まれます。

Lispライブラリーファイル内にフォームを記述するときは、そのファイルが複数回ロードされる
かもしれないことに留意してください。たとえば、そのライブラリーをリロードするときには、各変
数が再初期化されるべきかどうか考慮してください。。変数がすでに初期化されていれば、defvarは
その変数の値を変更しません (Section 12.5 [Defining Variables], page 179を参照)。

alistに要素を追加するもっともシンプルな方法は、以下のようなものでしょう:

(push '(leif-mode " Leif") minor-mode-alist)
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しかしこれはそのライブラリーがリロードされると、複数の要素を追加してしまうでしょう。この問
題を避けるには add-to-list(Section 5.5 [List Variables], page 79を参照)を使用します:

(add-to-list 'minor-mode-alist '(leif-mode " Leif"))

時にはライブラリーが既にロード済みか、明示的にテストしたいときがあるでしょう。そのライブ
ラリーが provideを使用して名前付きフィーチャ(named feature)を提供していれば、featurepを
使用して以前に provideが実行されているかテストすることができます。かわりに以下のようにする
こともできます:

(defvar foo-was-loaded nil)

(unless foo-was-loaded

execute-first-time-only

(setq foo-was-loaded t))

16.7 名前つき機能

provideと requireは、autoloadにかわってファイルを自動的にロードする関数です。これらは名
前付きのフィーチャ(feature: 機能)という面で機能します。オートロードは特定の関数の呼び出しを
トリガーにしますが、フィーチャは最初は他のプログラムが名前により問い合わせたときにロードさ
れます。

フィーチャ名とは関数や変数などのコレクションを表すシンボルです。これらを定義するファイル
は、そのフィーチャをプロバイド (provide: 提供)するべきです。これらのフィーチャを使用する他
のプログラムは、その機能をリクワイア (require: 要求)することによって、それらが定義されてい
るか確認できるでしょう。これは定義がまだロードされていなければ、定義ファイルをロードします。

フィーチャをリクワイアするには、フィーチャ名を引数として requireを呼び出します。require
は意図する機能がすでにプロバイドされているか確認するために、グローバル変数 featuresを調べ
ます。もしプロバイドされていなければ、適切なファイルからそのフィーチャをロードします。この
ファイルはそのフィーチャを featuresに追加するために、トップレベルで provideを呼び出すべき
です。これに失敗すると requireはエラーをシグナルします。

たとえば idlwave.el内の idlwave-complete-filenameにたいする定義には以下のコードが
含まれます:

(defun idlwave-complete-filename ()

"Use the comint stuff to complete a file name."

(require 'comint)

(let* ((comint-file-name-chars "~/A-Za-z0-9+@:_.$#%={}\\-")

(comint-completion-addsuffix nil)

...)

(comint-dynamic-complete-filename)))

式 (require 'comint)は comint.elがまだロードされていなければ、comint-dynamic-

complete-filenameが確実に定義されるようにそのファイルをロードします。フィーチャは通常は
それらを提供するファイルにしたがって命名されるため、requireにファイル名を与える必要はあり
ません (require命令文が letの bodyの外側にあるのが重要なことに注意。変数が letバインドさ
れているライブラリーをロードすることにより、意図せぬ結果、つまり letを exitした後にその変数
がアンバインドされる)。

comint.elには以下のトップレベル式が含まれます:

(provide 'comint)
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これは comintをグローバルなリスト featuresに追加するので、(require 'comint)は今後何も
行う必要がないことを知ることができます。

ファイルのトップレベルで requireが使用されたときは、それをロードしたときと同様、そのファ
イルをバイトコンパイル (Chapter 17 [Byte Compilation], page 286を参照)するときにも効果が
表れます。これはリクワイアされたパッケージがマクロを含んでいて、バイトコンパイラーがそれを
知らなければならない場合です。これは requireによりロードされるファイルで定義される関数と変
数にへのバイトコンパイラーの警告も無効にします。

バイトコンパイルの間にトップレベルの requireが評価されるとしても、provide呼び出しは評
価されません。したがって以下の例のように provideの後に同じ機能にたいする requireを含める
ことにより、バイトコンパイル前に定義しているファイルを確実にロードできます。

(provide 'my-feature) ; バイトコンパイラーには無視され
; loadには評価される

(require 'my-feature) ; バイトコンパイラーにより評価される。

コンパイラーは provideを無視して、その後に対象のファイルをロードすることにより requireが
処理されます。ファイルのロードは provide呼び出しを実行するので、後続の requireはファイル
がロードされていれば何も行いません。

[Function]provide feature &optional subfeatures
この関数はカレントEmacsセッションに featureがロードされたこと、あるいはロードされつ
つあることをアナウンスする。これは featureに関連する機能が他の Lispプログラムから利用
可能できる、あるいは利用可能になることを意味する。

provide呼び出にによる直接的な効果は、リスト feature内にまだ追加されていなければ feature
の先頭にそれを追加して、それを必要としている eval-after-loadコードを呼び出すことで
ある (Section 16.10 [Hooks for Loading], page 284を参照)。引数 featureはシンボルでな
ければならない。provideは featureをリターンする。

subfeaturesが与えられたら、それは featureの当該バージョンによりプロバイドされる特定の
サブフィーチャのセットを示すシンボルのリストであること。featurepを使用して、サブフィー
チャの存在をテストできる。そのパッケージがロードされるかどうか、あるいは与えられるバー
ジョンで存在するかどうか不明であるようなあるパッケージ (1つの feature)において、パッ
ケージの種々の部分やパッケージ機能に命名することでそのパッケージを使いやすくするのが困
難なほど複雑なときに使用するというのがサブフィーチャのアイデアである。Section 38.17.3
[Network Feature Testing], page 974の例を参照されたい。

features

⇒ (bar bish)

(provide 'foo)

⇒ foo

features

⇒ (foo bar bish)

オートロードによりあるファイルがロードされて、その内容の評価エラーによりストップしたと
きは、そのロードの間に発生した関数定義や provide呼び出しはアンドゥされる。Section 16.5
[Autoload], page 275を参照のこと。

[Function]require feature &optional filename noerror
この関数はカレント Emacsセッションにおいて、featureが存在するかどうかを ((featurep
feature)を使用する。以下参照)をチェックする。引数 featureはシンボルでなければならない。
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そのフィーチャが存在しなければ、requireは loadによってfilenameをロードする。filename
が与えられなければ、シンボル featureの名前がロードするファイル名のベースとして使用さ
れる。しかしこの場合、requireは featureを探すためにサフィックス ‘.el’と ‘.elc’の追加を
強制する (圧縮ファイルのサフィックスに拡張されるかもしれない)。名前がただの featureとい
うファイルは使用されない (変数 load-suffixesは要求される Lispサフィックスを正確に指
定する)。

noerrorが非 nilなら、ファイルの実際のロードにおけるエラーを抑止する。この場合はその
ファイルのロードが失敗すると requireは nilをリターンする。通常では requireは feature
をリターンする。

ファイルのロードは成功したが featureをプロバイドしていない場合には、requireは欠落し
ている機能に関するエラーをシグナルする。

[Function]featurep feature &optional subfeature
この関数はカレントEmacsセッションで featureがプロバイドされていれば (たとえば feature
が featuresのメンバーなら)tをリターンする。subfeatureが非 nilなら、この関数はサブ
フィーチャも同様にプロバイドされているとき (たとえば subfeatureがシンボル featureのプ
ロパティsubfeatureのメンバーのとき)だけ tをリターンする。

[Variable]features
この変数の値はシンボルのリストであり、そのシンボルはカレントEmacsセッションにロード
されたフィーチャである。シンボルはそれぞれ provideを呼び出すことにより、このリストに
putされたものである。リスト features内の要素の順番に意味はない。

16.8 どのファイルで特定のシンボルが定義されているか

[Function]symbol-file symbol &optional type
この関数は symbolを定義しているファイルの名前をリターンする。typeが nilなら、どのよ
うなタイプの定義も受け入れる。typeが defunなら関数定義、defvarは変数定義、defface
はフェイス定義だけを指定する。

値は通常は絶対ファイル名である。定義がどのファイルにも関係しなければ nilになることも
ある。symbolがオートロード関数を指定するなら、値が拡張子なしの相対ファイル名になるこ
ともある。

symbol-fileは変数 load-historyの値にもとづく。

[Variable]load-history
この変数の値はロードされたライブラリーファイルの名前を、それらが定義する関数と変数の
名前、およびそれらがプロバイドまたはリクワイアするフィーチャに関連付ける alistである。

この alist内の各要素は、1つのロード済みライブラリー (スタートアップ時にプリロードされ
たライブラリーを含む)を記述する。要素は carがライブラリーの絶対ファイル名 (文字列)で
あるようなリストである。残りのリスト要素は以下の形式をもつ:

var シンボル varが変数として定義された。

(defun . fun)

関数 funが定義された。

(t . fun) 関数 funはそのライブラリーが関数として再定義する前はオートロードとして定
義されていた。後続の要素は常に (defun . fun)であり、これは funを関数とし
て定義する。
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(autoload . fun)

関数 funはオートロードとして定義された。

(defface . face)

フェイス faceが定義された。

(require . feature)

フィーチャfeatureがリクワイアされた。

(provide . feature)

フィーチャfeatureがプロバイドされた。

(cl-defmethod method specializers)

cl-defmethodを使用してスペシャライザー specializersとともにmethodとい
う名前が定義された。

(define-type . type)

型 typeが定義された。

load-historyの値には、carが nilであるような要素が 1つ含まれるかもしれない。この要
素はファイルを visitしていないバッファーで eval-bufferにより作成された定義を記述する。

コマンド eval-regionは load-historyを更新しますが、要素を置き換えずに、visitされてい
るファイルの要素にたいして定義されたシンボルを追加します。Section 10.4 [Eval], page 141を参
照してください。

16.9 アンロード

他の Lispオブジェクト用にメモリーを回収するために、ライブラリーによりロードされた関数や変数
を破棄することができます。これを行うには関数 unload-featureを使用します:

[Command]unload-feature feature &optional force
このコマンドはフィーチャfeatureをプロバイドしていたライブラリーをアンロードする。そ
のライブラリー内の defun、defalias、defsubst、defmacro、defconst、defvar、
defcustomによって定義されたすべての関数、マクロ、変数は未定義になる。その後に、それ
らのシンボルにたいして事前に関連付けられていたオートロードをリストアする (ロードはシ
ンボルの autoloadプロパティにこれらを保存している)。

以前の定義をリストアする前に、特定のフックからそのライブラリーから関数を取り除くために、
unload-featureは remove-hookを実行する。これらのフックには名前が ‘-hook’(または廃
止されたサフィックス ‘-hooks’)で終わる変数、加えて unload-feature-special-hooks、
同様に auto-mode-alistにリストされた変数も含まれる。これは重要なフックがすでに定義
されていない関数を参照をすることにより、Emacsの機能が停止することを防ぐためである。

標準的なアンロードアクティビティでは、そのライブラリー内の関数の ELPプロファイリン
グ、そのライブラリーによりプロバイドされたフィーチャ、そのライブラリーで定義された変
数に保持されたタイマーをアンドゥする。

これらの基準が機能不全を防ぐのに十分でなければ、ライブラリーは feature-unload-

functionという名前の明示的なアンローダーを定義できる。そのシンボルが関数として定義
されていたら、unload-featureは何かを行う前にまず引数なしでそれを呼び出す。これはラ
イブラリーのアンロードのために適切なすべてのことを行うことができる。これが nilをリ
ターンしたら、unload-featureは通常のアンロードアクションを処理する。それ以外ならア
ンロード処理は完了したとみなす。
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unload-featureは通常は他のライブラリーが依存するライブラリーのアンロードを拒絶す
る (ライブラリー bにたいする requireがライブラリー aに含まれるなら、aは bに依存してい
る)。オプション引数 forceが非 nilなら依存関係は無視されて、どのようなライブラリーもア
ンロードできる。

unload-feature関数はLispで記述されており、その動作は変数load-historyにもとづきます。

[Variable]unload-feature-special-hooks
この変数はライブラリー内で定義された関数を取り除くために、ライブラリーをアンロードす
る前にスキャンするフックのリストを保持する。

16.10 ロードのためのフック

変数 after-load-functionsを使用することにより、Emacsがライブラリーをロードするたびに
コードを実行させることができます:

[Variable]after-load-functions
このアブノーマルフック (abnormal hook)は、ファイルをロードした後に実行される。フッ
ク内の各関数は 1つの引数 (ロードされたファイルの絶対ファイル名)で呼び出される。

特定のライブラリーのロード後にコードを実行したければ、マクロ with-eval-after-loadを
使用します:

[Macro]with-eval-after-load library body. . .
このマクロは libraryがロードされるたびに、ファイル libraryのロードの最後で bodyが評価
されるよう準備する。libraryがすでにロード済みなら即座に bodyを評価する。

ファイル名 libraryにディレクトリーや拡張子を与える必要はない。通常は以下のようにファイ
ル名だけを与える:

(with-eval-after-load "edebug" (def-edebug-spec c-point t))

どのファイルが評価をトリガーするか制限するには、ディレクトリーか拡張子、またはその両
方を libraryに含める。実際のファイル名 (シンボリックリンク名はすべて除外される)が、与
えられた名前すべてにマッチするファイルだけがマッチとなる。以下の例ではどこかのディレ
クトリー..../foo/barにある my_inst.elcや my_inst.elc.gzは評価をトリガーするが、
my_inst.elは異なる。:

(with-eval-after-load "foo/bar/my_inst.elc" ...)

libraryはフィーチャ(たとえばシンボル)でもよく、その場合には (provide library)を呼び
出す任意のファイルの最後に bodyが評価される。

body内でのエラーはロードをアンドゥしないが、bodyの残りの実行を防げる。

上手く設計された Lispプログラムは、通常は with-eval-after-loadを使用するべきではあり
ません。(外部からの使用を意図した)他のライブラリーで定義された変数を調べたりセットする必要
があるなら、それは即座に行うことができます－－－そのライブラリーがロードされるのを待つ必要
はありまん。そのライブラリーで定義された関数を呼び出す必要があるならそのライブラリーをロー
ドすべきであって、それには require(Section 16.7 [Named Features], page 280を参照)が適し
ています。



Chapter 16: ロード 285

16.11 Emacsのダイナミックモジュール

ダイナミックEmacsモジュール (dynamic Emacs module: 動的Emacsモジュール)とは、Emacs
Lispで記述されたパッケージのように、Emacs Lispプログラムで使用するための追加機能を提供す
る共有ライブラリーです。

Emacs Lispパッケージをロードする関数は、ダイナミックモジュールのロードもできます。これ
らの関数はファイル名の拡張子、いわゆる “サフィックス”を調べることによってダイナミックモジュー
ルを認識します。

[Variable]module-file-suffix
この変数はモジュールファイルにたいするシステム依存なファイル名拡張子を保持する。POSIX
ホストでは.so、MS-Windowsでは.dll。

すべてのダイナミックモジュールは emacs_module_initという名前のCから呼び出し可能な関
数をエクスポートする必要があります。Emacsはそのモジュールをロードする loadや requireの呼
び出しの一部として、その関数を呼び出します。自身のコードがGPLまたは互換ライセンスの下に
リリースされていることを示すために、plugin_is_GPL_compatibleという名前のシンボルもエク
スポートするべきです。このようなシンボルをエクスポートしないモジュールをプログラムがロード
しようとすると、Emacsはエラーをシグナルするでしょう。

あるモジュールが Emacsの関数の呼び出しを必要とするなら、Emacsディストリビューション
に同梱されているヘッダーファイル emacs-module.hで定義および文書化された API (Application

Programming Interface)を介して行う必要があります。独自モジュールを記述する際におけるこのAPI
使用の詳細は Section E.8 [Writing Dynamic Modules], page 1190を参照してください。

モジュールはモジュールが定義する C構造体への埋め込みポインターとなる Lispオブジェクト
user-ptrを作成できます。これはモジュールが作成する複雑なデータ構造を維持してモジュールの
関数に渡して戻す場合に有用です。user-ptrオブジェクトはそれに関連付けられるファイナライザー
(finalizer: オブジェクトがガーベージコレクトされる際に呼び出される関数)をもつこともできます。
これはメモリー、オープンしたファイル記述子等のデータ構造の背後に割り当てられたリソースの解
放に有用です。Section E.8.3 [Module Values], page 1195を参照してください。

[Function]user-ptrp object
この関数は引数が user-ptrオブジェクトなら tをリターンする。

[Function]module-load file
Emacsは指定された fileからモジュールをロードして、そのモジュールに必要な初期化えを行
うために、この低レベルのプリミティブを呼び出す。これはモジュールがシンボル plugin_is_

GPL_compatibleをエクスポートすることを保証して、モジュールの emacs_module_init

関数を呼び出し、その関数のリターン値がエラーを示したりユーザーが初期化中に C-gをタイ
プしたらエラーをシグナルする。初期化が成功すると module-loadは tをリターンする。この
関数は loadとは異なり既知の拡張子をもつファイルの検索を試みないので、fileは正確なファ
イル名拡張子をもたなければならないことに注意。

loadとは異なり、module-loadは load-historyにモジュールを記録せず、何もメッセージ
をプリントしないし、再帰ロードにたいする保護も行わない。したがってほとんどのユーザー
は module-loadのかわりに load、load-file、load-library、requireを使用するべき
である。

Emacsのロード可能モジュールは、configure時にオプション--with-modulesを使用すること
により有効になります。
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17 バイトコンパイル

Emacs Lispには Lispで記述された関数をより効率的に実行できる、バイトコード (byte-code)と
呼ばれる特別な表現に翻訳するコンパイラー (compiler)があります。コンパイラーは Lispの関数定
義をバイトコードに置き換えます。バイトコード関数が呼び出されたとき、その定義はバイトコード
インタープリター (byte-code interpreter)により評価されます。

バイトコンパイルされたコードは、(本当のコンパイル済みコードのように)そのマシンのハード
ウェアによって直接実行されるのではなく、バイトコンパイラーによって評価されるため、バイトコー
ドはリコンパイルしなくてもマシン間での完全な可搬性を有します。しかし本当にコンパイルされた
コードほど高速ではありません。

一般的に任意のバージョンの Emacsはそれ以前のバージョンの Emacsにより生成されたバイト
コンパイル済みコードを実行できますが、その逆は成り立ちません。

ある Lispファイルを常にコンパイルせずに実行したい場合は、以下のように no-byte-compile

をバインドするファイルローカル変数を配置します:

;; -*-no-byte-compile: t; -*-

17.1 バイトコンパイル済みコードのパフォーマンス

バイトコンパイルされた関数はCで記述されたプリミティブ関数ほど効率的ではありませんが、Lisp
で記述されたバージョンよりは高速に実行されます。以下は例です:

(defun silly-loop (n)

"Return the time, in seconds, to run N iterations of a loop."

(let ((t1 (float-time)))

(while (> (setq n (1- n)) 0))

(- (float-time) t1)))

⇒ silly-loop

(silly-loop 50000000)

⇒ 10.235304117202759

(byte-compile 'silly-loop)

⇒ [コンパイルされたコードは表示されない]

(silly-loop 50000000)

⇒ 3.705854892730713

この例ではインタープリターによる実行には 10秒を要しますが、バイトコンパイルされたコード
は 4秒未満です。これは典型的な結果例ですが、実際の結果はさまざまでしょう。

17.2 バイトコンパイル関数

byte-compileにより、関数やマクロを個別にバイトコンパイルできます。byte-compile-fileで
ファイル全体、byte-recompile-directoryまたは batch-byte-compileで複数ファイルをコン
パイルできます。

バイトコンパイラーが警告および/またはエラーメッセージを生成することもあります (詳細は
Section 17.6 [Compiler Errors], page 291 を参照)。これらのメッセージは通常は Compilation
モードが使用する*Compile-Log*と呼ばれるバッファーに記録されます。Section “Compilation
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Mode” in The GNU Emacs Manual を参照してください。しかし変数 byte-compile-debug

が非 nilならエラーメッセージは Lisp エラーとしてシグナルされます (Section 11.7.3 [Errors],
page 165を参照)。

バイトコンパイルを意図したファイル内にマクロ呼び出しを記述する際には注意が必要です。マク
ロ呼び出しはコンパイル時に展開されるので、そのマクロは Emacsにロードされる必要があります
(さもないとバイトコンパイラーが正しく処理しないだろう)。これを処理する通常の方法は、必要なマ
クロ定義を含むファイルを requireフォームで指定することです。バイトコンパイラーは通常はコンパ
イルするコードを評価しませんが、requireフォームは指定されたライブラリーをロードすることによ
り特別に扱われます。誰かがコンパイルされたプログラムを実行する際にマクロ定義ファイルのロード
を回避するためには、require呼び出しの周囲に eval-when-compileを記述します (Section 17.5
[Eval During Compile], page 290を参照)。詳細は Section 14.3 [Compiling Macros], page 245
を参照してください。

インライン関数 (defsubst)はこれほど面倒ではありません。定義が判明する前にそのような関
数呼び出しをコンパイルした場合でも、その呼び出しは低速になるだけで正しく機能するでしょう。

[Function]byte-compile symbol
この関数は symbolの関数定義をバイトコンパイルして、以前の定義をコンパイルされた定
義に置き換える。symbolの関数定義は、その関数にたいする実際のコードでなければならな
い。byte-compileはインダイレクト関数を処理しない。リターン値は、symbolのコンパイ
ルされた定義であるようなバイトコード関数ブジェクト (Section 17.7 [Byte-Code Objects],
page 292を参照)。

(defun factorial (integer)

"INTEGERの階乗を計算する。"

(if (= 1 integer) 1

(* integer (factorial (1- integer)))))

⇒ factorial

(byte-compile 'factorial)

⇒
#[(integer)

"^H\301U\203^H^@\301\207\302^H\303^HS!\"\207"

[integer 1 * factorial]

4 "Compute factorial of INTEGER."]

symbolの定義がバイトコード関数オブジェクトなら、byte-compileは何も行わず nilをリ
ターンする。そのシンボルの関数セル内の (コンパイルされていない)オリジナルのコードはす
でにバイトコンパイルされたコードに置き換えられているので、シンボルの定義の再コンパイ
ルはしない。

byte-compileの引数として lambda式も指定できる。この場合、関数は対応するコンパイル
済みコードをリターンするが、それはどこにも格納されない。

[Command]compile-defun &optional arg
このコマンドはポイントを含む defunを読み取りそれをコンパイルして結果を評価する。実際
に関数定義であるような defun でこれを使用した場合には、その関数のコンパイル済みバー
ジョンをインストールする効果がある。

compile-defunは通常は評価した結果をエコーエリアに表示するが、argが非 nilならフォー
ムをコンパイルした後にカレントバッファーに結果を挿入する。
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[Command]byte-compile-file filename &optional load
この関数は filenameという名前の Lispコードファイルを、バイトコードのファイルにコンパ
イルする。出力となるファイルの名前は、サフィックス ‘.el’を ‘.elc’に変更することにより作
成される。filenameが ‘.el’で終了しない場合には、‘.elc’を filenameの最後に付け足す。

コンパイルは入力ファイルから 1つのフォームを逐次読み取ることにより機能する。フォーム
が関数かマクロなら、コンパイル済みの関数かマクロが書き込まれる。それ以外のフォームは
まとめられて、まとめられたものごとにコンパイルされて、そのファイルが読まれたとき実行
されるようにコンパイルされたコードが書き込まれる。入力ファイルを読み取る際には、すべ
てのコメントは無視される。

このコマンドはエラーがなければ t、それ以外は nilをリターンする。インタラクティブに呼
び出されたときは、ファイル名の入力をもとめる。

loadが非 nilなら、このコマンドはファイルのコンパイル後にコンパイル済みファイルをロー
ドする。interactiveに呼び出した場合には、loadはプレフィックス引数。

$ ls -l push*

-rw-r--r-- 1 lewis lewis 791 Oct 5 20:31 push.el

(byte-compile-file "~/emacs/push.el")

⇒ t

$ ls -l push*

-rw-r--r-- 1 lewis lewis 791 Oct 5 20:31 push.el

-rw-rw-rw- 1 lewis lewis 638 Oct 8 20:25 push.elc

[Command]byte-recompile-directory directory &optional flag force
このコマンドは directory(またはそのサブディレクトリー)内の、リコンパイルを要するすべて
の ‘.el’ファイルをリコンパイルする。‘.elc’ファイルが存在して、それが ‘.el’より古いファ
イルは、リコンパイルが必要となる。

‘.el’ファイルに対応する ‘.elc’ファイルが存在しない場合に何を行うかを flagで指定する。
nilなら、このコマンドはこれらのファイルを無視する。flagが 0なら、それらをコンパイル
する。nilと 0以外なら、それらのファイルをコンパイルするかユーザーに尋ねて、同様にそ
れぞれのサブディレクトリーについても尋ねる。

インタラクティブに呼び出されると、byte-recompile-directoryは directoryの入力を求
めて、flagはプレフィクス引数となる。

forceが非 nilなら、このコマンドは ‘.elc’ファイルが存在するすべての ‘.el’ファイルをリコ
ンパイルする。

リターン値は不定。

[Function]batch-byte-compile &optional noforce
この関数はコマンドラインで指定されたファイルにたいして byte-compile-fileを実行す
る。この関数は処理が完了すると Emacsを killするので、Emacsのバッチ実行でのみ使用し
なければならない。1つのファイルでエラーが発生しても、それによって後続のファイルにた
いする処理が妨げられることはないが、そのファイルにたいする出力ファイルは生成されず、
Emacsプロセスは 0以外のステータスコードで終了する。

noforceが非nilなら、この関数は最新の ‘.elc’ファイルがあるファイルをリコンパイルしない。

$ emacs -batch -f batch-byte-compile *.el
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17.3 ドキュメント文字列とコンパイル

Emacsがバイトコンパイルされたファイルから関数や変数をロードする際、通常はメモリー内にそれ
らのドキュメント文字列をロードしません。それぞれのドキュメント文字列は、必要なときだけバイ
トコンパイルされたファイルからダイナミック (dynamic: 動的)にロードされます。ドキュメント文
字列の処理をスキップすることにより、メモリーが節約されてロードが高速になります。

この機能には欠点があります。コンパイル済みのファイルを削除や移動、または (新しいバージョ
ンのコンパイル等で)変更した場合、Emacsは以前にロードした関数や変数のドキュメント文字列に
アクセスできなくなるでしょう。このような問題は通常なら、あなた自身がEmacsをビルドしたとき
に、その Lispファイルを編集および/またはリコンパイルしたときだけ発生します。この問題は、リ
コンパイル後にそれぞれのファイルをリロードするだけで解決します。

バイトコンパイルされたファイルからのドキュメント文字列のダイナミックロードは、バイトコ
ンパイルされたファイルごとにコンパイル時に解決されます。これはオプション byte-compile-

dynamic-docstringsで無効にできます。

[User Option]byte-compile-dynamic-docstrings
これが非 nilなら、バイトコンパイラーはドキュメント文字列をダイナミックロードするよう
にセットアップしたコンパイル済みファイルを生成する。

特定のファイルでダイナミックロード機能を無効にするには、以下のようにヘッダー行でこの
オプションに nilをセットする (Section “Local Variables in Files” in The GNU Emacs
Manualを参照)。

-*-byte-compile-dynamic-docstrings: nil;-*-

これは主として、あるファイルを変更しようとしていて、そのファイルをすでにロード済みの
Emacsセッションがファイルを変更した際にも正しく機能し続けることを望む場合に有用で
ある。

内部的にはドキュメント文字列のダイナミックロードは、特殊な Lispリーダー構文 ‘#@count’と
ともにコンパイル済みファイルに書き込むことによって達成される。この構文は次の count文字をス
キップする。さらに ‘#$’構文も使用され、これはこのファイルの名前 (文字列)を意味する。これらの
構文を Lispソースファイル内で使用しないこと。これらは人間がファイルを読む際に明確であるよう
にデザインされていない。

17.4 個々の関数のダイナミックロード

ファイルをコンパイルするとき、オプションでダイナミック関数ロード (dynamic function loading)
機能 (laxyロード (lazy loading)とも呼ばれる)を有効にできます。ダイナミック関数ロードでは、
ファイルのロードでファイル内の関数定義は完全には読み込まれません。かわりに各関数定義にはそ
のファイルを参照するプレースホルダーが含まれます。それぞれ関数が最初に呼び出されるときにそ
のプレースホルダーを置き換えるために、ファイルから完全な定義が読み込まれます。

ファイルのロードがより高速になるだろうというのがダイナミック関数ロードの利点です。ユー
ザーが呼び出せる関数を多く含むファイルにとって、それらの関数のうち 1つを使用したら多分残り
の関数も使用するというのでなければ、これは利点になります。多くのキーボードコマンドを提供す
る特化したモードは、このパターンの使い方をする場合があります。ユーザーはそのモードを呼び出
すかもしれませんが、使用するのはそのモードが提供するコマンドのわずか一部です。

ダイナミックロード機能には不利な点がいくつかあります:

• ロード後にコンパイル済みファイルの削除や移動を行うと、Emacsはまだロードされていない
残りの関数定義をロードできなくなる。
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• (新しいバージョンのコンパイル等で)コンパイル済みファイルを変更した場合に、まだロードさ
れていない関数のロードを試みると通常は無意味な結果となる。

このような問題は通常の状況でインストールされた Emacsファイルでは決して発生しません。し
かしあなたが変更した Lispファイルでは発生し得ます。それぞれのファイルをリコンパイルしたら
すぐに新たなコンパイル済みファイルをリロードするのが、これらの問題を回避する一番簡単な方法
です。

ダイナミックな関数ロードの使用により提供される利点がほとんど計測できないという経験から、
この機能は Emacs 27.1以降は廃止されます。

コンパイル時に変数 byte-compile-dynamicが非 nilなら、バイトコンパイラーはダイナミッ
ク関数ロード機能を使用します。ダイナミックロードが望ましいのは特定のファイルにたいしてだけ
なので、この変数をグローバルにセットしないでください。そのかわりに、特定のソースファイルの
ファイルローカル変数でこの機能を有効にしてください。たとえばソースファイルの最初の行に以下
のテキストを記述することにより、これを行うことができます:

-*-byte-compile-dynamic: t;-*-

[Variable]byte-compile-dynamic
これが非 nilなら、バイトコンパイラーはダイナミック関数ロード用にセットアップされたコ
ンパイル済みファイルを生成する。

[Function]fetch-bytecode function
functionがバイトコード関数オブジェクトなら、それがまだ完全にロードされていなければ、
バイトコンパイル済みのファイルからの functionのバイトコードのロードを完了させる。それ
以外なら何も行わない。この関数は常に functionをリターンする。

17.5 コンパイル中の評価

これらの機能によりプログラムのコンパイル中に評価されるコードを記述できます。

[Special Form]eval-and-compile body. . .
このフォームはそれを含むコードがコンパイルされるとき、および (コンパイルされているか
いないかに関わらず)実行されるときの両方で bodyが評価されるようにマークする。

bodyを別のファイルに配置して、そのファイルをrequireで参照すれば同様の結果が得られる。
これは bodyが大きいときに望ましい方法である。事実上、requireは自動的に eval-and-

compileされて、そのパッケージはコンパイル時と実行時の両方でロードされる。

autoloadも実際は eval-and-compileされる。これはコンパイル時に認識されるので、その
ような関数の使用により警告 “not known to be defined”は生成されない。

ほとんどの eval-and-compileの使用は、完全に妥当であると言えよう。

あるマクロがマクロの結果を構築するためのヘルパー関数をもち、そのマクロがそのパッケー
ジにたいしてローカルと外部の両方で使用される場合には、コンパイル時と後の実行時にその
ヘルパー関数を取得するために eval-and-compileを使用すること。

これは関数がプログラム的に (fsetで)定義されている場合には、コンパイル時と実行時にプ
ログラム的な定義を行わせてそれらの関数の呼び出しをチェックするためにも使用できる (“not
known to be defined”の警告は抑制される)。

[Special Form]eval-when-compile body. . .
このフォームは bodyがコンパイル時に評価され、コンパイルされたプログラムがロードされ
るときは評価されないようにマークする。コンパイラーによる評価の結果はコンパイル済みの
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プログラム内の定数となる。ソースファイルをコンパイルではなくロードすると、bodyは通常
どおり評価される。

生成するために何らかの計算が必要な定数があるなら、eval-when-compileはコンパイル時
にそれを行なうことができる。たとえば、

(defvar my-regexp

(eval-when-compile (regexp-opt '("aaa" "aba" "abb"))))

他のパッケージを使用しているが、そのパッケージのマクロ (バイトコンパイラーはそれらを展開
します)だけが必要なら、それらを実行せずにコンパイル用にロードさせるために eval-when-

compileを使用できる。たとえば、

(eval-when-compile

(require 'my-macro-package))

これらの事項は、マクロと defsubst関数がローカルに定義されていて、そのファイル内だけ
で使用されることを要求する。これらはそのファイルのコンパイルに必要だが、コンパイル済
みファイルの実行には、ほとんどの場合必要ない。たとえば、

(eval-when-compile

(unless (fboundp 'some-new-thing)

(defmacro 'some-new-thing ()

(compatibility code))))

これは大抵は他のバージョンの Emacsとの互換性の保証のためのコードにたいしてのみ有用
である。

Common Lispに関する注意: トップレベルでは、eval-when-compileはCommon Lispの
イディオム (eval-when (compile eval) ...)に類似する。トップレベル以外では、Com-
mon Lispのリーダーマクロ ‘#.’(ただし解釈時を除く)が、eval-when-compileと近いこと
を行う。

17.6 コンパイラーのエラー

バイトコンパイルのエラーメッセージと警告メッセージは、*Compile-Log*という名前のバッファー
にプリントされます。これらのメッセージには、問題となる箇所を示すファイル名と行番号が含まれ
ます。これらのメッセージにたいして、コンパイラー出力を操作する通常の Emacsコマンドが使用
できます。

あるエラーがプログラムのシンタックスに由来する場合、バイトコンパイラーはエラーの正確な位
置の取得に際して混乱するかもしれません。バッファー *Compiler Input*.にスイッチするのは、
これを調べ 1つの方法です (このバッファー名はスペースで始まるので、Buffer Menuに表示されな
い)。このバッファーにはコンパイルされたプログラムと、バイトコンパイラーが読み取った箇所から
ポイントがどれほど離れているかが含まれ、エラーの原因はその近傍の可能性があります。シンタッ
クスエラーを見つけるヒントについては、Section 18.3 [Syntax Errors], page 329を参照してくだ
さい。

定義されていない関数や変数の使用は、バイトコンパイラーにより報告される警告のタイプとして
は一般的です。そのような警告では、定義されていない関数や変数を使用した位置ではなく、そのファ
イルの最後の行の行番号が報告されるので、それを見つけるには手作業で検索しなければなりません。

定義のない関数や変数の警告が間違いだと確信できる場合には、警告を抑制する方法がいくつかあ
ります:

• 関数 funcへの特定の呼び出しにたいする警告は、それを条件式 fboundpでテストすることで抑
制できる:
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(if (fboundp 'func) ...(func ...)...)

funcへの呼び出しはif文の then-form内になければならず、funcはfboundp呼び出し内でクォー
トされていなければならない (この機能は condでも同様に機能する)。

• 同じように、変数 variableの特定の使用についの警告を、条件式内の boundpテストで抑制で
きる:

(if (boundp 'variable) ...variable...)

variableへの参照は if文の then-form内になければならず、variableは boundp呼び出し内で
クォートされていなければならない。

• コンパイラーに関数が declare-functionを使用して定義されていると告げることができる。
Section 13.15 [Declaring Functions], page 239を参照のこと。

• 同じように変数が初期値なしの defvarを使用して定義されているとコンパイラーに告げること
ができる (カレントレキシカルスコープ、またはトップレベルにあればファイルでのみダイナミッ
クにバインドされているとして変数を特別な変数としてマークすることに注意。Section 12.5
[Defining Variables], page 179を参照のこと。

with-suppressed-warningsマクロを使用して特定の式にたいするコンパイラーの警告を抑制
することもできます:

[Special Form]with-suppressed-warnings warnings body. . .
これは実行においては (progn body...)と等価だが、コンパイラーは body内の指定したコ
ンディションにたいする警告を発しない。warningsは警告シンボルと、それらを適用する関数/
変数シンボルの連想リスト。たとえば fooという時代遅れ (obsolete)の関数を呼び出したいが
コンパイル時の警告を抑止したければ、以下のようにする:

(with-suppressed-warnings ((obsolete foo))

(foo ...))

コンパイラー警告の抑制をより粗く行うには with-no-warnings構文を使用できます:

[Special Form]with-no-warnings body. . .
これは実行時には (progn body...)と等価だが、コンパイラーは bodyの中で起こるいかな
る事項にたいしても警告を発しない。

わたしたちはかわりに with-suppressed-warningsの使用を推奨するが、この構文を使用す
る場合には、あなたが抑制したいと意図する警告以外の警告を失わないようにするために、可
能な限り小さいコード断片にたいしてこの構文を使用すること。

変数 byte-compile-warningsをセットすることにより、コンパイラーの警告をより詳細に制御
できます。詳細は変数のドキュメント文字列を参照してください。

errorを使用してバイトコンパイラーの警告が報告されることを望む場合があるかもしれません。
そのような場合には byte-compile-error-on-warnを非 nil値にセットしてください。

17.7 バイトコード関数オブジェクト

バイトコンパイルされた関数は、バイトコード関数オブジェクト (byte-code function objects)とい
う特別なデータ型をもちます。関数呼び出しとしてそのようなオブジェクトが出現したとき、Emacs
はそのバイトコードを実行するために、常にバイトコードインタープリターを使用します。

内部的にはバイトコード関数オブジェクトはベクターとよく似ています。バイトコード関数オブ
ジェクトの要素には arefを通じてアクセスできます。バイトコード関数オブジェクトのプリント表現
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(printed representation)はベクターと似ていて、開き ‘[’の前に ‘#’が追加されます。バイト関数オ
ブジェクトは少なくとも 4つの要素をもたねばならず、その要素数に上限はありません。しかし通常
使用されるのは最初の 6要素です。これらは:

argdesc 引数の記述子 (descriptor)。これは Section 13.2.3 [Argument List], page 213で説
明されるような引数のリスト、または要求される引数の個数をエンコードする整数のい
ずれかである。後者の場合、その記述子の値は 0ビットから 6ビットで引数の最小個数、
8ビットから 14ビットで引数の最大個数を指定する。引数リストが&restを使用するな
ら 7ビットがセットされて、それい以外ならクリアーされる。

argdescがリストなら、そのバイトコード実行前に引数はダイナミックにバインドされ
る。argdescが整数なら、引数リストはそのバイトコード実行前にバイトコーピンター
プリンターのスタックに pushされる。

byte-code バイトコード命令を含む文字列。

constants バイトコードにより参照される Lispオブジェクトのベクター。関数名と変数名に使用さ
れるシンボルが含まれる。

stacksize この関数が要するスタックの最大サイズ。

docstring (もしあれば)ドキュメント文字列。それ以外は nil。ドキュメント文字列がファイルに
格納されている場合、値は数字かリストかもしれない。本当のドキュメント文字列の取得
には、関数 documentationを使用する (Section 24.2 [Accessing Documentation],
page 521を参照)。

interactive
(もしあれば)インタラクティブ仕様。文字列か Lisp式。インタラクティブでない関数
では nil。

以下はバイトコード関数オブジェクトのプリント表現の例です。これはコマンド backward-sexp

の定義です。

#[256

"\211\204^G^@\300\262^A\301^A[!\207"

[1 forward-sexp]

3

1793299

"^p"]

バイトコードオブジェクトを作成するプリミティブな方法は make-byte-codeです:

[Function]make-byte-code &rest elements
この関数は elementsを要素とするバイトコードオブジェクトを構築してリターンする。

あなた自身で要素を収集してバイトコード関数を構築しないでください。それらが矛盾する場合、
その関数の呼び出しにより Emacsがクラッシュするかもしれません。これらのオブジェクトの作成
は常にバイトコンパイラーにまかせてください。(願わくば)バイトコンパイラーは要素を矛盾なく構
築します。

17.8 逆アセンブルされたバイトコード

人はバイトコードを記述しません。それはバイトコンパイラーの仕事です。しかし好奇心を満たすた
めに、わたしたちはディスアセンブラを提供しています。ディスアセンブラはバイトコードを人間が
読めるフォームに変換します。
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バイトコードインタープリターは、シンプルなスタックマシンとして実装されています。これは値
を自身のスタックに pushして、計算で使用するためにそれらを popして取り出し、その結果を再び
そのスタックに pushして戻します。バイトコード関数がリターンするときは、スタックから値を pop
して取り出し、その関数の値としてリターンします。

それに加えてスタックとバイトコード関数は、値を変数とスタック間で転送することにより、普通
の Lisp変数を使用したり、バインドやセットを行うことができます。

[Command]disassemble object &optional buffer-or-name
このコマンドは objectにたいするディスアセンブルされたコードを表示する。インタラクティ
ブに使用した場合、または buffer-or-nameが nilか省略された場合は、*Disassemble*とい
う名前のバッファーに出力します。buffer-or-nameが非 nilなら、それはバッファーもしくは
既存のバッファーの名前でなければならない。その場合は、そのバッファーのポイント位置に
出力され、ポイントは出力の前に残りされる。

引数 objectには関数名、ラムダ式 (Section 13.2 [Lambda Expressions], page 212を参照)、
またはバイトコードオブジェクト (Section 17.7 [Byte-Code Objects], page 292を参照)を
指定できる。ラムダ式なら disassembleはそれをコンパイルしてから、そのコンパイル済み
コードをディスアセンブルする。

以下に disassemble関数を使用した例を 2つ示します。バイトコードと Lispソースを関連付け
る助けとなるように、説明的なコメントを追加してあります。これらのコメントは disassembleの
出力にはありません。

(defun factorial (integer)

"Compute factorial of an integer."

(if (= 1 integer) 1

(* integer (factorial (1- integer)))))

⇒ factorial

(factorial 4)

⇒ 24

(disassemble 'factorial)

a byte-code for factorial:

doc: Compute factorial of an integer.

args: (integer)

0 varref integer ; integerの値を取得して
; それをスタック上に pushする

1 constant 1 ; スタック上に 1を pushする
2 eqlsign ; 2つの値をスタックから popして取り出し、

; それらを比較して結果をスタック上に pushする
3 goto-if-nil 1 ; スタックのトップを popしてテストする

; nilなら 1へ、それ以外は continue
6 constant 1 ; スタックのトップに 1を pushする
7 return ; スタックのトップの要素をリターンする
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8:1 varref integer ; integerの値をスタック上に pushする
9 constant factorial ; factorialをスタック上に pushする
10 varref integer ; integerの値をスタック上に pushする
11 sub1 ; integerを popして値をデクリメントする

; スタック上に新しい値を pushする
12 call 1 ; スタックの最初 (トップ)の要素を引数として

; 関数 factorialを呼び出す
; リターン値をスタック上に pushする

13 mult ; スタックのトップ 2要素を popして取り出し乗じ
; 結果をスタック上に pushする

14 return ; スタックのトップ要素をリターンする

silly-loopは幾分複雑です:

(defun silly-loop (n)

"Return time before and after N iterations of a loop."

(let ((t1 (current-time-string)))

(while (> (setq n (1- n))

0))

(list t1 (current-time-string))))

⇒ silly-loop

(disassemble 'silly-loop)

a byte-code for silly-loop:

doc: Return time before and after N iterations of a loop.

args: (n)

0 constant current-time-string ; current-time-stringを
; スタック上のトップに pushする

1 call 0 ; 引数なしで current-time-stringを呼び出し
; 結果をスタック上に pushする

2 varbind t1 ; スタックを popして t1に popされた値をバインドする
3:1 varref n ; 環境から nの値を取得して

; その値をスタック上に pushする
4 sub1 ; スタックのトップから 1を減ずる
5 dup ; スタックのトップを複製する

; たとえばスタックのトップをコピーしてスタック上に
pushする
6 varset n ; スタックのトップを popして

; nをその値にバインドする

;; (要はシーケンス dup varsetは popせずに
;; スタックのトップを nの値にコピーする)

7 constant 0 ; スタック上に 0を pushする
8 gtr ; スタックのトップ 2値を popして取り出し

; nが 0より大かテストし
; 結果をスタック上に pushする
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9 goto-if-not-nil 1 ; n > 0なら 1へ
; (これは while-loopを継続する)
; それ以外は continue

12 varref t1 ; t1の値をスタック上に pushする
13 constant current-time-string ; current-time-stringを

; スタックのトップに pushする
14 call 0 ; 再度 current-time-stringを呼び出す
15 unbind 1 ; ローカル環境の t1をアンバインドする
16 list2 ; スタックのトップ 2要素を popして取り出し

; それらのリストを作りスタック上に pushする
17 return ; スタックのトップの値をリターンする
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18 Lispプログラムのデバッグ

Emacs Lispプログラム内の問題を見つけて詳細に調べる方法がいくつかあります。

• プログラム実行中に問題が発生した場合には、Lisp評価機能をサスペンドするためにビルトイン
の Emacs Lispデバッガを使用して評価機能の内部状態の調査および/または変更を行なうこと
ができる。

• Emacs Lispにたいするソースレベルデバッガの Edebugを使用できる。

• trace.elパッケージが提供するトレース機能を使用して問題に関する関数の実行をトレース
できます。このパッケージは関数呼び出しのトレース用に trace-function-foregroundと
trace-function-background、値をトレースする変数の追加用に trace-valuesという関数
を提供する。詳細は trace.elにあるこれらの機能のドキュメントを参照のと。

• 文法的な問題により Lispがプログラムを読むことさえできない場合には、Lisp編集コマンドを
使用して該当箇所を見つけることができる。

• バイトコンパイラーがプログラムをコンパイルするとき、コンパイラーにより生成されるエラー
メッセージと警告メッセージを調べることができる。Section 17.6 [Compiler Errors], page 291
を参照のこと。

• Testcoverパッケージを使用してプログラムのテストカバレッジを行なうことができる。

• ERTパッケージを使用してプログラムにたいするリグレッションテストを記述できる。ERT:
Emacs Lisp Regression Testing を参照のこと。

• プログラムをプロファイルしてプログラムをより効果的にするためのヒントを取得できる。

入出力の問題をデバックする便利なその他のツールとして、ドリブルファイル (dribble file: Sec-
tion 40.13 [Terminal Input], page 1120を参照)と、open-termscript関数 (Section 40.14 [Ter-
minal Output], page 1121)があります。

18.1 Lispデバッガ

普通の Lispデバッガは、フォーム評価のサスペンド機能を提供します。評価がサスペンド (一般的に
は breakの状態として知られる)されている間、実行時スタックを調べたり、ローカル変数やグローバ
ル変数の値を調べたり変更することができます。breakは再帰編集 (recursive edit)なので、Emacs
の通常の編集機能が利用可能です。デバッガにエンターするようにプログラムを実行することさえ可
能です。Section 21.13 [Recursive Editing], page 418を参照してください。

18.1.1 エラーによるデバッガへのエンター

デバッガに入るタイミングとして一番重要なのは、Lispエラーが発生したときです。デバッガではエ
ラーの直接原因を調査できます。

しかしデバッガへのエンターは、エラーによる通常の結末ではありません。多くのコマンドは不適
切に呼び出されたときに Lispエラーをシグナルするので、通常の編集の間にこれが発生するたびデ
バッガにエンターするのは、とても不便でしょう。したがってエラーの際にデバッガにエンターした
いなら、変数 debug-on-errorに非 nilをセットします (コマンド toggle-debug-on-errorはこ
れを簡単に行う方法を提供する)。

[User Option]debug-on-error
この変数はエラーがシグナルされて、それがハンドルされていないときにデバッガを呼び出す
かどうかを決定する。debug-on-errorが tなら、debug-ignored-errors(以下参照)にリ
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ストされているエラー以外の、すべての種類のエラーがデバッガを呼び出す。nilならデバッガ
を呼び出さない。

値にはエラー条件 (Section 11.7.3.1 [Signaling Errors], page 166 を参照) のリストも
指定できる。その場合はこのリスト内のエラー条件だけによってデバッガが呼び出され
る (debug-ignored-errorsにもリストされているエラー条件は除外される)。たとえば
debug-on-errorをリスト (void-variable)にセットすると、値をもたない変数に関する
エラーにたいしてのみデバッガが呼び出される。

eval-expression-debug-on-errorがこの変数をオーバーライドするケースがいくつかあ
ることに注意 (以下参照)。

この変数が非 nilのとき、Emacs はプロセスフィルター関数と番兵 (sentinel) の周囲にエ
ラーハンドラーを作成しない。したがってこれらの関数内でのエラーは、デバッガを呼び出す。
Chapter 38 [Processes], page 936を参照のこと。

[User Option]debug-ignored-errors
この変数は debug-on-errorの値に関わらず、デバッガにエンターすべきでないエラーを指定
する。変数の値はエラー条件のシンボルおよび/または正規表現のリスト。エラーがこれら条件
シンボルのいずれか、またはエラーメッセージが正規表現のいずれかにマッチすれば、そのエ
ラーはデバッガにエンターしない。

この変数の通常の値には user-error、および編集中に頻繁に発生するが Lispプログラムの
バグに起因することは稀であるような、いくつかのエラーが含まれる。しかし “稀である”こと
は “絶対ない”ということではない。あなたのプログラムがこのリストにマッチするエラーに
よって機能しないなら、そのエラーをデバッグするためにこのリストの変更を試みるのもよい
だろう。通常は debug-ignored-errorsを nilにセットしておくのが、もっとも簡単な方法
である。

[User Option]eval-expression-debug-on-error
この変数が非 nil値 (デフォルト)なら、コマンド eval-expressionの実行により一時的に
debug-on-errorが tがバインドされる。Section “Evaluating Emacs Lisp Expressions”
in The GNU Emacs Manualを参照のこと。

eval-expression-debug-on-errorが nilな ら 、eval-expressionの 間 も
debug-on-errorの値は変更されない。

[User Option]debug-on-signal
condition-caseでキャッチされたエラー、は通常は決してデバッガを呼び出さない。
condition-caseはデバッガがそのエラーをハンドルする前にエラーをハンドルする機会を
得る。

debug-on-signalを非 nil値に変更すると、condition-caseの存在如何に関わらずすべて
のエラーにおいてデバッガが最初に機会を得る (デバッガを呼び出すためには依然としてその
エラーが debug-on-errorと debug-ignored-errorsで指定された条件を満たさなければ
ならない)。

たとえば emacsclientの--evalオプションによるコードの評価からバックトレースを取得す
るためにはこの変数をセットすると便利。この変数が非 nilのときに emacsclientで評価され
た Lispコードがエラーをシグナルすると、バックトレースは実行中の Emacsにポップアップ
される。

警告: この変数を非 nilにセットすると、芳しくない効果があるかもしれない。Emacsのさ
まざまな部分で処理の通常の過程としてエラーがキャッチされており、そのエラーが発生した
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ことに気づかないことさえあるかもしれない。condition-caseでラップされたコードをデ
バッグする必要があるなら、condition-case-unless-debug(Section 11.7.3.3 [Handling
Errors], page 168を参照)の使用を考慮されたい。

[User Option]debug-on-event
debug-on-eventをスペシャルイベント (Section 21.9 [Special Events], page 414を参照)
にセットすると、Emacsは special-event-mapをバイパスしてこのイベントを受け取ると
即座にデバッガへのエンターを試みる。現在のところサポートされる値は、シグナル SIGUSR1

と SIGUSR2に対応する値のみ (これがデフォルト)。これは inhibit-quitがセットされてい
て、それ以外は Emacsが応答しない場合に有用かもしれない。

[Variable]debug-on-message
debug-on-messageに正規表現をセットした場合は、それにマッチするメッセージがエコーエ
リアに表示されると、Emacsはデバッガにエンターする。たとえばこれは特定のメッセージの
原因を探すのに有用かもしれない。

initファイルロード中に発生したエラーをデバッグするには、オプション ‘--debug-init’を使用
する。これは initファイルロードの間に debug-on-errorを tにバインドして、通常は initファイ
ル内のエラーをキャッチする condition-caseをバイパスする。

18.1.2 無限ループのデバッグ

プログラムが無限にループしてリターンできないとき、最初の問題はそのループをいかに停止するか
です。ほとんどのオペレーティングシステムでは、(quit させる)C-gでこれを行うことができます。
Section 21.11 [Quitting], page 415を参照してください。

普通の quit では、なぜそのプログラムがループしたかについての情報は与えられません。変数
debug-on-quitに非 nilをセットすることにより、より多くの情報を得ることができます。無限ルー
プの途中でデバッガを実行すれば、デバッガからステップコマンドで先へ進むことができます。ルー
プ全体をステップで追えば、問題を解決するために十分な情報が得られるでしょう。

C-gによる quitはエラーとは判断されないので、C-gのハンドルに debug-on-errorは効果があ
りません。同じように debug-on-quitはエラーにたいして効果がありません。

[User Option]debug-on-quit
この変数は quitがシグナルされて、それがハンドルされていないときにデバッガを呼び出すか
どうかを決定する。debug-on-quitが非 nilなら、quit(つまり C-gをタイプ)したときは常
にデバッガが呼び出される。debug-on-quitが nil(デフォルト)なら、quitしてもデバッガ
は呼び出されない。

18.1.3 関数呼び出しによるデバッガへのエンター

プログラムの途中で発生する問題を調べるための有用なテクニックの 1つは、特定の関数が呼び出さ
れたときデバッガにエンターする方法です。問題が発生した関数にこれを行ってその関数をステップ
で追ったり、問題箇所の少し手前の関数呼び出しでこれを行って、その関数をステップオーバーして
その後をステップで追うことができます。

[Command]debug-on-entry function-name
この関数は function-nameが呼び出されるたびにデバッガの呼び出しを要求する。

Lispコードで定義された任意の関数とマクロは、インタープリターに解釈されたコードかコ
ンパイル済みのコードかに関わらず、エントリーに breakをセットできる。その関数がコマン
ドなら Lispから呼び出されたときと、インタラクティブに呼び出されたときにデバッガにエ



Chapter 18: Lispプログラムのデバッグ 300

ンターする。(たとえば Cで記述された)プリミティブ関数にもこの方法で debug-on-entry

をセットできるが、そのプリミティブが Lisp コードから呼び出されたときだけ効果がある。
debug-on-entryはスペシャルフォームにはセットできない。

debug-on-entryがインタラクティブに呼び出されたときは、ミニバッファーで function-name
の入力を求める。その関数がすでにエントリーでデバッガを呼び出すようにセットアップされ
ていたら、debug-on-entryは何も行わない。debug-on-entryは常に function-nameをリ
ターンする。

以下はこの関数の使い方を説明するための例である:

(defun fact (n)

(if (zerop n) 1

(* n (fact (1- n)))))

⇒ fact

(debug-on-entry 'fact)

⇒ fact

(fact 3)

------ Buffer: *Backtrace* ------

Debugger entered--entering a function:

* fact(3)

eval((fact 3))

eval-last-sexp-1(nil)

eval-last-sexp(nil)

call-interactively(eval-last-sexp)

------ Buffer: *Backtrace* ------

[Command]cancel-debug-on-entry &optional function-name
この関数は function-nameにたいする debug-on-entryの効果をアンドゥする。インタラク
ティブに呼び出されたときは、ミニバッファーで function-nameの入力を求める。function-
nameが省略または nilなら、すべての関数にたいする break-on-entryをキャンセルする。エ
ントリー時に breakするようセットアップされていない関数に cancel-debug-on-entryを
呼び出したときは何も行わない。

18.1.4 変数の変更時にデバッガにエンターする。

不正な変数のセッティングが関数に問題をもたらすときがあります。元のセッティングを調べるため
には、変数の変更時に常にデバッガがトリガーされるようにセットアップするのが手軽な方法です。

[Command]debug-on-variable-change variable
この関数は variableの変更時に常にデバッガが呼び出されるようにアレンジする。

これは watchpointメカニズムを使用して実装されているので同じような特徴と制限を継承す
る。つまり variableのすべてのエイリアスは一緒にwatchされて、watch対象はダイナミック
変数のみであり変数から参照されるオブジェクトの変更は検出されない。詳細は Section 12.9
[Watching Variables], page 185を参照のこと。

[Command]cancel-debug-on-variable-change &optional variable
この関数は variableにたいする debug-on-variable-changeの効果をアンドゥする。インタ
ラクティブに呼び出されたときはミニバッファーで variableの入力をもとめる。variableが省略
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か nilならすべての変数にたいする変更時のブレークを取り消す。カレントで変更時にブレーク
するようにセットアップされていない変数にたいして cancel-debug-on-variable-change

の呼び出しは何も行わない。

18.1.5 明示的なデバッガへのエントリー

プログラム内の特定箇所に式 (debug)を記述することによって、その箇所でデバッガが呼び出される
ようにできます。これを行うにはソースファイルを visitして、適切な箇所にテキスト ‘(debug)’を
挿入し、C-M-x(Lispモードでの eval-defunにたいするキーバインド)をタイプします。警告: 一時
的なデバッグ目的のためにこれを行なう場合には、ファイルを保存する前に確実にアンドゥしてくだ
さい!

‘(debug)’を挿入する箇所は追加フォームが評価されることができ、かつその値を無視することがで
きる箇所でなければなりません (‘(debug)’の値を無視しないとプログラムの実行が変更されてしまう
だろう!)。一般的にもっとも適した箇所は、prognまたは暗黙的な progn(Section 11.1 [Sequencing],
page 146を参照)の内部です。

デバッグ命令を配置したいソースコード中の正確な箇所がわからないが、特定のメッセージが表
示されたときにバックトレースを表示したい場合には、意図するメッセージにマッチする正規表現を
debug-on-messageにセットできます。

18.1.6 デバッガの使用

デバッガにエンターすると、その前に選択されていたウィンドウを 1つのウィンドウに表示して、他
のウィンドウに*Backtrace*という名前のバッファーを表示します。backtraceバッファーには、現
在実行されている Lisp関数の各レベルが 1行ずつ含まれます。このバッファーの先頭は、デバッガが
呼び出された理由を説明するメッセージ (デバッガがエラーにより呼び出された場合はエラーメッセー
ジや関連するデータなど)です。

backtraceバッファーは読み取り専用で、文字キーにデバッガコマンドが定義された Debugger
モードという特別なメジャーモードを使用します。通常のEmacs編集コマンドが利用できます。した
がってエラー時に編集されていたバッファーを調べるためにウィンドウを切り替えたり、バッファー
の切り替えやファイルの visit、その他一連の編集処理を行なうことができます。しかしデバッガは再
帰編集レベル (Section 21.13 [Recursive Editing], page 418を参照)にあり、編集が終わったらそ
れは backtraceバッファーに戻って、(qコマンドで)デバッガを exitできます。デバッガを exitする
ことによって再帰編集を抜け出し、backtraceバッファーはバリー (bury: 覆い隠す)されます (変数
debugger-bury-or-killwをセットすることによって backtraceバッファーで qコマンドが何を行
うかをカスタマイズできる。たとえばバッファーをバリーせずに killしたいなら、この変数を killに
セットする。他の値については変数のドキュメントを調べてほしい)。

デバッガにエンターしたとき、eval-expression-debug-on-errorに一致するように変数
debug-on-errorが一時的にセットされます。変数 eval-expression-debug-on-errorが非
nilなら、debug-on-errorは一時的に tにセットされます。これはデバッグセッション行っている
間にさらにエラーが発生すると、(デフォルトでは)他の backtraceがトリガーされることを意味しま
す。これが望ましくなければ、debugger-mode-hook内で eval-expression-debug-on-error

を nilにセットするか、debug-on-errorを nilにセットすることができます。

デバッガは Lispインタープリターの状態について想定を行うので、バイトコンパイルされて実行
されなければなりません。デバッガがインタープリターに解釈されて実行されているときは、これら
の想定は正しくなくなります。
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18.1.7 バックトレース

Debugger モードは Edebug と ERT(Section 18.2 [Edebug], page 307 と ERT: Emacs Lisp
Regression Testing を参照)が backtrace表示にも使用する Backtraceモードから派生したモード
です。

backtraceバッファーは実行されている関数と、その関数の引数の値を示します。backtraceバッ
ファー作成時には 1つのスタックフレームにたいして 1行 (非常に長い可能性がある)を表示します
(スタックフレームとは Lispインタープリターが特定の関数呼び出しに関する情報を記録する場所の
こと)。もっとも最近の呼び出しが最上行になります。

backtraceではフレームを記述する行にポイントを移動してフタックフレームを指定できます。ポ
イントのある行のフレームがカレントフレーム (current frame)とみなされます。

関数名に下線が引かれている場合には、Emacsがソースコードの場所を知っていることを意味し
ます。その関数名をマウスでクリックするか、そこに移動して RETをタイプすることにより、ソース
コードを visitできます。下線のない関数名や変数名にポイントがあるときに RETをタイプした場合
には、もしあればそのシンボルにたいするヘルプ情報を helpバッファーで確認することもできます。
M-.にバインドされている xref-find-definitionsコマンドは backtrace内の任意の識別子にも
使用できます (Section “Looking Up Identifiers” in The GNU Emacs Manualを参照)。

backtraceでは長いリストの末尾およびベクターや構造、同じように深くネストされたオブジェク
トの終端は下線つきの “...”でプリントされます。“...”上でマウスをクリックするか、その上にポイ
ントがある状態で RETをタイプすることにより、オブジェクトの隠蔽されている部分を表示できます。
省略を行う量の制御は backtrace-line-lengthをカスタマイズしてください。

以下は backtraceの操作と閲覧を行うコマンドのリストです:

v カレントスタックフレームのローカル変数の表示を切り替える。

p フレームまたは前のフレームの先頭に移動する。

n 次のフレームの先頭に移動する。

+ 可読性向上のためにポイント位置に行ブレークを追加してトップレベル Lispフォームに
インデントする。

- ポイント位置のトップレベル Lispフォームを 1行に折り畳む。

# ポイント位置のフレームの print-circleを切り替える。

: ポイント位置のフレームの print-gensymを切り替える。

. ポイント位置のフレームの “...”で省略されたすべてのフォームを展開する。

18.1.8 デバッガのコマンド

(Debuggerモードの)debuggerバッファーでは通常の Emacsコマンドに加えて特別なコマンド、お
よび前セクションで説明したBacktraceモードのコマンドが提供されます。デバッガでもっとも重要
な使い方をするのは、制御フローを見ることができるコードをステップ実行するコマンドです。デバッ
ガはインタープリターによって解釈された制御構造のステップ実行はできますが、バイトコンパイル
済みの関数ではできません。バイトコンパイル済み関数をステップ実行したいなら、同じ関数の解釈
された定義に置き換えてください (これを行なうにはその関数のソースを visitして、関数の定義で
C-M-xとタイプする)。プリミティブ関数のステップ実行に Lispデバッガは使用できません。

デバッガのコマンドのいくつかはカレントフレームを処理します。フレームが星印で開始される場
合には、そのフレームを exitすることにより再びデバッガが呼び出されることを意味します。これは
関数のリターン値の検証に有用です。
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以下はDebuggerモードのコマンドのリストです:

c デバッガを exitして実行を継続する。これはあたかもデバッガにエンターしなかったか
のようにプログラムの実行を再開する (デバッガ内で行った変数値やデータ構造の変更
などの副作用は除外)。

d 実行を継続するが、次に Lisp関数が何か呼び出されたときはデバッガにエンターする。
これによりある式の下位の式をステップ実行して、下位の式が計算する値や行うことを
確認できる。

デバッガにエンターした関数呼び出しにたいして、この方法で作成されたスタックフレー
ムには自動的にフラグがつくため、そのフレームを exitすると再びデバッガが呼び出さ
れる。このフラグは uコマンドを使用してキャンセルできる。

b カレントフレームにフラグをつけるので、そのフレームを exitするときデバッガにエン
ターする。この方法でフラグがつけられたフレームは、backtraceバッファーでスター
のマークがつく。

u カレントフレームを exitしたときデバッガにエンターしない。これはそのフレームの b

コマンドをキャンセルする。目に見える効果としては backtraceバッファーの行からス
ターが削除される。

j bと同じようにカレントフレームにフラグをつける。その後に cのように実行を継続す
るが、debug-on-entryによりセットアップされたすべての関数にたいする break-on-
entryを一時的に無効にする。

e ミニバッファーの Lisp式を読み取り、(関連する lexical環境が適切なら)それを評価し
てエコーエリアに値をプリントする。デバッガは特定の重要な変数とバッファーを処理
の一部として変更する。eは一時的にデバッガの外部からそれらの値をリストアするの
で、それらを調べて変更できる。これによりデバッガはより透過的になる。対照的にデ
バッガ内で M-:は特別なことを行わず、デバッガ内での変数の値を表示する。

R eと同様だがバッファー*Debugger-record*内の評価結果も保存する。

q デバッグされているプログラムを終了して、Emacsコマンド実行のトップレベルにリ
ターンする。

C-gによりデバッガにエンターしたが、実際はデバッグではなく quitしたいときは qコ
マンドを使用する。

r デバッガから値をリターンする。ミニバッファーで式を読み取ってそれを評価すること
により値が計算される。

dコマンドは、(bによるリクエストや dによるそのフレームへのエンターによる)Lisp呼
び出しフレームからの exitでデバッガが呼び出されたときに有用である。rコマンドで
指定された値は、そのフレームの値として使用される。これは debugを呼び出して、そ
のリターン値を使用するときにも有用。それ以外は rは cと同じ効果をもち、指定され
たリターン値は問題とはならない。

エラーによりデバッガにエンターしたときは rコマンドは使用できない。

l 呼び出されたときにデバッガを呼び出す関数をリストする。これは debug-on-entryに
よりエントリー時に breakするようセットされた関数のリストである。
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18.1.9 デバッガの呼び出し

以下ではデバッガを呼び出すために使用される関数 debugの完全な詳細を説明します。

[Command]debug &rest debugger-args
この関数はデバッガにエンターする。この関数は*Backtrace*(デバッガへの 2回目以降の再帰
エントリーでは*Backtrace*<2>、...)という名前のバッファーにバッファーを切り替えて、
Lisp関数呼び出しについての情報を書き込む。それから再帰編集にエンターして、Debugger
モードで backtraceバッファーを表示する。

Debuggerモードのコマンド c、d、j、rは再帰編集を exitする。その後、debugは以前のバッ
ファーに戻って、debugを呼び出したものが何であれそこにリターンする。これは関数 debug

が呼び出し元にリターンできる唯一の方法である。

debugger-argsを使用すると、debugは*Backtrace*の最上部に残りの引数を表示するして
ユーザーがそれらを確認できる。以下で説明する場合を除いて、これはこれらの引数を使用す
る唯一の方法である。

しかし debugへの 1つ目の引数にたいする値は、特別な意味をもつ (これらの値は通常は debug

を呼び出すプログラマーではなく、Emacs内部でのみ使用される)。以下はこれら特別な値の
テーブルである:

lambda 1つ目の引数が lambdaのなら、それは debug-on-next-callが非 nilのとき
に関数にエントリーしたことによって debugが呼び出されたことを意味する。デ
バッガはバッファーのトップのテキスト行に ‘Debugger entered--entering

a function:’と表示する。

debug 1つ目の引数がdebugなら、それはエントリー時にデバッグされるようにセットされ
た関数にエントリーしたことにって debugが呼び出されたことを意味する。デバッ
ガはlambdaのときと同様、‘Debugger entered--entering a function:’を
表示する。これはその関数のスタックフレームもマークするので、exit時にデバッ
ガが呼び出される。

t 1 つ目の引数が tなら、それは debug-on-next-callが非 nilのときに関数
呼び出しの評価によって debugが呼び出されたことを示す。デバッガはバッ
ファーのトップの行に ‘Debugger entered--beginning evaluation of

function call form:’と表示する。

exit 1つ目の引数が exitのときは、exit時にデバッガを呼び出すよう以前にマークさ
れたスタックフレームを exitしたことを示す。この場合は debugに与えられた 2
つ目の引数がそのフレームからリターンされた値になる。デバッガはバッファー
のトップの行に ‘Debugger entered--returning value:’とリターンされた
値を表示する。

error 1 つ目の引数が errorのときは、ハンドルされていないエラーまたは quitが
シグナルされてデバッガにエンターした場合であり、デバッガは ‘Debugger
entered--Lisp error:’とその後にシグナルされたエラーと signalへの引数
を表示してそれを示す。たとえば、

(let ((debug-on-error t))

(/ 1 0))
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------ Buffer: *Backtrace* ------

Debugger entered--Lisp error: (arith-error)

/(1 0)

...

------ Buffer: *Backtrace* ------

エラーがシグナルされた場合はおそらく変数debug-on-errorは非nilで、quit
がシグナルされた場合はおそらく変数 debug-on-quitは非 nilである。

nil 明示的にデバッガにエンターしたいときは、debugger-argsの 1つ目の引数に nil

を使用する。残りの debugger-argsはバッファーのトップの行にプリントされる。
メッセージ— たとえば debugが呼び出された条件を思い出すためのリマインダー
として — の表示にこの機能を使用できる。

18.1.10 デバッガの内部

このセクションではデバッガ内部で使用される関数と変数について説明します。

[Variable]debugger
この関数の値はデバッガを呼び出す関数呼び出しである。値には任意個数の引数をとる関数、
より具体的には関数の名前でなければならない。この関数は何らかのデバッガを呼び出すこと。
この変数のデフォルト値は debug。

関数にたいして Lispが渡す 1つ目の引数は、その関数がなぜ呼び出されたかを示す。引数の
慣習については debug(Section 18.1.9 [Invoking the Debugger], page 304)に詳解がある。

[Function]backtrace
この関数は現在アクティブな Lisp関数呼び出しのトレースをプリントする。このトレースは
debugが*Backtrace*バッファーで表示するものと等しい。リターン値は常に nil。

以下の例では Lisp 式で明示的に backtraceを呼び出している。これはストリーム
standard-output(この場合はバッファー ‘backtrace-output’)に backtraceをプリント
する。

backtraceの各行は 1つの関数呼び出しを表す。関数の引数が既知なら行に関数とその後に値
が表示される。まだ計算中なら関数と未評価の引数を含むリストから行が構成される。長いリ
ストや深くネストされた構造は省略されるかもしれない。

(with-output-to-temp-buffer "backtrace-output"

(let ((var 1))

(save-excursion

(setq var (eval '(progn

(1+ var)

(list 'testing (backtrace))))))))

⇒ (testing nil)

----------- Buffer: backtrace-output ------------

backtrace()

(list 'testing (backtrace))

(progn ...)

eval((progn (1+ var) (list 'testing (backtrace))))

(setq ...)

(save-excursion ...)

(let ...)

(with-output-to-temp-buffer ...)

eval((with-output-to-temp-buffer ...))
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eval-last-sexp-1(nil)

eval-last-sexp(nil)

call-interactively(eval-last-sexp)

----------- Buffer: backtrace-output ------------

[User Option]debugger-stack-frame-as-list
この変数が非 nilならバックトレースのすべてのスタックフレームはリストとして表示される。
これは通常の関数呼び出しとバックトレースの特殊形式の視覚的な違いによるコストをなくし
て、バックトレースの可読性を向上することが目的。

debugger-stack-frame-as-listが非 nilなら上記の例は以下のようになる:
----------- Buffer: backtrace-output ------------

(backtrace)

(list 'testing (backtrace))

(progn ...)

(eval (progn (1+ var) (list 'testing (backtrace))))

(setq ...)

(save-excursion ...)

(let ...)

(with-output-to-temp-buffer ...)

(eval (with-output-to-temp-buffer ...))

(eval-last-sexp-1 nil)

(eval-last-sexp nil)

(call-interactively eval-last-sexp)

----------- Buffer: backtrace-output ------------

[Variable]debug-on-next-call
この変数が非 nilなら、それは次の eval、apply、funcallの前にデバッガを呼び出すよう
指定する。デバッガへのエンターによって debug-on-next-callは nilにセットされる。

デバッガの dコマンドは、この変数をセットすることにより機能します。

[Function]backtrace-debug level flag
この関数はそのスタックフレームの level下位のスタックフレームの debug-on-exitフラグに
flagに応じた値をセットする。flagが非 nilなら、後でそのフレームを exitするときデバッガ
にエンターする。そのフレームを通じた非ローカル exitでも、デバッガにエンターする。

この関数はデバッガだけに使用される。

[Variable]command-debug-status
この変数はカレントのインタラクティブコマンドのデバッグ状態を記録する。コマンドがイン
タラクティブに呼び出されるたびに、この変数は nilにバインドされる。デバッガは同じコマ
ンドが呼び出されたときのデバッガ呼び出しに情報を残すために、この変数をセットできる。

普通のグローバル変数ではなくこの変数を使用する利点は、そのデータが後続のコマンド呼び
出しに決して引き継がれないことである。

この変数は時代遅れであり将来のバージョンで削除されるだろう。

[Function]backtrace-frame frame-number &optional base
関数 backtrace-frameは Lispデバッガ内での使用を意図している。これは frame-number
レベル下位のスタックフレームで何の評価が行われているかに関する情報をリターンする。

そのフレームがまだ引数を評価していない、またはそのフレームがスペシャルフォームなら値
は (nil function arg-forms...)。

そのフレームが引数を評価して関数をすでに呼び出していたらリターン値は (t function

arg-values...)。
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リターン値の functionは何であれ評価されたリストの carとして提供される。マクロ呼び出
しなら lambda式。その関数に&rest引数があればリスト arg-valuesの末尾に示される。

baseを指定すると frame-numberは functionが baseであるようなフレームの上端から相対的
に数えられる。

frame-numberが範囲外なら backtrace-frameは nilをリターンする。

[Function]mapbacktrace function &optional base
関数 mapbacktraceはバックトレース上の関数が baseであるようなフレーム (baseが省略か
nilなら先頭)から順に各フレームにたいして一度 functionを呼び出す。

functionは evald、func、args、flagsという 4つの引数で呼び出される。

そのフレームがまだ引数を評価していない、またはそのフレームがスペシャルフォームなら
evaldは nil、argsはフォームのリスト。

フレームが引数を評価して関数を呼び出し済みなら evaldは t、argsは値リスト。flagsはカレン
トフレームのプロパティの plist。サポートされるプロパティは現在のところ:debug-on-exit

のみであり、そのスタックフレームの debug-on-exitフラグがセットされていれば t。

18.2 Edebug

Edebugは Emacs Lispプログラムにたいするソースレベルデバッガです。これにより以下のことが
できます:

• 式の前後でストップして評価をステップで実行する。
• 条件付きまたは無条件の breakpointのセット。

• 指定された条件が trueならストップする (グローバル breakpoint)。

• ストップポイントごとに停止したり、breakpointごとに簡単に停止して低速または高速にトレー
スを行う。

• Edebug外部であるかのように式の結果を表示して、式を評価する。

• 式のリストを自動的に再評価して、Edebugがディスプレイを更新するたびにそれらの結果を表
示する。

• 関数呼び出しとリターンのトレース情報を出力する。
• エラー発生時にストップする。
• Edebug自身のフレームを除外して backtraceを表示する。

• マクロとフォームの定義で引数の評価を指定する。
• 初歩的なカバレッジテストと頻度数の取得。

以下の初めの 3つのセクションは、Edebugの使用を開始するために十分な説明を行います。

18.2.1 Edebugの使用

Edebugで Lispプログラムをデバッグするには、最初にデバッグしたい Lispコードをインストルメ
ント (instrument: 計装)しなければなりません。これを行なうもっともシンプルな方法は、関数また
はマクロの定義に移動して C-u C-M-x(プレフィクス引数を指定した eval-defun)を行います。コー
ドをインストルメントする他の手段については、Section 18.2.2 [Instrumenting], page 308を参照
してください。

一度関数をインストルメントすると、その関数にたいする任意の呼び出しによってEdebugがアク
ティブになります。Edebugがアクティブになると、どの Edebug実行モードを選択したかに依存し
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て、その関数をステップ実行できるように実行がストップされるか、ディスプレイを更新してデバッグ
コマンドにたいするチェックの間、実行が継続されます。デフォルトの実行モード stepで、これは実
行をストップします。Section 18.2.3 [Edebug Execution Modes], page 309を参照してください。

Edebugでは通常は、デバッグしている Lispコードを Emacsバッファーで閲覧します。これを
ソースコードバッファー (source code buffer) と呼び、バッファーは一時的に読み取り専用になり
ます。

左フリンジの矢印は、その関数で実行されている行を示します。ポイントは最初はその関数の実行
されている行にありますが、ポイントを移動するとこれは真ではなくなります。

以下は facの定義 (以下を参照)をインストルメントして (fac 3)を実行した場合に通常目にする
ものです。ポイントは ifの前の開きカッコにあります。

(defun fac (n)

=>⋆(if (< 0 n)

(* n (fac (1- n)))

1))

関数内で Edebugが実行をストップできる位置のことを、ストップポイント (stop points)と呼
びます。ストップポイントはリストであるような部分式の前後、および変数参照の後でも発生します。
以下は関数 fac内のストップポイントをピリオドで示したものです:

(defun fac (n)

.(if .(< 0 n.).

.(* n. .(fac .(1- n.).).).

1).)

Emacs Lispモードのコマンドに加えて、ソースコードバッファーではEdebugのスペシャルコマ
ンドが利用できます。たとえば Edebugコマンド SPCで次のストップポイントまで実行することがで
きます。facにエントリーした後に一度 SPCとタイプした場合は、以下のように表示されるでしょう:

(defun fac (n)

=>(if ⋆(< 0 n)

(* n (fac (1- n)))

1))

式の後で Edebugが実行をストップしたときは、エコーエリアにその式の値が表示されます。

他にも頻繁に使用されるコマンドとして、ストップポイントに breakpointをセットする b、break-
pointに達するまで実行する g、Edebugを exitしてトップレベルのコマンドループにリターンする
qがあります。また?とタイプするとすべての Edebugコマンドがリストされます。

18.2.2 Edebugのためのインストルメント

Lispコードのデバッグに Edebugを使用するためには、最初にそのコードをインストルメント (in-
strument: 計装)しなければなりません。コードをインストルメントすると、適切な位置で Edebug
を呼び出すために追加コードが挿入されます。

関数定義でプレフィクス引数とともにコマンド C-M-x (eval-defun)を呼び出すと、それを評価
する前にその定義をインストルメントします (ソースコード自体は変更しない)。変数 edebug-all-

defsが非 nilならプレフィクス引数の意味を反転します。この場合は、C-M-xはプレフィクス引数が
なければその定義をインストルメントします。edebug-all-defsのデフォルト値は nilです。コマ
ンド M-x edebug-all-defsは変数 edebug-all-defsの値を切り替えます。

edebug-all-defsが非 nilなら eval-region、eval-current-buffer、eval-bufferもそ
れらが評価する定義をインストルメントします。同様に edebug-all-formsは、eval-regionが (非
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定義フォームさえ含むあらゆるフォームをインストルメントするべきかを制御します。これはミニバッ
ファー内でのロードや評価には適用されません。コマンド M-x edebug-all-formsはこのオプショ
ンを切り替えます。

他にもコマンド M-x edebug-eval-top-level-formが利用でき、これは edebug-all-defs

や edebug-all-formsの値に関わらずトップレベルのすべてのフォームをインストルメントします。
edebug-defunは edebug-eval-top-level-formのエイリアスです。

Edebugがアクティブのの間、コマンド I(edebug-instrument-callee)はポイント後のリス
トフォームに呼び出される関数およびマクロ定義がまだインストルメントされていなければ、それら
をインストルメントします。これはそのファイルのソースの場所を Edebugが知っている場合だけ可
能です。この理由により Edebugロード後は、たとえ評価する定義をインストルメントしない場合で
も、eval-regionは評価するすべての定義の位置を記録します。インストルメント済み関数呼び出し
にステップインする iコマンドも参照してください (Section 18.2.4 [Jumping], page 311を参照)。

Edebugはすべての標準スペシャルフォーム、式引数をもつ interactiveフォーム、無名ラムダ
式、およびその他の定義フォームのインストルメント方法を知っています。しかしEdebugはユーザー
定義マクロが引数にたいして何を行うかを判断できないので、Edebug仕様を使用してその情報を与
えなければなりません。詳細は Section 18.2.15 [Edebug and Macros], page 321を参照してくだ
さい。

Edebug がセッション内で最初にコードをインストルメントしようとするときは、フック
edebug-setup-hookを実行してからそれに nilをセットします。使おうとしているパッケージに結
びつけて Edebug仕様をロードするためにこれを使用できますが、それは Edebugを使用するとき
だけ機能します。

Edebugがインストルメント中にシンタックスエラー (syntax error: 構文エラー)を検知した場
合には、以下のように間違ったコードの箇所にポイントを残して invalid-read-syntaxエラーをシ
グナルします:

error Invalid read syntax: "Expected lambda expression"

このようにインストルメントに失敗する可能性の 1つとして、いくつかのマクロ定義を Emacsが
把握していない場合があります。これに対処するためには、インストルメントしようとしている関数
を定義しているファイルをロードしてください。

定義からインストルメントを削除するには、単にインストルメントを行わない方法でその定義を再
評価するだけです。フォームを絶対にインストルメントせずに評価するには 2つの方法があります。
それはファイルからの loadによる評価と、ミニバッファーからの eval-expression(M-:)による
評価です。

定義からインストルメントを削除する別の方法は edebug-remove-instrumentationコマンド
の使用です。これはインストルメントしたすべてからインストルメントを削除することもできます。

Edebug内で利用可能な他の評価関数については、Section 18.2.9 [Edebug Eval], page 315を
参照してください。

18.2.3 Edebugの実行モード

Edebugはデバッグするプログラムの実行にたいして、いくつかの実行モードをサポートします。これ
らの実行モードを Edebug実行モード (Edebug execution modes)と呼びます。これらをメジャー
モードやマイナーモードと混同しないでください。カレントの Edebug実行モードは、プログラムを
ストップする前に Edebugがどれだけ実行を継続するか— たとえばストップポイントごとにストッ
プ、あるいは次の breakpointまで継続など — 、およびストップする前に Edebugがどれだけ進捗
を表示するかを決定します。
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Edebug実行モードは、通常はある特定のモードでプログラムを継続させるコマンドをタイプする
ことによって指定します。以下はそれらのコマンドのテーブルです。S以外のコマンドはプログラムの
実行を再開して、少なくともある長さの間だけは実行を継続します。

S Stop(ストップ): これ以上プログラムを実行しないで Edebug のコマンドを待つ
(edebug-stop)。

SPC Step(ステップ): 次のストップポイントでストップする (edebug-step-mode)。

n Next(次へ): 式の後にある次のストップポイントでストップする (edebug-next-mode)。
Section 18.2.4 [Jumping], page 311の edebug-forward-sexpも参照のこと。

t Trace(トレース): Edebug のストップポイントごとに pause(通常は 1 秒) する
(edebug-trace-mode)。

T Rapid trace(高速でトレース):ストップポイントごとに表示を更新するが、実際にpause
はしない (edebug-Trace-fast-mode)。

g Go(進む): 次の breakpoint まで実行する (edebug-go-mode)。Section 18.2.6.1
[Breakpoints], page 313を参照のこと。

c Continue(継続): breakpoint ごとに pause してから継続する (edebug-continue-
mode)。

C Rapid continue(高速で継続): ポイントを各 breakpointへ移動するが pauseしない
(edebug-Continue-fast-mode)。

G Go non-stop(ストップせず進む): breakpoint を無視する (edebug-Go-nonstop-
mode)。まだ Sやその他の編集コマンドでプログラムをストップするのは可能。

一般的に上記リストの最初のほうにある実行モードは後のほうの実行モードに比べて、プログラム
をより低速に実行するか、すぐにストップさせます。

新たなEdebugレベルにエンターしたとき、Edebugは通常は最初に遭遇したインストルメント済
みの関数でストップするでしょう。breakpointでのみストップするか、(たとえばカバレッジデータ収
集時など)ストップさせないようにするには、edebug-initial-modeの値をデフォルトの stepから
goか Go-nonstop、あるいはその他の値に変更してください (Section 18.2.16 [Edebug Options],
page 326 を参照)。C-x C-a C-m (edebug-set-initial-mode) でこれを容易に行うことができ
ます:

[Command]edebug-set-initial-mode
C-x C-a C-mにバインドされるこのコマンドは edebug-initial-modeをセットする。これ
はモードを示すキーの入力を求める。対応するモードをセットする上述 8つのキーのいずれか
を入力すること。

たとえば１つのコマンドからインストルメント済みの関数が複数回呼び出されたら、同じEdebug
レベルに再エンターするかもしれないことに注意してください。

実行中とトレース中は、任意の Edebugコマンドをタイプすることによって実行をインタラプト
(interrupt: 中断、割り込み)できます。Edebugは次のストップポイントでプログラムをストップし
てからタイプされたコマンドを実行します。たとえば実行中に tをタイプすると、次のストップポイ
ントでトレースモードに切り替えます。Sを使用すれば他に何も行わずに実行をストップできます。

関数でたまたま読み取り入力が発生した場合には、実行のインタラプトを意図してタイプされた文
字は、かわりにその関数により読み取られます。そのプログラムが入力を欲するタイミングに注意を
払うことで、そのような意図せぬ結果を避けることができます。
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このセクションのコマンドを含むキーボードマクロは、完全には機能しません。プログラムを再開
するためにEdebugから exitすると、キーボードマクロの追跡記録は失われます。これに対処するの
は簡単ではありません。また Edebug外部でキーボードマクロを定義または実行しても、Edebug内
部のコマンドに影響しません。通常これは利点です。Section 18.2.16 [Edebug Options], page 326
内の edebug-continue-kbd-macroオプションも参照してください。

[User Option]edebug-sit-for-seconds
このオプションは traceモードと continueモードで実行ステップの間を何秒待つか指定する。
デフォルトは 1秒。

18.2.4 ジャンプ

このセクションで説明するコマンドは、指定された場所に達するまで実行を続けます。iを除くすべ
てのコマンドは、ストップ場所を確立するために一時的な breakpointを作成してから goモードにス
イッチします。意図されたストップポイントの前にある他のストップポイントに達した場合にも実行
はストップします。breakpointの詳細は、Section 18.2.6.1 [Breakpoints], page 313を参照してく
ださい。

以下のコマンドでは、非ローカル exitはプログラムのストップを望む一時的な breakpointをバ
イパスできるので、期待どおり機能しないかもしれません。

h ポイントがある場所の近くのストップポイントへ実行を進める (edebug-goto-here)。

f プログラムの式を 1つ実行する (edebug-forward-sexp)。

o sexpを含む終端までプログラムを実行する (edebug-step-out)。

i ポイントの後のフォームから呼び出された関数かマクロにステップインする
(edebug-step-in)。

hコマンドは一時的な breakpointを使用してポイントのカレント位置、またはその後のストップ
ポイントまで処理を進めます。

fコマンドは式を 1つ飛び越してプログラムを実行します。より正確には forward-sexpにより到
達できる位置に一時的な breakpointをセットしてから goモードで実行するので、プログラムはその
breakpointでストップすることになります。

プレフィクス引数 nとともに使用すると、ポイントから n個の sexp(s-expression: S式)を超えた
場所に一時的な breakpointをセットします。ポイントを含むリストが nより少ない要素で終わるよ
うな場合には、ストップ箇所はポイントが含まれる式の後になります。

forward-sexpが見つける位置が、プログラムを実際にストップさせたい位置なのかチェックしな
ければなりません。たとえば cond内ではこれは正しくないかもしれません。

fコマンドは柔軟性を与えるために、forward-sexpをストップポイントではなくポイント位置か
ら開始します。カレントのストップポイントから 1つの式を実行したい場合には、まずそこにポイン
トを移動するために w(edebug-where)をタイプして、それから fをタイプしてください。

oコマンドは、式の外側で実行を継続します。これはポイントを含む式の最後に一時的なbreakpoint
を配置します。ポイントを含む sexpが関数定義なら oはその定義内の最後の sexpの直前まで実行を
継続します。もし定義内の最後の sexpの直前にポイントがある場合は、その関数からリターンして
からストップします。言い換えるとこのコマンドは最後の sexpの後にポイントがなければ、カレント
で実行中の関数から exitしません。

コマンド h、f、oは通常は “Break”を表示して、正に評価した結果を表示する前に edebug-sit-

for-secondsの間、一時停止します。edebug-sit-on-breakを nilにセットすることによりこの
一時停止を回避できます。Section 18.2.16 [Edebug Options], page 326を参照してください。
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iコマンドは、ポイントの後のリストフォームに呼び出された関数やマクロにステップインします。
そのフォームは評価されようとしているものの 1つである必要はないことに注意してください。しか
しそのフォームが評価されようとしている関数呼び出しなら、引数が何も評価されないうちにこのコ
マンドを使用しないと、遅すぎることを覚えておいてください。

iコマンドはステップインしようとしている関数やマクロがまだインストルメントされていなけれ
ば、それらをインストルメントします。これは便利かもしれませんが、それらを明示的に非インスト
ルメントしなければ、その関数やマクロはインストルメントされたままになることを覚えておいてく
ださい。

18.2.5 その他のEdebugコマンド

ここではその他の Edebugコマンドを説明します。

? Edebugのヘルプメッセージを表示する (edebug-help)。

a

C-] 1レベルを中断して以前のコマンドレベルへ戻る (abort-recursive-edit)。

q エディターのトップレベルのコマンドループにリターンする (top-level)。これはすべ
てのレベルのEdebugアクティビティを含むすべての再帰編集レベルを exitする。しか
しフォーム unwind-protectか condition-caseで保護されたインストルメント済み
のコードはデバッグを再開するかもしれない。

Q qと同様だが、保護されたコードでもストップしない (edebug-top-level-nonstop)。

r エコーエリアにもっとも最近の既知のコマンドを再表示する (edebug-previous-
result)。

d backtrace を表示するが、明確であるように Edebug 自身の関数は除外される
(edebug-pop-to-backtrace)。

backtrace と backtrace に作用するコマンドの説明は Section 18.1.7 [Backtraces],
page 302を参照のこと。

backtrace 内で Edebug の関数を確認したければ M-x edebug-backtrace-show-

instrumentation、そ れ ら を 再 び 隠 す に は M-x edebug-backtrace-hide-

instrumentationを使用する。

backtraceのフレームの先頭が ‘>’なら、そのフレームにたいするソースコードの場所を
Edebugが知っていることを意味する。カレントフレームのソースコードにジャンプす
るには sを使用する。

実行を継続したときに backtraceバッファーは自動的に killされる。

Edebugから再帰的にEdebugをアクティブにするコマンドを呼び出すことができます。Edebug
がアクティブなときは常に qによトップレベルの終了、または C-]による再帰編集 1レベルの中断が
できます。dによってすべての未解決な評価の backtraceを表示できます。

18.2.6 ブレーク

Edebugの stepモードは、次のストップポイントに達したときに実行をストップします。一度開始さ
れた Edebugの実行をストップするには、他に 3つの方法があります。それは breakpoint、グロー
バル break条件、およびソース breakpointです。
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18.2.6.1 Edebugのブレークポイント

Edebugを使用しているときは、テスト中のプログラム内にbreakpointを指定できます。breakpoint
とは実行がストップされる場所のことです。Section 18.2.1 [Using Edebug], page 307で定義され
ている任意のストップポイントに breakpointをセットできます。breakpointのセットと解除で影響
を受けるストップポイントは、ソースコードバッファー内でポイント位置、またはポイント位置の後
の最初のストップポイントです。以下は Edebugの breakpoint用のコマンドです:

b ポイント位置、またはポイント位置の後のストップポイントに breakpoint をセット
する (edebug-set-breakpoint)。プレフィクス引数を使用すると、それは一時的な
breakpointとなり、プログラムが最初にそこで停止したときに解除される。breakpoint
位置には edebug-enabled-breakpointまたは edebug-disabled-breakpointフ
ェイスのオーバーレイが配置される。

u (もしあれば)ポイント位置、またはポイント位置の後のストップポイントにある break-
pointを解除 (unset)する (edebug-unset-breakpoint)。

U カレントフォーム内のすべての breakpoint にポイントのセットを解除する
(edebug-unset-breakpoints)。

D ポイント付近の breakpointの有効と無効を切り替える (edebug-toggle-disable-
breakpoint)。このコマンドは主に breakpointが条件つきであり、そのコンディショ
ンの再作成に幾分かの作業を要する場合に有用。

x condition RET

conditionを評価して非 nil値になる場合だけプログラムをストップする条件付きbreak-
pointをセットする (edebug-set-conditional-breakpoint)。プレフィクス引数を
指定すると一時的な breakpointになる。

B カレント定義内の次の breakpoint にポイントを移動する (edebug-next-
breakpoint)。

Edebug内では bで breakpointをセットして、uでそれを解除できます。最初に望ましいストッ
プポイントにポイントを移動してから、そこに breakpointをセットまたは解除するために bまたは u

をタイプします。breakpointがない場所で breakpointを解除しても影響はありません。

ある定義の再評価や再インストルメントを行うと、以前の breakpointはすべて削除されます。

条件付き breakpoint(conditional breakpoint)は、プログラムがそこに達するたびに条件をテス
トします。条件を評価した結果エラーが発生した場合、エラーは無視されて結果は nilになります。
条件付き breakpointをセットするには xを使用して、ミニバッファーで条件式を指定します。以前に
セットされた条件付き breakpointがあるストップポイントに条件付き breakpointをセットすると、
以前の条件式がミニバッファーに配置されるのでそれを編集できます。

プレフィクス引数を指定して breakpointをセットするコマンドを使用することによって、一時
的な条件付き breakpoint、および無条件の breakpointを作成できます。一時的な breakpointによ
りプログラムがストップしたとき、その breakpointは自動的に解除されます。

Go-nonstopモードを除き、Edebugは常に breakpointでストップ、または pauseします。Go-
nonstopモードでは breakpointは完全に無視されます。

breakpointがどこにあるか探すには Bコマンドを使用します。このコマンドは同じ関数内からポイ
ント以降にある次の breakpoint(ポイント以降に breakpointが存在しなければ最初の breakpoint)
にポイントを移動します。このコマンドは実行を継続せずに、単にバッファー内のポイントを移動し
ます。
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18.2.6.2 グローバルなブレーク条件

グローバル break条件 (global break condition)は指定された条件が満たされたとき、それがどこ
で発生したかによらず、実行をストップします。Edebugは、すべてのストップポイントでグローバ
ル break条件を評価します。これが非 nil値に評価された場合は、あたかもそのストップポイントに
breakpointがあったかのように、実行をストップまたは pauseします (実行モードによる)。条件の
評価でエラーを取得した場合は、実行をストップしません。

条件式は edebug-global-break-conditionに格納されます。Edebugがアクティブなときに
ソースバッファーから Xコマンドを使用するか、Edebugがロードされている間は任意のバッファー
から任意のタイミングで C-x X X(edebug-set-global-break-condition)を使用して新たな式
を指定できます。

グローバル break条件は、コード内のどこでイベントが発生したかを見つけるもっともシンプル
な方法ですが、コードの実行は遅くなります。そのため使用しないときは条件を nilにリセットする
べきです。

18.2.6.3 ソースブレークポイント

定義内のすべての breakpointは、それをインストルメントするたびに失われます。breakpointが失
われないようにしたければソースコード内で単に関数 edebugを呼び出すソース breakpoint(source
breakpoint)を記述できます。もちろんそのような呼び出しを条件付きすることにもできます。たと
えば fac関数内に以下のような行を 1行目に挿入して、引数が 0になったときストップさせることが
できます:

(defun fac (n)

(if (= n 0) (edebug))

(if (< 0 n)

(* n (fac (1- n)))

1))

facの定義がインストルメントされて呼び出されたとき、edebug呼び出しは breakpointとして
振る舞います。実行モードに応じて Edebugはそこでストップまたは pauseします。

edebugが呼び出されたときにインストルメント済みのコードが実行されていなければ、この関数
は debugを呼び出します。

18.2.7 エラーのトラップ

エラーがシグナルされて、それが condition-caseでハンドルされていないとき、Emacsは通常は
エラーメッセージを表示します。Edebugがアクティブでインストルメント済みコードの実行中は、
ハンドルされていないエラーには通常は Edebug が対応します。オプション edebug-on-errorと
edebug-on-quitでこれをカスタマイズできます。Section 18.2.16 [Edebug Options], page 326
を参照してください。

Edebugがエラーに対応するときは、エラー発生箇所の前にある最後のストップポイントを表示し
ます。この場所はインストルメントされていない関数の呼び出しであったり、その関数内で実際にエ
ラーが発生したのかもしれません。バインドされていない変数に関するエラーの場合は、最後の既知
のストップポイントは、その不正な変数参照から遠く離れた場所にあるかもしれません。そのような
場合には完全な backtraceを表示したいと思うでしょう (Section 18.2.5 [Edebug Misc], page 312
を参照)。

Edebugがアクティブの間に debug-on-errorか debug-on-quitを変更すると、それらの変更
は Edebugが非アクティブになったとき失われます。さらに Edebugの再帰編集の間、これらの変数
は Edebugの外部でもっていた値にバインドされます。
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18.2.8 Edebugのビュー

これらの Edebugコマンドは、Edebugにエントリーする前のバッファーの外観とウィンドウの状態
を調べるコマンドです。外部のウィンドウ構成はウィンドウのコレクションとその内容であり、それ
らは実際には Edebugの外部にあります。

P

v 外部のウィンドウ構成ビューに切り替える (edebug-view-outside)。Edebug にリ
ターンするには C-x X wをタイプする。

p 一時的に外部のカレントバッファーを表示して、ポイントもその外部の位置になる
(edebug-bounce-point)。Edebug にリターンする前に 1 秒 pause する。プレフィ
クス引数 nを指定すると、かわりに n秒 pauseする。

w ソースコードバッファー内のカレントストップポイントにポイントを戻す
(edebug-where)。

このコマンドを同じバッファーを表示する異なるウィンドウで使用すると、そのウィン
ドウは将来カレント定義を表示するために代用される。

W Edebug が外部のウィンドウ構成の保存とリストアを行うかどうかを切り替える
(edebug-toggle-save-windows)。

プレフィクス引数を指定すると、Wは選択されたウィンドウの保存とリストアだけを切り
替える。ソースコードバッファーを表示していないウィンドウを指定するには、グロー
バルキーマップから C-x X Wを使用しなければならない。

v、または単に pでカレントバッファーにポイントを反跳させれば、たとえ通常は表示されないウィ
ンドウでも外部のウィンドウ構成を調べることができます。

ポイントを移動した後にストップポイントに戻りたいときがあるかもしれません。これはソース
コードバッファーから wで行うことができます。どのバッファーにいても C-x X wを使用すれば、ソー
スコードバッファー内のストップポイントに戻ることができます。

保存をオフにするために Wを使用するたびに、Edebugは外部のウィンドウ構成を忘れます。その
ためたとえ保存をオンに戻しても、(プログラムを実行することによって)次に Edebugを exitした
とき、カレントウィンドウ構成は変更されないまま残ります。しかし十分な数のウィンドウをオープ
ンしていない場合には、*edebug*と*edebug-trace*の再表示があなたが見たいバッファーと競合
するかもしれません。

18.2.9 評価

Edebug内では、まるで Edebugが実行されていないかのように式を評価できます。式の評価とプリ
ントに際して、Edebugは不可視になるよう試みます。副作用をもつ式の評価は、Edebugが明示的
に保存とリストアを行うデータへの変更を除いて期待したとおり機能するでしょう。このプロセスの
詳細は、Section 18.2.14 [The Outside Context], page 319を参照してください。

e exp RET Edebugのコンテキスト外で式 expを評価する (edebug-eval-expression)。つまり、
Edebugはその式への干渉を最小限にしようと努める。

M-: exp RET

Edebug自身のコンテキスト内で式 expを評価する (eval-expression)。

C-x C-e Edebug のコンテキスト外でポイントの前の式を評価する (edebug-eval-last-
sexp)。プレフィクス引数が 0(C-u 0 C-x C-e)なら、(文字列やリストのような)長い
アイテムを短縮しない。
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Edebugは cl.el内の構文 (lexical-let、macrolet、symbol-macrolet)によって作成され
た、レキシカル (lexical)にバインドされたシンボルへの参照を含む式の評価をサポートします。

18.2.10 評価 List Buffer

式をインタラクティブに評価するために、*edebug*と呼ばれる評価リストバッファー (evaluation
list buffer)を使用できます。Edebugがディスプレイを更新するたびに自動的に評価される、式の評
価リスト (evaluation list)もセットアップできます。

E 評価リストバッファー*edebug*に切り替える (edebug-visit-eval-list)。

*edebug*バッファーでは、以下の特別なコマンドと同様に Lisp Interaction モード (Section
“Lisp Interaction” in The GNU Emacs Manualを参照)のコマンドも使用できます。

C-j ポイントの前の式をコンテキスト外で評価して、その値をバッファーに挿入する
(edebug-eval-print-last-sexp)。プレフィクス引数が 0(C-u 0 C-j) なら、(文
字列やリストのような)長いアイテムを短縮しない。

C-x C-e Edebug のコンテキスト外でポイントの前の式を評価する (edebug-eval-last-
sexp)。

C-c C-u バッファー内のコンテンツから新たに評価リストを構築する (edebug-update-eval-
list)。

C-c C-d ポイントのある評価リストグループを削除する (edebug-delete-eval-item)。

C-c C-w ソースコードバッファーに切り替えてカレントストップポイントに戻る (edebug-where)。

評価リストウィンドウ内では、*scratch*にいるときと同様に C-jや C-x C-eで式を評価できま
すが、それらは Edebugのコンテキスト外で評価されます。

インタラクティブに入力した式 (と結果)は、実行を継続すると失われます。しかし実行がストッ
プされるたびに評価されるように、式から構成される評価リストをセットアップできます。

これを行なうには、評価リストバッファー内で 1つ以上の評価リストグループ (evaluation list
group)を記述します。評価リストグループは 1つ以上の Lisp式から構成されます。グループはコメ
ント行で区切られます。

コマンド C-c C-u(edebug-update-eval-list)はバッファーをスキャンして、各グループの最
初の式を使用して評価リストを再構築します (これはグループの 2つ目の式は以前に計算、表示され
ている値だという発想からである)。

Edebug にエントリーするたびに、評価リストの各式 (および式の後に式のカレント値) をバッ
ファーに挿入して再表示します。これはコメント行も挿入するので、各式はそのグループの一員とな
ります。したがってバッファーのテキストを変更せずに C-c C-uとタイプすると、評価リストは実際
には変更されません。

評価リストからの評価の間にエラーが発生すると、それが式の結果であるかのようにエラーメッ
セージが文字列で表示されます。したがってカレントで無効な変数を使用する式によって、デバッグ
が中断されることはありません。

以下はいくつかの式を評価リストウィンドウに追加したとき、どのように見えるかの例です:
(current-buffer)

#<buffer *scratch*>

;---------------------------------------------------------------

(selected-window)

#<window 16 on *scratch*>

;---------------------------------------------------------------
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(point)

196

;---------------------------------------------------------------

bad-var

"Symbol's value as variable is void: bad-var"

;---------------------------------------------------------------

(recursion-depth)

0

;---------------------------------------------------------------

this-command

eval-last-sexp

;---------------------------------------------------------------

グループを削除するにはグループ内にポイントを移動して C-c C-dをタイプするか、単にグルー
プのテキストを削除して C-c C-uで評価リストを更新します。評価リストに新たな式を追加するには、
適切な箇所にその式を挿入して新たなコメント行を挿入してから C-c C-uをタイプします。コメント
行にダッシュを挿入する必要はありません — 内容は関係ないのです。

*edebug*を選択した後に C-c C-wでソースコードバッファーにリターンできます。*edebug*は
実行を継続したときに killされて、次回必要となったときに再作成されます。

18.2.11 Edebugでのプリント

プログラム内の式が循環リスト構造 (circular list structure)を含む値を生成する場合は、Edebug
がそれをプリントしようとしたときエラーとなるかもしれません。

循環構造への対処の 1つとして、print-lengthと print-levelにプリントの切り詰めをセッ
トする方法があります。Edebugは変数 edebug-print-lengthと edebug-print-levelの値 (非
nil値なら)を、これらの変数にバインドします。Section 19.6 [Output Variables], page 340を参
照してください。

[User Option]edebug-print-length
非 nilなら結果をプリントするとき Edebugは print-lengthをこの値にバインドする。デ
フォルト値は 50。

[User Option]edebug-print-level
非 nilなら結果をプリントするときEdebugは print-levelをこの値にバインドする。デフォ
ルト値は 50。

print-circleを非 nil値にバインドして、循環構造や要素を共有する構造にたいして、より参
考になる情報をプリントするよういにすることもできます。

以下は循環構造を作成するコードの例です:

(setq a (list 'x 'y))

(setcar a a)

カスタムプリントはこれを ‘Result: #1=(#1# y)’のようにプリントします。‘#1=’という表記はその
後の構造をラベル ‘1’とラベル付けして、‘#1#’表記はその前にラベル付けされた構造を参照していま
す。この表記はリストとベクターの任意の共有要素に使用されます。

[User Option]edebug-print-circle
非 nilなら結果をプリントするとき Edebugは print-circleをこの値にバインドする。デ
フォルト値は t。

他のプログラムもカスタムプリントを使用できます。詳細は cust-print.elを参照してください。
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18.2.12 トレースバッファー

Edebugは実行トレースを*edebug-trace*という名前のバッファーに格納して記録できます。実行
トレースとは関数呼び出しとリターンのログのことで関数名と引数、および値を確認できます。トレー
スレコードを有効にするには、edebug-traceを非 nil値にセットしてください。

トレースバッファーの作成は実行モードのトレースの使用 (Section 18.2.3 [Edebug Execution
Modes], page 309を参照)と同じではありません。

トレースレコードが有効なときは、関数へのエントリーと exitのたびにトレースバッファーに行
が追加されます。関数エントリーレコードは ‘::::{’、および関数名と引数の値によって構成されま
す。関数の exitレコードは ‘::::}’、および関数名と関数の結果によって構成されます。

‘:’の数は関数エントリーの再帰レベルを表します。トレースバッファーでは関数呼び出しの開始
と終了の検索に ‘{’と ‘}’を使用できます。

関数 edebug-print-trace-beforeと edebug-print-trace-afterを再定義することによっ
て、関数エントリーと関数 exitのトレースレコードをカスタマイズできます。

[Macro]edebug-tracing string body. . .
このマクロは bodyフォームの実行活動にたいして追加のトレース情報をリクエストする。引
数 stringはトレースバッファーに配置する ‘{’と ‘}’の後のテキストを指定する。すべての引数
は評価されて、edebug-tracingは body内の最後のフォームの値をリターンする。

[Function]edebug-trace format-string &rest format-args
この関数はトレースバッファーにテキストを挿入する。テキストは (apply 'format format-

string format-args)によって計算される。エントリー間の区切りとして改行も付け加える。

edebug-tracingと edebug-traceは、たとえEdebugが非アクティブでも、呼び出されたとき
は常にトレースバッファーに行を挿入します。トレースバッファーへのテキストの追加により、挿入
された最後の行が見えるようにウィンドウもスクロールします。

18.2.13 カバレッジテスト

Edebugは基本的なカバレッジテスト (coverage test)と実行頻度 (execution frequency)の表示を
提供します。

カバレッジテストは、すべての式の結果と以前の結果を比較することによって機能します。プログ
ラム内の各フォームがカレント Emacsセッション内でカバレッジテストを開始して以降に、2つの
異なる値をリターンしたら、それらのフォームはカバーされたと判断されます。したがってプログラ
ムにカバレッジテストを行なうには、そのプログラムをさまざまなコンディション下で実行して、プ
ログラムが正しく振る舞うかに注目します。異なるコンディション下で十分にテストして、すべての
フォームが異なる 2つの値をリターンしたとき、Edebugはそのことを告げるでしょう。

カバレッジテストにより実行速度が低下するので、edebug-test-coverageが非 nilのときだけ
カバレッジテストが行なわれます。頻度計数 (frequency count)はたとえ実行モードがGo-nonstop
でも、カバレッジテストが有効か無効かに関わらずすべての式にたいして行われます。

定義にたいするカバレッジ情報と頻度数の両方を表示するにはC-x X = (edebug-display-freq-
count)を使用します。単に= (edebug-temp-display-freq-count)とすると、他のキーをタイ
プするまでの間だけ一時的に同様の情報を表示します。

[Command]edebug-display-freq-count
このコマンドはカレント定義の各行の頻度数を表示する。
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このコマンドはコードの各行の下にコメント行として頻度数を挿入する。1回の undoコマンド
ですべての挿入をアンドゥできる。頻度数は式の前の ‘(’か式の後の ‘)’、または変数の最後の
文字の下に表示される。表示をシンプルにするために同一行にたいして式の以前頻度数と頻度
数が同じ場合は表示しない。

ある式にたいする頻度数の後に文字 ‘=’がある場合は、その式が評価されるたびに同じ値を毎回
リターンしていることを表す。言い換えるとカバレッジテストの目的からは、その式はまだカ
バーされていないということである。

ある定義にたいして頻度数とカバレッジデータを明確にするには、単に eval-defunで再イン
ストルメントすればよい。

たとえばソースの breakpointで (fac 5)を評価した後に edebug-test-coverageを tにセット
すると、breakpointに達したときの頻度データは以下のようになります:

(defun fac (n)

(if (= n 0) (edebug))

;#6 1 = =5

(if (< 0 n)

;#5 =

(* n (fac (1- n)))

;# 5 0

1))

;# 0

コメント行は facが 6回呼び出されたことを表しています。最初の if命令は毎回同じ結果を 5回
リターンしています。同じ結果という意味では 2つ目の ifの条件にも当てはまります。facの再帰呼
び出しは結局リターンしません。

18.2.14 コンテキスト外部

Edebugはデバッグ中のプログラムにたいして透過的であろうと努めますが完全には達成されません。
Edebugは eや評価リストバッファーで式を評価するときにも、一時的に外部のコンテキストをリス
トアして透明化を試みます。このセクションでは Edebugがリストアするコンテキストと、Edebug
が完全に透過的になるのに失敗する理由を正確に説明します。

18.2.14.1 停止するかどうかのチェック

Edebugにエンターするときは常に特定のデータの保存とリストアを行なう必要があり、それはトレー
ス情報を作成するか、あるいはプログラムを停止するかを決定する前に行なう必要があります。

• max-lisp-eval-depth (Section 10.4 [Eval], page 141を参照)、およびmax-specpdl-size

(Section 12.3 [Local Variables], page 176を参照)は Edebugがスタックに与える影響の低
減効果を高める。しかしそれでも Edebug使用時にスタック空間を使い切ってしまうことがあ
り得る。非常に大きいクォートされたリストを含むコードをインストルメントすることによって
Edebugが再帰深さの制限に達してしまうようなら、edebug-max-depthの値を大きくするこ
ともできる。

• キーボードマクロの実行状態の保存とリストアが行われる。Edebug がアクティブの間、
edebug-continue-kbd-macroが nilなら executing-kbd-macroが nilにバインドさ
れる。
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18.2.14.2 Edebugの表示の更新

(たとえば traceモードなどで)Edebugが何かを表示する必要があるときは、Edebugの外部からカ
レントウィンドウ構成 (Section 28.26 [Window Configurations], page 687を参照)を保存します。
Edebugを exitするときに、以前のウィンドウ構成がリストアされます。

Emacsはpause時だけ再表示を行います。通常は実行を継続すると、そのプログラムはbreakpoint
かステップ実行後にEdebugに再エンターして、その間に pauseや入力の読み取りはありません。そ
のような場合、Emacsが外部の構成を再表示する機会は決してありません。結果としてユーザーが目
にするウィンドウ構成は、前回 Edebugが中断なしでアクティブだったときのウィンドウ構成と同じ
になります。

何かを表示するためにEdebugにエントリーすることにより、(たとえこれらのうちのいくつかは、
エラーや quitがシグナルされたときは故意にリストアしないデータだとしても)以下のデータも保存
とリストアが行われます。

• カレントバッファー、およびカレントバッファー内のポイントとマークの位置が保存およびリス
トアされる。

• edebug-save-windowsが非nilなら、外部のウィンドウ構成の保存とリストアが行われる (Sec-
tion 18.2.16 [Edebug Options], page 326を参照)。

エラーや quitではウィンドウ構成はリストアされないが、save-excursionがアクティブなら、
たとえエラーや quitのときでも外部の選択されたウィンドウが再選択される。edebug-save-

windowsの値がリストなら、それにリストされたウィンドウだけが保存およびリストアされる。

ただしソースコードバッファーのウィンドウの開始位置と水平スクロールはリストアされないの
で、表示は Edebug内で整合性が保たれたままとなる。

• edebug-save-displayed-buffer-pointsが非 nilなら、表示されているそれぞれのバッフ
ァー内のポイント値は保存およびリストアされる。

• 変数 overlay-arrow-positionと overlay-arrow-stringは保存とリストアが行われるの
で、同じバッファー内の他の場所の再帰編集から安全に Edebugを呼び出せる。

• cursor-in-echo-areaは nilにローカルにバインドされるのでカーソルはそのウィンドウ内
に現れる。

18.2.14.3 Edebugの再帰編集

Edebugにエンターしてユーザーのコマンドが実際に読み取られるとき、Edebugは以下の追加デー
タを保存 (および後でリストア)します:

• カレントマッチデータ。Section 34.6 [Match Data], page 899を参照のこと。

• 変 数 last-command、this-command、last-command-event、last-input-event、
last-event-frame、last-nonmenu-event、track-mouse。Edebug 内のコマンドは
Edebug外部のこれらの変数に影響をあたえない。

Edebug内でのコマンド実行は this-command-keysによりリターンされるキーシーケンスを
変更でき、Lispからそのキーシーケンスをリセットする方法はない。

Edebugは unread-command-eventsの値の保存とリストアができない。この変数が重要な値
をもつときに Edebugにエンターすると、デバッグ中のプログラムの実行に干渉する可能性が
ある。

• Edebug内で実行された複雑なコマンドは変数 command-historyに追加される。これは稀に実
行に影響を与える。

• Edebug内では再帰の深さがEdebug外部の再帰の深さより 1つ深くなる。これは自動的に更新
される評価リストウィンドウでは異なる。
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• standard-outputと standard-inputは、recursive-editによって nilにバインドされる
が Edebugは評価の間それらを一時的にリストアする。

• キーボードマクロ定義の状態は保存およびリストアされる。Edebug がアクティブの間、
defining-kbd-macroは edebug-continue-kbd-macroにバインドされる。

18.2.15 Edebugとマクロ

Edebugが正しくマクロを呼び出す式をインストルメントするには、いくつかの特定な配慮が必要に
なります。このサブセクションでは、その詳細を説明します。

18.2.15.1 マクロ呼び出しのインストルメント

Edebugが Lispマクロを呼び出す式をインストルメントするときは、正しくインストルメントを行
なうために、そのマクロに関して追加の情報が必要になります。これはマクロ呼び出しのどの部分式
(subexpression)が評価されるフォームなのか推測する方法がないからです (評価はマクロの bodyで
明示的に発生するかもしれないし、展開結果が評価されるとき、または任意のタイミングで行われる
かもしれない)。

したがって Edebug が処理するかもしれないすべてのマクロにたいして、そのマクロの呼び出
しフォーマットを説明するための Edebug仕様 (Edebug specification)を定義しなければなりませ
ん。これを行なうにはマクロ定義に debug宣言を追加します。以下はマクロ例 for(Section 14.5.2
[Argument Evaluation], page 246を参照)にたいする簡単な仕様の例です。

(defmacro for (var from init to final do &rest body)

"Execute a simple \"for\" loop.

For example, (for i from 1 to 10 do (print i))."

(declare (debug (symbolp "from" form "to" form "do" &rest form)))

...)

このEdebug仕様はマクロ呼び出しのどの部分が評価されるフォームなのかを示しています。単純
なマクロにたいする Edebug仕様は、そのマクロ定義の正式な引数リストに酷似している場合があり
ますが、Edebug仕様はマクロ引数に比べてより汎的です。declareフォームの詳細は Section 14.4
[Defining Macros], page 245を参照してください。

コードをインストルメントするときEdebugに仕様が確実に解るように留意してください。別ファ
イルで定義されたマクロを使用する関数をインストルメントする場合には、関数を含むファイル内の
requireフォームを評価するか、あるいはマクロを含むファイルを明示的にロードする必要があるか
もしれません。マクロの定義が eval-when-compileでラップされていれば、それを評価する必要が
あるでしょう。

def-edebug-specによりマクロ定義から個々のマクロにたいして Edebug仕様を定義すること
もできます。Lispで記述されたマクロ定義にたいしては debug宣言を追加するほうが好ましく便利で
もありますが、def-edebug-specではCで実装されたスペシャルフォームにたいしてEdebug仕様
を定義することが可能になります。

[Macro]def-edebug-spec macro specification
マクロmacro呼び出しのどの式が評価される式かを指定する。specificationは edebug仕様で
ある。どちらの引数も評価されない。

引数macroには単なるマクロ名ではない、任意の実シンボルを指定できる。

以下は specificationに指定できるシンボルと、引数を処理する方法のテーブルです。

t すべての引数は評価のためにインストルメントされる。

0 引数はインストルメントされない。
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シンボル そのシンボルはかわりに使用される Edebug仕様をもたなければならない。このインダ
イレクションは他の種類の仕様が見つかるまで繰り返される。これによって他のマクロ
の仕様を継承できる。

リスト リストの要素はフォーム呼び出しの引数の型を記述する。仕様リストに指定できる要素
については以降のセクションを参照のこと。

マクロが Edebug仕様をもたなければ、debug宣言および def-edebug-spec呼び出しのどちら
を介しても、変数 edebug-eval-macro-argsが効果を発揮します。

[User Option]edebug-eval-macro-args
これはEdebugが明示的なEdebug仕様をもたないマクロ引数を扱う方法を制御する。nil(デ
フォルト)なら引数は評価のためにインストルメントされない。それ以外ばらすべての引数が
インストルメントされる。

18.2.15.2 仕様リスト

あるマクロ呼び出しにおいて、いくつかの引数は評価されても、それ以外の引数は評価されないよう
な場合には、Edebug仕様のために仕様リスト (specification list)が必要となります。仕様リスト内
のいくつかの要素は 1つ以上の引数にマッチしますが、それ以外の要素は以降に続くすべての引数の
処理を変更します。後者は仕様キーワード (specification keywords)と呼ばれ、(&optionalのよう
に)‘&’で始まるシンボルです。

仕様リストはそれ自身がリストであるような引数にマッチする部分リスト (sublist)、あるいはグ
ループ化に使用されるベクターを含むかもしれません。したがって部分式とグループは仕様リストを
レベル階層に細分化します。仕様キーワードは部分式やグループを含むものの残りに適用されます。

仕様リストに選択肢や繰り返しが含まれる場合は、実際のマクロの呼び出しのマッチでバックト
ラックが要求されるかもしれません。詳細は Section 18.2.15.3 [Backtracking], page 324を参照し
てください。

Edebug仕様はバランスのとれたカッコで括られた部分式へのマッチ、フォームの再帰処理、イン
ダイレクト仕様を通じた再帰等の、正規表現によるマッチングとコンテキストに依存しない文法構成
を提供します。

以下は仕様リストに使用できる要素と、その意味についてのテーブルです (使用例は
Section 18.2.15.4 [Specification Examples], page 325を参照):

sexp 評価されない単一の Lispオブジェクト。インストルメントされない。

form 評価される単一の式。インストルメントされる。評価前にマクロが式のを lambdaでラッ
プしていれば、かわりに def-formを使用すること (以下の def-formを参照)。

place 汎変数 (generalized variable)。Section 12.17 [Generalized Variables], page 206を
参照のこと。

body &rest formの短縮形 (以下の&restを参照)。評価前にマクロが式のを lambdaでラップ
していれば、かわりに def-formを使用すること (以下の def-formを参照)。

function-form

関数フォーム。クォートされた関数シンボル、クォートされたラムダ式、または (関数シ
ンボルかラムダ式に評価される)フォームのいずれか。これはラムダ式の bodyをいず
れかの方法でインストルメントするので、functionよりも quoteでクォートされたラ
ムダ式の引数にたいして有用。
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lambda-expr

クォートされないラムダ式。

&optional

仕様リスト内の後続の要素はオプション。マッチしない要素が出現すると Edebugはこ
のレベルのマッチングを停止する。

後続が非オプションの要素であるような数個の要素をオプションにするだけなら、
[&optional specs...]を使用する。複数の要素すべてのマッチや非マッチを指定す
るには、&optional [specs...]を使用する。defunの例を参照のこと。

&rest 仕様リスト内の後続のすべての要素は 0 回以上繰り返される。しかし最後の繰り返し
では、仕様リスト内のすべての要素にたいするマッチングの前に式が終了しても問題は
ない。

数個の要素を繰り返すには [&rest specs...]を使用する。各繰り返しにおいてすべて
マッチしなければならない複数要素を指定するには、&rest [specs...]を使用する。

&or 仕様リスト内の後続の各要素は選択肢である。選択肢の 1つがマッチしなければならず、
マッチしなければ&or仕様は失敗する。

&orに続く各リスト要素は単一の選択肢である。複数のリスト要素を単一の選択肢にグ
ループ化するには、それらを [...]で括る。

&not 後続の各要素は&orが使用されたときのように選択肢にマッチするが、要素がマッチした
ら失敗となる。マッチする要素がなければ何もマッチされないが&not仕様は成功となる。

&define フォームを定義する仕様であることを示す。フォームを定義する Edebugの定義は、後
刻 (フォーム定義の実行後に)保存および実行される 1つ以上のコードを含んだフォーム。

フォーム定義自体はインストルメントされない (つまりEdebugはフォーム定義の前後で
ストップしない)が、フォーム内部は通常はインストルメントされるであろう。&define
キーワードはリスト仕様の最初の要素であること。

nil カレント引数レベルでマッチさせる引数が存在しなければ成功し、それ以外は失敗する。
部分リスト仕様とバッククォートの例を参照のこと。

gate 引数はマッチされないが gateを通じたバックトラックは、このレベルの仕様の残りを
マッチングする間は無効にされる。これは主に特定の構文エラーメッセージを一般化する
ために使用される。詳細は Section 18.2.15.3 [Backtracking], page 324、および let

の例も参照のこと。

other-symbol

仕様リスト内のその他の要素は、述語 (predicate)かインダイレクト仕様 (indirect spec-
ification)である。

シンボルが Edebug仕様をもつなら、インダイレクト仕様 (indirect specification)は
シンボル位置に使用されるリスト仕様か、引数を処理するための関数のいずれかである。
この仕様はマクロにたいする def-edebug-specのように定義できる。defunの例を参
照のこと。

それ以外ならシンボルは述語 (predicate)である。述語は引数とともに呼び出されて nil

をリターンしたら、その仕様は失敗して引数はインストルメントされない。

適切な述語としては symbolp、integerp、stringp、vectorp、atomが含まれる。

[elements...]

要素のベクターは要素を単一のグループ仕様 (group specification)にグループ化する。
このグループ仕様はベクター自体には何も行わない。
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"string" 引数は stringという名前のシンボルである。この仕様は symbolの名前が stringである
ようなクォートされたシンボル'symbolと等価だが、文字列形式のほうが好ましい。

(vector elements...)

引数は要素が仕様内の elementsにマッチするようなベクターである。バッククォートの
例を参照のこと。

(elements...)

他のリストは部分リスト仕様 (sublist specification)であり、引数は要素が仕様の ele-
mentsにマッチするリストでなければならない。

部分リスト仕様はドットリスト (dotted list)かもしれず、その場合対応するリスト引数
はドットリストである。かわりにドットリスト仕様の最後の cdrが、(グループ化やイ
ンダイレクト仕様による)他の部分リスト仕様かもしれない (たとえば要素が非ドットリ
ストにマッチする (spec . [(more specs...)])))。これはバッククォートの例のよ
うな再帰仕様に有用。このような再帰を終了させるには上述の nil仕様も参照のこと。

(specs . nil)のように記述された部分リスト仕様は (specs)、(specs .

(sublist-elements...))は (specs sublist-elements...)と等価であること
に注意。

以下は&defineの後だけに出現する追加仕様のリストです。defunの例を参照してください。

name 引数 (シンボル)は定義フォームの名前。

定義フォームは名前フィールドをもつ必要はなく、複数の名前フィールドをもつかもし
れない。

:name この構文は引数に実際のマッチは行わない。:nameの後の要素はシンボルであり、その
定義の追加の名前要素として使用される。定義名に一意で静的な要素を加えるためにこ
れを使用できる。複数回使用できる。

arg 引数 (シンボル)は定義フォームの引数の名前である。しかし lambda-listキーワード
(‘&’で始まるシンボル)は許されない。

lambda-list

これはラムダリスト (ラムダ式の引数リスト)にマッチする。

def-body 引数は定義内のコードの bodyである。これは上述の bodyと似ているが、定義の body
はその定義に関連する情報を照会する別の Edebug呼び出しでインストルメントされて
いなければならない。定義内のより高位レベルのフォームリストには def-bodyを使用
する。

def-form 引数は定義内のもっとも高位レベルの単一フォームである。これは def-bodyと似てい
るが、フォームリストではなく単一フォームのマッチに使用される。特別なケースとし
て def-formはフォームが実行されるときトレース情報を出力しないことも意味する。
interactiveの例を参照のこと。

18.2.15.3 仕様でのバックトレース

あるポイント位置で仕様がマッチに失敗しても、構文エラーがシグナルされるとは限りません。そのか
わりバックトラッッキング (backtracking)が開始されます。バックトラックはすべての選択肢をマッ
チングするまで行なわれます。最終的に引数リストのすべての要素は仕様内の要素のいずれかとマッ
チしなければならず、仕様内の必須要素は引数のいずれかとマッチしなければなりません。
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構文エラーが検出されてもその時点では報告されず、より高位レベルの選択肢のマッチングが終
わった後、実際のエラー箇所から離れたポイント位置でエラーが報告されるかもしれません。しかし
エラー発生時にバックトラックが無効ならエラーは即座に報告されるでしょう。ある状況ではバック
トラックも自動的に再有効化されることに注意してください。&optional、&rest、&orにより新た
な選択肢が設定されたとき、または部分リスト、グループ、インダイレクト仕様が開始されたときは
バックトラックが自動的に有効になります。バックトラックを有効、または無効にした場合の影響は、
現在処理中のレベルの残り要素と低位レベルに限定されます。

何らかのフォーム仕様 (すなわち form、body、def-form、def-body)をマッチングする間、バッ
クトラックは無効になっています。これらの仕様は任意のフォームにマッチするので、何らかのエラー
が発生するとしたらそれは高位レベルではなく、そのフォーム自体の内部でなければなりません。

バックトラックはクォートされたシンボルや文字列仕様とのマッチに成功した後にも無効になり
ます。なぜなら通常これは構文が認識されたことを示すからです。しかし同じシンボルで始まる一連
の選択肢構文がある場合には、たとえば ["foo" &or [first case] [second case] ...]のよう
に、通常は選択肢の外部にそのシンボルをファクタリングすることによりこの制約に対処できます。

ほとんどのニーズは、バックトラックを自動的に無効にする、これら 2つの方法で満足させること
ができますが、gate仕様を使用して明示的にバックトラックを無効にするほうが便利なときもありま
す。これは高位に適用可能な選択肢が存在しないことが分かっている場合に有用です。let仕様の例
を参照してください。

18.2.15.4 仕様の例

以下で提供する例から学ぶことにより、Edebug仕様の理解が容易になるでしょう。

スペシャルフォーム letは、バインディングと bodyのシーケンスをもちます。各バインディング
はそシンボル、またはシンボルとオプションの部分リストです。以下の仕様では部分リストを見つけ
たらバックトラックを抑止するために、部分リスト内の gateがあることに注目してください。

(def-edebug-spec let

((&rest

&or symbolp (gate symbolp &optional form))

body))

Edebugは defunおよび関連する引数リスト、interactive仕様にたいして以下の仕様を使用し
ます。式の引数はその関数 bodyの外部で実際に評価されるので、interactiveフォームは特別に処理
する必要があります。(defmacroにたいする仕様は defunにたいする仕様と酷似するが declare命
令文が許される)

(def-edebug-spec defun

(&define name lambda-list

[&optional stringp] ; ドキュメント文字列が与えられた場合はマッチする。
[&optional ("interactive" interactive)]

def-body))

(def-edebug-spec lambda-list

(([&rest arg]

[&optional ["&optional" arg &rest arg]]

&optional ["&rest" arg]

)))

(def-edebug-spec interactive

(&optional &or stringp def-form)) ; def-formに注目

以下のバッククォートにたいする仕様はドットリストにマッチさせる方法と、nilを使用して再帰
を終了させる方法を説明するための例です。またベクターのコンポーネントをマッチさせる方法も示
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しています (Edebugにより定義される実際の仕様は少し異なり、失敗するかもしれない非常に深い再
帰を引き起こすためドットリストについてはサポートしない)。

(def-edebug-spec \` (backquote-form)) ; 単なる明確化用エイリアス

(def-edebug-spec backquote-form

(&or ([&or "," ",@"] &or ("quote" backquote-form) form)

(backquote-form . [&or nil backquote-form])

(vector &rest backquote-form)

sexp))

18.2.16 Edebugのオプション

以下のオプションは Edebugの動作に影響を与えます:

[User Option]edebug-setup-hook
Edebugが使用される前に呼び出される関数。この関数は毎回新たな値をセットする。Edebug
はこれらの関数を一度呼び出したら、その後に edebug-setup-hookを nilにリセットする。
使用するパッケージに関係するEdebug仕様をロードするために使用でｄきるがそれはEdebug
を使用するときだけである。Section 18.2.2 [Instrumenting], page 308を参照のこと。

[User Option]edebug-all-defs
これが非 nilの場合に defunや defmacroのような定義フォームの普通に評価すると、Ede-
bug用にインストルメントされる。これはeval-defun、eval-region、eval-buffer、and
eval-current-bufferに適用される。

このオプションの切り替えにはコマンド M-x edebug-all-defsを使用する。Section 18.2.2
[Instrumenting], page 308を参照のこと。

[User Option]edebug-all-forms
これが非 nilの場合には eval-defun、eval-region、eval-buffer、eval-current-

bufferはたとえフォームが何も定義していなくても、すべてのフォームをインストルメント
する。これはロードとミニバッファー内の評価には適用されない。

このオプションの切り替えにはコマンド M-x edebug-all-formsを使用する。Section 18.2.2
[Instrumenting], page 308を参照のこと。

[User Option]edebug-eval-macro-args
これが非 nilなら、すべてのマクロ引数が生成されるコード内にインストルメントされる。
edebug-form-specはすべてのマクロにたいして、このオプションをオーバーライドす
る。ある引数を評価して他の引数は評価しないマクロにたいする例外を指定するためには、
edebug-form-specを指定するために def-edebug-specを使用すること。

[User Option]edebug-save-windows
これが非 nilなら、Edebugはウィンドウ構成の保存とリストアを行なう。これにはある程度
の時間を要するので、ウィンドウ構成に何が起こってもプログラムに関係なければ、この変数
を nilにセットしたほうがよい。

値がリストならリストされたウィンドウだけが保存およびリストアされる。

Edebug内ではこの変数をインタラクティブに変更するために Wコマンドを使用できる。Sec-
tion 18.2.14.2 [Edebug Display Update], page 320を参照のこと。

[User Option]edebug-save-displayed-buffer-points
これが非 nilなら Edebugは表示されているすべてのバッファー内のポイントを保存およびリ
ストアする。
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選択されていないウィンドウ内に表示されているバッファーのポイントを変更するコードをデ
バッグしている場合は、他のバッファーのポイントを保存およびリストアする必要がある。そ
の後に Edebugまたはユーザーがそのウィンドウを選択した場合は、そのバッファー内のポイ
ントはそのウィンドウのポイント値に移動される。

すべてのバッファー内のポイントの保存とリストアは、それぞれのウィンドウを 2回選択する必
要があり高価な処理なので、必要なときだけ有効にする。Section 18.2.14.2 [Edebug Display
Update], page 320を参照のこと。

[User Option]edebug-initial-mode
この変数が非 nilなら、Edebug が最初にアクティブになったときの Edebug の最初の実行
モードを指定する。指定できる値は step、next、go、Go-nonstop、trace、Trace-fast、
continue、Continue-fast。

デフォルト値は step。この変数は C-x C-a C-mでインタラクティブにセットできる。Sec-
tion 18.2.3 [Edebug Execution Modes], page 309を参照のこと。

[User Option]edebug-trace
これが非 nilなら各関数のエントリーと exitをトレースする。トレース出力は関数のエント
リーと exitを行ごとに、再帰レベルにしたがって*edebug-trace*という名前のバッファーに
表示される。

Section 18.2.12 [Trace Buffer], page 318の edebug-tracingも参照されたい。

[User Option]edebug-test-coverage
非 nilならEdebugはデバッグされるすべての式のカバレッジをテストする。Section 18.2.13
[Coverage Testing], page 318を参照のこと。

[User Option]edebug-continue-kbd-macro
非 nilなら Edebug外部で実行されている任意のキーボードマクロの定義または実行を継続す
る。これはデバッグされないので慎重に使用すること。Section 18.2.3 [Edebug Execution
Modes], page 309を参照されたい。

[User Option]edebug-print-length
非 nilなら、それはEdebugでの結果プリントにおける print-lengthのデフォルト値。Sec-
tion 19.6 [Output Variables], page 340を参照のこと。

[User Option]edebug-print-level
非 nilなら、それは Edebugでの結果プリントにおける print-levelのデフォルト値。Sec-
tion 19.6 [Output Variables], page 340を参照のこと。

[User Option]edebug-print-circle
非 nilなら、それはEdebugでの結果プリントにおける print-circleのデフォルト値。Sec-
tion 19.6 [Output Variables], page 340を参照のこと。

[User Option]edebug-unwrap-results
非 nilなら Edebugは式の結果を表示するときに、その式自体のインストルメント結果の削除
を試みる。マクロをデバッグするときは、式の結果自体がインストルメントされた式になると
いうことに関連するオプションである。実際的な例ではないが、サンプル例の関数 facがイン
ストルメントされたとき、そのフォームのマクロを考えてみるとよい。

(defmacro test () "Edebug example."

(if (symbol-function 'fac)



Chapter 18: Lispプログラムのデバッグ 328

...))

testマクロをインストルメントしてステップ実行すると、デフォルトでは symbol-function

呼び出しは多数のedebug-afterフォームとedebug-beforeフォームをもつことになり、それ
により実際の結果の確認が難しくなり得る。edebug-unwrap-resultsが非 nilならEdebug
は結果からこれらのフォームの削除を試みる。

[User Option]edebug-on-error
debug-on-errorが以前 nilだったら、Edebugは debug-on-errorをこの値にバインドす
る。Section 18.2.7 [Trapping Errors], page 314を参照のこと。

[User Option]edebug-on-quit
debug-on-quitの以前の値が nilなら、Edebugは debug-on-quitにこの値をバインドす
る。Section 18.2.7 [Trapping Errors], page 314を参照のこと。

Edebugがアクティブな間に edebug-on-errorか edebug-on-quitの値を変更したら、次回に
新たなコマンドを通じて Edebugが呼び出されるまでこれらの値は使用されない。

[User Option]edebug-global-break-condition
非 nilなら、値はすべてのステップポイントでテストされる式である。式の結果が nilなら
breakする。エラーは無視される。Section 18.2.6.2 [Global Break Condition], page 314
を参照のこと。

[User Option]edebug-sit-for-seconds
実行モードが traceか continueでbreakpointに達した際に一時停止する秒数。Section 18.2.3
[Edebug Execution Modes], page 309を参照のこと。

[User Option]edebug-sit-on-break
breakpointに達したときに edebug-sit-for-secondsの間、一時停止するかどうか。nil

で一時停止の抑止、非 nilなら一時停止を許可。

[User Option]edebug-behavior-alist
デフォルトでは、この alist にはキーが edebugで 3 つの関数 edebug-enter、
edebug-before、edebug-afterからなるリストという 1 つのエントリーが含まれる。こ
れらの関数はインストルメントされるコードに挿入される関数のデフォルト実装である。
Edebugの全般的な挙動を変更するためには、このデフォルトエントリーを変更する。

Edebugの挙動はこの alistにエントリーにユーザーが選択したキーと 3つの関数を追加する
ことにより、定義ごとにもとづいて変更もできる。それからインストルメントされた定義のシ
ンボルプロパティedebug-behaviorに新たなエントリーのキーをセットすれば、Edebugは
その定義にたいして自身の関数を呼び出す箇所で新たな関数を呼び出す。

[User Option]edebug-new-definition-function
定義やクロージャの bodyをラップした後に Edebugが実行する関数。Edebugが自身のデー
タを初期化後に、この関数は定義に関連付けられたシンボル (Edebugが定義または生成した
実際のシンボルかもしれない)を単一の引数として呼び出される。この関数は Edebugにより
インストルメントされる各定義のシンボルプロパティedebug-behaviorをセットするために
使用されるかもしれない。

[User Option]edebug-after-instrumentation-function
使用前に Edebugのインストルメントの検査や修正を行うには、インストルメントするトップ
レベルのフォームを単一の引数として受け取り、その後に Edebugがインストルメントの最終
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結果として使用することになる同一フォームあるいは置換フォームをリターンする関数をこの
変数にセットする。

18.3 無効なLisp構文のデバッグ

Lispリーダーは無効な構文 (invalid syntax)について報告はしますが実際の問題箇所は報告しませ
ん。たとえばある式を評価中のエラー ‘End of file during parsing’は、開カッコまたは開角カッ
コ (open parenthese or open square bracket)が多いことを示しています。Lispリーダーはこの
不一致をファイル終端で検出しましたが、本来閉カッコがあるべき箇所を解決することはできません。
同様に ‘Invalid read syntax: \")\"’は開カッコの欠落を示していますが、欠落しているカッコ
が属すべき場所は告げません。ならばどうやって変更すべき箇所を探せばよいのでしょうか?

問題が単なるカッコの不一致でない場合の便利なテクニックは、各defunの先頭でC-M-e ( end-of-
defun。Section “Moving by Defuns” in The GNU Emacs Manualを参照)とタイプして、その
defunの最後と思われる箇所に移動するか確認する方法です。もし移動しなければ、問題はその defun
の内部にあります。

マッチしないカッコが Lispにおいてもっとも一般的な構文エラーなので、これらのケースにたい
してさらにアドバイスすることができます (Show Parenモードを有効にしてコードにポイントを移
動するだけでカッコの不一致を探しやすくなるだろう)。

18.3.1 過剰な開カッコ

カッコがマッチしない defunを探すのが、最初のステップです。過剰な開カッコが存在する場合は、
ファイルの終端に移動して C-u C-M-u ( backward-up-list。Section “Moving by Parens” in
The GNU Emacs Manualを参照)とタイプします。これにより、カッコがマッチしない最初のdefun
の先頭に移動するでしょう。

何が間違っているのか正確に判断するのが次のステップです。これを確実に行なうにはプログラ
ムを詳しく調べる以外に方法はありませんが、カッコがあるべき箇所を探すのに既存のインデントが
手掛かりになることが多々あります。C-M-q (indent-pp-sexp。Section “Multi-line Indent” in
The GNU Emacs Manual を参照)で再インデントして何が移動されるか確認するのが、この手掛
かりを使用するもっとも簡単な方法です。しかし、行うのはちょっと待ってください! まず続きを読ん
でからにしましょう。

これを行なう前に defunに十分な閉カッコがあるか確認します。十分な閉カッコがなければ C-M-q

がエラーとなるか、その defunからファイル終端までの残りすべてが再インデントされます。その場
合には defunの最後に移動して、そこに閉カッコを挿入します。その defunのカッコの釣り合いがと
れるまでは、defunの最後に移動するのに C-M-e (end-of-defun)は使用できません (失敗する)。

これで defunの先頭に移動して C-M-qとタイプすることができます。通常は一定のポイントから
その関数の最後までのすべての行が、右へとシフトされるでしょう。これはおそらくそのポイント付
近で閉カッコが欠落していたり不要な開カッコがあります (しかしこれを真実と仮定せずコードを詳
しく調べること)。不一致箇所を見つけたら、元のインデントはおそらく意図されたカッコに適してい
るはずなので、C-_ (undo)で C-M-qをアンドゥしてください。

問題を fixできたと思った後に、再度 C-M-qを使用します。実際に元のインデントが意図したカッ
コのネストに適合していて、足りないカッコを追加していたら、C-M-qは何も変更しないはずです。

18.3.2 過剰な閉カッコ

過剰な閉カッコへの対処は、まずファイルの先頭に移動してからカッコのマッチしない defunを探す
ために C-u -1 C-M-u (引数−1で backward-up-list)をタイプします。
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それからdefunの先頭でC-M-f (forward-sexp。Section “Expressions” in The GNU Emacs
Manual を参照)をタイプして、実際にマッチする閉カッコを探します。これにより defunの終端よ
り幾分手前の箇所に移動するでしょう。その付近に間違った閉カッコが見つかるはずです。

そのポイントに問題が見つからない場合には、その defunの先頭で C-M-q (indent-pp-sexp)
をタイプするのが次のステップです。ある行範囲はおそらく左へシフトするでしょう。その場合には
欠落している開カッコや間違った閉カッコは、おそらくそれらの行の 1行目の近くにあるでしょう (し
かしこれを真実と仮定せずコードを詳しく調べること)。不一致箇所が見つけたら、元のインデントは
おそらく意図されたカッコに適しているはずなので C-_ (undo)で C-M-qをアンドゥしてください。

問題を fixできたと思った後に再度 C-M-qを使用します。実際に元のインデントが意図したカッコ
のネストに適合していて、足りないカッコを追加していたら、C-M-qは何も変更しないはずです。

18.4 カバレッジテスト

testcoverライブラリーをロードしてコマンド M-x testcover-start RET file RETでコードを
インストルメントすることにより、Lispコードのファイルにたいしてカバレッジテストを行なうことが
できます。コードを 1回以上呼び出すことによってテストが行なわれます。コマンド M-x testcover-

mark-allを使用すれば、カバレッジが不十分な箇所が色付きでハイライト表示されます。コマンド
M-x testcover-next-markは次のハイライトされた箇所へポイントを前方に移動します。

赤くハイライトされた箇所は通常はそのフォームが完全に評価されたことが一度もないことを示
し、茶色でハイライトされた箇所は常に同じ値に評価された (その結果にたいして少ししかテストさ
れていない)ことを意味します。しかし errorのように完全に評価するのが不可能なフォームにたい
しては、赤いハイライトはスキップされます。(setq x 14)のように常に同じ値に評価されることが
期待されるフォームにたいしては、茶色のハイライトはスキップされます。

難しいケースではテストカバレッジツールにアドバイスを与えるために、コードに do-nothingマ
クロを追加することができます。

[Macro]1value form
formを評価してその値をリターンするが、テストカバレッジにたいして formが常に同じ値だ
という情報を与える。

[Macro]noreturn form
formを評価して formが決してリターンしないという情報をカバレッジテストに与える。もし
リターンしたら run-timeエラーとなる。

Edebugにもカバレッジテスト機能があります (Section 18.2.13 [Coverage Testing], page 318
を参照)。これらの機能は部分的に重複しており、組み合わせることで明確になるでしょう。

18.5 プロファイリング

プログラムは正常に機能しているものの、十分に高速ではないのでより高速かつ効率的に実行させた
い場合には、そのプログラムが実行時間の大半をどこで消費しているか知るために、コードをプロファ
イル (profile)することが最初に行うべきことです。ある特定の関数の実行が実行時間のうちの無視で
きない割り合いを占めるようなら、その部分を最適化する方法を探すことを開始できます。

Emacs にはこのためのビルトインサポートがあります。プロファイリングを開始するには
M-x profiler-startをタイプします。プロファイルはプロセッサー使用 (processor usage)かメ
モリー使用 (memory usage)、またはその両方のサンプリングを選択できます。それから高速化した
いコードを実行します。その後に M-x profiler-reportとタイプするとプロファイルに選択した
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各リソース (CPU とメモリー) にたいするサンプリングが summary バッファーに表示されます。
reportバッファーの名前にはレポートが生成された時刻が含まれるので、前の結果を消去せずに後で
他のレポートを生成できます。プロファイリングが終了したら M-x profiler-stopとタイプしてく
ださい (プロファイリングに関連したオーバーヘッドが若干あるので実際に調査したいコードの実行
中以外にアクティブのままに放置することは推奨しない)。

profiler reportバッファーでは、各行に呼び出された関数、その後にプロファイリングが開始さ
れてから使用した CPUリソースの絶対時間とパーセンテージが表示されます。関数名の左側にシン
ボル ‘+’のある行では RETをタイプして行を展開して高位レベルの関数に呼び出された関数を確認でき
ます。関数ツリー配下全体の呼び出しを確認するにはプレフィクス引数を使用します (C-u RET)。も
う一度 RETをタイプすれば元の状態へと行が折り畳まれます。

jか mouse-2を押下するとポイント位置の関数の定義にジャンプします。dを押下すると関数のド
キュメントを閲覧できます。C-x C-wを使用してプロファイルをファイルに保存できます。=を使用す
れば 2つのプロファイルを比較することができます。

elpライブラリーはプロファイルしたいLisp関数が事前に解っているときに有用な別のアプローチ
を選択肢として提供します。このライブラリーの使用するには、まず elp-function-listに関数シ
ンボルのリスト (プロファイルしたい関数)をセットします。それから関数をプロファイル用にアレン
ジするために M-x elp-instrument-list RET nil RETとタイプします。プロファイルしたいコー
ドの実行後に M-x elp-resultsを呼び出してカレント結果を表示します。処理手順の詳細について
は elp.elファイルを参照してください。このアプローチは Lispで記述された関数のプロファイリン
グに限定されており、Emacsプリミティブのプロファイルはできません。

benchmarkライブラリーを使用して個々の Emacs Lisp フォームの評価に消費される時間を計
測できます。benchmark.el内のマクロ benchmark-runと benchmark-run-compiled、およ
び benchmark-prognを参照してください。フォームをインタラクティブに時間計測するために
benchmarkコマンドも使用できます。
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19 Lispオブジェクトの読み取りとプリント

プリント (print)と読み取り (read)は Lispオブジェクトからテキスト形式への変換、またはその逆
の変換を行なう操作です。これらは Chapter 2 [Lisp Data Types], page 8で説明したプリント表
現 (printed representation)と入力構文 (read syntax)を使用します。

このチャプターでは読み取りとプリントのための Lisp関数について説明します。このチャプター
ではさらにストリーム (stream)についても説明します。ストリームとは、(読み取りでは)テキスト
がどこから取得されるか、(プリントでは)テキストをどこに出力するかを指定します。

19.1 読み取りとプリントの概念

Lispオブジェクトの読み取りとは、テキスト形式の Lisp式をパース (parse: 解析)して、対応する
Lispオブジェクトを生成することを意味します。これは LLispプログラムが Lispコードファイルか
ら Lispに取得される方法でもあります。わたしたちはそのテキストのことを、そのオブジェクトの入
力構文 (read syntax)と呼んでいます。たとえばテキスト ‘(a . 5)’は、carが aで cdrが数字の 5
であるようなコンスセルにたいする入力構文です。

Lispオブジェクトのプリントとは、あるオブジェクトをそのオブジェクトのプリント表現 (printed
representation)に変換することによって、そのオブジェクトを表すテキストを生成することを意味
します (Section 2.1 [Printed Representation], page 8を参照)。上述のコンスセルをプリントする
とテキスト ‘(a . 5)’が生成されます。

読み取りとプリントは概ね逆の処理といえます。あるテキスト断片を読み取った結果として生成さ
れたオブジェクトをプリントすると、多くの場合は同じテキストが生成され、あるオブジェクトをプ
リントした結果のテキストを読み取ると、通常は同じようなオブジェクトが生成されます。たとえば
シンボル fooをプリントするとテキスト ‘foo’が生成されて、そのテキストを読み取るとシンボル foo

がリターンされます。要素が aと bのリストをプリントするとテキスト ‘(a b)’が生成されて、そのテ
キストを読み取ると、(同じリストではないが)要素が aと bのリストが生成されます。

しかし、これら 2つの処理は互いにまったく逆の処理というわけではありません。３つの例外があ
ります:

• プリントは読み取ることが不可能なテキストを生成できる。たとえばバッファー、フレーム、サ
ブプロセス、マーカーは ‘#’で始まるテキストとしてプリントされる。このテキストの読み取り
を試みるとエラーとなる。これらのデータ型を読み取る方法は存在しない。

• 1つのオブジェクトが複数のテキスト的な表現をもつことができる。たとえば ‘1’と ‘01’は同じ整
数を表し、‘(a b)’と ‘(a . (b))’は同じリストを表す。読み取りは複数の候補を受容するかもし
れないが、プリントはそのうちのただ 1つを選択しなければならない。

• あるオブジェクトの読み取りシーケンスの中間の特定ポイントに、読み取り結果に影響を与えな
いコメントを置くことができる。

19.2 入力ストリーム

テキストを読み取る Lisp関数の大部分は、引数として入力ストリーム (input stream)を受け取りま
す。入力ストリームは読み取られるテキストの文字をどこから、どのように取得するかを指定します。
以下は利用できる入力ストリーム型です:

buffer 入力文字は bufferのポイントの後の文字から直接読み取られる。文字の読み取りととも
にポイントが進む。
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marker 入力文字はmarkerがあるバッファーの、マーカーの後の文字から直接読み取られる。文
字の読み取りとともにマーカーが進む。ストリームがマーカーならバッファー内のポイ
ント値に影響はない。

string 入力文字は stringの最初の文字から必要な文字数分が取得される。

function 入力文字は functionから生成され、その関数は 2種類の呼び出しをサポートしなければ
ならない:

• 引数なしで呼び出されたときは次の文字をリターンする。
• 1つの引数 (常に文字)で呼び出されたとき、functionは引数を保存して次の呼び出
しでリターンするように準備する。これは文字の読み戻し (unreading)と呼ばれ、
Lispリーダーが 1文字多く読みとったとき、それを ‘読みとった場所に戻したいと
きに発生する。この場合には functionのリターン値と違いはない。

t tはその入力がミニバッファーから読み取られるストリームであることを意味する。実際
にはミニバッファーが 1回呼び出されて、ユーザーから与えられたテキストが、その後に
入力ストリームとして使用される文字列となる。Emacsが batchモード (Section 40.17
[Batch Mode], page 1123を参照)で実行されている場合には、ミニバッファーのかわ
りに標準入力が使用される。たとえば、

(message "%s" (read t))

batchモードでは標準入力から Lisp式が読み取られて、結果は標準出力にプリントさ
れるだろう。

nil 入力ストリームとして nilが与えられた場合は、かわりに standard-inputの値が使用
されることを意味する。この値はデフォルトの入力ストリーム (default input stream)
であり、非 nilの入力ストリームでなければならない。

symbol 入力ストリームとしてのシンボルは、(もしあれば) そのシンボルの関数定義と等価で
ある。

以下の例ではバッファーストリームから読み込んで、読み取りの前後におけるポイント位置を示し
ています:

---------- Buffer: foo ----------

This⋆ is the contents of foo.

---------- Buffer: foo ----------

(read (get-buffer "foo"))

⇒ is

(read (get-buffer "foo"))

⇒ the

---------- Buffer: foo ----------

This is the⋆ contents of foo.

---------- Buffer: foo ----------

最初の読み取りではスペースがスキップされていることに注意してください。読み取りでは意味のあ
るテキストに先行する、任意のサイズの空白文字がスキップされます。

以下はマーカーストリームからの読み取りの例で、最初は表示されているバッファーの先頭にマー
カーを配置されています。読み取られた値はシンボル Thisです。
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---------- Buffer: foo ----------

This is the contents of foo.

---------- Buffer: foo ----------

(setq m (set-marker (make-marker) 1 (get-buffer "foo")))

⇒ #<marker at 1 in foo>

(read m)

⇒ This

m

⇒ #<marker at 5 in foo> ;; 最初のスペースの前

以下では文字列のコンテンツから読み取っています:

(read "(When in) the course")

⇒ (When in)

以下はミニバッファーから読み取る例です。プロンプトは ‘Lisp expression: ’です (このプロ
ンプトはストリーム tから読み取る際は常に使用される)。ユーザーの入力はプロンプトの後に表示さ
れます。

(read t)

⇒ 23

---------- Buffer: Minibuffer ----------

Lisp expression: 23 RET

---------- Buffer: Minibuffer ----------

最後は useless-streamという名前の関数ストリームから読み取る例です。ストリームを使用す
る前に変数 useless-listを文字のリストで初期化しています。その後はリスト内の次の文字を取得
するため、または文字をリストの先頭に追加することにより読み戻すために関数 useless-streamを
呼び出します。

(setq useless-list (append "XY()" nil))

⇒ (88 89 40 41)

(defun useless-stream (&optional unread)

(if unread

(setq useless-list (cons unread useless-list))

(prog1 (car useless-list)

(setq useless-list (cdr useless-list)))))

⇒ useless-stream

このストリームを使って以下のように読み取ります:

(read 'useless-stream)

⇒ XY

useless-list

⇒ (40 41)

開カッコと閉カッコがリスト内に残されることに注意してください。Lispリーダーは開カッコに出会
うと、それを入力の終わりと判断して読み戻します。次にこのポイント位置からこのストリームを読
み取ると、‘()’が読み取られて nilがリターンされます。
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19.3 入力関数

このセクションでは、読み取りに関係のある Lisp関数と変数について説明します。

以下の関数では streamは入力ストリーム (前のセクションを参照)を意味します。streamが nil

または省略された場合のデフォルト値は standard-inputです。

読み取りにおいて終端されていないリスト、ベクター、文字列に遭遇したら end-of-fileがシグ
ナルされます。

[Function]read &optional stream
この関数は streamからテキスト表現された Lisp式を 1つ読み取って Lispオブジェクトとし
てリターンする。これは基本的な Lisp入力関数である。

[Function]read-from-string string &optional start end
この関数は string内のテキストからテキスト表現された最初の Lisp式を読み取る。リターン
値は carがその式で、cdrが次に読み取られるその文字列内の残りの文字 (読み取られていな
い最初の文字)の位置を与える整数であるようなコンスセルである。

startが与えられると、文字列内のインデックス start(最初の文字はインデックス 0)から読み
取りが開始される。endを指定すると、残りの文字列が存在しないかのごとくそのインデック
スの直前で読み取りがストップされる。

たとえば:

(read-from-string "(setq x 55) (setq y 5)")

⇒ ((setq x 55) . 11)

(read-from-string "\"A short string\"")

⇒ ("A short string" . 16)

;; 最初の文字から読み取りを開始
(read-from-string "(list 112)" 0)

⇒ ((list 112) . 10)

;; 2つ目の文字から読み取りを開始
(read-from-string "(list 112)" 1)

⇒ (list . 5)

;; 7番目の文字から読み取りを開始
;; して 9番目の文字で停止
(read-from-string "(list 112)" 6 8)

⇒ (11 . 8)

[Variable]standard-input
この変数はデフォルト入力ストリーム (引数 streamが nilのときに readが使用するストリー
ム)を保持する。デフォルトは tで、これはミニバッファーを使用することを意味する。

[Variable]read-circle
非 nilなら、この変数は循環構造 (circular structure)と共有構造 (shared structures)の読
み取りを有効にする。Section 2.6 [Circular Objects], page 29を参照のこと。デフォルト値
は t。

batchモードの Emacsプロセスの標準入力や標準出力のストリームにたいして読み取りや書き
込みを行う際には、任意のバイナリーデータにたいしてそのまま読み取りや書き込みを行うことや、
改行と CR-LFの変換を何も行わないことを保証することが要求される場合があります。この問題は
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MS-WindowsとMS-DOSだけに存在する問題であり、POSIXではそのような問題はありません。
以下の関数により Emacs プロセスのすべての標準ストリームの I/O モードを制御することができ
ます。

[Function]set-binary-mode stream mode
streamの I/Oモードのバイナリーとテキストを切り替える。modeが非 nilならバイナリー
モード、それ以外ならテキストモードに切り替える。streamの値は stdin、stdout、stderr
のいずれか。この関数は副作用として streamの保留中の出力データをすべてフラッシュして、
streamの以前の I/Oモードの値をリターンする。POSIXでは常に非 nil値をリターンして、
保留中の出力のフラッシュ以外は何も行わない。

19.4 出力ストリーム

出力ストリームはプリントによって生成された文字に何を行うかを指定します。ほとんどのプリント
関数は引数としてオプションで出力ストリームを受け取ります。以下は利用できる出力ストリーム型
です:

buffer 出力文字は bufferのポイント位置に挿入される。文字が挿入された分だけポイントが
進む。

marker 出力文字はmarkerがあるバッファーのマーカー位置に挿入される。文字が挿入された
分だけマーカー位置が進む。ストリームがマーカーのときは、そのバッファー内のポイ
ント位置にプリントは影響せず、この種のプリントでポイントは移動しない (マーカー
位置がポイント位置かポイント位置より前の場合は除く。通常はテキストの周囲にポイ
ントが進む)。

function 出力文字は文字を格納する役目をもつ functionに渡される。この関数は 1つの文字を
引数に出力される文字の回数呼び出され、格納したい場所にその文字を格納する役目を
もつ。

t 出力文字はエコーエリアに表示される。Emacsが batchモード (Section 40.17 [Batch
Mode], page 1123を参照)で実行中なら、出力はかわりに標準出力デスクリプターに
書き込まれる。

nil 出力ストリームにnilが指定された場合は、かわりにstandard-output変数の値が使用
されることを意味する。この値はデフォルトの出力ストリーム (default output stream)
であり、非 nilでなければならない。

symbol 出力ストリームとしてのシンボルは、(もしあれば) そのシンボルの関数定義と等価で
ある。

有効な出力ストリームの多くは、入力ストリームとしても有効です。したがって入力ストリームと
出力ストリームの違いは、Lispオブジェクトの型ではなく、どのように Lispオブジェクトを使うか
という点です。

以下はバッファーを出力ストリームとして使用する例です。ポイントは最初は ‘the’の中の ‘h’の直
前にあります。そして最後も同じ ‘h’の直前に配置されます。

---------- Buffer: foo ----------

This is t⋆he contents of foo.

---------- Buffer: foo ----------

(print "This is the output" (get-buffer "foo"))
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⇒ "This is the output"

---------- Buffer: foo ----------

This is t

"This is the output"

⋆he contents of foo.

---------- Buffer: foo ----------

次はマーカーを出力ストリームとして使用する例です。マーカーは最初はバッファー foo内の単語
‘the’の中の ‘t’と ‘h’の間にあります。最後には挿入されたテキストによってマーカーが進んで、同じ
‘h’の前に留まります。通常の方法で見られるようなポイント位置への影響がないことに注意してくだ
さい。

---------- Buffer: foo ----------

This is the ⋆output
---------- Buffer: foo ----------

(setq m (copy-marker 10))

⇒ #<marker at 10 in foo>

(print "More output for foo." m)

⇒ "More output for foo."

---------- Buffer: foo ----------

This is t

"More output for foo."

he ⋆output
---------- Buffer: foo ----------

m

⇒ #<marker at 34 in foo>

以下はエコーエリアに出力を表示する例です:

(print "Echo Area output" t)

⇒ "Echo Area output"

---------- Echo Area ----------

"Echo Area output"

---------- Echo Area ----------

最後は関数を出力ストリームとして使用する例です。関数 eat-outputは与えられたそれぞれの
文字を last-outputの先頭に consします (Section 5.4 [Building Lists], page 75を参照)。最後
にはリストには出力されたすべての文字が逆順で含まれます。

(setq last-output nil)

⇒ nil

(defun eat-output (c)

(setq last-output (cons c last-output)))

⇒ eat-output
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(print "This is the output" #'eat-output)

⇒ "This is the output"

last-output

⇒ (10 34 116 117 112 116 117 111 32 101 104

116 32 115 105 32 115 105 104 84 34 10)

このリストを逆転すれば正しい順序で出力することができます:

(concat (nreverse last-output))

⇒ "

\"This is the output\"

"

concatを呼び出してリストを文字列に変換すれば、内容をより明解に確認できます。

[Function]external-debugging-output character
この関数はデバッグ時の出力ストリームとして有用。これは標準エラーストリームに character
を書き込む。

たとえば

(print "This is the output" #'external-debugging-output)

a This is the output

⇒ "This is the output"

19.5 出力関数

このセクションではオブジェクトをオブジェクトのプリント表現に変換して、Lispオブジェクトをプ
リントする Lisp関数を説明します。

Emacsプリント関数には、正しく読み取れるように必要なとき出力にクォート文字を追加するも
のがあります。使用されるクォート文字は ‘"’と ‘\’です。これらは文字列をシンボルと区別するとと
もに、文字列とシンボル内の区切り文字が読み取りの際に区切り文字として扱われることを防ぎます。
完全な詳細は Section 2.1 [Printed Representation], page 8を参照してください。クォートするか
しないかはプリント関数の選択によって指定できます。

そのテキストが Lispに読み戻す場合、または Lispプログラマーに Lispオブジェクトを明解に説
明するのが目的の場合は、曖昧さを避けるためにクォート文字をプリントするべきです。しかしプロ
グラマー以外の人間にたいして出力の見栄えを良くするのが目的なら、通常はクォートなしでプリン
トしたほうがよいでしょう。

Lispオブジェクトは自己参照ができます。通常の方法で自己参照オブジェクトをプリントするには
テキストが無限に必要であり、その試みにより無限再帰が発生する恐れがあります。Emacsはそのよ
うな再帰を検知して、すでにプリントされたオブジェクトを再帰的にプリントするかわりに、‘#level’
をプリントします。たとえば以下はカレントのプリント処理において、レベル 0のオブジェクトを再
帰的に参照することを示しています:

(setq foo (list nil))

⇒ (nil)

(setcar foo foo)

⇒ (#0)

以下の関数では streamは出力ストリームを意味します (出力ストリームの説明は前のセクション
を参照。デバッグではストリーム値として [external-debugging-output], page 338も有用) stream
が nilか省略された場合のデフォルトは standard-outputの値です。
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[Function]print object &optional stream
print関数はプリントを行うための便利な手段である。この関数は objectの前後に改行を付与
して objectのプリント表現を streamにプリントする。クォート文字が使用される。printは
objectをリターンする。たとえば:

(progn (print 'The\ cat\ in)

(print "the hat")

(print " came back"))

a
a The\ cat\ in

a
a "the hat"

a
a " came back"

⇒ " came back"

[Function]prin1 object &optional stream
この関数は objectのプリント表現を streamに出力する。この関数は printのように出力を分
割するための改行をプリントしないが、printのようにクォート文字を使用する。objectをリ
ターンする。

(progn (prin1 'The\ cat\ in)

(prin1 "the hat")

(prin1 " came back"))

a The\ cat\ in"the hat"" came back"

⇒ " came back"

[Function]princ object &optional stream
この関数は objectのプリント表現を streamに出力する。objectをリターンする。

この関数は readではなく人間が読める出力を生成することを意図しているので、クォート文字
を挿入せず文字列のコンテンツの前後にダブルクォート文字を配置しない。各呼び出しの間に
スペースを何も出力しない。

(progn

(princ 'The\ cat)

(princ " in the \"hat\""))

a The cat in the "hat"

⇒ " in the \"hat\""

[Function]terpri &optional stream ensure
この関数は streamに改行を出力する。名前の由来は “terminate print(プリントを終端する)”。
ensureが非 nilの場合には、streamがすでに行頭にあれば改行をプリントしない。この場合に
は streamに関数は指定できず、指定するとエラーがシグナルされる。この関数は改行をプリン
トしたら tをリターンする。

[Function]write-char character &optional stream
この関数は characterを streamに出力する。characterをリターンする。

[Function]prin1-to-string object &optional noescape
この関数は同じ引数で prin1がプリントするテキストを含む文字列をリターンする。

(prin1-to-string 'foo)

⇒ "foo"
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(prin1-to-string (mark-marker))

⇒ "#<marker at 2773 in strings-ja.texi>"

noescapeが非 nilなら出力中のクォート文字の使用を抑制する (この引数は Emacsバージョ
ン 19以降でサポートされた)。

(prin1-to-string "foo")

⇒ "\"foo\""

(prin1-to-string "foo" t)

⇒ "foo"

Lispオブジェクトのプリント表現を文字列として取得する別の手段については、Section 4.7
[Formatting Strings], page 61の formatを参照のこと。

[Macro]with-output-to-string body. . .
このマクロは出力を文字列に送るよう standard-outputをセットアップしてフォーム body
を実行する。その文字列をリターンする。

たとえばカレントバッファー名が ‘foo’なら、

(with-output-to-string

(princ "The buffer is ")

(princ (buffer-name)))

は"The buffer is foo"をリターンする。

[Function]pp object &optional stream
この関数は prin1と同じように objectを streamに出力するが、より優雅 (pretty)な方法で
これを行う。すなわちこの関数は人間がより読みやすいようにオブジェクトのインデントとパ
ディングを行う。

任意のバイナリーデータを書き込んだり非 POSIXホストで改行変換を回避するためにこのセク
ションで説明した関数を使用して batchモードでバイナリー I/Oモードを使用する必要がある場合
には Section 19.3 [Input Functions], page 335を参照してください。

19.6 出力に影響する変数

[Variable]standard-output
この変数の値はデフォルト出力ストリーム (stream引数が nilのときプリント関数が使用する
ストリーム)である。デフォルトは tで、これはエコーエリアに表示することを意味する。

[Variable]print-quoted
これが非 nilなら、省略されたリーダー構文 (たとえば (quote foo)を'foo、(function

foo)を#'fooのように)を使用してクォートされたフォームをプリントすることを意味する。
デフォルトは t。

[Variable]print-escape-newlines
この変数が非 nilなら、文字列内の改行は ‘\n’、改ページは ‘\f’でプリントされる。これらの
文字は通常は実際の改行と改ページとしてプリントされる。

この変数はクォートつきのプリントを行うプリント関数prin1とprintに影響を与える。princ
に影響はない。以下は prin1を使用した場合の例である:
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(prin1 "a\nb")

a "a

a b"

⇒ "a

b"

(let ((print-escape-newlines t))

(prin1 "a\nb"))

a "a\nb"

⇒ "a

b"

2つ目の式では prin1を呼び出す間は print-escape-newlinesのローカルバインドが効果
をもつが、結果をプリントするときには効果がない。

[Variable]print-escape-control-characters
この変数が非 nilなら、クォートつきでプリントするプリント関数 prin1と printは、文
字列内のコントロール文字をバックスラッシュシーケンスとしてプリントする。この変数と
print-escape-newlinesがいずれも非 nilなら改行と改頁には後者が優先される。

[Variable]print-escape-nonascii
この変数が非 nilなら、クォートつきでプリントするプリント関数 prin1と printは文字列内
のユニバイトの非 ASCII文字を無条件でバックスラッシュシーケンスとしてプリントする。

これらの関数は出力ストリームがマルチバイトバッファー、あるいはマーカーがマルチバイト
バッファーをポイントするときは、この変数の値に関わらずユニバイト非 ASCII文字にたいし
てバックスラッシュシーケンスを使用する。

[Variable]print-escape-multibyte
この変数が非 nilなら、クォートつきでプリントするプリント関数 prin1と printは、文字列
内のマルチバイトの非ASCII文字を無条件でバックスラッシュシーケンスとしてプリントする。

これらの関数は出力ストリームがユニバイトバッファー、あるいはマーカーがユニバイトバッ
ファーをポイントするときは、この変数の値に関わらずマルチバイト非 ASCII文字にたいして
バックスラッシュシーケンスを使用する。

[Variable]print-charset-text-property
この変数は文字列のプリントにおいてテキストプロパティ‘charset’のプリントを制御する。値
は nil、t、または defaultのいずれか。

値が nilなら charsetテキストプロパティを決してプリントせず、tなら常にプリントする。

値がdefaultなら“予期せぬ (unexpected)”charsetプロパティがある場合だけcharsetテキ
ストプロパティをプリントする。ASCII文字ではすべての charsetが “期待された (expected)”
ものとみなされる。それ以外なら文字の期待される charsetプロパティは char-charsetに
より与えられる。

[Variable]print-length
この変数の値は任意のリスト、ベクター、ブールベクターをプリントする際の最大要素数であ
る。プリントされるオブジェクトがこれより多くの要素をもつ場合は、省略記号 (“...”)で省略
される。
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値が nil(デフォルト)の場合は無制限。

(setq print-length 2)

⇒ 2

(print '(1 2 3 4 5))

a (1 2 ...)

⇒ (1 2 ...)

[Variable]print-level
この変数の値はプリント時の丸カッコ (parentheses: “()”)と角カッコ (brackets: “[]"’)のネ
スト最大深さである。この制限を超える任意のリストとベクターは省略記号 (“...”)で省略され
る。値 nil(デフォルト)は無制限を意味する。

[User Option]eval-expression-print-length
[User Option]eval-expression-print-level

これらは eval-expressionによって使用される print-lengthと print-levelの値であ
り、したがって間接的に多くのインタラクティブな評価コマンドにより使用される (Section
“Evaluating Emacs Lisp Expressions” in The GNU Emacs Manualを参照)。

以下の変数は循環構造および共有構造の検出と報告に使用されます:

[Variable]print-circle
非 nilなら、この変数はプリント時の循環構造と共有構造の検出を有効にする。Section 2.6
[Circular Objects], page 29を参照のこと。

[Variable]print-gensym
非 nilなら、この変数はプリント時のインターンされていないシンボル (Section 9.3 [Creating
Symbols], page 127を参照)の検出を有効にする。これが有効なら、インターンされていな
いシンボルはプレフィックス ‘#:’とともにプリントされる。このプレフィックスは、Lispリー
ダーにたいしてインターンされていないシンボルを生成するよう告げる。

[Variable]print-continuous-numbering
非 nilなら、複数のプリント呼び出しを通じて通番が振られることを意味する。これは ‘#n=’ラ
ベルと ‘#m#’参照にたいしてプリントされる数字に影響する。この変数を setqでセットしては
ならない。letを使用して一時的に tにバインドすること。これを行う場合は print-number-

tableも nilにバインドすること。

[Variable]print-number-table
この変数は print-circle機能を実装するために、プリント処理で内部的に使用されるベク
ターを保持する。print-continuous-numberingをバインドするときにこの変数を nilにバ
インドする以外は、この変数を使用するべきではない。

[Variable]float-output-format
この変数は浮動小数点数をプリントする方法を指定する。デフォルトは nilで、これは情報を
失わずにその数値を表せるもっとも短い出力を使用することを意味する。

出力フォーマットをより精密に制御するために、この変数に文字列をセットできる。この文字
列にはCの sprintf関数で使用される ‘%’指定子をセットする。この変数で使用することので
きる制限についての詳細は、この変数のドキュメント文字列を参照のこと。
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20 ミニバッファー

ミニバッファー (minibuffer)とは、単一の数プレフィックス引数 (numeric prefix argument)より
複雑な引数を読み取るために Emacsコマンドが使用する特別なバッファーのことです。これらの引
数にはファイル名、バッファー名、(M-xでの)コマンド名が含まれます。ミニバッファーはフレーム
の最下行、エコーエリア (Section 39.4 [The Echo Area], page 985を参照)と同じ場所に表示され
ますが、引数を読み取るときだけ使用されます。

20.1 ミニバッファーの概要

ほとんどの点においてミニバッファーは普通の Emacsバッファーです。編集コマンドのようなバッ
ファーにたいする操作のほとんどはミニバッファーでも機能します。しかしバッファーを管理する操
作の多くはミニバッファーに適用できません。ミニバッファーは常に ‘ *Minibuf-number*’という
形式の名前をもち変更はできません。ミニバッファーはミニバッファー用の特殊なウィンドウだけに
表示されます。これらのウィンドウは常にフレーム最下に表示されます (フレームにミニバッファー
ウィンドウがないときやミニバッファーウィンドウだけをもつ特殊なフレームもある)。Section 29.9
[Minibuffers and Frames], page 733を参照してください。

ミニバッファー内のテキストは常にプロンプト文字列 (prompt string)で開始されます。これは
ミニバッファーを使用しているプログラムが、ユーザーにたいしてどのような種類の入力が求められ
ているか告げるために指定するテキストです。このテキストは意図せずに変更してしまわないよう
に、読み取り専用としてマークされます。このテキストは beginning-of-line、forward-word、
forward-sentence、forward-paragraphを含む特定の移動用関数が、プロンプトと実際のテキ
ストの境界でストップするようにフィールド (Section 32.19.9 [Fields], page 832を参照)としても
マークされています。

ミニバッファーのウィンドウは通常は 1行です。ミニバッファーのコンテンツがより多くのスペー
スを要求する場合には自動的に拡張されます。ミニバッファーのウィンドウがアクティブな間はウィン
ドウのサイズ変更コマンドで一時的にウィンドウのサイズを変更できます。サイズの変更はミニバッ
ファーを exitしたときに通常のサイズにリバートされます。ミニバッファーがアクティブでないとき
はフレーム内の他のウィンドウでウィンドウのサイズ変更コマンドを使用するか、マウスでモードラ
インをドラッグして、ミニバッファーのウィンドウのサイズを永続的に変更できます (現実装ではこ
れが機能するには resize-mini-windowsが nilでなければならない)。フレームがミニバッファー
ウィンドウだけを含む場合にはフレームのサイズを変更してミニバッファーのサイズを変更できます。

ミニバッファーの使用によって入力イベントが読み取られて、this-commandや last-command

のような変数の値が変更されます (Section 21.5 [Command Loop Info], page 386を参照)。プロ
グラムにそれらを変更させたくない場合は、ミニバッファーを使用するコードの前後でそれらをバイ
ンドするべきです。

ある状況下では、アクティブなミニバッファーが存在するときでもコマンドがミニバッファーを使
用できます。そのようなミニバッファーは再帰ミニバッファー (recursive minibuffer)と呼ばれます。
この場合は最初のミニバッファーは ‘ *Minibuf-1*’という名前になります。再帰ミニバッファーは
ミニバッファー名の最後の数字を増加することにより命名されます (名前はスペースで始まるので通常
のバッファーリストには表示されない)。再帰ミニバッファーが複数ある場合は、最内の (もっとも最
近にエンターされた)ミニバッファーがアクティブミニバッファーです。変数 enable-recursive-

minibuffers、またはコマンドシンボルのその名前のプロパティをセットすることにより再帰ミニ
バッファーを許可したり禁止できます (Section 20.13 [Recursive Mini], page 374を参照)。

他のバッファーと同様、ミニバッファーは特別なキーバインドを指定するためにローカルキーマッ
プ (Chapter 22 [Keymaps], page 423を参照)を使用します。ミニバッファーを呼び出す関数も、処
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理を行うためにローカルマップをセットアップします。補完なしのミニバッファーローカルマップにつ
いては Section 20.2 [Text from Minibuffer], page 344を参照してください。補完つきのミニバッ
ファーローカルマップについては Section 20.6.3 [Completion Commands], page 356を参照して
ください。

ミニバッファーが非アクティブのときのメジャーモードは minibuffer-inactive-mode、キー
マップは minibuffer-inactive-mode-mapです。これらは実際にはミニバッファーが別フレーム
にある場合のみ有用です。Section 29.9 [Minibuffers and Frames], page 733を参照してください。

Emacsがバッチモードで実行されている場合には、ミニバッファーからの読み取りリクエストは、
実装には Emacs開始時に提供された標準入力記述子から行を読み取ります。これは基本的な入力だ
けをサポートします。特別なミニバッファーの機能 (ヒストリー、補完など)はバッチモードでは利用
できません。

20.2 ミニバッファーでのテキスト文字列の読み取り

ミニバッファー入力にたいする基本的なプリミティブは read-from-minibufferで、これは文
字列と Lisp オブジェクトの両方からテキスト表現されたフォームを読み取ることができます。関
数 read-regexpは特別な種類の文字列である正規表現式 (Section 34.3 [Regular Expressions],
page 885を参照)の読み取りに使用されます。コマンドや変数、ファイル名などの読み取りに特化し
た関数もあります (Section 20.6 [Completion], page 351を参照)。

ほとんどの場合でには Lisp関数の途中でミニバッファー入力関数を呼び出すべきではありません。
かわりに interactive指定されたコマンドの引数の読み取りの一環として、すべてのミニバッファー
入力を行います。Section 21.2 [Defining Commands], page 377を参照してください。

[Function]read-from-minibuffer prompt &optional initial keymap read
history default inherit-input-method

この関数はミニバッファーから入力を取得するもっとも一般的な手段である。デフォルトでは任
意のテキストを受け入れて、それを文字列としてリターンする。しかし readが非 nilなら、テキ
ストをLispオブジェクトに変換するためにreadを使用する (Section 19.3 [Input Functions],
page 335を参照)。

この関数が最初に行うのはミニバッファーをアクティブにして、プロンプトに prompt(文字列
でなければならない)を用いてミニバッファーを表示することである。その後にユーザーはミ
ニバッファーでテキストを編集できる。

ミニバッファーを exit するためにユーザーがコマンドをタイプするとき、read-from-

minibufferはミニバッファー内のテキストからリターン値を構築する。通常はそのテキスト
を含む文字列がリターンされる。しかし readが非 nilなら、read-from-minibufferはテ
キストを読み込んで結果を未評価の Lispオブジェクトでリターンする (読み取りについての詳
細は Section 19.3 [Input Functions], page 335を参照)。

引数 defaultはヒストリーコマンドを通じて利用できるデフォルト値を指定する。値には文字
列、文字列リスト、または nilを指定する。文字列と文字列リストは、ユーザーが M-nで利用
可能な “未来のヒストリー (future history)”になる。

readが非 nilなら、ユーザーの入力が空のときの readの入力としても defaultが使用される。
defaultが文字列リストの場合には最初の文字列が入力として使用される。defaultが nilなら、
空の入力は end-of-fileエラーとなる。しかし通常 (readが nil)の場合には、ユーザーの入
力が空のとき read-from-minibufferは defaultを無視して空文字列""をリターンする。こ
の点ではこの関数はこのチャプターの他のどのミニバッファー入力関数とも異なる。
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keymapが非 nilなら、そのキーマップはミニバッファー内で使用されるローカルキーマップと
なる。keymapが省略または nilなら、minibuffer-local-mapの値がキーマップとして使
用される。キーマップの指定は補完のようなさまざまなアプリケーションにたいしてミニバッ
ファーをカスタマイズする、もっとも重要な方法である。

引数 historyは入力の保存やミニバッファー内で使用されるヒストリーコマンドが使用するヒ
ストリーリスト変数を指定する。デフォルトは minibuffer-history。同様にオプションで
ヒストリーリスト内の開始位置を指定できる。Section 20.4 [Minibuffer History], page 349
を参照のこと。

変数 minibuffer-allow-text-propertiesが非 nilなら、リターンされる文字列にはミニ
バッファーでのすべてのテキストプロパティが含まれる。それ以外なら、値がリターンされる
ときすべてのテキストプロパティが取り除かれる。

minibuffer-prompt-properties内のテキストプロパティはプロンプトに適用される。こ
のプロパティリストはデフォルトではプロンプトに使用するフェイスを定義する。このフェイ
スが与えられるとフェイスリストの最後に適用されて表示前にマージされる。

ユーザーがプロンプトの外観を完全に制御したければすべてのフェイスリストの最後にdefault

フェイスを指定するのがもっとも簡便な方法である。たとえば:

(read-from-minibuffer

(concat

(propertize "Bold" 'face '(bold default))

(propertize " and normal: " 'face '(default))))

引数 inherit-input-methodが非 nilなら、ミニバッファーにエンターする前にカレントだった
バッファーが何であれ、カレントの入力メソッド (Section 33.11 [Input Methods], page 880
を参照)、およびenable-multibyte-charactersのセッティング (Section 33.1 [Text Rep-
resentations], page 854を参照)が継承される。

ほとんどの場合、initialの使用は推奨されない。非 nil値の使用は、historyにたいするコンス
セル指定と組み合わせる場合のみ推奨する。Section 20.5 [Initial Input], page 351を参照の
こと。

[Function]read-string prompt &optional initial history default
inherit-input-method

この関数はミニバッファーから文字列を読み取ってそれをリターンする。引数prompt、initial、
history、inherit-input-methodは read-from-minibufferで使用する場合と同様。使用さ
れるキーマップは minibuffer-local-map。

オプション引数 defaultは read-from-minibufferの場合と同様に使用されるが、ユーザー
の入力が空の場合にリターンするデフォルト値も指定する。read-from-minibufferの場合
と同様に値は文字列、文字列リスト、または nil(空文字列と等価)である。defaultが文字列の
ときは、その文字列がデフォルト値になる。文字列リストのときは、最初の文字列がデフォル
ト値になる (これらの文字列はすべて “未来のミニバッファーヒストリー (future minibuffer
history)”としてユーザーが利用できる)。

この関数は read-from-minibufferを呼び出すことによって機能する。
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(read-string prompt initial history default inherit)

≡
(let ((value

(read-from-minibuffer prompt initial nil nil

history default inherit)))

(if (and (equal value "") default)

(if (consp default) (car default) default)

value))

[Function]read-regexp prompt &optional defaults history
この関数はミニバッファーから文字列として正規表現を読み取ってそれをリターンする。ミニ
バッファーのプロンプト文字列 promptが ‘:’(とその後にオプションの空白文字)で終端されて
いなければ、この関数はデフォルトのリターン値 (空文字列でない場合。以下参照)の前に ‘: ’
を付加する。

オプション引数 defaultsは、入力が空の場合にリターンするデフォルト値を制御する。値は文
字列、nil(空文字列と等価)、文字列リスト、シンボルのうちのいずれか。

defaultsがシンボルの場合、read-regexpは変数 read-regexp-defaults-function(以下
参照)の値を調べて非 nilのときは defaultsよりそちらを優先的に使用する。この場合は値は
以下のいずれか:

− regexp-history-last。これは適切なミニバッファーヒストリーリスト (以下参照)の
最初の要素を使用することを意味する。

− 引数なしの関数。リターン値 (nil、文字列、文字列リストのいずれか)が defaultsの値と
なる。

これで read-regexpが defaultsを処理した結果はリストに確定する (値が nilまたは文字列
の場合は 1要素のリストに変換する)。このリストにたいして read-regexpは以下のような入
力として有用な候補をいくつか追加する:

− ポイント位置の単語かシンボル。

− インクリメンタル検索で最後に使用された regexp。

− インクリメンタル検索で最後に使用された文字列。

− 問い合わせつき置換コマンドで最後に使用された文字列またはパターン。

これで関数はユーザー入力を取得するために read-from-minibufferに渡す正規表現のリス
トを得た。リストの最初の要素は入力が空の場合のデフォルト値である。リストのすべての要
素は “未来のミニバッファーヒストリー (future minibuffer history)”となるリスト (Section
“Minibuffer History” in The GNU Emacs Manual を参照)としてユーザーが利用可能に
なる。

オプション引数 historyが非 nilなら、それは使用するミニバッファーヒストリーリストを指
定するシンボルである (Section 20.4 [Minibuffer History], page 349を参照)。これが省略
または nilなら、ヒストリーリストのデフォルトは regexp-historyとなる。

[User Option]read-regexp-defaults-function
関数 read-regexpは、デフォルトの正規表現リストを決定するためにこの変数の値を使用す
るかもしれない。非 nilなら、この変数は以下のいずれかである:

− シンボル regexp-history-last。

− nil、文字列、文字列リストのいずれかをリターンする引数なしの関数。

これらの変数の使い方についての詳細は、上述の read-regexpを参照のこと。



Chapter 20: ミニバッファー 347

[Variable]minibuffer-allow-text-properties
この変数が nilなら、read-from-minibufferと read-stringはミニバッファー入力をリ
ターンする前にすべてのテキストプロパティを取り除く。しかし read-no-blanks-input(以
下参照)、同様に補完つきでミニバッファー入力を行う read-minibufferとそれに関連する関
数 (Section 20.3 [Reading Lisp Objects With the Minibuffer], page 348を参照)は、こ
の変数の値に関わらずテキストプロパティを破棄する。

[Variable]minibuffer-local-map
これはミニバッファーからの読み取りにたいするデフォルトローカルキーマップである。デフォ
ルトでは以下のバインディングをもつ:

C-j exit-minibuffer

RET exit-minibuffer

M-< minibuffer-beginning-of-buffer

C-g abort-recursive-edit

M-n

DOWN next-history-element

M-p

UP previous-history-element

M-s next-matching-history-element

M-r previous-matching-history-element

[Function]read-no-blanks-input prompt &optional initial
inherit-input-method

この関数はミニバッファーから文字列を読み取るが、入力の一部として空白文字を認めず、そ
のかわりに空白文字は入力を終端させる。引数 prompt、initial、inherit-input-methodは
read-from-minibufferで使用するときと同様。

これは関数 read-from-minibufferの簡略化されたインターフェイスであり、キーマップ
minibuffer-local-ns-mapの値を keymap引数として read-from-minibuffer関数に渡
す。キーマップ minibuffer-local-ns-mapは C-qをリバインドしないので、クォートする
ことによって文字列内にスペースを挿入することが可能である。

minibuffer-allow-text-propertiesの値に関わらず、この関数はテキストプロパティを
破棄する。

(read-no-blanks-input prompt initial)

≡
(let (minibuffer-allow-text-properties)

(read-from-minibuffer prompt initial minibuffer-local-ns-map))

[Variable]minibuffer-local-ns-map
このビルトイン変数は関数 read-no-blanks-input内でミニバッファーローカルキーマップ
として使用されるキーマップである。デフォルトでは minibuffer-local-mapのバインディ
ングに加えて、以下のバインディングが有効になる:

SPC exit-minibuffer

TAB exit-minibuffer

? self-insert-and-exit
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20.3 ミニバッファーでのLispオブジェクトの読み取り

このセクションではミニバッファーで Lispオブジェクトを読み取る関数を説明します。

[Function]read-minibuffer prompt &optional initial
この関数はミニバッファーを使用して Lispオブジェクトを読み取って、それを評価せずにリ
ターンする。引数 promptと initialは read-from-minibufferのときと同様に使用する。

これは read-from-minibuffer関数にたいする簡略化されたインターフェイスである。
(read-minibuffer prompt initial)

≡
(let (minibuffer-allow-text-properties)

(read-from-minibuffer prompt initial nil t))

以下の例では初期入力として文字列"(testing)"を与えている:
(read-minibuffer

"Enter an expression: " (format "%s" '(testing)))

;; 以下はミニバッファーでの表示:

---------- Buffer: Minibuffer ----------

Enter an expression: (testing)⋆
---------- Buffer: Minibuffer ----------

ユーザーは RETをタイプして初期入力をデフォルトとして利用したり入力を編集することがで
きる。

[Function]eval-minibuffer prompt &optional initial
この関数はミニバッファーを使用して Lisp式を読み取り、それを評価して結果をリターンす
る。引数 promptと initialの使い方は read-from-minibufferと同様。

この関数は read-minibufferの呼び出し結果を単に評価する:
(eval-minibuffer prompt initial)

≡
(eval (read-minibuffer prompt initial))

[Function]edit-and-eval-command prompt form
この関数はミニバッファーで Lisp式を読み取り、それを評価して結果をリターンする。このコ
マンドと eval-minibufferの違いは、このコマンドでは初期値としての formはオプション
ではなく、テキストの文字列ではないプリント表現に変換された Lispオブジェクトとして扱わ
れることである。これは prin1でプリントされるので、文字列の場合はテキスト初期値内にダ
ブルクォート文字 (‘"’)が含まれる。Section 19.5 [Output Functions], page 338を参照の
こと。

以下の例では、すでに有効なフォームであるようなテキスト初期値として式をユーザーに提案
している:

(edit-and-eval-command "Please edit: " '(forward-word 1))

;; 前の式を評価した後に、
;; ミニバッファーに以下が表示される:

---------- Buffer: Minibuffer ----------

Please edit: (forward-word 1)⋆
---------- Buffer: Minibuffer ----------

すぐに RET をタイプするとミニバッファーを exitして式を評価するので、1単語分ポイントは
前進する。
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20.4 ミニバッファーのヒストリー

ミニバッファーヒストリーリスト (minibuffer history list)は手軽に再利用できるように以前のミニ
バッファー入力を記録します。ミニバッファーヒストリーリストは、(以前に入力された)文字列のリ
ストであり、もっとも最近の文字列が先頭になります。

多数のミニバッファーが個別に存在し、異なる入力の種類に使用されます。それぞれのミニバッ
ファー使用にたいして正しいヒストリーリストを指定するのは Lispプログラマーの役目です。

ミニバッファーヒストリーリストは、read-from-minibufferと completing-readのオプショ
ン引数 historyに指定します。以下が利用できる値です:

variable ヒストリーリストとして variable(シンボル)を使用する。

(variable . startpos)
ヒストリーリストとして variable(シンボル) を使用して、ヒストリー位置の初期値を
startpos(負の整数)とみなす。

startposに 0を指定するのは、単にシンボル variableだけを指定するのと等価である。
previous-history-elementはミニバッファー内のヒストリーリストの最新の要素を
表示するだろう。正の startposを指定すると、ミニバッファーヒストリー関数は (elt

variable(1- startpos))がミニバッファー内でカレントで表示されているヒストリー
要素であるかのように振る舞う。

一貫性を保つためにミニバッファー入力関数の initial引数 (Section 20.5 [Initial Input],
page 351を参照)を使用して、ミニバッファーの初期内容となるヒストリー要素も指定
すべきである。

historyを指定しない場合には、デフォルトのヒストリーリスト minibuffer-historyが使用さ
れます。他の標準的なヒストリーリストについては以下を参照してください。最初に使用する前に nil

に初期化するだけで、独自のヒストリーリストを作成することもできます。変数がバッファーローカ
ルなら各バッファーが独自に入力ヒストリーリストを所有することになります。

read-from-minibufferと completing-readは、どちらも新たな要素を自動的にヒストリー
リストに追加して、ユーザーがそのリストのアイテムを再使用するためのコマンドを提供します。ヒ
ストリーリストを使用するためにプログラムが行う必要があるのはリストの初期化と、使用するとき
に入力関数にリストの名前を渡すだけです。しかしミニバッファー入力関数がリストを使用していな
いときに手動でリストを変更しても問題はありません。

新たな要素をヒストリーリストに追加するEmacs関数は、リストが長くなりすぎたときに古い要素
の削除を行うこともできます。変数history-lengthは、ほとんどのヒストリーリストの最大長を指定
する変数です。特定のヒストリーリストにたいして異なる最大長を指定するには、そのヒストリーリス
トのシンボルの history-lengthプロパティにその最大長をセットします。変数 history-delete-

duplicatesにはヒストリー内の重複を削除するかどうかを指定します。

[Function]add-to-history history-var newelt &optional maxelt keep-all
この関数はneweltが空文字列でなければ、それを新たな要素として変数history-varに格納され
たヒストリーリストに追加して、更新されたヒストリーリストをリターンする。これはmaxelt
か history-lengthがが非 nilなら、リストの長さをその変数の値に制限する (以下参照)。
maxeltに指定できる値の意味は history-lengthの値と同様。history-varはレキシカル変数
を参照できない。

add-to-historyは通常は history-delete-duplicatesが非 nilならば、ヒストリーリス
ト内の重複メンバーを削除する。しかし keep-allが非 nilなら、それは重複を削除しないこと
を意味し、たとえ neweltが空でもリストに追加する。
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[Variable]history-add-new-input
この変数の値が nilなら、ミニバッファーから読み取りを行う標準的な関数はヒストリーリス
トに新たな要素を追加しない。これにより Lispプログラムが add-to-historyを使用して明
示的に入力ヒストリーを管理することになる。デフォルト値は t。

[User Option]history-length
この変数の値は、最大長を独自に指定しないすべてのヒストリーリストの最大長を指定する。
値が tなら最大長がない (古い要素を削除しない)ことを意味する。ヒストリーリスト変数のシ
ンボルの history-lengthプロパティが非 nilなら、その特定のヒストリーリストにたいす
る最大長として、そのプロパティ値がこの変数をオーバーライドする。

[User Option]history-delete-duplicates
この変数の値が tなら、それは新たなヒストリー要素の追加時に以前からある等しい要素が削
除されることを意味する。

以下は標準的なミニバッファーヒストリーリスト変数です:

[Variable]minibuffer-history
ミニバッファーヒストリー入力にたいするデフォルトのヒストリーリスト。

[Variable]query-replace-history
query-replaceの引数 (と他のコマンドの同様の引数)にたいするヒストリーリスト。

[Variable]file-name-history
ファイル名引数にたいするヒストリーリスト。

[Variable]buffer-name-history
バッファー名引数にたいするヒストリーリスト。

[Variable]regexp-history
正規表現引数にたいするヒストリーリスト。

[Variable]extended-command-history
拡張コマンド名引数にたいするヒストリーリスト。

[Variable]shell-command-history
シェルコマンド引数にたいするヒストリーリスト。

[Variable]read-expression-history
評価されるための Lisp式引数にたいするヒストリーリスト。

[Variable]face-name-history
フェイス引数にたいするヒストリーリスト。

[Variable]custom-variable-history
read-variableが読み取る変数名引数にたいするヒストリーリスト。
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20.5 入力の初期値

ミニバッファー入力にたいする関数のいくつかには、initialと呼ばれる引数があります。これは通常
のように空の状態で開始されるのではなく、特定のテキストとともにミニバッファーが開始されるこ
とを指定しますが、ほとんどの場合においては推奨されない機能です。

initialが文字列なら、ミニバッファーはその文字列のテキストを含む状態で開始され、ユーザー
がそのテキストの編集を開始するとき、ポイントはテキストの終端にあります。ユーザーがミニバッ
ファーを exitするために単に RETをタイプした場合には、この入力文字列の初期値をリターン値だと
判断します。

initialにたいして非 nil値の使用には反対します。なぜなら初期入力は強要的なインターフェイス
だからです。ユーザーにたいして有用なデフォルト入力を提案するためには、ヒストリーリストやデ
フォルト値の提供のほうがより有用です。

しかし initial引数にたいして文字列を指定すべき状況が 1つだけあります。それは history引数
にコンスセルを指定したときです。Section 20.4 [Minibuffer History], page 349を参照してくだ
さい。

initialは (string . position)という形式をとることもできます。これは stringをミニバッフ
ァーに挿入するが、その文字列のテキスト中の positionにポイントを配置するという意味です。

歴史的な経緯により、positionは異なる関数の間で実装が統一されていません。completing-read
では positionの値は 0基準です。つまり値 0は文字列の先頭、1は最初の文字の次、...を意味します。
しかし read-minibuffer、およびこの引数をサポートする補完を行わない他のミニバッファー入力
関数では、1は文字列の先頭、2は最初の文字の次、...を意味します。

initialの値としてのコンスセルの使用は推奨されません。

20.6 補完

補完 (complete, ompletion)は省略された形式から始まる名前の残りを充填する機能です。補完はユー
ザー入力と有効な名前リストを比較して、ユーザーが何をタイプしたかで名前をどの程度一意に判定で
きるか判断することによって機能します。たとえば C-x b (switch-to-buffer)とタイプしてから
スイッチしたいバッファー名の最初の数文字をタイプして、その後に TAB (minibuffer-complete)
をタイプすると、Emacsはその名前を可能な限り展開します。

標準的な Emacsコマンドはシンボル、ファイル、バッファー、プロセスの名前にたいする補完を
提案します。このセクションの関数により、他の種類の名前にたいしても補完を実装できます。

try-completion関数は補完にたいする基本的なプリミティブです。これは初期文字列にたいし
て文字列セットをマッチして、最長と判定された補完をリターンします。

関数 completing-readは補完にたいする高レベルなインターフェイスを提供します。
completing-readの呼び出しによって有効な名前リストの判定方法が指定されます。その後にこの
関数は補完にたいして有用ないくつかのコマンドにキーバインドするローカルキーマップとともに、
ミニバッファーをアクティブ化します。その他の関数は特定の種類の名前を補完つきで読み取る、簡
便なインターフェイスを提供します。

20.6.1 基本的な補完関数

以下の補完関数は、その関数自身ではミニバッファーで何も行いません。ここではミニバッファーを
使用する高レベルの補完機能とともに、これらの関数について説明します。

[Function]try-completion string collection &optional predicate
この関数は collection内の stringに可能なすべての補完の共通する最長部分文字列をリターン
する。
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collectionは補完テーブル (completion table)と呼ばれる。値は文字列リスト、コンスセル、
obarray、ハッシュテーブル、または補完関数でなければならない。

try-completionは補完テーブルにより指定された許容できる補完それぞれにたいして、string
と比較を行う。許容できる補完マッチが存在しなければ nilをリターンする。マッチする補完
が 1つだけで、それが完全一致ならば tをリターンする。それ以外は、すべてのマッチ可能な
補完に共通する最長の初期シーケンスをリターンする。

collectionがリストなら、許容できる補完 (permissible completions)はそのリストの要素に
よって指定される。リストの要素は文字列、または carが文字列、または (symbol-nameに
よって文字列に変換される)シンボルであるようなコンスセルである。リストに他の型の要素
が含まれる場合は無視される。

collectionがobarray(Section 9.3 [Creating Symbols], page 127を参照)なら、そのobarray
内のすべてのシンボル名が許容できる補完セットを形成する。

collectionがハッシュテーブルの場合には、文字列かシンボルのキーが利用可能な補完となる。
他のキーは無視される。

collectionとして関数を使用することもできる。この場合にはその関数だけが補完を処理する役
目を担う。つまり try-completionは、この関数が何をリターンしようともそれをリターンす
る。この関数は string、predicate、nilの 3つの引数で呼び出される (3つ目の引数は同じ関数
をall-completionsでも使用して、どちらの場合でも適切なことを行うため)。Section 20.6.7
[Programmed Completion], page 364を参照のこと。

引数 predicateが非 nilの場合には、collectionがハッシュテーブルなら 1引数、それ以外は
2 引数の関数でなければならない。これは利用可能なマッチのテストに使用され、マッチは
predicateが非 nilをリターンしたときだけ受け入れられる。predicateに与えられる引数は文
字列、alistのコンスセル (carが文字列)、または obarrayのシンボル (シンボル名ではない)
のいずれか。collectionがハッシュテーブルなら、predicateは文字列キー (string key)と連想
値 (associated value)の 2引数で呼び出される。

これらに加えて許容され得るためには、補完は completion-regexp-list内のすべ
ての正規表現にもマッチしなければならない。(collectionが関数なら、その関数自身が
completion-regexp-listを処理する必要がある)。

以下の 1つ目の例では、文字列 ‘foo’が alistのうち 3つの carとマッチされている。すべて
のマッチは文字 ‘fooba’で始まるので、それが結果となる。2つ目の例では可能なマッチは 1つ
だけで、しかも完全一致なのでリターン値は tになる。

(try-completion

"foo"

'(("foobar1" 1) ("barfoo" 2) ("foobaz" 3) ("foobar2" 4)))
⇒ "fooba"

(try-completion "foo" '(("barfoo" 2) ("foo" 3)))
⇒ t

以下の例では文字 ‘forw’で始まるシンボルが多数あり、それらはすべて単語 ‘forward’で始ま
る。ほとんどのシンボルはその後に ‘-’が続くが、すべてではないので ‘forward’までしか補完
できない。

(try-completion "forw" obarray)
⇒ "forward"

最後に以下の例では述語 testに渡される利用可能なマッチは 3つのうち 2つだけである (文字
列 ‘foobaz’は短すぎる)。これらは両方とも文字列 ‘foobar’で始まる。
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(defun test (s)

(> (length (car s)) 6))
⇒ test

(try-completion

"foo"

'(("foobar1" 1) ("barfoo" 2) ("foobaz" 3) ("foobar2" 4))

'test)
⇒ "foobar"

[Function]all-completions string collection &optional predicate
この関数は stringの利用可能な補完すべてのリストをリターンする。この関数の引数
は try-completionの引数と同じであり、try-completionが行うのと同じ方法で
completion-regexp-listを使用する。

collectionか関数なら string、predicate、tの 3つの引数で呼び出される。この場合はその関
数がリターンするのが何であれ、all-completionsはそれをリターンする。Section 20.6.7
[Programmed Completion], page 364を参照のこと。

以下の例は try-completionの例の関数 testを使用している。
(defun test (s)

(> (length (car s)) 6))
⇒ test

(all-completions

"foo"

'(("foobar1" 1) ("barfoo" 2) ("foobaz" 3) ("foobar2" 4))

'test)
⇒ ("foobar1" "foobar2")

[Function]test-completion string collection &optional predicate
この関数は stringが collectionとpredicateで指定された有効な補完候補ならnilをリターンす
る。引数は try-completionの引数と同じ。たとえば collectionが文字列リストなら、string
がリスト内に存在して、かつ predicateを満足すれば trueとなる。

この関数は try-completionが行うのと同じ方法で completion-regexp-listを使用する。

predicateが非 nilで collectionが同じ文字列を複数含む場合には、completion-ignore-

caseにしたがって compare-stringsで判定してそれらすべてをリターンするか、もしくは何
もリターンしない。それ以外では test-completionのリターン値は基本的に予測できない。

collectionが関数の場合は string、predicate、lambdaの 3つの引数で呼び出される。それが
何をリターンするにせよ test-completionはそれをリターンする。

[Function]completion-boundaries string collection predicate suffix
この関数はポイントの前のテキストが string、ポイントの後が suffixと仮定して、collection
が扱うフィールドの境界 (boundary)をリターンする。

補完は通常は文字列 (string)全体に作用するので、すべての普通のコレクション (collection)
にたいして、この関数は常に (0 . (length suffix))をリターンするだろう。しかしファ
イルにたいする補完などの、より複雑な補完は 1 回に 1 フィールド行われる。たとえばた
とえ"/usr/share/doc"が存在しても、"/usr/sh"の補完に"/usr/share/"は含まれるが、
"/usr/share/doc"は含まれないだろう。また"/usr/sh"にたいする all-completionsに
"/usr/share/"は含まれず、"share/"だけが含まれるだろう。stringが"/usr/sh"、suffix
が"e/doc"なら、completion-boundariesは (5 . 1)をリターンするだろう。これは col-
lectionが"/usr/"の後ろにあり"/doc"の前にある領域に関する補完情報だけをリターンする
であろうことを告げている。
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補完 alistを変数に格納した場合は、変数のrisky-local-variableプロパティに非nilをセット
して、その変数が risky(危険)だとマークすること。Section 12.12 [File Local Variables], page 198
を参照のこと。

[Variable]completion-ignore-case
この変数の値が非 nilなら、補完での case(大文字小文字) の違いは意味をもたない。
read-file-nameで は 、こ の 変 数 は read-file-name-completion-ignore-case

(Section 20.6.5 [Reading File Names], page 360 を参照) にオーバーライドさ
れ る 。read-bufferで は 、こ の 変 数 は read-buffer-completion-ignore-case

(Section 20.6.4 [High-Level Completion], page 358を参照)にオーバーライドされる。

[Variable]completion-regexp-list
これは正規表現のリストである。補完関数はこのリスト内のすべての正規表現にマッチした場合
のみ許容できる補完と判断する。case-fold-search (Section 34.2 [Searching and Case],
page 885を参照)では completion-ignore-caseの値にバインドされる。

[Macro]lazy-completion-table var fun
この変数は変数 varを補完のための collectionとして lazy(lazy: 力のない、だらけさせる、の
ろのろした、怠惰な、不精な、眠気を誘う)な方法で初期化する。ここで lazyとは、collection
内の実際のコンテンツを必要になるまで計算しないという意味。このマクロは varに格納する
値の生成に使用する。varを使用して最初に補完を行ったとき、真の値が実際に計算される。こ
れは引数なしで funを呼び出すことにより行われる。funがリターンする値は varの永続的な値
となる。

以下は例:
(defvar foo (lazy-completion-table foo make-my-alist))

既存の補完テーブルを受け取って変更したバージョンをリターンする関数がいくつかあります。
completion-table-case-foldは大文字小文字を区別しない、case-insensitive なテーブルをリ
ターンします。completion-table-in-turnと completion-table-mergeは、複数の入力テーブ
ルを異なる方法で組み合わせます。completion-table-subvertはテーブルを異なる初期プレフィッ
クス (initial prefix)で変更します。completion-table-with-quotingはクォートされたテキス
トの処理に適したテーブルをリターンします。completion-table-with-predicateは述語関数
(predicate function)によるフィルタリングを行います。completion-table-with-terminator
は終端文字列 (terminating string)を追加します。

20.6.2 補完とミニバッファー

このセクションでは補完つきでミニバッファーから読み取るための、基本的なインターフェイスを説
明します。

[Function]completing-read prompt collection &optional predicate
require-match initial history default inherit-input-method

この関数は補完の提供によりユーザーを支援して、ミニバッファーから文字列を読み取る。
prompt (文字列でなければならない) のプロンプトとともにミニバッファーをアクティブ化
する。

実際の補完は補完テーブル collectionと補完述語 predicateを関数 try-completion (Sec-
tion 20.6.1 [Basic Completion], page 351 を参照) に渡すことにより行われる。これは補
完の使用されるローカルキーマップに特定のコマンドをバインドしたとき発生する。これらの
コマンドのいくつかは test-completionも呼び出す。したがって predicateが非 nilなら、
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collectionと completion-ignore-caseが矛盾しないようにすること。[Definition of test-
completion], page 353を参照されたい。

collectionが関数のときの詳細な要件は Section 20.6.7 [Programmed Completion],
page 364を参照のこと。

オプション引数 require-matchの値はユーザーがミニバッファーを exitする方法を決定する。

• nilなら、通常のミニバッファー exit コマンドはミニバッファーの入力と無関係に機能
する。

• tなら、入力が collectionの要素に補完されるまで通常のミニバッファー exitコマンドは
機能しない。

• confirmなら、どのような入力でもユーザーは exitできるが、入力が confirmの要素に
補完されていなければ確認を求められる。

• confirm-after-completionなら、どのような入力でもユーザーは exitできるが、前
のコマンドが補完コマンド (たとえば minibuffer-confirm-exit-commandsの中の
コマンドのいずれか)で、入力の結果が collectionの要素でなければ確認を求められる。
Section 20.6.3 [Completion Commands], page 356を参照のこと。

• require-matchにたいする他の値は tと同じだが、exitコマンドは補完処理中は exitし
ない。

しかし require-matchの値に関わらず、空の入力は常に許容される。この場合
completing-readは defaultがリストなら最初の要素、defaultが nilなら""、または
defaultをリターンする。文字列と default内の文字列はヒストリーコマンドを通じてユーザー
が利用できる。

関数completing-readは require-matchがnilならキーマップとしてminibuffer-local-

completion-mapを、require-matchが非 nilなら minibuffer-local-must-match-map

を使用する。Section 20.6.3 [Completion Commands], page 356を参照のこと。

引数 historyは入力の保存とミニバッファーヒストリーコマンドに、どのヒストリーリスト変
数を使用するか指定する。デフォルトは minibuffer-history。Section 20.4 [Minibuffer
History], page 349を参照のこと。

initialはほとんどの場合は推奨されない。historyにたいするコンスセル指定と組み合わせた場
合のみ非 nil値の使用を推奨する。Section 20.5 [Initial Input], page 351を参照のこと。デ
フォルト入力にたいしてはかわりに defaultを使用すること。

引数 inherit-input-methodが非 nilなら、ミニバッファーにエンターする前にカレントだった
バッファーが何であれ、カレントの入力メソッド (Section 33.11 [Input Methods], page 880
を参照)、およびenable-multibyte-charactersのセッティング (Section 33.1 [Text Rep-
resentations], page 854を参照)が継承される。

変数 completion-ignore-caseが非 nilなら、利用可能なマッチにたいして入力を比較する
ときの補完は caseを区別しない。Section 20.6.1 [Basic Completion], page 351を参照のこ
と。このモードでの操作では、predicateも caseを区別してはならない (さもないと驚くべき
結果となるであろう)。

以下は completing-readを使用した例:

(completing-read

"Complete a foo: "

'(("foobar1" 1) ("barfoo" 2) ("foobaz" 3) ("foobar2" 4))

nil t "fo")



Chapter 20: ミニバッファー 356

;; 前の式を評価後に、
;; ミニバッファーに以下が表示される:

---------- Buffer: Minibuffer ----------

Complete a foo: fo⋆
---------- Buffer: Minibuffer ----------

その後ユーザーが DEL DEL b RETをタイプすると、completing-readは barfooをリターン
する。

completing-read関数は、実際に補完を行うコマンドの情報を渡すために変数をバインドす
る。これらの変数は以降のセクションで説明する。

[Variable]completing-read-function
この変数の値は関数でなければならず、補完つきの読み取りを実際に行うために
completing-readから呼び出される。この関数は completing-readと同じ引数を受け入れ
る。他の関数のバインドして通常の completing-readの振る舞いを完全にオーバーライドす
ることができる。

20.6.3 補完を行うミニバッファーコマンド

このセクションでは補完のためにミニバッファーで使用されるキーマップ、コマンド、ユーザーオプ
ションを説明します。

[Variable]minibuffer-completion-table
この変数の値はミニバッファー内の補完に使用される補完テーブル (Section 20.6.1 [Basic
Completion], page 351を参照)。これは completing-readが try-completionに渡す補
完テーブルを含むグローバル変数。minibuffer-complete-wordのようなミニバッファー補
完コマンドにより使用される。

[Variable]minibuffer-completion-predicate
この変数の値は completing-readが try-completionに渡す述語 (predicate)である。こ
の変数は他のミニバッファー補完関数にも使用される。

[Variable]minibuffer-completion-confirm
この変数はミニバッファーを exit する前に Emacs が確認を求めるかどうかを決定する。
completing-readはこの変数をバインドして、exitする前に関数 minibuffer-complete-

and-exitがこの値をチェックする。値が nilなら確認は求められない。値が confirmの場合
は、入力が有効な補完候補でなくてもユーザーは exitするかもしれないが Emacsは確認を求
めない。値が confirm-after-completionの場合、入力が有効な補完候補でなくてもユー
ザーは exitするかもしれないが、ユーザーが minibuffer-confirm-exit-commands内の
任意の補完コマンドの直後に入力を確定した場合には Emacsは確認を求める。

[Variable]minibuffer-confirm-exit-commands
この変数には、completing-readの引数 require-matchが confirm-after-completion

のときにミニバッファー exit前に Emacsに確認を求めさせるコマンドのリストが保持されて
いる。このリスト内のコマンドを呼び出した直後にユーザーがミニバッファーの exitを試みる
と Emacsは確認を求める。

[Command]minibuffer-complete-word
この関数はせいぜい 1つの単語からミニバッファーを補完する。たとえミニバッファーのコンテ
ンツが 1つの補完しかもたない場合でも、minibuffer-complete-wordはその単語に属さな
い最初の文字を超えた追加はしない。Chapter 35 [Syntax Tables], page 908を参照のこと。
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[Command]minibuffer-complete
この関数は可能な限りミニバッファーのコンテンツを補完する。

[Command]minibuffer-complete-and-exit
この関数はミニバッファーのコンテンツを補完して確認が要求されない場合 (たとえば
minibuffer-completion-confirmが nilのとき) は exit する。確認が要求される場合に
は、このコマンドを即座に繰り返すことによって確認が行われないようにする。このコマンド
は 2回連続で実行された場合は確認なしで機能するようにプログラムされている。

[Command]minibuffer-completion-help
この関数はカレントのミニバッファーのコンテンツで利用可能な補完のリストを作成する。これ
は all-completionsの引数 collectionに変数 minibuffer-completion-tableの値、引数
predicateに minibuffer-completion-predicateの値を使用して呼び出すことによって機
能する。補完リストは*Completions*と呼ばれるバッファーのテキストとして表示される。

[Function]display-completion-list completions
この関数は standard-output内のストリーム (通常はバッファー)に completionsを表示す
る (ストリームについての詳細は Chapter 19 [Read and Print], page 332 を参照)。引数
completionsは通常は all-completionsがリターンする補完リストそのものだが、そうであ
る必要はない。要素はシンボルか文字列で、どちらも単にプリントされる。文字列 2つのリス
トでもよく、2つの文字列が結合されたかのようにプリントされる。この場合、1つ目の文字列
は実際の補完で、2つ目の文字列は注釈の役目を負う。

この関数は minibuffer-completion-helpより呼び出される。一般的には以下のように
with-output-to-temp-bufferとともに使用される。

(with-output-to-temp-buffer "*Completions*"

(display-completion-list

(all-completions (buffer-string) my-alist)))

[User Option]completion-auto-help
この変数が非 nilなら、次の文字が一意でなく決定できないために補完が完了しないときは常
に、補完コマンドは利用可能な補完リストを自動的に表示する。

[Variable]minibuffer-local-completion-map
completing-readの値は、補完の 1つが完全に一致することを要求されないときにローカル
キーマップとして使用される。デフォルトではこのキーマップは以下のバインディングを作成
する:

? minibuffer-completion-help

SPC minibuffer-complete-word

TAB minibuffer-complete

親キーマップとして minibuffer-local-mapを使用する ([Definition of minibuffer-local-
map], page 347を参照)。

[Variable]minibuffer-local-must-match-map
completing-readは、1つの補完の完全な一致が要求されないときのローカルキーマップと
してこの値を使用する。したがって exit-minibufferにキーがバインドされていなければ、
無条件にミニバッファーを exitする。デフォルトでは、このキーマップは以下のバインディン
グを作成する:

C-j minibuffer-complete-and-exit
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RET minibuffer-complete-and-exit

親キーマップは minibuffer-local-completion-mapを使用する。

[Variable]minibuffer-local-filename-completion-map
これは単に SPCを非バインドする sparse キーマップ (sparse: 疎、希薄、まばら)
を作成する。これはファイル名にスペースを含めることができるからである。関数
read-file-nameは 、こ の キ ー マップ と minibuffer-local-completion-mapか
minibuffer-local-must-match-mapのいずれかを組み合わせる。

[Variable]minibuffer-beginning-of-buffer-movement
非 nilの場合には、M-<コマンドはポイントがプロンプト終端の後ならポイントをプロンプト
終端に移動する。ポイントがプロンプト終端またはプロンプト終端より前ならバッファーの先
頭に移動する。この変数が nilなら M-<は beginning-of-bufferのように振る舞う。

20.6.4 高レベルの補完関数

このセクションでは特定の種類の名前を補完つきで読み取る便利な高レベル関数を説明します。

ほとんどの場合は、Lisp関数の中盤でこれらの関数を呼び出すべきではありません。可能なとき
は interactive指定の内部で呼び出して、ミニバッファーのすべての入力をコマンドの引数読み取
りの一部にします。Section 21.2 [Defining Commands], page 377を参照してください。

[Function]read-buffer prompt &optional default require-match predicate
この関数はバッファーの名前を読み取ってそれを文字列でリターンする。プロンプトはprompt。
引数 defaultはミニバッファーが空の状態でユーザーが exitした場合にリターンされるデフォ
ルト名として使用される。非 nilなら文字列、文字列リスト、またはバッファーを指定する。リ
ストならリストの先頭の要素がデフォルト値になる。デフォルト値はプロンプトに示されるが、
初期入力としてミニバッファーには挿入されない。

引数 promptはコロンかスペースで終わる文字列である。defaultが非 nilなら、この関数はデ
フォルト値つきでミニバッファーから読み取る際の慣習にしたがってコロンの前の promptの
中にこれを挿入する。

オプション引数 require-matchは completing-readのときと同じ。Section 20.6.2 [Mini-
buffer Completion], page 354を参照のこと。

オプション引数 predicateが非 nilなら、それは考慮すべきバッファーをフィルターする関数を
指定する。この関数は可能性のある候補を引数として呼び出されて、候補を拒絶するなら nil、
許容するなら非 nilをリターンすること。

以下の例ではユーザーが ‘minibuffer.t’とエンターしてから、RETをタイプしている。引数
require-matchは tであり、与えられた入力で始まるバッファー名は ‘minibuffer.texi’だけ
なので、その名前が値となる。

(read-buffer "Buffer name: " "foo" t)

;; 前の式を評価した後、
;; 空のミニバッファーに
;; 以下のプロンプトが表示される:

---------- Buffer: Minibuffer ----------

Buffer name (default foo): ⋆
---------- Buffer: Minibuffer ----------
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;; ユーザーが minibuffer.t RETとタイプする
⇒ "minibuffer.texi"

[User Option]read-buffer-function
この変数が非 nilなら、それはバッファー名を読み取る関数を指定する。read-bufferは通常
行うことを行うかわりに、read-bufferと同じ引数でその関数を呼び出す。

[User Option]read-buffer-completion-ignore-case
この変数が非non-nilなら、バッファー名の読み取りの補完処理においてread-bufferは case
を無視する。

[Function]read-command prompt &optional default
この関数はコマンドの名前を読み取って、Lispシンボルとしてそれをリターンする。引数prompt
はread-from-minibufferで使用される場合と同じ。それが何であれcommandpがtをリター
ンすればコマンドであり、コマンド名とは commandpが tをリターンするシンボルだというこ
とを思い出してほしい。Section 21.3 [Interactive Call], page 383を参照のこと。

引数 defaultはユーザーが null入力をエンターした場合に何をリターンするか指定する。シン
ボル、文字列、文字列リストを指定できる。文字列なら read-commandはリターンする前にそ
れを internする。リストなら read-commandはリストの最初の要素を internする。defaultが
nilならデフォルトが指定されなかったことを意味する。その場合には、もしユーザーが null
入力をエンターするとリターン値は (intern "")、つまり名前が空文字列でプリント表現が
##であるようなシンボル (Section 2.4.4 [Symbol Type], page 14を参照)。

(read-command "Command name? ")

;; 前の式を評価した後に、
;; 空のミニバッファーに以下のプロンプトが表示される:

---------- Buffer: Minibuffer ----------

Command name?

---------- Buffer: Minibuffer ----------

ユーザーが forward-c RETとタイプすると、この関数は forward-charをリターンする。

read-command関数は completing-readの簡略化されたインターフェイスである。実在する
Lisp変数のセットを補完するために変数 obarray、コマンド名だけを受け入れるために述語
commandpを使用する。

(read-command prompt)

≡
(intern (completing-read prompt obarray

'commandp t nil))

[Function]read-variable prompt &optional default
この変数はカスタマイズ可能な変数の名前を読み取って、それをシンボルとしてリター
ンする。引数の形式は read-commandの引数と同じ。この関数は commandpのかわりに
custom-variable-pを述語に使用する点を除いて read-commandと同様に振る舞う。

[Command]read-color &optional prompt convert allow-empty display
この関数はカラー指定 (カラー名、または#RRRGGGBBBのような形式のRGB16進値)の文字列を
読み取る。これはプロンプトに prompt(デフォルトは"Color (name or #RGB triplet):")
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を表示して、カラー名にたいする補完を提供する (16進 RGB値は補完しない)。標準的なカ
ラー名に加えて、補完候補にはポイント位置のフォアグラウンドカラーとバックグラウンドカ
ラーが含まれる。

Valid RGB values are described in Section 29.22 [Color Names], page 749.

この関数のリターン値はミニバッファー内でユーザーがタイプした文字列である。しかしイン
タラクティブに呼び出されたとき、またはオプション引数 convertが非 nilなら、入力された
カラー名のかわりにそれに対応する RGB値文字列をリターンする。この関数は入力として有
効なカラー指定を求める。allow-emptyが非 nilでユーザーが null入力をエンターした場合は
空のカラー名が許容される。

インタラクティブに呼び出されたとき、または displayが非 nilなら、エコーエリアにもリター
ン値が表示される。

Section 33.10.4 [User-Chosen Coding Systems], page 872 の関数 read-coding-system

と read-non-nil-coding-system、および Section 33.11 [Input Methods], page 880 の
read-input-method-nameも参照されたい。

20.6.5 ファイル名の読み取り

高レベル補完関数 read-file-name、read-directory-name、read-shell-commandはそれぞれ
ファイル名、ディレクトリー名、シェルコマンドを読み取るようにデザインされています。これらは
デフォルトディレクトリーの自動挿入を含む特別な機能を提供します。

[Function]read-file-name prompt &optional directory default require-match
initial predicate

この関数はプロンプト promptとともに補完つきでファイル名を読み取る。

例外として以下のすべてが真ならば、この関数はミニバッファーのかわりにグラフィカルなファ
イルダイアログを使用してファイル名を読み取る:

1. マウスコマンドを通じて呼び出された。

2. グラフィカルなディスプレイ上の選択されたフレームがこの種のダイアログをサポートし
ている。

3. 変数 use-dialog-boxが非 nilの場合。Section “Dialog Boxes” in The GNU Emacs
Manualを参照のこと。

4. directory引数 (以下参照) がリモートファイルを指定しない場合。Section “Remote
Files” in The GNU Emacs Manualを参照のこと。

グラフィカルなファイルダイアログを使用したときの正確な振る舞いはプラットホームに依存
する。ここでは単にミニバッファーを使用したときの振る舞いを示す。

read-file-nameはリターンするファイル名を自動的に展開しない。絶対ファイル名が必要な
らば自分で expand-file-nameを呼び出すことができる。

オプション引数 require-matchは completing-readのときと同じ。Section 20.6.2 [Mini-
buffer Completion], page 354を参照のこと。

引数 directoryは、相対ファイル名の補完に使用するディレクトリーを指定する。値は絶対ディ
レクトリー名。変数 insert-default-directoryが非 nilなら、初期入力としてミニバッ
ファーに directoryも挿入される。デフォルトはカレントバッファーの default-directory

の値。

initialを指定すると、それはミニバッファーに挿入する初期ファイル名になる (directoryが挿入
された場合はその後に挿入される)。この場合、ポイントは initialの先頭に配置される。initial
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のデフォルト値は nil(ファイル名を挿入しない)。initialが何を行うか確認するには、ファイ
ルを visitしているバッファーで C-x C-vを試すとよい。注意: ほとんどの場合は initialより
も defaultの使用を推奨する。

defaultが非 nilなら、最初に read-file-nameが挿入したものと等しい空以外のコンテン
ツを残してユーザーがミニバッファーを exit すると、この関数は defaultをリターンする。
insert-default-directoryが非 nilならそれがデフォルトとなるので、ミニバッファーの
初期コンテンツは常に空以外になる。require-matchの値に関わらず defaultの有効性はチェッ
クされない。とはいえ require-matchが非 nilなら、ミニバッファーの初期コンテンツは有効
なファイル名 (またはディレクトリー名)であるべきだろう。それが有効でなければ、ユーザー
がそれを編集せずに exitすると read-file-nameは補完を試みて、defaultはリターンされな
い。defaultはヒストリーコマンドからも利用できる。

defaultが nilなら、read-file-nameはその場所に代用するデフォルトを探そうと試みる。こ
の代用デフォルトは明示的に defaultにそれが指定されたかのように、defaultとまったく同じ
方法で扱われる。defaultが nilでも initialが非 nilなら、デフォルトは directoryと initial
から得られる絶対ファイル名になる。defaultと initialの両方が nilで、そのバッファーがファ
イルを visitしているバッファーなら、read-file-nameはそのファイルの絶対ファイル名を
デフォルトとして使用する。バッファーがファイルを visitしていなければデフォルトは存在
しない。この場合はユーザーが編集せずに RETをタイプすると、read-file-nameは前にミニ
バッファーに挿入されたコンテンツを単にリターンする。

空のミニバッファー内でユーザーが RETをタイプすると、この関数は require-matchの値に関
わらず空文字列をリターンする。たとえばユーザーが M-x set-visited-file-nameを使用
して、カレントバッファーをファイルを visitしていないことにするために、この方法を使用し
ている。

predicateが非 nilなら、それは補完候補として許容できるファイル名を決定する 1引数の関
数である。predicateが関数名にたいして非 nilをリターンすれば、それはファイル名として許
容できる値である。

以下は read-file-nameを使用した例:

(read-file-name "The file is ")

;; 前の式を評価した後に、
;; ミニバッファーに以下が表示される:

---------- Buffer: Minibuffer ----------

The file is /gp/gnu/elisp/⋆
---------- Buffer: Minibuffer ----------

manual TABをタイプすると以下がリターンされる:

---------- Buffer: Minibuffer ----------

The file is /gp/gnu/elisp/manual.texi⋆
---------- Buffer: Minibuffer ----------

ここでユーザーがRETをタイプすると、read-file-nameは文字列"/gp/gnu/elisp/manual.texi"

をファイル名としてリターンする。

[Variable]read-file-name-function
非 nilなら、read-file-nameと同じ引数を受け取る関数である。read-file-nameが呼び
出されたとき、read-file-nameは通常の処理を行なうかわりに与えられた引数でこの関数を
呼び出す。
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[User Option]read-file-name-completion-ignore-case
この変数が非 nilなら、read-file-nameは補完を行なう際に caseを無視する。

[Function]read-directory-name prompt &optional directory default
require-match initial

この関数は read-file-nameと似ているが補完候補としてディレクトリーだけを許す。

defaultが nilで initialが非 nilなら、read-directory-nameは directory (directoryが
nilならカレントバッファーのデフォルトディレクトリー)と initialを組み合わせて代用のデ
フォルトを構築する。この関数は defaultと initialの両方が nilなら directory、directoryも
nilならカレントバッファーのデフォルトディレクトリーを代用のデフォルトとして使用する。

[User Option]insert-default-directory
この変数は read-file-nameにより使用されるため、ファイル名を読み取るほとんどのコマン
ドにより間接的に使用される (これらのコマンドにはコマンドのインタラクティブフォームに
‘f’や ‘F’のコードレター (code letter))をふくむすべてのコマンドが含まれる。Section 21.2.2
[Code Characters for interactive], page 379を参照されたい)。この変数の値は、(もしあれ
ば)デフォルトディレクトリー名をミニバッファー内に配置して read-file-nameを開始する
かどうかを制御する。変数の値が nilなら、read-file-nameはミニバッファーに初期入力を
何も配置しない (ただし initial引数で初期入力を指定しない場合)。この場合には依然としてデ
フォルトディレクトリーが相対ファイル名の補完に使用されるが表示はされない。

この変数が nilでミニバッファーの初期コンテンツが空なら、ユーザーはデフォルト値にアク
セスするために次のヒストリー要素を明示的にフェッチする必要があるだろう。この変数が非
nilならミニバッファーの初期コンテンツは常に空以外となり、ミニバッファーで編集をおこな
わず即座に RETをタイプすることによって、常にデフォルト値を要求できる (上記参照)。

たとえば:

;; デフォルトディレクトリーとともにミニバッファーが開始
(let ((insert-default-directory t))

(read-file-name "The file is "))

---------- Buffer: Minibuffer ----------

The file is ~lewis/manual/⋆
---------- Buffer: Minibuffer ----------

;; ミニバッファーはプロンプトだけで空
;; appears on its line.
(let ((insert-default-directory nil))

(read-file-name "The file is "))

---------- Buffer: Minibuffer ----------

The file is ⋆
---------- Buffer: Minibuffer ----------

[Function]read-shell-command prompt &optional initial history &rest args
この関数はプロンプト promptとインテリジェントな補完を提供して、ミニバッファーからシェ
ルコマンドを読み取る。これはコマンド名にたいして適切な候補を使用してコマンドの最初の
単語を補完する。コマンドの残りの単語はファイル名として補完する。
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この関数はミニバッファー入力にたいするキーマップとして minibuffer-local-shell-

command-mapを使用する。history引数は使用するヒストリーリストを指定する。省略また
は nilの場合のデフォルトは shell-command-history (Section 20.4 [Minibuffer His-
tory], page 349を参照)。オプション引数 initialはミニバッファーの初期コンテンツを指定す
る (Section 20.5 [Initial Input], page 351を参照)。もしあれば残りの argsは read-from-

minibuffer内の defaultと inherit-input-methodとして使用される (Section 20.2 [Text
from Minibuffer], page 344を参照)。

[Variable]minibuffer-local-shell-command-map
このキーマップは read-shell-commandにより、コマンドとシェルコマンドの一部となるファ
イル名の補完のために使用される。これは親キーマップとして minibuffer-local-mapを使
用して、TABを completion-at-pointにバインドする。

20.6.6 補完変数

補完のデフォルト動作を変更するために使用される変数がいくつかあります。

[User Option]completion-styles
この変数の値は補完を行うために使用される補完スタイル (シンボル)である。補完スタイル
(completion style)とは、補完を生成するためのルールセットのこと。このリストにあるシン
ボルはそれぞれ、completion-styles-alist内に対応するエントリーをもたなければなら
ない。

[Variable]completion-styles-alist
この変数には補完スタイルのリストが格納される。リスト内の各要素は以下の形式をもつ

(style try-completion all-completions doc)

ここで styleは補完スタイルの名前 (シンボル) であり、そのスタイルを参照するために変数
completion-styles内で使用されるかもしれない。try-completionは補完を行なう関数で、
all-completions補完をリストする関数、docは補完スタイルを説明する文字列である。

関数 try-completionと all-completionsは string、collection、predicate、pointの 4つの引
数をとる。引数 string、collection、predicateの意味は try-completion (Section 20.6.1
[Basic Completion], page 351を参照)のときと同様。引数 pointは string内のポイント位
置。各関数は自身の処理を行ったら非 nil、行わなかった場合 (たとえば補完スタイルに一致
するように stringを行う方法がない場合)は nilをリターンする。

ユーザーが minibuffer-complete (Section 20.6.3 [Completion Commands], page 356
を参照)のような補完コマンドを呼び出すと、Emacsは completion-stylesに最初にリス
トされたスタイルを探して、そのスタイルの try-completion関数を呼び出す。この関数が nil

をリターンしたら、Emacsは次にリストされた補完スタイルに移動してそのスタイルの try-
completion関数を呼び出すといったように、try-completion関数の 1つが補完の処理に成功
して非 nil値をリターンするまで順次これを行なう。同様の手順は all-completions関数を通
じて補完のリストにも行われる。

利用できる補完スタイルについては Section “Completion Styles” in The GNU Emacs
Manualを参照のこと。

[User Option]completion-category-overrides
この変数は特別な補完スタイルと、特定の種類のテキスト補完時に使用するその他の補完動作
を指定する。この変数の値は (category . alist)という形式の要素をもつような alistであ
る。categoryは何が補完されるかを記述するシンボルで、現在のところカテゴリーに buffer、
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file、unicode-nameが定義されているが、これに特化した補完関数 (Section 20.6.7 [Pro-
grammed Completion], page 364を参照)を通じて他のカテゴリーを定義できる。alistはそ
のカテゴリーにたいして補完がどのように振る舞うべきかを記述する連想リスト。alistのキー
として以下がサポートされる:

styles 値は補完スタイル (シンボル)のリスト。

cycle 値はそのカテゴリーにたいする completion-cycle-threshold (Section
“Completion Options” in The GNU Emacs Manualを参照)の値。

将来、さらに alistエントリーが定義されるかもしれない。

[Variable]completion-extra-properties
この変数はカレント補完コマンドの特別なプロパティの指定に使用される。この変数は補完に
特化したコマンドにより letバインドされることを意図している。値はプロパティ/値ペアーの
リスト。以下のプロパティがサポートされる:

:annotation-function

値は補完バッファー内に注釈 (annotation)を加える関数。この関数は引数 com-
pletionを 1つ受け取り nil、または補完の隣に表示する文字列をリターンしな
ければならない。

:exit-function

値は補完を行った後に実行する関数。この関数は 2つの引数 stringと statusを受
け取る。stringは補完されたフィールドのテキストで、statusは行われた操作の
種類を示す。操作の種類はテキストの補完が完了したなら finished、それ以上
補完できないが補完が完了していなければ sole、有効な補完だがさらに補完で
きるときは exactとなる。

20.6.7 プログラムされた補完

意図した利用可能な補完のすべてを含む alistか obarrayを事前に作成するのが不可能または不便な
ことがあります。このような場合は与えられた文字列にたいする補完を計算するために独自の関数を
提供できます。これはプログラム補完 (programmed completion)と呼ばれます。Emacsは数ある
ケースの中でも特にファイル名の補完 (Section 25.9.6 [File Name Completion], page 564を参照)
でプログラム補完を使用しています。

この機能を使用するためには、関数を completing-readの collection引数として渡します。関
数 completing-readはその補完関数が try-completion、all-completionsなどの基本的な補
完関数に渡されて、その関数がすべてを行えるよう取り計らいます。

補完関数は 3つの引数を受け取ります:

• 補完される文字列。
• 利用可能なマッチをフィルターする述語関数。もしなければ nil。関数は利用可能なマッチにた
いしてこの述語 (predicate)を呼び出して、述語が nilをリターンしたらそのマッチを無視する。

• 実行する補完操作のタイプを指定するフラグ。Section 20.6.1 [Basic Completion], page 351
を参照のこと。以下の値のうちいずれか 1つを指定する:

nil これは try-completionを指定する。マッチがなければ関数は nilをリターンす
ること。指定された文字列が一意でかつ正確にマッチしたら tをリターンすること。
それ以外ならすべてのマッチに共通な最長の前置部分文字列をリターンすること。
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t all-completionsを指定する。関数は指定された文字列の利用可能なすべての補
完のリストをリターンする。

lambda test-completionを指定する。関数は指定された文字列がいくつかの補完候補に
完全一致するなら t、それ以外は nilをリターンする。

(boundaries . suffix)

completion-boundariesを指定する。関数は (boundaries start . end)を
リターンする。ここで startは指定された文字列内の境界の開始位置、endは suffix
内の境界の終了位置。

metadata カレント補完の状態に関する情報の要求を指定する。リターン値は (metadata .

alist)の形式をもち、alistは以下で説明する要素をもつ連想配列。

フラグに他の値が指定されたら、補完関数は nilをリターンする。

以下は metadataフラグ引数への応答として補完関数がリターンするかもしれないmetadataエ
ントリーのリストです:

category 値は補完関数が補完を試みているテキストの種類を説明するシンボル。シンボルが
completion-category-overrides内のキーの 1 つにマッチする場合、通常の補完
動作はオーバーライドされる。Section 20.6.6 [Completion Variables], page 363を
参照のこと。

annotation-function

値は補完に注釈 (annotation)を付ける関数。この関数は 1つの引数 stringを受け取り、
これは利用可能な補完である。リターン値は文字列で、*Completions*バッファー内
の補完 stringの後に表示される。

display-sort-function

値は補完をソートする関数。関数は 1つの引数をとる。これは補完文字列のリストで、
ソートされた補完文字列リストがリターンされる。その入力のリストは破壊的に変更す
ることが許容される。

cycle-sort-function

値は completion-cycle-thresholdが非 nil、かつユーザーが補完候補を巡回する
ときに補完をソートする関数。引数のリストとリターン値は display-sort-function

と同様。

[Function]completion-table-dynamic function &optional switch-buffer
この関数はプログラムされた補完関数として動作可能な関数を記述する便利な方法である。引
数 functionは 1つの引数 (文字列)をとる関数であり、利用可能な補完すべてを含む補完テー
ブル (Section 20.6.1 [Basic Completion], page 351を参照)をリターンする。functionが
リターンするテーブルには文字列引数にマッチしない要素を含めることもできる。これらは
completion-table-dynamicによって自動的にフィルターされる。特に functionは引数を
無視して利用可能なすべての補完の完全なリストをリターンできる。completion-table-

dynamicを functionとプログラムされた補完関数との間の変換器として考えることができる。

オプション引数 switch-bufferが非 nil、かつ補完がミニバッファーで行われた場合、function
はそのミニバッファーにエンターしたときのバッファーをカレントバッファーにセットして呼
び出される。

completion-table-dynamicのリターン値は try-completionおよび all-completions

の 2つ目の引数として使用できる。この関数は常に空のメタデータと無意味な境界をリターン
することに注意 (Section 20.6.7 [Programmed Completion], page 364を参照)。
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[Function]completion-table-with-cache function &optional ignore-case
これは前回の引数/結果ペアーを保存する completion-table-dynamicにたいするラッパー
である。これは同じ引数にたいする複数回の検査に必要なのが、1回の function呼び出しだけで
あることを意味する。これは外部プロセス呼び出しなど、処理が低速のとき有用かもしれない。

20.6.8 通常バッファーでの補完

補完は通常はミニバッファー内で行われますが、補完機能は通常の Emacsバッファー内のテキスト
にも使用できます。多くのメジャーモードで、コマンド C-M-iまたは M-TABによってバッファー内補
完が行われ、それらは completion-at-pointにバインドされています。Section “Symbol Com-
pletion” in The GNU Emacs Manual を参照してください。このコマンドはアブノーマルフック
変数 completion-at-point-functionsを使用します:

[Variable]completion-at-point-functions
このアブノーマルフックの値は関数のリスト。これらの関数はポイント位置のテキストの補完に
たいする補完テーブルの計算に使用される (Section 20.6.1 [Basic Completion], page 351を
参照)。これはメジャーモードによるモード固有の補完テーブル (Section 23.2.1 [Major Mode
Conventions], page 465を参照)の提供に使用できる。

コマンド completion-at-pointが実行されると引数なしでリスト内の関数が 1つずつ呼び
出される。それぞれの関数はポイント位置のテキストにたいして補完テーブルを生成でき、か
つそれに責任を負いたいのでなければ nilをリターンすること。それ以外なら以下の形式のリ
ストをリターンすること:

(start end collection . props)

ここで startと endは補完する (ポイントを取り囲む) テキストの区切りである。collection
はそのテキストを補完する補完テーブルであり、try-completion (Section 20.6.1 [Basic
Completion], page 351を参照)の 2つ目の引数として渡すのに適した形式である。補完候補
は completion-styles (Section 20.6.6 [Completion Variables], page 363を参照)で定
義された補完スタイルを通じて、この補完テーブルを通常の方法で使用して生成されるだろう。
propsは追加の情報のためのプロパティリストである。completion-extra-properties内
のすべてのプロパティ(Section 20.6.6 [Completion Variables], page 363を参照)と、以下
の追加のプロパティが認識される:

:predicate

値は補完候補が満足する必要がある述語。

:exclusive

値が noの場合は、もし補完テーブルがポイント位置のテキストのマッチに
失敗したなら、補完の失敗を報告するかわりに completion-at-pointは
completion-at-point-functions内の次の関数へ移動する。

このフック上の関数は (たとえば post-command-hookから)頻繁に呼び出され得るので一般
的には素早くリターンすること。補完リストの生成が高価な処理なら collectionにたいする関
数の提供を強く推奨する。Emacsは completion-at-point-functions内の関数を頻繁に
呼び出すかもしれないが、それらの呼び出しのいくつかにたいしてのみ collectionの値を考慮
する。collectionにたいして関数を提供することによりEmacsは必要になるまで補完の生成を
遅延できる。ラッパー関数を作成するために completion-table-dynamicを使用できる:

;; このパターンは避けて
(let ((beg ...) (end ...) (my-completions (my-make-completions)))

(list beg end my-completions))
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;; かわりに以下を使用する
(let ((beg ...) (end ...))

(list beg

end

(completion-table-dynamic

(lambda (_)

(my-make-completions)))))

さらに一般的には collectionは startと endの間のカレントのテキストにもとづいて事前にフィ
ルターされるべきではない。なぜなら使用を判断した補完スタイルに応じてこれを行うのは
completion-at-point-functionsの呼び出し側の責任だからである。

completion-at-point-functions内の関数も上述のリストのかわりに関数をリターンする
かもしれない。その場合には引数なしでリターンされた関数が呼び出されて、その関数が補完
処理の全責任を負う。この方法は推奨されない。これは completion-at-pointを使用する古
いコードの救済だけを意図したものだからである。

非 nil値を最初にリターンした completion-at-point-functions内の関数が、
completion-at-pointによって使用される。残りの関数は呼び出されない。例外は上述の
:exclusive指定があるとき。

以下の関数は Emacsバッファー内の任意に拡張されたテキストにたいして便利な補完方法を提供
します:

[Function]completion-in-region start end collection &optional predicate
この関数は collectionを使用してカレントバッファー内の位置 startと endの間のテキストを補
完する。引数 collectionはtry-completion (Section 20.6.1 [Basic Completion], page 351
を参照)のときと同じ意味をもつ。

この関数は補完テキストを直接カレントバッファーに挿入する。completing-read (Sec-
tion 20.6.2 [Minibuffer Completion], page 354を参照)とは異なり、ミニバッファーをアク
ティブにしない。

この関数が機能するためには、ポイントが startと endの間になければならない。

20.7 Yes-or-Noによる問い合わせ

このセクションではユーザーに yes-or-noの確認を求める関数を説明します。関数 y-or-n-pは 1文
字での応答に使用できます。この関数は不注意による誤った答えが深刻な結果を招かない場合に有用
です。yes-or-no-pは 3文字から 4文字の答えを要求するので、より重大な問いに適しています。

3 つの関数はいずれもマウスを使用して呼び出されたコマンドの場合、より正確には
last-nonmenu-event (Section 21.5 [Command Loop Info], page 386を参照)が nilかリスト
の場合は、問いに答えるためにダイアログボックスまたはポップアップメニューを使用します。それ
以外の場合はキーボード入力を使用します。呼び出しの周囲で last-nonmenu-eventに適切な値を
バインドすることにより、マウスあるいはキーボードの使用を強制できます。

yes-or-no-pと y-or-n-pはどちらもミニバッファーを使用します。

[Function]y-or-n-p prompt
この関数はユーザーに答えを尋ねてミニバッファーに入力を求める。ユーザーが yをタイプした
ら t、nをタイプしたら nilをリターンする。この関数は yesの意味で SPC、noの意味で DEL

も受け入れる。quitとして C-gと C-]も受け入れる。これは問いがミニバッファーを使用して、
かつミニバッファーを抜けるためにユーザーが C-]の使用を試みるかもしれないということが
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理由。応答は 1文字であり、問いを終了させるための RETは必要ない。大文字と小文字は等価
である。

“答えを尋ねる”とはミニバッファーに prompt、その後に文字列 ‘(y or n) ’をプリントする
ことを意味する。期待される答え (y、n、SPC、DEL、もしくは質問を終了するその他のキー)
以外が入力されると、この関数は ‘Please answer y or n.’と応答して繰り返し答えの入力を
要求する。

この関数は実際にはミニバッファーを使用するが答えの編集を許容しない。答えを求めている
る間、カーソルはモイニバッファーに移動される。

答えとその意味は、たとえ ‘y’と ‘n’であっても固定されたものではなく、キーマップ
query-replace-mapによって指定される (Section 34.7 [Search and Replace], page 904
を参照)。特にユーザーが recenter、scroll-up、scroll-down、scroll-other-

window、scroll-other-window-down(それぞれ query-replace-map内で C-l、C-v、
M-v、C-M-v、C-M-S-vにバインドされている)のような特殊な応答をエンターした場合、こ
の関数はは指定されたウィンドウの再センタリングやスクロール操作を処理してから再度答え
を求める。

[Function]y-or-n-p-with-timeout prompt seconds default
y-or-n-pと同様だがユーザーが seconds秒以内に答えないと、この関数は待つのをやめて de-
faultをリターンする。これはタイマーをセットアップすることによって機能する。引数 seconds
は数字である。

[Function]yes-or-no-p prompt
この関数は質問してミニバッファーに答えの入力を求める。これはユーザーが ‘yes’をエンター
すると t、‘no’をエンターすると nilをリターンする。ユーザーは応答を終えるために RETを
タイプしなければならない。大文字と小文字は等価。

yes-or-no-pはミニバッファーに promptとその後に ‘(yes or no) ’を表示することによっ
て開始される。ユーザーは期待される応答の 1つをタイプしなければならない。それ以外の答え
なら、この関数は ‘Please answer yes or no.’と応答して約 2秒待った後に要求を繰り返す。

yes-or-no-pは y-or-n-pより多くの作業をユーザーに要求するので、より重大な決定に適し
ている。

以下は例:

(yes-or-no-p "Do you really want to remove everything? ")

;; 前の式を評価した後、
;; 空のミニバッファーに
;; 以下のプロンプトが表示される:

---------- Buffer: minibuffer ----------

Do you really want to remove everything? (yes or no)

---------- Buffer: minibuffer ----------

ユーザーが最初に y RETとタイプしたら無効になる。なぜならこの関数は ‘yes’という単語全
体を要求しているので、一時停止して以下のプロンプトを説明のために表示する。

---------- Buffer: minibuffer ----------

Please answer yes or no.

Do you really want to remove everything? (yes or no)

---------- Buffer: minibuffer ----------
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20.8 複数の問いを尋ねる

このセクションではより複雑な質問や複数の似かよった質問をユーザーに尋ねる機能を説明します。

同じような連続する質問と答えがある場合、たとえば各バッファーにたいして順に “Do you want
to save this buffer?”と確認を求めるような場合には、個別に質問するより map-y-or-n-pを使用
して質問のコレクションを尋ねるべきです。これはユーザーにたいして、質問全体にたいして 1回で
答えられるような便利な機能を提供します。

[Function]map-y-or-n-p prompter actor list &optional help action-alist
no-cursor-in-echo-area

この関数はユーザーに一連の質問をし、それぞれの質問にたいしてエコーエリア内の 1文字の
答えを読み取る。

値 listは質問をするオブジェクトを指定する。これはリスト、オブジェクト、または生成関数
(generator function)のいずれかである。関数なら引数なしで呼び出されて次に質問するオブ
ジェクト、または質問の中止を意味する nilのいずれかをリターンすること。

引数 prompterは各質問について問い合わせ方法を指定する。prompterが文字列なら質問テ
キストは以下のようになる:

(format prompter object)

ここで objectは、(listから得られる)質問する次のオブジェクトである。formatについての詳
細は Section 4.7 [Formatting Strings], page 61を参照のこと。

prompterが文字列でなければ、1つの引数 (質問する次のオブジェクト)をとる関数であり、そ
のオブジェクトにたいする質問テキストをリターンすること。値が文字列ならユーザーに問う
質問であること。関数は t(ユーザーに尋ねずこのオブジェクトを処理する)、または nil(ユー
ザーに尋ねずこのオブジェクトを無視する)をリターンすることもできる。

引数 actorはユーザーが yesと答えにたいして、どのように作処理するかを指定する。これは
listから取得したそれぞれのオブジェクトであるを単一の引数として呼び出される関数である
こと。

引数 helpが与えられたら、それは以下の形式のリストである:

(singular plural action)

singularは処理するオブジェクトを説明する単数形の名詞を含む文字列、pluralはそれに対応
する複数形の名詞、actionは actorがオブジェクトに何を行うかを説明する他動詞である。

helpを指定しない場合のリストのデフォルトは ("object" "objects" "act on")。

尋ねられる質問ごとにユーザーは以下のように答えることができる:

y、Y、または SPC

そのオブジェクトを処理する

n、N、または DEL

そのオブジェクトをスキップ

! 以降のオブジェクトをすべて処理する

ESCか q exit(以降のオブジェクトすべてをスキップ)する

. (ピリオド)
そのオブジェクトを処理してから exitする

C-h ヘルプを表示する
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これらはquery-replaceが受け入れる応答と同じである。キーマップquery-replace-mapが
map-y-or-n-pやquery-replaceにたいして、これらの応答の意味を定義する。Section 34.7
[Search and Replace], page 904を参照のこと。

action-alistを使用して、利用できる追加の答えとそれらが何を意味するかを指定できる。
action-alistが与えられた場合には、要素が (char function help) という形式の alist で
あること。alistの要素はそれぞれ追加の答えを 1つ定義する。各要素の charは文字 (応答)、
functionは単一の引数 ( listのオブジェクト)、helpは文字列。ユーザーが charで応答した際
には、map-y-or-n-pは functionを呼び出す。非 nilをリターンすると、オブジェクトを処
理対象とみなして、map-y-or-n-pは listの次オブジェクトに処理を進める。nilをリターン
した場合には、同じオブジェクトにたいして繰り返し入力を求める。ユーザーがヘルプを要求
した場合には、これらの追加質問を説明するために helpのテキストを使用する。

確認を求める間、map-y-or-n-pは通常は cursor-in-echo-areaをバインドする。しかし
no-cursor-in-echo-areaが非 nilならバインドしない。

マウスを使用して呼び出されたコマンドから map-y-or-n-pが呼び出された場合 (より正確に
は last-nonmenu-eventは非 nilかリストの場合。Section 21.5 [Command Loop Info],
page 386 を参照) には、確認を求めるためにダイアログボックスかポップアップメニューが
使用される。この場合にはキーボード入力やエコーエリアは使用されない。呼び出しの前後で
last-nonmenu-eventを適切な値にバインドすることによって、マウスあるいはキーボード
の入力を強制できる。

map-y-or-n-pのリターン値は処理したオブジェクトの個数である。

3つ以上の答えをもつかもしれない質問をユーザーに尋ねる必要がある場合には read-answerを
使用してください。

[Function]read-answer question answers
この関数は questionのテキスト ( ‘SPC’文字で終端されていること)とともにユーザーに入力
を求める。この関数は questionに answersを追加することにより、プロンプト内に可能な応答
を含めることができる。この可能な応答は以下の形式の要素をもつ alistとして answers内に
提供される。

(long-answer short-answer help-message)

long-answerはユーザーの応答の完全なテキスト (文字列)、short-answerは同じ応答の短い形
式 (単一文字かファンクションキー)、help-messageはその応答の意味を説明するテキスト。変
数 read-answer-shortが非 nilなら可能な応答の短いバージョンをプロンプトに表示して、
ユーザーがプロンプトに表示された 1文字をタイプすることを期待する。それ以外なら可能な
応答の長いバージョンをプロンプトに表示して、ユーザーにはプロンプトに表示された完全な
テキストのいずれかを入力してから、入力完了で RETを押下することが期待される。RETが非
nilかつこの関数がマウスイベントから呼び出された場合には問いと答えはGUIのダイアログ
ボックス内に表示される。

この関数はプロンプトに表示された応答の長短やユーザーがタイプした応答とは無関係に、ユー
ザーがセンタクした long-answerのテキストをリターンする。

以下はこの関数の使用例:

(let ((read-answer-short t))

(read-answer "Foo "

'(("yes" ?y "perform the action")

("no" ?n "skip to the next")
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("all" ?! "perform for the rest without more questions")

("help" ?h "show help")

("quit" ?q "exit"))))

[Function]read-char-from-minibuffer prompt &optional chars history
この関数はミニバッファーを使用して単一文字を読み取りリターンする。オプションで許容す
る文字のリスト chars以外のメンバーはすべて無視する。history引数は使用するヒストリーリ
ストシンボルを指定する。これが省略か nilなら、この関数はヒストリーを使用しない。

20.9 パスワードの読み取り

他のプログラムに渡すためのパスワードを読み取るために関数 read-passwdを使用できます。

[Function]read-passwd prompt &optional confirm default
この関数はプロンプト promptを表示してパスワードを読み取る。これはユーザーがタイプし
たパスワードのかわりに、パスワード内の各文字を ‘*’に変更してエコーする。パスワードを隠
すために別の文字を適用したければ、その文字を read-hide-charに letバインドすること。

オプション引数 confirmが非 nilなら、パスワードを 2回読み取ることでそれらが同じもので
あることを強制する。同じでなければ、2回の入力が同じになるまで、ユーザーはパスワード
を繰り返しタイプする必要がある。

オプション引数 defaultは、ユーザーが空入力をエンターした場合のデフォルトパスワードで
ある。defaultが nilなら、read-passwdは null文字列をリターンする。

20.10 ミニバッファーのコマンド

このセクションではミニバッファー内で使用するコマンドを説明します。

[Command]exit-minibuffer
このコマンドはアクティブなミニバッファーを exitする。これは通常はミニバッファー内のロー
カルキーマップのキーにバインドされる。

[Command]self-insert-and-exit
このコマンドはキーボードでタイプされた最後の文字を挿入した後にアクティブなミニバッ
ファーを exitする。Section 21.5 [Command Loop Info], page 386)を参照のこと。

[Command]previous-history-element n
このコマンドは n個前 (古い) のヒストリー要素の値でミニバッファー内のコンテンツを置換
する。

[Command]next-history-element n
このコマンドはミニバッファー内のポイントの前のカレントコンテンツを、n個分のより最近
のヒストリー要素の値で置換する。現在位置を超えたヒストリー内の位置への移動も可能で
あり、それは “将来のヒストリー (future history)” を呼び出す (Section 20.2 [Text from
Minibuffer], page 344を参照)。

[Command]previous-matching-history-element pattern n
このコマンドは pattern(正規表現) にマッチする n個前 (古い) のヒストリー要素でミニバッ
ファー内のコンテンツを置換する。
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[Command]next-matching-history-element pattern n
このコマンドは pattern(正規表現)にマッチする n個先 (新しい)のヒストリー要素でミニバッ
ファー内のコンテンツを置換する。

[Command]previous-complete-history-element n
このコマンドはミニバッファー内のポイントの前のカレントコンテンツを、n個前 (古い)ヒス
トリー要素の値で置換する。

[Command]next-complete-history-element n
このコマンドはミニバッファー内のポイントの前のカレントコンテンツを、n個先 (新しい)ヒ
ストリー要素の値で置換する。

[Command]goto-history-element nabs
この関数はミニバッファーにミニバッファーヒストリーの要素を配置する。引数 nabsは絶対ヒ
ストリー位置 (absolute history position)を降順で指定する。0ならカレント要素、正の数 n
は n個前の要素を意味する。負の数-nは n番目の “将来のヒストリー”を意味する。

20.11 ミニバッファーのウィンドウ

以下の関数はミニバッファーウィンドウにアクセスと選択を行い、それがアクティブかどうかテスト
してリサイズされる方法を制御します。

[Function]minibuffer-window &optional frame
この関数はフレーム frameにたいして使用されるミニバッファーウィンドウをリターンする。
frameが nilならそれは選択されたフレームを意味する。

フレームが使用するミニバッファーウィンドウがフレームの一部である必要はないことに注意
(ミニバッファーをもたないフレームは必要に応じて別のフレームのミニバッファーウィンド
ウを使用する)。ミニバッファーのないフレームのミニバッファーウィンドウは、そのフレーム
の minibufferフレームパラメーターをセットすることにより変更できる (Section 29.4.3.5
[Buffer Parameters], page 722を参照)。

[Function]set-minibuffer-window window
この関数はミニバッファーウィンドウとして windowを使用するよう指定する。これは通常の
ミニバッファーコマンドを呼び出さずにミニバッファーにテキストを入力する場合には、ミニ
バッファーをどこに表示するかに影響を及ぼす。通常のミニバッファー入力関数はすべて選択
されたフレームに対応するミニバッファーを選択して開始されるので影響はない。

[Function]window-minibuffer-p &optional window
この関数は windowがミニバッファーウィンドウなら tをリターンする。windowのデフォル
トは選択されたウィンドウ。

以下の関数はカレントでアクティブなミニバッファーを表示しているウィンドウをリターンします。

[Function]active-minibuffer-window
この関数はカレントでアクティブなミニバッファーのウィンドウ、アクティブなミニバッファー
がなければ nilをリターンする。

(minibuffer-window)の結果の比較だけでは、与えられたウィンドウがカレントでアクティブ
なミニバッファーを表示するかどうかを判断するのは不十分である。なぜなら複数のフレームがある
場合にはミニバッファーウィンドウも複数あり得る。
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[Function]minibuffer-window-active-p window
この関数はwindowがカレントでアクティブなミニバッファーを表示するウィンドウなら非 nil

をリターンする。

以下の 2つのオプションはミニバッファーウィンドウが自動的にリサイズされるか否か、およびそ
の処理でミニバッファーが大きくなり得るサイズを制御します。

[User Option]resize-mini-windows
このオプションはミニバッファーウィンドウが自動的にリサイズされるかどうかを指定する。
デフォルト値は grow-onlyで、これはミニバッファーが表示するテキストを収容するために、
ミニバッファーウィンドウがデフォルトにより自動的に拡張されて、ミニバッファーが空にな
れば即座に 1行に縮小されることを意味する。値が tなら Emacsは常にミニバッファーが表
示するテキストにミニバッファーウィンドウの高さをフィットさせるように試みる。値が nil

ならミニバッファーウィンドウのサイズが自動的に変更されることは決してない。この場合に
は、ミニバッファーウィンドウの高さの調節のために、ウィンドウリサイズコマンドを使用で
きる (Section 28.4 [Resizing Windows], page 618を参照)。

[User Option]max-mini-window-height
このオプションはミニバッファーウィンドウの自動的なリサイズにたいする最大高さを提供す
る。浮動小数点数はフレーム高さにたいする割合として最大高さを指定する。整数はフレーム
の正規文字高さの単位で最大高さを指定する (Section 29.3.2 [Frame Font], page 708を参
照)。デフォルト値は 0.25。

上記の 2つの変数の値は表示時に効果を発揮するので、エコーエリアのメッセージを生成するコード
の前後でこれらの変数を letバインドしても機能しないことに注意してください。長いメッセージを表
示する際にミニバッファーウィンドウのリサイズを抑止したければ、かわりに message-truncate-

lines変数をバインドしてください (Section 39.4.4 [Echo Area Customization], page 990 を
参照)。

オプション resize-mini-windowsはミニバッファーのみのフレームの振る舞いには影響を与え
ません (Section 29.3.1 [Frame Layout], page 703を参照)。以下のオプションによりそのようなフ
レームも同じように自動的にリサイズすることが可能になります。

[User Option]resize-mini-frames
これが nilならミニバッファーのみのフレームは決して自動的にリサイズされない。

これが関数なら、その関数はリサイズするミニバッファーのみフレームを単一の引数として呼
び出される。この関数が呼び出されるときは、そのフレームのミニバッファーウィンドウのバッ
ファーは、そのウィンドウの次回再表示時にコンテンツが表示されるバッファーである。この
関数には何らかの適切な方法によりフレームをバッファーにフィットさせることが期待される。

それ以外の非 nil値は fit-mini-frame-to-bufferを呼び出すことによりミニバッファー
のみのフレームをリサイズすることを意味する。この関数は fit-frame-to-bufferと似て
いるが、バッファーテキストから先頭や末尾の空行を取り除かない (Section 28.4 [Resizing
Windows], page 618を参照)。

20.12 ミニバッファーのコンテンツ

以下の関数はミニバッファーのプロンプトとコンテンツにアクセスします。

[Function]minibuffer-prompt
この関数はカレントでアクティブなミニバッファーのプロンプト文字列をリターンする。アク
ティブなミニバッファーがなければ nilをリターンする。
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[Function]minibuffer-prompt-end
この関数はミニバッファーがカレントならミニバッファープロンプトの終端のカレント位置を
リターンする。それ以外はバッファーの有効な最小位置をリターンする。

[Function]minibuffer-prompt-width
この関数はミニバッファーがカレントならミニバッファープロンプトのカレントの表示幅をリ
ターンする。それ以外は 0をリターンする。

[Function]minibuffer-contents
この関数はミニバッファーがカレントなら、ミニバッファーの編集可能なコンテンツ (つまりプ
ロンプト以外のすべて)を文字列でリターンする。それ以外はカレントバッファーのコンテン
ツ全体をリターンする。

[Function]minibuffer-contents-no-properties
これは minibuffer-contentsと同様だが、テキストプロパティをコピーせずに文字自身だけ
をリターンする。Section 32.19 [Text Properties], page 814を参照のこと。

[Command]delete-minibuffer-contents
このコマンドはミニバッファーがカレントなら、ミニバッファーの編集可能なコンテンツ (つま
りプロンプト以外のすべて)を削除する。それ以外はカレントバッファー全体を削除する。

20.13 再帰的なミニバッファー

以下の関数と変数は再帰ミニバッファーを処理します (Section 21.13 [Recursive Editing], page 418
を参照):

[Function]minibuffer-depth
この関数はアクティブなミニバッファーのカレント再帰深さを正の整数でリターンする。アク
ティブなミニバッファーが存在しなければ 0をリターンする。

[User Option]enable-recursive-minibuffers
この変数が非 nilならミニバッファーがアクティブでも、(find-fileのような)ミニバッファー
を使用するコマンドを呼び出すことができる。このような呼び出しは新たなミニバッファーに
たいして再帰編集レベル (recursive editing level)を生成する。内側レベルの編集中は、外側
レベルのミニバッファーは非表示になる。

この変数が nilならミニバッファーがアクティブなときは、たとえ他のウィンドウに切り替え
てもミニバッファーコマンドの呼び出しはできない。

コマンド名が非 nilのプロパティenable-recursive-minibuffersをもつ場合には、たとえミ
ニバッファーから呼び出された場合でも、そのコマンドは引数の読み取りにミニバッファーを使用で
きる。コマンドの interactive宣言内で enable-recursive-minibuffersを tにしても、これを行
うことができる (Section 21.2.1 [Using Interactive], page 377を参照)。ミニバッファーコマンド
next-matching-history-element (ミニバッファー内では通常 M-s)は後者を行う。

20.14 ミニバッファー、その他の事項

[Function]minibufferp &optional buffer-or-name
この関数は buffer-or-nameがミニバッファーなら非 nilをリターンする。buffer-or-nameが
省略された場合にはカレントバッファーをテストする。
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[Variable]minibuffer-setup-hook
これはミニバッファーがエンターされたときは常に実行されるノーマルフックである。Sec-
tion 23.1 [Hooks], page 462を参照のこと。

[Macro]minibuffer-with-setup-hook function &rest body
このマクロは指定された functionが minibuffer-setup-hookを通じて呼び出されるように
計らった後に bodyを実行する。デフォルトでは functionは minibuffer-setup-hookリス
トの他の関数の前に呼び出されるが、functionが (:append func)というフォームなら、func
は他のフック関数の後に呼び出される。

bodyはミニバッファーを複数回使用しないこと。ミニバッファーが再帰的に再エンターされる
と、functionは最外のミニバッファーの使用にたいして 1回だけ呼び出されるだろう。

[Variable]minibuffer-exit-hook
これはミニバッファーが exitされたときは常に実行されるノーマルフックである。

[Variable]minibuffer-help-form
この変数のカレント値はミニバッファー内で help-formをローカルにリバインドするために使
用される (Section 24.6 [Help Functions], page 527を参照)。

[Variable]minibuffer-scroll-window
この変数の値が非 nilなら、それはウィンドウオブジェクトである。ミニバッファー内で関
数 scroll-other-windowが呼び出されたときは、このウィンドウをスクロールする (Sec-
tion 28.21 [Textual Scrolling], page 676を参照)。

[Function]minibuffer-selected-window
この関数はミニバッファーウィンドウが選択される直前に選択されていたウィンドウをリター
ンする。選択されたウィンドウがミニバッファーウィンドウ以外なら nilをリターンする。

[Function]minibuffer-message string &rest args
この関数は数秒、あるいは次の入力イベントが到着するまでミニバッファーテキストの最後に一
時的に stringを表示する。変数minibuffer-message-timeoutは入力がない場合に待機する
秒数を指定する (デフォルトは 2)。argsが非 nilなら、実際のメッセージは format-message

に stringと argsを渡して作成される。Section 4.7 [Formatting Strings], page 61を参照の
こと。

[Command]minibuffer-inactive-mode
これはインタラクティブなミニバッファー内で使用されるメジャーモードである。キーマップ
minibuffer-inactive-mode-mapを使用する。ミニバッファーが別のフレームにある場合
には有用かもしれない。Section 29.9 [Minibuffers and Frames], page 733を参照のこと。
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21 コマンドループ

Emacsを実行すると、ほぼ即座にエディターコマンドループ (editor command loop) に移行しま
す。このループはキーシーケンスを読み取り、それらの定義を実行して結果を表示します。このチャ
プターではこれらが行われる方法と、Lispプログラムがこれらを行えるようにするサブルーチンを説
明します。

21.1 コマンドループの概要

コマンドループが最初に行わなければならないのはキーシーケンスの読み取りです。キーシーケンス
はコマンドに変換される入力イベントのシーケンスです。これは関数 read-key-sequenceを呼び出
すことによって行われます。Lispプログラムもこの関数を呼び出すことができます (Section 21.8.1
[Key Sequence Input], page 405 を参照)。これらはより低レベルの read-keyや read-event

(Section 21.8.2 [Reading One Event], page 407)で入力を読み取ったり、discard-input (Sec-
tion 21.8.6 [Event Input Misc], page 412を参照)で保留中の入力を無視することもできます。

キーシーケンスはカレントでアクティブなキーマップを通じてコマンドに変換されます。これが行
われる方法についてはSection 22.10 [Key Lookup], page 435を参照してください。結果はキーボー
ドマクロかインタラクティブに呼び出し可能な関数になります。キーが M-xなら他のコマンドの名前
を読み取って、それを呼び出します。これはコマンド execute-extended-command (Section 21.3
[Interactive Call], page 383を参照)により行われます。

コマンドの実行に先立ち、Emacs はアンドゥ境界 (undo boundary) を作成するために
undo-boundaryを実行します。Section 32.10 [Maintaining Undo], page 797 を参照してくだ
さい。

コマンドを実行するために、Emacsはまずcommand-executeを呼び出してコマンドの引数を読み
取ります (Section 21.3 [Interactive Call], page 383を参照)。Lispで記述されたコマンドについて
は、interactive指定で引数を読み取る方法を指定します。これはプレフィクス引数 (Section 21.12
[Prefix Command Arguments], page 417を参照)を使用したり、ミニバッファー内 (Chapter 20
[Minibuffers], page 343を参照)で確認を求めて読み取りを行うかもしれません。たとえばコマンド
find-fileには interactive指定があり、これはミニバッファーを使用してファイル名を読み取る
ことを指定します。find-fileの関数 bodyはミニバッファーを使用しないので、Lispコードから関
数として find-fileを呼び出す場合には、通常の Lisp関数引数としてファイル名を文字列で与えな
ければなりません。

コマンドがキーボードマクロ (文字列やベクター)なら、Emacsは execute-kbd-macroを使用
してそれを実行します (Section 21.16 [Keyboard Macros], page 421を参照)。

[Variable]pre-command-hook
このノーマルフックはコマンドを実行する前に、エディターコマンドループにより実行される。
その際、this-commandには実行しようとするコマンドが含まれ、last-commandには前のコ
マンドが記述される。Section 21.5 [Command Loop Info], page 386を参照のこと。

[Variable]post-command-hook
このノーマルフックはコマンドを実行した後 (quitやエラーにより早期に終了させられたコマ
ンドを含む)に、エディターコマンドループにより実行される。その際、this-commandは正
に実行されたコマンド、last-commandは前に実行されたコマンドを参照する。

このフックはEmacsが最初にコマンドループにエンターしたときにも実行される (その時点で
は this-commandと last-commandはいずれも nil)。
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pre-command-hookと post-command-hookの実行中は、quitは抑制されます。これらのフック
のいずれかを実行中にエラーが発生しても、そのエラーはフックの実行を終了させません。そのかわ
りにエラーは黙殺されて、エラーが発生した関数はそのフックから取り除かれます。

Emacsサーバー (Section “Emacs Server” in The GNU Emacs Manualを参照)に届くリク
エストは、キーボードコマンドが行うのと同じように、これらの 2つのフックを実行します。

21.2 コマンドの定義

スペシャルフォーム interactiveはLisp関数をコマンドに変更します。interactiveフォームは関
数 bodyのトップレベルに置かなければならず、通常は body内の最初のフォームとして記述されます。
これはラムダ式 (Section 13.2 [Lambda Expressions], page 212を参照)と defun (Section 13.4
[Defining Functions], page 216を参照)の両方を受け入れます。このフォームはその関数が実際に
実行される間は何も行いません。このフォームの存在はフラグとしての役割りをもち、Emacsコマン
ドループにたいしてその関数がインタラクティブに呼び出せることを告げます。interactiveフォー
ムの引数はインタラクティブな呼び出しが引数を読み取る方法を指定します。

interactiveフォームのかわりに、関数シンボルの interactive-formプロパティで指定され
ることもあります。このプロパティが非 nil値なら、関数 body内の interactiveフォームより優
先されます。この機能はほとんど使用されません。

インタラクティブに呼び出されることだけを意図していて、決してLispから直接呼び出されない関
数が時折あります。この場合には、直接あるいはdeclare (Section 13.14 [Declare Form], page 238
を参照)を通じて、その関数の interactive-onlyプロパティに非 nilを与えます。これにより、その
コマンドがLispから呼び出されるとバイトコンパイラーが警告を発します。describe-functionの
出力にはこれに類似する情報が含まれます。このプロパティの値には文字列、t、または任意のシンボル
を指定できます。文字列なら、それはバイトコンパイラーによる警告内で直接使用されます (最初は大文
字でなくピリオドで終端される文字列であること。たとえば\"use (system-name) instead.\")。
シンボルなら、それは Lispコード内で使用されるかわりの関数です。

ジェネリック関数 (Section 13.8 [Generic Functions], page 223を参照)に interactiveフォー
ムを追加してコマンドにすることはできません。

21.2.1 interactiveの使用

このセクションでは、Lisp関数をインタラクティブに呼び出し可能なコマンドにする interactive

フォームの記述方法と、コマンドの interactiveフォームの検証方法について説明します。

[Special Form]interactive arg-descriptor
このスペシャルフォームは関数がコマンドであり、したがって (M-xを通じて、またはそのコマ
ンドにバインドされたキーシーケンスをエンターすることにより)インタラクティブに呼び出
すことができることを宣言する。引数 arg-descriptorは、そのコマンドがインタラクティブに
呼び出されたときに引数を計算する方法を宣言する。

コマンドは他の関数と同じように Lisp関数から呼び出されるかもしれないが、その場合には呼
び出し側は引数を提供して、arg-descriptorは効果をもたない。

interactiveフォームは関数 body 内のトップレベルに置くか、関数シンボルの
interactive-formプロパティ((Section 9.4 [Symbol Properties], page 130)を参照)に
なければならない。これはコマンドループが関数を呼び出す前に interactive フォームを調
べることにより効果をもつ (Section 21.3 [Interactive Call], page 383 を参照)。一度関
数が呼び出されると関数 body 内のすべてのフォームが実行される。このとき body 内に
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interactiveフォームが出現しても、そのフォームは引数の評価さえされず単に nilをリ
ターンする。

慣例によりinteractiveフォームは関数body内の最初のトップレベルフォームとするべきであ
る。interactiveフォームがシンボルのinteractive-formプロパティと関数bodyの両方に
存在する場合には前者が優先される。interactive-formフォームは既存の関数に interactive
フォームを追加したり、その関数を再定義することなく引数をインタラクティブに処理する方
法を変更するために使用できる。

引数 arg-descriptorは以下の 3つの可能性があります:

• 省略または nilならコマンドは引数なしで呼び出される。コマンドが 1つ以上の引数を要求する
場合は即座にエラーとなる。

• 文字列なら、その文字列の内容は改行で区切られた要素シーケンスであり、1つの要素が 1つの
引数に対応する 1。各要素はコード文字 (Section 21.2.2 [Interactive Codes], page 379を参
照)と、オプションでその後のプロンプト (コード文字として使用される文字やコード文字として
は無視されるものもある)により構成される。以下は例である:

(interactive "P\nbFrobnicate buffer: ")

コード文字 ‘P’はそのコマンドの 1 つ目の引数を raw コマンドプレフィクス (Section 21.12
[Prefix Command Arguments], page 417を参照)にセットする。‘bFrobnicate buffer: ’
は、ユーザーに ‘Frobnicate buffer: ’のプロンプトを示して既存のバッファーの名前の入力
を促し、これは 2つ目かつ最後の引数になる。

プロンプト文字列には、プロンプト内の前の引数 (1つ目の引数から始まる)の値を含めるために
‘%’を使用できる。これは format-message (Section 4.7 [Formatting Strings], page 61を参
照)を使用して行われる。たとえば以下は既存のバッファーの名前を読み取って、その後にその
バッファーに与える新たな名前を読み取る例である:

(interactive "bBuffer to rename: \nsRename buffer %s to: ")

文字列の先頭に ‘*’がある場合、そのバッファーが読み取り専用ならエラーがシグナルされる。

文字列の先頭が ‘@’で、そのコマンドの呼び出しに使用されたキーシーケンスに何らかのマウス
イベントが含まれる場合は、そのコマンドを実行する前に、それらのうち最初のイベントに結び
つくウィンドウが選択される。

文字列の先頭が ‘^’で、そのコマンドがシフト転換 (shift-translation)を通じて呼び出された場
合は、そのコマンドを実行する前にマークをセットして一時的にリージョンをアクティブにする
か、すでにアクティブなリージョンを拡張する。コマンドがシフト転換なしで呼び出されて、リー
ジョンが一時的にアクティブな場合は、コマンドを実行する前にそのリージョンを非アクティブに
する。シフト転換は shift-select-modeによりユーザーレベルで制御される。Section “Shift
Selection” in The GNU Emacs Manualを参照のこと。

‘*’、‘@’、^は一緒に使用でき、その場合は順序に意味はない。実際の引数の読み取りは残りのプ
ロンプト文字列 (‘*’、‘@’、^以外の最初の文字以降)により制御される。

• 文字列以外の Lisp式なら、そのコマンドに渡す引数リストを取得するために評価されるフォー
ムである。このフォームは通常はユーザーから入力を読み取るためにさまざまな関数を呼び出し、
そのためにほとんどの場合はミニバッファー (Chapter 20 [Minibuffers], page 343を参照)を
通じてか、キーボードから直接読み取りを行う (Section 21.8 [Reading Input], page 405を
参照)。

1 いくつかの要素は実際に 2つの引数を提供します。
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引数値としてポイントやマークを提供するのも一般的だが、何かを行いかつ (ミニバッファー使
用の有無に関わらず)入力を読み取る場合には、読み取りの前にポイント値またはマーク値の整
数を確実に取得しておくこと。カレントバッファーはサブプロセスの出力を受信するかもしれず、
コマンドが入力を待つ間にサブプロセス出力が到着すると、ポイントやマークの再配置が起こり
得る。

以下は行ってはいけない例である:
(interactive

(list (region-beginning) (region-end)

(read-string "Foo: " nil 'my-history)))

これにたいして以下はキーボード入力を読み取った後にポイントとマークを調べることにより、
上記の問題を避ける例である:

(interactive

(let ((string (read-string "Foo: " nil 'my-history)))

(list (region-beginning) (region-end) string)))

警告: 引数値にはプリントや読み取りが不可能なデータ型を含めないこと。いくつかの機能は後
続のセッションに読み込ませるために command-historyをファイルに保存する。コマンドの引
数に ‘#<...>’構文を使用してプリントされるデータ型が含まれていると、それらの機能は動作
しなくなるだろう。

し か し こ れ に は 少 数 の 例 外 が あ る 。(point)、(mark)、(region-beginning)、
(region-end)などの一連の式に限定して使用することに問題はない。なぜなら Emacs はこ
れらを特別に認識して、コマンドヒストリー内に (値ではなく) その式を配置すからである。
記述した式がこれらの例外に含まれるかどうか確認するには、コマンドを実行した後に (car

command-history)を調べればよい。

[Function]interactive-form function
この関数は functionの interactiveフォームをリターンする。functionがインタラクティブ
に呼び出し可能な関数 (Section 21.3 [Interactive Call], page 383を参照)なら、値はそのコ
マンドの引数を計算する方法を指定する interactiveフォーム ((interactive spec))で
ある。それ以外では値は nilである。functionがシンボルなら、そのシンボルの関数定義が使
用される。

21.2.2 interactiveにたいするコード文字

ここで説明されているコード文字には、以下で定義されるいくつかのキーワードが含まれています:

Completion
補完を提供する。TAB、SPC、RETは completing-read (Section 20.6 [Completion],
page 351を参照)を使用して引数を読み取って名前の補完を行う。?で利用可能な補完
リストを表示する。

Existing 既存オブジェクトの名前を要求する。無効な名前は受け付けられない。カレント入力が
有効でなければ、ミニバッファーを exitするコマンドは exitしない。

Default ユーザーがテキストを何もエンターしなければ、ある種のデフォルト値が使用される。
デフォルトはコード文字に依存する。

No I/O このコード文字は入力を読み取らずに引数を計算する。したがってプロンプト文字列を
使用せず、与えられたプロンプト文字列は無視される。

たとえそのコード文字がプロンプト文字列を使用しなくても、それが文字列内で最後の
コード文字でなければ、その後に改行を付加しなければならない。
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Prompt コード文字の直後にプロンプトが続く。プロンプトの終端は文字列の終端、または改行。

Special このコード文字はインタラクティブ文字列の先頭にあるときのみ意味があり、プロンプ
トと改行を要求しない。単一の独立した文字。

以下は interactiveで使用されるコード文字です:

‘*’ カレントバッファーが読み取り専用ならエラーをシグナルする。[Special]

‘@’ このコマンドを呼び出したキーシーケンス内の最初のマウスイベントに関連するウィン
ドウを選択する。[Special]

‘^’ シフト転換を通じてコマンドが呼び出された場合はコマンドを実行する前に、マークを
セットして一時的にリージョンをアクティブにするか、すでにリージョンがアクティブ
ならリージョンを拡張する。シフト転換を通じずにコマンドが呼び出されて、リージョ
ンが一時的にアクティブならコマンドを実行する前にそのリージョンを非アクティブに
する。[Special]

‘a’ 関数名 (fboundpを満足するシンボル)。[Existing]、[Completion]、[Prompt]

‘b’ 既存バッファーの名前。デフォルトではカレントバッファー (Chapter 27 [Buffers],
page 591を参照)の名前を使用する。[Existing]、[Completion]、[Default]、[Prompt]

‘B’ バッファー名。そのバッファーが存在する必要はない。デフォルトではカレントバッファーで
はなくもっとも最近使用されたバッファーの名前を使用する。[Completion]、[Default]、
[Prompt]

‘c’ 文字。カーソルはエコーエリアに移動しない。[Prompt]

‘C’ コマンド名 (commandpを満足するシンボル)。[Existing]、[Completion]、[Prompt]

‘d’ ポイント位置の整数 (Section 30.1 [Point], page 756を参照)。[No I/O]

‘D’ ディレクトリー。デフォルトはカレントバッファーのカレントのデフォルトディレクト
リー default-directory (Section 25.9.4 [File Name Expansion], page 560を参
照)。[Existing]、[Completion]、[Default]、[Prompt]

‘e’ そのコマンドを呼び出したキーシーケンス内の 1つ目か 2つ目の非キーボードイベント。
より正確には、‘e’はリストとしてイベントを取得するので、リスト内のデータを調べる
ことができる。Section 21.7 [Input Events], page 388を参照のこと。[No I/O]

‘e’はマウスイベント、および特別なシステムイベント (Section 21.7.10 [Misc Events],
page 397を参照)にたいして使用する。コマンドが受け取るイベントリストは、そのイ
ベントに依存する。Section 21.7 [Input Events], page 388ではそれぞれのイベント
のリスト形式を、対応するサブセクションでそれぞれ説明しているので参されたい。

1つのコマンドの interactive仕様の中で ‘e’を複数回使用できる。そのコマンドを呼び
出したキーシーケンスがイベント n(リスト)をもつなら、‘e’の n番目がそのイベントを
提供する。フンクションキーやASCII文字のようなリスト以外のイベントは、‘e’に関連
するイベントとしてカウントされない。

‘f’ 既存ファイルのファイル名 (Section 25.9 [File Names], page 556を参照)。デフォル
トのディレクトリーは default-directory。[Existing]、[Completion]、[Default]、
[Prompt]

‘F’ ファイル名。ファイルが存在している必要はない。[Completion]、[Default]、[Prompt]
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‘G’ ファイル名。ファイルが存在している必要はない。ユーザーがディレクトリー名だけを
エンターしたら値はそのディレクトリー名となり、そのディレクトリー名にファイル名
は追加されない。[Completion]、[Default]、[Prompt]

‘i’ 無関係な引数。このコード文字は引数値として常に nilを与える。[No I/O]

‘k’ キーシーケンス (Section 22.1 [Key Sequences], page 423を参照)。これはカレント
キーマップ内でコマンド (または未定義のコマンド)が見つかるまで、イベントを読み取
り続ける。キーシーケンス引数は文字列かベクターで表される。カーソルはエコーエリ
アに移動しない。[Prompt]

‘k’が (マウスの)down-event で終わるキーシーケンスを読み取ると、後続の (マウス
の)up-eventも読み取ってそれを廃棄する。コード文字 ‘U’により up-eventへのアクセ
スを得られる。

この種の入力は describe-keyや global-set-keyのようなコマンドにより使用され
る。

‘K’ キーシーケンス。その定義は変更されることを意図している。これは ‘k’と同じように機
能するが、キーシーケンス内の最後の入力イベントにたいして、通常は (必要なら)使用
される未定義キーから定義済みキーへの変換を抑制する。

‘m’ マーク位置の整数。[No I/O]

‘M’ 任意のテキスト。ミニバッファー内でカレントバッファーの入力メソッド (Section “Input
Methods” in The GNU Emacs Manualを参照)を使用して読み取りを行い、それを
文字列でリターンする。[Prompt]

‘n’ 数字。ミニバッファーで読み取られる。入力が数字でなければユーザーは再試行する必
要がある。‘n’は決してプレフィクス引数を使用しない。[Prompt]

‘N’ 数引数 (numeric prefix argument)。ただしプレフィクス引数がなければ nのように数字
を読み取る。値は常に数字。Section 21.12 [Prefix Command Arguments], page 417
を参照のこと。[Prompt]

‘p’ 数引数 (小文字の ‘p’であることに注意)。[No I/O]

‘P’ rawプレフィクス引数 (大文字の ‘P’であることに注意)。[No I/O]

‘r’ 2つの数引数 (ポイントとマーク)。小さいほうが先。これは 1つではなく連続する 2つの
引数を指定する唯一のコード文字である。コマンド呼び出し時にカレントなバッファー
にマークがセットされていなければエラーをシグナルする。Transient Mark モード
(Section 31.7 [The Mark], page 773を参照)がオン (デフォルト)かつユーザーオプ
ション mark-even-if-inactiveが nilの場合には、たとえマークがセットされてい
ても非アクティブなら Emacsはエラーをシグナルする。[No I/O]

‘s’ 任意のテキスト。ミニバッファー内で読み取りを行って文字列としてリターンする (Sec-
tion 20.2 [Text from Minibuffer], page 344を参照)。C-jか RETで入力を終端する
(これらの文字を入力に含めるために C-qを使用できる)。[Prompt]

‘S’ intern済みのシンボル。名前はミニバッファー内で読み取られる。C-jか RETで入力を
終端する。ここでは通常はシンボルを終端するその他の文字 (たとえば空白文字、丸カッ
コ、角カッコ)では終端されない。[Prompt]

‘U’ キーシーケンスか nil。‘k’(または ‘K’)が読み取った後に、(もしあれば)捨てられる (マ
ウスの)up-eventを取得するために、引数 ‘k’(または ‘K’)の後で使用され得る。捨てら
れた up-eventが存在しなければ、‘U’は引数として nilを提供する。[No I/O]
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‘v’ ユーザーオプションとして宣言された変数 (述語 custom-variable-pを満足する)。
これは read-variableを使用して変数を読み取る。[Definition of read-variable],
page 359を参照のこと。[Existing]、[Completion]、[Prompt]

‘x’ Lispオブジェクト。そのオブジェクトの入力構文により指定され、C-jか RETで終端され
る。オブジェクトは評価されない。Section 20.3 [Object from Minibuffer], page 348
を参照のこと。[Prompt]

‘X’ Lispフォームの値。‘X’は ‘x’のように読み取りを行いフォームを評価して、その値がコ
マンドの引数になる。[Prompt]

‘z’ コーディングシステム名 (シンボル)。ユーザーが null入力をエンターすると、引数値は
nilになる。Section 33.10 [Coding Systems], page 866を参照のこと。[Completion]、
[Existing]、[Prompt]

‘Z’ コマンドにプレフィクス引数があればコーディングシステム名。プレフィクス引数がな
ければ ‘Z’は引数値として nilを提供する。[Completion]、[Existing]、[Prompt]

21.2.3 interactiveの使用例

以下に interactiveの例をいくつか示します:

(defun foo1 () ; foo1は 1つの引数をとり
(interactive) ; 単に 2単語分前に移動する
(forward-word 2))

⇒ foo1

(defun foo2 (n) ; foo2は引数を 1つとる
(interactive "^p") ; 引数は数引数

; shift-select-modeでは、
; リージョンをアクティブにするか、拡張する

(forward-word (* 2 n)))

⇒ foo2

(defun foo3 (n) ; foo3は引数を 1つとる
(interactive "nCount:") ; 引数はミニバッファーで読み取られる
(forward-word (* 2 n)))

⇒ foo3

(defun three-b (b1 b2 b3)

"Select three existing buffers.

Put them into three windows, selecting the last one."

(interactive "bBuffer1:\nbBuffer2:\nbBuffer3:")

(delete-other-windows)

(split-window (selected-window) 8)

(switch-to-buffer b1)

(other-window 1)

(split-window (selected-window) 8)

(switch-to-buffer b2)

(other-window 1)

(switch-to-buffer b3))
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⇒ three-b

(three-b "*scratch*" "declarations.texi" "*mail*")

⇒ nil

21.2.4 コマンド候補からの選択

マクロ define-alternativesはジェネリックコマンド (generic command) を定義するために使
用できます。これらはユーザーの選択により複数の候補から選択可能な interactive関数の実装です。

[Macro]define-alternatives command &rest customizations
新たなコマンド command(シンボル)を定義する。

最初にユーザーが M-x command RETを実行したとき、Emacs はコマンドが使用する実際の
フォームにたいして確認を求めて、その選択をカスタム変数として記録する。プレフィクス引
数を使用すると選択肢の選択のプロセスを繰り返す。

変数 command-alternativesには、commandの実装候補が alistで含まれる。この変数が
セットされるまで define-alternativesは効果をもたない。

customizationsが非 nilなら、defcustomキーワード (典型的には:groupと:version)と、
command-alternativesの宣言に追加する値により構成される選択肢。

21.3 インタラクティブな呼び出し

コマンドループはキーシーケンスをコマンドに変換した後、関数 command-executeを使用してその
関数を呼び出します。そのコマンドが関数なら、command-executeは引数を読み取りコマンドを呼
び出す call-interactivelyを呼び出します。自分でこれらの関数を呼び出すこともできます。

このコンテキストにおいて用語 “command”はインタラクティブにコール可能な関数 (または関
数 likeなオブジェクト)やキーボードマクロを指すことに注意してください。つまりコマンドを呼び
出すキーシーケンスのことではありません (Chapter 22 [Keymaps], page 423を参照)。

[Function]commandp object &optional for-call-interactively
この関数は objectがコマンドなら t、それ以外は nilをリターンする。

コマンドには文字列とベクター (キーボードマクロとして扱われる)、トップレベルの
interactiveフォーム (Section 21.2.1 [Using Interactive], page 377を参照)を含むラム
ダ式、そのようなラムダ式から作成されたバイトコンパイル関数オブジェクト、interactiveと
して宣言 (autoloadの 4つ目の引数が非 nil)された autoloadオブジェクト、およびいくつ
かのプリミティブ関数が含まれる。interactive-formプロパティが非 nilのシンボル、お
よび関数定義が commandpを満足するシンボルもコマンドとされる。

for-call-interactivelyが非 nilなら、call-interactivelyが呼び出すことができるオブジェ
クトにたいしてのみ commandpは tをリターンする。したがってキーボードマクロは該当しな
くなる。

commandpを使用する現実的な例については、Section 24.2 [Accessing Documentation],
page 521内の documentationを参照のこと。

[Function]call-interactively command &optional record-flag keys
この関数は interactive呼び出し仕様にしたがって引数を取得し、インタラクティブに呼び出
し可能な関数 commandを呼び出す。これは commandがリターンするものが何であれ、それ
をリターンする。

たとえばもし以下の署名をもつ関数があり:

(defun foo (begin end)
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(interactive "r")

...)

以下を行うと

(call-interactively 'foo)

これはリージョン (pointと mark)を引数として fooを呼び出すだろう。

commandが関数でない、またはインタラクティブに呼び出せない (コマンドでない)場合には
エラーをシグナルする。たとえコマンドだとしても、キーボードマクロ (文字列かベクター)は
関数ではないので許容されないことに注意。commandがシンボルなら call-interactively

はそれの関数定義を使用する。

record-flagが非 nilなら、このコマンドとコマンドの引数は無条件にリスト
command-historyに追加される。それ以外なら引数の読み取りにミニバッファーを使用した
場合のみコマンドが追加される。Section 21.15 [Command History], page 421 を参照の
こと。

引数 keysが与えらたら、それはコマンドを呼び出すためにどのイベントを使用するかコマンド
が問い合わせた場合に与えるべきイベントシーケンスを指定するベクターである。keysが nil

または省略された場合のデフォルトは、this-command-keys-vectorのリターン値である。
[Definition of this-command-keys-vector], page 387を参照のこと。

[Function]funcall-interactively function &rest arguments
この関数は funcall (Section 13.5 [Calling Functions], page 218 を参照) と同様に機能
するが、インタラクティブな呼び出しのように見える呼び出しを生成する。function内部での
called-interactively-pの呼び出しは tをリターンするだろう。functionがコマンドでな
ければ、エラーをシグラルすることなくそれを呼び出す。

[Function]command-execute command &optional record-flag keys special
この関数は commandを実行する。引数 commandは述語 commandpを満足しなければならな
い。つまりインタラクティブに呼び出し可能な関数かキーボードマクロでなければならない。

commandが文字列かベクターなら、execute-kbd-macroにより実行される。関数は record-
flagおよび keys引数とともに call-interactivelyに渡される (上記参照)。

commandがシンボルなら、その位置にシンボルの関数定義が使用される。autoload定義のあ
るシンボルは、インタラクティブに呼び出し可能な関数を意味するよう宣言されていればコマ
ンドとして判断される。そのような宣言は指定されたライブラリーのロードと、シンボル定義
の再チェックにより処理される。

引数 specialが与えられたら、それはプレフィクス引数を無視して、それをクリアーしないと
いう意味である。これはスペシャルイベント (Section 21.9 [Special Events], page 414を参
照)を実行する場合に使用される。

[Command]execute-extended-command prefix-argument
この関数は completing-read(Section 20.6 [Completion], page 351 を参照) を使用し
て、ミニバッファーからコマンド名を読み取る。その後で指定されたコマンドを呼び出すた
めに command-executeを使用する。そのコマンドがリターンするのが何であれ、それが
execute-extended-commandの値となる。

そのコマンドがプレフィクス引数を求める場合には、prefix-argumentの値を受け取る。
execute-extended-commandがインタラクティブに呼び出されたら、カレントの rawプレ
フィクス引数が prefix-argumentに使用され、それが何であれ実行するコマンドに渡される。



Chapter 21: コマンドループ 385

通常は execute-extended-commandは M-xの定義なので、プロンプトとして文字列 ‘M-x ’
を使用する (execute-extended-commandを呼び出したイベントからプロンプトを受け取る
ほうが良いのだろうが実装は苦痛を併なう)。プレフィクス引数の値の説明がもしあれば、それ
もプロンプトの一部となる。

(execute-extended-command 3)

---------- Buffer: Minibuffer ----------

3 M-x forward-word RET

---------- Buffer: Minibuffer ----------

⇒ t

21.4 インタラクティブな呼び出しの区別

interactive呼び出しの際に、コマンドが (エコーエリア内の情報メッセージなどのような)視覚的な
追加フィードバックを表示すべきときがあります。これを行うためには 3 つの方法があります。そ
の関数が call-interactivelyを使用して呼び出されたかどうかテストするには、オプション引数
print-messageを与えるとともに、interactive呼び出しで非 nilとなるように interactive仕様
を使うのが推奨される方法です。以下は例です:

(defun foo (&optional print-message)

(interactive "p")

(when print-message

(message "foo")))

数プレフィクス引数は決して nilにならないので、わたしたちは"p"を使用します。この方法で定義
された関数はキーボードマクロから呼び出されたときにメッセージを表示します。

追加引数による上記の手法は、呼び出し側に “この呼び出しを interactiveとして扱うように”伝
えることができるので通常は最善です。しかし called-interactively-pをテストすることによっ
てこれを行うこともできます。

[Function]called-interactively-p kind
この関数は呼び出された関数が call-interactivelyを使用して呼び出されえいたら tをリ
ターンする。

引数 kindはシンボル interactiveかシンボル anyのいずれかである。これが interactive

なら、called-interactively-pはユーザーから直接呼び出しが行われたとき— たとえば
関数呼び出しにバインドされたキーシーケンスをユーザーがタイプした場合がそれに該当する
が、ユーザーがその関数を呼び出すキーボードマクロ (Section 21.16 [Keyboard Macros],
page 421を参照)を実行中した場合は該当しない— だけ tをリターンする。kindが anyなら、
called-interactively-pはキーボードマクロを含む任意の種類の interactive呼び出しに
たいして tをリターンする。

疑わしい場合には anyを使用すること。interactiveの使用が正しいと解っているのは、関数
が実行中に役に立つメッセージを表示するかどうか判断が必要な場合だけである。

Lisp評価 (または applyや funcall))を通じて呼び出された場合には、関数は決してインタ
ラクティブに呼び出されたとは判断されない。

以下は called-interactively-pを使用する例:
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(defun foo ()

(interactive)

(when (called-interactively-p 'any)

(message "Interactive!")

'foo-called-interactively))

;; M-x fooとタイプする
a Interactive!

(foo)

⇒ nil

以下は called-interactively-pの直接呼び出しと間接呼び出しを比較した例。

(defun bar ()

(interactive)

(message "%s" (list (foo) (called-interactively-p 'any))))

;; M-x barとタイプする
a (nil t)

21.5 コマンドループからの情報

エディターコマンドループは自分自身と実行するコマンドのために、いくつかの Lisp変数にステータ
ス記録を保持します。一般的に this-commandと last-command以外は、Lispプログラム内でこれ
らの変数を変更するのは良いアイデアではありません。

[Variable]last-command
この変数はコマンドループによって実行された以前のコマンド (前にカレントだったコマンド)
の名前を記録する。値は通常は関数定義をもつシンボルだが、その保証はない。

コマンドがコマンドループからリターンするとき、this-commandから値がコピーされる。た
だしそのコマンドが後続のコマンドにたいしてプレフィクス引数を指定されたときを除く。

この変数は常にカレント端末にたいしてローカルであり、バッファーローカルにできない。Sec-
tion 29.2 [Multiple Terminals], page 699を参照のこと。

[Variable]real-last-command
この変数はEmacsにより last-commandと同様にセットアップされるが、Lispプログラムか
ら決して変更されない。

[Variable]last-repeatable-command
この変数は入力イベントの一部ではない、もっとも最近実行されたコマンドを格納する。これ
はコマンド repeatが再実行を試みるコマンドである。Section “Repeating” in The GNU
Emacs Manualを参照のこと。

[Variable]this-command
この変数はコマンドループにより現在実行中のコマンドの名前を記録する。last-commandと
同様、通常は関数定義をもつシンボルである。

コマンドループはコマンドを実行する直前にこの変数をセットして、(そのコマンドが後続
のコマンドのプレフィクス引数を指定しなければ) そのコマンドが終了したときにその値を
last-commandにコピーする。
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いくつかのコマンドは次に実行されるコマンドが何であれ、それにたいするフラグとして実行中
の間この変数をセットする。特にテキストを killする関数は this-commandを kill-region

にセットするので、直後に実行された任意の killコマンドは、killしたテキストを前に killさ
れたテキストに追加するべきことが解かるだろう。

特定のコマンドでエラー発生時に前のコマンドとして認識されたくなければ、それを防ぐようにそ
のコマンドをコーディングしなければなりません。これを行う 1つの方法は、以下のようにコマンドの
最初で this-commandに tをセットして、最後に this-commandに正しい値をセットする方法です:

(defun foo (args...)

(interactive ...)

(let ((old-this-command this-command))

(setq this-command t)

. . . 処理を行う . . .
(setq this-command old-this-command)))

エラーなら letは古い値をリストアするので、わたしたちは letで this-commandをバインドしませ
ん。この場合における letの機能は、わたしたちが正に避けたいと思っていることを行ってしまうで
しょう。

[Variable]this-original-command
コマンドのリマップ (Section 22.13 [Remapping Commands], page 442を参照)が発生し
たときを除き、これは this-commandと同じ値をもつ。リマップが発生すると this-command

は実際に実行されたコマンド、this-original-commandは実行を指定されたが他のコマンド
にリマップされたコマンドを与える。

[Function]this-command-keys
この関数は現在のコマンドを呼び出したキーシーケンスに加えて、以前にそのコマンド用にプレフ
ィックス引数を生成したすべてのコマンドを含む文字列かベクターをリターンする。read-event
を使用するコマンドにより、タイムアウトせずに読み取られたすべてのイベントが最後に加え
られる。

しかしそのコマンドがread-key-sequenceを呼び出していたら、最後に読み取られたキーシー
ケンスをリターンする。Section 21.8.1 [Key Sequence Input], page 405を参照のこと。シー
ケンス内のすべてのイベントが文字列として適当な文字なら文字列が値になる。Section 21.7
[Input Events], page 388を参照のこと。

(this-command-keys)

;; これを評価するために C-u C-x C-eを使用すると
⇒ "^U^X^E"

[Function]this-command-keys-vector
this-command-keysと同様だが常にベクターでイベントをリターンするので、入力イベント
を文字列内に格納する複雑さを処理する必要がない (Section 21.7.15 [Strings of Events],
page 404を参照)。

[Function]clear-this-command-keys &optional keep-record
この関数は this-command-keysがリターンするイベントテーブルを空にする。keep-record
が nilなら、その後に関数 recent-keys(Section 40.13.2 [Recording Input], page 1120
を参照)がリターンするレコードも空にする。これは特定のケースにおいてパスワードを読み
取った後、次のコマンドの一部として不用意にパスワードがエコーされるのを防ぐために有用
である。
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[Variable]last-nonmenu-event
この変数はキーシーケンス (マウスメニューからのイベントは勘定しない)の一部として読み取
られた最後の入力イベントを保持する。

この変数の 1つの使い方は、x-popup-menuにたいしてどこにメニューをポップアップすべきか
告げる場合である。これは内部的に y-or-n-p(Section 20.7 [Yes-or-No Queries], page 367
を参照)にも使用されている。

[Variable]last-command-event
この変数にはコマンドの一部としてコマンドループに読み取られた最後の入力イベントがセッ
トされる。この変数は主に self-insert-command内でどの文字が挿入されたか判断するため
に使用されている。

last-command-event

;; これを評価するために C-u C-x C-eを使用すると
⇒ 5

C-eの ASCIIコードの 5が値になる。

[Variable]last-event-frame
この変数は最後の入力イベントが送られたフレームを記録する。これは通常はそのイベントが生
成されたときに選択されていたフレームだが、そのフレームの入力が他のフレームにリダイレ
クトされていたら、そのリダイレクトされていたフレームが値となる。Section 29.10 [Input
Focus], page 733を参照のこと。

最後のイベントがキーボードマクロに由来する場合、値は macroになる。

21.6 コマンド後のポイントの調整

プロパティdisplayや compositionをもつテキストや非表示のテキストシーケンスの中間では、
Emacsはポイント値を表示できません。したがってコマンドが終了した後にコマンドループにリター
ンした後にそのようなシーケンス中にポイントがある場合には、そのシーケンスを効果的に不可触に
するために、コマンドループは通常ポイントをそのようなシーケンスの端へと移動します。

変数disable-point-adjustmentをセットすることにより、コマンドはこの機能を抑制できます:

[Variable]disable-point-adjustment
この変数が非 nilならコマンドがコマンドループにリターンするとき、コマンドループはこれ
らのテキストプロパティをチェックせず、これらのプロパティをもつシーケンスの外にポイン
トを移動しない。

コマンドループは各コマンドを実行する前にこの変数を nilにセットするので、あるコマンド
がこれをセットしても効果が適用されるのはそのコマンドにたいしてだけである。

[Variable]global-disable-point-adjustment
この変数を非 nilにセットするとシーケンス外にポイントを移動する、これらの機能は完全に
オフになる。

21.7 入力イベント

Emacsコマンドループは入力イベント (input events)のシーケンスを読み取ります。入力イベント
とはキーボードやマウスのアクティビティ、または Emacsに送られるシステムイベントを表します。
キーボードアクティビティにたいするイベントは文字かシンボルです。それ以外のイベントは常にリ
ストになります。このセクションでは入力イベントの表現と意味について詳細を説明します。
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[Function]eventp object
この関数は objectが入力イベントかイベント型なら非 nilをリターンする。

イベントまたはイベント型として非 nilの任意のシンボルが使用されるかもしれないことに注
意。eventpは Lispコードによりイベントとして使用されることを意図したシンボルかどうか
は区別できない。

21.7.1 キーボードイベント

キーボードから取得できる入力には 2つの種類があります。それは通常のキーとファンクションキー
です。通常のキーは文字に対応しており (修飾されているかもしれない)、それらが生成するイベント
は Lisp内では文字で表現されます。文字イベントのイベント型は文字自身 (整数)であり、何らかの
修飾ビットがセットされているかもしれません。Section 21.7.12 [Classifying Events], page 399
を参照してください。

入力文字イベントは 0から 524287までの基本コード (basic code)に加えて、以下の修飾ビット
(modifier bits)の一部、またはすべてによって構成されます:

meta 文字イベントコードのビット 227 はメタキーが押下された状態で文字がタイプされたこ
とを示す。

control 文字イベントコードのビット 226 は非 ASCIIコントロール文字を示す。

C-aのような非 asciiコントロール文字は、自身が特別な基本コードをもつため、それ
らを示すために Emacsは特別なビットを必要としない。つまり C-aのコードは単なる
1である。

しかし%のような非ASCIIとコントロールを組み合わせてタイプすると取得される数値は
%に 226 を加えた値となる (端末が非 ASCIIコントロール文字、すなわち 27番目のビッ
トがセットされた文字をサポートすると仮定する)。

shift 文字イベントコードのビット 225 (26番目のビット)はシフトキーが押下された状態で
ASCIIコントロール文字がタイプされたことを示す。

アルファベット文字にたいしては、基本コード自身が大文字か小文字かを示す。数字と
句読点文字にたいしてシフトキーは、異なる基本コードをもつ完全に違う文字を選択す
る。可能な限りASCII文字として保つために、Emacsはこれらの文字にたいしてビット
225 を使用しない。

しかし ASCIIは C-Aと C-aを区別する方法を提供しないので、Emacsは C-Aにたいし
てビット 225 を使用し、C-aには使用しない。

hyper 文字イベントコードのビット 224 はハイパーキーが押下された状態で文字がタイプされ
たことを示す。

super 文字イベントコードのビット 223 はスーパーキーが押下された状態で文字がタイプされ
たことを示す。

alt 文字イベントコードのビット 222 はアルトキーが押下された状態で文字がタイプされた
ことを示す (ほとんどのキーボードで Altとラベルされたキーは、実際にはアルトキー
ではなくメタキーとして扱われる)。

プログラム内での特定のビット数値の記述は避けるのが最善の方法です。文字の修飾ビットをテ
ストするためには、関数 event-modifiers (Section 21.7.12 [Classifying Events], page 399を
参照)を使用してください。キーバインディングを作成するときは、修飾ビットつきの文字にたいす
る読み取り構文を使用できます (‘\C-’、‘\M-’、...など)。define-keyでのキーバインディング作成
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では、文字を指定するために (control hyper ?x)のようなリストを使用できます (Section 22.12
[Changing Key Bindings], page 439を参照)。関数 event-convert-listはそのようなリストを
イベント型に変換します (Section 21.7.12 [Classifying Events], page 399を参照)。

21.7.2 ファンクションキー

ほとんどのキーボードにはファンクションキー (function keys)があります。これは名前や文字以外
のシンボルをもつキーです。Emacs Lispではファンクションキーはシンボルとして表現されます。そ
のシンボル名はファンクションキーのラベルの小文字です。たとえば F1とラベルされたキーを押下す
ると、シンボル f1で表される入力イベントが生成されます。

ファンクションキーのイベント型はイベントシンボル自身です。Section 21.7.12 [Classifying
Events], page 399を参照してください。

ファンクションキーにたいするシンボルの命名規約には、以下のような特別なケースがいくつかあ
ります:

backspace、tab、newline、return、delete

これらのキーは、ほとんどのキーボードにおいて特別にキーをもつ、一般的な ASCIIコ
ントロール文字に対応する。

ASCIIでは C-iと TABは同じ文字である。端末がこれらを区別できるなら Emacsは前
者を整数の 9、後者をシンボル tabで表現することによって Lispプログラムにこれらの
違いを伝える。

ほとんどの場合はこれらの 2 つを区別するのは役に立たない。そのため
local-function-key-map (Section 22.14 [Translation Keymaps], page 443を
参照) は tabを 9 にマップするようセットアップされている。したがって文字コード
9(文字 C-i)へのキーバインディングは tabにも適用される。このグループ内の他のシ
ンボルも同様である。関数 read-charがこれらのイベントを文字に変換する場合も同
様である。

ASCIIでは BSは実際は C-hである。しかし backspaceは文字コード 8(BS)ではなく、文
字コード 127(DEL)に変換される。ほとんどのユーザーにとってこれは好ましいだろう。

left、up、right、down

矢印カーソルキー

kp-add、kp-decimal、kp-divide、. . .
キーパッドのキー (標準的なキーボードにおいては右側にある)。

kp-0、kp-1、. . .
キーパッドの数字キー。

kp-f1、kp-f2、kp-f3、kp-f4

キーパッドの PFキー。

kp-home、kp-left、kp-up、kp-right、kp-down

キーパッドの矢印キー。Emacsは通常これらを非キーパッドのキー home、left、. . .
に変換する。

kp-prior、kp-next、kp-end、kp-begin、kp-insert、kp-delete

通常は他の箇所にあるキーと重複するキーパッド追加キー。Emacsは通常これらを同じ
ような名前の非キーパッドキーに変換する。
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ファンクションキーにたいしても修飾キー ALT、CTRL、HYPER、META、SHIFT、SUPERを使用で
きます。シンボル名のプレフィクスとしてこれらを表します:

‘A-’ アルト修飾。

‘C-’ コントロール修飾。

‘H-’ ハイパー修飾。

‘M-’ メタ修飾。

‘S-’ シフト修飾。

‘s-’ スーパー修飾。

したがって METAを押下した場合の F3キーにたいするシンボルは M-f3になります。複雑のプレフィ
クスを使用する場合には、アルファベット順の記述を推奨します。とはいえキーバインディングが修
飾されたファンクションキーを探す際に引数の順序は関係ありません。

21.7.3 マウスイベント

Emacsは 4つの種類のマウスイベントをサポートします。それはクリックイベント、ドラッグイベン
ト、ボタンダウンイベント、モーションイベントです。すべてのマウスイベントはリストで表現され
ます。このリストの carはイベント型です。イベント型はどのマウスボタンが関与するのか、それに
たいしてどの修飾キーが使用されたかを示します。イベント型によりダブル、あるいはトリプルでボ
タンが押されたかを区別することもできます (Section 21.7.7 [Repeat Events], page 395を参照)。
残りのリスト要素は位置と時間の情報を提供します。

キーの照合ではイベント型だけが問題になります。2つのイベントが同じコマンドを実行するには
同じイベント型が必要です。実行されるコマンドは interactiveのコード ‘e’を使用して、これらのイ
ベントの完全な値にアクセスできます。Section 21.2.2 [Interactive Codes], page 379を参照して
ください。

マウスイベントで開始されたキーシーケンスはカレントバッファーではなく、マウスのあったウィ
ンドウ内のバッファーのキーマップを使用して読み取られます。これはウィンドウ内でクリックする
ことによりそのウィンドウやそのウィンドウのバッファーが選択されることを意味しません。つまり
それは完全にそのキーシーケンスのコマンドバインディングの制御下にあるのです。

21.7.4 クリックイベント

ユーザーが同じ場所でマウスボタンを押してからリリース (release: 離す)すると、click イベントが
生成されます。すべてのマウスクリックイベントは同じフォーマットを共有します:

(event-type position click-count)

event-type これはマウスボタンが使用されたことを示す。これはシンボル mouse-1、mouse-2、. . .
のうちのいずれかで、マウスボタンは左から右に番号が付される。

ファンクションキーにたいして行うのと同様にアルト、コントロール、ハイパー、メタ、
シフト、スーパーの修飾にたいしてプレフィクス ‘A-’、‘C-’、‘H-’、‘M-’、‘S-’、‘s-’も
使用できる。

このシンボルはイベントのイベント型としての役割りももつ。イベントのキーバインディ
ングはこれらの型により示される。したがって mouse-1にたいするキーバインディング
が存在すれば、そのバインディングは event-typeが mouse-1であるようなすべてのイ
ベントに適用されるだろう。
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position これはマウスクリックがどこで発生したかを表すマウス位置リスト (mouse position
list)である。詳細は以下を参照のこと。

click-count
これは同じマウスボタンを素早く繰り返し押下したときの回数である。Section 21.7.7
[Repeat Events], page 395を参照のこと。

クリックイベントの positionスロット内にあるマウス位置リストの内容にアクセスするためには、
一般的には Section 21.7.13 [Accessing Mouse], page 401に記述された関数を使用するべきです。

このリストの明示的なフォーマットはどこでクリックが発生したかに依存します。テキストエリア、
モードライン、ヘッダーライン、タブライン、フリンジ、マージンエリアでのクリックにたいしてマ
ウス位置リストは以下のフォーマットをもちます

(window pos-or-area (x . y) timestamp

object text-pos (col . row)

image (dx . dy) (width . height))

以下はこれらのリスト要素がもつ意味です:

window クリックが発生したウィンドウ。

pos-or-area
テキストエリア内でクリックされた文字のバッファー位置。またはテキストエリア
外がクリックされたなら、クリックが発生したウィンドウエリア。これはシンボ
ル mode-line、header-line、tab-line、vertical-line、left-margin、
right-margin、left-fringe、right-fringeのいずれか。

特別なケースの 1つとして pos-or-areaが単なるシンボルではなく、(上記シンボルのい
ずれか 1つの)シンボルを含むリストのような場合がある。これはEmacsにより登録さ
れたイベントにたいする、イマジナリープレフィクスキー (imaginary prefix key)の後
に発生する。Section 21.8.1 [Key Sequence Input], page 405を参照のこと。

x, y クリックの相対ピクセル座標 (relative pixel coordinates)。あるウィンドウのテキス
トエリア内でのクリックにたいする座標原点 (0 . 0)は、テキストエリアの左上隅とな
る。Section 28.3 [Window Sizes], page 614を参照のこと。モードライン、ヘッダー
ラインやタブライン内でのクリックにたいする座標原点は、そのウィンドウ自身の左上
隅となる。フリンジ、マージン、垂直ボーダー (vertical border)では xは有意なデータ
をもたない。フリンジ、マージンでは yはヘッダーラインの最下端からの相対位置であ
る。すべてのケースにおいて xと yの座標はそれぞれ右方向と下方向で増加する。

timestamp
そのイベントが発生した時刻をシステム依存の初期時刻 (initial time)からの経過ミリ
秒で表す整数。

object nil (バッファーテキスト上でクリックが発生したことを意味する)、クリック箇所にテ
キストプロパティやオーバーレイがあれば (string . string-pos)という形式のコンス
セル。

string クリックされた文字列。すべてのテキストプロパティを含む。

string-pos クリックが発生した文字列内の位置。

text-pos マージンエリアやフリンジにたいするクリックでは、そのウィンドウ内の対応する行内
の最初の可視な文字のバッファー位置となる。モードライン、ヘッダーラインやタブライ
ンにたいするクリックでは nil。他のイベントにたいしてはクリックされたバッファー
のクリックされた最寄りの位置となる。
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col, row これらは x、yの位置にあるグリフ (gliph)の実際の行と列の座標数値である。行 xが
その行の実際のテキストの最後の列を超えるなら、colはデフォルトの文字幅をもつ仮想
的な追加列数を加えた値が報告される。そのウィンドウがヘッダーラインをもてば行 0
はヘッダーライン、タブラインももてば行 1はタブラインとなり、それ以外ならテキス
トエリアの上端ラインが行 0となる。ウィンドウのテキストエリアのクリックにたいし
ては、テキストエリアの左端列が列 0となり、モードラインまたはヘッダーラインのク
リックにたいしてはそのラインの左端が列 0となる。フリンジまたは垂直ボーダーのク
リックにたいしては、これらは有意なデータをもたない。マージンのクリックにたいし
ては、colはマージンエリアの左端、rowはマージンエリアの上端から測られる。

image クリック箇所にイメージがあれば find-imageがリターンするようなイメージオブジェ
クト (Section 39.17.8 [Defining Images], page 1063を参照)、それ以外は nil。

dx, dy これらは objectの左上隅 (0 . 0)からの相対的ピクセル座標。objectが nil (バッファー
を意味する)の場合には、クリックされた文字グリフの左上隅からの相対座標。

width, height
これらは objectのピクセル幅とピクセル高さであり、objectが nilならクリックされた
文字グリフのピクセル幅とピクセル高さ。

スクロールバーへのクリックにたいして、positionは以下の形式をもちます:

(window area (portion . whole) timestamp part)

window スクロールバーがクリックされたウィンドウ。

area これはシンボル vertical-scroll-barである。

portion スクロールバーの上端からクリック位置までのピクセル数。GTK+を含むいくつかのツー
ルキットでは、Emacsがこれらのデータを抽出できないので値は常に 0。

whole スクロールバーの全長のピクセル数。GTK+を含むいくつかのツールキットでは、Emacs
がこれらのデータを抽出できないので値は常に 0。

timestamp
イベントが発生したミリ秒時刻。GTK+を含むいくつかのツールキットでは、Emacsが
これらのデータを抽出できないので値は常に 0。

part クリックが発生したスクロールバー部分。これはシンボル handle(スクロールバーのハ
ンドル)、above-handle(ハンドルの上側エリア)、below-handle(ハンドルの下側エ
リア)、up(スクロールバー端の上矢印)、down(スクロールバー端の下矢印)のいずれか。

フレームのインターナルボーダー (Section 29.3.1 [Frame Layout], page 703を参照)へのク
リックにたいして、positionは以下の形式をもちます:

(frame part (X . Y) timestamp)

frame インターナルボーダーがクリックされたフレーム。

part クリックされたインターナルボーダー部分。以下のいずれか:

nil フレームにインターナルボーダーがない。これは通常はテキストモード
フレームで発生する。これは非 nil値にセットされた drag-internal-

borderパラメーター (Section 29.4.3.7 [Mouse Dragging Parameters],
page 724を参照)をもたないGUIフレームのインターナルボーダーでも
発生し得る。
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left-edge

top-edge

right-edge

bottom-edge

対応するボーダーの直近のコーナーから少なくとも 1正規文字の範囲内が
クリックされた。

top-left-corner

top-right-corner

bottom-right-corner

bottom-left-corner

インターナルボーダーの対応するコーナーがクリックされた。

21.7.5 ドラッグイベント

Emacsでは特別なことをしなくてもドラッグイベントを取得できます。ドラッグイベント (drag event)
はユーザーがマウスボタンを押下して、ボタンをリリースする前にマウスを異なる文字位置に移動す
ると毎回発生します。すべてのマウスイベントと同じように、ドラッグイベントは Lispではリストで
表現されます。このリストは以下のように開始マウス位置と最終位置ぼ両方を記録します:

(event-type

(window1 START-POSITION)

(window2 END-POSITION))

ドラッグイベントにたいしては、シンボル event-typeの名前にプレフィクス ‘drag-’が含まれま
す。たとえばボタン 2を押下したままマウスをドラッグすると drag-mouse-2イベントが生成され
ます。このイベントの 2つ目と 3つ目の要素は、マウス位置リスト (Section 21.7.4 [Click Events],
page 391を参照)としてドラッグの開始と終了の位置を与えます。任意のマウスイベントの 2つ目の
要素に同じ方法でアクセスできます。しかしドラッグイベントは最初に選択されていたフレームの境
界外で終了するかもしれません。この場合のには 3つ目の要素の位置リストに、ウィンドウのかわり
にそのフレームが含まれます。

‘drag-’プレフィクスは、その後に ‘C-’や ‘M-’のような修飾キープレフィクスが続きます。

read-key-sequenceがキーバインディングをもたず、対応するクリックイベントにキーバイン
ディングがあるようなドラッグイベントを受け取ると、この関数はそのドラッグイベントをドラッグ
開始位置でのクリックイベントに変更します。これはもし望まなければクリックイベントとドラッグ
イベントを区別する必要がないことを意味します。

21.7.6 ボタンダウンイベント

クリックイベントとドラッグイベントは、ユーザーがマウスボタンをリリースしたときに発生します。
ボタンがリリースされるまでクリックとドラッグを区別することはできないので、リリース前にイベ
ントが発生することはありません。

ボタンが押下されたらすぐに何か処理したいなら、ボタンダウン (button-down)イベントを処理
する必要があります 2。これらは event-typeのシンボル名に ‘down-’が含まれることを除き、クリッ

2 ボタンダウンはドラッグの保守的なアンチテーゼです。
訳注: 原文は “Button-down is the conservative antithesis of drag.”。
ちなみに IT用語で使用される前は"button-down"はボタンダウンシャツを表すとともに「保守的、
堅苦しい」という意味もあり、一方の"drag"は IT用語として使用される前から「引っ張る、引き
ずる」という意味で用いられてきましたが「本来は異性が着る洋服」という意味もあります。
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クイベントとまったく同じようなリストにより表現されます。‘down-’プレフィクスの後には ‘C-’や
‘M-’のような修飾キープレフィクスが続きます。

関数 read-key-sequenceはコマンドバインディングをもたないボタンダウンイベントを無視し
ます。したがって Emacsコマンドループもこれらを無視します。これはボタンダウンイベントで何
かしたい場合以外は、ボタンダウンイベントの定義について配慮する必要がないことを意味します。
ボタンダウンイベントを定義する通常の理由は、ボタンがリリースされるまで (モーションイベント
を読み取ることにより)マウスモーションを追跡できるからです。Section 21.7.8 [Motion Events],
page 396を参照してください。

21.7.7 リピートイベント

マウスを移動せずに同じマウスボタンを素早く 2回以上連続して押下すると、Emacsは 2回目とそ
れ以降の押下にたいして特別なリピート (repeat)マウスイベントを生成します。

もっとも一般的なリピートイベントはダブルクリック (double-click)イベントです。Emacsはボ
タンを 2回クリックしたときにダブルクリックイベントを生成します。このイベントは、(すべてのク
リックイベントが通常そうであるように)ボタンをリリースしたときに発生します。

ダブルクリックイベントのイベント型にはプレフィクス ‘double-’が含まれます。したがって meta

を押しながら 2つ目のマウスボタンをダブルクリックすると、LispプログラムにはM-double-mouse-

2が渡されます。ダブルクリックイベントがバインディングをもたなければ、対応する通常のクリック
イベントのバインディングが実行に使用されます。したがって実際に望んだ場合でなければダブルク
リック機能に注意を払う必要はありません。

ユーザーがダブルクリックを行うとき、Emacsはまず通常のクリックイベントを生成して、その
後ダブルクリックイベントを生成します。したがってダブルクリックイベントのコマンドバインディ
ングは、すでにシングルクリックイベントが実行された想定でデザインしなければなりません。つま
りシングルクリックの結果から開始して、ダブルクリックの望むべき結果を生成しなければならない
のです。

これはダブルクリックの意味合いが、シングルクリックの意味合いの何らかにもとづいて構築され
る場合は便利です。これはダブルクリックにたいするユーザーインターフェイスにおける推奨される
デザインプラクティスです。

ボタンをクリックした後にもう一度ボタンを押下して、そのままマウスの移動を開始すると、最終
的にボタンをリリースしたときダブルドラッグ (double-drag)イベントが取得されます。このイベン
ト型には単なる ‘drag’のかわりに ‘double-drag’が含まれます。ダブルドラッグイベントがバイン
ディングをもたなければ、それがあたかも通常のドラッグイベントだったかのように Emacsはかわ
りのバインディングを探します。

ダブルクリックやダブルドラッグイベントの前に、Emacsはユーザーが 2回目にボタンを押したタ
イミングでダブルダウン (double-down)イベントを生成します。このイベント型には単なる ‘down’
のかわりに ‘double-down’が含まれます。ダブルダウンイベントがバインディングをもたなければ、
それがあたかも通常のボタンダウンイベントだったかのようにEmacsはかわりのバインディングを探
します。どちらの方法でもバインディングが見つからなければダブルダウンイベントは無視されます。

要約するとボタンをクリックしてすぐにまた押したとき、Emacsは 1回目のクリックにたいして
ダウンイベントとクリックイベントを生成して、2回目に再度ボタンを押したときにダブルダウンイ
ベント、そして最後にダブルクリックまたはダブルドラッグイベントを生成します。

ボタンを 2 回クリックした後にもう一度押したとき、それらすべてが素早く連続で行われたら、
Emacsはトリプルダウン (triple-down)イベントと、その後続のトリプルクリック (triple-click)か
トリプルドラッグ (triple-drag)イベントを生成します。これらイベントのイベント型には ‘double’
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のかわりに ‘triple’が含まれます。トリプルイベントがバインディングをもたなければ Emacsは対
応するダブルイベントに使用されるであろうバインディングを使用します。

ボタンを 3回以上クリックした後に再度ボタンを押すと、3回を超えた押下にたいするイベントは
すべてトリプルイベントになります。Emacsはクワドループル (quadruple: 4連)、クインティプル
(quintuple: 5連)、...等のイベントにたいして個別のイベント型をもちません。しかしボタンが何回
押下されたかを正確に調べるためにイベントリストを調べることができます。

[Function]event-click-count event
この関数は eventを誘因した連続するボタン押下の回数をリターンする。eventがダブルダウ
ン、ダブルクリック、ダブルドラッグなら値は 2である。eventがトリプルイベントなら値は 3
以上になる。eventが (リピートイベントではない)通常のマウスイベントなら値は 1。

[User Option]double-click-fuzz
リピートイベントを生成するためには、ほぼ同じスクリーン位置で連続でマウスボタンを押下
しなければならない。double-click-fuzzの値はダブルクリックを生成するために連続する
2回のクリック間で、マウスが移動 (水平と垂直)するかもしれない最大ピクセル数を指定する。

この変数はドラッグとみなされるマウスモーションの閾値でもある。

[User Option]double-click-time
リピートイベントを生成するためには、連続するボタン押下のミリ秒間隔が double-click-

timeの値より小さくなければならない。double-click-timeを nilにセットすると複数回ク
リック検知が完全に無効になる。tにセットすると時間制限が取り除かれる。その場合はEmacs
は位置だけで複数回のクリックを検知する。

21.7.8 モーションイベント

Emacsは、ボタンアクティビティが何もないマウスのモーション (motion: 動き)を記述するマウス
モーション (mouse motion)イベントを生成するときがあります。マウスモーションイベントは以下
のようなリストによって表現されます:

(mouse-movement POSITION)

positionはマウスカーソルのカレント位置を指定するマウス位置リスト (Section 21.7.4 [Click
Events], page 391を参照)です。ドラッグイベントの終了位置のように、この位置リストは最初に
選択されていた境界外の位置を表すかもしれず、その場合にはそのフレーム内のその位置のウィンド
ウが含まれます。

スペシャルフォーム track-mouseは、ボタン内でのモーションイベントの生成を有効にします。
track-mouseフォームの外側では、Emacsはマウスの単なるモーションにたいするイベントは生成
せず、これらのイベントは発生しません。Section 29.15 [Mouse Tracking], page 743を参照して
ください。

[Variable]mouse-fine-grained-tracking
非 nilならたとえ非常に小さい移動でもマウスモーションイベントを生成する。それ以外なら
テキスト内の同一グリフをマウスカーソルがポイントし続けるかぎりモーションイベントは生
成されない。

21.7.9 フォーカスイベント

ウィンドウシステムはユーザーにたいしてどのウィンドウがキーボード入力を受け取るか制御するた
めの一般的な方法を提供します。このウィンドウ選択はフォーカス (focus)と呼ばれます。Emacsの
フレームを切り替えるためにユーザーが何かを行うと、それはフォーカスイベント (focus event)を生
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成します。フォーカスイベントの通常の定義はグローバルキーマップ内にあり、ユーザーが期待するよ
うに Emacsで新たなフレームを選択するためのものです。Section 29.10 [Input Focus], page 733
ではフォーカスイベントに関連するフックも説明しています。

フォーカスイベントは以下のように Lispのリストで表現されます:

(switch-frame new-frame)

ここで new-frameは切り替え先のフレームです。

Xウィンドウマネージャーには、あるウィンドウにマウスを移動するだけで、そこにフォーカスさ
れるようにセットアップするものがいくつかあります。通常は他の種類の入力が到着するまで、Lisp
プログラムがフォーカスの変更を知る必要はありません。Emacsはユーザーが新たなフレーム内で実
際にキーボードのキーをタイプするかマウスボタンを押下したときしか、フォーカスイベントを生成
しません。つまりフレーム間でマウスを移動させても、フォーカスイベントは生成されません。

キーシーケンスの途中におけるフォーカスイベントは、そのシーケンスを誤ったものにするかも
しれません。そのため Emacsは決してキーシーケンスの途中でフォーカスイベントを生成しません。
ユーザーがキーシーケンスの途中 (つまりプレフィクス引数の後)でフォーカスを変更すると、複数イ
ベントキーシーケンスの前か後にフォーカスイベントが到着するように、Emacsはフォーカスイベン
トを記録しておきます。

21.7.10 その他のシステムイベント

他にもシステム内での出来事を表現するイベント型がいくつかあります。

(delete-frame (frame))

このイベントの種類はユーザーがウィンドウマネージャーに特定のウィンドウを削除す
るコマンドを与えたことを示し、Emacsのフレームにたいして発生する。

フレーム削除 (delete-frame)イベントの標準的な定義では frameが削除される。

(iconify-frame (frame))

このイベントの種類はウィンドウマネージャーを使用してユーザーが frameをアイコン
化したことを示す。標準的な定義は ignore。これはそのフレームがすでにアイコン化
されているので、Emacsが行う必要のことは何もないからである。このイベント型の目
的は、望むならこのようなイベントの追跡を可能にしておくためである。

(make-frame-visible (frame))

このイベントの種類はウィンドウマネージャーを使用してユーザーが frameを非アイコ
ン化したことを示す。標準的な定義は ignore。これは、そのフレームがすでに可視化
されているので、Emacsが行う必要のことは何もないからである。

(wheel-up position)

(wheel-down position)

この種類のイベントはマウスホイールを移動したことにより発生する。position要素は
そのイベント発生時のマウスカーソル位置を指定するマウス位置リスト (Section 21.7.4
[Click Events], page 391を参照)。

この種類のイベントはある種のシステムでのみ発生する。いくつかのシステムでは、か
わりに mouse-4と mouse-5が使用される。可搬性のあるコードとするためには、マウ
スホイールにたいしてどのイベント型が期待されるかを決定するために mwheel.el内
で定義されている変数 mouse-wheel-up-eventと mouse-wheel-down-eventを使
用すること。
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(drag-n-drop position files)

この種類のイベントは Emacs外部アプリケーション内でファイルグループが選択され
て、それが Emacsフレーム内にドラッグアンドドロップされたときに発生する。

要素positionは、そのイベント位置を記述しマウスクリックイベントで使用されるフォー
マット (Section 21.7.4 [Click Events], page 391を参照)と同じ。要素 filesはドラッ
グアンドドロップされたファイル名のリスト。通常はそれらのファイルを visitすること
によってこのイベントは処理される。

この種類のイベントは現在のところある種のシステムでのみ生成される。

help-echo

この種類のイベントは、テキストプロパティhelp-echoをもつバッファーテキスト部分
上にマウスポインターが移動したときに生成される。生成されるイベントは以下の形式
をもつ:

(help-echo frame help window object pos)

イベントパラメーターの正確な意味とヘルプテキストを表示するためにこれらのパラメー
ターを使用する方法は、[Text help-echo], page 822で説明されている。

sigusr1

sigusr2 これらのイベントはEmacsプロセスがシグナル SIGUSR1や SIGUSR2を受け取ったとき
に生成される。シグナルは追加情報を運搬しないので追加データは含まれない。これら
のシグナルはデバッグに有用 (Section 18.1.1 [Error Debugging], page 297を参照)。

ユーザーシグナルを catchするためには、special-event-map (Section 22.9 [Con-
trolling Active Maps], page 433を参照)内で対応するイベントにバインドする。その
コマンドは引数なしで呼び出され、last-input-event内の特定のシグナルイベントが
利用できる (Section 21.8.6 [Event Input Misc], page 412を参照)。たとえば:

(defun sigusr-handler ()

(interactive)

(message "Caught signal %S" last-input-event))

(define-key special-event-map [sigusr1] 'sigusr-handler)

シグナルハンドラーをテストするために、自身で Emacsにシグナルを送信できる:

(signal-process (emacs-pid) 'sigusr1)

language-change

この種類のイベントはMS-Windows上で入力言語が変更されたときに生成される。こ
れは通常はキーボードキーが異なる言語の文字でEmacsに送られることを意味する。生
成されるイベントは以下の形式をもつ:

(language-change frame codepage language-id)

ここで frameは言語が変更されたときカレントだったフレーム、codepageは新たな
コードページ番号 (codepage number)、language-idは新たな入力言語の数値 ID で
ある。codepageに対応するコーディングシステム (Section 33.10 [Coding Systems],
page 866を参照)は、cpcodepageか windows-codepage。language-idを文字列に
変更する (たとえば set-language-environmentのようなさまざまな言語依存機能に
たいしこれを使用する)には、以下のように w32-get-locale-info関数を使用する:

;; 英語にたいする"ENU"のような言語の省略形を取得する
(w32-get-locale-info language-id)

;; "English (United States)"のような
;; その言語の完全な英語名を取得する
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(w32-get-locale-info language-id 4097)

;; その言語の完全なローカライズ名を取得する
(w32-get-locale-info language-id t)

キーシーケンスの途中、つまりプレフィクスキーの後にこれらのイベントの 1つが到着すると、複
数イベントキー内ではなくその前か後にそのイベントが到着するように Emacsはそのイベントを記
録する。

いくつかの delete-frameのようなスペシャルイベントは、デフォルトでは Emacsコマンドを
呼び出します (他のイベントはバインドされない)。special-event-mapを通じて、あるスペシャル
イベントがコマンドを呼び出すようにすることができます。このマップでファンクションキーにバイ
ンドしたコマンドは、last-input-event内でそれが呼び出された完全なイベントを調べることがで
きます。Section 21.9 [Special Events], page 414を参照してください。

21.7.11 イベントの例

ユーザーが同じ場所でマウス左ボタンを押して離すと、それは以下のようなイベントシーケンスを生
成します:

(down-mouse-1 (#<window 18 on NEWS> 2613 (0 . 38) -864320))

(mouse-1 (#<window 18 on NEWS> 2613 (0 . 38) -864180))

コントロールキーを押したままユーザーがマウス第 2ボタンを押してマウスをある行から次の行
へドラッグすると、以下のような 2つのイベントが生成されます:

(C-down-mouse-2 (#<window 18 on NEWS> 3440 (0 . 27) -731219))

(C-drag-mouse-2 (#<window 18 on NEWS> 3440 (0 . 27) -731219)

(#<window 18 on NEWS> 3510 (0 . 28) -729648))

メタキーとシフトキーを押したままユーザーがそのウィンドウのモードライン上でマウス第 2ボ
タンを押して他ウィンドウへマウスをドラッグすると、以下のようなイベントのペアが生成されます:

(M-S-down-mouse-2 (#<window 18 on NEWS> mode-line (33 . 31) -457844))

(M-S-drag-mouse-2 (#<window 18 on NEWS> mode-line (33 . 31) -457844)

(#<window 20 on carlton-sanskrit.tex> 161 (33 . 3)

-453816))

全画面表示されていないフレームに入力フォーカスがあってユーザーがマウスをそのフレームのス
コープ外へマウスを移動すると、スペシャルフォーム track-mouse内では以下のようなイベントが
生成されます:

(mouse-movement (#<frame *ielm* 0x102849a30> nil (563 . 205) 532301936))

SIGUSR1シグナルを処理するためにはインタラクティブ関数を定義して、それを signal usr1

イベントシーケンスにバインドします:
(defun usr1-handler ()

(interactive)

(message "Got USR1 signal"))

(global-set-key [signal usr1] 'usr1-handler)

21.7.12 イベントの分類

すべてのイベントはイベント型 (event type)をもっています。イベント型はキーバインディング目
的でイベントをクラス分けします。キーボードイベントにたいするイベント型はイベント値と等しく、
したがって文字のイベント型は文字、ファンクションキーシンボルのイベント型はそのシンボル自身
になります。リストであるようなイベントのイベント型は、そのリストの car内のシンボルです。し
たがってイベント型は常にシンボルか文字です。

同じ型の 2つのイベントはキーバインディングに関する限りは同じものです。したがってそれら
は常に同じコマンドを実行します。これらが同じことを行う必要があるという意味ではありませんが、



Chapter 21: コマンドループ 400

イベント全体を調べてから何を行うか決定するコマンドもいくつかあります。たとえばバッファー内
でどこに作用するか決定するためにマウスイベントの場所を使用するコマンドもいくつかあります。

広範なイベントのクラス分けが役に立つときもあります。たとえば他の修飾キーやマウスボタン
が使用されたかとは無関係に、METAキーとともに呼び出されたイベントを尋ねたいと思うかもしれま
せん。

関数 event-modifiersや event-basic-typeは、そのような情報を手軽に取得するために提供
されています。

[Function]event-modifiers event
この関数は eventがもつ修飾子のリストをリターンする。この修飾子はシンボルであり shift、
control、meta、alt、hyper、superが含まれる。さらにマウスイベントシンボルの修飾子
リストには常に click、drag、downのいずれか 1つが含まれる。ダブルイベントとトリプル
イベントには、doubleや tripleも含まれる。

引数 eventはイベントオブジェクト全体、または単なるイベント型かもしれない。eventがカレ
ント Emacsセッション内で入力として読み取られたイベント内で決して使用されないシンボ
ルなら、実際に eventが変更されたときでも event-modifiersは nilをリターンできる。

いくつか例を挙げる:

(event-modifiers ?a)

⇒ nil

(event-modifiers ?A)

⇒ (shift)

(event-modifiers ?\C-a)

⇒ (control)

(event-modifiers ?\C-%)

⇒ (control)

(event-modifiers ?\C-\S-a)

⇒ (control shift)

(event-modifiers 'f5)

⇒ nil

(event-modifiers 's-f5)

⇒ (super)

(event-modifiers 'M-S-f5)

⇒ (meta shift)

(event-modifiers 'mouse-1)

⇒ (click)

(event-modifiers 'down-mouse-1)

⇒ (down)

クリックイベントにたいする修飾子リストは明示的に clickを含むが、イベントシンボル名自
体には ‘click’が含まれない。同じように ‘C-a’のような ASCIIコントロール文字にたいする
修飾子リストでは、たとえ ‘C-a’の修飾ビットを取り除いて値 1をリターンする read-charを
通じて読み取られたイベントであっても controlが含まれる。

[Function]event-basic-type event
この関数は eventを記述するキー、またはマウスボタンをリターンする。event引数は
event-modifiersの場合と同様。たとえば:

(event-basic-type ?a)
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⇒ 97

(event-basic-type ?A)

⇒ 97

(event-basic-type ?\C-a)

⇒ 97

(event-basic-type ?\C-\S-a)

⇒ 97

(event-basic-type 'f5)

⇒ f5

(event-basic-type 's-f5)

⇒ f5

(event-basic-type 'M-S-f5)

⇒ f5

(event-basic-type 'down-mouse-1)

⇒ mouse-1

[Function]mouse-movement-p object
objectがマウス移動イベントなら、この関数は非 nilをリターンする。Section 21.7.8 [Motion
Events], page 396を参照のこと。

[Function]event-convert-list list
この関数は修飾子名リストと基本イベント型 (basic event type)を、それらすべてを指定する
イベント型に変換する。基本イベント型はそのリストの最後の要素でなければならない。たと
えば、

(event-convert-list '(control ?a))

⇒ 1

(event-convert-list '(control meta ?a))

⇒ -134217727

(event-convert-list '(control super f1))

⇒ C-s-f1

21.7.13 マウスイベントへのアクセス

このセクションではマウスボタンやモーションイベント内のデータアクセスに役立つ関数を説明しま
す。同じ関数を使用してキーボードイベントデータにもアクセスできますが、キーボードイベントに
不適切なデータ要素は 0か nilになります。

以下の 2つの関数は、マウスイベントの位置を指定するマウス位置リスト (Section 21.7.4 [Click
Events], page 391を参照)をリターンします。

[Function]event-start event
これは eventの開始位置をリターンする。

eventがクリックイベントかボタンダウンイベントなら、この関数はそのイベントの位置をリ
ターンする。eventがドラッグイベントなら、そのドラッグの開始位置をリターンする。

[Function]event-end event
これは eventの終了位置をリターンする。

eventがドラッグイベントなら、この関数はユーザーがマウスボタンをリリースした位置をリ
ターンする。eventがクリックイベントかボタンダウンイベントなら、値はそのイベント固有の
開始位置となる。
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[Function]posnp object
この関数は objectが (Section 21.7.4 [Click Events], page 391に記述されたフォーマット
の)マウス位置リストなら非 nil、それ以外では nilをリターンする。

以下の関数は引数にマウス位置リストを受け取り、そのリストのさまざまな部分をリターンします:

[Function]posn-window position
positionがあったウィンドウをリターンする。positionが最初にイベントがあったフレームの
外部の位置を表す場合には、かわりにそのフレームをリターンする。

[Function]posn-area position
position内に記録されたウィンドウエリアをリターンする。そのウィンドウのテキストエリア
でイベントが発生したときは nil、それ以外ではイベントがどこで発生したかを識別するシン
ボルをリターンする。

[Function]posn-point position
position内のバッファー位置をリターンする。ウィンドウのテキストエリア、マージンエリア、
フリンジでイベントが発生したときはバッファー位置を識別する整数値、それ以外では値は未
定義。

[Function]posn-x-y position
position内のピクセル単位の xy 座標を、コンスセル (x . y) でリターンする。これらは
posn-windowにより与えられるウィンドウにたいする相対座標である。

以下はあるウィンドウのテキストエリア内のウィンドウ相対座標をフレーム相対座標に変換す
る方法を示す例:

(defun frame-relative-coordinates (position)

"POSITIONのフレーム相対座標をリターンする。
POSITIONはウィンドウのテキストエリアにあるものとする。"

(let* ((x-y (posn-x-y position))

(window (posn-window position))

(edges (window-inside-pixel-edges window)))

(cons (+ (car x-y) (car edges))

(+ (cdr x-y) (cadr edges)))))

[Function]posn-col-row position
この関数は positionで記述されるのバッファー位置で推定される列と行を含むコンスセル
(col . row) をリターンする。リターン値は positionにたいする xと yの値より計算され、
そのフレームのデフォルト文字幅とデフォルト行高 (行間スペースを含む)の単位で与えられる
(そのため実際の文字サイズが非デフォルト値の場合には、実際の行と列は計算された値とは
異なるかもしれない)。

rowはそのテキストエリアの上端から数えられることに注意。positionにより与えられるウィ
ンドウがヘッダーライン (Section 23.4.7 [Header Lines], page 494を参照)やタブラインを
もつなら、それらは rowの数に含まれない。

[Function]posn-actual-col-row position
position内の実際の行と列をコンスセル (col . row)でリターンする。値は position与えら
れるウィンドウの実際の行と列。Section 21.7.4 [Click Events], page 391 を参照のこと。
positionが実際のポジション値を含まなければ、この関数は nilをリターンする。この場合に
はおおよその値を取得するために posn-col-rowを使用できる。
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この関数はタブ文字やイメージによるビジュアル列数のように、ディスプレイ上の文字のビジュ
アル幅を意味しない。標準的な文字単位の座標が必要なら、かわりに posn-col-rowを使用す
ること。

[Function]posn-string position
positionに記述された文字列オブジェクトをリターンする。nil (positionがバッファーテキス
トを記述することを意味する)、またはコンスセル (string . string-pos)のいずれか。

[Function]posn-image position
positionにあるイメージオブジェクトをリターンする。nil (positionにイメージがない)、ま
たはイメージ spec (image ...)のいずれか。

[Function]posn-object position
positionにより記述されるイメージオブジェクトか文字列オブジェクトをリターンする。nil

(positionがバッファーテキストを記述することを意味する)、イメージ (image ...)、または
コンスセル (string . string-pos)のいずれか。

[Function]posn-object-x-y position
positionで記述されるオブジェクトの左上隅からのピクセル単位の xy 座標を、コンスセル
(dx . dy)でリターンする。positionがバッファーテキストを記述する場合には、その位置に
もっとも近いバッファーテキストの相対位置をリターンする。

[Function]posn-object-width-height position
positionで記述されるオブジェクトのピクセル幅とピクセル高さを、コンスセル (width .

height)でリターンする。positionがバッファー位置を記述する場合には、その位置の文字
のサイズをリターンする。

[Function]posn-timestamp position
position内のタイムスタンプをリターンする。これはミリ秒で表されたイベント発生時刻で
ある。

以下の関数は与えられた特定のバッファー、またはスクリーン位置によって位置リストを計算しま
す。上述の関数でこの位置リスト内のデータにアクセスできます。

[Function]posn-at-point &optional pos window
この関数は window内の位置 posにたいする位置リストをリターンする。posのデフォルトは
window内のポイント、windowのデフォルトは選択されたウィンドウ。

window内で posが不可視なら、posn-at-pointは nilをリターンする。

[Function]posn-at-x-y x y &optional frame-or-window whole
この関数は指定されたフレームかウィンドウ frame-or-window(デフォルトは選択されたウィ
ンドウ)内のピクセル座標 xと yに対応する位置情報をリターンする。xと yは、使用されたフ
レームかウィンドウにたいする相対座標である。wholeが nilなら、座標はウィンドウのテキ
ストエリアにたいする相対座標、それ以外ではスクロールバー、マージン、フリンジを含むウィ
ンドウエリア全体にたいする相対座標。
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21.7.14 スクロールバーイベントへのアクセス

以下の関数はスクロールバーイベントの解析に役立ちます。

[Function]scroll-bar-event-ratio event
この関数はスクロールバーで発生したスクロールバーイベントの位置の垂直位置の割り合いを
リターンする。値は位置の割り合いを表す 2つの整数を含むコンスセル (portion . whole)。

[Function]scroll-bar-scale ratio total
この関数は、(実質的には)ratioに totalを乗じて、結果を整数に丸める。引数 ratioは数字では
なく、scroll-bar-event-ratioによってリターンされる典型的な値ペア (num . denom)で
ある。

この関数はスクロールバー位置をバッファー位置にスケーリングするのに有用。以下のように
行う:

(+ (point-min)

(scroll-bar-scale

(posn-x-y (event-start event))

(- (point-max) (point-min))))

スクロールバーイベントは、xy座標ペアのかわりに割り合いを構成する 2つの整数をもつこと
を思い出してほしい。

21.7.15 文字列内へのキーボードイベントの配置

文字列が使用される場所のほとんどにおいて、わたしたちはテキスト文字を含むもの、つまりバッ
ファーやファイル内で見出すのと同種のものとして文字列を概念化します。Lispプログラムはときお
りキーボード文字、たとえばキーシーケンスやキーボードマクロ定義かもしれないキーボード文字を
概念的に含んだ文字列を使用します。しかし文字列内へのキーボード文字の格納は、歴史的な互換性
の理由から複雑な問題であり、常に可能なわけではありません。

新たに記述するプログラムでは文字列内にキーボードイベントを格納しないことによって、これら
の複雑さを扱うことを避けるよう推奨します。以下はこれを行う方法です:

• lookup-keyと define-keyの引数として使用するのでなければ、キーシーケンスにたいして
文字列のかわりにベクターを使用する。たとえば read-key-sequenceのかわりに read-key-

sequence-vector、this-command-keysのかわりに this-command-keys-vectorを使用
できる。

• メタ文字を含むキーシーケンス定数を記述する際には、たとえそれを直接 define-keyに渡す場
合でもベクターを使用する。

• 文字列かもしれないキーシーケンスの内容を調べる必要があるときは、それをリストに変換する
ために最初に listify-key-sequence (Section 21.8.6 [Event Input Misc], page 412を参
照)を使用する。

複雑さはキーボード入力に含まれるかもしれない修飾ビットに起因します。メタ修飾以外の修飾
ビットは文字列に含めることができず、メタ文字も特別な場合だけ許容されます。

GNU Emacsの初期のバージョンでは、メタ文字を 128から 255のコードで表していました。そ
の頃は基本的な文字コードの範囲は 0から 127だったので、すべてのキーボード文字を文字列内に適
合させることができました。Lispプログラムの多くは、特に define-keyやその種の関数の引数とし
て文字列定数内にメタ文字を意味する ‘\M-’を使用していて、キーシーケンスとイベントシーケンス
は常に文字列として表現されていました。
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127超のより大きい基本文字コードと追加の修飾ビットにたいするサポートを加えたとき、わたし
たちはメタ文字の表現を変更する必要がありました。現在では文字のメタ修飾を表すフラグは 227 で
あり、そのような値は文字列内に含めることができません。

プログラムで文字列定数内の ‘\M-’をサポートするために、文字列内に特定のメタ文字を含めるた
めの特別なルールがあります。以下は入力文字シーケンスとして文字列を解釈するためのルールです:

• キーボード文字の値の範囲が 0から 127なら、文字列を変更せずに含めることができる。

• これらの 227 から 227 + 127, までの文字のコード範囲にあるメタ修飾された変種も文字列に含
めることができるが、それらの数値を変更しなければならない。値が 128から 255の範囲とな
るように、ビット 27 のかわりにビット 227 をセットしなければならない。ユニバイト文字列だ
けがこれらの文字を含むことができる。

• 265を超える非 ASCII文字はマルチバイト文字に含めることができる。

• その他のキーボード文字イベントは文字列に適合させられない。これには 128から 255の範囲
のキーボードイベントが含まれる。

キーボード入力文字の文字列定数を構築する read-key-sequenceのような関数は、イベントが
文字列内に適合しないときは文字列のかわりにベクターを構築するというルールにしたがいます。

文字列内で入力構文 ‘\M-’を使用すると、それは 128から 255の範囲のコード、つまり対応する
キーボードイベントを文字列内に配すために変更するとき取得されるのと同じコードが生成されます。
したがって文字列内のメタイベントは、それが文字列内にどのように配置されたかと無関係に一貫し
て機能します。

しかしほとんどのプログラムはこのセクションの冒頭の推奨にしたがって、これらの問題を避けた
ほうがよいでしょう。

21.8 入力の読み取り

エディターコマンドループはキーシーケンスの読み取りに関数read-key-sequenceを使用して、この
関数はread-eventを使用します。イベント入力にたいしてこれらの関数、およびその他の関数がLisp
関数から利用できます。Section 39.8 [Temporary Displays], page 998の momentary-string-

display、および Section 21.10 [Waiting], page 414の sit-forも参照してください。端末の入力
モードの制御、および端末入力のデバッグに関する関数と変数については、Section 40.13 [Terminal
Input], page 1120を参照してください。

高レベル入力機能については Chapter 20 [Minibuffers], page 343を参照してください。

21.8.1 キーシーケンス入力

コマンドループは read-key-sequenceを呼び出すことによって、キーシーケンスの入力を一度に読
み取ります。Lisp関数もこの関数を呼び出すことができます。たとえば describe-keyはキーを記
述するためにこの関数を使用します。

[Function]read-key-sequence prompt &optional continue-echo
dont-downcase-last switch-frame-ok command-loop

この関数はキーシーケンスを読み取って、それを文字列かベクターでリターンする。この関数
は完全なキーシーケンスに蓄積されるまで、つまりカレントでアクティブなキーマップを使用
してプレフィクスなしでコマンドを指定するのに十分なキーシーケンスとなるまでイベントの
読み取りを継続する (マウスイベントで始まるキーシーケンスは、カレントバッファーではな
くマウスのあったウィンドウ内のバッファーのキーマップを使用して読み取られることを思い
出してほしい)。
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イベントがすべて文字で、それらがすべて文字列に適合すれば、read-key-sequenceは文字
列をリターンする (Section 21.7.15 [Strings of Events], page 404を参照)。それ以外なら文
字、シンボル、リストなどすべての種類のイベントを保持できるベクターをリターンする。文
字列やベクターの要素は、キーシーケンス内のイベント。

キーシーケンスの読み取りには、そのイベントを変換するさまざまな方法が含まれる。Sec-
tion 22.14 [Translation Keymaps], page 443を参照のこと。

引数 promptはプロンプトとしてエコーエリアに表示される文字列、プロンプトを表示しない場
合は nil。引数 continue-echoが非 nilなら、それは前のキーの継続としてそのキーをエコー
することを意味する。

元となる大文字のイベントが未定義で、それと等価な小文字イベントが定義されていれば、通
常は大文字のイベントが小文字のイベントに変換される。引数 dont-downcase-lastが非 nil

なら、それは最後のイベントを小文字に変換しないことを意味する。これはキーシーケンスを
定義するときに適している。

引数 switch-frame-okが非 nilなら、たとえ何かをタイプする前にユーザーがフレームを切り
替えたとしても、この関数が switch-frameを処理すべきではないことを意味する。キーシー
ケンスの途中でユーザーがフレームを切り替えた場合、またはシーケンスの最初だが switch-
frame-okが nilのときにフレームを切り替えた場合、そのイベントはカレントキーシーケンス
の後に延期される。

引数 command-loopが非 nilなら、そのキーシーケンスがコマンドを逐次読み取る何かによっ
て読み取られることを意味する。呼び出し側が 1つのキーシーケンスだけを読み取る場合には、
nilを指定すること。

以下の例ではEmacsはエコーエリアにプロンプト ‘?’を表示して、その後ユーザーが C-x C-f

をタイプする。

(read-key-sequence "?")

---------- Echo Area ----------

?C-x C-f

---------- Echo Area ----------

⇒ "^X^F"

関数 read-key-sequenceは quitを抑制する。この関数による読み取りの間にタイプされた
C-gは他の文字と同じように機能し、quit-flagをセットしない。Section 21.11 [Quitting],
page 415を参照のこと。

[Function]read-key-sequence-vector prompt &optional continue-echo
dont-downcase-last switch-frame-ok command-loop

これは read-key-sequenceと同様だが、キーシーケンスを常にベクターでリターンして、文
字列では決してリターンしない点が異なる。Section 21.7.15 [Strings of Events], page 404
を参照のこと。

入力文字が大文字 (またはシフト修飾をもつ)で、キーバインディングをもたないものの、等価な
小文字はキーバインディングをもつ場合、read-key-sequenceはその文字を小文字に変換します。
lookup-keyはこの方法による case変換を行わないことに注意してください。

入力を読み取った結果がシフト変換 (shift-translation) されていたら、Emacs は変数
this-command-keys-shift-translatedに非 nil値をセットします。シフト変換されたキーに
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より呼びだされたときに挙動を変更する必要がある Lispプログラムは、この変数を調べることがで
きます。たとえば関数 handle-shift-selectionはリージョンをアクティブ、または非アクティブ
にするかを判断するためにこの変数の値を調べます (Section 31.7 [The Mark], page 773を参照)。

関数 read-key-sequenceもマウスイベントのいくつかを変換します。これはバインドされてい
ないドラッグイベントをクリックイベントに変換して、バインドされていないボタンダウンイベント
を完全に破棄します。さらにフォーカスイベントとさまざまなウィンドウイベントの再配置も行うた
め、これらのイベントはキーシーケンス中に他のイベントととも出現することは決してありません。

モードラインやスクロールバーのような、ウィンドウやフレームの特別な箇所でマウスイベントが発
生したとき、そのイベント型は特別なことは何も示さずにマウスボタンと修飾キーの組み合わせを通常
表すのと同じシンボルになります。ウィンドウの箇所についての情報はイベント内の別のどこか、すなわ
ち座標に保持されています。しかしread-key-sequenceはこの情報を仮想的なプレフィクスキーに変
換します。これらはすべてシンボルであり tab-line、header-line、horizontal-scroll-bar、
menu-bar、tab-bar、mode-line、vertical-line、vertical-scroll-bar、left-margin、
right-margin、left-fringe、right-fringe、right-divider、bottom-dividerです。これ
らの仮想的なプレフィクスキーを使用してキーシーケンスを定義することにより、ウィンドウの特別
な部分でのカウスクリックにたいして意味を定義できます。

たとえば read-key-sequenceを呼び出した後にそのウィンドウのモードラインをマウスでクリッ
クすると、以下のように 2つのマウスイベントが取得されます:

(read-key-sequence "Click on the mode line: ")

⇒ [mode-line

(mouse-1

(#<window 6 on NEWS> mode-line

(40 . 63) 5959987))]

[Variable]num-input-keys
この変数の値は、その Emacsセッション内で処理されたキーシーケンスの数である。これに
は端末からのキーシーケンスと、実行されるキーボードマクロによって読み取られたキーシー
ケンスが含まれる。

21.8.2 単一イベントの読み取り

read-event、read-char、read-char-exclusiveはコマンド入力にたいするもっとも低レベルの
関数です。

ミニバッファーを使用して 1文字を読み取る関数が必要なら read-char-from-minibufferを
使用してください (Section 20.8 [Multiple Queries], page 369を参照)。

[Function]read-event &optional prompt inherit-input-method seconds
この関数はコマンド入力の次のイベントを読み取ってリターンする。必要ならイベントが利用
可能になるまで待機する。

リターンされるイベントはユーザーからの直接のイベントかもしれないし、キーボードマクロから
のイベントかもしれない。イベントはキーボードの入力コーディングシステム (Section 33.10.8
[Terminal I/O Encoding], page 879を参照)によりデコードされていない。

オプション引数 promptが非 nilなら、それはエコーエリアにプロンプトとして表示される文字
列。promptが nilか文字列 ‘""’なら、read-eventは入力待ちを示すメッセージを何も表示せ
ず、エコーを行うことによってプロンプトの代用とする。エコーに表示される記述はカレントコ
マンドに至ったイベントや読み取られたイベント。Section 39.4 [The Echo Area], page 985
を参照のこと。
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inherit-input-methodが非 nilなら、(もしあれば)非 ASCII文字の入力を可能にするために
カレントの入力メソッドが採用される。それ以外では、このイベントの読み取りにたいして入
力メソッドの処理が無効になる。

cursor-in-echo-areaが非nilの場合、read-eventはカーソルを一時的にエコーエリアの、
そこに表示されているメッセージの終端に移動する。それ以外では、read-eventはカーソル
を移動しない。

secondsが非 nilなら、それは入力を待つ最大秒数を指定する数値である。その時間内に入力が
何も到着しなければ、read-eventは待機を終えて nilをリターンする。浮動小数点数 seconds
は待機する秒の分数を意味する。いくつかのシステムではサポートされるのは整数の秒数だけで
あり、そのようなシステムでは secondsは切り捨てられる。secondsが nilなら、read-event
は入力が到着するのに必要なだけ待機する。

secondsが nilならユーザー入力が到着するのを待つ間、Emacs はアイドル状態にあるとみ
なされる。この期間中にアイドルタイマー— run-with-idle-timer (Section 40.12 [Idle
Timers], page 1118 を参照) — を実行できる。しかし secondsが非 nilなら、非アイドル
状態は変更されずに残る。read-eventが呼び出されたとき Emacs が非アイドルだったら、
read-eventの処理を通じて非アイドルのままとなる。Emacsがアイドルだった場合 (これは
アイドルタイマー内部からその呼び出しが行われた場合に起こり得る)は、アイドルのままと
まる。

read-eventがヘルプ文字として定義されたイベントを取得すると、ある状況において
は read-eventがリターンせずに直接イベントを処理することがある。Section 24.6
[Help Functions], page 527 を参照のこと。その他のスペシャルイベント (special
events)(Section 21.9 [Special Events], page 414 を参照) と呼ばれる特定のイベントも
read-eventで直接処理される。

以下は read-eventを呼び出してから右矢印キーを押下したとき何が起こるかの例:

(read-event)

⇒ right

[Function]read-char &optional prompt inherit-input-method seconds
この関数は文字入力イベントを読み取ってリターンする。ユーザーが文字以外 (たとえばマウ
スクリックやファンクションキー)のイベントを生成した場合には、read-charはエラーをシ
グナルする。引数は read-eventと同じように機能する。

イベントが修飾子をもつ場合には、Emacsはそれらの解決を試みて対応する文字のコードをリ
ターンする。たとえばユーザーが C-aをタイプすると、関数は文字 ‘C-a’のASCIIコードである
1をリターンする。いくつかの修飾子を文字コードに反映できない場合には、read-charは未
解決の修飾子ビットをセットしたままイベントをリターンする。たとえばユーザーが C-M-aを
タイプすると、関数は 134217729(16進の 8000001であり、これはメタ修飾子がセットされた
‘C-a’)をリターンする。この値は有効な文字コードではないので、characterpのテストに失
敗する (Section 33.5 [Character Codes], page 858を参照)。修飾子ビットが削除された文字
の復元には event-basic-type (Section 21.7.12 [Classifying Events], page 399を参照)、
read-charがリターンした文字イベント内の修飾子をテストするには event-modifiersを
使用すること。

以下の 1 つ目の例ではユーザーは文字 1(ASCIIコード 49) をタイプしている。2 つ目の例
では eval-expressionを使用してミニバッファーから read-charを呼び出すキーボード
定義を示している。read-charはキーボードマクロの直後の文字 1を読み取る。その後に
eval-expressionはリターン値をエコーエリアに表示する。
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(read-char)

⇒ 49

;; M-:を使用して以下を評価するものとする
(symbol-function 'foo)

⇒ "^[:(read-char)^M1"

(execute-kbd-macro 'foo)

a 49

⇒ nil

[Function]read-char-exclusive &optional prompt inherit-input-method
seconds

この関数は文字入力イベントを読み取ってリターンする。ユーザーが文字イベント以外を生成
した場合には、read-char-exclusiveはそれを無視して文字を取得するまで他のイベントを
読み取る。引数は read-eventと同じように機能する。リターン値には read-charのように
修飾ビットが含まれるかもしれない。

上記の関数で quitを抑制するものはありません。

[Variable]num-nonmacro-input-events
この変数は端末から受信した入力イベント (キーボードマクロにより生成されたイベントは勘
定しない)の総数を保持する。

read-key-sequenceと異なり関数read-event、read-char、read-char-exclusiveはSec-
tion 22.14 [Translation Keymaps], page 443で説明した変換を行わないことを強調しておきます。
単一キー読み取りでこれらの変換を行いたければ関数 read-keyを使用してください。

[Function]read-key &optional prompt
この関数は 1つのキーを読み取る。これは read-key-sequenceと read-eventの間の中間的
な関数である。read-key-sequenceと異なるのは、キーシーケンスではなく単一キーを読み
取ることである。read-eventと異なるのは、rawイベントをリターンせずに input-decode-

map、local-function-key-map、key-translation-map (Section 22.14 [Translation
Keymaps], page 443を参照)に合わせてデコードと変換を行うことである。

引数 promptはプロンプトとしてエコーエリアに表示する文字列で、nilはプロンプトを表示
しないことを意味する。

[Function]read-char-choice prompt chars &optional inhibit-quit
この関数は 1つの文字を読み取ってリターンするために read-keyを使用する。これは chars(許
容される文字のリスト)のメンバー以外の入力を無視する。オプションで有効な入力を待つ間
の quitイベントも無視する。read-char-choice呼び出しの間に help-form (Section 24.6
[Help Functions], page 527を参照)を非 nil値にバインドすると、help-charの押下により
help-formが評価され結果が表示される。その後で有効な入力文字、またはキーボード quit
の待機を継続する。

[Function]read-multiple-choice prompt choices
複数の選択肢のある問いをユーザーに尋ねる。promptはプロンプトとして表示する文字列で
あること。

choicesは各エントリーの 1つ目の要素が入力される文字、2つ目の要素がプロンプトを表示す
る際にそのエントリーにたいして表示する短い名前であるような alist(スペースがあれば短縮
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され得る)であり、3つ目のオプションのエントリーはユーザーがより多くのヘルプを要求した
際にヘルプバッファーに表示する長い説明。

リターン値は choicesのマッチする値。

(read-multiple-choice

"Continue connecting?"

'((?a "always" "Accept certificate for this and future sessions.")

(?s "session only" "Accept certificate this session only.")

(?n "no" "Refuse to use certificate, close connection.")))

グラフィカル端末で名前文字列にマッチする文字をハイライトするために read-multiple-

choice-faceフェイスが使用される。

21.8.3 入力イベントの変更と変換

Emacs は extra-keyboard-modifiersに合わせて読み取ったすべてのイベントを変更して
read-eventからリターンする前に、(もし適切なら)keyboard-translate-tableを通じてそれを
変換します。

[Variable]extra-keyboard-modifiers
この変数は Lispプログラムにキーボード上の修飾キーを “押下”させる。値は文字。文字の修
飾子だけが対象となる。ユーザーがキーボードのキーを押下するたびに、その修飾キーがすで
に押下されたかのように処理される。たとえば extra-keyboard-modifiersを?\C-\M-aに
バインドすると、このバインディングのスコープ内にある間、すべてのキーボード入力文字は
コントロール修飾とメタ修飾を適用されるだろう。文字?\C-@は 0と等価なので、この目的に
たいしてはコントロール文字として勘定されないが、修飾無しの文字として扱われる。したがっ
て extra-keyboard-modifiersを 0にセットすることによって、すべての修飾をキャンセル
できる。

ウィンドウシステムを利用していれば、この方法によってプログラムが任意の修飾キーを押下
できる。それ以外では CTLと METAのキーだけを仮想的に押下できる。

この変数は実際にキーボードに由来するイベントだけに適用され、マウスイベントやその他の
イベントには効果がないことに注意。

[Variable]keyboard-translate-table
この端末ローカルな変数はキーボード文字にたいする変換テーブルである。これによりコマン
ドバインディングを変更することなく、キーボード上のキーを再配置できる。値は通常は文字
テーブル、または nil(文字列かベクターも指定できるが時代遅れとされている)。

keyboard-translate-tableが文字テーブル (Section 6.6 [Char-Tables], page 111を参
照)なら、キーボードから読み取られた各文字はその文字テーブルを調べる。非 nilの値が見
つかったら実際の入力文字のかわりにそれを使用する。

この変換は文字が端末から読み取られた後、最初に発生することに注意。recent-keysのよう
な記録保持機能や文字を記録する dribbleファイルは、この変換の後に処理される。

さらにこの変換は入力メソッド (Section 33.11 [Input Methods], page 880 を参照) に文
字を提供する前に行われることにも注意。入力メソッド処理の後に文字を変換したいなら
translation-table-for-input (Section 33.9 [Translation of Characters], page 865
を参照)を使用すること。

[Function]keyboard-translate from to
この関数は文字コード fromを文字コード toに変換するために keyboard-translate-table

を変更する。必要ならキーボード変換テーブルを作成する。
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以下は C-xでカット、C-でコピー、C-vでペーストを処理するように keyboard-translate-

tableを使用する例:

(keyboard-translate ?\C-x 'control-x)

(keyboard-translate ?\C-c 'control-c)

(keyboard-translate ?\C-v 'control-v)

(global-set-key [control-x] 'kill-region)

(global-set-key [control-c] 'kill-ring-save)

(global-set-key [control-v] 'yank)

拡張ASCII入力をサポートするグラフィカルな端末上では、シフトキーとともにタイプすることによっ
て、標準的な Emacsにおける意味をこれらの文字から依然として取得することが可能です。これは
キーボード変換が関与する文字とは異なりますが、それらは通常と同じ意味をもちます。

read-key-sequenceのレベルでイベントシーケンスを変換するメカニズムについては、Sec-
tion 22.14 [Translation Keymaps], page 443を参照してください。

21.8.4 入力メソッドの呼び出し

イベント読み取り関数は、もしあればカレント入力メソッドを呼び出します (Section 33.11 [In-
put Methods], page 880を参照)。input-method-functionの値が非 nilなら関数を指定します。
read-eventが修飾ビットのないプリント文字 (SPCを含む)を読み取ったときは、その文字を引数と
してその関数を呼び出します。

[Variable]input-method-function
これが非 nilなら、その値はカレントの入力メソッド関数を指定する。

警告: この変数を letでバインドしてはならない。この変数はバッファーローカルであること
が多く、入力の前後 (これは正にあなたがバインドするであろうタイミングである)でバインド
すると、Emacsが待機中に非同期にバッファーを切り替えた場合に、誤ったバッファーに値が
リストアされてしまう。

入力メソッド関数は入力として使用されるイベントのリストをリターンするべきです (このリスト
が nilなら、それは入力がないことを意味するので read-eventは他のイベントを待機する)。これら
のイベントは unread-command-events (Section 21.8.6 [Event Input Misc], page 412を参照)
内のイベントの前に処理されます。入力メソッドによってリターンされるイベントは、たとえそれら
が修飾ビットのないプリント文字であっても再度入力メソッドに渡されることはありません。

入力メソッド関数が read-eventや read-key-sequenceを呼び出したら、再帰を防ぐために最
初に input-method-functionを nilにバインドするべきです。

キーシーケンスの 2 つ目および後続のイベントを読み取るときは、入力メソッド関数は呼び
出されません。したがってそれらの文字は入力メソッドの処理対象外です。入力メソッド関数は
overriding-local-mapと overriding-terminal-local-mapの値をテストするべきです。こ
れらの変数のいずれかが非 nilなら入力メソッドは引数をリストに putして、それ以上の処理を行わ
ずにそのリストをリターンするべきです。

21.8.5 クォートされた文字の入力

ユーザーが手軽にコントロール文字やメタ文字、リテラルや 8進文字コードを指定できるように文字
の指定をもとめることができます。コマンド quoted-insertはこの関数を使用しています。

[Function]read-quoted-char &optional prompt
この関数は read-charと同様だが、最初に読み取った文字が 8進数 (0–7)なら任意の個数の
8進数 (8進数以外の文字を見つけた時点でストップする)を読み取って、その文字コードによ
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り表される文字をリターンする。8進シーケンスを終端させた文字が RETならそれは無視され
る。他の終端文字はこの関数がリターンした後の入力として使用される。

最初の文字の読み取り時には quitは抑制されるので、ユーザーはは C-gを入力できる。Sec-
tion 21.11 [Quitting], page 415を参照のこと。

promptが与えられたら、それはユーザーへのプロンプトに使用する文字列を指定する。プロ
ンプト文字列はその後に 1つの ‘-’とともに常にエコーエリアに表示される。

以下の例ではユーザーは 8進数の 177(10進数の 127)をタイプしている。

(read-quoted-char "What character")

---------- Echo Area ----------

What character 1 7 7-

---------- Echo Area ----------

⇒ 127

21.8.6 その他のイベント入力の機能

このセクションではイベントを使い切らずに先読みする方法と、入力の保留や保留の破棄の方法につ
いて説明します。Section 20.9 [Reading a Password], page 371の関数 read-passwdも参照して
ください。

[Variable]unread-command-events
この変数はコマンド入力として読み取り待機中のイベントのリストを保持する。イベントはこ
のリスト内の出現順に使用され、使用されるごとにリストから取り除かれる。

ある関数がイベントを読み取ってそれを使用するかどうか決定する場合がいくつかあるために
この変数が必要になる。この変数にイベントを格納するとコマンドループやコマンド入力を読
み取る関数によってイベントは通常のように処理される。

たとえば数引数を実装する関数は、任意の個数の数字を読み取る。数字イベントが見つからな
いとき、関数はそのイベントを読み戻す (unread)ので、そのイベントはコマンドループによっ
て通常通り読み取られることができる。同様にインクリメンタル検索は、検索において特別な
意味をもたないイベントを読み戻すためにこの機能を使用する。なぜならそれらのイベントは
検索を exitして、通常どおり実行されるべきだからである。

unread-command-eventsにイベントを置くためにキーシーケンスからイベントを抽出するに
は、listify-key-sequence (以下参照)を使用するのが簡単で信頼のおける方法である。

もっとも最近読み戻したイベントが最初に再読み取りされるように、通常はこのリストの先頭
にイベントを追加する。

このリストから読み取ったイベントは、通常はそのイベントが最初に読み取られたときにすでに一
度追加されたときのように、カレントコマンドのキーシーケンスに (たとえば this-command-

keysにリターンされたときのように)追加される。フォーム (t . event)の要素はカレント
コマンドのキーシーケンスに eventを強制的に追加する。

このリストから読み取った要素は通常は記録保持機能 (Section 40.13.2 [Recording Input],
page 1120 を参照) により記録されるとともに、キーボードマクロ定義の間 (Section 21.16
[Keyboard Macros], page 421を参照)は記録される。しかし (no-record . event)とい
う形式の要素は、通常は記録されることなく eventが処理される。
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[Function]listify-key-sequence key
この関数は文字列かベクターの keyを unread-command-eventsに putすることができる個
別のイベントのリストに変換する。

[Function]input-pending-p &optional check-timers
この関数はコマンド入力がカレントで読み取り可能かどうか判断する。入力が利用可能なら t、
それ以外は nilを即座にリターンする。非常に稀だが入力が利用できないときは tをリターン
する。

オプション引数 check-timersが非 nilなら、Emacsは準備ができるとすべてのタイマーを実
行する。Section 40.11 [Timers], page 1116を参照のこと。

[Variable]last-input-event
この変数は最後に読み取られた端末入力イベントがコマンドの一部なのか、それとも Lispプロ
グラムによる明示的なものなのかを記録する。

以下の例では文字 1(ASCIIコード 49)を Lispプログラムが読み取っている。C-e (C-x C-eは
式を評価するコマンドとする)が last-command-eventに値として残っている間は、それが
last-input-eventの値となる。

(progn (print (read-char))

(print last-command-event)

last-input-event)

a 49

a 5

⇒ 49

[Macro]while-no-input body. . .
この構文は bodyフォームを実行して、入力が何も到着しない場合だけ最後のフォームの値をリ
ターンする。bodyフォームを実行する間に何らかの入力が到着したら、それらの入力を abort
する (quitのように機能する)。while-no-inputフォームは実際の quitにより abortしたら
nil、入力の到着によって abortしたら tをリターンする。

bodyの一部で inhibit-quitを非 nilにバインドすると、その部分の間に到着した入力はそ
の部分が終わるまで abortしない。

両方の abort条件を bodyにより計算された可能なすべての値で区別できるようにしたければ、
以下のようにコードを記述する:

(while-no-input

(list

(progn . body)))

[Variable]while-no-input-ignore-events
この変数は while-no-inputが無視するべきスペシャルイベントのセッティングを可能にする。
これはイベントシンボルのリスト (Section 21.7.11 [Event Examples], page 399を参照)。

[Function]discard-input
この関数は端末入力バッファーの内容を破棄して定義処理中かもしれないキーボードマクロを
キャンセルする。この関数は nilをリターンする。

以下の例ではフォームの評価開始直後にユーザーが数字か文字をタイプするかもしれない。
sleep-forがスリープを終えた後に discard-inputはスリープ中にタイプされた文字を破棄
する。

(progn (sleep-for 2)
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(discard-input))

⇒ nil

21.9 スペシャルイベント

特定のスペシャルイベント (special event)は、読み取られると即座に非常に低レベルで処理されま
す。read-event関数はそれらのイベントを自身で処理してそれらを決してリターンしません。かわ
りにスペシャルイベント以外の最初のイベントを待ってそれをリターンします。

スペシャルイベントはエコーされず、決してキーシーケンスにグループ化されず、last-command-
eventや (this-command-keys)の値として出現することもありません。スペシャルイベントは数引
数を破棄して、unread-command-eventsによる読み戻しができず、キーボードマクロ内に出現する
こともなく、キーボードマクロ定義中にキーボードマクロに記録されることもありません。

しかしスペシャルイベントは読み取られた直後に last-input-event内に出現するので、これが
イベント定義にたいして実際のイベントを探す方法になります。

イ ベ ン ト 型 iconify-frame、make-frame-visible、delete-frame、drag-n-drop、
language-change、および sigusr1ようなユーザーシグナルは通常はこの方法によって処理され
ます。何がスペシャルイベントで、スペシャルイベントをどのように処理するかを定義するキーマッ
プは変数 special-event-map (Section 22.9 [Controlling Active Maps], page 433を参照)の
中にあります。

21.10 時間の経過や入力の待機

待機関数 (wait function)は特定の時間が経過するか、入力があるまで待機するようにデザインされ
ています。たとえば計算の途中でユーザーがディスプレイを閲覧できるように一時停止したいときが
あるかもしれません。sit-forは一時停止して画面を更新して、sleep-forは画面を更新せずに一時
停止して入力が到着したら即座にリターンします。

[Function]sit-for seconds &optional nodisp
この関数は、(ユーザーからの保留中入力がければ)再描画を行ってから seconds秒、または入
力が利用可能になるまで待機する。sit-forの通常の目的は、表示したテキストをユーザーが
読み取る時間を与えるためである。入力が何も到着せず (Section 21.8.6 [Event Input Misc],
page 412を参照)、時間をフルに待機したら t、それ以外は nilが値となる。

引数 secondsは整数である必要はない。浮動小数点数なら sit-forは少数点数の秒を待機す
る。整数の秒だけをサポートするいくつかのシステムでは secondsは切り捨てられる。

保留中の入力が存在しなければ、式 (sit-for 0)は遅延なしで再描画をリクエストする
(redisplay)と等価である。Section 39.2 [Forcing Redisplay], page 983を参照のこと。

nodispが非 nilなら sit-forは再描画を行わないが、それでも入力が利用可能になると (また
はタイムアウト時間が経過すると)即座にリターンする。

batchモード (Section 40.17 [Batch Mode], page 1123を参照)では、たとえ標準入力ディ
スクリプタからの入力でも割り込みできない。これは以下で説明する sleep-forでも同様。

(sit-for seconds millisec nodisp)のように 3つの引数で sit-forを呼び出すことも可
能だが、時代遅れだと考えられている。

[Function]sleep-for seconds &optional millisec
この関数は表示を更新せず単に seconds秒の間一時停止する。これは利用可能な入力に注意を
払わない。この関数は nilをリターンする。
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引数 secondsは整数である必要はない。浮動小数点数なら sleep-forは少数点数の秒を待機
する。整数の秒だけをサポートするいくつかのシステムでは secondsは切り捨てられる。

オプション引数millisecはミリ秒単位で追加の待機時間を指定する。これは secondsで指定さ
れた時間に追加される。システムが小数点数の秒数をサポートしなければ、非 0のmillisecを
指定するとエラーとなる。

遅延を保証したければ sleep-forを使用すること。

現在時刻を取得する関数については Section 40.5 [Time of Day], page 1106 を参照してくだ
さい。

21.11 quit

Lisp関数を実行中に C-gをタイプすると、Emacsが何を行っていても Emacsを quit(中止、終了)
させます。これはアクティブなコマンドループの最内に制御がリターンすることを意味します。

コマンドループがキーボード入力の待機中に C-gをタイプしても quit はしません。これは通
常の入力文字として機能します。もっともシンプルなケースでは、通常 C-gは quit の効果をもつ
keyboard-quitを実行するので区別はできません。しかしプレフィクスキーの後の C-gは、未定義
のキー組み合わせになります。これはプレフィクスキーやプレフィクス引数も同様にキャンセルする
効果をもちます。

ミニバッファー内では C-gは異なる定義をもち、それはミニバッファーを abort(失敗、中止、中断)
します。これは実際にはミニバッファーを exitして quitします (単に quitするのはミニバッファー
内のコマンドループにリターンするだろう)。C-gがなぜコマンドリーダーが入力読み取り時に直接
quitしないかという理由は、ミニバッファー内での C-gの意味をこの方法によって再定義可能にする
ためです。プレフィクスキーの後の C-gはミニバッファー内で再定義されておらず、プレフィクスキー
およびプレフィクス引数のキャンセルという通常の効果をもちます。もし C-gが常に直接 quitするな
らこれは不可能でしょう。

C-gが直接 quitを行うときは、変数 quit-flagを tにセットすることによってそれを行います。
Emacsは適切なタイミングでこの変数をチェックして、nilでなじぇれば quitします。どのような方
法でも quit-flagを非 nilにセットすると quitが発生します。

Cコードのレベルでは任意の場所で quitを発生させることはできず、quit-flagをチェックする
特別な場所でのみ quitが発生します。この理由は他の場所で quitすると、Emacsの内部状態で矛
盾が生じるかもしれないからです。安全な場所まで quitが遅延されるので、quitが Emacsをクラッ
シュさせることがなくなります。

read-key-sequenceや read-quoted-charのような特定の関数は、たとえ入力を待機
中でも quit を抑制します。quit するかわりに C-gは要求された入力として処理されます。
read-key-sequenceの場合、これはコマンドループ内での C-gの特別な振る舞いを引き起こすのに
役立ちます。read-quoted-charの場合、これは C-gをクォートするのに C-qを使用できるように
します。

変数 inhibit-quitを非 nil値にバインドすることにより、Lisp関数の一部で quitを抑止できま
す。その場合は quit-flagが tにセットされていても、C-gの通常の結果である quitは抑止されます。
letフォームの最後でこのバインディングが unwindされるなどして、結果として inhibit-quitは
再び nilになります。このとき quit-flagが nilなら、即座に要求された quitが発生します。この
挙動はプログラム中のクリティカルセクション内で quitが発生しないことを確実にしたいときに理想
的です。

(read-quoted-charのような)いくつかの関数では、quitを起こさない特別な方法で C-gが処理
されます。これは inhibit-quitを tにバインドして入力を読み取り、再び inhibit-quitが nilに
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なる前に quit-flagを nilにセットすることにより行われます。以下はこれを行う方法を示すための
read-quoted-charの抜粋です。この例は入力の最初の文字の後で通常の quitを許す方法も示して
います。

(defun read-quoted-char (&optional prompt)

"...documentation..."

(let ((message-log-max nil) done (first t) (code 0) char)

(while (not done)

(let ((inhibit-quit first)

...)

(and prompt (message "%s-" prompt))

(setq char (read-event))

(if inhibit-quit (setq quit-flag nil)))

. . . 変数 codeをセット . . .)
code))

[Variable]quit-flag
この変数が非 nilで inhibit-quitが nilなら、Emacsは即座に quitする。C-gをタイプす
ると通常は inhibit-quitとは無関係に quit-flagを非 nilにセットする。

[Variable]inhibit-quit
この変数は quit-flagが非 nilにセットされているとき Emacsが quitするかどうかを決定
する。inhibit-quitが非 nilなら quit-flagに特に効果はない。

[Macro]with-local-quit body. . .
このマクロは bodyを順番に実行するが、たとえこの構文の外部で inhibit-quitが非 nilで
も、少なくともローカルに body内での quitを許容する。このマクロは quitにより exitした
ら nil、それ以外は body内の最後のフォームの値をリターンする。

inhibit-quitが nilなら with-local-quitへのエントリーで bodyだけが実行され、
quit-flagをセットすることにより通常の quitが発生する。しかし通常の quitが遅延される
ように inhibit-quitが非 nilにセットされていれば、非 nilの quit-flagは特別な種類の
ローカル quit を引き起こす。これは bodyの実行を終了して、quit-flagを非 nilのまま
にして with-local-quitの bodyを exitするので、許され次第 (通常の)別の quitが発生
する。bodyの先頭ですでに quit-flagが非 nilなら即座にローカル quit が発生して結局
bodyは実行されない。

このマクロは主にタイマー、プロセスフィルター、プロセスセンチネル、pre-command-hook、
post-command-hook、および inhibit-quitが通常のように tにバイドされている場所で役
に立つ。

[Command]keyboard-quit
この関数は (signal 'quit nil)によって quit条件をシグナルする。これは quitが行うこ
とと同じ (Section 11.7.3 [Errors], page 165の signalを参照)。

quitに使用する C-g以外の文字を指定できます。Section 40.13.1 [Input Modes], page 1120内
の関数 set-input-modeを参照してください。
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21.12 プレフィクスコマンド引数

ほとんどの Emacsコマンドはプレフィクス引数 (prefix argument)を使用できます。プレフィクス
引数はコマンド自身の前に数字を指定するものです (プレフィクス引数とプレフィクスキーを混同しな
いこと)。プレフィクス引数は常に値により表され、nilのときはカレントでプレフィクス引数が存在
しないことを意味します。すべてのコマンドはプレフィクス引数を使用するか、あるいは無視します。

プレフィクス引数には 2つの表現があります。それは raw(生の、加工していない、原料のままの、
未加工の)と数字 (numeric)です。エディターコマンドループは内部的に raw表現を使用し、Lisp変
数もその情報を格納するのにこれを使用しますが、コマンドはいずれかの表現を要求できます。

以下は利用できる rawプレフィクス引数の値です:

• nilはプレフィクス引数がないことを意味する。これの数値的な値は 1だが多くのコマンドは nil

と整数 1を区別する。

• 整数はそれ自身を意味する。
• 整数の要素を 1つもつリスト。プレフィクス引数のこの形式は、1つまたは数字無しの連続する

C-uの結果である。数値的な値はリスト内の整数だが、そのようなリストと単独の整数を区別す
るコマンドがいくつかある。

• シンボル-。これは後に数字をともなわない M--か C-u -がタイプされたことを示す。数値的に
等価な値は−1だが、整数の−1をシンボルの-を区別するコマンドがいくつかある。

以下の関数をさまざまなプレフィクスで呼び出して、これらの可能なプレフィクスを説明しましょう:

(defun display-prefix (arg)

"rawプレフィクス引数の値を表示する"

(interactive "P")

(message "%s" arg))

以下はさまざまな rawプレフィクス引数で display-prefixを呼び出した結果です:

M-x display-prefix a nil

C-u M-x display-prefix a (4)

C-u C-u M-x display-prefix a (16)

C-u 3 M-x display-prefix a 3

M-3 M-x display-prefix a 3 ; (C-u 3と同じ)

C-u - M-x display-prefix a -

M-- M-x display-prefix a - ; (C-u -と同じ)

C-u - 7 M-x display-prefix a -7

M-- 7 M-x display-prefix a -7 ; (C-u -7と同じ)

Emacsにはプレフィクス引数を格納するために2つの変数prefix-argとcurrent-prefix-arg

があります。他のコマンドにたいしてプレフィクス引数をセットアップする universal-argumentの
ようなコマンドは、プレフィクス引数を prefix-arg内に格納します。対照的に current-prefix-



Chapter 21: コマンドループ 418

argはカレントコマンドにプレフィクス引数を引き渡すので、これらの変数をセットしても将来のコ
マンドにたいするプレフィクス引数に効果はありません。

コマンドは通常は interactive内で、プレフィクス引数にたいして rawと数値のどちらの表現
を使用するかを指定します (Section 21.2.1 [Using Interactive], page 377を参照)。そのかわりに
関数は変数 current-prefix-arg内のプレフィクス引数の値を直接調べるかもしれませんが、これ
は明確さで劣っています。

[Function]prefix-numeric-value arg
この関数は argの有効な rawプレフィクス引数の数値的な意味をリターンする。引数はシンボ
ル、数字、またはリストかもしれない。これが nilなら値 1、-なら−1がリターンされる。こ
れが数字なら、その数字がリターンされる。リスト (数字であること)なら、そのリストの car
がリターンされる。

[Variable]current-prefix-arg
この変数はカレントのコマンドにたいする rawプレフィクス引数を保持する。コマンドはこの
変数を直接調べるかもしれないが、この変数にたいするアクセスには通常は (interactive

"P")を使用する。

[Variable]prefix-arg
この変数の値は次の編集コマンドにたいする rawプレフィクス引数である。後続のコマンドに
たいしてプレフィクス引数を指定する universal-argumentのようなコマンドは、この変数
をセットすることによって機能する。

[Variable]last-prefix-arg
この rawプレフィクス引数の値は、前のコマンドにより使用された値である。

以下のコマンドは、後続のコマンドにたいしてプレフィクス引数をセットアップするために存在し
ます。これらを他の用途で呼び出さないでください。

[Command]universal-argument
このコマンドは入力を読み取って、後続のコマンドにたいするプレフィクス引数を指定する。
何をしているかわかっているのでなければ、このコマンドを自分で呼び出してはならない。

[Command]digit-argument arg
このコマンドは、後続のコマンドにたいしてプレフィクス引数を追加する。引数 argはこのコマ
ンドの前の rawプレフィクス引数であり、これはプレフィクス引数を更新するために使用され
る。何をしているかわかっているのでなければ、このコマンドを自分で呼び出してはならない。

[Command]negative-argument arg
このコマンドは、次のコマンドにたいして数引数を追加する。引数 argはこのコマンドの前の
rawプレフィクス引数であり、この値に負の符号が付されて新しいプレフィクス引数を構築す
る。何をしているかわかっているのでなければ、このコマンドを自分で呼び出してはならない。

21.13 再帰編集

Emacsはスタートアップ時に、自動的に Emacsコマンドループに移行します。このトップレベルの
コマンドループ呼び出しは決して exitすることなく、Emacs実行中は実行を継続します。Lispプロ
グラムもコマンドループを呼び出せます。これは複数のコマンドループを活性化するので、再帰編集
(recursive editing)と呼ばれています。再帰編集レベルは呼び出したコマンドが何であれそれをサス
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ペンドして、そのコマンドを再開する前にユーザーが任意の編集を行うことを可能にする効果をもち
ます。

再帰編集の間に利用可能なコマンドは、トップレベルの編集ループ内で利用できるコマンドと同じ
でありキーマップ内で定義されます。数少ない特別なコマンドだけが再帰編集レベルを exitして、他
のコマンドは再帰編集レベルが終了したときに再帰編集レベルからリターンします (exitするための
特別なコマンドは常に利用できるが再帰編集が行われていないときは何も行わない)。

再帰コマンドループを含むすべてのコマンドループは、コマンドループから実行されたコマンド内
のエラーによってそのループを exitしないように、汎用エラーハンドラーをセットアップします。

ミニバッファー入力は特殊な再帰編集です。これはミニバッファーとミニバッファーウィンドウの
表示を有効にするなどの欠点をもちますが、それはあなたが思うより少ないでしょう。ミニバッファー
内では特定のキーの振る舞いが異なりますが、これははミニバッファーのローカルマップによるもの
です。ウィンドウを切り替えれば通常の Emacsコマンドを使用できます。

再帰編集レベルを呼び出すには関数 recursive-editを呼び出します。この関数はコマンドルー
プを含んでいます。さらに exitを throwすることにより再帰編集レベルの exitを可能にする、タグ
exitをともなった catch呼び出しも含んでいます (Section 11.7.1 [Catch and Throw], page 163
を参照)。t以外の値を throwすると、recursive-editは通常はそれを呼び出した関数にリターンし
ます。コマンド C-M-c (exit-recursive-edit)がこれを行います。値 tを throwすることによっ
て recursive-editが quitされるので、1レベル上位のコマンドループに制御がリターンされます。
これは abortと呼ばれ、C-](abort-recursive-edit)がこれを行います。

ほとんどのアプリケーションはミニバッファー使用の一部として使用する場合を除き、再帰編集を
使用するべきではありません。カレントバッファーのメジャーモードから特殊なメジャーモードに一
時的に変更する場合に、そのモードに戻るコマンドをもつ必要があるときは、通常は再帰編集のほう
が便利です (Rmailの eコマンドはこのテクニックを使用)。またはユーザーが新たなバッファーの特
殊なモードで、異なるテキストを再帰的に編集・作成・選択できるようにしたい場合が該当します。こ
のモードでは処理を完了させるコマンドを定義して前のバッファーに戻ります (Rmailの mコマンド
はこれを使用)。

再帰編集はデバッグに便利です。一種のブレークポイントとして関数定義内に debugを挿入して、
関数がそこに達したときにその箇所を調べることができます。debugは再帰編集を呼び出しますが、
デバッガのその他の機能も提供します。

query-replace内で C-rをタイプしたときや C-x q (kbd-macro-query)を使用したときにも
再帰編集レベルが使用されます。

[Command]recursive-edit
この関数はエディターコマンドループを呼び出す。これはユーザーに編集を開始させるために、
Emacsの初期化により自動的に呼び出される。Lispプログラムから呼び出されたときは再帰
編集レベルにエンターする。

カレントバッファーが選択されたウィンドウのバッファーと異なる場合、recursive-edit

はカレントバッファーの保存とリストアを行う。それ以外ではバッファーを切り替えると、
recursive-editがリターンした後にその切り替えたバッファーがカレントになる。

以下の例では関数 simple-recが最初にポイントを 1単語分進めてからメッセージをエコーエ
リアにプリントして再帰編集にエンターする。その後ユーザーは望む編集を行い、C-M-cをタ
イプすれば再帰編集を exitして simple-recの実行を継続できる。

(defun simple-rec ()

(forward-word 1)

(message "Recursive edit in progress")



Chapter 21: コマンドループ 420

(recursive-edit)

(forward-word 1))

⇒ simple-rec

(simple-rec)

⇒ nil

[Command]exit-recursive-edit
この関数は最内の再帰編集 (ミニバッファー入力を含む)から exitする。関数の実質的な定義
は (throw 'exit nil)。

[Command]abort-recursive-edit
この関数は再帰編集を exitした後にquitをシグナルすることにより、最内の再帰編集 (ミニバッ
ファー入力を含む)を要求したコマンドを abortする。関数の実質的な定義は (throw 'exit

t)。Section 21.11 [Quitting], page 415を参照のこと。

[Command]top-level
この関数はすべての再帰編集レベルを exitする。これはすべての計算を直接抜け出してメイン
のコマンドループに戻って値をリターンしない。

[Function]recursion-depth
この関数は再帰編集のカレントの深さをリターンする。アクティブな再帰編集が存在しなけれ
ば 0をリターンする。

21.14 コマンドの無効化

コマンドを無効化 (disabling a command)とは、それを実行可能にする前にユーザーによる確認を
要求するようにコマンドをマークすることです。無効化は初めてのユーザーを混乱させるかもしれな
いコマンドにたいして、意図せずそのコマンドが使用されるのを防ぐために使用されます。

コマンド無効化の低レベルにおけるメカニズムは、そのコマンドにたいする Lisp シンボルの
disabledプロパティに非 nilを putすることです。これらのプロパティは、通常はユーザーの init
ファイル (Section 40.1.2 [Init File], page 1095を参照)で以下のような Lisp式によりセットアッ
プされます:

(put 'upcase-region 'disabled t)

いくつかのコマンドにたいしては、これらのプロパティがデフォルトで与えられています (これらを
削除したければ initファイルで削除できる)。

disabledプロパティの値が文字列なら、そのコマンドが無効化されていることを告げるメッセー
ジにその文字列が含まれます。たとえば:

(put 'delete-region 'disabled

"この方法で削除されたテキストは yankで戻せない!\n")

無効化されたコマンドをインタラクティブに呼び出したときに何が起こるかの詳細は、Section
“Disabling” in The GNU Emacs Manualを参照してください。コマンドの無効化は、それをLisp
プログラムから関数として呼び出したときは効果がありません。

[Command]enable-command command
その時点から特別な確認なしで command(シンボル) が実行されることを許す。さらにユー
ザーの initファイル (Section 40.1.2 [Init File], page 1095を参照)も修正するので将来の
セッションにもこれが適用される。
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[Command]disable-command command
その時点から command(シンボル) の実行に特別な確認を要求する。さらにユーザーの init
ファイル (Section 40.1.2 [Init File], page 1095を参照)も修正するので将来のセッションに
もこれが適用される。

[Variable]disabled-command-function
この変数の値は関数であること。ユーザーが無効化されたコマンドを呼び出したときは無効化
されたコマンドのかわりにその関数が呼び出される。そのコマンドを実行するためにユーザー
が何のキーをタイプしたかを判断するために this-command-keysを使用して、そのコマンド
自体を探すことができる。

値は nilもあり得る。その場合にはたとえ無効化されたコマンドでも、すべてのコマンドが通
常のように機能する。

デフォルトでは値はユーザーに処理を行うかどうかを尋ねる関数。

21.15 コマンドのヒストリー

コマンドループは複雑なコマンドを手軽に繰り返せるように、すでに実行された複雑なコマンドのヒス
トリー (history: 履歴)を保持します。複雑なコマンド (complex command)とは、ミニバッファー
を使用して interactive引数を読み取るコマンドです。これには M-xコマンド、M-:コマンド、および
interactive指定によりミニバッファーから引数を読み取るすべてのコマンドが含まれます。コマン
ド自身の実行の間に明示的にミニバッファーを使用するものは、複雑なコマンドとは判断されません。

[Variable]command-history
この変数の値は最近実行された複雑なコマンドのリストであり、それぞれが評価されるべき
フォームとして表現される。このリストは編集セッションの間、すべての複雑なコマンドを蓄
積するが、最大サイズ (Section 20.4 [Minibuffer History], page 349を参照)に達したとき
は、もっとも古い要素が削除されて新たな要素が追加される。

command-history

⇒ ((switch-to-buffer "chistory.texi")

(describe-key "^X^[")

(visit-tags-table "~/emacs/src/")

(find-tag "repeat-complex-command"))

このヒストリーリストは実際にはミニバッファーヒストリーの特殊ケースであり、それは要素が文
字列ではなく式であることです。

以前のコマンドを編集したり再呼び出しするためのコマンドがいくつかあります。コマンド
repeat-complex-commandと list-command-historyはユーザーマニュアルに説明されていま
す (Section “Repetition” in The GNU Emacs Manualを参照)。ミニバッファー内では通常のミ
ニバッファーヒストリーコマンドが利用できます。

21.16 キーボードマクロ

キーボードマクロ (keyboard macro)はコマンドとして考えることが可能な入力イベントの記録され
たシーケンスであり、キー定義によって作成されます。キーボードマクロの Lisp表現はイベントを含
む文字列かベクターです。キーボードマクロと Lispマクロ (Chapter 14 [Macros], page 243を参
照)を混同しないでください。
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[Function]execute-kbd-macro kbdmacro &optional count loopfunc
この関数はイベントシーケンスとして kbdmacroを実行する。kbdmacroが文字列かベクター
なら、たとえそれがユーザーによる入力であっても、その中のイベントは忠実に実行される。
シーケンスは単一のキーシーケンスであることを要求されない。キーボードマクロ定義は、通
常は複数のキーシーケンスを結合して構成される。

kbdmacroがシンボルなら、そのシンボルの関数定義は kbdmacroの箇所に使用される。それ
が別のシンボルならこのプロセスを繰り返す。最終的に結果は文字列かベクターになる。結果
がシンボル、文字列、ベクターでなければエラーがシグナルされる。

引数 countは繰り返すカウントであり、kbdmacroがその回数実行される。countが省略また
は nilなら 1回実行される。0なら kbdmacroはエラーに遭遇するか検索が失敗するまで何度
も実行される。

loopfuncが非 nilなら、それはマクロの繰り返しごとに呼び出される引数なしの関数である。
loopfuncが nilをリターンするとマクロの実行が停止する。

execute-kbd-macroの使用例は Section 21.8.2 [Reading One Event], page 407を参照の
こと。

[Variable]executing-kbd-macro
この変数はカレントで実行中のキーボードマクロを定義する文字列かベクター。nilならカレ
ントで実行中のマクロは存在しない。マクロの実行により実行されたときに異なる振る舞いを
するように、コマンドはこの変数をテストできる。この変数を自分でセットしてはならない。

[Variable]defining-kbd-macro
この変数はキーボードマクロの定義中のときだけ非 nilである。マクロ定義中の間は異なる振
る舞いをするように、コマンドはこの変数をテストできる。既存のマクロ定義に追加する間、値
は appendになる。コマンド start-kbd-macro、kmacro-start-macro、end-kbd-macro
はこの変数をセットする。この変数を自分でセットしてはならない。

この変数は常にカレント端末にたいしてローカルであり、バッファーローカルにできない。Sec-
tion 29.2 [Multiple Terminals], page 699を参照のこと。

[Variable]last-kbd-macro
この変数はもっとも最近定義されたキーボードマクロの定義である。値は文字列、ベクター、
または nil。

この変数は常にカレント端末にたいしてローカルであり、バッファーローカルにできない。Sec-
tion 29.2 [Multiple Terminals], page 699を参照のこと。

[Variable]kbd-macro-termination-hook
これはキーボードマクロが終了したときに実行されるノーマルフックであり、何がキーボード
マクロを終了させたか (マクロの最後に到達したのか、あるいはエラーにより最後到達する前
に終了したのか)は問わない。
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22 キーマップ

入力イベントのコマンドバインディングはキーマップ (keymap)と呼ばれるデータ構造に記録されま
す。キーマップ内の各エントリーは個別のイベント型 (他のキーマップ、またはコマンド)に関連づけ
(またはバインド)されます。イベント型がキーマップにバインドされていれば、そのキーマップは次
の入力イベントを調べるために使用されます。これはコマンドが見つかるまで継続されます。このプ
ロセス全体をキールックアップ (key lookup: キーの照合)と呼びます。

22.1 キーシーケンス

キーシーケンス (key sequence)、短くはキー (key) とは 1 つの単位を形成する 1 つ以上の入力イ
ベントのシーケンスです。入力イベントには文字、ファンクションキー、マウスアクション、また
は iconify-frameのような Emacs 外部のシステムイベントが含まれます (Section 21.7 [Input
Events], page 388を参照)。キーシーケンスにたいする Emacs Lispの表現は文字列かベクターで
す。特に明記しない限り、引数としてキーシーケンスを受け取る Emacs Lisp関数は両方の表現を処
理することができます。

文字列表現ではたとえば"a"は a、"2"は 2を表すといったように、英数字はその文字自身を意味
します。コントロール文字イベントは部分文字列"\C-"、メタ文字は"\M-"によりプレフィクスされ
ます。たとえば"\C-x"はキー C-xを表します。それらに加えて TAB、RET、ESC、DELなどのイベン
トはそれぞれ"\t"、"\r"、"\e"、"\d"で表されます。複雑なキーシーケンスの文字列表現はイベン
ト成分の文字列表現を結合したものです。したがって"\C-xl"はキーシーケンス C-x lを表します。

キーシーケンスにはファンクションキー、マウスボタンイベント、システムイベント、または C-=

や H-aのような文字列で表現できない非 ASCII文字が含まれます。これらはベクターとして表現する
必要があります。

ベクター表現ではベクターの各要素は 1 つの入力イベントをイベントの Lisp 形式で表します。
Section 21.7 [Input Events], page 388を参照してください。たとえばベクター [?\C-x ?l]はキー
シーケンス C-x lを表します。

キーシーケンスを文字列やベクターによる表現で記述する例は、Section “Init Rebinding” in
The GNU Emacs Manualを参照してください。

[Function]kbd keyseq-text
この関数はテキスト keyseq-text(文字列定数) をキーシーケンス (文字列かベクターの定数)
に変換する。keyseq-textの内容は C-x C-k RET (kmacro-edit-macro)コマンドにより呼
び出されたバッファー内と同じ構文を使用するべきである。特にファンクションキーの名前は
‘<...>’で囲まなければならない。Section “Edit Keyboard Macro” in The GNU Emacs
Manualを参照のこと。

(kbd "C-x") ⇒ "\C-x"

(kbd "C-x C-f") ⇒ "\C-x\C-f"

(kbd "C-x 4 C-f") ⇒ "\C-x4\C-f"

(kbd "X") ⇒ "X"

(kbd "RET") ⇒ "\^M"

(kbd "C-c SPC") ⇒ "\C-c "

(kbd "<f1> SPC") ⇒ [f1 32]

(kbd "C-M-<down>") ⇒ [C-M-down]
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22.2 キーマップの基礎

キーマップはさまざまなキーシーケンスにたいしてキーバインディング (key binding) を指定する
Lispデータ構造です。

1つのキーマップが、個々のイベントにたいする定義を直接指定します。単一のイベントでキーシー
ケンスが構成されるとき、そのキーシーケンスのキーマップ内でのバインディングは、そのイベント
にたいするそのキーマップの定義です。それより長いキーシーケンスのバインディングは対話的プロ
セスによって見つけ出されます。まず最初にイベント (それ自身がキーマップでなければならない)の
定義を探します。そして次にそのキーマップ内で 2つ目のイベントを探すといったように、そのキー
シーケンス内のすべてのイベントが処理されるまで、これを続けます。

あるキーシーケンスのバインディングがキーマップであるような場合、わたしたちはそのキーシー
ケンスをプレフィクスキー (prefix key)と呼び、それ以外の場合には (それ以上イベントを追加でき
ないので)コンプリートキー (complete keylと呼んでいます。バインディングが nilの場合、わたし
たちはそのキーを未定義 (undefined)と呼びます。C-c、C-x、C-x 4などはプレフィクスキーの例で
す。X、RET、C-x 4 C-fなどは定義されたコンプリートキーの例です。C-x C-gや C-c 3などは未定
義なコンプリートキーの例です。詳細は Section 22.6 [Prefix Keys], page 429を参照してください。

キーシーケンスのバインディングを見つけ出すルールは、(最後のイベントの前までに見つかる)中
間的なバインディングがすべてキーマップであると仮定します。もしそうでなければ、そのイベント
シーケンスは単位を形成せず、実際の単一キーシーケンスではありません。言い換えると任意の有効
なキーシーケンスから 1つ以上のイベントを取り除くと、常にプレフィクスキーにならなければなり
ません。たとえば C-f C-nはキーシーケンスではありません。C-fはプレフィクスキーではないので、
C-fで始まるこれより長いシーケンスは、キーシーケンスではあり得ないからです。

利用可能な複数イベントキーシーケンスのセットは、プレフィクスキーにたいするバインディング
に依存します。したがってこれはキーマップが異なれば異なるかもしれず、バインディングが変更さ
れたときに変更されるかもしれません。しかし単一イベントキーシーケンスは整合性において任意の
プレフィクスキーに依存しないので、常に単一のキーシーケンスです。

常に複数のプライマリーキーマップ (primary keymap: 主キーマップ)がアクティブであり、こ
れらはキーバインディングを見つけるために使用されます。すべてのバッファーで共有されるグロー
バルキーマップ (global map)というキーマップが存在します。ローカルキーマップ (local keymap)
は通常は特定のメジャーモードに関連します。そして 0個以上のマイナーモードキーマップ (minor
mode keymap)はカレントで有効なマイナーモードに属します (すべてのマイナーモードがキーマッ
プをもつわけでなない)。ローカルキーマップは対応するグローバルバインディングを shadow(訳注:
隠すという意味)します。マイナーモードキーマップは、ローカルキーマップとグローバルキーマップ
の両方を shadowします。詳細は Section 22.7 [Active Keymaps], page 430を参照してください。

22.3 キーマップのフォーマット

キーマップはそれぞれ carがシンボル keymapであるようなリストです。このリストの残りの要素は
そのキーマップのキーバインディングを定義します。関数定義がキーマップであるようなシンボルも
キーマップです。あるオブジェクトがキーマップかどうかテストするには、関数 keymapp(以下参照)
を使用してください。

キーマップを開始するシンボル keymapの後には、いくつかの種類の要素が出現します:

(type . binding)

これは型 typeのイベントにたいする 1つのバインディングを指定する。通常のバイン
ディングはそれぞれ、常に文字かシンボルであるような特定のイベント型 (event type)
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のイベントに適用される。Section 21.7.12 [Classifying Events], page 399を参照の
こと。この種のバインディングでは、bindingはコマンドである。

(type item-name . binding)

これはメニュー内で item-nameとして表示されるシンプルなメニューアイテムでもある
ようなバインディングを指定する。Section 22.17.1.1 [Simple Menu Items], page 449
を参照のこと。

(type item-name help-string . binding)

これはヘルプ文字列 help-stringのシンプルなメニューアイテムである。

(type menu-item . details)

これは拡張されたメニューアイテムでもあるようなバインディングを指定する。これは
他の機能も使用できる。Section 22.17.1.2 [Extended Menu Items], page 449を参
照のこと。

(t . binding)

これはデフォルトキーバインディング (default key binding)を指定する。キーマップ
の他の要素でバインドされないイベントは、バインディングとして bindingが与えられ
る。デフォルトバインディングにより、利用可能なすべてのイベント型を列挙すること
なくバインドできる。デフォルトバインディングをもつキーマップは、明示的に nilに
バインドされるイベント (以下参照)を除いて、より低い優先度にあるすべてのキーマッ
プをマスクする。

char-table

キーマップのある要素が文字テーブル (char-table)なら、それは修飾ビットなしのすべ
ての文字イベントにたいするバインディングを保持するとみなされる ([modifier bits],
page 13を参照)。インデックス cの要素は文字 cにたいしてバインドされる。これは多
量のバインディングを記録するためのコンパクトな方法である。そのような文字テーブ
ルのキーマップは、fullキーマップ (full keymap: 完全なキーマップ)と呼ばれる。そ
れにたいして他のキーマップは sparseキーマップ (sparse keymaps: 疎なキーマップ)
と呼ばれる。

vector この種の要素は文字テーブルと類似する。インデックス cの要素は文字 cにバインドされ
る。この方法でバインド可能な文字の範囲はそのベクターのサイズに制限され、かつベク
ターの作成により 0からすべての文字コードまでスペースが割り当てられるので、バイン
ディング自身が問題とならないメニューキーマップ (Section 22.17 [Menu Keymaps],
page 448を参照)の作成以外では、このフォーマットを使用しないこと。

string キーにたいするバインディングを指定する要素は別として、キーマップは要素として文字
列ももつことができる。これは overallプロンプト文字列 (overall prompt string: 全
般的なプロンプト文字列)と呼ばれ、メニューとしてキーマップを使用することを可能
にする。Section 22.17.1 [Defining Menus], page 448を参照のこと。

(keymap ...)

キーマップのある要素それ自身がキーマップなら、外側のキーマップ内でこれが内側のキー
マップとして inline指定されているかのようにみなされる。これは make-composed-

keymap内で行なわれるような多重継承にたいして使用される。

バインディングが nilなら、それは定義の構成要素ではありませんが、デフォルトバインディング
や親キーマップ内のバインディングに優先されます。一方 nilのバインディングは、より低い優先度
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のキーマップをオーバーライドしません。したがってローカルマップで nilのバインディングが与え
られると、Emacsはグローバルマップのバインディングを使用します。

キーマップはメタ文字にたいするバインディングを直接記録しません。かわりにメタ文字は１文字目
が ESC(または何であれ meta-prefix-charのカレント値)であるような、2文字のキーシーケンスを
ルックアップするものとみなされます。したがってキー M-aは内部的には ESC aで表され、そのグロー
バルバインディングは esc-map内の aにたいするスロットで見つけることができます (Section 22.6
[Prefix Keys], page 429を参照)。

この変換は文字にたいしてのみ適用され、ファンクションキーや他の入力イベントには適用されな
いので M-endは ESC endと何も関係ありません。

以下に例として Lispモードにたいするローカルキーマップ (sparseキーマップ)を挙げます。以
下では DEL、C-c C-z、C-M-q、C-M-xにたいするバインディングを定義しています (実際の値はメ
ニューバインディングも含まれるが簡潔にするためここでは省略)。

lisp-mode-map

⇒
(keymap

(3 keymap

;; C-c C-z

(26 . run-lisp))

(27 keymap

;; C-M-xは ESC C-xとして扱われる
(24 . lisp-send-defun))

;; この部分は lisp-mode-shared-mapから継承
keymap

;; DEL

(127 . backward-delete-char-untabify)

(27 keymap

;; C-M-qは ESC C-qとして扱われる
(17 . indent-sexp)))

[Function]keymapp object
この関数は objectがキーマップなら t、それ以外は nilをリターンする。より正確にはこの関
数はリストにたいしてその carが keymapか、あるいはシンボルにたいしてその関数定義が
keymappかどうかをテストする。

(keymapp '(keymap))

⇒ t

(fset 'foo '(keymap))

(keymapp 'foo)

⇒ t

(keymapp (current-global-map))

⇒ t

22.4 キーマップの作成

以下はキーマップを作成する関数です。
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[Function]make-sparse-keymap &optional prompt
この関数はエントリーをもたない新たな sparse キーマップを作成してそれをリターンする
(sparseキーマップはあなたが通常望む類のキーマップのこと)。make-keymapと異なり新た
なキーマップは文字テーブルを含まず、何のイベントもバインドしない。

(make-sparse-keymap)

⇒ (keymap)

promptを指定すると、それはキーマップにたいする overallプロンプト文字列になる。これは
メニューキーマップ (Section 22.17.1 [Defining Menus], page 448を参照)にたいしてのみ
指定すべきである。overallプロンプト文字列をともなうキーマップがアクティブなら、次の入
力イベントのルックアップにたいしてマウスメニューとキーボードメニューを常に提示する。こ
れはコマンドループにたいして毎回キーボードメニューを提示するので、overallプロンプト文
字列をメインマップ、メジャーモードマップ、マイナーモードマップに指定しないこと。

[Function]make-keymap &optional prompt
この関数は新たな fullキーマップを作成してそれをリターンする。このキーマップは修飾されな
いすべての文字にたいするスロットをもつ文字テーブル (Section 6.6 [Char-Tables], page 111
を参照)を含む。この新たなキーマップは初期状態ではすべての文字、およびその他の種類の
イベントが nilにバインドされている。引数 promptは make-sparse-keymapのようにプロ
ンプト文字列を指定する。

(make-keymap)

⇒ (keymap #^[nil nil keymap nil nil nil ...])

fullキーマップは多くのスロットを保持するときは sparseキーマップより効果的であり、少し
しかスロットを保持しないときは sparseキーマップのほうが適している。

[Function]copy-keymap keymap
この関数は keymapのコピーをリターンする。これはほとんど必要ないだろう。ほとんど差の
ないキーマップが必要なら、コピーより以下のように継承を使用するべきである:

(let ((map (make-sparse-keymap)))

(set-keymap-parent map <theirmap>)

(define-key map ...)

...)

copy-keymapを処理する際には、keymap内でバインディングとして直接出現するすべての
キーマップも、すべてのレベルまで再帰的にコピーされる。しかしある文字の定義が関数定義
にキーマップをもつ関数のときには再帰的なコピーは行われず、新たにコピーされたキーマッ
プには同じシンボルがコピーされる。

(setq map (copy-keymap (current-local-map)))

⇒ (keymap

;; (これはメタ文字を実装する)
(27 keymap

(83 . center-paragraph)

(115 . center-line))

(9 . tab-to-tab-stop))

(eq map (current-local-map))

⇒ nil

(equal map (current-local-map))

⇒ t
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22.5 継承とキーマップ

キーマップは他のキーマップを継承することができ、この継承元のキーマップを親キーマップ (parent
keymap)と呼びます。そのようなキーマップは以下のようなキーマップです:

(keymap elements... . parent-keymap)

これにはそのキーマップのキールックアップ時に parent-keymapのすべてのバインディングを継承す
るものの、それらにバインディングを追加したり elementsでオーバーライドできるという効果があり
ます。

define-keyや他のキーバインディング関数を使用して parent-keymap内のバインディングを変
更すると、変更されたバインディングは elementsで作られたバインディングに shadowされない限
り継承されたキーマップ内で可視になります。逆は真ではありません。define-keyを使用して継承
されたキーマップ内のバインディングを変更すると、これらの変更は elements内に記録されますが
parent-keymapに影響はありません。

親キーマップからキーマップを構築するには set-keymap-parentを使用するのが正しい方法で
す。親キーマップから直接キーマップを構築するコードがあるなら、かわりに set-keymap-parent

を使用するようにプログラムを変更してください。

[Function]keymap-parent keymap
これは keymapの親キーマップをリターンする。keymapに親キーマップがなければ
keymap-parentは nilをリターンする。

[Function]set-keymap-parent keymap parent
これは keymapの親キーマップを parentにセットして parentをリターンする。parentが nil

ならこの関数は keymapに親キーマップを与えない。

keymapがサブマップ (プレフィクスキーにたいするバインディング)をもつ場合は、それらも
新たな親キーマップを受け取ってそれらのプレフィクスキーにたいして parentが何を指定する
かが反映される。

以下は text-mode-mapから継承してキーマップを作成する方法を示す例です:

(let ((map (make-sparse-keymap)))

(set-keymap-parent map text-mode-map)

map)

非 sparseキーマップも親キーマップをもつことができますが便利とは言えません。非 sparseキー
マップは修飾ビットをもたないすべての数値文字コードにたいするバインディングとして、たとえそ
れが nilであっても常に何かを指定するので、これらの文字のバインディングが親キーマップから継
承されることは決してないのです。

複数のマップからキーマップを継承したいときがあるかもしれません。これにたいして関数
make-composed-keymapが使用できます。

[Function]make-composed-keymap maps &optional parent
この関数は既存のキーマップから構成される新たなキーマップをリターンする。またオプション
で親キーマップ parentから継承を行う。mapsには単一のキーマップ、または複数のキーマップ
のリストを指定できる。リターンされた新たなマップ内でキーをルックアップするとき、Emacs
はmaps内のキーマップを順に検索してから parent内を検索する。この検索は最初のマッチで
停止する。mapsのいずれか 1つのキーマップ内の nilバインディングは、parent内のすべて
のバインディングをオーバーライドするが、mapsにないキーマップの非 nilなバインディング
はオーバーライドしない。
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For example, here is how Emacs sets the parent of たとえば以下は button-buffer-mapと
special-mode-mapの両方を継承するhelp-mode-mapのようなキーマップの親キーマップをEmacs
がセットする方法です:

(defvar help-mode-map

(let ((map (make-sparse-keymap)))

(set-keymap-parent map

(make-composed-keymap button-buffer-map special-mode-map))

... map) ... )

22.6 プレフィクスキー

プレフィクスキー (prefix key)とは、バインディングがキーマップであるようなキーシーケンスです。
このキーマップはプレフィクスキーを拡張するキーシーケンスが何を行うかを定義します。たとえば
C-xはプレフィクスキーであり、これはキーマップを使用してそのキーマップは変数 ctl-x-mapにも
格納されています。このキーマップは C-xで始まるキーシーケンスにたいするバインディングを定義
します。

標準的なEmacsのプレフィクスキーのいくつかは、Lisp変数でも見い出すことができるキーマッ
プを使用しています:

• esc-mapはプレフィクスキー ESCにたいするグローバルキーマップである。したがってすべての
メタ文字にたいする定義は、このキーマップで見い出すことができる。このマップは ESC-prefix

の関数定義でもある。

• help-mapはプレフィクスキー C-hにたいするグローバルキーマップである。

• mode-specific-mapはプレフィクスキー C-cにたいするグローバルキーマップである。この
マップは実際にはモード特有 (mode-specific)ではなくグローバルであるが、このプレフィクス
キーは主にモード特有なバインディングに使用されるので、C-h b (display-bindings)の出
力内の C-cに関する情報で、この名前は有意義な情報を提供する。

• ctl-x-mapはプレフィクスキー C-xにたいして使用されるグローバルキーマップである。この
マップはシンボル Control-X-prefixの関数セルを通して見つけることができる。

• mule-keymapはプレフィクスキー C-x RET にたいして使用されるグローバルキーマップである。

• ctl-x-4-mapはプレフィクスキー C-x 4にたいして使用されるグローバルキーマップである。

• ctl-x-5-mapはプレフィクスキー C-x 5にたいして使用されるグローバルキーマップである。

• 2C-mode-mapはプレフィクスキー C-x 6にたいして使用されるグローバルキーマップである。

• tab-prefix-mapはプレフィクスキー C-x tにたいして使用されるグローバルキーマップである。

• vc-prefix-mapはプレフィクスキー C-x vにたいして使用されるグローバルキーマップである。

• goto-mapはプレフィクスキー M-gにたいして使用されるグローバルキーマップである。

• search-mapはプレフィクスキー M-sにたいして使用されるグローバルキーマップである。

• facemenu-keymapはプレフィクスキー M-oにたいして使用されるグローバルキーマップである。

• Emacsの他のプレフィクスキーには C-x @、C-x a i、C-x ESC、ESC ESCがある。これらは特
別な名前をもたないキーマップを使用する。

プレフィクスキーのキーマップバインディングは、プレフィクスキーに続くイベントをルックアッ
プするために使用されます (これは関数定義がキーマップであるようなシンボルかもしれない。効果
は同じだがシンボルはプレフィクスキーにたいする名前の役割を果たす)。したがって C-xのバイン
ディングはシンボル Control-X-prefixであり、このシンボルの関数セルが C-xコマンドにたいす
るキーマップを保持します (ctl-x-mapの値も同じキーマップ)。
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プレフィクスキー定義は任意のアクティブなキーマップ内に置くことができます。プレフィクス
キーとしての C-c、C-x、C-h、ESCの定義はグローバルマップ内にもあるので、これらのプレフィク
スキーは常に使用できます。メジャーモードとマイナーモードは、ローカルマップやマイナーモード
のマップ内にプレフィクスキー定義を置くことによってキーをプレフィクスキーとして再定義できま
す。Section 22.7 [Active Keymaps], page 430を参照してください。

あるキーが複数のアクティブなマップ内でプレフィクスキーとして定義されていると、それぞれの
定義がマージされて効果をもちます。まずマイナーモードキーマップ内で定義されたコマンド、次に
ローカルマップのプレフィクス定義されたコマンド、そしてグローバルマップのコマンドが続きます。

以下の例ではローカルキーマップ内で C-pを C-xと等価なプレフィクスキーにしています。すると
C-p C-fにたいするバインディングは C-x C-fと同様に関数 find-fileになります。キーシーケン
ス C-p 6はすべてのアクティブなキーマップで見つけることができません。

(use-local-map (make-sparse-keymap))

⇒ nil

(local-set-key "\C-p" ctl-x-map)

⇒ nil

(key-binding "\C-p\C-f")

⇒ find-file

(key-binding "\C-p6")

⇒ nil

[Function]define-prefix-command symbol &optional mapvar prompt
この関数はプレフィクスキーのバインディングとして使用するために symbolを用意する。これ
は sparseキーマップを作成してそれを symbolの関数定義として格納する。その後は symbol
にキーシーケンスをバインディングすると、そのキーシーケンスはプレフィクスキーになるだ
ろう。リターン値は symbol。

この関数は値がそのキーマップであるような変数としても symbolをセットする。しかしmapvar
が非 nilなら、かわりにmapvarを変数としてセットする。

promptが非 nilなら、これはそのキーマップにたいする overallプロンプト文字列になる。プ
ロンプト文字列はメニューキーマップにたいして与えらること (Section 22.17.1 [Defining
Menus], page 448を参照)。

22.7 アクティブなキーマップ

Emacsには多くのキーマップを含まれていますが、常にいくつかのキーマップだけがアクティブで
す。Emacs がユーザー入力を受け取ったとき、それは入力イベントに変換されて (Section 22.14
[Translation Keymaps], page 443を参照)、アクティブなキーマップ内でキーバインディングがルッ
クアップされます。

アクティブなキーマップは通常は、(1) keymapプロパティにより指定されるキーマップ、(2) 有効
なマイナーモードのキーマップ、(3) カレントバッファーのローカルキーマップ、(4) グローバルキー
マップの順です。Emacsは入力キーシーケンスそれぞれにたいして、これらすべてのキーマップ内を
検索します。

これらの通常のキーマップのうち最優先されるのは、もしあればポイント位置の keymapテキスト
により指定されるキーマップか overallプロパティです (マウス入力イベントにたいしては Emacsは
ポイント位置のかわりにイベント位置を使用する。詳細は次のセクションを参照されたい)。
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次に優先されるのは有効なマイナーモードにより指定されるキーマップです。もしあればこれ
らのキーマップは変数 emulation-mode-map-alists、minor-mode-overriding-map-alist、
minor-mode-map-alistにより指定されます。Section 22.9 [Controlling Active Maps], page 433
を参照してください。

次に優先されるのはバッファーのローカルキーマップ (local keymap)で、これにはそのバッファー特
有なキーバインディングが含まれます。ミニバッファーもローカルキーマップをもちます (Section 20.1
[Intro to Minibuffers], page 343を参照)。ポイント位置に local-mapテキスト、または overlay
プロパティがあるなら、それはバッファーのデフォルトローカルキーマップのかわりに使用するロー
カルキーマップを指定します。

ローカルキーマップは通常はそのバッファーのメジャーモードによってセットされます。同じメ
ジャーモードをもつすべてのバッファーは、同じローカルキーマップを共有します。したがってある
バッファーでローカルキーマップを変更するために local-set-key (Section 22.15 [Key Binding
Commands], page 445を参照)を呼び出すと、それは同じメジャーモードをもつ他のバッファーの
ローカルキーマップにも影響を与えます。

最後はC-fのようなカレントバッファーとは関係なく定義されるキーバインディングを含んだグロー
バルキーマップ (global keymap)です。このキーマップは常にアクティブであり変数 global-map

にバインドされています。

これら通常のキーマップとは別に、Emacsはプログラムが他のキーマップをアクティブにするため
の特別な手段を提供します。1つ目はグローバルキーマップ以外の通常アクティブなキーマップを置き
換えるキーマップを指定する変数 overriding-local-mapです。2つ目は他のすべてのキーマップ
より優先されるキーマップを指定する端末ローカル変数 overriding-terminal-local-mapです。
この端末ローカル変数は通常はmodal(訳注: 他のキーマップを選択できない状態)かつ一時的なキー
バインディングに使用されます (ここの変数にたいして関数 set-transient-mapは便利なインター
フェイスを提供する)。詳細は Section 22.9 [Controlling Active Maps], page 433を参照してくだ
さい。

これらを使用するのがキーマップをアクティブにする唯一の方法ではありません。キーマップ
は read-key-sequenceによるイベントの変換のような他の用途にも使用されます。Section 22.14
[Translation Keymaps], page 443を参照してください。

いくつかの標準的なキーマップのリストはAppendix G [Standard Keymaps], page 1222を参
照してください。

[Function]current-active-maps &optional olp position
これはカレント状況下でコマンドループによりキーシーケンスをルックアップするために使用さ
れる、アクティブなキーマップのリストをリターンする。これは通常は overriding-local-

mapと overriding-terminal-local-mapを無視するが、olpが非 nilなら、それらのキー
マップにも注意を払う。オプションで positionに event-startによってリターンされるイベ
ント位置、またはバッファー位置を指定でき、key-bindingで説明されているようにキーマッ
プを変更するかもしれない。

[Function]key-binding key &optional accept-defaults no-remap position
この関数はカレントのアクティブキーマップで keyにたいするバインディングをリターンする。
そのキーマップ内で keyが未定義なら結果は nil。

引数 accept-defaultsは lookup-key (Section 22.11 [Functions for Key Lookup],
page 437を参照)のようにデフォルトバインディングをチェックするかどうかを制御する。

コマンドがリマップ (remap: 再マップ。Section 22.13 [Remapping Commands], page 442
を参照)されたとき、key-bindingが実際に実行されるであろうリマップされたコマンドをリ
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ターンするように、通常のようにコマンドのリマップを行う。しかし no-remapが非 nilなら、
key-bindingはリマップを無視して keyにたいして直接指定されたバインディングをリターン
する。

keyがマウスイベント (もしかしたらプレフィクスイベントが先行するかもしれない)で始まる
なら、照合されるマップはそのイベントの位置を元に決定される。それ以外では、それらのマッ
プはポイント値にもとづき決定される。しかし positionを指定することによってこれらをオー
バーライドできる。positionが非 nilなら、それはバッファー位置か event-startの値のよ
うなイベント位置のいずれかである。その場合には照合されるマップは positionにもとづいて
決定される。

keyが文字列とベクターのいずれでもなければ Emacsはエラーをシグナルする。

(key-binding "\C-x\C-f")

⇒ find-file

22.8 アクティブなキーマップの検索

以下は Emacsがアクティブなキーマップを検索する方法を示す Lisp処理の概要です:

(or (if overriding-terminal-local-map

(find-in overriding-terminal-local-map))

(if overriding-local-map

(find-in overriding-local-map)

(or (find-in (get-char-property (point) 'keymap))

(find-in-any emulation-mode-map-alists)

(find-in-any minor-mode-overriding-map-alist)

(find-in-any minor-mode-map-alist)

(if (get-text-property (point) 'local-map)

(find-in (get-char-property (point) 'local-map))

(find-in (current-local-map)))))

(find-in (current-global-map)))

ここで find-inと find-in-anyはそれぞれ、1つのキーマップとキーマップの alistを検索する仮の関
数です。関数 set-transient-mapが overriding-terminal-local-map (Section 22.9 [Con-
trolling Active Maps], page 433 を参照) をセットすることによって機能する点に注意してくだ
さい。

上記の処理概要ではキーシーケンスがマウスイベント (Section 21.7.3 [Mouse Events], page 391
を参照)で始まる場合には、ポイント位置のかわりにそのイベント位置、カレントバッファーのかわりにそ
のイベントのバッファーが使用されます。これは特にプロパティkeymapとlocal-mapをルックアップす
る方法に影響を与えます。display、before-string、after-stringプロパティ(Section 32.19.4
[Special Properties], page 821を参照)が埋め込まれていて keymapか local-mapプロパティが非
nilの文字列上でマウスイベントが発生すると、それは基調となるバッファーテキストの対応するプ
ロパティをオーバーライドします (バッファーテキストにより指定されたプロパティは無視される)。

アクティブなキーマップの 1つでキーバインディングが見つかって、そのバインディングがコマ
ンドなら検索は終了してそのコマンドが実行されます。しかしそのバインディングが値をもつ変数か
文字列なら、Emacsは入力キーシーケンスをその変数の値か文字列で置き換えて、アクティブなキー
マップの検索を再開します。Section 22.10 [Key Lookup], page 435を参照してください。

最終的に見つかったコマンドもリマップされるかもしれません。Section 22.13 [Remapping Com-
mands], page 442を参照してください。
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22.9 アクティブなキーマップの制御

[Variable]global-map
この変数はEmacsキーボード入力をコマンドにマップするデフォルトのグローバルキーマップ
を含む。通常はこのキーマップがグローバルキーマップである。デフォルトグローバルキーマッ
プは self-insert-commandをすべてのプリント文字にバインドする fullキーマップである。

これはグローバルキーマップ内のバインディングを変更する通常の手段だが、この変数に開始
時のキーマップ以外の値を割り当てるべきではない。

[Function]current-global-map
この関数はカレントのグローバルキーマップをリターンする。デフォルトグローバルキーマッ
プとカレントグローバルキーマップのいずれも変更していなければ global-mapと同じ値。リ
ターン値はコピーではなく参照である。これに define-keyなどの関数を使用すると、グロー
バルバインディングが変更されるだろう。

(current-global-map)

⇒ (keymap [set-mark-command beginning-of-line ...

delete-backward-char])

[Function]current-local-map
この関数はカレントバッファーのローカルキーマップをリターンする。ローカルキーマップがな
ければ nilをリターンする。以下の例では、(Lisp Interactionモードを使用する)*scratch*
バッファーにたいするキーマップは、ESC(ASCIIコード 27)にたいするエントリーが別の sparse
キーマップであるような sparseキーマップである。

(current-local-map)

⇒ (keymap

(10 . eval-print-last-sexp)

(9 . lisp-indent-line)

(127 . backward-delete-char-untabify)

(27 keymap

(24 . eval-defun)

(17 . indent-sexp)))

current-local-mapはローカルキーマップのコピーではなく参照をリターンします。これに
define-keyなどの関数を使用するとローカルバインディングが変更されるでしょう。

[Function]current-minor-mode-maps
この関数はカレントで有効なメジャーモードのキーマップリストをリターンする。

[Function]use-global-map keymap
この関数は keymapを新たなカレントグローバルキーマップにする。これは nilをリターン
する。

グローバルキーマップの変更は異例である。

[Function]use-local-map keymap
この関数は keymapをカレントバッファーの新たなローカルキーマップにする。keymapが nil

なら、そのバッファーはローカルキーマップをもたない。use-local-mapは nilをリターン
する。ほとんどのメジャーモードコマンドはこの関数を使用する。
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[Variable]minor-mode-map-alist
この変数はアクティブかどうかに関わらず、特定の変数の値にたいするキーマップを示す alist
である。要素は以下のようになる:

(variable . keymap)

キーマップkeymapはvariableが非nil値をもつときはアクティブである。variableは通常はメ
ジャーモードを有効か無効にする変数である。Section 23.3.2 [Keymaps and Minor Modes],
page 483を参照のこと。

minor-mode-map-alistの要素が minor-mode-alistの要素と異なる構造をもつことに注
意。マップは要素の cdrでなければならず、そうでなければ 2つ目の要素にマップリストは用
いられないだろう。cdrはキーマップ (リスト)、または関数定義がキーマップであるようなシ
ンボルである。

1つ以上のマイナーモードキーマップがアクティブなとき、minor-mode-map-alist内で前
のキーマップが優先される。しかし互いが干渉しないようにマイナーモードをデザインするこ
と。これを正しく行えば順序は問題にならない。

マイナーモードについての詳細な情報は、Section 23.3.2 [Keymaps and Minor Modes],
page 483を参照のこと。minor-mode-key-binding (Section 22.11 [Functions for Key
Lookup], page 437を参照)も確認されたい。

[Variable]minor-mode-overriding-map-alist
この変数はメジャーモードによる特定のマイナーモードにたいするキーバインディングのオーバー
ライドを可能にする。このalistの要素はminor-mode-map-alistの要素のような(variable

. keymap)という形式である。

ある変数が minor-mode-overriding-map-alistの要素として出現するなら、その要素に
よって指定されるマップは minor-mode-map-alist内の同じ変数にたいして指定されるすべ
てのマップを完全に置き換える。

すべてのバッファーにおいて minor-mode-overriding-map-alistは自動的にバッファー
ローカルである。

[Variable]overriding-local-map
この変数が非 nilならバッファーのローカルキーマップ、テキストプロパティまたは overlay
によるキーマップ、マイナーモードキーマップのかわりに使用されるするキーマップを保持す
る。このキーマップが指定されると、カレントグローバルキーマップ以外のアクティブだった
他のすべてのマップがオーバーライドされる。

[Variable]overriding-terminal-local-map
この変数が非 nilなら overriding-local-map、バッファーのローカルキーマップ、テキス
トプロパティまたは overlayによるキーマップ、およびすべてのマイナーモードキーマップの
かわりに使用されるキーマップを保持する。

この変数はカレント端末にたいして常にローカルでありバッファーローカルにできない。Sec-
tion 29.2 [Multiple Terminals], page 699を参照のこと。これはインクリメンタル検索モー
ドの実装に使用される。

[Variable]overriding-local-map-menu-flag
この変数が非nilなら、overriding-local-mapとoverriding-terminal-local-mapの
値がメニューバーの表示に影響し得る。デフォルト値は nilなので、これらのマップ変数なメ
ニューバーに影響をもたない。
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これら 2つのマップ変数は、たとえこれらの変数がメニューバー表示に影響し得るを与えない
場合でも、メニューバーを使用してエンターされたキーシーケンスの実行には影響を与えるこ
とに注意。したがってもしメニューバーキーシーケンスが到着したら、そのキーシーケンスを
ルックアップして実行する前に変数をクリアーすること。この変数を使用するモードは通常は
何らかの手段でこれを行っている。これらのモードは通常は “読み戻し (unread)”と exitに
よって処理されないイベントに応答する。

[Variable]special-event-map
この変数はスペシャルイベントにたいするキーマップを保持する。あるイベント型がこのキー
マップ内でバインディングをもつなら、それはスペシャルイベントであり、そのイベントにたい
するバインディングは read-eventによって直接実行される。Section 21.9 [Special Events],
page 414を参照のこと。

[Variable]emulation-mode-map-alists
この変数はエミュレーションモードにたいして使用するキーマップの alistのリストを保持する。
この変数は複数マイナーモードキーマップを使用するモードとパッケージを意図している。リス
トの各要素はminor-mode-map-alistと同じフォーマットと意味をもつキーマップの alistか、
そのような alist形式の変数バインディングをもつシンボルである。それぞれの alist内のアク
ティブなキーマップは minor-mode-map-alistと minor-mode-overriding-map-alist

の前に使用される。

[Function]set-transient-map keymap &optional keep-pred on-exit
この関数は一時的 (transient)なキーマップとして keymapを追加する。一時的なキーマップ
は 1つ以上の後続するキーにたいして、他のキーマップより優先される。

keymapは通常は直後のキーをルックアップするために 1回だけ使用される。しかし、オプショ
ン引数 keep-predが tなら、そのマップはユーザーが keymap内で定義されたキーをタイプす
るまでアクティブのままとなる。keymap内にないキーをユーザーがタイプしたとき一時的キー
マップは非アクティブとなり、そのキーにたいして通常のキールックアップが継続される。

keep-predには関数も指定できる。この場合には keymapがアクティブの間は、各コマンドの
実行に優先してその関数が引数なしで呼び出される。keymapがアクティブの間、関数は非 nil

をリターンすること。

オプション引数 on-exitが非 nilなら、それは keymapが非アクティブになった後に引数なし
で呼び出される関数を指定する。

この関数は他のすべてのアクティブなキーマップに優先される変数 overriding-terminal-

local-mapにたいして、keymapを追加または削除することによって機能する (Section 22.8
[Searching Keymaps], page 432を参照)。

22.10 キーの照合

キールックアップ (key lookup: キー照合)とは与えられたキーマップからキーシーケンスのバイン
ディングを見つけ出すことです。そのバインディングの使用や実行はキールックアップの一部ではあ
りません。

キールックアップはキーシーケンス内の各イベントのイベント型だけを使用して、そのイベント
の残りは無視します。実際のところキールックアップに使用されるキーシーケンスは、マウスイベン
トをイベント全体 (リスト)のかわりにイベント型のみ (シンボル)を用いるでしょう。Section 21.7
[Input Events], page 388を参照してください。そのようなキーシーケンスは command-execute

による実行には不十分ですが、キーのルックアップやリバインドには十分です。
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キーシーケンスが複数イベントから構成されるとき、キールックアップはイベントを順に処理しま
す。最初のイベントのバインディングが見つかったとき、それはキーマップでなければなりません。そ
のキーマップ内で 2つ目のイベントを見つけ出して、そのキーシーケンス内のすべてのイベントが消
費されるまで、このプロセスを続けます (故に最後のイベントにたいして見つかったイベントはキー
マップかどうかはわからない)。したがってキールックアッププロセスはキーマップ内で単一イベント
を見つけ出す、よりシンプルなプロセスで定義されます。これが行なわれる方法はキーマップ内でそ
のイベントに関連するオブジェクトの型に依存します。

キーマップ内のイベント型ルックアップによる値の発見を説明するために、キーマップエントリー
(keymap entry)という用語を導入しましょう (これにはメニューアイテムにたいするキーマップ内の
アイテム文字列や他の余計な要素は含まれない。なぜなら lookup-keyや他のキーマップルックアッ
プ関数がリターン値にそれらを含まないから)。任意の Lispオブジェクトがキーマップエントリーと
してキーマップに格納されるかもしれませんが、すべてがキールックアップに意味をもつわけではあ
りません。以下のテーブルはキーマップエントリーで重要な型です:

nil nilはそれまでにルックアップに使用されたイベントが未定義キーを形成することを意味
する。最終的にキーマップがイベント型を調べるのに失敗してデフォルトバインディン
グも存在しないときは、そのイベント型のバインディングが nilであるのと同じである。

command それまでにルックアップに使用されたイベントがコンプリートキーを形成して、command
がそのバインディングである。Section 13.1 [What Is a Function], page 210を参照
のこと。

array array(文字列かベクター)はキーボードマクロである。それまでにルックアップに使用さ
れたイベントはコンプリートキーを形成して、arrayがそのバインディングである。詳
細は Section 21.16 [Keyboard Macros], page 421を参照のこと。

keymap それまでにルックアップに使用されたイベントはプレフィクスキーを形成する。そのキー
シーケンスの次のイベントは keymap内でルックアップされる。

list listの意味はそのリストが何を含んでいるかに依存する:

• listの carがシンボル keymapなら、そのリストはキーマップでありキーマップと
して扱われる (上記参照)。

• listの carが lambdaなら、そのリストはラムダ式である。これは関数とみなされ
てそのように扱われる (上記参照)。キーバインディングとして正しく実行されるた
めに、この関数はコマンドでなければならず interactive指定をもたなければな
らない。Section 21.2 [Defining Commands], page 377を参照のこと。

symbol symbolの関数定義が symbolのかわりに使用される。もし関数定義もシンボルなら、任
意の回数このプロセスが繰り返される。これは最終的にキーマップであるようなオブジェ
クト、コマンド、またはキーボードマクロに行き着くはずである。

キーマップとキーボードマクロ (文字列かベクター)は有効な関数ではないので関数定義
にキーマップ、文字列、ベクターをもつシンボルは関数としては無効であることに注意。
しかしキーバインディングとしては有効である。その定義がキーボードマクロなら、そ
のシンボルは command-execute(Section 21.3 [Interactive Call], page 383を参照)
の引数としても有効である。

シンボル undefinedは特記するに値する。これはそのキーを未定義として扱うことを
意味する。厳密に言うとそのキーは定義されているが、そのバインディングがコマンド
undefinedなのである。しかしこのコマンドは未定義キーにたいして自動的に行われる
のと同じことを行う。これは (dingを呼び出して)bellを鳴らすがエラーはシグナルし
ない。
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undefinedはグローバルキーバインディングをオーバーライドして、そのキーをローカ
ルに未定義とするために使用される。nilにローカルにバインドしてもグローバルバイ
ンディングをオーバーライドしないであろうから、これを行うのに失敗するだろう。

anything else
オブジェクトの他の型が見つかったら、それまでにルックアップで使用されたイベント
はコンプリートキーを形成してそのオブジェクトがバインディングになるが、そのバイ
ンディングはコマンドとして実行不可能である。

要約するとキーマップエントリーはキーマップ、コマンド、キーボードマクロ、あるいはそれらに
導出されるシンボル、あるいは nilのいずれかです。

22.11 キー照合のための関数

以下はキールックアップに関連する関数および変数です。

[Function]lookup-key keymap key &optional accept-defaults
この関数は keymap内の keyの定義をリターンする。このチャプターで説明されているキーを
ルックアップする他のすべての関数が lookup-keyを使用する。以下は例:

(lookup-key (current-global-map) "\C-x\C-f")

⇒ find-file

(lookup-key (current-global-map) (kbd "C-x C-f"))

⇒ find-file

(lookup-key (current-global-map) "\C-x\C-f12345")

⇒ 2

文字列かベクターの keyが keymap内で指定されるプレフィクスキーとして有効なキーシーケ
ンスでなければ、それは最後に余計なイベントをもった、単一のキーシーケンスに適合しない
長過ぎるキーのはずである。その場合のリターン値は数となり、この数はコンプリートキーを
構成する keyの前にあるイベントの数である。

accept-defaultsが非 nilなら、lookup-keyは key内の特定のイベントにたいするバインディ
ングと同様にデフォルトバインディングも考慮する。それ以外では lookup-keyは特定の key
のシーケンスにたいするバインディングだけを報告して、明示的に指定したとき以外はデフォ
ルトバインディングを無視する (これを行うには keyの要素として tを与える。Section 22.3
[Format of Keymaps], page 424を参照されたい)。

keyがメタ文字 (ファンクションキーではない)を含むなら、その文字は暗黙に meta-prefix-

charの値と対応する非メタ文字からなる 2文字シーケンスに置き換えられる。したがって以下
の 1つ目の例は 2つ目の例に変換されて処理される。

(lookup-key (current-global-map) "\M-f")

⇒ forward-word

(lookup-key (current-global-map) "\ef")

⇒ forward-word

keymap引数はキーマップのリストでもよい。

read-key-sequenceとは異なり、この関数は指定されたイベントの情報を破棄する変更 (Sec-
tion 21.8.1 [Key Sequence Input], page 405を参照)を行わない。特にこの関数はアルファ
ベット文字を小文字に変更せず、ドラッグイベントをクリックイベントに変更しない。
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[Command]undefined
キーを未定義にするためにキーマップ内で使用される。これは dingを呼び出すがエラーを発生
ささない。

[Function]local-key-binding key &optional accept-defaults
この関数はカレントのローカルキーマップ内の keyにたいするバインディングをリターンする。
カレントのローカルキーマップ内で未定義なら nilをリターンする。

引数 accept-defaultsは lookup-key(上記)と同じようにデフォルトバインディングのチェッ
クを制御する。

[Function]global-key-binding key &optional accept-defaults
この関数はカレントのグローバルキーマップ内でコマンド keyにたいするバインディングをリ
ターンする。カレントのグローバルキーマップ内で未定義なら nilをリターンする。

引数 accept-defaultsは lookup-key(上記)と同じようにデフォルトバインディングのチェッ
クを制御する。

[Function]minor-mode-key-binding key &optional accept-defaults
この関数はアクティブなマイナーモードの keyのバインディングをリストでリターンする。よ
り正確にはこの関数は (modename . binding)のようなペアの alistをリターンする。ここで
modenameなそのマイナーモードを有効にする変数、bindingはそのモードでの keyのバイン
ディングである。keyがマイナーモードバインディングをもたなければ値は nil。

最初に見つかったバインディングがプレフィクス定義 (キーマップ、またはキーマップとして定
義されたシンボル)でなければ、他のマイナーモードに由来するすべての後続するバインディ
ングは完全に shadowされて省略される。同様にこのリストはプレフィクスバインディングに
後続する非プレフィクスバインディングは省略される。

引数 accept-defaultsは lookup-key(上記)と同じようにデフォルトバインディングのチェッ
クを制御する。

[User Option]meta-prefix-char
この変数はメタ/プレフィクス文字コードである。これはメタ文字をキーマップ内でルックアッ
プできるように 2文字シーケンスに変換する。有用な結果を得るために値はプレフィクスイベ
ント (Section 22.6 [Prefix Keys], page 429を参照)であること。デフォルト値は 27で、こ
れは ESCにたいする ASCIIコード。

meta-prefix-charの値が 27であるような限り、キールックアップは通常は backward-word

コマンドとして定義される M-bを ESC bに変換する。しかし meta-prefix-charを 24(C-xの
コード)にセットすると、Emacsは M-bを C-x bに変換するだろうが、これの標準のバインディ
ングは switch-to-bufferコマンドである。以下に何が起こるかを示す (実際にこれを行って
はならない!):

meta-prefix-char ; デフォルト値
⇒ 27

(key-binding "\M-b")
⇒ backward-word

?\C-x ; 文字.の
⇒ 24 ; プリント表現

(setq meta-prefix-char 24)
⇒ 24
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(key-binding "\M-b")
⇒ switch-to-buffer ; 今や M-bをタイプすると

; C-x bをタイプしたようになる

(setq meta-prefix-char 27) ; 混乱を避けよう!
⇒ 27 ; デフォルト値をリストア!

この単一イベントから 2イベントへの変換は文字にたいしてのみ発生し、他の種類の入力イベ
ントには発生しない。したがってファンクションキー M-F1は ESC F1に変換されない。

22.12 キーバインディングの変更

キーのリバインド (rebind: 再バインド、再束縛)は、キーマップ内でそのキーのバインディングエン
トリーを変更することによって行われます。グローバルキーマップ内のバインディングを変更すると、
その変更は (たとえローカルバインディングによりグローバルバインディングを shadowしているバッ
ファーでは直接影響しないとしても)すべてのバッファーに影響します。カレントバッファーのローカ
ルマップを変更すると、通常は同じメジャーモードを使用するすべてのバッファーに影響します。関
数 global-set-keyと local-set-keyは、これらの操作のための使いやすいインターフェイスです
(Section 22.15 [Key Binding Commands], page 445を参照)。より汎用的な関数 define-keyを
使用することもできます。その場合には変更するマップを明示的に指定しなければなりません。

Lispプログラムでリバインドするキーシーケンスを選択するときは、さまざまなキーの使用につ
いてのEmacsの慣習にしたがってください (Section D.2 [Key Binding Conventions], page 1166
を参照)。

リバインドするキーシーケンスの記述では、コントロール文字とメタ文字にたいして特別なエスケー
プシーケンスを使用すると良いでしょう (Section 2.4.8 [String Type], page 19を参照)。構文 ‘\C-’
は後続する文字がコントロール文字でること、‘\M-’は後続する文字がメタ文字であることを意味しま
す。したがって文字列"\M-x"は 1つの M-x、"\C-f"は 1つの C-f、"\M-\C-x"と"\C-\M-x"は 1
つの C-M-xとして読み取られます。ベクター内でもこのエスケープシーケンス、および文字列では使用
できない他のエスケープシーケンスを使用できます。一例は ‘[?\C-\H-x home]’です。Section 2.4.3
[Character Type], page 11を参照してください。

キー定義とルックアップ関数は、ベクターであるようなキーシーケンス内のイベント型にたいして
別の構文を受け入れます。修飾名に基本イベント (文字かファンクションキー名)を付加したものを含ん
だリストを使用できます。たとえば (control ?a)は?\C-a、(hyper control left)は C-H-left

と等価です。このようなリストの利点の 1つは、コンパイル済みファイル内に修飾ビットの正確な数
値コードが出現しないことです。

以下の関数は keymapがキーマップでない場合、および keyがキーシーケンスを表す文字列やベ
クターでない場合にはエラーをシグナルします。リストであるようなイベントにたいする略記として、
イベント型 (シンボル)を使用できます。kbd関数 (Section 22.1 [Key Sequences], page 423を参
照)はキーシーケンスを指定するための便利な方法です。

[Function]define-key keymap key binding
この関数は keymap内で keyにたいするバインディングをセットする (keyが長さ 2以上のイベ
ントなら、その変更は実際はkeymapから辿られる他のキーマップで行なわれる)。引数binding
には任意の Lispオブジェクトを指定できるが、意味があるのは特定のオブジェクトだけである
(意味のある型のリストは Section 22.10 [Key Lookup], page 435を参照)。define-keyの
リターン値は bindingである。

keyが [t]なら、それは keymap内でデフォルトバインディングをセットする。イベントが自
身のバインディングをもたないとき、そのキーマップ内にデフォルトバインディングが存在す
れば Emacsコマンドループはそれを使用する。
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keyのすべてのプレフィクスは、プレフィクスキー (キーマップにバインドされる)か、あるい
は未定義でなけらばならず、それ以外ならエラーがシグナルされる。keyのいくつかのプレフィ
クスが未定義なら、define-keyはそれをプレフィクスキーとして定義するので、残りの key
は指定されたように定義できる。

前に keymap内で keyにたいするバインディングが存在しなければ、新たなバインディング
が keymapの先頭に追加される。キーマップ内のバインディングの順序はキーボード入力にた
いし影響を与えないが、メニューキーマップにたいしては問題となる (Section 22.17 [Menu
Keymaps], page 448を参照)。

以下は sparseキーマップを作成してその中にバインディングをいくつか作成する例:

(setq map (make-sparse-keymap))
⇒ (keymap)

(define-key map "\C-f" 'forward-char)
⇒ forward-char

map
⇒ (keymap (6 . forward-char))

;; C-xにたいし sparseサブマップを作成して
;; その中で fをバインドする
(define-key map (kbd "C-x f") 'forward-word)

⇒ forward-word

map
⇒ (keymap

(24 keymap ; C-x

(102 . forward-word)) ; f

(6 . forward-char)) ; C-f

;; C-pを ctl-x-mapにバインド
(define-key map (kbd "C-p") ctl-x-map)

;; ctl-x-map
⇒ [nil ... find-file ... backward-kill-sentence]

;; ctl-x-map内で C-fを fooにバインド
(define-key map (kbd "C-p C-f") 'foo)
⇒ 'foo

map
⇒ (keymap ; ctl-x-map内の fooに注目

(16 keymap [nil ... foo ... backward-kill-sentence])

(24 keymap

(102 . forward-word))

(6 . forward-char))

C-p C-fにたいする新たなバインディングの格納は、実際には ctl-x-map内のエントリーを変更す
ることによって機能し、これはデフォルトグローバルマップ内の C-p C-fと C-x C-fの両方のバイン
ディングを変更する効果をもつことに注意。

関数 substitute-key-definitionはキーマップから特定のバインディングをもつキーをスキャ
ンして、それらを異なるバインディングにリバインドする。より明快かつ多くの場合には同じ結果
を生成できる他の機能として、あるコマンドから別のコマンドへのリマップがある (Section 22.13
[Remapping Commands], page 442を参照)。
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[Function]substitute-key-definition olddef newdef keymap &optional
oldmap

この関数は keymap内で olddefにバインドされるすべてのキーについて olddefを newdefに
置き換える。言い換えると olddefが出現する箇所のすべてを newdefに置き換える。この関数
は nilをリターンする。

たとえば以下を Emacsの標準バインディングで行うと C-x C-fを再定義する:

(substitute-key-definition

'find-file 'find-file-read-only (current-global-map))

oldmapが非 nilなら、どのキーをリバインドするかを oldmap内のバインディングが決定す
るように substitute-key-definitionの動作を変更する。リバインディングは依然として
oldmapではなく keymapで発生する。したがって他のマップ内のバインディングの制御下で
マップを変更することができる。たとえば、

(substitute-key-definition

'delete-backward-char 'my-funny-delete

my-map global-map)

これは標準的な削除コマンドにグローバルにバインドされたキーにたいして my-map内の特別
な削除コマンドを設定する。

以下はキーマップの置き換え (substitution)の前後を示した例:

(setq map (list 'keymap

(cons ?1 olddef-1)

(cons ?2 olddef-2)

(cons ?3 olddef-1)))
⇒ (keymap (49 . olddef-1) (50 . olddef-2) (51 . olddef-1))

(substitute-key-definition 'olddef-1 'newdef map)
⇒ nil

map
⇒ (keymap (49 . newdef) (50 . olddef-2) (51 . newdef))

[Function]suppress-keymap keymap &optional nodigits
この関数は self-insert-commandをコマンド undefinedにリマップ (Section 22.13
[Remapping Commands], page 442を参照)することによって fullキーマップのコンテンツ
を変更する。これはすべてのプリント文字を未定義にする効果をもつので、通常のテキスト挿
入は不可能になる。suppress-keymapは nilをリターンする。

nodigitsが nilな ら 、suppress-keymapは 数 字 が digit-argument、-が
negative-argumentを実行するように定義する。それ以外は残りのプリント文字
と同じように、それらの文字も未定義にする。

suppress-keymap関数は yankや quoted-insertのようなコマンドを抑制 (suppress) し
ないのでバッファーの変更は可能。バッファーの変更を防ぐには、バッファーを読み取り専用
(read-only)にすること (Section 27.7 [Read Only Buffers], page 600を参照)。

この関数は keymapを変更するので、通常は新たに作成したキーマップにたいして使用するだ
ろう。他の目的のために使用されている既存のキーマップに操作を行うと恐らくトラブルの原
因となる。たとえば global-mapの抑制は Emacsをほとんど使用不可能にするだろう。

この関数はテキストの挿入が望ましくないメジャーモードの、ローカルキーマップ初期化に使用
され得る。しかしそのようなモードは通常は special-mode (Section 23.2.5 [Basic Major
Modes], page 473を参照)から継承される。この場合にはそのモードのキーマップは既に抑制
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済みの special-mode-mapから自動的に受け継がれる。以下に special-mode-mapが定義さ
れる方法を示す:

(defvar special-mode-map

(let ((map (make-sparse-keymap)))

(suppress-keymap map)

(define-key map "q" 'quit-window)

...

map))

22.13 コマンドのリマップ

あるコマンドから他のコマンドへのリマップ (remap)には、特別な種類のキーバインディングが使用
できます。この機能を使用するためには、ダミーイベント remapで始まり、その後にリマップしたい
コマンド名が続くようなキーシーケンスにたいするキーバインディングを作成します。そしてそのバ
インディングにたいしては、新たな定義 (通常はコマンド名だがキーバインディングにたいして有効
な他の任意の定義を指定可能)を指定します。

たとえばMyモードというモードが、kill-lineのかわりに呼び出される my-kill-lineという
特別なコマンドを提供するとします。これを設定するには、このモードのキーマップに以下のような
リマッピングが含まれるはずです:

(define-key my-mode-map [remap kill-line] 'my-kill-line)

その後は my-mode-mapがアクティブなときは常に、ユーザーが C-k (kill-lineにたいするデフォ
ルトのグローバルキーシーケンス)をタイプすると Emacsはかわりに my-kill-lineを実行するで
しょう。

リマップはアクティブなキーマップでのみ行なわれることに注意してください。たとえば ctl-x-

mapのようなプレフィクスキーマップ内にリマッピングを置いても、そのようなキーマップはそれ自
体がアクティブでないので通常は効果がありません。それに加えてリマップは 1レベルを通じてのみ
機能します。以下の例では、

(define-key my-mode-map [remap kill-line] 'my-kill-line)

(define-key my-mode-map [remap my-kill-line] 'my-other-kill-line)

これは kill-lineを my-other-kill-lineにリマップしません。かわりに通常のキーバインディン
グが kill-lineを指定する場合には、それが my-kill-lineにリマップされます。通常のバインディ
ングが my-kill-lineを指定すると、my-other-kill-lineにリマップされます。

コマンドのリマップをアンドゥするには、以下のようにそれを nilにリマップします：

(define-key my-mode-map [remap kill-line] nil)

[Function]command-remapping command &optional position keymaps
この関数はカレントアクティブキーマップによって与えられる command(シンボル)にたいす
るリマッピングをリターンする。commandがリマップされていない (これは普通の状況であ
る)、あるいはシンボル以外なら、この関数は nilをリターンする。positionは key-binding

の場合と同様、使用するキーマップを決定するためにバッファー位置かイベント位置をオプショ
ンで指定できる。

オプション引数 keymapsが非 nilなら、それは検索するキーマップのリストを指定する。この
引数は positionが非 nilなら無視される。
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22.14 イベントシーケンス変換のためのキーマップ

read-key-sequence関数がキーシーケンス (Section 21.8.1 [Key Sequence Input], page 405を参
照)を読み取るときには、特定のイベントシーケンスを他のものに変換 (translate)するために変換キー
マップ (translation keymaps)を使用します。input-decode-map、local-function-key-map、
key-translation-map(優先順)は変換キーマップです。

変換キーマップは他のキーマップと同じ構造をもちますが使い方は異なります。変換キーマップは
キーシーケンスを読み取るときに、コンプリートキーシーケンスにたいするバインディングではなく
キーシーケンスに行う変換を指定します。キーシーケンスが読み取られると、それらのキーシーケン
スは変換キーマップにたいしてチェックされます。ある変換キーマップが kをベクター vにバインドす
るなら、キーシーケンス内のどこかにサブシーケンスとして kが出現すると、それは v内のイベント
に置き換えられます。

たとえばキーパッドキー PF1が押下されたとき、VT100端末は ESC O Pを送信します。そのよう
な端末ではEmacsはそのイベントシーケンスを単一イベント pf1に変換しなければなりません。これ
は input-decode-map内で ESC O Pを [pf1]にバインドすることにより行われます。したがってそ
の端末上で C-c PF1をタイプしたとき、端末は文字シーケンス C-c ESC O Pを発行して、read-key-
sequenceがそれを C-c PF1に変換、ベクター [?\C-c pf1]としてリターンします。

変換キーマップは、(keyboard-coding-systemで指定された入力コーディングシステムを通じ
て)Emacsがキーボード入力をデコードした直後だけ効果をもちます。Section 33.10.8 [Terminal
I/O Encoding], page 879を参照してください。

[Variable]input-decode-map
この変数は通常の文字端末上のファンクションキーから送信された文字シーケンスを記述する
キーマップを保持する。

input-decode-mapの値は、通常はその端末のTerminfoかTermcapのエントリーに応じて
自動的にセットアップされるが、Lispの端末仕様ファイルの助けが必要なときもある。Emacs
には一般的な多くの端末の端末仕様ファイルが同梱されている。これらのファイルの主な目的
は Termcapや Terminfoから推定できないエントリーを input-decode-map内に作成する
ことである。Section 40.1.3 [Terminal-Specific], page 1097を参照のこと。

[Variable]local-function-key-map
この変数は input-decode-mapと同じようにキーマップを保持するが、通常は優先される解
釈選択肢 (alternative interpretation)に変換されるべきキーシーケンスを記述するキーマッ
プを保持する。このキーマップは input-decode-mapの後、key-translation-mapの前に
適用される。

local-function-key-map内のエントリーはマイナーモード、ローカルキーマップ、グロー
バルキーマップによるバインディングと衝突する場合には無視される。つまり元のキーシーケ
ンスが他にバインディングをもたない場合だけリマッピングが適用される。

local-function-key-mapは function-key-mapを継承する。後者はすべての端末にバイ
ンディングを適用したい場合のみ修正するべきなので、ほとんど常に前者の使用が望ましい。

[Variable]key-translation-map
この変数は入力イベントを他のイベントに変換するために、input-decode-mapと同じように
使用される別のキーマップを保持する。input-decode-mapとの違いは、local-function-
key-mapの前ではなく後に機能する点である。このキーマップは local-function-key-map

による変換結果を受け取る。
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input-decode-mapと同様だが local-function-key-mapとは異なり、このキーマップは
入力キーシーケンスが通常のバインディングをもつかどうかかに関わらず適用される。しかしこ
のキーマップによりキーバインディングがオーバーライドされても、key-translation-map
では実際のキーバインディングが効果をもち得ることに注意。確かに実際のキーバインディン
グは local-function-key-mapをオーバーライドし、したがって key-translation-map

が受け取るキーシーケンスは変更されるだろう。明確にするためにはこのような類の状況は避
けたほうがよい。

key-translation-mapは通常は self-insert-commandにバインディングされるような通
常文字を含めて、ユーザーがある文字を他の文字にマップすることを意図している。

キーシーケンスのかわりにキーの変換として関数を使用することにより、シンプルなエイリアスよ
り多くのことに input-decode-map、local-function-key-map、key-translation-mapを使
用できます。その場合にはこの関数はそのキーの変換を計算するために呼び出されます。

キー変換関数は引数を 1つ受け取ります。この引数は read-key-sequence内で指定されるプロ
ンプトです。キーシーケンスがエディターコマンドループに読み取られる場合は nilです。ほとんど
の場合にはプロンプト値は無視できます。

関数が自身で入力を読み取る場合、その関数は後続のイベントを変更する効果をもつことができま
す。たとえば以下は C-c hをハイパー文字に後続する文字とするために定義する方法の例です:

(defun hyperify (prompt)

(let ((e (read-event)))

(vector (if (numberp e)

(logior (ash 1 24) e)

(if (memq 'hyper (event-modifiers e))

e

(add-event-modifier "H-" e))))))

(defun add-event-modifier (string e)

(let ((symbol (if (symbolp e) e (car e))))

(setq symbol (intern (concat string

(symbol-name symbol))))

(if (symbolp e)

symbol

(cons symbol (cdr e)))))

(define-key local-function-key-map "\C-ch" 'hyperify)

22.14.1 通常のキーマップとの対話

そのキーシーケンスがコマンドにバインドされたとき、またはさらにイベントを追加してもコマンド
にバインドされるシーケンスにすることができないと Emacsが判断したときにキーシーケンスの終
わりが検出されます。

これは元のキーシーケンスがバインディングをもつかどうかに関わらず、input-decode-mapや
key-translation-mapを適用するときに、そのようなバインディングが変換の開始を妨げることを
意味します。たとえば前述のVT100の例に戻って、グローバルマップに C-c ESCを追加してみましょ
う。するとユーザーが C-c PF1をタイプしたとき、Emacsは C-c ESC O Pを C-c PF1に変換するの
に失敗するでしょう。これはEmacsが C-c ESCの直後に読み取りを停止して、O Pが読み取られずに
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残るからです。この場合にはユーザーが実際に C-c ESCをタイプすると、ユーザーが実際に ESCを押
下したのか、あるいは PF1を押下したのか判断するために Emacsが待つべきではないのです。

この理由によりキーシーケンスの終わりがキー変換のプレフィクスであるようなキーシーケンスを
コマンドにバインドするのは、避けたほうがよいでしょう。そのような問題を起こす主なサフィック
ス、およびプレフィクスは ESC、M-O (実際は ESC O)、M-[ (実際は ESC [)です。

22.15 キーのバインドのためのコマンド

このセクションではキーバインディングを変更するための便利な対話的インターフェイスを説明しま
す。これらは define-keyを呼び出すことにより機能します。

ユーザーは initファイルにたいしてシンプルなカスタマイズを行うとき、しばしば global-set-

keyを使用します。たとえば、
(global-set-key (kbd "C-x C-\\") 'next-line)

または
(global-set-key [?\C-x ?\C-\\] 'next-line)

または
(global-set-key [(control ?x) (control ?\\)] 'next-line)

は、次の行に移動するように C-x C-\を再定義します。
(global-set-key [M-mouse-1] 'mouse-set-point)

は、メタキーを押してマウスの第一ボタン (左ボタン)をクリックすると、クリックした箇所にポイン
トをセットするように再定義します。

バインドするキーの Lisp指定に非 ASCII文字のテキストを使用するときには注意してください。
マルチバイトとして読み取られたテキストがあるなら、Lispファイル内でマルチバイトテキストが読
み取られるときのように (Section 16.4 [Loading Non-ASCII], page 275を参照)、マルチバイトと
してキーをタイプしなければなりません。たとえば、

(global-set-key "^^c3^^b6" 'my-function) ; bind o-umlaut

または
(global-set-key ?^^c3^^b6 'my-function) ; bind o-umlaut

を Latin-1のマルチバイト環境で使用すると、これらのコマンドは Latin-1端末から送信されたバ
イトコード 246(M-v)ではなく、コード 246のマルチバイト文字に実際にはバインドされます。この
バインディングを使用するためには適切な入力メソッド (Section “Input Methods” in The GNU
Emacs Manualを参照)を使用して、キーボードをデコードする方法を Emacsに教える必要があり
ます。

[Command]global-set-key key binding
この関数はカレントグローバルマップ内で keyのバインディングを bindingにセットする。

(global-set-key key binding)

≡
(define-key (current-global-map) key binding)

[Command]global-unset-key key
この関数はカレントグローバルマップから keyのバインディングを削除する。

プレフィクスとして keyを使用する長いキーの定義の準備に使用するのもこの関数の 1つの用
途である。keyが非プレフィクスのようなバインディングをもつならこの使い方は許容されな
いだろう。たとえば、

(global-unset-key "\C-l")
⇒ nil
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(global-set-key "\C-l\C-l" 'redraw-display)
⇒ nil

この関数は以下のように define-keyを使用するのと等しい:

(global-unset-key key)

≡
(define-key (current-global-map) key nil)

[Command]local-set-key key binding
この関数はカレントローカルキーマップ内の keyのバインディングを bindingにセットする。

(local-set-key key binding)

≡
(define-key (current-local-map) key binding)

[Command]local-unset-key key
この関数はカレントローカルキーマップから keyのバインディングを削除する。

(local-unset-key key)

≡
(define-key (current-local-map) key nil)

22.16 キーマップのスキャン

このセクションではすべてのカレントキーマップをスキャンして、ヘルプ情報をプリントするために
使用される関数を説明します。

[Function]accessible-keymaps keymap &optional prefix
この関数は、(0個以上のプレフィクスキーを通じて)keymapから到達可能なすべてのキーマッ
プのリストをリターンする。リターン値は (key . map)のような形式の要素をもつ連想配列
(alist)である。ここで keyは keymap内での定義がmapであるようなプレフィクスキーである。

alist の要素は keyの長さにたいして昇順にソートされている。1 つ目の要素は常に ([] .

keymap)。これは指定されたキーマップがイベントなしのプレフィクスによって、自分自身
からアクセス可能だからである。

prefixが与えられたら、それはプレフィクスキーシーケンスである。その場合には prefixで始
まるプレフィクスキーをもつサブマップだけが accessible-keymapsに含まれる。これらの
要素の意味は (accessible-keymaps)の値の場合と同様であり、いくつかの要素が省略され
ている点だけが異なる。

以下の例ではリターンされる alistにより ‘^[’と表示されるキー ESCがプレフィクスキーであ
り、その定義が sparse キーマップ (keymap (83 . center-paragraph) (115 . foo))で
あることが示される。

(accessible-keymaps (current-local-map))
⇒(([] keymap

(27 keymap ; 以降 ESCにたいするこのキーマップが繰り返されることに注意
(83 . center-paragraph)

(115 . center-line))

(9 . tab-to-tab-stop))

("^[" keymap

(83 . center-paragraph)

(115 . foo)))

また以下の例では C-hは (keymap (118 . describe-variable)...)で始まる sparseキー
マップを使用するプレフィクスキーである。他のプレフィクス C-x 4は変数 ctl-x-4-mapの
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値でもあるキーマップを使用する。イベント mode-lineはウィンドウの特別な箇所でのマウス
イベントにたいするプレフィクスとして使用される、いくつかのダミーイベントのうちの 1つ
である。

(accessible-keymaps (current-global-map))
⇒ (([] keymap [set-mark-command beginning-of-line ...

delete-backward-char])

("^H" keymap (118 . describe-variable) ...

(8 . help-for-help))

("^X" keymap [x-flush-mouse-queue ...

backward-kill-sentence])

("^[" keymap [mark-sexp backward-sexp ...

backward-kill-word])

("^X4" keymap (15 . display-buffer) ...)

([mode-line] keymap

(S-mouse-2 . mouse-split-window-horizontally) ...))

これらが実際に目にするであろうキーマップのすべてではない。

[Function]map-keymap function keymap
関数 map-keymapは keymap内のバインディングそれぞれにたいして 1回 functionを呼び出
す。呼び出す際の引数はイベント型と、そのバインディングの値の 2つ。keymapに親キーマッ
プがあれば、その親キーマップのバインディングも含まれる。これは再帰的に機能する。つま
りその親キーマップ自身が親キーマップをもてば、それのバインディングも含まれる、といっ
た具合である。

これはキーマップ内のすべてのバインディングを検証するもっとも明快な方法である。

[Function]where-is-internal command &optional keymap firstonly noindirect
no-remap

この関数は where-isコマンド (Section “Help” in The GNU Emacs Manualを参照)によ
り使用されるサブルーチンである。これはキーマップのセット内で commandにバインドされ
る、(任意の長さの)キーシーケンスすべてのリストをリターンする。

引数 commandには任意のオブジェクトを指定できる。このオブジェクトはすべてのキーマッ
プエントリーにたいして、eqを使用して比較される。

keymapが nilなら、overriding-local-mapの値とは無関係に (overriding-local-map
の値が nilであると装って)、カレントアクティブキーマップをマップとして使用する。keymap
がキーマップなら keymapとグローバルキーマップが検索されるマップとなる。keymapがキー
マップのリストなら、それらのキーマップだけが検索される。

keymapにたいする式としては、通常は overriding-local-mapを使用するのが最善である。
その場合には where-is-internalは正にアクティブなキーマップを検索する。グローバル
マップだけを検索するには keymapの値に (keymap)(空のキーマップ)を渡せばよい。

firstonlyが non-asciiなら、値はすべての可能なキーシーケンスのリストではなく最初に見
つかったキーシーケンスを表す単一のベクターとなる。firstonlyが tなら、値は最初のキーシー
ケンスだが全体が ASCII文字 (またはメタ修飾された ASCII文字)で構成されるキーシーケン
スが他のすべてのキーシーケンスに優先されて、リターン値がメニューバインディングになる
ことは決してない。

noindirectが非 nilなら where-is-internalは自身のコマンドを探すためにメニューアイテ
ムの内部を調べない。これによりメニューアイテム自体の検索が可能になる。

5つ目の引数no-remapはこの関数がコマンドリマッピング (Section 22.13 [Remapping Com-
mands], page 442を参照)を扱う方法を決定する。興味深いケースが 2つある:
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コマンド other-commandが commandにリマップされる場合:
no-remapがnilならother-commandにたいするバインディングを探して、com-
mandにたいするバインディングであるかのようにそれらを扱う。no-remapが非
nilならそれらのバインディングを探すかわりに、利用可能なキーシーケンスリ
ストにベクター [remap other-command]を含める。

commandが other-commandにリマップされる場合:
no-remapが nilなら、commandではなく other-commandにたいするバイン
ディングをリターンする。no-remapが非 nilなら、リマップされていることを
無視して commandにたいするバインディングをリターンする。

[Command]describe-bindings &optional prefix buffer-or-name
この関数はすべてのカレントキーバインディングのリストを作成して、*Help*という名前の
バッファーにそれを表示する。テキストはモードごとにグループ化されて順番はマイナーモー
ド、メジャーモード、グローバルバインディングの順である。

prefixが非 nilなら、それはプレフィクスキーである。その場合にはリストに含まれるのは
prefixで始まるキーだけになる。

複数の連続する ASCIIコードが同じ定義をもつとき、それらは ‘firstchar..lastchar’の
ようにまとめて表示される。この場合にはそれがどの文字に該当するかを理解するには、その
ASCIIコードを知っている必要がある。たとえばデフォルトグローバルマップでは文字 ‘SPC ..

~’は 1行で記述される。SPCは ASCIIの 32，~は ASCIIの 126で、その間のすべての文字には
通常のプリント文字 (アルファベット文字や数字、区切り文字等)が含まれる。これらの文字は
すべて self-insert-commandにバインドされる。

buffer-or-nameが非 nilのならそれはバッファーかバッファー名である。その場合は
describe-bindingsはカレントバッファーのかわりに、そのバッファーのバインディングを
リストする。

22.17 メニューキーアップ

キーマップはキーボードキーやマウスボタンにたいするバインディング定義と同様に、メニューとし
て操作することができます。メニューは通常はマウスにより操作されますが、キーボードでも機能さ
せことができます。次の入力イベントにたいしてメニューキーマップがアクティブならキーボードメ
ニュー機能がアクティブになります。

22.17.1 メニューの定義

キーマップが overallプロンプト文字列 (overall prompt string)をもつ場合には、そのキーマップ
はメニューとして動作します。overallプロンプト文字列はキーマップの要素として表される文字列で
す (Section 22.3 [Format of Keymaps], page 424を参照)。この文字列にはメニューコマンドの目
的を記述します。(もしあれば)Emacsはメニュー表示に使用されるツールキットに応じて、メニュー
タイトルに overallメニュー文字列を表示します 1。キーボードメニューも overallプロンプト文字列
を表示します。

プロンプト文字列をもつキーマップを構築するもっとも簡単な方法は make-keymap、
make-sparse-keymap (Section 22.4 [Creating Keymaps], page 426 を参照)、
define-prefix-command ([Definition of define-prefix-command], page 430を参照)を呼び出
すときに引数として文字列を指定する方法です。キーマップをメニューとして操作したくなければ、
これらの関数にたいしてプロンプト文字列を指定しないでください。

1 これはテキスト端末のようなツールキットを使用しないメニューにたいして要求されます。
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[Function]keymap-prompt keymap
この関数は keymapの overallプロンプト文字列、もしなければ nilをリターンする。

メニューのアイテムは、そのキーマップ内のバインディングです。各バインディングはイベント型
と定義を関連付けますが、イベント型はメニューの外見には何の意味ももっていません (通常はイベ
ント型としてキーボードが生成できない擬似イベントのシンボルをメニューアイテムのバインディン
グに使用する)。メニュー全体はこれらのイベントにたいするキーマップ内のバインディングから生成
されます。

メニュー内のアイテムの順序はキーマップ内のバインディングの順序と同じです。define-keyは
新たなバインディングを先頭に配置するので、メニューアイテムの順序が重要ならメニューの最後か
ら先頭へメニューアイテムを定義する必要があります。既存のメニューにアイテムを追加するときに
は、define-key-afterを使用してメニュー内の位置を指定できます (Section 22.17.7 [Modifying
Menus], page 459を参照)。

22.17.1.1 単純なメニューアイテム

メニューアイテムを定義するシンプル (かつ初歩的)な方法は、何らかのイベント型 (何のイベント型
かは問題ではない)を以下のようにバインドすることです:

(item-string . real-binding)

carの item-stringはメニュー内で表示される文字列です。これは短いほうが望ましく、1個から 3
個の単語が望ましいでしょう。この文字列は対応するコマンドの動作を記述します。すべてのグラフィ
カルツールキットが非 ASCIIテキストを表示できる訳ではないことに注意してください (キーボード
メニューとGTK+ツールキットの大部分では機能するだろう)。

以下のようにヘルプ文字列と呼ばれる 2つ目の文字列を与えることもできます:

(item-string help . real-binding)

helpはマウスがそのアイテム上にあるときに、help-echoテキストプロパティ([Help display],
page 827を参照)と同じ方法で表示される help-echo文字列を指定します。

define-keyに関する限り、item-stringと help-stringはそのイベントのバインディングの一部で
す。しかし lookup-keyは単に real-bindingだけをリターンし、そのキーの実行には real-binding
だけが使用されます。

real-bindingが nilなら item-stringはメニューに表示されますが選択できません。

real-bindingがシンボルで menu-enableプロパティが非 nilなら、そのプロパティはメニューア
イテムが有効か無効かを制御する式です。メニュー表示にキーマップが使用されるたびに Emacsは
その式を評価して、式の値が非 nilの場合のみそのメニューのメニューアイテムを有効にします。メ
ニューアイテム無効なときには、そのアイテムは fuzzy形式で表示されて選択できなくなります。

メニューバーはメニューを調べる際にどのアイテムが有効かを再計算しません。これはXツールキッ
トが事前にメニュー全体を要求するからです。メニューバーの再計算を強制するには force-mode-

line-updateを呼び出してください (Section 23.4 [Mode Line Format], page 486を参照)。

22.17.1.2 拡張メニューアイテム

メニューアイテムの拡張フォーマットは、単純なフォーマットに比べてより柔軟かつ明快です。拡張
フォーマットではシンボル menu-itemで始まるリストでイベント型を定義します。選択できない文字
列にたいしては以下のようなバインディングになります:

(menu-item item-name)

2つ以上のダッシュで始まる文字列はリストのセパレーターを指定します。Section 22.17.1.3 [Menu
Separators], page 451を参照してください。
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選択可能な実際のメニューアイテムを定義するには以下のような拡張フォーマットでバインドし
ます:

(menu-item item-name real-binding

. item-property-list)

ここで item-nameはメニューアイテム文字列に評価される式。つまり文字列は定数である必要はない。

3つ目の引数 real-bindingは実行するコマンドでもよい (この場合には通常のメニューアイテムを
取得する)。キーマップでもよく、この場合には結果はサブメニューとなる。最後に nilでもよく、この
場合には選択不可なメニューアイテクを取得する。これは主に区切り線のようなものの作成時に有用。

リスト末尾 item-property-listはその他の情報を含むプロパティリストの形式をもつ。

以下はサポートされるプロパティのテーブルです:

:enable form

formの評価結果はそのアイテムを有効にするかどうかを決定する (非 nilなら有効)。ア
イテムが無効なら▽まったくクリックできない。

:visible form

formの評価結果はそのアイテムを実際にメニューに表示するかどうかを決定する (非 nil

なら表示)。アイテムが非表示ならそのアイテムが定義されていないかのようにメニュー
が表示される。

:help help

このプロパティhelpの値はそのアイテム上にマウスがある間に表示する help-echo文字
列を指定する。この文字列は help-echoテキストプロパティ([Help display], page 827
を参照)と同じ方法で表示される。これはテキストや overlayにたいする help-echoプ
ロパティとは異なり、文字列定数でなければならないことに注意。

:button (type . selected)

このプロパティはラジオボタンとトグルボタンを定義する手段を提供する。carの type
には、:toggleか:radioのいずれかを指定する。cdrの selectedはフォームで、評価
結果によってそのボタンがカレントで選択されているかどうかを指定する。

トグル (toggle)は selectedの値に応じて onか offのいずれかがラベルされるメニュー
アイテムである。コマンド自身は selectedが nilなら t、tなら nilに selectedを切り
替える (toggleする)こと。以下は debug-on-errorフラグが定義されているときにメ
ニューアイテムをトグルする方法の例:

(menu-item "Debug on Error" toggle-debug-on-error

:button (:toggle

. (and (boundp 'debug-on-error)

debug-on-error)))

これは toggle-debug-on-errorが変数 debug-on-errorをトグルするコマンドとし
て定義されていることによって機能する。

ラジオボタンとはメニューアイテムのグループであり、常にただ 1つのメニューアイテ
ムだけが選択される (selected)。そのためにはどのメニューアイテムが選択されている
かを示す変数が存在する必要がある。グループ内の各ラジオボタンにたいする selected
フォームは、そのボタンを選択するためにその変数が正しい値をもつかどうかをチェッ
クする。そしてボタンのクリックにより変数をセットして、クリックされたボタンが選
択される。
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:key-sequence key-sequence

このプロパティは等価なキーボード入力として表示するキーシーケンスを指定する。
Emacsはメニューに key-sequenceを表示する前に、真に key-sequenceがそのメニュー
アイテムと等価か検証するので、これは正しいキーシーケンスを指定した場合のみ効果
をもつ。key-sequenceにたいする nilの指定は:key-sequence属性が存在しないこと
に等しい。

:keys string

このプロパティはそのメニューにたいする等価なキーボード入力として表示される文字
列 stringを指定する。string内ではドキュメント構文 ‘\\[...]’を使用できる。

:filter filter-fn

このプロパティはメニューアイテムを直接計算する手段を提供する。このプロパティの
値 filter-fnは引数が 1つの関数で、呼び出し時の引数は real-binding。この関数はかわ
りに使用するバインディングをリターンすること。

Emacs、メニューデータ構造の再表示や操作を行うすべてのタイミングでこの関数を呼
び出すかもしれないので、いつ呼び出されても安全なように関数を記述すること。

22.17.1.3 メニューセパレーター

メニューセパレーターはテキストを表示するかわりに、水平ラインでメニューをサブパーツに分割する
メニューアイテムの一種です。メニューキーマップ内でセパレーターは以下のように見えるでしょう:

(menu-item separator-type)

ここで separator-typeは 2つ以上のダッシュで始まる文字列です。

もっとも単純なケースではダッシュだけで separator-typeが構成されます。これはデフォルトの
セパレーターを指定します (互換性のため""と-もセパレーターとみなされる)。

separator-typeにたいする他の特定の値は、異なるスタイルのセパレーターを指定します。以下
はそれらのテーブルです:

"--no-line"

"--space"

実際のラインではない余分な垂直スペース。

"--single-line"

メニューの foregroundカラーの一重ライン。

"--double-line"

メニューの foregroundカラーの二重ライン。

"--single-dashed-line"

メニューの foregroundカラーの一重ダッシュライン。

"--double-dashed-line"

メニューの foregroundカラーの二重ダッシュライン。

"--shadow-etched-in"

3Dの窪んだ外観 (3D sunken appearance)をもつ一重ライン。これはダッシュだけで
構成されるセパレーターに使用されるデフォルト。

"--shadow-etched-out"

3Dの浮き上がった外観 (3D raised appearance)をもつ一重ライン。
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"--shadow-etched-in-dash"

3Dの窪んだ外観 (3D sunken appearance)をもつ一重ダッシュライン。

"--shadow-etched-out-dash"

3Dの浮き上がった外観 (3D raised appearance)をもつ一重ダッシュライン。

"--shadow-double-etched-in"

3Dの窪んだ外観をもつ二重ライン。

"--shadow-double-etched-out"

3Dの浮き上がった外観をもつ二重ライン。

"--shadow-double-etched-in-dash"

3Dの窪んだ外観をもつ二重ダッシュライン。

"--shadow-double-etched-out-dash"

3Dの浮き上がった外観をもつ二重ダッシュライン。

2連ダッシュの後にコロンを追加して1連ダッシュの後の単語の先頭の文字を大文字にすることによっ
て、別のスタイルで名前を与えることもできます。つまり"--:singleLine"は"--single-line"

と等価です。

メニューセパレーターにたいして:enableや:visibleのようなキーワードを指定するために長い
形式を使用できます。

(menu-item separator-type nil . item-property-list)

たとえば:

(menu-item "--" nil :visible (boundp 'foo))

いくつかのシステムとディスプレイツールキットは、これらすべてのセパレータータイプを実際に
処理しません。サポートされていないタイプのセパレーターを使用すると、メニューはサポートされ
ている似た種別のセパレーターを表示します。

22.17.1.4 メニューアイテムのエイリアス

同じコマンドを使用するものの有効条件が異なるメニューアイテムを作成できれば便利な場合が時折
あります。Emacsでこれを行う最善の方法は拡張メニューアイテム (extended menu item)です。こ
の機能が存在する以前にはエイリアスコマンドを定義して、それらをメニューアイテムで使用するこ
とによってこれを行っていました。以下は read-only-modeにたいして 2つのエイリアスを作成し
て、それらに異なる有効条件を与える例です:

(defalias 'make-read-only 'read-only-mode)

(put 'make-read-only 'menu-enable '(not buffer-read-only))

(defalias 'make-writable 'read-only-mode)

(put 'make-writable 'menu-enable 'buffer-read-only)

メニュー内でエイリアスを使用するときには、エイリアスではなく実際のコマンド名にたいする等
価なキーバインディングを表示する方が便利な場合が多々あります (エイリアスは通常はメニュー自身
を除いてキーバインディングをもたない)。これを要求するにはエイリアスシンボルの menu-alias

プロパティに非 nilを与えます。したがって、

(put 'make-read-only 'menu-alias t)

(put 'make-writable 'menu-alias t)

は make-read-onlyと make-writableにたいするメニューアイテムに read-only-modeのキーバ
インディングを表示します。
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22.17.2 メニューとマウス

メニューキーマップがメニューを生成する通常の方法は、それをプレフィクスキーの定義とすること
です (Lispプログラムは明示的にメニューをポップアップしてユーザーの選択を受け取ることができ
る。Section 29.17 [Pop-Up Menus], page 745を参照)。

プレフィクスキーがマウスイベントで終わる場合には、Emacsはユーザーがマウスで選択できる
ように可視なメニューをポップアップすることによってメニューキーマップを処理します。ユーザー
がメニューアイテムをクリックしたときは、そのメニューアイテムによりもたらされるバインディン
グの文字やシンボルが何であれイベントが生成されます (メニューが複数レベルをもつ場合やメニュー
バー由来ならメニューアイテムは 1連のイベントを生成するかもしれない)。

メニューのトリガーに button-downイベントを使用するのが最善な場合もしばしばあります。そ
の場合にはユーザーはマウスボタンをリリースすることによってメニューアイテムを選択できます。

メニューキーマップがネストされたキーマップにたいするバインディングを含む場合、そのネス
トされたキーマップはサブメニュー (submenu)を指定します。それはネストされたキーマップのア
イテム文字列によってラベル付けされれメニューアイテムをもち、そのアイテムをクリックすること
によって指定されたサブメニューが自動的にポップアップされます。特別な例外としてメニューキー
マップが単一のネストされたキーマップを含み、それ以外のメニューアイテムを含まなければ、その
メニューはネストされたキーマップの内容をサブメニューとしてではなく直接メニューに表示します。

しかしXツールキットのサポートなしでEmacsをコンパイルした場合、またはテキスト端末の場
合にはサブメニューはサポートされません。ネストされたキーマップはメニューアイテムとして表示
されますが、それをクリックしてもサブメニューは自動的にポップアップされません。サブメニューの
効果を模倣したければ、ネストされたキーマップに ‘@’で始まるアイテム文字列を与えることによって
これを行うことができます。これによりEmacsは別個のメニューペイン (menu pane)を使用してネ
ストされたキーマップを表示します。‘@’の後の残りのアイテム文字列はそのペインのラベルです。X
ツールキットのサポートなしで Emacsをコンパイルした場合、またはメニューがテキスト端末で表
示されている場合にはメニューペインは使用されません。この場合はアイテム文字列の先頭の ‘@’は、
メニューラベル表示時には省略されて他に効果はありません。

22.17.3 メニューとキーボード

キーボードイベント (文字かファンクションキー)で終わるプレフィクスキーがメニューキーマップで
あるような定義をもつときには、そのキーマップはキーボードメニューのように動作します。ユーザー
はキーボードでメニューアイテムを選択して次のイベントを指定します。

Emacsはエコーエリアにキーボードメニュー、そのマップの overallプロンプト文字列、その後
に選択肢 (そのマップのバインディングのアイテム文字列)を表示します。そのバインディングを一度
に全部表示できない場合、ユーザーは SPCをタイプして候補の次の行を確認できます。連続して SPC

を使用するとメニューの最後に達して、その後は先頭へ巡回します (変数 menu-prompt-more-char

はこのために使用する文字を指定する。デフォルトは SPC)。

ユーザーがメニューから望ましい候補を見つけたら、バインディングがその候補であるような対応
する文字をタイプする必要があります。

[Variable]menu-prompt-more-char
この変数はメニューの次の行を確認するために使用する文字を指定する。初期値は 32でこれは
SPCのコード。

22.17.4 メニューの例

以下はメニューキーマップを定義する完全な例です。これはメニューバー内の ‘Edit’メニューにサブメ
ニュー ‘Replace’を定義して、その定義内で拡張メニューフォーマット (Section 22.17.1.2 [Extended
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Menu Items], page 449を参照)を使用します。例ではまずキーマップを作成してそれに名前をつけ
ています:

(defvar menu-bar-replace-menu (make-sparse-keymap "Replace"))

次にメニューアイテムを定義します:

(define-key menu-bar-replace-menu [tags-repl-continue]

'(menu-item "Continue Replace" multifile-continue

:help "Continue last tags replace operation"))

(define-key menu-bar-replace-menu [tags-repl]

'(menu-item "Replace in tagged files" tags-query-replace

:help "Interactively replace a regexp in all tagged files"))

(define-key menu-bar-replace-menu [separator-replace-tags]

'(menu-item "--"))

;; . . .

バインディングがそのシンボルのために作成されることに注意してください。これらのシンボルは定
義されるキーシーケンス内の角カッコ内に記述されます。このシンボルはコマンド名と同じときもあ
れば異なることもあります。これらのシンボルはファンクションキーとして扱われますが、これらは
キーボード上の実際のファンクションキーではありません。これらはメニュー自体の機能に影響しませ
んが、ユーザーがメニューから選択したときにエコーエリアにエコーされて、where-isと apropos

の出力に現れます。

この例のメニューはマウスによる使用を意図しています。もしキーボードの使用を意図したメニュー、
つまりキーボードイベントで終了するキーシーケンスにバインドされたメニューの場合には、メニュー
アイテムはキーボードでタイプできる文字、または本当のファンクションキーにバインドされるべき
です。

定義が ("--")のバインディングはセパレーターラインです。実際のメニューアイテムと同様にセ
パレーターはキーシンボルをもち、この例では separator-replace-tagsです。1つのメニューが
2つのセパレーターをもつ場合には、それらは 2つの異なるキーシンボルをもたなければなりません。

以下では親メニュー内のアイテムとしてこのメニューがどのように表示されるかを記述しています:

(define-key menu-bar-edit-menu [replace]

(list 'menu-item "Replace" menu-bar-replace-menu))

これはシンボル menu-bar-replace-menu自体ではなく、変数 menu-bar-replace-menuの値であ
るサブメニューキーマップを組み込むことに注意してください。menu-bar-replace-menuはコマン
ドではないので親メニューアイテムにそのシンボルを使用するのは無意味です。

同じ replaceメニューをマウスクリックに割り当てたければ以下のようにしてこれを行うことがで
きます:

(define-key global-map [C-S-down-mouse-1]

menu-bar-replace-menu)

22.17.5 メニューバー

Emacs は通常は各フレームの最上部にメニューバー (menu bar) を表示します。Section “Menu
Bars” in The GNU Emacs Manual を参照してください。メニューバーのアイテムはアクティブ
キーマップ内で定義される偽りのファンクションキー MENU-BARのサブコマンドです。

メニューバーにアイテムを追加するには、自分で偽りのファンクションキー (これを keyと呼ぶこ
ととする)を創作して、キーシーケンス [menu-bar key]にたいするキーバインディングを作成しま
す。ほとんどの場合において、そのバインディングはメニューキーマップなので、メニューバーアイ
テム上でボタンを押下すると他のメニューに導かれます。
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メニューバーにたいして同じファンクションキーを定義するアクティブなキーマップが 1つ以上存
在するとき、そのアイテムは一度だけ出現します。ユーザーがメニューバーのそのアイテムをクリッ
クすると、そのアイテムのすべてのサブコマンド、すなわちグローバルサブコマンド、ローカルサブ
コマンド、マイナーモードサブコマンドが組み合わされた単一のメニューを表示します。

変数 overriding-local-mapは通常はメニューバーのコンテンツを決定する際は無視されます。
つまりメニューバーは overriding-local-mapが nilの場合にアクティブになるであろうキーマッ
プから計算されます。Section 22.7 [Active Keymaps], page 430を参照してください。

以下はメニューバーのアイテムをセットアップする例です:

;; (プロンプト文字列とともに)メニューキーマップを作成して
;; それをメニューバーアイテムの定義にする
(define-key global-map [menu-bar words]

(cons "Words" (make-sparse-keymap "Words")))

;; メニュー内に具体的なサブコマンドを定義する
(define-key global-map

[menu-bar words forward]

'("Forward word" . forward-word))

(define-key global-map

[menu-bar words backward]

'("Backward word" . backward-word))

ローカルキーマップはグローバルキーマップにより作成されたメニューバーアイテムにたいして、
同じ偽ファンクションキーを undefinedにリバインドしてキャンセルすることができます。たとえば
以下はDiredが ‘Edit’メニューバーアイテムを抑制する方法です:

(define-key dired-mode-map [menu-bar edit] 'undefined)

ここで editはメニューバーアイテム ‘Edit’にたいしてグローバルキーマップが使用する偽ファンク
ションキーが生成するシンボルです。グローバルメニューバーアイテムを抑制する主な理由は、モー
ド特有のアイテムのためのスペースを確保するためです。

[Variable]menu-bar-final-items
メニューバーは通常はローカルマップで定義されるアイテムを終端にもつグローバルアイテム
を表示する。

この変数は通常の順番による位置ではなく、メニューの最後に表示するアイテムのための偽
ファンクションキーのリストを保持する。デフォルト値は (help-menu)。したがって ‘Help’
メニューアイテムはメニューバーの最後、ローカルメニューアイテムの後に表示される。

[Variable]menu-bar-update-hook
このノーマルフックはメニューバーの再表示の前に、メニューバーのコンテンツ更新のための
再表示によって実行される。コンテンツを変化させる必要があるメニューの更新に使用できる。
このフックは頻繁に実行されるので、フックが呼び出す関数は通常は長い時間を要さないこと
を確実にするよう助言する。

Emacsはすべてのメニューバーアイテムの隣に、(もしそのようなキーバインディングが存在する
なら)同じコマンドを実行するキーバインディングを表示します。これはキーバインディングを知ら
ないユーザーにたいして有用なヒントを与える役目をもちます。コマンドが複数のバインディングを
もつ場合、Emacsは通常は最初に見つけたバインディングを表示します。コマンドのシンボルプロパ
ティ:advertised-bindingに割り当てることによって特定のキーバインディングを指定できます。
Section 24.3 [Keys in Documentation], page 523を参照してください。
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22.17.6 ツールバー

ツールバー (tool bar)とはフレームの最上部、メニューバー直下にあるクリック可能なアイコンの行
のことです。Section “Tool Bars” in The GNU Emacs Manualを参照してください。Emacsは
通常はグラフィカルなディスプレイ上でツールバーを表示します。

各フレームではツールバーに何行分の高さを割り当てるかをフレームパラメーター tool-bar-

linesで制御します。値 0はツールバーを抑制します。値が非 0で auto-resize-tool-barsが非
nilなら、指定されたコンテンツを維持するのに必要な分、ツールバーは拡大縮小されます。値が
grow-onlyならツールバーは自動的に拡大されますが、自動的に縮小はされません。

ツールバーのコンテンツは、(メニューバーが制御されるのと似た方法により) TOOL-BARと呼ばれ
る偽りのファンクションキーに割り当てられたメニューキーマップにより制御されます。したがって
以下のように define-keyを使用してツールバーアイテムを定義します。

(define-key global-map [tool-bar key] item)

ここで keyはそのアイテムを他のアイテムと区別する偽ファンクションキー、itemはそのアイテムを表
示する方法とアイテムの振る舞いを示すメニューアイテムキーバインディングです (Section 22.17.1.2
[Extended Menu Items], page 449を参照)。

メニューキーマップの通常のプロパティ:visible、:enable、:button、:filterはツールバー
バインディングでも有用で、いずれのプロパティも通常通りの意味をもちます。アイテム内の real-
bindingはキーマップではなくコマンドでなければなりません。言い換えるとこれはツールバーアイ
コンをプレフィクスキーとして定義するようには機能しないということです。

:helpプロパティは、そのアイテム上にマウスがある間表示する help-echo文字列を指定します。
これはテキストプロパティhelp-echoと同じ方法で表示されます ([Help display], page 827を参照)。

これらに加えて:imageプロパティも使用するべきでしょう。ツールバー内にイメージを表示する
にはこのプロパティを使用します。

:image image

imageは単一イメージ様式 (single image specification) か 4 ベクターイメージ様
式 (vector of four image specifications) で指定する (Section 39.17 [Images],
page 1051を参照)。4ベクターを使用する場合には状況に応じて以下のいずれかが使
用される:

item 0 アイテムが有効かつ選択されているときに使用。

item 1 アイテムが有効かつ未選択のときに使用。

item 2 アイテムが無効かつ選択されているときに使用。

item 3 アイテムが無効かつ未選択のときに使用。

GTK+バージョンとNSバージョンの Emacsは、無効および/または未選択のイメージを item0
から自動的に計算するので、item1から item3は無視されます。

imageが単一イメージ様式なあ、Emacs はそのイメージにエッジ検出アルゴリズム
(edge-detection algorithm) を適用することによってツールバーの無効な状態のボタンを描画し
ます。

:rtlプロパティには右から左に記述する言語のためのイメージ候補を指定します。これをサポー
トするのは現在のところGTK+バージョンの Emacsだけです。

メニューバーと同様、ツールバーはセパレーター (Section 22.17.1.3 [Menu Separators],
page 451を参照)を表示できます。ツールバーのセパレーターは水平ラインではなく垂直ラインであ
り、1 つのスタイルだけがサポートされます。これらはツールバーキーマップ内では (menu-item



Chapter 22: キーマップ 457

"--")エントリーで表されます。ツールバーのセパレーターでは、:visibleのようなプロパティは
サポートされません。GTK+とNextstepのツールバーでは、セパレーターはネイティブに描画され
ます。それ以外ではセパレーターは垂直ラインイメージを使用して描画されます。

デフォルトツールバーはコマンドシンボルの mode-classプロパティに specialをもつメジャー
モードにたいしては、編集に特化したアイテムは表示しないよう定義されています (Section 23.2.1
[Major Mode Conventions], page 465を参照)。メジャーモードは、ローカルマップ内でバインディ
ング [tool-bar foo]によって、グローバルバーにアイテムを追加するかもしれません。デフォル
トツールバーの多くを適宜流用するのができないかもしれないので、デフォルトツールバーを完全に
置き換えることは、いくつかのメジャーモードにとっては有意義です。デフォルトバインディングで
tool-bar-mapを通じてインダイレクトすることにより、これを簡単に行うことができます。

[Variable]tool-bar-map
デフォルトではグローバルマップは [tool-bar]を以下のようにバインドする:

(global-set-key [tool-bar]

`(menu-item ,(purecopy "tool bar") ignore

:filter tool-bar-make-keymap))

関数 tool-bar-make-keymapは、変数 tool-bar-mapの値より順番に実際のツールバーマッ
プをダイナミックに継承する。したがって通常はそのマップを変更することにより、デフォル
ト (グローバル)ツールバーを調整すること。Infoモードのようないくつかのメジャーモード
は、tool-bar-mapをバッファーローカルにして、それに異なるキーマップをセットすること
によりグローバルツールバーを完全に置き換える。

以下のようなツールバーアイテムを定義するのに便利な関数があります。

[Function]tool-bar-add-item icon def key &rest props
この関数は tool-bar-mapを変更することにより、ツールバーにアイテムを追加する。使用す
るイメージは iconにより定義され、これは find-imageに配置された XPM、XBM、PBM
のイメージファイルの拡張子を除いたファイル名 (basename)である。たとえばカラーディス
プレイ上では、値に ‘"exit"’を与えると exit.xpm、exit.pbm、exit.xbmの順に検索され
るだろう。モノクロディスプレイでは検索は ‘.pbm’、‘.xbm’、‘.xpm’の順になる。使用するバ
インディングはコマンド defで、keyはプレフィクスキーマップ内の偽ファンクションキーであ
る。残りの引数 propsはメニューアイテム仕様に追加する追加のプロパティリスト要素である。

あるローカルマップ内にアイテムを定義するためには、この関数呼び出しの周囲の letで
tool-bar-mapをバインドする:

(defvar foo-tool-bar-map

(let ((tool-bar-map (make-sparse-keymap)))

(tool-bar-add-item ...)

...

tool-bar-map))

[Function]tool-bar-add-item-from-menu command icon &optional map &rest
props

この関数は既存のメニューバインディングと矛盾しないツールバーアイテムの定義に有用。com-
mandのバインディングはmap(デフォルトは global-map)内よりルックアップ (lookup: 照
合)され、iconにたいするイメージ仕様は tool-bar-add-itemと同じ方法で見つけ出される。
結果のバインディングは tool-bar-mapに配置されるので、この関数の使用はグローバルツー
ルバーアイテムに限定される。
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mapには [menu-bar]にバインドされた適切なキーマップが含まれていなければならない。残
りの引数 propsはメニューアイテム仕様に追加する追加のプロパティリスト要素。

[Function]tool-bar-local-item-from-menu command icon in-map &optional
from-map &rest props

この関数は非グローバルツールバーアイテムの作成に使用される。in-mapに定義を作成する
ローカルマップを指定する以外は tool-bar-add-item-from-menuと同じように使用する。
引数 from-mapは tool-bar-add-item-from-menuのmapと同様。

[Variable]auto-resize-tool-bars
この変数が非 nilなら定義されたすべてのツールバーアイテムを表示するためにツールバーは
自動的にリサイズされるが、そのフレーム高さの 1/4を超えてリサイズされることはない。

値が grow-onlyならツールバーは自動的に拡張されるが縮小はされない。ツールバーを縮小す
るためにユーザーは C-lをエンターしてフレームを再描画する必要がある。

GTK+や Nextstepとともに Emacsがビルドされた場合には、ツールバーが表示できるのは
1行だけであり、この変数は効果がない。

[Variable]auto-raise-tool-bar-buttons
この変数が非nilならツールバーアイテム上をマウスが通過したとき、浮き上がった形式 (raised
form)で表示される。

[Variable]tool-bar-button-margin
この変数はツールバーアイテムの周囲に追加する余白 (extra margin)を指定する。値はピク
セル数を整数で指定する。デフォルトは 4。

[Variable]tool-bar-button-relief
この変数はツールバーアイテムの影 (shadow)を指定する。値はピクセル数を整数で指定する。
デフォルトは 1。

[Variable]tool-bar-border
この変数はツールバーエリアの下に描画するボーダー高さを指定する。値が整数なら高さのピ
クセル数。値が internal-border-width(デフォルト)か border-widthのいずれかなら、
ツールバーのボーダー高さはそのフレームの対応するパラメーターとなる。

シフトやメタ等の修飾キーを押下した状態でのツールバーアイテムのクリックに特別な意味を付与
できます。偽りのファンクションキーを通じて元のアイテムに関連する追加アイテムをセットアップ
することによって、これを行うことができます。より具体的には追加アイテムは、元のアイテムの命
名に使用されたのと同じ偽ファンクションキーの修飾されたバージョンを使用するべきです。

つまり元のアイテムが以下のように定義されていれば、

(define-key global-map [tool-bar shell]

'(menu-item "Shell" shell

:image (image :type xpm :file "shell.xpm")))

シフト修飾とともに同じツールバーイメージをクリックしたときを以下のような方法で定義すること
ができます:

(define-key global-map [tool-bar S-shell] 'some-command)

ファンクションキーに修飾を追加する方法についての詳細な情報は、Section 21.7.2 [Function
Keys], page 390を参照してください。
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22.17.7 メニューの変更

既存のメニューに新たなアイテムを挿入するときは、そのメニューの既存のアイテムの中の特定の位
置にアイテムを追加したいと思うかもしれません。define-keyを使用してアイテムを追加すると、
そのアイテムは通常はメニューの先頭に追加されます。メニュー内の他の位置にアイテムを追加する
には define-key-afterを使用します:

[Function]define-key-after map key binding &optional after
define-keyと同じように map内に keyにたいする値 bindingのバインディングを定義する
が、map内でのバインディング位置はイベント afterのバインディングの後になる。引数 key
は長さ 1 — 1要素だけのベクターか文字列にすること。しかし afterは単一のイベント型 —
シーケンスではないシンボルか文字にすること。新たなバインディングは afterのバインディン
グの後に追加される。afterが tまたは省略された場合には、新たなバインディングはそのキー
マップの最後に追加される。しかし新たなバインディングは継承されたすべてのキーマップの
前に追加される。

以下は例:

(define-key-after my-menu [drink]

'("Drink" . drink-command) 'eat)

これは偽ファンクションキー DRINKのバインディングを作成して、EATのバインディングの直
後に追加する。

以下は Shellモードの ‘Signals’メニュー内のアイテム breakの後に ‘Work’と呼ばれるアイテ
ムを追加する方法:

(define-key-after

(lookup-key shell-mode-map [menu-bar signals])

[work] '("Work" . work-command) 'break)

22.17.8 easy-menu

以下のマクロはポップアップメニューおよび/またはメニューバーメニューを定義する便利な方法を提
供します。

[Macro]easy-menu-define symbol maps doc menu
このマクロは menuにより与えるコンテンツのポップアップメニューおよび/またはメニュー
バーサブメニューを定義する。

symbolが非 nilなら、それはシンボルである。その場合、このマクロはドキュメント文字列
docをもつ、メニューをポップアップ (Section 29.17 [Pop-Up Menus], page 745を参照)す
る関数として symbolを定義する。symbolはクォートしないこと。

symbolの値とは関係なく、mapsがキーマップならメニューはメニューバーのトップレベルの
メニュー (Section 22.17.5 [Menu Bar], page 454を参照)としてmapsに追加される。これ
にはキーマップのリストも指定でき、その場合メニューはそれらのキーマップに個別に追加さ
れる。

menuの最初の要素は文字列でなければならず、それはメニューラベルの役割をもつ。値には以
下のキーワード/引数ペアーが任意の個数続くかもしれない:

:filter function

functionは 1つの引数 (他のメニューアイテムのリスト)で呼び出される関数でな
ければならず、メニュー内に表示される実際のアイテムをリターンする。
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:visible include

includeには式を指定する。その式が nilに評価されるとメニューは不可視にな
る。:includedは:visibleにたいするエイリアス。

:active enable

enableは式を指定する。その式が nilに評価されるとメニューは選択不可になる。
:enableは:activeにたいするエイリアス。

menu内の残りの要素はメニューアイテム。

メニューアイテムには 3 要素のベクター [name callback enable]を指定できる。ここで
nameはメニューアイテム名 (文字列)、callbackはアイテム選択時に実行するコマンドか評価
される式。enableが式で nilに評価されると、そのアイテムの選択は無効になる。

かわりにメニューアイテムは以下の形式をもつことができる:
[ name callback [ keyword arg ]... ]

ここで nameと callbackは上記と同じ意味をもち、オプションの keywordと argの各ペアーは
以下のいずれかである:

:keys keys

keysはメニューアイテムにたいする等価なキーボード入力として表示する文字
列。等価なキーボード入力は自動的に計算されるので通常は必要ない。keysは表
示前に substitute-command-keysにより展開される (Section 24.3 [Keys in
Documentation], page 523を参照)。

:key-sequence keys

keysはコナドが複数のキーシーケンスにバインドされている場合に、等価なキー
ボード入力としてどのキーシーケンスを表示するかを示すためのヒント。このメ
ニューアイテムとして keysが同じコマンドがバインドされていなければ効果は
ない。

:active enable

enableには式を指定する。その式が nilに評価されるとアイテムは選択不可にな
る。enableは:activeにたいするエイリアス。

:visible include

includeには式を指定する。その式が nilに評価されるとアイテムは不可視にな
る。:includedは:visibleにたいするエイリアス。

:label form

formはメニューアイテムのラベル (デフォルトは name)の役目をもつ値を取得
するために表示される式である。

:suffix form

formは動的に評価される式であり、値はメニューエントリーのラベルに結合さ
れる。

:style style

styleはメニューアイテムの型を記述するシンボルであり、toggle(チェックボッ
クス)、radio(ラジオボタン)、またはそれ以外 (通常のメニューアイテムである
ことを意味する)のいずれかである。

:selected selected

selectedには式を指定し、その式の値が非 nilのときはチェックボックスまたは
ラジオボタンが選択状態になる。
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:help help

helpはメニューアイテムを説明する文字列。

かわりにメニューアイテムに文字列を指定できる。その場合には文字列は選択不可なテキスト
としてメニューに表示される。ダッシュから構成される文字列はセパレーターとして表示され
る (Section 22.17.1.3 [Menu Separators], page 451を参照)

かわりにメニューアイテムにmenuと同じフォーマットのリストを指定できる。これはサブメ
ニューとなる。

以下は easy-menu-defineを使用して Section 22.17.5 [Menu Bar], page 454内で定義したメ
ニューと同等なメニューを定義する例:

(easy-menu-define words-menu global-map

"単語単位コマンドにたいするメニュー"

'("Words"

["Forward word" forward-word]

["Backward word" backward-word]))
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23 メジャーモードとマイナーモード

モード (mode)とは Emacsの挙動を簡便な方法でカスタマイズする定義のセットです。モードは 2
種類あります。マイナーモード (minor modes)は編集時にユーザーがオンとオフを切り替えられる
機能を提供します。メジャーモード (major modes)は特定の種類のテキストにたいする編集や相互
作用に使用します。ある時点においてバッファーはそれぞれ正確に 1つのメジャーモードをもちます。

このチャプターではメジャーモードとマイナーモードを記述する方法、それらをモードラインに示
す方法、そしてそれらのモードがユーザーが提供するフックを実行する方法を説明します。キーマッ
プ (keymaps)や構文テーブル (syntax tables)のような関連するトピックについては Chapter 22
[Keymaps], page 423と Chapter 35 [Syntax Tables], page 908を参照してください。

23.1 フック

フック (hook)とは既存のプログラムから特定のタイミングで呼び出される関数 (複数可)を格納でき
る変数のことです。Emacsはカスタマイズ用にフックを提供します。ほとんどの場合には initファイ
ル内 (Section 40.1.2 [Init File], page 1095を参照)でフックをセットアップしますが、Lispプロ
グラムもフックをセットできます。標準的なフック変数のリストはAppendix H [Standard Hooks],
page 1225を参照してください。

Emacsのほとんどのフックはノーマルフック (normal hooks)です。これらの変数は、引数なし
で呼び出される関数のリストを含んでいます。慣習により名前が ‘-hook’で終わるフックは、そのフッ
クがノーマルフックであることを意味します。わたしたちは一貫した方法でフックを使用できるよう
に、すべてのフックが可能な限りノーマルフックとなるよう努力しています。

すべてのメジャーモードコマンドは、初期化の最終ステップの 1つとして、モードフック (mode
hook)と呼ばれるノーマルフックを実行するとみなされます。これによってそのモードですでに作成
されたバッファーローカル変数割り当てをオーバーライドすることにより、ユーザーがそのモードの
動作をカスタマイズするのが簡単になります。ほとんどのマイナーモード関数も最後にモードフック
を実行します。しかしフックは他のコンテキストでも使用されます。たとえばフック suspend-hook

は、Emacsが自身をサスペンド (Section 40.2.2 [Suspending Emacs], page 1100を参照)する直
前に実行されます。

フックにフック関数を追加するにはadd-hook(Section 23.1.2 [Setting Hooks], page 463を参照)
を呼び出す方法が推奨されています。フック関数には funcall(Section 13.1 [What Is a Function],
page 210を参照)が受け入れる任意の種類の関数を指定できます。ほとんどのフック変数の初期値は
voidです。add-hookはこれを扱う方法を知っています。add-hookによりグローバルフックやバッ
ファーローカルフックのいずれも追加することが可能です。

フック変数の名前が ‘-hook’で終わらなければ、それが恐らくアブノーマルフック (abnormal hook)
であることを示しています。これはフック関数が引数とともに呼ぶ出されること、または何らかの方
法によってそのリターン値が使用されることを意味します。その関数の呼び出し方はそのフックのド
キュメントに記載されています。add-hookを使用して関数をアブノーマルフックに追加できますが、
フックの呼び出し規約にしたがって関数を記述しなければなりません。慣習によりアブノーマルフッ
クの名前の最後は ‘-functions’です。

変数名の最後が ‘-function’なら、値は関数のリストではなく単一の関数です。そのような単一
関数フック (single function hook) は add-hookを使用して変更できず、かわりに add-function

を使う必要があります (Section 13.11 [Advising Functions], page 228を参照)。
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23.1.1 フックの実行

このセクションではノーマルフックを実行するために使用される run-hooksについて説明します。ま
たさまざまな種類のアブノーマルフックを実行する関数についても説明します。

[Function]run-hooks &rest hookvars
この関数は引数として 1つ以上のノーマルフック変数名を受け取って、各フックを順に実行す
る。引数はそれぞれノーマルフック変数であるようなシンボルであること。これらの引数は指
定された順に処理される。

フック変数の値が非 nilならその値は関数のリストであること。run-hooksはすべての関数を
引数なしで 1つずつ呼び出す。

フック変数の値には、単一の関数 (ラムダ式、またはシンボルの関数定義)も指定でき、その場
合 run-hooksはそれを呼び出す。しかしこの使い方は時代遅れである。

フック変数がバッファーローカルならグローバル変数のかわりにそのバッファーローカル変数
が使用される。しかしそのバッファーローカル変数が要素 tを含む場合には、そのグローバル
フック変数も同様に実行されるだろう。

[Function]run-hook-with-args hook &rest args
この関数は、hook内のすべての関数に 1つの引数 argsを渡して呼び出すことによってアブノー
マルフックを実行する。

[Function]run-hook-with-args-until-failure hook &rest args
この関数は各フック関数を順に呼び出すことによりアブノーマルフック関数を実行し、それらの
うち 1つが nilをリターンして失敗すると停止する。それぞれのフック関数は引数として args
を渡される。この関数はフック関数の 1つが失敗して停止したら nil、それ以外は非 nil値を
リターンする。

[Function]run-hook-with-args-until-success hook &rest args
この関数は各フック関数を順に呼び出すことによりアブノーマルフック関数を実行して、それ
らのうち 1つが非 nil値をリターンして成功したら停止する。それぞれのフック関数は引数と
して argsを渡される。この関数はフック関数の 1つが失敗して停止したらその値、それ以外は
nilをリターンする。

23.1.2 フックのセット

以下は Lisp InteractionモードのときにAuto Fillモードをオンに切り替えるためにモードフックに
関数を追加する例です:

(add-hook 'lisp-interaction-mode-hook 'auto-fill-mode)

フック変数の値は関数のリストにする必要があります。通常の Lisp機能を使用してこのリストを
操作できますが、モジュール方式では以下で説明する関数 add-hookと remove-hookを使用します。
これらの関数はいくつかの異常な状況を処理して問題を回避します。

フックに lambda式を配置しても機能しますが、これは混乱を招くので避けることを推奨します。
2回目は記述を微妙に変えて同じ lambda式を追加すると、そのフックは等価な 2つの別々の関数を
もつことになります。それから一方を削除しても、もう一方は残り続けるでしょう。

[Function]add-hook hook function &optional depth local
この関数はフック変数に関数 functionを追加する手軽な方法である。ノーマルフックと同じよ
うにアブノーマルフックにたいしてもこの関数を使用できる。functionには正しい数の引数を
受け付ける任意の Lisp関数を指定できる。たとえば、

(add-hook 'text-mode-hook 'my-text-hook-function)
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は text-mode-hookと呼ばれるフックに my-text-hook-functionを追加する。

hook内に functionがすでに存在する場合 (比較には equalを使用)、add-hookは 2回目の追
加を行わない。

functionの プ ロ パ ティpermanent-local-hookが 非 nilな ら kill-all-local-

variables(またはメジャーモードを変更しても)はそのフック変数のローカル値から関数を
削除しない。

ノーマルフックにたいしてフック関数は実行される順序に無関係であるようにデザインされる
べきである。順序への依存はトラブルを招く。とはいえその順序は予測可能である。function
は通常はフックリストの先頭に追加されるので、(他の add-hook呼び出しがなければ)それは
最初に実行される。

いくつかのケースではフック上の相対順序の制御が重要になる。オプション引数によりリスト
のどこに関数を挿入するべきかを指定できる。値は-100から 100の数値であり、より大きい値
では関数はリストの終端に近づく。depthのデフォルトは 0であり、後方互換のために非 nilな
ら depthを 90と解釈する。さらに depthが厳密に 0より大なら、関数は同じ depthの関数の
前ではなく後に追加される。あなたの関数の前 (や後)に他の関数を配置する必要が絶対ないと
は限らないので、100(や-100)のを depthは決して使用しないこと。

add-hookは hookが voidのとき、または値が単一の関数の場合には、値を関数リストにセッ
トまたは変更してそれらを扱うことができる。

localが非 nilなら、グローバルフックリストではなくバッファーローカルフックリストに func-
tionを追加する。これはフックをバッファーローカルにして、そのバッファーローカルな値に
tを追加する。バッファーローカルな値への tの追加は、ローカル値と同じようにデフォルト値
でもフック関数を実行するためのフラグである。

[Function]remove-hook hook function &optional local
この関数はフック変数 hookから functionを削除する。これは equalを使用して functionと
hook要素を比較するので、その比較はシンボルとラムダ式の両方で機能する。

localが非 nilなら、それはグローバルフックリストではなくバッファーローカルフックリスト
から functionを削除する。

23.2 メジャーモード

メジャーモードは特定の種類のテキストの編集や相互作用にたいしてEmacsを特化します。すべての
バッファーは一度に 1つのメジャーモードをもちます。すべてのメジャーモードは、メジャーモード
コマンド (major mode command)に関連付けられ、そのコマンド名は ‘-mode’で終わるべきです。
このコマンドは、ローカルキーマップのようなさまざまなバッファーローカル変数をセットすること
により、カレントバッファーないでそのモードに切り替える配慮をします。Section 23.2.1 [Major
Mode Conventions], page 465を参照してください。マイナーモードとは異なりメジャーモードを
“オフに切り替える”手段は存在せず、かわりにバッファーは別のメジャーモードに切り替えられなけ
ればなりません。しかしメアーモードを一時的にサスペンドして、後でサスペンドしたモードをリス
トアできます。以下を参照してください。

Fundamentalモードと呼ばれるモードはもっとも特化されていないメジャーモードであり、モー
ド特有な定義や変数セッティングをもちません。

[Command]fundamental-mode
これは Fundamentalモードにたいするメジャーモードコマンドである。他のモードコマンド
と異なり、このモードはカスタマイズしてはならないことになっているので、モードフックは
何も実行されない (Section 23.2.1 [Major Mode Conventions], page 465を参照)。
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[Function]major-mode-suspend
この関数はすべてのバッファーローカル変数を killする点において fundamental-modeのよ
うに機能するが、これは後でリストアできるように効力をもつメジャーモードを記録する。こ
の関数と major-mode-restore (以下参照)は、Emacsがそのバッファー用に自動的に選択
したモード (Section 23.2.2 [Auto Major Mode], page 469を参照)ではない何らかの特化
したモードにバッファーを置く必要があり、なおかつ後で元のモードに戻れるようにしたい場
合に有用。

[Function]major-mode-restore &optional avoided-modes
この関数は major-mode-suspendが記録したメジャーモードをリストアする。メジャーモー
ドが何も記録されていなければ、この関数は normal-mode (Section 23.2.2 [Auto Major
Mode], page 469を参照)を呼び出すが、avoided-modes引数が非 nilならこの引数内のモー
ドを選択させないように試みる。

メジャーモードを記述するもっとも簡単な方法はマクロ define-derived-modeを使用する方法
です。これは既存のメジャーモードを変形して新たなモードをセットアップします。Section 23.2.4
[Derived Modes], page 471を参照してください。define-derived-modeは多くのコーディング
規約を自動的に強要するので、たとえ新たなモードが他のモードから明示的に派生されない場合でも、
わたしたちは define-derived-modeの使用を推奨します。派生元とするための一般的なモードにつ
いては Section 23.2.5 [Basic Major Modes], page 473を参照してください。

標準的な GNU Emacs の Lisp ディレクトリーツリーには、いくつかのメジャーモードが
text-mode.el、texinfo.el、lisp-mode.el、rmail.elのようなファイルとして含まれていま
す。モードの記述方法を確認するために、これらのライブラリーを学ぶことができます。

[User Option]major-mode
この変数のバッファーローカル値はカレントのメジャーモードにたいするシンボルを保持する。
この変数のデフォルト値は新たなバッファーにたいするデフォルトのメジャーモードを保持す
る。標準的なデフォルト値は fundamental-modeである。

デフォルト値が nilなら、C-x b (switch-to-buffer) のようなコマンドを通じて Emacs
が新たなバッファーを作成したとき、新たなバッファーは以前カレントだったバッファーのメ
ジャーモードになる。例外として以前のバッファーのメジャーモードのシンボルプロパティ
mode-classが値 specialをもつ場合には、新たなバッファーは Fundamentalモードになる
(Section 23.2.1 [Major Mode Conventions], page 465を参照)。

23.2.1 メジャーモードの慣習

メジャーモードにたいするすべてのコードはさまざまなコーディング規約にしたがうべきであり、そ
れらの規約にはローカルキーマップおよび構文テーブルの初期化、関数名や変数名、フックにたいす
る規約が含まれます。

define-derived-modeマクロを使用すれば、これらの規約を自動的に配慮します。
Section 23.2.4 [Derived Modes], page 471を参照してください。Fundamentalモードは Emacs
のデフォルト状態を表すモードなので、これらの規約が該当しないことに注意してください。

以下の規約リストはほんの一部です。一般的にすべてのメジャーモードは Emacs全体が首尾一貫
するよう、他のEmacsメジャーモードとの一貫性を目指すべきです。ここでこの問題を洗い出すすべ
ての想定される要点をリストするのは不可能です。自身の開発するメジャーモードが通常の規約を逸
脱する領域を示すような場合には、Emacs開発者は互換性を保つようにしてください。

• 名前が ‘-mode’で終わるようにメジャーモードコマンドを定義する。引数なしで呼び出されたと
きこのコマンドはキーマップ、構文テーブル、既存バッファーのバッファーローカル変数をセッ
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トアップして、カレントバッファーを新たなモードに切り替えること。そのバッファーのコンテ
ンツを変更しないこと。

• そのモードで利用できる特別なコマンドを説明するドキュメント文字列を記述する。
Section 23.2.3 [Mode Help], page 471を参照のこと。

そのユーザー自身のキーバインディングに自動的に適合してヘルプが表示されるように、ドキュメ
ント文字列に特別なドキュメントサブストリング ‘\[command]’、‘\{keymap}’、‘\<keymap>’
を含めるとよいかもしれない。Section 24.3 [Keys in Documentation], page 523を参照の
こと。

• メジャーモードコマンドは kill-all-local-variablesを呼び出すことによって開始するこ
と。これはノーマルフック change-major-mode-hookを実行してから、前のメジャーモードで
効力のあったバッファーローカル変数を解放する。Section 12.11.2 [Creating Buffer-Local],
page 193を参照のこと。

• メジャーモードコマンドは変数 major-modeにメジャーモードコマンドのシンボルをセットする
こと。これは describe-modeがプリントするドキュメントを探す手掛かりとなる。

• メジャーモードコマンドは変数 mode-nameにそのモードの “愛称 (pretty name)”をセットす
ること (これは通常は文字列だが他の利用可能な形式については Section 23.4.2 [Mode Line
Data], page 487を参照)。このモード名はモードラインに表示される。

• 連続してメジャーモードコマンドを直接呼び出しても失敗せずに、1回だけ呼び出されたときと
同じことを行うこと。言い換えるとメジャーモードコマンドはべき等であること。

• すべてのグローバル名は同じネームスペースにあるので、モードの一部であるようなすべてのグ
ローバルな変数、定数、関数はメジャーモード名 (メジャーモード名が長いようなら短縮名)で始
まる名前をもつこと。Section D.1 [Coding Conventions], page 1164を参照されたい。

• プログラム言語のようなある種の構造型テキストを編集するためのメジャーモードでは、その
構造に応じたテキストのインデントがおそらく有用であろう。したがってそのようなモードは
indent-line-functionに適切な関数をセットするとともに、インデント用のその他の変数を
カスタマイズするべきだろう。Section 23.7 [Auto-Indentation], page 509を参照のこと。

• メジャーモードは、通常はそのモードにあるすべてのバッファーのローカルキーマップとして
使用されるモード自身のキーマップをもつこと。メジャーモードコマンドはそのローカルマッ
プをインストールするために、use-local-mapを呼び出すこと。詳細は Section 22.7 [Active
Keymaps], page 430を参照されたい。

このキーマップは modename-mode-mapという名前のグローバル変数に永続的に格納されるこ
と。そのモードを定義するライブラリーは、通常はこの変数をセットする。

モード用のキーマップ変数をセットアップするコードの記述する方法に関するアドバイスは Sec-
tion 12.6 [Tips for Defining], page 181を参照されたい。

• メジャーモードのキーマップ内でバインドされるキーシーケンスは、通常は C-cで始まってその
後にコントロール文字、数字、{、}、<、>、:、;が続くこと。その他の記号文字 (punctuation
characters)はマイナーモード、通常のアルファベット文字はユーザー用に予約済みである。

メジャーモードは M-n、M-p、M-sなどのキーもリバインドできる。M-nと M-pにたいするバイン
ディングは、通常は前方か後方への移動を意味するような類のものであるべきだが、これが必ず
しもカーソル移動を意味する必要はない。

そのモードにより適した方法でテキストに同じ処理を行うコマンドを提供する場合には、メジャー
モードが標準的なキーシーケンスをリバインドするのは正当性がある。たとえばプログラム言語を
編集するためのメジャーモードは、その言語にとって関数の先頭に移動するために、より良く機能
する方法でC-M-aを再定義するかもしれない。メジャーモードにニーズに応じてC-M-aを構成する
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ための推奨方法は、そのモード固有の関数を呼び出すために beginning-of-defun-function

をセットすること (Section 30.2.6 [List Motion], page 763を参照)。

ある標準的なキーシーケンスの標準的な意味がそのモードではほとんど役に立たないような場合
にも、メジャーモードが標準的なキーシーケンスをリバインドする正当性がある。たとえば M-r

の標準的な意味はミニバッファーではほとんど使用されないので、このキーシーケンスをリバイ
ンドする。テキストの自己挿入を許さない Diredや Rmailのようなメジャーモードがアルファ
ベット文字や、その他のプリント文字を特別なコマンドに再定義することには正当性がある。

• テキストを編集するメジャーモードは改行の挿入以外の何かに RETを定義すべきではない。しか
しユーザーが直接テキストを編集しない、Diredや Infoのような特別なモードにたいしては完
全に異なることを行うように RETを再定義しても構わない。

• メジャーモードは、たとえば Auto-Fill モードを有効にする等の、主にユーザーの好みに関す
るオプションを変更しないこと。それらのオプションはユーザーに選択に任せること。ただしも
しユーザーがAuto-Fillモードを使用すると決定したら、それが便利に機能するように他の変数
をカスタマイズすること。

• モードは自身の構文テーブルをもつことができ、他の関連するモードと構文テーブルを共有するか
もすることもできる。モードが自身の構文テーブルをもつ場合には、modename-mode-syntax-
tableという名前の変数にそれを格納すること。Chapter 35 [Syntax Tables], page 908を参
照されたい。

• コメントにたいする構文をもつ言語を扱うモードは、コメント構文を定義する変数をセットする
こと。Section “Options Controlling Comments” in The GNU Emacs Manual を参照さ
れたい。

• モードは自身の abbrevテーブルをもつことができ、他の関連するモードと構文テーブルを共有す
ることもできる。モードが自身の abbrevテーブルをもつ場合には、modename-mode-abbrev-
tableという名前の変数にそれを格納すること。メジャーモードコマンドが自身で何らかの ab-
brevを定義する場合には、define-abbrevの system-flag引数に tを渡すこと。Section 36.2
[Defining Abbrevs], page 925を参照されたい。

• モードは変数font-lock-defaultsにバッファーローカルな値をセットすることによって、Font
Lockモードにたいしてハイライトする方法を指定すること (Section 23.6 [Font Lock Mode],
page 497を参照)。

• モードが定義するすべてのフェイスは、もし可能なら既存の Emacsフェイスを継承すること。
Section 39.12.8 [Basic Faces], page 1026とSection 23.6.7 [Faces for Font Lock], page 505
を参照されたい。

• モードは変数 imenu-generic-expression、imenu-prev-index-position-functionと
imenu-extract-index-name-functionの 2つの変数、または変数 imenu-create-index-

functionにバッファーローカルな値をセットすることによって Imenuがバッファー内の定義や
セクションを探す方法を指定すること (Section 23.5 [Imenu], page 495を参照)。

• モードは eldoc-documentation-functionにローカル値を指定して、ElDoc モードがその
モードを処理する方法を指定できる。

• モードはスペシャルフック completion-at-point-functionsに 1つ以上のバッファーロー
カルエントリーを追加することにより、さまざまなキーワードの補完方法を指定できる。Sec-
tion 20.6.8 [Completion in Buffers], page 366を参照のこと。

• Emacs のカスタマイズ変数にたいしてバッファーローカルなバインディングを作成するに
は、make-variable-buffer-localではなくメジャーモードコマンド内で make-local-

variableを使用すること。関数 make-variable-buffer-localはそれ以降にカスタマイズ
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変数をセットするすべてのバッファーにたいしてその変数をローカルにして、そのモードを使用
しないバッファーにたいしても影響があるだろう。そのようなグローバルな効果はモードにとっ
て好ましくない。Section 12.11 [Buffer-Local Variables], page 191を参照のこと。

稀な例外として Lispパッケージ内で make-variable-buffer-localを使用する唯一の正当
な方法は、そのパッケージ内でのみ使用される変数にたいして使用をする場合である。他のパッ
ケージにより使用される変数にたいしてこの関数を使用すると競合が発生するだろう。

• すべてのメジャーモードは modename-mode-hookという名前のノーマルなモードフック (mode
hook) をもつこと。メジャーモードコマンドが一番最後に run-mode-hooksを呼び出すこと。
これはノーマルフック change-major-mode-after-body-hook、モードフック、(バッファー
がファイルを visit していれば) 関数 hack-local-variables、その後にノーマルフック
after-change-major-mode-hookを実行する。Section 23.2.6 [Mode Hooks], page 474
を参照のこと。

• メジャーモードコマンドは親モード (parent mode)と呼ばれる他のいくつかのメジャーモード
を呼び出すことにより開始されるかもしれず、それらのセッティングのいくつかを変更するか
もしれない。これを行うモードは派生モード (derived mode) と呼ばれる。派生モードを定義
する推奨方法は define-derived-modeマクロの使用だが必須ではない。そのようなモードは
delay-mode-hooksフォーム内で親のモードコマンドを呼び出すこと (define-derived-mode
は自動的にこれを行う)。Section 23.2.4 [Derived Modes], page 471と Section 23.2.6 [Mode
Hooks], page 474を参照されたい。

• ユーザーがそのモードのバッファーから他のモードのバッファーに切り替える際に特別な何かを
行う必要がある場合、モードは change-major-mode-hookにたいしてバッファーローカル値を
セットアップできる (Section 12.11.2 [Creating Buffer-Local], page 193を参照)。

• そのモードが、(ユーザーがキーボードでタイプしたテキストや外部ファイルのテキストではな
く)モード自身が生成する特別に用意されたテキストにたいしてのみ適している場合、メジャー
モードコマンドのシンボルは以下のように mode-classという名前のプロパティに値 special

を putすること:

(put 'funny-mode 'mode-class 'special)

これはEmacsにたいしてカレントバッファーが Funnyモードのときに新たなバッファーを作成
したとき、たとえ major-modeのデフォルト値が nilであってもそのバッファーをFunnyモード
にしないよう指示する。デフォルトでは major-modeにたいする値 nilは新たなバッファー作成
時にカレントバッファーのメジャーモードを使用することを意味するが (Section 23.2.2 [Auto
Major Mode], page 469を参照)、specialなモードにたいしてはかわりにFundamentalモー
ドが使用される。Dired、Rmail、Buffer Listのようなモードはこの機能を使用する。

関数 view-bufferはmode-classが specialであるようなバッファーでは Viewモードを有効
にしない。そのようなモードは通常は自身でViewに相当するバインディングを提供するからで
ある。

define-derived-modeマクロは親モードが special なら、自動的に派生モードを special に
マークする。親モードで specialモードが有用ならそれを継承したモードでも有用だろう。Sec-
tion 23.2.5 [Basic Major Modes], page 473を参照のこと。

• 新たなモードを識別可能な特定のファイルにたいするデフォルトとしたければ、そのようなファ
イル名にたいしてそのモードを選択するために auto-mode-alistに要素を追加する。autoload
用にモードコマンドを定義する場合には、autoloadを呼び出すのと同じファイル内にその要素
を追加すること。モードコマンドにたいして autoload cookieを使用する場合はに、その要素を
追加するフォームにたいしても autoload cookieを使用できる ([autoload cookie], page 277
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を参照)。モードコマンドを autoloadしない場合には、モード定義を含むファイル内で要素を追
加すれば十分である。

• 悪影響を与えることなく 1回以上評価されるように、モード定義はファイル内のトップレベルの
フォームとして記述すべきである。たとえばすでに値をもつ変数が再初期化されないように、モー
ドに関連した変数をセットするときはdefvarかdefcustomを使用する (Section 12.5 [Defining
Variables], page 179を参照)。

23.2.2 Emacsがメジャーモードを選択する方法

Emacs はファイルを visit するとき、ファイル名やファイル自体の内容などの情報を元にそのバッ
ファーにたいするメジャーモードを選択します。またファイルのテキスト内で指定されたローカル変
数も処理します。

[Command]normal-mode &optional find-file
この関数はカレントバッファーにたいして適切なメジャーモード、およびバッファーローカル変数
のバインディングを設定する。これは set-auto-mode (以下参照)を呼び出す。Emacs 26.1で
はもはや hack-local-variablesを呼び出さずに、メジャーモードの初期化時の run-mode-

hooksでこれが行われる (Section 23.2.6 [Mode Hooks], page 474を参照)。

normal-modeの find-file引数が非 nilなら、normal-modeは find-file関数が自身を呼び
出したとみなす。この場合、normal-modeはそのファイル内の ‘-*-’行、またはファイルの最
後にあるローカル変数を処理できる。これを行うかどうかは変数 enable-local-variables

が制御する。ファイルのローカル変数セクションの構文は Section “Local Variables in Files”
in The GNU Emacs Manualを参照のこと。

インタラクティブに normal-modeを実行すると、引数 find-fileは通常は nilである。この場
合、normal-modeは無条件に任意のファイルローカル変数を処理する。

この関数はメジャーモードを選択してセットするために set-auto-modeを呼び出す。この関
数がモードを特定しなければバッファーの major-mode (以下参照)のデフォルト値により決
定されるメジャーモードに留まる。

normal-modeはメジャーモードコマンド呼び出しの周囲に condition-caseを使用するので
エラーは catchされて、‘File mode specification error’とともに元のエラーメッセージ
がその後に報告される。

[Function]set-auto-mode &optional keep-mode-if-same
この関数はカレントバッファーにたいして適切なメジャーモードを選択してセットする。この選
択は関数自身の (優先順位による)決定にもとづく。優先順位は ‘-*-’行、ファイル終端近傍の任
意の ‘mode:’ローカル変数、‘#!’行 (interpreter-mode-alistを使用)、バッファーの先頭
のテキスト (magic-mode-alistを使用)、最後が visitされるファイル名 (auto-mode-alist
を使用)の順。Section “How Major Modes are Chosen” in The GNU Emacs Manualを
参照のこと。enable-local-variablesが nilなら set-auto-modeは ‘-*-’行とファイル
終端近傍にたいしてmodeタグのチェックを何も行わない。

モード特定のためにファイル内容をスキャンするのがふさわしくないファイルタイプがいくつ
かある。たとえば tarアーカイブファイルの終端付近に特定のファイルにたいしてモードを指
定するローカル変数セクションをもつアーカイブメンバーファイルがたまたま含まれているか
もしれない。こがそのファイルを含んだ tarファイルに適用されるべきではないだろう。同様
に tiffイメージファイルが ‘-*-’パターンにマッチするように見える行を最初の行に偶然含む
かもしれない。これらの理由により、これらのファイル拡張子はいずれも inhibit-local-

variables-regexpsリストのメンバーになっている。Emacsが、(モード指定に限らず)ファ
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イルから任意の種類のローカル変数を検索することを防ぐには、このリストにパターンを追加
する。

keep-mode-if-sameが非 nilなら、すでにそのバッファーが適切なメジャーモードをもつとき
にこの関数はモードコマンドを呼び出さない。たとえば set-visited-file-nameはユーザー
がセットしたかもしれないバッファーローカル変数を killすることを防ぐために、これを tに
セットする。

[Function]set-buffer-major-mode buffer
この関数はbufferのメジャーモードをmajor-modeのデフォルト値にセットする。major-mode
が nilなら、(それが適切なら)カレントバッファーのメジャーモードを使用する。例外として
bufferの名前が*scratch*なら、モードを initial-major-modeにセットする。

バッファーを作成する低レベルのプリミティブはこの関数を使用しないが、switch-to-buffer
や find-file-noselectのような中位レベルのコマンドは、バッファー作成時は常にこの関
数を使用する。

[User Option]initial-major-mode
この変数の値は*scratch*バッファーの初期のメジャーモードを決定する。値はメジャーモー
ドコマンドであるようなシンボルであること。デフォルト値は lisp-interaction-mode。

[Variable]interpreter-mode-alist
この変数は ‘#!’行内のコマンドインタープリターを指定するスクリプトにたいして使用するメ
ジャーモードを指定する。変数の値は (regexp . mode)という形式の要素をもつ alist であ
る。これはそのファイルが\\`regexp\\'にマッチするインタープリターを指定する場合には
modeを使用することを意味する。たとえばデフォルト要素の 1つは ("python[0-9.]*" .

python-mode)である。

[Variable]magic-mode-alist
この変数の値は (regexp function)という形式の要素をもつ alistである。ここで regexpは
正規表現、functionは関数、または nilである。ファイルを visitした後にバッファーの先頭の
テキストが regexpにマッチした場合、functionが非 nilなら set-auto-modeは functionを
呼び出す。functionが nilなら auto-mode-alistがモードを決定する。

[Variable]magic-fallback-mode-alist
これは magic-mode-alistと同様に機能するが、そのファイルにたいして auto-mode-alist

がモードを指定しない場合だけ処理される点が異なる。

[Variable]auto-mode-alist
この変数はファイル名パターン (正規表現)と対応するメジャーモードコマンドの連想配列を含
む。ファイル名パターンは通常は ‘.el’や ‘.c’のようなサフィックスをテストするが必須ではな
い。この alistの通常の要素は (regexp . mode-function)のようになる。

たとえば、
(("\\`/tmp/fol/" . text-mode)

("\\.texinfo\\'" . texinfo-mode)

("\\.texi\\'" . texinfo-mode)

("\\.el\\'" . emacs-lisp-mode)

("\\.c\\'" . c-mode)

("\\.h\\'" . c-mode)

...)

バージョン番号とバックアップ用サフィックスをもつファイルをvisitしたとき、それらのサフィッ
クスは file-name-sans-versions (Section 25.9.1 [File Name Components], page 556
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を参照)を使用して展開されたファイル名 (Section 25.9.4 [File Name Expansion], page 560
を参照)から取り除かれて regexpとマッチされて、set-auto-modeはそれに対応するmode-
functionを呼び出す。この機能によりほとんどのファイルにたいしてEmacsが適切なメジャー
モードを選択することが可能になる。

auto-mode-alistの要素が (regexp function t)という形式なら、functionを呼び出し
た後に Emacs は前回マッチしなかったファイル名部分にたいしてマッチするために再度
auto-mode-alistを検索する。この機能は圧縮されたパッケージにたいして有用である。
("\\.gz\\'" function t)という形式のエントリーは、ファイルを解凍してから ‘.gz’抜き
のファイル名の解凍されたファイルを適切なモードに置く。

以下は auto-mode-alistの先頭に複数のパターンペアーを追加する方法の例である (あなた
は initファイル内でこの種の式を使ったことがあるかもしれない)。

(setq auto-mode-alist

(append

;; ドットで始まる (ディレクトリー名付きの)ファイル名
'(("/\\.[^/]*\\'" . fundamental-mode)

;; ドットのないファイル名
("/[^\\./]*\\'" . fundamental-mode)

;; ‘.C’で終わるファイル名
("\\.C\\'" . c++-mode))

auto-mode-alist))

23.2.3 メジャーモードでのヘルプ入手

describe-mode関数はメジャーモードに関する情報を提供します。これは通常は C-h mにバインド
されています。この関数は変数 major-mode (Section 23.2 [Major Modes], page 464を参照)の
値を使用します。すべてのメジャーモードがこの変数をセットする必要があるのはこれが理由です。

[Command]describe-mode &optional buffer
このコマンドはカレントバッファーのメジャーモードとマイナーモードのドキュメントを表示
する。この関数はメジャーモードおよびマイナーモードのコマンドのドキュメント文字列を取
得するために documentation関数を使用する (Section 24.2 [Accessing Documentation],
page 521を参照)。

buffer引数に非 nilを指定して Lispから呼び出されると、この関数はカレントバッファーでは
なくそのバッファーのメジャーモードとマイナーモードのドキュメントを表示する。

23.2.4 派生モードの定義

新しいメジャーモードを定義する推奨方法は、define-derived-modeを使用して既存のメジャーモー
ドから派生させる方法です。それほど近いモードが存在しない場合は text-mode、special-mode、
または prog-modeから継承するべきです。Section 23.2.5 [Basic Major Modes], page 473を参照
してください。これらがいずれも適切でなければ、fundamental-modeから継承することができます
(Section 23.2 [Major Modes], page 464を参照)。

[Macro]define-derived-mode variant parent name docstring keyword-args. . .
body. . .

このマクロは variantをメジャーモードコマンドとして定義して、nameをモード名の文字列形
式とする。variantと parentはクォートされていないシンボルであること。

新たなコマンド variantは関数 parentを呼び出すよう定義されて、その後その親モードの特定
の性質をオーバーライドする。
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• 新たなモードは variant-mapという名前の、自身の sparseキーマップ (疎キーマップ)
をもつ。define-derived-modeは variant-mapがすでにセットされていて、かつすで
に親をもつ場合を除いて親モードのキーマップを新たなマップの親キーマップにする。

• 新たなモードは自身の構文テーブル (syntax table) をもち、それは変数
variant-syntax-tableに保持される。ただし:syntax-tableキーワード (以下参
照) を使用してこれをオーバーライドした場合は異なる。define-derived-modeは
variant-syntax-tableがすでにセットされていて、かつ標準的な構文テーブルよ異な
る親をもつ場合を除いて、親モードの構文テーブルを variant-syntax-tableの親と
する。

• 新たなモードは自身の abbrev テーブル (略語テーブル) をもち、それは変数
variant-abbrev-tableに保持される。ただし:abbrev-tableキーワード (以下参照)
を使用してこれをオーバーライドした場合は異なる。

• 新たなモードは自身のモードフック variant-hookをもつ。これはフックを実行した後に
:after-hookがあればそれを実行して、それとは別に最後に run-mode-hooksによって
自身の祖先のモードのフックを実行する。

これらに加えて bodyで parentのその他の性質をオーバーライドする方法を指定できます。コ
マンド variantは通常のオーバーライドをセットアップした後、そのモードのフックを実行す
る直前に body内のフォームを評価します。

parentが非 nilの mode-classシンボルプロパティをもつ場合、define-derived-modeは
variantの mode-classプロパティに同じ値をセットします。これはたとえば parentが special
モードなら variantも specialモードになることを保証します (Section 23.2.1 [Major Mode
Conventions], page 465を参照)。

parentにたいして nilを指定することもできます。これにより新たなモードは親をもたなくな
ります。その後に define-derived-modeは上述のように振る舞いますが、当然 parentにつ
ながるすべてのアクションは省略されます。

引数 docstringは新たなモードにたいするドキュメント文字列を指定します。
define-derived-modeはこのドキュメント文字列の最後にそのモードフックに関する一
般的な情報と、その後にそのモードのキーマップを追加します。docstringを省略すると
define-derived-modeがドキュメント文字列を生成します。

keyword-argsはキーワードと値のペアー。:after-hookのものを除いて値は評価される。現
在のところ以下のキーワードがサポートされる:

:syntax-table

新たなモードにたいする構文テーブルを明示的に指定するためにこれを使用でき
る。nil値を指定すると新たなモードは parentと同じ構文テーブル、parentも
nilなら標準的な構文テーブルを使用する (これは nil値の非キーワード引数は引
数を指定しないのと同じという通常の慣習にはしたがわないことに注意)。

:abbrev-table

新たなモードにたいする abbrevテーブルを明示的に指定するためにこれを使用で
きる。nil値を指定すると新たなモードはparentと同じabbrevテーブル、parent
も nilなら fundamental-mode-abbrev-tableを使用する (繰り返すが nil値
はこのキーワードを指定しないことではない)。

:group これが指定する場合、値はそのモードにたいするカスタマイズグループ
(customization group) であること (すべてのメジャーモードがカスタマイズ
グループをもつ訳ではない)。customize-modeコマンドはこれを使用する。
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define-derived-modeは指定されたカスタマイズグループを自動的に定義し
ない。

:after-hook

このオプションのｋｅｙはモードフック実行後にモード関数の最後の活動として
評価される単一の Lispフォームを指定する。クォートしないこと。モードにが
終了した後にフォーが評価されるので、モード関数のローカル状態のすべての要
素にアクセスするべきではない。:after-hookフォームはモードフックで変更さ
れているかもしれないユーザーのセッティングに依存するモードの様相をセット
アップするために有用。

以下は架空の例:

(defvar hypertext-mode-map

(let ((map (make-sparse-keymap)))

(define-key map [down-mouse-3] 'do-hyper-link)

map))

(define-derived-mode hypertext-mode

text-mode "Hypertext"

"ハイパーテキスト用のメジャーモード"

(setq-local case-fold-search nil))

define-derived-modeが自動的に行うので、この定義内に interactive指定を記述しては
ならない。

[Function]derived-mode-p &rest modes
この関数はカレントメジャーモードがシンボルmodesで与えられたメジャーモードのいずれか
から派生されていたら非 nilをリターンする。

23.2.5 基本的なメジャーモード

Fundamentalモードは別として他のメジャーモードの一般的な派生元となるメジャーモードが 3つ
あります。それは Textモード、Progモード、および Specialモードです。Textモードはその本来
もつ機能から有用なモードです (たとえば.txtファイルの編集など)。一方、Progモードと Special
モードは主にそのようなモード以外のモードの派生元とするために存在します。

新たなモードは直接と間接を問わず、可能な限りそれら 3つのモードから派生させるべきです。そ
の理由の 1つは関連のあるモードファミリー全体 (たとえばすべてのプログラミング言語のモード)に
たいして、ユーザーが単一のモードフックをカスタマイズできるからからです。

[Command]text-mode
Textモードは人間の言語を編集するためのメジャーモードである。このモードは文字 ‘"’と ‘\’
を区切り文字構文 (punctuation syntax: Section 35.2.1 [Syntax Class Table], page 909
を参照)としてもち、M-TABを ispell-complete-wordにバインドする (Section “Spelling”
in The GNU Emacs Manualを参照)。

Textモードから派生されたメジャーモードの例としてHTMLモードがある。Section “SGML
and HTML Modes” in The GNU Emacs Manualを参照のこと。

[Command]prog-mode
Progモードはプログラミング言語のソースコードを含むバッファーにたいする基本的なメジャー
モードである。Emacsビルトインのプログラミング言語用メジャーモードはこのモードから派
生されている。
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Prog モードは parse-sexp-ignore-commentsを t (Section 35.6.1 [Motion via Pars-
ing], page 916を参照)、bidi-paragraph-directionを left-to-right (Section 39.26
[Bidirectional Display], page 1087を参照)にバインドする。

[Command]special-mode
Specialモードはファイルから直接ではなく、Emacsにより特別 (specially)に生成されたテキ
ストを含むバッファーにたいする基本的なメジャーモードである。Specialモードから派生され
たメジャーモードは mode-classプロパティに specialが与えられる (Section 23.2.1 [Major
Mode Conventions], page 465を参照)。

Specialモードはバッファーを読み取り専用にセットする。このモードのキーマップはいくつかの
一般的なバインディングを定義して、それには quit-windowにたいする q、revert-buffer
(Section 26.3 [Reverting], page 587を参照)にたいする gが含まれる。

Special から派生されたメジャーモードの例としては Buffer Menu モードがあり、これは
*Buffer List*バッファーにより使用される。Section “Listing Existing Buffers” in The
GNU Emacs Manualを参照のこと。

これらに加えて表形式データのバッファーにたいするモードをTabulated Listモードから継承でき
ます。このモードは Specialモードから順に派生されているモードです。Section 23.2.7 [Tabulated
List Mode], page 475を参照してください。

23.2.6 モードフック

すべてのメジャーモードコマンドはモード独自のノーマルフックchange-major-mode-after-body-

hook、そのモードのモードフック、ノーマルフック after-change-major-mode-hookを実行する
ことによって終了すべきです。これは run-mode-hooksを呼び出すことにより行われます。もしその
モードが派生モードなら自身の body内で他のメジャーモード (親モード)を呼び出す場合には、親モー
ドが自身でこれらのフックを実行しないように delay-mode-hooksの中でこれを行うべきです。か
わりに派生モードは親のモードフックも実行する run-mode-hooksを呼び出します。Section 23.2.1
[Major Mode Conventions], page 465を参照してください。

Emacs 22より前のバージョンの Emacsには delay-mode-hooksがありません。また Emacs
24より前のバージョンには change-major-mode-after-body-hookがありません。ユーザー実装
のメジャーモードが run-mode-hooksを使用せず、これらの新しい機能を使用するようにアップデー
トされていないときは、これらのメジャーモードは以下の慣習に完全にしたがわないでしょう。それ
らのモードは親のモードフックをあまりに早く実行したり、after-change-major-mode-hookの実
行に失敗するかもしれません。そのようなメジャーモードに遭遇したら以下の慣習にしたがって修正
をお願いします。

define-derived-modeを使用してメジャーモードを定義したときは、自動的にこれらの慣習に
したがうことが保証されます。define-derived-modeを使用せずにメジャーモードを “手動”で定
義したら、これらの慣習を自動的に処理するように以下の関数を使用してください。

[Function]run-mode-hooks &rest hookvars
メジャーモードはこの関数を使用してモードフックを実行すること。これは run-hooks (Sec-
tion 23.1 [Hooks], page 462 を参照) と似ているが change-major-mode-after-body-

hook、(バッファーがファイルを visitしていれば)hack-local-variables (Section 12.12
[File Local Variables], page 198を参照)、after-change-major-mode-hookも実行する。
これは最後に親モード (Section 23.2.4 [Derived Modes], page 471を参照)で宣言されてい
る:after-hookフォームをすべて評価する。
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この関数が delay-mode-hooksフォーム実行中に呼び出されたときはフックや hack-local-

variablesの実行、およびフォームの評価を即座には行わない。かわりに次の run-mode-

hooks呼び出しでそれらを実行するようにアレンジする。

[Macro]delay-mode-hooks body. . .
あるメジャーモードコマンドが他のメジャーモードコマンドを呼び出すときは delay-mode-

hooksの内部で行うこと。

このマクロは bodyを実行するが、body実行中はすべての run-mode-hooks呼び出しにたい
してそれらのフックの実行を遅延するよう指示する。それらのフックは実際には delay-mode-

hooks構造の最後の後、次の run-mode-hooks呼び出しの間に実行されるだろう。

[Variable]change-major-mode-after-body-hook
これは run-mode-hooksにより実行されるノーマルフックである。これはそのモードのフック
の前に実行される。

[Variable]after-change-major-mode-hook
これは run-mode-hooksにより実行されるノーマルフックである。これはすべての適切に記述
されたメジャーモードコマンドの一番最後に実行される。

23.2.7 Tabulated Listモード

Tabulated Listモードとは、表形式データ (エントリーから構成されるデータで各エントリーはそれぞ
れテキストの 1行を占め、エントリーの内容は列に分割されるようなデータ)を表示するためのメジャー
モードです。Tabulated Listモードは行列の見栄えよくプリントする機能、および各列の値に応じて
行をソートする機能を提供します。これは Specialモードから派生されたモードです (Section 23.2.5
[Basic Major Modes], page 473を参照)。

Tabulated Listモードは、より特化したメジャーモードの親モードとして使用されることを意図
しています。例としては Process Menuモード (Section 38.6 [Process Information], page 949を
参照)、Package Menuモード (Section “Package Menu” in The GNU Emacs Manual を参照)
が含まれます。

このような派生されたモードは tabulated-list-modeを 2つ目の引数に指定して、通常の方法
で define-derived-modeを使用するべきです (Section 23.2.4 [Derived Modes], page 471を参
照)。define-derived-modeフォームの bodyは以下にドキュメントされている変数に値を割り当
てることにより、表形式データのフォーマットを指定するべきです。その後にオプションで列名のヘッ
ダーを挿入する関数 tabulated-list-init-headerを呼び出すことができます。

派生されたモードはリスティングコマンド (listing command)も定義するべきです。これはモー
ドコマンドではなく、(M-x list-processesのように)ユーザーが呼び出すコマンドです。リスティ
ングコマンドはバッファーを作成または切り替えて、派生モードをオンにして表形式データを指定し、
最後にそのバッファーを事前設定 (populate)するために tabulated-list-printを呼び出すべき
です。

[User Option]tabulated-list-gui-sort-indicator-asc
この変数は GUIフレームにおいて列が昇順でソートされていることを示すために使用する文
字を指定する。

Tabulated Listバッファーでソート方向を変更するたびに、このインジケーターの昇順 (“asc”)
と降順 (“desc”)が切り替わる。



Chapter 23: メジャーモードとマイナーモード 476

[User Option]tabulated-list-gui-sort-indicator-desc
tabulated-list-gui-sort-indicator-ascと同様だが列が降順でソートされている際に
使用される。

[User Option]tabulated-list-tty-sort-indicator-asc
tabulated-list-gui-sort-indicator-ascと同様だがテキストモードのフレームに使用
される。

[User Option]tabulated-list-tty-sort-indicator-desc
tabulated-list-tty-sort-indicator-ascと同様だが列が降順でソートされている際に
使用される。

[Variable]tabulated-list-format
このバッファーローカル変数は表形式データのフォーマットを指定する。値はベクターであり、
ベクターの各要素はデータ列を表すリスト (name width sort)である。ここで

• nameは列の名前 (文字列)。

• widthは列にたいして予約される文字数幅 (整数)。最終列は各行の終端までなので意味が
ない。

• sortは列によりエントリーをソートする方法を指定する。nilならその列はソートに使
用できない。tなら列の文字列値を比較することによりソートされる。それ以外なら
tabulated-list-entriesの要素と同じ形式の 2つの引数をとる、sortにたいする述
語関数 (predicate function)であること。

[Variable]tabulated-list-entries
このバッファーローカル変数は Tabulated Listバッファー内に表示されるエントリーを指定
する。値はリストか関数のいずれかであること。

値がリストなら各リスト要素は 1つのエントリーに対応し、(id contents)という形式であ
ること。ここで

• idは nil、またはエントリーを識別する Lispオブジェクト。Lispオブジェクトならエン
トリーを再ソートした際、カーソルは同じエントリー上に留まる。比較は equalで行わ
れる。

• contentsは tabulated-list-formatと要素数が同じベクター。ベクター要素は文字列
かリスト。文字列ならバッファーにそのまま挿入される。リスト (label . properties)

なら、labelとpropertiesを引数として insert-text-buttonを呼び出すことによってテ
キストボタンを挿入することを意味する (Section 39.19.3 [Making Buttons], page 1072
を参照)。

これらの文字列には改行を含めないこと。

それ以外なら、それは値は引数なしで呼び出されて上記形式のリストをリターンする関数であ
ること。

[Variable]tabulated-list-revert-hook
このノーマルフックは Tabulated Listバッファーのリバートに先立ち実行される。派生モー
ドは tabulated-list-entriesを再計算するためにこのフックに関数を追加できる。

[Variable]tabulated-list-printer
この変数の値はポイント位置にエントリー (エントリーを終端する改行を含む)を挿入するため
に呼び出される関数である。この関数は tabulated-list-entriesと同じ意味をもつ 2つの
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引数 idと contentsを受け取る。デフォルト値はエントリーをそのまま挿入する関数である。よ
り複雑な方法で Tabulated Listモードを使用するモードは別の関数を指定できる。

[Variable]tabulated-list-sort-key
この変数の値はTabulated Listバッファーにたいするカレントのソートキーを指定する。nil
ならソートは行われない。それ以外なら (name . flip)という形式の値をもつ。ここで name
は tabulated-list-format内の列目の 1つとマッチする文字列、flipが非 nilなら逆順での
ソートを意味する。

[Function]tabulated-list-init-header
この関数は Tabulated Listバッファーにたいする header-line-formatを計算してセット
し、列ヘッダー上でのクリックでソートを可能にするキーマップをヘッダー行に割り当てる。

Tabulated Listから派生したモードは、上記の変数 (特に tabulated-list-formatをセッ
トした後のみ)をセットした後にこれを呼び出すこと。

[Function]tabulated-list-print &optional remember-pos update
この関数はカレントバッファーにエントリーを挿入する。これをリスティングコマンドとして
呼び出すこと。この関数はバッファーを消去して tabulated-list-entriesで指定されるエ
ントリーを tabulated-list-sort-keyにしたがってソートした後、各エントリーを挿入す
るために tabulated-list-printerで指定される関数を呼び出す。

オプション引数 remember-posが非 nilなら、この関数はカレント行で id要素を探して、もし
あればすべてのエントリーを (再)挿入して、その後にそのエントリーの移動を試みる。

オプション引数 updateが非 nilなら、この関数は最後のプリント以降に変更されたエントリー
の削除か追加だけを行う。この関数が最後に呼び出されて以降、ほとんどのエントリーが変更
されていなければ、この関数は数倍高速になる。結果の違いは tabulated-list-put-tagを
通じて配置されたタグが変更されていないエントリーから削除されないことだけである (通常
はすべてのタグが削除される)。

[Function]tabulated-list-delete-entry
この関数はポイント位置のエントリーを削除する。

リスト (id cols)をリターンする。ここで idは削除したエントリーの ID、colsは列修飾子
(column descriptors)のベクター。カレント行の先頭にポイントを移動する。ポイント位置に
エントリーがなければ nilをリターンする。

この関数はバッファーのコンテンツだけを変更することに注意。tabulated-list-entries
は変更しない。

[Function]tabulated-list-get-id &optional pos
この defsubstは tabulated-list-entriesがリストなら ID オブジェクト、関数なら
tabulated-list-entriesがリターンするリストから ID オブジェクトをリターンする。
posが省略か nilの場合のデフォルトはポイント位置。

[Function]tabulated-list-get-entry &optional pos
この defsubstは tabulated-list-entriesがリストならエントリーオブジェクト、関数な
ら tabulated-list-entriesがリターンするリストからエントリーオブジェクトをリターン
する。これは posにある IDにたいするベクターになるだろう。posにエントリーがなければ、
この関数は nilをリターンする。
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[Function]tabulated-list-header-overlay-p &optional POS
この defsubstは posに偽ヘッダーがあれば非 nilをリターンする。偽ヘッダー (fake header)
はバッファー先頭に列名を配置するためにtabulated-list-use-header-lineがnilにセッ
トされている場合に使用される。posが省略か nilの場合のデフォルトは point-min。

[Function]tabulated-list-put-tag tag &optional advance
この関数はレント行のパディングエリアに tagを配置する。パディングエリアはその行の先頭
にある空スペースであり、幅は tabulated-list-paddingにより制御される。tagは長さが
tabulated-list-padding以下の文字列であること。advanceが非 nilなら、この関数は 1
行分ポイントを前方に移動する。

[Function]tabulated-list-clear-all-tags
この関数はカレントバッファーのパディングエリアからすべてのタグをクリアーする。

[Function]tabulated-list-set-col col desc &optional change-entry-data
この関数は colを descにセットしてポイント位置にあるTabulated Listのエントリーを変更す
る。colは変更する列番号か列名、descは新たな列記述子であり、tabulated-list-print-
colを通じて挿入される。

change-entry-dataが非 nilなら、この関数は列記述子のベクターを descにセットすることに
より、背後のデータ (通常はリスト tabulated-list-entries内の列記述子)を変更する。

23.2.8 ジェネリックモード

genericモード (汎用モード)とは、コメント構文にたいする基本的なサポートとFont Lockモードを
もつシンプルなメジャーモードです。genericモードを定義するにはマクロ define-generic-mode

を使用します。define-generic-modeの使い方の例は、ファイル generic-x.elを参照してくだ
さい。

[Macro]define-generic-mode mode comment-list keyword-list font-lock-list
auto-mode-list function-list &optional docstring

このマクロはmode (クォートされていないシンボル)という名前の genericモードコマンドを
定義する。オプション引数 docstringは、そのモードコマンドにたいするドキュメント文字列。
これを与えなければ define-generic-modeがデフォルトのドキュメント文字列を生成する。

引数 comment-listは要素が文字、2文字以下の文字列、またはコンスセルである。文字か文
字列ならそのモードの構文テーブル内でコメント開始識別子としてセットアップされる。エン
トリーがコンスセルなら carはコメント開始識別子、cdrはコメント終了識別子としてセッ
トアップされる (行末によりコメントを終端させたければ後者に nilを使用する)。構文テーブ
ルのメカニズムには実際にコメントの開始および終了識別子に関する制限があることに注意。
Chapter 35 [Syntax Tables], page 908を参照のこと。

引数 keyword-listは font-lock-keyword-faceでハイライトするキーワードのリストであ
る。キーワードは文字列であること。一方、font-lock-listはハイライトするための追加の式
リストである。このリストの各要素は font-lock-keywordsの要素と同じ形式をもつこと。
Section 23.6.2 [Search-based Fontification], page 499を参照されたい。

引数 auto-mode-listは変数 auto-mode-alistに追加する正規表現のリストである。これら
のは、マクロ呼び出しの展開時ではなく、define-generic-modeの実行時に追加される。

最後に function-listは追加セットアップのためにモードコマンドに呼び出される関数のリスト
である。これらの関数はモードフック変数 mode-hookの実行の直前に呼び出される。
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23.2.9 メジャーモードの例

おそらくTextモードは、Fundamentalを除いてもっともシンプルなモードです。上述した慣習の多
くを説明するために以下に text-mode.elの抜粋を示します:

;; Create the syntax table for this mode.
(defvar text-mode-syntax-table

(let ((st (make-syntax-table)))

(modify-syntax-entry ?\" ". " st)

(modify-syntax-entry ?\\ ". " st)

;; Add 'p' so M-c on 'hello' leads to 'Hello', not 'hello'.

(modify-syntax-entry ?' "w p" st)

...

st)

"Syntax table used while in `text-mode'.")

;; このモード用にキーマップを作成
(defvar text-mode-map

(let ((map (make-sparse-keymap)))

(define-key map "\e\t" 'ispell-complete-word)

...

map)

"Keymap for `text-mode'.

Many other modes, such as `mail-mode', `outline-mode' and

`indented-text-mode', inherit all the commands defined in this map.")

そして実際にモードコマンドが定義される方法が以下になります:

(define-derived-mode text-mode nil "Text"

"人間が読むために記述されたテキストを編集するためのメジャーモード
このモードではパラグラフを区切るのはブランク行か空白行だけである
したがって適応型フィル (adaptive filling)の全恩恵を受けられる
(変数`adaptive-fill-mode'を参照のこと)

\\{text-mode-map}

Textモードのオンによりノーマルフック`text-mode-hook'が実行される"

(setq-local text-mode-variant t)

(setq-local require-final-newline mode-require-final-newline))

3つの Lisp用モード (Lispモード、Emacs Lispモード、Lisp Interactionモード)はTextモー
ドより多くの機能をもち、それにふさわしくコードもより複雑です。そのようなモードの記述方法を
説明するために lisp-mode.elの抜粋を示します。

以下は Lispモードの構文テーブルと abbrevテーブルを定義する方法です:

;; モード固有のテーブル変数の作成
(define-abbrev-table 'lisp-mode-abbrev-table ()

"Abbrev table for Lisp mode.")

(defvar lisp-mode-syntax-table

(let ((table (make-syntax-table lisp--mode-syntax-table)))

(modify-syntax-entry ?\[ "_ " table)

(modify-syntax-entry ?\] "_ " table)

(modify-syntax-entry ?# "' 14" table)

(modify-syntax-entry ?| "\" 23bn" table)

table)

"`lisp-mode'で使用される構文テーブル")

Lisp用の 3つのモードは多くのコードを共有します。たとえばこれらのモードはさまざまな変数
をセットするために以下の関数を呼び出します:
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(defun lisp-mode-variables (&optional syntax keywords-case-insensitive elisp)

(when syntax

(set-syntax-table lisp-mode-syntax-table))

...

その中でも特にこの関数は、Lispコメントを処理するために変数 comment-startをセットアップし
ます:

(setq-local comment-start ";")

...

これらの異なる Lisp用モードは、微妙に異なるキーマップをもちます。たとえば Lispモードは
C-c C-zを run-lispにバインドしますが、他の Lisp用モードはこれを行いません。とはいえすべて
の Lisp用モードに共通なコマンドがいくつかあります。以下のコードはそれらの共通コマンドをセッ
トアップします:

(defvar lisp-mode-shared-map

(let ((map (make-sparse-keymap)))

(set-keymap-parent map prog-mode-map)

(define-key map "\e\C-q" 'indent-sexp)

(define-key map "\177" 'backward-delete-char-untabify)

map)

"すべての Lisp用モードでコマンドを共有するためのキーマップ")

そして以下が Lispモードのためのキーマップをセットアップするコードです:
(defvar lisp-mode-map

(let ((map (make-sparse-keymap))

(menu-map (make-sparse-keymap "Lisp")))

(set-keymap-parent map lisp-mode-shared-map)

(define-key map "\e\C-x" 'lisp-eval-defun)

(define-key map "\C-c\C-z" 'run-lisp)

...

map)

"Keymap for ordinary Lisp mode.

All commands in `lisp-mode-shared-map' are inherited by this map.")

最後は Lispモードのためのメジャーモードコマンドです:
(define-derived-mode lisp-mode prog-mode "Lisp"

"GNU Emacs Lisp以外の Lispコードを編集するためのメジャーモード
コマンド:

あたかも後方に移動するようにタブをスペースに削除変換する
パラグラフ区切りはブランク行でコメント開始はセミコロン

\\{lisp-mode-map}

`run-lisp'は inferior Lispジョブの開始と既存ジョブ
から戻るための両方に使われるかもしれないことに注意"

(lisp-mode-variables nil t)

(setq-local find-tag-default-function 'lisp-find-tag-default)

(setq-local comment-start-skip

"\\(\\(^\\|[^\\\\\n]\\)\\(\\\\\\\\\\)*\\)\\(;+\\|#|\\) *")

(setq imenu-case-fold-search t))

23.3 マイナーモード

マイナーモード (minor mode)はメジャーモードの選択とは無関係にユーザーが有効や無効にできる
オプション機能の使用を提供します。マイナーモードは個別、あるいは組み合わせて有効にできます。

ほとんどのマイナーモードはメジャーモードとは独立した機能を実装するので、ほとんどのメジャー
モードと一緒に使用することができます。たとえばAuto Fillモードはテキスト挿入を許容する任意
のメジャーモードとともに機能します。しかし少数ながら特定のメジャーモードに特化したマイナー
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モードもあります。たとえばDiff Auto RefineモードはDiffモードとの使用だけを意図したマイナー
モードです。

理想的にはマイナーモードは他のマイナーモードの効果と無関係に期待した効果をもつべきです。
任意の順序でマイナーモードをアクティブや非アクティブにすることも可能であるべきです。

[Variable]minor-mode-list
この変数の値はすべてのマイナーモードコマンドのリスト。

23.3.1 マイナーモード記述の規約

メジャーモードにも監修があるように (Section 23.2 [Major Modes], page 464を参照)、マイナー
モードの記述にも慣習があります。その慣習について以下で説明します。これらの慣習にしたがうに
はマクロ define-minor-modeを使用するのがもっとも簡単な方法です。Section 23.3.3 [Defining
Minor Modes], page 483を参照してください。

• 名前が ‘-mode’で終わる変数を定義する。これをモード変数 (mode variable)と呼ぶ。マイナー
モードコマンドはこの変数をセットすること。値はそのモードが無効なら nil、有効なら非 nilに
なる。そのマイナーモードがバッファーローカルならこの変数もバッファーローカルであること。

この変数はモードラインにマイナーモードの名前を表示するために minor-mode-alistと結合
して使用される。これは minor-mode-map-alistを通じて、そのマイナーモードのキーマップ
がアクティブかどうかも判定する (Section 22.9 [Controlling Active Maps], page 433を参
照)。個々のコマンドやフックもこの変数の値をチェックできる。

• モード変数と同じ名前をもつモードコマンド (mode command)と呼ばれるコマンドを定義す
る。このコマンドの役目はモード変数の値のセットに加えて、そのモードの機能を使用を実際に
有効や無効にするために必要な他のすべてを行うことである。

モードコマンドは 1つのオプション引数を受け入れること。プレフィクス引数なしで interactive
に呼び出されたらモードをトグルする (toggle: 切り替える。たとえば無効なら有効に、有効な
ら無効にする)こと。プレフィクス引数とともに interactiveに呼び出された場合にはその引数が
正であればモードを有効にして、それ以外なら無効にすること。

モードコマンドが Lispから (つまり非 interactiveに)呼び出された場合は、引数が省略または
nilならモードを有効にすること。引数がシンボル toggleならモードをトグルして、それ以外
なら上述の数引数とともに interactiveに呼び出されたときと同じ方法によってその引数を扱う
こと。

以下はこの挙動の実装方法を示す例である (define-minor-modeマクロが生成するコードもこ
れに類似する)。

(interactive (list (or current-prefix-arg 'toggle)))

(let ((enable

(if (eq arg 'toggle)

(not foo-mode) ; そのモードのモード変数
(> (prefix-numeric-value arg) 0))))

(if enable

do-enable

do-disable))

やや複雑なこの挙動の理由は、ユーザーが簡単かつ interactiveにマイナーモードをトグルでき
ることと、以下のようにモードフック内で簡単にマイナーモードを有効にできるからである:

(add-hook 'text-mode-hook 'foo-mode)
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foo-modeモードコマンドは引数なしでLispから呼び出されたときは無条件にそのマイナーモー
ドを有効にするので、これは foo-modeがすでに有効でもそうでなくても正しく振る舞う。モー
ドフック内でマイナーモードを無効にする場合は少々醜くなる:

(add-hook 'text-mode-hook (lambda () (foo-mode -1)))

しかしこれは頻繁には行われない。

マイナーモードを 2回連続で直接有効 (や無効)にしても失敗せずに、1回だけ有効 (や無効)に
したときと同じことを行うこと。言い換えるとマイナーモードコマンドはべき等であること。

• モードラインにマイナーモードを表示したければ、それぞれのマイナーモードにたいして要素を
minor-mode-alistに追加する ([Definition of minor-mode-alist], page 491を参照)。この
要素は以下の形式のリストであること:

(mode-variable string)

ここでmode-variableはマイナーモードの有効化を制御する変数、stringはモードラインに表示
するためのスペースで始まる短い文字列である。一度に複数モードの文字列がスペースを占有す
るので、これらの文字列は短くなければならない。

minor-mode-alistに要素を追加する際は、重複を避けるために既存要素のチェックに assqを
使用すること。たとえば:

(unless (assq 'leif-mode minor-mode-alist)

(push '(leif-mode " Leif") minor-mode-alist))

または以下のように add-to-list(Section 5.5 [List Variables], page 79を参照)を使用する
こと:

(add-to-list 'minor-mode-alist '(leif-mode " Leif"))

これらに加えてメジャーモードにたいする慣習 (Section 23.2.1 [Major Mode Conventions],
page 465を参照)のいくつかは、マイナーモードにたいしても同様に適用されます。それらの慣習は
グローバルシンボルの名前、初期化関数の最後でのフックの使用、キーマップおよびその他のテーブ
ルの使用です。

マイナーモードは、可能なら Custom(Chapter 15 [Customization], page 251を参照)を通じ
た有効化と無効化をサポートするべきです。これを行うには、モード変数は:type 'booleanととも
に defcustomで通常は定義されるべきです。その変数をセットするだけではモードの有効化に不足な
ら、モードコマンドを呼び出すことによりモードを有効にする:setメソッドも指定するべきです。そ
してその変数のドキュメント文字列にCustomを通じて変数をセットしなければ効果がないことを注
記してください。さらにその定義を autoload cookie([autoload cookie], page 277を参照)でマーク
して、その変数のカスタマイズによりモードを定義するライブラリーがロードされるように:require

を指定します。たとえば:

;;;###autoload

(defcustom msb-mode nil

"msb-modeをトグルする
この変数を直接セットしても効果がない
\\[customize]か関数`msb-mode'を使用すること"

:set 'custom-set-minor-mode

:initialize 'custom-initialize-default

:version "20.4"

:type 'boolean

:group 'msb

:require 'msb)
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23.3.2 キーマップとマイナーモード

マイナーモードはそれぞれ自身のキーマップをもつことができ、そのモードが有効になるとそのキー
マップがアクティブになります。マイナーモード用のキーマップをセットアップするには minor-mode-

map-alistという alistに要素を追加します。[Definition of minor-mode-map-alist], page 434を
参照してください。

特定の自己挿入文字にたいして自己挿入と同様に他の何かを行うように振る舞いを変更するのは、
マイナーモードキーマップの 1つの使い方です。(self-insert-commandをカスタマイズする別の
方法は post-self-insert-hookを通じて行う方法。Section 32.5 [Commands for Insertion],
page 784を参照のこと。これ以外の self-insert-commandカスタマイズ用の機能は特別なケース
に限定されており abbrevモードとAuto Fillモードのためにデザインされている。self-insert-
commandの標準定義から独自の定義への置き換えを試みてはならない。エディターコマンドループは
この関数を特別に処理する。)

マイナーモードはコマンドを C-cとその後の区切り文字よって構成されるキーシーケンスにバイン
ドできます。しかし C-cとその後の{}<>:;のいずれかの文字、またはコントロール文字、数字より構
成されるシーケンスはメジャーモード用に予約済みです。また C-c letterはユーザー用に予約済み
です。Section D.2 [Key Binding Conventions], page 1166を参照してください。

23.3.3 マイナーモードの定義

マクロ define-minor-modeは、自己完結した単一定義内にモードを実装する便利な方法を提供し
ます。

[Macro]define-minor-mode mode doc [init-value [lighter [keymap]]]
keyword-args. . . body. . .

このマクロは名前がmode(シンボル)の新たなマイナーモードを定義する。これはドキュメン
ト文字列として docをもつマイナーモードをトグルするためにmodeという名前のコマンドを
定義する。

トグルコマンドは 1つのオプション (プレフィクス)引数を受け取る。引数なしで interactive
に呼び出されると、そのモードのオンとオフをトグルする。正のプレフィクス引数はモードを
有効にして、それ以外のプレフィクス引数はモードを無効にする。Lispから呼び出すと引数が
toggleならモードをトグルして、引数が省略か nilならモードを有効にする。これはたとえば
メジャーモードフック内でマイナーモードを有効にするのを簡便にする。docが nilなら、こ
のマクロは上記を記述したデフォルトのドキュメント文字列を提供する。

デフォルトではこれはモードを有効にすると t、無効にすると nilにセットされる、modeとい
う名前の変数も定義する。この変数は init-valueに初期化される。特殊な状況 (以下参照)を除
き、この値は nilでなければならない。

文字列 lighterはモード有効時にモードライン内に何を表示するか指定する。これが nilならこ
のモードはモードライン内に表示されない。

オプション引数 keymapはそのマイナーモードにたいするキーマップを指定する。非 nilなら、
それは (値がキーマップであるような)変数の名前かキーマップ、または以下の形式の alistで
あること

(key-sequence . definition)

ここでkey-sequenceとdefinitionはdefine-keyに渡すのに適した引数である (Section 22.12
[Changing Key Bindings], page 439を参照)。keymapはキーマップか alistであり、これ
は変数 mode-mapも定義する。
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keyword-argsの使用時には、上記の init-value、lighter、keymapの 3つの変数は (部分的に)
省略できる。keyword-argsはキーワードとその後の対応する値により構成され、いくつかの
キーワードは特別な意味をもつ:

:group group

生成されるすべてのdefcustomフォームで使用されるカスタムグループ名。mode
(後に ‘-mode’がある場合はそれを除く)にたいするデフォルトである。警告: その
グループを定義するため defgroupを正しく記述していなければ、このデフォルト
グループ名を使用してはならない。Section 15.2 [Group Definitions], page 253
を参照のこと。

:global global

非 nilならそのマイナーモードがバッファーローカルでなくグローバルであるこ
とを指定する。デフォルトは nil。

マイナーモードをグローバルにしたときの効果の 1つは、mode変数がカスタマ
イズ変数になることである。Customize インターフェイスを通じてこの変数を
トグルするとモードがオンやオフになり、変数の値は将来の Emacsセッション
用に保存できるようになる (Section “Saving Customizations” in The GNU
Emacs Manualを参照)。保存された変数が機能するためには、Emacsが開始さ
れるたびに define-minor-modeフォームが確実に評価されるようにすること。
Emacsの一部ではないパッケージでは、:requireキーワードを使用するのがこ
れを行うもっとも簡単な方法である。

:init-value init-value

これは init-value引数を指定するのと等しい。

:lighter lighter

これは lighter引数を指定するのと等しい。

:keymap keymap

これは keymap引数を指定するのと等しい。

:variable place

これはそのモードの状態を格納するために使用されるデフォルトの変数modeを
置き換える。これを指定するとmode変数は定義されず、すべての init-value引
数は使用されない。placeは異なる名前の変数 (あなた自身が定義しなければな
らない)、または setf関数とともに使用され得るすべてのもの (Section 12.17
[Generalized Variables], page 206を参照)。placeにはコンス (get . set)も
指定できる。ここで getはカレント状態をリターンする式であり、setはそれをセッ
トする 1つの引数 (状態)をとる関数である。

:after-hook after-hook

これはモードフック実行後に評価される単一の Lispフォームを定義する。これを
クォートしないこと。

その他のすべてのキーワード引数は変数modeにたいして生成された defcustomに直接渡さ
れる。

modeという名前のコマンドは最初にmodeという名前の変数をセットする等の標準的な動作を
処理した後に、もしあれば bodyフォームを実行する。それからモードフック変数 mode-hook

を実行してから:after-hook内のフォームを評価して終了する。
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init-valueの値は nilでなければなりません。ただし、(1)Emacsによりそのモードが事前ロード
されている、または (2)たとえユーザーが要求しなくともモードを有効にするためにロードするのが
容易な場合を除きます。たとえば他の何かが有効でなければそのモードの効果がなく、常にそのタイ
ミングでロードされるような場合には、デフォルトでそのモードを有効にすることに害はありません。
しかしこの状況は通常はあり得ません。通常は init-valueの値は nilでなければなりません。

easy-mmode-define-minor-modeという名前はこのマクロにたいするエイリアスです。

以下は define-minor-modeの使い方の例です:

(define-minor-mode hungry-mode

"Hungryモードをトグルする
引数なしで interactiveに呼び出すとモードをトグルする
正のプレフィクス引数でモードを有効に、その他のプレフィクス引数で
無効にする。Lispから呼び出す場合、引数を省略、または nilなら
モードを有効に、`toggle'なら状態をトグルする

Hungryモードが有効なときは、C-DELキーは、
最後を除く先行するすべての空白を飲み込む
コマンド \\[hungry-electric-delete] を参照"

;; 初期値
nil

;; モードラインの標示
" Hungry"

;; マイナーモードのバインディング
'(([C-backspace] . hungry-electric-delete)))

これは “Hungry mode”という名前のマイナーモード、モードをトグルする hungry-modeという名
前のコマンド、モードが有効かどうかを示す hungry-modeという名前の変数、モードが有効なときそ
のキーマップを保持する hungry-mode-mapという名前の変数を定義します。これは C-DELにたいす
るキーバインディングでキーマップを初期化します。bodyフォームはありません— 多くのマイナー
モードはそれを必要としません。

以下はこれを記述する等価な方法です:

(define-minor-mode hungry-mode

"Hungryモードをトグルする
...省略..."

;; 初期値
:init-value nil

;; モードラインへのインジケーター
:lighter " Hungry"

;; マイナーモードのバインディング
:keymap

'(([C-backspace] . hungry-electric-delete)

([C-M-backspace]

. (lambda ()

(interactive)

(hungry-electric-delete t)))))

[Macro]define-globalized-minor-mode global-mode mode turn-on
keyword-args. . . body. . .

これは global-modeという名前をグローバルにトグルする。これは modeという名前のバッ
ファーローカルなマイナーモードをすべてのバッファーで有効か無効にするということを意味す
る。bodyフォームの実行も行う。あるバッファー内でそのマイナーモードをオンにするには関
数 turn-onを使用する。マイナーモードをオフにするには−1を引数としてmodeを呼び出す。
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モードをグローバルに有効にすると、それ以降ファイルを visitすることによって作成される
バッファーや Fundamental以外のメジャーモードを使用するバッファーにも影響がある。し
かし Fundamentalで作成される新たなバッファーは検知しない。

これはCustomizeインターフェイス内でそのマイナーモードのオン/オフを切り替えるカスタ
ムオプション global-mode (Chapter 15 [Customization], page 251を参照)を定義する。
define-minor-modeと同様に、たとえば:requireを与える等によって Emacs開始時に毎
回確実に define-globalized-minor-modeフォームが評価されるようにすること。

グローバルマイナーモードのモード変数にたいしてカスタムグループを指定するには keyword-
args内で:group groupを使用する。

一般的にはグローバル化されたマイナーモードを定義するときは、ユーザーがバッファーごと
にモードを使用 (または無効に)できるように非グローバル版も定義すること。これにより特
定のメジャーモード内でそのモードのフックを使用すればグローバルに有効化されたマイナー
モードを無効にすることができるようになる。

23.4 モードラインのフォーマット

Emacsの各ウィンドウ (ミニバッファーウィンドウを除く)には、通常は最下部にモードラインがあっ
てそのウィンドウ内に表示されたバッファーに関するステータス情報がモードラインに表示されます。
モードラインにはバッファー名、関連するファイル、再帰編集の深さ、およびメジャーモードやマイ
ナーモードなどのようなそのバッファーに関する情報が含まれています。ウィンドウはヘッダーライ
ン (header line)をもつこともでき、これはモードラインによく似ていますがウィンドウの最上部に
表示されます。

このセクションではモードラインおよびヘッダーラインのコンテンツの制御の仕方について説明し
ます。このチャプターにモードラインを含めた理由は、モードラインに表示される情報の多くが有効
化されたメジャーモードとマイナーモードに関連があるからです。

23.4.1 モードラインの基礎

各モードラインのコンテンツはバッファーローカル変数 mode-line-formatにより指定されます
(Section 23.4.3 [Mode Line Top], page 488を参照)。この変数はモードライン構文 (mode line
construct)を保持します。これはバッファーのモードラインに何を表示するかを制御するテンプレー
トです。header-line-formatの値は同じ方法によりバッファーのヘッダーラインを指定します。同
一のバッファーにたいするすべてのウィンドウは、mode-line-formatや header-line-formatの
パラメーター (Section 28.27 [Window Parameters], page 689を参照)がそのウィンドウに指定さ
れていなければ、同じ mode-line-formatと header-line-formatを使用します。

効率的な理由により Emacsは各ウィンドウのモードラインとヘッダーラインを連続で再評価しま
せん。たとえばウィンドウ設定 (window configuration)の変更やバッファーの切り替え、バッファー
のナローイング (narrowing)やワイドニング (widening)、スクロールやバッファーの変更等、それを
呼び出す状況が出現したときにEmacsは再評価を行います。mode-line-formatや header-line-

format(Section 23.4.4 [Mode Line Variables], page 489を参照)により参照されるすべての変
数、またはテキストが表示される方法に影響を与えるデータ構造 (Chapter 39 [Display], page 983
を参照)を変更する場合には、表示を更新するために関数 force-mode-line-updateを使用するべ
きです。

[Function]force-mode-line-update &optional all
この関数は次の再表示サイクルの間にすべての関連する変数の最新の値にもとづいて、カレン
トバッファーのモードラインとヘッダーラインの更新を Emacsに強制する。オプション引数
allが非 nilなら、すべてのモードラインとヘッダーラインの更新を強制する。
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この関数はメニューバーとフレームタイトルの更新も強制する。

選択されたウィンドウのモードラインは、通常はフェイス mode-lineを使用して異なるカラーで
表示されます。かわりに他のウィンドウのモードラインはフェイス mode-line-inactiveで表示さ
れます。Section 39.12 [Faces], page 1013を参照してください。

23.4.2 モードラインのデータ構造

モードラインのコンテンツはモードライン構文 (mode line construct)と呼ばれるデータ構造によっ
て制御されます。モードライン構文はリストやシンボル、数字を保持するバッファーローカル変数に
より構成されます。それぞれのデータ型は以下で説明するようにモードラインの外見にたいして特別
な意味をもちます。フレームタイトル (Section 29.6 [Frame Titles], page 731を参照)とヘッダー
ライン (Section 23.4.7 [Header Lines], page 494を参照)にも同じデータ構造が使用されます。

固定文字列のようなシンプルなモードライン構文の場合もありますが、通常はモードライン構文の
テキストを構築するために固定文字列と変数の値を組み合わせる方法を指定します。これらの変数の
多くはその変数自体がその値によりモードライン構文を定義する変数です。

以下はモードライン構文における、さまざまなデータ型の意味です:

string モードライン構文における文字列は、文字列内に%構文 (%-constructs)を含む以外はそ
のまま表現される。これらは他のデータによる置換を意味する。Section 23.4.5 [%-
Constructs], page 492を参照のこと。

文字列の一部が faceプロパティをもつ場合には、バッファー内でそれらが表示されると
きと同じようにテキスト表示を制御する。faceプロパティをもたない文字はデフォルト
のフェイス mode-line、または mode-line-inactiveで表示される (Section “Stan-
dard Faces” in The GNU Emacs Manual を参照)。string内の help-echoプロパ
ティと keymapプロパティは特別な意味をもつ。Section 23.4.6 [Properties in Mode],
page 493を参照のこと。

symbol モードライン構文におけるシンボルはその値を意味する。モードライン構文としては、
symbolの値は symbolの位置に使用される。しかしシンボル tと nilは値が voidであ
るようなシンボルとして無視される。

例外が 1つある。symbolの値が文字列なら、それはそのまま表示されて%構文は認識さ
れない。

symbolが risky(危険)とマークされていない (非 nilの risky-local-variableプロ
パティをもつ)場合には、symbolの値中で指定されたテキストプロパティはすべて無視さ
れる。これには symbolの値中の文字列のテキストプロパティ、同様に文字列内の:eval

フォームと:propertizeフォームすべてが含まれる (これはセキュリティー上の理由に
よる。危険とマークされていない変数は、ユーザーへの問い合わせなしでファイル変数
から自動的にセットされ得る)。

(string rest...)

(list rest...)

最初の要素が文字列かリストであるようなリストは、すべての要素を再帰的に処理して
その結果を結合することを意味する。これはモードライン構文においてもっとも一般的
なフォームである。

(:eval form)

最初の要素がシンボル:evalであるようなリストは、formを評価してその結果を表示す
る文字列として使用するよう指示する。この評価が任意のファイルをロードできないこ
とを確認すること。ファイルをロードすると無限再帰が発生するかもしれない。
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(:propertize elt props...)

最初の要素がシンボル:propertizeであるようなリストはモードライン構文 eltを再帰
的に処理して、propsにより指定されるテキストプロパティに結果を加えるよう指示す
る。引数 propsは 0個以上の text-propertyと valueのペアーで構成されること。eltが
テキストプロパティをもつ文字列、またはテキストプロパティをもつ文字列を生成する
場合には、その文字列内のすべての文字は同一のプロパティをもつこと。さもなければ
:propertizeによっていくつかのプロパティは削除されるかもしれない。

(symbol then else)

最初の要素がキーワード以外のシンボルであるようなリストは条件文を指定する。その
意味は symbolの値に依存する。symbolが非 nil値をもつ場合は、モードライン構文と
して 2つ目の要素 thenが再帰的に処理され、それ以外は 3つ目の要素 elseが再帰的に
処理される。elseは省略でき、その場合には symbolの値が nilか voidならモードライ
ン構文は何も表示しない。

(width rest...)

最初の要素が整数であるようなリストは restの結果の切り詰め、またはパディングを指
定する。残りの要素 restはモードライン構文として再帰的に処理されて互いに結合され
る。widthが正で結果の幅がwidthより少なければ右側にスペースがパディングされる。
widthが負で結果の幅が−widthより大きければ右側が切り詰められる。

たとえばウィンドウ最上部からのバッファー位置をパーセント表示するには (-3 "%p")

のようなリストを使用すればよい。

23.4.3 モードライン制御のトップレベル

変数 mode-line-formatはモードラインの全体的な制御を行います。

[User Option]mode-line-format
この変数の値はモードラインのコンテンツを制御するモードライン構文である。これはすべて
のバッファーにおいて常にバッファーローカルである。

あるバッファー内でこの変数に nilをセットすると、そのバッファーはモードラインをもたな
い (高さが 1行しかないウィンドウもモードラインを表示しない)。

mode-line-formatのデフォルト値は mode-line-positionや mode-line-modes (これは
mode-nameと minor-mode-alistの値を組み込む)のような、他の変数の値を使用するようデザイ
ンされています。mode-line-format自体を変更する必要があるモードはほとんどありません。ほ
とんどの用途にたいしては、mode-line-formatが直接または間接的に参照するいくつかの変数を
修正すれば十分です。

mode-line-formatl自体の変更を行う場合には、コンテンツを複製したり異なる様式で情報を表
示するのではなく、新たな値にはデフォルト値 (Section 23.4.4 [Mode Line Variables], page 489
を参照)に出現する同じ変数を使用するべきです。この方法を使用すればユーザーや (display-time
やメジャーモードのような)Lispプログラムにより行われたカスタマイズは、それらの変数への変更
を通じて効力を保ちます。

以下は Shellモードにたいして有用かもしれない架空の mode-line-formatの例です (実際には
Shellモードは mode-line-formatをセットしない):
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(setq mode-line-format

(list "-"

'mode-line-mule-info

'mode-line-modified

'mode-line-frame-identification

"%b--"

;; これはリスト作成中に評価されることに注意
;; これは単なる文字列のモードライン構文を作成する
(getenv "HOST")

":"

'default-directory

" "

'global-mode-string

" %[("

'(:eval (format-time-string "%F"))

'mode-line-process

'minor-mode-alist

"%n"

")%]--"

'(which-function-mode ("" which-func-format "--"))

'(line-number-mode "L%l--")

'(column-number-mode "C%c--")

'(-3 "%p")))

(変数 line-number-mode、column-number-mode、which-function-modeは特定のマイナー
モードを有効にする。これらの変数名は通常のようにマイナーモードコマンド名でもある。)

23.4.4 モードラインで使用される変数

このセクションでは mode-line-formatの標準的な値としてモードラインテキストに組み込まれる
変数を説明します。これらの変数は本質的には特別なものではありません。mode-line-formatが
使用する変数を他の変数に変更すれば、それらはモードライン上で同様の効果をもちます。しかし
Emacsのさまざまな部分は、それらの変数がモードラインを制御するという認識の元でそれらの変数
をセットします。したがって事実上モードラインでそれらの変数を使用するのは必須なのです。Section
“Optional Mode Line” in The GNU Emacs Manualも参照してください。

[Variable]mode-line-mule-info
この変数は言語環境 (language environment)、バッファーコーディングシステム、カレント
入力メソッド (current input method) に関する情報のモードライン構文の値を保持する。
Chapter 33 [Non-ASCII Characters], page 854を参照のこと。

[Variable]mode-line-modified
この変数はカレントバッファーが変更されたかどうかを表示するモードライン構文の値を保持
する。デフォルト値ではバッファーが変更されていれば ‘**’、バッファーが変更されていなけ
れば ‘--’、バッファーが読み取り専用なら ‘%%’、読み取り専用だが変更されているときは ‘%*’
を表示する。

この変数を変更してもモードラインは強制的に更新されない。
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[Variable]mode-line-frame-identification
この変数はカレントフレームを識別する。デフォルト値では複製フレームを表示可能なウィン
ドウシステムを使用している場合は" "、一度に 1つのフレームだけを表示する通常の端末で
は"-%F "を表示する。

[Variable]mode-line-buffer-identification
この変数はそのウィンドウ内で表示されているバッファーを識別する。デフォルト値では少な
くとも 12列になるようスペースパディングされたバッファー名を表示する。

[Variable]mode-line-position
この変数はバッファー内での位置を表示する。デフォルト値ではバッファーのパーセント位置、
オプションでバッファーサイズ、行番号、列番号を表示する。

[User Option]mode-line-percent-position
このオプションは mode-line-positionの中で使用される。これの値はバッファーのパー
センテージ (nil、"%o"、"%p"、"%P"、"%q"のいずれか。Section 23.4.5 [%-Constructs],
page 492を参照)とフィルするスペースか切り詰めの幅の両方を指定する。このオプションは
customize-variable機能でセットすることを推奨する。

[Variable]vc-mode
変数 vc-modeは各バッファーにたいしてバッファーローカルであり、そのバッファーが visit
しているファイルがバージョンコントロールで保守されているかどうか、保守されている場合
はバージョンコントロールシステムの種別を表示する。値はモードラインに表示される文字列、
またはバージョンコントロールされていなければ nil。

[Variable]mode-line-modes
この変数はそのバッファーのメジャーモードとマイナーモードを表示する。デフォルト値では
再帰編集レベル (recursive editing level)、プロセス状態の情報、ナローイング (narrowing)
効果の有無を表示する。

[Variable]mode-line-remote
この変数はカレントバッファーの default-directoryがリモートかどうかを表示するために
使用される。

[Variable]mode-line-client
この変数は emacsclientフレームを識別するために使用される。

以下の 3つの変数は mode-line-modes内で使用されます:

[Variable]mode-name
このバッファーローカル変数はカレントバッファーのメジャーモードの “愛称 (pretty name)”
を保持する。モードラインにモード名が表示されるように、すべてのメジャーモードはこの変
数をセットすること。値は文字列である必要はなく、モードライン構文内で有効な任意のデー
タ型 (Section 23.4.2 [Mode Line Data], page 487 を参照) を使用できる。モードライン
内でモード名を識別する文字列の計算には format-mode-lineを使用する (Section 23.4.8
[Emulating Mode Line], page 494を参照)。

[Variable]mode-line-process
このバッファーローカル変数には、そのモードにおいてサブプロセスとの通信にたいするプロセ
ス状態のモードライン情報が含まれる。これはメジャーモード名の直後 (間にスペースはない)
に表示される。たとえば*shell*バッファーでの値は (":%s")であり、これは ‘(Shell:run)’
のように、メジャーモードとともにその状態を表示する。この変数は通常は nil。
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[Variable]mode-line-front-space
この変数はモードラインの一番前に表示される。memory-fullメッセージがある場合を除き、
デフォルトではこの構文はモードライン先頭の右側に表示される。

[Variable]mode-line-end-spaces
この変数はモードラインの終端に表示される。

[Variable]mode-line-misc-info
その他の情報にたいするモードライン構文。デフォルトでは global-mode-stringで指定さ
れる情報を表示する。

[Variable]minor-mode-alist
この変数はアクティブなマイナーモードをモードラインに示す方法を指定する要素をもった連
想リスト (association list)を保持する。minor-mode-alistの各要素は以下のような 2要素
のリストであること:

(minor-mode-variable mode-line-string)

より一般的には mode-line-stringは任意のモードライン構文を指定できる。minor-mode-
variableの値が非 nilならモードラインに表示され、それ以外なら表示されない。混合しな
いようにこれらの文字列はスペースで始めること。慣例的に特定のモードにたいする minor-
mode-variableは、そのマイナーモードがアクティブになった際に非 nil値にセットされる。

minor-mode-alist自体はバッファーローカルではない。この alist内で参照される各変数は、
そのマイナーモードをバッファーごとに個別に有効にできるならバッファーローカルであること。

[Variable]global-mode-string
この変数はモードライン内でマイナーモード which-function-modeがセットされていればそ
の直後、セットされていなければ mode-line-modesの後に表示されるモードライン構文を保
持する (デフォルト)。コマンド display-timeは、」時間とロードの情報を含む文字列を保持
する変数 display-time-stringを参照する global-mode-stringをセットする。

‘%M’構文は global-mode-stringの値を置き換えるが、この変数は mode-line-formatか
らモードラインに includeされるので時代遅れである。

以下は mode-line-formatのデフォルト値の簡略化バージョンです。実際のデフォルト値には追
加のテキストプロパティ指定も含まれます。

("-"

mode-line-mule-info

mode-line-modified

mode-line-frame-identification

mode-line-buffer-identification

" "

mode-line-position

(vc-mode vc-mode)

" "

mode-line-modes

(which-function-mode ("" which-func-format "--"))

(global-mode-string ("--" global-mode-string))

"-%-")
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23.4.5 モードラインでの%構文

モードライン構文として使用される文字列では、さまざまな種類のデータを置き換えるために%構文を
使用できます。以下は定義済みの%構文と意味のリストです。

‘%%’以外の構文では、フィールドの最小幅を指定するために ‘%’の後に 10進整数を追加できます。
幅がそれより小さければそのフィールドは最小幅にパディングされます。純粋に数値的な構文 (‘c’、
‘i’、‘I’、‘l’)は左側、それ以外は右側にスペースを追加してパディングされます。

%b buffer-name関数により取得されるカレントバッファー名。Section 27.3 [Buffer
Names], page 593を参照のこと。

%c ポイント位置のカレント列番号。そのウィンドウの左マージンより 0 からカウントさ
れる。

%C ポイント位置のカレント列番号。そのウィンドウの左マージンより 1 からカウントさ
れる。

%e Emacsが Lispオブジェクトにたいしてメモリー不足になりそうなときは、それを伝え
る簡略なメッセージを示す。それ以外の場合は空。

%f buffer-file-name関数により取得される visit中のファイル名。Section 27.4 [Buffer
File Name], page 595を参照のこと。

%F 選択されたフレームのタイトル (ウィンドウシステム上のみ)か名前。Section 29.4.3.1
[Basic Parameters], page 716を参照のこと。

%i カレントバッファーのアクセス可能な範囲のサイズ。基本的には (- (point-max)

(point-min))。

%I ‘%i’と同様だが 10^3は ‘k’、10^6は ‘M’、10^9は ‘G’を使用して略記することで、より
読みやすい方法でサイズをプリントする。

%l ポイント位置のカレント行番号。そのバッファーのアクセス可能な範囲内でカウントさ
れる。

%n ナローイングが有効なときは ‘Narrow’、それ以外は何も表示しない (Section 30.4 [Nar-
rowing], page 767の narrow-to-regionを参照)。

%o バッファー (の可視な範囲)を通じてウィンドウが travel した割合 (ウィンドウ外部にあ
るすべてのテキストにたいしてウィンドウ上端の上にあるテキストのサイズのパーセン
テージまたは ‘Top’、‘Bottom’、‘All’)。

%p ウィンドウの最上部より上にあるバッファーテキストのパーセント表示、または ‘Top’、
‘Bottom’、‘All’のいずれか。デフォルトのモードライン構文は、これを 3文字に切り
詰めることに注意。

%P ウィンドウの最下部より上にあるバッファーテキスト (ウィンドウ内の可視なテキストと
最上部の上にあるテキスト)のパーセント表示、およびバッファーの最上部がスクリー
ン上で可視なら、それに加えて ‘Top’。または ‘Bottom’か ‘All’。

%q ‘-’で区切ったウィンドウの上端および下端より上にあるテキストのパーセンテージ、ま
たは ‘All’。

%s process-statusにより取得されるカレントバッファーに属するサブプロセスの状態。
Section 38.6 [Process Information], page 949を参照のこと。
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%z キーボード、端末、およびバッファーコーディングシステムのニーモニック。

%Z ‘%z’と同様だが、EOL形式 (end-of-line format: 改行形式)を含む。

%* バッファーが読み取り専用 (buffer-read-onlyを参照)なら ‘%’、
変更 (buffer-modified-pを参照)されていればは ‘*’、
それ以外は ‘-’。Section 27.5 [Buffer Modification], page 597を参照のこと。

%+ バッファーが変更 (buffer-modified-pを参照)されていれば ‘*’
バッファーが読み取り専用 (buffer-read-onlyを参照)なら ‘%’、
それ以外は ‘-’。これは読み取り専用バッファーの変更にたいしてのみ ‘%*’と異なる。
Section 27.5 [Buffer Modification], page 597を参照のこと。

%& バッファーが変更されてれば ‘*’、それ以外は ‘-’。

%@ バッファーの default-directory (Section 25.9.4 [File Name Expansion],
page 560を参照)がリモートマシンなら ‘@’、それ以外なら ‘-’。

%[ 再帰編集レベルの深さを表示する (ミニバッファーレベルは勘定しない)編集レベル 1つ
が ‘[’。Section 21.13 [Recursive Editing], page 418を参照のこと。

%] 編集レベル 1つが ‘]’(ミニバッファーレベルは勘定しない)。

%- モードラインの残りを充填するのに十分なダッシュ。

%% 文字 ‘%’。%構文が許される文字列内にリテラル ‘%’を含めるにはこの方法を使用する。

以下の%構文はまだサポートされていますが、同じ結果を変数 mode-nameで取得できるので時代
遅れです。

%m mode-nameの値。

23.4.6 モードラインでのプロパティ

モードライン内では特定のテキストプロパティが意味をもちます。faceプロパティはテキストの外見
に影響します。help-echoプロパティはそのテキストのヘルプ文字列に関連し、keymapによりテキ
ストをマウスに感応させることができます。

モードライン内のテキストにたいしてテキストプロパティを指定するには 4つの方法があります:

1. モードラインデータ構造内にテキストプロパティをもつ文字列を直接配置する。

2. ‘%12b’のようなモードライン%構文にテキストプロパティを配置する。その場合には%構文を展
開すると同じテキストプロパティをもつことになる。

3. propsで指定されるテキストプロパティを eltに与えるために (:propertize elt props...)

構文を使用する。

4. formがテキストプロパティをもつ文字列に評価されるようにモードラインデータ構造内に:eval

formを含むリストを使用する。

キーマップを指定するために keymapプロパティを使用できます。このキーマップはマウスクリッ
クにたいしてのみ実際の効果をもちます。モードライン内にポイントを移動させるのは不可能なので、
これに文字キーやファンクションキーをバインドしても効果はありません。

risky-local-variableが非 nilであるようなプロパティをもつ変数をモードラインが参照する
場合には、その変数の値から取得または指定されるテキストプロパティはすべて無視されます。その
ようなプロパティは呼び出される関数を指定するかもしれず、その関数はファイルローカル変数に由
来するかもしれないからです。
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23.4.7 ウィンドウのヘッダーライン

最下部にモードラインをもつことができるのと同じように、ウィンドウは最上部にヘッダーライン
(header line)をもつことができます。ヘッダーライン機能は、それが header-line-formatによっ
て制御されることを除けばモードラインと同じように機能します。

[Variable]header-line-format
すべてのバッファーにたいしてローカルなこの変数は、そのバッファーを表示するバッファーにた
いしてヘッダーラインを表示する方法を指定する。この変数の値のフォーマットは mode-line-

formatにたいするフォーマットと同じ (Section 23.4.2 [Mode Line Data], page 487を参
照)。この変数は通常は nilなので、通常のバッファーはヘッダーラインをもたない。

[Function]window-header-line-height &optional window
この関数はwindowのヘッダーラインの高さをピクセルでリターンする。windowは生きたウィ
ンドウでなければならずデフォルトは選択されたウィンドウ。

高さが 1行しかないウィンドウがヘッダーラインを表示することは決してありません。また高さが
2行しかないウィンドウは、同時にモードラインとヘッダーラインを表示できません。そのようなウィ
ンドウがモードラインをもつ場合にはヘッダーラインは表示されません。

23.4.8 モードラインのフォーマットのエミュレート

関数 format-mode-lineを使用して、特定のモードライン構文にもとづいてモードラインやヘッダー
ラインに表示されるテキストを計算できます。

[Function]format-mode-line format &optional face window buffer
この関数は、あたかも windowにたいしてモードラインを生成するかのように formatに応じ
てテキスト行をフォーマットするが、さらにそのテキストを文字列としてリターンする。引数
windowのデフォルトは選択されたウィンドウ。bufferが非 nilなら、使用されるすべての情
報は bufferから取得される。デフォルトでは windowのバッファーから取得される。

文字列の値は通常はモードラインがもつであろうフェイス、キーマップ等に対応したテキス
トプロパティをもつ。formatにより指定される faceプロパティをもたないすべての文字は、
faceにより決定されるデフォルト値を取得する。faceが tの場合は windowが選択されていれ
ば mode-line、それ以外は mode-line-inactiveであることを意味する。faceが nilまたは
省略された場合はデフォルトのフェイスを意味する。faceが整数なら、この関数はテキストプ
ロパティをもたない値をリターンするだろう。

faceの値として他の有効なフェイスを指定することもできる。指定された場合、それは format
でフェイスを指定されていない文字の faceプロパティのフェイスを提供する。

faceとして mode-line、mode-line-inactive、header-lineを使用することにより、フ
ォーマットされた文字列のリターンに加えて、対応するフェイスのカレント定義を使用して実
際にモードラインやヘッダーラインの再描画が行われることに注意 (他のフェイスでは再描画
は行われない)。

たとえば (format-mode-line header-line-format)は選択されたウィンドウに表示され
るテキスト (ヘッダーラインがない場合は"")をリターンするだろう。(format-mode-line

header-line-format 'header-line)は、各文字がヘッダーライン内でもつであろうフェイ
スをもつ同じテキストをリターンするとともに、それに加えてヘッダーラインの再描画も行う。
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23.5 Imenu

Imenuとはバッファー内の定義やセクションをすべてリストするメニューをユーザーが選択すること
によって、バッファー内の該当箇所に直接移動する機能です。Imenuは定義 (またはバッファーのそ
の他の名前つき範囲)の名前とその定義のバッファー内での位置をリストするバッファーインデック
スを構築して、ユーザーがそれを選択すればポイントをそこに移動できるようにして機能します。メ
ジャーモードは imenu-add-to-menubarを使用して、メニューバーアイテムを追加することができ
ます。

[Command]imenu-add-to-menubar name
この関数は Imenuを実行するための nameという名前のローカルメニューバーを定義する。

Imenuを使用するためのユーザーレベルコマンドはEmacsマニュアルで説明されています (Section
“Imenu” in the Emacs Manualを参照)。このセクションでは特定のメジャーモードにたいして定
義や名前つき範囲を見つける Imenuメソッドのカスタマイズ方法を説明します。

変数 imenu-generic-expressionをセットするのが通常、かつもっともシンプルな方法です:

[Variable]imenu-generic-expression
この変数が非 nilなら、それは Imenuにたいして定義を探すための正規表現を指定するリス
トである。シンプルな imenu-generic-expressionの要素は以下のようになる:

(menu-title regexp index)

ここでmenu-titleが非 nilなら、それはこの要素にたいするマッチがバッファーインデックス
のサブメニューとなることを指示する。menu-title自体はそのサブメニューにたいして名前を
指定する。menu-titleが nilなら、この要素にたいするマッチは直接トップレベルのバッファー
インデックスとなる。

このリストの 2つ目の要素 regexpは正規表現である (Section 34.3 [Regular Expressions],
page 885を参照)。これはバッファー内でこれにマッチするものは定義、あるいはバッファー
インデックス内に記載すべき何かであると判断される。3つ目の要素 indexは 0以上の整数な
ら、regexp内の部分式 (subexpression)が定義名にマッチすることを示す。

以下のような要素もある:

(menu-title regexp index function arguments...)

この要素にたいする各マッチはインデックスアイテムを作成して、ユーザーにがそのインデッ
クスアイテムを選択したときアイテム名、バッファー位置、および argumentsから構成される
引数で functionを呼び出す。

Emacs Lispモードでは imenu-generic-expressionは以下のようになるだろう:

((nil "^\\s-*(def\\(un\\|subst\\|macro\\|advice\\)\

\\s-+\\([-A-Za-z0-9+]+\\)" 2)

("*Vars*" "^\\s-*(def\\(var\\|const\\)\

\\s-+\\([-A-Za-z0-9+]+\\)" 2)

("*Types*"

"^\\s-*\

(def\\(type\\|struct\\|class\\|ine-condition\\)\

\\s-+\\([-A-Za-z0-9+]+\\)" 2))

この変数はセットによりカレントバッファーにたいしてバッファーローカルになる。
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[Variable]imenu-case-fold-search
この変数は imenu-generic-expressionの値中の正規表現マッチが case(大文字小文字)を
区別するかどうかを制御する。t(デフォルト)なら caseの違いを無視することを意味する。

この変数はセットによりカレントバッファーにたいしてバッファーローカルになる。

[Variable]imenu-syntax-alist
この変数は imenu-generic-expression処理中に、カレントバッファーの構文テーブルを
オーバーライドするために使用する構文テーブル変更用の alist。この alistの各要素は以下の
形式をもつこと:

(characters . syntax-description)

car の charactersには文字か文字列を指定できる。この要素はその文字か文字列が
syntax-descriptionにより指定される構文であることを示し、modify-syntax-entryに渡
される (Section 35.3 [Syntax Table Functions], page 912を参照)。

典型的にはこの機能はシンボル構文 (symbol syntax)をもつ文字にたいして単語構文 (word
syntax)を与えるために通常は使用され、それにより imenu-generic-expressionが単純に
なってマッチングのスピードも向上する。たとえば Fortranモードでは以下のようにこれを使
用する:

(setq imenu-syntax-alist '(("_$" . "w")))

imenu-generic-expressionの正規表現は、‘\\(\\sw\\|\\s_\\)+’のかわりに、‘\\sw+’
を使用できる。このテクニックは名前をモード名として許容されるより短い頭文字に制限する
必要があるときは不便かもしれないことに注意。

この変数はセットによりカレントバッファーにたいしてバッファーローカルになる。

あるメジャーモードにたいして Imenuをカスタマイズする別の方法として imenu-prev-index-

position-functionと imenu-extract-index-name-functionがあります:

[Variable]imenu-prev-index-position-function
この変数が非 nilなら、その値はポイント位置からバッファーを後方にスキャンしてバッファー
インデックスに配置すべき次の定義を探すための関数であること。そしてポイントより前に他
の定義が見つからなければ nilをリターンすること。見つかった場合には定義を見つけた場所
にポイントを残して任意の非 nil値をリターンすること。

この変数はセットによりカレントバッファーにたいしてバッファーローカルになる。

[Variable]imenu-extract-index-name-function
この変数が非 nilなら、その値はポイントが定義中にある (imenu-prev-index-position-
function関数がポイントを残す場所)という想定にもとづき、その定義の名前をリターンする
関数であること。

この変数はセットによりカレントバッファーにたいしてバッファーローカルになる。

メジャーモードにたいして Imenuをカスタマイズするための最後の方法は変数 imenu-create-

index-functionのセットです:

[Variable]imenu-create-index-function
この変数はバッファーインデックスを作成するために使用する関数を指定する。この関数は引
数がを受け取らず、カレントバッファーにたいするインデックス alist(index alist)をリターン
すること。この関数は save-excursion内で呼び出されるので、どこにポイントを残しても違
いはない。



Chapter 23: メジャーモードとマイナーモード 497

このインデックス alistは 3つのタイプの要素をもつことができる。以下はシンプル要素 (simple
element)の例:

(index-name . index-position)

シンプル要素の選択はそのバッファー内の位置 index-positionに移動する効果をもつ。スペシャ
ル要素 (special element)は以下のようなもの:

(index-name index-position function arguments...)

スペシャル要素の選択により以下が処理される:

(funcall function

index-name index-position arguments...)

ネストされたサブ alist要素 (nested sub-alist element)は以下のようなもの:

(menu-title . sub-alist)

これは sub-alistにより指定されるサブメニューmenu-titleを作成する。

imenu-create-index-functionの デ フォル ト 値 は imenu-default-create-

index-function。この関数はインデックス alist を生成するために imenu-prev-

index-position-functionの 値 と imenu-extract-index-name-functionの 値 を
呼び出す。しかしこれら 2 つ変数のいずれかが nilなら、デフォルト関数はかわりに
imenu-generic-expressionを使用する。

この変数はセットによりカレントバッファーにたいしてバッファーローカルになる。

23.6 Font Lockモード

Font Lockモードとはバッファーの特定の部分にたいして、それらの構文的役割 (syntactic role)に
もとづき自動的に faceプロパティをアタッチするバッファーローカルなマイナーモードです。この
モードがバッファーをパースする方法はそのメジャーモードに依存します。ほとんどのメジャーモー
ドは、どのコンテキストでどのフェイスを使用するかにたいして構文的条件 (syntactic criteria)を
定義します。このセクションでは特定のメジャーモードにたいして Font Lockをカスタマイズする方
法を説明します。

Font Lockモードは 2つの方法によりハイライトするテキストを探します。それは構文テーブル
(syntax table)にもとづく構文解析と、(通常は正規表現にたいする)検索です。最初に構文的フォン
ト表示 (syntactic fontification)が発生します。これはコメントと文字列定数を見つけてそれらをハ
イライトします。検索ベースのフォント表示が発生するのは 2番目です。

23.6.1 Font Lockの基礎

Font Lock機能はいくつかの基本的な関数にもとづきます。これらはそれぞれ対応する変数により
指定される関数を呼び出します。このインダイレクションによりメジャーモードとマイナーモードは
そのモードにあるバッファーのフォント表示が機能する方法を変更したり、フォント表示を何も行わ
ない機能にたいしてさえ Font Lockメカニズムを使用することが可能になります (以下の記述で関
数が何を行うか説明する際に “should(すること、するべき)”と表現しているのはこれが理由。モー
ドは完全に異なる何かを行うように対応する変数をカスタマイズできる)。以下で言及される変数は
Section 23.6.4 [Other Font Lock Variables], page 503で説明されています。

font-lock-fontify-buffer

この関数は font-lock-fontify-buffer-functionで指定される関数の呼び出しに
より、カレントバッファーのアクセス可能範囲をフォント表示すること。
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font-lock-unfontify-buffer

フォント表示削除のために Font Lockをオフに切り替える際に使用する。font-lock-
unfontify-buffer-functionで指定される関数を呼び出す。

font-lock-fontify-region beg end &optional loudly

begと endの間のリージョンをフォント表示すること。loudlyが非nilなら、フォント表示
中にステータスメッセージを表示すること。font-lock-fontify-region-function
で指定される関数を呼び出す。

font-lock-unfontify-region beg end

begと endの間のリージョンのフォント表示を削除すること。font-lock-unfontify-
region-functionで指定される関数を呼び出す。

font-lock-flush &optional beg end

この関数は begと endの間のリージョンのフォント表示を期限切れ (outdated)とマーク
すること。begと endが未指定または nilなら、デフォルトはそのバッファーのアクセス
可能範囲の先頭と終端。font-lock-flush-functionで指定される関数を呼び出す。

font-lock-ensure &optional beg end

この関数は begと endの間のリージョンのフォント表示を保証すること。オプション
引数 begと endのデフォルトは、そのバッファーのアクセス可能範囲の先頭と終端。
font-lock-ensure-functionで指定される関数を呼び出す。

font-lock-debug-fontify

これはモード用フォントロック開発時の使用を意図した便利なコマンドであり、Lispコー
ドから呼び出すべきではありません。これは関連するすべての変数を再計算してから、
バッファー全体にたいして font-lock-fontify-regionを呼び出します。

Font Lock モードのテキストのハイライト方法を制御する変数がいくつかあります。しかしメ
ジャーモードはこれらの変数を直接セットするべきではありません。かわりにメジャーモードはバッ
ファーローカル変数として font-lock-defaultsをセットするべきです。Font Lockモードが有効
なときは、他のすべての変数をセットするためにこの変数に割り当てられた値が使用されます。

[Variable]font-lock-defaults
この変数はそのモード内のテキストをフォント表示する方法を指定するためにモードによりセッ
トされる。この変数はセットした際に自動的にバッファーローカルになる。変数の値が nilな
ら Font Lockモードはハイライトを行わず、バッファー内のテキストに明示的にフェイスを割
り当てるために ‘Faces’メニュー (メニューバーの ‘Edit’の下の ‘Text Properties’)を使用
できる。

非 nilなら値は以下のようであること:

(keywords [keywords-only [case-fold

[syntax-alist other-vars...]]])

1つ目の要素 keywordsは検索ベースのフォント表示を制御する font-lock-keywordsの値
を間接的に指定する。値にはシンボル、変数、または font-lock-keywordsにたいして使用
するリストが値であるような関数を指定できる。またそれぞれのシンボルがフォント表示の可
能なレベルであるような、いくつかのシンボルからなるリストも指定できる。この場合には、1
つ目のシンボルはフォント表示の ‘モードデフォルト (mode default)’レベル、次のシンボル
はフォント表示のレベル 1、その次はレベル 2、...のようになる。‘モードデフォルト’レベルは
通常はレベル 1と等しい。これは font-lock-maximum-decorationが nil値をもつとき使
用される。Section 23.6.5 [Levels of Font Lock], page 504を参照のこと。
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2つ目の要素 keywords-onlyは変数 font-lock-keywords-onlyの値を指定する。これが省
略または nilなら、(文字列とコメントの)構文的フォント表示も行われる。非 nilなら構文的
フォント表示は行われない。Section 23.6.8 [Syntactic Font Lock], page 506を参照のこと。

3 つ目の要素 case-foldは font-lock-keywords-case-fold-searchの値を指定する。非
nilなら検索ベースフォント表示の間、Font Lockモードは caseの違いを無視する。

4つ目の要素 syntax-alistが非 nilなら、それは (char-or-string . string)という形式の
コンスセルのリストであること。これらは構文的フォント表示にたいする構文テーブルのセット
アップに使用される。結果となる構文テーブルは font-lock-syntax-tableに格納される。
syntax-alistが省略または nilなら、構文的フォント表示は syntax-table関数によりリター
ンされる構文テーブルを使用する。Section 35.3 [Syntax Table Functions], page 912を参
照のこと。

(もしあれば) 残りすべての要素はまとめて other-varsと呼ばれる。これらの要素はすべて
(variable . value)という形式をもつこと。これは variableをバッファーローカルにして
から、それに valueをセットすることを意味する。これら other-varsを使用して、最初の 5つ
の要素による制御とは別にフォント表示に影響する他の変数をセットできる。Section 23.6.4
[Other Font Lock Variables], page 503を参照のこと。

モードが font-lock-faceプロパティ追加により明示的にテキストをフォント表示する場合には、
自動的なフォント表示すべてをオフにするために font-lock-defaultsに (nil t)を指定できます。
しかしこれは必須ではありません。font-lock-faceを使用して何かをフォント表示して、それ以外
の部分のテキストを自動的にフォント表示するようにセットアップすることが可能です。

23.6.2 検索ベースのフォント化

検索ベースのフォント表示を直接制御する変数は font-lock-keywordsです。この変数は通常は
font-lock-defaults内の要素 keywordsを通じて指定されます。

[Variable]font-lock-keywords
この変数の値はハイライトするキーワードのリスト。Lisp プログラムはこの変数を直接セ
ットしないこと。通常は font-lock-defaults内の要素 keywordsを使用して Font Lock
モードが自動的に値をセットする。この値は関数 font-lock-add-keywordsと font-lock-

remove-keywordsを使用して変更することもできる (Section 23.6.3 [Customizing Key-
words], page 502を参照)。

font-lock-keywordsの各要素は、特定の例に該当するテキストを見つける方法や、それらをハ
イライトする方法を指定します。Font Lockモードは font-lock-keywordsの要素を逐次処理して
マッチを探して、すべてのマッチを処理します。通常はテキストの一部はすでに一度はフォント表示
されており、同じテキスト内で連続するマッチによりこれをオーバーライドすることははできません。
しかし subexp-highlighterの要素 overrideを使用して異なる挙動を指定できます。

font-lock-keywordsの各要素は以下の形式のいずれかをもつべきです:

regexp font-lock-keyword-faceを使用して regexpにたいするすべてのマッチをハイライ
トする。たとえば、

;; font-lock-keyword-faceを使用して
;; 単語 ‘foo’をハイライトする
"\\<foo\\>"

これらの正規表現を作成するときは慎重に行うこと。下手に記述されたパターンによりス
ピードが劇的に低下し得る! 関数 regexp-opt (Section 34.3.3 [Regexp Functions],
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page 894を参照)は、いくつかのキーワードとマッチするために最適な正規表現の計算
に有用である。

function functionを呼び出すことによりテキストを探し、font-lock-keyword-faceを使用し
て見つかったマッチをハイライトする。

functionは呼び出される際に 1つの引数 (検索のリミット)を受け取る。検索はポイント
位置から開始しリミットを超えた検索は行わないこと。これは検索が成功したら非 nil

をリターンして見つかったマッチを表すマッチデータをセットすること。nilのリター
ンは検索の失敗を示す。

フォント表示は前の呼び出しでポイントが残された位置から同じリミットを用いて func-
tionを呼び出し、functionが失敗するまで functionを繰り返し呼び出すだろう。検索が
失敗しても何らかの特別な方法で functionがポイントをリセットする必要はない。

(matcher . subexp)

この種の要素では matcherは上述の regexp か function のいずれかである。cdr の
subexpは、(matcherがマッチするテキスト全体のかわりに)matcherのどの部分式
(subexpression)がハイライトされるべきかを指定する。

;; font-lock-keyword-faceを使用して
;; ‘bar’が ‘fubar’の一部のときに
;; ハイライトする
("fu\\(bar\\)" . 1)

正規表現matcherの生成に regexp-optを使用する場合には、subexpにたいする値の
計算に regexp-opt-depth (Section 34.3.3 [Regexp Functions], page 894を参照)
を使用できる。

(matcher . facespec)

この種の要素では facespecの値がハイライトに使用するフェイスを指定する。もっとも
シンプルな例では facespecは値がフェイス名であるようなは Lisp変数 (シンボル)。

;; fubar-faceの値のフェイスを使用して
;; ‘fubar’をハイライトする
("fubar" . fubar-face)

しかし facespecは以下のような形式のリストに評価されてもよい:

(face face prop1 val1 prop2 val2...)

これはマッチしたテキストにフェイス faceを指定し、さまざまなテキストプロパティ
を putする。これを行う場合には、この方法によって font-lock-extra-managed-

propsに値をセットする、他テキストプロパティ名を確実に追加すること。そうすれば
それらのプロパティが妥当性を失ったとき、それらのプロパティもクリアーされるだろ
う。これらのプロパティをクリアーする関数を変数 font-lock-unfontify-region-

functionにセットすることもできる。Section 23.6.4 [Other Font Lock Variables],
page 503を参照のこと。

(matcher . subexp-highlighter)

この種の要素では subexp-highlighterはmatcherにより見つかったマッチをハイライ
トする方法を指定するリストである。これは以下の形式をもつ。

(subexp facespec [override [laxmatch]])

carの subexpはマッチのどの部分式をフォント表示するかを指定する整数 (0はマッチ
したテキスト全体を意味する)。これの 2つ目の要素 facespecは上述したような、値が
フェイスを指定する式である。
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subexp-highlighter内の残りの値 overrideと laxmatchはオプションのフラグである。
overrideが tなら、この要素は前の font-lock-keywordsの要素により作成された既
存のフォント表示をオーバーライドできる。値が keepなら、すでに他の要素によりフォ
ント表示されていない文字がフォント表示される。値が prependなら、facespecにより
指定されたフェイスが font-lock-faceプロパティの先頭に追加される。値が append

なら、そのフェイスが font-lock-faceプロパティの最後に追加される。

laxmatchが非 nilなら、それはmatcher内で番号付けされた部分式 subexpが存在し
なくてもエラーにならないことを意味する。番号付けされた部分式 subexpのフォント
表示は当然発生しない。しかし他の部分式 (と他の regexp)のフォント表示は継続され
るだろう。laxmatchが nil、かつ指定された部分式が存在しなければ、エラーがシグナ
ルされて検索ベースのフォント表示は終了する。

以下はこのタイプの要素とそれが何を行うかの例:
;; foo-bar-faceを使用して、たとえハイライト済みでも
;; ‘foo’と ‘bar’をハイライトする
;; foo-bar-faceは値がフェイスであるような変数であること
("foo\\|bar" 0 foo-bar-face t)

;; fubar-faceの値のフェイスを使用して
;; 関数 fubar-matchが見つけた各マッチの
;; 最初の部分式をハイライトする
(fubar-match 1 fubar-face)

(matcher . anchored-highlighter)

この種の要素では anchored-highlighterはmatcherが見つけたマッチに後続するテキ
ストをハイライトする方法を指定する。つまりmatcherが見つけたマッチは、anchored-
highlighterにより指定されるその先の検索にたいするアンカー (anchor)として機能す
る。anchored-highlighterは以下の形式のリストである:

(anchored-matcher pre-form post-form

subexp-highlighters...)

ここで anchored-matcherは matcherと同様、正規表現か関数である。matcherにた
いするマッチを見つけた後に、ポイントはそのマッチの終端に移動する。そこで Font
Lockはフォーム pre-formを評価する。それから anchored-matcherにたいするマッチ
を検索し、subexp-highlightersを使用してそれらのマッチをハイライトする。subexp-
highlighterについては上記を参照のこと。最後にFont Lockは post-formを評価する。

フォーム pre-formと post-formは、anchored-matcher使用時の事前の初期化と事後
のクリーンアップに使用できる。pre-formは通常は anchored-matcherの開始前に、
matcherのマッチに関連する何らかの位置にポイントを移動するために使用される。post-
formは、matcherの再開前にポイントを戻すために使用できる。

pre-formを評価した後、Font Lockはその行の終端の先にたいして anchored-matcher
の検索を行わない。しかし pre-formが pre-form評価後のポイント位置より大きいバッ
ファー位置をリターンした場合には、かわりに pre-formによりリターンされた位置が検
索リミットとして使用される。その行の終端より大きい位置をリターンするのは、一般
的にはよいアイデアではない。言い換えると anchored-matcher検索は複数行にわたる
(span lines)べきではない。

たとえば、
;; item-faceの値を使用して
;; 単語 ‘anchor’に (同一行内で)
;; 後続する単語 ‘item’をハイライトする
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("\\<anchor\\>" "\\<item\\>" nil nil (0 item-face))

ここでは pre-formと post-formは nilである。したがって ‘item’にたいする検索は
‘anchor’にたいするマッチの終端から開始されて、後続する ‘anchor’インスタンスに
たいする検索は ‘item’にたいする検索が終了した位置から再開される。

(matcher highlighters...)

この種の要素は単一のmatcherにたいして複数の highlighterリストを指定する。high-
lighterリストには、上述した subexp-highlighterか anchored-highlighterのいずれか
を指定できる。

たとえば、
;; anchor-faceの値内に現れる単語 ‘anchor’、
;; および、(同じ行の)後続の item-faceの
;; 値内に現れる単語 ‘item’をハイライトする
("\\<anchor\\>" (0 anchor-face)

("\\<item\\>" nil nil (0 item-face)))

(eval . form)

ここで formはバッファー内でこの font-lock-keywordsの値が最初に使用されるとき
に評価される式である。この値は上述のテーブルで説明したいずれかの形式をもつこと。

警告: 複数行にわたるテキストにたいするマッチさせるために、font-lock-keywordsの要素を
デザインしてはならない。これは確実に機能するとは言えない。詳細は Section 23.6.9 [Multiline
Font Lock], page 507を参照のこと。

検索ベースのフォント表示が caseを区別すべきかどうかを告げる font-lock-keywords-case-

fold-searchの値を指定するために font-lock-defaults内で case-foldを使用できる。

[Variable]font-lock-keywords-case-fold-search
非 nilは font-lock-keywordsのための正規表現マッチングが caseを区別すべきではないこ
とを意味する。

23.6.3 検索ベースのフォント化のカスタマイズ

メジャーモードにたいして検索ベースフォント表示ルールを追加するために font-lock-add-

keywords、削除には font-lock-remove-keywordsを使用することができます。

[Function]font-lock-add-keywords mode keywords &optional how
この関数はカレントバッファー、またはメジャーモードmodeにたいしてハイライトする key-
wordsを追加する。引数 keywordsは変数 font-lock-keywordsと同じ形式のリストである
こと。

modeが、c-modeのようにメジャーモードのコマンド名であるようなシンボルなら、そのmode
内で Font Lockモードを有効にすることによって keywordsが font-lock-keywordsに追加
される効果がある。非 nil値のmodeによる呼び出しは~/.emacsファイル内でのみ正しい。

modeが nilなら、この関数はカレントバッファーの font-lock-keywordsに keywordsを追
加する。この方法での font-lock-add-keywords呼び出しは通常はモードフック関数内で使
用される。

デフォルトではkeywordsは font-lock-keywordsの先頭に追加される。オプション引数how
が setなら、それらは font-lock-keywordsの値の置換に使用される。howがそれ以外の非
nil値なら、これらは font-lock-keywordsの最後に追加される。
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追加のハイライトパターンの使用を可能にする、特別なサポートを提供するモードがいくつか
ある。それらの例については変数 c-font-lock-extra-types、c++-font-lock-extra-

types、java-font-lock-extra-typesを参照のこと。

警告: メジャーモードコマンドはモードフックを除き、いかなる状況においても直接間接を問わず
font-lock-add-keywordsを呼び出してはならない (これを行うといくつかのマイナーモー
ドは不正な振る舞いを起こしかねない)。メジャーモードコマンドは font-lock-keywordsを
セットすることにより、検索ベースフォント表示のルールをセットアップすること。

[Function]font-lock-remove-keywords mode keywords
この関数はカレントバッファーやメジャーモードmodeにたいして、font-lock-keywordsか
ら keywordsを削除する。font-lock-add-keywordsの場合と同様にmodeはメジャーモー
ドコマンド名か nilであること。この関数にも font-lock-add-keywordsにたいするすべて
の制約と条件が適用される。引数 keywordsは対応する font-lock-add-keywordsが使用す
るキーワードと正確に一致しなければならない。

たとえば以下はCモードに 2つのフォント表示パターンを追加するコードの例である。フォント表
示の 1つはたとえコメント内であろうとも単語 ‘FIXME’をフォント表示し、もう 1つは ‘and’、‘or’、
‘not’をキーワードとしてフォント表示する。

(font-lock-add-keywords 'c-mode

'(("\\<\\(FIXME\\):" 1 font-lock-warning-face prepend)

("\\<\\(and\\|or\\|not\\)\\>" . font-lock-keyword-face)))

この例は厳密にCモードだけに効果がある。Cモード、およびその派生モードにたいして同じパター
ンを追加するには、かわりに以下を行う:

(add-hook 'c-mode-hook

(lambda ()

(font-lock-add-keywords nil

'(("\\<\\(FIXME\\):" 1 font-lock-warning-face prepend)

("\\<\\(and\\|or\\|not\\)\\>" .

font-lock-keyword-face)))))

23.6.4 Font Lockのその他の変数

このセクションでは font-lock-defaults内の other-varsを用いて、メジャーモードがセットでき
る追加の変数について説明します (Section 23.6.1 [Font Lock Basics], page 497を参照)。

[Variable]font-lock-mark-block-function
この変数が非 nilなら、それはコマンド M-o M-o (font-lock-fontify-block)で再フォン
ト表示するテキスト範囲を選択するために引数なしで呼び出される関数であること。

この関数は結果を報告するために選択されたテキスト範囲にリージョンを配置すること。正し
い結果を与えるのに十分、かつ再フォント表示が低速にならない程度のテキスト範囲がよい選
択である。典型的な値はプログラミングのモードにたいしては mark-defun、テキストを扱う
モードにたいしては mark-paragraph。

[Variable]font-lock-extra-managed-props
この変数は、(font-lock-face以外の)Font Lock により管理される追加プロパティを指
定する。これらの追加プロパティは通常は font-lock-faceプロパティだけを管理する、
font-lock-default-unfontify-regionにより使用される。他のプロパティも同様にFont
Lock に管理させたければ、このリストに追加するのと同じように font-lock-keywords

内の facespec内でもこれらを指定しなければならない。Section 23.6.2 [Search-based
Fontification], page 499を参照のこと。



Chapter 23: メジャーモードとマイナーモード 504

[Variable]font-lock-fontify-buffer-function
そのバッファーをフォント表示するために使用する関数。デフォルト値はfont-lock-default-

fontify-buffer。

[Variable]font-lock-unfontify-buffer-function
そのバッファーを非フォント表示するために使用する関数。デフォルト値は font-lock-

default-unfontify-buffer。

[Variable]font-lock-fontify-region-function
リージョンをフォント表示するための関数。この関数はリージョンの開始と終了の 2つを引数に
受け取り、オプションで 3つ目の引数 verboseを受け取ること。verboseが非 nilなら、その関
数はステータスメッセージをプリントすべきである。デフォルト値は font-lock-default-

fontify-region。

[Variable]font-lock-unfontify-region-function
リージョンを非フォント表示するための関数。この関数はリージョンの開始と終了の 2つを引
数に受け取ること。デフォルト値は font-lock-default-unfontify-region。

[Variable]font-lock-flush-function
リージョンのフォント表示の期限切れの宣言に使用する関数。そのリージョンの開始と終了という
2つの引数を受け取る。この変数のデフォルト値は font-lock-after-change-function。

[Variable]font-lock-ensure-function
カレントバッファーのリージョンのフォント表示の保証に使用する関数。そのリージョンの開
始と終了という 2つの引数を受け取る。この変数のデフォルト値は、バッファーがフォント表
示されていないときに font-lock-default-fontify-bufferを呼び出す関数。効果はその
バッファーのアクセス可能範囲全体がフォント表示されることの保証。

[Function]jit-lock-register function &optional contextual
この関数はカレントバッファーの一部をフォント表示/非表示する必要がある任意のタイミング
で、Font Lockモードが Lisp関数 functionを実行することを宣言する。これはデフォルトの
フォント表示関数が呼び出される前に、フォント表示/非表示するリージョンを指定する 2つの
引数 startと endで functionを呼び出す。

オプション引数 contextualが非 nilなら、行が更新されたときに限らずそのバッファーの構文
的に関連する部分を常にフォント表示するよう Font Lockモードに強制する。この引数は通常
は省略できる。

バッファーで Font Lockがアクティブのときには、もし font-lock-keywords-only (Sec-
tion 23.6.8 [Syntactic Font Lock], page 506を参照)の値が nilなら、非 nil値の contex-
tualでこの関数を呼び出す。

[Function]jit-lock-unregister function
以前に jit-lock-registerを使用してフォント表示関数として functionを登録した場合は、
その関数を未登録にする。

23.6.5 Font Lockのレベル

フォント表示にたいして 3 つの異なるレベルを提供するモードがいくつかあります。font-lock-

defaults内の keywordsにたいしてシンボルのリストを使用することにより複数のレベルを定義で
きます。このリストのシンボルはそれぞれフォント表示の 1レベルを指定します。これらのレベルの
選択は、通常は font-lock-maximum-decorationをセットすることによりユーザーの責任で行わ
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れます (Section “Font Lock” in the GNU Emacs Manual を参照)。選択されたレベルのシンボ
ルの値は font-lock-keywordsの初期化に使用されます。

フォント表示レベルの定義方法に関する慣習を以下に挙げます:

• レベル 1: 関数宣言、(includeや importのような)ファイルディレクティブ、文字列、コメント
をハイライトする。これは、もっとも重要かつトップレベルのコンポーネントだけをフォント表
示すれば高速になるという発想である。

• レベル 2: レベル 1に加えて、すべての言語のキーワード (キーワードと同様に作用する型名を
含む)、および名前付き定数値をハイライトする。これは、(構文的、または意味的な)すべての
キーワードは適切にフォント表示されるべきという発想である。

• レベル 3: レベル 2に加えて、関数内で定義されるシンボル、変数宣言、およびすべてのビルト
イン関数名にたいして、それがどこに出現しようとハイライトする。

23.6.6 事前計算されたフォント化

list-buffersや occurのようないくつかのメジャーモードは、バッファーのテキストをプログラム
的に構築します。これらにたいして Font Lockモードをサポートするためには、そのバッファーにテ
キストを挿入するタイミングでテキストのフェイスを指定するのがもっとも簡単な方法です。

これはスペシャルテキストプロパティfont-lock-face (Section 32.19.4 [Special Properties],
page 821 を参照) により、テキスト内にフェイスを指定することによって行われます。Font Lock
モードが有効になったとき、このプロパティは faceと同じように表示を制御します。Font Lockモー
ドが無効になると font-lock-faceは表示に効果をもちません。

何らかのテキストにたいして font-lock-faceを使用するモードや、通常の Font Lock機構を
使用するモードでも問題はありません。しかし通常の Font Lock機構を使用しないモードでは、変数
font-lock-defaultsをセットするべきではありません。この場合には faceプロパティはオーバー
ライドされないので、faceプロパティの使用も機能します。しかし font-lock-modeの切り替えに
よりユーザーがフォント化を制御でき、かつモードの Font Lock機構の使用の有無に関わらずコード
が機能するので、一般的には font-lock-faceの使用の方が優っています。

23.6.7 Font Lockのためのフェイス

Font Lockモードはハイライトに任意のフェイスを使用できますが、Emacsは特に FontLockがテ
キストのハイライトに使用するいくつかのフェイスを定義しています。これらの Font Lockフェイ
ス (Font Lock faces) を以下にリストします。これらのフェイスは FontLockモードの外部におけ
る構文的なハイライトでメジャーモードが使用することもできます (Section 23.2.1 [Major Mode
Conventions], page 465を参照)。

以下の各シンボルはフェイス名であり、かつデフォルト値がシンボル自身であるような変数でもあ
ります。つまり font-lock-comment-faceのデフォルト値は font-lock-comment-faceです。

リストはそのフェイスの典型的な使い方の説明とともに、重要度が高い順にソートされています。
あるモードの構文的カテゴリーが以下の使い方の記述にうまく適合しない場合には、この並び順をガ
イドとして使用することによってフェイスを割り当てることができるでしょう。

font-lock-warning-face

特有な構文 (たとえば ‘‘ foo’のようにEmacs Lispシンボルにおけるエスケープされて
いない判りにくいクォート)や、Emacs Lispの ‘;;;###autoload’、Cの ‘#error’の
ような他のテキストの意味を大きく変更する構文にたいして使用される。

font-lock-function-name-face

定義、または宣言される関数の名前にたいして使用される。
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font-lock-variable-name-face

定義、または宣言される変数の名前にたいして使用される。

font-lock-keyword-face

Cの ‘for’や ‘if’のように、構文的に特別な意味をもつキーワードにたいして使用される。

font-lock-comment-face

コメントにたいして使用される。

font-lock-comment-delimiter-face

Cの ‘/*’と ‘*/’のようなコメント区切りにたいして使用される。ほとんどの端末ではこ
のフェイスは font-lock-comment-faceを継承する。

font-lock-type-face

ユーザー定義データ型にたいして使用される。

font-lock-constant-face

Cの ‘NULL’のような定数の名前にたいして使用される。

font-lock-builtin-face

ビルトイン関数の名前にたいして使用される。

font-lock-preprocessor-face

プロセッサーコマンドにたいして使用される。デフォルトでは、font-lock-builtin-
faceを継承する。

font-lock-string-face

文字列定数にたいして使用される。

font-lock-doc-face

コード内のドキュメント文字列にたいして使用される。デフォルトでは font-lock-

string-faceを継承する。

font-lock-negation-char-face

見逃しやすい否定文字にたいして使用される。

23.6.8 構文的なFont Lock

構文的フォント表示 (syntactic fontification)は、構文的に関連性のあるテキストを探してハイライ
トするために構文テーブル (syntax table: Chapter 35 [Syntax Tables], page 908を参照)を使
用します。有効な場合には検索ベースのフォント表示に先立って実行されます。以下で説明する変数
font-lock-syntactic-face-functionはどの構文的構造をハイライトするかを決定します。構
文的フォント表示に影響を与える変数がいくつかあります。font-lock-defaultsのためにそれら
をセットするべきです (Section 23.6.1 [Font Lock Basics], page 497を参照)。

Font Lock モードが一連のテキストにたいして構文的フォント表示を処理するときは、常に
syntax-propertize-functionで指定される関数を最初に呼び出します。メジャーモードは特別
なケースでは syntax-tableテキストプロパティを適用してバッファーの構文テーブルをオーバー
ライドするために、これを使用することができます。Section 35.4 [Syntax Properties], page 914
を参照してください。

[Variable]font-lock-keywords-only
この変数の値が非 nilなら、Font Lock は構文的フォント表示を行わずに font-lock-

keywordsにもとづく検索ベースのフォント表示だけを行う。これは通常は font-lock-

defaults内の keywords-only要素にもとづいて Font Lock モードによりセットされる。
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値が nilなら Font Lock は jit-lock-register (Section 23.6.4 [Other Font Lock
Variables], page 503を参照)を呼び出して、変更行以降のバッファーテキストに変更による
新たな構文コンテキストを反映するために、自動的な再フォント表示をセットアップする。

[Variable]font-lock-syntax-table
この変数はコメントと文字列のフォント表示に使用するための構文テーブルを保持する。こ
れは通常は font-lock-defaults内の syntax-alist要素にもとづいて Font Lockモードに
よりセットされる。この値が nilなら、構文的フォント表示はバッファーの構文テーブル (関
数 syntax-tableがリターンする構文テーブル。Section 35.3 [Syntax Table Functions],
page 912を参照)を使用する。

[Variable]font-lock-syntactic-face-function
この変数が非 nilなら、それは与えられた構文的要素 (文字列かコメント)にどのフェイスを使
用するかを決定する関数であること。

この関数は 1つの引数で呼び出され、parse-partial-sexpがリターンするポイントの状態
をパースしてフェイスをリターンすること。リターンされるデフォルト値はコメントにたい
しては font-lock-comment-face、文字列にたいしては font-lock-string-face (Sec-
tion 23.6.7 [Faces for Font Lock], page 505を参照)。

この変数は通常は font-lock-defaults内の “他”の要素を通じてセットされる:

(setq-local font-lock-defaults

`(,python-font-lock-keywords

nil nil nil nil

(font-lock-syntactic-face-function

. python-font-lock-syntactic-face-function)))

23.6.9 複数行のFont Lock構造

font-lock-keywordsの要素は、通常は複数行にわたるマッチを行うべきではありません。それら
の動作に信頼性はありません。なぜなら Font Lockは通常はバッファーのごく一部をスキャンするの
で、そのスキャンが開始される行境界をまたがる複数行構造を見逃しかねないからです (スキャンは
通常は行頭から開始される)。

ある要素にたいして複数行構造にたいするマッチを正しく機能させるために 2つの観点がありま
す。それは識別 (identification)の補正と、再ハイライト (rehighlighting)の補正です。1つ目はFont
Lockがすべての複数行構造を探すことを意味します。2つ目は複数行構造が変更されたとき、たとえ
ば以前は複数行構造の一部だったテキストが複数行構造から除外されたときに、関連するすべてのテ
キストを Font Lockに正しく再ハイライトさせることを意味します。これら 2つの観点は密接に関連
しており、一方を機能させることがもう一方を機能させるようなことが多々あります。しかし信頼性
のある結果を得るためには、これら 2つの観点双方にたいして明示的に注意しなければなりません。

複数行構造の識別を確実に補正するには 3つの方法があります:

• スキャンされるテキストが複数行構造の途中で開始や終了することがないように識別を行ってス
キャンを拡張する関数を font-lock-extend-region-functionsに追加する。

• 同様に、スキャンされるテキストが複数行構造の途中で開始や終了することがないようスキャン
を拡張するために、font-lock-fontify-region-functionフックを使用する。

• 複数行構造がバッファーに挿入されたとき (または挿入後に Font Lockがハイライトを試みる前
の任意のタイミングで)、何らかの方法によりそれを正しく認識して、Font Lockが複数行構造
の途中で開始や終了しないように指示する font-lock-multilineでそれをマークする。
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複数行構造の再ハイライトを行うには 3つの方法があります:

• その構造にたいして正しく font-lock-multilineを配置する。これによりその構造の一部
が変更されると構造全体が再ハイライトされるだろう。あるケースにおいてはそれを参照する
font-lock-multiline変数をセットすることにより自動的にこれを行うことができる。

• jit-lock-contextuallyを確実にセットしてそれが行う処理に委ねる。これにより、実際の
変更に続いて構造の一部だけが若干の遅延の後に再ハイライトされるだろう。これは複数行構造
のさまざまな箇所のハイライトが後続行のテキストに依存しない場合のみ機能する。jit-lock-
contextuallyはデフォルトでアクティブなので、これは魅力的な解決策になり得る。

• その構造上に正しく jit-lock-defer-multilineを配置する。これは jit-lock-

contextuallyが使用された場合のみ機能し、再ハイライト前に同様の遅延を伴うが、
font-lock-multilineのように後続行に依存する箇所のハイライトも処理する。

23.6.9.1 複数行のFont Lock

複数行構造の Font Lock を確実に再ハイライトする方法の 1 つは、それらをテキストプロパティ
font-lock-multilineに putする方法です。複数行構造の一部であるようなテキストには値が非
nilであるようなこのプロパティが存在するべきです。

Font Lockがテキスト範囲をハイライトしようとする際は、まずそれらがfont-lock-multiline

プロパティでマークされたテキストにならないように必要に応じて範囲の境界を拡張します。それか
らその範囲のすべての font-lock-multilineを削除してハイライトします。ハイライト指定 (大抵
は font-lock-keywords)は、適宜このプロパティを毎回再インストールしなければなりません。

警告: ハイライトが低速になるので大きなテキスト範囲にたいして font-lock-multilineを使
用してはならない。

[Variable]font-lock-multiline
font-lock-multiline変数が tにセットされていると Font Lockは自動的に複数行構造に
たいして font-lock-multilineプロパティの追加を試みる。しかしこれにより Font Lock
が幾分遅くなるので普遍的解決策ではない。これは何らかの複数行構造を見逃したり、必要な
ものより多く、または少なくプロパティをセットするかもしれない。

matcherが関数であるような要素は、たとえ少量のサブパート (subpart)だけがハイライトさ
れるような場合でも、submatch 0(訳注:正規表現の後方参照において submatch 0はマッチ
した文字列全体を指す)が関連する複数行構造全体を確実に網羅するようにすべきである。単
に手動で font-lock-multilineを追加するのが容易な場合も多々ある。

font-lock-multilineプロパティは正しい再フォント表示を確実に行うことを意図しています。
これは新たな複数行構造を自動的に認識しません。それらを認識するためには Font Lockが一度に
十分な大きさの chunkを処理することを要求します。これは多くの場合にアクシデントにより発生
し得るかもしれないので、複数行構造が不可解に機能するような印象を与えるかもしれません。変数
font-lock-multilineを非 nilにセットした場合には、発見されたこれらの構造にたいするハイラ
イトは変数をセットした後は正しく更新されるので、さらにこの印象が強くなるでしょう。しかしこ
れは信頼性をもって機能しません。

信頼性を保ち複数行構造を見つけるためには、Font Lockが調べる前にテキストの font-lock-

multilineプロパティを手動で配置するか、font-lock-fontify-region-functionを使用しな
ければなりません。
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23.6.9.2 バッファー変更後のリージョンのフォント化

バッファーが変更されたとき Font Lockが再フォント表示するリージョンは、デフォルトではその変
更に関連する最小の行全体からなるシーケンスです。これはほとんどの場合は良好に機能しますが、
うまく機能しないとき (たとえば変更がそれより前の行のテキストの構文的な意味を変更してしまう
とき)もあります。

以下の変数をセットすることにより、再フォント表示するリージョンを拡張 (または縮小さえ)す
ることができます:

[Variable]font-lock-extend-after-change-region-function
このバッファーローカル変数は nil、または Font Lockモードにたいしてスキャンしてフォン
ト表示すべきリージョンを決定するために呼び出される関数である。

この関数には標準的な begと end、および after-change-functionsの old-len
(Section 32.32 [Change Hooks], page 851を参照)という 3つのパラメーターが渡される。
この関数はフォント表示するリージョンのバッファー位置の開始と終了 (この順)からなるコン
スセル、または nil (標準的な方法でリージョンを選択することを意味する)のいずれかをリ
ターンすること。この関数はポイント位置、match-data、カレントのナローイングを保つ必
要がある。これがリターンするリージョンは、行の途中で開始や終了するかもしれない。

この関数はバッファーを変更するたびに呼び出されるので有意に高速であること。

23.7 コードの自動インデント

プログラミング言語のメジャーモードにとって、自動的なインデントの提供は重要な機能です。これ
には 2つのパートがあります。1つ目は正しい行のインデントが何か、そして 2つ目はいつ行を再イ
ンデントするかの判断です。デフォルトでは electric-indent-charsに含まれる文字 (デフォルト
では改行のみ)をタイプしたとき、Emacsは常に行を再インデントします。メジャーモードはその言
語の構文に合わせて electric-indent-charsに文字を追加できます。

正しいインデントの決定は indent-line-functionにより Emacs 内で制御されます
(Section 32.17.2 [Mode-Specific Indent], page 808 を参照)。いくつかのモードでは右へのイ
ンデントは信頼性がないことが知られています。これは通常は複数のインデントが有効であり、
それぞれが異なる意味をもつのでインデント自体が重要だからです。そのような場合には、そ
のモードは行が常にユーザーの意に反して行が毎回再インデントされないことを保証するために
electric-indent-inhibitをセットするべきです。

よいインデント関数の記述は難しく、その広範な領域において未だ黒魔術の域を脱していません。
メジャーモード作者の多くは、単純なケース (たとえば前のテキスト行のインデントとの比較)にたい
して機能する、単純な関数の記述からスタートすることでしょう。実際には行ベースではないほとん
どのプログラミング言語にたいして、これは貧弱なスケールになりがちです。そのような関数にたい
して、より多様な状況を処理するような改良を行うと関数はより一層複雑になり、最終的な結果は誰
にも触れようとする気を起こさせない、巨大で複雑な保守不可能のインデント関数になる傾向があり
ます。

よいインデント関数は、通常はその言語の構文に応じて実際にテキストをパースする必要があるで
しょう。幸運なことにこのテキストパースはコンパイラーが要するほど詳細である必要はないでしょ
うが、その一方でインデントコードに埋め込まれたパーサーは構文的に不正なコードにたいして、コ
ンパイラーより幾分寛容な振る舞いを求められるでしょう。

保守可能なよいインデント関数は、通常は 2つのカテゴリーに落ち着きます。どちらも何らかの安
全な開始ポイントから、関心のある位置まで前方か後方へパースを行います。この 2つの方法は、い
ずれも一方が他方に明快に優る選択ではありません。後方へのパースはプログラミング言語が前方に
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パースされるようデザインされているため、前方へのパースに比べて難しいことが多々ありますが、
インデントという目的においては安全な開始ポイントを推測する必要がないという利点があり、一般
的にある行のインデントの判断のために分析を要するのは最小限のテキストだけという特性に恵まれ
ているので、前の無関係なコード片内にある何らかの構文エラーの影響をインデントが受けにくくな
る傾向があります。一方で前方へのパースは通常はより簡単であり、一度のパースでリージョン全体
を効果的に再インデントすることが可能になるという利点があります。

インデント関数をスクラッチから記述するよりも、既存のインデント関数の使用と再利用、または
一般的なインデントエンジンに委ねるほうが優る場合がしばしばあります。しかしそのようなエンジ
ンは悲しむべきほど少数しかありません。(C、C++、Java、Awk、およびその類のモードに使用さ
れる)CCモードのインデントコードは年月を経てより一般化されてきているので、あなたの言語にこ
れらの言語と何らかの類似点があるなら、このエンジンの使用を試みるかもしれません。もう一方の
SMIEは Lispの sexp精神によるアプローチを採用して、それを非 Lisp言語に適応します。

23.7.1 SMIE: 無邪気なインデントエンジン

SMIEは一般的な操作とインデントを提供するエンジンです。これは演算子順位文法 (operator prece-
dence grammar)を使用する非常にシンプルなパーサーにもとづいたエンジンであり、メジャーモー
ドが Lispの S式ベースの操作を非 Lisp言語に拡張するのを助けるとともにシンプルに使用できるに
も関わらず、信頼できる自動インデントを提供します。

演算子順位文法はコンパイラー内で使用されるより一般的なパーサーと比較すると非常に原始的な
パーステクノロジーです。このパーサーには次のような特徴があります。このパーサーのパース能力
は非常に限定的で構文エラーを大概は検出できません。しかしアルゴリズム的に前方パースと同様に
後方パースを効果的に行うことが可能です。実際にそれは SMIEが後方パースにもとづくインデント
を使用でき、forward-sexpと backward-sexpの両方の機能を提供できるとともに、特別な努力を
要さずに構文的に不正なコードにたいして自然に機能するであろうことを意味します。欠点はほとん
どのプログラミング言語は、少なくとも何らかの特別なトリック (Section 23.7.1.5 [SMIE Tricks],
page 514を参照)で再分類しなければ SMIEを使用して正しくパースできないことをも意味するこ
とです。

23.7.1.1 SMIEのセットアップと機能

SMIEは構造的な操作とコードの構造的構造にもとづくその他さまざまな機能、特に自動インデント
にたいするワンストップショップ (一カ所で必要な全ての買い物ができる店やそのような場所)である
ことを意図しています。メインのエントリーポイントは smie-setupで、これは通常はメジャーモー
ドセットアップの間に呼び出される関数です。

[Function]smie-setup grammar rules-function &rest keywords
SMIEの操作とインデントをセットアップする。grammarは smie-prec2->grammarにより
生成される文法テーブル (grammar table)、rules-functionは smie-rules-functionで使
用されるインデントルールのセット、keywordsは追加の引数であり以下のキーワードを含むこ
とができる:

• :forward-token fun: 使用する前方 lexer(lexer=lexical analyzer: 字句解析プログラ
ム)を指定する。

• :backward-token fun: 使用する後方 lexerを指定する。

この関数を呼び出せば forward-sexp、backward-sexp、transpose-sexpsのようなコマンド
が、すでに構文テーブルにより処理されている単なるカッコのペア以外の、構造的な要素を正しく扱
うことができるようになります。たとえば与えられた文法が十分に明快ならば、transpose-sexps

はその言語の優先順位のルールを考慮して+演算子の 2つの引数を正しく入れ替えることができます。
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smie-setupの呼び出しは begin...endのような要素に適用するために blink-matching-

parenを拡張して TABによるインデントを期待通り機能させるとともに、メジャーモードのキーマッ
プ内でバインドできるいくつかのコマンドの提供を満足します。

[Command]smie-close-block
このコマンドは、もっとも最近オープンされた (まだクローズされていない)ブロックをクロー
ズする。

[Command]smie-down-list &optional arg
このコマンドは down-listと似ているが、begin...endのようなカッコ以外のネストされた
トークンにも注意を払う。

23.7.1.2 演算子順位文法

SMIE の演算子順位文法は、各トークンにたいしてシンプルに左優先 (left-precedence) と右優先
(right-precedence)という順位ペアを与えます。トークン T1の右優先がトークン T2の左優先より小
さければ T1 < T2であると言うことにしましょう。これを解読するには<をカッコの一種だとみなすの
がよい方法です。... T1 something T2 ...を見つけたら、これは... T1 something) T2 ...で
はなく... T1 (something T2 ...とパースされるべきです。... T1 something) T2 ...と解釈
するのは T1 > T2を見つけた場合でしょう。T1 = T2を見つけた場合、それはトークンT2とその後の
トークンT1が同じ構文にあり、通常は"begin" = "end"を得ます。このような優先順位のペアは 2
項演算子 (infix operator)、カッコのようなネストされたトークン、およびその他多くのケースにた
いして左結合 (left-associativity)や右結合 (right-associativity)を表現するのに十分です。

[Function]smie-prec2->grammar table
この関数は prec2 文法 tableを引数に受け取り、smie-setupで使用するのに適した alistをリ
ターンする。prec2 文法 tableは、それ自体が以下の関数のいずれかによりビルドされること
を意図している。

[Function]smie-merge-prec2s &rest tables
この関数は複数の prec2 文法 tablesを、新たな prec2 テーブルにマージする。

[Function]smie-precs->prec2 precs
この関数は順位テーブル precsから prec2 テーブルをビルドする。precsは優先順 (たとえば
"+"は"*"より前にくる)にソートされたリストであり、要素は (assoc op ...)の形式である
こと。ここで opは演算子として振る舞うトークン、assocはそれらの結合法則であり left、
right、assoc、nonassocのいずれかである。与えられた要素内のすべての演算子は同じ優
先レベルと結合法則を共有する。

[Function]smie-bnf->prec2 bnf &rest resolvers
この関数により BNF記法を使用した文法を指定することができる。これはその文法の bnf表
記と、同様に競合解決ルール resolversを受け取って prec2 テーブルをリターンする。

bnfは (nonterm rhs1 rhs2 ...)という形式の非終端定義、各 rhsは終端記号 (トークンと
も呼ばれる)、または非終端記号の (空でない)リストである。

すべての文法が許容される訳ではない:

• rhsに空のリストは指定できない (いずれにせよ SMIEは空文字列にマッチさせるために
すべての非終端記号を許容するので空リストが必要になることは決してない)。

• rhsの後に連続する 2つの非終端記号は指定できない。非終端記号の各ペアは終端記号 (か
トークン)で区切られる必要がある。これは演算子順位文法の基本的な制約である。
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さらに競合が発生し得る:

• リターンされる prec2 テーブルはトークンのペア間の制約を保持し、与えられた任意のペ
アはT1 < T2、T1 = T2、T1 > T2のいずれかのうち 1つの制約をだけ与えることがで
きる。

• トークンは opener(開カッコに似た何か)、closer(閉カッコのようなもの)、またはこれ
ら 2つのいずれでもない neither(2項演算子や"else"のような innerトークン)である。

順位の競合は resolversを通じて解決され得る。これは precs テーブル (smie-precs->prec2
を参照)のリストである。それぞれの順位競合にたいして、これらの precsテーブルが特定の
制約を指定している場合は、かわりにこの制約により競合が解決され、それ以外は競合する制
約のうち任意の 1つが報告されて他は単に無視される。

23.7.1.3 言語の文法の定義

ある言語にたいして SMIE文法を定義する通常の方法は、順位のテーブルを保持する新たなグローバ
ル変数を定義してBNFルールのセットを与える方法です。たとえば小規模なPascal風言語の文法定
義は以下のようになるでしょう:

(require 'smie)

(defvar sample-smie-grammar

(smie-prec2->grammar

(smie-bnf->prec2

'((id)

(inst ("begin" insts "end")

("if" exp "then" inst "else" inst)

(id ":=" exp)

(exp))

(insts (insts ";" insts) (inst))

(exp (exp "+" exp)

(exp "*" exp)

("(" exps ")"))

(exps (exps "," exps) (exp)))

'((assoc ";"))

'((assoc ","))

'((assoc "+") (assoc "*")))))

注意すべき点がいくつかあります:

• 上記の文法は関数呼び出しの構文に明示的に言及していない。SMIEは識別子、対応がとれた
カッコ (balanced parentheses)、または begin ... endブロックのような sexpの任意のシー
ケンスがどこに、どのように出現しても自動的にそれを許容するだろう。

• 文法カテゴリー idは右側に何ももたない。これは idが空文字列だけにマッチ可能なことを意味
しない。なぜなら上述のように任意の sexpシーケンスはどこに、どのような方法でも出現する
からである。

• BNF文法では非終端記号が連続して出現し得ないので、終端記号として作用するトークンを正し
く扱うのが困難なため、上述の文法では SMIEが容易に扱える";"をセパレーター (separator)
ステートメントのかわりとして扱っている。

• シーケンス内で使用される、(上記の","や";"のような)セパレーターは、BNFルールでは (foo

(foo "separator" foo) ...)のように定義するのが最善である。これは順位の競合を生成す
るが、明示的に (assoc "separator")を与えることにより解決される、
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• SMIEは構文テーブル (syntax table)内でカッコ構文 (paren syntax)をもつようにマークさ
れた任意の文字をペアにするだろうから、("(" exps ")")ルールにカッコをペアにする必要は
なかった。(expsの定義と併せて)これはかわりに","がカッコの外に出現すべきではないことを
明確にするためのルール。

• 競合解決のための precs テーブルは単一のテーブルより複数のテーブルをもつほうが、可能な場
合は文法の BNF部分が関連する順位を指定できるので優れている。

• leftや rightを選択することが優るという明白な理由がなければ、通常は assocを使用して演
算子を結合演算子 (associative)とマークするほうが優れている。この理由により上述の"+"と
"*"は、たとえその言語がそれらを形式上は左結合 (left associative)と定義していても assoc

として定義されている。

23.7.1.4 トークンの定義

SMIEには事前定義された字句解析プログラムが付属しており、それは次の方法で構文テーブルを使
用します: 文字の任意のシーケンスはトークンとみなせる単語構文 (word syntax)かシンボル構文
(symbol syntax)をもち、区切り文字構文 (punctuation syntax)をもつ任意の文字シーケンスも
トークンとみなされます。このデフォルトの lexerは開始ポイントとして適している場合が多々あり
ますが、任意の与えられた言語にたいして実際に正しいことは稀です。たとえばこれは"2,+3"が 3つ
のトークン"2"、",+"、"3"から構成されていると判断するでしょう。

あなたの言語の lexerルールを SMIEにたいして説明するためには、次のトークンを fetchする関
数と前のトークンを fetchする関数という 2つの関数が必要になります。これらの関数は通常は最初
に空白文字とコメントをスキップして、その後に次のテキスト chunk(塊)を調べてそれが特別なトー
クンか確認します。これは通常は単にバッファーから抽出された文字列ですが、あなたが望む他の何
かでも構いません。たとえば:

(defvar sample-keywords-regexp

(regexp-opt '("+" "*" "," ";" ">" ">=" "<" "<=" ":=" "=")))

(defun sample-smie-forward-token ()

(forward-comment (point-max))

(cond

((looking-at sample-keywords-regexp)

(goto-char (match-end 0))

(match-string-no-properties 0))

(t (buffer-substring-no-properties

(point)

(progn (skip-syntax-forward "w_")

(point))))))

(defun sample-smie-backward-token ()

(forward-comment (- (point)))

(cond

((looking-back sample-keywords-regexp (- (point) 2) t)

(goto-char (match-beginning 0))

(match-string-no-properties 0))

(t (buffer-substring-no-properties

(point)

(progn (skip-syntax-backward "w_")

(point))))))
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これらの lexerがカッコの前にあるとき空文字列をリターンする方法に注目してください。これは
SMIEが構文テーブル内で定義されているカッコにたいして自動的に配慮するからです。より厳密に
は lexerが nil、または空文字列をリターンしたら、SMIEは構文テーブルにしたがって対応するテ
キストを sexpとして処理します。

23.7.1.5 非力なパーサーと歩む

SMIEが使用するパーステクニックは、異なるコンテキストでトークンが異なる振る舞いをすること
を許容しません。ほとんどのプログラミング言語にたいして、これは順位の競合により BNF文法を
変換するとき明らかになります。

その文法を若干異なるように表現することにより、これらの競合を回避できる場合があります。た
とえばModula-2にたいしては以下のような BNF文法をもつことが自然に思えるかもしれません:

...

(inst ("IF" exp "THEN" insts "ELSE" insts "END")

("CASE" exp "OF" cases "END")

...)

(cases (cases "|" cases)

(caselabel ":" insts)

("ELSE" insts))

...

しかしこれは"ELSE"にたいする競合を生み出すでしょう。その一方で IFルールは、(他の多くの
ものの中でも特に)"ELSE" = "END"を暗示します。しかしその一方で"ELSE"は cases内に出現しま
すが、casesは"END"の左に出現するので、わたしたちは"ELSE" > "END"も得ることになります。こ
れは以下を使用して解決できます:

...

(inst ("IF" exp "THEN" insts "ELSE" insts "END")

("CASE" exp "OF" cases "END")

("CASE" exp "OF" cases "ELSE" insts "END")

...)

(cases (cases "|" cases) (caselabel ":" insts))

...

または

...

(inst ("IF" exp "THEN" else "END")

("CASE" exp "OF" cases "END")

...)

(else (insts "ELSE" insts))

(cases (cases "|" cases) (caselabel ":" insts) (else))

...

文法書き換えによる競合の解決には欠点があります。なぜなら SMIEはその文法がコードの論理
的構造を反映すると仮定するからです。そのため BNFと意図する抽象的構文木の関係を密接に保つ
ことが望まれます。

注意深く考慮した結果、これらの競合が深刻ではなく、smie-bnf->prec2の resolvers引数を通
じて解決する決心をする場合もあるでしょう。これは通常はその文法が単に不明瞭だからです。その
文法により記述されるプログラムセットは競合の影響を受けませんが、それらのプログラムにたいす
る唯一の方法はパースだけです。'((assoc "|"))のようなリゾルバ (resolver: 解決するもの)を追
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加したいと望むような場合、通常それはセパレーターと 2項結合演算子にたいするケースです。これ
が発生し得る他のケースは'((assoc "else" "then"))を使用するような場合における、古典的な
ぶら下がり else問題 (dangling else problem)です。これは実際に競合があり解決不能なものの、実
際のところ問題が発生しそうにないケースにたいしても発生し得ます。

最後に多くのケースではすべての文法再構築努力にも関わらず、いくつかの競合が残るでしょう。
しかし失望しないでください。パーサーをより賢くすることはできませんが、あなたの望むように
lexerをスマートにすることは可能です。その方法は競合が発生したら競合を引き起こしたトークン
を調べて、それらのうちの 1つを 2つ以上の異なるトークンに分割する方法です。たとえばトークン
"begin"にたいする互換性のない 2つの使用を文法が区別する必要があり、見つかった"begin"の種
類によって lexerに異なるトークン (たとえば"begin-fun"と"begin-plain")をリターンさせる場
合です。これは lexerにたいして異なるケースを区別する処理を強制し、そのために lexerは特別な
手がかりを見つけるために周囲のテキストを調べる必要があるでしょう。

23.7.1.6 インデントルールの指定

提供された文法にもとづき、他に特別なことを行わなくても SMIEは自動的なインデントを提供でき
るでしょう。しかし恐らく実際にはこのデフォルトのインデントスタイルでは十分ではありません。多
くの異なる状況においてこれを微調整したいと思うかもしれません。

SMIEのインデントは、インデントルールは可能な限りローカルであるべきという考えにもとづ
きます。バーチャルインデント (virtual indentation) という考えによってこの目的を達成していま
す。これは特定のプログラムポイント (program point)は行頭にバーチャルインデントがあれば、そ
れをもつだろう、という発想です。もちろんそのプログラムポイントが正に行頭にあれば、そのプロ
グラムポイントのバーチャルインデントはプログラムポイントのカレントのインデントです。しかし
そうでなければ SMIEがそのポイントのバーチャルインデントを計算するためにインデントアルゴリ
ズムを使用します。ところで実際にはあるプログラムポイントのバーチャルインデントは、その前に
改行を挿入した場合にプログラムポイントがもつであろうインデントと等しい必要はありません。こ
れが機能する方法を確認するためには、Cにおける{の後の SMIEのインデントルールは{がインデン
トする行自体にあるか、あるいは前の行の終端にあるかを配慮しないことが挙げられます。かわりに
これらの異なるケースは{の前のインデントを決定するインデントルール内で処理されます。

他の重要な考え方として parent の概念があります。あるトークン parent は周囲にある直近の構
文構造の代表トークン (head token)です。たとえば elseの parentはそれが属する ifであり、ifの
parentは周囲を取り囲む構造の先導トークン (lead token)です。コマンド backward-sexpは、ある
トークンからトークンの parentにジャンプしますが注意する点がいくつかあります。他のトークンで
はそのトークンの後のポイントから開始する必要があるのにたいして、opener (ifのようなある構造を
開始するトークン)ではそのトークンの前のポイントから開始する必要があります。backward-sexp
は parentトークンがそのトークンの opener なら parentトークンの前のポイントで停止し、それ以
外では parentトークンの後のポイントで停止します。

SMIEのインデントルールは、2つの引数methodと argを受け取る関数により指定されます。こ
こで argの値と期待されるリターン値はmethodに依存します。

methodには以下のいずれかを指定できます:

• :after: この場合、argはトークンであり関数は argの後に使用するインデントにたいする offset
をリターンすること。

• :before: この場合、argはトークンであり関数は arg自体に使用するインデントの offsetをリ
ターンすること。
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• :elem: この場合、関数は関数の引数に使用するインデントのオフセット (argがシンボル argの
場合)、または基本的ナインデントステップ (argがシンボル basicの場合)のいずれかをリター
ンすること。

• :list-intro: この場合、argはトークンであり関数はそのトークンの後が単一の式ではなく、
(任意のトークンにより区切られない)式のリストが続くなら非 nilをリターンすること。

argがトークンのとき関数はそのトークンの直前のポイントで呼び出されます。リターン値 nilは
常にデフォルトの振る舞いへのフォールバックを意味するので、関数は期待した引数でないときは nil

をリターンするべきです。

offsetには以下のいずれかを指定できます:

• nil: デフォルトのインデントルールを使用する。

• (column . column): 列 columnにインデントする。

• number: 基本トークン (base token: :afterにたいするカレントトークンであり、かつ:before

にたいして parentであるようなトークン)にたいして相対的な numberによるオフセット。

23.7.1.7 インデントルールにたいするヘルパー関数

SMIEはインデントを決定する関数内で使用するために特別にデザインされたさまざまな関数を提供
します (これらの関数のうちのいくつかは異なるコンテキスト内で使用された場合に中断する)。これ
らの関数はすべてプレフィックス smie-rule-で始まります。

[Function]smie-rule-bolp
カレントトークンが行の先頭にあれば非 nilをリターンする。

[Function]smie-rule-hanging-p
カレントトークンが hanging(ぶら下がり)なら非 nilをリターンする。トークンがその行の最
後のトークンであり、他のトークンが先行する場合、そのトークンは hanging である。行に単
独のトークンは hangingではない。

[Function]smie-rule-next-p &rest tokens
次のトークンが tokens内にあれば非 nilをリターンする。

[Function]smie-rule-prev-p &rest tokens
前のトークンが tokens内にあれば非 nilをリターンする。

[Function]smie-rule-parent-p &rest parents
カレントトークンの parentが parents内にあれば非 nilをリターンする。

[Function]smie-rule-sibling-p
カレントトークンの parentが実際は sibling(兄弟)なら非 nilをリターンする。たとえば","

の parentが直前の","のような場合が該当。

[Function]smie-rule-parent &optional offset
カレントトークンを parentとアライン (align: 桁揃え)するための適切なオフセットをリター
ンする。offsetが非 nilなら、それは追加オフセットとして適用される整数であること。

[Function]smie-rule-separator method
セパレーター (separator)としてカレントトークンをインデントする。
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ここでのセパレーターとは周囲を取り囲む何らかの構文構造内でさまざまな要素を区切ること
を唯一の目的とするトークンであり、それ自体は何も意味をもたないトークン (通常は抽象構
文木内でノードとして存在しないこと)を意味する。

このようなトークンは結合構文をもち、その構文的 parentと密に結び付けられることが期待
される。典型的な例としては引数リスト内の"," (カッコで括られた内部)、または命令文シー
ケンス内の";" ({...}や begin...endで括られたブロックの内部)が挙げられる。

methodは smie-rules-functionに渡されるメソッド名であること。

23.7.1.8 インデントルールの例

以下はインデント関数の例です:

(defun sample-smie-rules (kind token)

(pcase (cons kind token)

(`(:elem . basic) sample-indent-basic)

(`(,_ . ",") (smie-rule-separator kind))

(`(:after . ":=") sample-indent-basic)

(`(:before . ,(or `"begin" `"(" `"{"))

(if (smie-rule-hanging-p) (smie-rule-parent)))

(`(:before . "if")

(and (not (smie-rule-bolp)) (smie-rule-prev-p "else")

(smie-rule-parent)))))

注意すべき点がいくつかあります:

• 最初の caseは使用する基本的なインデントの増分を示す。sample-indent-basicが nilなら、
SMIEはグローバルセッティング smie-indent-basicを使用する。メジャーモードがかわり
に smie-indent-basicをバッファーローカルにセットするかもしれないが推奨しない。

• トークン","にたいするルールによってカンマセパレーターが行頭にある場合に SMIEをより賢
明に振る舞わせようとしている。これはセパレーターのインデントを解除 (outdent)、カンマの
後のコードにアラインされるよう試みる。たとえば:

x = longfunctionname (

arg1

, arg2

);

• そうしなければ SMIEが":="を 2項演算子として扱い、左の引数に併せて右の引数をアライン
するであろうから、":="の後のインデントのルールが存在する。

• "begin"の前のインデントのルールはバーチャルインデントの使用例である。このルールは
"begin"が hangingのときだけ使用され、これは"begin"が行頭にないときのみ発生し得る。
そのためこれは"begin"自体のインデントには使用されないが、この"begin"に関連する何かを
インデントするときだけ使用される。このルールは具体的には以下のフォームを:

if x > 0 then begin

dosomething(x);

end

以下に変更する

if x > 0 then begin

dosomething(x);

end
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• "if"の前のインデントのルールは"begin"のインデントルールと似ているが、ここでの目的は
"else if"を 1単位として扱うことにあり、それにより各テストより右にインデントされずに一
連のテストにアラインされる。この関数は smie-rule-bolpをテストして"if"が別の行にない
ときだけこれを行う。

"else"がそれの属する"if"にたいして常にアラインされて、かつそれが常に行頭であるること
が判っていれば、より効果的なルールを使用できる:

((equal token "if")

(and (not (smie-rule-bolp))

(smie-rule-prev-p "else")

(save-excursion

(sample-smie-backward-token)

(cons 'column (current-column)))))

この式の利点はこれがシーケンスの最初の"if"まで戻ってすべてをやり直すのではなく、前の
"else"のインデントを再利用することである。

23.7.1.9 インデントのカスタマイズ

SMIEにより提供されるインデントを使用するモードを使っている場合には、好みに合わせてインデ
ントをカスタマイズできます。これはモードごと (オプション smie-configを使用)、またはファイ
ルごと (ファイルローカル変数指定内で関数 smie-config-localを使用)に行うことができます。

[User Option]smie-config
このオプションによりモードごとにインデントをカスタマイズできる。これは (mode . rules)

という形式の要素をもつ alist。rulesの正確な形式については変数のドキュメントを参照のこ
と。しかしコマンド smie-config-guessを使用したほうが、より簡単に見つけられるかもし
れない。

[Command]smie-config-guess
このコマンドは好みのスタイルのインデントを生成する適切セッティングの解決を試みる。あ
なたのスタイルでインデントされたファイルを visitしているときに単にこのコマンドを呼び出
せばよい。

[Command]smie-config-save
smie-config-guessを使用した後にこのコマンドを呼び出すと将来のセッション用にセッティ
ングを保存する。

[Command]smie-config-show-indent &optional move
このコマンドはカレント行のインデントに使用されているルールを表示する。

[Command]smie-config-set-indent
このコマンドはカレント行のインデントに合わせてローカルルールを追加する。

[Function]smie-config-local rules
この関数はカレントバッファーにたいするインデントルールとして rulesを追加する。これらの
ルールは smie-configオプションにより定義された任意のモード固有ルールに追加される。特
定のファイルにたいしてカスタムインデントルールを指定するには、eval: (smie-config-

local '(rules))の形式のエントリーをそのファイルのローカル変数に追加する。
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23.8 Desktop Saveモード

Desktop Saveモードとは、あるセッションから別のセッションへ Emacs状態を保存する機能です。
Desktop Saveモードの使用に関するユーザーレベルのコマンドについては、GNU Emacsマニュア
ルに記載されています (Section “Saving Emacs Sessions” in the GNU Emacs Manualを参照)。
バッファーでファイルを visitしているモードでは、この機能を使うために何も行う必要はありません。

ファイルを visitしていないバッファーについて状態を保存するには、そのメジャーモードがバッ
ファーローカル変数 desktop-save-bufferを非 nil値にバインドしなければなりません。

[Variable]desktop-save-buffer
このバッファーローカル変数が非nilなら、デスクトップ保存時にそのバッファー状態がdesktop
ファイルに保存される。値が関数なら、その関数はデスクトップ保存時に引数desktop-dirname
で呼び出されて、関数が呼び出されたバッファーの状態とともに関数の値が desktopファイル
に保存される。補助的な情報の一部としてファイル名がリターンされたとき、それらは以下を
呼び出してフォーマットされること

(desktop-file-name file-name desktop-dirname)

ファイルを visitしていないバッファーがリストアされるようにするには、メジャーモードがその
処理を行う関数を定義しなければならず、その関数は連想配列 desktop-buffer-mode-handlers

にリストされなければならない。

[Variable]desktop-buffer-mode-handlers
以下を要素にもつ alist

(major-mode . restore-buffer-function)

関数 restore-buffer-functionは以下の引数リストで呼び出される

(buffer-file-name buffer-name desktop-buffer-misc)

この関数はリストアされたバッファーをリターンすること。ここで desktop-buffer-miscは、オ
プションで desktop-save-bufferにバインドされる関数がリターンする値。
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24 ドキュメント

GNU Emacsには便利なビルトインのヘルプ機能があり、それらのほとんどは関数や変数のドキュメ
ント文字列に付属するドキュメント文字列の情報が由来のものです。このチャプターでは Lispプログ
ラムからドキュメント文字列にアクセスする方法について説明します。

ドキュメント文字列のコンテンツはある種の慣習にしたがう必要があります。特に最初の行はその
関数や変数を簡単に説明する 1つか 2つの完全なセンテンスであるべきです。よいドキュメント文字
列を記述する方法については Section D.6 [Documentation Tips], page 1170を参照してください。

Emacs向けのドキュメント文字列はEmacsマニュアルと同じものではないことに注意してくださ
い。マニュアルは Texinfo言語で記述された独自のソースファイルをもちます。それにたいしドキュ
メント文字列はそれが適用される関数と変数の定義内で指定されたものです。ドキュメント文字列を
収集してもそれはマニュアルとしては不十分です。なぜならよいマニュアルはそのやり方でまとめら
れたものではなく、議論にたいするトピックという観点でまとめられたものだからです。

ドキュメント文字列を表示するコマンドについては、Section “Help” in The GNU Emacs
Manualを参照してください。

24.1 ドキュメントの基礎

ドキュメント文字列はテキストをダブルクォート文字で囲んだ文字列にたいする Lisp構文を使用して
記述されます。実はこれは実際の Lisp文字列です。関数または変数の定義内の適切な箇所に文字列が
あると、それは関数や変数のドキュメントの役割を果たします。

関数定義 (lambdaや defunフォーム)の中では、ドキュメント文字列は引数リストの後に指定さ
れ、通常は関数オブジェクト内に直接格納されます。Section 13.2.4 [Function Documentation],
page 214を参照してください。関数名の function-documentationプロパティに関数ドキュメン
トを putすることもできます (Section 24.2 [Accessing Documentation], page 521を参照)。

変数定義 (defvarフォーム) の中では、ドキュメント文字列は初期値の後に指定されます。
Section 12.5 [Defining Variables], page 179 を参照してください。この文字列はその変数の
variable-documentationプロパティに格納されます。

Emacsがメモリー内にドキュメント文字列を保持しないときがあります。それには、これには 2つ
の状況があります。1つ目はメモリーを節約するためで、事前ロードされた関数と変数 (プリミティブ
を含む)のドキュメントは、doc-directoryで指定されたディレクトリー内の DOCという名前のファ
イルに保持されます (Section 24.2 [Accessing Documentation], page 521を参照)。2つ目は関数
や変数がバイトコンパイルされたファイルからロードされたときで、Emacsはそれらのドキュメント
文字列のロードを無効にします (Section 17.3 [Docs and Compilation], page 289を参照)。どち
らの場合も、ある関数にたいしてユーザーが C-h f(describe-function)を呼び出したとき等の必
要なときだけ Emacsはファイルのドキュメント文字列を照会します。

ドキュメント文字列にはユーザーがドキュメントを閲覧するときのみルックアップされるキーバイ
ンディングを参照する、特別なキー置換シーケンス (key substitution sequences)を含めることがで
きます。これにより、たとえユーザーがデフォルトのキーバインディングを変更していてもヘルプコ
マンドが正しいキーを表示できるようになります。

オートロードされたコマンド (Section 16.5 [Autoload], page 275を参照)のドキュメント文字列
ではこれらのキー置換シーケンスは特別な効果をもち、そのコマンドにたいする C-h fによってオー
トロードをトリガーします (これは*Help*バッファー内のハイパーリンクを正しくセットアップする
ために必要となる)。
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24.2 ドキュメント文字列へのアクセス

[Function]documentation-property symbol property &optional verbatim
この関数はプロパティproperty配下の symbolのプロパティリスト内に記録されたドキュメン
ト文字列をリターンする。これはほとんどの場合 propertyを variable-documentationに
して、変数のドキュメント文字列の照会に使用される。しかしカスタマイゼーショングルー
プのような他の種類のドキュメント照会にも使用できる (が関数のドキュメントには以下の
documentation関数を使用する)。

そのプロパティの値が DOCファイルやバイトコンパイル済みファイルに格納されたドキュメン
ト文字列を参照する場合、この関数はその文字列を照会してそれをリターンする。

プロパティの値が nilや文字列以外でファイル内のテキストも参照しなければ、文字列を取得
する Lisp式として評価される。

最終的にこの関数はキーバインディングを置換するために、文字列を substitute-command-

keysに引き渡す (Section 24.3 [Keys in Documentation], page 523を参照)。verbatimが
非 nilならこのステップはスキップされる。

(documentation-property 'command-line-processed

'variable-documentation)
⇒ "Non-nil once command line has been processed"

(symbol-plist 'command-line-processed)
⇒ (variable-documentation 188902)

(documentation-property 'emacs 'group-documentation)
⇒ "Customization of the One True Editor."

[Function]documentation function &optional verbatim
この関数は functionのドキュメント文字列をリターンする。この関数はマクロ、名前付きキー
ボードマクロ、およびスペシャルフォームも通常の関数と同様に処理する。

functionがシンボルならそのシンボルの function-documentationプロパティを最初に調べ
る。それが非 nil値をもつなら、その値 (プロパティの値が文字列以外ならそれを評価した値)
がドキュメントとなる。

functionがシンボル以外、あるいは function-documentationプロパティをもたなければ、
documentationは必要ならファイルを読み込んで実際の関数定義のドキュメント文字列を抽
出する。

最後に verbatimが nilなら、この関数は substitute-command-keysを呼び出す。結果はリ
ターンするための文字列。

documentation関数は functionが関数定義をもたなければ void-functionエラーをシグナ
ルする。しかし関数定義がドキュメントをもたない場合は問題ない。その場合はdocumentation

は nilをリターンする。

[Function]face-documentation face
この関数は faceのドキュメント文字列をフェイスとしてリターンする。

以下は documentationと documentation-propertyを使用した例で、いくつかのシンボルの
ドキュメント文字列を*Help*バッファー内に表示します。

(defun describe-symbols (pattern)

"Describe the Emacs Lisp symbols matching PATTERN.

All symbols that have PATTERN in their name are described

in the *Help* buffer."

(interactive "sDescribe symbols matching: ")

(let ((describe-func

(lambda (s)
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;; シンボルの説明をプリントする
(if (fboundp s) ; これは関数

(princ

(format "%s\t%s\n%s\n\n" s

(if (commandp s)

(let ((keys (where-is-internal s)))

(if keys

(concat

"Keys: "

(mapconcat 'key-description

keys " "))

"Keys: none"))

"Function")

(or (documentation s)

"not documented"))))

(if (boundp s) ; これは変数
(princ

(format "%s\t%s\n%s\n\n" s

(if (custom-variable-p s)

"Option " "Variable")

(or (documentation-property

s 'variable-documentation)

"not documented"))))))

sym-list)

;; パターンにマッチするシンボルのリストを構築
(mapatoms (lambda (sym)

(if (string-match pattern (symbol-name sym))

(setq sym-list (cons sym sym-list)))))

;; データを表示
(help-setup-xref (list 'describe-symbols pattern)

(interactive-p))

(with-help-window (help-buffer)

(mapcar describe-func (sort sym-list 'string<)))))

describe-symbols関数は aproposのように機能しますが、より多くの情報を提供します。

(describe-symbols "goal")

---------- Buffer: *Help* ----------

goal-column Option

Semipermanent goal column for vertical motion, as set by ...

minibuffer-temporary-goal-position Variable

not documented

set-goal-column Keys: C-x C-n

Set the current horizontal position as a goal for C-n and C-p.
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Those commands will move to this position in the line moved to

rather than trying to keep the same horizontal position.

With a non-nil argument ARG, clears out the goal column

so that C-n and C-p resume vertical motion.

The goal column is stored in the variable‘ goal-column ’.

msgid ""

"(defun describe-symbols (pattern)\n"

" \"Describe the Emacs Lisp symbols matching PATTERN.\n"

"All symbols that have PATTERN in their name are described\n"

"in the `*Help*' buffer.\"\n"

" (interactive \"sDescribe symbols matching: \")\n"

" (let ((describe-func\n"

" (function\n"

" (lambda (s)\n"

temporary-goal-column Variable

Current goal column for vertical motion.

It is the column where point was at the start of the current run

of vertical motion commands.

When moving by visual lines via the function‘ line-move-visual ’, it is a cons

cell (COL . HSCROLL), where COL is the x-position, in pixels,

divided by the default column width, and HSCROLL is the number of

columns by which window is scrolled from left margin.

When the‘ track-eol ’ feature is doing its job, the value is

‘ most-positive-fixnum ’.
---------- Buffer: *Help* ----------

[Function]Snarf-documentation filename
この関数は Emacsビルド時の実行可能な Emacsダンプ直前に使用される。これはファイル
filename内に格納されたドキュメント文字列の位置を探して、メモリー上の関数定義および変数
のプロパティリスト内にそれらの位置を記録する。Section E.1 [Building Emacs], page 1177
を参照のこと。

Emacsは emacs/etcディレクトリーからファイル filenameを読み込む。その後ダンプされた
Emacs実行時に、ディレクトリー doc-directory内の同じファイルを照会する。filenameは
通常は"DOC"。

[Variable]doc-directory
この変数はビルトインおよび事前ロードされた関数と変数のドキュメント文字列を含んだファ
イル"DOC"があるべきディレクトリーの名前を保持する。

これはほとんどの場合は data-directoryと同一。実際にインストールした Emacs ではな
く Emacs をビルドしたディレクトリーから Emacs を実行したときは異なるかもしれない。
[Definition of data-directory], page 529を参照のこと。

24.3 ドキュメント内でのキーバインディングの置き換え

ドキュメント文字列がキーシーケンスを参照する際、それらはカレントである実際のキーバインディ
ングを使用するべきです。これらは以下で説明する特別なキーシーケンスを使用して行うことができ
ます。通常の方法によるドキュメント文字列へのアクセスは、これらの特別なキーシーケンスをカレ
ントキーバインディングに置き換えます。これは substitute-command-keysを呼び出すことによ
り行われます。あなた自身がこの関数を呼び出すこともできます。
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以下はそれら特別なシーケンスと、その意味についてのリストです:

\[command]

これは commandを呼び出すキーシーケンス、または commandがキーバインディング
をもたなければ ‘M-x command’。

\{mapvar}

これは変数mapvarの値であるようなキーマップの要約 (summary)を意味する。この
要約は describe-bindingsを用いて作成される。

\<mapvar>

これ自体は何のテキストも意味せず副作用のためだけに使用される。これはこのドキュメン
ト文字列内にある、後続のすべての ‘\[command]’にたいするキーマップとしてmapvar
の値を指定する。

` グレイブアクセント (grave accent)は左クォートを意味する。これは text-quoting-

styleの値に応じて左シングルクォーテーションマーク、アポストロフィ、グレイブア
クセントのいずれかを生成する。Section 24.4 [Text Quoting Style], page 525を参
照のこと。

' アポストロフィ(apostrophe)は右クォートを意味する。これは text-quoting-style

の値に応じて右シングルクォーテーションマーク、アポストロフィのいずれかを生成す
る。Section 24.4 [Text Quoting Style], page 525を参照のこと。

\= これは後続の文字をクォートして無効にする。したがって ‘\=\[’は ‘\[’、‘\=\=’は ‘\=’
を出力する。

注意してください: Emacs Lisp内の文字列として記述する際は ‘\’を 2つ記述しなければなりま
せん。

[User Option]text-quoting-style
この変数の値はヘルプやメッセージの文章内のシングルクォートにたいしてEmacsが使用する
べきスタイルを指定するシンボル。この変数の値が curveなら‘ like this’のような curved
single quotesスタイル。値が straightなら’like this’のような straight apostrophes
スタイル。値が graveならクォートは変換せずに、‘like this’のようなEmacsバージョン
25以前の標準の grave accentと apostropheによるスタイル。デフォルト値の nilは curved
single quotesが表示可能なようなら curve、それ以外なら graveのように機能する。

このオプションは curved quotesに問題があるプラットフォームで有用。個人の好みに応じて
これを自由にカスタマイズできる。

[Function]substitute-command-keys string
この関数は上述の特別なシーケンスを stringからスキャンして、それらが意味するもので置き
換えてその結果を文字列としてリターンする。これによりそのユーザー自身がカスタマイズし
た実際のキーシーケンスを参照するドキュメントが表示できる。

あるコマンドが複数のバインディングをもつ場合、通常この関数は最初に見つかったバインディ
ングを使用する。以下のようにしてコマンドのシンボルプロパティ:advertised-bindingに
割り当てることにより、特定のキーバインディングを指定できる:

(put 'undo :advertised-binding [?\C-/])

:advertised-bindingプロパティはメニューアイテム (Section 22.17.5 [Menu Bar],
page 454を参照)に表示されるバインディングにも影響する。コマンドが実際にもたないキー
バインディングを指定するとこのプロパティは無視される。
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以下は特別なキーシーケンスの例:

(substitute-command-keys

"To abort recursive edit, type `\\[abort-recursive-edit]'.")
⇒ "To abort recursive edit, type‘ C-] ’."

(substitute-command-keys

"The keys that are defined for the minibuffer here are:

\\{minibuffer-local-must-match-map}")
⇒ "The keys that are defined for the minibuffer here are:

? minibuffer-completion-help

SPC minibuffer-complete-word

TAB minibuffer-complete

C-j minibuffer-complete-and-exit

RET minibuffer-complete-and-exit

C-g abort-recursive-edit

"

(substitute-command-keys

"To abort a recursive edit from the minibuffer, type \

`\\<minibuffer-local-must-match-map>\\[abort-recursive-edit]'.")
⇒ "To abort a recursive edit from the minibuffer, type‘ C-g ’."

ドキュメント文字列内のテキストにたいしては他にも特別な慣習があります。それらはたとえばこ
のマニュアルの関数、変数、およびセクションで参照できます。詳細は Section D.6 [Documentation
Tips], page 1170を参照してください。

24.4 テキストのクォートスタイル

ドキュメント文字列や診断メッセージの中では、グレイブアクセント (grave accent)とアポストロフィ
(apostrophe)は通常は特別に扱われてマッチするシングルクォーテーションマーク (“curved quotes”
とも呼ばれる)に変換されます。たとえばドキュメント文字列"Alias for ‘foo’."と関数呼び出し
(message "Alias for `foo'.")はどちらも"Alias for‘ foo’."に変換されます。あまり一般
的ではありませんが、Emacsがグレイブアクセントとアポストロフィをそのまま表示したり、アポス
トロフィだけ ("Alias for ’foo’.")を表示する場合もあります。ドキュメント文字列やメッセー
ジフォーマットは、これらのスタイルすべてで良好に表示されるように記述する必要があります。たと
えば通常の英語スタイル"Alias for ’foo’."で表示できるのならば、ドキュメント文字列"Alias

for ’foo’."はあなたが望むスタイルではないでしょう。

テキストのクォートスタイルとは無関係に変換なしでグレイブアクセントやアポストロフィの表示
を要するときがあるかもしれません。ドキュメント文字列ではエスケープでこれを行うことができま
す。たとえばドキュメント文字列"\\=‘(a ,(sin 0)) ==> (a 0.0)"では、グレイブアクセント
は Lispコードの表現を意図しているので、グレイブアクセントエスケープしてクォートスタイルと
は無関係にそれ自身を表示します。messageや errorの呼び出しでは、フォーマット"%s"と format

呼び出しを引数として変換を回避できます。たとえば (message "%s" (format "`(a ,(sin %S))

==> (a %S)" x (sin x)))はテキストのクォートスタイルに関わらず、グレイブアクセントで始まる
メッセージを表示します。

[User Option]text-quoting-style
このユーザーオプションの値はヘルプやメッセージの文言中のシングルクォートにたいして、
Emacsが使用するべきスタイルを指定するシンボル。このオプションの値が curveなら‘ like

this’のような curved single quotesスタイル。値が straightなら’like this’のような
素のアポストロフィスタイル。値が graveならクォートは変換せずに、‘like this’のよう
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な Emacsバージョン 25以前の標準スタイルであるグレイブアクセントとアポストロフィのス
タイル。デフォルト値の nilは curved single quotesが表示可能なようなら curve、それ以
外なら graveのように機能する。

このオプションは curved quotesに問題があるプラットフォームで有用。個人の好みに応じて
これを自由にカスタマイズできる。

24.5 ヘルプメッセージの文字記述

以下の関数はイベント、キーシーケンス、文字をテキスト表記 (textual descriptions)に変換します。
これらの変換された表記は、メッセージ内に任意のテキスト文字やキーシーケンスを含める場合に有
用です。なぜなら非プリント文字や空白文字はプリント文字シーケンスに変換されるからです。空白
文字以外のプリント文字はその文字自身が表記になります。

[Function]key-description sequence &optional prefix
この関数は sequence内の入力イベントにたいしてEmacsの標準表記を含んだ文字列をリター
ンする。prefixが非 nilなら、それは sequenceに前置される入力イベントシーケンスであり、
リターン値にも含まれる。引数には文字列、ベクター、またはリストを指定できる。有効なイ
ベントに関する詳細は Section 21.7 [Input Events], page 388を参照のこと。

(key-description [?\M-3 delete])
⇒ "M-3 <delete>"

(key-description [delete] "\M-3")
⇒ "M-3 <delete>"

以下の single-key-descriptionの例も参照のこと。

[Function]single-key-description event &optional no-angles
この関数はキーボード入力にたいする Emacsの標準表記として eventを表記する文字列をリ
ターンする。通常のプリント文字はその文字自身で表れるが、コントロール文字は ‘C-’で始ま
る文字列、メタ文字は ‘M-’で始まる文字列、スペースやタブ等は ‘SPC’や ‘TAB’のように変換さ
れる。ファンクションキーのシンボルは ‘<...>’のように角カッコ (angle brackets)の内側に
表れる。リストであるようなイベントは、そのリストの car内のシンボル名が角カッコの内側
に表れる。

オプション引数 no-anglesが非 nilなら、ファンクションキーやイベントシンボルを括る角カッ
コは省略される。これは角カッコを使用しない古いバージョンの Emacsとの互換性のため。

(single-key-description ?\C-x)
⇒ "C-x"

(key-description "\C-x \M-y \n \t \r \f123")
⇒ "C-x SPC M-y SPC C-j SPC TAB SPC RET SPC C-l 1 2 3"

(single-key-description 'delete)
⇒ "<delete>"

(single-key-description 'C-mouse-1)
⇒ "<C-mouse-1>"

(single-key-description 'C-mouse-1 t)
⇒ "C-mouse-1"

[Function]text-char-description character
この関数はテキスト内に出現し得る文字にたいする Emacs の標準表記として characterを
記述する文字列をリターンする。これは single-key-descriptionと似ているが、引数が
characterpによるテスト (Section 33.5 [Character Codes], page 858を参照)をパスする
有効な文字コードでなければならない点が異なる。この関数は先頭のカレットによりコントロー
ル文字の記述を生成する (Emacsがバッファー内にコントロール文字を表示する通常の方法)。
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修飾ビットをもつ文字にたいして、この関数はエラーをシグナルする (コントロール修飾され
た ASCII文字は例外であり、これらはコントロール文字として表現される)。

(text-char-description ?\C-c)
⇒ "^C"

(text-char-description ?\M-m)
error Wrong type argument: characterp, 134217837

[Command]read-kbd-macro string &optional need-vector
この関数は主にキーボードマクロを操作するために使用されるが、大雑把な意味で
key-descriptionの逆の処理にも使用できる。キー表記を含むスペース区切りの文字列で
これを呼び出すと、それに対応するイベントを含む文字列かベクターをリターンする (これ
は単一の有効なキーシーケンスであるか否かは問わず何のイベントを使用するかに依存する。
Section 22.1 [Key Sequences], page 423を参照のこと)。need-vectorが非 nilならリター
ン値は常にベクター。

24.6 ヘルプ関数

Emacsはさまざまなビルトインのヘルプ関数を提供しており、それらはすべてプレフィックス C-hの
サブコマンドとしてユーザーがアクセスできます。それらについての詳細は Section “Help” in The
GNU Emacs Manual を参照してください。ここでは同様な情報に関するプログラムレベルのイン
ターフェイスを説明します。

[Command]apropos pattern &optional do-all
この関数は名前に aproposパターン (apropos pattern: 適切なパターン) patternを含む重要
なすべてのシンボルを探す。マッチに使用される aproposパターンは単語、最低 2つはマッチ
しなければならないスペース区切りの単語、または (特別な正規表現文字があれば)正規表現の
いずれか。あるシンボルが関数、変数、フェイスとしての定義、あるいはプロパティをもつな
らそのシンボルは重要とみなされる。

この関数は以下のような要素のリストをリターンする:

(symbol score function-doc variable-doc

plist-doc widget-doc face-doc group-doc)

ここで scoreはマッチの面からそのシンボルがどれだけ重要に見えるかを比較する整数である。
残りの各要素は symbolにたいする関数、変数、...等のドキュメント文字列 (または nil)。

これは*Apropos*という名前のバッファーにもシンボルを表示する。その際、各行にはドキュ
メント文字列の先頭から取得した 1行説明とともに表示される。

do-allが非 nil、またはユーザーオプション apropos-do-allが非 nilなら、aproposは見つ
かった関数のキーバインディングも表示する。これは重要なものだけでなく、internされたす
べてのシンボルも表示する (同様にリターン値としてもそれらをリストする)。

[Variable]help-map
この変数の値はHelpキー C-hに続く文字にたいするローカルキーマップである。

[Prefix Command]help-command
このシンボルは関数ではなく関数定義セルには help-mapとしてキーマップを保持する。これ
は help.el内で以下のように定義されている:

(define-key global-map (string help-char) 'help-command)

(fset 'help-command help-map)
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[User Option]help-char
この変数の値はヘルプ文字 (help character: Helpを意味する文字として Emacsが認識する
文字)。デフォルトの値は C-hを意味する 8。この文字を読み取った際に help-formが非 nil

の Lisp式なら、Emacsはその式を評価して結果が文字列の場合はウィンドウ内にそれを表示
する。

help-formの値は通常は nil。その場合にはヘルプ文字はコマンド入力のレベルにおいて特別
な意味を有さず、通常の方法におけるキーシーケンスの一部となる。C-hの標準的なキーバイ
ンディングは、複数の汎用目的をもつヘルプ機能のプレフィックスキー。

ヘルプ文字はプレフィックスキーの後でも特別な意味をもつ。ヘルプ文字がプレフィックスキー
のサブコマンドとしてバインディングをもたなければ、そのプレフィックスキーのすべてのサ
ブコマンドのリストを表示する describe-prefix-bindingsを実行する。

[User Option]help-event-list
この変数の値はヘルプ文字の選択肢の役割を果たすイベント型のリスト。これらのイベントは
help-charで指定されるイベントと同様に処理される。

[Variable]help-form
この変数が非 nilなら、その値は文字 help-charが読み取られるたびに評価されるフォーム
であること。そのフォームの評価によって文字列が生成されたらその文字列が表示される。

read-event、read-char-choice、read-charを呼び出すコマンドは、それが入力を行う
間は恐らく help-formを非 nilにバインドするべきだろう (C-hが他の意味をもつなら行わな
いこと)。この式を評価した結果は、それが何にたいする入力なのかと、それを正しくエンター
する方法を説明する文字列であること。

ミニバッファーへのエントリーにより、この変数は minibuffer-help-formの値にバインド
される ([Definition of minibuffer-help-form], page 375を参照)。

[Variable]prefix-help-command
この変数はプレフィックスキーにたいするヘルプをプリントする関数を保持する。その関数
はユーザーが後にヘルプ文字を伴うプレフィックスキーをタイプして、そのヘルプ文字がプレ
フィックスの後のバインディングをもたないたときに呼び出される。この変数のデフォルト値
は describe-prefix-bindings。

[Command]describe-prefix-bindings
この関数はもっとも最近のプレフィックスキーのサブコマンドすべてにたいするリストを表示
する describe-bindingsを呼び出す。記述されるプレフィックスは、そのキーシーケンスの
最後のイベントを除くすべてから構成される (最後のイベントは恐らくヘルプ文字)。

以下の 2つの関数は electricモードのように制御を放棄せずにヘルプを提供したいモードを意図
しています。これらは通常のヘルプ関数と区別するために名前が ‘Helper’で始まります。

[Command]Helper-describe-bindings
このコマンドはローカルキーマップとグローバルキーマップの両方のキーバインディングす
べてのリストを含むヘルプバッファーを表示するウィンドウをポップアップする。これは
describe-bindingsを呼び出すことによって機能する。

[Command]Helper-help
このコマンドはカレントモードにたいするヘルプを提供する。これはミニバッファー内でメッ
セージ ‘Help (Type ? for further options)’とともにユーザーに入力を求めて、その後
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キーバインディングが何か、何を意図するモードなのかを探すための助けを提供する。これは
nilをリターンする。

これはマップ Helper-help-mapを変更することによってカスタマイズできる。

[Variable]data-directory
この変数は Emacsに付随する特定のドキュメントおよびテキストファイルを探すディレクト
リーの名前を保持する。

[Function]help-buffer
この関数はヘルプバッファーの名前 (通常は*Help*)をリターンする。そのようなバッファー
が存在しなければ最初にそれを作成する。

[Macro]with-help-window buffer-or-name body. . .
このマクロは with-output-to-temp-buffer (Section 39.8 [Temporary Displays],
page 998 を参照) のように bodyを評価して、そのフォームが生成したすべての出力を
buffer-nameで指定されるバッファーに挿入する (buffer-nameは関数 help-bufferにより
リターンされる値であることが多い)。このマクロは指定されたバッファーをHelpモードにし
て、ヘルプウィンドウの quitやスクロールする方法を告げるメッセージを表示する。これは
ユーザーオプション help-window-selectのカレント値が適切にセットされていればヘルプ
ウィンドウの選択も行う。これは body内の最後の値をリターンする。

[Function]help-setup-xref item interactive-p
この関数は*Help*バッファー内のクロスリファレンスデータを更新する。このクロスリファレ
ンスはユーザーが ‘Back’ボタンか ‘Forward’ボタン上でクリックした際のヘルプ情報の再生成
に使用される。*Help*バッファーを使用するほとんどのコマンドは、バッファーをクリアー
する前にこの関数を呼び出すべきである。item引数は (function . args)という形式である
こと。ここで functionは引数リスト argsで呼び出されるヘルプバッファーを再生成する関数。
コマンド呼び出しが interactiveに行われた場合、interactive-p引数は非 nil。この場合には
*Help*バッファーの ‘Back’ボタンにたいする itemのスタックはクリアーされる。

help-buffer、with-help-window、help-setup-xrefの 使 用 例 は [describe-symbols
example], page 521を参照してください。

[Macro]make-help-screen fname help-line help-text help-map
このマクロは提供するサブコマンドのリストを表示するプレフィックスキーのように振る舞う、
fnameという名前のヘルプコマンドを定義する。

呼び出された際、fnameはウィンドウ内に help-textを表示してから help-mapに応じてキー
シーケンスの読み取りと実行を行う。文字列 help-textは help-map内で利用可能なバインディ
ングを説明すること。

コマンド fnameは help-textの表示をスクロールすることによる、自身のいくつかのイベント
を処理するために定義される。fnameがこれらのスペシャルイベントのいずれかを読み取った
際には、スクロールを行った後で他のイベントを読み取る。自身が処理する以外のイベントを
読み取りそのイベントが help-map内にバインディングを有す際は、そのキーのバインディン
グを実行した後にリターンする。

引数 help-lineは help-map内の候補の 1行要約であること。Emacsのカレントバージョンで
は、オプション three-step-helpを tにセットした場合のみこの引数が使用される。

このマクロは C-h C-hにバインドされるコマンド help-for-help内で使用される。
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[User Option]three-step-help
この変数が非 nilなら、make-help-screenで定義されたコマンドは最初にエコーエリア内
に自身の help-line文字列を表示して、ユーザーが再度ヘルプ文字をタイプした場合のみ長い
help-text文字列を表示する。
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25 ファイル

このチャプターでは検索、作成、閲覧、保存、その他ファイルとディレクトリーにたいして機能する
Emacs Lispの関数と変数について説明します。その他のいくつかのファイルに関する関数について
はChapter 27 [Buffers], page 591、バックアップと auto-save(自動保存)に関する関数については
Chapter 26 [Backups and Auto-Saving], page 579で説明されています。

ファイル関数の多くはファイル名であるような引数を 1つ以上受け取ります。このファイル名は
文字列です。これらの関数のほとんどは関数 expand-file-nameを使用してファイル名引数を展開
するので、~は相対ファイル名 (../と空文字列を含む)として正しく処理されます。Section 25.9.4
[File Name Expansion], page 560を参照してください。

加えて特定の magic ファイル名は特別に扱われます。たとえばリモートファイル名が指定され
た際、Emacsは適切なプロトコルを通じてネットワーク越しにファイルにアクセスします。Section
“Remote Files” in The GNU Emacs Manualを参照してください。この処理は非常に低レベルで
行われるので、特に注記されたものを除いて、このチャプターで説明するすべての関数がファイル名引
数としてmagicファイル名を受け入れると想定しても良いでしょう。詳細は Section 25.12 [Magic
File Names], page 570を参照してください。

ファイル I/O関数が Lispエラーをシグナルする際、通常はコンディション file-errorを使用し
ます (Section 11.7.3.3 [Handling Errors], page 168を参照)。ほとんどの場合にはオペレーティン
グシステムからロケール system-messages-localeに応じたエラーメッセージが取得されて、コー
ディングシステム locale-coding-systemを使用してデコードされます (Section 33.12 [Locales],
page 881を参照)。

25.1 ファイルのvisit

ファイルの visitとはファイルをバッファーに読み込むことを意味します。一度これを行うと、わたし
たちはバッファーがファイルを visit(訪問)していると言い、ファイルのことをバッファーの visitさ
れたファイルと呼んでいます。

ファイルとバッファーは 2つの異なる事柄です。ファイルとは、(削除しない限り)コンピューター
内に永続的に記録された情報です。一方バッファーとは編集セッションの終了 (またはバッファーの
kill)とともに消滅する、Emacs内部の情報です。あるバッファーがファイルを vistしているとき、
バッファーにはファイルからコピーされた情報が含まれます。編集コマンドにより変更されるのはバッ
ファー内のコピーです。バッファーへの変更によってファイルは変更されません。その変更を永続化
するためにはバッファーを保存 (save)しなければなりません。これは変更されたバッファーのコンテ
ンツをファイルにコピーして書き戻すことを意味します。

ファイルとバッファーは異なるにも関わらず、人はバッファーという意味でファイルを呼んだり、
その逆を行うことが多々あります。実際のところ、“わたしはまもなく同じ名前のファイルに保存する
ためのバッファーを編集している”ではなく、“わたしはファイルを編集している”と言います。人間
がこの違いを明確にする必要は通常はありません。しかしコンピュータープログラムで対処する際に
は、この違いを心に留めておくのが良いでしょう。

25.1.1 ファイルを visitする関数

このセクションではファイルの visitに通常使用される関数を説明します。歴史的な理由によりこれら
の関数は ‘visit-’ではなく、‘find-’で始まる名前をもちます。バッファーを visitしているファイル
の名前へのアクセスや、visitされたファイル名から既存のバッファーを見つける関数および変数につ
いては Section 27.4 [Buffer File Name], page 595を参照してください。
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ファイル内容を見たいものの変更したくない場合にはテンポラリーバッファー (temporary buffer:
一時的なバッファー)で insert-file-contentsを使用例するのが、Lispプログラム内ではもっと
も高速な方法です。時間を要するファイルの visitは必要ありません。Section 25.3 [Reading from
Files], page 538を参照してください。

[Command]find-file filename &optional wildcards
このコマンドはファイル filenameを visitしているバッファーを選択する。visitしている既存
のバッファーがあればそのバッファー、なければバッファーを新たに作成してそのバッファー
にファイルを読み込む。これはそのバッファーをリターンする。

技術的な詳細を除けば find-file関数の bodyは基本的には以下と等価:

(switch-to-buffer (find-file-noselect filename nil nil wildcards))

(Section 28.12 [Switching Buffers], page 638の switch-to-bufferを参照されたい。)

wildcardsが非 nil (interactive に呼び出された場合は常に真) の場合、find-fileは file-
name内のワイルドカード文字を展開してマッチするすべてのファイルを visitする。

find-fileが interactiveに呼び出された際にはミニバッファー内でfilenameの入力を求める。

[Command]find-file-literally filename
このコマンドは find-fileが行うように filenameを visit するが、フォーマット変換 (Sec-
tion 25.13 [Format Conversion], page 574を参照)、文字コード変換 (Section 33.10 [Cod-
ing Systems], page 866 を参照)、EOL 変換 (Section 33.10.1 [Coding System Basics],
page 867を参照)を何も行わない。ファイルを visitしているバッファーは unibyteになり、
ファイル名とは無関係にバッファーのメジャーモードは Fundamentalモードになる。ファイ
ル内で指定されたファイルローカル変数 (Section 12.12 [File Local Variables], page 198を
参照)は無視され、自動的な解凍と require-final-newlineによるファイル終端への改行追
加 (Section 25.2 [Saving Buffers], page 535を参照)も無効になる。

Emacsがすでにリテラリー (literally: 文字通り、そのまま)でない方法で同じファイルを visit
しているバッファーをもつ場合には、Emacsはその同じファイルをリテラリーに visitせず、単
に既存のバッファーに切り替えることに注意。あるファイルのコンテンツにたいして確実にリテ
ラリーにアクセスしたければテンポラリーバッファーを作成して、insert-file-contents-
literallyを使用してファイルのコンテンツを読み込むこと (Section 25.3 [Reading from
Files], page 538を参照)。

[Function]find-file-noselect filename &optional nowarn rawfile wildcards
これはファイルを visitするすべての関数の要となる関数である。これはファイル filenameを
visitしているバッファーをリターンする。望むならそのバッファーをカレントにしたり、ある
ウィンドウ内に表示することができるだろうがこの関数はそれを行わない。

関数は既存のバッファーがあればそれをリターンし、なければ新たにバッファーを作成してそ
れにファイルを読み込む。find-file-noselectが既存のバッファーを使用する際は、まず
ファイルがそのバッファーに最後に visit、または保存したときから変更されていないことを検
証する。ファイルが変更されていれば、この関数は変更されたファイルを再読み込みするかど
うかをユーザーに尋ねる。ユーザーが ‘yes’と応えたら、以前に行われたそのバッファー内での
編集は失われる。

ファイルの読み込みは EOL変換、フォーマット変換 (Section 25.13 [Format Conversion],
page 574 を参照) を含むファイルコンテンツのデコードを要する (Section 33.10 [Coding
Systems], page 866を参照)。wildcardsが非 nilなら、find-file-noselectは filename
内のワイルドカード文字を展開してマッチするすべてのファイルを visitする。
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この関数はオプション引数 nowarnが nilなら、さまざまな特殊ケースにおいて警告メッセー
ジ (warning message)、および注意メッセージ (advisory message)を表示する。たとえば関
数がバッファーの作成を必要とし、かつ filenameという名前のファイルが存在しなければ、エ
コーエリア内にメッセージ ‘(New file)’を表示してそのバッファーを空のままに留める。

find-file-noselect関数は、ファイルを読み込んだ後に通常は after-find-fileを呼び
出す (Section 25.1.2 [Subroutines of Visiting], page 534を参照)。この関数はバッファーの
メジャーモードのセット、ローカル変数のパース、正に visitしたファイルより新しい auto-save
ファイルが存在する場合にユーザーへの警告を行い、find-file-hook内の関数を実行するこ
とにより終了する。

オプション引数 rawfileが非 nilなら after-find-fileは呼び出されず、失敗時に
find-file-not-found-functionsは呼び出されない。さらに非 nil値の rawfileは、コー
ディングシステム変換とフォーマット変換を抑制する。

find-file-noselect関数は、通常はファイル filenameを visitしているバッファーをリター
ンする。しかしワイルドカードが実際に使用、展開された場合には、それらのファイルを visit
しているバッファーのリストをリターンする。

(find-file-noselect "/etc/fstab")

⇒ #<buffer fstab>

[Command]find-file-other-window filename &optional wildcards
このコマンドはファイル filenameを visitしているバッファーを選択するが、選択されたウィ
ンドウではない他のウィンドウでこれを行う。これは別の既存ウィンドウを使用したり、ウィン
ドウを分割するかもしれない。Section 28.12 [Switching Buffers], page 638lを参照のこと。

このコマンドが interactiveに呼び出された際は filenameの入力を求める。

[Command]find-file-read-only filename &optional wildcards
このコマンドは find-fileのようにファイル filenameを visitしているバッファーを選択する
が、そのバッファーを読み取り専用 (read-only)とマークする。関連する関数と変数について
は Section 27.7 [Read Only Buffers], page 600を参照のこと。

このコマンドが interactiveに呼び出された際は filenameの入力を求める。

[User Option]find-file-wildcards
この変数が非 nilなら、各種 find-fileコマンドはワイルドカード文字をチェックして、それ
らにマッチするすべてのファイルを visitする (interactiveに呼び出されたときやwildcards引
数が非 nilのとき)。このオプションが nilなら、find-fileコマンドはそれらの wildcards
引数を無視してワイルドカード文字を特別に扱うことは決してない。

[User Option]find-file-hook
この変数の値はファイルが visitされた後に呼び出される関数のリスト。ファイルのローカル変
数指定は、(もしあれば)このフックが実行される前に処理されるだろう。フック関数実行時は
そのファイルを visitしているバッファーがカレントになる。

この変数はノーマルフックである。Section 23.1 [Hooks], page 462を参照のこと。

[Variable]find-file-not-found-functions
この変数の値は find-fileや find-file-noselectが存在しないファイル名を受け取った際
に呼び出される関数のリスト。存在しないファイルを検知すると find-file-noselectは直
ちにこれらの関数を呼び出す。これらのいずれかが非 nilをリターンするまで、リスト順に関
数を呼び出す。buffer-file-nameはすでにセットアップ済みである。
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関数の値が使用されること、および多くの場合いくつかの関数だけが呼び出されるので、これ
はノーマルフックではない。

[Variable]find-file-literally
このバッファーローカル変数が非 nil値にセットされると、save-bufferはあたかもそのバッ
ファーがリテラリー、つまり何の変換も行わずにファイルを visitしていたかのように振る舞
う。コマンド find-file-literallyはこの変数のローカル値をセットするが、その他の等価
な関数およびコマンドも、たとえばファイル終端への改行の自動追加を避けるためにこれを同
様に行うことができる。この変数は恒久的にローカルなのでメジャーモードの変更による影響
を受けない。

25.1.2 visitのためのサブルーチン

find-file-noselect関数は、2つの重要なサブルーチン create-file-bufferと after-find-

fileを使用します。これらはユーザーの Lispコードでも役に立つことがあります。このセクション
ではそれらの使い方について説明します。

[Function]create-file-buffer filename
この関数は filenameの visit にたいして適切な名前のバッファーを作成してそれをリターン
する。これは filename (ディレクトリーを含まず)の名前がフリーならバッファー名にそれを
使用し、フリーでなければ未使用の名前を取得するために ‘<2>’のような文字列を付加する。
Section 27.9 [Creating Buffers], page 603も参照のこと。uniquifyライブラリーはこの関
数の結果に影響を与えることに注意。Section “Uniquify” in The GNU Emacs Manualを
参照のこと。

注意されたい: create-file-bufferはファイルに新たなバッファーを関連付けない。バッ
ファーの選択もせず、さらにデフォルトのメジャーモードも使用しない。

(create-file-buffer "foo")

⇒ #<buffer foo>

(create-file-buffer "foo")

⇒ #<buffer foo<2>>

(create-file-buffer "foo")

⇒ #<buffer foo<3>>

この関数は find-file-noselectにより使用される。この関数自身は generate-new-

bufferを使用する (Section 27.9 [Creating Buffers], page 603を参照)。

[Function]after-find-file &optional error warn noauto
after-find-file-from-revert-buffer nomodes

この関数はバッファーのメジャーモードをセットして、ローカル変数をパースする
(Section 23.2.2 [Auto Major Mode], page 469を参照)。これは find-file-noselect、
およびデフォルトのリバート関数 (Section 26.3 [Reverting], page 587を参照)により呼び
出される。

ファイルが存在しないという理由によりファイルの読み込みがエラーを受け取るがディレクトリー
は存在するなら、呼び出し側は errorにたいして非 nil値を渡すこと。この場合、after-find-
fileは警告 ‘(New file)’を発する。より深刻なエラーにたいしては、呼び出し側は通常は
after-find-fileを呼び出さないこと。

warnが非 nilなら、もし auto-saveファイルが存在して、かつそれが visitされているファイ
ルより新しければ、この関数は警告を発する。
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noautoが非 nilなら、それはAuto-Saveモードを有効や無効にしないことを告げる。以前に
Auto-Saveモードが有効なら有効のまま留まる。

after-find-file-from-revert-bufferが非 nilなら、それはこの関数が revert-bufferから呼
び出されたことを意味する。これに直接的な効果はないが、モード関数とフック関数の中には、
この変数の値をチェックするものがいくつかある。

nomodesが非 nilなら、それはバッファーのメジャーモードを変更せず、ファイル内のローカ
ル変数指定を処理せず、find-file-hookを実行しないことを意味する。この機能はあるケー
スにおいて revert-bufferにより使用される。

after-find-fileはリスト find-file-hook内のすべての関数を最後に呼び出す。

25.2 バッファーの保存

Emacs内でファイルを編集する際には、実際にはそのファイルを visitしているバッファーにたいし
て編集を行っています。つまりファイルのコンテンツをバッファーにコピーしてそのコピーを編集し
ています。そのバッファーを変更してもバッファーを保存 (save)するまでファイルは変更されません。
保存とはバッファーのコンテンツをファイルにコピーすることを意味します。ファイルを visitしてい
ないバッファーでも、バッファーローカルんｑ write-contents-functionsの関数を使用すること
により “saved(保存済み)”にすることができます。

[Command]save-buffer &optional backup-option
この関数はバッファーが最後に visitされたときや保存されたときから変更されていれば、カレ
ントバッファーのコンテンツをバッファーによって visitされているファイルに保存、変更され
ていなければ何も行わない。

save-bufferはバックアップファイルの作成に責任を負う。backup-optionは通常は nilであ
り、save-bufferはファイルの visit以降、それが最初の保存の場合のみバックアップファイ
ルを作成する。backup-optionにたいする他の値は、別の条件によるバックアップファイル作
成を要求する:

• 引数 4は 1つの C-u、引数 64は 3つの C-uを意味するので、save-bufferはバッファー
の次回保存時にこのバージョンのファイルがバックアップされるようマークする。

• 引数 16は 2つの C-u、引数 64は 3つの C-uを意味するので、save-buffer関数はそれ
を保存する前に前バージョンのファイルを無条件にバックアップする。

• 引数 0は無条件にバックアップファイルを何も作成しない。

[Command]save-some-buffers &optional save-silently-p pred
このコマンドはファイルを visitしている変更されたバッファーのいくつかを保存する。これ
は通常は各バッファーごとにユーザーに確認を求める。しかし save-silently-pが非 nilなら、
ユーザーに質問せずにファイルを visitしているすべてのバッファーを保存する。

オプション引数 predは、どのバッファーで確認を求めるか (または save-silently-pが非 nilな
らどのバッファーで確認せずに保存するか)を制御する。

predが nilなら、predのかわりに save-some-buffers-default-predicateの値を使用
することを意味する。その結果が nilならファイルを visitしているバッファーにたいしての
み確認を求めることを意味する。tなら buffer-offer-saveのバッファーローカル値が nil

であるような非ファイルバッファー以外の特定のバッファーの保存も提案することを意味する
(Section 27.10 [Killing Buffers], page 604を参照)。ユーザーが非ファイルバッファーの保
存にたいして ‘yes’と応えると保存に使用するファイル名の指定を求める。save-buffers-

kill-emacs関数は predにたいして値 tを渡す。
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述語が tと nilのいずれでもなければ引数なしの関数であること。その関数はバッファーの保存
を提案するか否かを決定するためにバッファーごとに呼び出される。これが特定のバッファー
で非 nil値をリターンすればバッファー保存の提案を行うことを意味する。

[Command]write-file filename &optional confirm
この関数はカレントバッファーをファイル filenameに書き込んで、バッファーがそのファイル
を visitしていることにして未変更とマークする。次に filenameにもとづいてバッファー名を
リネームする。バッファー名を一意にするため、必要なら ‘<2>’のような文字列を付加する。処
理のほとんどは set-visited-file-name (Section 27.4 [Buffer File Name], page 595を
参照)、および save-bufferを呼び出すことにより行われる。

confirmが非 nilなら、それは既存のファイルを上書きする前に確認を求めることを意味する。
ユーザーがプレフィックス引数を与えなければ interactiveに確認が求められる。

filenameがディレクトリー名 (Section 25.9.3 [Directory Names], page 559を参照)、または
既存のディレクトリーへのシンボリックリンクなら、write-fileはディレクトリー filename
内で visitされているファイルの名前を使用する。そのバッファーがファイルを visitしていな
ければ、かわりにバッファーの名前を使用する。

バッファーの保存によりフックがいくつか実行されます。これによりフォーマット変換も処理され
ます (Section 25.13 [Format Conversion], page 574を参照)。以下で説明するこれらのフックは
バッファーのテキストをファイルに書き込む save-buffer以外の他のプリミティブや関数、とりわ
け auto-saving (Section 26.2 [Auto-Saving], page 584を参照)では実行されないことに注意して
ください。

[Variable]write-file-functions
この変数の値は visitされているファイルをバッファーに書き出す前に呼び出される関数のリス
ト。それらのうちのいずれかが非 nilをリターンしたら、そのファイルは書き込み済みだと判
断されて残りの関数は呼び出されないし、ファイルを書き込むための通常のコードも実行され
ない。

write-file-functions内の関数が非 nilをリターンしたら、(それが適切なら)その関数は
ファイルをバックアップする責任を負う。これを行うには以下のコードを実行する:

(or buffer-backed-up (backup-buffer))

backup-bufferによりリターンされるファイルモードの値を保存して、(もし非 nilなら)書
き込むファイルのモードビットをセットしたいと思うかもしれない。これは正に save-buffer

が通常行うことである。Section 26.1.1 [Making Backup Files], page 579を参照のこと。

write-file-functions内のフック関数は、データのエンコード (が望ましければ)にも責任
を負う。これらは適切なコーディングシステムと改行規則 (Section 33.10.3 [Lisp and Coding
Systems], page 869を参照)を選択してエンコード (Section 33.10.7 [Explicit Encoding],
page 878を参照)を処理して、使用されていたコーディングシステム (Section 33.10.2 [En-
coding and I/O], page 868を参照)を last-coding-system-usedにセットしなければな
らない。

バッファー内でこのフックをローカルにセットすると、バッファーはそのファイル、またはバッ
ファーのコンテンツを取得したファイルに類するものに関連付けられる。このようにして変数
は恒久的にローカルとマークされるので、メジャーモードの変更がバッファーローカルな値を
変更することはない。その一方で set-visited-file-nameを呼び出すことによって変数は
リセットされるだろう。これを望まなければ、かわりに write-contents-functionsを使用
したいと思うかもしれない。
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たとえこれがノーマルフックでなくても、このリストを操作するために add-hookと
remove-hookを使用することはできる。Section 23.1 [Hooks], page 462を参照のこと。

[Variable]write-contents-functions
これは正に write-file-functionsと同様に機能するが、こちらは visitしている特定のファ
イルやファイルの場所ではなくバッファーのコンテンツに関連するフックを意図しており、実
際にはファイルを visitしていないバッファーにたいして任意の保存処理を作成するために使
用できる。そのようなフックは、この変数にたいするバッファーローカルなバインディングと
して、通常はメジャーモードにより作成される。この変数はセットされた際には常に自動的に
バッファーローカルになる。新たなメジャーモードへの切り替えは常にこの変数をリセットす
るが、set-visited-file-nameの呼び出しではリセットされない。

このフック内の関数のいずれかが非 nilをリターンすると、そのファイルはすでに書き込み済
みとみなされて、残りの関数は呼び出されず write-file-functions内の関数も呼び出され
ない。

(スペシャルモードのバッファーのような)ファイルを visitしていないバッファーを保存するた
めにこのフックを利用する際には、その関数が正常に保存することに失敗して nil値をリター
ンすると、save-bufferがユーザーにたいしてバッファーを保存するファイルの入力を求める
ことに留意。これが望ましくなければエラーのレイズによる関数の失敗を考慮されたい。

[User Option]before-save-hook
このノーマルフックは visitしているファイルにバッファーが保存される前に実行される。保
存が通常の方法で行われるか、あるいは上述のフックのいずれかで行われたかは問題ではない。
たとえば copyright.elプログラムは、ファイルの保存においてそれの著作権表示が今年であ
ることを確認するためにこのフックを使用する。

[User Option]after-save-hook
これはバッファーを visitするファイルに保存後に実行されるノーマルフック。

[User Option]file-precious-flag
この変数が非 nilなら、save-bufferは保存ファイルがもつ名前のかわりに一時的な名前で新
たなファイルに書き込み、エラーがないことが明確になった後にファイルを意図する名前にリ
ネームすることによって保存中の I/Oエラーから防御する。この手順は無効なファイルが原因
となるディスク容量逼迫のような問題を防ぐ。

副作用としてバックアップ作成にコピーが必要になる。Section 26.1.2 [Rename or Copy],
page 581を参照のこと。しかし同時にこの高価なファイル保存によって保存したファイルと他
のファイル名との間のすべてのハードリンクは切断される。

いくつかのモードは特定のバッファーにおいてこの変数に非 nilのバッファーローカル値を与
える。

[User Option]require-final-newline
この変数はファイルが改行で終わらないように書き込まれるかどうかを決定する。変数の値が t

なら、save-bufferはバッファーの終端に改行がなければ暗黙理に改行を追加する。値がvisit

なら、Emacsはファイルを visitした直後に不足している改行を追加する。値が visit-save

なら、Emacsは visitと保存の両方のタイミングで不足している改行を追加する。その他の非
nil値にたいしては、そのようなケースが生じるたびに改行を追加するかどうか save-buffer

がユーザーに尋ねる。

変数の値が nilなら save-bufferは改行を追加しない。デフォルト値は nilだが、特定のバッ
ファーでこれを tにセットするメジャーモードも少数存在する。
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Section 27.4 [Buffer File Name], page 595の関数 set-visited-file-nameも参照されたい。

25.3 ファイルからの読み込み

ファイルのコンテンツをバッファーにコピーするためには関数 insert-file-contentsを使用しま
す (マークをセットするので Lispプログラム内でコマンド insert-fileは使用してはならない)。

[Function]insert-file-contents filename &optional visit beg end replace
この関数はファイル filenameのコンテンツをカレントバッファーのポイントの後に挿入する。
これは絶対ファイル名と挿入だれたデータの長さからなるリストをリターンする。filenameが
読み取り可能なファイルの名前でなければエラーがシグナルされる。

この関数は定義されたファイルフォーマットに照らしてファイルのコンテンツをチェックして、
適切ならそのコンテンツの変換、およびリスト after-insert-file-functions内の関数
の呼び出しも行う。Section 25.13 [Format Conversion], page 574を参照のこと。通常は
リスト after-insert-file-functions内のいずれかの関数が EOL変換を含むファイルコ
ンテンツのデコードに使用されるコーディングシステム (Section 33.10 [Coding Systems],
page 866を参照)を判断する。しかしファイルに nullバイトが含まれる場合には、デフォルト
ではコード変換なしで visitされる。Section 33.10.3 [Lisp and Coding Systems], page 869
を参照のこと。

visitが非 nilなら、この関数は追加でそのバッファーを未変更とマークしてそのバッファーの
さまざまなフィールドをセットアップして、バッファーがファイル filenameを visitしている
ようにする。これらのフィールドにはバッファーが visitしたファイルの名前、最終保存した
ファイルのmodtimeが含まれる。これらの機能は find-file-noselectにより使用される
ものであり、恐らくあなた自身が使用するべきではない。

begと endが非 nilなら、それらはファイル挿入範囲を指定するバイトオフセット数値である
こと。この場合、visitは nilでなければならない。たとえば、

(insert-file-contents filename nil 0 500)

これはファイルの先頭 500文字 (バイト)を挿入する。

引数 replaceが非 nilなら、それはバッファーのコンテンツ (実際にはアクセス可能な範囲)を
ファイルのコンテンツで置き換えることを意味する。これは単にバッファーのコンテンツを削除
してファイル全体を挿入するより優れている。なぜなら、(1)マーカー位置を維持して、(2)undo
リストに配置するデータも少ないからである。

replaceと visitが nilなら、insert-file-contentsで (FIFOや I/Oデバイスのような)ス
ペシャルファイルの読み取りが可能。

[Function]insert-file-contents-literally filename &optional visit beg end
replace

この関数は insert-file-contentsのように機能するが、after-insert-file-

functionsを実行せずフォーマットのデコード、文字コード変換、自動解凍、... などを行わ
ない点が異なる。

他のプログラムがファイルを読めるように他プロセスにファイル名を渡したければ関数
file-local-copyを使用します。Section 25.12 [Magic File Names], page 570を参照してくだ
さい。
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25.4 ファイルへの書き込み

関数 append-to-fileと write-regionを使用することによってディスク上のファイルにバッファー
のコンテンツやバッファーの一部を直接書き込むことができます。visitされているファイルに書き込
むためにこれらの関数を使用しないでください。これによって visitにたいするメカニズムが混乱する
かもしれません。

[Command]append-to-file start end filename
この関数はカレントバッファー内で startと endによるリージョンのコンテンツをファイル file-
nameの終端に追加する。そのファイルが存在しなければ作成する。この関数は nilをリター
ンする。

filenameの書き込みや作成ができなければエラーがシグナルされる。

Lispから呼び出した場合、この関数は以下と完全に等価:

(write-region start end filename t)

[Command]write-region start end filename &optional append visit lockname
mustbenew

この関数はカレントバッファー内の startと endで区切られたリージョンを filenameで指定さ
れたファイルに書き込む。

startが nilなら、このコマンドはバッファーのコンテンツ全体 (アクセス可能な範囲だけでは
ない)をファイルに書き込んで endは無視する。

startが文字列なら、write-regionはバッファーのテキストではなくその文字列を追加する。
その場合には endは無視される。

appendが非 nilなら、指定されたテキストが (もしあれば)既存のファイルコンテンツに追加
される。appendが数字なら write-regionはファイル開始位置からそのバイトオフセットを
seekしてデータをそこに書き込む。

mustbenewが非 nilの場合には、filenameが既存ファイルの名前なら write-regionは
確認を求める。mustbenewがシンボル exclなら、ファイルがすでに存在する場合には
write-regionは確認を求めるかわりにエラー file-already-existsをシグナルする。た
とえ write-regionが通常はシンボリックリンクをフォローして、もしシンボリックリンクが
壊れていれば pointed-toファイル (訳注: ファイルへのハードリンクにたいするポインター)
を作成するとしても、mustbenewが exclならシンボリックリンクをフォローしない。

mustbenewが exclのときは、存在するファイルのテストに特別なシステム機能を使用する。
少なくともローカルディスク上のファイルにたいしては、Emacsがファイルを作成する前に
Emacsに通知せずに他のプログラムが同じ名前のファイルを作成することはありえない。

visitが tなら、Emacs はバッファーとファイルの関連付けを設定してそのバッファーがその
ファイルを victiする。またカレントバッファーにたいする最終ファイル変更日時に filename
をセットして、そのバッファーを未変更としてマークする。この機能は save-bufferにより
使用されるが、おそらくあなた自身が使用するべきではないだろう。

visitが文字列なら、それは visitするファイルの名前を指定する。この方法を使えば、そのバッ
ファーが別のファイルを visitしていると記録しつつ 1つのファイル (filename)にデータを書
き込むことができる。引数 visitはエコーエリアに使用される他にファイルのロックにも使用
され、visitが buffer-file-nameに格納される。この機能は file-precious-flagの実装
に使用される。自分が何をしているか本当にわかっているのでなければこれを使用してはなら
ない。
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オプション引数 locknameが非 nilなら、それはロックとアンロックの目的に使用するfilename
と visitをオーバーライドするファイル名を指定する。

関数 write-regionは書き込むデータを buffer-file-formatによって指定される適切な
ファイルフォーマットに変換しするとともに、リスト write-region-annotate-functions

内の関数の呼び出しも行う。Section 25.13 [Format Conversion], page 574を参照のこと。

write-regionは通常はエコーエリア内にメッセージ ‘Wrote filename’を表示する。visit
が t、nil、文字列のいずれでもない場合、こまたは Emacsが batchモード (Section 40.17
[Batch Mode], page 1123を参照)で処理中ならこのメッセージは抑制される。この機能は内
部的な目的のためにユーザーが知る必要がないファイルを使用したり、Emacsが batchモー
ドで処理中に有用である。

[Variable]write-region-inhibit-fsync
この変数の値が nilなら write-regionはファイル書き込み後にシステムコール fsyncを使
用する。これはたとえ Emacsを低速化するとしても、電源喪失時のデータ損失リスクを軽減
する。値が tならEmacsは fsyncを使用しない。デフォルト値はEmacsが対話的に実行され
ていれば nil、batchモードで実行時には t。Section 25.8 [Files and Storage], page 555
を参照のこと。

[Macro]with-temp-file file body. . .
with-temp-fileマクロは一時バッファー (temporary buffer)をカレントバッファーとして
bodyフォームを評価して、最後にそのバッファーのコンテンツを fileに書き込む。これは終了
時に一時バッファーを killして、with-temp-fileフォームの前にカレントだったバッファー
をリストアする。その後に body内の最後のフォームの値をリターンする。

throwやエラーによる異常な exit(abnormal exit)でも、カレントバッファーはリストアされ
る (Section 11.7 [Nonlocal Exits], page 163を参照)。

[The Current Buffer], page 593の with-temp-bufferも参照のこと。

25.5 ファイルのロック

2人のユーザーが同時に同じファイルを編集する際には、彼らはおそらく互いに干渉しあうでしょう。
Emacsはファイルが変更される際にファイルロック (file lock)を記録することにより、このような状
況の発生を防ぎます。そして Emacsは他の Emacsジョブにロックされているファイルを visitして
いるバッファーへの変更の最初の試みを検知して、ユーザーに何を行うべきかを尋ねます。このファイ
ルロックの実態は、編集中のファイルと同じディレクトリーに格納される特別な名前をもつシンボリッ
クリンクです。この名前はバッファーのファイル名に.#を前置することにより構築されます。シンボ
リックリンクのターゲットは user@host.pid:bootという形式になります。ここで userはカレント
のユーザー名 ( user-login-nameかより得)、hostは Emacsを実行中のホスト ( system-nameよ
り取得)、pidはEmacsのプロセス ID、bootは最後のブートからの経過時間です。ブート時刻が利用
できなければ:bootは省略されます。(シンボリックリンクをサポートしないファイルシステムでは、
user@host.pid:bootという形式を構築するか割りに通常のファイルが使用される)。

ファイルのアクセスにNFSを使用する際には、可能性は小さいものの他のユーザーと同じファイ
ルを同時にロックするかもしれません。これが発生すると 2人のユーザーが同時にファイルを変更す
ることが可能になりますが、それでも Emacsは 2番目に保存するユーザーにたいして警告を発する
でしょう。たファイルを visitしているバッファーでディスク上でファイルの変更を検知することによ
り、ある種の同時編集を捕捉できます。Section 27.6 [Modification Time], page 598を参照してく
ださい。
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[Function]file-locked-p filename
この関数はファイル filenameがロックされていなければ nilをリターンする。この Emacsプ
ロセスによりロックされていれば t、他のEmacsジョブによりロックされている場合はロック
したユーザーの名前をリターンする。

(file-locked-p "foo")

⇒ nil

[Function]lock-buffer &optional filename
この関数はカレントバッファーが変更されていればファイル filenameをロックする。引数 file-
nameのデフォルトはカレントバッファーが visitしているファイル。カレントバッファーがファ
イルを visitしていない、バッファーが変更されていない、または create-lockfilesが nil

なら何もしない。

[Function]unlock-buffer
この関数はカレントバッファーが変更されていればバッファーにより visitされているファイル
をアンロックする。バッファーが変更されていなければ、そのファイルをロックしてはならな
いのでこの関数は何もしない。カレントバッファーがファイルを visitしていない、またはファ
イルがロックされていなければこの関数は何もしない。

[User Option]create-lockfiles
この変数が nilなら Emacsはファイルをロックしない。

[Function]ask-user-about-lock file other-user
この関数はユーザーが fileの変更を試みたが、それが名前 other-userのユーザーにロックされ
ていたとき呼び出される。この関数のデフォルト定義は何を行うかユーザーに尋ねる関数。こ
の関数がリターンする値は Emacsが次に何を行うかを決定する:

• 値 tはそのファイルのロックを奪うことを意味する。その場合には other-userはロックを
失い、そのユーザーがファイルを編集することができる。

• 値 nilはロックを無視して、とにかくユーザーがファイルを編集できるようにすることを
意味する。

• この関数はかわりにエラー file-lockedをシグナルする。この場合には、ユーザーが行
おうとしていた変更は行われない。

このエラーにたいするエラーメッセージは以下のようになる:

error File is locked: file other-user

ここでfileはファイル名、other-userはそのファイルのロックを所有するユーザーの名前。

望むなら他の方法で判定を行う独自バージョンで ask-user-about-lock関数を置き換えるこ
とができる。

25.6 ファイルの情報

このセクションではファイル (またはディレクトリーやシンボリックリンク)に関してファイルが読み
込み可能か、書き込み可能か、あるいはファイルのサイズのようなさまざまなタイプの情報を取得す
る関数を説明します。これらの関数はすべて引数にファイルの名前を受け取ります。特に注記した場
合を除きこれらの引数には既存のファイルを指定する必要があり、ファイルが存在しなければエラー
をシグナルします。

スペースで終わるファイル名には気をつけてください。いくつかのファイルシステム (特にMS-
Windows)では、ファイル名の末尾の空白文字は暗黙かつ自動的に無視されます。
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25.6.1 アクセシビリティのテスト

以下の関数はファイルにたいする読み取り、書き込み、実行のパーミッションをテストします。これらの
関数は明示しない限りボリックリンクをフォローします。Section 25.6.2 [Kinds of Files], page 543
を参照してください。

いくつかのオペレーティングシステムではACL(Access Control Lists: アクセス制御リスト)のよ
うな機構を通じて、より複雑なアクセスパーミッションセットが指定できます。それらのパーミッション
にたいする問い合わせやセットの方法については Section 25.6.5 [Extended Attributes], page 549
を参照してください。

[Function]file-exists-p filename
この関数はファイル名 filenameが存在しているようなら tをリターンする。これはファイル
が読み取り可能である必要はなく、ファイルの属性を調べることが恐らく可能なこと意味する
(Unixやその他の POSIXシステム類ではファイルが存在してファイルを含むディレクトリー
の実行パーミッションをもつ場合にはファイル自体のパーミッションに関わらず t)。

ファイルが存在しない、またはファイルが存在するかどうかの判断に問題があるようなら、こ
の関数は nilをリターンする。

ディレクトリーはファイルなので、ディレクトリーが与えられると file-exists-pは tをリ
ターンするかもしれない。しかし file-exists-pはシンボリックリンクをフォローするので、
ターゲットファイルが存在する場合のみシンボリックリンク名にたいして tをリターンする。

[Function]file-readable-p filename
この関数は filenameという名前のファイルが存在して、それを読み取ることが可能なら t、そ
れ以外は nilをリターンする。

[Function]file-executable-p filename
この関数は、filenameという名前のファイルが存在して、それを実行することが可能なら tを
リターンする。それ以外は nilをリターンする。Unixやその他のPOSIXシステム類ではファ
イルがディレクトリーなら実行パーミッションはディレクトリー内のファイルの存在と属性を
チェックできるので、ファイルのモードが許せばオープンできることを意味する。

[Function]file-writable-p filename
この関数は filenameという名前のファイルが書き込み可能か作成可能可能なら t、それ以外は
nilをリターンする。ファイルが存在してそれに書き込むことができるならファイルは書き込
み可能。ファイルは存在しないが親ディレクトリーが存在して、そのディレクトリーに書き込
むことができるなら書き込み可能。

以下の例では、fooは親ディレクトリーが存在しないので、たとえユーザーがそのディレクト
リーを作成可能であってもファイルは書き込み可能ではない。

(file-writable-p "~/no-such-dir/foo")

⇒ nil

[Function]file-accessible-directory-p dirname
この関数はファイルとしての名前が dirnameであるようなディレクトリー内にある既存のファ
イルをオープンするパーミッションをもつ場合は t、それ以外 (そのようなディレクトリーが存
在しない場合)は nilをリターンする。dirnameの値はディレクトリー名 (/foo/など)、また
は名前がディレクトリー (最後のスラッシュがない/fooなど)であるようなファイル。

たとえば以下では/foo/内の任意のファイルを読み取る試みはエラーになると推測できる:

(file-accessible-directory-p "/foo")

⇒ nil
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[Function]access-file filename string
この関数は filenameが読み取り可能なら nil、それ以外なら stringをエラーメッセージのテ
キストに使用してエラーをシグナルする。

[Function]file-ownership-preserved-p filename &optional group
この関数はファイル filenameを削除後に新たに作成してもファイルの所有者が変更されずに
維持されるようなら tをリターンする。これは存在しないファイルにたいしても tをリターン
する。

オプション引数 groupが非 nilなら、この関数はファイルのグループが変更されないことも
チェックする。

この関数はシンボリックリンクをフォローしない。

[Function]file-modes filename
この関数は filenameのモードビット (mode bits)をリターンする。これは読み取り、書き込
み、実行パーミッションを要約する整数。この関数はシンボリックリンクを許容する。ファイ
ルが存在しなければリターン値は nil。

モードビットの説明は Section “File permissions” in The gnu Coreutils Manual を参
照のこと。たとえば最下位ビットが 1ならそのファイルは実行可能、2ビット目が 1なら書き
込み可能、...となる。設定できる最大の値は 4095(8進の 7777)であり、これはすべてのユー
ザーが読み取り、書き込み、実行のパーミッションをもち、他のユーザーとグループにたいし
て SUIDビット、および stickyビットがセットされる。

これらのパーミッションのセットに使用される set-file-modes関数については Section 25.7
[Changing Files], page 551を参照のこと。

(file-modes "~/junk/diffs")

⇒ 492 ; 10進整数
(format "%o" 492)

⇒ "754" ; 8進に変換した値

(set-file-modes "~/junk/diffs" #o666)

⇒ nil

$ ls -l diffs

-rw-rw-rw- 1 lewis lewis 3063 Oct 30 16:00 diffs

MS-DOSにたいする注意: MS-DOSでは実行可能であることをを表すようなファイルのモー
ドビットは存在しない。そのため file-modesはファイル名が.com、.bat、.exeなどのよう
な標準的な実行可能な拡張子のいずれかで終わる場合にはファイルを実行可能であると判断す
る。POSIX標準の ‘#!’署名で始まる shellスクリプトやPerlスクリプトも実行可能と判断され
る。POSIXとの互換性のためにディレクトリーも実行可能と報告される。file-attributes
(Section 25.6.4 [File Attributes], page 546を参照)もこれらの慣習にしたがう。

25.6.2 ファイル種別の区別

このセクションではディレクトリー、シンボリックリンク、および通常ファイルのようなさまざまな
種類のファイルを区別する方法を説明します。

シンボリックリンクは通常はそれが出現した場合には常にフォローされます。たとえばファイル名
a/b/cを解釈するためにシンボリックリンクかもしれない a、a/b、a/b/cはすべてフォローされて、
リンクターゲット自身がシンボリックリンクなら再帰的にフォローされるかもしれません。しかしい
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くつかの関数は最後のファイル名 (この例では a/b/c)ではシンボリックリンクをフォローしません。
そのような関数のことをシンボリックリンク非フォロー (not follow symbolic links)と呼びます。

[Function]file-symlink-p filename
ファイル filenameがシンボリックリンクなら file-symlink-p関数はリンクをフォローせず
に、かわりにリンクターゲットを文字列としてリターンする (リンクターゲット文字列はター
ゲットの完全な絶対ファイル名である必要はない。リンクが指すのが完全なファイル名かどう
かを判断するのは簡単な処理ではない。以下参照)。

file-symlink-pはファイル filenameがシンボリックリンクではないか、あるいは存在しな
かったりシンボリックリンクかどうか判断するのに問題がある場合には nilをリターンする。

この関数の使用例をいくつか示す:

(file-symlink-p "not-a-symlink")

⇒ nil

(file-symlink-p "sym-link")

⇒ "not-a-symlink"

(file-symlink-p "sym-link2")

⇒ "sym-link"

(file-symlink-p "/bin")

⇒ "/pub/bin"

3つ目の例では関数は sym-linkをリターンするが、たとえそれ自体がシンボリックリンクで
あってもリンク先の解決を行わないことに注意。これは関数がシンボリックリンクをフォロー
しない、すなわちシンボリックリンクをフォローする処理はファイル名の最後のコンポーネン
トには適用されないからである。

この関数がリターンするのはそのシンボリックリンクに何が記録されているかを示す文字列で
あり、それにディレクトリー部分が含まれているかどうかは構わない。この関数は完全修飾さ
れたファイル名を生成するためにリンクターゲットを展開しないし、リンクターゲットが絶対
ファイル名でなければ、(もしあっても)filename引数のディレクトリー部分は使用しない。以
下に例を示す:

(file-symlink-p "/foo/bar/baz")

⇒ "some-file"

ここでは、たとえ与えられた/foo/bar/bazが完全修飾されたファイル名であるにも関わらずそ
の結果は異なり、実際には何のディレクトリー部分ももたない。some-file自体がシンボリック
リンクかもしれないので、単にその前に先行ディレクトリーを追加することはできず、絶対ファ
イル名を生成するために単に expand-file-name (Section 25.9.4 [File Name Expansion],
page 560を参照)を使用することもできないからである。

この理由により、あるファイルがシンボリックリンクか否かという単一の事実よりも多くを判
定する必要がある場合にこの関数が有用であることは稀である。実際にリンクターゲットのファ
イル名が必要なら、Section 25.6.3 [Truenames], page 545で説明する file-chase-links

や file-truenameを使用すること。

[Function]file-directory-p filename
この関数は filenameが既存のディレクトリー名なら t。filenameがディレクトリー名ではない、
あるいはディレクトリーかどうかの判断に問題がある場合には nilをリターンする。この関数
はシンボリックリンクをフォローする。

(file-directory-p "~rms")

⇒ t
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(file-directory-p "~rms/lewis/files-ja.texi")

⇒ nil

(file-directory-p "~rms/lewis/no-such-file")

⇒ nil

(file-directory-p "$HOME")

⇒ nil

(file-directory-p

(substitute-in-file-name "$HOME"))

⇒ t

[Function]file-regular-p filename
この関数はファイル filenameが存在して、それが通常ファイル (ディレクトリー、名前付きパ
イプ、端末、その他 I/Oデバイス以外)なら tをリターンする。filenameが存在しない、通常
ファイルではない、あるいは通常ファイルかどうかの判断に問題がある場合には nilをリター
ンする。この関数はシンボリックリンクをフォローする。

25.6.3 本当の名前

ファイルの実名 (truename)とは、全階層においてシンボリックリンクを残らずフォローした後に名
前コンポーネントに出現する ‘.’と ‘..’を除いて簡略化した名前のことです。これはそのファイルにた
いする正規名 (canonical name)の一種です。ファイルが常に一意な実名をもつ訳ではありません。
あるファイルにたいする異なる実名の個数は、そのファイルにたいするハードリンクの個数と同じで
す。しかし実名はシンボリックリンクによる名前の変動を解消するのに有用です。

[Function]file-truename filename
この関数はファイル filenameの実名をリターンする。引数が絶対ファイル名でなければ、この
関数は最初に default-directoryにたいしてこれを展開する。

この関数は環境変数を展開しない。これを行うのは substitute-in-file-nameのみ。[Def-
inition of substitute-in-file-name], page 561を参照のこと。

名前コンポーネントに出現する ‘..’に先行するシンボリックリンクリンクをフォローする必要
がある場合には直接と間接を問わず、expand-file-nameを呼び出す前に file-truename

を呼び出すこと。そうしないと ‘..’の直前にある名前コンポーネントは、file-truename

が呼び出される前の簡略化により取り除かれてしまう。expand-file-name呼び出しの必要
を無くすために、file-truenameは expand-file-nameが行うのと同じ方法で ‘~’を扱う。
Section 25.9.4 [Functions that Expand Filenames], page 560を参照のこと。

シンボリックリンクのターゲットがリモートファイル名の構文をもつ場合には、file-truename
はそれをクォートしてリターンする。Section 25.9.4 [Functions that Expand Filenames],
page 560を参照のこと。

[Function]file-chase-links filename &optional limit
この関数は filenameで始まるシンボリックリンクを、シンボリックリンクではない名前のファ
イル名までフォローして、そのファイル名をリターンする。この関数は親ディレクトリーの階
層にあるシンボリックリンクをフォローしない。

limitに数を指定するとその数のリンクを追跡した後、この関数はたとえそれが依然としてシン
ボリックリンクであってもそれをリターンする。

file-chase-linksと file-truenameの違いを説明するために、/usr/fooがディレクトリー
/home/fooへのシンボリックリンク、/home/foo/helloが (少なくともシンボリックリンクではな
い)通常ファイル、または存在しないファイルだとします。この場合には以下のようになります:
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(file-chase-links "/usr/foo/hello")

;; 親ディレクトリーのリンクはフォローしない
⇒ "/usr/foo/hello"

(file-truename "/usr/foo/hello")

;; /homeはシンボリックリンクではないと仮定
⇒ "/home/foo/hello"

[Function]file-equal-p file1 file2
この関数はファイル file1と file2の名前が同じファイルなら tをリターンする。これはリモート
ファイル名も適切な方法で処理することを除いて実名の比較と似ている。file1か file2が存在し
なければリターン値は不定。

[Function]file-name-case-insensitive-p filename
ファイル名やその一部にたいして文字列としての比較を要する場合には、背景にあるファイル
システムが非 caseセンシティブ (case-insensitive: 大文字小文字を区別しない)かどうかを知
ることが重要になる。この関数はファイル filenameが非 caseセンシティブなファイルシステム
にあれば tをリターンする。MS-DOSとMS-Windowsでは常に tをリターンする。Cygwin
とmacOSでは非 caseセンシティブかもしれないので、実行時テストにより caseセンシティ
ブ性の判定を試みる。テストで決定されなければ Cygwinなら t、macOSなら nilをリター
ンする。

この関数は現在のところMS-DOS、MS-Windows、Cygwin、macOS以外のプラットフォー
ムでは常にnilをリターンする。これはSamba共有やNFSマウントされたWindowsボリュー
ムのようにマウントされたファイルシステムの caseセンシティブ性は検知しない。リモートホ
ストでは ‘smb’メソッドにたいしては tとみなす。

[Function]file-in-directory-p file dir
この関数は、fileがディレクトリー dir内のファイルかサブディレクトリーなら tをリターンす
る。また fileと dirが同じディレクトリーの場合も tをリターンする。この関数は 2つのディレ
クトリーの実名を比較する。dirが既存のディレクトリーの名前でなければリターン値は nil。

[Function]vc-responsible-backend file
この関数は与えられた fileにたいして VC バックエンドが責任を負うかどうか
を判断する。たとえば emacs.cが Git でトラック (track: 追跡) されていれば
(vc-responsible-backend "emacs.c") は ‘Git’をリターンする。fileがシンボリックリ
ンクなら vc-responsible-backendはシンボリックリンクを解決せずに、シンボリックリ
ンクにたいするバックエンドが報告されることに注意。fileが参照するファイルのバックエン
ド VC を取得するには、file-chase-linksのようなシンボリックリンク解決用の関数で
fileをラップすること。

(vc-responsible-backend (file-chase-links "emacs.c"))

25.6.4 ファイルの属性

このセクションではファイルの詳細な情報を取得する関数について説明します。それらの情報にはファ
イルの所有者やグループの番号、ファイル名の個数、inode番号、サイズやアクセス日時、変更日時
が含まれます。

[Function]file-newer-than-file-p filename1 filename2
この関数はファイル filename1がファイル filename2より新しければ tをリターンする。file-
name1が存在しなければ nil、filename1は存在するがfilename2が存在しなければ tをリター
ンする。
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以下の例では、aug-19の書き込みが 19日、aug-20の書き込みが 20日、ファイル no-file

は存在しないものとする。

(file-newer-than-file-p "aug-19" "aug-20")

⇒ nil

(file-newer-than-file-p "aug-20" "aug-19")

⇒ t

(file-newer-than-file-p "aug-19" "no-file")

⇒ t

(file-newer-than-file-p "no-file" "aug-19")

⇒ nil

[Function]file-attributes filename &optional id-format
この関数はファイル filenameの属性 (attributes)のリストをリターンする。オープンできない
ファイルが指定された場合は、nilをリターンする。指定されたファイルが存在しなければnilを
リターンする。この関数はシンボリックリンクをフォローしない。オプション引数 id-formatは
属性UIDとGID(以下参照)にたいして望ましいフォーマットを指定する。有効な値は'string

と'integer。デフォルトは'integerだが、わたしたちはこれの変更を計画しているので、リ
ターンされる UIDや GIDを使用する場合には id-formatにたいして非 nil値を指定すること。

GNUプラットフォームではこの関数はロックファイル処理時はアトミックである。別のプロ
セスによりファイルシステムが同時に変更された場合には、この関数は変更の前か後のいずれ
かのファイル属性をリターンする。それ以外ならこの関数はアトミックではなく競合状態を検
知したら nil、または以前とカレントが混ざったファイル属性をリターンするかもしれない。

このリスト内の要素にアクセスするためにアクセッサ関数が提供される。このアクセッサ以下
の要素の記述とともに示される。

リストの要素は順に:

0. ディレクトリーにたいしては t、シンボリックリンクにたいしては文字列 (リンクされる
名前)、テキストファイル (file-attribute-type)にたいしては nil。

1. そのファイルがもつ名前の個数 (file-attribute-link-number)。ハードリンクとし
て知られる代替え名は関数 add-name-to-fileを使用して作成できる (Section 25.7
[Changing Files], page 551を参照)。

2. ファイルのUIDであり通常は文字列 file-attribute-user-id。しかし名前をもつユー
ザーに対応しなければ値は整数。

3. 同様にファイルの GID (file-attribute-group-id)。

4. Lispのタイムスタンプによる最終アクセス時刻 (file-attribute-access-time)。タ
イムスタンプは current-time (Section 40.5 [Time of Day], page 1106を参照)の形
式であり、ファイルシステムのタイムスタンプの精度に切り詰められる。たとえば FAT
ベースのいくつかのファイルシステムでは最終アクセスの日付だけが記録されるので、こ
の時刻には常に最終アクセス日の真夜中が保持されることに注意。

5. Lispのタイムスタンプによる最終変更時刻 (file-attribute-modification-time)。
これはファイルのコンテンツが変更された最終時刻。

6. Lisp のタイムスタンプによるステータスの最終変更時刻 (file-attribute-status-
change-time。上記参照)。これはファイルのアクセスモードビット、所有者とグループ、
およびファイルにたいしてファイルのコンテンツ以外にファイルシステムが記録するその
他の情報にたいする最終変更時刻。

7. ファイルのバイトサイズ (file-attribute-size)。
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8. ‘ls -l’で表示されるような 10個の文字、またはダッシュからなる文字列で表されるファ
イルのモード (file-attribute-modes)。

9. 後方互換のために提供される不定値。

10. ファイルの inode番号であり非負の整数 (file-attribute-inode-number)。

11. そのファイルがあるデバイスのファイルシステム番号 (file-attribute-device-
number)。この要素とファイルの inode番号を併せればシステム上の 2つを区別するの
に足る情報が得られる (2 つのファイルがこれら両方の番号で同じ値をもつことはでき
ない)。

たとえば以下は files-ja.texiのファイル属性:

(file-attributes "files-ja.texi" 'string)

⇒ (nil 1 "lh" "users"

(20614 64019 50040 152000)

(20000 23 0 0)

(20614 64555 902289 872000)

122295 "-rw-rw-rw-"

t 6473924464520138

1014478468)

この結果を解釈すると:

nil ディレクトリーでもシンボリックリンクでもない。

1 (カレントデフォルトディレクトリー内で名前 files-ja.texiは)単一の名前を
もつ。

"lh" 名前"lh"のユーザーにより所有される。

"users" 名前"users"のグループ。

(20614 64019 50040 152000)

最終アクセスがOctober 23, 2012, at 20:12:03.050040152 UTC。

(20000 23 0 0)

最終更新が July 15, 2001, at 08:53:43 UTC。

(20614 64555 902289 872000)

最終ステータス変更がOctober 23, 2012, at 20:20:59.902289872 UTC。

122295 バイト長は 122295 バイト (しかしマルチバイトシーケンスが含まれていたり、
EOLフォーマットが CRLFなら 122295文字は含まれないかもしれない)。

"-rw-rw-rw-"

所有者、グループ、その他にたいして読み取り、書き込みアクセスのモードをもつ。

t 単なるプレースホルダーであり何の情報ももたない。

6473924464520138

inode番号は 6473924464520138。

1014478468

ファイルシステムのデバイス番号は 1014478468。
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[Function]file-nlinks filename
この関数はファイル filenameがもつ名前 (ハードリンク)の個数をリターンする。ファイルが
存在しなければ、この関数は nilをリターンする。シンボリックリンクはリンク先のファイル
の名前とは判断されないので、この関数に影響しないことに注意。この関数はシンボリックリ
ンクをフォローしない。

$ ls -l foo*

-rw-rw-rw- 2 rms rms 4 Aug 19 01:27 foo

-rw-rw-rw- 2 rms rms 4 Aug 19 01:27 foo1

(file-nlinks "foo")

⇒ 2

(file-nlinks "doesnt-exist")

⇒ nil

25.6.5 拡張されたファイル属性

いくつかのオペレーティングシステムでは、それぞれのファイルを任意の拡張ファイル属性 (extended
file attributes)に関連付けることができます。現在のところ Emacsは拡張ファイル属性のうち 2つ
の特定セット (ACL: Access Control List、および SELinuxコンテキスト)にたいする問い合わせ
と設定をサポートします。これらの拡張ファイル属性は、前のセクションで議論した Unixスタイル
の基本的なパーミッションより洗練されたファイルアクセス制御を強制するために、いくつかのシス
テムで利用されます。

ACLと SELinuxについての詳細な解説はこのマニュアルの範囲を超えています。わたしたちの
目的のためには、それぞれのファイルは ACL (ACLベースのファイル制御システムの元で ACLの
プロパティを指定)および/または SELinuxコンテキスト (SELinuxシステムの元で SELinuxのプ
ロパティを指定)に割り当てることができるという理解で問題ないでしょう。

[Function]file-acl filename
この関数はファイル filenameにたいするACLをリターンする。ACLにたいする正確な Lisp
表現は不確定 (かつ将来のEmacsバージョンで変更され得る)だが、これは set-file-aclが
引数 aclにとる値と同じである (Section 25.7 [Changing Files], page 551を参照)。

根底にあるACL実装はプラットフォームに固有である。EmacsはGNU/LinuxとBSDでは
POSIX ACLインターフェイスを使用して、MS-Windowsではネイティブのファイルセキュ
リティAPIを POSIX ACLインターフェイスでエミュレートする。

ACLがサポートされていない、あるいはファイルが存在しなければリターン値は nil。

[Function]file-selinux-context filename
この関数はファイル filenameの SELinuxコンテキストを (user role type range)という
形式のリストでリターンする。リストの要素はそのコンテキストのユーザー、ロール、タイプ、
レンジを文字列として表す値である。これらの実際の意味についての詳細は SELinuxのドキュ
メントを参照のこと。リターン値は set-file-selinux-contextが context引数で受け取る
のと同じ形式 (Section 25.7 [Changing Files], page 551を参照)。

SELinuxをサポートしない、あるいはファイルが存在しなければリターン値は (nil nil nil

nil)。

[Function]file-extended-attributes filename
この関数は Emacsが認識するファイル filenameの拡張属性を alistでリターンする。現在の
ところこの関数は ACLと SELinuxの両方を取得するための便利な方法としての役目を果た
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す。他のファイルに同じファイルアクセス属性を適用するためにリターンされた alistを 2つ
目の引数として set-file-extended-attributesを呼び出すことができる (Section 25.7
[Changing Files], page 551を参照)。

要素のうちの 1つは (acl . acl)で、aclは file-aclがリターンするのと同じ形式。

他の要素は (selinux-context . context)で、contextは file-selinux-contextがリ
ターンするのと同じ形式。

25.6.6 標準的な場所へのファイルの配置

このセクションではディレクトリーのリスト (パス (path))からファイルを検索したり、標準の実行
可能ファイル用ディレクトリーから実行可能ファイルを検索する方法を説明します。

ユーザー固有の設定ファイル (configuration file)の検索については Section 25.9.7 [Standard
File Names], page 566の関数 locate-user-emacs-fileを参照してください。

[Function]locate-file filename path &optional suffixes predicate
この関数は pathで与えられるディレクトリーリスト内で filenameという名前のファイルを検
索して、suffixes内のサフィックスの検索を試みる。そのようなファイルが見つかったらファイ
ルの絶対ファイル名 (Section 25.9.2 [Relative File Names], page 558を参照)、それ以外は
nilをリターンする。

オプション引数 suffixesは検索時に filenameに追加するファイル名サフィックスのリストを与
える。locate-fileは検索するディレクトリーごとにそれらのサフィックスを試みる。suffixes
が nilや ("")なら、サフィックスなしで filenameだけがそのまま使用される。suffixesの
典型的な値は exec-suffixes (Section 38.1 [Subprocess Creation], page 936 を参
照)、load-suffixes、load-file-rep-suffixes、および関数 get-load-suffixes

(Section 16.2 [Load Suffixes], page 272を参照)。

実行可能プログラムを探すときは exec-path (Section 38.1 [Subprocess Creation],
page 936を参照)、Lispファイルを探すときは load-path (Section 16.3 [Library Search],
page 273を参照)が pathの典型的な値である。filenameが絶対ファイル名なら pathの効果
はないが、サフィックスにたいする suffixesは依然として試行される。

オプション引数predicateが非nilなら、それは候補ファイルが適切かどうかテストする述語関数
を指定する。述語関数には単一の引数として候補ファイル名が渡される。predicateがnilか省略
なら述語として file-readable-pを使用する。file-executable-pや file-directory-

pなど、その他の有用な述語については Section 25.6.2 [Kinds of Files], page 543を参照の
こと。

この関数は通常はディレクトリーをスキップするので、ディレクトリーを探したければ、pred-
icate関数がディレクトリーにたいして確実に dir-okをリターンすること。たとえば:

(locate-file "html" '("/var/www" "/srv") nil

(lambda (f) (if (file-directory-p f) 'dir-ok)))

互換性のために predicateには executable、readable、writable、exists、またはこれ
らシンボルの 1つ以上のリストも指定できる。

[Function]executable-find program &optional remote
この関数は programという名前の実行可能ファイルを検索して、その実行可能ファイルの絶対
ファイル名と、もしあればファイル名の拡張子も含めてリターンする。ファイルが見つからな
ければ nilをリターンする。この関数は exec-path内のすべてのディレクトリーを検索して、
exec-suffixes内のすべてのファイル名拡張子の検索も試みる (Section 38.1 [Subprocess
Creation], page 936を参照)。
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remoteが nil、かつ非 default-directoryがリモートディレクトリーなら、programは各
リモートホスト上で検索される。

25.7 ファイルの名前と属性の変更

このセクションの関数はファイルのリネーム、コピー、削除やリンク、モードをセットします。これ
らの関数は処理に失敗すると、通常は失敗の理由を記述するシステム依存のエラーメッセージを報
告する file-errorエラーをシグナルします。ファイルが存在しないために失敗すると、かわりに
file-missingエラーをシグナルします。

性能的な理由によりオペレーティングシステムはこれらの関数により行われた変更を 2次記憶装
置に書き込むかわりに、キャッシュしたりエイリアスするかもしれません。Section 25.8 [Files and
Storage], page 555を参照してください。

引数 newnameをもつ関数では、それがディレクトリー名なら source名の非ディレクトリー部分
が追加されたかのように扱われます。ディレクトリー名は通常は ‘/’で終端されます (Section 25.9.3
[Directory Names], page 559 を参照)。たとえば oldnameが a/b/cで newnameが d/e/f/なら
d/e/f/cであるかのように処理されます。newnameがディレクトリー名ではなくディレクトリーで
あるような名前なら、この特別な扱いは適用されません。たとえば newnameの d/e/fがディレクト
リーでも、そのまま処理されます。

newnameという引数をもつ関数では、newnameという名前のファイルが既に存在する場合には、
その挙動が引数 ok-if-already-existsの値に依存します。

• ok-if-already-existsが nilなら file-already-existsエラーがシグナルされる。

• ok-if-already-existsが数字なら確認を求める。

• ok-if-already-existsが他の値なら確認なしで古いファイルを置き換える。

[Command]add-name-to-file oldname newname &optional ok-if-already-exists
この関数は、oldnameという名前のファイルに newnameという名前を追加で与える。これは
newnameという名前が oldnameにたいする新たなハードリンクになることを意味する。

newnameがシンボリックリンクなら、リンクが指すディレクトリーエントリーではなく、シン
ボリックリンクリンクのディレクトリーエントリーが置き換えられる。oldnameがシンボリッ
クリンクなら、この関数はリンクをフォローする可能性があるが、GNUプラットフォームでは
リンクをフォローしない。oldnameがディレクトリーなら、たとえ処理を正常に行ってツリー
構造ではないファイルシステムを作成できる古い様式の非GNUプラットフォームのスーパー
ユーザーでも、この関数は通常は失敗する。

以下の例の最初の部分では 2つのファイル fooと foo3をリストする。

$ ls -li fo*

81908 -rw-rw-rw- 1 rms rms 29 Aug 18 20:32 foo

84302 -rw-rw-rw- 1 rms rms 24 Aug 18 20:31 foo3

ここで add-name-to-fileを呼び出してハードリンクを作成して再度ファイルをリストする。
このリストには 1つのファイルにたいして 2つの名前 fooと foo2が表示される。

(add-name-to-file "foo" "foo2")

⇒ nil

$ ls -li fo*

81908 -rw-rw-rw- 2 rms rms 29 Aug 18 20:32 foo

81908 -rw-rw-rw- 2 rms rms 29 Aug 18 20:32 foo2

84302 -rw-rw-rw- 1 rms rms 24 Aug 18 20:31 foo3
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最後に以下を評価する:

(add-name-to-file "foo" "foo3" t)

そしてファイルを再度リストする。今度は 1つのファイルにたいして 3つの名前 foo、foo2、
foo3がある。foo3の古いコンテンツは失われた。

(add-name-to-file "foo1" "foo3")

⇒ nil

$ ls -li fo*

81908 -rw-rw-rw- 3 rms rms 29 Aug 18 20:32 foo

81908 -rw-rw-rw- 3 rms rms 29 Aug 18 20:32 foo2

81908 -rw-rw-rw- 3 rms rms 29 Aug 18 20:32 foo3

この関数は 1つのファイルにたいして複数の名前をもつことが許されないオペレーティングシ
ステムでは無意味である。いくつかのシステムでは、かわりにファイルをコピーすることによ
り複数の名前を実装している。

Section 25.6.4 [File Attributes], page 546の file-nlinksも参照のこと。

[Command]rename-file filename newname &optional ok-if-already-exists
このコマンドは filenameを newnameにリネームする。

filenameが filenameとは別に追加の名前をもつ場合には、それらは自身の名前をもち続ける。
実際のところ add-name-to-fileで名前 newnameを追加してから filenameを削除するのは、
瞬間的な遷移状態とエラーの処理、ディレクトリーとシンボリックリンクを別とすればリネー
ムと同じ効果がある。

このコマンドはシンボリックリンクをフォローしない。filenameがシンボリックリンクなら、
このコマンドはリンクが指すファイルではなくシンボリックリンクをリネームする。newname
がシンボリックリンクなら、リンクが指すディレクトリーエントリーではなくリンクのディレ
クトリーエントリーを置き換える。

filenameとnewnameが同じディレクトリーエントリー (親ディレクトリーが同じでありそのディ
レクトリー内で同じ名前を与える)なら、このコマンドは何もしない。それ以外なら filename
と newnameが同一のファイルを命名する場合には、このコマンドは POSIX準拠システムで
は何も行わなず、いくつかの非 POSIXシステムでは filenameを削除する。

newnameがすでに存在する場合には oldnameがディレクトリーなら空のディレクトリー、非
ディレクトリーなら非ディレクトリーでなければならない。

[Command]copy-file oldname newname &optional ok-if-already-exists time
preserve-uid-gid preserve-extended-attributes

このコマンドはファイル oldnameを newnameにコピーする。oldnameが通常のファイルでな
ければエラーをシグナルする。newnameがディレクトリーなら最後の名前コンポーネントを
保持するようにディレクトリーの中に oldnameをコピーする。

この関数は newnameを作成するために壊れたシンボリックリンクをフォローしない点を除い
て、シンボリックリンクをフォローする。

timeが非 nilなら、この関数は新たなファイルにたいして古いファイルと同じ最終変更時刻を
与える (これはいくつかの限られたオペレーティングシステムでのみ機能する)。時刻のセット
でエラーが発生すると、copy-fileは file-date-errorエラーをシグナルする。インタラク
ティブに呼び出された場合には、プレフィックス引数は timeにたいして非 nil値を指定する。
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引数 preserve-uid-gidが nilなら、新たなファイルのユーザーとグループの所有権の決定をオ
ペレーティングシステムに委ねる (通常は Emacsを実行中のユーザー)。preserve-uid-gidが
非 nilなら、そのファイルのユーザーとグループの所有権のコピーを試みる。これはいくつか
のオペレーティングシステムで、かつそれを行うための正しいパーミッションをもつ場合のみ
機能する。

オプション引数 preserve-permissionsが非 nilなら、この関数は oldnameのファイルモード
(または “パーミッション”)、同様にACL(Access Control List)と SELinuxコンテキストを
newnameにコピーする。Section 25.6 [Information about Files], page 541を参照のこと。

それ以外では、newnameが既存ファイルならファイルモードは変更されず、新たに作成された
場合はデフォルトのファイルパーミッション (以下の set-default-file-modesを参照)に
よりマスクされる。どちらの場合でもACLや SELinuxコンテキストはコピーされない。

[Command]make-symbolic-link target linkname &optional ok-if-already-exists
このコマンドは linknameという名前で targetにたいするシンボリックリンクを作成する。こ
れはシェルコマンドと ‘ln -s target linkname’と似ている。targetは文字列としてのみ扱わ
れる。既存ファイルの名前である必要はない。ok-if-already-existsが整数ならインタラクティ
ブな使用を意味しており、target文字列内の先頭の ‘~’は展開されて、先頭の ‘/:’は取り除か
れる。

targetが相対ファイル名なら結果となるシンボリックリンクはシンボリックリンクを含むディレ
クトリーにたいして相対的に解釈される。Section 25.9.2 [Relative File Names], page 558
を参照のこと。

targetと linknameの両方がリモートファイル構文をもち、かつ両者のリモート識別が等価な
ら、シンボリックリンクは targetのローカルファイル名部分を指す。

この関数はシンボリックリンクをサポートしないシステムでは利用できない。

[Command]delete-file filename &optional trash
このコマンドはファイル filenameを削除する。ファイルが複数の名前をもつ場合には他の名前
で存在し続ける。filenameがシンボリックリンクなら delete-fileはシンボリックリンクだ
けを削除してターゲットは削除しない。

ファイルが存在しない、または削除できない場合には適切な種類の file-errorエラーがシグ
ナルされる (GNU/およびその他の POSIX準拠システムではファイルのディレクトリーが書
き込み可能ならファイルは削除可能)。

オプション引数 trashが非 nil、かつ変数 delete-by-moving-to-trashが非 nilなら、こ
のコマンドはファイルを削除するかわりにシステムの Trash(ゴミ箱)にファイルを移動する。
Section “Miscellaneous File Operations” in The GNU Emacs Manualを参照のこと。イ
ンタラクティブに呼び出された際には、プレフィックス引数がなければ trashは t、それ以外は
nil。

Section 25.11 [Create/Delete Dirs], page 569の delete-directoryも参照のこと。

[Command]set-file-modes filename mode
この関数は、filenameのファイルモード (またはパーミッション)をmodeにセットする。この
関数はシンボリックリンクをフォローする。

非インタラクティブに呼び出された場合には、modeは整数でなければならない。その整数の
下位 12ビットだけが使用される。ほとんどのシステムでは意味があるのは下位 9ビットのみ。
modeを入力する Lisp構文を使用できる。たとえば、

(set-file-modes #o644)
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これはそのファイルにたいして所有者による読み取りと書き込み、グループメンバーによる読
み取り、その他のユーザーによる読み取り可能であることを指定する。モードビットの仕様の
説明は Section “File permissions” in The gnu Coreutils Manualを参照のこと。

インタラクティブに呼び出されると、modeは read-file-modes(以下参照)を使用してミニ
バッファーから読み取られる。この場合にはユーザーは整数、またはパーミッションをシンボ
ルで表現する文字列をタイプできる。

ファイルのパーミッションをリターンする関数 file-modesについては Section 25.6.4 [File
Attributes], page 546を参照のこと。

[Function]set-default-file-modes mode
この関数は Emacsおよび Emacsのサブプロセスが新たに作成するファイルにデフォルトの
パーミッションをセットする。Emacsにより作成されたすべてのファイルはこれらのパーミッ
ション、およびそれらのサブセットとなるパーミッションをもつ (デフォルトファイルパーミッ
ションが実行を許可しても、write-regionは実行パーミッションを付与しないだろう)。GNU
やその他の POSIX準拠システムでは、デフォルトのパーミッションは ‘umask’の値のビット
単位の補数で与えられる。すなわち引数modeでセットされた各ビットは Emacsが作成する
ファイルのデフォルトパーミッション内ではリセットされる。

引数modeは上記の set-file-modesと同様、パーミッションを指定する整数であること。意
味があるのは下位 9ビットのみ。

デフォルトのファイルパーミッションは、既存ファイルの変更されたバージョンを保存する際
は効果がない。ファイルの保存では既存のパーミッションが保持される。

[Macro]with-file-modes mode body. . .
このマクロは新たなファイルにたいするデフォルトのパーミッションを一時的に modes (値
は)set-file-modesにたいする値と同様)にセットしてフォーム bodyを評価する。終了時に
は元にデフォルトのファイルノパーミッションをリストアして、bodyの最後のフォームの値を
リターンする。

これはたとえばプライベートファイルの作成に有用である。

[Function]default-file-modes
この関数はデフォルトのファイルのパーミッションを整数でリターンする。

[Function]read-file-modes &optional prompt base-file
この関数はミニバッファーからファイルモードのビットのセットを読み取る。1つ目のオプショ
ン引数 promptは非デフォルトのプロンプトを指定する。2つ目のオプション引数 base-fileは
ユーザーが既存ファイルのパーミッションに相対的なモードビット指定をタイプした場合に、こ
の関数がリターンするモードビッの元となる権限をもつファイルの名前を指定する。

ユーザー入力が 8 進数で表される場合には、この関数はその数字をリターンする。それ
が"u=rwx"のようなモードビットの完全なシンボル指定なら、この関数は file-modes-

symbolic-to-numberを使用して、それを等価な数字に変換して結果をリターンする。
"o+g"のように相対的な指定なら、その指定の元となるパーミッションは base-fileのモー
ドビットから取得される。base-fileが省略または nilなら、この関数は元となるモードビッ
トとして 0を使用する。完全指定と相対指定は"u+r,g+rx,o+r,g-w"のように組み合わせ
ることができる。ファイルモード指定の説明は Section “File permissions” in The gnu
Coreutils Manualを参照のこと。
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[Function]file-modes-symbolic-to-number modes &optional base-modes
この関数は modes内のシンボルによるファイルモード指定を等価な整数に変換する。シンボ
ル指定が既存ファイルにもとづく場合には、オプション引数 base-modesからそのファイルの
モードビットが取得される。その引数が省略または nilなら、0(すべてのアクセスが許可され
ない)がデフォルトになる。

[Function]set-file-times filename &optional time
この関数は filenameのアクセス時刻と変更時刻を timeにセットする。時刻が正しくセットさ
れれば t、それ以外は nilがリターン値となる。timeのデフォルトはカレント時刻であり time
値でなければならない (Section 40.5 [Time of Day], page 1106を参照)。

[Function]set-file-extended-attributes filename attribute-alist
この関数は filenameにたいして Emacsが認識する拡張ファイル属性をセットする。2つ目
の引数 attribute-alistは file-extended-attributesがリターンする alistと同じ形式であ
ること。属性のセットが成功したら t、それ以外は nilがリターン値となる。Section 25.6.5
[Extended Attributes], page 549を参照のこと。

[Function]set-file-selinux-context filename context
この関数は filenameにたいする SELinuxセキュリティコンテキストに contextをセットする。
context引数は各要素が文字列であるような (user role type range)というリストであるこ
と。Section 25.6.5 [Extended Attributes], page 549を参照のこと。

この関数は filenameの SELinuxコンテキストのセットに成功したら tをリターンする。コン
テキストがセットされなかった場合 (SELinuxが無効、または Emacsが SELinuxサポート
なしでコンパイルされた場合等)には nilをリターンする。

[Function]set-file-acl filename acl
この関数は filenameにたいするACLに aclをセットする。acl引数は関数 file-aclがリター
ンするのと同じ形式であること。Section 25.6.5 [Extended Attributes], page 549を参照の
こと。

この関数は filenameのACLのセットに成功したら t、それ以外は nilをリターンする。

25.8 ファイルと二次媒体

Emacsがファイルを変更した後、その後に生じた電源喪失と媒体エラーにより行った変更が保存され
ないことには 2つの理由があります。1つ目は一方または他方のファイルが後で変更されるまで、オ
ペレーティングシステムは書き込まれたデータを 2次ストレージのどこかに格納済みのデータにエイ
リアスすることです。媒体エラーにより 2次ストレージ上のコピーだけが失われると、ファイルは両
方とも失われるでしょう。2つ目はオペレーティングシステムがデータを 2次ストレージに即座に書
き込まないかもしれないので、電源喪失時にはデータが失われます。

これらはいずれも適切なファイルシステムの設定により回避され得る類のエラーですが、そのよう
なシステムは通常はより高価であるか非効率的です。より典型的なシステムでは媒体エラーに備えて異
なるデバイスにファイルをコピーでき、電源喪失にたいしては変数 write-region-inhibit-fsync

に nilをセットして write-regionを使用できます。Section 25.4 [Writing to Files], page 539を
参照してください。
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25.9 ファイルの名前

ファイルは一般的に名前で参照され、これは Emacsでも他と同様です。Emacsではファイル名は文
字列で表現されます。ファイルを操作する関数はすべてファイル名引数に文字列を期待します。

ファイル自体の操作に加えて、Emacs Lispプログラムでファイル名を処理する必要 (ファイル名
の一部を取得して関連するファイル名構築にその一部を使用する等)がしばしばあります。このセク
ションではファイル名を扱う方法を説明します。

このセクションの関数は実際にファイルにアクセスする訳ではないので、既存のファイルやディレ
クトリーを参照しないファイル名を処理できます。

MS-DOSやMS-Windowsでは、(実際にファイルを操作する関数と同様)これらの関数はMS-
DOSとMS-Windowsのファイル名構文を受け入れます。この構文はPOSIX構文のようにバックス
ラッシュでコンポーネントを区切りますが、これらの関数は常に POSIX構文をリターンします。こ
れにより POSIX構文でファイル名を指定する Lispプログラムが変更なしですべてのシステムで正
しく機能することが可能になります 1。

25.9.1 ファイル名の構成要素

オペレーティングシステムはファイルをディレクトリーにグループ化します。あるファイルを指定す
るためには、ディレクトリーとそのディレクトリー内でのファイルの名前を指定しなければなりませ
ん。それゆえ Emacsはファイル名をディレクトリー名パートと非ディレクトリー (またはディレクト
リー内ファイル名)パートという、2つの主要パートから判断します。どちらのパートも空の場合があ
り得ます。これら 2つのパートを結合することによって元のファイル名が再構築されます。

ほとんどのシステムでは最後のスラッシュ(MS-DOSとMS-Windowsではバックスラッシュも
許される)までのすべてがディレクトリーパートです。残りが非ディレクトリーパートです。

ある目的のために、非ディレクトリーパートはさらに正式名称 (the name proper)とバージョン
番号に細分されます。ほとんどのシステムでは、名前にバージョン番号をもつのはバックアップファ
イルだけです。

[Function]file-name-directory filename
この関数は filenameのディレクトリーパートをディレクトリー名 (Section 25.9.3 [Directory
Names], page 559を参照)としてリターンする。filenameがディレクトリーパートを含まな
ければ nilをリターンする。

GNUや他の POSIX準拠 ixシステムでは、この関数がリターンする文字列は常にスラッシュ
で終わる。MS-DOSではコロンで終わることもあり得る。

(file-name-directory "lewis/foo") ; GNUの例
⇒ "lewis/"

(file-name-directory "foo") ; GNUの例
⇒ nil

[Function]file-name-nondirectory filename
この関数は filenameの非ディレクトリーパートをリターンする。

(file-name-nondirectory "lewis/foo")

⇒ "foo"

1 MS-Windowsバージョンの Emacsは Cygwin環境用にコンパイルされており、2つのファイル名構
文の変換に cygwin-convert-file-name-to-windowsと cygwin-convert-file-name-from-windowsを使
用できます。
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(file-name-nondirectory "foo")

⇒ "foo"

(file-name-nondirectory "lewis/")

⇒ ""

[Function]file-name-sans-versions filename &optional keep-backup-version
この関数は、任意のファイルバージョン番号、バックアップバージョン番号、末尾のチルダを
取り除いた filenameをリターンする。

keep-backup-versionが非 nilなら、ファイルシステムなどが認識するような真のファイルバー
ジョン番号は破棄されるが、バックアップバージョン番号は保持される。

(file-name-sans-versions "~rms/foo.~1~")

⇒ "~rms/foo"

(file-name-sans-versions "~rms/foo~")

⇒ "~rms/foo"

(file-name-sans-versions "~rms/foo")

⇒ "~rms/foo"

[Function]file-name-extension filename &optional period
この関数は filenameから、もしあればすべてのバージョン番号とバックアップ番号を取り除い
た後の、終端の拡張子 (extension)をリターンする。ファイル名の拡張子とは最後の名前コン
ポーネント (からすべてのバージョン番号とバックアップ番号を取り去った後)の最後の ‘.’に
後続するパートのこと。

この関数は fooのような拡張子のないファイル名にたいしては nil、foo.のような null拡張
子にたいしては""をリターンする。ファイル名の最終コンポーネントが ‘.’で始まる場合には、
その ‘.’は拡張子の開始とはみなされない。したがって.emacsの拡張子は ‘.emacs’ではなく
nil。

periodが非 nilなら、拡張子を区切るピリオドもリターン値に含まれる。その場合には、もし
filenameが拡張子をもたなければリターン値は""。

[Function]file-name-sans-extension filename
この関数は、もしあれば filenameから拡張子を除いてリターンする。もしバージョン番号や
バックアップ番号があるなら、ファイルが拡張子をもつ場合のみそれを削除する。たとえば、

(file-name-sans-extension "foo.lose.c")

⇒ "foo.lose"

(file-name-sans-extension "big.hack/foo")

⇒ "big.hack/foo"

(file-name-sans-extension "/my/home/.emacs")

⇒ "/my/home/.emacs"

(file-name-sans-extension "/my/home/.emacs.el")

⇒ "/my/home/.emacs"

(file-name-sans-extension "~/foo.el.~3~")

⇒ "~/foo"

(file-name-sans-extension "~/foo.~3~")

⇒ "~/foo.~3~"

最後の 2つの例の ‘.~3~’は拡張子ではなくバックアップ番号であることに注意。
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[Function]file-name-base filename
これは file-name-sans-extensionと file-name-nondirectoryを組み合わせた関数。
たとえば、

(file-name-base "/my/home/foo.c")

⇒ "foo"

25.9.2 絶対ファイル名と相対ファイル名

ファイルシステム内のすべてのディレクトリーはルートディレクトリーから開始されるツリーを形成
します。このツリーのルートから開始されるすべてのディレクトリー名によりファイル名を指定でき、
それを絶対 (absolute) ファイル名と呼びます。デフォルトディレクトリーからの相対的なツリー中
の位置でファイルを指定することもでき、それらは相対 (relative)ファイル名と呼ばれます。GNU
や他の POSIX準拠システムでは ‘~’で開始されるすべてのファイル名は ‘/’で始まる絶対ファイル名
([abbreviate-file-name], page 560を参照)に展開されますが、相対ファイル名は展開されません。。
MS-DOSとMS-Windowsでは絶対ファイル名はスラッシュ、バックスラッシュ、またはドライブ指
定 ‘x:/’で始まります。ここで xはドライブ文字 (drive letter)です。

[Function]file-name-absolute-p filename
この関数はファイル filenameが絶対ファイル名なら t、それ以外は nilをリターンする。ファ
イル名の最初のコンポーネントが ‘~’か ‘~user’ (userは有効なログイン名)なら絶対ファイル
名とみなす。以下の例では ‘rms’という名前のユーザーは存在するが、‘nosuchuser’という名
前のユーザーは存在しないものとする。

(file-name-absolute-p "~rms/foo")

⇒ t

(file-name-absolute-p "~nosuchuser/foo")

⇒ nil

(file-name-absolute-p "rms/foo")

⇒ nil

(file-name-absolute-p "/user/rms/foo")

⇒ t

相対ファイル名が与えられた場合には先頭に ‘~’があれば展開して、expand-file-nameを使用し
て絶対ファイル名に変換できます (Section 25.9.4 [File Name Expansion], page 560を参照)。こ
の関数は絶対ファイル名を相対ファイル名に変換します:

[Function]file-relative-name filename &optional directory
この関数は directory(絶対ディレクトリー名かディレクトリーファイル名)から相対的なファ
イルと仮定して、filenameと等価な相対ファイル名のリターンを試みる。directoryが省略か
nilなら、カレントバッファーのデフォルトディレクトリーがデフォルト。

絶対ファイル名がデバイス名で始まるオペレーティングシステムがいくつか存在する。そのよう
なシステムでは、2つの異なるデバイス名から開始される filenameは、directoryにもといた等
価な相対ファイル名をもたない。この場合には、file-relative-nameは絶対形式でfilename
をリターンする。

(file-relative-name "/foo/bar" "/foo/")

⇒ "bar"

(file-relative-name "/foo/bar" "/hack/")

⇒ "../foo/bar"
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25.9.3 ディレクトリーの名前

ディレクトリー名 (directory name)とは、ある文字列が何らかのファイルを命名する場合にはディ
レクトリーを命名する文字列のことです。ディレクトリーは実際にはファイルの一種なので、ファイ
ル名 (ディレクトリーファイル名と呼ばれる)をもち、これはディレクトリー名と関係はあるものの通
常は等価ではありません (これは POSIXの通常の用語と完全に同一ではない)。同じ実体にたいする
これら 2つの異なる名前は構文的な変換により関連付けられます。GNUや他の POSIXシステムで
はことは単純です。ディレクトリー名の最後が ‘/’でなければ、ディレクトリーファイル名に ‘/’を追
加してディレクトリー名を取得できます。MS-DOSではこの関連付けはより複雑です。

ディレクトリー名とディレクトリーファイル名の違いは些細ですが重要です。Emacsの変数や関
数の引数を記述する際には、それがディレクトリー名であるとしており、ディレクトリーファイル名
は許容されません。file-name-directoryが文字列をリターンするときには常にディレクトリー名
をリターンします。

以下の 2つの関数は、ディレクトリー名とディレクトリーファイル名の間で変換を行います。これ
らの関数は ‘$HOME’のような環境変数や ‘~’、‘.’、‘..’などの構文にたいして、特別なことは何も行い
ません。

[Function]file-name-as-directory filename
この関数はオペレーティングシステムがディレクトリーの名前 (ディレクトリー名)と解釈する
形式で filenameを表す文字列をリターンする。これはほとんどのシステムでは、(もし終端に
それがなければ)これは文字列にスラッシュを追加することを意味する。

(file-name-as-directory "~rms/lewis")

⇒ "~rms/lewis/"

[Function]directory-name-p filename
この関数は filenameの終端がディレクトリー区切り文字なら非 nilをリターンする。これは
GNUや他のPOSIX準拠システムではスラッシュ‘/’、MS-WindowsとMS-DOSではスラッ
シュとバックスラッシュ‘\’がディレクトリー区切りとして認識される。

[Function]directory-file-name dirname
この関数はオペレーティングシステムがファイルの名前と解釈する形式 (ディレクトリーファイ
ル名)で dirnameを表す文字列をリターンする。ほとんどのシステムではこれは文字列すべて
がディレクトリー区切り文字で構成されている場合を除き、文字列から最後のディレクトリー
区切り文字を削除することを意味する。

(directory-file-name "~lewis/")

⇒ "~lewis"

ディレクトリー名にたいしては concatを使用して相対ファイルと組み合わせることができます:

(concat dirname relfile)

これを行う前にファイル名が相対的であることを確認してください。絶対ファイル名を使用すると構
文的に不正な結果となったり、間違ったファイルを参照する可能性があります。

ディレクトリーファイル名の作成にこのような組み合わせを使用しなければ、最初に file-name-

as-directoryを使用してそれをディレクトリー名に変換しなければなりません:

(concat (file-name-as-directory dirfile) relfile)

以下のように手動でスラッシュの結合を試みてはなりません

;;; 間違い!
(concat dirfile "/" relfile)
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なぜならこれには可搬性がないからです。常に file-name-as-directoryを使用してください。

上述の問題の回避や dirnameの値が nilかもしれない場合 (たとえば load-pathの要素を使用す
る際)には以下を使用します:

(expand-file-name relfile dirname)

ただし expand-file-nameは relfileの先頭の ‘~’を展開しますが、これは望んだ動作ではないか
もしれません。Section 25.9.4 [File Name Expansion], page 560を参照してください。

ディレクトリー名をディレクトリーの省略名に変換するには以下の関数を使用します:

[Function]abbreviate-file-name filename
この関数は filenameの省略された形式をリターンする。これは directory-abbrev-alist

(Section “File Aliases” in The GNU Emacs Manual を参照)で指定される省略名を適用
して、引数で与えられるファイル名ががホームディレクトリーかそのサブディレクトリーにあ
れば、ユーザーのホームディレクトリーを ‘~’に置換する。ホームディレクトリーがルートディ
レクトリーなの場合には、多くのシステムでは結果が短縮されないので ‘~’で置き換えない。

これは名前の一部であるような省略形さえも認識するので、ディレクトリー名とファイル名に
も使用できる。

25.9.4 ファイル名を展開する関数

ファイル名の展開 (expanding)と、相対ファイル名を絶対ファイル名に変換することを意味します。こ
れはデフォルトディレクトリーから相対的に行われるため、展開されるファイル名と同様にデフォルト
ディレクトリーも指定しなければなりません。これは~/のような省略形の展開、および./や name/../

のような冗長さの排除も行います。

[Function]expand-file-name filename &optional directory
この関数は filenameを絶対ファイル名に変換する。directoryが与えられた場合には filename
が相対的であり先頭が ‘~’でなければ、それが開始点となるデフォルトディレクトリーになる
(directoryの値はそれ自体が絶対ディレクトリー名かディレクトリーファイル名であるべきで、
それは ‘~’で始まるかもしれない)。それ以外ではカレントバッファーの default-directory

の値が使用される。たとえば:

(expand-file-name "foo")

⇒ "/xcssun/users/rms/lewis/foo"

(expand-file-name "../foo")

⇒ "/xcssun/users/rms/foo"

(expand-file-name "foo" "/usr/spool/")

⇒ "/usr/spool/foo"

filenameの最初のスラッシュの前が ‘~’ならユーザーのホームディレクトリー (通常は環境変数
HOMEの値で指定される)に展開される (Section “General Variables” in The GNU Emacs
Manual を参照)。最初のスラッシュの前が ‘~user’で userが有効なログイン名なら userの
ホームディレクトリーに展開される。リテラル ‘~’で始まるかもしれない相対的な filenameに
たいして展開を望まない場合には (expand-file-name filename directory)のかわりに
(concat (file-name-as-directory directory) filename)を使用できる。

‘.’や ‘..’を含むファイル名は正規化形式に簡略化される:

(expand-file-name "bar/../foo")

⇒ "/xcssun/users/rms/lewis/foo"
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出力に ‘..’部分が残り得る場合もある:

(expand-file-name "../home" "/")

⇒ "/../home"

これはルートディレクトリー/の上位のスーパールート (superroot)という概念をもつファイ
ルシステムのためのものである。その他のファイルシステムでは/../は/とまったく同じに解
釈される。

.や空文字列を展開するとデフォルトディレクトリーがリターンされる:

(expand-file-name "." "/usr/spool/")

⇒ "/usr/spool"

(expand-file-name "" "/usr/spool/")

⇒ "/usr/spool"

expand-file-nameは環境変数を展開しないことに注意。それを行うのは substitute-in-

file-nameのみ。

(expand-file-name "$HOME/foo")

⇒ "/xcssun/users/rms/lewis/$HOME/foo"

expand-file-nameはあらゆる階層においてシンボリックリンクをフォローしないことにも
注意。これは ‘..’の扱いが file-truenameと expand-file-nameで異なることに起因する。
‘/tmp/bar’がディレクトリー ‘/tmp/foo/bar’にたいするシンボリックリンクであると仮定す
ると:

(file-truename "/tmp/bar/../myfile")

⇒ "/tmp/foo/myfile"

(expand-file-name "/tmp/bar/../myfile")

⇒ "/tmp/myfile"

直接間接を問わず事前に expand-file-nameを呼び出さずに ‘..’に先行するシンボリッ
クリンクをフォローする必要があるかもしれない場合には、それを呼び出さずに確実に
file-truenameを呼び出すこと。Section 25.6.3 [Truenames], page 545を参照されたい。

[Variable]default-directory
このバッファーローカル変数の値はカレントバッファーにたいするデフォルトディレクトリー。
これは絶対ディレクトリー名であること。これは ‘~’で始まるかもしれない。この変数はすべて
のバッファーにおいてバッファーローカル。

2つ目の引数が nilなら、expand-file-nameはデフォルトディレクトリーを使用する。

値は常にスラッシュで終わる文字列。

default-directory

⇒ "/user/lewis/manual/"

[Function]substitute-in-file-name filename
この関数はfilename内で参照される環境変数を環境変数の値に置き換える。標準的なUnixシェ
ル構文にしたがい ‘$’は環境変数値を置き換るプレフィックスである。入力に ‘$$’が含まれる場
合には、それらは ‘$’に置き換えられる。これによりユーザーが ‘$’をクォートする手段が与え
られる。

環境変数名は ‘$’の後に続く一連の英数字 (アンダースコアを含む)である。‘$’の後続文字が ‘{’
なら対応する ‘}’までのすべてが変数名である。

substitute-in-file-nameにより生成された出力で substitute-in-file-nameを呼び
出すと不正な結果となる傾向がある。たとえば単一の ‘$’をクォートするために ‘$$’を使用して
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も正しく機能せずに環境変数値の中の ‘$’は再帰的な置換を導くだろう。したがってこの関数を
呼び出して出力をこの関数に渡すプログラムは、その後の不正な結果を防ぐためにすべての ‘$’
文字を二重化する必要がある。

以下ではユーザーのホームディレクトリーを保持する環境変数 HOMEの値が
‘/xcssun/users/rms’だと仮定する。

(substitute-in-file-name "$HOME/foo")

⇒ "/xcssun/users/rms/foo"

置き換え後には、‘/’の直後に ‘~’や別の ‘/’が出現すると、この関数は ‘/’の前にあるすべてを無
視する。

(substitute-in-file-name "bar/~/foo")

⇒ "~/foo"

(substitute-in-file-name "/usr/local/$HOME/foo")

⇒ "/xcssun/users/rms/foo"

;; /usr/local/は破棄された

ファイル名の展開が望ましくない場合もあります。そのような場合には展開を抑制するためにファ
イル名をクォートしてファイル名をそのままリテラルとして処理することができます。ファイル名の
前に ‘/:’を前置することによりクォートが行われます。

[Macro]file-name-quote name
このマクロはファイル nameにクォーテーションプレフィクス ‘/:’を付加する。ローカルファ
イル nameには nameの前にプレフィクス ‘/:’を付加する。nameがリモートファイル名なら
nameのローカル部分がクォートされる (Section 25.12 [Magic File Names], page 570を参
照)。nameがクォート済みのファイル名なら、nameは変更せずにリターンする。

(substitute-in-file-name (file-name-quote "bar/~/foo"))

⇒ "/:bar/~/foo"

(substitute-in-file-name (file-name-quote "/ssh:host:bar/~/foo"))

⇒ "/ssh:host:/:bar/~/foo"

マジックファイル名によるファイル名ハンドラーを抑制するためにこのマクロは使用できない
(Section 25.12 [Magic File Names], page 570を参照)。

[Macro]file-name-unquote name
このマクロはファイル nameにクォーテーションプレフィクス ‘/:’があれば削除する。name
がリモートファイル名なら nameのローカル部分を非クォート化する。

[Macro]file-name-quoted-p name
このマクロは nameがプレフィクス ‘/:’でクォートされていれば非 nilをリターンする。name
がリモートファイル名なら nameのローカル部分をチェックする。

25.9.5 一意なファイル名の生成

一時ファイルに書き込む必要があるプログラムがいくつかあります。以下は、そのようなファイルを
構築する便利な方法です:

(make-temp-file name-of-application)

make-temp-fileの役目は、2人の異なるユーザーやジョブが完全に一致する名前のファイルの使用
を防ぐことです。
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[Function]make-temp-file prefix &optional dir-flag suffix text
この関数は一時ファイルを作成して、その名前をリターンする。Emacsは Emacsの各ジョブ
ごとに異なるランダムないくつかの文字を prefixに追加することにより一時ファイルの名前を
作成する。結果として文字列として textが与えられた場合にはそれを含むファイル、それ以外
は空ファイルが新たに作成されることが保障される。MS-DOSでは、8+3のファイル名制限に
適合するように、文字列 stringが切り詰められる可能性がある。prefixが相対ファイル名なら
temporary-file-directoryにたいして展開される。

(make-temp-file "foo")

⇒ "/tmp/foo232J6v"

make-temp-fileがリターンした際には、一時ファイルは空で作成される。この時点でそのファ
イルに意図するコンテンツを書き込むこと。

dir-flagが nilなら、make-temp-fileは空のファイルのかわりに空のディレクトリーを作成
する。これはディレクトリー名ではなく、ディレクトリーのファイル名をリターンする。Sec-
tion 25.9.3 [Directory Names], page 559を参照のこと。

suffixが非 nilなら、make-temp-fileはそれをファイル名の最後に追加する。

textが文字列なら make-temp-fileはそれをファイルに挿入する。

同じ Emacs内で実行される異なるライブラリー間での競合を防ぐために、make-temp-file
を使用する各 Lispプログラムがプログラム自身の prefixを使用すること。prefixの最後に追
加される数字は、異なる Emacsジョブ内で実行される同じアプリケーションを区別する。追
加される文字により、同一の Emacsジョブ内でも多数の名前を区別することが可能になる。

一時ファイル用のデフォルトディレクトリーは変数 temporary-file-directoryにより制御さ
れます。この変数によりすべての一時ファイルにたいして、ユーザーがディレクトリーを指定する一
貫した方法が与えられます。small-temporary-file-directoryが非 nilなら、かわりにそれを
使うプログラムもいくつかあります。これを使う場合には、make-temp-fileを呼び出す前に正しい
ディレクトリーにたいしてプレフィックスを展開するべきです。

[User Option]temporary-file-directory
この変数は一時ファイル作成用のディレクトリー名を指定する。値はディレクトリー名であるべ
きだが、もし値がディレクトリーのファイル名 (Section 25.9.3 [Directory Names], page 559
を参照)ならば、Lispプログラムがかわりに対処すればよい。expand-file-nameの 2つ目
の引数としてその値を使用するのは、それを達成するよい方法である。

デフォルト値はオペレーティングシステムにたいして適切な方法により決定される。これは環
境変数 TMPDIR、TMP、TEMPにもとづく値で、これらの変数が定義されていなければシステム
依存の名前にフォールバックする。

一時ファイルの作成に make-temp-fileを使用しない場合でも、一時ファイルを置くディレク
トリーを判断するために依然としてこの変数を使用するべきである。しかし一時ファイルが小
さくなることを求める場合には、small-temporary-file-directoryが非 nilならそれを
使用すること。

[User Option]small-temporary-file-directory
この変数はサイズが小さいと予想される特定の一時ファイル作成用のディレクトリー名を指定
する。

小さくなるかもしれない一時ファイルに書き込みたいなら、以下のようにディレクトリーを計
算すること:

(make-temp-file
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(expand-file-name prefix

(or small-temporary-file-directory

temporary-file-directory)))

[Function]make-temp-name base-name
この関数は一意なファイル名として使用できる文字列を生成する。この名前は base-nameで始
まり、それに各Emacsジョブごとに異なる複数のランダムな文字を追加したものである。これは
make-temp-fileと似ているが、(i)名前だけを作成してファイルは作成せず、(ii)base-name
はマジックファイル名ではない絶対ファイル名であること、(iii)リターンされるファイル名が
マジックファイル名なら既存のファイルかもしれない、という点が異なる (MS-DOSシステム
では 8+3ファイル名制限に適合するように base-nameが切り詰められる)。

警告: この関数を使用するべきではない。かわりに make-temp-fileを使用すること! この関
数は競合状態の影響を受けやすい。make-temp-name呼び出しと一時ファイル作成のタイムラ
グはセキュリティーホールとなり得る。

リモートホストやマウントされたディレクトリーで一時ファイルの作成を要する場合があります。
以下の 2つの関数はそれをサポートします。

[Function]make-nearby-temp-file prefix &optional dir-flag suffix
この関数は make-temp-fileと同様だができ得るかぎり default-directoryに近接した一
時ファイルを作成する点が異なる。prefixが相対ファイル名で default-directoryがリモー
トファイル名かマウントされたファイルシステムに配置されていれば、一時ファイルは関数
temporary-file-directoryがリターンするディレクトリー内に作成される。それ以外なら
関数 make-temp-fileを使用する。prefix、dir-flag、suffixの意味は make-temp-fileの場
合と同様。

(let ((default-directory "/ssh:remotehost:"))

(make-nearby-temp-file "foo"))

⇒ "/ssh:remotehost:/tmp/foo232J6v"

[Function]temporary-file-directory
make-nearby-temp-fileを 通 じ て 一 時 ファイ ル を 書 き 込 む ディレ ク ト リ ー 。
default-directoryがリモートの場合にはリモートホスト上の一時ファイル用のディレクト
リー。そのようなディレクトリーが存在しない、または default-directoryがマウントさ
れるファイルシステム上に配置される場合 (mounted-file-systemsを参照)には、この関数
は default-directoryをリターンする。リモートでもマウントされたファイルシステムで
もない default-directoryでは temporary-file-directoryの値がリターンされる。

一時ファイルのファイル名のローカル部分を抽出するためには file-local-nameを使用してく
ださい (Section 25.12 [Magic File Names], page 570を参照)。

25.9.6 ファイル名の補完

このセクションではファイル名を補完するための低レベルサブルーチンについて説明します。より高
レベルの関数については Section 20.6.5 [Reading File Names], page 360を参照してください。

[Function]file-name-all-completions partial-filename directory
この関数はディレクトリー directory内で partial-filenameで始まる名前のファイルにたいす
る、すべての補完可能なリストをリターンする。補完の順番はそのディレクトリー内でのファ
イル順序であり、これは予測不能であり何の情報ももたない。
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引数 partial-filenameは非ディレクトリーパートを含むファイル名でなければならず、スラッ
シュ(いくつかのシステムではバックスラッシュ)が含まれていてはならない。directoryが絶対
ディレクトリーでなければ、directoryの前にカレントバッファーのデフォルトディレクトリー
が追加される。

以下の例では~rms/lewisがカレントデフォルトディレクトリーで、名前が ‘f’で始まる 5つの
ファイル foo、file~、file.c、file.c.~1~、file.c.~2~がある:

(file-name-all-completions "f" "")

⇒ ("foo" "file~" "file.c.~2~"

"file.c.~1~" "file.c")

(file-name-all-completions "fo" "")

⇒ ("foo")

[Function]file-name-completion filename directory &optional predicate
この関数はディレクトリー directory内でファイル名 filenameを補完する。これはディレクト
リー directory内で、filenameで始まるすべてのファイル名にたいして、最長の共通プレフィッ
クスをリターンする。predicateが非 nilなら展開された絶対ファイル名を単一の引数として呼
び出して、predicateを満足しない補完候補を無視する。

マッチが 1つだけ存在して、かつ filenameが正確にそれにマッチする場合には、この関数は t

をリターンする。関数はディレクトリー directoryが filenameで始まる名前のファイルを含ま
なければ nilをリターンする。

以下の例では~rms/lewisがカレントデフォルトディレクトリーで、名前が ‘f’で始まる 5つの
ファイル foo、file~、file.c、file.c.~1~、file.c.~2~がある:

(file-name-completion "fi" "")

⇒ "file"

(file-name-completion "file.c.~1" "")

⇒ "file.c.~1~"

(file-name-completion "file.c.~1~" "")

⇒ t

(file-name-completion "file.c.~3" "")

⇒ nil

[User Option]completion-ignored-extensions
file-name-completionはこのリスト内の任意の文字列で終わるファイル名を通常は無視す
る。すべての可能な補完がこれらのサフィックスのいずれか 1つで終わるときはそれらを無視
しない。この変数は file-name-all-completionsに影響しない。

以下は典型的な値:

completion-ignored-extensions

⇒ (".o" ".elc" "~" ".dvi")

completion-ignored-extensionsのある要素がスラッシュ‘/’で終わる場合には、それは
ディレクトリーを示す。スラッシュで終わらない要素がディレクトリーにマッチすることは決
してない。したがって上記の値は foo.elcという名前のディレクトリーを除外しないだろう。
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25.9.7 標準的なファイル名

Emacs Lispプログラムが特定の用途のために標準的なファイル名を指定することが必要な場合があり
ます。典型的にはカレントユーザーによって指定された設定データを保持する場合が該当します。その
ようなファイルは、通常は user-emacs-directoryで指定されるディレクトリーに配置されて、デ
フォルトでは通常は~/.config/emacs/か~/.emacs.d/です (Section “How Emacs Finds Your
Init File” in The GNU Emacs Manual を参照)。たとえば abbrev(abbreviation: 省略形)の定
義は、デフォルトでは~/.config/emacs/abbrev_defsか~/.emacs.d/abbrev_defsに格納され
ます。このようなファイル名を指定するためには、関数 locate-user-emacs-fileを使用するのが
もっとも簡単な方法です。

[Function]locate-user-emacs-file base-name &optional old-name
この関数はEmacs特有の設定ファイルやデータファイルにたいする絶対ファイル名をリターンす
る。引数 base-nameは、相対ファイル名であること。リターン値は user-emacs-directory

で指定されるディレクトリー内の絶対ファイル名。そのディレクトリーが存在しなければ、こ
の関数はディレクトリーを作成する。

オプション引数 old-nameが非 nilなら、それはユーザーのホームディレクトリー内のファイル
~/old-nameを指定する。そのようなファイルが存在すれば、リターン値は base-nameで指定
されるファイルではなくそのファイルの絶対ファイル名となる。これはEmacsパッケージが後方
互換を提供するために使用されることを意図した引数。たとえば user-emacs-directory導
入前には、abbrevファイルは~/.abbrev_defsに置かれていた。以下は abbrev-file-name

の定義である:

(defcustom abbrev-file-name

(locate-user-emacs-file "abbrev_defs" ".abbrev_defs")

"Default name of file from which to read abbrevs."

...

:type 'file)

ファイル名の標準化のための低レベル関数は convert-standard-filenameで、これはサブルー
チンとして locate-user-emacs-fileにより使用されます。

[Function]convert-standard-filename filename
この関数は filenameにもとづいたカレントオペレーティングシステムの慣習に適合するファイ
ル名をリターンする。

GNUや他の POSIX準拠システムでは単に filenameをリターンする。その他のオペレーティ
ングシステムではシステム固有のファイル名規約にしたがうだろう。たとえばMS-DOSでは、
この関数はMS-DOSファイル名制限にしたがうように先頭の ‘.’を ‘_’に変換したり、‘.’の後
続の文字を 3文字に切り詰める等、さまざまな変更を行う。

この関数で GNU と Unix システムの慣習に適合する名前を指定して、それを
convert-standard-filenameに渡すのが推奨される使用方法である。

25.10 ディレクトリーのコンテンツ

ディレクトリーとはファイルの一種であり、さまざまな名前のファイルを含んでいます。ディレクト
リーはファイルシステムの機能です。

Emacsはディレクトリー内のファイル名をLispのリストとして一覧したり、シェルコマンド lsを
使用してバッファー内にファイル名を表示することができます。後者の場合には、Emacsはオプショ
ンで各ファイルに関する情報も表示でき、それは lsコマンドに渡すオプションに依存します。
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[Function]directory-files directory &optional full-name match-regexp nosort
この関数はディレクトリー directory内のファイルの名前のリストをリターンする。デフォル
トではリストはアルファベット順。

この関数は full-nameが非 nilならファイルの絶対ファイル名、それ以外なら指定されたディ
レクトリーにたいする相対ファイル名をリターンする。

match-regexpが非 nilなら、この関数は正規表現にたいするマッチを含むファイル名だけを
リターンして、それ以外のファイル名はリストから除外される。case(大文字小文字)を区別す
るファイルシステムでは、caseを区別する正規表現マッチングが行われる。

nosortが非 nilなら directory-filesはリストをソートしないので、取得するファイル名に
特定の順序はない。最大限の可能なスピードを得る必要がありファイル処理順を気にしなけれ
ばこれを使用する。ユーザーから処理順が可視なら、名前をソートすれば多分ユーザーはより
幸せになるだろう。

(directory-files "~lewis")

⇒ ("#foo#" "#foo.el#" "." ".."

"dired-mods.el" "files-ja.texi"

"files-ja.texi.~1~")

directoryが読み取り可能なディレクトリー名でなければエラーがシグナルされる。

[Function]directory-files-recursively directory regexp &optional
include-directories predicate follow-symlinks

regexpにマッチする名前をもつ directory配下のすべてのファイルをリターンする。この関数
はベースネーム (basename: 先行するディレクトリー部分を除外したファイル名)が regexpに
マッチするファイルを、directoryとそのサブディレクトリーを再帰的に検索して、マッチした
ファイルの絶対ファイル名 (Section 25.9.2 [Relative File Names], page 558を参照)のリス
トをリターンする。ファイル名は深さ優先順でリターンされ、それは親ディレクトリーの前に任
意のサブディレクトリー内のファイルが配置されることを意味する。加えて各ディレクトリー内
で見つかったファイルはベースネームにもとづいてソートされる。デフォルトでは regexpにマッ
チする名前のディレクトリーはリストから省略されるが、オプション引数 include-directories
が非 nilならそれらも含まれる。

デフォルトではすべてのサブディレクトリーが含まれる。predicateが tならサブディレクト
リーを含める際のエラー (たとえばそのユーザーでは読み取り不可の場合)は無視される。nil
や t以外なら、1つのパラメーター (サブディレクトリー名)を受け取り、そのディレクトリー
を含める場合には非 nilをリターンする関数であること。

デフォルトではサブディレクトリーへのシンボリックリンクはフォローしないが、
follow-symlinksが非 nilならフォローする。

[Function]locate-dominating-file file name
fileから開始してディレクトリーツリー階層を上方に name (文字列)というディレクトリーを
検索して、最初に見つけたディレクトリーをリターンする。fileがファイルならファイルのディ
レクトリーが検索の開始位置、それ以外なら fileは検索を開始するディレクトリーであること。
この関数は開始ディレクトリーを調べて、それからその親ディレクトリー、更にその親ディレ
クトリー、...のように nameというディレクトリーを見つけるか、あるいは nameが見つける
ことなくファイルシステムのロートディレクトリーに到達するまで検索を行う。後者の場合に
は nilをリターンする。

引数 nameは述語関数でもよい。この述語は関数により検査される、file (fileがディレクトリー
でない場合でも)から開始されるすべてのディレクトリーにたいして呼び出される。この述語は
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1つの引数 (ファイルかディレクトリー)で呼び出されて、それが検索しているディレクトリー
なら非 nilをリターンすること。

[Function]directory-files-and-attributes directory &optional full-name
match-regexp nosort id-format

これはどのファイルを報告するか、およびファイル名を報告する方法において
directory-filesと似ている。しかしこの関数はファイル名のリストをリターンするか
わりに、各ファイルごとにリスト (filename . attributes)をリターンする。ここで
attributesは、そのファイルにたいして file-attributesがリターンする値。オプション
引数 id-formatは、file-attributesの対応する引数と同じ意味をもつ ([Definition of
file-attributes], page 547を参照)。

[Function]file-expand-wildcards pattern &optional full
この関数はワイルドカードパターン patternを展開して、それにマッチするファイル名のリス
トをリターンする。

絶対ファイル名として patternが記述されると値も絶対ファイル名になる。

patternが相対ファイル名で記述されていれば、それはカレントデフォルトディレクトリーにた
いして相対的に解釈される。通常はリターンされるファイル名もカレントデフォルトディレク
トリーにたいする相対ファイル名になる。しかし fullが非 nilなら絶対ファイル名がリターン
される。

[Function]insert-directory file switches &optional wildcard full-directory-p
この関数は lsの switchesに対応するフォーマットで、(カレントバッファー内に)ディレクト
リー fileのディレクトリーリストを挿入する。これは挿入したテキストの後にポイントを残す。
switchesにはオプション文字列、または個別のオプションを表す文字列リストを指定できる。

引数 fileにはディレクトリー、またはワイルドカード文字を含むファイル名を指定できる。wild-
cardが非 nilなら fileはワイルドカードを伴うファイル指定として扱われることを意味する。

full-directory-pが非 nilなら、ディレクトリーリストにたいしてディレクトリーの完全なコン
テンツ表示を要求することを意味する。fileがディレクトリーでスイッチに ‘-d’が含まれない
ときには、tを指定すること (lsへのオプション ‘-d’は、ディレクトリーのコンテンツではなく
ファイルとしてディレクトリーを表示するよう指定する)。

ほとんどのシステムでは、この関数は変数 insert-directory-programの名前のディレク
トリーリスト用プログラムを実行することにより機能する。wildcardが非 nilなら、ワイルド
カード展開するために shell-file-nameで指定されるシェルの実行も行う。

MS-DOSとMS-Windowsシステムは標準的なUnixプログラム lsを欠くので、この関数は
Lispコードで lsをエミュレートする。

技術的な詳細としては switchesにロングオプション ‘--dired’が含まれる際に、
insert-directoryは diredのためにこれを特別に扱う。しかし他のオプションと同様、通
常は等価なショートオプション ‘-D’が単に insert-directory-programに渡されるだけで
ある。

[Variable]insert-directory-program
この変数の値は関数 insert-directory用にディレクトリーリストを生成するプログラムで
ある。この値は Lispコードでこのリストを生成するシステムでは無視される。
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25.11 ディレクトリーの作成・コピー・削除

Emacs Lispのファイル操作関数のほとんどは、ディレクトリーであるようなファイルに使用された
ときはエラーとなります。たとえば delete-fileでディレクトリーの削除はできません。以下のス
ペシャル関数はディレクトリーの作成と削除を行うために存在します。

[Command]make-directory dirname &optional parents
このコマンドは dirnameという名前のディレクトリーを作成する。parentsが非 nilの場合 (イ
ンタラクティブな呼び出しでは常に非 nil)には、その親ディレクトリーがまだ存在しなけれ
ば最初にそれを作成することを意味する。mkdirはこのコマンドにたいするエイリアス。

[Command]make-empty-file filename &optional parents
このコマンドは filenameという名前の空のファイルを作成する。このコマンドは
make-directoryと同様に、parentsが非 filenameがすでに存在する場合には、このコマン
ドはエラーをシグナルする。

[Command]copy-directory dirname newname &optional keep-time parents
copy-contents

このコマンドは dirnameという名前のディレクトリーを newnameにコピーする。newnameが
ディレクトリー名なら dirnameはそれのサブディレクトリーにコピーされる。Section 25.9.3
[Directory Names], page 559を参照のこと。

これは常にコピーされるファイルのファイルモードを、対応する元のファイルモードと一致さ
せる。

3つ目の引数 keep-timeが非 nilなら、それはコピーされるファイルの修正時刻を保持するこ
とを意味する。プレフィックス引数を与えると、keep-timeは非 nilになる。

4つ目の引数 parentsは、親ディレクトリーが存在しない場合に作成するかどうかを指定する。
インタラクティブな場合には、これはデフォルトで発生する。

5つ目の引数 copy-contentsが非 nilの場合には、それは newnameがディレクトリー名なら
ば、そのサブディレクトリーとして dirnameをコピーするかわりに dirnameのコンテンツを
newnameにコピーする。

[Command]delete-directory dirname &optional recursive trash
このコマンドは dirnameという名前のディレクトリーを削除する。関数 delete-file

はディレクトリーであるようなファイルにたいしては機能しない。それらにたいしては
delete-directoryを使用しなければならない。recursiveが nilでディレクトリー内にファ
イルが存在する場合には、delete-directoryはエラーをシグナルする。recursiveが非 nil

なら、delete-directoryの処理前にそのディレクトリーやディレクトリーのファイルを他
のプロセスが削除したという稀な状況を除いてエラーは発生しない。

delete-directoryは親ディレクトリーの階層のシンボリックリンクだけをフォローする。

オプション引数 trashが非 nil、かつ変数 delete-by-moving-to-trashが非 nilなら、こ
のコマンドはファイルを削除するかわりにシステムの Trash(ゴミ箱)にファイルを移動する。
Section “Miscellaneous File Operations” in The GNU Emacs Manualを参照のこと。イ
ンタラクティブに呼び出された際には、プレフィックス引数がなければ trashは t、それ以外は
nil。
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25.12 特定のファイル名の“Magic”の作成

特定のファイル名にたいして特別な処理を実装できます。これはそれらの名前にたいするmagic 化と
呼ばれます。この機能は主にリモートファイルにたいするアクセスの実装用に使用されます (Section
“Remote Files” in The GNU Emacs Manualを参照)。

magicファイル名を定義するには、名前クラスを定義するための正規表現とそれにマッチするファ
イル名用の Emacsファイル操作プリミティブすべてを実装するハンドラーを定義しなければなりま
せん。

変数 file-name-handler-alistは各ハンドラーに適用するときを決定する正規表現とともにハ
ンドラーのリストを保持します。各要素は以下の形式をもちます:

(regexp . handler)

ファイルアクセスとファイル名変換にたいするすべての Emacs プリミティブは、file-name-

handler-alistにたいして与えられたファイル名をチェックします。そのファイル名が regexpに
マッチしたら、そのプリミティブが handlerを呼び出してファイルを処理します。

handlerの 1つ目の引数には、プリミティブの名前をシンボルとして与えます。残りの引数はその
プリミティブに引数として渡されます (これらの引数の 1つ目はほとんどの場合はファイル名自身)。
たとえば以下を行って:

(file-exists-p filename)

filenameがハンドラー handlerをもつなら、handlerは以下のように呼び出されます:

(funcall handler 'file-exists-p filename)

関数が 2つ以上の引数を受け取る場合には、それらはファイル名でなければならず、関数はそれら
のファイル名それぞれにたいしてハンドラーをチェックします。たとえば、

(expand-file-name filename dirname)

以下を行うと、filenameにたいするハンドラーをチェックした後に dirnameにたいするハンドラーを
チェックします。どちらの場合でも handlerは以下のように呼び出されます:

(funcall handler 'expand-file-name filename dirname)

その後に handlerは filenameと dirnameのいずれかを処理するか解決する必要があります。

指定されたファイル名が 2つ以上のハンドラーにマッチする場合には、ファイル名の中で最後に開
始するマッチが優先されます。リモートファイルアクセスのようなジョブにたいするハンドラーに先
立って、解凍のようなジョブにたいするハンドラーが最初に処理されるようにこのルールが選択され
ました。

以下はmagicファイル名ハンドラーが処理する操作です:

access-file、add-name-to-file、
byte-compiler-base-file-name、
copy-directory、copy-file、
delete-directory、delete-file、
diff-latest-backup-file、
directory-file-name、
directory-files、
directory-files-and-attributes、
dired-compress-file、dired-uncache、
exec-path、expand-file-name、
file-accessible-directory-p、
file-acl、
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file-attributes、
file-directory-p、
file-equal-p、
file-executable-p、file-exists-p、
file-in-directory-p、
file-local-copy、
file-modes、file-name-all-completions、
file-name-as-directory、
file-name-case-insensitive-p、
file-name-completion、
file-name-directory、
file-name-nondirectory、
file-name-sans-versions、file-newer-than-file-p、
file-notify-add-watch、file-notify-rm-watch、
file-notify-valid-p、
file-ownership-preserved-p、
file-readable-p、file-regular-p、
file-remote-p、file-selinux-context、
file-symlink-p、file-system-info、
file-truename、file-writable-p、
find-backup-file-name、
get-file-buffer、
insert-directory、
insert-file-contents、
load、
make-auto-save-file-name、
make-directory、
make-directory-internal、
make-process、
make-symbolic-link、
process-file、
rename-file、set-file-acl、set-file-modes、
set-file-selinux-context、set-file-times、
set-visited-file-modtime、shell-command、
start-file-process、
substitute-in-file-name、
unhandled-file-name-directory、
vc-registered、
verify-visited-file-modtime、
write-region。

insert-file-contentsにたいするハンドラーは visit引数が非 nilなら、通常は
(set-buffer-modified-p nil)によりそのバッファーの変更フラグをクリアーする必要がありま
す。これにはもしそのバッファーがロックされていたら、ロックを解除する効果もあります。

ハンドラー関数は上記すべての操作を処理しなければならず、他の操作が将来追加される可能性も
あります。これらの操作自体すべてを実装する必要はありません— 特定の操作にたいして特別なこと
を行う必要がないときには、その操作を通常の方法で処理するように、そのプリミティブを再呼び出
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しできます。認識できない操作にたいしては、常にそのプリミティブを再呼び出しするべきです。以
下はこれを行う方法の 1つです:

(defun my-file-handler (operation &rest args)

;; 特別に処理する必要がある、
;; 特別な操作を最初にチェックする
(cond ((eq operation 'insert-file-contents) ...)

((eq operation 'write-region) ...)

...

;; 関知しないその他の操作を処理する
(t (let ((inhibit-file-name-handlers

(cons 'my-file-handler

(and (eq inhibit-file-name-operation operation)

inhibit-file-name-handlers)))

(inhibit-file-name-operation operation))

(apply operation args)))))

ハンドラー関数が通常の Emacsプリミティブを呼び出す決定をした際には、無限再帰を引き起こ
すような同一ハンドラーからのプリミティブの再呼び出しを防ぐ必要があります。上記の例では変数
inhibit-file-name-handlersと inhibit-file-name-operationによって、これを行う方法
を示しています。上記の例のように、これらを正確に使用するよう注意してください。複数ハンドラー
の正しい振る舞いと、それぞれがハンドラーをもつかもしれない 2つのファイル名にたいする操作に
たいする詳細は非常に重要です。

ファイルへの実アクセスにたいして実際には特別なことを行わないハンドラー (たとえばリモート
ファイル名にたいしてホスト名の補完を実装するハンドラー等)は、safe-magicプロパティに非 nil

をもつべきです。たとえばEmacsは通常は PATH内で見い出されるようなディレクトリーがプレフィッ
クス ‘/:’によってmagicファイル名に見えるようなら、magicファイル名にならないように保護しま
す。しかし safe-magicプロパティに非 nilをもつハンドラーがそれらにたいして使用された場合に
は、‘/:’は追加されません。

ファイル名ハンドラーは普通とは異なる方法でそれを処理 (handle)するのがどの操作 (operation)
なのかを宣言するために、operationsプロパティをもつことができます。このプロパティが非 nil

値をもつなら、それは操作のリストであるべきです。その場合には、それらの操作だけがハンドラー
を呼び出すでしょう。これは無駄を省きますが、主な目的はオートロードされるハンドラー関数が実
際に処理を行うとき以外はロードされないようにすることです。

通常のプリミティブにたいして単にすべての操作を延期しても機能しません。たとえばファイル
名ハンドラーが file-exists-pにたいして適用された場合には、通常の loadコードは正しく機能
しないでしょうから、ハンドラー自身で loadを処理しなければなりません。しかしハンドラーが
file-exists-pプロパティを使用して file-exists-pを処理しないことを宣言した場合には、普
通とは異なる方法で loadを処理する必要はなくなります。

[Variable]inhibit-file-name-handlers
この変数は特定の操作にたいして現在のところ使用を抑制されているハンドラーのリストを保
持する。

[Variable]inhibit-file-name-operation
特定のハンドラーにたいしてその時点で抑制されている操作。

[Function]find-file-name-handler file operation
この関数は fileというファイル名にたいするハンドラー関数、それが存在しなければ nilをリ
ターンする。引数 operationはそのファイルを処理する操作であること。これはハンドラー呼び
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出し時に 1つ目の引数として渡すことになる値である。operationが inhibit-file-name-

operationと等しいか、そのハンドラーの operations内に存在しなければ、この関数は nil

をリターンする。

[Function]file-local-copy filename
この関数はファイル filenameがまだローカルマシン上になければ、それをローカルマシン上の
通常の非magicファイルにコピーする。magicファイル名は、それらが他のマシン上のファイ
ルを参照する場合には、file-local-copy操作を処理するべきである。リモートファイルア
クセス以外の目的にたいして使用されるmagicファイル名は、file-local-copyを処理する
べきではない。この場合には関数はそのファイルをローカルファイルとして扱うだろう。

filenameがローカルなら、それがmagicか否かにかかわらずこの関数は何も行わずに nilをリ
ターンする。それ以外ならローカルコピーファイルのファイル名をリターンする。

[Function]file-remote-p filename &optional identification connected
この関数は filenameがリモートファイルかどうかをテストする。filenameがローカル (リモー
トではない)ならリターン値は nil、filenameが正にリモートならリターン値はそのリモート
システムを識別する文字列。

この識別子文字列はホスト名とユーザー名、およびリモートシステムへのアクセスに使用される
メソッドを表す文字列も同様に含めることができる。たとえばファイル名/sudo::/some/file

にたいするリモート識別子文字列は/sudo:root@localhost:。

2つの異なるファイルにたいして file-remote-pが同じ識別子をリターンした場合には、それ
らが同じファイルシステム上に格納されていて互いに配慮しつつアクセス可能であることを意
味する。これはたとえば同時に両方のファイルにアクセスするリモートプロセスを開始するこ
とが可能なことを意味する。ファイル名ハンドラーの実装者はこの方式を保証する必要がある。

identificationは文字列としてリターンされるべき識別子の一部を指定する。identificationに
は method、user、hostのシンボルを指定できる。他の値はすべて nilのように扱われて、そ
れは完全な識別子文字列をリターンすることを意味する。上記の例ではリモートの user識別
子文字列は rootになるだろう。

connectedが非 nilなら、たとえ filenameがリモートであっても Emacsがそのホストにたい
する接続をもたなければ、この関数は nilをリターンする。これは接続が存在しない際の接続
の遅延を回避したいときに有用。

[Function]unhandled-file-name-directory filename
この関数は非magicのディレクトリーの名前をリターンする。これは非magicの filenameに
は対応するディレクトリー名 (Section 25.9.3 [Directory Names], page 559を参照)をリター
ンする。magicの filenameには、何の値をリターンするかを決定するためにファイル名ハンド
ラーを呼び出す。filenameがローカルプロセスからアクセス不能なら、ファイル名ハンドラー
は nilをリターンすることによってそれを示すこと。

これはサブプロセスの実行に有用。すべてのサブプロセスは自身が所属するカレントディレク
トリーとして非magicディレクトリーをもたなければならず、この関数はそれを導出するよい
手段である。

[Function]file-local-name filename
この関数は filenameのローカル部分 (local part)をリターンする。これはリモートホスト上
でファイル名を識別する部分であり、通常はリモートファイル名からリモートホストを指定す
る部分とアクセス方法を取り除いた部分である。たとえば:

(file-local-name "/ssh:user@host:/foo/bar")
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⇒ "/foo/bar"

この関数はリモートの filenameにたいして、リモートプロセス (Section 38.4 [Asynchronous
Processes], page 943 と Section 38.3 [Synchronous Processes], page 939 を参照) やリ
モートホスト上で実行されるプログラムの引数として直接使用可能なファイル名をリターンす
る。filenameがローカルなら、この関数はそれを変更せずにリターンする。

[User Option]remote-file-name-inhibit-cache
リモートファイルの属性は、よりよいパフォーマンスのためにキャッシュすることができる。
キャッシュが Emacsの制御外で変更されると、そのキャッシュ値は無効になり再読込しなけれ
ばならない。

この変数が nilにセットされているとキャッシュ値は決して失効しない。このセッティングは
Emacs以外にリモートファイルを変更するものがないことが確実な場合のみ慎重に使用するこ
と。これが tにセットされているとキャッシュ値は決して使用されない。これはもっとも安全な
値であるがパフォーマンスは低下するかもしれない。

折衷的な値としてはこれを正の数字にセットする。これはキャッシュされてからその数字の秒
数の間は、ャッシュ値を使用することを意味する。リモートファイルが定期的にチェックされる
場合には、この変数を定期的なチェックの間隔より小さい値に letバインドするのは、よい考え
かもしれない。たとえば:

(defun display-time-file-nonempty-p (file)

(let ((remote-file-name-inhibit-cache

(- display-time-interval 5)))

(and (file-exists-p file)

(< 0 (file-attribute-size

(file-attributes

(file-chase-links file)))))))

25.13 ファイルのフォーマット変換

Emacsはバッファー内のデータ (テキスト、テキストプロパティ、あるいはその他の情報)とファイル
への格納に適した表現との間で双方向の変換をするために複数のステップを処理します。このセクショ
ンでは、このフォーマット変換 (format conversion)を行う基本的な関数、すなわちファイルをバッ
ファーに読み込む insert-file-contentsと、バッファーをファイルに書き込む write-regionを
説明します。

25.13.1 概要

関数 insert-file-contents:

• 最初に、ファイルからバイトをバッファーに挿入して
• バイトを適切な文字にデコードした後に
• format-alistのエントリーで定義されているようにフォーマット処理してから

• after-insert-file-functions内の関数を呼び出す。

関数 write-region:

• 最初に write-region-annotate-functions内の関数を呼び出して

• format-alistのエントリーで定義されているようにフォーマット処理してから

• 文字を適切なバイトにエンコードした後に
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• そのバイトでファイルを変更する。
これはもっとも低レベルでの操作を対照的に示したもので、対象の読み取りと書き込みの処理が逆

順で対応しています。このセクションの残りの部分では、上記で名前を挙げた 3つの変数を取り巻く
2つの機能と、関連するいくつかの関数を説明します。文字のエンコードとデコードについての詳細
は Section 33.10 [Coding Systems], page 866を参照してください。

25.13.2 ラウンドトリップ仕様

読み取りと書き込みのもっとも一般的な機能は変数 format-alistで制御されます。これはファイル
フォーマット (file format)仕様のリストで、Emacsバッファー内のデータにたいしてファイル内で
使用されるテキスト表現を記述します。読み取りと書き込みの仕様記述はペアーになっており、わた
したちがそれを “ラウンドトリップ (round-trip)”仕様と呼ぶのはこれが理由です (非ペアー仕様につ
いては Section 25.13.3 [Format Conversion Piecemeal], page 577を参照)。

[Variable]format-alist
このリストには定義されるファイルフォーマットごとに 1つのフォーマット定義が含まれる。
フォーマット定義はそれぞれ以下の形式のリスト:

(name doc-string regexp from-fn to-fn modify mode-fn preserve)

以下はフォーマット定義内で要素がもつ意味:

name フォーマットの名前。

doc-string フォーマットのドキュメント文字列。

regexp このフォーマットで表現されるファイルの認識に使用される正規表現。nilならフォー
マットが自動的に適用されることは決してない。

from-fn このフォーマットのデータをデコードする、(ファイルデータを通常の Emacsデータ表
現に変換するための)シェルコマンドか関数。

シェルコマンドは文字列として表され、Emacsはそのコマンドを変換処理用のフィル
ターとして実行する。

from-fnが関数なら、それは変換するべきバッファー部分を指定する 2つの引数 begin
と endで呼び出される。これはインプレースでテキストを編集することにより変換を行
うこと。これはテキスト長を変更する可能性があるので from-fnは変更された end位置
をリターンすること。

ファイルの先頭が変換により regexpにマッチしないようにするのは from-fnの役目の 1
つである。そうでないとおそらく再度変換が呼び出される。さらに from-fnはデコード
されるバッファーやバッファーではないこと。さもなければフォーマット用の内部バッ
ファーが上書きされるかもしれない。

to-fn このフォーマットのデータをエンコード、すなわち通常のEmacsデータ表現をこのフォー
マットに変換するためのシェルコマンドか関数。

to-fnが文字列ならそれはシェルコマンドである。Emacsは変換処理のためのフィルター
としてこのコマンドを実行する。

to-fnが関数なら、それは 3つの引数で呼び出される。beginと endは変換されるべきバッ
ファー部分、bufferでそれがどのバッファーかを指定する。変換を行うには 2つの方法
がある:

• そのバッファー内でインプレースで編集を行う。to-fnはこの場合は変更にしたがい
テキスト範囲の end位置をリターンすること。
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• 注釈 (annotation)のリストをリターンする。これは (position . string)とい
う形式の要素をもつリストで、positionは書き込まれるテキスト内での相対位置を
指定する整数、stringはそこに追加される注釈である。このリストは to-fnがそれ
をリターンする際には、位置順でソートされていなければならない。

write-regionが実際にバッファーからファイルにテキストを書き込む際には、指
定された注釈を対応する位置に混合する。これはすべてバッファーを変更せずに行
われる。

from-fnはデコードされるバッファーやバッファーではないこと。さもなければフォー
マット用の内部バッファーが上書きされるかもしれない。

modify フラグ。エンコード関数がバッファーを変更するなら t、注釈リストをリターンすること
によって機能するなら nil。

mode-fn このフォーマットから変換されたファイルを visit後に呼び出されるマイナーモード関
数。この関数は 1つの引数で呼び出されて、それが整数 1ならマイナーモード関数はそ
のモードを有効にする。

preserve フラグ。format-write-fileが buffer-file-formatからこのフォーマットを取り
除くべきでなければ t。

関数 insert-file-contentsは指定されたファイルを読み込む際にファイルフォーマットを自
動的に認識します。これはフォーマット定義の正規表現にたいしてファイルの先頭テキストをチェック
して、マッチが見つかったら、そのフォーマットにたいするデコード関数を呼び出します。その後は
再度すべての既知のフォーマットをチェックします。適用できるフォーマットがない間はチェックを続
行します。

find-file-noselectやそれを使用するコマンドでファイルを visitすることにより、同じよう
に変換が行われます (内部で insert-file-contentsを呼び出すため)。さらにそれをデコードする
各フォーマットのモード関数も呼び出します。これはバッファーローカル変数 buffer-file-format

内にフォーマット名のリストを格納します。

[Variable]buffer-file-format
この変数は visitしているファイルのフォーマットを表す。より正確にはこれはカレントバッ
ファーのファイルを visitに起因するデコードのファイルフォーマット名のリストである。これ
はすべてのバッファーにたいして常にローカル。

write-regionがデータをファイルに書き込む際には、まず buffer-file-formatにリストさ
れたフォーマットにたいするエンコード関数をリスト内での出現順に呼び出します。

[Command]format-write-file file format &optional confirm
このコマンドはカレントバッファーのコンテンツをフォーマット名のリスト formatにもとづい
たフォーマットでファイル fileに書き込む。これは formatを起点に、buffer-file-format
の値から preserveフラグ (上記参照)が非 nilの要素にたいして、それがまだ format内に存
在しなければ任意の個数それらを追加する。その後に将来の保存においてデフォルトとなるよ
うに、このフォーマットで buffer-file-formatを更新する。format引数を除けばこのコマ
ンドは write-fileと似ている。特に confirmは write-fileでの対応する引数と、意味や
interactiveでの扱いが同じである。[Definition of write-file], page 536を参照のこと。

[Command]format-find-file file format
このコマンドはファイル fileを探してそれをフォーマット formatにしたがって変換する。これ
は後でそのバッファーを保存する場合に formatをデフォルトにすることも行う。
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引数 formatはフォーマット名のリスト。formatが nilなら何の変換も行われない。interactive
に呼び出した場合には、formatにたいして単に RETをタイプすると nilが指定される。

[Command]format-insert-file file format &optional beg end
このコマンドはファイル fileのコンテンツをフォーマット formatにしたがって変換して挿入す
る。begと endが非 nilなら、それは insert-file-contentsと同様、ファイルのどの部分
を読み込むかを指定する (Section 25.3 [Reading from Files], page 538を参照)。

リターン値は絶対ファイル名のリスト、および挿入されたデータの長さ (変換後)であり、これ
は insert-file-contentsがリターンするものと同様。

引数 formatはフォーマット名のリスト。formatが nilなら何の変換も行われない。interactive
に呼び出した場合には、formatにたいして単に RETをタイプすると nilが指定される。

[Variable]buffer-auto-save-file-format
この変数は自動保存 (auto-saving) にたいして使用するフォーマットを指定する。値は
buffer-file-formatと同様、ファイル名のリストだが、これは auto-saveファイルへの書
き込みで buffer-file-formatのかわりに使用される。値が t(デフォルト)なら自動保存は
当バッファーの通常の保存時と同じフォーマットを使用する。この変数はすべてのバッファー
において常にバッファーローカル。

25.13.3 漸次仕様

前のサブセクション (Section 25.13.2 [Format Conversion Round-Trip], page 575を参照)で説明
したラウンドトリップ指定とは対照的に、変数after-insert-file-functionsとwrite-region-

annotate-functionsを使用して読み取りと書き込みの変換を個別に制御できます。

変換はある表現を起点として他の表現を生成します。これを行う変換が 1つだけのときは、何を起
点とするかに関して競合は存在しません。しかし複数の変換呼び出しが存在する場合には、同じデー
タを起点にする必要がある 2つの変換の間に競合が発生するかもしれません。

この状況を理解するには、write-region中のテキストプロパティの変換コンテキストが最善で
す。たとえばあるバッファーの位置 42の文字が ‘X’で、それのテキストプロパティが fooだとします。
fooにたいする変換が、たとえばそのバッファーに ‘FOO:’を挿入することにより行われる場合には、
それは位置 42の文字 ‘X’を ‘F’に変更します。そして次の変換は間違ったデータを起点に開始されるで
しょう。

競合を避けるためには協調的な変換がバッファーを変更せずに、position昇順でソートされた (po-

sition . string)という形式の要素をもつリストを注釈 (annotations)に指定します。

2つ以上の変換が存在する場合には、write-regionはそれらの注釈を 1つのソート済みリスト
に破壊的にマージします。後でそのバッファーのテキストを実際にファイルに書き込む際に、対応す
る位置にある指定された注釈を混合します。これはすべてバッファーを変更せずに行われます。

読み取り時にはこれとは対照的にそのテキストの混合された注釈は即座に処理されます。
insert-file-contentsは変更される何らかのテキストの先頭にポイントをセットしてから、その
テキストの長さで変換関数を呼び出します。これらの関数は常に挿入されるテキストの先頭のポイン
トをリターンするべきです。最初の変換により注釈が削除されても、その後の変換が誤って処理する
ことはないので、このアプローチは読み取りに際しては正しく機能します。すべての変換関数は、そ
れが認識する注釈のスキャン、その注釈の削除、バッファーテキストの変更 (たとえばテキストプロ
パティのセット等)、およびそれらの変更に由来する更新されたテキスト長のリターンを行うべきで
す。１つの関数によりリターンされた値は次の関数への引数になります。
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[Variable]write-region-annotate-functions
write-regionにたいして呼び出す関数のリスト。リスト内の各関数は書き込まれるリージョ
ンの開始と終了の 2つの引数で呼び出される。これらの関数はそのバッファーのコンテンツを
変更するべきではない。かわりに注釈をリターンすること。

特別なケースとして、関数がカレントと異なるバッファーをリターンするかもしれない。Emacs
はこれを、出力される変更されたテキストをカレントバッファーが含むものとして理解する。つま
りEmacsは write-region呼び出しの引数 startと endを、新たなバッファーの point-min

と point-maxに変更して与える。さらに以前のすべての注釈はこの関数により処理されるので
Emacsはそれらの破棄も行う。

[Variable]write-region-post-annotation-function
この変数の値が非 nilなら、それは関数であること。この関数は write-region完了後に引数
なしで呼び出される。

write-region-annotate-functions内のある関数がカレントと異なるバッファーをリター
ンした場合には、Emacsは write-region-post-annotation-functionを複数回呼び出
す。Emacsは最後にカレントだったバッファーでそれを呼び出し、その前にカレントだったバッ
ファーで再度これを呼び出す、...のようにして元のバッファーに戻る。

したがって write-region-annotate-functions内の関数は、バッファーを作成して、
kill-bufferのそのバッファーでのローカル値にこの変数を与え、変更されたテキストでそ
のバッファーをセットアップして、そのバッファーをカレントにすることができる。そのバッ
ファーは、write-region完了後に killされるだろう。

[Variable]after-insert-file-functions
このリスト内の各関数は、挿入されるテキストの先頭にポイントがある状態で、挿入される文
字数を１つの引数として insert-file-contentsにより呼び出される。すべての関数はポイ
ントを未変更のまま、その関数によって変更された挿入後テキストの新たな文字数をリターン
すること。

わたしたちは、ユーザーがファイル内にテキストプロパティを格納したりそれらを取得するため
に、そしてさまざまなデータフォーマットを体験することにより適切なフォーマットを見つけるため
に、これらのフックを使用して Lispプログラムを記述することを推奨します。最終的にはわたしたち
が Emacs内にインストールできる、良質で汎用性のある拡張をユーザーが開発することを望みます。

わたしたちはテキストプロパティの名前や値として、任意の Lispオブジェクトの処理を試みるこ
とは推奨しません— なぜなら汎用的なプログラムはおそらく記述が困難かつ低速だからです。かわり
に十分な柔軟性をもちエンコードが難しすぎない、想定されるデータ型のセットを選択してください。
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26 バックアップと自動保存

バックアップファイルと auto-save(自動保存)ファイルは、Emacsのクラッシュやユーザー自身のエ
ラーからユーザーの保護を試みるための 2つの手段です。自動保存 (auto-saving)はカレントの編集
セッションを開始した以降のテキストを保存します。一方バックアップファイルはカレントセッショ
ンの前のファイルコンテンツを保存します。

26.1 ファイルのバックアップ

バックアップファイル (backup file)とは編集中ファイルの古いコンテンツのコピーです。Emacsは
visitされているファイルにバッファーを最初に保存するときにバックアップファイルを作成します。
したがってバックアップファイルには、通常はカレント編集セッションの前にあったファイルのコン
テンツが含まれています。バックアップファイルを一度存在したら、そのコンテンツは変更されずに
残ります。

バックアップは通常は visitされているファイルを新たな名前にリネームすることによって作成さ
れます。オプションでバックアップファイルが visitされているファイルをコピーすることにより作成
されるように指定できます。この選択により、複数の名前をもつファイルの場合に違いが生じます。ま
た編集中のファイルの所有者が元のオーナーのままか、それとも編集ユーザーになるかにも影響し得
ます。

デフォルトでは Emacsは編集中のファイルごとに単一のバックアップファイルを作成します。か
わりに番号付きバックアップ (numbered backup)を要求することもできます。その場合には新たな
バックアップファイルそれぞれが新たな名前を得ます。必要なくなったときには古い番号付きバック
アップを削除したり、Emacsにそれらを自動的に削除させることもできます。

性能的な理由によりオペレーティングシステムはバックアップファイルのコンテンツを二次スト
レージに即座に書き込まないかもしれず、オリジナルデータとバックアップデータのいずれかが変更さ
れるまでバックアップデータをエイリアスするかもしれません。Section 25.8 [Files and Storage],
page 555を参照してください。

26.1.1 バックアップファイルの作成

[Function]backup-buffer
この関数は、もしそれが適切ならカレントバッファーに visitされているファイルのバックアッ
プを作成する。これは最初のバッファー保存を行う前に save-bufferにより呼び出される。

リネームによりバックアップが作成されると、リターン値は (modes extra-alist backupname)
という形式のコンスセルになる。ここで modesは file-modes (Section 25.6.1 [Testing
Accessibility], page 542を参照)でリターンされるような元ファイルのモードビット、extra-
alistは file-extended-attributes (Section 25.6.5 [Extended Attributes], page 549
を参照)によりリターンされるような元ファイルの拡張属性を示す alist、そして backupname
はバックアップの名前。

他のすべての場合 (コピーによりバックアップが作成された、またはバックアップが作成されな
かった)には、この関数は nilをリターンする。

[Variable]buffer-backed-up
このバッファーローカル変数は、そのバッファーのファイルがバッファーによりバックアップ
されたかどうかを明示する。非 nilならバックアップファイルは書き込み済み、それ以外なら
(バックアップが有効なら)次回保存時にファイルはバックアップされる。この変数は永続的に
ローカルであり kill-all-local-variablesはこれを変更しない。
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[User Option]make-backup-files
この変数はバックアップファイルを作成するかどうかを決定する。非 nilなら、Emacsは初回
保存時にすべてのファイルのバックアップを作成する— ただし backup-inhibitedが nilの
場合 (以下参照)。

以下の例はRmailバッファーだけで変数 make-backup-filesを変更して、それ以外では変更
しない方法を示す。この変数を nilにセットすると、Emacsはそれらのファイルのバックアッ
プ作成をストップするのでディスク容量の消費を節約するだろう (あなたはこのコードを init
ファイルに配置したいと思うかもしれない)。

(add-hook 'rmail-mode-hook

(lambda () (setq-local make-backup-files nil)))

[Variable]backup-enable-predicate
この変数の値は、あるファイルがバックアップファイルをもつべきかどうかを決定するために、
特定のタイミングで呼び出される関数ある。この関数は判断対象の絶対ファイル名という 1つ
の引数を受け取る。この関数が nilをリターンすると、そのファイルにたいするバックアップ
は無効になる。それ以外なら、このセクション内の他の変数がバックアップ作成の是非と方法
を指定する。

デフォルト値は normal-backup-enable-predicateで、これは temporary-file-

directoryと small-temporary-file-directory内のファイルをチェックする。

[Variable]backup-inhibited
この変数が非 nilならバックアップは抑制される。これは visitされているファイル名にたい
する backup-enable-predicateのテスト結果を記録する。さらに visitされているファイル
にたいするバックアップ抑制にもとづいたその他の機構からも使用され得る。たとえばVCは
バージョンコントロールシステムに管理されるファイルのバックアップを防ぐために、この変
数を非 nilにセットする。

これは永続的にローカルなのでメジャーモード変更により値は失われない。メジャーモードは
この変数ではなく、かわりに make-backup-filesをセットすること。

[User Option]backup-directory-alist
この変数の値はファイル名パターンとバックアップディレクトリーの alist。各要素は以下の形
式をもつ

(regexp . directory)

この場合には名前が regexpにマッチするファイルのバックアップが、directory内に作成され
るだろう。directoryには相対ディレクトリーか絶対ディレクトリーを指定できる。絶対ディレ
クトリーなら、マッチするすべてのファイルが同じディレクトリー内にバックアップされる。こ
のディレクトリー内でのファイル名はクラッシュを避けるために、バックアップされるファイ
ルの完全名のすべてのディレクトリー区切りが ‘!’に変更される。結果の名前を切り詰めるファ
イルシステムでは、これは正しく機能しないだろう。

すべてのバックアップが単一のディレクトリーで行われる一般的なケースでは、alistは ‘"."’
と適切なディレクトリーからなるペアーという単一の要素を含むこと。

この変数が nil(デフォルト)、またはファイル名のマッチに失敗するとバックアップは元のファ
イルのディレクトリーに作成される。

長いファイル名がないMS-DOSファイルシステムでは、この変数は常に無視される。
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[User Option]make-backup-file-name-function
この変数の値はバックアップファイル名を作成する関数。関数 make-backup-file-nameは
これを呼び出す。Section 26.1.4 [Naming Backup Files], page 583を参照のこと。

特定のファイルにたいして特別なことを行うために、これをバッファーローカルにすることも
できる。変更する場合には、backup-file-name-pと file-name-sans-versionsを変更
する必要もあるかもしれない。

26.1.2 リネームかコピーのどちらでバックアップするか?

Emacsのバックアップファイル作成には 2つの方法があります:

• Emacsは元のファイルをリネームすることができ、それがバックアップファイルになる。その
後、バッファーの保存は新たなファイルに書き込まれる。この手順の後には、元ファイルの他の
すべての名前 (ハードリンク)はバックアップファイルを参照することになる。新たなファイルの
所有者は編集を行っているユーザーになり、グループはそのディレクトリー内でそのユーザーが
新たなファイルを書き込んだときのデフォルトのグループになる。

• Emacsは元のファイルをバックアップファイルにコピーでき、新たな内容はその後は元のファイ
ルに上書きされる。この手順の後は、元のファイルの他のすべての名前 (ハードリンク)は、その
ファイルの (更新された)カレントバージョンを参照し続ける。ファイルの所有者とグループは変
更されない。

デフォルトの方法は 1つ目のリネームです。

変数 backup-by-copyingが非 nilなら、それは 2つ目の方法、つまり元のファイルをコピーして
新たなバッファー内容で上書きすることを意味します。変数 file-precious-flagが非 nilの場合
にも、(メイン機能の副作用として)この効果があります。Section 25.2 [Saving Buffers], page 535
を参照してください。

[User Option]backup-by-copying
この変数が非 nilなら、Emacsは常にコピーによりバックアップファイルを作成する。デフォ
ルトは nil。

以下の 3つの変数が非 nilの際は、ある特定のケースに 2つ目の方法が使用されます。その特定
のケースに該当しないファイルの処理には影響はありません。

[User Option]backup-by-copying-when-linked
この変数が非 nilなら、Emacsは複数名 (ハードリンク)をもつファイルにたいしてコピーに
よりバックアップを作成する。デフォルトは nil。

backup-by-copyingが非 nilなら常にコピーによりバックアップが作成されるので、この変
数は backup-by-copyingが nilのときだけ意味がある。

[User Option]backup-by-copying-when-mismatch
この変数が非 nil(デフォルト)なら、リネームによりファイルの所有者やグループが変更され
るケースでは Emacsはコピーによりバックアップを作成する。

リネームによりファイルの所有者やグループが変更されなければ、値に効果はない。つまり、そ
のディレクトリーで新たに作成されるファイルにたいするデフォルトのグループに属するユー
ザーにより所有されるファイルが該当する。

backup-by-copyingが非 nilなら常にコピーによりバックアップが作成されるので、この変
数は backup-by-copyingが nilのときだけ意味がある。
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[User Option]backup-by-copying-when-privileged-mismatch
この変数が非 nilなら、特定のユーザー IDおよびグループ IDの値 (具体的には特定の値以下
の ID数値)にたいしてのみ、backup-by-copying-when-mismatchと同じように振る舞う
ことを指定する。変数にはその数値をセットする。

したがってファイル所有者の変更を防ぐ必要がある際には、backup-by-copying-when-

privileged-mismatchを 0にセットすればスーパーユーザーとグループ 0だけがコピーに
よるバックアップを行うことができる。

デフォルトは 200。

26.1.3 番号つきバックアップファイルの作成と削除

ファイルの名前が fooなら、番号付きバックアップのバージョン名は foo.~v~となります。vは
foo.~1~、foo.~2~、foo.~3~、. . .、foo.~259~のように、さまざまな整数です。

[User Option]version-control
この変数は単一の非番号付きバックアップファイルを作成するか、それとも複数の番号付きバッ
クアップを作成するかを制御する。

nil visitされたファイルが番号付きバックアップなら番号付きバックアップを作成し
て、それ以外は作成しない。これがデフォルト。

never 番号付きバックアップを作成しない。

anything else
番号付きバックアップを作成する。

番号付きバックアップを使用することにより、バックアップのバージョン番号は最終的には非常に
大きな番号になるので、それらを削除しなければなりません。Emacsはこれを自動で行うことがで
き、ユーザーに削除するか確認することもできます。

[User Option]kept-new-versions
この変数の値は新たな番号付きバックアップが作成された際に保持するべき、もっとも新しい
バージョンの個数。新たに作成されたバックアップもカウントされる。デフォルトは 2。

[User Option]kept-old-versions
この変数の値は新たな番号付きバックアップが作成された際に保持するべき、もっとも古いバー
ジョンの個数。デフォルトは 2。

番号が 1、2、3、5、7のバックアップがあり、かつこれらの変数が値 2をもつ場合には、番号が
1 と 2 のバックアップは古いバージョンとして保持されて、番号が 5 と 7 のバックアップは新しい
バージョンとして保持される。そして番号が 3 のバックアップは余分なバックアップとなる。関数
find-backup-file-name (Section 26.1.4 [Backup Names], page 583を参照)は、どのバージョ
ンのバックアップを削除するかを決定する役目を負うが、この関数自身がバックアップを削除する訳
ではない。

[User Option]delete-old-versions
この変数が tなら、ファイルの保存により余分なバージョンのバックアップは暗黙に削除され
る。nilなら余分なバックアップの削除前に確認を求めるて、それ以外なら余分なバックアップ
は削除されないことを意味する。
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[User Option]dired-kept-versions
この変数は Dired内のコマンド. (ピリオド。dired-clean-directory)で、もっとも新し
いバージョンのバックアップをいくつ保持するかを指定する。これは新たにバックアップファ
イルを作成する際に kept-new-versionsを指定するのと同等。デフォルトは 2。

26.1.4 バックアップファイルの命名

このセクションでは、主にバックアップファイルの命名規則を再定義してカスタマイズできる関数を
記載します。これらの 1つを変更した場合には、おそらく残りも変更する必要があります。

[Function]backup-file-name-p filename
この関数は filenameがバックアップファイルとして利用可能なら非 nil値をリターンする。こ
れは名前のチェックだけを行って、filenameという名前のファイルが存在するかどうかはチェッ
クしない。

(backup-file-name-p "foo")
⇒ nil

(backup-file-name-p "foo~")
⇒ 3

この関数の標準的な定義は、以下のようになる:

(defun backup-file-name-p (file)

"FILEがバックアップファイルなら\

(番号付きか否かに関わらず)非 nilをリターンする"

(string-match "~\\'" file))

このようにファイル名が ‘~’で終われば、この関数は非 nil値をリターンする (ドキュメント文
字列を分割するために 1行目でバックスラッシュを使用しているが、これはドキュメント文字
列内で単一行を生成する)。

この単純な式はカスタマイズのための再定義を簡便にするために、個々の関数内に配置されて
いる。

[Function]make-backup-file-name filename
この関数はファイル filenameの非番号付きバックアップファイル名として使用される文字列を
リターンする。Unixではこれは単に filenameにチルダを追加する。

ほとんどのオペレーティングシステムでは、この関数の標準的な定義は以下のようになる:

(defun make-backup-file-name (file)

"FILEにたいして非番号付きバックアップファイル名を作成する"

(concat file "~"))

この関数を再定義することにより、バックアップファイルの命名規則を変更できる。以下はチル
ダの追加に加えて、先頭に ‘.’を追加するように make-backup-file-nameを再定義する例:

(defun make-backup-file-name (filename)

(expand-file-name

(concat "." (file-name-nondirectory filename) "~")

(file-name-directory filename)))

(make-backup-file-name "backups-ja.texi")
⇒ ".backups-ja.texi~"

Diredコマンドのいくつかを含む Emacsの一部では、バックアップファイル名が ‘~’で終わる
ことを仮定している。この規則にしたがわない場合、深刻な問題とはならないだろうが、それ
らのコマンドが若干好ましくない結果をもたらすかもしれない。
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[Function]find-backup-file-name filename
この関数は filenameの新たなバックアップファイル用のファイル名を計算する。これは特定の
既存バックアップファイルにたいする削除の提案も行うかもしれない。find-backup-file-
nameは carが新たなバックアップファイル名、cdrが削除を提案するバックアップファイル
のリストであるようなリストをリターンする。値には nilも指定でき、これはバックアップが
作成されないことを意味する。

kept-old-versionsと kept-new-versionsの 2つの変数は、どのバージョンのバックアッ
プを保持するべきかを決定する。この関数は値の cdrから該当するバージョンを除外すること
によってそれらを保持する。Section 26.1.3 [Numbered Backups], page 582を参照のこと。

以下の例の値は新しいバックアップファイルに使用する名前が~rms/foo.~5~、~rms/foo.~3~
は呼び出し側が削除を検討するべき余分なバージョンであることを示している。

(find-backup-file-name "~rms/foo")
⇒ ("~rms/foo.~5~" "~rms/foo.~3~")

[Function]file-newest-backup filename
この関数は filenameにたいしてもっとも最近のバックアップファイル名、バックアップファイ
ルがなければ nilをリターンする。

ファイル比較関数のいくつかは、自動的にもっとも最近のバックアップを比較できるようにこ
の関数を使用している。

26.2 自動保存

Emacsは、visitしているすべてのファイルを定期的に保存します。これは自動保存 (auto-saving)と
呼ばれます。自動保存はシステムがクラッシュした場合に失われる作業量を、一定の作業量以下にし
ます。デフォルトでは自動保存は 300キーストロークごと、または idleになった 30秒後に発生しま
す。自動保存に関するユーザー向けの情報については Section “Auto-Saving: Protection Against
Disasters” in The GNU Emacs Manual を参照してください。ここでは自動保存の実装に使用さ
れる関数と、それらを制御する変数について説明します。

[Variable]buffer-auto-save-file-name
このバッファーローカル変数はカレントバッファーの自動保存に使用されるファイル名。その
バッファーが自動保存されるべきでなければ nil。

buffer-auto-save-file-name

⇒ "/xcssun/users/rms/lewis/#backups-ja.texi#"

[Command]auto-save-mode arg
これはバッファーローカルなマイナーモードであるAuto Saveモードにたいするモードコマン
ド。Auto Saveモードが有効なときはそのバッファーで自動保存が有効。呼び出し方法は他の
マイナーモードと同様 (Section 23.3.1 [Minor Mode Conventions], page 481を参照)。

ほとんどのマイナーモードと異なり auto-save-mode変数は存在しない。buffer-auto-

save-file-nameが非 nilで buffer-saved-size(以下参照)が非 0なら Auto Saveモー
ドが有効。

[Function]auto-save-file-name-p filename
この関数は filenameが auto-saveファイルのような文字列なら非 nilをリターンする。先頭
と末尾がハッシュマーク (‘#’)であるような名前は auto-saveファイルの可能性があるという、
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auto-save ファイルにたいする通常の命名規則を想定する。引数 filenameはディレクトリー
パートを含まないこと。

(make-auto-save-file-name)

⇒ "/xcssun/users/rms/lewis/#backups-ja.texi#"

(auto-save-file-name-p "#backups-ja.texi#")

⇒ 0

(auto-save-file-name-p "backups-ja.texi")

⇒ nil

この関数の標準的な定義は、以下のようになる:

(defun auto-save-file-name-p (filename)

"FILENAMEを以下によって取得できるなら非 nilをリターンする"

(string-match "^#.*#$" filename))

この関数は auto-saveファイルの命名規則規則を変更したいときにカスタマイズできるように
するために存在する。これを再定義するなら、それに対応して関数 make-auto-save-file-

nameも忘れずに再定義すること。

[Function]make-auto-save-file-name
この関数はカレントバッファーの自動保存に使用されるファイル名をリターンする。これは
ファイル名の先頭と末尾にハッシュマーク (‘#’)を単に追加する。この関数は変数 auto-save-

visited-file-name(以下参照)を調べない。呼び出し側はまずその変数をチェックすること。

(make-auto-save-file-name)

⇒ "/xcssun/users/rms/lewis/#backups-ja.texi#"

以下はこの関数の標準的定義の簡易版:

(defun make-auto-save-file-name ()

"カレントバッファーの自動保存に使用される\

ファイル名をリターンする"

(if buffer-file-name

(concat

(file-name-directory buffer-file-name)

"#"

(file-name-nondirectory buffer-file-name)

"#")

(expand-file-name

(concat "#%" (buffer-name) "#"))))

auto-saveファイルの命名規則をカスタマイズして再定義できるように、これは独立した関数
として存在している。ただしこれに対応した方法で auto-save-file-name-pも忘れずに変
更すること。

[User Option]auto-save-visited-file-name
この変数が非 nilなら Emacsは visit中のファイルにバッファーを自動保存する。つまり自
動保存は編集中ファイルと同じファイルにたいして行われる。この変数は通常は nilなので、
auto-saveファイルは make-auto-save-file-nameで作成された別の名前をもつ。

この変数の値を変更した際、バッファー内で auto-save モードを再度有効にするまで、既存
バッファーにたいして新たな値は効果をもたない。すでに auto-saveモードが有効なら、再度
auto-save-modeが呼び出されるまで同じファイルに自動保存が行われる。
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この変数を非 nilにセットしても自動保存とバッファーの保存は異なるという事実は変わらな
いことに注意 (Section 25.2 [Saving Buffers], page 535で説明したフックはバッファーが自
動保存された際には実行されない)。

[Function]recent-auto-save-p
この関数はカレントバッファーが最後に読み込み、または保存されて以降に自動保存されてい
れば tをリターンする。

[Function]set-buffer-auto-saved
この関数はカレントバッファーを自動保存済みとマークする。そのバッファーは、バッファー
テキストが再度変更されるまで自動保存されないだろう。この関数は nilをリターンする。

[User Option]auto-save-interval
この変数の値は自動保存の頻度を入力イベント数で指定する。この分の入力イベント読み取り
ごとに、Emacsは自動保存が有効なすべてのバッファーにたいして自動保存を行う。これを 0
にするとタイプした文字数にもとづいた自動保存は無効になる。

[User Option]auto-save-timeout
この変数の値は自動保存が発生すべき idle時間の秒数。この秒数分ユーザーが休止するたび
に、Emacsは自動保存が有効なすべてのバッファーにたいして自動保存を行う (カレントバッ
ファーが非常に大きければ、指定されたタイムアウトはサイズ増加とともに増加される因子で
乗ぜられる。この因子は 1MBのバッファーにたいしておよそ 4)。

値が 0か nilなら idle時間にもとづいた自動保存は行われず、auto-save-intervalで指定
される入力イベント数の後のみ自動保存が行われる。

[Variable]auto-save-hook
このノーマルフックは自動保存が行われようとするたびに毎回実行される。

[User Option]auto-save-default
この変数が非 nilならファイルを visitするバッファーの自動保存がデフォルトで有効になり、
それ以外では有効にならない。

[Command]do-auto-save &optional no-message current-only
この関数は自動保存される必要があるすべてのバッファーを自動保存する。これは自動保存が有
効なバッファーであり、かつ前回の自動保存以降に変更されたすべてのバッファーを保存する。

いずれかのバッファーが自動保存される場合には、do-auto-saveは自動保存が行われる間、通
常はそれを示すメッセージ ‘Auto-saving...’をエコーエリアに表示する。しかしno-message
が非 nilならこのメッセージは抑制される。

current-onlyが非 nilなら、カレントバッファーだけが自動保存される。

[Function]delete-auto-save-file-if-necessary &optional force
この関数は delete-auto-save-filesが非 nilならカレントバッファーの auto-saveファイ
ルを削除する。これはバッファー保存時に毎回呼び出される。

この関数は forceが nilなら最後に本当の保存が行われて以降、カレントEmacsセッションに
より書き込まれたファイルだけを削除する。

[User Option]delete-auto-save-files
この変数は関数 delete-auto-save-file-if-necessaryにより使用される。これが非 nil

なら、Emacsは (visitされているファイルに)本当に保存が行われたときに auto-saveファイ
ルを削除する。これはディスク容量を節約してディレクトリーを整理する。
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[Function]rename-auto-save-file
この関数はvisitされているファイルの名前が変更されていればカレントバッファーの auto-save
ファイルの名前を調整する。これはカレント Emacsセッションで auto-saveファイルが作成
されていれば、既存の auto-saveファイルのリネームも行う。visitされているファイルの名前
が変更されていなければ、この関数は何も行わない。

[Variable]buffer-saved-size
このバッファーローカル変数の値はカレントバッファーが最後に読み取り、保存、または自動
保存されたときのバッファーの長さ。これはサイズの大幅な減少の検知に使用され、それに応
じて自動保存がオフに切り替えられる。

−1なら、それはサイズの大幅な減少によりそのバッファーの自動保存が一時的に停止されて
いることを意味する。明示的な保存によりこの変数に正の値が格納されて、自動保存が再び有
効になる。自動保存をオフやオンに切り替えることによってもこの変数は更新されるので、サ
イズの大幅な減少は忘れられさられる。

−2なら、特にバッファーサイズの変更により一時的に自動保存を停止されないように、その
バッファーがバッファーサイズの変更を無視することを意味する。。

[Variable]auto-save-list-file-name
この変数は、(非 nilなら)すべての auto-saveファイルの名前を記録するファイルを指定する。
Emacsが自動保存を行うたびには自動保存が有効な各バッファーごとに 2行ずつ書き込みを行
う。1行目は visitされているファイルの名前 (ファイルを visitしないバッファーの場合は空)、
2行目は auto-saveファイルの名前を示す。

Emacsを正常に exitした際にこのファイルは削除される。Emacsがクラッシュした場合には
このファイルを調べることにより、失われるはずだった作業を含んだすべての auto-saveファ
イルを探すことができる。recover-sessionコマンドはそれらを見つけるためにこのファイ
ルを使用する。

このファイルにたいするデフォルト名は、ユーザーのホームディレクトリーにある ‘.saves-’
で始まるファイルを指定する。この名前には Emacsのプロセス IDとホスト名も含まれる。

[User Option]auto-save-list-file-prefix
initファイルを読み込んだ後、(nilにセット済みでなければ)Emacsはこのプレフィックスに
もとづいたホスト名とプロセス IDを追加して、auto-save-list-file-nameを初期化する。
initファイル内でこれを nilにセットした場合には、Emacsは auto-save-list-file-name

を初期化しない。

26.3 リバート

あるファイルにたいして大きな変更を行った後、気が変わって元に戻したくなった場合は、
revert-bufferコマンドでそのファイルの以前のバージョンを読み込むことにより、それらの変更
を取り消すことができます。詳細は、Section “Reverting a Buffer” in The GNU Emacs Manual
を参照してください。

[Command]revert-buffer &optional ignore-auto noconfirm preserve-modes
このコマンドはバッファーのテキストをディスク上の visitされているファイルのテキストで
置き換える。これによりファイルが visitや保存された以降に行ったすべての変更はアンドゥ
(undo: 取り消し)される。

デフォルトでは、最新の auto-saveファイルのほうが visitされているファイルより新しく引数
ignore-autoが nilなら、revert-bufferはユーザーにたいしてかわりに auto-saveファイル
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を使用するかどうか確認を求める。このコマンドを interactiveに呼び出したときプレフィック
ス数引数が指定されていなければ、ignore-autoは tとなる。つまり interactive呼び出しは、
デフォルトでは auto-saveファイルのチェックを行わない。

revert-bufferは通常はバッファーを変更する前に確認を求める。しかし引数 noconfirmが
非 nilなら revert-bufferは確認を求めない。

このコマンドは通常は normal-modeを使用することにより、そのバッファーのメジャーモー
ドとマイナーモードを再初期化する。しかし preserve-modesが非 nilならモードは変更され
ずに残る。

リバート (revert: 戻す、復元する)は insert-file-contentsの置き換え機能を使用するこ
とにより、バッファー内のマーカー位置の保持を試みる。バッファーのコンテンツとファイルの
コンテンツがリバート操作を行う前と等しければリバートはすべてのマーカーを保持する。等
しくなければリバートによってバッファーは変更される。この場合は、(もしあれば)バッファー
の最初と最後にある未変更のテキスト内にあるマーカーは保持される。他のマーカーを保持し
てもそれらは正しくないだろう。

[Variable]revert-buffer-in-progress-p
revert-bufferは処理を行っている間、この変数を非 nil値にバインドする。

このセクションの残りの部分で説明する変数をセットすることにより、revert-bufferが処理方
法をカスタマイズできます。

[User Option]revert-without-query
この変数は問い合わせなしでリバートされるファイルのリストを保持する。値は正規表現のリス
ト。visitされているファイルの名前がこれらの正規表現のいずれかにマッチし、かつバッファー
が未変更だがディスク上のファイルは変更されていれば、revert-bufferはユーザーに確認
を求めることなくファイルをリバートする。

いくつかのメジャーモードは以下の変数をローカルにバインドすることにより revert-bufferを
カスタマイズします:

[Variable]revert-buffer-function
この変数の値はそのバッファーをリバートするために使用する関数。これはリバート処理を行
うために 2つのオプション引数をとる関数であること。2つのオプション引数 ignore-autoと
noconfirmは revert-bufferが受け取る引数である。

Diredモードのような編集されるテキストにファイルのコンテンツが含まれず他の方式によっ
て再生成され得るモードは、この変数のバッファーローカル値にコンテンツを再生成する特別
な関数を与えることができる。

[Variable]revert-buffer-insert-file-contents-function
この変数の値はそのバッファーをリバートする際に更新されたコンテンツの挿入に使用される
関数を指定する。その関数は 2つの引数を受け取る。1つ目は使用するファイル名で 2つ目が
tなら、ユーザーは auto-saveファイルの読み込みにたいして確認を求められる。

revert-buffer-functionのかわりにこの変数をモードが変更する理由は、revert-buffer
が行残りの処理 (ユーザーへの確認、アンドゥリストのクリアー、適切なメジャーモードの決
定、以下のフックの実行)にたいする重複や置き換えを避けるためである。

[Variable]before-revert-hook
このノーマルフックは変更されたコンテンツを挿入する前に、デフォルトの revert-buffer-

functionにより実行される。カスタマイズした revert-buffer-functionは、このフック
を実行するかどうか判らない。
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[Variable]after-revert-hook
このノーマルフックは変更されたコンテンツを挿入した後に、デフォルトの revert-buffer-

functionによって実行される。カスタマイズした revert-buffer-functionは、このフッ
クを実行するかどうか判らない。

Emacsはバッファーを自動的にリバートできます。これはファイルを visitしているバッファーに
はデフォルトで行われます。以下では新たなタイプのバッファーにたいして自動リバートのサポート
を追加する方法を説明します。

そのようなバッファーはまず適切に定義された revert-buffer-functionと buffer-stale-

functionをもたなければなりません。

[Variable]buffer-stale-function
この変数の値はバッファーがリバートを要するかどうかをチェックするために呼び出される関数
を指定する。デフォルト値では、修正時刻をチェックすることによりファイルを visitするバッ
ファーだけを処理する。ファイルを visitしないバッファーにはオプション引数を 1つ受け取
るカスタム関数が必要になる。この関数はバッファーをリバートする必要があれば非 nilをリ
ターンする。関数の呼び出し時にはそのバッファーがカレントになる。

この関数は主として自動リバートを意図しているが、他の用途にも使用できる。たとえば自動
リバートが有効でなければ、ユーザーにバッファーのリバートが必要なバッファーを警告するた
めに使用できる。noconfirm引数の背景にあるアイデアは、ユーザーへの確認なしでバッファー
がリバートされるようなら t、関数がバッファーの期限切れをユーザーに警告する。特に自動
リバートにおける使用では noconfirmは tになる。関数が自動リバートにたいしてのみ使用さ
れるようなら noconfirm引数は無視できる。

(Buffer Menuのように) auto-revert-interval秒ごとに自動リバートをしたければバッ
ファーのモード関数で:

(setq-local buffer-stale-function

(lambda (&optional noconfirm) 'fast))

を使用する。

特別なリターン値 ‘fast’はリバートの必要性はチェックしていないがバッファーのリバートは
高速であることを告げる。さらに auto-revert-verboseが非 nilでもリバートメッセージを
何もプリントしないように Auto Revertに指示する。auto-revert-interval秒ごとのリ
バートメッセージが非常に煩雑になり得ることから、これは重要である。自動リバート以外の
目的でこの関数が考慮される場合には、リターン値が提供する情報は有用になるかもしれない。

バッファーが適切な revert-buffer-functionと buffer-stale-functionをもった後にも、
通常はいくつかの問題が残ります。

未変更とマークされた場合のみバッファーは自動リバートされます。したがって種々の関数はリ
バートにより失われるかもしれない情報をバッファーが含む場合や、ユーザーがバッファーにたいし
て作業を行っていて自動リバートがユーザーにとって不便だと確信できる理由がある場合にのみバッ
ファーを変更済みとマークすることを保証する必要があるでしょう。バッファーの変更状態を手動で
調整することによりユーザーは常にこれをオーバーライドできます。これをサポートするために、未
変更とマークされたバッファーでの revert-buffer-function呼び出しでは、常にバッファーの未
変更とマークされた状態を保つ必要があります。

自動リバートの結果としてその前後で連続してポイントがジャンプしないことを保証することが重
要です。もちろんバッファーが根本的に変更されればポイントの移動は必然的かもしれません。
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revert-buffer-functionが auto-revert-verboseが tの場合に表示される Auto Revert
自身のメッセージを不必要に重複してプリントしないことと、auto-revert-verboseにたいする
nil値を効果的にオーバーライドすることを保証する必要があります。したがって自動リバートにたい
するモードの調整には、このようなメッセージを取り除くことを要する場合が多々あります。とりわ
けこれは auto-revert-interval秒ごとに自動的にリバートされるバッファーにおいて重要です。

新しい自動リバートが Emacsの一部であるなら、global-auto-revert-non-file-buffers
のドキュメント文字列でそれに言及するべきです。

同様に Emacsマニュアル内に追加でドキュメントするべきです。
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27 バッファー

バッファー (buffer)とは編集されるテキストを含んだ Lispオブジェクトのことです。バッファーは
visit されるファイルのコンテンツを保持するために使用されます。しかしファイルを visit しない
バッファーも存在します。一度に複数のバッファーが存在するかもしれませんが、カレントバッファー
(current buffer)に指定できるのは常に 1つのバッファーだけです。ほとんどの編集コマンドはカレ
ントバッファーのコンテンツにたいして作用します。カレントバッファーを含むすべてのバッファー
は任意のウィンドウ内に表示されるときもあれば、表示されない場合もあります。

27.1 バッファーの基礎

Emacs編集におけるバッファーとは個別に名前をもち、編集可能なテキストを保持するオブジェクト
です。Lispプログラムにおけるバッファーはスペシャルデータ型として表されます。バッファーのコ
ンテンツを拡張可能な文字列と考えることができます。挿入と削除はバッファー内の任意の箇所で発
生し得ます。Chapter 32 [Text], page 778を参照してください。

Lispのバッファーオブジェクトは多くの情報要素を含んでいます。これらの情報のいくつかは変
数を通じてプログラマーが直接アクセスできるのにたいして、その他の情報は特殊な目的のための関
数を通じてのみアクセスすることができます。たとえば visitされているファイルの名前は変数を通じ
て直接アクセスできますが、ポイント値はプリミティブ関数からのみアクセスできます。

直接アクセス可能なバッファー固有の情報は、バッファーローカル (buffer-local) な変数バイン
ディング内に格納されます。これは特定のバッファー内だけで効力のある変数値のことです。この機
能により、それぞれのバッファーは特定の変数の値をオーバーライドすることができます。ほとんど
のメジャーモードはこの方法で fill-columnや comment-columnのような変数をオーバーライドし
ています。バッファーローカルな変数、およびそれらに関連する関数についての詳細は Section 12.11
[Buffer-Local Variables], page 191を参照してください。

バッファーからファイルを visitする関数および変数については Section 25.1 [Visiting Files],
page 531と Section 25.2 [Saving Buffers], page 535を参照してください。ウィンドウ内へのバッ
ファー表示に関連する関数および変数については Section 28.11 [Buffers and Windows], page 636
を参照してください。

[Function]bufferp object
この関数は objectがバッファーなら t、それ以外は nilをリターンする。

27.2 カレントバッファー

一般的に 1つの Emacsセッション内には多くのバッファーが存在します。常にそれらのうちの 1つ
がカレントバッファー (current buffer)に指定されます。カレントバッファーとは、ほとんどの編集
が行われるバッファーのことです。テキストを調べたり変更するプリミティブのほとんどは暗黙にカ
レントバッファーにたいして処理を行います (Chapter 32 [Text], page 778を参照)。

通常は選択されたウィンドウ内に表示されるバッファーがカレントバッファーですが、常にそうで
はありません。Lispプログラムはバッファーのコンテンツを処理するために、スクリーン上に表示さ
れているものを変更することなく任意のバッファーを一時的にカレントに指定できます。カレントバッ
ファーの指定にたいするもっとも基本的な関数は set-bufferです。

[Function]current-buffer
この関数はカレントバッファーをリターンする。

(current-buffer)

⇒ #<buffer buffers-ja.texi>
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[Function]set-buffer buffer-or-name
この関数はbuffer-or-nameをカレントバッファーにする。buffer-or-nameは既存のバッファー、
または既存のバッファーの名前でなければならない。リターン値はカレントになったバッファー。

この関数はそのバッファーをどのウィンドウにも表示しないので、必然的にユーザーはそのバッ
ファーを見ることはできない。しかし Lispプログラムはその後に、そのバッファーにたいして
処理を行うことになるだろう。

編集コマンドがエディターコマンドループにリターンする際、Emacsは選択されたウィンドウ内
に表示されているバッファーにたいして、自動的に set-bufferを呼び出します。これは混乱を防ぐ
ためであり、これによりEmacsがコマンドを読み取るときにカーソルのあるバッファーが、コマンド
を適用されるバッファーになることが保証されます (Chapter 21 [Command Loop], page 376を
参照)。したがって異なるバッファーを指示して切り替える場合には set-bufferを使用するべきでは
ありません。これを行うためには Section 28.12 [Switching Buffers], page 638で説明されている
関数を使用してください。

Lisp関数を記述する際は、処理後にカレントバッファーをリストアするためにコマンドループの
この振る舞いに依存しないでください。編集コマンドはコマンドループだけではなく、他のプログラ
ムから Lisp関数としても呼び出されます。呼び出し側にとっては、そのサブルーチンがカレントだっ
たバッファーを変更しないほうが便利です (もちろんそれがサブルーチンの目的でない場合)。

他のバッファーにたいして一時的に処理を行うには、save-current-bufferフォーム内に
set-bufferを配置します。以下の例はコマンド append-to-bufferの簡略版です:

(defun append-to-buffer (buffer start end)

"リージョンのテキストを BUFFERに追加する"

(interactive "BAppend to buffer: \nr")

(let ((oldbuf (current-buffer)))

(save-current-buffer

(set-buffer (get-buffer-create buffer))

(insert-buffer-substring oldbuf start end))))

ここではカレントバッファーを記録するためにローカル変数にバインドしてから、後でsave-current-

bufferがそれを再びカレントにするようにアレンジしています。次に set-bufferが指定されたバッ
ファーをカレントにして、insert-buffer-substringが元のバッファーの文字列を指定された (今
はカレントの)バッファーにコピーします。

かわりに with-current-bufferマクロを使用することもできます:

(defun append-to-buffer (buffer start end)

"BUFFERにリージョンのテキストを追加する"

(interactive "BAppend to buffer: \nr")

(let ((oldbuf (current-buffer)))

(with-current-buffer (get-buffer-create buffer)

(insert-buffer-substring oldbuf start end))))

いずれのケースでも、追加されるバッファーが偶然他のウィンドウに表示されていると、次回の再
表示でそのテキストがどのように変更されたか表示されるでしょう。どのウィンドウにも表示されて
いなければスクリーン上で即座に変更を目にすることはありません。コマンドはバッファーを一時的
にカレントにしますが、そのことがバッファーの表示を誘発する訳ではありません。

バッファーローカルなバインディングをもつ変数にたいして、(letや関数引数などで)ローカルバ
インディングを作成する場合には、そのローカルバインディングのスコープの最初と最後で同じバッ
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ファーがカレントとなることを確認してください。そうしないと、あるバッファーではバインドして
他のバッファーではバインドされないことになるかもしれません!

set-bufferの使用において、カレントバッファーが戻ることに依存しないでください。なぜなら
間違ったバッファーがカレントのときに quitが発生した場合には、その処理は行われないでしょう。
たとえば上記の例に倣うと以下は間違ったやり方です:

(let ((oldbuf (current-buffer)))

(set-buffer (get-buffer-create buffer))

(insert-buffer-substring oldbuf start end)

(set-buffer oldbuf))

例で示したように save-current-bufferや with-current-bufferを使用すれば、quitや throw

を通常の評価と同様に処理できます。

[Special Form]save-current-buffer body. . .
スペシャルフォーム save-current-bufferはカレントバッファーの識別を保存して body
フォームを評価し、最後にそのバッファーをカレントにリストアする。リターン値は body内
の最後のフォームの値。throwやエラーを通じた異常 exitの場合にもカレントバッファーはリ
ストアされる (Section 11.7 [Nonlocal Exits], page 163を参照)。

カレントとして使用されていたバッファーが save-current-bufferによる exit時に killさ
れていたら、当然それが再びカレントとなることはない。かわりに exit 直前にカレントバッ
ファーが何であれ、それがカレントになる。

[Macro]with-current-buffer buffer-or-name body. . .
with-current-bufferマクロはカレントバッファーの識別を保存して buffer-or-nameをカ
レントにし、bodyフォームを評価してから最後にカレントバッファーをリストアする。buffer-
or-nameには既存のバッファー、または既存のバッファー名を指定しなければならない。

リターン値は body内の最後のフォームの値。throwやエラーを通じた異常 exitの場合にも、
カレントバッファーはリストアされる (Section 11.7 [Nonlocal Exits], page 163を参照)。

[Macro]with-temp-buffer body. . .
with-temp-bufferマクロは一時的なバッファーをカレントバッファーとして bodyフォーム
を評価する。これはカレントバッファーの識別を保存して一時的なバッファーを作成、それを
カレントとして bodyフォームを評価して、一時バッファーを killする間に以前のカレントバッ
ファーをリストアする。デフォルトではこのマクロが作成したバッファーでは、アンドゥ情報
を記録しない (Section 32.9 [Undo], page 794を参照)。

リターン値は body内の最後のフォームの値。最後のフォームとして (buffer-string)を使
用することにより、一時バッファーのコンテンツをリターンできる。

throwやエラーを通じた異常 exit の場合にも、カレントバッファーはリストアされる (Sec-
tion 11.7 [Nonlocal Exits], page 163を参照)。

[Writing to Files], page 540の with-temp-fileも参照のこと。

27.3 バッファーの名前

それぞれのバッファーは文字列で表される一意な名前をもちます。バッファーにたいして機能する関
数の多くは、引数としてバッファーとバッファー名の両方を受け入れます。buffer-or-nameという名
前の引数がこのタイプであり、それが文字列でもバッファーでもなければエラーがシグナルされます。
bufferという名前の引数は名前ではなく実際のバッファーオブジェクトでなければなりません。
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短命でユーザーが関心をもたないようなバッファーは名前がスペースで始まり、それらについて
は list-buffersと buffer-menuコマンドは無視します (がファイルを visitしているようなバッ
ファーは無視されない)。スペースで始まる名前は初期状態ではアンドゥ情報の記録も無効になってい
ます。Section 32.9 [Undo], page 794を参照してください。

[Function]buffer-name &optional buffer
この関数は bufferの名前を文字列としてリターンする。bufferのデフォルトはカレントバッ
ファー。

buffer-nameが nilをリターンした場合、それは bufferが kill されていることを意味する。
Section 27.10 [Killing Buffers], page 604を参照のこと。

(buffer-name)

⇒ "buffers-ja.texi"

(setq foo (get-buffer "temp"))

⇒ #<buffer temp>

(kill-buffer foo)

⇒ nil

(buffer-name foo)

⇒ nil

foo

⇒ #<killed buffer>

[Command]rename-buffer newname &optional unique
この関数はカレントバッファーを newnameにリネームする。newnameが文字列でなければエ
ラーをシグナルする。

newnameがすでに使用済みなら、rename-bufferは通常はエラーをシグナルする。しかし
uniqueが非 nilなら、未使用の名前となるように newnameを変更する。interactiveに呼び
出した場合は、プレフィックス数引数により uniqueに非 nilを指定できる (この方法によって
コマンド rename-uniquelyは実装される)。

この関数は実際にバッファーに与えられた名前をリターンする。

[Function]get-buffer buffer-or-name
この関数は buffer-or-nameで指定されたバッファーをリターンする。buffer-or-nameが文字列
で、かつそのような名前のバッファーが存在しなければ値は nil。buffer-or-nameがバッファー
なら与えられたバッファーをリターンする。これは有用とは言い難く、引数は通常は名前であ
る。たとえば:

(setq b (get-buffer "lewis"))

⇒ #<buffer lewis>

(get-buffer b)

⇒ #<buffer lewis>

(get-buffer "Frazzle-nots")

⇒ nil

Section 27.9 [Creating Buffers], page 603の関数 get-buffer-createも参照のこと。

[Function]generate-new-buffer-name starting-name &optional ignore
この関数は新たなバッファーにたいして一意となるような名前をリターンする— がバッファー
は作成しない。この名前は starting-nameで始まり内部が数字であるような ‘<...>’を追加す
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ることにより、すべてのバッファーでカレントで使用されていない名前を生成する。この数字
は 2で始まり、既存バッファーの名前でないような名前になる数字まで増加される。

オプション引数 ignoreが非 nilなら、それは潜在的にバッファー名であるような文字列である
こと。これは、たとえそれが (通常は拒絶されるであろう)既存バッファーの名前であっても、試
みられた場合には潜在的に受容可能なバッファーとして考慮することを意味する。つまり ‘foo’、
‘foo<2>’、‘foo<3>’、‘foo<4>’という名前のバッファーが存在する場合には、

(generate-new-buffer-name "foo")

⇒ "foo<5>"

(generate-new-buffer-name "foo" "foo<3>")

⇒ "foo<3>"

(generate-new-buffer-name "foo" "foo<6>")

⇒ "foo<5>"

Section 27.9 [Creating Buffers], page 603の関連する関数 generate-new-bufferも参照
のこと。

27.4 バッファーのファイル名

バッファーファイル名 (buffer file name)とは、そのバッファーに visitされているファイルの名前で
す。バッファーがファイルを visitしていなければ、バッファーファイル名は nilです。バッファー名
は大抵はバッファーファイル名の非ディレクトリーパートと同じですが、バッファーファイル名とバッ
ファー名は別物であり個別にセットすることができます。Section 25.1 [Visiting Files], page 531
を参照してください。

[Function]buffer-file-name &optional buffer
この関数は bufferが visitしているファイルの絶対ファイル名をリターンする。bufferがファ
イルを visitしていなければ、buffer-file-nameは nilをリターンする。bufferが与えられ
ない場合のデフォルトはカレントバッファー。

(buffer-file-name (other-buffer))

⇒ "/usr/user/lewis/manual/files-ja.texi"

[Variable]buffer-file-name
このバッファーローカル変数はカレントバッファーにvisitされているファイルの名前、ファイルを
visitしていなければ nil。これは永続的なローカル変数であり kill-all-local-variables

の影響を受けない。

buffer-file-name

⇒ "/usr/user/lewis/manual/buffers-ja.texi"

他のさまざまな事項を変更せずにこの変数を変更するのは危険である。通常は set-visited-

file-nameを使用するほうがよい (以下参照)。バッファー名の変更などのような、そこで行わ
れることのいくつかは絶対必要という訳ではないが、その他の事項は Emacsが混乱するのを
防ぐために必要不可欠である。

[Variable]buffer-file-truename
このバッファーローカル変数はカレントバッファーに visitされているファイルの省略された形
式の実名 (truename)、ファイルを visitしていなければ nilを保持する。これは永続的にロー
カルであり kill-all-local-variablesの影響を受けない。Section 25.6.3 [Truenames],
page 545と [abbreviate-file-name], page 560を参照のこと。



Chapter 27: バッファー 596

[Variable]buffer-file-number
このバッファーローカル変数はカレントバッファーに visitされているファイルのファイル番号
(file number)とデバイス番号 (device number)、ファイルを visitしていなければ nilを保
持する。これは永続的にローカルであり kill-all-local-variablesの影響を受けない。

値は通常は (filenum devnum)のような形式のリスト。この番号ペアはシステム上でアクセス
可能なすべてのファイルの中からファイルを一意に識別する。より詳細な情報は Section 25.6.4
[File Attributes], page 546の file-attributesを参照のこと。

buffer-file-nameがシンボリックリンク名なら、いずれの番号も再帰的なターゲットを参照
する。

[Function]get-file-buffer filename
この関数はファイル filenameを visit しているバッファーをリターンする。そのようなバッ
ファーが存在しなければ nilをリターンする。引数 filenameは文字列でなければならず、展開
(Section 25.9.4 [File Name Expansion], page 560を参照)された後に、killされていないす
べてのバッファーが visitしているファイル名と比較される。バッファーの buffer-file-name

は filenameの展開形と正確にマッチしなければならないことに注意。この関数は同じファイル
にたいする他の名前は認識しないだろう。

(get-file-buffer "buffers-ja.texi")

⇒ #<buffer buffers-ja.texi>

特殊な状況下では、複数のバッファーが同じファイル名を visitすることがあり得る。そのよう
な場合には、この関数はバッファーリスト内の最初に該当するバッファーをリターンする。

[Function]find-buffer-visiting filename &optional predicate
これは get-file-bufferと似ているが、そのファイルを違う名前で visitしているかもしれな
いすべてのバッファーをリターンする。つまりバッファーの buffer-file-nameは filename
の展開形式と正確にマッチする必要はなく、同じファイルを参照することだけが要求される。
predicateが非 nilなら、それは filenameを visitしているバッファーを 1つの引数とする関数
であること。そのバッファーにたいして predicateが非 nilをリターンした場合のみ適切なリ
ターン値と判断される。リターンすべき適切なバッファーが見つからなければ、find-buffer-
visitingは nilをリターンする。

[Command]set-visited-file-name filename &optional no-query
along-with-file

filenameが非空文字列なら、この関数はカレントバッファーに visitされているファイルの名
前を filenameに変更する (バッファーがファイルを visitしていなければ visitするファイルと
して filenameを与える)。そのバッファーにたいする次回の保存では、新たに指定されたファ
イルに保存されるだろう。

このコマンドは、たとえそのバッファーのコンテンツがその前に visitされていたファイルと
マッチしていても、(Emacsが関知するかぎり) filenameのコンテンツとはマッチしないので
バッファーが変更されている (modified)とマークする。これはその名前がすでに使用されてい
なければ、新たなファイル名に対応してバッファーをリネームする。

filenameが nilか空文字列なら、それは “visitされているファイルがない”ことを意味する。
この場合には set-visited-file-nameはバッファーの変更フラグを変更することなく、そ
のバッファーがファイルを visitしていないとマークする。

この関数は filenameを visitしているバッファーがすでに存在する場合は、通常はユーザーに
確認を求める。しかし no-queryが非 nilならこの質問を行わない。filenameを visitしている
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バッファーがすでに存在し、かつユーザーが承認するか no-queryが非 nilなら、この関数は
中に数字が入った ‘<...>’を filenameに追加して新たなバッファーの名前を一意にする。

along-with-fileが非 nilなら、それは前に visitされていたファイルが filenameにリネームさ
れたと想定することを意味する。この場合、コマンドはバッファーの修正フラグを変更せず、そ
のバッファーの記録されている最終ファイル変更時刻を visited-file-modtimeが報告する
時刻 (Section 27.6 [Modification Time], page 598を参照)で変更することもしない。along-
with-fileが nilなら、この関数は visited-file-modtimeが 0をリターンした後に、記録済
みの最終ファイル変更時刻をクリアーする。

関数 set-visited-file-nameが interactiveに呼び出されたときはミニバッファー内で file-
nameの入力を求める。

[Variable]list-buffers-directory
このバッファーローカル変数は visitしているファイル名をもたないバッファーにたいして、バッ
ファーリスト中の visitしているファイル名を表示する場所に表示する文字列を指定する。Dired
バッファーはこの変数を使用する。

27.5 バッファーの変更

Emacsは各バッファーにたいしてバッファーのテキストを変更したかどうかを記録するために、変更
フラグ (modified flag)と呼ばれるフラグを管理しています。このフラグはバッファーのコンテンツ
を変更すると常に tにセットされ、バッファーを保存したとき nilにクリアーされます。したがって
このフラグは保存されていない変更があるかどうかを表します。フラグの値は通常はモードライン内
(Section 23.4.4 [Mode Line Variables], page 489を参照)に表示され、保存 (Section 25.2 [Saving
Buffers], page 535を参照)と自動保存 (Section 26.2 [Auto-Saving], page 584を参照)を制御し
ます。

いくつかの Lisp プログラムは、このフラグを明示的にセットします。たとえば、関数
set-visited-file-nameは、このフラグを tにセットします。なぜなら、たとえその前に visitし
ていたファイルが変更されていなくても、テキストは新たに visitされたファイルとマッチしないか
らです。

バッファーのコンテンツを変更する関数は Chapter 32 [Text], page 778で説明されています。

[Function]buffer-modified-p &optional buffer
この関数はバッファー bufferが最後にファイルから読み込まれたか、あるいは保存されてから
変更されていれば t、それ以外では nilをリターンする。bufferが与えられなければカレント
バッファーがテストされる。

[Function]set-buffer-modified-p flag
この関数は flagが非 nilならカレントバッファーを変更済みとして、nilなら未変更としてマー
クする。

この関数を呼び出すことによる別の効果は、それがカレントバッファーのモードラインの無条
件な再表示を引き起こすことである。実際のところ関数 force-mode-line-updateは以下を
行うことにより機能する:

(set-buffer-modified-p (buffer-modified-p))

[Function]restore-buffer-modified-p flag
set-buffer-modified-pと同様だがモードラインにたいする強制的な再表示を行わない点が
異なる。
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[Command]not-modified &optional arg
このコマンドはカレントバッファーが変更されておらず保存する必要がないとマークする。arg
が非 nilなら変更されているとマークするので、次回の適切なタイミングでバッファーは保存
されるだろう。interactiveに呼び出された場合には、argはプレフィックス引数。

この関数はエコーエリア内にメッセージをプリントするのでプログラム内で使用してはならな
い。かわりに set-buffer-modified-p (上述)を使用すること。

[Function]buffer-modified-tick &optional buffer
この関数は bufferの変更カウント (modification-count)をリターンする。これはバッファーが
変更されるたびに増加されるカウンター。bufferが nil (または省略)ならカレントバッファー
が使用される。

[Function]buffer-chars-modified-tick &optional buffer
この関数は bufferの文字変更に関わる変更カウントをリターンする。テキストプロパティを変
更してもこのカウンターは変化しない。しかしそのバッファーにテキストが挿入または削除さ
れるたびに、このカウンターは buffer-modified-tickによりリターンされるであろう値に
リセットされる。buffer-chars-modified-tickを 2回呼び出してリターンされる値を比較
することにより、その呼び出しの間にバッファー内で文字変更があったかどうかを知ることが
できる。bufferが nil (または省略)ならカレントバッファーが使用される。

テキストプロパティの変更の等、バッファーのテキストを実際には変更しない方法でバッファーを
変更することを要する場合があります。プログラムがフックやバッファー変更にたいするリアクション
を何もトリガーせずにバッファーを変更する必要がある場合には、with-silent-modifications

マクロを使用します。

[Macro]with-silent-modifications body. . .
バッファーを変更しないように装って bodyを実行する。これにはバッファーのファイルがロッ
クされているかどうかのチェック (Section 25.5 [File Locks], page 540を参照)、バッファー
の変更フック (Section 32.32 [Change Hooks], page 851を参照)等が含まれる。(バッファー
のテキストプロパティとは対照的に)bodyが実際にバッファーテキストを変更する場合にはア
ンドゥするデータが破損するかもしれないことに注意。

27.6 バッファーの変更 Time

あるファイルを visitしてそのバッファー内で変更を行い、その一方ではディスク上でファイル自身が
変更されたとします。この時点でバッファーを保存するとファイル内の変更は上書きされるでしょう。
これが正に望んでいる動作のときもありますが、通常は有用な情報が失われてしまいます。したがっ
てEmacsはファイルを保存する前に、以下で説明する関数を使用してファイルの変更時刻をチェック
します (ファイルの変更時刻を調べる方法は Section 25.6.4 [File Attributes], page 546を参照)。

[Function]verify-visited-file-modtime &optional buffer
この関数は buffer(デフォルトはカレントバッファー)に visitされているファイルにたいして
記録されている変更時刻と、オペレーティングシステムにより記録された実際の変更時刻を比
較する。これら 2つの時刻は Emacsがそのファイルを visitか保存して以降、他のプロセスに
より書き込みがされていなければ等しくなるはずである。

この関数は実際の最終変更時刻とEmacsが記録した変更時刻が同じならt、それ以外はnilをリ
ターンする。そのバッファーが記録済みの最終変更時刻をもたない、すなわち visited-file-

modtimeが 0をリターンするような場合にも tをリターンする。
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これはたとえ visited-file-modtimeが非 0の値をリターンしたとしても、ファイルを visit
していないバッファーにたいしては常に tをリターンする。たとえばDiredバッファーにたい
して、この関数は常に tをリターンする。また存在せず、以前に存在したこともなかったファイ
ルを visitするバッファーにたいして tをリターンするが、visitしているファイルが削除され
たバッファーにたいしては nilをリターンする。

[Function]clear-visited-file-modtime
この関数はカレントバッファーにより visitされているファイルの最終変更時刻の記録をクリ
アーする。結果としてこのバッファーにを次回の保存ではファイルの変更時刻の食い違いは報
告されなくなる。

この関数は set-visited-file-name、および変更済みファイルの上書きを防ぐための通常
テストを行わない例外的な箇所で呼び出される。

[Function]visited-file-modtime
この関数はカレントバッファーにたいして記録された最終ファイル変更時刻を Lispタイムスタ
ンプ (Section 40.5 [Time of Day], page 1106を参照)としてリターンする。

バッファーが最終変更時刻の記録をもたなければこの関数は 0をリターンする。これが発生す
るのは、たとえばバッファーがファイルを visitしていなかったり、clear-visited-file-

modtimeで最終変更時刻が明示的にクリアーされた場合。しかし visited-file-modtimeは、
いくつかの非ファイルバッファーにたいするタイムスタンプをリターンすることに注意。たとえ
ばディレクトリーをリストするDiredバッファーでは、Diredが記録するそのディレクトリー
の最終変更時刻がリターンされる。

バッファーが存在しないファイルを visitしている場合には、この関数は−1をリターンする。

[Function]set-visited-file-modtime &optional time
この関数はバッファーが visitしているファイルの最終変更時刻の記録を、timeが非 nilなら
time、それ以外は visitしているファイルの最終変更時刻に更新する。

timeが nilや visited-file-modtimeがリターンする整数フラグでなければ、それは Lisp
の time値であること (Section 40.5 [Time of Day], page 1106を参照)。

この関数はバッファーが通常のようにファイルから読み取られたものでない場合や、ファイル
自身が害のない既知の理由により変更されている場合に有用。

[Function]ask-user-about-supersession-threat filename
これは visitしているファイル filenameがバッファーのテキストより新しいときにバッファー
の変更を試みた後に、ユーザーに処理方法を尋ねるために使用する関数。Emacsはディスク上
のファイルの変更時刻がバッファーを最後に保存した時刻新しいかどうか、バッファーのコン
テンツが変更されているかによりこれを検知する。これはおそらく他のプログラムがファイル
を変更したことを意味する。

この関数が正常にリターンするかどうかは、ユーザーの応答に依存する。関数はバッファーの
変更が処理された場合は正常にリターンし、バッファーの変更が許可されなかった場合はデー
タ (filename)とともにエラー file-supersessionをシグナルする。

この関数は適切なタイミングでEmacsにより自動的に呼び出される。これは再定義することに
よりEmacsをカスタマイズ可能にするために存在する。標準的な定義はファイルuserlock.el

を参照のこと。

Section 25.5 [File Locks], page 540のファイルロックのメカニズムも参照されたい。
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27.7 読み取り専用のバッファー

あるバッファーが読み取り専用 (read-only)の場合には、たとえスクロールやナローイングによって
ファイルのコンテンツのビューを変更しても、そのコンテンツを変更することはできません。

読み取り専用バッファーは、2つのタイプの状況において使用されます:

• 書き込み保護されたファイルを visitするバッファーは、通常は読み取り専用になる。

ここでの目的はユーザーにたいしてそのファイルへの保存を意図したバッファーの編集が無益、
または望ましくないかもしれないことを伝えることである。それにも関わらずバッファーのテキ
ストの変更を望むユーザーは、C-x C-qで読み取り専用フラグをクリアーした後にこれを行うこ
とができる。

• Diredや Rmailのようなモードは、通常の編集コマンドによるコンテンツの変更がおそらく間
違いであるようなときにバッファーを読み取り専用にする。

このようなモードのスペシャルコマンドは、buffer-read-onlyを (letによって)nilにバイン
ドしたり、テキストを変更する箇所では inhibit-read-onlyを tにバインドする。

[Variable]buffer-read-only
このバッファーローカル変数は、そのバッファーが読み取り専用かどうかを指定する。この変数
が非 nilならそのバッファーは読み取り専用。しかしテキストプロパティinhibit-read-only
をもつ文字は依然として編集可能。Section 32.19.4 [Special Properties], page 821を参照
のこと。

[Variable]inhibit-read-only
この変数が非 nilなら、読み取り専用バッファー、およびその実際の値に依存して、一部もしく
はすべての読み取り専用文字が変更されている。バッファー内の読み取り専用文字とはテキスト
プロパティread-onlyが非 nilの文字。テキストプロパティについての詳細は Section 32.19.4
[Special Properties], page 821を参照のこと。

inhibit-read-onlyが tなら、すべての read-only文字プロパティは効果がなくなる。
inhibit-read-onlyがリストの場合には、read-only文字プロパティがリストのメンバー
なら効果がなくなる (比較は eqで行われる)。

[Command]read-only-mode &optional arg
これはバッファーローカルなマイナーモードRead Onlyモードにたいするモードコマンド。こ
のモードが有効なときは、そのバッファーの buffer-read-onlyは非 nil。無効なときは、そ
のバッファーの buffer-read-onlyは nil。呼び出す際の慣習は、他のマイナーモードコマ
ンドの慣習と同じ (Section 23.3.1 [Minor Mode Conventions], page 481を参照)。

このマイナーモードは他のマイナーモードとは異なり、主に buffer-read-onlyにたいする
ラッパーの役目を果たし、別個に read-only-mode変数は存在しない。Read Onlyモードが
無効なときでも、read-onlyテキストプロパティが非 nilの文字は読み取り専用のままである。
一時的にすべての読み取り専用ステータスを無視するには上述の inhibit-read-onlyをバイ
ンドすること。

Read Onlyモードを有効にする際、このモードコマンドはオプション view-read-onlyが非
nilなら Viewモードも有効にする。Section “Miscellaneous Buffer Operations” in The
GNU Emacs Manualを参照のこと。Read Onlyモードを無効にする際に、もしもViewモー
ドが有効ならViewモードも無効にする。
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[Function]barf-if-buffer-read-only &optional position
この関数はカレントバッファーが読み取り専用ならbuffer-read-onlyエラーをシグナルする。
position (デフォルトはポイント位置)のテキストのテキストプロパティinhibit-read-only
がセットされていればエラーは発生しないだろう。

カレントバッファーが読み取り専用の場合にエラーをシグナルする他の方法については、Sec-
tion 21.2.1 [Using Interactive], page 377を参照のこと。

27.8 バッファーリスト

バッファーリスト (buffer list)とは、すべての生きた (killされていない)バッファーのリストです。
このリスト内のバッファーの順序は主に、それぞれのバッファーがウィンドウに表示されたのがどれほ
ど最近なのかにもとづきます。いくつかの関数、特に other-bufferはこの順序を使用します。ユー
ザーに表示されるバッファーリストもこの順序にしたがいます。

バッファーを作成するとそれはバッファーリストの最後に追加されバッファーをkillすることによって
そのリストから削除されます。ウィンドウに表示するためにバッファーが選択されたとき (Section 28.12
[Switching Buffers], page 638を参照)、あるいはバッファーを表示するウィンドウが選択されたと
き (Section 28.9 [Selecting Windows], page 632を参照)、そのバッファーは常にこのリストの先
頭に移動します。バッファーがバリー (以下の bury-bufferを参照)されたときは、このリストの最
後に移動します。バッファーリストを直接操作するために利用できる Lispプログラマー向けの関数は
存在しません。

説明した基本バッファーリスト (fundamental buffer list)に加えて、Emacsはそれぞれのフレー
ムにたいしてローカルバッファーリスト (local buffer list)を保守します。ローカルバッファーリスト
では、そのフレーム内で表示されていた (または選択されたウィンドウの)バッファーが先頭になりま
す (この順序はそのフレームのフレームパラメーター buffer-listに記録される。Section 29.4.3.5
[Buffer Parameters], page 722を参照)。並び順は基本バッファーリストにならい、そのフレームで
は表示されていないフレームは後になになります。。

[Function]buffer-list &optional frame
この関数はすべてのバッファーを含むバッファーリストをリターンする (名前がスペースで始ま
るバッファーも含む)。リストの要素はバッファーの名前ではなく実際のバッファー。

frameがフレームなら、frameのローカルバッファーリストをリターンする。frameが nilか省
略された場合は、基本バッファーリストが使用される。その場合には、そのバッファーを表示
するフレームがどれかとは無関係に、もっとも最近に表示または選択されたバッファーの順に
なる。

(buffer-list)

⇒ (#<buffer buffers-ja.texi>

#<buffer *Minibuf-1*> #<buffer buffer.c>

#<buffer *Help*> #<buffer TAGS>)

;; ミニバッファーの名前が
;; スペースで始まることに注意!
(mapcar #'buffer-name (buffer-list))

⇒ ("buffers-ja.texi" " *Minibuf-1*"

"buffer.c" "*Help*" "TAGS")
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buffer-listからリターンされるリストはそれ専用に構築されたリストであって、Emacsの内部
的なデータ構造ではなく、それを変更してもバッファーの並び順に影響はありません。基本バッファー
リスト内のバッファーの並び順を変更したい場合に簡単なのは以下の方法です:

(defun reorder-buffer-list (new-list)

(while new-list

(bury-buffer (car new-list))

(setq new-list (cdr new-list))))

この方法により、バッファーを失ったり有効な生きたバッファー以外の何かを追加する危険を犯さ
ずにリストに任意の並び順を指定できます。

特定のフレームのバッファーリストの並び順や値を変更するには、modify-frame-parameters
でそのフレームの buffer-listパラメーターをセットしてください (Section 29.4.1 [Parameter
Access], page 714を参照)。

[Function]other-buffer &optional buffer visible-ok frame
この関数はバッファーリスト中で buffer以外の最初のバッファーをリターンする。これは通常
は選択されたウィンドウ (フレーム frame、または選択されたフレーム (Section 29.10 [Input
Focus], page 733を参照)にもっとも最近表示された buffer以外のバッファーである。名前が
スペースで始まるバッファーは考慮されない。

bufferが与えられない (または生きたバッファーでない)場合には、other-bufferは選択され
たフレームのローカルバッファーリスト内の最初のバッファーをリターンする (frameが非 nil

なら frameのローカルバッファーリスト内の最初のバッファーをリターンする)。

frameが非 nilの buffer-predicateパラメーターをもつ場合には、どのバッファーを考慮す
べきかを決定するためにother-bufferはその述語を使用する。これはそれぞれのバッファーご
とにその述語を一度呼び出して、値が nilならそのバッファーは無視される。Section 29.4.3.5
[Buffer Parameters], page 722を参照のこと。

visible-okが nilなら other-bufferはやむを得ない場合を除き、任意の可視のフレーム上の
ウィンドウ内で可視のバッファーをリターンすることを避ける。visible-okが非 nilなら、バッ
ファーがどこかで表示されているかどうかは問題にしない。

適切なバッファーが存在しなければ、バッファー*scratch*を (必要なら作成して)リターン
する。

[Function]last-buffer &optional buffer visible-ok frame
この関数は frameのバッファーリスト内から buffer以外の最後のバッファーをリターンする。
frameが省略または nilなら選択されたフレームのバッファーリストを使用する。

引数 visible-okは上述した other-bufferと同様に扱われる。適切なバッファーを見つけられ
なければバッファー*scratch*がリターンされる。

[Command]bury-buffer &optional buffer-or-name
このコマンドはバッファーリスト内の他のバッファーの並び順を変更することなく、buffer-or-
nameをバッファーリストの最後に配置する。つまりこのバッファーは other-bufferがリター
ンする候補でもっとも期待度が低くなる。引数はバッファー自身かバッファーの名前を指定で
きる。

この関数は基本バッファーリストと同様に、それぞれのフレームの buffer-listパラメーター
を操作する。したがってバリー (bury: 埋める、隠す)したバッファーは(buffer-list frame)

と (buffer-list)の値の最後に置かれるだろう。さらにバッファーが選択されたウィンドウ
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に表示されていれば、ウィンドウのバッファーリストの最後にバッファーを置くことも行う
(Section 28.14 [Window History], page 660を参照)。

buffer-or-nameが nilまたは省略された場合には、カレントバッファーをバリーすることを
意味する。加えてカレントバッファーが選択されたウィンドウに表示されていれば、そのウィ
ンドウを削除するか他のバッファーを表示する。より正確には選択されたウィンドウが専用
(dedicated)のウィンドウ (Section 28.15 [Dedicated Windows], page 662を参照)であり、
かつそのフレーム上に他のウィンドウが存在する場合には専用ウィンドウは削除される。それ
がフレーム上で唯一のウィンドウであり、かつそのフレームが端末上で唯一のフレームでなけ
れば、そのフレームは frame-auto-hide-functionで指定される関数を呼び出すことにより
開放される (Section 28.16 [Quitting Windows], page 663を参照)。それ以外の場合はに、
他のバッファーをそのウィンドウ内に表示するために switch-to-prev-bufferを呼び出す
(Section 28.14 [Window History], page 660を参照)。buffer-or-nameが他のウィンドウで
表示されていれば、そのまま表示され続ける。

あるバッファーにたいして、それを表示するすべてのウィンドウでバッファーを置き換える
には replace-buffer-in-windowsを使用する。Section 28.11 [Buffers and Windows],
page 636を参照のこと。

[Command]unbury-buffer
このコマンドは選択されたフレームのローカルバッファーリストの最後のバッファーに切り替
える。より正確には選択されたウィンドウ内で、last-buffer (上記参照) がリターンする
バッファーを表示するために関数 switch-to-bufferを呼び出す (Section 28.12 [Switching
Buffers], page 638を参照)。

[Variable]buffer-list-update-hook
これはバッファーリストが変更されたときに常に実行されるノーマルフック。(暗黙に) こ
のフックを実行する関数は get-buffer-create (Section 27.9 [Creating Buffers],
page 603 を参照)、rename-buffer (Section 27.3 [Buffer Names], page 593 を参照)、
kill-buffer (Section 27.10 [Killing Buffers], page 604を参照)、bury-buffer (上記
参照)、select-window (Section 28.9 [Selecting Windows], page 632を参照)。

このフックが実行する関数は無限再帰を引き起こすので、nilの norecord引数による
select-windowや with-temp-bufferの呼び出しは避けること。

27.9 バッファーの作成

このセクションではバッファーを作成する 2つのプリミティブについて説明します。get-buffer-

createは指定された名前の既存バッファーが見つからなければ作成します。generate-new-buffer
は常に新たにバッファーを作成してそれに一意な名前を与えます。

バッファーを作成するために使用できる他の関数には with-output-to-temp-buffer (Sec-
tion 39.8 [Temporary Displays], page 998を参照)、および create-file-buffer (Section 25.1
[Visiting Files], page 531を参照)が含まれます。サブプロセスの開始によってもバッファーを作成
することができます (Chapter 38 [Processes], page 936を参照)。

[Function]get-buffer-create buffer-or-name
この関数はbuffer-or-nameという名前のバッファーをリターンする。リターンされたバッファー
はカレントにならない — この関数はカレントがどのバッファーであるかを変更しない。

buffer-or-nameは文字列、または既存バッファーのいずれかでなければならない。これが文字
列で、かつ既存の生きたバッファーの名前なら、get-buffer-createはそのバッファーをリ
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ターンする。そのようなバッファーが存在しなければ、新たにバッファーを作成する。buffer-
or-nameが文字列ではなくバッファーなら、たとえそのバッファーが生きていなくても与えら
れたバッファーをリターンする。

(get-buffer-create "foo")

⇒ #<buffer foo>

新たに作成されたバッファーにたいするメジャーモードは Fundamentalモードにセットされ
る (変数 major-modeのデフォルト値はより高いレベルで処理される。Section 23.2.2 [Auto
Major Mode], page 469を参照)。名前がスペースで始まる場合には、そのバッファーのアン
ドゥ情報の記録は初期状態では無効である (Section 32.9 [Undo], page 794を参照)。

[Function]generate-new-buffer name
この関数は新たに空のバッファーを作成してリターンするが、それをカレントにはしない。バ
ッファーの名前は関数 generate-new-buffer-nameに nameを渡すことにより生成される
(Section 27.3 [Buffer Names], page 593を参照)。つまり nameという名前のバッファーが
存在しなければ、それが新たなバッファーの名前になり、その名前が使用されていたら ‘<n>’と
いう形式のサフィックスが nameに追加される。ここで nは整数。

nameが文字列でなければエラーがシグナルされる。

(generate-new-buffer "bar")

⇒ #<buffer bar>

(generate-new-buffer "bar")

⇒ #<buffer bar<2>>

(generate-new-buffer "bar")

⇒ #<buffer bar<3>>

新たなバッファーにたいするメジャーモードは Fundamental モードにセットされる。変数
major-modeのデフォルト値は、より高いレベルで処理される。Section 23.2.2 [Auto Major
Mode], page 469を参照のこと。

27.10 バッファーのkill

バッファーの kill(Killing a buffer)により、そのバッファーの名前は Emacsにとって未知の名前と
なり、そのバッファーが占めていたメモリースペースは他の用途に使用できるようになります。

バッファーに対応するバッファーオブジェクトは、それを参照するものがあれば killされても存在
し続けますが、それをカレントにしたり表示することができないように特別にマークされます。とは
いえ killされたバッファーの同一性は保たれるので、2つの識別可能なバッファーを killした場合に
は、たとえ両方死んだバッファーであっても eqによる同一性は残ります。

あるウィンドウ内においてカレント、あるいは表示されているバッファーを killした場合、Emacs
はかわりに他の何らかのバッファーを自動的に選択または表示します。これはバッファーの killによっ
てカレントバッファーが変更されることを意味します。したがってバッファーを killする際には、(kill
されるバッファーがカレントを偶然知っていた場合を除き)カレントバッファーの変更に関しても事前
に注意を払うべきです。Section 27.2 [Current Buffer], page 591を参照してください。

1つ以上のインダイレクトバッファーのベースとなるバッファーを killした場合には、同様にイン
ダイレクトバッファーも自動的に killされます。

バッファーの buffer-nameが nilの場合のみバッファーは killされます。killされていないバッ
ファーは生きた (live)バッファーと呼ばれます。あるバッファーにたいして、そのバッファーが生き
ているか、または killされているかを確認するには buffer-live-pを使用します (下記参照)。
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[Command]kill-buffer &optional buffer-or-name
この関数はバッファー buffer-or-nameを killして、そのバッファーのメモリーを他の用途のた
めに開放、またはオペレーティングシステムに返却する。buffer-or-nameが nilまたは省略さ
れた場合にはカレントバッファーを killする。

そのバッファーを process-bufferとして所有するすべてのプロセスには、通常はプロセスを
終了させるシグナル SIGHUP (hangup)が送信される。Section 38.8 [Signals to Processes],
page 953を参照のこと。

バッファーがファイルを visit していて、かつ保存されていない変更が含まれる場合には、
kill-bufferはバッファーを kill する前にユーザーにたいして確認を求める。これは
kill-bufferが interactive に呼び出されていなくても行われる。この確認要求を抑制する
には kill-bufferの呼び出し前に、変更フラグ (modified flag) をクリアーすればよい。
Section 27.5 [Buffer Modification], page 597を参照のこと。

killされるバッファーをカレントで表示しているすべてのバッファーをクリーンアップするた
めに、この関数は replace-buffer-in-windowsを呼び出す。

すでに死んでいるバッファーを killしても効果はない。

この関数は実際にバッファーを killすると tをリターンする。ユーザーが確認で拒否を選択、ま
たは buffer-or-nameがすでに死んでいる場合には nilをリターンする。

(kill-buffer "foo.unchanged")
⇒ t

(kill-buffer "foo.changed")

---------- Buffer: Minibuffer ----------

Buffer foo.changed modified; kill anyway? (yes or no) yes

---------- Buffer: Minibuffer ----------

⇒ t

[Variable]kill-buffer-query-functions
保存されていない変更について確認を求める前に、kill-bufferはリスト kill-buffer-

query-functions内の関数を出現順に引数なしで呼び出す。それらが呼び出される際には kill
されるバッファーがカレントになる。この機能はこれらの関数がユーザーに確認を求めるという
アイデアが元となっている。これらの関数のいずれかが nilをリターンしたら、kill-buffer
はそのバッファーを殺さない。

[Variable]kill-buffer-hook
これは尋ねることになっている質問をすべて終えた後、実際にバッファーを kill する直前に
kill-bufferにより実行されるノーマルフック。この変数は永続的にローカルであり、メジャー
モードの変更により、そのローカルバインディングはクリアーされない。

[User Option]buffer-offer-save
特定のバッファーにおいてこの変数が非 nilなら、あたかもファイルを visitするバッファー
にたいして提案するときのように、バッファーの保存を提案するように save-buffers-

kill-emacsに指示する。2 つ目のオプション引数を tにセットして save-some-buffers

を呼び出せばバッファーの保存も提案する。最後にこの変数をシンボル alwaysにセット
すると、save-buffers-kill-emacsと save-some-buffersは常に保存を提案する。
[Definition of save-some-buffers], page 535 を参照のこと。何らかの理由により変数
buffer-offer-saveがセットされると自動的にバッファーローカルになる。Section 12.11
[Buffer-Local Variables], page 191を参照のこと。
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[Variable]buffer-save-without-query
特定のバッファーにおいてこの変数が非 nilなら、save-buffers-kill-emacsと
save-some-buffersは、(バッファーが変更されていれば)ユーザーに確認を求めることなく
そのバッファーを保存する。何らかの理由によりこの変数をセットする際には自動的にバッ
ファーローカルになる。

[Function]buffer-live-p object
この関数は objectが生きたバッファー (killされていないバッファー)なら t、それ以外は nil

をリターンする。

27.11 インダイレクトバッファー

インダイレクトバッファー (indirect buffer: 間接バッファー)とは、ベースバッファー (base buffer)
と呼ばれる他のバッファーとテキストを共有します。いくつかの点においてインダイレクトバッファー
はファイル間でのシンボリックリンクに類似しています。ベースバッファー自身はインダイレクトバッ
ファーではない可能性があります。

インダイレクトバッファーのテキストは、常にベースバッファーのテキストと同一です。編集によ
り一方が変更されると、それは即座に他方のバッファーから可視になります。これには文字自体に加
えてテキストプロパティも同様に含まれます。

他のすべての観点において、インダイレクトバッファーとそのベースバッファーは完全に別物で
す。それらは別の名前、独自のポイント値、ナローイング、マーカー、オーバーレイ、メジャーモー
ド、バッファーローカルな変数バインディングをもちます (ただしどちらかのバッファーでのテキスト
の挿入や削除を行うと両方のバッファーでマーカーとオーバーレイが再配置される)。

インダイレクトバッファーはファイルを visitできませんがベースバッファーには可能です。イン
ダイレクトバッファーの保存を試みると、実際にはベースバッファーが保存されます。

インダイレクトバッファーを killしてもベースバッファーに影響はありません。ベースバッファーを
killするとインダイレクトバッファーは killされて再びカレントバッファーにすることはできません。

[Command]make-indirect-buffer base-buffer name &optional clone
これはベースバッファーが base-bufferであるような、nameという名前のインダイレクトバッ
ファーを作成してリターンする。引数 base-bufferは生きたバッファー、または既存バッファー
の名前 (文字列)を指定できる。nameが既存バッファーの名前ならエラーがシグナルされる。

cloneが非 nilならインダイレクトバッファーは最初はbase-bufferのメジャーモード、マイナー
モード、バッファーローカル変数等の状態を共有する。cloneが省略または nilなら、インダイ
レクトバッファーの情報は新たなバッファーにたいするデフォルト状態にセットされる。

base-bufferがインダイレクトバッファーなら、新たなバッファーのベースとしてそれのベース
バッファーが使用される。さらに cloneが非 nilなら、初期状態は base-bufferではなく実際の
ベースバッファーからコピーされる。

[Command]clone-indirect-buffer newname display-flag &optional norecord
この関数はカレントバッファーのベースバッファーを共有するインダイレクトバッファーを新た
に作成して、カレントバッファーの残りの属性をコピーしてリターンする (カレントバッファー
がインダイレクトバッファーでなければそれがベースバッファーとして使用される)。

display-flagが非 nil (インタラクティブな呼び出しでは常に非 nil)なら、それは pop-to-

bufferを呼び出すことにより新しいバッファーを表示することを意味する。norecordが非 nil

なら、それは新しいバッファーをバッファーリストの先頭に置かないことを意味する。
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[Function]buffer-base-buffer &optional buffer
この関数は buffer (デフォルトはカレントバッファー) のベースバッファーをリターンする。
bufferがインダイレクトバッファーでなければ値は nil、それ以外では値は他のバッファーと
なり、そのバッファーがインダイレクトバッファーであることは決してない。

27.12 2つのバッファー間でのテキストの交換

特別なモードでは、ユーザーが同一のバッファーから複数の非常に異なったテキストにアクセスでき
るようにしなければならない場合があります。たとえばバッファーのテキストのサマリーを表示して、
ユーザーがそのテキストにアクセスできるようにする場合です。

これは、(ユーザーがテキストを編集した際には同期を保つ) 複数バッファーや、ナローイング
(Section 30.4 [Narrowing], page 767を参照)により実装することができるかもしれません。しか
しこれらの候補案はときに退屈になりがちであり、特にそれぞれのテキストタイプが正しい表示と編
集コマンドを提供するために高価なバッファーグローバル操作を要求する場合には、飛び抜けて高価
になる場合があります。

Emacsはそのようなモードにたいして別の機能を提供します。buffer-swap-textを使用すれ
ば、2つのバッファー間でバッファーテキストを素早く交換することができます。この関数はテキス
トの移動は行わずに異なるテキスト塊 (text chunk)をポイントするように、バッファーオブジェク
トの内部的なデータ構造だけを変更するため非常に高速です。これを使用することにより、2つ以上
のバッファーグループから個々のバッファーのコンテンツすべてを併せもつような、単一の仮想バッ
ファー (virtual buffer)が実在するように見せかけることができます。

[Function]buffer-swap-text buffer
この関数はカレントバッファーのテキストと、引数 bufferのテキストを交換する。2つのバッフ
ァーのいずれか一方がインダイレクトバッファー (Section 27.11 [Indirect Buffers], page 606
を参照)、またはインダイレクトバッファーのベースバッファーの場合はエラーをシグナルする。

バッファーテキストに関連するすべてのバッファープロパティ、つまりポイントとマークの位置、
すべてのマーカーとオーバーレイ、テキストプロパティ、アンドゥリスト、enable-multibyte-
charactersフラグの値 (Section 33.1 [Text Representations], page 854を参照)等も同様
に交換される。

警告: この関数を save-excursion内部で呼び出すと、位置とバッファーを保存するために
save-excursionが使用するマーカーも同様に交換されるので、そのフォームを抜ける際には
カレントバッファーは bufferにセットされるだろう。

ファイルを visitしているバッファーに buffer-swap-textを使用する場合には、交換されたテ
キストではなくそのバッファーの元のテキストを保存するようにフックをセットアップするべきで
す。write-region-annotate-functionsは正にこの目的のために機能します。そのバッファーの
buffer-saved-sizeを、おそらく交換されたテキストにたいする変更が自動保存に干渉しないであ
ろう、−2にセットするべきです。

27.13 バッファーのギャップ

Emacsのバッファーは挿入と削除を高速にするために不可視のギャップ (gap)を使用して実装されて
います。挿入はギャップ部分を充填、削除はギャップを追加することにより機能します。もちろんこれ
は最初にギャップを挿入や削除の部位 (locus)に移動しなければならないことを意味します。Emacs
はユーザーが挿入か削除を試みたときだけギャップを移動します。大きなバッファー内の遠く離れた
位置で編集した後に、他の箇所での最初の編集コマンドに無視できない遅延が発生する場合があるの
はこれが理由です。
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このメカニズムは暗黙に機能するものであり、Lispコードはギャップのカレント位置に影響される
べきでは決してありませんが、以下の関数はギャップ状態に関する情報の取得に利用できます。

[Function]gap-position
この関数はカレントバッファー内のギャップのカレント位置をリターンする。

[Function]gap-size
この関数はカレントバッファー内のギャップのサイズをリターンする。
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28 ウィンドウ

このチャプターではEmacsのウィンドウに関連する関数と変数について説明します。Emacsが利用可
能なスクリーン領域にウィンドウが割り当てられる方法についてはChapter 29 [Frames], page 697を
参照してください。ウィンドウ内にテキストが表示される方法についての情報はChapter 39 [Display],
page 983を参照してください。

28.1 Emacsウィンドウの基本概念

ウィンドウ (window)とは任意のバッファーを表示するために使用されるスクリーン領域です。Emacs
Lispではウィンドウはスペシャル Lispオブジェクトとして表現されます。

ウィンドウはフレームへとグループ化されます (Chapter 29 [Frames], page 697を参照)。それ
ぞれのフレームは最低でも 1つのウィンドウを含みます。ユーザーは複数のバッファーを一度に閲覧
するために、それを複数のオーバーラップしないウィンドウに分割することができます。Lispプログ
ラムはさまざまな目的にたいして複数のウィンドウを使用できます。たとえばRmailでは 1つのウィ
ンドウでメッセージタイトル、もう一方のウィンドウで選択したメッセージのコンテンツを閲覧でき
ます。

Emacsはグラフィカルなデスクトップ環境や X Window Systemのようなウィンドウシステム
とは異なる意味で “ウィンドウ (window)”という単語を使用します。EmacsがX上で実行されてい
るときはXのグラフィカルなXウィンドウは、Emacsでの (1つ以上のEmacsウィンドウを含んだ)
フレームになります。Emacsがテキスト端末上で実行されているときはフレームが端末スクリーン全
体を占有します。

Xのウィンドウとは異なり、Emacsのウィンドウはタイル表示 (tiled)されるので、フレームの領
域内でオーバーラップされることは決してありません。あるウィンドウが作成、リサイズ、削除され
るとき変更されたウィンドウスペースの変更は各ウィンドウの調整により取得・譲与されるので、そ
のフレームの総領域に変化はありません。

[Function]windowp object
この関数は objectがウィンドウ (バッファーの表示有無に関わらず)なら t、それ以外は nilを
リターンする。

生きたウィンドウ (live window)とは、あるフレーム内で実際にバッファーを表示しているウィン
ドウのことです。

[Function]window-live-p object
この関数は objectが生きたウィンドウなら t、それ以外は nilをリターンする。生きたウィン
ドウとはバッファーを表示するウィンドウのこと。

各フレーム内のウィンドウはウィンドウツリー (window tree)内へと組織化されます。Section 28.2
[Windows and Frames], page 610を参照してください。それぞれのウィンドウツリーのリーフノー
ド (leaf nodes)は、実際にバッファーを表示している生きたウィンドウです。ウィンドウツリーの内
部ノード (internal node)は内部ウィンドウ (internal windows)と呼ばれ、これらは生きたウィン
ドウではありません。

有効なウィンドウ (valid window)とは、生きたウィンドウか内部ウィンドウのいずれかです。有
効なウィンドウにたいしては、それを削除 (delete)、すなわちそのウィンドウのフレームから削除す
ることができます (Section 28.7 [Deleting Windows], page 626を参照)。その場合、それは有効
なウィンドウではなくなりますが、それを表す Lispオブジェクトは依然として他の Lispオブジェク
トから参照されたままかもしれません。削除されたウィンドウは保存されたウィンドウ設定 (window
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configuration)をリストアすることにより再び有効にすることができます (Section 28.26 [Window
Configurations], page 687を参照)。

window-valid-pにより、削除されたウィンドウから有効なウィンドウを区別できます。

[Function]window-valid-p object
この関数は objectが生きたウィンドウかウィンドウツリー内の内部ウィンドウなら tをリター
ンする。それ以外 (objectが削除されたウィンドウの場合も含む)は nilをリターンする。

それぞれのフレーム内において、常にただ 1つの Emacsウィンドウがそのフレームで選択され
ている (selected within the frame)として指定されます。選択されたフレームにたいしてそのウィ
ンドウは選択されたウィンドウ (selected window) と呼ばれます。選択されたウィンドウは編集の
ほとんどが行われるウィンドウであり、選択されたウィンドウに表示されるカーソルがあるウィンド
ウです (Section 29.4.3.9 [Cursor Parameters], page 726を参照)。テキストの挿入や削除を行う
キーボード入力もそのウィンドウにたいして行われます。選択されたウィンドウのバッファーは、通常
は set-bufferが使用された場合を除いてカレントバッファーでもあります (Section 27.2 [Current
Buffer], page 591 を参照)。選択されていないフレームでは、そのフレームが選択されたときはフ
レームで選択されていたウィンドウが選択されたウィンドウになります。Section 28.9 [Selecting
Windows], page 632を参照してください。

[Function]selected-window
この関数は選択されたウィンドウをリターンする (これは常に生きたウィンドウ)。

たとえばFollowモード (Section “Follow Mode” in emacsを参照)の管理下では、あるウィンド
ウが単独で表示可能な部分より大きい部分をそのウィンドウにまとめて表示するように、複数のウィンド
ウが集合かつ協調してバッファーを表示することがあります。そのようなウィンドウグループ (window
group)を 1つのエンティティーとしてとらえると便利なことがよくあります。window-group-start
(Section 28.20 [Window Start and End], page 672を参照)のようないくつかの関数では、グルー
プ全体としてウィンドウの 1つを引数に与えることにより、これを行うことができます。

[Function]selected-window-group
選択されたウィンドウがウィンドウグループのメンバーなら、この関数はそのバッファーの最
前箇所を表示するウィンドウが先頭になる順序で、グループ内のウィンドウのリストをリター
ンする。それ以外なら、この関数は選択されたウィンドウだけを含むリストをリターンする。

バッファーローカル変数selected-window-group-functionが関数にセットされているとき
は、選択されたウィンドウはグループの一部とみなされる。この場合には、selected-window-
groupはその関数を引数なしで呼び出し、その結果をリターンする (これはそのグループ内の
ウィンドウのリストであること)。

28.2 ウィンドウとフレーム

ウィンドウはそれぞれ厳密に 1つのフレームに属します (Chapter 29 [Frames], page 697を参照)。

[Function]window-frame &optional window
この関数はウィンドウ windowが属するフレームをリターンする。windowが nilの場合のデ
フォルトは選択されたウィンドウ。

[Function]window-list &optional frame minibuffer window
この関数はフレーム frameに属する生きたウィンドウのリストをリターンする。frameが省略
または nilの場合のデフォルトは選択されたフレーム。
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オプション引数 minibufferはリターンされるリストにミニバッファーウィンドウを含めるべ
きかどうかを指定する。minibufferが tならミニバッファーウィンドウが含まれ、minibuffer
が nilまたは省略された場合にはミニバッファーウィンドウがアクティブのときだけ含まれる。
minibufferが nilと t以外ならミニバッファーウィンドウは含まれない。

オプション引数windowが非 nilなら、それは指定されたフレーム上の生きたウィンドウであ
ること。その場合には windowがリターンされるリストの最初の要素になる。windowが省略
または nilなら、そのフレームの選択されたウィンドウが最初の要素になる。

同一フレーム内のウィンドウは、リーフノード (leaf nodes)が生きたウィンドウであるようなウィ
ンドウツリー (window tree)内に組織化されます。ウィンドウツリーの内部ノード (internal nodes)
は生きたウィンドウではありません。これらのウィンドウは生きたウィンドウ間の関係を組織化する
という目的のために存在します。ウィンドウツリーのルートノード (root node)はルートウィンドウ
(root window)と呼ばれます。ルートノードは生きたウィンドウ (そのフレームにウィンドウが 1つ
だけの場合)、または内部ウィンドウのいずれかです。

フレーム内で唯一ではないミニバッファーウィンドウ (Section 20.11 [Minibuffer Windows],
page 372を参照)は親ウィンドウをもたないので、厳密に言えばフレームのウィンドウツリーの一部では
ありません。それでもフレームのルートウィンドウの兄弟ウィンドウなので、window-next-sibling
を通じて到達することができます。さらにこのセクションの最後に説明する関数 window-treeは実
際のウィンドウツリーと共にミニバッファーウィンドウをリスとします。

[Function]frame-root-window &optional frame-or-window
この関数は frame-or-windowにたいするルートウィンドウをリターンする。引数 frame-or-
windowはウィンドウかフレームのいずれかであること。これが省略または nilの場合のデフォ
ルトは選択されたフレーム。frame-or-windowがウィンドウなら、リターン値はそのウィンド
ウのフレームのルートウィンドウ。

ウィンドウが分割 (split)されているときは、以前は 1つだった 2つの生きたウィンドウが存在し
ます。これらのうちの一方は、元のウィンドウと同じ Lispウィンドウオブジェクトとして表され、も
う一方は新たに作成された Lispウィンドウオブジェクトとして表されます。これらの生きたウィン
ドウはいずれも単一の内部ウィンドウの子ウィンドウ (child windows)として、ウィンドウツリーの
リーフノードになります。もし必要ならEmacsはこの内部ウィンドウを自動的に作成します。この内
部ウィンドウは親ウィンドウ (parent window)とも呼ばれ、ウィンドウツリー内の適切な位置に配
置されます。同じ親を共有するウィンドウセットは兄弟 (sibling)と呼ばれます。

[Function]window-parent &optional window
この関数はwindowの親ウィンドウ (parent window)をリターンする。windowが省略または
nilの場合のデフォルトは選択されたウィンドウ。windowが親をもたない場合 (ミニバッファー
ウィンドウやそのフレームのルートウィンドウ)にはリターン値は nil。

内部ウィンドウはそれぞれ、常に最低でも 2つの子ウィンドウをもちます。ウィンドウ削除により
この数値が 1になると Emacsは自動的に内部ウィンドウを削除して、その残った単一の子ウィンド
ウがウィンドウツリー内のその位置に配置されます。

子ウィンドウはそれぞれ生きたウィンドウ、または (次に自身の子ウィンドウをもつであろう)内部
ウィンドウのいずれかです。したがって各内部ウィンドウは、最終的にはその内部ウィンドウの子孫
であるような生きたウィンドウにより占有される領域を結合した、特定の矩形スクリーン領域 (screen
area)を占有すると考えることができます。

内部ウィンドウそれぞれにたいして、近接する子たちのスクリーン領域は垂直 (vertically)か水平
(horizontally)のいずれかにより整列されます (両方で整列されることはない)。子ウィンドウが他の
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子ウィンドウと上下に整列される場合、それらは垂直コンビネーション (vertical combination)、左
右に整列される場合は水平コンビネーション (horizontal combination)を形成すると表現されます。
以下の例で考えてみましょう:

______________________________________

| ______ ____________________________ |

|| || __________________________ ||

|| ||| |||

|| ||| |||

|| ||| |||

|| |||____________W4____________|||

|| || __________________________ ||

|| ||| |||

|| ||| |||

|| |||____________W5____________|||

||__W2__||_____________W3_____________ |

|__________________W1__________________|

このフレームのルートウィンドウは内部ウィンドウW1です。これの子ウィンドウは、生きたウィン
ドウW2と内部ウィンドウW3からなる水平コンビネーションを形成します。W3の子ウィンドウは、
生きたウィンドウW4とW5からなる垂直コンビネーションを形成します。したがって、このウィン
ドウツリー内の生きたウィンドウはW2、W4、およびW5です。

以下の関数は内部ウィンドウの子ウィンドウ、および子ウィンドウの兄弟を取得するために使用で
きます。

[Function]window-top-child &optional window
この関数は内部ウィンドウ windowの子ウィンドウが垂直コンビネーションを形成する場合に
は、windowの一番上の子ウィンドウをリターンする。他のタイプのウィンドウにたいするリ
ターン値は nil。

[Function]window-left-child &optional window
この関数は内部ウィンドウ windowの子ウィンドウが水平コンビネーションを形成する場合に
は、windowの一番左の子ウィンドウをリターンする。他のタイプのウィンドウにたいするリ
ターン値は nil。

[Function]window-child window
この関数は内部ウィンドウ windowの最初の子ウィンドウをリターンする。これは垂直コンビ
ネーションにたいしては一番上、水平コンビネーションにたいしては一番左の子ウィンドウ。
windowが生きたウィンドウならリターン値は nil。

[Function]window-combined-p &optional window horizontal
この関数は windowが垂直コンビネーションの一部である場合のみ非 nilをリターンする。
windowが省略または nilの場合のデフォルトは選択されたウィンドウ。

オプション引数 horizontalが非 nilなら、windowが水平コンビネーションの一部である場合
のみ非 nilをリターンすることを意味する。

[Function]window-next-sibling &optional window
この関数はウィンドウ windowの次の兄弟をリターンする。省略または nilなら、windowの
デフォルトは選択されたウィンドウ。windowがその親の最後の子ならリターン値は nil。

[Function]window-prev-sibling &optional window
この関数はウィンドウ windowの前の兄弟をリターンする。省略または nilなら、windowの
デフォルトは選択されたウィンドウ。windowがその親の最初の子ならリターン値は nil。
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関数 window-next-siblingと window-prev-siblingを、ウィンドウのサイクル順
(Section 28.10 [Cyclic Window Ordering], page 634を参照)で次や前のウィンドウをリターン
する関数 next-windowと previous-windowと混同しないでください。

以下の関数はフレーム内のウィンドウの配置に有用です。

[Function]frame-first-window &optional frame-or-window
この関数は frame-or-windowにより指定されたフレームの左上隅の生きたウィンドウをリター
ンする。引数 frame-or-windowはウィンドウか生きたフレームを指定しなければならず、デ
フォルトは選択されたフレーム。frame-or-windowがウィンドウを指定する場合には、この
関数はそのウィンドウのフレームの最初のウィンドウをリターンする。前の例のフレームが
(frame-first-window)で選択されたとするとW2がリターンされる。

[Function]window-at-side-p &optional window side
この関数はwindowのフレーム内でwindowが sideに配置されていれば tをリターンする。引
数 windowは有効なウィンドウでなければならず、デフォルトは選択されたウィンドウ。引数
sideはシンボル left、top、right、bottomのいずれか。デフォルト値の nilは bottomと
して扱われる。

この関数はミニバッファーウィンドウを無視することに注意 (Section 20.11 [Minibuffer Win-
dows], page 372を参照)。したがって sideが bottomなら、windowの右下にミニバッファー
ウィンドウがある際にも tをリターンするかもしれない。

[Function]window-in-direction direction &optional window ignore sign wrap
mini

この関数はウィンドウwindow内の位置 window-pointから、方向 directionにあるもっとも
近い生きたウィンドウをリターンする。引数 directionは above、below、left、rightのい
ずれかでなければならない。オプション引数 windowは生きたウィンドウでなければならず、
デフォルトは選択されたウィンドウ。

この関数はパラメーター no-other-windowが非 nilのウィンドウをリターンしない (Sec-
tion 28.27 [Window Parameters], page 689を参照)。もっとも近いウィンドウのno-other-

windowパラメーターが非 nilなら、この関数は指定された方向で no-other-windowパラメー
ターが nilであるような他のウィンドウを探す。オプション引数 ignoreが非 nilなら、たとえ
no-other-windowパラメーターが非 nilのウィンドウでもリターンされるだろう。

オプション引数 signが負の数値なら、それは参照位置としてwindow-pointのかわりにwindow
の右端、または下端を使用することを意味する。signが正の数値なら、それは参照位置として
windowの左端か上端を使用することを意味する。

オプション引数wrapが非 nilなら、それはフレームのボーダー (borders: 枠線)を direction
がラップアラウンド (wrap around: 最後に達したら最初に戻る)することを意味する。たとえ
ば windowはフレームの最上にあり directionが aboveなら、そのフレームのミニバッファー
ウィンドウがアクティブでそれがフレームの他のウィンドウの最下にある場合には、この関数
は通常はミニバッファーウィンドウをリターンする。

miniが nilなら、カレントでアクティブな場合のみミニバッファーウィンドウをリターンする
ことを意味する。minibufが非 nilなら、この関数はアクティブではないミニバッファーウィ
ンドウをリターンするかもしれない。しかしwrapが非 nilなら、常にminiが nilであるかの
ように振る舞う。

適切なウィンドウが見つからなければ、この関数は nilをリターンする。

この関数を directionにウィンドウが存在しないかどうかをチェックするために使用しないこと。
それを行うには上述の window-at-side-pを呼び出すほうが効果的である。
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以下の関数によりフレームのウィンドウツリー全体を取得できます:

[Function]window-tree &optional frame
この関数はフレーム frameにたいするウィンドウツリーを表すリストをリターンする。frame
が省略 nilの場合のデフォルトは選択されたフレーム。

リターン値は (root mini)という形式のリスト。ここで rootはそのフレームのウィンドウツ
リーのルートウィンドウ、miniはそのフレームのミニバッファーウィンドウを表す。

ルートウィンドウが生きていれば rootはそのウィンドウ自身、それ以外なら rootはリスト (dir

edges w1 w2 ...)。ここで dirは水平コンビネーションなら nil、垂直コンビネーションな
ら tとなり、edgesはそのコンビネーションのサイズと位置を与え、残りの要素は子ウィンド
ウである。子ウィンドウはそれぞれ、同じようにウィンドウオブジェクト (生きたウィンドウ
にたいして)、または上記フォーマットと同じ形式のリスト (内部ウィンドウにたいして)かも
しれない。edges要素は window-edgesがリターンする値のようなリスト (left top right

bottom) (Section 28.24 [Coordinates and Windows], page 682を参照)。

28.3 ウィンドウのサイズ

以下の図は生きたウィンドウの構造を示しています:
____________________________________________

|______________ Header Line ______________|RD| ^

^ |LS|LM|LF| |RF|RM|RS| | |

| | | | | | | | | | |

Window | | | | Text Area | | | | | Window

Body | | | | | (Window Body) | | | | | Total

Height | | | | | | | | | Height

| | | | |<- Window Body Width ->| | | | | |

v |__|__|__|_______________________|__|__|__| | |

|_________ Horizontal Scroll Bar _________| | |

|_______________ Mode Line _______________|__| |

|_____________ Bottom Divider _______________| v

<---------- Window Total Width ------------>

ウィンドウの中央はテキストエリア (text area: テキスト領域)、またはボディー (body: 本体、
本文)と呼ばれるバッファーテキストが表示される場所です。テキストエリアは一連のオプションエリ
アで囲まれている可能性があります。左右には内側から外側に向かって図中に LFと RFで示される
左右のフリンジ (Section 39.13 [Fringes], page 1036を参照)、LMと RMで示される左右のマー
ジン (Section 39.16.5 [Display Margins], page 1050を参照)、そして LSとRSはスクロールバー
(Section 39.14 [Scroll Bars], page 1042を参照)で、これは常に表示されるのはいずれか一方だけ
です。さらにRDで示されるのが右ディバイダー (Section 39.15 [Window Dividers], page 1044を
参照)です。ウィンドウ上端にはヘッダーライン (Section 23.4.7 [Header Lines], page 494を参照)、
ウィンドウ下端には水平スクロールバー (Section 39.14 [Scroll Bars], page 1042を参照)、モード
ライン (Section 23.4 [Mode Line Format], page 486を参照)、下端ディバイダー (Section 39.15
[Window Dividers], page 1044を参照)があります。

Emacsはウィンドウの高さと幅を求めるためのさまざまな関数を提供します。これらの関数がリ
ターンする値の多くはピクセル単位、または行単位と列単位のいずれかにより指定できます。グラフィカ
ルなディスプレイでは後者は実際にはframe-char-heightとframe-char-width (Section 29.3.2
[Frame Font], page 708を参照)によりリターンされる、そのフレームのデフォルトフォントが指定
するデフォルト文字の高さと幅に対応します。したがってあるウィンドウが異なるフォントやサイズ
でテキストを表示していると、そのウィンドウにたいして報告される行高さと列幅は、実際にウィン
ドウ内で表示されるテキスト行数と列数とは異なるかもしれません。
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トータル高さ (total height)とは、そのウィンドウのボディーを構成する行数、ヘッダーライン、
水平スクロールバー、モードライン、(もしあれば)下端ディバイダーです。

[Function]window-total-height &optional window round
この関数はウィンドウ windowのトータル高さを行数でリターンする。windowが省略 nilの
場合のデフォルトは選択されたウィンドウ。windowが内部ウィンドウなら、リターン値はそ
のウィンドウの子孫となるウィンドウにより占有されるトータル高さになる。

ウィンドウのピクセル高さがそのウィンドウがあるフレームのデフォルト文字高さの整数倍で
なければ、そのウィンドウが占有する行数が内部で丸められる。これはそのウィンドウが親ウィ
ンドウの場合には、すべての子ウィンドウのトータル高さの合計が、親ウィンドウのトータル
高さと内部的に等しくなるような方法により行われる。これはたとえ 2つのウィンドウのピク
セル高さが等しくでも、内部的なトータル高さは 1行分異なるかもしれないことを意味する。
さらにこれはそのウィンドウが垂直コンビネーションされていて、かつ次の兄弟をもつ場合に
は、その兄弟の上端行は、このウィンドウの上端行とトータル高さから計算されるかもしれな
いことも意味する (Section 28.24 [Coordinates and Windows], page 682を参照)。

オプション引数 roundが ceilingなら、この関数は windowのピクセル高さをそのフレーム
の文字高さで除した数より大であるような最小の整数、floorなら除した数より小であるよう
な最大の整数、それ以外の roundにたいしては windowsのトータル高さの内部値をリターン
する。

トータル幅 (total width)とはそのウィンドウのボディーを構成する列数、マージン、フリンジ、
スクロールバー、(もしあれば)右ディバイダーです。

[Function]window-total-width &optional window round
この関数はウィンドウ windowのトータル幅を列でリターンする。windowが省略 nilの場合
のデフォルトは選択されたウィンドウ。windowが内部ウィンドウならリターン値はその子孫
のウィンドウが占有するトータル幅になる。

ウィンドウのピクセル幅がそのウィンドウがあるフレームのデフォルト文字幅の整数倍でなけ
れば、そのウィンドウが占有する列数が内部で丸められる。これはそのウィンドウが親ウィン
ドウの場合には、すべての子ウィンドウのトータル幅の合計が親ウィンドウのトータル幅と内
部的に等しくなるような方法により行われる。これはたとえ 2 つのウィンドウのピクセル幅
が等しくでも、内部的なトータル幅は 1 列分異なるかもしれないことを意味する。さらにこ
れはそのウィンドウが水平コンビネーションされていて、かつ次の兄弟をもつ場合、その兄弟
の左端行はこのウィンドウの左端行とトータル幅から計算されるかもしれないことも意味する
(Section 28.24 [Coordinates and Windows], page 682を参照)。オプション引数 roundは
window-total-heightの場合と同様に振る舞う。

[Function]window-total-size &optional window horizontal round
この関数はウィンドウwindowのトータル高さを行数、またはトータル幅を列数でリターンす
る。horizontalが省略または nilなら windowにたいして window-total-heightを呼び出
すのと等価、それ以外ではwindowにたいして window-total-widthを呼び出すのと等価で
ある。オプション引数 roundは window-total-heightの場合と同様に振る舞う。

以下の 2つの関数はウィンドウのトータルサイズをピクセル単位で取得するために使用できます。

[Function]window-pixel-height &optional window
この関数はウィンドウ windowのトータル高さをピクセル単位でリターンする。windowは有
効なウィンドウでなければならずデフォルトは選択されたウィンドウ。
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リターン値には、(もしあれば)モードライン、ヘッダーライン、水平スクロールバー、下端ディ
バイダーが含まれる。windowが内部ウィンドウなら、そのピクセル高さは子ウィンドウたち
によりスパンされるスクリーン領域のピクセル高さになる。

[Function]window-pixel-width &optional window
この関数はウィンドウ windowの幅をピクセル単位でリターンする。windowは有効なウィン
ドウでなければならずデフォルトは選択されたウィンドウ。

リターン値にはフリンジ、windowのマージン、同様に windowに属する垂直ディバイダーと
スクロールバーが含まれる。windowが内部ウィンドウなら、そのピクセル幅は子ウィンドウ
たちにより占有されるスクリーン領域の幅になる。

以下の関数は与えられたウィンドウに隣接するウィンドウがあるかどうかを判断するために使用で
きます。

[Function]window-full-height-p &optional window
この関数はフレーム内で windowの上下に他のウィンドウがなければ非 nilをリターンする。
より正確には、windowのトータル高さがそのフレームのルートウィンドウの高さに等しいこ
とを意味する。windowが省略または nilの場合のデフォルトは選択されたウィンドウ。

[Function]window-full-width-p &optional window
この関数はフレーム内で windowの左右に他のウィンドウがなければ非 nilをリターンする
(トータル幅がそのフレーム上のルートウィンドウと等しい)。windowが省略または nilの場
合のデフォルトは選択されたウィンドウ。

ウィンドウのボディー高さ (body height)とはモードライン、ヘッダーライン、水平スクロール
バー、下端ディバイダーを含まないテキスト領域の高さです。

[Function]window-body-height &optional window pixelwise
この関数はウィンドウ windowのボディーの高さを行数でリターンする。windowが省略また
は nilの場合のデフォルトは選択されたウィンドウ、それ以外なら生きたウィンドウでなけれ
ばならない。

オプション引数 pixelwiseが非 nilなら、この関数はピクセルで計算 windowのボディー高さ
をリターンする。

pixelwiseが nilの場合には、必要ならリターン値はもっとも近い整数に切り下げられる。こ
れはテキスト領域の下端行が部分的に可視の場合にその行は計数されないこと、さらに任意の
ウィンドウのボディー高さは window-total-heightによりリターンされるそのウィンドウの
トータル高さ決して超過し得ないことも意味する。

ウィンドウのボディー幅 (body width)とはスクロールバー、フリンジ、マージン、右ディバイ
ダーを含まないテキスト領域の幅です。(幅を 0にセットすることにより)一方または両方のフリンジ
が削除されたときには、継続と切り詰めのグリフを表示するためにディスプレーエンジンが文字セル
2つを予約するので、テキスト表示にたいして 2列少なくなることに注意してください (以下で説明す
る window-max-chars-per-lineはこの特性を考慮する)。

[Function]window-body-width &optional window pixelwise
この関数はウィンドウ windowのボディーの幅を列数でリターンする。windowが省略または
nilの場合のデフォルトは選択されたウィンドウ、それ以外なら生きたウィンドウでなければな
らない。
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オプション引数 pixelwiseが非 nilなら、この関数は windowのボディーの幅をピクセル単位
でリターンする。

pixelwiseが nilなら、リターン値は必要に応じてもっとも近い整数に切り下げられる。これは
テキスト領域の右端の列が部分的に可視な場合にその列が計数されないことを意味する。さら
にこれはウィンドウのボディーの幅が window-total-widthによりリターンされるウィンド
ウのトータル幅を決して超過し得ないことをも意味する。

[Function]window-body-size &optional window horizontal pixelwise
この関数はwindowのボディーの高さか幅をリターンする。horizontalが省略または nilなら
windowにたいして window-body-height、それ以外なら window-body-widthを呼び出す
のと同じ。いずれの場合もオプション引数 pixelwiseは呼び出された関数に渡される。

以前のバージョンの Emacs との互換性のために window-heightは window-total-height、
window-widthは window-body-widthにたいするエイリアスです。これらのエイリアス時代遅れと
考えられていて将来は削除されるでしょう。

ウィンドウのモードラインとヘッダーラインのピクセル高さは以下の関数により取得できます。そ
れらのリターン値は、そのウィンドウが以前に表示されていない場合を除いて通常は加算されます。
その場合のリターン値はそのウィンドウのフレームにたいして使用を予想されるフォントが元になり
ます。

[Function]window-mode-line-height &optional window
この関数は windowモードラインの高さをピクセルでリターンする。windowは生きたウィン
ドウでなければならずデフォルトは選択されたウィンドウ。windowにモードラインがなけれ
ばリターン値は 0。

[Function]window-header-line-height &optional window
この関数は windowのヘッダーラインの高さをピクセル単位でリターンする。windowは生き
たウィンドウでなければならずデフォルトは選択されたウィンドウ。windowにヘッダーライ
ンがない場合のリターン値は 0。

ウィンドウディバイダー (Section 39.15 [Window Dividers], page 1044を参照)、フリンジ (Sec-
tion 39.13 [Fringes], page 1036を参照)、スクロールバー (Section 39.14 [Scroll Bars], page 1042
を参照)、ディスプレイマージン (Section 39.16.5 [Display Margins], page 1050を参照)を取得す
る関数については、それぞれ対応するセクションで説明されています。

Lispプログラムでレイアウト上の判断を要する場合には、以下の関数を有用と思うでしょう:

[Function]window-max-chars-per-line &optional window face
この関数は指定されたウィンドウ window (生きたウィンドウであること)内で、指定された
フェイス faceで表示される文字数をリターンする。faceがリマップ (Section 39.12.5 [Face
Remapping], page 1023を参照)されていたらリマップされたフェイスの情報がリターンされ
る。省略または nilの場合、faceのデフォルトはデフォルトフェイス、windowのデフォルト
は選択されたウィンドウ。

この関数は window-body-widthと異なり、windowのフレームの正準文字幅 (canonical
character width)の単位ではなく、faceのフォントの実サイズを考慮する。また windowの
一方または両方のフリンジがなければ、継続グリフに使用されるスペースも考慮する。

ウィンドウのサイズを変更 (Section 28.4 [Resizing Windows], page 618を参照)したりウィン
ドウを分割 (split)するコマンド (Section 28.6 [Splitting Windows], page 623を参照)は、指定で
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きるウィンドウの最小の高さと幅を指定する変数 window-min-heightと window-min-widthにし
たがう。これらのコマンドはウィンドウのサイズが fixed(固定)になる変数 window-size-fixedに
もしたがう (Section 28.5 [Preserving Window Sizes], page 622を参照)。

[User Option]window-min-height
このオプションは任意のウィンドウの最小のトータル高さを行で指定する。この値は最低でも
1つのテキスト行、同様に (もしあれば)モードライン、ヘッダーライン、水平スクロールバー、
下端ディバイダーに対応する必要がある。

[User Option]window-min-width
このオプションはすべてのウィンドウの最小のトータル幅を列で指定する。この値は 2つのテ
キスト列、同様に (もしあれば)マージン、フリンジ、スクロールバー、右ディバイダーに対応
する必要がある。

以下の関数は、ある特定の大きさのウィンドウにたいして、それの window-min-heightと
window-min-width、および window-size-fixed (Section 28.5 [Preserving Window Sizes],
page 622を参照)の値と領域のサイズを示す。

[Function]window-min-size &optional window horizontal ignore pixelwise
この関数はwindowの最小のサイズをリターンする。windowは有効なウィンドウでなければな
らず、デフォルトは選択されたウィンドウ。オプション引数 horizontalが非 nilならwindow
の最小の列数、それ以外は windowの最小の行数をリターンすることを意味する。

このリターン値によってwindowのサイズが実際にその値にセットされた場合にwindowのす
べてのコンポーネントが完全に可視にとどまることが保証される。horizontalが nilなら、(も
しあれば)モードライン、ヘッダーライン、水平スクロールバー、下端ディバイダーが含まれ
る。horizontalが非 nilなら、(もしあれば)マージン、フリンジ、垂直スクロールバー、右ディ
バイダーが含まれる。

オプション引数 ignoreが非 nilなら、window-min-heightや window-min-widthによりセ
ットされる固定サイズのウィンドウに強いられる制限を無視することを意味する。ignoreが
safeなら、生きたウィンドウは可能な限り小さな window-safe-min-heightの行、および
window-safe-min-widthの列を得る。ignoreにウィンドウが指定されると、そのウィンドウ
にたいする制限だけを無視する。その他の非 nil値では、すべてのウィンドウにたいする上記
制限のすべてが無視されることを意味する。

オプション引数 pixelwiseが非 nilなら、windowの最小サイズがピクセルで計数されてリター
ンされることを意味する。

28.4 ウィンドウのリサイズ

このセクションではフレームのサイズを変更せずにウィンドウのサイズを変更する関数について説明
します。生きたウィンドウはオーバーラップしないので、これらの関数は 2つ以上のウィンドウを含
む関数上でのみ意味があります (ウィンドウのリサイズにより隣接するウィンドウのサイズも変更さ
れる)。フレーム上に単一のウィンドウしか存在しない場合には、フレームの変更以外でウィンドウの
サイズ変更はできません (Section 29.3.4 [Frame Size], page 710を参照)。

注記した場合を除き、これらの関数は引数として内部ウィンドウも許容します。内部ウィンドウの
リサイズにより、同じスペースにフィットするように子ウィンドウもリサイズされます。
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[Function]window-resizable window delta &optional horizontal ignore
pixelwise

この関数はwindowのサイズが delta行により垂直に変更され得る場合には deltaをリターンす
る。オプション引数 horizontalが非 nilの場合には、windowが delta列単位に水平方向にリ
サイズ可能ならかわりに deltaをリターンする。これは実際にはウィンドウのサイズを変更し
ない。

windowが nilの場合のデフォルトは選択されたウィンドウ。

deltaが正の値ならそのウィンドウが行または列の単位で拡張可能かどうかをチェックすること
を意味し、deltaが負の値ならそのウィンドウが行または列の単位で縮小可能かどうかをチェッ
クすることを意味する。deltaが非 0の場合のリターン値 0は、そのウィンドウがリサイズ可能
であることを意味する。

変数 window-min-heightと window-min-widthには通常は許容される最小のウィンドウサ
イズを指定する (Section 28.3 [Window Sizes], page 614 を参照)。しかしオプション引
数 ignoreが非 nilなら、この関数は window-size-fixedと同様に window-min-heightと
window-min-widthを無視する。そのかわりに (もしあれば)ヘッダーライン、モードライン、
水平スクロールバー、下端ディバイダーに加えて 1行分の高さのテキストエリアから構成される
ウィンドウを最小高さのウィンドウとし、(もしあれば)フリンジ、マージン、スクロールバー、
右ディバイダーに加えて 1列分の幅のテキストエリアから構成されるウィンドウを最小幅のウィ
ンドウと判断する。

オプション引数 pixelwiseが非 nilなら deltaはピクセル単位として解釈される。

[Function]window-resize window delta &optional horizontal ignore pixelwise
この関数は windowを delta増加することによりリサイズを行う。horizontalが nilなら高さ
を delta行、それ以外は幅を delta行変更する。正の deltaはウィンドウの拡大、負の deltaは
縮小を意味する。

windowが nilの場合のデフォルトは選択されたウィンドウ。要求されたようにウィンドウを
リサイズできなければエラーをシグナルする。

オプション引数 ignoreは上述の関数 window-resizableの場合と同じ意味をもつ。

オプション引数 pixelwiseが非 nilなら deltaはピクセル単位として解釈される。

この関数がどのウィンドウのエッジを変更するかの選択はオプション window-combination-

resizeの値、および関連するウィンドウのコンビネーションリミット (combination limits:
組み合わせ制限)に依存し、両方のエッジを変更するような場合もいくつかある。Section 28.8
[Recombining Windows], page 627を参照のこと。ウィンドウの下端か右端のエッジを移動
することだけでリサイズするには関数 adjust-window-trailing-edgeを使用すること。

[Function]adjust-window-trailing-edge window delta &optional horizontal
pixelwise

この関数はwindowの下端エッジを delta行分移動する。オプション引数 horizontalが非 nil

なら、かわりに右端エッジを delta列分移動する。windowが nilの場合のデフォルトは選択さ
れたウィンドウ。

オプション引数 pixelwiseが非 nilなら deltaはピクセル単位として解釈される。

正の deltaはエッジを下方か右方、負の deltaはエッジを上方か左方へ移動する。deltaで指定さ
れた範囲までエッジを移動できなければ、この関数はエラーをシグナルせずに可能な限りエッ
ジを移動する。



Chapter 28: ウィンドウ 620

この関数は移動されたエッジに隣接するウィンドウのリサイズを試みる。何らかの理由 (隣接
するウィンドウが固定サイズの場合等)によりそれが不可能なら、他のウィンドウをリサイズ
するかもしれない。

[User Option]window-resize-pixelwise
このオプションの値が非 nilなら Emacsはウィンドウをピクセル単位でリサイズする。これ
は現在のところ split-window (Section 28.6 [Splitting Windows], page 623 を参照)、
maximize-window、minimize-window、fit-window-to-buffer、fit-frame-to-

buffer、shrink-window-if-larger-than-buffer (すべて以下に記述)のような関数に
影響を与える。

あるフレームのピクセルサイズがそのフレームの文字サイズの整数倍でないときは、たとえこ
のオプションが nilであっても少なくとも 1つのウィンドウがピクセル単位でリサイズされる
であろうことに注意。デフォルト値は nil。

以下のコマンドは、より具体的な方法でウィンドウをリサイズします。これらがインタラクティブ
に呼び出されたときは選択されたウィンドウにたいして作用します。

[Command]fit-window-to-buffer &optional window max-height min-height
max-width min-width preserve-size

このコマンドはwindowの高さか幅をウィンドウ内のテキストにフィットするように調整する。
windowがリサイズできたら非 nil、それ以外は nilをリターンする。windowが省略または
nilの場合のデフォルトは選択されたウィンドウ、それ以外の場合には生きたウィンドウである
こと。

windowが垂直コンビネーションの一部なら、この関数は windowの高さを調整する。新たな
高さはそのウィンドウのバッファーのアクセス可能な範囲の実際の高さから計算される。オプ
ション引数max-heightが非 nilなら、それはこの関数が windowに与えることができる最大
のトータル高さを指定する。オプション引数min-heightが非 nilなら、それは与えることが
できる最小のトータル高さを指定して、それは変数 window-min-heightをオーバーライドす
る。max-heightとmin-heightはいずれも、(もしあれば)モードライン、ヘッダーライン、下
端ディバイダーを含む行数で指定する。

windowが水平コンビネーションの一部で、かつオプション fit-window-to-buffer-

horizontally (以下参照)の値が非 nilなら、この関数は windowの幅を調整する。新たな
幅は windowのカレントのスタート位置以降のバッファーの最長の行から計算される。オプ
ション引数 max-widthは最大幅を指定して、デフォルトは windowのフレーム幅。オプショ
ン引数 min-widthは最小幅を指定して、デフォルトは window-min-width。max-widthと
min-widthはどちらも、(もしあれば)フリンジ、マージン、スクロールバーを含む列数で指定
する。

オプション引数 preserve-sizeが非 nilなら、将来のリサイズ操作の間のwindowのサイズを予
約するパラメーターをインストールする (Section 28.5 [Preserving Window Sizes], page 622
を参照)。

オプション fit-frame-to-buffer (以下参照)が非 nilなら、この関数は fit-frame-to-

buffer (以下参照)を呼び出すことにより、windowのコンテンツにフィットするようにwindow
のフレームのリサイズを試みるだろう。

[User Option]fit-window-to-buffer-horizontally
これが非 nilなら、fit-window-to-bufferはウィンドウを水平方向にリサイズできる。こ
れが nil (デフォルト)なら fit-window-to-bufferはウィンドウ決して水平方向にリサイ
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ズしない。これが onlyならウィンドウを水平方向だけにリサイズできる。その他の値では
fit-window-to-bufferがウィンドウをどちらの方向にもリサイズできることを意味する。

[User Option]fit-frame-to-buffer
このオプションが非 nilなら、fit-window-to-bufferはフレームをフレームのコンテンツ
にフィットさせることができる。フレームは、フレームのルートウィンドウが生きたウィンドウ
で、かつこのオプションが非 nilの場合のみフィットされる。horizontallyならフレームは
水平方向にのみフィットされる。verticallyならフレームは垂直方向にのみフィットされる。
その他の非 nil値はフレームがどちらの方向にもフィットできることを意味する。

単一のウィンドウだけを表示するフレームではコマンド fit-frame-to-bufferを使用してその
バッファーにフレームをフィットできます。

[Command]fit-frame-to-buffer &optional frame max-height min-height
max-width min-width only

このコマンドは frameのサイズを、表示しているバッファーのコテンツに正確に調整する。frame
には任意の生きたフレームを指定できデフォルトは選択されたフレーム。frameのルートウィン
ドウが生きている場合のみフィットが行われる。引数max-height、min-height、max-width、
min-widthは frameのルートウィンドウの新たなトータルサイズの境界を指定する。min-height
とmin-widthのデフォルトはそれぞれ window-min-heightと window-min-width。

この関数はオプション引数 onlyが verticallyなら垂直方向のみ、onlyが horizontallyな
ら水平方向のみフレームをリサイズする。

fit-frame-to-bufferの振る舞いは次にリストする 2つのオプションで制御可能です。

[User Option]fit-frame-to-buffer-margins
このオプションはフレーム周辺のマージンを指定して fit-frame-to-bufferでフィットさせ
るために使用できる。このようなマージンはたとえばタスクバーや親フレームの一部とオーバー
ラップするフレームのリサイズを防ぐために有用かもしれない。

これはフィットされるフレームの左右上下にフリーとして残されるピクセル数を指定する。デ
フォルトの nilはそれぞれにたいしてマージンを使用しないことを指定する。ここで指定した
値は、特定のフレームにたいしてもしそのフレームの fit-frame-to-buffer-marginsが与
えられればオーバーライドされ得る。

[User Option]fit-frame-to-buffer-sizes
このオプションは fit-frame-to-bufferにたいしてサイズ境界を指定する。これは自身の
バッファーにフィットされる任意のフレームのルートウィンドウの最大行と最小行、最大列と
最小列のトータルを指定する。これらの値のいずれかが非 nilなら、fit-frame-to-buffer
の対応する引数をオーバーライドする。

[Command]shrink-window-if-larger-than-buffer &optional window
このコマンドは windowにたいしてそのバッファーを完全に表示できるが、window-min-

height以上の行を表示できるまで可能な限り windowの高さを縮小する。リターン値はその
ウィンドウがリサイズされれば非 nil、それ以外なら非 nil。windowが省略または nilの場
合のデフォルトは選択されたウィンドウ。それ以外では生きたウィンドウであること。

このコマンドはそのウィンドウがバッファーのすべてを表示するにはすでに高さが低すぎる場
合、バッファーのどこかがスクリーンからスクロールオフされている場合、またはそのウィン
ドウがフレーム内で唯一の生きたウィンドウの場合は何も行わない。

このコマンドは自身の処理を行うために fit-window-to-buffer (上記参照)を呼び出す。
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[Command]balance-windows &optional window-or-frame
この関数は各ウィンドウにたいして完全な幅、および/または完全な高さを与えるような方法に
よって各ウィンドウのバランスをとる。window-or-frameにフレームを指定すると、そのフレー
ム上のすべてのウィンドウのバランスをとる。window-or-frameにウィンドウを指定すると、
そのウィンドウとウィンドウの siblings(兄弟)にたいしてのみのバランスをとる (Section 28.2
[Windows and Frames], page 610を参照)。

[Command]balance-windows-area
この関数は選択されたフレーム上のすべてのウィンドウにたいして、おおよそ同じスクリーン
エリアを与えようと試みる。完全な幅か高さをもつウィンドウにたいしては、他のウィンドウ
と比較してより多くのスペースは与えられない。

[Command]maximize-window &optional window
この関数は、windowにたいして、そのフレームをリサイズしたり他のウィンドウを削除するこ
となく、水平垂直の両方向で可能な限り大きくなるように試みる。windowが省略または nil

の場合のデフォルトは選択されたウィンドウ。

[Command]minimize-window &optional window
この関数は windowにたいして、そのフレームをリサイズしたりそのウィンドウを削除するこ
となく、水平垂直の両方向で可能な限り小さくなるように試みる。windowが省略または nil

の場合のデフォルトは選択されたウィンドウ。

28.5 ウィンドウサイズの保持

前セクションのいずれかの関数を使用してウィンドウを明示的にリサイズしたり、たとえば隣接する
ウィンドウのリサイズ時、ウィンドウの分割や削除 (Section 28.6 [Splitting Windows], page 623
と Section 28.7 [Deleting Windows], page 626を参照)、あるいはそのウィンドウのフレームをリ
サイズ (Section 29.3.4 [Frame Size], page 710を参照)する際に暗黙的にリサイズできます。

同一フレーム上に 1つ以上のリサイズ可能なウィンドウが他に存在する際には、特定のウィンドウ
にたいして暗黙のリサイズを避けることが可能です。この目的にたいして、Emacsにそのウィンドウ
のサイズの予約 (preserve)をアドバイスしなければなりません。これを行うための基本的な方法が 2
つあります。

[Variable]window-size-fixed
このバッファーローカル変数が非 nilなら、通常はそのバッファーを表示するすべてのウィン
ドウのサイズが変更できなくなる。ウィンドウ削除やそのフレームのサイズ変更により、それ
以外に方法がなければ依然としてウィンドウのサイズは変更され得る。

値が heightならそのウィンドウの高さのみ、値が widthならそのウィンドウの幅のみが固定
される。その他の非 nil値では幅と高さの両方が固定される。

この変数が nilでも、そのバッファーを表示している任意のウィンドウを任意の方向にリサイズ
できるとはいえない。これを判断するには関数 window-resizableを使用する。Section 28.4
[Resizing Windows], page 618を参照のこと。

影響を受けるウィンドウにたいする明示的なリサイズや分割の試みも同様に抑制するので、
window-size-fixedの積極性が過度な場合が多々あります。これはたとえそのウィンドウが暗黙に
リサイズされた後にも、たとえば隣接するウィンドウの削除やウィンドウのフレームのリサイズの際
に発生するかもしれません。以下の関数では、そのようなウィンドウのリサイズを絶対禁止としない
よう試みます:
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[Function]window-preserve-size &optional window horizontal preserve
この関数は将来のリサイズ操作用にウィンドウwindowの高さを予約済み (preserved)として
マーク (または非マーク)する。windowは生きたウィンドウでなければならずデフォルトは選
択されたウィンドウ。オプション引数 horizontalが非 nilならwindowの幅を予約済みとして
マーク (または非マーク)する。

オプション引数 preserveが tなら windowボディーのカレントの高さまたは幅を予約するこ
とを意味する。windowの高さまたは幅は Emacsが他によい選択をもたないときのみ変更さ
れる。この関数により予約されたウィンドウにたいする高さや幅のリサイズは決してエラーを
throwしない。

preserveが nilなら、この関数の以前の呼び出しにより誘発されたwindowにたいする任意の
拘束を解除して、windowの高さまたは幅の予約を停止することを意味する。引数に window
を与えて enlarge-window、shrink-window、fit-window-to-bufferを呼び出すことに
よっても対応する高速を削除できる。

現在のことろ window-preserve-sizeは以下の関数から呼び出されています:

fit-window-to-buffer

この関数のオプション引数 preserve-sizeが非 nilなら、この関数により確保されたサイ
ズは予約される (Section 28.4 [Resizing Windows], page 618を参照)。

display-buffer

この関数の alist引数に preserve-sizeエントリーがあれば、この関数により生成され
るウィンドウサイズは予約される (Section 28.13.1 [Choosing Window], page 641を
参照)。

window-preserve-sizeはウィンドウリサイズ関数から参照される window-preserved-size

と呼ばれるウィンドウパラメーターをインストールします (Section 28.27 [Window Parameters],
page 689を参照)。このパラメーターはウィンドウが window-preserve-sizeが呼び出されたとき
と異なるバッファーを表示していたり、呼び出し以降にウィンドウのサイズが変化していたらウィン
ドウのリサイズを妨げません。

以下の関数は特定のウィンドウの高さが予約済みかどうかチェックするために使用できます:

[Function]window-preserved-size &optional window horizontal
この関数はウィンドウwindowの予約済み高さをピクセル単位でリターンする。windowは生き
たウィンドウでなければならずデフォルトは選択されたウィンドウ。オプション引数 horizontal
が非 nilなら windowの予約済み幅をリターンする。windowのサイズが予約されていなけれ
ば nilをリターンする。

28.6 ウィンドウの分割

このセクションでは既存のウィンドウを分割 (splitting) することによりウィンドウを新たに作成す
る関数を説明します。ここで説明する理由により関数が失敗するという意味において、特別なウィ
ンドウがいくつかあることに注意してください。このようなウィンドウの例としてサイドウィンドウ
(Section 28.17 [Side Windows], page 665を参照)やアトミックウィンドウ (Section 28.18 [Atomic
Windows], page 670を参照)があります。

[Function]split-window &optional window size side pixelwise
この関数はウィンドウ windowの隣に生きたウィンドウを新たに作成する。windowが省略ま
たは nilの場合のデフォルトは選択されたウィンドウ。そのウィンドウは分割 (split)されてサ
イズは縮小される。そのスペースはリターンされる新たなウィンドウによって吸収される。
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オプションの第 2引数 sizeは、windowおよび/または新たなウィンドウのサイズを決定する。
これが省略または nilなら、両方のウィンドウに同じサイズが割り当てられる。行数が奇数な
ら、余りの 1行は新たなウィンドウに割り当てられる。sizeが正の数値なら、windowに sizeの
行数 (sideの値によっては列数)が与えられる。sizeが負の数値なら、新たなウィンドウに−size
の行数 (または列数)が与えられる。

sizeが nilなら、この関数は変数 window-min-heightと window-min-widthにしたがう
(Section 28.3 [Window Sizes], page 614 を参照)。つまり分割によりこれらの変数の指定
より小さいウィンドウが作成されるようならエラーをシグナルする。しかし sizeにたいして非
nil値を指定すると、これらの変数は無視される。その場合には許容される最小のウィンドウ
はテキストエリアの高さが 1行、および/または幅が 2列のウィンドウとみなされる。

したがって sizeが指定された場合には、生成されるウィンドウがモードラインやスクロール
バー等すべてのエリアを含むのに十分な大きさがあるかどうかチェックするのは呼び出し側の
責任である。これに関して必要最小限の windowを決定するために関数 window-min-size

(Section 28.3 [Window Sizes], page 614を参照)を使用できる。新たなウィンドウは通常
はモードラインやスクロールバー等のエリアを windowから継承するので、この関数は新たな
ウィンドウの最小サイズも良好に推定する。呼び出し側は、次回の再表示前にこれに応じて継
承されたエリアを削除する場合のみ、より小さなサイズを指定すること。

オプションの第 3引数 sideは新たなウィンドウの位置をwindowから相対的に指定する。nil
または belowなら新たなウィンドウは windowの下、aboveなら windowの上に配置される。
どちらの場合でも sizeはウィンドウのトータル高さを行数で指定する。

sideが tか rightなら新たなウィンドウは windowの右、sideが leftなら windowの左に配
置される。どちらの場合でも sizeはウィンドウのトータル幅を列数で指定する。

オプションの第 4引数 pixelwiseが非 nilなら、sizeを行や列ではなくピクセル単位で解釈す
ることを意味する。

windowが生きたウィンドウの場合には、新たなウィンドウはマージンやスクロールバーを含
むさまざまなプロパティを継承する。windowが内部ウィンドウ (internal window)の場合に
は、新たなウィンドウは windowのフレームのプロパティを継承する。

変数 ignore-window-parametersが nilの場合に限り、この関数の挙動は windowなパラ
メーターにより変更されるかもしれない。ウィンドウパラメーター split-windowの値が tな
ら、この関数はその他すべてのウィンドウパラメーターを無視する。それ以外ではウィンドウパ
ラメーター split-windowの値が関数の場合には、split-windowの通常アクションのかわり
に引数window、size、sideでその関数が呼び出される。値が関数以外なら、この関数は (もしあ
れば)ウィンドウパラメーター window-atomまたは window-sideにしたがう。Section 28.27
[Window Parameters], page 689を参照のこと。

例として Section 28.2 [Windows and Frames], page 610で議論したウィンドウ構成 (window
configuration)を得るための、一連の split-window呼び出しを以下に示します。この例では生きた
ウィンドウの分割と、内部ウィンドウの分割も示しています。最初はW4で表される単一のウィンド
ウ (生きたルートウィンドウ)を含むフレームから開始します。(split-window W4)を呼び出すこと
により以下のウィンドウ構成が得られます。
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______________________________________

| ____________________________________ |

|| ||

|| ||

|| ||

||_________________W4_________________||

| ____________________________________ |

|| ||

|| ||

|| ||

||_________________W5_________________||

|__________________W3__________________|

split-window呼び出しによりW5で示す生きたウィンドウが新たに作成されました。W3で示され
る内部ウィンドウも新たに作成され、これはルートウィンドウかつW4とW5の親ウィンドウになり
ます。

次は引数として内部ウィンドウW3を渡して (split-window W3 nil 'left)を呼び出します。

______________________________________

| ______ ____________________________ |

|| || __________________________ ||

|| ||| |||

|| ||| |||

|| ||| |||

|| |||____________W4____________|||

|| || __________________________ ||

|| ||| |||

|| ||| |||

|| |||____________W5____________|||

||__W2__||_____________W3_____________ |

|__________________W1__________________|

内部ウィンドウW3の左に生きたウィンドウW2が新たに作成されました。そして内部ウィンドウW1
が新たに作成され、これが新たにルートウィンドウになります。

インタラクティブな使用にたいして、Emacsは選択されたウィンドウを常に分割するコマンドを
2つ提供します。これらは内部で split-windowを呼び出しています。

[Command]split-window-right &optional size
この関数は選択されたウィンドウが左となるように、横並びの 2つのウィンドウに分割する。
sizeが正ならば左のウィンドウが size列、負ならば右のウィンドウが−size列を与えられる。

[Command]split-window-below &optional size
この関数は選択されたウィンドウが上となるような、縦並びの 2つのウィンドウに分割する。
sizeが正ならば上のウィンドウが size行、負ならば下のウィンドウが−size行を与えられる。

[User Option]split-window-keep-point
この変数の値が非 nil (デフォルト)なら split-window-belowは上述のように振る舞う。

nilなら split-window-belowは再表示が最小となるように、2つのウィンドウの各ポイン
トを調節する (これは低速な端末で有用)。これは何であれ、以前ポイントがあったスクリーン
行 (screen line)を含むウィンドウを選択する。これは低レベル split-window関数ではなく
split-window-belowだけに影響することに注意。
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28.7 ウィンドウの削除

ウィンドウを削除 (delete)することにより、フレームのウィンドウツリーからウィンドウが取り除か
れます。それが生きたウィンドウならスクリーンに表示されなくなります。内部ウィンドウならその
子ウィンドウも削除されます。

ウィンドウを削除した後であっても、それへの参照が残っている限りは Lispオブジェクトとして
存在し続けます。ウィンドウ構成 (window configuration)をリストアすることにより、ウィンドウ
の削除は取り消すことができます (Section 28.26 [Window Configurations], page 687を参照)。

[Command]delete-window &optional window
この関数は表示から windowを削除して nilをリターンする。windowが省略または nilの場
合のデフォルトは選択されたウィンドウ。

ウィンドウ削除によりウィンドウツリーにウィンドウが何も残らなくなるか (それがフレーム内
で唯一の生きたウィンドウの場合)、あるいはwindowのフレーム上の残りすべてのウィンドウ
がサイドウィンドウ (Section 28.17 [Side Windows], page 665を参照)ならエラーがシグナ
ルされる。windowがアトミックウィンドウ (Section 28.18 [Atomic Windows], page 670
を参照)の一部なら、この関数はかわりにアトミックウィンドウのルートウィンドウの削除を試
みる。

デフォルトではwindowが占めていたスペースは、(もしあれば)隣接する兄弟ウィンドウのうち
の 1つに与えられる。しかし変数 window-combination-resizeが非 nilなら、そのスペー
スは同一ウィンドウコンビネーション内の残りのすべてのウィンドウに比例的に分配される。
Section 28.8 [Recombining Windows], page 627を参照のこと。

変数 ignore-window-parametersが nilの場合に限り、この関数の振る舞いはwindowのウ
ィンドウパラメーターにより変更される可能性がある。ウィンドウパラメーターdelete-window

の値が tなら、この関数はその他すべてのウィンドウパラメーターを無視する。ウィンドウパ
ラメーター delete-windowが関数なら、通常の delete-windowのかわりに引数windowで
その関数が呼び出される。Section 28.27 [Window Parameters], page 689を参照のこと。

[Command]delete-other-windows &optional window
この関数は必要に応じて他のウィンドウを削除することにより、windowでフレームを充填す
る。windowが省略または nilの場合のデフォルトは選択されたウィンドウ。windowがサイド
ウィンドウならエラーをシグナルする (Section 28.17 [Side Windows], page 665を参照)。
windowがアトミックウィンドウの一部なら、この関数はアトミックウィンドウのルートウィン
ドウによるフレームの重点を試みる (Section 28.18 [Atomic Windows], page 670を参照)。
リターン値は nil。

変数 ignore-window-parametersが nilの場合に限り、この関数の振る舞いは変更される
可能性がある。ウィンドウパラメーター delete-other-windowsの値が tなら、この関数は
他のすべてのウィンドウパラメーターを無視する。ウィンドウパラメーター delete-other-

windowsの値が関数なら、delete-other-windowsの通常の動作のかわりに引数windowで
その関数が呼び出される。Section 28.27 [Window Parameters], page 689を参照のこと。

さらに ignore-window-parametersが nilなら、この関数は no-delete-other-windows

パラメーターが非 nilのウィンドウを削除しない。

[Command]delete-windows-on &optional buffer-or-name frame
この関数は buffer-or-nameを表示しているすべてのウィンドウにたいして delete-windowを
呼び出すことによってそれらを削除する。buffer-or-nameはバッファー、またはバッファー名
であること。省略または nilの場合のデフォルトはカレントバッファー。指定されたバッファー
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を表示するウィンドウが存在しなければ、この関数は何も行わない。ミニバッファーが指定さ
れるとエラーをシグナルする。

そのバッファーの表示に専用 (dedicated)のウィンドウがあり、フレーム上でそれが唯一のウィ
ンドウの場合には、それが端末上で唯一のフレームでなければこの関数はそのフレームも削除
する。

オプション引数 frameは操作を行うフレームがどれかを指定する:

• nil すべてのフレームを処理することを意味する。

• t 選択されたフレームを処理することを意味する。

• visible 可視なすべてのフレームを処理することを意味する。

• 0 可視またはアイコン化されたすべてのフレームを処理することを意味する。

• フレームそのフレームを処理することを意味する。

この引数の意味は、すべての生きたウィンドウを走査する他の関数 (Section 28.10 [Cyclic
Window Ordering], page 634を参照)の場合とは異なることに注意。特にここでの tと nil

のもつ意味は、これら他の関数の場合とは逆になる。

28.8 ウィンドウの再結合

ウィンドウWの最後の兄弟を削除したときは、ウィンドウツリー内の親ウィンドウをWを置き換え
ることにより、その親ウィンドウも削除されます。これは新たなウィンドウコンビネーションを形成す
るために、Wがその親の兄弟たちと再結合されなければならないことを意味します。生きたウィンド
ウを削除することにより、必然的に 2つの内部ウィンドウが削除されるかもしれない場合もあります。

______________________________________

| ______ ____________________________ |

|| || __________________________ ||

|| ||| ___________ ___________ |||

|| |||| || ||||

|| ||||____W6_____||_____W7____||||

|| |||____________W4____________|||

|| || __________________________ ||

|| ||| |||

|| ||| |||

|| |||____________W5____________|||

||__W2__||_____________W3_____________ |

|__________________W1__________________|

この構成におけるW5の削除は、通常はW3とW4の削除を誘発します。残りの生きたウィンドウ
W2、W6、W7は親をW7とする水平コンビネーションを形成するために再結合されます。

しかし、ときにはW4のような親ウィンドウを削除しないほうが合理的な場合もあります。特に親
ウィンドウが同じタイプのコンビネーション内に埋め込まれるコンビネーションを保護するために使
用されるときは、それを削除するべきではありません。そのような埋め込みは、あるウィンドウを分
割した後に続けて新たなウィンドウを削除する際、Emacsが関連するフレームで分割前にあったレイ
アウトを確実に再構築するために意味があります。

親がW1であるような 2つの生きたウィンドウW2とW3を出発点とするシナリオを考えてみま
しょう。
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______________________________________

| ____________________________________ |

|| ||

|| ||

|| ||

|| ||

|| ||

|| ||

||_________________W2_________________||

| ____________________________________ |

|| ||

|| ||

||_________________W3_________________||

|__________________W1__________________|

W2を分割すると以下のようにウィンドウW4が新たに作成されます。

______________________________________

| ____________________________________ |

|| ||

|| ||

||_________________W2_________________||

| ____________________________________ |

|| ||

|| ||

||_________________W4_________________||

| ____________________________________ |

|| ||

|| ||

||_________________W3_________________||

|__________________W1__________________|

ここでウィンドウを垂直方向に拡大すると、Emacsはもしそのようなウィンドウがあれば下位の兄弟
ウィンドウから対応するスペースを得ようと試みます。このシナリオではW4の拡大により、W3か
らスペースが奪われます。

______________________________________

| ____________________________________ |

|| ||

|| ||

||_________________W2_________________||

| ____________________________________ |

|| ||

|| ||

|| ||

|| ||

||_________________W4_________________||

| ____________________________________ |

||_________________W3_________________||

|__________________W1__________________|

W4を削除すると、前にW3から奪ったスペースを含むスペース全体がW2に与えられるでしょう。
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______________________________________

| ____________________________________ |

|| ||

|| ||

|| ||

|| ||

|| ||

|| ||

|| ||

|| ||

||_________________W2_________________||

| ____________________________________ |

||_________________W3_________________||

|__________________W1__________________|

これは特にW4が一時的にバッファーを表示するために使用されていて (Section 39.8 [Temporary
Displays], page 998を参照)、かつ初期のレイアウトで作業を継続したい場合には直感に反するかも
しれません。

この振る舞いはW2を分割する際に新たな親ウィンドウを作成することにより解決できます。

[User Option]window-combination-limit
この変数はウィンドウ分割により新たに親ウィンドウを作成させるかどうかを制御する。以下
の値が認識される:

nil これは既存のウィンドウコンビネーションと同じ方向で分割が発生した場合 (こ
れ以外の場合には、いずれにせよ内部ウィンドウが新たに作成される)は、既存
の親ウィンドウが存在するなら新たな生きたウィンドウがそれを共有できること
を意味する。

window-size

これは display-bufferがウィンドウを分割する際に新たな親ウィンドウを作
成して alist引数の window-heightエントリーや window-widthエントリーに
渡すことを意味する (Section 28.13.2 [Buffer Display Action Functions],
page 642 を参照)。それ以外の場合にはウィンドウの分割は値が nilのときの
ように振る舞う。

temp-buffer-resize

この場合には with-temp-buffer-windowがウィンドウを分割して、か
つ temp-buffer-resize-modeが有効なら新たに親ウィンドウを作成する
(Section 39.8 [Temporary Displays], page 998を参照)。それ以外ならウィン
ドウ分割は nilの場合のように振る舞う。

temp-buffer

この場合には with-temp-buffer-windowは既存のウィンドウの分割時に常に
新たな親ウィンドウを作成する (Section 39.8 [Temporary Displays], page 998
を参照)。それ以外ならウィンドウ分割は nilの場合のように振る舞う。

display-buffer

これは display-buffer (Section 28.13.1 [Choosing Window], page 641を
参照)がウィンドウを分割する際に、常に親ウィンドウを新たに作成することを
意味する。それ以外ならウィンドウ分割は nilの場合のように振る舞う。

t これはウィンドウを分割することによって常に親ウィンドウが新たに作成される
ことを意味する。したがってこの変数の値が常に tなら、すべてのウィンドウツ



Chapter 28: ウィンドウ 630

リーは常に 2分木 (ルートウィンドウ以外のすべてのウィンドウが正確に 1つの
兄弟をもつようなツリー)になる。

デフォルトは window-sizeであり、それ以外の値は将来のために予約済み。

この変数のセッティングの結果として split-windowが新たに親ウィンドウを作成したら、新
たに作成された内部ウィンドウにたいして set-window-combination-limit (以下参照)も
呼び出す。これは子ウィンドウが削除された際のウィンドウツリーの再配置に影響する (以下
参照)。

window-combination-limitが tなら、このシナリオの初期構成では以下のようになるでしょう:

______________________________________

| ____________________________________ |

|| __________________________________ ||

||| |||

|||________________W2________________|||

|| __________________________________ ||

||| |||

|||________________W4________________|||

||_________________W5_________________||

| ____________________________________ |

|| ||

|| ||

||_________________W3_________________||

|__________________W1__________________|

子としてW2と新たな生きたウィンドウをもつ内部ウィンドウW5が新たに作成されます。ここでW2
はW4の唯一の兄弟なので、W4を拡大するとW3は変更せずにW2の縮小を試みるでしょう。W5
は垂直コンビネーションW1に埋め込まれた 2つのウィンドウからなる垂直コンビネーションを表す
ことに注意してください。

[Function]set-window-combination-limit window limit
この関数はウィンドウ windowのコンビネーションリミット (combination limit: 結合限界)
を limitにセットする。この値は関数 window-combination-limitを通じて取得できる。効
果については以下を参照のこと。これは内部ウィンドウにたいしてのみ意味をもつことに注意。
split-windowは呼び出された際に変数 window-combination-limitが tなら、tを limit
としてこの関数を呼び出す。

[Function]window-combination-limit window
この関数は windowにたいするコンビネーションリミットをリターンする。

コンビネーションリミットは内部ウィンドウにたいしてのみ意味をもつ。これが nilならEmacs
はウィンドウ削除に応じて、兄弟同士で新たなウィンドウコンビネーションを形成することに
より windowの子ウィンドウをグループ化するために、windowの自動的な削除を許す。コン
ビネーションリミットが tなら windowの子ウィンドウがその兄弟と自動的に再結合されるこ
とは決してない。

このセクションの冒頭で示した構成の場合は、W4 (W6とW7の親ウィンドウ)のコンビネー
ションリミットは tなので tを削除しても暗黙でW4も削除されることはない。

かわりに同じ構成内の中の 1つのウィンドウが分割や削除されたときは、常に構成内のすべての
ウィンドウをリサイズすることにより上記で示した問題を避けることができます。これはそのような
操作にたいして、この方法以外では小さすぎるようなウィンドウの分割も可能にします。
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[User Option]window-combination-resize
この変数が nilなら、split-windowはウィンドウ (以下window)自身と新たなウィンドウの
両方にたいして、windowのスクリーンエリアが十分大きい場合のみ windowを分割できる。

この変数が tなら、split-windowは新たなウィンドウに対応するためにwindowと同一コン
ビネーション内のすべてのウィンドウのリサイズを試みる。これは特に windowが固定サイズ
ウィンドウのときや、通常の分割には小さすぎるときも split-windowをが成功することを許
す。さらに続けて windowのリサイズや削除を行うと、そのコンビネーション内のその他すべ
てのウィンドウをリサイズする。

デフォルトは nilであり、それ以外の値は将来の使用のため予約済みである。
window-combination-limitの非 nil値の影響を受ける場合には、この変数の値は特定の
分割操作にたいして無視される。

window-combination-resizeの効果を説明するために以下のフレームレイアウトを考えてくだ
さい。

______________________________________

| ____________________________________ |

|| ||

|| ||

|| ||

|| ||

||_________________W2_________________||

| ____________________________________ |

|| ||

|| ||

|| ||

|| ||

||_________________W3_________________||

|__________________W1__________________|

window-combination-resizeが nilなら、ウィンドウW3を分割してもW2のサイズは変更され
ません:

______________________________________

| ____________________________________ |

|| ||

|| ||

|| ||

|| ||

||_________________W2_________________||

| ____________________________________ |

|| ||

||_________________W3_________________||

| ____________________________________ |

|| ||

||_________________W4_________________||

|__________________W1__________________|

window-combination-resizeが tなら、W3を分割すると 3つの生きたウィンドウすべてをおお
よそ同じ高さにします:
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______________________________________

| ____________________________________ |

|| ||

|| ||

||_________________W2_________________||

| ____________________________________ |

|| ||

|| ||

||_________________W3_________________||

| ____________________________________ |

|| ||

|| ||

||_________________W4_________________||

|__________________W1__________________|

生きたウィンドウW2、W3、W4のいずれを削除しても、削除されたウィンドウのスペースは残り
の 2つの生きたウィンドウに相対的に分配されます。

28.9 ウィンドウの選択

[Function]select-window window &optional norecord
この関数はwindowを選択されたウィンドウにすることによりそのフレーム内で選択されたウィ
ンドウ (Section 28.1 [Basic Windows], page 609を参照)として、そのフレームを選択する。
また windowのバッファー (Section 28.11 [Buffers and Windows], page 636を参照)をカ
レントにして、そのバッファーの pointの値 (Section 28.19 [Window Point], page 672を
参照)を windowの window-pointの値にセットする。windowは生きたウィンドウでなけれ
ばならない。リターン値は window。

デフォルトではこの関数は windowのバッファーをバッファーリストの先頭 (Section 27.8
[Buffer List], page 601 を参照) に移動して、windowをもっとも最近選択されたウィンド
ウにする。オプション引数 norecordが非 nilなら、これらの追加処理は省略される。

加えてこの関数はデフォルトではwindowのフレームの次回再表示の際にwindowを更新する
ようにディスプレイエンジンに指示する。norecordが非 nilなら、そのような更新は通常は行
わない。しかし norecordが特別なシンボル mark-for-redisplayと等しければ上述の追加ア
クションは省略されるが、それにも関わらず windowは更新される。

ウィンドウを選択することではウィンドウの表示やそのフレームをディスプレイ上の最上フ
レームにすることを満足しない場合があることに注意。さらにそのフレームのレイズやフレー
ムにフォーカスが当たることを確実にする必要もあるだろう。Section 29.10 [Input Focus],
page 733を参照のこと。

歴史的な理由によりウィンドウ選択時に Emacsが個別にフックを実行することはありません。ア
プリケーションや内部ルーチンがあるウィンドウ上でいくつかの処理を行うために一時的にウィンド
ウを選択することはよくあります。これらは window引数が何も指定されていなければデフォルトで
は選択されたウィンドウを処理する関数が多数存在するのでコーディングを単純化するために、ある
いは引数としてウィンドウを受け取らないために常に選択されたウィンドウを処理する関数がいくつ
か存在した (そして今も存在する)ためにこれを行います。あるウィンドウが短時間選択されたときと、
以前に選択されていたウィンドウがリストアされるたびに毎回フックを実行するのは有用ではありま
せん。

しかし norecord引数が nilの際には select-windowがバッファーリストを更新するので、間
接的にノーマルフック buffer-list-update-hookが実行されます (Section 27.8 [Buffer List],
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page 601を参照)。結果としてこのフックは、あるウィンドウがより “永続的”に選択された際に関数
を実行する 1つの手段を提供します。

buffer-list-update-hookはウィンドウ管理とは無関係な関数によっても実行されるので、選
択されたウィンドウの値を何かに保存しておいて、このフックの実行中に selected-windowの値と
比較することには意味があります。buffer-list-update-hookを使用する際の誤検出を防ぐため
にも、一時的にのみウィンドウの選択を意図する select-windowの呼び出しごとに norecord引数に
非 nilを渡すことはよい習慣です。そのような場合にはマクロ with-selected-window (以下参照)
を使用するべきです。

最後の再表示以降に別ウィンドウが選択されたことを再表示ルーチンが検知した際には、常
に Emacs はフック window-selection-change-functionsも実行します。詳細な説明は
Section 28.28 [Window Hooks], page 692を参照してください。(同じセクションに記載されてい
る) window-state-change-functionsは別ウィンドウ選択後に実行される別のアブノーマルフッ
クですが、これは他のウィンドウの変更時にも同様にトリガーされます。

引数 norecordに非 nilを指定した select-windowの連続呼び出しは、ウィンドウの並び順を
選択時刻により決定します。関数 get-lru-windowは、もっとも昔に選択された生きたウィンドウ
(Section 28.10 [Cyclic Window Ordering], page 634を参照)を取得するために使用できます。

[Macro]save-selected-window forms. . .
このマクロは選択されたフレーム、同様に各フレームの選択されたウィンドウを記録して、forms
を順に実行してから以前に選択されていたフレームとウィンドウをリストアする。これはカレ
ントバッファーの保存とリストアも行う。リターン値は forms内の最後のフォームの値。

このマクロはウィンドウのサイズ、コンテンツ、配置についての保存やリストアは何も行わな
い。したがって formsがそれらを変更すると、その変更は永続化される。あるフレームにおい
て以前に選択されていたウィンドウが formsの exit時にすでに生きていなければ、そのフレー
ムの選択されたウィンドウはそのまま放置される。以前に選択されていたウィンドウがすでに
生きていなければ formsの最後に選択されていたウィンドウが何であれ、それが選択されたま
まになる。カレントバッファー formsの exit時にそれが生きている場合のみリストアされる。

このマクロは、もっとも最近に選択されたウィンドウとバッファーリストの順番をいずれも変
更しない。

[Macro]with-selected-window window forms. . .
このマクロはwindowを選択して formsを順に実行してから、以前に選択されていたウィンドウ
とカレントバッファーをリストアする。たとえば引数 norecordを nilで select-windowを呼
び出す等、forms内で故意に変更しない限り、もっとも最近に選択されたウィンドウとバッファー
リストの順番は変更されない。したがってこのマクロは不要な buffer-list-update-hook

の実行なしに、windowを選択されたウィンドウとして一時的に作業するために好ましい手段
である。

[Function]frame-selected-window &optional frame
この関数はフレーム frame内で選択されているウィンドウをリターンする。frameは生きたフ
レームであること。省略または nilの場合のデフォルトは選択されたフレーム。

[Function]set-frame-selected-window frame window &optional norecord
この関数はwindowをフレーム frame内で選択されたウィンドウにする。frameは生きたフレー
ムであること。省略または nilの場合のデフォルトは選択されたフレーム。windowは生きた
ウィンドウであること。省略または nilの場合のデフォルトは選択されたウィンドウ。

frameが選択されたフレームなら、windowを選択されたウィンドウにする。
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オプション引数 norecordが非 nilなら、この関数はもっとも最近に選択されたウィンドウのリ
ストとバッファーリストをいずれも変更しない。

[Function]window-use-time &optional window
この関数はウィンドウ windowの使用回数をリターンする。windowは生きたウィンドウでな
ければならずデフォルトは選択されたウィンドウ。

ウィンドウの使用回数 (use time)は実際には time値ではなく、nilの norecord引数による
select-windowの呼び出しごとに毎回単調に増加する整数。通常は最小の使用回数をもつウィ
ンドウはもっとも最近使用されていないウィンドウ (the least recently used window)、最大
の使用回数をもつウィンドウはもっとも最近使用されたウィンドウ (the most recently used
window)と呼ばれる (Section 28.10 [Cyclic Window Ordering], page 634を参照)。

28.10 ウィンドウのサイクル順

他のウィンドウを選択するためにコマンド C-x o (other-window)を使う際には、生きたウィンド
ウを特定の順番で巡回します。与えられた任意のウィンドウ構成にたいして、この順序は決して変更
されません。これはウィンドウのサイクル順序 (cyclic ordering of windows)と呼ばれます。

この順序は各フレームのリーフノードである生きたウィンドウを取得するために、ツリーを深さ優
先で走査することにより決定されます (Section 28.2 [Windows and Frames], page 610を参照)。
ミニバッファーがアクティブならミニバッファーウィンドウも含まれます。この順序は巡回的 (cyclic)
なので、この順序の最後のウィンドウの次には最初のウィンドウが配置されます。

[Function]next-window &optional window minibuf all-frames
この関数はウィンドウのサイクル順でwindowの次の生きたウィンドウをリターンする。window
は生きたウィンドウであること。省略または nilの場合のデフォルトは選択されたウィンドウ。

オプション引数minibufはサイクル順にミニバッファーウィンドウを含めるべきかどうかを指
定する。通常はminibufが nilのときは、ミニバッファーウィンドウがカレントでアクティブ
な場合のみミニバッファーウィンドウが含まれる。これは C-x oの振る舞いと合致する (ミニ
バッファーが使用されている限りミニバッファーウィンドウはアクティブであることに注意。
Chapter 20 [Minibuffers], page 343を参照のこと)。

minibufが tなら、サイクル順にはすべてのミニバッファーウィンドウが含まれる。minibuf
が tと nilのいずれとも異なる場合には、たとえアクティブであってもミニバッファーウィン
ドウは含まれない。

オプション引数 all-framesは考慮にするフレームを指定する:

• nil は windowのフレーム上にあるウィンドウを考慮することを意味する。(minibuf引
数で指定されたことにより)ミニバッファーウィンドウが考慮される場合には、ミニバッ
ファーウィンドウを共有するフレームも考慮される。

• t はすべての既存フレーム上のウィンドウを考慮することを意味する。

• visible はすべての可視フレーム上のウィンドウを考慮することを意味する。

• 0 は可視またはアイコン化されたすべてのフレーム上のウィンドウを考慮することを意味
する。

• フレームは指定されたフレーム上のウィンドウを考慮することを意味する。
• その他はwindowのあるフレーム上のウィンドウを考慮して、それ以外は考慮しないこと
を意味する。
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複数のフレームが考慮される場合は、すべての生きたフレームのリストの順にしたがってそれ
らのフレームを順に追加することによりサイクル順を取得する (Section 29.8 [Finding All
Frames], page 732を参照)。

[Function]previous-window &optional window minibuf all-frames
この関数はウィンドウのサイクル順においてwindowの前に位置する生きたウィンドウをリター
ンする。その他の引数は next-windowの場合と同様に処理される。

[Command]other-window count &optional all-frames
この関数はウィンドウのサイクル順において、選択されたウィンドウから count番目に位置す
る生きたウィンドウをリターンする。countが正の数なら count個のウィンドウを前方にスキッ
プし、負の数なら −count個のウィンドウを後方にスキップする。countが 0なら選択された
ウィンドウを単に再選択する．インタラクティブに呼び出された場合には、countはプレフィッ
クス数引数。

オプション引数 all-framesは、nilのminibuf引数を指定したときの next-windowの場合と
同じ意味をもつ。

この関数は ignore-window-parametersが nilなら非 nilのウィンドウパラメーター
no-other-windowをもつウィンドウを選択しない。

選択されたウィンドウのother-windowパラメーターが関数でignore-window-parameters

が nilなら、この関数の通常の処理のかわりに、other-windowパラメーターの関数が引数
countと all-framesで呼び出される。

[Function]walk-windows fun &optional minibuf all-frames
この関数は生きたウィンドウそれぞれにたいしてウィンドウを引数に関数 funを呼び出す。

これはウィンドウのサイクル順にしたがう。オプション引数minibufと all-framesには、含ま
れるウィンドウセットを指定する。これらは next-windowの引数の場合と同じ意味をもつ。
all-framesがフレームを指定する場合には、最初に処理されるのはそのフレームの最初のウィ
ンドウ (frame-first-windowがリターンするウィンドウ)であり、選択されたウィンドウで
ある必要はない。

funがウィンドウの分割や削除によりウィンドウ構成を変更する場合でも、処理するウィンドウ
セットは初回の fun呼び出しに先立ち決定されるため変更されない。

[Function]one-window-p &optional no-mini all-frames
この関数は選択されたウィンドウが唯一の生きたウィンドウなら t、それ以外は nilをリター
ンする。

ミニバッファーウィンドウがアクティブなら、ミニバッファーウィンドウは通常は考慮される
(そのためこの関数は nilをリターンする)。しかしオプション引数 no-miniが非 nilなら、た
とえアクティブであってもミニバッファーウィンドウは無視される。オプション引数 all-frames
は next-windowの場合と同じ意味をもつ。

以下は何らかの条件を満足するウィンドウを、それらを選択することなくリターンする関数です:

[Function]get-lru-window &optional all-frames dedicated not-selected
この関数は発見的に最近もっとも使用されていない生きたウィンドウをリターンする。オプショ
ン引数 all-framesは next-windowの場合と同じ意味をもつ。

フル幅のウィンドウが存在する場合にはは、それらのウィンドウだけが考慮される。ミニバッ
ファーが候補になることは決してない。オプション引数 dedicatedが nilなら、専用バッファー
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(Section 28.15 [Dedicated Windows], page 662を参照)が候補になることは決してない。
唯一の候補が選択されたウィンドウである場合以外は選択されたウィンドウを決してリターンし
ない。しかしオプション引数 not-selectedが非 nilなら、そのような場合でもこの関数は nil

をリターンする。

[Function]get-mru-window &optional all-frames dedicated not-selected
この関数は get-lru-windowと同様だが、かわりにもっとも最近使用されたウィンドウをリ
ターンする。引数の意味は get-lru-windowで説明と同様。

[Function]get-largest-window &optional all-frames dedicated not-selected
この関数は、もっとも大きいエリア (高さと幅の乗)をもつウィンドウをリターンする。オプ
ション引数 all-framesは検索するウィンドウを指定する。意味は next-windowの場合と同様。

ミニバッファーウィンドウは決して候補とならない。オプション引数 dedicatedが nilなら、専
用ウィンドウ (Section 28.15 [Dedicated Windows], page 662ウィンドウを参照)は決して
候補とならない。オプション引数 not-selectedが非 nilなら、選択されたウィンドウは決して
候補にならない。オプション引数 not-selectedが非 nil、かつ唯一の候補が選択されたウィン
ドウなら、この関数は nilをリターンする。

同サイズの候補ウィンドウが 2つある場合には、この関数はウィンドウのサイクル順で選択さ
れたウィンドウから数えて最初にあるウィンドウを優先する。

[Function]get-window-with-predicate predicate &optional minibuf all-frames
default

この関数はウィンドウのサイクル順内の各ウィンドウにたいして、そのウィンドウを引数とし
て関数 predicateを順に呼び出す。いずれかのウィンドウにたいして predicateが非 nilをリ
ターンすると、この関数は処理を停止してそのウィンドウをリターンする。そのようなウィン
ドウが見つからなければリターン値は default (これのデフォルトは nil)。

オプション引数minibufと all-framesは検索するウィンドウを指定する。意味は next-window

の場合と同様。

28.11 バッファーとウィンドウ

このセクションではウィンドウのコンテンツを調べたりセットするための低レベルな関数を説明し
ます。ウィンドウ内に特定のバッファーを表示するための高レベルな関数については Section 28.12
[Switching Buffers], page 638を参照してください。

[Function]window-buffer &optional window
この関数は windowが表示しているバッファーをリターンする。windowが省略または nilの
場合のデフォルトは選択されたウィンドウ。windowが内部ウィンドウならこの関数は nilを
リターンする。

[Function]set-window-buffer window buffer-or-name &optional keep-margins
この関数は windowに buffer-or-nameを表示させる。windowは生きたウィンドウであるこ
と。nilの場合のデフォルトは選択されたウィンドウ。buffer-or-nameはバッファー、あるい
は既存のバッファー名であること。この関数は選択されていたウィンドウを変更せず、カレン
トバッファーも直接変更しない (Section 27.2 [Current Buffer], page 591を参照)。リター
ン値は nil。

windowがあるバッファーにたいして特に専用 (strongly dedicated)であり、かつ buffer-or-
nameがそのバッファーを指定しなければ、この関数はエラーをシグナルする。Section 28.15
[Dedicated Windows], page 662を参照のこと。
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デフォルトではこの関数は指定されたバッファーのローカル変数にもとづいてwindowの位置、
ディスプレイマージン、フリンジ幅、スクロールバーのセッティングをリセットする。しかし
オプション引数 keep-marginsが非 nilなら、windowのディスプレイマージンおよびフリン
ジとスクロールバーのセッティングは未変更のままにする。

アプリケーションを記述する際には直接 set-window-bufferを呼び出すのではなく、通常
は display-buffer (Section 28.13.1 [Choosing Window], page 641 を参照) や Sec-
tion 28.12 [Switching Buffers], page 638で説明する高レベルの関数を使用すること。

これは window-scroll-functionsの後に window-configuration-change-hookを実行
する。Section 28.28 [Window Hooks], page 692を参照のこと。

[Variable]buffer-display-count
このバッファーローカル変数はウィンドウ内にバッファーが表示された回数を記録する。。これ
はそのバッファーにたいして set-window-bufferが呼び出されるたびに増分される

[Variable]buffer-display-time
このバッファーローカル変数はバッファーがウィンドウに最後に表示された時刻を記録する。
バッファーが表示されたことがなければ nilをリターンする。これはそのバッファーにたいし
て set-window-bufferが呼び出されるたびに current-timeがリターンする値により更新
される (Section 40.5 [Time of Day], page 1106を参照)。

[Function]get-buffer-window &optional buffer-or-name all-frames
この関数はウィンドウのサイクル順内で選択されたウィンドウを起点に、buffer-or-nameを表示
する最初のウィンドウをリターンする (Section 28.10 [Cyclic Window Ordering], page 634
を参照)。そのようなウィンドウが存在しなければリターン値は nil。

buffer-or-nameはバッファーかバッファーの名前であること。省略または nilの場合のデフォ
ルトはカレントバッファー。オプション引数 all-framesには考慮するウィンドウを指定する。

• tはすべての既存フレーム上のウィンドウを考慮することを意味する。

• visibleはすべての可視フレーム上のウィンドウを考慮することを意味する。

• 0はすべての可視またはアイコン化されたフレーム上のウィンドウを考慮することを意味
する。

• フレームを指定すると、そのフレーム上のウィンドウだけを考慮することを意味する。
• その他の値は選択されたフレーム上のウィンドウを考慮することを意味する。

これらの意味は next-windowの all-frames引数の場合とは若干異なることに注意
(Section 28.10 [Cyclic Window Ordering], page 634を参照)。この不一致の解消のために
Emacsの将来のバージョンにおいて、この関数は変更されるかもしれない。

[Function]get-buffer-window-list &optional buffer-or-name minibuf
all-frames

この関数はその時点で buffer-or-nameを表示している、すべてのウィンドウのリストをリター
ンする。buffer-or-nameはバッファーまたは既存バッファーの名前であること。省略または nil

の場合のデフォルトはカレントバッファー。カレントで選択されたウィンドウがbuffer-or-name
を表示していれば、それはこの関数がリターンするリストの先頭となる。

引数 minibufと all-framesは、関数 next-windowの場合と同じ意味をもつ (Section 28.10
[Cyclic Window Ordering], page 634を参照)。all-frames引数は、get-buffer-window

の場合と正確に同じようには振る舞わないことに注意。
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[Command]replace-buffer-in-windows &optional buffer-or-name
このコマンドは buffer-or-nameを表示しているすべてのウィンドウで、それを他の何らかの
バッファーに置き換える。buffer-or-nameはバッファーまたは既存のバッファーの名前である
こと。省略または nilの場合のデフォルトはカレントバッファー。

各ウィンドウで置き換えられるバッファーは switch-to-prev-bufferを通じて選択される
(Section 28.14 [Window History], page 660を参照)。buffer-or-nameを表示している専用
ウィンドウは可能ならすべて削除される (Section 28.15 [Dedicated Windows], page 662を
参照)。そのようなウィンドウがそのフレームで唯一のウィンドウで、かつ同一端末上に他のフ
レームが存在する場合には、そのフレームも同様に削除される。その端末上の唯一のフレーム
の唯一のウィンドウの場合は、いずれにせよそのバッファーは置き換えられる。

28.12 ウィンドウ内のバッファーへの切り替え

このセクションでは、あるウィンドウ内で特定のバッファーにスイッチするための高レベルな関数に
ついて説明します。“バッファーをスイッチする”とは一般的に、(1)そのバッファーをあるウィンドウ
に表示して、(2)そのウィンドウを選択されたウィンドウとし (かつそのフレームを選択されたフレー
ムとし)、(3)そのバッファーウィンドウカレントバッファーにすることを意味します。

Lisp プログラムがアクセスや変更できるように、バッファーを一時的にカレントにするために
これらの関数を使用しないでください。これらはウィンドウヒストリー (Section 28.14 [Window
History], page 660 を参照) の変更のような副作用をもつので、そのような方法での使用はユー
ザーを驚かせることになるでしょう。バッファーを Lisp で変更するためにカレントにしたけ
れば with-current-buffer、save-current-buffer、set-bufferを使用してください。
Section 27.2 [Current Buffer], page 591を参照してください。

[Command]switch-to-buffer buffer-or-name &optional norecord
force-same-window

このコマンドは選択されたウィンドウ内で buffer-or-nameを表示して、それをカレントバッ
ファーにしようと試みる。これはよくインタラクティブ (C-x bのバインディングで)に使用さ
れ、同様に Lispプログラムでも使用される。リターン値はスイッチしたバッファー。

buffer-or-nameが nilの場合のデフォルトは other-bufferによりリターンされるバッファー
(Section 27.8 [Buffer List], page 601を参照)。buffer-or-nameが既存のバッファーの名前
でない文字列なら、この関数はその名前で新たにバッファーを作成する。新たなバッファーのメ
ジャーモードは変数 major-modeにより決定される (Section 23.2 [Major Modes], page 464
を参照)。

通常は指定されたバッファーはバッファーリスト— グローバルバッファーリストと選択された
フレームのバッファーリストの両方の先頭に置かれる (Section 27.8 [Buffer List], page 601
を参照)。しかしオプション引数 norecordが非 nilなら、これは行われない。

選択されたウィンドウにそのバッファーを表示することが不適切なこともあるだろう。これは
選択されたウィンドウがミニバッファーウィンドウの場合、および選択されたウィンドウがそ
のバッファーに特に専用 (Section 28.15 [Dedicated Windows], page 662を参照)な場合に
発生する。そのようなケースでは、このコマンドは pop-to-buffer (以下参照)を呼び出すこ
とにより、通常は別のウィンドウにバッファーの表示を試みる。

オプション引数 force-same-windowが非 nil、かつ選択されたウィンドウがそのバッファーの
表示に不適切なら、非インタラクティブに呼び出された際にはこの関数は常にエラーをシグナ
ルする。インタクラクティブな使用においては、もし選択されたウィンドウがミニバッファー
ウィンドウなら、この関数はかわりに別のウィンドウの使用を試みる。選択されたウィンドウが
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そのバッファーにたいして特に専用なら、次に説明するオプション switch-to-buffer-in-

dedicated-windowが使用される。

[User Option]switch-to-buffer-in-dedicated-window
このオプションが非 nilなら、switch-to-bufferがインタラクティブに呼び出されて、かつ
選択されたウィンドウがそのバッファーに特に専用な際に、処理を先に進めることが許される、

以下の値が許される:

nil 切り替えを許さず非インタラクティブな使用ではエラーをシグナルする。

prompt 切り替えを許すかどうかユーザーに確認を求める。

pop 処理を行うために pop-to-bufferを呼び出す。

t 選択されたウィンドウを非専用としてマークして処理を進める。

このオプションは非インタラクティブな switch-to-bufferの呼び出しには影響しない。

デフォルトでは switch-to-bufferはバッファーの point位置の維持を試みます。この振る舞い
は以下のオプションを使用して調整できます。

[User Option]switch-to-buffer-preserve-window-point
この変数が nilなら、switch-to-bufferは buffer-or-nameにより指定されたバッファーを、
そのバッファーの point位置で表示する。この変数が already-displayedなら、そのバッ
ファーが任意の可視またはアイコン化されたフレーム上の他のウィンドウで表示されていれ
ば、選択されたウィンドウ内の以前の位置でバッファーの表示を試みる。この変数が tなら、
switch-to-bufferは選択されたウィンドウ内の以前の位置でそのバッファーを表示しようと
試みる。

この変数はバッファーがすでに選択されたウィンドウに表示されている、これまで表示された
ことがない、またはバッファーを表示するために switch-to-bufferが pop-to-bufferを
呼び出した場合には無視される。

[User Option]switch-to-buffer-obey-display-actions
この変数が非 nilなら switch-to-bufferは display-buffer-overriding-actionや
display-buffer-alist、およびその他の表示に関係する変数で指定されるディスプレイア
クションにしたがいます。

以下の 2つのコマンドは、説明している機能以外は switch-to-bufferと類似しています。

[Command]switch-to-buffer-other-window buffer-or-name &optional
norecord

この関数は buffer-or-nameで指定されたバッファーを、選択されたウィンドウ以外の別のウィ
ンドウに表示する。これは関数 pop-to-buffer(以下参照)を内部で使用する。

選択されたウィンドウが指定されたバッファーをすでに表示していれば表示を続けるが、見つ
かった他のウィンドウも同様にそのバッファーを表示する。

引数 buffer-or-nameと norecordは switch-to-bufferの場合と同じ意味をもつ。

[Command]switch-to-buffer-other-frame buffer-or-name &optional
norecord

この関数は buffer-or-nameで指定されたバッファーを新たなフレームに表示する。これは関数
pop-to-buffer (以下参照)を内部で使用する。
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指定されたバッファーがすでにカレント端末上の任意のフレームの他のウィンドウに表示され
ている場合には、フレームを新たに作成せずにそのウィンドウに切り替える。しかしこれを行
うために選択されたウィンドウを使用することは決してない。

引数 buffer-or-nameと norecordは switch-to-bufferの場合と同じ意味をもつ。

上述したコマンドは任意のウィンドウにバッファーを柔軟に表示して、編集用にそのウィンドウ
を選択する関数 pop-to-bufferを使用しています。次に pop-to-bufferはバッファーの表示に
display-bufferを使用します。したがって display-bufferに影響する変数も同様に影響します。
display-bufferのドキュメントについては Section 28.13.1 [Choosing Window], page 641を参
照してください。

[Command]pop-to-buffer buffer-or-name &optional action norecord
この関数は buffer-or-nameをカレントバッファーにして、なるべく選択されたウィンドウで
はないウィンドウにそれを表示する。そしてその後に表示しているウィンドウを選択する。そ
のウィンドウが別のグラフィカルなフレーム上にある場合には、可能ならそのフレームが入力
フォーカスを与えられる (Section 29.10 [Input Focus], page 733を参照)。

buffer-or-nameが nilの場合のデフォルトは other-bufferによりリターンされるバッファー
(Section 27.8 [Buffer List], page 601を参照)。buffer-or-nameが既存のバッファーの名前
でない文字列なら、この関数はその名前で新たにバッファーを作成する。新たなバッファーのメ
ジャーモードは変数 major-modeにより決定される (Section 23.2 [Major Modes], page 464
を参照)。バッファーの表示に適したウィンドウが存在しなくても、すべてのケースにおいてそ
のバッファーがカレントになりリターンされる。

actionが非nilなら、それはdisplay-bufferに渡すディスプレイアクション (display action)
であること (Section 28.13.1 [Choosing Window], page 641を参照)。非 nilか非リスト値
なら、たとえそのバッファーがすでに選択されたウィンドウに表示されていたとしても、選択
されたウィンドウではなく別のウィンドウをポップ (pop)することを意味する。

この関数は switch-to-bufferと同じように、norecordが nilならバッファーリストを更新
する。

28.13 適切なウィンドウへのバッファーの表示

このセクションでは特定のバッファーの表示にたいして Emacsが検索や作成に使用する低レベルの
関数を説明します。これらの関数の共通点は、受け取ったすべてのバッファー表示要求を最終的に処
理する display-buffer (Section 28.13.1 [Choosing Window], page 641を参照)を主に用いる
という点です。

display-bufferは適切なウィンドウを見つけるタスクを、いわゆるアクション関数に委譲します
(Section 28.13.2 [Buffer Display Action Functions], page 642を参照)。まず display-buffer

は、いわゆるアクション alist (アクション関数が振る舞いを微調整するために使用可能な連想リスト)を
コンパイルします。それから呼び出す関数それぞれにたいして、その alistを渡します (Section 28.13.3
[Buffer Display Action Alists], page 646を参照)。

display-bufferの動作は高度にカスタマイズ可能です。実際にカスタマイゼーションが使用さ
れる方法を理解するためには、display-bufferがアクション関数を呼び出す際に使用する優先順
を示す例を学びたいと思うかもしれません (Section 28.13.5 [Precedence of Action Functions],
page 652 を参照)。display-bufferを呼び出す Lisp プログラムや、display-bufferの動作に
たいするユーザーのカスタマイズとの間の競合を避けるためには、このセクションの最後に示すいく
つかのガイドラインにしたがうのが合理的かもしれません (Section 28.13.6 [The Zen of Buffer
Display], page 656を参照)。
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28.13.1 バッファーを表示するウィンドウの選択

コマンド display-bufferは表示のために柔軟にウィンドウを選択して、そのウィンドウ内に指定さ
れたバッファーを表示します。これはキーバインディング C-x 4 C-oを通じてインタラクティブに呼
び出すことができます。また switch-to-bufferや pop-to-bufferを含む多くの関数やコマンド
にからサブルーチンとしても使用されます (Section 28.12 [Switching Buffers], page 638を参照)。

このコマンドはウィンドウ内に表示するウィンドウを探すために、いくつかの複雑なステップを実行
します。これらのステップはディスプレイアクション (display actions)を用いて記述されます。ディス
プレイアクションは (functions . alist)という形式をもちます。ここで functionsは “アクション
関数”と呼ばれる単一の関数か関数のリスト (Section 28.13.2 [Buffer Display Action Functions],
page 642を参照)、alistは “アクション alist”と呼ばれる連想リストです (Section 28.13.3 [Buffer
Display Action Alists], page 646を参照)。ディスプレイ表示の例については Section 28.13.6 [The
Zen of Buffer Display], page 656を参照してください。

アクション関数は、表示するバッファーと、アクション alistという、2つの引数を受け取ります。
これは、自身の条件にしたがってウィンドウウィンドウ選択、または作成して、バッファーをウィン
ドウ内に表示します。成功した場合はそのウィンドウ、それ以外は nilをリターンします。

display-bufferは複数ソースからのディスプレイアクションを組み合わせて、アクション関数
のいずれか 1つがバッファーの表示を管理して非 nil値をリターンするまでアクション関数を順に呼
び出します。

[Command]display-buffer buffer-or-name &optional action frame
このコマンドは、ウィンドウウィンドウ選択したり、そのバッファーをカレントにすることな
く、buffer-or-nameをウィンドウに表示させる。引数 buffer-or-nameはバッファー、または
既存のバッファーの名前でなければならない。リターン値はバッファーを表示するために選ば
れたウィンドウ、適切なウィンドウが見つからなければ nil。

オプション引数 actionが非 nilなら、それは通常はディスプレイアクション (上述)であるこ
と。display-bufferは以下のソース (優先度の高位順)からディスプレイアクションを集約
してアクション関数リストとアクション alistを構築する:

• 変数 display-buffer-overriding-action。

• ユーザーオプション display-buffer-alist。

• action引数。

• ユーザーオプション display-buffer-base-action。

• 定数 display-buffer-fallback-action。

実際のところは、これらのディプレイアクションにより指定されるアクション関数すべて
のリストを display-bufferが構築することを意味する。このリストの最初の要素は (も
しあれば) display-buffer-overriding-actionが指定する最初のアクション関数。
display-buffer-pop-up-frameの最後の要素は display-buffer-fallback-action

が指定する最後のアクション関数。このリストから重複要素は削除されないので、1 回の
display-buffer呼び出しの間に同一のアクション関数が複数回呼び出されるかもしれない。

display-bufferはバッファーを 1つ目の引数、組み合わされた alistを 2つ目の引数として、
いずれかの関数が非 nilをリターンするまで、このリスト内で指定されたアクション関数を順
に呼び出す。異なるソースから指定されたディスプレイアクションを display-bufferがどの
ように処理するかの例は Section 28.13.5 [Precedence of Action Functions], page 652を
参照のこと。
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2つ目の引数は常に、上記に挙げたソースが指定するすべてのアクション alistエントリーのリス
トであることに注意。したがってこのリストの最初の要素は (もしあれば) display-buffer-
overriding-actionが指定する最初のアクション alistエントリー、最後の要素はもしあれば
(display-buffer-fallback-actionのアクション alist が空) display-buffer-base-

actionの最後の alistエントリーとなる。

組み合わされたアクション alistは重複したエントリーを含むかもしれず、同じキーにたする
エントリーが異なる値をもつかもしれないことにも注意。アクション関数はルールとして見つ
かった最初のキーの連想値を常に使用する。したがってアクション関数の連想値が、そのアク
ション関数が指定するディスプレイアクションにより提供される連想値を使用する必要はない。

引数 actionには非 nilの非 list値も指定できる。これはたとえ選択されたウィンドウがすでに
そのバッファーを表示していても、選択されたウィンドウではない別のウィンドウにバッファー
が表示されるべきという特別な意味をもつ。プレフィックス引数とともにインタラクティブに
呼び出された場合には、actionは tである。Lispプログラムは常にリス値を提供すること。

オプション引数 frameが非 nilの場合は、そのバッファーがすでに表示されているか判断す
る際、どのフレームをチェックするかを指定する。これは actionのアクション alist に要素
(reusable-frames . frame)を追加するのと等価 (Section 28.13.3 [Buffer Display Ac-
tion Alists], page 646を参照)。frameは互換性のために提供される引数であり、Lispプログ
ラムが使用するべきではない。

[Variable]display-buffer-overriding-action
この変数の値は display-bufferにより最高の優先順で扱われるディスプレイアクションであ
ること。デフォルト値は空のディスプレイアクション (つまり (nil . nil))。

[User Option]display-buffer-alist
このオプションの値はディスプレイアクションにコンディション (condition: 状態)をマップす
る alist。コンディションはそれぞれバッファー名にマッチする正規表現、または 2つの引数をと
る関数であり、引数はバッファー名と display-bufferに渡す action引数。display-buffer
に渡されたバッファー名がこの alist内の正規表現にマッチするか、あるいはコンディションで
指定された関数が非 nilをリターンした場合には、display-bufferはバッファーを表示すた
めに対応するディスプレイアクションを使用する。

[User Option]display-buffer-base-action
このオプションの値はディスプレイアクションであること。このオプションはdisplay-buffer

呼び出しにたいする標準のディスプレイアクションを定義するために使用できる。

[Constant]display-buffer-fallback-action
このディスプレイアクションは display-bufferにたいして、他のディスプレイアクションが
与えられなかった場合の代替え処理を指定する。

28.13.2 バッファー表示用のアクション関数

アクション関数 (action function) とはバッファーを表示するウィンドウを選択するために
display-bufferが呼び出す関数です。アクション関数は buffer (表示するバッファー)、および
alist (アクション alist、Section 28.13.3 [Buffer Display Action Alists], page 646を参照)とい
う 2つの引数を受け取ります。これらの関数は成功時には bufferを表示するウィンドウ、失敗時には
nilをリターンします。

以下の基本的なアクション関数が Emacsで定義されています。
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[Function]display-buffer-same-window buffer alist
この関数は選択されたウィンドウ内に bufferの表示を試みる。選択されたウィンドウがミニバッ
ファーウィンドウや他のバッファー専用 (Section 28.15 [Dedicated Windows], page 662を
参照)の場合には失敗する。alistに非 nilの inhibit-same-windowエントリーがある場合に
も失敗する。

[Function]display-buffer-reuse-window buffer alist
この関数はすでに bufferを表示しているウィンドウを探すことによりバッファーの表示を試み
る。選択されたフレーム上のウィンドウは別フレーム上のウィンドウより優先される。

alistに非 nilの inhibit-same-windowエントリーがある場合には、選択されたウィンドウ
は再利用に適さない。bufferをすでに表示しているウィンドウを検索するフレームセットは、ア
クション alistの reusable-framesエントリーで指定できる。alistに reusable-framesエ
ントリーが含まれる場合には、この関数は選択されたフレームだけを検索する。

この関数が他のフレーム上のウィンドウを選択した場合には、そのフレームを可視にするとと
もに、alistが inhibit-switch-frameエントリーを含んでいなければ、必要ならそのフレー
ムを最前面に移動 (raise)する。

[Function]display-buffer-reuse-mode-window buffer alist
この関数は与えられたモードですでに bufferを表示しているウィンドウを探すことによりバッ
ファーの表示を試みる。

alistが modeエントリーを含んでいれば、その値がメジャーモード (シンボル)、またはメジャー
モードのリストを指定する。alistに modeエントリーが含まれていなければ、かわりに buffer
のカレントのメジャーモードが使用される。このように指定されたモードのいずれかから継承
されたモードでバッファーを表示しているウィンドウは候補となる。

display-buffer-reuse-windowの よ う に 関 数 の 挙 動 は inhibit-same-window、
reusable-frames、inhibit-switch-frameにたいする alistエントリーによっても制御
される。

[Function]display-buffer-pop-up-window buffer alist
この関数は、最大もしくはもっとも長い間参照されていないウィンドウ (通常は選択された
フレームに配置されている)を分割することにより bufferの表示を試みる。これは実際には、
split-window-preferred-function (Section 28.13.4 [Choosing Window Options],
page 650を参照)内で指定された関数を呼び出すことにより分割を行う。

新たなウィンドウのサイズは alistにエントリー window-heightと window-widthを与える
ことにより調整できる。alistに preserve-sizeエントリーが含まれていれば、Emacsは将来
のリサイズ操作の間に新たなウィンドウのサイズの維持も試みる (Section 28.5 [Preserving
Window Sizes], page 622を参照)。

この関数は分割可能なウィンドウがなければ失敗する。これの多くは、分割を許容するのに十分
大きいウィンドウがない場合に発生する。この問題にたいしては split-height-threshold

や split-width-thresholdに小さい値をセットすることが助けになるかもしれない。選択
されたフレームがフレームパラメーター unsplittableをもつ場合にも分割は失敗する。Sec-
tion 29.4.3.5 [Buffer Parameters], page 722を参照のこと。

[Function]display-buffer-in-previous-window buffer alist
この関数は bufferを以前に表示したウィンドウに bufferの表示を試みる。

alistに非 nilの inhibit-same-windowエントリーが含まれる場合には、選択されたウィン
ドウは使用に適さない。専用ウィンドウ ()dedicated windowは、すでに bufferを表示済み
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の場合のみ使用可能。alistに previous-windowエントリーが含まれる場合には、そのエント
リーで指定されるウィンドウが以前に bufferを表示したことがなくても、そのウィンドウが使
用される。

alistに reusable-framesエントリー (Section 28.13.3 [Buffer Display Action Alists],
page 646を参照)が含まれる場合には、その値が適切なウィンドウを検索するフレームを決
定する。この関数は alistに reusable-framesエントリーが含まれず、display-buffer-

reuse-framesと pop-up-framesがいずれも nilなら選択されたフレームのみ、いずれかが
非 nilならカレント端末上のすべてのフレームを検索する。

これらのルールに照らして 1つ以上のウィンドウが使用に適している場合には、この関数は以
下の優先順にしたがって選択を行う:

• alistの previous-windowエントリーで指定されるウィンドウが選択されたウィンドウで
なければそのウィンドウ。

• 以前に bufferを表示していたウィンドウが選択されたウィンドウでなければそのウィン
ドウ。

• alistの previous-windowエントリーで指定されているか、あるいは以前に bufferを表
示していれば選択されたウィンドウ。

[Function]display-buffer-use-some-window buffer alist
この関数は既存のウィンドウを選択して、そのウィンドウ内に bufferを表示することによりバッ
ファーの表示を試みる。すべてのウィンドウが他のバッファー専用の場合には、この関数は失
敗する可能性がある (Section 28.15 [Dedicated Windows], page 662を参照)。

[Function]display-buffer-in-direction buffer alist
この関数は alistで指定した位置で bufferの表示を試みる。この目的のために、alistには値が
left、above (か up)、right、below (か down)のいずれかであるような directionエン
トリーを含めること。それ以外の値は通常は belowと解釈される。

alistに windowエントリーも含まれている場合には、その値は参照ウィンドウを指定する。値
には選択されたフレームのメインウィンドウ (Section 28.17.2 [Side Window Options and
Functions], page 666 を参照) を意味する main、選択されたフレームのルートウィンドウ
(Section 28.2 [Windows and Frames], page 610を参照)を意味する rootのような特別な
シンボルを指定できる。任意の有効なウィンドウの指定も可能。それ以外の値 (または window

エントリーを完全に省略)は参照ウィンドウとして選択されたウィンドウを使用することを意
味する。

この関数は、指定方向でずすでに bufferを表示しているウィンドウの再利用を試みる。そのよ
うなウィンドウが存在しなければ、指定方向に新たなウィンドウを生成するために参照ウィン
ドウの分割を試みる。これも同様に失敗したら指定方向にある既存ウィンドウに bufferの表示
を試みる。いずれの場合でも directionエントリーで指定された参照ウィンドウ側に、少なく
とも 1辺を参照ウィンドウと共有したウィンドウが選ばれることになる。

参照ウィンドウが生きたウィンドウなら、選択されるウィンドウのエッジは directionエン
トリーで指定された方向と反対側が共有される。たとえば directionエントリーの値が left

なら、選択されるウィンドウの右エッジ座標は、参照ウィンドウの左エッジ座標と等しくなる
(Section 28.24 [Coordinates and Windows], page 682を参照)。

参照ウィンドウが内部ウィンドウなら、再利用されるウィンドウは directionエントリーで指
定されるエッジが共有されなければならない。したがって、たとえば参照ウィンドウがフレー
ムのルートウィンフォウ、directionエントリーの値が leftなら、再利用されるウィンドウ
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はフレムの左側でなければならない。これは選択されるウィンドウと参照ウィンドウの左エッ
ジ座標が等しいことを意味する。

しかし新たなウィンドウは選択したウィンドウが参照ウィンドウの反対側エッジを共有するよ
うに参照ウィンドウを分割して作成される。上記の例では参照ウィンドウを子ウィンドウとし
て、新たな生きたウィンドウと共にルートウィンドウが新たに作成される。選択されたウィン
ドウの右エッジ座標は、参照ウィンドウの左エッジ座標、左エッジ座標はフレームのルートウィ
ンドウの左エッジ座標と等しくなる。

directionエントリーにたいする特別な 4つの値leftmost、top、rightmost、bottomでは
参照ウィンドウとして選択されたフレームのメインウィンドウを暗黙に指定できる。これはたと
えば(direction . left) (window . main)のかわりに、単に(direction . leftmost)

と指定することができることを意味する。このような場合では alistの既存の windowエントリー
は無視される。

[Function]display-buffer-below-selected buffer alist
この関数は選択されたウィンドウの下のウィンドウ内に bufferの表示を試みる。選択されたウィ
ンドウの下にすでにそのバッファーを表示するウィンドウがあれば、そのウィンドウを再利用
する。

そのようなウィンドウが存在しなければ、この関数は選択されたウィンドウを分割することに
より新たなウィンドウを作成して bufferの表示を試みる。alistに適切な window-heightか
window-widthのエントリーが含まれていれば、ウィンドウのサイズ調整も試みる (上記参照)。

選択されたウィンドウの分割に失敗、かつ選択されたウィンドウの下に別のバッファーを表示
中の非専用ウィンドウがある場合には、この関数は bufferの表示にそのウィンドウの使用を試
みる。

alistにwindow-min-heightエントリーが含まれていると、この関数は少なくとも使用するウィ
ンドウの高さがこのエントリーで指定された値になることを保証する。これは単なる保証であるこ
とに注意。使用するウィンドウを実際にリサイズするためには、alistで適切な window-height

エントリーも提供しなければならない。

[Function]display-buffer-at-bottom buffer alist
この関数は選択されたフレームの最下にあるウィンドウ内に bufferの表示を試みる。

これはフレーム最下のウィンドウまたはフレームのルートウィンドウを分割、または選択され
たフレーム最下の既存ウィンドウを試みる。

[Function]display-buffer-pop-up-frame buffer alist
この関数は新たにフレームを作成して、そのフレームのウィンドウ内にバッファーを表示する。
これは実際にはpop-up-frame-function (Section 28.13.4 [Choosing Window Options],
page 650を参照)内で指定された関数を呼び出すことによりフレーム作成の処理を行う。alist
が pop-up-frame-parametersエントリーを含む場合には、その連想値 (associated value)
が新たに作成されたフレームのパラメーターに追加される。

[Function]display-buffer-in-child-frame buffer alist
この関数は選択されたフレームの既存の子フレーム、または子フレームを新たに作成して
bufferの表示を試みる (Section 29.14 [Child Frames], page 740 を参照)。alistに非 nil

の child-frame-parametersエントリーがあれば、対応する値が新たなフレームのフレー
ムパラメーターの alistとして与えられる。デフォルトとして選択されたフレームを指定する
parent-frameパラメーターが提供される。その子フレームが別のフレームの子になる場合に
は、対応するエントリーを alistに追加しなければならない。
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子フレームの外観は alistを通じて提供されるパラメーターに大きく依存する。子フレームが
可視のままでいることを保証するために、少なくとも子フレームのサイズ (Section 29.4.3.3
[Size Parameters], page 718 を参照) と位置 (Section 29.4.3.2 [Position Parameters],
page 716を参照)を指定して比率 (ratio)を使用すること、および keep-ratioパラメーター
(Section 29.4.3.6 [Frame Interaction Parameters], page 722を参照)の追加を推奨する。
他に考慮すべきパラメーターについては Section 29.14 [Child Frames], page 740を参照の
こと。

[Function]display-buffer-use-some-frame buffer alist
この関数は述語を満足するフレーム (デフォルトは選択されたフレーム以外のフレーム)を探し
て bufferの表示を試みる。

この関数が他のフレーム上のウィンドウを選択した場合には、そのフレームを可視にするとと
もに、alistが inhibit-switch-frameエントリーを含んでいなければ、必要ならそのフレー
ムを最前面に移動 (raise)する。

alistに非 nilの frame-predicateエントリーがあれば、その値は 1つの引数 (フレーム)を受
け取ってそのフレームが候補なら非 nilをリターンする、デフォルトの述語を置き換える関数。

alistに非 nilの inhibit-same-windowエントリーがある場合には選択されたウィンドウは
使用しない。したがって選択されたフレームに単一のウィンドウしかなければ使用しない。

[Function]display-buffer-no-window buffer alist
この関数は alistに非 nilの allow-no-windowエントリーがあれば bufferを表示せずにシン
ボル failをリターンする。この構成はアクション関数が nilか bufferを表示するウィンドウ
をリターンするという慣習の唯一の例外である。alistにそのような allow-no-windowエント
リーがなければ、この関数は nilをリターンする。

この関数が failをリターンした場合には、display-bufferはそれ委譲のディスプレイアク
ションをスキップして即座に nilをリターンする。この関数が nilをリターンした場合には、
display-bufferはもしあれば次のディスプレイアクションを継続する。

display-bufferの呼び出し側が非 nilの allow-no-windowエントリーを指定した場合に
は、nilのリターン値の処理も可能とみなされる。

他の 2 つのアクション関数 display-buffer-in-side-windowと display-buffer-in-

atom-windowについては、それぞれ適正なセクションで説明します (Section 28.17.1 [Displaying
Buffers in Side Windows], page 666と Section 28.18 [Atomic Windows], page 670を参照)。

28.13.3 バッファー表示用のアクション alist

アクション alist(action alist)とはアクション関数が認識可能な事前定義されたシンボルと、それに
応じてそれらの関数が解釈することを意図した値をマップする連想リストです。各呼び出しにおいて
display-bufferは新たなアクション alist(空の場合もある)を作成して、呼び出すすべてのアクショ
ン関数にそのリスト全体を渡します。

仕様によりアクション関数はアクション alist全体を自由に解釈できます。実際のところallow-no-

windowや previous-windowのようないくつかのエントリーはいくつかのアクション関数によっ
てのみ意味があり、他のアクション関数では無視されます。それ以外の inhibit-same-windowや
window-parametersのようなエントリーは、アプシケーションプログラムや外部パッケージから提
供されるものも含めて、ほとんどのアクション関数がしたがいます。

前のサブセクションでは、個別のアクション関数がアクションエントリーを処理する方法の詳細を
説明しました。ここでは既知のアクション alistエントリーに対応するすべてのシンボル、およびそ
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れらの値とそれらを認識するアクション関数 (Section 28.13.2 [Buffer Display Action Functions],
page 642 を参照) とともに示すリファレンスリストを提供します。このリストにおいて用語 “バッ
ファー”は display-bufferが表示しようとするバッファー、“値”はそのエントリーの値を意味し
ています。

inhibit-same-window

値が非 nilなら、バッファーの表示に選択されたウィンドウを使用してはならないことを
告げる。既存のウィンドウを (再)使用するすべてのアクション関数は、このエントリー
にしたがう必要がある。

previous-window

値には以前にバッファーを表示した可能性のあるウィンドウを指定しなければならない。そ
のようなウィンドウがまだ生きていて他のバッファー専用でなれば、display-buffer-
in-previous-windowはそのウィンドウを優先する。

mode 値はメジャーモードかメジャーモードのリスト。このエントリーが指定する値がウィン
ドウのバッファーのメジャーモードにマッチすれば、display-buffer-reuse-mode-
windowは常にそのウィンドウを再利用する。これ以外のアクション関数はこのエント
リーを無視する。

frame-predicate

値はのそのフレームがバッファーを表示する候補なら非 nilをリターンする単一の引数
(フレーム)を受け取る関数でなければならない。このエントリーは display-buffer-

use-some-frameが使用する。

reusable-frames

値はバッファーをすでに表示していたことにより再利用可能なウィンドウを検索するた
めのフレームセットを指定する。以下をセット可能:

• nilは選択されたフレーム (実際にはミニバッファーフレーム以外の最後に使用さ
れたフレーム)上のウィンドウだけを考慮することを意味する。

• tはすべてのフレーム上のウィンドウを考慮することを意味する。

• visibleはすべての可視フレーム上のウィンドウを考慮することを意味する。

• 0はすべての可視またはアイコン化されたフレーム上のウィンドウを考慮すること
を意味する。

• フレームを指定すると、そのフレーム上のウィンドウだけを考慮することを意味
する。

nilの意味は next-windowにたいする all-frames引数の場合の意味とは若干異なるこ
とに注意 (Section 28.10 [Cyclic Window Ordering], page 634を参照)。

これの主要クライアントは display-buffer-reuse-windowだが、ウィンドウの再利
用を試みる他のすべてのアクション関数も同様に影響を受ける。display-buffer-in-
previous-windowはバッファーを以前に表示していたウィンドウを別フレーム上で検
索する際にこれを参照する。

inhibit-switch-frame

非 nil値の場合には、display-bufferにより選択されたウィンドウがすでに表示さ
れていれば別のフレームの raise や選択を抑制する。これにより主に影響を受けるの
は display-buffer-use-some-frameと display-buffer-reuse-window。同様
にdisplay-buffer-pop-up-frameも影響を受けるべきだが、ウィンドウマネージャー
がこれに準拠する保証はない。
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window-parameters

値は選択したウィンドウに与えるウィンドウパラメーターの alist。ウィンドウを選択す
るすべてのアクション関数は、このエントリーを処理する必要がある。

window-min-height

値は使用するウィンドウの最小高さを行数で指定する。ウィンドウの高さがこのエント
リーで指定した高さではない、あるいはできなければウィンドウの使用を考慮しない。
このエントリーのクライアントは現在のところ display-buffer-below-selected

のみ。

このようなエントリーを単独で提供しても、ウィンドウがその値で指定した高さになる
とは限らないことに注意。既存ウィンドウを実際にリサイズしたり新たなウィンドウの高
さを指定した値にするためには、同様にこの値を指定する window-heightエントリー
を提供する必要がある。しかしこのような window-heightエントリーでまったく異な
る値を指定したり、ウィンドウ高さをバッファーにフィットするように要請することがで
きる。そのような場合には window-min-height使用するウィンドウの最小高さにたい
する保証を与える。

window-height

値は選択したウィンドウの高さを調節するかとその方法を指定する。以下のいずれか:

• nilは選択したウィンドウの高さを変更しないことを意味する。

• 整数値は選択したウィンドウの望ましい高さを行数で指定する。
• 浮動小数点値は選択したウィンドウの望ましい高さをフレームのルートウィンドウ
のトータル高さにたいする比率で指定する。

• 値が関数を指定する場合には、その関数は選択したウィンドウを引数として呼び
出される関数。この関数はそのウィンドウの高さを調整することを期待されてお
りリターン値は無視される。これに適した関数は shrink-window-if-larger-

than-bufferと fit-window-to-buffer。Section 28.4 [Resizing Windows],
page 618を参照のこと。

慣例により選択したウィンドウの高さは、そのウィンドウが垂直コンビネーション (Sec-
tion 28.2 [Windows and Frames], page 610を参照)の一部であり、他の無関係のウィ
ンドウの高さの変更を避ける場合のみ調整される。さらにこのエントリーはこのリスト
の後に指定する特定の条件下でのみ処理される必要がある。

window-width

これは上述の window-heightと同様だが、かわりに選択したウィンドウの幅の調節に
使用される。値は以下のいずれか:

• nilは選択したウィンドウの幅を変更しないことを意味する。

• 整数値は選択したウィンドウの望ましい幅を列数で指定する。
• 浮動小数点値は選択したウィンドウの望ましい幅をフレームのルートウィンドウの
トータル幅にたいする比率で指定する。

• 値が関数を指定する場合には、その関数は選択したウィンドウを引数として呼び出
される関数。この関数はそのウィンドウの高さを調整することを期待されておりリ
ターン値は無視される。

慣例により選択したウィンドウの幅は、そのウィンドウが水平コンビネーション (Sec-
tion 28.2 [Windows and Frames], page 610を参照)の一部であり、他の無関係のウィ
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ンドウの幅の変更を避ける場合のみ調整される。さらにこのエントリーはこのリストの
後に指定する特定の条件下でのみ処理される必要がある。

dedicated

このようなエントリーが非 nilなら、display-bufferは作成するすべてのウィンド
ウをそのバッファー専用であるとマークする (Section 28.15 [Dedicated Windows],
page 662を参照)。これは最初の引数に選択したウィンドウ、2つ目の引数にエントリー
の値を指定して set-window-dedicated-pを呼び出すことにより行われる。

preserve-size

このようなエントリーが非 nilなら、選択したウィンドウのサイズを維持するように
Emacsに指示する (Section 28.5 [Preserving Window Sizes], page 622を参照)。値
は (t . nil) (ウィンドウの幅を維持)、(nil . t) (高さを維持)、または (t . t) (幅
と高さの両方を維持)のいずれか。このエントリーはこのリストの後に指定する特定の
条件下でのみ処理される必要がある。

pop-up-frame-parameters

この値は新たにフレームが作成された場合に与えるフレームパラメーターの alist。
display-buffer-pop-up-frameがけが参照する。

parent-frame

値は子フレームにバッファーを表示時に使用する親フレームを指定する。このエントリー
を使用するのは display-buffer-in-child-frameのみ。

child-frame-parameters

値は子フレームにバッファー表示時に使用するフレームパラメーターの alistを指定す
る。このエントリーを使用するのは display-buffer-in-child-frameのみ。

side 値はバッファーを表示する新たなウィンドウを、フレームやバッファーのどのサイドに作成
するかを示す。このエントリーは新たなサイドウィンドウをフレームのどのサイドに配置
するかを示すためにdisplay-buffer-in-side-windowが使用する (Section 28.17.1
[Displaying Buffers in Side Windows], page 666を参照)。さらに新たなサイドウィ
ンドウを既存ウィンドウのどのサイドに配置するかを示すために display-buffer-

in-atom-windowにも使用される (Section 28.18 [Atomic Windows], page 670を
参照)。

slot 値が非 nilならバッファーを表示するサイドウィンドウのスロットを指定する。このエ
ントリーを使用するのは display-buffer-in-side-windowのみ。

direction

この値はwindowエントリーとともに、display-buffer-in-directionがバッファー
を表示するウィンドウ位置を決定するための方向を指定する。

window 値は display-bufferで選択されたウィンドウと何らかの関連があるウィンドウを指定
する。このエントリーは現在のところ新たなウィンドウが作成されるサイドのウィンドウ
を示すために display-buffer-in-atom-windowが使用する。これは結果のウィンド
ウが出現する側の参照ウィンドウを指定するために display-buffer-in-direction

も使用する。

allow-no-window

値が非 nilなら display-bufferは必ずしもバッファーを表示する必要はなく、呼び
出し側はそれを受け入れる準備がある。display-bufferの任意の呼び出し手がバッ
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ファーを表示するウィンドウが存在しないケースを処理できる保証がないので、、このエ
ントリーはユーザーのカスタマイゼーションを意図したものではない。このエントリー
を考慮するアクション関数は display-buffer-no-windowのみ。

慣例によりエントリー window-height、window-width、preserve-sizeは選択したウィンド
ウのバッファーのセットアップ後、かつそのウィンドウが以前に他のバッファーを表示していない場
合のみ適用されます。後者はより正確にはカレントの display-buffer呼び出しによりウィンドウが
作成されたか、以前にそのバッファーを表示するために display-bufferによりウィンドウが作成さ
れて、カレントの display-buffer呼び出しによる再利用まで他のバッファーの表示に使用されたこ
とがないことを意味します。

28.13.4 バッファー表示の追加オプション

以下のユーザーオプションでバッファーのディスプレイアクション (Section 28.13.1 [Choosing Win-
dow], page 641を参照)の振る舞いをさらに変更することができます。

[User Option]pop-up-windows
この変数の値が非 nilなら、display-bufferは表示のために既存のバッファーを分割して新
たなウィンドウを作成できる。

この変数は後方互換のためだけに提供される。このオプションの値が非 nilのときはアクション
関数 display-buffer-pop-up-window (Section 28.13.2 [Buffer Display Action Func-
tions], page 642を参照)を呼び出すだけの display-buffer-fallback-action内の特別
なメカニズムを経由して display-bufferにしたがう。この変数は display-buffer-alist

等により直接指定できる display-buffer-pop-up-window自体からは参照されない。

[User Option]split-window-preferred-function
この変数は、バッファーを表示する新たなウィンドウを作成するための、ウィンドウを分割する関
数を指定する。これは、実際にウィンドウを分割するために、アクション関数display-buffer-

pop-up-windowにより使用される。

値はウィンドウを単一の引数とする関数でなければならず、(要求されたバッファーを表示する
ために使用される)新たなウィンドウ、または nil (分割の失敗を意味する)をリターンしなけ
ればならない。デフォルト値は split-window-sensibly (次に説明)。

[Function]split-window-sensibly &optional window
この関数は windowを分割して新たに作成したウィンドウをリターンする。windowを分割で
きなければ nilをリターンする。windowが省略か nilの場合のデフォルトは選択されたウィ
ンドウ。

この関数はウィンドウが分割できるかどうか判断する際の通常のルールにしたがう (Section 28.6
[Splitting Windows], page 623 を参照)。最初にまず split-height-threshold(以下参
照)、およびその他が課す制約の元で新たなウィンドウが下になるように分割を試みる。これが
失敗したら split-width-threshold(以下参照)が課す制約の元で新たなウィンドウが右に
なるように分割を試みる。これも失敗して、かつそのウィンドウがそのフレームの唯一のウィ
ンドウなら、この関数は split-height-thresholdを無視して新たなウィンドウが下になる
ように再度分割を試みる。これも同様に失敗したら、この関数は諦めて nilをリターンする。

[User Option]split-height-threshold
この変数は split-window-sensiblyがウィンドウを分割して新たなウィンドウを下に配置
できるかどうかを指定する。整数なら元のウィンドウが最低でもその行数なければ分割しない
ことを意味する。nilなら、この方法では分割しないことを意味する。



Chapter 28: ウィンドウ 651

[User Option]split-width-threshold
この変数は split-window-sensiblyがウィンドウを分割して新たなウィンドウを右に配置
できるかどうかを指定する。整数なら元のウィンドウが最低でもその列数なければ分割しない
ことを意味する。nilなら、この方法では分割しないことを意味する。

[User Option]even-window-sizes
この変数が非 nilなら display-bufferが既存のウィンドウを再利用する際は常にウィンドウ
のサイズを均等にして、そのウィンドウを選択されたウィンドウに隣接させる。

値が width-onlyなら再利用されるウィンドウが選択されたウィンドウの左か右にあり、かつ
選択されたウィンドウが再利用されるウィンドウより広い場合のみサイズは均等になる。値が
height-onlyなら再利用されるウィンドウが選択されたウィンドウの上か下にあり、かつ選択
されたウィンドウが再利用されるウィンドウより高い場合のみサイズは均等になる。その他の
非 nil値は、選択されたウィンドウと再利用されるウィンドウをコンビネーション的に比較し
て選択されたウィンドウの方が大ならサイズを均等にすることを意味する。

[User Option]pop-up-frames
この変数の値が非 nilなら、新たにフレームを作成することにより display-bufferがバッ
ファーを表示できることを意味する。デフォルトは nil。

非 nil値は display-bufferがすでに buffer-or-nameを表示しているウィンドウを探す際に、
選択されたフレームだけでなく可視およびアイコン化されたフレームを検索できることも意味
する。

この変数は主に後方互換のために提供されている。値が非 nilのときは、アクション関数
display-buffer-pop-up-frame (Section 28.13.2 [Buffer Display Action Functions],
page 642 を参照) を呼び出すだけの display-buffer-fallback-action内の特別なメカ
ニズムを経由して display-bufferにしたがう。この変数は display-buffer-alist等に
より直接指定できる、display-buffer-pop-up-window自体からは参照されない (これは
ウィンドウの分割前に行われる)。この変数は display-buffer-alist等により直接指定で
きる display-buffer-pop-up-frame自体からは参照されない。

[User Option]pop-up-frame-function
この変数はバッファーを表示する新たなウィンドウを作成するためのフレームを作成する関数
を指定する。これはアクション関数 display-buffer-pop-up-frameにより使用される。

値はフレーム、またはフレームを作成できなかったら nilをリターンする引数をとらない関数
であること。デフォルト値は pop-up-frame-alist (以下参照)により指定されるパラメー
ターを使用してフレームを作成する関数。

[User Option]pop-up-frame-alist
この変数はフレームを新たに作成するための pop-up-frame-functionで指定される関数が使
用するフレームパラメーター (Section 29.4 [Frame Parameters], page 713を参照)の alist
を保持する。デフォルトは nil。

このオプションは後方互換のためだけに提供される。これはdisplay-buffer-pop-up-frame

が pop-up-frame-functionの指定する関数を呼び出す際に、すべてのアクション alist の
pop-up-frame-parametersエントリーの値に前置されるので、アクション alist のエント
リーが指定する値が pop-up-frame-alistの対応する値を効果的にオーバーライドすること
に注意。

したがってユーザーは pop-up-frame-alistをカスタマイズするのではなく、
display-buffer-alistno アクション alist の pop-up-frame-parametersエント
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リーをセットアップするべきである。ユーザーが指定したパラメーターの値だけが、
display-bufferの呼び出し手が指定したパラメーターの値をオーバーライドするこが保証
されている。

display-bufferのデザインでは pop-up-windows、pop-up-frames、pop-up-frame-

alist、same-window-buffer-names、same-window-regexpsのような古いオプションを使用
するコードにたいする保守に互換性を与えるために多くの努力が払われています。Lispプログラムや
ユーザーはこれらのオプションの使用は控えるべきです。上述のように pop-up-frame-alistのカ
スタマイズにたいしては警告済みです。ここでは残りのオプションではなくディスプレイアクション
を使用するように変換する方法を説明します。

pop-up-windows

この変数のデフォルトは t。これを nilにカスタマイズして display-bufferに
何を行うべきではないかを指示するよりも、かわりに試みるべきアクション関数を
display-buffer-base-action内にリストするほうがよい。たとえば:

(customize-set-variable

'display-buffer-base-action

'((display-buffer-reuse-window display-buffer-same-window

display-buffer-in-previous-window

display-buffer-use-some-window)))

pop-up-frames

この変数を tにカスタマイズするのではなく、たとえば以下のように display-buffer-

base-actionをカスタマイズすること:

(customize-set-variable

'display-buffer-base-action

'((display-buffer-reuse-window display-buffer-pop-up-frame)

(reusable-frames . 0)))

same-window-buffer-names

same-window-regexps

これらのオプションのいずれかにたいしてバッファー名や正規表現を追加するかわりに、
そのバッファーにたいしてアクション関数 display-buffer-same-windowを指定す
る display-buffer-alistエントリーを使用すること。

(customize-set-variable

'display-buffer-alist

(cons '("\\*foo\\*" (display-buffer-same-window))

display-buffer-alist))

28.13.5 アクション関数の優先順

これまでのサブセクションによってバッファーを表示するためには、display-bufferにいくつかの
ディスプレイアクションを提供しなければならないことがわかりました (Section 28.13.1 [Choosing
Window], page 641を参照)。まったくカスタマイズしていない Emacsでは、これらのアクション
は display-buffer-fallback-actionによってウィンドウの再利用、同一フレーム上での新たな
ウィンドウのポップアップ、そのバッファーを以前に表示したウィンドウの使用、新たなフレームを
ポップアップして何らかのウィンドウを使用するという優先順で指定されます (display-buffer-
fallback-actionいより命名される残りのアクションは未カスタマイズの Emacsでは voidである
ことに注意)。
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以下のフォームを考えてください:

(display-buffer (get-buffer-create "*foo*"))

このフォームをカスタマイズされていない Emacsの*scratch*バッファーで評価すると、通常はす
でに*foo*を表示しているウィンドウの再利用は失敗しますが、新たなウィンドウのポップアップは成
功するでしょう。そこで同じフォームを再度評価すると、今度は display-bufferはすでに*foo*を
表示しているウィンドウを再利用して視覚的な変化は生じません。なぜならそれは許容され得るアク
ションであるとともに、すべての許容され得るアクションの中でもっとも高い優先度をもつからです。

選択されたフレームに十分なスペースがなければ、新たなウィンドウのポップアップは失敗しま
す。カスタマイズされていないEmacsでは、通常はフレームに 2つのウィンドウがすでに存在すれば
失敗します。たとえば今度は C-x 1の後に C-x 2をタイプしてからもう一度フォームを評価すると、
*foo*は下側のウィンドウに表示されるはずです ( display-bufferは単に “何らか”のウィンドウ
を使用した)。C-x 2をタイプする前に C-x oをタイプしていれば、*foo*は上側のウィンドウに表
示されるでしょう。なぜなら “何らか”のウィンドウとは “最近もっとも使用されていない”ウィンド
ウという意味であり、選択されたウィンドウが最近もっとも使用されていないウィンドウになるのは、
それがフレームで唯一のウィンドウの場合だけだからです。

C-x oをタイプせずに*foo*が下側のウィンドウに表示されているとしましょう。下側のウィンド
ウに移動するために C-x oの後に C-x leftをタイプして、再びフォームを評価してみます。すると
*foo*は同じ下側のウィンドウに表示されるはずです。なぜなら*foo*は以前にそのウィンドウで表
示されているので何らかのウィンドウのかわりにそのウィンドウが選択されるからです。

ここまではカスタマイズしていない Emacsのデフォルトの動作を観察してきました。この動作の
カスタマイズの仕方を確認するために、オプション display-buffer-base-actionについて考え
てみましょう。これは概念的に任意のバッファーの表示に影響を与える、非常に大まかなカスタマイズ
を提供します。これは display-buffer-fallback-actionにより提供されるアクションの並び替
えや、提供されていないもののユーザーの編集方法により密接に適合するアクションを追加すること
により、display-buffer-fallback-actionの補強に使用することができます。しかしデフォル
トの動作をより深く変更するためにも使用できます。

ルールとして別フレームにバッファーを表示することを好むユーザーを考えてみましょう。そのよ
うなユーザーなら以下のようなカスタマイズを行うかもしれません:

(customize-set-variable

'display-buffer-base-action

'((display-buffer-reuse-window display-buffer-pop-up-frame)

(reusable-frames . 0)))

このセッティングにより display-bufferはバッファーを表示するウィンドウを探すために、まず可
視のフレームとアイコン化されたフレームを探して、そのようなフレームが存在しなければ新たなフ
レームをポップアップします。グラフィカルなシステム上で*scratch*を表示しているウィンドウで
C-x 1をタイプして例の display-bufferフォームを評価して動作を観察できます。これは通常は
ルートウィンドウに*foo*を表示するフレームを新たに作成 (およびフォーカスを付与)します。この
フレームをアイコン化して例のフォームを再度評価すると、display-bufferは新たなフレーム (通
常はフレームを raiseしてフォーカスを付与)のウィンドウを再利用するでしょう。

display-bufferは新たなフレームの作成に失敗した場合のみ display-buffer-fallback-

actionが提供するアクション (ウィンドウ再利用の再試行、新たなウィンドウのポップアップ等)を
適用します。以下のフォームでフレーム作成を簡単に失敗させることができます:

(let ((pop-up-frame-function 'ignore))

(display-buffer (get-buffer-create "*foo*")))
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新たなフレーム作成に失敗してかわりにフォールバックアクションの使用を観察した直後にこのフォー
ムを忘れてしまうでしょう。

display-buffer-base-actionのカスタマイズにおいて display-buffer-reuse-window

は冗長に思えることに注意してください。なぜならすでに display-buffer-reuse-windowは
display-buffer-fallback-actionの一部であり、いずれにせよフォールバックアクションで試
みられるはずだからです。しかしこれは display-buffer-pop-up-frameが優先順ですでに優っ
ていた時点で、display-buffer-base-actionが display-buffer-fallback-actionより優
先されることにより失敗するでしょう。実際のところ:

(customize-set-variable

'display-buffer-base-action

'(display-buffer-pop-up-frame (reusable-frames . 0)))

は display-bufferが常に新たなフレームをポップアップして、これはおそらくユーザーが望んでい
ない動作です。

ここまではユーザーが display-bufferのデフォルト動作をカスタマイズする方法だけを示しま
した。今度はアプリケーションが display-bufferの動作を変更する方法について見てみましょう。
これを行う正規の手順は display-bufferや pop-to-bufferのような display-bufferを呼び出
す関数の action引数を使用する方法です (Section 28.12 [Switching Buffers], page 638を参照)。

あるアプリケーションが (新たなウィンドウにユーザーを即座に注目させるために)可能なら選択
されたウィンドウの下、それが失敗したらフレームの最下ウィンドウにに*foo*を表示したいと仮定
してみましょう。これは以下のような呼び出しで行うことができます:

(display-buffer

(get-buffer-create "*foo*")

'((display-buffer-below-selected display-buffer-at-bottom)))

この新しい変更されたフォームがどのように機能するか確認するために*foo*を表示しているすべて
のフレームを削除してから、*scratch*を表示中のウィンドウで C-x 1の後に C-x 2をタイプして
から、続けてそのフォームを評価してみてください。display-bufferは上側のウィンドウを分割
して、新たなウィンドウに*foo*を表示するはずです。C-x 2の後に C-x oをタイプした場合には、
display-bufferはかわりに最下にあるウィンドウを分割するでしょう。

今度は新たなフォームを評価する前に、(たとえば選択されたウィンドウで (fit-window-to-

buffer)を評価して) 選択されたウィンドウを可能なかぎり小さくしたとします。この場合には
display-bufferは選択されたウィンドウの分割に失敗して、フレームの最下に効果的に*foo*を
表示するために、かわりにフレームのルートウィンドウを分割するでしょう。

いずれの場合においても新たなフォームの 2回目の評価では、すでに*foo*を表示しているウィン
ドウの再利用を試みるはずです。これは action引数が提供するどちらの関数も、そのようなウィンド
ウの使用を最初に試みるからです。

action引数をセットすることにより、アプリケーションは display-buffer-base-actionのす
べてのカスタマイゼーションを効果的に無効にします。今度はユーザーはアプリケーションの選択を
受け入れるか、以下のようにオプション display-buffer-alistをさらにカスタマイズすることが
できます:

(customize-set-variable

'display-buffer-alist

'(("\\*foo\\*"

(display-buffer-reuse-window display-buffer-pop-up-frame))))

*foo*がどこにも表示されていない設定で新たな変更版のフォームを試みると、display-bufferの
actionを完全に無視して別フレームに*foo*が表示されます。
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display-buffer-alistの仕様において,reusable-framesアクション alistの指定を気にして
いない点に注意してください。display-bufferは常に最初に見つかったウィンドウ、この場合では
display-buffer-base-actionで指定されたウィンドウを採用します。しかし異なる仕様を使用し
たいとき、たとえば再利用可能なウィンドウから*foo*を表示中のアイコン化されたフレームを除外
したければ個別にそれを指定する必要があります:

(customize-set-variable

'display-buffer-alist

'(("\\*foo\\*"

(display-buffer-reuse-window display-buffer-pop-up-frame)

(reusable-frames . visible))))

これを試せば繰り返し*foo*の表示を試みた場合に、フレームが可視のときだけフレームの再利用に
成功することに気がつくでしょう。

上記の例によりアプリケーションが選択した action引数を無視するという単一の目的にたいして
ユーザーが display-buffer-alistをカスタマイズできるという結論が導かれるかもしれません。
そのような結論は正しくありません。display-buffer-alistは表示が action引数によってもガイ
ドされるかどうかに関わらず、ユーザーが好む方法で特定のバッファーの表示方法を指示するための
標準オプションです。

しかし 2つの主要な観点から、display-buffer-alistのカスタマイズは display-buffer-

base-actionのカスタマイズとは異なると合理的に結論づけることができます。display-buffer-
alistのカスタマイズは display-bufferの action引数をオーバーライドして、影響を受けるバッ
ファーを明示的に指定できることからより強力です。実際のところ*foo*のカスタマイズによって他
のバッファーの表示には何も影響がありません。たとえば、

(display-buffer (get-buffer-create "*bar*"))

は display-buffer-base-actionと display-buffer-fallback-actionのセッティングだけ
に管理されます。

ここで例を止めることもできますが、Lisp プログラムには display-buffer-alistにた
いする任意のカスタマイズの無効化に使用できる取って置きの切り札があります。その切り札
display-buffer-overriding-actionは以下のように display-buffer呼び出しの前後でバイ
ンドすることができます:

(let ((display-buffer-overriding-action

'((display-buffer-same-window))))

(display-buffer

(get-buffer-create "*foo*")

'((display-buffer-below-selected display-buffer-at-bottom))))

このフォームの評価により通常は action引数や任意のユーザーカスタマイゼーションとは無関係に、
選択されたウィンドウに*foo*が表示されます (通常はアプリケーションが actionを提供する必要も
ないが、ここではオーバーライドされる事実を示すために提供されている)。

ここで提供したカスタマイゼーションで*foo*の表示を試みたアクション関数のリストを調べれ
ば、それが実例になるかもしれません。そのリスト (何がそれを追加したかと後続の要素を含む)は:



Chapter 28: ウィンドウ 656

(display-buffer-same-window ;; `display-buffer-overriding-action'

display-buffer-reuse-window ;; `display-buffer-alist'

display-buffer-pop-up-frame

display-buffer-below-selected ;; ACTION argument

display-buffer-at-bottom

display-buffer-reuse-window ;; `display-buffer-base-action'

display-buffer-pop-up-frame

display-buffer--maybe-same-window ;; `display-buffer-fallback-action'

display-buffer-reuse-window

display-buffer--maybe-pop-up-frame-or-window

display-buffer-in-previous-window

display-buffer-use-some-window

display-buffer-pop-up-frame)

ここで列挙した内部関数の中で display-buffer--maybe-pop-up-frame-or-windowが実際に
display-buffer-pop-up-windowを実行しているにも関わらず、display-buffer--maybe-

same-windowが効果的に無視されていることに注意してください。

アクション関数の各呼び出しにおいて渡されるアクション alistは:

((reusable-frames . visible)

(reusable-frames . 0))

これは上述の display-buffer-alistの 2 つ目の仕様を使用して、display-buffer-base-

actionが提供する仕様をオーバーライドすることを示しています。これをユーザーが以下のように
記述したと考えてみましょう

(customize-set-variable

'display-buffer-alist

'(("\\*foo\\*"

(display-buffer-reuse-window display-buffer-pop-up-frame)

(inhibit-same-window . t)

(reusable-frames . visible))))

この場合には alist の inhibit-same-windowエントリーは display-buffer-overriding-

actionから display-buffer-same-window仕様を成功裏に無効化して、display-bufferは別
フレームに*foo*を表示するでしょう。この点において display-buffer-overriding-actionを
より堅牢にするためには、アプリケーションはたとえば以下のように適切な inhibit-same-window

エントリーも指定する必要があるでしょう:

(let ((display-buffer-overriding-action

'(display-buffer-same-window (inhibit-same-window . nil))))

(display-buffer (get-buffer-create "*foo*")))

最後の例では Section 28.13.1 [Choosing Window], page 641で説明したようにアクション関数の
優先順は固定ではあるものの、優先順で低位のディスプレイアクションが指定したアクション alistの
エントリーが、より高位のディスプレイアクションの実行に影響を与えれれることを示しています。

28.13.6 バッファー表示の思想

フレームのもっとも単純な形式では常にバッファー表示に使用可能な単一のウィンドウが収容されて
います。結果として display-bufferのもっとも最近の呼び出しは、常にそのウィンドウへのバッ
ファーの配置に成功した呼び出しとなります。
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そのようなフレームを処理することは実際的ではないので、デフォルトでは Emacsはフレームサ
イズのデフォルト値、split-height-thresholdや split-width-thresholdのオプションによ
り制御される、より複雑なレイアウトを許容しています。そのフレームでまだ表示されていないバッ
ファーを表示すると、フレーム上の単一ウィンドウを分割するか、2つのウィンドウのいずれかを (再)
利用します。

これらのしきい値のいずれかをカスタマイズしたり手動でフレームのレイアウトを変更するとデ
フォルトの動作は棄却されます。非 nilの action引数で display-bufferを呼び出したろ、前のサ
ブセクションに示したオプションのいずれかをユーザーがカスタマイズした際にもデフォルト動作は
棄却されます。display-bufferを習得次第、表示可能なディスプレイアクションとフレイムレイア
ウト結果の膨大さにフラストレーションを覚えるかもしれません。

しかしバッファー表示関の使用を控えてウィンドウのウィンドウの分割と削除のメタファーに逆
行するのは良い考えではありません。Lispプログラムやユーザーにたいしてバッファー表示関数は、
異なるニーズを調整するフレームワークを提供します。ウィンドウの分割と削除にたいする同等なフ
レームワークは存在しません。バッファー表示関数ではフレームからバッファーを削除する際に、少な
くともフレームレイアウトを部分的に後からリストアすることが可能です (Section 28.16 [Quitting
Windows], page 663を参照)。

上述したフラストレーションを埋め合わせるとともに、文字通りフレームのウィンドウ間でバッ
ファーが失われることを避けるためるために、以下にいくつのガイダンスを示します。

Write display actions without stress
ディスプレイアクションの記述はアクション関数とアクション alistを 1つの巨大なリ
ストにまとめる必要があるので多きな苦痛をともなうかもしれません (歴史的な理由に
よって display-bufferの引数として個別にサポートすることができなかった)。以下
のリストのような基本形式を覚えておくと便利かもしれません:

'(nil (inhibit-same-window . t))

アクション関数なしのアクション alistエントリーだけを指定する。これの唯一の目的
は、どこかで指定された display-buffer-same-window関数が同一ウィンドウ内で
のバッファー表示を抑制すること。前のサブセクションの最後の例も参照のこと。

'(display-buffer-below-selected)

一方こちらは 1つのアクション関数と空のアクション alistを指定する。上記 2つの指
定の効果を 1つ組み合わせるためには以下のようなフォームを記述

'(display-buffer-below-selected (inhibit-same-window . t))

別のアクション関数の追加は以下のように記述

'((display-buffer-below-selected display-buffer-at-bottom)

(inhibit-same-window . t))

別のアクション alistを追加するには以下のように記述

'((display-buffer-below-selected display-buffer-at-bottom)

(inhibit-same-window . t)

(window-height . fit-window-to-buffer))

最後のフォームは以下の方法により display-bufferの action関数に使用できる:

(display-buffer

(get-buffer-create "*foo*")

'((display-buffer-below-selected display-buffer-at-bottom)

(inhibit-same-window . t)

(window-height . fit-window-to-buffer)))
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display-buffer-alistのアスタマイズでは以下のように使用できる:

(customize-set-variable

'display-buffer-alist

'(("\\*foo\\*"

(display-buffer-below-selected display-buffer-at-bottom)

(inhibit-same-window . t)

(window-height . fit-window-to-buffer))))

2つ目のバッファーへのカスタマイズを追加するには以下のように記述:

(customize-set-variable

'display-buffer-alist

'(("\\*foo\\*"

(display-buffer-below-selected display-buffer-at-bottom)

(inhibit-same-window . t)

(window-height . fit-window-to-buffer))

("\\*bar\\*"

(display-buffer-reuse-window display-buffer-pop-up-frame)

(reusable-frames . visible))))

互いを尊重して扱う
display-buffer-alistと display-buffer-base-actionはユーザーオプション
であって、Lispプログラムはそれらのセットやリバインドを行ってはならない。一方で
display-buffer-overriding-actionはアプリケーション用に予約されていて滅多
に使用されず、使用する場合には細心の注意を払うこと。

display-bufferの旧実装では、pop-up-framesや pop-up-windowsのようなユー
ザーオプションのセッティングをめぐってユーザーとアプリケーションの競合が頻生
した (Section 28.13.4 [Choosing Window Options], page 650 を参照)。これが
display-bufferを再デザイン (ユーザーおよびアプリケーションにたいして何を行
うことが許容されているかを指定する明快なフレームワークを提供する)した主な理由
である。

Lispプログラムは表示しようとしているバッファーにたいして予期せず方法ユーザーの
カスタマイゼーションが影響を与えることに備えなければならない。display-buffer
の後続の振る舞いにおいて action引数で要求した方法でバッファーが正確に表示されて
いると仮定しないこと。

ユーザーは任意のバッファーが表示される方法ひついて厳しすぎる制限を過度に多く設
けるべきではない。さもないと特定の目的でバッファーを表示する際の特性を失うリス
クがある。横並びの 2つのウィンドウでバッファーの異なるバージョンを比較する Lisp
プログラムを記述するとしよう。display-buffer-alistのカスタマイズによりその
ようなすべてのバッファーは常に選択されたウィンドウの下に表示されるように定めら
れていたら、display-bufferを通じて望ましいウィンドウ設定を設定するのはプログ
ラムにとって困難だろう。

任意のバッファーを表示するための設定を指定するためには、ユーザーは
display-buffer-base-actionをカスタマイズする必要がある。複数のフレーム
で作業を行うことを好むユーザーについての例は前のサブセクションを参照のこと。
display-buffer-alistは特定のバッファーを特定の方法で表示するために予約済み
である。
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すでにバッファーを表示しているウィンドウの再利用の考慮
一般的にユーザーとLispプログラムにとって、ウィンドウがすでに対象となるバッファー
を表示していて、それを再利用するのは常に良いアイデアである。前のサブセクション
ではバッファーを表示しているフレームがすでに存在していても、正しく行うことに失
敗すると display-bufferが継続的に新たなフレームをポップアップすることを示し
た。たとえばバッファーの異なる部分をそのウィンドウで表示する必要がある際のよう
に、少数のケースにおいてはウィンドウの再利用は望ましくないかもしれない。

したがって display-buffer-reuse-windowは action引数とカスタマイゼーショ
ンの両方で可能なかぎり使用するべきアクション関数の 1 つである。action引数の
inhibit-same-windowエントリーは、通常はバッファーをを表示中のウィンドウ、つ
まり対象となるウィンドウが選択されたウィンドウならそのウィンドウの再利用を避け
るような、一般的なケースのほとんどを考慮する。

選択したウィンドウにフォーカスを当てる
これは複数フレームで作業を行う人にとっては思考を要しない。バッファーを表示中の
フレームは自動的に raiseされて inhibit-switch-frameが禁じていなければフォー
カスを取得する。単一フレームのユーザーにとっては、このタスクは顕著に困難になり
得る。この点において特に display-buffer-pop-up-windowと display-buffer-

use-some-windowが厄介になる可能性がある。これらは表面上は任意に見えるウィン
ドウ (最大のウィンドウか最近もっとも使用されていないウィンドウ)を分割または使用
してユーザーの注意を逸らす。

したがって Lispプログラムのいくつかは、たとえば新たなウィンドウに関して問いに答
える場所として期待されるミニバッファーウィンドウの近傍にバッファーを表示するた
めにフレーム最下のウィンドウの選択を試みる。選択されたウィンドウは通常はすでに
ユーーザーの注意を喚起済みなので、入力とは無関係なアクション display-buffer-

below-selectedが好ましいかもしれない。

display-bufferに後続する呼び出しの処理
display-bufferは複数のバッファーを順番に表示するのに最適ではないので、結果
となるウィンドウ構成でこれらのバッファーのすべてが順に表示されているか確認する
こと。繰り返しになるが標準のアクション関数 display-buffer-pop-up-windowと
display-buffer-use-some-windowは、より複雑な構成における幾分混沌とした性
質のために、この用途に最適とは言えない。

同一の表示サイクル 1つで複数バッファーを表示するウィンドウ構成を生成するために
は、Lispプログラマーは自身でアクション関数を記述する必要を避けることはできない
だろう。この問題において以下にリストしたいくつかのトリックが助けになるかもしれ
ない。

• 新たなウィンドウのポップアップ時に既存のウィンドウ構成の破壊を回避するため
にウィンドウをアトミックにする (Section 28.18 [Atomic Windows], page 670
を参照)。そうすれば新たなウィンドウは構成の外部にポップアップされる。

• 別のバッファーを表示中のウィンドウの使用を回避するために、一時的にウィンド
ウをバッファー専用にする (Section 28.15 [Dedicated Windows], page 662を
参照)。そうすれば非専用のウィンドウが使用される。

• window-preserve-sizeを呼び出すことにより新たなウィンドウのポップアップ
時に引数のウィンドウのサイズの維持が試みられる (Section 28.5 [Preserving
Window Sizes], page 622を参照)。ただし同一構成内の別ウィンドウのサイズが
縮小されるかもしれないことに留意する必要がある。
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• 特定のバッファーをフレーム上の同一位置のウィンドウに常に表示するにはサイド
ウィンドウを使用できる (Section 28.17 [Side Windows], page 665を参照)。こ
れによりフレーム上で同時に表示する際に競合しないバッファーをグループ化して、
他のバッファーの表示を妨害せずに同一ウィンドウでグループ化したバッファーを
表示することが可能になる。

• フレームのウィンドウ構成の破壊や display-buffer-pop-up-frameにより課せ
られる完全なフレームに付加されるオーバーヘッドなしで、選択されたフレームのス
クリーン領域内にバッファー表示するために子フレームを使用できる (Section 29.14
[Child Frames], page 740を参照)。

28.14 ウィンドウのヒストリー

ウィンドウはそれぞれ、リスト内に以前表示されていたバッファーと、それらのバッファーがウィンドウ
から削除された順序を記憶しています。このヒストリーが、たとえば replace-buffer-in-windows

(Section 28.11 [Buffers and Windows], page 636を参照)やウィンドウの quit (Section 28.16
[Quitting Windows], page 663を参照)の際に使用されます。このリストはEmacsにより自動的に
保守されますが、これを明示的に調べたり変更するために、以下の関数を使用できます:

[Function]window-prev-buffers &optional window
この関数はwindowの前のコンテンツを指定するリストをリターンする。オプション引数win-
dowには生きたウィンドウを指定すること。デフォルトは選択されたウィンドウ。

リスト要素はそれぞれ (buffer window-start window-pos)という形式をもつ。ここで
bufferはそのウィンドウで前に表示されていたウィンドウ、window-startはそのバッファーが
最後に表示されていたときのウィンドウのスタート位置 (Section 28.20 [Window Start and
End], page 672を参照)、window-posは window内にそのバッファーが最後に表示されてい
たときのポイント位置 (Section 28.19 [Window Point], page 672を参照)。

このリストは順序付きであり、より前の要素がより最近に表示されたバッファーに対応してし
て、通常は最初の要素がそのウィンドウからもっとも最近削除されたバッファーに対応する。

[Function]set-window-prev-buffers window prev-buffers
この関数は windowの前のバッファーを prev-buffersの値にセットする。引数 windowは生
きたウィンドウでなければならず、デフォルトは選択されたウィンドウ。引数 prev-buffersは
window-prev-buffersによりリターンされるリストと同じ形式であること。

これらに加えて各ウィンドウは次バッファー (next buffers) のリストを保守します。こ
れは switch-to-prev-buffer (以下参照) により再表示されたバッファーのリストです。
このリストは主に切り替えるバッファーを選択するために、switch-to-prev-bufferと
switch-to-next-bufferにより使用されます。

[Function]window-next-buffers &optional window
この関数は switch-to-prev-bufferを通じて window内に最近表示されたバッファーのリ
ストをリターンする。window引数は生きたウィンドウか nil (選択されたウィンドウの意)で
なければならない。

[Function]set-window-next-buffers window next-buffers
この関数はwindowの次バッファーリストを next-buffersにセットする。window引数は生き
たウィンドウか nil (選択されたウィンドウの意)、引数 next-buffersはバッファーのリストで
あること。
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以下のコマンドは bury-bufferや unbury-bufferのように、グローバルバッファーリストを巡
回するために使用できます。ただしこれらはグローバルバッファーリストではなく、指定されたウィン
ドウのヒストリーリストのしたがって巡回します。それに加えてこれらはウィンドウ固有なウィンドウ
のスタート位置とポイント位置をリストアして、すでに他のウィンドウに表示されているバッファー
をも表示できます。特に switch-to-prev-bufferコマンドは、ウィンドウにたいする置き換えバッ
ファーを探すために replace-buffer-in-windows、bury-buffer、quit-windowにより使用さ
れます。

[Command]switch-to-prev-buffer &optional window bury-or-kill
このコマンドはwindow内に前のバッファーを表示する。引数windowは生きたウィンドウか
nil (選択されたウィンドウの意)であること。オプション引数 bury-or-killが非 nilなら、そ
れはwindow内にカレントで表示されているバッファーは今まさにバリーもしくは killされる
バッファーであり、したがって将来におけるこのコマンドの呼び出しでこのバッファーに切り
替えるべきではないことを意味する。

前のバッファーとは、通常はwindow内にカレントで表示されているバッファーの前に表示され
ていたバッファーである。しかしバリーや killされたバッファー、または直近の switch-to-

prev-buffer呼び出しですでに表示されたバッファーは前のバッファーとしては不適格となる。

このコマンドを繰り返して呼び出すことによりwindow内で前に表示されたすべてのバッファー
が表示されてしまったら、将来の呼び出しではwindowが表示されているフレームのバッファー
リスト (Section 27.8 [Buffer List], page 601を参照)からバッファーを表示する。

特定のバッファー、たとえば別ウィンドウに表示済みのバッファーへの切り替えを抑制するため
に、以下で説明するオプション switch-to-prev-buffer-skipを使用できる。同様にwin-
dowのフレームがbuffer-predicateパラメーター (Section 29.4.3.5 [Buffer Parameters],
page 722を参照)をもつ場合には、この述語は特定のバッファーへの切り替えを抑制する。

[Command]switch-to-next-buffer &optional window
このコマンドは window内の次バッファーに切り替える。つまり window内での最後の
switch-to-prev-bufferコマンドの効果をアンドゥする。引数 windowは生きたウィンド
ウであること。デフォルトは選択されたウィンドウ。

アンドゥ可能な switch-to-prev-bufferの直近の呼び出しが存在しなければ、この関数は
windowが表示されているフレームのバッファーリスト (Section 27.8 [Buffer List], page 601
を参照)からバッファーの表示を試みる。

windowのフレームのオプション switch-to-prev-buffer-skipと buffer-predicate

(Section 29.4.3.5 [Buffer Parameters], page 722 を参照) は switch-to-prev-buffer

の場合のように、このコマンドに影響を与える。

デフォルトでは、switch-to-prev-bufferと switch-to-next-bufferは他のウィンドウで
表示済みのバッファーに切り替えることができます。この挙動をオーバーライドするために以下のオ
プションを使用できます。

[User Option]switch-to-prev-buffer-skip
この変数が nilなら、switch-to-prev-bufferは別のウィンドウに表示済みのバッファーを
含むすべてのバッファーに切り替えることができる。

この変数が非 nilなら、switch-to-prev-bufferは特定のバッファーへの切り替えを抑制す
る。以下の値を使用できる:

• thisは switch-to-prev-bufferが動作するウィンドウをホストするフレームで表示中
のバッファーに切り替えないことを意味する。
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• visibleは可視フレームで表示中のバッファーに切り替えないことを意味する。

• 0(数値の 0)は可視やアイコン化されたフレームで表示中のバッファーに切り替えないこ
とを意味する。

• tは生きたフレームで表示中のバッファーに切り替えないことを意味する。

• switch-to-prev-bufferのwindow引数、switch-to-prev-bufferが切り替えよう
とするバッファー、switch-to-prev-bufferの bury-or-kill引数という 3つの引数を
受け取る関数。この関数が非 nilをリターンすると、switch-to-prev-bufferは 2つ
目の引数で指定されたバッファーからの切り替えを抑制する。

コマンド switch-to-next-bufferは同様の方法でこのオプションにしたがう。このオプショ
ンに関数が指定されると、switch-to-next-bufferは 3つ目の引数を常に nilにしてその
関数を呼び出す。

switch-to-prev-bufferは bury-buffer、同じく replace-buffer-in-windowsや
quit-restore-windowが呼び出すので、このオプションをカスタマイズすることによりウィ
ンドウの quitやバッファーがバリーや killされる際のEmacsの挙動にも影響することに注意。

更に switch-to-prev-bufferや switch-to-next-bufferは特定の状況下、たとえばこれ
らの関数が切り替え可能なバッファーが 1つしか残っていないときには、このオプションが無
視されるかもしれないことにも注意。

28.15 専用のウィンドウ

特定のウィンドウがそのウィンドウのバッファーにたいして専用 (dedicated) であるとマークする
ことにより、バッファーを表示する関数にそのウィンドウを使用しないように告げることができま
す。display-buffer (Section 28.13.1 [Choosing Window], page 641 を参照) は、他のバッ
ファーの表示に専用バッファーを決して使用しません。get-lru-windowと get-largest-window

(Section 28.10 [Cyclic Window Ordering], page 634を参照)は、dedicated引数が非 nilのとき
は専用ウィンドウを候補とはみなしません。専用ウィンドウにたいする配慮に関して set-window-

buffer (Section 28.11 [Buffers and Windows], page 636を参照)の挙動は若干異なります。以
下を参照してください。

ウィンドウからのバッファー削除、およびフレームからのウィンドウ削除を意図した関数は、処理
するウィンドウが専用ウィンドウのときは特別な挙動を示す可能性があります。ここでは 3つの基本
ケース、すなわち (1)そのウィンドウがフレーム上で唯一のウィンドウの場合、(2)ウィンドウはフ
レーム上で唯一のウィンドウだが同一端末上に別のフレームがある場合、(3)そのウィンドウが同一
端末上で唯一のフレームの唯一のウィンドウの場合、を明確に区別することにします。

特に delete-windows-on (Section 28.7 [Deleting Windows], page 626を参照)は関連する
フレームを削除する際にケース (2)を、フレーム上で唯一のウィンドウに他のバッファーを表示する際
にケース (3)を処理します。バッファーが killされる際に呼び出される関数 replace-buffer-in-

windows(Section 28.11 [Buffers and Windows], page 636を参照)は、ケース (1)ではウィンド
ウを削除して、それ以外では delete-windows-onのように振る舞います。

bury-buffer (Section 27.8 [Buffer List], page 601を参照)が選択されたウィンドウを操作
する際は、選択されたフレームを処理するために frame-auto-hide-function (Section 28.16
[Quitting Windows], page 663を参照)を呼び出すことによってケース (2)を取り扱います。他の 2
つのケースは replace-buffer-in-windowsと同様に処理されます。

[Function]window-dedicated-p &optional window
この関数は windowがそのバッファーにたいして専用なら非 nil、それ以外は nilをリター
ンする。より正確には最後の set-window-dedicated-p呼び出しで割り当てられた値、
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set-window-dedicated-pが windowを引数として呼び出されたことがなければ nilがリ
ターン値となる。windowのデフォルトは選択されたウィンドウ。

[Function]set-window-dedicated-p window flag
この関数は flagが非 nilなら windowがそのバッファーに専用、それ以外は非専用とマーク
する。

特別なケースとして flagが tの場合には、windowはそのバッファーにたいして特に専用
(strongly dedicated) になる。set-window-bufferは処理対象のウィンドウが特に専用の
ウィンドウで、かつ表示を要求されたバッファーが表示済みでなければエラーをシグナルす
る。その他の関数は tを他の非 nil値と区別して扱わない。

適切なdedicatedアクションalistエントリー (Section 28.13.3 [Buffer Display Action Alists],
page 646を参照)を与えることにより、display-bufferが作成するウィンドウにたいしてそのバッ
ファー専用であるとマークするよう指示することもできます。

28.16 ウィンドウのquit

バッファーを表示するために使用しているウィンドウを削除したいときには、フレームからそのウィ
ンドウを削除するために delete-windowや delete-windows-onを呼び出すことができます (Sec-
tion 28.7 [Deleting Windows], page 626を参照)。そのバッファーが別フレームで表示されている
ときには、かわりに delete-frameを呼び出したいと思うかもしれません (Section 29.7 [Deleting
Frames], page 731を参照)。その一方でバッファーを表示するためにウィンドウが再利用されている
場合には、関数 switch-to-prev-bufferを呼び出して前に表示されていたバッファーを表示したい
と思うかもしれません (Section 28.14 [Window History], page 660を参照)。最終的にはそのウィ
ンドウのバッファーをバリー (Section 27.8 [Buffer List], page 601を参照)や kill(Section 27.10
[Killing Buffers], page 604を参照)したいと思うかもしれません。

以下のコマンドは、最初にどのようにバッファーを表示するウィンドウを取得するかという情報を
使用して、上述で説明した処理の自動化を試みます。

[Command]quit-window &optional kill window
このコマンドはwindowを quitしてそのバッファーをバリーする。引数windowは生きたウィ
ンドウでなければならずデフォルトは選択されたウィンドウ。プレフィックス引数 killが非 nil

ならバッファーをバリーするかわりに killする。これはウィンドウとそのバッファーを処理す
るために、次に説明する関数 quit-restore-windowを呼び出す。

quit-window-hookの関数は何か他のことを行う前に実行される。

[Function]quit-restore-window &optional window bury-or-kill
この関数はwindowの quit後にウィンドウとウィンドウのバッファーを処理する。オプション
引数 windowは生きたウィンドウでなければならず、デフォルトは選択されたウィンドウ。こ
の関数の挙動は windowの quit-restoreパラメーターにより指定される 4要素のリストに
より決定される (Section 28.27 [Window Parameters], page 689を参照)。

quit-restoreパラメーターの 1つ目の要素は window (ウィンドウは display-bufferに
より特別に作られた)、frame (別のフレームが作られた)、same (ウィンドウは前と同じバッ
ファーを表示する)、other (ウィンドウは前と異なるバッファーを表示する)のシンボルのい
ずれか。frameと windowはウィンドウが quitされる方法、sameと otherは windowに以前
に表示されていたバッファーの再表示に影響する。

パラメーターの 2つ目の要素はシンボル window、frame、またはそのウィンドウに前に表示
されていたバッファー、そのときのウィンドウ start位置、ウィンドウポイント位置、ウィン
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ドウの高さを要素にもつリストのいずれか。windowの quit時にバッファーがまだ生きていれ
ば、この関数はバッファーの表示に windowを再利用するかもしれない。

3つ目の要素はパラメーター作成時に選択されていたウィンドウ。この関数が windowを削除
すると、それに続いてこの要素が指名するウィンドウを再選択する。

4つ目の要素は、その表示がこのパラメーターの生成を引き起こしたバッファー。この関数は
指定された windowがまだそのバッファーを表示している場合のみそれを削除する。

この関数は、(1) windowの quit-restoreパラメーターの 1つ目の要素が windowか frame、
(2) windowが以前に表示したバッファーの履歴をもたない、(3) quit-restoreの 4つ目の要
素が windowにカレントで表示中のバッファーを指定している場合のみ windowを削除する。
windowがアトミックウィンドウ (Section 28.18 [Atomic Windows], page 670を参照)の
一部なら、かわりにアトミックウィンドウのルートウィンドウの削除を試みる。いずれの場合
でも windowが削除できない場合にはエラーのシグナルを回避しようと試みる。

windowがそのフレームで唯一のウィンドウであり、かつそのフレームの端末上に他のフレーム
が存在する場合には、オプション引数 bury-or-killがそのウィンドウの処置を決定する。bury-
or-killが killなら無条件でフレームは削除される。それ以外ではフレームの処遇はそのフレー
ムを単一の引数とする frame-auto-hide-function (以下参照) の呼び出しにより決定さ
れる。

quit-restoreパラメーターの 3つ目の要素がバッファーのリストならウィンドウの開始 (Sec-
tion 28.20 [Window Start and End], page 672を参照)、ポイント (Section 28.19 [Window
Point], page 672を参照)、およびそのバッファーは死なずにバッファーは表示されてそれに
応じてウィンドウの開始とポイントがセットされる。加えて windowのバッファーが過去に一
時的にリサイズされていた場合には、この関数は windowの元の高さのリストアも試みる。

それ以外の場合には、以前に別のバッファーの表示に windowが使用されていれば
(Section 28.14 [Window History], page 660 を参照)、その履歴中でもっとも最近のバッ
ファーが表示される。いずれの場合でも windowが削除されなければ、quit-restoreパラ
メーターは nilにリセットされる。

オプション引数 bury-or-killには windowを処理する方法を指定し、以下の値が処理される。

nil これはバッファーを特別な方法で処理しないことを意味する。その結果として
windowが削除されない場合には、switch-to-prev-bufferの呼び出しにより
通常はそのバッファーが再び表示されるだろう。

append これはwindowが削除されない場合には、そのバッファーをwindowの前のバッ
ファーリストの最後に移動するので、将来の switch-to-prev-buffer呼び出
しでこのバッファーには切り替わることは少なくなる。これはそのバッファーを
フレームのバッファーリストの最後への移動も行う。

bury これはwindowが削除されない場合には、そのバッファーをwindowの前のバッ
ファーリストから削除する。これはそのバッファーをフレームのバッファーリス
トの最後への移動も行う。この値はバッファーを killすることなく switch-to-

prev-bufferがこのバッファーに再び切り替えさせないようにする、もっとも信
頼できる解決手段を提供する。

kill これは windowのバッファーを killすることを意味する。

(interactive)
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(display-buffer-record-window type window buffer)

(set-window-buffer window buffer)

(set-window-prev-buffers window nil)

ウィンドウのヒストリーを nilにセットすることにより？、将来の quit-window呼び出しが
一緒にウィンドウを削除することが保証される。

以下のオプションは quitすべきウィンドウ、あるいはバリーすべきバッファーをもつウィンドウ
を 1つだけ含むフレームを処理する方法を指定します。

[User Option]frame-auto-hide-function
このオプションで指定された関数は自動的にフレームを隠すために呼び出される。この関数は
フレームを唯一の引数として呼び出される。

ここで指定される関数は選択されたウィンドウが専用 (dedicated)であり、かつバリーされる
バッファーを表示しているときに bury-buffer (Section 27.8 [Buffer List], page 601を参
照)から呼び出される。また quitされるウィンドウのフレームがそのウィンドウのバッファー
を表示するために特別に作成されたフレームで、かつそのバッファーが killされないときにも
quit-restore-window (上記)から呼び出される。

デフォルトでは iconify-frame (Section 29.11 [Visibility of Frames], page 737を参照)
を呼び出す。かわりにフレームをディスプレイから削除する delete-frame (Section 29.7
[Deleting Frames], page 731を参照)、フレームを不可視にする make-frame-invisible、
フレームを変更せずに残す ignore、またはフレームを唯一の引数とする任意の関数のいずれ
かを指定できる。

このオプションで指定された関数は指定されたフレームが生きたウィンドウただ 1つを含み、
かつ同一端末上に少なくとも 1つ他のフレームが存在する場合のみ呼び出されることに注意。

特定のフレームにたいしてここで指定した値は、そのフレームのフレームパラメーター
auto-hide-functionでオーバーライドされるかもしれない (Section 29.4.3.6 [Frame
Interaction Parameters], page 722を参照)。

28.17 サイドウィンドウ

サイドウィンドウ (side window)とは、フレームのルートウィンドウ (Section 28.2 [Windows and
Frames], page 610を参照)の 4辺のいずれかに位置する特別なウィンドウです。これは実際にはフ
レームのルートウィンドウ領域は、メインウィンドウとメインウィンドウ周囲のいくつかのサイドウィ
ンドウに分割されることを意味します。メインウィンドウは “通常”の生きたウィンドウ、またはすべ
ての通常ウィンドウを含んだ領域を指定します。

この形式のもっともシンプルな使用では、サイドウィンドウによって特定のバッファーを常にフ
レームの同一領域に表示することが可能です。したがってこれはdisplay-buffer-at-bottom (Sec-
tion 28.13.2 [Buffer Display Action Functions], page 642を参照)によって提供される概念を残
りのサイド (訳注: 下辺以外)に一般化したものとみなすことができます。しかし適切にカスタマイズ
することにより、いわゆる統合開発環境 (IDE)で見い出されるようなフレームレイアウトを提供する
ためにも、サイドウィンドウを使用できます。
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28.17.1 サイドウィンドウへのバッファーの表示

以下の display-buffer (Section 28.13.2 [Buffer Display Action Functions], page 642を参
照)用のアクション関数は特定のバッファーを表示するためにサイドウィンドウの作成や再利用を行
います。

[Function]display-buffer-in-side-window buffer alist
この関数は選択されたフレームのサイドウィンドウに bufferを表示する。bufferの表示に使用
したウィンドウをリターンする。そのようなウィンドウが見つからない、または作成できなけ
れば nilをリターンする。

alistは display-bufferの場合と同様のシンボルと値からなる連想リスト。alist内で以下の
シンボルはこの関数では特別な意味をもつ:

side ウィンドウを配置するフレームのサイド (側面)を表す。有効な値は left、top、
right、bottom。未指定ならウィンドウはフレームの底部 (bottom) に配置さ
れる。

slot 指定したウィンドウを配置するサイドのスロットを表す。値 0は指定したサイド
のおおよそ中央にウィンドウを配置する。負の値は中央スロットの前 (上方か左
方)、正の値は中央スロットの後 (下方か右方)を意味する。つまり特定のサイド
上にあるすべてのウィンドウは slotの値の順になる。未指定ならウィンドウは指
定したサイドの中央に配置される。

同一サイドの同一スロットに 2つ以上の異なるバッファーすると、最後に表示されたバッファー
が対応するウィンドウに表示される。したがってバッファー間で同じサイドウィンドウを共有
するためにスロットを使用できる。

この関数はパラメーター window-sideと window-slotをインストールして永続化する (Sec-
tion 28.27 [Window Parameters], page 689を参照)。alist内の window-parametersエン
トリーを通じて明示的に提供されない限り、他のウィンドウパラメーターは何もインストール
しない。

デフォルトではサイドウィンドウは split-window (Section 28.6 [Splitting Windows],
page 623 を参照) で分割できません。さらにサイドウィンドウはアクションのターゲットとして
明示的に指定されていなければ、バッファーディスプレイアクション (Section 28.13.2 [Buffer
Display Action Functions], page 642 を参照) によって再利用や分割されることはありません。
delete-other-windowsはサイドウィンドウをフレーム上で唯一ののウィンドウにできないことに
も注意してください (Section 28.7 [Deleting Windows], page 626を参照)。

一度セットアップされれば、サイドウィンドウにたいする switch-to-prev-bufferと
switch-to-next-buffer (Section 28.14 [Window History], page 660を参照)の挙動も変更さ
れます。特にサイドウィンドウでは、これらのコマンドは以前にそのウィンドウに表示されたことの
ないバッファーの表示を抑制します。さらにすでにサイドウィンドウに表示されているバッファーの、
通常の非サイドウィンドウでの表示も抑制します。後者ルールの明記するべき例外は、アプリケー
ションがバッファー表示後にバッファーのローカル変数をリセットしたときに発生します。

28.17.2 サイドウィンドウのオプションと関数

以下のオプションはサイドウィンドウ配置において更なる制御を提供します。

[User Option]window-sides-vertical
非 nilならフレームの左右のサイドウィンドウはフレームの全高さを占有する。それ以外なら
フレームの上下のサイドウィンドウはフレームの全幅を占有する。
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[User Option]window-sides-slots
このオプションはフレーム各サイドのサイドウィンドウの最大数を指定する。値は各フレーム
のサイドウィンドウのスロット数を左辺、上辺、右辺、下辺の順で指定する 4要素のリスト。要
素が数値なら対応するサイドで表示できる最大のウィンドウ数を意味する。要素が nilならそ
のサイドのスロット数に制限がないことを意味する。

指定された値のいずれかが 0なら、対応するサイドへのウィンドウは作成できない。この場合
には display-buffer-in-side-windowはエラーをシグナルしないが nilをリターンする。
指定した値が単にサイドウィンドウの追加作成を禁止する場合には、そのサイド上にあるもっと
も適したウィンドウが再利用されて、それに応じてウィンドウの window-slotも変更される。

[User Option]window-sides-reversed
このオプションは上や下のサイドウィンドウが逆順で表示されるかどうかを指定する。nilな
らフレームの上や下にあるサイドウィンドウはスロット値の増加にともない常に左から右に描
画される。tなら描画順は反転してフレームの上や下にあるサイドウィンドウはスロット値の増
加にともない右から左に描画される。

これが bidiなら描画順はフレームのメインウィンドウ内でもっとも最近選択されたウィンド
ウに表示されるバッファーの bidi-paragraph-direction (Section 39.26 [Bidirectional
Display], page 1087を参照)の値が right-to-leftの場合のみ逆順になる。このウィンドウ
を見つけるのが困難なときがあるかもしれないので、別のウィンドウ選択時に意図せず描画順
が変更されることを避けるために経験則が使用される。

フレームの左右にあるサイドウィンドウのレイアウトは、この変数の値から影響を受けない。

以下の関数はサイドウィンドウをもつフレームのメインウィンドウをリターンします。

[Function]window-main-window &optional frame
この関数は指定した frameのメインウィンドウをリターンする。オプション引数 frameは生き
たフレームでなければならず、デフォルトは選択されたフレーム。

frameにサイドウィンドウがなければ frameのルートウィンドウをリターンする。それ以外な
ら frame上にある他のすべての非サイドウィンドウの系統元であるようなサイドウィンドウで
はない内部ウィンドウ、または frameの単一の生きた非サイドウィンドウのいずれか。フレー
ムのメインウィンドウは delete-windowで削除できないことに注意。

以下のコマンドは指定したフレーム上にあるすべてのサイドウィンドウの外観を手軽にトグル
(toggle: オンとオフを切り替える)できます。

[Command]window-toggle-side-windows &optional frame
この関数は指定された frameのサイドウィンドウをトグルする。オプション引数 frameは生き
たフレームでなければならずデフォルトは選択された frame。

frameに少なくとも 1つのサイドウィンドウがあれば、このコマンドは frameのルートウィン
ドウの状態を frameの window-stateパラメーターに保存して、その後に frameのサイドウィ
ンドウをすべて削除する。

frameにサイドウィンドウがなく、しかし window-stateパラメーターがあれば、このコマン
ドはパラメーターの値を使用して frameのメインウィンドウを残しつつ frameのサイドウィン
ドウをリストアする。

frameにサイドウィンドウがなく保存した状態も見つからなければエラーをシグナルする。
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28.17.3 サイドウィンドウによるフレームのレイアウト

サイドウィンドウは統合開発環境 (IDE)が提供するような、より複雑なフレームレイアウトの作成に
使用できます。そのようなレイアウトでは通常の編集アクティビティが行われるのはメインウィンド
ウ領域になります。サイドウィンドウは通常の意味においての編集は意図していません。それよりは
カレント編集アクティビティを補足するためのファイルやタグやバッファーのリスト、ヘルプ情報、検
索や grepの結果、シェル出力などの情報の表示を意図しています。

そのようなフレームのレイアウトは以下のような外観になるでしょう:
___________________________________

| *Buffer List* |

|___________________________________|

| | | |

| * | | * |

| d | | T |

| i | | a |

| r | Main Window Area | g |

| e | | s |

| d | | * |

| * | | |

|_____|_______________________|_____|

| *help*/*grep*/ | *shell*/ |

| *Completions* | *compilation* |

|_________________|_________________|

| Echo Area |

|___________________________________|

以下は上図フレームレイアウトを作成するコードをセットアップするためにdisplay-buffer-in-

side-windowとともにウィンドウパラメーター (Section 28.27 [Window Parameters], page 689
を参照) を使用する方法を説明するための例です。
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(defvar parameters

'(window-parameters . ((no-other-window . t)

(no-delete-other-windows . t))))

(setq fit-window-to-buffer-horizontally t)

(setq window-resize-pixelwise t)

(setq

display-buffer-alist

`(("\\*Buffer List\\*" display-buffer-in-side-window

(side . top) (slot . 0) (window-height . fit-window-to-buffer)

(preserve-size . (nil . t)) ,parameters)

("\\*Tags List\\*" display-buffer-in-side-window

(side . right) (slot . 0) (window-width . fit-window-to-buffer)

(preserve-size . (t . nil)) ,parameters)

("\\*\\(?:help\\|grep\\|Completions\\)\\*"

display-buffer-in-side-window

(side . bottom) (slot . -1) (preserve-size . (nil . t))

,parameters)

("\\*\\(?:shell\\|compilation\\)\\*" display-buffer-in-side-window

(side . bottom) (slot . 1) (preserve-size . (nil . t))

,parameters)))

これは固定化された名前をもつバッファーにたいして display-buffer-alistエントリー (Sec-
tion 28.13.1 [Choosing Window], page 641を参照)を指定します。特にフレーム上辺に高さ調節
可能な*Buffer List*と、フレーム右辺に幅調節可能な*Tags List*の表示を要求します。さらに
フレーム下辺左側のウィンドウでバッファー*help*と*grep*と*Completions*の共有、フレーム
下辺右側のウィンドウではバッファー*shell*と*compilation*の表示を要求します。

ウィンドウの水平調節を可能にするためにオプション fit-window-to-buffer-horizontally

が非 nil値をもたなければならないことに注意してください。フレームの上下にあるサイドウィンドウ
の高さとフレームの左右にあるサイドウィンドウの幅を保持するためのエントリーも追加しています。
フレーム最大化時にサイドウィンドウがそれに応じたサイズを維持することを保証するために、変数
window-resize-pixelwiseに非 nil値をセットしています。Section 28.4 [Resizing Windows],
page 618を参照してください。

最後のフォームではこれらの各ウィンドウに no-other-windowパラメーターをインストールする
ことによって、作成したサイドウィンドウにたいする C-x oを介してアクセスできないことも保証し
ています。さらにこれらの各ウィンドウに no-delete-other-windowsパラメーターをインストー
ルして、C-x 1によるサイドウィンドウの削除ができないことを保証しています。

diredバッファーは固定化された名前をもたないので、フレーム左辺の細いディレクトリーバッ
ファーを表示するためにスペシャル関数 dired-default-directory-on-leftを使用しています。
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(defun dired-default-directory-on-left ()

"左側サイドウィンドウに詳細を隠して`default-directory'を表示する。"

(interactive)

(let ((buffer (dired-noselect default-directory)))

(with-current-buffer buffer (dired-hide-details-mode t))

(display-buffer-in-side-window

buffer `((side . left) (slot . 0)

(window-width . fit-window-to-buffer)

(preserve-size . (t . nil)) ,parameters))))

これまでのフォームを評価して任意の順序で M-x list-buffers、C-h f、M-x shell、
M-x list-tags、M-x dired-default-directory-on-leftを評価すれば上図のフレームレイ
アウトが再作成されるはずです。

28.18 アトミックウィンドウ

アトミックウィンドウ (atomic window)とは少なくとも 2つ以上の生きたウィンドウから組成され
た矩形領域であり以下のような特性をもちます:

• アトミックウィンドウの構成にたいして関数 split-window (Section 28.6 [Splitting Win-
dows], page 623を参照)を適用するとアトミックウィンドウ外部に新たなウィンドウの作成を
試みる。

• アトミックウィンドウの構成にたいして関数 delete-window (Section 28.7 [Deleting Win-
dows], page 626を参照)を適用するとアトミックウィンドウ全体の削除を試みる。

• アトミックウィンドウの構成にたいして関数delete-other-windows (Section 28.7 [Deleting
Windows], page 626を参照)を適用するとアトミックウィンドウによるフレームの充填、また
はメインウィンドウ化を試みる (Section 28.17 [Side Windows], page 665を参照)。

これはウィンドウ構造を変更する基本的な関数グループはアトミックウィンドウを生きたウィンド
ウのように扱い、それゆえアトミックウィンドウ内部の構造を保持することを意味しています。

アトミックウィンドウはファイルのリビジョン間の差異、異なる言語やマークアップでの同一テキ
ストの表示のように、関連するバッファーを特定のマナーにしたがって同時に表示する際にのみ有意
義なウィンドウレイアウトの構築と保持に有用です。特定のウィンドウの側面上のバーでウィンドウ
の情報を永続的に表示するためにも使用できます。

アトミックウィンドウは予約済みのウィンドウパラメーター window-atom (Section 28.27 [Win-
dow Parameters], page 689を参照)の助けを借りて実装されていて、内部ウィンドウ (Section 28.1
[Basic Windows], page 609を参照)はアトミックウィンドウのルートウィンドウと呼ばれます。同
じアトミックウィンドウの一部であるようなすべてのウィンドウは共通の祖先としてこのルートウィ
ンドウをもち、window-atomパラメーターに非 nilが割り当てられます。

以下の関数は指定したウィンドウを一部とするアトミックウィンドウのルートをリターンします:

[Function]window-atom-root &optional window
この関数は windowを一部とするようなアトミックウィンドウのルートウィンドウをリターン
する。windowには有効なウィンドウを指定しなければならず、デフォルトは選択されたウィン
ドウ。windowがアトミックウィンドウの一部でなければ nilをリターンする。

アトミックウィンドウを新たに作成するには既存の内部ウィンドウを選んで以下の関数を適用する
のがもっともシンプルなアプローチです:
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[Function]window-make-atom window
この関数は windowをアトミックウィンドウに変換する。windowには内部ウィンドウを指定
しなければならない。この関数が行うのは windowの子孫それぞれの window-atomパラメー
ターに tをセットすることだけである。

既存の生きたウィンドウから新たにアトミックウィンドウを作成したり、既存のアトミックウィン
ドウに新たにウィンドウを追加するには、以下のバッファーディスプレイアクション関数を使用でき
ます (Section 28.13.2 [Buffer Display Action Functions], page 642を参照):

[Function]display-buffer-in-atom-window buffer alist
この関数は既存のウィンドウと組み合わせてアトミックウィンドウを形成することになる新た
なウィンドウ内で bufferを表示する。既存のウィンドウがすでにアトミックウィンドウの一部
なら、そのアトミックウィンドウに新たなウィンドウを追加する。

alistにはシンボルと値からなる連想リストを指定する。以下は特別な意味をもつシンボル:

window このような要素は新たなウィンドウを組み合わせる既存のウィンドウを指定する。
内部ウィンドウを指定すると、そのウィンドウのすべての子ウィンドウもアトミッ
クウィンドウの一部になる。ウィンドウを何も指定しなければ新たなウィンドウは
選択されたウィンドウの兄弟ウィンドウになる。既存ウィンドウの window-atom

パラメーターはそれが生きたウィンドウであり、かつ window-atomがすでにセッ
ト済みでなければ mainにセットされる。

side このような要素は既存ウィンドウで新たなウィンドウが配置されるサイドを表す。
有効な値は below、right、above、left。デフォルトは below。この値は新
たなウィンドウの window-atomパラメーターにセットされる。

リターン値は新たなウィンドウ、ウィンドウ作成に失敗すると nil。

非 nilである限り window-atomパラメーターの値は問題ではないことに注意してください。
display-buffer-in-atom-windowが割り当てる値は、関数の適用後に元のウィンドウと新たな
ウィンドウを簡単に取得することだけが目的です。display-buffer-in-atom-windowが割り当て
るウィンドウパラメーターは window-atomパラメーターだけであることにも注意してください。そ
れ以外のパラメーターは alist内の window-parametersエントリーを介してアプリケーションが
セットする必要があります。

アトミックウィンドウはそれを構成するウィンドウのいずれかが削除された際には存在を終えま
す。アトミックウィンドウを手動で分解するためには、それを構成するウィンドウ (アトミックウィン
ドウのルートウィンドウと子孫)の window-atomパラメーターをリセットしてください。

以下のスニペットコードを単一ウィンドウのフレームに適用すると、最初に選択されたウィンドウ
を分割して選択されたウィンドウと新たなウィンドウの親をルートとしてアトミックウィンドウを構
成します。それからフレーム下辺にある新たなウィンドウでバッファー*Messages*を表示して、新
たなウィンドウを作成したアトミックウィンドウの一部にします。

(let ((window (split-window-right)))

(window-make-atom (window-parent window))

(display-buffer-in-atom-window

(get-buffer-create "*Messages*")

`((window . ,(window-parent window)) (window-height . 5))))

この時点においてフレーム内の任意のウィンドウで C-x 2をタイプすると、フレーム下辺に新た
なウィンドウが作成されます。かわりに C-x 3をタイプすれば新たなウィンドウはフレーム右辺に配
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置されるでしょう。いずれのケースでもここでアトミックウィンドウ内の任意のウィンドウで C-x 1

をタイプすると、新たなウィンドウだけが削除されます。アトミックウィンドウ内の任意のウィンド
ウで C-x 0をタイプすればフレームは新たなウィンドウで充填されるでしょう。

28.19 ウィンドウとポイント

それぞれのウィンドウは独自のポイント値 (Section 30.1 [Point], page 756を参照)をもち、同じ
バッファーを表示する他のウィンドウの間でも、ポイント値はそれぞれ独立しています。これは 1つ
のバッファーを複数ウィンドウで表示するのに有用です。

• ウィンドウポイント (window point)は、ウィンドウが最初に作成されたときに設定される。ウィ
ンドウポイントはバッファーのポイント、またはそのバッファーからオープンされたウィンドウ
があればそのウィンドウのウィンドウポイントにより初期化される。

• ウィンドウの選択により、ウィンドウのポイント値からそのバッファーのポイント値がセットさ
れる。反対にウィンドウの非選択により、ウィンドウのポイント値にバッファーのポイント値が
セットされる。つまり与えられたバッファーを表示するウィンドウ間で切り替えを行ったときに
は、そのバッファーでは選択されたウィンドウのポイント値が効力をもつが、他のウィンドウの
ポイント値はそのウィンドウに格納される。

• 選択されたウィンドウがカレントバッファーの表示を続ける限り、そのウィンドウのポイントと
バッファーのポイントは常に連動して移動して等しく保たれる。

デフォルトでは Emacsは塗りつぶした矩形ブロックで各ウィンドウのポイント位置にカーソルを
表示します。あるウィンドウでユーザーが別のバッファーに切り替えた際には、そのウィンドウのカー
ソルはそのバッファーのポイント位置に移動します。display文字列やイメージ等の何らかのディスプ
レイ要素により正確な位置が隠れている場合には、Emacsはその display要素の直前か直後にカーソ
ルを表示する。

[Function]window-point &optional window
この関数は window内のカレントのポイント位置をリターンする。選択されていないウィンド
ウでは、そのウィンドウが選択された場合の、(そのウィンドウのバッファーの)ポイント値で
ある。windowにたいするデフォルトは選択されたウィンドウ。

windowが選択されたウィンドウのときのリターン値は、そのウィンドウのバッファーのポイ
ント値。厳密にはすべての save-excursionフォームの外側のトップレベルのポイント値のほ
うがより正確であろう。しかしこの値は見つけるのが困難である。

[Function]set-window-point window position
この関数は window内のポイントを windowのバッファー内の位置 positionに配置する。リ
ターン値は position。

windowが選択されていれば単に window内で goto-charを行う。

[Variable]window-point-insertion-type
この変数は window-pointのマーカー挿入型 (Section 31.5 [Marker Insertion Types],
page 772を参照)を指定する。デフォルトは nilで、window-pointは挿入されたテキスト
の後に留まるだろう。

28.20 ウィンドウの開始位置と終了位置

ウィンドウはそれぞれバッファー位置を追跡するために、バッファー内で表示を開始すべき位置を指
定するマーカーを保守しています。この位置はそのウィンドウの display-start(表示開始)、または単
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に start(開始)と呼ばれます。この位置の後の文字がウィンドウの左上隅に表示される文字となりま
す。これは通常はテキスト行の先頭になりますが必須ではありません。

ウィンドウやバッファーの切り替え後やいくつかのケースにおいては、ウィンドウが行の途中で開
始される場合にEmacsがィンドウの開始を行の開始に調整します。これは行中で無意味な位置のウィ
ンドウ開始のまま特定の操作が行われるのを防ぐためです。この機能は Lispモードのコマンドを使用
して実行することによりある種の Lispコードをテストする場合には、それらのコマンドがこの再調整
を誘発してしまうので邪魔かもしれません。そのようなコードをテストするためには、それをコマン
ド内に記述して何らかのキーにバインドしてください。

[Function]window-start &optional window
この関数はウィンドウ windowの表示開始位置をリターンする。windowが nilなら選択され
たウィンドウが使用される。

ウィンドウを作成したり他のバッファーをウィンドウ内に表示する際、display-start位置は同
じバッファーにたいしてもっとも最近に使用された display-start位置、そのバッファーがそれ
をもたなければ point-minにセットされる。

ポイントがスクリーン上に確実に現れるように、再表示はwindow-start位置を更新する (前の
再表示以降にwindow-start位置を明示的に指定していない場合)。再表示以外にwindow-start
位置を自動的に変更するものはない。ポイントを移動した場合には、次の再表示後までポイン
トの移動に応じて window-startが変更されることを期待してはならない。

[Function]window-group-start &optional window
この関数は window-startと同様だが、windowがウィンドウグループ ([Window Group],
page 610を参照)の一部なら、window-group-startはグループ全体の開始位置をリターン
する点が異なる。この条件はバッファーローカル変数 window-group-start-functionに関
数がセットされている際に保持される。この場合には、window-group-startはその関数を
単一の引数 windowで呼び出して結果をリターンする。

[Function]window-end &optional window update
この関数は windowのバッファーの最後を表示する位置をリターンする。windowにたいする
デフォルトは選択されたウィンドウ。

バッファーテキストの単なる変更やポイントの移動では window-endがリターンする値は更新
されない。この値は Emacsが再表示を行って、妨害されることなく再表示が完了したときの
み更新される。

windowの最後の再表示が妨害されて完了しなかったら、Emacsはそのウィンドウ内の表示の
end位置を知らない。関数はこの場合は nilをリターンする。

updateが非 nilなら、window-endは window-startのカレント値にもとづき、どこが表示の
endなのか最新の値をリターンする。以前に保存された位置の値がまだ有効なら、window-end
はその値をリターンする。それ以外はバッファーのテキストをスキャンして正しい値を計算する。

たとえ updateが非 nilであっても、window-endはポイントが画面外に移動した場合に実際の
再表示が行うような表示のスクロールを試みない。これは window-startの値を変更しない。
これは実際にはスクロールが要求されない場合の表示されたテキストの endがどこかを報告す
る。リターンされる位置は部分的に可視なだけかもしれないことに注意。

[Function]window-group-end &optional window update
この関数は window-endと同様だが、windowがウィンドウグループ ([Window Group],
page 610を参照)の一部なら、window-group-endはグループ全体の終了位置をリターンす
る点が異なる。この条件はバッファーローカル変数 window-group-end-functionに関数が
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セットされている際に保持される。この場合には、window-group-endはその関数を 2つの
引数 windowと updateで呼び出して結果をリターンする。引数 updateは window-endの場
合と同じ意味をもつ。

[Function]set-window-start window position &optional noforce
この関数は windowの display-start位置を windowのバッファーの positionにセットする。
リターン値は position。

表示ルーチンはバッファーが表示されたときにポイント位置が可視になることを強要する。通
常これらは内部ロジックに応じてポイントを可視にするために display-start位置を選択 (およ
び必要ならつまりウィンドウをスクロール)する。しかしこの関数で noforceに nilを使用して
start位置を指定した場合は、たとえポイントを画面外になるような場所に配置したとしても、
positionでの表示開始を望んでいることを意味する。これによりポイントが画面外に配置され
ると、表示ルーチンはポイントをウィンドウ内の中央行の左マージンに移動しようと試みる。

たとえばポイントが 1のときにウィンドウの startを次行の開始 37にセットすると、ポイント
はウィンドウの最上端より上になるだろう。表示ルーチンは再表示が発生したときにポイント
が 1のままならポイントを動かすことになる。以下は例:

;; 以下は式 set-window-start実行前
;; ‘foo’の様子

---------- Buffer: foo ----------

⋆This is the contents of buffer foo.

2

3

4

5

6

---------- Buffer: foo ----------

(set-window-start

(selected-window)

(save-excursion

(goto-char 1)

(forward-line 1)

(point)))

⇒ 37

;; 以下は式 set-window-start実行後の
;; ‘foo’の様子
---------- Buffer: foo ----------

2

3

⋆4
5

6

---------- Buffer: foo ----------
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ポイントを可視 (つまり完全に可視なスクリーン行内にポイントを配置)にする試みが失敗する
と、表示ルーチンは要求された window-start位置を無視して、とにかく新しい位置を計算す
る。したがってこの関数を呼び出す Lispプログラムが信頼できる結果を得るためには、表示が
positionで始まるウィンドウ内部に常にポイントを移動すること。

noforceが非 nilで、かつ次回の再表示でポイントが画面外に配される場合、再表示はポイン
トと協調して機能する位置となるような新たな window-startを計算するので、positionは使
用されない。

[Function]set-window-group-start window position &optional noforce
この関数は set-window-startと同様だが、windowがウィンドウグループ ([Window
Group], page 610 を参照) の一部なら、set-window-group-startはグループ全体の
開始位置をリターンする点が異なる。この条件はバッファーローカル変数 set-window-

group-start-functionに関数がセットされている際に保持される。この場合には、
set-window-group-startはその関数を 3つの引数 window、position、noforceで呼び出
して結果をリターンする。この関数の引数 positionと noforceは set-window-startの場合
と同じ意味をもつ。

[Function]pos-visible-in-window-p &optional position window partially
この関数は window内の positionが画面上カレントで可視のテキスト範囲内にあれば非 nil、
positionが表示範囲のスクロール外にあれば nilをリターンする。partiallyが nilなら部分的
に不明瞭な位置は可視とは判断されない。引数 positionのデフォルトはwindow内のポイント
のカレント位置、windowのデフォルトは選択されたウィンドウ。positionが tなら、それは
windowの最後に可視だった行の位置、または EOB(end-of-buffer: バッファー終端位置のい
ずれか前方になる位置をチェックすることを意味する。

この関数は垂直スクロールだけを考慮する。positionが表示範囲外にある理由が、windowが
水平にスクロールされただけなら、いずれにせよ pos-visible-in-window-pは非 nilをリ
ターンする。Section 28.23 [Horizontal Scrolling], page 681を参照のこと。

positionが可視で partiallyが nilなら、pos-visible-in-window-pは tをリターンする。
partiallyが非 nilで position以降の文字が完全に可視なら、(x y)という形式のリストをリ
ターンする。ここで xと yはウィンドウの左上隅からの相対的なピクセル座標。position以降
の文字が完全に可視ではなければ、拡張された形式のリスト (x y rtop rbot rowh vpos)を
リターンする。ここで rtopと rbotは positionでウィンドウ外となった上端と下端のピクセル
数、rowhはその行の可視な部分の高さ、vposはその行の垂直位置 (0基準の行番号)を示す。

以下は例:

;; ポイントが画面外なら recenterする
(or (pos-visible-in-window-p

(point) (selected-window))

(recenter 0))

[Function]pos-visible-in-window-group-p &optional position window
partially

この関数は pos-visible-in-window-pと同様だが、windowがウィンドウグループ ([Win-
dow Group], page 610を参照)の一部なら、pos-visible-in-window-group-pは win-
dow単独ではなく、グループ全体でposの可視性をテストする点が異なる。この条件はバッファー
ローカル変数 pos-visible-in-window-group-p-functionに関数がセットされている際
に保持される。この場合には、pos-visible-in-window-group-pはその関数を 3つの引数
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position、window、partiallyで呼び出して結果をリターンする。この関数の引数 positionと
partiallyは pos-visible-in-window-pの場合と同じ意味をもつ。

[Function]window-line-height &optional line window
この関数は window内のテキスト行 lineの高さをリターンする。lineが header-line、
mode-line、window-line-heightのいずれかなら、そのウィンドウの対応する行につい
ての情報をリターンする。それ以外では、lineは 0 から始まるテキスト行番号。負数ならそ
のウィンドウの end から数える。lineにたいするデフォルトは window内のカレント行、
windowにたいするデフォルトは選択されたウィンドウ。

表示が最新でなければ window-line-heightは nilをリターンする。その場合には関連する
情報を入手するために pos-visible-in-window-pを使用できる。

指定された lineに対応する行がなければ、window-line-heightは nilをリターンする。そ
れ以外では、リスト (height vpos ypos offbot)をリターンする。ここで heightはその行
の可視部分のピクセル高さ、vposと yposは最初のテキスト行上端からのその行への相対的な
垂直位置の行数とピクセル数、offbotはそのテキスト行下端のウィンドウ外のピクセル数。(最
初の)テキスト行上端にウィンドウ外のピクセルがある場合には yposは負となる。

28.21 テキスト的なスクロール

テキスト的なスクロール (textual scrolling) とは、ウィンドウ内のテキストを上や下に移動するこ
とを意味します。これはそのウィンドウの display-startを変更することにより機能します。これは
ポイントを画面上に維持するために window-pointの値も変更するかもしれません (Section 28.19
[Window Point], page 672を参照)。

テキスト的なスクロールの基本的な関数は、(前方にスクロールする) scroll-up、および (後方
にスクロールする) scroll-downです。これらの関数の名前の “up”と “down”は、バッファーテ
キストのそのウィンドウにたいする相対的な移動方向を示しています。そのテキストが長いロール紙
に記述されていて、スクロールコマンドはその上を上下に移動すると想像してみてください。つまり
バッファーの中央に注目している場合には、繰り返して scroll-downを呼び出すと最終的にはバッ
ファーの先頭を目にすることになるでしょう。

これは残念なことに時折混乱を招きます。なぜならある人はこれを逆の慣習にもとづいて考える傾
向があるからです。彼らはテキストがその場所に留まりウィンドウが移動して、“down”コマンドに
よりバッファー終端に移動するだろうと想像します。この慣習はそのようなコマンドが現代風のキー
ボード上の PageDownという名前のキーにバインドされているという事実と一致しています。

選択されたウィンドウ内で表示されているバッファーがカレントバッファーでなければ、
(scroll-other-window以外の)テキスト的スクロール関数の結果は予測できません。Section 27.2
[Current Buffer], page 591を参照してください。

(たとえば大きなイメージがある等で)ウィンドウにウィンドウの高さより高い行が含まれる場合
には、スクロール関数は部分的に可視な行をスクロールするためにそのウィンドウの垂直スクロール
位置を調整します。Lisp呼び出し側は変数 auto-window-vscrollを nilにバインドすることによ
り、この機能を無効にできます (Section 28.22 [Vertical Scrolling], page 680を参照)。

[Command]scroll-up &optional count
この関数は選択されたウィンドウ内で count行前方にスクロールする。

countが負ならかわりに後方へスクロールする。countが nil (または省略)ならスクロールされ
る距離は、そのウィンドウのテキストエリアの高さより小さいnext-screen-context-lines

となる。
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この関数は選択されたウィンドウがそれ以上スクロールできなければエラーをシグナルして、
それ以外は nilをリターンする。

[Command]scroll-down &optional count
この関数は選択されたウィンドウ内で count行後方にスクロールする。

countが負ならかわりに前方へスクロールする。それ以外の点ではこれは scroll-upと同様に
振る舞う。

[Command]scroll-up-command &optional count
これは scroll-upと同様に振る舞うが選択されたウィンドウがそれ以上スクロールできず、か
つ変数 scroll-error-top-bottomの値が tなら、かわりにそのバッファーの終端への移動
を試みる。ポイントがすでに終端にあればエラーをシグナルする。

[Command]scroll-down-command &optional count
これは scroll-downと同様に振る舞うが選択されたウィンドウがそれ以上スクロールできず、
かつ変数 scroll-error-top-bottomの値が tなら、かわりにそのバッファーの先頭への移
動を試みる。ポイントがすでに先頭にあればエラーをシグナルする。

[Command]scroll-other-window &optional count
この関数は他のウィンドウ内のテキストを上方に count行スクロールする。countが負か nil

なら scroll-upのように処理される。

変数 other-window-scroll-bufferにバッファーをセットすることにより、どのバッファー
をスクロールするかを指定できる。そのバッファーが表示されていなければ、scroll-other-
windowはそれを何らかのウィンドウにそれを表示する。

選択されたウィンドウがミニバッファーのとき、次ウィンドウは通常はそのウィンドウの直上
最左のウィンドウである。変数 minibuffer-scroll-windowをセットすることにより、ス
クロールする別のウィンドウを指定できる。この変数はミニバッファー以外のウィンドウが
選択されているときは効果がない。これが非 nil、かつミニバッファーが選択されていると
きには other-window-scroll-bufferより優先される。[Definition of minibuffer-scroll-
window], page 375を参照のこと。

ミニバッファーがアクティブのとき選択されたウィンドウが下端右角のウィンドウなら、ミニ
バッファーが次ウィンドウになる。この場合には scroll-other-windowはミニバッファーの
スクロールを試みる。ミニバッファーに含まれるのが 1行だけならどこにもスクロールできな
いので、エコーエリアにメッセージ ‘End of buffer’を瞬時表示した後にその行を再表示する。

[Command]scroll-other-window-down &optional count
この関数は他のウィンドウ内のテキストを下方に count行スクロールする。countが負か nil

なら scroll-downのように処理される。それ以外の点においては scroll-other-windowと
同様の方法で振る舞う。

[Variable]other-window-scroll-buffer
この変数が非 nilなら、それは scroll-other-windowがどのバッファーのウィンドウをスク
ロールするかを指定する。

[User Option]scroll-margin
このオプションはスクロールマージン (ポイントとウィンドウの上端/下端との最小行数)のサ
イズを指定する。ポイントがウィンドウの上端/下端からその行数になったとき、(可能なら)再
表示はポイントをそのマージン外のウィンドウ中央付近に移動するためにテキストを自動的に
スクロールする。
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[User Option]maximum-scroll-margin
この変数は scroll-marginの実効値をカレントウィンドウの行高さの割合に制限する。たと
えばカレントウィンドウが 20行で maximum-scroll-marginが 0.1なら、scroll-margin
がどれほど大きくてもスクロールマージンが 2より大きくなることはない。

maximum-scroll-margin自体は最大値として 0.5という値をもち、これはウィンドウの中央
行 (ウィンドウが偶数行なら中央の 2行)までカーソルを維持するためにマージンを大きくセッ
トすることを可能にする。大きな値 (または 0.0から 0.5までの浮動小数点数以外の値)をセッ
トするとデフォルト値 0.25がかわりに使用される。

[User Option]scroll-conservatively
この変数はポイントがスクリーン外 (またはスクロールマージン内)に移動したときに自動的に
スクロールを行う方法を指定する。値が正の整数 nなら再表示はそれが正しい表示範囲内にポイ
ントを戻すなら、いずれかの方向に n行以下のテキストをスクロールする。この振る舞いは保守
的なスクロール (conservative scrolling)と呼ばれる。それ以外ならスクロールはscroll-up-

aggressivelyや scroll-down-aggressivelyのような他の変数の制御の下に通常の方法
で発生する。

デフォルトの値は 0でこれは保守的スクロールが発生し得ないことを意味する。

[User Option]scroll-down-aggressively
この変数の値は nil、または 0から 1までの小数点数 fであること。小数点数ならスクリーン上
でポイントが置かれたとき下にスクロールする場所を指定する。より正確にはポイントがウィ
ンドウ startより上という理由でウィンドウが下にスクロールされるときには、新たな start
位置がウィンドウ上端からウィンドウ高さの fの箇所にポイントが置かれるように選択される。
より大きな fなら、より aggressive(積極的)にスクロールする。

その効果はポイントを中央に配置することであり、値 nilは.5と等価である。どのような方法
によりセットされたときでも、この変数は自動的にバッファーローカルになる。

[User Option]scroll-up-aggressively
scroll-up-aggressivelyの場合と同様。値 fはポイントがウィンドウ下端からどれほどの
位置に置かれるべきかを指定する。つまり、scroll-up-aggressivelyと同様に大きな値で
はより aggressive(積極的)になる。

[User Option]scroll-step
この変数は scroll-conservativelyの古い変種である。違いは値が nなら n以下の値ではな
く、正確に nだけのスクロールを許容することである。この機能は scroll-marginとは共に
機能しない。デフォルトは 0。

[User Option]scroll-preserve-screen-position
このオプションが tなら、スクロールによりポイントがウィンドウ外に移動したとき、Emacs
は常にポイントがポイントの上下端ではなくカーソルがそのウィンドウ内の元の垂直位置に保
たれるようポイントの調整を試みる。

値が非 nilかつ非 tなら、たとえスクロールコマンドによりポイントがウィンドウ外に移動し
ていなくとも、Emacsはカーソルが同じ垂直位置に保たれるようにポイントを調整する。

このオプションはシンボルプロパティscroll-commandが非 nilであるような、すべてのスク
ロールコマンドに影響する。
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[User Option]next-screen-context-lines
この変数の値は全画面スクロールされたときに継続して残される行数を指定する。たとえば引
数が nilの scroll-upはウィンドウ上端ではなく下端に残される行数でスクロールする。デ
フォルト値は 2。

[User Option]scroll-error-top-bottom
このオプションが nil(デフォルト)なら、それ以上のスクロールが不可能な際に scroll-up-

commandと scroll-down-commandは単にエラーをシグナルする。

値が tなら、これらのコマンドはかわりにポイントをバッファーの先頭か終端 (スクロール方向
に依存する)に移動する。ポイントがすでにその位置にある場合のみエラーをシグナルする。

[Command]recenter &optional count redisplay
この関数は選択されたウィンドウ内の指定された垂直位置にポイントを表示するようにウィン
ドウ内のテキストをスクロールする。これはテキストに応じたポイント移動を行わない。

countが非負の数なら、そのウィンドウ上端から count行下にポイントを含む行を配置する。
countが負ならウィンドウ下端から上に数えるので、−1はそのウィンドウ内で最後の利用可能
な行となる。

countが nil (または非 nilのリスト)なら、recenterはポイントを含む行をウィンドウの中
央に配置する。countと redisplayが非 nilなら、この関数は recenter-redisplayの値に応
じてフレームを再描画するかもしれない。recenter-redisplayが非 nilの場合の効果を打
ち消すために、したがって 2つ目の引数の省略を使用できる。インタラクティブな呼び出しで
は redisplayに非‘ nil ’が渡される。

recenterがインタラクティブに呼び出されたときは rawプレフィックス引数が countとなる。
したがってプレフィックスとして C-uをタイプすると countに非 nil、C-u 4では countに 4が
セットされ te、後者ではカレント行を上端から 4行目にセットする。

引数 0では recenterはカレント行をウィンドウ上端に配置する。コマンド recenter-top-

bottomはこれを達成するためにより簡便な方法を提供する。

[Function]recenter-window-group &optional count
この関数は recenterと同様だが、選択されたウィンドウがウィンドウグループ
([Window Group], page 610 を参照) の一部の際には、recenter-window-group

がグループ全体をスクロールする点が異なる。この条件はバッファーローカル変数
recenter-window-group-functionが関数にセットされている際に保持される。この場合
には recenter-window-groupはその関数を引数 countで呼び出して結果をリターンする。
引数 countは recenterの場合と同様の意味をもつが、ウィンドウグループ全体に作用する。

[User Option]recenter-redisplay
この変数が非 nilなら引数 redisplayを nil、引数 countを非 nilで recenterを呼び出すこ
とによりフレームを再描画する。デフォルト値は ttyで、これはフレームが ttyフレームのと
きだけフレームを再描画することを意味する。

[Command]recenter-top-bottom &optional count
デフォルトでは C-lにバインドされているこのコマンドは、recenterと同様に動作するが引
数なしで呼び出されたときの動作が異なる。この場合には連続して呼び出すことにより変数
recenter-positionsで定義されるサイクル順に応じてポイントを配置する。
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[User Option]recenter-positions
これは recenter-top-bottomを引数なしで呼び出したときの挙動を制御する。デフォルト値
は (middle top bottom)で、これは引数なしで recenter-top-bottomを連続して呼び出
すとポイントをウィンドウの中央、上端、下端と巡回して配置することを意味する。

28.22 割り合いによる垂直スクロール

垂直フラクショナルスクロール (vertical fractional scrolling)とは、指定された値を行に乗ずるる
ことによりウィンドウ内のテキストを上下にシフトすることを意味します。たとえばEmacsはウィン
ドウより高さが大きいイメージやスクリーン行でこれを使用します。ウィンドウはそれぞれ決して 0
より小さくなることはない、垂直スクロール位置 (vertical scroll position)という数値をもっていま
す。これはコンテンツを表示しているウィンドウにたいして、コンテンツをどこから表示開始 (raise)
するかを指定します。ウィンドウのコンテンツの表示開始により一般的には上端の何行かのすべて、
または一部が表示されなくなり他の何行かのすべて、または一部が下端に表示されるようになります。
通常の値は 0です。

垂直スクロール位置は行の通常高さ (デフォルトフォントの高さ)の単位で数えられます。したがっ
て値が.5なら、それはウィンドウのコンテンツが通常行の半分の高さで上にスクロール、3.3なら通
常行の 3倍を若干超える高さで上にスクロールされていることを意味します。

垂直スクロールが覆い隠す (cover)のがどれほどの行断片 (fraction of a line)なのか、あるいは
行数かはそれらの行に何が含まれるかに依存します。3.3という値により高い行やイメージの一部だけ
を画面外にスクロールできることもあれば、.5という値が非常に小さい高さの行を画面外にスクロー
ルできることもあります。

[Function]window-vscroll &optional window pixels-p
この関数は windowのカレントの垂直スクロール位置をリターンする。windowのデフォルト
は選択されたウィンドウ。pixels-pが非 nilならリターン値は通常行高さ単位ではなくピクセ
ル単位で測定される。

(window-vscroll)

⇒ 0

[Function]set-window-vscroll window lines &optional pixels-p
この関数はwindowの垂直スクロール位置を linesにセットする。windowが nilなら選択され
たウィンドウが使用される。引数 linesは 0または正であること。それ以外は 0として扱われる。

実際の垂直スクロール位置は常にピクセルの整数に対応しなければならないため、指定した値
はそれに応じて丸められる。

この丸め結果がリターン値となる。

(set-window-vscroll (selected-window) 1.2)

⇒ 1.13

pixels-pが非 nilなら linesはピクセル数を指定する。この場合にはリターン値は lines。

[Variable]auto-window-vscroll
この変数が非 nilなら関数 line-move、scroll-up、scroll-downは、たとえば大きなイ
メージが存在する等でウィンドウ高さより高いディスプレイ行をスクロールするために垂直ス
クロール位置を自動的に変更するだろう。
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28.23 水平スクロール

水平スクロール (horizontal scrolling)とは指定された通常文字幅の倍数でウィンドウ内のイメージ
を左右にシフトすることを意味します。ウィンドウはそれぞれ、決して 0より小さくなることはない
水平スクロール位置 (horizontal scroll position)という数値をもっています。これはコンテンツをど
れほど左にシフトするかを指定します。ウィンドウのコンテンツを左にシフトすることにより一般的
には左にある文字のすべて、または一部が表示されなくなり右にある文字のすべて、または一部が表
示されることを意味します。通常の値は 0です。

水平スクロール位置は通常の文字幅を単位として数えられます。したがって値が 5なら、それは
ウィンドウのコンテンツは通常文字幅の 5倍左にスクロールされることを意味します。左の何文字が
表示されなくなるかは、それらの文字の文字幅とに依存していて、それは行ごとに異なります。

読み取りを行う際には内側のループ (inner loop)で横方向、外側のループ (outer loop)で上から
下に読み取るため、水平スクロールの効果はテキスト的スクロールや垂直スクロールとは異なります。
テキスト的スクロールは表示するためのテキスト範囲の選択を引き起こし、垂直スクロールはウィン
ドウコンテンツを連続して移動します。しかし水平スクロールはすべての行の一部をスクリーン外へ
スクロールします。

通常は水平スクロールは行われないので、ウィンドウ左端には最左列があります。この状態では右
スクロールにより左端に新たに表示されるデータは存在しないので、右へのスクロールはできません。
左スクロールによってテキストの 1列目がウィンドウ端からウィンドウ外にスクロールされ、右端に
はその前は切り詰められていた (truncated)列が新たに表示されるので左へのスクロールはできます。
ウィンドウが左へ非 0の値で水平スクロールされていれば右スクロールしてそれを戻すことができま
すが、正味の水平スクロールが 0に減少するまでの間のみ右スクロールができます。左へどれほどス
クロールできるかに制限はありませんが、最終的にはすべてのテキストが左端の外に消えるでしょう。

auto-hscroll-modeがセットされている場合には、再表示はポイントが常に可視となることを
保証するために必要に応じて水平スクロールを自動的に変更する。とはいえ依然として水平スクロー
ル位置を明示的に指定するのは可能である。指定した値は自動スクロールの下限値としての役目を果
たす (自動スクロールは指定された値より小さい列にウィンドウをスクロールしない)。

auto-hscroll-modeのデフォルト値は tです。これを current-lineにセットするとカーソル
のある行だけがポイントが可視になるように水平スクロールされて、ウィンドウの残りはスクロール
されないか scroll-leftと scroll-right (以下参照)にセットされた最小量だけスクロールされ
る自動水平スクロールの変種がアクティブになります。

[Command]scroll-left &optional count set-minimum
この関数は選択されたウィンドウを左 ( countが負なら右)に count列スクロールする。count
のデフォルトはウィンドウ幅から 2を減じた値。

リターン値は window-hscroll(以下参照)がリターンする値と同じように、変更後に実際に
左に水平スクロールされたトータル量。

基本方向が R2L(Section 39.26 [Bidirectional Display], page 1087を参照)のパラグラフ
内のテキストは、正の count値で scroll-leftが呼び出された際には右へと移動するように、
反対方向に移動することに注意。

ウィンドウを可能な限り右にスクロールした後は、左スクロールの合計が 0であるような通常
の位置に戻り、右へのそれ以上のスクロールの試みは効果をもたない。

set-minimumが非 nilなら新たなスクロール量は自動スクロールの下限値となる。つまり自動
スクロールはこの関数がリターンする値より小さい列にウィンドウをスクロールしないだろう。
インタラクティブに呼び出すと set-minimumに非 nilを渡す。
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[Command]scroll-right &optional count set-minimum
この関数は選択されたウィンドウを右 ( countが負なら左)に count列スクロールする。count
のデフォルトはウィンドウ幅から 2を減じた値。スクロール方向を除けばこれは scroll-left

と同様に機能する。

[Function]window-hscroll &optional window
この関数は windowの左への水平スクロールのトータル (左マージンを超えて左にスクロール
された window内のテキスト列数)をリターンする (R2Lパラグラフでの値はかわりに右方向
への総スクロール量となる)。windowのデフォルトは選択されたウィンドウ。

リターン値が負になることは決してない。windowで水平スクロールが行われていない場合 (こ
れが通常)にはリターン値は 0。

(window-hscroll)

⇒ 0

(scroll-left 5)

⇒ 5

(window-hscroll)

⇒ 5

[Function]set-window-hscroll window columns
この関数はwindowの水平スクロールをセットする。columnsの値はスクロール量を左マージ
ン (R2Lパラグラフでは右マージン)からの列数で指定する。引数 columnsは 0または正の数
であること。そうでない場合ニは 0とみなされる。小数点数の columns値は現在のところサ
ポートされない。

シンプルに M-:を呼び出して評価する方法でテストすると、set-window-hscrollが機能し
ていないように見えるかもしれないことに注意。ここで何が発生しているかというと、この関
数は水平スクロール値をセットしてリターンするが、その後にポイントを可視にするために水
平スクロールを調整するよう再表示が行なわれて、これが関数の行った処理をオーバーライド
している。この関数の効果は左マージンからポイントまでのスクロール量が、ポイントが可視
のまま留まるように関数を呼び出すことにより観察できる。

リターン値は columns。

(set-window-hscroll (selected-window) 10)

⇒ 10

以下は与えられた位置 positionが水平スクロールによりスクリーン外にあるかどうかを判断する
例です:

(defun hscroll-on-screen (window position)

(save-excursion

(goto-char position)

(and

(>= (- (current-column) (window-hscroll window)) 0)

(< (- (current-column) (window-hscroll window))

(window-width window)))))

28.24 座標とウィンドウ

このセクションでは位置とそのウィンドウを報告する関数を説明します。これらの関数のほとんどは
ウィンドウのフレームのネイティブ位置の原点から相対的な位置を報告します (Section 29.3 [Frame
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Geometry], page 702を参照)。いくつかの関数はウィンドウのフレームのディスプレイの原点から
相対的な位置を報告します。いずれのケースにおいても原点は座標 (0, 0)をもち、X座標とY座標は
それぞれ右方向と下方向で増加します。

以下の関数ではX座標とY座標は整数の文字単位 (行数と列数)で報告されます。グラフィカルな
ディスプレイ上での “行”と “列”はそれぞれ、そのフレームのデフォルトフォントにより指定される
デフォルト文字の高さと幅に対応します (Section 29.3.2 [Frame Font], page 708を参照)。

[Function]window-edges &optional window body absolute pixelwise
この関数は window端の座標のリストをリターンする。windowが省略または nilの場合のデ
フォルトは選択されたウィンドウ。

リターン値は (left top right bottom)という形式をもつ。リストの要素は順にそのウィン
ドウにより占有される最左列のX座標、最上行のY座標、最右列より 1列右のX座標、最下
行より 1行下のY座標。

これらはヘッダーライン、モードライン、スクロールバー、ウィンドウディバイダー、ディスプ
レイマージンを含むウィンドウの実際の端であることに注意。テキスト端末ではそのウィンド
ウの右に隣接するウィンドウがあれば、ウィンドウの右端にはそのウィンドウと隣接するウィ
ンドウの間のセパレーターラインが含まれる。

オプション引数 bodyが nilなら、それは windowの総サイズに対応する端をリターンするこ
とを意味する。bodyが非 nilならwindowのボディー (テキスト領域)の端をリターンするこ
とを意味する。bodyが非 nilならwindowには生きたウィンドウを指定しなければならない。

オプション引数 absoluteが nilなら、それはwindowのフレームのネイティブ位置に相対的な
端のリターンを意味する。absoluteが非 nilならwindowのディスプレーの原点 (0, 0)からの
相対座標のリターンを意味する。非グラフィカルなシステムではこの引数に効果はない。

オプション引数 pixelwiseが nilなら、それは windowのフレームのデフォルト文字の幅と高
さの単位で座標をリターンすることを意味する。pixelwiseが非 nilならピクセル単位で座標を
リターンすることを意味する。rightと bottomで指定されるピクセルはこれらの端の外側であ
ることに注意。absoluteが非 nilなら、pixelwiseも暗黙に非 nilとなる。

[Function]window-body-edges &optional window
この関数はwindowのボディーの端をリターンする (Section 28.3 [Window Sizes], page 614
を参照)。(window-body-edges window)の呼び出しは (window-edges window t) (上記
参照)の呼び出しと等価。

以下の関数は一連のフレーム相対座標 (frame-relative coordinates)からウィンドウへの関連付
けに使用できます:

[Function]window-at x y &optional frame
この関数は frameのネイティブ位置 (Section 29.3 [Frame Geometry], page 702を参照)か
ら相対的に、デフォルト文字単位 (Section 29.3.2 [Frame Font], page 708を参照)で与えら
れる座標 xと yにある生きたウィンドウをリターンする。

その位置にウィンドウがなければリターン値は nil。frameが省略または nilの場合のデフォ
ルトは選択されたフレーム。

[Function]coordinates-in-window-p coordinates window
この関数はウィンドウ windowがフレーム相対座標 coordinatesを占有するかどうかをチェッ
クして、もしそうならウィンドウのどの部分かをチェックする。windowは生きたウィンドウで
あること。
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coordinatesは (x . y)という形式のコンスセルであること。ここで xと yはwindowのフレー
ムのネイティブ位置 (Section 29.3 [Frame Geometry], page 702を参照)から相対的に、デ
フォルト文字サイズ (Section 29.3.2 [Frame Font], page 708を参照)の単位で与えられる。

指定された位置にウィンドウが存在しなければリターン値は nil。それ以外ではリターン値は
以下のいずれか:

(relx . rely)

その座標はwindow内にある。数値 relxと relyは指定された位置にたいする、ウィ
ンドウ左上隅を原点に 0から数えたウィンドウ相対座標と等価。

mode-line

その座標は windowのモードライン内にある。

header-line

その座標は windowのヘッダーライン内にある。

tab-line その座標は windowのタブライン内にある。

right-divider

その座標は windowと右に隣接するウィンドウを分けるディバイダー内にある。

bottom-divider

その座標は windowと下にあるウィンドウを分けるディバイダー内にある。

vertical-line

その座標はwindowと右に隣接するウィンドウを分ける垂直ライン内にある。こ
の値はウィンドウにスクロールバーがないときのみ発生し得る。スクロールバー
内の位置はこれらの目的にたいしてはウィンドウ外側と判断される。

left-fringe

right-fringe

その座標はウィンドウの左か右のフリンジ内にある。

left-margin

right-margin

その座標はウィンドウの左か右のマージン内にある。

nil その座標は windowのいずれの部分でもない。

関数 coordinates-in-window-pは windowのあるフレームを使用するので引数としてフ
レームを要求しない。

以下の関数は文字単位ではなくピクセル単位でウィンドウ位置をリターンします。主にグラフィカ
ルなディスプレイで有用ですがテキスト端末上でも呼び出すことができ、その場合は各文字の占める
スクリーン領域が 1ピクセルとなります。

[Function]window-pixel-edges &optional window
この関数は window端にたいするピクセル座標のリストをリターンする。(window-pixel-

edges window)の呼び出しは、(window-edges window nil nil t) (上記参照)の呼び出
しと等価。

[Function]window-body-pixel-edges &optional window
この関数はwindowのボディー端をピクセルでリターンする。(window-body-pixel-edges
window)の呼び出しは、(window-edges window t nil t) (上記参照)の呼び出しと等価。
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以下の関数はフレーム原点ではなく、ディスプレイ画面 (display screen)の原点に相対的なウィ
ンドウ位置をピクセルでリターンします。

[Function]window-absolute-pixel-edges &optional window
この関数は windowのフレームのディスプレイの (0, 0) にある原点から相対的な window
のピクセル座標をリターンする。(window-absolute-pixel-edges)の呼び出しは
(window-edges window nil t t)の呼び出しと等価。上記を参照のこと。

[Function]window-absolute-body-pixel-edges &optional window
この関数は windowのフレームのディスプレイの (0, 0)にある原点から相対的な windowの
body のピクセル座標のリストをリターンする。(window-absolute-body-pixel-edges

window)の呼び出しは(window-edges window t t t)の呼び出しと等価。上記を参照のこと。

set-mouse-absolute-pixel-positionと組み合わせることにより、あるウィンドウ内で可
視な任意のバッファー位置にマウスポインターを移動するためにこの関数を使用できる。

(let ((edges (window-absolute-body-pixel-edges))

(position (pos-visible-in-window-p nil nil t)))

(set-mouse-absolute-pixel-position

(+ (nth 0 edges) (nth 0 position))

(+ (nth 1 edges) (nth 1 position))))

グラフィカルな端末では上記フォームは選択されたウィンドウのポイントにあるグリフ左上隅
にマウスカーソルを “ワープ”させる。この方法で計算される位置は、そこにツールチップウィ
ンドウを表示するためにも使用できる。

以下の関数はウィンドウ内で可視なバッファー位置のスクリーン座標をリターンします。

[Function]window-absolute-pixel-position &optional position window
バッファー位置 positionがウィンドウwindow内で可視なら、この関数は positionにあるグリ
フの左上隅のディスプレー座標をリターンする。リターン値はwindowのディスプレー原点 (0,
0)から相対的な、X座標と Y座標からなるコンスセル。window内で positionが不可視なら
nilをリターンする。

windowは生きたウィンドウでなければならずデフォルトは選択されたウィンドウ。position
のデフォルトは windowの window-pointの値。

これは選択されたウィンドウ内のポイント位置へのマウスポインターの移動は、以下のような
記述で足りることを意味する:

(let ((position (window-absolute-pixel-position)))

(set-mouse-absolute-pixel-position

(car position) (cdr position)))

以下の関数はそのウィンドウに表示するテキストを変換することなくウィンドウに内接する最大の
矩形をリターンします。

[Function]window-largest-empty-rectangle &optional window count
min-width min-height positions left

この関数は指定死windowに内接する空の最大の矩形のディメンションをリターンする。window
は生きたウィンドウでなければならずデフォルトは選択されたウィンドウ。

リターン値はwindowのテキスト領域の空スペース (テキストを何も表示していないスペース)
に内接可能な最大矩形の幅、Y座標の開始と終了からなる 3要素のリスト。このような矩形は
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windowのテキスト領域の右エッジで終端されるとみなされるので、この関数はX座標をリター
ンしない。空のスペースが見つからなければリターン値は nil。

オプション引数 countが非 nilなら、それはリターンする矩形の最大数を指定する。これはリ
ターン値が最大の矩形が 1つ目になるような矩形 (3要素のリスト)のリストであることを意味
する。countはコンスセルでもよく、この場合には carがリターンする矩形数、cdrが非 nil

ならリターンされるすべての矩形が互いに素でなければならないことを示す。

オプション引数min-widthとmin-heightが非 nilなら、リターンされる矩形の最小の幅と高
さを指定する。

オプション引数 positions非 nilなら、それはリターンされる矩形がカバーしなければならな
い最上のピクセル位置が car、最下のピクセル位置が cdrであるようなコンスセル。これら
の位置は windowのテキスト領域の開始から計測される。

オプション引数 leftが非nilなら、それはリターン値がテキストを右から左に表示するバッファー
に適していることを意味する。この場合にはリターンされる矩形はすべて windowのテキスト
領域の左端から開始するとみなされる。

この関数は window-lines-pixel-dimensions (Section 39.10 [Size of Displayed Text],
page 1009を参照)を通じて windowのグリフマトリクスの各行のディメンションを取得する
必要があることに注意。したがってこの関数は windowのグリフマトリクスが最新でなければ
nilをリターンするかもしれない。

28.25 マウスによるウィンドウの自動選択

以下のオプションによりマウスポインターの下のウィンドウを自動的に選択することができます。こ
れはウィンドウシステムのウィンドウにマウスポインターがエンターした際は常にフレームにフォー
カスを与える (それゆえ以降の選択をトリガーする)ウィンドウマネージャーと同様なポリシーを実現
します (Section 29.10 [Input Focus], page 733を参照)。

[User Option]mouse-autoselect-window
この変数が非 nilなら、Emacsはマウスポインターの下のウィンドウの自動的な選択を試み
る。有意な値は以下のとおり:

正の数値 これは自動選択トリガー後の遅延秒数を指定する。マウスポインター下のウィン
ドウはこの遅延秒数の間マウスが留まった後に選択される。

負の数値 負の数値は正の数値と同様の効果をもつが、数値の絶対数の遅延秒数の間マウス
ポインターがウィンドウ内に留まり加えて移動を停止した後にウィンドウを選択
する点が異なる。

その他の値 その他の非 nil値はマウスポインターがウィンドウ上にエンターすると即座にウィ
ンドウを選択することを意味する。

いずれのケースでもウィンドウの選択をトリガーするために、マウスポインターはウィンドウ
のテキスト領域にエンターしなければならない。スクロールバーのスライダーのドラッグやウィ
ンドウのモードラインではコンセプト的には自動選択を発生させるべきではない。

マウスによる自動選択はミニバッファーウィンドウがアクティブなときのみ選択を行い、アク
ティブなミニバッファーウィンドウの選択解除は決して行わない。

マウスによる自動選択はウィンドウマネージャーが追跡しない子フレーム (Section 29.14 [Child
Frames], page 740を参照)にたいしてマウスフォーカス追従ポリシーをエミュレートするために使用
できます。これを行うためには focus-follows-mouse (Section 29.10 [Input Focus], page 733



Chapter 28: ウィンドウ 687

を参照)に非 nil値をセットすることが必要です。focus-follows-mouseの値が auto-raiseなら、
マウスで子フレームにエンターすることにより親フレームの他のすべての子フレームの前面にその子
フレームが自動的にレイズされます。

28.26 ウィンドウの構成

ウィンドウ構成 (window configuration)とは 1つのフレーム上全体のレイアウト — すべてのウィ
ンドウとサイズ、どんなバッファーを含んでいるか、それらのバッファーがスクロールされる方法、お
よびポイント値を記録して、更にフリンジ、マージン、スクロールバーのセッティングも記録します。
これには minibuffer-scroll-windowの値も含まれます。特別な例外としてウィンドウ構成には選
択されたウィンドウのカレントバッファーのポイント値は記録されません。

以前に保存されたウィンドウ構成をリストアすることにより、フレーム全体のレイアウトをリス
トアすることができます。1つだけではなくすべてのフレームのレイアウトを記録したければ、ウィ
ンドウ構成のかわりにフレーム構成 (frame configuration)を使用します。Section 29.13 [Frame
Configurations], page 740を参照してください。

[Function]current-window-configuration &optional frame
この関数は frameのカレントのウィンドウ構成を表す新たなオブジェクトをリターンする。frame
のデフォルトは選択されたフレーム。変数 window-persistent-parametersはこの関数に
より保存されるウィンドウパラメーター (もしあれば)を指定する。Section 28.27 [Window
Parameters], page 689を参照のこと。

[Function]set-window-configuration configuration
この関数はconfigurationが作成されたフレームにたいして、そのフレームが選択されているかど
うかに関わらず、ウィンドウとバッファーの構成を configurationで指定された構成にリストアす
る。引数 configurationはそのフレームにたいして以前に current-window-configuration

がリターンした値でなければならない。

configurationが保存されたフレームが死んでいる (生きていない)場合には、この関数が行う
のは変数 minibuffer-scroll-windowの値のリストア、minibuffer-selected-window

がリターンした値の調整のみ。この場合には関数は nil、それ以外は tをリターンする。

configurationのウィンドウのバッファーが configuration作成後に killされていたら、そのウィ
ンドウは規則としてリストアされる構成から削除される。しかしリストアされる構成内でその
ウィンドウが最後に残ったウィンドウなら、そのウィンドウに別の生きたバッファーが表示さ
れる。

以下は save-window-excursionと同様な効果を得るためにこの関数を使用する例:

(let ((config (current-window-configuration)))

(unwind-protect

(progn (split-window-below nil)

...)

(set-window-configuration config)))

[Macro]save-window-excursion forms. . .
このマクロは選択されたフレームのウィンドウ構成を記録して、formsを順に実行してから以
前のウィンドウ構成をリストアする。リターン値は forms内の最後のフォームの値。

Lispコードのほとんどはこのマクロを使用するべきではない。大抵はsave-selected-window

で十分であろう。特にこのマクロは forms内で新たなウィンドウをオープンするコードを確実
に防ぐことができず、新たなウィンドウは別のフレーム内でオープンされるかもしれないが
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(Section 28.13.1 [Choosing Window], page 641を参照)、save-window-excursionが保
存とリストアするのはカレントフレーム上のウィンドウ構成だけだからである。

[Function]window-configuration-p object
この関数は objectがウィンドウ構成なら tをリターンする。

[Function]compare-window-configurations config1 config2
この関数はポイント値、保存されたスクロール位置を無視して (つまりこれらの観点が異なっ
ても tをリターンし得る)、ウィンドウ構造の観点から 2つのウィンドウ構成を比較する。

関数 equalも 2つのウィンドウ構成を比較できる。これはすべての点からたとえ 1つでも異な
るものがあれば等しい構成とはみなさず、たとえ保存されたポイント値が異なるだけでも等し
くないとみなす。

[Function]window-configuration-frame config
この関数はウィンドウ構成 configが作成されたフレームをリターンする。

ウィンドウ構成の内部を調べる他のプリミティブも有用かもしれませんが、わたしたちはこれらを
必要としないので実装されていません。ウィンドウ構成にたいしてより多くの操作を知りたければ、
ファイル winner.elを参照してください。

current-window-configurationがリターンするオブジェクトは Emacsプロセスとともに死
滅します。ウィンドウ構成をディスク上に格納してそれを別の Emacsセッションに読み戻すために、
次に説明する関数を使用できます。これらの関数はフレームの状態を任意の生きたウィンドウにクロー
ンする場合にも有用です (set-window-configurationはフレームのウィンドウをそのフレームの
ルートウィンドウだけに効果的にクローンする)。

[Function]window-state-get &optional window writable
この関数は windowの状態を Lispオブジェクトとしてリターンする。引数 windowは有効な
ウィンドウでなければならずデフォルトは選択されたフレームのルートウィンドウ。

オプション引数writableが非 nilなら、それは window-pointや window-startのようなサ
ンプリング位置にたいするマーカーを使用しないことを意味する。この状態をディスクに書き
込んで別のセッションに読み戻すなら、この引数は非 nilであること。

この関数によりどのウィンドウパラメーターが保存されるかは、引数 writableと変
数 window-persistent-parametersの両方で指定する。Section 28.27 [Window
Parameters], page 689を参照のこと。

window-state-getによりリターンされる値は、同一セッション内の他のウィンドウ内にあるウィ
ンドウのクローンを作成するために使用できます。これはディスクに書き込んで別のセッションに読
み戻すこともできます。いずれの場合にもウィンドウの状態をリストアするためには以下の関数を使
用します。

[Function]window-state-put state &optional window ignore
この関数はウィンドウ状態 stateを window内に put する。引数 stateは以前に呼び出した
window-state-getがリターンしたウィンドウ状態であること。オプション引数windowには
生きたウィンドウか内部ウィンドウ (Section 28.2 [Windows and Frames], page 610を参
照)のいずれかを指定できる。windowが生きていなければ、stateを putする前に生きたウィ
ンドウに置き換える。windowが生きたウィンドウでなければ、それに stateを putする前に
同一フレーム上に作成された新たな生きたウィンドウに置き換えられる。windowが nilなら
ウィンドウの状態を新たなウィンドウに putする。
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オプション引数 ignoreが非 nilなら、それは最小ウィンドウサイズと固定サイズの制限を無視
することを意味する。ignoreが safeなら、それは 1行および/または 2列までできる限り小さ
くできることを意味する。

関数 window-state-getと window-state-putでは 2つの生きたウィンドウ間でのコンテンツ
の交換も可能です。以下の関数はこれを正確に行います:

[Command]window-swap-states &optional window-1 window-2 size
このコマンドは 2つの生きたウィンドウwindow-1とwindow-2の状態を交換する。window-1
には生きたウィンドウを指定しなければならずデフォルトは選択されたウィンドウ。window-2
には生きたウィンドウを指定しなければならず、デフォルトはミニバッファーウィンドウを除き、
すべての可視なフレーム上の生きたウィンドウを含むウィンドウサイクル順においてwindow-1
の次のウィンドウ。

オプション引数 sizeが非 nilなら、それはwindow-1とwindow-2のサイズも同様に交換を試
みることを意味する。値 heightは高さのみ、値 widthは幅のみ、tは幅と高さの両方を可能な
ら交換することを意味する。この関数はフレームをリサイズしない。

28.27 ウィンドウのパラメーター

このセクションではウィンドウに追加の情報を関連付けるために使用できるウィンドウパラメーター
を説明します。

[Function]window-parameter window parameter
この関数は windowの parameterの値をリターンする。windowのデフォルトは選択された
ウィンドウ。windowに parameterにたいするセッティングがなければ、この関数は nilをリ
ターンする。

[Function]window-parameters &optional window
この関数は windowのすべてのパラメーターと値をリターンする。windowのデフォルトは選
択されたウィンドウ。リターン値は nil、または (parameter . value)という形式をもつ要
素からなる連想リスト。

[Function]set-window-parameter window parameter value
この関数はwindowの parameterの値に valueをセットして valueをリターンする。window
のデフォルトは選択されたウィンドウ。

デフォルトではウィンドウ構成 (window configuration)やウィンドウ状態 (states of windows)
の保存とリストアを行う関数は、ウィンドウパラメーターについては関知しません (Section 28.26
[Window Configurations], page 687を参照)。これは save-window-excursionの body内でパ
ラメーターの値を変更したときは、そのマクロの exit時に以前の値がリストアされないことを意味し
ます。これはまた以前に window-state-getで保存されたウィンドウ状態を window-state-putで
リストアしたときは、クローンされたすべてのウィンドウのパラメーターが nilにリセットされるこ
とも意味します。以下の変数によってこの標準の挙動をオーバーライドできます:

[Variable]window-persistent-parameters
この変数は current-window-configurationと window-state-getにより保存、
set-window-configurationと window-state-putによりリストアされるパラメーターを
指定する alistである。Section 28.26 [Window Configurations], page 687を参照のこと。
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この alistの各エントリーの carはパラメーターを指定するシンボル。cdrは以下のいずれか
であること:

nil この値はそのパラメーターが window-state-getと current-window-

configurationの い ず れ に よって も 保 存 さ れ て い な い こ と を 意 味
する。

t この値はそのパラメーターが current-window-configuration、および
(writable引数が nilなら)window-state-getにより保存されたことを意味
する。

writable これはそのパラメーターが無条件で current-window-configuration

と window-state-getの両方により保存されたことを意味する。この値
は入力構文 (read syntax) をもたないパラメーターに使用するべきではな
い。使用した場合には、別のセッションで window-state-putを呼び出すと
invalid-read-syntaxエラーで失敗するだろう。

いくつかの関数 (特に delete-window、delete-other-windows、split-window)は、win-
dow引数で指定されたウィンドウがその関数の名前と同じ名前のパラメーターセをもつ場合には特別
な挙動を示すかもしれません。以下の変数を非 nil値にバインドすることにより、そのような特別な
挙動をオーバーライドできます:

[Variable]ignore-window-parameters
この変数が非 nilなら、いくつかの標準関数はウィンドウパラメーターを処理しない。現在の
ところ影響を受ける関数は split-window、delete-window、delete-other-windows、
other-window。

これらの関数の呼び出し周辺でアプリケーションはこの変数を非 nilにバインドできる。これ
を行うと、そのアプリケーションはその関数の exit時に関連するすべてのウィンドウのパラ
メーターを正しく割り当てる責任をもつ。

以下のパラメーターは現在のところウィンドウ管理コードにより使用されています:

delete-window

このパラメーターは delete-windowの実行に影響する (Section 28.7 [Deleting Win-
dows], page 626を参照)。

delete-other-windows

このパラメーターは delete-other-windowsの実行に影響する (Section 28.7 [Delet-
ing Windows], page 626を参照)。

no-delete-other-windows

このパラメーターはそのウィンドウを delete-other-windowsにより削除できないこ
とをマークする (Section 28.7 [Deleting Windows], page 626を参照)。

split-window

このパラメーターは split-windowの実行に影響する (Section 28.6 [Splitting Win-
dows], page 623を参照)。

other-window

このパラメーターはother-windowの実行に影響する (Section 28.10 [Cyclic Window
Ordering], page 634を参照)。
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no-other-window

このパラメーターはそのウィンドウを other-windowによる選択が不可だとマークする
(Section 28.10 [Cyclic Window Ordering], page 634を参照)。

clone-of このパラメーターはそのウィンドウがクローンされたことを指定する。これ
は window-state-getによりインストールされる (Section 28.26 [Window
Configurations], page 687を参照)。

window-preserved-size

このパラメーターはバッファー、方向 (nilは垂直で tは水平)、ピクセル単位のサイズ
を指定する。そのウィンドウが指定されたバッファーを表示していて、かつ指示された
方向のサイズがこのパラメーターで指定されたサイズと等しければ、Emacsはそのウィ
ンドウの指示された方向のサイズを予約する。関数 window-preserve-sizeによりこ
のパラメーターのインストールと更新が行われる (Section 28.5 [Preserving Window
Sizes], page 622を参照)。

quit-restore

このパラメーターはバッファー表示関数によりインストールされて、quit-restore-

windowにより参照される (Section 28.16 [Quitting Windows], page 663を参照)。
これは 4つの要素をもつリストであり、詳細は Section 28.16 [Quitting Windows],
page 663の quit-restore-windowの説明を参照のこと。

window-side

window-slot

これらはサイドウィンドウを実装するために内部的に使用される (Section 28.17 [Side
Windows], page 665を参照)。

window-atom

このパラメーターはアトミックウィンドウを実装するために内部的に使用される (Sec-
tion 28.18 [Atomic Windows], page 670を参照)。

mode-line-format

このパラメーターはウィンドウが表示されるたびにそのウィンドウのバッファーのバッフ
ァーローカル変数mode-line-format (Section 23.4.1 [Mode Line Basics], page 486
を参照)の値を置き換える。シンボル noneはそのウィンドウのモードライン表示の抑制
を意味する。そのバッファーを表示する他のウィンドウのモードラインの表示とコンテ
ンツは影響を受けない。

header-line-format

このパラメーターはウィンドウが表示されるたびにそのウィンドウのバッファーのバッ
ファーローカル変数 header-line-format (Section 23.4.1 [Mode Line Basics],
page 486を参照)の値を置き換える。シンボル noneはそのウィンドウのヘッダーライ
ン表示の抑制を意味する。そのバッファーを表示する他のウィンドウのヘッダーライン
の表示とコンテンツは影響を受けない。

tab-line-format

このパラメーターはウィンドウが表示されるたびにそのウィンドウのバッファーのバッフ
ァーローカル変数 tab-line-format (Section 23.4.1 [Mode Line Basics], page 486
を参照)の値を置き換える。シンボル noneはそのウィンドウのタブライン表示の抑制を
意味する。そのバッファーを表示する他のウィンドウのタブラインの表示とコンテンツ
は影響を受けない。
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min-margins

このパラメーターの値は car と cdr が非 nilのコンスセルなら、そのウィンドウの
左ージンと右マージンの最小値を列数で指定する (Section 39.16.5 [Display Margins],
page 1050を参照)。与えられた場合には、Emacsはウィンドウを分割するか水平方向
に縮小するかの判断にたいして、実際のマージン幅のかわりにこれらの値を使用する。

すべてのウィンドウにたいして、分割やリサイズ後にEmacsがマージンの自動調整をす
ることは決してない。これはそのウィンドウト分割のためにこのウィンドウのマージン
を継承する新たなウィンドウニタイシテ、マージンを調整するためにこのパラメーター
をセットするすべてのアプリケーション単独の責任である。window-configuration-
change-hookとwindow-size-change-functionsはいずれもこの用途に使用するこ
と (Section 28.28 [Window Hooks], page 692を参照)。

これはウィンドウ内でバッファーをセンタリングするために大きなマージンを使用するア
プリケーションのサポート用に Emacsのバージョン 25.1から導入されたパラメーター
であり、それらのアプリケーションと排他となるよう留意して使用すること。Emacsの
将来のバージョンで改善策により置換され得る。

28.28 ウィンドウのスクロールと変更のためのフック

このセクションでは Lispプログラムがウィンドウのスクロール後や、その他のウィンドウ変更が発生
した際にどのようにしてアクションを起こすことができるかを説明します。最初はウィンドウがバッ
ファーの異なる部分を表示するケースについて考えてみます。

[Variable]window-scroll-functions
この変数はウィンドウのスクロールにより Emacsが再表示前に呼び出すべき関数のリストを
保持する。そのウィンドウ内への異なるバッファーの表示や新たなウィンドウの作成でもこれ
らの関数が実行される。

この変数はそれぞれの関数がウィンドウとウィンドウの display-start位置という 2つの引数を
受け取るのでノーマルフックではない。呼び出し時には window引数の display-start位置は
新たな値、そのウィンドウに表示されるバッファーがカレントバッファーとしてセットされる。

これらの関数は window-end (Section 28.20 [Window Start and End], page 672を参照)
を使用する際には気をつけなければならない。最新の値が必要なら、それを確実に入力するた
めに update引数を使用しなければならない。

警告: ウィンドウのスクロール方法を変更するためにこの機能を使用してはならない。これは
そのような用途のためにデザインされておらず、そのような使用では機能しないだろう。

加えて Font Lock フォント表示関数 (Font Lock fontification function) を登録するために
jit-lock-registerを使用できる。バッファーの一部が (再)フォント表示されたときは、ウィンドウ
がスクロールまたはサイズ変更されたという理由で、これが常に呼び出されるだろう。Section 23.6.4
[Other Font Lock Variables], page 503を参照のこと。

このセクションの残りの部分ではウィンドウのスクロールをともなわないウィンドウの有意な変更
を検知した際の再表示の間に呼び出される 6つのフックについて補足します。単純化するために、これ
らのフックおよびそれらが呼び出す関数をまとめてウィンドウ変更関数 (window change functions)
と呼ぶことにします。

これらのフックのうち最初のフックはウィンドウバッファー変更 (window buffer change)を検
知した後に実行されます。ウィンドウバッファー変更とはウィンドウの作成や削除、他のバッファー
の割り当てを意味します。
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[Variable]window-buffer-change-functions
この変数はウィンドウバッファー変更時の再表示の間に呼び出す関数を指定する。値は 1つの
引数を受け取る関数のリストであること。

バッファーローカルに指定された関数は、対応するバッファーを表示するすべてのウィンドウ
にたいして、最後にウィンドウ変更関数が実行されて以降にウィンドウが作成されたり、その
バッファーが割り当てられた場合に呼び出される。この場合にはそのウィンドウが引数として
渡される。

デフォルト値として指定された関数はフレームにたいして、最後にウィンドウ変更関数が実行
されて以降にそのフレームに少なくとも 1つのウィンドウの追加か削除が行われるか、別のバッ
ファーが割り当てられた場合に呼び出される。この場合にはフレームが引数として渡される。

2つ目のフックはウィンドウサイズ変更 (window size change)の検出時に実行されます。ウィン
ドウサイズ変更とはウィンドウ作成、別バッファーの割り当て、合計サイズやテキストエリアの合計
サイズの変更を意味します。

[Variable]window-size-change-functions
この変数はウィンドウサイズ変更発生時の再表示の間に呼び出される関数を指定する。値は 1
つの引数を受け取る関数のリストであること。

バッファーローカルに指定された関数は、対応するバッファーを表示するすべてのウィンドウ
にたいして、最後にウィンドウ変更関数が実行されて以降にウィンドウの追加や別バッファー
の割り当て、合計サイズやボディーサイズが変更された場合に呼び出される。この場合にはそ
のウィンドウが引数として渡される。

デフォルト値として指定された関数は、最後にフレームにたいしてウィンドウ変更関数が実行
されて以降に、そのフレーム上の少なくとも 1つのウィンドウ追加や別バッファーの割り当て、
または合計サイズやボディーサイズが変更された場合に呼び出される。この場合にはフレーム
が引数として渡される。

3つ目のフックは前回の再表示以降にウィンドウ選択変更 (window selection change)により別
のウィンドウが選択された際に実行されます。

[Variable]window-selection-change-functions
この変数は選択されたウィンドウやフレームの選択されたウィンドウの変更時の再表示の間に
実行される関数を指定する。値は 1つの引数を受け取る関数のリストであること。

バッファーローカルに指定された関数は、対応するバッファーを表示するすべてのウィンドウ
にたいして、最後にウィンドウ変更関数が実行されて以降に (すべてのウィンドウあるいはウィ
ンドウのフレーム上のすべてのウィンドウの中から)ウィンドウが選択されたり選択解除され
た場合に呼び出される。この場合にはそのウィンドウが引数として渡される。

デフォルト値として指定された関数はフレームにたいして、最後にウィンドウ変更関数が実行
されて以降のそのフレームの選択や非選択、あるいはフレームの選択されたウィンドウが変更
された場合に呼び出される。この場合にはフレームが引数として渡される。

4つ目のフックはウィンドウ状態変更 (window state change)の検出時に実行されます。ウィン
ドウ状態変更とは上述の 3つのウィンドウ変更のうち少なくとも 1つが発生したことを意味します。

[Variable]window-state-change-functions
この変数はウィンドウのバッファーかサイズの変更発生時、または選択されたウィンドウやフ
レームの選択されたウィンドウの変更時の再表示の間に呼び出される関数を指定する。値は 1
つの引数を受け取る関数のリストであること。
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バッファーローカルに指定された関数は、対応するバッファーを表示するすべてのウィンドウに
たいして、最後にウィンドウ変更関数が実行されて以降にそのウィンドウの追加や別バッファー
の割り当て、合計サイズやボディーサイズが変更されたり、(すべてのウィンドウあるいはウィ
ンドウのフレーム上のすべてのウィンドウの中から)ウィンドウが選択されたり選択解除され
た場合に呼び出される。この場合にはそのウィンドウが引数として渡される。

デフォルト値として指定された関数はフレームにたいして、最後にウィンドウ変更関数が実行
されて以降にそのフレームの少なくとも 1つのウィンドウが追加や削除、別バッファーを割り
当てられるか、合計サイズやボディーサイズの変更、またはフレームの選択または選択されて
いないウィンドウが変更された場合に呼び出される。この場合にはフレームが引数として渡さ
れる。

デフォルト値として指定された関数は、最後の再表示以降にそのフレームのウィンドウ状態変
更フラグ (以下参照)がセットされた場合にもフレームにたいして実行される。

5つ目のフックはウィンドウ構成変更 (window configuration change)の検出時に実行されます。
ウィンドウ構成変更とはバッファーやウィンドウサイズの変更を意味します。このフックは実行方向
において前記 4つのフックとは異なります。

[Variable]window-configuration-change-hook
この変数はウィンドウのバッファーかサイズの変更時の再表示の間に呼び出される関数を指定
する。値は引数を受け取らない関数のリストであること。

バッファーローカルに指定された関数は、対応するバッファーを表示するすべてのウィンドウ
にたいして、最後にウィンドウ変更関数が実行されて以降に、そのフレームの少なくとも 1つ
のウィンドウの追加や削除、別バッファーの割り当て、あるいは合計サイズやボディーサイズ
が変更された場合に呼び出される。各呼び出しは一時的にそのバッファーを表示するウィンド
ウを選択して、そのバッファーをカレントにして行われる。

デフォルト値として指定された関数は各フレームにたいして、最後にウィンドウ変更関数が実
行されて以降に、そのフレームに少なくとも 1つのウィンドウの追加や削除、別バッファーの
割り当て、あるいは合計サイズやボディーサイズが変更された場合に呼び出される。各呼び出
しは一時的にそのフレームを選択して、その選択されたウィンドウのバッファーをカレントに
して行われる。

最後に Emacsは window-state-change-functionsの振る舞いを一般化したノーマルフック
を実行します。

[Variable]window-state-change-hook
この変数のデフォルト値はウィンドウ状態変更、または少なくとも 1つのフレームでウィンド
ウ状態変更フラグのセットを検出した際の再表示の間に呼び出される関数を指定する。値は引
数を受け取らない関数のリストであること。

アプリケーションは最後の再表示以降に複数のフレームで発生した (またはシグナルされた)変
更に対処したい場合のみ、このフックに関数を配置すること。他のすべてのケースにたいして
は window-state-change-functionsに関数を配置するほうが好ましい。

ウィンドウ変更関数は各フレームにたいする再表示の間に次のように呼び出されます。まずすべての
バッファーローカルなウィンドウバッファー変更関数、ウィンドウサイズ変更関数、ウィンドウ選択変更
関数、ウィンドウ状態変更関数を順番に呼び出します。次にこれらの関数のデフォルト値を同じ順番で
呼び出します。これらの関数のデフォルト値で指定された関数の呼び出した後に、すべてのバッファー
ローカルなウィンドウ構成変更関数を呼び出します。そして最後に window-state-change-hookの
関数が実行されます。



Chapter 28: ウィンドウ 695

ウィンドウ変更関数は対応する変更が前に登録されている特定のフレームにたいしてのみ実行され
ます。そのような変更にはウィンドウの作成や削除、ウィンドウへの別バッファーやサイズの割り当て
が含まれます。そのような変更が登録されていたとしても、それは上述したフックのいずれかが実行
されることを意味しないことに注意してください。たとえばある変更がウィンドウエクスカーション
(Section 28.26 [Window Configurations], page 687を参照)のスコープ内で登録されると、ウィ
ンドウ変更関数呼び出しはウィンドウ変更関数実行時にそのエクスカーションがまだ持続している場
合のみトリガーされるでしょう。それ以前にエクスカーションが exitされていれば、そのエクスカー
ションのスコープ外で登録された変更の場合のみフックが実行されます。

フレームのウィンドウ状態変更フラグ (window state change flag)をセットすることにより、そ
のフレームにたいしてウィンドウ状態変更が実際に発生したかどうかに関わらず、次回の再表示の間に
(そのフレームにたいする) window-state-change-functionsと window-state-change-hook

のデフォルト値が実行されます。これらのフックのすべての関数を実行した後に、各フレームにたい
してフラグをリセットを行います。アプリケーションは以下の関数を使用してこのフラグのセットや
検査を行うことができます。

[Function]set-frame-window-state-change &optional frame arg
この関数は argが非 nilなら frameのウィンドウ状態変更フラグをセット、それ以外はリセッ
トする。frameは生きたフレームでなければならず、デフォルトは選択されたフレーム。

[Function]frame-window-state-change &optional frame
この関数は frameのウィンドウ状態変更フラグがセットされていれば t、それ以外は nilをリ
ターンする。frameは生きたフレームでなければならず、デフォルトは選択されたフレーム。

ウィンドウ変更関数の実行中に下記の関数を呼び出すことにより、最後の再表示以降に特定のウィ
ンドウやフレームにたいして何が変更されたかについてより詳細な知見を得ることができます。これ
らの関数はすべて生きたウィンドウを単一かつオプションの引数として受け取ります (デフォルトは
選択されたウィンドウ)。

[Function]window-old-buffer &optional window
この関数はwindowのフレームにたいして最後にウィンドウ変更関数が実行された時点におい
て、windowに表示されていたバッファーをリターンする。その時点より後に windowが作成
された場合には nilをリターンする。その時点ではwindowは表示されていなかったが、後か
ら以前に保存されたウィンドウ構成がリストアされた場合には tをリターンする。それ以外な
らリターン値はその時点で windowが表示していたバッファー。

[Function]window-old-pixel-width &optional window
この関数はウィンドウ変更関数がフレーム上で windowが生きていることを確認した最終時点
における windowのトータルピクセル幅をリターンする。その後に windowが作成された場合は
0。

[Function]window-old-pixel-height &optional window
この関数はウィンドウ変更関数がフレーム上で windowが生きていることを確認した最終時点
における windowのトータルピクセル高さをリターンする。その後に windowが作成された場
合は 0。

[Function]window-old-body-pixel-width &optional window
この関数はウィンドウ変更関数がフレーム上で windowが生きていることを確認した最終時点
における windowのテキストエリアのピクセル幅をリターンする。その後に windowが作成さ
れた場合は 0。
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[Function]window-old-body-pixel-height &optional window
この関数はウィンドウ変更関数がフレーム上で windowが生きていることを確認した最終時点
における windowのテキストエリアのピクセル高さをリターンする。その後に windowが作成
された場合は 0。

ウィンドウ変更関数が最後に実行された時点でどのウィンドウまたはフレームが選択されていたか
を調べるために以下の関数を使用できます:

[Function]frame-old-selected-window &optional frame
この関数はウィンドウ変更関数が最後に実行された時点における frameの選択されていたウィ
ンドウをリターンする。frameが省略または nilの場合のデフォルトは選択されたフレーム。

[Function]old-selected-window
この関数はウィンドウ変更関数が最後に実行された時点において選択されていたウィンドウを
リターンする。

[Function]old-selected-frame
この関数はウィンドウ変更関数が最後に実行された時点において選択されていたフレームをリ
ターンする。

ウィンドウ変更関数は最後に実行されて以降に削除されたウィンドウに関する情報は提供しないこ
とに注意してください。アプリケーションがそれを必要とする場合には、特定のバッファーを表示す
るすべてのウィンドウをバッファーのローカル変数に記憶するとともに、それをウィンドウバッファー
変更の検出時に実行されるすべてのフックのデフォルト値の関数で更新する必要があります。

ウィンドウ変更関数に関数を追加する際には、以下の点を考慮する必要があります:

• ウィンドウ変更関数の呼び出しをトリガーしない操作がある。これにはミニバッファーウィンド
ウでの別バッファー表示やツールチップウィンドウのすべての変更が含まれる。

• ウィンドウ変更関数はウィンドウの作成や削除、バッファー変更、ウィンドウのサイズや選択状態
を何も変更するべきではない。なぜならそのような変更に関する情報が他のウィンドウ変更関数
に伝播される保証は何もないから。もしそのような変更行うなら window-state-change-hook

のデフォルト値の最後にリストされる関数で行うこと。

• ウィンドウ変更関数の実行時には save-window-excursion、with-selected-window、
with-current-bufferのようなマクロを使用できる。

• マッチ デ ー タ は ウィン ド ウ 変 更 関 数 の 実 行 に よ り 保 存 や リ ス ト ア さ れ な い 。
window-configuration-change-hookの実行以外では選択されたウィンドウやフ
レーム、カレントバッファーの保存やリストアは行われない。

• ウィンドウ変更関数の実行をトリガーするすべての再表示は abort(異常終了)する可能性がある。
ウィンドウ変更関数が完了する前に abortが発生すると、ウィンドウ変更関数は以前の値、すな
わち再表示が行われなかったかのような値で再実行される。その後に abortした場合には新たな
値、すなわち再表示が実際に処理されたかのような値で実行される



697

29 フレーム

フレーム (frame)とは、1つ以上のEmacsウィンドウを含むスクリーンオブジェクトです (Chapter 28
[Windows], page 609を参照)。これはグラフィカル環境では “ウィンドウ”と呼ばれる類のオブジェ
クトです。しかし Emacsはこの単語を異なる方法で使用しているので、ここではそれを “ウィンド
ウ”と呼ぶことはできません。Emacs Lispにおいてフレームオブジェクト (frame object)とは、ス
クリーン上のフレームを表す Lispオブジェクトです。Section 2.5.4 [Frame Type], page 26を参
照してください。

フレームには最初は 1つのメインウィンドウおよび/またはミニバッファーウィンドウが含まれます。
メインウィンドウは、より小さいウィンドウに垂直か水平に分割することができます。Section 28.6
[Splitting Windows], page 623を参照してください。

端末 (terminal) とは 1 つ以上の Emacs フレームを表示する能力のあるデバイスのことです。
Emacs Lispにおいて端末オブジェクト (terminal object)とは端末を表す Lispオブジェクトです。
Section 2.5.5 [Terminal Type], page 26を参照してください。

端末にはテキスト端末 (text terminals)とグラフィカル端末 (graphical terminals)という 2つ
のクラスがあります。テキスト端末はグラフィック能力をもたないディスプレイであり、xtermやその
他の端末エミュレーターが含まれます。テキスト端末上ではそれぞれのEmacsフレームはその端末の
スクリーン全体を占有します。たとえ追加のフレームを作成してそれらを切り替えることができたと
しても、端末が表示するのは一度に 1つのフレームだけです。一方でグラフィカル端末はXウィンド
ウシステムのようなグラフィカルディスプレイシステムにより管理されています。これによりEmacs
は同一ディスプレイ上に複数のフレームを同時に表示することができます。

GNUおよびUnix systemsシステムでは、単一の Emacsセッション内でその Emacsがテキス
ト端末とグラフィカル端末のいずれで開始されたかに関わらず、任意の利用可能な端末上で追加のフ
レームを作成することができます。Emacsは、グラフィカル端末とテキスト端末の両方を同時に表示
することができます。これはたとえばリモートから同じセッションに接続する際などに便利でしょう。
Section 29.2 [Multiple Terminals], page 699を参照してください。

[Function]framep object
この述語 (predicate) は objectがフレームなら非 nil、それ以外は nilをリターンする。フ
レームにたいしてはフレームが使用するディスプレイの種類が値:

t そのフレームはテキスト端末上で表示されている。

x そのフレームはXグラフィカル端末上で表示されている。

w32 そのフレームはMS-Windowsグラフィカル端末上で表示されている。

ns そのフレームはGNUstepかMacintosh Cocoaグラフィカル端末上で表示され
ている。

pc そのフレームはMS-DOS端末上で表示されている。

[Function]frame-terminal &optional frame
この関数は frameを表示する端末オブジェクトをリターンする。frameが nilまたは未指定の
場合のデフォルトは選択されたフレーム。

[Function]terminal-live-p object
この述語は objectが生きた (削除されていない)端末なら非 nil、それ以外は nilをリターン
する。生きた端末にたいしては、リターン値はその端末上で表示されているフレームの種類を
示す。可能な値は上述の framepと同様。
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グラフィカルな端末ではフレームを 2つのタイプに区別しています。通常のトップレベルフレー
ム (top-level frame)は、ウィンドウ (ウィンドウシステム)としては端末にたいするルートウィンド
ウ (ウィンドウシステム)の子であるようなフレームです。子フレーム (child frame)は、ウィンドウ
(ウィンドウシステム)としては Emacsの別フレームのウィンドウ (ウィンドウシステム)の子である
ようなフレームです。Section 29.14 [Child Frames], page 740を参照してください。

29.1 フレームの作成

新たにフレームを作成するためには関数 make-frameを呼び出します。

[Command]make-frame &optional parameters
この関数はカレントバッファーを表示するフレームを作成してそれをリターンする。

parameters引数は新たなフレームのフレームパラメーターを指定する alist。Section 29.4
[Frame Parameters], page 713を参照のこと。alist内で terminalパラメーターを指定する
と新たなフレームはその端末上で作成される。それ以外の場合には、alist内で window-system

フレームパラメーターを指定すると、それはフレームがテキスト端末とグラフィカル端末のど
ちらで表示されるべきかを決定する。Section 39.24 [Window Systems], page 1085を参照
のこと。どちらも指定しなければ新たなフレームは選択されたフレームと同じ端末上に作成さ
れる。

parametersで指定されなかったパラメーターのデフォルトは連想リスト default-frame-

alist内の値となる。そこでも指定されないパラメーターのデフォルトはXリソース、またはそ
のオペレーティングシステムで同等なものの値 (Section “X Resources” in The GNU Emacs
Manualを参照)。フレームが作成された後に、この関数は frame-inherited-parameters

(以下参照) 内で指定されたパラメーターのうち未割り当てのパラメーターにたいして、
make-frame呼び出し時に選択されていたフレームから値を取得して適用する。

マルチモニターディスプレイ (Section 29.2 [Multiple Terminals], page 699を参照)では、
ウィンドウマネージャーが parameters内の位置パラメーター (Section 29.4.3.2 [Position
Parameters], page 716を参照)の指定とは異なる位置にフレームを配置するかもしれないこ
とに注意。たとえばウィンドウの大きな部分、いわゆる支配モニター (dominating monitor)
上のフレームを表示するポリシーをもつウィンドウマネージャーがいくつかある。

この関数自体が新たなフレームを選択されたフレームにする訳ではない。Section 29.10 [Input
Focus], page 733を参照のこと。以前に選択されていたフレームは選択されたままである。し
かしグラフィカル端末上ではウィンドウシステム自身の理由によって新たなフレームが選択さ
れるかもしれない。

[Variable]before-make-frame-hook
make-frameがフレームを作成する前に、それにより実行されるノーマルフック。

[Variable]after-make-frame-functions
make-frameがフレームを作成した後に実行するアブノーマルフック。after-make-frame-

functions内の各関数は作成された直後のフレームを単一の引数として受け取る。

initファイルでこれらのフックに追加した関数は、初期フレームの作成後に Emacsが initファイ
ルを読み込むために、通常は初期フレームにたいして実行されないことに注意してください。しかし
別のミニバッファーフレーム (Section 29.9 [Minibuffers and Frames], page 733を参照)を使用
して初期フレームを指定すれば、これらの関数はミニバッファーなしのフレームとミニバッファーフ
レームの両方にたいして実行されます。
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[Variable]frame-inherited-parameters
この変数はカレントで選択されているフレームから継承して新たに作成されたフレームのフレー
ムパラメーターのリストを指定する。リスト内の各要素は make-frameの処理において前に割
り当てられていないパラメーター (シンボル)であり、make-frameは新たに作成されたフレー
ムのそのパラメーターに選択されたフレームの値をセットする。

[User Option]server-after-make-frame-hook
Emacsサーバーがクライアントフレームを作成する際に実行されるノーマルフック。このフック
の呼び出し時には作成されたフレームが選択されたフレームとなる。Section “Emacs Server”
in The GNU Emacs Manualを参照のこと。

29.2 複数の端末

Emacs はそれぞれの端末を端末オブジェクト (terminal object) というデータ型で表します (Sec-
tion 2.5.5 [Terminal Type], page 26を参照)。GNUおよび Unixシステムでは Emacsはそれぞ
れのセッション内で複数の端末を同時に実行できます。その他のシステムでは単一の端末だけが使用
できます。端末オブジェクトはそれぞれ以下の属性をもちます:

• その端末により使用されるデバイスの名前 (たとえば ‘:0.0’や/dev/tty )。

• その端末により使用される端末とキーボードのコーディングシステム。Section 33.10.8 [Terminal
I/O Encoding], page 879を参照のこと。

• その端末に関連付けられたディスプレイの種類。これは関数 terminal-live-pによりリターン
されるシンボル (たとえば x、t、w32、ns、pc )。Chapter 29 [Frames], page 697を参照の
こと。

• 端末パラメーターのリスト。Section 29.5 [Terminal Parameters], page 730を参照のこと。

端末オブジェクトを作成するプリミティブはありません。make-frame-on-display (以下参照)
を呼び出したときなどに、Emacsが必要に応じてそれらを作成します。

[Function]terminal-name &optional terminal
この関数は terminalにより使用されるデバイスのファイル名をリターンする。terminalが省略
または nilの場合のデフォルトは選択されたフレームの端末。terminalはフレームでもよく、
その場合はそのフレームの端末。

[Function]terminal-list
この関数はすべての生きた端末オブジェクトのリストをリターンする。

[Function]get-device-terminal device
この関数は deviceにより与えられたデバイス名の端末をリターンする。deviceが文字列なら
端末デバイス名、または ‘host:server.screen’という形式の Xディスプレイのいずれかを
指定できる。deviceならこの関数はそのフレームの端末をリターンする。nilは選択されたフ
レームを意味する。最後にもし deviceが生きた端末を表す端末オブジェクトなら、その端末が
リターンされる。引数がこれらのいずれとも異なれば、この関数はエラーをシグナルする。

[Function]delete-terminal &optional terminal force
この関数は terminal上のすべてのフレームを削除して、それらが使用していたリソースを解放
する。これらはアブノーマルフック delete-terminal-functionsを実行して、各関数の引
数として terminalを渡す。

terminalが省略または nilの場合のデフォルトは選択されたフレームの端末。terminalはフ
レームでもよく、その場合はそのフレームの端末を意味する。
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この関数は通常は唯一アクティブな端末の削除を試みるとエラーをシグナルするが、forceが非
nilならこれを行うことができる。端末上で最後のフレームを削除した際には、Emacsは自動
的にこの関数を呼び出す (Section 29.7 [Deleting Frames], page 731を参照)。

[Variable]delete-terminal-functions
delete-terminalにより実行されるアブノーマルフック。各関数は delete-terminalに渡
された terminalを唯一の引数として受け取る。技術的な詳細により、この関数は端末の削除の
直前または直後のいずれかに呼び出される。

数は多くありませんが、Lisp変数のいくつかは端末ローカル (terminal-local)です。つまりそれ
らは端末それぞれにたいして個別にバインディングをもちます。いかなるときも実際に効果をもつバ
インディングはカレントで選択されたフレームに属する端末にたいして 1つだけです。これらの変数
には default-minibuffer-frame、defining-kbd-macro、last-kbd-macro、system-key-
alistが含まれます。これらは常に端末ローカルであり、決してバッファーローカル (Section 12.11
[Buffer-Local Variables], page 191を参照)にはできません。

GNUおよび Unixシステムでは、Xディスプレイはそれぞれ別のグラフィカル端末になります。
Xウィンドウシステム内で Emacsが開始された際は環境変数 DISPLAY、または ‘--display’オプ
ション (Section “Initial Options” in The GNU Emacs Manualを参照)により指定されたXディ
スプレイを使用します。Emacsはコマンド make-frame-on-displayを通じて別のXディスプレイ
に接続できます。それぞれのXディスプレイは、それぞれが選択されたフレームとミニバッファーを
もちます。しかしあらゆる瞬間 (Section 29.10 [Input Focus], page 733を参照)において、それら
のフレームのうちの 1つだけが、いわゆる選択されたフレームになります。emacsclientとの対話に
より、Emacsが別のテキスト端末と接続することさえ可能です。Section “Emacs Server” in The
GNU Emacs Manualを参照してください。

1 つの X サーバーが 1 つ以上のディスプレイを処理できます。各 X ディスプレイには
‘hostname:displaynumber.screennumber’という 3つの部分からなる名前があります。1つ目の
部分の hostnameはその端末が物理的に接続されるマシン名です。2つ目の部分の displaynumber
は同じキーボードとポインティングデバイス (マウスやタブレット等)を共有するマシンに接続された
1つ以上のモニターを識別するための 0基準の番号です。3つ目の部分の screennumberは、その X
サーバー上の単一のモニターコレクション (a single monitor collection)の一部である 0基準のス
クリーン番号 (個別のモニター)です。1つのサーバー配下にある 2つ以上のスクリーンを使用する際
には、Emacsはそれらの名前の同一部分から、それらが単一のキーボードを共有することを知るこ
とができるのです。

MS-WindowsのようにXウィンドウシステムを使用しないシステムはXディスプレイの概念を
サポートせず、各ホスト上には 1つのディスプレイだけがあります。これらのシステム上のディスプ
レイ名は上述したような 3つの部分からなる名前にしたがいません。たとえばMS-Windowsシステ
ム上のディスプレイ名は文字列定数 ‘w32’です。これは互換性のために存在するものであり、ディスプ
レイ名を期待する関数にこれを渡すことができます。

[Command]make-frame-on-display display &optional parameters
この関数は display上に新たにフレームを作成してそれをリターンする。その他のフレームパ
ラメーターは、parametersという alistから取得する。displayは Xディスプレイの名前 (文
字列)であること。

この関数はフレーム作成前にEmacsがグラフィックを表示するためにセットアップされること
を保証する。(テキスト端末上で開始された等で)たとえば EmacsがXリソースを未処理なら
この時点で処理を行う。他のすべての点においては、この関数は make-frame(Section 29.1
[Creating Frames], page 698を参照)と同様に振る舞う。
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[Function]x-display-list
この関数は EmacsがどのXディスプレイに接続したかを識別するリストをリターンする。こ
のリストの要素は文字列で、それぞれがディスプレイ名を表す。

[Function]x-open-connection display &optional xrm-string must-succeed
この関数はディスプレイ上にフレームを作成することなく、Xディスプレイ displayへの接続を
オープンする。通常は make-frame-on-displayが自動的に呼び出すので、Emacs Lispプ
ログラムがこの関数を呼び出す必要はない。これを呼び出す唯一の理由は、与えられたXディ
スプレイにたいして通信を確立できるかどうかチェックするためである。

オプション引数 xrm-stringが非 nilなら、それは.Xresourcesファイル内で使用されるフォー
マットと同一なリソース名とリソース値。Section “X Resources” in The GNU Emacs
Manualを参照のこと。これらの値はそのXサーバー上で記録されたリソース値をオーバーラ
イドして、このディスプレイ上で作成されるすべての Emacsフレームにたいして適用される。
以下はこの文字列がどのようなものかを示す例:

"*BorderWidth: 3\n*InternalBorder: 2\n"

must-succeedが非 nilなら、接続オープンの失敗によりEmacsが終了させられる。それ以外
なら通常の Lispエラーとなる。

[Function]x-close-connection display
この関数はディスプレイ displayへの接続をクローズする。これを行う前には、まずそのディス
プレイ上でオープンしたすべてのフレームを削除しなければならない (Section 29.7 [Deleting
Frames], page 731を参照)。

マルチモニターのセットアップにおいて、単一のXディスプレイが複数の物理モニターに出力される
場合があります。そのようなセットアップを取得するために関数 display-monitor-attributes-

listと frame-monitor-attributesを使用できます。

[Function]display-monitor-attributes-list &optional display
この関数は display上の物理モニターの属性のリストをリターンする。displayにはディスプレ
イ名 (文字列)、端末、フレームを指定でき、省略または nilの場合のデフォルトは選択された
フレームのディスプレイ。このリストの各要素は物理モニターの属性を表す連想リスト。1つ目
の要素はプライマリーモニターである。以下は属性のキーと値:

‘geometry’
‘(x y width height)’のようなピクセル単位でのそのモニターのスクリーンの
左上隅の位置とサイズ。そのモニターがプライマリーモニターでなければ、いく
つかの座標が負になり得る。

‘workarea’
‘(x y width height)’のようなピクセル単位でのワークエリア (使用可能なス
ペース) の左上隅の位置とサイズ。ウィンドウマネージャーのさまざまな機能
(dock、taskbar 等) によりそのスペースが占有される ‘geometry’とは異なり、
これはワークエリアから除外され得る。そのような機能が実際にワークエリアか
ら差し引かれるかどうかは、そのプラットフォームと環境に依存する。繰り返し
になるが、そのモニターがプライマリーモニターでなければ、いくつかの座標は
負になり得る。

‘mm-size’ ‘(width height)’<のようなミリメートル単位での幅と高さ。

‘frames’ その物理モニターが支配 (dominate)するフレームのリスト (以下参照)。
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‘name’ stringのようなその物理モニターの名前。

‘source’ stringのようなマルチモニターの情報ソース (例: ‘XRandr’、‘Xinerama’等)。

x、y、width、heightは整数。‘name’と ‘source’は欠落しているかもしれない。

あるモニター内にフレームの最大領域がある、または (フレームがどの物理モニターにも跨
がらないなら)そのモニターがフレームに最も近いとき、フレームは物理モニターにより支配
(dominate)される。グラフィカルなディスプレイ内の (ツールチップではない)すべてのフレー
ムは、たとえそのフレームが複数の物理モニターに跨がる (または物理モニター上にない)とし
ても、(可視か否かによらず)正確に 1つの物理モニターにより支配される。

以下は 2つのモニターディスプレイ上でこの関数により生成されたデータの例:

(display-monitor-attributes-list)

⇒
(((geometry 0 0 1920 1080) ;; 左手側プライマリーモニター
(workarea 0 0 1920 1050) ;; タスクバーが幾分かの高さを占有
(mm-size 677 381)

(name . "DISPLAY1")

(frames #<frame emacs@host *Messages* 0x11578c0>

#<frame emacs@host *scratch* 0x114b838>))

((geometry 1920 0 1680 1050) ;; 右手側モニター
(workarea 1920 0 1680 1050) ;; スクリーン全体を使用可
(mm-size 593 370)

(name . "DISPLAY2")

(frames)))

[Function]frame-monitor-attributes &optional frame
この関数は frameを支配 (上記参照)する物理モニターの属性をリターンする。 frameのデフォ
ルトは選択されたフレーム。

マルチモニターディスプレーではフレームを指定したモニター上にするためにコマンド
make-frame-on-monitorを使用することが可能です。

[Command]make-frame-on-monitor monitor &optional display parameters
この関数は display上に配置されるmonitorに新たにフレームを作成してそれをリターンする。
その他のフレームパラメーターは、parametersという alistから取得する。monitorは物理モ
ニター名であり、display-monitor-attributes-list関数のリターン値の属性 nameの文
字列と同一の文字列であること。displayはXディスプレイの名前 (文字列)であること。

29.3 フレームのジオメトリー

フレームのジオメトリー (geometry)は、そのEmacsインスタンスのビルドに使用されたツールキッ
ト、およびそのフレームを表示する端末に依存します。このチャプターではこれらの依存関係とそれら
を処理するいくつかの関数を説明します。これらの関数すべてにたいして、frame引数には生きたフ
レームを指定する必要があることに注意してください (Section 29.7 [Deleting Frames], page 731
を参照)。省略または nilなら選択されたフレーム (Section 29.10 [Input Focus], page 733を参照)
が指定されます。
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29.3.1 フレームのレイアウト

可視なフレームは端末のディスプレイの矩形 (rectangular)の領域を占有します。この領域にはそれ
ぞれが異なる用途をサービスする、いくつかのネストされた矩形を含むことができます。以下のスケッ
チはグラフィカル端末上でのレイアウトを描いたものです:

<------------ Outer Frame Width ----------->

____________________________________________

^(0) ________ External/Outer Border _______ |

| | |_____________ Title Bar ______________| |

| | (1)_____________ Menu Bar ______________| | ^

| | (2)_____________ Tool Bar ______________| | ^

| | (3) _________ Internal Border ________ | | ^

| | | | ^ | | | |

| | | | | | | | |

Outer | | | Inner | | | Native

Frame | | | Frame | | | Frame

Height | | | Height | | | Height

| | | | | | | | |

| | | |<--+--- Inner Frame Width ------->| | | |

| | | | | | | | |

| | | |___v______________________________| | | |

| | |___________ Internal Border __________| | v

v |___________ External/Outer Border __________|

<-------- Native Frame Width -------->

実際のところ上図で示した領域すべてが存在するわけではありません。これらの領域については以
下で説明します。

アウターフレーム (Outer Frame)
アウターフレーム (outer frame) とは上図で示すすべての領域を網羅する矩形。この
矩形の端はそのフレームのアウターエッジ (outer edges)と呼ばれる。フレームのアウ
ター幅 (outer width)とアウター高さ (outer height)は併せて矩形のアウターサイズ
(outer size)を指定する。

フレームのアウターサイズを把握することはフレームのディスプレイの作業領域にフ
レームをフィットさせたり、スクリーンで 2つのフレームを隣接して配置するのに有用
である (Section 29.2 [Multiple Terminals], page 699を参照)。アウターサイズは通
常はフレームが少なくとも 1回マップ (可視にすること。Section 29.11 [Visibility of
Frames], page 737を参照)された後でなければ利用できない。初期フレームやまだ作
成されていないフレームにたいするアウターサイズは予想するかウィンドウシステムや
ウィンドウマネージャーのデフォルトから計算しなければならない。回避策としてはマッ
プ済みフレームのアウターサイズとネイティブサイズを取得して、新たなフレームのア
ウターサイズの計算に使用すればよい。

(上図 ‘(0)’で示される) アウターフレームの左上隅の位置はフレームのアウター位置
(outer position)と呼ばれる。グラフィカルなフレームのアウター位置は、ディスプレ
イではフレームのリサイズやレイアウト変更では未変更のままなので、そのフレームの
“位置”としても参照される。

アウター位置はフレームパラメーター leftと topを通じて指定とセットができる (Sec-
tion 29.4.3.2 [Position Parameters], page 716を参照)。これらのパラメーターは通
常のトップレベルのフレームにたいして、通常はフレームのディスプレイの原点からみ
た絶対位置 (以下参照)を表す。子フレーム (Section 29.14 [Child Frames], page 740
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を参照)にたいしては親フレームのネイティブ位置 (以下参照)から相対的な位置を表す。
これらのパラメーターの値はテキスト端末のフレームでは意味がなく常に 0である。

エクスターナルボーダー (External Border)
エクスターナルボーダー (external border)はウィンドウマネージャーにより提供される
装飾の一部。典型的にはマウスによるフレームのリサイズで典型的に使用される。そのた
め “全画面化 (fullboth)”や最大化されたフレームでは表示されない (Section 29.4.3.3
[Size Parameters], page 718を参照)。エクスターナルボーダーの幅はウィンドウマ
ネージャーにより決定されて、Emacsの関数では変更できない。

テキスト端末のフレームではエクスターナルボーダーは存在しない。グラフィカルなフ
レームではフレームパラメーター override-redirectと undecoratedをセットする
ことにより表示を抑制できる (Section 29.4.3.8 [Management Parameters], page 724
を参照)。

アウターボーダー (Outer Border)
アウターボーダー (outer border) はフレームパラメーター border-width

(Section 29.4.3.4 [Layout Parameters], page 720 を参照) で指定可能な分割
線。実際にはエクスターナルボーダーとアウターボーダーのいずれかが表示される
が、両方が同時に表示されることはない。アウターボーダーはツールチップフレーム
(Section 39.25 [Tooltips], page 1086 を参照)、子フレーム (Section 29.14 [Child
Frames], page 740を参照)、および undecoratedや override-redirectをセット
されたフレーム (Section 29.4.3.8 [Management Parameters], page 724を参照)の
ようにウィンドウマネージャーにより (完全に)制御される特別なフレームでは通常は表
示されない。

アウターボーダーはテキスト端末のフレームとGTK+ルーチンが生成したフレームでは
表示されない。MS-Windowsではアウターボーダーはピクセル幅が 1のエクスターナ
ルボーダーの助けを借りてエミュレートされる。X上でのツールキットによらないビル
ドではフレームパラメーター border-colorをセットすることによりアウターボーダー
のカラーを変更できる (Section 29.4.3.4 [Layout Parameters], page 720を参照)。

タイトルバー (Title Bar)
タイトルバー (title bar)、いわゆるキャプションバー (caption bar)もウィンドウマネー
ジャーの装飾の一部であり通常はフレームのタイトル (Section 29.6 [Frame Titles],
page 731を参照)、同様に最小化や最大化、削除のボタンを表示する。これはマウスによ
るフレームのドラッグにも使用できる。タイトルバーは通常は全画面化 (fullboth)された
フレーム (Section 29.4.3.3 [Size Parameters], page 718を参照)、ツールチップフレー
ム (Section 39.25 [Tooltips], page 1086を参照)、子フレーム (Section 29.14 [Child
Frames], page 740を参照)では表示されず、端末フレームでは存在しない。タイトル
バーの表示はフレームパラメーター override-redirectや undecoratedをセットす
ることにより抑制できる (Section 29.4.3.8 [Management Parameters], page 724を
参照)。

メニューバー (Menu Bar)
メニューバー (Section 22.17.5 [Menu Bar], page 454 を参照) にはインターナル
(Emacs 自身が描画) とエクスターナル (ツールキトが描画) がある。ほとんどのビル
ド (GTK+、Lucid、Motif、MS-Windows)ではエクスターナルメニューバーを依拠と
する。NSもエクスターナルメニューバーを使用するが、これはアウターフレームの一部で
はない。非ツールキットのビルドはインターナルメニューバーを提供できる。テキスト端
末フレームではメニューバーはフレームのルートウィンドウの一部である (Section 28.2
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[Windows and Frames], page 610を参照)。ルールとして子フレームでメニューバー
が表示されることはない (Section 29.14 [Child Frames], page 740を参照)。パラメー
ター menu-bar-lines (Section 29.4.3.4 [Layout Parameters], page 720を参照)
をセットすることによりメニューバーの表示は抑制できる。

メニューバーの幅がフレームにフィットするには大きくなりすぎた際に折り返されるか
(wrapped)、それとも切り詰められるか (truncated)はツールキットに依存する。通常
はMotifとMS-Windowsのビルドだけがニューバーを折り返すことができる。これら
はメニューバーの折り返し、またはそれを解除する際にフレームのアウター高さの保持
を試みるの、でかわりにフレームのネイティブ高さ (以下参照)が変更される。

ツールバー (Tool Bar)
メニューバーと同じように、ツールバーにはインターナルツールバー (Emacsが描画)と
エクスターナルツールバー (ツールキットが描画)がある。GTK+とNSのビルドにはそ
れらのツールキットが描画するツールバーがある。その他のビルドはインターナルツール
バーを使用する。GTK+ではフレームのインタナルボーダー (以下参照)のすぐ外側のい
ずれかのサイドにツールバーを配置できる。子フレームは通常はツールバーを表示しない
(Section 29.14 [Child Frames], page 740を参照)。パラメーター tool-bar-lines

(Section 29.4.3.4 [Layout Parameters], page 720を参照)に 0をセットすることで
ツールバーの表示を抑制できる。

変数 auto-resize-tool-barsが非 nilなら、フレームに収まらないほど幅が大きく
なると Emacsはツールバーを折り返す。Emacsがインターナルツールバーの折り返し
や折り返しの解除を行う場合には、デフォルトではフレームのアウター高さを未変更に
保つので、かわりにフレームのネイティブ高さ (以下参照)が変更される。一方GTK+
とともにビルドされた Emacsではツールバーの折り返しは決して行われないが、長く
なりすぎたツールバーが収まるようにフレームのアウター幅が自動的に増加される。

ネイティブフレーム (Native Frame)
ネイティブフレーム (native frame)は全体的にアウターフレーム内に配置される。ネイ
ティブフレームにはエクスターナルボーダーとアウターボーダー、タイトルバーとエク
スターナルメニューバーとツールバーが占有する領域は含まれない。ネイティブフレー
ムのエッジ (edge: 端)はフレームのネイティブエッジ (native edges)と呼ばれる。フ
レームのネイティブサイズ (native size)ハ、フレームのネイティブ幅 (native width)
とネイティブ高さ (native height)で指定される。

フレームのネイティブサイズはEmacs内のフレームの作成やリサイズをEmacsが行う
際にウィンドウシステムやウィンドウマネージャーに渡すサイズである。これはたとえ
ばタイトルバーの対応するボタンのクリックによりフレームを最大化した後やマウスで
エクスターナルボーダーをドラッグした際等、フレームの (ウィンドウシステムの)ウィ
ンドウをリサイズする際にウィンドウシステムやウィンドウマネージャーに渡すサイズ
でもある。

ネイティブフレームの左上隅の位置はフレームのネイティブ位置 (native position)を
指定する。上図の (1)から (3)は種々のビルドにたいするネイティブ位置を示す。

(1) 非ツールキットと端末フレーム

(2) Lucid、Motif、MS-Windowsのフレーム

(3) GTK+とNSのフレーム

したがって Lucid、Motif、MS-Windowsではネイティブ高さにツールバーの高さは含
まれるがメニューバーの高さは含まれず、非ツールキットおよび端末のフレームではメ
ニューバーとツールバーの高さは含まれない。
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フレームのネイティブ位置はマウスのカレント位置 (Section 29.16 [Mouse Position],
page 744 を参照) のセットやリターンを行う関数や window-edges、window-at、
coordinates-in-window-pのようにウィンドウ位置 (Section 28.24 [Coordinates
and Windows], page 682 を参照) を扱う関数にたいして参照位置となる。これはフ
レームの子フレームの配置や位置にたいする原点 (0, 0)も指定する。

フレームパラメーター override-redirectや undecorated (Section 29.4.3.8
[Management Parameters], page 724を参照)を変更してウィンドウマネージャーの
装飾の削除や追加を行う際にも、フレームのネイティブ位置は未変更のままであること
にも注意。

インターナルボーダー (Internal Border)
インターナルボーダーはインナーフレーム周囲にEmacsが描画するボーダー (以下参照)。
インターナルボーダーの幅はフレームパラメーター internal-border-width (Sec-
tion 29.4.3.4 [Layout Parameters], page 720を参照)、カラーは internal-border

フェイスのバックグラウンドで指定される。

インナーフレーム (Inner Frame)
インナーフレーム (inner frame)はフレームのウィンドウにたいして予約された矩形のこ
と。インナーフレームはインターナルボーダー (これはインナーフレームの一部ではない)
に囲われている。インナーフレームのエッジはフレームのインナーエッジ (inner edges)
と呼ばれる。この矩形のインナーサイズ (inner size)はインアー幅 (inner width)とイ
ンナー高さ (inner height)により指定される。このインナーフレームはフレームのディ
スプレイエリア (display area)として参照されることもある。

ルールとしてインナーフレームはフレームのルートウィンドウ (Section 28.2 [Windows
and Frames], page 610を参照)とミニバッファーウィンドウ (Section 20.11 [Mini-
buffer Windows], page 372を参照)に細分される。この 2つには注目すべき 2つの
例外がある。それはミニバッファーウィンドウをもたないルートウィンドウのみのミニ
バッファー lessフレーム (minibuffer-less frame)と、ミニバッファーウィンドウだけ
をもち、それがフレームのルートウィンドウの役目も果たすミニバッファー onlyウィ
ンドウ (minibuffer-only frame) である。そのようなフレーム構成を作成する方法は
Section 29.4.2 [Initial Parameters], page 714を参照のこと。

テキストエリア (Text Area)
フレームのテキストエリア (text area)はネイティブフレームに埋め込み可能な一種の架
空領域である。テキストエリアの位置は指定されない。テキストエリアの幅はネイティブ
幅からインターナルボーダーの幅、そのフレームに指定されていれば (Section 29.4.3.4
[Layout Parameters], page 720を参照)1つの垂直スクロールバーの幅、左右のフリン
ジ各 1の幅を取り除くことにより取得できる。テキストエリアの高さはネイティブ高さ
からインターナルボーダーの幅、そのフレームに指定されていればフレームのインター
ナルメニューバーとインターナルツールバーの高さ、1つの水平スロールバーの高さを
取り除くことにより取得できる。

フレームの絶対位置 (absolute position)は (X, Y)というペア、またはフレームのディスプレイ
の原点 (0, 0)から相対的な水平および垂直のピクセル単位のオフセットにより与えられる。これに対
応してフレームの絶対エッジ (absolute edges)はこの原点からのピクセル単位のオフセットにより与
えられる。

マルチモニターではディスプレイの原点が端末の利用可能な表示エリア全体の左上隅と一致する必
要はない。したがってそのような環境では、たとえそのフレームが完全に可視であってもフレームの
絶対位置は負の値になり得る。
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慣例により垂直方向のオフセットは “下方向”にたいして増加する。これはフレームの下エッジか
ら上エッジのオフセットを減ずることによりフレームの高さが得られることを意味する。期待される
ように水平方向のオフセットは “右方向”にたいして増加するので、フレームの右エッジから左エッジ
のオフセットを減ずることによりフレームの幅を計算できる。

以下の関数はグラフィカル端末上のフレームにたいして上述したエリアのサイズをリターンします:

[Function]frame-geometry &optional frame
この関数は frameの幾何学的な属性をリターンする。リタ^ン値は以下のような属性のリスト
の連想リスト。すべての座標、高さや幅の値はピクセル単位の整数。まだ frameがマップされ
ていなければ (Section 29.11 [Visibility of Frames], page 737を参照)、いくつかのリター
ン値は実際の値の近似値しか表していないかもしれない (それらの値はフレームのマップ後に
確認可能になる)。

outer-position

frameのアウターフレームの絶対位置を表すコンスであり、frameのディスプレ
イの原点 (0, 0)から相対的な位置。

outer-size

frameのアウター幅とアウター高さを表すコンス。

external-border-size

ウィンドウマネージャーにより与えられる、frameエクスターナルボーダーの水
平幅と垂直幅を表すコンス。ウィンドウマネージャーによりこれらの値が提供さ
れなければ、Emacsはアウターフレームとインナーフレームの座標からそれらの
推測を試みる。

outer-border-width

frameのアウターボーダーの幅。この値は非GTK+のXビルドでのみ意味がある。

title-bar-size

ウィンドウマネージャーまたはオペレーティングシステムが与える、frameのタ
イトルバーの幅と高さを表すコンス。いずれも 0なら、そのフレームにタイトル
バーはない。幅だけが 0なら、Emacsが幅の情報を取得できなかったことを意味
する。

menu-bar-external

非 nilなら、それはメニューバーがエクスターナルである (frameのネイティブフ
レームの一部ではない)ことを意味する。

menu-bar-size

frameのメニューバーの幅と高さを表すコンス。

tool-bar-external

非 nilなら、それはツールバーがエクスターナルである (frameのネイティブフ
レームの一部ではない)ことを意味する。

tool-bar-position

これはツールバーが frameのどの端に配置されているかを示し left、top、
right、bottomのいずれか。現在のところ top以外の値をサポートするツール
キットはGTK+のみ。

tool-bar-size

frameのツールバーの幅と高さを表すコンス。
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internal-border-width

frameのインターナルボーダーの幅。

以下の関数はフレームにたいするアウター、ネイティブ、インナーのエッジの取得に使用できます。

[Function]frame-edges &optional frame type
この関数は frameのアウター、ネイティブ、インナーフレームの絶対エッジをリターンする。
frameは生きたフレームでなければならずデフォルトは選択されたフレーム。リターンされる
リストは (left top right bottom)という形式をもつ。すべて frameのディスプレイの原
点から相対的なピクセル単位の値。端末フレームでは leftと topにたいしてリターンされる値
は常に 0。

オプション引数 typeはリターンするエッジのタイプを指定する。outer-edgesは frameのア
ウターエッジ、native-edges (か nil)はネイティブエッジ、inner-edgesはインナーエッ
ジをリターンすることを意味する。

慣例により leftと topにたいしてリターンされたディスプレイのピクセル位置は frameの内部
(一部)とみなされる。したがって leftと topがいずれも 0なら、ディスプレイの原点のピクセ
ル位置は frameの一部となる。その一方で bottomと rightのピクセル位置は frameのすぐ外
側にあるとみなされる。これはたとえば 2つの横並びのフレームがあり、左フレームの右アウ
トーエッジが右フレームの左エッジと等しければ、そのエッジ上のピセルは右フレームの一部
として表されることを意味する。

29.3.2 フレームのフォント

フレームにはそれぞれ、そのフレームにたいするデフォルト文字サイズを指定するデフォルトフォン
ト (default font)があります。このサイズは、行や列の単位でのフレームサイズの取得や変更での使
用を意図したものです (Section 29.4.3.3 [Size Parameters], page 718を参照)。これはウィンド
ウのリサイズ (Section 28.3 [Window Sizes], page 614を参照)や分割 (Section 28.6 [Splitting
Windows], page 623を参照)の際にも使用されます。

“デフォルト文字高さ (default character height)t”のかわりに行高さ (line height)や正準文字高
さ (canonical character height)という用語を使用するときがあります。同様に “デフォルト文字幅
(default character width)”のかわりに列幅 (column width)や正準文字幅 (canonical character
width)という用語も使用されます。

[Function]frame-char-height &optional frame
[Function]frame-char-width &optional frame

これらの関数はピクセルで測った frame内の文字のデフォルトの高さまたは幅をリターンする。
両者をあわせたサイズにより frameの frameのサイズが確立される。値は frameにたいして選
択されたフォントに依存する。Section 29.4.3.10 [Font and Color Parameters], page 727
を参照のこと。

以下の関数でデフォルトフォントを直接セットすることもできます:

[Command]set-frame-font font &optional keep-size frames
これはデフォルトフォントに fontをセットする。インタラクティブに呼び出された際にはフォ
ント名の入力を求めて、選択されたフレームにそのフォントを使用する。Lispから呼び出す際
には、fontはフォント名 (文字列)、フォントオブジェクト、フォントエンティティー、フォン
ト specのいずれかであること。

オプション引数 keep-sizeが nilならフレームの行数と列数を固定に保つ (非 nilなら次セク
ションで説明するオプション frame-inhibit-implied-resizeがこれをオーバーライドす
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るだろう)。keep-sizeが非 nil (またはプレフィクス引数を指定)なら行数と列数を調節するこ
とにより、カレントフレームのディスプレーエリアのサイズの維持を試みる。

オプション引数 framesが nilなら、そのフォントは選択されたフレームだけに適用される。
framesが非 nilならそれは作用するフレームのリスト、またはすべての既存フレームおよび将
来のすべてのグラフィカルフレームを意味する tのいずれかであること。

29.3.3 フレームの位置

グラフィカルなシステムでは通常のトップレベルのフレームの位置はアウターフレームの絶対位置とし
て指定されます (Section 29.3 [Frame Geometry], page 702を参照)。子フレーム (Section 29.14
[Child Frames], page 740を参照)の位置は親フレームのネイティブ位置から子フレームのアウター
エッジまでのピクセル単位のオフセットとして相対的に指定されます。

フレーム位置はフレームパラメーター leftと top(Section 29.4.3.2 [Position Parameters],
page 716を参照)を使用すれば変更やアクセスができます。既存の可視なフレームの位置を処理する
ために追加で 2つの関数が存在します。いずれの関数でも引数 frameは生きたフレームでなければな
らず、デフォルトは選択されたフレームです。

[Function]frame-position &optional frame
この関数は子フレームではない通常のフレームにたいしてフレームのアウター位置
(Section 29.3.1 [Frame Layout], page 703 を参照) を、フレームのディスプレイの原点
(0, 0)からのピクセル座標をコンスセルでリターンする。子フレーム (Section 29.14 [Child
Frames], page 740を参照)にたいしてはフレームのアウター位置を、frameのネイティブ位
置を原点 (0, 0)として、そこからのピクセル座標をリターンする。

負の値は frameのディスプレイまたは親フレームの右エッジか下エッジからのオフセットでは
ない。これらは frameのアウター位置が、フレームのデイスプレイの原点または親フレームの
ネイティブ位置の左および/または上にあることを意味する。これは通常は frameの一部だけ
が可視 (または完全に不可視)であることを意味している。しかしディスプレイの原点がディス
プレイの左上隅と一致しないシステムではセカンダリーモニター上ではフレームは可視かもし
れない。

てきすと端末ではいずれの値も 0。

[Function]set-frame-position frame x y
この関数は frameのアウターフレームの位置を (x, y)にセットする。後の引数は通常は frame
のディスプレイの位置 (0, 0)にある原点からのピクセル数、子フレームでは frameの親フレー
ムのネイティブ位置からのピクセル数。

負のパラメーター値はアウターフレームの右エッジをスクリーンの右エッジ (または親フレー
ムのネイティブ矩形位置)から左に-xピクセル、または下エッジをスクリーンの下エッジ (また
は親フレームのネイティブ矩形位置)から上に-yピクセルの位置にセットする。

負の値では frameの右エッジや下エッジを性格にディスプレイや親フレームの右エッジや下
エッジには揃えられないことに注意。負の値ではディスプレイや親フレーム内にあるエッジに
ある位置は指定できない。フレームパラメーター leftと top (Section 29.4.3.2 [Position
Parameters], page 716を参照)でこれを行うことはできるものの、初期フレームや新たなフ
レームでは依然として良好な結果は得られないかもしれない。

この関数はテキスト端末フレームでは効果がない。

[Variable]move-frame-functions
このフックはウィンドウシステムやウィンドウマネージャーがフレームを (新たな位置を割り当
てて)移動した際に実行される関数を指定する。関数は移動されたフレームを単一の引数とし
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て実行される。子フレーム (Section 29.14 [Child Frames], page 740を参照)では親フレー
ムとの関連性においてのフレーム位置が変更されたときだけ関数が実行される。

29.3.4 フレームのサイズ

Emacs内からフレームサイズ (size of a frame)を指定する正規の方法はテキストサイズ (text size)
の指定による方法です (フレームのテキストエリアの幅と高さの組み合わせ。Section 29.3.1 [Frame
Layout], page 703を参照)。これはピクセルやフレームの標準の文字サイズ (Section 29.3.2 [Frame
Font], page 708を参照)で計ることができます。

インターナルメニューやインターナルツールバーのあるフレームでは実際にフレームが描画され
るまでフレームのネイティブ高さを告げることはできません。一般的にこれはフレームの初期サイズ
の指定にネイティブサイズを使用できないことを意味しています。可視フレームのネイティブフレー
ムが解り次第、frame-geometryのリターン値から残りのコンポーネントを追加してアウターサイズ
(Section 29.3.1 [Frame Layout], page 703を参照)を計算できます。しかし不可視のフレームやま
だ作成されていないフレームにたいするアウターサイズは推定しかできません。これはスクリーンの
右エッジや下エッジからのオフセットの指定ではフレームの正確な初期位置を計算することが不可能
であることも意味しています (Section 29.3.3 [Frame Position], page 709を参照)。

フレームのテキストサイズはフレームパラメーター heightと widthを使用してセットや取得が
可能です (Section 29.4.3.3 [Size Parameters], page 718を参照)。初期フレームのテキストサイズ
はX様式のジオメトリー仕様でもセットや取得が可能です。Section “Command Line Arguments
for Emacs Invocation” in The GNU Emacs Manual を参照してください。以下に既存で可視な
フレーム (デフォルトは選択されたフレーム)のサイズにたいしてセットやアクセスを行う関数をいく
つかリストします。

[Function]frame-height &optional frame
[Function]frame-width &optional frame

これらの関数は frameのテキストエリアの高さと幅を、frameのデフォルトフォントの高さと幅
を単位に計測してリターンする。これらの関数は単に (frame-parameter frame 'height)

と (frame-parameter frame 'width)を略記したもの。

ピクセルで計測した frameのテキストエリアがデフォルトフォントサイズの倍数でなければ、
これらの関数がリターンする値はテキストエリアに完全に収まるデフォルトフォントの文字数
に切り捨てられる。

以下の関数は与えられたフレームのネイティブフレーム、アウターフレーム、インナーフレーム、
テキストエリアのピクセル幅とピクセル高さをリターンします (Section 29.3.1 [Frame Layout],
page 703を参照)。テキスト端末では結果はピクセルではなく文字単位になります。

[Function]frame-outer-width &optional frame
[Function]frame-outer-height &optional frame

これらの関数は frameのアウター幅やアウター高さをピクセル単位でリターンする。

[Function]frame-native-height &optional frame
[Function]frame-native-width &optional frame

これらの関数は frameのネイティブ幅やネイティブ高さをピクセル単位でリターンする。

[Function]frame-inner-width &optional frame
[Function]frame-inner-height &optional frame

これらの関数は frameのインナー幅やインナー高さをピクセル単位でリターンする。
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[Function]frame-text-width &optional frame
[Function]frame-text-height &optional frame

これらの関数は frameのテキストエリアの幅や高さをピクセル単位でリターンする。

ウィンドウシステムがサポートしていれば、Emacsはデフォルトでフレームのピクセル単位での
テキストサイズをフレームの文字サイズの倍数にしようと試みます。しかし通常これはエクスターナ
ルボーダーのドラッグ時にフレームが文字サイズの増減だけでリサイズできることを意味しています。
さらにこれはフレームの下および/または右に空のスペースが残ることにより、フレームを最大化した
り “fullheight”や “fullwidth”にする試みを阻害するかもしれません。このような場合には以下のオ
プションが助けになるでしょう。

[User Option]frame-resize-pixelwise
このオプションが nil (デフォルト)ならフレームのテキストのピクセルサイズは、フレームの
リサイズの際に通常は frame-char-heightと frame-char-widthのカレント値の倍数に丸
められる。非 nilなら丸めは行われず、フレームのサイズはピクセル単位で増加/減少が可能に
なる。

この変数をセットすることにより次回のリサイズ処理では、通常はウィンドウマネージャーに
これに相当するサイズのヒントを渡す。これはユーザーの初期ファイル内でのみこの変数をセッ
トすべきで、アプリケーションが一時的にこれをバインドすべきではないことを意味する。

このオプションにたいして nil値がもつ正確な意味は使用されるツールキットに依存する。マ
ウスによるエクスターナルボーダーのドラッグは、ウィンドウマネージャーが対応するサイズ
ヒントを処理する意思があれば文字単位で行われる。文字サイズの整数倍ではないフレームサ
イズを引数として set-frame-size (以下参照) を呼び出すと、もしかしたら丸められたり
(GTK+)、あるいは受容される (Lucid、Motif、MS-Windows)かもしれない。

いくつかのウィンドウマネージャーでは、フレームを本当に最大化や全画面で表示させるため
に、これを非 nilにセットする必要があるかもしれない。

[Function]set-frame-size frame width height &optional pixelwise
この関数は frameのテキストエリアのサイズを、frameの文字の正準高さと正準幅で計測した
単位でセトする (Section 29.3.2 [Frame Font], page 708を参照)。

オプション引数 pixelwiseが非 nilなら、かわりにピクセル単位で新たな幅と高さを測ることを
意味する。frame-resize-pixelwiseが nilの場合には、それが文字の整数倍でフレームサ
イズを増加あるいは減少させないなら、この要求を完全にはしたがわずに拒絶するツールキッ
トがいくつかあることに注意。

[Function]set-frame-height frame height &optional pretend pixelwise
この関数は frameのテキストエリアを height行の高さにリサイズする。frame内の既存ウィン
ドウのサイズはフレームにフィットするよう比例して変更される。

pretendが非 nilなら、Emacsは frame内で height行の出力を表示するが、そのフレームの
実際の高さにたいする値は変更しない。これはテキスト端末上でのみ有用。端末が実際に実装
するより小さい高さの使用は、より小さいスクリーン上での振る舞いの再現したり、スクリー
ン全体を使用時の端末の誤動作を観察するとき有用かもしれない。フレームの高さの直接セッ
トは常に機能するとは限らない。なぜならテキスト端末上でのカーソルを正しく配置するため
に、正確な実サイズを知る必要があるかもしれないからである。

オプションの第 4引数 pixelwiseが非 nilなら、それは frameの高さが heightピクセル高くな
ることを意味する。frame-resize-pixelwiseが nilの場合、それが文字の整数倍でフレー
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ムサイズを増加あるいは減少させないなら、この要求に完全にはしたがわずに拒絶するウィン
ドウマネージャーがいくつかあることに注意。

インタラクティブにこのコマンドを使用時には、このコマンドはカレントで選択されたフレー
ム高さを数引数で指定した行数にセットする。

[Function]set-frame-width frame width &optional pretend pixelwise
この関数は文字単位で frameのテキストエリアの幅をセットする。引数pretendはset-frame-

heightのときと同じ意味をもつ。

オプションの第 4 引数 pixelwiseが非 nilなら、それは frameの幅が heightピクセル広くな
ることを意味する。frame-resize-pixelwiseが nilの場合には、それが文字の整数倍でフ
レームサイズを増加あるいは減少させないなら、この要求に完全にはしたがわずに拒絶するウィ
ンドウマネージャーがいくつかあることに注意。

インタラクティブにこのコマンドを使用時はに、このコマンドはカレントで選択されたフレー
ムの幅を数引数で指定した列数にセットする。

これらの 3つの関数はスクロールバー、フリンジ、マージン、ディバイダー、モードラインやヘッ
ダーラインと一緒にすべてのウィンドウを表示するために必要な最小よりフレームを小さくしません。
これはたとえばマウスによるフレームのエクスターナルボーダーのドラッグなどによるウィンドウマ
ネージャーがトリガーとなる要求と対照的です。このような要求は、もし必要なら表示できないフレー
ムの右下隅の部分をクリッピングすることにより常に尊重されます。Emacs内からのフレームサイ
ズの変更時に同様の振る舞いを得るには、パラメーター min-widthと min-heightを使用できます
(Section 29.4.3.3 [Size Parameters], page 718を参照)。

アブノーマルフック window-size-change-functions (Section 28.28 [Window Hooks],
page 692を参照)はウィンドウシステムやウィンドウマネージャーに起因するのもを含む、フレーム
のインナーサイズの変更のすべてを追跡します。実際にインナーフレームのサイズを変更せずにフレー
ムのウィンドウのサイズだけを変更した際に発生するかもしれない誤検出を除外するために以下の関
数を使用できます。

[Function]frame-size-changed-p &optional frame
この関数は frameにたいして最後に window-size-change-functionsが実行されて以降に
frameのインナー幅かインナー高さが変更されていれば非 nilをリターンする。これは frame
にたいする window-size-change-functionsの実行直後は常に nilをリターンする。

29.3.5 フレームの暗黙的なリサイズ

たとえばメニューバーやツールバーの表示切り替え、デフォルトフォントの変更、フレームのスクロー
ルバーの幅のセットの際には、Emacsはデフォルトではフレームのテキストエリアの行数と列数を未
変更に保つように試みます。しかしこれはそのような場合のサイズ変更を調停するために、Emacsが
ウィンドウマネージャーにフレームのウィンドウのリサイズを依頼しなければならないことを意味し
ます。

たとえばフレームの最大化や全画面化の際のように、そのような暗黙なフレームのリサイズ (implied
frame resizing)がおそらく望ましくないケースもあります (デフォルトではオフになっている)。一
般的には以下のオプションで暗黙のリサイズを無効にできます。

[User Option]frame-inhibit-implied-resize
このオプションが nilならフレームのフォント、メニューバー、ツールバー、インターナルボー
ダー、フリンジ、スクロールバーを変更においてフレームのテキストエリアの列数と行数を維
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持するために、アウターフレームがリサイズされるかもしれない。このオプションが tならそ
のようなリサイズは行われない。

このオプションの値はフレームパラメーターのリストでもよい。この場合にはリスト内に出現
するパラメーター変更にたいする暗黙のリサイズは抑制される。このオプションで処理される
フレームパラメーターは現在のところ font、font-backend、internal-border-width、
menu-bar-lines、tool-bar-lines。

フレームパラメーター scroll-bar-width、scroll-bar-height、vertical-scroll-

bars、horizontal-scroll-bars、left-fringe、right-fringeのいずれかにたいする
変更は、あたかもそのフレームが単一の生きたウィンドウを含むかのように処理される。これは
たとえば複数の横並びのウィンドウをフレームで垂直スクロールバーを削除すると、このオプショ
ンが nilなら nilはスクロールバーの幅の分だけ縮小されて、tや vertical-scroll-bars

を含む場合には未変更に保たれることを意味する。

Lucid、Motif、MS-Windowsのデフォルト値は'(tab-bar-lines tool-bar-lines)であ
り、これはツールバーやタブバーの追加や削除でアウターフレーム高さが変更されないことを
意味する。GTK+を含むその他すべてのウィンドウシステムでは'(tab-bar-lines)であり、
これは上記リストの tab-bar-lines以外のパラメーターのいずれかを変更するとアウターフ
レームのサイズは変更されるかもしれないことを意味する。それ以外では tであり、これはウィ
ンドウシステムのサポートがなければ暗黙にアウターフレームのサイズが変更されることはな
いことを意味する。

フレームが上述のいずれかのパラメーターにたいする変更の調停に不十分な際には、たとえこ
のオプションが非 nilでも Emacsがフレームの拡大を試みるかもしれないことに注意。

ウィンドウマネージャーは通常はエクスターナルメニューバーやエクスターナルツールバーが
占有する行数の変更時にフレームのリサイズを要求しないことにも注意。典型的にはこのよう
な “折り返し (wrappings)”はユーザーがフレームのメニューバーやツールバーのすべての要素
を表示できないほどフレームを水平方向に縮小しや際に発生する。これはメニューバーやツー
ルバーのアイテム数を変化させるようなメジャーモードの変更によっても発生し得る。このよ
うな折り返しはフレームのテキストエリアの行数を暗黙に変更するかもしれ、このオプション
のセットによる影響を受けない。

29.4 フレームのパラメーター

フレームにはその外見と挙動を制御する多くのパラメーターがあります。フレームがどのようなパラ
メーターをもつかは、そのフレームが使用するディスプレイのメカニズムに依存します。

フレームパラメーターは主にグラフィカルディスプレイのために存在します。ほとんどのフレー
ムパラメーターはテキスト端末上のフレームへの適用時には効果がありません。テキスト端末上
のフレームで何か特別なことを行うパラメーターは height、width、name、title、menu-bar-

lines、buffer-list、buffer-predicateだけです。その端末がカラーをサポートする場合には
foreground-color、background-color、background-mode、display-typeなどのパラメー
ターも意味をもちます。その端末が透過フレーム (frame transparency)をサポートする場合には、
パラメーター alphaにも意味があります。

デフォルトでは変数 desktop-restore-framesが非 nilのときには、フレームパラメーターは
デスクトップライブラリー関数 (Section 23.8 [Desktop Save Mode], page 519を参照)が保存とリ
ストアを行います。リストアされたセッションでは無意味や有害になることを避けるためにパラメー
ターを frameset-persistent-filter-alistに含めるのはアプリケーションの責任です。



Chapter 29: フレーム 714

29.4.1 フレームパラメーターへのアクセス

以下の関数でフレームのパラメーター値の読み取りと変更ができます。

[Function]frame-parameter frame parameter
この関数は frameのパラメーター parameter (シンボル)の値をリターンする。frameが nil

なら選択されたフレームのパラメーターをリターンする。frameが parameterにたいするセッ
ティングをもたなければ、この関数は nilをリターンする。

[Function]frame-parameters &optional frame
関数 frame-parametersは frameのすべてのパラメーターとその値をリストする alistをリ
ターンする。frameが省略または nilなら選択されたフレームのパラメーターをリターンする。

[Function]modify-frame-parameters frame alist
この関数は alistの要素にもとづきフレーム frameを変更する。alist内の要素はそれぞれ (parm

. value)という形式をもつ。ここで parmはパラメーターを名付けるシンボルである。alist内
に指定されないパラメーターの値は変更されない。frameが nilの場合のデフォルトは選択さ
れたフレーム。

いくつかのパラメーターは特定の種類のディスプレー上のフレーム (Chapter 29 [Frames],
page 697を参照)でのみ意味がある。frameのディスプレーで意味をもたないパラメーターが
alistに含まれているようなら、この関数はそのフレームのパラメーターリスト内の値を変更す
るが、その他の値を変更しないパラメーターは無視するだろう。

frameの新たなサイズに影響し得る値をもつようなパラメーターが alistで複数指定されている
際には、フレームの最終的なサイズは使用しているツールキットに応じて異なるかもしれない。
たとえばあるフレームにたいしてメニューバーおよび/またはツールバーをもたない状態から保
有するように指定して、同時に新たなフレーム高さを指定すると、必然的にフレームの高さの
再計算を招くだろう。そのようなケースでは、概念的にはこの関数は明示的な高さ指定を優先
するよう試みる。しかしツールキットによりその後に処理されるメニューバーやツールバーの
追加 (や削除)を除外することはできないので、高さ指定を優先するという意図は打ち消されて
しまうだろう。

ここで概略した問題は、この関数の呼び出し前後に frame-inhibit-implied-resize (Sec-
tion 29.3.5 [Implied Frame Resizing], page 712を参照)を非 nil値にバインドすることで
訂正できる場合がある。しかしそのようなバインディングが正に問題を引き起こす場合もある。

[Function]set-frame-parameter frame parm value
この関数はフレームパラメーター parmに指定された valueをセットする。frameが nilの場合
のデフォルトは選択されたフレーム。

[Function]modify-all-frames-parameters alist
この関数は alistに応じて既存のフレームすべてのフレームパラメーターを変更してから、今後
に作成されるフレームに同じパラメーター値を適用するために、default-frame-alist (必
要なら initial-frame-alistも)を変更する。

29.4.2 フレームの初期パラメーター

initファイル (Section 40.1.2 [Init File], page 1095を参照)の内部で initial-frame-alistを
セットすることにより、フレームの初期スタートアップにパラメーターを指定できます。
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[User Option]initial-frame-alist
この変数の値は初期フレーム作成時に使用されるパラメーター値の alist。以降のフレームを変
更することなく初期フレームの外見を指定するためにこの変数を使用できる。要素はそれぞれ
以下の形式をもつ:

(parameter . value)

Emacsは initファイル読み取り前に初期フレームを作成する。Emacsはこのファイル読み取り
後に initial-frame-alistをチェックして、変更する値に含まれるパラメーターのセッティ
ングを作成済みの初期フレームに適用する。

これらのセッティングがフレームのジオメトリーと外見に影響する場合には、間違った外見の
フレームを目にした後に、指定した外見に変更される様を目にするだろう。これが煩わしけれ
ば、Xリソースで同じジオメトリーと外見を指定できる。これらはフレーム作成前に効果をも
つ。Section “X Resources” in The GNU Emacs Manualを参照のこと。

Xリソースセッティングは、通常はすべてのフレームに適用される。初期フレームのためにあ
るXリソースを単独で指定して、それ以降のフレームには適用したくなければ、次の方法によ
りこれを達成できる。それ以降のフレームにたいするXリソースをオーバーライドするために
default-frame-alist内でパラメーターを指定してから、それらが初期フレームに影響する
のを防ぐために initial-frame-alist内の同じパラメーターにたいして Xリソースにマッ
チする値を指定すればよい。

これらのパラメーターに (minibuffer . nil)が含まれていれば、それは初期フレームがミニバッ
ファーをもつべきではないことを示しています。この場合には、Emacsは同じようにミニバッファー
onlyフレーム (minibuffer-only frame)を個別に作成します。

[User Option]minibuffer-frame-alist
この変数の値は、初期ミニバッファーonlyフレーム ( initial-frame-alistがミニバッファー
のないフレームを指定する場合に Emacsが作成するミニバッファー onlyフレーム)を作成時
に使用されるパラメーター値の alist。

[User Option]default-frame-alist
これはすべての Emacsフレーム (最初のフレームとそれ以降のフレーム)にたいしてフレーム
パラメーターのデフォルト値を指定する alist。Xウィンドウシステム使用時には、大抵はXリ
ソースで同じ結果を得られる。

この変数のセットは既存フレームに影響しない。さらに別フレームにバッファーを表示する関
数は、自身のパラメーターを提供することによりデフォルトパラメーターをオーバーライドで
きる。

フレームの外見を指定するコマンドラインオプションとともに Emacsを呼び出すと、これらの
オプションは initial-frame-alistか default-frame-alistのいずれかに要素を追加すること
により効果を発揮します。‘--geometry’や ‘--maximized’のような初期フレームだけに影響するオ
プションは initial-frame-alist、その他のオプションは default-frame-alistに要素を追加
します。Section “Command Line Arguments for Emacs Invocation” in The GNU Emacs
Manualを参照してください。

29.4.3 ウィンドウフレームパラメーター

フレームがどんなパラメーターをもつかは、どのようなディスプレイのメカニズムがそれを使用するかに
依存します。このセクションでは一部、またはすべての端末種類において特別な意味をもつパラメーター
を説明します。これらのうち name、title、height、width、buffer-list、buffer-predicate
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は端末フレームにおいて意味をもつ情報を提供し、tty-color-modeはテキスト端末上のフレームに
たいしてのみ意味があります。

29.4.3.1 基本パラメーター

以下のフレームパラメーターはフレームに関するっとも基本的な情報を提供します。titleと nameは
すべての端末において意味をもちます。

display このフレームをオープンするためのディスプレイ。これは環境変数 DISPLAYのような
‘host:dpy.screen’という形式の文字列であること。ディスプレイ名についての詳細
は、Section 29.2 [Multiple Terminals], page 699を参照のこと。

display-type

このパラメーターはこのフレーム内で使用できる利用可能なカラーの範囲を記述する。
値は color、grayscale、monoのいずれか。

title フレームが非 nilの titleをもつ場合には、それはフレーム上端にあるウィンドウシス
テムのタイトルバーに表示され、mode-line-frame-identificationに ‘%F’ (Sec-
tion 23.4.5 [%-Constructs], page 492を参照)を使用していればそのフレーム内のウィ
ンドウのモードラインにも表示される。これは通常はEmacsがウィンドウシステムを使用
しておらず、かつ同時に 1つのフレームのみ表示可能なケースが該当する。Section 29.6
[Frame Titles], page 731を参照のこと。

name そのフレームの名前。titleが未指定か nilならフレーム名はフレームタイトルにたい
してデフォルトの役割りを果たす。nameを指定しなければEmacsは自動的にフレーム
名をセットする (Section 29.6 [Frame Titles], page 731を参照)。

フレーム作成時に明示的にフレーム名を指定すると、そのフレームにたいしてXリソー
スを照合する際にも、(Emacs実行可能形式名のかわりに)その名前が使用される。

explicit-name

フレーム作成時にフレーム名が明示的に指定されると、このパラメーターはその名前。
明示的に名付けられなかったら、このパラメーターは nil。

29.4.3.2 位置のパラメーター

フレームのXY方向のオフセットを記述するパラメーターは常にピクセル単位です。子フレームでは
ない通常のフレームでは、フレームのアウター位置 (Section 29.3 [Frame Geometry], page 702を
参照)はディスプレイの原点から相対的に指定されます子フレーム (Section 29.14 [Child Frames],
page 740を参照)では、フレームのアウター位置は親フレームのネイティブ位置から相対的に指定さ
れます (これらのパラメーターに TTYフレームで意味のあるものはないことに注意)。

left フレームのディスプレイ (か親フレーム)の左エッジからフレームの左アウターエッジま
でのピクセル単位での位置。以下のいずれかの方法で指定できる。

整数 正の整数はフレームの左エッジをディスプレイ (か親フレーム)の左エッジ、
負の整数はフレームの右エッジをディスプレイ (か親フレーム)の右エッジ
に相対的に指定する。

(+ pos) これはディスプレイ (か親フレーム)の左エッジにたいしフレームの左エッ
ジの相対的位置を指定する。整数 posは正と負の値をとり得る。負の値は
スクリーン (か親フレーム)の外側、または (マルチモニターディスプレイ
にたいしては)プライマリーモニター以外のモニター上の位置を指定する。
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(- pos) これはディスプレイ (か親フレーム)ノ右エッジにたいしフレームノ右エッ
ジの相対的位置を指定する。整数 posは正ト負の値をとり得る。負の値は
スクリーン外側、または (マルチモニターディスプレイにたいしては)プラ
イマリーモニター以外のモニター上の位置を指定する。

a floating-point value
0.0から 1.0の範囲の浮動小数点数はフレームの左位置比率 (left position
ratio)を通じて左エッジのオフレットを指定する。これはアウターフレー
ムの左エッジの位置にたいする、フレームのワークエリア (Section 29.2
[Multiple Terminals], page 699を参照)または親のネイティブフレーム
(Section 29.14 [Child Frames], page 740を参照)からアウターフレー
ムの幅を減じた値との比率。したがって左位置比率 0.0はディスプレイ (か
親フレーム)の左、比率 0.5は中央、1.0は右に揃える。同様に上位置比率
(top position ratio)はアウターフレームの上エッジの位置にたいする、フ
レームのワークエリア (か親のネイティブフレーム)からフレームの高さを
減じた値との比率。

Emacs は子フレームのパラメーター keep-ratio (Section 29.4.3.6
[Frame Interaction Parameters], page 722を参照)が非 nilなら、親
フレームがリサイズされた場合に子フレームの位置比率を未変更のままに
しようと試みる。

通常はフレームが可視になるまでフレームのアウターサイズ (Section 29.3
[Frame Geometry], page 702を参照)は利用できないので、装飾つきの
フレーム作成時には浮動小数点値の一般的には使用はできない。浮動小数
点値は親フレームの領域内で子フレームの適切な配置を保証したい場合に
より適している。

プログラム指定の位置を無視するウィンドウマネージャーがいくつかある。指定した位
置が無視されない保証を望む場合には、パラメーター user-positionにも以下の例の
ように非 nil値を指定すること。

(modify-frame-parameters

nil '((user-position . t) (left . (+ -4))))

一般的にフレームをディスプレイの右エッジや下エッジから相対的に配置するのは良い
アイデアではない。初期フレームや新たなフレームの配置は不正確になる (フレームが
可視になるまでアウターフレームのサイズは完全には解らない)か、または (可視になっ
た後にフレームが再配置されると)追加のちらつき (flickering)をもたらすだろう。

さらにディスプレイ (やワークエリア、親フレーム)の右エッジや下エッジから相対的に
指定された位置、同様に浮動小数点数のオフセットは内部的にはディスプレイ (やワー
クエリア、親フレーム)の左エッジや上エッジから相対的な整数のオフセットとして格納
されることに注意。これらの値は frame-parametersのような関数によるリターン値
やデスクトップ保存ルーチンのリストアにも使用される。

top ディスプレイ (か親フレーム)の上エッジ (下エッジ)にたいして、上エッジ (下エッジ)
のスクリーン位置をピクセル単位で指定する。方向が水平ではなく垂直である点を除イ
テ、これは leftと同様に機能する。

icon-left

スクリーン左エッジから数えた、フレームアイコン左エッジのピクセル単位のスクリー
ン位置。ウィンドウマネージャーがこの機能をサポートすれば、これはフレームをアイ
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コン化したとき効果を発揮する。このパラメーターに値を指定する場合には icon-top

にも値を指定しなければならず、その逆も真。

icon-top スクリーン上端から数えたフレームアイコン上端のピクセル単位のスクリーン位置。ウィ
ンドウマネージャーがこの機能をサポートすれば、これはフレームをアイコン化したと
きに効果を発揮する。

user-position

フレームを作成してパラメーター leftと topで位置を指定する際は、指定した位置が
ユーザー指定 (人間であるユーザーにより明示的に要求された位置)なのか、それとも単
なるプログラム指定 (プログラムにより選択された位置)なのかを告げるためにこのパラ
メーターを使用する。非 nil値はそれがユーザー指定の位置であることを告げる。

ウィンドウマネージャーは一般的にユーザー指定位置に留意するとともに、プログラム
指定位置にも幾分か留意する。しかし多くのウィンドウマネージャーはプログラム指定
位置を無視して、ウィンドウをウィンドウマネージャーのデフォルトの方法で配置する
かユーザーのマウスによる配置に任せる。twmを含むウィンドウマネージャーのいくつ
かは、プログラム指定位置にしたがうか無視するかをユーザーの指定に任せる。

make-frameを呼び出す際にパラメーター leftや topの値がそのユーザーにより示さ
れる嗜好を表すなら、このパラメーターに非 nil値、それ以外は nilを指定すること。

z-group このんパラメーターはフレームのウィンドウシステム的なウィンドウの相対位置を、フ
レームのディスプレイのスタック順 (Zオーダー)で指定する。

これが aboveならウィンドウシステムは、aboveプロパティがセットされていない他の
すべてのウィンドウシステムのウィンドウの前面にフレームに対応するウィンドウを表
示する。nilならフレームのウィンドウは aboveプロパティがセットされたすべてのウィ
ンドウの背後、かつ belowプロパティがセットされたすべてのウィンドウの前面に表示
される。belowならフレームのウィンドウは belowプロパティがセットされていないす
べてのウィンドウの背後に表示される。

特定のフレームの前面や背後にフレームを配置するためには関数 frame-restackを使
用すること (Section 29.12 [Raising and Lowering], page 738を参照)。

29.4.3.3 サイズのパラメーター

フレームパラメーターは通常はフレームのサイズを文字単位で指定します。グラフィカルなディスプレ
イ上では defaultフェイスがこれら文字単位の実際のピクセルサイズを決定します (Section 39.12.1
[Face Attributes], page 1014を参照)。

width このパラメーターはフレームの幅を指定する。これは以下の方法でも指定できる:

整数 フレームのテキストエリア (Section 29.3 [Frame Geometry], page 702
を参照)の幅を文字単位で指定する正の整数。

a cons cell これが carにシンボル text-pixelsをもつコンスセルなら、cdrはフ
レームのテキストエリアの幅をピクセル単位で指定する。

a floating-point value
0.0から 1.0の範囲の浮動小数点数はフレームの幅比率 (width ratio)を通
じてフレームの幅の指定に使用できる。これはアウター幅 (Section 29.3
[Frame Geometry], page 702を参照)にたいする、フレームのワークエ
リア (Section 29.2 [Multiple Terminals], page 699を参照)または親フ
レームのネイティブフレーム (Section 29.14 [Child Frames], page 740
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を参照)からアウターフレームの幅を減じた値との比率。したがって値 0.5
はワークエリア (か親フレーム)の半分の幅、値 1は全幅をフレームに占有
させる。同様に高さ比率 (height ratio)はアウターフ高さにたいする、フ
レームのワークエリア (か親のネイティブフレーム)からフレームの高さと
の比率。

Emacs は子フレームのパラメーター keep-ratio (Section 29.4.3.6
[Frame Interaction Parameters], page 722を参照)が非 nilなら、親
フレームがリサイズされた場合に子フレームの幅と高さの比率を未変更の
ままにしようと試みる。

通常はフレームが可視になるまでフレームのアウターサイズ (Section 29.3
[Frame Geometry], page 702 を参照) は利用できないので、装飾つ
きのフレーム作成時には浮動小数点値の一般的には使用はできない。浮
動小数点値は、たとえば display-buffer-in-child-frameを通じ
て display-buffer-alist (Section 28.13.1 [Choosing Window],
page 641 を参照) をカスタマイズする際に親フレームの領域内へ常に子
フレームを確実にフィットさせたい場合により適している。

パラメーターの指定方法にかかわらず、このパラメーターの値を報告する
frame-parametersのような関数は、常にフレームのデフォルトの文字幅の倍数にす
るために必要に応じて丸めを行いフレームのテキストエリアの幅を整数でリターンす
る。この値はデスクトップ保存ルーチンでも使用される。

height このパラメーターはフレームの高さを指定する。これは水平ではなく垂直であるという
点を除き widthのように機能する。

user-size

これはサイズパラメーター heightと widthにたいして、user-position

(Section 29.4.3.2 [Position Parameters], page 716を参照)が topと leftが行うの
と同じことを行う。

min-width

このパラメーターはフレームの最小ネイティブ幅 (Section 29.3 [Frame Geometry],
page 702を参照)を文字単位で指定する。フレームの初期幅やフレームを水平方向にリ
サイズする関数は、通常はフレームのすべてのウィンドウ、垂直スクロールバー、フリ
ンジ、マージン、垂直ディバイダーが表示できるよう保証する。このパラメーターが非
nilなら、収まりきらないコンポーネントが結果としてウィンドウマネージャーにクリッ
プされてしまうようなフレームより小さいフレームを作成できる。

min-height

このパラメーターはフレームの最小ネイティブ高さ (Section 29.3 [Frame Geometry],
page 702を参照)を文字単位で指定する。フレームの初期幅やフレームを水平方向にリ
サイズする関数は、通常はフレームのすべてのウィンドウ、水平スクロールバー、水平
ディバイダー、モードライン、ヘッダーライン、エコーエリアー、インターナルメニュー
バー、インターナルツールバーが表示できるよう保証する。このパラメーターが非 nil

なら、収まりきらないコンポーネントが結果としてウィンドウマネージャーにクリップ
されてしまうようなフレームより小さいフレームを作成できる。

fullscreen

このパラメータはフレームの幅、高さ、またはその両方を最大化するかどうかを指定
する。値は fullwidth、fullheight、fullboth、または maximized。フレームが
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fullwidthなら幅、fullheightなら高さ、fullbothまら幅と高さが可能なかぎり大きく
なる。maximizedは “fullboth”と同様だが、通常はタイトルバーとフレームのリサイ
ズやクローズ用のボタンが維持される点が異なる。同様に最大化されたフレームでは、
デスクトップ上に表示されているタスクバーやパネルが見えなくなること通常はない。
一方で “fullboth(全画面)”のフレームは、通常はタイトルバーは省略されて、利用可能
なスクリーンスペース全体を占有する。

この点では fullheight や fullwidth のフレームは最大化されたフレームと類似してい
る。しかしこれらは通常は最大化フレームでは存在しないエクスターナルボーダーを表
示する。したがって最大化されたフレームの高さと幅は、fullheightのフレームの高さ
や fullwidthのフレームの幅とあ数ピクセル異なることがある。

いくつかのウィンドウマネージャーではフレームを真に最大化やフルスクリーンで表
示させるために、変数 frame-resize-pixelwise (Section 29.3.4 [Frame Size],
page 710を参照)をカスタマイズする必要があるかもしれない。さらにフルスクリーン
や最大化の種々の状態間でスムーズな遷移をサポートしないウィンドウマネージャーも
いくつかある。これの回避には変数 x-frame-normalize-before-maximizeのカス
タマイズが助けになるかもしれない。

macOSのフルスクリーンではツールバーとメニューバーの両方が非表示になるが、マ
ウスポインターがスクリーン上端に移動すればどちらも表示される。

fullscreen-restore

このパラメータは toggle-frame-fullscreenコマンド (Section “Frame
Commands” in The GNU Emacs Manual を参照) 呼び出し後の “fullboth” 状
態での、望ましい全画面状態を指定する。このパラメーターは Section “Frame
Commands” in The GNU Emacs Manualを参照の切り替え時に、このコマンドに
よって自動的にインストールされる。しかし Emacsが “fullboth”の状態で開始された
場合には、以下の例のように初期ファイル内で望ましい挙動を指定する必要がある

(setq default-frame-alist

'((fullscreen . fullboth)

(fullscreen-restore . fullheight)))

これは F11の初回タイプ後に、フレームに新たに fullheightを与えるだろう。

fit-frame-to-buffer-margins

このパラメーターは fit-frame-to-buffer (Section 28.4 [Resizing Windows],
page 618を参照)でフレームをルートウィンドウのバッファーにフィットさせる際に、
オプション fit-frame-to-buffer-marginsの値のオーバーライドを可能にする。

fit-frame-to-buffer-sizes

このパラメーターは fit-frame-to-buffer (Section 28.4 [Resizing Windows],
page 618を参照)でフレームをルートウィンドウのバッファーにフィットさせる際に、
オプション fit-frame-to-buffer-sizesの値のオーバーライドを可能にする。

29.4.3.4 レイアウトのパラメーター

以下のフレームパラメーターによりフレームのさまざまなパーツを有効または無効にしたりサイズを
制御できます。

border-width

ピクセル単位でのフレームのアウターボーダー幅 (Section 29.3 [Frame Geometry],
page 702を参照)。
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internal-border-width

ピクセル単位でのフレームのインターナルボーダー幅 (Section 29.3 [Frame Geometry],
page 702を参照)。

vertical-scroll-bars

フレームが垂直スクロール用のスクロールバー (Section 39.14 [Scroll Bars], page 1042
を参照)をもつべきか否か、およびスクロールバーをフレームのどちら側に置くか。可
能な値は left、right、スクロールバーなしは nil。

horizontal-scroll-bars

フレームが水平スクロール用のスクロールバーをもつべきかと、スクロールバーをフレー
ムのどちら側に置くか (tと bottomはスクロールバーあり、nilはスクロールバーなし
を意味する)。

scroll-bar-width

垂直スクロールバーのピクセル単位による幅。nilはデフォルト幅の使用を意味する。

scroll-bar-height

垂直スクロールバーのピクセル単位による高さ。nilはデフォルト高さの使用を意味する。

left-fringe

right-fringe

そのフレーム内のウィンドウの左右フリンジのデフォルト幅 (Section 39.13 [Fringes],
page 1036を参照)。いずれかが 0なら対応するフリンジを削除する効果がある。

これら 2つのフレームパラメーターの値を問い合わせるために frame-parameterを使
用する際のリターン値は常に整数。nil値を渡して set-frame-parameterを使用する
際には、実際のデフォルト値 8ピクセルが課せられる。

right-divider-width

フレーム上のすべてのウィンドウの右ディバイダー (Section 39.15 [Window Dividers],
page 1044を参照)用に予約されるピクセル単位の幅 (厚さ)。値 0は右ディバイダーを
描画しないことを意味する。

bottom-divider-width

フレーム上のすべてのウィンドウの下ディバイダー (Section 39.15 [Window Dividers],
page 1044を参照)用に予約されるピクセル単位の幅 (厚さ)。値 0は下ディバイダーを
描画しないことを意味する。

menu-bar-lines

メニューバー用にフレーム上端に割り当てる行数 (Section 22.17.5 [Menu Bar],
page 454 を参照)。デフォルトは Menu Bar モードが有効なら 1、それ以外なら 0。
Section “Menu Bars” in The GNU Emacs Manual を参照のこと。エクスターナ
ルメニューバー (Section 29.3.1 [Frame Layout], page 703を参照)では、メニュー
バーが複数行に折り返されても値は変更されない。この場合には frame-geometryが
リターンする menu-bar-sizeの値で実際にメニューバーが占有する行数を導出できる
(Section 29.3 [Frame Geometry], page 702を参照)。

tool-bar-lines

ツールバー用に使用する行数 (Section 22.17.6 [Tool Bar], page 456を参照)。デフォ
ルトは Tool Barモードが有効なら 1、それ以外は 0。Section “Tool Bars” in The
GNU Emacs Manual を参照のこと。ツールバーが折り返されているかどうかで値は
変化するかもしれない (Section 29.3.1 [Frame Layout], page 703を参照)。
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tool-bar-position

Emacs が GTK+とともにビルドされた際のツールバーの位置。値は top、bottom、
left、rightのいずれか (デフォルトは top)。

line-spacing

各テキスト行の下に残すピクセル単位の追加スペース (正の整数)。詳細は Section 39.11
[Line Height], page 1012を参照のこと。

no-special-glyphs

非 nilならそのフレームで表示するすべてのバッファーにたいする切り詰めと継続のグ
リフ (Section 39.3 [Truncation], page 984を参照)の表示をすべて抑制する。これは
fit-frame-to-buffer (Section 28.4 [Resizing Windows], page 618を参照)を通
じてフレームをバッファーにフィットさせる際のグリフ排除に有用。

29.4.3.5 バッファーのパラメーター

以下はフレーム内でどのバッファーが表示されているか、表示されるべきかを扱うためのフレームパ
ラメーターであり、すべての種類の端末上で意味があります。

minibuffer

そのフレームが自身のミニバッファーをもつか否か。もつ場合には t、もたない場合は
nil、onlyならそのフレームが正にミニバッファーであることを意味する。値が (別フ
レーム内の)ミニバッファーウィンドウなら、そのフレームはそのミニバッファーを使用
する。

このパラメーターはフレームの作成時に効果をもつ。nilを指定すると Emacs
は default-minibuffer-frameのミニバッファーウィンドウ (Section 29.9
[Minibuffers and Frames], page 733を参照)にそのフレームをセットしようと試み
る。このパラメーターは既存のフレームでは別のミニバッファーウィンドウを指定する
ためにのみ使用できる。nilから t、およびその逆の変更も許されていない。このパラ
メーターがすでにミニバッファーウィンドウを指定していれば、これを nilにセットし
ても効果はない。

特別な値 child-frameは作成されるフレームが親となるようなミニバッファーのみの
子フレーム (Section 29.14 [Child Frames], page 740を参照)を作成することを意味
する。Emacsは nilが指定されたかのように子フレームのイニバッファーウィンドウに
このパラメーターをセットするが、作成後に子フレームを選択しない。

buffer-predicate

このフレームにたいするバッファー述語関数。関数 other-bufferはこの述語が非 nil

なら、(選択されたフレームから)どのバッファーを考慮すべきか決定するためにこれを
使用する。これは各バッファーにたいして、そのバッファーを唯一の引数としてこの述語
を 1回呼び出す。この述語が非 nil値をリターンしたら、そのバッファーは考慮される。

buffer-list

そのフレーム内で選択されたことのあるバッファーにたいする、もっとも最近選択され
たバッファーが先頭になるような順のリスト。

unsplittable

非 nilなら、このフレームのウィンドウは決して自動的に分割されることはない。

29.4.3.6 フレームとの相互作用のためのパラメーター

以下のパラメーターは別のフレームとの間での相互作用するためのフォームを提供します。
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parent-frame

非 nilならそのフレームが子フレーム (Section 29.14 [Child Frames], page 740を参
照)であることを意味しており、そのパラメーターは親フレームを指定する。nilならそ
のフレームが通常のトップレベルのフレームであることを意味する。

delete-before

このパラメーターが非 nilなら、それは削除によってこのウレームも自動的にトリガー
されるようなフレームを指定する。Section 29.7 [Deleting Frames], page 731を参照
のこと。

mouse-wheel-frame

このパラメーターが非 nilならフレーム上でマウスホイールをスクロールするたびにウィ
ンドウがスクロールされるようなフレームを指定する。Section “Mouse Commands”
in The GNU Emacs Manualを参照のこと。

no-other-frame

非 nilならそのフレームは関数 next-frame、previous-frame (Section 29.8 [Find-
ing All Frames], page 732を参照)、other-frameの候補として適格ではない。Section
“Frame Commands” in The GNU Emacs Manualを参照のこと。

auto-hide-function

このパラメーターが関数を指定する場合には、他のフレームが存在しないときにフレー
ム唯一のウィンドウを quit(Section 28.16 [Quitting Windows], page 663を参照)し
た際に変数 frame-auto-hide-functionで指定された関数のかわりに呼び出される
関数を指定する。

minibuffer-exit

このパラメーターが非 nilなら、Emacsはミニバッファーの exit(Chapter 20 [Mini-
buffers], page 343 を参照) の際は常にそのフレームを不可視にする。かわりに関数
iconify-frameと delete-frameも指定できる。このパラメーターはミニバッファー
の exit時に (Emacsがウィンドウを処理する際のように)自動的に子フレームを非表示
にするために有用。

keep-ratio

このパラメーターは現在のところ子フレーム (Section 29.14 [Child Frames], page 740
を参照)にたいしてのみ意味がある。非 nilなら親フレームのリサイズ時に、Emacsは
フレームのサイズ比率 (幅と高さ。Section 29.4.3.3 [Size Parameters], page 718を
参照)と位置比率 (左と右。Section 29.4.3.2 [Position Parameters], page 716を参照
のこと)を変更しないよう試みる。

このパラメーターの値が nilなら親フレームのリサイズ時にフレームのサイズと位置は
変更されないので、位置とサイズの比率は変更されるかもしれない。パラメーターの値が
tなら、Emacsはフレームのサイズと位置の比率を維持しようと試みるので、親フレー
ムから相対的なフレームのサイズと位置は変更されるかもしれない。

コンスセルを使用することにより、さらに特化した制御が可能になる。この場合にはコ
ンスセルの carが tか width-onlyならフレームの幅比率、carが tか height-only

なら高さ比率、cdrが tか left-onlyなら左位置比率、cdrが tか top-onlyなら上
位置比率が維持される。
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29.4.3.7 マウスドラッグのパラメーター

以下のパラメーターはマウスでのインターナルボーダーのドラッグによるフレームのリサイズにたい
するサポートを提供します。これらは最上ウィンドウのヘッダーラインや最下ウィンドウのモードラ
インのマウスドラッグによるフレームの移動も可能にします。

これらのパラメーターはウィンドウマネージャーによる装飾がない子フレーム (Section 29.14
[Child Frames], page 740を参照)にたいしてもっとも有用です。もし必要なら未装飾のトップレベ
ルのフレームにたいしても使用できます。

drag-internal-border

非 nilなら、(もしあれば)マウスでインターナルボーダーをドラッグしてフレームをリ
サイズできる。

drag-with-header-line

非 nilなら、マウスで最上ウィンドウのヘッダーラインをドラッグしてフレームを移動
できる。

drag-with-mode-line

非 nilなら、マウスで最下ウィンドウのモードラインをドラッグしてフレームを移動で
きる。このようなフレームは自身のミニバッファーウィンドウをもつことが許されない
ことに注意。

snap-width

マウスで移動されるフレームはディスプレイ (か親ウィンドウ)のいずれかのエッジにこ
のパラメーターで指定されたピクセル数までドラッグされるとディスプレイ (か親ウィン
ドウ)のボーダーに “snapする (とびつく)”。

top-visible

このパラメーターが数値ならフレームの上エッジがディスプレイ (か親フレーム)の上
エッジより上に表示されることは決してない。さらにディスプレイ (か親フレーム)の他
のエッジにたいしてフレームが移動された際には、フレームの指定されたピクセル数分
が可視に留まる。このパラメーターのセットは非 nilの drag-with-header-lineパ
ラメーターをもつ子フレームが、ドラッグにより完全に親フレームのエリア外になるこ
とを防ぐために有用。

bottom-visible

このパラメーターが数値ならフレームの下エッジがディスプレイ (か親フレーム)の下
エッジより下に表示されることは決してない。さらにディスプレイ (か親フレーム)の他
のエッジにたいしてフレームが移動された際には、フレームの指定されたピクセル数分
が可視に留まる。このパラメーターのセットは非 nilの drag-with-mode-lineパラ
メーターをもつ子フレームが、ドラッグにより完全に親フレームのエリア外になること
を防ぐために有用。

29.4.3.8 ウィンドウ管理のパラメーター

以下のフレームパラメーターはウィンドウマネージャーやウィンドウシステムとフレームとの相互作
用のさまざまな面を制御します。これらはテキスト端末上では効果がありません。

visibility

フレームの可視性 (visibility) の状態。可能な値は 3 つあり nilは不可視、tは可視、
iconはアイコン化されていることを意味する。Section 29.11 [Visibility of Frames],
page 737を参照のこと。
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auto-raise

非 nilなら、Emacsはそのフレーム選択時に自動的にそれを前面に移動 (raise)する。
これを許さないウィンドウマネージャーがいくつかある。

auto-lower

非 nilなら、Emacsはそのフレームの選択解除時に自動的にそれを背面に移動 (lower)
する。これを許さないウィンドウマネージャーがいくつかある。

icon-type

そのフレームに使用するアイコンのタイプ。値が文字列なら使用するビットマップを含む
ファイル、nilならアイコンなしを指定する (何を表示するかはウィンドウマネージャー
が決定する)。その他の非 nil値はデフォルトの Emacsアイコンを指定する。

icon-name

このフレームにたいするアイコンで使用する名前。アイコンを表示する場合は、その際
に表示される。これが nilならフレームのタイトルが使用される。

window-id

グラフィカルディスプレイがこのフレームにたいして使用する ID 番号。Emacs はフ
レーム作成時にこのパラメーターを割り当てる。このパラメーターを変更しても実際の
ID番号に効果はない。

outer-window-id

そのフレームが存在する最外殻のウィンドウシステムのウィンドウの ID 番号。
window-idと同じように、このパラメーターを変更しても実際の効果はない。

wait-for-wm

非 nilならジオメトリー変更を確認するために、ウィンドウマネージャーを待機するよ
う Xtに指示する。Fvwm2および KDEのバージョンを含むウィンドウマネージャー
のいくつかは確認に失敗して Xtがハングする。これらウィンドウマネージャーのハン
グを防ぐためには、これを nilにセットすること。

sticky 非 nilなら仮想デスクトップを伴うシステム上のすべての仮想デスクトップ上でそのフ
レームが可視になる。

inhibit-double-buffering

非 nilならフレームはダブルバッファリングなしでスクリーンに描画される。通常はち
らつきを減少させるために、利用可能なら Emacsはダブルバッファリングの使用を試
みる。ディスプレイのバグや昔のようにちらつく感覚があるようならこのプロパティを
セットすること。

skip-taskbar

非 nilならウィンドウマネージャーならフレームのディスプレイに関連するタスクバー
からフレームのアイコンを削除して、Alt-TABのコンビネーションキーを通じたフレー
ムへの切り替えを抑制するようにウィンドウマネージャーに指示する。MS-Windows
ではこのようなフレームをアイコン化するとデスクトップ下部にある、フレームにたい
するウィンドウシステムのウィンドウに"ロールイン (roll in)"される。いくつかのウィ
ンドウマネージャーはこのパラメーターにしたがわない。

no-focus-on-map

非 nilならフレームはマップ時に入力フォーカスの受け取りを希望しないことを意味す
る。いくつかのウィンドウマネージャーはこのパラメーターにしたがわない。
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no-accept-focus

非 nilならフレームは明示的なマウスクリックや focus-follows-mouse

(Section 29.10 [Input Focus], page 733 を参照)、mouse-autoselect-window

(Section 28.25 [Mouse Window Auto-selection], page 686を参照)によりマウスが
フレーム内に移動した際に入力フォーカスの受け取りを希望しないことを意味する。こ
れはユーザーが選択されていないフレームをマウスでスクロールできないという、望ま
しくない副作用をもたらすかもしれない。いくつかのウィンドウマネージャーはこのパ
ラメーターにしたがわない。

undecorated

非 nilならフレームのウィンドウシステムのウィンドウはタイトル、最小化ボックスや
最大化ボックス、エクスターナルボーダーのような装飾なしで描画される。これは通常
はマウスによるそのウィンドウシステムのウィンドウのドラッグ、リサイズ、アイコン
化、最大化、削除ができないことを意味する。nilの場合にはウィンドウマネージャー
のセッティングでディスプレイがサスペンドされていなければ、フレームのウィンドウ
は上述のすべての要素とともに描画される。

Xでは装飾をオフに切り替えるために、EmacsはMotifウィンドウマネージャーのヒ
ントを使用する。いくつかのウィンドウマネージャーはこれらのヒントにしたがわない。

NSビルドはツールバーを装飾とみなすので未装飾のフレームでは表示されない。

override-redirect

非 nilならオーバーライド・リダイレクト (override redirect) のフレームであること
を意味する。これはフレームがX配下のウィンドウマネージャーで処理されないことを
意味する。オーバーライド・リダイレクト・フレームはウィンドウマネージャーの装飾
をもたず、Emacsの配置関数やリサイズ関数でしか配置やリサイズができない。また
他のすべてのフレームの最上位に通常は描画される。このパラメーターをセットしても
MS-Windowsでは効果がない。

ns-appearance

macOSのみ利用可能であり darkにセットすると “vibrant dark”テーマ、、それ以外な
らシステムのデフォルトを使用してフレームのウィンドウシステムのウィンドウを描画
する。暗色 (dark)のバックグラウンドのEmacsテーマ使用時にツールバーやスクロー
ルバーに暗色の外観をセットするために “vibrant dark”テーマを使用できる。

ns-transparent-titlebar

macOSでのみ利用可能であり非 nilならタイトルバーとツールバーをトランスペアレ
ント (transparent: 透明)にセットする。これは Emacsのバックグラウンドカラーに
マッチするようにタイトルバーとツールバーのバックグラウンドカラーを効果的にセッ
トする。

29.4.3.9 カーソルのパラメーター

このフレームパラメーターはカーソルの外見を制御します。

cursor-type

カーソルの表示方法。適正な値は:

box 塗りつぶされた四角形 (filled box)を表示する (デフォルト)。

hollow 中抜きの四角形 (hollow box)を表示する。

nil カーソルを表示しない。
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bar 文字間に垂直バー (vertical bar)を表示する。

(bar . width)

文字間に幅が widthピクセルの垂直バー (vertical bar)を表示する。

hbar 文字間に水平バー (horizontal bar)を表示する。

(hbar . height)

文字間に高さが heightピクセルの水平バー (horizontal bar)を表示する。

フレームパラメーター cursor-typeは変数 cursor-typeと cursor-in-non-selected-

windowsによりオーバーライドされるかもしれません。

[User Option]cursor-type
このバッファーローカル変数は選択されたウィンドウ内で表示されているそのバッファーのカー
ソルの外見を制御する。この値が tなら、それはフレームパラメーター cursor-typeで指定
されたカーソルのーを使用することを意味する。それ以外では値は上記リストのカーソルタイ
プのいずれかであるべきであり、これはフレームパラメーター cursor-typeをオーバーライ
ドする。

[User Option]cursor-in-non-selected-windows
このバッファーローカル変数は選択されていないウィンドウ内でのカーソルの外見を制御する。
これはフレームパラメーター cursor-typeと同じ値をサポートする。さらに nilは選択され
ていないウィンドウ内にはカーソルを表示せず、tは通常のカーソルタイプの標準的な変更 (塗
りつぶされた四角形は中抜きの四角形、バーはより細いバーになる)の使用を意味する。

[User Option]x-stretch-cursor
この変数はタブや伸長された空白文字のようなエクストラワイドグリフで表示されるblockカー
ソルの幅を制御する。デフォルトではそのフォントのデルト文字だけの幅で、これはカーソル一
のグリフがエクストラワイドなら幅を完全にカバーしないだろう。この変数にたいする非 nil

値はカーソル位置のグリフの幅に応じて blockカーソルを描画することを意味する。デフォル
ト値は nil。

テキストモードのフレームではEmacsの制御外部の端末によりカーソルが描画されるので、こ
の変数に効果はない。

[User Option]blink-cursor-alist
この変数はカーソルのブリンク (blink: 点滅)方法を指定する。各要素は (on-state . off-

state)という形式をもつ。カーソルタイプが on-stateと等しい (equalを用いて比較)ときは、
これに対応する off-stateがブリンクが “off” の際のカーソルの外見を指定する。on-stateと
off-stateはどちらもフレームパラメーター cursor-typeに適した値であること。

それぞれのカーソルタイプのブリンク方法にたいして、そのタイプがここで on-stateとして指
定されていなければ、さまざまなデフォルトが存在する。フレームパラメーター cursor-type

で指定した際に限り、この変数内での変更は即座に効果を発揮しない。

29.4.3.10 フォントとカラーのパラメーター

以下のフレームパラメーターはフォントとカラーの使用を制御します。

font-backend

フレーム上で文字の描画に使用するフォントバックエンド (font backends) を優先順
に指定するシンボルのリスト。Cairoなしでビルドされた EmacsのXでの描画では現
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在のところ x (Xのコアフォントドライバー)、xft (Xftフォントドライバー)、xfthb
(HarfBuzzテキストシェイピングをもつXftフォントドライバー)という 3つのフォント
バックエンドが潜在的に利用できる。Cairo描画つきでビルドされた場合にもX上のフォ
ントバックエンドとして x、ftcr (Cairoの FreeTypeフォントドライバー)、ftcrhb
(HarfBuzzテキストシェイピングをもつCairo上の FreeTypeフォントドライバー)の
3つが潜在的に利用できる。HarfBuzzつきでEmacsをビルドした場合には、非推奨の
ftcrドライバーの使用が可能であっても、デフォルトのフォントドライバーは ftcrhb

となる。MS-Windowsでは現在のところ gdi (MS-Windowsのコアフォントドライ
バー)、uniscribe (OTFフォントとTTFフォントにたいするUniscribeエンジンに
よるテキストシェイピングをもつフォントドライバー)、harfbuzz (OTFフォントと
TTFフォントにたいするHarfBuzzテキストシェイピングをもつフォントドライバー)
という 3つのフォントバックエンドが利用できる (Section “Windows Fonts” in The
GNU Emacs Manualを参照)。同様に harfbuzzも推奨される。それ以外のシステム
では利用可能なフォントバックエンドは 1つだけなので、このフレームパラメーターの
変更は意味をもたない。

background-mode

このパラメーターは darkか lightのいずれかで、それぞれバックグラウンドを暗く
(dark)するか、明るく (light)するかに対応する。

tty-color-mode

このパラメーターは端末上で使用するカラーモードを指定して、そのシステムの端末機
能データベース (terminal capabilities database、termcap)により与えられた端末の
カラーサポートをオーバーライドする。値にはシンボルか数値を指定できる。数値なら使
用するカラー数 (および間接的にはそれぞれのカラーを生成するためのコマンド)を指定
する。たとえば (tty-color-mode . 8)は標準的なテキストカラーにたいして ANSI
エスケープシーケンスの使用を指定する。値−1はカラーサポートをオフに切り替える。

このパラメーターの値がシンボルなら、それは tty-color-mode-alistの値を通じて
数値を指定するもので、そのシンボルに割り当てられた数値がかわりに使用される。

screen-gamma

これが数値なら Emacsはすべてのカラーの輝度を調整するガンマ補正 (gamma cor-
rection)を行う。値はディスプレイのスクリーンのガンマであること。

通常の PC モニターはスクリーンガンマが 2.2 なので、Emacs と X ウィンドウのカ
ラー値は一般的にそのガンマ値のモニター上で正しく表示するよう校正されている。
screen-gammaにたいして 2.2を指定すると、それは補正が不必要であることを意味す
る。その他の値は通常のモニター上のガンマ値 2.2で表示されるように、補正したカラー
がスクリーン上に表示されることを意図された補正を要求する。

モニターが表示するカラーが明るすぎる場合には、screen-gammaに 2.2より小さい値
を指定すること。これはカラーをより暗くする補正を要求する。スクリーンガンマの値
1.5は、LCDカラーディスプレイにたいして良好な結果を与えるだろう。

alpha このパラメーターは可変透明度 (variable opacity)をサポートするグラフィカルディス
プレイ上でそのフレームの透明度を指定する。これは 0から 100の整数であるべきで 0
は完全な透明、100は完全な不透明を意味する。nil値をもつこともでき、これはEmacs
にフレームの opacityをセットしないよう告げる (ウィンドウマネージャーに委ねる)。

フレームが完全に見えなくなるのを防ぐために、変数 frame-alpha-lower-limitは
透明度の最低限度を定義する。フレームパラメーターの値がこの変数の値より小さけれ
ば Emacsは後者を使用する。デフォルトの frame-alpha-lower-limitは 20。
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フレームパラメーター alphaにはコンスセル (active . inactive)も指定できる。こ
こで activeは選択時のフレームの透明度、inactiveは未選択時の透明度。

いくつかのウィンドウシステムは子フレーム (Section 29.14 [Child Frames], page 740
を参照)にたいして alphaパラメーターをサポートしない。

以下は特定のフェイスの特定のフェイス属性と自動的に等しくなるので、ほぼ時代遅れとなったフ
レームパラメーターです (Section “Standard Faces” in The Emacs Manualを参照)。

font フレーム内でテキストを表示するためのフォントの名前。これはシステムで有効なフォ
ント名か、Emacsフォントセット名 (Section 39.12.11 [Fontsets], page 1029を参照)
のいずれかであるような文字列。これは defaultフェイスの font属性と等価。

foreground-color

文字のイメージに使用するカラー。これはdefaultフェイスの:foreground属性と等価。

background-color

文字のバックグラウンドに使用するカラー。これは defaultフェイスの:background

属性と等価。

mouse-color

マウスポインターのカラー。これは mouseフェイスの:background属性と等価。

cursor-color

ポイントを表示するカーソルのカラー。これは cursorフェイスの:background属性と
等価。

border-color

これはフレームのボーダーのカラー。これは borderフェイスの:background属性と
等価。

scroll-bar-foreground

非 nilならスクロールバーのフォアグラウンドカラー。これは scroll-barフェイスの
:foreground属性と等価。

scroll-bar-background

非 nilならスクロールバーのバックグラウンドカラー。これは scroll-barフェイスの
:background属性と等価。

29.4.4 ジオメトリー

以下はXスタイルのウィンドウジオメトリー指定によるアクションのデータを調べる方法です:

[Function]x-parse-geometry geom
関数 x-parse-geometryは標準的なXウィンドウのジオメトリー文字列を make-frameの引
数の一部として使用できる alistに変換する。

この alistは geom内で指定されたパラメーターと、そのパラメーターに指定された値を記述
する。各要素は (parameter . value)のような形式。可能な parameterの値は left、top、
width、height。

サイズのパラメーターの値は整数でなければならない。位置のパラメーター leftと topの名前
に関しては、かわりに右端または下端の位置を示す値もいくつかあるので完全に正確ではない。
位置パラメーターにたいして可能な valueは前述したような整数 (Section 29.4.3.2 [Position
Parameters], page 716を参照)、リスト (+ pos)、リスト (- pos)である。
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以下は例:

(x-parse-geometry "35x70+0-0")

⇒ ((height . 70) (width . 35)

(top - 0) (left . 0))

29.5 端末のパラメーター

端末はそれぞれ関連するパラメーターのリストをもっています。これら端末パラメーター (terminal
parameters)は主に端末ローカル変数を格納するための便利な手段ですが、いくつかの端末パラメー
ターは特別な意味をもっています。

このセクションでは端末のパラメーター値の読み取りや変更を行う関数を説明します。これらはす
べて引数として端末かフレームいずれかを受け入れます。フレームならそれはそのフレームの端末の
使用を意味します。引数 nilは選択されたフレームの端末という意味です。

[Function]terminal-parameters &optional terminal
この関数は terminalnのすべてのパラメーターとその値をリストする alistをリターンする。

[Function]terminal-parameter terminal parameter
この関数は terminalのパラメーター parameter (シンボル)の値をリターンする。terminal
が parameterにたいするセッティングをもたなければ、この関数は nilをリターンする。

[Function]set-terminal-parameter terminal parameter value
この関数は terminalのパラメーター parameterに指定された valueをセットしてパラメーター
の以前の値をリターンする。

以下は特別な意味をもついくつかの端末パラメーターのリストです:

background-mode

端末のバックグラウンドカラーの区分で lightか darkのいずれか。

normal-erase-is-backspace

値は 1か 0で、これはその端末上で normal-erase-is-backspace-modeがオンまた
はオフのいずれに切り替えられたかに依存する。Section “DEL Does Not Delete” in
The Emacs Manualを参照のこと。

terminal-initted

端末の初期化後に端末固有の初期化関数にセットされる。

tty-mode-set-strings

与えられた際には、読み取り用に ttyを設定時に Emacsが出力するエスケープシーケ
ンスを含む文字列のリスト。Emacs は端末の設定時のみこれらの文字列を発行する。
すでにアクティブな端末上 (たとえば tty-setup-hook内) でモードを有効にしたけ
れば、tty-mode-set-stringsへのシーケンスの追加に加えて、send-string-to-

terminalを使用して明示的に必要なエスケープシーケンスを出力すること。

tty-mode-reset-strings

与えられた際には、tty-mode-set-strings内の文字列の効果をアンドゥする文字列
のリスト。Emacsは exit、端末の削除、Emacs自身のサスペンドの際にそれらの文字
列を発行する。
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29.6 フレームのタイトル

フレームにはそれぞれ nameというパラメーターがあります。これはウィンドウシステムが通常フレー
ム上端に表示するフレームタイトルにたいするデフォルトとしての役割をもちます。フレームプロパ
ティnameをセットすることにより明示的に名前を指定できます。

通常は名前を明示的に指定せずに、Emacsが変数 frame-title-formatに格納されたテンプレー
トにもとづいて自動的にフレーム名を計算します。Emacsはフレームが再表示されるたびに名前を再
計算します。

[Variable]frame-title-format
この変数はフレーム名が明示的に指定されないときにフレーム名を計算する方法を指定する。こ
の変数の値は実際には mode-line-formatのようなモードライン構文 (mode line construct)
だが ‘%c’、‘%C’、‘%l’の構文は無視される。Section 23.4.2 [Mode Line Data], page 487を
参照のこと。

[Variable]icon-title-format
この変数はフレームタイトルを明示的に指定しないときの、アイコン化されたフレームの名前
の計算方法を指定する。このタイトルはアイコン自体に表示される。

[Variable]multiple-frames
この変数はEmacsにより自動的にセットされる。フレームが 2つ以上 (ミニバッファーのみのフ
レームと不可視のフレームは勘定に入らない)のとき、値は tとなる。frame-title-format
のデフォルト値はフレームが複数存在する場合のみ、フレーム名にバッファー名を入れるため
に multiple-framesを使用する。

この変数の値は frame-title-formatと icon-title-formatの処理中を除き正確である保
証はない。

29.7 フレームの削除

生きたフレーム (live frame)とは削除されていないフレームのことです。フレームが削除される際に
は、たとえそれへの参照元がなくなるまで Lispオブジェクトとして存在し続けるとしても端末ディス
プレイからは削除されます。

[Command]delete-frame &optional frame force
この関数はフレーム frameを削除する。引数 frameは生きたフレーム (以下参照)を指定しな
ければならず、デフォルトは選択されたフレーム。

この関数はまず frameのすべての子フレーム (Section 29.14 [Child Frames], page 740を
参照)とフレームパラメーター delete-before (Section 29.4.3.6 [Frame Interaction Pa-
rameters], page 722を参照)が frameを指定するすべてのフレームを削除する。祖先として
frameをもつフレームが他に存在しないことを保証するために、このような削除はすべて再帰
的に行われる。その後に frameがツールチップを指定していなければ、実際にフレームを kill
する前にフック delete-frame-functionsを実行する (フックの各関数は単一の引数として
frameを受け取る)。delete-frameは実際にフレームを killしてフレームリストからフレーム
を削除した後に after-delete-frame-functionsを実行する。

フレームのミニバッファーが別のフレームの代替えミニバッファー (Section 29.9 [Minibuffers
and Frames], page 733を参照)の役割をもつかぎりフレームを削除できないことに注意。他
のフレームすべてが不可視なら通常はフレームは削除できないが、forceが非 nilなら削除が可
能になる。
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[Function]frame-live-p frame
この関数はフレーム frameが削除されていなければ非 nilをリターンする。リターンされ得る
非 nilの値は framepと同様。Chapter 29 [Frames], page 697を参照のこと。

いくつかのウィンドウマネージャーはウィンドウを削除するコマンドを提供します。これらはその
ウィンドウを操作するプログラムに特別なメッセージを送ることにより機能します。Emacsがそれら
メッセージのいずれかを受け取ったときは delete-frameイベントを生成します。このイベントの通
常の定義は関数 delete-frameを呼び出すコマンドです。Section 21.7.10 [Misc Events], page 397
を参照してください。

[Command]delete-other-frames &optional frame
このコマンドは frameの端末上から frame以外のすべてのフレームを削除する。frameが別の
フレームのミニバッファーを使用している場合には、そのミニバッファーフレームは処理せずに
残る。引数 frameは生きたフレームを指定しなければならず、デフォルトは選択されたフレー
ム。このコマンドは内部的には削除するすべてのフレームにたいして、forceに nilを指定して
delete-frameを呼び出すことにより機能する。

この関数は frameの子フレームは削除しない (Section 29.14 [Child Frames], page 740を削
除)。frameが子フレームなら frameの兄弟だけを削除する。

29.8 すべてのフレームを探す

[Function]frame-list
この関数はすべての生きたフレーム (削除されていないフレーム)のリストをリターンする。こ
れはバッファーにたいする buffer-listに類似しており、すべての端末上のフレームが含ま
れる。リターンされるリストは新たに作成されたものであり、このリストを変更してもEmacs
内部への影響はない。

[Function]visible-frame-list
この関数はカレントで可視なフレームだけのリストをリターンする。Section 29.11 [Visibility
of Frames], page 737を参照のこと。テキスト端末上のフレームは、実際に表示されるのが選
択されたフレームだけだとしても常に可視であるとみなされる。

[Function]frame-list-z-order &optional display
この関数は Z オーダー (重なり) の順で Emacs のフレームのリストをリターンする (Sec-
tion 29.12 [Raising and Lowering], page 738を参照)。オプション引数 displayは調査する
ディスプレイを指定する。displayはフレームかディスプレイ名 (文字列)であること。省略か
nilなら選択されたフレームのディスプレイを意味する。displayに Emacsフレームが含まれ
ていなければ nilをリターンする。

フレームは最前面 (最初)から最背面 (最後)の順にリストされる。特別なケースとして display
が非 nilで生きたフレームを指定する場合には、そのフレームの子フレームを Zオーダー (重
なり順)でリターンする。

この関数はテキスト端末では意味がない。

[Function]next-frame &optional frame minibuf
この関数により特定の端末上のすべてのフレームを任意の開始位置から簡単に巡回できる。こ
れは frameの端末上のすべての生きたフレームのリストから frameの後のフレームをリターン
する。引数 frameは生きたフレームを指定しなければならず、デフォルトは選択されたフレー
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ム。no-other-frameパラメーター (Section 29.4.3.6 [Frame Interaction Parameters],
page 722を参照)が非 nilであるようなフレームをリターンすることは決してない。

2つ目の引数minibufはどのフレームを考慮するかを示す:

nil ミニバッファーのみのフレームを除外。

visible すべての可視フレームを考慮する。

0 すべての可視フレームとアイコン化されたフレームを考慮する。

ウィンドウ 特定のウィンドウをミニバッファーとして使用するフレームだけを考慮する。

その他 すべてのフレームを考慮する。

[Function]previous-frame &optional frame minibuf
next-frameと同様だがすべてのフレームを逆方向に巡回する。

Section 28.10 [Cyclic Window Ordering], page 634の next-windowと previous-window

も参照してください。

29.9 ミニバッファーとフレーム

それぞれのフレームは通常は下端に自身のミニバッファーウィンドウをもち、フレームが選択された際は
常にそれを使用します。このウィンドウは関数 minibuffer-windowで取得できます (Section 20.11
[Minibuffer Windows], page 372を参照)。

しかしミニバッファーをもたないフレームも作成できます。そのようなフレームは、別のフレーム
のミニバッファーを使用しなければなりません。この別フレームはそのフレームにたいする代替えミ
ニバッファーフレーム (surrogate minibuffer frame)としての役目を果たし、そのフレームが生き
ているかぎり delete-frameで削除することはできなくなります (Section 29.7 [Deleting Frames],
page 731を参照)。

フレームパラメーター minibufferにより、フレーム作成時に (別フレーム上にある)使用するミ
ニバッファーを明示的に指定できます (Section 29.4.3.5 [Buffer Parameters], page 722を参照)。
これを行わない場合には変数 default-minibuffer-frameの値であるようなフレーム内でミニバッ
ファーを探します。この値はミニバッファーをもつフレームである必要があります。

ミニバッファーのみのフレームを使用する場合には、ミニバッファーにエンター時にそのフレーム
を前面に移動 (raise)したいと思うかもしれません。その場合には変数 minibuffer-auto-raiseに
tをセットします。Section 29.12 [Raising and Lowering], page 738を参照してください。

[Variable]default-minibuffer-frame
この変数はデフォルトでミニバッファーウィンドウとして使用するフレームを指定する。これ
は既存のフレームには影響しない。これはカレント端末にたいして常にローカルであり、バッ
ファーローカルにはできない。Section 29.2 [Multiple Terminals], page 699を参照のこと。

29.10 入力のフォーカス

どんなときでも Emacs内のただ 1つのフレームが選択されたフレーム (selected frame)です。選択
されたウィンドウは常に選択されたフレーム上にあります。

Emacsがフレームを複数端末 (Section 29.2 [Multiple Terminals], page 699を参照)上に表示
する際には、各端末は自身の選択されたフレームをもちます。しかしそれらのうち 1つだけが、いわ
ゆる選択されたフレームであり、それはもっとも最近に入力があった端末に属すフレームです。つま



Chapter 29: フレーム 734

り特定の端末からのコマンドを Emacsが実行する際には、その端末上の 1つが選択されたフレーム
です。Emacsが実行するコマンドは常に 1つだけなので、選択されたフレームは常に 1つだけだと
考える必要があります。このフレームこそが、このマニュアルで選択されたフレームと呼ぶフレーム
です。選択されたフレームを表示するディスプレイは、選択されたフレームのディスプレイ (selected
frame’s display)です。

[Function]selected-frame
この関数は選択されたフレームをリターンする。

いくつかのウィンドウシステムおよびウィンドウマネージャーは、マウスがあるウィンドウオブ
ジェクトにキーボード入力をダイレクトします。それ以外は、さまざまなウィンドウオブジェクトに
フォーカスをシフト (shift the focus)するために、明示的なクリックやコマンドを要求します。どち
らの方法でも Emacsはフォーカスをもつフレーム (複数形の frames)を自動的に追跡します。Lisp
関数から別フレームに明示的に切り替えるためには、select-frame-set-input-focusを呼び出
します。

前のパラグラフ中の “複数形の frames”は意図したものです。Emacs自身は選択されたフレーム
を 1つしかもたないのにたいして、Emacsは多くの異なる端末上にフレームをもつことができ (ウィ
ンドウシステムへの接続は端末とみなされることを思い出してほしい)、各端末は入力フォーカスをも
つフレームにたいして独自のアイデアをもっています。あるフレームに入力フォーカスをセットする
際にはフレームの端末にフォーカスをセットしますが、他の端末上のフレームのフォーカスは残り続
けます。

関数 select-frameを呼び出すことにより、Lispプログラムが一時的にフレームを切り替えるこ
とができます。これはそのウィンドウシステムのフォーカス概念を変更はしません。変更ではなく何
らかの方法により制御が再確認 (reasserted)されるまで、ウィンドウマネージャーの制御から抜け出
す (escape)のです。

テキスト端末使用時はその端末上で一度に表示できるフレームは 1つだけなので、select-frame
呼び出し後に次回の再表示で新たに選択されたフレームが実際に表示されます。このフレームは次の
select-frame呼び出しまで選択されたままです。テキスト端末上の各フレームはバッファー名の前
に表示される番号をもちます (Section 23.4.4 [Mode Line Variables], page 489を参照)。

[Function]select-frame-set-input-focus frame &optional norecord
この関数は frameを選択して、(他のフレームのせいで不明瞭な場合には) それを前面に移
動 (raise) してウィンドウシステムのフォーカス授与を試みる。テキスト端末上では、次回
再表示時に端末スクリーン全体に新たにフレームが表示される。オプション引数 norecordは
select-frame(下記参照)のときと同じ意味をもつ。この関数のリターン値に意味はない。

以下で説明する関数は理想的には他のフレームを前面にレイズすることなくフレームにフォーカス
するべきです。残念ながらウィンドウシステムやウィンドウマネージャーの多くはこの要求を拒絶す
るかもしれません。

[Function]x-focus-frame frame &optional noactivate
この関数は frameのレイズを要さずに frameに Xサーバーのフォーカスを与える。frameが
nilなら選択されたフレームを意味する。Xの配下ではオプション引数 noactivateが非 nilな
ら、frameのウィンドウシステムのウィンドウが “アクティブ”なウィンドウになることを防ぐ
ことを意味する。これは frameが他のフレームの前面にならないようさらに強く主張する。

MS-Windowsでは noactivate引数に効果はない。しかし frameが子フレーム (Section 29.14
[Child Frames], page 740を参照)なら、この関数は通常は他の子レームの前面にレイズする
ことなく frameにフォーカスする。
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この関数はウィンドウシステムのサポートがなければ何もしない。

[Command]select-frame frame &optional norecord
この関数はフレーム frameを選択して、Xサーバーのフォーカスがあればそれを一時的に無視
する。frameにたいする選択は次回ユーザーが別フレームに何かを行うか、この関数の次回呼
び出しまで継続する (ウィンドウシステムを使用する場合には以前に選択されていたフレーム
に依然としてウィンドウシステムの入力フォーカスがあるかもしれないので、コマンドループ
からリターン後にそのフレームが選択されたフレームとしてリストアされるかもしれない)。

指定された frameは選択されたフレームとなり、その端末が選択された端末になる。この関
数はその後に frame内で選択されていたウィンドウを第 1引数、norecordを第 2引数にして
select-windowをサブルーチンとして呼び出す (したがって norecordが非 nilなら、もっと
も最近に選択されたウィンドウとバッファーリストの変更を避ける)。Section 28.9 [Selecting
Windows], page 632を参照のこと。

この関数は frame、frameが削除されていれば nilをリターンする。

一般的には実行後に端末を戻すよう切り替えることなく、別の端末に切り替えるのが可能な手
段として select-frameを決して使用しないこと。

Emacsは選択されたフレームをサーバーとしてアレンジしてウィンドウシステムに要求すること
によりウィンドウシステムと協調します。Emacsのいずれかのフレームが選択されたことをあるウィ
ンドウシステムが通知すると、Emacsは内部的に focus-inイベントを生成します。Emacsフレーム
をフォーカス変更イベントの通知をサポートする xtermのようなテキスト端末エミュレーター上で表
示している際には、テキストモードのフレームでも focus-inと focus-outのイベントを利用できま
す。フォーカスイベントは通常は handle-focus-inで処理されます。

[Command]handle-focus-in event
この関数は明示的なフォーカス通知をサポートするウィンドウシステムと端末からの focus-in
イベントを処理する。これは frame-focus-stateが問い合わせて after-focus-change-

functionを呼び出すフレームごとのフォーカスフラグを更新する。加えてEmacsが認識する
選択されたフレームを、いくつかの端末でもっとも最近フォーカスされたフレームに切り替え
るために switch-frameイベントを生成する。Emacsの選択されたフレームをもっとも最近
フォーカスされたフレームに切り替えることは、それぞれの端末にある他のフレームがフォー
カスをもち続けることを意味しないことに注意することが大事。自分でこの関数を呼び出して
はならない。かわりにロジックを after-focus-change-functionにつけ加えること。

[Command]handle-switch-frame frame
この関数はフォーカス通知や最後のイベントとは異なるフレームから到着した入力イベントを
含むさまざまな状況においてEmacsが自身のために生成する switch-frameイベントを処理す
る。自分でこの関数を呼び出してはならない。

[Function]redirect-frame-focus frame &optional focus-frame
この関数は frameから focus-frameにフォーカスをリダイレクトする。これは frameにかわっ
て focus-frameが以降のキーストロークとイベントを受け取るであろうことを意味する。その
ようなイベント後には last-event-frameの値は focus-frameになるだろう。また frameを
指定した switch-frameイベントも、かわりに focus-frameを選択するだろう。

focus-frameが省略または nilなら、frameにたいするすべての既存のリダイレクションがキャ
ンセルされるので、frameが自身のイベントを再度受け取ることになる。

フォーカスリダイレクトの用途の 1つは、ミニバッファーをもたないフレームにたいしてであ
る。これらのフレームは別フレーム上のミニバッファーを使用する。別フレーム上のミニバッ
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ファーをアクティブにすることは、そのフレームにフォーカスをリダイレクトすることである。
これはたとえマウスがミニバッファーをアクティブにしたフレーム内に留まっていても、ミニ
バッファーが属すフレームにフォーカスを置く。

フレーム選択はフォーカスリダイレクションの変更も可能にする。fooが選択されているとき
にフレーム barを選択することにより、fooを指すすべてのリダイレクションはかわりに bar

を指す。これはユーザーが select-windowを使用してあるフレームから別のフレームに切り
替えた際に、フォーカスのリダイレクトが正しく機能することを可能にする。

これはフォーカスが自身にリダイレクトされたフレームが、フォーカスがリダイレクトされて
いないフレームとは異なる扱いを受けることを意味する。前者にたいして select-frameは影
響するが、後者には影響がない。

このリダイレクションは、それを変更するために redirect-frame-focusが呼び出されるま
で継続する。

[Function]frame-focus-state frame
この関数は frameの既知の最後のフォーカス状態を取得する。

フレームにフォーカスがないと解っていれば nil、フォーカスがあると解っていれば t、フレー
ムのフォーカス状態を Emacsが知らなければ unknownをリターンする (この最後の状態は明
示的なフォーカス通知をサポートしない端末で実行中の TTYフレームで見ることがあるかも
しれない)。

[Variable]after-focus-change-function
この関数はフォーカス変更の通知の受信に使用可能な拡張ポイントである。

このフックの関数はフォーカスのあるフレームのセットが変更されたかもしれないことをEmacs
が認識した際に引数なしで呼び出される。フレームのフォーカス変更時にコードが何かを行い
たければ add-functionを使用して関数をフックに追加して、追加した関数内で各フレームの
最後の既知のフォーカス状態を取得するために frame-focus-stateを呼び出して、フォーカ
スされたフレームのセットを再スキャンすること。フォーカスイベントは非同期に配信され、外
部システムによるフレームの入力フォーカスは Emacsの選択されたフレームの概念には対応
していないかもしれない。フォーカスイベントの配信の差異、複数の Emacs端末の存在、そ
れ以外の要因のために複数フレームが同時に入力フォーカスをもつように見えるかもしれない
ので、コードはこの状況に直面しても堅牢であること。

ウィンドウシステムによってはフォーカスイベントが繰り返し配信されて、期待した値にセッ
トする前に異なるフォーカス状態が配信されるかもしれない。フォーカス通知にもとづくコー
ドはおそらく再表示まで処理を遅延することにより、フォーカス変更から生じるユーザーに可
視の更新を “デバウンス (debounce)”する必要がある。

この関数は read-eventの内部を含む任意のコンテキストで呼び出されるかもしれないので、
プロセスフィルター記述時と同様の注意を払うこと。

[User Option]focus-follows-mouse
このオプションはフレーム内にマウスポインターを移動した際にウィンドウマネージャーが
フォーカスを転送するかどうかと、その方法について Emacsに知らせる。意味がある値は以
下の 3つ:

nil デフォルト値 nilはウィンドウマネージャーが “click-to-focus(フレームがフォー
カスを取得するためにフレーム内部でマウスをクリックする必要がある)”のポリ
シーにしたがう際に使用すること。
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t 値 tはマウスポインターの位置にしたがってウィンドウマネージャーが自動的に
フォーカスするが、フォーカスを得たフレームは自動的にレイズされず別のウィ
ンドウシステムのウィンドウに隠されたままかもしれないときに使用すること。

auto-raise

値 auto-raiseはマウスポインターの位置にしたがってウィンドウマネージャー
が自動的にフォーカスして、フォーカスを得たフレームは自動的にレイズされる
際に使用すること。

このオプションが非 nilなら、Emacs は select-frame-set-input-focusが選択したフ
レームにマウスポインターを移動する。この関数は other-frameや pop-to-bufferなどい
くつかのコマンドで使用される。

ウィンドウマネージャーは “通常” のフレームのレイズには通常は配慮するので、値 tと
auto-raiseを区別する必要はない。これは mouse-autoselect-window (Section 28.25
[Mouse Window Auto-selection], page 686を参照)を通じて子フレームをレイズするため
に有用。

このオオプションは “sloppy”なフォーカス (別のウィンドウマネージャーウィンドウにマウス
ポインターが移動しないかぎり以前にフォーカスのあったフレームがフォーカスを保持する)と
“strict”なフォーカス (マウスポインターが去るとフレームは即座にフォーカスを失う)を区別
しないことに注意。ウィンドウマネージャーがフォーカスや自動レイズの遅延をサポートして
いなくても、新たなフレームがフォーカスを取得 (あるいは自動レイズ)するまでの時間を明示
的に指定できる。

変数 mouse-autoselect-window (Section 28.25 [Mouse Window Auto-selection],
page 686 を参照) をカスタマイズすることにより、個別の Emacs ウィンドウにたいして
“focus follows mouse”ポリシーを提供できる。

29.11 フレームの可視性

グラフィカルなディスプレイ上のフレームは可視 (visible)、不可視 (invisible)、またはアイコン化
(iconified)されているかもしれません。可視ならそのコンテンツは通常の方法により表示されます。
アイコン化されている場合にはそのコンテンツは表示されませんが、ビュー内にフレームを戻すため
の小さいアイコンがどこかにあります (いくつかのウィンドウマネージャーはこの状態をアイコン化で
はなく最小化と呼ぶが Emacsの見地ではこれらは同等である)。フレームが不可視ならまったく表示
されません。

可視性の概念はマップ (または非マップ)されたフレームと強い関連性があります。フレーム (よ
り正確にはウィンドウシステムのウィンドウ)は最初に表示されるときにマップ済み (mapped)とな
り、状態が iconifiedや invisibleから visibleに変化します。それとは逆に状態が visibleか
ら iconifiedや invisibleに変化したときは、フレームは常に非マップ済み (unmapped)になり
ます。

テキスト端末では実際に表示されるのは常に選択されたフレームだけなので可視性に意味はありま
せん。

[Function]frame-visible-p frame
この関数はフレーム frameの可視性の状態をリターンする。値は frameが可視なら t、不可視
なら nil、アイコン化されていれば icon。

テキスト端末上ではたとえ 1つのフレームだけが表示されているとしても、この関数の目的に
たいしてはすべてのフレームが可視とみなされる。Section 29.12 [Raising and Lowering],
page 738を参照のこと。
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[Command]iconify-frame &optional frame
この関数はフレーム frameをアイコン化する。frameを省略すると選択されたフレームをアイ
コン化する。これにより通常は frameのすべての子フレーム (と子孫) は不可視になる (Sec-
tion 29.14 [Child Frames], page 740を参照)。

[Command]make-frame-visible &optional frame
この関数はフレーム frameを可視にする。frameを省略すると選択されたフレームを可視にす
る。これはフレームを前面に移動しないが、望むなら raise-frameでこれを行うことができ
る (Section 29.12 [Raising and Lowering], page 738を参照)。

通常はフレームを可視とすることにより、すべての子フレーム (と子孫)も同様に可視になる
(Section 29.14 [Child Frames], page 740を参照)。

[Command]make-frame-invisible &optional frame force
この関数はフレーム frameを不可視にする。frameを省略すると選択されたフレームを不可視に
する。これにより通常は frameのすべての子フレーム (と子孫)も不可視になる (Section 29.14
[Child Frames], page 740を参照)。

この関数は forceが nilの場合には、他のすべてのフレームが不可視なら frameを不可視にす
ることを拒絶する。

フレームの可視性の状態はフレームパラメーターとしても利用可能である。つまりフレームパラ
メーターとして読み取りと変更ができる。Section 29.4.3.8 [Management Parameters], page 724
を参照のこと。ウィンドウマネージャーによりユーザーがフレームのアイコン化や非アイコン化を行う
こともできる。これはEmacsが何らかの制御を及ぼすのが可能なレベルより下のレベルにおいて発生
するが、Emacsはそのような変化を追跡するために使用するイベントを提供する。Section 21.7.10
[Misc Events], page 397を参照のこと。

[Function]x-double-buffered-p &optional frame
この関数は frameがカレントでダブルバッファリングで描画されていれば非 nilをリターンす
る。frameのデフォルトは選択されたフレーム。

29.12 フレームの raise、lower、re-stack

ほとんどのウィンドウシステムではデスクトップというメタファー (metaphor: 比喩的概念)が使用
されています。このメタファーの一部はシステムレベルのウィンドウ (Emacsではフレーム)がスク
リーン表面に向かって、概念的 3次元の垂直方向にスタッキングされる (重ねて表示される)というア
イデアにもとづいています。スタッキングによる順序は合計であり、通常はスタッキングの順序 (また
は Zオーダー)として参照されます。2つのゥィンドウがオーバーラップする領域では、このオーダー
において高位のウィンドウが、下位のウィンドウ (の一部)をカバーします。

関数 raise-frameと lower-frameを使用してフレームの Z オーダーの一番上に raise したり
一番下に lower することができます。関数 frame-restackを使用すれば別のフレームの上や下にフ
レームを直接 restack できます。

以下で説明するすべての関数はフレーム (および他のウィンドウシステムのウィンドウすべて)の
対応する Zグループを尊重することに注意してください (Section 29.4.3.2 [Position Parameters],
page 716を参照)。たとえば通常はフレームをデスクトップウィンドウより lower(下位)にすること
や、z-groupパラメータ 0が非 nilのフレームをウィンドウシステムのタスクバーやツールチップウィ
ンドウより raise(上位)にすることはできません。
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[Command]raise-frame &optional frame
この関数はを frameの z-groupと同じか lower(下位)にある他のすべのフレームの上位にフ
レーム frame (デフォルトは選択されたフレーム)を raiseする。frameが不可視やアイコン化
されていたら可視になる。frameが子フレーム (Section 29.14 [Child Frames], page 740を
参照)なら、親フレームの他のすべての子フレームの上位に frameを raiseする。

[Command]lower-frame &optional frame
この関数はを frameの z-groupと同じか上位にある他のすべのフレームの下位へフレーム frame
(デフォルトは選択されたフレーム)を lowerにする。frameが子フレーム (Section 29.14 [Child
Frames], page 740を参照)なら、親フレームの他のすべての子フレームの下位に frameを lower
する。

[Function]frame-restack frame1 frame2 &optional above
この関数は frame2の下に frame1を再スタックする (restack: 再び重ねる)。いずれのフレー
ムも可視で表示エリアがオーバーラップしていたら、frame2が frame1を (部分的に)隠すこと
を暗に示している。オプションの 3つ目の引数 aboveが非 nilなら、この関数は frame2の上
に frame1を再スタックする。これはいずれのフレームも可視で表示エリアがオーバーラップ
していたら、frame1が frame2を (部分的に)隠すことを意味している。

この関数は最初のステップではディスプレイから frame1のウィンドウシステムのウィンドウを
削除して、2つ目のステップで ( aboveが真なら)frame2のウィンドウの下に frame1のウィン
ドウを再挿入を行う、2つのステップによりアトミックなアクションを処理すると技術的に考
えることができる。したがって frame1を除く他のすべてのフレームに相対的な frame2のディ
スプレイ内での Zオーダー (スタッキングオーダー)は変更されない。

いくつかのウィンドウマネージャーはウィンドウの再スタックを拒絶する。

再スタックの効果は関連するフレームがアイコン化されたり不可視になったりしないかぎり継続す
ることに注意してください。フレームを他のフレームの上位 (や下位)に永続的に表示されるフレームグ
ループに追加するためにフレームパラメーター z-group (Section 29.4.3.2 [Position Parameters],
page 716を参照)を使用できます。これらのグループのいずれかにフレームが所属するかぎり、再ス
タックはそのグループ内での相対的なスタッキング位置にのみ効果があります。異なるZグループに所
属するフレームにたいする再スタックの効果は未定義です。関数 frame-list-z-orderでカレント
のフレームスタッキングオーダーをリストできます (Section 29.8 [Finding All Frames], page 732
を参照)。

[User Option]minibuffer-auto-raise
これが非 nilならミニバッファーをアクティブにすることにより、ミニバッファーウィンドウ
のあるフレームが前面に移動される。

ウィンドウシステム上ではフレームパラメーターを使用して、(フレーム選択時に)auto-raising、
(フレーム選択解除時に)auto-loweringを有効にできます。Section 29.4.3.8 [Management Param-
eters], page 724を参照してください。

フレームを前面や背面に移動するという概念は、テキスト端末のフレームにも適用できます。各テ
キスト端末上では一度に表示されるのは常に最前面のフレームだけです。

[Function]tty-top-frame &optional terminal
この関数は terminal上の最前面のフレームをリターンする。terminalは端末オブジェクト、フ
レーム (そのフレームの端末を意味する)、または nil (選択されたフレームの端末を意味する)
であること。これがテキスト端末を参照しなければリターン値は nil。
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29.13 フレーム構成

フレーム構成 (frame configuration)はフレームのカレント配置、すべてのプロパティ、および各ウィ
ンドウのウィンドウ構成 (Section 28.26 [Window Configurations], page 687 を参照) を記録し
ます。

[Function]current-frame-configuration
この関数はフレームのカレント配置とそのコンテンツを記述するフレーム構成のリストをリター
ンする。

[Function]set-frame-configuration configuration &optional nodelete
この関数はフレームの状態を configurationの記述にリストアする。ただしこの関数は削除さ
れたフレームはリストアしない。

この関数は通常は configuration内にリストされない既存フレームすべてを削除する。しかし
nodeleteが非 nilなら、それらのフレームはかわりにアイコン化される。

29.14 子フレーム

子フレームはウィンドウ (Chapter 28 [Windows], page 609を参照)と “通常”のフレームとの中間
にあるオブジェクトです。ウィンドウのよように所属するフレームにアタッチされますが、ウィンド
ウとは異なり互いにオーバーラップすることができます。子フレームの 1つのサイズや位置を変更し
ても兄弟となる他の子フレームのサイズや位置は変化しません。

仕様により子フレームの作成や変更を行う操作は特別な関数やカスタマイズ可能な変数ではなくフ
レームパラメーター (Section 29.4 [Frame Parameters], page 713を参照)の助けを借りて実装さ
れています。子フレームはグラフィカル端末でのみ意味があることに注意してください。

子フレームを新たに作成したり通常のフレームを子フレームに変換するためには、そのフレームの
parent-frameパラメーター (Section 29.4.3.6 [Frame Interaction Parameters], page 722を参
照)にすでに存在するフレームをセットします。このパラメーターで指定されたフレームは、パラメー
ターが変更やリセットされるまでフレームの親フレームになります。これにより技術的には子フレー
ムのウィンドウシステムのウィンドウは、親フレームのウィンドウシステムのウィンドウの子ウィン
ドウになります。

parent-frameパラメーターはいつでも変更できます。これを他のフレームにセットすれば子フレー
ムが reparent(親を変更)されます。別の子フレームにセットすればフレームをネストされた (nested)
子フレームにします。にセットすればフレームの状態をトップレベルのフレーム (ウィンドウシステム
のウィンドウがディスプレイーのルートウィンドウの子であるようなフレーム)にリストアします。

子フレームは任意にネスト (入れ子)させることができるので、フレームは子フレームと親フレー
ムの両方になることができます。また子フレームと親フレームの相対的な役割はいつでも逆転させる
ことができます (たとえ子フレームを親フレームより十分小さいサイズに保つことが通常はよいアイデ
アであるとしても)。フレームをそのフレームの祖先にしようと試みるとエラーがシグナルされます。

ほとんどのウィンドウシステムは親フレームのネイティブエッジ (Section 29.3 [Frame Geometry],
page 702を参照)で子フレームをクリップします (これらのエッジの外側は通常は不可視になる)。子
フレームのパラメーター leftと topは親のネイティブフレームの左上隅から相対的な位置を指定し
ます。親フレームがリサイズされたとき、この位置は概念的には変更されません。

NSビルドは親フレームのエッジで子フレームをクリップしないので、子フレーム自身が可視であっ
ても親フレームを隠さないように配置することができます。

通常は親フレームを移動することにより、すべての子フレームとその子孫も相対的な位置が変化しな
いように一緒に移動されます。フック move-frame-functions (Section 29.3.3 [Frame Position],
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page 709を参照)は子フレームの親フレームにたいする相対的な位置が変化したときだけ実行され
ます。

親フレームがリサイズされた際には、子フレームは概念的には以前のサイズと親フレームの左上隅
からの相対的な位置を保ちます。これは親フレームが縮小されると子フレームが (部分的に)不可視に
なるかもしれないことを意味しています。親フレームのリサイズ時に常に子フレームを比例してリサ
イズおよび再配置するためにパラメーター keep-ratioを使用できます (Section 29.4.3.6 [Frame
Interaction Parameters], page 722を参照)。これにより親フレームが縮小された際にフレームの一
部が隠されることを防ぐことができます。

可視な子フレームは常に親フレームの最上位に表示されるので、親フレームの下位に表示可能な
NSビルド以外では親フレームの一部を隠すことになります。これは常に親ウィンドウであるデスク
トップのルートウィンドウの最上位に表示されるトップレベルフレームのウィンドウシステムのウィン
ドウに相当します。親フレームがアイコン化されたり不可視 (Section 29.11 [Visibility of Frames],
page 737を参照)になったときには子フレームは不可視になります。親フレームが非アイコン化され
たり可視になると子フレームは可視になります。

親フレームが削除される際には、その前に子フレームが再帰的に削除されます (Section 29.7 [Delet-
ing Frames], page 731を参照)。この規則には 1つの例外があります。子フレームが他のフレームの
代理ミニバッファーフレーム (Section 29.9 [Minibuffers and Frames], page 733を参照)を果たす
際には、親フレームが削除されるまで削除されずに留まります。。この時点でその子フレームをミニ
バッファーとして使用するフレームが残っていなければ、Emacsは子フレームの削除も試みます。理
由は何であれこの削除が失敗すると、その子フレームがトップレベルのフレームになります。

子フレームがメニューバーやツールバーをもてるかどうかはウィンドウシステムやウィンドウマ
ネージャーに依存します。ほとんどのウィンドウシステムは子フレームのメニューバーを明示的に許
可していません。フレームの初期パラメーターのセッティングでメニューバーとツールバーの両方を
無効にすることを推奨します。

子フレームは通常はタイトルバーやエクスターナルボーダー (Section 29.3 [Frame Geometry],
page 702を参照)のようなウィンドウマネージャーの装飾を表示しません。子フレームがメニュー
バーやツールバーを表示しないときには他の種類のフレームのボーダーをエクスターナルボーダーの
かわりに使用できます (Section 29.4.3.4 [Layout Parameters], page 720を参照)。

特に X(ただし GTK+ビルド以外) ではフレームのアウターボーダーを使用できます。
MS-Windowsでは非 0のアウターボ^ダーを指定することにより、幅が 1ピクセルのエクスターナ
ルボーダーが表示されます。すべてのウィンドウシステムにおいてインターナルボーダーを使用でき
ます。いずれのケースでもフレームパラメーター undecorated (Section 29.4.3.8 [Management
Parameters], page 724を参照)で子フレームにたいするウィンドウマネージャーの装飾を無効にす
ることを推奨します。

マウスで装飾されていない子フレームのリサイズや移動を行うためには、特別なフレームパラメー
ターを使う必要があります (Section 29.4.3.7 [Mouse Dragging Parameters], page 724を参照)。
子フレームのインターナルボーダーが存在する場合には、そのフレームが非 nilの drag-internal-

borderパラメーターをもっていればマウスによるフレームのリサイズに使用できます。snap-width
がセットされていれば、それは親フレームのエッジやコーナーそれぞれでフレームをスナップ (snaps)
するピクセル数を表します。

マウスで子フレーム全体をドラッグするためには 2つの方法があります。drag-with-mode-line
パラメーターが非 nilなら、ミニバッファーウィンドウのないフレーム (Section 20.11 [Minibuffer
Windows], page 372を参照)の最下ウィンドウのモードラインエリアを通じてドラッグできます。
drag-with-header-lineパラメーターが非 nilなら、フレームの最上ウィンドウのヘッダーライン
を通じたドラッグが可能です。
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子フレームにドラッグ可能なヘッダーラインやモードラインを与えるためには、ウィンドウパラ
メーター mode-line-formatと header-line-format (Section 28.27 [Window Parameters],
page 689を参照)を使用するのが手軽です。これらにより (drag-with-header-lineの選択時に)
不要なモードラインを削除したり、フレームのドラッグと干渉するマウス感応エリアを削除できます。

親のネイティブフレームの完全に外部にフレームがドラッグで移動 (マウスカーソルが行き過ぎて
しまいマウスボタンのリリース時にフレームの取得が困難になる際に発生し得る)されないようにす
るためには、それに応じてフレームのパラメーター top-visibleと bottom-visibleをセットする
ことを推奨します。

top-visibleパラメーターは親のネイティブフレーム内でドラッグ中にフレームの上部で常に可視
に留まるピクセル数を指定するもので、これは drag-with-header-lineパラメーターに非 nilを指
定する際にセットする必要があります。bottom-visibleパラメーターは親のネイティブフレーム内
でドラッグ中にフレームの下部で常に可視に留まるピクセル数を指定するもので、これは drag-with-

mode-lineパラメーターに非 nilを指定する際にセットする必要があります。

display-buffer-in-child-frame (Section 28.13.2 [Buffer Display Action Functions],
page 642を参照)を介してバッファー表示に子フレームが使用されている際には、バッファーを表示中の
ウィンドウがquitされる際にフレームを適切に処理するために、フレームのauto-hide-functionパ
ラメーターに関数をセットできます (Section 29.4.3.6 [Frame Interaction Parameters], page 722
を参照)。

たとえば別のウィンドウに補完を表示する等でミニバッファーとの相互作用中子フレームを使用す
る際には、ミニバッファーの exit時にフレームを適切に処理するために minibuffer-exitパラメー
ター (Section 29.4.3.6 [Frame Interaction Parameters], page 722を参照)が便利です。

子フレームの振る舞いは他のいくつかの点においても、トップレベルのフレームから逸脱していま
す。それらのいくつかを以下に挙げます:

• 子フレームにたいする最大化とアイコン化の意味はウィンドウシステムに大きく依存する。原則
としてアプリケーションは子フレームでこれらのオプションを決して呼び出すべきではない。デ
フォルトでは子フレームで iconify-frameを呼び出すと子フレームにに対応するトップレベル
のフレームにたいしてアイコン化を試みる。異なる挙動を得るためには、以下で説明するオプショ
ン iconify-child-frameをカスタマイズできる。

• 子フレームの raise、lower、restack (Section 29.12 [Raising and Lowering], page 738を参
照)や z-group (Section 29.4.3.2 [Position Parameters], page 716を参照)の変更では、同
じ親をもつ子フレームの stack順だけが変更される。

• ウィンドウシステムの多くは子フレームの透明度 (Section 29.4.3.10 [Font and Color Param-
eters], page 727を参照)を変更できない。

• いくつかのウィンドウシステムでは、祖先のウィンドウの可視部分のマウスクリックによる、子
フレームから親以外の祖先へのフォーカスの移動は失敗する。最初に直接的な親のウィンドウシ
ステムのウィンドウを直接クリックする必要があるだろう。

• ウィンドウマネージャーマウスポリシーにしたがってフォーカスを子フレームに拡大しないかも
しれない。この問題にたいして mouse-autoselect-windowのカスタマイズが助けになるかも
しれない (Section 28.25 [Mouse Window Auto-selection], page 686を参照)。

• 子フレームへのドロップ (Section 29.21 [Drag and Drop], page 749を参照)はすべてのウィ
ンドウシステムで動作を保証されない。親フレームにオブジェクトをドロップしたり、他の祖先
にドロップするものもある。

以下の 2つの関数は子フレームと親フレームで処理を行う際に役に立つかもしれません:
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[Function]frame-parent &optional frame
この関数は frameの親フレームをリターンする。frameの親フレームはウィンドウシステムの
ウィンドウが frameのウィンドウシステムのウィンドウの親ウィンドウであるような Emacs
フレーウである。そのようなフレームが存在すれば、frameはそのフレームの子フレームとみ
なされる。

この関数は frameに親フレームがなければ nilをリターンする。

[Function]frame-ancestor-p ancestor descendant
この関数はancestorがdescendantの祖先なら非nilをリターンする。ancestorがdescendant
の親フレームか descendantの親フレームの祖先なら、ancestorは descendantの祖先である。
ancestorと descendantにはいずれも生きたフレームを指定しなければならない。

既存ウィンドウの最大の空エリア内への子フレームの描画に使用できる関数 window-largest-

empty-rectangleにも注意してください (Section 28.24 [Coordinates and Windows], page 682
を参照)。これは子フレームがウィンドウ内に表示されているテキストを隠さないようにするために有
用です。

子フレームにたいする iconify-frameの挙動の調整に以下のオプションのカスタマイズが役に立
つかもしれません。

[User Option]iconify-child-frame
このオプションは Emacsにたいして子フレームのアイコン化を要求された際に処理を行う方
法を指定する。nilなら iconify-frameが子フレームに呼び出された際には何も行わない。
iconify-top-levelなら子フレームの祖先であるトップレベルのフレームをアイコン化する。
make-invisibleならアイコン化せずに子フレームを不可視にしようと試みる。

その他の値は子フレームのアイコン化を試みることを意味する。そのような試みはすべてのウィ
ンドウマネージャーで許容されるとはかぎらず、子フレームがユーザーのアクションに無応答
になることさえあり得るので、デフォルトではトップレベルのフレームをアイコン化する。

29.15 マウスの追跡

マウスをトラック (track: 追跡)するのが有用なことが時折あります。マウスのトラックとはマウスの
位置を示す何かを表示して、マウス移動とともにそのインジケーターを移動するという意味です。効
果的にマウスをトラックするためには、マウスが実際に移動するまで待機する手段が必要になります。

マウスをトラックするためには、マウスのモーション (motion: 移動)を表すイベントを問い合わ
せるのが便利な方法です。その後はそのイベントを待機することによりモーションを待機できます。
それに加えて発生し得る他の類のイベントも簡単に処理できます。ボタンのリリースのような何か他
のイベントだけを待機してマウスを永久にトラックすることは、通常は望ましくないのでこれは有用
です。

[Macro]track-mouse body. . .
このマクロはマウスモーションイベントの生成を有効にして bodyを実行する。bodyはモー
ションイベントを読み取るために、通常は read-eventを使用してそれに対応して表示を変更
する。マウスモーションイベントのフォーマットについては Section 21.7.8 [Motion Events],
page 396を参照のこと。

track-mouseの値は body内の最後のフォームの値。ボタンのリリースを示す up-event、ま
たはトラックを止めるべきタイミングを意味する類のイベントを確認した際にはリターンする
ように bodyをデザインすること。
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track-mouseフォームでは変数 track-mouseを非 nil値にバインドすることにより、Emacs
にマウスモーションイベントを生成させる。この変数が特別な値 draggingをもつなら、ディ
スプレーエンジンにマウスポインターのシェイプ (形状)の変更を控えるように追加で指示す
る。これは Emacsが表示する大きな範囲を横断するマウスドラッグを要する Lispプログラム
では、そうしなければ表示箇所に応じてマウスポインターのシェイプが変更されてしまうので
望ましいだろう (Section 29.19 [Pointer Shape], page 747を参照)。したがってドラッグ中
にオリジナルのマウスポインターシェイプを保つ必要がある Lispプログラムは、bodyの先頭
で track-mouseを値 draggingにバインドすること。

マウスモーションをトラックする通常の目的は、それ以降に発生するボタンのプッシュやリリース
をカレント位置に示すことです。

多くの場合はテキストプロパティmouse-face(Section 32.19.4 [Special Properties], page 821
を参照)を使用することにより、マウスをトラックする必要性を回避できます。これはより低レベルで
機能して、かつ Lispレベルのマウストラッキングよりスムーズに実行されます。

29.16 マウスの位置

関数 mouse-positionと set-mouse-positionはマウスのカレント位置にたいするアクセスを提
供します。

[Function]mouse-position
この関数はマウス位置の記述子をリターンする。値は (frame x . y)のような形式であり、x
と yは frameのネイティブ位置 (Section 29.3 [Frame Geometry], page 702を参照)から相
対的に、frameのデフォルト文字サイズ (Section 29.3.2 [Frame Font], page 708を参照)の
単位で位置を与える整数 (丸められている可能性あり)。

[Variable]mouse-position-function
この変数の値は非nilならmouse-positionにたいして呼び出される関数。mouse-position
はリターン直前に、自身の通常のリターン値を唯一の引数としてこの関数を呼び出して、それ
が何であれその関数がリターンした値をリターンする。

このアブノーマルフックは xt-mouse.elのように Lispレベルでマウス処理を行う必要がある
パッケージのために存在する。

[Function]set-mouse-position frame x y
この関数はフレーム frame内の位置 x、yにマウスをワープ (warps the mouse)する。引数 x
と yは frameのネイティブ位置 (Section 29.3 [Frame Geometry], page 702を参照)から相
対的に、frameのデフォルト文字サイズ (Section 29.3.2 [Frame Font], page 708を参照)の
単位で位置を与える整数 (丸められている可能性あり)。

結果となるマウス位置は frameのネイティブフレームに拘束される。この関数は frameが不可
視なら何も行わない。リターン値に意味はない。

[Function]mouse-pixel-position
この関数は mouse-positionと似ているが文字単位ではなくピクセル単位の座標をリターン
する。

[Function]set-mouse-pixel-position frame x y
この関数は set-mouse-positionのようにマウスをワープするが、xと yが文字単位ではな
くピクセル単位である点が異なる。

結果となるマウス位置は frameのネイティブフレームに拘束される。この関数は frameが不可
視なら何も行わない。リターン値に意味はない。
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フラフィカルな端末上では、以下の 2つの関数によりマウスカーソルの絶対位置の取得とセットが
できます。

[Function]mouse-absolute-pixel-position
この関数は選択されたフレームのディスプレーの位 (0, 0)から相対的に、マウスカーソルの位
置の座標をピクセル単位のコンスセル (x . y)でリターンする。

[Function]set-mouse-absolute-pixel-position x y
この関数はマウスカーソルを位置 (x, y)に移動する。座標 xと yは、選択されたフレームの
ディスプレーの位置 (0, 0)から相対的なピクセル値と解釈される。

以下の関数はフレーム上のマウスカーソルがレントで可視かどうかを確認します:

[Function]frame-pointer-visible-p &optional frame
この述語関数は frame上に表示されたマウスポインターが可視なら非 nil、それ以外は nil

をリターンする。frameが省略または nilならそれは選択されたフレームを意味する。これは
make-pointer-invisibleが tにセットされているときに有用。これによりポインターが隠
されていることを知ることができる。Section “Mouse Avoidance” in The Emacs Manual
を参照のこと。

29.17 ポップアップメニュー

Lispプログラムがポップアップメニューを表示して、ユーザーがマウスで候補を選択できます。テキ
スト端末上では、マウスが利用不可ならキーボードのモーションキー C-nや C-p、上矢印キーや下矢
印キーで候補を選択できます。

[Function]x-popup-menu position menu
この関数はポップアップメニューを表示して、ユーザーが何を選択したかの指標をリターンする。

引数 positionには、メニュー左上隅をスクリーン上のどこに置くか指定する。これはマウスボ
タンイベント (ユーザーがボタンを操作した位置にメニューを置くよう指示する)、または以下
の形式のリストのいずれか:

((xoffset yoffset) window)

ここで xoffsetと yoffsetはwindowの左上隅からピクセル単位で測られた座標である。window
はウィンドウかフレーム。

positionが tなら、それはマウスのカレント位置の使用を意味する (テキスト端末上でマウスが
利用不可ならフレーム左上隅)。positionが nilなら、それは実際にメニューをポップアップせ
ずに、menu内で指定されたキーマップと等価なキーバインディングを事前に計算することを
意味する。

引数menuはメニュー内で何を表示するかを意味する。これはキーマップかキーマップのリス
トを指定できる (Section 22.17 [Menu Keymaps], page 448を参照)。この場合にはリター
ン値はユーザー選択に対応するイベントのリスト。選択がサブメニュー内で発生した場合には、
このリストには複数の要素がある (x-popup-menuはそのイベントシーケンスにバインドされ
たコマンドを実際には実行しないことに注意)。テキスト端末やメニュータイトルをサポートす
るツールキットでは、menuがキーマップならタイトルはmenuのプロンプト文字列、menuが
キーマップのリストなら最初のキーマップのプロンプト文字列から取得される (Section 22.17.1
[Defining Menus], page 448を参照)。

かわりにmenuは以下の形式をもつこともできる:

(title pane1 pane2...)
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ここで paneはそれぞれ以下の形式のリストである

(title item1 item2...)

itemはそれぞれコンスセル (line . value)であること。ここで lineは文字列、valueは line
が選択された場合にリターンされる値。メニューキーマップとは異なり nilの valueは選択不可
のメニューアイテムを作成しない。かわりに itemにコンスセルではなく文字列を指定できる。
これは選択不可のメニューアイテムを作成する。

たとえば有効な選択からマウスを外してクリックしたり、C-gをタイプすることにより、有効な
選択を行うことなくユーザーがメニューを取り除いた場合は、通常は quitして x-popup-menu

はリターンしない。しかし positionがマウスボタンイベント (ユーザーがマウスでメニューを
呼び出したことを示す)なら、quitは発生せずに x-popup-menuはリターンする。

使用上の注意: メニューキーマップで定義したプレフィクスキー処理を行える場合には、メニュー
の表示に x-popup-menuを使用しないでください。メニューの実装にメニューキーマップを使用する
場合には、C-h cと C-h aでメニュー内の個別アイテムの確認、およびそれらにたいするヘルプを提
供できます。かわりに x-popup-menuを呼び出すコマンドを定義することによりメニューを実装した
場合には、ヘルプ機能はそのコマンド内部で何が起こっているか知ることができず、そのメニューア
イテムのヘルプを何も与えることはできません。

マウス移動によってサブメニュー間を切り替えるメニューバーのメカニズムは、それが x-popup-

menuを呼び出すか確認するためにコマンドの定義を見ることができません。したがってx-popup-menu

を使用してサブメニューの実装を試みた場合には、それは統合された方式でメニューバーとともに機能
しません。メニューバーのすべてのサブメニューは親メニューのメニューキーマップにより実装されて、
決して x-popup-menuで実装されないのはこれが理由です。Section 22.17.5 [Menu Bar], page 454
を参照してください。

メニューバーのサブメニューのコンテンツを変化させたい場合にも、その実装には依然としてメ
ニューキーマップを使用するべきです。コンテンツを変化させるためには、必要に応じてメニューキー
マップのコンテンツを更新するためにフック関数を menu-bar-update-hookに追加してください。

29.18 ダイアログボックス

ダイアログボックスとはポップアップメニューの一種です。外見は多少異なり常にフレーム中央に表示
されて、階層を 1つしかもたず 1つ以上のボタンがあります。ユーザーが “yes”、“no”、および別の
いくつかの候補で応答ができる質問を尋ねるのがダイアログボックスの主な用途です。単一のボタン
ではユーザーに重要な情報の確認を強いることもできます。関数 y-or-n-pや yes-or-no-pは、マ
ウスのクリックで呼び出されたコマンドから呼び出された際には、キーボードのかわりにダイアログ
ボックスを使用します。

[Function]x-popup-dialog position contents &optional header
この関数はポップアップダイアログボックスを表示してユーザーが何を選択したかの指標をリ
ターンする。引数 contentsは提供する選択肢を指定する。これは以下のフォーマットをもつ:

(title (string . value)...)

これは x-popup-menuにたいして単一の paneを指定するリストのように見える。

リターン値は選択された候補の value。

x-popup-menuの場合と同じように、このリストの要素はコンスセル (string . value)のか
わりに単なる文字列かもしれない。これは選択不可のボックスを作成する。
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このリスト内に nilがある場合には、それは左手側と右手側のアイテムを分ける。つまり nil

より前のアイテムは左、nilより後のアイテムは右に表示される。リスト内に nilを含めない
場合には、およそ半数ずつが両サイドに表示される。

ダイアログボックスは常にフレームの中央に表示される。引数 positionはどのフレームかを指
定する。可能な値は x-popup-menuの場合と同様だが、正確な座標や個別のウィンドウは問題
ではなくフレームだけが問題となる。

headerが非 nilならボックスのフレームタイトルは ‘Information’、それ以外は ‘Question’
になる。前者は message-box ([message-box], page 987を参照)にたいして使用される (テ
キスト端末上ではボックスタイトルは表示されない)。

いくつかの構成ではEmacsは本当のダイアログボックスを表示できないので、かわりにフレー
ム中央のポップアップメニュー内に同じアイテムを表示する。

たとえばウィンドウマネージャーを使用して有効な選択を行うことなくユーザーがダイアログ
ボックスを取り除いた場合には、通常は quitして x-popup-dialogはリターンしない。

29.19 ポインターの形状

テキストプロパティpointerや、イメージならイメージプロパティ:pointerと:mapを使用して、特
定のテキストやイメージにたいしてマウスポインターのスタイルを指定できます。以下のテーブル
の値を、これらのプロパティに使用できます。実際のシェイプはシステムにより異なります。記述し
てあるのはその例です。これらのプロパティには text (か nil )、arrow、hand、vdrag、hdrag、
modeline、hourglassの値を使用できます。textはテキスト上で使用される通常のマウスポイン
タースタイルを意味します。

ウィンドウの空部分 (void parts: バッファーコンテンツのどの部分にも対応しない部分)の上で
は、マウスポインターは通常 arrowスタイルを使用しますが、void-text-area-pointerをセット
することにより異なるスタイルを指定できます。

[User Option]void-text-area-pointer
この変数は空テキストエリアにたいするマウスポインタースタイルを指定する。このエリアに
は行末の後やバッファー終端行の下が含まれる。デフォルトでは arrow(non-text)ポインター
スタイルを使用する。

Xを使用する際は変数 x-pointer-shapeをセットすることにより textの実際の外見を指定でき
ます。

[Variable]x-pointer-shape
この変数はEmacsフレーム内でポインタースタイル textに通常使用するポインターシェイプ
を指定する。

[Variable]x-sensitive-text-pointer-shape
この変数はマウスがマウスセンシティブテキスト上にあるときのポインターシェイプを指定する。

これらの変数は新たに作成されるフレームに影響します。これらは通常は既存のフレームに効果は
ありませんが、フレームのマウスカラーのインストール時にはこれら 2つ変数のカレント値もインス
トールされます。Section 29.4.3.10 [Font and Color Parameters], page 727を参照してください。

これらのポインターシェイプのいずれかを指定するために使用可能な値はファイル
lisp/term/x-win.el内で定義されています。それらのリストを確認するには M-x apropos RET

x-pointer RETを使用してください。
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29.20 ウィンドウシステムによる選択

Xのようなウィンドウシステムでは、異なるアプリケーション間のデータ転送は選択 (selections)によ
り行われます。Xは任意の数の選択タイプ (selection types)を定義し、それぞれが独自にデータを格
納できます。しかし一般的に使用されるのはクリップボード (clipboard)、プライマリー選択 (primary
selection)、セカンダリー選択 (secondary selection)の 3つだけです。それ以外のウィンドウシステ
ムではクリップボードだけがサポートされます。これら 3つの選択を使用するEmacsコマンドについ
ては Section “Cut and Paste” in The GNU Emacs Manualを参照してください。このセクショ
ンではウィンドウシステムによる選択の読み取りとセットを行う低レベル関数について説明します。

[Command]gui-set-selection type data
この関数はウィンドウシステムの選択をセットする。これは選択タイプ type、それに割り当て
る値 dataという 2つの引数を受け取る。

typeはシンボルであること。通常は PRIMARY、SECONDARY、CLIPBOARDのいずれかである。
これらはXウィンドウシステムの慣例に対応する大文字のシンボル名である。typeが nilなら
それは PRIMARYを意味する。

dataが nilなら、それはその選択をクリアーすることを意味する。それ以外なら dataは文字
列、シンボル、整数 (2つの整数からなるコンスかリスト)、オーバーレイ、同じバッファーを指
す 2つのマーカーのコンスを指定できる。オーバーレイとマーカーのペアは、そのオーバーレ
イまたはマーカー間のテキストを意味する。引数 dataには有効な非ベクターの選択のベクター
も指定できる。

この関数は dataをリターンする。

[Function]gui-get-selection &optional type data-type
この関数は Emacsや他のプログラムによりセットアップされた選択にアクセスする。これは
typeとdata-typeの2つの引数を受け取る。typeは選択のタイプでありデフォルトはPRIMARY。

data-type引数は別の X クライアントから取得した raw データを Lisp データに変換するた
めにデータ変換に使用する形式を指定する。有意義な値には TEXT、STRING、UTF8_STRING、
TARGETS、LENGTH、DELETE、FILE_NAME、CHARACTER_POSITION、NAME、LINE_NUMBER、
COLUMN_NUMBER、OWNER_OS、HOST_NAME、USER、CLASS、ATOM、INTEGERが含まれる (こ
れらは対応するX慣習の大文字シンボル名である)。data-typeのデフォルトは STRING。X以
外のウィンドウシステムは、通常は STRINGに加えて、少数の部分集合だけをサポートする。

[User Option]selection-coding-system
この変数は選択やクリップボードに読み書きする際のコーディングシステムを指定する。Sec-
tion 33.10 [Coding Systems], page 866 を参照のこと。デフォルトは compound-text-

with-extensionsで、これはX11が通常使用するテキスト表現に変換する。

EmacsがMS-Windows上で実行されている際には、一般的にX選択はサポートされませんがクリ
ップボードはサポートされます。MS-Windowsでの gui-get-selectionと gui-set-selection

は、テキストデータタイプだけをサポートします。クリップボードが他のタイプのデータを保持してい
る場合には、Emacsはクリップボードを空として扱います。サポートされるデータタイプは STRING

です。

後方互換性のために gui-get-selectionと gui-set-selectionにたいして、Emacs 25.1以
前の名前 x-get-selectionと x-set-selectionが時代遅れのエイリアスとして存在します。
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29.21 ドラッグアンドドロップ

ユーザーが別のアプリケーションから Emacs に何かをドラッグをした際には、その別アプリケー
ションはEmacsがドラッグされたデータを処理可能か告げることを期待します。変数 x-dnd-test-

functionは何を応答するか決定するために Emacs により使用されます。デフォルト値は x-dnd-

default-test-functionで、これはドロップされたデータのタイプが x-dnd-known-types内に
あればドロップを受け入れます。何か別の条件にもとづいてEmacsにドロップを許容または拒絶させ
たければ、x-dnd-test-functionおよび/または x-dnd-known-typesをカスタマイズできます。

Emacs が異なるタイプのドロップを処理する方法を変更したり新たなタイプを追加したければ
x-dnd-types-alistをカスタマイズします。これには他のアプリケーションがドラッグアンドドロッ
プに使用するタイプが何なのか詳細な知識が要求されます。

Emacs に URL がドロップされたとき、それはファイルかもしれませんが他の URL タイプ
(http、...) であるかもしれません。Emacs はまずその URL に何を行うべきか判断するために、
dnd-protocol-alistをチェックします。それでもマッチが見つからなければ、そのURLにたいす
るテキストを挿入します。これらの変数をカスタマイズすれば Emacsの挙動を変更できます。

29.22 カラー名

カラー名 (color name) とはカラーを指定するテキスト (通常は文字列) です。‘black’、‘white’、
‘red’等を指定できます。定義された名前のリストは M-x list-colors-displayを使用して確認で
きます。‘#rgb’や ‘RGB:r/g/b’のような数値的な形式でカラーを指定することもできます。ここで r
は赤 (red)、gは緑 (green)、bは青 (blue)のレベルを指定します。1桁、2桁、3桁、または 4桁の
16進数を rに使用できます。その後の gと bには同じ桁数の 16進数を同様に使用しなければなりま
せん。これにより総桁数が 3^^ef^^bd^^a46^^ef^^bd^^a49^^ef^^bd^^a4または 12桁の 16進数
となります (カラーの数値的なRGB指定についての詳細はXウィンドウシステムのドキュメントを
参照)。

以下の関数は有効なカラー名と、それらの外見を判断する手段を提供します。以下で説明するよう
にその値は選択されたフレーム (selected frame)に依存する場合があります。“選択されたフレーム”
という用語の意味については Section 29.10 [Input Focus], page 733を参照してください。

補完付きでカラー名のユーザー入力を読み取るには read-colorを使用します (Section 20.6.4
[High-Level Completion], page 358を参照)。

[Function]color-defined-p color &optional frame
この関数はカラー名が有意かどうかを報告する。もし有意なら t、それ以外は nilをリターンす
る。引数 frameはどのフレームのディスプレイにたいして問い合わせるかを指定する。frame
が省略または nilの場合は選択されたフレームが使用される。

これは使用しているディスプレイがそのカラーをサポートするかどうかは告げないことに注意。
X使用時にはすべての種類のディスプレイ上のすべての定義されたカラーを問い合わせること
ができ、何らかの結果 (通常は可能な限り近いカラー)を得ることができるだろう。あるフレー
ムが特定のカラーを実際に表示できるかどうか判断するためには color-supported-p (以下
参照)を使用する。

この関数は以前は x-color-defined-pと呼ばれており、その名前は今でもエイリアスとして
サポートされている。

[Function]defined-colors &optional frame
この関数は frame(デフォルトは選択されたフレーム)上で定義されていて、かつサポートされ
るカラー名のリストをリターンする。frameがカラーをサポートしなければ値は nil。
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この関数は以前は x-defined-colorsと呼ばれており、その名前は今でもエイリアスとして
サポートされている。

[Function]color-supported-p color &optional frame background-p
これは、frameが実際にカラー color (または最低でもそれに近いカラー)を表示可能なら tを
リターンする。frameが省略または nilならこの問いは選択されたフレームに適用される。

フォアグラウンドとバックグラウンドにたいして異なるカラーセットをサポートする端末がい
くつかある。background-pが非 nilなら、それは colorがバックグラウンドとして、それ以外
はフォアグラウンドとして使用可能かどうかを問うことを意味する。

引数 colorは有効なカラー名でなければならない。

[Function]color-gray-p color &optional frame
これは colorが frameのディスプレイ上の定義としてグレイスケールなら tをリターンする。
frameが省略または nilなら、この問いは選択されたフレームに適用される。colorが有効なカ
ラー名でなければ、この関数は nilをリターンする。

[Function]color-values color &optional frame
この関数は frame上で理想的には colorがどのように見えるべきかを記述する値をリターンす
る。colorが定義済みなら値は赤、緑、青の割合を与える 3つの整数からなるリストとなる。そ
れぞれの整数の範囲は原則として 0から 65535だが、この範囲全体を使用しないディスプレイ
もいくつか存在するだろう。この 3要素のリストはカラーのRGB値 (rgb values)と呼ばれる。

colorが未定義なら値は nil。

(color-values "black")

⇒ (0 0 0)

(color-values "white")

⇒ (65280 65280 65280)

(color-values "red")

⇒ (65280 0 0)

(color-values "pink")

⇒ (65280 49152 51968)

(color-values "hungry")

⇒ nil

カラーの値は frameのディスプレイにたいしてリターンされる。frameが省略または nilの場
合には、この情報は選択されたフレームのディスプレイにたいしてリターンされる。このフレー
ムがカラーを表示できなければ値は nil。

この関数は以前は x-color-valuesと呼ばれており、その名前は今でもエイリアスとしてサ
ポートされている。

29.23 テキスト端末のカラー

テキスト端末は通常は少しのカラーしかサポートせず、コンピューターはカラー選択に小さい整数を
使用します。これは選択したカラーがどのように見えるかコンピューターが信頼性をもって告げるこ
とができず、どのカラーがどのような小さい整数に対応するかという情報をアプリケーションに伝え
る必要があることを意味します。しかしEmacsは標準的なカラーセットを知っており、それらの自動
的な使用を試みるでしょう。

このセクションで説明する関数は Emacsが端末カラーを使用する方法を制御します。
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これらの関数のうちのいくつかは Section 29.22 [Color Names], page 749で説明したRGB値
(rgb values)を使用またはリターンします。

これらの関数はオプション引数としてディスプレイ (フレームまたは端末名のいずれか) を受け
取ります。わたしたちは将来には異なる端末上で異なるカラーを Emacsにサポートさせたいと望ん
でいます。そうすればこの引数はどの端末を処理するか (デフォルトは選択されたフレームの端末。
Section 29.10 [Input Focus], page 733を参照)を指定するようになるでしょう。しかし現在のとこ
ろ frame引数に効果はありません。

[Function]tty-color-define name number &optional rgb frame
この関数はカラー名 nameをその端末上のカラー値 numberに関連付ける。

オプション引数 rgbが指定された場合、それはそのカラーが実際にどのように見えるかを指定する
3つの数値のリストからなるRGB値である。rgbを指定しなければEmacsはそれがどのように
見えるか知らないので、そのカラーを他のカラーに近似するために tty-color-approximate

で使用することができない。

[Function]tty-color-clear &optional frame
この関数はテキスト端末の定義済みカラーのテーブルをクリアーする。

[Function]tty-color-alist &optional frame
この関数はテキスト端末がサポートする既知のカラーを記録した alistをリターンする。

それぞれの要素は (name number . rgb)、または (name number)という形式をもつ。ここ
で nameはカラー名、numberはその端末でカラー指定に使用される数値。rgbが与えられた
ら、それはそのカラーが実際にどのように見えるかを告げる 3つのカラー値 (赤、緑、青)のリ
ストである。

[Function]tty-color-approximate rgb &optional frame
この関数は displayにたいしてサポートされた既知のカラーの中から、RGB値 rgb (カラー値
のリスト)で記述されたもっとも近いカラーを探す。リターン値は tty-color-alistの要素。

[Function]tty-color-translate color &optional frame
この関数は displayにたいしてサポートされた既知のカラーの中から、もっとも近いカラーの
インデックス (整数)をリターンする。名前 colorが未定義なら値は nil。

29.24 Xリソース

このセクションではXリソース、または他のオペレーティングシステム上での等価物を問い合わせた
り使用する関数および変数をいくつか説明します。Xリソースにたいする詳細な情報は Section “X
Resources” in The GNU Emacs Manualを参照してください。

[Function]x-get-resource attribute class &optional component subclass
関数 x-get-resourceはXウィンドウのデフォルトデータベースからリソース値を取得する。

リソースはキー (key)とクラス (class)の組み合わせによりインデックス付けされている。こ
の関数は ‘instance.attribute’という形式をキー (instanceは Emacsが呼び出されたとき
の名前)、クラスとして ‘Emacs.class’として使用することにより検索を行う。

オプション引数 componentと subclassは、それぞれキーとクラスを追加する。指定する場合
には両方を指定するか、さもなくばどちらも指定してはならない。これらを指定した場合には
キーは ‘instance.component.attribute’、クラスは ‘Emacs.class.subclass’となる。
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[Variable]x-resource-class
この変数は x-get-resourceが照会すべきアプリケーション名を指定する。デフォルト値は
"Emacs"。x-get-resourceの呼び出し周辺で、この変数を他のアプリケーション名の文字列
にバインドすることにより、アプリケーション名にたいしてXリソースを調べることができる。

[Variable]x-resource-name
この変数は x-get-resourceが照会すべきインスタンス名を指定する。デフォルト値はEmacs
呼び出し時の名前、またはスイッチ ‘-name’、または ‘-rn’で指定された値。

上述のいくつかを説明するためにXリソースファイル (通常は~/.Xdefaultsや~/.Xresources)
内に以下のような行があるとしましょう:

xterm.vt100.background: yellow

その場合は:

(let ((x-resource-class "XTerm") (x-resource-name "xterm"))

(x-get-resource "vt100.background" "VT100.Background"))

⇒ "yellow"

(let ((x-resource-class "XTerm") (x-resource-name "xterm"))

(x-get-resource "background" "VT100" "vt100" "Background"))

⇒ "yellow"

[Variable]inhibit-x-resources
この変数が非 nilならEmacsはXリソースを照会せず、新たなフレーム作成時にXリソース
は何も効果をもたない。

29.25 ディスプレー機能のテスト

このセクションの関数は特定のディスプレイの基本的な能力を説明します。Lisp プログラムはその
ディスプレイが行えることに挙動を合わせるために、それらを使用できます。たとえばポップアップメ
ニューがサポートされなければ、通常はポップアップメニューを使用するプログラムはミニバッファー
を使用できます。

これらの関数のオプション引数 displayは問い合わせるディスプレイを指定します。これにはディ
スプレイ名、フレーム (フレームがあるディスプレイを指定)、または nil (選択されたフレームのディ
スプレイを参照する。Section 29.10 [Input Focus], page 733を参照)を指定できます。

ディスプレイに関する情報を取得するその他の関数については Section 29.22 [Color Names],
page 749を参照してください。

[Function]display-popup-menus-p &optional display
この関数は display上でポップアップメニューがサポートされていれば t、それ以外は nilを
リターンする。Emacsディスプレイのある部分をマウスでクリックすることによりメニューが
ポップアップするので、ポップアップメニューのサポートにはマウスが利用可能であることが
要求される。

[Function]display-graphic-p &optional display
この関数は displayが一度に複数フレームおよび複数の異なるフォントを表示する能力を有す
グラフィックディスプレイなら tをリターンする。これはXのようなウィンドウシステムのディ
スプレイにたいしては真、テキスト端末にたいしては偽となる。

[Function]display-mouse-p &optional display
この関数は displayでマウスが利用可能なら t、それ以外は nilをリターンする。
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[Function]display-color-p &optional display
この関数はそのスクリーンがカラースクリーンなら tをリターンする。これは以前は
x-display-color-pと呼ばれており、その名前はエイリアスとして今でもサポートされる。

[Function]display-grayscale-p &optional display
この関数はスクリーンがグレースケールを表示可能なら tをリターンする (カラーディスプレイ
はすべてこれを行うことができる)。

[Function]display-supports-face-attributes-p attributes &optional display
この関数は attributes内のすべてのフェイス属性がサポートされていれば非 nilをリターンす
る (Section 39.12.1 [Face Attributes], page 1014を参照)。

幾分発見的ではあるが “サポートされる”という言葉は、基本的にはあるフェイスが attributes
内のすべての属性を含み、ディスプレイにたいしてデフォルトフェイスにマージ時に、

1. デフォルトフェイスとは異なる外見で表示でき、かつ

2. 指定した属性と正確に一致しない場合はより近い (close in spirit)外見で表示する

2 つ目のポイントによると属性:weight blackは太字 (bold) 表示可能、同様に属性
:foreground "yellow"は黄色がかった何らかのカラーを表示可能なすべてのディスプレイ
で満たされるだろうが、属性:slant italicは斜体 (italic)を自動的に淡色 (dim)に置き換
える ttyの表示コードでは満たされないであろうことを暗示している。

[Function]display-selections-p &optional display
この関数は displayが選択 (selections)をサポートすれば tをリターンする。ウィンドウ化さ
れたディスプレイでは通常は選択がサポートされるが、他の場合にもサポートされ得る。

[Function]display-images-p &optional display
この関数は displayがイメージを表示可能なら tをリターンする。ウィンドウ化されたディスプ
レイは原則イメージを処理するが、イメージにたいするサポートを欠くシステムもいくつかあ
る。イメージをサポートしないディスプレイ上では Emacsはツールバーを表示できない。

[Function]display-screens &optional display
この関数はそのディスプレイに割り当てられたスクリーンの数をリターンする。

[Function]display-pixel-height &optional display
この関数はスクリーンの高さをピクセルでリターンする。文字端末では文字数で高さを与える。

マルチモニターにセットアップされているグラフィカル端末では、displayに割り当てられたす
べての物理モニターのピクセル幅を参照することに注意。Section 29.2 [Multiple Terminals],
page 699を参照のこと。

[Function]display-pixel-width &optional display
この関数はスクリーンの幅をピクセルでリターンする。文字端末では文字数で幅を与える。

マルチモニターにセットアップされているグラフィカル端末では、displayに割り当てられたす
べての物理モニターのピクセル幅を参照することに注意。Section 29.2 [Multiple Terminals],
page 699を参照のこと。

[Function]display-mm-height &optional display
この関数はスクリーンの高さをミリメートルでリターンする。nilならEmacsがその情報を取
得できなかったことを意味する。

マルチモニターにセットアップされているグラフィカル端末では、displayに割り当てられたす
べての物理モニターのピクセル幅を参照することに注意。Section 29.2 [Multiple Terminals],
page 699を参照のこと。
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[Function]display-mm-width &optional display
この関数はスクリーンの幅をミリメートルでリターンする。nilならEmacsがその情報を取得
できなかったことを意味する。

マルチモニターにセットアップされているグラフィカル端末では、displayに割り当てられたす
べての物理モニターのピクセル幅を参照することに注意。Section 29.2 [Multiple Terminals],
page 699を参照のこと。

[User Option]display-mm-dimensions-alist
この変数はシステムの提供する値が不正な場合に display-mm-heightと display-mm-

widthがリターンするグラフィカルなディスプレイのサイズをユーザーが指定できるように
する。

[Function]display-backing-store &optional display
この関数はそのディスプレイのバッキングストアー (backing store)の能力をリターンする。
バッキングストアーとは非露出ウィンドウ (およびウィンドウの一部)のピクセルを記録してお
いて、露出時に素早く表示できるようにすることを意味する。

値はシンボル always、when-mapped、not-useful。特定の種類のディスプレイにたいして
この問いが適用外の際には、この関数は nilをリターンすることもある。

[Function]display-save-under &optional display
この関数はそのディスプレイが SaveUnder機能をサポートすれば非 nilをリターンする。こ
の機能はポップアップウィンドウに隠されるピクセルを保存して素早くポップダウンができる
ようにするために使用される。

[Function]display-planes &optional display
この関数はそのディスプレイがサポートする平面数 (number of planes)をリターンする。こ
れは通常はピクセルごとのビット数 (bits per pixel: 色深度 [bpp])。ttyディスプレイではサ
ポートされるカラー数の 2進対数 (log to base two)。

[Function]display-visual-class &optional display
この関数はそのスクリーンのビジュアルクラスをリターンする。値はシンボルstatic-gray (カ
ラー数変更不可の限定されたグレイ)、gray-scale (フルレンジのグレイ)、static-color

(カラー数変更不可の限定されたカラー)、pseudo-color (限定されたカラー数のカラー)、
true-color (フルレンジのカラー)、および direct-color (フルレンジのカラー) のいず
れか。

[Function]display-color-cells &optional display
この関数はそのスクリーンがサポートするカラーのセル数をリターンする。

以下の関数は Emacsが指定された displayを表示する場所に使用されるウィンドウシステムの追
加情報を取得します (関数名先頭の x-は歴史的理由による)。

[Function]x-server-version &optional display
この関数はGNUおよび Unixシステム上の Xサーバーのような、display上で実行されてい
るGUIウィンドウシステムのバージョン番号のリストをリターンする。値は 3つの整数からな
るリストで、1つ目と 2つ目の整数はそのプロトコルのメジャーバージョン番号とマイナーバー
ジョン番号、3つ目の整数はウィンドウシステムソフトウェア自体のディストリビューター固有
のリリース番号。GNUおよびUnixシステムでは、通常これらはXプロトコルのバージョン
番号と、Xサーバーソフトウェアのディストリビューター固有のリリース番号。MS-Windows
ではWidowsのOSバージョン番号。
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[Function]x-server-vendor &optional display
この関数はウィンドウシステムソフトウェアを提供するベンダー (文字列) をリターンする。
GNUおよびUnixシステムでは、それが誰であれそのXサーバーを配布するベンダーを意味
する。MS-WindowsではWidows OSのベンダー ID文字列 (Microsoft)。

X開発者がソフトウェア配布者を “vendors”とラベル付けしたことは、いかなるシステムも非
商業的に開発および配布できないと彼らが誤って仮定したことを示している。
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30 ポジション

位置 (position)とは、バッファーのテキストの文字のインデックスです。より正確には、位置とは 2
つの文字間 (または最初の文字の前か最後の文字の後)の箇所を識別して、与えられた位置の前あるい
は後の文字のように表現することができます。しかし “ある位置にある文字”のように表現することも
あり、その場合にはその位置の後にある文字を意味します。

位置は通常は 1から始まる整数として表されますが、マーカー (markers)として表現することもで
きます。関数は引数に位置 (整数)を期待しますが、代替としてマーカーも受け入れ、通常はそのマー
カーが指すのがどのバッファーなのかは無視します。これらの関数はマーカーを整数に変換して、た
とえそのマーカーが誤ったバッファーを指していたとしても、まるで引数として単にその整数が渡さ
れたかのようにその整数を使用します。整数に変換できない場所を指すマーカーを整数のかわりに使
用するとエラーとなります。Chapter 31 [Markers], page 769を参照してください。

多くのカーソルモーションコマンドにより使用される関数を提供するフィールド (field)機能も参
照してください (Section 32.19.9 [Fields], page 832を参照)。

30.1 ポイント

ポイント (point)とは多くの編集コマンドにより使用されるバッファーの特別な位置のことです。こ
れらのコマンドには自己挿入型のタイプ文字やテキスト挿入関数が含まれます。その他のコマンドは
別の箇所でテキストの編集や挿入ができるようにポイントを移動します。

ポイントは他の位置と同様に特定の文字ではなく、2つの文字の間 (または最初の文字の前か最後
の文字の後)を指します。端末では通常はポイント直後の文字の上にカーソルを表示します。つまりポ
イントは実際はカーソルのある文字の前にあります。

ポイントの値は 1より小さくなることはなく、そのバッファーのサイズに 1を加えた値より大きく
なることはありません。ナローイング (Section 30.4 [Narrowing], page 767を参照)が効力をもつ
場合には、ポイントはそのバッファーのアクセス可能な範囲内 (範囲の境界はバッファーの先頭か終端
のいずれかの可能性がある)に拘束されます。

バッファーはそれぞれ自身のポイント値をもち、それは他のバッファーのポイント値とは無関係
です。ウィンドウもそれぞれポイント値をもち、他のウィンドウ内の同じバッファー上のポイント値
とは無関係です。同じバッファーを表示する種々のウィンドウが異なるポイント値をもてるのはこれ
が理由です。あるバッファーがただ 1つのウィンドウに表示されているときは、そのバッファーのポ
イントとそのウィンドウのポイントは通常は同じ値をもち、区別が重要になることは稀です。詳細は
Section 28.19 [Window Point], page 672を参照してください。

[Function]point
この関数はカレントバッファー内のポイントの値を整数でリターンする。

(point)

⇒ 175

[Function]point-min
この関数はカレントバッファー内のアクセス可能なポイントの最小値をリターンする。これは
通常は 1だがナローイングが効力をもつ場合は、ナローイングしたリージョンの開始位置とな
る (Section 30.4 [Narrowing], page 767を参照)。

[Function]point-max
この関数はカレントバッファー内のアクセス可能なポイントの最大値をリターンする。これは
ナローイングされていなければは (1+ (buffer-size))だが、ナローイングが効力をもつ場
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合は、ナローイングしたリージョンの終端位置となる (Section 30.4 [Narrowing], page 767
を参照)。

[Function]buffer-end flag
この関数は flagが 0より大なら (point-max)、それ以外は (point-min)をリターンする。引
数 flagは数値でなければならない。

[Function]buffer-size &optional buffer
この関数はカレントバッファー内の文字数のトータルをリターンする。ナローイング (Sec-
tion 30.4 [Narrowing], page 767を参照)されていなければ、point-maxはこれに 1を加え
た値をリターンする。

bufferにバッファーを指定すると値は bufferのサイズになる。

(buffer-size)

⇒ 35

(point-max)

⇒ 36

30.2 モーション

モーション関数はポイントのカレント値、バッファーの先頭か終端、または選択されたウィンドウ端
のいずれかより相対的にポイントの値を変更します。Section 30.1 [Point], page 756を参照してく
ださい。

30.2.1 文字単位の移動

以下の関数は文字数にもとづいてポイントを移動します。 goto-charは基本的なプリミティブであ
り、その他の関数はこれを使用しています。

[Command]goto-char position
この関数はカレントバッファー内のポイントの値を positionにセットする。

ナローイングが効力をもつ場合でも positionは依然としてバッファー先頭から数えられるが、ポ
イントをアクセス可能な範囲外に移動することはできない。positionが範囲外なら、goto-char
はアクセス可能な範囲の先頭または終端にポイントを移動する。

この関数がインタラクティブに呼び出された際は、positionの値は数プレフィクス引数、プレ
フィクス引数が与えられなかった場合はミニバッファーから値を読み取る。

goto-charは positionをリターンする。

[Command]forward-char &optional count
この関数は前方、すなわちバッファーの終端方向にポイントを count文字移動する (countが
負なら後方、すなわちバッファーの先頭方向にポイントを移動する)。countが nilの場合のデ
フォルトは 1。

バッファー (ナローイングが効力をもつ場合はアクセス可能な範囲の境界)の先頭か終端を超え
て移動を試みるとエラーシンボル beginning-of-bufferか end-of-bufferのエラーをシ
グナルする。

インタラクティブな呼び出しでは数プレフィクス引数が countとなる。

[Command]backward-char &optional count
移動方向が逆であることを除いて、これは forward-charと同様。
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30.2.2 単語単位の移動

以下で説明する単語をパースする関数は、与えられた文字が単語の一部かどうかを判断するために
構文テーブルと char-script-tableを使用します。Chapter 35 [Syntax Tables], page 908と
Section 33.6 [Character Properties], page 859を参照してください。

[Command]forward-word &optional count
この関数は countの単語数分ポイントを前方に移動する。(countが負なら後方に移動する)。
countが省略または nilの場合のデフォルトは 1。インタラクティブな呼び出しでは、countは
数プレフィクス引数により指定される。

“単語1つ移動”とは単語構成文字を横断 (これは単語の先頭を示す)して単語の終わりまで移動を
継続することを意味する。デフォルトでは単語を開始や終了させる文字は単語境界 (word bound-
aries)として知られており、これはカレントバッファーの構文テーブル (Section 35.2.1 [Syntax
Class Table], page 909を参照)で定義されるが、後述のfind-word-boundary-function-

tableを適切にセットすることによりモードはこれをオーバーライドできる。(char-script-
tableにより定義される)異なるスクリプトに属する文字も単語境界を定義できる (Section 33.6
[Character Properties], page 859を参照)。いずれにせよ、この関数はバッファーのアクセ
ス可能範囲の境界やフィールド境界 (Section 32.19.9 [Fields], page 832を参照)を超えてポ
イントを移動できない。フィールド境界のもっとも一般的な例はミニバッファー内のプロンプ
ト終端である。

バッファー境界やフィールド境界により途中で停止することなく単語 count個分の移動が可能
なら値は tとなる。それ以外ではリターン値は nilとなり、ポイントはバッファー境界または
フィールド境界で停止する。

inhibit-field-text-motionが非 nilなら、この関数はフィールド境界を無視する。

[Command]backward-word &optional count
この関数は単語の前に遭遇するまで前方ではなく後方に移動することを除いて forward-word

と同様。

[User Option]words-include-escapes
この変数は、forward-wordと backward-word、およびそれらを使用するすべての関数の挙
動に影響する。これが非 nilなら、構文クラス escapeと character-quote内の文字は単語の
一部とみなされる。それ以外なら単語の一部とはみなされない。

[Variable]inhibit-field-text-motion
この変数が非 nilなら forward-word、forward-sentence、forward-paragraphを含む
特定のモーション関数はフィールド境界を無視する。

[Variable]find-word-boundary-function-table
この変数はforward-wordとbackward-word、およびそれらを使用するすべての挙動に影響す
る。値は単語境界を検索するための関数の文字テーブル (Section 6.6 [Char-Tables], page 111
を参照)。このテーブル内である文字が非 nilのエントリーをもつ場合には、単語がその文字で
開始または終了する際に対応する関数が 2つの引数 posと limitで呼び出される。この関数は
別の単語境界の位置をリターンすること。具体的には、posが limitより小さければ posは単語
の先頭にあり関数はその単語の最後の文字の後の位置、それ以外なら posは単語の最後の文字
にあり関数はその単語の最初の文字の位置をリターンすること。

[Function]forward-word-strictly &optional count
この関数は forward-wordと同様だが find-word-boundary-function-tableによる影響
を受けない点が異なる。このテーブルをセットするsubword-modeのようなモードにより単語単
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位の移動が変更されている際に挙動を変えるべきではないLispプログラムは、forward-word
のかわりにこの関数を使用すること。

[Function]backward-word-strictly &optional count
この関数は backward-wordと同様だが、find-word-boundary-function-tableの影響
を受けない点が異なる。forward-word-strictlyと同様に、構文テーブルだけを考慮して単
語単位の移動を行う必要がある際には、backward-wordのかわりにこの関数を使用すること。

30.2.3 バッファー終端への移動

バッファーの先頭にポイントを移動するには以下のように記述します:

(goto-char (point-min))

同様にバッファーの終端に移動するには以下を使用します:

(goto-char (point-max))

以下の 2つのコマンドは、ユーザーがこれらを行うためのコマンドです。これらはマークをセット
してメッセージをエコーエリアに表示するため、Lispプログラム内で使用しないよう警告するために
ここに記述します。

[Command]beginning-of-buffer &optional n
この関数はバッファー (ナローイングが効力をもつ場合はアクセス可能範囲の境界)の先頭にポ
イントを移動して、以前の位置にマークをセットする (Transient Markモードの場合にはマー
クがすでにアクティブならマークはセットしない)。

nが非 nilならバッファーのアクセス可能範囲の先頭から n/10の位置にポイントを配置する。
インタラクティブな呼び出しでは nは数プレフィクス引数が与えられればその値、それ以外で
のデフォルトは nil。

警告: この関数を Lispプログラム内で使用してはならない。

[Command]end-of-buffer &optional n
この関数はバッファー (ナローイングが効力をもつ場合はアクセス可能範囲の境界)の終端にポ
イントを移動して、以前の位置にマークをセットする (Transient Markモードの場合にはマー
クがすでにアクティブならマークはセットしない)。nが非 nilならバッファーのアクセス可能
範囲の終端から n/10の位置にポイントを配置する。

インタラクティブな呼び出しでは nは数プレフィクス引数が与えられればその値、それ以外で
のデフォルトは nil。

警告: この関数を Lispプログラム内で使用してはならない。

30.2.4 テキスト行単位の移動

テキスト行とは改行で区切られたバッファーの範囲です。改行は前の行の一部とみなされます。最初
のテキスト行はバッファー先頭で始まり、最後のテキスト行は最後の文字が改行かどうかは関係なく
バッファー終端で終わります。バッファーからテキスト行への分割はそのウィンドウの幅、表示の行
継続、タブやその他の制御文字の表示方法に影響されません。

[Command]beginning-of-line &optional count
この関数はカレント行の先頭にポイントを移動する。引数 countが非 nilまたは 1以外なら前
方に count−1行移動してから、その行の先頭に移動する。

この関数は別の行に移動する場合を除いてフィールド境界 (Section 32.19.9 [Fields],
page 832を参照)を超えてポイントを移動しない。したがって countが nilか 1で、かつポイ



Chapter 30: ポジション 760

ントがフィールド境界で開始される場合にはポイントを移動しない。フィールド境界を無視さ
せるには inhibit-field-text-motionを tにバインドするか、かわりに forward-line

関数を使用する。たとえばフィールド境界を無視することを除けば、(forward-line 0)は
(beginning-of-line)と同じことを行う。

この関数がバッファー (ナローイングが効力をもつ場合はアクセス可能範囲)の終端に到達した
らポイントをその位置に配置する。エラーはシグナルされない。

[Function]line-beginning-position &optional count
(beginning-of-line count)が移動するであろう位置をリターンする。

[Command]end-of-line &optional count
この関数は、カレント行の終端にポイントを移動する。引数 countが非 nilまたは 1以外なら
前方に count−1行移動してから、その行の終端に移動する。

この関数は別の行に移動する場合を除いてフィールド境界 (Section 32.19.9 [Fields], page 832
を参照)を超えてポイントを移動しない。したがって countが nilまたは 1で、かつポイント
がフィールド境界で開始される場合にはポイントを移動しない。フィールド境界を無視させる
には inhibit-field-text-motionを tにバインドする。

この関数がバッファー (ナローイングが効力をもつ場合はアクセス可能範囲)の終端に到達した
らポイントをその位置に配置する。エラーはシグナルされない。

[Function]line-end-position &optional count
(end-of-line count)が移動するであろう位置をリターンする。

[Command]forward-line &optional count
この関数は後続行へ前方に count行移動して、その行の先頭にポイントを移動する。countが
負なら先行行へ後方に−count行移動して、その行の先頭にポイントを移動する。countが 0な
らカレント行の先頭にポイントを移動する。countが nilならそれは 1を意味する。

forward-lineが指定された行数を移動する前にバッファー (またはアクセス可能範囲)の先頭
か終端に遭遇したら、そこにポイントをセットする。エラーはシグナルされない。

forward-lineは countと実際に移動した行数の差をリターンする。3行しかないバッファー
の先頭から 5行下方への移動を試みると、ポイントは最終行の終端で停止して値は 2となるだ
ろう。明示的な例外としてアクセス可能な最終行が空ではなく改行がなければ (バッファーが改
行で終わらない場合)、この関数はその行の終端にポイントをセットして、この関数がリターン
する値はその行を移動に成功した 1行として計数する。

インタラクティブな呼び出しでは数プレフィクス引数が countとなる。

[Function]count-lines start end
この関数はカレントバッファー内の位置 startと endの間の行数をリターンする。startと end
が等しければリターン値は 0。それ以外は、たとえ startと endが同一行にあっても最小でも 1
をリターンする。これらの間にあるテキストは、それだけを孤立して考えたると、それが空で
ない限りは最小でも 1行を含まなければならないからである。

[Command]count-words start end
この関数はカレントバッファー内の位置 startと endの間にある単語の数をリターンする。

この関数はインタラクティブに呼び出すこともできる。その場合はバッファー、またはリージョ
ンがアクティブならリージョン内の行数、単語数、文字数を報告するメッセージをプリントする。
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[Function]line-number-at-pos &optional pos absolute
この関数はカレントバッファーのバッファー位置 posに対応する行番号をリターンする。pos
が nilか省略ならカレントのバッファー位置を使用する。absoluteが nil (デフォルト)なら
(point-min)から数え始めるので、値は (ナローイングされているかもしれない)バッファー
のアクセス可能範囲を参照する。absoluteが非 nilならすべてのナローイングを無視して行の
絶対番号をリターンする。

Section 32.1 [Near Point], page 778の関数 bolpと eolpも参照してください。これらの関数
はポイントを移動しませんが、ポイントがすでに行頭または行末にあるかどうかをテストします。

30.2.5 スクリーン行単位の移動

前のセクションの行関数は、改行文字で区切られたテキスト行だけを数えました。それらとは対照的
に以下の関数はスクリーン行を数えます。スクリーン行はスクリーン上でテキストが表示される方法
にしたがって定義されます。あるテキスト行 1行が選択されたウィンドウの幅にフィット可能な程に
十分短ければそれはスクリーン行で 1行になりますが、それ以外は複数のスクリーン行になり得ます。

テキスト行が追加スクリーン行に継続されずに、そのスクリーンで切り詰められる (truncated)場
合があります。そのような場合には vertical-motionで forward-lineのようにポイントを移動し
ます。Section 39.3 [Truncation], page 984を参照してください。

文字列が与えられると、その幅は文字の外見を制御するフラグに依存するために与えられたテキスト
断片にたいして、たとえそれが選択されたウィンドウ上でさえも (幅、切り詰めの有無、ディスプレイテー
ブルはウィンドウごとに異なり得るので)、そのテキストがあるバッファーに応じてvertical-motion

の挙動は異なります。Section 39.22.1 [Usual Display], page 1080を参照してください。

以下の関数はスクリーン行のブレーク位置を判断するためにテキストをスキャンするために、ス
キャンする長さに比例して時間を要します。

[Function]vertical-motion count &optional window cur-col
この関数はポイントのあるスクリーン行からスクリーン行で count行下方に移動して、そのス
クリーン行の先頭にポイントを移動する。countが負ならかわりに上方に移動する。

count引数には整数のかわりにコンスセル (cols . lines)を指定できる。その場合には関数
はスクリーン行で lines行移動して、そのスクリーン行の視覚的な行頭 (visual start)から cols
列目にポイントを配置する。colsはその行の視覚的 (visual)な開始から数えられることに注意。
そのウィンドウが水平スクロール (Section 28.23 [Horizontal Scrolling], page 681を参照)
されていれば、ポイントが配置される列は、スクロールされたテキストの列数が加えられるだ
ろう。

リターン値はポイントが移動したスクリーン行の行数。バッファーの先頭か終端に到達してい
たら、この値は絶対値では countより小になるかもしれない。

ウィンドウ windowは幅、水平スクロール、ディスプレイテーブルのようなパラメーターの取
得に使用される。しかし vertical-motionは、たとえwindowがカレントで他のバッファー
を表示していたとしても、常にカレントバッファーにたいして処理を行う。

オプション引数 cur-colは関数呼び出し時のカレント列を指定する。これはフレームのデフォ
ルトフェイスのフォント幅の単位で計測したウィンドウに相対的なポイントの水平座標である。
これを提供することにより関数はカレント列を判断するためにバッファーを戻る必要がなくな
るので、特に長い行において関数が高速化される。cur-colは行のビジュアル的な開始からも計
測されることに注意。
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[Function]count-screen-lines &optional beg end count-final-newline window
この関数は begから endのテキスト内のスクリーン行の行数をリターンする。スクリーン行数
は行継続やディスプレイテーブル等により実際の行数とは異なるかもしれない。begと endが
nil、または省略された場合のデフォルトは、そのバッファーのアクセス可能範囲の先頭と終端。

そのリージョンが改行で終わる場合には、オプションの第 3引数 count-final-newlineが nil

ならそれは無視される。

オプションの第 4引数windowは幅や水平スクロール等のパラメーターを取得するウィンドウ
を指定する。デフォルトは選択されたウィンドウのパラメーターを使用する。

vertical-motionと同じうように、count-screen-linesは window内にどのバッファー
が表示されていようと常にカレントバッファーを使用する。これによりバッファーが何らか
のウィンドウにカレントで表示されているか否かにかかわらず、任意にバッファーにたいして
count-screen-linesの使用が可能になる。

[Command]move-to-window-line count
この関数は選択されたウィンドウ内にカレントで表示されているテキストに応じてポイントを
移動する。これはウィンドウ上端からスクリーン行で count行目 (0は最上行を意味する)の先
頭にポイントを移動する。countが負ならバッファー下端 (バッファーが指定されたスクリーン
位置の上で終わる場合にはバッファーの最終行)から−count行目の位置を指定する。したがっ
て countが−1ならウィンドウの最後の完全に可視なスクリーン行を指定する。

countが nilならポイントはウィンドウ中央の行の先頭に移動する。countの絶対値がウィンド
ウサイズより大の場合には、ウィンドウが十分に高かったらそのスクリーン行は表示されてい
たであろう位置にポイントを移動する。これはおそらく次回の再表示の際に、その箇所がスク
リーン上になるようなスクロールを発生させるだろう。

インタラクティブな呼び出しでは数プレフィクス引数が countとなる。

リターン値はポイントが移動した先の、ウィンドウ上端行から相対的なスクリーン行番号。

[Function]move-to-window-group-line count
この関数は move-to-window-lineと同様だが、選択されたウィンドウがウィンドウグループ
([Window Group], page 610を参照)の一部なら、move-to-window-group-lineは単一
のウィンドウではなくグループ全体にたいする位置に移動する。この条件はバッファーローカル
変数 move-to-window-group-line-functionに関数がセットされている際に保持される。
この場合には move-to-window-group-lineは引数 countでその関数を呼び出して、その結
果をリターンする。

[Function]compute-motion from frompos to topos width offsets window
この関数はカレントバッファーをスキャンしてスクリーン位置を計算する。これは位置 fromが
スクリーン座標 fromposにあると仮定して、そこから位置 toまたは座標 toposのいずれか先に
到達したほうまでバッファーを前方にスキャンする。これはスキャン終了のバッファー位置と
スクリーン座標をリターンする。

座標引数 fromposと toposは、(hpos . vpos)という形式のコンスセル。

引数widthはテキストを表示するために利用可能な列数。これは継続行の処理に影響する。nil
はそのウィンドウ内で使用可能な実際のテキスト列数であり、(window-width window)がリ
ターンする値と等しい。

引数 offsetsは nil、または (hscroll . tab-offset)という形式のコンスセルのいずれかで
あること。ここで hscrollは左マージンのために表示されない列数であり、呼び出し側のほとん
どは window-hscrollを呼び出すことによりこれを取得する。一方 tab-offsetはスクリーン上
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の列数とバッファー内の列数の間のオフセットである。これは継続行において前のスクリーン
行の幅が tab-widthの整数倍でないときは非 0になる可能性がある。非継続行ではこれは常に
0。

ウィンドウ windowの唯一の役割は使用するディスプレイテーブルの指定である。
compute-motionはwindow内に表示されているのがどのバッファーであろうとカレントバッ
ファーを処理する。

リターン値は 5つの要素をもつリストである:

(pos hpos vpos prevhpos contin)

ここで posはスキャンが停止したバッファー位置、vposは垂直スクリーン位置、hposは水平ス
クリーン位置である。

結果の prevhposは posから 1文字戻った水平位置、continは最後の行が前の文字の後 (または
中)から継続されていれば tとなる。

たとえばあるウィンドウのスクリーン行 lineの列 colのバッファー位置を求めるには、そのウィ
ンドウの display-start(表示開始)位置を from、そのウィンドウの左上隅の座標を fromposと
して渡す。スキャンをそのバッファーのアクセス可能範囲の終端に制限するために、バッファー
の (point-max)を to、lineと colを toposに渡す。以下はこれを行う関数:

(defun coordinates-of-position (col line)

(car (compute-motion (window-start)

'(0 . 0)

(point-max)

(cons col line)

(window-width)

(cons (window-hscroll) 0)

(selected-window))))

ミニバッファーにたいして compute-motionを使う際には、最初のスクリーン行の先頭の水平
位置を取得するために minibuffer-prompt-widthを使用する必要がある。

30.2.6 バランスのとれたカッコを越えた移動

以下はバランスの取れたカッコ式 (balanced-parenthesis。これらの式を横断して移動することと関
連して Emacsでは sexp(S式)とも呼ばれる)と関係のあるいくつかの関数です。これらの関数がさ
まざまな文字を処理する方法は構文テーブル (syntax table) が制御します。Chapter 35 [Syntax
Tables], page 908を参照してください。sexpやその一部にたいする低レベルのプリミティブについ
ては Section 35.6 [Parsing Expressions], page 916を参照してください。ユーザーレベルのコマン
ドについては Section “Commands for Editing with Parentheses” in The GNU Emacs Manual
を参照してください。

[Command]forward-list &optional arg
この関数はバランスの取れたカッコのグループを arg (デフォルトは 1)グループ前方に移動す
る (単語やクォート文字のペアーでクォートされた文字列は無視される)。

[Command]backward-list &optional arg
この関数はバランスの取れたカッコのグループを arg (デフォルトは 1)グループ後方に移動す
る (単語やクォート文字のペアーでクォートされた文字列は無視される)。

[Command]up-list &optional arg escape-strings no-syntax-crossing
この関数は arg (デフォルトは 1)の外側のカッコへ前方に移動する。負の引数では後方へ移動
するが、それでもより浅いスポットへと移動する。escape-stringsが非 nil (インタラクティ
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ブ時が該当)なら、取り囲まれた文字列の外側にも同様に移動する。no-syntax-crossingが非
nil (インタラクティブ時が該当)なら、複数の文字列を横断してリスト先頭に移動するかわり
に、取り囲む文字列から脱け出すことを優先する。エラー時にはポイントの位置は未定義。

[Command]backward-up-list &optional arg escape-strings no-syntax-crossing
この関数は up-listとど同様だが引数の正負が逆。

[Command]down-list &optional arg
この関数はカッコを arg (デフォルトは 1)レベル内側、前方に移動する。負の引数では後方に
移動するが、それでも深いレベル (−argレベル)に移動する。

[Command]forward-sexp &optional arg
この関数はバランスの取れた式 (balanced expressions)を arg (デフォルトは 1)前方に移動
する。バランスの取れた式にはカッコ等で区切られた式、および単語や文字列定数のようなも
のも含まれる。Section 35.6 [Parsing Expressions], page 916を参照のこと。たとえば、

---------- Buffer: foo ----------

(concat⋆ "foo " (car x) y z)

---------- Buffer: foo ----------

(forward-sexp 3)

⇒ nil

---------- Buffer: foo ----------

(concat "foo " (car x) y⋆ z)

---------- Buffer: foo ----------

[Command]backward-sexp &optional arg
この関数はバランスの取れた式 (balanced expressions)を、arg (デフォルトは 1)後方に移
動する。

[Command]beginning-of-defun &optional arg
この関数は後方に arg番目の defunの先頭に移動する。argが負なら実際には前方に移動する
が、defunの終端ではなく先頭に移動することは変わらない。argのデフォルトは 1。

[Command]end-of-defun &optional arg
この関数は前方に arg番目の defunの終端に移動する。argが負なら実際には後方に移動する
が、defunの先頭ではなく終端に移動することは変わらない。argのデフォルトは 1。

[User Option]defun-prompt-regexp
このバッファーローカル変数は非 nilなら defunの始まりとなる開きカッコの前に出現し得る
テキストを指定する正規表現を保持する。つまりこの正規表現にたいするマッチで始まり、そ
の後に開きカッコ構文 (open-parenthesis syntax)が続くものが defunである。

[User Option]open-paren-in-column-0-is-defun-start
この変数の値が非 nilなら列 0にある開きカッコは defunの始まりとみなされる。nilなら列
0の開きカッコは特別な意味をもたない。デフォルトは t。リテラル文字列の列 0にカッコがあ
るような場合には偽陽性を回避するためにバックスラッシュでエスケープすること。
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[Variable]beginning-of-defun-function
この変数は非 nilなら defunの開始を見つける関数を保持する。関数 beginning-of-defun

は通常の手法を使うかわりに、この関数に自身のオプション引数を渡して呼び出す。引数が非
nilなら、その関数はその回数分の関数呼び出しによって beginning-of-defunが行うよう
に後方に移動すること。

[Variable]end-of-defun-function
この変数は非 nilなら defunの終端を見つける関数を保持する。関数 end-of-defunは、通
常の手法を使うかわりにその関数を呼び出す。

30.2.7 文字のスキップ

以下の 2つの関数は指定された文字セットを超えてポイントを移動します。これらの関数は、たとえ
ば空白文字をスキップするためによく使用されます。関連する関数については Section 35.5 [Motion
and Syntax], page 915を参照してください。

これらの関数は検索関数 (Chapter 34 [Searching and Matching], page 883を参照)が行うよ
うに、そのバッファーがマルチバイト (multibyte)ならマルチバイトに、ユニバイト (unibyte)なら
ユニバイトにその文字列セットを変換します。

[Function]skip-chars-forward character-set &optional limit
この関数は与えられた文字セットをスキップしてカレントバッファー内のポイント前方に移動
する。これはポイントの後の文字を調べて、その文字が character-setにマッチすればポイント
を進める。そしてマッチしない文字に到達するまでこれを継続する。この関数は飛び超えて移
動した文字数をリターンする。

引数 character-setが正規表現での ‘[...]’内部と同じだが、‘]’で終端されず ‘\’が ‘^’、‘-’、
‘\’をクォートする点が異なる。つまり"a-zA-Z"はすべての英字をスキップして最初の非英
字の前で停止して、"^a-zA-Z"はすべての非英字をスキップして最初の英字の前で停止する
(Section 34.3 [Regular Expressions], page 885を参照)"[:alnum:]"のような文字クラス
も使用できる (Section 34.3.1.2 [Char Classes], page 889を参照)。

limit (数字かマーカー)が与えられたら、それはポイントがスキップして到達できるそのバッ
ファー内の最大位置を指定する。ポイントは limit、または limitの前でストップするだろう。

以下の例ではポイントは最初 ‘T’の直前に置かれている。フォーム評価後にポイントはその行の
末尾 ( ‘hat’の ‘t’と改行の間)に配置される。この関数はすべての英字とスペースをスキップ
するが改行はスキップしない。

---------- Buffer: foo ----------

I read "⋆The cat in the hat

comes back" twice.

---------- Buffer: foo ----------

(skip-chars-forward "a-zA-Z ")

⇒ 18

---------- Buffer: foo ----------

I read "The cat in the hat⋆
comes back" twice.

---------- Buffer: foo ----------
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[Function]skip-chars-backward character-set &optional limit
この関数は limitに至るまで character-setにマッチする文字をスキップしてポイントを後方に
移動する。これは skip-chars-forwardと同様だがポイントを移動する方向が異なる。

リターン値は移動した距離を示す。これは 0以上の整数。

30.3 エクスカーション

プログラム中の限定された部分でポイントを一時的に移動するのが便利なことが時折あります。これはエ
クスカーション (excursion: 遠足、小旅行)と呼ばれるもので、スペシャルフォーム save-excursion

により行われます。この構文は初期のカレントバッファー自体とポイントの値を記憶して、そのエク
スカーション完了時にそれらをリストアします。これはプログラムのある部分においてプログラムの
他の部分に影響を与えることなくポイントを移動する標準的な手段であり、Emacsの Lispソース内
では何度も使用されています。

カレントバッファー自体のみの保存やリストアが必要なら、かわりに save-current-bufferや
with-current-bufferを使用してください (Section 27.2 [Current Buffer], page 591を参照)。
ウィンドウ構成の保存やリストアが必要なら、Section 28.26 [Window Configurations], page 687
と Section 29.13 [Frame Configurations], page 740 で説明されているフォームを参照してくだ
さい。

[Special Form]save-excursion body. . .
このスペシャルフォームはカレントバッファー自体とポイント値を保存、bodyを評価してから
最後にバッファーと保存したポイントとマークの値をリストアする。throwやエラーを通じた
アブノーマル exit(Section 11.7 [Nonlocal Exits], page 163を参照)の場合にも、保存され
たいずれの値もリストアされる。

save-excursionがリターンする値は body内の最後のフォームの結果、または bodyフォー
ムが与えられなければ nilをリターンする。

save-excursionはエクスカーション開始時にカレントだったバッファーのポイントだけを保存
するために、そのエクスカーション中に変更された他のバッファーのポインはその後も効果が残るで
しょう。これはしばしば予期せぬ結果を招くので、エクスカーション中に set-bufferを呼び出すと
バイトコンパイラーは警告を発します:

Warning: Use‘ with-current-buffer ’ rather than

save-excursion+set-buffer

このような問題を回避するためには、以下の例のように望むカレントバッファーをセット後にのみ
save-excursionを呼び出すべきです:

(defun append-string-to-buffer (string buffer)

"BUFFER末尾に STRINGを追加"

(with-current-buffer buffer

(save-excursion

(goto-char (point-max))

(insert string))))

同様に save-excursionは switch-to-bufferのような関数が変更したウィンドウ/バッファー
の対応をリストアしません。

警告: 保存されたポイント値に隣接する通常のテキスト挿入は、それがすべてのマーカーを再配置
するのと同じように、保存されたポイントカーを再配置します。より正確には保存される値は挿入タ
イプ nilのマーカーです。Section 31.5 [Marker Insertion Types], page 772を参照してください。
したがって保存されたポイント値は、リストア時には通常は挿入されたテキストの直前になります。
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[Macro]save-mark-and-excursion body. . .
このマクロは save-excursionと同様だが、マークの位置と mark-activeの保存とリストア
も行う点が異なる。このマクロは Emacsのバージョン 25.1以前に save-excursionが行っ
ていたことを行う。

30.4 ナローイング

ナローイング (narrowing) とは Emacs 編集コマンドがアドレス指定可能なテキストを、あるバッ
ファー内の制限された文字範囲に限定することを意味します。アドレス可能なテキストは、そのバッ
ファーのアクセス可能範囲 (accessible portion)と呼ばれます。

ナローイングは 2つのバッファー位置により指定されるもので、それらの位置がアクセス可能範囲
の開始と終了になります。ほとんどの編集コマンドやプリミティブにたいして、これらの位置はそれ
ぞれそのバッファーの先頭と終端に置き換えられます。ナローイングが効果をもつ間にはアクセス可
能範囲外のテキストは表示されず、その外部にポイントを移動することはできません。ナローイング
は実際のバッファー位置 (Section 30.1 [Point], page 756を参照)を変更しないことに注意してくだ
さい。ほとんどの関数はアクセス可能範囲外のテキストにたいする操作を受け入れません。

バッファーを保存するコマンドはナローイングの影響を受けません。どんなナローイングであろう
と、それらはバッファー全体を保存します。

単一バッファー内にタイプが大きく異なるテキストを複数表示する必要がある場合には、Sec-
tion 27.12 [Swapping Text], page 607で説明する代替機能の使用を考慮してください。

[Command]narrow-to-region start end
この関数はアクセス可能範囲の開始と終了にカレントバッファーの startと endをセットする。
どちらの引数も文字位置で指定すること。

インタラクティブな呼び出しでは、startと endはカレントリージョンにセットされる (ポイン
トとマークで小さいほうが前者)。

[Command]narrow-to-page &optional move-count
この関数はカレントページだけを含むようにカレントバッファーのアクセス可能範囲をセット
する。1つ目のオプション引数move-countが非 nilなら、move-countで前方か後方へ移動後
に 1ページにナローすることを意味する。変数 page-delimiterはページの開始と終了の位
置を指定する (Section 34.8 [Standard Regexps], page 907を参照)。

インタラクティブな呼び出しではmove-countには数プレフィクス引数がセットされる。

[Command]widen
この関数はカレントバッファーにたいするすべてのナローイングをキャンセルする。これはワ
イドニング (widening)と呼ばれる。これは以下の式と等価:

(narrow-to-region 1 (1+ (buffer-size)))

[Function]buffer-narrowed-p
この関数はそのバッファーがナローされていれば非 nil、それ以外は nilをリターンする。

[Special Form]save-restriction body. . .
このスペシャルフォームはアクセス可能範囲のカレントのバインドを保存して bodyを評価、
その後に以前有効だったナローイング (またはナローイングがない状態)と同じ状態になるよう
に、最後に保存された境界をリストアする。ナローイングの状態は、throwやエラーを通じた
アブノーマル exit(Section 11.7 [Nonlocal Exits], page 163を参照)イベント内においても
リストアされる。したがってこの構文は一時的にバッファーをナローする明快な手段である。
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save-restrictionがリターンする値は body内の最後のフォームのリターン値、bodyフォー
ムが与えられなければ nil。

注意: save-restriction使用の際は間違いを起こしやすい。これを試みる前にこの説明全体
に目を通すこと。

bodyがカレントバッファーを変更する場合でも save-restrictionは依然として元のバッ
ファー (その制限が保存されたバッファー)上の制限をリストアするが、カレントバッファー自
体はリストアしない。

save-restrictionはポイントをリストアしない。これを行うには save-excursionを使用
する。save-restrictionと save-excursionの両方を共に使用するなら、始め (外側) に
save-excursionを記述すること。それ以外では一時的なナローイング影響下で古いポイント
値がリストアされる。古いポイント値が一時的なナローイング境界外なら、それを実際にリス
トアすることは失敗するだろう。

以下は save-restrictionの正しい使い方の簡単な例:

---------- Buffer: foo ----------

This is the contents of foo

This is the contents of foo

This is the contents of foo⋆
---------- Buffer: foo ----------

(save-excursion

(save-restriction

(goto-char 1)

(forward-line 2)

(narrow-to-region 1 (point))

(goto-char (point-min))

(replace-string "foo" "bar")))

---------- Buffer: foo ----------

This is the contents of bar

This is the contents of bar

This is the contents of foo⋆
---------- Buffer: foo ----------
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31 マーカー

マーカー (marker)とは、あるバッファー内で取り囲んでいるテキストにたいして相対的な位置を指
定するために使用されるオブジェクトです。テキストが挿入や削除される際には、常にマーカーは自
動的にそのバッファーの先頭からのオフセットを自動的に変更して自身の左右にある文字の間に留ま
ります。

31.1 マーカーの概要

マーカーはバッファーとそのバッファー内の位置を指定します。マーカーは位置を要求する関数内に
おいて、整数と同じように位置を表すために使用することができます。その場合には、そのマーカー
のバッファーは通常は無視されます。この方法で使用されるマーカーは、通常はその関数が処理する
バッファー内の位置を指しますが、それは完全にプログラマーの責任です。位置についての完全な説
明は Chapter 30 [Positions], page 756を参照してください。

マーカーはマーカー位置 (marker position)、マーカーバッファー (marker buffer)、挿入タイプ
(insertion type)という 3つの属性をもちます。マーカー位置はそのバッファー内の位置としてのマー
カーと (その時点において)等しい整数です。しかしマーカー位置はマーカーの生存期間中に変化し得
るものであり頻繁に変更されます。バッファー内でのテキストの挿入や削除によってマーカーは再配
置されます。マーカー前後の 2文字以外の場所で挿入や削除がおこなわれても、マーカー位置はその 2
文字間に留まるというのがこのアイデアです。再配置によってマーカーと等価な整数は変更されます。

マーカー位置周辺のテキストを削除することにより、そのマーカーは削除されたテキストの直前と
直後にある文字の間に残されます。マーカー位置へのテキスト挿入では、マーカーは通常は新たなテ
キストの前か後のいずれかに配置されます。その挿入が insert-before-markers (Section 32.4
[Insertion], page 782を参照)で行われたものでなければ、どちらに配置されるかはマーカーの挿入
タイプ (Section 31.5 [Marker Insertion Types], page 772を参照)に依存します。

バッファーでの挿入と削除では、すべてのマーカーをチェックして必要ならそれらを再配置しなけ
ればなりません。これは多数のマーカーをもつバッファーでの処理を低速にします。この理由により
それ以上マーカーが不必要なことが確信できるなら、存在しない場所を指さないようにマーカーを設
定することはよいアイデアといえるでしょう。それ以上アクセスされる可能性がないマーカーは最終
的には削除されます (Section E.3 [Garbage Collection], page 1180を参照)。

マーカー位置にたいして算術演算を行うことは一般的なので、それらの演算子のほとんど (+や-を
含む)が引数としてマーカーに渡すことができます。そのような場合でのマーカーはカレント位置を
意味します。

以下ではマーカーの作成とセットを行ってポイントをマーカーに移動しています:

;; 最初はどこも指さない新たなマーカーを作成:
(setq m1 (make-marker))

⇒ #<marker in no buffer>

;; カレントバッファーの 99と 100番目の
;; 文字間を指すよう m1をセット:
(set-marker m1 100)

⇒ #<marker at 100 in markers-ja.texi>
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;; ここでバッファー先頭に 1文字挿入:
(goto-char (point-min))

⇒ 1

(insert "Q")

⇒ nil

;; m1は適切に更新された
m1

⇒ #<marker at 101 in markers-ja.texi>

;; 同じ位置を指す 2つのマーカーは
;; equalだが eqに非ず
(setq m2 (copy-marker m1))

⇒ #<marker at 101 in markers-ja.texi>

(eq m1 m2)

⇒ nil

(equal m1 m2)

⇒ t

;; マーカー使用終了時、存在しない場所を指すようセット
(set-marker m1 nil)

⇒ #<marker in no buffer>

31.2 マーカーのための述語

あるオブジェクトがマーカーなのか、それとも整数かマーカーのいずれかであるかを確認するための
テストを行うことができます。後者のテストはマーカーと整数の両方にたいして機能する算術関数に
おいて有用です。

[Function]markerp object
この関数は objectがマーカーなら nil、それ以外は tをリターンする。多くの関数はマーカー
か整数のいずれかを受け入れるだろうが、整数はマーカーとは異なることに注意。

[Function]integer-or-marker-p object
この関数は objectが整数かマーカーなら t、それ以外は nilをリターンする。

[Function]number-or-marker-p object
この関数は objectが数値 (整数か浮動小数点数)またはマーカーなら t、それ以外は nilをリ
ターンする。

31.3 マーカーを作成する関数

マーカーを新たに作成する際には存在しない場所、ポイントの現在位置、バッファーのアクセス可能
範囲の先頭や終端、または別の与えられたマーカーと同じ箇所を指すようにすることができます。

以下の 4つの関数はすべて挿入タイプ nilのマーカーをリターンします。Section 31.5 [Marker
Insertion Types], page 772を参照してください。

[Function]make-marker
この関数はどこも指さないマーカーを新たに作成してリターンする。
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(make-marker)

⇒ #<marker in no buffer>

[Function]point-marker
この関数はカレントバッファーのポイント現在位置を指すマーカーを新たに作成してリターンす
る。Section 30.1 [Point], page 756を参照のこと。例は以下の copy-markerを参照のこと。

[Function]point-min-marker
この関数はバッファーのアクセス可能範囲の先頭を指すマーカーを新たに作成してリターンす
る。ナローイングが効力をもたなければ、これはバッファーの先頭になるだろう。Section 30.4
[Narrowing], page 767を参照のこと。

[Function]point-max-marker
この関数はバッファーのアクセス可能範囲の終端を指すマーカーを新たに作成してリターンす
る。ナローイングが効力をもたなければ、これはバッファーの終端になるだろう。Section 30.4
[Narrowing], page 767を参照のこと。

以下はこのチャプターのテキストのソースファイルのバージョンを含むバッファーにたいして、
この関数と point-min-markerを使用する例。

(point-min-marker)

⇒ #<marker at 1 in markers-ja.texi>

(point-max-marker)

⇒ #<marker at 24080 in markers-ja.texi>

(narrow-to-region 100 200)

⇒ nil

(point-min-marker)

⇒ #<marker at 100 in markers-ja.texi>

(point-max-marker)

⇒ #<marker at 200 in markers-ja.texi>

[Function]copy-marker &optional marker-or-integer insertion-type
引数としてマーカーを渡されると、copy-markerは marker-or-integerが行うように同じ
バッファーの同じ位置を指すマーカーを新たに作成してリターンする。整数を渡されると、
copy-markerはカレントバッファーの位置 marker-or-integerを指すマーカーを新たに作成
してリターンする。

新たなマーカーの挿入タイプは引数 insertion-typeにより指定される。Section 31.5 [Marker
Insertion Types], page 772を参照のこと。

(copy-marker 0)

⇒ #<marker at 1 in markers-ja.texi>

(copy-marker 90000)

⇒ #<marker at 24080 in markers-ja.texi>

markerがマーカーと整数のいずれでもなければエラーがシグナルされる。

2つのマーカーはそれらが同じバッファーの同じ位置、またはどちらも存在しない場所を指す場合
には、(eqではないが)equalとみなされます。

(setq p (point-marker))

⇒ #<marker at 2139 in markers-ja.texi>
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(setq q (copy-marker p))

⇒ #<marker at 2139 in markers-ja.texi>

(eq p q)

⇒ nil

(equal p q)

⇒ t

31.4 マーカーからの情報

このセクションではマーカーオブジェクトの構成要素にアクセスする関数を説明します。

[Function]marker-position marker
この関数はmarkerが指す位置、存在しない場所なら nilをリターンする。

[Function]marker-buffer marker
この関数はmarkerがその内部を指すバッファー、存在しない場所を指す場合には nilをリター
ンする。

(setq m (make-marker))

⇒ #<marker in no buffer>

(marker-position m)

⇒ nil

(marker-buffer m)

⇒ nil

(set-marker m 3770 (current-buffer))

⇒ #<marker at 3770 in markers-ja.texi>

(marker-buffer m)

⇒ #<buffer markers-ja.texi>

(marker-position m)

⇒ 3770

31.5 マーカーの挿入タイプ

マーカーが指す位置に直接テキストを挿入する際には、そのマーカーを再配置するために利用可能
な手段が 2 つあります。そのマーカーは挿入されたテキストの前か後を指すことができます。マー
カーの挿入タイプ (insertion type)を指定することにより、マーカーがどちらを行うか指定できます。
insert-before-markersを使用する場合には、マーカーの挿入タイプを無視して常にマーカーが挿
入されたテキストの後を指すよう再配置されることに注意してください。

[Function]set-marker-insertion-type marker type
この関数はマーカーmarkerの挿入タイプを typeにセットする。typeが tなら、テキスト挿入
時にmarkerはその位置まで進められるだろう。typeが nilなら、テキスト挿入時にmarker
はそこまで進められることはない。

[Function]marker-insertion-type marker
この関数はmarkerのカレント挿入タイプを報告する。
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挿入タイプを指定するための引数を受け取らずにマーカーを作成するすべての関数は、挿入タイプ
nilでマーカーを作成します。マークもデフォルトでは挿入タイプ nilをもちます。

31.6 マーカー位置の移動

このセクションでは既存マーカーの位置を変更する方法について説明します。これを行う際にはその
マーカーがあなたのプログラム外部に使用されているかどうか、もし使用されているならマーカーを
移動した結果どのような影響が生じるかを確実に理解する必要があります。さもないと Emacsの他
の部分で混乱した出来事が発生するかもしれません。

[Function]set-marker marker position &optional buffer
この関数はbuffer内でmarkerをpositionに移動する。bufferが与えられなかった場合のデフォ
ルトはカレントバッファー。

positionが nil、または存在しない場所を指すマーカーなら、markerは存在しない場所を指す
ようにセットされる。

リターン値はmarker。

(setq m (point-marker))

⇒ #<marker at 4714 in markers-ja.texi>

(set-marker m 55)

⇒ #<marker at 55 in markers-ja.texi>

(setq b (get-buffer "foo"))

⇒ #<buffer foo>

(set-marker m 0 b)

⇒ #<marker at 1 in foo>

[Function]move-marker marker position &optional buffer
これは set-markerの別名。

31.7 マーク

バッファーはそれぞれマーク (mark)というバッファー専用の特別なマーカーをもちます。バッファー
が新たに作成される際には、このマーカーはすでに存在していますがどこも指していません。これは
そのバッファーにはまだマークが存在しないことを意味します。それ以降のコマンドがマークをセッ
トできます。

マークは kill-regionや indent-rigidlyのような多くのコマンドにたいしてテキスト範囲を
バインドするための位置を指定します。これらのコマンドは、通常はポイントとマークの間のリージョ
ン (region) と呼ばれるテキストに作用します。リージョンを操作するコマンドを記述する場合には
マークを直接調べず、かわりに ‘r’指定とともに interactiveを使用してください。このようにすれ
ばインタラクティブな呼び出しではコマンドの引数としてポイントとマークの値が提供され、かつ他
の Lispプログラムは引数を明示的に指定できます。Section 21.2.2 [Interactive Codes], page 379
を参照してください。

いくつかのコマンドは副作用 (side-effect)としてマークをセットします。コマンドはユーザーが
それを使用する可能性がある場合のみマークをセットするべきであって、決してコマンドの内部的な
目的にたいして使用してはなりません。たとえば replace-regexpコマンドは何らかの置換を行う前
にマークにポイントの値をセットしますが、その理由はこれによりユーザーが置換を終えた後に簡単
にその位置に戻ることが可能になるからです。
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一度バッファー内にマークが存在すれば、その存在は通常は決して消えることはありません。しか
しTransient Markモードが有効だとマークが非アクティブ (inactive)になることはあります。バッ
ファーローカル変数 mark-activeが非 nilなら、それはマークがアクティブであることを意味しま
す。コマンドはマークを直接非アクティブにするために関数 deactivate-markを呼び出すことがで
き、変数 deactivate-markを非 nil値にセットすることにより、エディターコマンドループ (editor
command loop)にリターン時にマークの非アクティブ化を要求できます。

Transient Markモードが有効だと、通常ならポイント近傍に適用される特定の編集コマンドは
マークがアクティブなときはかわりにリージョンに適用されます。これがTransient Markモードを
使用する主な動機です (他にもマークアクティブ時にはリージョンのハイライトが有効になるという
理由もある。Chapter 39 [Display], page 983を参照)。

マークに加えてバッファーはそれぞれマークリング (mark ring)をもっています。これは以前の
マーク値を含むマーカーのリストです。編集コマンドがマークを変更する際には、それらのコマンド
は通常はマークの旧値をマークリングに保存するべきです。変数 mark-ring-maxはマークリング内
のエントリー最大数を指定します。リストがこの長さに達すると最後の要素を削除して新たな要素が
追加されます。

これとは別にグローバルマークリング (global mark ring)がありますが、それは少数の特定の
ユーザーレベルコマンドでのみ使用されて、Lispプログラムとは関連しないのでここでは説明しま
せん。

[Function]mark &optional force
この関数はカレントバッファーのマーク位置を整数でリターンする。そのバッファー内でそれ
までマークがセットされていなければ nilをリターンする。

Transient Markモードが有効、かつ mark-even-if-inactiveが nilの場合、マークが非
アクティブなら markはエラーをシグナルする。しかし、forceが非 nilなら、markはマークの
非アクティブ性を無視して、何にせよマーク位置 (か nil)をリターンする。

[Function]mark-marker
この関数はカレントバッファーのマークを表すマーカーをリターンする。これはコピーではなく
内部的に使用されるマーカー。したがってこのマーカー位置にたいする変更は、そのバッファー
のマークに直接影響する。それが望む効果でなければこれを行ってはならない。

(setq m (mark-marker))

⇒ #<marker at 3420 in markers-ja.texi>

(set-marker m 100)

⇒ #<marker at 100 in markers-ja.texi>

(mark-marker)

⇒ #<marker at 100 in markers-ja.texi>

他のマーカー同じように、このマーカーを任意のバッファー位置にセットできる。このマーカー
にたいして、これがマークする以外のバッファーを指すようにすると、完全に整合性があるも
のの、いささか奇妙な結果を得ることになるだろう。わたしたちはこれを行わないことを推奨
する!

[Function]set-mark position
この関数はマークを positionにセットして、そのマークをアクティブにする。マークの旧値は
マークリングに pushされない。

注意: マークが移動したことをユーザーに確認させて、かつ前のマーク位置が失われることを望
む場合のみこの関数を使用すること。通常はマークセット時に古いマークを mark-ringにpush
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すること。この理由により、ほとんどのアプリケーションは set-markではなく、push-mark
と pop-markを使用するべきである。

Emacs Lisp初心者のプログラマーは誤った用途にマークの使用を試みがちである。ユーザーの
利便のために位置を保存するのがマークである。編集コマンドはマーク変更がコマンドのユー
ザーレベル機能の一部でない限りマークを変更しないこと (そのような場合にはその効果をド
キュメントするべきである)。Lispプログラムの内部的な使用のために位置を記憶するために
は、マークを Lisp変数に格納すること。たとえば:

(let ((beg (point)))

(forward-line 1)

(delete-region beg (point)))

[Function]push-mark &optional position nomsg activate
この関数はカレントバッファーのマークを positionにセットして、前のマークを mark-ring

に pushする。positionが nilならポイントの値を使用する。

関数push-markは通常はマークをアクティブにしない。アクティブにする場合には引数activate
に tを指定する。

nomsgが nilならメッセージ ‘Mark set’が表示される。

[Function]pop-mark
この関数は mark-ringのトップ要素を popして、そのマークをバッファーの実際のマークに
する。これはバッファー内のポイントを移動せず、mark-ringが空なら何も行わない。これは
マークを非アクティブ化する。

[User Option]transient-mark-mode
この変数が非 nilならTransient Markモードを有効にする。Transient Markモードでは、す
べてのバッファー変更プリミティブが deactivate-markをセットする。結果としてバッファー
を変更するほとんどのコマンドもマークを非アクティブにする。

Transient Markモードが有効かつマークがアクティブなら、通常はポイント近傍に適用され
るコマンドの多くは、かわりにリージョンに適用される。そのようなコマンド、リージョンを
処理すべきかどうかをテストするために、関数 use-region-pを使用すること。Section 31.8
[The Region], page 777を参照のこと。

Lispプログラムは一時的にTransient Markモードを有効にするために、transient-mark-
modeをnilでもtでもない値にセットできる。値がlambdaなら、通常ならマークを非アクティブ
化するバッファー変更ような操作の後に、Transient Markモードを自動的にオフに切り替える。
値が (only . oldval)なら後続のコマンドがポイントを移動かつシフト変換 (Section 21.8.1
[Key Sequence Input], page 405を参照)されていない場合、あるいは通常はマークを非ア
クティブにするその他の操作の場合に、transient-mark-modeに値 oldvalをセットする。

[User Option]mark-even-if-inactive
これが非 nilな Lispプログラムおよび Emacsユーザーは、たとえ非アクティブでもマークを
使用できる。このオプションは Transient Markモードの動作に影響を及ぼす。このオプショ
ンが非 nilならマークの非アクティブ化によりリージョンのハイライトはオフに切り替えられ
るが、マークを使用するコマンドは、あたかもマークがアクティブであるかのように振る舞う。

[Variable]deactivate-mark
エディターコマンドがこの変数を非 nilにセットすると、エディターコマンドループはコマン
ドのリターン後に、(Transient Markモードが有効なら)マークを非アクティブにする。バッ
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ファーを変更するすべてのプリミティブは、コマンド終了時にマークを非アクティブにするた
めに deactivate-markをセットする。この変数はセットすらことによりバッファーローカル
になる。

コマンド終了時にマークを非アクティブにすることなくバッファーを変更する Lispコードを記
述するためには、変更を行うコードの周辺で deactivate-markを nilにバインドすること。
たとえば:

(let (deactivate-mark)

(insert " "))

[Function]deactivate-mark &optional force
Transient Markモードが有効、または forceが非 nilなら、この関数はマークを非アクティブ
にしてノーマルフック deactivate-mark-hookを実行して、それ以外は何も行わない。

[Variable]mark-active
この変数が非nilならマークはアクティブ。この変数はそれぞれのバッファーにたいして常にロー
カル。通常はポイント近傍を操作するコマンドが、かわりにリージョンを操作すべきかどうかを
判断するためにこの変数の値を使用してはならない。その目的にたいしては関数use-region-p

を使用すること (Section 31.8 [The Region], page 777を参照)。

[Variable]activate-mark-hook
[Variable]deactivate-mark-hook

これらのノーマルフックはマークがアクティブや非アクティブになった際に順次実行される。た
とえばアクティブなマークがあるバッファーに切り替えて戻るコマンドの使用後のようにリー
ジョンが再アクティブ化された際には、フック activate-mark-hookも実行される。

[Function]handle-shift-selection
この関数はポイント移動コマンドのシフト選択 (shift-selection)の動作を実装する。Section
“Shift Selection” in The GNU Emacs Manual を参照のこと。これは interactive指定
に文字 ‘^’を含むコマンドの呼び出し時は常に、そのコマンド自身を実行する前に Emacsコマ
ンドループにより自動的に呼び出される (Section 21.2.2 [Interactive Codes], page 379を
参照)。

shift-select-modeが非 nil、かつカレントコマンドがシフト変換 (Section 21.8.1 [Key
Sequence Input], page 405を参照)を通じて呼び出された場合には、この関数はマークをセッ
トして一時的にリージョンをアクティブにする (すでにこの方法によりリージョンが一時的にア
クティブにされている場合を除く)。それ以外ではリージョンが一時的にアクティブにされてい
ればマークを非アクティブにして、変数 transient-mark-modeに前の値をリストアする。

[Variable]mark-ring
このバッファーローカル変数の値は、もっとも最近のものが先頭となるような、以前に保存さ
れたカレントバッファーのマークのリスト。

mark-ring

⇒ (#<marker at 11050 in markers-ja.texi>

#<marker at 10832 in markers-ja.texi>

...)

[User Option]mark-ring-max
この変数の値は mark-ringの最大サイズ。これより多くのマークが mark-ringに pushされ
ると、push-mark新たなマーク追加時には古いマークを破棄する。
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Delete Selectionモード (Section “Using Region” in The GNU Emacs Manualを参照)が有
効な際には、アクティブリージョン (いわゆる “選択”)を操作するコマンドは若干異なる振る舞いをし
ます。これは pre-command-hookに関数 delete-selection-pre-hookを追加することにより機
能します (Section 21.1 [Command Overview], page 376を参照)。この関数はそのコマンドにたい
して適切なように選択を削除するために delete-selection-helperを呼び出します。コマンドを
Delete Selectionモードに適応させたければ、その関数シンボルの delete-selectionプロパティ
に putしてください (Section 9.4.1 [Symbol Plists], page 130を参照)。シンボルにこのプロパティ
をもたないコマンドは選択を削除しません。そのコマンドに期待される挙動を調整するために、このプ
ロパティはいくつかの値のいずれかをもつことができます。詳細は delete-selection-pre-hook

と delete-selection-helperのドキュメント文字列を参照してください。

31.8 リージョン

ポイントとマークの間のテキストは、リージョン (region)という名で知られています。さまざまな関
数がポイントとマークで区切られたテキストを操作しますが、ここではリージョンそのものに特に関
連する関数だけを説明します。

以下の 2つの関数はマークが何処も指していなければエラーをシグナルします。Transient Mark
モードが有効、かつ mark-even-if-inactiveが nilな、マークが非アクティブな場合にエラーを
シグナルします。

[Function]region-beginning
この関数はリージョンの先頭位置を、(整数として)リターンする。これはポイントかマークの
いずれか小さいほうの位置。

[Function]region-end
この関数はリージョンの終端位置を、(整数として)リターンする。これはポイントかマークの
いずれか大きいほうの位置。

リージョンにたいして操作を行うようにデザインされたコマンドがリージョンの先頭と終端を
探すためには、region-beginningや region-endを使用するかわりに、通常は ‘r’指定とともに
interactiveを使用するべきです。これにより他の Lispプログラムが引数として明示的にリージョ
ンの境界を指定できるようになります。Section 21.2.2 [Interactive Codes], page 379を参照して
ください。。

[Function]use-region-p
この関数はTransient Markモードが有効でマークがアクティブであり、かつバッファー内に
有効なリージョンがあれば tをリターンする。この関数はマークアクティブ時にはポイント近
傍のテキストのかわりにリージョンを操作するコマンドにより使用されることを意図している。

リージョンはそれが非 0のサイズをもつか、あるいはユーザーオプションuse-empty-active-

regionが非 nil (デフォルトは nil)なら有効。関数 region-active-pは use-region-p

と同様だが、すべてのリージョンを有効とみなす。リージョンが空ならポイントにたいして操
作を行うほうが適切な場合が多いために、ほとんどの場合は region-active-pを使用するべ
きではない。
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32 テキスト

このチャプターではバッファー内のテキストを扱う関数を説明します。ほとんどはカレントバッファー
内のテキストにたいして検査、挿入、削除を行ってポイント位置やポイントに隣接するテキストを操
作することが多々あります。その多くはインタラクティブ (interactive: 対話的)です。テキストを変
更するすべての関数は、その変更にたいする undo(アンドゥ、取り消し)を提供します (Section 32.9
[Undo], page 794を参照)。

テキストに関連する関数の多くが、startと endという名前の引数として渡された 2つのバッファー
位置により定義されるテキストのリージョンを操作します。これらの引数はマーカー (Chapter 31
[Markers], page 769を参照)か数値的な文字位置 (Chapter 30 [Positions], page 756を参照)のい
ずれかであるべきです。これらの引数の順序は関係ありません。startがリージョンの終端で endがリー
ジョンの先頭であっても問題はありません。たとえば (delete-region 1 10)と (delete-region

10 1)は等価です。startと endのいずれかがバッファーのアクセス可能範囲の外部なら args-out-

of-rangeエラーがシグナルされます。インタラクティブな呼び出しでは、これらの引数にポイント
とマークが使用されます。

このチャプターを通じて、“テキスト (text)”とは (関係あるときは)そのプロパティも含めたバッ
ファー内の文字を意味します。ポイントは常に 2つの文字の間にあり、カーソルはポイントの後の文
字上に表示されることを覚えておいてください。

32.1 ポイント近傍のテキストを調べる

ポイント付近にある文字を調べるための関数が数多く提供されています。簡単な関数のいくつかはこ
こで説明します。Section 34.4 [Regexp Search], page 896の looking-atも参照してください。

以下の 4つの関数でのバッファーの “先頭 (beginning)”と “終端 (end)”はそれぞれ、アクセス
可能範囲の先頭と終端を意味します。

[Function]char-after &optional position
この関数はカレントバッファーの位置 position (つまり直後)の文字をリターンする。position
がこの目的にたいする範囲の外にある場合、すなわちバッファーの先頭より前、またはバッファー
の終端以降にあるなら値は nil。positionのデフォルトはポイント。

以下の例ではバッファーの最初の文字が ‘@’であると仮定する:

(string (char-after 1))

⇒ "@"

[Function]char-before &optional position
この関数はカレントバッファーの位置 positionの直前の文字をリターンする。positionがこの
目的にたいする範囲の外にある場合、すなわちバッファーの先頭より前、またはバッファーの
終端より後にあるなら値は nil。positionのデフォルトはポイント。

[Function]following-char
この関数はカレントバッファーのポイントの後にある文字をリターンする。これは(char-after

(point))と同様。ただしポイントがバッファー終端にある場合には、following-charは 0
をリターンする。

ポイントが常に 2つの文字の間にあり、カーソルは通常はポイント後の文字上に表示されるこ
とを思い出してほしい。したがって following-charがリターンする文字はカーソル上の文字
となる。
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以下の例では ‘a’と ‘c’の間にポイントがある。

---------- Buffer: foo ----------

Gentlemen may cry ``Pea⋆ce! Peace!,''

but there is no peace.

---------- Buffer: foo ----------

(string (preceding-char))

⇒ "a"

(string (following-char))

⇒ "c"

[Function]preceding-char
この関数はカレントバッファーのポイントの前の文字をリターンする。上記 following-char

の下の例を参照のこと。ポイントがバッファー先頭にあれば、preceding-charは 0をリター
ンする。

[Function]bobp
この関数はポイントがバッファー先頭にあれば tをリターンする。ナローイングが効力をもつな
ら、これはテキストのアクセス可能範囲の先頭を意味する。Section 30.1 [Point], page 756
の point-minも参照のこと。

[Function]eobp
この関数はポイントがバッファー終端にあれば tをリターンする。ナローイングが効力をもつな
ら、これはテキストのアクセス可能範囲の終端を意味する。Section 30.1 [Point], page 756
の point-maxも参照のこと。

[Function]bolp
この関数はポイントが行の先頭にあれば tをリターンする。Section 30.2.4 [Text Lines],
page 759 を参照のこと。バッファー (またはアクセス可能範囲) の先頭は、常に行の先頭と
みなされる。

[Function]eolp
この関数はポイントが行の終端にあれば tをリターンする。Section 30.2.4 [Text Lines],
page 759 を参照のこと。バッファー (またはアクセス可能範囲) の終端は常に行の先頭とみ
なされる。

32.2 バッファーのコンテンツを調べる

このセクションでは Lispプログラムがバッファー内の任意の範囲にあるテキストを文字列に変換する
ための関数を説明します。

[Function]buffer-substring start end
この関数はカレントバッファー内の位置 startと endで定義されるリージョンのテキストのコ
ピーを含む文字列をリターンする。引数がバッファーのアクセス可能範囲内の位置でなければ、
buffer-substringは args-out-of-rangeエラーをリターンする。

以下の例では Font-Lockモードが有効でないものとする:

---------- Buffer: foo ----------

This is the contents of buffer foo

---------- Buffer: foo ----------
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(buffer-substring 1 10)

⇒ "This is t"

(buffer-substring (point-max) 10)

⇒ "he contents of buffer foo\n"

コピーされるテキストが何らかのテキストプロパティをもっていたら、それらのプロパティが
属する文字とともに文字列にコピーされる。しかしバッファー内のオーバーレイ (Section 39.9
[Overlays], page 1001を参照)、およびそれらのプロパティは無視されるためコピーされない。

たとえば Font-Lockモードが有効なら以下のような結果を得るだろう:

(buffer-substring 1 10)

⇒ #("This is t" 0 1 (fontified t) 1 9 (fontified t))

[Function]buffer-substring-no-properties start end
これは buffer-substringと同様だが、テキストプロパティはコピーせずに文字自体だけを
コピーする点が異なる。Section 32.19 [Text Properties], page 814を参照のこと。

[Function]buffer-string
この関数はカレントバッファーのアクセス可能範囲全体のコンテンツを文字列としてリターン
する。コピーするテキストに何らかのテキストプロパティがあれば、それらを所有する文字と
ともに文字列にコピーされる。

異なる場所からのコピー時に双方向テキストの再配置によって結果の文字列の視覚的外見が変更さ
れないように保証する必要があるなら、buffer-substring-with-bidi-context関数を使用する
こと (Section 39.26 [Bidirectional Display], page 1087を参照)。

[Function]filter-buffer-substring start end &optional delete
この関数は変数 filter-buffer-substring-functionにより指定された関数を使用して、
startと endの間のバッファーテキストをフィルターしてその結果をリターンする。

デフォルトのフィルター関数は時代遅れとなったラッパーフックfilter-buffer-substring-

functions (この時代遅れの機能に関する詳細はマクロ with-wrapper-hookのドキュメン
ト文字列を参照のこと)、および同様に時代遅れとなった変数 buffer-substring-filters

を参照する。これら両者が nilなら、バッファーから未変更のテキスト、すなわち
buffer-substringがリターンするであろうテキストをリターンする。

deleteが非 nilなら、この関数は delete-and-extract-regionと同じように、コピー後に
startと endの間のテキストを削除する。

Lispコードはkillリング、Xクリップボード、レジスターのようなユーザーがアクセス可能なデー
タ構造内にコピーする際には buffer-substring、buffer-substring-no-properties、
delete-and-extract-regionのかわりにこの関数を使用すること。メジャーモードとマ
イナーモードはバッファー外部にコピーするテキストを変更するために filter-buffer-

substring-functionを変更することができる。

[Variable]filter-buffer-substring-function
この変数の値は実際の処理を行うために filter-buffer-substringが呼び出す関数。
その関数は filter-buffer-substringと同じように 3 つの引数を受けとり、それらは
filter-buffer-substringにドキュメントされているように扱うこと。関数はフィルター
されたテキストをリターン (およびオプションでソーステキストを削除)すること。
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The following two variables are obsoleted by以下の 2つの変数はfilter-buffer-substring-

functionにより時代遅れになりましたが、後方互換のために依然としてサポートされます。

[Variable]filter-buffer-substring-functions
これは時代遅れとなったラッパーフックであり、このフックのメンバーは fun、start、end、
deleteの 4つの引数を受け取る関数であること。funは 3つの引数 (start、end、delete)を受
け取り、文字列をリターンする関数。いずれも引数 start、end、deleteは filter-buffer-

substringのときと同様の意味をもつ。

1つ目のフック関数は filter-buffer-substringのデフォルトの処理と同じく startと end
の間の (任意の buffer-substring-filtersにより処理された)バッファー部分文字列をリ
ターン、オプションでバッファーから元テキストを削除する関数であり、それが funに渡され
る。ほとんどの場合にはフック関数は funを 1回だけ呼び出してから、その結果にたいして自
身の処理を行う。次のフック関数はこれと等しい funを受け取って、それが順次繰り返されて
いく。実際のリターン値はすべてのフック関数が順次処理した結果。

[Variable]buffer-substring-filters
時代遅れとなったこの変数の値は、文字列を唯一の引数ちして別の文字列をリターンする関数の
リストであること。デフォルトの filter-buffer-substring関数は、バッファー部分文字列
をこのリストの 1つ目の関数に渡して、そのリターン値を次の関数に渡して、これがそれぞれの
関数にたいして順次繰り返される。最後の関数のリターン値は filter-buffer-substring-

functionsに渡される。

[Function]current-word &optional strict really-word
この関数はポイント位置またはその付近のシンボル (または単語)を文字列としてリターンす
る。リターン値にテキストプロパティは含まれない。

オプション引数 really-wordが非 nilなら単語、それ以外はシンボル (単語文字とシンボル構成
文字の両方を含む)を探す。

オプション引数 strictが非 nilのならポイントは単語 (またはシンボル)の内部にあるか隣接し
なければならない。そこに単語 (またはシンボル)がなければ、この関数は nilをリターンす
る。strictが nilならポイントと同一行にある近接する単語 (またはシンボル)を許容する。

[Function]thing-at-point thing &optional no-properties
ポイントに隣接または周辺にある thingを文字列としてリターンする。

引数 thingは構文エンティティの種別を指定するシンボルである。可能なシンボルとしては
symbol、list、sexp、defun、filename、url、word、sentence、whitespace、line、
page、および他が含まれる。

オプション引数 no-propertiesは非 nilなら、この関数はリターン値からテキストプロパティ
を取り除く。

---------- Buffer: foo ----------

Gentlemen may cry ``Pea⋆ce! Peace!,''

but there is no peace.

---------- Buffer: foo ----------

(thing-at-point 'word)

⇒ "Peace"

(thing-at-point 'line)

⇒ "Gentlemen may cry ``Peace! Peace!,''\n"



Chapter 32: テキスト 782

(thing-at-point 'whitespace)

⇒ nil

32.3 テキストの比較

以下の関数により最初にバッファー内のテキストを文字列内にコピーすることなく、バッファー内の
テキスト断片を比較することが可能になります。

[Function]compare-buffer-substrings buffer1 start1 end1 buffer2 start2 end2
この関数により 1つのバッファー、または 2つの異なるバッファーの 2つの部分文字列 (sub-
strings)を比較できる。最初の 3つの引数はバッファーとそのバッファー内の 2つの位置を与
えることにより、1つの部分文字列を指定する。最後の 3つの引数は、同様の方法によりもう
一方の部分文字列を指定する。buffer1と buffer2のいずれか、または両方にたいしてカレント
バッファーを意味する nilを使用できる。

1つ目の部分文字列が 2つ目の部分文字列より小なら負、大なら正、等しければ値は 0となる。
結果の絶対値は部分文字列内で最初に異なる文字のインデックスに 1を和した値。

case-fold-searchが非 nilなら、この関数は case(大文字小文字)の違いを無視する。テキ
ストプロパティは常に無視される。

カレントバッファー内にテキスト ‘foobarbar haha!rara!’がある。そしてこの例では 2つ
の部分文字列が ‘rbar ’と ‘rara!’だとする。1つ目の文字列の 2つ目の文字が大きいので値は
2となる。

(compare-buffer-substrings nil 6 11 nil 16 21)

⇒ 2

32.4 テキストの挿入

挿入 (insertion)とはバッファーへの新たなテキストの追加を意味します。テキストはポイント位置、
すなわちポイント前の文字とポイント後の文字の間に追加されます。挿入関数は挿入されたテキスト
の後にポイントを残しますが、前にポイントを残す関数もいくつかあります。前者の挿入をポイント
後挿入 (after point)、後者をポイント前挿入 (before point)と呼びます。

挿入により挿入位置の後にあったマーカーは、テキストを取り囲むように移動されます (Chapter 31
[Markers], page 769を参照)。マーカーが挿入箇所をさしている際には、挿入によるマーカーの再
配置の有無はそのマーカーの挿入タイプに依存します (Section 31.5 [Marker Insertion Types],
page 772を参照)。insert-before-markersのような特定のスペシャル関数は、マーカーの挿入タ
イプとは関係なく挿入されたテキストの後にそのようなすべてのマーカーを再配置します。

カレントバッファーが読み取り専用 (Section 27.7 [Read Only Buffers], page 600を参照)、ま
たは読み取り専用テキスト (Section 32.19.4 [Special Properties], page 821を参照)を挿入しよう
とすると、挿入関数はエラーをシグナルします。

以下の関数は文字列やバッファーからプロパティとともにテキスト文字をコピーします。挿入され
る文字はコピー元の文字と完全に同一のプロパティをもちます。それとは対照的に文字列やバッファー
の一部ではない個別の引数として指定された文字は、隣接するテキストからテキストプロパティを継
承します。

テキストが文字列かバッファー由来なら、マルチバイトバッファーに挿入するために挿入関数はユ
ニバイトからマルチバイトへの変換、およびその逆も行います。しかしたとえカレントバッファーが
マルチバイトバッファーであったとしても、コード 128から 255までのユニバイトはマルチバイトに
変換しません。Section 33.3 [Converting Representations], page 856を参照してください。
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[Function]insert &rest args
この関数は文字列および/または 1つ以上の文字 argsをカレントバッファーのポイント位置に
挿入して、ポイントを前方に移動する。言い換えるとポイントの前にテキストを挿入する。す
べての argsが文字列が文字列と文字のいずれでもなければエラーをシグナルする。値は nil。

[Function]insert-before-markers &rest args
この関数は文字列および/または 1つ以上の文字 argsをカレントバッファーのポイント位置に
挿入して、ポイントを前方に移動する。すべての argsが文字列が文字列と文字のいずれでもな
ければエラーをシグナルする。値は nil。

この関数は他の挿入関数と異なり、挿入されたテキストの後を指すように、まずマーカーが挿
入位置を指すよう再配置する。挿入位置からオーバーレイが開始される場合には、挿入された
テキストはそのオーバーレイの外側に出される。空でないオーバーレイが挿入位置で終わる場
合には、挿入されたテキストはそのオーバーレイの内側に入れられる。

[Command]insert-char character &optional count inherit
このコマンドはカレントバッファーのポイントの前に、characterのインスタンスを count個挿
入する。引数 countは整数、characterは文字でなければならない。

インタラクティブに呼び出された際には、このコマンドは characterにたいしてコードポイント
かUnicode名による入力を求める。Section “Inserting Text” in The GNU Emacs Manual
を参照のこと。

この関数はたとえカレントバッファーがマルチバイトバッファーであっても、コード 128から
255のユニバイト文字をマルチバイト文字に変換しない。Section 33.3 [Converting Repre-
sentations], page 856を参照のこと。

inheritが非 nilなら、挿入された文字は挿入位置前後の 2文字からステッキーテキストプロパ
ティ(sticky text properties)を継承する。Section 32.19.6 [Sticky Properties], page 828
を参照のこと。

[Function]insert-buffer-substring from-buffer-or-name &optional start end
この関数はカレントバッファーのポイント前に、バッファー from-buffer-or-nameの一部を挿
入する。挿入されるテキストは start (を含む)から end (を含まない)の間のリージョン (これ
らの引数のデフォルトは、そのバッファーのアクセス可能範囲の先頭と終端)。この関数は nil

をリターンする。

以下の例ではバッファー ‘bar’をカレントバッファーとしてフォームを実行する。バッファー
‘bar’は最初は空であるものとする。

---------- Buffer: foo ----------

We hold these truths to be self-evident, that all

---------- Buffer: foo ----------

(insert-buffer-substring "foo" 1 20)

⇒ nil

---------- Buffer: bar ----------

We hold these truth⋆
---------- Buffer: bar ----------
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[Function]insert-buffer-substring-no-properties from-buffer-or-name
&optional start end

これは insert-buffer-substringと似ているが、テキストプロパティをコピーしない点が
異なる。

テキスト挿入に加えて、隣接するテキストからテキストプロパティを継承する他の関数については
Section 32.19.6 [Sticky Properties], page 828を参照のこと。インデント関数により挿入された空
白文字もテキストプロパティを継承する。

32.5 ユーザーレベルの挿入コマンド

このセクションではテキスト挿入のための高レベルコマンド、ユーザーによる使用を意図しているが
Lispプログラムでも有用なコマンドについて説明します。

[Command]insert-buffer from-buffer-or-name
このコマンドは from-buffer-or-name (存在しなければならない)のアクセス可能範囲全体を
カレントバッファーのポイントの後に挿入する。マークは挿入されたテキストの後に残される。
値は nil。

[Command]self-insert-command count &optional char
このコマンドは文字 charを挿入する。これをポイント前で count回繰り返してnilをリターンす
る。ほとんどのプリント文字はこのコマンドにバインドされる。通常の使用ではself-insert-

commandは Emacsでもっとも頻繁に呼び出される関数だが、Lispプログラムではそれをキー
マップにインストールする場合を除いて使用されるのは稀。

インタラクティブな呼び出しでは countは数プレフィクス引数。

自己挿入では入力文字は translation-table-for-inputを通じて変換される。
Section 33.9 [Translation of Characters], page 865を参照のこと。

これは、入力文字がテーブル auto-fill-chars内にあり、auto-fill-functionが非 nil

なら常にそれを呼び出す (Section 32.14 [Auto Filling], page 803を参照)。

このコマンドはAbbrevモードが有効で、かつ入力文字が単語構成構文をもたなければ abbrev
展開を行う (Chapter 36 [Abbrevs], page 924 と Section 35.2.1 [Syntax Class Table],
page 909を参照)。さらに入力文字が閉カッコ構文 (close parenthesis syntax)をもつ場合に
は blink-paren-functionを呼び出す責任もある (Section 39.21 [Blinking], page 1079を
参照)。

このコマンドは最後にフック post-self-insert-hookを実行する。たとえばテキストがタ
イプされたときのように自動的に再インデントするためにこれを使用できる。このフックのい
ずれかの関数がリージョン (Section 31.8 [The Region], page 777を参照)にたいして作用す
る必要があるなら、post-self-insert-hookの関数が呼び出される前に Delete Selection
モード (Section “Using Region” in The GNU Emacs Manual を参照)がリージョンを削
除しないようにする必要がある。これを行うにはDelete Selectionモードにリージョンを削除
しないように告げる特別なフック self-insert-uses-region-functionsに nilをリター
ンする関数を追加すること。

self-insert-commandの標準的な定義にたいして、独自の定義による置き換えを試みてはな
らない。エディターコマンドループはこのコマンドを特別に扱うからだ。
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[Command]newline &optional number-of-newlines interactive
このコマンドはカレントバッファーのポイントの前に改行を挿入する。number-of-newlinesが
与えられたら、その個数の改行文字が挿入される。インタラクティブな呼び出しでは、number-
of-newlinesはプレフィクス数引数。

この関数はカレント列数が fill-columnより大、かつ number-of-newlinesが nilなら
auto-fill-functionを呼び出す。このコマンドは改行を挿入するために self-insert-

commandを呼び出して、続けて auto-fill-functionを呼び出すことにより前の行をブレー
クする (Section 32.14 [Auto Filling], page 803を参照)。auto-fill-functionが通常行
うのは改行の挿入であり、最終的な結果としてはポイント位置と、その行のより前方の位置
という 2 つの異なる箇所に改行を挿入する。number-of-newlinesが非 nilなら newlineは
auto-fillを行わない。

このコマンドはインタラクティブな呼び出し、または interactiveが非 nilならフック
post-self-insert-hookを実行する。

このコマンドは左マージンが 0 でなければ、左マージンにインデントする。Section 32.12
[Margins], page 801を参照のこと。

リターン値は nil。

[Variable]overwrite-mode
この変数は overwrite モードが効力をもつかどうかを制御する。値は overwrite-mode-

textual、overwrite-mode-binary、または nil。overwrite-mode-textualはテキス
ト的な overwrite モード (改行とタブを特別に扱う)、overwrite-mode-binaryはバイナ
リー overwriteモード (改行とタブを普通の文字と同様に扱う)を指定する。

32.6 テキストの削除

削除とはバッファー内のテキストの一部を killリングに保存せずに取り除くことを意味します (Sec-
tion 32.8 [The Kill Ring], page 789を参照)。削除されたテキストを yankすることはできません
が、undoメカニズム (Section 32.9 [Undo], page 794を参照)を使用すれば再挿入が可能です。特
別なケースにおいては killリングにテキストの保存を行う削除関数がいくつかあります。

削除関数はすべてカレントバッファーにたいして処理を行います。

[Command]erase-buffer
この関数はカレントバッファーのテキスト全体 (アクセス可能範囲だけではない)を削除して
バッファーが読み取り専用なら buffer-read-only、バッファー内の一部テキストが読み取
り専用なら text-read-onlyをシグナルする。それ以外では確認なしでテキストを削除する。
リターン値は nil。

バッファーからの大量テキストの削除では、バッファーが大幅に縮小されたという理由により、
通常はさらなる自動保存が抑制される。しかし erase-bufferは将来のテキストが以前のテキ
ストと関連があるのは稀であり、以前のテキストのサイズと比較されるべきではないというア
イデアにもとづいてこれを行わない。

[Command]delete-region start end
このコマンドはカレントバッファー内の位置 startから endまでの間のテキストを削除して nil

をリターンする。削除されるリージョン内にポイントがあれば、リージョン削除後のポイント
の値は start。それ以外の場合は、マーカーが行うようにポイントはテキストを取り囲むように
再配置される。
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[Function]delete-and-extract-region start end
この関数はカレントバッファー内の位置 startから endまでの間のテキストを削除して、削除
されたテキストを含む文字列をリターンする。

削除されるリージョン内にポイントがあれば、リージョン削除後のポイントの値は start。それ
以外ならマーカーが行うようにポイントはテキストを取り囲むように再配置される。

[Command]delete-char count &optional killp
このコマンドはポイント直後の count文字、countが負なら直前の count文字を削除する。killp
が非 nilなら削除した文字を killリングに保存する。

インタラクティブな呼び出しでは、countは数プレフィクス引数、killpは未処理プレフィクス
引数 (unprocessed prefix argument)。すなわちプレフィクス引数が与えられたらそのテキス
トは killリングに保存され、与えられなければ 1文字が削除されて、それは killリングに保存
されない。

リターン値は常に nil。

[Command]delete-backward-char count &optional killp
このコマンドはポイント直前の count文字、countが負なら直後の count文字を削除する。killp
が非 nilなら、削除した文字を killリングに保存する。

インタラクティブな呼び出しでは、countは数プレフィクス引数、killpは未処理プレフィクス
引数 (unprocessed prefix argument)。すなわちプレフィクス引数が与えられたらそのテキス
トは killリングに保存され、与えられなければ 1文字が削除されて、それは killリングに保存
されない。

リターン値は常に nil。

[Command]backward-delete-char-untabify count &optional killp
このコマンドはタブをスペースに変換しながら、後方に count文字を削除する。次に削除する
文字がタブなら、まず適正な位置を保つような数のスペースに変換してから、それらのうちの
スペース 1つをタブのかわりに削除する。killpが非 nilなら、このコマンドは削除した文字を
killリングに保存する。

タブからスペースへの変換は countが正の場合のみ発生する。負の場合はポイント後の正確に
−count文字が削除される。

インタラクティブな呼び出しでは、countは数プレフィクス引数、killpは未処理プレフィクス
引数 (unprocessed prefix argument)。すなわちプレフィクス引数が与えられたらそのテキス
トは killリングに保存され、与えられなければ 1文字が削除されて、それは killリングに保存
されない。

リターン値は常に nil。

[User Option]backward-delete-char-untabify-method
このオプションは backward-delete-char-untabifyが空白文字を扱う方法を指定する。可
能な値には untabify (タブを個数分のスペースに変換してスペースを 1つ削除。これがデフォ
ルト)、hungry (1コマンドでポイント前のタブとスペースすべてを削除する)、all (ポイン
ト前のタブとスペース、および改行すべてを削除する)、nil (空白文字にたいして特に何もし
ない)。
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32.7 ユーザーレベルの削除コマンド

このセクションでは、主にユーザーにたいして有用ですが Lispプログラムでも有用なテキストを削除
するための高レベルのコマンドを説明します。

[Command]delete-horizontal-space &optional backward-only
この関数はポイント近辺のすべてのスペースとタブを削除する。リターン値は nil。

backward-onlyが非 nilなら、この関数はポイント前のスペースとタブを削除するがポイント
後のスペースとタブは削除しない。

以下の例では、各行ごとに 2番目と 3番目の間にポイントを置いて、delete-horizontal-

spaceを 4回呼び出している。

---------- Buffer: foo ----------

I ⋆thought
I ⋆ thought

We⋆ thought

Yo⋆u thought

---------- Buffer: foo ----------

(delete-horizontal-space) ; Four times.
⇒ nil

---------- Buffer: foo ----------

Ithought

Ithought

Wethought

You thought

---------- Buffer: foo ----------

[Command]delete-indentation &optional join-following-p beg end
この関数はポイントのある行をその前の行に結合 (join)する。結合においてはすべての空白文
字を削除、特定のケースにおいてはそれらを 1つのスペースに置き換える。join-following-p
が非 nilなら、delete-indentationはかわりに後続行と結合を行う。それ以外の場合には
begと endが非 nilなら、この関数は begと endで定義されるリージョン内のすべての行を結
合する。

インタラクティブな呼び出しでは join-following-pはプレフィクス引数、begと endはリージョ
ンがアクティブならリージョンの開始と終了、それ以外は nil。この関数は nilをリターンする。

fillプレフィクスがあり、結合される 2つ目の行もそのプレフィクスで始まる場合には、行の結
合前に delete-indentationはその fillプレフィクスを削除する。Section 32.12 [Margins],
page 801を参照のこと。

以下の例では ‘events’で始まる行にポイントがあり、前の行の末尾に 1つ以上のスペースが存
在しても違いは生じない。

---------- Buffer: foo ----------

When in the course of human

⋆ events, it becomes necessary

---------- Buffer: foo ----------

(delete-indentation)
⇒ nil
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---------- Buffer: foo ----------

When in the course of human⋆ events, it becomes necessary

---------- Buffer: foo ----------

行の結合後に結合点に単一のスペースを残すか否かを決定するのは、関数 fixup-whitespace

の責任である。

[Command]fixup-whitespace
この関数はポイントを取り囲むすべての水平スペースを、コンテキストに応じて 1つのスペー
スまたはスペースなしに置き換える。リターン値は nil。

行の先頭や末尾において、スペースの適正な数は 0。閉カッコ構文 (close parenthesis syntax)
の前の文字、開カッコの後の文字、式プレフィクス構文 (expression-prefix syntax)において
も、スペースの適正な数は 0。それ以外ではスペースの適正な数は 1。Section 35.2.1 [Syntax
Class Table], page 909を参照のこと。

以下の例では最初に 1行目の単語 ‘spaces’の前にポイントがある状態で、fixup-whitespace
を呼び出している。2回目の呼び出しでは ‘(’の直後にポイントがある。

---------- Buffer: foo ----------

This has too many ⋆spaces
This has too many spaces at the start of (⋆ this list)

---------- Buffer: foo ----------

(fixup-whitespace)
⇒ nil

(fixup-whitespace)
⇒ nil

---------- Buffer: foo ----------

This has too many spaces

This has too many spaces at the start of (this list)

---------- Buffer: foo ----------

[Command]just-one-space &optional n
このコマンドはポイントを取り囲むすべてのスペースを 1つのスペース、nが指定された場合
は n個のスペースで置き換える。リターン値は nil。

[Command]delete-blank-lines
この関数はポイントを取り囲む空行を削除する。ポイントが前後に 1行以上の空行がある空の
行にある場合には、1行を除いてそれらすべてを削除する。ポイントが孤立した空行にあれば
その行を削除する。ポイントが空でない行にあれば、その直後にあるすべての空白を削除する。

空行とはタブまたはスペースのみを含む行として定義される。

delete-blank-linesは nilをリターンする。

[Command]delete-trailing-whitespace &optional start end
startと endで定義されるリージョン内から末尾の空白文字を削除する。

このコマンドはリージョン内の各行の最後の非空白文字後にある空白文字を削除する。

このコマンドがバッファー全体 (マークが非アクティブな状態で呼び出された場合や Lispから
endとnilで呼び出された場合)にたいして動作する場合には、変数delete-trailing-lines

が非 nilならバッファーの終端行の末尾の行も削除する。
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32.8 killリング

kill関数 (kill functions)は削除関数のようにテキストを削除しますが、ユーザーが yankにより再挿
入できるようにそれらを保存する点が異なります。これらの関数のほとんどは ‘kill-’という名前を
もちます。対照的に名前が ‘delete-’で始まる関数は、(たとえ削除を undoできるとしても)通常は
yank用にテキストを保存しません。それらは削除 (deletion)関数です。

ほとんどの killコマンドは主にインタラクティブな使用を意図しており、ここでは説明しません。
ここで説明するのは、そのようなコマンドの記述に使用されるために提供される関数です。テキスト
を killするために、これらの関数を使用できます。Lisp関数の内部的な目的のためにテキストの削除
を要するときは、killリング内のコンテンツに影響を与えないように通常は削除関数を使用するべき
でしょう。Section 32.6 [Deletion], page 785を参照してください。

killされたテキストは後の yank用に killリング (kill ring)内に保存されます。これは直前の kill
だけでなく直近の killのいくつかを保持するリストです。yankがそれをサイクル順に要素をもつリ
ストとして扱うので、これを “リング (ring)”と称しています。このリストは変数 kill-ringに保持
されており、リスト用の通常関数で操作可能です。このセクションで説明する、これをリングとして
扱うために特化された関数も存在します。

特に killされた実体が破壊されてしまわないような操作を参照するという理由から、“kill”という
単語の使用が不適切だと考える人もいます。これは通常の生活において死は永遠であり、killされた
実体は生活に戻ることはないことと対照的です。したがって他の比喩表現も提案されてきました。た
とえば、“cutリング (cut ring)”という用語は、コンピューター誕生前に原稿を再配置するためにハ
サミで切り取って貼り付けていたような人に意味があるでしょう。しかし今となってはこの用語を変
更するのは困難です。

32.8.1 killリングの概念

killリングはリスト内でもっとも最近に killされたテキストが先頭になるように、killされたテキス
トを記録します。たとえば短い killリングは以下のようになるでしょう:

("some text" "a different piece of text" "even older text")

このリストのエントリー長が kill-ring-maxに達すると、新たなエントリー追加により最後のエン
トリーが自動的に削除されます。

killコマンドが他のコマンドと混ざり合っているときは、各 killコマンドは killリング内に新たな
エントリーを作成します。連続する複数の killコマンドは単一の killリングエントリーを構成します。
これは 1つの単位として yankされます。2つ目以降の連続する killコマンドは、最初の killにより
作成されたエントリーにテキストを追加します。

yank にたいしては、kill リング内のただ 1 つのエントリーが、そのリングの先頭のエントリー
となります。いくつかの yankコマンドは、異なる要素を先頭に指定することにより、リングを回転
(rotate)させます。しかしこの仮想的回転はリスト自身を変更しません。もっとも最近のエントリー
が、常にリスト内の最初に配置されます。

32.8.2 kill用の関数

kill-regionはテキスト kill用の通常サブルーチンです。この関数を呼び出すすべてのコマンドは
killコマンドです (そして恐らくは名前に ‘kill’が含まれる)。kill-regionは新たに killされたテ
キストを killリング内の最初の要素内に置くか、それをもっとも最近の要素に追加します。これは前
のコマンドが killコマンドか否かを、(last-commandを使用して)自動的に判別して、もし killコマ
ンドなら killされたテキストをもっとも最近のエントリーに追加します。

以下で説明するコマンドは killされるテキストが killリングに保存される前に、それらをフィル
ターできます。これらの関数は、このフィルタリングを行うために filter-buffer-substringを
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呼び出します (Section 32.2 [Buffer Contents], page 779を参照)。デフォルトではこれらはフィル
タリングを行いませんが、バッファーにあったときと異なるようにテキストを killリングに保存する
ために、マイナーモードとフック関数はフィルタリングをセットアップできます。

[Command]kill-region start end &optional region
この関数は startと endの間のテキスト範囲を killするが、オプション引数 regionが非 nilな
ら、かわりにカレントリージョンのテキストを killする。そのテキストは削除されるが、その
テキストプロパティと共に killリングに保存される。値は常に nil。

インタラクティブな呼び出しでは startと endはポイントとマークで regionは常に非 nilなの
で、このコマンドは常にカレントリージョン内のテキストを killする。

バッファーまたはテキストが読み取り専用なら、kill-regionは同じように killリングを変更
後に、バッファーを変更せずにエラーをシグナルする。これはユーザーが一連の killコマンド
で、読み取り専用バッファーから killリングにテキストをコピーするのに有用。

[User Option]kill-read-only-ok
このオプションが非 nilなら、バッファーやテキストが読み取り専用でも kill-regionはエ
ラーをシグナルしない。かわりにバッファーを変更せずに killリングを更新して単にリターン
する。

[Command]copy-region-as-kill start end &optional region
この関数は startと endの間のテキスト範囲 (テキストプロパティを含む)を killリングに保存
するが、バッファーからそのテキストを削除しない。しかしオプション引数 regionが非 nilな
ら、この関数は startと endを無視して、かわりにカレントリージョンを保存する。この関数は
常に nilをリターンする。

インタラクティブな呼び出しでは startと endはポイントとマークで regionは常に非 nilなの
で、このコマンドは常にカレントリージョン内のテキストを killする。

このコマンドは後続の kill コマンドが同一の kill リングエントリーに追加しないように、
this-commandに kill-regionをセットしない。

32.8.3 yank

yank とは kill リングからテキストを挿入しますが、それが単なる挿入ではないことを意味します。
yankとそれに関連するコマンドは、テキスト挿入前に特別な処理を施すために insert-for-yankを
使用します。

[Function]insert-for-yank string
この関数は insertと同様に機能するが、結果をカレントバッファーに挿入する前にテキスト
プロパティyank-handler、同様に変数 yank-handled-propertiesと yank-excluded-

propertiesに応じて string内のテキストを処理する点が異なる。

[Function]insert-buffer-substring-as-yank buf &optional start end
この関数は insert-buffer-substringと似ているが、yank-handled-properties

と yank-excluded-propertiesに応じてテキストを処理する点が異なる (これは
yank-handlerプロパティを処理しないが、いずれにせよバッファー内のテキストでは通常は
発生しない)。

文字列の一部またはすべてにテキストプロパティyank-handlerを putすると、insert-for-

yankが文字列を挿入する方法が変更されます。文字列の別の箇所が異なる yank-handlerの値をも
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つ場合 (比較は eq)、部分文字列はそれぞれ個別に処理されます。プロパティ値は以下の形式からなる
1から 4要素のリストでなければなりません (2番目以降の要素は省略可):

(function param noexclude undo)

これらの要素が何を行うかを以下に示します:

function functionが非 nilなら、insertのかわりに文字列を挿入するために、挿入する文字列
を単一の引数として、その関数が呼び出される。

param 非 nilの paramが与えられた場合には、それは string (または処理される stringの部
分文字列)を置き換えるオブジェクトとして function (または insert)に渡される。た
とえば functionが yank-rectangleなら、paramは矩形 (rectangle)として挿入され
るべき文字列のリスト。

noexclude 非 nilの noexcludeが与えられたら、挿入される文字列にたいする yank-handled-

propertiesと yank-excluded-propertiesの通常の動作を無効にする。

undo 非 nilの undoが与えられたら、それはカレントオブジェクトの挿入を undoするため
に yank-popが呼び出す関数。この関数はカレントリージョンの startと endという 2
つの引数で呼び出される。functionは yank-undo-functionをセットすることにより
undoの値をオーバーライドできる。

[User Option]yank-handled-properties
この変数は yankされるテキストの状態を処理するスペシャルテキストプロパティを指定する。
これは (通常の方法、または yank-handlerを通じた)テキストの挿入後、yank-excluded-
propertiesが効力をもつ前に効果を発揮する。

値は要素が (prop . fun)であるような alistであること。alistの各要素は順番に処理される。
挿入されるテキストはテキスト範囲にたいして、テキストプロパティが propと eqなものがス
キャンされる。そのような範囲にたいしてプロパティの値、そのテキストの開始と終了の位置
という 3つの引数により funが呼び出される。

[User Option]yank-excluded-properties
この変数の値は挿入されるテキストから削除するためのプロパティのリスト。デフォルト値に
はマウスに応答したりキーバインディングの指定を引き起こすテキストのような、煩わしい結
果をもたらすかもしれないプロパティが含まれる。これは yank-handled-propertiesの後
に効果を発揮する。

32.8.4 yank用の関数

このセクションでは yank用の高レベルなコマンドを説明します。これらのコマンドは主にユーザー
用に意図されたものですが、Lispプログラム内での使用にたいしても有用です。yankと yank-pop

はいずれも、変数 yank-excluded-propertiesとテキストプロパティyank-handlerにしたがい
ます (Section 32.8.3 [Yanking], page 790を参照)。

[Command]yank &optional arg
このコマンドは kill リングの先頭にあるテキストをポイントの前に挿入する。これは
push-mark(Section 31.7 [The Mark], page 773を参照)を使用して、そのテキストの先頭
にマークをセットする。

argが非 nilのリスト (これはユーザーがインタラクティブに数字を指定せずに C-uタイプ時に
発生する)なら、yankは上述のようにテキストを挿入するがポイントは yankされたテキスト
の前、マークは yankされたテキストの後に置かれる。
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argが数字なら yankは arg番目に最近 killされたテキスト、すなわち killリングリストの arg
番目の要素を挿入する。この順番はコマンドの目的にたいして 1番目の要素としてみなされる
リスト先頭の要素から巡回的に数えられる。

yankは、それが他のプログラムから提供されるテキストを使用しないかぎり (使用する場合は
そのテキストを killリングに pushする)、killリングのコンテンツを変更しない。しかし arg
が非 1の整数なら、killリングを転回 (rotate)して yankされるテキストをリング先頭に置く。

yankは nilをリターンする。

[Command]yank-pop &optional arg
このコマンドは killリング上の正に yankされたばかりのエントリーを killリングの別エント
リーで置き換える。

このコマンドは yankか別の yank-popの直後のみ許される。そのような際にそのリージョンに
は、yankにより正に挿入されたテキストが含まれる。yank-popはそのテキストを削除して、
killされた別のテキスト片をその位置に挿入する。そのテキスト片はすでに killリング内のど
こか別の箇所にあるので、これは削除されたテキストを killリングに追加しない。しかし新た
に yankされたテキストが先頭になるように、killリングの転回は行う。

argが nilなら置換テキストは killリングの 1つ前の要素。argが数字なら置換テキストは kill
リングの arg個前の要素である。argが負なら、より最近の killが置換される。

killリング内の killされたエントリーの順序はラップする。すなわちもっとも古い killの次に
もっとも新しい kill、もっとも新しい killの前はもっとも古い killとなる。

リターン値は常に nilである。

[Variable]yank-undo-function
この変数が非 nilなら、関数 yank-popは前の yankや yank-popにより挿入されたテキスト
を削除するために、delete-regionのかわりにこの変数の値を使用する。値はカレントリー
ジョンの開始と終了という 2つの引数をとる関数でなければならない。

関数 insert-for-yankはテキストプロパティyank-handlerの要素 undoに対応して、この
変数を自動的にセットする。

32.8.5 低レベルの killリング

以下の関数と変数は killリングにたいして低レベルなアクセスを提供しますが、それらはウィンドウ
システムの選択 (Section 29.20 [Window System Selections], page 748を参照)との相互作用に
も留意するので、Lispプログラム内での使用に関しても依然として有用です。

[Function]current-kill n &optional do-not-move
関数 current-killは killリングの先頭を指す yankポインターを、(新しい killから古い kill
に) n個転回して、リング内のその箇所のテキストをリターンする。

オプションの第 2引数 do-not-moveが非 nilなら、current-killは yankポインターを変更
しない。カレント yankポインターから n個目の killを単にリターンする。

nが 0 ならそれは最新の kill の要求を意味しており、current-killは kill リング照会前に
interprogram-paste-function(以下参照)の値を呼び出す。その値が関数で、かつそれが
文字列か複数の文字列からなるリストをリターンすると、current-killはその文字列を kill
リング上に push して最初の文字列をリターンする。これは do-not-moveの値に関わらず、
interprogram-paste-functionがリターンする最初の文字列の killリングエントリーを指
すように yankポインターのセットも行う。それ以外では current-killは nにたいする 0値
を特別に扱うことはなく、yankポインターが指すエントリーをリターンして yankポインター
の移動は行わない。
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[Function]kill-new string &optional replace
この関数はテキスト stringを killリング上に pushして yankポインターがそれを指すように
セットする。それが適切なら、もっとも古いエントリーを破棄する。interprogram-paste-
functioninterprogram-paste-function (ユーザーオプション save-interprogram-

paste-before-killにしたがう) と interprogram-cut-function (以下参照) の値の呼
び出しも行う。

replaceが非 nilなら kill-newは killリング上に stringを pushせずに、killリングの 1つ目
の要素を stringに置き換える。

[Function]kill-append string before-p
この関数は kill リング内の最初のエントリーにテキスト stringを追加して、その結合され
たエントリーを指すように yank ポインターをセットする。通常はそのエントリーの終端に
stringが追加されるが、before-pが非 nilならエントリーの先頭に追加される。この関数は
サブルーチンとして kill-newも呼び出すので interprogram-cut-functionとおそらく
interprogram-paste-functionの値 (以下参照)が拡張により呼び出される。

[Variable]interprogram-paste-function
この変数は他のプログラムから killリングへ killされたテキストを転送する方法を提供する。
値は nil、または引数のない関数であること。

値が関数なら、もっとも最近の killを取得するために current-killはそれを呼び出す。その
関数が非 nil値をリターンすると、その値がもっとも最近の killとして使用される。nilをリ
ターンしたら killリングの先頭が使用される。

複数選択をサポートするウィンドウシステムのサポートを容易にするために、この関数は文字
列のリストをリターンすることもある。その場合には 1つ目の文字列がもっとも最近の killと
して使用され、その他の文字列はすべて yank-popによるアクセスを容易にするために killリ
ング上に pushされる。

この関数の通常の用途は、たとえそれが他アプリケーションに属する選択であっても、もっと
も最近の killとしてウィンドウシステムのクリップボードからそれを取得することである。し
かしクリップボードのコンテンツがカレント Emacsセッションに由来するなら、この関数は
nilをリターンする筈である。

[Variable]interprogram-cut-function
この変数はウィンドウシステム使用時に、他のプログラムに killされたテキストを転送する方
法を提供する。値は nil、または 1つの引数を要求する関数であること。

値が関数なら kill-newと kill-appendは killリングの新たな 1つ目要素を引数としてそれ
を呼び出す。

この関数の通常の用途は、新たに killされたテキストをウィンドウシステムのクリップボードに
配置することである。Section 29.20 [Window System Selections], page 748を参照のこと。

32.8.6 killリングの内部

変数 kill-ringは、文字列リスト形式で killリングのコンテンツを保持します。もっとも最近の kill
が常にこのリストの先頭になります。

変数 kill-ring-yank-pointerは、carが次の yankのテキストであるような、killリングリ
スト内のリンクを pointします。これをリングの先頭を識別すると言います。そして、kill-ring-

yank-pointerを異なるリンクに移動することを killリングの転回 (rotating the kill ring)と呼びま
す。yankポインターを移動する関数は yankポインターをリスト終端から先頭、またはその逆へラッ
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プするので killリングを “ring”と呼びます。killリングの転回は仮想的なものであって kill-ring

の値は変更しません。

kill-ringと kill-ring-yank-pointerはいずれも、通常は値がリストであるような Lisp変
数です。kill-ring-yank-pointerの名前にある単語 “pointer”は、その変数の目的が次回 yank
コマンドにより使用されるリストの最初の要素を指すことであることを示します。

kill-ring-yank-pointerの値は常に killリングリスト内の 1つのリンクと eqです。それが指
す要素は、そのリンクの carです。killリングを変更する killコマンドも、この変数に kill-ring

の値をセットします。その効果は新たに killされた先頭になるように、リングを転回することです。

以下は変数 kill-ring-yank-pointerが、kill リング ("some text" "a different piece

of text" "yet older text")内の 2番目のエントリーを指すことを表すダイアグラムです。

kill-ring ---- kill-ring-yank-pointer

| |

| v

| --- --- --- --- --- ---

--> | | |------> | | |--> | | |--> nil

--- --- --- --- --- ---

| | |

| | |

| | -->"yet older text"

| |

| --> "a different piece of text"

|

--> "some text"

この状態は C-y (yank)の直後に M-y (yank-pop)を行うことにより発生し得ます。

[Variable]kill-ring
この変数はもっとも最近に killされたテキストが先頭になるように、killされたテキストのシー
ケンスのリストを保持する。

[Variable]kill-ring-yank-pointer
この変数の値は、yankにたいして使用される killリングの先頭にある要素を示す。より正確
には値は kill-ringの値の tail値であり、その carが C-yにより yankされるはずの kill文
字列。

[User Option]kill-ring-max
この変数の値は、リング終端の要素を破棄する前にkillリングが成長し得る最大長。kill-ring-
maxのデフォルト値は 60。

32.9 アンドゥ

ほとんどのバッファーは、バッファーのテキストにたいして行われた変更を undoできるように、す
べての変更を記録する undoリスト (undo list)をもっています (undoリストをもたないバッファー
とは通常は Emacsが undoを有用とみなさない特殊用途のバッファーである。特に名前がスペース
で始まるバッファーはすべて undoの記録がデフォルトでオフになっている。Section 27.3 [Buffer
Names], page 593を参照)。バッファー内でテキストを変更するすべてのプリミティブは undoリス
トの先頭に自動的に要素を追加して、それは変数 buffer-undo-listに格納されます。
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[Variable]buffer-undo-list
このバッファーローカル変数の値は、カレントバッファーの undoリスト。値が tなら undo情
報の記録を無効にする。

以下は undoリストが保有可能な要素の種類です:

position この種の要素は前のポイント値を記録する。この要素を undoすることによりポイント
は positionに移動する。通常のカーソル移動はどのような類の undo記録も作成しない
が、削除操作はそのコマンド以前にポイントがあった場所を記録するためにこのエント
リーを使用する。

(beg . end)

この種の要素は挿入されたテキストを削除する方法を示す。挿入においてそのテキスト
はバッファー内の範囲 begから endを占める。

(text . position)

この種の要素は削除されたテキストを再度挿入する方法を示す。文字列 textは削除された
テキストそのもの。削除されたテキストを再挿入する位置は(abs position)。position
が正ならポイントがあったのは削除されたテキストの先頭、それ以外では末尾。この要
素の直後に 0個以上の (marker . adjustment)要素が続く。

(t . time-flag)

この種の要素は未変更のバッファーが変更されたことを示す。time-flag (非整数の Lisp
タイムスタンプ) は、visit されたファイルにたいしてそれが以前に visit や保存され
たときの更新時刻 (modification time)を、current-timeと同じ形式を用いて表す。
Section 40.5 [Time of Day], page 1106を参照のこと。time-flagが 0ならそのバッ
ファーに対応するファイルがないことを、−1なら visitされたファイルは以前は存在し
なかったことを意味する。primitive-undoはバッファーを再度未変更とマークするか
どうかを判断するために、これらの値を使用する (ファイルの状態が time-flagのそれと
マッチする場合のみ未変更とマーク)。

(nil property value beg . end)

この種の要素はテキストプロパティの変更を記録する。変更を undoする方法は以下の
ようになる:

(put-text-property beg end property value)

(marker . adjustment)

この種の要素はマーカーmarkerがそれを取り囲むテキストの削除により再配置されて、
adjustment文字位置を移動したということを記録する。undoリスト内の前にある要素
(text . position)とマーカーの位置が一致する場合には、この要素を undoすることに
よりmarker − adjustment文字移動する。

(apply funname . args)

これは拡張可能な undoアイテムであり、引数 argsとともに funnameを呼び出すこと
により undoが行われる。

(apply delta beg end funname . args)

これは拡張可能な undoアイテムであり、begから endまでに限定された範囲にたいし
て、そのバッファーのサイズを delta文字増加させる変更を記録する。これは引数 args
とともに funnameを呼び出すことにより undoが行われる。

この種の要素は、それがリージョンと関係するか否かを判断することによりリージョン
に限定された undoを有効にする。
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nil この要素は境界 (boundary)である。2つの境界の間にある要素を変更グループ (change
group)と呼び、それぞれの変更グループは通常 1つのキーボードコマンドに対応する
とともに、undoコマンドは通常はグループを 1つの単位として全体を undoを行う。

[Function]undo-boundary
この関数は undoリスト内に境界を配置する。このような境界ごとに undoコマンドは停止し
て、連続する undoコマンドは、より以前の境界へと undoを行っていく。この関数は nilを
リターンする。

この関数を明示的に呼び出すことは、あるコマンドの効果を複数単位に分割するために有用で
ある。たとえば query-replaceはユーザーが個別に置換を undoできるように、それぞれの
置換後に undo-boundaryを呼び出している。

しかしほとんどの場合には、この関数は適切なタイミングで自動的に呼び出される。

[Function]undo-auto-amalgamate
エディターコマンドループは各アンドゥがが通常はそれぞれ 1つのコマンドの効果をアンドゥす
るように、各キーシーケンスを実行する直前に undo-boundaryを呼び出す。少数の例外は融
合 (amalgamating)コマンドである。これらのコマンドは一般的にバッファーにたいして小さ
い変更を発生させるので、変更をグループとしてアンドゥできるように、20回目のコマンドご
とに境界が挿入される。デフォルトでは自己挿入入力文字を生成するコマンド self-insert-

command (Section 32.5 [Commands for Insertion], page 784を参照)、文字を削除するコ
マンド delete-char (Section 32.6 [Deletion], page 785を参照)は融合コマンドである。複
数バッファーのコンテンツに影響するコマンド、たとえば発生し得るとすれば post-command-

hook上の関数が current-buffer以外のバッファーに影響を及ぼす場合には、影響を受ける
各バッファーごとに undo-boundaryが呼び出されるだろう。

この関数を融合コマンドの前に呼び出すことができる。そのような一連の呼び出しが行われて
いると、以前の undo-boundaryは削除される。

融合可能な最大の変更数は amalgamating-undo-limit変数で制御される。この変数が 1な
ら変更は融合されない。

Lispプログラムは undo-amalgamate-change-groupを呼び出すことによって、一連の変更を
単一の変更グループにまとめることができます (Section 32.31 [Atomic Changes], page 849を参
照)。この関数で生成したグループにたいして amalgamating-undo-limitは効果がないことに注意
してください。

[Variable]undo-auto-current-boundary-timer
プロセスバッファーのようないくつかのバッファーでは、何もコマンドを実行していなくても
変更が発生し得る。このような場合には、通常は undo-boundaryこの変数内のタイマーによ
り定期的に呼び出される。この挙動を抑制するには、この変数を非 nilにセットすること。

[Variable]undo-in-progress
この変数は通常は nilだが、undoコマンドはこれを tにバインドする。これによりさまざまな
種類の変更フックが undoにより呼び出された際に、それを告げることが可能になる。

[Function]primitive-undo count list
これは undoリストの要素の undoにたいする基本的な関数。これは listの最初の count要素
を undoして listの残りをリターンする。

primitive-undoはバッファー変更時に、そのバッファーの undoリストに要素を追加する。
undoコマンドは混乱を避けるために undo操作シーケンス冒頭に undoリストの値を保存す
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る。その後で undo操作は保存された値の使用と更新を行う。undoにより追加された新たな要
素はこの保存値の一部でないので継続する undoと干渉しない。

この関数は undo-in-progressをバインドしない。

いくつかのコマンは、コマンドの選択的なアンドゥを妨害する方法により、実行後にリージョン
をアクティブなままにします。undoをそのようなコマンドの直後に呼び出した際にアクティブなリー
ジョンを無視するには、コマンドの関数シンボルの undo-inhibit-regionプロパティに非 nil値を
セットします。Section 9.4.2 [Standard Properties], page 131を参照してください。

32.10 アンドゥリストの保守

このセクションでは与えられたバッファーにたいして undo情報を有効や無効にする方法を説明しま
す。undoリストが巨大化しないように undoリストを切り詰める方法も説明します。

新たに作成されたバッファー内の undo情報記録は、通常は開始とともに有効になります。しかし
バッファー名がスペースで始まる場合には、undoの記録は初期状態では無効になっています。以下の
2つの関数、または自身で buffer-undo-listをセットすることにより、undo記録の有効化や無効
化を明示的に行うことができます。

[Command]buffer-enable-undo &optional buffer-or-name
このコマンドは以降の変更を undo可能にするように、バッファー buffer-or-nameの undo情
報記録を有効にする。引数が与えられなければカレントバッファーを使用する。そのバッファー
内の undo記録がすでに有効ならこの関数は何も行わない。リターン値は nil。

インタラクティブな呼び出しではbuffer-or-nameはカレントバッファーであり、他のバッファー
を指定することはできない。

[Command]buffer-disable-undo &optional buffer-or-name
この関数は buffer-or-nameの undoリストを破棄して、それ以上の undo情報記録を無効にす
る。結果として以前の変更と以後のすべての変更にたいするそれ以上の undoは不可能になる。
buffer-or-nameの undoリストがすでに無効ならこの関数に効果はない。

インタラクティブな呼び出しでは BUFFER-OR-NAME はカレントバッファー。他のバッ
ファーを指定することはできない。リターン値は nil。

編集が継続されるにつれて undoリストは次第に長くなっていきます。利用可能なメモリー空間す
べてを使い尽くすのを防ぐために、ガベージコレクションが undoリストを設定可能な制限サイズに
切り詰めて戻します (この目的のために undoリストのサイズはリストを構成するコンスセルに加えて
削除された文字列により算出される)。undo-limit、undo-strong-limit、undo-outer-limit
の 3つの変数は、許容できるサイズの範囲を制御します。これらの変数においてサイズは専有するバ
イト数で計数され、それには保存されたテキストとその他データが含まれます。

[User Option]undo-limit
これは許容できる undoリストサイズのソフトリミット。このサイズを超過した箇所の変更グ
ループは最新の変更グループ 1つが保持される。

[User Option]undo-strong-limit
これはundoリストの許容できるサイズの上限。このサイズを超過する箇所の変更グループは (そ
の他すべてのより古い変更グループとともに)自身を破棄する。1つ例外があり undo-outer-

limitを超過すると最新の変更グループだけが破棄される。
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[User Option]undo-outer-limit
ガベージコレクション時にカレントコマンドの undo情報がこの制限を超過したら、Emacsは
その情報を破棄して警告を表示する。これはメモリーオーバーフローを防ぐための最後の回避
用リミットである。

[User Option]undo-ask-before-discard
この変数が非 nilなら undo情報の undo-outer-limit超過時に、Emacsはその情報を破棄
するかどうかをエコーエリアで尋ねる。デフォルト値は nilでこれは自動的な破棄を意味する。

このオプションは主にデバッグを意図している。これを尋ねる際にはガベージコレクションは抑
制されており、もしユーザーがその問にたいして答えるのをあまりに長くかかるなら、Emacs
がメモリーリークを起こすかもしれないことを意味する。

32.11 fill

フィル (fill: 充填)とは、指定された最大幅付近 (ただし超過せず)に、(行ブレークを移動することに
より)行の長さを調整することを意味します。加えて複数行を位置揃え (justify)することもできます。
位置揃えとはスペースを挿入して左および/または右マージンを正確に整列させることを意味します。
その幅は変数 fill-columnにより制御されます。読みやすくするために行の長さは 70列程度を超え
ないようにするべきです。

テキストの挿入とともに自動的にテキストをフィルする Auto Fillモードを使用できますが、既
存テキストの変更では不適切にフィルされたままになるかもしれません。その場合にはテキストを明
示的にフィルしなければなりません。

このセクションのコマンドのほとんどは有意な値をリターンしません。フィルを行うすべての関数
はカレント左マージン、カレント右マージン、カレント位置揃えスタイルに留意します (Section 32.12
[Margins], page 801を参照)。カレント位置揃えスタイルが noneなら、フィル関数は実際には何も
行いません。

フィル関数のいくつかは引数 justifyを受け取ります。これが非 nilなら、それは何らかの類の位
置揃えを要求します。特定の位置揃えスタイルを要求するために left、right、full、centerを指
定できます。これが tなら、それはそのテキスト部分にたいしてカレント位置揃えスタイルを使用す
ることを意味します (以下の current-justificationを参照)。その他すべての値は fullとして扱
われます。

インタラクティブにフィル関数を呼び出すには際、プレフィクス引数の使用は justifyにたいして
暗に値 fullを指定します。

[Command]fill-paragraph &optional justify region
このコマンドはポイント位置、またはその後のパラグラフ (paragraph: 段落)をフィルする。
justifyが非 nilなら、同様に各行が位置揃えされる。これはパラグラフ境界を探すために、通常
のパラグラフ移動コマンドを使用する。Section “Paragraphs” in The GNU Emacs Manual
を参照のこと。

もし regionが非 nilで、Transient Markモードが有効かつマークがアクティブなら、このコ
マンドはカレントパラグラフのみフィルするかわりに、リージョン内すべてのパラグラフをフィ
ルするためにコマンド fill-regionを呼び出す。このコマンドがインタラクティブに呼び出
された際は、regionは t。

[Command]fill-region start end &optional justify nosqueeze to-eop
このコマンドは startから endのリージョン内のすべてのパラグラフをフィルする。justifyが
非 nilなら同様に位置揃えも行う。
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nosqueezeが非 nilなら、それは行ブレーク以外の空白文字を残すことを意味する。to-eopが
非 nilなら、それはパラグラフ終端 (以下の use-hard-newlinesが有効なら次の hard改行)
までのフィルを維持することを意味する。

変数paragraph-separateはパラグラフを分割する方法を制御する。Section 34.8 [Standard
Regexps], page 907を参照のこと。

[Command]fill-individual-paragraphs start end &optional justify
citation-regexp

このコマンドはリージョン内の各パラグラフを、それの固有なフィルプレフィクスに応じてフィ
ルする。したがってパラグラフの行がスペースでインデントされていれば、フィルされたパラ
グラフは同じ様式でインデントされた状態に保たれるだろう。

最初の 2つの引数 startと endはフィルするリージョンの先頭と終端。3つ目の引数 justify、4つ
目の引数 citation-regexpはオプション。justifyが非 nilなら、そのパラグラフはフィルと同様
に位置揃えも行われる。citation-regexpが非 nilなら、それはこの関数がメールメッセージを
処理しているのでヘッダーラインをフィルするべきではないことを意味する。citation-regexp
が文字列なら、それは正規表現として扱われる。それが行の先頭にマッチすれば、その行は引
用マーカー (citation marker)として扱われる。

fill-individual-paragraphsは通常はインデントの変更を新たなパラグラフの開始とみな
す。fill-individual-varying-indentが非 nilならセパレーターラインだけがパラグラ
フを分割する。その場合には、最初の行からさらにインデントが追加されたパラグラフを処理
することが可能になる。

[User Option]fill-individual-varying-indent
この変数は上述のように fill-individual-paragraphsの動作を変更する。

[Command]fill-region-as-paragraph start end &optional justify nosqueeze
squeeze-after

このコマンドはテキストのリージョンを 1つのパラグラフとみなしてそれをフィルする。その
リージョンが多数のパラグラフから構成されていたらパラグラフ間の空行は削除される。justify
が非 nilならフィルとともに位置揃えも行う。

nosqueezeが非 nilなら、それは改行以外の空白に手を加えずに残すことを意味する。squeeze-
afterが非 nilなら、それはリージョン内の位置を指定して、その位置より前にあるスペースに
ついては標準化を行わないことを意味する。

Adaptive Fillモードでは、このコマンドはフィルプレフィクスを選択するためにデフォルト
で fill-context-prefixを呼び出す。Section 32.13 [Adaptive Fill], page 802を参照の
こと。

[Command]justify-current-line &optional how eop nosqueeze
このコマンドはその行が正確に fill-columnで終わるように単語間にスペースを挿入する。リ
ターン値は nil。

引数 howが非 nilなら、それは位置揃えスタイルを明示的に指定する。指定できる値は left、
right、full、center、または none。値が tなら指定済みの位置揃えスタイル (以下の
current-justificationを参照)にしたがうことを意味する。nilは位置揃え fullと同じ。

eopが非 nilなら、それは current-justificationが full位置揃えを指定する場合に left
位置揃えだけを行うことを意味する。これはパラグラフ最終行にたいして使用される。パラグ
ラフ全体が full位置揃えだったとしても最終行は full位置揃えであるべきではない。

nosqueezeが非 nilなら、それは内部のスペースを変更しないことを意味する。
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[User Option]default-justification
この変数の値は位置揃えに使用するスタイルをテキストプロパティで指定しないテキストにた
いするスタイルを指定する。可能な値は left、right、full、center、または none。デフォ
ルト値は left。

[Function]current-justification
この関数はポイント周辺のフィルに使用するための適正な位置揃えスタイルをリターンする。

これはポイント位置のテキストプロパティjustificationの値、そのようなテキストプロパ
ティが存在しなければ変数 default-justificationの値をリターンする。しかし “位置揃え
なし”なら、noneではなく nilをリターンする。

[User Option]sentence-end-double-space
この変数が非 nilならピリオドの後の単一のスペースをセンテンスの終わりとみなさず、フィ
ル関数はそのような箇所でのラインブレークを行わない。

[User Option]sentence-end-without-period
この変数が非 nilなら、ピリオドなしでセンテンスは終了できる。これはたとえばピリオドな
しの 2連スペースでセンテンスが終わるタイ語などに使用される。

[User Option]sentence-end-without-space
この変数が非 nilなら、それは後にスペースをともなうことなくセンテンスを終了させ得る文
字列であること。

[User Option]fill-separate-heterogeneous-words-with-space
この変数が非 nilなら異種 (たとえば英語の CJK)の 2つの単語は一方が行末にあり、もう一
方が次行の先頭にある場合にはフィルでの結合時にスペースで分割される。

[Variable]fill-paragraph-function
この変数はパラグラフのフィルをオーバーライドする手段を提供する。この値が非 nilなら、
fill-paragraphはその処理を行うためにその関数を呼び出す。その関数が非 nil値をリター
ンすると、fill-paragraphは処理が終了したとみなして即座にその値をリターンする。

この機能の通常の用途はプログラミング言語のモードにおいてコメントをフィルすることであ
る。通常の方法でその関数がパラグラフをフィルする必要があるなら、以下のようにそれを行
うことができる:

(let ((fill-paragraph-function nil))

(fill-paragraph arg))

[Variable]fill-forward-paragraph-function
この変数は fill-regionや fill-paragraphのようなフィル関数が次のパラグラフへ前方に
移動する方法をオーバーライドするための手段を提供する。値は移動するパラグラフの数 nを
唯一の引数として呼び出される関数であり、nと実際に移動したパラグラフ数の差をリターンす
ること。この変数のデフォルト値は forward-paragraph。Section “Paragraphs” in The
GNU Emacs Manualを参照のこと。

[Variable]use-hard-newlines
この変数が非 nilなら、フィル関数はテキストプロパティhardをもつ改行を削除しない。これら
のhard改行、パラグラフのセパレーターとして機能する。Section “Hard and Soft Newlines”
in The GNU Emacs Manualを参照のこと。
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32.12 fillのマージン

[User Option]fill-prefix
このバッファーローカル変数が非 nilなら、それは通常のテキスト行の先頭に出現して、それ
らのテキスト行をフィルする際には無視されるべきテキスト文字列を指定する。そのフィルプ
レフィクスで始まらない行はパラグラフの開始とみなされ、フィルプレフィクスで始まる行は
その後にスペースが追加される。フィルプレフィクスで始まりその後に追加のスペースがない
行はフィル可能な通常のテキスト行。結果となるフィル済みの行もフィルプレフィクスで開始
される。

もしあればフィルプレフィクスは左マージンのスペースの後になる。

[User Option]fill-column
このバッファーローカル変数はフィルされる行の最大幅を指定する。値は列数を表す整数であ
ること。Auto Fillモード (Section 32.14 [Auto Filling], page 803を参照)を含むフィル、
位置揃え、センタリングを行うすべてのコマンドがこの変数の影響を受ける。

実際の問題として他の人が読むためのテキストを記述する場合には、fill-columnを 70より
大きくするべきではない。これにしたがわないと人が快適に読むには行が長くなり過ぎてしま
い、下手に記述されたテキストに見えてしまうだろう。

fill-columnのデフォルト値は 70。

[Command]set-left-margin from to margin
これは fromから toのテキストの left-marginプロパティに値marginをセットする。Auto
Fillモードが有効なら、このコマンドは新たなマージンにフィットするようにリージョンの再
フィルも行う。

[Command]set-right-margin from to margin
これは fromから toのテキストの right-marginプロパティに値marginをセットする。Auto
Fillモードが有効なら、このコマンドは新たなマージンにフィットするようにリージョンの再
フィルも行う。

[Function]current-left-margin
この関数はポイント周辺をフィルするために使用する、適切な左マージン値をリターンする。
値はカレント行開始文字の left-marginプロパティの値 (なければ 0)と変数 left-margin

の値の合計。

[Function]current-fill-column
この関数はポイント周辺のテキストをフィルするために使用する、適切なフィル列値をリター
ンする。値は変数 fill-columnからポイント後の文字の right-marginプロパティの値を減
じた値。

[Command]move-to-left-margin &optional n force
この関数はカレント行の左マージンにポイントを移動する。移動先の列は関数 current-left-

marginにより決定される。引数 nが非 nilなら、まず move-to-left-marginは n行前方に
移動する。

forceが非 nilなら、それは行のインデントが左マージン値とマッチしなければインデントを修
正するように指定する。
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[Function]delete-to-left-margin &optional from to
この関数は fromから toの間のテキストから左マージンのインデントを取り除く。削除するイ
ンデントの量は current-left-marginを呼び出すことにより決定される。この関数が非空白
文字を削除することはない。fromと toが省略された場合のデフォルトはそのバッファー全体。

[Function]indent-to-left-margin
この関数はカレント行の先頭のインデントを変数 left-marginに指定された値に調整する (こ
れにより空白文字の挿入や削除が起こるかもしれない)。Paragraph-Indent Textモード内の
変数 indent-line-functionの値はこの関数。

[User Option]left-margin
この変数は左マージンの基本列を指定する。Fundamentalモードでは、RETはこの列にインデ
ントする。この変数は手段の如何を問わずセットされると自動的にバッファーローカルになる。

[User Option]fill-nobreak-predicate
この変数はメジャーモードにたいして、特定の箇所で行ブレークしないように指定する手段を
提供する。値は関数のリストであること。フィルがバッファー内の特定箇所で行ブレークする
と判断されるときは、常にその箇所にポイントを置いた状態でこれらの関数を引数なしで呼び
出す。これらの関数のいずれかが非 nilをリターンすると、その行のその箇所では行ブレーク
しない。

32.13 Adaptive Fillモード

Adaptive Fillモードが有効なとき、Emacsは事前定義された値を使用するのではなく、フィルされ
る各パラグラフのテキストから自動的にフィルプレフィクスを決定します。Section 32.11 [Filling],
page 798と Section 32.14 [Auto Filling], page 803で説明されているように、このフィルプレフィ
クスはフィルの間にそのパラグラフの 2行目以降の行頭に挿入されます。

[User Option]adaptive-fill-mode
この変数が非 nilならAdaptive Fillモードは有効。デフォルトは t。

[Function]fill-context-prefix from to
この関数はAdaptive Fillモード実装の肝である。これは fromから to、通常はパラグラフの
開始から終了にあるテキストにもとづいてフィルプレフィクスを選択する。これは以下で説明
する変数にもとづき、そのパラグラフの最初の 2行を調べることによりこれを行う。

この関数は通常は文字列としてフィルプレフィクスをリターンする。しかしこれを行う前に、
この関数はそのプレフィクスで始まる行がパラグラフの開始とは見えないだろうか、最終チェッ
クを行う (以降では特に明記しない)。これが発生した場合には、この関数はかわりに nilをリ
ターンすることにより異常を通知する。

以下は fill-context-prefixが行う詳細:

1. 1行目からフィルプレフィクス候補を取得するために、(もしあれば)まずadaptive-fill-

function内の関数、次に adaptive-fill-regexp (以下参照)の正規表現を試みる。こ
れらの非 nilの最初の結果、いずれも nilなら空文字列が 1行目の候補となる。

2. そのパラグラフが 1行だけなら、関数は見つかったプレフィクス候補の妥当性をテストす
る。その後でこの関数はそれが妥当ならその候補を、それ以外はスペース文字列をリター
ンする (以下の adaptive-fill-first-line-regexpの説明を参照)。

3. すでにそのパラグラフが 2行以上なら、この関数は次に 1行目にたいして行なったのと
まったく同じ方法で 2行目でプレフィクス候補を探す。見つからなければ nilをリターン
する。
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4. ここでこの関数は発見的手法により 2つのプレフィクス候補を比較する。2行目の候補の
非空白文字の並びが 1行目の候補と同じなら、この関数は 2行目の候補をリターンする。
それ以外では 2つの候補に共通するもっとも長い先頭の部分文字列 (これは空文字列かも
しれない)をリターンする。

[User Option]adaptive-fill-regexp
Adaptive Fillモードは、(もしあれば)行の左マージン空白文字の後から開始されるテキスト
にたいしてこの正規表現をマッチする。マッチする文字列がその行のフィルプレフィクス候補。

デフォルト値は空白文字と特定の句読点文字が混在した文字列にマッチする。

[User Option]adaptive-fill-first-line-regexp
この正規表現は 1行だけのパラグラフに使用され、1つの可能なフィルプレフィクス候補の追
加の妥当性評価として機能する。その候補はこの正規表現にマッチするか、comment-start-
skipにマッチしなければならない。マッチしなければ fill-context-prefixはその候補を
同じ幅のスペース文字列に置き換える。

この変数のデフォルト値は "\\`[ \t]*\\'"であり、これは空白文字列だけにマッチする。こ
のデフォルトの効果は 1行パラグラフで見つかったフィルプレフィクスが、常に純粋な空白文
字となるよう強制することである。

[User Option]adaptive-fill-function
この変数に関数をセットすることにより、自動的なフィルプレフィクス選択にたいしてより複雑
な方法を指定することが可能になる。その関数は、(もしあれば)行の左マージンの後のポイン
トで呼び出され、かつポイントを保たなければならない。その関数はその行のフィルプレフィク
ス、またはプレフィクスの判断に失敗したことを意味する nilのいずれかをリターンすること。

32.14 オートfill

Auto Fillモードはテキスト挿入とともに自動的に行をフィルするマイナーモードです。Section “Auto
Fill” in The GNU Emacs Manualを参照してください。このセクションではAuto Fillモードに
より使用される変数をいくつか説明します。既存テキストを明示的にフィルしたり位置揃えすること
ができる関数の説明は Section 32.11 [Filling], page 798を参照してください。

Auto Fillモードではテキスの一部を再フィルするためにマージンや位置揃えを変更する関数も利
用できます。Section 32.12 [Margins], page 801を参照してください。

[Variable]auto-fill-function
このバッファーローカル変数の値はテーブル auto-fill-chars (以下参照)からの文字の自己
挿入後に呼び出される関数 (引数なし)であること。nilでもよく、その場合は特に何もしない。

Auto Fillモードが有効なら auto-fill-functionの値は do-auto-fill。これは行ブレー
クにたいする通常のストラテジーを実装することを唯一の目的とする関数である。

[Variable]normal-auto-fill-function
この変数はAuto Fillがオンのときは auto-fill-functionにたいして使用する関数を指定
する。Auto Fillの動作方法を変更するためにメジャーモードはこの変数にバッファーローカ
ル値をセットできる。

[Variable]auto-fill-chars
文字が自己挿入された際に auto-fill-functionを呼び出す文字からなる文字テーブル (ほ
とんどの言語環境においてはスペースと改行)。
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[User Option]comment-auto-fill-only-comments
この変数が非 nilなら行のフィルは自動的にコメントだけになる。より正確にはカレント
バッファーにたいしてコメント構文が定義されていれば、コメントの外側の自己挿入文字が
auto-fill-functionを呼び出さないことを意味する。

32.15 テキストのソート

このセクションで説明するソート関数は、すべてバッファー内のテキストを再配置します。これはリス
ト要素を再配置する sort関数とは対照的です (Section 5.6.3 [Rearrangement], page 84を参照)。
これらの関数がリターンする値に意味はありません。

[Function]sort-subr reverse nextrecfun endrecfun &optional startkeyfun
endkeyfun predicate

この関数はバッファーをレコードに細分してそれらをソートする一般的なテキストソートルー
チン。このセクションのコマンドのほとんどは、この関数を使用する。

sort-subrが機能する方法を理解するためには、バッファーのアクセス可能範囲をソートレ
コード (sort records)と呼ばれる分離された断片に分割すると考えればよい。レコードは連続、
あるいは非連続かもしれないがオーバーラップしてはならない。各ソートレコードの一部 (全体
かもしれない)はソートキーとして指定される。これらソートキーによるソートによりレコー
ドは再配置される。

レコードは通常はソートキー昇順で再配置される。sort-subrの 1 つ目の引数 reverseが非
nilならレコードはソートキー降順にソートされて再配置される。

sort-subrにたいする以下の 4つの引数は、ソートレコード間でポイントを移動するために呼
び出される。これらは sort-subr内で頻繁に呼び出される。

1. nextrecfunはレコード終端のポイントで呼び出される。この関数は次のレコードの先頭に
ポイントを移動する。sort-subrが呼び出された際には、ポイント位置が 1つ目のレコー
ドの開始とみなされる。したがって sort-subrを呼び出す前は、通常はそのバッファー
の先頭にポイントを移動すること。

この関数はバッファー終端にポイントを残すことにより、それ以上のソートレコードがな
いことを示すことができるできる。

2. endrecfunはレコード内にあるポイントで呼び出される。これはレコード終端にポイント
を移動する。

3. startkeyfunはポイントをレコード先頭からソートキー先頭に移動する。この引数はオプ
ションで、省略された場合はレコード全体がソートキーとなる。もし与えられた場合には、
その関数はソートキーとして使用する非 nil値、または nil (ソートキーはそのバッファー
内のポイント位置から始まることを示す)のいずれかをリターンすること。後者の場合に
はソートキー終端を見るけるために endkeyfunが呼び出される。

4. endkeyfunはソートキー先頭からソートキー終端にポイントを移動するために呼び出され
る。引数はオプション。startkeyfunが nilをリターンし、かつこの引数が省略 (または
nil)の場合には、そのソートキーはレコード終端まで拡張される。startkeyfunが非 nil

値をリターンした場合には endkeyfunは不要。

引数 predicateはキーの比較に使用する関数。この関数は引数として比較する 2つのキーを受
け取り、1つ目のキーが 2つ目のキーよりソート順で前なら非 nilをリターンすること。引数の
キーが正確に何であるかは startkeyfunと endkeyfunがリターンする値に依存する。predicate
が省略または nilの場合のデフォルトはキーが数値なら<、キーがコンスセル (carがキーのバッ
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ファー位置の開始でcdrが終了)ならcompare-buffer-substrings、それ以外ならstring<

(キーを文字列とみなす)。

sort-subrの例として以下は sort-lines関数の完全な定義である:

;; ドキュメント文字列の冒頭 2行は
;; ユーザー閲覧時には 1行となることに注意
(defun sort-lines (reverse beg end)

"リージョン内の行をアルファベット順にソート;\

引数は降順を意味する
プログラムから呼び出す場合は、以下の 3つの引数がある:

REVERSE(非 nilは逆順の意)、\

および BEGと END(ソートするリージョン)

変数`sort-fold-case'は英字\

大文字小文字の違いが
ソート順に影響するかどうかを決定する"

(interactive "P\nr")

(save-excursion

(save-restriction

(narrow-to-region beg end)

(goto-char (point-min))

(let ((inhibit-field-text-motion t))

(sort-subr reverse 'forward-line 'end-of-line)))))

ここで forward-lineは次のレコードの先頭にポイントを移動して、end-of-lineはレコー
ドの終端にポイントを移動する。レコード全体をソートキーとするので引数 startkeyfunと
endkeyfunは渡していない。

sort-paragraphsはほとんど同じだが、sort-subrの呼び出しが以下のようになる:

(sort-subr reverse

(lambda ()

(while (and (not (eobp))

(looking-at paragraph-separate))

(forward-line 1)))

'forward-paragraph)

ソートレコード内を指す任意のマーカーは、sort-subrリターン後は無意味なマーカー位置の
まま取り残される。

[User Option]sort-fold-case
この変数が非 nilなら、sort-subrとその他のバッファーソート関数は文字列比較時に case(大
文字小文字)の違いを無視する。

[Command]sort-regexp-fields reverse record-regexp key-regexp start end
このコマンドは startから endの間のリージョンを、record-regexpと key-regexpで指定され
たようにアルファベット順にソートする。reverseが負の整数なら逆順にソートする。

アルファベット順のソートとは 2つのソートキーにたいして、それぞれの 1つ目の文字同士、2
つ目の文字同士、...のように比較することにより、キーを比較することを意味する。文字が一
致しなければ、それはソートキーが不等なことを意味する。最初の不一致箇所で文字が小さい
ソートキーが小さいソートキーとなる。個別の文字は Emacs文字セット内の文字コードの数
値に応じて比較される。
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引数 record-regexpの値はバッファーをソートレコードに分割する方法を指定する。各レコー
ドの終端で、この正規表現にたいする検索は完了して、これにマッチするテキストが次のレコー
ドとして採用される。たとえば改行の前に少なくとも 1つの文字がある行にマッチする正規表
現 ‘^.+$’は、そのような行をソートレコードとするだろう。正規表現の構文と意味については
Section 34.3 [Regular Expressions], page 885を参照のこと。

引数 key-regexpの値は各レコードのどの部分がソートキーかを指定する。key-regexpはレコー
ド全体、またはその一部にマッチすることができる。後者の場合にはレコードの残りの部分は
ソート順に影響しないが、レコードが新たな位置に移動される際はともに移動される。

引数 key-regexpは record-regexpの部分式 (subexpression)、またはその正規表現自体にマッ
チしたテキストを参照できる。

key-regexpには以下を指定できる:

‘\digit’ record-regexp内で digit番目のカッコ ‘\(...\)’でグループ化によりマッチした
テキストがソートキーになる。

‘\&’ レコード全体がソートキーとなる。

正規表現 sort-regexp-fieldsは、そのレコード内で正規表現にたいするマッチを検索
する。そのようなマッチがあればそれがソートキー。レコード内に key-regexpに
たいするマッチがなければそのレコードは無視されて、そのバッファー内でのレ
コードの位置は変更されないことを意味する (他のレコードがそのレコードを移
動するかもしれない)。

たとえばリージョン内のすべての行にたいして、最初の単語が文字 ‘f’で始まる行をソートす
ることを目論むなら、record-regexpを ‘^.*$’、key-regexpを ‘\<f\w*\>’にセットすること。
結果は以下のような式になる

(sort-regexp-fields nil "^.*$" "\\<f\\w*\\>"

(region-beginning)

(region-end))

sort-regexp-fieldsをインタラクティブに呼び出した場合にはミニバッファー内で record-
regexpと key-regexpの入力を求める。

[Command]sort-lines reverse start end
このコマンドは startと endの間のリージョン内の行をアルファベット順にソートする。reverse
が非 nilなら逆順にソートする。

[Command]sort-paragraphs reverse start end
このコマンドは startと endの間のリージョン内のパラグラフをアルファベット順にソートす
る。reverseが非 nilなら逆順にソートする。

[Command]sort-pages reverse start end
このコマンドは startと endの間のリージョン内のページをアルファベット順にソートする。
reverseが非 nilなら逆順にソートする。

[Command]sort-fields field start end
このコマンドは startと endの間のリージョン内の行にたいして、各行の field番目のフィール
ドをアルファベット順に比較することに行をソートする。fieldは空白文字により区切られて、1
から数えられる。fieldが負なら行の終端から−field番目のフィールドでソートする。このコマ
ンドはテーブルのソートに有用。



Chapter 32: テキスト 807

[Command]sort-numeric-fields field start end
このコマンドは startと endの間のリージョン内の行にたいして、各行の field番目のフィール
ドを数値的に比較することにより行をソートする。fieldは空白文字により区切られて、1から
数えられる。リージョン内の各行の指定されたフィールドは数字を含んでいなければならない。
0で始まる数字は 8進数、‘0x’で始まる数字は 16進数として扱われる。

fieldが負なら行の終端から−field番目のフィールドでソートする。このコマンドはテーブルの
ソートに有用。

[User Option]sort-numeric-base
この変数は sort-numeric-fieldsにたいして数字を解析するための基本基数を指定する。

[Command]sort-columns reverse &optional beg end
このコマンドは begと endの間にある行にたいして特定の列範囲をアルファベット順に比較す
ることによりソートする。begと endの列位置はソートが行われる列範囲にバインドされる。

reverseが非 nilなら逆順にソートする。

このコマンドが通常と異なるのは、位置 begを含む行全体と位置 endを含む行全体がソートさ
れるリージョンに含まれることである。

タブは指定された列に分割される可能性があるので、sort-columnsはタブを含むテキストを
受け付けないことに注意。ソート前に M-x untabifyを使用してタブをスペースに変換する
こと。

可能ならユーティリティプログラム sortを呼び出すことにより、このコマンドは実際に機能
する。

32.16 列を数える

列関数は文字位置 (バッファー先頭から数えた文字数)と列位置 (行先頭から数えたスクリーン文字数)
を変換する関数です。

これら列関数はスクリーン上占める列数に応じて各文字を数えます。これはコントロール文字は
ctl-arrowの値に応じて 2 列または 4 列を、タブは tab-widthの値と、タブが始まる列の位置に
依存する列数を占めるものとして数えられることを意味します。Section 39.22.1 [Usual Display],
page 1080を参照してください。

列数計算はウィンドウ幅と水平スクロール量を無視します。結果として列値は任意に大きくなる可
能性があります。最初 (または左端)の列は 0と数えられます。列値は不可視性を別としてオーバーレ
イとテキストプロパティを無視します。

[Function]current-column
この関数は左マージンを 0として列単位で数えたポイントの水平位置をリターンする。列の位
置はカレント行の開始からポイントまでの間の文字の表示上の表現すべての幅の和。

[Command]move-to-column column &optional force
この関数はカレント行の columnにポイントを移動する。columnの計算には行の開始からポイ
ントまでの文字の表示上の表現の幅が考慮される。

インタラクティブに呼び出された際には、columnはプレフィクス数引数の値。columnが整数
でなければエラーがシグナルされる。

列 columnがタブのような複数列を占める文字の中間にあるために列を移動することが不可能
な場合には、ポイントはその文字の終端に移動される。しかし forceが非 nil、かつ columnが
タブの中間にあるなら、(indent-tabs-modeが nilなら)move-to-columnはタブをスペー
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スに変換するか、(それ以外なら)その前に十分なスペースを挿入するので正確に列 columnに
移動することができる。それ以外の複数列文字については分割する手段がないので、force指定
に関わらず異常を引き起こす恐れがある。

その行が列 columnに達するほど長くない場合にも引数 forceは効果をもつ。columnが tなら
その列に達するよう行端に空白を追加することを意味する。

リターン値は実際に移動した列番号。

32.17 インデント

インデント関数は行の先頭にある空白文字の調査、移動、変更に使用されます。行の他の箇所にある空
白文字を変更できる関数もいくつかあります。列とインデントは左マージンを 0として数えられます。

32.17.1 インデント用のプリミティブ

このセクションではインデントのカウントと挿入に使用されるプリミティブ関数について説明します。
以降のセクションの関数はこれらのプリミティブを使用します。関連する関数についてはSection 39.10
[Size of Displayed Text], page 1009を参照してください。

[Function]current-indentation
この関数はカレント行のインデント、すなわち最初の非ブランク文字の水平位置をリターンす
る。行のコンテンツ全体がブランクなら、それは行終端の水平位置である。

[Command]indent-to column &optional minimum
この関数はポイントから columnに達するまでタブとスペースでインデントを行う。minimum
が指定されて、かつそれが非 nilなら、たとえ columnを超えることが要求される場合であっ
ても、少なくともその個数のスペースが挿入される。それ以外ではポイントがすでに column
を超える場合には、この関数は何も行わない。値は挿入されたインデントの終端列。

挿入される空白文字は周囲のテキスト (通常は先行するテキストのみ)のテキストプロパティを
継承する。Section 32.19.6 [Sticky Properties], page 828を参照のこと。

[User Option]indent-tabs-mode
この変数が非 nilなら、インデント関数はスペースと同じようにタブを挿入でき、それ以外で
はスペースだけを挿入できる。この変数はセットすることにより自動的にカレントバッファー
内でバッファーローカルになる。

32.17.2 メジャーモードが制御するインデント

すべてのメジャーモードにとって重要な関数は、編集対象の言語にたいして正しくインデントを行う
ように TABキーをカスタマイズします。このセクションでは TABキーのメカニズムと、それを制御す
る方法について説明します。このセクションの関数は予期せぬ値をリターンします。

[Command]indent-for-tab-command &optional rigid
これはほとんどの編集用モードで TABにバインドされるコマンド。これの通常の動作はカレント
行のインデントだが、かわりにタブ文字の挿入やリージョンのインデントを行うこともできる。

これは以下のことを行う:

• まず Transient Markモードが有効かどうか、そしてリージョンがアクティブかどうか
をチェックする。もしそうならリージョン内のテキストすべてをインデントするために
indent-regionを呼び出す (Section 32.17.3 [Region Indent], page 810を参照)。
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• それ以外なら indent-line-function内のインデント関数が indent-to-left-

marginの場合、または変数 tab-always-indentが挿入する文字としてタブ文字を指定
する場合 (以下参照)にはタブ文字を挿入する。

• それ以外ならカレント行をインデントする。これは indent-line-function内の関数
を呼び出すことにより行われる。その行がすでにインデント済みで、かつ tab-always-

indentの値が complete(以下参照)ならポイント位置のテキストの補完を試みる。

rigidが非 nil (インタラクティブな場合はプレフィクス引数)なら、このコマンドが行をイン
デントした後、あるいはタブを挿入後に新たなインデントを反映するために、このコマンドは
カレント行先頭にあるバランスされた式全体も厳正にインデントする。この引数はコマンドが
リージョンをインデントする場合は無視される。

[Variable]indent-line-function
この変数の値はカレント行をインデントするために indent-for-tab-command、およびその
他種々のインデントコマンドにより使用される関数。これは通常はメジャーモードにより割り当
てられ、たとえば Lispモードはこれを lisp-indent-line、Cモードは c-indent-lineの
ようにセットする。デフォルト値は indent-relative。Section 23.7 [Auto-Indentation],
page 509を参照のこと。

[Command]indent-according-to-mode
このコマンドはカレントのメジャーモードに適した方法でカレント行をインデントするために
indent-line-function内の関数を呼び出す。

[Command]newline-and-indent
この関数は改行を挿入後に、メジャーモードに応じて新たな行 (挿入した改行の次の行)をイン
デントする。これは indent-according-to-modeを呼び出すことによりインデントを行う。

[Command]reindent-then-newline-and-indent
このコマンドはカレント行の再インデント、ポイント位置への改行の挿入、その後に新たな行
(挿入した改行の次の行)のインデントを行う。これは indent-according-to-modeを呼び
出すことにより両方の行をインデントする。

[User Option]tab-always-indent
この変数は TAB (indent-for-tab-command)コマンドの挙動のカスタマイズに使用できる。
値が t(デフォルト)ならコマンドは通常はカレント行だけをインデントする。値が nilならコ
マンドはポイントが左マージン、またはその行のインデント内ににあるときのみカレント行を
インデントして、それ以外はタブ文字を挿入する。値が completeならコマンドはまずカレン
ト行のインデントを試みて、その行がすでにインデント済みならポイント位置のテキストを補
完するために completion-at-pointを呼び出す (Section 20.6.8 [Completion in Buffers],
page 366を参照)。

いくつかのメジャーモードでは、異なるメジャーモードに所属する構文をもつ埋め込みのテキスト
リージョンをサポートする必要があります。これらの例にはドキュメントとソースコード断片の組み
合わせである文芸的プログラミング (literate programming)のソースファイル、Pythonや JSの
コード断片を含んだYacc/Bisonプログラムが含まれます。埋め込みチャンクをを正しくインデント
するためには、主モードがインデントをガイドする何らかのコンテキストを提供しつつ、他のモード
のインデントエンジン (JSでは js-indent-line、Pythonでは python-indent-lineの呼び出
し)にインデントを委譲する必要があります。メジャーモードはインデントコードで widenの呼び出
しを避けて prog-first-columnにしたがうべきです。
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[Variable]prog-indentation-context
この変数が非 nilなら副モードのインデントエンジンにたいして上位モードが提供するインデ
ントのコンテキストを保持する。値は (first-column . rest)という形式のリストであるこ
と。リストのメンバーは以下の意味をもつ:

first-column
トップレベルの構文にたいして使用する列。これは副モードが使用するトップレ
ベルの列のデフォルト値 (通常は 0)を置き換える。

rest 現在のところ使用しない。

以下は他のメジャーモードの副モードとしての呼び出しをサポートする際に、そのメジャーモード
のインデントエンジンが使用するべき便宜用の関数です。

[Function]prog-first-column
トップレベルのプログラム上のコンテキストの列値にたいしてリテラル値 (通常は 0)を使用す
るかわりにこの関数を呼び出す。関数の値はトップレベルに使用する列数。上位モードの影響
下になければ関数は 0をリターンする。

32.17.3 リージョン全体のインデント

このセクションではリージョン内すべての行をインデントするコマンドを説明します。これらは予期
せぬ値をリターンします。

[Command]indent-region start end &optional to-column
このコマンドは start (含む) から end (含まず) で始まる非ブランク行すべてをインデント
する。to-columnが nilなら indent-regionはカレントモードのインデント関数、すなわち
indent-line-functionの値を呼び出すことにより非ブランク行すべてをインデントする。

to-columnが非 nilなら、それはインデントの列数を指定する整数であること。その場合には、
この関数は空白文字を追加か削除することにより正確にその量のインデントを各行に与える。

フィルプレフィクスがある場合には、indent-regionはそのフィルプレフィクスで開始される
ように各行をインデントする。

[Variable]indent-region-function
この変数の値はショートカットとして indent-regionにより使用されるかもしれない関数。
その関数はリージョンの開始と終了という 2つの引数を受け取ること。その関数はリージョン
の行を 1行ずつインデントするときと同じような結果を生成するようにデザインするべきだが、
おそらくより高速になるであろう。

値が nilならショートカットは存在せず indent-regionは実際に 1行ずつ機能する。

ショートカット関数は indent-line-functionが関数定義先頭をスキャンしなければならな
い Cモードや Lispモードのようなモードにたいして有用であり、それを各行に適用するため
には行数の 2乗に比例する時間を要するだろう。ショートカットは各行のインデントとともに
移動してスキャン情報を更新でき、それは線形時間である。行を個別にインデントするのが高
速なモードではショートカットの必要性はない。

引数 to-columnが非 nilの indent-regionでは意味は異なり、この変数は使用しない。

[Command]indent-rigidly start end count
この関数は start (含む)から end (含まず)までのすべての行を横に count列インデントする。
これは影響を受けるリージョンの外観を保ち、それを厳密な単位として移動する。
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これはインデントされていないテキストリージョンのインデントだけでなく、フォーマット済
みコードのリージョンにたいするインデントにも有用。たとえば countが 3なら、このコマン
ドは指定されたリージョン内で始まるすべての行のインデントに 3を追加する。

プレフィクス引数なしでインタラクティブに呼び出された場合には、このコマンドはインデン
トを厳密に調整するためにTransient Markモードを呼び出す。Section “Indentation Com-
mands” in The GNU Emacs Manualを参照のこと。

[Command]indent-code-rigidly start end columns &optional
nochange-regexp

これは indent-rigidlyと似ているが文字列やコメントで始まる行を変更しない点が異なる。

加えて ( nochange-regexpが非 nilなら) nochange-regexpが行先頭にマッチする場合にはそ
の行を変更しない。

32.17.4 前行に相対的なインデント

このセクションでは前の行のコンテンツにもとづいてカレント行をインデントするコマンドを 2つ説
明します。

[Command]indent-relative &optional unindented-ok
このコマンドは前の非ブランク行の次のインデントポイント (indent point)と同じ列に拡張さ
れるように、ポイント位置に空白文字を挿入する。インデントポイントとは後に空白文字をと
もなった非空白文字。次のインデントポイントはポイントのカレント列より大きい、最初のイ
ンデントポイントになる。たとえばポイントがテキスト行の最初の非ブランク文字の下と左に
ある場合には、空白文字を挿入してその列に移動する。

前の非ブランク行に次のインデントポイントがない (列の位置が十分大きくない)場合には、(
unindented-okが非 nilなら)何もしないか、あるいは tab-to-tab-stopを呼び出す。した
がってポイントが短いテキスト行の最後の列の下と右にある場合には、このコマンドは通常は
空白文字を挿入することにより次のタブストップにポイントを移動する。

indent-relativeのリターン値は予測できない。

以下の例ではポイントは 2行目の先頭にある:

This line is indented twelve spaces.

⋆The quick brown fox jumped.

式 (indent-relative nil)の評価により以下が生成される:

This line is indented twelve spaces.

⋆The quick brown fox jumped.

次の例ではポイントは ‘jumped’の ‘m’と ‘p’の間にある:

This line is indented twelve spaces.

The quick brown fox jum⋆ped.

式 (indent-relative nil)の評価により以下が生成される:

This line is indented twelve spaces.

The quick brown fox jum ⋆ped.

[Command]indent-relative-first-indent-point
このコマンドは引数 first-onlyに tを指定して indent-relativeを呼び出すことにより、前
の非ブランク行に倣ってカレント行をインデントする。リターン値は予測できない。

カレント列より先のインデントポイントが前の非ブランク行に存在しなければこのコマンドは
何もしない。
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32.17.5 調整可能なタブストップ

このセクションではユーザー指定のタブストップ (tab stops)と、それらの使用やセットするメカニズ
ムについて説明します。“タブストップ”という名前はタイプライターのタブストップと機能が類似し
ているため使用されています。この機能は次のタブストップ列に到達するために、適切な数のスペース
とタブを挿入することにより機能します。これはバッファー内のタブ文字の表示に影響を与えません
(Section 39.22.1 [Usual Display], page 1080を参照)。Textモードのような少数のメジャーモー
ドだけが、TAB文字を入力としてこのタブストップ機能を使用することに注意してください。Section
“Tab Stops” in The GNU Emacs Manualを参照してください。

[Command]tab-to-tab-stop
このコマンドは tab-stop-listにより定義される次のタブストップ列までポイント前にスペー
スかタブを挿入する。

[User Option]tab-stop-list
この変数は tab-to-tab-stopにより使用されるタブストップ列を定義する。これは nil、も
しくは増加 (均等に増加する必要はない)していく整数のリストであること。このリストは暗黙
に、最後の要素と最後から 2番目の要素の間隔 (またはリストの要素が 2未満なら tab-width)
を繰り返すことにより無限に拡張される。値 nilは列 tab-widthごとにタブストップするこ
とを意味する。

インタラクティブにタブストップの位置を編集するには M-x edit-tab-stopsを使用すれば
よい。

32.17.6 インデントにもとづくモーションコマンド

以下は主にインタラクティブに使用されるコマンドであり、テキスト内のインデントにもとづいて動
作します。

[Command]back-to-indentation
このコマンドはカレント行 (ポイントのある行のこと)の最初の非空白文字にポイントを移動す
る。リターン値は nil。

[Command]backward-to-indentation &optional arg
このコマンドは後方へ arg行ポイントを移動した後に、その行の最初の非ブランク文字にポイ
ントを移動する。リターン値は nil。argが省略または nilのときのデフォルトは 1。

[Command]forward-to-indentation &optional arg
このコマンドは前方へ arg行ポイントを移動した後に、その行の最初の非ブランク文字にポイ
ントを移動する。リターン値は nil。argが省略または nilのときのデフォルトは 1。

32.18 大文字小文字の変更

ここで説明する case(大文字小文字)変換コマンドはカレントバッファー内のテキストに作用します。
文字列と文字の case変換コマンドは Section 4.9 [Case Conversion], page 67、大文字や小文字に
変換する文字やその変換方法のカスタマイズは Section 4.10 [Case Tables], page 69を参照してく
ださい。

[Command]capitalize-region start end
この関数は startと endで定義されるリージョン内のすべての単語を capitalizeする。capitalize
とは各単語の最初の文字を大文字、残りの文字を小文字に変換することを意味する。この関数
は nilをリターンする。
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リージョンのいずれかの端が単語の中間にある場合には、リージョン内にある部分を単語全体
として扱う。

インタラクティブに capitalize-regionが呼び出された際には、startと endはポイントと
マークになり小さいほうが先になる。

---------- Buffer: foo ----------

This is the contents of the 5th foo.

---------- Buffer: foo ----------

(capitalize-region 1 37)

⇒ nil

---------- Buffer: foo ----------

This Is The Contents Of The 5th Foo.

---------- Buffer: foo ----------

[Command]downcase-region start end
この関数は startと endで定義されるリージョン内のすべての英文字を小文字に変換する。こ
の関数は nilをリターンする。

インタラクティブに downcase-regionが呼び出された際には、startと endはポイントとマー
クになり小さいほうが先になる。

[Command]upcase-region start end
この関数は startと endで定義されるリージョン内のすべての英文字を大文字に変換する。こ
の関数は nilをリターンする。

インタラクティブに upcase-regionが呼び出された際には、startと endはポイントとマーク
になり小さいほうが先になる。

[Command]capitalize-word count
この関数はポイントの後の count単語を capitalizeして、変換後その後にポイントを移動する。
capitalizeとは各単語の先頭を大文字、残りを小文字に変換することを意味する。countが負
なら、この関数は前の−count単語を capitalizeするがポイントは移動しない。値は nil。

ポイントが単語の中間にある場合には、ポイントの前にある単語部分は前方に移動する際は無
視される。そして残りの部分が単語全体として扱われる。

インタラクティブに capitalize-wordが呼び出された際には、countに数プレフィクス引数
がセットされる。

[Command]downcase-word count
この関数はポイントの後の count単語を小文字に変換して、変換後その後にポイントを移動す
る。countが負なら、この関数は前の −count単語を小文字に変換するがポイントは移動しな
い。値は nil。

インタラクティブに downcase-wordが呼び出された際には、countに数プレフィクス引数が
セットされる。

[Command]upcase-word count
この関数はポイントの後の count単語を大文字に変換して、変換後その後にポイントを移動す
る。countが負なら、この関数は前の −count単語を小文字に変換するがポイントは移動しな
い。値は nil。



Chapter 32: テキスト 814

インタラクティブに upcase-wordが呼び出された際には、countに数プレフィクス引数がセッ
トされる。

32.19 テキストのプロパティ

バッファーや文字列内の各文字位置は、シンボルにおけるプロパティリスト (Section 5.9 [Property
Lists], page 92を参照)のようにテキストプロパティリスト (text property list)をもつことができ
ます。特定の位置の特定の文字に属するプロパティ、たとえばこのセンテンス先頭の文字 ‘T’ (訳注: 翻
訳前のセンテンスは"The properties belong to a ..."で始まる)、または ‘foo’の最初の ‘o’など、も
し同じ文字が異なる 2箇所に存在する場合には、2つの文字は一般的に異なるプロパティをもちます。

それぞれのプロパティには名前と値があります。どちらも任意の Lispオブジェクトをもつことが
できますが、名前は通常はシンボルです。典型的にはそれぞれのプロパティ名シンボルは特定の目的
のために使用されます。たとえばテキストプロパティfaceは、文字を表示するためのフェイスを指定
します (Section 32.19.4 [Special Properties], page 821を参照)。名前を指定してそれに対応する
値を尋ねるのが、このプロパティリストにアクセスするための通常の方法です。

ある文字がcategoryプロパティをもつ場合は、それをその文字のプロパティカテゴリー (property
category)と呼びます。これはシンボルであるべきです。そのシンボルのプロパティはその文字のプ
ロパティにたいしてデフォルトとしての役割をもちます。

文字列とバッファーの間でのテキストのコピーでは、文字とともにそのプロパティが保持されま
す。これには substring、insert、buffer-substringのようなさまざまな関数が含まれます。

32.19.1 テキストプロパティを調べる

テキストプロパティを調べるもっともシンプルな方法は、特定の文字の特定のプロパティの値を尋ね
る方法です。これを行うには get-text-propertyを使用します。ある文字のプロパティリスト全体
を取得するには text-properties-atを使用します。複数の文字のプロパティを一度に調べる関数
については Section 32.19.3 [Property Search], page 818を参照してください。

以下の関数は文字列とバッファーの両方を処理します。バッファー内の位置は 1から始まります
が、文字列内の位置は 0から始まることに留意してください。カレントバッファー以外のバッファー
のパースは低速になるかもしれません。

[Function]get-text-property pos prop &optional object
この関数は object (バッファーか文字列)内の位置 posの後にある文字のプロパティpropの値
をリターンする。引数 objectはオプションでありデフォルトはカレントバッファー。

厳密な意味で propプロパティは存在しないが、その文字がシンボルのプロパティカテゴリーを
もつなら、get-text-propertyはそのシンボルの propプロパティをリターンする。

[Function]get-char-property position prop &optional object
この関数は get-text-propertyと似ているが、まずオーバーレイをチェックして次にテキス
トプロパティをチェックする点が異なる。Section 39.9 [Overlays], page 1001を参照のこと。

引数 objectは文字列、バッファー、あるいはウィンドウかもしれない。ウィンドウならそのウィ
ンドウ内に表示されているバッファーのテキストプロパティとオーバーレイが使用されるが、
そのウィンドウにたいしてアクティブなオーバーレイだけが考慮される。objectがバッファー
なら、そのバッファー内のオーバーレイがまず優先的に考慮されて、その後にテキストプロパ
ティが考慮される。objectが文字列なら文字列がオーバーレイをもつことは決してないのでテ
キストプロパティだけが考慮される。
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[Function]get-pos-property position prop &optional object
この関数は get-char-propertyと似ているが、position (すぐ右)にある文字のプロパティ
のかわりにプロパティの stickiness(粘着性)とオーバーレイの advancement(前向的)のセッ
ティングに注意を払う点が異なる。

[Function]get-char-property-and-overlay position prop &optional object
これは get-char-propertyと似ているが、そのプロパティ値が由来するオーバーレイについ
て追加情報を与える点が異なる。

値は carがプロパティ値であるようなコンスセルであり、これは同じ引数により get-char-

propertyがリターンするであろう値と同じ。cdrはそのプロパティが見つかった箇所のオー
バーレイ、テキストプロパティとして見つかった場合や見つからなかった場合には nil。

positionが objectの終端なら carと cdrの値はどちらも nil。

[Variable]char-property-alias-alist
この変数はプロパティ名と代替となるプロパティ名リストをマップする alistを保持する。文字
があるプロパティにたいして直接値を指定しなければ、順に代替プロパティ名が調べられて最
初の非 nil値が使用される。この変数は default-text-propertiesより優先されて、この
変数より categoryプロパティが優先される。

[Function]text-properties-at position &optional object
この関数は文字列かバッファー object内の位置 positionにある文字のプロパティリスト全体を
リターンする。objectが nilならデフォルトはカレントバッファー。

[Variable]default-text-properties
この変数はテキストプロパティにたいしてデフォルト値を与えるプロパティリストを保持す
る。あるプロパティにたいして文字が直接、あるいはカテゴリーシンボルや char-property-

alias-alistを通じて値を指定しないときは、常にこのリストに格納された値がかわりに使用
される。以下は例:

(setq default-text-properties '(foo 69)

char-property-alias-alist nil)

;; 文字 1は自身のプロパティをもたない
(set-text-properties 1 2 nil)

;; 取得される値はデフォルト値
(get-text-property 1 'foo)

⇒ 69

32.19.2 テキストプロパティの変更

プロパティを変更するプリミティブは、バッファーや文字列内の指定されたテキスト範囲に適用され
ます。関数 set-text-properties (セクションの最後を参照)は、その範囲内のテキストのプロパ
ティリスト全体をセットします。名前を指定することにより特定のプロパティだけを追加、変更、削
除するためにも有用です。

テキストプロパティはバッファー (か文字列)のコンテンツの一部とみなされ、かつスクリーン上
でのバッファーの見栄えに影響を与えることができるので、バッファー内のテキストプロパティの変
更はすべてバッファーを変更済みとマークします。バッファーテキストプロパティの変更もアンドゥ
できます (Section 32.9 [Undo], page 794を参照)。バッファー内の位置は 1から始まりますが、文
字列内の位置は 0から始まります。
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[Function]put-text-property start end prop value &optional object
この関数は文字列かバッファー object内の startと endの間のテキストにたいして、プロパティ
propに valueをセットする。objectが nilならデフォルトはカレントバッファー。

[Function]add-text-properties start end props &optional object
この関数は文字列かバッファー object内の startと endの間のテキストにたいして、テキストプ
ロパティを追加またはオーバーライドする。objectが nilならデフォルトはカレントバッファー。

引数 propsには追加するプロパティを指定する。これはプロパティリストの形式 (Section 5.9
[Property Lists], page 92を参照)、つまりプロパティ名と対応する値が交互に出現するよう
な要素を含むリストであること。

関数が実際に何らかのプロパティの値を変更したら t、それ以外 ( propsが nil、またはプロ
パティの値がテキスト内のプロパティの値と一致している場合)は nilがリターン値となる。

たとえば以下はテキストの範囲に commentと faceのプロパティをセットする例:

(add-text-properties start end

'(comment t face highlight))

[Function]remove-text-properties start end props &optional object
この関数は文字列かバッファー object内の startと endの間のテキストから、指定されたテキ
ストプロパティを削除する。objectが nilならデフォルトはカレントバッファー。

引数 propsは削除するプロパティを指定する。これはプロパティリストの形式 (Section 5.9
[Property Lists], page 92を参照)、つまりプロパティ名と対応する値が交互に出現するよう
な要素を含むリストであること。しかし問題となるのは名前であって付随する値は無視される。
たとえば faceプロパティを削除するには以下のようにすればよい。

(remove-text-properties start end '(face nil))

関数が実際に何らかのプロパティの値を変更したら t、それ以外 ( propsが nil、または指定
されたテキスト内にそれらのプロパティをもつ文字がない場合)は nilがリターン値となる。

特定のテキストからすべてのテキストプロパティを削除するには、新たなプロパティリストに
nilを指定して set-text-propertiesを使用すればよい。

[Function]remove-list-of-text-properties start end list-of-properties
&optional object

remove-text-propertiesと同様だが、list-of-propertiesがプロパティ名と値が交互になっ
たリストではなくプロパティ名だけのリストである点が異なる。

[Function]set-text-properties start end props &optional object
この関数は文字列かバッファー object内の startから endの間のテキストにたいするテキスト
プロパティリストを完全に置き換える。objectが nilならデフォルトはカレントバッファー。

引数 propsは新たなプロパティリスト。これはプロパティ名と対応する値が交互となるような
要素のリストであること。

set-text-propertiesのリターン後には、指定された範囲内のすべての文字は等しいプロパ
ティをもつ。

propsが nilなら、指定されたテキスト範囲からすべてのプロパティを取り除く効果がある。以
下は例:

(set-text-properties start end nil)

この関数のリターン値を信用してはならない。
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[Function]add-face-text-property start end face &optional appendp object
この関数は startと endの間のテキストのテキストプロパティfaceにフェイス faceを追加する
ように動作する。faceはフェイス名、もしくは anonymousフェイス (anonymous face: 無名
フェイス)のような faceプロパティ(Section 32.19.4 [Special Properties], page 821を参
照)にたいして有効な値であること (Section 39.12 [Faces], page 1013を参照)。

リージョン内の任意のテキストがすでに非 nilの faceプロパティをもつ場合には、それらの
フェイスは保たれる。この関数は faceプロパティに最初の要素 (デフォルト)が face、以前に
存在していたフェイスが残りの要素であるようなフェイスのリストをセットする。オプション
引数 appendpが非 nilなら、faceはかわりにリストの最後に追加される。フェイスリスト内で
は、各属性にたいして最初に出現する値が優先されることに注意。

たとえば以下のコードでは startと endの間のテキストにグリーン斜体のフェイスを割り当て
るだろう:

(add-face-text-property start end 'italic)

(add-face-text-property start end '(:foreground "red"))

(add-face-text-property start end '(:foreground "green"))

オプション引数 objectが非 nilなら、それはカレントバッファーではなく動作するバッファー
か文字列を指定する。objectが文字列なら startと endは 0基準で文字列内をインデックス付
けする。

文字列にテキストプロパティを付するもっとも簡単な方法は propertizeです:

[Function]propertize string &rest properties
この関数はテキストプロパティpropertiesを追加した stringのコピーをリターンする。これら
のプロパティはリターンされる文字列内のすべての文字に適用される。以下は faceプロパティ
と mouse-faceプロパティとともに文字列を構築する例:

(propertize "foo" 'face 'italic

'mouse-face 'bold-italic)
⇒ #("foo" 0 3 (mouse-face bold-italic face italic))

文字列のさまざまな部分に異なるプロパティを putするには、それぞれの部分を propertize

で構築して、それらを concatで結合すればよい:

(concat

(propertize "foo" 'face 'italic

'mouse-face 'bold-italic)

" and "

(propertize "bar" 'face 'italic

'mouse-face 'bold-italic))
⇒ #("foo and bar"

0 3 (face italic mouse-face bold-italic)

3 8 nil

8 11 (face italic mouse-face bold-italic))

プロパティではなくバッファーからテキストをコピーする関数 buffer-substring-

no-propertiesについては Section 32.2 [Buffer Contents], page 779 を参照してくだ
さい。

バッファーを変更せずにバッファーにテキストプロパティを追加したり削除したければ、その呼び出
しを上記の with-silent-modificationsマクロでラップできます。Section 27.5 [Buffer Modi-
fication], page 597を参照してください。
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32.19.3 テキストプロパティの検索関数

テキストプロパティの通常の使用では、ほとんどの場合は複数または多くの連続する文字が同じ値の
プロパティをもちます。文字を 1つずつ調べるプログラムを記述するよりも、同じプロパティ値をも
つテキスト塊 (chunks of text)を処理するほうがより高速です。

以下はこれを行うことに使用できる関数です。これらはプロパティ値の比較に eqを使用します。す
べての関数において objectのデフォルトはカレントバッファーです。

より良いパフォーマンスのためには、特に単一のプロパティを検索する関数における limit引数の
使用が重要です。さもないと興味のあるプロパティが変化しない場合に、バッファー終端までのスキャ
ンで長い時間を要するでしょう。

これらの関数はポイントを移動しません。そのかわりに位置 (または nil )をリターンします。ポ
イントは常に文字と文字の間にあることを思い出してください。これらの関数によりリターンされる
位置は、異なるプロパティをもつ 2つの文字の間にあります。

[Function]next-property-change pos &optional object limit
この関数は文字列かバッファー object内の位置 posから、何らかのテキストプロパティの変化
が見つかるまでテキストを前方にスキャンして、変化のあった位置をリターンする。言い換え
ると posの直後の文字とプロパティが等しくない、posの先にある最初の文字の位置をリター
ンする。

limitが非 nilならスキャンは位置 limitで停止する。そのポイントより前にプロパティが変化
しなければ、この関数は limitをリターンする。

プロパティが object終端まで変化せず、かつ limitが nilなら値は nil。値が非 nilなら、そ
れは pos以上の位置。limitが posと等しいときのみ値は posになる。

以下はすべてのプロパティが定数であるようなテキスト塊によりバッファーをスキャンする方
法の例:

(while (not (eobp))

(let ((plist (text-properties-at (point)))

(next-change

(or (next-property-change (point) (current-buffer))

(point-max))))

ポイントから next-changeへテキストを処理. . .
(goto-char next-change)))

[Function]previous-property-change pos &optional object limit
これは next-property-changeと似ているが、posから前方ではなく後方にスキャンする点
が異なる。値が非 nilなら、それは pos以下の位置。limitと posが等しい場合のみ posをリ
ターンする。

[Function]next-single-property-change pos prop &optional object limit
この関数はプロパティprop内の変化にたいしてテキストをスキャンして、変化があった位置を
リターンする。このスキャンは文字列かバッファー object内の位置 posから前方に行われる。
言い換えると posの直後の文字とプロパティpropが等しくない、posの先にある最初の文字の
位置をリターンする。

limitが非 nilならスキャンは位置 limitで終了する。そのポイントより前にプロパティの変化
がなければ、next-single-property-changeは limitをリターンする。

プロパティが object終端まで変化せず、かつ limitが nilなら値は nil。値が非 nilなら、そ
れは pos以上の位置。limitが posと等しいときのみ値は posになる。
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[Function]previous-single-property-change pos prop &optional object limit
これは next-single-property-changeと似ているが、posから前方ではなく後方にスキャ
ンする点が異なる。値が非 nilなら、それは pos以下の位置。limitと posが等しい場合のみ
posをリターンする。

[Function]next-char-property-change pos &optional limit
next-property-changeと似ているが、これはテキストプロパティと同様にオーバーレイも
考慮して、バッファー終端より前に変化が見つからなければ、nilではなくバッファー位置の最
大をリターンする点が異なる (この点では next-property-changeよりも対応するオーバー
レイ関数 next-overlay-changeと似ている)。この関数はカレントバッファーだけを処理す
るので objectオペランドは存在しない。これはいずれかの種類のプロパティが変化した、次の
アドレスをリターンする。

[Function]previous-char-property-change pos &optional limit
これは next-char-property-changeと似ているが、posから前方ではなく後方へスキャン
すること、および変化が見つからなければバッファー位置の最小をリターンする点が異なる。

[Function]next-single-char-property-change pos prop &optional object
limit

next-single-property-changeと似ているが、これはテキストプロパティと同様にオーバー
レイも考慮して、object終端より前に変化が見つからなければ、nilではなく object内の有効
な位置の最大をリターンする点が異なる。next-char-property-changeと異なり、この関
数は objectオペランドをもつ。objectが非バッファーならテキストプロパティだけが考慮さ
れる。

[Function]previous-single-char-property-change pos prop &optional
object limit

これは next-single-char-property-changeと似ているが、posから前方ではなく後方へ
スキャンすること、および変化が見つからなければ object内の有効な位置の最小をリターンす
る点が異なる。

[Function]text-property-any start end prop value &optional object
この関数は startと endの間に少なくともプロパティpropに値 valueをもつ文字が 1つあれば
非 nilをリターンする。より正確には、これはそのような最初の文字の位置、それ以外は nil

をリターンする。

5つ目のオプション引数 objectはスキャンする文字列かバッファーを指定する。位置は object
にたいして相対的。objectのデフォルトはカレントバッファー。

[Function]text-property-not-all start end prop value &optional object
この関数は startと endの間に少なくともプロパティpropに値 valueをもたない文字が 1つあ
れば非 nilをリターンする。より正確には、これはそのような最初の文字の位置、それ以外は
nilをリターンする。

5つ目のオプション引数 objectはスキャンする文字列かバッファーを指定する。位置は object
にたいして相対的。objectのデフォルトはカレントバッファー。

[Function]text-property-search-forward prop &optional value predicate
not-current

テキストプロパティpropに valueがセットされている次のリージョンを predicateにしたがい
検索する。
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この関数はポイントを移動するという点において search-forwardや類似関数をモデルとす
るが、match-beginningや類似関数とは異なりマッチを記述する構造をリターンする。

テキストプロパティが見つからなければ、この関数は nilをリターンする。見つかったらマッ
チしたテキストプロパティをもつリージョンの最後にポイントを移動して prop-match構造を
リターンする。

predicateは t ( equalのシノニム)、nil ( “not equal”を意味する)、または 2つのパラメー
ター (1つ目は valueで 2つ目は検査するテキストプロパティの値)で呼び出される述語のいず
れかを指定できる。

not-currentの場合には、もしポイントがマッチしたリージョン内にあれば、それをスキップし
て次のインスタンスを探す。

prop-match構造は prop-match-beginning (マッチ先頭)、prop-match-end (マッチ終
端)、prop-match-value (マッチ先頭の propertyの値)というアクセサをもつ。

以下の例では以下のようなバッファー内にいると想像してほしい:

This is a bold and here's bolditalic and this is the end.

すなわち単語 “bold”は boldフェイス、単語 “italic”は italicフェイスをもつものとする。

まず最初は:

(while (setq match (text-property-search-forward 'face 'bold t))

(push (buffer-substring (prop-match-beginning match)

(prop-match-end match))

words))

これは boldフェイスを使用するすべての単語を選択する。

(while (setq match (text-property-search-forward 'face nil t))

(push (buffer-substring (prop-match-beginning match)

(prop-match-end match))

words))

これはフェイスプロパティをもたないすべての断片を選択して、結果はリスト ‘("This is a "

"and here's " "and this is the end")’となるだろう ( pushを使用しているので逆転さ
れる)。

(while (setq match (text-property-search-forward 'face nil nil))

(push (buffer-substring (prop-match-beginning match)

(prop-match-end match))

words))

これは faceに何らかがセットされているすべてのリージョンを選択するがプロパティが変化す
る箇所で分割するので結果は ‘("bold" "bold" "italic")’になるだろう。

これを使用するかもしれないより現実的な例して URLを表す特定のセクションがあり、それ
らが shr-urlでタグ付けされているバッファーがあると仮定してみる。

(while (setq match (text-property-search-forward 'shr-url nil nil))

(push (prop-match-value match) urls))

これはそれらすべてのURLのリストを与えるだろう。

[Function]text-property-search-backward prop &optional value predicate
not-current

これは text-property-search-backwardと同様だが、後方に検索する。ポイントはマッチ
したリージョン終端ではなく先頭に配置される。
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32.19.4 特殊な意味をもつプロパティ

以下はビルトインで特別な意味をもつテキストプロパティ名のテーブルです。以降のセクションでは
フィルとプロパティ継承を制御する特別なプロパティ名をいくつか追加でリストしています。これ以
外のすべての名前は特別な意味をもたず自由に使用できます。

注意: プロパティcomposition、display、invisible、intangibleはすべての Emacsコマ
ンドの後に好ましい箇所にポイントを移動させることもできます。Section 21.6 [Adjusting Point],
page 388を参照してください。

category ある文字が categoryプロパティをもつ場合には、それをその文字のプロパティカテゴ
リー (property category)と呼ぶ。これはシンボルであること。このシンボルのプロパ
ティはその文字のプロパティのデフォルトとしての役割をもつ。

face faceプロパティはその文字の外観を制御する (Section 39.12 [Faces], page 1013を参
照)。このプロパティの値は以下が可能:

• フェイス名 (シンボルか文字列)。

• anonymousフェイス: (keyword value ...)形式のプロパティリスト。keyword
はそれぞれフェイス属性名、valueはその属性の値。

• フェイスのリスト。各リスト要素はフェイス名か anonymousフェイスであること。
これはリストされた各フェイス属性を集計したフェイスを指定する。このリスト内
で最初にあるフェイスがより高い優先度をもつ。

• (foreground-color . color-name)ま た は (background-color .

color-name)という形式のコンスセル。これは (:foreground color-name)や
(:background color-name)と同じようにフォアグラウンドやバックグラウンド
を指定する。この形式は後方互換のためだけにサポートされており無視すること。

• (:filtered filter face-spec) という形式のコンスセル。これは face-spec
で与えられたフェイスを指定するが、フェイスを表示に使用する際に filterがマッ
チした場合のみ。face-specには上述した任意のフォームを使用できる。filterは
(:window param value)という形式であること。これはパラメーター paramが
valueに eqであるようなウィンドウにマッチする。変数 face-filters-always-

matchが非 nilなら、すべてのフェイスフィルターがマッチしたとみなす。

Font Lockモード (Section 23.6 [Font Lock Mode], page 497を参照)はほとんどの
バッファーにおいて、コンテキストにもとづき文字の faceプロパティを動的に更新する
ことにより機能する。

add-face-text-property関数は、このプロパティをセットする便利な手段を提供す
る。Section 32.19.2 [Changing Properties], page 815を参照のこと。

font-lock-face

このプロパティはFont Lockモードが配下にあるテキストに適用すべき faceプロパティ
にたいして値を指定する。これは Font Lockモードに使用されるフォント表示手法の 1
つであり、独自のハイライトを実装する特別なモードにたいして有用。Section 23.6.6
[Precalculated Fontification], page 505を参照のこと。Font Lockモードが無効な
ら font-lock-faceに効果はない。

mouse-face

このプロパティは文字上または近傍にマウスがあるとき、faceのかわりに使用され
る。この目的にたいして “近傍”とは文字とマウス位置の間のすべてのテキストが同じ
mouse-faceプロパティの値をもつことを意味する。
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Emacsはテキストサイズ (:height、:weight、:slant)を変更する mouse-faceプ
ロパティ由来の属性すべてを無視する。これらの属性はハイライトされていないテキス
トと常に等しい。

fontified

このプロパティはそのテキストの表示準備が整っているかどうかを告げる。nilな
ら Emacs の再表示ルーチンはバッファーの該当部分を表示する前に、準備のために
fontification-functions (Section 39.12.7 [Auto Faces], page 1026を参照)の
中の関数を呼び出す。これはフォントロックのコードの just-in-timeにより内部的に使
用される。

display このプロパティはテキストが表示される方法を変更するさまざまな機能をアクティブ化
する。たとえばこれによりテキスト外観を縦長 (taller)または縦短 (short)したり、高
く (higher)または低く (lower)、太く (wider)または細く (narrower)したり、あるい
はイメージに置き換えることができる。Section 39.16 [Display Property], page 1045
を参照のこと。

help-echo

テキストが help-echoプロパティに文字列をもつ場合には、そのテキスト上にマウス
を移動した際には、substitute-command-keysを通じて文字列を渡した後に Emacs
はエコーエリアかツールチップウィンドウ (Section 39.25 [Tooltips], page 1086を参
照)にその文字列を表示する。

help-echoプロパティの値が関数なら、その関数はwindow、object、posの 3つの引
数で呼び出されてヘルプ文字列、ヘルプ文字列が存在しなければ nilをリターンするこ
と。1つ目の引数 windowはそのヘルプが見つかったウィンドウ。2つ目の引数 object
は help-echoプロパティをもつバッファー、オーバーレイ、または文字列。pos引数は
以下のとおり:

• objectがバッファーなら posはそのバッファー内の位置。

• objectがオーバーレイなら、そのオーバーレイは help-echoプロパティをもち pos
はそのオーバーレイのバッファー内の位置。

• objectが文字列 (オーバーレイ文字列、または displayプロパティにより表示され
た文字列)なら posはその文字列内の位置。

help-echoプロパティの値が関数と文字列のいずれでもなければ、それはヘルプ文字列
を得るために評価される。

変数 show-help-functionをセットすることにより、ヘルプテキストが表示される方
法を変更できる ([Help display], page 827を参照)。

この機能はモードライン内、およびその他のアクティブテキストにたいして使用される。

help-echo-inhibit-substitution

help-echo文字列の最初の文字が非 nilの help-echo-inhibit-substitution

プロパティをもつ場合には、substitute-command-keysを通じて渡すことなく
show-help-functionが行うように表示される。

keymap keymapプロパティはコマンドにたいして追加のキーマップを指定する。このキーマップ
を適用する際には、マイナーモードキーマップとバッファーのローカルマップの前に、こ
のマップがキー照合のために使用される。Section 22.7 [Active Keymaps], page 430
を参照のこと。プロパティ値がシンボルなら、そのシンボルの関数定義がキーマップと
して使用される。
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ポイントの前の文字のプロパティの値は、それが非 nilで rear-stickyであり、かつポイ
ントの後の文字のプロパティ値が非 nilで front-stickyなら適用される (マウスクリッ
クではポイント位置のかわりにクリック位置が使用される)。

local-map

このプロパティは keymapと同じように機能するが、これはそのバッファーのローカル
マップのかわりに使用するキーマップを指定する点が異なる。ほとんど (もしかすると
すべて)の目的にたいしては keymapを使用するほうが良いだろう。

syntax-table

syntax-tableプロパティは特定の文字にたいしてどのシンタックステーブルがオーバー
ライドするかを告げる。Section 35.4 [Syntax Properties], page 914を参照のこと。

read-only

ある文字がプロパティread-onlyをもつなら、その文字の変更は許可されない。これを
行おうとするすべてのコマンドは text-read-onlyエラーを受け取る。プロパティの値
が文字列ならその文字列がエラーメッセージとして使用される。

read-only文字に隣接する箇所への挿入は、そこに通常のテキストの行うことが sticki-
nessによる read-onlyプロパティを継承するならエラーとなる。つまり stickinessを
制御することにより read-onlyテキストに隣接する挿入の権限を制御することができる。
Section 32.19.6 [Sticky Properties], page 828を参照のこと。

プロパティ変更はバッファー変更とみなされるので、特別なトリック (inhibit-read-
onlyを非nilにバインドしてからプロパティを削除する)を知らないかぎり、read-only
プロパティを取り除くことは不可能。Section 27.7 [Read Only Buffers], page 600を
参照のこと。

inhibit-read-only

プロパティinhibit-read-onlyをもつ文字はたとえ読み取り専用バッファーでも編集
できる。Section 27.7 [Read Only Buffers], page 600を参照のこと。

invisible

非 nilの invisibleプロパティにより、スクリーン上で文字を不可視にできる。詳細は
Section 39.6 [Invisible Text], page 994を参照のこと。

intangible

連続する文字のグループが非 nilの等しい intangibleプロパティをもつなら、それら
の文字の間にポイントを置くことは不可能。そのグループ内に前方へポイントの移動を
試みると、ポイントは実際にはそのグループの終端に移動する。そのグループ内に後方
へポイントの移動を試みると、ポイントは実際にはそのグループの先頭に移動する。

連続する文字のグループが非 nilの等しくない intangibleプロパティをもつなら、そ
れらの文字は個別のグループに属して、各グループは上述のように別のグループとして
扱われる。

変数 inhibit-point-motion-hooksが非 nil (デフォルト)なら intangibleプロパ
ティは無視される。

注意せよ: このプロパティは非常に低レベルで処理されて、予想外の方法により多くのコー
ドに影響する。そのため使用に際しては特別な注意を要する。誤った使用方法としては不
可視のテキストに intangibleプロパティを putするのが一般的な誤りであり、コマンド
ループは各コマンドの終わりに不可視テキストの外部へポイントを移動するだろうから、
これは実際には必要ない。Section 21.6 [Adjusting Point], page 388を参照のこと。
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これらの理由によりこのプロパティは時代遅れであり、かわりに cursor-intangible

プロパティを使用すること。

cursor-intangible

マイナーモード cursor-intangible-modeがオンに切り替えられた際には、再表示の
発生直前に非 nilの cursor-intangibleプロパティをもつすべての位置からポイント
が移動される。

変数 cursor-sensor-inhibitが非 nilなら、cursor-intangibleプロパティと
cursor-sensor-functionsプロパティ(以下参照)は無視される。

field 同じ fieldプロパティをもつ連続する文字はフィールドを構成する。forward-wordや
beginning-of-lineを含むいくつかの移動関数はフィールド境界で移動を停止する。
Section 32.19.9 [Fields], page 832を参照のこと。

cursor カーソルは通常はカレントバッファー位置にあるオーバーレイ、およびテキストプロパ
ティ文字列の先頭か終端に表示される。文字に非 nilの cursorテキストプロパティを
与えることにより、それら文字列内の任意の望む文字にカーソルを置くことができる。
加えて cursorプロパティの値が整数なら、それはカーソルがその文字上に表示される
ようにオーバーレイまたは displayプロパティが始まる位置から数えたバッファーの文
字位置の数字を指定する。特にある文字の cursorプロパティの値が数字 nなら、カーソ
ルは範囲 [ovpos..ovpos+n)内の任意のバッファー位置にあるその文字上に表示され
るだろう。ここで ovposは overlay-start (Section 39.9.1 [Managing Overlays],
page 1002を参照)により与えられるオーバーレイ開始位置、またはそのバッファー内
で displayプロパティが始まる位置である。

言い換えると文字列の非 nil値の cursorプロパティをもつ文字はカーソルが表示され
る文字である。このプロパティの値はカーソルを表示するバッファーの位置を告げる。値
が整数ならオーバーレイまたは displayプロパティの始まりから n後ろの位置までの間
にポイントがあるとき、カーソルはそこに表示される。値がそれ以外の非 nilならポイ
ントが displayプロパティの先頭、または overlay-startの位置だけに表示される。

バッファーのテキストを網羅するオーバーレイ文字列 (Section 39.9.2 [Overlay Prop-
erties], page 1004を参照)や文字列であるような displayプロパティがバッファーに
多くある場合には、それらの文字列を走査する間にカーソルを置く箇所を Emacsに合
図するために、cursorプロパティを使用するのはよいアイデアである。これは display
やオーバーレイ文字列に “カバー”された何らかのバッファー位置にポイントがある際
に、Lispプログラムやユーザーがカーソルを配置したい箇所でディスプレイエンジンと
直接通信する。

pointer これはそのテキストやイメージ上にマウスポインターがあるときの特定のマウスシェイプ
を指定する。利用できるポインターシェイプについてはSection 29.19 [Pointer Shape],
page 747を参照のこと。

line-spacing

改行は改行で終わるディスプレイ行の高さを制御するテキストプロパティやオーバーレ
イプロパティline-spacingをもつことができる。このプロパティ値はデフォルトのフ
レーム行スペーシングと、バッファーローカル変数 line-spacingをオーバーライドす
る。Section 39.11 [Line Height], page 1012を参照のこと。
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line-height

改行は改行で終わるディスプレイ行のトータル高さを制御するテキストプロパティ、ま
たはオーバーレイプロパティline-heightをもつことができる。Section 39.11 [Line
Height], page 1012を参照のこと。

wrap-prefix

テキストが wrap-prefixプロパティをもつなら、それが定義するプレフィクスはテキス
トラッピング (text wrapping: テキスト折り返し)に由来するすべての継続行の先頭に表
示時に追加されるだろう (行が切り詰められた場合にはwrap-prefixが使用されることは
ない)。これは文字列、イメージ (Section 39.16.4 [Other Display Specs], page 1048を
参照)、あるいはディスプレイプロパティ:widthや:align-to (Section 39.16.2 [Spec-
ified Space], page 1046を参照)により指定された空白文字範囲かもしれない。

wrap-prefixはバッファーローカル変数 wrap-prefixを使用して、バッファー全体にも
指定され得る (が wrap-prefixテキストプロパティは wrap-prefix変数の値より優先
される)。Section 39.3 [Truncation], page 984を参照のこと。

line-prefix

テキストがline-prefixプロパティをもつなら、それが定義するプレフィクスは表示時に
すべての非継続行の先頭に追加されるだろう。これは文字列、イメージ (Section 39.16.4
[Other Display Specs], page 1048を参照)、あるいはディスプレイプロパティ:width
や:align-to (Section 39.16.2 [Specified Space], page 1046を参照)により指定さ
れた空白文字範囲かもしれない。

line-prefixはバッファーローカル変数 line-prefixを使用して、バッファー全体にも
指定され得る (が line-prefixテキストプロパティは line-prefix変数の値より優先
される)。Section 39.3 [Truncation], page 984を参照のこと。

modification-hooks

ある文字がプロパティmodification-hooksをもつなら、その値は関数のリストであ
ること。その文字の変更により、実際の変更前にそれらの関数すべてが呼び出される。
それぞれの関数は、変更されようとするバッファー部分の先頭と終端という 2つの引数
を受け取る。特定のmodificationフック関数が単一のプリミティブにより変更されつつ
ある複数の文字に出現する場合は、その関数が呼び出される回数を予測することはでき
ない。さらに挿入は既存の文字を変更しないので、このフックは文字の削除、他の文字
への置換、またはそれらのテキストプロパティ変更時のみ実行されるだろう。

他 の 同 類 フック と は 異 な り、Emacs は こ れ ら の 関 数 を 呼 び 出 し 時 に
inhibit-modification-hooksを 非 nilに バ イ ン ド し な い 。関 数 が バッ
ファーを変更するようなら、バッファー変更による変更フックの実行を防ぐために、こ
の変数を非 nilにバインドすることを考慮する必要がある。そうでなければ再帰呼び出
しに備えなければならない。Section 32.32 [Change Hooks], page 851を参照のこと。

オーバーレイも modification-hooksプロパティをサポートするが詳細は若干異なる
(Section 39.9.2 [Overlay Properties], page 1004を参照)。

insert-in-front-hooks

insert-behind-hooks

あるバッファーへの挿入操作は後続文字の insert-in-front-hooksプロパティ、お
よび先行文字の insert-behind-hooksプロパティにリストされる関数の呼び出しも行
う。これらの関数は挿入されるテキストの先頭と終端という 2つの引数を受け取る。関
数は優先される実際の挿入が行われた後に呼び出される。
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これらの関数を呼び出す際には inhibit-modification-hooksは非 nilにバインド
される。関数がバッファーを変更する場合には、これらの変更にたいして変更フックが
実行されるように、inhibit-modification-hooksを nilにバインドしたいと思うか
もしれない。しかしこれを行うことによって、あなたの変更フックが再帰的に呼び出さ
れるかもしれないので、確実にそれに備えること。

バッファー内のテキスト変更時にに呼び出される他のフックについては Section 32.32
[Change Hooks], page 851も参照のこと。

point-entered

point-left

スペシャルプロパティpoint-enteredと point-leftはポイント移動をリポートする
フック関数を記録する。ポイントを移動するたびに Emacsは以下の 2つのプロパティ
値を比較する:

• 古い位置の後の文字の point-leftプロパティ。

• 新しい位置の後の文字の point-enteredプロパティ。

これらの 2つの値が異なる場合には、(nilでなければ)古いポイント値と新しいポイン
ト値という 2つの引数とともにそれらそれぞれ呼び出される。

同じ比較は古い位置と新しい位置の前の文字にたいしても行われる。この結果として 2つ
の point-left関数 (同じ関数かもしれない)、および/または 2つの point-entered

関数 (同じ関数かもしれない)が実行される可能性がある。ある場合においては、まずす
べての point-left関数が呼び出されて、その後にすべての point-entered関数が呼
び出される。

さまざまなバッファー位置にたいして、そこにポイントを移動することなく文字を調べ
るために char-afterを使用することができる。実際のポイント値変更だけがこれらの
フック関数を呼び出す。

変 数 inhibit-point-motion-hooksは デ フォル ト で は point-leftと
point-enteredのフック実行を抑制する。[Inhibit point motion hooks], page 827
を参照のこと。

これらのプロパティは時代遅れであり、かわりに cursor-sensor-functionsを使用
してほしい。

cursor-sensor-functions

このスペシャルプロパティはカーソル移動に反応する関数リストを記録する。このリスト
内の各関数は影響を受けるウィンドウ、既知のカーソルの以前の位置、このプロパティをも
つテキストにカーソルが入ったか離れたかに依存するシンボル enteredか leftという 3
つの受け取って再表示の直前に呼び出される。関数はマイナーモード cursor-sensor-

modeがオンのときのみ呼び出される。

変数cursor-sensor-inhibitが非nilならcursor-sensor-functionsプロパティ
は無視される。

composition

このテキストプロパティは文字シーケンスをコンポーネントから構成される単一グリフ
(single glyph)として表示するために使用される。しかしこのプロパティの値自身は完
全に Emacsの内部的なものであり、たとえば put-text-propertyなどで直接操作し
ないこと。
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minibuffer-message

このテキストプロパティは、アクティブミニバッファーの一時的なメッセージを表示する場
所を指定する。具体的にはこのプロパティをもつミニバッファーテキストの最初の文字が、
その前に表示する一時的なメッセージを所有する。デフォルトではミニバッファーテキス
ト終端に一時的なメッセージが表示される。このテキストプロパティは set-message-

functionのデフォルト値の関数が使用する (Section 39.4.1 [Displaying Messages],
page 985を参照)。

[Variable]inhibit-point-motion-hooks
この時代遅れの変数が非 nilのときは、point-leftと point-enteredのフックは実行され
ず intangibleプロパティは効果をもたない。この変数はグローバルにセットせず letでバイ
ンドすること。この変数の影響を受けるプロパティは時代遅れなので、それらを効果的に無効
にするためにデフォルト値は t。

[Variable]show-help-function
この変数が非nilなら、それはヘルプ文字列を表示するために呼び出される関数を指定する。これ
らはhelp-echoプロパティ、メニューヘルプ文字列 (Section 22.17.1.1 [Simple Menu Items],
page 449と Section 22.17.1.2 [Extended Menu Items], page 449を参照)、ツールバーヘ
ルプ文字列 (Section 22.17.6 [Tool Bar], page 456を参照)かもしれない。指定された関数は、
ヘルプ文字列の最初の文字が非 nilの help-echo-inhibit-substitutionをもっていなけ
れば、表示するためのヘルプ文字列 (関数に与えられる前に substitute-command-keysを通
じて渡される)を単一の引数として呼び出される。Section 24.3 [Keys in Documentation],
page 523 を参照のこと。show-help-functionを使用するモードの例は、Tooltip モード
(Section “Tooltips” in The GNU Emacs Manualを参照)のコード例を参照のこと。

[Variable]face-filters-always-match
この変数が非 nilなら、特定の条件が合致された際のみ適用される属性を指定するフェイスフィ
ルターは常にマッチするとみなされる。

32.19.5 フォーマットされたテキストのプロパティ

以下のテキストプロパティはフィルコマンドの挙動に影響を与えます。これらはフォーマットされたテ
キストを表すために使用されます。Section 32.11 [Filling], page 798と Section 32.12 [Margins],
page 801を参照してください。

hard 改行文字がこのプロパティをもつならそれは “hard”改行。フィルコマンドは hard改行
を変更せずそれらを横断して単語を移動しない。しかしこのプロパティはマイナーモー
ド use-hard-newlinesが有効な場合のみ影響を与える。Section “Hard and Soft
Newlines” in The GNU Emacs Manualを参照のこと。

right-margin

このプロパティはその部分のテキストのフィルにたいして余分な右マージンを指定する。

left-margin

このプロパティはその部分のテキストのフィルにたいして余分な左マージンを指定する。

justification

このプロパティはその部分のテキストのフィルにたいして位置揃え (justification)のス
タイルを指定する。
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32.19.6 テキストプロパティの粘着性

ユーザーがそれらをタイプした際にはバッファーに挿入される自己挿入文字 (Section 32.5 [Commands
for Insertion], page 784を参照)は、通常は先行する文字と同じプロパティをもちます。これはプロ
パティの継承 (inheritance)と呼ばれます。

対照的に Lispプログラムは継承の有無に関わらず挿入を行うことができ、それは挿入プリミティ
ブの選択に依存します。insertのような通常のテキスト挿入関数は何もプロパティを継承しません。
これらは挿入される文字列と正確に同じプロパティをもち、それ以外のプロパティはもちません。こ
れはたとえば killリング外部にたいしてのように、あるコンテキストから他のコンテキストにテキス
トをコピーするプログラムにたいして適正です。継承つきで挿入を行うためには、このセクションで
説明するスペシャルプリミティブを使用します。自己挿入文字はこれらのプリミティブを使用するの
でプロパティを継承します。

継承つきで挿入を行う際に、何のプロパティがどこから継承されるかは sticky(スティッキー、粘着す
る)に依存します。ある文字の後への挿入における、それらの文字のプロパティ継承は rear-sticky(後方
スティッキー)です。ある文字の前への挿入における、それらの文字ノプロパティ継承は front-sticky(前
方スティッキー)です。これら両側の stickyが同じプロパティにたいして異なる sticky値をもつ場合
には、前の文字の値が優先します。

デフォルトではテキストプロパティは front-stickyではなく rear-stickyです。したがってデフォ
ルトでは、すべてのプロパティは前の文字から継承して、後の文字からは何も継承しません。

さまざまなテキストプロパティの stickiness(スティッキネス、スティッキー性、粘着性、粘着度)
は、2つのテキストプロパティfront-stickyと rear-nonsticky、および変数 text-property-

default-nonstickyで制御できます。与えられたプロパティにたいして異なるデフォルトを指定す
るためにこの変数を使用できます。テキストの任意の特定部分に特定の stickyや非 stickyプロパティ
を指定するために、これら 2つのテキストプロパティを使用できます。

ある文字の front-stickyプロパティが tなら、その文字のすべてのプロパティは front-stickyで
す。front-stickyプロパティがリストなら、その文字の stickyなプロパティは名前がそのリスト内
にあるプロパティです。たとえばある文字が値が (face read-only)であるような front-sticky

プロパティをもつなら、その文字の前への挿入ではその文字の faceプロパティと read-onlyプロパ
ティは継承できますが他のプロパティは継承できません。

rear-nonstickyは逆の方法で機能します。ほとんどのプロパティはデフォルトで rear-stickyで
あり、rear-nonstickyプロパティはどのプロパティが rear-stickyではないかを告げます。ある文
字の rear-nostickyプロパティが tなら、その文字のすべてのプロパティは rear-stickyではありま
せん。rear-nostickyプロパティがリストなら、その文字の stickyなプロパティは名前がそのリス
ト内にないプロパティです。

[Variable]text-property-default-nonsticky
この変数はさまざまなテキストプロパティのデフォルトの rear-stickinessを定義する alist。各
要素は (property . nonstickiness)という形式をもち、これは特定のテキストプロパティ
propertyの stickinessを定義する。

nonstickinessが非 nilなら、それはプロパティpropertyがデフォルトで rear-nonstickyであ
ることを意味する。すべてのプロパティはデフォルトでは front-nonstickyなので、これによ
り propertyは両方向にたいしてデフォルトで nonstickyになる。

テ キ ス ト プ ロ パ ティfront-stickyと rear-nonstickyが 使 用 さ れ た 際 に は 、
text-property-default-nonsticky内で指定されたデフォルトの nonstickinessより優
先される。

以下はプロパティ継承つきでテキストを挿入する関数です:
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[Function]insert-and-inherit &rest strings
関数 insertと同じように文字列 stringsを挿入するが、隣接するテキストからすべての sticky
なプロパティを継承する。

[Function]insert-before-markers-and-inherit &rest strings
関数 insert-before-markersと同じように文字列 stringsを挿入するが、隣接するテキスト
からすべての stickyなプロパティを継承する。

継承を行わない通常の挿入関数については Section 32.4 [Insertion], page 782を参照してくだ
さい。

32.19.7 テキストプロパティの lazyな計算

バッファー内のすべてのテキストにたいしてテキストプロパティを計算するかわりに、何かがテキス
ト範囲に依存している場合にはテキストプロパティを計算するようにアレンジできます。

プロパティとともにバッファーからテキストを抽出するプリミティブは buffer-substringです。
この関数はプロパティを調べる前にアブノーマルフック buffer-access-fontify-functionsを
実行します。

[Variable]buffer-access-fontify-functions
この変数はテキストプロパティ計算用の関数のリストを保持する。buffer-substringがバッ
ファーの一部のテキストとテキストプロパティをコピーする前にこのリスト内の関数すべてを呼
び出す。各関数はアクセスされるバッファー範囲を指定する 2つの引数を受け取る (バッファー
は常にカレントバッファー)。

関数 buffer-substring-no-propertiesはいずれにせよテキストプロパティを無視するので、
これらの関数を呼び出さない。

同じバッファー部分にたいして複数回フック関数が呼び出されるのを防ぐために変数
buffer-access-fontified-propertyを使用できる。

[Variable]buffer-access-fontified-property
この変数の値が非 nilなら、それはテキストプロパティ名として使用されるシンボル。そのテ
キストプロパティにたいする非 nil値は、その文字にたいする他のテキストプロパティはすで
に計算済みであることを意味する。

buffer-substringにたいして指定された範囲内のすべての文字、このプロパティにたいする
値として非 nilをもつなら、buffer-substringは buffer-access-fontify-functions

の関数を呼び出さない。それらの文字がすでに正しいテキストプロパティをもつとみなして、
それらがすでに所有するプロパティを単にコピーする。

buffer-access-fontify-functionsの関数にこのプロパティ、同様に他のプロパティを処
理対象の文字に追加させることがこの機能の通常の用途である。この方法では同じテキストに
たいして、それらの関数が何度も呼び出されるのを防ぐことができる。

32.19.8 クリック可能なテキストの定義

クリック可能テキスト (clickable text)とは何らかの結果を生成するためにマウスやキーボードコマ
ンドを通じてクリックできるテキストです。多くのメジャーモードがテキスト的なハイパーリンク、略
してリンク (link)を実装するためにクリック可能テキストを使用しています。

リンクの挿入や操作を行うもっとも簡単な方法は buttonパッケージの使用です。Section 39.19
[Buttons], page 1070を参照してください。このセクションではテキストプロパティを使用してバッ
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ファー内に手作業でクリック可能テキストをセットアップする方法を説明します。簡略にするために
クリック可能テキストをリンクと呼ぶことにします。

リンクの実装には、(1)リンク上にマウスが移動した際にクリック可能であることを示し、(2)その
リンク上の RETか mouse-2で何かを行うようにして、(3)そのリンクが mouse-1-click-follows-

linkにしたがうよう follow-linkをセットアップする、という 3つのステップが含まれます。

クリック可能なことを示すためには、そのリンクのテキストに mouse-faceプロパティを追加し
ます。するとEmacsはそれ以降マウスがその上に移動した際にリンクをハイライトするでしょう。加
えて help-echoテキストプロパティを使用してツールチップかエコーエリアメッセージを定義する
べきです。Section 32.19.4 [Special Properties], page 821を参照してください。たとえば以下は
Diredがファイル名がクリック可能なことを示す方法です:

(if (dired-move-to-filename)

(add-text-properties

(point)

(save-excursion

(dired-move-to-end-of-filename)

(point))

'(mouse-face highlight

help-echo "mouse-2: visit this file in other window")))

リンクをクリック可能にするためには、RETと mouse-2を望むアクションを行うコマンドにバイ
ンドします。各コマンドはリンク上から呼び出されたかチェックして、それに応じて動作するべきで
す。たとえばDiredメジャーモードのキーマップは mouse-2を以下のコマンドにバインドします:

(defun dired-mouse-find-file-other-window (event)

"In Dired, visit the file or directory name you click on."

(interactive "e")

(let ((window (posn-window (event-end event)))

(pos (posn-point (event-end event)))

file)

(if (not (windowp window))

(error "No file chosen"))

(with-current-buffer (window-buffer window)

(goto-char pos)

(setq file (dired-get-file-for-visit)))

(if (file-directory-p file)

(or (and (cdr dired-subdir-alist)

(dired-goto-subdir file))

(progn

(select-window window)

(dired-other-window file)))

(select-window window)

(find-file-other-window (file-name-sans-versions file t)))))

このコマンドはクリックがどこで発生したかを判断するために関数 posn-windowと posn-point、
visitするファイルの判断に関数 dired-get-file-for-visitを使用します。

マウスコマンドをメジャーモードキーマップ内でバインドするかわりに、keymapプロパティ(Sec-
tion 32.19.4 [Special Properties], page 821を参照)を使用してリンクテキスト内でバインドでき
ます。たとえば:

(let ((map (make-sparse-keymap)))

(define-key map [mouse-2] 'operate-this-button)

(put-text-property link-start link-end 'keymap map))

この手法により異なるリンクに異なるコマンドを簡単に定義できます。さらにそのバッファー内の残
りのテキストにたいしては、RETと mouse-2のグローバル定義を利用可能なまま残すことができます。
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リンク上でのクリックにたいするEmacsの基本コマンドはmouse-2です。しかし他のグラフィカル
なアプリケーションとの互換性のために、ユーザーがマウスを動かさずに素早くリンクをクリックする
という条件の下で、Emacsはリンク上での mouse-1クリックも認識します。この振る舞いはユーザー
オプション mouse-1-click-follows-linkにより制御されます。Section “Mouse References”
in The GNU Emacs Manualを参照してください。

mouse-1-click-follows-linkにしたがうようにリンクをセットアップするには、(1) その
テキストに follow-linkテキストプロパティまたはオーバーレイプロパティを適用する、また
は (2)follow-linkイベントをキーマップ (keymapテキストプロパティを通じたメジャーモード
キーマップまたはローカルキーマップ) にバインドするかの、いずれかを行わなければなりません。
follow-linkプロパティの値、または follow-linkイベントにたいするバインディングはリンク
アクションにたいするコンディション (condition)として機能します。この条件は Emacsにたいし
て 2つのことを告げます。それは mouse-1のクリックがそのリンクの内側で発生したとみなすべき
状況、そして mouse-1のクリックを何に変換するかを告げるアクションコード (action code)を計
算する方法です。そのリンクのアクション条件は以下のうちの 1つです:

mouse-face

コンディションがシンボル mouse-faceの場合には、その位置に非 nilの mouse-face

プロパティがあればそれはリンク内側の位置。アクションコードは常に t。

以下は Infoモードが mouse-1を処理する例:
(define-key Info-mode-map [follow-link] 'mouse-face)

関数 コンディションが関数 funcの場合には、(func pos)が非 nilに評価されれば、位置 pos
はリンクの内側。funcがリターンする値はアクションコードとして機能する。

以下は pcvsがファイル名の上でのみ mouse-1によるリンクのフォローを有効にする方
法の例:

(define-key map [follow-link]

(lambda (pos)

(eq (get-char-property pos 'face) 'cvs-filename-face)))

その他 コンディション値がそれ以外の場合には、その位置はリンク内側であり、そのコンディ
ション自体がアクションコード。(バッファー全体に適用されないように)リンクテキス
トのテキストプロパティかオーバーレイプロパティを通じてコンディションを適用する
ときのみ、この類のコンディションを指定すべきなのは明確である。

アクションコードは mouse-1がリンクをフォローする方法を告げます:

文字列かベクター
アクションコードが文字列かベクターなら、mouse-1イベントは文字列かベクターの最
初の要素に変換される。つまり mouse-1クリックのアクションはその文字、またはシン
ボルのローカルかグローバルのバインディング。したがってアクションコードが"foo"

なら、mouse-1は f、[foo]なら mouse-1は fooに変換される。

その他 その他の非 nilのアクションコードでは、mouse-1イベントは同じ位置の mouse-2イベ
ントに変換される。

define-button-typeで定義されるボタンをアクティブにするように mouse-1を定義するには、
そのボタンに follow-linkプロパティを与えます。このプロパティの値は上述したリンクのアクショ
ンコンディションであるべきです。Section 39.19 [Buttons], page 1070を参照のこと。たとえば以
下はHelpモードが Mouse-1を処理する例です。

(define-button-type 'help-xref

'follow-link t
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'action #'help-button-action)

define-widgetで定義されたウィジェットに mouse-1を定義するには、そのウィジェットに
:follow-linkプロパティを与えます。このプロパティの値は、上述したようなリンクのアクション
コンディションであるべきです。たとえば以下は mouse-1クリックが RETに変換されるように link

ウィジェットを指定する方法の例です:
(define-widget 'link 'item

"An embedded link."

:button-prefix 'widget-link-prefix

:button-suffix 'widget-link-suffix

:follow-link "\C-m"

:help-echo "Follow the link."

:format "%[%t%]")

[Function]mouse-on-link-p pos
この関数はカレントバッファー内の位置 posがリンク上なら非 nilをリターンする。posは
event-startがリターンするようなマウスイベント位置でもよい (Section 21.7.13 [Accessing
Mouse], page 401を参照)。

32.19.9 フィールドの定義と使用

フィールドとはバッファー内にある連続する文字範囲であり、fieldプロパティ(テキストプロパティ
かオーバーレイプロパティ)に同じ値 (eqで比較)をもつことにより識別されます。このセクションで
はフィールドの操作に利用できるスペシャル関数を説明します。

フィールドはバッファー位置 posで指定します。各フィールドはバッファー位置の範囲を含むと考
えて、指定した位置はその位置を含むフィールドを表します。

posの前後の文字は同じフィールドに属し、どのフィールドが posを含むかという疑問はありませ
ん。それらの文字が属するフィールドがそのフィールドです。posがフィールド境界のときは、それ
がどのフィールドに属すかは、取り囲む 2つの文字の fieldプロパティの stickinessに依存します
(Section 32.19.6 [Sticky Properties], page 828を参照)。posに挿入されたテキストからプロパティ
が継承されたフィールドが posを含むフィールドです。

posに新たに挿入されたテキストが、いずれの側からも fieldプロパティを継承しない異常なケー
スがあります。これは前の文字の fieldプロパティが rear-stickyでなく、後の文字の fieldプロパ
ティが front-stickyでもない場合に発生します。このケースでは posは前後のフィールドいずれにも
属しません。フィールド関数はそれを、開始と終了が posであるような空フィールドに属するものと
して扱います。

以下のすべての関数では、posが省略か nilならポイントの値がデフォルトとして使用されます。ナ
ローイング (narrowing)が効力をもつ場合には、posはアクセス可能部分にあるはずです。Section 30.4
[Narrowing], page 767を参照してください。

[Function]field-beginning &optional pos escape-from-edge limit
この関数は posで指定されたフィールドの先頭をリターンする。

posが自身のフィールド先頭にあり、かつ escape-from-edgeが非 nilなら、pos周辺の field

プロパティの stickiness に関わらず、リターン値は常に posが終端であるような、前にある
フィールドの先頭になる。

limitが非 nilなら、それはバッファーの位置。そのフィールドの先頭が limitより前なら、か
わりに limitがリターンされるだろう。

[Function]field-end &optional pos escape-from-edge limit
この関数は posで指定されるフィールドの終端をリターンする。
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posが自身のフィールド終端にあり、かつ escape-from-edgeが非 nilなら、pos周辺の field

プロパティの stickinessに関わらず、リターン値は常に posが先頭であるような後のフィール
ドの終端になる。

limitが非 nilなら、それはバッファーの位置である。そのフィールドの終端が limitより後な
ら、かわりに limitがリターンされるだろう。

[Function]field-string &optional pos
この関数は posで指定されるフィールドのコンテンツを文字列としてリターンする。

[Function]field-string-no-properties &optional pos
この関数は posで指定されるフィールドのコンテンツを、テキストプロパティを無視して文字
列としてリターンする。

[Function]delete-field &optional pos
この関数は posで指定されるフィールドのテキストを削除する。

[Function]constrain-to-field new-pos old-pos &optional escape-from-edge
only-in-line inhibit-capture-property

この関数は new-posを old-posが属するフィールドに “拘束 (constrain)”する。言い換える
と、これは old-posと同じフィールド内で new-posにもっとも近い位置をリターンする。

new-posが nilなら、constrain-to-fieldはかわりにポイントの値を使用してポイントを
リターンすることに加えて、その位置にポイントを移動する。

old-posが 2つのフィールドの境界なら、許容できる最後の位置は引数 escape-from-edgeに依
存する。escape-from-edgeが nilなら、new-posは新たに文字が old-posが挿入されたときに
継承するであろう値と、fieldプロパティが等しいフィールドでなければならない。escape-
from-edgeが非 nilなら new-posは隣接する 2つのフィールド内のどこでも構わない。さらに
2つのフィールドが特別な値 boundaryにより他のフィールドで分割されている場合には、こ
のスペシャルフィールド内のすべてのポイントも境界上とみなされる。

引数なしの C-aコマンドのように、特別な種類の位置に後方へ移動して一度そこに留まるには、
おそらく escape-from-edgeにたいして nilを指定するべきであろう。フィールドをチェックす
る他の移動コマンドにたいしては、おそらく tを渡すべきである。

オプション引数 only-in-lineが非 nil、かつ new-posを通常の方法により拘束することにより
異なる行へ移動するような場合には、new-posは非拘束でリターンされる。これは next-line

や beginning-of-lineのような行単位の移動コマンドで、それらのコマンドが正しい行へ移
動できる場合のみフィールド境界を尊重するようにするために用いられる。

オプション引数 inhibit-capture-propertyが非 nil、かつ old-posがその名前の非 nilのプロ
パティをもつ場合には、すべてのフィールド境界は無視される。

変数inhibit-field-text-motionを非nil値にバインドすることにより、constrain-to-
fieldにすべてのフィールド境界を無視 (何者にも拘束されることがない)させることができる。

32.19.10 なぜテキストプロパティはインターバルではないのか

ユーザーにテキスト内のインターバル (訳注: 原文のインターバルは IT用語としては時間や距離など
の間隔を示す用語として用いれることが多いと思いますが、ここでは『範囲』を示す言葉として用い
られています。他の箇所で『範囲』と訳した range等とは異なる独自の概念なので、当該マニュアル
ではそのまま『インターバル』と記します)を指定させて、そのインターバルにプロパティを追加する
ために、バッファー内のテキストへの属性の追加をサポートするエディターがいくつかあります。そ
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れらのエディターはユーザーやプログラマーが個別にインターバルの開始と終了を決定することを許
可します。わたしたちはテキスト変更に関連する特定の逆説的振る舞いを避けるために、故意に異な
る種類のインターフェイスを Emacs Lisp内に提供しました。

複数のインターバルに細分化することが実際に意味をもつなら、それは特定のプロパティをもつ単
一のインターバルのバッファーと、同じテキストをもち両方が同じプロパティをもつ 2つのインター
バルに分割されたバッファーを区別できることを意味します。

インターバルを 1つだけもつバッファーがあり、その一部を killすることを考えてみてください。
そのそのバッファーに残されるのは 1つのインターバルであり、killリング (と undoリスト)内のコ
ピーは別個のインターバルになります。その killされたテキストを yankで戻すと、同じプロパティ
をもつ 2つのインターバルを得ることになります。したがって編集では 1つのインターバルと 2つの
インターバルの違いは保たれません。

テキスト挿入時に 2つのインターバルを結合することにより、この問題に “対応”したとします。
これはそのバッファーが元々単一のインターバルだったなら上手く機能します。しかしかわりに同じ
プロパティをもつ隣接する 2つのインターバルがあり、そのうちの 1つのインターバルからテキスト
を killして yankで戻すことを考えてみてください。あるケースを解決する同じインターバル結合機
能が、他のケースにおいては問題を引き起こすのです。この yank後にインターバルはただ 1つとなり
ます。繰り返します、編集では 1つのインターバルと 2つのインターバルの違いは保たれないのです。

インターバルの間の境界上へのテキスト挿入においても満足できる回答が存在しないような問題が
発生します。

しかし “バッファーにあるテキスト位置または文字列位置のプロパティは何か?”という形式の問
にたいして、編集が一貫した振る舞いをするようアレンジするのは簡単です。そこでわたしたちはこ
れらが合理的な唯一の問いであると判断したのです。わたしたちはインターバルの開始と終了の場所
を問うような実装をしませんでした。

実際には明白にインターバル境界であるような箇所では、通常はテキストプロパティ検索関数を使
用できます。可能であるならインターバルは常に結合されるとみなすことにより、それらがインター
バル境界を探すと考えることができます。Section 32.19.3 [Property Search], page 818を参照し
てください。

Emacsはプレゼンテーション機能として明示的なインターバルも提供します。Section 39.9 [Over-
lays], page 1001を参照してください。

32.20 文字コードの置き換え

以下の関数は文字コードにもとづいて指定されたリージョン内の文字を置き換えます。

[Function]subst-char-in-region start end old-char new-char &optional
noundo

この関数は startと endで定義されるカレントバッファーのリージョン内に出現する文字 old-
charを new-charに置き換える。

noundoが非 nilなら subst-char-in-regionは undo用に変更を記録せず、バッファーを
変更済みとマークしない。これは古い機能である選択的ディスプレイ (Section 39.7 [Selective
Display], page 996を参照)にとって有用だった。

subst-char-in-regionはポイントを移動せず nilをリターンする。

---------- Buffer: foo ----------

This is the contents of the buffer before.

---------- Buffer: foo ----------
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(subst-char-in-region 1 20 ?i ?X)

⇒ nil

---------- Buffer: foo ----------

ThXs Xs the contents of the buffer before.

---------- Buffer: foo ----------

[Command]translate-region start end table
この関数はバッファー内の位置 startと endの間の文字にたいして、変換テーブル (translation
table)を適用する。

変換テーブル tableは文字列か文字テーブル。(aref table ochar)は ocharに対応した変換
後の文字を与える。tableが文字列なら、tableの長さより大きいコードの文字はこの変更によ
り変更されない。

translate-regionのリターン値は、その変換により実際に変更された文字数。変換テーブル
内でその文字自身にマップされる文字は勘定に入らない。

32.21 レジスター

レジスター (register)とは、Emacs内の編集においてさまざまな異なる種類の値を保持できる一種の
変数です。レジスターはそれぞれ 1文字で命名されます。すべての ASCII文字、およびそれらのメタ
修飾された変種 (ただし C-gは例外)をレジスターの命名に使用できます。したがって利用可能なレジ
スター数は 255になります。Emacs Lispではレジスターは自身の名前となるその文字により指定さ
れます。

[Variable]register-alist
この変数は要素が (name .contents)という形式の alist。使用中の Emacsレジスターごと
に通常は 1つの要素が存在する。

オブジェクト nameはレジスターを識別する文字 (整数)。

レジスターの contentsには、いくつかのタイプがある:

数字 数字はそれ自身を意味する。insert-registerはレジスター内の数字を探して 10進数
に変換する。

マーカー マーカーはジャンプ先のバッファー位置を表す。

文字列 文字列の場合はレジスター内に保存されたテキスト。

矩形 (rectangle)
矩形は文字列のリストを表す。

(window-configuration position)

これは 1つのフレームにリストアされるウィンドウ構成、およびカレントバッファー内
のジャンプ先の位置を表す。

(frame-configuration position)

これはリストア用のフレーム構成とカレントバッファー内のジャンプ先の位置。

(file filename)
これは visitするファイルを表し、この値にジャンプすることによりファイル filename
を visitする。
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(file-query filename position)
これは visitするファイルとファイル内の位置を表す。この値にジャンプすることにより
ファイル filenameを visitしてバッファー位置 positionに移動する。このタイプの位置
をリストアすると、まずユーザーにたいして確認を求める。

このセクションの関数は特に明記しない限り予期せぬ値をリターンします。

[Function]get-register reg
この関数はレジスター regのコンテンツ、コンテンツがなければ nilをリターンする。

[Function]set-register reg value
この関数はレジスター regのコンテンツに valueをセットする。レジスターには任意の値をセッ
トできるが、その他のレジスター関数は特定のデータ型を期待する。リターン値は value。

[Command]view-register reg
このコマンドはレジスター regに何が含まれているかを表示する。

[Command]insert-register reg &optional beforep
このコマンドはカレントバッファーにレジスター regのコンテンツを挿入する。

このコマンドは通常は挿入したテキストの前にポイント、後にマークを配置する。しかしオプ
ションの第 2引数 beforepが非 nilならマークを前、ポイントを後に配置する。インタラクティ
ブな呼び出しでは、プレフィクス引数を与えることにより 2つ目の引数 beforepに nilを渡す
ことができる。

このコマンドはインタラクティブに呼び出された際には、デフォルトではテキストの後にポイ
ントを配置して、プレフィクス引数を与えるとこの反対の振る舞いを行う。

レジスターに矩形が含まれる場合には、その矩形はポイントの左上隅に挿入される。これはそ
のテキストがカレント行と、その下に続く行に挿入されることを意味する。

レジスターが保存されたテキスト (文字列)または矩形 (リスク)以外の何かを含む場合には、現
在のところは役に立つようなことは起きない。これは将来変更されるかもしれない。

[Function]register-read-with-preview prompt
この関数は prompt、およびもしかしたら既存レジスターとそのコンテンツをプレビュー
してレジスターの名前を読み取ってレジスター名をリターンする。このプレビューはユー
ザーオプション register-preview-delayと register-alistがいずれも非 nilなら、
register-preview-delayで指定された遅延の後に一時ウィンドウ内に表示される。このプ
レビューはユーザーが (たとえばヘルプ文字のタイプにより)ヘルプを要求した場合にも表示さ
れる。レジスター名を読み取るンタラクティブな関数には、この関数の使用を推奨する。

32.22 テキストの交換

以下の関数はテキストの一部を置き換えるために使用できます:

[Function]transpose-regions start1 end1 start2 end2 &optional leave-markers
この関数はバッファーの重複しない 2つの部分を交換する (重複する場合にはエラーをシグナ
ルする)。引数 start1と end1は一方の部分の両端、引数 start2と end2はもう一方の部分の両
端を指定する。

transpose-regionsは通常は置き換えたテキストにともないマーカーを再配置する。以前は
2つの置き換えたテキストのうちの一方の部分に位置していたマーカーは、その部分とともに
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移動されるので、それを挟む 2つの文字の新たな位置の間に留まることになる。しかし leave-
markersが非 nilなら、transpose-regionsはこれを行わず、すべてのマーカーを再配置せ
ずに残す。

32.23 バッファーテキストの置換

以下の関数を使用して、あるバッファーのテキストを他のバッファーのテキストで置き換えることが
できます:

[Command]replace-buffer-contents source &optional max-secs max-costs
この関数はバファー sourceのアクセス可能範囲でカレントバッファーのアクセス可能範囲を置
き換える。sourceはバッファーオブジェクトかバッファー名のいずれか。replace-buffer-
contentsが成功するとカレントバッファーのアクセス可能範囲のテキストは、バッファー source
のアクセス可能範囲のテキストと等しくなる。

この関数はバファー sourceのアクセス可能範囲でカこの関数はカレントバッファーのポイン
ト、マーカー、テキストプロパティ、オーバーレイをそのまま維持しようと試みる。この挙
動が好都合であるような潜在的なケースは外部コードをフォーマットするプログラムだろう。
これらは通常は再フォーマットしたテキストを一時的なバッファーかファイルに書き込んで、
delete-regionや insert-buffer-substringを使用することによりそれらのプロパティ
を削除する。しかし後者の組み合わせのほうが通常は高速である (Section 32.6 [Deletion],
page 785と Section 32.4 [Insertion], page 782を参照)。

これが機能するためには replace-buffer-contentsが元バッファーと sourceのコンテンツ
を比較する必要があり、これはバッファーが巨大で多数の差異が存在する場合にはコストがか
かる処理となる。replace-buffer-contentsの実行時間を制限するために、2つのオプショ
ン引数がある。

max-secsは秒単位のハードリミットを定義する。これが与えられて超過した場合には、
delete-regionおよび insert-buffer-substringにフォールバックする。

max-costsは差分計算の品質を定義する。このリミットを実際のコストが超過したら、次善だ
がより高速な発見的手法を使用する。デフォルト値は 1000000。

replace-buffer-contentsは非破壊的な置換ができれば tをリターンする。それ以外の場
合にはmax-secsを超過したら nilをリターンする。

[Function]replace-region-contents beg end replace-fn &optional max-secs
max-costs

この関数は与えられた replace-fnを使用して、begと endの間のリージョンを置換する。関数
replace-fnはカレントバッファーを指定されたリージョンにナローして実行される。リージョ
ンを置換する文字列またはバッファーのいずれかをリターンすること。

置換は上述の replace-buffer-contents (引数max-secs、max-costs、リターン値につい
ても記述あり)を使用して行われる。

注意: 置換物が文字列なら一時バッファーに配置されるので replace-buffer-contents

が処理することができる。したがってすでにバッファーに置換物がある場合には、
buffer-substringの類を使用して文字列に変換することは無意味である。

32.24 圧縮されたデータの処理

auto-compression-modeが有効なときは、Emacsは圧縮されたファイルを visitする際に自動的
に解凍して、それを変更して保存する際は自動的に再圧縮します。Section “Compressed Files” in
The GNU Emacs Manualを参照してください。
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上記の機能は外部の実行可能ファイル (例: gzip)を呼び出すことにより機能します。zlibライブ
ラリーを使用したビルトインの解凍サポートつきで Emacsをコンパイルすることもでき、これは外
部プログラムの実行に比べて高速です。

[Function]zlib-available-p
この関数はビルトイン zlib解凍が利用可能なら非 nilをリターンする。

[Function]zlib-decompress-region start end &optional allow-partial
この関数はビルトインの zlib解凍を使用して startと endの間のリージョンを解凍する。この
リージョンには gzipか zlibで圧縮されたデータが含まれていなければならない。この関数は成
功したらリージョンのコンテンツを解凍されたデータに置き換える。allow-partialが nilか省
略の場合に失敗すると、この関数はリージョンを変更せずに nilをリターンする。それ以外の
場合には解凍されなかったバイト数をリターンして、正常に解凍されたデータが何であれ、そ
れによりリージョンのテキストを置き換える。この関数はユニバイトバッファーでのみ呼び出
すことができる。

32.25 Base 64エンコーディング

Base64コードは 8ビットシーケンスをより長い ASCIIグラフィック文字シーケンスにエンコードす
るために email内で使用されます。これはインターネットRFC2045およびRFC4648でも定義され
ます 1。このセクションでは、このコードへの変換および逆変換を行う関数について説明します。

[Command]base64-encode-region beg end &optional no-line-break
この関数は begから endのリージョンを Base64コードに変換する。これはエンコードされた
テキストの長さをリターンする。リージョン内の文字がマルチバイトならエラーをシグナルする
(マルチバイトバッファーではリージョンには ascii、eight-bit-control、eight-bit-

graphicの文字以外は含まれてはならない)。

この関数は通常は行が長くなりすぎるのを防ぐために、エンコードされたテキストに改行を挿
入する。しかしオプション引数 no-line-breakが非 nilなら、これらの改行は追加されず出力
は長い単一の行となる。

[Command]base64url-encode-region beg end &optional no-pad
この関数は base64-encode-regionと同様だがRFC4648にしたがいBase64エンコーディ
ングの URLバリアントを実装する。エンコードされたテキストに改行を挿入しないので、出
力は 1行だけの長い行となる。

オプション引数 no-padは非 nilなら、この関数はパディング (=)を生成しない。

[Function]base64-encode-string string &optional no-line-break
この関数は文字列 stringを Base64コードに変換する。これはエンコードされたテキストを含
む文字列をリターンする。base64-encode-regionと同じように文字列内の文字がマルチバ
イトならエラーをシグナルする。

この関数は通常は行が長くなりすぎるのを防ぐためにエンコードされたテキストに改行を挿入
する。しかしオプション引数 no-line-breakが非 nilなら、これらの改行は追加されず結果と
なる文字列は長い単一の行となる。

1 RFC(Request for Commentsの略)とは標準を記述するナンバーが付与されたインターネット情報提
供ドキュメントです。RFCは通常は自身が先駆的に活動する技術エキスパートによって記述され、
伝統として現実的で経験主導で記述されます。
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[Function]base64url-encode-string string &optional no-pad
base64-encode-stringと同様だが Base64の URLバリアントを生成する。エンコードさ
れたテキストに改行を挿入しないので、結果は 1行だけの長い行となる。

オプション引数 no-padは非 nilなら、この関数はパディングを生成しない。

[Command]base64-decode-region beg end &optional base64url
この関数は begから endのリージョンの Base64コードを対応するデコードされたテキストに
変換する。これはデコードされたテキストの長さをリターンする。

デコード関数はエンコード済みテキスト内の改行文字を無視する。

オプション引数 base64urlが非 nilならパディングはオプションであり、Base64エンコーディ
ングのURLバリアントが使用される。

[Function]base64-decode-string string &optional base64url
この関数は文字列 stringを、Base64コードから対応するデコード済みテキストに変換する。
これはデコード済みテキストを含むユニバイトをリターンする。

デコード関数はエンコード済みテキスト内の改行文字を無視する。

オプション引数 base64urlが非 nilならパディングはオプションであり、Base64エンコーディ
ングのURLバリアントが使用される。

32.26 チェックサムとハッシュ

Emacsには暗号化ハッシュ(cryptographic hashes)計算用のビルトインのサポートがあります。暗号
化ハッシュ、またはチェックサム (checksum)とはデータ断片にたいするデジタルな指紋 (fingerprint)
であり、そのデータが変更されていないかチェックするために使用できます。

EmacsはMD5、SHA-1、SHA-2、SHA-224、SHA-256、SHA-384、SHA-512のような一般
的な暗号化ハッシュアルゴリズムをサポートします。これらのアルゴリズムのうちMD5はもっとも
古く、ネットワーク越しに転送されたメッセージの整合性をチェックするために一般的にはメッセー
ジダイジェスト (message digests)内で使用されています。MD5と SHA-1は ‘衝突耐性 (collision
resistant)をもたない (同じMD5または SHA-1のハッシュをもつ異なるデータ片を故意にデザイン
することが可能)ので、セキュリティに関連することに使用するべきではありません。セキュリティー
に関するアプリケーションでは SHA-2 (sha256や sha512)のような他のハッシュタイプを使用する
べきです。

[Function]secure-hash-algorithms
この関数は secure-hashが使用可能なアルゴリズムを表すシンボルのリストをリターンする。

[Function]secure-hash algorithm object &optional start end binary
この関数は objectにたいするハッシュをリターンする。引数 algorithmはどのハッシュを計算
するかを示すシンボルで md5、sha1、sha224、sha256、sha384、sha512のいずれか。引数
objectはバッファーまたは文字列であること。

オプション引数 startと endは、メッセージダイジェストを計算する object部分を指定する文
字位置。これらが nilか省略なら、object全体にたいしてハッシュを計算する。

引数 binaryが省略か nilなら、通常のLisp文字列としてハッシュのテキスト形式 (text form)
をリターンする。binaryが非 nilなら、ユニバイト文字列に格納されたバイトシーケンスとし
てハッシュのバイナリー形式 (binary form)をリターンする。

この関数は objectのテキストの内部表現 (Section 33.1 [Text Representations], page 854を
参照)からハッシュを直接計算しない。かわりにコーディングシステム (Section 33.10 [Coding



Chapter 32: テキスト 840

Systems], page 866を参照)を使用してテキストをエンコードして、そのエンコード済みテキ
ストからハッシュを計算する。objectがバッファーなら使用されているコーディングが、そのテ
キストをファイルに書き込むためのデフォルトとして選択される。objectが文字列ならユーザー
の好むコーディングシステムが使用される (Section “Recognize Coding” in GNU Emacs
Manualを参照)。

[Function]md5 object &optional start end coding-system noerror
この関数はMD5ハッシュをリターンする。これはほとんどの目的において、algorithm引数に
md5を指定して secure-hashを呼び出すのと等価であり半ば時代遅れである。引数の object、
start、endは secure-hashのときと同じ意味をもつ。

coding-systemが非 nilなら、それはテキストをエンコードするために使用するコーディング
システムを指定する。省略または nilなら、secure-hashと同様にデフォルトコーディングシ
ステムが使用される。

md5は通常は指定や選択されたコーディングシステムを使用してテキストをエンコードできな
ければエラーをシグナルする。しかし noerrorが非 nilなら、かわりに黙って raw-textコー
ディングシステムを使用する。

[Function]buffer-hash &optional buffer-or-name
buffer-or-nameのハッシュをリターンする。nilの場合のデフォルトはカレントバッファー。こ
の関数は secure-hashとは対照的にコーディングシステムとは無関係にバッファーの内部表現
にもとづいてハッシュを計算する。したがって同一のEmacs上で実行中の 2つのバッファーを比
較する際にのみ有用であり、異なるバージョンのEmacs間で同じハッシュをリターンする保証は
ない。これは巨大なバッファーにたいして secure-hashより幾分効果的であり、secure-hash
ほど多くのメモリーを割り当てないはずである。

32.27 GnuTLS暗号化

GnuTLSとともにコンパイルされていれば、Emacsはビルトインの暗号化サポートを提供します。
GnuTLSのAPI用語にしたがいダイジェスト (digests)、MAC(メッセージ認証符号)、共通鍵暗号
(symmetric ciphers)、認証付き暗号 (AEAD ciphers)のツールが利用できます。

ここで使用する IV(Initialization Vector: 初期化ベクトル)のような暗号化にある程度親しんで
いる必要のある用語は詳細には定義しません。GnuTLSライブラリーの用語や構造を理解する助けと
なる特定のドキュメントについては https://www.gnutls.org/を参照してください。

32.27.1 GnuTLS暗号化入力のフォーマット

GnuTLS暗号化関数への入力は Emacs Lispのプリミティブかリストのいずれかにより、複数の方
法で指定できます。

現在のところリストの形式は md5と secure-hashが動作する方法に似ています。

バッファー 入力として単にバッファーを渡すとバッファー全体が使用されることを意味する。

文字列 文字列は入力として直接使用される。(他のほとんどの Emacs Lisp関数とは異なり)関
数の処理後に機密データ漏洩の機会を減少させるために関数が文字列を変更するかもし
れない。

(buffer-or-string start end coding-system noerror)

これは上述のようにバッファーか文字列を指定するが、オプションで startと endで範囲
を指定できる。
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加えて必要ならオプションで coding-systemを指定できる。

最後のオプションのアイテム noerrorは指定もしくは選択されたコーディングシステムを
使用してテキストをエンコードできない際の通常のエラーをオーバーライドする。noerror
が非 nilなら関数は暗黙に raw-textコーディングシステムをかわりに使用する。

(iv-auto length)

これはGnuTLSの GNUTLS_RND_NONCEジェネレーターを使用して指定した長さのラン
ダムな IV(Initialization Vector: 初期化ベクトル)を生成、それを関数に渡す。これに
よって IVが予測不可能となり、かつ同一セッション内での再利用があり得なくなること
が保証される。IVの実際の値は下記のように関数によってリターンされる。

32.27.2 GnuTLS暗号化関数

[Function]gnutls-digests
この関数はGnuTLSダイジェストアルゴリズムの alistをリターンする。

各エントリーはアルゴリズムを表すキーとアルゴリズムの内部的な詳細を表す plist をもつ。
plistは結果となるダイジェストのバイトサイズを示す:type gnutls-digest-algorithm、
および:digest-algorithm-length 64のキーももつだろう。

GnuTLS MACとダイジェストアルゴリズムの間には類似した名前が存在するが、これらは内
部的には別物であり混在させるべきではない。

[Function]gnutls-hash-digest digest-method input
digest-methodは gnutls-digests由来の完全な plist、単なるシンボルキー、またはシンボ
ル名の文字列でもよい。

inputはバッファー、文字列、もしくは他の方法 (Section 32.27.1 [Format of GnuTLS Cryp-
tography Inputs], page 840を参照)でも指定できる。

この関数はエラー時には nil、digest-methodか inputが無効なら Lispエラーをシグナルす
る。成功時にはバイナリー文字列 (出力)と使用される IVのリストをリターンする。

[Function]gnutls-macs
この関数はGnuTLS MACアルゴリズムの alistをリターンする。

各エントリーはアルゴリズムを表すキーとアルゴリズムの内部的な詳細を表す plist を
もつ。この plist は結果となるハッシュ、キー、ナンスのバイトサイズを示すキー:type

gnutls-mac-algorithm、:mac-algorithm-length、:mac-algorithm-keysize、
:mac-algorithm-noncesize

現在のところナンスは使用されておらず、いくつかのMACでのみサポートされる。

GnuTLS MACとダイジェストアルゴリズムの間には類似した名前が存在するが、これらは内
部的には別物であり混在させるべきではない。

[Function]gnutls-hash-mac hash-method key input
hash-methodは gnutls-macs由来の完全な plist、単なるシンボルキー、またはシンボル名
の文字列でもよい。

keyはバッファー、文字列、あるいは他の方法 (Section 32.27.1 [Format of GnuTLS Cryp-
tography Inputs], page 840を参照)でも指定できる。keyが文字列なら使用後に消去される。

inputはバッファー、文字列、もしくは他の方法 (Section 32.27.1 [Format of GnuTLS Cryp-
tography Inputs], page 840を参照)でも指定できる。
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この関数はエラー時には nil、hash-methodや key、inputが無効なら Lispエラーをシグナ
ルする。

成功時にはバイナリー文字列 (出力)と使用される IVをリターンする。

[Function]gnutls-ciphers
この関数はGnuTLS暗号のリストをリターンする。

各エントリーは暗号を表すキーとそのアルゴリズムに関する内部的な詳細を表す plist をも
つ。この plist は:type gnutls-symmetric-cipher、および AEAD 機能を示すために
nilか tにセットされたキー:cipher-aead-capable、さらにタグ、結果データのブロック
サイズ、キー、IV のバイトサイズを示すキー:cipher-tagsize、:cipher-blocksize、
:cipher-keysize :cipher-ivsizeももつ。

[Function]gnutls-symmetric-encrypt cipher key iv input &optional aead auth
cipherは gnutls-ciphers由来の完全な plist、単なるシンボルキー、またはシンボル名の文
字列でもよい。

keyはバッファー、文字列、あるいは他の方法 (Section 32.27.1 [Format of GnuTLS Cryp-
tography Inputs], page 840を参照)でも指定できる。keyが文字列なら使用後に消去される。

iv、input、およびオプションの aead authはバッファー、文字列、または他の方法
(Section 32.27.1 [Format of GnuTLS Cryptography Inputs], page 840を参照)でも指
定できる。

aead authは AEAD 暗号、すなわち plist が:cipher-aead-capable tをもつ暗号でのみ
チェックされて、他では無視される。

この関数エラー時には nil、cipherや key、ivや inputが無効だったり、AEAD 暗号で
aead authが指定されてそれが無効な場合には Lispエラーをシグナルする。

成功時にはバイナリー文字列 (出力)と使用される IVをリターンする。

[Function]gnutls-symmetric-decrypt cipher key iv input &optional aead auth
cipherは gnutls-ciphers由来の完全な plist、単なるシンボルキー、またはシンボル名の文
字列でもよい。

keyはバッファー、文字列、あるいは他の方法 (Section 32.27.1 [Format of GnuTLS Cryp-
tography Inputs], page 840を参照)でも指定できる。keyが文字列なら使用後に消去される。

iv、input、およびオプションの aead authはバッファー、文字列、または他の方法
(Section 32.27.1 [Format of GnuTLS Cryptography Inputs], page 840を参照)でも指
定できる。

aead authは AEAD 暗号、すなわち plist が:cipher-aead-capable tをもつ暗号でのみ
チェックされて、他では無視される。

この関数は解読エラー時には nil、cipherや key、ivや inputが無効だったり、AEAD暗号で
指定された aead authが無効な場合には Lispエラーをシグナルする。

成功時にはバイナリー文字列 (出力)と使用される IVをリターンする。

32.28 HTMLとXMLの解析

ビルトインの libxml2サポートつきで Emacsをコンパイルできます。

[Function]libxml-available-p
この関数はビルトイン libxml2サポートが利用可能なら非 nilをリターンする。
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libxml2サポートが利用可能なら、HTMLやXMLのテキストをLispオブジェクトツリーにパー
スするために以下の関数を利用できます。

[Function]libxml-parse-html-region start end &optional base-url
discard-comments

この関数は startと endの間のテキストを HTML としてパースして、HTML パースツリー
(parse tree)を表すリストをリターンする。これは構文誤りにたいして強力に対処することに
より、現実世界のHTMLの処理を試みる。

オプション引数 base-urlが非 nilなら、それはリンク内に出現する相対URLにたいするベー
スURLを指定する文字列であること。

オプション引数 discard-commentsが非 nilなら、すべてのトップレベルのコメントを破棄す
る (この引数は時代遅れであり Emacsの将来のバージョンで削除されるだろう。コメントの削
除にはパース関数の呼び出し前にデータにユーティリティ関数 xml-remove-commentsを使用
すること)。

パースツリー内では各 HTMLノードは 1つ目の要素がノード名を表すシンボル、2つ目の要
素がノード属性の alist、残りの要素はサブノードであるようなリストにより表される。

以下の例でこれを示す。以下の (不正な)HTMLドキュメントを与えると:

<html><head></head><body width=101><div class=thing>Foo<div>Yes

libxml-parse-html-region呼び出しにより以下のDOM (document object model)がリ
ターンされる:

(html nil

(head nil)

(body ((width . "101"))

(div ((class . "thing"))

"Foo"

(div nil

"Yes"))))

[Function]shr-insert-document dom
この関数は dom内のパース済み HTML をカレントバッファー内に描画する。引数 domは
libxml-parse-html-regionで生成されるようなリストであること。この関数はたとえば
The Emacs Web Wowser Manualにより使用される。

[Function]libxml-parse-xml-region start end &optional base-url
discard-comments

この関数は libxml-parse-html-regionと同様だが、HTMLではなくXML(構文について
より厳格)としてテキストをパースする点が異なる。

32.28.1 ドキュメントオブジェクトモデル

libxml-parse-html-region (およびその他のXMLパース関数)がリターンするDOMはツリー構
造です。このツリー構造ではそれぞれのノードがノード名 (タグ (tag)と呼ばれる)をもち、オプショ
ンで key/value値からなる属性 (attribute) リスト、その後に子ノード (child nodes) が続きます。
子ノードは文字列か DOMオブジェクトのいずれかです。

(body ((width . "101"))

(div ((class . "thing"))

"Foo"
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(div nil

"Yes")))

[Function]dom-node tag &optional attributes &rest children
この関数はタイプ tagの DOMノードを作成する。もし attributesが与えられたら、それは
key/valueペアのリストであること。もし childrenが与えられたら、それは DOMノードであ
ること。

この構造を処理するために以下の関数を使用できます。それぞれの関数はDOMノードかノードの
リストを受け取ります。後者の場合には、そのリストの最初のノードだけが使用されます。

シンプルなアクセサー

dom-tag node

ノードのタグ (“ノード名”とも呼ばれる)をリターンする。

dom-attr node attribute

ノードの属性の値をリターンする。以下は一般的な使用例：

(dom-attr img 'href)

=> "https://fsf.org/logo.png"

dom-children node

ノードのすべての子をリターンする。

dom-non-text-children node

ノードのすべての非文字列の子をリターンする。

dom-attributes node

ノードの属性の key/valueペアのリストをリターンする。

dom-text node

ノードのすべてのテキスト的な要素を連結された文字列としてリターンする。

dom-texts node

ノードのすべてのテキスト的な要素、およびノードのすべての子のテキスト的な要素を、
連結された文字列として再帰的にリターンする。この関数はテキスト的な要素の間に挿
入するオプションのセパレーターも受け取る。

dom-parent dom node

dom内での nodeの親をリターンする。

dom-remove dom node

domから nodeを削除する。

以下は DOMを変更するための関数です。

dom-set-attribute node attribute value

ノードの attributeに valueをセットする。

dom-append-child node child

nodeの最後の子として childを追加する。

dom-add-child-before node child before

nodeの子リストのノード beforeの前に childを追加する。beforeが nilなら、childが
最初の子になる。
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dom-set-attributes node attributes

ノードのすべての属性を新たな key/valueリストに置き換える。

以下はDOM内の要素を検索する関数です。これらはマッチしたノードのリストをリターンします。

dom-by-tag dom tag

dom内のタイプが tagのすべてのノードをリターンする。典型的な使用例は:

(dom-by-tag dom 'td)

=> '((td ...) (td ...) (td ...))

dom-by-class dom match

dom内のクラス名が正規表現matchにマッチするすべてのノードをリターンする。

dom-by-style dom style

dom内のスタイルが正規表現matchにマッチするすべてのノードをリターンする。

dom-by-id dom style

dom内の IDが正規表現matchにマッチするすべてのノードをリターンする。

dom-search dom predicate

predicateが非 nil値をリターンした dom内のすべてのノードをリターンする。predi-
cateはテストされるノードをパラメーターとして呼び出される。

dom-strings dom

dom内のすべての文字列をリターンする。

ユーティリティ関数:

dom-pp dom &optional remove-empty

ポイント位置のdomにたいしてプリティプリント (pp: 優雅なプリント)を行う。remove-
emptyなら空白文字だけを含むテキスト的ノードはプリントしない。

32.29 JSON値の解析と生成

JSON (JavaScript Object Notation)のサポートつきで Emacsをコンパイルした場合には、Lisp
オブジェクトと JSON値との間で変換を行う関数がいくつか提供されます。任意の JSON値を Lisp
オブジェクトに変換できますが、その逆は成り立ちません。具体的には:

• JSONは true、null、falseという 3つのキーワードを使用する。trueはシンボル tを表す。
デフォルトでは残り 2つのキーワードはそれぞれシンボル:null、:falseで表される。

• JSONには浮動小数点数しかない。これらは Lisp整数と Lisp浮動小数点数の両方を表すこと
ができる。

• JSON文字列は常にUTF-8でエンコードされたUnicode文字列になる。Lisp文字列は非Uni-
code文字を含むことができる。

• JSONのシーケンス型は配列のみ。JSON配列は Lispベクターを使用して表される。

• JSONのマップ型はオブジェクトのみ。JSONオブジェクトは Lispのハッシュテーブル、alist、
plistsを使用して表される。alistや plistが同じキーで複数の要素を含む際には、Emacsは assq

の挙動にしたがいシリアライズに最初の要素だけを使用する。

alist と plist の両方で有効な nilは、空の JSON オブジェクト{}を表すことに注意してください。
nullや false、空の配列は JSONではすべて異なる値です。
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JSONで何らかの Lispオブジェクトを表現できなければ、シリアライゼーション関数はタイプ
wrong-type-argumentのエラーをシグナルします。パース関数も以下のエラーをシグナルする可能
性があります:

json-end-of-file

入力テキストの早すぎる終端に遭遇した際にシグナルされる。

json-trailing-content

パース済みの最初の JSONオブジェクトの後で予期せぬ入力に遭遇した際にシグナルさ
れる。

json-parse-error

無効な JSON構文に遭遇した際にシグナルされる。

JSONにシリアライズできるのはトップレベルの値 (配列およびオブジェクト)だけです。任意の
タイプがこれらのトップレベル値のサブオブジェクトになることができます。同様にパース関数はベ
クター、ハッシュテーブル、alist、plistだけをリターンします。

[Function]json-serialize object &rest args
この関数は objectの JSON表現を含む Lisp文字列を新たにリターンする。引数 argsはキー
ワード/引数のペアからなるリスト。以下のキーワードが可能:

:null-object

値は JSONキーワードの nullを表すために使用する Lispオブジェクトを決定
する。デフォルトはシンボル:null。

:false-object

値は JSONキーワードの falseを表すために使用する Lispオブジェクトを決定
する。デフォルトはシンボル:false。

[Function]json-insert object &rest args
このコマンドはカレントバッファーのポイントの前に objectの JSON表現を挿入する。引数
argsは json-parse-stringの場合と同様に扱われる。

[Function]json-parse-string string &rest args
この関数は string (Lisp文字列でなければならない)内の JSON値をパースする。stringに有
効な JSONオブジェクトが含まれていなければ、この関数は json-parse-errorエラーをシ
グナルする。

引数 argsはキーワード/引数のペアのリスト。以下のキーワードが許されている:

:object-type

値は JSONオブジェクトのキーと値のマッピングを表現するために使用するLisp
オブジェクトを決定する。文字列をキーとするハッシュテーブル hash-table (デ
フォルト)、シンボルをキーとする alistを使用する alist、キーワードシンボル
をキーとする plistを使用する plistのいずれかが可能。

:array-type

値は JSON配列の表現に使用する Lispオブジェクトを決定する。Lisp配列を使
用する array (デフォルト)、またはリストを使用する listのいずれかが可能。

:null-object

値は JSONキーワードの nullを表すために使用する Lispオブジェクトを決定
する。デフォルトはシンボル:null。
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:false-object

値は JSONキーワードの falseを表すために使用する Lispオブジェクトを決定
する。デフォルトはシンボル:false。

[Function]json-parse-buffer &rest args
この関数はカレントバッファーのポイント位置の文字列から、次の JSON値を読み取る。値
に有効な JSON オブジェクトが含まれていれば値の直後にポイントを移動、それ以外なら
json-parse-errorエラーをシグナルしてポイントは移動しない。引数 argsは json-parse-

stringの場合と同様に解釈される。

32.30 JSONRPCによる対話

jsonrpcライブラリーは https://www.jsonrpc.org/に記載された JSONRPC仕様を実装します。
JSONRPCはその名前が示すように、Lispとの間で相互に変換可能な JSONオブジェクトを中心に
設計された、遠隔手続呼出 (Remote Procedure Call)のための汎用プロトコルです。

32.30.1 概観

spec (https://www.jsonrpc.org/)から引用すると JSONRPCは、"同一プロセス、ソケットや
http、多くのさまざまなメッセージパッシング環境において使用可能という概念においてトランスポー
ト非依存"です。

この非依存性をモデル化するために、jsonrpcライブラリーはリモートの JSONのエンドポイント
への接続の表現に jsonrpc-connectionクラスのオブジェクトを使用します (Emacsのオブジェクト
システムの詳細はEIEIOを参照)。これはオブジェクト指向の現代的な用語では “抽象的 (abstract)”
なクラス、すなわち有用な接続オブジェクトの実クラスは常に jsonrpc-connectionのサブクラス
になります。それにも関わらず、jsonrpc-connectionクラスを中心に 2つのAPIを個別に定義で
きます。

1. JSONRPCアプリケーション構築用のユーザーインターフェース

このシナリオでは JSONRPC アプリケーションは jsonrpc-connectionの具象サブクラス
を選択して、make-instanceを使用することによりサブクラスのオブジェクト作成を行う。
JSONRPC アプリケーションはリモートのエンドポイントとの対話を開始するために、関数
jsonrpc-notify、jsonrpc-request、および/または jsonrpc-async-requestにこのオ
ブジェクトを渡す。一般的には非同期に到達するリモートで開始された対話を処理するために、
インスタンス化には:request-dispatcherと:notification-dispatcherの初期化引数
(initarg)を含める必要があり、これらはいずれも接続オブジェクト、リモートで呼び出された
JSONRPC メソッドを命名するシンボル、JSONRPC の paramsオブジェクトという 3 つの
引数を受け取る関数である。

:request-dispatcherとして渡された関数は、ローカルのエンドポイントからのリプライ (こ
の場合では構築するプログラム)を除いた、リモートのエンドポイントのリクエストを処理する
役目を担う。その関数の内部では局所的なリターン (通常のリターン)と非局所的なリターン (エ
ラーによるリターン)が起こり得る。局所的なリターン値は JSONとしてシリアライズ可能な
Lispオブジェクトでなければならない (Section 32.29 [Parsing JSON], page 845を参照)。こ
れは成功レスポンスを決定するとともに、オブジェクトは JSONRPCの resultオブジェクト
としてサーバーにフォワードされる。関数 jsonrpc-errorの呼び出しにより達成される非局所
的なリターンは、エラーレスポンスをサーバーに送信する。JSONRPCの errorに付随する詳
細には、jsonrpc-errorに渡されるものすべてが含まれる。他のタイプの予期せぬエラーから
トリガーされた非局所的なリターンでも、( debug-on-errorをセットしていなければ)エラー
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レスポンスを送信して、この場合には Lisp デバッガが呼び出される。Section 18.1.1 [Error
Debugging], page 297を参照のこと。

2. JSONRPCトランスポート実装構築用の継承インターフェース

このシナリオでは基盤として異なるトランスポートストラテジーを実装するために
jsonrpc-connectionをサブクラス化する (サブクラス化する方法についての詳細は Section
“Inheritance” in eieioを参照)。その後にアプリケーション構築インターフェースのユーザー
は、( make-instance関数を使用して)その具象クラスのオブジェクトをインスタンス化して、
そのストラテジーを使用して JSONRPCエンドポイントに接続できる。

このAPIには必須部分とオプション部分がある。

ユーザーが JSONRPCコンタクト (通知やリクエスト)を開始したり、エンドポイントにリプラ
イできるようにするためには、そのサブクラスは jsonrpc-connection-sendメソッドを実装
しなければならない。

同様に 3種類のリモートコンタクト (リクエスト、通知、ローカルリクエストへの応答)を処理
するために、トランスポート実装はワイヤー (wire: 通信ライン)上への新たな JSONRPCメッ
セージの通知後に、(その"ワイヤー"が何であれ)関数 jsonrpc-connection-receiveが呼び
出されるように計らわなければならない。

最後にオプジョンとして jsonrpc-shutdownメソッドと jsonrpc-running-pメソッドの概念
をトランスポートに適用する場合には、jsonrpc-connectionサブクラスはそれらのメソッド
を実装する必要がある。それらを行う場合には、ワイヤー上でメッセージをリッスン (listen)す
るために使用するシステムリソース (プロセス、タイマー等)は jsonrpc-shutdownで解放する
必要がある (それらのリソースは jsonrpc-running-pが非 nilの間だけ必要なはずなので)。

32.30.2 プロセスベースの JSONRPC接続

jsonrpcライブラリーには利便性のために、ローカルサブプロセス (標準入力と標準出力を使用)
や TCP ホスト (ソケットを使用)、または Emacs のプロセスオブジェクトが表現可能な他のリ
モートのエンドポイント (Chapter 38 [Processes], page 936 を参照) と対話可能なビルトインの
jsonrpc-process-connectionトランスポート実装が付属しています。

このトランスポートを使用することにより JSONRPCメッセージはワイヤー上にプレーンテキス
トとしてエンコードされて、“Content-Length”のように何らかの基本的なHTTPスタイルのエン
ベロープヘッダーが前置されます。

この JSONRPC最上層のトランスポートスキームを使用したアプリケーションの例は、Language
Server Protocol (https://microsoft.github.io/language-server-protocol/
specification)を参照してください。

:request-dispatcherと:notification-dispatcherという必須の初期化引数 (initarg)に
加えて、jsonrpc-process-connectionクラスのユーザーは make-instanceへのキーワード/値
ペアとして以下の初期化引数を渡す必要があります:

:process 値は生きたプロセスオブジェクト、またはそのようなオブジェクトを生成する引数のな
い関数でなければならない。プロセスオブジェクトを渡された場合には、そのオブジェ
クトには事前に確立された接続が含まれていることが期待される。それ以外の場合には、
オブジェクトの作成直後に関数が呼び出される。

:on-shutdown

値は jsonrpc-process-connectionオブジェクトを単一の引数とする関数でなけれ
ばならない。この関数は背後にあるプロセスオブジェクトの削除 (jsonrpc-shutdown
による故意の削除、または何らかの外部要因による予期せぬ削除)の後に呼び出される。
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32.30.3 JSONRPCの JSONオブジェクトフォーマット

JSONRPCの JSONと Lispの plist(Section 5.9 [Property Lists], page 92を参照)は交換するこ
とができます。JSON互換の plistをディスパッチャ関数に渡したり、同様に JSON互換の plistを
jsonrpc-notify、jsonrpc-request、jsonrpc-async-requestに渡すことができます。

plist処理を容易にするために、このライブラリーは cl-libライブラリー (Common Lisp Ex-
tensions for GNU Emacs Lisp を参照)の積極的に使用しており、そのクライアントにたいしても
これを同じように提案します (強制ではない)。以下の例のように JSONオブジェクトの非構造化用
lambdaの作成にはマクロ jsonrpc-lambdaを使用できます:

(jsonrpc-async-request

myproc :frobnicate `(:foo "trix")

:success-fn (jsonrpc-lambda (&key bar baz &allow-other-keys)

(message "Server replied back with %s and %s!"

bar baz))

:error-fn (jsonrpc-lambda (&key code message _data)

(message "Sadly, server reports %s: %s"

code message)))

32.30.4 遅延された JSONRPCリクエスト

多くの RPC状況下において、対話中の 2つのエンドポイント間での同期は、RPCアプリケーション
を正しくデザインするために問題となります。同期が必要な際にはリクエスト (ブロックする)、不必
要なら通知で十分です。しかしこれらのエンドポイントのいずれかで Emacsが動作している際には
リモートエンドポイントの状態に不確実性が依然として残っているので、(タイマーやプロセスに関連
する)非同期イベントがトリガーされる可能性があります。さらにこれらのイベントへの対応では、イ
ベント固有の性質により、同期の要求が限定されるかもしれません。

jsonrpc-requestや jsonrpc-async-requestにたいするキーワード引数:deferredは特定
のリクエストに同期が必要なことを呼び出し側が示せるようにして、リクエストの実際の発行は何ら
かの条件が満足されるまで遅延できるようにデザインされています。あるリクエストへの:deferred

指定はリクエストが遅延されるのではなく、遅延される可能性があることを意味します。リクエスト
が即座に送信されなければ、エンドポイントにたいして他のメッセージの受信や送信を行う際のよう
に、通信中の特定タイミングで jsonrpcはリクエストを送る新たな試みを行います。

リクエストを送信するすべての試みの前にアプリケーション固有の条件がチェックされます。
jsonrpcライブラリーがこれらの条件を知ることはできないので、それらを指定するためにプログラ
ムはジェネリック関数 jsonrpc-connection-ready-pを使用できます (Section 13.8 [Generic
Functions], page 223を参照)。この関数のデフォルトメソッドは tをリターンしますが、これをオー
バーライドして渡された引数 ( jsonrpc-connectionオブジェクト。Section 32.30.1 [JSONRPC
Overview], page 847を参照)とキーワード引数:deferredとして渡されたすべて値にもとづいて
nilをリターンするメソッドを追加できます。

32.31 グループのアトミックな変更

データベース用語においてのアトミック (atomic: 原子的、不可分)な変更とは、全体として成功か失
敗をすることはできるが、部分的にはできない個別の変更のことです。Lispプログラムは単一もしく
は複数のバッファーにたいする一連の変更をアトミック変更グループ (atomic change group)にす
ることができます。これはその一連の変更全体がそれらのバッファーに適用されるか、またはエラー
の場合は何も適用されないかの、いずれかであることを意味します。
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すでにカレントであるような単一のバッファーにたいしてこれを行うには、以下のように単に変更
を行うコードの周囲に atomic-change-groupの呼び出しを記述します:

(atomic-change-group

(insert foo)

(delete-region x y))

atomic-change-groupの body内部でエラー (またはその他の非ローカル exit)が発生した場合に
は、その bodyの実行の間にそのバッファーでのすべての変更が行われなかったことになります。こ
の類の変更グループは他のバッファーには影響を与えず、それらのバッファーにたいする変更はその
まま残されます。

さまざまなバッファー内で行った変更から 1つのアトミックグループを構成する等、より複雑な何
かを必要とする場合には、atomic-change-groupが使用する、より低レベルな関数を直接呼び出さ
なければなりません。

[Function]prepare-change-group &optional buffer
この関数は buffer (デフォルトはカレントバッファー)にたいする変更グループをセットアップ
する。これはその変更グループを表す handleをリターンする。変更グループを activateした
り、その後でそれを完了するためにはこの handleを使用しなければならない。

変更グループを使用するためには、それを activate(アクティブ化)しなければなりません。これ
は bufferのテキストを変更する前に行わなければなりません。

[Function]activate-change-group handle
これは handleが指定する変更グループを activeにする。

変更グループを activateした後には、そのバッファー内で行ったすべての変更は変更グループの一
部となります。そのバッファー内で目論んでいたすべての変更を行ったら、変更グループを finish(完
了)しなければなりません。すべての変更を受け入れる (確定する)か、すべてをキャンセルするとい
う 2つの方法により、これを行うことができます。

[Function]accept-change-group handle
この関数は handleにより指定される変更グループ内のすべての変更にたいして、finalizeする
ことにより変更を受け入れる。

[Function]cancel-change-group handle
この関数は handleにより指定される変更グループ内のすべての変更をキャンセルして undo
する。

undo-amalgamate-change-groupを使用すれば、いくつか、あるいはすべての変更を undoコ
マンド (Section 32.9 [Undo], page 794を参照)の対象として単一の単位とみなせる変更グループに
することができます。

[Function]undo-amalgamate-change-group
handleにより識別される状態以降にお子なわれた変更グループへの変更をすべてまとめる。こ
の関数は handleにより記述された状態以降の変更にたいするアンドゥレコード間のアンドゥ境
界すべてを削除する。handleは通常は prepare-change-groupがリターンしたハンドルであ
り、この場合には変更先頭以降のすべての変更は、単一のアンドゥ単位にまとめられる。
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グループが常に確実に finish されるようにするために、コードでは unwind-protectを使用
するべきです。activate-change-groupの呼び出しは、実行直後にユーザーが C-gをタイプ
する場合に備えて unwind-protect内部にあるべきです (これが prepare-change-groupと
activate-change-groupが別関数となっている 1つの理由。なぜなら通常は unwind-protect開
始前に prepare-change-groupを呼び出すであろうから)。グループを一度 finish したら、その
handleを再度使用してはなりません。特に同じ変更グループを 2回 finishしないでください。

複数バッファー変更グループ (multibuffer change group)を作成するためには、カバーしたい
バッファーそれぞれで prepare-change-groupを一度呼び出してから、以下のようにリターン値を
結合するために nconcを使用してください:

(nconc (prepare-change-group buffer-1)

(prepare-change-group buffer-2))

その後は 1回の activate-change-group呼び出しで複数変更グループをアクティブにして、1
回の accept-change-groupか cancel-change-group呼び出しでそれを finishしてください。

同一バッファーにたいするネストされた複数の変更グループ使用は、あなたが期待するであろう通
りに機能します。同一バッファーにたいするネストされていない変更グループの使用によりEmacsが
混乱した状態になるので、これが発生しないようにしてください。与えられた何らかのバッファーに
たいして最初に開始した変更グループは最後に finishする変更グループです。

32.32 フックの変更

以下のフック変数によりバッファー (これらをバッファーローカルにした場合には特定のバッファー)
での変更にたいして、通知を受け取るようにアレンジすることができます。テキストの特定部分にた
いする変更の検出方法については Section 32.19.4 [Special Properties], page 821も参照してくだ
さい。

これらのフック内で使用する関数は、もしそれらが正規表現を使用して何かを行う場合にはマッチ
したデータの保存とリストアを行うべきです。さもないとそれらが呼び出す編集処理に奇妙な方法で
干渉するでしょう。

[Variable]before-change-functions
この変数はEmacsがバッファー変更を行おうとする際に呼び出す関数のリストを保持する。各
関数は変更されようとするリージョンの先頭と終端を整数で表す 2つの引数を受け取る。変更
されようとするバッファーは関数の呼び出しの際には常にカレントバッファーである。

[Variable]after-change-functions
この変数は Emacsがバッファー変更を行った後に呼び出す関数のリストを保持する。各関数
は正に変更されたリージョンの先頭と終端、およびその変更前に存在したテキストの長さとい
う 3つの引数を受け取る。これら 3つの変数は、すべて整数。変更されたバッファーは関数の
呼び出しの際には常にカレントバッファーである。

古いテキストの長さは、変更される前のテキストでのテキストの前後のバッファー位置の差で
与えられる。変更されたテキストでは、その長さは単に最初の 2つの引数の差で与えられる。

これらの関数は*Messages*バッファーへのメッセージの出力では呼び出されず、特定の処理用に
Emacsが作成する内部的なバッファーのような Lispプログラムからは可視であるべきではないバッ
ファーへの変更でも呼び出されません。

バッファーを変更するプリミティブのほとんどは、バランスされたカッコ内でのそれぞれの変更にた
いして before-change-functionsと after-change-functionsを 1回呼び出し、これらのフッ
クにたいする引数は行われた変更を正確に区切ります。しかしフック関数は常にこのように行われると信
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頼すべきではありません。なぜなら複雑なプリミティブのいくつかは変更を行う前にbefore-change-

functionsを呼び出してから、プリミティブが行なった個別の変更の数にもとづいてafter-change-

functionsを 0回以上呼び出すからです。これが発生した場合には、before-change-functions
の引数は個別の変更が行われたリージョンを囲むでしょうが、そのようなリージョンが最小である必
要はなく、連続した after-change-functions呼び出しそれぞれにたいする引数は変更されたテキ
スト部分を正確に区切るでしょう。一般的には、before-changeか after-changeのいずれかのフック
を使用して、両方は使用しないことを推奨します。

[Macro]combine-after-change-calls body. . .
このマクロは普通に bodyを実行するが、もしそれが安全なように見えるなら一連の複数の変
更にたいして正に一度、after-change関数を呼び出すようにアレンジする。

そのバッファーの同じ領域内でプログラムが複数のテキスト変更を行う場合には、その部分の
プログラムの周囲でマクロ combine-after-change-callsを使用することにより、after-
changeフック使用中の実行がかなり高速になり得る。after-changeフックが最終的に呼び出
される際には、その引数は combine-after-change-callsの body内で行われたすべての
変更にたいして含むバッファーの範囲を指定する。

警告: フォーム combine-after-change-callsの body内で after-change-functions

の値を変更してはならない。

警告: 組み合わされた変更がバッファーの広い範囲に点在してに出現する場合でも、これは依
然として機能するが推奨できない。なぜならこれは、ある変更フック関数を非効率的な挙動へ
と導くかもしれないからである。

[Macro]combine-change-calls beg end body. . .
こ れ は 通 常 の よ う に bodyを 実 行 す る が 、before-change-functionsお よ び
after-change-functionsの呼び出しをトリガーしないすべてのバッファー変更を除く。か
わりに begと endで囲まれるリージョンにたいしてこれらのフックそれぞれを 1回呼び出し、
bodyが変更するサイズを反映したパラメーターを after-change-functionsに与える。

このマクロの結果は bodyのリターンした結果。

このマクロはある関数がバッファーにたいして繰り返し多数の変更を行う可能性があり、このマ
クロ以外では個別のバッファー変更ごとにそれらの変更フックを実行するために実行に長時間を
要する際に有用。Emacs自身は、たとえばコマンド comment-regionや uncomment-region

の中でこのマクロを使用している。

警告: body内で before-change-functionsや after-change-functionの値を変更して
はならない。

警告: begと endで指定したリージョン外部でのバッファー変更は何も行ってはならない。

[Variable]first-change-hook
この変数は以前は未変更の状態だったバッファーが変更された際は常に実行されるノーマル
フック。

[Variable]inhibit-modification-hooks
この変数が非 nilならすべての変更フックは無効。それらは何も実行されない。これはこ
のセクションで説明したすべてのフック変数、同様に特定のスペシャルテキストプロパ
ティ(Section 32.19.4 [Special Properties], page 821 を参照) とオーバーレイプロパティ
(Section 39.9.2 [Overlay Properties], page 1004を参照)にアタッチされたフックに影響を
与える。
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これらの同一フック変数上の関数の実行の間、バッファー変更によるデフォルトの変更フッ
クが他の変更フック実行中に実行されないように、この変数は非 nilにバインドされる。そ
れ自体が変更フックから実行される特定のコード断片内で変更フックを実行したければ、
inhibit-modification-hooksを nilにローカルに再バインドすること。しかしこれを行
うことで変更フックが再帰的に呼び出されるかもしれないのでそれに備えること (たとえば
フックが何も行わないようにいくつかの変数をバインドする)。

バッファーのテキストコンテンツに永続的な変更をもたらさない変更 (たとえばフェイス変更や
一時的な変更)だけにこの変数をバインドすることを推奨する。一連の変更の間は変更フックを
遅延させる必要がある (通常は性能上な理由による)なら、かわりに combine-change-calls

や combine-after-change-callsを使用すること。
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33 非ASCII文字

このチャプターは文字に関する特別な問題と、それらが文字列やバッファーに格納される方法につい
て網羅しています。

33.1 テキストの表現方法

Emacsのバッファーと文字列は、既知のスクリプトで記述されたほとんどすべてのテキストをユー
ザーがタイプしたり表示できるように、多種多様な言語の広大な文字レパートリーをサポートします。

多種多様な文字やスクリプトをサポートするために、Emacsは Unicode標準 (Unicode Stan-
dard) に厳密にしたがいます。Unicode 標準はすべての文字それぞれにたいして、コードポイント
(codepoint)と呼ばれる一意な番号を割り当てています。コードポイントの範囲はUnicode、または
Unicodeコード空間 (codespace)により定義され、範囲は 0..#x10FFFF(16進表記、範囲両端を含
む)です。Emacsはこれを範囲#x110000..#x3FFFFFのコードポイント範囲に拡張します。この範
囲は Unicodeとして統一されていない文字や、文字として解釈できない 8ビット rawバイト (raw
8-bit bytes)を表すために使用します。したがって Emacs内の文字コードポイントは 22ビットの整
数になります。

メモリー節約のために、Emacsはバッファーや文字列内のテキスト文字にたいするコードポイン
トである 22ビットの整数を固定長で保持しません。かわりに Emacsは文字の内部表現として可変長
を使用します。これはそのコードポイントの値に応じて、各文字を 5ビットから 8ビットのバイトシー
ケンスとして格納するものです 1。たとえばすべての ASCII文字は 1バイト、Latin-1文字は 2バイ
トといった具合です。わたしたちはこれをテキストのマルチバイト (multibyte)表現と呼んでいます。

Emacs外部では ISO-8859-1、GB-2312、Big-5等のような多種の異なるエンコーディングで文
字を表すことができます。Emacsはバッファーや文字列へのテキスト読み込み時、およびディスク上
のファイルへのテキスト書き込みや他プロセスへの引き渡し時に、これらの外部エンコーディングと
内部表現の間で適切な変換を行います。

Emacsがエンコード済みテキストや非テキストデータをバッファーや文字列に保持したり操作す
る必要がある場合も時折あります。たとえば Emacsがファイルを visitする際には、まずそのファイ
ルのテキストをそのままバッファーに読み込んで、その後にのみそれを内部表現に変換します。この
変換前にバッファーに保持されいるのはエンコード済みテキストです。

Emacsに関する限り、エンコードされたテキストは実際のテキストではなく 8ビット rawバイト
です。エンコード済みテキストを保持するバッファーや文字列は、Emacsがそれらを個々のバイトシー
ケンスとして扱うことから、ユニバイト (unibyte)のバッファー (文字列)と呼んでいます。Emacs
は通常はユニバイトのバッファーや文字列を\237のような 8進コードで表示します。エンコード済み
テキストやバイナリー非テキストデータを処理する場合を除いて、ユニバイトバッファーとユニバイ
ト文字列は決して使用しないよう推奨します。

バッファーでは変数 enable-multibyte-charactersのバッファーローカルな値が使用する表
現を指定します。文字列での表現は文字列構築時に判断して、それを文字列内に記録します。

[Variable]enable-multibyte-characters
この変数はカレントバッファーのテキスト表現を指定する。非 nilならバッファーはマルチバ
イトテキスト、それ以外ならエンコード済みユニバイトテキスト、またはバイナリー非テキス
トデータが含れる。

1 この内部表現は任意の Unicodeコードポイントを表すための、UTF-8と呼ばれる Unicode標準によ
るエンコーディングの 1つにもとづいたものですが、8ビット rawバイトおよび Unicodeに統一さ
れていない文字を使用する追加のコードポイントを表現するために Emacsは UTF-8を拡張してい
ます。
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この変数は直接セットできない。バッファーの表現の変更には、かわりに関数 set-buffer-

multibyteを使用すること。

[Function]position-bytes position
バッファー位置は文字単位で測られる。この関数はカレントバッファー内のバッファー位置を、
それに対応するバイト位置でリターンする。これはバッファー先頭を 1としてバイト単位で増
加方向に数えられる。positionが範囲外なら値は nil。

[Function]byte-to-position byte-position
カレントバッファー内で与えられた byte-positionに対応するバッファー位置を文字単位でリ
ターンする。byte-positionが範囲外なら値は nil。マルチバイトバッファーではbyte-position
の任意の値が文字境界上になく、1文字として表現されたマルチバイトシーケンス内にあるか
もしれない。この場合には関数はその文字のマルチバイトシーケンスが byte-positionを含む
ようなバッファー位置をリターンする。言い換えるとこの値は同じ文字に属するすべてのバイ
ト位置にたいして変化しない。

以下の 2つの関数はバッファーに visitされているファイル内でのバイトオフセットとバッファー
位置を Lispプログラムがマッピングする際に有用です。

[Function]bufferpos-to-filepos position &optional quality coding-system
この関数はposition-bytesと似ているがカレントバッファー内でのバイト位置ではなく、バッ
ファー内の positionにより与えられる文字に対応するカレントバッファーのファイル先頭から
のオフセットをリターンする点が異なる。この変換にはバッファーのファイル内でテキストがエ
ンコードされる方法を知ることが要求される。これが coding-system引数の存在意義であり、
デフォルトは buffer-file-coding-systemの値。オプション引数 qualityは結果のあるべ
き正確さを指定する。これは以下いずれかであること:

exact 正確な結果でなければならない。関数は高価で低速になり得るバッファーの大き
な範囲のエンコードとデコードを要するかもしれない。

approximate

近似的な値が可能。関数は高価な処理を回避して不正確な結果をリターンするか
もしれない。

nil 正確な結果に高価な処理を要するなら、関数は近似値ではなく nilをリターンす
るだろう。これは引数が省略された場合のデフォルト。

[Function]filepos-to-bufferpos byte &optional quality coding-system
この関数は byte (ファイル先頭からの 0基準のバイトオフセット)が指定するファイル位置に対
応するバッファー位置をリターンする。この関数は bufferpos-to-fileposが行う変換と逆
の処理を行う。オプション引数 qualityと coding-systemのもつ意味と値は bufferpos-to-

fileposの場合と同様。

[Function]multibyte-string-p string
stringがマルチバイト文字列なら t、それ以外は nilをリターンする。この関数は stringが文
字列以外でも nilをリターンする。

[Function]string-bytes string
この関数は string内のバイト数をリターンする。stringがマルチバイト文字列なら、これは
(length string)より大きいかもしれない。

[Function]unibyte-string &rest bytes
この関数は引数 bytesをすべて結合して、その結果をユニバイト文字列で作成する。
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33.2 マルチバイト文字の無効化

デフォルトでは Emacsはマルチバイトモードで開始されます。Emacsはマルチバイトシーケンスを
使用して非 ASCII文字を表現する内部エンコーディングを使用することにより、バッファーや文字列
のコンテンツを格納します。マルチバイトモードでは、サポートされるすべての言語とスクリプトを
使用できます。

非常に特別な状況下においては、特定のバッファーでマルチバイト文字のサポートを無効にしたい
ときがあるかもしれません。あるバッファーにおいてマルチバイト文字が無効になっているときには、
それをユニバイトモード (unibyte mode)と呼びます。ユニバイトモードではバッファー内の各文字
は 0から 255(8進の 0377)の範囲の文字コードをもちます。0から 127(8進の 0177)は ASCII文字、
128から 255(8進の 0377)は非 ASCII文字を表します。

特定のファイルをユニバイト表現で編集するためには、find-file-literallyを使用してファ
イルを visitします。Section 25.1.1 [Visiting Functions], page 531を参照してください。マルチバ
イトバッファーをファイルに保存してバッファーを killした後に、再びそのファイルを find-file-

literallyで visitすることによりマルチバイトバッファーをユニバイトに変換できます。かわりに
C-x RET c(universal-coding-system-argument)を使用して、ファイルを visitまたは保存する
コーディングシステムとして ‘raw-text’を指定することもできます。Section “Specifying a Coding
System for File Text” in GNU Emacs Manualを参照してください。find-file-literallyと
は異なり、‘raw-text’としてファイルを visitしてもフォーマット変換、解凍、自動的なモード選択
は無効になりません。

バッファーローカル変数enable-multibyte-charactersはマルチバイトバッファーなら非nil、
ユニバイトバッファーなら nilです。マルチバイトバッファーかどうかはモードラインにも示されま
す。グラフィカルなディスプレイでのマルチバイトバッファーには文字セットを示すモードライン部
分と、そのバッファーがマルチバイトであること (とそれ以外の事項)を告げるツールチップがありま
す。ユニバイトバッファーでは文字セットのインジケーターはありません。したがって (グラフィカル
なディスプレイ使用時の)ユニバイトバッファーでは入力メソッドを使用していなければ、visitして
いるファイルの行末変換 (コロン、バックスラッシュ等)の標識の前には通常は何も標識がありません。

特定のバッファーでマルチバイトサポートをオフに切り替えるには、そのバッファー内でコマンド
toggle-enable-multibyte-charactersを呼び出してください。

33.3 テキスト表現の変換

Emacsはユニバイトテキストをマルチバイトに変換できます。マルチバイトテキストに含まれるのが
ASCIIと 8ビット rawバイトだけという条件つきでマルチバイトテキストからユニバイトへの変換も
できます。一般的にこれらの変換はバッファーへのテキスト挿入時、または複数の文字列を 1つの文
字列に合成してテキストに putするときに発生します。文字列のコンテンツを明示的にいずれかの表
現に変換することもできます。

Emacsはそのテキストの構成にもとづいて文字列の表現を選択します。一般的なルールではユニ
バイトテキストが他のマルチバイトテキストと組み合わされていればマルチバイト表現のほうがより
一般的であり、ユニバイトテキストのすべての文字を保有できるのでユニバイトテキストをマルチバ
イトテキストに変換します。

バッファーへのテキスト挿入時にEmacsはそのバッファーの enable-multibyte-characters

の指定にしたがってテキストをそのバッファーの表現に変換します。特にユニバイトバッファーにマ
ルチバイトテキストを挿入する際には、たとえ一般的にはマルチバイトテキスト内のすべての文字を
保持することはできなくても Emacsはテキストをユニバイトに変換します。バッファーコンテンツ
をマルチバイトに変換するという自然な代替方法は、そのバッファーの表現が自動的にオーバーライ
ドできないユーザーによる選択にもとづく表現であるため許容されません。
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ユニバイトテキストからマルチバイトテキストへの変換では ASCII文字は未変更のまま残されて、
128から 255のコードをもつバイトが 8ビット rawバイトのマルチバイト表現に変換されます。

マルチバイトテキストからユニバイトテキストへの変換では、すべての ASCIIと 8ビット文字が、
それらの 1バイト形式に変換されますが、各文字のコードポイントの下位 8ビット以外は破棄される
ために非 ASCII文字の情報は失われます。ユニバイトテキストからマルチバイトテキストに変換して
それをユニバイトに戻せば、元のユニバイトテキストが再生成されます。

以下の 2つの関数は引数 string、またはテキストプロパティをもたない新たに作成された文字列
のいずれかをリターンします。

[Function]string-to-multibyte string
この関数は stringと同じ文字シーケンスを含むマルチバイト文字列をリターンする。string
がマルチバイト文字列なら未変更のままそれがリターンされる。この関数は stringが ASCII

文字と 8 ビット raw バイトだけを含むと仮定する。後者は#x3FFF80から#x3FFFFF(両端を
含む)に対応する 8ビット rawバイトのマルチバイト表現に変換される (Section 33.1 [Text
Representations], page 854を参照)。

[Function]string-to-unibyte string
この関数は stringと同じ文字シーケンスを含むユニバイト文字列をリターンする。stringに非
ASCII文字が含まれる場合にはエラーをシグナルする。stringがユニバイト文字列なら未変更
のままそれがリターンされる。ASCII文字と 8ビット文字だけを含む string引数にたいしての
みこの関数を使用すること。

[Function]byte-to-string byte
この関数は文字データ byteの単一バイトを含むユニバイト文字列をリターンする。byteが 0か
ら 255までの整数でなければ、エラーをシグナルする。

[Function]multibyte-char-to-unibyte char
これはマルチバイト文字 charをユニバイト文字に変換してその文字をリターンする。charが
ASCIIと 8ビットのいずれでもなければこの関数は−1をリターンする。

[Function]unibyte-char-to-multibyte char
これは charがASCIIか 8ビット rawバイトのいずれかであると仮定してユニバイト文字ASCII

をマルチバイト文字に変換する。

33.4 表現の選択

既存のバッファーや文字列がユニバイトの際に、それらをマルチバイトとして調べたり、その逆を行
うことが有用なときがあります。

[Function]set-buffer-multibyte multibyte
カレントバッファーの表現タイプをセットする。multibyteが非 nilならバッファーはマルチ
バイト、nilならユニバイト。

この関数はバイトシーケンスとして認識時にはバッファーを未変更のままとする。結果として
文字として認識時にはコンテンツを変更できる。たとえばマルチバイト表現では 1文字として
扱われる 3バイトのシーケンスは、ユニバイト表現では 3文字として数えられるだろう。例外
は rawバイトを表す 8ビット文字。これらはユニバイトバッファーでは 1バイトで表現される
が、バッファーをマルチバイトにセットした際は 2バイトのシーケンスに変換されて、その逆
の変換も行われる。
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この関数はどの表現が使用されているかを記録するために enable-multibyte-characters

をセットする。これは以前の同じテキストをカバーするように、バッファー内のさまざまなデー
タ (オーバーレイ、テキストプロパティ、マーカーを含む)を調整する。

ナローイングはマルチバイト文字シーケンス中間で発生するかもしれないので、この関数はバッ
ファーがナローイングされている場合はエラーをシグナルする。

そのバッファーがインダイレクトバッファー (indirect buffer: 間接バッファー)の場合にもエ
ラーをシグナルする。インダイレクトバッファーは常にベースバッファー (base buffer: 基底
バッファー)の表現を継承する。

[Function]string-as-unibyte string
stringがすでにユニバイト文字列なら、この関数は string自身をリターンする。それ以外は
stringと同じバイトだが、それぞれの文字を個別の文字としてとして扱って新たな文字列をリ
ターンする (値は stringより多くの文字をもつかもしれない)。例外として rawバイトを表す 8
ビット文字は、それぞれ単一のバイトに変換される。新たに作成された文字列にテキストプロ
パティは含まれない。

[Function]string-as-multibyte string
stringがすでにマルチバイト文字列なら、この関数は string自身をリターンする。それ以外は
stringと同じバイトだが、それぞれのマルチバイトシーケンスを 1つの文字としてとして扱っ
て新たな文字列をリターンする。これは値が stringより少ない文字をもつかもしれないことを
意味する。string内のバイトシーケンスが単一文字のマルチバイト表現として無効なら、その
シーケンスないの各バイトは 8ビット rawバイトとして扱われる。新たに作成された文字列に
はテキストプロパティは含まれない

33.5 文字コード

ユニバイトやマルチバイトによるテキスト表現は異なる文字コードを使用します。ユニバイト表現に
たいして有効な文字コードの範囲は 0から#xFF(255)でこれは 1バイト範囲に収まる値です。マルチ
バイト表現にたいして有効な文字コードの範囲は 0から#x3FFFFFです。このコード空間では値 0から
#x7F(127)が ASCII文字用、値#x80(128)から#x3FFF7F(4194175)が非 ASCII文字用になります。

Emacsの文字コードは、Unicode標準のスーパーセット (superset: 上位集合)です。値 0から
#x10FFFF(1114111)は同じコードポイントのUnicode文字に対応します。値#x110000(1114112)
から#x3FFF7F(4194175) は Unicode に統一されていない文字、値#x3FFF80(4194176) から
#x3FFFFF(4194303)は 8ビット rawバイトを表します。

[Function]characterp charcode
これは charcodeが有効な文字なら t、それ以外は nilをリターンする。

(characterp 65)

⇒ t

(characterp 4194303)

⇒ t

(characterp 4194304)

⇒ nil

[Function]max-char
この関数は有効な文字コードポイントが保有し得る最大の値をリターンする。

(characterp (max-char))

⇒ t
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(characterp (1+ (max-char)))

⇒ nil

[Function]char-from-name string &optional ignore-case
この関数はUnicode名が stringであるような文字をリターンする。ignore-caseが非 nilなら
stringの case(大文字小文字)は無視する。stringが文字の名前でなければ、この関数は nilを
リターンする。

;; U+03A3

(= (char-from-name "GREEK CAPITAL LETTER SIGMA") #x03A3)

⇒ t

[Function]get-byte &optional pos string
この関数はカレントバッファー内の文字位置 posにあるバイトをリターンする。カレントバッ
ファーがユニバイトなら、その位置のバイトをそのままリターンする。バッファーがマルチバ
イトなら、8ビット rawバイトは 8ビットコードに変換される一方で、ASCII文字のバ値は文
字コードポイントと同じになる。この関数は posにある文字が非 ASCIIならエラーをシグナル
する。

オプション引数 stringはカレントバッファーのかわりに文字列からバイト値を得ることを意味
する。

33.6 文字のプロパティ

文字プロパティ(character property とは、その文字の振る舞いとテキストが処理や表示される間に
どのように処理されるべきかを指定する名前つきの文字属性です。したがって文字プロパティはその
文字の意味を指定するための重要な一部です。

全体として Emacs は自身の文字プロパティ実装において Unicode 標準にしたがいます。特に
EmacsはUnicode Character Property Model (https://www.unicode.org/reports/tr23/
) をサポートしており、Emacs 文字プロパティデータベースは Unicode 文字データベース (UCD:
Unicode Character Database) から派生したものです。Unicode 文字プロパティとその意味につ
いての詳細な説明は Character Properties chapter of the Unicode Standard (https://www.
unicode.org/versions/Unicode12.1.0/ch04.pdf)を参照してください。このセクションでは
あなたがすでに Unicode標準の該当する章に親しんでいて、その知識を Emacs Lispプログラムに
適用したいものと仮定します。

Emacsでは各プロパティは名前をもつシンボルであり、そのシンボルは利用可能な値セットをも
ち、値の型はプロパティに依存します。ある文字が特定のプロパティをもたなければ、その値は nilに
なります。一般的なルールとしてEmacsでの文字プロパティ名は対応するUnicodeプロパティ名を小
文字にして、文字 ‘_’をダッシュ文字 ‘-’で置き換えることにより生成されます。たとえば Canonical_

Combining_Classは canonical-combining-classとなります。しかし簡単に使用できるように
名前を短くすることもあります。

UCDによりいくつかのコードポイントは未割り当て (unassigned)のまま残されており、それらに
対応する文字はありません。Unicode標準は、そのようなコードポイントのプロパティにたいしてデ
フォルト値を定義しています。それらについては以下の各プロパティごとに注記することにします。

以下は Emacsが関知するすべての文字プロパティにたいする値タイプの完全なリストです:

name UnicodeプロパティNameに対応する。値はラテン大文字のAから Z、数字、スペース、
ハイフン ‘-’の文字から構成される文字列。未割り当てのコードポイントにたいする値は
nil。
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general-category

UnicodeプロパティGeneral_Categoryに対応する。値はその文字の分類をアルファ
ベット 2文字に略したものを名前としてもつようなシンボル。未割り当てのコードポイ
ントにたいする値は Cn。

canonical-combining-class

UnicodeプロパティCanonical_Combining_Classに対応する。値は整数。未割り当
てのコードポイントにたいする値は 0。

bidi-class

UnicodeプロパティBidi_Classに対応する。値はその文字のUnicode方向タイプ (di-
rectional type)が名前であるようなシンボル。Emacsは表示のために双方向テキスト
を並び替える際にこのプロパティを使用する (Section 39.26 [Bidirectional Display],
page 1087を参照)。未割り当てのコードポイントにたいする値はそのコードポイント
が属するコードブロックに依存する。未割り当てのコードポイントのほとんどは L(強い
左方向)だが、AL ( Arabic letter: アラビア文字)や R (強い右方向)を受け取るコース
ポイントもいくつかある。

decomposition

Unicodeプロパティの Decomposition_Typeと Decomposition_Valueに対応する。
値は最初の要素がsmallのような互換性のあるフォーマットタグ (compatibility format-
ting tag)であるかもしれないリスト 2。分割シーケンス (compatibility decomposition
sequence)をもたない文字、および未割り当てのコードポイントにたいする値はその文
字自身が唯一のメンバーであるようなリスト。

decimal-digit-value

Numeric_Typeが ‘Decimal’であるような文字UnicodeプロパティNumeric_Valueに
対応する。値は整数、その文字が 10進値をもたなければ nil。未割り当てのコードポ
イントにたいする値は、NaNまたは “not a number(数字ではない)”を意味する nil。

digit-value

Numeric_Typeが ‘Digit’であるような文字のUnicodeプロパティNumeric_Valueに
対応する。値は整数。このような文字には互換性のある添字や上付き数字が含まれ、値
は対応する数字。何も数値をもたない文字および未割り当てのコードポイントにたいす
る値は NaNを意味する nil。

numeric-value

Numeric_Typeが ‘Numeric’であるような文字のUnicodeプロパティNumeric_Value
に対応する。このプロパティの値は数字。このプロパティをもつ文字の例には分数、添
字、上付き数字、ローマ数字、通貨分数 (訳注: 原文は “currency numerators”でベン
ガル語の分数値用の歴史的な記号を指すと思われる)、丸数字が含まれる。たとえば文字
U+2155 (vulgar fraction one fifth: (訳注)スラッシュで分子と分母を区切っ
た表記による 5分の 1のこと)にたいするこのプロパティの値は 0.2。数値をもたない
文字と未割り当てのコードポイントにたいする値は NaNを意味する nil。

mirrored UnicodeプロパティBidi_Mirroredに対応する。このプロパティの値は Yか Nいずれ
かのシンボル。未割り当てのコードポイントにたいする値は N。

2 Unicode仕様ではこれらのタグ名を ‘<..>’カッコ内に記述しますが Emacsでのタグ名にはカッコは
含まれません。Unicodeでの ‘<small>’指定は Emacsでは ‘small’となります。
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mirroring

UnicodeプロパティBidi_Mirroring_Glyphに対応する。このプロパティの値は、そ
のグリフ (glyph)がその文字のグリフの鏡像 (mirror image)を表すような文字、定義済
みの鏡像グリフがなければ nil。mirroredプロパティが Nであるようなすべての文字の
mirroringプロパティは nil。しかし mirroredプロパティが Yの文字でも、鏡像をも
つ適切な文字がないという理由により mirroringが nilの文字もある。Emacsは適切
な際は鏡像を表示するためにこのプロパティを使用する (Section 39.26 [Bidirectional
Display], page 1087を参照)。未割り当てのコードポイントにたいする値は nil。

paired-bracket

Unicode プロパティBidi_Paired_Bracketに対応する。このプロパティの値は文字
の paired bracket(カッコのペア) のコードポイント、その文字が bracket文字でなけ
れば nil。これはUnicode双方向アルゴリズム (Unicode Bidirectional Algorithm)
によりカッコのペアとして扱われる文字間のマッピングを確立する。Emacsは丸カッコ
(parentheses)や角カッコ (braces)、およびその類の文字を再配置する方法を決定する
際にこのプロパティを使用する (Section 39.26 [Bidirectional Display], page 1087を
参照)。

bracket-type

Unicodeの Bidi_Paired_Bracket_Typeプロパティに対応する。paired-bracket
プロパティが非 nilの文字にたいするこのプロパティは o (開カッコ文字)か c (閉カッ
コ文字)を表すシンボルのいずれか。paired-bracketプロパティが nilの文字にたい
する値は n (None: なし)。paired-bracketと同じようにこのプロパティは双方向ディ
スプレーにより使用される。

old-name UnicodeプロパティUnicode_1_Nameに対応する。値は文字列。未割り当てのコードポ
イント、およびこのプロパティにたいする値をもたない文字では値は nil。

iso-10646-comment

UnicodeプロパティISO_Commentに対応する。値は文字列か nil。未割り当てのコー
ドポイントにたいする値は nil。

uppercase

UnicodeプロパティSimple_Uppercase_Mappingに対応する。このプロパティの値は
単一の文字。未割り当てのコードポイントの値は nilであり、これはその文字自身を意
味する。

lowercase

UnicodeプロパティSimple_Lowercase_Mappingに対応する。このプロパティの値は
単一の文字。未割り当てのコードポイントの値は nilであり、これはその文字自身を意
味する。

titlecase

UnicodeプロパティSimple_Titlecase_Mappingに対応する。タイトルケース (title
case)とは単語の最初の文字を大文字にする必要がある際に使用される文字の特別な形
式のこと。このプロパティの値は単一の文字。未割り当てのコードポイントにたいする
値は nilであり、これはその文字自身を意味する。

special-uppercase

Unicodeの言語やコンテキストに依存しない特別な大文字 caseルールに対応する。この
プロパティの値は文字列 (空も可)。たとえばU+00DF latin small letter sharp
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sにたいするマッピングは"SS"。特別なマッピングのない文字にたいする値は nil (か
わりに uppercaseプロパティの照会が必要なことを意味する)。

special-lowercase

Unicodeの言語やコンテキストに依存しない特別な小文字 caseルールに対応する。こ
のプロパティの値は文字列 (空も可)。たとえば U+0130 latin capital letter i
with dot aboveにたいするマッピングは"SS"。特別なマッピングのない文字にたい
する値は nil (かわりに lowercaseプロパティの照会が必要なことを意味する)。

special-titlecase

Unicodeの無条件の特別なタイトル caseルールに対応する。このプロパティの値は文
字列 (空も可)。たとえばU+FB01 latin small ligature fiにたいするマッピング
は"Fi"。特別なマッピングのない文字にたいする値は nil (かわりに titlecaseプロ
パティの照会が必要なことを意味する)。

[Function]get-char-code-property char propname
この関数は charのプロパティpropnameの値をリターンする。

(get-char-code-property ?\s 'general-category)

⇒ Zs

(get-char-code-property ?1 'general-category)

⇒ Nd

;; U+2084

(get-char-code-property ?\N{SUBSCRIPT FOUR}

'digit-value)

⇒ 4

;; U+2155

(get-char-code-property ?\N{VULGAR FRACTION ONE FIFTH}

'numeric-value)

⇒ 0.2

;; U+2163

(get-char-code-property ?\N{ROMAN NUMERAL FOUR}

'numeric-value)

⇒ 4

(get-char-code-property ?\( 'paired-bracket)

⇒ 41 ;; closing parenthesis

(get-char-code-property ?\) 'bracket-type)

⇒ c

[Function]char-code-property-description prop value
この関数はプロパティpropの valueの説明文字列 (description string)、valueが説明をもたな
ければ nilをリターンする。

(char-code-property-description 'general-category 'Zs)

⇒ "Separator, Space"

(char-code-property-description 'general-category 'Nd)

⇒ "Number, Decimal Digit"

(char-code-property-description 'numeric-value '1/5)

⇒ nil
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[Function]put-char-code-property char propname value
この関数は文字 charのプロパティpropnameの値として valueを格納する。

[Variable]unicode-category-table
この変数の値は、それぞれの文字にたいしてそのUnicodeプロパティGeneral_Categoryを
シンボルとして指定する文字テーブル (Section 6.6 [Char-Tables], page 111を参照)。

[Variable]char-script-table
この変数の値は、それぞれの文字がシンボルを指定するような文字テーブル。シンボルの名前
はUnicodeコードスペースからスクリプト固有ブロックへのUnicode標準分類にしたがうよ
うな、その文字が属するスクリプト。この文字テーブルは余分のスロットを１つもち、値はす
べてのスクリプトシンボルのリスト。

[Variable]char-width-table
この変数の値は、それぞれの文字がスクリーン上で占めるであろう幅を列単位で指定する文字
テーブル。

[Variable]printable-chars
この変数の値は、それぞれの文字にたいしてそれがプリント可能かどうかを指定する文字テー
ブル。すなわち (aref printable-chars char)を評価した結果が tならプリント可、nilな
ら不可。

33.7 文字セット

Emacs の文字セット (character set、もしくは charset) とは、それぞれの文字が数字のコードポ
イントに割り当てられれた文字セットのことです (Unicode標準ではこれを符号化文字集合 (coded
character set)と呼ぶ)。Emacsの各文字セットはシンボルであるような名前をもちます。1つの文
字が任意の数の異なる文字セットに属することができますが、各文字セット内で異なるコードポイ
ントをもつのが一般的でしょう。文字セットの例には ascii、iso-8859-1、greek-iso8859-7、
windows-1255が含まれます。文字セット内で文字に割り当てられるコードポイントは、Emacs内の
バッファーや文字列内で使用されるコードポイントとは通常は異なります。

Emacsは特別な文字セットをいくつか定義しています。文字セット unicodeはEmacsコードポイ
ントが 0..#x10FFFFの範囲のすべての文字セットを含みます。文字セット emacsはすべてのASCII、
および非 ASCII文字を含みます。最後に eight-bit文字セットは 8ビット rawバイトを含みます。
テキスト内で rawバイトを見つけたときに Emacsはこれを使用します。

[Function]charsetp object
objectは文字セットを命名するシンボルなら t、それ以外は nilをリターンする。

[Variable]charset-list
値はすべての定義済み文字セットの名前のリスト。

[Function]charset-priority-list &optional highestp
この関数はすべての定義済み文字セットの優先順にソートされたリストをリターンする。high-
estpが非 nilなら、この関数はもっとも優先度の高い文字セット 1つをリターンする。

[Function]set-charset-priority &rest charsets
この関数は charsetsをもっとも高い優先度の文字セットにする。
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[Function]char-charset character &optional restriction
この関数は characterが属する文字セットで、もっとも優先度の高い文字セットの名前をリター
ンする。ただし ASCII文字は例外であり、この関数は常に asciiをリターンする。

restrictionが非 nilなら、それは検索する文字セットのリストであること。かわりにコーディ
ングシステムも指定でき、その場合にはそのコーディングシステムによりサポートされている
必要がある (Section 33.10 [Coding Systems], page 866を参照)。

[Function]charset-plist charset
この関数は文字セット charsetのプロパティをリターンする。たとえ charsetがシンボルだった
としても、これはそのシンボルのプロパティリストと同じではない。文字セットプロパティに
はドキュメント文字列、短い名前等、その文字セットに関する重要な情報が含まれる。

[Function]put-charset-property charset propname value
この関数は charsetのプロパティpropnameに与えられた valueをセットする。

[Function]get-charset-property charset propname
この関数は charsetのプロパティpropnameの値をリターンする。

[Command]list-charset-chars charset
このコマンドは文字セット charset内の文字のリストを表示する。

Emacsは文字の内部的な表現と、その文字の特定の文字セット内でのコードポイントを相互に変
換することができます。以下はこれらをサポートするための関数です。

[Function]decode-char charset code-point
この関数は charset内で code-pointに割り当てられた文字を Emacsの対応する文字にデコー
ドしてリターンする。そのコードポイントの文字が charsetに含まれなければ値は nil。

後方互換性のために code-pointが Lispの fixnum (Section 3.1 [Integer Basics], page 37
を参照)に収まらなければ、コンスセル (high . low)として指定できる。ここで lowは値の
下位 16ビット、highは高位 16ビット。この使用方法は時代遅れである。

[Function]encode-char char charset
この関数は charset内で文字 charに割り当てられたコードポイントをリターンする。charset
が charにたいするコードポイントをもたなければ値は nil。

以下の関数は文字セット内の文字の一部、またはすべてにたいして特定の関数を適用するのに有用
です。

[Function]map-charset-chars function charset &optional arg from-code
to-code

charset内の文字にたいして functionを呼び出す。functionは 2つの引数で呼び出される。1つ
目はコンスセル (from . to)であり、fromと toは文字セット内に含まれる文字の範囲。argは
2つ目の引数として functionに渡される。

デフォルトでは functionに渡されるコードポイントの範囲には charset内のすべての文字が含
まれるが、オプション引数 from-codeと to-codeにより、それは charsetの 2つのコードポイ
ント間にある文字範囲に制限される。from-codeか to-codeのいずれかが nilの場合のデフォ
ルトは、charsetのコードポイントの最初か最後。
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33.8 文字セットのスキャン

特定の文字がどの文字セットに属するか調べられると便利なときがあります。これの用途の 1つは、
どのコーディングシステム (Section 33.10 [Coding Systems], page 866を参照)が問題となってい
るテキストすべてを表現可能か判断することです。他にもそのテキストを表示するフォントの判断が
あります。

[Function]charset-after &optional pos
この関数は、カレントバッファー内の位置 posにある文字を含む、もっとも高い優先度の文字
セットをリターンする。posが省略または nilの場合のデフォルトはポイントのカレント値。
posが範囲外なら値は nil。

[Function]find-charset-region beg end &optional translation
この関数はカレントバッファー内の位置 begから endの間の文字を含む、もっとも優先度の高
い文字セットのリストをリターンする。

オプション引数 translationはテキストのスキャンに使用するための変換テーブルを指定する
(Section 33.9 [Translation of Characters], page 865を参照)。これが非 nilならリージョ
ン内の各文字はそのテーブルを通じて変換され、リターンされる値にはバッファーの実際の文
字ではなく変換された文字が記述される。

[Function]find-charset-string string &optional translation
この関数は string内の文字を含む、もっとも優先度の高い文字セットのリストをリターンする。
これは find-charset-regionと似ているが、カレントバッファーの一部ではなく stringの
コンテンツに適用される点が異なる。

33.9 文字の変換

変換テーブル (translation table) とは文字から文字へのマッピングを指定する文字テーブルです
(Section 6.6 [Char-Tables], page 111を参照)。これらのテーブルはエンコーディング、デコーディ
ング、および他の用途にも使用されます。独自に変換テーブルを指定するコーディングシステムもい
くつかあります。他のすべてのコーディングシステムに適用されるデフォルトの変換テーブルも存在
します。

変換テーブルには余分のスロット (extra slots)が 2つあります。1つ目のスロットは nil、また
は逆の変換を処理する変換テーブルです。2つ目のスロットは変換する文字シーケンスを照合する際
の最大文字数です (以下の make-translation-table-from-alistの説明を参照)。

[Function]make-translation-table &rest translations
この関数は引数 translationsにもとづいて変換テーブルをリターンする。translationsの各要
素は (from . to)という形式のリストであること。これは fromから toへの文字の変換を指示
する。

各引数内の引数とフォームは順に処理され、もし前のフォームですでに toがたとえば to-altに
変換されていれば fromも to-altに変換される。

デコードを行う間、その変換テーブルの変換は通常のデコーディングの結果の文字に適用されます。
あるコーディングシステムがプロパティ:decode-translation-tableをもつなら、それは使用す
る変換テーブル、または順に適用するべき変換テーブルのリストを指定します (これはコーディングシ
ステムの名前であるようなシンボルのプロパティではなく、coding-system-getがリターンするよ
うなコーディングシステムのプロパティ。Section 33.10.1 [Basic Concepts of Coding Systems],
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page 867を参照)。最後にもし standard-translation-table-for-decodeが非 nilなら、結果
となる文字はそのテーブルにより変換されます。

エンコードを行う間は、その変換テーブルの変換はバッファー内の文字に適用されて、変換結果は
実際にエンコードされます。あるコーディングシステムがプロパティ:encode-translation-table
をもつならそれは使用する変換テーブル、または順に適用するべき変換テーブルのリストを指定しま
す。加えてもし変数 standard-translation-table-for-encodeが非 nilなら、それは変換結果
にたいして使用するべき変換テーブルを指定します。

[Variable]standard-translation-table-for-decode
これはデコード用のデフォルトの変換テーブル。あるコーディングシステムが独自に変換テー
ブルを指定する場合には、この変数の値が非 nilなら、それら独自のテーブルを適用後にこの
変数の変換テーブルが適用される。

[Variable]standard-translation-table-for-encode
これはエンコード用のデフォルトの変換テーブル。あるコーディングシステムが独自に変換テー
ブルを指定する場合には、この変数の値が非 nilならそれら独自のテーブル適用後にこの変数
の変換テーブルが適用される。

[Variable]translation-table-for-input
自己挿入文字は挿入前にこの変換テーブルを通じて変換が行われる。検索コマンドもバッファー
内の内容とより信頼性のある比較ができるようにこのテーブルを通じて入力を変換する。

この変数はセット時に自動的にバッファーローカルになる。

[Function]make-translation-table-from-vector vec
この関数はバイト (値は 0 から#xFF)から文字にマップする 256 要素の配列であるような、
vecから作成した変換テーブルをリターンする。未変換のバイトにたいする要素は nilかもし
れない。リターンされるテーブルは余分な 1つ目のスロットにそのマッピングを保持する変換
テーブル、2つ目の余分なスロットに値 1をもつ。

この関数は各バイトを特定の文字にマップするようなプライベートなコーディングシステム
を簡単に作成する手段を提供する。define-coding-systemの props引数のプロパティ
:decode-translation-tableと:encode-translation-tableに、リターンされるテー
ブルと逆変換テーブルを指定できる。

[Function]make-translation-table-from-alist alist
この関数は make-translation-tableと似ているが、シンプルな 1対 1のマッピングを行
う変換テーブルではなく、より複雑な変換テーブルをリターンする。alistの各要素は (from

. to)という形式をもち、ここで fromおよび toは文字または文字シーケンスを指定するベク
ター。fromが文字なら、その文字は to(文字か文字シーケンス)に変換される。fromが文字の
ベクターならそのシーケンスは toに変換される。リターンされるテーブルは 1つ目の余分な
スロットに逆のマッピングを行う変換テーブル、2つ目の余分なスロットには文字シーケンス
fromすべての最大長をもつ。

33.10 コーディングシステム

Emacsがファイルにたいして読み書きをしたりサブプロセスとテキストの送受信を行う際には、通常
は特定のコーディングシステム (coding system)の指定にしたがって文字コード変換や行末変換を行
います。

コーディングシステムの定義は難解な問題であり、ここには記述しません。
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33.10.1 コーディングシステムの基本概念

文字コード変換 (character code conversion)により、Emacs内部で使用される文字の内部表現と他
のエンコーディングの間で変換が行われます。Emacsは多くの異なるエンコーディングをサポートし
ており、それらは双方向に変換が可能です。たとえば Latin 1、Latin 2、Latin 3、Latin 4、Latin
5、およびいくつかの ISO 2022の変種等のようなエンコーディングにたいしてテキストを双方向に
変換できます。あるケースにおいては同じ文字にたいして Emacsは複数のエンコーディング候補を
サポートします。たとえばキリル (ロシア語)のアルファベットにたいしては ISO、Alternativnyj、
KOI8のように 3つにコーディングシステムが存在します。

コーディングシステムはそれぞれ特定の文字コード変換セットを指定しますが、undecidedとい
うコーディングシステムは特別です。これはそれぞれのファイルにたいして、そのファイルのデータ
にもとづいて発見的に選択が行われるように選択を未指定のままにします。コーディングシステム
prefer-utf-8は undecidedと似ていますが、可能なら utf-8を優先的に選択します。

一般的にコーディングシステムは可逆的な同一性を保証しません。あるコーディングシステムを使
用してバイトシーケンスをデコードしてから、同じコーディングシステムで結果テキストをエンコー
ドしても、異なるバイトシーケンスが生成される可能性があります。しかしデコードされたオリジナ
ルのバイトシーケンスとなることを保証するコーディングシステムもいくつかあります。以下にいく
つかの例を挙げます:

iso-8859-1、utf-8、big5、shift jis、euc-jp

バッファーテキストのエンコードと結果のデコードでもオリジナルテキストの再生成に失敗する可
能性があります。たとえばその文字をサポートしないコーディングシステムで文字をエンコードした
場合の結果は予測できず、したがって同じコーディングシステムを使用してそれをデコードしても異
なるテキストが生成されるでしょう。現在のところ Emacsは未サポート文字のエンコーディングに
よる結果をエラーとして報告できません。

行末変換 (end of line conversion: 改行変換)はファイル内の行末を表すために、さまざまなシ
ステム上で使用される 3つの異なる慣例を扱います。GNUや Unixシステムで使用される Unixの
慣例では LF文字 (linefeed文字、改行とも呼ばれる)が使用されます。MS-WindowsやMS-DOS
システムで使用されるDOSの慣例では行末にCR文字 (carriage-return文字、復帰文字とも呼ばれ
る)と LF文字が使用されます。Macの慣例では CR文字だけが使用されます (これはクラシックな
Mac OSで使用されていた慣例)。

latin-1のようなベースコーディングシステム (base coding systems: 基本コーディングシステ
ム)では、データにもとづいて選択されるように行末変換は未指定となっています。latin-1-unix、
latin-1-dos、latin-1-macのようなバリアントコーディングシステム (variant coding systems:
変種コーディングシステム)では行末変換を明示的に指定します。ほとんどのベースコーディングシス
テムは ‘-unix’、‘-dos’、‘-mac’を追加した 3つの対応する形式の変種をもちます。

raw-textは文字コード変換を抑制して、このコーディングシステムで visitされたバッファーが
ユニバイトバッファーとなる点において特殊なコーディングシステムです。歴史的な理由によりこの
コーディングシステムによりユニバイトとマルチバイト両方のテキストを保存できます。マルチバイ
トテキストのエンコードに raw-textを使用した際には 1文字コード変換を行います。8ビット文字
は 1バイトの外部表現に変換されます。raw-textは通常のようにデータにより判断できるように行
末変換を指定せず、通常のように行末変換を指定する 3つの変種をもちます。

no-conversion (とエイリアスの binary)は raw-text-unixと等価です。これは文字コード
および行末にたいする変換をいずれも指定しません。

utf-8-emacsはデータがEmacsの内部エンコーディング (Section 33.1 [Text Representations],
page 854を参照)で表されることを指定するコーディングシステムです。コード変換が何も発生しない
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点でraw-textと似ていますが、結果がマルチバイトデータである点が異なります。emacs-internal
という名前は utf-8-emacs-unixにたいするエイリアスです (そのため 3種類すべての行末変換をデ
コードする utf-8-emacsと異なり行末変換を強制しない)。

[Function]coding-system-get coding-system property
この関数はコーディングシステム coding-systemの指定されたプロパティをリターンする。コー
ディングシステムのプロパティのほとんどは内部的な目的のために存在するが、:mime-charset
については有用と思うかもしれない。このプロパティの値はそのコーディングシステムが読み
書きできる文字コードにたいしてMIME内で使用される名前。以下は例:

(coding-system-get 'iso-latin-1 :mime-charset)

⇒ iso-8859-1

(coding-system-get 'iso-2022-cn :mime-charset)

⇒ iso-2022-cn

(coding-system-get 'cyrillic-koi8 :mime-charset)

⇒ koi8-r

:mime-charsetプロパティの値はそのコーディングシステムにたいするエイリアスとしても
定義されている。

[Function]coding-system-aliases coding-system
この関数は coding-systemのエイリアスのリストをリターンする。

33.10.2 エンコーディングと I/O

コーディングシステムの主な目的はファイルの読み込みと書き込みへの使用です。関数 insert-file-

contentsはファイルデータのデコードにコーディングシステムを使用して、write-regionはバッ
ファーコンテンツのエンコードにコーディングシステムを使用します。

使用するコーディングシステムは明示的 (Section 33.10.6 [Specifying Coding Systems],
page 876 を参照)、またはデフォルトメカニズム (Section 33.10.5 [Default Coding Systems],
page 873を参照)を使用により暗黙的に指定できます。しかしこれらの手法は何を行うかを完全には
指定しないかもしれません。たとえば、これらはデータから文字コード変換を行わない undecided

のようなコーディングシステムを選択するかもしれません。このような場合、I/O処理はコーディン
グシステム選択により処理を完了します。後でどのコーディングシステムが選択されたか調べたいこ
とが頻繁にあるでしょう。

[Variable]buffer-file-coding-system
このバッファーローカル変数はバッファーの保存、および write-regionによるバッファー部
分のファイルへの書き出しに使用されるコーディングシステムを記録する。書き込まれるテキ
ストがこの変数で指定されたコーディングシステムを使用して安全にエンコードできない場合
には、これらの操作は関数 select-safe-coding-systemを呼び出すことにより代替となる
エンコーディングを選択する (Section 33.10.4 [User-Chosen Coding Systems], page 872
を参照)。異なるエンコーディングの選択がユーザーによるコーディングシステムの指定を要す
るなら、buffer-file-coding-systemは新たに選択されたコーディングシステムに更新さ
れる。

buffer-file-coding-systemはサブプロセスへのテキスト送信に影響しない。

[Variable]save-buffer-coding-system
この変数は、(buffer-file-coding-systemをオーバーライドして)バッファーを保存する
ためのコーディングシステムを指定する。これは write-regionには使用されないことに注意。
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あるコマンドがバッファーを保存するために buffer-file-coding-system (または
save-buffer-coding-system) の使用を開始して、そのコーディングシステムがバッ
ファー内の実際のテキストを処理できなければ、(select-safe-coding-systemを呼
び出すことにより) そのコマンドは他のコーディングシステムの選択をユーザーに求め
る。これが発生した後はコマンドはユーザー指定のコーディングシステムを表すために
buffer-file-coding-systemの更新も行う。

[Variable]last-coding-system-used
ファイルやサブプロセスにたいする I/O操作は、使用したコーディングシステムの名前をこ
の変数にセットする。明示的にエンコードとデコードを行う関数 (Section 33.10.7 [Explicit
Encoding], page 878を参照)もこの変数をセットする。

警告: サブプロセス出力の受信によりこの変数がセットされるため、この変数はEmacsがwait
している際は常に変更され得る。したがって興味対象となる値を格納する関数呼び出し後は、
間を空けずにその値をコピーすること。

変数 selection-coding-systemはウィンドウシステムにたいして選択 (selection)をエンコー
ドする方法を指定します。Section 29.20 [Window System Selections], page 748を参照してくだ
さい。

[Variable]file-name-coding-system
変数 file-name-coding-systemはファイル名のエンコーディングに使用するコーディング
システムを指定する。Emacsは、すべてのファイル操作にたいして、ファイル名のエンコード
にそのコーディングシステムを使用する。file-name-coding-systemが nilならEmacsは
選択された言語環境 (language environment)により決定されたデフォルトのコーディングシ
ステムを使用する。デフォルト言語環境ではファイル名に含まれるすべての非 ASCII文字は特
別にエンコードされない。これらは Emacsの内部表現を使用してファイルシステム内で表さ
れる。

警告: Emacsのセッション中に file-name-coding-system (または言語環境)を変更した場合
には、以前のコーディングシステムを使用してエンコードされた名前をもつファイルを visitしている
と、新たなコーディングシステムでは異なるように扱われるので問題が発生し得る。これらの visitさ
れたファイル名でこれらのバッファーの保存を試みると、保存で間違ったファイル名が使用されたり
エラーとなるかもしれない。そのような問題が発生したら、そのバッファーにたいして新たなファイ
ル名を指定するために C-x C-wを使用すること。

Windows 2000以降では Emacsは OSに渡すファイル名にデフォルトで Unicode APIを使用
するため、file-name-coding-systemの値は大部分が無視される。Lispレベルでファイル名のエ
ンコードやデコードを必要とする Lispアプリケーションは、system-typeが windows-ntのときは
utf-8をコーディングシステムに使用すること。UTF-8でエンコードされたファイル名から、OSと
対話するために適したエンコーディングへの変換は Emacsにより内部的に処理される。

33.10.3 Lispでのコーディングシステム

以下はコーディングシステムと連携する Lisp機能です:

[Function]coding-system-list &optional base-only
この関数はすべてのコーディングシステムの名前 (シンボル)をリターンする。base-onlyが非
nilなら、値にはベースコーディングシステムだけが含まれる。それ以外ならエイリアス、お
よびバリアントコーディングシステムも同様に含まれる。
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[Function]coding-system-p object
この関数は objectがコーディングシステムの名前なら t、または nilをリターンする。

[Function]check-coding-system coding-system
この関数は coding-systemの有効性をチェックする。有効なら coding-systemをリター
ンする。coding-systemが nilなら、この関数は nilをリターンする。それ以外の値にた
いしては error-symbolが coding-system-errorであるようなエラーをシグナルする
(Section 11.7.3.1 [Signaling Errors], page 166を参照)。

[Function]coding-system-eol-type coding-system
この関数は行末 (eol とも言う) を coding-systemで使用されるタイプに変換する。coding-
systemが特定の eol変換を指定する場合にはリターン値は 0、1、2のいずれかであり、それら
は順に unix、dos、macを意味する。coding-systemが明示的に eol変換を指定しなければ、
リターン値は以下のようにそれぞれが可能な eol変換タイプをもつようなコーディングシステ
ムのベクター:

(coding-system-eol-type 'latin-1)

⇒ [latin-1-unix latin-1-dos latin-1-mac]

この関数がベクターをリターンしたら、Emacsはテキストのエンコードやデコードプロセスの
一部として使用する eol変換を決定するだろう。デコードではテキストの行末フォーマットは自
動検知され、eol変換はそれに適合するようセットされる (DOSスタイルのCRLFフォーマッ
トは暗黙で eol変換に dosをセットする)。エンコードにたいしては適切なデフォルトコーディ
ングシステム (buffer-file-coding-systemにたいする buffer-file-coding-system

のデフォルト値)、または背景にあるプラットフォームにたいして適切なデフォルト eol変換が
採用される。

[Function]coding-system-change-eol-conversion coding-system eol-type
この関数は coding-systemと似ているが eol-typeで指定された eol変換の異なるコーディン
グシステムをリターンする。eol-typeは unix、dos、mac、または nilであること。これが nil

ならリターンされるコーディングシステムは、データの eol変換により決定される。

eol-typeは unix、dos、macを意味する 0、1、2でもよい。

[Function]coding-system-change-text-conversion eol-coding text-coding
この関数は eol-codingの行末変換と、text-codingのテキスト変換を使用するコーディングシ
ステムをリターンする。text-codingが nilならこれは undecided、または eol-codingに対
応するバリアントの 1つをリターンする。

[Function]find-coding-systems-region from to
この関数は fromと toの間のテキストのエンコードに使用可能なコーディングシステムのリス
トをリターンする。このリスト内のすべてのリストは、そのテキスト範囲内にあるすべてのマ
ルチバイト文字を安全にエンコードできる。

そのテキストがマルチバイト文字を含まれなければ、この関数はリスト (undecided)をリター
ンする。

[Function]find-coding-systems-string string
この関数は stringのテキストのエンコードに使用可能な、コーディングシステムのリストをリ
ターンする。このリスト内のすべてのリストは stringにあるすべてのマルチバイト文字を安全
にエンコードできる。そのテキストがマルチバイト文字を含まれなければ、この関数はリスト
(undecided)をリターンする。
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[Function]find-coding-systems-for-charsets charsets
この関数はリスト charsets内のすべての文字セットのエンコードに使用可能なコーディングシ
ステムのリストをリターンする。

[Function]check-coding-systems-region start end coding-system-list
この関数はリスト coding-system-list内のコーディングシステムが startと endの間のリー
ジョン内にあるすべての文字をエンコード可能かどうかをチェックする。このリスト内のすべ
てのコーディングシステムが指定されたテキストをエンコード可能なら、この関数は nilをリ
ターンする。ある文字をエンコードできないコーディングシステムがある場合には、各要素が
(coding-system1 pos1 pos2 ...)という形式の alistが値となる。これは coding-system1
がバッファーの位置 pos1、pos2、. . .にある文字をエンコードできないことを意味する。

startは文字列かもしれず、その場合には endは無視されてリターン値はバッファー位置のかわ
りに文字列のインデックスを参照することになる。

[Function]detect-coding-region start end &optional highest
この関数は startから endのテキストのデコードに適したコーディングシステムを選択する。こ
のテキストはバイトシーケンス、すなわちユニバイトテキスト、ASCIIのみのマルチバイトテキ
スト、8ビット文字のシーケンスであること (Section 33.10.7 [Explicit Encoding], page 878
を参照)。

この関数は通常はスキャンしたテキストのデコーディングを処理可能なコーディングシステム
のリストをリターンする。これらのコーディングシステムは優先度降順でリストされる。しか
し highestが非 nilなら、リターン値はもっとも高い優先度のコーディングシステムただ 1つ
となる。

リージョンに ISO-2022の ESCのような ISO-2022制御文字を除いてASCII文字だけが含まれ
る場合には値は undecided、(undecided)、またはテキストから推論可能なら eol変換を指
定するバリアントとなる。

リージョンに nullバイトが含まれる場合には、あるコーディングシステムによりエンコードさ
れたテキストがリージョン内に含まれる場合でも値は no-conversionとなる。

[Function]detect-coding-string string &optional highest
この関数は detect-coding-regionと似ているがバッファー内のバイトのかわりに stringの
コンテンツを処理する点が異なる。

[Variable]inhibit-nul-byte-detection
この変数が非 nil値をもつなら、リージョンや文字列のエンコーディング検出時に nullバイト
を無視する。これにより Indexノードをもつ Infoファイルのような nullバイトを含むテキス
トのエンコーディングを正しく検出できる。

[Variable]inhibit-iso-escape-detection
この変数が非 nil値をもつなら、リージョンや文字列のエンコーディング検出時に ISO-2022
エスケープシーケンスを無視する。結果としてこれまでいくつかの ISO-2022エンコーディン
グにおいてエンコード済みと検出されていたテキストがなくなり、バッファー内ですべてのエ
スケープシーケンスが可視になる。警告: この変数の使用には特に注意を払うこと。なぜなら
Emacsディストリビューション内で多くのファイルが ISO-2022エンコーディングを使用する
からである。
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[Function]coding-system-charset-list coding-system
この関数は coding-systemがサポートする文字セット (Section 33.7 [Character Sets],
page 863を参照)のリストをリターンする。リストすべき文字セットを非常に多くサポートす
るいくつかのコーディングシステムでは特別な値がリストされる:

• coding-systemがすべての Emacs文字をサポートするなら値は (emacs)。

• coding-systemがすべてのUnicode文字をサポートするなら値は (unicode)。

• coding-systemがすべての ISO-2022文字をサポートするなら値は iso-2022。

• coding-systemがEmacsバージョン 21(Unicodeサポートの内部的な実装以前)で使用さ
れる内部的コーディングシステム内のすべての文字をサポートするなら値は emacs-mule。

サブプロセスへの入出力に使用されるコーディングシステムのチェックやセットの方法につい
ては [Process Information], page 951、特に関数 process-coding-systemや set-process-

coding-systemの説明を参照してください。

33.10.4 ユーザーが選択したコーディングシステム

[Function]select-safe-coding-system from to &optional
default-coding-system accept-default-p file

この関数は指定されたテキストをエンコードするために、必要ならユーザーに選択を求めてコー
ディングシステムを選択する。指定されるテキストは通常はカレントバッファーの fromと to
の間のテキスト。fromが文字列なら、その文字列がエンコードするテキストを指定して、toは
無視される。

指定されたテキストに rawバイト (Section 33.1 [Text Representations], page 854を参照)
が含まれる場合には、select-safe-coding-systemはそのエンコーディングに raw-text

を提案する。

default-coding-systemが非 nilなら、それは試行すべき最初のコーディングシステムである。
それがテキストを処理できるなら、select-safe-coding-systemはそのコーディングシステ
ムをリターンする。これはコーディングシステムのリストの可能性もある。その場合にはこの関
数はそれらを 1つずつ試みる。それらをすべて試した後に、(undecided以外なら)カレントバ
ッファーの buffer-file-coding-systemの値、次に buffer-file-coding-systemのデ
フォルト値、最後にユーザーがもっとも好むコーディングシステム (コマンド prefer-coding-

systemでセットできる最優先されるコーディングシステム)を試みる (Section “Recognizing
Coding Systems” in The GNU Emacs Manualを参照)。

これらのうちいずれかのコーディングシステムが指定されたテキストすべてを安全にエンコー
ド可能なら、select-safe-coding-systemはそれを選択およびリターンする。それ以外な
らコーディングシステムのリストからすべてのテキストをエンコードできるコーディングシス
テムの選択をユーザーに求めてユーザーの選択をリターンする。

default-coding-systemは、最初の要素が tで他の要素がコーディングシステムであるような
リストかもしれない。その場合にはリスト内にテキストを処理できるコーディングシステムが
なければ、select-safe-coding-systemは上述した 3つの代替えいずれを試みることなく
即座にユーザーに問い合わせる。これはリスト内のコーディングシステムだけをチェックする
のに手軽。

オプション引数 accept-default-pはユーザーとの対話なしで選択されたコーディングシステム
を許容するかどうかを決定する。これが省略か nilなら、そのような暗黙の選択は常に許容さ
れる。非 nilなら関数であること。select-safe-coding-systemは選択するコーディング
システムのベースとなるコーディングシステムを単一の引数としてその関数を呼び出す。関数
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が nilをリターンしたら select-safe-coding-systemは黙って選択されたコーディングシ
ステムを拒絶して、可能な候補リストからコーディングシステムの選択をユーザーに求める。

変数 select-safe-coding-system-accept-defaultf-pが非 nilなら、それは 1つの引
数をとる関数であること。これは accept-default-p引数に与えられた値をオーバーライドする
ことにより accept-default-pのかわりに使用される。

最後のステップとして選択されたコーディングシステムをリターンする前に、select-safe-
coding-systemはもしリージョンのコンテンツがファイルから読み込まれたものだったとした
なら選択されたであろうコーディングシステムと、そのコーディングシステムが一致するかどう
かをチェックする (異なるならその後の再 visitと編集でファイル内のデータ汚染が起こり得る)。
select-safe-coding-systemは通常はこの目的のためのファイルとして buffer-file-

nameを使用するが、fileが非 nilならかわりにそのファイルを使用する (これは write-region

や類似の関数に関連し得る)。明らかな不一致が検出された場合には select-safe-coding-

systemはそのコーディングシステムを選択する前にユーザーに問い合わせる。

[Variable]select-safe-coding-system-function
この変数は出力処理がテキストを安全にエンコードできないときに、テキストをエンコードす
るための正しいコーディングシステムの選択をユーザーに求めるために呼び出される関数。こ
の変数のデフォルト値は select-safe-coding-system。write-regionのようにテキスト
をファイルに書き込んだり、process-send-regionのように別プロセスにテキストを送信す
るEmacsプリミティブは、coding-system-for-writeが nilにバインドされていれば、通
常はこの変数の値を呼び出す (Section 33.10.6 [Specifying Coding Systems], page 876を
参照)。

以下の 2つの関数は補完つきでユーザーにコーディングシステムの選択を求めるために使用でき
ます。Section 20.6 [Completion], page 351を参照してください。

[Function]read-coding-system prompt &optional default
この関数は文字列 promptをプロンプトにミニバッファーを使用してコーディングシステムを読
み取り、そのコーディングシステムの名前をシンボルとしてリターンする。defaultはユーザー
の入力が空の場合にリターンするべきコーディングシステムを指定する。これはシンボルか文
字列であること。

[Function]read-non-nil-coding-system prompt
この関数は文字列 promptをプロンプトにミニバッファーを使用してコーディングシステムを
読み取り、そのコーディングシステムの名前をシンボルとしてリターンする。ユーザーが空の入
力を試みると再度ユーザーに問い合わせを行う。Section 33.10 [Coding Systems], page 866
を参照のこと。

33.10.5 デフォルトのコーディングシステム

このセクションでは特定のファイルや特定のサブプロセス実行時のデフォルトコーディングシステム
を指定する変数、およびそれらへアクセスするための I/O処理が使用する関数について説明します。

これらの変数は希望するデフォルトにそれらすべてを一度セットして、その後は再びそれを変更しな
いというアイデアにもとづいています。Lispプログラム内の特定の処理で特定のコーディングシステム
を指定するために、これらの変数を変更しないでください。かわりに coding-system-for-readや
coding-system-for-writeを使用して、それらをオーバーライドしてください (Section 33.10.6
[Specifying Coding Systems], page 876を参照)。
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[User Option]auto-coding-regexp-alist
この変数はテキストパターンと対応するコーディングシステムのalist。要素はそれぞれ(regexp

. coding-system)という形式をもつ。冒頭の数キロバイトが regexpにマッチするファイル
は、そのコンテンツをバッファーに読み込む際に coding-systemによりデコードされる。この
alist内のセッティングはファイル内の coding:タグ、および file-coding-system-alist

(以下参照)の内容より優先される。デフォルト値は、Emacsが自動的に Babylフォーマット
のメールファイルを認識してコード変換なしでそれらを読み取れるようにセットされている。

[User Option]file-coding-system-alist
この変数は特定のファイルの読み書きに使用するコーディングシステムを指定する alist。要素
はそれぞれ (pattern . coding)という形式をもち、patternは特定のファイル名にマッチす
る正規表現。この要素は patternにマッチするファイル名に適用される。

要素の cdrとなる codingはコーディングシステム、2つのコーディングシステムを含むコンス
セル、または関数名 (関数定義をもつシンボル)であること。codingがコーディングシステムな
ら、そのコーディングシステムはファイルの読み込みと書き込みの両方で使用される。coding
が 2つのコーディングシステムを含むコンスセルなら、carはデコード用のコーディングシス
テム、cdrはエンコード用のコーディングシステムを指定する。

codingが関数名なら、それは find-operation-coding-systemに渡されたすべての引数か
らなるリストを唯一の引数とする関数であること。これはコーディングシステム、または 2つ
のコーディングシステムを含むコンスセルをリターンしなければならない。この値は上記と同
じ意味をもつ。

coding (または上記関数のリターン値)が undecidedなら通常のコード検出が行われる。

[User Option]auto-coding-alist
この変数は特定のファイルの読み書きに使用するコーディングシステムを指定する alist。この
変数の形式は file-coding-system-alistの形式と似ているが、後者と異なるのはこの変数
がファイル内の coding:タグより優先されること。

[Variable]process-coding-system-alist
この変数は何のプログラムがサブプロセス内で実行中かによって、そのサブプロセスにたいし
てどのコーディングシステムを使用するかを指定する alist。これは file-coding-system-

alistと同じように機能するが、patternがそのサブプロセスを開始するために使用されたプ
ログラム名にたいしてマッチされる点が異なる。コーディングシステム、または alist内で指定
されたコーディングシステムは、そのサブプロセスへの I/Oに使用されるコーディングシステ
ムの初期化に使用されるが、set-process-coding-systemを使用して後から他のコーディ
ングシステムを指定できる。

警告: データからコーディングシステムを判断する undecidedのようなコーディングシステムは、
非同期のサブプロセスでは完全な信頼性をもって機能はしない。これは Emacsが非同期サブプロセ
スの出力を到着によりバッチ処理するためである。そのコーディングシステムが文字コード変換や行
末変換を未指定にしておくと、Emacsは一度に 1バッチから正しい変換の検出を試みなければなら
ず、これは常に機能するとは限らない。

したがって非同期サブプロセスでは可能なら文字コード変換と行末変換の両方を判断するコーディ
ングシステム、つまり undecidedや latin-1ではなく latin-1-unixのようなコーディングシステ
ムを使用すること。

[Variable]network-coding-system-alist
この変数はネットワークストリームに使用するコーディングシステムを指定する alist。これは
file-coding-system-alistと同じように機能するが、要素内の patternがポート番号、ま
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たは正規表現かもしれない点が異なる。正規表現ならそのネットワークストリームのオープン
に使用されたネットワークサービス名にたいしてマッチされる。

[Variable]default-process-coding-system
この変数は他に何を行うか指定されていない際に、サブプロセス (とネットワークストリーム)
への入出力に使用するコーディングシステムを指定する。

値は(input-coding . output-coding)という形式のコンスセルであること。ここで input-
codingはサブプロセスからの入力、output-codingはサブプロセスへの出力に適用される。

[User Option]auto-coding-functions
この変数はファイルのデコードされていないコンテンツにもとづいて、ファイルにたいするコー
ディングシステムの判断を試みる関数のリストを保持する。

このリスト内の各関数はカレントバッファー内のテキストを調べるように、ただしいかなる方
法にせよそれを変更しないよう記述されるべきである。そのバッファーはファイルの一部であ
るデコードされていないUnicodeテキストを含むだろう。各関数はポイントを始点に何文字を
調べる可を告げる唯一の引数 sizeをとること。そのファイルにたいするコーディングシステム
の決定に関数が成功したら、そのコーディングシステムをリターンすること。それ以外は nil

をリターンするべきである。

このリスト内の関数はファイルが visitされる際に Emacsがファイルのコンテンツのデコード
をしようとする場合、および/またはそのファイルのバッファーを保存しようとする際にEmacs
がファイルのコンテンツのエンコード方法を決定しようと場合に呼び出されるかもしれない。

ファイルに ‘coding:’タグがある場合にはそれが優先されるので、これらの関数が呼び出され
ることはないだろう。

[Function]find-auto-coding filename size
この関数はfilenameに適するコーディングシステムの判定を試みる。これは上記で説明した変数
により指定されたルールのいずれかにマッチするまで、それらの変数を順に使用してファイルを
visitするバッファーを調べる。そして (coding . source)という形式のコンスセルをリター
ンする。ここで codingは使用するコーディングシステム、sourceは auto-coding-alist、
auto-coding-regexp-alist、:coding、auto-coding-functionsのいずれかであるよ
うなシンボルであり、マッチングルールとして提供されるルールを示す。値:codingはファイル
内の coding:タグによりコーディングシステムが指定されたことを意味する (Section “coding
tag” in The GNU Emacs Manualを参照)。マッチングルールを調べる順序はauto-coding-

alist、auto-coding-regexp-alist、coding:、auto-coding-functionsの順。マッチ
ングルールが見つからなければこの関数は nilをリターンする。

2つ目の引数 sizeはポイントの後のテキストの文字単位のサイズ。この関数はポイントの後の
size文字のテキストだけを調べる。coding:タグが置かれる箇所としてはファイルの先頭 2行
が想定される箇所の 1つなので、通常はバッファーの先頭位置でこの関数を呼び出すこと。そ
の場合には sizeはそのバッファーのサイズであること。

[Function]set-auto-coding filename size
この関数はファイル filenameに適するコーディングシステムをリターンする。これはコーディ
ングシステムを探すために find-auto-codingを使用する。コーディングシステムを決定でき
なかったら、この関数は nilをリターンする。引数 sizeの意味は find-auto-codingと同様。

[Function]find-operation-coding-system operation &rest arguments
この関数は operationを argumentsで行う際に、(デフォルトで)使用するコーディングシステ
ムをリターンする。値は以下の形式:
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(decoding-system . encoding-system)

1 つ目の要素 decoding-systemはデコード (operationがデコードを行う場合)、encoding-
systemはエンコード (operationがエンコードを行う場合)に使用するコーディングシステム。

引 数 operationは シ ン ボ ル で write-region、start-process、call-process、
call-process-region、insert-file-contents、open-network-streamのいずれか
であること。これらは文字コード変換と行末変換を行うことができる Emacs の I/O プリミ
ティブの名前である。

残りの引数は対応する I/Oプリミティブに与えられる引数と同じであること。そのプリミティ
ブに応じてこれらの引数のうち 1つがターゲットとして選択される。たとえば operationがファ
イル I/Oならファイル名を指定する引数がターゲット。サブプロセス用のプリミティブではプロ
セス名がターゲット。open-network-streamではサービス名またはポート番号がターゲット。

operationに応じてこの関数は file-coding-system-alist、process-coding-system-
alist、network-coding-system-alistの中からターゲットを探す。このalist内でターゲッ
トが見つかったら find-operation-coding-systemは alist内の association(連想: キーと
連想値からなるコンスセル)、それ以外は nilをリターンする。

operationが insert-file-contentsならターゲットに対応する引数は (filename .

buffer)という形式のコンスセルだろう。この場合には filenameは file-coding-system-

alist内で照合されるファイル名であり、bufferはそのファイルの (デコードされていない)コ
ンテンツを含むバッファー。file-coding-system-alistがこのファイルにたいして呼び出
す関数を指定していて、かつ (通常行われるように)ファイルのコンテンツを調べる必要がある
ならファイルを読み込むかわりに bufferのコンテンツを調べること。

33.10.6 単一の操作にたいするコーディングシステムの指定

変数 coding-system-for-readおよび/または coding-system-for-writeをバインドすること
により、特定の操作にたいしてコーディングシステムを指定できます。

[Variable]coding-system-for-read
この変数が非 nilなら、それはファイルの読み込みや同期サブプロセスプロセスからの入力に
たいして使用するコーディングシステムを指定する。

これは非同期サブプロセスやネットワークストリームにも適用されるが方法は異なる。サブプ
ロセス開始時やネットワークストリームオープン時の coding-system-for-readの値は、サ
ブプロセスやネットワークストリームにたいして入力のデコードメソッドを指定する。そのサ
ブプロセスやネットワークストリームにたいして、オーバーライドされるまでそれが使用され
続ける。

特定の I/O操作にたいして letでバインドするのがこの変数の正しい使い方である。この変数
のグローバル値は常に nilであり、他の値にグローバルにセットするべきではない。以下はこ
の変数の正しい使用例:

;; 文字コード変換なしでファイルを読み込む
(let ((coding-system-for-read 'no-conversion))

(insert-file-contents filename))

この変数の値が非nilのときはfile-coding-system-alist、process-coding-system-
alist、network-coding-system-alistを含む、入力にたいして使用するコーディングシ
ステムを指定するすべてのメソッドよりこの変数が優先される。
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[Variable]coding-system-for-write
これは coding-system-for-readと同じように機能するが、入力ではなく出力に適用される
点が異なる。これはファイルへの書き込み、同様にサブプロセスやネットワークストリームへ
の出力の送信にも適用される。これは Emacsがサブプロセスを呼び出す際のコマンドライン
引数のエンコーディングにも適用される。

単一の操作が call-process-regionや start-processのように入力と出力の両方を行う際
には、coding-system-for-readと coding-system-for-writeの両方がそれに影響する。

[Variable]coding-system-require-warning
coding-system-for-writeに非 nil値をバインドすることにより、select-safe-

coding-system-functionが指定する関数の呼び出しによる出力プリミティブを抑制する
(Section 33.10.4 [User-Chosen Coding Systems], page 872 を参照)。これは C-x RET

c (universal-coding-system-argument) が coding-system-for-writeをバインド
することにより機能して、かつ Emacs はユーザーの選択にしたがう必要があるからであ
る。Lisp プログラムが書き込むテキストのエンコーディングに安全ではないかもしれない
値を coding-system-for-writeにバインドする場合には、coding-system-require-

warningにも非 nil値をバインドできる。これはたとえ coding-system-for-writeが非
nilでも select-safe-coding-system-functionの値の呼び出しによる出力プリミティ
ブにエンコードのチェックを強制する。または指定されたエンコーディングを使用する前に、
明示的に select-safe-coding-systemを呼び出すこと。

[User Option]inhibit-eol-conversion
この変数が非 nilなら、どのコーディングシステムが指定されたかに関わらず行末変換は何も
行われない。これは Emacsすべての I/Oやサブプロセスにたいするプリミティブ、および明
示的なエンコード関数 (Section 33.10.7 [Explicit Encoding], page 878を参照)とデコード
関数に適用される。

ある操作にたいして固定された 1つのコーディングシステムではなく複数のコーディングシステム
を選択する必要があることがあります。Emacsでは使用するコーディングシステムにたいして優先順
位を指定できます。これは find-coding-systems-region(Section 33.10.3 [Lisp and Coding
Systems], page 869を参照)のような関数によりリターンされるコーディングシステムのリストの
ソート順に影響します。

[Function]coding-system-priority-list &optional highestp
この関数はコーディングシステムのカレント優先順にコーディングシステムのリストをリター
ンする。オプション引数 highestpが非 nilなら、それはもっとも高い優先度のコーディングシ
ステムだけをリターンすることを意味する。

[Function]set-coding-system-priority &rest coding-systems
この関数はコーディングシステムの優先リストの先頭に coding-systemsを配置して、それら
を他のコーディングシステムすべてより高い優先度とする。

[Macro]with-coding-priority coding-systems &rest body
このマクロは coding-systemsをコーディングシステム優先リスト先頭に配置して、progn (Sec-
tion 11.1 [Sequencing], page 146を参照)が行うように bodyを実行する。coding-systems
は body実行中に選択するコーディングシステムのリストであること。
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33.10.7 明示的なエンコードとデコード

Emacs内外へテキストを転送するすべての操作は、そのテキストをエンコードまたはデコードする能
力をもっています。このセクション内の関数を使用してテキストの明示的なエンコードやデコードを
行うことができます。

エンコード結果やデコーディングへの入力は通常のテキストではありません。これらは理論的には
一連のバイト値から構成されており、すなわち一連の ASCII文字と 8ビット文字から構成されます。
ユニバイトのバッファーや文字列では、これらの文字は 0から#xFF(255)の範囲のコードをもちま
す。マルチバイトのバッファーや文字列では 8ビット文字は#xFFより大きい文字コードをもちます
が (Section 33.1 [Text Representations], page 854を参照)、そのようなテキストのエンコードや
デコードの際に Emacsは透過的にそれらを単一バイト値に変換します。

コンテンツを明示的にデコードできるようにバイトシーケンスとしてバッファーにファイルを読み
込むには、insert-file-contents-literally (Section 25.3 [Reading from Files], page 538
を参照)を使用するのが通常の方法です。あるいは find-file-noselectでファイルを visitする際
には、引数 rawfileに非 nilを指定することもできます。これらのメソッドの結果はユニバイトバッ
ファーになります。

テキストを明示的にエンコードした結果であるバイトシーケンスは、たとえばそれ
を write-region (Section 25.4 [Writing to Files], page 539 を参照) で書き込み、
coding-system-for-writeを no-conversionにバインドすることによりエンコードを抑制する
等、それをファイルまたはプロセスへコピーするのが通常の使い方です。

以下はエンコードやデコードを明示的に行う関数です。エンコード関数とはバイトシーケンスを
生成し、デコード関数とはバイトシーケンスを操作する関数のことを意味します。これらの関数は
すべてテキストプロパティを破棄します。これらは自身が使用したコーディングシステムを、正確に
last-coding-system-usedにセットすることも行います。

[Command]encode-coding-region start end coding-system &optional
destination

このコマンドは startから endのテキストをコーディングシステム coding-systemでエンコー
ドする。バッファー内の元テキストは通常はエンコードされたテキストで置き換えられるが、
オプション引数 destinationでそれを変更できる。destinationがバッファーなら、エンコード
されたテキストはそのバッファーのポイントの後に挿入される (ポイントは移動しない)。tな
らこのコマンドはエンコードされたテキストを挿入せずにユニバイトとしてリターンする。

エンコードされたテキストが何らかのバッファーに挿入された場合には、このコマンドはエン
コードされたテキストの長さをリターンする。

エンコードされた結果は理論的にはバイトシーケンスだが、バッファーが以前マルチバイトだっ
たならマルチバイトのまま留まり、すべての 8ビットのバイトはマルチバイト表現に変換され
る (Section 33.1 [Text Representations], page 854を参照)。

期待しない結果となる恐れがあるので、テキストをエンコードする際には coding-systemに
undecidedを使用してはならない。coding-systemにたいして自明な適値が存在しなければ適
切なエンコードを提案させるために、かわりに select-safe-coding-systemを使用するこ
と (Section 33.10.4 [User-Chosen Coding Systems], page 872を参照)。

[Function]encode-coding-string string coding-system &optional nocopy
buffer

この関数はコーディングシステム coding-systemで string内のテキストをエンコードする。こ
れはエンコードされたテキストを含む新たな文字列をリターンするが、nocopyが非 nilの場
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合には、それが些細なエンコード処理ならこの関数は string自身をリターンする。エンコード
結果はユニバイト文字列。

[Command]decode-coding-region start end coding-system &optional
destination

このコマンドはコーディングシステム coding-systemで、startから endのテキストをデコー
ドする。明示的なデコードを使いやすくするためにデコード前のテキストはバイトシーケンス
値であるべきだが、マルチバイトとユニバイトのバッファーいずれでも許すようになっている
(マルチバイトバッファーの場合 rawバイト値は 8ビット文字で表現されていること)。デコー
ドされたテキストにより通常はバッファー内の元のテキストは置き換えられるが、オプション
引数 destinationはそれを変更する。destinationがバッファーなら、デコードされたテキスト
はそのバッファーのポイントの後に挿入される (ポイントは移動しない)。これが tならこのコ
マンドはデコードされたテキストを挿入せずにマルチバイト文字列としてリターンする。

デコードしたテキストを何らかのバッファーに挿入すると、このコマンドはデコード済みテキ
ストの長さをリターンする。バッファーがユニバイトバッファー (Section 33.4 [Selecting a
Representation], page 857を参照)なら、デコード済みテキストの内部表現 (Section 33.1
[Text Representations], page 854を参照)が個別のバイトとしてバッファーに挿入される。

このコマンドはデコードされたテキストにテキストプロパティcharsetを putする。このプロ
パティの値は元のテキストのデコードに使用された文字セットを示す。

[Function]decode-coding-string string coding-system &optional nocopy
buffer

この関数は coding-systemで string内のテキストをデコードする。これはデコードされたテキ
ストを含む新たな文字列をリターンするが、nocopyが非 nilの場合には、それが些細なデコー
ド処理なら string自体をリターンするかもしれない。明示的なデコードを使いやすくするため
に、stringのコンテンツはバイトシーケンス値をもつユニバイト文字列であるべきだが、マルチ
バイト文字列も許すようになっている (マルチバイト形式で 8ビットバイトを含むと仮定する)。

オプション引数 bufferがバッファーを指定する場合には、デコードされたテキストはバッファー
内のポイントの後に挿入される (ポイントは移動しない)。この場合にはリターン値はデコード
されたテキストの長さとなる。バッファーがユニバイトバッファーなら、デコード済みテキス
トの内部表現が個別のバイトとしてバッファーに挿入される。

この関数はデコードされたテキストにテキストプロパティcharsetを putする。このプロパ
ティの値は元のテキストのデコードに使用された文字セットを示す。

(decode-coding-string "Gr\374ss Gott" 'latin-1)

⇒ #("Gr^^c3^^bcss Gott" 0 9 (charset iso-8859-1))

[Function]decode-coding-inserted-region from to filename &optional visit
beg end replace

この関数は fromから toのテキストを、あたかも与えられた残りの引数で insert-file-

contentsを使用してファイル filenameから読み込んだかのようにデコードする。

デコードせずにファイルからテキストを読み込んだ後で、やはりデコードすることを決心した
ときに使用するのがこの関数の通常の使い方である。テキストを削除して再度読み込むかわり
に、この関数を呼び出せばデコードして読み込むことができる。

33.10.8 端末 I/Oのエンコーディング

Emacsはキーボード入力のデコード、および端末出力のエンコードにコーディングシステムを使用で
きます。これは Latin-1のような特定のエンコーディングを使用したテキストの送信や表示を行う端
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末にとって有用です。端末 I/Oをエンコードまたはデコードする際には、Emacsは last-coding-

system-usedをセットしません。

[Function]keyboard-coding-system &optional terminal
この関数は terminalからのキーボード入力をデコードするために使用するコーディングシス
テムをリターンする。no-conversionという値は何のデコーディングも行われていないこと
を意味する。terminalが省略または nilなら、それは選択されたフレームの端末を意味する。
Section 29.2 [Multiple Terminals], page 699を参照のこと。

[Command]set-keyboard-coding-system coding-system &optional terminal
このコマンドは terminalからのキーボード入力のデコードに使用するコーディングシステムと
して coding-systemを指定する。coding-systemが nilなら、キーボード入力をデコードしな
いことを意味する。terminalがフレームなら、それはそのフレームの端末を意味する。nilなら
それはカレントで選択されたフレームの端末を意味する。Section 29.2 [Multiple Terminals],
page 699を参照のこと。

[Function]terminal-coding-system &optional terminal
この関数は terminalからの端末出力のエンコードに使用中のコーディングシステムをリター
ンする。no-conversionという値は何のデコーディングも行われていないことを意味する。
terminalがフレームならそれはそのフレームの端末を意味する。nilならそれはカレントで選
択されたフレームの端末を意味する。

[Command]set-terminal-coding-system coding-system &optional terminal
この関数は terminalからの端末出力のエンコードに使用するためのコーディングシステムとし
て coding-systemを指定する。coding-systemが nilなら端末出力をエンコードしないことを
意味する。terminalがフレームならそれはそのフレームの端末を意味する。nilならそれはカ
レントで選択されたフレームの端末を意味する。

33.11 入力メソッド

入力メソッド (input methods)はキーボードから非 ASCII文字を簡単に入力する手段を提供します。
プログラムが読み取ることを意図して非 ASCII文字とエンコーディングを相互に変換するコーディン
グシステムとは異なり、入力メソッドはヒューマンフレンドリーなコマンドを提供します (テキスト
を入力するためにユーザーが入力メソッドを使う方法については Section “Input Methods” in The
GNU Emacs Manual を参照)。入力メソッドの定義方法はまだこのマニュアルにはありませんが、
ここではそれらの使い方について説明します。

現在のところ入力メソッドは文字列で名前をもっていますが、将来的には入力メソッド名としてシ
ンボルも利用可能になるかもしれません。

[Variable]current-input-method
この変数はカレントバッファーで現在アクティブな、入力メソッドの名前を保持する (方法に関
わらずセット時には各バッファーで自動的にローカルになる)。バッファーで現在アクティブな
入力メソッドがなければ値は nil。

[User Option]default-input-method
この変数は入力メソッドを選択するコマンドにたいしてデフォルトの入力メソッドを保持する。
current-input-methodと異なり、この変数は通常はグローバルである。
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[Command]set-input-method input-method
このコマンドはカレントバッファーで入力メソッド input-methodをアクティブにする。同様に
default-input-methodに input-methodのセットも行う。input-methodが nilなら、こ
のコマンドはカレントバッファーで入力メソッドを非アクティブにする。

[Function]read-input-method-name prompt &optional default inhibit-null
この関数はプロンプト promptとともにミニバッファーで入力メソッドの名前を読み取る。de-
faultが非 nilの場合には、ユーザーの入力が空ならそれがデフォルトとしてリターンされる。
しかし inhibit-nullが非 nilなら空の入力はエラーをシグナルする。

リターン値は文字列。

[Variable]input-method-alist
この変数はサポートされているすべての入力メソッドを定義する。各要素は 1つの入力メソッ
ドを定義して、それぞれ以下の形式をもつ:

(input-method language-env activate-func

title description args...)

ここで input-methodはメソッド名の文字列、language-envはこの入力メソッドが推奨される
言語環境の名前の文字列 (これはドキュメントとしての目的のみの役割を果たす)。

activate-funcはこのメソッドをアクティブにするために呼び出す関数、もしあれば argsは
activate-funcに渡す引数。つまり activate-funcの引数は input-methodと args。

titleは、その入力メソッドがアクティブな間にモードライン内に表示するための文字列、de-
scriptionはそのメソッドを説明して、それが何に適するかを説明する文字列。

入力メソッドのための基本的インターフェースは変数 input-method-functionです。
Section 21.8.2 [Reading One Event], page 407 と Section 21.8.4 [Invoking the Input
Method], page 411を参照してください。

33.12 locale

POSIXでは、言語に関連する機能において使用する言語を制御するために localeという概念があり
ます。以下の Emacs変数は Emacsがこれらの機能と相互作用する方法を制御します。

[Variable]locale-coding-system
この変数は標準出力とエラーストリームへのバッチ出力の送信、format-time-stringにた
いする format引数のエンコーディング、format-time-stringのリターン値のデコーディン
グに際してシステムエラーメッセージ (およびXウィンドウシステムに限りキーボード入力)を
デコーディングするコーディングシステムを指定する。

[Variable]system-messages-locale
この変数はシステムエラーメッセージを生成するために使用する localeを指定する。locale変
更によりメッセージが異なる言語になったり異なる表記になり得る。この変数が nilなら通常
の POSIX方式のように localeは環境変数により指定される。

[Variable]system-time-locale
この変数はタイムバリューをフォーマットするために使用する localeを指定する。locale変更
により異なる慣習によりメッセージが表示され得る。この変数が nilなら通常の POSIX方式
のように localeは環境変数により指定される。
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[Function]locale-info item
この変数は、もし利用可能ならカレントPOSIX localeにたいする localeデータ itemをリター
ンする。itemは以下のシンボルのいずれかであること:

codeset 文字列として文字セットをリターンする (localeアイテムの CODESET)。

days 曜日名からなる 7要素のベクターをリターンする (localeアイテムの DAY_1から
DAY_7)。

months 月の名前からなる 12要素のベクターをリターンする (localeアイテムの MON_1

から MON_12)。

paper (width height)という 2つの整数のリストで、デフォルト用紙サイズをmm単
位でリターンする (localeアイテム_NL_PAPER_WIDTHと_NL_PAPER_HEIGHT)。

システムが要求された情報を提供できなかったり、itemが上記いずれのシンボルでもなければ
値は nil。リターン値内のすべての文字列は locale-coding-systemを使用してデコードさ
れる。locale と locale アイテムについての詳細な情報は Section “Locales” in The GNU
Libc Manualを参照のこと。
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34 検索とマッチング

GNU Emacsはバッファーから指定されたテキストを検索するために 2つの手段を提供します。それ
は文字列の正確一致検索 (exact string search)と正規表現検索 (regular expression search)です。
正規表現検索の後で、マッチしたテキストが正規表現全体にマッチしたのか、それとも正規表現のさ
まざまな部分に一致したかを判断するためにマッチデータ (match data)を調べることができます。

‘skip-chars...’関連の関数もある種の検索を行います。Section 30.2.7 [Skipping Characters],
page 765を参照してください。文字プロパティ内の変更の検索はSection 32.19.3 [Property Search],
page 818を参照してください。

34.1 文字列の検索

バッファー内のテキストを検索するためのプリミティブ関数が存在します。これらはプログラム内で
の使用を意図したものですがインタラクティブに呼び出すこともできます。これらをインタラクティ
ブに呼び出すと検索文字列の入力を求めて、引数 limitと noerrorは nil、repeatは 1 になります。
インタラクティブ検索に関するより詳細な情報は Section “Searching and Replacement” in The
GNU Emacs Manualを参照してください。

以下の検索関数はバッファーがマルチバイトバッファーならマルチバイト、ユニバイトバッファー
ならユニバイトに検索文字列を変換します。Section 33.1 [Text Representations], page 854を参
照してください。

[Command]search-forward string &optional limit noerror count
この関数は stringにたいする正確なマッチをポイントから前方に検索する。成功したら見つかっ
たマッチの終端にポイントをセットしてポイントの新たな値をリターンする。マッチが見つか
らない場合の値と副作用は noerror (以下参照)に依存する。

以下の例ではポイントは最初は行の先頭にある。その後の (search-forward "fox")によっ
てポイントは ‘fox’の最後の文字の後に移動する:

---------- Buffer: foo ----------

⋆The quick brown fox jumped over the lazy dog.

---------- Buffer: foo ----------

(search-forward "fox")

⇒ 20

---------- Buffer: foo ----------

The quick brown fox⋆ jumped over the lazy dog.

---------- Buffer: foo ----------

引数 limitは検索の境界を指定するもので、それはカレントバッファー内の位置であること。そ
の位置を超えるようなマッチは受け入れられない。limitが省略または nilの場合のデフォルト
は、そのバッファーのアクセス可能範囲の終端。

検索失敗時に何が起こるかは noerrorの値に依存する。noerrorが nilなら search-failed

はエラーをシグナルする。noerrorが tなら search-forwardは nilをリターンして何も行わ
ない。noerrorが nilと tいずれでもなければ、search-forwardはポイントを境界上限に移
動して nilをリターンする。

引数 noerrorはマッチに失敗した有効な検索だけに影響する。無効な引数は noerrorとは無関
係にエラーとなる。
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countが正の数 nなら、それは繰り返し回数の役目をもつ。検索は n回繰り返され、前回のマッ
チの終端から毎回検索が開始される。これらの連続する検索が成功した場合、関数は成功とな
りポイントを移動して新たな値をリターンする。それ以外は検索失敗となり、上述したように
結果は noerrorの値に依存する。countが負の数−nなら、それは逆方向 (後方)への検索の繰
り返し回数 nとしての役目をもつ。

[Command]search-backward string &optional limit noerror count
この関数はポイントから後方に stringを検索する。これは search-forwardと似ているが、前
方ではなく後方に検索する点が異なる。後方への検索ではポイントはマッチの先頭に残される。

[Command]word-search-forward string &optional limit noerror count
この関数はポイントから前方に stringにたいする単語 (word)のマッチを検索する。マッチが
見つかったら見つかったマッチの終端にポイントをセットしてポイントの新たな値をリターン
する。

単語マッチは stringを単語のシーケンスとみなし、それらを分割する句読点は無視する。これ
はバッファーから同じ単語シーケンスを検索する。単語はそれぞれバッファー内で明確に区別
されていなければならない (単語 ‘ball’の検索は単語 ‘balls’にマッチしない)が、句読点やス
ペース等の細部は無視される (‘ball boy’を検索すると ‘ball. Boy!’にマッチする)。

以下の例ではポイントは最初バッファー先頭にある。検索によりポイントは ‘y’と ‘!’の間に残
される。

---------- Buffer: foo ----------

⋆He said "Please! Find

the ball boy!"

---------- Buffer: foo ----------

(word-search-forward "Please find the ball, boy.")

⇒ 39

---------- Buffer: foo ----------

He said "Please! Find

the ball boy⋆!"
---------- Buffer: foo ----------

limitが非 nilなら、それはカレントバッファー内の位置であること。これはその検索の境界上
限を指定する。見つかったマッチはその位置を超えてはならない。

noerrorが nilなら word-search-forwardはエラーをシグナルする。noerrorが tなら、エ
ラーをシグナルするかわりに nilをリターンする。noerrorが nilと tいずれでもなければ、ポ
イントを limit(またはバッファーのアクセス可能範囲の終端)に移動して nilをリターンする。

countが正の数なら、それは連続して検索する回数を指定する。ポイントは最後のマッチの終
端に配置される。countが負の数なら、逆方向に検索してポイントは最後のマッチの先頭に配
置される。

word-search-forwardおよび関連する関数は、stringから句読点を無視した正規表現に変換
するために、内部的には関数 word-search-regexpを使用する。

[Command]word-search-forward-lax string &optional limit noerror count
このコマンドは word-search-forwardと同じだが、stringが空白で開始か終了していなけれ
ば、stringの先頭か終端が単語境界にマッチする必要がない点が異なる。たとえば ‘ball boy’
の検索は ‘ball boyee’にはマッチするが、‘balls boy’にはマッチしない。
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[Command]word-search-backward string &optional limit noerror count
この関数はポイントから後方へ stringにマッチする単語を検索する。この関数はword-search-

forwardと同様だが、後方に検索して通常はマッチの先頭にポイントを残す点が異なる。

[Command]word-search-backward-lax string &optional limit noerror count
このコマンドは word-search-backwardと同じだが、文字列が空白で開始か終了していなけ
れば、stringの先頭か終端が単語境界にマッチする必要がない点が異なる。

34.2 検索と大文字小文字

デフォルトの Emacs検索では検索するテキストの case(大文字と小文字)は無視されます。検索対象
に ‘FOO’を指定すると、‘Foo’や ‘foo’もマッチとみなされます。これは正規表現にも適用されます。つ
まり ‘[aB]’は ‘a’、‘A’、‘b’、‘B’にもマッチするでしょう。

この機能が望ましくなければ変数 case-fold-searchに nilをセットしてください。その場合
にはすべての文字は caseを含めて正確にマッチしなければなりません。これはバッファーローカル
変数です。この変数の変更はカレントバッファーだけに影響を与えます (Section 12.11.1 [Intro to
Buffer-Local], page 191を参照)。かわりにデフォルト値を変更することもできます。Lispコードで
は letを使用して case-fold-searchを望む値にバインドするほうが、より一般的でしょう。

ユーザーレベルのインクリメンタル検索機能では caseの区別が異なることに注意してください。
検索文字列に含まれるのが小文字だけなら検索は caseを無視しますが、検索文字列に 1つ以上の大文
字が含まれれば検索は caseを区別するようになります。しかし Lispコード内で使用される検索関数
では、これは何も行いません。Section “Incremental Search” in The GNU Emacs Manualを参
照してください。

[User Option]case-fold-search
このバッファーローカル変数は検索が caseを無視するべきかどうかを決定する。この変数が
nilなら検索は caseを無視しない。それ以外 (とデフォルト)では caseを無視する。

[User Option]case-replace
この変数は高レベルの置換関数が caseを保持するべきかどうかを決定する。この変数が nilな
ら、それは置換テキストをそのまま使用することを意味する。非 nil値は置換されるテキスト
に応じて、置換テキストの caseを変換することを意味する。

この変数は関数 replace-matchの引数として渡すことにより使用される。Section 34.6.1
[Replacing Match], page 899を参照のこと。

34.3 正規表現

正規表現 (regular expression)、略して regexp は文字列の (もしかしたら無限の) セットを表すパ
ターンのことです。regexpにたいするマッチの検索はとても強力な処理です。このセクションでは
regexpの記述方法、それ以降のセクションではそれらを検索する方法を示します。

正規表現を対話的に開発するために M-x re-builderコマンドを使用できます。このコマンドは
別のバッファーに即座に視覚的なフィードバックを表示することにより、正規表現を作成するための
便利なインターフェースを提供します。regexp編集とともにターゲットとなるバッファーのすべての
マッチがハイライトされます。カッコで括られた regexpの部分式 (sub-expression)は別のフェイス
で表示され、非常に複雑な regexpを簡単に検証することが可能になります。
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34.3.1 正規表現の構文

正規表現は少数の文字が特別な構成要素であり、残りは通常の文字であるような構文をもちます。通
常の文字はその文字自身だけにマッチするシンプルな正規表現です。特別な文字は ‘.’、‘*’、‘+’、‘?’、
‘[’、‘^’、‘$’、および ‘\’です。将来に新たなスペシャル文字が定義されることはないでしょう。文字
候補で終わる場合には ‘]’はスペシャル文字です。文字候補の間では ‘-’はスペシャル文字です。‘[:’と
対応する ‘:]’は文字候補内の文字クラスです。正規表現内に出現する他の文字は ‘\’が前置されていな
い限り通常の文字です。

たとえば ‘f’はスペシャル文字ではなく通常文字なので、‘f’は文字列 ‘f’にマッチして他の文字に
はマッチしない正規表現です (これは文字列 ‘fg’にはマッチしないが、その文字列の部分にマッチす
る)。同様に ‘o’は ‘o’だけにマッチします。

任意の 2つの正規表現 aと bを結合することができます。結合した結果は文字列の先頭からある長
さの文字列が aにマッチして、残りの文字列が bにマッチするような文字列にマッチする正規表現に
なります。

単純な例として文字列 ‘fo’だけにマッチする正規表現の構成要素 ‘fo’を取得するために正規表現
‘f’と ‘o’を結合できます。

34.3.1.1 正規表現内の特殊文字

以下は正規表現内で特別な文字のリストです:

‘.’ (Period)
これは改行を除く 1文字にマッチするスペシャル文字。結合を使用して ‘a.b’のような
正規表現を作成できる。これは ‘a’で始まり ‘b’で終わる 3文字の文字列にマッチする。

‘*’ これはそれ自身が構成要素ではない。これは前置された正規表現を可能な限り繰り返し
たものにマッチすることを意味する後置演算子である。したがって ‘o*’は任意の個数の
‘o’にマッチする (‘o’を含まない場合にもマッチする)。

‘*’は常に前置された表現の最小の表現に適用される。つまり ‘fo*’は ‘o’の繰り返しであ
り ‘fo’の繰り返しではない。これは ‘f’、‘fo’、‘foo’、...にマッチする。

マッチを行う処理は構成要素 ‘*’をマッチングにより即座に見つけ得る回数分処理して、
その後にパターンの残りを継続する。これが失敗したら残りのパターンのマッチが可能
になるかもしれないという期待のもとに、‘*’の変更された構成のうちいくつかのマッチ
を破棄することでバックトラッキングが発生する。たとえば文字列 ‘caaar’にたいして
‘ca*ar’をマッチングすると、‘a*’はまず 3つすべての ‘a’へのマッチを試みる。しかし
残りのパターンは ‘ar’であり、マッチ対象に残されているのは ‘r’だけなので試みは失敗
する。‘a*’にたいする次の代替策は、2つの ‘a’だけへのマッチである。この選択では残
りの regexpのマッチは成功する。

警告: ネストされた繰り返し処理は、それらが曖昧なマッチとなるような場合には非常に長
時間の実行となり得る。たとえば文字列 ‘xxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxz’
にたいして正規表現 ‘\(x+y*\)*a’のマッチを試みると、それが最終的に失敗するまで
に数時間を要す可能性がある。Emacsはその試みのいずれも機能しないと結論する前
に、‘x’のグループ化のそれぞれを試みなければならない。一般的には、複数の手段で同
じ文字列にマッチし得る式は避けること。

‘+’ これは ‘*’のような後置演算子だが前置された表現に少なくとも 1回マッチしなければ
ならない点が異なる。たとえば ‘ca+r’は文字列 ‘car’や ‘caaaar’にマッチするが文字列
‘cr’にはマッチせず、その一方で ‘ca*r’はこれら 3つすべての文字列にマッチする。
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‘?’ これは ‘*’のような後置演算子だが前置された表現に 1回、またはマッチしないかのいず
れかでなければならない点が異なる。例えば ‘ca?r’は ‘car’と ‘cr’にマッチするが他に
はマッチしない。

‘*?’, ‘+?’, ‘??’
演算子 ‘*’、‘+’、‘?’の非欲張り (non-greedy)な変種。これらの演算子が可能な最長の
部分文字列 (含まれる表現全体へのマッチと等しい)とマッチするのにたいして、非欲張
りな変種は可能な最短の部分文字列 (含まれる表現全体と等しい)にマッチする。

たとえば正規表現 ‘c[ad]*a’を文字列 ‘cdaaada’に適用すると文字列全体にマッチする
が、正規表現 ‘c[ad]*?a’を同じ文字列に適用すると ‘cda’だけにマッチする (ここでマッ
チが許された表現全体にたいする ‘[ad]*?’の可能な最短マッチは ‘d’)。

‘[ ... ]’ これは ‘[’で始まり ‘]’で終端される文字候補 (character alternative)。もっとも単純な
ケースでは、この２つのカッコ (brackets)の間にある文字が、この文字候補がマッチ可
能な文字。

したがって ‘[ad]’は 1つの ‘a’と 1つの ‘d’の両方にマッチし、‘[ad]*’は ‘a’と ‘d’だけ
で構成された任意の文字列 (空文字列を含む)にマッチする。つまり ‘c[ad]*r’は ‘cr’、
‘car’、‘cdr’、‘caddaar’等にマッチする。

開始文字と終了文字の間に ‘-’を記述することにより文字候補内に文字範囲を含めるこ
とができる。つまり ‘[a-z]’は小文字の ASCIIアルファベット文字にマッチする。範囲
は ‘[a-z$%.]’のように個別の文字と自由に組み合わせることができる。これは任意の
ASCII小文字アルファベットと ‘$’、‘%’、またはピリオドとマッチする。しかし 1つの
範囲の終端文字が別の範囲の開始文字ではないこと。たとえば ‘[a-m-z]’は使用しない
こと。

文字候補には名前付き文字クラスも指定できる (Section 34.3.1.2 [Char Classes],
page 889を参照)。これは POSIXの機能。たとえば ‘[[:ascii:]]’は任意の ASCII

文字にマッチする。文字クラスの使用は、そのクラス内すべての文字を記述するのと等
しい。しかし異なる文字数千を含むクラスもあるので後者は実際は実現不可能。文字ク
ラス範囲の上側や下側の境界に出現するべきではない。

文字候補の内部では、通常の regexpスペシャル文字ではスペシャルではない。完全に
異なる文字セット ‘]’、‘-’、‘^’がスペシャルになる。文字候補に ‘]’を含めるには、それ
を先頭に配置する。‘^’を含めるには、それを先頭以外の場所に配置する。‘-’を含めるに
は、それを最後に配置する。したがって ‘[]^-]’は、これら 3つのスペシャル文字すべ
てにマッチする。ここでは ‘\’はスペシャルではないので、これら 3つの文字のエスケー
プに ‘\’は使用できない。

以下の範囲にたいする側面はEmacs固有であり、POSIXはこの振る舞いを許容はする
が必須ではなく、Emacs以外のプログラムは異なる振る舞いをするかもしれない。

1. case-fold-searchが非 nilなら ‘[a-z]’は大文字にもマッチする。

2. 範囲は localeの照合順の影響を受けない。範囲は常にその範囲の境界間に存在する
コードポイントを文字セットで表現されるので、たとえ Cや POSIXの locale外
部でも ‘[a-z]’がマッチするのはASCII文字のみ。

3. 範囲の下側境界が上側境界より大きければ範囲は空であり何の文字も表現しない。
したがって ‘[z-a]’は常にマッチに失敗するし、‘[^z-a]’は改行を含む任意の文字
にマッチする。ただし逆転した範囲は typoでないことを明確にするために、常に
文字 ‘z’から文字 ‘a’にすること。たとえば ‘[+-*/]’は意図した 4つの文字ではな
く、‘/’だけにマッチするので避けること。



Chapter 34: 検索とマッチング 888

4. 範囲の終端が 8 ビット raw バイト (Section 33.1 [Text Representations],
page 854を参照)、あるいは (‘[a-\377]’のように)範囲が ASCIIで始まり raw
バイトで終わる場合には、その範囲はASCII文字と 8ビット rawバイトにはマッ
チするが、非 ASCII文字にはマッチしない。これはユニバイトのバッファーや文
字列でのテキスト検索を意図した機能である。

ある種の文字候補は、たとえそれらが Emacs内において明確に定義された意味をもっ
ているとしても最良のスタイルとならない。これらには以下が含まれる:

1. ほとんどすべての文字を範囲の境界にできるとはいえ、文字コードテーブ
ルを記憶している人はほとんどいないので、ASCII 文字や数字の自然な
順序を守るほうがよいスタイルである。たとえば ‘[.-9]’は ‘[./0-9]’、
‘[`-~]’は ‘[`a-z{|}~]’より明確さに劣る。ここでは Unicode の文字
エスケープが助けとなる。たとえばほとんどのプログラマーにとっては
‘[^^e0^^b8^^81-^^e0^^b8^^ba^^e0^^b8^^bf-^^e0^^b9^^9b]’よ り
‘[\\u0E01-\\u0E3A\\u0E3F-\\u0E5B]’のほうが明確だろう。

2. 文字候補に重複を含めることができたとしても、それを避けるほうがよいスタイル
である。たとえば ‘[XYa-yYb-zX]’は ‘[XYa-z]’より明確さに劣る。

3. 範囲を単に 1文字、2文字、あるいは 3文字で表せたとしても、文字をリストする
ほうがシンプルである。たとえば ‘[a-a0]’は ‘[a0]’、‘[i-j]’は ‘[ij]’、‘[i-k]’
は ‘[ijk]’より明確さに劣る。

4. たとえ文字候補の先頭や範囲の上側境界として ‘-’を配置できるとしても、文字候
補の最後に ‘-’そのものを配置するほうがよいスタイルである。たとえば ‘[-a-z]’
が有効であっても ‘[a-z-]’のほうがよいスタイルであり、‘[*--]’が有効だとして
も ‘[*+,-]’のほうが明確である。

‘[^ ... ]’ ‘[^’は補完文字候補 (complemented character alternative)を開始する。これは指定
された以外の任意の文字とマッチする。つまり ‘[^a-z0-9A-Z]’は ASCII文字と数字
以外の、すべての文字にマッチする。

‘^’は文字クラス内では先頭に記述されない限り特別ではない。‘^’に続く文字は、あた
かもそれが先頭にあるかのように扱われる (言い換えると ‘-’や ‘]’はここでは特別では
ない)。

マッチしない文字の 1つとして改行が記述されていなければ、補完文字候補は改行にマッ
チできる。これは grepのようなプログラム内での regexpの扱いとは対照的である。

文字候補のように名前付き文字クラスを指定できる。たとえば ‘[^[:ascii:]]’は任意
の非 ASCII文字にマッチする。Section 34.3.1.2 [Char Classes], page 889を参照の
こと。

‘^’ バッファーのマッチングの際には ‘^’は空文字列、ただしマッチ対象のテキスト内にある
行の先頭 (またはバッファーのアクセス可能範囲の先頭)だけにマッチする。それ以外の
マッチはすべて失敗する。つまり ‘^foo’は行の先頭に出現する ‘foo’にマッチする。

バッファーではなく文字列とマッチする際には、‘^’は文字列の先頭か改行文字の後にマッ
チする。

歴史的な互換性という理由により ‘^’は正規表現の先頭、または ‘\(’、‘\(?:’、‘\|’の後
でのみ使用できる。

‘$’ これは ‘^’と似ているが、行の終端 (またはバッファーのアクセス可能範囲の終端)だけ
にマッチする。つまり ‘x+$’は行末にある 1つ以上の ‘x’からなる文字列にマッチする。
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バッファーではなく文字列とマッチする際には、‘$’は文字列の終端か改行文字の前にマッ
チする。

歴史的な互換性という理由により ‘$’は正規表現の先頭、または ‘\(’、‘\(?:’、‘\|’の前
でのみ使用できる。

‘\’ これはスペシャル文字 (‘\’を含む)のクォートと、追加のスペシャル文字の導入という 2
つの機能をもつ。

‘\’はスペシャル文字をクォートするので ‘\$’は ‘$’、‘\[’は ‘[’だけにマッチする正規表
現のようになる。

‘\’は Lisp文字列 (Section 2.4.8 [String Type], page 19 を参照)の入力構文 (read
syntax)内でも特別な意味をもち、‘\’でクォートしなければならないことに注意。たと
えば文字 ‘\’にマッチする正規表現は ‘\\’。文字 ‘\\’を含むLisp文字列を記述するには、
別の ‘\\’で ‘\\’をクォートすることを Lisp構文は要求する。したがって ‘\’にマッチす
る正規表現にたいする入力構文は"\\\\"となる。

注意してください: 歴史的な互換性のために、スペシャル文字はそれらがもつ特別な意味が意味を
成さないコンテキスト内にある場合には通常の文字として扱われます。たとえば ‘*foo’は ‘*’が作用
可能な前置された表現がないので、通常の ‘*’として扱われます。この挙動に依存するのは悪い習慣で
す。どこにそれが出現しようとスペシャル文字はすべてクォートしてください。

文字候補内で ‘\’は何ら特別ではないので、‘-’や ‘]’の特別な意味を取り除くことは決してありませ
ん。特別な意味をもたないような場合でも、これらの文字をクォートするべきではありません。バック
スラッシュ以外の任意の 1文字にマッチする ‘[^\]’ (Lisp文字列構文では"[^\\]")内でのように、
これらの文字が特別な意味をもつ箇所では、これらの文字にバックスラッシュを前置することには正
当性があるので、何もそれほど明解にはしないでしょう。

実際には正規表現内に出現する ‘]’は文字候補に近接しており、それ故そのほとんどがスペシャル
文字です。しかしリテラルの ‘[’と ‘]’の複雑なパターンにたいしてマッチを試みることも時にはあるか
もしれません。そのような状況では文字候補を囲う角カッコがどれなのかを判断するために、regexp
を最初から注意深く解析することが必要なときもあるかもしれません。たとえば ‘[^][]]’は補完文字
候補 ‘[^][]’ (角カッコ以外の任意の 1文字とマッチする)と、その後のリテラルの ‘]’により構成さ
れます。

厳密には regexp先頭の ‘[’は特別で、‘]’は特別ではないというのがルールです。これはクォート
されていない最初の ‘[’で終わり、その後は文字候補になります。(文字クラス開始を除き)‘[’はもはや
特別ではありませんが、‘]’は直後にスペシャル文字 ‘[’があるか、その ‘[’の後に ‘^’がある場合を除い
て特別です。これは文字クラス終了ではない次のスペシャル文字 ‘]’まで続きます。これは文字候補を
終了させて、通常の正規表現の構文をリストアします。クォートされていない ‘[’は再び特別となり、
‘]’は特別ではなくなります。

34.3.1.2 文字クラス

以下は文字候補内で使用できるクラスと意味のテーブルです。クラス名を囲む ‘[’と ‘]’の文字は名前
の一部なので、これらのクラスを使用する正規表現では 1つ余分にカッコ (brackets)が必要になりま
す。たとえば 1つ以上のアルファベットか数字のシーケンスにマッチする正規表現は、‘[:alnum:]+’
ではなく ‘[[:alnum:]]+’です。

‘[:ascii:]’
これは任意の ASCII文字 (コード 0 – 127)にマッチする。
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‘[:alnum:]’
これは任意の英数字にマッチする。マルチバイト文字では、アルファベット文字か数字で
あることを示すUnicodeプロパティ‘general-category’ (Section 33.6 [Character
Properties], page 859を参照)をもつ文字にマッチする。

‘[:alpha:]’
これは任意のアルファベットにマッチする。マルチバイト文字では、アルファベット文字で
あることを示すUnicodeプロパティ‘general-category’ (Section 33.6 [Character
Properties], page 859を参照)をもつ文字にマッチする。

‘[:blank:]’
これは Unicode Technical Standard #18のAnnex Cで定義される水平の空白文字
(horizontal whitespace)にマッチする。特にスペース、タブ、およびスペース区切り
であることをUnicodeの ‘general-category’プロパティ(Section 33.6 [Character
Properties], page 859を参照)が示す他の文字にマッチする。

‘[:cntrl:]’
これはコードが 1から 31の範囲にあるすべての文字にマッチする。

‘[:digit:]’
これは ‘0’から ‘9’までにマッチする。つまり ‘[-+[:digit:]]’は ‘+’と ‘-’、同様に任意
の数にマッチする。

‘[:graph:]’
これは Unicodeの ‘general-category’プロパティで示されるようなグラフィック文
字 (空白文字、ASCIIと非 ASCIIの制御文字、サロゲートコードポイント、Unicodeで
未割り当てのコードポイントを除くすべて) にマッチする (Section 33.6 [Character
Properties], page 859を参照)。

‘[:lower:]’
これはカレントの caseテーブル (Section 4.10 [Case Tables], page 69を参照)で小
文字と判断される文字すべてにマッチする。case-fold-searchが非 nilなら大文字に
もマッチする。

‘[:multibyte:]’
これは任意のマルチバイト文字にマッチする (Section 33.1 [Text Representations],
page 854を参照)。

‘[:nonascii:]’
これは非 ASCII文字にマッチする。

‘[:print:]’
これは任意のプリント文字 (空白文字か ‘[:graph:]’でマッチされるグラフィック文字
のいずれか)にマッチする。

‘[:punct:]’
これは任意の句読点文字 (punctuation character)にマッチする (現在のところマルチ
バイト文字では単語構文以外のすべてにマッチする)。

‘[:space:]’
これは空白文字構文 (Section 35.2.1 [Syntax Class Table], page 909を参照)をもつ
任意の文字にマッチする。
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‘[:unibyte:]’
これは任意のユニバイト文字 (Section 33.1 [Text Representations], page 854を参
照)にマッチする。

‘[:upper:]’
これはカレントの caseテーブル (Section 4.10 [Case Tables], page 69を参照)で大
文字と判断される文字すべてにマッチする。case-fold-searchが非 nilならこれは小
文字にもマッチする。

‘[:word:]’
これは単語構文 (Section 35.2.1 [Syntax Class Table], page 909を参照)をもつ任意
の文字にマッチする。

‘[:xdigit:]’
これは 16進数の数字 ‘0’から ‘9’、‘a’から ‘f’と ‘A’から ‘F’にマッチする。

34.3.1.3 正規表現内のバッククラッシュ構文

ほとんどの場合では、‘\’の後の任意の文字はその文字だけにマッチします。しかし例外もいくつかあ
ります。‘\’で始まる特定のシーケンスには、特別な意味をもつものがあります。以下は特別な ‘\’構成
要素のテーブルです。

‘\|’ これは選択肢を指定する。2つの正規表現 aと b、その間にある ‘\|’により、aか bのい
ずれかにマッチする表現が形成される。

つまり ‘foo\|bar’は、‘foo’か ‘bar’のいずれかにマッチして他の文字列にはマッチし
ない。

‘\|’は周囲の適用可能な最大の表現に適用される。‘\|’を取り囲む ‘\( ... \)’でグルー
プ化することによりグループ化の効力を制限できる。

複数の ‘\|’の処理するための完全なバックトラッキング互換が必要なら、POSIX正規
表現関数を使用すること (Section 34.5 [POSIX Regexps], page 899を参照)。

‘\{m\}’ これは前のパターンを正確に m回繰り返す後置演算子。つまり ‘x\{5\}’は文字
列 ‘xxxxx’にマッチして、それ以外にはマッチしない。‘c[ad]\{3\}r’は ‘caaar’、
‘cdddr’、‘cadar’等にマッチする。

‘\{m,n\}’ これは最小でm回、最大で n回繰り返すより一般的な後置演算子。m省略時の最小は 0、
n省略時の最大は存在しない。いずれの形式でもmや nが指定された場合には、216 − 1
より大きくなることはない。

たとえば ‘c[ad]\{1,2\}r’は文字列 ‘car’、‘cdr’、‘caar’、‘cadr’、‘cdar’、‘cddr’に
マッチして、それ以外にはマッチしない。
‘\{0,1\}’や ‘\{,1\}’は ‘?’と同じ。
‘\{0,\}’や ‘\{,\}’は ‘*’と同じ。
‘\{1,\}’は ‘+’と同じ。

‘\( ... \)’
これは以下の 3つの目的を果たす役目をもつグループ化構成要素:

1. 他の操作のために一連の ‘\|’選択肢を囲う。つまり正規表現 ‘\(foo\|bar\)x’は、
‘foox’か ‘barx’のいずれかにマッチする。

2. 後置演算子 ‘*’、‘+’、‘?’による複雑な表現を囲う。つまり ‘ba\(na\)*’は ‘ba’、
‘bana’、‘banana’、‘bananana’、... 等の任意の数 (0 以上) の文字列 ‘na’にマッ
チする。
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3. ‘\digit’ (以下参照)による将来の参照にたいして、マッチする部分文字列を記録
する。

この最後の目的はカッコによるグループ化というアイデアによるものではない。これは
同じ構成要素 ‘\( ... \)’にたいする 2つ目の目的に割当てられた別の機能だが、実際
のところ 2つの意味は衝突しない。しかし稀に衝突が発生することがあり、それが内気
(shy)なグループの導入をもたらした。

‘\(?: ... \)’
これは内気なグループ (shy group)の構成要素。内気なグループは通常のグループの最
初の 2つの役目 (他の演算子のネスト制御)を果たすが、これは番号を取得せず ‘\digit’
でその値を後方参照できない。内気なグループは通常の非内気なグループを変更するこ
となく自動的に追加できるので、機械的に正規表現を構築するのに特に適している。

内気なグループ化は非キャプチャリング (non-capturing)、番号なしグループ (unnum-
bered groups)とも呼ばれる。

‘\(?num: ... \)’
これは明示的番号付きグループ (explicitly numbered group) の構成要素。通常のグ
ループ化では位置をもとに番号が暗黙で取得されるが、これが不便な場合もあるだろう。
この構成要素により特定のグループに番号を強制できる。番号の付与に特別な制限はな
く、複数のグループに同じ番号を付与でき、その場合は最後の 1つ (もっとも右のマッ
チ)がマッチとして採用される。暗黙に番号付けされたグループは、常に前のグループよ
り大きい最小の整数となる番号を取得する。

‘\digit’ これはグループ構成要素 (‘\( ... \)’)の digit番目にマッチしたテキストと同じテキス
トにマッチする。

言い換えると最後のグループの後に、マッチ処理はそのグループによりマッチされたテ
キストの開始と終了を記憶する。その正規表現の先の箇所で ‘\’とその後に digitを使用
すれば、それが何であれ同じテキストにマッチさせることができる。

検索やマッチングを行う関数に渡される正規表現全体の中で、最初の 9つのグループ化
構成要素にマッチする文字列には、その正規表現内で開カッコが出現する順に 1から 9ま
での番号が割り当てられる。したがって ‘\1’から ‘\9’までを使用して、対応するグルー
プ化構成要素によりマッチされたテキストを参照できる。

たとえば ‘\(.*\)\1’は、一方がもう一方と等しいような 2つの文字列から構成される、
改行を含まない任意の文字列にマッチする。‘\(.*\)’は前半分にマッチし、これは何で
もよいが、それに続く ‘\1’はそれと同じテキストに正確にマッチしなければならない。

構成要素 ‘\( ... \)’が 2回以上マッチする場合 (これはたとえば後に ‘*’をしたがえる
とき発生し得る)には最後のマッチだけが記録される。

正規表現内の特定のグループ化構成要素がマッチしなかった場合には、たとえば
それが使用されない選択肢内にあったり、回数が 0 回の繰り返しの内部にあるな
ら、それに対応する ‘\digit’構文は何にもマッチしない。作為的な例を用いると
‘\(foo\(b*\)\|lose\)\2’は ‘lose’にマッチできない。外側のグループ内の 2 つ目
の選択肢がマッチするが、‘\2’が未定義となり何にたいしてもマッチできない。しかし
‘foobb’にたいしては、1つ目の選択肢が ‘foob’にマッチして、‘\2’が ‘b’にマッチする
のでマッチが可能になる。

‘\w’ これは任意の単語構成文字にマッチする。エディターの構文テーブルが、どの文字が単
語構成文字かを決定する。Chapter 35 [Syntax Tables], page 908を参照のこと。
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‘\W’ これは任意の非単語構成文字にマッチする。

‘\scode’ これは構文が codeであるような任意の文字にマッチする。ここで codeは、構文コード
を表す文字。‘w’は単語構成要素、‘-’は空白文字、‘(’は開カッコ、...等。空白文字構文
を表すには、‘-’かスペース文字のいずれかを使用する。構文コードとそれらを意味する
文字のリストは Section 35.2.1 [Syntax Class Table], page 909を参照のこと。

‘\Scode’ これは構文が codeでないような任意の文字にマッチする。

‘\cc’ これはカテゴリーが cであるような任意の文字にマッチする。ここで cはカテゴリーを
表す文字。つまり標準カテゴリーテーブルで ‘c’は Chinese(中国語)、‘g’は Greek(ギ
リシャ語)の文字となる。M-x describe-categories RETで現在定義済みの全カテゴ
リーのリストを確認できる。define-category関数を使用すれば、標準カテゴリーに加
えてカテゴリーを独自に定義することもできる (Section 35.8 [Categories], page 921
を参照)。

‘\Cc’ これはカテゴリーが cではない任意の文字にマッチする。

以下は空文字列にマッチ (つまり文字を何も消費しない)しますが、マッチするかどうかはコンテ
キストに依存するような正規表現を構築します。これらすべてにたいして、そのバッファーのアクセ
ス可能範囲の先頭と終端は、あたかもそのバッファーの実際の先頭と終端のように扱われます。

‘\`’ これは空文字列、ただしバッファー先頭またはマッチ対象の文字列の先頭だけにマッチ
する。

‘\'’ これは空文字列、ただしバッファー終端またはマッチ対象の文字列の終端だけにマッチ
する。

‘\=’ これは空文字列、ただしポイント位置だけにマッチする (この構成要素はマッチ対象が
文字列なら定義されない)。

‘\b’ これは空文字列、ただし単語の先頭だけにマッチする。つまり ‘\bfoo\b’は個別の単語
として出現する ‘foo’だけにマッチする。‘\bballs?\b’は、個別の単語として ‘ball’か
‘balls’にマッチする。

‘\b’は、隣接するテキストが何であるかと無関係に、バッファー (か文字列)の先頭また
は終端にマッチする。

‘\B’ これは空文字列、単語の先頭や終端、またはバッファー (か文字列)の先頭や終端以外に
マッチする。

‘\<’ これは空文字列、ただし単語の先頭だけにマッチする。‘\<’は後に単語構成文字が続く
場合のみバッファー (か文字列)の先頭にマッチする。

‘\>’ これは空文字列、ただし単語の終端だけにマッチする。‘\<’はコンテンツが単語構成文
字で終わる場合のみバッファー (か文字列)の終端にマッチする。

‘\_<’ これは空文字列、ただしシンボルの先頭だけにマッチする。シンボルとは 1つ以上の単
語かシンボル構成文字のシーケンス。‘\_<’は後にシンボル構成文字が続く場合のみバッ
ファー (か文字列)の先頭にマッチする。

‘\_>’ これは空文字列、ただし単語の終端だけにマッチする。‘\_>’はコンテンツがシンボル構
成文字で終わる場合のみバッファー (か文字列)の終端にマッチする。

すべての文字列が、有効な正規表現な訳ではありません。たとえば終端の ‘]’がない文字選択肢の
内側で終わる文字列は無効であり、単一の ‘\’で終わる文字列も同様です。いずれかの検索関数にたい
して無効な正規表現が渡されると invalid-regexpエラーがシグナルされます。
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34.3.2 正規表現の複雑な例

以下は後続の空白文字とともにセンテンスの終わりを認識するために、以前の Emacsで使用されて
いた複雑な正規表現の例です (現在の Emacsは関数 sentence-endにより構築される、同様のより
複雑な regexpを使用する。Section 34.8 [Standard Regexps], page 907を参照)。

以下ではまず、(スペースとタブ文字を区別するために)Lisp構文の文字列として regexpを示し
て、それを評価した結果を示します。文字列定数の開始と終了はダブルクォーテーションです。‘\"’は
文字列の一部としてのダブルクォーテーション、‘\\’は文字列の一部としてのバックスラッシュ、‘\t’
はタブ、‘\n’は改行を意味します。

"[.?!][]\"')}]*\\($\\| $\\|\t\\| \\)[ \t\n]*"

⇒ "[.?!][]\"')}]*\\($\\| $\\| \\| \\)[

]*"

改行とタブは、それら自身として出力されます。

この正規表現は連続する 4つのパートを含み、以下のように解読できます:

[.?!] この正規表現の 1つ目のパートはピリオド、疑問符、感嘆符の 3つのうちいずれか 1つ
にマッチする文字選択肢。マッチはこれら 3つの文字のいずれかで開始されなければな
らない (これは旧正規表現と Emacsが使用する新たなデフォルト regexpが異なる 1つ
のポイントである。新たな値は後続の空白文字なしでセンテンスを終端する、いくつか
の非 ASCII文字を許容する)。

[]\"')}]*

パターンの 2つ目のパートは任意の 0個以上の閉カッコとクォーテーションマークであ
り、その後にピリオド、疑問符、感嘆符があるかもしれない。\"は文字列内でのダブル
クォーテーションマークにたいする Lisp構文。最後の ‘*’は直前の正規表現 (この場合
は文字選択肢)の 0回以上の繰り返しを示す。

\\($\\| $\\|\t\\| \\)

パターンの 3つ目のパートはセンテンスの後の空白文字、すなわち行の終端 (スペースが
あっても可)、タブ、または 2つのスペースにマッチする。2連バックスラッシュはカッコ
と垂直バーを正規表現構文としてマークする。すなわちカッコはグループを句切り、垂
直バーは選択肢を区別する。ダラー記号は行の終端へのマッチに使用される。

[ \t\n]* 最後にパターンの最終パートはセンテンスを終端させるために必要とされる以上の、余
分な空白文字にマッチする。

34.3.3 正規表現の関数

以下の関数は正規表現を扱います。

[Function]regexp-quote string
この関数は stringだけに正確にマッチするような正規表現をリターンする。looking-at内で
この正規表現を使用すると、そのバッファー内の次の文字が stringのときだけ成功するだろう。
検索関数でのこの正規表現の使用は、検索されるテキストが stringを含むなら成功するだろう。
Section 34.4 [Regexp Search], page 896を参照のこと。

これにより、その正規表現を求める関数呼び出し時に正確な文字列マッチや検索を要求できる。

(regexp-quote "^The cat$")

⇒ "\\^The cat\\$"



Chapter 34: 検索とマッチング 895

正規表現として記述されたコンテキストにおいて、正確な文字列マッチを結合することが
regexp-quoteの 1つの使い方である。たとえば以下は空白文で囲まれた stringの値である
ような文字列を検索する:

(re-search-forward

(concat "\\s-" (regexp-quote string) "\\s-"))

スペシャル文字を何も含まなければ、リターンされる文字列は string自身となるだろう。

[Function]regexp-opt strings &optional paren
この関数はリスト stringsの文字列だけにマッチする効果的な正規表現をリターンする。これは
マッチングや検索を可能な限り高速にする必要があるとき、たとえば Font Lockモードで有用
である 1。

stringsが空リストなら、リターン値は何にもマッチすることはない regexpとなる。

オプション引数 parenには以下のいずれかを指定できる:

文字列 結果となる regexpの前に paren、後に ‘\)’が付加される。たとえば ‘"\\(?1:"’
を使用すると番号付きのグループを明示的に生成する。

words 結果となる regexpは ‘\<\(’と ‘\)\>’で括られる。

symbols 結果となる regexpは ‘\_<\(’と ‘\)\_>’で括られる (これはプログラミング言語
のキーワードの類のマッチング時にしばしば適している)。

非 nil 結果となる regexpは ‘\\(’と ‘\\)’で括られる。

nil 後に付加する後置演算子が式全体に適用されるために必要なら、結果となる regexp
は ‘\(?:’と ‘\)’で括られる。

リターンされる regexpは可能な最長文字列に常にマッチする方法の順序に整列される。

再整列されるまで regexp-optの結果 regexpはその単純化されたバージョンと等価だが、通
常はより効果的である。

(defun simplified-regexp-opt (strings &optional paren)

(let ((parens

(cond

((stringp paren) (cons paren "\\)"))

((eq paren 'words) '("\\<\\(" . "\\)\\>"))

((eq paren 'symbols) '("\\_<\\(" . "\\)\\_>"))

((null paren) '("\\(?:" . "\\)"))

(t '("\\(" . "\\)")))))

(concat (car parens)

(mapconcat 'regexp-quote strings "\\|")

(cdr parens))))

[Function]regexp-opt-depth regexp
この関数は regexp内のグループ化された構成要素 (カッコで囲まれた正規表現) の総数をリ
ターンする。これには内気なグループは含まれない (Section 34.3.1.3 [Regexp Backslash],
page 891を参照)。

1 regexp-optの結果が絶対的にもっとも効率的であるという保証はないことに注意してください。手
作業でチューニングした正規表現のほうがわずかに効率的なこともありますが、これに努力する価
値はほとんどないでしょう。
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[Function]regexp-opt-charset chars
この関数は文字リスト chars内の文字にマッチする正規表現をリターンする。

(regexp-opt-charset '(?a ?b ?c ?d ?e))

⇒ "[a-e]"

[Variable]regexp-unmatchable
この変数はすべての文字列にマッチしないことが保証された regexpを含む。これは実際に何
かとマッチするようにセットされ得る変数用のデフォルト値として特に有用。

34.4 正規表現の検索

GNU Emacsではインクリメンタルと非インクリメンタルの両方で正規表現 (Section 34.3.1 [Syntax
of Regexps], page 886を参照)にたいする次のマッチを検索できます。インクリメンタル検索コマンド
については Section “Regular Expression Search” in The GNU Emacs Manualを参照してくだ
さい。ここではプログラム内で有用な検索関数だけを説明します。重要な関数はre-search-forward

です。

これらの検索関数はバッファーがマルチバイトならルチバイト、ユニバイトならユニバイトに正規
表現を変換します。Section 33.1 [Text Representations], page 854を参照してください。

[Command]re-search-forward regexp &optional limit noerror count
この関数はカレントバッファー内で、正規表現 regexpにマッチするテキスト文字列を前方へ検
索する。この関数は regexpにマッチしない任意の量のテキストをスキップして、見つかった最
初のマッチの終端にポイントを残す。これはポイントの新たな値をリターンする。

引数 limitは検索の境界を指定し、それはカレントバッファー内の位置であること。limitが非
nilならカレントバッファー内の位置でなければならない。これは検索の上限位置を指定する
その位置を超えるようなマッチは、受け入れられない。limitが省略または nilの場合のデフォ
ルトは、そのバッファーのアクセス可能範囲の終端である。

検索失敗時に re-search-forwardが何を行うかは noerrorの値に依存する。

nil search-failedエラーをシグナルする。

t 何もせず nilをリターンする。

その他 ポイントを limit (またはバッファーのアクセス可能範囲の終端)に移動して nil

をリターンする。

引数 noerrorはマッチに失敗した有効な検索だけに影響する。無効な引数は noerrorとは無関
係にエラーとなる。

countが正の数 nなら、それは繰り返し回数の役目をもつ。検索は n回繰り返され、前回のマッ
チの終端から毎回検索が開始される。これらの連続する検索が成功した場合、関数は成功とな
りポイントを移動して新たな値をリターンする。それ以外は検索失敗となり、上述したように
結果は noerrorの値に依存する。countが負の数−nなら、それは逆方向 (後方)への検索の繰
り返し回数 nとしての役目をもつ。

以下の例ではポイントは最初は ‘T’の前にある。この検索を評価することにより、その行の終端
( ‘hat’の ‘t’と改行の間)にポイントは移動する。

---------- Buffer: foo ----------

I read "⋆The cat in the hat

comes back" twice.

---------- Buffer: foo ----------
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(re-search-forward "[a-z]+" nil t 5)

⇒ 27

---------- Buffer: foo ----------

I read "The cat in the hat⋆
comes back" twice.

---------- Buffer: foo ----------

[Command]re-search-backward regexp &optional limit noerror count
この関数はカレントバッファー内で正規表現 regexpにマッチするテキスト文字列を後方へ検索
して、見つかった最初のマッチの先頭にポイントを残す。

この関数は re-search-forwardと似ているが単なるミラーイメージ (mirror-image: 鏡
像) ではない。re-search-forwardは先頭が開始ポイントと可能な限り近いマッチを探す。
re-search-backwardが完全なミラーイメージなら終端が可能な限り近いマッチを探すだろ
う。しかし実際には先頭が可能な限り近い (かつ開始ポイントの前で終わる)マッチを探す。こ
れは与えられた位置にたいする正規表現マッチングが常に正規表現の先頭から終端に機能して、
指定された開始位置から開始されることが理由。

re-search-forwardの真のミラーイメージには、正規表現を終端から先頭へマッチする特別
な機能が要求されるだろう。それを実装することによる問題と比較して、値する価値はない。

[Function]string-match regexp string &optional start
この関数は string内で正規表現 regexpにたいする最初のマッチの開始位置のインデックスを
リターンする。string内のそのインデックスから検索が開始される。

たとえば、

(string-match

"quick" "The quick brown fox jumped quickly.")

⇒ 4

(string-match

"quick" "The quick brown fox jumped quickly." 8)

⇒ 27

文字列の最初の文字のインデックスは 1、2文字目は 2、...となる。

この関数がマッチを見つけたら、そのマッチの先の最初の文字のインデックスは (match-end

0)で利用できる。Section 34.6 [Match Data], page 899を参照のこと。

(string-match

"quick" "The quick brown fox jumped quickly." 8)

⇒ 27

(match-end 0)

⇒ 32

[Function]string-match-p regexp string &optional start
この述語関数は string-matchと同じことを行うが、マッチデータの変更を避ける。

[Function]looking-at regexp
この関数はカレントバッファー内のポイント直後のテキストが正規表現 regexpにマッチするか
どうかを判断する。“直後”の正確な意味は、その検索が “固定”されていて、ポイントの後の
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最初の文字からマッチが開始する場合のみ成功するということ。成功なら結果は t、それ以外
は nil。

この関数はポイントを移動しないがマッチデータは更新する。Section 34.6 [Match Data],
page 899を参照のこと。マッチデータを変更せずにテストする必要があるなら、以下で説明す
る looking-at-pを使用すること。

以下の例ではポイントは ‘T’の直前にある。それ以外の場所にあれば結果は nilになるだろう。

---------- Buffer: foo ----------

I read "⋆The cat in the hat

comes back" twice.

---------- Buffer: foo ----------

(looking-at "The cat in the hat$")

⇒ t

[Function]looking-back regexp limit &optional greedy
この関数はポイントの直前の (ポイントで終わる)テキストが regexpとマッチしたら t、それ
以外は nilをリターンする。

正規表現マッチングは前方だけに機能するので、ポイントで終わるマッチをポイントから後方
へ検索するように実装された。長い距離を検索する必要がある場合には、これは極めて低速に
なり得る。非 nil値を limitを指定してその前を検索しないよう告げることにより、検索に要す
る時間を制限できる。この場合には、マッチデータは limitかその後で始まらなければならな
い。以下は例:

---------- Buffer: foo ----------

I read "⋆The cat in the hat

comes back" twice.

---------- Buffer: foo ----------

(looking-back "read \"" 3)

⇒ t

(looking-back "read \"" 4)

⇒ nil

greedyが非 nilなら、この関数は可能な限り後方へマッチを拡張して、前方の 1文字が regexp
がマッチの一部とならなければ停止する。マッチが拡張されたときには、マッチ開始位置が limit
の前にあっても許される。

一般的に looking-backは低速なので、可能な限り使用を避けることを推奨する。この理由に
より looking-back-pの追加は計画されていない。

[Function]looking-at-p regexp
この述語関数は looking-atと同様に機能するがマッチデータを更新しない。

[Variable]search-spaces-regexp
この変数が非 nilなら、それは空白文字を検索する方法を告げる正規表現であること。この場
合には検索される正規表現内のすべてのスペース属は、この正規表現を使用することを意味す
る。しかし ‘[...]’、‘*’‘+’、‘?’のような構文要素内のスペースは search-spaces-regexp

の影響を受けない。

この変数はすべての正規表現検索とマッチ構文要素に影響するので、コードの可能な限り狭い
範囲にたいして一時的にバインドすること。
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34.5 POSIX正規表現の検索

通常の正規表現関数は、‘\|’や繰り返しの構文要素を処理するために必要なときだけバックトラッキ
ングを行いますが、何らかのマッチが見つかるまでの間だけこれを継続します。そして成功した後に
見つかった最初のマッチを報告します。

このセクションでは正規表現にたいしてPOSIX標準で指定された完全なバックトラッキングを処
理する他の検索関数を説明します。これらは POSIXが要求する最長マッチを報告できるようにすべ
ての可能なマッチを試みて、すべてのマッチが見つかるまでバックトラッキングを継続します。これ
は非常に低速なので、本当に最長マッチが必要なときだけこれらの関数を使用してください。

POSIXの検索とマッチ関数は、非欲張りな繰り返し演算子 (Section 34.3.1.1 [Regexp Special],
page 886を参照)を正しくサポートしません。これは POSIXのバックトラッキングが非欲張りな繰
り返しのセマンチックと競合するからです。

[Command]posix-search-forward regexp &optional limit noerror count
これは re-search-forwardと似ているが、正規表現マッチングにたいしてPOSIX標準が指
定する完全なバックトラッキングを行う点が異なる。

[Command]posix-search-backward regexp &optional limit noerror count
これは re-search-backwardと似ているが、正規表現マッチングにたいして POSIX標準が
指定する完全なバックトラッキングを行う点が異なる。

[Function]posix-looking-at regexp
これは looking-atと似ているが、正規表現マッチングにたいして POSIX標準が指定する完
全なバックトラッキングを行う点が異なる。

[Function]posix-string-match regexp string &optional start
これは string-matchと似ているが、正規表現にたいしてPOSIX標準が指定する完全なバッ
クトラッキングを行う点が異なる。

34.6 マッチデータ

Emacsは検索の間に見つかったテキスト片の開始と終了の位置を追跡します。これはマッチデータ
(match data)と呼ばれます。このマッチデータのおかげで、メールメッセージ内のデータのような
複雑なパターンを検索した後に、そのパターンの制御下でマッチ部分を抽出できるのです。

マッチデータには通常はもっとも最近の検索だけが記述されるので、後で参照したい検索とその
マッチデータの使用の間に誤って別の検索を行わないように注意しなければなりません。誤って別の
検索を避けるのが不可能な場合には、マッチデータの上書きを防ぐために前後でマッチデータの保存
とリストアを行わなければなりません。

上書きを行わないと明記されていない限り、すべての関数は上書きを許されていることに注意し
てください。結果としてバックグラウンド (Section 40.11 [Timers], page 1116と Section 40.12
[Idle Timers], page 1118を参照)で暗黙に実行される関数は、おそらく明示的にマッチデータの保
存とリストアを行うべきでしょう。

34.6.1 マッチしたテキストの置換

以下の関数は、最後の検索でマッチされたテキストのすべて、または一部を置換します。これはマッ
チデータにより機能します。
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[Function]replace-match replacement &optional fixedcase literal string subexp
この関数はバッファーや文字列にたいして置換処理を行う。

あるバッファーで最後の検索を行った場合には、string引数を省略または nilを指定すること。
また最後に検索を行ったバッファーがカレントバッファーであることを確認すること。その場合
には、この関数はマッチしたテキストを replacementで置換することにより、そのバッファー
を編集する。これは置換したテキスト終端にポイントを残す。

文字列にたいして最後の検索を行った場合には、同じ文字列が stringに渡される。その場合に
は、この関数はマッチしたテキストが replacementに置き換えられた新たなテキストをリター
ンする。

fixedcaseが非 nilなら replace-matchは大文字小文字を変更せずに置換テキストを使用し
て、それ以外は置換されるテキストが capitalize(先頭が大文字)されているかどうかに応じて、
置換テキストを変換する。元のテキストがすべて大文字なら置換テキストを大文字に変換する。
元のテキストの単語すべてが capitalizeされていたら置換テキストのすべての単語を capitalize
する。すべての単語が 1文字かつ大文字なら、それらはすべて大文字の単語ではなく capitalize
された単語として扱われる。

literalが非 nilなら replacementはそのまま挿入されるが、必要に応じて caseの変更だけが
行われる。これが nil(デフォルト)なら文字 ‘\’は特別に扱われる。replacement内に ‘\’が出
現した場合には、それは以下のシーケンスのいずれかの一部でなければならない:

‘\&’ これは置換されるテキスト全体を意味する。

‘\n’ （nは数字)
これは元の regexpの n番目の部分式にマッチするテキストを意味する。この部分
式とは ‘\(...\)’の内部にグループかされた式のこと。n番目のマッチがなけれ
ば空文字列が代用される。

‘\\’ これは置換テキスト内で単一の ‘\’を意味する。

‘\?’ これはそれ自身を意味する (replace-regexpと関連するコマンドの互換用。Sec-
tion “Regexp Replace” in The GNU Emacs Manualを参照)。

これら以外の ‘\’に続く文字はエラーをシグナルする。

‘\&’や ‘\n’により行われる代替えは、もしあれば case変換の後に発生する。したがって代替え
する文字列は決して case変換されない。

subexpが非 nilなら、それは全体のマッチではなくマッチされた regexpの部分式番号 subexp
だけを置換することを指定する。たとえば ‘foo \(ba*r\)’のマッチング後に replace-match

を呼び出すと、subexpが 1なら ‘\(ba*r\)’にマッチしたテキストだけを置換することを意味
する。

[Function]match-substitute-replacement replacement &optional fixedcase
literal string subexp

この関数は replace-matchによりバッファーに挿入されるであろうテキストをリターンする
がバッファーを変更しない。これは ‘\n’や ‘\&’のような構文要素をマッチしたグループで置き
換えた実際の結果をユーザーに示したいとき有用。引数 replacement、およびオプションの
fixedcase、literal、string、subexpは replace-matchのときと同じ意味をもつ。
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34.6.2 単純なマッチデータへのアクセス

このセクションでは最後の検索やマッチング操作で、それが成功した場合に何がマッチされたのかを
調べるために、マッチデータを使用する方法について説明します。

マッチしたテキスト全体または正規表現のカッコで括られた特定の部分式にたいして問い合わせる
ことができます。以下の関数では、countによりどの部分式かを指定できます。countが 0ならマッチ
全体、countが正なら望む部分式を指定します。

正規表現での部分式とは、エスケープされたカッコ ‘\(...\)’でグループ化された表現だったこと
を思い出してください。count番目の部分式は正規表現全体の先頭から ‘\(’を数えることで見つけら
れます。最初の部分式が 1、2つ目が 2、...となります。正規表現だけが部分式をもつことができ、単
純な文字列検索の後で利用できるのはマッチ全体の情報だけです。

成功したすべての検索はマッチデータをセットします。したがって検索後は別の検索を行うかもしれ
ない関数を呼び出す前に、検索の直後にマッチデータを問い合わせるべきです。別の検索を呼び出すか
もしれない関数の前後で、かわりにマッチデータの保存とリストアすることもできます (Section 34.6.4
[Saving Match Data], page 903を参照)。または string-match-pのようなマッチデータを変更
しないと明示されている関数を使用してください。

検索が成功しようと失敗しようとマッチデータは変更されます。現在はこのように実装されていま
すが、これは将来変更されるかもしれません。失敗した後のマッチデータを信用しないでください。

[Function]match-string count &optional in-string
この関数は最後の検索やマッチ処理でマッチしたテキストを文字列としてリターンする。これ
は countが 0ならテキスト全体、countが正なら count番目のカッコで括られた部分式に対応
する部分だけをリターンする。

そのような最後の処理が文字列にたいする string-match呼び出しなら、引数 in-stringには
同じ文字列を渡すこと。バッファーの検索やマッチの後は、in-stringを省略するか nilを渡す
こと。しかし最後に検索やマッチを行ったバッファーが、match-string呼び出し時にカレン
トバッファーであることを確認すること。このアドバイスにしたがわなければ誤った結果とな
るだろう。

countが範囲外、‘\|’選択肢内部の部分式が使用されない、または 0回の繰り返しなら値は nil。

[Function]match-string-no-properties count &optional in-string
この関数は match-stringと似ているが結果がテキストプロパティをもたない点が異なる。

[Function]match-beginning count
最後の正規表現検索がマッチを見つけたら、この関数はマッチしたテキストか部分式の開始位
置をリターンする。

countが 0なら値はマッチ全体の開始位置。それ以外なら countは正規表現内の部分式を指定
するので、この関数の値はその部分式にたいするマッチの開始位置。

使用されない、あるいは 0回の繰り返しであるような ‘\|’選択肢内部の部分式にたいしての値
は nil。

[Function]match-end count
この関数は match-beginningと似ているがマッチの開始ではなく終了位置である点が異なる。

以下はマッチデータを使用する例です。コメントの数字はテキスト内での位置を示しています:

(string-match "\\(qu\\)\\(ick\\)"

"The quick fox jumped quickly.")

;0123456789

⇒ 4
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(match-string 0 "The quick fox jumped quickly.")

⇒ "quick"

(match-string 1 "The quick fox jumped quickly.")

⇒ "qu"

(match-string 2 "The quick fox jumped quickly.")

⇒ "ick"

(match-beginning 1) ; ‘qu’にたいするマッチ先頭の
⇒ 4 ; インデックスは 4

(match-beginning 2) ; ‘ick’にたいするマッチ先頭の
⇒ 6 ; インデックスは 6

(match-end 1) ; ‘qu’にたいするマッチ終端の
⇒ 6 ; インデックスは 6

(match-end 2) ; ‘ick’にたいするマッチ終端の
⇒ 9 ; インデックスは 9

別の例を以下に示します。ポイントは最初は行の先頭にあります。検索の後はポイントはスペース
と単語 ‘in’の間にあります。マッチ全体の先頭はバッファーの 9つ目の文字 ‘T’、1つ目の部分式にた
いするマッチの先頭は 13番目の文字 ‘c’です。

(list

(re-search-forward "The \\(cat \\)")

(match-beginning 0)

(match-beginning 1))

⇒ (17 9 13)

---------- Buffer: foo ----------

I read "The cat ⋆in the hat comes back" twice.

^ ^

9 13

---------- Buffer: foo ----------

(この場合にはリターンされるインデックスはバッファー位置であり、バッファーの 1つ目の文字を 1
と数える。)

34.6.3 マッチデータ全体へのアクセス

関数 match-dataと set-match-dataは、マッチデータ全体にたいして一度に読み取り、または書
き込みを行います。

[Function]match-data &optional integers reuse reseat
この関数は最後の検索によりマッチしたテキストのすべての情報を記録する位置 (マーカーか
整数)をリターンする。要素 0は正規表現全体にたいするマッチの先頭の位置。要素 1はその正
規表現にたいするマッチの終端の位置。次の 2つの要素は 1つ目の部分式にたいするマッチの
先頭と終了、...となる。一般的に要素番号 2n は (match-beginning n)、要素番号 2n+ 1
は (match-end n)に対応する。
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すべての要素は通常はマーカーか nilだが、もし integersが非 nilならマーカーのかわりに整
数を使用することを意味する (この場合にはマッチデータの完全なリストアを容易にするため
に、リストの最後の要素としてバッファー自身が追加される)。最後の検索が string-match

により文字列にたいして行われた場合には、マーカーは文字列の内部をポイントできないので
常に整数が使用される。

reuseが非 nilなら、それはリストであること。この場合には、match-dataはマッチデータを
reuse内に格納する。つまり reuseは破壊的に変更される。reuseが正しい長さである必要はな
い。特定のマッチデータにたいして長さが十分でなければリストは拡張される。reuseが長過ぎ
る場合には、長さはそのままで使用しない要素に nilがセットされる。この機能にはガベージ
コレクションの必要頻度を減らす目的がある。

reseatが非 nilなら、reuseリスト内のすべてのマーカーは存在しない場所を指すよう再設定さ
れる。

他の場合と同じように検索関数とその検索のマッチデータへのアクセスを意図する match-data

呼び出しの間に介入するような検索があってはならない。

(match-data)

⇒ (#<marker at 9 in foo>

#<marker at 17 in foo>

#<marker at 13 in foo>

#<marker at 17 in foo>)

[Function]set-match-data match-list &optional reseat
この関数はmatch-listの要素からマッチデータをセットする。match-listは前の match-data

呼び出しの値であるようなリストであること (正確には同じフォーマットなら他のものでも機
能するだろう)。

match-listが存在しないバッファーを参照する場合でもエラーとはならない。これは無意味だ
が害のない方法でマッチデータをセットする。

reseatが非 nilなら、リストmatch-list内のすべてのマーカーは存在しない場所を指すよう再
設定される。

store-match-dataは set-match-dataの半ば時代遅れなエイリアス。

34.6.4 マッチデータの保存とリストア

以前に行った検索にたいするマッチデータを後で使用するために保護する必要があるなら、検索を行
うかもしれない関数の呼び出し時に呼び出しの前後でマッチデータの保存とリストアを行う必要があ
るでしょう。以下はマッチデータ保存に失敗した場合に発生する問題を示す例です:

(re-search-forward "The \\(cat \\)")

⇒ 48

(foo) ; fooが他の検索を行うと
(match-end 0)

⇒ 61 ; 結果は期待する 48と異なる!

save-match-dataでマッチデータの保存とリストアができます:

[Macro]save-match-data body. . .
このマクロは bodyを実行して、その前後のマッチデータの保存とリストアを行う。リターン
値は body内の最後のフォームの値。
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set-match-dataと match-dataを一緒に使用して、save-match-dataの効果を模倣すること
ができます。以下はその方法です:

(let ((data (match-data)))

(unwind-protect

... ; 元のマッチデータを変更してもOK
(set-match-data data)))

プロセスフィルター関数 (Section 38.9.2 [Filter Functions], page 957を参照)、およびプロセ
スセンチネル (Section 38.10 [Sentinels], page 961を参照)の実行時には、Emacsが自動的にマッ
チデータの保存とリストアを行います。

34.7 検索と置換

バッファーのある部分で regexpにたいするすべてのマッチを見つけてそれらを置換したい場合には、
以下のように re-search-forwardと replace-matchを使用して明示的なループを記述するのが最
良の方法です:

(while (re-search-forward "foo[ \t]+bar" nil t)

(replace-match "foobar"))

replace-matchの説明は Section 34.6.1 [Replacing the Text that Matched], page 899を参照
してください。

しかし文字列内のマッチの置換、特に置換を効果的に行いたい場合には、より複雑になります。そ
のために Emacsはこれを行うための関数を提供します。

[Function]replace-regexp-in-string regexp rep string &optional fixedcase
literal subexp start

この関数は stringをコピーして regexpにたいするマッチを検索、それらを repに置き換える。
これは変更されたコピーをリターンする。startが非 nilならマッチにたいする検索は string
内のそのインデックスから開始されて、リターン値には stringの最初の start文字は含まれな
い。置き換え後の文字列全体を取得するには、stringの最初の start文字とリターン値を結合す
ること。

この関数は置換を行うためにオプション引数 fixedcase、literal、subexpを渡して
replace-matchを使用する。

repは文字列のかわりに関数でもよい。この場合には replace-regexp-in-stringはそれぞ
れのマッチにたいして、そのテキストを単一の引数として repを呼び出す。これは repがリター
ンする値を収集して、それを置換文字列として replace-matchに渡す。この時点でのマッチ
データは stringの部分文字列にたいする regexpのマッチ結果。

query-replaceの行に関するコマンドを記述したい場合には、perform-replaceを使用してこ
れを行うことができます。

[Function]perform-replace from-string replacements query-flag regexp-flag
delimited-flag &optional repeat-count map start end backward
region-noncontiguous-p

これは query-replaceおよび関連するコマンドの根幹となる関数である。これは位置 start
と endの間にあるテキスト内に出現する from-stringの一部またはすべてを置換する。startが
nil (または省略)ならかわりにポイントを、endにはそのバッファーのアクセス可能範囲の終
端が使用される (オピション引数 backwardが非 nilなら検索は endから後方に開始される)。
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query-flagが nilならすべてのマッチを置換する。それ以外なら、それぞれにたいしてユーザー
にたいして何をすべきか問い合わせる。

regexp-flagが非 nilなら from-stringは正規表現、それ以外はリテラルとしてマッチしなけれ
ばならない。delimited-flagが非 nilなら単語境界に囲まれた置換だけが考慮される。

引数 replacementsはマッチを何で置き換えるかを指定する。文字列ならその文字列を使用す
る。サイクル順に使用される文字列リストでもよい。

replacementsがコンスセル (function . data)なら、置換テキストを取得するためにそれ
ぞれのマッチ後に functionを呼び出すことを意味する。この関数は dataとすでに置換された
個数という、2つの引数で呼び出される。

repeat-countが非 nilなら、それは整数であること。その場合にはサイクルを次に進める前に、
replacementsリスト内の各文字列を何度使用するかを指定する。

from-stringが大文字アルファベットを含む場合には、perform-replaceは case-fold-

searchを nilにバインドして大文字小文字を変換せずに replacementsを使用する。

キーマップ query-replace-mapは通常は問い合わせにたいして可能なユーザー応答を定義す
る。引数mapが非 nilなら、それは query-replace-mapのかわりに使用するキーマップを
指定する。

region-noncontiguous-pが非 nilなら、startと endの間のリージョンは非連続部分から構成
されることを意味する。これのもっとも一般的な例は部分が開業文字で区切られた矩形リージョ
ンである。

この関数は from-stringの次のマッチを検索するために 2 つの関数のうちいずれか 1 つを使
用する。これらの関数は 2つの変数 replace-re-search-functionと replace-search-

functionにより指定される。引数 regexp-flagが非 nilなら前者、nilなら後者が呼び出さ
れる。

[Variable]query-replace-map
この変数は perform-replaceにたいする有効なユーザー応答を定義するスペシャルキーマッ
プを保持して、コマンドは y-or-n-pや map-y-or-n-pと同様にそれを使用する。このマップ
は 2つの点において普通のマップと異なる。

• キーバインディングはコマンドではなく、このマップを使用する関数にとって意味のある
単なるシンボルであること。

• プレフィクスキーはサポートされない。各キーバインディングは単一イベントキーシーケ
ンスでなければならない。この関数は入力を取得するために単一イベントを読み取って、
それを “手動”で照合するので read-key-sequenceを使用しないからである。

query-replace-mapにたいして意味をもつバインディングがあります。それらのうちいくつか
は query-replaceとその同族にたいしてのみ意味をもちます。

act 判断している対象にたいしてアクションを起こす (言い換えると “yes”)。

skip この問いにたいしてアクションを起こさない (言い換えると “no”)。

exit この問いにたいして “no”を答えて、さらに一連の問いすべてにたいして “no”が応答
されたとみなして問い合わせをあきらめる。

exit-prefix

exitと似ているが、unread-command-eventsにたいして押下されたキーを追加する
(Section 21.8.6 [Event Input Misc], page 412を参照)。
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act-and-exit

この問いにたいして “yes”を答えて、さらに一連の問いすべてにたいして後続の問いに
“no”が応答されるとみなして問い合わせをあきらめる。

act-and-show

この問いに “yes”を答えるが、結果を表示してまだ次の問いへ進まない。

automatic

これ以上のユーザーとの対話を行わず、この問いと後続の問いにたいして “yes” を答
える。

backup 前に問い合わせた以前の場所に戻る。

undo 最後の置換をアンドゥして置換が行われた位置に戻る。

undo-all すべての置換をアンドゥして最初に置換が行われた位置に戻る。

edit この問いに対処するために、通常とられるアクションのかわりに再帰編集にエンターする。

edit-replacement

ミニバッファー内で、この問いにたいする置換を編集する。

delete-and-edit

検討中のテキストを削除して、それを置換するために再帰編集にエンターする。

recenter

scroll-up

scroll-down

scroll-other-window

scroll-other-window-down

指定されたウィンドウスクロール操作を行って同じ問いを再度尋ねる。この問いには
y-or-n-pと関連する関数だけが使用される。

quit 即座に quitを行う。この問いには y-or-n-pと関連する関数だけが使用される。

help ヘルプを表示して再度尋ねる。

[Variable]multi-query-replace-map
この変数はマルチバッファー置換で有用な追加キーバインディングを提供することにより
query-replace-mapを拡張するキーマップを保持する。追加されるバインディングは以下の
とおり:

automatic-all

残りすべてのバッファーにたいして、それ以上の対話をせずその問いと後続のす
べての問いに “yes”を答える。

exit-current

この問いに “no”を答えてカレントバッファーにたいする一連の問いすべてをあ
きらめる。そしてシーケンス内の次のバッファーへ問いを継続する。

[Variable]replace-search-function
この変数は置換する次の文字列を検索するために perform-replaceが呼び出す関数を指定す
る。デフォルト値は search-forward。それ以外の値の場合には search-forwardの最初の 3
つの引数を引数とする関数を指定すること (Section 34.1 [String Search], page 883を参照)。
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[Variable]replace-re-search-function
この変数は置換する次の regexpを検索するために perform-replaceが呼び出す関数を指定す
る。デフォルト値は re-search-forward。それ以外の値の場合には re-search-forwardの
最初の 3つの引数を引数とする関数を指定すること (Section 34.4 [Regexp Search], page 896
を参照)。

34.8 編集で使用される標準的な正規表現

このセクションでは、編集において特定の目的のために使用される正規表現を保持するいくつかの変
数を説明します。

[User Option]page-delimiter
これはページを分割する行開始を記述する正規表現。デフォルト値は"^\014" ("^^L"または
"^\C-l")。これはフォームフィード文字 (改頁文字)で始まる行とマッチする。

以下の 2つの正規表現が、常に行頭からマッチが始まる正規表現とみなすべきではありません。こ
れらを ‘^’にマッチするアンカーとして使用するべきではありません。ほとんどの場合では、パラグラ
フコマンドは行頭にたいしてのみマッチのチェックを行うので、これは ‘^’が不要であることを意味し
ます。非 0の左マージンが存在する場合には、これらは左マージンの後から始まるマッチに適用され
ます。その場合には、‘^’は不適切でしょう。しかし左マージンを決して使用しないモードでは ‘^’は無
害でしょう。

[User Option]paragraph-separate
これはパラグラフを分割する行の開始を認識する正規表現 (これを変更する場合は
paragraph-startも変更する必要があるかもしれない)。デフォルト値は"[ \t\f]*$"であ
り、これは (左マージン以降) すべてがスペース、タブ、フォームフィードで構成される行と
マッチする。

[User Option]paragraph-start
これはパラグラフを開始または分割する行の開始を認識する正規表現。デフォルト値は
"\f\\|[ \t]*$"であり、これは (左マージン以降)すべてが空白文字で構成される行やフォー
ムフィードで始まる行とマッチする。

[User Option]sentence-end
非 nilなら、以降に続く空白文字を含めてセンテンスの終わりを記述する正規表現であること
(これとは無関係にパラグラフ境界もセンテンスを終了させる)。

値が nil (デフォルト)なら、関数 sentence-endが regexpを構築する。センテンス終端の認
識に使用する regexpを得るために常に関数 sentence-endを使用するべきなのはこれが理由。

[Function]sentence-end
この関数は変数 sentence-endが非 nilならその値をリターンする。それ以外なら変数
sentence-end-double-space ([Definition of sentence-end-double-space], page 800
を参照)、sentence-end-without-period、sentence-end-without-spaceにもとづく
デフォルト値をリターンする。
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35 構文テーブル

構文テーブル (syntax table) はバッファー内のそれぞれの文字にたいして構文的な役割を指定しま
す。単語、シンボル、その他の構文要素の開始と終了の判定にこれを使用できます。この情報は Font
Lockモード (Section 23.6 [Font Lock Mode], page 497を参照)や、種々の複雑な移動コマンド
(Section 30.2 [Motion], page 757を参照)を含む多くの Emacs機能により使用されます。

35.1 構文テーブルの概念

構文テーブルは、それぞれの文字の構文クラス (syntax class) やその他の構文的プロパティを照合
するために使用できるデータ構造です。構文テーブルはテキストを横断したスキャンや移動のために
Lispプログラムから使用されます。

構文テーブルは内部的には文字テーブルです (Section 6.6 [Char-Tables], page 111 を参照)。
インデックス cの要素はコード cの文字を記述します。値は該当する文字の構文を指定するコンスセ
ルです。詳細は Section 35.7 [Syntax Table Internals], page 920を参照してください。しかし構
文テーブルの内容を変更や確認するために asetや arefを使用するかわりに、通常は高レベルな関
数 char-syntaxや modify-syntax-entryを使用するべきです。これらについては Section 35.3
[Syntax Table Functions], page 912で説明します。

[Function]syntax-table-p object
この関数は objectが構文テーブルなら tをリターンする。

バッファーはそれぞれ自身のメジャーモードをもち、それぞれのメジャーモードはさまざまな文字
の構文クラスにたいして独自の考えをもっています。たとえば Lisモードでは文字 ‘;’はコメントの開
始ですが、Cモードでは命令文の終端になります。これらのバリエーションをサポートするために、
構文テーブルはそれぞれのバッファーにたいしてローカルです。一般的に各メジャーモードは自身の
構文テーブルをもち、そのモードを使用するすべてのバッファーにそれがインストールされます。た
とえば変数 emacs-lisp-mode-syntax-tableは Emacsの Lispモードが使用する構文テーブル、
c-mode-syntax-tableはCモードが使用する構文テーブルを保持します。あるメジャーモードの構
文テーブルを変更すると、そのモードのバッファー、およびその後でそのモードに置かれるすべての
バッファーの構文も同様に変更されます。複数の類似するモードが 1つの構文テーブルを共有すること
がときおりあります。構文テーブルをセットアップする方法の例は Section 23.2.9 [Example Major
Modes], page 479を参照してください。

別の構文テーブルから構文テールを継承 (inherit)できます。これを親構文テーブル (parent syntax
table)と呼びます。構文テーブルは、ある文字にたいして構文クラス “inherit”を与えることにより、
構文クラスを未指定にしておくことができます。そのような文字は親構文テーブルが指定する構文ク
ラスを取得します (Section 35.2.1 [Syntax Class Table], page 909を参照)。Emacsは標準構文
テーブル (standard syntax table)を定義します。これはデフォルトとなる親構文テーブルであり、
Fundamentalモードが使用する構文テーブルでもあります。

[Function]standard-syntax-table
この関数は標準構文テーブルをリターンする。これはFundamentalモードが使用する構文テー
ブルである。

Emacs Lispリーダーは変更不可な独自のビルトイン構文ルールをもつので、構文テーブルは使用
しません (いくつかの Lispシステムはリード構文を再定義する手段を提供するが、わたしたちは単純
化のためこの機能を Emacs Lisp外部に留める決定をした)。
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35.2 構文記述子

構文クラス (syntax class)の文字は、その文字の構文的な役割を記述します。各構文テーブルは、そ
れぞれの文字の構文クラスを指定します。ある構文テーブルでの文字のクラスと、別のテーブルにお
けるその文字のクラスとの間に関連性がある必要はありません。

構文テーブルはそれぞれニーモニック文字 (mnemonic character)により選別され、クラスを指
定する必要がある際にはそのクラスの名前としての役割を果たします。この指定子文字 (designator
character)は通常はそのクラスに割当てられることが多々あります。しかしその指定子としての意味
は不変であり、その文字がカレントでもつ構文とは独立しています。つまりカレント構文テーブルに
おいて実際に文字 ‘\’が構文をもつかどうかに関係なく、指定子文字としての ‘\’は常にエスケープ文
字 (escape character)を意味します。

構文記述子 (syntax descriptor)とは文字の構文クラスと、その他の構文的なプロパティを記述す
る Lisp文字列です。ある文字の構文を変更したい際には、関数 modify-syntax-entryを呼び出し
て引数に構文記述子を渡すことにより行います (Section 35.3 [Syntax Table Functions], page 912
を参照)。

構文記述子の 1つ目の文字は構文クラスの指定子文字でなければなりません。2つ目の文字がも
しあれば、マッチング文字を指定します (Lispでは ‘(’にたいするマッチング文字は ‘)’)。スペースは
マッチング文字が存在しないことを指定します。その後に続く文字は追加の構文プロパティを指定し
ます (Section 35.2.2 [Syntax Flags], page 911を参照)。

マッチング文字やフラグが必要なければ、(構文クラスを指定する)1つの文字だけで十分です。

たとえばCモードでの文字 ‘*’の構文記述子は". 23" (区切り記号、マッチング文字用スロットは
未使用、コメント開始記号の 2つ目の文字、コメント終了記号の 1つ目の文字)、‘/’にたいするエン
トリーは ‘. 14’ (区切り記号、マッチング文字用スロットは未使用、コメント開始記号の 1つ目の文
字、コメント終了記号の 2つ目の文字)です。

Emacs は低レベルでの構文クラスを記述するために使用される raw 構文記述子 (raw syntax
descriptors)も定義しています。Section 35.7 [Syntax Table Internals], page 920を参照してく
ださい。

35.2.1 構文クラスのテーブル

以下は構文クラス、それらの指定子となる文字と意味、および使用例を示すテーブルです。

空白文字: ‘ ’か ‘-’
シンボルや単語を区別する文字。空白文字は通常は他の構文的な意義をもたず、複数の
空白文字は構文的には単一の空白文字と等しい。スペース、タブ、フォームフィードは、
ほとんどすべてのメジャーモードにおいて空白文字にクラス分けされる。

この構文クラスは ‘ ’か ‘-’により指定できる。両指定子は等価。

単語構成文字: ‘w’
人間の言語における単語の一部。これらは通常はプログラム内において変数やコマンド
の名前として使用される。すべての大文字と小文字、および数字は通常は単語構成文字。

シンボル構成文字: ‘_’
単語構成文字とともに変数やコマンドの名前で使用される追加の文字。例としては Lisp
モードの文字 ‘$&*+-_<>’が含まれ、これらはたとえ英単語の一部ではないとしてもシ
ンボルの名前の一部となり得る。標準Cではシンボル内において非単語構成文字で有効
な文字はアンダースコア (‘_’)のみ。
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区切り文字: ‘.’
人間の言語において句読点として使用される文字、またはプログラミング言語でシンボ
ルを別のシンボルと区別するために使用される文字。Emacs Lispモードのようないく
つかのプログラミング言語のモードでは、単語構成文字およびシンボル構成文字のいず
れでもないいくつかの文字はすべて他の用途をもつので、このクラスの文字をもたない。
Cモードのような他のプログラミング言語のモードでは演算子にたいして区切り文字構
文が使用される。

開カッコ文字: ‘(’
閉カッコ文字: ‘)’

文や式を囲うために異なるペアとして使用される文字。そのようなグループ化は開カッ
コで開始され、閉カッコで終了する。開カッコ文字はそれぞれ特定の閉カッコ文字にマッ
チして、その逆も成り立つ。Emacsは通常は閉カッコ挿入時にマッチする開カッコを示
す。Section 39.21 [Blinking], page 1079を参照のこと。

人間の言語やCのコードでは、カッコのペアは ‘()’、‘[]’、‘{}’。Emacs Lispではリス
トとベクターにたいする区切り文字 (‘()’と ‘[]’)はカッコ文字としてクラス分けされる。

文字列クォート: ‘"’
文字列定数を区切るために使用される文字。文字列の先頭と終端に同じ文字列クォート
文字が出現する。このようなクォート文字列はネストされない。

Emacsのパース機能は文字列を単一のトークンとみなす。文字列内ではその文字の通常
の構文的な意味は抑制される。

Lispモードはダブルクォーテーション (‘"’)と垂直バー (‘|’)とう 2つの文字列クォート
文字をもつ。Emacs Lispでは ‘|’は使用しないが Common Lispでは使用される。C
も文字列にたいするダブルクォート文字、および文字定数にたいするシングルアポスト
ロフィ(‘'’)という 2つのクォート文字をもつ。

人間用のテキストには文字列クォート文字がない。そのクォーテーション内の別の文字
の通常の構文的プロパティを、クォーテーションマークがオフに切り替えることを、わ
たしたちは望まない。

エスケープ構文文字: ‘\’
文字列や文字定数内で使用されるようなエスケープシーケンスで始まる文字。Cと Lisp
の両方で文字 ‘\’はこのクラスに属する (Cでは文字列内でのみ使用されるが、Cコード
中を通じてこのように扱っても問題ないことがわかった)。

words-include-escapesが非 nilなら、このクラスの文字は単語の一部とみなされ
る。Section 30.2.2 [Word Motion], page 758を参照のこと。

文字クォート: ‘/’
その文字の通常の構文的な意義を失うように、後続の文字をクォートするために使用さ
れる文字。これは直後に続く文字だけに影響する点がエスケープ文字と異なる。

words-include-escapesが非 nilなら、このクラスの文字は単語の一部とみなされ
る。Section 30.2.2 [Word Motion], page 758を参照のこと。

このクラスは TEXモードのバックスラッシュにたいして使用される。

区切りペアー: ‘$’
文字列クォート文字と似ているが、この区切りの間にある文字の構文的なプロパティは
抑制されない点が異なる。現在のところTEXモードだけが区切りペアを使用する (‘$’に
よりmathモードに出入りする)。
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式プレフィクス: ‘'’
式に隣接して出現した場合には式の一部とみなされる構文的演算子にたいして使用され
る文字。Lispモードではアポストロフィー ‘'’ (クォートに使用)、カンマ ‘,’ (マクロに
使用)、‘#’ (特定のデータ型にたいするリード構文として使用)が、これらの文字に含ま
れる。

コメント開始文字: ‘<’
コメント終了文字: ‘>’

さまざまな言語においてコメントを区切るために使用する文字。人間用のテキストはコ
メント文字をもたない。Lispではセミコロン (‘;’)がコメントの開始、改行かフォーム
フィードで終了する。

標準構文の継承: ‘@’
この構文クラスは特定の構文を指定しない。これはその文字の構文を探すために標準の
構文テーブルを照合するよう告げる。

汎用コメント区切り: ‘!’
特殊なコメントを開始または終了させる文字 (この構文クラスは “comment-fence”と
しても知られる)。任意の汎用コメント区切りは任意の汎用コメント区切りにマッチする
が、コメント開始とコメント終了はマッチできない。汎用コメント区切りは汎用コメン
ト区切り同士としかマッチできない。

この構文クラスは主として syntax-tableテキストプロパティ(Section 35.4 [Syntax
Properties], page 914 を参照) とともに使用することを意図している。任意の文字
範囲の最初と最後の文字にたいして、それらが汎用コメント区切りであることを示す
syntax-tableプロパティを付与することにより、その範囲がコメントを形成すると
マークすることができる。

汎用文字列区切り: ‘|’
文字列を開始や終了させる文字 (この構文クラスは “string-fence”としても知られる)。
任意の汎用文字列区切りは任意の汎用文字列区切りにマッチするが、通常の文字列クォー
ト文字とはマッチできない。

この構文クラスは主として syntax-tableテキストプロパティ(Section 35.4 [Syn-
tax Properties], page 914 を参照) とともに使用することを意図している。任意の
文字範囲の最初と最後の文字にたいして、それらが汎用文字列区切りであることを示す
syntax-tableプロパティを付与することにより、その範囲が文字列定数を形成すると
マークすることができる。

35.2.2 構文フラグ

構文テーブル内の文字全体にたいして構文クラスに加えてフラグを指定できます。利用できる 8つの
フラグがあり、それらは文字 ‘1’、‘2’、‘3’、‘4’、‘b’、‘c’、‘n’、‘p’で表されます。

‘p’を除くすべてのフラグはコメント区切りを記述するために使用されます。数字のフラグは 2文
字から構成されるコメント区切りにたいして使用されます。これらは文字の文字クラスに関連付けら
れた構文的プロパティに加えて、その文字も同様にコメントシーケンスの一部となれることを示しま
す。Cモードでは区切り文字であり、かつコメントシーケンス開始 (‘/*’)の 2文字目であり、かつコ
メントシーケンス終了 (‘*/’)の 1文字目である ‘*’のような文字のためにフラグとクラスは互いに独
立しています。フラグ ‘b’、‘c’、‘n’は対応するコメント区切りを限定するために使用されます。

以下は文字 cにたいして利用できるフラグと意味を示すテーブルです:

• ‘1’は cが 2文字からなるコメント開始シーケンスの開始であることを意味する。
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• ‘2’は cがそのようなシーケンスの 2文字目であることを意味する。

• ‘3’は cが 2文字からなるコメント終了シーケンスの開始であることを意味する。

• ‘4’は cがそのようなシーケンスの 2文字目であることを意味する。

• ‘b’は cが代替えのコメントスタイル “b”に属するコメント区切りであることを意味する。このフ
ラグは 2文字のコメント開始では 2文字目、2文字のコメント終了では 1文字目にたいしてのみ
意味をもつ。

• ‘c’は cが代替えのコメントスタイル “c”に属するコメント区切りであることを意味する。2文字
からなるコメント区切りにたいしては、そのいずれかが ‘c’であればスタイル “c”となる。

• コメント区切り文字での ‘n’は、この種のコメントがネスト可能であることを指定する。このよ
うなコメント内では、同じスタイルのコメントだけが認識される。2文字からなるコメント区切
りにたいしては、そのいずれかが ‘n’であればネスト可能となる。

Emacsは任意の構文テーブル 1つにたいして同時に複数のコメントスタイルをサポートする。コ
メントスタイルはフラグ ‘b’、‘c’、‘n’の組み合わせで 8個の異なるコメントスタイルが可能で、
コメントスタイルはそれぞれフラグセットにより命名される。コメント区切りはそれぞれスタイ
ルをもち、同じスタイルのコメント区切りとのみマッチできる。つまりコメントがスタイル “bn”
のコメント開始シーケンスで開始されるなら、そのコメントは次のスタイル “bn”のコメント終
了シーケンスにマッチするまで拡張されるだろう。フラグセットが ‘b’と ‘c’のいずれでもなけれ
ば、結果となるスタイルは “a”スタイルと呼ばれる。

C++にたいして適切なコメント構文は以下のようになる:

‘/’ ‘124’

‘*’ ‘23b’

newline ‘>’

これは 4つのコメント区切りシーケンスを定義する:

‘/*’ これは 2文字目の ‘*’が ‘b’フラグをもつので、“b”スタイルのコメント開始シーケ
ンス。

‘//’ これは 2 文字目の ‘/’が ‘b’フラグをもたないので、“a” スタイルのコメント開始
シーケンス。

‘*/’ これは 1文字目の ‘*’が ‘b’フラグをもつので、“b”スタイルのコメント終了シーケ
ンス。

newline これは改行文字が ‘b’フラグをもたないので、“a”スタイルのコメント終了シーケ
ンス。

• ‘p’は Lisp構文にたいして追加のプレフィクス文字を識別する。これらが式の間に出現した際に
は空白文字として扱われる。これらが式の内部に出現したときは、それらの通常の構文クラスに
応じて処理される。

関数 backward-prefix-charsはこれらの文字、同様にメインの構文クラスがプレフィクスで
あるような文字 (‘'’)を超えて後方に移動する。Section 35.5 [Motion and Syntax], page 915
を参照のこと。

35.3 構文テーブルの関数

このセクションでは構文テーブルの作成、アクセス、変更を行う関数を説明します。
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[Function]make-syntax-table &optional table
この関数は新たに構文テーブルを作成する。tableが非nilなら新たな構文テーブルの親は table、
それ以外なら標準構文テーブルが親になる。

新たな構文テーブルでは最初はすべての文字に構文クラス “inherit”(‘@’)が与えられて、それ
らの構文は親テーブルから継承される (Section 35.2.1 [Syntax Class Table], page 909を
参照)。

[Function]copy-syntax-table &optional table
この関数は tableのコピーを構築してそれをリターンする。tableが省略または nilなら標準構
文テーブルのコピーをリターンする。それ以外の場合には、tableが構文テーブルでなければエ
ラーをシグナルする。

[Command]modify-syntax-entry char syntax-descriptor &optional table
この関数は syntax-descriptorに応じて charの構文エントリーをセットする。charは文字、ま
たは (min . max)という形式のコンスセルでなければならない。後者の場合には、この関数は
minとmax (両端を含む)の間のすべての文字にたいして構文エントリーをセットする。

構文は table (デフォルトはカレントバッファーの構文テーブル)にたいしてのみ変更されて、
他のすべての構文テーブルにたいしては変更されない。

引数 syntax-descriptorは構文記述子、すなわち1文字目が構文クラス指定子、2文字目以降がオ
プションでマッチング文字と構文フラグを指定する文字列。Section 35.2 [Syntax Descriptors],
page 909を参照のこと。syntax-descriptorが有効な構文記述子でなければエラーがシグナル
される。

この関数は常に nilをリターンする。この文字にたいするテーブル内の古い構文情報は破棄さ
れる。

例:

;; 空白文字クラスのスペースを putする
(modify-syntax-entry ?\s " ")

⇒ nil

;; ‘$’を開カッコ文字にして、
;; ‘^’を対応する閉カッコにする
(modify-syntax-entry ?$ "(^")

⇒ nil

;; ‘^’を閉カッコ文字にして
;; ‘$’を対応する開カッコにする
(modify-syntax-entry ?^ ")$")

⇒ nil

;; ‘/’を区切り文字で
;; コメント開始シーケンス 1文字目、
;; かつコメント終了シーケンス 2文字目とする
;; これは Cモードで使用される
(modify-syntax-entry ?/ ". 14")

⇒ nil
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[Function]char-syntax character
この関数は指定子文字 (Section 35.2.1 [Syntax Class Table], page 909を参照)の表現で
characterの構文クラスをリターンする。これはクラスだけをリターンして、マッチング文字や
構文フラグはリターンしない。

以下の例は Cモードにたいして適用する ( char-syntaxがリターンする文字を確認しやすい
ように stringを使用する)。

;; スペース文字は空白文字構文クラスをもつ
(string (char-syntax ?\s))

⇒ " "

;; スラッシュ文字は区切り文字構文をもつ。
;; コメント開始やコメント終了シーケンスの一部でもある場合、
;; char-syntax呼び出しはこれを明らかにしないことに注意。
(string (char-syntax ?/))

⇒ "."

;; 開カッコ文字は開カッコ構文をもつ。
;; これがマッチング文字 ‘)’をもつことは
;; char-syntax呼び出しでは自明ではないことに注意。
(string (char-syntax ?\())

⇒ "("

[Function]set-syntax-table table
この関数はカレントバッファーの構文テーブルを tableにする。これは tableをリターンする。

[Function]syntax-table
この関数はカレント構文テーブル (カレントバッファーのテーブル)をリターンする。

[Command]describe-syntax &optional buffer
このコマンドは buffer (デフォルトはカレントバッファー)の構文テーブルのコンテンツを help
バッファーに表示する。

[Macro]with-syntax-table table body. . .
このマクロは tableをカレント構文テーブルとして使用して bodyを実行する。これは古いカ
レント構文テーブルのリストア後に bodyの最後のフォームの値をリターンする。

各バッファーは独自にカレント構文テーブルをもつので、マクロはこれを入念に行うべきだろ
う。with-syntax-tableはマクロの実行開始時には、そのときカレントのバッファーが何で
あれカレント構文テーブルを一時的に変更する。他のバッファーは影響を受けない。

35.4 構文プロパティ

ある言語の構文を指定するのに構文テーブルが十分に柔軟でないときは、バッファー内に出現する特定
の文字にたいしてテキストプロパティsyntax-tableを適用することにより構文テーブルをオーバー
ライドできます。テキストプロパティを適用する方法については Section 32.19 [Text Properties],
page 814を参照してください。

以下はテキストプロパティsyntax-tableの有効な値です:
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syntax-table
プロパティの値が構文テーブルなら、根底となるテキスト文字の構文を決定するカレン
トバッファーの構文テーブルのかわりにそのテーブルが使用される。

(syntax-code . matching-char)

この形式のコンスセルは根底となるテキスト文字の構文クラスを直接指定する raw構文
テーブル (Section 35.7 [Syntax Table Internals], page 920を参照)。

nil このプロパティが nilなら、その文字の構文はカレント構文テーブルにより通常の方法
で決定される。

[Variable]parse-sexp-lookup-properties
これが非 nilなら、forward-sexpのような構文をスキャンする関数は syntax-tableテキス
トプロパティを考慮し、それ以外ならカレント構文テーブルだけを使用する。

[Variable]syntax-propertize-function
この変数が非 nilなら特定のテキスト範囲にたいして syntax-tableプロパティを適用する関
数を格納すること。これはモードに適した方法で syntax-tableプロパティを適用する関数を
インストールするようにメジャーモードで使用されることを意図している。

この関数は syntax-ppss (Section 35.6.2 [Position Parse], page 917を参照)、および構
文フォント表示化 (Section 23.6.8 [Syntactic Font Lock], page 506を参照)の間に Font
Lockモードにより呼び出される。これは作用すべきテキスト部分の開始 startと終了 endとい
う 2つの引数で呼び出される。endの前の任意の位置で syntax-ppssを呼び出すことができ
るが、Lispプログラムがどこかで syntax-ppssを呼び出して、その後にそこより前の位置で
バッファーを変更する場合には、もはや古くなってしまった情報をキャッシュからフラッシュす
るために syntax-ppss-flush-cacheを呼び出すのは、そのプログラムの責任である。

警告: この変数が非 nilなら、Emacsは syntax-tableテキストプロパティを任意に削除し
て、それらの再適用は syntax-propertize-functionに依存する。つまりこの機能が使用さ
れる場合には、関数はメジャーモードが使用するすべての syntax-tableテキストプロパティ
を適用しなければならない。特にCCモードはこれらのテキストプロパティの削除と適用に別
の手段を使用するので、CCモードから派生したモードはこの変数を使用してはならない。

[Variable]syntax-propertize-extend-region-functions
このアブノーマルフックは syntax-propertize-function呼び出しに先立ち構文解析コー
ドにより実行される。これは syntax-propertize-functionに渡すために安全なバッファー
の開始と終了の位置を見つける助けをする役割をもつ。たとえばメジャーモードは複数行の構
文構成を識別して、境界が複数行の中間にならないようにこのフックに関数を追加できる。

このフック内の各関数は引数 startと endを受け取ること。これは 2つのバッファー位置を調
整するコンスセル (new-start . new-end)、調整が必要なければ nilをリターンするべきで
ある。フック関数はそれらすべてが nilをリターンするまで順番に繰り返し実行される。

35.5 モーションと構文

このセクションでは、特定の構文クラスをもつ文字間を横断して移動する関数を説明します。

[Function]skip-syntax-forward syntaxes &optional limit
この関数は syntaxesで指定された構文クラス (構文クラスの文字列)をもつ文字を横断してポ
イントを前方に移動する。バッファー終端か、(与えられた場合は)位置 limitに到達、もしく
はスキップしない文字に達した際に停止する。
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syntaxesが ‘^’で始まる場合には、この関数は構文が syntaxesではない文字をスキップする。

リターン値は移動した距離を表す非負の整数。

[Function]skip-syntax-backward syntaxes &optional limit
この関数は syntaxesで指定された構文クラスをもつ文字を横断してポイントを後方に移動す
る。バッファー先頭か、(与えられた場合は)位置 limitに到達、もしくはスキップしない文字
に達した際に停止する。

syntaxesが ‘^’で始まる場合には、この関数は構文が syntaxesではない文字をスキップする。

リターン値は移動した距離を表す 0以下の整数。

[Function]backward-prefix-chars
この関数は式プレフィクス構文の任意個数の文字を横断して後方にポイントを移動する。これ
には式プレフィクス構文クラスとフラグ ‘p’の文字の両方が含まれる。

35.6 式のパース

このセクションではバランスのとれた式の解析やスキャンを行う関数を説明します。たとえこれらの
関数が Lisp以外の言語にたいして作用可能であったとしても、Lisp用語にしたがってそのような式
のことを sexps という用語で参照することにします。基本的に sexpはバランスのとれたカッコによ
るグループ化、または文字列、シンボル (構文が単語構成要素かシンボル構成要素である文字シーケン
ス)のいずれかです。しかし式プレフィクス構文 (Section 35.2.1 [Syntax Class Table], page 909
を参照)の文字は、それらが sexpに隣接する場合には sexpの一部として扱われます。

構文テーブルは文字の解釈を制御するので、これらの関数は Lispモードでの Lisp式、Cモード
でのCの式にたいして使用できます。バランスのとれた式にたいして有用な高レベル関数については
Section 30.2.6 [List Motion], page 763を参照してください。

ある文字の構文はパーサー自身の状態の記述ではなくパーサー状態の変更方法を制御します。たと
えば文字列区切り文字は in-stringと in-codeの間でパーサー状態をトグルしますが、文字の構文が
直接文字列内部にあるかどうかを告げることはありません。たとえば (15は汎用文字列区切りの構文
コードであることに注意)、

(put-text-property 1 9 'syntax-table '(15 . nil))

これは Emacsにたいしてカレントバッファーの最初の 8文字が文字列であることを告げますが、そ
れらはすべて文字列区切りです。結果として Emacsはそれらを連続する 4つの空文字列定数として
扱います。

35.6.1 パースにもとづくモーションコマンド

このセクションでは式のパースにもとづいて処理を行うシンプルなポイント移動関数を説明します。

[Function]scan-lists from count depth
この関数は位置 fromからバランスのとれたカッコのグループを前方に count個スキャンする。
これはスキャンが停止した位置をリターンする。countが負ならスキャンは後方に移動する。

depthが非 0なら開始位置のカッコのネスト深さを depthとして扱う。スキャナーはネスト深
さが 0になるまで繰り返して count回、前方か後方に移動する。そのため正の depthは開始位
置からカッコを depthレベル抜け出して移動する効果があり、負の depthはカッコが depthレ
ベル深くなるよう移動する効果をもつ。

parse-sexp-ignore-commentsが非 nilならスキャンはコメントを無視する。
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count個のカッコのグループをスキャンする前にスキャンがバッファーのアクセス可能範囲の
先頭か終端に達した場合には、そのポイントのネスト深さが 0なら値 nilをリターンする。ネ
スト深さが非 0なら scan-errorエラーをシグナルする。

[Function]scan-sexps from count
この関数は位置 fromから count個の sexpを前方にスキャンする。これはスキャンが停止した
位置をリターンする。countが負ならスキャンは後方へ移動する。

parse-sexp-ignore-commentsが非 nilならスキャンはコメントを無視する。

カッコのグループの中間でバッファー (のアクセス可能範囲)の先頭か終端に達したらエラーを
シグナルする。count個を消費する前にカッコのグループの間でバッファーの先頭か終端に達
したら nilをリターンする。

[Function]forward-comment count
この関数は count個の完全なコメント (すなわち、もしあれば開始区切りと終了区切りを含む)、
および途中で遭遇する任意の空白文字を横断してポイントを前方に移動する。countが負なら
後方に移動する。コメントまたは空白文字以外のものに遭遇したら停止して停止位置にポイン
トを残す。これには、(たとえば)前方に移動してコメント開始を調べる際にコメント終了を探
すことも含まれる。この関数は指定された個数の完全なコメントを横断して移動した後にも即
座に停止する。空白以外のものがコメント間に存在せずに期待どおり count個のコメントが見
つかったら t、それ以外は nilをリターンする。

この関数はコメントを横断する際に、それが文字列内に埋め込まれているかどうか区別できな
い。それらがコメントのように見えればコメントとして扱われる。

ポイントの後のすべてのコメントと空白文字を飛び越して移動するには (forward-comment

(buffer-size))を使用する。バッファー内のコメント数は (buffer-size)を超えることは
できないので、これは引数としての使用に適している。

35.6.2 ある位置のパース状態を調べる

インデントのような構文分析にとっては、与えられたバッファー位置に応じた構文状態の計算が有用
なことが多々あります。それを手軽に行うのが以下の関数です。

[Function]syntax-ppss &optional pos
この関数はパーサーがバッファーの可視範囲の先頭から開始して位置 posで停止するだろうと
いうパーサー状態をリターンする。パーサー状態の説明は次のセクションを参照のこと。

リターン値はバッファーの可視範囲の先頭から posまでパースするために低レベル関数
parse-partial-sexp (Section 35.6.4 [Low-Level Parsing], page 919を参照)を呼び出
した場合と同じようになる。しかし syntax-ppssは計算速度向上のためにキャッシュを使用
する。この最適化のために、リターンされるパーサー状態のうち 2つ目の値 (前の完全な部分
式)と 6つ目の値 (最小のカッコ深さ)は意味をもたない。

この関数は syntax-ppss-flush-cache (以下参照) にたいして、before-change-

functions (Section 32.32 [Change Hooks], page 851を参照)にバッファーローカルなエ
ントリーを追加するという副作用をもつ。このエントリーはバッファー変更にたいしてキャッ
シュの一貫性を保つ。とはいえ before-change-functionsが一時的に letでバインドされ
ている間に syntax-ppssが呼び出された場合、または inhibit-modification-hooks使
用時のようにバッファーがフックを実行せずに変更される場合にはキャッシュは更新されない
かもしれない。そのような場合には明示的に syntax-ppss-flush-cacheを呼び出す必要が
ある。
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[Function]syntax-ppss-flush-cache beg &rest ignored-args
この関数は syntax-ppssが使用するキャッシュを位置 begからフラッシュする。残りの引数
ignored-argsは無視される。before-change-functions (Section 32.32 [Change Hooks],
page 851を参照)のような関数で直接使用できるように、この関数はそれらの引数を受け入
れる。

35.6.3 パーサー状態

パーサー状態 (parser state) とは parse-partial-sexp (Section 35.6.4 [Low-Level Parsing],
page 919を参照)を使用してバッファー内の指定された開始位置と終了位置の間のテキストをパース
した後の構文パーサーの状態を記述する (現在のところは)11要素のリストです。syntax-ppssのよ
うなパース関数も値としてパーサー状態をリターンします。 parse-partial-sexp can はパースを
再開するために引数としてパーサー状態を受け取ります。

以下はパーサー状態の要素の意味です:

0. 0から数えたカッコの深さ。警告: パーサーの開始位置と終了位置の間に開カッコより多くの閉
カッコがあれば負になることもある。

1. 停止位置を含む最内のカッコグループの開始文字位置。なければ nil。

2. 最後の終端された完全な部分式の開始文字位置。なければ nil。

3. 文字列内部なら非 nil。より正確には文字列を終端させるであろう文字、または汎用文字列区切
りが終端すべきような場合には t。

4. ネスト不可なコメント (または任意のコメントスタイル。Section 35.2.2 [Syntax Flags],
page 911を参照)の内部なら t、ネスト可なコメントの内部ならコメントのネストレベル。

5. 終了位置がクォート文字直後なら t。

6. 当該スキャン中に遭遇した最小のカッコ深さ。

7. アクティブなコメントの種類。コメント以外、またはスタイル ‘a’のコメント内なら nil、スタ
イル ‘b’のコメントなら 1、スタイル ‘c’のコメントなら 2、汎用コメント区切り文字で終端され
るべきコメントなら syntax-table。

8. 文字列やコメントの開始位置。コメント内部ならコメントが始まる位置。文字列内部なら文字列
が始まる位置。文字列やコメントの外部ならこの要素は nil。

9. もっとも外側のカッコから始まる開きカッコのカレント位置のリスト。

10. スキャンされた最後のバッファー位置が (潜在的に)2文字構文 (コメント区切りやエスケープされ
た文字とクォートされた文字のペア)の最初の文字ならその位置の syntax-code (Section 35.7
[Syntax Table Internals], page 920を参照)、それ以外なら nil。

パース継続のための引数として parse-partial-sexpに渡す場合には要素 1、2、6は無視され
ます。要素 9と 10は主にパーサーコードにより内部的に使用されます。

以下の関数を使用することにより追加でパーサー状態からいくつかの有用な情報を利用できます:

[Function]syntax-ppss-toplevel-pos state
この関数はパーサー状態 stateから文法構造上トップレベルでのパースでのスキャンした最後
の位置をリターンする。“トップレベル”とはすべてのカッコ、コメント、文字列の外部である
ことを意味する。

stateがトップレベルの位置に到達したパースを表す場合には値は nil。

[Function]syntax-ppss-context state
stateをリターンするスキャン終了位置が文字列内にあれば string、コメント内にあれば
commentをリターンする。
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35.6.4 低レベルのパース

式パーサーを使用するもっとも基本的な方法は特定の状態で与えられた位置からパースを開始して、
指定した位置でパースを終了するよう指示する方法です。

[Function]parse-partial-sexp start limit &optional target-depth stop-before
state stop-comment

この関数はカレントバッファー内の sexpを、startから開始して limitを超えてスキャンしない
ようパースを行う。これは位置 limit、または以下に記述する特定の条件に適合したら停止して
パースが停止した位置にポイントをセットする。これはポイントが停止した位置でのパースの
状態を記述するパーサー状態をリターンする。

3つ目の引数 target-depthが非 nilの場合には、カッコの深さが target-depthと等しくなっ
たらパースを停止する。この深さは 0、または state内で与えられる深さなら何であれそこから
開始される。

4つ目の引数 stop-beforeが非 nilの場合には、sexp開始となる任意の文字に到達したときに
パースは停止する。stop-commentが非 nilならネストされていないコメントの開始の後にパー
スは停止する。stop-commentがシンボル syntax-tableならネストされていないコメントか
文字列の開始の後、またはネストされていないコメントか文字列の終了のいずれか先に到達し
た方でパースは停止する。

stateが nilなら、startは関数定義先頭のようなカッコ構造のトップレベルであるとみなされ
る。かわりにこの構造の中間でパースを再開したいと思うかもしれない。これを行うにはパー
スの初期状態を記述する state引数を提供しなければならない。前の parse-partial-sexp

呼び出しでリターンされた値で、これをうまく行うことができるだろう。

35.6.5 パースを制御するためのパラメーター

[Variable]multibyte-syntax-as-symbol
この変数が非 nilなら構文テーブルがそれらについて何と言っているかに関わらず、
scan-sexpsはすべての非 ASCII文字をシンボル構成要素として扱う (とはいえ依然として
syntax-tableテキストプロパティは構文をオーバーラードできる)。

[User Option]parse-sexp-ignore-comments
この値が非 nilならこのセクション内の関数、および forward-sexp、scan-lists、
scan-sexpsはコメントを空白文字として扱う。

parse-partial-sexpの振る舞いも parse-sexp-lookup-propertiesの影響を受けます
(Section 35.4 [Syntax Properties], page 914を参照)。

[Variable]comment-end-can-be-escaped
このバッファーローカル変数が非 nilなら、通常ならコメントを終端するような単一の文字は、
エスケープ時にはコメントを終端しない。これは Cと C++のモードにおいて ‘\’でエスケープ
された改行により、‘//’で開始される行コメントを次行に継続させるために使用される。

1つ、または複数のコメントを横断して前方や後方に移動するには forward-commentを使用でき
ます。
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35.7 構文テーブルの内部

構文テーブルは文字テーブル (Section 6.6 [Char-Tables], page 111を参照)として実装されていま
すが、ほとんどの Lispプログラムが直接それらの要素に作用することはありません。構文テーブルは
構文データとして構文記述子を格納しません (Section 35.2 [Syntax Descriptors], page 909を参
照)。それらは内部的なフォーマットを使用しており、それについてはこのセクションで説明します。
この内部的フォーマットは構文プロパティとして割り当てることもできます (Section 35.4 [Syntax
Properties], page 914を参照)。

構文テーブル内の各要素は raw構文記述子 (raw syntax descriptor) という (syntax-code .

matching-char)という形式のコンスセルです。syntax-codeは下記のテーブルに応じて構文クラス
と構文フラグをエンコードする整数です。matching-charが非 nilなら、それはマッチング文字 (構
文記述子内の 2つ目の文字と同様)を指定します。

raw構文記述子の文字を取得するには (aref (syntax-table) ch)のように aref (Section 6.3
[Array Functions], page 108を参照)を使用してください。

以下はさまざまな構文クラスに対応する構文コードです。

Code Class Code Class
0 空白文字 8 区切り文字ペアー
1 句読点 9 エスケープ
2 単語 10 文字クォート
3 シンボル 11 コメント開始
4 開カッコ 12 コメント終了
5 閉カッコ 13 継承
6 式プレフィクス 14 汎用コメント
7 文字列クォート 15 汎用文字列

たとえば標準構文テーブルでは ‘(’にたいするエントリーは (4 . 41)、41は ‘)’の文字コードです。

構文フラグは最下位ビットから 16ビット目より始まる高位ビットにエンコードされます。以下の
テーブルは対応する各構文フラグにたいして 2のべき乗を与えます。

Prefix Flag Prefix Flag
‘1’ (ash 1 16) ‘p’ (ash 1 20)

‘2’ (ash 1 17) ‘b’ (ash 1 21)

‘3’ (ash 1 18) ‘n’ (ash 1 22)

‘4’ (ash 1 19) ‘c’ (ash 1 23)

[Function]string-to-syntax desc
与えられた構文記述子 desc(文字列)にたいして、この関数は対応する raw構文記述子をリター
ンする。

[Function]syntax-after pos
この関数はバッファー内の位置posの後の文字にたいして、構文テーブルと同様に構文プロパティ
も考慮した raw構文記述子をリターンする。posがバッファーのアクセス可能範囲 (Section 30.4
[Narrowing], page 767を参照)の外部ならリターン値は nil。

[Function]syntax-class syntax
この関数は raw構文記述子 syntaxにたいする構文コードをリターンする。より正確にはこれ
は raw構文記述子の syntax-code要素から構文フラグを記録する高位 16ビットをマスクして、
その結果の整数をリターンする。
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syntaxが nilならリターン値は nil。これは以下の式

(syntax-class (syntax-after pos))

は posがバッファーのアクセス可能範囲外部なら、エラーを throwしたり不正なコードをリ
ターンすることなく nilに評価されるため。

35.8 カテゴリー

カテゴリー (categories)は構文的に文字をクラス分けする別の手段を提供します。必要に応じて複数
のカテゴリーを定義して、それぞれの文字に独立して 1つ以上のカテゴリーを割り当てることができ
ます。構文クラスと異なりカテゴリーは互いに排他ではありません。1つの文字が複数のカテゴリー
に属すのは普通のことです。

バッファーはそれぞれカテゴリーテーブル (category table)をもっています。これはどのカテゴ
リーが定義されていて、各カテゴリーにどの文字が属すかを記録しています。カテゴリーテールは自
身のカテゴリーを定義しますが、標準カテゴリーはすべてのモードで利用可能なので、これらは通常
は標準カテゴリーテーブルをコピーすることにより初期化されます。

カテゴリーはそれぞれ ‘ ’ から ‘~’の範囲の ASCIIプリント文字による名前をもちます。
define-categoryで定義する際にはカテゴリーの名前を指定します。

カテゴリーテーブルは実際には文字テーブルです (Section 6.6 [Char-Tables], page 111 を参
照)。カテゴリーテーブルのインデックス cの要素は、文字 cが属するカテゴリーを示すカテゴリーセッ
ト (category set)というブールベクターです。このカテゴリーセット内で、もしインデックス catの
要素が tなら catはそのセットのメンバーであり、その文字 cはカテゴリー catに属することを意味し
ます。

以下の 3つの関数のオプション引数 tableのデフォルトは、カレントバッファーのカテゴリーテー
ブルです。

[Function]define-category char docstring &optional table
この関数はカテゴリーテーブル tableにたいして名前が char、ドキュメントが docstringであ
るような新たなカテゴリーを定義する。

以下では R2L(right-to-left: 右から左) への強い方向性 (directionality) をもつ文字 (Sec-
tion 39.26 [Bidirectional Display], page 1087を参照)にたいするカテゴリーを新たに定義
して、それを特別なカテゴリーテーブル内で使用する例を示す。文字の方向性に関する情報を
取得するために、コード例ではUnicodeプロパティ‘bidi-class’ (Section 33.6 [Character
Properties], page 859を参照)を使用する。

(defvar special-category-table-for-bidi

;; 空の category-tableを作成
(let ((category-table (make-category-table))

;; Create a char-table which gives the 'bidi-class' Unicode

;; 各文字のプロパティ
(uniprop-table

(unicode-property-table-internal 'bidi-class)))

(define-category ?R "Characters of bidi-class R, AL, or RLO"

category-table)

;; Unicodeの'bidi-class'プロパティが
;; R、AL、RLOであるような (R2Lの方向性をもつ)文字の
;; カテゴリーエントリーを変更する
(map-char-table
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(lambda (key val)

(if (memq val '(R AL RLO))

(modify-category-entry key ?R category-table)))

uniprop-table)

category-table))

[Function]category-docstring category &optional table
この関数はカテゴリーテーブル table内のカテゴリー categoryのドキュメント文字列をリター
ンする。

(category-docstring ?a)

⇒ "ASCII"

(category-docstring ?l)

⇒ "Latin"

[Function]get-unused-category &optional table
この関数は table内で現在のところ未定義なカテゴリーの名前 (文字)をリターンする。table
内で利用可能なカテゴリーがすべて使用済みなら nilをリターンする。

[Function]category-table
この関数はカレントバッファーのカテゴリーテーブルをリターンする。

[Function]category-table-p object
この関数は objectがカテゴリーテーブルなら t、それ以外は nilをリターンする。

[Function]standard-category-table
この関数は標準カテゴリーテーブルをリターンする。

[Function]copy-category-table &optional table
この関数は tableのコピーを構築してリターンする。tableが与えられない (または nil)なら、
標準カテゴリーテーブルのコピーをリターンする。それ以外の場合には、もし tableがカテゴ
リーテーブルでなければエラーをシグナルする。

[Function]set-category-table table
この関数は tableをカレントバッファーのカテゴリーテーブルにする。リターン値は table。

[Function]make-category-table
これは空のカテゴリーテーブルを作成してリターンする。空のカテゴリーテーブルでは、どの
カテゴリーも割り当てられておらず何らかのカテゴリーに属する文字もない。

[Function]make-category-set categories
この関数は初期内容が文字列 categoriesにリストされるカテゴリーであるような、新たなカテ
ゴリーセット (ブールベクター)をリターンする。categoriesの要素はカテゴリー名であること。
新たなカテゴリーセットはそれらのカテゴリーにたいして t、それ以外のすべてのカテゴリー
にたいして nilをもつ。

(make-category-set "al")

⇒ #&128"\0\0\0\0\0\0\0\0\0\0\0\0\2\20\0\0"

[Function]char-category-set char
この関数はカレントバッファーのカテゴリーテーブル内で、文字 charにたいするカテゴリー
セットをリターンする。これは文字 charが属するカテゴリーを記録するブールベクター。関数
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char-category-setはカテゴリーテーブル内にある同じブールベクターをリターンするので
メモリーの割り当ては行わない。

(char-category-set ?a)

⇒ #&128"\0\0\0\0\0\0\0\0\0\0\0\0\2\20\0\0"

[Function]category-set-mnemonics category-set
この関数はカテゴリーセット category-setを、そのセットのメンバーのカテゴリーを指定する
文字を含む文字列に変換する。

(category-set-mnemonics (char-category-set ?a))

⇒ "al"

[Function]modify-category-entry char category &optional table reset
この関数はカテゴリーテーブル table (デフォルトはカレントバッファーのカテゴリーテーブ
ル)内の charのカテゴリーセットを変更する。charには文字、または (min . max)という形
式のコンスセルを指定できる。後者の場合には、この関数はminとmaxの間 (両端を含む)の
範囲にあるすべての文字のカテゴリーセットを変更する。

これは通常はカテゴリーセットに categoryを追加することにより変更を行う。しかし resetが
非 nilなら、かわりに categoryを削除する。

[Command]describe-categories &optional buffer-or-name
この関数はカレントカテゴリーテーブル内のカテゴリー仕様を説明する。これはその説明をバッ
ファーに挿入してから、そのバッファーを表示する。buffer-or-nameが非 nilなら、かわりに
そのバッファーのカテゴリーテーブルを説明する。
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36 abbrevとabbrev展開

略語 (abbreviationまたはabbrevは、より長い文字列へと展開される文字列です。ユーザーはabbrev
文字列を挿入して、それを探して自動的に abbrevの展開形に置換できます。これによりタイプ量を
節約できます。

カレントで効果をもつ abbrevsのセットは abbrevテーブル (abbrev table)内に記録されます。
バッファーはそれぞれローカルに abbrevテーブルをもちますが、通常は同一のメジャーモードにあ
るすべてのバッファーが 1つの abbrevテーブルを共有します。グローバル abbrevテーブルも存在
します。通常は両者が使用されます。

abbrevテーブルはobarrayとして表されます。obarraysについての情報はSection 9.3 [Creating
Symbols], page 127を参照してください。abbrevはそれぞれ obarray内のシンボルとして表現さ
れます。そのシンボルの名前が abbrevであり、値が展開形になります。シンボルの関数定義は展開
を行うフック関数です (Section 36.2 [Defining Abbrevs], page 925を参照)。またシンボルのプロ
パティセルには使用回数やその abbrevが展開された回数を含む、さまざまな追加プロパティが含ま
れます (Section 36.6 [Abbrev Properties], page 929を参照)。

システム abbrev(system abbrevs) と呼ばれる特定の abbrev は、ユーザーではなくメジャー
モードにより定義されます。システム abbrev は非 nilの:systemプロパティにより識別されます
(Section 36.6 [Abbrev Properties], page 929を参照)。abbrevが abbrevファイルに保存される
際には、システム abbrevは省略されます。Section 36.3 [Abbrev Files], page 926を参照してくだ
さい。

abbrevに使用されるシンボルは通常の obarrayに internされないので、Lisp式の読み取り結果
として現れることは決してありません。実際のところ通常は abbrevを扱うコードを除いて、それら
が使用されることはありません。したがってそれらを非標準的な方法で使用しても安全なのです。

マイナーモードであるAbbrevモードが有効な場合には、バッファーローカル変数 abbrev-mode

は非 nilとなり、そのバッファー内で abbrevは自動的に展開されます。abbrev用のユーザーレベ
ルのコマンドについては Section “Abbrev Mode” in The GNU Emacs Manual を参照してくだ
さい。

36.1 abbrevテーブル

このセクションでは abbrevテーブルの作成と操作を行う方法について説明します。

[Function]make-abbrev-table &optional props
この関数は空の abbrevテーブル (シンボルを含まない obarray)を作成してリターンする。こ
れは 0で充填されたベクター。propsは新たなテーブルに適用されるプロパティリスト (Sec-
tion 36.7 [Abbrev Table Properties], page 930を参照)。

[Function]abbrev-table-p object
この関数は objectが abbrevテーブルなら非 nilをリターンする。

[Function]clear-abbrev-table abbrev-table
この関数は abbrev-table内の abbrevをすべて未定義として空のまま残す。

[Function]copy-abbrev-table abbrev-table
この関数は abbrev-tableのコピー (同じ abbrev定義を含む新たな abbrevテーブル)をリター
ンする。これは名前、値、関数だけをコピーしてプロパティリストは何もコピーしない。
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[Function]define-abbrev-table tabname definitions &optional docstring
&rest props

この関数は abbrev テーブル名 (値が abbrev テーブルであるような変数) として tabname
(シンボル)を定義する。これはそのテーブル内に definitionsに応じて、abbrevを定義する。
definitionsは (abbrevname expansion [hook] [props...])という形式の要素をもつリ
スト。これらの要素は引数として define-abbrevに渡される。

オプション文字列 docstringは変数 tabnameのドキュメント文字列。プロパティリスト props
は abbrevテーブルに適用される (Section 36.7 [Abbrev Table Properties], page 930を
参照)。

同一の tabnameにたいしてこの関数が複数回呼び出されれると、元のコンテンツ全体を上書
きせずに後続の呼び出しは definitions内の定義を tabnameに追加する (後続の呼び出しでは
definitions内で明示的に再定義または未定義にした場合のみ abbrevを上書きできる)。

[Variable]abbrev-table-name-list
これは値が abbrevテーブルであるようなシンボルのリスト。define-abbrev-tableはこの
リストに新たな abbrevテーブル名を追加する。

[Function]insert-abbrev-table-description name &optional human
この関数はポイントの前に名前が nameの abbrevテーブルの説明を挿入する。引数 nameは
値が abbrevテーブルであるようなシンボル。

humanが非 nilなら人間向けの説明になる。システム abbrevはそのようにリストされて識別
される。それ以外なら説明は Lisp式 (カレントで定義されているように nameを定義するがシ
ステム abbrevとしては定義しないような define-abbrev-table呼び出し)となる (name
を使用するモードまたはパッケージはそれらを個別に nameに追加すると想定されている)。

36.2 abbrevの定義

define-abbrevは abbrevテーブル内に abbrevを定義するための基本的な低レベル関数です。

メジャーモードがシステム abbrev を定義する際には、:systemプロパティに tを指定して
define-abbrevを呼び出すべきです。すべての保存された非システム abbrevは起動時 (何らかのメ
ジャーモードがロードされる前) にリストアされることに注意してください。したがってメジャー
モードは最初にそのモードがロードされた際には、それらのモードの abbrevテーブルが空であると
仮定するべきではありません。

[Function]define-abbrev abbrev-table name expansion &optional hook &rest
props

この関数は abbrev-table内に nameという名前で expansionに展開されて、hookを呼び出す
abbrevをプロパティprops (Section 36.6 [Abbrev Properties], page 929を参照)とともに
定義する。リターン値は name。ここでは props内の:systemプロパティは特別に扱われる。
このプロパティが値 forceをもつなら、たとえ同じ名前の非システム abbrevでも既存の定義
を上書きするだろう。

nameは文字列であること。引数 expansionは通常は望む展開形 (文字列)であり、nilならそ
の abbrevを未定義とする。これが文字列または nil以外の何かなら、その abbrevは hookを
実行することにより単に展開される。

引数 hookは関数または nilであること。hookが非 nilなら abbrevが expansionに置換され
た後に引数なしでそれが呼び出される。hook呼び出しの際にはポイントは expansionの終端
に配置される。



Chapter 36: abbrevと abbrev展開 926

hookが no-self-insertプロパティが非 nilであるような非 nilのシンボルなら、hookは展
開をトリガーするような自己挿入入力文字を挿入できるかどうかを明示的に制御できる。この
場合には、hookが非 nilをリターンしたらその文字の挿入を抑止する。対照的に hookが nil

をリターンしたら、あたかも実際には展開が行われなかったかのように expand-abbrev (ま
たは abbrev-insert)も nilをリターンする。

define-abbrevは実際に abbrevを変更した場合には、通常は変数 abbrevs-changedに t

をセットする。これはいくつかのコマンドが abbrevの保存を提案するためである。いずれに
せよシステム abbrevは保存されないので、システム abbrevにたいしてこれは行われない。

[User Option]only-global-abbrevs
この変数が非 nilなら、それはユーザーがグローバル abbrevのみの使用を計画していること
を意味する。これはモード固有の abbrevを定義するコマンドにたいして、かわりにグローバ
ル abbrevを定義するよう指示する。この変数はこのセクション内の関数の振る舞いを変更し
ない。それは呼び出し側により検証される。

36.3 ファイルへの abbrevの保存

abbrev定義が保存されたファイルは実際には Lispコードのファイルです。abbrevは同じコンテンツ
の同じ abbrevテーブルを定義する Lispプログラムの形式で保存されます。したがってそのファイル
は loadによってロードすることができます (Section 16.1 [How Programs Do Loading], page 270
を参照)。しかしより簡便なインターフェースとして関数 quietly-read-abbrev-fileが提供され
ています。Emacsは起動時に自動的にこの関数を呼び出します。

save-some-buffersのようなユーザーレベルの機能は、ここで説明する変数の制御下で自動的
に abbrevをファイルに保存できます。

[User Option]abbrev-file-name
これは abbrevの読み込みと保存にたいするデフォルトのファイル名。デフォルトでは Emacs
は~/.emacs.d/abbrev_defsを探して、見つからなければ~/.abbrev_defsを探して、いず
れにもファイルが存在しなければ~/.emacs.d/abbrev_defsを作成する。

[Function]quietly-read-abbrev-file &optional filename
この関数は以前に write-abbrev-fileで書き込まれた filenameという名前のファイルから
abbrevの定義を読み込む。filenameが省略または nilなら abbrev-file-name内で指定さ
れているファイルが使用される。

関数の名前が暗示するようにこの関数は何のメッセージも表示しない。

[User Option]save-abbrevs
save-abbrevsにたいする非 nil値はファイル保存時に、(もし何か変更されていれば)Emacs
が abbrevの保存を提案するべきであることを意味する。値が silentlyなら Emacsはユー
ザーに尋ねることなく abbrevを保存する。abbrev-file-nameは abbrevを保存するファイ
ルを指定する。デフォルト値は t。

[Variable]abbrevs-changed
この変数は abbrev(システム abbrevを除く)の定義や変更によりセットされる。さまざまな
Emacsコマンドにとって、これはユーザーに abbrevの保存を提案するためのフラグとしての
役目をもつ。
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[Command]write-abbrev-file &optional filename
abbrev-table-name-list内にリストされたすべての abbrevテーブルにたいして、ロード
時に同じ abbrevを定義するであろう Lispプログラム形式で、すべての abbrev定義 (システ
ム abbrevを除く)をファイル filename内に保存する。保存すべき abbrevがないテーブルは
省略する。filenameが nilなら abbrev-file-nameが使用される。この関数は nilをリター
ンする。

36.4 略語の照会と展開

abbrevは通常は self-insert-commandを含む特定の interactiveなコマンドにより展開されます。
このセクションではそのようなコマンドの記述に使用されるサブルーチン、並びに通信のために使用
される変数について説明します。

[Function]abbrev-symbol abbrev &optional table
この関数は abbrevという名前の abbrevを表すシンボルをリターンする。その abbrevが定義
されていなければ nilをリターンする。オプションの 2つ目の引数 tableはそれを照合するため
の abbrevテーブル。tableが nilならこの関数はまずカレントバッファーのローカル abbrev
テーブル、次にグローバル abbrevテーブルを試みる。

[Function]abbrev-expansion abbrev &optional table
この関数は abbrevが展開されるであろう文字列 (カレントバッファーにたいして使用される
abbrevテーブルで定義される文字列)をリターンする。これは abbrevが有効な abbrevでな
ければ nilをリターンする。オプション引数 tableは abbrev-symbolの場合と同じように使
用する abbrevテーブルを指定する。

[Command]expand-abbrev
このコマンドは、(もしあれば)ポイントの前のabbrevを展開する。ポイントがabbrevの後にな
ければこのコマンドは何もしない。展開を行うためにこれは変数 abbrev-expand-function

の値となっている関数を引数なしで呼び出して、何であれその関数がリターンしたものをリター
ンする。

デフォルトの展開関数は展開を行ったら abbrevのシンボル、それ以外は nilをリターンする。
その abbrevシンボルが no-self-insertプロパティが非 nilのシンボルであるようなフック
関数をもち、そのフック関数が値として nilをリターンした場合には、たとえ展開が行われた
としてもデフォルト展開関数は nilをリターンする。

[Function]abbrev-insert abbrev &optional name start end
この関数は startと endの間のテキストを置換することにより abbrevの abbrev展開形を挿
入する。startが省略された場合のデフォルトはポイント。nameが非 nilなら、それはこの
abbrevが見つかった名前 (文字列)であること。これは展開形の capitalizationを調整するか
どうかを判断するために使用される。この関数は abbrevの挿入に成功したら abbrev、それ
以外は nilをリターンする。

[Command]abbrev-prefix-mark &optional arg
このコマンドはポイントのカレント位置を abbrevの開始としてマークする。expand-abbrev
の次回呼び出しでは、通常のように以前の単語ではなく、ここからポイント (その時点での位
置)にあるテキストが展開するべき abbrevとして使用される。

このコマンドは、まず argが nilならポイントの前の任意の abbrevを展開する (インタラク
ティブな呼び出しでは argはプレフィクス引数)。それから展開する次の abbrevの開始を示す
ためにポイントの前にハイフンを挿入する。実際の展開ではハイフンは削除される。
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[User Option]abbrev-all-caps
これが非 nilにセットされているときは、すべて大文字で入力された abbrevはすべて大文字
を使用して展開される。それ以外ならすべて大文字で入力された abbrevは、展開形の単語ご
とに capitalizeして展開される。

[Variable]abbrev-start-location
この変数の値は次に abbrev を展開する開始位置として expand-abbrevに使用されるバッ
ファー位置。値は nilも可能であり、それはかわりにポイントの前の単語を使用することを意
味する。abbrev-start-locationは expand-abbrevの呼び出しごとに毎回 nilにセットさ
れる。この変数は abbrev-prefix-markからもセットされる。

[Variable]abbrev-start-location-buffer
この変数の値は abbrev-start-locationがセットされたバッファー。他のバッファーで
abbrev 展開を試みることにより abbrev-start-locationはクリアーされる。この変数は
abbrev-prefix-markによりセットされる。

[Variable]last-abbrev
これは直近の abbrev展開の abbrev-symbol。これは unexpand-abbrevコマンド (Section
“Expanding Abbrevs” in The GNU Emacs Manualを参照)のために expand-abbrevに
より残された情報である。

[Variable]last-abbrev-location
これは直近の.abbrev 展開の場所。これには unexpand-abbrevコマンドのために
expand-abbrevにより残された情報が含まれる。

[Variable]last-abbrev-text
これは直近の abbrev展開の正確な展開形を、(もしあれば)大文字小文字変換した後のテキス
トである。その abbrevがすでに非展開されていれば値は nil。これには unexpand-abbrev

コマンドのために expand-abbrevga残 sita情報が含まれる。

[Variable]abbrev-expand-function
この変数の値は展開を行うために expand-abbrevが引数なしで呼び出すであろう関数。この
関数では展開を行う前後に行いたいことを行うことができる。展開が行われた場合にはその
abbrevシンボルをリターンすること。

以下のサンプルコードでは abbrev-expand-functionのシンプルな使い方を示します。このサン
プルでは foo-modeが ‘#’で始まる行がコメントであるような特定のファイルを編集するためのモード
であるとします。それらコメント行にたいしてはTextモードの abbrevの使用が望ましく、その他す
べての行にたいしては正規のローカル abbrevテーブル foo-mode-abbrev-tableが適しています。
local-abbrev-tableと text-mode-abbrev-tableの定義については、Section 36.5 [Standard
Abbrev Tables], page 929を参照してください。add-functionについての詳細は Section 13.11
[Advising Functions], page 228を参照してください。

(defun foo-mode-abbrev-expand-function (expand)

(if (not (save-excursion (forward-line 0) (eq (char-after) ?#)))

;; 通常の展開を行う
(funcall expand)

;; コメント内は text-modeの abbrevを使用
(let ((local-abbrev-table text-mode-abbrev-table))

(funcall expand))))

(add-hook 'foo-mode-hook
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(lambda ()

(add-function :around (local 'abbrev-expand-function)

#'foo-mode-abbrev-expand-function)))

36.5 標準 abbrevテーブル

以下はEmacsの事前ロードされるメジャーモード用の abbrevテーブルを保持する変数のリストです。

[Variable]global-abbrev-table
これはモードに非依存な abbrev用の abbrevテーブル。この中で定義される abbrevはすべ
てのバッファーに適用される。各バッファーはローカル abbrevテーブルももつかもしれず、そ
れの abbrev定義はグローバルテーブル内の abbrev定義より優先される。

[Variable]local-abbrev-table
このバッファーローカル変数の値はカレントバッファーの (モード固有な)abbrevテーブルで
ある。これはそのようなテーブルのリストでもあり得る。

[Variable]abbrev-minor-mode-table-alist
この変数の値は (mode . abbrev-table)という形式のリスト。ここでmodeは変数の名前。
その変数が非 nilにバインドされていれば abbrev-tableはアクティブ、それ以外なら無視され
る。abbrev-tableは abbrevテーブルのリストでもあり得る。

[Variable]fundamental-mode-abbrev-table
これは Fundamental モードで使用されるローカル abbrev テーブル。言い換えるとこれは
Fundamentalモードにあるすべてのバッファーのローカル abbrevテーブルである。

[Variable]text-mode-abbrev-table
これは Textモードで使用されるローカル abbrevテーブル。

[Variable]lisp-mode-abbrev-table
これは Lispモードで使用されるローカル abbrevテーブルであり、Emacs Lispモードで使用
されるローカル abbrevテーブルの親テーブル。Section 36.7 [Abbrev Table Properties],
page 930を参照のこと。

36.6 abbrevプロパティー

abbrevはプロパティをもち、それらのいくつかは abbrevの働きに影響します。これらのプロパティ
を define-abbrevの引数として提供して以下の関数で操作できます:

[Function]abbrev-put abbrev prop val
abbrevのプロパティpropに値 valをセットする。

[Function]abbrev-get abbrev prop
abbrevのプロパティprop、その abbrevがそのようなプロパティをもたなければ nilをリター
ンする。

以下のプロパティには特別な意味があります:

:count このプロパティはその abbrevが展開された回数を計数する。明示的にセットしなけれ
ば define-abbrevにより 0に初期化される。

:system 非 nilならこのプロパティはシステム abbrevとしてその abbrevをマスクする。その
ような abbrevは保存されない (Section 36.3 [Abbrev Files], page 926を参照)。
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:enable-function

非 nilの場合には、その abbrevが使用されるべきでなければ nil、それ以外なら tを
リターンするような引数なしの関数であること。

:case-fixed

非 nilなら、このプロパティはその abbrevの case(大文字小文字)には意味があり、同
じパターンに capitalizeされたテキストだけにマッチすべきことを示す。これは展開の
capitalizationを変更するコードも無効にする。

36.7 abbrevテーブルのプロパティー

abbrevと同じように abbrevテーブルもプロパティをもち、それらのいくつかは abbrevテーブルの
働きに影響を与えます。これらのプロパティを define-abbrev-tableの引数として提供して、それ
らを関数で操作できます:

[Function]abbrev-table-put table prop val
abbrevテーブル tableのプロパティpropに値 valをセットする。

[Function]abbrev-table-get table prop
abbrevテーブルのプロパティprop、abbrevテーブル tableがそのようなをプロパティもたな
ければ nilをリターンする。

以下のプロパティには特別な意味があります:

:enable-function

abbrevプロパティ:enable-functionと似ているが、そのテーブル内のすべての ab-
brevに適用される点が異なる。これはポイントの前の abbrevを探すことを試みる前に
も使用されるので abbrevテーブルを動的に変更することが可能。

:case-fixed

これは abbrevプロパティ:case-fixedと似ているが、そのテーブル内のすべての ab-
brevに適用される点が異なる。

:regexp 非 nilなら、このプロパティはそのテーブルを照合する前にポイント前の abbrev名を抽
出するための方法を示す正規表現。その正規表現がポイントの前にマッチしたときは、そ
の abbrev名は submatchの 1と期待される。このプロパティが nilならデフォルトは
backward-wordと forward-wordを使用して abbrevの名前を探す。このプロパティ
により単語構文以外の文字を含む名前の abbrevが使用できる。

:parents このプロパティは他の abbrevを継承したテーブルのリストを保持する。

:abbrev-table-modiff

このプロパティはそのテーブルに abbrevが追加される度に増分されるカウンターを保
持する。
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37 スレッド

Emacs Lispはスレッド (thread) と呼ばれる限定的な並行性 (concurrency)の形式を提供します。
Emacsの与えられたインターフェース内のすべてのスレッドは同じメモリーを共有します。Emacs
Lisp内の並行性は “概ね協調的 (mostly cooperative)”であり、これは Emacsがスレッド間の実効
を明確に定義された時間にだけ切り替えることを意味しています。しかし Emacsでのスレッドのサ
ポートは将来よりきめの細かい並行性が可能な方法でデザインされており、正しいプログラムは協調
的なスレッドに依存するべきではありません。

現在のところスレッドの切り替えはキーボード入力や非同期プロセスからの出力の待機中 (つまり
accept-process-outputの間)、ミューテックスのロックや thread-joinのようなスレッドに関
連するブロッキング処理の間での、thread-yieldを介した明示的な要求時に発生します。

Emacs Lispはスレッドの作成や制御、さらにスレッドの同期に有用なミューテックスや条件変数
の作成や制御を行うプリミティブを提供します。

グローバル変数は Emacs Lispのすべてのスレッドの間で共有されますがローカル変数 (letによ
るダイナミックなバインドはローカル)は異なります。スレッドはそれぞれ自身のカレントバッファー
(Section 27.2 [Current Buffer], page 591を参照)と自身のマッチデータ (Section 34.6 [Match
Data], page 899を参照)を所有します。

letによるバイディングは Emacs Lisp 実装により特別に処理されることに注意してください。
letの使う以外にこの unwind(巻き戻し)と rewind(巻き戻すための巻き取り)の振る舞いを複製する
方法はありません。たとえば unwind-protectを使用して letの独自実装で記述しても変数値をス
レッド固有にアレンジすることはできません。

レキシカルバインディング (Section 12.10 [Variable Scoping], page 186を参照)の場合には他
の Emacs Lispオブジェクト類似するものはクロージ (closure)です。クロージャ内のバインディン
グはクロージャを呼び出したすべてのスレッド間で共有されます。

37.1 基本的なスレッド関数

スレッドを作成したり待機することができます。スレッドを直接 exitすることはできませんがカンレ
ントスレッドは暗黙に exitでき、他のスレッドはシグナルを受け取ることができます。

[Function]make-thread function &optional name
functionを呼び出す新たなスレッドの実行を作成する。functionのリターン時にスレッドは exit
する。

新たなスレッドは効力をもつローカル変数のバインディングが何もない状態で作成される。新
たなスレッドのカレントバッファーはカレントスレッドから継承される。

nameでスレッドに名前を与えることができる。これはデバッグと情報的な用途だけに使用さ
れる名前であり、Emacsにとって意味はない。nameを与える場合には文字列でなければなら
ない。

この関数は新たなスレッドをリターンする。

[Function]threadp object
この関数は objectが Emacsスレッドを表すなら t、それ以外は nilをリターンする。

[Function]thread-join thread
threadが exitするかカレントスレッドがシグナルされるまでブロックする。これは thread関
数の結果をリターンする。threadが exit済みなら即座にリターンする。
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[Function]thread-signal thread error-symbol data
signal (Section 11.7.3.1 [Signaling Errors], page 166を参照)と同様だがシグナルはスレッ
ド threadに送信される。threadがカレントスレッドなら、即座にsignalを呼び出す。それ以外
なら threadがカレントになり次第、シグナルを受信する。mutex-lock、condition-wait、
thread-joinの呼び出しにより threadがブロックされていたら thread-signalがロックを
解除する。

threadがメインスレッドならシグナルは伝播されない。かわりにメインスレッド内のメッセー
ジとして表れる。

[Function]thread-yield
実行可能な次のスレッドに実行を譲り渡す。

[Function]thread-name thread
make-threadで指定された threadの名前をリターンする。

[Function]thread-live-p thread
threadが生きていれば t、それ以外は nilをリターンする。スレッドは自身の関数がまだ実行
中なら生きている。

[Function]thread--blocker thread
threadが待機中のオブジェクトをリターンする。これは主にデバッグを糸した関数であり、そ
れを示すために “2重ハイフン”の名前を付与してある。

threadが thread-join内でブロックされていたら待機対象のスレッドをリターンする。

threadが mutex-lock内でブロックされていたらミューテックスをリターンする。

threadが condition-wait内でブロックされていたら条件変数をリターンする。

それ以外なら nilをリターンする。

[Function]current-thread
カレントスレッドをリターンする。

[Function]all-threads
すべての生きたスレッドオブジェクトのリストをリターンする。呼び出しそれぞれにたいして
新たなリストをリターンする。

[Variable]main-thread
この変数は Emacs実行中のメインスレッド、スレッドサポートなしで Emacsコンパイル時に
は nilを保持する。

スレッドが実行したコードがハンドルされないエラーをシグナルすると、そのスレッドは exitし
ます。それ以外のスレッドは以下の関数を使用してスレッドの exitを誘発したエラーフォームにアク
セスできます。

[Function]thread-last-error &optional cleanup
この関数はエラーによりスレッドが exitした際に記録された最後のエラーフォームをリターン
する。異常終了 (abnormal exit)した各スレッドが、以前にスレッドエラーで格納されたフォー
ムを新たな値に上書きするので、アクセスできるのは最後のフォームのみ。cleanupが非 nil

なら格納されたフォームを nilにリセットする。
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37.2 ミューテックス

ミューテックス (mutex)は排他的なロックです。任意のタイミングにおいて 0、または 1つのスレッ
ドがミューテックスを所有できます。スレッドがミューテックスの取得を試みたときに別スレッドが
すでにそのミューテックスを所有していたら、ミューテックスが利用可能になるまで取得を試みたス
レッドはブロックされます。

Emacs Lisp のミューテックスは再帰的 (recursive) と呼ばれるタイプです。これはスレッドが
ミューテックスを何回も再帰的に所有できることを意味します。ミューテックスは所有された回数を
保持していて、それら所有のそれぞれがリリースとペアになっていなければなりません。スレッドに
よるミューテックスの最後のリリースによりミューテックスは他のスレッドが潜在的に所有可能であ
る非所有な状態へとリバートされます。

[Function]mutexp object
この関数は objectが Emacsのミューテックスを表していれば t、それ以外は nilをリターン
する。

[Function]make-mutex &optional name
新たなミューテックスを作成してリターンする。nameが指定されたらミューテックスの名前と
して与えられる (文字列でなければならない)。これはデバッグにたいする用途のみの名前であ
り Emacsにとって意味はない。

[Function]mutex-name mutex
make-mutexで指定されたmutexの名前をリターンする。

[Function]mutex-lock mutex
これはスレッドがmutexを所有するか、スレッドが thread-signalの使用によりシグナルさ
れるまでブロックする。スレッドがmutexをすでに所有していたら単にリターンする。

[Function]mutex-unlock mutex
mutexをリリースする。そのスレッドがmutexを所有していなければエラーをシグナルする。

[Macro]with-mutex mutex body. . .
このマクロはもっともシンプルかつ安全にミューテックスを保持しつつフォームを評価する方
法である。これはmutexを取得して bodyを呼び出してからmutexをリリースする。bodyの
結果をリターンする。

37.3 条件変数

条件変数 (condition variable)は何らかのイベントが発生するまでスレッドをブロックするための手
段です。スレッドは別のスレッドが条件を通知した際に目覚めるように条件変数を待機できます。

条件変数はミューテックス、および概念的に何らかの条件に関連付けられます。正しく操作するた
めに、ミューテックスを所有してから待機スレッドはループして、条件のテストを行い条件変数を待
機しなければなりません。たとえば:

(with-mutex mutex

(while (not global-variable)

(condition-wait cond-var)))

ミューテックスはアトミック操作のために、ループは堅牢性のためのものです。これは偽の通知が
あるかもしれないからです。
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同様にミューテックスは条件の通知前に所持されていなければなりません。ミューテックスを所有
して条件に関連する変更を行い、それを通知するのが典型的かつ最良なアプローチです:

(with-mutex mutex

(setq global-variable (some-computation))

(condition-notify cond-var))

[Function]make-condition-variable mutex &optional name
mutexに関連付けられた条件変数を作成する。nameが指定されたら条件変数の名前として与え
られる (文字列でなければならない)。これはデバッグにたいする用途のみの名前でありEmacs
にとって意味はない。

[Function]condition-variable-p object
この関数は objectが条件変数を表していれば t、それ以外は nilをリターンする。

[Function]condition-wait cond
他のスレッドによる条件変数 condの通知を待機する。この関数は条件変数の通知、または
thread-signalの使用によりシグナルが送信されるまでブロックする。

ミューテックスに関連付けられた条件を所持しない condition-waitの呼び出しはエラーと
なる。

condition-waitは待機中に関連付けられたミューテックスをリリースする。これは別スレッ
ドによる条件通知するためのミューテックス所有を可能にする。

[Function]condition-notify cond &optional all
condを通知する。呼び出し前に condに関連付けられるミューテックスを所有しなければなら
ない。通常は condition-notifyにより単一の待機中スレッドが目覚めさせられる。しかし
allが非 nilなら condを待機中のすべてのスレッドに通知される。

condition-notifyは関連付けられたミューテックスを待機中はリリースする。これによりス
レッドが条件を待機するためにミューテックスを所有することが可能になる。

[Function]condition-name cond
make-condition-variableに渡された condの名前をリターンする。

[Function]condition-mutex cond
condに関連付けられたミューテックスをリターンする。関連付けられたミューテックスは変更
できないことに注意。

37.4 スレッドリスト

list-threadsコマンドはカレントでアクティブなすべてのスレッドをリストします。その結果となる
バッファー内では、それぞれのスレッドは make-thread (Section 37.1 [Basic Thread Functions],
page 931を参照)に渡された名前、または名前つきで作成されていなければ一意な内部識別子により
識別される。バッファーの作成時 (または最終更新時)の各スレッドの状態、さらにその時点でスレッ
ドがブロックされていたらブロックしているオブジェクトが表示されます。

[Variable]thread-list-refresh-seconds
*Threads*バッファーは自動的に毎秒 2回更新される。この変数をカスタマイズしてリフレッ
シュ間隔を加減できる。
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以下はレッドリストバッファーで利用できるコマンドです:

b ポイント位置のスレッドのバックトレースを表示する。これは bを押下した時点でスレッ
ドが生成またはブロックされたコードを表示する。このバックトレースはスナップショッ
トであることに注意。それ以降にスレッドが実行を再開して異なる状態になったり exit
しているかもしれない。

バックトレースバッファーは自動的に更新されないので、スレッドのバックトレースバッ
ファーでは、更新されたバックトレースを取得するためにgを使用できる。バックトレース
およびそれらに機能する他のコマンドの説明は Section 18.1.7 [Backtraces], page 302
を参照のこと。

s ポイント位置のスレッドにシグナルを送信する。sの後に qをタイプすると quit、eをタ
イプするとエラーをシグナルする。スレッドはシグナルを処理するように実装されてい
るかもしれないが、デフォルトではすべてのシグナルにたいして exitする。したがって
ターゲットとなるスレッドの再開方法を理解している場合のみこのコマンドを使用するこ
と (必要なスレッドが killされるとEmacsセッションは不正に振る舞うかもしれない)。

g スレッドのリストと状態を更新する。
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38 プロセス

オペレーティングシステムの用語ではプロセス (process)とはプログラムを実行できるスペースのこ
とです。Emacsはプロセス内で実行されます。Emacs Lispプログラムは別のプログラムをそれら自
身のプロセス内で呼び出すことができます。これらは親プロセス (parent process)である Emacsプ
ロセスのサブプロセス (subprocesses)、または子プロセス (child processes)と呼ばれます。

Emacsのサブプロセスは同期 (synchronous)か非同期 (asynchronous)であり、それはそれらが
作成された方法に依存します。同期サブプロセスを作成した際には、Lispプログラムは実行を継続す
る前にそのサブプロセスの終了を待機します。非同期サブプロセスを作成したときには、それを Lisp
プログラムと並行して実行できます。この種のサブプロセスは Emacsでは Lispオブジェクととして
表現され、そのオブジェクトも “プロセス”と呼ばれています。Lispプログラムはサブプロセスとの
やり取りやサブプロセスの制御のためにこのオブジェクトを使用できます。たとえばシグナル送信、
ステータス情報の取得、プロセス出力の受信やプロセスへ入力を送信することができます。

プログラムを実行するプロセスに加えて、Lispプログラムは同一または他のマシン上で実行中の
デバイスやプロセスにたいして、いくつかのタイプの接続をオープンできます。サポートされる接続
タイプはネットワーク接続のTCPとUDP、シリアルポート接続、およびパイプ接続です。そのよう
な接続はそれぞれプロセスオブジェクトとしても表現されます。

[Function]processp object
この関数は、objectがEmacsのプロセスオブジェクトを表すなら t、それ以外は nilをリター
ンする。プロセスオブジェクトはプログラム実行中のサブプロセスやサポートされた任意のタ
イプの接続を表すことができる。

カレント Emacsセッションのサブプロセスに加えて、そのマシン上で実行中の他のプロセスにア
クセスすることもできます。Section 38.12 [System Processes], page 963を参照してください。

38.1 サブプロセスを作成する関数

内部でプログラムを実行するサブプロセスを作成するために 3つのプリミティブが存在します。それら
の 1つは make-processであり、これは非同期プロセスを作成してプロセスオブジェクトをリターン
します (Section 38.4 [Asynchronous Processes], page 943を参照)。他の 2つは call-process

と call-process-regionです。これらは同期プロセスを作成してプロセスオブジェクとをリターン
しません (Section 38.3 [Synchronous Processes], page 939を参照)。特定のタイプのプロセスを
実行するために、これらのプリミティブを利用するさまざまな高レベル関数が存在します。

同期プロセスと非同期プロセスについては、以降のセクションで説明します。この 3つの関数はす
べて類似した様式で呼び出されるので、ここではそれらに共通の引数について説明します。

すべての場合において、関数は実行するプログラムを指定します。ファイルが見つからなかった
り実行できなければエラーがシグナルされます。ファイル名が相対的なら、検索するディレクトリー
のリストは変数 exec-pathに格納されています。Emacsは起動の際に環境変数 PATHの値にもとづ
いて exec-pathを初期化します。exec-path内では標準的なファイル名構成要素 ‘~’、‘.’、‘..’は
通常どおりに解釈されますが、環境変数の置換 (‘$HOME’等)は認識されません。それらの置換を行う
には substitute-in-file-nameを使用してください (Section 25.9.4 [File Name Expansion],
page 560を参照)。このリスト内で nilは default-directoryを参照します。

プログラムの実行では指定された名前にサフィックスの追加を試みることもできます:
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[User Option]exec-suffixes
この変数は指定されたプログラムファイル名への追加を試みるためのサフィックス (文字列)の
リスト。指定されたとおりの名前を試みたいならリストに""を含めること。デフォルト値はシ
ステム依存。

注意してください: 引数 programにはプログラムのファイル名だけが含まれて、コマンドライン
引数を含めることはできない。これらを提供するために以下で説明する別の引数 argsを使用しなけれ
ばならない。

サブプロセス作成関数にはそれぞれ buffer-or-name引数があります。これはプログラムの出力の
行き先を指定します。これはバッファーかバッファー名であるべきです。バッファー名の場合には、も
しそのバッファーがまだ作成されていなければバッファーを作成します。nilを指定することもでき、
その場合にはカスタム製のフィルター関数が出力を処理するのでなければ出力を破棄するよう指示し
ます (Section 38.9.2 [Filter Functions], page 957と Chapter 19 [Read and Print], page 332
を参照)。通常は出力がランダムに混在してしまうために、同一バッファーに複数プロセスの出力を送
信するのは避けるべきです。同期プロセスにたいしてはバッファーのかわりにファイルに出力を送信
できます (したがって対応する引数はより適切な destinationという名前で呼ばれる)。デフォルトで
は標準出力と標準エラーの両ストリームの行き先 (destination)は同じだが、3つのプリミティブは
すべてオプションで標準エラーストリームに別の行き先を指定できる。

これら 3つのサブプロセス作成関数は、すべて実行するプロセスにコマンドライン引数を指定で
きます。call-processと call-process-regionでは、これらは&rest形式の引数 argsで与えら
れます。make-processでは実行するプログラムとコマンドライン引数はいずれも文字列のリストと
して指定されます。コマンドライン引数はすべて文字列でなければならず、それらは別個の引数文字
列としてプログラムに与えられます。文字列は指定されたプログラムに直接渡されるので、ワイルド
カード文字やその他の shell構文はこれらの文字列内では特別な意味をもちません。

サブプロセスはその環境をEmacsから継承しますが、process-environmentでそれをオーバー
ラードするよう指定することができます。Section 40.3 [System Environment], page 1102を参照
してください。サブプロセスは自身のカレントディレクトリーを default-directoryの値から取得
します。

[Variable]exec-directory
この変数の値はGNU Emacsとともに配布されて、Emacsにより呼び出されることを意図し
たプログラムを含むディレクトリーの名前 (文字列)。プログラム movemailはそのようなプロ
グラムの例であり、Rmailは inboxから新しいメールを読み込むためにこのプログラムを使用
する。

[User Option]exec-path
この変数の値はサブプロセス内で実行するためのプログラムを検索するためのディレクトリーの
リスト。要素はそれぞれディレクトリーの名前 (文字列)、またはnilのいずれか。nilはデフォル
トディレクトリー (default-directoryの値)を意味する。この検索の詳細は Section 25.6.6
[Locating Files], page 550を参照のこと。

exec-pathの値は、program引数が絶対ファイル名でないときに call-processと
start-processにより使用される。

一般的には exec-pathを直接変更するべきではない。かわりにEmacs起動前に環境変数 PATH

が適切にセットされているか確認すること。PATHとは独立に exec-pathの変更を試みると混
乱した結果へと導かれ得る。
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[Function]exec-path
この関数は変数 exec-pathの拡張である。default-directoryがリモートパスを示す場合に
は、この関数は対応するリモートホスト上でプログラム検索に使用するデジレクトリーのリスト
をリターンする。default-directoryがローカルにあれば、この関数は単に変数 exec-path

の値をリターンする。

38.2 shell引数

Lispプログラムが shellを実行して、ユーザーが指定したファイル名を含むコマンドを与える必要が
ある場合が時折あります。これらのプログラムは任意の有効なファイル名をサポート可能であるはず
です。しかし shellは特定の文字を特別に扱い、それらの文字がファイル名に含まれていると shellを
混乱させるでしょう。これらの文字を処理するためには関数 shell-quote-argumentを使用します。

[Function]shell-quote-argument argument
この関数は実際のコンテンツが argumentであるような引数を表す文字列を shellの構文でリ
ターンする。リターン値を shellコマンドに結合して実行のためにそれを shellに渡すことによ
り、信頼性をもって機能するはずである。

この関数が正確に何を行うかはオペレーティングシステムに依存する。この関数はそのシス
テムの標準 shellの構文で機能するようデザインされている。非標準の shellを使用する場合
には、この関数を再定義する必要があるだろう。Section 40.22 [Security Considerations],
page 1133を参照のこと。

;; この例はGNUおよびUnixシステムでの挙動を示す
(shell-quote-argument "foo > bar")

⇒ "foo\\ \\>\\ bar"

;; この例はMS-DOSおよびMS-Windowsでの挙動を示す
(shell-quote-argument "foo > bar")

⇒ "\"foo > bar\""

以下は shell-quote-argumentを使用して shellコマンドを構築する例:

(concat "diff -u "

(shell-quote-argument oldfile)

" "

(shell-quote-argument newfile))

以下の 2つの関数はコマンドライン引数の文字列のリストを単一の文字列に結合したり、単一の文
字列を個別のコマンドライン引数のリストへ分割するために有用です。これらの関数は主にミニバッ
ファーでのユーザー入力である Lisp文字列を make-process、call-processや start-process

に渡す文字列引数のリストへ変換したり、そのような引数のリストをミニバッファーやエコーエリア
に表示するための Lisp文字列に変換することを意図しています。(call-process-shell-command
を使用して)shellが呼び出される場合には、引数を依然として shell-quote-argumentで保護する
必要があることに注意。combine-and-quote-stringsは shellの評価から特殊文字を保護するこ
とを意図していない。

[Function]split-string-and-unquote string &optional separators
この関数は split-string(Section 4.3 [Creating Strings], page 52を参照)が行うように、
正規表現 separatorsにたいするマッチで stringを部分文字列に分割する。さらに加えてその部
分文字列からクォートを削除する。それから部分文字列のリストを作成してリターンする。
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separatorsが省略または nilの場合のデフォルトは"\\s-+"であり、これは空白文字構文 (Sec-
tion 35.2.1 [Syntax Class Table], page 909を参照)をもつ 1つ以上の文字にマッチする正
規表現である。

この関数は 2つのタイプのクォートをサポートする。1つは文字列全体をダブルクォートで囲
う"..."のようなクォートで、もう 1つはバックスラッシュ‘\’によるエスケープで文字を個別
にクォートするタイプである。後者は Lisp文字列内でも使用されるので、この関数はそれらも
同様に扱うことができる。

[Function]combine-and-quote-strings list-of-strings &optional separator
この関数は list-of-stringsの各文字を必要に応じてクォートして単一の文字列に結合する。こ
れはさらに各文字ペアーの間に separator文字列も挿入する。separatorが省略または nilの
場合のデフォルトは" "。リターン値はその結果の文字列。

list-of-strings内のクォートを要する文字列には、部分文字列として separatorを含むものが該
当する。文字列のクォートはそれをダブルクォートで"..."のように囲う。もっとも単純な例
では、たとえば個別のコマンドライン引数からコマンドをコンス (cons)する場合には、埋め込
まれたブランクを含む文字列はそれぞれクォートされるだろう。

38.3 同期プロセスの作成

同期プロセス (synchronous process)の作成後、Emacsは継続する前にそのプロセスの終了を待機
します。GNUや Unix1 での Diredの起動が例です。プロセスは同期的なので、Emacsがそれにた
いして何か行おうと試みる前にディレクトリーのリスト全体がバッファーに到着します。

同期サブプロセス終了を Emacsが待機する間に、ユーザーは C-gをタイプすることで quitが可
能です。最初の C-gは SIGINTシグナルによりサブプロセスの killを試みます。しかしこれは quitす
る前に実際にそのサブプロセスが終了されるまで待機します。その間にユーザーがさらに C-gをタイ
プするとそれは SIGKILLで即座にサブプロセスを killして quitします (別プロセスにたいする killが
機能しないMS-DOSを除く)。Section 21.11 [Quitting], page 415を参照してください。

同期サブプロセス関数はプロセスがどのように終了したかの識別をリターンします。

同期サブプロセスからの出力はファイルからのテキスト読み込みと同じように、一般的にはコー
ディングシステムを使用してデコードされます。call-process-regionによりサブプロセスに送信
された入力は、ファイルへのテキスト書き込みと同じようにコーディングシステムを使用してエンコー
ドされます。Section 33.10 [Coding Systems], page 866を参照してください。

[Function]call-process program &optional infile destination display &rest
args

この関数は programを呼び出して完了するまで待機する。

サブプロセスのカレント作業ディレクトリー (CWD: current working directory)はカレン
トバッファーの default-directoryがローカル (unhandled-file-name-directoryによ
り判断される)ならその値、それ以外は"~"。リモートディレクトリーでプロセスを実行したけ
れば process-fileを使用すること。

新たなプロセスの標準入力は infileが非 nilならファイル infile、それ以外なら nullデバイス。
引数 destinationはプロセスの出力をどこに送るかを指定する。以下は可能な値:

バッファー そのバッファーのポイントの前に出力を挿入する。これにはプロセスの標準出力
ストリームと標準エラーストリームの両方が含まれる。

1 他のシステムでは Emacs は lsの Lisp エミュレーションを使用します。Section 25.10 [Contents of
Directories], page 566を参照してください。
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バッファー名 (文字列)
その名前のバッファーのポイントの前に出力を挿入する。

t カレントバッファーのポイントの前に出力を挿入する。

nil 出力を破棄する。

0 出力を破棄してサブプロセス完了を待機せずに即座に nilをリターンする。

この場合にはプロセスはEmacsと並列に実行可能なので真に同期的ではない。し
かしこの関数リターン後は本質的にはすみやかに Emacsがサブプロセスを終了
するという点から、これを同期的と考えることができる。

MS-DOSは非同期サブプロセスをサポートせずこのオプションは機能しない。

(:file file-name)

指定されたファイルに出力を送信して、ファイルが既に存在すれば上書きする。

(real-destination error-destination)

標準出力ストリームを標準エラーストリームと分けて保持する。通常の出力は
real-destinationの指定にしたがって扱い、エラー出力は error-destinationにし
たがって処分する。error-destinationが nilならエラー出力の破棄、tなら通常
の出力と混合することを意味して、文字列ならそれはエラー出力をリダイレクト
するファイルの名前である。

エラー出力先に直接バッファーを指定することはできない。ただしエラー出力を
一時ファイルに送信して、サブプロセス終了時にそのファイルをバッファーに挿
入すればこれを達成できる。

displayが非 nilなら、call-processは出力の挿入にしたがってバッファーを再表示する (し
かし出力のデコードに選択されたコーディングシステムが実データからエンコーディングを推
論することを意味する undecidedなら、非 ASCIIに一度遭遇すると再表示が継続不能になる
ことがある。これを修正するのが困難な根本的理由が存在する。Section 38.9 [Output from
Processes], page 955を参照)。

それ以外なら関数 call-processは再表示を行わずに、通常のイベントに由来する Emacsの
再表示時だけスクリーン上で結果が可視になります。

残りの引数 argsはそのプログラムにたいしてコマンドライン引数を指定する文字列です。文字
列はそれぞれ別個の引数として programに渡されます。

(待機するよう告げた場合には) call-processがリターンする値はプロセスが終了した理由を
示します。この数字はそのサブプロセスの exitステータスであり 0が成功、それ以外のすべて
の値は失敗を意味します。シグナルによりそのプロセスが終了された場合には、call-process
はそれを記述する文字列をリターンします。call-processに待機しないように指示した場合
には nilをリターンします。

以下の例ではカレントバッファーは ‘foo’です。

(call-process "pwd" nil t)
⇒ 0

---------- Buffer: foo ----------

/home/lewis/manual

---------- Buffer: foo ----------
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(call-process "grep" nil "bar" nil "lewis" "/etc/passwd")
⇒ 0

---------- Buffer: bar ----------

lewis:x:1001:1001:Bil Lewis,,,,:/home/lewis:/bin/bash

---------- Buffer: bar ----------

以下は call-processの使用例であり、このような使用例は insert-directory関数の定義
内で見つけることができます:

(call-process insert-directory-program nil t nil switches

(if full-directory-p

(concat (file-name-as-directory file) ".")

file))

[Function]process-file program &optional infile buffer display &rest args
この関数は別プロセス内でファイルを同期的に処理する。これは call-processと似ているが、
サブプロセスのカレントワーキングディレクトリーを指定する変数 default-directoryの値
にもとづいて、ファイル名ハンドラーを呼び出すかもしれない。

引数は call-processの場合とほとんど同様の方法で処理されるが以下の違いがある:

引数 infile、buffer、displayのすべての組み合わせと形式をサポートしないファイル名ハンド
ラーがあるかもしれない。たとえば実際に渡された値とは無関係に、displayが nilであるかの
ように振る舞うファイル名ハンドラーがいくつかある。他の例としては buffer引数で標準出力
とエラー出力を分離するのをサポートしないかもしれないファイル名ハンドラーがいくつか存
在する。

ファイル名ハンドラーが呼び出されると、1つ目の引数 programにもとづいて実行するプログ
ラムを決定する。たとえばリモートファイルにたいするハンドラーが呼び出されたと考えてみ
よ。その場合にはプログラムの検索に使用されるパスは exec-pathとは異なるかもしれない。

2つ目の引数 infileはファイル名ハンドラーを呼び出すかもしれない。そのファイル名ハンド
ラーは、process-file関数自身にたいして選択されたハンドラーと異なるかもしれない (た
とえば default-directoryがリモートホスト上にあり infileは別のリモートホスト上の場合
があり得る。もしくは default-directoryは普通だが infileはリモートホスト上にあるかも
しれない).

bufferが (real-destination error-destination)という形式のリストであり、かつ
error-destinationがファイルの名前なら infileと同じ注意が適用される。

残りの引数 ( args )はそのままプロセスに渡される。Emacsは args内で与えられたファイル
名の処理に関与しない。混乱を避けるためには args内で絶対ファイル名を使用しないのが最善
であり、default-directoryからの相対ファイル名ですべてのファイルを指定するほうがよ
いだろう。そのような相対ファイル名の構築には関数 file-relative-nameが有用。かわり
にリモートホスト視点から見た絶対ファイル名を取得するために file-local-nameも使用で
きる (Section 25.12 [Magic File Names], page 570を参照)。

[Variable]process-file-side-effects
この変数は process-file呼び出しがリモートファイルを変更するかどうかを示す。

この変数はデフォルトでは process-file呼び出しがリモートホスト上の任意のファイルを潜
在的に変更し得ることを意味する tに常にセットされる。nilにセットされた際には、リモート
ファイル属性のキャッシュにしたがうことによりファイル名ハンドラーの挙動を最適化できる
可能性がある。

この変数は決して setqではなく、常に letバインディングでのみ変更すること。
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[Function]call-process-region start end program &optional delete
destination display &rest args

この関数は startから endのテキストを、実行中のプロセス programに標準入力として送信す
る。これは deleteが非 nilなら送信したテキストを削除する。これは出力をカレントバッファー
の入力箇所に挿入するために、destinationを tに指定している際に有用。

引数 destinationと displayはサブロセスからの出力にたいして何を行うか、および出力の到着
にともない表示を更新するかどうかを制御する。詳細は上述の call-processの説明を参照の
こと。destinationが整数の 0なら call-process-regionは出力を破棄して、サブプロセス
完了を待機せずに即座に nilをリターンする (これは非同期サブプロセスがサポートされる場
合、つまりMS-DOS以外でのみ機能する)。

残りの引数 argsはそのプログラムにたいしてコマンドライン引数を指定する文字列です。

call-process-regionのリターン値は call-processの場合と同様。待機せずにリターン
するよう指示した場合には nil、数字か文字列ならそれはサブプロセスが終了した方法を表す。

以下の例ではバッファー ‘foo’内の最初の 5 文字 (単語 ‘input’) を標準入力として、
call-process-regionを使用して catユーティリティを実行する。catは自身の標準入力を
標準出力へコピーする。引数 destinationが tなので出力はカレントバッファーに挿入される。

---------- Buffer: foo ----------

input⋆
---------- Buffer: foo ----------

(call-process-region 1 6 "cat" nil t)
⇒ 0

---------- Buffer: foo ----------

inputinput⋆
---------- Buffer: foo ----------

たとえば shell-command-on-regionコマンドは、以下のような方法で call-shell-

regionを使用する:
(call-shell-region

start end

command ; shellコマンド
nil ; regionを削除しない
buffer) ; 出力を bufferに出力

[Function]call-process-shell-command command &optional infile destination
display

この関数は shellコマンド commandを非同期に実行する。他の引数は call-processの場合
と同様に処理される。古い呼び出し規約は displayの後に任意個数の追加引数を許容して、これ
は commandに結合される。これはまだサポートされるものの使用しないことを強く推奨する。

[Function]process-file-shell-command command &optional infile destination
display

この関数は call-process-shell-commandと同様だが内部的に process-fileを使用する
点が異なる。default-directoryに依存して commandはリモートホスト上でも実行可能。
古い呼び出し規約は displayの後に任意個数の追加引数を許容して、これは commandに結合
される。これはまだサポートされるものの使用しないことを強く推奨する。

[Function]call-shell-region start end command &optional delete destination
この関数は startと endの間のテキストを、commandを実行するシェルの標準入力として送
信する。これはプロセスがシェルであるような call-process-regionと類似している。引
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数 delete、destination、およびリターン値は call-process-regionと同様。この関数
は追加の引数を受け付けないことに注意。

[Function]shell-command-to-string command
この関数は shellコマンドとして command (文字列)を実行してコマンドの出力を文字列とし
てリターンする。

[Function]process-lines program &rest args
この関数は programを実行して完了を待機して、出力を文字列のリストとしてリターンする。
リスト内の各文字列はプログラムのテキスト出力の 1つの行を保持する。各行のEOL文字 (行
末文字)は取り除かれる。programの後の引数 argsはそのプログラム実行に際して、コマンド
ライン引数を指定する文字列。

programが非 0の exitステータスで exitすると、この関数はエラーをシグナルする。

この関数は call-processを呼び出すことにより機能して、プログラムの出力は
call-processの場合と同じ方法でデコードされる。

38.4 非同期プロセスの作成

このセクションでは非同期プロセス (asynchronous process) を作成する方法について説明します。
非同期プロセスは作成後に Emacsと並列して実行され、Emacsは以降のセクション (Section 38.7
[Input to Processes], page 952と Section 38.9 [Output from Processes], page 955を参照)で
説明する関数を使用してプロセスとコミュニケーションができます。プロセスコミュニケーションは
部分的に非同期なだけであることに注意してください。Emacsはこれらの関数を呼び出したときだけ
プロセスとのデータを送受信できます。

非同期プロセスは pty(pseudo-terminal: 疑似端末)、または pipe のいずれかを通じて制御され
ます。ptyか pipeの選択はデフォルトでは変数 process-connection-type (以下参照)の値にも
とづいてプロセス作成時に行われます。Shellモードのように利用可能ならユーザーから可視なプロセ
スには、プロセスと子プロセス間でジョブ制御 (C-c、C-z等)が可能であり、インタラクティブなプ
ログラムでは ptyを端末デバイスとして扱いますが pipeはそのような機能をサポートしないので pty
が通常は好まれます。しかし内部的な目的のために Lispプログラムが使用する (サブプロセスとユー
ザーの相互作用が要求されない)サブプロセスでは、サブプロセスと Lispプログラム間で大量データ
のやり取りが要求される場合には、pipeがより効率的なので pipeの使用が最良な場合がままありま
す。さらに多くのシステムでは ptyの合計数に制限があり、それを浪費するのは得策ではありません。

[Function]make-process &rest args
この関数は非同期サブプロセスを開始するための基本的な低レベルなプリミティブである。こ
れはサブプロセスを表すプロセスオブジェクトをリターンする。以下で説明するより高レベル
な start-processと比較すると、この関数はキーワード引数を受け取り、より柔軟であり、単
独の呼び出しでプロセスフィルターやセンチネルを指定できる。

引数 argsは keyword/argumentペアのリスト。キーワードの省略は値 nilでそれを指定する
ことと常に等価。以下は意味のあるキーワード:

:name name
プロセス名として文字列 nameを使用する。その名前のプロセスがすでに存在す
れば、(‘<1>’、...の追加により)一意となるように nameを修正する。

:buffer buffer
プロセスバッファーとして bufferを使用する。値が nilなら、そのサブプロセス
には何のバッファーも関連付けられない。
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:command command
プロセスのコマドラインとして commandを使用する。値はプログラムの実行可
能ファイル名で始まり、後にプログラムの引数として与える文字列が続くリスト
であること。リストの最初の要素が nilなら、Emacsは新たな擬似端末 (pty)を
作成して、実際には何もプログラムを実行せずに入出力を bufferに関連付ける。
この場合には残りのリスト要素は無視される。

:coding coding
codingがシンボルなら、それはその接続にたいする読み取りと書き込みの
両方で使用するコーディングシステムを指定する。codingがコンスセル
(decoding . encoding)なら読み取りに decoding、書き込みに encodingが
使用される。プログラムに書き込むデータのエンコーディングに使用されるコー
ディングシステムは、コマンドライン引数のエンコーディングにも使用される
(しかしプログラム自身にたいしてファイル名を別のファイル名にエンコードす
ることはない。Section 33.10.2 [Encoding and I/O], page 868を参照)。

codingが nilなら、デフォルトのコーディングシステム検出ルールを適用する。
Section 33.10.5 [Default Coding Systems], page 873を参照のこと。

:connection-type type
サブプロセスとの対話に使用するデバイスタイプを初期化する。値には ptyを使
用する pty、pipeを使用する pipe、または変数 process-connection-type

の値から継承されるデフォルトを使用する nilを指定できる。このパラメーター
と process-connection-typeの値は:stderrパラメーターに非 nilが指定さ
れている場合には無視される。その場合にはタイプは常に pipeになる。このパラ
メーターは ptyが利用できないシステム (MS-Windows)でも無視されて無条件
で pipeが使用される。

:noquery query-flag
プロセスqueryフラグをquery-flagに初期化する。Section 38.11 [Query Before
Exit], page 963を参照のこと。

:stop stopped
stoppedが与えられた場合には nilでなければならない。非 nil値の使用はすべ
てエラーとなる。それ以外の場合には:stopは無視される。これは pipeプロセス
のような他のプロセスタイプへの互換性のために維持されている。非同期サブプ
ロセスが stopped状態で開始されることはあり得ない。

:filter filter
プロセスフィルターを filterに初期化する。未指定ならデフォルトフィルターが提
供されるが、これは後からオーバーライドできる。Section 38.9.2 [Filter Func-
tions], page 957を参照のこと。

:sentinel sentinel
プロセスセンチネルを sentinelに初期化する。未指定ならデフォルトセンチネルが
使用されるが、これは後からオーバーライドできる。Section 38.10 [Sentinels],
page 961を参照のこと。

:stderr stderr
プロセスの標準エラーに stderrを割り当てる。値が非 nilならバッファー、また
は以下で説明する make-pipe-processで作成された pipeのいずれかであるこ
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と。stderrが nilなら標準エラーを標準出力と合成して、両者を bufferか filter
に送信する。

stderrがバッファーならEmacsはpipeプロセス、標準エラープロセス (standard
error process)を作成する。このプロセスはデフォルトフィルター (Section 38.9.2
[Filter Functions], page 957を参照)、センチネル (Section 38.10 [Sentinels],
page 961を参照)、コーディングシステム (Section 33.10.5 [Default Coding
Systems], page 873を参照)をもつ。その一方で、自身の query-on-exitフラグ
として query-flagを使用する (Section 38.11 [Query Before Exit], page 963
を参照)。このプロセスは stderrバッファーに関連づけられて、そこに出力 (メイン
プロセスの標準エラー)を送信する (Section 38.9.1 [Process Buffers], page 955
を参照)。

stderrが pipeプロセスなら、Emacsはそれを新たなプロセス用の標準エラープ
ロセスとして使用する。

:file-handler file-handler
file-handlerが非 nilなら、カレントバッファーの default-directoryにたい
するファイル名ハンドラーを探して、プロセスを作成するためにそのファイル名
ハンドラーを呼び出す。そのようなハンドラーがなければ、file-handlerが nilで
あるかのように処理する。

実際の接続情報で修正されたオリジナルの引数リストは process-contactを通じて利用で
きる。

サブプロセスのカレント作業ディレクトリー (CWD: current working directory)はカレン
トバッファーの default-directoryがローカル (unhandled-file-name-directoryによ
り判断される)ならその値、それ以外は~。リモートディレクトリーでプロセスを実行したけれ
ば、make-processに:file-handler tを渡せばよい。この場合には、カレントのワーキング
ディレクトリー (CWD)は default-directoryの (file-local-nameで決定される)ロー
カル部分となる。

ファイル名ハンドラーの実装に依存して、結果となるプロセスオブジェクトへのfilterや sentinel
の適用が不可能かもしれない。:stderr引数は pipeプロセスではあり得ないので、ファイル名
ハンドラーはこれにたいして pipeプロセスをサポートしない。:stderr引数としてバッファー
は許されており、バッファーのコンテンツは pipe プロセスを使用することなく表示される。
Section 38.9.2 [Filter Functions], page 957および Section 38.9.4 [Accepting Output],
page 959を参照のこと。

いくつかのファイルハンドラーは make-processをサポートしないかもしれない。そのような
場合には、この関数は何も行わずに nilをリターンする。

[Function]make-pipe-process &rest args
この関数は子プロセスにアタッチ可能な双方向の pipeを作成する。これは make-processの
:stderrキーワードと併用することで有用。この関数はプロセスオブジェクトをリターンする。

引数 argsは keyword/argumentペアのリスト。キーワードの省略はそのキーワードに値 nil

を指定することと常に等価。

以下は意味のあるキーワード。

:name name
プロセス名として文字列 nameを使用する。make-processの場合のように、一
意にするために必要に応じて変更され得る。
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:buffer buffer
プロセスバッファーとして bufferを使用する。

:coding coding
codingがシンボルなら、それはその接続にたいする読み取りと書き込みの
両方で使用するコーディングシステムを指定する。codingがコンスセル
(decoding . encoding)なら読み取りに decoding、書き込みに encodingが
使用される。

codingが nilなら、デフォルトのコーディングシステム検出ルールを適用する。
Section 33.10.5 [Default Coding Systems], page 873を参照のこと。

:noquery query-flag
プロセスqueryフラグをquery-flagに初期化する。Section 38.11 [Query Before
Exit], page 963を参照のこと。

:stop stopped
stoppedが非 nilなら停止状態でプロセスを開始する。停止状態では pipe
プロセスは入力データを受け取らないが出力データは送信できる。停止状
態は stop-processでセットして continue-processでクリアーされる
(Section 38.8 [Signals to Processes], page 953を参照)。

:filter filter
プロセスフィルターを filterに初期化する。未指定ならデフォルトフィルターが提
供されるが後で変更できる。Section 38.9.2 [Filter Functions], page 957を参
照のこと。

:sentinel sentinel
プロセスセンチネルを sentinelに初期化する。未指定ならデフォルトセンチネル
が使用されるが後で変更できる。Section 38.10 [Sentinels], page 961を参照の
こと。

実際の接続情報で修正されたオリジナルの引数リストは process-contactを通じて利用で
きる。

[Function]start-process name buffer-or-name program &rest args
この関数は call-processの類似したインターフェースを提供する、make-process周辺の高
レベルのラッパー。これは新たに非同期サブプロセスを作成して、指定された programの実行
をその内部で開始する。これは Lispで新たなサブプロセスを意味するプロセスオブジェクトを
リターンする。引数 nameはプロセスオブジェクトの名前を指定する。make-processの場合
のように、一意な名前となるように必要に応じて修正する。バッファー buffer-or-nameはその
プロセスに関連付けるバッファー。

programが nilなら Emacsは疑似端末 (pty)を新たにオープンして、サブプロセスを新たに
作成することなく ptyの入力と出力を buffer-or-nameに関連付ける。この場合には残りの引
数 argsは無視される。

残りの argsはサブプロセスにコマンドライン引数を指定する文字列。

以下の例では 1つ目のプロセスを開始して 100秒間実行 (というよりは sleep)される。その間
に 2つ目のプロセスを開始して、一意性を保つために ‘my-process<1>’という名前が与えら
れる。これは 1つ目のプロセスが終了する前にバッファー ‘foo’の最後にディレクトリーのリ
ストを挿入する。その後に 2つ目のプロセスは終了して、その旨のメッセージがバッファーに
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挿入される。さらに遅れて 1つ目のプロセスが終了して、バッファーに別のメッセージが挿入
される。

(start-process "my-process" "foo" "sleep" "100")
⇒ #<process my-process>

(start-process "my-process" "foo" "ls" "-l" "/bin")
⇒ #<process my-process<1>>

---------- Buffer: foo ----------

total 8336

-rwxr-xr-x 1 root root 971384 Mar 30 10:14 bash

-rwxr-xr-x 1 root root 146920 Jul 5 2011 bsd-csh

...

-rwxr-xr-x 1 root root 696880 Feb 28 15:55 zsh4

Process my-process<1> finished

Process my-process finished

---------- Buffer: foo ----------

[Function]start-file-process name buffer-or-name program &rest args
start-processと同じようにこの関数は非同期サブプロセスを開始して、その内部でprogram
を実行してそのプロセスオブジェクトをリターンする。

start-processとの違いは、この関数が default-directoryの値にもとづいてファイル名
ハンドラーを呼び出すかもしれないという点である。このハンドラーはローカルホスト上、あ
るいは default-directoryに応じたリモートホスト上で programを実行すること。後者の
場合には、default-directoryのローカル部分はそのプロセスのワーキングディレクトリー
になる。

この関数は programや argsの残りにたいしてファイル名ハンドラーの呼び出しを試みない。
programは argsのいずれかがリモートファイル構文 (Section 25.12 [Magic File Names],
page 570を参照)を使用する場合には、file-local-nameを通じて実行することにより、そ
れらの名前を default-directoryに相対的な名前やリモートホスト上でローカルにファイル
を識別する名前に変換しなければならないことが理由。

そのファイル名ハンドラーの実装によっては、リターン結果のプロセスオブジェクト
に process-filterや process-sentinelを適用することができないかもしれない。
Section 38.9.2 [Filter Functions], page 957と Section 38.10 [Sentinels], page 961を参
照のこと。

いくつかのファイル名ハンドラーは start-file-processをサポートしないかもしれない (た
とえば ange-ftp-hook-function関数)。そのような場合には、この関数は何も行わずに nil

をリターンする。

[Function]start-process-shell-command name buffer-or-name command
この関数は start-processと同様だが、指定された commandの実行に shellを使用する点
が異なる。引数 commandは shellコマンド文字列。変数 shell-file-nameはどの shellを
使用するかを指定する。

make-processや start-processでプログラムを実行せずに shellを通じて実行することの
要点は、引数内のワイルドカード展開のような shell機能を利用可能にするためである。その
ためにはコマンド内に任意のユーザー指定引数を含めるなら、任意の特別な shell文字が shell
での特別な意味をもたないように、まず shell-quote-argumentでそれらをクォートするべ
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きである。Section 38.2 [Shell Arguments], page 938を参照のこと。ユーザー入力にもとづ
いたコマンド実行時には当然セキュリティ上の影響も考慮するべきである。

[Function]start-file-process-shell-command name buffer-or-name
command

この関数は start-process-shell-commandと似ているが、内部的に start-file-

processを使用する点が異なる。これにより default-directoryに応じてリモートホスト
上でも commandを実行できる。

[Variable]process-connection-type
この変数は非同期サブプロセスと対話するために使用するデバイスタイプを制御する。これが
非 nilの場合には利用可能なら pty、それ以外なら pipeが使用される。

process-connection-typeの値は make-processや start-processの呼び出し時に効果
を発揮する。そのためにこれらの関数の呼び出し前後でこの変数をバインドすることにより、
サブプロセスとやり取りする方法を指定できる。

この変数の値は非 nil値の:stderrパラメーターで make-processが呼び出された際には無視
される。この場合には Emacsは pipeを使用してプロセスと対話する。ptyが利用不能 (MS-
Windows)な場合にも無視される。

(let ((process-connection-type nil)) ; pipeを使用
(start-process ...))

与えられたサブプロセスが実際には pipe と pty のどちらを取得したかを判断するには関数
process-tty-nameを使用する (Section 38.6 [Process Information], page 949を参照)。

38.5 プロセスの削除

プロセス削除 (deleting a process)とは Emacsをサブプロセスから即座に切断することです。プロ
セスは終了後に自動的に削除されますが即座に削除される必要はありません。任意のタイミングで明
示的にプロセスを削除できます。終了したプロセスが自動的に削除される前に明示的に削除しても害
はありません。実行中のプロセスの削除はプロセス (もしあれば子プロセスにも)を終了するためにシ
グナルを送信してプロセスセンチネルを呼び出します。Section 38.10 [Sentinels], page 961を参照
してください。

プロセスが削除される際、そのプロセスオブジェクト自体はそれを参照する別の Lispオブジェク
トが存在する限り継続し続けます。プロセスオブジェクトに作用するすべての Lispプリミティブはプ
ロセスの削除を受け入れますが、I/Oを行ったりシグナルを送信するプリミティブはエラーを報告す
るでしょう。プロセスマークは通常はプロセスからの出力がバッファーに挿入される箇所となる、以
前と同じ箇所をポイントし続けます。

[User Option]delete-exited-processes
この変数は、(exit呼び出しやシグナルにより)終了したプロセスの自動的な削除を制御する。
これが nilならユーザーが list-processesを実行するまでプロセスは存在し続けて、それ
以外なら exit後に即座に削除される。

[Function]delete-process process
この関数はプロセスがプログラムを実行していたら SIGKILLシグナルで killすることにより
プロセスを削除する。引数はプロセス、プロセスの名前、バッファー、バッファーの名前かも
しれない (バッファーやバッファー名なら get-buffer-processがリターンするプロセスを意
味する)。実行中のプロセスに delete-processを呼び出すことによりプロセスを終了してプ
ロセス状態を更新して即座にセンチネルを実行する。そのプロセスがすでに終了していれば、
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delete-process呼び出しはプロセス状態、または (遅かれ早かれ発生するであろう)プロセ
スセンチネルの実行に影響を与えない。

プロセスオブジェクトがネットワーク接続、シリアル接続、pipe 接続を表す場合には状態は
closed、それ以外ならそのプロセスが exit済みでなければsignalに変更される。Section 38.6
[Process Information], page 949を参照のこと。

(delete-process "*shell*")
⇒ nil

38.6 プロセスの情報

プロセスの状態に関する情報をリターンする関数がいくつかあり。

[Command]list-processes &optional query-only buffer
このコマンドは、すべての生きたプロセスのリストを表示する。加えてこれは最後に、状態が
‘Exited’か ‘Signaled’だったすべてのプロセスを削除する。このコマンドは nilをリターン
する。

プロセスはメジャーモードがProcess Menuモードであるような、*Process List*という名
前のバッファーに表示される (オプション引数 bufferで他の名前を指定していない場合)。

query-onlyが非 nilなら、queryフラグが非 nilのプロセスだけをリストする。Section 38.11
[Query Before Exit], page 963を参照のこと。

[Function]process-list
この関数は削除されていないすべてのプロセスのリストをリターンする。

(process-list)
⇒ (#<process display-time> #<process shell>)

[Function]get-process name
この関数は name (文字列)というプロセス、存在しなければ nilをリターンする。引数 name
はプロセスオブジェクトでもよく、この場合にはそれがリターンされる。

(get-process "shell")
⇒ #<process shell>

[Function]process-command process
この関数は processを開始するために実行されたコマンドをリターンする。これは文字列のリ
ストで 1つ目の文字列は実行されたプログラム、残りの文字列はそのプログラムに与えられた
引数。ネットワーク接続、シリアル接続、pipe接続にたいしては nil (プロセスは実行中)か
t (プロセスは停止中)のいずれか。

(process-command (get-process "shell"))
⇒ ("bash" "-i")

[Function]process-contact process &optional key no-block
この関数はネットワーク接続、シリアル接続、pipe接続がセットアップされた方法に関する情
報をリターンする。keyが nilならネットワーク接続には (hostname service)、シリアル接
続には (port speed)、pipe接続には tをリターンする。普通の子プロセスにたいしては、こ
の関数は keyが nilで呼び出されると常に tをリターンする。

keyが tなら値はその接続、サーバー、シリアルポート、または pipe についての完全な状態
情報、すなわち make-network-process、make-serial-process、または make-pipe-

process内で指定されるキーワードと値のリストとなる。ただしいくつかの値については、指
定した値のかわりにカレント状態を表す値となる。
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ネットワークプロセスにたいしては以下の値が含まれる (完全なリストは make-network-

processを参照):

:buffer 値にはプロセスのバッファーが割り当てられる。

:filter 値にはプロセスのフィルター関数が割り当てられる。Section 38.9.2 [Filter Func-
tions], page 957を参照のこと。

:sentinel

値にはプロセスのセンチネル関数が割り当てられる。Section 38.10 [Sentinels],
page 961を参照のこと。

:remote 接続にたいしては内部的なフォーマットによるリモートピアーのアドレス。

:local 内部的なフォーマットによるローカルアドレス。

:service この値はサーバーでは serviceに tを指定すると実際のポート番号。

make-network-process内で明示的に指定されていなくても:localと:remoteは値に含ま
れる。

シリアル接続については make-serial-process、キーのリストは serial-process-

configureを参照のこと。pipe 接続については make-pipe-processを参照の
こと。

keyがキーワードなら、この関数はそのキーワードに対応する値をリターンする。

processがまだ完全にセットアップされていない非ブロッキングネットワークストリームなら、
この関数はセットアップされるまでブロックする。オプションの no-blockパラメーターが与え
られると、この関数はブロックせずに nilをリターンする。

[Function]process-id process
この関数は processの PIDをリターンする。これは同じコンピューター上でカレント時に実行
中の他のすべてのプロセスからプロセス processを区別するための整数。プロセスの PIDはプ
ロセスの開始時にオペレーティングシステムのカーネルにより選択されて、そのプロセスが存
在する限り定数として保たれる。この関数はネットワーク接続、シリアル接続、pipe接続には
nilをリターンする。

[Function]process-name process
この関数は processの名前を文字列としてリターンする。

[Function]process-status process-name
この関数は process-nameの状態を文字列でリターンする。引数 process-nameはプロセス、
バッファー、またはプロセス名 (文字列)でなければならない。

実際のサブプセスにたいして可能な値は:

run 実行中のプロセス。

stop 停止しているが継続可能なプロセス。

exit exitしたプロセス。

signal 致命的なシグナルを受信したプロセス。

open オープンされたネットワーク接続、シリアル接続、または pipe接続。
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closed クローズされたネットワーク接続、シリアル接続、または pipe接続。一度クロー
ズされた接続は、たとえ同じ場所にたいして新たな接続をオープンすることがで
きたとしても再度オープンすることはできない。

connect 完了を待つ非ブロッキング接続。

failed 完了に失敗した非ブロッキング接続。

listen listen中のネットワークサーバー。

nil process-nameが既存のプロセス名でない場合。
(process-status (get-buffer "*shell*"))

⇒ run

ネットワーク接続、シリアル接続、pipe 接続にたいして process-statusは open、stop、
または closedいずれかのシンボルをリターンする。closedは相手側が接続をクローズした
か、あるいは Emacsが delete-processを行なったことを意味する。値 stopはその接続で
stop-processが呼び出されたことを意味する。

[Function]process-live-p process
この関数は processがアクティブなら、非 nilをリターンする。状態が run、open、listen、
connect、stopのプロセスはアクティブとみなされる。

[Function]process-type process
この関数はネットワーク接続やサーバーにたいしては network、シリアルポート接続にたいし
ては serial、pipe接続にたいしては pipe、プログラム実行用に作成されたサブプロセスに
たいしては realというシンボルをリターンする。

[Function]process-exit-status process
この関数は processの exitステータス、またはプロセスを killしたシグナル番号をリターンす
る (いずれであるかの判定には process-statusの結果を使用)。processがまだ終了していな
ければ値は 0。すでに closeされたネットワーク接続、シリアル接続、pipe接続についての値
は接続の closeが正常か異常かによって 0か 256のいずれかとなる。

[Function]process-tty-name process
この関数は processが Emacs との対話に使用する端末名、pty ではなく pipe を使用する
場合には nilをリターンする (Section 38.4 [Asynchronous Processes], page 943 の
process-connection-typeを参照)。processがリモートホスト上で実行中のプログラムを
表す場合には、プロセスの remote-ttyプロパティとしてリモートホスト上でそのプログラム
に使用される端末名が提供される。processがネットワーク接続、シリアル接続、pipe接続を
表す場合には値は nil。

[Function]process-coding-system process
この関数は processからの出力のデコードに使用するコーディングシステムと、processへの入
力のエンコードに使用するコーディングシステムを記述するコンスセル (decode . encode)

をリターンする (Section 33.10 [Coding Systems], page 866を参照)。

[Function]set-process-coding-system process &optional decoding-system
encoding-system

この関数は processにたいする後続の入出力に使用するコーディングシステムを指定する。これ
はサブプロセスの出力のデコードに decoding-system、入力のエンコードに encoding-system
を使用する。
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すべてのプロセスには、そのプロセスに関連するさまざまな値を格納するために使用できるプロパ
ティリストもあります。

[Function]process-get process propname
この関数は processのプロパティpropnameの値をリターンする。

[Function]process-put process propname value
この関数は processのプロパティpropnameの値に valueをセットする。

[Function]process-plist process
この関数は processのプロセス plistをリターンする。

[Function]set-process-plist process plist
この関数は processのプロセス plistに plistをセットする。

38.7 プロセスへの入力の送信

非同期サブプロセスはEmacsにより入力が送信されたときに入力を受信して、それはこのセクション
内の関数で行われます。これを行うには入力を送信するプロセスと送信するための入力データを指定
しなければなりません。サブプロセスがプログラムを実行していたら、データはプログラムの標準入
力として出現します。接続にたいしては、データは接続されたデバイスかプログラムに送信されます。

オペレーティングシステムには ptyのバッファーされた入力にたいして制限をもつものがいくつ
かあります。それらのシステムでは、Emacsは他の文字列の間に定期的かつ強制的に EOFを送信し
ます。ほとんどのプログラムにたいして、これらの EOFは無害です。

サブプロセスの入力はテキストをファイルに書き込むときと同じように、通常はサブプロセスが
受信する前、コーディングシステムを使用してエンコードされます。どのコーディングシステムを使
用するかを指定するには set-process-coding-systemを使用できます (Section 38.6 [Process
Information], page 949を参照)。それ以外の場合には、非 nilなら coding-system-for-write

がコーディングシステムとなり、さもなくばデフォルトのメカニズムがコーディングシステムを決定
します (Section 33.10.5 [Default Coding Systems], page 873を参照)。

入力バッファーが一杯のために、システムがプロセスからの入力を受け取ることができないこと
があります。これが発生したときには、送信関数はしばらく待機してサブプロセスの出力を受け取り、
再度送信を試みます。これは保留となっている更なる入力を読み取り、バッファーに空きを作る機会
をサブプロセスに与えます。これはフィルター (現在実行中のものを含む)、センチネル、タイマーの
実行も可能にするのでコードを記述する際はそれを考慮してください。

以下の関数では process引数はプロセス、プロセス名、またはバッファー、バッファー名
(get-buffer-processで取得されるプロセス)、nilはカレントバッファーのプロセスを意味し
ます。

[Function]process-send-string process string
この関数は stringのコンテンツを標準入力として processに送信する。たとえばファイルをリ
ストする Shellバッファーを作成するには:

(process-send-string "shell<1>" "ls\n")
⇒ nil

[Function]process-send-region process start end
この関数は startと endで定義されるリージョンのテキストを標準入力として processに送信
する。

startと endが、カレントバッファー内の位置を示す整数かマーカーでなければエラーがシグナ
ルされる (いずれかの大小は重要ではない)。
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[Function]process-send-eof &optional process
この関数は processが入力内の EOF (end-of-file)を見ることを可能にする。EOFはすべての
送信済みテキストの後になる。この関数は processをリターンする。

(process-send-eof "shell")
⇒ "shell"

[Function]process-running-child-p &optional process
この関数は processが接続ではない実際のサブプロセスであり、端末の制御を自身の子プロセ
スに与えたかどうかを示す。これが真なら関数は processのフォアグラウンドプロセスグルー
プの数値 ID、これが真ではないと Emacsが判断すれば nilをリターンする。これが真かどう
かをEmacsが判断できなければ値は t。processがネットワーク接続、シリアル接続、pipe接
続、またはアクティブではないサブプロセスなら関数はエラーをシグナルする。

38.8 プロセスへのシグナルの送信

サブプロセスへのシグナル送信 (sending a signal)はプロセス活動に割り込む手段の 1つです。異な
る複数のシグナルがあり、それぞれが独自に意味をもちます。シグナルのセットとそれらの意味はオ
ペレーティングシステムにより定義されます。たとえばシグナル SIGINTはユーザーが C-cをタイプ
したか、それに類似する何かが発生したことを意味します。

各シグナルはサブプロセスに標準的な効果をもちます。ほとんどのシグナルはサブプロセスを kill
しますが、かわりに実行を停止 (や再開)するものもいくつかあります。ほとんどのシグナルはオプ
ションでプログラムでハンドル (処理)することができます。プログラムがそのシグナルをハンドルす
る場合には、その影響についてわたしたちは一般的には何も言うことはできません。

このセクション内の関数を呼び出すことにより明示的にシグナルを送信できます。Emacsも特定
のタイミングで自動的にシグナルを送信します。バッファーの killにより、それに関連するプロセス
には SIGHUPシグナル、Emacsの killにより残されたすべてのプロセスに SIGHUPシグナルが送信さ
れます (SIGHUPは通常はユーザーが “hung up the phone”、電話を切った、つまり接続を断ったこ
とを示す)。

シグナル送信関数はそれぞれprocessと current-groupいう 2つのオプション引数を受け取ります。

引数 processはプロセス、プロセス名、バッファー、バッファー名、または nilのいずれかでなけ
ればなりません。バッファーやバッファー名は get-buffer-processを通じて得られるプロセスを意
味します。nilはカレントバッファーに関連付けられたプロセスを意味します。stop-process and
continue-processを除いて、processがプロセスを識別しない、あるいはネットワーク接続、シリ
アル接続、pipe接続を表す場合にはエラーがシグナルされます。

引数 current-groupは、Emacsのサブプロセスとしてジョブ制御 shell(job-control shell)を実行
中の場合に異なる処理を行うためのフラグです。これが非 nilなら、そのシグナルはEmacsがサブプ
ロセスとの対話に使用する端末のカレントプロセスグループに送信されます。そのプロセスがジョブ
制御 shellなら、これはその shellのカレントの subジョブになります。current-groupが nilなら、
そのシグナルはEmacs自身のサブプロセスのプロセスグループに送信されます。そのプロセスがジョ
ブ制御 shellなら、それは shell自身になります。current-groupが lambdaなら、端末を所有するも
ののそれ自身は shellでない場合にはプロセスグループにシグナルを送信します。

サブプロセスとの対話に pipeが使用されている際には、オペレーティングシステムが pipeの区別
をサポートしないのでフラグ current-groupに効果はありません。同じ理由により pipeが使用されて
いればジョブ制御 shellは機能しないでしょう。Section 38.4 [Asynchronous Processes], page 943
の process-connection-typeを参照してください。
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[Function]interrupt-process &optional process current-group
この関数はシグナル SIGINTを送信することによりプロセス processに割り込む。Emacs外部
では interrupt character(割り込み文字。いくつかのシステムでは通常は C-c、それ以外のシ
ステムでは DEL)をタイプすることによりシグナルが送信される。引数 current-groupが非 nil

のときは、Emacsがサブプロセスと対話する端末上で C-cがタイプされたと考えることがで
きる。

[Function]kill-process &optional process current-group
この関数はシグナル SIGKILLを送信することにより、プロセス processを killする。このシグ
ナルは即座にサブプロセスを killしてサブプロセスでハンドルすることはできない。

[Function]quit-process &optional process current-group
この関数はプロセス processにシグナル SIGQUITを送信する。これは Emacs 外部では quit
character(通常は C-\)により送信されるシグナル。

[Function]stop-process &optional process current-group
この関数は指定した processを停止する。それがプログラムを実行中の実際のサブプロセスな
ら、そのサブプロセスにシグナル SIGTSTPを送信する。processがネットワーク接続、シリア
ル接続、pipe接続を表す場合には、この関数はその接続から到達するデータのハンドリングを
抑制する。ネットワークサーバーでは、これは新たな接続を acceptしないことを意味する。通
常の実行の再開には continue-processを使用すること。

ジョブ制御をもつシステム上の Emacs外部では stop character(通常は C-z)が SIGTSTPシ
グナルを送信する。current-groupが非 nilなら、この関数をサブプロセスとの対話にEmacs
が使用する端末上で C-zがタイプされたと考えることができる。

[Function]continue-process &optional process current-group
この関数はプロセス processの実行を再開する。それがプログラムを実行中の実際のサブプロ
セスなら、そのサブプロセスにシグナル SIGCONTを送信する。この関数は processが以前に停
止されたとみなす。processがネットワーク接続、シリアル接続、pipe接続を表す場合には、こ
の関数はその接続から到達するデータのハンドリングを再開する。シリアル接続ではプロセス
停止中に到達したデータは失われるかもしれない。

[Command]signal-process process signal
この関数はプロセス processにシグナルを送信する。引数 signalはどのシグナルを送信するか
を指定する。これは整数、または名前がシグナルであるようなシンボルであること。

process引数にはシステムプロセス ID (整数)を指定できる。これにより Emacsの子プロセス
以外のプロセスにシグナルを送信できる。Section 38.12 [System Processes], page 963を参
照のこと。

非ローカルな非同期プロセスへのシグナル送信が必要になることがあります。これは
独自の interrupt-process実装を記述することにより可能です。それからその関数を
interrupt-process-functionsに追加する必要があります。

[Variable]interrupt-process-functions
この変数は interrupt-process用に呼び出される関数のリスト。関数の引数は
interrupt-processにたいする引数と同じ。これらの関数はいずれかが非 nilをリター
ンするまでリスト順に呼び出される。このリスト上で常に最後になるデフォルトの関数は
internal-default-interrupt-process。

これは Trampが interrupt-processを実装するメカニズムである。
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38.9 プロセスからの出力の受信

非同期サブプロセスが自身の標準出力に書き込んだ出力はフィルター関数 (filter function)と呼ばれる
関数に渡されます。デフォルトのフィルター関数は単に出力をバッファーに挿入します。このバッファー
をプロセスに関連付けられたバッファーと呼びます (Section 38.9.1 [Process Buffers], page 955を
参照)。プロセスがバッファーをもたなければデフォルトフィルターは出力を破棄します。

サブプロセスが標準エラーストリームに書き込む場合には、デフォルトではエラー出力もフィル
ター関数に渡されて処理されます。Emacsがサブプロセスとの対話に疑似端末 (pty: pseudo-TTY)
を使用する場合には、疑似端末は出力チャンネルを 1つしかもてないので、サブプロセスの標準出力ス
トリームと標準エラーストリームを区別するのは不可能です。それらのストリームの出力を区別して
保ちたい場合は、たとえば start-process-shell-commandや類似コマンドを通じて適当な shell
コマンドを使用することにより、いずれか 1つをファイルにリダイレクトする必要があります。

エラー出力先を標準出力から区別するためには、かわりに非 nilの:stderrパラメーターで
make-process (Section 38.4 [Asynchronous Processes], page 943を参照)を呼び出すことがで
きます。この場合には、サブプロセスとの対話に Emacsは pipeを使用することになります。

サブプロセス終了時に Emacsは保留中の出力を読み取って、その後そのサブプロセスからの出力
の読み取りを停止します。したがってそのサブプロセスに生きた子プロセスがあり、まだ出力を生成
するような場合には、Emacsはその出力を受け取らないでしょう。

サブプロセスからの出力はEmacsが待機している間、端末入力読み取り時 (関数 waiting-for-

user-input-p、Section 21.10 [Waiting], page 414の sit-forと sleep-for、Section 38.9.4
[Accepting Output], page 959の accept-process-output、およびプロセスへのデータ送信関
数 (Section 38.7 [Input to Processes], page 952を参照)のみ到着可能です。これは並列プログラ
ミングで普遍的に悩みの種であるタイミングエラーの問題を最小化します。たとえば安全にプロセス
を作成して、その後でのみプロセスのバッファーやフィルター関数を指定できます。その間にあるコー
ドが待機するプリミティブを何も呼び出さなければ、完了するまで到着可能な出力はありません。

[Variable]process-adaptive-read-buffering
いくつかのシステムではEmacsがサブプロセスの出力を読み取る際に出力データを非常に小さ
いブロックで読み取るために、結果として潜在的に非常に貧弱なパフォーマンスとなることが
る。この挙動は変数 process-adaptive-read-bufferingを非 nil値 (デフォルト)にセッ
トして拡張することにより改善し得る。これにより、そのようなプロセスからの読み取りを自
動的に遅延して、Emacsが読み取りを試みる前に出力がより多く生成されるようになる。

38.9.1 プロセスのバッファー

プロセスは関連付けられたバッファー (associated buffer)をもつことができます (通常はもつ)。こ
れは普通の Emacsバッファーであり、2つの目的のために使用されます。1つはプロセスからの出力
の格納、もう 1つはプロセスを killする時期を判断するためです。通常の習慣では任意の与えられた
バッファーにたいして関連付けられるプロセスは 1つだけなので、処理対象のプロセスを識別するた
めにそのバッファーを使用することもできます。プロセス使用の多くはプロセスに送信する入力を編
集するためにもこのバッファーを使用しますが、これは Emacs Lispの組み込みではありません。

デフォルトでは、プロセスの出力は関連付けられたバッファーに挿入されます (カスタムフィルター
関数の定義により変更可能。Section 38.9.2 [Filter Functions], page 957を参照)。出力を挿入す
る位置は process-markにより決定されます。これは正に挿入されたテキストの終端にポイントを更
新します。通常 (常にではない)は process-markはバッファーの終端になります。

プロセスに関連付けられたバッファーを kill することによりプロセスも kill されます。そ
のプロセスの process-query-on-exit-flagが非 nilなら、Emacs はまず確認を求めます
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(Section 38.11 [Query Before Exit], page 963 を参照)。この確認は関数 process-kill-

buffer-query-functionにより行われて、これは kill-buffer-query-functionsから実行さ
れます (Section 27.10 [Killing Buffers], page 604を参照)。

[Function]process-buffer process
この関数は指定された processの関連付けられたバッファーをリターンする。

(process-buffer (get-process "shell"))
⇒ #<buffer *shell*>

[Function]process-mark process
この関数は processにたいするプロセスマーカーをリターンする。これはプロセスからの出力
をどこに挿入するかを示すマーカー。

processがバッファーをもたなければ、process-markは存在しない場所を指すマーカーをリ
ターンする。

デフォルトのフィルター関数はプロセス出力の挿入場所の決定にこのマーカーを使用して、挿
入したテキストの後にポイントを更新する。連続するバッチ出力が連続して挿入されるのはこ
れが理由。

カスタムフィルター関数はこのマーカーを通常は同じ方式で使用すること。process-markを
使用するフィルター関数の例は [Process Filter Example], page 958を参照のこと。

ユーザーにプロセスバッファー内でプロセスに送信するための入力を期待する際には、プロセ
スマーカーは以前の出力から新たな入力を区別する。

[Function]set-process-buffer process buffer
この関数は processに関連付けられたバッファーに bufferをセットする。bufferが nilならプ
ロセスはバッファーに関連付けられない。

[Function]get-buffer-process buffer-or-name
この関数は buffer-or-nameで指定されるバッファーに関連付けられた、削除されていないプロ
セスをリターンする。そのバッファーに複数のプロセスが関連付けられている場合には、この
関数はいずれか 1つ (現在のところもっとも最近作成されたプロセスだがこれを期待しないこ
と)を選択する。プロセスの削除 (delete-processを参照)により、そのプロセスはこの関数
がリターンするプロセスとしては不適格となる。

同一のバッファーに複数のプロセスを関連付けるのは、通常は悪いアイデアである。
(get-buffer-process "*shell*")

⇒ #<process shell>

プロセスのバッファーを killすることにより、SIGHUPシグナルでサブプロセスを killしてプロ
セスを削除する (Section 38.8 [Signals to Processes], page 953を参照)。

プロセスのバッファーがウィンドウに表示されている場合には、プロセスが出力をスクリーンのサ
イズに適応させるのと同様に、Lispプログラムでウィンドウのサイズにプロセス出力を適応させるよ
うにプロセスに指示したいと思うでしょう。以下の関数によりプロセスにたいしてこの種の情報をや
り取りできます。しかしすべてのシステムが基礎となる機能をサポートする訳ではないので、コマン
ドライン引数や環境変数を通じたフォールバックを提供するのが最良です。

[Function]set-process-window-size process height width
processにたいして、その論理ウィンドウサイズが文字単位で widthと heightのサイズである
ことを告げる。関数がこの情報をプロセスとやり取りすることに成功したら t、それ以外は nil

をリターンする。
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プロセスに関連付けられたバッファーを表示するウィンドウがサイズを変更された際には、影
響を受けるプロセスはその変更にたいして通知される必要があります。デフォルトではウィンド
ウ構成 (window configuration) が変更されると、ウィンドウにバッファーが表示されている各
プロセスにかわり、プロセスのバッファーを表示するすべてのウィンドウのうち最小のサイズの
ウィンドウを引数として、Emacs が自動的に set-process-window-sizeを呼び出します。これ
はバッファーが少なくとも 1 つのウィンドウに表示されているプセスそれぞれにたいして、変数
window-adjust-process-window-size-functionの値である関数を呼び出すように指定する
window-configuration-change-hook (Section 28.28 [Window Hooks], page 692を参照)を
通じて機能します。この変数をセットすることにより、この振る舞いをカスマイズできます。

[User Option]window-adjust-process-window-size-function
この変数の値はプロセスとプロセスのバッファーを表示するウィンドウのリストという 2つの引
数を受け取る関数であること。その関数が呼び出される際には、そのプロセスのバッファーがカ
レントバッファーとなる。関数は set-process-window-sizeの呼び出しを通じて渡される論
理プロセスウィンドウ (logical process window)を記述するコンスセル (width . height)

をリターンすること。関数は nilをリターンすることもでき、Emacsはこの場合にはそのプロ
セスにたいして set-process-window-sizeを呼び出さない。

この変数にたいして Emacsは 2つの事前定義された値を提供する。1つは window-adjust-

process-window-size-smallestであり、これはプロセスのバッファーを表示するウィンド
ウのすべてのサイズから最小のサイズもう 1つの window-adjust-process-window-size-

largestは最大のサイズをリターンする。より複雑な方式には独自の関数を記述すること。

この変数はバッファーローカルにできる。

プロセスが adjust-window-size-functionプロパティ(Section 38.6 [Process Information],
page 949を参照)をもつ場合には、その値は window-adjust-process-window-size-function

のグローバル値とバッファーロール値をオーバーライドします。

38.9.2 プロセスのフィルター関数

プロセスのフィルター関数 (filter function)は、関連付けられたプロセスからの標準出力を受信しま
す。そのプロセスのすべての出力はそのフィルターに渡されます。デフォルトのフィルターは単にプ
ロセスバッファーに直接出力します。

デフォルトではプロセス用のエラー出力がもしあれば、プロセス作成時にプロセスの標準エラース
トリームが標準出力から分離されていなければフィルター関数に渡されます。Emacsは特定の関数の
呼び出し中のみフィルター関数を呼び出します。Section 38.9 [Output from Processes], page 955
を参照してください。フィルターによりこれらの関数のいずれかが呼び出されると、フィルターが再
帰的に呼び出されるかもしれないことに注意してください。

フィルター関数は関連付けられたプロセス、およびそのプロセスから正に受信した出力である文字
列という 2つの引数を受け取らなければなりません。関数はその後に出力にたいして何であれ自由に
行うことができます。

quitは通常はフィルター関数内では抑制されます。さもないとコマンドレベルでの C-gのタイプ、
またはユーザーコマンドの quitは予測できません。フィルター関数内部での quitを許可したければ
inhibit-quitを nilにバインドしてください。ほとんどの場合において、これを行う正しい方法は
マクロ with-local-quitです。Section 21.11 [Quitting], page 415を参照してください。

フィルター関数の実行中にエラーが発生すると、フィルター開始時に実行中だったプログラムが何
であれ実行を停止しないように自動的に catchされます。しかし debug-on-errorが非 nilならエ
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ラーは catchされません。これにより Lispデバッガーを使用したフィルター関数のデバッグが可能
になります。Section 18.1 [Debugger], page 297を参照してください。

多くのフィルター関数は時折 (または常に)、デフォルトフィルターの動作を真似てプロセスのバッ
ファーにその出力を挿入します。そのようなフィルター関数は確実にカレントバッファーの保存と、
(もし異なるなら)出力を挿入する前に正しいバッファーを選択して、その後に元のバッファーをリス
トアする必要があります。またそのバッファーがまだ生きているか、プロセスマーカーを更新してい
るか、そしていくつかのケースにおいてはポイントの値を更新しているかもチェックするべきです。以
下はこれらを行う方法です:

(defun ordinary-insertion-filter (proc string)

(when (buffer-live-p (process-buffer proc))

(with-current-buffer (process-buffer proc)

(let ((moving (= (point) (process-mark proc))))

(save-excursion

;; テキストを挿入してプロセスマーカーを進める
(goto-char (process-mark proc))

(insert string)

(set-marker (process-mark proc) (point)))

(if moving (goto-char (process-mark proc)))))))

新たなテキスト到着時にフィルターが強制的にプロセスバッファーを可視にするために
with-current-buffer構成の直前に以下のような行を挿入できます:

(display-buffer (process-buffer proc))

以前のポイント位置と関係なく新たな出力の終端にポイント位置を強制するためには、例から変数
movingを削除して無条件で goto-charを呼び出してください。これはウィンドウポイントの移動で
は必要ないことに注意してください。デフォルトのフィルターは実際にはウィンドウポイントを含む
すべてのマーカーを移動する insert-before-markersを使用します。これは無関係のマーカーを
移動するかもしれないので、一般的にはウィンドウポイントを明示的に移動するか、挿入タイプを t

(Section 28.19 [Window Point], page 672を参照)にセットしたほうがよいでしょう。

フィルター関数の実行中には、Emacsが自動的にマッチデータの保存とリストアを行うことに注
意してください。Section 34.6 [Match Data], page 899を参照してください。

フィルターへの出力は任意のサイズの chunkで到着する可能性があります。同じ出力を連続して
2回生成するプログラムは一度に 200文字を 1回のバッチで送信して、次に 40文字を 5回のバッチ
で送信するかもしれません。フィルターが特定のテキスト文字列をサブプロセスの出力から探す場合
には、それらの文字列が 2回以上のバッチ出力を横断するケースに留意して処理してください。これ
を行うには受信したテキストを一時的なバッファーに挿入してから検索するのが 1つの方法です。

[Function]set-process-filter process filter
この関数は processにフィルター関数 filterを与える。filterが nilなら、そのプロセスにたい
してプロセスバッファーにプロセス出力を挿入するデフォルトフィルターを与える。

[Function]process-filter process
この関数は processのフィルター関数をリターンする。

そのプロセスの出力を複数のフィルターに渡す必要がある場合には、既存のフィルターに新たなフィ
ルターを組み合わせるために add-functionを使用できる。Section 13.11 [Advising Functions],
page 228を参照のこと。

以下はフィルター関数の使用例:
(defun keep-output (process output)

(setq kept (cons output kept)))
⇒ keep-output
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(setq kept nil)
⇒ nil

(set-process-filter (get-process "shell") 'keep-output)
⇒ keep-output

(process-send-string "shell" "ls ~/other\n")
⇒ nil

kept
⇒ ("lewis@slug:$ "

"FINAL-W87-SHORT.MSS backup.otl kolstad.mss~

address.txt backup.psf kolstad.psf

backup.bib~ david.mss resume-Dec-86.mss~

backup.err david.psf resume-Dec.psf

backup.mss dland syllabus.mss

"

"#backups.mss# backup.mss~ kolstad.mss

")

38.9.3 プロセス出力のデコード

Emacsが直接マルチバイトバッファーにプロセス出力を書き込む際には、プロセス出力のコーディン
グシステムに応じて出力をデコードします。コーディングシステムが raw-textか no-conversion

ならEmacsは string-to-multibyteを使用してユニバイト出力をマルチバイトに変換して、その
結果のマルチバイトテキストを挿入します。

どのコーディングシステムを使用するかは set-process-coding-systemを使用して指定でき
ます (Section 38.6 [Process Information], page 949 を参照)。それ以外では coding-system-

for-readが非 nilならそのコーディングシステム、nilならデフォルトのメカニズムが使用されます
(Section 33.10.5 [Default Coding Systems], page 873を参照)。プロセスのテキスト出力に null
バイトが含まれる場合には、Emacsはそれにたいしてデフォルトでは no-conversionを使用しま
す。この挙動を制御する方法については Section 33.10.3 [Lisp and Coding Systems], page 869を
参照してください。

警告: データからコーディングシステムを判断する undecidedのようなコーディングシステムは、
非同期サブプロセスの出力にたいして完全な信頼性をもって機能しません。これは Emacsが到着に
応じて非同期サブプロセスの出力をバッチで処理する必要があるからです。Emacsは 1つのバッチが
到着するたびに正しいコーディングシステムを検出しなければならずこれは常に機能するわけではあ
りません。したがって可能であれば文字コード変換と EOL変換の両方を決定するコーディングシス
テムつまり latin-1-unix、undecided、latin-1のようなコーディングシステムを指定してくだ
さい。

Emacsがプロセスフィルター関数を呼び出す際には、そのプロセスのフィルターのコーディング
システムに応じてEmacsはプロセス出力をマルチバイト文字列、またはユニバイト文字列で提供しま
す。Emacsはプロセス出力のコーディングシステムに応じて出力をデコードします。これは binary

や raw-textのようなコーディングシステムを除いて、通常はマルチバイト文字列を生成します。

38.9.4 プロセスの出力を受け取る

非同期サブプロセスからの出力は、通常は Emacsが時間の経過や端末入力のような、ある種の外部
イベントを待機する間だけ到着します。特定のポイントで出力の到着を明示的に許可したり、あるい
はプロセスからの出力が到着するまで待機することでさえ、Lispプログラムでは有用な場合が時折あ
ります。
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[Function]accept-process-output &optional process seconds millisec
just-this-one

この関数はプロセスからの保留中の出力を Emacsが読み取ることを許す。この出力はプロセ
スのフィルター関数により与えられる。この関数は processが非 nilなら processから何らか
の出力を受け取るか processが接続を closeするまでリターンしない。

引数 secondsとmillisecによりタイムアウトの長さを指定できる。前者は秒単位、後者はミリ
秒単位でタイムアウトを指定する。この 2つの秒数は、互いに足し合わせることによりタイム
アウトを指定して、その秒数経過後はサブプロセスの出力が存在しなくてもリターンする。

secondsに浮動小数点数を指定することにより秒を少数点で指定できるので引数millisecは時
代遅れ (であり使用するべきではない)。secondsが 0ならこの関数は保留中の出力が何であれ
受け取り待機しない。

processがプロセスで引数 just-this-oneが非 nilならプロセスからの出力だけが処理され、そ
のプロセスからの出力を受信するかタイムアウトとなるまで他のプロセスの出力は停止される。
just-this-oneが整数ならタイマーの実行も抑制される。この機能は一般的には推奨されないが、
音声合成のような特定のアプリケーションにとっては必要かもしれない。

関数 accept-process-outputは process、processが nilなら何らかのプロセスからから出
力を取得したら非 nilをリターンする。これは対応する接続にバッファーされたデータが含ま
れていれば、たとえプロセスの exit後にも発生し得る。この関数はタイムアウトが発生したり
出力の到着前に接続が closeされると nilをリターンする。

プロセスからの接続にバッファーデータが含まれる場合には、プロセスの exit 後でも
accept-process-outputが非 nilをリターンするかもしれません。したがって、たとえ以下のよ
うなループでも:

;; このループにはバグがある
(while (process-live-p process)

(accept-process-output process))

これは processからすべての出力を読み取ることが頻繁にあり、接続にまだデータが含まれている間
に process-live-pが nilをリターンすると競合条件をもつとともに何らかのデータが失われるか
もしれません。以下のようなループを記述するほうがよいでしょう:

(while (accept-process-output process))

make-processに非 nilの stderrを渡すと、標準エラープロセスをもつことになる。Section 38.4
[Asynchronous Processes], page 943を参照のこと。この場合にはメインプロセスからのプロセス
出力の待機は、標準エラープロセスからの出力を待機しない。プロセスからすべての標準出力と標準
エラーを確実に受け取るためには、以下のコードを使用する:

(while (accept-process-output process))

(while (accept-process-output stderr-process))

この方法でリモートホスト上で実行中のプロセスからの保留中の標準エラーを読み取ることはでき
ません。

38.9.5 プロセスとスレッド

スレッドは比較的に新しく Emacs Lisp に追加されたものであり、ダイナミックバインドが
accept-process-outputと組み合わせて使用される方法のために、デフォルトではプロセスはそ
れを作成したスレッドにロックされます。プロセスがスレッドにロックされた場合には、プロセスの
出力はそのスレッドだけが受け取ることができます。
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Lispプログラムはプロセスがロックされたスレッドがどれかを指定したり、あるいはEmacsにプ
ロセスのアンロックを指示することができ、この場合にはプロセスの出力を任意のスレッドが受け取
ることができます。与えられたプロセスから出力を待機できるのは一度に 1つのスレッドだけです。1
つのスレッドが一度出力を待機すると、プロセスは accept-process-outputか sit-forがリター
ンするまで一時的にロックされます。

スレッドが exitすると、それにロックされたすべてのプロセスがアンロックされます。

[Function]process-thread process
processがロックされているスレッドをリターンする。processがロックされていなければ nil

をリターンする。

[Function]set-process-thread process thread
processをロックするスレッドを threadにセットする。threadは nilでもよく、この場合には
プロセスはアンロックされる。

38.10 センチネル: プロセス状態の変更の検知

プロセスセンチネル (process sentinel: プロセス番兵)とは、(Emacsにより送信されたか、そのプ
ロセス自身の動作が原因で送信された)プロセスを終了、停止、継続するシグナルを含む、何らかの
理由により関連付けられたプロセスの状態が変化した際には常に呼び出される関数のことです。プロ
セスが exitする際にもプロセスセンチネルが呼び出されます。センチネルはイベントが発生したプロ
セスとイベントのタイプを記述する文字列という 2つの引数を受け取ります。

プロセスにたいして何もセンチネル関数が指定されていなければ、プロセスのバッファーにプロセ
ス名とイベントを記述する文字列とともにメッセージを挿入するデフォルトのセンチネル関数を使用
します。

イベントを記述する文字列は以下のいずれかのような外見をもちます (ただしイベント文字列を網
羅したリストではない):

• "finished\n".

• "deleted\n".

• "exited abnormally with code exitcode (core dumped)\n".
“core dumped”の部分はオプションであり、プロセスがコアをダンプした場合のみ出現する。

• "failed with code fail-code\n".

• "signal-description (core dumped)\n".
signal-descriptionは SIGKILLにたいする"killed"のようなシステム依存の説明テキスト。
“core dumped”の部分はオプションであり、プロセスがコアをダンプした場合のみ出現する。

• "open from host-name\n".

• "open\n".

• "run\n".

• "connection broken by remote peer\n".

センチネルは Emacs が (端末入力や時間経過、またはプロセス出力を) 待機している間
だけ実行されます。これは他の Lisp プログラムの途中のランダムな箇所で実行されるセン
チネルが原因となるタイミングエラーを無視します。プログラムはセンチネルが実行され
るように、sit-forや sleep-for(Section 21.10 [Waiting], page 414 を参照)、または
accept-process-output(Section 38.9.4 [Accepting Output], page 959を参照)を呼び出すこ
とにより待機することができます。Emacsはコマンドループが入力を読み取る際にもセンチネルの
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実行を許可します。delete-processは実行中のプログラムを終了させる際にセンチネルを呼び出し
ます。

Emacsは 1つのプロセスのセンチネル呼び出しの理由のために複数のキューを保持しません。こ
れはカレント状態と変化があった事実だけを記録します。したがって非常に短い間隔で連続して状態
に 2つの変化があった場合には、一度だけセンチネルが呼び出されます。しかしプロセスの終了は常
に正確に 1回センチネルを実行するでしょう。これは終了後にプロセス状態が再び変更されることは
ないからです。

Emacsはプロセスセンチネル実行の前にプロセスからの出力をチェックします。プロセス終了に
よりセンチネルが一度実行されると、そのプロセスから更なる出力は到着しません。

プロセスのバッファーに出力を書き込むセンチネルは、そのバッファーがまだ生きているかチェッ
クするべきです。死んだバッファーへの挿入を試みるとエラーになるでしょう。そのバッファーがす
でに死んでいれば (buffer-name (process-buffer process))は nilをリターンします。

quit は通常はセンチネル内では抑制されます。さもないとコマンドレベルでの C-gのタイプ、
またはユーザーコマンドの quit は予測できません。センチネル内部での quit を許可したければ
inhibit-quitを nilにバインドしてください。ほとんどの場合において、これを行う正しい方法
はマクロ with-local-quitです。Section 21.11 [Quitting], page 415を参照してください。

センチネルの実行中にエラーが発生した場合には、センチネル開始時に実行中だったプログラムが
何であれ実行を停止しないように自動的に catchされます。しかし debug-on-errorが非 nilなら
エラーは catchされません。これにより Lispデバッガーを使用したセンチネルのデバッグが可能に
なります。Section 18.1 [Debugger], page 297を参照してください。

センチネルの実行中にはセンチネルが再帰的に実行されないように、プロセスセンチネルは一時
的に nilにセットされます。この理由によりセンチネルが新たにセンチネルを指定することはできま
せん。

センチネル実行中には Emacsが自動的にマッチデータの保存とリストアを行うことに注意してく
ださい。Section 34.6 [Match Data], page 899を参照してください。

[Function]set-process-sentinel process sentinel
この関数は sentinelを processに関連付ける。sentinelが nilなら、そのプロセスはプロセス
状態変更時にプロセスのバッファーにメッセージを挿入するデフォルトのセンチネルをもつこ
とになるだろう。

プロセスセンチネルの変更は即座に効果を発揮する。そのセンチネルは実行される予定だがま
だ呼び出されておらず、かつ新たなセンチネルを指定した場合には、最終的なセンチネル呼び
出しには新たなセンチネルが使用されるだろう。

(defun msg-me (process event)

(princ

(format "Process: %s had the event '%s'" process event)))

(set-process-sentinel (get-process "shell") 'msg-me)
⇒ msg-me

(kill-process (get-process "shell"))

⊣ Process: #<process shell> had the event 'killed'
⇒ #<process shell>

[Function]process-sentinel process
この関数は processのセンチネルをリターンする。

あるプロセス状態の変化を複数のセンチネルに渡す必要がある場合には、既存のセンチネルと新
たなセンチネルを組み合わせるために add-functionを使用できます。Section 13.11 [Advising
Functions], page 228を参照してください。
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[Function]waiting-for-user-input-p
この関数はセンチネルやフィルター関数の実行中に、もし Emacsがセンチネルやフィルター
関数呼び出し時にユーザーのキーボード入力を待機していたら非 nil、そうでなければ nilを
リターンする。

38.11 exit前の問い合わせ

Emacsが exitする際にはすべてのサブプロセスを終了します。プログラムを実行しているサブプロ
セスには SIGHUPを送信して、接続は単に closeされます。それらのサブプロセスはさまざまな処理を
行っているかもしれないので、Emacsは通常ユーザーにたいしてそれらを終了しても大丈夫かどうか
確認を求めます。各プロセスは query(問い合わせ)のためのフラグをもち、これが非 nilならEmacs
はプロセスを killして exitする前に確認を行うべきであることを示します。queryフラグにたいする
デフォルトは tで、これは問い合わせを行うことを意味しています。

[Function]process-query-on-exit-flag process
これは processの queryフラグをリターンする。

[Function]set-process-query-on-exit-flag process flag
この関数は processの queryフラグを flagにセットする。これは flagをリターンする。

以下は shellプロセス上で問い合わせを回避するためにset-process-query-on-exit-flag

を使用する例:

(set-process-query-on-exit-flag (get-process "shell") nil)
⇒ nil

[User Option]confirm-kill-processes
このユーザーオプションが t (デフォルト)にセットされていると、Emacsは exitに際してプ
ロセスを killする前に確認を求める。nilなら Emacsは確認なしでプロセスを killする (すべ
てのプロセスの問い合わせフラグを無視する)。

38.12 別のプセスへのアクセス

カレント Emacsセッションのサブプロセスにたいするアクセスと操作に加えて、同一マシン上で実
行中の他のプロセスにたいして Emacs Lispプログラムがアクセスすることもできます。Emacsの
サブプロセスと区別するために、わたしたちはこれらをシステムプロセス (system processes)と呼
んでいます。

Emacsはシステムプロセスへのアクセス用のプリミティブをいくつか提供します。これらのプリ
ミティブはすべてのプラットフォームではサポートされません。これらのプリミティブはサポートさ
れないシステムでは nilをリターンします。

[Function]list-system-processes
この関数はそのシステム上で実行中のすべてのプロセスのリストをリターンする。各プロセス
は PIDというOSから割り当てられた数値によるプロセス IDにより識別され、同一時に同一
マシン上で実行中の他のプロセスと区別される。

[Function]process-attributes pid
この関数はプロセス ID pidで指定されるプロセスにたいする属性の alistをリターンする。こ
の alist内の各属性は (key . value)という形式であり keyは属性、valueはその属性の値で
ある。この関数がリターン可能なさまざまな属性にたいする keyを以下にリストした。これら
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すべての属性をすべてのプラットフォームがサポートする訳ではない。ある属性がサポートさ
れていなければ、その連想値はリターンされる alist内に出現しない。

euid そのプロセスを呼び出したユーザーの実効ユーザー ID(effective user ID)。対応
する valueは数値。プロセスがカレント Emacsセッションを実行したユーザー
と同じなら値は user-uidがリターンする値と等しくなる (Section 40.4 [User
Identification], page 1105を参照)。

user そのプロセスの実効ユーザー IDに対応するユーザー名であるような文字列。

egid 実行ユーザー IDのグループ IDであるような数値。

group 実効ユーザーのグループ IDに対応するグループ名であるような文字列。

comm そのプロセス内で実効したコマンドの名前。これは通常は先行するディレクトリー
を除いた実行可能ファイル名を指定する文字列。しかしいくつかの特別なシステ
ムプロセスは、実行可能ファイルやプログラムに対応しない文字列を報告する可
能性がある。

state そのプロセスの状態コード。これはそのプロセスのスケジューリング状態をエン
コードする短い文字列。以下は頻繁に目にするコードのリスト:

"D" 割り込み不可の sleep(通常は I/Oによる)

"R" 実行中

"S" 割り込み可能な sleep(何らかのイベント待ち)

"T" ジョブ制御シグナルにより停止された

"Z" zombie: 終了したが親プロセスに回収されていないプロセス

可能な状態の完全なリストは psコマンドのman pageを参照のこと。

ppid 親プロセスのプロセス IDであるような数値。

pgrp そのプロセスのプロセスグループ IDであるような数値。

sess そのプロセスのセッション ID。これはそのプロセスのセッションリーダー (session
leader)のプロセス IDであるような数値。

ttname そのプロセスの制御端末の名前であるような文字列。これはUnixやGNUシス
テムでは通常は/dev/pts65のような対応する端末デバイスのファイル名。

tpgid そのプロセスの端末を使用するフォアグラウンドプロセスグループのプロセスグ
ループ IDであるような数値。

minflt そのプロセス開始以降に発生したマイナーなページフォルト数 (マイナーなペー
ジフォルトとはディスクからの読み込みを発生させないページフォルト)。

majflt そのプロセス開始以降に発生したメジャーなページフォルト数 (メジャーなペー
ジフォルトとはディスクからの読み込みを要し、それ故にマイナーページフォル
トより高価なページフォルト)。

cminflt

cmajflt minfltや majfltと似ているが与えられたプロセスのすべての子プロセスのペー
ジフォルト数を含む。
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utime 実行中のアプリケーションのコードにたいして、ユーザーコンテキスト内でプロ
セスに消費された時間。対応する valueは Lispのタイムスタンプ (Section 40.5
[Time of Day], page 1106を参照)。

stime システムコールの処理にたいしてシステム (kernel)コンテキスト内でプロセスに
消費された時間。対応する valueは Lispのタイムスタンプ。

time utimeと stimeの和。対応する valueは Lispのタイムスタンプ。

cutime

cstime

ctime utimeや stimeと同様だが与えられたプロセスのすべての子プロセスの時間が含
まれる点が異なる。

pri そのプロセスの数値的な優先度。

nice そのプロセスの nice値 (nice value)であるような数値 (小さい nice値のプロセ
スがより優先的にスケジュールされる)。

thcount そのプロセス内のスレッド数。

start プロセスの開始時刻 (Lispのタイムスタンプ)。

etime プロセスの開始からの経過時間 (Lispのタイムスタンプ)。

vsize そのプロセスの仮想メモリーのKB単位でのサイズ。

rss そのプロセスがマシンの物理メモリー内で占める常駐セット (resident set)のKB
単位でのサイズ。

pcpu プロセス開始以降に使用された CPU時間のパーセンテージ。対応する valueは
0から 100の間の浮動小数点数。

pmem マシンにインストールされた物理メモリー合計のうち、そのプロセスの常駐セッ
トのパーセンテージ。値は 0から 100の間の浮動小数点数。

args そのプロセスが呼び出されたときのコマンドライン。これは個々のコマンドライ
ン引数がブランクで区切られた文字列。引数に埋め込まれた空白文字はシステム
に応じて適切にクォートされる。GNUやUnixではバックスラッシュ文字による
エスケープ、Windowsではダブルクォート文字で囲まれる。つまりこのコマンド
ライン文字列は shell-commandのようなプリミティブにより直接使用できる。

38.13 トランザクションキュー

トランザクションを用いてサブプロセスと対話するためにトランザクションキュー (transaction queue)
を使用できます。まず tq-createを使用して指定したプロセスと対話するためのトランザクション
キューを作成します。それからトランザクションを送信するために tq-enqueueを呼び出すことがで
きます。

[Function]tq-create process
この関数は processと対話するトランザクションキューを作成してリターンする。引数 process
はバイトストリームを送受信する能力をもつサブプロセスであること。これは子プロセス、ま
たは (おそらく別のマシン上の)サーバーへの TCP接続かもしれない。
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[Function]tq-enqueue queue question regexp closure fn &optional
delay-question

この関数はキュー queueにトランザクションを送信する。キューの指定は対話するサブプロセ
スを指定する効果をもつ。

引数 questionはトランザクションを開始するために発信するメッセージ。引数 fnは、それにた
いする応答が返信された際に呼び出す関数。これは closureと受信した応答という 2つの引数
で呼び出される。

引数 regexpは応答全体の終端にマッチして、それより前にはマッチしない正規表現であるこ
と。これは tq-enqueueが応答の終わりを決定する方法である。

引数 delay-questionが非 nilなら、そのプロセスが以前に発信したすべてのメッセージへの返
信が完了するまでメッセージの送信を遅延する。これによりいくつかのプロセスにたいして、
より信頼性のある結果が生成される。

[Function]tq-close queue
保留中のすべてのトランザクションの完了を待機して、トランザクションキュー queueをシャッ
トダウンして、それから接続または子プロセスを終了する。

トランザクションキューはフィルター関数により実装されています。Section 38.9.2 [Filter Func-
tions], page 957を参照してください。

38.14 ネットワーク接続

Emacs Lispプログラムは同一マシンまたは他のマシン上の別プロセスにたいしてストリーム (TCP)
やデータグラム (UDP)のネットワーク接続 (Section 38.16 [Datagrams], page 969を参照)をオー
プンできます。ネットワーク接続は Lispによりサブプロセスと同様に処理されて、プロセスオブジェ
クトとして表されます。しかし対話を行うそのプロセスは Emacsの子プロセスではなく、プロセス
IDをもたず、それを killしたりシグナルを送信することはできません。行うことができるのはデータ
の送信と受信だけです。delete-processは接続をクローズしますが、他方の端のプログラムを kill
しません。そのプログラムは接続のクローズについて何を行うか決定しなければなりません。

ネットワークサーバーを作成することにより Lisp プログラムは接続を listen できます。ネット
ワークサーバーもある種のプロセスオブジェクトとして表されますが、ネットワーク接続とは異なり
ネットワークサーバーがデータ自体を転送することは決してありません。接続リクエストを受信した
ときは、それにたいして作成した接続を表す新たなネットワーク接続を作成します (そのネットワー
ク接続はサーバーからプロセス plistを含む特定の情報を継承する)。その後でネットワークサーバー
は更なる接続リクエストの listenに戻ります。

ネットワーク接続とサーバーは、キーワード/引数のペアーで構成される引数リストで
make-network-processを呼び出すことにより作成されます。たとえば:server tはサーバープ
ロセス、:type 'datagramはデータグラム接続を作成します。詳細は Section 38.17 [Low-Level
Network], page 970を参照してください。以下で説明する open-network-streamを使用するこ
ともできます。

異なるプロセスのタイプを区別するために process-type関数はネットワーク接続とサーバーに
は network、シリアルポート接続は serial、pipe接続には pipe、実際のサブプロセスには real

をリターンします。

ネットワーク接続にたいして process-status関数は open、closed、connect、stop、また
は failedをリターンします。ネットワークサーバーにたいしては状態は常に listenになります。実
際のサブプロセスにたいしては stop以外の値はリターンされません。Section 38.6 [Process Infor-
mation], page 949を参照してください。



Chapter 38: プロセス 967

stop-processと continue-processを呼び出すことにより、ネットワークプロセスの処理の停
止と再開が可能です。サーバープロセスにたいする停止は新たな接続の受け付けないことを意味します
(サーバー再開時は 5つまでの接続リクエストがキューされる。これがOSによる制限でなければこの
制限は増やすことができる。Section 38.17.1 [Network Processes], page 970の make-network-

processの:serverを参照)。ネットワークストリーム接続にたいしては、停止は入力の処理を行わ
ないことを意味します (到着するすべての入力は接続の再開まで待つ)。データグラム接続にたいして
は、いくらかのパケットはキューされますが入力は失われるかもしれません。ネットワーク接続また
はサーバーが停止しているかどうかを判断するために、関数 process-commandを使用できます。こ
れが非 nilなら停止しています。

ビルトインまたは外部のサポートを使用することにより、Emacsは暗号化されたネットワーク接
続を作成できます。ビルトインのサポートでは、GnuTLSトランスポート層セキュリティーライブラ
リーが使用されます。the GnuTLS project page (https://www.gnu.org/software/gnutls/
)を参照してください。外部のサポートにおいては starttls.elライブラリーが使用されます。こ
れにはシステムにインストール済みの、gnutls-cliのようなヘルパーユーティリティーが必要です。
GnuTLSサポートつきで Emacsをコンパイルした場合には関数 gnutls-available-pが定義され
て非 nilをリターンします。詳細は Section “Overview” in The Emacs-GnuTLS manualを参照
してください。open-network-stream関数は何であれ利用可能なサポートを使用して、暗号化接続
作成の詳細を透過的に処理できます。

[Function]open-network-stream name buffer host service &rest parameters
この関数はオプションで暗号つきで TCP接続をオープンして、その接続を表すプロセスオブ
ジェクトをリターンする。

name引数はプロセスオブジェクトの名前を指定する。これは必要に応じて一意になるよう変
更される。

buffer引数はその接続に関連付けるバッファー。その接続からの出力は出力を処理する独自の
フィルター関数を指定していない場合には、bufferが nilならその接続はバッファーに関連付
けられない。

引数 hostと serviceは接続先を指定する。hostはホスト名 (文字列)、serviceは定義済みのネッ
トワークサービス名 (文字列)、またはポート番号 (80のような整数か\"80\"のような整数文
字列)。

残りの引数 parametersは主に暗号化された接続に関連するキーワード/引数のペアー:

:nowait boolean

非 nilなら非同期接続を試みる。

:type type

接続のタイプ。オプションは以下のとおり:

plain 通常の暗号化されていない接続。

tls

ssl TLS (Transport Layer Security)接続。

nil

network plain 接 続 を 開 始 し て パ ラ メ ー タ ー ‘:success’と
‘:capability-command’が 与 え ら れ た ら 、STARTTLSを
通じて暗号化接続への更新を試みる。これが失敗したら暗号化され
ていない接続のまま留まる。

starttls nilと同様だが STARTTLSが失敗したらその接続を切断する。
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shell shell接続。

:always-query-capabilities boolean

非 nilなら、たとえ ‘plain’な接続を行っているときでも常にサーバーの能力を
問い合わせる。

:capability-command capability-command

ホストの能力を問い合わせるためのコマンド文字列。

:end-of-command regexp

:end-of-capability regexp

コマンドの終端、またはコマンド capability-commandの終端にマッチする正規
表現。前者は後者のデフォルト。

:starttls-function function

単一の引数 (capability-commandにたいする応答)をとり nil、またはサポート
されていれば STARTTLSをアクティブにするコマンドをリターンする関数。

:success regexp

成功した STARTTLSネゴシェーションにマッチする正規表現。

:use-starttls-if-possible boolean

非 nilなら、たとえ Emacsがビルトインの TLSサポートをもっていなくても、
日和見的 (opportunistic)に STARTTLSアップグレードを行う。

:warn-unless-encrypted boolean

非 nil、かつ:return-valueも非 nilなら、接続が暗号化されていない場合には
Emacsは警告するだろう。これはほとんどのユーザーがネットワークトラフィッ
クが暗号化されているこを期待するであろう IMAPやその類のプロトコルにたい
して有用。

:client-certificate list-or-t

証明書 (certificate) のキーと、証明書のファイル自身を命名する (key-file

cert-file)という形式のリスト、またはこの情報にたいして auth-source

を尋ねることを意味する tのいずれか (Section “auth-source” in Emacs
auth-source Library を参照)。TLSや STARTTLSにたいしてのみ使用される。
:client-certificateを未指定時に、自動的な auth-sourceの問い合わせを
有効にするには、network-stream-use-client-certificatesを t にカス
タマイズすればよい。

:return-list cons-or-nil

この関数のリターン値。省略または nilならプロセスオブジェクトをリターン
する。それ以外なら (process-object . plist)という形式のコンスセルをリ
ターンする。ここで plistは以下のキーワード:

:greeting string-or-nil

非 nilならホストからリターンされた greeting(挨拶)文字列。

:capabilities string-or-nil

非 nilならホストの能力 (capability)文字列。

:type symbol

接続タイプであり、‘plain’か ‘tls’のいずれか。
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:shell-command string-or-nil

接続 typeが shellなら、このパラメーターは接続の作成のために実行される
フォーマット仕様文字列として解釈される。利用可能な仕様はホスト名の ‘%s’と
ポート番号の ‘%p’。たとえばプレーン接続を作成する前にまず ‘gateway’に ssh
で接続したければ、このパラメーターは ‘ssh gateway nc %s %p’のようになる
かもしれない。

38.15 ネットワークサーバー

:server tで make-network-processを呼び出すことによりサーバーが作成されます
(Section 38.17.1 [Network Processes], page 970を参照)。そのサーバーはクライアントからの接
続リクエストを listenするでしょう。クライアントの接続リクエストを accept(受け入れる)する際
は以下のようなパラメーターで、それ自体がプロセスオブジェクトであるようなネットワーク接続を
作成します。

• その接続のプロセス名はサーバープロセスのnameとクライアント識別文字列を結合して構築され
る。IPv4接続にたいするクライアント識別文字列はアドレスとポート番号を表す ‘<a.b.c.d:p>’
のような文字列。それ以外なら ‘<nnn>’のようにカッコで囲まれた一意な数字。この数字はその
Emacsセッション内のそれぞれの接続にたいして一意。

• サーバーが非デフォルトのフィルターをもつ場合には、その接続プロセスは別個にプロセスバッ
ファーを取得しない。それ以外なら Emacsはその目的のために新たにバッファーを作成する。
サーバーのバッファー名かプロセス名にクライアント識別文字列に結合したものがバッファー名
になる。

サーバーのプロセスバッファーの値が直接使用されることは決してないが、log関数は接続のロ
グを記録するためにそれを取得して、そこにテキストを挿入して使用することができる。

• 通信タイプ (communication type)、プロセスフィルター、およびセンチネルはそれぞれサー
バーのものから継承される。サーバーが直接フィルターとセンチネルを使用することは決してな
い。それらの唯一の目的はサーバーへの接続を初期化することである。

• その接続のプロセスコンタクト情報は、クライアントのアドレス情報 (通常は IPアドレスとポート
番号)に応じてセットされる。この情報は process-contactのキーワード:host、:service、
:remoteに関連付けられる。

• その接続のローカルアドレスは使用するポート番号に応じてセットアップされる。
• クライアントプロセスの plistはサーバーの plistからインストールされる。

38.16 データグラム

データグラム (datagram) 接続は、データストリームではなく個別のパッケージで対話します。
process-sendを呼び出すたびに 1つのデータグラムパケット (Section 38.7 [Input to Processes],
page 952を参照)が送信されて、受信されたデータグラムごとに 1回フィルター関数が呼び出され
ます。

データグラム接続は毎回同じリモートピア (remote peer)と対話する必要はありません。データ
グラム接続はデータグラムの送信先を指定するリモートピアアドレス (remote peer address)をもち
ます。フィルター関数にたいして受信されたデータグラムが渡されるたびに、そのデータグラムの送
信元アドレスがピアアドレスにセットされます。このようにもしフィルター関数がデータグラムを送
信したら、それは元の場所へ戻ることになります。:remoteキーワードを使用してデータグラム接続
を作成する際にはリモートピアアドレスを指定できます。set-process-datagram-addressを呼
び出すことにより後からそれを変更できます。
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[Function]process-datagram-address process
processがデータグラム接続かサーバーなら、この関数はそれのリモートピアアドレスをリター
ンする。

[Function]set-process-datagram-address process address
processがデータグラム接続かサーバーなら、この関数はそのリモートピアアドレスに address
をセットする。

38.17 低レベルのネットワークアクセス

make-network-processを使用することにより、open-network-streamより低レベルでの処理か
らネットワーク接続を作成することもできます。

38.17.1 make-network-process

ネットワーク接続やネットワークサーバーを作成する基本的な関数は make-network-processです。
これは与えられた引数に応じて、これらの仕事のいずれかを行うことができます。

[Function]make-network-process &rest args
この関数はネットワーク接続やサーバーを作成して、それを表すプロセスオブジェクトをリター
ンする。引数 argsはキーワード/引数のペアからなるリスト。キーワードの省略は:coding、
:filter-multibyte、:reuseaddrを除いて、常に値として nilを指定したのと同じことに
なる。重要なキーワードを以下に示す (ネットワークオプションに対応するキーワードを以降
のセクションにリストする)。

:name name
プロセス名として文字列 nameを使用する。一意にするために必要に応じて変更
され得る。

:type type コミュニケーションのタイプを指定する。値 nilはストリーム接続 (デフォルト)、
datagramはデータグラム接続、seqpacketはシーケンスパケットストリーム (se-
quenced packet stream)による接続を指定する。接続およびサーバーの両方で
これらのタイプを指定できる。

:server server-flag
server-flagが非 nilならサーバー、それ以外なら接続を作成する。ストリームタ
イプのサーバーでは server-flagはそのサーバーへの保留中の接続キューの長さを
指定する整数を指定できる。キューのデフォルト長は 5。

:host host 接続するホストを指定する。hostはホスト名かインターネットアドレス (文字列)、
またはローカルホストを指定するシンボル local。サーバーを hostに指定する
場合にはローカルホストにとって有効なアドレスを指定しなければならず、その
アドレスへはクライアント接続だけが許可されるようになる。localを使用す
る際にはデフォルトでは IPv4を使用するが、ipv6の familyを指定してこれを
オーバーライドできる。すべてのインターフェースを listenするには IPv4では
‘"0.0.0.0"’、IPv6では ‘"::"’を指定する。いくつかのオペレーティングシステ
ムでは ‘"::"’を listenすると IPv4も listenするので、その後で別個に IPv4の
listenを試みると結果はエラー EADDRINUSE (‘"Address already in use"’)
となるだろう。

:service service
serviceは接続先のポート番号、またはサーバーにたいしては listenするポート番
号である。これは ‘"https"’のようにポート番号に変換されるようなサービス名、
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または直接ポート番号を指定する ‘4430’のような整数か ‘\"443\"’のような整数
文字列であること。サーバーにたいしては tも指定でき、これは未使用のポート
番号をシステムに選択させることを意味する。

:family family
familyは接続のアドレス (またはプロトコル)のファミリーを指定する。nilは与
えられた hostと serviceにたいして自動的に適切なアドレスファミリーを決定す
る。localはUnixの socketを指定して、この場合にはhostは無視される。ipv4
と ipv6はそれぞれ IPv4と IPv6の使用を指定する。

:use-external-socket use-external-socket
use-external-socketが非 nilなら割り当てられた socketのかわりに呼び出し時
に Emacsに渡された socketを使用する。これは Emacsサーバーのコードにお
いてオンデマンドの socketアクティベージョンを可能にするために使用される。
Emacsが socketを渡されていなければ、このオプションは暗黙に無視される。

:local local-address
サーバープロセスでは local-addressは listenするアドレスである。これは fam-
ily、host、serviceをオーバーライドするので、これらを指定しないこともできる。

:remote remote-address
接続プロセスでは remote-addressは接続先のアドレス。これは family、host、
serviceをオーバーライドするので、これらを指定しないこともできる。

データグラムサーバーでは remote-addressはリモートデータグラムアドレスの
初期セッティングを指定する。

local-addressと remote-addressのフォーマットはアドレスファミリーに依存す
る:

- IPv4アドレスは 4つの 8ビット整数と 1つの 16ビット整数からなる 5要素の
ベクター [a b c d p]で表され、それぞれ数値的な IPv4アドレス a.b.c.d、
およびポート番号 pに対応する。

- IPv6アドレスは 9要素の 16ビット整数ベクター [a b c d e f g h p]で表
され、それぞれ数値的な IPv６アドレス a:b:c:d:e:f :g :h、およびポート番
号 pに対応する。

- ローカルアドレスはローカルアドレススペース内でアドレスを指定する文字
列として表される。

- 未サポートファミリー (unsupported family)のアドレスはコンスセル (f .

av)で表される。ここで fはファミリー名、avはアドレスデータバイトごと
に 1つの要素を使用するソケットアドレスを指定するベクター。可搬性のあ
るコードでこのフォーマットを信頼してはならない。これは実装定義の定数、
データサイズ、データ構造のアライメントに依存する可能性があるからだ。

:nowait bool
ストリーム接続にたいしてboolが非nilなら、その接続の完了を待機せずにリター
ンする。接続の成功や失敗時には、Emacsは"open" (成功時)、または"failed"

(失敗時)にマッチするような第 2引数によりセンチネル関数を呼び出すだろう。
デフォルトでは waitせずに blockするので、make-network-processはその
接続が成功または失敗するまでリターンしない。

非同期 TLS接続をセットアップする場合には:tls-parametersパラメーター
(下記参照)も提供する必要があるだろう。
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Emacsの機能に応じて:nowaitが非同期になる方法は異なる。非同期で実行可
能 (または不可能)な 3つの要素はドメイン名解決、socketのセットアップ、およ
び (TLS接続にいする)TLSネゴシエーション。

プロセスオブジェクトと相互作用する多くの関数 (たとえばprocess-datagram-

address )は有用な値をリターンする以前に、少なくとも socketを所有するこ
とに依存する。これらの関数は socketが望ましい状態に達するまでブロックされ
る。非同期 socketと相互作用するための推奨方法はプロセスにセンチネルを配置
して、その状態が ‘"run"’になるまで相互作用を試みないことである。この方法
ではこれらの関数はブロックされない。

:tls-parameters
TLS 接続をオープンする際には最初の要素は TLS タイプ (gnutls-x509pki
か gnutls-anonのいずれか) であり、残りの要素は gnutls-bootが受容する
キーワードリスト形式であること (このキーワードリストは gnutls-boot-

parameters関数で取得できる)。それからホストへの接続が完了後に TLS接続
は確立される。

:stop stopped
stoppedが非nilなら stopped(停止)の状態でネットワーク接続、またはサーバー
を開始する。

:buffer buffer
プロセスバッファーとして bufferを使用する。

:coding coding
このプロセスにたいするコーディングシステムとして codingを使用する。接続か
らのデータのデコードおよび接続への送信データのエンコードに異なるコーディ
ングシステムを指定するには、codingにたいして (decoding . encoding)と
指定する。

このキーワードをまったく指定しないかった場合のデフォルトは、そのデータか
らコーディングシステムを判断する。

:noquery query-flag
プロセスqueryフラグをquery-flagに初期化する。Section 38.11 [Query Before
Exit], page 963を参照のこと。

:filter filter
プロセスフィルターを filterに初期化する。

:filter-multibyte multibyte
multibyteが非 nilならマルチバイト文字列、それ以外ならユニバイト文字列が
プロセスフィルターに与えられるデフォルトは t。

:sentinel sentinel
プロセスセンチネルを sentinelに初期化する。

:log log サーバープロセスの log関数を logに初期化する。サーバーがクライアントから
ネットワーク接続を acceptするたびにその log関数が呼び出される。log関数に
渡される引数は server、connection、message。ここで serverはサーバープロ
セス、connectionはその接続にたいする新たなプロセス、messageは何が発生し
たかを説明する文字列。
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:plist plist プロセス plistを plistに初期化する。

実際の接続情報で修正されたオリジナルの引数リストは process-contactを通じて利用で
きる。

38.17.2 ネットワークのオプション

以下のネットワークオプションはネットワークプロセス作成時に指定できます。:reuseaddrを除き、
set-network-process-optionを使用してこれらのオプションを後からセットや変更することもで
きます。

サーバープロセスにたいしては、make-network-processで指定されたオプションはクライアン
トに継承されないので、子接続が作成されるたびに必要なオプションをセットする必要があるでしょう。

:bindtodevice device-name
device-nameがネットワークインターフェースを指定する空でない文字列なら、そのイ
ンターフェースで受信したパケットだけを処理する。device-nameが nil(デフォルト)
なら任意のインターフェースが受信したパケットを処理する。

このオプションの使用にたいして特別な特権を要求するシステムがいくつかあるかもし
れない。

:broadcast broadcast-flag
データグラムプロセスにたいして broadcast-flagが非 nilなら、そのプロセスはブロー
ドキャストアドレスに送信されたデータグラムパケットを受信して、ブロードキャスト
アドレスにパケットを送信できるだろう。これはストリーム接続では無視される。

:dontroute dontroute-flag
dontroute-flagが非 nilならプロセスはローカルホストと同一ネットワーク上のホスト
だけに送信することができる。

:keepalive keepalive-flag
ストリーム接続にたいして keepalive-flagが非 nilなら、低レベルの keep-alive メッ
セージの交換が有効になる。

:linger linger-arg
linger-argが非 nilなら、接続を削除 (delete-processを参照)する前にキューされた
すべてのパケットの送信が成功するまで待機する。linger-argが整数なら、接続クローズ
前のキュー済みパケット送信のために待機する最大の秒数を指定する。デフォルトは nil

で、これはプロセス削除時に未送信のキュー済みパケットを破棄することを意味する。

:oobinline oobinline-flag
ストリーム接続にたいして oobinline-flagが非 nilなら、通常のデータストリーム内の
帯域外 (out-of-band)データを受信して、それ以外なら帯域外データは破棄する。

:priority priority
この接続で送信するパケットの優先順位を整数 priorityにセットする。たとえばこの接
続で送信する IPパケットのTOS(type of service)フィールドにセットする等、この数
字の解釈はプロトコルに固有である。またそのネットワークインターフェース上で特定
の出力キューを選択する等、これにはシステム依存の効果もある。

:reuseaddr reuseaddr-flag
ストリームプロセスサーバーにたいして reuseaddr-flagが非 nil (デフォルト)なら、
そのホスト上の別プロセスがそのポートですでに listenしていなければ、このサーバー
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は特定のポート番号 (:serviceを参照)を再使用できる。reuseaddr-flagが nilなら、
(そのホスト上の任意のプロセスが)そのポートを最後に使用した後、そのポート上で新
たなサーバーを作成するのが不可能となるような一定の期間が存在するかもしれない。

[Function]set-network-process-option process option value &optional
no-error

この関数はネットワークプロセス processにたいしてネットワークオプションのセットや変更
を行う。指定できるオプションは make-network-processと同様。no-errorが非 nilなら、
optionがサポートされないオプションの場合に、この関数はエラーをシグナルせずに nilをリ
ターンする。この関数が成功裏に完了したら tをリターンする。

あるオプションのカレントのセッティングは process-contact関数を通じて利用できる。

38.17.3 ネットワーク機能の可用性のテスト

与えられネットワーク機能が利用可能かテストするためには以下のように featurepを使用します:

(featurep 'make-network-process '(keyword value))

このフォームの結果は make-network-process内で keywordに値 valueを指定することが機能する
なら tになります。以下はこの方法でテストできる keyword/valueペアーのいくつかです。

(:nowait t)

非ブロッキング接続がサポートされていれば非 nil。

(:type datagram)

データグラムがサポートされていれば非 nil。

(:family local)

ローカル socket(別名 “UNIX domain”)がサポートされていれば非 nil。

(:family ipv6)

IPv6がサポートされていれば非 nil。

(:service t)

サーバーにたいしてシステムがポートを選択できれば非 nil。

与えられたネットワークオプションが利用可能かテストするためには、以下のように featurepを
使用します:

(featurep 'make-network-process 'keyword)

指定できる keywordの値は:bindtodevice等です。完全なリストは Section 38.17.2 [Network
Options], page 973 を参照してください。このフォームは make-network-process (または
set-network-process-option)が特定のネットワークオプションをサポートしていれば非 nilを
リターンします。

38.18 その他のネットワーク機能

以下の追加の関数はネットワーク接続の作成や操作に有用です。これらはいくつかのシステムでのみ
サポートされることに注意してください。

[Function]network-interface-list &optional full family
この関数は使用しているマシン上のネットワークインターフェースを記述するリストをリター
ンする。値は要素が (ifname . address)という形式をもつような alist。ifnameはそのイン
ターフェースを命名する文字列、addressは make-network-processの引数 local-addressお
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よび remote-addressの形式と同じ。デフォルトでは可能なら IPv4と IPv6の両方のアドレス
をリターンする。

オプション引数 fullが非 nilなら、かわりに (ifname addr bcast netmask)という形式の
要素を 1つ以上もつリストをリターンする。ifnameはそのインターフェースを命名する一意で
はない文字列。addr、bcast、netmaskはそれぞれ IPアドレス、ブロードキャストアドレス、
ネットワークマスクを詳述する整数のベクター。

シンボル ipv4または ipv6としてオプション引数 familyを指定すると、fullの値とは独立して
リターンする情報をそれぞれ IPv4または IPv6に制限する。IPv6サポートが利用不可な際に
ipv6を指定するとエラーがシグナルされるだろう。

いくつか例を示す:

(network-interface-list) ⇒
(("vmnet8" .

[172 16 76 1 0])

("vmnet1" .

[172 16 206 1 0])

("lo0" .

[65152 0 0 0 0 0 0 1 0])

("lo0" .

[0 0 0 0 0 0 0 1 0])

("lo0" .

[127 0 0 1 0]))

(network-interface-list t) ⇒
(("vmnet8"

[172 16 76 1 0]

[172 16 76 255 0]

[255 255 255 0 0])

("vmnet1"

[172 16 206 1 0]

[172 16 206 255 0]

[255 255 255 0 0])

("lo0"

[65152 0 0 0 0 0 0 1 0]

[65152 0 0 0 65535 65535 65535 65535 0]

[65535 65535 65535 65535 0 0 0 0 0])

("lo0"

[0 0 0 0 0 0 0 1 0]

[0 0 0 0 0 0 0 1 0]

[65535 65535 65535 65535 65535 65535 65535 65535 0])

("lo0"

[127 0 0 1 0]

[127 255 255 255 0]

[255 0 0 0 0]))

[Function]network-interface-info ifname
この関数は ifnameという名前のネットワークインターフェースに関する情報をリターンする。
値は (addr bcast netmask hwaddr flags)という形式をもつリスト。
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addr インターネットプロトコルアドレス。

bcast ブロードキャストアドレス。

netmask ネットワークマスク。

hwaddr レイヤー 2アドレス (たとえばイーサネットMACアドレス)。

flags そのインターフェースのカレントのフラグ。

この関数は IPv4の情報だけをリターンすることに注意。

[Function]format-network-address address &optional omit-port
この関数はネットワークアドレスの Lisp表現を文字列に変換する。

5 要素のベクター [a b c d p]は IPv4 アドレス a.b.c.d、およびポート番号 pを表す。
format-network-addressはこれを文字列\"a.b.c.d:p\"に変換する。

9 要素のベクター [a b c d e f g h p]はポート番号とともに IPv6 アドレスを表す。
format-network-addressはこれを文字列"[a:b:c:d:e:f:g:h]:p"に変換する。

このベクターにポート番号が含まれない、または omit-portが非 nilなら結果にサフィックス
:pは含まれない。

[Function]network-lookup-address-info name &optional family
この関数は nameでホスト名を照合するために使用される。この名前には ASCII文字列のみ
を期待しており、さもなくばエラーをシグナルする。国際化されたホスト名を照合しなければ、
最初に nameにたいして puny-encode-domainを呼び出すこと。

成功時にはネットワークアドレスを表す Lispのリスト、それ以外は nilをリターンする。後者
の場合には、上手く行けば何が悪かったのかを説明するエラーメッセージも表示する。

デフォルトでは IPv4と IPv6の両方の照合を試みる。オプション引数 familyがこの挙動を制
御する。これにシンボル ipv4または ipv6を指定すると、それぞれ IPv4または IPv6に照合
を制限する。

38.19 シリアルポートとの対話

Emacsはシリアルポートと対話できます。インタラクティブな M-x serial-termの使用にたいして
は端末ウィンドウをオープンして、Lispプログラム make-serial-processにたいしてはプロセス
オブジェクトを作成します。

シリアルポートはクローズと再オープンなしで実行時に設定することができます。関数
serial-process-configureによりスピード、バイトサイズ、およびその他のパラメーターを変更
できます。serial-termで作成された端末ウィンドウではモードラインをクリックして設定を行う
ことができます。

シリアル接続はプロセスオブジェクトとして表されて、サブプロセスやネットワークプロセスと
同様の方法で使用できます。これによりデータの送受信やシリアルポートの設定ができます。しかし
シリアルプロセスオブジェクトにプロセス IDはありません。それにたいしてシグナルの送信はでき
ずステータスコードは他のタイプのプロセスオブジェクトとは異なります。プロセスオブジェクトへ
の delete-process、またはプロセスバッファーにたいする kill-bufferは接続をクローズします
が、そのシリアルポートに接続されたデバイスに影響はありません。

関数 process-typeはシリアルポート接続を表すプロセスオブジェクトにたいするシンボル
serialをリターンします。

シリアルポートはGNU/LinuxやUnix、そしてMS Windowsのシステムで利用できます。
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[Command]serial-term port speed &optional line-mode
新たなバッファー内でシリアルポートにたいする端末エミュレーターを開始する。portは接続
先のシリアルポートの名前。たとえばUnixではこれは/dev/ttyS0のようになるだろう。MS
Windowsでは COM1や\\.\COM10のようになるかもしれない (Lisp文字列ではバックスラッ
シュは 2重にすること)。

speedはビット毎秒でのシリアルポートのスピード。一般的な値は 9600。そのバッファーは
Termモードになる。このバッファーで使用するコマンドについては Section “Term Mode”
in The GNU Emacs Manual を参照のこと。モードラインメニューからスピードと設定を
変更できる。line-modeが非 nilなら term-line-mode、それ以外は term-raw-modeを使用
する。

[Function]make-serial-process &rest args
この関数はプロセスとバッファーを作成する。引数はキーワード/引数ペアーで指定する。以下
は意味のあるキーワードのリストで、最初の 2つ (portと speed)は必須:

:port port

これはシリアルポートの名前。Unixや GNUシステムでは/dev/ttyS0のよう
なファイル名、Windowsでは COM1、COM9より高位のポートでは\\.\COM10の
ようになるかもしれない (Lisp文字列ではバックスラッシュは 2重にすること)。

:speed speed

ビット毎秒でのシリアルポートのスピード。この関数は serial-process-

configureを呼び出すことによりスピードを操作する。この関数の更なる詳細
については以降のドキュメントを参照のこと。

:name name

そのプロセスの名前。nameが与えられなければ portがプロセス名の役目も同様
に果たす。

:buffer buffer

そのプロセスに関連付けられたバッファー。値はバッファー、またはそれがバッ
ファーの名前であるような文字列かもしれない。出力を処理するために出力スト
リームやフィルター関数を指定しなければ、プロセス出力はそのバッファーの終
端に出力される。bufferが与えられなければ、そのプロセスバッファーの名前は
:nameキーワードから取得される。

:coding coding

codingはこのプロセスにたいする読み書きに使用されるコーディングシステムを指
定する。codingがコンス (decoding . encoding)なら読み取りに decoding、
書き込みには encodingが使用される。指定されない場合のデフォルトはデータ
自身から判断されるコーディングシステム。

:noquery query-flag

プロセスqueryフラグをquery-flagに初期化する。Section 38.11 [Query Before
Exit], page 963を参照のこと。未指定の場合のフラグのデフォルトは nil。

:stop bool

boolが非 nilなら stoppedの状態でプロセスを開始する。stopped状態ではシリ
アルプロセスは入力データを受け付けないが出力データの送信は可能。stopped
状態のクリアーは continue-process、セットは stop-processで行う。
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:filter filter

プロセスフィルターとして filterをインストールする。

:sentinel sentinel

プロセスセンチネルとして sentinelをインストールする。

:plist plist

プロセスの初期 plistとして plistをインストールする。

:bytesize

:parity

:stopbits

:flowcontrol

これらは make-serial-processが呼び出す serial-process-configureに
より処理される。

後の設定により変更され得るオリジナルの引数リストは関数 process-contactを通じて利用
可能。

以下は例:

(make-serial-process :port "/dev/ttyS0" :speed 9600)

[Function]serial-process-configure &rest args
この関数はシリアルポート接続を設定する。引数はキーワード/引数ペアーで指定する。与えら
れない属性はそのプロセスのカレントの設定 (関数 process-contactを通じて利用可能)か
ら再初期化されるか、妥当なデフォルトにセットされる。以下の引数が定義されている:

:process process

:name name

:buffer buffer

:port port

設定するプロセスを識別するために、これらの引数のいずれかが与えられる。こ
れらの引数が何も与えられなければカレントバッファーのプロセスが使用される。

:speed speed

ビット毎秒、別名ボーレート (baud rate)によるシリアルポートのスピード。値
には任意の数字が可能だが、ほとんどのシリアルポートは 1200から 115200の間
の数少ない定義済みの値でのみ機能して、もっとも一般的な値は 9600。speedが
nilなら、この関数は他のすべての引数を無視してそのポートを設定しない。こ
れは接続を通じて送信された ‘AT’コマンドでのみ設定可能な、Bluetooth/シリア
ル変換アダプターのような特殊なシリアルポートで有用かもしれない。speedに
たいする値 nilは make-serial-processか serial-termの呼び出しにより、
すでにオープン済みの接続にたいしてのみ有効。

:bytesize bytesize

ビット/バイトでの数値で 7か 8を指定できる。bytesizeが与えられない、また
は nilの場合のデフォルトは 8。

:parity parity

値には nil (パリティなし)、シンボル odd (奇数パリティ)、シンボル even (偶
数パリティ)を指定できる。parityが与えられない場合のデフォルトはパリティ
なし。
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:stopbits stopbits

各バイトの送信を終了するために使用されるストップビットの数値。stopbitsに
は 1か 2が可能。stopbitsが与えられない、または nilの場合のデフォルトは 1。

:flowcontrol flowcontrol

この接続にたいして使用するフロー制御のタイプで nil (フロー制御を使用
しない)、シンボル hw (RTS/CTS ハードウェアフロー制御)、シンボル sw

(XON/XOFFソフトウェアフロー制御)のいずれか。flowcontrolが与えられな
い場合のデフォルトはフロー制御なし。

シリアルポートの初期設定のために make-serial-processは内部的に serial-process-

configureを呼び出す。

38.20 バイト配列のpackとunpack

このセクションでは通常はバイナリーのネットワークプロトコル用のバイト配列を packや unpack
する方法を説明します。以下の関数はバイト配列と alistとの間で相互に変換を行います。バイト配列
はユニバイト文字列、または整数ベクターとして表現することができます。一方で alistはシンボルを
固定サイズのオブジェクト、または再帰的な副 alistのいずれかに関連付けます。このセクションで参
照する関数を使用するためには bindatライブラリーをロードしてください。

バイト配列からネストされた alistへの変換は逆方向への変換がシリアライズ化 (serializing) ま
たは pack化 (packing)として呼ばれることから、非シリアル化【deserializing)または unpack化
(unpacking)として知られています。

38.20.1 データレイアウトの記述

unpackと packを制御するためには、fieldsの名前とタイプを記述するデータレイアウト仕様 (data
layout specification)というネストされた特別なリストを記述します。この仕様は処理される各フィー
ルドの長さ、packおよび unpackする方法を制御します。わたしたちは bindat仕様の値を、通常は
-bindat-specで終わる名前の変数に保持しています。このような種類の名前は、自動的に危険 (risky)
だと認識されます。

フィールドのタイプ (type)はフィールドが表すオブジェクトのサイズ (バイト単位)、およびそれ
がマルチバイトフィールドならフィールがバイトオーダーされる方法を記述します。可能なオーダー
はビッグエンディアン (big endian。ネットワークバイトオーダーとも呼ばれる)、およびリトルエン
ディアン (little endian)の 2つです。たとえば数字#x23cd (10進の 9165)のビッグエンディアンは
#x23 #xcdの 2バイト、リトルエンディアンは#xcd #x23になるでしょう。以下は可能なタイプの値
です:

u8

byte 長さ 1の符号なしタイプ。

u16

word

short 長さ 2のネットワークバイトオーダーによる符号なし整数。

u24 長さ 3のネットワークバイトオーダーによる符号なし整数。

u32

dword

long 長さ 4のネットワークバイトオーダーによる符号なし整数。注意: これらの値は Emacs
の整数実装により制限され得る。
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u16r

u24r

u32r それぞれ長さ 2、3、4のネットワークバイトオーダーによる符号なし整数。リトルエン
ディアンオーダーによる符号なし整数。

str len 長さ lenの文字列。

strz len NUL終端された文字列。長さ lenの固定長フィールド内。

vec len [type]

タイプ type (デフォルトは byte)の len要素のベクター。typeは上述した単純なタイプ
のいずれか、あるいは (vec len [type])という形式のリストによる別ベクターの指定。

ip インターネットアドレスを表す 4つの byteのベクター。たとえば localhostは [127 0

0 1]。

bits len lenバイト内のセットされたビット位置のリスト。バイトはビッグエンディアンでビット
位置は 8 * len − 1で始まり 0で終わるよう番号が付与される。たとえば bits 2では、
#x28 #x1cは (2 3 4 11 13)、#x1c #x28は (3 5 10 11 12)に unpackされる。

(eval form)

formはフィールドが packや unpackされた瞬間に評価される Lisp式。評価した結果
は上記にリストしたタイプ使用のいずれかであること。

固定長フィールドでは長さ lenがフィールド内のバイト数を指定する整数として与えられます。

フィールド長が固定でなければ通常は先行するフィールドの値に依存します。この場合には長さ
lenは後述の bindat-get-fieldのフォーマット指定によりフィールド名 (field name)を指定する
リスト (name ...)、または式 (eval form) (formはフィールド長を指定する整数に評価されるこ
と)のいずれかで与えることもできます。

フィールド仕様は一般的に ([name] handler)という形式をもち、nameはオプションです。紛
らわしくなるのでタイプ仕様 (上述)やハンドラー仕様 (後述)で意味をもつシンボルの名前は使用し
ないでください。nameはシンボルまたは式 (eval form)でもよく、この場合には formはシンボル
に評価される必要があります。

handlerはそのフィールドが packや unpackされる方法を記述して、以下のいずれかを指定でき
ます:

type タイプ仕様 typeに応じてこのフィールドの unpack/packを行う。

eval form 副作用のためだけに Lisp 式 formを評価する。フィールド名が指定されたら値はその
フィールド名にバインドされる。

fill len lenバイトをスキップする。pack時には未変更のままとなり、それは通常は 0のままで
あることを、unpack時には無視されることを意味する。

align len lenバイトの次の倍数にスキップする。

struct spec-name

副仕様 (sub-specification)として spec-nameを処理する。これは別の構造体内にネス
トされる構造体を記述する。

union form (tag spec)...

Lisp式 formを評価、それにマッチする最初の tagを探して、それに関連付けられたレ
イアウト仕様 specを処理する。マッチングは以下の 3つのいずれかで発生し得る:

• tagが (eval expr)という形式をもつ場合には、変数 tagを動的に formの値にバ
インドして exprを評価する。結果が非 nilならマッチを示す。
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• tagが formの値と equalならマッチ。

• tagが tなら無条件にマッチ。

repeat count field-specs...

field-specsを再帰的に順次処理した後に、最初のものから繰り返して、すべての仕様全
体を count回処理する。countはフィールド長と同じフォーマットを使用して与えられ
る。evalフォームが使用された場合には 1回だけ評価される。正しく処理されるために
は、field-specs内の各仕様が名前を含まなければならない。

bindat仕様内で仕様される (eval form)フォームでは、評価の間に formはこれらの動的にバイ
ンドされた変数へのアクセスと更新が可能である。

last 最後に処理されたフィールドの値。

bindat-raw

バイト配列のデータ。

bindat-idx

unpack化/pack化にたいする、(bindat-rawでの)カレントインデックス。

struct これまでに unpackされた構造化データ、または packされた構造体全体を含む alist。こ
の構造体の特定のフィールドにアクセスするために bindat-get-fieldを使用できる。

count

index repeatブロック内部では、これらは (countパラメーターで指定された)繰り返しの最
大回数、および (0から数えた)カレント繰り返し回数を含む。countを 0にセットする
ことにより、カレントの繰り返し終了後に最内繰り返しブロックを終了する。

38.20.2 バイトのunpackとpackを行う関数

以降のドキュメントでは specはデータレイアウト仕様、bindat-rawはバイト配列、structは unpack
されたフィールドデータを表す alistを参照します。

[Function]bindat-unpack spec bindat-raw &optional bindat-idx
この関数はユニバイト文字列、またはバイト配列bindat-rawのデータを specに応じてunpack
する。これは通常はバイト配列の先頭から unpack化を開始するが、bindat-idxが非 nilなら
かわりに使用する 0基準の開始位置を指定する。

値はそれぞれの要素が unpackされたフィールドを記述する alistかネストされた alist。

[Function]bindat-get-field struct &rest name
この関数はネストされた alistである structからフィールドのデータを選択する。structは通
常は bindat-unpackがリターンしたもの。nameが単一の引数に対応する場合にはトップレ
ベルのフィールド値を抽出することを意味する。複数の name引数は副構造体を繰り返して照
合することを指定する。名前が整数なら配列のインデックスとして動作する。

たとえば nameが (a b 2 c)なら、フィールド aの副フィールド bの 3つ目の要素からフィール
ド cを探すことを意味する (Cプログラミング言語の構文 struct.a.b[2].cに該当)。

packや unpackの処理をすることによりメモリー内でデータ構造が変化しても、そのデータの全
フィールド長の合計バイト数であるトータル長 (total length)は保たれます。この値は一般的に仕様
または alist単独では固有ではありません。そのかわりこれら両方の情報がこの計算に役立ちます。同
様に unpackされる文字列や配列の長さは仕様の記述にしたがってデータのトータル長より長くなる
かもしれません。
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[Function]bindat-length spec struct
この関数は struct内のデータの specに応じたトータル長をリターンする。

[Function]bindat-pack spec struct &optional bindat-raw bindat-idx
この関数は alist struct内のデータから specに応じて packされたバイト配列をリターンする。
これは通常は先頭から充填された新たなバイト配列を作成する。しかし bindat-rawが非 nil

なら、それは pack先として事前に割り当てられたユニバイト文字列かベクターを指定する。
bindat-idxが非 nilなら bindat-rawへ packする開始オフセットを指定する。

事前に割り当てる際には out-of-rangeエラーを避けるために、(length bindat-raw)がトー
タル長またはそれ以上であることを確認すること。

[Function]bindat-ip-to-string ip
インターネットアドレスのベクター ipを通常のドット表記による文字列に変換する。

(bindat-ip-to-string [127 0 0 1])

⇒ "127.0.0.1"
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39 Emacsのディスプレー表示

このチャプターでは Emacsによるユーザーへのプレゼンテーションとなる、表示に関連するいくつ
かの機能を説明します。

39.1 スクリーンのリフレッシュ

関数 redraw-frameは与えられたフレーム (Chapter 29 [Frames], page 697を参照)のコンテンツ
全体にたいしてクリアーと再描画を行います。これはスクリーンが壊れている (corrupted)場合に有
用です。

[Function]redraw-frame &optional frame
この関数はフレーム frameのクリアーと再表示を行う。frameが省略か nilなら選択されたフ
レームを再描画する。

更に強力なのは redraw-displayです:

[Command]redraw-display
この関数はすべての可視なフレームのクリアーと再描画を行う。

Emacsではユーザー入力は再描画より優先されます。入力が可能なときにこれらの関数を呼び出
すと、これらはすぐに再描画はしませんが、要求された再描画はすべての入力処理後に行われます。

テキスト端末では通常は Emacsのサスペントと再開によりスクリーンのリフレッシュも行われま
す。Emacsのようなディスプレイ指向のプログラムと通常のシーケンシャル表示のプログラムで、コ
ンテンツを区別して記録する端末エミュレーターがいくつかあります。そのような端末を使用する場
合には、おそらく再開時の再表示を抑制したいでしょう。

[User Option]no-redraw-on-reenter
この変数は Emacsがサスペンドや再開された後にスクリーン全体を再描画するかどうかを制
御する。非 nilなら再描画は不要、nilなら再描画が必要であることを意味する。デフォルト
は nil。

39.2 強制的な再表示

Emacsは入力の待機時は常に再表示を試みます。以下の関数により実際に入力を待機することなく、
Lispコードの中から即座に再表示を試みることを要求できます。

[Function]redisplay &optional force
この関数は即座に再表示を試みる。オプション引数 forceが非 nilの場合には、入力が保留中
なら横取りされるかわりに強制的に再表示が行われる。

この関数は実際に再表示が試行されたなら t、それ以外は nilをリターンする。tという値は再
表示の試行が完了したことを意味しない。新たに到着した入力に横取りされた可能性がある。

redisplayが即座に再表示を試みたとしても、Emacsがフレーム (複数可)のどの部分を再表示
するか決定する方法が変更されるわけではありません。それとは対照的に以下の関数は特定のウィン
ドウを、(あたかもコンテンツが完全に変更されたかのように)保留中の再表示処理に追加します。し
かし再描画を即座には試みません。
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[Function]force-window-update &optional object
この関数は Emacsが次に再表示を行う際にいくつか、あるいはすべてのウィンドウが更新さ
れるよう強制する。objectがウィンドウならそのウィンドウ、バッファーやバッファー名なら
そのバッファーを表示するすべてのウィンドウ、nil (または省略)ならすべてのウィンドウが
更新される。

この関数は即座に再表示を行わない。再表示はEmacsが入力を待機時、または関数 redisplay

呼び出し時に行われる。

[Variable]pre-redisplay-function
再表示の直前に実行される関数。これは再表示されるウィンドウセットを単一の引数として呼
び出される。ウィンドウセットは選択されたウィンドウを意味する nil、すべてのウィンドウ
を意味する tを指定できる。

[Variable]pre-redisplay-functions
このフックは再表示の直前に実行される。これは再表示されようとするウィンドウそれぞれに
たいして、そのウィンドウに表示されているバッファーを current-bufferにセットして 1回
呼び出される。

39.3 切り詰め

Emacsはテキスト行がウィンドウ右端を超過する際には、その行を継続 (continue)させる (次のス
クリーン行へ wrap、すなわち折り返す)か、あるいはその行を切り詰め (truncate)て表示 (その行
をスクリーン行の 1行に制限)することができます。長いテキスト行を表示するために使用される追
加のスクリーン行は継続 (continuation)行と呼ばれます。継続はフィルとは異なります。継続はバッ
ファーのコンテンツ内ではなくスクリーン上でのみ発生して、単語境界ではなく正確に右マージンで
行をブレークします。Section 32.11 [Filling], page 798を参照してください。

グラフィカルなディスプレイでは切り詰めと継続はウィンドウフリンジ内の小さな矢印イメージで
示されます (Section 39.13 [Fringes], page 1036を参照)。テキスト端末では切り詰めはそのウィン
ドウの最右列の ‘$’、折り返しは最右列の ‘\’で示されます (ディスプレイテーブルでこれを行うため
の代替え文字を指定できる。Section 39.22.2 [Display Tables], page 1081を参照)。

[User Option]truncate-lines
このバッファーローカル変数が非 nilならウィンドウ右端を超過する行は切り詰められて、そ
れ以外なら継続される。特別な例外として部分幅 (partial-width)ウィンドウ (フレーム全体の
幅を占有しないウィンドウ)では変数 truncate-partial-width-windowsが優先される。

[User Option]truncate-partial-width-windows
この変数は部分幅 (partial-width)ウィンドウ内の行の切り詰めを制御する。部分幅ウィンドウ
とはフレーム全体の幅を占有しないウィンドウ (Section 28.6 [Splitting Windows], page 623
を参照)。値が nilなら行の切り詰めは変数 truncate-lines (上記参照) により決定され
る。値が整数 nの場合には、部分幅ウィンドウの列数が nより小さければ truncate-lines

の値とは無関係に行は切り詰められて、部分幅ウィンドウの列数が n以上なら行の切り詰めは
truncate-linesにより決定される。それ以外の非 nil値では truncate-linesの値とは無
関係にすべての部分幅ウィンドウで行は切り詰められる。

ウィンドウ内で水平スクロール (Section 28.23 [Horizontal Scrolling], page 681を参照)を使
用中は切り詰めが強制されます。
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[Variable]wrap-prefix
このバッファーローカル変数が非 nilなら、それは Emacsが各継続行の先頭に表示する折り
返しプレフィックス (wrap prefix)を定義する (行を切り詰めている場合には wrap-prefixは
使用されない)。この値は文字列、またはイメージ (Section 39.16.4 [Other Display Specs],
page 1048を参照)やディスプレイプロパティ:widthや:align-toで指定されるような伸長
された空白文字を指定できる (Section 39.16.2 [Specified Space], page 1046を参照)。値は
テキストプロパティdisplayと同じ方法で解釈される。Section 39.16 [Display Property],
page 1045を参照のこと。

折り返しプレフィックスはテキストプロパティかオーバーレイプロパティwrap-prefixを使用す
ることにより、テキストのリージョンにたいして指定することもできる。これは wrap-prefix

変数より優先される。Section 32.19.4 [Special Properties], page 821を参照のこと。

[Variable]line-prefix
このバッファーローカル変数が非nilなら、それはEmacsがすべての非継続行の先頭に表示する
行プレフィックス (line prefix)を定義する。この値は文字列、イメージ (Section 39.16.4 [Other
Display Specs], page 1048 を参照)、またはディスプレイプロパティ:widthや:align-to

で指定されるような伸長された空白文字を指定できる (Section 39.16.2 [Specified Space],
page 1046を参照)。値はテキストプロパティdisplayと同じ方法で解釈される。Section 39.16
[Display Property], page 1045を参照のこと。

行プレフィックスはテキストプロパティまたはオーバーレイプロパティline-prefixを使用す
ることにより、テキストのリージョンにたいして指定することもできる。これは line-prefix

変数より優先される。Section 32.19.4 [Special Properties], page 821を参照のこと。

39.4 エコーエリア

エコーエリア (echo area)はエラーメッセージ (Section 11.7.3 [Errors], page 165)や messageプ
リミティブで作成されたメッセージの表示、およびキーストロークをエコーするために使用されます。
(アクティブ時には)ミニバッファーがスクリーン上のエコーエリアと同じ場所に表示されるという事
実にも関わらずエコーエリアはミニバッファーと同じではありません。Section “The Minibuffer”
in The GNU Emacs Manualを参照してください。

このセクションに記述された関数とは別に、出力ストリームとして tを指定することによりエコー
エリアに Lispオブジェクトをプリントできます。Section 19.4 [Output Streams], page 336を参
照してください。

39.4.1 エコーエリアへのメッセージの表示

このセクションではエコーエリア内にメッセージを表示する標準的な関数を説明します。

[Function]message format-string &rest arguments
この関数はエコーエリア内にメッセージを表示する。format-message関数 (Section 4.7 [For-
matting Strings], page 61を参照)の場合と同じように format-stringはフォーマット文字列、
argumentsはそのフォーマット仕様にたいするオブジェクトである。フォーマットされた結果
文字列はエコーエリア内に表示される。それに faceテキストプロパティが含まれる場合には指
定されたフェイスにより表示される (Section 39.12 [Faces], page 1013を参照)。この文字列
は*Messages*バッファーにも追加されるがテキストプロパティは含まれない (Section 39.4.3
[Logging Messages], page 990を参照)。

フォーマット内のグレイヴアクセントとアポストロフィーは"Missing ‘%s’"から"Missing

‘ foo ’"のように、通常は対応する curved quoteとして結果内に変換される。この変換に影
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響を与えたり抑制する方法については Section 24.4 [Text Quoting Style], page 525を参照
のこと。

バッチモードでは後に改行が付加されたメッセージが標準エラーストリームにプリントされる。

inhibit-messageが非 nilのときはエコーエリアにはメッセージを何も表示せずに
‘*Messages*’へのロギングだけとなる。

format-stringが nilか空文字列なら、messageはエコーエリアをクリアーする。エコーエリ
アが自動的に拡張されていたら、これにより通常のサイズに復元される。ミニバッファーがア
クティブなら、これによりスクリーン上に即座にミニバッファーのコンテンツが復元される。

(message "Reverting `%s'..." (buffer-name))

a Reverting‘ subr.el ’...
⇒ "Reverting‘ subr.el ’..."

---------- Echo Area ----------

Reverting‘ subr.el ’...
---------- Echo Area ----------

エコーエリアやポップバッファー内に自動的にメッセージを表示するには、そのサイズに応じ
て display-message-or-buffer (以下参照)を使用する。

警告: 逐語的なメッセージとして独自の文字列を使用したければ、単に (message string)と
記述してはならない。stringに ‘%’、‘`’、‘'’が含まれていると望まぬ結果に再フォーマットさ
れるかもしれない。かわりに (message "%s" string)を使用すること。

[Variable]set-message-function
この変数が非 nilなら、エコーエリア内に表示するためのメッセージテキストを単一の引数と
する関数であること。その関数は messageおよび関連する関数から呼び出されることになる。
その関数が nilをリターンすると、通常どおりメッセージはエコーエリアに表示される。関数が
文字列をリターンすると、その文字列が元メッセージのかわりにエコーエリアに表示される。そ
の関数が他の非 nil値をリターンした場合にはメッセージが処理済みであることを意味するの
で、messageはエコーエリアに何も表示しない。その関数で表示されたメッセージのクリアー
に使用可能な clear-message-functionも参照のこと。

デフォルト値はミニバッファーアクティブ時にミニバッファー終端にメッセージを表示
する関数。しかしアクティブなミニバッファーに表示されるテキストの何らかの文字
が minibuffer-messageテキストプロパティ(Section 32.19.4 [Special Properties],
page 821を参照)をもつ場合には、メッセージはそのプロパティをもつ最初の文字の前に表示
される。

[Variable]clear-message-function
この変数が非 nilの場合には、messageおよび関連する関数は引数となるメッセージが nilか
空文字列なら、それを引数なしで呼び出す。

この関数は通常はエコーエリアメッセージの表示後、次の入力イベントの到着時に呼び出され
る。これは set-message-functionにより指定されたカウンターパートとなる関数が表示し
たメッセージのクリアーを期待される関数である。

デフォルト値はアクティブなミニバッファーに表示されたメッセージをクリアーする関数。

[Variable]inhibit-message
この変数が非 nilなら、messageおよび関連する関数はメッセージの表示にエコーエリアを使
用しない。
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[Macro]with-temp-message message &rest body
この構文は body実行の間にエコーエリア内にメッセージを一時的に表示する。これはmessage
を表示して bodyを実行して、それからエコーエリアの前のコンテンツをリストアするととも
に bodyの最後のフォームの値をリターンする。

[Function]message-or-box format-string &rest arguments
この関数は messageと同様にメッセージを表示するが、エコーエリアではなくダイアログボッ
クスにメッセージを表示するかもしれない。この関数があるコマンド内からマウスを使用して
呼び出されると— より正確には last-nonmenu-event (Section 21.5 [Command Loop
Info], page 386を参照)が nilかリストならメッセージの表示にダイアログボックスかポップ
アップメニュー、それ以外ならエコーエリアを使用する (これは y-or-n-pが同様の決定を行
う際に使用する条件と同じ。Section 20.7 [Yes-or-No Queries], page 367を参照)。

呼び出しの前後で last-nonmenu-eventを適切な値にバインドすることによりエコーエリア
でのマウスの使用を強制できる。

[Function]message-box format-string &rest arguments
この関数は messageと同様にメッセージを表示するが、利用可能なら常にダイアログボックス
(かポップアップメニュー)を使用する。端末がサポートしないためにダイアログボックスやポッ
プアップメニューが使用できなければ、message-boxは messageと同様にエコーエリアを使
用する。

[Function]display-message-or-buffer message &optional buffer-name action
frame

この関数はメッセージmessageを表示する。messageには文字列かバッファーを指定できる。
これが max-mini-window-heightで定義されるエコーエリアの最大高さより小さければ、
messageを使用してエコーエリアに表示される。それ以外ならメッセージを表示するために
display-bufferはポップアップバッファーを使用する。

エコーエリアに表示したメッセージ、またはポップアップバッファー使用時はその表示に使用
したウィンドウをリターンする。

messageが文字列ならオプション引数 buffer-nameはポップアップバッファー使用時にメッセー
ジ表示に使用するバッファー名 (デフォルトは*Message*)。messageが文字列でエコーエリ
アに表示されていれば、いずれにせよコンテンツをバッファーに挿入するかどうかは指定され
ない。

オプション引数 actionと frameは display-bufferの場合と同様に、バッファーが表示され
ている場合のみ使用される。

[Function]current-message
この関数はエコーエリア内にカレントで表示されているメッセージ、またはそれが存在しなけ
れば nilをリターンする。

39.4.2 処理の進捗レポート

処理の完了まで暫く時間を要するかもしれない際には、進行状況についてユーザーに通知するべきで
す。これによりユーザーが残り時間を予測するとともに、Emacsが hungしているのではなく処理中
であることを明確に確認できます。プログレスリポーター (progress reporter: 進行状況リポーター)
を使用するのが、これを行う便利な方法です。

以下は何も有用なことを行わない実行可能な例です:
(let ((progress-reporter
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(make-progress-reporter "Collecting mana for Emacs..."

0 500)))

(dotimes (k 500)

(sit-for 0.01)

(progress-reporter-update progress-reporter k))

(progress-reporter-done progress-reporter))

[Function]make-progress-reporter message &optional min-value max-value
current-value min-change min-time

この関数は以下に挙げる他の関数の引数として使用されることになるプログレスリポーターオ
ブジェクトを作成してリターンする。これはプログレスリポーターを高速にするように、可能
なかぎり多くのデータを事前に計算するというアイデアが元となっている。

この後にプログレスリポーターを使用する際には、進行状況のパーセンテージを後に付加して
messageが表示されるだろう。messageは単なる文字列として扱われる。たとえばファイル名
に依存させる必要があるなら、この関数の呼び出し前に format-messageを使えばよい。

引数 min-valueと max-valueは処理の開始と終了を意味する数値であること。たとえばバッ
ファーをスキャンする処理なら、これらをそれぞれ point-minと point-maxにセットするべ
きだろう。max-valueはmin-valueより大であること。

かわりにmin-valueとmax-valueを nilにセットすることができる。この場合にはプログレス
リポーターは進行状況のパーセンテージを報告しない。かわりにプログレスリポーターを更新
するたびに刻み (notch)を回転する “スピナー (spinner)”を表示する。

min-valueとmax-valueが数値なら、進行状況の初期の数値を与える引数 current-valueを与
えることができる。省略時のデフォルトはmin-value。

残りの引数はエコーエリアの更新レートを制御する。プログレスリポーターは次のメッセージ
を表示する前に、その処理が少なくともmin-changeパーセントより多く完了するまで待機す
る。デフォルトは 1パーセント。min-timeは連続するプリントの間に空ける最小時間をミリ秒
単位で指定する (いくつかのオペレーティングシステムではプログレスリポーターは秒の少数
部をさまざまな精度で処理するかもしれない)。

この関数は progress-reporter-updateを呼び出すので、最初のメッセージは即座にプリン
トされる。

[Function]progress-reporter-update reporter &optional value
この関数は操作の進行状況報告に関する主要な機能を担う。これは reporterのメッセージと、
その後に valueにより決定された進行状況のパーセンテージを表示する。パーセンテージが 0、
または引数min-changeとmin-timeに比べて十分 0に近ければ出力は省略される。

reporterは make-progress-reporter呼び出しがリターンした結果でなければならない。
valueは処理のカレント状況を指定して、make-progress-reporterに渡されたmin-value
とmax-valueの間 (両端を含む)でなければならない。たとえばバッファーのスキャンにおい
ては、valueは pointび呼び出し結果であるべきだろう。

オプション引数 suffixは、reporterのメインメッセージと進行状況テキストの後に表示する文
字列。reporterが非数値のリポーターなら valueは nil、または suffixのかわりに使用する文
字列であること。

この関数は make-progress-reporterに渡されたmin-changeとmin-timeにしたがい、毎
回の呼び出しで新たなメッセージを出力しない。したがってこれは非常に高速であり、通常は
これを呼び出す回数を減らすことを試みるべきではない。結果として生じるオーバーヘッドは、
あなたの努力をほぼ否定するだろう。
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[Function]progress-reporter-force-update reporter &optional value
new-message suffix

この関数は progress-reporter-updateと同様だが、これは無条件にメッセージをエコーエ
リアにプリントする点が異なる。

reporter、value、suffixは progress-reporter-updateの場合と同じ意味をもつ。オプショ
ンの new-messageで reporterのメッセージを変更できる。この関数は常にエコーエリアを更
新するので、そのような変更は即座にユーザーに示されるだろう。

[Function]progress-reporter-done reporter
この関数は処理の完了時に呼び出されること。これはエコーエリア内に単語 ‘done’を付加した
reporterのメッセージを表示する。

progress-reporter-updateに ‘100%’とプリントさせようとせずに、常にこの関数を呼び出
すこと。まずこの関数は決してそれをプリントしないだろうし、これが発生しないために多く
の正当な理由がある。次に ‘done’はより自明である。

[Macro]dotimes-with-progress-reporter (var count [result])
reporter-or-message body. . .

これは dotimesと同じ方法で機能するが、上述の関数を使用してループ進行状況 (loop
progress) の報告も行う便利なマクロである。これによりタイプ量を幾分節約できる。引数
reporter-or-messageは文字列、またはプログレスリポーターオブジェクト。

以下の方法でこのマクロを使用することにより、このサブセクションの例を書き換えることが
できる:

(dotimes-with-progress-reporter

(k 500)

"Collecting some mana for Emacs..."

(sit-for 0.01))

make-progress-reporterのオプション引数を指定したい場合には、reporter-or-message引数
としてリポーターオブジェクトを使用するのが便利。たとえば前出の例は以下のように書き換
えられる:

(dotimes-with-progress-reporter

(k 500)

(make-progress-reporter "Collecting some mana for Emacs..." 0 500 0 1 1.5)

(sit-for 0.01))

[Macro]dolist-with-progress-reporter (var count [result])
reporter-or-message body. . .

これはdolistと同じ方法で機能するが、上述の関数を使用してループ進行状況 (loop progress)
の報告も行う便利なマクロである。これによりタイプ量を幾分節約できる。dotimes-with-

progress-reporterの場合のように、reporter-or-messageはプログレスリポーターか文
字列。このマクロにより、前出の例を以下のように書き換えられる:

(dolist-with-progress-reporter

(k (number-sequence 0 500))

"Collecting some mana for Emacs..."

(sit-for 0.01))
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39.4.3 *Messages*へのメッセージのロギング

エコーエリア内に表示されるほとんどすべてのメッセージは、ユーザーが後で参照できるように
*Messages*バッファー内にも記録されます。これには messageにより出力されたメッセージも含ま
れます。デフォルトではこのバッファーは読み取り専用でメジャーモード messages-buffer-mode

を使用します。ユーザーによる*Messages*バッファーの killを妨げるものは何もありませんが、次
回のメッセージ表示でバッファーは再作成されます。*Messages*バッファーに直接アクセスする必
要があり、それが確実に存在するようにしたい Lispコードは、すべて関数 messages-bufferを使
用するべきです。

[Function]messages-buffer
この関数は*Messages*バッファーをリターンする。バッファーが存在しなければ作成してバッ
ファーを messages-buffer-modeに切り替える。

[User Option]message-log-max
この変数は*Messages*バッファー内に保持するべき行数を指定する。値 tは保持すべき行数
に制限がないことを意味して、値 nilはメッセージのロギングを完全に無効にする。以下はメッ
セージを表示して、それがロギングされることを防ぐ例:

(let (message-log-max)

(message ...))

*Messages*にたいするユーザーの利便性を向上させるために、ロギング機能は連続する同じメッ
セージを結合します。さらに 2つのケースのために連続する関連メッセージの結合も行います。2つの
ケースとは応答を後にともなう質問 (question followed by answer)、および一連のプログレスメッ
セージ (series of progress messages)です。

応答を後にともなう質問 (question followed by an answer)とは、1つ目が ‘question’、2つ
目が ‘question...answer’のように y-or-n-pが生成するような 2つのメッセージをもつ応答です。
1つ目のメッセージは 2つ目のメッセージ以上の追加情報を伝えないので、2つ目のメッセージをロギ
ングして 1つ目のメッセージは破棄します。

一連のプログレスメッセージ (series of progress messages)は、make-progress-reporterが
生成するような連続するメッセージをもちます。これらは ‘base...how-far’のような形式であり、
how-farは毎回異なりますが baseは常に同じです。このシリーズ内の各メッセージのロギングでは、
そのメッセージが前のメッセージと連続していれば前のメッセージを破棄します。

関数 make-progress-reporterと y-or-n-pは、メッセージログ結合機能をアクティブにする
ために何ら特別なことを行う必要はありません。これは ‘...’で終わる共通のプレフィックスを共有す
る連続する 2つのメッセージをログする際には常にこの処理を行います。

39.4.4 エコーエリアのカスタマイズ

以下の変数はエコーエリアが機能する方法の詳細を制御します。

[Variable]cursor-in-echo-area
この変数はエコーエリア内にメッセージ表示時にカーソルを表示する場所を制御する。これが
非 nilならカーソルはメッセージの終端、それ以外ならカーソルはエコーエリア内ではなくポ
イント位置に表示される。

この値は通常は nil。Lispプログラムは短時間の間、これを tにバインドする。

[Variable]echo-area-clear-hook
このノーマルフックは (message nil)、または別の何らかの理由によりエコーエリアが作成
されると常に実行される。
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[User Option]echo-keystrokes
この変数はコマンド文字をエコーする前に、どれだけの時間を待機するかを決定する。この値
は数字でなければならず、エコー前に待機する秒数を指定する。ユーザーが (C-xのような)プ
レフィックスキーをタイプしてから、継続してタイプを継続するのをこの秒数遅延した場合、エ
コーエリア内にそのプレフィックスキーがエコーされる (あるキーシーケンスで一度エコーが開
始されると、同一のキーシーケンス内の後続するすべての文字は即座にエコーされる)。

値が 0ならコマンド入力はエコーされない。

[Variable]message-truncate-lines
長いメッセージの表示により、そのメッセージ全体を表示するために、通常はエコーエリアは
リサイズされる。しかし変数 message-truncate-linesが非 nilなら、エコーエリアをリサ
イズせずエコーエリアに収まるようメッセージは切り詰められる。

ミニバッファーウィンドウのリサイズの最大高さを指定する変数 max-mini-window-heightは
エコーエリアにも適用される (エコーエリアは真にミニバッファーウィンドウの特殊な使い方である。
Section 20.11 [Minibuffer Windows], page 372を参照)。

39.5 警告のレポート

警告 (warnings)とはプログラムがユーザーにたいして問題の可能性を知らせるが、実行は継続する
ための機能です。

39.5.1 警告の基礎

すべての警告は、ユーザーに問題を説明するためのテキストのメッセージと、重大レベル (severity
level)をもっています。重大レベルはシンボルです。以下は可能性のある重大レベルとその意味を、重
大度の降順でリストしたものです:

:emergency

直ちに対処しなければ Emacs処理が間もなく深刻に害される問題。

:error 本質的に悪いデータや状況のリポート。

:warning 本質的に悪くはないが、可能性のある問題を励起する恐れのあるデータや状況のリポート。

:debug デバッグ中なら有用かもしれない情報のリポート。

あなたのプログラムが無効な入力データに遭遇した際には、error呼び出しによる Lispエラーの
シグナルするか、または重大度:errorの警告をリポートすることができます。Lispエラーのシグナ
ルはもっとも簡単に行えることですが、それはプログラムが処理を継続できないことを意味します。
間違ったデータでも処理を継続するための方法を実装するためにトラブルを受け取めたい場合には、
その問題をユーザーに知らせるために重大度:errorの警告をリポートするのが正しい方法です。たと
えば Emacs Lispバイトコンパイラーはこの方法によりエラーを報告して、他の関数のコンパイルを
継続できます (プログラムが Lispエラーをシグナルして condition-caseで handleしたならユー
ザーがそのエラーを確認することはないだろう。これは警告としてリポートすることによりユーザー
にメッセージを示すことができる)。

クラス分けのために警告にはそれぞれ警告タイプ (warning type)があります。このタイプはシン
ボルのリストです。最初のシンボルはそのプログラムのユーザーオプションとして使用するカスタム
グループであるべきです。たとえばバイトコンパイラーの警告は警告タイプ (bytecomp)を使用しま
す。もし望むなら、このリスト内で更にシンボルを使用することにより警告をサブカテゴリー化する
こともできます。



Chapter 39: Emacsのディスプレー表示 992

[Function]display-warning type message &optional level buffer-name
この関数はメッセージとしてmessage、警告タイプとして typeを使用して警告をリポートす
る。levelは重大レベルであること。デフォルトは:warning。

buffer-nameが非 nilなら、それは警告をロギングするためのバッファー名を指定する。デフォ
ルトは*Warnings*。

[Function]lwarn type level message &rest args
この関数は*Warnings*バッファー内のメッセージとして (format-message message

args...)の値を使用して警告をリポートする。他の点ではこれは display-warningと同じ。

[Function]warn message &rest args
この関数はメッセージとして (format-message message args...)の値、タイプとして
(emacs)、重大レベルとして:warningを使用して警告をリポートする。これは互換性のため
だけに存在する。固有な警告タイプを指定するべきであり、この関数の使用は推奨しない。

39.5.2 警告のための変数

このセクション内で説明する変数をバインドすることにより、プログラムは警告が表示される方法を
カスタマイズできます。

[Variable]warning-levels
このリストは警告の重大レベルの意味と重大度の順序を定義する。それぞれの要素は 1つの重
大レベルを定義して、それらを重大度の降順で配置した。

各要素は (level string function)という形式をもち、levelはその要素が定義する重大レ
ベル。stringはそのレベルのテキストによる説明。stringは警告タイプ情報の配置箇所の指定
に ‘%s’を使用するか、さもなくばその情報を含まぬよう ‘%s’を省略できる。

オプションの functionが非 nilなら、これはユーザーの注目を得るために引数なしで呼び出さ
れる関数であること。

通常はこの変数の値を変更しないこと。

[Variable]warning-prefix-function
値が非 nilなら、それは警告用にプレフィックスを生成する関数であること。プログラムはこ
の変数を適切な関数にバインドできる。display-warningは warningsバッファーがカレン
トの状態でこの関数を呼び出して、関数はそのバッファーにテキストを挿入できる。そのテキ
ストが警告メッセージの先頭になる。

この関数は重大レベル、および warning-levels内でのその重大レベルのエントリーという 2
つの引数で呼び出される。これはエントリーとして使用するためのリストをリターンすること
(この値は warning-levelsの実際のメンバーである必要はない)。この値を構築することによ
り関数はその警告の重大レベルを変更したり、与えられた重大レベルにたいして異なる処理を
指定することができる。

この変数の値が nilなら呼び出される関数は存在しない。

[Variable]warning-series
プログラムは次の警告がシリーズの開始であることを告げるために、この変数を tにバインド
できる。複数の警告がシリーズを形成するということは、それぞれの警告にたいしてポイント
が維持されるように移動して、最後の警告にポイントが表示されるのではなくシリーズの最初
の警告にポイントを残すことを意味する。このシリーズは、そのローカルバインドが非バイン
ドされて warning-seriesが再び nilになったときに終了する。
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この値は関数定義をもつシンボルでもよい。これは次の警告により warningsバッファーがカ
レントの状態で、引数なしでその関数が呼び出されることを除き tと等価。この関数は警告シ
リーズのヘッダーの役目をもつであろうテキストを挿入できる。

あるシリーズが開始されると、その値はwarningsバッファー内でシリーズ開始となるバッファー
位置を指すマーカーとなる。

この変数の通常の値は nilで、これはそれぞれの警告を個別に処理することを意味する。

[Variable]warning-fill-prefix
この変数が非 nilなら、それは各警告テキストのフィルに使用するフィルプレフィックスを指
定する。

[Variable]warning-fill-column
警告をフィルする列。

[Variable]warning-type-format
この変数は警告メッセージ内の警告タイプを表示するためのフォーマットを指定する。この方
法でフォーマットされたタイプは、warning-levels内のエントリー内の文字列制御下にある
メッセージに含まれることになる。デフォルト値は" (%s)"。これを""にバインドすると警告
タイプはまったく表示されなくなる。

39.5.3 警告のためのオプション

以下の変数は何が発生したときに Lispプログラムが警告をリポートするかをユーザーが制御するた
めに使用されます。

[User Option]warning-minimum-level
このユーザーオプションはユーザーにたいして即座に表示されるべき最小の重大レベルを指定
する。デフォルトは:warningであり、これは:debug警告を除くすべての警告が即座に表示さ
れることを意味する。

[User Option]warning-minimum-log-level
このユーザーオプションは warningsバッファー内にログされるべき最小の重大レベルを指定
する。デフォルトは:warningであり、これは:debug警告を除くすべての警告がログされるこ
とを意味する。

[User Option]warning-suppress-types
このリストはユーザーにたいしてどの警告タイプを即座に表示するべきではないかを指定する。
このリスト内の各要素はシンボルのリストであること。それの要素が警告タイプ内の最初の要
素にマッチしたら警告は即座に表示されない。

[User Option]warning-suppress-log-types
このリストはユーザーにたいしてどの警告タイプが warningsバッファーにログされるべきで
はないかを指定する。このリスト内の各要素はシンボルのリストであること。それの要素が警
告タイプ内の最初の数要素にマッチしたら警告はログされない。

39.5.4 遅延された警告

コマンド実行中には警告の表示を避けてコマンドの終わりでのみ警告を表示したいことがあるかもし
れません。これは関数 delay-warningを使用して行うことができます。
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[Function]delay-warning type message &optional level buffer-name
この関数は display-warning (Section 39.5.1 [Warning Basics], page 991を参照)の遅
延対応版であり、同じ引数で呼び出される。警告メッセージは delayed-warnings-listに
キューイングされる。

[Variable]delayed-warnings-list
この変数の値はカレントのコマンド完了後に表示される警告のリスト。各要素は以下のような
リストでなければならない:

(type message [level [buffer-name]])

これらはdisplay-warningの引数リストと同じ形式、同じ意味である。post-command-hook
(Section 21.1 [Command Overview], page 376を参照)の実行直後に、Emacsのコマンド
ループはこの変数で指定されたすべての警告を表示してから変数を nilにリセットする。

遅延警告メカニズムをよりカスタマイズする必要があるプログラムは変数 delayed-warnings-

hookを変更することができます:

[Variable]delayed-warnings-hook
これは遅延警告を処理して表示するために、post-command-hookの後にEmacsコマンドルー
プが実行するノーマルフック。

デフォルト値は 2つの関数からなるリスト:

(collapse-delayed-warnings display-delayed-warnings)

関数 collapse-delayed-warningsは delayed-warnings-listから重複するエントリー
を削除する。関数 display-delayed-warningsは delayed-warnings-list内の各要素に
たいして順次 display-warningを呼び出してから、delayed-warnings-listを nilにセッ
トする。

39.6 不可視のテキスト

invisibleプロパティにより、スクリーン上に表示されないように文字を不可視 (invisible)にする
ことができます。これはテキストプロパティ(Section 32.19 [Text Properties], page 814を参照)、
またはオーバーレイプロパティ(Section 39.9 [Overlays], page 1001を参照)のいずれかで行うこと
ができます。カーソル移動もこれらの文字を部分的に無視します。あるコマンドの後に不可視テキス
ト範囲内にポイントがあることをコマンドループが検知した場合には、コマンドループはポイントを
そのテキストの別サイドへ再配置します。

もっともシンプルなケースでは、非 nilの invisibleプロパティにより文字は不可視になります。
これがデフォルトのケースであり、もしbuffer-invisibility-specのデフォルト値を変更したくな
い場合には、これが invisibleプロパティを機能させる方法です。自身で buffer-invisibility-

specをセットする予定がなければ、invisibleプロパティの値として通常は tを使用するべきです。

より一般的にはどの invisibleの値がテキストを不可視にするかを制御するために変数
buffer-invisibility-specを使用できます。テキストにたいして異なるinvisibleの値を与える
ことにより、事前に別のサブセットへテキストをクラス分けした後に buffer-invisibility-spec

の値を変更して、さまざまなサブセットを可視や不可視にすることができます。

特にデータベース内のエントリーのリストを表示するプログラム内では、buffer-invisibility-
specによる可視性の制御は有用です。これによりデータベース内の一部だけを閲覧するフィルターコ
マンドを簡便に実装することが可能になります。この変数をセットするのは非常に高速であり、バッ
ファー内のすべてのテキストにたいしてプロパティが変更されたかスキャンするよりはるかに高速です。
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[Variable]buffer-invisibility-spec
この変数はどの種類の invisibleプロパティが実際に文字を不可視にするかを指定する。この
変数はセットすることによりバッファーローカルになる。

t invisibleプロパティが非 nilならその文字は不可視になる。これがデフォルト。

リスト このリスト内の各要素は不可視性の条件を指定する。ある文字の invisibleプ
ロパティがこれらの条件のいずれかに適合したら、その文字は不可視になる。こ
のリストは 2種類の要素をもつことができる:

atom invisibleプロパティの値が atom、または atomをメンバーにも
つリストならその文字は不可視になる。比較は eqにより行われる。

(atom . t)

invisibleプロパティの値が atom、または atomをメンバーにも
つリストならその文字は不可視になる。比較は eqにより行われる。
さらにそのような文字シーケンスは省略記号 (ellipsis)として表示
される。

特に buffer-invisibility-specへの要素の追加と削除のために 2 つの関数が提供されてい
ます。

[Function]add-to-invisibility-spec element
こ の 関 数 は 、buffer-invisibility-specに 要 素 elementを 追 加 す る 。
buffer-invisibility-specが tなら、これはリスト (t)に変更されて invisibleプロパ
ティが tのテキストは不可視のまま留まる。

[Function]remove-from-invisibility-spec element
この関数は buffer-invisibility-specから要素 elementを削除する。リスト内に element
がなければ何も行わない。

buffer-invisibility-specを 使 用 す る た め の 規 約 と し て 、メ ジャー モ ー ド は
buffer-invisibility-specの要素、および invisibleプロパティの値として自身のモード名を
使用することになっている。

;; 省略記号を表示したければ:
(add-to-invisibility-spec '(my-symbol . t))

;; 表示したくなければ:
(add-to-invisibility-spec 'my-symbol)

(overlay-put (make-overlay beginning end)

'invisible 'my-symbol)

;; 不可視状態が終わったら:
(remove-from-invisibility-spec '(my-symbol . t))

;; または各々を:
(remove-from-invisibility-spec 'my-symbol)

以下の関数を使用することにより不可視性をチェックできます:

[Function]invisible-p pos-or-prop
この関数は pos-or-propがマーカーか数字の場合には、その位置のテキストがカレントで不可
視なら非 nilをリターンする。
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pos-or-propが別の類の Lisp オブジェクトなら、テキストプロパティかオーバーレイプロパ
ティとして可能な値を意味すると解釈される。この場合には buffer-invisibility-specの
カレント値にもとづき、もしその値がテキストを不可視とするようならこの関数は非 nilをリ
ターンする。

この関数のリターン値はテキストがディスプレー上で完全に非表示なら t、省略記号 (ellipsis)
で置き換えられていれば nilでも tでもない値となる。

テキストを操作したりポイントを移動する関数は、通常はそのテキストが不可視かどうかに注意
を払わずに、可視と不可視のテキストを同様に処理します。next-lineや previous-lineのような
ユーザーレベルの行移動関数は line-move-ignore-invisibleが非 nil (デフォルト)なら不可視
な改行を無視します。これらの関数は不可視な改行がそのバッファーに存在しないかのように振る舞
いますが、それはそう振る舞うように明示的にプログラムされているからです。

あるコマンドが不可視テキストの境界内側のポイントで終了した場合には、メイン編集ループはそ
の不可視テキストの両端のうちのいずれかにポイントを再配置します。そのコマンドの移動関数の全
体的な方向と同じになるようにEmacsが再配置の方向を決定します。これに疑問がある場合には、挿
入された文字が invisibleプロパティを継承しないような位置を優先してください。加えてそのテキ
ストが省略記号で置換されずに、コマンドが不可視テキスト内への移動のみを行う場合には、ポイン
トを 1文字余計に移動して目に見えるようカーソルを移動することにより、そのコマンドの移動を反
映するよう試みます。

したがってコマンドが (通常の stickinessをもつ)不可視範囲に後方へとポイントを移動すると、
Emacsはポイントをその範囲の先頭に後方へと移動します。コマンドが不可視範囲へ前方にポイント
を移動した場合には、Emacsは不可視テキストの前にある最初の可視文字に前方へとポイントを移動
して、その後さらに前方へ 1文字余計に移動します。

これら不可視テキスト中間で終了するポイントにたいするこれらの調整 (adjustments) は、
disable-point-adjustmentを非 nilにセットすることにより無効にできます。Section 21.6
[Adjusting Point], page 388を参照してください。

インクリメンタル検索はマッチが不可視テキストを含む場合には、一時的および/または永続的に
不可視オーバーレイを可視にすることができます。これを有効にするためには、そのオーバーレイが非
nilの isearch-open-invisibleプロパティをもつ必要があります。プロパティの値は、そのオー
バーレイを引数として呼び出される関数であるべきです。その関数はオーバーレイを永続的に可視に
する必要があります。これは検索からの exit時にマッチがそのオーバーレイに重なるときに使用され
ます。

検索の間にそのようなオーバーレイの invisible、および intangibleプロパティを一時的に変更す
ることによりオーバーレイは一時的に可視にされます。特定のオーバーレイにたいして異なる方法で
これを行いたいなら、それを isearch-open-invisible-temporaryプロパティ(関数)に与えてく
ださい。その関数は 2つの引数により呼び出されます。1つ目はそのオーバーレイ、2つ目は nilなら
オーバーレイを可視、tなら再び不可視にします。

39.7 選択的な表示

選択的表示 (selective display) とはスクリーン上で特定の行を隠蔽する関連する機能ペアーを指し
ます。

1つ目の変種は明示的な選択的表示であり、これはLispプログラム内で使用するようにデザインさ
れています。これはテキスト変更により、どの行を隠すかを制御します。この種の隠蔽は現在では時代
遅れであ推奨されていません。同じ効果を得るには、かわりに invisibleプロパティ(Section 39.6
[Invisible Text], page 994を参照)を使用する必要があります。
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2つ目の変種はインデントにもとづいて隠す行の選択を自動的に行います。この変種はユーザーレ
ベルの機能としてデザインされています。

選択的表示を明示的に制御する方法では改行 (control-j)を復帰 (control-m)に置換します。これ
により以前は行末に改行があった行は隠蔽されます。厳密に言うと改行だけが行を分離できるので、
これはもはや一時的には行ではなく前の行の一部です。

選択的表示は編集コマンドに直接影響を与えません。たとえば C-f (forward-char)は隠蔽され
た行へと気軽にポイントを移動します。しかし復帰文字による改行文字の置換は、いくつかの編集コ
マンドに影響を与えます。たとえば next-lineは改行だけを検索するために、隠蔽された行をスキッ
プします。選択的表示を使用するモードは改行を考慮するコマンドを定義したり、テキストのどの部
分を隠すか制御することもできます。

選択的表示されたバッファーをファイルに書き込む際には、control-mはすべて改行として出力さ
れます。これはファイル内のテキストを読み取る際には、すべて問題なく隠蔽されずに表示されるこ
とを意味します。選択的表示は Emacs内でのみ顕在する効果です。

[Variable]selective-display
このバッファーローカル変数は選択的表示を有効にする。これは行、または行の一部を隠すこ
とができることを意味する。

• selective-displayの値が tなら、文字 control-mが隠蔽されたテキストの開始をマー
クする。control-m と後続する行の残りは表示されない。これは明示的な選択的表示で
ある。

• selective-displayの値が正の整数なら、それより多くの列によるインデントで始まる
行は表示されない。

バッファーの一部が隠蔽されている際には垂直移動コマンドはあたかもその部分を存在しない
かのように処理して、1回の next-lineコマンドで任意の行数の隠蔽された行をスキップでき
る。しかし ( forward-charのような)文字移動コマンドは隠蔽された部分をスキップせずに、
(注意すれば)隠蔽された部分にたいしてテキストの挿入と削除が可能である。

以下の例では selective-displayの値の変更によるバッファー fooの外観表示を示す。この
バッファーのコンテンツは変更されない。

(setq selective-display nil)

⇒ nil

---------- Buffer: foo ----------

1 on this column

2on this column

3n this column

3n this column

2on this column

1 on this column

---------- Buffer: foo ----------
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(setq selective-display 2)

⇒ 2

---------- Buffer: foo ----------

1 on this column

2on this column

2on this column

1 on this column

---------- Buffer: foo ----------

[User Option]selective-display-ellipses
このバッファーローカル変数が非 nilなら、Emacsは隠蔽されたテキストを後にともなう行の
終端に ‘...’を表示する。以下は前の例からの継続。

(setq selective-display-ellipses t)

⇒ t

---------- Buffer: foo ----------

1 on this column

2on this column ...

2on this column

1 on this column

---------- Buffer: foo ----------

省略記号 (‘...’)にたいして他のテキストを代替えするためにディスプレイテーブルを使用で
きる。Section 39.22.2 [Display Tables], page 1081を参照のこと。

39.8 一時的な表示

一時的表示 (temporary display)は出力をバッファーに配置して編集用ではなく閲覧用としてユー
ザーに示すために Lispプログラムにより使用されます。多くのヘルプコマンドはこの機能を使用し
ます。

[Macro]with-output-to-temp-buffer buffer-name body. . .
この関数は buffer-nameという名前のバッファー (必要なら最初に作成される)にプリントされ
た任意の出力が挿入されるようアレンジ、さらにバッファーを Helpモードにして body内の
フォームを実行する (類似する以下のフォーム with-temp-buffer-windowを参照)。最後に
そのバッファーはいずれかのウィンドウに表示されるが、そのウィンドウは選択されない。

body内のフォームが出力バッファーのメジャーモードを変更しないため、実行の最後におい
ても依然としてHelpモードにあるなら、with-output-to-temp-bufferは最後にそのバッ
ファーを読み取り専用するとともに、クリック可能なクロスリファレンスとなるように関数名
と変数名のスキャンも行う。特にドキュメント文字列内のハイパーリンク上アイテムに関する
詳細は [Tips for Documentation Strings], page 1171を参照のこと。

文字列 buffer-nameは一時的なバッファーを指定して、これはあらかじめ存在する必要はない。
引数はバッファーではなく文字列でなければならない。そのバッファーは最初に消去されて (確
認なし)、with-output-to-temp-bufferの exit後は未変更 (unmodified)とマークされる。

with-output-to-temp-bufferは standard-outputを一時的バッファーにバインドして
body内のフォームを評価する。body内の Lisp出力関数を使用した出力のデフォルト出力先
は、そのバッファーになる (しかしスクリーン表示やエコーエリア内のメッセージは一般的な
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世界の感覚では “出力” であるものの影響は受けない)。Section 19.5 [Output Functions],
page 338を参照のこと。

この構構文の振る舞いをカスタマイズするために利用できるフックがいくつかあり、それらは
以下にリストしてある。

リターン値は body内の最後のフォームの値。

---------- Buffer: foo ----------

This is the contents of foo.

---------- Buffer: foo ----------

(with-output-to-temp-buffer "foo"

(print 20)

(print standard-output))

⇒ #<buffer foo>

---------- Buffer: foo ----------

20

#<buffer foo>

---------- Buffer: foo ----------

[User Option]temp-buffer-show-function
この変数が非 nilなら、with-output-to-temp-bufferはヘルプバッファーを表示する処理
を行うためにその関数を呼び出す。この関数は表示すべきバッファーという 1つの引数を受け
取る。

with-output-to-temp-bufferが通常行うように、save-selected-window内部や選択さ
れたウィンドウ内でバッファーか選択された状態で temp-buffer-show-hookを実行するの
は、この関数にとってよいアイデアである。

[Variable]temp-buffer-setup-hook
このノーマルフックは bodyを評価する前に with-output-to-temp-bufferにより実行され
る。フック実行時には一時的バッファーがカレントになる。このフックは通常はそのバッファー
をHelpモードにするための関数にセットアップされる。

[Variable]temp-buffer-show-hook
このノーマルフックは一時的バッファー表示後に with-output-to-temp-bufferにより実
行される。フック実行時には一時的バッファーがカレントになり、それが表示されているウィ
ンドウが選択される。

[Macro]with-temp-buffer-window buffer-or-name action quit-function
body. . .

このマクロは with-output-to-temp-bufferと類似している。with-output-to-temp-

buffer構文と同様に、これはプリントされる任意の出力が buffer-or-nameという名前のバッ
ファーに挿入されるようにアレンジして bodyを実行して、そのバッファーをいずれかのウィ
ンドウに表示する。しかし with-output-to-temp-bufferとは異なり、このマクロはその
バッファーを自動的にHelpモードに切り替えない。
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引数 buffer-or-nameは一時的バッファーを指定する。これはバッファー (既存でなければなら
ない)、または文字列を指定でき、文字列の場合には必要ならその名前のバッファーが作成され
る。そのバッファーは with-temp-buffer-windowの exit時には、未変更かつ読み取り専用
とマークされる。

このマクロは temp-buffer-show-functionを呼び出さない。かわりにそのバッファーを
表示するために action引数を display-buffer (Section 28.13.1 [Choosing Window],
page 641を参照)に渡す。

引数 quit-functionが指定されていなければ body内の最後のフォームの値がリターンされる。
指定されている場合には、そのバッファーを表示するウィンドウと bodyの結果という 2つの
引数で呼び出される。その場合には、最終的なリターン値は何であれ quit-functionがリター
ンした値となる。

このマクロは with-output-to-temp-bufferにより実行される類似フックのかわりにノー
マルフックtemp-buffer-window-setup-hookとtemp-buffer-window-show-hookを使
用する。

次の 2つの構文は with-temp-buffer-windowとほとんど同じですが、説明している点が異なり
ます：

[Macro]with-current-buffer-window buffer-or-name action quit-function
&rest body

こ の マ ク ロ は with-temp-buffer-windowと 同 様 だ が 、bodyの 実 行 に 際 し て
buffer-or-nameで指定したバッファーをカレントにする点が異なる。

[Macro]with-displayed-buffer-window buffer-or-name action quit-function
&rest body

このマクロはwith-current-buffer-windowと同様だが、bodyの実行前にbuffer-or-name
で指定したバッファーを表示する点が異なる。

一時バッファーを表示しているウィンドウは以下のモードを使用してそのバッファーにサイズを適
合できます:

[User Option]temp-buffer-resize-mode
このマイナーモードが有効なときは、一時的バッファーを表示しているウィンドウはバッファー
のコンテンツにフィットするように自動的にリサイズされる。

そのバッファーにたいして特別に作成されたウィンドウの場合のみウィンドウはリサイズされ
る。特に前に別のバッファーを表示していたウィンドウはリサイズされない。デフォルトではこ
のモードはリサイズに fit-window-to-bufferを使用する (Section 28.4 [Resizing Win-
dows], page 618を参照)。以下のオプション temp-buffer-max-heightと temp-buffer-

max-widthをカスタマイズして他の関数を指定できる。

[User Option]temp-buffer-max-height
このオプションは temp-buffer-resize-modeが有効な際に一時的バッファーを表示するウィ
ンドウの最大高さ (行数)を指定する。その種のバッファーの高さ選択のために呼び出す関数で
もよい。これはバッファーを唯一の引数として受け取り、正の整数をリターンすること。関数
の呼び出し時にはリサイズされるウィンドウが選択される。

[User Option]temp-buffer-max-width
このオプションは temp-buffer-resize-modeが有効な際に一時的バッファーを表示するウィ
ンドウの最大幅 (列数)を指定する。その種のバッファーの高さ選択のために呼び出す関数でも
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よい。これはバッファーを唯一の引数として受け取り、正の整数をリターンすること。関数の
呼び出し時にはリサイズされるウィンドウが選択される。

以下の関数は一時的な表示にカレントバッファーを使用します:

[Function]momentary-string-display string position &optional char message
この関数はカレントバッファー内の positionに stringを瞬間表示 (momentarily display)す
る。これは undoリストやバッファーの変更状態 (modification status)に影響を与えない。

瞬間表示は次の入力イベントまで留まる。次の入力イベントが charなら momentary-string-

displayはそれを無視してリターンする。それ以外ならそのイベントは後続の入力として使用
するためにバッファリングされる。つまり charとタイプすると表示からその文字列を単に削除
して、(たとえば) charではない C-fとタイプすると表示からその文字列を削除して、その後に
(おそらく)ポイントを前方へ移動するだろう。引数 charのデフォルトはスペース。

momentary-string-displayのリターン値に意味はない。

文字列 stringがコントロール文字を含まなければ、before-stringプロパティでオーバーレイ
を作成 (その後に削除)することで、同じことをより汎用的に行うことができる。Section 39.9.2
[Overlay Properties], page 1004を参照のこと。

messageが非 nilなら、バッファー内に stringが表示されている間はエコーエリアにそれが表
示される。nilの場合のデフォルトは、継続するためには charをタイプするように告げるメッ
セージ。

以下の例では最初はポイントは 2行目の先頭に置かれている:

---------- Buffer: foo ----------

This is the contents of foo.

⋆Second line.

---------- Buffer: foo ----------

(momentary-string-display

"**** Important Message! ****"

(point) ?\r

"Type RET when done reading")

⇒ t

---------- Buffer: foo ----------

This is the contents of foo.

**** Important Message! ****Second line.

---------- Buffer: foo ----------

---------- Echo Area ----------

Type RET when done reading

---------- Echo Area ----------

39.9 オーバーレイ

バッファーのテキストのスクリーン上の見栄えを変更するために、プレゼンテーション機能としてオー
バーレイ (overlay)を使用できます。オーバーレイとは個々のバッファーに属するオブジェクトであ
り、指定された開始と終了をもっています。確認したりセットすることができるプロパティももって
います。それらはオーバーレイをもつテキストの表示に影響を与えます。
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オーバーレイの視覚的効果は、対応するテキストプロパティと同様です (Section 32.19 [Text
Properties], page 814を参照)。しかし実装が異なるために、オーバーレイは一般的にスケーラブル
ではありません (処理数に応じてバッファー内のオーバーレイ数に比例した時間を要する)。バッファー
内の多数の部分の視覚的外観に効果を及ぼす必要がある場合にはテキストプロパティの使用を推奨し
ます。

オーバーレイはその開始と終了を記録するためにマーカーを使用します。したがってバッファーの
テキスト編集では、すべてのオーバーレイがそのテキストに留まるように開始と終了が調整されます。
オーバーレイ作成時にはオーバーレイの先頭、または同様に終端にテキストが挿入された場合に、そ
れがオーバーレイの内側 (または外側)になるべきなのかを指定できます。

39.9.1 オーバーレイの管理

このセクションではオーバーレイの作成、削除、移動、およびそれらのコンテンツを調べる関数を説明
します。オーバーレイはバッファーのコンテンツの一部ではないので、その変更はバッファーの undo
リストに記録されません。

[Function]overlayp object
この関数は objectがオーバーレイなら tをリターンする。

[Function]make-overlay start end &optional buffer front-advance rear-advance
この関数は bufferに属する、startから endの範囲のオーバーレイを作成してリターンする。
startと endはいずれもバッファーの位置を指定しなければならず、整数かマーカーを指定でき
る。bufferが省略されると、そのオーバーレイはカレントバッファーに作成される。

startと endが同一のバッファー位置を指定するオーバーレイは空 (empty)のオーバーレイと
して知られる。startと endの間のテキストが削除されれば、非空のオーバーレイも空になり
得る。これが発生したとき、デフォルトではオーバーレイは削除されないが、‘evaporate’プ
ロパティを与えることにより削除されるようにできる (Section 39.9.2 [Overlay Properties],
page 1004を参照)。

引数 front-advanceと rear-advanceはそれぞれオーバーレイの開始と終了にたいするマーカー
の挿入タイプを指定する。Section 31.5 [Marker Insertion Types], page 772を参照のこと。
どちらも nil (デフォルト)なら、そのオーバーレイは先頭に挿入された任意のテキストを含む
ように拡張されるが、終端に挿入されたテキストにたいしては拡張されない。front-advanceが
非 nilなら、オーバーレイの先頭に挿入されたテキストはオーバーレイから除外される。rear-
advanceが非 nilなら、オーバーレイの終端に挿入されたテキストはオーバーレイに含まれる。

[Function]overlay-start overlay
この関数は overlayが開始する位置を整数でリターンする。

[Function]overlay-end overlay
この関数は overlayが終了する位置を整数でリターンする。

[Function]overlay-buffer overlay
この関数は overlayが所属するバッファーをリターンする。overlayが削除されていたら nilを
リターンする。

[Function]delete-overlay overlay
この関数は overlayを削除する。そのオーバーレイは Lispオブジェクトとして存在し続けて、
そのプロパティリストは変更されないがバッファーへの所属と表示にたいするすべての効果を
失う。
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削除済みオーバーレイが永続的に非接続という訳ではない。move-overlayを呼び出すことに
よりバッファー内の位置を与えることができる。

[Function]move-overlay overlay start end &optional buffer
この関数は overlayを bufferに移動して、その境界を startと endに配置する。startと endの
引数はいずれもバッファーの位置を指定しなければならず、整数かマーカーを指定できる。

bufferが省略された場合、overlayはすでに関連付けられている同じバッファーに留まる。さら
に overlayが削除されていたら、それをカレントバッファーに所属させる。

リターン値は overlay。

これはオーバーレイの両端位置を変更する唯一の有効な方法である。手作業でオーバーレイ内
のマーカーの変更を試みてはならない。それにより他の重要なデータ構造の更新が失敗して、
いくつかのオーバーレイが失われる可能性がある。

[Function]remove-overlays &optional start end name value
この関数はプロパティnameが値 valueをもつような、startと endの間のすべてのオーバーレ
イを削除する。これによりオーバーレイの両端位置が変更されたり分割される可能がある。

nameが省略か nilなら、それは指定されたリージョン内のすべてのオーバーレイを削除する
ことを意味する。startおよび/または endが省略か nilなら、それぞれバッファーの先頭と終
端を意味する。したがって (remove-overlays)はカレントバッファー内のすべてのオーバー
レイを削除する。

[Function]copy-overlay overlay
この関数は overlayのコピーをリターンする。このコピーは overlayと同じ両端位置とプロパ
ティをもつ。しかしオーバーレイの開始と終了にたいするマーカー挿入タイプはデフォルト値
にセットされる (Section 31.5 [Marker Insertion Types], page 772を参照)。

以下にいくつか例を示します:

;; オーバーレイの作成
(setq foo (make-overlay 1 10))

⇒ #<overlay from 1 to 10 in display-ja.texi>

(overlay-start foo)

⇒ 1

(overlay-end foo)

⇒ 10

(overlay-buffer foo)

⇒ #<buffer display-ja.texi>

;; 後でチェックできるようプロパティ付与
(overlay-put foo 'happy t)

⇒ t

;; プロパティが付与されたか検証
(overlay-get foo 'happy)

⇒ t

;; オーバーレイを移動
(move-overlay foo 5 20)

⇒ #<overlay from 5 to 20 in display-ja.texi>

(overlay-start foo)

⇒ 5
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(overlay-end foo)

⇒ 20

;; オーバーレイを削除
(delete-overlay foo)

⇒ nil

;; 削除されたか検証
foo

⇒ #<overlay in no buffer>

;; 削除済みオーバーレイは位置をもたない
(overlay-start foo)

⇒ nil

(overlay-end foo)

⇒ nil

(overlay-buffer foo)

⇒ nil

;; オーバーレイの削除取り消し
(move-overlay foo 1 20)

⇒ #<overlay from 1 to 20 in display-ja.texi>

;; 結果の検証
(overlay-start foo)

⇒ 1

(overlay-end foo)

⇒ 20

(overlay-buffer foo)

⇒ #<buffer display-ja.texi>

;; オーバーレイの移動と削除では、オーバーレイのプロパティは変更されない
(overlay-get foo 'happy)

⇒ t

Emacsはそれぞれのバッファーのオーバーレイを任意の中心位置 (center position)で分割され
る 2つのリストに格納します。一方のリストはバッファーの中心位置から後方に拡張されて、もう一
方は中心位置から前方へと拡張されます。中心位置はバッファーの任意の位置をとることができます。

[Function]overlay-recenter pos
この関数はカレントバッファーのオーバーレイを位置 posの周辺に再センタリングする。これ
により位置 pos近傍のオーバーレイの照合は高速になるが、posから離れた位置にたいしては
低速になる。

バッファーを前方にスキャンしてオーバーレイを作成するループは、最初に (overlay-recenter

(point-max))を行うことにより高速になる可能性があります。

39.9.2 オーバーレイのプロパティ

オーバーレイプロパティは文字が表示される方法をどちらのソースからも取得できるという点におい
てテキストプロパティと似ています。しかしほとんどの観点において両者は異なります。これらの比
較は Section 32.19 [Text Properties], page 814を参照してください。

テキストプロパティはそのテキストの一部として考えることができます。オーバーレイとそのプロ
パティは特にテキストの一部とはみなされません。したがってさまざまなバッファーや文字列の間で
テキストをコピーすると、テキストプロパティは保持されますがオーバーレイを保持しようとは試み
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ません。バッファーのテキストプロパティの変更はバッファーを変更済みとマークしますが、オーバー
レイの移動やプロパティの変更は違います。テキストプロパティの変更とは異なり、オーバーレイプ
ロパティの変更はバッファーの undoリストに記録されません。

複数のオーバーレイが同じ文字にたいしてプロパティ値を指定できるので、Emacsは各オーバー
レイにたいして優先度の指定を促します。優先度の値はオーバーラップするオーバーレイのどちらが
“勝つ”かを判断するために使用されます。

以下の関数はオーバーレイのプロパティの読み取りとセットを行います:

[Function]overlay-get overlay prop
この関数は overlay内に記録されたプロパティpropの値をリターンする。そのプロパティにた
いして overlayが何も値を記録していないが、シンボルであるような categoryプロパティを
もつ場合には、そのシンボルの propプロパティが使用される。それ以外なら値は nil。

[Function]overlay-put overlay prop value
この関数は overlay内に記録されたプロパティpropの値に valueをセットする。リターン値は
value。

[Function]overlay-properties overlay
これは overlayのプロパティリストのコピーをリターンする。

与えられた文字にたいしてテキストプロパティとオーバーレイプロパティの両方をチェックする関
数 get-char-propertyも参照してください。Section 32.19.1 [Examining Properties], page 814
を参照してください。

多くのオーバーレイプロパティには特別な意味があります。以下はそれらのテーブルです:

priority このプロパティの値はオーバーレイの優先度を決定する。優先度にたいして値を指定し
たければ nil (か 0)、または正の整数を使用すること。それ以外のすべての値にたいす
る動作は未定義。

2つ以上のオーバーレイが同じ文字をカバーし、いずれもが同じプロパティを指定する
場合には、優先度が重要になる。他より priorityの値が大きいほうが他をオーバーラ
イドする。(faceプロパティにたいしては、より高い優先度のオーバーレイの値は他の
値を完全にはオーバーライドしない。かわりに高い優先度の face属性がより低い優先度
の faceプロパティの face属性をオーバーライドする)。2つのオーバーレイが同じ優先
値をもち、一方がもう一方にネストされている場合には、内側のオーバーレイが外側の
オーバーレイより優先される。いずれのオーバーレイも他方にネストされていなければ、
どちらのオーバーレイが優先するかを仮定しないこと。

現在のところ、すべてのオーバーレイはテキストプロパティより優先される。

Emacsは内部的ないくつかのオーバーレイに非数値の優先値を使用するときがあるので、
(自分が作成したものでなければ)オーバーレイの優先度にたいして数値演算を試みてはな
らない。特にリージョンの表示に使用されるオーバーレイは (primary . secondary)

(primaryは上述のように使用されて、secondaryは primaryとネストを考慮したオー
バーレイ間の優先度の解決が失敗した際に使用される)という形式の優先値を使用する。
しかしあなたにはこの実装の詳細にもとづいて Lispプログラムをデザインしないよう
にアドバイスした。優先順にオーバーレイを配置する必要があるなら overlays-atの
sorted引数を使用すること。Section 39.9.3 [Finding Overlays], page 1008を参照の
こと。

window windowプロパティが非 nilならオーバーレイはそのウィンドウだけに適用される。
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category オーバーレイが categoryプロパティをもつなら、それをオーバーレイのカテゴリー
(category)と呼ぶ。これはシンボルであること。そのシンボルのプロパティはオーバー
レイのプロパティにたいしてデフォルトの役割を果たす。

face このプロパティはテキストの外観を制御する (Section 39.12 [Faces], page 1013を参
照)。プロパティの値は以下のいずれか:

• フェイス名 (シンボルか文字列)。

• anonymousフェイス: (keyword value ...)という形式のプロパティリストで
あり keywordはフェイス属性名、valueはその属性の値。

• フェイスのリスト。リストの要素はそれぞれフェイス名か anonymousフェイスの
いずれかであること。これはリストされた各フェイスの属性を集約するフェイスを
指定する。このリスト内で先に出現するフェイスが、より高い優先度をもつ。

• (foreground-color . color-name)か (background-color . color-

name)という形式のコンスセル。これは (:foreground color-name)や
(:background color-name)と同じように、フォアグラウンドとバックグラウ
ンドのカラーを指定する。この形式は後方互換性のためだけにサポートされてお
り、使用は避けること。

mouse-face

このプロパティはマウスがオーバーレイ範囲内にあるときに、faceのかわりに使用され
る。しかしEmacsはこのプロパティに由来するテキストのサイズを変更するようなフェ
イス属性 (:height、:weight、:slant)をすべて無視する。これらの属性はハイライ
トされていないテキストでは常に同一である。

display このプロパティはテキストが表示される方法を変更するさまざまな機能をアクティブに
する。たとえばこれはテキストの外観を縦長 (taller)や横長 (shorter)にしたり、高く
(higher)したり低く (lower)したり、イメージによる置き換えを行う。Section 39.16
[Display Property], page 1045を参照のこと。

help-echo

あるオーバーレイが help-echoプロパティをもつなら、そのオーバーレイ内のテキスト
上にマウスを移動した際に、Emacsはエコーエリアかツールチップウィンドウにヘルプ
文字列を表示する。詳細は [Text help-echo], page 822を参照のこと。

field 同じ fieldプロパティをもつ連続する文字はフィールド (field) を形成する。
forward-wordや beginning-of-lineを含むいくつかの移動関数はフィールド境界
で移動を停止する。Section 32.19.9 [Fields], page 832を参照のこと。

modification-hooks

このプロパティの値はオーバーレイ内の任意の文字の変更、またはオーバーレイの厳密
に内側にテキストが挿入された場合に呼び出される関数のリスト。

このフックの関数は各変更の前後両方で呼び出される。これらの関数が受け取った情報
を保存して呼び出し間で記録を比較すれば、バッファー内のテキストでどのような変更
が行われたかを正確に判断できる。

変更前に呼び出された際にはオーバーレイ、nil、変更されたテキスト範囲の開始と終
了という 4つの引数を各関数は受け取る。

変更後に呼び出された際にはオーバーレイ、t、変更されたテキスト範囲の開始と終了、
およびその範囲により置き換えられた変更前のテキスト長という 5つの引数を各関数は
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受け取る (変更前の長さは挿入では 0、削除では削除された文字数であり、変更後の先頭
と終端が等しくなる)。

これらの関数が呼び出される際には inhibit-modification-hooksが、非 nilにバ
インドされる。関数がバッファーを変更した場合には変更にたいして変更フックが実行さ
れるように、inhibit-modification-hooksを nilにバインドしたいと思うかもしれ
ない。しかしこれを行うことにより、あなた自身の変更フックが再帰的に呼び出される
かもしれないので、それに確実に備える必要がある。Section 32.32 [Change Hooks],
page 851を参照のこと。

テキストプロパティも modification-hooksプロパティをサポートするが詳細は幾分
異なる (Section 32.19.4 [Special Properties], page 821を参照)。

insert-in-front-hooks

このプロパティの値はオーバーレイ先頭へのテキスト挿入前後に呼び出される関数のリ
スト。呼び出し方は modification-hooksの関数と同様。

insert-behind-hooks

このプロパティの値はオーバーレイ終端へのテキスト挿入前後に呼び出される関数のリ
スト。呼び出し方は modification-hooksの関数と同様。

invisible

invisibleプロパティによりオーバーレイ内のテキストを不可視にできる。これはその
テキストがスクリーン上に表示されないことを意味する。詳細はSection 39.6 [Invisible
Text], page 994を下さいのこと。

intangible

オーバーレイの intangibleプロパティは正に intangibleテキストプロパティと同
様に機能する。これは時代遅れである。詳細は Section 32.19.4 [Special Properties],
page 821を参照のこと。

isearch-open-invisible

このプロパティはインクリメンタル検索にたいして最後のマッチがそのオーバーレイに重
なる場合に、不可視なオーバーレイを永続的に可視にする方法を告げる。Section 39.6
[Invisible Text], page 994を参照のこと。

isearch-open-invisible-temporary

このプロパティはインクリメンタル検索にたいして、検索の間に不可視なオーバーレイ
を一時的に可視にする方法を告げる。Section 39.6 [Invisible Text], page 994を参照
のこと。

before-string

このプロパティの値はオーバーレイ先頭に表示するために追加する文字列。この文字列
はいかなる意味においてもバッファー内には出現せずにスクリーン上にのみ表れる。

after-string

このプロパティの値はオーバーレイ終端に表示するために追加する文字列。この文字列
はいかなる意味においてもバッファー内には出現せずにスクリーン上にのみ表れる。

line-prefix

このプロパティは表示時にそれぞれの非継続行の後に追加するディスプレイ仕様 (display
spec)を指定する。Section 39.3 [Truncation], page 984を参照のこと。
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wrap-prefix

このプロパティは表示時にそれぞれの継続行の前に追加するディスプレイ仕様 (display
spec)を指定する。Section 39.3 [Truncation], page 984を参照のこと。

evaporate

このプロパティが非 nilの場合には、そのオーバーレイが空 (長さが 0)になったら自動
的に削除される。空のオーバーレイ (Section 39.9.1 [Managing Overlays], page 1002
を参照)にたいして非 nilの evaporateプロパティを与えた場合には即座に削除される。
オーバーレイがこのプロパティをもたなければ、バッファーからオーバーレイの開始位
置と終了位置の間のテキストが削除された際に削除されないことに注意。

keymap このプロパティが nilなら、そのテキスト範囲にたいしてキーマップを指定する。この
キーマップはポイントの後の文字がそのオーバーレイ内にあるときに使用されて、他の
ほとんどのキーマップより優先される。Section 22.7 [Active Keymaps], page 430を
参照のこと。

local-map

local-mapプロパティは keymapプロパティと同様だが、既存のキーマップに付け加え
るのではなくバッファーのローカルマップを置き換える点が異なる。これはそのキーマッ
プがマイナーモードキーマップより低い優先度をもつことも意味する。

keymapと local-mapプロパティは before-string、after-string、displayプロパティに
より表示された文字列には影響しません。これはポイントがその文字列上にない場合のマウスクリッ
クや、その文字列に関する他のマウスイベントにのみ関係があります。その文字列に特別なマウス
イベントをバインドするには、そのイベントを keymapか local-mapプロパティに割り当てます。
Section 32.19.4 [Special Properties], page 821を参照してください。

39.9.3 オーバーレイにたいする検索

[Function]overlays-at pos &optional sorted
この関数はカレントバッファー内の位置 posにある文字をカバーするすべてオーバーレイのリス
トをリターンする。sortedが非 nilならリストは優先度降順、それ以外なら特定の順にはソー
トされない。オーバーレイが pos、またはそれより前から始まり、かつ posの後で終わるなら
位置 posはオーバーレイに含まれる。

以下はポイント位置の文字にたいしてプロパティpropを指定するオーバーレイのリストをリ
ターンする Lisp関数の使用例:

(defun find-overlays-specifying (prop)

(let ((overlays (overlays-at (point)))

found)

(while overlays

(let ((overlay (car overlays)))

(if (overlay-get overlay prop)

(setq found (cons overlay found))))

(setq overlays (cdr overlays)))

found))

[Function]overlays-in beg end
この関数は begから endのリージョンと重複 (overlap)するオーバーレイのリストをリターン
する。オーバーレイがリージョン内の文字を少なくとも 1つ含めば、オーバーレイとリージョ
ンは重複している。空のオーバーレイ (Section 39.9.1 [Managing Overlays], page 1002を
参照)が begにある場合、厳密には begと begの間、または endがバッファー終端の位置を意
味するときは endにある場合には重複している。



Chapter 39: Emacsのディスプレー表示 1009

[Function]next-overlay-change pos
この関数は posの後にあるオーバーレイの開始か終了となるバッファー位置をリターンする。
それが存在しなければ (point-max)をリターンする。

[Function]previous-overlay-change pos
この関数は posの前にあるオーバーレイの開始か終了となるバッファー位置をリターンする。
それが存在しなければ (point-min)をリターンする。

以下に例としてプリミティブ関数 next-single-char-property-change (Section 32.19.3
[Property Search], page 818を参照)の単純化 (かつ非効率的)したバージョンを示します。これは
位置 posから前方へ与えられたプロパティpropにたいして、オーバーレイプロパティまたはテキスト
プロパティのいずれかの値が変化した次の位置を検索します。

(defun next-single-char-property-change (position prop)

(save-excursion

(goto-char position)

(let ((propval (get-char-property (point) prop)))

(while (and (not (eobp))

(eq (get-char-property (point) prop) propval))

(goto-char (min (next-overlay-change (point))

(next-single-property-change (point) prop)))))

(point)))

39.10 表示されるテキストのサイズ

すべての文字が同じ幅をもつ訳ではありませんが、以下の関数により文字の幅をチェックできます。関
連する関数については Section 32.17.1 [Primitive Indent], page 808と Section 30.2.5 [Screen
Lines], page 761を参照してください。

[Function]char-width char
この関数は文字 charがカレントバッファーに表示された場合 (つまりそのバッファーのディス
プレイテーブルがあれば考慮に入れる。Section 39.22.2 [Display Tables], page 1081を参
照)の幅を列数でリターンする。タブ文字の幅、通常は tab-width (Section 39.22.1 [Usual
Display], page 1080を参照)。

[Function]string-width string
この関数は文字列 stringがカレントバッファーおよび選択されたウィンドウに表示された場合
の幅を列数でリターンする。

[Function]truncate-string-to-width string width &optional start-column
padding ellipsis

この関数は width列を満たす stringの一部を新たな文字列としてリターンする。

stringがwidthに満たなければ、結果の終端は stringの終端となる。string内の複数列文字が
列widthを超過する場合には、その文字は結果に含まれない。つまり結果がwidthより短くな
りことはあり得るが、超過することはない。

オプション引数 start-columnは開始列を指定する。これが非 nilなら、その文字列の最初の
start-column列は値から省かれる。string内の 1つの複数列文字が列 start-columnを超えて
跨がるようなら、その文字は結果に含まれない。

オプション引数 paddingが非 nilなら、結果となる文字列の幅を正確にwidth列に拡張するた
めにパディング文字が追加される。結果が widthより短ければ、widthに達するまで必要なだ
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け結果の終端にパディング文字が追加される。string内の複数列文字が列 start-columnを超え
る場合には、結果の先頭にもパディング文字が追加される。

ellipsisが非 nilなら、それが widthを超える場合には (パディングすべてを含む)stringの終
端置き換える文字列であること (ただし stringの表示幅が ellipsisの表示幅より大きい場合)。
ellipsisが非 nilかつ文字列以外なら、それは変数 truncate-string-ellipsisの値を意味
する。

(truncate-string-to-width "\tab\t" 12 4)

⇒ "ab"

(truncate-string-to-width "\tab\t" 12 4 ?\s)

⇒ " ab "

以下の関数は与えられたウィンドウにあるテキストを表示したときのサイズをピクセル単位でリ
ターンします。この関数はテキストを含むためにウィンドウを十分大きくするために fit-window-

to-bufferと fit-frame-to-buffer (Section 28.4 [Resizing Windows], page 618を参照)に
より使用されます。

[Function]window-text-pixel-size &optional window from to x-limit y-limit
mode-and-header-line

この関数は windowのバッファーのテキストサイズをピクセル単位でリターンする。window
は生きたウィンドウでなければならずデフォルトは選択されたウィンドウ。リターン値は任意
のテキスト行の最大ピクセル幅と、すべてのテキスト行の最大ピクセル高さのコンス。この関
数はバッファーテキストの表示に要するwindowサイズを、Lispプログラムが調整できるよう
にするために存在する。

オプション引数 fromが非 nilなら、それは考慮すべき最初のテキスト位置を指定する。デフォ
ルトはそのバッファーのアクセス可能な最小の位置。fromが tなら、改行文字ではないアクセ
ス可能な最小位置を意味する。オプション引数 toが非 nilなら、それは考慮すべき最後のテキ
スト位置を指定する。デフォルトはそのバッファーのアクセス可能な最大の位置。toが tなら、
改行文字ではないアクセス可能な最大位置を意味する。

オプション引数 x-limitが非 nilなら、その位置を超えるテキストを指定するような最大X座標
を指定する。したがってこれはこの関数がリターンし得る最大のピクセル幅でもある。x-limit
が nilまたは省略なら、windowの body(Section 28.3 [Window Sizes], page 614を参照)
のピクセル幅を使用することを意味する。このデフォルト値はウィンドウより永井切り詰めら
れた行のテキストは無視されることを意味する。このデフォルト値はは呼び出し側が window
の幅の変更を意図しない場合に有用。それ以外なら呼び出し側はここで想定されるwindowの
bodyの最大幅を指定すること。特に行の切り詰めが予想される場合に、それらの行のテキス
トを勘定に入れる必要があるなら、x-limitを大きな値にセットする必要がある。長い行の幅の
計算にはいくらかの時間を要するかもしれないので、必要に応じてこの変数を小さくするのは
よいアイデアである。これはいずれにせよ切り詰められるような長い行をバッファーが含む場
合が特に該当する。

オプション引数 y-limitが非 nilなら、その値を超えるテキストは無視されるような最大Y座
標を指定する。したがってこれは関数がリターンし得る最大のピクセル高さでもある。y-limit
が nilか省略なら、toで指定したバッファー位置までのすべてのテキスト行を考慮することを
意味する。大きなバッファーのピクセル高さの計算には多くの時間を要する可能性があるので、
特に呼び出し側がバッファーのサイズを知らない場合におけるこの変数の指定は合理的である。

オプション引数 mode-and-header-lineが nilまたは省略された場合には、リターン値に
windowのモードラインとヘッダーラインの高さを含めないことを意味する。これがシンボル
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mode-lineか header-lineのいずれかなら、それらが存在する場合にはリターン値にそのラ
インの高さだけを含める。これが tなら存在する場合は両方の高さをリターン値に含める。

window-text-pixel-sizeはウィンドウ内に表示されているテキスト全体を扱い、個々の行サイ
ズには留意しません。それは以下の関数が行います。

[Function]window-lines-pixel-dimensions &optional window first last body
inverse left

この関数は指定したwindowに表示された各行のピクセルサイズを計算する。これはwindow
のカレントグリフマトリクス ( windowにカレントで表示されている各バッファー文字のグリ
フを格納するマトリクス。Section 39.22.4 [Glyphs], page 1083を参照)を調べることにより
機能する。成功したら各行末文字の右下隅の X座標と Y座標を表すコンスペアのリストをリ
ターンする。これらの座標はwindowの左上隅にある原点 (0, 0)からピクセル単位で計測され
る。windowは生きたウィンドウでなければならずデフォルトは選択されたウィンドウ。

オプション引数 firstが整数なら、リターンするwindowのグリフマトリクスの最初の行のイン
デックス (0から開始)を示す。windowにヘッダーラインがあればインデックス 0の行はヘッ
ダーラインになることに注意。firstが nilなら考慮する最初の行はオプション引数 bodyの値で
判断される。bodyが非 nilなら、(もしあれば)ヘッダーラインをすべてスキップしてwindow
の bodyの最初の行から開始することを意味する。それ以外なら windowのグリフマトリクス
の最初の行 (ヘッダーラインかもしれない)から開始することを意味する。

オプション引数 lastが整数なら、リターンするwindowのグリフマトリクスの最後の行のイン
デックスを示す。lastが nilなら考慮する最初の行はオプション引数 bodyの値で判断される。
bodyが非 nilなら、windowのモードラインを省略してwindowの bodyの最後の行を使用す
ることを意味する。それ以外なら windowのグリフマトリクスの最後の行 (モードラインかも
しれない)を使用することを意味する。

オプション引数 inverseが nilなら、リターンされる任意の行にたいするYピクセル値がwin-
dowの左エッジ (bodyが非 nilなら左 bodyエッジ)から、その行の最後のグリフの右エッジ
までのピクセル単位の距離を指定することを意味する。非 nilの inverseは、リターンされる
任意の行にたいするYピクセル値がその行の最後のグリフの右エッジから右エッジ (bodyが非
nilなら右 bodyエッジ)までのピクセル単位の距離を指定することを意味する。これは各行末
の未使用スペースの量を判断するために有用。

オプション引数 leftが非 nilなら各行左端文字の左下隅の X座標と Y座標をリターンするこ
とを意味する。これは主に右から左にテキストを表示にたいして使用されるべき値である。

leftが非 nilで inverseが nilなら、リターンされる任意の行にたいするYピクセル値がその行
の最後 (左端)のグリフの左エッジから、windowの右エッジ ( bodyが非 nilなら右 bodyエッ
ジ)までのピクセル単位の距離を指定することを意味する。leftと inverseがいずれも非 nilな
ら、リターンされる任意の行にたいするYピクセル値がwindowの左エッジ ( bodyが非 nil

なら左 bodyエッジ)から、その行の最後 (左端)のグリフの左エッジまでのピクセル単位の距
離を指定することを意味する。

この関数はwindowのカレントグリフマトリクスが最新でなければ nilをリターンする。これ
はたとえばコマンドの処理中のように Emacsが busyな際に通常は発生する。これは遅延が 0
秒であるようなアイドルタイマーからこの関数が実行された際に取得され得る値である。

[Function]line-pixel-height
この関数は選択されたウィンドウのポイント位置にある行の高さをピクセル単位でリターンす
る。値にはその行の行スペーシングが含まれる (Section 39.11 [Line Height], page 1012を
参照)。
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行番号 (Section “Display Custom” in The GNU Emacs Manualを参照)とともにバッファー
を表示している際には、行番号の表示に必要な幅が解ると便利なときがあります。以下はレイアウト
計算用にこの情報を必要とする Lispプログラムのための関数です。

[Function]line-number-display-width &optional pixelwise
この関数は選択されたウィンドウで行番号の表示に使用される幅をリターンする。オプション
引数 pixelwiseがシンボル columnsなら、リターン値はフレームの正準列 (清純文字幅)にた
いする浮動小数点数となる。pixelwiseが tやそれ以外の非 nil値なら、値はピクセルで計測
した整数となる。pixelwiseが省略か nilなら、値は line-numberフェイスにたいして定義
されたフォントによる列数を表す整数となる。この場合には値には番号の表示の間隙を埋める
ために使用する 2 列分は含まれない。選択されたウィンドウに行番号が表示されていなけれ
ば、pixelwiseの値にかかわらず値は 0になる。別のウィンドウにたいしてこの情報が必要なら
with-selected-windowを使用すること (Section 28.9 [Selecting Windows], page 632を
参照)。

39.11 行の高さ

各ディスプレイ行のトータル高さは、その行のコンテンツ高さにディスプレイ上部や下部にオプショ
ンで追加される垂直行スペーシングを加えて構成されます。

行のコンテンツ高さは、もしあれば最後の改行を含む、そのディスプレイ行の文字またはイメージ
の最大高さです (継続されるディスプレイ行には最後の改行が含まれない)。特にこれより大きい高さ
を指定しなければ、これがデフォルトの行高さになります (これは一般的には対応するフレームのデ
フォルトのフォント高さに等しい。Section 29.3.2 [Frame Font], page 708を参照)。

より大きい行高さを明示的に指定するためにはディスプレイ行の絶対高さ、または垂直スペースを
指定する複数の方法が存在します。しかし何を指定したかに関わらず、実際の行高さがデフォルトの
高さより小さくなることはありません。

改行はその改行で終わるディスプレイ行のトータル高さを制御するテキストプロパティとオーバー
レイプロパティline-heightをもつことができます。プロパティ値はいずれかの形式をもつことがで
きます:

t プロパティの値が tなら改行文字はその行の表示高さにたいして効果をもたず、可視な
コンテンツだけが高さを決定します。この場合には以下で説明する line-spacingプロ
パティも無視されます。これはイメージ間に追加のブランク領域をもたない、小さなイ
メージ (やイメージスライス)にたいして有用です。

(height total)

プロパティの値がこの形式のリストなら、これはディスプレイ行の下部に余分なスペース
を追加します。最初にEmacsは、その行の上部の余分なスペースを制御するための高さ
specとして、heightを使用します。それから行のトータル高さを totalにするために、行
の下部に必要なスペースを追加します。この場合には、改行にたいする line-spacing

プロパティのすべての値は無視されます。

他の種類のプロパティ値は高さ spec(height spec)です。これは行の高さを指定する数値に変換さ
れます。高さ specを記述するためには複数の方法があります。以下はそれらが数値に変換される方法
です:

integer 高さ specが正の整数なら高さの値はその整数。

float 高さ specが浮動小数点数 floatなら高さ数値はそのフレームのデフォルト行高さの float
倍。
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(face . ratio)

高さ specがこのフォーマットのコンスなら、高さ数値はフェイス faceの高さの ratio
倍。ratioには任意の型の数値を指定でき、nilは 1の ratioを意味する。faceが tなら
カレントフェイスを参照する。

(nil . ratio)

高さ specがこのフォーマットのコンスなら高さ数値はその行のコンテンツ高さの ratio倍。

したがって任意の有効な種々の高さ specによりピクセル単位で高さが決定されます。行のコンテ
ンツ高さがこれより小さければ、Emacsは指定されたトータル高さになるように余分な垂直スペース
を行の上部に追加します。

line-heightプロパティを指定しない場合には、その行の高さは行のコンテンツ高さとに行スペー
シングを追加して構成されます。Emacsの異なるさまざまな部分のテキストにたいして、行スペーシ
ングを指定する複数の方法が存在します。

グラフィカルなディスプレイではフレームパラメーターline-spacing (Section 29.4.3.4 [Layout
Parameters], page 720を参照)を使用することにより、フレーム内のすべての行にたいして行スペー
シングを指定できます。しかし line-spacingのデフォルト値が非 nilなら、それはそのフレームの
フレームパラメーター line-spacingをオーバーライドします。整数は行の下部に配するピクセル数
を指定します。浮動小数点数はフレームのデフォルト行高さに相対的にスペーシングを指定します。

バッファーローカル変数 line-spacingを通じて、バッファー内のすべての行の行スペーシング
を指定できます。整数は行の下部に配するピクセル数を指定します。浮動小数点数はデフォルトフレー
ム行高さに相対的にスペーシングを指定します。これはそのフレームにたいして指定された行スペー
シングをオーバーライドします。

最後に改行は改行で終わるディスプレイ行にたいしてデフォルトフレーム行スペーシングを広くで
きるテキストプロパティとオーバーレイプロパティline-spacing、および変数 line-spacingをも
つことができます。その値がバッファーやフレームのデフォルトより大きければ、その改行で終端さ
れるディスプレイ行にはかわりにその値が使用されます。

種々の方法によりこれらのメカニズムは各行のスペーシングにたいする Lisp値を指定します。値
は高さ specで、これは上述した Lisp値に変換されます。しかしこの場合には高さ数値は行高さでは
なく行スペーシングを指定します。

テキスト端末では行スペーシングは変更できません。

39.12 フェイス

フェイス (face)とはフォント、フォアグラウンドカラー、バックグラウンドカラー、オプションのア
ンダーライン等のテキストを表示するためのグラフィカルな属性のコレクションのことです。フェイ
スは Emacsがバッファー内や、同様にモードラインのようなフレームの他の部分でテキストを表示
する方法を制御します。

フェイスを表現する 1つの方法として (:foreground "red" :weight bold)のような属性のプ
ロパティリストがあります。このようなリストは anonymousフェイス (anonymous face)と呼ばれま
す。たとえば faceテキストプロパティとして anonymousフェイスを割り当てることができ、Emacs
は指定された属性でテキストを表示するでしょう。Section 32.19.4 [Special Properties], page 821
を参照してください。

より一般的にはフェイスはフェイス名 (face name)を通じて参照されます。これはフェイス属性
のセットに関連付けられた Lispシンボル 1 です。名前つきフェイスは deffaceマクロを使用して定

1 後方互換のため、フェイス名の指定に文字列も使用できます。これは同名の Lispシンボルと等価
です。
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義できます (Section 39.12.2 [Defining Faces], page 1017を参照)。Emacsにはいくつかの標準名
前つきフェイスが同梱されています (Section 39.12.8 [Basic Faces], page 1026を参照)。

Emacsのある部分では名前つきフェイスが要求されます (たとえば Section 39.12.3 [Attribute
Functions], page 1020に記す関数)。特に明記しないかぎり、名前つきフェイスの参照だけに用語
フェイスを使用することにします。

[Function]facep object
この関数は objectが名前つきフェイス (フェイス名の役目をもつ Lispシンボルか文字列)なら
非 nil、それ以外なら nilをリターンする。

39.12.1 フェイスの属性

フェイス属性 (Face attributes)は、フェイスの視覚的外観を決定します。以下はすべてのフェイス
属性と、それらの可能な値と効果に関するテーブルです。

以下の値とは別に各フェイス属性は値 unspecifiedをもつことができます。この特殊な値はフェイ
スがその属性を直接指定しないことを意味します。unspecified属性はEmacsにかわりに親フェイス
(以下の:inherit属性の記述を参照)を参照して、それに失敗したら基礎フェイス (Section 39.12.4
[Displaying Faces], page 1022を参照)を参照することを指示します。defaultフェイスはすべて
の属性を指定しなければなりません。

これらの属性のいくつかは特定の種類のディスプレイにおいてのみ意味があります。ディスプレイ
が特定の属性を処理できなければ、その属性は無視されます。

:family フォントファミリー名 (文字列)。フォントファミリーに関する詳細は Section “Fonts”
in The GNU Emacs Manualを参照のこと。関数 font-family-list (以下参照)は
利用可能なファミリー名のリストをリターンする。

:foundry :family属性により指定されるフォントファミリーにたいするフォント foundry (文字
列)。Section “Fonts” in The GNU Emacs Manualを参照のこと。

:width 相対的な文字幅。これはシンボル ultra-condensed、extra-condensed、
condensed、semi-condensed、normal、semi-expanded、expanded、
extra-expanded、ultra-expandedのいずれかであること。

:height フォントの高さ。もっともシンプルなケースでは 1/10ポイントを単位とする整数。

値には基礎フェイス (underlying face)にたいして相対的に高さを指定する浮動小数点
数、または関数も指定できる (Section 39.12.4 [Displaying Faces], page 1022を参
照)。浮動小数点数は基礎フェイスの高さをスケーリングする量を指定する。関数値は基
礎フェイスの高さを単一の引数として呼び出されて、新たなフェイスの高さをリターン
する。関数が整数を引数として渡された場合には整数をリターンしなければならない。

デフォルトフェイスの高さは整数を使用して指定しなければならない。浮動小数点数や
関数は受け入れられない。

:weight フォントの weight。シンボル ultra-bold、extra-bold、bold、semi-bold、
normal、semi-light、light、extra-light、ultra-light (太字から細字順)
のいずれか。可変輝度テキストをサポートするテキスト端末では、normal より大な
weightはより高輝度、小な weightはより低輝度で表示される。

:slant フォントの slant。シンボル italic、oblique、normal、reverse-italic、
reverse-obliqueのいずれか。可変輝度テキストをサポートするテキスト端末では
slantされたテキストは half-brightで表示される。
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:foreground

フォアグラウンドカラー (文字列)。値にはシステム定義済みカラー、または 16進カラー
仕様を指定できる。Section 29.22 [Color Names], page 749を参照のこと。白黒ディ
スプレイでは特定のグレー色調が点描パターンで実装されている。

:distant-foreground

代替えのフォアグラウンドカラー (文字列)。これは:foregroundと似ているが、使用
されるであろうフォアグラウンドカラーがバックグラウンドカラーに近いときのみフォ
アグラウンドカラーとして使用される点が異なる。これはたとえばテキストをマーク
時 (リージョンフェイス)に有用。そのテキストがリージョンフェイスとして可視なフォ
アグラウンドをもつ場合には、そのフォアグラウンドが使用される。フォアグラウン
ドがリージョンフェイスのバックグラウンドに近ければ、テキストを可読にするために
:distant-foregroundが使用される。

:background

バックグラウンドカラー (文字列)。値にはシステム定義済みカラー、または 16進カラー
仕様を指定できる。Section 29.22 [Color Names], page 749を参照のこと。

:underline

文字にアンダーラインを引くべきか否か、およびその方法。:underline属性として可
能な値は以下のとおり:

nil アンダーラインを引かない。

t そのフェイスのフォアグラウンドカラーでアンダーラインを引く。

color 文字列 colorで指定されたカラーでアンダーラインを引く。

(:color color :style style)

colorは文字列、またはそのフェイスのフォアグラウンドカラーを意味する
シンボル foreground-color。属性:colorの省略はフェイスのフォアグ
ラウンドカラーの使用を意味する。styleは直線を意味する line、または
波線を意味する waveいずれかのシンボルであること。属性:styleの省略
は直線を意味する。

:overline

文字にオーバーラインを引くべきか否か、およびそのカラー。値が tならフェイスのフォ
アグラウンドカラーを使用してオーバーラインを引く。値が文字列ならそのカラーを使
用してオーバーラインを引く。値 nilはオーバーラインを引かないことを意味する。

:strike-through

文字に取り消し線を引くべきか否か、およびそのカラー。値は:overlineで使用される
値と同じ。

:box 文字周囲に枠 (box)を描画するか否か、そのカラー、枠線の幅、および 3D外観。以下
は:boxの可能な値と意味:

nil 枠を描画しない。

t 幅 1のフォアグラウンドカラーで枠線を描画する。

color 幅 1のカラー colorで枠線を描画する。

(:line-width width :color color :style style)

この方法では枠のすべての形相を明示的に指定できる。値 vwidthは描画
する線の幅を指定する。デフォルトは 1。負の幅−nは、文字高さを避ける
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ように上端と下端部分が背後にあるテキストのスペースを占めるような幅
nのラインを意味する。

値 colorは描画するカラーを指定する。デフォルトは単純な枠線ではフェ
イスのフォアグラウンドカラー、3D枠線ではフェイスのバックグラウンド
カラー。

値 styleは 3D枠線を描画するか否かを指定する。released-buttonなら
押下された 3Dボタンのような外観、pressed-buttonなら押下されてい
ない 3Dボタンのような外観、nilか省略なら 2D枠線が使用される。

:inverse-video

文字が反転表示されて表示されるべきか否か。値は t (反転表示する)か nil (反転表示
しない)のいずれか。

:stipple バックグラウンドの点描 (ビットマップ)。

値には文字列を指定できる。外部形式Xビットマップデータを含むファイルの名前であ
ること。ファイルは変数 x-bitmap-file-pathにリストされるディレクトリー内で検
索される。

かわりに (width height data)という形式のリストによりビットマップで直接値を指
定できる。ここでwidthと heightはピクセル単位によるサイズ、dataは行単位でビット
マップの rawビットを含む文字列。各行は文字列内で連続する (width+7)/8バイトを
占める (最善の結果を得るためにはユニバイト文字列であること)。これは各行が常に少
なくとも 1バイト全体を占めることを意味する。

値が nilなら点描パターンを使用しないことを意味する。

これは特定のグレー色調を処理するために自動的に使用されるので、通常は stipple属
性のセットは必要ない。

:font そのフェイスの表示に使用されるフォント。値はフォントオブジェクトかフォントセッ
トであること。フォントオブジェクト、フォントスペース、フォントエンティティーに
関する情報は Section 39.12.12 [Low-Level Font], page 1031、フォントセットに関す
る情報は Section 39.12.11 [Fontsets], page 1029を参照のこと。

set-face-attributeや set-face-font (Section 39.12.3 [Attribute Functions],
page 1020を参照)を使用してこの属性を指定する際にはフォント spec、フォントエン
ティティー、または文字列を与えることもできる。Emacsはそのような値を適切なフォン
トオブジェクトに変換して、実際の属性値としてそのフォントオブジェクトを格納する。
文字列を指定する場合には、その文字列のコンテンツはフォント名であること (Section
“Fonts” in The GNU Emacs Manualを参照)。フォント名がワイルドカードを含む
XLFDなら、Emacsはそれらのワイルドカードに最初にマッチするフォントを選択する。
この属性の指定により:family、:foundry、:width、:height、:weight、:slant
の属性値も変更される。

:inherit 属性を継承するフェイス名、またはフェイス名のリスト。継承フェイス由来の属性は
基礎フェイスより高い優先度で、基礎フェイスの場合と同じような方法でマージされ
る (Section 39.12.4 [Displaying Faces], page 1022 を参照)。継承元のフェイスが
unspecifiedなら Emacsは:inherit属性を決してマージしないので nilと同様に扱
われる。フェイスのリストが使用された場合には、リスト内先頭側フェイスの属性が末
尾側フェイスの属性をオーバーライドする。

:extend そのフェイスが行末を超えて拡張されるか、および行末とウィンドウのエッジの間の空ス
ペースの表示に影響を与えるかどうか。値は行末とウィンドウのエッジの間の空スペー
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スの表示にそのフェイスを使用するらら t、使用しなければ nil。Emacsが行末を超え
る空スペースの表示でいくつかのフォントをマージする際に、:extendが非 nilのフェ
イスだけがマージされる。デフォルトではこの属性がセットされているのは少数のフェ
イス、特に regionだけである。この属性はテーマがフェイスに明示的な値を指定しな
い際に、値が deffaceによるフェイスの元定義から継承される点において他の属性とは
異なる (Section 39.12.2 [Defining Faces], page 1017を参照)。

[Function]font-family-list &optional frame
この関数は利用可能なフォントファミリー名のリストをリターンする。オプション引数 frame
はそのテキストが表示されるフレームを指定する。これが nilなら選択されたフレームが使用
される。

[User Option]underline-minimum-offset
この変数はアンダーラインが引かれたテキスト表示時に、ベースラインとアンダーライン間の
最小距離をピクセル単位で指定する。

[User Option]x-bitmap-file-path
この変数は:stipple属性のビットマップファイルを検索するディレクトリーのリストを指定
する。

[Function]bitmap-spec-p object
これは object、:stipple (上記参照)での使用に適した有効なビットマップ仕様なら t、それ
以外なら nilをリターンする。

39.12.2 フェイスの定義

フェイスを定義する通常の方法は deffaceマクロを通じて定義する方法です。このマクロはフェイス
名 (シンボル)をデフォルトのフェイス spec(face spec)と関連付けます。フェイス specとは任意の与
えられた端末上でフェイスがどの属性をもつべきかを指定する構文です。たとえばあるフェイス spec
は高カラー端末ではあるフォアグラウンドカラーし、低カラー端末では異なるフォアグラウンドカラー
を指定するかもしれません。

値がフェイス名であるような変数を作りたがる人がいます。ほとんどの場合には、これは必要あり
ません。通常の手順は deffaceでフェイスを定義して、その名前を直接使用することです。

(通常は deffaceにより)一度フェイスを定義したら、Emacsを再起動する以外にそのフェイスを
安全に未定義にすることはできません。

[Macro]defface face spec doc [keyword value]. . .
このマクロは specによりデフォルトフェイス specが与えられるような名前つきフェイスとし
て faceを宣言する。シンボル faceはクォートせずに ‘-face’で終わらないこと (冗長かもしれ
ない)。引数 docはフェイスにたいするドキュメント文字列。追加の keyword引数は defgroup

や defcustomの場合と同じ意味をもつ (Section 15.1 [Common Keywords], page 251を
参照)。

faceがすでにデフォルトフェイス specをもつ場合には、このマクロは何も行わない。

デフォルトフェイス spec は何もカスタマイゼーション (Chapter 15 [Customization],
page 251を参照)の効果がないときの faceの外観を決定する。faceが (Customテーマや init
ファイルから読み込んだカスタマイズにより) すでにカスタマイズ済みなら、その外観はデ
フォルトフェイス specの specをオーバーライドするカスタムフェイス specにより決定され
る。しかしその後カスタマイゼーションが削除されたら、faceの外観は再びそのデフォルト
フェイス specにより決定されるだろう。
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例外として Emacs Lisp モードで C-M-x (eval-defun) で deffaceを評価した場合には、
eval-defunの特別な機能により deffaceが何を指示するかをフェイスが正確に反映するよう
に、そのフェイス上の任意のカスタムフェイス仕様をオーバーライドする。

spec引数は異なる種別の端末上でそのフェイスがどのような外観で表示されるべきかを示すフェ
イス spec。これは各要素が以下の形式であるような alistであること

(display . plist)

displayは端末のクラス (以下参照)を指定する。plistはそのような端末上でフェイスがどのよ
うな外観かを指定するフェイス属性とその値からなるプロパティリストであること。後方互換
性のために (display plist)のように要素を記述することもできる。

specの要素の displayの部分は、その要素がマッチする端末を決定する。与えられた端末にた
いして複数の要素がマッチした場合には、最初にマッチした要素がその端末にたいして使用さ
れる。displayには以下の 3つが可能:

default specのこの要素はどの端末にもマッチしない。かわりにすべての端末に適用され
るデフォルトを指定する。この要素が使用する場合には、specの最初の要素でな
ければならない。この後の要素はこれらのデフォルトの一部、またはすべてをオー
バーライドできる。

t specのこの要素はすべての端末にマッチする。したがって specの後続要素が使用
されることはない。tは通常は specの最後 (か唯一)の要素として使用される。

リスト displayがリストなら各要素は (characteristic value...)という形式をもつ
こと。ここで characteristicは端末をクラス分けする方法、valueは displayに適
用されるべき可能なクラス分類。characteristicに利用可能な値は:

type その端末が使用するウィンドウシステムの種類で graphic (任意の
グラフィック対応ディスプレイ)、x、pc (MS-DOSコンソール)、w32
(MS Windows 9X/NT/2K/XP)、または tty (グラフィック非対
応ディスプレイ)のいずれか。Section 39.24 [Window Systems],
page 1085を参照のこと。

class その端末がサポートするカラーの種類であり color、grayscale

か monoのいずれか。

background

バックグラウンドの種類であり lightか darkのいずれか。

min-colors

その端末がサポートするべき最小カラー数を表す整数。端末の
display-color-cellsの値が少なくとも指定された整数ならそ
の端末にマッチ。

supports その端末が value . . .で与えられたフェイス属性を表示可能か否か
(Section 39.12.1 [Face Attributes], page 1014を参照)。このテ
ストがどのように行われるかについてのより正確な情報は [Display
Face Attribute Testing], page 753を参照のこと。

与えられた characteristicにたいして displayの要素が複数の valueを指定する場
合には、いずれの値も許容され得る。displayが複数の要素をもつ場合には、各要
素は異なる characteristicを指定すること。その端末のそれぞれの characteristic
は display内で指定された値のいずれか 1つとマッチしなければならない。
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たとえば以下は標準フェイス highlightの定義です:

(defface highlight

'((((class color) (min-colors 88) (background light))

:background "darkseagreen2")

(((class color) (min-colors 88) (background dark))

:background "darkolivegreen")

(((class color) (min-colors 16) (background light))

:background "darkseagreen2")

(((class color) (min-colors 16) (background dark))

:background "darkolivegreen")

(((class color) (min-colors 8))

:background "green" :foreground "black")

(t :inverse-video t))

"Basic face for highlighting."

:group 'basic-faces)

内部的にはEmacsはフェイスのシンボルプロパティface-defface-spec内にそれぞれのフェイス
のデフォルト specを格納します (Section 9.4 [Symbol Properties], page 130を参照)。saved-face
プロパティはカスタマイゼーションバッファーを使用してユーザーが保存した任意のフェイス specを
格納します。customized-faceプロパティはカレントセッションにたいしてカスタマイズされた保
存されていないフェイス specを格納します。そして theme-faceプロパティはそのフェイスにたい
するアクティブなカスタマイゼーションセッティングと、フェイス specをもつ Customテーマを関
連付ける alistです。そのフェイスのドキュメント文字列は face-documentationプロパティ内に格
納されます。

フェイスは通常は deffaceを使用して 1回だけ宣言されて、その外観にたいするそれ以上の変更
はCustomizeフレームワーク (Customizeユーザーインターフェースか custom-set-faces関数を
通じて。Section 15.5 [Applying Customizations], page 267を参照)、またはフェイスリマッピン
グ (Section 39.12.5 [Face Remapping], page 1023を参照)により行われます。Lispから直接フェ
イス spec変更を要する稀な状況では face-spec-set関数を使用できます。

[Function]face-spec-set face spec &optional spec-type
この関数は faceにたいするフェイス specとして specを適用する。specは上述した defface

にたいするフェイス specであること。

この関数はもし faceが既存のものでなければ有効なフェイス名として faceを定義して、既存フ
レームのその属性の (再)計算も行う。

オプション引数 spec-typeはどの specをセットするかを決定する。これが省略か nil、または
face-override-specなら、この関数はオーバーライド spec(override spec)をセットする。
これは後述する face上の他のすべてのフェイス specをオーバーライドする。これはCustomの
コード外部からこの関数を呼び出す際に有用。spec-typeがcustomized-faceかsaved-face

なら、この関数はカスタマイズされた spec、または保存されたカスタム specをセットする。
face-defface-specなら、この関数はデフォルトフェイス spec(deffaceによりセットされ
るものと同一)をセットする。resetなら、この関数は faceからすべてのカスタマイゼーション
specとオーバーライド specをクリアーする (この場合には specの値は無視される)。spec-type
の他の任意の値がフェイス specに及ぼす効果は内部的な使用のために予約済みだが、それでも
後述するようにこの関数は face自体の定義を行い属性を再計算する。
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39.12.3 フェイス属性のための関数

このセクションでは名前つきフェイスの属性に直接アクセスしたり変更する関数を説明します。

[Function]face-attribute face attribute &optional frame inherit
この関数は frame上の faceにたいする属性 attributeの値をリターンする。

frameが省略か nilなら選択されたフレームを意味する (Section 29.10 [Input Focus],
page 733を参照)。frameが tなら、この関数は新たに作成されるフレームにたいして指定さ
れた属性の値をリターンする (これは下記の set-face-attributeを使用して何らかの値を
指定していなければ通常は unspecified)。

inheritが nilなら faceにより定義される属性だけが考慮されるのでリターンされる値は
unspecified、または相対的な値かもしれない。inheritが非 nilなら faceの attributeの定
義が、:inherit属性で指定されたフェイスとマージされる。しかしリターンされる値は依然
として unspecified、または相対的な値かもしれない。inheritがフェイスかフェイスのリス
トなら、指定された絶対的な値になるまで結果はそのフェイス (1つ以上)と更にマージされる。

リターン値が指定されていて、かつ絶対的であることを保証するためには inheritにたいして
defaultの値を使用すること。(常に完全に指定される)defaultフェイスとマージすることに
より、すべての未指定や相対的な値は解決されるだろう。

たとえば

(face-attribute 'bold :weight)

⇒ bold

[Function]face-attribute-relative-p attribute value
この関数は valueがフェイス属性 attributeの値として使用された際に相対的なら非 nilをリ
ターンする。これはフェイスリスト内の後続のフェイス、または継承した他のフェイスが由来
となる任意の値で完全にオーバーライドするのではなく、それが変更されるであろうことを意
味する。

すべての属性にたいして unspecifiedは相対的な値。:heightにたいしては浮動小数点数と
関数値も相対的である。

たとえば:

(face-attribute-relative-p :height 2.0)

⇒ t

[Function]face-all-attributes face &optional frame
この関数は faceの属性の alistをリターンする。結果の要素は (attr-name . attr-value)

という形式の名前/値ペアー。オプション引数 frameはリターンするべき faceの定義をもつフ
レームを指定する。省略か nilならリターン値には新たに作成されるフレームにたいする face
のデフォルト属性が記述される。

[Function]merge-face-attribute attribute value1 value2
value1がフェイス属性 attributeにたいして相対的な値なら、基礎的な値 value2とマージして
リターンする。それ以外の場合には value1がフェイス属性 attributeにたいして絶対的な値な
ら value1を変更せずにリターンする。

Emacsは通常は各フレームのフェイス属性を自動的に計算するために、各フェイスのフェイス spec
を使用します (Section 39.12.2 [Defining Faces], page 1017を参照)。関数 set-face-attribute

は特定またはすべてのフレームのフェイスに直接属性を割り当てることにより、この計算をオーバー
ライドできます。この関数は主として内部的な使用を意図したものです。
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[Function]set-face-attribute face frame &rest arguments
この関数は frameにたいする faceの 1つ以上の属性をセットする。この方法で指定された属性
は faceに属するフェイス spec(1つ以上)をオーバーライドする。

余分の引数 argumentsはセットするべき属性と値を指定する。これらは (:familyや
:underlineのような)属性名と値が交互になるように構成されていること。つまり、

(set-face-attribute 'foo nil :weight 'bold :slant 'italic)

これは属性:weightを bold、.属性:slantを italicにセットする。

frameが tならこの関数は新たに作成されるフレームにたいするデフォルト属性をセットする。
frameが nilならこの関数はすべての既存フレーム、同様に新たに作成されるフレームにたい
してその属性をセットする。

以下のコマンドと関数は主として古いバージョンの Emacsにたいする互換性のために提供されま
す。これらは set-face-attributeを呼び出すことにより機能します。これらの frame引数にたい
する値 tと nil (や省略)は set-face-attributeや face-attributeの場合と同様に処理されま
す。コマンドがインタラクティブに呼び出されるとミニバッファーを使用して引数を読み取ります。

[Command]set-face-foreground face color &optional frame
[Command]set-face-background face color &optional frame

これらはそれぞれ faceの:foreground属性、または:background属性に colorをセットする。

[Command]set-face-stipple face pattern &optional frame
これは faceの:stipple属性に patternをセットする。

[Command]set-face-font face font &optional frame
faceのフォント関連の属性を font (文字列かフォントオブジェクト)の属性に変更する。font引
数でアポートされるフォーマットについては [face-font-attribute], page 1016を参照のこと。
この関数はフェイスの:font属性、および間接的に:family、:foundry、:width、:height、
:weight、:slantの属性もそのフォントで定義された値にセットする。frameが非 nilなら、
指定したフレームの属性だけを変更する。

[Function]set-face-bold face bold-p &optional frame
これは faceの:weight属性にたいして bold-pが nilなら normal、それ以外なら boldをセッ
トする。

[Function]set-face-italic face italic-p &optional frame
これは faceの:slant属性にたいして italic-pが nilなら normal、それ以外なら italicをセッ
トする。

[Command]set-face-underline face underline &optional frame
これは faceの:underline属性に underlineをセットする。

[Command]set-face-inverse-video face inverse-video-p &optional frame
これは faceの:inverse-video属性に inverse-video-pをセットする。

[Command]invert-face face &optional frame
これはフェイス faceのフォアグラウンドカラーとバックグラウンドカラーを交換する。

[Command]set-face-extend face extend &optional frame
これは faceの:extend属性に extendをセットする。
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以下はフェイスの属性を調べる関数です。これらは主として古いバージョンの Emacsとの互換性
のために提供されます。これらにたいして frameを指定しなければ選択されたフレーム、tなら新た
なフレームにたいするデフォルトデータを参照します。フェイスがその属性にたいして何の値も定義
していなければ unspecifiedがリターンされます。inheritが nilならそのフェイスにより直接定義
された属性だけがリターンされます。inheritが非 nilならそのフェイスの:inherit属性により指定
される任意のフェイス、inheritがフェイスまたはフェイスのリストなら指定された属性が見つかるま
でそれらも考慮します。リターンされる値が常に指定された値であることを保証するためには inherit
に値 defaultを使用してください。

[Function]face-font face &optional frame character
この関数はフェイス faceのフォント名をリターンする。

オプション引数 frameが指定されたら、そのフレームの faceのフォント名をリターンする。
frameが省略か nilなら選択されたフレームを使用する。後者の場合にはオプションの 3つ目の
引数 characterが与えられると、characterにたいして使用されるフォント名をリターンする。

[Function]face-foreground face &optional frame inherit
[Function]face-background face &optional frame inherit

これらの関数はそれぞれフェイス faceのフォアグラウンドカラーまたはバックグラウンドカラー
を文字列としてリターンする。カラーが未指定ならをリターンする。

[Function]face-stipple face &optional frame inherit
この関数はフェイス faceのバックグラウンド点描パターンの名前、もしなければ nilをリター
ンする。

[Function]face-bold-p face &optional frame inherit
この関数は faceの:weight属性がnormalよりbold寄り (semi-bold、bold、extra-bold、
ultra-boldのいずれか)なら非 nil、それ以外なら nilをリターンする。

[Function]face-italic-p face &optional frame inherit
この関数は faceの:slant属性が italicか obliqueなら非 nil、それ以外なら nilをリター
ンする。

[Function]face-underline-p face &optional frame inherit
この関数はフェイス faceが非 nilの:underline属性を指定すれば非 nilをリターンする。

[Function]face-inverse-video-p face &optional frame inherit
この関数はフェイス faceが非nilの:inverse-video属性を指定すれば非nilをリターンする。

[Function]face-extend-p face &optional frame inherit
この関数はフェイス faceが非 nilの:extend属性を指定すれば非 nilをリターンする。inherit
引数は face-attributeに渡される。

39.12.4 フェイスの表示

Emacsが与えられたテキスト断片を表示する際には、そのテキストの視覚的外観は異なるソースか
ら描画されるフェイスにより決定されるかもしれません。これら種々のソースが特定の文字にいたい
して複数のフェイスを指定する場合には、Emacsはそれらのさまざまなフェイスの属性をマージしま
す。以下に Emacsがフェイスをマージする順序を優先度順に記します:

• そのテキストが特別なグリフで構成される場合には、そのグリフは特定のフェイスを指定できる。
Section 39.22.4 [Glyphs], page 1083を参照のこと。
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• アクティブなリージョンにテキストがある場合には、Emacsは regionフェイスを使用してそれ
をハイライトする。Section “Standard Faces” in The GNU Emacs Manualを参照のこと。

• 非 nilの face属性をもつオーバーレイにテキストがある場合には、Emacsはそのプロパティに
より指定されるフェイス (1つ以上)を適用する。そのオーバーレイが mouse-faceプロパティを
もち、マウスがそのオーバーレイに十分に近ければ Emacsはかわりに mouse-faceで指定され
るフェイスかフェイス属性を適用する。Section 39.9.2 [Overlay Properties], page 1004を参
照のこと。

1つの文字を複数のオーバーレイがカバーする場合には、高優先度のオーバーレイが低優先度の
オーバーレイをオーバーライドする。Section 39.9 [Overlays], page 1001を参照のこと。

• そのテキストが faceや mouse-faceプロパティを含む場合には、Emacsは指定されたフェイ
スやフェイス属性を適用する。Section 32.19.4 [Special Properties], page 821を参照のこと
(これは Font Lockモードのフェイス適用方法。Section 23.6 [Font Lock Mode], page 497
を参照)。

• そのテキストが選択されたウィンドウのモードラインにある場合には、Emacs は mode-line

フェイスを適用する。選択されていないウィンドウのモードラインでは Emacsは mode-line-

inactiveフェイスを使用する。ヘッダーラインにたいしてはEmacsは header-lineフェイス
を適用する。タブラインにたいしては、Emacsは tab-lineフェイスを適用する。

• before-stringや after-stringプロパティを介したオーバーレイ文字列 (Section 39.9.2
[Overlay Properties], page 1004 を参照)、あるいはディスプレイ文字列 (Section 39.16.4
[Other Display Specs], page 1048を参照)に由来するテキストであり、かつ文字列に face

や mouse-faceのプロパティが含まれない、またはそれらのプロパィが何らかのフェイス属性
を未定義のままにしているが、バッファーのテキストがフェイスを定義するディスプレイプロパ
ティやオーバーレイプロパティの影響を受ける場合には、Emacsは “基礎”にあるバッファーテ
キストのフェイスやフェイス属性を適用する。これはたとえオーバーレイ文字列やディスプレイ
文字列がマージン内に表示されている場合も同様であることに注意 (Section 39.16.5 [Display
Margins], page 1050を参照)。

• 先行ステップの間に与えられた属性が指定されなければ、Emacsは defaultフェイスの属性を
適用する。

各ステージにおいてフェイスが有効な:inherit属性をもつ場合には、Emacsは値 unspecified

をもつすべての属性が、親フェイス (1つ以上)由来で描画に使用される対応する値をもつものとして
扱います。Section 39.12.1 [Face Attributes], page 1014を参照してください。親フェイスでも属
性が unspecifiedのままかもしれないことに注意してください。その場合にはフェイスマージの次レ
ベルでもその属性は unspecifiedのままです。

39.12.5 フェイスのリマップ

変数 face-remapping-alistはあるフェイスの外観のバッファーローカル、またはグローバルな変
更にたいして使用されます。たとえばこれは text-scale-adjustコマンド (Section “Text Scale”
in The GNU Emacs Manualを参照)の実装に使用されています。

[Variable]face-remapping-alist
この変数の値は要素が (face . remapping)という形式をもつ alist。これにより Emacsは
フェイス faceをもつ任意のテキストを、通常の faceの定義ではなく remappingで表示する。

remappingにはテキストプロパティfaceにたいして適切な任意のフェイス spec、すなわちフェ
イス (フェイス名か属性/値ペアーのプロパティリスト)、またはフェイスのリストのいずれかを
指定できる。詳細は Section 32.19.4 [Special Properties], page 821の faceテキストプロ
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パティの記述を参照のこと。remappingはリマップされるフェイスにたいる完全な仕様として
の役目をもつ。これは通常の faceを変更せずに置き換える。

face-remapping-alistがバッファーローカルなら、そのローカル値はそのバッファーだけに
効果をもつ。(:filtered (:window param val) spec)を使用することにより特定のウィ
ンドウだけに適用されるフェイスを含んだ face-remapping-alistでは、そのフェイスはそ
のフィルター条件にマッチするだけに効果を及ぼす (Section 32.19.4 [Special Properties],
page 821を参照)。フェイスのフィルタリングを一時的にオフにするには、face-filters-

always-matchを非 nil値にバインドすれば、すべてのフェイスフィルターは任意のウィンド
ウにマッチする。

注意: フェイスのリマッピングは再帰的ではない。remappingが同じフェイス名 faceを参照する
場合には、直接または remapping内の他の何らかのフェイスの:inherit属性を通じて、その参
照は faceの通常の定義を使用する。たとえばmode-lineフェイスがface-remapping-alist

内の以下のエントリーでリマップされるなら:

(mode-line italic mode-line)

mode-lineフェイスの新たな定義は italicフェイス、および (リマップされていない)通常の
mode-lineフェイスの定義から継承される。

以下の関数は face-remapping-alistにたいする高レベルなインターフェースを実装
します。ほとんどの Lisp コードはリマッピングが他の場所に適用されてしまうのを避ける
ために、face-remapping-alistを直接セットするのではなくこれらの関数を使用するべ
きです。これらの関数はバッファーローカルなリマッピングを意図しており、すべてが副作
用として face-remapping-alistをバッファーローカルにします。これらは以下の形式の
face-remapping-alistエントリーを管理します

(face relative-spec-1 relative-spec-2 ... base-spec)

上述したように relative-spec-Nと base-specはそれぞれフェイス名か属性/値ペアーのプロパティリ
ストです。相対的リマッピング (relative remapping) エントリー relative-spec-Nはそれぞれ関数
face-remap-add-relativeと face-remap-remove-relativeにより管理されます。これらはテ
キストサイズ変更のような単純な変更を意図しています。ベースリマッピング (base remapping)エ
ントリー base-specは最低の優先度をもち、関数 face-remap-set-baseと face-remap-reset-

baseにより管理されます。これはメジャーモードが制御下のバッファーでフェイスをリマップするた
めに用いることを意図しています。

[Function]face-remap-add-relative face &rest specs
この関数はカレントバッファー内のフェイス faceにたいして、相対的リマッピングとして specs
内にフェイス specを追加する。残りの引数 specsはフェイス名のリスト、または属性/値ペアー
のプロパティリストのいずれかの形式であること。

リターン値は cookieとしての役目をもつ Lispオブジェクト。後でそのリマッピングの削除を
要する場合には、引数として face-remap-remove-relativeにこのオブジェクトを渡すこ
とができる。

;; 'escape-glyph'フェイスを'highlight'と'italic'

;; を組み合わせたフェイスにリマップする
(face-remap-add-relative 'escape-glyph 'highlight 'italic)

;; 'default'フェイスのサイズを 50%増加:

(face-remap-add-relative 'default :height 1.5)
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[Function]face-remap-remove-relative cookie
この関数は以前 face-remap-add-relativeで追加された相対的リマッピングを削除する。
cookieはリマッピングが追加されたときに face-remap-add-relativeがリターンしたLisp
オブジェクトであること。

[Function]face-remap-set-base face &rest specs
この関数はカレントバッファー内の faceのベースリマッピングを specsにセットする。specsが
空なら face-remap-reset-base(以下参照)を呼び出したようにデフォルトベースリマッピ
ングがリストアされる。これは単一の値 nilを含む specsとは異なることに注意。これは逆の
結果をもたらす (faceのグローバル定義は無視される)。

これはグローバルなフェイス定義を継承したデフォルトの base-specを上書きするので、必要
ならそのような継承を追加するのは呼び出し側の責任である。

[Function]face-remap-reset-base face
この関数は faceのベースリマッピングに、faceのグローバル定義から継承したデフォルト値に
セットする。

39.12.6 フェイスを処理するための関数

以下はフェイスの作成や処理を行う追加の関数です。

[Function]face-list
この関数はすべての定義済みフェイス名のリストをリターンする。

[Function]face-id face
この関数はフェイス faceのフェイス番号 (face number)をリターンする。これはEmacs内部の
低レベルでフィエスを一意に識別する番号。フェイス番号によるフェイスの参照を要するのは稀
である。しかし make-glyph-codeや glyph-face (Section 39.22.4 [Glyphs], page 1083
を参照)のようなグリフを操作する関数は内部的にフェイス番号にアクセスする。フェイス番
号はフェイスシンボルの faceプロパティの値として格納されることに注意。このフェイスプロ
パティにあなた自身が値をセットしないことを推奨する。

[Function]face-documentation face
この関数はフェイス faceのドキュメント文字列、指定されていなければ nilをリターンする。

[Function]face-equal face1 face2 &optional frame
これはフェイス face1とフェイス face2が表示にたいして同じ属性をもつなら tをリターンする。

[Function]face-differs-from-default-p face &optional frame
これはフェイス faceの表示がデフォルトフェイスと異なるなら非 nilをリターンする。

フェイスエイリアス (face alias)はあるフェイスにたいして等価な名前を提供します。エイリアス
シンボルの face-aliasプロパティに対象となるフェイス名を与えることによってフェイスエイリア
スを定義できます。以下の例では mode-lineフェイスにたいするエイリアスとして modelineを作成
します。

(put 'modeline 'face-alias 'mode-line)

[Macro]define-obsolete-face-alias obsolete-face current-face when
このマクロは current-faceのエイリアスとして obsolete-faceを定義するとともに、将
来に削除されるかもしれないことを示すために obsolete(時代遅れ) とマークする。whenは
obsolete-faceが obsolete になる時期を示す文字列であること (通常はバージョン番号文
字列)。
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39.12.7 フェイスの自動割り当て

以下のフックはバッファー内のテキストに自動的にフェイスを割り当てるために使用されます。これ
は Jit-Lockモードの実装の一部であり Font-Lockにより使用されます。

[Variable]fontification-functions
この変数は再表示を行う直前に Emacsの再表示により呼び出される関数のリストを保持する。
これらは Font Lockが有効でないときでも呼び出される。Font Lockモードが有効なら、こ
の変数は通常は単一の関数 jit-lock-functionだけを保持する。

関数はバッファー位置 posを単一の引数としてリストされた順に呼び出される。これらはカレ
ントバッファー内の posで開始されるテキストにたいして集合的にフェイスの割り当てを試み
ること。

関数は faceプロパティをセットすることにより割り当てるフェイスを記録すること。またフェ
イスを割り当てたすべてのテキストに非 nilの fontifiedプロパティも追加すること。この
プロパティは再表示にたいして、そのテキストにたいしてそのフェイスがすでに割り当て済み
であることを告げる。

posの後の文字がすでに非 nilの fontifiedプロパティをもつがフォント表示化を要さない場
合には、何も行わない関数を追加するのがおそらくよいアイデアである。ある関数が前の関数
による割り当てをオーバーライドする場合には、実際に問題となるのは最後の関数終了後のプ
ロパティである。

効率化のために通常は各呼び出しにおいて 400から 600前後の文字にフェイスを割り当てるよ
うに、これらの関数を記述することを推奨する。

39.12.8 基本的なフェイス

テキストにたいして Emacs Lispプログラムが何らかのフェイス割り当てを要する場合には、完全に
新たなフェイスを定義するより特定の既存フェイス、またはそれらを継承したフェイスを使用するほ
うがよいアイデアである場合がしばしばあります。Emacsに特定の外観を与えるために別のユーザー
が基本フェイス (basic face)をカスタマイズしていても、この方法なら追加のカスタマイズなしでプ
ログラムは適合することでしょう。

以下に Emacsが定義する基本フェイスのいくつかをリストしました。これらに加えて、ハイライ
トが Font Lockモードによりまだ処理されていなかったり、いくつかの Font Lockフェイスが使用
されていなければ、構文的ハイライトのために Font Lockフェイスを使うようにしたいと思うかもし
れません。Section 23.6.7 [Faces for Font Lock], page 505を参照してください。

default 属性がすべて指定されたデフォルトフェイス。他のすべてのフェイスは暗にこのフェイ
スを継承する。未指定 (unspecified)な任意の属性は、このフェイスの属性をデフォル
トとする (Section 39.12.1 [Face Attributes], page 1014を参照)。

bold

italic

bold-italic

underline

fixed-pitch

fixed-pitch-serif

variable-pitch

これらは名前に示されるような属性をもち (boldは boldの:weight属性をもつ)、それ
以外のすべての属性は未指定 (そのために defaultにより与えられる)。
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shadow テキストの淡色表示 (dimmed out)用。たとえばこれはミニバッファー内で無視される
ファイル名部分に使用される (Section “Minibuffers for File Names” in The GNU
Emacs Manualを参照)。

link

link-visited

ユーザーを別のバッファーや位置へと送るクリック可能テキストボタン用。

highlight

一時的に強調するべきテキスト範囲用。たとえば一般的にカーソルのハイライトには
mouse-faceプロパティが割り当てられる (Section 32.19.4 [Special Properties],
page 821を参照)。

match

isearch

lazy-highlight

それぞれ定型検索 (permanent search)のマッチ、インタラクティブ検索のマッチ、カレ
ントのインタラクティブな検索のマッチ以外の lazyハイライトにたいするテキスト用。

error

warning

success エラー、警告、成功に関するテキスト用。たとえば*Compilation*内のメッセージに
たいして使用される。

39.12.9 フォントの選択

Emacsがグラフィカルなディスプレイ上で文字を描画可能になる前に、まずその文字にたいするフォ
ント (font)を選択しなければなりません 2。Section “Fonts” in The GNU Emacs Manual を参
照してください。Emacsは通常はその文字に割り当てられたフェイス、特にフェイス属性:family、
:weight、:slant、:width(Section 39.12.1 [Face Attributes], page 1014を参照)にもとづいて
自動的にフォントを選択します。フォントの選択は表示される文字にも依存します。表示できるのは
文字セットが限定されているフォントもいくつかあります。利用可能なフォントがこの要件を完全に
満たさなければEmacsはもっとも近いフォント (closest matching font)を探します。このセクショ
ン内の変数は Emacsがこの選択を行う方法を制御します。

[User Option]face-font-family-alternatives
ある familyが指定されたが存在しなければ、この変数は試みるべき代替えのフォントファミ
リーを指定する。各要素は以下の形式をもつ:

(family alternate-families...)

familyが指定されたが利用できなければ、Emacsは alternate-familiesで与えられるファミ
リーで存在するものが見つかるまで 1つずつファミリーを試みる。

[User Option]face-font-selection-order
希望するすべてのフェイス属性 (:width、:height、:weight、:slant)に完全にマッチす
るフォントが存在しなければ、この変数はもっとも近いフォントの選択時に考慮すべきこれら
の属性の順序を指定する。値はこれらの属性シンボルを重要度降順で含むリストであること。
デフォルトは (:width :height :weight :slant)。

2 このコンテキストでは用語 fontは Font Lock(Section 23.6 [Font Lock Mode], page 497を参照)にた
いして何も行いません。
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フォント選択はまずこのリスト内の最初の属性にたいして利用可能な最適マッチを探す。その
後に、この方法で最適なフォントの中から 2つ目の属性にたいして最適なマッチを検索、...の
ように選択を行う。

属性:weightと:widthは normalを中心とする範囲のようなシンボリック値をもつ。より極端
(normalから離れた)なマッチは、より極端ではない (normalに近い)マッチより幾分優先さ
れる。これは可能なかぎり非 normalなフェイスが、normalなフェイスとは対照的になること
を保証するようにデザインされている。

この変数が違いを生むケースの例はデフォルトフォントに等価なイタリックがない場合である。
デフォルトの順では italicフェイスはデフォルトのフォントに類似した非イタリックのフォン
トを使用するだろう。しかし:heightの前に:slantを配置すると、italicフェイスはたとえ
heightが同じでなくともイタリックフォントを使用するだろう。

[User Option]face-font-registry-alternatives
この変数は registryが指定されたがそれが存在しない場合に試みるべき代替えのフォントレジ
ストリーを指定する。各要素は以下の形式をもつ:

(registry alternate-registries...)

registryが指定されたが利用できなければ、Emacsは alternate-registries内で存在するレジ
ストリーが見つかるまで他のレジストリーを 1つずつ試みる。

Emacsがスケーラブルフォントを使用するようにできますがデフォルトではそれらを使用しない
ようになっています。

[User Option]scalable-fonts-allowed
この変数はどのスケーラブルフォントを使用するかを制御する。値 nil (デフォルト)はスケー
ラブルフォントを使用しないことを意味する。tはそのテキストにたいして適切と思われる任意
のスケーラブルフォントを使用することを意味する。

それ以外なら値は正規表現のリストであること。その場合には名前がこのリスト内の正規表現
にマッチする任意のスケーラブルフォントの使用が有効になる。たとえば、

(setq scalable-fonts-allowed '("iso10646-1$"))

これはレジストリーが iso10646-1のようなスケーラブルフォントの使用を可能にする。

[Variable]face-font-rescale-alist
この変数は特定のフォントにたいするスケーリングを指定する。値は以下の形式の要素をもつ
リストであること

(fontname-regexp . scale-factor)

使用しようとするフォントの名前が fontname-regexpにマッチする場合には、これはファク
ター scale-factorに対応した同様な大きさのフォントの選択を指示する。特定のフォントが提
示する通常の heightや widthが大きい、または小さい場合にフォントサイズを正規化するた
めにこの機能を使用できるだろう。

39.12.10 フォントの照会

[Function]x-list-fonts name &optional reference-face frame maximum width
この関数は nameにマッチする利用可能なフォント名のリストをリターンする。nameは Font-
config、GTK+、またはXLFDのいずれかのフォーマットによるフォント名を含む文字列であ
ること (Section “Fonts” in The GNU Emacs Manualを参照)。XLFD文字列ではワイル
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ドカード文字が使用できる。‘*’文字は任意の部分文字列、‘?’は任意の単一文字にマッチする。
フォント名のマッチングでは case(大文字小文字)の違いは無視される。

オプション引数 reference-faceと frameが指定された場合には、リターンされるリストにはそ
の時点でフレーム frame上での reference-face (フェイス名)と同じサイズのフォントだけが
含まれる。

オプション引数maximumはリターンされるフォント数の制限をセットする。これが非 nilな
らリターン値は最初にマッチしたmaximum個のフォントの後が切り捨てられる。maximum
に小さい値を指定すれば、そのパターンに多くのフォントがマッチするような場合に関数をよ
り高速にできる。

オプション引数widthは希望するフォントの幅を指定する。これが非 nilなら、この関数は文
字の幅 (平均)が reference-faceの width倍の幅であるようなフォントだけをリターンする。

[Function]x-family-fonts &optional family frame
この関数は frame上のファミリー familyにたいして利用可能なフォントを記述するリストをリ
ターンする。familyが省略か nilならこのリストはすべてのファミリーに適用されて、それは
すなわち利用可能なすべてのフォントを含む。それ以外なら familyは文字列であること。これ
にはワイルドカード ‘?’と ‘*’を含めることができる。

このリストは frameのあるディスプレイを記述する。frameが省略か nilなら、これは選択さ
れたフレームのディスプレイに適用される (Section 29.10 [Input Focus], page 733を参照)。

このリスト内の各要素は以下の形式のベクターであること:

[family width point-size weight slant

fixed-p full registry-and-encoding]

最初の 5つの要素はフェイス属性に対応する。あるフェイスにたいしてこれらの属性を指定し
た場合には、そのフォントが使用されるだろう。

最後の 3つの要素は、そのフォントに関する追加の情報を与える。そのフォントが固定ピッチ
(fixed-pitch)でなければ fixed-pは非 nil。fullはそのフォントのフルネーム、registry-and-
encodingはそのフォントのレジストリーとエンコーディングを与える。

39.12.11 フォントセット

フォントセット (fontset)とは、それぞれが文字コードの範囲に割り当てられるフォントのリストのこ
とです。個々のフォントではEmacsがサポートする文字の全範囲を表示できませんが、フォントセッ
トであれば表示することができます。フォントのようにフォントセットは名前をもつことができ、フ
レームやフェイスにたいしてフォントを指定する際に、フォント名としてフォントセット名を使用で
きます。以下は Lispプログラム制御下でのフォントセット定義に関する情報です。

[Function]create-fontset-from-fontset-spec fontset-spec &optional
style-variant-p noerror

この関数は仕様文字列 fontset-specに応じて新たなフォントセットを定義する。この文字列は
以下のような形式であること:

fontpattern, [charset:font]. . .

カンマの前後の空白文字は無視される。

この文字列の最初の部分 fontpatternは、最後の 2つのフィールドが ‘fontset-alias’である
ことを除外して標準Xフォント名形式をもつこと。

新たなフォントセットは long 名と short 名という 2 つの名前をもつ。long 名はそれ全体が
fontpattern、short名は ‘fontset-alias’。いずれの名前でもこのフォントセットを参照で
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きる。同じ名前がすでに存在するフォントセットでは noerrorが nilならエラーがシグナルさ
れ、noerrorが非 nilならこの関数は何も行わない。

オプション引数 style-variant-pが非 nilなら、そのフォントセットの bold、italic、および
bold-italicも同様に作成するよう指示する。これらの変種フォントセットは short名をもたず
bold、および/または italicを示すように fontpatternを変更して作成した long名だけをもつ。

仕様文字列はそのフォントセット内でどのフォントを使用するかも宣言する。詳細は以下を参照。

構文 ‘charset:font’はある特定の文字セットにたいして、(このフォントセット内の)どのフォン
トを使用するかを指定します。ここで charsetは文字セットの名前、fontはその文字セットにたいして
使用するフォントです。仕様文字列内ではこの構文を任意の回数使用できます。

明示的に指定しなかった残りの文字セットにたいして、Emacsは fontpatternにもとづいてフォン
トを選択します。これは ‘fontset-alias’をその文字セットを命名する値に置き換えます。文字セッ
ト ASCIIにたいしては、‘fontset-alias’は ‘ISO8859-1’に置き換えられます。

加えて後続の複数フィールドがワイルドカードなら、Emacsはそれらを 1つのワイルドカードに
まとめます。これは自動スケールフォント (auto-scaled fonts)の使用を防ぐためです。フォントを大
きくスケーリングすることにより作成されたフォントは編集に使用できず、小さくスケーリングされ
たフォントは、それ自身のサイズがより小さいフォントを使用する (Emacsが行う方法)ほうがよい
ので有用ではありません。

つまり以下のような fontpatternなら

-*-fixed-medium-r-normal-*-24-*-*-*-*-*-fontset-24

ASCIIにたいするフォント specは以下のようになるでしょう:

-*-fixed-medium-r-normal-*-24-*-ISO8859-1

また Chinese GB2312文字にたいするフォント specは以下のようになるでしょう:

-*-fixed-medium-r-normal-*-24-*-gb2312*-*

上記のフォント specにマッチする Chineseフォントをもっていないかもしれません。ほとんど
のXディストリビューションには、familyフィールドに ‘song ti’か ‘fangsong ti’をもつChinese
フォントだけが含まれます。そのような場合には以下のように ‘Fontset-n’を指定できます:

Emacs.Fontset-0: -*-fixed-medium-r-normal-*-24-*-*-*-*-*-fontset-24,\

chinese-gb2312:-*-*-medium-r-normal-*-24-*-gb2312*-*

この場合には Chinese GB2312以外のすべての文にたいするフォント specは familyフィールドに
‘fixed’をもち、Chinese GB2312にたいするフォント specは familyフィールドにワイルドカード
‘*’をもちます。

[Function]set-fontset-font name character font-spec &optional frame add
この関数は指定された characterにたいして、font-specのフォントマッチングを使用するよう
に既存のフォントセット nameを変更する。

nameが nilならこの関数は frameのフォントセット、frameが nilなら選択されたフレーム
のフォントセットを変更する。

nameが tならこの関数は short 名が ‘fontset-default’であるようなデフォルトフォント
セットを変更する。

characterには (from . to)のようなコンスを指定できる。ここで fromと toは文字コードポ
イント。この場合には範囲 fromから to (両端を含む)までのすべての文字にたいして font-spec
を使用する。

characterには文字セット (Section 33.7 [Character Sets], page 863を参照)も指定できる。
この場合には、その文字セット内のすべての文字にたいして font-specを使用する。
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characterにはスクリプト名 (Section 33.6 [Character Properties], page 859を参照)も指
定できる。この場合にはスクリプトに属するすべての文字にたいして font-specを使用する。

characterには nilも指定できる。この場合にはフォント仕様が指定されていないすべての文
字に font-specを使用する。

font-specは 関 数 font-specが 作 成 し た font-spec オ ブ ジェク ト か も し れ な い
(Section 39.12.12 [Low-Level Font], page 1031を参照)。

font-specにはコンス (family . registry)を指定できる。ここで familyはフォントのファ
ミリー名 (先頭に foundry名が含まれるかもしれない)、registryはフォントのレジストリー名
(末尾にエンコーディング名が含まれるかもしれない)。

font-specにはフォント名 (文字列)も指定できる。

font-specには、指定された characterにたいするフォントが存在しないことを明示的に指定す
る nilを指定できる。これはたとえばUnicodeの PUA(Private Use Area)由来のようなグ
リフをもたない文字のフォントにたいするシステムワイドの高価な検索を避けるために有用。

オプション引数 addが非 nilなら以前セットされたフォント specに font-specを追加する方法
を指定する。prependなら font-specは先頭、appendなら font-specは末尾に追加される。デ
フォルトでは font-specは以前のセッティングをオーバーライドする。

たとえば以下は文字セット japanese-jisx0208に属するすえての文字にたいして、ファミ
リー名が ‘Kochi Gothic’であるようなフォントを使用するようにデフォルトフォントセット
を変更する。

(set-fontset-font t 'japanese-jisx0208

(font-spec :family "Kochi Gothic"))

[Function]char-displayable-p char
この関数は Emacsが charを表示できるようなら tをリターンする。より正確には選択された
フレームのフォントセットが、charが属する文字セットを表示するためのフォントをもてば t

をリターンする。

フォントセットは文字単位でフォントを指定できる。フォントセットがこれを行う場合には、こ
の関数の値は正確ではないかもしれない。

39.12.12 低レベルのフォント表現

通常はフォントを直接扱う必要はありません。これを行う必要がある場合にはこのセクションでその
方法を説明します。

Emacs Lispではフォントはフォントオブジェクト (font objects)、フォント spec(font specs)、
フォントエンティティー (font entities)という 3つの異なる Lispオブジェクトを使用して表現され
ます。

[Function]fontp object &optional type
objectがフォントオブジェクト、フォント spec、フォントエンティティーなら t、それ以外な
ら nilをリターンする。

オプション引数 typeが非 nilなら、チェックする Lispオブジェクトの正確なタイプを決定す
る。この場合には typeは font-object、font-spec、font-entityのいずれかであること。

フォントオブジェクトはEmacsがオープンしたフォントを表します。Lispでフォントオブジェク
トは変更できませんが調べることはできます。
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[Function]font-at position &optional window string
ウィンドウ window内の位置 positionにある文字を表示するために使用されているフォント
オブジェクトをリターンする。windowが nilの場合のデフォルトは選択されたウィンドウ。
stringが nilなら positionはカレントバッファー内の位置を指定する。それ以外なら stringは
文字列、positionはその文字列内での位置を指定すること。

フォント specはフォントを探すために使用できる仕様セットを含む Lispオブジェクトです。フォ
ント spec内の仕様にたいして 1つ以上のフォントがマッチすることができます。

[Function]font-spec &rest arguments
arguments内の仕様を使用して新たなフォント specをリターンする。これはproperty-value
のペアーであること。可能な仕様は以下のとおり:

:name XLFD、Fontconfig、GTK+いずれかのフォーマットによるフォント名 (文字列)。
Section “Fonts” in The GNU Emacs Manualを参照のこと。

:family

:foundry

:weight

:slant

:width これらは同じ名前のフェイス属性と同じ意味をもつ。Section 39.12.1 [Face At-
tributes], page 1014を参照のこと。:familyと:foundryは文字列で、それ以
外はシンボル。例の値のように:slantは italic、:weightは bold、:width

は normalかもしれない。

:size フォントサイズ。非負の整数はピクセル単位、浮動小数点数ならポイントサイズ
を指定する。

:adstyle ‘sans’のような、そのフォントにたいするタイポグラフィックスタイル (typo-
graphic style)の追加情報。値は文字列かシンボルであること。

:registry

‘iso8859-1’のようなフォントの文字セットレジストリーとエンコーディング。値
は文字列かシンボルであること。

:dpi フォントがデザインされたインチあたりのドット数による解像度。値は非負の数
値でなければならない。

:spacing フォントのスペーシング (proportional, dual, mono, or charcell)。値は整数
(proportionalは 0、dualは 90、monoは 100、charcellは 110)、あるいは 1文
字のシンボル (P、D、M、C)であること。

:avgwidth

1/10ピクセル単位でのフォントの平均幅。値は非負の数値であること。

:script そのフォントがサポートしなければならないスクリプト (シンボル)。

:lang そのフォントがサポートするべき言語。値は名前が 2文字の ISO-639言語名であ
るようなシンボルであること。Xでは値は (もし空でなければ)フォントのXLFD
名の “Additional Style”フィールドにたいしてマッチされる。MS-Windowsで
はその specにマッチするフォントにはその言語にたいして必要なコードページの
サポートが要求される。現在のところこのプロパティでは ‘ja’、‘ko’、‘zh’とい
う CJK言語の小セットだけがサポートされる。
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:otf 複雑なテキストレイアウトを必要とするスクリプトをサポートするGNU/Linux
上の ‘libotf’のようなライブラリーとともにEmacsがコンパイルされているよう
な場合には、そのフォントはそれらのOpenType機能をサポートするOpenType
フォントでなければならない。値は以下の形式のリストでなければならない

(script-tag langsys-tag gsub gpos)

ここで script-tagはOpenTypeスクリプトタグシンボル、langsys-tagはOpen-
Type言語システムタグシンボル (nilならデフォルト言語システムを使用)、gsub
はOpenType GSUB機能タグシンボル (何も要求されなければ nil)、gposは
OpenType GPOS 機能タグシンボルのリスト (何も要求されなければ nil)。
gsubや gposがリストなら、そのリスト内の nil要素は、そのフォントが残りす
べてのタグシンボルにマッチしてはならないことを意味する。gposは省略可。

[Function]font-put font-spec property value
フォント spec font-spec内のプロパティpropertyに valueをセットする。

フォントエンティティーはオープンする必要がないフォントへの参照です。フォントオブジェクト
とフォント specの中間的な性質をもちフォント specとは異なり、フォントオブジェクトと同じよう
に単一かつ特定のフォントを参照します。フォントオブジェクトとは異なりフォントエンティティー
の作成では、そのフォントのコンテンツはコンピューターへのメモリーにロードされません。Emacs
はスケーラブルフォントを参照するために単一のフォントエンティティーから複数の異なるサイズの
フォントオブジェクトをオープンするかもしれません。

[Function]find-font font-spec &optional frame
この関数はフレーム frame上のフォント spec font-specにもっともマッチするフォントエン
ティティーをリターンする。frameが nilの場合のデフォルトは選択されたフレーム。

[Function]list-fonts font-spec &optional frame num prefer
この関数はフォント spec font-specにマッチするすべてのフォントエンティティーのリストを
リターンする。

オプション引数 frameが非 nilなら、そのフォントが表示されるフレームを指定する。オプショ
ン引数 numが非 nilなら、それはリターンされるリストの最大長を指定する整数だること。オ
プション引数 preferが非 nilなら、それはリターンされるリスト順を制御するために使用する
別のフォント specであること。リターンされるフォント specはそのフォント specにもっと
も近い降順にソートされて格納される。

:font属性の値としてフォント spec、フォントエンティティー、フォント名文字列を渡して
set-face-attributeを呼び出すと、Emacs は表示に利用可能なもっともマッチするフォントを
オープンします。そしてそのフェイスにたいする:font属性の実際の値として、対応するフォントオ
ブジェクトを格納します。

以下の関数はフォントに関する情報を取得するために使用できます。これらの関数の font引数に
はフォントオブジェクト、フォントエンティティー、またはフォント specを指定できます。

[Function]font-get font property
この関数は fontにたいするフォントプロパティpropertyの値をリターンする。

fontがフォント specであり、そのフォント specが propertyを指定しなければリターン値は
nil。fontがフォントオブジェクトかフォントエンティティーなら、:scriptプロパティにたい
する値はそのフォントがサポートするスクリプトのリストかもしれない。
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[Function]font-face-attributes font &optional frame
この関数は fontに対応するフェイス属性のリストをリターンする。オプション引数 frameは
フォントが表示されるフレームを指定する。これが nilなら選択されたフレームが使用される。
リターン値は以下の形式

(:family family :height height :weight weight

:slant slant :width width)

ここで family、height、weight、slant、widthの値はフェイス属性の値。fontにより指定さ
れない場合には、いくつかのキー/属性ペアーはこのリストから省略されるかもしれない。

[Function]font-xlfd-name font &optional fold-wildcards
この関数は fontにマッチする XLFD((X Logical Font Descriptor))を文字列としてリター
ンする。XLFDに関する情報は Section “Fonts” in The GNU Emacs Manualを参照のこ
と。その名前が XLFD(最大 255文字を含むことが可能)にたいして長すぎれば、この関数は
nilをリターンする。

オプション引数 fold-wildcardsが非 nilなら連続するワイルドカードは 1つにまとめられる。

以下の 2つの関数はフォントに関して重要な情報をリターンします。

[Function]font-info name &optional frame
この関数は frameで使用されるような文字列nameで指定されたフォントに関する情報をリター
ンする。frameが省略か nilの場合のデフォルトは選択されたフレーム。

こ の 関 数 は [opened-name full-name size height baseline-offset relative-

compose default-ascent max-width ascent descent space-width average-

width filename capability]という形式のベクターによる値をリターンする。以下はこの
ベクターの各コンポーネントの意味:

opened-name
フォントのオープンに使用された名前 (文字列)。

full-name フォントの完全名 (文字列)。

size フォントのピクセルサイズ。

height フォント高さ (ピクセル単位)。

baseline-offset
ASCIIベースラインからのピクセル単位のオフセット (上方が正)。

relative-compose
default-ascent

文字の組み合わせ (compose)の方式を制御する数値。

max-width
フォントの最大のアドバンス幅。

ascent
descent このフォントのアセント (ascent)とディセント (descent)。これら 2つの数値の

合計は上述の heightと等しくなること。

space-width
そのフォントのスペース文字の幅 (ピクセル単位)。
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average-width
そのフォントの文字の平均幅。これが 0なら Emacsは表示のテキストレイアウ
ト計算時にかわりに space-widthの値を使用する。

filename フォントのファイル名 (文字列)。フォントのバックエンドがフォントのファイル
名を見つける手段を提供しなければ nilもあり得る。

capability 最初の要素がフォントタイプを表すx、opentype、truetype、type1、pcf、bdf
のいずれかのシンボルであるようなリスト。OpenTypeフォントでは、フォント
によりサポートされる機能 gsubと gposの 2つの要素が含まれる。これらの要
素はそれぞれ ((script (langsys feature ...) ...) ...)という形式のリ
ストであり、ここで scriptはOpenTypeの scriptタグを表すシンボル、langsys
はOpenTypeの langsysタグを表すシンボル (またはデフォルトの langsysを表
す nil)、そよび featureはそれぞれOpenTypeの featureタグを表す。

[Function]query-font font-object
この関数は font-objectに関する情報をリターンする (これは引数としてフォント名を文字列で
受け取る font-infoとは対照的)。

この関数は [name filename pixel-size max-width ascent descent space-width

average-width capability]という形式のベクターで値をリターンする。以下はこのベク
ターの各要素の意味:

name フォント名 (文字列)。

filename フォントのファイル名 (文字列)。フォントのバックエンドがフォントのファイル
名を見つける手段を提供しなければ nilもあり得る。

pixel-size フォントをオープンするために使用されたフォントのピクセルサイズ。

max-width
フォントの最大のアドバンス幅。

ascent
descent このフォントのアセント (ascent)とディセント (descent)。これら 2つの数値の

合計はフォントの高さを与える。

space-width
そのフォントのスペース文字の幅 (ピクセル単位)。

average-width
そのフォントの文字の平均幅。これが 0なら Emacsは表示のテキストレイアウ
ト計算時にかわりに space-widthの値を使用する。

capability 最初の要素がフォントタイプを表すx、opentype、truetype、type1、pcf、bdf
のいずれかのシンボルであるようなリスト。OpenTypeフォントでは、フォント
によりサポートされる機能 gsubと gposの 2つの要素が含まれる。これらの要
素はそれぞれ ((script (langsys feature ...) ...) ...)という形式のリ
ストであり、ここで scriptはOpenTypeの scriptタグを表すシンボル、langsys
はOpenTypeの langsysタグを表すシンボル (またはデフォルトの langsysを表
す nil)、そよび featureはそれぞれOpenTypeの featureタグを表す。

以下の 4つの関数はさまざまなフェイスにより使用されるフォントに関するサイズ情報をリターン
して、Lispプログラム内でのさまざまなレイアウトの検討を可能にします。これらの関数は問い合わ
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せられたフェイスがリマップされていたら、リマップされたフェイスに関する情報をリターンするこ
とによりフェイスのシマップを考慮します。Section 39.12.5 [Face Remapping], page 1023を参照
してください。

[Function]default-font-width
カレントバッファーの選択されたフレームにたいして定義されたデフォルトフェイスで使用さ
れるフォントの平均幅をピクセル単位でリターンする。

[Function]default-font-height
この関数は選択されたフレームにたいして定義されたカレントバッファーのデフォルトフェイ
スで使用されるフォントの高さをピクセル単位でリターンする。

[Function]window-font-width &optional window face
この関数は window内の faceで使用されるフォントの平均幅をピクセル単位でリターンする。
windowには生きたウィンドウを指定しなければならない。nilか省略なら windowのデフォ
ルトは選択されたウィンドウ、faceのデフォルトは window内のデフォルトフェイス。

[Function]window-font-height &optional window face
この関数は window内の faceで使用されるフォントの高さをピクセル単位でリターンする。
windowには生きたウィンドウを指定しなければならない。nilか省略なら windowのデフォ
ルトは選択されたウィンドウ、faceのデフォルトは window内のデフォルトフェイス。

39.13 フリンジ

グラフィカルなディスプレイではEmacsは各ウィンドウに隣接してフリンジ (fringes)を描画します。
これは切り詰め (truncation)、継続 (continuation)、水平スクロールを示すビットマップを表示でき
る側面の細い垂直ストリップです。

39.13.1 フリンジのサイズと位置

以下のバッファーローカル変数はバッファーを表示するウィンドウのフリンジの位置と幅を制御します。

[Variable]fringes-outside-margins
フリンジは通常はディスプレイマージンとウィンドウテキストの間に表示される。この値が
非 nilならフリンジはディスプレイマージンの外側に表示される。Section 39.16.5 [Display
Margins], page 1050を参照のこと。

[Variable]left-fringe-width
この変数が非 nilなら、それは左フリンジの幅をピクセル単位で指定する。値 nilはそのウィ
ンドウのフレームの左フリンジ幅を使用することを意味する。

[Variable]right-fringe-width
この変数が非 nilなら、それは右フリンジの幅をピクセル単位で指定する。値 nilはそのウィ
ンドウのフレームの右フリンジ幅を使用することを意味する。

これらの変数にたいして値を指定しないすべてのバッファーは、フレームパラメーター
left-fringeおよび right-fringeで指定された値を使用します (Section 29.4.3.4 [Layout
Parameters], page 720を参照)。

上記の変数はサブルーチンとして set-window-fringesを呼び出す関数 set-window-buffer

(Section 28.11 [Buffers and Windows], page 636を参照)を通じて実際に効果をもちます。これ
らの変数のいずれかを変更しても影響を受ける各ウィンドウで set-window-bufferを呼び出さなけ
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れば、そのバッファーを表示する既存のウィンドウのフリンジ表示は更新されません。個別のウィン
ドウでのフリンジ表示を制御するために set-window-fringesを使用することもできます。

[Function]set-window-fringes window left &optional right outside-margins
persistent

この関数はウィンドウwindowのフリンジ幅をセットする。windowが nilなら選択されたウィ
ンドウが使用される。

引数 leftは左フリンジ、同様に rightは右フリンジにたいしてピクセル単位で幅を指定する。い
ずれかにたいする値 nilはデフォルトの幅を意味する。outside-marginsが非 nilならフリン
ジをディスプレイマージンの外側に表示することを指定する。

期待する幅のフリンジを収容するのに windowが十分大きくなければ、windowのフリンジは
未変更のままになる。

ここで指定した値は、windowにたいして keep-marginsを nilか省略した set-window-

buffer (Section 28.11 [Buffers and Windows], page 636を参照)の呼び出しによって後
刻オーバーライドされるかもしれない。しかしオプションの 5つ目の引数 persistentが非 nil、
かつ他の引数が成功裏に処理されたら、ここで指定した値は後続の set-window-buffer呼び
出しに引き継がれる。これはミニバッファーウィンドウでフリンジを永続的にオフにするため
に使用できる。例は set-window-scroll-bars (Section 39.14 [Scroll Bars], page 1042
を参照)の説明を参照のこと。

[Function]window-fringes &optional window
この関数はウィンドウ windowのフリンジに関する情報をリターンする。windowが省略か
nilなら選択されたウィンドウが使用される。値は (left-width right-width outside-

margins persistent)という形式。

39.13.2 フリンジのインジケーター

フリンジインジケーター (Fringe indicators)は行の切り詰めや継続、バッファー境界などを示すウィ
ンドウフリンジ内に表示される小さいアイコンのことです。

[User Option]indicate-empty-lines
これが非 nilならEmacsはグラフィカルなディスプレイ上で、バッファー終端にある空行それ
ぞれにたいしてフリンジ内に特別なグリフを表示する。Section 39.13 [Fringes], page 1036
を参照のこと。この変数はすべてのバッファーにおいて自動的にバッファーローカルになる。

[User Option]indicate-buffer-boundaries
このバッファーローカル変数はウィンドウフリンジ内でバッファー境界とウィンドウのスクロー
ルを示す方法を制御する。

Emacsはバッファー境界 (そのバッファーの最初の行と最後の行)がスクリーン上に表示され
た際には、それを三角アイコン (angle icon)で示すことができる。加えてスクリーンより上
にテキストが存在すれば上矢印 (up-arrow)、スクリーンの下にテキストが存在すれば下矢印
(down-arrow)をフリンジ内に表示してそれを示すことができる。

基本的な値として 3つの値がある:

nil これらのフリンジアイコンを何も表示しない。

left 左フリンジに三角アイコンと矢印を表示する。

right 右フリンジに三角アイコンと矢印を表示する。
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その他の非 alist
左フリンジに三角アイコンを表示して矢印を表示しない。

値がそれ以外ならどのフリンジインジケーターをどこに表示するかを指定する alistであること。
alistの各要素は (indicator . position)のような形式をもつ。ここで indicatorは top、
bottom、up、down、または t (指定されていないすべてのアイコンをカバーする)のいずれか
であり positionは left、right、または nilのいずれか。

たとえば ((top . left) (t . right))は左フリンジに top angleビットマップを、右フリン
ジに bottom angleビットマップと両 arrowビットマップを配置する。左フリンジに angleビッ
トマップを表示してarrowビットマップを表示しないようにするには((top . left) (bottom

. left))を使用する。

[Variable]fringe-indicator-alist
このバッファーローカル変数は論理的ロジカルフリンジインジケーターから、ウィンドウフリンジ
内に実際に表示されるビットマップへのマッピングを指定する。値は (indicator . bitmaps)

のような要素をもつ alist。ここで indicatorは論理的インジケータータイプ、bitmapsはその
インジケーターに使用するフリンジビットマップを指定する。

indicatorはそれぞれ以下のシンボルのいずれかであること:

truncation、continuation。
行の切り詰めと継続に使用される。

up、down、top、bottom、top-bottom

indicate-buffer-boundariesが非 nilの際に使用される。upと downは、そ
のウィンドウ端より上と下にあるバッファー境界を示す。topと bottomはバッ
ファーの最上端と最下端のテキスト行を示す。top-bottomはバッファー内にテ
キスト行 1行だけが存在することを示す。

empty-line

indicate-empty-linesが非 nilの際に、バッファーの後の空行を示すために
使用される。

overlay-arrow

オーバーレイ矢印に使用される (Section 39.13.6 [Overlay Arrow], page 1041
を参照)。

各 bitmapsの値にはシンボルのリスト (left right [left1 right1])を指定できる。シン
ボル leftと rightは特定のインジケーターにたいして左および/または右フリンジに表示するビッ
トマップを指定する。left1と right1はインジケーター bottomと top-bottomに固有であり、
最後の改行をもたない最後のテキスト行を示すために使用される。かわりに bitmapsに左フリ
ンジと右フリンジの両方で使用される単一のシンボルを指定することもできる。

標準のビットマップシンボルのリストと自身で定義する方法についてはSection 39.13.4 [Fringe
Bitmaps], page 1039を参照のこと。加えて nilは空ビットマップ (表示されないインジケー
ター)を表す。

fringe-indicator-alistがバッファーローカルな値をもち、論理的インジケーターにたい
してビットマップが定義されていないかビットマップが tならば、fringe-indicator-alist
のデフォルト値から対応する値が使用される。
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39.13.3 フリンジのカーソルFrin

ある行がウィンドウと正確に同じ幅なとき、2行を使用するかわりにEmacsは右フリンジ内にカーソ
ルを表示します。フリンジ内のカーソルを表すために使用されるビットマップの違いはカレントバッ
ファーのカーソルタイプに依存します。

[User Option]overflow-newline-into-fringe
これが非 nilなら、ウィンドウと正確に同じ幅の (最後の改行文字に継続されない)行は継続さ
れない。ポイントが行端に達した際には、カーソルはかわりに右フリンジに表示される。

[Variable]fringe-cursor-alist
この変数は論理的カーソルタイプから、右フリンジ内に実際に表示されるフリンジビットマッ
プへのマッピングを指定する。値は各要素が (cursor-type . bitmap)のような形式をもつ
ような alist。ここで bitmapは使用するフリンジビットマップ、cursor-typeは表示するカー
ソルタイプ。

cursor-typeはそれぞれ box、hollow、bar、hbar、hollow-smallのいずれかであること。
最初の 4つはフレームパラメーター cursor-typeの場合と同じ意味をもつ (Section 29.4.3.9
[Cursor Parameters], page 726を参照)。hollow-smallタイプは特定のディスプレイ行に
たいして通常の hollow-rectangleが高すぎる際に hollowのかわりに使用される。

bitmapはそれぞれ、その論理的カーソルタイプにたいして表示されるフリンジビットマップを
指定するシンボルであること。詳細は次のサブセクションを参照のこと。

fringe-cursor-alistがバッファーローカルな値をもち、カーソルタイプにたいして定義さ
れたビットマップが存在しなければ、fringes-indicator-alistのデフォルト値の対応する
値が使用される。

39.13.4 フリンジのビットマップ

フリンジビットマップ (fringe bitmaps) は行の切り詰めや継続、バッファー境界、オーバーレイ矢
印等にたいする論理的フリンジインジケーターを表現する実際のビットマップです。それぞれのビ
ットマップはシンボルにより表されます。これらのシンボルは前のサブセクションで説明した変数
fringe-indicator-alistと fringe-cursor-alistから参照されます。

Lispプログラムも行内に出現する文字の 1つに displayプロパティを使用することにより、左フ
リンジまたは右フリンジ内にビットマップを直接表示することができます。そのような表示指定は以
下の形式をもちます

(fringe bitmap [face])

fringeは left-fringeか right-fringeいずれかのシンボル、bitmapは表示するビットマップを識
別するシンボルです。オプションの faceはビットマップの表示でフォアグラウンカラーおよびバック
グラウンドカラーを使用するフェイスを命名します ( faceが指定しないカラーにたいしては fringe

フェイスの属性を使用する)。faceを省略すると、fringeが指定しないカラーに defaultフェイスの
属性を使用することを意味します。defaultフェイスや fringeフェイスの属性に依存しない予測可
能な結果を得るために、faceは省略せず常に特定のフェイスを与えることを推奨します。特にビット
マップを fringeフェイスで表示したければ、faceとして fringeを使用してください。

たとえば左フリンジに矢印を表示するためには、warningフェイスを使用して以下のようにでき
ます:

(overlay-put

(make-overlay (point) (point))

'before-string (propertize
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"x" 'display

`(left-fringe right-arrow warning)))

以下は Emacs が定義する標準的なフリンジビットマップと、(fringe-indicator-alistと
fringe-cursor-alistを通じて)Emacs内で現在それらが使用される方法のリストです。

left-arrow、right-arrow

切り詰められた行を示すために使用される。

left-curly-arrow、right-curly-arrow

継続された行を示すために使用される。

right-triangle、left-triangle

前者はオーバーレイ矢印により使用され、後者は使用されない。

up-arrow、down-arrow

bottom-left-angle、bottom-right-angle

top-left-angle、top-right-angle

left-bracket、right-bracket

empty-line

バッファー境界を示すために使用される。

filled-rectangle、hollow-rectangle

filled-square、hollow-square

vertical-bar、horizontal-bar

フリンジカーソルの異なるタイプにたいして使用される。

exclamation-mark、question-mark

Emacsの中核機能では使用されない。

次のサブセクションではフリンジビットマップを独自に定義する方法を説明します。

[Function]fringe-bitmaps-at-pos &optional pos window
この関数はウィンドウ window内の位置 posを含むディスプレイ行のフリンジビットマップを
リターンする。リターン値は (left right ov)という形式をもつ。ここで leftは左フリンジ内
のフリンジビットマップにたいするシンボル (ビットマップなしなら nil)、rightは同様に右フ
リンジにたいして、ovが非 nilなら左フリンジにオーバーレイ矢印が存在することを意味する。

window内で posが可視でなければ値は nil。windowが nilなら選択されたウィンドウを意
味する。posが nilなら window内のポイントの値を意味する。

39.13.5 フリンジビットマップのカスタマイズ

[Function]define-fringe-bitmap bitmap bits &optional height width align
この関数はシンボル bitmapを新たなフリンジビットマップとして定義、またはその名前の既
存のビットマップを置き換える。

引数 bitsは使用するイメージを指定する。これは各要素 (整数)が対応するビットマップの 1行
を指定する文字列か整数ベクターであること。整数の各ビットはそのビットマップの 1ピクセ
ル、低位ビットはそのビットマップの最右ピクセルに対応する (このビットオーダーはXBMイ
メージと逆順であることに注意。Section 39.17.3 [XBM Images], page 1055を参照)。

高さは通常は bitsの長さ。しかし非 nilの heightにより異なる高さを指定できる。幅は通常は
8だが非 nilの widthにより異なる幅を指定できる。widthは 1から 16の整数でなければな
らない。
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引数 alignはそのビットマップが使用される行範囲に相対的なビットマップの位置を指定する。
デフォルトはそのビットマップの中央。指定できる値は top、center、bottom。

align引数にはリスト (align periodic)も指定できて、alignは上述のように解釈される。pe-
riodicが非 nilなら、それは bits内の行が指定される高さに達するのに十分な回数繰り返され
るべきであることを指定する。

[Function]destroy-fringe-bitmap bitmap
この関数は bitmapにより識別されるフリンジビットマップを破棄する。bitmapが標準フリン
ジビットマップを識別する場合には、それを完全に消去するかわりに実際にはそのビットマッ
プの標準定義をリストアする。

[Function]set-fringe-bitmap-face bitmap &optional face
これはフリンジビットマップ bitmapにたいするフェイスに faceをセットする。faceが nilな
ら fringeフェイスを選択する。ビットマップのフェイスはそれを描画するカラーを制御する。

faceは fringeにマージされるため faceは通常はフォアグラウンドカラーだけを指定すること。

39.13.6 オーバーレイ矢印

オーバーレイ矢印 (overlay arrow)は、バッファー内の特定の行にたいしてユーザーに注意を促すた
めに有用です。たとえばデバッガーでのインターフェースに使用されるモードでは、オーバーレイ矢
印は実行されているコード行を示します。この機能はオーバーレイ (overlays)にたいして何も行いま
せん (Section 39.9 [Overlays], page 1001を参照)。

[Variable]overlay-arrow-string
この変数は特定の行にたいして注意を喚起するために表示する文字列、または矢印機能が使用
されていなければ nilを保持する。グラフィカルなディスプレイではこの文字列のコンテンツ
は無視され、かわりにフリンジ領域からディスプレイ領域左側にグリフが表示される。

[Variable]overlay-arrow-position
この変数はオーバーレイ矢印を表示する箇所を示すマーカーを保持する。これは行の先頭とな
るポイントであること。非グラフィカルなディスプレイではその行の先頭に矢印テキストが表
示され、矢印テキストが表示されないときに表示されるべきテキストがオーバーレイされる。
その矢印は通常は短く行は普通はインデントで開始されるので、上書きが問題となることは通
常はない。

オーバーレイ矢印の文字列は、そのバッファーの overlay-arrow-positionの値がバッファー
内を指せば与えられた任意のバッファーで表示される。したがってoverlay-arrow-position

のバッファーローカルなバインディングを作成することにより、複数のオーバーレイ矢印の表
示が可能である。しかしこれを達成するためには、overlay-arrow-variable-listを使用
するほうが通常はより明快。

before-stringプロパティをもつオーバーレイを作成することにより同様のことを行うことがで
きます。Section 39.9.2 [Overlay Properties], page 1004を参照してください。

変数 overlay-arrow-variable-listを通じて複数のオーバーレイ矢印を定義できます。

[Variable]overlay-arrow-variable-list
この変数の値は、それぞれがオーバーレイ矢印の位置を指定する変数のリスト。変数
overlay-arrow-positionはこのリスト上にあるために通常の意味をもつ。
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このリスト上の各変数は対応するオーバーレイ矢印位置に表示するためのオーバーレイ矢印文字列
を指定する overlay-arrow-stringプロパティ(テキスト端末用)、およびフリンジビットマップを指
定する overlay-arrow-bitmapプロパティ(グラフィカル端末用)をもつことができます。これらの
プロパティがセットされていなければデフォルトのフリンジインジケーター overlay-arrow-string

と overlay-arrowが使用されます。

39.14 スクロールバー

フレームパラメーター vertical-scroll-barsはそのフレーム内のウィンドウが垂直スクロール
バーをもつべきかと、それらが左か右のいずれかに配置されるべきかを通常は制御します。フレーム
パラメーター scroll-bar-widthはそれらの幅を指定します (nilはデフォルトを意味する)。

フレームパラメーター horizontal-scroll-barsはフレーム内のウィンドウが水平スクロール
バーをもつかどうかを制御します。フレームパラメーター scroll-bar-heightはそれらの高さを指
定します (nilはデフォルトを意味する)。Section 29.4.3.4 [Layout Parameters], page 720を参照
のしてください。

水平スクロールバーはすべてのプラットフォームで利用可能ではありません。引数を受け取らない
関数 horizontal-scroll-bars-available-pは、システム上で水平スクロールバーが利用可能な
ら非 nilをリターンします。

以下の 3つの関数は引数として生きたフレームを受け取り、デフォルトは選択されたフレームです。

[Function]frame-current-scroll-bars &optional frame
この関数はフレーム frameのスクロールバーのタイプを報告する。値はコンスセル(vertical-

type . horizontal-type)。ここで vertical-typeは left、right、または nil (スクロー
ルバーなしを意味する)のいずれか。horizontal-typeは bottomか nil (水平スクロールバー
なしを意味する)のいずれか。

[Function]frame-scroll-bar-width &optional frame
この関数はウィンドウ windowにたいして垂直スクロールバーの幅をピクセル単位でリターン
する。

[Function]frame-scroll-bar-height &optional frame
この関数は frameの水平スクロールバーの高さをピクセル単位でリターンする。

以下の関数を使用することにより、特定のウィンドウにたいするフレーム固有のセッティングを
オーバーライドできます:

[Function]set-window-scroll-bars window &optional width vertical-type
height horizontal-type persistent

この関数はウィンドウwindowのスクロールバーの幅および/または高さ、およびタイプをセッ
トする。windowが nilなら選択されたウィンドウが使用される。

widthはピクセル単位で垂直スクロールバーの幅を指定する (nilはそのフレームにたいして指
定された幅の使用を意味する)。vertical-typeは垂直スクロールバーをもつかどうか、もつ場
合にはその位置を指定する。可能な値は left、right、t (フレームのデフォルトの使用を意
味する)、垂直スクロールバーなしなら nilのいずれか。

heightはピクセル単位で水平スクロールバーの高さを指定する (nilはそのフレームにたいして
指定された高さの使用を意味する)。horizontal-typeは水平スクロールバーをもつかどうかを
指定する。可能な値は bottom、t (フレームのデフォルトの使用を意味する)、水平スクロール
バーなしなら nilのいずれか。ミニウィンドウにたいして値 tは nil、すなわち水平スクロー



Chapter 39: Emacsのディスプレー表示 1043

ルバーを表示しないことを意味することに注意。ミニウィンドウで水平スクロールバーを表示
するためには、明示的に bottomを指定する必要がある。

期待するサイズのスクロールバーを収容するのに windowが十分大きくなければ、windowの
スクロールバーは未変更のままになる。

ここで指定した値は windowにたいする引数 keep-marginsが nilか省略した set-window-

buffer (Section 28.11 [Buffers and Windows], page 636を参照)の呼び出しにより後か
らオーバーライドされるかもしれない。しかしオプションの 1つ目の引数 persistentが非 nil、
かつ他の引数が成功裏に処理されたなら、ここで指定された値は後続の set-window-buffer

呼び出しに引き継がれる。

set-window-scroll-barsおよび set-window-fringes (Section 39.13.1 [Fringe
Size/Pos], page 1036を参照)の persistent引数を使用すれば、以下のスニペットを早期 initファ
イル (early init file)に追加することにより、すべてのミニバッファーウィンドウでスクロールバー
および/またはフリンジを信頼性をもって永続的にオフにすることができます (Section 40.1.2 [Init
File], page 1095を参照)。

(add-hook 'after-make-frame-functions

(lambda (frame)

(set-window-scroll-bars

(minibuffer-window frame) 0 nil 0 nil t)

(set-window-fringes

(minibuffer-window frame) 0 0 nil t)))

以下の 4つの関数は引数として生きたウィンドウを受け取り、デフォルトは選択されたウィンドウ
です。

[Function]window-scroll-bars &optional window
こ の 関 数 は (width columns vertical-type height lines horizontal-type

persistent)という形式のリストをリターンする。

値widthは垂直スクロールバーの幅に指定された値 (nilもあり得る)。columnsは垂直スクロー
ルバーが実際に占有する列数 (丸められているかもしれない)。

値 heightは水平スクロールバーの高さに指定された値 (nilもあり得る)。linesは水平スクロー
ルバーが実際に占有する行数 (丸められているかもしれない)。

persistentの値は最後に成功裏に set-window-scroll-barsを呼び出した際にwindowに指
定した値、そのような呼び出しがなければ nil。

[Function]window-current-scroll-bars &optional window
この関数はウィンドウwindowにたいするスクロールバータイプを報告する。値はコンスセル
(vertical-type . horizontal-type)。window-scroll-barsとは異なりフレームのデ
フォルトと scroll-bar-modeを考慮して実際に使用されているスクロールバータイプを報告
する。

[Function]window-scroll-bar-width &optional window
この関数は windowの垂直スクロールバーの幅をピクセル単位でリターンする。

[Function]window-scroll-bar-height &optional window
この関数は、windowの水平スクロールバーの高さをピクセル単位でリターンする。

set-window-scroll-barsでウィンドウのスクロールバーのセッティングを指定しない場
合には、表示されようとするバッファーのバッファーローカル変数 vertical-scroll-bar、
horizontal-scroll-bar、scroll-bar-width、scroll-bar-heightがウィンドウのスクロー
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ルバーを制御します。set-window-bufferはこれらの変数を調べる関数です。あるウィンドウです
でに可視なバッファーでこれらを変更した場合には、すでに表示されているのと同じバッファーを指
定して set-window-bufferを呼び出すことにより、そのウィンドウに新たな値を記録させることが
できます。

以下の変数をセット (セットにより自動的にバッファーローカルになる)することにより、特定の
バッファーのスクロールバーの外観を制御できます。

[Variable]vertical-scroll-bar
この変数は垂直スクロールバーの配置を指定する。可能な値は left、right、そのフレームの
デフォルトの使用を意味する t、スクロールバーなしの nilのいずれか。

[Variable]horizontal-scroll-bar
この変数は水平スクロールバーの配置を指定する。可能な値は bottom、そのフレームのデフォ
ルトの使用を意味する t、スクロールバーなしの nilのいずれか。

[Variable]scroll-bar-width
この変数はそのバッファーの垂直スクロールバーをピクセル単位で量った幅を指定する。値 nil

はフレームにより指定された値の使用を意味する。

[Variable]scroll-bar-height
この変数はそのバッファーの水平スクロールバーをピクセル単位で量った高さを指定する。値
nilはフレームにより指定された値の使用を意味する。

最後に変数 scroll-bar-modeと horizontal-scroll-bar-modeをカスタマイズすることによ
り、すべてのフレームでのスクロールバーの表示を切り替えることができます。

[User Option]scroll-bar-mode
この変数はすべてのフレームに垂直スクロールバーを配置するべきかと、その場所を制御する。
可能な値は、スクロールバーなしの nil、左にスクロールバーを配置する left、右にスクロー
ルバーを配置する rightのいずれか。

[User Option]horizontal-scroll-bar-mode
この変数はすべてのフレームに水平スクロールバーを表示するかどうかを制御する。

39.15 ウィンドウディバイダー

ウィンドウディバイダーとはフレームのウィンドウ間に描画されるバーのことです。右 (right)ディバ
イダーはあるウィンドウと、その右に隣接する任意のウィンドウの間に描画されます。その幅 (厚さ)
はフレームパラメーター right-divider-widthで指定されます。下 (bottom)ディバイダーはある
ウィンドウと、その下に隣接するウィンドウやエコーエリアとの間に描画されます。その幅はフレー
ムパラメーター bottom-divider-widthで指定されます。いずれの場合でも幅に 0を指定すると、
そのようなディバイダーを描画しないことを意味します。Section 29.4.3.4 [Layout Parameters],
page 720を参照してください。

技術的には右ディバイダーはそれの左にあるウィンドウに所属して、その幅がそのウィンドウのトー
タル幅に寄与することを意味します。下ディバイダーは上にあるウィンドウに所属して、その幅がその
ウィンドウのトータル高さに寄与することを意味します。Section 28.3 [Window Sizes], page 614
を参照してください。あるウィンドウが右ディバイダーと左ディバイダーの両方をもつ場合には下ディ
バイダーが優勢になります。これは右ディバイダーが下ディバイダーの上で終端されるのに比べて、下
ディバイダーはそのウィンドウの完全なトータル幅で描画されることを意味しています。
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ディバイダーはマウスでドラッグできるのでマウスで隣接するウィンドウのサイズを調整するため
に有用です。これらはスクロールバーやモードラインが表示されていないときに隣接するウィンドウ
を視覚的に分離する役目もあります。以下の 3つのフェイスによりディバイダーの外観をカスタマイ
ズできます:

window-divider

ディバイダーの幅が 3ピクセル未満のときは、このフェイスのフォアグラウンドカラー
で塗りつぶしで描画される。これより広いディバイダーでは、最初と最後のピクセルを
除いた内部にたいしてのみこのフェイスが使用される。

window-divider-first-pixel

これは少なくとも幅が 3ピクセルあるディバイダーの最初のピクセルを描画するために
使用される。塗りつぶし (solid)の外観を得るためには window-dividerフェイスに使
用されるのと同じ値をセットすること。

window-divider-last-pixel

これは少なくとも幅が 3ピクセルあるディバイダーの最後のピクセルを描画するために
使用される。塗りつぶし (solid)の外観を得るためには window-dividerフェイスに使
用されるのと同じ値をセットすること。

以下の 2つの関数により特定のウィンドウのディバイダーのサイズを取得できます。

[Function]window-right-divider-width &optional window
windowの右ディバイダーの幅 (厚さ)をピクセル単位でリターンする。windowは生きたウィ
ンドウでなければならずデフォルトは選択されたウィンドウ。最右ウィンドウにたいするリター
ン値は常に 0。

[Function]window-bottom-divider-width &optional window
windowの下ディバイダーの幅 (厚さ)をピクセル単位でリターンする。windowは生きたウィ
ンドウでなければならずデフォルトは選択されたウィンドウ。ミニバッファーウィンドウやミ
ニバッファーがないフレームの最下ウィンドウにたいするリターン値は常に 0。

39.16 displayプロパティ

テキストプロパティ(またはオーバーレイプロパティ)の displayはテキストへのイメージ挿入、お
よびテキスト表示のその他の事相を制御します。displayプロパティの値はディスプレイ仕様、また
は複数のディスプレイ仕様を含むリストかベクターであるべきです。同じ displayプロパティ値内の
ディスプレイ仕様は、一般的にはそれらがカバーするテキストにたいして並行して適用されます。

複数のソース (オーバーレイおよび/またはテキストプロパティ)が displayプロパティにたいし
て値を指定しますが 1つの値だけが効果をもち、それは get-char-propertyのルールにしたがいま
す。Section 32.19.1 [Examining Properties], page 814を参照してください。

いくつかのディスプレイ仕様には、表示時に評価されるLispフォームを含めることができます。これ
は特定の状況では安全ではないかもしれません (ディスプレイ仕様が何らかの外部のプログラムやエージ
ェントにより生成されたとき等)。('disable-eval spec)のように特別なシンボル disable-eval

で始まるリスト内にディスプレイ仕様をラップすることにより、他のすべてのディスプレイプロパティ
機能をサポートしつつ、spec内の任意の Lisp評価が無効になります。

このセクションの残りの部分では、複数の種類のディスプレイ仕様とそれらの意味を説明します。



Chapter 39: Emacsのディスプレー表示 1046

39.16.1 テキストを置換するディスプレー仕様

ある種のディスプレイ仕様は、そのプロパティをもつテキストのかわりに表示する何かを指定します。
これらは置換 (replacing)ディスプレイ仕様と呼ばれます。Emacsはユーザーにたいして、この方法
で置換されたバッファーテキストの中間への対話的なポイント移動を許可しません。

ディスプレイ仕様のリストに 1つ以上の置換ディスプレイ仕様が含まれる場合には、最初の置換
ディスプレイ仕様が残りをオーバーライドします。置換ディスプレイ仕様は他のほとんどのディスプ
レイ仕様は置換を許容しないので、それらとは無関係です。

置換ディスプレイ仕様では、そのプロパティをもつテキストとは、displayプロパティとして同一
の Lispオブジェクトをもつ連続したすべての文字を意味します。これらの文字は単一の単位として置
換されます。displayプロパティに異なる Lispオブジェクト (eqではないオブジェクト)をもつ 2つ
の文字は個別に処理されます。

以下はこの要点を示すための例です。文字列が置換ディスプレイ仕様としての役割をもち、指定
された文字列のプロパティをもつテキストを置換します (Section 39.16.4 [Other Display Specs],
page 1048を参照)。以下の関数を考えてみてください:

(defun foo ()

(dotimes (i 5)

(let ((string (concat "A"))

(start (+ i i (point-min))))

(put-text-property start (1+ start) 'display string)

(put-text-property start (+ 2 start) 'display string))))

この関数はバッファー内の最初の 10文字それぞれにたいして文字列"A"であるような displayプロ
パティを与えますが、これらはすべて同じ文字列オブジェクトを取得しません。最初の 2文字は同じ
文字列オブジェクトなので 1つの ‘A’に置換されます。2つの別々の put-text-property呼び出し
でそのディスプレイプロパティが割り当てられたという事実は無関係です。同様に次の 2文字は 2つ
目の文字列 (concatにより新たに作成された文字列オブジェクト)を取得するので 1つの ‘A’で置換さ
れて、...となります。したがって 10文字は 5つのAで表示されます。

39.16.2 スペースの指定

指定された幅および/または高さのスペースを表示するためには (space . props)という形式のディ
スプレイ仕様を使用します。このプロパティを 1つ以上の連続する文字に putすることができます。
これらすべての文字のかわりに指定された高さと幅のスペースが表示されます。以下はスペースのウェ
イトを指定するために props内で使用できるプロパティです:

:width width

widthが数字なら、それはスペースの幅が通常の文字幅の width倍であるべきかを指定
する。widthはピクセル幅 (pixel width)仕様でも可 (Section 39.16.3 [Pixel Specifi-
cation], page 1047を参照)。

:relative-width factor

幅の広さは同じ displayプロパティをもつ連続する文字のグループ内の最初の文字から
計算される必要があることを指定する。スペースの幅はその文字のピクセル幅に factor
を乗じた幅である (テキストモード端末では文字の “ピクセル幅”は通常は 1だが TAB
文字や 2倍の幅をもつ CJK文字では 1以上になり得る)。

:align-to hpos

スペースが hposに達するほど十分に広くあるべきことを指定する。hposが数字なら
通常の文字幅の単位で量られる。hposはピクセル幅 (pixel width) 仕様でも可 (Sec-
tion 39.16.3 [Pixel Specification], page 1047を参照)。
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上記プロパティのいずれか 1つだけを使用するべきです。以下のプロパティでスペースの高さも指
定できます:

:height height

スペースの高さを指定する。heightが数字ならスペースの高さが通常の文字高さのheight
倍であるべきことを指定する。heightはピクセル高さ仕様 (pixel height)でも可 (Sec-
tion 39.16.3 [Pixel Specification], page 1047を参照)。

:relative-height factor

このディスプレイ仕様をもつテキストの通常の高さに factorを乗じることによりスペー
スの高さを指定する。

:ascent ascent

ascentの値が非負の 100以下の数字ならスペースの高さの ascentパーセントをスペー
スのアセント (ascent: 上方)、すなわちベースラインより上の部分とみなす。ピクセル
アセント (pixel ascent)仕様によりアセントをピクセル単位で指定することも可 (Sec-
tion 39.16.3 [Pixel Specification], page 1047を参照)。

:heightと:relative-heightを両方同時に使用しないでください。

:widthと:align-toプロパティは非グラフィック端末でサポートされますが、このセクションの
その他のスペースプロパティはサポートされません。

スペースプロパティは双方向テキスト表示の並べ替えのためのパラグラフ区切りとして扱われま
す。詳細は Section 39.26 [Bidirectional Display], page 1087を参照してください。

39.16.3 スペースにたいするピクセル指定

プロパティ:width、:align-to、:height、:ascentの値は再表示の間に評価される特別な種類の
式です。その評価の結果はピクセルの絶対数として使用されます。

以下の式がサポートされています:

expr ::= num | (num) | unit | elem | pos | image | xwidget | form

num ::= integer | float | symbol

unit ::= in | mm | cm | width | height

elem ::= left-fringe | right-fringe | left-margin | right-margin

| scroll-bar | text

pos ::= left | center | right

form ::= (num . expr) | (op expr ...)

op ::= + | -

フォーム numはデフォルトフレームフォントの高さか幅、フォーム (num)は絶対ピクセル数を指
定します。numがシンボル symbolなら、それのバッファーローカルな変数バインディングが使用さ
れます。このバインディングには数字か上述の形式のコンスセル (他にもバッファーローカルなバイン
ディングをもつシンボルが carであるような他のコンスセルも含む)が可能です。

単位 in、mm、cmはそれぞれインチ、ミリメートル、センチメートルごとのピクセル数を指定し
ます。単位 widthと heightはそれぞれカレントフェイスのデフォルトの幅と高さに対応します。
(image . props)という形式のイメージ仕様は、指定されたイメージの幅や高さに対応します (Sec-
tion 39.17.2 [Image Descriptors], page 1052を参照)。同様に (xwidget . props)という形式の
xwidget仕様は指定されたxwidgetび幅や高さを意味します。Section 39.18 [Xwidgets], page 1069
を参照してください。

要素 left-fringe、right-fringe、left-margin、right-margin、scroll-bar、textは
そのウィンドウの対応する領域の幅を指定します。そのウィンドウで行番号 (Section 39.10 [Size of
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Displayed Text], page 1009を参照)を表示している際にはテキストエリアの幅は行番号の表示に要
するスクリーンスペースで減じられます。

位置 left、center、rightはテキストエリアの左端、中央、右端から相対的に位置を指定する
ために:align-toとともに使用できます。ウィンドウで行番号を表示している際の leftと center

の位置は、行番号の表示に要するスクリーンスペースを考慮したオフセットになります。

(textを除いた)上記ウィンドウ要素は与えられたエリアの左端から相対的に位置を指定するため
に:align-toとともに使用することもできます。(最初に出現するこれらシンボルのいずれかにより)
相対的位置にたいするベースオフセットが一度セットがされると、残りのシンボルは指定されたエリ
アの幅として解釈されます。たとえば左マージンの中央に位置揃えするには以下のようにします

:align-to (+ left-margin (0.5 . left-margin))

位置揃えにたいしてベースオフセットが何も指定されなければ、テキストエリア左端にたいして常
に相対的になります。たとえばヘッダーライン内の ‘:align-to 0’はテキストエリアの最初のテキス
ト行に位置揃えします。ウィンドウで行番号を表示している際には、テキストは行番号表示の終了に
使用されるスペースから開始するとみなされます。

(num . expr)という形式の値は、numと exprにより生成される値を意味します。たとえば (2 .

in)は 2インチの幅、(0.5 . image)は指定された image (それのイメージ specにより与えられる
必要がある)の幅 (または高さ)の半分を指定します。

フォーム (+ expr ...)は式の値を合計します。フォーム (- expr ...)は式の値を符号反転また
は減算します。

39.16.4 その他のディスプレー仕様

以下は displayテキストプロパティ内で使用できる他のディスプレイ仕様です。

string このプロパティをもつテキストのかわりに stringを表示する。

再帰的なディスプレイ仕様はサポートされない。つまり stringの displayプロパティが
あっても使用されない。

(image . image-props)

この種のディスプレイ仕様はイメージディスクリプタである (Section 39.17.2 [Image
Descriptors], page 1052を参照)。ディスプレイ仕様として使用時には、そのディスプ
レイ仕様をもつテキストのかわりに表示するイメージを意味する。

(slice x y width height)

この仕様は imageとともに、表示するイメージのスライス (slice: イメージの特定の領
域)を指定する。要素 yと xはイメージ内での左上隅、widthと heightはそのスライス
の幅と高さを指定する。整数はピクセル数、0.0から 1.0までの浮動小数点数はイメー
ジ全体の幅や高さの割合を意味する。

((margin nil) string)

この形式のディスプレイ仕様は、このディスプレイ仕様をもつテキストのかわりにテキ
ストと同じ位置に表示する stringを意味する。これは単に stringを使用するのと同じだ
が、マージン表示 (Section 39.16.5 [Display Margins], page 1050を参照)の特殊な
ケースとして行われる点が異なる。

(left-fringe bitmap [face])
(right-fringe bitmap [face])

テキスト行の任意の文字がこのディスプレイ仕様をもつ場合には、その文字のかわりに
その行の左や右のフリンジに表示する bitmapを指定する。オプションの faceはビット
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マップ表示にカラーを使用するフェイスを指定する。詳細は Section 39.13.4 [Fringe
Bitmaps], page 1039を参照のこと。

(space-width factor)

このディスプレイ仕様は、この仕様をもつテキスト内のすべてのスペース文字に効果を
及ぼす。これらすべてのスペースは通常の幅の factor倍の幅で表示される。要素 factor
は整数か浮動小数点数であること。スペース以外の文字は影響を受けない。特にこれは
タブ文字に影響を与えない。

(height height)

このディスプレイ仕様はテキストを高く (taller)、または低く (shorter)する。height
には以下を指定できる:

(+ n) これは nステップ大きいフォントの使用を意味する。ステップは利用可能
なフォントのセットから定義される。利用可能なフォントとは、具体的に
は、このような場合でなければ、heightを除いてそのテキストに指定され
たすべての属性にマッチするフォント。適切なフォントの各サイズは別の
ステップとして利用可能とみなされる。nは整数であること。

(- n) これは nステップ小さいフォントの使用を意味する。

factor (数値)
数値 factorはデフォルトフォントの factor倍高いフォントの使用を意味
する。

function (シンボル)
高さを計算する関数。この関数はカレントの高さを引数として呼び出され
て、使用する新たな高さをリターンすること。

form (上記以外)
heightの値が上記のいずれにもマッチしなければ、それはフォームである。
Emacsは heightをカレントで指定されたフォントの高さにバインドして
新たな高さを取得するためにフォームを評価する。

(raise factor)

この種のディスプレイ仕様は、その行のベースラインに相対的にテキストを上 (raise)、
または下 (lower)に指定する。これは主に上付き文字と下付き文字を意図している。

factorは影響を受けるテキストの高さにたいする乗数として解釈される数値でなければ
ならない。これが正なら上、負なら下に文字を表示することを意味する。

テキストが raiseより前 (左)に指定された heightディスプレイ仕様をもつ場合には、
テキストが上下される量はテキストの高さにもとづくので、上下されるピクセル数には
raiseが効果をもつ。したがって通常のテキスト高さより小さい上付きや下付きで表示
したければ、heightの前に raiseを指定することを考慮するべきである。

任意のディスプレイ仕様にたいして条件を作成できます。これを行うには、(when condition .

spec)という形式の別リスト内にパッケージします。この場合には、仕様 specは conditionが非 nil

値に評価されたときだけ適用されます。この評価の間に objectは条件つき displayプロパティをもつ
文字列、またはバッファーにバインドされます。positionと buffer-positionはそれぞれ object

内の位置、および displayプロパティが見つかったバッファー位置にバインドされます。objectが
文字列の際には両者の位置は異なるかもしれません。

conditionはこのディスプレイ仕様が配置された箇所のテキストを再表示が調べる際だけ評価され
るので、この機能は比較的安定した条件にもっとも適していることに注意してください (特定のバッ
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ファー位置それぞれにたいして評価ごとに同じ結果を取得する)。同じのテキスト位置にたいする結果
が異なる、つまり結果がポイント位置に依存するようなら、この条件仕様はあなたの望むものではな
いかもしれません。なぜなら再表示は最後の表示サイクル以降に何かが変更されたといなす理由があ
るバッファーテキストの部分だけを調べるからです。

39.16.5 マージン内への表示

バッファーはその左側と右側にディスプレイマージン (display margins)と呼ばれるブランクエリアを
もつことができます。それらのエリア内には通常はテキストが出現することはありませんが、display
プロパティを使用してディスプレイマージン内に何かを配置することができます。現在のところマー
ジン内のテキストやイメージをマウスセンシティブにする方法はありません。

マージン内に何かを表示するにはテキストの displayプロパティのマージン表示仕様 (margin
display specification)で指定します。これは配置したテキストが表示されないことを意味する置換
表示仕様です。マージン表示は表示されますがそのテキストは表示されません。

マージン表示仕様とは ((margin right-margin) spec)や ((margin left-margin) spec)

のようなものです。ここで specはマージン内に何を表示するかを告げる別の表示仕様です。典型的に
はこれは表示するテキスト文字列やイメージディスクリプタです。

特定のバッファーテキストに割り当てられたマージンに何かを表示するためには、そのテキストに
before-stringプロパティを付してコンテンツとしてマージン表示仕様を putします。

マージン内に表示する文字列がフェイスを指定しなければ、テキストエリア内に表示される文字列に
準じたいくつかの規則と優先度によりフェイスが決定されることに注意してください (Section 39.12.4
[Displaying Faces], page 1022を参照)。これが望ましくないマージンへのフェイスの “漏洩”をも
たらすようなら、文字列が文字列用に明示的なフェイスを確実にもつようにしてください。

ディスプレイマージンが何かを表示可能になる前に、それらに非 0の幅を与えなければなりませ
ん。これを行う通常の方法は以下の変数をセットする方法です:

[Variable]left-margin-width
この変数は左マージンの幅を文字セル (別名は “列”)単位で指定する。これ、すべてのバッファー
でバッファーローカルである。値 nilは左マージンエリアなしを意味する。

[Variable]right-margin-width
この変数は右マージンの幅を文字セル単位で指定する。これはすべてのバッファーでバッファー
ローカルである。値 nilは右マージンエリアなしを意味する。

これらの変数をセットしてもウィンドウには即座には反映されません。これらの変数はウィンドウ
内に新たなバッファーを表示する際にチェックされます。したがって set-window-bufferを呼び出
すことにより変更を反映することができます。これらの変数を左右のマージンのカレント幅の判定を
試みるために使用してはいけません。かわりに関数 window-marginsを使用してください。

マージン幅を即座にセットすることもできます。

[Function]set-window-margins window left &optional right
この関数はウィンドウ windowのマージン幅、文字セル単位で指定する。引数 leftは左マージ
ン、rightは右マージン (デフォルトは 0)を制御する。

期待する幅のマージンを収容するのに windowが十分大きくなければ、windowのマージンは
未変更のままになる。

ここで指定した値は windowにたいする引数 keep-marginsが nilか省略した set-window-

buffer (Section 28.11 [Buffers and Windows], page 636を参照)の呼び出しにより後か
らオーバーライドされるかもしれない。
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[Function]window-margins &optional window
この関数は windowの左マージンと右マージンの幅を (left . right)という形式のコンス
セルでリターンする。2 つのマージンエリアのいずれか一方が存在しなければ幅は nilでリ
ターンされる。2つのマージンがどちらも存在しなければ、この関数は (nil)をリターンする。
windowが nilなら選択されたウィンドウが使用される。

39.17 イメージ

Emacsバッファー内にイメージを表示するためには最初にイメージディスクリプタを作成して、それ
を表示されるテキストの displayプロパティ(Section 39.16 [Display Property], page 1045を参
照)内のディスプレイ指定子として使用しなければなりません。

Emacsはグラフィカルな端末で実行時には、通常はイメージの表示が可能です。テキスト端末、
イメージサポートを欠く特定のグラフィカル端末、またはイメージサポートなしでコンパイルされ
た Emacs ではイメージを表示できません。原則的にイメージが表示可能か判断するためには関数
display-images-pを使用できます (Section 29.25 [Display Feature Testing], page 752を参照)。

39.17.1 イメージのフォーマット

Emacsはいくつかの異なるフォーマットのイメージを表示できます。これらのイメージフォーマット
のいくつかは、特定のサポートライブラリーがインストールされている場合のみサポートされます。
いくつかのプラットフォームでは Emacsはオンデマンドでサポートライブラリーをロードできます。
そのような場合には、それらの動的ライブラリーにたいする既知の名前セットを変更するために変数
dynamic-library-alistを使用できます。Section 40.21 [Dynamic Libraries], page 1132を参
照してください。

サポートされるイメージフォーマット (と要求されるサポートライブラリー)にはPBMとXBM(サ
ポートライブラリーに依存せず常に利用可能)、XPM (libXpm)、GIF (libgifかlibungif)、JPEG
(libjpeg)、TIFF (libtiff)、PNG (libpng)、SVG (librsvg)が含まれます。

これらのイメージフォーマットはそれぞれイメージタイプシンボル (image type symbol)に関連
付けられます。上記のフォーマットにたいするシンボルは順に pbm、xbm、xpm、gif、jpeg、tiff、
png、svgになります。

さらに ImageMagick(libMagickWand)のサポートつきでEmacsをビルドした場合には、Emacs
は ImageMagickが表示可能なイメージフォーマットを表示できます。Section 39.17.5 [ImageMagick
Images], page 1056を参照してください。ImageMagickを通じて表示されるすべてのイメージはタ
イプシンボル imagemagickをもちます。

[Variable]image-types
この変数はカレント構成で潜在的にサポートされるイメージフォーマットにたいするタイプシ
ンボルのリストを含む。

“潜在的”とはEmacsがそのイメージタイプを知っていることを意味しており、実際に使用可能
である必要はない (たとえば動的ライブラリーが利用できないせいかもしれない)。どのイメー
ジタイプが実際に利用できるか知るためには image-type-available-pを使用すること。

[Function]image-type-available-p type
この関数はタイプ typeのイメージのロードと表示が可能なら非 nilをリターンする。typeは
イメージタイプシンボルであること。

サポートライブラリーが静的にリンクされたイメージタイプにたいして、この関数は常に tを
リターンする。サポートライブラリーが動的にロードされるイメージタイプにたいしてはライ
ブラリーがロード可能なら t、それ以外なら nilをリターンする。
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39.17.2 イメージのディスクリプタ

イメージディスクリプタ (image descriptor) とは、イメージにたいする基礎的なデータと表示
する方法を指定するリストです。これは通常はオーバーレイプロパティかテキストプロパティ
display(Section 39.16.4 [Other Display Specs], page 1048 を参照) の値を通じて使用されま
すが、バッファーにイメージを挿入する便利なヘルパー関数については Section 39.17.9 [Showing
Images], page 1065を参照してください。

イメージディスクリプタはそれぞれ (image . props)という形式をもちます。ここで propsは
キーワードシンボルと値のペアーからなるプロパティリストであり、少なくともそのイメージタイプ
を指定するペアー:type typeを含みます。

以下はすべてのイメージタイプにたいして意味のあるプロパティのリストです (以降のサブセク
ションで説明するように特定のイメージタイプにたいしてのみ意味があるプロパティも存在する):

:type type

イメージタイプ。すべてのイメージディスクリプタは。このプロパティを含まなければ
ならない。

:file file

これはファイル fileからイメージをロードすることを意味する。fileが絶対ファイル名で
なければ、それは data-directoryの imagesサブディレクトリーから相対的に展開さ
れる。これに失敗すると x-bitmap-file-pathにリストされたディレクトリーから相
対的に展開される (Section 39.12.1 [Face Attributes], page 1014を参照)。

:data data

これは raw イメージデータを指定する。すべてのイメージディスクリプタは:dataか
:fileのいずれかをもたなければならないが両方もつことはできない。

ほとんどのイメージタイプにたいして、:dataプロパティの値はイメージデータを含む
文字列であること。いくつかのイメージタイプは:dataをサポートしない。それ以外の
イメージタイプにたいしては:data単独では不十分であり、:dataとともに他のイメー
ジプロパティを使用する必要がある。詳細は以下のサブセクションを参照のこと。

:margin margin

これはイメージ周囲に余分なマージンとして何ピクセル追加するかを指定する。値margin
は非負の数値か、そのような数値のペアー(x . y)でなければならない。ペアーならxは水
平方向に追加するピクセル数、yは垂直方向に追加するピクセル数を指定する。:margin
が指定されない場合のデフォルトは 0。

:ascent ascent

これはイメージのアセント (ベースラインの上の部分)に使用するイメージの高さの分量
を指定する。値 ascentは 0から 100の数値かシンボル centerでなければならない。

ascentが数値ならアセントに使用するイメージの高さのパーセンテージであること。

ascentが centerなら、イメージにたいしてテキストプロパティやオーバーレイプロパ
ティにより指定される方法で、センターライン (そのイメージ位置にテキストを描画す
る際の垂直方向のセンターライン)の垂直方向中心にイメージが配置される。

このプロパティが省略された場合のデフォルトは 50。

:relief relief

これはイメージ周辺にシャドー矩形を追加する。値 reliefはシャドーライン幅をピクセ
ルで指定する。reliefが負ならボタンを押下した状態、それ以外はボタンを押下してい
ない状態のイメージでシャドーを描画する。
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:width width, :height height

キーワード:widthと:heightはイメージのスケーリングに使用される。いずれか一方
のみが指定された場合には、アスペクト比を保つためにもう一方が算出される。両方が
指定された場合にはアスペクト比は保たれないかもしれない。

:max-width max-width, :max-height max-height

キーワード:max-widthと:max-heightは、イメージのサイズがこれらの値を超過した
場合のスケーリングに使用される。:widthがセットされた場合には max-widthより優
先されて、:heightがセットされた場合には max-heightより優先されるだろうが、そ
れ以外ではこれらのキーワードを望むように混交できる。

:max-widthと:heightが指定されていて:widthが未指定なら、アスペクト比を維持
することにより:max-widthを超える幅が要求されるかもしれない。これが発生した場
合には、スケーリングは:max-widthを超過しないアスペクト比を維持できるように、小
さい値を使用する。:max-heightと:widthが指定されていて:heightが未指定のとき
も同様。たとえば 200x100のイメージがあり:widthを 400、:max-heightを 150に
指定すると、アスペクト比を保持しつつ “max”のセッティングを超過しないようにイ
メージは最終的には 300x150になる。このパラメーターの組み合わせは、“可能なかぎ
り大きく、ただし利用可能なディスプレイエリア以下でこのイメージを表示せよ”のよ
うに指示する簡便な手段である。

:scale scale

これは数字であること。1より大きい値は幅および高さを乗じたサイズの増加、小さい
値はサイズの減少を意味する。たとえば値 0.25はイメージをオリジナルの 1/4のサイ
ズにするだろう。このスケーリングにより:max-widthや:max-heightで指定されたイ
メージの元のサイズより大きくなる場合でも、結果サイズがこれら 2つの値を超過する
ことはない。:scaleおよび:height/:widthの両方が指定されたら、高さ/幅は指定さ
れたスケーリング倍率に調整される。

:rotation angle

ローテーション角度を度数 (degree)で指定する。イメージタイプが imagemagickでな
ければ、90°の倍数のみをサポート。値が正なら時計回り、負なら反時計回り。ローテー
ションはスケーリングとクロッピング (cropping: 切り取り、抜き出し)の後に行われる。

:index frame

Section 39.17.10 [Multi-Frame Images], page 1067を参照のこと。

:conversion algorithm

これはイメージを表示する前に適用するべき変換アルゴリズムを指定する。値 algorithm
は何のアルゴリズムかを指定する。

laplace

emboss カラーの大きな差異を強調して小さな差異を不鮮明にするラプラスエッジ
検出アルゴリズム (Laplace edge detection algorithm)を指定する。無
効なボタンのイメージ表示に、これが役立つと考える人もいます。

(edge-detection :matrix matrix :color-adjust adjust)

一般的なエッジ検出アルゴリズムを指定する。matrixは数値からなる 9要
素のリストかベクターでなければならない。変換されたイメージ内の位置
x/yにあるピクセルは、その位置周辺にある元のピクセルから計算される。
matrixは x/y に近接する各ピクセルにたいして、そのピクセルが変換先
ピクセルに影響するファクター (factor: 要因)を指定する。以下のように
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要素 0は x− 1/y− 1にあるピクセルのファクター、要素 1は x/y− 1に
あるピクセルにたいするファクター、...を指定する。x− 1/y − 1 x/y − 1 x+ 1/y − 1

x− 1/y x/y x+ 1/y
x− 1/y + 1 x/y + 1 x+ 1/y + 1


結果となるピクセルは周辺ピクセルの RGB値を合計したカラーを指定さ
れたファクターで乗じて、その合計をファクター絶対値の合計で除した色
強度から計算される。

ラプラスエッジ検出は現在のところは以下のマトリクス 1 0 0
0 0 0
0 0 −1


エンボスエッジ検出 (Emboss edge-detection)は以下のマトリクスを使
用する  2 −1 0

−1 0 1
0 1 −2


disabled イメージが無効 (disabled)に見えるよう変換することを指定する。

:mask mask

maskが heuristicか (heuristic bg)なら、フレームのバックグラウンドがイメージ
背後に見えるようにイメージのクリッピングマスクを構築する。bgが未指定か tなら、
イメージ 4隅に最頻するカラーをそのイメージのバックグラウンドカラーとみなしてバッ
クグラウンドカラーを決定する。それ以外なら bgはイメージのバックグラウンドとみな
すべきカラーを指定するリスト (red green blue)でなければならない。

maskが nilなら、イメージがマスクをもつ場合にはマスクを削除する。マスクを含む
フォーマットのイメージは:mask nilを指定することにより削除される可能性がある。

:pointer shape

これはマウスポインターがそのイメージ上にある際のポインターシェイプを指定する。
利用可能なポインターシェイプについては Section 29.19 [Pointer Shape], page 747
を参照のこと。

:map map これはイメージにホットスポット (hot spots)のイメージマップを関連付ける。

イメージマップは各要素が (area id plist)という形式をもつ alist。areaには rect-
angle(矩形)、circle(円)、または polygon(ポリゴン、多角形)のいずれかを指定する。

rectangle は矩形エリアの左上隅と右下隅のピクセル座標を指定するコンス (rect .

((x0 . y0) . (x1 . y1)))。

circleは円の中心と半径を指定するコンス (circle . ((x0 . y0) . r))。rは整数か
浮動小数点数。

polygon は各ペアーが多角形の 1 つの頂点を記述するコンス (poly . [x0 y0 x1 y1

...])。

マウスポインターがホットスポット上にある際には、ホットスポットのplistが参照される。
これが help-echoプロパティを含むならそのホットスポットのツールチップ、pointer
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プロパティを含む場合はマウスカーソルがホットスポット上にあるときのマウスカー
ソルのシェイプを指定する。利用可能なポインターシェイプについては Section 29.19
[Pointer Shape], page 747を参照のこと。

マウスポインターがホットスポット上にあるときにマウスをクリックしたときのイベン
トは、ホットスポットの idとマウスイベントを組み合わせて構成される。たとえばホッ
トスポットの idが area4なら [area4 mouse-1]。

[Function]image-mask-p spec &optional frame
この関数はイメージ specがマスクビットマップをもつなら tをリターンする。frameはそのイ
メージが表示されるフレーム。frameが nilか省略された場合には選択されたフレームが使用
される (Section 29.10 [Input Focus], page 733を参照)。

[Function]image-transforms-p &optional frame
この関数は frameがイメージのスケーリングとローテーションをサポートすれば非 nilをリター
ンする。frameが nilか省略なら選択されたフレームの使用を意味する (Section 29.10 [Input
Focus], page 733を参照)。リターンされるリストには何のイメージ変換操作がサポートされ
るかを示すシンボルが含まれる:

scale frameは:scale、:width、:height、:max-width、:max-heightのプロパテ
ィを通じたイメージスケーリングをサポートする。

rotate90 frameはローテーション角度が 90°の整数倍ならイメージローテーションをサポー
トする。

イメージ変換がサポートされていなければ:rotation、:crop、:width、:height、:scale、
:max-width、:max-heightは (利用可能なら)ImageMagickを通じた場合のみ使用可能 (Sec-
tion 39.17.5 [ImageMagick Images], page 1056を参照)。

39.17.3 XBMイメージ

XBMフォーマットを使用するにはイメージタイプとして xbmを指定します。このイメージフォーマッ
トは外部ライブラリーを要求せず、このタイプのイメージは常にサポートされます。

xbmイメージタイプにたいして追加のイメージプロパティがサポートされます:

:foreground foreground

値 foregroundはそのイメージのフォアグラウンドカラーを指定する文字列、またはデ
フォルトカラーを指定する nilであること。このカラーはXBM内の 1の各ピクセルに
使用される。デフォルトはフレームのフォアグラウンドカラー。

:background background

値 backgroundはそのイメージのバックグラウンドカラーを指定する文字列、またはデ
フォルトカラーを指定する nilであること。このカラーはXBM内の 0の各ピクセルに
使用される。デフォルトはフレームのバックグラウンドカラー。

外部ファイルのかわりにEmacs内のデータを指定してXBMイメージを指定するには以下の 3つ
のプロパティを使用する:

:data data

値 dataはイメージのコンテンツを指定する。dataとして使用できる 3つのフォーマッ
トが存在する:

• それぞれがイメージの 1ラインを指定するような文字列ベクターか boolベクター。
:heightと:widthを指定する。



Chapter 39: Emacsのディスプレー表示 1056

• 文字列なら XBMファイルが含むのと同じバイトシーケンスを含む。この場合は
:heightと:widthを指定してはならない。これらを省略することが、そのデータ
がXBMファイルのフォーマットをもつことを示すからである。イメージの高さと
幅はファイルのコンテンツにより指定される。

• イメージのビットを含む文字列か boolベクター (終端の使用されない余分なビット
を含むかもしれない)。少なくとも stride * heightビットを含むこと (strideは
イメージ幅以上の 8の最小倍数)。この場合にはその文字列が XBMファイル全体
ではなく、単にビットだけを含むことを示すとともに、そのイメージのサイズを指
定するために:height、:width、:strideを指定する必要がある。

:width width

値 widthはピクセル単位でイメージの幅を指定する。

:height height

値 heightはピクセル単位でイメージの高さを指定する。

:stride stride

各行に格納さたブールベクターのエントリー数 (width以上の 8の最小倍数)。

39.17.4 XPMイメージ

XPMフォーマットを使用するにはイメージタイプに xpmを指定します。xpmイメージタイプでは追
加のプロパティ:color-symbolsにも意味があります。

:color-symbols symbols

値 symbolsは要素が (name . color)という形式をもつような alistであること。各要
素において nameはイメージファイル内に出現するカラー名、colorはそのカラー名の実
際の表示に使用するカラーを指定する。

39.17.5 ImageMagickイメージ

ImageMagickのサポートつきの Emacsビルドでは、多くくのイメージフォーマットをロードする
ために ImageMagickライブラリーを使用できます (Section “File Conveniences” in The GNU
Emacs Manualを参照)。ImageMagickを通じてロードしたイメージのイメージタイプシンボルは、
基礎となる実際のイメージフォーマットとは無関係に imagemagickになります。

ImageMagickサポートをチェックするには以下を使用してください:

(image-type-available-p 'imagemagick)

[Function]imagemagick-types
この関数はカレントの ImageMagickインストールによりサポートされるイメージファイル拡
張子のリストをリターンする。リストの各要素は.bmpイメージは BMPのような、イメージタイ
プにたいして内部的な ImageMagick名を表すシンボル。

[User Option]imagemagick-enabled-types
この変数の値は Emacs が ImageMagick を使用してレンダリングを試みるかもしれない
ImageMagickイメージタイプのリスト。リストの各要素は imagemagick-typesがリターン
するリスト内のシンボルのいずれか、または等価な文字列。もしくは値 tは ImageMagick
にたいして利用できるすべてのイメージタイプを有効にする。この変数の値とは関係なく
imagemagick-types-inhibit (以下参照)が優先される。
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[User Option]imagemagick-types-inhibit
この変数の値は imagemagick-enabled-typesの値とは無関係に、ImageMagickを使用し
て決してレンダリングされることのない ImageMagickイメージタイプのリスト。値 tは Im-
ageMagickを完全に無効にする。

[Variable]image-format-suffixes
この変数はイメージタイプをファイル名拡張子にマッピングするalist。Emacsは ImageMagick
ライブラリーにイメージのタイプに関するヒントを与えるために、この変数と:formatイメー
ジプロパティ(以下参照)を組み合わせて使用する。各要素は (type extension)という形式を
もち typeはイメージの content-typeを指定するシンボル、extensionは関連付けられるファ
イル名拡張子を指定する文字列。

ImageMagickによりロードされたイメージは、追加で以下のイメージディスクリプタプロパティ
をサポートします:

:background background

backgroundが非 nilなら、カラーを指定する文字列であること。これはイメージが透
明度をサポートする場合に、イメージのバックグラウンドカラーとして使用される。値
が nilの場合のデフォルトはフレームのバックグラウンドカラー。

:format type

値 typeは image-format-suffixesで見られるような、イメージのタイプを指定する
シンボルであること。これはイメージが関連付けられたファイル名をもたない際に、イ
メージタイプを検出する助けとなるヒントを ImageMagickに提供する。

:crop geometry

geometryの値は (width height x y)という形式のリストであること。widthと
heightはクロップするイメージの幅と高さを指定する。xが正の数値なら元イメージの
左エッジ、負の数値なら右エッジからクロップのオフセットを指定する。yが正の数値
なら元イメージの上エッジ、負の数値なら下エッジからクロップのオフセットを指定す
る。xか yが nilか未指定ならクロップ領域は元イメージの中央になる。

クロップ領域がイメージ外部、またはエッジとオーバーラップする場合には、イメージ
外部の全領域を除外するように縮小される。これはwidthや heightに大きな値を与えて
イメージサイズを増加するために:cropを使用できないことを意味する。

クロッピングはスケーリング後、ローテーション前に行われる。

39.17.6 SVGイメージ

SVG (Scalable Vector Graphics)はイメージを指定するXMLフォーマットです。SVGサポート
つきでEmacsがビルドされていれば、以下の svg.elライブラリー由来の関数でこれらのイメージの
作成や操作ができます。

[Function]svg-create width height &rest args
指定したサイズで新たに SVGイメージを作成する。argsは plist引数であり、以下を指定で
きる:

:stroke-width

作成するすべてのラインのデフォルト幅 (ピクセル単位)。

:stroke 作成するすべてのラインのデフォルトのストロークカラー。
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この関数は SVGオブジェクト (SVGイメージを指定する Lispデータ構造)をリターンする。
以下の関数はすべてこのブジェクトにたいして機能する。以下の関数の引数 svgはこのような
SVGオブジェクトを指定する。

[Function]svg-gradient svg id type stops
svgに識別子 idでグラデーションを作成する。typeはグラデーションタイプでlinearかradial

のいずれかを指定する。stopsはパーセント割合/カラーのペアからなるリスト。

以下は最初の赤から 25%の緑、最後は青に至る線形グラデーションを作成する:

(svg-gradient svg "gradient1" 'linear

'((0 . "red") (25 . "green") (100 . "blue")))

作成 (および SVGオブジェクトに挿入)されたグラデーションは、後でシェイプを作成するす
べての関数で使用できる。

以下の関数はすべてさまざまな属性のデフォルト値を変更するオプションのキーワードパラメー
ターを受け取ります。有効な属性には以下が含まれます:

:stroke-width

ラインとソリッドシェイプ枠線の描画幅 (ピクセル単位)。

:stroke-color

ラインとソリッドシェイプ枠線の描画カラー。

:fill-color

ラインとソリッドシェイプに使用するカラー。

:id シェイプの識別子。

:gradient

与えられた場合には以前に定義されたグラデーションオブジェクトの識別子であること。

:clip-path

クリックパスの識別子。

[Function]svg-rectangle svg x y width height &rest args
左上隅が位置 x/y、サイズが width/heightの矩形を svgに追加する。

(svg-rectangle svg 100 100 500 500 :gradient "gradient1")

[Function]svg-circle svg x y radius &rest args
中央が位置 x/y、半径が radiusの円を svgに追加する。

[Function]svg-ellipse svg x y x-radius y-radius &rest args
中央が位置 x/y、水平半径が x-radius、垂直半径が y-radiusの楕円を svgに追加する。

[Function]svg-line svg x1 y1 x2 y2 &rest args
始点が x1/y1、終点が x2/y2の線を svgに追加する。

[Function]svg-polyline svg points &rest args
points (Xと Yの位置ペアのリスト)を通過する複数セグメントラライン、いわゆる “ポリゴ
ン (polyline)”を svgに追加する。

(svg-polyline svg '((200 . 100) (500 . 450) (80 . 100))

:stroke-color "green")



Chapter 39: Emacsのディスプレー表示 1059

[Function]svg-polygon svg points &rest args
ポリゴン外周の位置XとYのペアからなるリストであるような pointsにより記述されるポリ
ゴンを svgに追加する。

(svg-polygon svg '((100 . 100) (200 . 150) (150 . 90))

:stroke-color "blue" :fill-color "red")

[Function]svg-path svg commands &rest args
commandsに応じて svgにシェイプのアウトラインを追加する。[SVG Path Commands],
page 1060を参照のこと。

デフォルトでは絶対座標。最後 (または最初)の位置を基準に相対座標を指定するには、属性
:relativeに tをセットする。この属性は関数や個々の commandsにたいして指定できる。関
数に指定された場合には、すべての commandsはデフォルトで相対座標を使用する。個々の
commandsに絶対座標を使用させるなら、:relativeに nilをセットする。

(svg-path svg

'((moveto ((100 . 100)))

(lineto ((200 . 0) (0 . 200) (-200 . 0)))

(lineto ((100 . 100)) :relative nil))

:stroke-color "blue"

:fill-color "lightblue"

:relative t)

[Function]svg-text svg text &rest args
指定した textを svgに追加する。

(svg-text

svg "This is a text"

:font-size "40"

:font-weight "bold"

:stroke "black"

:fill "white"

:font-family "impact"

:letter-spacing "4pt"

:x 300

:y 400

:stroke-width 1)

[Function]svg-embed svg image image-type datap &rest args
埋め込みの (ラスター)イメージを svgに追加する。datapが nilなら imageはファイル名、そ
れ以外なら imageはイメージデータを rawバイトとして含む文字列であること。image-type
は"image/jpeg"のようなMIMEイメージタイプであること。

(svg-embed svg "~/rms.jpg" "image/jpeg" nil

:width "100px" :height "100px"

:x "50px" :y "75px")

[Function]svg-clip-path svg &rest args
svgにクリッピングパスを追加する。:clip-pathプロパティを通じてシェイプに適用された場合
には、クリッピング外部のシェイプ部分は描画されない。

(let ((clip-path (svg-clip-path svg :id "foo")))
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(svg-circle clip-path 200 200 175))

(svg-rectangle svg 50 50 300 300

:fill-color "red"

:clip-path "url(#foo)")

[Function]svg-node svg tag &rest args
カスタムノード tagを svgに追加する。

(svg-node svg

'rect

:width 300 :height 200 :x 50 :y 100 :fill-color "green")

[Function]svg-remove svg id
svgから識別子 idの要素を取り除く。

[Function]svg-image svg
最後に svg-imageは引数として SVGを受け取り、insert-imageのような関数での使用に適
したイメージオブジェクトをリターンする。

以下は円のイメージを作成して挿入する完全な例です:

(let ((svg (svg-create 400 400 :stroke-width 10)))

(svg-gradient svg "gradient1" 'linear '((0 . "red") (100 . "blue")))

(svg-circle svg 200 200 100 :gradient "gradient1"

:stroke-color "green")

(insert-image (svg-image svg)))

SVG Path Commands

SVGパス (SVG paths)によりライン (lines: 線)、カーブ (curves: 曲線)、アーク (arcs: 円弧)、ま
たはその他の基本的なシェイプを組み合わせて複雑なイメージを作成できます。以下に説明する関数
で Lispプログラムから SVGパスコマンドを呼び出すことができます。

[Command]moveto points
pointsの最初のポイントにペンを移動する。それ以降のポイントはラインで接続される。points
はXY座標ペアのリスト。後続の movetoコマンドは新たなサブパス (subpath)の開始を表す。

(svg-path svg '((moveto ((200 . 100) (100 . 200) (0 . 100))))

:fill "white" :stroke "black")

[Command]closepath
サブパスの初期ポイントに接続することによりカレントのサブパスを終了する。ラインは接続
に沿って描画される。

(svg-path svg '((moveto ((200 . 100) (100 . 200) (0 . 100)))

(closepath)

(moveto ((75 . 125) (100 . 150) (125 . 125)))

(closepath))

:fill "red" :stroke "black")

[Command]lineto points
カレントのポイントから points (XY位置ペアのリスト)の最初の要素にラインを描画する。複
数ポイントを指定するとポリライン (polyline: 折れ線)を描画する。

(svg-path svg '((moveto ((200 . 100)))
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(lineto ((100 . 200) (0 . 100))))

:fill "yellow" :stroke "red")

[Command]horizontal-lineto x-coordinates
カレントポイントから x-coordinatesの最初の要素へ水平ラインを描画する。通常は無意味だ
が複数座標の指定は可能。

(svg-path svg '((moveto ((100 . 200)))

(horizontal-lineto (300)))

:stroke "green")

[Command]vertical-lineto y-coordinates
垂直ラインを描画する。

(svg-path svg '((moveto ((200 . 100)))

(vertical-lineto (300)))

:stroke "green")

[Command]curveto coordinate-sets
coordinate-setsの最初の要素を使用して、カレントポイントからベジェ曲線 (cubic
B^^c3^^a9zier curve)を描画する。複数の座標セットがあればポリベジェ(polybezier: 複数
のベジェ曲線)を描画する。座標セットはそれぞれ (x1 y1 x2 y2 x y)という形式のリストで
あり、(x, y)はカーブの終点。(x1, y1)と (x2, y2)はそれぞれ先頭ポイントと終点ポイント
を制御する。

(svg-path svg '((moveto ((100 . 100)))

(curveto ((200 100 100 200 200 200)

(300 200 0 100 100 100))))

:fill "transparent" :stroke "red")

[Command]smooth-curveto coordinate-sets
coordinate-setsの最初の要素を使用して、カレントポイントから三次ベジェ曲線 (cubic
B^^c3^^a9zier curve) を描画する。複数の座標セットがあればポリベジェ(polybezier: 複
数のベジェ曲線) を描画する。座標セットはそれぞれ (x2 y2 x y)という形式のリストであ
り、(x, y) はカーブの終点、(x2, y2) は対応するコントロールポイント。前のコマンドが
curvetoか smooth-curvetoなら、そのコマンドの 2つ目のコントロールポイントのカレン
トポイントから相対的なリフレクション (reflection)。それ以外なら最初のコントロールポイ
ントはカレントポイントと一致する。

(svg-path svg '((moveto ((100 . 100)))

(curveto ((200 100 100 200 200 200)))

(smooth-curveto ((0 100 100 100))))

:fill "transparent" :stroke "blue")

[Command]quadratic-bezier-curveto coordinate-sets
coordinate-setsの最初の要素を使用して、カレントポイントから二次ベジェ曲線 (quadratic
B^^c3^^a9zier curve) を描画する。複数の座標セットがあればポリベジェ(polybezier: 複
数のベジェ曲線)を描画する。座標セットはそれぞれ (x1 y1 x y)という形式のリストであり、
(x, y)はカーブの終点、(x1, y1)はコントロールポイント。

(svg-path svg '((moveto ((200 . 100)))

(quadratic-bezier-curveto ((300 100 300 200)))
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(quadratic-bezier-curveto ((300 300 200 300)))

(quadratic-bezier-curveto ((100 300 100 200)))

(quadratic-bezier-curveto ((100 100 200 100))))

:fill "transparent" :stroke "pink")

[Command]smooth-quadratic-bezier-curveto coordinate-sets
coordinate-setsの最初の要素を使用して、カレントポイントから二次ベジェ曲線 (quadratic
B^^c3^^a9zier curve)を描画する。複数の座標セットがあればポリベジェ(polybezier: 複数の
ベジェ曲線)を描画する。座標セットはそれぞれ(x y)という形式のリストであり、(x, y)はカー
ブの終点。前のコマンドが quadratic-bezier-curvetoか smooth-quadratic-bezier-

curvetoなら、そのコマンドのコントロールポイントのカレントポイントから相対的なリフレ
クション (reflection)。それ以外なら最初のコントロールポイントはカレントポイントと一致
する。

(svg-path svg '((moveto ((200 . 100)))

(quadratic-bezier-curveto ((300 100 300 200)))

(smooth-quadratic-bezier-curveto ((200 300)))

(smooth-quadratic-bezier-curveto ((100 200)))

(smooth-quadratic-bezier-curveto ((200 100))))

:fill "transparent" :stroke "lightblue")

[Command]elliptical-arc coordinate-sets
coordinate-setsの最初の要素を使用して、カレントポイントから楕円弧 (elliptical arc)を描
画する。複数の座標セットがあれば一連の楕円弧を描画する。座標セットはそれぞれ (rx ry x

y)という形式のリストであり、(x, y)は楕円の終点、(rx, ry)は楕円の半径。リストに属性を
追加できる:

:x-axis-rotation

カレントの座標システムの X軸から相対的にローテートされた楕円 X軸の度数
角度。

:large-arc

tにセットすると、180°以上のアークスイープ (arc sweep)を描画する。それ以
外なら 180°以下のアークスイープを描画する。

:sweep tにセットすると正の角度方向 (positive angle direction)、それ以外なら負の角
度方向 (negative angle direction)にアークを描画する。

(svg-path svg '((moveto ((200 . 250)))

(elliptical-arc ((75 75 200 350))))

:fill "transparent" :stroke "red")

(svg-path svg '((moveto ((200 . 250)))

(elliptical-arc ((75 75 200 350 :large-arc t))))

:fill "transparent" :stroke "green")

(svg-path svg '((moveto ((200 . 250)))

(elliptical-arc ((75 75 200 350 :sweep t))))

:fill "transparent" :stroke "blue")

(svg-path svg '((moveto ((200 . 250)))

(elliptical-arc ((75 75 200 350 :large-arc t

:sweep t))))

:fill "transparent" :stroke "gray")
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(svg-path svg '((moveto ((160 . 100)))

(elliptical-arc ((40 100 80 0)))

(elliptical-arc ((40 100 -40 -70

:x-axis-rotation -120)))

(elliptical-arc ((40 100 -40 70

:x-axis-rotation -240))))

:stroke "pink" :fill "lightblue"

:relative t)

39.17.7 その他のイメージタイプ

PBMイメージにはイメージタイプ pbmを指定します。カラー、グレースケール、およびモノクロの
イメージがサポートされます。モノクロの PBMイメージにたいしては、2つの追加イメージプロパ
ティがサポートされます。

:foreground foreground

値 foregroundはイメージのフォアグラウンドカラーを指定する文字列、またはデフォル
トカラーなら nilであること。このカラーは PBM内の 1であるようなピクセルすべて
に使用される。デフォルトはフレームのフォアグラウンドカラー。

:background background

値 backgroundはイメージのバックグラウンドカラーを指定する文字列、またはデフォ
ルトカラーなら nilであること。このカラーは PBM内の 0であるようなピクセルすべ
てに使用される。デフォルトはフレームのバックグラウンドカラー。

Emacsがサポート可能な残りのイメージタイプは以下のとおり:

GIF イメージタイプ gif。:indexプロパティをサポートする。Section 39.17.10 [Multi-
Frame Images], page 1067を参照のこと。

JPEG イメージタイプ jpeg。

PNG イメージタイプ png。

TIFF イメージタイプ tiff。:indexプロパティをサポートする。Section 39.17.10 [Multi-
Frame Images], page 1067を参照のこと。

39.17.8 イメージの定義

関数 create-image、defimage、find-imageはイメージディスクリプタを作成するための便利な
手段を提供します。

[Function]create-image file-or-data &optional type data-p &rest props
この関数は file-or-data内のデータを使用するイメージディスクリプタを作成してリターンす
る。file-or-dataはファイル名、またはイメージデータを含む文字列を指定できる。前者なら
data-pは nil、後者なら非 nilであること。

オプション引数 typeはイメージタイプを指定するシンボル。typeが省略か nilなら、
create-imageはファイル先頭の数バイトかファイル名からイメージタイプの判断を試みる。

残りの引数 propsは追加のイメージプロパティを指定する。たとえば、

(create-image "foo.xpm" 'xpm nil :heuristic-mask t)

この関数はそのタイプのイメージがサポートされていなければ nil、それ以外ならイメージディ
スクリプタをリターンする。
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[Macro]defimage symbol specs &optional doc
このマクロはイメージマクロとして symbolを定義する。引数 specsはイメージの表示方法を
指定するリストである。3つ目の引数 docはオプションのドキュメント文字列。

specs内の各要素はプロパティリストの形式をもち、それぞれが少なくとも:typeプロパティ
と、:fileか:dataいずれかのプロパティをもつこと。:typeの値はイメージタイプを指定す
るシンボル、:fileの値はイメージをロードするファイル、:dataの値は実際のイメージデー
タを含む文字列であること。以下は例:

(defimage test-image

((:type xpm :file "~/test1.xpm")

(:type xbm :file "~/test1.xbm")))

defimageはそれが使用可能か、つまりそのタイプがサポートされているかとファイルが存在
するかを確認するために各要素を 1つずつテストする。最初に使用可能な引数が symbol内に
格納するイメージディスクリプタを作成するために使用される。

機能する候補がなければ symbolは nilとして定義される。

[Function]image-property image property
imageの propertyの値をリターンする。プロパティは setfを使用してセットできる。プロパ
ティに nilをセットすることによりイメージからプロパティを削除できる。

[Function]find-image specs
この関数はイメージ仕様 specsのリストの 1つを満足するイメージを探すための、便利な手段
を提供する。

specs内の各仕様はイメージタイプに応じた内容のプロパティリストである。すべての仕様は少
なくとも:type type、および:file fileか:data dataのいずれかのプロパティを含まなけ
ればならない。ここで typeは xbmのようにイメージタイプを指定するシンボル、fileはイメー
ジをロードするファイル、dataは実際のイメージデータを含む文字列。このリスト内で type
がサポートされていて、かつ fileが存在する最初の仕様が、リターンされるイメージ仕様の構
築に使用される。満足する仕様がなければ nilがリターンされる。

イメージは image-load-path内で検索される。

[User Option]image-load-path
この変数の値はイメージファイルを検索する場所のリスト。要素が文字列か値が文字列である
ような変数シンボルなら、その文字列が検索を行うディレクトリーの名前になる。値がリスト
であるような変数シンボルの場合、それは検索を行うディレクトリーのリストとなる。

デフォルトでは data-directoryで指定されたディレクトリーのサブディレクトリー images、
次に data-directoryで指定されたディレクトリー、最後に load-pathで指定されたディレ
クトリー内を検索する。サブディレクトリーは自動的には検索に含まれないので、イメージファ
イルをサブディレクトリー内に配置した場合には、サブディレクトリーを明示的に与える必要
がある。たとえば data-directory内でイメージ images/foo/bar.xpmを見つけるには以下
のようにそのイメージを指定すること:

(defimage foo-image '((:type xpm :file "foo/bar.xpm")))

[Function]image-load-path-for-library library image &optional path
no-error

この関数は Lispパッケージ libraryにより使用されるイメージにたいして適切な検索パスをリ
ターンする。
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この関数はまず image-load-path (data-directory/imagesを除外) を使用し、次に
load-pathの後に libraryにとって適切なパス (ライブラリーファイル自身にたいする相対パス
../../etc/imagesと../etc/imagesを含む) を補い、最後に data-directory/images

から imageを検索する。

それからこの関数は先頭に imageが見つかったディレクトリー、その後に load-pathの値が
続くディレクトリーのリストをリターンする。pathが与えられたら load-pathのかわりに使
用する。

no-errorが非 nil、かつ適切なパスが見つからない場合にはエラーをシグナルしない。かわり
に前記のディレクトリーリストをリターンするが、イメージのディレクトリーの箇所に nilが
出現する点が異なる。

以下は image-load-path-for-libraryの使用例:

(defvar image-load-path) ; shush compiler

(let* ((load-path (image-load-path-for-library

"mh-e" "mh-logo.xpm"))

(image-load-path (cons (car load-path)

image-load-path)))

(mh-tool-bar-folder-buttons-init))

イメージは image-scaling-factor変数にもとづいて作成時に自動的にスケーリングされます。
この値は浮動小数点数 (1より大きい値はサイズの拡大、小さい値はサイズの縮小を意味する)、また
はフォントのピクセルサイズにもとづいたスケーリング倍率で計算を行うシンボル autoのいずれか
です。

39.17.9 イメージの表示

自分で displayプロパティをセットアップしてイメージディスクリプタを使用できますが、このセク
ションの関数を使用するほうがより簡単です。

[Function]insert-image image &optional string area slice
この関数はカレントバッファーのポイント位置に imageを挿入する。imageはイメージディス
クリプタであること。これは create-imageによりリターンされた値、または defimageで定
義されたシンボルの値を使用できる。引数 stringはイメージを保持するためにバッファー内に
配置するテキストを指定する。これが省略か nilなら、insert-imageはデフォルトで" "を
使用する。

引数 areaはマージン内にイメージを置くかどうかを指定する。これが left-marginなら左マー
ジンにイメージが表示され、right-marginなら右マージンを指定する。areaが nilか省略な
ら、イメージはバッファーのテキスト内のポイント位置に表示される。

引数 sliceは挿入するイメージのスライスを指定する。sliceが nilか省略された場に合はイメー
ジ全体が挿入される。それ以外では、sliceがリスト (x y width height)なら xと yは位置、
widthと heightは挿入するイメージの領域を指定する。整数値はピクセル単位。0.0から 1.0
までの浮動小数点数はイメージ全体の幅や高さにたいする割合を指定する。

この関数は内部的にはバッファー内に stringを挿入して、imageを指定する displayプロパ
ティにそれを渡す。Section 39.16 [Display Property], page 1045を参照のこと。

[Function]insert-sliced-image image &optional string area rows cols
この関数は insert-imageと同様にカレントバッファー内に imageを挿入するが、イメージを
rows^^e2^^9c^^95colsの同一サイズのスライスに分割する点が異なる。
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Emacsは各スライスを個別のイメージとして表示して、(巨大な)イメージを表示するバッファー
のページングの際にイメージ全体を上下にジャンプするのではなく、より直感的な上下スクロー
ルが可能になる。

[Function]put-image image pos &optional string area
この関数はカレントバッファー内の posの前にイメージ imageを配置する。引数 posは整数か
マーカーであること。これはイメージが表示されるべきバッファー位置を指定する。引数 string
は代替として表示されるべきデフォルトのイメージを保持するテキストであること。

引数 imageはイメージディスクリプタでなければならず、それは create-imageがリターンさ
れたか、あるいは defimageにより格納されたイメージディスクリプタかもしれない。

引数 areaはマージン内にイメージを置くかどうかを指定する。これが left-marginなら左マー
ジンにイメージが表示され、right-marginなら右マージンを指定する。areaが nilか省略な
ら、イメージはバッファーのテキスト内のポイント位置に表示される。

内部的には、この関数はオーバーレイを作成して、値がそのイメージであるような displayプ
ロパティをもつテキストを含む、before-stringプロパティをそのオーバーレイに与えてい
る (なんと!)。

[Function]remove-images start end &optional buffer
この関数は bufferの位置 startと endの間のイメージを削除する。bufferが省略か nilならカ
レントバッファーからイメージを削除する。

これは put-imageが行う方法でbufferに配置されたイメージだけを削除して、insert-image
や他の方法で挿入されたイメージは削除しない。

[Function]image-size spec &optional pixels frame
この関数はペアー (width . height)としてイメージのサイズをリターンする。specはイメー
ジ spec。pixelsが非 nilならピクセル単位、それ以外なら frameのデフォルトの文字サイズ単
位で量ったサイズをリターンする (Section 29.3.2 [Frame Font], page 708を参照)。frame
はイメージが表示されるフレーム。frameが nilまたは省略された場合には選択されたフレー
ムを使用する (Section 29.10 [Input Focus], page 733を参照)。

[Variable]max-image-size
この変数は Emacsがロードするイメージの最大サイズを定義するために使用される。Emacs
はこの制限より大きいイメージのロード (と表示)を拒絶するだろう。

値が整数ならピクセル単位で量ったイメージの最大の高さと幅を直接指定する。浮動小数点数
ならフレームの高さと幅にたいする比率として、イメージの最大の高さと幅を指定する。値が
数値でなければイメージサイズにたいする明示的な制限は存在しない。

この変数の目的は意図せず Emacsに不当に大きなイメージがロードされるとを防ぐことであ
る。これはイメージの初回ロード時だけ効果がある。イメージが一度イメージキャッシュに置
かれると、その後に max-image-sizeの値が変更されても、そのイメージは常に表示可能であ
る (Section 39.17.11 [Image Cache], page 1068を参照)。

上記の挿入関数で挿入されたイメージは、表示されたイメージを横断するテキスト (またはオー
バーレイ)のプロパティ内にインストールされたローカルキーマップも取得します。このキーマップは
以下のコマンドを定義します。

+ イメージサイズを拡大する (image-increase-size)。‘4’というプレフィクス値は 40%
のサイズ拡大を意味する。デフォルトは 20%。
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- イメージサイズを縮小する (image-increase-size)。‘4’というプレフィクス値は 40%
のサイズ縮小を意味する。デフォルトは 20%。

r イメージを時計回りに 90°ローテートする (image-rotate。プレフィスを与えるとか
わりに反時計回りに 90°ローテートすることを意味する。

o イメージをファイルに保存する (image-save)。

39.17.10 マルチフレームのイメージ

複数のイメージを含むことができるイメージファイルがいくつかあります。わたしたちはこのような
場合には、イメージ内に複数の “フレーム”があると表現しています。現在のところ EmacsはGIF、
TIFF、およびDJVMのような特定の ImageMagickフォーマットにたいする複数フレームをサポー
トします。

フレームは複数のページを表現するため (通常はたとえばマルチフレームTIFFのケースが該当)、
あるいはアニメーションを作成するため (通常はマルチフレームGIFファイルのケースが該当)に使
用できます。

マルチフレームイメージは、表示されるフレームを指定する整数値 (0から数える)が値であるよ
うなプロパティ:indexをもっています。

[Function]image-multi-frame-p image
この関数は imageが 2つ以上のフレームを含めば非 nilをリターンする。実際のリターン値
はコンス (nimages . delay)であり nimagesはフレーム数、delayはフレーム間の遅延秒数、
イメージが遅延を指定しなければ nil。通常はアニメーションを意図されたイメージはフレー
ムの遅延を指定して、複数ページとして扱われることを意図したイメージは指定しない。

[Function]image-current-frame image
この関数は imageにたいして 0から数えたカレントフレーム番号のインデックスをリターン
する。

[Function]image-show-frame image n &optional nocheck
この関数は imageをフレーム番号 nとスイッチする。nocheckが nilなら有効範囲外のフレー
ム番号を範囲終端に置き換える。imageが指定された番号のフレームを含まなければイメージ
は中抜きの四角 (hollow box)で表示される。

[Function]image-animate image &optional index limit
この関数は imageをアニメーション表示する。オプションの整数 indexは開始するフレームを
指定する (デフォルトは 0)。オプション引数 limitはアニメーションの長さを制御する。これが
省略か nilならアニメーション回数は 1回、tなら永久にループ表示する。数値ならその秒数
後にアニメーションは停止する。

Animation operates by means of a timer. Note that Emacs imposes a アニメーションは
タイマーにより処理されます。Emacsは最小のフレーム遅延を 0.01秒 ( image-minimum-frame-
delayの値)とすることに注意してください。そのイメージ自身が遅延を指定しなければ Emacsは
image-default-frame-delayを使用します。

[Function]image-animate-timer image
この関数はもし存在すれば imageのアニメーションに責任をもつタイマーをリターンする。
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39.17.11 イメージキャッシュ

Emacsはイメージをより効果的に再表示できるようにイメージをキャッシュします。Emacsがイメー
ジを表示する際には、既存のイメージ仕様が望む仕様と equalなイメージキャッシュを検索します。
マッチが見つかったらイメージはキャッシュから表示され、それ以外ではイメージは通常のようにロー
ドされます。

[Function]image-flush spec &optional frame
この関数はフレーム frameのイメージキャッシュから仕様 specのイメージを削除する。イメー
ジ仕様の比較には equalを使用する。frameが nilの場合のデフォルトは選択されたフレーム。
frameが tならイメージはすべての既存フレームでフラッシュされる。

Emacsの現実装では各グラフィカル端末はイメージキャッシュを処理して、それはその端末上
のすべてのフレームにより共有される (Section 29.2 [Multiple Terminals], page 699を参
照)。つまりあるフレームでイメージをリフレッシュすると、同一端末上の他のすべてのフレー
ムでもリフレッシュされる。

image-flushの 1つの用途は Emacsにイメージファイルの変更を伝えることです。イメージ仕
様が:fileプロパティを含む場合には、そのイメージの初回表示時にファイルコンテンツにもとづい
てイメージがキャッシュされます。たとえその後にファイルが変更されても、Emacsはそのイメージ
の古いバージョンを表示し続けます。image-flushを呼び出すことによりそのイメージはキャッシュ
からフラッシュされて、イメージの表示が次回必要になった際に Emacsにファイルの再読み込みを
強制します。

image-flushの他の用途はメモリー節約です。Lisp プログラムで image-cache-eviction-

delay (以下参照)より遥かに短い期間に多数の一時イメージを作成する場合には、Emacsが自動的
に行うことを待たずに自身で使用されていないイメージのフラッシュを選択できます。

[Function]clear-image-cache &optional filter
この関数はイメージキャッシュ内に格納されたすべてのイメージを削除してイメージキャッシュ
をクリアーする。filterが省略か nilなら選択されたフレームにたいしてキャッシュをクリアー
する。filterがフレームなら、そのフレームにたいしてキャッシュをクリアーする。filterが tな
ら、すべてのイメージキャッシュをクリアーする。それ以外なら filterはファイル名として解釈
されて、すべてのイメージキャッシュからそのファイル名に関連付けられたすべてのイメージ
を削除する。

イメージキャッシュ内のイメージが指定された期間内に表示されなければ、Emacsはそれをキャッ
シュから削除して割り当てられたメモリーを解放します。

[Variable]image-cache-eviction-delay
この変数は表示されることなくイメージがキャッシュ内に残留できる秒数を指定する。あるイ
メージがこの秒数の間に表示されなければ、Emacsはそれをイメージキャッシュから削除する。

ある状況下では、もしキャッシュ内のイメージ数が大きくなり過ぎた場合には実際の立ち退き
遅延 (eviction delay)はこれより短くなり得る。

値が nilなら明示的にキャッシュをクリアーした場合を除き、Emacsはキャッシュからイメー
ジを削除しない。このモードはデバッグ時に有用かもしれない。
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39.18 埋め込みネイティブウィジェット

必要なサポートライブラリーつきでEmacsがビルドされていて、かつグラフィカル端末上で実行されて
いれば、Emacsバッファー内にGTK+ WebKitウィジェットのようなネイティブウィジェットを表示す
ることができます。Emacsが埋め込みウィジェットを表示可能かテストするには、xwidget-internal
機能が利用可能かどうかをチェックします (Section 16.7 [Named Features], page 280を参照)。

Emacsバッファー内に埋め込みウィジェットを表示するためには、最初に xwidgetオブジェクト
を作成して、テキストプロパティまたはオーバーレイプロパティdisplay内のディスプレイ仕様とし
てそのオブジェクトを使用します (Section 39.16 [Display Property], page 1045を参照)。

[Function]make-xwidget type title width height arguments &optional buffer
これは xwidgetオブジェクトを作成してリターンする。bufferが省略か nilの場合のデフォル
トはカレントバッファー。bufferが存在しないバッファーの名前を指定する場合には作成する。
typeは xwidgetコンポーネントを識別するもので以下のいずれかが可能：

webkit WebKitコンポーネント。

引数widthと heightはウィジェットのサイズをピクセル単位で指定して、titleはそのタイトル
を指定する文字列。

[Function]xwidgetp object
この関数は objectが xwidgetなら t、それ以外は nilをリターンする。

[Function]xwidget-plist xwidget
この関数は xwidgetのプロパティリストをリターンする。

[Function]set-xwidget-plist xwidget plist
この関数は plistで与えられた新たなプロパティリストで xwidgetのプロパティリストを置き換
える。

[Function]xwidget-buffer xwidget
この関数は xwidgetのバッファーをリターンする。

[Function]get-buffer-xwidgets buffer
この関数は bufferに関連付けられた xwidgetオブジェクトのリストをリターンする。bufferは
バッファーオブジェクトか既存のバッファー名 (文字列)を指定できる。bufferに xwidgetが含
まれなければ値は nil。

[Function]xwidget-webkit-goto-uri xwidget uri
この関数は与えられた xwidget内で指定した uriをブラウズ (browse: 閲覧)する。uriはファ
イルかURLを指定する文字列。

[Function]xwidget-webkit-execute-script xwidget script
この関数は xwidgetで指定されるブラウザウィジェットに、scriptで指定する JavaScriptを
実行させる。

[Function]xwidget-webkit-execute-script-rv xwidget script &optional
default

この関数は xwidget-webkit-execute-scriptと同様に指定した scriptを実行するが、ス
クリプトのリターン値も文字列としてリターンする。この関数は scriptが値をリターンしなけ
れば default、defaultが省略されたら nilをリターンする。
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[Function]xwidget-webkit-get-title xwidget
この関数は xwidgetのタイトルを文字列としてリターンする。

[Function]xwidget-resize xwidget width height
この関数は指定した xwidgetを widthxheightのサイズ (ピクセル単位)にリサイズする。

[Function]xwidget-size-request xwidget
この関数は xwidgetのサイズを (width height)という形式のリストでリターンする。単位は
ピクセル。

[Function]xwidget-info xwidget
この関数は [type title width height]という形式のベクターで xwidgetの属性をリター
ンする。属性は通常は xwidgetの作成時に make-xwidgetで決定される。

[Function]set-xwidget-query-on-exit-flag xwidget flag
この関数は Emacsが xwidgetに関連付けられたバッファーの exitや killの前にユーザーに確
認を求めるようにアレンジすることを可能にする。flagが非 nilなら Emacsはユーザーに確
認を求めて、それ以外なら確認を求めない。

[Function]xwidget-query-on-exit-flag xwidget
この関数は xwidgetの query-on-exitフラグのカレントセッティングを tか nilのいずれかで
リターンする。

39.19 ボタン

Buttonパッケージはマウスやキーボードコマンドでアクティブ化することができる、ボタン (buttons)
の挿入と操作に関する関数を定義します。これらのボタンは典型的には種々のハイパーリンクに使用
されます。

本質的にボタンとはバッファー内のテキスト範囲にアタッチされたテキストプロパティやオーバー
レイのプロパティのセットです。これらのプロパティはボタンプロパティ(button properties)と呼
ばれます。これらのプロパティのうちの 1つはアクションプロパティ(action property)であり、こ
れはユーザーがキーボードかマウスを使用してボタンを呼び出した際に呼び出される関数を指定しま
す。アクション関数はボタンを調べ、必要に応じて他のプロパティを使用できます。

いくつかの機能面で ButtonパッケージとWidgetパッケージは重複しています。Section “In-
troduction” in The Emacs Widget Library を参照してください。Buttonパッケージの利点は、
より高速で小さくプログラムにたいしてよりシンプルであることです。ユーザーの観点からは、2つ
のパッケージが提供するインターフェイスは非常に類似しています。

39.19.1 ボタンのプロパティ

ボタンはその外観と振る舞いを定義するプロパティの連想リスト (associated list)をもち、アプリ
ケーションの特別な目的のために他の任意のプロパティを使用できます。以下のプロパティはButton
パッケージにたいして特別な意味をもちます:

action ユーザーがボタンを呼び出した際に呼び出す関数であり、単一の引数 buttonを渡して呼
び出される。デフォルトではこれは何も行わない ignore。

mouse-action

これは actionと似ているが与えられた際には、(RET押下のかわりに)マウスクリック
によりボタンが呼び出された場合ｎ actionのかわりに使用される。与えられなければ
マウスクリックはかわりに actionを使用する。
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face このタイプのボタンが表示される方法を制御するEmacsフェイス。デフォルトはbutton

フェイス。

mouse-face

ボタン上にマウスがある際の外観を制御する追加のフェイス (通常の buttonフェイスと
マージされる)。デフォルトは Emacsの通常の highlightフェイス。

keymap そのボタンリージョン (button region)でアクティブなバインディングを定義するボタ
ンのキーマップ。デフォルトは変数 button-mapに格納された通常のボタンリージョン
キーマップであり、これはボタン呼び出しにたいして RETと mouse-2を定義している。

type ボタンのタイプ。Section 39.19.2 [Button Types], page 1071を参照のこと。

help-echo

Emacsのツールチップヘルプシステムが表示する文字列であり、デフォルトは"mouse-2,

RET: Push this button"。かわりに表示される文字列をリターンする関数や文字列に
評価されるフォーム、あるいは nil。詳細は [Text help-echo], page 822を参照のこと。

関数ならwindow、object、posという 3つの引数で呼び出される。2つ目の引数 object
はプロパティをもつオーバーレイ (オーバーレイボタンにたいして)、あるいはボタンを
含むバッファー (テキストプロパティボタンにたいして)のいずれか。その他の引数はス
ペシャルテキストプロパティhelp-echoの場合と同じ意味をもつ。

follow-link

このボタンにたいして mouse-1クリックが振る舞う方法を定義する follow-linkプロ
パティ。Section 32.19.8 [Clickable Text], page 829を参照のこと。

button すべてのボタンは非 nilの buttonプロパティをもち、これはボタンを含むテキストリー
ジョンを探すのに有用かもしれない (標準的なボタン関数はこれを行う)。

ボタン内のテキストリージョンにたいして定義された他のプロパティも存在しますが、それらは典
型的な用途にたいしては一般的には無関係でしょう。

39.19.2 ボタンのタイプ

すべてのボタンはボタンのプロパティにたいするデフォルト値を定義するボタンタイプ (button type)
をもっています。ボタンタイプは、より汎用的なタイプから特化したタイプへと継承される階層構造
で構成されており、特定のタスクにたいして特殊用途のボタンを簡単に定義できます。

[Function]define-button-type name &rest properties
name (シンボル)と呼ばれるボタンタイプを定義する。残りの引数は property valueペアー
のシーケンスを形成する。これはそのタイプのボタンにたいするデフォルトのプロパティ値を
指定する (ボタンのタイプはキーワード引数:typeを使用してボタン作成時にそれを typeプロ
パティに与えることによりセット可能)。

加えて nameがデフォルトプロパティ値を継承するボタンタイプ指定するためにキーワード引
数:supertypeを使用できる。この継承は nameの定義時のみ発生することに注意。その後に
supertypeに行われた変更は subtypeには反映されない。

define-button-typeを使用してボタンのデフォルトプロパティを定義するのは必須ではありま
せん — 特定のタイプをもたないボタンはビルトインのボタンタイプ buttonを使用します — が推
奨しません。これを行うことにより通常はコードがより明快かつ効果的になるからです。
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39.19.3 ボタンの作成

ボタンはボタン固有の情報を保持するために、オーバーレイプロパティかテキストプロパティを使用
してテキストのリージョンに関連付けられます。これらはすべてボタンのタイプ (デフォルトはビルト
インのボタンタイプ button)から初期化されます。すべての Emacsテキストと同じようにボタンの
外観は faceプロパティにより制御されます。(ボタンタイプ buttonから継承された faceプロパティ
を通じることにより)デフォルトでは典型的なウェブページリンクのようなシンプルなアンダーライ
ンです。

簡便さのために 2種類のボタン作成関数があります。1つはバッファーの既存リージョンにボタ
ンプロパティを追加する make-...buttonと呼ばれる関数、もう 1つはボタンテキストを挿入する
insert-...buttonと呼ばれる関数です。

すべてのボタン作成関数は&rest引数の propertiesを受け取ります。これはボタンに追加するプ
ロパティを指定する property valueペアーのシーケンスである必要があります。Section 39.19.1
[Button Properties], page 1070を参照してください。これに加えて他のプロパティの継承元とな
るボタンタイプの指定にキーワード引数:typeを使用できます。Section 39.19.2 [Button Types],
page 1071を参照してください。作成の間に明示的に指定されなかったプロパティは、(そのタイプが
そのようなプロパティを定義していれば)そのボタンのタイプから継承されます。

以下の関数はボタンプロパティを保持するためにオーバーレイを使用してボタンを追加します
(Section 39.9 [Overlays], page 1001を参照)。

[Function]make-button beg end &rest properties
これはカレントバッファー内の begから endにボタンを作成してリターンする。

[Function]insert-button label &rest properties
これはポイント位置にラベル labelのボタンを挿入してリターンする。

以下の関数も同様ですが、ボタンプロパティを保持するためにテキストプロパティを使用します
(Section 32.19 [Text Properties], page 814を参照)。この種のボタンはバッファーにマーカーを追
加しないので、非常に多数のボタンが存在してもバッファーでの編集が低速になることはありません。
しかしそのテキストに既存の faceテキストプロパティが存在する場合 (たとえば Font Lockモード
により割り当てられたフェイス)には、そのボタンのフェイスは可視にならないかもしれません。これ
らの関数はいずれも新たなボタンの開始位置をリターンします。

[Function]make-text-button beg end &rest properties
これはテキストプロパティを使用してカレントバッファー内の begから endにボタンを作成
する。

[Function]insert-text-button label &rest properties
これはテキストプロパティを使用してポイント位置にラベル labelのボタンを挿入する。

39.19.4 ボタンの操作

ボタンのプロパティの取得やセットを行う関数が存在します。これらは何を行うかを判断するために
ボタンが呼び出す関数からよく使用される関数です。

buttonパラメーターが指定された場合にはオーバーレイ (オーバーレイボタンの場合)、またはバッ
ファー位置やマーカー (テキストプロパティボタンの場合)いずれかという、特定のボタンを参照する
オブジェクトを意味します。そのようなオブジェクトはボタンが関数を呼び出す際に 1つ目の引数と
して渡されます。
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[Function]button-start button
buttonが開始される位置をリターンする。

[Function]button-end button
buttonが終了する位置をリターンする。

[Function]button-get button prop
ボタン buttonの propという名前のプロパティを取得する。

[Function]button-put button prop val
buttonの propプロパティに valをセットする。

[Function]button-activate button &optional use-mouse-action
buttonの actionプロパティを呼び出す (単一の引数 buttonを渡してプロパティの値であ
る関数を呼び出す)。use-mouse-actionが非 nilなら、actionのかわりにそのボタンの
mouse-actionプロパティの呼び出しを試みる。ボタンが mouse-actionプロパティをもた
なければ通常どおり actionを使用する。buttonで button-dataプロパティが与えられた場
合には、action関数の引数として buttonのかわりに使用される。

[Function]button-label button
buttonのテキストラベルをリターンする。

[Function]button-type button
buttonのボタンタイプをリターンする。

[Function]button-has-type-p button type
buttonがボタンタイプ type、または typeの subtypeのいずれかをもつなら tをリターンする。

[Function]button-at pos
カレントバッファー内の位置 posにあるボタン、または nilをリターンする。posにあるボタ
ンがテキストプロパティボタンならリターン値は posを指すマーカー。

[Function]button-type-put type prop val
ボタンタイプ typeの propプロパティに valをセットする。

[Function]button-type-get type prop
ボタンタイプ typeの propという名前のプロパティを取得する。

[Function]button-type-subtype-p type supertype
ボタンタイプ typeが supertypeの subtypeなら tをリターンする。

39.19.5 ボタンのためのバッファーコマンド

Emacsバッファー内にボタンの配置や操作を行うコマンドや関数が存在します。

push-buttonはユーザーが実際にボタンを押下 (push) するために使用するコマンドであり、
そのボタンのオーバーレイプロパティかテキストプロパティを使用することにより、そのボタンの
RETと mouse-2にデフォルトでバインドされます。ボタン自身の外部で有用な forward-buttonや
backward-buttonのようなコマンドは、button-buffer-mapに格納されたキーマップ内で追加で
利用可能です。ボタンを使用するモードはそのキーマップの親キーマップとして button-buffer-map

の使用を望むかもしれません。

ボタンが非nilのfollow-linkプロパティをもち、かつmouse-1-click-follows-linkがセッ
トされている場合には、素早い mouse-1クリックにより push-buttonコマンドもアクティブになる
でしょう。Section 32.19.8 [Clickable Text], page 829を参照してください。
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[Command]push-button &optional pos use-mouse-action
位置 posにあるボタンが指定するアクションを行う。posはバッファー位置、またはマウスイベ
ントのいずれか。use-mouse-actionが非 nil、または posがマウスイベントなら actionのか
わりにそのボタンの mouse-actionプロパティの呼び出しを試みて、ボタンに mouse-action

プロパティがなければ通常のように actionを使用する。push-buttonがマウスイベントの結
果としてインタラクティブに呼び出されたときはそのマウスイベントの位置、それ以外ではポ
イントの位置が posのデフォルトになる。posにボタンがなければ何もせずに nilをリターン
して、それ以外なら tをリターンする。

[Command]forward-button n &optional wrap display-message no-error
次の n番目、nが負なら前の n番目のボタンに移動する。nが 0ならポイント位置にある任意の
ボタンの開始に移動する。wrapが非 nilならバッファーの先頭または終端を超えてもう一方の
端へ移動を継続する。display-messageが非 nilならボタンの help-echo文字列が表示される。
非 nilの skipプロパティをもつボタンはすべてスキップされる。見つかったボタンをリターン
するか、ボタンが見つからなければエラーをシグナルする。no-errorが非 nilなら、エラーを
シグナルするかわりに nilをリターンする。

[Command]backward-button n &optional wrap display-message no-error
前の n番目、nが負なら次の n番目のボタンに移動する。nが 0ならポイント位置にある任意の
ボタンの開始に移動する。wrapが非 nilならバッファーの先頭または終端を超えて、もう一方
の端へ移動を継続する。display-messageが非 nilならボタンの help-echo文字列が表示され
る。非 nilの skipプロパティをもつボタンはすべてスキップされる。見つかったボタンをリ
ターンするか、ボタンが見つからなければエラーをシグナルする。no-errorが非 nilなら、エ
ラーをシグナルするかわりに nilをリターンする。

[Function]next-button pos &optional count-current
[Function]previous-button pos &optional count-current

カレントバッファー内の位置 posの次 (next-buttonの場合)、または前 (previous-button
の場合)のボタンをリターンする。count-currentが非 nilなら、次のボタンから検索を開始す
るかわりに posにある任意のボタンを考慮する。

39.20 抽象的なディスプレー

Ewocパッケージは Lispオブジェクトの構造を表すバッファーテキストを構成して、その構造体の
変更にしたがってテキストを更新します。これはデザインパラダイム “model–view–controller”内
の “view”コンポーネントと似ています。Ewocは “Emacs’s Widget for Object Collections(オブ
ジェクトコレクション用 Emacsウィジェット)”を意味します。

ewoc は特定の Lispデータを表現するバッファーテキストの構築に要される情報を組織化します。
ewocのバッファーテキストは順番に、まず固定された header テキスト、次に一連のデータ要素のテ
キスト記述 (あなたが指定する Lispオブジェクト)、最後に固定された footer テキストという 3つの
パートをもっています。具体的には ewocは以下の情報を含んでいます:

• そのテキストが生成されたバッファー。
• バッファー内でのそのテキストの開始位置。
• ヘッダー文字列とフッター文字列。
• 2重リンクされたノード (nodes)のチェーン。各ノードは以下を含む:

• データ要素 (data element)。単一の Lispオブジェクト。

• そのチェーン内で先行と後続のノードへのリンク。
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• カレントバッファー内にデータ要素値のテキスト表現を挿入する責務をもつ pretty-printer関数。

通常は ewoc-createにより ewocを定義して、その結果の ewoc構造体内にノードを構築するた
めにEwocパッケージ内の別の関数に渡してバッファー内に表示します。バッファー内でこれが一度表
示されれば、他の関数はバッファー位置とノードの対応を判断したり、あるノードのテキスト表現から
別のノードのテキスト表現への移動等を行います。Section 39.20.1 [Abstract Display Functions],
page 1075を参照してください。

ノードは変数が値を保持するのと同じ方法でデータ要素をカプセル化 (encapsulate)します。カ
プセル化は通常は ewocへのノード追加の一部として発生します。以下のようにデータ要素値を取得
して、その場所に新たな値を配置することができます:

(ewoc-data node)

⇒ value

(ewoc-set-data node new-value)

⇒ new-value

データ要素値として実際の値のコンテナーであるようなLispオブジェクト (リストまたはベクター)、ま
たは他の構造体へのインデックスも使用できます。例 (Section 39.20.2 [Abstract Display Example],
page 1077を参照)では後者のアプローチを使用しています。

データが変更された際にはバッファー内のテキストを更新したいでしょう。ewoc-refresh呼び出
しにより全ノード、ewoc-invalidateを使用して特定のノード、または ewoc-mapを使用して述語
を満足するすべてのノードを更新できます。あるいは ewoc-deleteを使用して無効なノードを削除
したり、その場所に新たなノードを追加できます。ewocからのノード削除はバッファーからそれに関
連付けられたテキスト記述も同様に削除します。

39.20.1 抽象ディスプレーの関数

このセクションでは、ewocと nodeは上述 (Section 39.20 [Abstract Display], page 1074を参照)
の構造体を、dataはデータ要素として使用される任意の Lispオブジェクトを意味します。

[Function]ewoc-create pretty-printer &optional header footer nosep
これはノード (とデータ要素)をもたない新たな ewocを構築してリターンする。pretty-printer
は 1つの引数を受け取る関数であること。この引数は当該 ewoc内で使用を計画する類のデータ
要素であり、insertを使用してポイント位置にそのテキスト記述を挿入する (Ewocパッケー
ジの内部的メカニズムと干渉するために insert-before-markersは決して使用しない)。

ヘッダー、フッター、およびすべてのノードのテキスト記述の後には、通常は自動的に改行が
挿入される。nosepが非 nilなら改行は何も挿入されない。これは ewoc全体を単一行に表示
したり、これらのノードにたいして何も行わないように pretty-printerをアレンジすることに
よりノードを不可視にするために有用かもしれない。

ewocは作成時にカレントだったバッファー内のテキストを保守するので、ewoc-create呼び
出し前に意図するバッファーへ切り替えること。

[Function]ewoc-buffer ewoc
これは、ewocがそのテキストを保守するバッファーをリターンする。

[Function]ewoc-get-hf ewoc
これは ewocのヘッダーとフッターから作成されたコンスセル (header . footer)をリター
ンする。
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[Function]ewoc-set-hf ewoc header footer
これは ewocのヘッダーとフッターに文字列 headerと footerをセットする。

[Function]ewoc-enter-first ewoc data
[Function]ewoc-enter-last ewoc data

これらはそれぞれ dataを新たなノードにカプセル化して、それを ewocのチェーンノードの先
頭または終端に配置する。

[Function]ewoc-enter-before ewoc node data
[Function]ewoc-enter-after ewoc node data

これらはそれぞれ dataを新たなノードにカプセル化して、それを ewocの nodeの前または後
に追加する。

[Function]ewoc-prev ewoc node
[Function]ewoc-next ewoc node

これらはそれぞれ ewoc内の nodeの前または次のノードをリターンする。

[Function]ewoc-nth ewoc n
これは ewoc内で 0基準のインデックス nで見つかったノードをリターンする。負の nは終端か
ら数えることを意味する。nが範囲外なら ewoc-nthは nilをリターンする。

[Function]ewoc-data node
これは nodeにカプセル化されたデータを抽出してリターンする。

[Function]ewoc-set-data node data
これは nodeにカプセル化されるデータとして dataをセットする。

[Function]ewoc-locate ewoc &optional pos guess
これはポイント (指定された場合は pos)を含む ewoc内のノードを判断して、そのノードをリ
ターンする。ewocがノードをもたなければ、nilをリターンする。posが最初のノードの前な
ら最初のノード、最後のノードの後なら最後のノードをリターンする。オプションの 3つ目の
引数 guessは、pos近傍にあると思われるノードであること。これは結果を変更しないが、関数
の実行を高速にする。

[Function]ewoc-location node
これは nodeの開始位置をリターンする。

[Function]ewoc-goto-prev ewoc arg
[Function]ewoc-goto-next ewoc arg

これらはそれぞれ ewoc内の前または次の arg番目のノードにポイントを移動する。すでに最
初のノードにポイントがある場合、または ewocが空の場合には ewoc-goto-prevは移動しな
い。また ewoc-goto-nextが最後のノードを超えて移動すると結果は nil。この特殊なケー
スを除き、これらの関数は移動先のノードをリターンする。

[Function]ewoc-goto-node ewoc node
これは ewoc内の nodeの開始にポイントを移動する。

[Function]ewoc-refresh ewoc
この関数は ewocのテキストを再生成する。これはヘッダーとフッターの間のテキスト、すなわ
ちすべてのデータ要素の表現を削除して、各ノードにたいして 1つずつ順に pretty-printer関
数を呼び出すことによりすることにより機能する。



Chapter 39: Emacsのディスプレー表示 1077

[Function]ewoc-invalidate ewoc &rest nodes
これは ewoc-refreshと似ているが、ewoc内のノードセット全体ではなく nodesだけを対象
とする点が異なる。

[Function]ewoc-delete ewoc &rest nodes
これは ewocから nodes内の各要素を削除する。

[Function]ewoc-filter ewoc predicate &rest args
これは ewoc内の各データ要素にたいして predicateを呼び出して、predicateが nilをリター
ンしたノードを削除する。任意の argsを predicateに渡すことができる。

[Function]ewoc-collect ewoc predicate &rest args
これは ewoc内の各データ要素にたいして predicateを呼び出して、predicateが非 nilをリ
ターンしたノードのリストをリターンする。リスト内の要素はバッファー内での順序になる。
任意の argsを predicateに渡すことができる。

[Function]ewoc-map map-function ewoc &rest args
これは ewoc内の各データ要素にたいして map-functionを呼び出して、map-functionが非
nilをリターンしたノードを更新する。任意の argsをmap-functionに渡すことができる。

39.20.2 抽象ディスプレーの例

以下は 3つの整数からなるベクターを表すバッファー内の領域であるカラー構成 (color components)
表示を ewocパッケージ内の関数を使用して、さまざまな方法で実装するシンプルな例です。

(setq colorcomp-ewoc nil

colorcomp-data nil

colorcomp-mode-map nil

colorcomp-labels ["Red" "Green" "Blue"])

(defun colorcomp-pp (data)

(if data

(let ((comp (aref colorcomp-data data)))

(insert (aref colorcomp-labels data) "\t: #x"

(format "%02X" comp) " "

(make-string (ash comp -2) ?#) "\n"))

(let ((cstr (format "#%02X%02X%02X"

(aref colorcomp-data 0)

(aref colorcomp-data 1)

(aref colorcomp-data 2)))

(samp " (sample text) "))

(insert "Color\t: "

(propertize samp 'face

`(foreground-color . ,cstr))

(propertize samp 'face

`(background-color . ,cstr))

"\n"))))

(defun colorcomp (color)

"新たなバッファー内で COLORの編集を許可する。



Chapter 39: Emacsのディスプレー表示 1078

そのバッファーは Color Componentsモードになる。"

(interactive "sColor (name or #RGB or #RRGGBB): ")

(when (string= "" color)

(setq color "green"))

(unless (color-values color)

(error "No such color: %S" color))

(switch-to-buffer

(generate-new-buffer (format "originally: %s" color)))

(kill-all-local-variables)

(setq major-mode 'colorcomp-mode

mode-name "Color Components")

(use-local-map colorcomp-mode-map)

(erase-buffer)

(buffer-disable-undo)

(let ((data (apply 'vector (mapcar (lambda (n) (ash n -8))

(color-values color))))

(ewoc (ewoc-create 'colorcomp-pp

"\nColor Components\n\n"

(substitute-command-keys

"\n\\{colorcomp-mode-map}"))))

(set (make-local-variable 'colorcomp-data) data)

(set (make-local-variable 'colorcomp-ewoc) ewoc)

(ewoc-enter-last ewoc 0)

(ewoc-enter-last ewoc 1)

(ewoc-enter-last ewoc 2)

(ewoc-enter-last ewoc nil)))

この例は colorcomp-dataの変更して選択プロセスを “完了”して、それらを互いに簡便に結ぶ
キーマップを定義することにより (言い換えると “model/view/controller”デザインパラダイムの
controller部分)、“color selection widget”への拡張が可能です。

(defun colorcomp-mod (index limit delta)

(let ((cur (aref colorcomp-data index)))

(unless (= limit cur)

(aset colorcomp-data index (+ cur delta)))

(ewoc-invalidate

colorcomp-ewoc

(ewoc-nth colorcomp-ewoc index)

(ewoc-nth colorcomp-ewoc -1))))

(defun colorcomp-R-more () (interactive) (colorcomp-mod 0 255 1))

(defun colorcomp-G-more () (interactive) (colorcomp-mod 1 255 1))

(defun colorcomp-B-more () (interactive) (colorcomp-mod 2 255 1))

(defun colorcomp-R-less () (interactive) (colorcomp-mod 0 0 -1))

(defun colorcomp-G-less () (interactive) (colorcomp-mod 1 0 -1))

(defun colorcomp-B-less () (interactive) (colorcomp-mod 2 0 -1))

(defun colorcomp-copy-as-kill-and-exit ()

"color componentsを killリングにコピーしてバッファーを kill。
文字列は#RRGGBB(6桁 16進が付加されたハッシュ)にフォーマットされる。"

(interactive)

(kill-new (format "#%02X%02X%02X"

(aref colorcomp-data 0)
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(aref colorcomp-data 1)

(aref colorcomp-data 2)))

(kill-buffer nil))

(setq colorcomp-mode-map

(let ((m (make-sparse-keymap)))

(suppress-keymap m)

(define-key m "i" 'colorcomp-R-less)

(define-key m "o" 'colorcomp-R-more)

(define-key m "k" 'colorcomp-G-less)

(define-key m "l" 'colorcomp-G-more)

(define-key m "," 'colorcomp-B-less)

(define-key m "." 'colorcomp-B-more)

(define-key m " " 'colorcomp-copy-as-kill-and-exit)

m))

わたしたちが決して各ノード内のデータを変更していないことに注意してください。それらのデー
タは ewoc作成時に nil、または実際のカラーコンポーネントであるベクター colorcomp-dataにた
いするインデックスに固定されています。

39.21 カッコの点滅

このセクションではユーザーが閉カッコを挿入した際に、マッチする開カッコを Emacsが示すメカ
ニズムを説明します。

[Variable]blink-paren-function
この変数の値は閉カッコ構文 (close parenthesis syntax)の文字が挿入された際に常に呼び出
される関数 (引数なし)であること。blink-paren-functionの値は nilも可能であり、この
場合は何も行わない。

[User Option]blink-matching-paren
この変数が nilなら blink-matching-openは何も行わない。

[User Option]blink-matching-paren-distance
この変数はギブアップする前にマッチするカッコをスキャンする最大の距離を指定する。

[User Option]blink-matching-delay
この変数はマッチするカッコを示し続ける秒数を指定する。分数の秒も良好な結果をもたらす
ことがあるが、デフォルトはすべてのシステムで機能する 1である。

[Command]blink-matching-open
この関数は blink-paren-functionのデフォルト値である。この関数は閉カッコ構文の文字
の後にポイントがあると仮定して、マッチする開カッコに瞬時適切な効果を適用する。その文
字がまだスクリーン上になければ、エコーエリア内にその文字のコンテキストを表示する。長
い遅延を避けるために、この関数は文字数 blink-matching-paren-distanceより遠くを検
索しない。

以下はこの関数を明示的に呼び出す例。
(defun interactive-blink-matching-open ()

"ポイント前のカッコによる sexp開始を瞬時示す"

(interactive)

(let ((blink-matching-paren-distance

(buffer-size))

(blink-matching-paren t))

(blink-matching-open)))
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39.22 文字の表示

このセクションでは文字が Emacsにより実際に表示される方法について説明します。文字は通常は
グリフ (glyph)として表示されます。グリフとはスクリーン上で 1文字の位置を占めるグラフィカル
なシンボルであり、その外観はその文字自身に対応します。たとえば文字 ‘a’ (文字コード 97)は ‘a’
と表示されます。しかしいくつかの文字は特別な方法で表示されます。たとえば改頁文字 (文字コード
12)は通常は 2つのグリフのシーケンス ‘^L’で表示されて、改行文字 (文字コード 10)は新たなスク
リーン行を開始します。

ディスプレイテーブル (display table)を定義することにより、各文字が表示される方法を変更で
きます。これはそれぞれの文字をグリフのシーケンスにマップするテーブルです。Section 39.22.2
[Display Tables], page 1081を参照してください。

39.22.1 通常の表示の慣習

以下は各文字コードの表示にたいする慣習です (ディスプレイテーブルが存在しなければこれらの慣
習をオーバーライドできる)。

• コード 32から 126のプリント可能 ASCII文字 (printable ASCII characters: 数字、英文字、
および ‘#’のようなシンボル)は文字通りそのまま表示される。

• タブ文字 (文字コード9)は次のタブストップ列まで伸長された空白文字として表示される。Section
“Text Display” in The GNU Emacs Manual を参照のこと。変数 tab-widthはタブストッ
プごとのスペース数を制御する (以下参照)。

• 改行文字 (文字コード 10)は特殊効果をもつ。これは先行する行を終端して新たな行を開始する。

• 非プリント可能 ASCII制御文字 (ASCII control characters) — 文字コード 0から 31と DEL文
字 (文字コード 127) — は変数 ctl-arrowに応じて 2つの方法のいずれかで表示される。この
変数が非 nil (デフォルト)なら、たとえば DELにたいしては ‘^?’のように、これらの文字は 1
つ目のグリフが ‘^’ (‘^’のかわりに使用する文字をディスプレイテーブルで指定できる)のような
2つのグリフのシーケンスとして表示される。

ctl-arrowが nilなら、これらの文字は 8進エスケープとして表示される (以下参照)。

このルールはバッファー内に復帰文字 (CR: carriage return、文字コード 13)があればそれにも
適用される。しかし復帰文字は通常はバッファーテキスト内には存在しない。これらは行末変換
(end-of-line conversion)の一部として除去される (Section 33.10.1 [Coding System Basics],
page 867を参照)。

• rawバイト (raw bytes)とはコード 128から 255の非 ASCII文字である。これらの文字は 8進
エスケープ (octal escapes)として表示される。これは 1つ目が ‘\’にたいする ASCIIコードの
グリフで、残りがその文字のコードを 8進で表した数字である (ディスプレイテーブルで ‘\’のか
わりに使用するグリフを指定できる)。

• 255を超える非 ASCII文字は、端末がサポートしていればそのまま表示される。端末がサポート
しない場合には、その文字はグリフなし (glyphless)と呼ばれて、通常はプレースホルダーグリフ
を使用して表示される。たとえばある文字にたいしてグラフィカル端末がフォントをもたなけれ
ば、Emacsは通常は 16進文字コードを含むボックスを表示する。Section 39.22.5 [Glyphless
Chars], page 1083を参照のこと。

上記の表示慣習はたとえディスプレイテーブルがあっても、アクティブディスプレイテーブル内の
エントリーが nilであるようなすべての文字にたいして適用されます。したがってディスプレイテー
ブルのセットアップ時に指定が必要なのは表示において特別な振る舞いを望む文字だけです。

以下の変数はスクリーン上で特定の文字が表示される方法に影響します。これらはその文字が占
める列数を変更するのでインデント関数にも影響を与えます。またモードラインが表示される方法に
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も影響があります。新たな値を使用してモードラインを強制的に再表示するには関数 force-mode-

line-updateを呼び出してください (Section 23.4 [Mode Line Format], page 486を参照)。

[User Option]ctl-arrow
このバッファーローカル変数はコントロール文字が表示される方法を制御する。非 nilなら ‘^A’
のようにカレットとその文字、nilなら ‘\001’のようにバックスラッシュと 8進 3桁のように
8進エスケープとして表示される。

[User Option]tab-width
このバッファーローカル変数の値はEmacsバッファー内でのタブ文字表示で使用するタブストッ
プ間のスペース数。値は列単位でデフォルトは 8。この機能はコマンド tab-to-tab-stopで使
用されるユーザー設定可能なタブストップとは完全に無関係であることに注意。Section 32.17.5
[Indent Tabs], page 812を参照のこと。

39.22.2 ディスプレーテーブル

ディスプレイテーブルとはサブタイプとして display-tableをもつ特殊用途の文字テーブル (Sec-
tion 6.6 [Char-Tables], page 111を参照)であり、文字の通常の表示慣習をオーバーライドするた
めに使用されます。このセクションではディスプレイテーブルオブジェクトの作成と調査、および要
素を割り当てる方法について説明します。次セクション (Section 39.22.3 [Active Display Table],
page 1082を参照)ではさまざまな標準ディスプレイテーブルや優先順位について説明します。

[Function]make-display-table
これはディスプレイテーブルを作成してリターンする。テーブルは初期状態ではすべての要素
に nilをもつ。

ディスプレイテーブルの通常の要素は文字コードによりインデックス付けされます。インデック
ス cの要素はコード cの表示方法を示します。値は nil (これは通常の表示慣習に応じて文字 cを表
示することを意味する。Section 39.22.1 [Usual Display], page 1080を参照)、またはグリフコー
ドのベクター (これらのグリフとして文字 cを表示することを意味する。Section 39.22.4 [Glyphs],
page 1083を参照)のいずれかです。

警告: 改行文字の表示を変更するためにディスプレイテーブルを使用すると、バッファー全体が 1
つの長い行として表示されるでしょう。

ディスプレイテーブルは特殊用途向け 6つのエクストラスロット (extra slots)をもつこともでき
ます。以下はそれらの意味についてのテーブルです。nilのスロットは以下で示すそのスロットにたい
するデフォルトの使用を意味します。

0 切り詰められたスクリーン行終端のグリフ (デフォルトでは ‘$’)。Section 39.22.4
[Glyphs], page 1083を参照のこと。グラフィカルな端末ではフリンジを無効にしてい
なれば (Section “Window Fringes” in the GNU Emacs Manual を参照)、Emacs
はデフォルトでは切り詰められたことをフリンジ内の矢印で示し、ディスプレイテーブ
ルは使用しない。

1 継続行終端のグリフ (デフォルトは ‘\’)。グラフィカルな端末ではフリンジを無効にして
いなれば、デフォルトでは Emacsは継続ををフリンジ内の曲矢印で示し、ディスプレ
イテーブルは使用しない。

2 8進文字コードとして表示される文字を示すグリフ (デフォルトは ‘\’)。

3 コントロール文字を示す (デフォルトは ‘^’)。
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4 不可視行があることを示すグリフのベクター (デフォルトは ‘...’)。Section 39.7 [Se-
lective Display], page 996を参照のこと。

5 横並びのウィンドウ間のボーダー描画に使用されるグリフ (デフォルトは ‘|’)。Sec-
tion 28.6 [Splitting Windows], page 623 を参照のこと。これは現在のところテキ
スト端末でのみ効果がある。グラフィカル端末では垂直スクロールバーがサポートされ
ていて使用中ならスクロールバーが 2つのウィンドウを分割する。垂直スクロールバー
とディバイダー (Section 39.15 [Window Dividers], page 1044を参照)がなければ、
Emacsは境界を示すために細いラインを使用する。

たとえば以下は関数 make-glyph-codeにたいして ctl-arrowに非 nilをセットして得られる効
果を模倣するディスプレイテーブル (Section 39.22.4 [Glyphs], page 1083を参照のこと)を構築す
る例です:

(setq disptab (make-display-table))

(dotimes (i 32)

(or (= i ?\t)

(= i ?\n)

(aset disptab i

(vector (make-glyph-code ?^ 'escape-glyph)

(make-glyph-code (+ i 64) 'escape-glyph)))))

(aset disptab 127

(vector (make-glyph-code ?^ 'escape-glyph)

(make-glyph-code ?? 'escape-glyph)))))

[Function]display-table-slot display-table slot
この関数は display-tableのエクストラスロット slotの値をリターンする。引数 slotには 0か
ら 5 の数字 (両端を含む)、またはスロット名 (シンボル) を指定できる。有効なシンボルは
truncation、wrap、escape、control、selective-display、vertical-border。

[Function]set-display-table-slot display-table slot value
この関数は display-tableのエクストラスロット slotに valueを格納する。引数 slotには 0か
ら 5 の数字 (両端を含む)、またはスロット名 (シンボル) を指定できる。有効なシンボルは
truncation、wrap、escape、control、selective-display、vertical-border。

[Function]describe-display-table display-table
この関数はヘルプバッファーにディスプレイテーブル display-tableの説明を表示する。

[Command]describe-current-display-table
このコマンドはヘルプバッファーにカレントディスプレイテーブルの説明を表示する。

39.22.3 アクティブなディスプレーテーブル

ウィンドウはそれぞれディスプレイテーブルを指定でき、各バッファーもディスプレイテーブルを指
定できます。もしウィンドウにディスプレイテーブルがあれば、それはバッファーのディスプレイテー
ブルより優先されます。ウィンドウとバッファーがいずれもディスプレイテーブルをもたなければ、
Emacsは標準的なディスプレイテーブルの使用を試みます。標準ディスプレイテーブルが nilなら
Emacsは通常の文字表示慣習を使用します (Section 39.22.1 [Usual Display], page 1080を参照)。

ディスプレイテーブルはモードラインが表示される方法に影響を与えるので、新たなディスプレイ
テーブルを使用してモードラインを強制的に再表示するには force-mode-line-updateを使用する
ことに注意してください (Section 23.4 [Mode Line Format], page 486を参照)。
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[Function]window-display-table &optional window
この関数はwindowのディスプレイテーブル、ディスプレイテーブルがなければ nilをリター
ンする。windowのデフォルトは選択されたウィンドウ。

[Function]set-window-display-table window table
この関数はwindowのディスプレイテーブルに tableをセットする。引数 tableはディスプレイ
テーブルか nilのいずれかであること。

[Variable]buffer-display-table
この変数はすべてのバッファーにおいて自動的にバッファーローカルになる。変数の値はバッ
ファーのディスプレイテーブルを指定する。これが nilならバッファーのディスプレイテーブ
ルは存在しない。

[Variable]standard-display-table
この変数の値はウィンドウ内にバッファーを表示する際、ウィンドウディスプレイテーブルと
バッファーディスプレイテーブルのいずれも定義されていないとき、または Emacsがテキス
トを標準出力やエラーストリームに出力しているときにに Emacsが使用する標準ディスプレ
イテーブル (standard display table)。デフォルトが通常は nilだとしても、curved quotes
を表示できない端末でのインタラクティブなセッションでは、デフォルトで curved quotesを
ASCII近似文字にマップする。Section 24.4 [Text Quoting Style], page 525を参照のこと。

disp-tableライブラリーでは、標準ディスプレイテーブルを変更するために、いくつかの関数を
定義されています。

39.22.4 グリフ

グリフ (glyph)とはスクリーン上で 1文字を占めるグラフィカルなシンボルです。各グリフは Lisp内
でグリフコード (glyph code)として表現されます。これは文字と、表示するフェイスをオプションで
指定します (Section 39.12 [Faces], page 1013を参照)。ディスプレイテーブル内でのエントリーと
しての使用がグリフコードの主な用途です (Section 39.22.2 [Display Tables], page 1081を参照)。
以下の関数はグリフコードを操作するために使用されます:

[Function]make-glyph-code char &optional face
この関数は文字 charを表すグリフをフェイス faceでリターンする。faceが省略か nilならグ
リフはデフォルトフェイスを使用して、その場合にはグリフコードは整数。faceが非 nilなら
グリフコードが整数オブジェクトである必要はない。

[Function]glyph-char glyph
この関数はグリフコード glyphの文字をリターンする。

[Function]glyph-face glyph
この関数はグリフコード glyphのフェイス、または glyphがデフォルトフェイスを使用する場
合には nilをリターンする。

39.22.5 グリフなし文字の表示

グリフ無し文字 (glyphless characters)とは literalに表示されるのではなく特別な方法、すなわち
16進コードを中に含むボックスとして表示される文字です。これらの文字にはグリフが無いと明示的
に定義された文字や、利用可能なフォントがない文字 (グラフィカルなディスプレイ)、その端末のコー
ディングシステムではエンコードできない文字 (テキスト端末)が同様に含まれます。
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[Variable]glyphless-char-display
この変数の値はグリフ無し文字と表示方法を定義する文字テーブル。エントリーはそれぞれ以
下の表示メソッドのいずれかでなければならない:

nil 通常の方法でその文字を表示する。

zero-width

その文字を表示しない。

thin-space

グラフィカルな端末では幅が 1ピクセル、テキスト端末では幅が 1文字の狭いス
ペース。

empty-box

空のボックスを表示する。

hex-code その文字のUnicodeコードポイントの 16進表記を含むボックスを表示する。

ASCII文字列
その文字列を含むボックスを表示する。文字列には最大で 6文字が含まれること。

コンスセル (graphical . text)

グラフィカルな端末では graphical、テキスト端末では textをで表示する。graph-
icalと textはいずれも上述した表示メソッドのいずれかでなければならない。

thin-space、empty-box、hex-code、および ASCII文字列は glyphless-charフェイス
で描画される。テキスト端末ではボックスは square brackets ‘[]’でエミュレートされる。

文字テーブルには利用可能なすべてのフォントでも表示できない、またはその端末のコーディ
ングシステムでエンコードできないすべての文字の表示方法を定義する余分なスロットが 1つ
ある。その値は上述した表示メソッドのうち zero-widthとコンスセル以外のいずれかでなけ
ればならない。

アクティブなディスプレイテーブル内に非 nilなエントリーをもつ文字では、そのディスプレ
イテーブルが効果をもつ。この場合には Emacsは glyphless-char-displayをまったく参
照しない。

[User Option]glyphless-char-display-control
このユーザーオプションは似かよった文字のグループにたいして glyphless-char-display

をセットする便利な手段を提供する。Lisp コードからこの値を直接セットしてはならない。
glyphless-char-display更新するカスタム関数:setを通じた場合のみ値は効果をもつ。

この値は要素が (group . method)であるような alistであること。ここで groupは文字のグ
ループを指定するシンボル、methodはそれらを表示する方法を指定するシンボル。

groupは以下のいずれかであること:

c0-control

改行文字とタブ文字を除く U+0000から U+001Fまでの ASCIIコントロール文字
(通常は ‘^A’のようなエスケープシーケンスとして表示される。Section “How
Text Is Displayed” in The GNU Emacs Manualを参照)。

c1-control

U+0080から U+009Fまでの非ASCII、非プリント文字 (通常は ‘\230’のような 8
進エスケープシーケンスとして表示される)。
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format-control

U+200E left-to-right markのような Unicode General Category [Cf]
の文字だが、U+00AD soft hyphenのようにグラフィックイメージをもつ文
字を除く。

no-font 適切なフォントが存在しない、あるいはその端末のコーディングシステムではエ
ンコードできない文字。

methodシンボルは zero-width、thin-space、empty-box、hex-codeのいずれかである
こと。これらは上述の glyphless-char-displayでの場合と同様の意味をもつ。

39.23 ビープ

このセクションではユーザーの注意を喚起するために、Emacsでベルを鳴らす方法を説明します。こ
れを行う頻度は控え目にしてください。頻繁なベルは刺激過剰になる恐れがあります。同様にエラー
のシグナル時に過度にビープ音を使用しないよう注意してください。

[Function]ding &optional do-not-terminate
この関数はビープ音を鳴らす、またはスクリーンをフラッシュする (後述の visible-bellを
参照)。do-not-terminateが nilなら、この関数はカレントで実行中のキーボードマクロも終
了する。

[Function]beep &optional do-not-terminate
これは dingのシノニム。

[User Option]visible-bell
この変数はベルを表すためにスクリーンをフラッシュすべきかどうかを決定する。非 nilなら
フラッシュして、nilならフラッシュしない。これはグラフィカルなディスプレイで効果的であ
り、テキスト端末ではその端末のTermcapエントリーが可視ベル (visible bell) ‘vb’の能力を
定義する。

[User Option]ring-bell-function
これが非 nilなら Emacsがどのようにベルを鳴らすかを定義すること。値は引数なしの関数
であること。これが非 nilなら visible-bellより優先される。

39.24 ウィンドウシステム

Emacsは複数のウィンドウシステムで機能しますが、特に Xウィンドウシステムにおいてもっとも
機能します。Emacsと Xはどちらも “ウィンドウ”を使用しますが異なる使い方をします。Emacs
のフレームはXにおいては単一のウィンドウです。Emacsの個々のウィンドウについては、Xはまっ
たく関知しません。

[Variable]window-system
この端末ローカルな変数は、Emacsがフレームを表示するのに何のウィンドウシステムを使用
しているかを示す。可能な値は、

x EmacsはXを使用してフレームを表示している。

w32 EmacsはネイティブMS-Windows GUIを使用してフレームを表示している。

ns Emacs は Nextstep インターフェイスを使用してフレームを表示している
(GNUstepとmacOSで使用されている)。
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pc EmacsはMS-DOSのスクリーン直接書き込みを使用してフレームを表示して
いる。

nil Emacsは文字ベース端末を使用してフレームを表示している。

[Variable]initial-window-system
この変数はスタートアップの間に Emacs が作成する最初のフレームにたいして使用される
window-systemの値を保持する (デーモンとして Emacs を呼び出し時には初期フレームを
作成しないので、w32の MS-Windows を除き initial-window-systemは nil。Section
“Initial Options” in The GNU Emacs Manualを参照)。

[Function]window-system &optional frame
この関数は frameを表示するために使用されているウィンドウシステムを示す名前のシンボル
をリターンする。この関数がリターンし得るシンボルのリストは変数 window-systemの記述
と同様。

テキスト端末とグラフィカルなディスプレイで異なる処理を行うコードを記述したいときは、
window-systemと initial-window-systemを述語やブーリーンフラグ変数として使用しないで
ください。これは与えられたディスプレイタイプでの Emacsの能力指標として window-systemが
適していないからです。かわりに display-graphic-p、または Section 29.25 [Display Feature
Testing], page 752で説明しているその他の述語 display-*-pを使用してください。

39.25 ツールチップ

ツールチップ (Tooltips)はマウスポインターのカレント位置に関連するヘルプ的なヒント (別名“tips”)
の表示に使用される特別なフレームです (Chapter 29 [Frames], page 697を参照)。Emacsはテキ
ストのアクティブ範囲 (Section 32.19.4 [Special Properties], page 821を参照)、およびメニュー
アイテム (Section 22.17.1.2 [Extended Menu Items], page 449を参照)やツールバーのボタン
(Section 22.17.6 [Tool Bar], page 456を参照)のような種々のUI要素に関するヘルプ文字列の表
示にツールチップを使用します。

[Function]tooltip-mode
Tooltipモードはツールチップの表示を有効にするマイナーモード。このモードをオフにすると
ツールチップはエコーエリアに表示される。テキストモード (別名 “TTY”)のフレームでは、
ツールチップは常にエコーエリアに表示される。

GTK+サポート付きで Emacsがビルドされた際にはデフォルトでGTK+関数を使用してツール
チップを表示して、ツールチップの外観はGTK+のセッティングにより制御されます。GTK+ツール
チップは変数 x-gtk-use-system-tooltipsの値を nilに変更して無効にできます。このセクショ
ンの残りでは Emacs自身が提供する非GTK+ツールチップを制御する方法を説明します。

ツールチップは独自のパラメーターをもつツールチップフレームと呼ばれる特別なフレームに表示
されます (Section 29.4 [Frame Parameters], page 713を参照)。他のフレームとは異なり、ツール
チップフレームのデフォルトパラメターは特別な変数に格納されています。

[User Option]tooltip-frame-parameters
このカスタマイズ可能なオプションはツールチップ表示に使用するデフォルトのフレームパラ
メーターを保持する。フォントとカラーに関するパラメーターは無視して、tooltipフェイス
の対応する属性をかわりに使用する。leftや topのパラメーターが含まれていれば、ツール
チップを表示すべきフレームに相対的な絶対座標として使用する (Section “Tooltips” in The
GNU Emacs Manual に記された変数を使用すればマウスに相対的なツールチップをカスタ
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マイズできる)。leftと topのパラメーターが与えられた場合にはマウスに相対的なオフセッ
トをオーバーラードすることに注意。

tooltipフェイスはツールチップ内に表示されるテキストの見栄えを決定します。デフォルトのフ
レームフォントより一般的にはサイズの小さい可変ピッチフォントの使用が必要になります。

[Variable]tooltip-functions
これは Emacsがツールチップの表示を必要とする際に呼び出す関数のリストであるようなア
ブノーマルフック。関数はそれぞれ最後のマウス移動イベントである eventを単一の引数とし
て呼び出される。このリスト上の関数が実際にツールチップを表示するなら非 nilをリターン
して、残りの関数は呼び出されない。この変数のデフォルト値は tooltip-help-tipsという
1つの関数。

tooltip-functionsのリストに配置する関数を独自に記述する場合には、ツールチップの表示
をトリガーしたマウスイベントのバッファーを知る必要があるかもしれません。以下はこの情報を提
供する関数です。

[Function]tooltip-event-buffer event
この関数は eventが発生したバッファーをリターンする。テキストがツールチップをトリガー
したバッファーを取得するために、これを tooltip-functionsの関数の引数で呼び出す。イ
ベントはバッファーではないところ (たとえばツールバー)で発生したかもしれず、そのような
場合にはこの関数は nilをリターンする。

ツールチップ表示に関する他の側面は、いくつかのカスタマイズ可能なセッティングにより制御さ
れます。Section “Tooltips” in The GNU Emacs Manualを参照してください。

39.26 双方向テキストの表示

Emacsはアラビア語、ペルシア語、ヘブライ語のような水平方向テキストの自然な表示順がR2L(right-
to-left: 右から左) に実行されるようなスクリプトで記述されたテキストを表示できます。さらに
L2R(right-to-left: 左から右)のテキストに埋め込まれたR2Lスクリプト (例: プログラムソースファ
イル内のアラビア語やヘブライ語のコメント)は適宜右から左にR2Lに表示される一方、ラテンスク
リプト部やR2Lテキストに埋め込まれた数字は L2Rで表示されます。そのような L2RとR2Lが混
交されたテキストを、わたしたちは双方向テキスト (bidirectional text)と呼んでいます。このセク
ションでは双方向テキストの編集と表示にたいする機能とオプションについて説明します。

テキストはロジカルな順序 (または読込順)、すなわち人間が各文字を読み込むであろう順序でテ
キストを Emacs バッファーや文字列に格納します。R2L および双方向テキストでは、スクリーン
上で文字が表示される順序 (ビジュアル順と呼ばれる)はロジカル順と同一ではありません。それら
各文字のスクリーン位置は文字列やバッファー位置により単調に増加しません。この双方向の並べ替
え (bidirectional reordering)を処理を行う際に、Emacsは Unicode双方向アルゴリズム (UBA：
Unicode Bidirectional Algorithm)にしたがいます (http://www.unicode.org/reports/tr9/
)。Emacsは Unicode Standard v9.0の要件に合致する UBAの “Full Bidirectionality(完全な双
方向性)”を提供します。とはいえテキストがパラグラフの基本方向と逆方向なときに Emacsが継続
行を表示する方法は、表示するテキストの再並び換えの前に行の折り返しを要求するUBAからは逸
脱していることに注意してください。

[Variable]bidi-display-reordering
このバッファーローカル変数の値が非 nil (デフォルト)なら、Emacsは表示で双方向の並べ替
えを行う。この並べ替えはバッファーテキスト、同様に文字列表示やバッファー内のテキストプ
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ロパティやオーバーレイプロパティ由来のオーバーレイ文字列に効果を及ぼす (Section 39.9.2
[Overlay Properties], page 1004および Section 39.16 [Display Property], page 1045を
参照)。値が nilなら Emacsはバッファー内での双方向の並べ替えを行わない。

bidi-display-reorderingのデフォルト値は、モードライン内に表示されるテキスト (Sec-
tion 23.4 [Mode Line Format], page 486 を参照)、およびヘッダー行 (Section 23.4.7
[Header Lines], page 494 を参照) を含む、バッファーにより直接提供されない文字列の並
べ替えを制御する。

たとえバッファーの bidi-display-reorderingが非 nilでも、Emacsがユニバイトバッファー
のテキストの並べ替えを行うことはありません。これはユニバイトバッファーに含まれるのが文字では
なく rawバイトであり、並べ替えに要する方向的なプロパティを欠くからです。したがってあるバッ
ファーのテキストが並べ替えられるかどうかテストするには、bidi-display-reorderingのテス
ト単独では不十分です。正しいテストは以下のようになります:

(if (and enable-multibyte-characters

bidi-display-reordering)

;; 表示時にバッファーは並べ替えられるだろう
)

とはいえ親バッファーが並べ替えられた際には、ユニバイト表示やオーバーレイ文字列は並べ替
えられます。これは Emacsによりプレーン ascii文字列がユニバイト文字列に格納されるからです。
ユニバイト表示やオーバーレイ文字列が非 ascii文字列を含むなら、それらの文字は L2Rの方向を
もつとみなされます。

テキストプロパティdisplay、値が文字列であるような displayプロパティによるオーバーレイ、
バッファーテキストを置換するその他任意のプロパティにカバーされたテキストは表示時の並べ替えの
際には単一の単位として扱われます。つまりこれらのプロパティにカバーされたテキストの chunk全
体が一緒に並べ替えられます。さらにそのようなテキスト chunk内の文字の双方向的なプロパティは
無視されて、Emacsはあたかもそれらがオブジェクト置換文字 (Object Replacement Character)
として知られる単一文字で置換されたかのように並べ替えます。これはテキスト範囲上に displayプ
ロパティを配置することにより、表示時に周辺テキストを並べ替える方法が変更され得ることを意味
しています。このような予期せぬ効果を防ぐには、常に周辺テキストと等しい方向のテキストにたい
してそのようなプロパティを配置してください。

双方向テキストのパラグラフはそれぞれ、R2Lか L2Rいずれかの基本方向 (base direction)を
もちます。L2Rパラグラフはウィンドウの左マージンを先頭に表示され、そのテキストが右マージン
に達したら切り詰めや継続されます。R2Lパラグラフはウィンドウの右マージンを先頭に表示され、
そのテキストが左マージンに達したら切り詰めや継続されます。

Emacsの UBA実装の目的におけるパラグラフの開始および終了の正確な位置は、以下の 2つの
ローカル変数により決定されます (paragraph-startと paragraph-separateに効果はないこと
に注意)。デフォルトではこれらの変数は nilであり、パラグラフは空行 (改行を後に併なう 0個以上
の空白文字)で囲まれます。

[Variable]bidi-paragraph-start-re
この変数の値が非 nilならパラグラフの開始か 2つのパラグラフを分割する行にマッチする正規
表現であること。この正規表現は常に改行の後にマッチするので、それをアンカーにする ("^"
で開始する)のが最善である。
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[Variable]bidi-paragraph-separate-re
この変数の値が非 nilなら 2つのパラグラフを分割する行にマッチする正規表現であること。
この正規表現は常に改行の後にマッチするので、それをアンカーにする ("^"で開始する)のが
最善である。

これら 2つの変数のいずれかを変更する場合には、整合性のあるパラグラフの記述を保証するた
めに、通常は両方を変更するべきです。たとえば双方向の並べ替え目的のために各改行を新たなパラ
グラフの開始とするには両方の変数に"^"をセットしてください。

デフォルトではEmacsはテキスト先頭を調べることにより各パラグラフの基本方向を判断します。
基本方向の精細な決定手法はUBAにより指定されており、簡潔に言うとその明示にな方向生をもつそ
のパラグラフ内の最初の文字がパラグラフの基本方向を決定します。とはいえ、あるバッファーが自身
のパラグラフにたいして特定の基本方向の強制を要する場合もあります。たとえばプログラムソース
コードを含むバッファーは、すべてのパラグラフが L2Rで表示されるよう強制されるべきでしょう。
これを行うために以下の変数を使用できます:

[User Option]bidi-paragraph-direction
このバッファーローカル変数の値が right-to-leftか left-to-rightいずれかのシンボル
なら、そのバッファー内のすべてのパラグラフがその指定された方向をもつとみなされる。そ
の他すべての値は nil (デフォルト)と等価であり、それは各パラグラフの基本方向が内容によ
り判断されることを意味する。

プログラムソースコードにたいするモードは、これを left-to-rightにセットすること。Prog
モードはデフォルトでこれを行うので、Progモードから派生したモードは明示的にセットする
必要はない (Section 23.2.5 [Basic Major Modes], page 473を参照)。

[Function]current-bidi-paragraph-direction &optional buffer
この関数は bufferという名前のバッファーのポイント位置のパラグラフ方向をリターンする。リ
ターンされる値はleft-to-rightかright-to-leftいずれかのシンボルである。bufferが省
略または nilの場合のデフォルトはカレントバッファー。変数 bidi-paragraph-direction

のバッファーローカル値が非 nilなら、リターンされる値はその値と等しくなるだろう。それ
以外ならリターンされる値は Emacsにより動的に決定されたパラグラフの方向を反映する。
bidi-display-reorderingの値が nilのバッファー、同様にユニバイトバッファーにたいし
ては、この関数は常に left-to-rightをリターンする。

バッファーのカレントのスクリーン位置にたいして、ビジュアル順に L2RかR2Lいずれかの方向
に厳密なポイント移動を要す場合があります。Emacsはこれを行うためのプリミティブを提供します。

[Function]move-point-visually direction
この関数は、カレントで選択されたウィンドウのバッファーにたいしてポイントを、スクリー
ン上ですぐ右か左のポイントへ移動する。directionが正ならスクリーン位置は右、それ以外な
らスクリーン位置は左へ移動するだろう。周囲の双方向コンテキストに依存して、これは潜在
的に多くのバッファーのポイントを移動し得ることに注意。スクリーン行終端で呼び出された
場合には、この関数は directionに応じて適宜、次行か前行の右端か左端のスクリーン位置にポ
イントを移動する。

この関数は値として新たなバッファー位置をリターンする。

バッファー内で双方向の内容をもつ 2つの文字列が並置されているときや、プログラムで 1つのテ
キスト文字列に結合した場合には、双方向の並べ替えは以外かつ不快な効果を与える可能性がありま
す。典型的な問題ケースはBuffer MenuモードやRmail Summaryモードのようにバッファーがス
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ペースや区切り文字分割されたテキストのフィールドのシーケンスで構成されているときです。それ
はセパレーターとして使用されている区切り文字が弱い方向性をもち、周囲のテキストの方向を採用
するためです。結果として双方向の内容のフィールドが後続する数値フィールドは、先行するフィー
ルドヘ左方向に表示され、期待したレイアウトを破壊してしまいます。この問題を回避するための方
法がいくつかあります：

− 双方向の内容をもち得る各フィールド終端に、スペシャル文字 LEFT-TO-RIGHT
MARK(略して LRM) の U+200E left-to-right mark を付加する。後述の関数
bidi-string-mark-left-to-rightは、この目的に手頃 (R2L パラグラフではかわりに
RIGHT-TO-LEFT MARK、略して RLMのU+200F right-to-left markを使用する)。
これはUBAにより推奨される解決策の 1つである。

− フィールドセパレーターにタブ文字を含める。タブ文字は双方向の並べ替えにおいてセグメント
セパレーター (segment separator)の役割を演じて、両側のテキストを個別に並べ替えさせる。

− displayプロパティ、または (space . PROPS)という形式の値をもつオーバーレイ
(Section 39.16.2 [Specified Space], page 1046を参照)でフィールドを区切る。Emacsはこ
の display仕様をパラグラフセパレーター (paragraph separator)として扱い両側のテキスト
を個別に並べ替える。

[Function]bidi-string-mark-left-to-right string
この関数は結果を安全に他の文字列に結合できるよう、あるいはこの文字列とスクリーン上で次
行となる行に関連するレイアウトを乱すことなくバッファー内の他の文字列に並置できるよう、
自身への引数 stringを恐らく変更してリターンする。この関数がリターンする文字列が R2L
パラグラフの一部として表示される文字列なら、それは常に後続するテキストの左に出現する
だろう。この関数は自身の引数の文字を検証することにより機能して、もしそれらの文字のい
ずれかがディスプレイ上の並べ替えを発生し得るなら、この関数はその文字列に LRM文字を付
加する。付加された LRM文字はテキストプロパティinvisibleに tを与えることにより不可
視にできる (Section 39.6 [Invisible Text], page 994を参照)。

並べ替えアルゴリズムは bidi-classプロパティとして格納された文字の双方向プロパティを使用
します (Section 33.6 [Character Properties], page 859を参照)。Lispプログラムは put-char-

code-property関数を呼び出すことにより、これらのプロパティを変更できます。しかしこれを行う
にはUBAの完全な理解が要求されるので推奨しません。ある文字の双方向プロパティにたいする任意
の変更はグローバルな効果をもちます。これらは Emacsのフレームのすべてのフレームとウィンド
ウに影響します。

同様に mirroringプロパティは並べ替えられたテキスト内の適切にミラーされた文字の表示に使
用されます。Lispプログラムはこのプロパティを変更することにより、ミラーされた表示に影響を与
えることができます。繰り返しますがそのような変更は Emacsのすべての表示に影響を与えます。

スペシャル双方向制御文字 LEFT-TO-RIGHT OVERRIDE (LRO) と RIGHT-TO-LEFT
OVERRIDE (RLO)をテキストに挿入することにより、文字の双方向プロパティをオーバーライド
できます。RLOと改行かPOP DIRECTIONAL FORMATTING (PDF)のいずれか先にある文字
間のすべての文字は、それらが強い R2Lであるかのように表示されます (反転して表示される)。同
様に LROと PDFか改行の間のすべての文字は、それらがたとえ強いR2Lであっても強い L2Rであ
るかのように反転して表示されません。

これらのオーバーライドは、あるテキストを並び替えアルゴリズムの影響を受けずに、直接表示順
を制御したいときに有用です。しかしこれらはフィッシング (phishing)として知られるような悪意の
ある用途にも使用されます。特にウェブ上のURLや emailメッセージ内のリンクは真のリンク先は
まったく異なるのに、ブラウザによる論理順で解釈される外観を認識不能に操作したり、何らかの著
名で安全なリンク先に偽装される可能性があります。
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Emacsはアプリケーションが使用するために、双方向プロパティでL2R文字をR2L、またはその
逆にするようにオーバーライドされたテキストのインスタンスを検知するプリミティブを提供します。

[Function]bidi-find-overridden-directionality from to &optional object
この関数は objectで指定されたテキストの from (含む)と to (含まず)の間のテキストを調
べて R2Lの文字であるかのように表示が強制されている双方向プロパティの強い L2R文字、
L2Rの文字であるかのように表示が強制されている強い R2L文字の最初の位置をリターンす
る。指定されたテキストリージョンでそのような文字が見つからなければ nilをリターンする。

オプション引数objectは検索するテキストを指定して、デフォルトはカレントバッファー。object
が非 nilなら別のバッファーや文字列、またはウィンドウかもしれない。文字列ならこの関数
はその文字列を検索する。ウィンドウならこの関数はそのウィンドウが表示するバッファーを検
索する。検査したいテキストをもつバッファーが何らかのウィンドウに表示されていれば、こ
の関数にバッファーを渡すのではなくそのウィンドウの指定を推奨する。これはウィンドウ固
有のオーバーレイにカバーされたバッファーのテキストでは関数の結果が変化し得るが、関数
にウィンドウ固有のオーバーレイを正しく考慮するように指示するからである。

テキストが R2L文字と L2R文字の混交を含み、かつ双方向制御が別の場所にコピーされる際に
は、その視覚的外見は変化するかもしれず、コピー先の周辺テキストの視覚的外見にも影響するかも
しれません。これはUBAで指定される双方向テキストの並び替えでは、コピーされるテキストとそれ
を取り囲む周辺テキストの両方が非自明かつコンテキスト依存の効果をもつからです。

コピーされるテキストとコピー先周辺のテキストの視覚的外見を Lispプロパティが保証すること
が必要なときがあるかもしれません。この効果を達成するために Lispプログラムは以下の関数を使用
できます。

[Function]buffer-substring-with-bidi-context start end &optional
no-properties

この関数は buffer-substring (Section 32.2 [Buffer Contents], page 779を参照)と同様
に機能するが、テキストが別の場所にコピーされる際に視覚的外見を保つために必要な双方向
制御文字を前や後に付加する点が異なる。オプション引数 no-propertiesが非 nilなら、それ
はテキストのコピーからテキストプロパティを削除することを意味する。
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40 オペレーティングシステムのインターフェース

これは Emacsの開始と終了、オペレーティングシステム内の値へのアクセス、端末の入力と出力に
関するチャプターです。

関連する情報はSection E.1 [Building Emacs], page 1177を参照してください。端末とスクリー
ンに関連するオペレーティングシステムの状態に関する追加情報はChapter 39 [Display], page 983
を参照してください。

40.1 Emacsのスタートアップ

このセクションでは Emacsが開始時に何を行うか、およびそれらのアクションのカスタマイズ方法
を説明します。

40.1.1 要約: スタートアップ時のアクション順序

Emacsは起動時に以下の処理を行います (startup.el内の normal-top-levelを参照):

1. この load-pathの各ディレクトリー内にある subdirs.elという名前のファイルを実行して
load-pathにサブディレクトリーを追加する。このファイルは通常はそのディレクトリー内に
あるサブディレクトリーをこのリスト変数に追加して、それらを順次スキャンする。ファイル
subdirs.elは通常は Emacsインストール時に自動的に作成される。

2. load-pathのディレクトリー内で見つかった leim-list.elをすべてロードする。このファイ
ルは入力メソッドの登録を意図している。この検索はユーザーが作成するかもしれない個人的な
leim-list.elすべてにたいしてのみ行われる。標準的な Emacsライブラリーを含むディレク
トリーはスキップされる (これらは単一の leim-list.elだけに含まれるべきであり Emacs実
行形式にコンパイル済)。

3. 変数 before-init-timeに current-timeの値をセットする (Section 40.5 [Time of Day],
page 1106を参照)。これは after-init-timeに nilをセットすることにより Emacs初期化
時に Lispプログラムへの合図も行う。

4. LANGのような環境変数がそれを要するなら言語環境と端末のコーディングシステムをセットする。

5. コマンドライン引数にたいして基本的なパースをいくつか行う。

6. ユーザーの▼早期 initファイルをロードする Section “Early Init File” in The GNU Emacs
Manual(を参照)。これはオプション ‘-q’、‘-Q’、または ‘--batch’が指定されていたら行われ
ない。‘-u’オプションが指定されたら Emacsはかわりにそのユーザーのホームディレクトリー
内で initファイルを探す。

7. インストール済みのオプションの Emacs Lispパッケージをすべてアクティブ化するために関
数 package-activate-allを呼び出す。Section 41.1 [Packaging Basics], page 1136を参
照のこと。しかし package-enable-at-startupが nil、または ‘-q’、‘-Q’、‘--batch’のい
ずれかのオプションで開始時には、Emacsはパッケージのアクティブ化をしない。後者のケー
スでパッケージをアクティブ化するには、(たとえば ‘--funcall’オプションを通じて)明示的に
package-activate-allを呼び出すこと。

8. batch モードで実行されていなければ変数 initial-window-systemが指定するウィンド
ウシステムを初期化する (Section 39.24 [Window Systems], page 1085 を参照)。初期
化関数 window-system-initializationはジェネリック関数 generic function であり、
本当の実装はサポートされる各ウィンドウシステムごとに異なる (Section 13.8 [Generic
Functions], page 223を参照)。initial-window-systemの値が windowsystemなら、ファ
イル term/windowsystem-win.el内で適切な初期化関数の実装が定義されている。このファ
イルはビルド時に Emacs実行可能形式にコンパイルされているはずである。



Chapter 40: オペレーティングシステムのインターフェース 1093

9. ノーマルフック before-init-hookを実行する。

10. それが適切ならグラフィカルなフレームを作成する。グラフィカルなフレーム作成の一
環として initial-frame-alistと default-frame-alist (Section 29.4.2 [Initial
Parameters], page 714を参照)により指定されたウィンドウシステム用の window-system-

initialization関数を呼び出すことにより、そのウィンドウシステムのグラフィカルなフ
レームを初期化する。これは (非インタラクティブな)batchモードやデーモンモードでは行われ
ない。

11. 初期フレームのフェイスを初期化して必要ならメニューバーとツールバーをセットする。グフィ
カルなフレームがサポートされていたら、たとえカレントフレームがグラフィカルでなくても、
後でグラフィカルなフレームが作成されるかもしれないのでツールバーをセットアップする。

12. リ ス ト custom-delayed-init-variables内 の メ ン バ ー を 再 初 期 化 す る た め に
custom-reevaluate-settingを使用する。これらのメンバーは、デフォルト値がビルド時で
はなく実行時のコンテキストに依存する、すべての事前ロード済ユーザーオプションである。
Section E.1 [Building Emacs], page 1177を参照のこと。

13. 存在すればライブラリー site-startをロードする。これはオプション ‘-Q’か
‘--no-site-file’が指定された場合は行われない。

14. ユーザーの initファイルをロードする (Section 40.1.2 [Init File], page 1095を参照)。これは
オプション ‘-q’、‘-Q’、または ‘--batch’が指定されていたら行われない。‘-u’オプションが指
定されたら Emacsはかわりにそのユーザーのホームディレクトリー内で initファイルを探す。

15. 存在すればライブラリー defaultをロードする。これは inhibit-default-initが非 nil、あ
るいはオプション ‘-q’、‘-Q’、または ‘--batch’指定された場合には行われない。

16. もしファイルが存在して読み込み可能なら、abbrev-file-nameで指定されるファイルからユー
ザーの abbrev をロードする (Section 36.3 [Abbrev Files], page 926 を参照)。オプション
‘--batch’が指定されていたら行われない。

17. 変数 after-init-timeに current-timeの値をセットする。この変数は事前に nilにセットさ
れている。これをカレント時刻にセットすることが初期化フェーズが終わったことの合図となり、
かつ before-init-timeと共に用いることにより初期化に要した時間の計測手段を提供する。

18. ノーマルフック after-init-hookを実行する。

19. バッファー*scratch*が存在して、まだ (デフォルトであるべき)Fundamental モードなら
initial-major-modeに応じたメジャーモードをセットする。

20. テキスト端末で開始された場合には、端末固有の Lisp ライブラリー (Section 40.1.3
[Terminal-Specific], page 1097 を参照) をロードしてフック tty-setup-hookを実行する。
これは--batchモード、または term-file-prefixが nilなら実行されない。

21. inhibit-startup-echo-area-messageで抑制していなければエコーエリアに初期メッセー
ジを表示する。

22. これ以前に処理されていないコマンドラインオプションをすべて処理する。

23. オプション--batchが指定されていたら、ここで exitする。

24. *scratch*が存在して空ならばバッファーに (substitute-command-keys initial-

scratch-message)を挿入する。

25. initial-buffer-choiceが文字列ならその名前のファイル (かディレクトリー)を visitする。
関数なら引数なしでその関数を呼び出して、それがリターンしたバッファーを選択する。コマン
ドライン引数として単一のファイルが与えられた場合にはファイルを visitして、そのバッファー
を initial-buffer-choiceのそばに表示する。複数のファイルが与えられた場合にはすべて
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のファイルを visitして、initial-buffer-choiceのそばに*Buffer List*バッファーを表
示する。

26. emacs-startup-hookを実行する。

27. init ファイルの指定が何であれ、それに応じて選択されたフレームのパラメーターを変更する
frame-notice-user-settingsを呼び出す。

28. window-setup-hookを実行する。このフックと emacs-startup-hookの違いは前述したフ
レームパラメーターの変更後にこれが実行される点のみ。

29. copyleft と Emacs の基本的な使い方を含んだ特別なバッファースタートアップスクリーン
(startup screen) を表示する。これは inhibit-startup-screenか initial-buffer-

choiceが非 nil、あるいはコマンドラインオプション ‘--no-splash’か ‘-Q’が指定されてい
たら行われない。

30. デーモンが要求された場合には server-startを呼び出す (POSIXシステムではバックグラウ
ンドのデーモンが要求された場合には制御端末からデタッチされる)。Section “Emacs Server”
in The GNU Emacs Manualを参照のこと。

31. セッションマネージャーにより開始された場合には、以前のセッションの ID を引数として
emacs-session-restoreを呼び出す。Section 40.18 [Session Management], page 1124
を参照のこと。

以下のオプションはスタートアップシーケンスにおけるいくつかの側面に影響を与えます。

[User Option]inhibit-startup-screen
この変数が非 nilならスタートアップスクリーンを抑制する。この場合には Emacsは通常は
*scratch*バッファーを表示する。しかし以下の initial-buffer-choiceを参照されたい。

新しいユーザーが copyleftや Emacsの基本的な使い方に関する情報を入手するのを防げるの
で、新しいユーザーの initファイル内や複数ユーザーに影響するような方法でこの変数をセッ
トしてはならない。

inhibit-startup-messageと inhibit-splash-screenはこの変数にたいするエイリア
ス。

[User Option]initial-buffer-choice
非 nilならこの変数はスタートアップ後にスタートアップスクリーンのかわりに Emacsが表
示するファイルを指定する文字列であること。この変数が関数なら Emacsはその関数を呼び
出して、その関数はその後に表示するバッファーをリターンしなければならない。値が tなら
Emacsは*scratch*バッファーを表示する。

[User Option]inhibit-startup-echo-area-message
この変数はエコーエリアのスタートアップメッセージの表示を制御する。ユーザーの initファ
イル内に以下の形式のテキストを追加することによりエコーエリアのスタートアップメッセー
ジを抑制できる:

(setq inhibit-startup-echo-area-message

"your-login-name")

Emacsはユーザーの initファイル内で上記のような式を明示的にチェックする。ユーザーのロ
フイン名は Lispの文字列定数としてこの式内に記述されていなければならない。Customize
インターフェイスを使用することもできる。他の方法で同じ値に inhibit-startup-echo-

area-messageをセットしてもスタートアップメッセージは抑制されない。この方法により望
むならユーザー自身で簡単にメッセージを抑制できるが、単に自分用の iniファイルを別のユー
ザーにコピーしてもメッセージは抑制されないだろう。
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[User Option]initial-scratch-message
この変数が非 nilなら Emacsスタートアップ時に*scratch*バッファーに挿入するドキュメ
ントとして扱われる文字列であること。nilなら*scratch*バッファーは空になる。

以下のコマンドラインオプションはスタートアップシーケンスにおけるいくつかの側面に影響を与え
ます。Section “Initial Options” in The GNU Emacs Manualを参照してください。

--no-splash

スプラッシュスクリーンを表示しない。

--batch 対話的な端末なしで実行する。Section 40.17 [Batch Mode], page 1123を参照のこと。

--daemon

--bg-daemon

--fg-daemon

表示の初期化を何も行わず単にサーバーを開始する (“バックグラウンド”のデーモンは
自動的にバックグラウンドで実行される)。

--no-init-file

-q initファイルと defaultライブラリーをいずれもロードしない。

--no-site-file

site-startライブラリーをロードしない。

--quick

-Q ‘-q --no-site-file --no-splash’と等価。

40.1.2 initファイル

Emacsの開始時は通常はユーザーの initファイル (init file)のロードを試みます。これはユーザーの
ホームディレクトリー内にある.emacsか.emacs.elという名前のファイル、あるいはホームディレ
クトリーの.emacs.dという名前のサブディレクトリー内にある init.elという名前のファイルのい
ずれかのファイルです。

コマンドラインスイッチ ‘-q’、‘-Q’、‘-u’は initファイルを探すべきか、およびどこで探すべきか
を制御します。‘-u user’はそのユーザーではなく userの initファイルのロードを指示しますが、‘-q’
(‘-Q’のほうが強力)は initファイルをロードしないことを指示します。Section “Entering Emacs”
in The GNU Emacs Manual を参照してください。いずれのオプションも指定されていなければ
ユーザーのホームディレクリーから initファイルを探すために、Emacsは環境変数 LOGNAME、USER
(ほとんどのシステム)、または USERNAME (MSシステム)を使用します。この方法によりたとえ su
していたとしても、依然としてEmacsはそのユーザー自身の initファイルをロードできるのです。こ
れらの環境変数が存在していなくてもEmacsはユーザー IDからユーザーのホームディレクトリーを
探します。

Emacsは早期 initファイル (early init file)と呼ばれる 2つ目の initファイルが存在すれば、それ
のロードも試みます。これは~/.emacs.dにある early-init.elという名前のファイルです。早期
initファイルはスタートアッププロセスのより速いタイミングでロードされるために、通常の initファ
イルのロード前に初期化される何かをカスタマイズするために使用できるのが早期 initファイルと通
常の initファイルの違いです。たとえば package-load-listや package-enable-at-startupのような
変数をセットしてパッケージシステムの初期化プロセスをカスタマイズできます。Section “Package
Installation” in The GNU Emacs Manualを参照してください。

インストールしたEmacsによっては default.elというLispライブラリーのデフォルト initファ
イル (default init file)が存在するかもしれません。Emacsはライブラリーの標準検索パスからこの
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ファイルを探します (Section 16.1 [How Programs Do Loading], page 270を参照)。このファイ
ルは Emacsディストリビューション由来ではありません。このファイルはローカルなカスタマイズ
を意図しています。デフォルト initファイルが存在する場合には常にこのファイルが Emacs開始時
にロードされます。しかしユーザー自身の initファイルが存在する場合にはそれが最初にロードされ
ます。それにより inhibit-default-initが非 nil値にセットされた場合には、Emacsは後続す
る default.elファイルのロードを行いません。batchモードまたは ‘-q’ (または ‘-Q’)を指定した
場合には、Emacsは個人的な initファイルトでデフォルト initファイのいずれもロードしません。

サイトのカスタマイズのためのファイルは site-start.elです。Emacsはユーザーの initファ
イルの前にこれをロードします。オプション ‘--no-site-file’により、このファイルのロードを抑
制できます。

[User Option]site-run-file
この変数はユーザーの initファイルの前にロードするサイト用のカスタマイズファイルを指定
する。通常の値は"site-start"。実際に効果があるようにこれを変更するには、Emacsの
dump前に変更するのが唯一の方法である。

一般的に必要とされる.emacsファイルのカスタマイズ方法については Section “Init File Exam-
ples” in The GNU Emacs Manualを参照のこと。

[User Option]inhibit-default-init
この変数が非 nilなら Emacsがデフォルトの初期化ライブラリーファイルをロードするのを
防ぐ。デフォルト値は nil。

[Variable]before-init-hook
このノーマルフックはすべての initファイル (site-start.el、ユーザーの initファイル、お
よび default.el)のロード直前に一度実行される (実際に効果があるようにこれを変更する
には Emacsの dump前に変更するのが唯一の方法)。

[Variable]after-init-hook
このノーマルフックはすべての initファイル (site-start.el、ユーザーの initファイル、お
よび default.el)のロード直後、端末固有ライブラリーのロードとコマンドラインアクショ
ン引数の処理の前に一度実行される。

[Variable]emacs-startup-hook
このノーマルフックはコマンドライン引数の処理直後に一度実行される。batch モードでは
Emacsはこのフックを実行しない。

[Variable]window-setup-hook
このノーマルフックは emacs-startup-hookと非常に類似している。このフックは若干遅れ
てフレームパラメーターのセット後に実行されるのが唯一の違い。Section 40.1.1 [Startup
Summary], page 1092を参照のこと。

[Variable]user-init-file
この変数はユーザーの init ファイルの絶対ファイル名を保持する。実際にロードされた init
ファイルが.emacs.elcのようにコンパイル済なら、値はそれに対応するソースファイルを参
照する。

[Variable]user-emacs-directory
この変数は Emacs のデフォルトディレクトリーの名前を保持する。~/.emacs.d/および
~/.emacsが存在せず${XDG_CONFIG_HOME-'~/.config'}/emacs/が存在すればその
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ディレクトリーがデフォルト、それ以外なら MS-DOS 以外のすべてのプラットフォームで
は~/.emacs.d/がデフォルト。ここで${XDG_CONFIG_HOME-'~/.config'}は環境変数
XDG_CONFIG_HOMEがセットされていればその値、それ以外なら~/.configを意味する。
Section “How Emacs Finds Your Init File” in The GNU Emacs Manualを参照のこと。

40.1.3 端末固有の初期化

端末タイプはそれぞれ、その端末のタイプでEmacsが実行時にロードする独自のLispライブラリーを
もつことができます。そのライブラリーの名前は変数 term-file-prefixの値と端末タイプ (環境変
数 TERMにより指定)を結合することにより構築されます。term-file-prefixは通常は値"term/"

をもち変更は推奨しません。連想リスト term-file-aliases内に TERMにマッチするエントリーが
存在する場合には、Emacsは TERMのかわりにんその連想値を使用します。Emacsは通常の方法、つ
まり load-pathのディレクトリーから ‘.elc’と ‘.el’の拡張子のファイルを検索することにより、こ
のファイルを探します。

端末固有ライブラリーの通常の役割は特殊キーにより Emacsが認識可能なシーケンスを送信可能
にすることです。TermcapとTerminfoのエントリーがその端末のすべてのファンクションキーを指定
していなければ、input-decode-mapへのセットや追加も必要になるかもしれません。Section 40.13
[Terminal Input], page 1120を参照してください。

端末タイプにハイフンとアンダースコアーが含まれて、その端末名に等しい名前のライブラリーが
見つからないときには、Emacsはその端末名から最後のハイフンまたはアンダースコアー以降を取り
除いて再試行します。このプロセスはEmacsがマッチするライブラリーを見つかるか、その名前にハ
イフンとアンダースコアーが含まれなくなる (つまりその端末固有ファイルが存在しない)まで繰り返
されます。たとえば端末名が ‘xterm-256color’で term/xterm-256color.elというライブラリー
が存在しなければ Emacsは term/xterm.elのロードを試みます。必要なら端末タイプの完全な名
称を見つかるために端末ライブラリーは (getenv "TERM")を評価できます。

initファイルで変数 term-file-prefixを nilにセットすることにより端末固有ライブラリーの
ロードを防ぐことができます。

tty-setup-hookを使用することにより、端末固有ライブラリーのいくつかのアクションのアレ
ンジやオーバーライドもできます。これは新たなテキスト端末の初期化後に Emacsが実行するノー
マルフックです。自身のライブラリーをもたない端末にたいして初期化を定義するために、このフッ
クを使用することのできるでしょう。Section 23.1 [Hooks], page 462を参照してください。

[User Option]term-file-prefix
この変数の値が非 nilなら Emacsは以下のように端末固有初期化ファイルをロードする:

(load (concat term-file-prefix (getenv "TERM")))

端末初期化ファイルのロードを望まない場合には変数 term-file-prefixに nilをセットで
きる。

MS-DOSでは Emacsは環境変数 TERMに ‘internal’をセットする。

[User Option]term-file-aliases
この変数は端末タイプをエイリアスにマップする連想リスト。たとえば ("vt102" . "vt100")

という形式の要素は ‘vt102’というタイプの端末を ‘vt100’タイプの端末として扱うことを意
味する。

[Variable]tty-setup-hook
この変数は新たなテキスト端末の初期化後に Emacsが実行するノーマルフック (これは非ウィ
ンドウのモードでのEmacs開始時と emacsclientのTTY接続作成時に適用される)。(適用
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可能なら)このフックはユーザーの initファイルおよび端末固有 Lispファイルのロード後に実
行されるので、そのファイルにより行われた定義を調整するためにフックを使用できる。

関連する機能については Section 40.1.2 [Init File], page 1095を参照のこと。

40.1.4 コマンドライン引数

Emacs開始時に種々のアクションをリクエストするためにコマンドライン引数を使用できます。Emacs
を使う際にはログイン後に一度だけ起動して同一の Emacsセッション内ですべてを行うのが推奨さ
れる方法です (Section “Entering Emacs” in The GNU Emacs Manual を参照)。この理由によ
りコマンドライン引数を頻繁に使うことはないかもしれません。それでもセッションスクリプトから
Emacsを呼び出すときや Emacsのデバッグ時にコマンドライン引数が有用になるかもしれません。
このセクションでは Emacsがコマンドライン引数を処理する方法を説明します。

[Function]command-line
この関数は Emacsが呼び出された際のコマンドライン引数を解析、処理、そして (とりわけ)
ユーザーの initファイルをロードしてスタートアップメッセージを表示する。

[Variable]command-line-processed
この変数の値は一度コマンドラインが処理されると tになる。

dump-emacs (Section E.1 [Building Emacs], page 1177 を参照) を呼び出すことにより
Emacsを再 dumpする場合には、新たに dumpされた Emacsに新たなコマンドライン引数
を処理させるために最初にこの変数に nilをセットしたいと思うかもしれない。

[Variable]command-switch-alist
この変数はユーザー定義のコマンドライン引数とそれに関連付けられたハンドラー関数の alist。
デフォルトでは空だが望むなら要素を追加できる。

コマンドラインオプション (command-line option)は以下の形式をもつコマンドライン上の
引数である:

-option

command-switch-alistの要素は以下のようになる:

(option . handler-function)

carの optionは文字列でコマンドラインオプションの名前 (先頭のハイフンは含む)。handler-
functionは optionを処理するために呼び出されて、単一の引数としてオプション名を受け取る。

このオプションはコマンドライン内で引数を併う場合がある。この場合には、handler-function
は残りのコマンドライン引数すべてを変数 command-line-args-left (以下参照)で見つけ
ることができる (コマンドライン引数のリスト全体は command-line-args)。

command-switch-alistの処理は option内の等号を特別扱いしないことに注意。つまりコマ
ンドラインに--name=valueのようなオプションがなければ、carが文字通り--name=value

の command-switch-alistのメンバーでなければこのオプションにマッチしない。そのよう
なオプションをパースしたければ、かわりに command-line-functions (以下参照)を使う
必要がある。

コマンドライン引数はstartup.elファイル内のcommand-line-1により解析される。Section
“Command Line Arguments for Emacs Invocation” in The GNU Emacs Manualも参
照のこと。

[Variable]command-line-args
この変数の値は Emacsに渡されたコマンドライン引数のリスト。
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[Variable]command-line-args-left
この変数の値はまだ処理されていないコマンドライン引数のリスト。

[Variable]command-line-functions
この変数の値は認識されなかったコマンドライン引数を処理するための関数のリスト。次の引数
が処理されてそれに特別な意味がないときは、その都度このリスト内の関数が非 nilをリター
ンするまでリスト内での出現順に呼び出される。

これらの関数は引数なしで呼び出される。関数はその時点で一時的にバインドされている変数
argiを通じて検討中のコマンドラインにアクセスできる。残りの引数 (カレントの引数含まず)
は変数 command-line-args-left内にあり。

関数が argi内のその引数を認識して処理したときは引数を処理したと告げるために非 nilを
リターンすること。後続の引数のいくつかを処理したときは command-line-args-leftから
それらを削除してそれを示すことができる。

これらの関数すべてが nilをリターンした場合には引数は visitすべきファイル名として扱わ
れる。

40.2 Emacsからの脱出

Emacsから抜け出すには 2つの方法があります: 1つ目は永遠に exitする Emacsジョブの kill、2
つ目はサスペンドする方法でこれは後からEmacsプロセスに再エンターすることができます (もちろ
んグラフィカルな環境では Emacsで特に何もせず単に他のアプリケーションにスイッチして後で望
むときに Emacsに戻れる)。

40.2.1 Emacsの kill

Emacsの killとは Emacsプロセスの終了を意味します。端末から Emacsを開始した場合には、通
常は親プロセスの制御が再開されます。Emacsを killする低レベルなプリミティブは kill-emacs

です。

[Command]kill-emacs &optional exit-data
このコマンドはフック kill-emacs-hookを呼び出してから Emacsプロセスを exitして kill
する。

exit-dataが整数なら Emacsプロセスの exitステータスとして使用される (これは主に batch
処理で有用。Section 40.17 [Batch Mode], page 1123を参照)。

exit-dataが文字列なら内容は端末の入力バッファーに詰め込まれるので、shell(や何であれ次
の入力を読み込むプログラム)が読み込むことができる。

exit-dataが整数や文字列以外、または省略なら成功裏にプログラムが終了したことを示す exit
ステータス (システム固有)の使用を意味する。

関数kill-emacsは通常はより高レベルなコマンドC-x C-c (save-buffers-kill-terminal)
を通じて呼び出される。Section “Exiting” in The GNU Emacs Manual を参照のこと。これは
Emacsがオペレーティングシステムのシグナル SIGTERMや SIGHUPを受け取った場合 (たとえば制御
端末が切断されたとき)や、batchモードで実行中に SIGINTを受け取った場合 (Section 40.17 [Batch
Mode], page 1123を参照)にも自動的にこれが呼び出される。

[Variable]kill-emacs-hook
このノーマルフックは Emacsの killの前に kill-emacsにより実行される。
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kill-emacsはユーザーとの対話が不可能な状況 (たとえば端末が切断されたとき)で呼び出さ
れるかもしれないので、このフックの関数はユーザーとの対話を試みるべきではない。Emacs
シャットダウン時にユーザーと対話したければ下記の kill-emacs-query-functionsを使用
すること。

Emacs を kill したときには保存されたファイルを除き Emacs プロセス内のすべての情報が失
われます。うっかり Emacsを killすることで大量の作業が失われるので、save-buffers-kill-

terminalコマンドは保存を要するバッファーがあったり実行中のサブプロセスがある場合には確認の
問い合わせを行います。これはアブノーマルフック kill-emacs-query-functionsも実行します。

[User Option]kill-emacs-query-functions
save-buffers-kill-terminalが Emacs を kill する際には標準の質問を尋ねた後、
kill-emacsを呼び出す前にこのフック内の関数を呼び出す。関数は出現順に引数なしで呼び
出される。関数はそれぞれ追加でユーザーから確認を求めることができる。それらのいずれか
が nilをリターンすると save-buffers-kill-emacsは Emacsを killせずに、このフック
内の残りの関数は実行されない。直接 kill-emacsを呼び出すとフックは実行されない。

40.2.2 Emacsのサスペンド

テキスト端末では Emacsのサスペンドができます。これは Emacsを一時的にストップして上位の
プロセスに制御を返します。これは通常は shellです。これにより後で同じ Emacsプロセス内の同じ
バッファー、同じ killリング、同じアンドゥヒストリー、...で編集を再開できます。Emacsを再開す
るには親 shell内で適切なコマンド— 恐らくは fg — を使用します。

その Emacsセッションが開始された端末デバイス上でのみサスペンドは機能します。そのデバイ
スのことをセッションの制御端末 (controlling terminal)と呼びます。制御端末がグラフィカルな端
末ならサスペンドは許されません。グラフィカルな端末では Emacsで特別なことをせずに単に別の
アプリケーションにスイッチできるのでサスペンドは通常は関係ありません。

いくつかのオペレーティングシステム (SIGTSTPのないシステムやMS-DOS)ではジョブの停止
はサポートされません。これらのシステムでの停止はEmacsのサブプロセスとして新たな shellを一
時的に作成します。Emacsに戻るためには shellを exitすればよいでしょう。

[Command]suspend-emacs &optional string
この関数はEmacsを停止して上位のプロセスに制御を返す。上位プロセスがEmacsを再開す
る際には、Lispでの suspend-emacsの呼び出し元に nilをリターンする。

この関数はその Emacsセッションの制御端末上でのみ機能する。他の TTYデバイスの制御
を放棄するには suspend-ttyを使用する (下記参照)。そのEmacsセッションが複数の端末を
使用する場合には Emacsのサスペンド前に他のすべての端末からフレームを削除しなければ
ならず、さもないとこの関数はエラーをシグナルする。Section 29.2 [Multiple Terminals],
page 699を参照のこと。

stringが非 nilなら、その各文字はEmacsの上位 shellに端末入力として送信される。string
内の文字は上位 shellによりエコーされずに結果だけが表示される。

サスペンドする前に suspend-emacsはノーマルフック suspend-hookを実行する。ユーザー
が Emacs再開後に suspend-emacsはノーマルフック suspend-resume-hookを実行する。
Section 23.1 [Hooks], page 462を参照のこと。

再開後の次回再表示では変数 no-redraw-on-reenterが nilならスクリーン全体が再描画さ
れる。Section 39.1 [Refresh Screen], page 983を参照のこと。
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以下はこれらのフックの使用例:

(add-hook 'suspend-hook

(lambda () (or (y-or-n-p "Really suspend? ")

(error "Suspend canceled"))))

(add-hook 'suspend-resume-hook (lambda () (message "Resumed!")

(sit-for 2)))

(suspend-emacs "pwd")を評価すると以下を目にするだろう:

---------- Buffer: Minibuffer ----------

Really suspend? y

---------- Buffer: Minibuffer ----------

---------- Parent Shell ----------

bash$ /home/username

bash$ fg

---------- Echo Area ----------

Resumed!

Emacsサスペンド後に ‘pwd’がエコーされないことに注意。エコーはされないが shellにより
読み取られて実行されている。

[Variable]suspend-hook
この変数は Emacsがサスペンド前に実行するノーマルフック。

[Variable]suspend-resume-hook
この変数はサスペンド後の再開時に Emacsが実行するノーマルフック。

[Function]suspend-tty &optional tty
ttyに Emacsが使用する端末デバイスを指定すると、この関数はそのデバイスを放棄して以前
の状態にリストアする。そのデバイスを使用していたフレームは存在を続けるが更新はされず、
Emacsはそれらのフレームから入力を読み取らない。ttyには端末オブジェクト、フレーム (そ
のフレームの端末の意)、nil (選択されたフレームの端末の意)を指定できる。Section 29.2
[Multiple Terminals], page 699を参照のこと。

ttyがサスペンド済みなら何も行わない。

この関数は端末オブジェクトを各関数への引数としてフック suspend-tty-functionsを実
行する。

[Function]resume-tty &optional tty
この関数は以前にサスペンドされたデバイス ttyを再開する。ここで ttyは suspend-ttyに指
定できる値と同じである。

この関数は端末デバイスの再オープンと再初期化を行い、その端末の選択されたフレームで端末を
再描画する。それから端末ブジェクトを各関数への引数としてフック resume-tty-functions

を実行する。

同じデバイスが別の Emacs端末で使用済みなら、この関数はエラーをシグナルする。ttyがサ
スペンドされていなければ何もしない。

[Function]controlling-tty-p &optional tty
この関数は ttyがその Emacsセッションの制御端末なら非 nilをリターンする。ttyには端末
オブジェクト、フレーム (そのフレームの端末の意)、nil (選択されたフレームの端末の意)を
指定できる。
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[Command]suspend-frame
このコマンドはフレームをサスペンドする。GUIフレームでは iconify-frameを呼び出す
(Section 29.11 [Visibility of Frames], page 737を参照)。テキスト端末上のフレームでは、
そのフレームが制御端末デバイス上で表示されていれば suspend-emacs、されていなければ
suspend-ttyのいずれかを呼び出す。

40.3 オペレーティングシステムの環境

Emacsはさまざまな変数を通じてオペレーティングシステム環境内の変数へのアクセスを提供しま
す。これらの変数にはシステムの名前、ユーザーの UIDなどが含まれます。

[Variable]system-configuration
この変数はユーザーのシステムのハードウェアとソフトウェアにたいする GNU の標準コン
フィグレーション名 (standard GNU configuration name)を保持する。たとえば 64ビット
GNU/Linuxシステムにたいする典型的な値は ‘"x86_64-unknown-linux-gnu"’。

[Variable]system-type
この変数の値は Emacs実行中のオペレーティングシステムのタイプを示すシンボル。可能な
値は：

aix IBMのAIX。

berkeley-unix

Berkeley BSDとその変種。

cygwin MS-Windowsで最上位の Posixレイヤーである Cygwin。

darwin Darwin (macOS).

gnu (HURDとMachから構成される)GNUシステム。

gnu/linux

GNU/Linuxシステム — すなわち Linuxカーネルを使用する GNUシステム
の変種 (これらのシステムは人がしばしば “Linux”と呼ぶシステムだが実際には
Linuxは単なるカーネルであってシステム全体ではない)。

gnu/kfreebsd

FreeBSDカーネルによる (glibcベースの)GNUシステム。

hpux ヒューレット・パッカードのHPUXオペレーティングシステム。

nacl Google Native Client(NaCl)サンドボックスシステム。

ms-dos MicrosoftのDOS。MS-DOSにたいするDJGPPでコンパイルされた Emacs
は、たとえMS-Windows上で実行されていても system-typeが ms-dosにバ
インドされる。

usg-unix-v

AT&TのUnix System V。

windows-nt

Microsoft の Windows NT、9X 以降。たとえば Windows 10 でも
system-typeの値は常に windows-nt。
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わたしたちは絶対に必要になるまでは、より細分化するために新たなシンボルを追加したくあ
りません。実際のところ将来的にはこれらの候補のいくつかを取り除きたいと思っています。
system-typeで許されているより細分化する必要がある場合には、たとえば正規表現にたいし
て system-configurationをテストできます。

[Function]system-name
この関数は実行中のマシン名を文字列としてリターンする。

[User Option]mail-host-address
この変数が非 nilの場合には、emailアドレスを生成するために system-nameのかわりにこ
の変数が使用される。たとえばこれは user-mail-addressのデフォルト値の構築時に使用さ
れる。Section 40.4 [User Identification], page 1105を参照のこと。

[Command]getenv var &optional frame
この関数は環境変数 varの値を文字列としてリターンする。varは文字列であること。その環
境内で varが未定義なら getenvは nilをリターンする。varがセットされているが null(訳
注: 空文字列)なら ‘""’をリターンする。Emacs内では環境変数とそれらの値のリストは変数
process-environment内に保持されている。

(getenv "USER")

⇒ "lewis"

shellコマンド printenvは環境変数のすべて、または一部をプリントする:

bash$ printenv

PATH=/usr/local/bin:/usr/bin:/bin

USER=lewis

TERM=xterm

SHELL=/bin/bash

HOME=/home/lewis

...

[Command]setenv variable &optional value substitute
このコマンドは variableという名前の環境変数の値に valueをセットする。variableは文字列で
あること。内部的にはEmacs Lispは任意の文字列を扱える。しかし variableは通常は shell識
別子として有効、すなわちアルファベットかアンダースコアで始まり、アルファベットか数字ま
たはアンダースコアのシーケンスであること。それ以外ならEmacsのサブプロセスが variable
の値にアクセスを試みるとエラーが発生するかもしれない。valueが省略か nilの場合 (または
プレフィクス引数とともにインタラクティブに呼び出された場合)には、setenvはその環境か
ら variableを削除する。それ以外なら variableは文字列であること。

オプション引数 substituteが非nilなら、value内のすべての環境変数を展開するためにEmacs
は関数 substitute-env-varsを呼び出す。

setenvは process-environmentを変更することにより機能する。この変数を letでバイン
ドするのも合理的プラクティスである。

setenvは variableの新たな値、または環境から variableが削除されていれば nilをリターン
する。

[Variable]process-environment
この変数はそれぞれが 1つの環境変数を記す文字列リスト。関数 getenvと setenvはこの変
数により機能する。
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process-environment
⇒ ("PATH=/usr/local/bin:/usr/bin:/bin"

"USER=lewis"

"TERM=xterm"

"SHELL=/bin/bash"

"HOME=/home/lewis"

...)

process-environmentに同じ環境変数を指定す複数の要素が含まれる場合には、それらの最
初の要素が変数を指定して他は無視される。

[Variable]initial-environment
この変数は Emacs開始時にその親プロセスから Emacsが継承した環境変数のリストを保持
する。

[Variable]path-separator
この変数は、(環境変数で見つけた)検索パス内でディレクトリーを区切る文字を示す文字列を
保持する。値はUnixとGNUシステムでは":"、MSシステムでは";"。

[Function]parse-colon-path path
この関数は環境変数 PATHの値のような検索パス文字列を引数に受け取り、セパレーターで分
割してディレクトリーのリストをリターンする。このリスト内では nilはカレントディレクト
リーを意味する。この関数の名前からはセパレーターは “コロン”となるが、実際に使用するの
は path-separatorの値。

(parse-colon-path ":/foo:/bar")

⇒ (nil "/foo/" "/bar/")

[Variable]invocation-name
この変数は Emacsが呼び出された時のプログラム名を保持する。値は文字列でありディレク
トリー名は含まれない。

[Variable]invocation-directory
この変数は Emacs実行可能形式が実行されたときに配置されていたディレクトリー名、ディ
レクトリーが判断できなければ nilをリターンする。

[Variable]installation-directory
非 nilならサブディレクトリー lib-srcと etcを探すディレクトリーである。インストー
ルされた Emacs なら通常は nil。Emacs が標準のインストール位置にそれらのディレク
トリーを見つけられないものの、Emacs 実行可能形式を含むディレクトリー (たとえば
invocation-directory)に何らかの関連があるディレクトリーで見つかることができたら
非 nil。

[Function]load-average &optional use-float
この関数はカレント、1分、5分、15分のロードアベレージ (load averages: 平均負荷)をリス
トでリターンする。このロードアベレージはシステム上で実行を試みているプロセス数を示す。

デフォルトでは値はシステムロードアベレージを 100倍にした整数だが、use-floatが非 nilな
ら 100を乗ずることなくこれらの値は浮動小数点数としてリターンされる。

ロードアベレージ入手が不可能ならこの関数はエラーをシグナルする。いくつかのプラット
フォームではロードアベレージへのアクセスにカーネル情報を読み取れるように、通常は推奨
されない setuidか setgidした Emacsのインストールを要する。



Chapter 40: オペレーティングシステムのインターフェース 1105

1分のロードアベレージは利用できるが、5分と 15分のアレージは利用できなければ、この関
数は利用可能なアベレージを含んだ短縮されたリストをリターンする。

(load-average)

⇒ (169 48 36)

(load-average t)

⇒ (1.69 0.48 0.36)

shellコマンドの uptimeはこれと類似する情報をリターンする。

[Function]emacs-pid
この関数は Emacsプロセスのプロセス IDを整数としてリターンする。

[Variable]tty-erase-char
この変数は Emacs開始前にそのシステムの端末ドライバーで選択されていた erase文字を保
持する。

40.4 ユーザーの識別

[Variable]init-file-user
この変数は Emacsによりどのユーザーの initが使用されるべきか — なければ nilをリター
ンする。""はログイン時のオリジナルのユーザーをリターンする。この値は ‘-q’や ‘-u user’
のようなコマンドラインオプションを反映する。

カスタマイズ関連のファイルや、他の類の短いユーザープロファイルをロードするLispパッケー
ジは、それをどこで探すか判断するためにこの変数にしたがうこと。これらの Lispパッケージ
はこの変数内で見つかったユーザー名のプロファイルをロードすること。init-file-userが
nilなら ‘-q’、‘-Q’、または ‘-batch’オプションが使用されたことを意味しており、その場合
には Lispパッケージはカスタマイズファイルやユーザープロファイルを何もロードするべきで
はない。

[User Option]user-mail-address
これは Emacsを使用中のユーザーの電子メールアドレスを保持する。

[Function]user-login-name &optional uid
この関数はユーザーのログイン名をリターンする。これはいずれかがセットされていれば環境
変数 LOGNAMEか USERを使用する。それ以外なら値は実 UIDではなく実効 UIDにもとづく。

uid (数字)を指定すると uidに対応するユーザー名、そのようなユーザーが存在しなければ nil

が結果となる。

[Function]user-real-login-name
この関数は Emacsの実 UIDに対応するユーザー名をリターンする。これは実効 UID、および
環境変数 LOGNAMEと USERを無視する。

[Function]user-full-name &optional uid
この関数はログインユーザーの完全名、環境変数 NAMEがセットされていればその値をリターン
する。

Emacsプロセスのユーザー IDが既知のユーザーに不一致 (かつ与えられた NAMEが未セット)
なら結果は"unknown"。

uidが非 nilなら数字 (ユーザー ID) か文字列 (ログイン名) であること。その場合には
user-full-nameはそのユーザー名かログイン名に対応する完全名をリターンする。未定義
のユーザー名かログイン名を指定すると nilをリターンする。
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シンボル user-login-name、user-real-login-name、user-full-nameは変数であると同
時に関数でもあります。関数の場合には、その名前の変数と同じ値をリターンします。これらの変数
を使えば対応する関数が何をリターンするべきかを告げることにより Emacsを騙すことができます。
またフレームタイトルの構築においても、これらの関数は有用です (Section 29.6 [Frame Titles],
page 731を参照)。

[Function]user-real-uid
この関数はユーザーの実 UIDをリターンする。This function returns the real of the user.

[Function]user-uid
この関数はユーザーの実効 UIDをリターンする。

[Function]group-gid
この関数は Emacsプロセスの実効 GIDをリターンする。

[Function]group-real-gid
この関数は Emacsプロセスの実 GIDをリターンする。

[Function]system-users
この関数はシステム上のユーザー名をリストする文字列リストをリターンする。この情報を
Emacsが取得できなければuser-real-login-nameの値だけを含んだリストをリターンする。

[Function]system-groups
この関数はシステム上のグループ名をリストする文字列リストをリターンする。この情報を
Emacsが取得できなければリターン値は nil。

[Function]group-name gid
この関数は数値のグループ ID gidに対応するグループ名、そのようなグループがなければ nil

をリターンする。

40.5 時刻

このセクションではカレント時刻とタイムゾーンを決定する方法を説明します。

current-timeや file-attributesのような多くの関数は秒をカウントする Lispタイムスタ
ンプ (Lisp timestamp)値をリターンします。この値は 1970-01-01 00:00:00 UTCというエポック
(epoch)からの経過秒数をカウントすることにより絶対時刻を表すことができます。

伝統的なLispタイムスタンプが整数のペアであったとしても、それらの形式は進化しており、プログ
ラムは通常はカレントのデフォルト形式に依存するべきではありません。プログラムに特定のタイムス
タンプ形式が必要なら、time-convert関数を使用して必要とする形式に変換できます。Section 40.7
[Time Conversion], page 1108を参照してください。

現在のところ 3つの Lispタイムスタンプ形式があり、それぞれが秒数を表します:

• 整数。これがもっとも単純な形式だが、少数秒のタイムスタンプは表現できない。
• 整数のペア (ticks . hz) ( hzは正)。これは ticks/hz秒を表し、hzが 1なら単なる ticksと同
時刻。hzにたいして一般的な値はナノ秒解像度クロック用の 10000000001。

1 現在のところ hzは互換性に関する警告を回避するために、少なくとも 65536である必要がありま
す。以前のバージョンの Emacsは後方互換性の観点からそのようなタイムスタンプを異なるよう
に扱うからです。これらの警告は Emacsの将来バージョンでは削除が計画されています。
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• 4 つの整数からなるリスト (high low micro pico) (0≤low<65536、0≤micro<1000000、
0≤pico<1000000)。これは次式を使用して秒数を表す: high× 216 + low +micro× 10−6 +
pico × 10−12。あるケースにおいては、この関数はデフォルトでmicroおよび picoを 0に省略
した 2つ、または 3つの要素のリストをリターンするかもしれない。現在のすべてのマシンでは
picoは 1000の倍数だが、より高精度のクロックが利用可能になったら変更されるかもしれない。

関数の引数 ( current-time-stringの time引数)に、より一般的な time値 (time value) の
フォーマット ( Lispタイムスタンプ、カレント時刻にたいする nil、秒にたいする単精度浮動小数点
数、欠落要素を 0に切り詰めたタイムスタンプリスト (high low micro) )を許容します。

time値は暦形式や他形式に相互に変換できます。これらの変換のいくつかは利用可能な time値範囲
を制限するオペレーティングシステム関数に依存しており、その制限を超えると ‘"Specified time is

not representable"’のようなエラーをシグナルします。たとえばあるシステムでは 1970や 1901
より前の年、遠い将来の年をサポートしないかもしれません。format-time-stringを使用して可
読性のある文字列、time-convertを使用して Lispタイムスタンプ、decode-timeや float-time

を使用して別の形式に time値を変換できます。これらの関数については以降のセクションで説明し
ます。

[Function]current-time-string &optional time zone
この関数はカレントの時刻と日付を可読形式の文字列でリターンする。この文字列の先頭部分
には曜日、月、日付、時刻がこの順に含まれて、それらが可変長となることはない。これらの
フィールドにたいして使用される文字数は常に同じとはいえ、年は正確に 4桁とはかぎらず、
いつかの将来に終端に追加情報が追加されるかもしれないので、current-time-stringの出
力からフィールドを抽出するより format-time-stringを使うほうが通常は便利です。

引数 timeが与えられたら、それはカレント時刻のかわりにフォーマットする時刻を指定する。オ
プション引数 zoneのデフォルトはカレントのタイムゾーンルール。Section 40.6 [Time Zone
Rules], page 1107を参照のこと。timeの範囲および zoneの値はオペレーティングシステム
が制限する。

(current-time-string)

⇒ "Fri Nov 1 15:59:49 2019"

[Function]current-time
この関数はカレント時刻を Lispタイムスタンプとしてリターンする。Emacsの現在のリリー
スでタイムスタンプが (high low micro pico)という形式だとしても、Emacsの将来バー
ジョンで変更が予定されている。タイムスタンプを他形式に変換するには time-convert関数
を使用できる。Section 40.7 [Time Conversion], page 1108を参照のこと。

[Function]float-time &optional time
この関数はエポックからの経過秒数を浮動小数点数としてリターンする。オプション引数 time-
valueが与えられた場合には、カレント時刻ではなく変換する時刻を指定する。

警告: 結果は浮動小数点数なので正確ではないかもしれない。正確なタイムスタンプが必要な
ら使用しないこと。たとえば典型的なシステムにおいては (float-time '(1 . 10))を ‘0.1’
と表示するが、これは 1/10より若干大きい。

time-to-secondsはこの関数のエイリアス。

40.6 タイムゾーンのルール

デフォルトのタイムゾーンは環境変数 TZにより判断されます。Section 40.3 [System Environment],
page 1102を参照してください。たとえば (setenv \"TZ\" \"UTC0\")とすれば万国標準時の使用
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をEmacsに指示できます。その環境に TZがなければ、Emacsはプラットフォーム依存のデフォルト
時刻であるシステムの実時間 (system wall clock time)を使用します。

サポートされる TZのセットはシステム依存です。GNUと他の多くのシステムは tzdataデータベー
スをサポートします。これはたとえば ‘"America/New_York"’はニューヨーク市周辺のタイムゾーン
を夏時間ヒストリーを指定します。GNUと他の多くのシステムは POSIXスタイルの TZセッティン
グをサポートします。これはたとえば ‘"EST+5EDT,M4.1.0/2,M10.5.0/2"’は 1987から 2006に
ニューヨークで使用されたルールを指定します。すべてのシステムは万国標準時 (Universal Time)
を意味する ‘"UTC0"’文字列をサポートします。

ローカル時刻にたいする変換関数は、変換のタイムゾーンと夏時間の履歴を指定するタイムゾーン
ルール)time zone ruleをオプションとして受け取ります。タイムゾーンルールが省略か nilなら、変
換にはデフォルトのタイムゾーン、tなら万国標準時、wallならシステムの実時間 (system wall clock
time)が使用されます。これが文字列なら変換には TZにその文字列をセットしたのと等価なタイム
ゾーンルールが使用されます。(offset abbr) ( offsetは万国標準時刻より進んでいる秒数を与える整
数で abbrは文字列)のようなリストなら、変換には与えられたオフセットと省略名の固定タイムゾー
ンが使用されます。整数 offsetの場合には、POSIX互換プラットフォームでは数値省略形の abbr、
MS-Windowsでは未指定の abbrのとなるような (offset abbr)であるかのように扱われます。

[Function]current-time-zone &optional time zone
この関数はユーザーが居るタイムゾーンを記すリストをリターンする。

値は (offset abbr)という形式をもつ。ここで offsetは万国標準時刻より進んでいる秒数 (グ
リニッジより東)を与える整数。負の値はグリニッジより西を意味する。2つ目の要素 abbrは
そのタイムゾーンのを与える省略名の文字列。たとえば ‘"CST"’は中国標準時か米国中部標準
時のタイムゾーン。夏時間の開始と終了時に、いずれの要素も変化し得る。ユーザーが季節時
間調整を用いていないタイムゾーンを指定した場合には、値は時期を通して定数となる。

この値を計算するのに必要なすべての情報をオペレーティングシステムが提供しなければ、こ
のリストの未知の要素は nilになる。

引数 timeが与えられたら、それはカレント時刻のかわりに分析するべき time値を指定する。
オプション引数 zoneのデフォルトはカレントのタイムゾーンルール。timeの範囲および zone
の値はオペレーティングシステムが制限する。

40.7 時刻の変換

以下の関数は time値 (Section 40.5 [Time of Day], page 1106を参照)を Lispタイムスタンプ暦
情報に変換したり逆の変換を行います。

32ビットオペレーティングシステムの多くは、秒数コンポーネントに 32ビット情報を含んだシス
テム時刻に制限されます。これらのシステムは通常は万国標準時の 1901-12-13 20:45:52から 2038-
01-19 03:14:07までの時刻だけを処理します。しかし 64ビット、およびいくつかの 32ビットオペ
レーティングシステムは、より大きな秒数コンポーネント値をもち、より遠い過去や未来の時刻を表
現できます。

暦変換関数は、たとえグレゴリオ暦導入前の日付にたいしても常にグレゴリオ暦を使用します。年
はBC. 1年から年数を数えて伝統的なグレゴリオ年が行うように 0年をスキップしません。たとえば
年数−37はグレゴリオ年の BC. 38年を表します。

[Function]time-convert time &optional form
この関数は time値を Lispタイムスタンプに変換する。

オプションの form引数はリターンするタイムスタンプ形式を指定する。この関数は formがシ
ンボル integerなら整数でカウントした秒数をリターンする。正の整数の formはクロック周
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波数を指定する。その場合にはこの関数は (ticks . form)という整数ペアのタイムスタンプ
をリターンする 2。formが tなら、この関数はタイムスタンプを適切に表現するような正の整
数としてそれを扱う。たとえば timeが nilでプラットフォームのタイムスタンプがナノ秒の解
像度をもつ場合には 1000000000としてそれを扱う。formが listなら、この関数は整数のリ
スト (high low micro pico)をリターンする。現在のところ formが省略か nilなら listの
ように動作するとしても、Emacsの将来バージョンで変更が予定されているので、呼び出し側
がリスト形式のタイムスタンプを必要とする場合には明示的に listを渡すこと。

timeが無限 (infinite)やNaN(not a number: 数字ではない)なら、この関数はエラーをシグ
ナルする。それ以外の場合には、timeを正確に表せなければ、負の無限大方向に切り詰めて変
換する。formが tなら変換は常に正確なので切り詰めは発生せず、リターン値のクロック解像
度が timeの解像度より小さくなることはない。対照的に float-timeは、たとえ結果が正確
でなくても、任意の Lisp time値をエラーをシグナルせずに変換できる。Section 40.5 [Time
of Day], page 1106を参照のこと。

この関数は効率化のために timeと eqな値、あるいは timeと構造を共有する値をリターンする
かもしれない。

(time-convert nil nil)は (current-time)と等価だが後者は幾分速い。

(setq a (time-convert nil t))

⇒ (1564826753904873156 . 1000000000)

(time-convert a 100000)

⇒ (156482675390487 . 100000)

(time-convert a 'integer)

⇒ 1564826753

(time-convert a 'list)

⇒ (23877 23681 904873 156000)

[Function]decode-time &optional time zone form
この関数は time 値を暦情報に変換する。timeを指定しなければカレント時刻をデコードす
る。同様に zoneのデフォルトはカレントのタイムゾーンルール。Section 40.6 [Time Zone
Rules], page 1107を参照のこと。timeの範囲および zoneの値はオペレーティングシステム
が制限する。

form引数はリターンされる seconds要素の形式を制御する (以下参照)。リターン値は以下のよ
うな 9要素のリスト:

(seconds minutes hour day month year dow dst utcoff)

以下は各要素の意味:

seconds 以下で説明する形式による、分秒の秒。

minutes 0から 59までの整数で表した時を過ぎた時分秒の分。

hour 0から 23までの整数で表した時分秒の時。

day 1から 31までの整数で表した年月日の日。

month 1から 12までの整数で表した年月日の月。

year 通常は 1900より大きい整数で表した年月日の年。

2 標準的な関数に与えることを意図した Lispタイムスタンプをリターン値として期待するなら、form
は現在のところ少なくとも 65536であるような正の整数である必要があります。
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dow 0から 6までの整数で表した曜日であり 0は日曜日を意味する。

dst 夏時間が有効なら t、無効なら nil、その情報が利用できなければ−1。

utcoff 万国標準時からの秒数、すなわち東グリニッジの秒数を示す整数。

Lispタイムスタンプの seconds要素は非負かつ 61より小さいこと。これはは正の閏秒の間以
外は 60より小さくなる (オペレーティングシステムが閏秒をサポートする場合)。オプションの
form引数がtなら、secondsは timeと同じ精度を使用する。formがintegerなら secondsを整
数に切り捨てる。たとえば timeがタイムスタンプ (1566009571321 . 1000) (閏秒がない通
常のシステムでは 2019-08-17 02:39:31.321 UTCを表す)なら、(decode-time time t t)

は((31321 . 1000) 39 2 17 8 2019 6 nil 0)だが(decode-time time t 'integer)は
(31 39 2 17 8 2019 6 nil 0)をリターンする。formが省略か nilの場合のデフォルトは現
在のところ integerだが、このデフォルトは Emacsの将来バージョンで変更されるかもしれ
ないので、呼び出し側は特定の形式が必要なら formを指定すること。

Common Lispに関する注意: Common Lispでは dowと utcoffの意味が異なり、secondは
0から 59(両端を含む)の整数である。

time値の要素にアクセス (や変更)するためにはアクセッサとして decoded-time-second、
decoded-time-minute、decoded-time-hour、decoded-time-day、decoded-time-

month、decoded-time-year、decoded-time-weekday、decoded-time-dst、
decoded-time-zoneを使用できる。

たとえばデコード済み timeの年を増加するには以下のようにする:

(setf (decoded-time-year decoded-time)

(+ (decoded-time-year decoded-time) 4))

以下の関数も参照のこと。

[Function]decoded-time-add time delta
この関数はデコード済み time構造を受け取り、delta (これもデコード済み time構造)を追加
する。delta内の nilの要素は無視する。

たとえば “来月同刻”を得るには以下のようにする:

(let ((time (decode-time nil nil t))

(delta (make-decoded-time :month 2)))

(encode-time (decoded-time-add time delta)))

この日付が存在しない (たとえば 1月 31日に実行した)場合には、有効な日付を入手できるま
で日付を戻る (2月の 28日か 29日になるだろう)。

フィールドはもっとも意味をもつ順に追加されるので、上述のような調整が発生したら日時分
秒の追加の前に行われる。

値を減算するために delta内に負の値を指定できる。

リターン値はデコード済み time構造。

[Function]make-decoded-time &key second minute hour day month year dst
zone

リターンされるデコード済み time構造では、与えられたキーワードだけ充填されて、それ以
外は nilのままとなる。たとえば “2ヵ月”を表す構造を得るには:

(make-decoded-time :month 2)
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[Function]encode-time time &rest obsolescent-arguments
これは timeを Lispタイムスタンプに変換する。これは decode-timeの逆の関数として機能
する。

最初の引数は通常は decode-timeの形式でデコード済み time を指定するリスト
(second minute hour day month year ignored dst zone)な の で 、(encode-time

(decode-time ...))は機能する。これらのリストメンバーの意味は decode-timeの下の
テーブルを参照のこと。

廃れた呼び出し規約として、この関数は 6つ以上の引数を受け取ることができる。最初の 6つ
の引数 second、minute、hour、day、month、yearはデコード済み timeのほとんどの要素
を指定する。7つ目以降の引数があれば、最後の引数は zoneとして使用されれるので、(apply
#'encode-time (decode-time ...))は機能する。この廃れた規約においては、zoneのデ
フォルトはレントタイムゾーンルール (Section 40.6 [Time Zone Rules], page 1107を参照)
であり、dstは−1であるかのように扱われる。

100未満の年が特別に扱われることはない。これに 1900や 2000を超える年を意味させたい場
合には、encode-timeを呼び出す前に自身でこれらを修正しなければならない。timeの範囲
および zoneの値はオペレーティングシステムが制限する。

encode-time関数は decode-timeのラフな逆関数として動作する。たとえば以下のように後
者の出力を前者に渡すことができる:

(encode-time (decode-time ...))

seconds、minutes、hour、day、monthに範囲外の値を使用することにより単純な日付計算
ができる。たとえば dayが 0なら与えられたmonthの前月末日になる。

40.8 時刻のパースとフォーマット

以下の関数は time値と文字列内のテキストの変換と逆変換を行います。time値には nil、整数、お
よび Lispタイムスタンプが含まれます (Section 40.5 [Time of Day], page 1106を参照)。

[Function]date-to-time string
この関数は time文字列 stringをパースして対応するLispタイムスタンプをリターンする。引数
stringは日時を表現する parse-time-string (以下参照)が認識する形式のいずれかである
こと。この関数は stringに明示的なタイムゾーン情報が欠落していれば万国標準時 (Universal
Time)を仮定する。timeの範囲および zoneの値はオペレーティングシステムが制限する。

[Function]parse-time-string string
この関数は time文字列 stringを以下の形式のリストにパースする:

(sec min hour day mon year dow dst tz)

このリストのフォーマットは decode-timeが受け取るフォーマットと同じであり、詳細はそこ
に説明してある (Section 40.7 [Time Conversion], page 1108を参照)。入力から判断できな
い要素はすべて nilにセットされる。引数 stringは RFC 822(またはそれ以降)や ISO 8601
に類似した “Fri, 25 Mar 2016 16:24:56 +0100”や “1998-09-12T12:21:54-0200”のような
文字列であることが必要だが、この関数は形式が若干不正な time文字列のパースも同様に試
みる。

[Function]iso8601-parse string
より厳格な (無効な入力にはエラーを出力する)関数のかわりに、この関数を使用できる。こ
れは ISO 8601標準の変種をパースできるので、上述のフォーマットに加えて “1998W45-3”
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(週番号) や “1998-245” (序数日) のような日付をパースできる。期間 (duration) のパース
は iso8601-parse-duration、間隔 (interval)のパースには iso8601-parse-interval

がある。これらの関数は最後の関数 (それらのうち開始、終了、期間の 3つをリターンする)を
除いて、すべてデコード済み time構造をリターンする。

[Function]format-time-string format-string &optional time zone
この関数は time (省略か nilならカレント時刻)を format-stringに応じて文字列に変換する。
この変換にはタイムゾーンルール zone (デフォルトはカレントのタイムゾーンルール)を使用
する。Section 40.6 [Time Zone Rules], page 1107を参照のこと。引数 format-stringには、
時刻を置換する ‘%’シーケンスを含めることができる。以下は ‘%’シーケンスは何を意味するか
のテーブルである:

‘%a’ 曜日の短縮名を意味する。

‘%A’ 曜日の完全名を意味する。

‘%b’ 月の短縮名を意味する。

‘%B’ 月の完全名を意味する。

‘%c’ ‘%x %X’のシノニム。

‘%C’ これは世紀、つまり年を 100 で除して小数点以下を切り捨てる。デフォルトの
フィールド幅は 2。

‘%d’ 0パディングされた年月日の日。

‘%D’ ‘%m/%d/%y’のシノニム。

‘%e’ ブランクでパディングされた年月日の日。

‘%F’ これは ‘%+4Y-%m-%d’のような ISO 8601日付フォーマットと似ているが、‘+’と
‘4’を任意のフラグとフィールド幅 (6を減じた後)をオーバーライドする点が異
なる。

‘%g’ これはその世紀内の ISO週に対応する年を意味する。

‘%G’ これは ISO週に対応する年を意味する。

‘%h’ ‘%b’のシノニム。

‘%H’ 時分秒の時 (00から 23)を意味する。

‘%I’ 時分秒の時 (01から 12)を意味する。

‘%j’ 年内の経過日 (001から 366)を意味する。

‘%k’ ブランクでパディングされた時分秒の時 (0から 23)を意味する。

‘%l’ ブランクでパディングされた時分秒の時 (1から 12)を意味する。

‘%m’ 年月日の月 (01から 12)を意味する。

‘%M’ 時分秒の分 (00から 59)を意味する。

‘%n’ 改行を意味する。

‘%N’ ナノ秒 (000000000–999999999)を意味する。より少ない桁数を求める場合には
ミリ秒は ‘%3N’、マイクロ秒は ‘%6N’を使用する。余分な桁は丸めずに切り捨てら
れる。
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‘%p’ 必要に応じて ‘AM’か ‘PM’を意味する。

‘%q’ これはカレンダーの四半期 (1–4)を意味する (訳注: 会計年度で使用される 4月
1日を年度開始日とする四半期ではなく元旦を年度開始日とする四半期)。

‘%r’ ‘%I:%M:%S %p’のシノニム。

‘%R’ ‘%H:%M’のシノニム。

‘%s’ これはエポック以降の経過秒数を表す整数。

‘%S’ これは秒を意味する (00–59、閏年をサポートするプラットフォームでは 00–60)。

‘%t’ タブ文字を意味する。

‘%T’ ‘%H:%M:%S’のシノニム。

‘%u’ これは数字で表した曜日 (1から 7)で、月曜日が 1。

‘%U’ 週の開始を日曜日とみなした年内の週 (01から 52)。

‘%V’ これは ISO 8601にたいする年内の週を意味する。

‘%w’ 数字で表した曜日 (0から 6)で日曜日が 0。

‘%W’ これは週の開始を月曜日とみなした年内の週 (01から 52)。

‘%x’ これは locale固有の意味をもつ。デフォルト locale(Cという名前の locale)では
‘%D’と等価。

‘%X’ これは locale固有の意味をもつ。デフォルト locale(Cという名前の locale)では
‘%T’と等価。

‘%y’ 世紀を含まない年 (00から 99)を意味する。

‘%Y’ 世紀を併なう年を意味する。

‘%Z’ タイムゾーンの短縮形 (たとえば ‘EST’)を意味する。

‘%z’ これはタイムゾーンの数値オフセットを意味する。‘z’の前に 1つ、2つ、または
3つのコロンを前置できる。単なる ‘%z’が ‘-0500’を意味する場合には ‘%:z’は
‘-05:00’、‘%::z’は ‘-05:00:00’を意味する。‘%:::z’は ‘%::z’と同様だが末尾
の ‘:00’を無するので、この例では ‘-05’を意味する。

‘%%’ これは単独の ‘%’を意味する。

‘%’の直後には 1つ以上のフラグ文字を記述してもよい。‘0’は 0、‘+’は 0をパディングして 5桁
以上の非負の年の前に ‘+’を配置、‘_’は空白によるパディング、‘-’はパディングの抑制、‘^’は
英大文字、‘#’は文字の case(大文字小文字)を反転させる。

これらの ‘%’シーケンスすべてにたいしてフィールド幅とパディングのタイプの指定でのきる。
これは printfと同じように機能する。フィールド幅は ‘%’シーケンス内の任意のフラグの後に
数字として記述するたとえば ‘%S’は分内で経過した秒数を指定するが、‘%03S’は 3箇所の 0、
‘%_3S’は 3箇所にスペースをパディングすることを意味する。ただの ‘%3S’は 0でパディング
を行う。これは ‘%S’が通常において 2箇所にパディングする方法だからである。

文字 ‘E’と ‘O’は、‘%’シーケンス内のすべてのフラグとフィールド幅の後に使用されたときは修
飾子として作用する。‘E’は日付と時刻にカレント localeの “代替”バージョンの使用を指定す
る。たとえば日本の localeでは、%Exでは日本の元号にもとづく日付フォーマットを得られる
だろう。‘E’では ‘%Ec’、‘%EC’、‘%Ex’、‘%EX’、‘%Ey’、‘%EY’の使用が許されている。
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‘O’は通常の 10進数字 (訳注：アラビア数字)ではなく、カレント localeの数字の代替表現を使
用する。これは数字を出力する、ほとんどすべてのアルファベットで使用が許されている。

デバッグプログラム支援のために、認識されない ‘%’シーケンスはそれ自体を意味しており、そ
のまま出力される。将来の Emacsバージョンでは拡張として新たな ‘%’シーケンスが認識され
るかもしれないので、プログラムはこの挙動に頼るべきではない。

この関数は処理のほとんどを行うために Cライブラリー関数 strftimeを使用している (Sec-
tion “Formatting Calendar Time” in The GNU C Library Reference Manual を参
照)。その関数とやり取りするために最初に timeと zoneを内部形式に変換する。timeの範囲
および zoneの値はオペレーティングシステムが制限する。この関数は format-stringもエン
コードする。strftimeが結果文字列をリターンした後に同じコーディングシステムを使用し
て format-time-stringはデコードを行う。

[Function]format-seconds format-string seconds
この関数は引数 secondsを format-stringに応じた年、日、時、...の文字列に変換する。引数
format-stringには変換を制御する ‘%’シーケンスを指定することができる。以下のテーブルは
‘%’の意味:

‘%y’
‘%Y’ 年間 365日での年の整数。

‘%d’
‘%D’ 年月日の日。

‘%h’
‘%H’ 時分秒の時の整数。

‘%m’
‘%M’ 時分秒の分の整数。

‘%s’
‘%S’ 時分秒の秒の整数。

‘%z’ 非プリント制御フラグ。これを使用する際には他の指定はサイズ減少順、すなわ
ち年、日、時刻、分、... のように与えなければならない。最初の非 0 変換に遭
遇するまで ‘%z’の左側の結果文字列は生成されない。たとえば emacs-uptime

(Section 40.9 [Processor Run Time], page 1114を参照)で使用されるデフォ
ルトフォーマットでは、秒数は常に生成されるが年、日、時、分はそれらが非 0
の場合のみ生成されるだろう。

‘%%’ リテラルの ‘%’を生成する。

大文字のフォーマットシーケンスは数字に加えて単位を生成するが、小文字フォーマットは数
字だけを生成する。

‘%’に続けてフィールド幅を指定できる。指定したフ幅より短ければブランクでパディングされ
る。この幅の前にオプションでピリオドを指定すれば、かわりに 0パディングを要求する。た
とえば"%.3Y"は"004 years"を生成するだろう。

40.9 プロセッサーの実行時間

EmacsはEmacsプロセスにより使用された経過時間 (elapsed time)とプロセッサー時間 (processor
time)の両方にたいして、それらをリターンする関数とプリミティブをいくつか提供します。
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[Command]emacs-uptime &optional format
この関数は Emacsの uptime — この Emacsインスタンスが実行してから経過した実世界
における稼動時間を表す文字列をリターンする。この文字列はオプション引数 formatに応じ
て format-secondsによりフォーマットされる。利用できるフォーマット記述子については
Section 40.8 [Time Parsing], page 1111を参照のこと。formatが nilか省略された場合の
デフォルトは"%Y, %D, %H, %M, %z%S"。

インタラクティブに呼び出されるとエコーエリアに uptimeをプリントする。

[Function]get-internal-run-time
この関数は Emacsが使用したプロセッサー実行時間を Lispタイムスタンプとしてリターンす
る (Section 40.5 [Time of Day], page 1106を参照)。

この関数がリターンする値には Emacsがプロセッサーを使用していない時間は含まれないこ
と、そしてEmacsプロセスが複数のスレッドをもつ場合には、すべてのEmacsスレッドによ
り使用されたプロセッサー時間の合計値がリターンされることに注意。

システムがプロセッサー実行時間を判断する方法を提供しなければ get-internal-run-time

は current-timeと同じ値をリターンする。

[Command]emacs-init-time
この関数は Emacsの初期化 (Section 40.1.1 [Startup Summary], page 1092を参照)にか
かった秒数を文字列としてリターンする。インタラクティブに呼び出された場合にはエコーエ
リアにプリントする。

40.10 時間の計算

以下の関数は time値を使用して暦計算を行います (Section 40.5 [Time of Day], page 1106を参
照)。これらの関数で time値を受け取るすべての引数では、他の time値と同じように nil値はカレ
ントシステム時刻、単一の数値はエポックからの経過秒数を意味します。

[Function]time-less-p t1 t2
これは time値 t1が time値 t2より小なら tをリターンする。引数のいずれかが NaNなら結
果は nil。

[Function]time-equal-p t1 t2
これは t1と t2が等しい time 値なら tをリターンする。引数のいずれかが NaN なら結果は
nil。

[Function]time-subtract t1 t2
これは 2つの time値の差 t1 − t2を Lisptime値としてリターンする。結果は正確であり、そ
のクロック解像度が 2つの引数の解像度より劣ることはない。結果が無限または NaNの場合
のみ浮動小数点数。経過秒の単位の差が必要なら、time-convertや float-timeで変換でき
る。Section 40.7 [Time Conversion], page 1108を参照のこと。

[Function]time-add t1 t2
これは time-subtractのようないくつかの変換ルールを使用して、2つの time値の和を time
値としてリターンする。ここで引数のうち 1つはある時点での時刻ではなく時間差を表すこと
(time値は経過秒数という単一の数値であることがよくある)。以下はある time値に秒数を加
算する方法:

(time-add time seconds)
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[Function]time-to-days time-value
この関数は AC. 1年元日から time-valueまでの間の日数をデフォルトタイムゾーンとみなし
てリターンする。timeの範囲および zoneの値はオペレーティングシステムが制限する。

[Function]time-to-day-in-year time-value
これは time-valueに対応する年内の日数をデフォルトタイムゾーンとみなしてリターンする。
timeの範囲および zoneの値はオペレーティングシステムが制限する。

[Function]date-leap-year-p year
この関数は yearが閏年なら tをリターンする。

[Function]date-days-in-month year month
yearのmonthの日数をリターンする。たとえば 2020年 2月は 29日。

[Function]date-ordinal-to-time year ordinal
yearの序数日 ordinalをデコード済み構造としてリターンする。たとえば 2004年の 120日目
は 2004年 4月 29日。

40.11 遅延実行のためのタイマー

将来の特定時刻や特定の長さのアイドル時間経過後に関数を呼び出すためにタイマー (timer)をセッ
トアップできます。タイマーは次回の呼び出し時刻と呼び出す関数についての情報を格納したスペシャ
ルオブジェクトです。

[Function]timerp object
この述語関数は objectがタイマーなら非 nilをリターンする。

Emacsは Lispプログラム内では、任意の時点ではタイマーを実行できません。サブプロセスか
らの出力が受け入れ可能なときだけ Emacsはタイマーを実行できます。つまり待機中や待機するこ
とが可能な sit-forや read-eventのような特定のプリミティブ関数内部でのみタイマーを実行で
きます。したがって Emacsが busyならタイマーの実行は遅延するかもしれません。しかし Emacs
が idleなら実行される時刻は非常に正確になります。

quitにより多くのタイマー関数が物事を不整合な状態に放置し得るので、ターマー関数呼び出し前
に Emacsは inhibit-quitに tをバインドします。ほとんどのタイマー関数は多くの作業を行わな
いので、これは通常は問題にはなりません。しかし実際には実行に長時間を要する関数を呼び出すタ
イマーが問題となる恐れがあります。タイマー関数が quitを許容する必要があるなら with-local-

quitを使用するべきです (Section 21.11 [Quitting], page 415を参照)。たとえば外部プロセスか
ら出力を受け取るためにタイマー関数が accept-process-outputを呼び出す場合には、外部プロ
セスのハング時の C-gを確実に機能させるために、その呼び出しを with-local-quit内部にラップ
すべきです。

バッファー内容の変更のためにタイマー関数を呼び出すのは通常は悪いアイデアです。これを行
うときには単一のアンドゥエントリーが巨大になるのを防ぐために、通常はバッファーの変更前後で
undo-boundaryを呼び出して、タイマーによる変更とユーザーのコマンドによる変更を分離するべ
きです。

タイマー関数は sit-forのようなEmacsに待機を発生させるような関数 (Section 21.10 [Wait-
ing], page 414を参照)の呼び出しも避けるべきです。その待機中に別のタイマー (同じタイマーとう
可能性さえある)が実行され得るので、これは予測不可能な効果を導く恐れがあります。特定時間の
経過後に処理される必要があるタイマー関数は、新たなタイマーをスケジュールしてこれを行うこと
ができます。
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マッチデータを変更するかもしれない関数を呼び出すタイマー関数はマッチデータの保存とリスト
アをするべきです。Section 34.6.4 [Saving Match Data], page 903を参照してください。

[Command]run-at-time time repeat function &rest args
これは時刻 timeに引数 argsで関数 functionを呼び出すタイマーをセットアップする。repeat
が数値 (整数か浮動小数点数)ならタイマーは time後の各 repeat秒ごとに再実行されるようス
ケジュールされる。repeatが nilならタイマーは 1回だけ実行される。

timeには絶対時刻と相対時刻を指定できる。

絶対時刻は限定された種々フォーマットの文字列を使用して指定でき、すでに経過後の時刻であっ
ても当日の時刻とみなされる。認識される形式は ‘xxxx’、‘x:xx’、または ‘xx:xx’ (軍用時間)、
および ‘xxam’、‘xxAM’、‘xxpm’、‘xxPM’、‘xx:xxam’、‘xx:xxAM’、‘xx:xxpm’、‘xx:xxPM’の
いずれか。時と分の部分の区切りはコロンのかわりにピリオドも使用できる。

相対時刻は単位を付加した数字を文字列として指定する。たとえば:

‘1 min’ 現在時刻から 1分後を表す。

‘1 min 5 sec’
現在時刻から 65秒後を表す。

‘1 min 2 sec 3 hour 4 day 5 week 6 fortnight 7 month 8 year’
現在時刻から丁度 103ヵ月 123日 10862秒後を表す。

相対 time値にたいして Emacsは月を正確に 30日、年を正確に 365.25とみなす。

有用なフォーマットのすべてが文字列という訳ではない。timeが数字 (整数か浮動小数点数)な
ら秒で数えた相対時刻を指定する。encode-timeの結果は timeにたいする絶対時刻の指定に
も使用できる。

ほとんどの場合には、repeatを最初に呼び出されている際には効果はなく time単独で時刻を指
定する。例外が 1つあり timeが tならエポックから repeatの倍数秒ごとに毎回そのタイマー
が実行される。これは display-timeのような関数にとって有用。

関数 run-at-timeはスケジュール済みの将来の特定アクションを識別する time値をリターン
する。cancel-timer(以下参照)の呼び出しにこの値を使用できる。

[Command]run-with-timer secs repeat function &rest args
これは正に run-at-time と同じだが、これは遅延を秒で指定する際の使用を意図している (パ
ラメーターは run-at-timeの説明を参照。ただしこの関数は timeを secsとして渡している)。

タイマーのリピートは名目上は repeat秒ごとに毎回実行されますが、すべてのタイマー呼び出し
は遅延する可能性があることを忘れないでください。1つの繰り返しの遅延が次の繰り返しに影響を
与えることはありません。たとえば 3回分のスケジュール済みのタイマー繰り返しをカバーするほど
の計算等により Emacsが busyでも、それらは待機を開始して連続してそのタイマー関数が 3回呼
び出されることになります (それらの間の別のタイマー呼び出しは想定していない)。最後の呼び出し
から n秒より短くならずにタイマーを再実行したい場合には repeat引数を使用しないでください。タ
イマー関数は、かわりにそのタイマーを明示的に再スケジュールするべきです。

[User Option]timer-max-repeats
この変数の値は以前スケジュールされていた呼び出しが止むを得ずに遅延された際に、タイマー
関数がリピートによりまとめて呼び出される最大の回数を指定する



Chapter 40: オペレーティングシステムのインターフェース 1118

[Macro]with-timeout (seconds timeout-forms. . . ) body. . .
bodyを実行するが seconds秒後に実行を諦める。タイムアップ前に bodyが終了したら、
with-timeoutは body内の最後のフォームの値をリターンする。ただしタイムアウトにより
bodyの実行が打ち切られた場合には、with-timeoutは timeout-formsをすべて実行して最
後のフォームの値をリターンする。

このマクロは seconds秒後に実行するタイマーをセットすることにより機能する。その時刻の
前に bodyが終了したらそのタイマーを削除して、タイマーが実際に実行されたら bodyの実
行を終了してから timeout-formsを実行する。

Lispプログラムでは待機を行えるプリミティブをプログラムが呼び出している時のみタイマー
を実行できるので、bodyが計算途中の間は with-timeoutは実行を停止できない— そのプロ
グラムがこれらのプリミティブのいずれかを呼び出したときのみ停止できる。そのため bodyで
長時間の計算を行う場合ではなく、入力を待機する場合だけ with-timeoutを使用すること。

あまりに長時間応答を待機するのを避けるために、関数 y-or-n-p-with-timeoutはタイマーを
使用するシンプルな方法を提供します。Section 20.7 [Yes-or-No Queries], page 367を参照してく
ださい。

[Function]cancel-timer timer
これは timerにたいして要求されたアクションをキャンセルする。ここで timerはタイマーで
あること。これは通常は以前に run-at-timeか run-with-idle-timerがリターンしたもの
である。この関数はこれらの関数の 1つの呼び出しの効果をキャンセルする。指定した時刻が
到来しても特に何も起きないだろう。

list-timersコマンドはカレントでアクティブなすべてのタイマーをリストします。表示されて
いるバッファーで利用可能なコマンドは、ポイント上の行にあるすべてのタイマーをキャンセルする
c (timer-list-cancel)の 1つだけです。

40.12 アイドルタイマー

以下は Emacsの特定の期間アイドル時に実行するタイマーをセットアップする方法です。それらを
セットアップする方法とは別にすればアイドルタイマーは通常のタイマーと同様に機能します。

[Command]run-with-idle-timer secs repeat function &rest args
Emacsの次回 secs秒間アイドル時に実行するタイマーをセットアップする。secsの値には数
値、または current-idle-timeがリターンするタイプの値を指定できる。

repeatが nilなら、Emacsが充分長い間アイドルになった初回の 1回だけタイマーは実行さ
れる。これは大抵は repeatが非 nilの場合であり、そのときは Emacsが secs秒間アイドルに
なったときに毎回そのタイマーが実行される。

関数 run-with-idle-timerは cancel-timer呼び出し時に使用できるタイマー値をリター
ンする。

ユーザー入力の待機時にEmacsはアイドル (idle)となり、ユーザーが何らかの入力を与えるまで
アイドルのままとなります。あるタイマーを 5秒間のアイドルにセットすると、Emacsが最初に約 5
秒間アイドルになったときにタイマーが実行されます。たとえ repeatが非 nilでも Emacsがアイド
ルであり続けるかぎりタイマーが再実行されることはありません。アイドル期間は増加を続けて再び
5秒に減少することはないからです。

アイドル時にEmacsはガーベージコレクションや自動保存やサブプロセスからのデータ処理など、
さまざまなことを行うことができます。しかしこれらの幕間劇がアイドルのクロックを 0にリセットす
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ることはないのでアイドルタイマーと干渉することはありません。600秒にセットされたアイドルタ
イマーはたとえその 10分間にサブプロセスの出力が何回到達しても、たとえガーベージコレクション
や自動保存が行われてもユーザーコマンドが最後に終了してから 10分経過後に実行されるでしょう。

ユーザーが入力を与えると Emacsは入力の実行の間は非アイドルになります。それから再びアイ
ドルとなると、繰り返すようにセットアップされたすべてのアイドルタイマーは 1つずつ異なる時刻
に実行されるでしょう。

実行ごとに特定の量を処理するループを含んだり、(input-pending-p)が非 nilのときに exit
するアイドルタイマー関数を記述しないでください。このアプローチはとても自然に見えますが 2つ
の問題があります:

• すべてのプロセスの出力をブロックする (Emacsは待機時のみプロセス出力を受け入れるため)。

• その時刻の間に実行されるべきすべてのアイドルタイマーをブロックする。

同様に secs引数がカレントのアイドル期間以下となるような、別のアイドルタイマー (同じアイドル
タイマーも含む)をセットアップするアイドルタイマー関数を記述しないでください。そのようなタ
イマーはほとんど即座に実行されて、Emacsが次回アイドルになるのを待機するかわりに再現なく継
続して実行されるでしょう。以下で説明するようにカレントのアイドル期間を適切に増加させて再ス
ケジュールするのが正しいアプローチです。

[Function]current-idle-time
この関数は Emacsがアイドルなら Emacsがアイドルとなった期間を current-timeで使用
するのと同じフォーマットでリターンする (Section 40.5 [Time of Day], page 1106を参照)。

Emacsがアイドルでなければ current-idle-timeは nilをリターンする。これはEmacsが
アイドルかどうかテストする手軽な方法である。

current-idle-timeの主な用途はアイドルタイマー関数を少し “休憩”したいときです。そのア
イドルタイマー関数はさらに数秒アイドル後に、同じ関数を再呼び出しするために別のタイマーをセッ
トアップできます。以下はその例です:

(defvar my-resume-timer nil

"Timer for `my-timer-function' to reschedule itself, or nil.")

(defun my-timer-function ()

;; my-resume-timerアクティブの間にユーザーがコマンドをタイプ
;; したら、次回この関数はそれのメインアイドルタイマーから呼び出され
;; my-resume-timerを非アクティブにする
(when my-resume-timer

(cancel-timer my-resume-timer))

...do the work for a while...

(when taking-a-break

(setq my-resume-timer

(run-with-idle-timer

;; カレント値より大きいアイドル
;; 期間 break-lengthを計算
(time-add (current-idle-time) break-length)

nil

'my-timer-function))))
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40.13 端末の入力

このセクションでは端末入力の記録や操作のための関数と変数を説明します。関連する関数について
は Chapter 39 [Display], page 983を参照してください。

40.13.1 入力のモード

[Function]set-input-mode interrupt flow meta &optional quit-char
この関数はキーボード入力の読み取りにたいしてモードをセットする。Emacsは interruptが
非 nilなら入力割り込み、nilなら cbreakモードを使用する。デフォルトのセッティングは
システムに依存する。いくつかのシステムでは指定に関わらずに常に cbreakモードを使用
する。

EmacsがXと直接通信する際にはこの引数を無視して、それがEmacsの知る通信手段であれ
ば割り込みを使用する。

flowが非 nilなら、Emacsは端末への出力にたいして xon/xoffフロー制御 (C-qと C-s)を
使用する。これは cbreak以外では効果がない。

引数metaは127より上の文字コード入力にたいするサポートを制御する。metaがtならEmacs
は 8番目のビットがセットされた文字をメタ文字に変換する。metaが nilなら Emacsは 8番
目のビットを無視する。これは端末がそのビットをパリティビットとして使用する場合に必要
となる。metaが tと nilのいずれでもなければ、Emacsは入力の 8ビットすべてを変更せず
に使用する。これは 8ビット文字セットを使用する端末にたいして適している。

quit-charが非nilならquitに使用する文字を指定する。この文字は通常はC-g。Section 21.11
[Quitting], page 415を参照のこと。

current-input-mode関数は Emacsがカレントで使用する入力モードのセッティングをリター
ンします。

[Function]current-input-mode
この関数はキーボード入力読み取りにたいするカレントのモードをリターンする。これは
set-input-modeの引数に対応した (interrupt flow meta quit)という形式のリストを
リターンする。

interrupt Emacs が割り込み駆動の入力 (interrupt-driven input) を使用時には非 nil。
nilなら Emacsは cbreakモードを使用している。

flow Emacsが端末出力に xon/xoffフロー制御 (C-qと C-s)を使用していれば非
nil。この値は interruptが nilのときのみ意味がある。

meta Emacs が入力文字の 8 番目のビットをメタ文字として扱う場合には t。nilは
Emacsがすべての入力文字の 8ビット目をクリアーすることを意味する。その他
の値は Emacsが 8ビットすべてを基本的な文字コードとして使用することを意
味する。

quit カレントで Emacsが quitに使用する文字であり通常は C-g。

40.13.2 入力の記録

[Function]recent-keys &optional include-cmds
この関数はキーボードかマウスからの最後の入力イベント 300個を含んだベクターをリターン
する。その入力イベントがキーシーケンスに含まれるか否かに関わらずすべての入力イベント
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が含まれる。つまりキーボードマクロにより生成されたイベントを含まない、最後の入力イベ
ント 300個を常に入手することになる (キーボードマクロは、デバッグにとってより興味深い
とはいえないので除外されている。そのマクロを呼び出したイベントを確認するだけで充分で
あるはず)、

include-cmdsが非 nilなら、結果ベクター内の完全なキーシーケンスが (nil . COMMAND)と
いう形式の疑似イベントが差し込まれる。ここで COMMANDはそのキーシーケンスの開始
(Section 21.1 [Command Overview], page 376を参照)。

clear-this-command-keys (Section 21.5 [Command Loop Info], page 386を参照)を
呼び出すと、その直後はこの関数は空のベクターをリターンする。

[Command]open-dribble-file filename
この関数は filenameという名前の dribbleファイル (dribble file) をオープンする。dribble
ファイルがオープンされたとき、キーボードとマウス (ただしキーボードマクロ由来は除く)か
らのそれぞれの入力イベントはそのファイルに書き込まれる。非文字イベントは ‘<...>’で囲
まれたプリント表現で表される。(パスワードのような)機密情報は dribbleファイルへの記録
を終了させることに注意。

引数 nilでこの関数を呼び出すことによりファイルはクローズされる。

Section 40.14 [Terminal Output], page 1121の open-termscriptも参照のこと。

40.14 端末の出力

端末出力関数は出力をテキスト端末に送信したり、端末に送信した出力を追跡します。変数baud-rate

は Emacsが端末の出力スピードをどのように考慮すべきかを指示します。

[User Option]baud-rate
この変数はEmacsの認識する端末の出力スピード。この変数をセットしても実際のデータ転送
スピードは変化しないが、この値はパディングのような計算に使用される。

これはテキスト端末でスクリーンの一部をスクロールしたり再描画すべきかどうかについての
判定にも影響する。グラフィカルな端末での対応する機能については Section 39.2 [Forcing
Redisplay], page 983を参照のこと。

値の単位はボー (baud)。

ネットワークを介して実行中にネットワークの別の部分が違うボーレートで機能している場合には、
Emacsがリターンする値はユーザーのローカル端末で使用される値と異なるかもしれません。いくつ
かのネットワークプロトコルはローカル端末のスピードでリモートマシンと対話するので、Emacsや
他のプログラムは正しい値を得ることができますが相手側はそうではありません。Emacsが誤った値
をもつ場合には最適よりも劣る判定をもたらします。この問題を訂正するためには baud-rateをセッ
トします。

[Function]send-string-to-terminal string &optional terminal
この関数は stringを変更せずに terminalへ送信する。string内のコントロール文字は端末依存の
効果をもつ (端末上に非ASCIIテキストを表示する必要があるなら Section 33.10.7 [Explicit
Encoding], page 878に記述した関数のいずれかを使用してエンコードすること)。この関数は
テキスト端末だけを操作する。terminalには端末オブジェクト、フレーム、または選択された
フレームの端末を意味する nilを指定できる。batchモードでは terminalが nilなら、string
は stdoutに送信される。
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この関数の 1つの用途はダウンロード可能なファンクションキー定義をもつ端末上でファンク
ションキーを定義することである。たとえば以下は (特定の端末で)ファンクションキー 4を前
方へ 4文字移動 (そのコンピューターヘ文字 C-u C-fを送信)するように定義する方法:

(send-string-to-terminal "\eF4\^U\^F")

⇒ nil

[Command]open-termscript filename
この関数はEmacsが端末へ送信したすべての文字を記録する termscriptファイル (termscript
file)をオープンする。リターン値は nil。termscriptファイルは Emacsのスクリーン文字化
け問題、不正な Termcapエントリーや、実際の Emacsバグより頻繁に発生する望ましくな
い端末オプションのセッティングの調査に有用。どの文字が実際に出力されるか確信できれば、
それらの文字が使用中の Termcap仕様に対応するかどうか確実に判断できる。

(open-termscript "../junk/termscript")

⇒ nil

引数 nilでこの関数を呼び出すことにより termscriptファイルはクローズされる。

Section 40.13.2 [Recording Input], page 1120の open-dribble-fileも参照のこと。

40.15 サウンドの出力

Emacsを使用してサウンドを再生するためには関数 play-soundを使用します。特定のシステムだ
けがサポートされています。実際に処理を行うことができないシステムで play-soundを呼び出すと
エラーが発生します。

サウンドはRIFF-WAVEフォーマット (‘.wav’)か Sun Audioフォーマット (‘.au’)で格納され
ていなければなりません。

[Function]play-sound sound
この関数は指定されたサウンドを再生する。引数 soundは (sound properties...)という
形式をもつ。ここで propertiesはキーワード (特定のシンボルが特別に認識される)とそれに
対応する値で交互に構成されている。

以下のテーブルは現在のところ sound内で意味をもつキーワードとそれらの意味:

:file file

これは再生するサウンドを含んだファイルを指定する。絶対ファイル名でなけれ
ばディレクトリー data-directoryにたいして展開される。

:data data

これはファイルを参照する必要がないサウンドの再生を指定する。値 dataはサウ
ンドファイルと同じバイトを含む文字列であること。わたしたちはユニバイト文
字列の使用を推奨する。

:volume volume

これはサウンド再生での音の大きさを指定する。0から 1までの数値であること。
どんな値であれ以前に指定されたボリュームがデフォルトとして使用される。

:device device

これはサウンドを再生するシステムデバイスを文字列で指定する。デフォルトの
デバイスはシステム依存。

実際にサウンドを再生する前に play-soundはリスト play-sound-functions内の関数を呼
び出す。関数はそれぞれ 1つの引数 soundで呼び出される。
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[Command]play-sound-file file &optional volume device
この関数はオプションで volumeと deviceを指定してサウンド fileを再生する代替インターフェ
イス。

[Variable]play-sound-functions
リストの関数はサウンド再生前に呼び出される。関数はそれぞれサウンドを記述するプロパティ
リストを単一の引数として呼び出される。

40.16 X11キーシンボルの処理

システム固有のX11 keysym(key symbol: キーシンボル)を定義するには変数 system-key-alist

をセットします。

[Variable]system-key-alist
この変数の値はシステム固有の keysymそれぞれにたいして 1つの要素をもつような alistであ
ること。要素はそれぞれ (code . symbol)という形式をもつ。ここで codeは数字の keysym
コード (ベンダー固有の −228), のビットは含まない)、symbolはそのファンクションキーの
名前。

たとえば (168 . mute-acute)は数字コード−228 + 168のシステム固有キーを定義する (HP
Xサーバーで使用される)。

この alistから他のXサーバーの keysymを除外することは重要ではない。実際に使用中のX
サーバーが使用する keysymが競合しないかぎり無害である。

この変数は常にカレント端末にたいしてローカルでありバッファーローカルにできない。Sec-
tion 29.2 [Multiple Terminals], page 699を参照のこと。

以下の変数をセットすればEmacsが修飾キーControl、Meta、Alt、Hyper、Superにたいして
何の keysymを使用するべきかを指定できます。

[Variable]x-ctrl-keysym
[Variable]x-alt-keysym
[Variable]x-meta-keysym
[Variable]x-hyper-keysym
[Variable]x-super-keysym

keysymの名前はそれぞれ修飾子Control、Alt、Meta、Hyper、Superを意味する名前であ
ること。たとえば以下はMeta修飾キーとAlt修飾キーを交換する方法:

(setq x-alt-keysym 'meta)

(setq x-meta-keysym 'alt)

40.17 batchモード

コマンドラインオプション ‘-batch’でEmacsを非対話的に実行できます。このモードではEmacsは
端末からコマンドを読み取りません。また終端モード (terminal modes)を変更せずに、消去可能な
スクリーンへの出力も待ち受けません。これは Lispプログラムの実行を指示して終了したら Emacs
が終了するというアイデアです。これを行うには ‘-l file’により fileという名前のライブラリーを
ロードするか、‘-f function’により引数なしで functionを呼び出す、または ‘--eval=form’で実
行するプログラムを指定できます。

通常はエコーエリアに出力したりストリームとしてt (Section 19.4 [Output Streams], page 336
を参照)を指定するmessageやprin1等を使用したLispプログラムの出力はbatchモードではEmacs



Chapter 40: オペレーティングシステムのインターフェース 1124

の標準記述子へと送られます (prin1や他のプリント関数は標準記述子に書き込むが messageは標準
エラー記述子に書き込む)。同様に通常はミニバッファーから読み取られる入力は標準入力から読み取
られます。つまり Emacsは非インタラクティブなアプリケーションプログラムのように振る舞いま
す (コマンドのエコーのように Emacsが通常生成するエコーエリアへの出力はすべて抑制される)。

標準出力やエラー記述子に書き込まれる非 ASCII テキストは、locale-coding-systemが
非 nilならそれを使用してエンコードされます (Section 33.12 [Locales], page 881 を参照)。
coding-system-for-writeを他のコーディングシステムにバインドすればこれをオーバーライド
できます (Section 33.10.7 [Explicit Encoding], page 878を参照)。

[Variable]noninteractive
Emacsが batchモードで実行中ならこの変数は非 nil。

batchモードで Emacsがエラーのシグナルにより exitすると、Emacsの exitステータスは非 0
です:

$ emacs -Q --batch --eval '(error "foo")'; echo $?

foo

255

40.18 セッションマネージャー

Emacs はアプリケーションのサスペンドとリスタートに使用される X セッション管理プロトコル
(XSMP: X Session Management Protocol)をサポートしています。Xウィンドウシステムでは
セッションマネージャー (session manager)と呼ばれるプログラムが実行中アプリケーション追跡の
責を負います。Xサーバーのシャットダウン時にセッションマネージャーはアプリケーションに状態
を保存するか尋ねて、それらが応答するまでシャットダウンを遅延します。アプリケーションがその
シャットダウンをキャンセルすることもできます。

セッションマネージャーがサスペンドされたセッションをリスタートする際には、これらのアプリ
ケーションにたいして保存された状態をリロードするように個別に指示します。これはリストアする
保存済みセッションが何かを指定する特別なコマンドラインオプションを指定することにより行われ
ます。これは Emacsでは ‘--smid session’という引数です。

[Variable]emacs-save-session-functions
Emacsは emacs-save-session-functionsと呼ばれるフックを介した状態の保存をサポー
トする。セッションマネージャーがウィンドウシステムのシャットダウンを告げた際に Emacs
はこのフックを実行する。これらの関数はカレントバッファーを一時バッファーにセットして引
数なしで呼び出される。それぞれの関数はバッファーに Lispコードを追加するために insert

を使用できる。最後に Emacsはセッションファイル (session file)と呼ばれるファイル内にそ
のバッファーを保存する。

その後でセッションマネージャーが Emacsを再開する際に、Emacsはセッションファイルを
自動的にロードする (Chapter 16 [Loading], page 270を参照)。これはスタートアップ中に
呼び出される emacs-session-restoreという名前の関数により処理される。Section 40.1.1
[Startup Summary], page 1092を参照のこと。

emacs-save-session-functions内の関数が非 nilをリターンすると、Emacsはセッショ
ンマネージャーにシャットダウンのキャンセルを要求します。

以下はセッションマネージャによりEmacsがリストアされる際に単に*scratch*にテキストを挿
入する例です。

(add-hook 'emacs-save-session-functions 'save-yourself-test)
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(defun save-yourself-test ()

(insert "(save-current-buffer

(switch-to-buffer \"*scratch*\")

(insert \"I am restored\"))")

nil)

40.19 デスクトップ通知

Emacsは freedesktop.orgのDesktop Notifications SpecificationをサポートするシステムとMS-
Windowsでは通知 (notifications)を送ることができます。この機能を POSIXホストで使用するに
は EmacsがD-Busサポート付きでコンパイルされていて、notificationsライブラリーがロード
されていなければなりません。Section “D-Bus” in D-Bus integration in Emacsを参照してくだ
さい。D-Busサポートが利用できるときには以下の関数がサポートされます。

[Function]notifications-notify &rest params
この関数は引数 paramsで指定された構成したパラメーターによりD-Busを通じてデスクトッ
プに通知を送信する。これらの引数は交互になったキーワードと値のペアーで構成されている
こと。以下はサポートされているキーワードと値:

:bus bus D-Busのバス。この引数は:session以外のバスを使用する場合のみ必要。

:title title

通知のタイトル。

:body text

通知のbodyのテキスト。通知サーバーの実装に依存して ‘"<b>bold text</b>"’
のようなHTMLマークアップ、ハイパーリンク、イメージをテキストに含むことが
できる。HTML特殊文字は ‘"Contact &lt;postmaster@localhost&gt;!"’
のようにエンコードしなければならない。

:app-name name

その通知を送信するアプリケーション名。デフォルトはnotifications-application-

name。

:replaces-id id

この通知が置換する通知の id。idは notifications-notifyの以前の呼び出し
結果でなければならない。

:app-icon icon-file

通知アイコンのファイル名。nilならアイコンは表示されない。デフォルトは
notifications-application-icon。

:actions (key title key title ...)

適用されるアクションのリスト。keyと titleはどちらも文字列。デフォルトのア
クション (通常は通知クリックで呼び出される)は ‘"default"’という名前であ
ること。実装がそれを表示しないようにするには自由だが titleは何でもよい。

:timeout timeout

timeoutは通知が表示されてからその通知が自動的にクローズされるまでのミリ
秒での時間。−1なら通知の有効期限は通知サーバーのセッティングに依存して、
通知のタイプにより異なるかもしれない。0なら通知は失効しない。デフォルト
値は−1。
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:urgency urgency

緊急レベル。low、normal、criticalのいずれか。

:action-items

このキーワードが与えられるとアクションの title文字列はアイコン名として解釈
される。

:category category

通知の種類の文字列。標準のカテゴリーのリストはDesktop Notifications Spec-
ification (https://developer.gnome.org/notification-spec/#
categories)を参照のこと。

:desktop-entry filename

これは ‘"emacs"’のようにプログラムを呼び出すデスクトップファイル名の名前
を指定する。

:image-data (width height rowstride has-alpha bits channels data)

これはそれぞれ width、height、rowstride、および alpha channel、bits per
sample、channels、image dataの有無を記述する rawデータのイメージフォー
マット。

:image-path path

これは URI(現在サポートされているのは URIスキーマは ‘file://’のみ)、ま
たは ‘$XDG_DATA_DIRS/icons’にある freedesktop.org準拠のアイコンテーマ
名のいずれかを表す。

:sound-file filename

通知ポップアップ時に再生するサウンドファイルのパス。

:sound-name name

通知ポップアップ時に再生する freedesktop.orgサウンド命名仕様準拠のテーマ
に対応した ‘$XDG_DATA_DIRS/sounds’にある名前付きサウンド。アイコン名と
同様にサウンドにたいしてのみ。例としては ‘"message-new-instant"’。

:suppress-sound

それが可能ならサーバーにすべてのサウンドの再生を抑制させる。

:resident

セットするとアクション呼び出し時にサーバーは通知を自動的に削除しない。ユー
ザーか送信者により明示的に削除されるまで通知はサーバー内に常駐し続ける。
恐らくこのヒントはサーバーが:persistence能力をもつときのみ有用。

:transient

セットするとサーバーはその通知を過渡的なものとして扱い、もしそれが永続的
であるべきならサーバーの persistence能力をバイパスする。

:x position

:y position

その通知がポイントすべきスクリーン上の Xと Yの座標を指定する。これらの
引数は併せて使用しなければならない。

:on-action function

アクション呼び出し時に呼び出す関数。通知 idとアクションの keyは引数として
その関数に渡される。
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:on-close function

タイムアウトかユーザーにより通知がクローズされたときに呼び出す関数。通知
idとクローズ理由 reasonは引数としてその関数に渡される。:

• 通知が失効した場合は expired。

• ユーザーが通知を却下したら dismissed。

• notifications-close-notification呼び出しにより通知がクローズさ
れたら close-notification

• 通知サーバーが理由を提供しなかったら undefined。

通知サーバーがどのパラメーターを受け入れるかのチェックは notifications-get-

capabilitiesを通じて行うことができる。

この関数は整数の通知 idをリターンする。この idはnotifications-close-notification

や別の notifications-notify呼び出しの:replaces-id引数で通知アイテムの操作に使用
できる。たとえば:

(defun my-on-action-function (id key)

(message "Message %d, key \"%s\" pressed" id key))

⇒ my-on-action-function

(defun my-on-close-function (id reason)

(message "Message %d, closed due to \"%s\"" id reason))

⇒ my-on-close-function

(notifications-notify

:title "Title"

:body "This is <b>important</b>."

:actions '("Confirm" "I agree" "Refuse" "I disagree")

:on-action 'my-on-action-function

:on-close 'my-on-close-function)

⇒ 22

A message window opens on the desktop. Press ``I agree''.

⇒ Message 22, key "Confirm" pressed

Message 22, closed due to "dismissed"

[Function]notifications-close-notification id &optional bus
この関数は識別子 idの通知をクローズする。busはD-Bus接続を表す文字列でありデフォルト
は:session。

[Function]notifications-get-capabilities &optional bus
通知サーバーの能力をシンボルのリストでリターンする。busはD-Bus接続を表す文字列であ
りデフォルトは:session。以下は期待できる能力:

:actions サーバーはユーザーにたいする指定されたアクションを提供する。

:body bodyのテキストをサポートする。

:body-hyperlinks

サーバーは通知内のハイパーリンクをサポートする。
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:body-images

サーバーは通知内のイメージをサポートする。

:body-markup

サーバーは通知内のマークアップをサポートする。

:icon-multi

サーバーは与えられたイメージ配列内のすべてのフレームのアニメーションを描
画できる。

:icon-static

与えられたイメージ配列内の正確に 1フレームの表示をサポートする。この値は、
:icon-multiとは相互に排他。

:persistence

サーバーは通知の永続性をサポートする。

:sound サーバーは通知のサウンドをサポートする。

これらに加えてベンダー固有の能力は:x-gnome-foo-capのように:x-vendorで始まる。

[Function]notifications-get-server-information &optional bus
通知サーバーの情報を文字列のリストでリターンする。busはD-Bus接続を表す文字列でありデ
フォルトは:session。リターンされるリストは (name vendor version spec-version)。

name サーバーのプロダクト名。

vendor ベンダー名。たとえば ‘"KDE"’や ‘"GNOME"’。

version サーバーのバージョン番号。

spec-version
サーバーが準拠する仕様のバージョン。

spec versionが nilならサーバーは ‘"1.0"’以前の仕様をサポートする。

EmacsがMS-Windowsで GUIセッションとして実行時には、ネイティブのプリミティブを通
じてD-Bus通知の小サブセットをサポートします:

[Function]w32-notification-notify &rest params
この関数は paramsの指定にしたがってMS-Windowsのトレー通知 (tray notification)を表
示する。MS-Windowsトレー通知はタスクバーのの通知エリア内のアイコンからのバルーン
内に表示される。

値は以下で説明する w32-notification-closeで通知の削除に使用できる一意な通知 ID。
関数が失敗するとリターン値は nil。

引数 paramsは keyword/valueペアーで指定する。パラメーターはすべてオプションだが何も
パラメーターを指定しなければ関数は何もせずに nilをリターンする。

は以下はサポートされるパラメーター:

:icon icon

システムトレーに iconを表示する。iconが文字列ならアイコンをロードするファ
イル名 (Windowsのアイコンファイル.ico)を指定すること。iconが文字列以
外、またはこのパラメーターが指定されなければ Emacsの標準アイコンが使用
される。
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:tip tip 通知のツールチップに tipを使用する。tipが文字列なら、通知により追加されたト
レーアイコン上にマウスポインターを移動した際に表示されるツールチップのテ
キスト。tipが文字列以外またはこのパラメーターが指定されていなければ、ツー
ルチップのデフォルトのテキストは ‘Emacs notification’。ツールチップのテ
キストは 127文字まで (Windows 2000以前は 63文字)。それより長い文字列は
切り捨てられる。

:level level

通知の重大度レベルで info、warning、errorのいずれか。値が与えられた場
合には、:titleパラメーターも指定されて、かつ文字列の場合のみ通知アイコン
の左に表示されるアイコンを決定する。

:title title

通知のタイトル。titleが文字列なら bodyテキストの直上に大きなフォントで表
示される。タイトルのテキストは 63文字まで。それより長い文字列は切り捨て
られる。

:body body

通知の body(本文)。bodyが文字列なら通知メッセージのテキストを指定する。
テキストを行に分割する方法を制御するには埋め込みの改行を使用する。bodyの
テキストは 255文字までで、それより長ければ切り捨てられる。D-Busとは異な
り bodyテキストはマークアップを含まないプレーンテキストであること。

Windows 2000以前のWindowsでは:iconと:tipだけがサポートされることに注意。他の
パラメーターを渡すことは可能だが、それらの古いシステムでは無視されるだろう。

一度にアクティブな通知は最大でも常に 1 つ。新たな通知を表示できるようにするには
w32-notification-closeを呼び出してアクティブな通知を削除しなければならない。

タスクバーから通知とアイコンを削除するには以下の関数を使用します:

[Function]w32-notification-close id
この関数は与えられた一意な idでトレー通知を削除する。

40.20 ファイル変更による通知

いくつかのオペレーティングシステムはファイル変更にたいするファイルシステムの監視をサポート
します。正しく設定されていれば、Emacsは inotify、kqueue、gfilenotify、w32notifyのよ
うなライブラリーを静的にリンクします。これらのライブラリーによりローカルマシン上でのファイ
ルシステムの監視が有効になります。

リモートマシン上のファイルシステムの監視も可能です。Section “Remote Files” in The GNU
Emacs Manualを参照してください。これはEmacsにリンク済みのライブラリーのいずれかに依存
する訳ではありません。

通知されたファイル変更によりこれらすべてのライブラリーは異なるイベントを発行するので、
Emacsは一意な参照を提供するライブラリー filenotifyを提供しています。ファイル通知を受け
取りたい Lispプログラムは、ネイティブのライブラリーよりこのライブラリーを優先する必要があり
ます:

[Function]file-notify-add-watch file flags callback
fileに関するファイルシステムイベントの監視を追加する。これは fileに関するファイルシステ
ムイベントが Emacsに報告されるように取り計らう。



Chapter 40: オペレーティングシステムのインターフェース 1130

リターン値は追加された監視ディスクリプター (descriptor)。タイプは背景にあるライブラリー
に依存しており、以下の例に示すとおり整数とみなすことはできない。比較には equalを使用
すること。

何らかの理由により fileが監視不可能なら、この関数はエラー file-notify-errorをシグナ
ルする。

マウントされたファイルシステムでファイル変更を監視できないことがある。これはこの関数
により検出されないので、非 nilのリターン値が fileの変更の通知を保証するものではない。

flagsは何を監視するかセットするためのコンディションのリスト。以下のシンボルを含めるこ
とができる:

change ファイル変更を監視。

attribute-change

パーミッションや変更時刻のようなファイル属性の変更を監視。

fileがディレクトリーならディレクトリー内のすべてのファイルの変更が通知される。これは再
帰的に機能しない。

Emacsは何らかのイベント発生時には以下の形式の eventを単一の引数として関数 callback
を呼び出す:

(descriptor action file [file1])

descriptorはこの関数がリターンするオブジェクトと同じ。actionはイベントを示し、以下の
シンボルのいずれか:

created fileが作成された。

deleted fileが削除された。

changed fileの内容が変更された。w32notifyライブラリーでは属性の変更でも同様に報
告される。

renamed fileが file1にリネームされた。

attribute-changed

fileの属性が変更された。

stopped 監視中の fileが削除された。

w32notifyライブラリーは attribute-changedイベントを報告しないことに注意。このライ
ブラリーはパーミッションや変更時刻のようなファイル属性が何か変更された際には changed

イベントを報告する。同じように kqueueライブラリーでは、ディレクトリー監視時にはファ
イル属性変更の報告に信頼性がない。

stoppedイベントはファイル監視の停止を報告する。これは file-notify-rm-watchの呼び
出された (以下参照)、監視中のファイルが削除された、または背後にあるライブラリーから別
のエラーが報告された可能性がある。

fileと file1はイベントが報告されたファイルの名前。たとえば:

(require 'filenotify)

⇒ filenotify

(defun my-notify-callback (event)

(message "Event %S" event))

⇒ my-notify-callback
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(file-notify-add-watch

"/tmp" '(change attribute-change) 'my-notify-callback)

⇒ 35025468

(write-region "foo" nil "/tmp/foo")

⇒ Event (35025468 created "/tmp/.#foo")

Event (35025468 created "/tmp/foo")

Event (35025468 changed "/tmp/foo")

Event (35025468 deleted "/tmp/.#foo")

(write-region "bla" nil "/tmp/foo")

⇒ Event (35025468 created "/tmp/.#foo")

Event (35025468 changed "/tmp/foo")

Event (35025468 deleted "/tmp/.#foo")

(set-file-modes "/tmp/foo" (default-file-modes))

⇒ Event (35025468 attribute-changed "/tmp/foo")

アクション renamedがリターンされるかどうかは使用する監視ライブラリーに依存する。それ
以外では deletedと createdのアクションがランダムな順にリターンされる。

(rename-file "/tmp/foo" "/tmp/bla")

⇒ Event (35025468 renamed "/tmp/foo" "/tmp/bla")

(delete-file "/tmp/bla")

⇒ Event (35025468 deleted "/tmp/bla")

[Function]file-notify-rm-watch descriptor
descriptorに指定された既存のファイル監視を削除する。descriptorは file-notify-add-

watchがリターンしたオブジェクトであること。

[Function]file-notify-valid-p descriptor
descriptorで指定された監視の有効性をチェックする。descriptorは file-notify-add-

watchがリターンしたオブジェクトであること。

監視するファイルやディレクトリーの削除や別の理由による監視スレッドの異常 exitにより監
視が無効になる可能性がある。file-notify-rm-watchの呼び出しで削除することにより監
視も無効になる。

(make-directory "/tmp/foo")

⇒ Event (35025468 created "/tmp/foo")

(setq desc

(file-notify-add-watch

"/tmp/foo" '(change) 'my-notify-callback))

⇒ 11359632

(file-notify-valid-p desc)

⇒ t
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(write-region "bla" nil "/tmp/foo/bla")

⇒ Event (11359632 created "/tmp/foo/.#bla")

Event (11359632 created "/tmp/foo/bla")

Event (11359632 changed "/tmp/foo/bla")

Event (11359632 deleted "/tmp/foo/.#bla")

;; ディレクトリーのファイル削除では監視は無効にならない
(delete-file "/tmp/foo/bla")

⇒ Event (11359632 deleted "/tmp/foo/bla")

(write-region "bla" nil "/tmp/foo/bla")

⇒ Event (11359632 created "/tmp/foo/.#bla")

Event (11359632 created "/tmp/foo/bla")

Event (11359632 changed "/tmp/foo/bla")

Event (11359632 deleted "/tmp/foo/.#bla")

;; ディレクトリー削除により監視は無効になる
;; 別の監視ディスクリプターからイベントが到着
(delete-directory "/tmp/foo" 'recursive)

⇒ Event (35025468 deleted "/tmp/foo")

Event (11359632 deleted "/tmp/foo/bla")

Event (11359632 deleted "/tmp/foo")

Event (11359632 stopped "/tmp/foo")

(file-notify-valid-p desc)

⇒ nil

40.21 動的にロードされるライブラリー

ダイナミックにロードされるライブラリー (dynamically loaded library)とは機能が最初に必要に
なったときにオンデマンドでロードされるライブラリーです。Emacsは自身の機能をサポートするラ
イブラリーのオンデマンドロードのように、それらをサポートします。

[Variable]dynamic-library-alist
ダイナミックライブラリーとそれらを実装する外部ライブラリーファイルの alist。

要素はそれぞれ (library files...)という形式のリスト。ここで carはサポートされた外
部ライブラリーを表すシンボル、残りはそのライブラリーにたいして候補となるファイル名を
与える文字列。

Emacsはリスト内のファイル出現順でライブラリーのロードを試みる。何も見つからなければ
Emacsセッションはライブラリーにアクセスできず、それが提供する機能は利用できない。

いくつかのプラットフォーム上におけるイメージのサポートはこの機能を使用している。以下
は、S-Windows上でイメージをサポートするためにこの変数をセットする例:

(setq dynamic-library-alist

'((xpm "libxpm.dll" "xpm4.dll" "libXpm-nox4.dll")

(png "libpng12d.dll" "libpng12.dll" "libpng.dll"

"libpng13d.dll" "libpng13.dll")

(jpeg "jpeg62.dll" "libjpeg.dll" "jpeg-62.dll"
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"jpeg.dll")

(tiff "libtiff3.dll" "libtiff.dll")

(gif "giflib4.dll" "libungif4.dll" "libungif.dll")

(svg "librsvg-2-2.dll")

(gdk-pixbuf "libgdk_pixbuf-2.0-0.dll")

(glib "libglib-2.0-0.dll")

(gobject "libgobject-2.0-0.dll")))

イメージタイプ pbmと xbmは外部ライブラリーに依存せず Emacsで常に利用可能なので、こ
の変数内にエントリーがないことに注意。

これは外部ライブラリーへのアクセスにたいする一般的な機能を意図したものではないことに
も注意。Emacsにとって既知のライブラリーだけがこれを通じてロードできる。

与えられた libraryが Emacsに静的にリンクされていれば、この変数は無視される。

40.22 セキュリティへの配慮

すべてのアプリケーションと同じように、アクセス等のルールを励行するオペレーティングシステム
では、Emacsを安全な環境で実行できます。注意を払えば Emacsベースのアプリケーションがその
ようなルールをチェックするセキュリティ境界の一部になることもできます。Emacsのデフォルトの
セッティングでは典型的なソフトウェア開発環境としても良好に機能しますが、アタッカーを含んだ
信頼されないユーザーの存在する環境では調整を要します。以下はそのようなアプリケーションを開
発する際に助けとなるセキュリティ問題の要覧です。これは完全なものではありません。これはセキュ
リティチェックリストではなく、セキュリティに関する問題にたいするアイデアを与えることを意図
したものです。

ファイルローカル変数
Emacsが visitするファイルには、そのファイルを visitするバッファーに効果を及ぼ
す変数のセッティングを含めることができる。Section 12.12 [File Local Variables],
page 198を参照のこと。同じようにディレクトリーはそのディレクトリー内のすべてのフ
ァイルに共通なローカル変数を指定できる。Section 12.13 [Directory Local Variables],
page 201を参照のこと。これらの変数の誤用にたいしてたとえEmacsが幾らかの努力
を行っているにしても、あるパッケージがあまりに楽観的に safe-local-variableを
セットすることによってセキュリティーホールは簡単に作成されるし、これはあまりに
一般的な問題である。ファイルとディレクトリーの両方にたいしてこの機能を無効にす
るには、enable-local-variablesに nilをセットすればよい。

アクセスコントロール
たとえ Emacsが通常は背後にあるオペレーティングシステムのアクセスパーミッショ
ンを尊重するとしても、あるケースにおいてはアクセスを特別に処理する。たとえば
ファイル名は独自のアクセスチェックによりファイルを特別に扱うハンドラーをもつこと
ができる。Section 25.12 [Magic File Names], page 570を参照のこと。さらにバッ
ファーは対応するファイルが書き込み可でも読み取り専用にできるしその逆も可能であり、
‘File passwd is write-protected; try to save anyway? (yes or no)’のよう
なメッセージを結果としてもたらすかもしれない。Section 27.7 [Read Only Buffers],
page 600を参照のこと。

認証 Emacsにはread-passwdのようなパスワードを扱う関数がいくつかある。Section 20.9
[Reading a Password], page 371を参照のこと。これらの関数はパスワードを公に喧
伝しないにしても、Emacs内部にアクセスする猛者なアタッカーにたいする実装の証
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左はない。たとえばパスワード使用後にメモリーをクリアーするために elispコードが
clear-stringを使用しても、パスワードの残滓は依然としてガーベージコレクトされ
たフリーリスト内に存在する。Section 4.4 [Modifying Strings], page 55 を参照の
こと。

コードインジェクション
Emacsは他の多くのアプリケーションにコマンドを送信できる。アプリケーションはこ
れらのコマンドのオペランドとして送信された文字列はディレクティブとして誤解釈し
ないこと。たとえばファイル aを bにリネームするシェルコマンドを使用する際に、単に
文字列 mv a bを使用しないこと。なぜならファイル名のいずれかが ‘-’で始まるかもしれ
ず、‘;’のようなシェルのメタ文字が含まれるかもしれないから。この種の問題の回避の
ために shell-quote-argumentのような関数が助けになるとしても、POSIXプラッ
トフォームの shell-quote-argumentはシェルのメタ文字はクォートするが先頭の ‘-’
のクォートはしない。MS-Windowsでの ‘%’にたいするクォートでは名前に ‘^’がある
環境変数を想定していない。Section 38.2 [Shell Arguments], page 938を参照のこ
と。通常はサブシェルより call-processを使用するほうが安全である。Section 38.3
[Synchronous Processes], page 939を参照のこと。そしてEmacsのビルトイン関数を
使用するほうが安全である。たとえば mvを呼び出すかわりに (rename-file "a" "b"

t)を使用する。Section 25.7 [Changing Files], page 551を参照のこと。

コーディングシステム
Emacs はアクセスするファイルとネットワークのコーディングシステムを推察する。
Section 33.10 [Coding Systems], page 866を参照のこと。Emacsの推察が誤ってい
たりネットワークの相手先がEmacsの推察に不同意なら、結果となるコーディングシス
テムは信頼できないかもしれない。更にその推察が正しいときでさえ、他のプログラム
が使用できないバイトをEmacsが使用できる場合がよくある。たとえばEmacsEmacs
にとっては nullバイトは他と同じ単なる文字だとしても、他の多くのアプリケーション
は null文字を文字列終端として扱うので、nullバイトを含む文字列やファイルを誤って
処理する。

Environment and configuration variables
POSIXはEmacsの挙動に影響し得る環境変数をいくつか指定する。ASCII英大文字、
数字、アンダースコアだけから構成される名前をもつ任意の環境変数が Emacsの内部
の動作に影響を及ぼし得る。Emacsはその種の EMACSLOADPATHのような変数をいくつ
か使用する。Section 16.3 [Library Search], page 273を参照のこと。Emacsが呼び
出すかもしれないユーティリティーすべてにたいして標準の挙動を得るためには、いく
つかの環境変数 (PATH、POSIXLY_CORRECT、SHELL、TMPDIR)が正しく設定されてい
ることを要するシステムがいくつかある。TZのような一見は無害な変数でさえセキュリ
ティに影響し得る。Section 40.3 [System Environment], page 1102を参照のこと。

Emacsにはカスタマイズと同義な変数が他にある。たとえば変数 shell-file-name

に非標準的な動作を行うシェルを指定すれば、Emacsベースのアプリケーションはご堂
する可能性がある。

Installation
Emacsのインストールの際にインストール先のディレクトリー階層が信頼できないユー
ザーに変更可能なら、そのアプリケーションは信頼できない。これは Emacsが使用す
るプログラムや読み書きするファイルのディレクトリー階層にも適用される。
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Network access
Emacsでは多くの場合にネットワークにアクセスするので、通常行うようなネットワー
クアクセスを回避したいと思うかもしれない。たとえば tramp-modeを nilにセットし
ていなければ、特定の構文を使用するファイル名はネットワークファイルとして解釈さ
れて、ネットワーク越しに取得される。The Tramp Manualを参照のこと。

Race conditions
Emacsアプリケーションには、他のアプリケーションが行う競合状態に関するものと同
種の問題がある。たとえば (file-readable-p "foo.txt")が tをリターンしたとき
でさえ、file-readable-pの呼び出しからその時点の間に別のアプリケーションがファ
イルの権限を変更したために読み取りできないかもしれない。Section 25.6.1 [Testing
Accessibility], page 542を参照のこと。

Resource limits
Emacsがメモリーや他のオペレーティングシステムのリソースを使い切ったときには、
通常は完了まで実行される計算が異常終了でトップレベルに戻るかもしれないので挙動
の信頼性が減少し得る。これにより通常は完了する操作を Emacsが放棄するかもしれ
ない。
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41 配布用Lispコードの準備

Emacs Lispコードをユーザーに配布するために、Emacsは標準的な方法を提供します。パッケージ
(package)はユーザーが簡単にダウンロード、インストール、アンインストール、および更新できる
ような方法でフォーマットと同梱された 1つ以上のファイルのコレクションです。

以降のセクションではパッケージを作成する方法、およびそれを他の人がダウンロードできるよう
にパッケージアーカイブ (package archive)に配置する方法を説明します。パッケージングシステム
のユーザーレベル機能の説明は Section “Packages” in The GNU Emacs Manualを参照してくだ
さい。

41.1 パッケージ化の基礎

パッケージはシンプルパケージ (simple package)か複数ファイルパッケージ (multi-file package)
のいずれかです。シンプルパッケージは単一の Emacs Lispファイル内に格納される一方、複数ファ
イルパッケージは tarファイル (複数の Lispファイルとマニュアルのような非 Lispファイルが含ま
れる可能性がある)に格納されます。

通常の使い方ではシンプルパッケージと複数ファイルパッケージとの違いは比較的重要ではあり
ません。Package Menuインターフェースでは、それらの間に差異はありません。しかし以降のセク
ションで説明するように作成する手順は異なります。

パッケージ (シンプルか複数ファイル)はそれぞれ特定の属性 (attributes)をもっています:

Name 短い単語 (たとえば ‘auctex’)。これは通常はそのプログラム内でシンボルプレフィクス
としても使用される (Section D.1 [Coding Conventions], page 1164を参照)。

Version 関数 version-to-listが理解できる形式のバージョン番号 (たとえば ‘11.86’)。パッ
ケージの各リリースではユーザーがパッケージアーカイブの問い合わせでアップグレー
ドとして認識できるようにバージョン番号のアップも行うこと。

Brief description
そのパッケージが Package Menuにリストされる際にが表示される。理想的には 36文
字以内の単一行であること。

Long description
これは C-h P (describe-package)により作成されたバッファーに表示されて、その
後にそのパッケージの簡単な説明 (brief description)とインストール状態 (installation
status)が続く。これには通常はパッケージの能力とインストール後に使用を開始する方
法を複数行に渡って完全に記述すること。

Dependencies
そのパッケージが依存する他のパッケージ (恐らく最低のバージョン番号を含む)。この
リストは空でもよく、その場合にはパッケージに依存パッケージがないことを意味する。
それ以外ならパッケージをインストールすることにより依存パッケージも自動的かつ再
帰的にインストールされる。依存パッケージのいずれかが見つからなければパッケージ
をインストールすることはできない。

コマンド package-install-file、または Package Menu のいずれかを介したパッケー
ジのインストールでは、package-user-dirに name-versionという名前のサブディレクト
リーが作成されます。ここで nameはパッケージ名、versionはバージョン番号です (たとえば
~/.emacs.d/elpa/auctex-11.86/)。わたしたちはこれをパッケージのコンテンツディレクト
リー (content directory)と呼んでいます。これは Emacsがパッケージのコンテンツ (シンプルパッ
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ケージでは単一の Lispファイル、または複数ファイルパッケージから抽出されたファイル)を配置す
る場所です。

その後にEmacsは autoloadマジックコメント (Section 16.5 [Autoload], page 275を参照)にた
いしてコンテンツディレクトリー内のすべてのLispファイルを検索します。これらの autoload定義は
コンテンツディレクトリーの name-autoloads.elという名前のファイルに保存されます。これらは通
常はパッケージ内で定義された主要なユーザーコマンドの autoloadに使用されますが、auto-mode-
alistへの要素の追加 (Section 23.2.2 [Auto Major Mode], page 469を参照)等の別のタスクを
行うこともできます。パッケージは通常はその中で定義された関数と変数のすべてを autoloadしな
いことに注意してください— 通常はそのパッケージの使用を開始するために呼び出される一握りのコ
マンドだけが autoloadされます。それから Emacsはそのパッケージ内のすべての Lispファイルを
バイトコンパイルします。

インストール後はインストールされたパッケージはロード済み (loaded)になります。Emacsは
load-pathにコンテンツディレクトリーを追加して name-autoloads.el内の autoload定義を評価
します。

Emacsのスタートアップ時には、カレントセッションでインストール済みパッケージを利用可能に
するために、自動的に関数 package-activate-allを呼び出します。これは早期 initファイルロード
後、かつ通常 initファイルロード後に行われます (Section 40.1.1 [Startup Summary], page 1092
を参照)。早期 initファイルでユーザーオプション package-enable-at-startupが nilにセット
されている場合には、パッケージは自動的に利用可能にはなりません。

[Function]package-activate-all
この関数はカレントセッションでパッケージを利用可能にする。ユーザーオプション
package-load-listは利用可能にするパッケージを指定する。デフォルトではインストール
済みのパッージすべてが利用可能になる。Section “Package Installation” in The GNU
Emacs Manualを参照のこと。

ほとんどの場合には、スタートアップの間に自動的に行われるので package-activate-all

を呼び出す必要はないはずである。単に早期 initファイル内に package-activate-allの前
に実行される必要のあるコードを配置するとともに、package-activate-allの後に実行さ
れる必要のあるコードを主 linitファイルに配置することを確実に行なえばよい (Section “Init
File” in The GNU Emacs Manualを参照)。

[Command]package-initialize &optional no-activate
この関数は何のパッケージがインストール済みかに関する Emacsの内部レコードを初期化し
てから package-activate-allを呼び出す。

オプション引数 no-activateが非 nilなら、インストール済みパッケージを実際に利用可能に
せずにこのレコードを更新する。これは内部でのみ使用される。

41.2 単純なパッケージ

シンプルパッケージは単一の Emacs Lispソースファイルで構成されます。このファイルは Emacs
Lispライブラリーのヘッダー規約に準拠していなればなりません (Section D.8 [Library Headers],
page 1174を参照)。以下の例に示すようにパッケージの属性は種々のヘッダーから取得されます:

;;; superfrobnicator.el --- Frobnicate and bifurcate flanges

;; Copyright (C) 2011 Free Software Foundation, Inc.
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;; Author: J. R. Hacker <jrh@example.com>

;; Version: 1.3

;; Package-Requires: ((flange "1.0"))

;; Keywords: multimedia, hypermedia

;; URL: https://example.com/jrhacker/superfrobnicate

...

;;; Commentary:

;; This package provides a minor mode to frobnicate and/or

;; bifurcate any flanges you desire. To activate it, just type

...

;;;###autoload

(define-minor-mode superfrobnicator-mode

...

そのパッケージの名前は 1 行目のファイル名の拡張子を除いた部分と同じです。ここでは
‘superfrobnicator’です。

brief description(簡単な説明) も 1 行目から取得されます。ここでは ‘Frobnicate and

bifurcate flanges’です (訳注: ‘flangeをフロブニケートして二股化する’のフロブニケートとは
ある技術にたいする無目的で非生産的な具体的行為を意味する)。

バージョン番号は、もしあれば ‘Package-Version’ヘッダー、それ以外は ‘Version’ヘッダーか
ら取得されます。これらのヘッダーのいずれかが提供されていなればなりません。ここでのバージョ
ン番号は 1.3です。

そのファイルに ‘;;; Commentary:’セクションがあれば、そのセクションは長い説明 (long de-
scription)として使用されます (その説明を表示する際には Emacsは ‘;;; Commentary:’の行とコ
メント内のコメント文字列を省略する)。

そのファイルに ‘Package-Requires’ヘッダーがあればパッケージの依存関係 (package depen-
dencies)として使用されます。上の例ではパッケージはバージョン 1.0以上の ‘flange’パッケージに
依存します。‘Package-Requires’ヘッダーの説明は Section D.8 [Library Headers], page 1174
を参照してください。このヘッダーが省略された場合にはパッケージに依存関係はありません。

ヘッダー ‘Keywords’と ‘URL’はオプションですが含めることを推奨します。コマンド
describe-packageは出力にリンクを追加するためにこれらを使用します。‘Keywords’ヘッダーに
は finder-known-keywordsリストからの標準的キーワードを少なくとも 1つ含めるべきです。

ファイルにはSection 41.1 [Packaging Basics], page 1136で説明したように1つ以上のautoload
マジックコメントも含めるべきです。上の例ではマジックコメントにより superfrobnicator-mode

が自動ロードされます。

パッケージアーカイブに単一ファイルのパッケージを追加する方法は Section 41.4 [Package
Archives], page 1140を参照してください。

41.3 複数ファイルのパッケージ

複数ファイルパッケージは単一ファイルパッケージより作成の手軽さが少し劣りますが、より多くの
機能を提供します。複数ファイルパッケージには複数の Emacs Lispファイル、Infoマニュアル、お
よび (イメージのような)他のファイルタイプを含めることができます。



Chapter 41: 配布用 Lispコードの準備 1139

インストールに先立ち複数パッケージはファイルとしてパッケージアーカイブに含まれます。こ
の tarファイルは name-version.tarという名前でなければなりません。ここで nameはパッケー
ジ名、versionはバージョン番号です。tarのコンテンツは一度解凍されたなら、コンテンツディレク
トリ content directory)である name-versionという名前のディレクトリーにすべて解凍されなけ
ればなりません (Section 41.1 [Packaging Basics], page 1136を参照)。このコンテンツディレクト
リーのサブディレクトリーにもファイルが抽出されるかもしれません。

このコンテンツディレクトリー内のファイルのうち 1つは name-pkg.elという名前のファイルで
なければなりません。このファイルには、以下で説明する関数 define-packageの呼び出しから構成
される単一の Lispフォームを含まなければなりません。これはパッケージの属性、簡単な説明 (brief
description)、必要条件 (requirements)を定義します。

たとえば、複数ファイルパッケージとして superfrobnicator のバージョン 1.3 を配布す
る場合の tar ファイルは superfrobnicator-1.3.tarになります。これのコンテンツは
superfrobnicator-1.3に解凍されて、そのうちの 1つはファイル superfrobnicator-pkg.el

になるでしょう。

[Function]define-package name version &optional docstring requirements
この関数はパッケージを定義する。nameはパッケージの名前 (文字列)、versionは関数
version-to-listが理解できる形式のバージョン (文字列)、docstringは簡単な説明 (brief
description)。

requirementsは必要となるパッケージとバージョン番号。このリスト内の各要素は (dep-name

dep-version)という形式であること。ここで dep-nameはその依存するパッケージ名が名前
であるようなシンボル、dep-versionは依存するパッケージのバージョン番号 (文字列)。

コンテンツディレクトリーに READMEという名前のファイルがあれば、(すべての ‘;;;
Commentary:’セクションをオーバーライドして)長い説明 (long description)として使用されます。

コンテンツディレクトリーに dirという名前のファイルがあれば、install-infoで作成される
Infoディレクトリーファイル名とみなされます。Section “Invoking install-info” in Texinfoを参照
してください。関係のある Infoファイルもコンテンツディレクトリー内に解凍される必要があります。
この場合には、パッケージがアクティブ化されたときに Emacsが自動的に Info-directory-list

にコンテンツディレクトリーを追加します。

パッケージ内に.elcファイルを含めないでください。これらはパッケージのインストール時に作
成されます。ファイルがバイトコンパイルされる順序を制御する方法は存在しないことに注意してく
ださい。

name-autoloads.elという名前のファイルを含めてはなりません。このファイルはパッケージの
autoload定義のために予約済みです (Section 41.1 [Packaging Basics], page 1136を参照)。これ
はパッケージのインストール時にパッケージ内のすべての Lispファイルから autoloadマジックコメ
ントを検索する際に自動的に作成されます。

複数パッケージファイルが、(イメージのような)補助的なデータファイルを含む場合には、パッケー
ジ内のLispファイルは変数load-file-nameを通じてそれらのファイルを参照できます (Chapter 16
[Loading], page 270を参照)。以下は例です:

(defconst superfrobnicator-base (file-name-directory load-file-name))

(defun superfrobnicator-fetch-image (file)

(expand-file-name file superfrobnicator-base))
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41.4 パッケージアーカイブの作成と保守

Package Menuを通じてパッケージアーカイブ (package archives)からユーザーはパッケージをダ
ウンロードできます。このようなアーカイブは変数 package-archivesで指定されます。この変数
のデフォルト値のデフォルト値として https://elpa.gnu.orgというGNUプロジェクトがホスト
するアーカイブが単一のエントリーとして含まれています。このセクションではパッケージアーカイ
ブのセットアップと保守の方法について説明します。

[User Option]package-archives
この変数の値は Emacsパッケージマネージャーが認識するパッケージアーカイブのリスト。

この alistの要素はそれぞれが 1つのアーカイブに対応する (id . location)という形式であ
ること。ここで idはパッケージ名 (文字列)、locationは文字列であるようなベースロケーショ
ン (base location)。

ベースロケーションが ‘http:’か ‘https:’で始まる場合には HTTP(S)の URLとして扱わ
れて、(デフォルトのGNUアーカイブのように)HTTP(S)を介してこのアーカイブからパッ
ケージがダウンロードされる。

それ以外ならベースロケーションはディレクトリー名であること。この場合にはEmacsは通常
のファイルアクセスを通じて、そのアーカイブからパッケージを取得する。localのようなアー
カイブは主としてテストに有用。

パッケージアーカイブはパッケージ、および関連するファイルが格納された単なるディレクトリー
です。HTTPを介してそのアーカイブに到達できるようにしたければ、このディレクトリーがウェブ
サーバーにアクセスできなければなりません。Section 41.5 [Archive Web Server], page 1141を
参照してください。

手軽なのは package-xを通じてパッケージアーカイブのセットアップと更新を行う方法です。これ
はEmacsに含まれていますがデフォルトではロードされません。ロードするには M-x load-library

RET package-x RET、または(require 'package-x)を initファイルに追加します。Section “Lisp
Libraries” in The GNU Emacs Manualを参照してください。

アーカイブ作成後に、それが package-archives内になければPackage Menuインターフェースか
らアクセスできないことを忘れないでください。

公的なパッケージアーカイブの保守には責任が併ないます。アーカイブからEmacsユーザーがパッ
ケージをインストールする際には、それらのパッケージはそのユーザーの権限において任意のコード
を実行できるようになります (これはパッケージにたいしてだけでなく一般的なEmacsコードにたい
しても真といえる)。そのためアーカイブの保守を保つとともにホスティングシステムが安全であるよ
う維持するべきです。

暗号化されたキーを使用してパッケージにサイン (sign)するのがパッケージのセキュリティーを
向上する 1つの方法です。gpgの privateキーと publicキーを生成してあれば以下のようにそのパッ
ケージにサインするために gpgを使用できます:

gpg -ba -o file.sig file

単一ファイルパッケージにたいしては、fileはそのパッケージの Lispファイルです。複数ファイルパッ
ケージではそのパッケージの tarファイルです。同じ方法によりアーカイブのコンテンツファイルに
もサインできます。これを行うにはパッケージと同じディレクトリーで.sigファイルを利用可能でき
るようにしてください。ダウンロードする人にたいしても、https://pgp.mit.edu/のようなキー
サーバーにアップロードすることにより publicキーを利用できるようにするべきです。その人がアー
カイブからパッケージをインストールする際には署名の検証に publicキーを使用できます。



Chapter 41: 配布用 Lispコードの準備 1141

これらの方法についての完全な説明はマニュアルの範囲を超えます。暗号化キーとサインに関する詳
細はSection “GnuPG” in The GNU Privacy Guard Manual、Emacsに付属するGNU Privacy
GuardへのインターフェースについてはSection “EasyPG” in Emacs EasyPG Assistant Manual
を参照してください。

41.5 アーカイブウェブサーバーとのインターフェイス

パッケージアーカイブへのアクセスを提供するウェブサーバーは、以下のクエリーをサポートしなけ
ればなりません:

archive-contents
アーカイブ内容を記述する lispフォーム。このフォームはリストの最初の要素がアーカ
イブバージョンであることを除けば’package-desc’構造 (package.elを参照)のリスト
である。

<package name>-readme.txt
パッケージの長い説明 (long description)をリターンする。

<file name>.sig
そのファイルの署名をリターンする。

<file name>
そのファイルをリターンする。これは複数ファイルパッケージでは tarball、シンプル
パッケージでは単一ファイルかもしれない。
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Appendix A Emacs 26のアンチニュース

時代に逆らって生きるユーザーのために、以下は Emacsバージョン 26.3へのダウングレードに関す
る情報です。Emacs 27.2機能の不在による結果としての偉大なる単純さをぜひ堪能してください。

• Cレベルでの Lispオヴジェクトは再びポインターから整数で実装されるようになりました。こ
れは Emacs Lispのユーザーにとっては小さなステップかもしれませんが、Cレベルで作業す
る Emacsユーザーにとっては大きな飛躍です。なぜならデバッガで Lispオブジェクトを 10進
フォーマットで再び簡単にプリントできるようになったからです (デバッグ中ならとても簡単に
できる)。これによりデバッガから Emacs関数を呼び出すのが簡単になり、Cコードで整数と
Lispオブジェクトを混ぜ合せるのが簡単になりました。

• 配布用 tarballからテストスーツを削除しました。わたしたちは今までに実行されたテストは、
特にエンドユーザーにとって不必要と信じています。テストを削除することにより tarballのサ
イズは小さくなり、これは時代を遡るにつれてディスクスペースはより高価になっていくので重
要なことなのです。

• ダイナミックモジュールのサポートはデフォルトで無効になりました。これにより Emacsが軽
量化される (これ自体が価値あるゴール)とともに、モジュールサポートファイルのインストール
に関する混乱と余計な複雑化、ランダム共有オブジェクトを Emacsに共有させて Emacsを混
乱させる機会を削除しました。

• インストール済みパッケージは、initファイルのロード後にのみアクティブ化を行わなければな
りません。これには initファイル内での明示的な package-initialize呼び出しが必要です。
これはあなたのセッションのどこで、本当にパッケージを利用可能にしたいのかを、あなたに真
剣に考えさせる点においてよい事なのです。利便性は素朴さによって踏破されるべきです!

• 重要でなはい機能に関連するEmacsのコード量を削減するために、イメージのネイティブなロー
テーションとリサイズを削除しました。Emacs内部でイメージのリサイズやローテートを行い
たければ、ImageMagickとともに Emacsをビルドする必要があります。これを失念する人が
いるとは思えません。

• XFTフォントバックエンドによるカラーフォントの使用を再び有効化しました。わたしたちは
そこかしこでランダムに発生するクラッシュよりも、これらのフォントの可用性のほうが重要だ
と考えます。特に Emojiを表示するためのこれらのフォントの使用は時代を遡るにつれて重要
さを失い、Emacsのより過去のバージョンでは完全に消滅するはずだからです。

• 関数 network-interface-listは IPv4アドレスだけをリターンできるようになりました。わ
たしたちは IPv6 がもたらす複雑性はその正当性を大きく凌駕すると考えており、その一方で
IPv6は時代を逆行するにつれて完全に消え去ることが予想されていることから、IPv6の削除は
正しい方向に向けたステップなのです。

• 正規表現における繰り返しリミットは 215 − 1に削減されました。わたしたちの想定では遠い過
去へと向うにつれて、正規表現はよりシンプルになっていくはずです。

• コード単純化と複雑性低減のために、executable-findにおけるリモートホストでのプログラ
ム検索能力を削除しました。本当にこの機能が必要 (何故に?)なら、いつでも独自のシェルスク
リプトを記述してリモートホスト上で実行することができます。

• フェイス属性:extendは利用できなくなりました。すべてのフェイスのバックグラウンドカラー
は、デフォルトでは行末を超えて拡張されます。これはフェイス管理を有意に簡略化と不必要な
コードの増殖の削除、同様にフェイスの理解と使用を大幅に簡略化するはずです。

• display-blink-cursor-pおよび display-symbol-keys-pの述語を削除しました。これら
が必要になるのは稀であり、display-graphic-pのような旧来の実証済みな適切な API呼び
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出しで簡単に置き換えることができます。追加ボーナスとしてこの機能に依存する Lispプログ
ラムを記述することにより、そのディスプレイ端末において真に必要な機能は何なのかを、プロ
グラマーにより深く理解させることが保証されます。

• 環境変数 HOMEの値内の相対ディレクトリーは、再びカレントバッファーの default-directory

に相対的と解釈されるようになりました。こちらのほうがより単純であり、さらにバッファーが
異なれば HOMEが異なる場所に解決されるために、いくつかの興味深いアプリケーションが可能
になります。

同様の理由により、既知のユーザー ‘foo’が存在しなくても、file-name-absolute-pは~foo

を再び絶対ファイル名とみなすようになりました。これはそのようなファイル名を使用する Lisp
プログラムが、すべてのシステムにおいて、ユーザーが既知であるかどうかとは無関係に常に同
じように機能することを意味します。

• file-attributes、file-modes、file-newer-than-file-p、およびその他のファイル関
連のプリミティブは、基盤となる低レベル APIの失敗時にはエラーをシグナルするかわりに再
び nilをリターンするようになりました。エラーをシグナルする関数は、それを使用する Lisp
プログラムにたいしてより複雑なコードを要求すると判断するとともに、nilをリターンするよ
うにした際にはこの複雑性は不当であることを見出しました。

• 同様に旧スタイルのバッククォートはエラーをシグナルするのではなく、警告を生成するように
なりました。これでバッククォートを使用するプログラムからエラー処理を削除することができ
ます。

• 浮動小数点数のフォーマットは、数値が正確にフォーマットできないほど大きい場合にエラーを
シグナルするかわりに、予測不可能な値を背景となる実装に生成させることにより高速化されま
した。わたしたちはEmacs Lispプログラマーは浮動小数点値を扱う際には、自分が何を行って
いるかを常に承知していると信じています。

• 関数 read-char-from-minibufferを削除しました。わたしたちは Emacs Lispハッカーに
とって座して別種のインタラクティブなQ&A関数を記述して、それを特定のケースごとに最適
化するに優る喜びはないという認識の元に、ユーザーにたいして 1文字の入力を尋ねる必要があ
るすべての Lispプログラムにとっては read-charで十分なはずだと判断しました。その結果
としてそのような応答のヒストリーは提供されません (いずれにせよ、誰が何故に単一キースト
ロークのヒストリーを望むのか?)。

• 関数 ngettextを削除しました。時代を遡るにつれて英語以外の言語は普及しなくなり、それが
便利であることは言うまでもないことなので、わたしたちはこの方向に向けて小さなステップを
踏にだすとともに、イカしたボーナスとして Emacsを簡略化しました。

• テキストモードフレームでのフォーカス変更通知はもはや認識されず、サポートされません。こ
れでTTYフレーム上のそのような通知を受信する可能性を安全に無視できるようになりました。
これは TTYフレーム上でのすべての非文字の入力イベントにたいする Emacsサポートの削除
という長い道程に向けた小さな一歩です。

• face-remapping-alist内のフェイス仕様は同一バッファーを表示するウィンドウ間の差異と
な無関係にバッファー固有であることが要求されます。これにより Emacsから不必要なコード
の肥大化を防ぐとともに、フェイス処理がより単純化されます。

• フォーマット ‘%o’および ‘%x’は、あなたが期待通り常に符号なしの値を生成するようになりまし
た。これによってあなたは背後にあるアーキテクチャーごとに異なるマシン表現 (わたしたちは
これを何か価値のある機能とみなしている)を暴くことが可能になりました。

• わたしたちはもはやU+2018のような紛らわしい引用符を含むシンボルをfont-lock-warning-

faceでハイライトしません。これらの検出には無視できない量のコードが必要であり、Lispプ
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ログラマーは自分が何をしているか常に承知していて、目障りで紛らわしい書体に煩わされる必
要などないとわたしたちは固く信じています。

• 関数 file-system-infoは df呼び出しと出力の解析が常に可能なことから、Posix プラット
フォームで削除しました。

• ‘base64url’エンコーディングを実装する関数は、通常の base-64エンコーディングを適切に調
整することで常にエミュレートできるので削除しました。Emacsの肥大化、およびこれのため
に Lispプログラマーにさらなるインターフェースの学習を強いる必要はありません。

• 簡略化にたいする継続要求の一環として、他の多くの関数と変数が排除されました。
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Appendix B GNU Free Documentation License

Version 1.3, 3 November 2008

Copyright c© 2000, 2001, 2002, 2007, 2008 Free Software Foundation, Inc.
https://fsf.org/

Everyone is permitted to copy and distribute verbatim copies
of this license document, but changing it is not allowed.

0. PREAMBLE

The purpose of this License is to make a manual, textbook, or other functional and
useful document free in the sense of freedom: to assure everyone the effective freedom
to copy and redistribute it, with or without modifying it, either commercially or non-
commercially. Secondarily, this License preserves for the author and publisher a way
to get credit for their work, while not being considered responsible for modifications
made by others.

This License is a kind of “copyleft”, which means that derivative works of the document
must themselves be free in the same sense. It complements the GNU General Public
License, which is a copyleft license designed for free software.

We have designed this License in order to use it for manuals for free software, because
free software needs free documentation: a free program should come with manuals
providing the same freedoms that the software does. But this License is not limited to
software manuals; it can be used for any textual work, regardless of subject matter or
whether it is published as a printed book. We recommend this License principally for
works whose purpose is instruction or reference.

1. APPLICABILITY AND DEFINITIONS

This License applies to any manual or other work, in any medium, that contains a
notice placed by the copyright holder saying it can be distributed under the terms
of this License. Such a notice grants a world-wide, royalty-free license, unlimited in
duration, to use that work under the conditions stated herein. The “Document”,
below, refers to any such manual or work. Any member of the public is a licensee, and
is addressed as “you”. You accept the license if you copy, modify or distribute the work
in a way requiring permission under copyright law.

A “Modified Version” of the Document means any work containing the Document or
a portion of it, either copied verbatim, or with modifications and/or translated into
another language.

A “Secondary Section” is a named appendix or a front-matter section of the Document
that deals exclusively with the relationship of the publishers or authors of the Document
to the Document’s overall subject (or to related matters) and contains nothing that
could fall directly within that overall subject. (Thus, if the Document is in part a
textbook of mathematics, a Secondary Section may not explain any mathematics.) The
relationship could be a matter of historical connection with the subject or with related
matters, or of legal, commercial, philosophical, ethical or political position regarding
them.

The “Invariant Sections” are certain Secondary Sections whose titles are designated, as
being those of Invariant Sections, in the notice that says that the Document is released
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under this License. If a section does not fit the above definition of Secondary then it is
not allowed to be designated as Invariant. The Document may contain zero Invariant
Sections. If the Document does not identify any Invariant Sections then there are none.

The “Cover Texts” are certain short passages of text that are listed, as Front-Cover
Texts or Back-Cover Texts, in the notice that says that the Document is released under
this License. A Front-Cover Text may be at most 5 words, and a Back-Cover Text may
be at most 25 words.

A “Transparent” copy of the Document means a machine-readable copy, represented
in a format whose specification is available to the general public, that is suitable for
revising the document straightforwardly with generic text editors or (for images com-
posed of pixels) generic paint programs or (for drawings) some widely available drawing
editor, and that is suitable for input to text formatters or for automatic translation to
a variety of formats suitable for input to text formatters. A copy made in an otherwise
Transparent file format whose markup, or absence of markup, has been arranged to
thwart or discourage subsequent modification by readers is not Transparent. An image
format is not Transparent if used for any substantial amount of text. A copy that is
not “Transparent” is called “Opaque”.

Examples of suitable formats for Transparent copies include plain ASCII without
markup, Texinfo input format, LaTEX input format, SGML or XML using a publicly
available DTD, and standard-conforming simple HTML, PostScript or PDF designed
for human modification. Examples of transparent image formats include PNG, XCF
and JPG. Opaque formats include proprietary formats that can be read and edited
only by proprietary word processors, SGML or XML for which the DTD and/or pro-
cessing tools are not generally available, and the machine-generated HTML, PostScript
or PDF produced by some word processors for output purposes only.

The “Title Page” means, for a printed book, the title page itself, plus such following
pages as are needed to hold, legibly, the material this License requires to appear in the
title page. For works in formats which do not have any title page as such, “Title Page”
means the text near the most prominent appearance of the work’s title, preceding the
beginning of the body of the text.

The “publisher” means any person or entity that distributes copies of the Document
to the public.

A section “Entitled XYZ” means a named subunit of the Document whose title either
is precisely XYZ or contains XYZ in parentheses following text that translates XYZ in
another language. (Here XYZ stands for a specific section name mentioned below, such
as “Acknowledgements”, “Dedications”, “Endorsements”, or “History”.) To “Preserve
the Title” of such a section when you modify the Document means that it remains a
section “Entitled XYZ” according to this definition.

The Document may include Warranty Disclaimers next to the notice which states that
this License applies to the Document. These Warranty Disclaimers are considered to
be included by reference in this License, but only as regards disclaiming warranties:
any other implication that these Warranty Disclaimers may have is void and has no
effect on the meaning of this License.

2. VERBATIM COPYING
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You may copy and distribute the Document in any medium, either commercially or
noncommercially, provided that this License, the copyright notices, and the license
notice saying this License applies to the Document are reproduced in all copies, and
that you add no other conditions whatsoever to those of this License. You may not use
technical measures to obstruct or control the reading or further copying of the copies
you make or distribute. However, you may accept compensation in exchange for copies.
If you distribute a large enough number of copies you must also follow the conditions
in section 3.

You may also lend copies, under the same conditions stated above, and you may publicly
display copies.

3. COPYING IN QUANTITY

If you publish printed copies (or copies in media that commonly have printed covers) of
the Document, numbering more than 100, and the Document’s license notice requires
Cover Texts, you must enclose the copies in covers that carry, clearly and legibly, all
these Cover Texts: Front-Cover Texts on the front cover, and Back-Cover Texts on
the back cover. Both covers must also clearly and legibly identify you as the publisher
of these copies. The front cover must present the full title with all words of the title
equally prominent and visible. You may add other material on the covers in addition.
Copying with changes limited to the covers, as long as they preserve the title of the
Document and satisfy these conditions, can be treated as verbatim copying in other
respects.

If the required texts for either cover are too voluminous to fit legibly, you should put
the first ones listed (as many as fit reasonably) on the actual cover, and continue the
rest onto adjacent pages.

If you publish or distribute Opaque copies of the Document numbering more than 100,
you must either include a machine-readable Transparent copy along with each Opaque
copy, or state in or with each Opaque copy a computer-network location from which
the general network-using public has access to download using public-standard network
protocols a complete Transparent copy of the Document, free of added material. If
you use the latter option, you must take reasonably prudent steps, when you begin
distribution of Opaque copies in quantity, to ensure that this Transparent copy will
remain thus accessible at the stated location until at least one year after the last time
you distribute an Opaque copy (directly or through your agents or retailers) of that
edition to the public.

It is requested, but not required, that you contact the authors of the Document well
before redistributing any large number of copies, to give them a chance to provide you
with an updated version of the Document.

4. MODIFICATIONS

You may copy and distribute a Modified Version of the Document under the conditions
of sections 2 and 3 above, provided that you release the Modified Version under precisely
this License, with the Modified Version filling the role of the Document, thus licensing
distribution and modification of the Modified Version to whoever possesses a copy of
it. In addition, you must do these things in the Modified Version:

A. Use in the Title Page (and on the covers, if any) a title distinct from that of the
Document, and from those of previous versions (which should, if there were any,
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be listed in the History section of the Document). You may use the same title as
a previous version if the original publisher of that version gives permission.

B. List on the Title Page, as authors, one or more persons or entities responsible for
authorship of the modifications in the Modified Version, together with at least five
of the principal authors of the Document (all of its principal authors, if it has fewer
than five), unless they release you from this requirement.

C. State on the Title page the name of the publisher of the Modified Version, as the
publisher.

D. Preserve all the copyright notices of the Document.

E. Add an appropriate copyright notice for your modifications adjacent to the other
copyright notices.

F. Include, immediately after the copyright notices, a license notice giving the public
permission to use the Modified Version under the terms of this License, in the form
shown in the Addendum below.

G. Preserve in that license notice the full lists of Invariant Sections and required Cover
Texts given in the Document’s license notice.

H. Include an unaltered copy of this License.

I. Preserve the section Entitled “History”, Preserve its Title, and add to it an item
stating at least the title, year, new authors, and publisher of the Modified Version
as given on the Title Page. If there is no section Entitled “History” in the Docu-
ment, create one stating the title, year, authors, and publisher of the Document
as given on its Title Page, then add an item describing the Modified Version as
stated in the previous sentence.

J. Preserve the network location, if any, given in the Document for public access to
a Transparent copy of the Document, and likewise the network locations given in
the Document for previous versions it was based on. These may be placed in the
“History” section. You may omit a network location for a work that was published
at least four years before the Document itself, or if the original publisher of the
version it refers to gives permission.

K. For any section Entitled “Acknowledgements” or “Dedications”, Preserve the Title
of the section, and preserve in the section all the substance and tone of each of the
contributor acknowledgements and/or dedications given therein.

L. Preserve all the Invariant Sections of the Document, unaltered in their text and
in their titles. Section numbers or the equivalent are not considered part of the
section titles.

M. Delete any section Entitled “Endorsements”. Such a section may not be included
in the Modified Version.

N. Do not retitle any existing section to be Entitled “Endorsements” or to conflict in
title with any Invariant Section.

O. Preserve any Warranty Disclaimers.

If the Modified Version includes new front-matter sections or appendices that qualify
as Secondary Sections and contain no material copied from the Document, you may at
your option designate some or all of these sections as invariant. To do this, add their
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titles to the list of Invariant Sections in the Modified Version’s license notice. These
titles must be distinct from any other section titles.

You may add a section Entitled “Endorsements”, provided it contains nothing but
endorsements of your Modified Version by various parties—for example, statements of
peer review or that the text has been approved by an organization as the authoritative
definition of a standard.

You may add a passage of up to five words as a Front-Cover Text, and a passage of up
to 25 words as a Back-Cover Text, to the end of the list of Cover Texts in the Modified
Version. Only one passage of Front-Cover Text and one of Back-Cover Text may be
added by (or through arrangements made by) any one entity. If the Document already
includes a cover text for the same cover, previously added by you or by arrangement
made by the same entity you are acting on behalf of, you may not add another; but
you may replace the old one, on explicit permission from the previous publisher that
added the old one.

The author(s) and publisher(s) of the Document do not by this License give permission
to use their names for publicity for or to assert or imply endorsement of any Modified
Version.

5. COMBINING DOCUMENTS

You may combine the Document with other documents released under this License,
under the terms defined in section 4 above for modified versions, provided that you
include in the combination all of the Invariant Sections of all of the original documents,
unmodified, and list them all as Invariant Sections of your combined work in its license
notice, and that you preserve all their Warranty Disclaimers.

The combined work need only contain one copy of this License, and multiple identical
Invariant Sections may be replaced with a single copy. If there are multiple Invariant
Sections with the same name but different contents, make the title of each such section
unique by adding at the end of it, in parentheses, the name of the original author or
publisher of that section if known, or else a unique number. Make the same adjustment
to the section titles in the list of Invariant Sections in the license notice of the combined
work.

In the combination, you must combine any sections Entitled “History” in the vari-
ous original documents, forming one section Entitled “History”; likewise combine any
sections Entitled “Acknowledgements”, and any sections Entitled “Dedications”. You
must delete all sections Entitled “Endorsements.”

6. COLLECTIONS OF DOCUMENTS

You may make a collection consisting of the Document and other documents released
under this License, and replace the individual copies of this License in the various
documents with a single copy that is included in the collection, provided that you
follow the rules of this License for verbatim copying of each of the documents in all
other respects.

You may extract a single document from such a collection, and distribute it individu-
ally under this License, provided you insert a copy of this License into the extracted
document, and follow this License in all other respects regarding verbatim copying of
that document.
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7. AGGREGATION WITH INDEPENDENT WORKS

A compilation of the Document or its derivatives with other separate and independent
documents or works, in or on a volume of a storage or distribution medium, is called
an “aggregate” if the copyright resulting from the compilation is not used to limit the
legal rights of the compilation’s users beyond what the individual works permit. When
the Document is included in an aggregate, this License does not apply to the other
works in the aggregate which are not themselves derivative works of the Document.

If the Cover Text requirement of section 3 is applicable to these copies of the Document,
then if the Document is less than one half of the entire aggregate, the Document’s Cover
Texts may be placed on covers that bracket the Document within the aggregate, or the
electronic equivalent of covers if the Document is in electronic form. Otherwise they
must appear on printed covers that bracket the whole aggregate.

8. TRANSLATION

Translation is considered a kind of modification, so you may distribute translations
of the Document under the terms of section 4. Replacing Invariant Sections with
translations requires special permission from their copyright holders, but you may
include translations of some or all Invariant Sections in addition to the original versions
of these Invariant Sections. You may include a translation of this License, and all the
license notices in the Document, and any Warranty Disclaimers, provided that you
also include the original English version of this License and the original versions of
those notices and disclaimers. In case of a disagreement between the translation and
the original version of this License or a notice or disclaimer, the original version will
prevail.

If a section in the Document is Entitled “Acknowledgements”, “Dedications”, or “His-
tory”, the requirement (section 4) to Preserve its Title (section 1) will typically require
changing the actual title.

9. TERMINATION

You may not copy, modify, sublicense, or distribute the Document except as expressly
provided under this License. Any attempt otherwise to copy, modify, sublicense, or
distribute it is void, and will automatically terminate your rights under this License.

However, if you cease all violation of this License, then your license from a particular
copyright holder is reinstated (a) provisionally, unless and until the copyright holder
explicitly and finally terminates your license, and (b) permanently, if the copyright
holder fails to notify you of the violation by some reasonable means prior to 60 days
after the cessation.

Moreover, your license from a particular copyright holder is reinstated permanently if
the copyright holder notifies you of the violation by some reasonable means, this is the
first time you have received notice of violation of this License (for any work) from that
copyright holder, and you cure the violation prior to 30 days after your receipt of the
notice.

Termination of your rights under this section does not terminate the licenses of parties
who have received copies or rights from you under this License. If your rights have
been terminated and not permanently reinstated, receipt of a copy of some or all of the
same material does not give you any rights to use it.
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10. FUTURE REVISIONS OF THIS LICENSE

The Free Software Foundation may publish new, revised versions of the GNU Free
Documentation License from time to time. Such new versions will be similar in spirit
to the present version, but may differ in detail to address new problems or concerns.
See https://www.gnu.org/licenses/.

Each version of the License is given a distinguishing version number. If the Document
specifies that a particular numbered version of this License “or any later version”
applies to it, you have the option of following the terms and conditions either of that
specified version or of any later version that has been published (not as a draft) by
the Free Software Foundation. If the Document does not specify a version number of
this License, you may choose any version ever published (not as a draft) by the Free
Software Foundation. If the Document specifies that a proxy can decide which future
versions of this License can be used, that proxy’s public statement of acceptance of a
version permanently authorizes you to choose that version for the Document.

11. RELICENSING

“Massive Multiauthor Collaboration Site” (or “MMC Site”) means any World Wide
Web server that publishes copyrightable works and also provides prominent facilities
for anybody to edit those works. A public wiki that anybody can edit is an example of
such a server. A “Massive Multiauthor Collaboration” (or “MMC”) contained in the
site means any set of copyrightable works thus published on the MMC site.

“CC-BY-SA” means the Creative Commons Attribution-Share Alike 3.0 license pub-
lished by Creative Commons Corporation, a not-for-profit corporation with a principal
place of business in San Francisco, California, as well as future copyleft versions of that
license published by that same organization.

“Incorporate” means to publish or republish a Document, in whole or in part, as part
of another Document.

An MMC is “eligible for relicensing” if it is licensed under this License, and if all works
that were first published under this License somewhere other than this MMC, and
subsequently incorporated in whole or in part into the MMC, (1) had no cover texts
or invariant sections, and (2) were thus incorporated prior to November 1, 2008.

The operator of an MMC Site may republish an MMC contained in the site under
CC-BY-SA on the same site at any time before August 1, 2009, provided the MMC is
eligible for relicensing.
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ADDENDUM: How to use this License for your documents

To use this License in a document you have written, include a copy of the License in the
document and put the following copyright and license notices just after the title page:

Copyright (C) year your name.

Permission is granted to copy, distribute and/or modify this document

under the terms of the GNU Free Documentation License, Version 1.3

or any later version published by the Free Software Foundation;

with no Invariant Sections, no Front-Cover Texts, and no Back-Cover

Texts. A copy of the license is included in the section entitled ``GNU

Free Documentation License''.

If you have Invariant Sections, Front-Cover Texts and Back-Cover Texts, replace the
“with. . .Texts.” line with this:

with the Invariant Sections being list their titles, with

the Front-Cover Texts being list, and with the Back-Cover Texts

being list.

If you have Invariant Sections without Cover Texts, or some other combination of the
three, merge those two alternatives to suit the situation.

If your document contains nontrivial examples of program code, we recommend releasing
these examples in parallel under your choice of free software license, such as the GNU
General Public License, to permit their use in free software.
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Appendix C GNU General Public License

Version 3, 29 June 2007

Copyright c© 2007 Free Software Foundation, Inc. https://fsf.org/

Everyone is permitted to copy and distribute verbatim copies of this
license document, but changing it is not allowed.

Preamble

The GNU General Public License is a free, copyleft license for software and other kinds of
works.

The licenses for most software and other practical works are designed to take away your
freedom to share and change the works. By contrast, the GNU General Public License is
intended to guarantee your freedom to share and change all versions of a program—to make
sure it remains free software for all its users. We, the Free Software Foundation, use the
GNU General Public License for most of our software; it applies also to any other work
released this way by its authors. You can apply it to your programs, too.

When we speak of free software, we are referring to freedom, not price. Our General
Public Licenses are designed to make sure that you have the freedom to distribute copies
of free software (and charge for them if you wish), that you receive source code or can get
it if you want it, that you can change the software or use pieces of it in new free programs,
and that you know you can do these things.

To protect your rights, we need to prevent others from denying you these rights or asking
you to surrender the rights. Therefore, you have certain responsibilities if you distribute
copies of the software, or if you modify it: responsibilities to respect the freedom of others.

For example, if you distribute copies of such a program, whether gratis or for a fee, you
must pass on to the recipients the same freedoms that you received. You must make sure
that they, too, receive or can get the source code. And you must show them these terms so
they know their rights.

Developers that use the GNU GPL protect your rights with two steps: (1) assert copy-
right on the software, and (2) offer you this License giving you legal permission to copy,
distribute and/or modify it.

For the developers’ and authors’ protection, the GPL clearly explains that there is no
warranty for this free software. For both users’ and authors’ sake, the GPL requires that
modified versions be marked as changed, so that their problems will not be attributed
erroneously to authors of previous versions.

Some devices are designed to deny users access to install or run modified versions of the
software inside them, although the manufacturer can do so. This is fundamentally incom-
patible with the aim of protecting users’ freedom to change the software. The systematic
pattern of such abuse occurs in the area of products for individuals to use, which is pre-
cisely where it is most unacceptable. Therefore, we have designed this version of the GPL
to prohibit the practice for those products. If such problems arise substantially in other
domains, we stand ready to extend this provision to those domains in future versions of the
GPL, as needed to protect the freedom of users.
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Finally, every program is threatened constantly by software patents. States should not
allow patents to restrict development and use of software on general-purpose computers, but
in those that do, we wish to avoid the special danger that patents applied to a free program
could make it effectively proprietary. To prevent this, the GPL assures that patents cannot
be used to render the program non-free.

The precise terms and conditions for copying, distribution and modification follow.

TERMS AND CONDITIONS

0. Definitions.

“This License” refers to version 3 of the GNU General Public License.

“Copyright” also means copyright-like laws that apply to other kinds of works, such as
semiconductor masks.

“The Program” refers to any copyrightable work licensed under this License. Each
licensee is addressed as “you”. “Licensees” and “recipients” may be individuals or
organizations.

To “modify” a work means to copy from or adapt all or part of the work in a fashion
requiring copyright permission, other than the making of an exact copy. The resulting
work is called a “modified version” of the earlier work or a work “based on” the earlier
work.

A “covered work” means either the unmodified Program or a work based on the Pro-
gram.

To “propagate” a work means to do anything with it that, without permission, would
make you directly or secondarily liable for infringement under applicable copyright law,
except executing it on a computer or modifying a private copy. Propagation includes
copying, distribution (with or without modification), making available to the public,
and in some countries other activities as well.

To “convey” a work means any kind of propagation that enables other parties to make
or receive copies. Mere interaction with a user through a computer network, with no
transfer of a copy, is not conveying.

An interactive user interface displays “Appropriate Legal Notices” to the extent that it
includes a convenient and prominently visible feature that (1) displays an appropriate
copyright notice, and (2) tells the user that there is no warranty for the work (except
to the extent that warranties are provided), that licensees may convey the work under
this License, and how to view a copy of this License. If the interface presents a list
of user commands or options, such as a menu, a prominent item in the list meets this
criterion.

1. Source Code.

The “source code” for a work means the preferred form of the work for making modi-
fications to it. “Object code” means any non-source form of a work.

A “Standard Interface” means an interface that either is an official standard defined
by a recognized standards body, or, in the case of interfaces specified for a particular
programming language, one that is widely used among developers working in that
language.
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The “System Libraries” of an executable work include anything, other than the work as
a whole, that (a) is included in the normal form of packaging a Major Component, but
which is not part of that Major Component, and (b) serves only to enable use of the
work with that Major Component, or to implement a Standard Interface for which an
implementation is available to the public in source code form. A “Major Component”,
in this context, means a major essential component (kernel, window system, and so
on) of the specific operating system (if any) on which the executable work runs, or a
compiler used to produce the work, or an object code interpreter used to run it.

The “Corresponding Source” for a work in object code form means all the source code
needed to generate, install, and (for an executable work) run the object code and to
modify the work, including scripts to control those activities. However, it does not
include the work’s System Libraries, or general-purpose tools or generally available
free programs which are used unmodified in performing those activities but which are
not part of the work. For example, Corresponding Source includes interface definition
files associated with source files for the work, and the source code for shared libraries
and dynamically linked subprograms that the work is specifically designed to require,
such as by intimate data communication or control flow between those subprograms
and other parts of the work.

The Corresponding Source need not include anything that users can regenerate auto-
matically from other parts of the Corresponding Source.

The Corresponding Source for a work in source code form is that same work.

2. Basic Permissions.

All rights granted under this License are granted for the term of copyright on the
Program, and are irrevocable provided the stated conditions are met. This License ex-
plicitly affirms your unlimited permission to run the unmodified Program. The output
from running a covered work is covered by this License only if the output, given its
content, constitutes a covered work. This License acknowledges your rights of fair use
or other equivalent, as provided by copyright law.

You may make, run and propagate covered works that you do not convey, without
conditions so long as your license otherwise remains in force. You may convey covered
works to others for the sole purpose of having them make modifications exclusively
for you, or provide you with facilities for running those works, provided that you
comply with the terms of this License in conveying all material for which you do not
control copyright. Those thus making or running the covered works for you must do
so exclusively on your behalf, under your direction and control, on terms that prohibit
them from making any copies of your copyrighted material outside their relationship
with you.

Conveying under any other circumstances is permitted solely under the conditions
stated below. Sublicensing is not allowed; section 10 makes it unnecessary.

3. Protecting Users’ Legal Rights From Anti-Circumvention Law.

No covered work shall be deemed part of an effective technological measure under
any applicable law fulfilling obligations under article 11 of the WIPO copyright treaty
adopted on 20 December 1996, or similar laws prohibiting or restricting circumvention
of such measures.
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When you convey a covered work, you waive any legal power to forbid circumvention of
technological measures to the extent such circumvention is effected by exercising rights
under this License with respect to the covered work, and you disclaim any intention
to limit operation or modification of the work as a means of enforcing, against the
work’s users, your or third parties’ legal rights to forbid circumvention of technological
measures.

4. Conveying Verbatim Copies.

You may convey verbatim copies of the Program’s source code as you receive it, in any
medium, provided that you conspicuously and appropriately publish on each copy an
appropriate copyright notice; keep intact all notices stating that this License and any
non-permissive terms added in accord with section 7 apply to the code; keep intact all
notices of the absence of any warranty; and give all recipients a copy of this License
along with the Program.

You may charge any price or no price for each copy that you convey, and you may offer
support or warranty protection for a fee.

5. Conveying Modified Source Versions.

You may convey a work based on the Program, or the modifications to produce it from
the Program, in the form of source code under the terms of section 4, provided that
you also meet all of these conditions:

a. The work must carry prominent notices stating that you modified it, and giving a
relevant date.

b. The work must carry prominent notices stating that it is released under this Li-
cense and any conditions added under section 7. This requirement modifies the
requirement in section 4 to “keep intact all notices”.

c. You must license the entire work, as a whole, under this License to anyone who
comes into possession of a copy. This License will therefore apply, along with any
applicable section 7 additional terms, to the whole of the work, and all its parts,
regardless of how they are packaged. This License gives no permission to license
the work in any other way, but it does not invalidate such permission if you have
separately received it.

d. If the work has interactive user interfaces, each must display Appropriate Legal
Notices; however, if the Program has interactive interfaces that do not display
Appropriate Legal Notices, your work need not make them do so.

A compilation of a covered work with other separate and independent works, which
are not by their nature extensions of the covered work, and which are not combined
with it such as to form a larger program, in or on a volume of a storage or distribution
medium, is called an “aggregate” if the compilation and its resulting copyright are
not used to limit the access or legal rights of the compilation’s users beyond what the
individual works permit. Inclusion of a covered work in an aggregate does not cause
this License to apply to the other parts of the aggregate.

6. Conveying Non-Source Forms.

You may convey a covered work in object code form under the terms of sections 4 and
5, provided that you also convey the machine-readable Corresponding Source under
the terms of this License, in one of these ways:



Appendix C: GNU General Public License 1157

a. Convey the object code in, or embodied in, a physical product (including a phys-
ical distribution medium), accompanied by the Corresponding Source fixed on a
durable physical medium customarily used for software interchange.

b. Convey the object code in, or embodied in, a physical product (including a physi-
cal distribution medium), accompanied by a written offer, valid for at least three
years and valid for as long as you offer spare parts or customer support for that
product model, to give anyone who possesses the object code either (1) a copy of
the Corresponding Source for all the software in the product that is covered by this
License, on a durable physical medium customarily used for software interchange,
for a price no more than your reasonable cost of physically performing this con-
veying of source, or (2) access to copy the Corresponding Source from a network
server at no charge.

c. Convey individual copies of the object code with a copy of the written offer to
provide the Corresponding Source. This alternative is allowed only occasionally
and noncommercially, and only if you received the object code with such an offer,
in accord with subsection 6b.

d. Convey the object code by offering access from a designated place (gratis or for
a charge), and offer equivalent access to the Corresponding Source in the same
way through the same place at no further charge. You need not require recipients
to copy the Corresponding Source along with the object code. If the place to
copy the object code is a network server, the Corresponding Source may be on
a different server (operated by you or a third party) that supports equivalent
copying facilities, provided you maintain clear directions next to the object code
saying where to find the Corresponding Source. Regardless of what server hosts
the Corresponding Source, you remain obligated to ensure that it is available for
as long as needed to satisfy these requirements.

e. Convey the object code using peer-to-peer transmission, provided you inform other
peers where the object code and Corresponding Source of the work are being offered
to the general public at no charge under subsection 6d.

A separable portion of the object code, whose source code is excluded from the Cor-
responding Source as a System Library, need not be included in conveying the object
code work.

A “User Product” is either (1) a “consumer product”, which means any tangible per-
sonal property which is normally used for personal, family, or household purposes, or
(2) anything designed or sold for incorporation into a dwelling. In determining whether
a product is a consumer product, doubtful cases shall be resolved in favor of coverage.
For a particular product received by a particular user, “normally used” refers to a
typical or common use of that class of product, regardless of the status of the par-
ticular user or of the way in which the particular user actually uses, or expects or is
expected to use, the product. A product is a consumer product regardless of whether
the product has substantial commercial, industrial or non-consumer uses, unless such
uses represent the only significant mode of use of the product.

“Installation Information” for a User Product means any methods, procedures, autho-
rization keys, or other information required to install and execute modified versions of a
covered work in that User Product from a modified version of its Corresponding Source.
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The information must suffice to ensure that the continued functioning of the modified
object code is in no case prevented or interfered with solely because modification has
been made.

If you convey an object code work under this section in, or with, or specifically for
use in, a User Product, and the conveying occurs as part of a transaction in which
the right of possession and use of the User Product is transferred to the recipient in
perpetuity or for a fixed term (regardless of how the transaction is characterized),
the Corresponding Source conveyed under this section must be accompanied by the
Installation Information. But this requirement does not apply if neither you nor any
third party retains the ability to install modified object code on the User Product (for
example, the work has been installed in ROM).

The requirement to provide Installation Information does not include a requirement
to continue to provide support service, warranty, or updates for a work that has been
modified or installed by the recipient, or for the User Product in which it has been
modified or installed. Access to a network may be denied when the modification itself
materially and adversely affects the operation of the network or violates the rules and
protocols for communication across the network.

Corresponding Source conveyed, and Installation Information provided, in accord with
this section must be in a format that is publicly documented (and with an implementa-
tion available to the public in source code form), and must require no special password
or key for unpacking, reading or copying.

7. Additional Terms.

“Additional permissions” are terms that supplement the terms of this License by mak-
ing exceptions from one or more of its conditions. Additional permissions that are
applicable to the entire Program shall be treated as though they were included in this
License, to the extent that they are valid under applicable law. If additional permis-
sions apply only to part of the Program, that part may be used separately under those
permissions, but the entire Program remains governed by this License without regard
to the additional permissions.

When you convey a copy of a covered work, you may at your option remove any
additional permissions from that copy, or from any part of it. (Additional permissions
may be written to require their own removal in certain cases when you modify the
work.) You may place additional permissions on material, added by you to a covered
work, for which you have or can give appropriate copyright permission.

Notwithstanding any other provision of this License, for material you add to a covered
work, you may (if authorized by the copyright holders of that material) supplement
the terms of this License with terms:

a. Disclaiming warranty or limiting liability differently from the terms of sections 15
and 16 of this License; or

b. Requiring preservation of specified reasonable legal notices or author attributions
in that material or in the Appropriate Legal Notices displayed by works containing
it; or

c. Prohibiting misrepresentation of the origin of that material, or requiring that mod-
ified versions of such material be marked in reasonable ways as different from the
original version; or
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d. Limiting the use for publicity purposes of names of licensors or authors of the
material; or

e. Declining to grant rights under trademark law for use of some trade names, trade-
marks, or service marks; or

f. Requiring indemnification of licensors and authors of that material by anyone who
conveys the material (or modified versions of it) with contractual assumptions
of liability to the recipient, for any liability that these contractual assumptions
directly impose on those licensors and authors.

All other non-permissive additional terms are considered “further restrictions” within
the meaning of section 10. If the Program as you received it, or any part of it, con-
tains a notice stating that it is governed by this License along with a term that is a
further restriction, you may remove that term. If a license document contains a further
restriction but permits relicensing or conveying under this License, you may add to a
covered work material governed by the terms of that license document, provided that
the further restriction does not survive such relicensing or conveying.

If you add terms to a covered work in accord with this section, you must place, in the
relevant source files, a statement of the additional terms that apply to those files, or a
notice indicating where to find the applicable terms.

Additional terms, permissive or non-permissive, may be stated in the form of a sep-
arately written license, or stated as exceptions; the above requirements apply either
way.

8. Termination.

You may not propagate or modify a covered work except as expressly provided un-
der this License. Any attempt otherwise to propagate or modify it is void, and will
automatically terminate your rights under this License (including any patent licenses
granted under the third paragraph of section 11).

However, if you cease all violation of this License, then your license from a particular
copyright holder is reinstated (a) provisionally, unless and until the copyright holder
explicitly and finally terminates your license, and (b) permanently, if the copyright
holder fails to notify you of the violation by some reasonable means prior to 60 days
after the cessation.

Moreover, your license from a particular copyright holder is reinstated permanently if
the copyright holder notifies you of the violation by some reasonable means, this is the
first time you have received notice of violation of this License (for any work) from that
copyright holder, and you cure the violation prior to 30 days after your receipt of the
notice.

Termination of your rights under this section does not terminate the licenses of parties
who have received copies or rights from you under this License. If your rights have
been terminated and not permanently reinstated, you do not qualify to receive new
licenses for the same material under section 10.

9. Acceptance Not Required for Having Copies.

You are not required to accept this License in order to receive or run a copy of the
Program. Ancillary propagation of a covered work occurring solely as a consequence of
using peer-to-peer transmission to receive a copy likewise does not require acceptance.
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However, nothing other than this License grants you permission to propagate or modify
any covered work. These actions infringe copyright if you do not accept this License.
Therefore, by modifying or propagating a covered work, you indicate your acceptance
of this License to do so.

10. Automatic Licensing of Downstream Recipients.

Each time you convey a covered work, the recipient automatically receives a license
from the original licensors, to run, modify and propagate that work, subject to this
License. You are not responsible for enforcing compliance by third parties with this
License.

An “entity transaction” is a transaction transferring control of an organization, or
substantially all assets of one, or subdividing an organization, or merging organizations.
If propagation of a covered work results from an entity transaction, each party to that
transaction who receives a copy of the work also receives whatever licenses to the work
the party’s predecessor in interest had or could give under the previous paragraph, plus
a right to possession of the Corresponding Source of the work from the predecessor in
interest, if the predecessor has it or can get it with reasonable efforts.

You may not impose any further restrictions on the exercise of the rights granted or
affirmed under this License. For example, you may not impose a license fee, royalty, or
other charge for exercise of rights granted under this License, and you may not initiate
litigation (including a cross-claim or counterclaim in a lawsuit) alleging that any patent
claim is infringed by making, using, selling, offering for sale, or importing the Program
or any portion of it.

11. Patents.

A “contributor” is a copyright holder who authorizes use under this License of the
Program or a work on which the Program is based. The work thus licensed is called
the contributor’s “contributor version”.

A contributor’s “essential patent claims” are all patent claims owned or controlled by
the contributor, whether already acquired or hereafter acquired, that would be infringed
by some manner, permitted by this License, of making, using, or selling its contributor
version, but do not include claims that would be infringed only as a consequence of
further modification of the contributor version. For purposes of this definition, “con-
trol” includes the right to grant patent sublicenses in a manner consistent with the
requirements of this License.

Each contributor grants you a non-exclusive, worldwide, royalty-free patent license
under the contributor’s essential patent claims, to make, use, sell, offer for sale, import
and otherwise run, modify and propagate the contents of its contributor version.

In the following three paragraphs, a “patent license” is any express agreement or com-
mitment, however denominated, not to enforce a patent (such as an express permission
to practice a patent or covenant not to sue for patent infringement). To “grant” such
a patent license to a party means to make such an agreement or commitment not to
enforce a patent against the party.

If you convey a covered work, knowingly relying on a patent license, and the Corre-
sponding Source of the work is not available for anyone to copy, free of charge and under
the terms of this License, through a publicly available network server or other readily
accessible means, then you must either (1) cause the Corresponding Source to be so
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available, or (2) arrange to deprive yourself of the benefit of the patent license for this
particular work, or (3) arrange, in a manner consistent with the requirements of this
License, to extend the patent license to downstream recipients. “Knowingly relying”
means you have actual knowledge that, but for the patent license, your conveying the
covered work in a country, or your recipient’s use of the covered work in a country,
would infringe one or more identifiable patents in that country that you have reason
to believe are valid.

If, pursuant to or in connection with a single transaction or arrangement, you convey,
or propagate by procuring conveyance of, a covered work, and grant a patent license
to some of the parties receiving the covered work authorizing them to use, propagate,
modify or convey a specific copy of the covered work, then the patent license you grant
is automatically extended to all recipients of the covered work and works based on it.

A patent license is “discriminatory” if it does not include within the scope of its cover-
age, prohibits the exercise of, or is conditioned on the non-exercise of one or more of the
rights that are specifically granted under this License. You may not convey a covered
work if you are a party to an arrangement with a third party that is in the business of
distributing software, under which you make payment to the third party based on the
extent of your activity of conveying the work, and under which the third party grants,
to any of the parties who would receive the covered work from you, a discriminatory
patent license (a) in connection with copies of the covered work conveyed by you (or
copies made from those copies), or (b) primarily for and in connection with specific
products or compilations that contain the covered work, unless you entered into that
arrangement, or that patent license was granted, prior to 28 March 2007.

Nothing in this License shall be construed as excluding or limiting any implied license or
other defenses to infringement that may otherwise be available to you under applicable
patent law.

12. No Surrender of Others’ Freedom.

If conditions are imposed on you (whether by court order, agreement or otherwise) that
contradict the conditions of this License, they do not excuse you from the conditions
of this License. If you cannot convey a covered work so as to satisfy simultaneously
your obligations under this License and any other pertinent obligations, then as a
consequence you may not convey it at all. For example, if you agree to terms that
obligate you to collect a royalty for further conveying from those to whom you convey
the Program, the only way you could satisfy both those terms and this License would
be to refrain entirely from conveying the Program.

13. Use with the GNU Affero General Public License.

Notwithstanding any other provision of this License, you have permission to link or
combine any covered work with a work licensed under version 3 of the GNU Affero
General Public License into a single combined work, and to convey the resulting work.
The terms of this License will continue to apply to the part which is the covered work,
but the special requirements of the GNU Affero General Public License, section 13,
concerning interaction through a network will apply to the combination as such.

14. Revised Versions of this License.
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The Free Software Foundation may publish revised and/or new versions of the GNU
General Public License from time to time. Such new versions will be similar in spirit
to the present version, but may differ in detail to address new problems or concerns.

Each version is given a distinguishing version number. If the Program specifies that
a certain numbered version of the GNU General Public License “or any later version”
applies to it, you have the option of following the terms and conditions either of that
numbered version or of any later version published by the Free Software Foundation.
If the Program does not specify a version number of the GNU General Public License,
you may choose any version ever published by the Free Software Foundation.

If the Program specifies that a proxy can decide which future versions of the GNU
General Public License can be used, that proxy’s public statement of acceptance of a
version permanently authorizes you to choose that version for the Program.

Later license versions may give you additional or different permissions. However, no
additional obligations are imposed on any author or copyright holder as a result of your
choosing to follow a later version.

15. Disclaimer of Warranty.

THERE IS NO WARRANTY FOR THE PROGRAM, TO THE EXTENT PER-
MITTED BY APPLICABLE LAW. EXCEPT WHEN OTHERWISE STATED IN
WRITING THE COPYRIGHT HOLDERS AND/OR OTHER PARTIES PROVIDE
THE PROGRAM “AS IS” WITHOUT WARRANTY OF ANY KIND, EITHER EX-
PRESSED OR IMPLIED, INCLUDING, BUT NOT LIMITED TO, THE IMPLIED
WARRANTIES OF MERCHANTABILITY AND FITNESS FOR A PARTICULAR
PURPOSE. THE ENTIRE RISK AS TO THE QUALITY AND PERFORMANCE
OF THE PROGRAM IS WITH YOU. SHOULD THE PROGRAM PROVE DEFEC-
TIVE, YOU ASSUME THE COST OF ALL NECESSARY SERVICING, REPAIR OR
CORRECTION.

16. Limitation of Liability.

IN NO EVENT UNLESS REQUIRED BY APPLICABLE LAW OR AGREED TO IN
WRITING WILL ANY COPYRIGHT HOLDER, OR ANY OTHER PARTY WHO
MODIFIES AND/OR CONVEYS THE PROGRAM AS PERMITTED ABOVE, BE
LIABLE TO YOU FOR DAMAGES, INCLUDING ANY GENERAL, SPECIAL, IN-
CIDENTAL OR CONSEQUENTIAL DAMAGES ARISING OUT OF THE USE OR
INABILITY TO USE THE PROGRAM (INCLUDING BUT NOT LIMITED TO
LOSS OF DATA OR DATA BEING RENDERED INACCURATE OR LOSSES SUS-
TAINED BY YOU OR THIRD PARTIES OR A FAILURE OF THE PROGRAM
TO OPERATE WITH ANY OTHER PROGRAMS), EVEN IF SUCH HOLDER OR
OTHER PARTY HAS BEEN ADVISED OF THE POSSIBILITY OF SUCH DAM-
AGES.

17. Interpretation of Sections 15 and 16.

If the disclaimer of warranty and limitation of liability provided above cannot be given
local legal effect according to their terms, reviewing courts shall apply local law that
most closely approximates an absolute waiver of all civil liability in connection with
the Program, unless a warranty or assumption of liability accompanies a copy of the
Program in return for a fee.
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END OF TERMS AND CONDITIONS

How to Apply These Terms to Your New Programs

If you develop a new program, and you want it to be of the greatest possible use to the public,
the best way to achieve this is to make it free software which everyone can redistribute and
change under these terms.

To do so, attach the following notices to the program. It is safest to attach them to the
start of each source file to most effectively state the exclusion of warranty; and each file
should have at least the “copyright” line and a pointer to where the full notice is found.

one line to give the program's name and a brief idea of what it does.

Copyright (C) year name of author

This program is free software: you can redistribute it and/or modify

it under the terms of the GNU General Public License as published by

the Free Software Foundation, either version 3 of the License, or (at

your option) any later version.

This program is distributed in the hope that it will be useful, but

WITHOUT ANY WARRANTY; without even the implied warranty of

MERCHANTABILITY or FITNESS FOR A PARTICULAR PURPOSE. See the GNU

General Public License for more details.

You should have received a copy of the GNU General Public License

along with this program. If not, see https://www.gnu.org/licenses/.

Also add information on how to contact you by electronic and paper mail.

If the program does terminal interaction, make it output a short notice like this when it
starts in an interactive mode:

program Copyright (C) year name of author

This program comes with ABSOLUTELY NO WARRANTY; for details type ‘show w’.

This is free software, and you are welcome to redistribute it

under certain conditions; type ‘show c’ for details.

The hypothetical commands ‘show w’ and ‘show c’ should show the appropriate parts of
the General Public License. Of course, your program’s commands might be different; for a
GUI interface, you would use an “about box”.

You should also get your employer (if you work as a programmer) or school, if any, to
sign a “copyright disclaimer” for the program, if necessary. For more information on this,
and how to apply and follow the GNU GPL, see https://www.gnu.org/licenses/.

The GNU General Public License does not permit incorporating your program into
proprietary programs. If your program is a subroutine library, you may consider it more
useful to permit linking proprietary applications with the library. If this is what you want
to do, use the GNU Lesser General Public License instead of this License. But first, please
read https://www.gnu.org/licenses/why-not-lgpl.html.
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Appendix D ヒントと規約

このチャプターででは Emacs Lispの追加機能については説明しません。かわりに以前のチャプター
で説明した機能を効果的に使う方法、および Emacs Lispプログラマーがしたがうべき慣習を説明し
ます。

以降で説明する慣習のいくつかは Lispファイルの visit時にコマンド M-x checkdoc RETを実行
することにより自動的にチェックできます。これはすべての慣習はチェックできませんし、与えられた
警告すべてが必ずしも問題に対応する訳ではありませんが、それらすべてを検証することには価値が
あります。カレントバッファーの慣習をチェックするにはコマンド M-x checkdoc-current-buffer

RET、(たとえば M-x compile RETで実行するコマンドとともに)batchモードでファイルをチェック
したければ checkdoc-fileをかわりに使用してください。

D.1 Emacs Lispコーディング規約

以下は幅広いユーザーを意図した Emacs Lispコードを記述する際にしたがうべき慣習です:

• 単なるパッケージのロードが Emacsの編集の挙動を変更するべききではない。コマンド、その
機能を有効や無効にするコマンド、その呼び出しが含まれる。

この慣習はカスタム定義を含むすべてのファイルに必須である。そのようなファイルを慣習にし
たがうために修正するのが非互換の変更を要するなら、構うことはないから非互換の修正を行う
こと。先送りにしてはならない。

• 他のLispプログラムと区別するための短い単語を選択すること。あなたのプログラム内のグロー
バルなシンボルすべて、すなわち変数、定数、関数の名前はその選択したプレフィクスで始まる
こと。そのプレフィクスと名前の残りの部分はハイフン ‘-’で区切る。Emacs Lisp内のすべて
のグローバル変数は同じネームスペース、関数はすべて別のネームスペースを共有するので、こ
れの実践は名前の競合を回避する 1。他のパッケージから使用されることを意図しない場合には
プレフィクス名前を 2つのハイフンで区切ること。

ユーザーの使用を意図したコマンド名では、何らかの単語がそのパッケージ名のプレフィクスの
前にあると便利なことがある。たとえばわたしちの慣習ではオブジェクトをリストするコマンド
の名前なら ‘list-something’、すなわち ‘frob’と呼ばれるパッケージのグローバルシンボル
が ‘frob-’で始まれば ‘list-frobs’というコマンドをもつかもしれない。さらに関数や変数等
を定義する構文が ‘defun’や ‘defvar’で始まればより良く機能するので、名前内でそれらの後に
名前プレフィクスを置くこと。

この勧告は copy-listのような Emacs Lisp内のプリミティブではなく、伝統的な Lispプリ
ミティブにさえ適用される。信じようと信じまいと copy-listを定義する尤もらしい方法は複
数あるのだ。安全第一である。かわりに foo-copy-listや mylib-copy-listのような名前を
生成するために、あなたの名前プレフィクスを追加しよう。

twiddle-filesのような特定の名前で Emacs に追加されるべきだと考えている関数を記
述する場合には、プログラム内でそれを名前で呼び出さないこと。プログラム内ではそれを
mylib-twiddle-filesで呼び出して、わたしたちがそれを Emacs に追加するため提案メー
ルを、‘bug-gnu-emacs@gnu.org’に送信すること。もし追加することになったときに、わた
したちは十分容易にその名前を変更できるだろう。

1つのプレフィクスで十分でなければ、それらに意味があるかぎり、あなたのパッケージは 2つ
か 3つの一般的なプレフィクス候補を使用できる。

1 Common Lispスタイルのパッケージシステムの恩恵はコストを上回るとは考えられない。



Appendix D: ヒントと規約 1165

• 新しいコードでは lexical-bindingを有効にすること、まだ有効にされていない既存のEmacs
Lispコードではlexical-bindingを有効にするよう変換することを推奨する。Section 12.10.4
[Using Lexical Binding], page 190を参照のこと。

• 個々のLispファイルすべての終端に provide呼出を配置すること。Section 16.7 [Named Fea-
tures], page 280を参照のこと。

• 事前に他の特定の Lispプログラムのロードを要するファイルはファイル先頭のコメントでその
ように告げるべきである。また、それらが確実にロードされるように requireを使用すること。
Section 16.7 [Named Features], page 280を参照のこと。

• ファイル fooが別のファイル bar内で定義されたマクロを使用するが、bar内の他の関数や変数
を何も使用しない場合には fooに以下の式を含めること:

(eval-when-compile (require 'bar))

これは fooのバイトコンパイル直前に barをロードするよう Emacsに告げるので、そのマクロ
はコンパイル中は利用可能になる。eval-when-compileの使用によりコンパイル済みバージョ
ンの fooが中古なら barのロードを避けられる。これはファイル内の最初のマクロ呼び出しの前
に呼び出すこと。Section 14.3 [Compiling Macros], page 245を参照のこと。

• 実行時に本当に必要でなければ、追加ライブラリーのロードを避けること。あなたのファイルが
単に他のいくつかのライブラリーなしでは機能しないなら、トップレベルでそのライブラリーを
単に requireしてこれを行うこと。しかしあなたのファイルがいくつかの独立した機能を含み、
それらの 1つか 2つだけが余分なライブラリーを要するなら、トップレベルではなく関連する関
数内部への requireの配置を考慮すること。または必要時に余分のライブラリーをロードする
ために autoloadステートメントを使用すること。この方法ではあなたのファイルの該当部分を
使用しない人は、余分なライブラリーをロードする必要がなくなる。

• Common Lisp拡張が必要なら古い clライブラリーではなく、cl-libライブラリーを使うこと。
後者の clライブラリーはクリーンなネームスペースを使用しない (定義がプレフィックス ‘cl-’
で始まらない)。実行時に clをロードするパッケージは、そのパッケージを使用しないユーザー
に名前衝突を引き起こさせるかもしれない。

(eval-when-compile (require 'cl))でコンパイル時に clを使用するのは問題ない。コン
パイラーはバイトコードを生成する前にマクロを展開するので cl内のマクロを使用するには十
分である。ただしこの場合においても現代的な cl-libを使用するほうが良い。

• メジャーモードを定義する際にはメジャーモードの慣習にしたがってほしい。Section 23.2.1
[Major Mode Conventions], page 465を参照のこと。

• マイナーモードを定義する際にはマイナーモードの慣習にしたがってほしい。Section 23.3.1
[Minor Mode Conventions], page 481を参照のこと。

• ある関数の目的が特定の条件の真偽を告げることであるなら、(述語である “predicate”を意味
する) ‘p’で終わる名前を与えること。その名前が 1単語なら単に ‘p’、複数単語なら ‘-p’を追加
する。例は framepや frame-live-p。変数が述語関数でないなら、この-pサフィックスの使用
を避けるよう推奨する。かわりに-flagサフィックスや is-fooのような名前を使用すること。

• ある変数の目的が単一の関数の格納にあるなら、‘-function’で終わる名前を与えること。ある
変数の目的が関数のリストの格納にあるなら (たとえばその変数がフックなら)、フックの命名規
約にしたがってほしい。Section 23.1 [Hooks], page 462を参照のこと。

• そのファイルをロードすることによりフックに関数が追加されるなら、feature-unload-

functionという関数を定義すること。ここで featureはパッケージが提供する機能の名前
であり、そのような変更をアンドゥするためのフックにする。そのファイルのアンロードに
unload-featureを使用することにより、この関数が実行されるようになる。Section 16.9
[Unloading], page 283を参照のこと。
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• Emacsのプリミティブにエイリアスを定義するのは悪いアイデアである。かわりに通常は標準
の名前を使用すること。エイリアスが有用になるかもしれないケースは後方互換性や可搬性を向
上させる場合である。

• パッケージで別のバージョンの Emacsにたいする互換性のためにエイリアスや新たな関数の定
義が必要なら、別のバージョンにあるそのままの名前ではなくパッケージのプレフィクスを名前
に付加すること。以下はそのような互換性問題を多く提供するGnusでの例。

(defalias 'gnus-point-at-bol

(if (fboundp 'point-at-bol)

'point-at-bol

'line-beginning-position))

• Emacsのプリミティブの再定義や adviseは悪いアイデアである。これは特定のプログラムには
正しいことを行うが結果として他のプロラムが破壊されるかもしれない。

• 同様にある Lispパッケージで別の Lispパッケージ内の関数に adviseするのも悪いアイデアで
ある。

• ライブラリやパッケージでの eval-after-loadと with-eval-after-loadの使用を避ける
こと (Section 16.10 [Hooks for Loading], page 284を参照)。この機能は個人的なカスタマ
イズを意図している。Lispプログラム内でこれを使用すると別の Lisp内ではそれが見えず、そ
の挙動を変更するために不明瞭になる。これは別のパッケージ内の関数への adviseと同様にデ
バッグの障害になる。

• Emacsの標準的な関数やライブラリープログラムの何かをファイルが置換するなら、そのファ
イル冒頭の主要コメントでどの関数が置換されるか、置換によりオリジナルと挙動がどのように
異なるかを告げること。

• 関数や変数を定義するコンストラクターは関数ではなくマクロにして名前は ‘define-’で始まる
こと。そのマクロは定義される名前を 1つ目の引数で受け取ること。これは自動的に定義を探す
種々のツールの助けとなる。マクロ自身の中でその名前を構築するのは、それらのツールを混乱
させるので避けること。

• 別のいくつかのシステムでは ‘*’が先頭や終端にある変数名を選択する慣習がある。Emacs Lisp
ではその慣習を使用しないので、あなたのプログラム内でそれを使用しないでほしい (Emacsで
は特別な目的をもつバッファーだけにそのような名前を使用する)。すべてのライブラリーが同じ
慣習を使用するなら人は Emacsがより整合性があることを見い出すだろう。

• Emacs LispソースファイルのデフォルトのファイルコーディングシステムはUTFである (Sec-
tion 33.1 [Text Representations], page 854を参照)。あなたのプログラムが UTF-8以外の
文字を含むような稀なケースでは、ソースファイル内の ‘-*-’行かローカル変数リスト内で適切
なコーディングシステムを指定すること。Section “Local Variables in Files” in The GNU
Emacs Manualを参照のこと。

• デフォルトのインデントパラメーターでファイルをインデントすること。
• 自分で行に閉カッコを配置するのを習慣としてはならない。Lispプログラマーはこれに当惑させ
られる。

• コピーを配布する場合は著作権表示と複製許可表示を配置してほしい。Section D.8 [Library
Headers], page 1174を参照のこと。

D.2 キーバインディング規約

• Dired、Info、Compilation、Occurなどの多くのメジャーモードではハイパーリンクを含む読み
取り専用テキストを処理するようデザインされている。そのようなメジャーモードはリンクをフォ
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ローするように mouse-2と RETを再定義すること。そのリンクが mouse-1-click-follows-

linkにしたがうように follow-link条件もセットアップすること。Section 32.19.8 [Clickable
Text], page 829を参照のこと。そのようなクリック可能リンクを実装する簡便な手法について
は Section 39.19 [Buttons], page 1070を参照のこと。

• Lispプログラム内のキーとして C-c letterを定義してはならない。C-cとアルファベット (大
文字と小文字の両方)からなるシーケンスはユーザー用に予約済みである。これらはユーザー用
として唯一予約されたシーケンスなので阻害してはならない。

すべてのメジャーモードがこの慣習を尊重するよう変更するには多大な作業を要する。この慣習
を捨て去ればそのような作業は不要になりユーザーは不便になるだろう。この慣習を遵守してほ
しい。

• 修飾キーなしの F5から F9までのファンクションキーもユーザー定義用に予約済み。

• 後にコントロールキーか数字が続く C-cシーケンスはメジャーモード用に予約済みである。

• 後に{、}、<、>、:、;が続く C-cシーケンスもメジャーモード用に予約済み。

• 後に他のASCII区切り文字やシンボル文字が続く C-cシーケンスはマイナーモードに割り当てら
れている。メジャーモード内でのそれらの使用は絶対禁止ではないが、もしそれを行えばそのメ
ジャーモードがマイナーモードにより時々シャドーされるかもしれない。

• 後にプレフィクス文字 (C-cを含む)が続く C-hをバインドしてはならない。C-hをバインドしな
ければ、そのプレフィクス文字をもつサブコマンドをリストするためのヘルプ文字として自動的
に利用可能になる。

• 別の ESCが後に続く場合を除き ESCで終わるキーシーケンスをバインドしてはならない (つまり
ESC ESCで終わるキーシーケンスのバインドはOK)。

このルールの理由は任意のコンテキストにおける非プレフィクスであるような ESCのバインディ
ングは、そのコンテキストにおいてファンクションキーとなるようなエスケープシーケンスの認
識を阻害するからである。

• 同様に C-gは一般的にはキーシーケンスのキャンセルに使用されるので、C-gで終わるキーシー
ケンスをバインドしてはならない。

• 一時的なモードやユーザーが出入り可能な状態のような動作は、すべてエスケープ手段として
ESC ESCか ESC ESC ESCを定義すること。

通常の Emacsコマンドを受け入れる状態、より一般的には後にファンクションキーか矢印キー
が続く ESC内のような状態は潜在的な意味をもつので ESC ESCを定義してはならない。なぜな
らそれは ESCの後のエスケープシーケンスの認識を阻害するからである。これらの状態において
は、エスケープ手段として ESC ESC ESCを定義すること。それ以外ならかわりに ESC ESCを定
義すること。

D.3 Emacsプログラミングのヒント

以下の慣習にしたがうことによりあなたのプログラムが実行時により Emacsに適合するようになり
ます。

• プログラム内で next-lineや previous-lineを使用してはならない。ほとんど常に
forward-lineのほうがより簡便であり、より予測可能かつ堅牢である。Section 30.2.4 [Text
Lines], page 759を参照のこと。

• あなたのプログラム内でマークのセットが意図した機能でないなら、マークをセットする関数を呼
び出してはならない。マークはユーザーレベルの機能なので、ユーザーの益となる値を提供する
場合を除きマークの変更は間違いである。Section 31.7 [The Mark], page 773を参照のこと。
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特に以下の関数は使用しないこと:

• beginning-of-buffer、end-of-buffer

• replace-string、replace-regexp

• insert-file、insert-buffer

インタラクティブなユーザーを意図した別の機能がないのにポイントの移動、特定の文字列の置
換、またはファイルやバッファーのコンテンツを挿入したいだけなら単純な 1、2行の Lispコー
ドでそれらの関数を置き換えられる。

• ベクターを使用する特別な理由がある場合を除きベクターではなくリストを使用すること。Lisp
ではベクターよりリストを操作する機能のほうが多く、リストを処理するほうが通常は簡便で
ある。

要素の挿入や削除がなく (これはリストだけで可能)、ある程度のサイズがあって、(先頭か末尾
から検索しない)ランダムアクセスがあるテーブルではベクターが有利。

• エコーエリア内にメッセージを表示する推奨方法は princではなく message関数。Section 39.4
[The Echo Area], page 985を参照のこと。

• エラーコンディションに遭遇したときは関数 error (または signal) を呼び出すこと。関数
errorはリターンしない。Section 11.7.3.1 [Signaling Errors], page 166を参照のこと。

エラーの報告に message、throw、sleep-for、beepを使用しないこと。

• エラーメッセージは大文字で始まり、ピリオドで終わらないこと。
• ミニバッファー内で yes-or-no-pか y-or-n-pで答えを求める質問を行う場合には大文字で始
めて ‘? ’で終わること。

• ミニバッファーのプロンプトでデフォルト値を示すときは、カッコ内に単語 ‘default’を配置す
ること。これは以下のようになる:

Enter the answer (default 42):

• interactiveで引数リストを生成する Lisp式を使用する場合には、リージョンやポジションの
引数にたいして正しいデフォルト値を生成しようと試みではならない。それらの引数が指定され
ていなければかわりに nilを提供して、引数が nilのときに関数の bodyでデフォルト値を計算
すること。たとえば以下のように記述する:

(defun foo (pos)

(interactive

(list (if specified specified-pos)))

(unless pos (setq pos default-pos))

...)

以下のようにはしない:

(defun foo (pos)

(interactive

(list (if specified specified-pos

default-pos)))

...)

これはそのコマンドを繰り返す場合に、そのときの状況にもとづいてデフォルト値が再計算され
るからである。

interactiveの ‘d’、‘m’、‘r’指定を使用する際にはコマンドを繰り返すときの引数値の再計算に
たいして特別な段取りを行うので、このような注意事項を採用する必要はない。
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• 実行に長時間を要する多くのコマンドは開始時に ‘Operating...’、完了時に
‘Operating...done’のような何らかのメッセージを表示すること。これらのメッセージのス
タイルは ‘...’の周囲にスペースを置かず、‘done’の後にピリオドを置かないよう一定に保って
ほしい。そのようなメッセージを生成する簡便な方法は Section 39.4.2 [Progress], page 987
を参照のこと。

• 再帰編集の使用を避けること。かわりに Rmailの eコマンドが行うように、元のローカルキー
マップに戻るよう定義したコマンドを含んだ新たなローカルキーマップを使用するか、単に別の
バッファーにスイッチしてユーザーが自身で戻れるようにすること。Section 21.13 [Recursive
Editing], page 418を参照のこと。

D.4 コンパイル済みコードを高速化ためのヒント

以下はバイトコンパイル済み Lispプログラムの実行速度を改善する方法です。

• 時間がどこで消費されているか見つかるためにプログラムのプロファイルを行う。Section 18.5
[Profiling], page 330を参照のこと。

• 可能なら常に再帰ではなく繰り返しを使用する。Emacs Lispではコンパイル済み関数が別のコ
ンパイル済み関数を呼び出すときでさえ関数呼び出しは低速である。

• プリミティブのリスト検索関数 memq、member、assq、assocは明示的な繰り返しより更に高
速である。これらの検索プリミティブを使用できるようにデータ構造を再配置することにも価値
が有り得る。

• 特定のビルトイン関数は通常の関数呼び出しの必要を回避するようにバイトコンパイル済みコー
ドでは特別に扱われる。別の候補案のかわりにこれらの関数を使用するのは良いアイデアである。
コンパイラーにより特別に扱われる関数かどうかを確認するには byte-compileプロパティを
調べればよい。そのプロパティが非 nilならその関数は特別に扱われる。

たとえば以下を入力するとarefが特別にコンパイルされえることが示される (Section 6.3 [Array
Functions], page 108を参照):

(get 'aref 'byte-compile)

⇒ byte-compile-two-args

この場合 (および他の多くの場合)には、最初に byte-compileプロパティを定義する bytecomp

ライブラリーをロードしなければならない。

• プログラム内で実行時間のある程度を占める小さい関数を呼び出すなら関数を inlineにする。こ
れにより関数呼び出しのオーバーヘッドがなくなる。関数の inline化はプログラム変更の自由度
を減少させるのでユーザーがスピードを気にするに足るほど低速であり、inline化により顕著に
速度が改善されるのでなければ行ってはならない。Section 13.13 [Inline Functions], page 236
を参照のこと。

D.5 コンパイラー警告を回避するためのヒント

• 以下のようにダミーの defvar定義を追加して未定義のフリー変数に関するコンパイラーの警告
の回避を試みる:

(defvar foo)

このような定義はファイル内での変数 fooの使用にたいしてコンパイラーが警告しないようにす
る以外に影響はない。

• 同様に declare-functionステートメントを使用して、定義されるこが既知な未定義関数に関
するコンパイラーの警告の回避を試みる (Section 13.15 [Declaring Functions], page 239を
参照)。
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• 特定のファイルから多くの関数、マクロ、変数を使用する場合には、それらに関するコンパイ
ラー警告を回避するために、以下のようにパッケージに requireを追加できる (Section 16.7
[Named Features], page 280を参照):

(require 'foo)

何らかののファイルのマクロだけが必要ならコンパイル時だけ require できる (Section 17.5
[Eval During Compile], page 290を参照)。たとえば、

(eval-when-compile

(require 'foo))

• ある関数内で変数をバインドして別の関数内で使用やセットする場合には、その変数が定義をも
たなければ別関数に関してコンパイラーは警告を行う。しかしその変数が短い名前をもつ場合に
は、Lispパッケージは短い変数名を定義するべきではないので定義の追加により不明瞭になる
かもしれない。行うべき正しい方法はパッケージ内の他の関数や変数に使用されている名前プレ
フィクスで始まるように変数をリネームすることである。

• 警告を回避する最後の手段は通常なら間違いであるが、その使用法では間違いではないと解ってい
る何かを行う際には with-no-warningsの内側に置くこと。Section 17.6 [Compiler Errors],
page 291を参照のこと。

D.6 ドキュメント文字列のヒント

以下はドキュメント文字列記述に関するいくつかのヒントと慣習です。コマンド M-x checkdoc-

minor-modeを実行すれば慣習の多くをチェックできます。

• ユーザーが理解することを意図したすべての関数、コマン、変数はドキュント文字列をもつこと。
• Lispプログラムの内部的な変数とサブルーチンは同様にドキュメント文字列をもつことができ
る。ドキュメント文字列は実行中の Emacs内で非常に僅かなスペースしか占めない。

• 80列スクリーンの Emacsウィンドウに適合するようにドキュメント文字列をフォーマットする
こと。ほとんどの行を 60文字以下に短くするのは良いアイデアである。最初の行は 67文字以下
にすること。さもないと aproposの出力で見栄えが悪くなる。

見栄えがよくなるならそのテキストをフィルできる。Emacs Lisp モードは emacs-lisp-

docstring-fill-columnで指定された幅にドキュメント文字列をフィルする。しかしドキュ
メント文字列の行ブレークを注意深く調整すればドキュメント文字列の可読性をより向上できる
ことがある。ドキュメント文字列が長い場合にはセクション間に空行を使用すること。

• ドキュンメント文字列の最初の行は、それ自身が要約となるような 1つか 2つの完全なセンテン
スから成り立つこと。M-x aproposは最初の行だけを表示するので、その行のコンテンツが自身
で完結していなければ結果の見栄えは悪くなる。特に最初の行は大文字で始めてピリオドで終わ
ること。

関数では最初の行は “その関数は何を行うのか?”、変数にたいしては最初の行は “その値は何を
意味するのか?”という問いに簡略に答えること。

ドキュメント文字列を 1行に制限しないこと。その関数や変数の使用法の詳細を説明する必要に
応じてその分の行数を使用すること。テキストの残りの部分にたいしても完全なセンテンスを使
用してほしい。

• ユーザーが無効化されたコマンドの使用を試みる際には、Emacsはそれのドキュメント文字列
の最初のパラグラフ (最初の空行までのすべて)だけを表示する。もし望むなら、その表示をより
有用になるように最初の空行の前に何の情報を含めるか選択できる。
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• 最初の行ではその関数のすべての重要な引数と、関数呼び出しで記述される順にそれらに言及す
ること。その関数が多くの引数をもつなら最初の行でそれらすべてに言及するのは不可能である。
この場合にはもっとも重要な引数を含む最初の引数数個について最初の行で言及すること。

• ある関数のドキュメント文字列がその関数の引数の値に言及する際には、引数を大文字にした名
前が引数の値であるかのように使用すること。つまり関数 evalのドキュメント文字列では最初
の引数の名前が formなので ‘FORM’で参照する:

Evaluate FORM and return its value.

同様にリストやベクターのサブユニットへの分解で、それらのいくつかを異なるように示すよう
な際にはメタ構文変数 (metasyntactic variables)を大文字で記述すること。以下の例の ‘KEY’
と ‘VALUE’はこれの実践例:

The argument TABLE should be an alist whose elements

have the form (KEY . VALUE). Here, KEY is ...

• ドキュメント文字列内で Lispシンボルに言及する際には case(大文字小文字)を絶対に変更しな
いこと。そのシンボルの名前が fooなら “Foo”ではなく “foo”(“Foo”は違うシンボル)。

これは関数の引数の値の記述ポリシーと反するように見えるかもしれないが矛盾は実際には存在
しない。引数の value はその関数が値の保持に使用する symbol と同じではない。

これによりセンテンス先頭に小文字を置くことになり、それが煩しいならセンテンス開始がシン
ボルにならないようにセンテンスを書き換えること。

• ドキュメント文字列の開始と終了に空白文字を使用しないこと。
• ソースコード内の後続行のテキスト、最初の行と揃うようにドキュメント文字列の後続行をイン
デントしてはならない。これはソースコードでは見栄えがよいがユーザーがドキュメトを閲覧す
る際は奇妙な見栄えになる。開始のダブルクォーテーションの前のインデントは文字列の一部に
は含まれないことを忘れないこと!

• ドキュメント文字列が Lispシンボルを参照する際には、たとえば (‘ ..’)のように、それがプ
リントされるとき (通常は小文字を意味する)のように、前後を curved single quoteで括って
記述すること。例外が 2つある。tと nilは前後の区切り記号を記述しない。たとえば:

CODE can be‘ lambda ’, nil, or t.

curved single quoteを入力する方法については Section “Quotation Marks” in The GNU
Emacs Manualを参照のこと。

ドキュメント文字列は‘like-this’ではなく ‘like-this’のように、grave accent ‘と apos-
trophe ’でシンボルをクォートする古いシングルクォートの慣習も使用できる。この古い慣習は
grave accentと apostropheが鏡像となる今では時代遅れのディスプレイ用にデザインされて
いる。この慣習を使用するドキュメントは helpバッファーへコピー時にはユーザーが望む形式
に変換される。Section 24.3 [Keys in Documentation], page 523を参照のこと。

Helpモードはシングルクォートされたシンボル名がドキュメント文字列で使用されている際に
は、それが関数と変数のいずれかの定義をもっていれば自動的にハイパーリンクを作成する。こ
れらの機能を使用するために何か特別なことを行う必要はない。しかしあるシンボルが関数と変
数の両方の定義をもち一方だけを参照したい場合には、そのシンボル名の直前に ‘variable’、
‘option’、‘function’、‘command’の単語のいずれかを記述してそれを指定できる (これらの指
示語の識別では大文字小文字に差はない)。たとえば以下を記述すると

This function sets the variable `buffer-file-name'.

これのハイパーリンクは buffer-file-nameの変数のドキュメントだけを参照して関数のドキュ
メントは参照しない。
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あるシンボルが関数および/または変数の定義をもつがドキュメントしているシンボルの使用と
それらが無関係なら、すべてのハイパーリンク作成を防ぐためにシンボル名の前に単語 ‘symbol’
か ‘program’を記述できる。たとえば、

If the argument KIND-OF-RESULT is the symbol `list',

this function returns a list of all the objects

that satisfy the criterion.

これは無関係な関数 listのドキュメントにハイパーリンクを作成しない。

変数ドキュメントがない変数には、通常はハイパーリンクは作成されない。そのような変数の前
に単語 ‘variable’と ‘option’のいずれかを記述すればハイパーリンクの作成を強制できる。

フェイスにたいするハイパーリンクはフェイスの前か後に単語 ‘face’があれば作成される。この
場合にはたとえそのシンボルが変数や関数として定義されていてもフェイスのドキュメントだけ
が表示される。

Info ドキュメントにハイパーリンクを作成するには、‘info node’、‘Info node’、‘info
anchor’、‘Info anchor’のいずれかの後 Infoのノード (かアンカー)をシングルクォートして
記述する。Infoファイル名のデフォルトは ‘emacs’。たとえば、

See Info node `Font Lock' and Info node `(elisp)Font Lock Basics'.

最後に URLのハイパーリンクを作成するには ‘URL’の後に URLをシングルクォートして記述
する。たとえば、

The home page for the GNU project has more information (see URL

`https://www.gnu.org/').

• ドキュメント文字列内に直接キーシーケンスを記述しないこと。かわりに、それらを表すために
‘\\[...]’構文を使用すること。たとえば ‘C-f’と記述するかわりに ‘\\[forward-char]’と記
述する。Emacsがドキュメント文字列を表示する際には何であれカレントで forward-charに
バインドされたキーに置き換える (これは通常は ‘C-f’だがユーザーがキーバインディングを変
更していれば何か他の文字かもしれない)。Section 24.3 [Keys in Documentation], page 523
を参照のこと。

• メジャーモードのドキュメント文字列ではグローバルマップではなく、そのモードのローカルマッ
プを参照したいだろう。したがってどのキーマップを使用するか指定するために、ドキュメント
文字列内で一度 ‘\\<...>’構文を使用する。最初に ‘\\[...]’を使用する前にこれを行うこと。
‘\\<...>’の内部のテキストはメジャーモードにたいするローカルキーマップを含む変数名であ
ること。

ドキュメント文字列の表示が低速になるので非常に多数回の ‘\\[...]’の使用は実用的ではない。
メジャーモードのもっとも重要なコマンドの記述にこれを使用して、そのモードの残りのキーマッ
プの表示には ‘\\{...}’を使用する。

• 一貫性を保つために関数のドキュメント文字列の最初のセンテンス内の動詞は、命令形で表すこ
と。たとえば “Return the cons of A and B.”、好みによっては “Returns the cons of A and
B.”を使用する。通常は最初のパラグラフの残りの部分にたいして同様に行っても見栄えがよい。
各センテンスが叙実的で適切な主題をもつなら後続のパラグラフの見栄えはよくなる。

• yes-or-no述語であるような関数のドキュメント文字列は、何が真を構成するか明示的に示すた
めに、“Return t if”のような単語で始まること。単語 “return”は小文字の “t”で開始される
幾分紛らわしい可能性のあるセンテンスを避ける。

• ドキュメント文字列は受動態ではなく能動態、未来形ではなく現在形で記述すること。たとえば
“A list containing A and B will be returned.”ではなく、“Return a list containing A and
B.”と記述すること。
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• 不必要な “cause”(や同等の単語) の使用を避けること。“Cause Emacs to display text in
boldface”ではなく、単に “Display text in boldface”と記述すること。

• 多くの人にとってなじみがなく typoと間違えるであろうから、“iff”(“if and only if”を意味す
る数学用語)の使用を避けること。ほとんどの場合には、その意味は単なる “if”で明快である。
それ以外ではその意味を伝える代替えフレーズを探すよう試みること。

• “for example(たとえば)”に “e.g.”、“that is(つまり)”に “i.e.”、“number(数値)”に “no.”、
“in contrast to(対照的に)”に “c.f.”、“with respect to(に関しては)”にたいする “w.r.t.”の
ような略語の使用は可能なかぎり避けるよう努力すること。ほとんど常に展開されたバージョン
のほうが読み易い 2。

• 特定のモードや状況でのみコマンドに意味がある際にはドキュメント文字列内でそれに言及する
こと。たとえば dired-find-fileのドキュメントは:

In Dired, visit the file or directory named on this line.

• ユーザーがセットしたいと望むかもしれないオプションを表す変数を定義する際には defcustom

を使用すること。Section 12.5 [Defining Variables], page 179を参照のこと。

• yes-or-noフラグであるような変数のドキュメント文字列は、すべての非 nil値が等価であるこ
とを明確にして、nilと非 nilが何を意味するかを明示的に示すために “Non-nil means”のよ
うな単語で始めること。

• ドキュメント文字列内の開カッコで始まる行は、以下のように開カッコの前へのバックスラッシュ
の記述を考慮すること:

The argument FOO can be either a number

\(a buffer position) or a string (a file name).

これは ‘(’を defunの開始として扱う 27.1より古いバージョンの Emacsでのバグを回避する
(Section “Defuns” in The GNU Emacs Manualを参照)。コードを古いバージョンのEmacs
で編集する誰かをあなたが予期せぬのなら、この回避策は必要ない。

D.7 コメント記述のヒント

コメントにたいして以下の慣習を推奨します:

‘;’ 1つのセミコロン ‘;’で始まるコメントはソースコードの右側の同じ列にすべて揃えられ
る。そのようなコメントは通常はその行のコードがどのように処理を行うかを説明する。
たとえば:

(setq base-version-list ; There was a base

(assoc (substring fn 0 start-vn) ; version to which

file-version-assoc-list)) ; this looks like

; a subversion.

‘;;’ 2つのセミコロン ‘;;’で始まるコメントはコードと同じインデントレベルで揃えられる。
そのようなコメントは通常はその後の行の目的や、その箇所でのプログラムの状態を説
明する。たとえば:

(prog1 (setq auto-fill-function

...

...

;; Update mode line.

(force-mode-line-update)))

2 わたしたちは時折これを使用しますが、やりすぎないでください。
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わたしたちは通常は関数の外側のコメントにも 2つのセミコロンを使用する。
;; This Lisp code is run in Emacs when it is to operate as

;; a server for other processes.

関数がドキュメント文字列をもたなければ、かわりにその関数の直前にその関数が何を
行うかと、正しく呼び出す方法を説明する 2つのセミコロンのコメントをもつこと。各
引数の意味と引数で可能な値をその関数が解釈する方法を正確に説明すること。しかし
そのようなコメントはドキュメント文字列に変換するほうがはるかに優れている。

‘;;;’ 3つのセミコロン ‘;;;’で始まるコメントは左マージンから始まる。わたしたちはOutline
マイナーモードの heading(ヘッダー)とみなされるべきコメントにそれらを使用してい
る。デフォルトでは少なくとも (後に 1つの空白文字と非空白文字が続く)3つのセミコ
ロンは sectionとみなして、2つ以下のセミコロンで始まるものは sectionとみなさな
い。歴史的に 3連セミコロンのコメントは関数内の行のコメントアウトにも使用される
が、この使用は推奨しない。

関数全体をコメントアウトするときは 2つのセミコロンを使用する。

‘;;;;’ 4つ (以上)のセミコロン ‘;;;;’で始まるコメントは左マージンに揃えられ、プログラム
のメジャーセクションのヘッダーに使用される。たとえば:

;;;; The kill ring

これらの headingの下に sub-headingsをもちたければ、sub-headingsをネストする
ためにより多くのセミコロンを使用すること。

一般的に言うとコマンド M-; (comment-dwim)は適切なタイプのコメントを自動的に開始するか、
セミコロンの数に応じて既存のコメントを正しい位置にインデントします。Section “Manipulating
Comments” in The GNU Emacs Manualを参照してください。

D.8 Emacsライブラリーのヘッダーの慣習

Emacsにはセクションに分割してそれの記述者のような情報を与えるために、Lispライブラリー内
で特別なコメントを使用する慣習があります。それらのアイテムにたいして標準的なフォーマットを
使用すれば、ツール (や人)が関連する情報を抽出するのが簡単になります。このセクションでは以下
の例を出発点にこれらの慣習を説明します。

;;; foo.el --- Support for the Foo programming language -*- lexical-binding: t; -*-

;; Copyright (C) 2010-2021 Your Name

;; Author: Your Name <yourname@example.com>

;; Maintainer: Someone Else <someone@example.com>

;; Created: 14 Jul 2010

;; Keywords: languages

;; URL: https://example.com/foo

;; This file is not part of GNU Emacs.

;; This file is free software...

...

;; along with this file. If not, see <https://www.gnu.org/licenses/>.

一番最初の行は以下のフォーマットをもつべきです:

;;; filename --- description -*- lexical-binding: t; -*-
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この説明は 1行に収まる必要があります。そのファイルで更に変数をセットするために ‘-*-’指定が
必要なら、lexical-bindingの後に配置してください。これにより最初の行が長くなりすぎるよう
なら、そのファイル終端で Local Variablesセクションを使用してください。

著作権表示には、(あなたがそのファイルを記述したなら)通常はあなたの名前をリストします。あ
なたの作業の著作権を主張する雇用者がいる場合には、かわりに彼らをリストする必要があるかもし
れません。Emacsディストリビューションにあなたのファイルが受け入れられていなければ、著作権
者を Free Software Foundation(またはそのファイルがGNU Emacsの一部)だと告知しないでく
ださい。著作権とライセンス通知の形式に関するより詳細な情報は the guide on the GNU website
(https://www.gnu.org/licenses/gpl-howto.html)を参照してください。

著作権表示の後は、それぞれが ‘;; header-name:’で始まる複数のヘッダーコメント (header
comment)を記述します。以下は慣習的に利用できる header-nameのテーブルです:

‘Author’ この行は少なくともそのライブラリーの主要な作者の名前と emailアドレスを示す。複
数の作者がいる場合には前に;;とタブか少なくとも 2つのスペースがある継続行で彼ら
をリストする。わたしたちは ‘<...>’という形式で連絡用 emailアドレスを含めること
を推奨する。たとえば:

;; Author: Your Name <yourname@example.com>

;; Someone Else <someone@example.com>

;; Another Person <another@example.com>

‘Maintainer’
このヘッダーは Authorヘッダーと同じフォーマット。これは現在そのファイルを保守
(バグレポートへの応答等)をする人 (か人々)をリストする。

Maintainerの行がなければAuthorフィールドの人 (人々)がMaintainerとみなされ
る。Emacs内のいくつかのファイルは、そのファイルのオリジナル作者がもはや責任を
もっておらず Emacsの一部として保守されていることを意味するために、Maintainer
に ‘emacs-devel@gnu.org’を使用している。

‘Created’ このオプションの行はファイルのオリジナルの作成日付を与えるもので歴史的な興味の
ためだけに存在する。

‘Version’ 個々の Lispプログラムにたいしてバージョン番号を記録したいならこの行に配置する。
Emacsとともに配布された Lispファイルは Emacsのバージョン番号自体が同じ役割
を果たすので一般的には ‘Version’ヘッダーをもたない。複数ファイルのコレクション
を配布する場合には、各ファイルではなく主となるファイルにバージョンを記述するこ
とを推奨する。

‘Keywords’
この行はヘルプコマンド finder-by-keywordでリストするキーワード。意味のある
キーワードのリストの確認にこのコマンドを使用してほしい。コマンド M-x checkdoc-

package-keywords RETはfinder-known-keywordsにないすべてのキーワードを探
して表示する。変数 checkdoc-package-keywords-flagを非 nilにセットすると、
checkdocコマンドはチェックにキーワード検証を含める。

このフィールドはトピックでパッケージを探す人が、あなたのパッケージを見つける手
段となる。キーワードを分割するにはスペースとカンマの両方を使用できる。

人はしばしばこのフィールドを単に Finder(訳注: finder-by-keywordがオープンす
るバッファー)に関連したキーワードではなくパッケージを説明する任意のキーワード
を記述する箇所だとみなすのは不運なことだ。
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‘Homepage’
‘URL’ この行はライブラリーのホームページを示す。

‘Package-Version’
‘Version’がパッケージマネージャーによる使用に適切でなければ、パッケージは
‘Package-Version’を定義でき、かわりにこれが使用される。これは ‘Version’
が RCS や version-to-listでパース不能な何かであるようなら手軽である。
Section 41.1 [Packaging Basics], page 1136を参照のこと。

‘Package-Requires’
これが存在する場合にはカレントパッケージが正しく動作するために依存するパッケー
ジを示す。Section 41.1 [Packaging Basics], page 1136を参照のこと。これは (パッ
ケージの完全なセットがダウンロードされることを確実にするために)ダウンロード時
と、(すべての依存パッケージがあるときだけパッケージがアクティブになることを確実
にするために)アクティブ化の両方でパッケージマネージャーにより使用される。

このフォーマットは単一行からなるリストのリスト。サブリストの carはそれぞれパッ
ケージの名前 (シンボル)、cadrは version-to-listでパース可能な許容し得る最小
のバージョン番号 (文字列)。バージョンが欠落したエントリー (単なるシンボルやある
要素のサブリストであるようなエントリー)はバージョンが"0"のエントリーと等価。た
とえば:

;; Package-Requires: ((gnus "1.0") (bubbles "2.7.2") cl-lib (seq))

パッケージのコードは自動的に、実行中の Emacsのカレントのバージョン番号をもつ
‘emacs’という名前のパッケージを定義する。これはパッケージが要求する Emacsの最
小のバージョンに使用できる。

ほぼすべてのLispライブラリーは ‘Author’と ‘Keywords’のヘッダーコメント行をもつべきです。
適切なら他のものを使用してください。ヘッダー行内で別のヘッダー行の名前も使用できます。これ
らは標準的な意味をもたないので害になることを行うことはできません。

わたしたちはライブラリーファイルのコンテンツを分割するために追加の提携コメントを使用しま
す。これらは空行で他のものと分離されている必要があります。以下はそれらのテーブルです:

‘;;; Commentary:’
これはライブラリーが機能する方法を説明する、概論コメントを開始する。これは複製
許諾の直後にあり ‘Change Log’、‘History’、‘Code’のコメント行で終端されているこ
と。このテキストは Finderパッケージで使用されるのでそのコンテキスト内で有意で
あること。

‘;;; Change Log:’
これは時間とともにそのファイルに加えられたオプションの変更ログを開始する。このセ
クションに過剰な情報を配置してはならない。(Emacsが行うように)バージョンコント
ロールシステムの詳細ログや個別のChangeLogファイルに留めるほうがよい。‘History’
は ‘Change Log’の代替え。

‘;;; Code:’
これはプログラムの実際のコードを開始する。

‘;;; filename ends here’
これはフッター行 (footer line)。これはそのファイルの終端にある。これの目的はフッ
ター行の欠落から、人がファイルの切り詰められたバージョンを検知することを可能に
する。
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Appendix E GNU Emacsの内部

このチャプターでは実行可能な Emacs実行可能形式を事前ロードされた Lispライブラリーとともに
ダンプする方法、ストレージが割り当てられる方法、およびCプログラマーが興味をもつかもしれな
いGNU Emacsの内部的な側面のいくつかを説明します。

E.1 Emacsのビルド

このセクションでは Emacs実行可能形式のビルドに関するステップの説明をします。makefileがこ
れらすべてを自動的に行うので、Emacsをビルドやインストールをするためにこの題材を知る必要は
ありません。この情報は Emacs開発者に適しています。

EmacsのビルドにはGNU Makeのバージョン 3.81以降が必要です。

srcディレクトリー内のCソースファイルをコンパイルすることにより、temacsと呼ばれる実行
可能形式ファイルが生成されます。これは bare impure Emacs(裸で不純な Emacs) とも呼ばれま
す。これにはEmacs Lispインタープリターと I/Oルーチンが含まれますが編集コマンドは含まれま
せん。

コマンド temacs -l loadupは temacsを実行して loadup.elをロードするように計らいます。
loadupライブラリーは通常の Emacs編集環境をセットアップする追加の Lispライブラリーをロー
ドします。このステップの後には Emacs実行可能形式は bare(裸)ではなくなります。

標準的な Lispファイルのロードには若干の時間を要するので、ユーザーが直接 temacs実行可能
形式を実行することは通常はありません。そのかわり、Emacsビルドの最終ステップの 1つとして
コマンド ‘temacs -batch -l loadup --temacs=dump-method’が実行されます。特別なオプショ
ン--temacsは temacsにたいして、この後に続けて Emacs を実行した際に開始がより高速になる
ように、標準のすべての事前ロードされる Lispの関数と変数の記録方法を指示します。オプション
--temacsには引数 dump-methodが必要であり、以下のいずれかを指定できます:

‘pdump’ ダンプファイル (dump file) に事前ロード Lisp データを記録する。このメソッドは
Emacsの開始時にロードされることになる追加データファイルを生成する。生成された
ダンプファイルは通常は emacs.pdmpと呼ばれて、Emacsの exec-directoryにイン
ストールされる (Section 24.6 [Help Functions], page 527を参照)。これはモダンな
システムにおいてセキュリティとプライバシーを強化するために使用されるさまざまな
メモリーレイアウト技術を妨害する可能性のある、メモリー割り当ての特別なテクニッ
クの使用を Emacsに要求しないので、もっとも好ましいメソッドの 1つ。

‘pbootstrap’
‘pdump’と同様だが、以前のEmacsバイナリおよびバイトコンパイル済みLispファイル
*.elcが存在しないときに、Emacsのブートストラップ (bootstrapping)の間に使用
される。この場合には、生成されるダンプファイルは通常は bootstrap-emacs.pdmp。

‘dump’ このメソッドはすべての標準Lispファイルがすでに事前ロード済みの emacsという実行
可能プログラムを temacsにダンプさせる (‘-batch’引数は temacsにその端末上のすべ
てのデータ初期化の試みを抑制するので、ダンプされたEmacsの端末情報テーブルは空
になる)。このメソッドは実行中プロセスからプログラムファイルを生成するため、プロ
グラムを実行 (exec)してプロセスを開始することとある意味で反対なことから unexec
として知られている。このメソッドは伝統的に Emacsの状態を保存する手段だったが、
今や非推奨となった。

‘bootstrap’
‘dump’と同様だが、unexecメソッドで Emacsをブートストラップする際に使用する。
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インストールされるEmacsは、ダンプされた emacs実行可能形式です (pureなEmacsとも呼ば
れる)。Emacsのビルドにポータブルダンパーを使用した場合には、emacs実行可能形式は実際には
temacsの正確なコピーであり、対応機種 emacs.pdmpファイルも同様にインストールされます。変数
preloaded-file-listにはダンプファイルやダンプされた Emacs実行可能形式に記録された事前
ロード済みLispファイルのリストが格納されます。新たなオペレーティングシステムにEmacsをポー
トする際に、そのOSが何の種類のダンプも実装していなければ Emacsは起動時に毎回 loadup.el

をロードしなければなりません。

ダンプされた emacsにはデフォルトではビルド時刻やホスト名のような詳細が記録されます。これ
らの詳細を抑制するために configureのオプションに--disable-build-detailsを使用すれば、
同一のソースからEmacsを 2回ビルドしてインストールする際に同一のEmacsのコピーが生成され
る可能性が高くなります。

site-load.elという名前のライブラリーを記述することにより、事前ロードするファイルを追
加指定できます。追加するファイルを保持するために純粋 (pure)なスペース nバイトを追加するよう
に、以下の定義

#define SITELOAD_PURESIZE_EXTRA n

で Emacsをリビルドする必要があるでしょう。src/puresize.hを参考にしてください (十分大き
くなるまで 20000ずつ増加させる)。しかし追加ファイルの事前ロードの優位はマシンの高速化によ
り減少します。現代的なマシンでは通常はお勧めしません。

loadup.elが site-load.elを読み込んだ後に Snarf-documentationを呼び出すことにより、
それらが格納された場所のファイル etc/DOC内にあるプリミティブと事前ロードされる関数 (と変数)
のドキュメント文字列を探します ([Accessing Documentation], page 523を参照)。

site-init.elという名前のライブラリー名に配置することにより、ダンプ直前に実行する他の
Lisp式を指定できます。このファイルはドキュメント文字列を見つけた後に実行されます。

関数や変数の定義を事前ロードしたい場合には、それを行うために 3つの方法があります。それら
により定義ロードしてその後の Emacs実行時にドキュメント文字列をアクセス可能にします:

• etc/DOCの生成時にそれらのファイルをスキャンするよう計らい site-load.elでロードする。

• ファイルを site-init.elでロードして Emacsインストール時に Lispファイルのインストー
ル先ディレクトリーにファイルをコピーする。

• それらの各ファイルでローカル変数として byte-compile-dynamic-docstringsに nil値を
指定して site-load.elか site-init.elでロードする (この手法には Emacsが毎回そのド
キュメント文字列用のスペースを確保するという欠点がある)。

通常の未変更の Emacs でユーザーが期待する何らかの機能を変更するような何かを
site-load.elや site-init.el内に配置することはお勧めしません。あなたのサイトで通常の
機能をオーバーライドしなければならないと感じた場合には、default.elでそれを行えばユー
ザーが望む場合にあなたの変更をオーバーライドできます。Section 40.1.1 [Startup Summary],
page 1092 を参照してください。site-load.elか site-init.elのいずれかが load-pathを変
更する場合には変更はダンプ後に失われます。Section 16.3 [Library Search], page 273を参照し
てください。load-pathを永続的に変更するには configureの--enable-locallisppathオプ
ションを指定してください。

事前ロード可能なパッケージでは、その後の Emacsスタートアップまで特定の評価の遅延が必要
(または便利)なことがあります。そのようなケースの大半はカスタマイズ可能な変数の値に関するも
のです。たとえば tutorial-directoryは事前ロードされる startup.el内で定義される変数です。
これのデフォルト値は data-directoryにもとづいてセットされます。この変数は Emacsダンプ時
ではなくスタート時に data-directoryの値を必要とします。なぜなら Emacs実行可能形式はダン
プされたものなので、恐らく異なる場所にインストールされるからです。
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[Function]custom-initialize-delay symbol value
この関数は次回のEmacs開始まで symbolの初期化を遅延する。通常はカスタマイズ可能変数
の:initializeプロパティとしてこの関数を指定することにより使用する (引数 valueはフォー
ム Custom由来の互換性のためだけに提供されており使用しない)。

custom-initialize-delayが提供するより一般的な機能を要する稀なケースでは
before-init-hookを使用できます (Section 40.1.1 [Startup Summary], page 1092を参照)。

[Function]dump-emacs-portable to-file &optional track-referrers
この関数は pdumpメソッドを使用して、Emacsのカレント状態をダンプファイル to-fileにダン
プする。ダンプファイルは通常はemacs-name.dmpと呼ばれる。ここで emacs-nameはEmacs
の実行可能形式ファイル名。オプション引数 track-referrersが非 nilなら、ポータブルダンパー
は pdumpメソッドでは未サポートのオブジェクトタイプの出所追跡の助けとなる追加情報を維
持する。

多くのプラットフォームでポータブルダンパーのコードが実行可能だとしても、それが生成す
るダンプファイルに可搬性はない (ダンプした Emacs実行可能形式だけがロードできる)。

すでにダンプ済みの Emacs内でこの関数を使用する場合には ‘-batch’オプションで Emacs
を実行しなければならない。

[Function]dump-emacs to-file from-file
この関数は unexecメソッドを使用して、Emacsのカレント状態を実行可能ファイル to-fileに
ダンプする。これは from-file (通常はファイル temacs)からシンボルを取得する。

この関数をすでにダンプ済みの Emacsで使用することはできない。この関数は非推奨であり、
Emacsはデフォルトでは unexecサポートなしでビルドされているので利用できない。

[Function]pdumper-stats
カレントの Emacs セッションの状態がダンプファイルからリストアされると、この関数は
ダンプファイルに関する情報と Emacs 状態のリストアに要した時間をリターンする。値は
((dumped-with-pdumper . t) (load-time . time) (dump-file-name . file)) の
ような alist。ここで fileはダンプファイル名、timeはダンプファイルから状態をリストアする
のに要した秒数。カレントセッションがダンプファイルからリストアされたものでなければ値
は nil。

E.2 純粋ストレージ

Emacs Lispはユーザー作成 Lispオブジェクトにたいして、通常ストレージ (normal storage) と
純粋ストレージ (pure storage)という 2種のストレージをもちます。通常ストレージは Emacsセッ
ションが維持される間に新たにデータが作成される場所です。純粋ストレージは事前ロードされた標
準 Lispファイル内の特定のデータのために使用されます。このデータは実際の Emacs使用中に決し
て変更されるべきではないデータです。

純粋ストレージは temacsが標準的な事前ロー Lispライブラリーのロード中にのみ割り当てられ
ます。ファイル emacsではこのメモリースペースは読み取り専用とマークされるのでマシン上で実行中
のすべてのEmacsジョブで共有できます。純粋ストレージは拡張できません。Emacsのコンパイル時
に固定された量が割り当てられて、それが事前ロードされるライブラリーにたいして不足なら temacs

はそれに収まらない部分を動的メモリーに割り当てます。Emacs を pdumpメソッド (Section E.1
[Building Emacs], page 1177を参照)を使用してダンプする場合には純粋ストレージのオーバーフ
ローは特に重要ではありません (単に事前ロード済みのライブラリーのいくつかが別の Emacsジョ
ブで共有できないことを意味する)。しかし Emacsを時代遅れとなった unexecメソッドでダンプす
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る場合には結果イメージは動作するでしょうが、この状況ではメモリーリークとなるのでガーベージ
コレクション (Section E.3 [Garbage Collection], page 1180を参照)は無効です。そのような通
常なら発生しないオーバーフローは、あなたが事前ロードライブラリの追加や標準的な事前ロード
ライブラリに追加を試みないかぎり発生しません。Emacsが unexecを使用してダンプされていた
ら、Emacsは開始時にオーバーフローに関する警告を表示するでしょう。これが発生したらファイル
src/puresize.h内のコンパイルパラメーターを SYSTEM_PURESIZE_EXTRAを増やして Emacsを
リビルドする必要があります。

[Function]purecopy object
この関数は純粋ストレージに objectのコピーを作成してリターンする。これは同じ文字で新た
に文字列を作成することにより文字列をコピーするが、純粋ストレージではテキストプロパティ
はない。これはベクターとコンスセルのコンテンツを再帰的にコピーする。シンボルのような
他のオブジェクトのコピーは作成しないが未変更でリターンする。マーカーのコピーを試みる
とエラーをシグナルする。

この関数はEmacsのビルド中とダンプ中を除き何もしない。通常は事前ロードされるLispファ
イル内でのみ呼び出される。

[Variable]pure-bytes-used
この変数の値は、これまでに割り当てられた純粋ストレージのバイト数。ダンプされたEmacs
では通常は利用可能な純粋ストレージの総量とほとんど同じであり、もしそうでないならわた
したちは事前割り当てをもっと少なくするだろう。

[Variable]purify-flag
この変数は defunが純粋ストレージにその関数定義のコピーを作成するべきか否かを判断する。
これが非 nilならその関数の定義は純粋ストレージにコピーされる。

このフラグはEmacsのビルド用の基本的な関数の初回ロード中は tとなる。実行可能形式とし
て Emacsをダンプすることにより、ダンプ前後の実際の値とは無関係に常にこの変数に nil

が書き込まれる。

実行中の Emacsでこのフラグを変更しないこと。

E.3 ガーベージコレクション

プログラムがリストを作成するときや、(ライブライのロード等により)ユーザーが新しい関数を定義
する際には、そのデータは通常ストレージに配置されます。通常ストレージが少なくなるとEmacsは
もっとメモリーを割り当てるようにオペレーティングシステムに要求します。シンボル、コンスセル、
小さいベクター、マーカー等のような別のタイプの Lispオブジェクトはメモリー内の個別のブロック
に隔離されます (大きいベクター、長い文字列、バッファー、および他の特定の編集タイプは非常に巨
大であり 1つのオブジェクトにたいして個別のブロックが割り当てられて、小さな文字列は 8kバイ
トのブロック、小さいベクターは 4kバイトのブロックにパックされる)。

基本的なベクター以上のマーカー、オーバーレイ、バッファーのような多くのオブジェクトが、あた
かもベクターであるかのように管理されています。対応するCデータ構造体にはunion vectorlike_

headerフィールドが含まれ、そのメンバー sizeには enum pvec_typeで列挙されたサブタイプ、そ
の構造体が含む Lisp_Objectフィールドの数に関する情報、および残りのデータのサイズが含まれ
ます。この情報は、オブジェクトのメモリーフットプリントの計算に必要であり、ベクターブロック
の繰り返し処理の際のベクター割り当てコードにより使用されます。

しばらくの間いくつかのストレージを使用して、(たとえば)バッファーの killやあるオブジェク
トを指す最後のポインターの削除によりそれを解放するのは非常に一般的です。この放棄されたスト
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レージを再利用するためにEmacsはガーベージコレクター (garbage collector)を提供します。ガー
ベージコレクターは、いまだ Lispプログラムからアクセス可能なすべての Lispオブジェクトを検索、
マークすることにより動作します。これを開始するにはすべてのシンボル、それらの値と関連付けら
れている関数定義、現在スタック上にあるすべてのデータをアクセス可能であると仮定します。別の
アクセス可能オブジェクトを介して間接的に到達できるすべてのオブジェクトもアクセス可能とみな
されます。

マーキングが終了してもマークされないオブジェクトはすべてガーベージ (garbage: ごみ)です。
Lispプログラムかユーザーの行為かに関わらず、それらに到達する手段はもはや存在しないので参照
することは不可能です。誰もそれを失うことはないので、それらのスペースは再利用されることにな
ります。ガーベージコレクターの 2つ目ののフェーズ (sweep: スイープ、一掃)ではそれらの再利用
を計らいます。

スイープフェーズは将来の割り当て用に、シンボルやマーカーと同様に未使用のコンスセルをフ
リーリスト (free list)上に配置します。これはアクセス可能な文字列は少数の 8kブロックを占有す
るように圧縮して、その後に他の 8kブロックを解放します。ベクターブロックから到達不可能はベク
ターは可能なかぎり最大のフリーエリアを作成するために統合して、フリーエリアが完全な 4kブロッ
クに跨がるようならブロックは解放されます。それ以外ならフリーエリアはフリーリスト配列に記録
されます。これは各エントリーが同サイズのエリアのフリーリストに対応します。巨大なベクター、
バッファー、その他の巨大なオブジェクトは個別に割り当てと解放が行われます。

Common Lispに関する注意: 他の Lispと異なりGNU Emacs Lispはフリーリスト
が空のときにガーベージコレクターを呼び出さない。かわりに単にオペレーティングシ
ステムに更なるストレージの割り当てを要求して、gc-cons-thresholdバイトを使い
切るまで処理を継続する。

これは特定の Lispプログラムの範囲の実行直前に明示的にガーベージコレクターを呼
び出せば、その範囲の実行中はガーベージコレクターが実行されないだろうと確信でき
ることを意味する (そのプログラム範囲が 2回目のガーベージコレクションを強制する
ほど多くのスペースを使用しないという前提)。

[Command]garbage-collect
このコマンドはガーベージコレクションを実行して使用中のスペース量の情報をリターンする
(前回のガーベージコレクション以降に gc-cons-thresholdバイトより多い Lispデータを使
用した場合には自然にガーベージコレクションが発生することもあり得る)。

garbage-collectは使用中のスペース量の情報をリストでリターンする。これの各エントリー
は ‘(name size used)’という形式をもつ。このエントリーで nameはそのエントリーが対応
するオブジェクトの種類を記述するシンボル、sizeはそれが使用するバイト数、usedはヒープ
内で生きていることが解ったオブジェクトの数、オプションの freeは生きていないがEmacsが
将来の割り当て用に保持しているオブジェクトの数。全体的な結果は以下のようになる:

((conses cons-size used-conses free-conses)

(symbols symbol-size used-symbols free-symbols)

(strings string-size used-strings free-strings)

(string-bytes byte-size used-bytes)

(vectors vector-size used-vectors)

(vector-slots slot-size used-slots free-slots)

(floats float-size used-floats free-floats)

(intervals interval-size used-intervals free-intervals)

(buffers buffer-size used-buffers)

(heap unit-size total-size free-size))
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以下は例:

(garbage-collect)

⇒ ((conses 16 49126 8058) (symbols 48 14607 0)

(strings 32 2942 2607)

(string-bytes 1 78607) (vectors 16 7247)

(vector-slots 8 341609 29474) (floats 8 71 102)

(intervals 56 27 26) (buffers 944 8)

(heap 1024 11715 2678))

以下は各要素を説明するためのテーブル。最後の heapエントリーはオプションであり、背景に
ある malloc実装が mallinfo関数を提供する場合のみ与えられることに注意。

cons-size コンスセルの内部的サイズ (sizeof (struct Lisp_Cons))。

used-conses
使用中のコンスセルの数。

free-conses
オペレーティングシステムから取得したスペースにあるがカレントで未使用のコ
ンスセルの数。

symbol-size
シンボルの内部的サイズ (sizeof (struct Lisp_Symbol))。

used-symbols
使用中のシンボルの数。

free-symbols
オペレーティングシステムから取得したスペースにあるがカレントで未使用のシ
ンボルの数。

string-size 文字列ヘッダーの内部的サイズ (sizeof (struct Lisp_String))。

used-strings
使用中の文字列ヘッダーの数。

free-strings
オペレーティングシステムから取得したスペースにあるがカレントで未使用の文
字列ヘッダーの数。

byte-size これは利便性のために使用されるもので sizeof (char)と同じ。

used-bytes すべての文字列データの総バイト数。

vector-size 長さ 1のベクターのヘッダーを含めたバイトサイズ。

used-vectors
ベクターブロックから割り当てられたベクターブロック数。

slot-size ベクタースロットの内部的なサイズで常に sizeof (Lisp_Object)と等しい。

used-slots 全使用済みベクターのスロット数。スロット数にはプラットフォームに応じてベ
クターのヘッダーに由来する一部、またはすべてのオーバーヘッドが含まれるか
もしれない。

free-slots すべてのベクターブロックのフリースロットの数。
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float-size 浮動小数点数オブジェクトの内部的なサイズ (sizeof (struct Lisp_Float))。
(ネイティブプラットフォームの floatや doubleと混同しないこと。)

used-floats
使用中の浮動小数点数の数。

free-floats オペレーティングシステムから取得したスペースにあるがカレントで未使用の浮
動小数点数の数。

interval-size
インターバルオブジェクト (interval object) の内部的なサイズ (sizeof
(struct interval))。

used-intervals
使用中のインターバルの数。

free-intervals
オペレーティングシステムから取得したスペースにあるがカレントで未使用のイ
ンターバルの数。

buffer-size バッファーの内部的なサイズ (sizeof (struct buffer))。(buffer-size関
数がリターンする値と混同しないこと。)

used-buffers
使用中のバッファーオブジェクトの数。これにはユーザーからは不可視の killさ
れたバッファー、つまりリスト all_buffers内のバッファーすべてが含まれる。

unit-size ヒープスペースを計る単位であり常に 1024バイトと等しい。

total-size unit-size単位での総ヒープサイズ。

free-size unit-size単位でのカレントで未使用のヒープスペース。

純粋スペース (Section E.2 [Pure Storage], page 1179を参照)内にオーバーフローがあり、か
つEmacsが (時代遅れとなった)unexecメソッド (Section E.1 [Building Emacs], page 1177
を参照)を使用してダンプされていたら、この場合は実際にガーベージコレクションを行うこ
とは不可能なので garbage-collectは nilをリターンする。

[User Option]garbage-collection-messages
この変数が非 nilなら Emacsはガーベージコレクションの最初と最後にメッセージを表示す
る。デフォルト値は nil。

[Variable]post-gc-hook
これはガーベージコレクションの終わりに実行されるノーマルフック。ガーベージコレクショ
ンはこのフックの関数の実行中は抑制されるので慎重に記述すること。

[User Option]gc-cons-threshold
この変数の値は別のガーベージコレクションをトリガーするために、ガーベージコレクション
後に Lispオブジェクト用に割り当てなければならないストレージのバイト数。特定のオブジェ
クトタイプに関する情報を取得するために、garbage-collectがリターンした結果を使用で
きる。バッファーのコンテンツに割り当てられたスペースは勘定に入らない。

threshold の初期値は GC_DEFAULT_THRESHOLDであり、これは alloc.c内で定義されてい
る。これは word_size単位で定義されているので、デフォルトの 32ビット設定では 400,000、
64ビット設定では 800,000になる。大きい値を指定するとガーベージコレクションの頻度が下
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る。これはガーベージコレクションにより費やされる時間を減少させるがメモリーの総使用量
は増大する。大量の Lispデータを作成するプログラムの実行時にはこれを行いたいと思うかも
しれない。

GC_DEFAULT_THRESHOLDの 1/10まで下げた小さな値を指定することにより、より頻繁にガー
ベージコレクションを発生させることができる。この最小値より小さい値は後続のガーベージ
コレクションで、garbage-collectが thresholdを最小値に戻すときまでしか効果をもたな
いだろう。

[User Option]gc-cons-percentage
この変数の値はガーベージコレクション発生するまでのコンス (訳注: これは gc-cons-

thresholdや gc-cons-percentageの ‘-cons-’のことで、これらの変数が定義されてい
る alloc.c内では Lisp 方言での ‘cons’をより一般化したメモリー割り当てプロセスのこ
とを指す模様) の量をカレントヒープサイズにたいする割り合いで指定する。この条件と
gc-cons-thresholdを並行して適用して、条件が両方満足されたときだけガーベージコレク
ションが発生する。

ヒープサイズ増加にともないガーベージコレクションの処理時間は増大する。したがってガー
ベージコレクションの頻度割合を減らすのが望ましいことがある。

gc-cons-thresholdおよび gc-cons-percentageを介した制御は単なる近似です。たとえ
Emacsが定期的にしきい値 (threshold)の枯渇をチェックしていても、効率上の理由によりヒープ、
または gc-cons-thresholdや gc-cons-percentageの変更のそれぞれにたいして、その後即座
にガーベージコレクターをトリガーする訳ではありません。更にしきい値計算の効率化のために、
Emacsはヒープ内のカレントでアクセス可能なオブジェクトを計数してヒープサイズを近似します。

garbage-collectがリターンする値はデータ型に分類された Lispデータのメモリー使用量を記
述します。それとは対照的に関数 memory-limitは Emacsがカレントで使用中の総メモリー量の情
報を提供します。

[Function]memory-limit
この関数はEmacsがカレントで使用中の仮想メモリーの総バイト数を 1024で除してリターン
する。あるアクションがメモリー使用にどのよな効果を及ぼすかについて概観を得るためにこ
の関数を使用できる。

[Variable]memory-full
この変数は Lispオブジェクト用のメモリーが不足に近い状態なら t、それ以外なら nil。

[Function]memory-use-counts
これはそのEmacsセッションで作成されたオブジェクト数をカウントしたリスト。これらのカ
ウンターはそれぞれ特定の種類のオブジェクトを数える。詳細はドキュメント文字列を参照の
こと。

[Function]memory-info
この関数はシステムメモリーのトータル量とフリーな量をリターンする。サポートされないシ
ステムでは値は nilかもしれない。

[Variable]gcs-done
この変数はその Emacsセッションでそれまでに行われたガーベージコレクションの合計回数。

[Variable]gc-elapsed
この変数はその Emacsセッションでガーベージコレクションの間に費やされた経過時間を浮
動小数点数で表した総秒数。
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E.4 スタックに割り当てられたオブジェクト

上述のガーベージコレクターは Lisp プログラムから可視なデータ、同様に Lisp インタープリター
が内部的に使用するほとんどのデータの管理に使用されます。インタプリターの Cスタックを使用
して一時的に内部オブジェクトを割り当てることが有用なときがあります。割り当てとガーベージコ
レクターによる解放は、ヒープメモリーよりスタック割り当てを使用するほうが通常は高速なので、
これはパフォーマンスの改善の助けになります。これには解放後にそのようなオブジェクトを使用す
ることにより未定義の挙動を引き起こすという欠点があるので、使用においては熟考するとともに
GC_CHECK_MARKED_OBJECTS機能 (src/alloc.cを参照)を使用して慎重にデバッグするべきです。
特にスタックに割り当てられたオブジェクトはユーザーの Lispコードからは決して可視にならないよ
うにする必要があります。

現在のことろコンスセルと文字列をこの方法で割り当てできます。これは block寿命をもつ名前
つき Lisp_Objectを定義する AUTO_CONSや AUTO_STRINGのような Cマクロで実装されています。
これらのオブジェクトはガーベージコレクターでは解放されません。かわりにこれらは自動記憶期間
(automatic storage duration)をもちます。つまりそれらはすべてローカル変数のように割り当て
られて、そのオブジェクトを定義する Cブロックの実行の最後に自動的に解放されます。

性能的な理由によりスタックに割り当てられる文字列はASCII文字に限定されており、それらの多
くが不変です。つまりそれらにたいして ASETを呼び出すと未定義の挙動を引き起こします。

E.5 メモリー使用量

以下の関数と変数は Emacsが行なったメモリー割り当ての総量に関する情報をデータ型ごとに分類
して提供します。これらの関数や変数と garbage-collectがリターンする値との違いに注意してく
ださい。garbage-collectはカレントで存在するオブジェクトを計数しますが、以下の関数や変数
はすでに解放されたオブジェクトを含めて割り当てのすべての数やサイズを計数します。

[Variable]cons-cells-consed
その Emacsセッションでそれまでに割り当てられたコンスセルの総数。

[Variable]floats-consed
その Emacsセッションでそれまでに割り当てられた浮動小数点数の総数。

[Variable]vector-cells-consed
その Emacsセッションでそれまでに割り当てられたベクターセルの総数。これにはマーカー、
オーバーレイのようなベクター様のオブジェクトに加えてユーザーには不可視な特定のオブジェ
クトが含まれる。

[Variable]symbols-consed
その Emacsセッションでそれまでに割り当てられたシンボルの総数。

[Variable]string-chars-consed
その Emacsセッションでそれまでに割り当てられた文字列の文字の総数。

[Variable]intervals-consed
その Emacsセッションでそれまでに割り当てられたインターバルの総数。

[Variable]strings-consed
その Emacsセッションでそれまでに割り当てられた文字列の総数。
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E.6 C方言

Emacs の C 部分は C99 にたいして可搬性があります。‘<stdalign.h>’や ‘_Noreturn’のような
C11固有の機能は通常は configure時に行われるチェックなしでは使用しておらず、Emacsのビルド
手順は必要なら代替えの実装を提供します。無名な構造体や共用体のようないくつかのC11機能はエ
ミュレートが非常に困難なので完全に無視しています。

そう遠くない将来のある時点で基本となる C方言は間違いなく C11に変更されるでしょう。

E.7 Emacsプリミティブの記述

Lispプリミティブとは Cで実装された Lisp関数です。Lispから呼び出せるように C関数インター
フェースの詳細は Cのマクロで処理されます。新たな Cコードの記述のしかたを真に理解するには
ソースを読むのが唯一の方法ですが、ここではいくつかの事項について説明します。

スペシャルフォームの例として以下はeval.cのorです (通常の関数は同様の一般的な外観をもつ)。
DEFUN ("or", For, Sor, 0, UNEVALLED, 0,

doc: /* Eval args until one of them yields non-nil,

then return that value.

The remaining args are not evalled at all.

If all args return nil, return nil.

usage: (or CONDITIONS...) */)

(Lisp_Object args)

{

Lisp_Object val = Qnil;

while (CONSP (args))

{

val = eval_sub (XCAR (args));

if (!NILP (val))

break;

args = XCDR (args);

maybe_quit ();

}

return val;

}

では DEFUNマクロの引数について詳細に説明しましょう。以下はそれらのテンプレートです:

DEFUN (lname, fname, sname, min, max, interactive, doc)

lname これは関数名として定義する Lispシンボル名。上記例では or。

fname これは関数のC関数名。これはCコードでその関数を呼び出すために使用される名前。
名前は慣習として ‘F’の後に Lisp名をつけて、Lisp名のすべてのダッシュ(‘-’)をアン
ダースコアに変更する。つまり Cコードから呼び出す場合には Forを呼び出す。

sname これは Lispでその関数を表す subrオブジェクト用にデータ保持のための構造体に使用
される C変数名。この構造体はそのシンボルを作成してそれの定義に subrオブジェク
トを格納する初期化ルーチンで Lispシンボル名を伝達する。慣習により常に fnameの
‘F’を ‘S’に置き換えた名前になる。

min これは関数が要求する引数の最小個数。関数 orは最小で 0個の引数を受け入れる。

max これは関数が受け入れる引数の最大個数が定数なら引数の最大個数。あるいはUNEVALLED

なら未評価の引数を受け取るスペシャルフォーム、MANYなら評価される引数の個数に制
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限がないことを意味する (&restと等価)。UNEVALLEDと MANYはいずれもマクロ。max
が数字ならminより大きく 8より小さいこと。

interactive
これは Lisp関数で interactiveの引数として使用されるようなインタラクティブ仕様
(文字列)である (Section 21.2.1 [Using Interactive], page 377を参照)。orの場合は
0 (nullポインター)であり orがインタラクティブに呼び出せないことを示す。値""は
インタラクティブに呼び出し時に、関数が引数を受け取るべきではないことを示す。値
が ‘"(’で始まる場合には、その文字列は Lispフォームとして評価される。たとえば:

DEFUN ("foo", Ffoo, Sfoo, 0, 3,

"(list (read-char-by-name \"Insert character: \")\

(prefix-numeric-value current-prefix-arg)\

t)",

doc: /* ... */)

doc これはドキュメント文字列。複数行を含むために特別なことを要しないので、これには
Cの文字列構文ではなくCコメント構文を使用する。‘doc:’の後のコメントはドキュメ
ント文字列として認識される。コメントの開始と終了の区切り文字 ‘/*’と ‘*/’はドキュ
メント文字列の一部にはならない。

ドキュメント文字列の最後の行がキーワード ‘usage:’で始まる場合には、その行の残り
の部分は引数リストをドキュメント化するためのものとして扱われる。この方法により
Cコード内で使用される引数名とは異なる引数名をドキュメント文字列内で使用するこ
とができる。その関数の引数の個数に制限がなければ ‘usage:’は必須。

プロットフォームにたいして 1つといったように、複数の定義をもつプリミティブがい
くつかある (たとえば x-create-frame)。このような場合には各定義に同じドキュメ
ント文字列を記述するよりも、ただ 1つの定義が実際のドキュメントをもつようにした
ほうがよい。他の定義は DOCファイルをパースする関数から無視される、‘SKIP’で始ま
るプレースホルダーをもつ。

Lispコードでのドキュメント文字列にたいするすべての通常ルール (Section D.6 [Doc-
umentation Tips], page 1170を参照)は Cコードのドキュメント文字列にも適用さ
れる。

以下のようにドキュメント文字列の後に、そのプリミティブを実装するC関数にたいす
る C関数属性のリストがあるかもしれない:

DEFUN ("bar", Fbar, Sbar, 0, UNEVALLED, 0

doc: /* ... */

attributes: attr1 attr2 ...)

後に続けることにより複数の属性を指定できる。現在のところ以下の属性が認識される:

noreturn 決してリターンしない C 関数を宣言する。これは C11 のキーワード_

Noreturn、GCCの属性__attribute__ ((__noreturn__))に対応し
ている (Section “Function Attributes” in Using the GNU Compiler
Collectionを参照)。

const 引数以外の値を検査せず、リターン値以外に影響しない関数を宣言する。
これはGCCの属性__attribute__ ((__const__))に対応している。

noinline これは関数がインラインとみなされることを抑止する GCC の属性
__attribute__ ((__noinline__))に対応している。これはたとえば
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スタックベースの変数にたいするリンク時の最適化の効果を取り消すため
に必要になるかもしれない。

DEFUNマクロ呼び出しの後には、その C関数にたいする引数リストを引数のタイプを含めて記述
しなければなりません。そのプリミティブが Lispで固定された最大個数をもつ引数を受け入れるな
ら、Lisp引数それぞれにたいして 1つの C引数をもち、各引数のタイプは Lisp_Objectでなけれ
ばなりません (ファイル lisp.hではタイプ Lisp_Objectの値を作成する種々のマクロと関数が宣言
されている)。プリミティブがスペシャルフォームなら、評価されないタイプ Lisp_Objectの単一の
Lisp引数を含む Lispリストを受け取らなければなりません。プリミティブの Lispの最大引数個数に
上限がない場合には正確に 2つのC引数をもたなければなりません。1つ目は Lisp引数の個数、2つ
目はそれらの値を含むブロックのアドレスです。これらはそれぞれ ptrdiff_t、Lisp_Object *の
タイプをもちます。Lisp_Objectは任意のデータ型と任意の Lispオブジェクトを保持できるので、
実行時のみ実際のデータ型を判断できます。特定のタイプの引数だけを受け入れるプリミティブを記
述したい場合は、適切な述語を使用してタイプを明確にチェックしなければなりません (Section 2.7
[Type Predicates], page 29を参照)。

関数 For自体ではローカル変数 argsはEmacsのスタックマーキングによるガーベージコレクター
が制御するオブジェクトを参照します。ガーベージコレクターはたとえCの Lisp_Objectスタック変
数から到達可能なオブジェクトを回収しなくても、文字列コンテンツやバッファーのテキストのような
オブジェクトの何らかのコンポーネントを移動するかもしれません。したがってこれらのコンポーネン
トにアクセスする関数は Lispの評価を行なった後に、それらのアドレスの再取得に留意しなければな
りません。これはコードが文字列コンテンツやバッファーテキストにたいするCポインターを維持す
るかわりに、バッファーや文字列の位置を維持して、Lispの評価を行なった後にその位置からCポイ
ンターを再計算する必要があることを意味しています。Lisp評価は直接と間接を問わず、eval_sub

や Fevalの呼び出しを通じて発生する可能性があります。

ループ内部の maybe_quit呼び出しに注意してください。この関数はユーザーが C-gを渡したか
どうかをチェックして、もしそうなら処理を abortします。多数の繰り返しを要する可能性があるす
べてのループ内でこれを行うべきです。この場合には引数のリストは非常に長くなるかもしれません。
これは Emacsの応答性とユーザーエクスペリエンスを向上させます。

Emacsが一度ダンプされた後に変数に何か書き込まれているときには、その静的変数やグローバ
ル変数に Cの初期化を使用してはなりません。初期化されたこれらの変数は Emacsのダンプの結果
として、(特定のオペレーティングシステムでは)読み取り専用となるメモリーエリアに割り当てられ
ます。Section E.2 [Pure Storage], page 1179を参照してください。

C関数の定義だけでは Lispプリミティブを利用可能にするのに十分ではありません。そのプリミ
ティブにたいして Lispシンボルを作成して関数セルに適切な subrオブジェクトを格納しなければな
りません。このコードは以下のようになるでしょう:

defsubr (&sname);

ここで snameは DEFUNの 3つ目の引数として使用する名前です。

すでにLispプリミティブが定義されたファイルにプリミティブを追加する場合には、(そのファイル
終端付近にある)syms_of_somethingという名前の関数を探して defsubrの呼び出しを追加してく
ださい。ファイルにこの関数がない、または新たなファイルを作成する場合には syms_of_filename

(例: syms_of_myfile)を追加します。それから emacs.cでそれらの関数が呼び出されるすべての
箇所を探して syms_of_filenameの呼び出しを追加してください。

関数 syms_of_filenameは Lisp変数として可視となるすべてのC変数を定義する場所でもあり
ます。DEFVAR_LISPはタイプ Lisp_ObjectのC変数を Lispから可視にします。DEFVAR_INTはタ
イプ intの C変数を常に整数となる値をもつようにして Lispから可視にします。DEFVAR_BOOLは
タイプ intの C変数を常に tか nilのいずれかとなる値をもつようにして Lispから可視にします。
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DEFVAR_BOOLで定義された変数はバイトコンパイラーに使用されるリスト byte-boolean-varsに
自動的に追加されることに注意してください。

これらのマクロはすべて 3つの引数を期待します:

lname Lispプログラムが使用する変数名。

vname Cソース内の変数名。

doc Cコメントとしての変数用のドキュメント。詳細は Section 24.1 [Documentation Ba-
sics], page 520を参照のこと。

慣例として “ネイティブ”なタイプ (intと bool)の変数の定義時には、Cの変数名は Lisp変数の
-が_で置換されます。変数がタイプ Lisp_Objectをもつ際には、Cの変数名に Vも前置します。た
とえば

DEFVAR_INT ("my-int-variable", my_int_variable,

doc: /* An integer variable. */);

DEFVAR_LISP ("my-lisp-variable", Vmy_lisp_variable,

doc: /* A Lisp variable. */);

Lispではシンボルの値ではなくシンボル自身の参照を要する状況が存在します。1つは変数の値の
一時的なオーバーライドであり、これはLispでは letで行われます。これはCソースでは、specbind
を使用して対応する定数シンボルを定義することにより行われます。慣例によりQmy_lisp_variable

は Vmy_lisp_variableに対応します。これを定義するには DEFSYMマクロを使用します。たとえば
DEFSYM (Qmy_lisp_variable, "my-lisp-variable");

実際にバインディングを行うには:

specbind (Qmy_lisp_variable, Qt);

Lispシンボルではクォートの使用が必要な場合がありますが、Cで同様の効果を達成するために
は対応する定数シンボル Qmy_lisp_variableを使用します。たとえば Lispでバッファーローカル
変数 (Section 12.11 [Buffer-Local Variables], page 191を参照)を作成する際には以下のように記
述します:

(make-variable-buffer-local 'my-lisp-variable)

C 側の対応するコードは、以下のように DEFSYMと組み合わせて Fmake_variable_buffer_

localを使用します。
DEFSYM (Qmy_lisp_variable, "my-lisp-variable");

Fmake_variable_buffer_local (Qmy_lisp_variable);

C で定義された Lisp 変数を defcustomで宣言された変数のように振る舞わせたい場合には、
cus-start.elに適切なエントリーを追加します。使用するフォーマットの説明はSection 15.3 [Vari-
able Definitions], page 254を参照してください。

タイプ Lisp_Objectのファイルをスコープとする C変数を直接定義する場合には、以下のよう
に syms_of_filename内で staticproを呼び出してガーベージコレクションから保護しなければな
りません:

staticpro (&variable);

以下はより複雑な引数をもつ別の関数例です。これは window.cからのコードであり、Lispオブ
ジェクトを操作するためのマクロと関数の使用を示すものです。

DEFUN ("coordinates-in-window-p", Fcoordinates_in_window_p,

Scoordinates_in_window_p, 2, 2, 0,

doc: /* Return non-nil if COORDINATES are in WINDOW.

...
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or `right-margin' is returned. */)

(register Lisp_Object coordinates, Lisp_Object window)

{

struct window *w;

struct frame *f;

int x, y;

Lisp_Object lx, ly;

w = decode_live_window (window);

f = XFRAME (w->frame);

CHECK_CONS (coordinates);

lx = Fcar (coordinates);

ly = Fcdr (coordinates);

CHECK_NUMBER (lx);

CHECK_NUMBER (ly);

x = FRAME_PIXEL_X_FROM_CANON_X (f, lx) + FRAME_INTERNAL_BORDER_WIDTH (f);

y = FRAME_PIXEL_Y_FROM_CANON_Y (f, ly) + FRAME_INTERNAL_BORDER_WIDTH (f);

switch (coordinates_in_window (w, x, y))

{

case ON_NOTHING: /* NOT in window at all. */

return Qnil;

...

case ON_MODE_LINE: /* In mode line of window. */

return Qmode_line;

...

case ON_SCROLL_BAR: /* On scroll-bar of window. */

/* Historically we are supposed to return nil in this case. */

return Qnil;

default:

emacs_abort ();

}

}

Cコードは Cで記述されていなければ名前で呼び出すことはできないことに注意してください。
Lispで記述された関数を呼び出すには関数 funcallをCで具現化した Ffuncallを使用します。Lisp
関数 funcallは個数制限なしの引数を受け付けるので、Cでの引数は Lispレベルでの引数個数とそ
れらの値を含む 1次元配列という 2個の引数になります。Lispレベルでの 1つ目の引数は呼び出す関
数、残りはそれに渡す引数です。

C関数 call0、call1、call2、...は個数が固定された引数で Lisp関数を手軽に呼び出す便利な
方法を提供します。これらは Ffuncallを呼び出すことにより機能します。

eval.cは例を探すのに適したファイルです。lisp.hには重要なマクロと関数の定義がいくつか
含まれています。

副作用がない関数や純粋関数を定義したら、side-effect-freeや pureのプロパティに非 nil

を与えてください (Section 9.4.2 [Standard Properties], page 131を参照)。

E.8 動的にロードされるモジュールの記述

このセクションでがEmacsのモジュールAPI、およびEmacs用の拡張モジュール記述の一部として
それらを使用する方法について説明します。モジュール APIはCプログラム言語で定義されているの
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で、このセクション内の記述と例はモジュールがCで記述されていると仮定します。別のプログラム言
語ではCコード呼び出しのための適切なバインディングやインターフェースと機能の使用が必要にな
るでしょう。EmacsのCコードにはC99以降のコンパイラー (Section E.6 [C Dialect], page 1186
を参照)が必要であり、このセクションもこの標準にしたがいます。

モジュールの記述と Emacsへの統合には以下のタスクが含まれます:

• モジュール用の初期化コードの記述。
• 1つ以上のモジュール関数の記述。

• Emacsとモジュール間での値とオブジェクトのやり取り。

• エラーコンディションと非ローカル脱出のハンドリング。
以下のサクセクションこれらのタスクと API自体の詳細を説明します。

モジュールを一度記述したら共有ライブラリーを生成するために、背景のプラットドームの慣習
に応じてモジュールをコンパイルします。その後で load-path (Section 16.3 [Library Search],
page 273を参照)に言及されたディレクトリー内 (Emacsが共有ライブラリーを探す場所)にそれを
配置します。

EmacsダイナミックモジュールAPIにたいしてモジュールの適合性を検証したければ--module-

assertionsオプションでEmacsを呼び出します。Section “Initial Options” in The GNU Emacs
Manualを参照してください。

E.8.1 モジュールの初期化コード

ヘッダーファイル emacs-module.hのインクルードと GPL互換性シンボル (GPL compatibility
symbol)によりモジュールの記述を始めましょう:

#include <emacs-module.h>

int plugin_is_GPL_compatible;

Emacsインストールの一部としてシステムのインクルードツリーに emacs-module.hファイル
がインストールされます。かわりに Emacsのソースツリー内で見つけることもできます。

次にモジュール用の初期化関数を記述します。

[Function]int emacs_module_init (struct emacs runtime *runtime)
Emacsはモジュールをロードする際にこの関数を呼び出す。モジュールがemacs_module_init

という名前の関数をエクスポートしていなければモジュールはエラーをシグナルする。この初
期化関数は初期化成功時には 0、それ以外は非 0をリターンすること。後者の場合には Emacs
はエラーをシグナルして、モジュールのロードは失敗する。初期化中にユーザーが C-gを押下
すると、Emacsは初期化関数のリターン値を無視して quitする (Section 21.11 [Quitting],
page 415を参照)(必要なら初期化関数内でユーザーの quitを catchできる。[should quit],
page 1202を参照)。

引数 runtimeは 2つのパブリックなフィールドを含む Cの structへのポインター、sizeは
その構造体のバイトサイズ、get_environmentはEmacsの環境オブジェクトとそのインター
フェースにモジュール初期化関数をアクセス可能にする関数へのポインターを提供する。

初期化関数はモジュールに必要な初期化は何であれすべて行うこと。さらに以下のタスクを行
うことができる:

互換性の検証
モジュールにコンパイルされた runtime構造体の sizeメンバーの値を比較する
ことにより、モジュールをロードする Emacs実行可能形式がモジュールと互換
性があるか検証できる。
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int

emacs_module_init (struct emacs_runtime *ert)

{

if (ert->size < sizeof (*ert))

return 1;

}

モジュールに渡された runtimeオブジェクトの sizeが期待する値より小さけれ
ば、ロードしようとしているモジュールが Emacsの新しい (最近の)バージョン
向けにコンパイルされていることを意味する (そのモジュールはEmacsのバイナ
リーとは非互換かもしれない)。

さらにモジュールは期待しているモジュール APIの互換性も検証できる。以下の
例では上述の emacs_module_init関数の一部であることを仮定している:

emacs_env *env = ert->get_environment (ert);

if (env->size < sizeof (*env))

return 2;

これは APIの環境 (environment) へのポインターの取得用に構造体 runtime

(sizeフィールドに構造体のバイトサイズも保有するCstruct )で提供されるポ
インターを使用して get_environment関数を呼び出す。

最後に Emacsから渡された環境のサイズと既知のサイズを比較することによっ
て、以下のように古いバージョンの Emacsで動作するモジュールを記述できる:

emacs_env *env = ert->get_environment (ert);

if (env->size >= sizeof (struct emacs_env_26))

emacs_version = 26; /* Emacs 26 or later. */

else if (env->size >= sizeof (struct emacs_env_25))

emacs_version = 25;

else

return 2; /* Unknown or unsupported version. */

新しいバージョンの Emacsではメンバーを環境に常に追加して削除は決して行
わないので、新たな Emacsのリリースではサイズは増加するだけであることに
より機能する。与えられたバージョンの Emacsにたいして、そのバージョンに
存在するモジュール APIは新しいバージョンのものと等しいので、その部分だけ
を使用できる。

emacs-module.hはプリプロセッサマクロ EMACS_MAJOR_VERSIONを定義する。
これはヘッダーがサポートするEmacsの最新バージョンとなる整数リテラルに展
開される。Section 1.4 [Version Info], page 6を参照のこと。EMACS_MAJOR_

VERSIONはコンパイル時の定数であり、モジュールをロードしたカレントで実行
中のEmacsのバージョンを表さないことに注意。emacs-module.hやEmacsの
種々なバージョンにたいして互換性をもたせたければ、EMACS_MAJOR_VERSION
にもとづいた条件コンパイルを使用できる。

モジュールが処理全体を初期化関数内で行い、Lispオブジェクトにアクセスした
り環境構造体を通じてアクセス可能な Emacs関数を使用することがない場合を
除いて、モジュールの互換性検証を常に行うことを推奨する。
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Lispシンボルへのモジュール関数のバインド
これは Lispコードが名前で呼び出せるようにモジュール関数に名前を与える。こ
れを行う方法については以下の Section E.8.2 [Module Functions], page 1193
で説明する。

E.8.2 モジュール関数の記述

Emacsモジュールを記述する主な理由は、そのモジュールをロードした Lispプログラムが追加の関
数を利用できるようにするためです。このサブセクションでは、そのようなモジュール関数 (module
functions)の記述方法を説明します。

モジュール関数は以下のような一般的なフォームとシグネチャをもっています:

[Function]emacs_value module_func (emacs env *env, ptrdiff t nargs,
emacs value *args, void *data)

引数 envはEmacsのオブジェクトや関数へのアクセスに必要となるAPI環境へのポインターを
提供する。引数 nargsは要求される引数の個数であり 0もあり得る (引数の個数にたいするより
柔軟な仕様については以下の make_functionを参照)。argsは関数の引数へのポインター。引
数 dataは関数により要求される追加データへのポインターであり、module_funcからEmacs
関数を作成するために module_func (以下参照)が呼び出される際にアレンジされる。

モジュール関数は Emacsとモジュール間で Lispオブジェクトをやり取りするためにタイプ
emacs_valueを使用する (Section E.8.3 [Module Values], page 1195を参照)。以下で説明
する APIと以降のサブセクションではCの基本データ型と、それらに対応する emacs_value

オブジェクトの慣習にたいする機能を提供する。

モジュール関数は常に値をリターンする。関数が正常にリターンすると、それに呼び出された
Lispコードは関数がリターンした emacs_value値に対応するLispオブジェクトを目にするこ
とになる。しかしユーザーが C-gをタイプしたり、モジュール関数やその呼び出し先がエラー
をシグナルしたり非ローカルな exit (Section E.8.5 [Module Nonlocal], page 1203を参照)
を行なった場合には、Emacsはリターン値を無視して Lispコードが同じ状況に遭遇した際の
ように quitや thrrowを行う。

モジュール関数用の Cコード記述後には、そこから make_functionを使用して Lisp関数オブ
ジェクトを作成する必要があります。make_function関数へのポインターは環境内で提供されます
(環境へのポインターは get_environmentがリターンすることを思い出してほしい)。これは通常は
APIのモジュール初期化関数 ([module initialization function], page 1191を参照)の内部で互換性
検証後に行われます。

[Function]emacs_value make_function (emacs env *env, ptrdiff t min_arity,
ptrdiff t max_arity, subr func, const char *docstring, void *data)

これは C 関数 funcが作成した上記 module_funcで説明したシグネチャをもつ Emacs 関数
をリターンする (ここでは subrに typedefされると仮定)。引数min arityとmax arityは、
funcが受け付ける引数の最大個数と最小個数を指定する。引数max arityは特別な値 emacs_

variadic_functionをもつことができる。これはLispの&restキーワードのように、関数の
受け付ける引数の個数を無制限にする (Section 13.2.3 [Argument List], page 213を参照)。

引数 dataは funcの呼び出し時に任意の追加データを渡すための手段である。make_function
に渡されたポインターが何であれ、それは変更されずに funcに渡される。

引数 docstringはその関数用のドキュメント文字列を指定する。これはASCII文字列かUTF-8
にエンコードされた非 ASCII文字列、または NULLポインターのいずれかであること。後者の
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場合には関数がドキュメントをもたないことを意味する。ドキュメント文字列は advertised-
calling-conventionを指定する行で終端できる。Section 13.2.4 [Function Documentation],
page 214を参照のこと。

すべてのモジュール関数は 1つ目の引数として環境へのポインターを受け取らなければならな
いので、make_functionは任意のモジュール関数から呼び出され得るが、モジュールが一度
ロードされればすべてのモジュール関数がEmacsに既知となるように、通常はこれをモジュー
ル初期化関数で行うことを望むだろう。

最後に Lispコードが関数を名前で呼び出せるように Lisp関数をシンボルにバインドする必要が
あります。これを行うにはモジュール API関数 intern ([intern], page 1202を参照)を使用します。
この関数のポインターもモジュール関数がアクセス可能な環境内で提供されています。

上述のステップを組み合わせて、モジュール初期化関数の中で以下のように C用にアレンジした
コード module_funcが、Lispから module-funcとして呼び出し可能になります:

emacs_env *env = ert->get_environment (ert);

emacs_value func = env->make_function (env, min_arity, max_arity,

module_func, docstring, data);

emacs_value symbol = env->intern (env, "module-func");

emacs_value args[] = {symbol, func};

env->funcall (env, env->intern (env, "defalias"), 2, args);

env->internの呼び出しによりシンボル module-funcは Emacsが知ることとなり、それから関数
をこのシンボルにバインドするために Emacsから defaliasを呼び出します。defaliasのかわり
に fsetの使用も可能なことに注意してください。両者の違いは Section 13.4 [Defining Functions],
page 216に説明があります。

emacs_module_init関数 ([module initialization function], page 1191を参照)を含むモジュー
ル関数は、直接間接を問わず Emacsから呼び出されていれば、何らかの生きた emacs_envポイン
ターによる環境関数呼び出しにより、Emacsだけと対話する可能性があります。言い換えると、モ
ジュール関数による Lisp関数や Emacsプリミティブを呼び出し、emacs_valueとCデータタイプ
(Section E.8.3 [Module Values], page 1195を参照)の間の変換、あるいは別の方法によるEmacs
との対話を行いたい場合には、Emacsからの emacs_module_initやモジュール関数への呼び出し
のいくつかがコールスタック上になければなりません。モジュール関数はガーベージコレクションの
間は Emacsと対話しないかもしれません。Section E.3 [Garbage Collection], page 1180を参照
してください。モジュール関数は Emacsが作成した Lispインタープリタースレッド (メインスレッ
ドを含む)とだけ対話するかもしれません。Chapter 37 [Threads], page 931を参照してください。
コマンドラインオプション--module-assertionsは、上記の要件にたいする違反のいくつかを検知
できます。Section “Initial Options” in The GNU Emacs Manualを参照してください。

モジュール APIの使用により、より複雑な関数やデータ型 (インタラクティブ関数、インライン関
数、マクロ等)の定義が可能になります。ただしCの結果コードは扱いにくく、可読性も低下します。
したがって関数やデータ構造を作成するモジュールコードを可能なかぎり最小限に留めるとともに、残
りの部分をモジュールに付属する Lispパッケージに付託することを推奨します。なぜならこれらの追
加タスクを Lispで行うのはより用意であり、より可読性の高いコードが生成されるでしょう。たとえ
ば上記のように定義されたモジュール関数 module-funcがある場合には、以下のようなシンプルな
Lispラッパーにもとづくインタラクティブコマンド module-macroを作成するのも 1つの方法です:

(defun module-cmd (&rest args)

"Documentation string for the command."

(interactive spec)

(apply 'module-func args))
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モジュールに同梱される Lispパッケージは、Emacsにパッケージがロードされる際に loadプリ
ミティブ (Section 16.11 [Dynamic Modules], page 285を参照)を使用してモジュールをロードで
きます。

E.8.3 Lisp・モジュール間の値変換

非常に少数の例外を除くほとんどのモジュールでは、モジュールを呼び出す Lispプログラムとの間で
モジュール関数への引数やリターン値の受け渡しでデータのやり取りが必要になります。この目的にた
いしてモジュール APIは emacs_valueタイプを提供しています。これは APIを通じたやり取りにお
いてEmacsの Lispオブジェクトを表現するタイプであり、EmacsのCプリミティブ (Section E.7
[Writing Emacs Primitives], page 1186を参照)で使用される Lisp_Objectタイプと機能的には
等価です。このセクションでは Lispの基本データ型に対応する emacs_valueオブジェクトの作成を
可能とするモジュール APIの部分と、Lispオブジェクトに対応する emacs_valueオブジェクト内の
Cデータへのアクセス方法について説明します。

以下で説明するすべての関数は、実際にはすべてのモジュール関数が受け取る環境へのポインター
を介して提供される関数ポインター (function pointers) です。したがってモジュールのコードでは
以下のように環境ポインターを通じてこれらの関数を呼び出す必要があります:

emacs_env *env; /* the environment pointer */

env->some_function (arguments...);

emacs_envポインターは通常はモジュール関数の 1つ目の引数、モジュール初期化関数内で環境が必
要な場合には get_environmentの呼び出しから取得できます。

以下で説明するもののほとんどはEmacs 25で利用可能になった関数であり、Emacs 25はダイナ
ミックモジュールを最初にサポートした最初のEmacsリリースです。それ以降のリリースで利用可能
になったいくつかの関数につていは、それらをサポートする最初の Emacsバージョンを付記します。

以下のAPI関数は emacs_valueオブジェクトから種々のCデータ型を抽出します。これらすべて
は引数の emacs_valueオブジェクトがその関数の期待するタイプでなければ、エラーコンディション
wrong-type-argumentを raiseします (Section 2.7 [Type Predicates], page 29を参照)。Emacs
モジュール内でエラーをシグナルする方法、およびEmacsにエラーが報告される前にモジュール内部で
エラーコンディションを catchする方法の詳細はSection E.8.5 [Module Nonlocal], page 1203を参
照してください。emacs_valueのタイプ取得にはAPI関数 type_ofを使用できます (Section E.8.4
[Module Misc], page 1201を参照)。

[Function]intmax_t extract_integer (emacs env *env, emacs value arg)
この関数は argで指定されたLisp整数の値をリターンする。リターン値のCデータ型 intmax_

tは Cコンパイラーがサポートする最大の整数型であり、一般的には long long。argの値が
intmax_tに収まらなければ、関数はエラーシンボル overflow-errorを使用してエラーをシ
グナルする。

[Function]bool extract_big_integer (emacs env *env, emacs value arg, int
*sign, ptrdiff t *count, emacs limb t *magnitude)

このEmacs 27から利用可能になった関数は、argの整数値を抽出する。argの値は整数 (fixnum
か bignum)でなければならない。signが NULL以外なら、argの符号 (-1、0、+1)を*signに格
納する。マグニチュード (magnitude: 大きさ)は次のようにmagnitudeに格納される。count
とmagnitudeがいずれも非 NULLなら、magnitudeは少なくとも*count unsigned long要
素の配列を指さなければならない。magnitudeが argのマグニチュードを保持するのに十分大
きければ、この関数はmagnitude配列にリトルエンディアン形式でマグニチュードを書き込み、
配列の要素数を*countに格納して trueをリターンする。magnitudeの大きさが十分でなけれ
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ば、必要な配列サイズを*countに格納，エラーをシグナルして falseをリターンする。count
が非 NULLかつmagnitudeが NULLなら、必要となる配列サイズを*countに格納して trueを
リターンする。

Emacs は*countに要求される最大値が min (PTRDIFF_MAX, SIZE_MAX) / sizeof

(emacs_limb_t)を超えないことを保証するので、magnitude配列の割り当てではサイズ計
算で整数のオーバーフローを心配せずに malloc (*count * sizeof *magnitude)を使用
できる。

[Type alias]emacs_limb_t
これは大きい整数向け変換関数のマグニチュード配列の要素タイプとして使用される符号なし
整数タイプ。このタイプは一意なオブジェクト表現をもつ (パディングビットがない)ことが保
証されている。

[Macro]EMACS_LIMB_MAX
これは emacs_limb_tにたいして可能な最大値を指定する定数式に展開されるマクロ。この式
は#if内での利用に適する。

[Function]double extract_float (emacs env *env, emacs value arg)
この関数は argで指定された Lisp浮動小数の値を Cの double値としてリターンする。

[Function]struct timespec extract time (emacs env *env, emacs value time)
この Emacs 27から利用可能になった関数は timeを Emacs Lispの time値として解釈して、
それに対応する struct timespecをリターンする。Section 40.5 [Time of Day], page 1106
を参照のこと。struct timespecはナノ秒の精度のタイムスタンプを表す。以下のメンバー
をもつ:

time_t tv_sec

整数秒。

long tv_nsec

ナノ秒としての少数秒数。extract_timeがリターンするタイムスタンプでは常
に非負かつ十億未満 (tv_nsecのタイプが longであることをPOSIXがが要求し
ているとしても、非標準的なプラットフォームでは long longである)。

Section “Elapsed Time” in libcを参照のこと。

timeがナノ秒より高い精度をもつ場合には、この関数はナノ秒の精度へ負の無限大方向に切り
詰める。struct timespecが (ナノ秒に切り詰めた)timeを表現できなければ、この関数はエ
ラーをシグナルする。たとえば time_tが 32ビット整数タイプなら 100億秒という time値は
エラーをシグナルするが、600ピコ秒の time値は 0に切り詰められるだろう。

struct timespecで表現できない time値を処理する必要があったり、より高い精度が必要な
ら Lisp関数 encode-timeを呼び出してリターン値を処理すればよい。Section 40.7 [Time
Conversion], page 1108を参照のこと。

[Function]bool copy_string_contents (emacs env *env, emacs value arg,
char *buf, ptrdiff t *len)

これは argで指定された Lisp文字列をUTF-8にエンコードしたテキストを bufが指す char

配列に格納する。bufは少なくとも終端の nullバイトを含む*lenバイトを保持するために十分
なスペースをもつこと。引数 lenは NULLポインターであってはならない。この関数の呼び出し
時には bufのバイトサイズを指定する値を指していること。
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*lenで指定されたバッファーサイズが文字列のテキストを保持するために十分大きければ、関
数は終端の nullバイト含む実際にコピーされる*lenバイトを bufにコピーして trueをリター
ンする。バッファーが小さすぎる場合には、関数はエラーコンディション args-out-of-range

を raiseするとともに、必要なバイト数を*lenに格納して falseをリターンする。保留中のエ
ラーコンディションのハンドル方法は Section E.8.5 [Module Nonlocal], page 1203を参照
のこと。

引数 bufは NULLポインターでもよく、この場合には関数は argのコンテンツの格納に必要な
バイト数を*lenに格納して trueをリターンする。これは特定の文字列を格納するために必要
な bufサイズを決定する手段となり得る。1回目は bufを NULLで copy_string_contents

を呼び出して、関数により*lenに格納されたバイト数の保持に十分なメモリーを割り当ててか
ら、実際にテキストのコピーを行うために非 NULLの bufで関数を再び呼び出す。

[Function]emacs_value vec_get (emacs env *env, emacs value vector,
ptrdiff t index)

この関数は vectorの indexの要素をリターンする。ベクターの最初の要素の indexは 0。index
の値が無効ならこの関数はエラーコンディション args-out-of-rangeを raiseする。関数の
リターン値から Cデータを抽出するためには、ベクターの当該要素に格納された Lispデータ
タイプに応じて、ここで説明している他の抽出関数を使用すればよい。

[Function]ptrdiff_t vec_size (emacs env *env, emacs value vector)
この関数は vector内の要素数をリターンする。

[Function]void vec_set (emacs env *env, emacs value vector, ptrdiff t
index, emacs value value)

この関数は vectorのインデックス indexの要素に valueを格納する。indexの値が無効ならこ
の関数はエラーコンディション args-out-of-rangeを raiseする。

以下は Cの基本データ型から emacs_valueオブジェクトを作成する API関数です。これらはす
べて作成した emacs_valueオブジェクトをリターンします。

[Function]emacs_value make_integer (emacs env *env, intmax t n)
この関数は引数 n (整数)を受け取り対応する emacs_valueオブジェクトをリターンする。n
の値が most-negative-fixnumと most-positive-fixnumの内外いずれであるかに応じて
fixnumかbignumのいずれかをリターンする (Section 3.1 [Integer Basics], page 37を参照)。
nの値をEmacs整数で表現できない、すなわちmost-negative-fixnumとmost-positive-

fixnumの範囲外 (Section 3.1 [Integer Basics], page 37を参照)ならエラーコンディション
overflow-errorを raiseする。

[Function]emacs_value make_big_integer (emacs env *env, int sign, ptrdiff t
count, const emacs limb t *magnitude)

この Emacs 27 から利用可能になった関数は任意のサイズの整数の引数を受け取り、それに
対応する emacs_valueオブジェクトをリターンする。sign引数はリターン値の符号を与える。
signが 0以外なら、magnitudeはリターン値のマグニチュードをリトルエンディアンで指定す
る、少なくとも count個の要素数の配列を指さなければならない。

以下は与えられた整数の次の確率的素数を計算するためにGNU Multiprecision Library (GMP)
を使用する例です。GMPの概要は gmp、magnitudeと GMPの mpz_t値との間の変換方法につい
ては Section “Integer Import and Export” in gmpを参照してください。

#include <emacs-module.h>
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int plugin_is_GPL_compatible;

#include <assert.h>

#include <limits.h>

#include <stdint.h>

#include <stdlib.h>

#include <string.h>

#include <gmp.h>

static void

memory_full (emacs_env *env)

{

static const char message[] = "Memory exhausted";

emacs_value data = env->make_string (env, message,

strlen (message));

env->non_local_exit_signal

(env, env->intern (env, "error"),

env->funcall (env, env->intern (env, "list"), 1, &data));

}

enum

{

order = -1, endian = 0, nails = 0,

limb_size = sizeof (emacs_limb_t),

max_nlimbs = ((SIZE_MAX < PTRDIFF_MAX ? SIZE_MAX : PTRDIFF_MAX)

/ limb_size)

};

static bool

extract_big_integer (emacs_env *env, emacs_value arg, mpz_t result)

{

ptrdiff_t nlimbs;

bool ok = env->extract_big_integer (env, arg, NULL, &nlimbs, NULL);

if (!ok)

return false;

assert (0 < nlimbs && nlimbs <= max_nlimbs);

emacs_limb_t *magnitude = malloc (nlimbs * limb_size);

if (magnitude == NULL)

{

memory_full (env);

return false;

}

int sign;

ok = env->extract_big_integer (env, arg, &sign, &nlimbs, magnitude);

assert (ok);

mpz_import (result, nlimbs, order, limb_size, endian, nails, magnitude);
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free (magnitude);

if (sign < 0)

mpz_neg (result, result);

return true;

}

static emacs_value

make_big_integer (emacs_env *env, const mpz_t value)

{

size_t nbits = mpz_sizeinbase (value, 2);

int bitsperlimb = CHAR_BIT * limb_size - nails;

size_t nlimbs = nbits / bitsperlimb + (nbits % bitsperlimb != 0);

emacs_limb_t *magnitude

= nlimbs <= max_nlimbs ? malloc (nlimbs * limb_size) : NULL;

if (magnitude == NULL)

{

memory_full (env);

return NULL;

}

size_t written;

mpz_export (magnitude, &written, order, limb_size, endian, nails, value);

assert (written == nlimbs);

assert (nlimbs <= PTRDIFF_MAX);

emacs_value result = env->make_big_integer (env, mpz_sgn (value),

nlimbs, magnitude);

free (magnitude);

return result;

}

static emacs_value

next_prime (emacs_env *env, ptrdiff_t nargs, emacs_value *args,

void *data)

{

assert (nargs == 1);

mpz_t p;

mpz_init (p);

extract_big_integer (env, args[0], p);

mpz_nextprime (p, p);

emacs_value result = make_big_integer (env, p);

mpz_clear (p);

return result;

}

int

emacs_module_init (struct emacs_runtime *ert)

{

emacs_env *env = ert->get_environment (ert);
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emacs_value symbol = env->intern (env, "next-prime");

emacs_value func

= env->make_function (env, 1, 1, next_prime, NULL, NULL);

emacs_value args[] = {symbol, func};

env->funcall (env, env->intern (env, "defalias"), 2, args);

return 0;

}

[Function]emacs_value make_float (emacs env *env, double d)
この関数は doubleの引数 dを受け取り対応する Emacs浮動小数点値をリターンする。

[Function]emacs_value make_time (emacs env *env, struct timespec time)
この Emacs 27 から利用可能になった関数は struct timespecの引数 timeを受け取り、
(ticks . hz)というペアーとしてそれに対応する Emacs タイムスタンプをリターンする。
リターン値は正確に timeと同一のタイムスタンプを表す。つまりすべての入力値は表現可能
であり、精度を失うことは決してない。time.tv_secおよび time.tv_nsecは任意の値をと
り得る。特に timeが正規化されている必要はない。これは time.tv_nsecが負、あるいは
999,999,999より大きくなり得ることを意味する。

[Function]emacs_value make_string (emacs env *env, const char *str,
ptrdiff t strlen)

この関数は strが指す、終端の nullバイトを含まないバイト長が strlenであるようなCテキス
ト文字列から Emacs文字列を作成する。strの元文字列は ASCII文字列かUTF-8にエンコー
ドされた非 ASCII文字列が可能であり、文字列には埋め込みの nullバイトを含むことができ、
str[strlen]にある nullバイトで終端される必要はない。strlenが負、または Emacs文字
列の最大長を超過する場合には、この関数はエラーコンディション overflow-errorを raise
する。

この APIはたとえば consと listによるリスト作成 (Section 5.4 [Building Lists], page 75を
参照)、carと cdrによるリストメンバーの抽出 (Section 5.3 [List Elements], page 73 を参照)、
vectorによるベクター作成 (Section 6.5 [Vector Functions], page 109を参照)等のような Lisp
データ構造を操作する関数は提供しません。これらにたいしてはたいおうする Lisp関数を呼び出すた
めに、次のサブセクションで説明する internと funcallを使用します。

emacs_valueオブジェクトのライフタイムはかなり短いのが普通です。このライフタイムはオブ
ジェクトの作成に使用された emacs_envポインターがスコープ外になると終了します。emacs_value
が望む間は行き続けるようなグローバル参照 (global references)を作成を要する場合もあるかもし
れません。そのようなオブジェクトの管理には以下の 2つの関数を使用します。

[Function]emacs_value make_global_ref (emacs env *env, emacs value
value)

この関数は valueのグローバル参照をリターンする。

[Function]void free_global_ref (emacs env *env, emacs value
global_value)

この関数は以前に make_global_refで作成した global valueを解放する。global valueは
この呼び出し後は無効になる。モジュールのコードでは make_global_refと対応する free_

global_refの呼び出しそれぞれをペアーとすること。
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後でモジュール関数に渡す必要がある Cデータ構造体を追跡するための代替え手段はユーザーポ
インター (user pointer)オブジェクトの作成です。ユーザーポインター (または user-ptr )はCポ
インターをカプセル化した Lispオブジェクトであり、関連付けられたファイナライザー (オブジェク
トがガーベージコレクトされる際に呼び出される。Section E.3 [Garbage Collection], page 1180
を参照)をもつことができます。モジュール APIは user-ptrオブジェクトの作成やアクセスを行う
関数を提供します。これらの関数は user-ptrオブジェクトを表現しない emacs_valueで呼び出さ
れるとエラーコンディション wrong-type-argumentを raiseします。

[Function]emacs_value make_user_ptr (emacs env *env, emacs finalizer fin,
void *ptr)

この関数は Cポインター ptrをラップした user-ptrオブジェクトを作成してリターンする。
ファイナライザー関数 finは NULL (ファイナライザーなし)、または以下のシグネチャをもつ関
数のいずれか:

typedef void (*emacs_finalizer) (void *ptr);

finが NULLポインターでなければ、user-ptrオブジェクトがガーベージコレクトされる際に
ptrを引数として呼び出される。Emacsの応答性を維持するためにGCは短時間で終了しなけ
ればならないので、ファイナライザーでは高価なコードの実行は行ってはならない。

[Function]void *get_user_ptr (emacs env *env, emacs value val)
この関数は valで表される Lispオブジェクトから Cポインターを抽出する。

[Function]void set_user_ptr (emacs env *env, emacs value value, void *ptr)
この関数は valで表される user-ptrオブジェクトに埋め込まれた Cポインターに ptrをセッ
トする。

[Function]emacs_finalizer get_user_finalizer (emacs env *env,
emacs value val)

この関数は valで表される user-ptrオブジェクトのファイナライザー、ファイナライザーが
なければ NULLをリターンする。

[Function]void set_user_finalizer (emacs env *env, emacs value val,
emacs finalizer fin)

この関数は valで表される user-ptrオブジェクトのファイナライザーを finに変更する。finが
NULLなら user-ptrオブジェクトのファイナライザーはなくなる。

E.8.4 その他の便利なモジュール用関数

このサブセクションではモジュール APIが提供する便利な関数をいくつか説明します。前のサブセク
ションで説明した関数と同じようにこれらの関数は実際には関数ポインターであり、emacs_envポイ
ンターを介して呼び出す必要があります。Emacs 25以降に導入された関数の説明はそれらが利用可
能になった最初のバージョンを付記します。

[Function]bool eq (emacs env *env, emacs value val1, emacs value val2)
この関数は val1と val2が表す Lispオブジェクトが等しければ true、それ以外なら falseを
リターンする。これは Lisp関数 eq (Section 2.8 [Equality Predicates], page 33を参照)と
同じだが、引数が表すオブジェクトの internの要否を無視する。

等価性に関する他の述語は API関数には存在しないので、より複雑な等価性のテストを行うた
めには、以下で説明する internと funcallを使う必要がある。
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[Function]bool is_not_nil (emacs env *env, emacs value val)
このえ関数は valで表される Lisp オブジェクトをテストして非 nilなら true、それ以外は
falseをリターンする。

等価性をテストするたに internを使って nilを表す emacs_valueを取得して、上述の eqを
使用すれば自身で等価性テストを実装できることに注意。しかしこの関数を使用するほうが簡
便だろう。

[Function]emacs_value type_of (emacs env *env, emacs value object)
この関数はシンボルを表す値 (文字列は string、整数は integer、プロセスなら process等)
として objectのタイプをリターンする。Section 2.7 [Type Predicates], page 29を参照の
こと。オブジェクトのタイプにコードが依存する必要があれば、既知のタイプシンボルと比較
するために internと eqを使用できる。

[Function]emacs_value intern (emacs env *env, const char *name)
この関数は名前が name (null終端された ASCII文字列であること)であるような、internさ
れた Emacsシンボルをリターンする。すでに存在していなれば新たにシンボルを作成する。

この関数は以下で説明するfuncallと共に用いることにより、Lispで呼び出し可能なEmcas関
数 (名前が純粋なASCII文字列である場合にかぎる)純粋なASCII文字列であるようなを呼び出
す手段を提供する。たとえば以下はより協力なEmacsの intern関数 (Section 9.3 [Creating
Symbols], page 127を参照)を呼び出すことにより、名前 name_strが非ASCIIであるような
シンボルを internする方法:

emacs_value fintern = env->intern (env, "intern");

emacs_value sym_name =

env->make_string (env, name_str, strlen (name_str));

emacs_value intern_args[] = { sym_name, env->intern (env, "nil") };

emacs_value symbol = env->funcall (env, fintern, 2, intern_args);

[Function]emacs_value funcall (emacs env *env, emacs value func, ptrdiff t
nargs, emacs value *args)

この関数は argsが指す配列の nargs個の引数を渡して funcの指定先を呼び出す。引数 funcは
(上述の internがリターンした)関数シンボル、make_functionがリターンしたモジュール
関数 (Section E.8.2 [Module Functions], page 1193を参照)、Cで記述されたサブルーチン
等。nargsが 0なら argsは NULLポインターでもよい。

この関数は funcがリターンした値をリターンする。

モジュールに長時間実行される可能性のあるコードが含まれる場合には、たとえば C-gをタイプす
る (Section 21.11 [Quitting], page 415を参照)等によりユーザーが quitを望むかどうかをコード
内でときどきチェックするのはよいアイデアです。Emacs 26.1から利用可能になった以下の関数は、
この目的のために提供されました。

[Function]bool should_quit (emacs env *env)
この関数はユーザーが quitを望むようなら trueをリターンする。この場合にはモジュール関
数は実行中の処理を abortして可能なかぎり速やかにリターンすることを推奨する。ほとんど
の場合は process_inputを使用すること。

ユーザーが quitを望むかどうかをチェックすることに加えて入力イベントを処理するには、Emacs
27.1以降で利用可能になった以下の関数を使用してください。
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[Function]enum emacs_process_input_result process input (emacs env *env)
この関数は保留中の入力イベントを処理する。ユーザーが quitを望んでいたり、シグナル処
理中にエラーが発生したら emacs_process_input_quitをリターンする。この場合にはモ
ジュール関数は行っているすべての処理を abortして可能なかぎり即座にリターンすることを
推奨する。モジュールコードが実行を継続できるなら、process_inputは emacs_process_

input_continueをリターンする。env内に保留中の非ローカル exitが存在しない場合のみ、
リターン値は emacs_process_input_continue。process_input呼び出し後にモジュー
ルが継続する場合には、変数値やバッファーコンテンツのとうなグローバル状態は任意の手段
で変更され得る。

E.8.5 モジュールでの非ローカル脱出

Emacs Lispは非ローカル脱出 (nonlocal exits)をサポートしており、これによりプログラムの制御は
プログラムのあるポイントから別の離れたポイントに転送されます。Section 11.7 [Nonlocal Exits],
page 163を参照してください。したがってモジュールから呼び出されたLisp関数は signalや throw

を呼び出して非ローカルに exitするかもしれず、そのような非ローカル脱出をモジュール関数は正し
くハンドルしなければなりません。このようなハンドリングはCプログラムがリソースを自動的に解
放せず、このような場合には別のクリーンアップを行うために必要になります。モジュールコードは
自身でこれを行わなければなりません。そのための機能をモジュール APIは提供しており、このサブ
セクションではそれを説明します。これらは一般的には Emacs 25以降で利用可能です。これ以降の
リリースで利用可能になったものについては、APIに含まれるようになった最初のEmacsのバージョ
ンを付記します。

モジュール関数から呼び出された Lispコードがエラーをシグナルしたり throwを行う際には、非
ローカル脱出は trapされて保留中の exitと関連するデータは環境内に格納されます。環境内で非ロー
カル脱出が保留中の際には、環境へのポインターで呼び出されたすべてのモジュール API関数は何
も処理を行わずに即座にリターンします (関数 non_local_exit_check、non_local_exit_get、
non_local_exit_clearはこのルールの例外)。モジュール関数が何も行わずに Emacsにリターン
すれば、保留中の非ローカル脱出にたいして Emacsがエラーをシグナルしたり、対応する catchへ
の throwという対処を行うでしょう。

したがって特別なことな何も行わずに、何事もなかったかのようにコードの残りを実行するのが、
モジュール関数での非ローカル脱出にけるもっともシンプルな “ハンドリング”です。しかしこれは 2
つのクラスの問題を引き起こすかもしれません:

− 期待する値を生成することなくAPI関数は即座にリターンするので、初期化や定義が行われてい
ない値をモジュール関数が使用するかもしれない。

− リソースを解放する機会がないかもしれないのでモジュールがリソースをリークするかもしれ
ない。

したがってモジュール関数は以下に説明する関数を使用して、非ローカル脱出のコンディションの
チェックとリカバリングを行うことを推奨します。

[Function]enum emacs_funcall_exit non local exit check (emacs env *env)
この関数は envに格納された非ローカル脱出のコンディションをリターンする。可能な値は:

emacs_funcall_exit_return

最後の API関数は正常に exitした。

emacs_funcall_exit_signal

最後の API関数はエラーをシグナルした。
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emacs_funcall_exit_throw

最後の API関数は throwを通じて exitした。

[Function]enum emacs_funcall_exit non local exit get (emacs env *env,
emacs value *symbol, emacs value *data)

この関数は non_local_exit_checkが行うように envに格納された非ローカル脱出の種別
をリターンするが、もしあれば非ローカル脱出に関する完全な情報もリターンする。リターン
値が emacs_funcall_exit_signalなら関数は*symbolにエラーシンボル、*dataにエラー
データを格納する (Section 11.7.3.1 [Signaling Errors], page 166を参照)。リターン値が
emacs_funcall_exit_throwなら関数は*symbolに catchされたたタグシンボル、*data

に throwされた値を格納する。リターン値が emacs_funcall_exit_returnなら関数はこれ
らの引数が指すメンモリー内に何も格納しない。

何らかのリソースの割り当て前や解放を要するリソースの割り当て後、あるいは失敗がそれ以上の
処理が不可能もしくは実行不能を意味するような場合のように、非ローカル脱出が問題になるような
らチェックするべきです。

モジュール関数が保留中の非ローカル脱出を一度検知すれば、(必要なローカルクリーンアップの
実施後に)Emacsにリターンしたり、非ローカル脱出からのリカバリーを試みることができます。以
下の API関数はこれらのタスクの助けとなるでしょう。

[Function]void non_local_exit_clear (emacs env *env)
この関数は保留中の非ローカル脱出のコンディションと env由来のデータをクリアーする。こ
れの呼び出し後にはモジュール API関数は通常どおり機能するだろう。モジュール関数が呼び
出した Lisp関数の非ローカル脱出からリカバーして継続可能な場合、あるいは以下の 2つの
関数のいずれか (非ローカル脱出が保留中の際に他の API関数に意図した動作を行わせたい場
合にはそれらの API関数も)を呼び出す前にもこの関数を使用すること

[Function]void non_local_exit_throw (emacs env *env, emacs value tag,
emacs value value)

この関数は tagで表される Lispの catchシンボルにリターン値として valueを渡して throw
を行う。モジュール関数は一般的にはこの関数の呼び出し後は即座にリターンすること。この
関数は呼び出された API関数や Lisp関数のいずれかから非ローカル脱出を再 throwしたい際
の 1つの手段である。

[Function]void non_local_exit_signal (emacs env *env, emacs value error,
emacs value data)

この関数は errorで表されるエラーを、指定したエラーデータ dataとともにシグナルする。モ
ジュール関数はこの関数の呼び出し後は即座にリターンすること。この関数はたとえばモジュー
ル関数から Emacsにエラーをシグナルする際に有用かもしれない。

E.9 オブジェクトの内部

Emacs Lispは豊富なデータタイプのセットを提供します。コンスセル、整数、文字列のようにこれ
らのいくつかは、ほとんどすべての Lisp方言で一般的です。マーカやバッファーのようなそれ以外の
ものは Lisp内でエディターコマンドを記述するための基本的サポートを提供するために極めて特別か
つ必要なものです。そのような種々のオブジェクトタイプを実装してインタープリターのサブシステ
ムとの間でオブジェクトを渡す効果的な方法を提供するために、Cデータ構造体セットとそれらすべ
てにたいするポインターを表すタグ付きポインター (tagged pointer)と呼ばれる特別なタイプが存
在します。
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Cではタグ付きポインターはタイプ Lisp_Objectのオブジェクトです。そのようなタイプの初期
化された変数は基本的なデータタイプである整数、シンボル、文字列、コンスセル、浮動小数点数、ベ
クター類似オブジェクトのいずれかを値として常に保持します。これらのデータタイプのそれぞれは対
応するタグ値をもちます。すべてのタグは enum Lisp_Typeにより列挙されており、Lisp_Object

の 3ビットのビットフィールドに配置されます。残りのビットはそれ自身の値です。整数は即値 (値
ビットで直接表される)、他のすべてのオブジェクトはヒープに割り当てられた対応するオブジェクト
へのCポインターで表されます。Lisp_Objectのサイズはプラットフォームと設定に依存します。こ
れは通常は背景プラットフォームのポインターと同一 (32ビットマシンなら 32ビット、64ビットマ
シンなら 64ビット)ですが Lisp_Objectが 64ビットでも、すべてのポインターが 32ビットのよう
な特別な構成もあります。後者は Lisp_Objectにたいして 64ビットの long longタイプを使用す
ることにより、32ビットシステム上の Lisp整数にたいする値範囲の制限を乗り越えるためにデザイ
ンされたトリックです。

以下の Cデータ構造体は整数ではない基本的なデータタイプを表すために lisp.hで定義されて
います:

struct Lisp_Cons

コンスセル。リストを構築するために使用されるオブジェクト。

struct Lisp_String

文字列。文字シーケンスを表す基本的オブジェクト。

struct Lisp_Vector

配列。インデックスによりアクセスできる固定サイズの Lispオブジェクトのセット。

struct Lisp_Symbol

シンボル。一般的に識別子として使用される一意な名前のエンティティ。

struct Lisp_Float

Floating-point value.

これらのタイプは内部的タイプシステムのファーストクラスの市民です。タグスペースは限られて
いるので他のすべてのタイプは Lisp_Vectorlikeのサブクラスです。サブタイプのベクターは enum

pvec_typeにより列挙されておりウィンドウ、バッファー、フレーム、プロセスのようなほとんどす
べての複雑なオブジェクトはこのカテゴリーに分類されます。

Lisp_Vectorlikeのいくつかのサブタイプを説明します。バッファーオブジェクトは表示や編集
を行うテキストを表します。ウィンドウはバッファーを表示したり、同一フレーム上で再帰的に他の
ウィンドウを配置するためのコンテナーとして使用される表示構造の一部です (Emacs Lispのウィン
ドウオブジェクトと、のようなユーザーインターフェースシステムに管理されるエンティティとして
のウィンドウを混同しないこと。Emacsの用語では後者はフレームと呼ばれる)。最後にプロセスオ
ブジェクトはサブプロセスの管理に使用されます。

E.9.1 バッファーの内部

Cでバッファーを表すために 2つの構造体 (buffer.hを参照)が使用されます。buffer_text構造
体にはバッファーのテキストを記述するフィールドが含まれます。buffer構造体は他のフィールドを
保持します。インダイレクトバッファーの場合には、2つ以上の buffer構造体が同じ buffer_text

構造体を参照します。

以下に struct buffer_text内のフィールドをいくつか示します:

beg バッファーコンテンツのアドレス。バッファーコンテンツは途中にギャップをもつ char

の線形 C配列。
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gpt

gpt_byte バッファーのギャップの文字位置とバイト位置。Section 27.13 [Buffer Gap], page 607
を参照のこと。

z

z_byte バッファーテキストの終端の文字位置とバイト位置。

gap_size バッファーのギャップのサイズ。Section 27.13 [Buffer Gap], page 607を参照のこと。

modiff

save_modiff

chars_modiff

overlay_modiff

これらのフィールドは、そのバッファーで行われたバッファー変更イベントの数をカウント
する。modiffはバッファー変更イベントのたびに増分されて、それ以外では決して変化し
ない。save_modiffにはバッファーが最後に visitや保存されたときの modiffの値が含
まれる。chars_modiffはバッファー内の文字にたいする変更だけをカウントして、(テ
キストプロパティのように)その他すべての種類の変更を無視する。overlay_modiff

はバッファーのオーバーレイにたいする変更だけをカウントする。

beg_unchanged

end_unchanged

最後の再表示完了以降に未変更だと解っているテキスト、開始と終了の箇所での文字数。

unchanged_modified

overlay_unchanged_modified

それぞれ最後に再表示が完了した後の modiffと overlay_modiffの値。これらのカ
レント値が modiffや overlay_modiffとマッチしたら、それは beg_unchangedと
end_unchangedに有用な情報が含まれないことを意味する。

markers このバッファーを参照するマーカー。これは実際には単一のマーカーであり、自身のマー
カーチェーン (リンクリスト)内の一連の要素がバッファー内のテキストを参照する他の
マーカーになる。

intervals

そのバッファーのテキストプロパティを記録するインターバルツリー。

struct bufferのいくつかのフィールドを以下に示します:

header タイプ union vectorlike_headerのヘッダーは、すべてのベクター類似のオブジェク
トに共通。

own_text 構造体 struct buffer_textは通常はバッファーのコンテンツを保持する。このフィー
ルドはインダイレクトバッファーでは使用されない。

text そのバッファーの buffer_text構造体へのポインター。通常のバッファーでは上述の
own_textフィールド。インダイレクトバッファーではベースバッファーの own_text

フィールド。

next killされたバッファーを含むすべてのバッファーのチェーン内において次のバッファーへ
のポインター。このチェーンは killされたバッファーを正しく回収するために割り当て
とガーベージコレクションのためだけに使用される。

pt

pt_byte バッファー内のポイントの文字位置とバイト位置。
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begv

begv_byte

そのバッファー内のアクセス可能範囲の先頭位置の文字位置とバイト位置。

zv

zv_byte そのバッファー内のアクセス可能範囲の終端位置の文字位置とバイト位置。

base_buffer

インダイレクトバッファーではベースバッファーのポイント。通常のバッファーでは null。

local_flags

このフィールドはバッファー内でローカルな変数にたいしてそれを示すフラグを含む。
そのような変数は Cコードでは DEFVAR_PER_BUFFERを使用して宣言され、それらの
バッファーローカルなバインディングはバッファー構造体自身内のフィールドに格納さ
れる (これらのフィールドのいくつかはこのテーブル内で説明している)。

modtime visitされているファイルの変更時刻。これはファイルの書き込みと読み込み時にセット
される。そのバッファーをファイルに書き込む前にファイルがディスク上で変更されて
いないことを確認するために、このフィールドとそのファイルの変更時刻を比較する。
Section 27.5 [Buffer Modification], page 597を参照のこと。

auto_save_modified

そのバッファーが最後に自動保存されたときの時刻。

last_window_start

そのバッファーが最後にウィンドウに表示されたときのバッファー内での window-start

位置。

clip_changed

このフラグはバッファーでのナローイングが変更されているかを示す。Section 30.4
[Narrowing], page 767を参照のこと。

prevent_redisplay_optimizations_p

このフラグはバッファーの表示において再表示最適化が使用されるべきではないことを
示す。

overlay_center

このフィールドはカレントオーバーレイの中心位置を保持する。Section 39.9.1 [Man-
aging Overlays], page 1002を参照のこと。

overlays_before

overlays_after

これらのフィールドはカレントオーバーレイ中心、またはその前で終わるオーバーレイの
リスト、およびカレントオーバーレイの後で終わるオーバーレイのリスト。Section 39.9.1
[Managing Overlays], page 1002を参照のこと。overlays_beforeは終端位置の記
述順、overlays_afterは先頭位置増加順で格納される。

name バッファーを命名する Lisp文字列。一意であることが保証されている。Section 27.3
[Buffer Names], page 593を参照のこと。このフィールドと以降のフィールドは以下
のように BVARを介するアクセス以外の方法で直接アクセスするべきではないことを示
すために C構造体定義内の名前の最後に_をもつ:

Lisp_Object buf_name = BVAR (buffer, name);
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save_length

そのバッファーが visitしているファイルを最後に読み込み、または保存したときの長
さ。2つの特別な値をもつことができる。−1はそのバッファーで自動保存がオフである
こと、−2はバッファーのテキストが大量に減少するようなら自動保存をオフに切り替
えないことを意味する。インダイレクトバッファーは決して保存されることはないので、
保存に関して、このフィールドとその他のフィールドは buffer_text構造体で維持さ
れない

directory

相対ファイル名を展開するディレクトリー。これはバッファーローカル変数
default-directoryの値 (Section 25.9.4 [File Name Expansion], page 560 を
参照)。

filename そのバッファーが visit しているファイルの名前。これはバッファーローカル変数
buffer-file-nameの値 (Section 27.4 [Buffer File Name], page 595を参照)。

undo_list

backed_up

auto_save_file_name

auto_save_file_format

read_only

file_format

file_truename

invisibility_spec

display_count

display_time

これらのフィールドは自動的にバッファーローカル (Section 12.11 [Buffer-Local Vari-
ables], page 191を参照)になる Lisp変数の値を格納する。これらに対応する変数は名
前に追加のプレフィクス buffer-がつき、アンダースコアがダッシュで置換される。た
とえば undo_listは buffer-undo-listの値を格納する。

mark そのバッファーにたいするマーク。マークはマーカーなのでリスト markers内にも含ま
れる。Section 31.7 [The Mark], page 773を参照のこと。

local_var_alist

この連想リストはバッファーのバッファーローカル変数のバインディングを記述する。こ
れにはバッファーオブジェクト内に特別なスロットをもつ、ビルトインのバッファーロー
カルなバインディングは含まれない (このテーブルではそれらのスロットは省略してい
る)。Section 12.11 [Buffer-Local Variables], page 191を参照のこと。

major_mode

そのバッファーのメジャーモードを命名するシンボル (例: lisp-mode)。

mode_name

そのメジャーモードの愛称 (例: "Lisp")。
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keymap

abbrev_table

syntax_table

category_table

display_table

これらのフィールドはバッファーのローカルキーマップ (Chapter 22 [Keymaps],
page 423 を参照)、abbrev テーブル (Section 36.1 [Abbrev Tables], page 924 を
参照)、構文テーブル (Chapter 35 [Syntax Tables], page 908を参照)、カテゴリー
テーブル (Section 35.8 [Categories], page 921 を参照)、ディスプレーテーブル
(Section 39.22.2 [Display Tables], page 1081を参照)を格納する。

downcase_table

upcase_table

case_canon_table

これらのフィールドはテキストを小文字、大文字、および case-fold検索でのテキスト
の正規化の変換テーブルを格納する。Section 4.10 [Case Tables], page 69を参照の
こと。

minor_modes

そのバッファーのマイナーモードの alist。

pt_marker

begv_marker

zv_marker

これらのフィールドはインダイレクトバッファー、またはインダイレクトバッファーの
ベースバッファーであるようなバッファーでのみ使用される。これらはそれぞれバッファー
がカレントでないときにバッファーにたいする pt、begv、zvを記録するマーカーを保
持する。
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mode_line_format

header_line_format

case_fold_search

tab_width

fill_column

left_margin

auto_fill_function

truncate_lines

word_wrap

ctl_arrow

bidi_display_reordering

bidi_paragraph_direction

selective_display

selective_display_ellipses

overwrite_mode

abbrev_mode

mark_active

enable_multibyte_characters

buffer_file_coding_system

cache_long_line_scans

point_before_scroll

left_fringe_width

right_fringe_width

fringes_outside_margins

scroll_bar_width

indicate_empty_lines

indicate_buffer_boundaries

fringe_indicator_alist

fringe_cursor_alist

scroll_up_aggressively

scroll_down_aggressively

cursor_type

cursor_in_non_selected_windows

これらのフィールドは自動的にバッファーローカル (Section 12.11 [Buffer-Local
Variables], page 191を参照)になる Lisp変数の値を格納する。これらに対応する変
数は名前のアンダースコアがダッシュで置換される。たとえば mode_line_formatは
mode-line-formatの値を格納する。

last_selected_window

これは最後に選択されていたときにそのバッファーを表示していたウィンドウ、または
そのウィンドウがすでにそのバッファーを表示していなければ nil。

E.9.2 ウィンドウの内部

ウィンドウのフィールドには以下が含まれます (完全なリストは window.hの struct windowを参
照):

frame そのウィンドウがあるフレーム (Lispオブジェクト)。
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mini そのウィンドウがミニバッファーウィンドウ、ミニバッファーかエコーエリアを表示し
ているウィンドウなら非 0。

pseudo_window_p

そのウィンドウが疑似ウィンドウ (pseudo window)なら非 0。疑似ウィンドウとはメ
ニューバーかツールバーの表示に使用されているウィンドウ (自身のメニューバーやツー
ルバーを表示しないツールキットをEmacsが使用している場合)、タブバー、またはツー
ルチップフレーム上でツールチップを表示しているウィンドウのいずれか。一般的には
疑似ウィンドウは Lispコードからアクセスできない。

parent Emacsは内部的にウィンドウをツリーにアレンジする。ウィンドウの兄弟グループは、
そのエリアがすべての兄弟を含むような親ウィンドウをもつ。このフィールドはツリー
内でのウィンドウの親を Lispオブジェクトとして指す。これはツリーのルートウィンド
ウとミニバッファーウィンドウでは常に nil。

親ウィンドウはバッファーを表示せず、子ウィンドウ形成を除いて表示では少ししか役
割を果たさない。Emacs Lispプログラムは親ウィンドウを直接操作できない。Emacs
Lispプログラムでは実際にバッファーを表示するツリーの子ノードのウィンドウにたい
して操作を行う。

contents リーフウィンドウ (leaf window)およびツールチップを表示中のウィンドウでは、その
ウィンドウが表示している Lispオブジェクトとしてのバッファー、内部ウィンドウ (“
親”ウィンドウ)では最初の子ウィンドウ、メニューバーやツールバーを表示している疑
似ウィンドウでは nil、削除されたウィンドウでも nil。

next

prev そのウィンドウの次の兄弟と前の兄弟 (Lispオブジェクト)。自身のグループ内でその
ウィンドウが右端か下端なら nextは nil。自身のグループ内でそのウィンドウが左端
か上端なら prevは nil。兄弟が左右あるいは上下であるかは兄弟の親の horizontal

フィールドで判断される。これが非 0なら兄弟は水平に配置されている。

特別なケースとしてミニバッファーのみのフレームやミニバッファーなしのフレームで
なければ、フレームのルートウィンドウの nextは、そのフレームのミニバッファーウィ
ンドウを指す。そのようなフレームのミニバッファーウィンドウの prevは、そのフレー
ムのルートウィンドウを指す。それ以外の場合にはルートウィンドウの nextフィール
ド、および (もしあれば)ミニバッファーの prevフィールドは nil。

left_col そのウィンドウの左端をウィンドウのネイティブフレームの最左列 (列 0)から相対的に
数えた列数。

top_line そのウィンドウの上端をウィンドウのネイティブフレームの最上行 (行 0)から相対的に
数えた行数。

pixel_left

pixel_top

そのウィンドウの左側上端をウィンドウのネイティブフレームの左上隅 (0, 0)から相対
的に計測したピクセル数。

total_cols

total_lines

列数または行数で数えた、そのウィンドウの幅または高さの合計。値にはスクロールバー
とフリンジ、ディバイダー、および/または (もしあれば)ウィンドウ右側のセパレーター
ラインが含まれる。
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pixel_width;

pixel_height;

ピクセルで計測したウィンドウの幅または高さの合計。

start そのウィンドウ内に表示されるバッファーで、ウィンドウに最初 (ロジカル順。Sec-
tion 39.26 [Bidirectional Display], page 1087 を参照) に表示される文字の位置を
指すマーカー。

pointm これはウィンドウが選択されているときのカレントバッファーのポイント値。選択され
ていなければ前の値が保たれる。

old_pointm

最後の再表示時の pointmの値。

force_start

このフラグが非 nilなら Lispプログラムによりそのウィンドウが明示的にスクロール
されたことを示し、再表示のためにウィンドウの startの値がセットされる。これはポ
イントがスクリーン外の場合の次回再表示に影響を与える。影響とはポイント周辺のテ
キストを表示するためにウィンドウをスクロールするかわりに、スクリーン上にある位
置にポイントを移動するというものである。

optional_new_start

これは force_startと同様だが、次回表示ではポイントが可視の場合のみしたがう。

start_at_line_beg

非 nilは startのカレント値がウィンドウ選択時に先頭行だったことを意味する。

use_time これはウィンドウが最後に選択された時刻。関数 get-lru-windowはこの値を使用する。

sequence_number

そのウィンドウ作成時に割り当てられた一意な番号。

last_modified

前回のそのウィンドウの再表示完了時のウィンドウのバッファーの modiffフィールド。

last_overlay_modified

前回のウィンドウの再表示完了時のウィンドウのバッファーの overlay_modiffフィー
ルド。

last_point

前回のウィンドウの再表示完了時のウィンドウのバッファーのポイント値。

last_had_star

非 0値はウィンドウが最後に更新されたとき、そのウィンドウのバッファーが変更され
たことを意味する。

vertical_scroll_bar_type

horizontal_scroll_bar_type

そのウィンドウの垂直スクロールバーおよび水平スクロールバーのタイプ。

scroll_bar_width

scroll_bar_height

そのウィンドウの垂直スクロールバーの幅および水平スクロールバーの高さ (ピクセル
単位)。
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left_margin_cols

right_margin_cols

そのウィンドウの左マージンと右マージンの幅。値 0はマージンがないことを意味する。

left_fringe_width

right_fringe_width

そのウィンドウの左フリンジと右フリンジのピクセル幅。値−1はフレームの値の使用
を意味する。

fringes_outside_margins

非 0値はディスプレーマージン外側のフリンジ、それ以外ならフリンジはマージンとテ
キストの間にあることを意味する。

window_end_pos

これは zから、そのウィンドウのカレントマトリクス内の最後のグリフのバッファー位
置を減じて算出される。この値は window_end_validが非 0のときだけ有効である。

window_end_bytepos

window_end_posに対応するバイト位置。

window_end_vpos

window_end_posを含む行のウィンドウに相対的な垂直位置。

window_end_valid

このフィールドは window_end_posおよび window_end_vposが真に有効なら非 0値
にセットされる。これは重要な再表示が先に割り込んだ場合には、window_end_posを
算出した表示がスクリーン上に出現しなくなるので 0になる。

cursor そのウィンドウ内でカーソルがどこにあるかを記述する構造体。

last_cursor_vpos

最後の再表示完了時にカーソルを表示していた行の、ウィンドウに相対的な垂直位置。

phys_cursor

そのウィンドウのカーソルが物理的にどこにあるかを記述する構造体。

phys_cursor_type

phys_cursor_height

phys_cursor_width

そのウィンドウの最後の表示でのカーソルのタイプ、高さ、幅。

phys_cursor_on_p

このフィールドはカーソルが物理的にオンなら非 0。

cursor_off_p

非 0はそのウィンドウのカーソルが論理的にオフであることを意味する。これはカーソ
ルの点滅に使用される。

last_cursor_off_p

このフィールドは最後の再表示時の cursor_off_pの値を含む。

must_be_updated_p

これはウィンドウを更新しなければならないとき、再表示の間は 1にセットされる。
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hscroll これはウィンドウ内の表示が左へ水平スクロールされている列数。通常は 0。カレント
行だけが水平スクロールされている際には、カレント行がどれだけ左へ水平スクロール
されているかを示す。

min_hscroll

set-window-hscrollを通じてユーザーがセットする hscrollの最小値 (Sec-
tion 28.23 [Horizontal Scrolling], page 681 を参照)。カレント行だけが水平スク
ロールされている際には、カレント行以外の行がどれだけ左へ水平スクロールされてい
るかを示す。

vscroll ピクセル単位での垂直スクロール量。これは通常は 0。

dedicated

そのウィンドウがそれのバッファー専用 (dedicated)なら非 nil。

combination_limit

このウィンドウの組み合わせ限界は親ウィンドウにとってのみ意味がある。これが tな
らそのウィンドウの削除は許されず、そのウィンドウの他の兄弟と子ウィンドウを再組
み合わせする。

window_parameters

そのウィンドウのパラメーターの alist。

display_table

そのウィンドウのディスプレーテーブル、何も指定されていなければ nil。

update_mode_line

非 0はウィンドウのモードラインの更新が必要なことを意味する。

mode_line_height

header_line_height

モードラインおよびヘッダーラインのピクセル高さ、不明なら−1。

base_line_number

そのバッファーの特定の位置の行番号か 0。これはモードラインでポイントの行番号を
表示するために使用される。

base_line_pos

行番号が既知であるバッファー位置、不明なら 0。これが −1なら、そのウィンドウが
バッファーを表示するかぎり行番号は表示されない。

column_number_displayed

そのウィンドウのモードラインに表示されているカレント列番号、列番号が表示されて
いなければ−1。

current_matrix

desired_matrix

そのウィンドウのカレント、および望まれる表示を記述するグリフ。

E.9.3 プロセスの内部

プロセスのフィールドには以下が含まれます (完全なリストは process.hの struct Lisp_Process

の定義を参照):

name プロセス名 (Lisp文字列)。
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command そのプロセスの開始に使用されたコマンド引数を含むリスト。ネットワークプロセスと
シリアルプロセスではプロセスが実行中なら nil、停止していたら t。

filter そのプロセスから出力を受け取るために使用される Lisp関数。

sentinel そのプロセスの状態が変化したら常に呼び出される Lisp関数。

buffer そのプロセスに関連付けられたバッファー。

pid オペレーティングシステムのプロセス ID (整数)。ネットワークプロセスやシリアルプ
ロセスのような疑似プロセスでは値 0を使用する。

childp フラグ。実際に子プロセスなら t。ネットワークプロセスやシリアルプロセスでは
make-network-processや make-serial-processにもとづく plist。

mark そのプロセスの出力からバッファーに挿入された終端位置を示すマーカー。常にではな
いがこれはバッファー終端であることが多い。

kill_without_query

これが非 0ならプロセス実行中に Emacsを killしてもプロセスの killにたいして確認
を求めない。

raw_status

システムコール waitがリターンする rawプロセス状態。

status process-statusがリターンするようなプロセス状態。Lispシンボル、コンスセル、ま
たはリストのいずれか。

tick

update_tick

これら 2つのフィールドが等しくないなら、センチネル実行かプロセスバッファーへの
メッセージ挿入によりプロセスの状態変更が報告される必要がある。

pty_flag そのサブプロセスが ptyを使用して対話する場合は非 0。パイプを使用する場合には 0。

infd そのプロセスからの入力にたいするファイルディクリプター。

outfd そのプロセスへの出力にたいするファイルディクリプター。

tty_name そのサブプロセスが使用する端末の名前、パイプを使用する場合には nil。

decode_coding_system

そのプロセスからの入力のデコーディングにたいするコーディングシステム。

decoding_buf

デコーディング用の作業バッファー。

decoding_carryover

デコーディングでのキャリーオーバーのサイズ。

encode_coding_system

そのプロセスからの出力のエンコーディングにたいするコーディングシステム。

encoding_buf

エンコーディング用の作業バッファー。

inherit_coding_system_flag

プロセス出力のデコードに使用されるコーディングシステムからプロセスバッファーの
coding-systemをセットするフラグ。

type プロセスのタイプを示す real、network、serialのいずれかのシンボル。
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E.10 Cの整数型

以下は Emacsの Cソースコード内で整数タイプを使用する際のガイドラインです。これらのガイド
ラインはときに相反するアドバイスを与えることがありますが一般的な常識に沿ったものがアドバイ
スです。

• 任意の制限の使用を避ける。たとえば sの長さを intの範囲に収めることが要求されるのでなけ
れば int len = strlen (s);を使用しないこと。

• 符号付き整数の算術演算のオーバーフローのラップアラウンドを前提としてはならない。Emacs
のポート対象先によっては成立しない。実際には符号付き整数のオーバーフローは未定義であり、
コアダンプや早晩に非論理的な振る舞いさえ起こし得る。符号なし整数のオーバーフローは 2の
べき乗の剰余に確実にラップアラウンドされることが保証されている。

• 符号なしタイプと符号付きタイプを組み合わせるとコードが混乱するので符号なしタイプより符
号付きタイプを優先すること。他のガイドラインの多くはタイプが符号付きだとみなしている。符
号なしタイプを要する稀なケースでは、符号付きの符号なし版 (ptrdiff_tのかわりに size_t、
intptr_tのかわりに uintptr_t)にたいして同様のアドバイスを適用できる。

• 0から 0x3FFFFFまでの範囲では Emacs文字コードには intを優先すること。より一般的に
は、たとえばスクリーン列数のように int範囲と既知である整数には intを優先すること。

• サイズ (たとえばすべての個別のCオブジェクトの最大サイズや、すべてのC配列の最大要素数に
バインドされる整数)にたいしては ptrdiff_tを優先すること。これは符号付きタイプにたいす
る Emacsの一般的な優先事項である。ptrdiff_tの使用によりオブジェクトは PTRDIFF_MAX

に制限されるが、より大きいオブジェクトはポインター減算を破壊するかもしれず結局のところ
問題を起こす可能性があるので、これは一方的に制限を課すものではない。

• ssize_t関連の制限をもつ低レベルAPIト対話する際を除いて ssize_tを避けること。これは
典型的なプラトフォームでは ptrdiff_tと等価だとしても、ssize_tは範囲が狭いときがあり
使用によりサイズ関連の計算がオーバーフローするかもしれない。同じく ptrdiff_tはより一
般的で標準化されており、標準的な printfフォーマットをもち、Emacsの内部的なサイズオー
バーフローのチェックの基礎である。ssize_tを使用する際には POSIXガ−から SSIZE_MAX

の範囲の値にたいするサポートだけを要求することに注意してほしい。

• 通常はポインターの内部表現や与えられた任意のタイミングで存在可能なオブジェクト数や割り
当て可能な総バイト数にのみバインドされる整数には intptr_tを優先すること。しかしページ
境界を横切る可能性のあるポインター演算を表す場合には uintptr_tを優先すること。たとえ
ば 32ビットのアドレス空間をもつマシンでの配列は 0x7fffffff/0x80000000境界を横断する可
能性があり、(intptr_t) 0x7fffffffに 1を加算することによって整数のオーバーフローが発
生し得る。

• Emacs Lispの fixnumへの変換や逆変換を表す値では fixnum演算が EMACS_INTにもとづく
ので Emacsで定義されたタイプ EMACS_INTを優先すること。

• (ファイルサイズやエポック以降の経過秒数等の)システム値を表す際には、(off_tや time_t等
の)システムタイプを優先すること。安全だと解っていなければシステムタイプが符号付きだと仮
定してはならない。たとえば off_tは常に符号付きだが time_tは符号付きである必要はない。

• 符号付き整数かもしれない値を表す場合には intmax_tを優先すること。printf族の関数は
"%"PRIdMAXのようなフォーマットを使用してこのような値をプリントできる。

• ブーリーンには bool、false、trueを使用すること。boolの使用によりプログラムの可読性が
増して、intを使用するより若干高速になる。int、0、1を使用しても大丈夫だが旧スタイルは
段階的に廃止される。boolを使用する際にはソースファイル lib/stdbool.in.hに文書化され
ている boolの代替実装の制限を尊重すること。特にブーリーンのビットフィールドは boolでは
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なく bool_bfタイプであること。そうすれば標準のGCCでObjective Cをコンパイルすると
きでさえ正しく機能する。

• ビットフィールドでは intは可搬性に劣るので、intより unsigned intか signed intを優先
すること。単一ビットのビットフィールドの値は 0か 1なので unsigned intか bool_bfを使
用すること。
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Appendix F 標準的なエラー

以下は標準的な Emacsにおける、より重要なエラーシンボルを概念別にグループ分けしたリストで
す。このリストには各シンボルのメッセージ、およびエラーを発生し得る方法へのクロスリファレン
スが含まれています。

これらのエラーシンボルはそれぞれ、親となるエラーコンディションのセットをシンボルのリスト
として保持します。通常このリストにはエラーシンボル自身とシンボル errorが含まれます。このリ
ストは errorより狭義ですが、単一のエラーシンボルより広義であるような中間的なクラス分けのた
めの追加シンボルを含む場合があります。たとえばファイルアクセスでのすべてのエラーはコンディ
ション file-errorをもちます。ここでわたしたちが、特定のエラーシンボルにたいする追加エラー
コンディションに言及していなければ、それがないことを意味しています。

特別な例外としてエラーシンボルquitは、quitはエラーとみなされないのでコンディションerror

をもっていません。

これらのエラーシンボルのほとんどは C(主に data.c)で定義されていますが、いくつかは Lisp
で定義されています。たとえばファイル userlock.elでは file-lockedと file-supersession

のエラーが定義されています。Emacsとともに配布される専門的な Lispライブラリーのいくつかは、
それら自身のエラーシンボルを定義しています。それらのすべてをここではリストしません。

エラーの発生とそれを処理する方法については Section 11.7.3 [Errors], page 165を参照してく
ださい。

error メッセージは ‘error’。Section 11.7.3 [Errors], page 165を参照のこと。

quit メッセージは ‘Quit’。Section 21.11 [Quitting], page 415を参照のこと。

args-out-of-range

メッセージは ‘Args out of range’。これはシーケンス、バッファー、その他コンテ
ナー類似オブジェクトにたいして範囲を超えた要素にアクセスを試みたときに発生する。
Chapter 6 [Sequences Arrays Vectors], page 95と Chapter 32 [Text], page 778
を参照のこと。

arith-error

メッセージは ‘Arithmetic error’。これは 0による整数除算を試みたときに発生する。
Section 3.5 [Numeric Conversions], page 42と Section 3.6 [Arithmetic Opera-
tions], page 43を参照のこと。

beginning-of-buffer

メッセージは ‘Beginning of buffer’。Section 30.2.1 [Character Motion],
page 757を参照のこと。

buffer-read-only

メッセージは ‘Buffer is read-only’。Section 27.7 [Read Only Buffers], page 600
を参照のこと。

circular-list

メッセージは ‘List contains a loop’。これは循環構造に遭遇時に発生する。Sec-
tion 2.6 [Circular Objects], page 29を参照のこと。

cl-assertion-failed

メッセージは ‘Assertion failed’。これは cl-assertマクロのテスト失敗時に発生
する。Section “Assertions” in Common Lisp Extensionsを参照のこと。
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coding-system-error

メッセージは ‘Invalid coding system’。Section 33.10.3 [Lisp and Coding Sys-
tems], page 869を参照のこと。

cyclic-function-indirection

メッセージは ‘Symbol's chain of function indirections contains a loop’。
Section 10.1.4 [Function Indirection], page 136を参照のこと。

cyclic-variable-indirection

メッセージは ‘Symbol's chain of variable indirections contains a loop’。
Section 12.15 [Variable Aliases], page 205を参照のこと。

dbus-error

メッセージは ‘D-Bus error’。Section “Errors and Events” in D-Bus integration
in Emacsを参照のこと。

end-of-buffer

メッセージは ‘End of buffer’。Section 30.2.1 [Character Motion], page 757を参
照のこと。

end-of-file

メッセージは ‘End of file during parsing’。これはファイル I/O ではなく Lisp
リーダーに属するので file-errorのサブカテゴリーではないことに注意のこと。Sec-
tion 19.3 [Input Functions], page 335を参照のこと。

file-already-exists

これは file-errorのサブカテゴリー。Section 25.4 [Writing to Files], page 539を
参照のこと。

file-date-error

これは file-errorのサブカテゴリー。これは copy-fileを試行して出力ファイルの
最終変更時刻のセットに失敗したときに発生する。Section 25.7 [Changing Files],
page 551を参照のこと。

file-error

このエラーメッセージは、通常はエラーコンディション file-errorが与えられたとき
はデータアイテムだけから構築されるので、エラー文字列とサブカテゴリーはここにリ
ストしない。つまりエラー文字列は特に関連しない。しかしこれらのエラーシンボルは
error-messageプロパティをもち、何もデータが与えられなければ error-message

が使用される。Chapter 25 [Files], page 531を参照のこと。

file-missing

これは file-errorのサブカテゴリー。これは存在しないファイルの処理を試みた際に
発生する。Section 25.7 [Changing Files], page 551を参照のこと。

compression-error

これは圧縮ファイルの処理の問題を起因とする file-errorのサブカテゴリー。Sec-
tion 16.1 [How Programs Do Loading], page 270を参照のこと。

file-locked

これは file-errorのサブカテゴリー。Section 25.5 [File Locks], page 540を参照
のこと。
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file-supersession

これは file-errorのサブカテゴリー。Section 27.6 [Modification Time], page 598
を参照のこと。

file-notify-error

これはfile-errorのサブカテゴリー。Section 40.20 [File Notifications], page 1129
を参照のこと。

ftp-error

これは ftpを使用したリモートファイルへのアクセスの問題を起因とする file-error

のサブカテゴリー。Section “Remote Files” in The GNU Emacs Manualを参照の
こと。

invalid-function

メッセージは ‘Invalid function’。Section 10.1.4 [Function Indirection], page 136
を参照のこと。

invalid-read-syntax

メッセージは通常は ‘Invalid read syntax’。Section 2.1 [Printed Representa-
tion], page 8 を参照のこと。このエラーは後の式が続くようなテキストがある際の、
eval-expressionのようなコマンドでも raiseされ得る。この場合にはメッセージは
‘Trailing garbage following expression’。

invalid-regexp

メッセージは ‘Invalid regexp’。Section 34.3 [Regular Expressions], page 885を
参照のこと。

mark-inactive

メッセージは ‘The mark is not active now’。Section 31.7 [The Mark], page 773
を参照のこと。

no-catch メッセージは ‘No catch for tag’。Section 11.7.1 [Catch and Throw], page 163
を参照のこと。

range-error

メッセージは Arithmetic range error。

overflow-error

メッセージは ‘Arithmetic overflow error’。これは range-errorのサブカテゴ
リー。これはリミット integer-widthを超過する整数で発生し得る。Section 3.1
[Integer Basics], page 37を参照のこと。

scan-error

メッセージは ‘Scan error’。これは特定の構文解析関数が無効な構文やマッチしない
カッコを見つけたときに発生する。慣習的に人間が可読なエラーメッセージ、移動を妨害
する開始位置、妨害の終了位置という 3つの引数で raiseされる。Section 30.2.6 [List
Motion], page 763と Section 35.6 [Parsing Expressions], page 916を参照のこと。

search-failed

メッセージは ‘Search failed’。Chapter 34 [Searching and Matching], page 883
を参照のこと。

setting-constant

メッセ ー ジ は ‘Attempt to set a constant symbol’。こ れ は nil、t、
most-positive-fixnum、most-negative-fixnumおよびキーワードシンボルへの
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値の割り当て時に発生する。これは enable-multibyte-charactersや何らかの理
由により値の直接割り当てが許されていないインボルへの値の割り当て時にも発生す
る。Section 12.2 [Constant Variables], page 175を参照のこと。

text-read-only

メッセージは ‘Text is read-only’。これは buffer-read-onlyのサブカテゴリー。
Section 32.19.4 [Special Properties], page 821を参照のこと。

undefined-color

メッセージは ‘Undefined color’。Section 29.22 [Color Names], page 749を参照
のこと。

user-error

メッセージは空文字列。Section 11.7.3.1 [Signaling Errors], page 166を参照のこと。

user-search-failed

これは ‘search-failed’と似ているが、‘user-error’のようにデバッガーをトリガー
しない。Section 11.7.3.1 [Signaling Errors], page 166と Chapter 34 [Searching
and Matching], page 883を参照のこと。これは Infoファイル内での検索に使用され
る。Section “Search Text” in Info を参照のこと。

void-function

メッセージは ‘Symbol's function definition is void’。Section 13.9 [Function
Cells], page 226を参照のこと。

void-variable

メッセージは ‘Symbol's value as variable is void’。Section 12.7 [Accessing
Variables], page 183を参照のこと。

wrong-number-of-arguments

メッセージは ‘Wrong number of arguments’。Section 10.1.3 [Classifying Lists],
page 136を参照のこと。

wrong-type-argument

メッセージは ‘Wrong type argument’。Section 2.7 [Type Predicates], page 29を
参照のこと。

unknown-image-type

メッセージは ‘Cannot determine image type’. Section 39.17 [Images], page 1051
を参照のこと。
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Appendix G 標準的なキーマップ

このセクションでは、より一般的なキーマップをリストします。これらの多くは Emacsの初回起動
時に存在しますが、それらのいくつかは各機能へのアクセス時にロードされます。

他にもより特化された多くのキーマップがあります。それらは特にメジャーモードやマイナーモー
ドに関連付けられています。ミニバッファーはいくつかのキーマップを使用します (Section 20.6.3
[Completion Commands], page 356を参照)。キーマップの詳細についてはChapter 22 [Keymaps],
page 423を参照してください。

2C-mode-map

プレフィクス C-x 6のサブコマンドにたいする sparseキーマップ。
Section “Two-Column Editing” in The GNU Emacs Manualを参照のこと。

abbrev-map

プレフィクス C-x aのサブコマンドにたいする sparseキーマップ。
Section “Defining Abbrevs” in The GNU Emacs Manualを参照のこと。

button-buffer-map

バッファーを含むバッファーに有用な sparseキーマップ。
これを親キーマップとして使用したいと思うかもしれない。Section 39.19 [Buttons],
page 1070を参照のこと。

button-map

ボタンにより使用される sparseキーマップ。

ctl-x-4-map

プレフィックス C-x 4のサブコマンドの sparseキーマップ。

ctl-x-5-map

プレフィックス C-x 5のサブコマンドの sparseキーマップ。

ctl-x-map

C-xコマンドにたいする完全なキーマップ。

ctl-x-r-map

プレフィクス C-x rのサブコマンドにたいする sparseキーマップ。
Section “Registers” in The GNU Emacs Manualを参照のこと。

esc-map ESC(または Meta)コマンドにたいする完全なキーマップ。

facemenu-keymap

プレフィクスキー M-oにたいして使用される sparseキーマップ。

function-key-map

す べ て の local-function-key-mapの イ ン ス タ ン ス の 親 キ ー マップ
(local-function-key-mapを参照)。

global-map

デフォルトのグローバルキーバインディングを含む完全なキーマップ。
モードでこのグローバルマップを変更しないこと。

goto-map プレフィクスキー M-gにたいして使用される sparseキーマップ。

help-map ヘルプ文字 C-hに後続するキーにたいする sparseキーマップ。
Section 24.6 [Help Functions], page 527を参照のこと。
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Helper-help-map

ヘルプユーティリティパッケージにより使用される完全なキーマップ。
これは値セルと関数セルに同じキーマップをもつ。

input-decode-map

キーパッドとファンクションキーの変換にたいするキーマップ。
存在しなければ空の sparseキーマップを含む。Section 22.14 [Translation Keymaps],
page 443を参照のこと。

key-translation-map

キー変換にたいするキーマップ。local-function-key-mapと異なり通常のキーバイ
ンディングをオーバーライドする。Section 22.14 [Translation Keymaps], page 443
を参照のこと。

kmacro-keymap

プレフィクス検索 C-x C-kに後続するキーにたいする sparseキーマップ。
Section “Keyboard Macros” in The GNU Emacs Manualを参照のこと。

local-function-key-map

キーシーケンスを優先する代替えに変換するキーマップ。
存在しなければ空の sparse キーマップが含まれる。Section 22.14 [Translation
Keymaps], page 443を参照のこと。

menu-bar-file-menu

menu-bar-edit-menu

menu-bar-options-menu

global-buffers-menu-map

menu-bar-tools-menu

menu-bar-help-menu

これらのキーマップはメニューバー内のメインとなるトップレベルメニューを表示する。
これらのいくつかはサブメニューを含む。たとえばEditメニューはmenu-bar-search-

menuを含む等。Section 22.17.5 [Menu Bar], page 454を参照のこと。

minibuffer-inactive-mode-map

ミニバッファーが非アクティブ時に使用される完全なキーマップ。
Section “Editing in the Minibuffer” in The GNU Emacs Manualを参照のこと。

mode-line-coding-system-map

mode-line-input-method-map

mode-line-column-line-number-mode-map

これらのキーマップはモードライン内の種々のエリアを制御する。
Section 23.4 [Mode Line Format], page 486を参照のこと。

mode-specific-map

C-cに後続する文字にたいするキーマップ。これはグローバルキーマップ内にあること
に注意。これは実際にはモード固有のものではない。プフィクスキー C-cの使用方法を
主に記述する C-h b (display-bindings)内で有益なのでこの名前が選ばれた。

mouse-appearance-menu-map

S-mouse-1キーにたいして使用される sparseキーマップ。

mule-keymap

プレフィクスキー C-x RETにたいして使用されるグローバルキーマップ。
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narrow-map

プレフィクス C-x nのサブコマンドにたいする sparseキーマップ。

prog-mode-map

Progモードにより使用されるキーマップ。
Section 23.2.5 [Basic Major Modes], page 473を参照のこと。

query-replace-map

multi-query-replace-map

query-replaceでの応答と関連するコマンド、y-or-n-pと map-y-or-n-pにたいし
ても使用される sparseキーマップ。このマップを使用する関数はプレフィクスキーを使
用せず一度に 1つのイベントを照会する。複数バッファーの置換では multi-query-

replace-mapが query-replace-mapを拡張する。Section 34.7 [Search and Re-
place], page 904を参照のこと。

search-map

検索関連コマンドにたいしてグローバルバインディングを提供する sparseキーマップ。

special-mode-map

Specialモードにより使用されるキーマップ。
Section 23.2.5 [Basic Major Modes], page 473を参照のこと。

tab-prefix-map

タブバー関連コマンド用のプレフィックスキー C-x tにたいして使用されるグローバル
キーマップ。
Section “Tab Bars” in The GNU Emacs Manualを参照のこと。

tab-bar-map

タブバーのコンテンツを定義するキーマップ。
Section “Tab Bars” in The GNU Emacs Manualを参照のこと。

tool-bar-map

ツールバーのコンテンツを定義するキーマップ。
Section 22.17.6 [Tool Bar], page 456を参照のこと。

universal-argument-map

C-u処理中に使用される sparseキーマップ。
Section 21.12 [Prefix Command Arguments], page 417を参照のこと。

vc-prefix-map

プレフィクスキー C-x vにたいして使用されるグローバルキーマップ。

x-alternatives-map

グラフィカルなフレームでの特定キーのマップに使用される sparseキーマップ。
関数 x-setup-function-keysはこれを使用する。
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Appendix H 標準的なフック

以下は Emacsで適切なタイミングで呼び出す関数を提供するためのいくつかのフック関数のリスト
です。

これらの変数のほとんどは ‘-hook’で終わる名前をもちます。これらはノーマルフック (normal
hooks)と呼ばれており run-hooksにより実行されます。そのようなフックの値は関数のリストです。
これらの関数は引数なしで呼び出されて値は完全に無視されます。そのようなフック上に新たに関数を
配置するためには add-hookを呼び出す方法を推奨します。フック使用についての詳細はSection 23.1
[Hooks], page 462を参照してください。

‘-functions’で終わる名前の変数は通常はアブノーマルフック (abnormal hooks) です (古い
コードの中には非推奨の ‘-hooks’サフィクスを使用するものもある)。これらの値は関数のリストで
すが関数は特殊な方法で呼び出されます (引数を渡されたりリターン値が使用される)。‘-function’
で終わる名前の変数は値として単一の関数をもちます。

以下のリストはすべてを網羅したリストではなく、より一般的なフックだけをカバーしています。
たとえばメジャーモードはそれぞれ ‘modename-mode-hook’という名前のフックを定義します。メ
ジャーモードは自身が行う最後のこととして run-mode-hooksでこのノーマルフックを実行します。
Section 23.2.6 [Mode Hooks], page 474を参照してください。ほとんどのマイナーモードにもフッ
クがあります。

特別な機能によりファイルがロードされたときに評価する式を指定できます (Section 16.10 [Hooks
for Loading], page 284を参照)。この機能は正確にはフックではありませんが同様のことを行います。

activate-mark-hook

deactivate-mark-hook

Section 31.7 [The Mark], page 773を参照のこと。

after-change-functions

before-change-functions

first-change-hook

Section 32.32 [Change Hooks], page 851を参照のこと。

after-change-major-mode-hook

change-major-mode-after-body-hook

Section 23.2.6 [Mode Hooks], page 474を参照のこと。

after-init-hook

before-init-hook

emacs-startup-hook

window-setup-hook

Section 40.1.2 [Init File], page 1095を参照のこと。

after-insert-file-functions

write-region-annotate-functions

write-region-post-annotation-function

Section 25.13 [Format Conversion], page 574を参照のこと。

after-make-frame-functions

before-make-frame-hook

server-after-make-frame-hook

Section 29.1 [Creating Frames], page 698を参照のこと。
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after-save-hook

before-save-hook

write-contents-functions

write-file-functions

Section 25.2 [Saving Buffers], page 535を参照のこと。

after-setting-font-hook

フレームのフォント変更後に実行されるフック。

auto-save-hook

Section 26.2 [Auto-Saving], page 584を参照のこと。

before-hack-local-variables-hook

hack-local-variables-hook

Section 12.12 [File Local Variables], page 198を参照のこと。

buffer-access-fontify-functions

Section 32.19.7 [Lazy Properties], page 829を参照のこと。

buffer-list-update-hook

バッファーリスト変更時に実行されるフック (Section 27.8 [Buffer List], page 601を
参照)。

buffer-quit-function

カレントバッファーを quitするために呼び出されるフック。

change-major-mode-hook

Section 12.11.2 [Creating Buffer-Local], page 193を参照のこと。

comint-password-function

これは派生モードにたいして、ユーザーにプロンプト表示せずに、背後にあるコマンド
インタープリター用にパスワードを供給することを許可するアブノーマルフック。

command-line-functions

Section 40.1.4 [Command-Line Arguments], page 1098を参照のこと。

delayed-warnings-hook

コマンドループは post-command-hook(以下参照)の直後にこれを実行する。

focus-in-hook

focus-out-hook

Section 29.10 [Input Focus], page 733を参照のこと。

delete-frame-functions

after-delete-frame-functions

Section 29.7 [Deleting Frames], page 731を参照のこと。

delete-terminal-functions

Section 29.2 [Multiple Terminals], page 699を参照のこと。

pop-up-frame-function

split-window-preferred-function

Section 28.13.4 [Choosing Window Options], page 650を参照のこと。

echo-area-clear-hook

Section 39.4.4 [Echo Area Customization], page 990を参照のこと。
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find-file-hook

find-file-not-found-functions

Section 25.1.1 [Visiting Functions], page 531を参照のこと。

font-lock-extend-after-change-region-function

Section 23.6.9.2 [Region to Refontify], page 509を参照のこと。

font-lock-extend-region-functions

Section 23.6.9 [Multiline Font Lock], page 507を参照のこと。

font-lock-fontify-buffer-function

font-lock-fontify-region-function

font-lock-mark-block-function

font-lock-unfontify-buffer-function

font-lock-unfontify-region-function

Section 23.6.4 [Other Font Lock Variables], page 503を参照のこと。

fontification-functions

Section 39.12.7 [Automatic Face Assignment], page 1026を参照のこと。

frame-auto-hide-function

Section 28.16 [Quitting Windows], page 663を参照のこと。

quit-window-hook

Section 28.16 [Quitting Windows], page 663を参照のこと。

kill-buffer-hook

kill-buffer-query-functions

Section 27.10 [Killing Buffers], page 604を参照のこと。

kill-emacs-hook

kill-emacs-query-functions

Section 40.2.1 [Killing Emacs], page 1099を参照のこと。

menu-bar-update-hook

Section 22.17.5 [Menu Bar], page 454を参照のこと。

minibuffer-setup-hook

minibuffer-exit-hook

Section 20.14 [Minibuffer Misc], page 374を参照のこと。

mouse-leave-buffer-hook

マウスコマンドでのウィンドウ切り替え時に実行されるフック。

mouse-position-function

Section 29.16 [Mouse Position], page 744を参照のこと。

prefix-command-echo-keystrokes-functions

(C-uのような)プレフィクスコマンドにより実行されるアブノーマルフックであり、カレ
ントのプレフィクス状態を記述する文字列をリターンすること。たとえば C-uは ‘C-u-’
や ‘C-u 1 2 3-’を生成する。フック関数はそれぞれ引数なしで呼び出されてカレントの
プレフィクス状態を記述する文字列、プレフィクス状態がなければ nilをリターンする
こと。Section 21.12 [Prefix Command Arguments], page 417を参照のこと。
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prefix-command-preserve-state-hook

プレフィクスコマンドが次のコマンドにカレントのプレフィクスコマンドを渡すことに
よりプレフィクスを確保する必要はある際にフックが実行される。たとえば C-uはユー
ザーが C-u -や C-uの後に数字をタイプした際には、その状態を次のコマンドに渡す必
要がある。

pre-redisplay-functions

フックはそれぞれのウィンドウで再表示の直前に実行される。Section 39.2 [Forcing
Redisplay], page 983を参照のこと。

post-command-hook

pre-command-hook

Section 21.1 [Command Overview], page 376を参照のこと。

post-gc-hook

Section E.3 [Garbage Collection], page 1180を参照のこと。

post-self-insert-hook

Section 23.3.2 [Keymaps and Minor Modes], page 483を参照のこと。

suspend-hook

suspend-resume-hook

suspend-tty-functions

resume-tty-functions

Section 40.2.2 [Suspending Emacs], page 1100を参照のこと。

syntax-begin-function

syntax-propertize-extend-region-functions

syntax-propertize-function

font-lock-syntactic-face-function

Section 23.6.8 [Syntactic Font Lock], page 506と Section 35.4 [Syntax Proper-
ties], page 914を参照のこと。

temp-buffer-setup-hook

temp-buffer-show-function

temp-buffer-show-hook

Section 39.8 [Temporary Displays], page 998を参照のこと。

tty-setup-hook

Section 40.1.3 [Terminal-Specific], page 1097を参照のこと。

window-configuration-change-hook

window-scroll-functions

window-size-change-functions

Section 28.28 [Window Hooks], page 692を参照のこと。
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